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はじめに

このマニュアルでは、Oracle Databaseの使用中に表示されるエラー・メッセージについて説明します。このマニュアルでは、各メッセージについて、メッセージの文、および考えられる原因と処置の方法を説明しています。メッセージが警告であったり、エラーの発生を表している場合は、解決方法を示します。


対象読者

このマニュアルは、すべてのOracle Databaseユーザーを対象にしています。


ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクル社のアクセシビリティへの取組みの詳細は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

お客様は、My Oracle Supportから電子サポートにアクセスできます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoまたはhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs (聴覚障害者向け)を参照してください。


関連ドキュメント

詳細は、Oracle Databaseのこのリリースに同梱されているマニュアルを参照してください。

ホスト・オペレーティング・システムで稼働しているOracle Database固有の情報については、各オペレーティング・システムに対応するOracleマニュアル(タイトルはオペレーティング・システムによって異なります)を参照してください。使用可能な場合は、システム・リリース・ノートも参照してください。


表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。











1 メッセージの使用方法

この章では、エラー・メッセージに関する一般情報および補足的ヒントを紹介します。この章の内容は、次のとおりです。

	
エラー・メッセージ関連マニュアル


	
メッセージの精度


	
メッセージの形式


	
メッセージにおける埋込み変数の認識


	
メッセージ・スタック


	
Oracleサポート・サービスへの連絡


	
Oracle例外メッセージ


	
トレース・ファイル


	
アラート・ファイル






エラー・メッセージ関連マニュアル

この項では、エラー・メッセージが戻されたときに、参照するエラー・メッセージ関連マニュアルを判断する方法について説明します。


Oracle Databaseメッセージ

これらのメッセージは、Oracleプログラムの実行時にOracle Databaseによって生成されます。このマニュアルには、Oracle製品およびOracleのツール製品に共通するメッセージを記載します。





製品固有メッセージ

これらのメッセージは各製品ごとに異なり、マニュアルの文章はその製品用のものです。





オペレーティング・システム固有メッセージ

これらのメッセージは各オペレーティング・システムに固有のものです。各オペレーティング・システムには、一定範囲のメッセージ・コード番号が割り当てられています。たとえば、ORA-07500からORA-07999の範囲のメッセージはDEC VAX/VMS用のメッセージであり、これらのメッセージは該当するオペレーティング・システム固有のマニュアルにも記載されています。

メッセージの接頭辞を見れば、そのメッセージの情報がどこに記載されているかわかります。たとえば、このマニュアル中のメッセージには「ORA」の接頭辞が付いているものがあります。接頭辞がないメッセージがある場合、最初にご使用のリリースのOracle用のマニュアルを調べ、その後このマニュアルで調べます。








メッセージの精度

このマニュアルのメッセージで最も重要なのは、その精度です。バージョン・アップ時のメッセージの変更により、Oracleソフトウェアと一致しない場合があります。このマニュアルと異なるメッセージが出力された場合は、通常、次のリリースのソフトウェアに改訂版のメッセージ・テキストが収録されますので、お待ちください。






メッセージの形式

表示されるすべてのメッセージには、どのコンポーネントから出力されたかを示す接頭辞が付いています。たとえば、接頭辞ORAは、メッセージがOracle Databaseによって生成されたことを示します。このマニュアルに記載されているメッセージはこの接頭辞ごとに並んでいます。

なお、すべてのメッセージは、メッセージ・コード番号に従って示されています。メッセージを検索するときは、このメッセージ・コード番号を使用してください。






メッセージにおける埋込み変数の認識

メッセージを容易に発見しエラーを解決するため、Oracleではある種のメッセージにオブジェクト名、数、文字列が埋め込まれています。これらの埋め込まれた変数はstring、numberまたはcharacterの部分に表示されます。次に例を示します。


ORA-00020: maximum number of processes (number) exceeded


このメッセージは、実際には次のように表示されます。


ORA-00020: maximum number of processes (50) exceeded






メッセージ・スタック

 メッセージ・スタックが表示されることがよくあります。メッセージ・スタックは、Oracle Databaseの各レベルから出力される一連の関連メッセージです。

次のメッセージ・スタックは一般的な例です。


ORA-06502: PL/SQL: numeric or value error
ORA-06512: at "SCOTT.VALUE_ERR", line 1
ORA-06512: at line 1


次のメッセージ・スタックはVAX/VMSの例です。


ORA-01034: Oracle not available
ORA-07625: smsget: $MGBLSC failure
%SYSTEM-W-NOSUCHSEC, no such (global) section


この例の場合、スタックの一番下のメッセージはVMSオペレーティング・システムから出力されたものです。システム内の各レベルで検出されるメッセージは、その原因をたどるときに役立ちます。たとえば、前述の場合、Oracleがまだ起動されていないためにシステム・グローバル領域(SGA)が存在せず、Oracleデータベースを使用できない可能性もあります。Oracleサポート・サービスに連絡する場合、必ずメッセージのスタック全体を報告してください。






Oracleサポート・サービスへの連絡

メッセージによっては、Oracleサポート・サービスに連絡するよう指示される場合があります。Oracleサポート・サービスに連絡する場合、次の項目を確認してください。

	
ハードウェア、オペレーティング・システムおよびOracle Databaseを実行しているオペレーティング・システムのリリース番号。


	
Oracle Databaseの詳細なリリース番号(たとえば、9.2.0.1.0や9.0.1.1.2)。


	
エラー発生時に実行していたすべてのOracleプログラム(バージョン番号も含む)。たとえばSQL*Net V2.0、SQL*Forms V3.0など。


	
メッセージ・コードまたはメッセージがいくつか表示されている場合、出力順の正確なコード番号とメッセージ本文。


	
問題の重要度: 次の順位に従います。

1 = プログラムを実行できない。操作に重大な影響がある。

2 = プログラムを実行できる。操作は非常に制限される。

3 = 限定された機能でプログラムを実行できる。操作全体ではそれほど重大ではない。

4 = 問題はユーザーが回避できる。操作に対する影響はきわめて小さい。




さらに、次の情報を提供してください。

	
ユーザーの氏名


	
会社名


	
OracleサポートID番号


	
電話番号









Oracle例外メッセージ

Oracleの広範囲な自動検査機能は、内部エラーの検出に役立ちます。Oracle内部例外として次のメッセージが一括して出力されます。


ORA-00600: internal error code, arguments: [number], [number], [], [], [], []


このメッセージは実際には次のように表示されます。


ORA-00600: internal error code, arguments: [1042], [3], [upilam], [], [], []


メッセージ文の後には、エラーの発生地点および属性を示す引数が最高6個まで表示されます。第1の引数は内部エラー番号を示します。他の引数は、各種の数値、名前、文字列です。空のカッコは無視してかまいません。

ユーザーにメッセージが戻されるのみでなく、このメッセージの原因に関する情報と一緒に内部エラーがアラート・ファイルに書き込まれます。アラート・ファイルには、内部エラーによって生成されたトレース・ファイルの保存位置も書き込まれます。トレース・ファイルとアラート・ファイルについては、次の項を参照してください。

このORA-00600メッセージが出力された場合、Oracleサポート・サービスに連絡してください。






トレース・ファイル

トレース・ファイルは、Oracleインスタンスが起動するか、ユーザー・プロセスまたはバックグラウンド・プロセスで予期しないイベントが発生するたびに作成されます。トレース・ファイルの名前には、インスタンス名、プロセス名およびOracleプロセス番号が含まれています。ファイル拡張子またはファイル・タイプは通常TRCです。異なる場合は、オペレーティング・システム別のOracleドキュメントに記載されています。トレース・ファイルの内容には、システム・グローバル領域、プロセス・グローバル領域、スーパーバイザ・スタック、レジスタなどのダンプが含まれます。

トレース・ファイルの位置を指定するために、2つの初期化パラメータが使用されます。

	
BACKGROUND_DUMP_DEST初期化パラメータは、Oracleバックグラウンド・プロセスPMON、DBWR、LGWRおよびSMONによって作成されたトレース・ファイルの位置を指定します。


	
USER_DUMP_DEST初期化パラメータは、SQL*LoaderやPro*Cなどのユーザー・プロセスによって作成されたトレース・ファイルの位置を指定します。




アラート・ファイルには、内部エラーが発生したときに生成されるトレース・ファイルの位置が書き込まれます。アラート・ファイルについては、次の項を参照してください。

問題の診断に使用する前に、トレース・ファイルをフォーマットする必要があります。トレース・ファイルをフォーマットするには、ほとんどのシステムで利用可能であり、各オペレーティング・システム固有のOracleマニュアルに記述されているDUMPFMTユーティリティを使用してください。Oracleサポート・サービスは、問題を解決するためにフォーマット済のトレース・ファイルを要求することがあります。




	
関連項目:

トレース・ファイルの詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。












アラート・ファイル

アラート・ファイルは、内部エラーやバックアップのような管理作業に関する情報を記録したログ・ファイルです。内部エラーが発生した場合、メッセージは端末の画面に表示されるのみでなく、アラート・ファイルにも書き込まれます。Oracleは内部エラーに関する他の情報、たとえば、エラーなどによって生成されたトレース・ファイルの名前および位置などを、アラート・ファイルに書き込みます。

アラート・ファイルの名前は、オペレーティング・システムによって異なります。アラート・ファイルの位置は、バックグラウンド・プロセスのトレース・ファイルの位置と同じです。この位置は、BACKGROUND_DUMP_DEST初期化パラメータで指定されます。詳細は、ご使用のオペレーティング・システム固有のOracleマニュアルを参照してください。

オペレータのコンソールを使用している場合、Oracleからのメッセージがコンソールに表示されることがあります。重要なメッセージは、オペレータのコンソールのみでなくアラート・ファイルにも書き込まれます。Oracle以外のメッセージもコンソールに表示される場合があるため、Oracleの管理作業やエラーをトレースするには、コンソール・ログよりアラート・ファイルの方が適しています。

アラート・ファイルには、バックアップやオンラインREDOログ・ファイルのアーカイブのような管理作業の情報も記録されます。




	
関連項目:

アラート・ファイルの詳細は、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。















2 ORA-00000からORA-00852



	 ORA-00000: 正常に完了しました。 
	
原因: 正常に終了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-00001: 一意制約(string.string)に反しています 
	
原因: UPDATEまたはINSERT文が重複するキーを挿入しようとしました。DBMS MACモードで構成されたTrusted Oracleでは、異なるレベルに重複するエントリが存在するとこのメッセージが表示される場合があります。


	
処置: 重複しないように値を変更するか、索引の一意性の制約を取り消してください。









	 ORA-00017: セッションがトレース・イベントを設定するよう要求しました。 
	
原因: 別のセッションが現行のセッションにトレース・イベントを設定することを要求しました。


	
処置: これは内部的に使用されます。処置は必要ありません。









	 ORA-00018: 最大セッション数を超えました 
	
原因: すべてのセッション・ステート・オブジェクトが使用中です。


	
処置: SESSIONS初期化パラメータの値を増やしてください。









	 ORA-00019: 最大セッション・ライセンス数を超えました 
	
原因: すべてのライセンスが使用中です。


	
処置: LICENSE MAX SESSIONS初期化パラメータの値を増やしてください。









	 ORA-00020: 最大プロセス数(string)を超えました 
	
原因: すべてのプロセス・ステート・オブジェクトが使用中です。


	
処置: PROCESSES初期化パラメータの値を増やしてください。









	 ORA-00021: 他のプロセスに連結されています。セッションは切替えできません 
	
原因: ユーザー・セッションは現在他のユーザーによって使用されています。


	
処置: 他のプロセスにアタッチされているセッションには切り替えないでください。









	 ORA-00022: 無効なセッションIDです。アクセスは拒否されました 
	
原因: 指定したセッションが存在しないか、またはコールを実行したユーザーがアクセス権限を持っていません。


	
処置: アクセス権を持っている(所有しているか、CHANGE_USER権限を持っている)有効なセッションIDを指定してください。









	 ORA-00023: セッションがプロセス・プライベート・メモリーを参照します。セッションを連結解除できません 
	
原因: プロセス・プライベート・メモリーを参照する現行のセッションを切断しようとしました。


	
処置: オープン・ネットワーク接続をしているセッション、非常に大きいコンテキスト領域を持つセッション、オペレーティング・システム権限を持つセッションはプロセス・メモリー(PGA)を参照することがあります。切断するには、セッションのデータベース・リンクまたはカーソル、あるいはその両方をクローズする必要があります。オペレーティング・システム権限を持つセッションの切断は、常に無効となります。









	 ORA-00024: シングル・プロセス・モードで複数ログインは使用できません。 
	
原因: シングル・プロセス・モードで起動しているORACLEに対して、異なるプロセスから複数回ログインしようとしました。


	
処置: 他のプロセスからログオフしてください。









	 ORA-00025: stringの割当てに失敗しました 
	
原因: メモリー不足です。


	
処置: SGAヒープを大きくして再起動してください。









	 ORA-00026: セッションIDが欠落しているか、または無効です。 
	
原因: ALTER SYSTEM KILL SESSIONでセッションID文字列が欠落しているか、または無効です。


	
処置: 有効なセッションIDを指定して再試行してください。









	 ORA-00027: 現行のセッションを強制終了できません。 
	
原因: ALTER SYSTEM KILL SESSIONを使用して、現行のセッションを強制終了しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-00028: セッションは強制終了されました。 
	
原因: 権限のあるユーザーによってセッションが強制終了され、データベースにログオンできなくなりました。


	
処置: 作業を続行する場合は、再度ログインしてください。









	 ORA-00029: セッションはユーザー・セッションではありません 
	
原因: ALTER SYSTEM KILL SESSIONコマンドに指定されたセッションIDは、ユーザー・セッションではありません(たとえば、再帰的なセッションの場合)。


	
処置: ユーザー・セッションIDを指定して再試行してください。









	 ORA-00030: ユーザー・セッションIDがありません。 
	
原因: ユーザー・セッションIDが存在しません。セッションがログアウトした可能性があります。


	
処置: 有効なセッションIDを使用してください。









	 ORA-00031: セッションは強制終了されます。 
	
原因: ALTER SYSTEM KILL SESSIONコマンドで指定されたセッションに強制終了マークが設定されていますが、このセッションはネットワーク操作でロールバックされているか、ブロックされているため、すぐには強制終了できません。割込みできない現在の操作が終わり次第、強制終了されます。


	
処置: セッションを強制終了するために処置は必要ありませんが、このセッションでALTER SYSTEM KILL SESSIONコマンドをさらに実行すると、セッションがより早く強制終了されます。









	 ORA-00032: セッション移行パスワードが無効です。 
	
原因: セッション作成コールに指定したセッション移行パスワードが無効です(長すぎます)。


	
処置: 有効な(29文字以下の)パスワードを使用して再試行してください。









	 ORA-00033: 現行のセッションには移行パスワードが入力されていません。 
	
原因: 現行のセッションを切断しようとしたか、または複製しようとしましたが、移行パスワードが入力されていません。これは許可されていません。


	
処置: 移行パスワードを入力してセッションを作成してください。









	 ORA-00034: 現行のPL/SQLセッションではstringはできません。 
	
原因: 'ALTER SESSION DISABLE COMMIT IN PROCEDURE'文によってCOMMITまたはROLLBACKを禁止されているセッションで、PL/SQLオブジェクト(プロシージャ、ファンクション、パッケージ)からCOMMITまたはROLLBACKを発行しようとしました。


	
処置: このセッションでPL/SQLからCOMMITおよびROLLBACKを使用可能にするか、現行のセッションでこれらが使用不可のときは、COMMITまたはROLLBACKを使用しないでください。









	 ORA-00036: 再帰的SQLレベルの最大値(string)を超えました 
	
原因: 指定した数を超えて再帰的SQLを作成しようとしました。


	
処置: 再帰的SQLを削除してください。再帰的トリガーがある場合は、それも削除してください。









	 ORA-00037: 異なるサーバー・グループに属するセッションには切り換えられません。 
	
原因: 異なるサーバー・グループ間でセッションを切り換えようとしました。これは許可されていません。


	
処置: サーバーが、同じサーバー・グループに属するセッションに切り換えるようにしてください。









	 ORA-00038: セッションを作成できません: サーバー・グループは別のユーザーに所属しています。 
	
原因: 別のユーザーが所有しているサーバー・グループで、移行不可なセッションを作成しようとしました。


	
処置: サーバー・グループは、移行不可モードでサーバー・グループのサーバーにログインする最初のユーザーによって所有されます。サーバー・グループを所有するユーザーが、後続のすべての移行不可モードのログインを行う必要があります。移行不可モードで別のユーザーにログインさせるには、サーバー・グループの所有権の変更が必要です。所有権を変更するには、すべての現行のセッションをログオフし、サーバー・グループのすべての既存サーバーから切断した後、新しいユーザーでログインしてください。









	 ORA-00039: 定期的なアクション実行中のエラー 
	
原因: 定期実行中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 詳細情報については、エラー・スタックを確認してください。









	 ORA-00040: アクティブな時間制限を超えました - コールは異常終了しました 
	
原因: Resource Manager SWITCH_TIME制限を超えました。


	
処置: 更新または問合せをより単純にしてください。またはデータベース管理者に詳細を問い合せてください。









	 ORA-00041: アクティブな時間制限を超えました - セッションが終了しました 
	
原因: Resource Manager SWITCH_TIME制限を超えました。


	
処置: 更新または問合せをより単純にしてください。またはデータベース管理者に詳細を問い合せてください。









	 ORA-00042: サービス名stringが不明です 
	
原因: 無効なアプリケーション・サービスを使用しようとしました。


	
処置: SERVICE$から有効なサービス名を使用するか、DBMS_SERVICEパッケージを使用して新しいサービスを追加してください。









	 ORA-00043: リモート操作が失敗しました 
	
原因: インスタンス間操作の実行に失敗しました。


	
処置: ターゲット・インスタンスの状態を確認してください。操作は部分的に実行されている可能性があります。実行しようとした操作の結果を確認してください。









	 ORA-00044: statistics_levelがBASICではない場合、timed_statisticsはTRUEにしてください 
	
原因: statistics_levelがBASICではないときに、timed_statisticsをFALSEに設定しようとしました。statistics_levelがTYPICALまたはALLに設定されている場合、有効な統計を収集するには、timed_statisticsがTRUEである必要があります。


	
処置: timed_statisticsをTRUEに設定するか、statistics_levelをBASICに設定してください。









	 ORA-00050: エンキューの取得中に、オペレーティング・システム・エラーが発生しました。 
	
原因: Oracleエンキューに必要なOSリソースを取得できませんでした。通常、これはオペレーティング・システム・ユーザーの割当て制限が低すぎることが原因です。


	
処置: システムのマニュアルでオペレーティング・システム・エラーについて調べ、必要な処置を実行してください。









	 ORA-00051: リソースの待機中に、タイムアウトが発生しました。 
	
原因: 通常は、インスタンスの停止が原因です。


	
処置: 停止してリカバリされていないインスタンスを調べて、そのインスタンスをリカバリしてください。









	 ORA-00052: 最大エンキュー・リソース数(string)を超えました 
	
原因: エンキュー・リソースが不足しています。


	
処置: ENQUEUE_RESOURCES初期化パラメータの値を増やしてください。









	 ORA-00053: 最大エンキュー数を超えました 
	
原因: エンキュー・ステート・オブジェクトが設定数を超えました。


	
処置: ENQUEUES初期化パラメータの値を増やしてください。









	 ORA-00054: リソース・ビジー。NOWAITが指定されているか、タイムアウトしました 
	
原因: 要求したリソースはビジーです。


	
処置: 必要に応じて再試行するか、タイムアウトまでの値を増やします。









	 ORA-00055: 最大DMLロック数を超えました 
	
原因: DMLロック・ステート・オブジェクトが設定数を超えました。


	
処置: DML_LOCKS初期化パラメータの値を増やし、ウォーム・スタートしてください。









	 ORA-00056: オブジェクトstring.stringに対してのDDLロックがすでに非互換モードで設定されています 
	
原因: すでにロックされているDDLロックを取得しようとしました。


	
処置: これは、解析ロックを持つ表を削除するときに発生します。









	 ORA-00057: 一時表ロック数の最大値を超えました 
	
原因: 一時表の数が一時表ロック数と同値または超えています。一時表は、大規模なソート時に作成されることが多くあります。


	
処置: TEMPORARY_TABLE_LOCKS初期化パラメータの値を増やし、ウォーム・スタートしてください。









	 ORA-00058: このデータベースをマウントするには、DB_BLOCK_SIZEをstringに設定する必要があります(stringではありません)。 
	
原因: マウントされているデータベースのDB_BLOCK_SIZE初期化パラメータが違います。それは、データベースの作成に使用する値と一致しません。


	
処置: DB_BLOCK_SIZEパラメータの値を修正するか、値が一致するデータベースをマウントしてください。









	 ORA-00059: DB_FILESの最大数を超えました 
	
原因: DB_FILES初期化パラメータの値を超えています。


	
処置: DB_FILESパラメータの値を増やし、ウォーム・スタートしてください。









	 ORA-00060: リソース待機の間にデッドロックが検出されました。 
	
原因: リソース待機の間にトランザクションが相互にデッドロックしました。


	
処置: トレース・ファイルを参照して、関連するトランザクションとリソースを確認してください。必要に応じて再試行してください。









	 ORA-00061:別のインスタンスが異なったDML_LOCKSを設定しています。 
	
原因: 起動した共有インスタンスがDML_LOCKSを使用し、実行中のインスタンスが使用していないか、またはこれの逆になっています。


	
処置: すべてのインスタンスのINIT.ORAファイルでDML_LOCKSパラメータが0(ゼロ)に指定されているか、またはすべて0(ゼロ)以外に指定されていることを確認してください。









	 ORA-00062: DML全表ロックが取得できません。DML_LOCKSが0に設定されています 
	
原因: インスタンスがDML_LOCKS = 0で起動しましたが、実行される文には全表ロック(S、XまたはSSX)が必要です。


	
処置: 0(ゼロ)でないDML_LOCKSでインスタンスを再起動し、文を再実行してください。









	 ORA-00063: 最大ログ・ファイル数stringを超えました 
	
原因: 指定されたログ・ファイルの数が、このリリースでサポートされるログ・ファイルの数を超えました。


	
処置: このリリースでサポートされる最大数を超えないようにログ・ファイルの最大数を指定して、制御ファイルを再作成してください。









	 ORA-00064: オブジェクトが大きすぎてこのO/S上に割当てできません(string,string,string) 
	
原因: 初期化パラメータが、このオペレーティング・システム上で割当て可能な領域より大きい連続領域の割当てを必要とする値に設定されました。


	
処置: 初期化パラメータの値を減らしてください。









	 ORA-00065: FIXED_DATEの初期化に失敗しました 
	
原因: FIXED_DATE文字列がyyyy-mm-dd:hh24:mi:ssの日付書式ではありません。


	
処置: 初期化パラメータが正しい日付書式で設定されていることを確認してください。









	 ORA-00066: SID 'string'は、無効な文字が含まれているか、長すぎます 
	
原因: 指定したSIDに、SPFILE設定では使用できない無効な文字が含まれているか、指定したSIDが長すぎます。無効な文字には、,#"'=()と空白が含まれます。


	
処置: 特殊文字または空白が含まれないSIDを使用してください。SIDの最大長は、プラットフォーム固有のドキュメントを参照してください。









	 ORA-00067: 値string(パラメータstringに対する)が無効です。string以上に設定する必要があります。 
	
原因: 初期化パラメータの値が無効です。


	
処置: メッセージに示されている値を指定してください。









	 ORA-00068: 値string(パラメータstringに対する)が無効です。stringからstringの間に設定する必要があります 
	
原因: 初期化パラメータの値が無効です。


	
処置: メッセージに示されている値を指定してください。









	 ORA-00069: ロックを獲得できません -- stringに対して表ロックが使用不可になっています 
	
原因: メッセージに示されている表をロックしようとして、コマンドを発行しました。表をロックできるコマンドの例として、LOCK TABLE、ALTER TABLE ... ADD (...)などがあります。


	
処置: ALTER TABLE ... ENABLE TABLE LOCKコマンドを使用して、コマンドを再試行してください。









	 ORA-00070: コマンドstringが無効です。 
	
原因: 無効なデバッガ・コマンドが指定されました。


	
処置: HELPと入力して、使用可能なコマンドのリストを確認してください。









	 ORA-00071: プロセス番号は、1からstringの間に設定する必要があります。 
	
原因: 無効なプロセス番号が指定されました。


	
処置: 有効なプロセス番号を指定してください。









	 ORA-00072: プロセス"string"がアクティブではありません。 
	
原因: 無効なプロセスが指定されました。


	
処置: 有効なプロセスを指定してください。









	 ORA-00073: コマンドstringはstringからstringの間の引数を取ります。 
	
原因: 無効な引数番号が指定されました。


	
処置: 有効な引数番号を指定してください。HELPと入力して、コマンドとその構文のリストを確認してください。









	 ORA-00074: プロセスが指定されていません。 
	
原因: デバッグ・プロセスが指定されていません。


	
処置: 有効なプロセスを指定してください。









	 ORA-00075: プロセス"string"がこのインスタンス内に見つかりません。 
	
原因: 指定されたプロセスが現行のインスタンスに記録されませんでした。


	
処置: 有効なプロセスを指定してください。









	 ORA-00076: ダンプstringが見つかりません。 
	
原因: 存在しないダンプを呼び出そうとしました。


	
処置: DUMPLISTと入力して、使用可能なダンプのリストを確認してください。









	 ORA-00077: ダンプstringが無効です。 
	
原因: 無効なダンプを呼び出そうとしました。


	
処置: 別のダンプを指定してください。









	 ORA-00078: 名前で変数をダンプできません。 
	
原因: 名前で変数をダンプしようとしましたが、この機能はシステムでサポートされていません。


	
処置: PEEKコマンドを実行してください。









	 ORA-00079: 変数stringが見つかりません。 
	
原因: 存在しない変数をダンプしようとしました。


	
処置: 有効な変数名を使用してください。









	 ORA-00080: 無効なグローバル領域がレベルstringで指定されました。 
	
原因: 無効なグローバル領域をダンプしようとしました。


	
処置: PGAにはレベル1、SGAにはレベル2、UGAにはレベル3を使用してください。<extra + level>を使用して、ポインタごとにグローバル領域<level>および<extra>バイトをダンプしてください。<extra>は4の倍数である必要があります。









	 ORA-00081: アドレス範囲[string,string]が読取りできません。 
	
原因: 無効なメモリー・アドレス範囲を読み込もうとしたか、書き込もうとしました。


	
処置: 別のアドレスまたは長さを指定してください。









	 ORA-00082: stringのメモリー・サイズが有効な[1], [2], [4]stringstringstringstringstringのセットではありません。 
	
原因: POKEコマンドに無効な長さが指定されました。


	
処置: 有効な長さ(1、2、4、8のいずれか)を指定してください。









	 ORA-00083: 警告: 破損したSGAがマップされた可能性があります 
	
原因: SGAが破損した可能性がありますが、SGAはマップされました。


	
処置: DUMPSGAコマンドを使用してSGAをダンプしてください。









	 ORA-00084: グローバル領域をPGA、SGAまたはUGAに設定する必要があります。 
	
原因: 無効なグローバル領域をダンプしようとしました。


	
処置: PGA、SGAまたはUGAのいずれかを指定してください。









	 ORA-00085: 現行のコールが存在しません。 
	
原因: 現行のコール・ヒープをダンプしようとしましたが、これは無効です。


	
処置: プロセスがコールを開始するまで待ってください。









	 ORA-00086: ユーザー・コールが存在しません。 
	
原因: ユーザー・コール・ヒープをダンプしようとしましたが、これは無効です。


	
処置: プロセスがコールを開始するまで待ってください。









	 ORA-00087: このコマンドはリモート・インスタンスでは実行できません。 
	
原因: クラスタ・データベース・コマンドがクラスタ・データベースORADEBUGでないコマンドで発行されました。


	
処置: クラスタ・データベース構文を使用せずにコマンドを発行してください。









	 ORA-00088: このコマンドは共有サーバーで実行できません 
	
原因: デバッグ・コマンドが共有サーバーで発行されました。


	
処置: 専用サーバーを使用して、コマンドを再発行してください。









	 ORA-00089: ORADEBUGコマンドでのインスタンス番号が無効です。 
	
原因: クラスタ・データベースORADEBUGコマンドで無効なインスタンス番号が指定されました。


	
処置: 有効なインスタンス番号を指定して、コマンドを再発行してください。









	 ORA-00090: クラスタ・データベースORADEBUGコマンドのメモリーの割当てに失敗しました 
	
原因: クラスタ・データベースORADEBUGの実行に必要なメモリーを割当てできませんでした。


	
処置: シングル・インスタンスORADEBUGを使用して、各インスタンスに対してコマンドを発行してください。









	 ORA-00091: LARGE_POOL_SIZEは、string以上に設定する必要があります。 
	
原因: LARGE_POOL_SIZEの値が最小サイズを下回っています。


	
処置: LARGE_POOL_SIZEの値を増やし、最小サイズより大きくしてください。









	 ORA-00092: LARGE_POOL_SIZEは、LARGE_POOL_MIN_ALLOCよりも大きくする必要があります 
	
原因: LARGE_POOL_SIZEの値がLARGE_POOL_MIN_ALLOCの値を下回っています。


	
処置: LARGE_POOL_SIZEの値を増やし、LARGE_POOL_MIN_ALLOCの値より大きくしてください。









	 ORA-00093: stringは、stringからstringの間に設定する必要があります。 
	
原因: パラメータ値が有効な範囲内ではありません。


	
処置: パラメータ値を変更して、指定された範囲内にしてください。









	 ORA-00094: stringは、整数値に設定する必要があります。 
	
原因: パラメータ値が整数ではありません。


	
処置: パラメータ値を変更して、整数にしてください。









	 ORA-00096: 無効な値stringがパラメータstringに指定されています。値はstringの中から設定する必要があります 
	
原因: 初期化パラメータの値が無効です。


	
処置: メッセージに示されている値を指定してください。









	 ORA-00097: Oracle SQL機能は、SQL92 stringレベルでは使用できません。 
	
原因: OracleのSQL拡張機能が使用されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-00098: データベースを作成またはマウントするにはパラメータ・ファイルが必要です 
	
原因: インスタンスがパラメータ・ファイルなしで起動しているときに、データベースの作成またはマウントが試行されました。


	
処置: パラメータ・ファイルを使用してインスタンスを再起動してください。









	 ORA-00099: 警告: stringインスタンスにパラメータ・ファイルが指定されていません 
	
原因: パラメータ・ファイルが指定されませんでしたが、インスタンスはすべてのデフォルト値を使用して起動されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-00100: データが見つかりません。 
	
原因: アプリケーションが、不明またはアクセス不可能なデータを参照しました。


	
処置: このエラー条件をアプリケーション内で処理するか、アプリケーション・コードを適切に変更してください。注意: アプリケーションでANSIモードのSQLではなくOracleモードのSQLを使用している場合は、ORA-00100のかわりにORA-01403が生成されます。









	 ORA-00101: システム・パラメータDISPATCHERSの指定が無効です 
	
原因: DISPATCHERSパラメータの構文が正しくありません。


	
処置: 正しい構文については、マニュアルを参照してください。









	 ORA-00102: ディスパッチャはネットワーク・プロトコルstringを使用できません。 
	
原因: DISPATCHERSに指定されたネットワークには、ディスパッチャに必要な機能がありません。


	
処置: ディスパッチャでサポートされているネットワーク・プロトコルの詳細は、マニュアルを参照してください。









	 ORA-00103: ネットワーク・プロトコルが無効です。ディスパッチャが使用します 
	
原因: SQL*NetのCONNECT文字列に指定されたネットワークは、ディスパッチャが使用します。


	
処置: 接続文字列に別のネットワーク・プロトコルを指定してください。









	 ORA-00104: デッドロック検出。共有サーバーはすべてブロックされ、リソース待機しています 
	
原因: すべての使用可能な共有サーバーが、クライアントによってロックされたリソースを必要とする要求をサービスしています。クライアントは、共有サーバーのリソースを解放することはできません。


	
処置: システム・パラメータMAX_SHARED_SERVERSの制限を増やしてください。システムは、サーバーの数がMAX_SHARED_SERVERSで指定された値に達するまで自動的に新しいサーバーを起動して、デッドロックを中断させます。









	 ORA-00105: ディスパッチャ構成が多すぎます 
	
原因: 指定されているディスパッチャ構成が多すぎます。これ以上追加できません。


	
処置: 可能な場合は、ディスパッチャ構成を統合してください。









	 ORA-00106: データベースはディスパッチャ接続時には起動または停止できません。 
	
原因: ディスパッチャを介して共有サーバーに接続している間に、データベースを起動または停止しようとしました。


	
処置: ディスパッチャを介さずに、INTERNALユーザーで再接続してください。多くの場合、ネットワーク接続文字列を指定せずにINTERNALに接続すると、これを実行できます。









	 ORA-00107: Oracleリスナー・プロセスへの接続に失敗しました。 
	
原因: 通常は、ORACLEリスナーが起動されていないと発生します。


	
処置: ORACLEリスナーが起動していない場合は、起動してください。または、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-00108: 非同期接続に対するディスパッチャのセットアップに失敗しました 
	
原因: 通常、非同期処理をサポートしていないディスパッチャがネットワーク・プロトコルを使用すると発生します。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-00109: 属性stringの値が無効です: string 
	
原因: 属性に指定された値が正しくありません。


	
処置: 適切な値については、ドキュメントを参照してください。









	 ORA-00110: 無効な値string(属性string)です。stringからstringの間で指定する必要があります 
	
原因: 属性に指定された値が正しくありません。


	
処置: 許容範囲内の値を指定してください。









	 ORA-00111: 無効な属性string 
	
原因: 指定した属性が認識されませんでした。


	
処置: ディスパッチャ属性の指定に使用する適切なキーワードについては、ドキュメントを参照してください。









	 ORA-00112: stringの値がNULLです 
	
原因: 値を指定せずに属性を指定しました。


	
処置: NULL以外の値を指定してください。









	 ORA-00113: プロトコル名stringが長すぎます。 
	
原因: DISPATCHERSシステム・パラメータで指定されたプロトコル名が長すぎます。


	
処置: DISPATCHERS値の有効なプロトコル名を使用してください。









	 ORA-00114: システム・パラメータSERVICE_NAMESの値が欠落しています 
	
原因: SERVICE_NAMESシステム・パラメータまたはDB_NAMEパラメータに値が指定されていません。


	
処置: INIT.ORAファイルにSERVICE_NAMESまたはDB_NAMEの定義を追加します。SERVICE_NAMESを明示的に指定しないかぎり、デフォルトではSERVICE_NAMESはDB_NAMEの値となります。









	 ORA-00115: 接続が拒否されました。ディスパッチャ接続表が一杯です 
	
原因: ディスパッチャがこれ以上接続をサポートしないために、ディスパッチャによって接続要求が拒否されました。


	
処置: 別のディスパッチャに接続するか、または専用サーバーを使用してください。









	 ORA-00116: SERVICE_NAMES名が長すぎます 
	
原因: SERVICE_NAMESシステム・パラメータで指定されたサービス名が長すぎます。


	
処置: 短いサービス名をSERVICE_NAMES値に使用してください(255文字以下)。









	 ORA-00117: PROTOCOL、ADDRESSやDESCRIPTIONを指定する必要があります 
	
原因: PROTOCOL、ADDRESSまたはDESCRIPTIONが指定されていません。


	
処置: ディスパッチャのリスニング・アドレスを指定するには、PROTOCOL、ADDRESSまたはDESCRIPTIONのいずれかの属性を使用してください。









	 ORA-00118: PROTOCOL、ADDRESSまたはDESCRIPTIONのうちのいずれか1つを指定できます 
	
原因: PROTOCOL、ADDRESSまたはDESCRIPTIONが複数指定されました。


	
処置: ディスパッチャのリスニング・アドレスを指定するには、PROTOCOL、ADDRESSまたはDESCRIPTIONの属性のいずれか1つのみを使用してください。









	 ORA-00119: システム・パラメータstringの指定が無効です 
	
原因: 指定したパラメータの構文が正しくありません。


	
処置: 正しい構文については、『Oracle Databaseリファレンス』を参照してください。









	 ORA-00122: ネットワーク構成を初期化できません。 
	
原因: ORACLEはSQL*Netバージョン2を初期化できませんでした。


	
処置: 詳細情報については、エラー・スタックを確認してください。









	 ORA-00123: アイドル状態の共有サーバーが終了しています。 
	
原因: 共通の待ち行列で待機中の、アイドル状態のサーバーの数が多すぎます。


	
処置: このエラーは内部的に使用されます。処置は必要ありません。









	 ORA-00125: 接続は拒否されました。PRESENTATIONが無効です。 
	
原因: TNSアドレスDESCRIPTIONのCONNECT_DATAにあるPRESENTATIONが正しくないか、またはサポートされていません。


	
処置: TNSアドレスで指定されたPRESENTATIONを修正してください。









	 ORA-00126: 接続は拒否されました。DUPLICITYが無効です 
	
原因: TNSアドレスDESCRIPTIONのCONNECT_DATAにあるDUPLICITYが正しくないか、またはサポートされていません。


	
処置: TNSアドレスで指定されたDUPLICITYを修正してください。









	 ORA-00127: ディスパッチャstringは存在しません。 
	
原因: 現在、指定した名前のディスパッチャは実行されていません。


	
処置: 存在するディスパッチャ・プロセスをD###形式の名前で指定して、再試行してください。









	 ORA-00128: このコマンドにはディスパッチャ名が必要です。 
	
原因: ALTER SYSTEM SHUTDOWNの構文が誤っています。


	
処置: 正しい構文は、ALTER SYSTEM SHUTDOWN [ IMMEDIATE ] 'dispatcher name'です。









	 ORA-00129: リスナー・アドレス'string'の検証に失敗しました 
	
原因: リスナー・アドレスの妥当性チェック中にエラーが発生しました。


	
処置: エラーを解決するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-00130: リスナー・アドレス'string'が無効です 
	
原因: リスナー・アドレスの指定が無効です。


	
処置: リスナー・アドレス(プロトコル、ポート、ホスト、キー、...)のすべてのフィールドが正しいかどうかを確認してください。









	 ORA-00131: ネットワーク・プロトコルは登録された'string'をサポートしません 
	
原因: 指定したプロトコルは、非同期通知をサポートしていません。


	
処置: サポートされているネットワーク・プロトコルの詳細は、マニュアルを参照してください。









	 ORA-00132: 構文エラーまたは未解決のネットワーク名'string' 
	
原因: リスナー・アドレスに構文エラーがあるか、解決できません。


	
処置: ネットワーク名が指定されている場合、TNSNAMES.ORAのエントリ、またはご使用のシステム用に構成された他のアドレス・リポジトリに対応しているかどうかを確認してください。エントリの構文が正しいことを確認してください。









	 ORA-00133: stringの値が長すぎます 
	
原因: 属性に指定された値が長すぎます。


	
処置: 短い名前およびキーワードを使用するか、または不要な空白を削除してください。









	 ORA-00134: 無効なDISPATCHERSの指定#string 
	
原因: n番目のDISPATCHERS指定に使用した構文が誤っています。


	
処置: 正しい構文については、『Oracle Databaseリファレンス』を参照してください。









	 ORA-00135: 属性stringがありません 
	
原因: 示された必須属性が指定されていません。


	
処置: 属性にNULL以外の値を指定してください。









	 ORA-00136: 無効なLISTENER_NETWORKS指定番号stringです 
	
原因: n番目のLISTENER_NETWORKS指定の構文が無効です。


	
処置: 正しい構文については、『Oracle Databaseリファレンス』を参照してください。









	 ORA-00137: NAME=stringのLISTENER_NETWORKSの指定が無効です 
	
原因: 示されたNAMEを持つLISTENER_NETWORKS指定の構文が無効です。


	
処置: 正しい構文については、『Oracle Databaseリファレンス』を参照してください。









	 ORA-00138: 属性stringに指定されたすべてのアドレスが無効です 
	
原因: 属性の指定されたアドレスまたは別名がすべて無効です。


	
処置: 有効なアドレスまたは別名を1つ以上指定してください。









	 ORA-00139: 属性stringが重複しています 
	
原因: 示された属性が2回以上指定されました。


	
処置: 属性は1回のみ指定してください。









	 ORA-00150: トランザクションIDが重複しています。 
	
原因: 既存のトランザクションによってすでに使用されているIDで、新規のトランザクションを開始しようとしました。


	
処置: アプリケーションを確認してください。









	 ORA-00151: トランザクションIDが無効です。 
	
原因: 指定されたトランザクションIDが、存在する有効なトランザクションに対応していません。


	
処置: アプリケーションを確認してください。









	 ORA-00152: 現行のセッションが要求されたセッションと一致しません。 
	
原因: 現行のセッションが、upixado()コールに渡されたものと異なります。


	
処置: アプリケーションを確認してください。









	 ORA-00153: XAライブラリで内部エラーが発生しました。 
	
原因: XAライブラリが、スレッド固有のポインタにアクセスできませんでした。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-00154: トランザクション・モニターでプロトコル・エラーが発生しました。 
	
原因: トランザクション・モニターはAX_REGコールに対しTMJOINを戻しましたが、トランザクションはローカルに中断されました。


	
処置: トランザクション・モニター・ベンダーの技術サポートに連絡してください。









	 ORA-00155: グローバル・トランザクション以外では作業を実行できません。 
	
原因: アプリケーションが、グローバル・トランザクション以外であるときに、リリース7.3のOracleデータベースまたはOracle8データベースの作業を、ローカル・トランザクションが使用不可の状態で実行しようとしました。


	
処置: そのアプリケーションがリリース7.3のOracleデータベースに接続されているかどうかを確認してください。リソース・マネージャがリリース7.3のOracleデータベースの場合、AX_REGコールに対してトランザクション・モニターからNULL XIDを戻すことはできません。アプリケーションがOracle8データベースに接続している場合、xa_open文字列にnolocal=fを設定するか、または作業の前にグローバル・トランザクションを起動してください。









	 ORA-00160: グローバル・トランザクションの長さstringが最大長(string)を上回っています 
	
原因: フィールド長が長すぎる外部グローバル・トランザクションIDが渡されました。


	
処置: この問題を外部トランザクションのコーディネータ・ベンダーに連絡してください。









	 ORA-00161: トランザクション・ブランチの長さstringが不正です(最大許容の長さstring) 
	
原因: 長すぎるか、または長さが0(ゼロ)の外部トランザクション・ブランチIDが渡されました。


	
処置: この問題を外部トランザクションのコーディネータ・ベンダーに連絡してください。









	 ORA-00162: 外部DBIDの長さstringが最大長(string)を上回っています 
	
原因: フィールド長が長すぎる外部データベース名が渡されました。


	
処置: この問題を外部トランザクションのコーディネータ・ベンダーに連絡してください。









	 ORA-00163: 内部データベース名の長さstringが最大長(string)を超えています 
	
原因: フィールド長が長すぎる内部データベース名が渡されました。


	
処置: この問題を外部トランザクションのコーディネータ・ベンダーに連絡してください。









	 ORA-00164: 移行可能な分散トランザクション内で分散自律型トランザクションの処理はできません 
	
原因: アプリケーションがすでに移行可能な分散トランザクション内にあるときに、分散自律型トランザクションを起動する要求が作成されました。


	
処置: 現在の分散トランザクションをロールバックするか、またはコミットしてください。









	 ORA-00165: リモート操作での移行可能な分散自律型トランザクションの処理はできません 
	
原因: リモート操作により移行可能な分散自律型トランザクションを起動する要求が作成されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-00166: リモート/ローカルのネスト・レベルが深すぎます 
	
原因: リモート表でのローカル関数の実行など、ローカル・サイトへの逆方向操作を要求したリモート表操作が多すぎます。


	
処置: 問合せを再配置するか、関数と表を同じ場所に配置してください。









	 ORA-00200: 制御ファイルを作成できませんでした。 
	
原因: 制御ファイルを作成できませんでした。


	
処置: 十分なディスク領域があること、およびファイル名の重複がないことを確認して、制御ファイルを再作成してください。









	 ORA-00201: 制御ファイル・バージョンstringはORACLEバージョンstringと互換性がありません 
	
原因: 制御ファイルが互換性のないソフトウェアによって作成されました。


	
処置: 互換性のあるソフトウェア・リリースで再起動するか、またはCREATE CONTROLFILEを使用して、このリリースと互換性のある新規の制御ファイルを作成してください。









	 ORA-00202: 制御ファイル: 'string' 
	
原因: 他のエラー・メッセージに関連するファイル名です。


	
処置: 問題の説明については、関連するエラー・メッセージを参照してください。









	 ORA-00203: 無効な制御ファイルを使用しています。 
	
原因: 制御ファイル内のマウントIDが、このデータベースをマウントするために最初のインスタンスで使用された制御ファイル内のマウントIDと同一ではありません。これらの制御ファイルは同一データベース用ですが、同一ファイルではありません。1つのインスタンスがバックアップ制御ファイルを使用している可能性があります。


	
処置: 正しい制御ファイルが指定されていることを確認してください。









	 ORA-00204: 制御ファイルの読取り(ブロックstring、#ブロックstring)でエラーが発生しました 
	
原因: ディスクのI/O障害が、制御ファイルの読取り中に検出されました。


	
処置: ディスクがオンラインになっていることを確認してください。オンラインになっていない場合はオンラインにして、ウォーム・スタートを再試行してください。オンラインになっている場合は、ディスクをリカバリする必要があります。









	 ORA-00205: 制御ファイル識別エラー。詳細はアラート・ログをチェックしてください。 
	
原因: システムは指定された名前およびサイズの制御ファイルを見つけることができません。


	
処置: すべての制御ファイルがオンラインになっていること、およびコールド・スタート時にシステムで作成された同じファイルであることを確認してください。









	 ORA-00206: 制御ファイルの書込み(ブロックstring、#ブロックstring)でエラーが発生しました 
	
原因: ディスクのI/O障害が、制御ファイルの書込み中に検出されました。


	
処置: ディスクがオンラインになっていることを確認してください。オンラインになっていない場合はオンラインにして、ウォーム・スタートを再試行してください。オンラインになっている場合は、ディスクをリカバリする必要があります。









	 ORA-00207: 同一データベースに対する制御ファイルではありません。 
	
原因: 制御ファイル内のデータベースIDが、このデータベースをマウントするために最初のインスタンスで使用されたデータベースIDと同一ではありません。一方のマウントで誤った制御ファイルを使用しているか、または2つのデータベースが同一の名前を持っている可能性があります。


	
処置: 制御ファイルを正しいデータベースに対して使用しており、旧バージョンのものでないことを確認してください。









	 ORA-00208: 制御ファイル名の数が制限stringを超えています 
	
原因: Oracleでサポートされる制限を超える数の制御ファイルを使用しようとしました。


	
処置: Oracleを停止してください。初期化パラメータ・ファイル内のCONTROL_FILESパラメータで指定された制御ファイルの数を減らしてからOracleを再起動してください。使用していないファイルを削除してください。









	 ORA-00209: 制御ファイルのブロック・サイズの不一致です。詳細はアラート・ログをチェックしてください。 
	
原因: 制御ファイル・ヘッダーのブロック・サイズが、DB_BLOCK_SIZEパラメータで指定されたサイズと一致しません。


	
処置: 詳細は、アラート・ログを調べてください。









	 ORA-00210: 指定された制御ファイルをオープンできません。 
	
原因: 制御ファイルをオープンできません。


	
処置: 制御ファイルが存在し、それが別のプログラムによってロックされていないことを確認してください。









	 ORA-00211: 制御ファイルが前の制御ファイルと一致していません。 
	
原因: 別のデータベースに属する制御ファイルが指定されました。


	
処置: 正しい制御ファイルを見つけてインストールしてください。









	 ORA-00212: ブロック・サイズstringが必要最小サイズstringバイト未満です。 
	
原因: 指定されたブロック・サイズが小さすぎます。システム・オーバーヘッドの領域が必要です。


	
処置: より大きいブロック・サイズを指定して、操作を再試行してください。









	 ORA-00213: 制御ファイルを再利用できません; 古いファイル・サイズはstring,stringが必要です 
	
原因: 制御ファイルを再利用するには、前に利用したものと同じファイル・サイズである必要があります。


	
処置: REUSEを指定しないか、CREATE DATABASE文またはCREATE CONTROLFILE文でMAXDATAFILES句、MAXLOGFILES句、MAXLOGMEMBERS句、MAXLOGHISTORY句およびMAXINSTANCES句の一致した組合せを指定してください。









	 ORA-00214: 制御ファイル'string'バージョンstringがファイル'string'バージョンstringと矛盾しています 
	
原因: 使用した制御ファイル、データファイル/ログ・ファイル、およびREDOログ・ファイルのバージョンが一致しません。


	
処置: 一貫した制御ファイル、データファイル/ログ・ファイル、およびREDOログ・ファイルの組合せを使用してください。すべてのファイルが同じデータベースに対するもので、同時期のものである必要があります。









	 ORA-00215: 1つ以上の制御ファイルが必要です。 
	
原因: 制御ファイルの指定がないか、指定された制御ファイルが存在しません。


	
処置: 有効な制御ファイルを1つ以上指定して、操作を再試行してください。









	 ORA-00216: 8.0.2の制御ファイルは、移行用にサイズ変更できません。 
	
原因: リリース8.0.2で作成された制御ファイル内のレコードが欠けています。マウント時に制御ファイルのサイズを変更することで、これらのレコード型は自動的に追加されます。しかし、このサイズ変更に失敗しました。


	
処置: サイズ変更に失敗した原因を、アラート・ログで調べてください。アラート・ログに原因が示されている場合は、制御ファイルに領域を追加してください。それ以外の場合は、トレース・ファイルにダンプされたCREATE CONTROLFILEスクリプトを使用して新しい制御ファイルを作成してください。









	 ORA-00217: 制御ファイルを、新規レコード型用にサイズ変更できませんでした 
	
原因: このリリースでサポートされる新しいレコード型が制御ファイルにありません。マウント時に制御ファイルのサイズを変更することで、これらのレコード型は自動的に追加されます。しかし、このサイズ変更に失敗しました。


	
処置: サイズ変更に失敗した原因を、アラート・ログで調べてください。アラート・ログに原因が示されている場合は、制御ファイルに領域を追加してください。それ以外の場合は、トレース・ファイルにダンプされたCREATE CONTROLFILEスクリプトを使用して新しい制御ファイルを作成してください。









	 ORA-00218: 制御ファイル'string'のブロック・サイズstringが、DB_BLOCK_SIZE(string)と一致しません 
	
原因: 制御ファイル・ヘッダーに格納されたブロック・サイズが、初期化パラメータDB_BLOCK_SIZEの値と異なります。これは、DB_BLOCK_SIZEが誤って設定されたか、制御ファイルが破損してしまったか、または別のデータベースに属している可能性があります。


	
処置: 破損していない制御ファイルのコピーをリストアしてください。制御ファイルが破損していないことが判明している場合は、DB_BLOCK_SIZEを制御ファイル・ヘッダーのブロック・サイズと同じ値に設定してください。









	 ORA-00219: 必要な制御ファイル・サイズ(string論理ブロック)が、最大許容サイズ(string論理ブロック)を超えています 
	
原因: CREATE DATABASEまたはCREATE CONTROLFILEが、最大許容値を超える制御ファイル・サイズ(ブロック単位)を必要とするパラメータの組合せを指定して実行されました。


	
処置: CREATE DATABASEまたはCREATE CONTROLFILEの場合、MAXDATAFILES句、MAXLOGFILES句、MAXLOGMEMBERS句、MAXLOGHISTORY句およびMAXINSTANCES句の別の組合せを使用してください。









	 ORA-00220: 制御ファイルが最初のインスタンスでマウントされていません。詳細はアラート・ログをチェックしてください 
	
原因: 指定された制御ファイルは、マウントされている他の制御ファイルとは異なるマウントIDを持っています。これは、データベースをマウントした最初のインスタンスがこの制御ファイルを使用しないことを意味します。


	
処置: 正しい制御ファイルを見つけてインストールしてください。









	 ORA-00221: 制御ファイルへの書込みでエラーが発生しました。 
	
原因: 1つ以上の制御ファイルへの書込み中にエラーが発生しました。


	
処置: 付随するメッセージを参照してください。









	 ORA-00222: 現在マウントされている制御ファイルの名前を再利用します 
	
原因: ALTER DATABASE BACKUP CONTROLFILEコマンドまたはcfileSetSnapshotNameへのパラメータとして指定されたファイル名が、現在マウントされている制御ファイルの名前と一致しません。


	
処置: 別のファイル名で操作を再試行してください。









	 ORA-00223: 変換ファイルが無効またはバージョンが正しくありません。 
	
原因: Oracle7からOracle8への変換ファイルが、無効なデータを含んでいるか、または別のバージョンの移行ユーティリティによって作成されました。このエラーは、ALTER DATABASE CONVERTコマンドの発行時に、誤ったORACLE_HOME環境変数を指定した場合にも発生します。


	
処置: 正しいバージョンの変換ファイルを使用するか、または移行ユーティリティで変換ファイルを再生成してください。移行ユーティリティが実行可能なOracle8 RDBMSと同じバージョンであることと、環境変数ORACLE_HOMEが正しく設定されていることを確認してください。









	 ORA-00224: 無効なレコード・タイプ(string)で制御ファイルのサイズを変更しようとしました 
	
原因: RECORD_TYPEパラメータに無効な値を使用してcfileResizeSectionをコールすることによって、制御ファイルを拡張または縮小しようとしました。


	
処置: 0(ゼロ)型以外の有効なレコード型(有効範囲は1から16)を指定するRECORD_TYPEパラメータの値を使用してください。









	 ORA-00225: 制御ファイルの予定サイズstringが実際のサイズstringと異なります 
	
原因: 制御ファイルのヘッダーに指定されている制御ファイルに必要なサイズと実際のオペレーティング・システム・ファイルのサイズが異なっています。通常、これは制御ファイルが破損していることを示しています。


	
処置: 破損していない制御ファイルのコピーをリストアしてください。









	 ORA-00226: 代替制御ファイル・オープン中は操作できません。 
	
原因: 実行しようとした操作は、現在実行できません。このプロセスでは、固定表アクセス用に代替制御ファイルがオープンされています。


	
処置: cfileUseCurrentをコールした後、操作を再試行してください。









	 ORA-00227: 破損ブロックが制御ファイル内で検出されました: (ブロックstring、#ブロックstring) 
	
原因: 制御ファイルの読込み中に、ブロック・ヘッダーの破損またはチェックサム・エラーが検出されました。


	
処置: CREATE CONTROLFILEまたはRECOVER DATABASE USING BACKUP CONTROLFILEコマンドを使用してください。









	 ORA-00228: 代替制御ファイル名の長さが最大値stringを超えています 
	
原因: cfileSetSnapshotNameまたはcfileUseCopyのパラメータとしてファイル名が指定されましたが、このオペレーティング・システムのファイル名の最大長を超えています。


	
処置: ファイル名を短くして、操作を再試行してください。









	 ORA-00229: 処理不可: すでにスナップショット制御ファイル・エンキューを保持しています。 
	
原因: 実行しようとした操作は、現在実行できません。このプロセスでスナップショット制御ファイル・エンキューを保持しています。


	
処置: cfileUseCurrentをコールしてスナップショット制御ファイル・エンキューを解放した後、操作を再試行してください。









	 ORA-00230: 処理不可: スナップショット制御ファイル・エンキューが使用できません。 
	
原因: 実行しようとした操作は、現在実行できません。別のプロセスがスナップショット制御ファイル・エンキューを保持しています。


	
処置: スナップショット制御ファイル・エンキューを保持している同時操作が終了してから、操作を再試行してください。









	 ORA-00231: スナップショット制御ファイルの名前が指定されていません。 
	
原因: cfileMakeAndUseSnapshotまたはcfileUseSnapshotの呼出し中に、前回指定されていたスナップショット制御ファイルのファイル名が指定されていないことがわかりました。


	
処置: cfileSetSnapshotNameをコールし、スナップショット制御ファイル名を指定してください。









	 ORA-00232: スナップショット制御ファイルが存在しないか、破損しているかまたは読取り不可です。 
	
原因: cfileUseSnapshotの呼出し中に、スナップショット制御ファイルが存在しない、破損している、または読取り不可であることがわかりました。


	
処置: cfileMakeAndUseSnapshotを再コールまたは初回コールしてください。









	 ORA-00233: コピー制御ファイルが破損しているかまたは読取り不可です。 
	
原因: cfileUseCopyの呼出し中に、指定のコピー制御ファイルが破損しているかまたは読取り不可であることがわかりました。


	
処置: ALTER DATABASE BACKUP CONTROLFILEコマンドを実行し、cfileUseCopyと同じファイル名を指定してから、cfileUseCopyを再試行してください。









	 ORA-00234: スナップショットまたはコピー制御ファイルの識別またはオープンでエラーが発生しました 
	
原因: cfileUseSnapshot、cfileMakeAndUseSnapshotまたはcfileUseCopyの呼出しで、指定の名前のスナップショットまたはコピー制御ファイルが検出されないか、オープンできません。


	
処置: cfileMakeAndUseSnapshotまたはALTER DATABASE BACKUP CONTROLFILEを使用して、スナップショットまたはコピー制御ファイルをそれぞれ再作成してください。









	 ORA-00235: 制御ファイルは同時更新が原因で矛盾した状態にあり、この情報がロックなしで読み取られます 
	
原因: 制御ファイルの更新アクティビティが同時に実行されたため、プロセスによって制御ファイルから矛盾した情報がロックなしで読み取られました。


	
処置: 操作を再試行してください。









	 ORA-00236: スナップショット処理不可: マウントされた制御ファイルはバックアップです。 
	
原因: マウントされた現行の制御ファイルがバックアップ制御ファイルであるときに、cfileSetSnapshotName、cfileMakeAndUseSnapshotまたはcfileUseSnapshotを呼び出そうとしました。


	
処置: 現行の制御ファイルをマウントして、操作を再試行してください。









	 ORA-00237: スナップショット処理不可: 制御ファイルが新規に作成されました。 
	
原因: CREATE CONTROLFILEで新規に作成された制御ファイルをマウントしているときに、cfileMakeAndUseSnapshotを呼び出そうとしました。


	
処置: 現行の制御ファイルをマウントして、操作を再試行してください。









	 ORA-00238: データベースの一部であるファイル名が再利用されます 
	
原因: ALTER DATABASE BACKUP CONTROLFILEコマンドまたはcfileSetSnapshotNameのパラメータとして渡されたファイル名が、現行のデータベースの一部であるファイル名と一致します。


	
処置: 別のファイル名で操作を再試行してください。









	 ORA-00239: 制御ファイル・エンキューの待機中にタイムアウトしました: 'string'によりstring秒を超えて保持されています 
	
原因: 指定したプロセスが待機した時間が制御ファイル・エンキューの最大許容時間に達しました。


	
処置: インシデント・トレース・ファイルに示されているブロック・インスタンスを再起動するか、ブロック・ノードを再起動してください。









	 ORA-00240: 制御ファイル・エンキューがstring秒を超えて保持されています 
	
原因: 現在のプロセスが、最大許容時間内に制御ファイル・エンキューを解放しませんでした。


	
処置: 失敗したコマンドを再発行し、インシデントの情報をOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-00241: 処理不可: 制御ファイルがデータ・ディクショナリと整合していません 
	
原因: 制御ファイルがCREATE CONTROLFILEを使用して最近作成されたか、または不完全リカバリが実行されています。このため、制御ファイル内とデータ・ディクショナリ内のデータファイルは一致していない可能性があります。


	
処置: データベースをオープンしてから操作を再試行してください。









	 ORA-00242: 制御ファイル内のファイル名の最大許容レコード数を使い果しました 
	
原因: ファイル名の最大許容レコード数が割り当てられていて使用中のため、制御ファイルに新しいファイル名レコード・エントリを作成できませんでした。


	
処置: 不要な表領域/データファイル/REDOファイルを削除することによって、制御ファイルのファイル名セクションのエントリを解放してください。









	 ORA-00243: stringレコードによる制御ファイルのファイル名セクションの拡張に失敗しました 
	
原因: 制御ファイルのファイル名セクションの拡張に失敗しました。詳細は、アラート・ログを参照してください。


	
処置: 制御ファイルを拡張するためのディスク領域を増やした後、操作を再試行してください。









	 ORA-00244: 制御ファイルの同時バックアップ操作が進行中です 
	
原因: 制御ファイル・バックアップ操作が同時進行中だったため、制御ファイルのバックアップを作成できませんでした..


	
処置: 後でバックアップの作成を再試行してください..









	 ORA-00245: 制御ファイルのバックアップが失敗しました; ターゲットがローカル・ファイル・システムにある可能性があります 
	
原因: バックアップ作成時にいくつかのプロセスがエラーを通知したため、制御ファイルのバックアップを作成できませんでした..これは、バックアップ・ターゲットがローカル・ファイル・システムにあることが原因の可能性があり、そのため、他のインスタンスがアクセスできません。これは、バックアップ・ターゲットへの他のI/Oエラーが原因である可能性もあります。制御ファイルの読込み/書込みトランザクションを開始するインスタンスのプロセスはすべて、バックアップ作成時に、バックアップ制御ファイルにアクセスする必要があります。


	
処置: 詳細は、すべてのインスタンスのアラート・ファイルを確認してください。









	 ORA-00246: 制御ファイルのバックアップが失敗しました; バックアップ・ターゲットのアクセスでエラーが発生しました 
	
原因: バックアップ・ターゲットへのアクセス時に、いくつかのプロセスがI/Oエラーを通知したため、制御ファイルのバックアップを作成しようとして失敗しました。


	
処置: 詳細は、アラート・ファイルおよびトレース・ファイルを確認してください。









	 ORA-00250: アーカイバが起動していません。 
	
原因: 自動アーカイブを停止しようとしましたが、アーカイバ・プロセスは実行されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-00251: LOG_ARCHIVE_DUPLEX_DESTは文字列stringと同じ宛先にできません。 
	
原因: LOG_ARCHIVE_DUPLEX_DESTパラメータで指定された宛先が、ALTER SYSTEM ARCHIVE LOG START TOコマンドで指定された宛先と同じです。


	
処置: パラメータLOG_ARCHIVE_DUPLEX_DESTに別の宛先を指定するか、ALTER SYSTEMコマンドで別の宛先を指定してください。









	 ORA-00252: ログstring(スレッドstring)は空です。アーカイブできません 
	
原因: アーカイブする前に、ログをREDO生成に使用する必要があります。指定されたログは、データベースに認識された時点から使用されていません。ただし、ログ・スイッチでログが空になっている間にインスタンスが消滅した可能性があります。


	
処置: 空のログをアーカイブする必要はありません。REDOログ・ファイルをアーカイブしないでください。









	 ORA-00253: 文字制限stringが、アーカイブ先文字列stringの分だけ超えています 
	
原因: ALTER SYSTEM ARCHIVE LOG START TOコマンドで指定された宛先が長すぎます。


	
処置: エラー・メッセージに指定されている制限より短い文字列を使用して、ALTER SYSTEMコマンドを再試行してください。









	 ORA-00254: アーカイブ制御文字列'string'でエラーが発生しました 
	
原因: 指定されたアーカイブ・ログ位置は、アーカイブ・コマンドにおいてもLOG_ARCHIVE_DEST初期化パラメータにおいても有効ではありません。


	
処置: 使用されたアーカイブ文字列を確認し、有効なオンライン・デバイスを参照していることを確認してください。









	 ORA-00255: ログstring(スレッドstring、順序番号string)のアーカイブでエラーが発生しました 
	
原因: アーカイブ中にエラーが発生しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージ・スタックを調べて、さらに詳しい情報を得てください。オンライン・ログが破損している場合は、UNARCHIVEDオプションを使用してログを消去してください。ログ作成後までのバックアップによるリカバリは使用不可になりますが、データベースでREDOが生成できます。









	 ORA-00256: アーカイブ先文字列stringを変換できません。 
	
原因: ALTER SYSTEM ARCHIVE LOG START TOコマンドで指定された宛先が変換できません。


	
処置: 付随するエラー・メッセージ・スタックを調べて、さらに詳しい情報を得てください。別の文字列を使用して、ALTER SYSTEMコマンドを再試行してください。









	 ORA-00257: アーカイブ・エラーです。解除されるまで内部接続のみにしてください。 
	
原因: ARCHプロセスがREDOログをアーカイブしようとして、エラーを受け取りました。問題がすぐに解決されない場合、データベースはトランザクションの実行を停止します。アーカイブ先のデバイスで、REDOログ・ファイルを格納する領域が不足している可能性があります。


	
処置: アーカイバ・トレース・ファイルを確認して、問題の詳細な説明を調べてください。また、初期化パラメータARCHIVE_LOG_DESTに指定されたデバイスが、アーカイブに対して適切に設定されていることを検証してください。









	 ORA-00258: NOARCHIVELOGモードの手動アーカイブではログ指定が必要です。 
	
原因: データべースがNOARCHIVELOGモードです。手動でログをアーカイブするコマンドで、順序番号、グループ番号またはファイル名によって、ログを明示的に指定しませんでした。


	
処置: ファイル名、グループ番号、またはスレッドと順序番号でログを指定してください。









	 ORA-00259: ログstring(オープン・インスタンスstring、スレッドstring)は現在のログです。アーカイブできません 
	
原因: オープン・スレッドの現在のログをアーカイブしようとしました。ログ・ファイルはREDOエントリの生成に使用されるため、この操作は実行できません。


	
処置: スレッドがオープンされているインスタンスで、強制的にログ・スイッチしてください。インスタンスがオープンしていない場合、インスタンス・リカバリがスレッドをリカバリできるように、データベースをオープンします。









	 ORA-00260: オンライン・ログ順序string(スレッドstring)が見つかりません 
	
原因: アーカイブ・コマンドに指定されたログ順序番号に一致するオンライン・ログがスレッドにありません。このログが他の順序番号で再使用されたか、このログが消去されたか、順序番号が現時点のログ順序番号より大きいか、またはいずれのログもスレッドに存在しない可能性があります。


	
処置: ARCHIVE文を調べて、有効なログ順序番号を指定してください。有効なログ順列番号を指定してください。









	 ORA-00261: ログstring(スレッドstring)は現在アーカイブ中または修正中です。 
	
原因: 他のプロセスによってログは現在アーカイブされているか、または管理コマンドがログを修正中です。ログを修正する操作には、消去、メンバーの追加、メンバーの削除、メンバーの名前の変更およびログの削除があります。


	
処置: 現在の操作の終了を待って、再試行してください。









	 ORA-00262: 現行のログstring(クローズしているスレッドstring)は切替えできません。 
	
原因: ログは、クローズしているスレッドの現行のログであるため、消去や手動でのアーカイブができません。また、ログを切り替えることができないため、別のログが現行となります。スレッドのその他すべてのログは、アーカイブまたは消去する必要があり、再利用することはできません。


	
処置: 同じスレッドの中の別のログを最初にアーカイブするか、または他のすべてのログを消去してください。切替えができない原因については、付随するエラーを調べてください。









	 ORA-00263: スレッドstringでアーカイブを必要とするログがありません。 
	
原因: このスレッドにあるアーカイブされていないログを手動でアーカイブしようとしましたが、アーカイブが必要なログがありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-00264: リカバリは必要ありません。 
	
原因: どのような種類のリカバリも必要ないファイルに対して、メディア・リカバリを試行しました。


	
処置: 選択したファイルに対してメディア・リカバリを試行しないでください。ファイル名が適切に指定されていることを確認してください。適切でない場合は、適切なファイル名を指定してコマンドを再試行してください。









	 ORA-00265: インスタンス・リカバリが必要ですが、ARCHIVELOGモードに設定できません。 
	
原因: データベースがクラッシュしたか、またはABORTオプションによって停止されました。現行のデータファイルをリカバリするにはオンライン・ログが不十分な可能性があるため、メディア・リカバリを使用できません。


	
処置: データベースをオープンしてから、NORMALまたはIMMEDIATEを指定してSHUTDOWNコマンドを入力してください。









	 ORA-00266: アーカイブ・ログ・ファイルの名前が必要です。 
	
原因: メディア・リカバリ中にアーカイブREDOログ・ファイルの名前を入力するように要求されましたが、入力しませんでした。


	
処置: 正しいログ・ファイルをマウントして、要求された時点でその名前を入力してください。









	 ORA-00267: アーカイブ・ログ・ファイルの名前は必要ありません。 
	
原因: メディア・リカバリ中にアーカイブREDOログ・ファイルの名前を入力しましたが、名前は要求されませんでした。


	
処置: 新しいログ・ファイルの名前を入力せずにメディア・リカバリを続行してください。









	 ORA-00268: 指定したログ・ファイルは存在しません'string' 
	
原因: 指定したREDOログ・ファイルは存在しません。


	
処置: ファイル名の綴りと大文字/小文字の区別を確認してからコマンドを再試行してください。









	 ORA-00269: 指定したログ・ファイルはスレッドstringの一部で、stringではありません。 
	
原因: 指定したREDOログ・ファイルは、指定されたスレッドの一部ではありません。


	
処置: 適切なスレッドからREDOログ・ファイルを使用していない場合、REDOログ・ファイルのスレッドがコマンドライン上のスレッドと一致していることを確認してください。一致していない場合は、適切なスレッドからREDOログ・ファイルを使用してください。エラーを修正してから、コマンドを再試行してください。









	 ORA-00270: アーカイブ・ログstringの作成中にエラーが発生しました。 
	
原因: アーカイブ先のファイルを作成またはオープンしているときにエラーが発生しました。


	
処置: アーカイブ先が有効であり、アーカイブ先のデバイス上に十分な領域があることを確認してください。









	 ORA-00271: アーカイブの必要なログは存在しません。 
	
原因: アーカイブされていないREDOログ・ファイルを手動でアーカイブしようとしましたが、アーカイブの必要なファイルは存在しません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-00272: アーカイブ・ログstringの書込みでエラーが発生しました。 
	
原因: REDOログ・ファイルのアーカイブ中にI/Oエラーが発生しました。


	
処置: 出力デバイスが使用可能な状態にあることを確認し、発生したデバイス・エラーを修正してください。また、アーカイブのための十分な領域が出力デバイス上で使用可能であることを確認してください。









	 ORA-00273: ダイレクト・ロード・データのメディアのリカバリは記録されていません。 
	
原因: メディア・リカバリ・セッションで、ダイレクト・ローダーによってロードされ、REDO情報を記録していない表が見つかりました。この表の中のブロックのいくつかまたはすべてが、破損としてマークされました。


	
処置: 表を削除するか切り捨てて、破損しているブロックを再使用できるようにしてください。ファイルの最新のバックアップが使用できる場合、このファイルをリカバリしてエラーを解決してください。









	 ORA-00274: リカバリ・オプションstringが無効です。 
	
原因: 無効なオプションがリカバリ・コマンドに対して指定されました。


	
処置: 構文を修正して、コマンドを再試行してください。









	 ORA-00275: メディアのリカバリがすでに開始されています。 
	
原因: 同一のセッションで2回目のメディア・リカバリを開始しようとしました。


	
処置: 最初のメディア・リカバリ・セッションを完了するか、または取り消してください。または、メディア・リカバリを実行するために別のセッションを開始してください。









	 ORA-00276: CHANGEキーワードに変更数が指定されていません。 
	
原因: コマンドラインにCHANGEキーワードが指定されましたが、変更数が指定されていません。


	
処置: CHANGEキーワードの後に有効な変更数を指定して、コマンドを再試行してください。









	 ORA-00277: UNTILリカバリ・フラグstringに対するオプションが無効です。 
	
原因: UNTILキーワードで使用できるのは、CANCEL、CHANGE、CONSISTENTおよびTIMEのみです。


	
処置: 構文を修正してください。









	 ORA-00278: ログ・ファイル'string'はこのリカバリでは必要なくなりました 
	
原因: 指定されたREDOログ・ファイルは、このリカバリでは必要なくなりました。


	
処置: 処置は必要ありません。アーカイブREDOログ・ファイルを必要に応じて現行の位置から削除すると、ディスク領域を節約できます。ただし、将来、別のリカバリ・セッションにこのREDOログ・ファイルが必要になることもあります。









	 ORA-00279: 変更string(stringで生成)にはスレッドstringが必要です 
	
原因: リカバリを続行するには、要求されたログが必要です。


	
処置: 要求されたログにALTER DATABASE RECOVER LOGFILE <file_name>を指定するか、ALTER DATABASE RECOVER CANCELでリカバリを取り消してください。









	 ORA-00280: 変更string(スレッドstring)は順序番号stringに存在します。 
	
原因: このメッセージは、他のメッセージで要求される変更番号を持つREDOログ・ファイルを検索する際に役立ちます。


	
処置: このメッセージで示された情報を使用して、他のエラーのために必要なアーカイブREDOログ・ファイルを指定してください。









	 ORA-00281: メディア・リカバリにディスパッチャは使用できません。 
	
原因: ディスパッチャ・プロセスを使用してメディア・リカバリを実行しようとしました。メモリー要件によって、メディア・リカバリを実行するときにディスパッチャ・プロセス接続は使用できません。


	
処置: 専用サーバー・プロセスを介してインスタンスを接続し、メディア・リカバリを実行してください。









	 ORA-00282: UPIstringコールはサポートされません。ALTER DATABASE RECOVERを使用してください。 
	
原因: 指定されたユーザー・プログラム・インタフェース(UPI)コールは、現在サポートされていません。


	
処置: すべてのリカバリ処理には、ALTER DATABASE RECOVERコマンドを使用してください。









	 ORA-00283: エラーによってリカバリ・セッションは取り消されました。 
	
原因: リカバリ中に発生したエラーは、現行のリカバリ・セッションを終了させる致命的なエラーと判断されました。


	
処置: このメッセージに付随して、詳細なメッセージが表示されます。適切な処置については、それらのメッセージを調べてください。









	 ORA-00284: リカバリ・セッションは続行中です。 
	
原因: リカバリ中に発生したエラーは、現行のリカバリ・セッションを続行できる致命的ではないエラーと判断されました。


	
処置: このメッセージに付随して、詳細なメッセージが表示されます。適切な処置については、それらのメッセージを調べてください。









	 ORA-00285: TIMEは文字列制約として指定されていません。 
	
原因: 時間の文字列制約として、UNTIL TIMEが指定されていません。


	
処置: 一重引用符(')で囲んで時間を入力してください。









	 ORA-00286: メンバーが使用不可か、または有効なデータを持つメンバーが存在しません 
	
原因: 使用可能なREDOログ・ファイル・グループのメンバーが存在しないか、または使用可能なメンバーに完全なデータが含まれていません。


	
処置: メンバーが一時的にオフラインになっている場合は、使用できるようにしてください。特にREDOログ・ファイルにリモート・アクセスしている場合は、正しいファイル名を使用していることを確認してください。









	 ORA-00287: 指定された変更番号stringはスレッドstringにはありません。 
	
原因: 指定された変更番号は、指定されたスレッドに対するオンラインREDOログに存在しません。


	
処置: 文を調べて、有効な変更番号を指定してください。アーカイブ・ログに対しては、NEXTオプションを使用してください。









	 ORA-00288: リカバリを続行するにはALTER DATABASE RECOVER CONTINUEを入力してください。 
	
原因: メディア・リカバリにおいて、新しいログは必要ではありませんが、チェックポイントを行ってエラーをレポートするには、CONTINUEコマンドが必要です。


	
処置: ALTER DATABASE RECOVER CONTINUEを入力して、リカバリを再開してください。









	 ORA-00289: 検討すべきログ・ファイル:string 
	
原因: 初期化パラメータLOG_ARCHIVE_DESTおよびLOG_ARCHIVE_FORMATによって、必要とされる次のREDOログ・ファイル名をこのメッセージは示しています。このメッセージでは、必要とされるREDOログ・ファイルがアーカイブされた時点で、LOG_ARCHIVE_DESTおよびLOG_ARCHIVE_FORMATが同一であると想定しています。


	
処置: 次のリカバリに必要とされるログ・ファイルには、このファイル名を使用するようにしてください。









	 ORA-00290: オペレーティング・システムのアーカイブ・エラーが発生しました。次のエラーを参照してください 
	
原因: REDOログ・ファイルにアーカイブしようとしているときに、サーバーで予期しないオペレーティング・システム・エラーが発生しました。


	
処置: メッセージに示されているオペレーティング・システム・エラーを修正してから、再試行してください。オペレーティング・システム固有のOracleマニュアルも参照してください。









	 ORA-00291: PARALLELオプションには数値が必要です。 
	
原因: リカバリ・コマンドが誤って指定されました。PARALLELオプションには、並列度を指定する数値引数を続ける必要があります。


	
処置: 望ましい並列度を指定する数値引数を使用して、コマンドを再入力してください。









	 ORA-00292: パラレル・リカバリ機能がインストールされていません。 
	
原因: パラレル・リカバリが要求されましたが、パラレル・リカバリ・オプションがインストールされていません。


	
処置: RECOVERコマンドからPARALLEL句を削除してください。また、初期化ファイルのRECOVERY_PARALLELISMパラメータも削除してください。









	 ORA-00293: 制御ファイルがREDOログと同期していません。 
	
原因: インスタンスの起動時に現行以外の制御ファイルが指定されたため、REDOログ・ファイルと制御ファイルが同期しません。


	
処置: 現行の制御ファイルを使用してRECOVERコマンドを再試行するか、またはUSING BACKUP CONTROLFILE句を付けてRECOVERコマンドを再試行してください。









	 ORA-00294: アーカイブ・ログ・フォーマットの指定子'string'が無効です。 
	
原因: LOG_ARCHIVE_FORMAT初期化パラメータに、無効なフォーマット指定子が検出されました。%記号の後に指定できる文字は、s、S、tおよびTのみです。


	
処置: 初期化パラメータ・ファイルを修正してから、インスタンスを再起動してください。









	 ORA-00295: データファイル/一時ファイルの番号stringが無効です。1からstringの間に設定する必要があります。 
	
原因: 無効なファイル番号が指定されました。


	
処置: 正しいデータファイル番号または一時ファイル番号を指定して、操作を再試行してください。









	 ORA-00296: RECOVER DATAFILE LISTで指定できる最大ファイル数(string)を超えています 
	
原因: RECOVER DATAFILE LISTコマンドによって、DB_FILES初期化パラメータで許可された数より多くのデータファイルが指定されました。このエラーはRecovery Managerでリカバリを行う際に発生し、ユーザーのRECOVERコマンドを満たすためにRecovery Managerがリカバリする必要がある数より少ないデータファイルを指定しているDB_FILESパラメータで、インスタンスを起動しています。


	
処置: DB_FILESの値を大きくして、インスタンスを再起動してください。









	 ORA-00297: RECOVER DATAFILE STARTの前にRECOVER DATAFILE LISTの指定が必要です。 
	
原因: RECOVER DATAFILE STARTコマンドは発行されましたが、RECOVER DATAFILE LISTコマンドは発行されていませんでした。Recovery Managerでは常に、RECOVER DATAFILE LISTを発行してからRECOVER DATAFILE STARTを発行する必要があるため、このエラーはRecovery Managerでリカバリを行う場合のみ発生し、Recovery Managerでの内部エラーです。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-00298: 属性値が不明または無効です 
	
原因: TIMEOUT、EXPIRE、DELAYおよびNEXTキーワード属性の後には、0(ゼロ)でない整数値を指定する必要があります。


	
処置: 構文を修正して、コマンドを再試行してください。









	 ORA-00299: データファイルstringにファイルレベルのメディア・リカバリを使用する必要があります。 
	
原因: 制御ファイルには、このファイルのエントリが含まれていないため、BMRは実行できません。


	
処置: データファイルをリストアし、ファイルレベルのメディア・リカバリを実行してください。









	 ORA-00300: REDOログ・ブロック・サイズstringの指定が無効です - 制限値stringを超えています 
	
原因: オペレーティング・システムの最大ブロック・サイズより大きいブロック・サイズのREDOログを指定しました。


	
処置: REDOログのブロック・サイズを小さくして、操作を再試行してください。









	 ORA-00301: ログ・ファイル'string'の追加でのエラー - ファイルを作成することができません 
	
原因: ログ・ファイルの作成に失敗しました。


	
処置: 次を確認してください: 1)デバイスに十分な記憶域がある 2)ファイルの名前が有効である 3)デバイスがオンラインである 4) IOエラーが発生した また、コマンドラインでREUSEが指定され、不適切なサイズのファイルが存在している可能性があります。REUSEを指定しないか、適切なサイズのファイルを使用してください。









	 ORA-00302: ログの制限数stringを超えました 
	
原因: REDOログ・ファイルの最大数を超えました。


	
処置: 互換性が10.2.0より小さい場合は、MAXLOGFILESの指定値を大きくしてCREATE CONTROLFILEコマンドを使用してください。それ以外の場合は、制御ファイルの記憶域の割当てを増やしてください。









	 ORA-00303: パラレルREDOは処理できません 
	
原因: パラレルREDOを含むREDOログが削除されました。現行のリリースのOracleでは、このフォーマットのREDOログを処理できません。


	
処置: このログを処理するために、パラレルREDOをサポートしている新しいリリースを使用してください。









	 ORA-00304: リクエストしたINSTANCE_NUMBERは使用中です。 
	
原因: すでに使用中の初期化パラメータINSTANCE_NUMBERの値を使用してインスタンスを起動しようとしました。


	
処置: 次のいずれかの処置を行ってください。a)別のINSTANCE_NUMBERを指定する。b)この番号で実行中のインスタンスを停止する。c)この番号で実行中のインスタンスで、インスタンス・リカバリが終了するまで待機する。









	 ORA-00305: ログstring(スレッドstring)が矛盾しています。別のデータベースに属しています。 
	
原因: REDOログ・ファイル中のデータベースIDが、制御ファイル内のデータベースIDと一致しません。このREDOログ・ファイルは、現行のデータベースのものではありません。


	
処置: 正しいREDOログ・ファイルを指定して、操作を再試行してください。









	 ORA-00306: このデータベースのインスタンス数が制限数stringを超えました。 
	
原因: このインスタンスを起動すると、このデータベースに許可されたインスタンスの最大数を超えてしまいます。このメッセージは、STARTUP共有および複数インスタンスでのみ表示されます。


	
処置: 起動するインスタンス数は、インスタンス数に関するポート固有の制限、またはデータベース作成時に指定したインスタンス数のいずれか小さい方の値までに設定してください。









	 ORA-00307: リクエストしたINSTANCE_NUMBERが有効範囲外です(最大値string) 
	
原因: 初期化パラメータINSTANCE_NUMBERに有効範囲外の数値が指定されました。


	
処置: INSTANCE_NUMBERを有効な範囲に変更し、インスタンスを再起動してください。最小値は1で、最大値は、オペレーティング・システム固有の最大値、またはCREATE DATABASE文で指定したMAXINSTANCESオプションのいずれか小さい方です。オペレーティング・システム固有のOracleマニュアルも参照してください。









	 ORA-00308: アーカイブ・ログ'string'をオープンできません。 
	
原因: アーカイブREDOログ・ファイルにシステムがアクセスできません。


	
処置: オフライン・ログが存在すること、ストレージデバイスがオンラインになっていること、およびアーカイブ・ファイルの位置を確認してください。その後、リカバリを続行するか、リカバリ・セッションを再起動してください。









	 ORA-00309: ログが無効なデータベースに属しています。 
	
原因: ログが別のデータベースに属しているため、システムがアーカイブREDOログにアクセスできません。


	
処置: 正しいREDOログ・ファイルを指定して、操作を再試行してください。









	 ORA-00310: アーカイブ・ログは順序番号stringを含んでいますが、順序番号stringが必要です。 
	
原因: アーカイブ・ログの順序番号に誤りがあります。アーカイブ・ログが破損したか、異なるREDOログ・ファイル名が指定された可能性があります。


	
処置: 正しいREDOログ・ファイルを指定して、操作を再試行してください。









	 ORA-00311: アーカイブ・ログのヘッダーを読み込むことができません。 
	
原因: アーカイブREDOログ・ファイルのログ・ファイル・ヘッダーを読み込もうとしたときに、I/Oエラーが発生しました。


	
処置: このメッセージに付随して、別のメッセージが表示されます。適切な処置については、関連するエラー・メッセージを参照してください。









	 ORA-00312: オンライン・ログstring スレッドstring: 'string' 
	
原因: このメッセージは、別のメッセージの詳細のためのファイル名をレポートします。


	
処置: このメッセージに付随して、別のメッセージが表示されます。適切な処置については、関連するエラー・メッセージを参照してください。









	 ORA-00313: ログ・グループstring(スレッドstring)のメンバーをオープンできません。 
	
原因: オンライン・ログをオープンできません。ファイルが見つからない可能性があります。


	
処置: 付随するエラーを確認して、ログを使用可能にしてください。









	 ORA-00314: ログstring(スレッドstring)順序番号stringがstringと一致しません。 
	
原因: オンライン・ログが破損しているか、または古いバージョンのファイルです。


	
処置: 正しいバージョンのログをインストールするか、ログをリセットしてください。









	 ORA-00315: ログstring(スレッドstring)でヘッダーに無効なスレッド番号stringがあります。 
	
原因: オンライン・ログが破損しているか、または古いバージョンのファイルです。


	
処置: 正しいバージョンのログをインストールするか、ログをリセットしてください。









	 ORA-00316: ログstring(スレッドstring)のヘッダー型stringはログ・ファイルではありません 
	
原因: オンライン・ログが破損しているか、または古いバージョンのファイルです。


	
処置: 正しいバージョンのログをインストールするか、ログをリセットしてください。









	 ORA-00317: ヘッダーのファイル型stringはログ・ファイルではありません 
	
原因: これはアーカイブ・ログ・ファイルではありません。


	
処置: 正しいファイルを見つけて、再試行してください。









	 ORA-00318: ログstring(スレッドstring)のファイル・サイズstringはstringと一致しません。 
	
原因: ヘッダーの読込み時に制御ファイルに示されたファイル・サイズが、ログ・ファイル内の制御ファイルのファイル・サイズと一致しません。


	
処置: 正しいファイルをリストアするか、またはログをリセットしてください。









	 ORA-00319: ログstring(スレッドstring)が不適切なログ・リセット状態です 
	
原因: データベースのオープン時にログ・ファイル・ヘッダーがチェックされたとき、オンライン・ログが制御ファイルのものとは異なるログ・リセット・データを持っていると判断されました。ログが誤ってリストアされたバックアップである可能性があります。


	
処置: 正しいファイルをリストアするか、またはログをリセットしてください。









	 ORA-00320: ログstring(スレッドstring)からファイル・ヘッダーを読み込めません 
	
原因: ファイルが使用可能ではありません。


	
処置: ログ・ファイルをリストアしてください。









	 ORA-00321: ログstring(スレッドstring)のログ・ファイル・ヘッダーを更新できません 
	
原因: ファイルに書き込めません。


	
処置: ファイルへのアクセス権限を正しく設定してください。









	 ORA-00322: ログstring(スレッドstring)は現行のコピーではありません。 
	
原因: データベースのオープン時にログ・ファイル・ヘッダーがチェックされたとき、オンライン・ログは誤ってリストアされたバックアップであると判断されました。


	
処置: 正しいファイルをリストアするか、またはログをリセットしてください。









	 ORA-00323: 現在のログ(スレッドstring)は使用不可で他のログはすべてアーカイブが必要です 
	
原因: REDO生成を別のオンライン・ログに切り替える必要がありますが、他のすべてのログはアーカイブしてからでなければ使用できません。このため、スレッドをオープンしようとして失敗しました。


	
処置: スレッドのログをアーカイブして、オープンを再試行してください。









	 ORA-00324: ログ・ファイル'string'の変換された名前'string'が長すぎます。string文字は制限string文字を超えています 
	
原因: ログ・ファイルの変換名が長すぎます。


	
処置: より短い変換名の未変換名を指定してください。









	 ORA-00325: アーカイブ・ログ(スレッドstring)でヘッダー内のスレッド番号stringが無効です。 
	
原因: アーカイブ・ログが破損しているか、別のスレッド番号です。REDOに合ったログを使用できません。


	
処置: 正しいアーカイブ・ログを見つけてください。









	 ORA-00326: ログは変更stringで開始します。さらに前の変更stringが必要です 
	
原因: リカバリのために用意されたアーカイブ・ログは、必要となるログの後に生成されたものです。REDOに合ったログは、まだ使用できません。


	
処置: 正しいアーカイブ・ログを見つけてください。









	 ORA-00327: ログstring(スレッドstring)の物理サイズstringはstringより小さい必要があります 
	
原因: ログ・ファイルのサイズが小さくなっています。これは、オペレータの誤りか、オペレーティング・システム・エラーが原因です。


	
処置: バックアップからログ・ファイルをリストアしてください。バックアップが使用できない場合、このログを削除し、再作成してください。データベースが正常に停止された場合、処置は必要ありません。正常に停止されなかった場合、不完全リカバリが必要な場合があります。









	 ORA-00328: アーカイブ・ログは変更stringで終了します。さらに新しい変更stringが必要です 
	
原因: リカバリに指定されたアーカイブ・ログは、必要なログの前に生成されたものです。REDOに合ったログを使用できません。


	
処置: 正しいアーカイブ・ログを見つけてください。









	 ORA-00329: アーカイブ・ログは変更stringで開始します。変更stringが必要です。 
	
原因: アーカイブ・ログが正しいログではありません。さらに前のログが必要です。


	
処置: 正しいログ・ファイルをリストアしてください。









	 ORA-00330: アーカイブ・ログは変更stringで終了します。変更stringが必要です。 
	
原因: アーカイブ・ログが正しいログではありません。さらに新しいログが必要です。


	
処置: 正しいログ・ファイルをリストアしてください。









	 ORA-00331: ログのバージョンstringにはOracleのバージョンstringとの互換性がありません。 
	
原因: ログがOracleのバージョンと互換性のないバージョンで書かれています。


	
処置: 互換性のあるソフトウェアでデータベースをリカバリしてから、正常に停止させ、現在のソフトウェアで再起動してください。









	 ORA-00332: アーカイブ・ログが小さすぎます - 完全にアーカイブされていない可能性があります 
	
原因: 割り当てられた領域より小さいログです。アーカイバでの書込み中は、停止処理が原因の可能性があります。


	
処置: このログの完全バージョンを入手して、リカバリに使用してください。オンライン・バージョンまたは正常にアーカイブされたコピーのいずれかにあります。









	 ORA-00333: REDOログの読取りでエラーが発生しました(ブロックstring、件数string)。 
	
原因: 付随するエラーに示されているログを読込み中に、I/Oエラーが発生しました。


	
処置: ファイルへのアクセス権限を修正するか、またはファイルの別のコピーを入手してください。









	 ORA-00334: アーカイブ・ログ: 'string' 
	
原因: 他のエラーの詳細のためのファイル名をレポートします。


	
処置: 関連するエラー・メッセージを参照してください。









	 ORA-00335: オンライン・ログstring: この番号のログはありません。ログは存在しません。 
	
原因: 他のエラーの詳細のためのファイル名をレポートします。


	
処置: 関連するエラー・メッセージを参照してください。









	 ORA-00336: ログ・ファイルのサイズstringが最小値stringより小さくなっています 
	
原因: データベース作成で指定したログ・ファイルのサイズが小さすぎます。


	
処置: ログ・ファイルのサイズを増やしてください。









	 ORA-00337: ログ・ファイル'string'が存在せず、サイズが指定されていません 
	
原因: 追加しようとしたログは存在せず、ファイル作成のためのサイズも指定されていません。


	
処置: ログ・ファイルにサイズを指定してください。









	 ORA-00338: スレッドstringのログstringは制御ファイルより新しいものです 
	
原因: ログ・ファイル内の制御ファイル変更順序番号が、制御ファイル内の番号より大きくなっています。これは、誤った制御ファイルが使用されたことを示しています。このエラーが繰り返されると、実際の問題を修正しなくてもエラーが発生しなくなることに注意してください。データベースをオープンしようとするたびに、制御ファイル変更順序番号は十分な大きさになるまで更新されます。


	
処置: 現行の制御ファイルを使用するか、BACKUP CONTROLFILE RECOVERYを実行して制御ファイルを現行にしてください。BACKUP CONTROLFILE RECOVERYの実行に関するすべての制限事項に従ってください。









	 ORA-00339: アーカイブ・ログにREDO情報が含まれていません。 
	
原因: アーカイブ・ログが正しいログではありません。これは、REDO生成に使用されていないログ・ファイルのコピーであるか、現行のログになるよう準備されているオンライン・ログでした。


	
処置: 正しいログ・ファイルをリストアしてください。









	 ORA-00340: オンライン・ログstring(スレッドstring)処理中にI/Oエラーが発生しました。 
	
原因: このオンライン・ログでI/Oエラーが発生しました。


	
処置: ファイルへのアクセス権限を正しく設定するか、またはバックアップからファイルをリストアしてください。









	 ORA-00341: ログstring(スレッドstring)でヘッダーに無効なログ番号stringがあります。 
	
原因: オンライン・ログ・ファイル内の内部情報が制御ファイルと一致しません。


	
処置: 正しいファイルをリストアするか、またはログをリセットしてください。









	 ORA-00342: アーカイブ・ログに予期したリセットログSCN stringがありません 
	
原因: 現行のインカネーションに属していないログ、または親インカネーションの1つであるログをリカバリに使用しました。正しいREDOを含む別のログ・ファイルが必要です。


	
処置: 正しいログ・ファイルを指定してください。









	 ORA-00344: オンライン・ログ'string'を再作成できません 
	
原因: ALTER DATABASE OPEN RESETLOGSまたはALTER DATABASE CLEAR LOGFILEコマンドの一部としてオンラインを再作成しようとしたときに、I/O障害が発生しました。


	
処置: 付随するエラーに示されるファイルまたはデバイスを修正してください。









	 ORA-00345: REDOログの書込みでエラーが発生しました(ブロックstring、件数string)。 
	
原因: ログの書込み中にI/Oエラーが発生しました。


	
処置: エラーの原因を修正し、システムを再起動してください。ログが失われている場合は、メディア・リカバリまたは不完全リカバリを使用してください。









	 ORA-00346: ログ・メンバーはSTALEとしてマークされたか、クローズしました 
	
原因: ログ・ファイル・メンバーが完全ではありません。


	
処置: この問題とともに表示される別のエラー・メッセージを参照して、根本的な問題を修正してください。









	 ORA-00347: ログstring(スレッドstring)でブロック・サイズstringとstringが一致しません。 
	
原因: ヘッダーの読込み時に制御ファイルに示されたブロック・サイズが、ログ・ファイル中のブロック・サイズと一致しません。


	
処置: 正しいファイルをリストアするか、またはログをリセットしてください。









	 ORA-00348: 単一プロセスREDOで障害が発生しました。インスタンスを中止してください。 
	
原因: 単一プロセス操作中に、ログ・コードの致命的部分で障害が発生しました。このエラーは、正常な複数プロセス操作では発生しません。


	
処置: データベースを停止してウォーム・スタートしてください。









	 ORA-00349: 'string'のブロック・サイズの取得に失敗しました 
	
原因: オペレーティング・システムは、このファイルのブロック・サイズを判断できません。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを調べて、デバイスを修正するか、別のファイル名を指定してください。









	 ORA-00350: ログstring(インスタンスstring、スレッドstring)はアーカイブする必要があります 
	
原因: ログがアーカイブされていないにもかかわらず、メディア・リカバリが使用可能であるため、コマンドは実行できません。


	
処置: ログをアーカイブするか、またはメディア・リカバリを使用不可にしてください。コマンドがUNARCHIVEDオプションをサポートする場合は、それを使用できます。ただし、これは、バックアップを使用不可にし、いくつかのオフライン・ファイルを強制的に削除する可能性があります。









	 ORA-00351: リカバリ時間が無効です 
	
原因: RECOVER UNTIL文に指定する時間は、1998年1月2日以降である必要があります。


	
処置: 1998年1月2日以降の時間を指定してください。









	 ORA-00352: すべてのログ(スレッドstring)をアーカイブする必要があります。有効化できません 
	
原因: アーカイブが必要なログでスレッドを使用可能にしようとし、メディア・リカバリが使用可能になっています。スレッドに対して新しい現行のログを作成できるログが存在しません。


	
処置: スレッドのログをアーカイブするか、またはメディア・リカバリを使用不可にしてください。









	 ORA-00353: ブロックstring(変更string、時間string)付近のログが破損しています 
	
原因: REDOログの破損が何種類か見つかりました。このエラーでは、破損している位置が指摘されています。付随するエラーには、破損の種類が説明されます。


	
処置: 正しいバージョンのREDOログでリカバリを実行するか、指摘された変更または時間までの不完全リカバリを実行してください。









	 ORA-00354: REDOログ・ブロック・ヘッダーに欠陥があります。 
	
原因: 付随するエラーで示されたREDOブロックのブロック・ヘッダーが適切ではありません。


	
処置: 正しいバージョンのログでリカバリを実行するか、または指摘された時間までの時間ベースのリカバリを実行してください。アーカイブ中にこのエラーが発生した場合は、UNARCHIVEDオプションを使用してログを消去することにより、問題のあるログのアーカイブをスキップできます。その後に、データベースのリカバリ能力を保証するために、それぞれのデータファイルのバックアップを取る必要があります。









	 ORA-00355: 変更番号に欠陥があります。 
	
原因: REDOログで先の変更番号より小さい変更番号が見つかりました。ログに欠陥が存在します。先の変更か、またはこの変更において欠陥が存在します。


	
処置: 正しいバージョンのログでリカバリを実行するか、または指摘された時間までの時間ベースのリカバリを実行してください。









	 ORA-00356: 変更の記述に矛盾した長さが含まれています。 
	
原因: REDOログ内の変更レコードに、加算すると矛盾した値になる長さが含まれています。ログに欠陥が存在します。


	
処置: 正しいバージョンのログでリカバリを実行するか、または指摘された時間までの時間ベースのリカバリを実行してください。









	 ORA-00357: ログ・ファイルに指定したメンバーが多すぎます(最大値string)。 
	
原因: ADD LOGFILEコマンドまたはADD LOGFILE MEMBERコマンドを実行すると、ログのメンバーが多すぎる結果になります。メンバーの数は、データベース作成時に設定されます。


	
処置: ログ・ファイル・メンバーを少なくして使用してください。









	 ORA-00358: 指定したファイル・メンバーが多すぎます(最大値string) 
	
原因: CREATE文またはALTER文で、カッコで囲んだファイル・リストに指定されたメンバーが多すぎます。


	
処置: ポート定義制限内のファイル・メンバーの数を指定してください。









	 ORA-00359: ログ・ファイル・グループstringは存在しません。 
	
原因: ログ・ファイル・メンバーの追加、またはログ・ファイルの削除の要求で、存在しないログ・ファイル・グループ番号が指定されました。


	
処置: ログ・ファイルの構成を確認し、コマンドを再発行してください。









	 ORA-00360: stringはログ・ファイル・メンバーではありません。 
	
原因: ログ・ファイル・メンバーの削除でファイル名が指定されましたが、データベースの一部ではないか、またはデータファイルです。


	
処置: 有効なログ・ファイル・メンバー名を指定してください。









	 ORA-00361: stringはグループstringの最後のログ・ファイル・メンバーなので削除できません 
	
原因: ログ・グループの最後のメンバーを削除しようとしました。


	
処置: 必要な場合は、DROP LOGFILEを使用してログ全体を削除してください。









	 ORA-00362: メンバーはグループstringの有効なログ・ファイルを形成するために必要です 
	
原因: 完全なログ・ファイルを形成するために必要なデータが削除されるため、ログ・ファイル・メンバーを削除する要求は拒否されました。


	
処置: 必要な場合は、DROP LOGFILEを使用して、(必要な場合は、アーカイブの後で)ログ全体を削除してください。









	 ORA-00363: ログはアーカイブされたバージョンではありません 
	
原因: CREATE CONTROLFILEコマンドで使用可能なスレッドの現行のログをリストするのに失敗したことによります。


	
処置: アーカイブされたバージョンのログを見つけて、そのログの名前を指定してください。CREATE CONTROLFILE実行直後のメディア・リカバリの場合、このスレッドの現行のログが含まれていることを確認してください。









	 ORA-00364: ヘッダーを新規ログ・メンバーに書き込めません。 
	
原因: 既存のグループへ追加するログ・メンバーにヘッダーを書き込もうとした時点で、I/Oエラーが発生しました。


	
処置: 付随するエラーを参照してください。問題を修正するか、別のファイルを使用してください。









	 ORA-00365: 指定したログは、正しい次のログではありません。 
	
原因: 指定したログは、適用されたログと一致しないことが確認されました。おそらくこれは、データベースのコールド・バックアップ・イメージに対して生成されたログを使用したことが原因です。


	
処置: データベースのコピーに対して生成されたログを見つけ、リカバリにファイル名を指定してください。









	 ORA-00366: ログstring(スレッドstring) ファイル・ヘッダーでチェックサム・エラーが発生しました。 
	
原因: REDOログのファイル・ヘッダーに、ディスクから読み込んだファイル・ヘッダーから計算した値と一致しないチェックサムが含まれています。これは、ファイル・ヘッダーが破損していることを意味します。


	
処置: 正しいバージョンのログをインストールするか、ログをリセットしてください。









	 ORA-00367: ログ・ファイル・ヘッダーでチェックサム・エラーが発生しました。 
	
原因: REDOログのファイル・ヘッダーに、ディスクから読み込んだファイル・ヘッダーから計算した値と一致しないチェックサムが含まれています。これは、ファイル・ヘッダーが破損していることを意味します。


	
処置: 正しいファイルを見つけて、再試行してください。









	 ORA-00368: REDOログ・ブロックでチェックサム・エラーが発生しました 
	
原因: 付随するエラーで示されたREDOブロックが無効です。これには、ブロックのコンテンツと一致しないチェックサムがあります。


	
処置: 正しいファイルをリストアするか、またはログをリセットしてください。









	 ORA-00369: スレッドstringの現行のログは使用できません。他のログがクリアされています。 
	
原因: REDO生成を他のオンライン・ログに切り替える必要がありますが、スレッドのオープンに失敗しました。しかし、他のすべてのログは消去されているか、またはそれらを使用する前にアーカイブする必要があります。


	
処置: ALTER DATABASE CLEAR LOGFILEコマンドがアクティブな場合は、コマンドの完了を待ってください。アクティブでない場合は、CLEARコマンドを再入力してください。他に消去されていないスレッドのオンライン・ログがある場合は、そのログをアーカイブしてください。









	 ORA-00370: kcbchange操作でデッドロックが発生しました 
	
原因: ソフトウェアで内部的に使用されるエラー・コードです。このエラーは表示されません。


	
処置: 内部エラーとして処理してください。エラー600を参照してください。









	 ORA-00371: 共有プール・メモリーが不足しています。少なくともstringバイト必要です 
	
原因: init.oraのパラメータshared_pool_sizeが小さすぎます。


	
処置: このパラメータの値を増やしてください。









	 ORA-00372: 現在、ファイルstringを修正することはできません 
	
原因: 変更できないファイルの内容を変更しようとしました。このファイルは読込み専用の表領域の一部とみられますが、オフラインにする途中であるか、データベースのクローズの途中である可能性があります。


	
処置: ファイルおよびその表領域の状態を確認してください。









	 ORA-00373: オンライン・ログのバージョンstringにはOracleバージョンstringとの互換性がありません。 
	
原因: オンライン・ログがOracleのバージョンと互換性のないバージョンで書かれています。ログ・ファイルが旧バージョンか新バージョンのOracleで作成された可能性があります。


	
処置: 互換性のあるソフトウェアでデータベースをリカバリしてから、正常に停止させ、現在のソフトウェアで再起動してください。









	 ORA-00374: パラメータdb_block_size = stringは無効です。stringの倍数にする必要があります(範囲[string..string]) 
	
原因: db_block_sizeパラメータの値が無効です。


	
処置: パラメータを修正して再起動してください。









	 ORA-00376: ファイルstringを読み込むことはできません。 
	
原因: 読込み不可能なファイルから読み込もうとしました。ファイルがオフラインの可能性があります。


	
処置: ファイルの状態を調べてください。オンラインにしてください。









	 ORA-00377: ファイルstringのバックアップ間隔が短いと、書込み操作の停止の原因になります。 
	
原因: このファイルに対するバックアップの間隔が短すぎます。新しくファイルのバックアップを開始するたびに、以前に発行した(ただし、未完了の)すべての書込みを再発行する必要があります。バックアップの間隔が非常に短いと、書込みの一部が繰り返して発行され、完了しない可能性があります。


	
処置: このファイルに対するhot-backupコマンドの発行間隔を長くしてください。









	 ORA-00378: バッファ・プールが指定どおりに作成できません。 
	
原因: バッファ数またはLRUラッチ数のいずれかが少なすぎるため、指定されたバッファ・プールの構成を満たすことができません。


	
処置: バッファ数またはLRUラッチ数(あるいはその両方)を増やしてください。または、バッファ・プールの構成を小さくしてください。









	 ORA-00379: バッファ・プールstring(ブロック・サイズstring K)には使用可能バッファがありません 
	
原因: 指定したブロック・サイズ用に指定したバッファ・プール内のすべてのバッファが使用され、使用可能なバッファがありません。


	
処置: 指定したブロック・サイズ用に指定したプール内のバッファの数を増やしてください。









	 ORA-00380: DB_stringK_CACHE_SIZEを指定できません。stringKは標準ブロック・サイズです。 
	
原因: このデータベースの標準ブロック・サイズはn KBですが、パラメータdb_nk_cache_size(nは、2、4、8、16、32のいずれか)が指定されています。これは不正です。


	
処置: db_cache_size(DEFAULTプール)(および追加のバッファ・プールが必要な場合はdb_recycle_cache_size、db_keep_cache_size)を使用して、標準ブロック・サイズのキャッシュを指定します。標準ブロック・サイズに対応するdb_nk_cache_sizeパラメータは、使用しないでください。









	 ORA-00381: バッファ・キャッシュ・サイズの指定に新旧どちらのパラメータも使用できません。 
	
原因: db_cache_size、db_recycle_cache_size、db_keep_cache_size、db_nk_cache_size(ここでnは2、4、8、16、32のいずれか)、db_cache_adviceのうち1つ以上、およびdb_block_buffers、buffer_pool_keep、buffer_pool_recycleのうち1つ以上を指定しました。これは不正です。


	
処置: 古い(リリース8.2より前)パラメータまたは新しいパラメータのいずれかを使用してください。両方を指定しないでください。パラメータ・ファイルに古いサイズ・パラメータを指定した場合、新しいパラメータを動的に変更でき、追加のブロック・サイズのための追加キャッシュを構成できるため、古いパラメータが新しいパラメータに置き換えられる場合があります。キャッシュ・アドバイザリは、新しいキャッシュ・パラメータでのみ有効にできます。









	 ORA-00382: stringは有効なブロック・サイズではありません。有効な範囲は[string..string]です。 
	
原因: db_nk_cache_sizeの値(nは、2、4、8、16、32のいずれか)が指定されましたが、n KBは、このプラットフォームでは有効なブロック・サイズではありません。


	
処置: init.oraファイルから対応するパラメータを削除し、インスタンスを再起動してください。









	 ORA-00383: ブロックサイズstringのデフォルト・キャッシュは0(ゼロ)まで減らせません 
	
原因: ブロック・サイズが<n>KBである表領域がまだオンライン状態のときに、db_cache_sizeまたはdb_<n>K_cache_sizeの値を0(ゼロ)に減らそうとしました。SYSTEM表領域はオフラインにできないため、db_cache_sizeの値を0(ゼロ)にする操作は、常に不正です。


	
処置: 対応するブロック・サイズを持つすべての表領域をオフラインにし、操作を再実行してください。









	 ORA-00384: キャッシュを大きくするにはメモリーが足りません。 
	
原因: システムに割り当てるメモリーが不足しているため、指定されたサイズまでキャッシュを増やすことができません。


	
処置: パラメータに指定する値を小さくしてください。









	 ORA-00385: 新規バッファ・キャッシュ・パラメータでは、大規模メモリーを使用可能にできません 
	
原因: db_cache_size、db_recycle_cache_size、db_keep_cache_size、db_nk_cache_size(ここでnは2、4、8、16、32のいずれか)のうち1つ以上が指定され、use_indirect_data_buffersがTRUEに設定されました。これは不正です。


	
処置: 大規模メモリーは、リリース8.2より前のパラメータでのみ使用可能です。









	 ORA-00386: use_indirect_data_buffersはサポートされていません 
	
原因: システムに割り当てるメモリーが不足しているため、指定されたサイズまでキャッシュを増やすことができません。


	
処置: パラメータに指定する値を小さくしてください。









	 ORA-00390: ログstring(スレッドstring)はクリア中なので、現行のログにはなりません。 
	
原因: 再使用不可能なログが見つかったためREDOスレッドの新しいオンライン・ログに切り替えようとしましたが失敗しました。このログは現在消去中であり、消去が完了したときに使用可能になります。このコマンドは、消去を完了せずに終了することもあります。


	
処置: 消去コマンドが実行中の場合は、完了するまで待ってください。打ち切られた場合は、消去コマンドを再発行するか、ログを削除してください。









	 ORA-00391: すべてのスレッドは同時に新しいログ・フォーマットに切り替える必要があります 
	
原因: 互換条件が新しいログ・フォーマット・ナンバーを適用するため、シングル・スレッドの現行のログを切り替えようとしましたが許可されませんでした。ログ・フォーマットを変更する場合、すべてのスレッドは同時に新しいフォーマットに切り替える必要があります。


	
処置: データベースをオープンして、調整されたログ・スイッチを作動させてください。それができない場合は、以前にデータベースをオープンするために使用したソフトウェア・バージョンおよび互換性設定へ戻ってください。









	 ORA-00392: ログstring(スレッドstring)をクリア中です。操作できません。 
	
原因: このオンライン・ログの操作は現在消去中です。このコマンドは、消去を完了せずに終了することもあります。


	
処置: 消去コマンドが実行中の場合は、完了するまで待ってください。打ち切られた場合は、消去コマンドを再発行するか、ログを削除してください。









	 ORA-00393: ログstring(スレッドstring)はオフライン・データファイルのリカバリに必要です。 
	
原因: ログ内のREDOがオフライン・データファイルのリカバリに必要であるため、ログを消去できません。それはアーカイブされていないため、他に使用可能なコピーはありません。ログを消去する場合、ファイルを含む表領域を削除する必要があります。


	
処置: ログをアーカイブしてから、消去コマンドを再入力してください。アーカイブが不可能であり、表領域の削除が望ましい場合は、消去コマンドの最後にUNRECOVERABLE DATAFILEと入力してください。









	 ORA-00394: アーカイブ中にオンライン・ログが再使用されました。 
	
原因: アーカイブ中のオンライン・ログが再使用されたことが検出されました。


	
処置: ログ・ファイルは上書きされているため、これ以上アーカイブできません。









	 ORA-00395: クローン・データベース用のオンライン・ログの名前を変更する必要があります。 
	
原因: クローン・データベースをオープンすると、プライマリ・ログ・ファイルが上書きされないようにするために、強制的にログ・ファイルの名前が変更されます。


	
処置: log_file_name_convert初期化パラメータを使用するか、または手動で、ログ・ファイルの名前を変更してください。









	 ORA-00396: エラーstringにはシングルパス・リカバリへのフォールバックが必須でした。 
	
原因: 示されているエラーは、2パス・インスタンス・リカバリまたはクラッシュ・リカバリの失敗が原因です。リカバリは、このエラーを回避するために、代替の(より遅い)方法で再試行されました。


	
処置: 今後、インスタンス・リカバリまたはクラッシュ・リカバリを2パス・アルゴリズムで正常に実行できるように、示されている(または記録されている)エラーの原因を修正してください。通常、これには、リカバリ処理に使用可能な主メモリーを増やす必要があります。









	 ORA-00397: インスタンス・リカバリ・プロセスがエラーで終了しました 
	
原因: インスタンス・リカバリを実行していたフォアグラウンド・プロセスが停止しました。


	
処置: フォアグラウンド・トレース・ファイルでリカバリ障害の原因を調べてください。









	 ORA-00398: 再構成のためにスレッド・リカバリを終了します。 
	
原因: インスタンス・リカバリまたはクラッシュ・リカバリで、GESの再構成が発生しました。


	
処置: これは内部的に使用されます。処置は必要ありません。









	 ORA-00399: REDOログで破損した変更説明 
	
原因: REDOログにあるチェンジ・ベクターが、妥当性チェックに失敗しました。


	
処置: 正しいバージョンのログでリカバリを実行するか、または指摘された時間までの時間ベースのリカバリを実行してください。









	 ORA-00400: リリース番号string(パラメータstring)が無効です。 
	
原因: 初期化パラメータに指定されたリリース・レベルが無効です。


	
処置: パラメータ・ファイルのパラメータ値を修正して、再試行してください。









	 ORA-00401: パラメータstringの値はこのリリースではサポートされません。 
	
原因: 指定されたパラメータ値は、このリリースではサポートされません。


	
処置: 正しい値を指定するか、または該当パラメータを削除してデフォルト値が使用されるようにしてください。









	 ORA-00402: リリースstringのデータベース変更はリリースstringでは使用できません 
	
原因: データベースに対してソフトウェアの新しいリリースを必要とする変更が行われました。または、互換性パラメータに違反する変更が行われました。


	
処置: 変更を認識するソフトウェア・バージョンを使用してください。または、初期化パラメータ・ファイルの互換性要件を調整してください。









	 ORA-00403: string(string)は他のインスタンス(string)と一致しません。 
	
原因: 別のインスタンスが、COMPATIBLEまたはCOMPATIBLE NO RECOVERYパラメータを、このインスタンスとは異なる設定にしました。


	
処置: 現行のインスタンスのパラメータを変更して、すでに実行中のインスタンスに一致させてください。









	 ORA-00404: 変換ファイルが見つかりません: 'string' 
	
原因: バージョン7からバージョン8に変換するためのファイルが見つかりません。


	
処置: 正しいデータベースに対して移行プロセスを開始したことと、変換ファイル名がアクセス可能であることを確認してください。









	 ORA-00405: 関係のある型"string" 
	
原因: レポートされた型は、他のエラーに関連しています。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを参照してください。









	 ORA-00406: COMPATIBLEパラメータは、string以上必要です。 
	
原因: COMPATIBLE初期化パラメータは、操作ができるほど高くありません。コマンドを許可すると、データベースは現在のCOMPATIBLEパラメータで指定されたリリースとの互換性がなくなります。


	
処置: 停止し、互換性の高い設定値で起動してください。









	 ORA-00407: リリースstring.stringからstring.stringへのアップグレードはできません。 
	
原因: 異なるリリースでソフトウェアを実行する他のインスタンスが、すでにデータベースをマウントしています。


	
処置: すべてのインスタンスを停止し、新しいソフトウェアで起動してください。









	 ORA-00408: パラメータstringがTRUEに設定されています。 
	
原因: 互換性エラーのパラメータをレポートします。


	
処置: 停止し、互換性の高い設定値で起動してください。









	 ORA-00409: AUTO SEGMENT SPACE MANAGEMENTを使用するには、COMPATIBLEをstring以上に設定する必要があります。 
	
原因: これは、AUTO SEGMENT SPACE MANAGEMENTを使用して作成した表領域を持つ、古いリリースのOracleから移行する場合に発生します。データベースを開くには、COMPATIBLEパラメータの値を、指摘された値以上に設定する必要があります。


	
処置: 停止し、指定された互換性の設定値で起動してください。









	 ORA-00437: Oracle機能のライセンス許可が与えられていません。オラクル社に連絡してください。 
	
原因: Oracle機能のライセンス許可が与えられていません。


	
処置: オラクル社に連絡してください。









	 ORA-00438: stringのオプションがインストールされていません。 
	
原因: 指定されたオプションはインストールされていません。


	
処置: このオプションを購入し、インストールしてください。









	 ORA-00439: 機能は有効ではありません: string 
	
原因: 指定された機能は使用できません。


	
処置: この機能は使用しないでください。









	 ORA-00443: バックグラウンド・プロセス"string"が起動しませんでした 
	
原因: 指定されたプロセスは起動しませんでした。


	
処置: 実行可能イメージが正しい保護状態で正しい位置にあること、また十分なメモリーがあることを確認してください。









	 ORA-00444: バックグラウンド・プロセス"string"の起動中に障害が発生しました。 
	
原因: 通常は、無効な(または存在しない)バックグラウンド・プロセス・イメージが原因です。


	
処置: 有効なバックグラウンド・プロセス・イメージを取得してください。









	 ORA-00445: バックグラウンド・プロセス"string"がstring秒後に起動しませんでした。 
	
原因: 指定されたプロセスが、指定時間後に起動しませんでした。


	
処置: バックグラウンド・プロセスが停止しておらず、トレース・ファイルを残しているかどうかを確認してください。









	 ORA-00446: 予期しないときにバックグラウンド・プロセスが起動されました 
	
原因: RDBMSがすでに実行されているとき、指定されたバックグラウンド・プロセスが起動しました。


	
処置: 誰もこのプロセスをサイトで起動していない場合、これは内部エラーです。









	 ORA-00447: バックグラウンド・プロセスに致命的なエラーが発生しました。 
	
原因: バックグラウンド・プロセスの1つが突然停止しました。


	
処置: システムをウォーム・スタートしてください。









	 ORA-00448: バックグラウンド・プロセスが正常終了しました。 
	
原因: バックグラウンド・プロセスの1つが正常終了しました。ユーザーがバックグラウンド・プロセスの終了を指示しました。


	
処置: システムをウォーム・スタートしてください。









	 ORA-00449: バックグラウンド・プロセス'string'がエラーstringで予期せず終了しました 
	
原因: バックグラウンド・プロセスの機能を必要とするフォアグラウンド・プロセスによって、プロセスが停止していることが検知されました。


	
処置: エラー・コードおよびトレース・ファイルでプロセスを調べてください。









	 ORA-00450: バックグラウンド・プロセス'string'が起動しませんでした 
	
原因: 指定されたプロセスは起動しませんでした。


	
処置: エラー・コードおよびトレース・ファイルでプロセスを調べてください。









	 ORA-00451: フォアグラウンド・プロセスが予期せず終了しました 
	
原因: 新しい接続のフォアグラウンド・プロセスが起動しませんでした。


	
処置: Oracleに再接続してください。









	 ORA-00452: フォアグラウンド・プロセスがエラーstringで予期せず終了しました 
	
原因: 新しい接続のフォアグラウンド・プロセスが起動しませんでした。


	
処置: Oracleに再接続してください。









	 ORA-00453: バックグラウンド・プロセス'string'が非活動状態です 
	
原因: 指定されたバックグラウンド・プロセスが非活動状態か、そのインカネーションが無効です。


	
処置: バックグラウンド・プロセスを再起動してください。









	 ORA-00469: CKPTプロセスがエラーで終了しました。 
	
原因: チェックポイント・プロセスが停止しました。


	
処置: インスタンスをウォーム・スタートしてください。









	 ORA-00470: LGWRプロセスはエラーで終了しました。 
	
原因: ログ・ライター・プロセスが停止しました。


	
処置: インスタンスをウォーム・スタートしてください。









	 ORA-00471: DBWRプロセスはエラーで終了しました。 
	
原因: データベース・ライター・プロセスが停止しました。


	
処置: インスタンスをウォーム・スタートしてください。









	 ORA-00472: PMONプロセスはエラーで終了しました。 
	
原因: プロセスのクリーンアップ・プロセスが停止しました。


	
処置: インスタンスをウォーム・スタートしてください。









	 ORA-00473: ARCHプロセスはエラーで終了しました。 
	
原因: アーカイブ・プロセスが停止しました。


	
処置: インスタンスをウォーム・スタートしてください。









	 ORA-00474: SMONプロセスはエラーで終了しました。 
	
原因: システムのクリーンアップ・プロセスが停止しました。


	
処置: インスタンスをウォーム・スタートしてください。









	 ORA-00475: TRWRプロセスはエラーで終了しました。 
	
原因: システムのトレース・プロセスが停止しました。


	
処置: インスタンスをウォーム・スタートしてください。









	 ORA-00476: RECOプロセスはエラーで終了しました。 
	
原因: 分散トランザクション(2フェーズ・コミット)のリカバリ・プロセスが停止しました。


	
処置: インスタンスをウォーム・スタートしてください。









	 ORA-00477: SNP*プロセスはエラーで終了しました。 
	
原因: マテリアライズド・ビューのリフレッシュ・プロセスが停止しました。


	
処置: PMONは、SNPプロセスをただちに再起動します。SNPプロセスが起動しない場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-00478: エラーstringのため、SMONプロセスが終了しました 
	
原因: リソースのクリーンアップ・エラーのため、SMONは要求を処理できませんでした。


	
処置: インスタンスをウォーム・スタートしてください。









	 ORA-00479: RVWRプロセスはエラーstringで終了しました 
	
原因: RVWRプロセスが停止しました。


	
処置: インスタンスをウォーム・スタートしてください。









	 ORA-00480: LCK*プロセスはエラーで終了しました。 
	
原因: システムのロック・プロセスが停止しました。


	
処置: インスタンスをウォーム・スタートしてください。









	 ORA-00481: LMONプロセスはエラーで終了しました。 
	
原因: グローバル・エンキュー・サービス・モニター(LMON)プロセスが停止しました。


	
処置: インスタンスをウォーム・スタートしてください。









	 ORA-00482: LMD*プロセスはエラーで終了しました。 
	
原因: グローバル・エンキュー・サービス・デーモン(LMD)プロセスが停止しました。


	
処置: インスタンスをウォーム・スタートしてください。









	 ORA-00483: 停止中にプロセスが異常終了しました。 
	
原因: バックグランド・プロセスの1つが、停止の時点で正常に終了しませんでした。


	
処置: 停止処理を実行してください。









	 ORA-00484: LMS*プロセスはエラーで終了しました 
	
原因: グローバル・キャッシュ・サービス(GCS)プロセスが停止しました。


	
処置: インスタンスをウォーム・スタートしてください。









	 ORA-00485: DIAGプロセスはエラーstringで終了しました 
	
原因: DIAGプロセスが停止しました。


	
処置: プロセスの再起動まで待機してください。









	 ORA-00486: ASMBプロセスはエラーで終了しました。 
	
原因: ASMバックグラウンド・プロセスが停止しました。


	
処置: インスタンスをウォーム・スタートしてください。また、ASMインスタンスが起動されていることを確認してください。









	 ORA-00487: CTWRプロセスはエラーで終了しました 
	
原因: 変更のトレース・プロセスが停止しました。


	
処置: インスタンスをウォーム・スタートしてください。









	 ORA-00488: RBALプロセスはエラーで終了しました。 
	
原因: ASM再均衡化コーディネータ・プロセスが停止しました。


	
処置: インスタンスをウォーム・スタートしてください。









	 ORA-00489: ARB*プロセスはエラーで終了しました 
	
原因: ASM再均衡化ワーカー・プロセスが停止しました。


	
処置: プロセスの再起動まで待機してください。









	 ORA-00490: PSPプロセスはエラーで終了しました 
	
原因: プロセスのspawnerが停止しました。


	
処置: インスタンスをウォーム・スタートしてください。









	 ORA-00491: RMS0プロセスはエラーで終了しました 
	
原因: RAC管理プロセスが停止しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-00492: GTX*プロセスはエラーで終了しました 
	
原因: グローバル・トランザクション・バックグラウンド・プロセスが停止しました。


	
処置: インスタンスをウォーム・スタートしてください。









	 ORA-00493: GMONプロセスはエラーで終了しました 
	
原因: ASMディスク・グループ・モニター・プロセスが停止しました。


	
処置: インスタンスをウォーム・スタートしてください。









	 ORA-00494: エンキューstringのstring秒を超える保持時間('inst string、osid string'による)は長すぎます 
	
原因: 指定したプロセスが、最大許容時間内にエンキューを解放しませんでした。


	
処置: 失敗したコマンドを再発行し、インシデントの情報をOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-00495: GEN0プロセスはエラーで終了しました 
	
原因: 一般的なバックグラウンド処理プロセスが停止しました。


	
処置: インスタンスをウォーム・スタートしてください。









	 ORA-00496: LMHBプロセスがエラーで終了しました 
	
原因: LMハートビート・モニター・プロセスが停止しました。


	
処置: インスタンスをウォーム・スタートしてください。









	 ORA-00497: XDMGプロセスはエラーで終了しました 
	
原因: セル・オートメーションのマネージャ・プロセスはエラーで終了しました。


	
処置: PMONは、XDMGプロセスをただちに再起動します。XDMGプロセスが再起動されない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-00498: XDWKプロセスはエラーで終了しました 
	
原因: セル・オートメーションのワーカー・アクション・プロセスはエラーで終了しました。


	
処置: PMONは、XDWKプロセスをただちに再起動します。XDWKプロセスが再起動されない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-00499: XDMGがインスタンスの終了で初期化に何度も失敗しました。 
	
原因: セル・オートメーション・マネージャ・プロセスは初期化に何度も失敗しました。


	
処置: 事前にXDMGを起動しようとして失敗した理由は、アラート・ログを調べてください。ユーザー・エラーまたは不適切な構成が原因である場合、それを修正してインスタンスを再起動してください。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-00566: プロセッサ・グループをリクエストできません - NUMAは使用できません 
	
原因: NUMA機能が無効な状態な場合、要求されたプロセッサ・グループでプロセスを起動できません。


	
処置: NUMAプロセッサ・グループを要求しないでプロセスを起動してください。









	 ORA-00567: リクエストされたプロセッサ・グループstringが大きすぎます(最大string) 
	
原因: 要求されたプロセッサ・グループでプロセスを起動できませんでした。


	
処置: 別のプロセッサ・グループでプロセスを起動してください。









	 ORA-00568: 割込みハンドラの最大数を超えました 
	
原因: ユーザーが指定した割込みハンドラの数が多すぎます。


	
処置: 古いハンドラを削除してください。









	 ORA-00569: グローバル・エンキューの取得に失敗しました。 
	
原因: クラスタ内のいずれかのインスタンスで前にエラーが発生しました。通常は、共有プール・リソースの競合が原因です。


	
処置: クラスタ内のすべてのインスタンスで前にエラーが発生していないかどうか確認して、エラーを解決してください。共有プール・リソースの競合がある場合には、SHARED_POOL_SIZE、DML_LOCKS、PROCESSES、TRANSACTIONS、CLUSTER_DATABASE_INSTANCESおよびPARALLEL_MAX_SERVERS初期化パラメータの値を増やしてください。









	 ORA-00600: 内部エラー・コード, 引数: [string], [string], [string], [string], [string], [string], [string], [string], [string], [string], [string], [string] 
	
原因: これは、Oracleプログラムの例外に対する一括内部エラー番号です。プロセスにおいて、低レベルの予期しない状態が発生したことを示します。第1の引数は内部メッセージ番号を示します。この引数とデータベース・バージョン番号は、根本的な原因を特定する際に重要で、システムに影響を与える可能性があります。


	
処置: 発生した特定のORA-00600エラーについての詳細情報は、My Oracle Supportにアクセスして、ORA-00600検索ツール(Note 600.1を参照)を使用します。自動診断リポジトリ(ADR)で、このエラーに対応するインシデントが作成されています。サービス・リクエストを記録する場合、サポート・ワークベンチのIncident Packaging Service(IPS)かADRコマンド・インタプリタ(ADRCI)を使用して、関連トレース情報を自動的にパッケージ化します(My Oracle Support Note 411.1を参照)。根本原因の判別を容易にする、次の情報も収集してください。
- エラーが発生するまでの変更点

- エラーが発生するまでの経過または通常と異なる状況

- エラーが発生する前に実行しようとした操作

- エラーの時点での、オペレーティング・システムおよびデータベースの状況 Note: このメッセージの原因は、様々な時点での様々なエラーの中に現れている場合があります。この内部エラーの前に発生したエラーの履歴を把握してください。











	 ORA-00601: クリーンアップ・ロックの競合が発生しました。 
	
原因: プロセスのリカバリ中に、PMONプロセスでロックの競合が発生しました。


	
処置: これは内部で検出されます。処置は必要ありません。









	 ORA-00602: 内部プログラミング例外が発生しました。 
	
原因: 内部プログラミング例外が発生しました。


	
処置: バグとして報告してください。









	 ORA-00603: 致命的エラーが発生したため、Oracle Serverセッションが終了しました 
	
原因: Oracleデータベース・セッションはリカバリ不能の状態にあります。


	
処置: Oracleに再ログインしてください。新規のOracleデータベース・セッションが作成されます。









	 ORA-00604: 再帰SQLレベルstringでエラーが発生しました。 
	
原因: 再帰SQLレベル文(内部ディクショナリ表に適用する文)を処理中にエラーが発生しました。


	
処置: スタックに次に表示されるエラーに記述されている状態が修正できる場合は、修正してください。それ以外の場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-00606: 内部エラー・コード 
	
原因: 遅延UPI関数へのコールが、遅延モード以外で行われました。


	
処置: この問題はバグとしてOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-00607: データ・ブロックの変更中に内部エラーが発生しました。 
	
原因: Oracleがデータ・ブロックにREDOを適用しているときに、内部エラーまたはメモリー例外が発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-00608: テスト・エラー [string] [string] [string] [string] [string] 
	
原因: テスト用に確保されている内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-00609: 着信接続要求に連結できませんでした 
	
原因: Oracleプロセスが着信接続に応答できませんでした。


	
処置: スタックに次に表示されるエラーに記述されている状態が修正できる場合は、修正してください。それ以外の場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-00610: 内部エラー・コード 
	
原因: Oracleプロセスの起動が遅すぎました。


	
処置: このエラーは、本来ユーザーには表示されません。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-00700: ソフト内部エラー、引数: [string], [string], [string], [string], [string], [string], [string], [string], [string], [string], [string], [string] 
	
原因: プロセスをクラッシュしない、内部的な矛盾があります。


	
処置: このエラーをバグとして報告してください。最初の引数は内部エラーです。









	 ORA-00701: データベースの起動に必要なオブジェクトを変更できません。 
	
原因: データベースのウォーム・スタートに必要なデータベース・オブジェクト(表、クラスタまたは索引)を変更または削除しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-00702: ブートストラップ・バージョン'string'はバージョン'string'と一貫性がありません 
	
原因: 読み込まれるブートストラップのバージョンが、現行のブートストラップのバージョンと互換性がありません。


	
処置: このブートストラップのバージョンと互換性のあるソフトウェアのバージョンをリストアしてください。









	 ORA-00703: 行キャッシュ・インスタンス・ロックの最大数を超えました 
	
原因: 十分な行キャッシュ・エンキューがありません。


	
処置: 行キャッシュ・エンキュー・パラメータを増やし、システムをウォーム・スタートしてください。









	 ORA-00704: ブートストラップ・プロセス障害です。 
	
原因: ブートストラップ・データの処理中に障害が発生しました。付随するエラーを参照してください。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-00705: 起動中の状態が不安定です。インスタンスを停止して再起動してください 
	
原因: 直前のインスタンスの起動が終了しました。


	
処置: インスタンスを完全に停止してから、再起動してください。









	 ORA-00706: ファイル'string'の形式の変更中にエラーが発生しました。 
	
原因: 指定されたファイルのブロック0(ゼロ)の形式を変更しようとしましたが、このファイルは読込み専用であるか、またはオフラインのため失敗しました。


	
処置: ファイルを読込み/書込み可能にするか、またはオンラインにしてからBLK0_FMTCHGイベントを設定してください。









	 ORA-00710: 新規表領域と旧表領域の名前が同一です 
	
原因: 新しい表領域名が古い表領域名と同一であるため、表領域の名前の変更に失敗しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-00711: 新規表領域の名前が無効です 
	
原因: 新しい表領域名が無効であるため、表領域の名前の変更に失敗しました。


	
処置: 有効な新しい名前を指定して、コマンドを再試行してください。









	 ORA-00712: システム表領域の名前は変更できません 
	
原因: システム表領域の名前は変更できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-00720: ALTER DATABASE RESET COMPATIBILITYコマンドはサポートされなくなりました 
	
原因: ALTER DATABASE RESET COMPATIBILITYコマンドは、Oracle 10i以降ではサポートされていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-00721: リリースstringの変更は、リリースstringでは使用できません 
	
原因: 表領域に、ソフトウェアの新しいリリースを必要とする変更、または互換性パラメータに違反する変更が含まれているため、表領域のインポートが失敗しました。


	
処置: 変更を認識するソフトウェア・バージョンを使用してください。または、初期化パラメータ・ファイルの互換性要件を調整してください。









	 ORA-00722: 機能"string" 
	
原因: 他のエラーの詳細のための機能名をレポートします。


	
処置: 関連するエラー・メッセージを参照してください。









	 ORA-00723: 初期化パラメータCOMPATIBLEは明示的に設定する必要があります 
	
原因: Oracleでは、初期化パラメータCOMPATIBLEが明示的に指定されていないこと、およびデータベースの互換性がCOMPATIBLEパラメータのデフォルト値より小さいことを検出しました。新しい互換性設定を使用するためには、ユーザーが初期化パラメータを明示的に設定する必要があります。


	
処置: PFILEまたはSPFILE(使用する方)のCOMPATIBLEパラメータの値を明示的に設定してください。









	 ORA-00724: ALTER DATABASE CONVERTコマンドはサポートされなくなりました 
	
原因: ALTER DATABASE CONVERTコマンドは、Oracle 10i以降ではサポートされていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-00725: サポートされていないALTER DATABASE SET STANDBY句が指定されています: string 
	
原因: 使用不可のALTER DATABASE SET STANDBYが指定されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-00740: (string)ブロックのデータファイル・サイズが最大ファイル・サイズを超えています 
	
原因: ユーザーが指定したデータファイルのサイズが最大ファイル・サイズを超えています。


	
処置: REFERENCEで最大サイズを確認してください。サイズを小さくして、再試行してください。









	 ORA-00741: (string)ブロックのログ・ファイルが最大ログ・ファイル・サイズを超えています 
	
原因: ユーザーが指定したログ・ファイルのサイズが最大ログ・ファイル・サイズを超えています。


	
処置: REFERENCEで最大サイズを確認してください。サイズを小さくして、再試行してください。









	 ORA-00742: ログの読取りでスレッドnumber、順序number、ブロックnumberに書込みの欠落が検出されました 
	
原因: Oracleによって発行された書込みが、基盤となるオペレーティング・システムまたはストレージ・システムによって失われたか、Oracleの内部エラーが発生しました。


	
処置: トレース・ファイルに失われた書き込みの場所が示されます。問題のログ・ファイルをダンプし、書き込みが実際に消失しかたどうかを確認してください。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-00750: データベースは、すでにマウントされてディスマウントされています 
	
原因: インスタンスでは、すでにデータベースをマウントしてディスマウントしました。これは存続期間に1回のみ実行できます。


	
処置: データベースを停止してください。









	 ORA-00751: ファイルのミラー復元ステータスを取得できませんでした 
	
原因: ファイルのミラー復元ステータスの取得中にエラーが発生しました。


	
処置: この問題のその他の詳細は、表示される他のエラー・メッセージを参照してください。









	 ORA-00752: リカバリによりデータ・ブロックの書込みの欠落が検出されました 
	
原因: 記憶域へのデータ・ブロックの書込みが、プライマリ・データベースでの通常のデータベース操作中に失われました。


	
処置: プライマリ・データベースをシャットダウンし、フィジカル・スタンバイ・データベースをアクティブ化してフェイルオーバーします。詳細は、『Oracle Data Guard概要および管理』を参照してください。









	 ORA-00820: sga_max_sizeに指定した値が小さすぎます。stringMB以上である必要があります 
	
原因: 指定されたsga_max_sizeの値がSGAに対して小さすぎるため、必要なすべてのSGAコンポーネント(ログ・バッファ、バッファ・プール、共有プールなど)を格納できません。


	
処置: sga_max_sizeを推奨値に設定するか、指定したSGAコンポーネント・サイズ・パラメータの値を小さくしてください。









	 ORA-00821: sga_targetに指定した値stringMBが小さすぎます。stringMB以上である必要があります 
	
原因: 指定されたsga_targetの値がSGAに対して小さすぎるため、必要なすべてのSGAコンポーネント(ログ・バッファ、バッファ・プール、共有プールなど)を格納できません。


	
処置: sga_targetを推奨値に設定するか、指定したSGAコンポーネント・サイズ・パラメータの値を小さくしてください。









	 ORA-00822: MMANプロセスはエラーで終了しました 
	
原因: メモリー管理プロセスが停止しました。


	
処置: インスタンスをウォーム・スタートしてください。









	 ORA-00823: sga_targetに指定した値がsga_max_sizeを超えています 
	
原因: sga_targetに指定した値がsga_max_sizeを超えています。


	
処置: sga_max_sizeの値を増やしてsga_targetに一致させるか、sga_targetの値を減らしてsga_max_sizeに一致させてください。









	 ORA-00824: 既存の内部設定のため、SGA_TARGETまたはMEMORY_TARGETを設定できません 
	
原因: 現行のパラメータ設定により、SGA_TARGETまたはMEMORY_TARGETは設定できませんでした。


	
処置: 追加情報は、その他のエラー・メッセージを確認してください。









	 ORA-00825: SGA_TARGETまたはMEMORY_TARGETが設定されている場合、DB_BLOCK_BUFFERSを設定できません 
	
原因: SGA_TARGETまたはMEMORY_TARGETが、DB_BLOCK_BUFFERSとともに設定されています。


	
処置: SGA_TARGET、MEMORY_TARGETを設定しないか、新しいキャッシュ・パラメータを使用してください。古いキャッシュ・パラメータであるDB_BLOCK_BUFFERSは使用しないでください。









	 ORA-00826: ASMインスタンスのSGA_TARGETまたはMEMORY_TARGETを設定できません 
	
原因: ASMインスタンスに対してSGA_TARGETまたはMEMORY_TARGETを設定しました。


	
処置: SGA_TARGETまたはMEMORY_TARGETは設定しないでください。









	 ORA-00827: sga_targetを指定された値に縮小できませんでした 
	
原因: SGAを指定された値に縮小しようとしましたが、SGAコンポーネントがすでに最小サイズである場合はSGAコンポーネントを縮小できないため、失敗しました。


	
処置: まず個々のSGAコンポーネントを縮小してから、sga_targetを現在の値より小さい値に設定してください。









	 ORA-00828: 指定したshared_pool_reserved_sizeの値は、内部設定と矛盾しています 
	
原因: 共有プールの現在の内部サイズに対して、指定した値が小さすぎるか大きすぎるため、SGA_TARGETが設定されている場合、shared_pool_reserved_sizeを指定した値に設定できません。詳細は、アラート・ログで確認できます。


	
処置: 可能であれば、SGA_TARGETが設定されており、shared_pool_sizeが設定されていない場合は、shared_pool_reserved_sizeを設定しないでください。共有プールの現在の内部サイズおよびshared_pool_reserved_sizeの値の有効範囲についての情報は、アラート・ログを確認してください。









	 ORA-00830: 自動チューニングSGAを有効にした状態で、statistics_levelをBASICに設定できません。 
	
原因: 自動チューニングSGAが有効の状態でstatistics_levelをBASICに設定しようとしました。自動チューニングSGAはBASICに設定されたstatistics_levelとともには動作しないため、これは無効な操作です。


	
処置: 自動チューニングSGAを無効にして、statistics_levelをBASICにする設定を再試行してください。









	 ORA-00832: Streamsプールは作成されませんでした。自動的に作成することはできません 
	
原因: STREAMS SGAを必要とするデータベース機能が使用されていますが、streams_pool_sizeパラメータが定義されておらず、db_cache_sizeの値が小さすぎます。このため、バッファ・キャッシュからStreamsプールにSGAを自動送信できません。


	
処置: streams_pool_sizeまたはSGA_TARGETパラメータを設定してください。









	 ORA-00837: MEMORY_TARGETに指定した値がMEMORY_MAX_TARGETを超えています 
	
原因: MEMORY_TARGETに指定した値がMEMORY_MAX_TARGETを超えています。


	
処置: MEMORY_TARGETにMEMORY_MAX_TARGET以下の値を設定してください。









	 ORA-00838: MEMORY_TARGETに指定した値が小さすぎます。stringMB以上である必要があります 
	
原因: MEMORY_TARGETに指定した値が、SGA_TARGETおよびPGA_AGGREGATE_TARGETに指定した値の合計を下回っていました。


	
処置: MEMORY_TARGETに推奨値以上の値を設定してください。









	 ORA-00839: 指定した値にSGA_TARGETを変更できません 
	
原因: SGA_TARGETに指定した値が、PGA_AGGREGATE_TARGETおよびMEMORY_TARGET/MEMORY_MAX_TARGETの現在の設定と一致しませんでした。


	
処置: SGA_TARGETをMEMORY_TARGET/MEMORY_MAX_TARGETおよびPGA_AGGREGATE_TARGETの差異以下の値に設定してください。また、非自動ワークエリアに使用されている現在のPGAメモリーの値が低いことを確認してください。









	 ORA-00840: 指定した値にPGA_AGGREGATE_TARGETを変更できません 
	
原因: PGA_AGGREGATE_TARGETに指定した値が、SGA_TARGETおよびMEMORY_TARGET/MEMORY_MAX_TARGETの現在の設定と一致しませんでした。


	
処置: PGA_AGGREGATE_TARGETをMEMORY_TARGET/MEMORY_MAX_TARGETおよびSGA_TARGETの差異以下の値に設定してください。









	 ORA-00841: MEMORY_TARGETはこのシステムではサポートされていません 
	
原因: shmfsが無効化されているため、MEMORY_TARGETパラメータはこのシステムではサポートされていません。


	
処置: サポートされるシステムのリストについては、ドキュメントを参照してください。









	 ORA-00842: SGA_TARGETまたはMEMORY_TARGETと共にDB_BLOCK_BUFFERSを設定することはできません 
	
原因: DB_BLOCK_BUFFERSには、SGA_TARGETおよびMEMORY_TARGETとの互換性がありません。


	
処置: 互換性のないパラメータ設定を削除してください。









	 ORA-00843: MEMORY_MAX_TARGETを考慮しないパラメータ 
	
原因: パラメータがMEMORY_MAX_TARGETを超えています。


	
処置: パラメータの追加情報は、その他のエラー・メッセージを確認してください。パラメータをMEMORY_MAX_TARGETより小さい値に設定してください。









	 ORA-00844: MEMORY_TARGETを考慮しないパラメータ 
	
原因: パラメータがMEMORY_TARGETの値を超えています。


	
処置: パラメータの追加情報は、その他のエラー・メッセージを確認してください。パラメータをMEMORY_TARGETより小さな値に設定してください。









	 ORA-00845: MEMORY_TARGETはこのシステムではサポートされていません 
	
原因: このオペレーティング・システムではMEMORY_TARGETパラメータがサポートされていないか、Linux上で/dev/shmのサイズが正しくありませんでした。


	
処置: サポートされるオペレーティング・システムのリストについては、ドキュメントを参照してください。または、システムで実行中の各Oracleインスタンスについて、/dev/shmのサイズをSGA_MAX_SIZE以上にしてください。









	 ORA-00846: MEMORY_TARGETを指定された値に縮小できませんでした 
	
原因: MEMORY_TARGETを指定された値まで縮小しようとしましたが、PGAおよびSGAコンポーネントを縮小できなかったため、成功しませんでした。


	
処置: 現在の値より小さい値にMEMORY_TARGETを設定するには、はじめに個々のメモリー・コンポーネントを縮小してください。









	 ORA-00847: MEMORY_TARGET/MEMORY_MAX_TARGETとLOCK_SGAは同時に設定できません 
	
原因: MEMORY_TARGET/MEMORY_MAX_TARGETが0(ゼロ)以外の値に設定され、LOCK_SGAも設定されていました。


	
処置: LOCK_SGAがTRUEに設定されている場合、MEMORY_TARGETまたはMEMORY_MAX_TARGETを設定しないでください。









	 ORA-00848: SGA_TARGETまたはMEMORY_TARGETと共にSTATISTICS_LEVELをBASICに設定することはできません 
	
原因: BASICのSTATISTICS_LEVELには、SGA_TARGETおよびMEMORY_TARGETとの互換性がありません。


	
処置: 互換性のないパラメータ設定を修正してください。STATISTICS_LEVELをTYPICALまたはALLに設定してSGA_TARGETまたはMEMORY_TARGETを使用してください。









	 ORA-00849: SGA_TARGET stringは、MEMORY_MAX_TARGET stringを超える値には設定できません。 
	
原因: SGA_TARGET値がMEMORY_MAX_TARGET値を超えています。


	
処置: SGA_TARGETはMEMORY_MAX_TARGETより小さい値に設定してください。









	 ORA-00850: PGA_AGGREGATE_TARGET stringは、MEMORY_MAX_TARGET stringを超える値には設定できません。 
	
原因: PGA_AGGREGATE_TARGET値がMEMORY_MAX_TARGET値を超えています。


	
処置: PGA_AGGREGATE_TARGETはMEMORY_MAX_TARGETより小さい値に設定してください。









	 ORA-00851: SGA_MAX_SIZE stringは、MEMORY_TARGET stringを超える値には設定できません。 
	
原因: SGA_MAX_SIZE値がMEMORY_TARGET値を超えています。


	
処置: SGA_MAX_SIZEはMEMORY_TARGETより小さい値に設定してください。









	 ORA-00852: ローリング移行監視プロセスが終了しました。 
	
原因: ASMローリング移行監視プロセスが終了しました。


	
処置: インスタンスをウォーム・スタートしてください。














3 ORA-00910からORA-01497



	 ORA-00910: 指定した長さがデータ型に対して長すぎます 
	
原因: データ型CHARまたはRAWに対して指定した長さは、2000を超える値または4000を超える値であるため無効です。


	
処置: 指定した長さの値を減らしてください。あるいは、指定した長さを有効にするためにデータ型をVARCHAR2、LONG CHARまたはLONG RAWに変更してください。









	 ORA-00911: 文字が無効です。 
	
原因: 識別子の先頭が、文字や数字以外のASCII文字ではない可能性があります。最初の文字の後は、$#_も使用可能です。二重引用符で囲まれた識別子には、二重引用符以外の文字を使用できます。代替引用符(q'#...#')では、スペース、タブまたはキャリッジ・リターンをデリミタとして使用することはできません。その他すべてのコンテキストについては、SQL言語リファレンス・マニュアルを参照してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-00912: 入力パラメータが長すぎます 
	
原因: いずれかの入力文字列が長すぎます。


	
処置: 入力パラメータの長さを短くしてください。









	 ORA-00953: 索引名が指定されていないか、または無効です。 
	
原因: 索引名が適切な書式[ <identifier> . ] <identifier>で指定されていません。OIDINDEX句の場合、索引名は<identifier>という書式で指定する必要があります。


	
処置: 正しい索引名を指定してください。









	 ORA-00956: 監査オプションがないか、または無効です 
	
原因: AUDIT文またはNOAUDIT文に無効な監査オプションが指定されています。


	
処置: 有効なオプションを指定してください。









	 ORA-00960: 選択リストに未確定の列名があります。 
	
原因: ORDER BY句で指定している列名が、選択リストの複数の列と一致しています。


	
処置: 重複する列名を選択リストから削除してください。









	 ORA-00962: GROUP BY/ORDER BY句が多すぎます。 
	
原因: GROUP BY句またはORDER BY句に1001個以上の式があります。


	
処置: GROUP BY句またはORDER BY句で使用する式は1000個以下にしてください。









	 ORA-00964: FROMリストに表名がありません。 
	
原因: SELECTリストで参照されている表名がFROMリストに指定されていません。


	
処置: 参照名には、FROMリスト内のいずれかの名前と一致した名前を正しく指定してください。









	 ORA-00965: *(アスタリスク)に対して列の別名は使用できません。 
	
原因: 文の中で、SELECTリストの「*」に対して別名が使用されています。これは文法違反です。


	
処置: 該当する別名を削除してください。









	 ORA-00972: 識別子が長すぎます。 
	
原因: 指定した識別子が30文字を超えています。


	
処置: 30文字以内で指定してください。









	 ORA-00976: 指定した疑似列または演算子はここでは使用できません。 
	
原因: LEVEL、PRIOR、ROWNUM、CONNECT_BY_ROOT、CONNECT_BY_ISLEAFまたはCONNECT_BY_ISCYCLEが、無効な位置に指定されています。


	
処置: LEVEL、PRIOR、ROWNUM、CONNECT_BY_ROOT、CONNECT_BY_ISLEAFまたはCONNECT_BY_ISCYCLEを削除してください。









	 ORA-00977: 監査オプションが重複しています。 
	
原因: AUDIT文またはNOAUDIT文に同じ監査オプションが2回以上指定されています。


	
処置: 他の監査オプションを指定せずにALLを指定するか、重複している監査オプションを削除してください。









	 ORA-00980: シノニム変換が無効です。 
	
原因: シノニムが有効なターゲット・オブジェクトに変換されませんでした。次のいずれかの理由が考えられます。
1. ターゲット・スキーマが存在しない。

2. ターゲット・オブジェクトが存在しない。

3. シノニムが不正なデータベース・リンクを指定している。

4. シノニムがバージョニングされていないにもかかわらず、バージョニングされたターゲット・オブジェクトを指定している。




	
処置: シノニム定義を変更し、シノニムが有効なターゲット・オブジェクトを指し示すようにします。









	 ORA-00981: 表およびシステム監査オプションは混在できません。 
	
原因: 1つのAUDIT文またはNOAUDIT文中に、表およびシステム全体を対象とする監査オプションが両方指定されています。


	
処置: 表監査オプションとシステム監査オプションを別々の文に指定してください。









	 ORA-00983: SYSユーザー・アクションの監査または監査取消しを実行できません 
	
原因: ユーザー・アクションに対してAUDITまたはNOAUDIT SYSが試みられました。


	
処置: 有効なユーザーを使用して文を再実行してください。









	 ORA-00991: MACの権限のみプロシージャに付与されます。 
	
原因: オブジェクト権限またはMAC以外のシステム権限がプロシージャに付与されました。


	
処置: PROCEDURE句を使用して、MAC権限のみを付与してください。









	 ORA-01002: フェッチ順序が無効です。 
	
原因: このエラーは、有効ではなくなったカーソルからフェッチが試行されたことを示します。PL/SQLカーソル・ループが暗黙的にフェッチを行い、それがエラーの原因となる場合があります。このエラーには次のいくつかの原因が考えられます。1) 最後の行が取得され、ORA-1403エラーが戻された後のカーソルからのフェッチ。2) カーソルがFOR UPDATE句でオープンされた場合、COMMIT発行後のフェッチでエラーが戻されます。3) SQL文でのプレースホルダの再バインド後、文の再実行前にフェッチを発行した場合。


	
処置: 1) 最後の行の取得後にフェッチを実行しないでください。フェッチ可能な行がありません。2) FOR UPDATE句によってオープンされたカーソルのフェッチ・ループ内ではCOMMIT文を発行しないでください。3) 再バインド後に文を再実行してからフェッチを実行しなおしてください。









	 ORA-01010: OCI操作が無効です。 
	
原因: 次のいずれかの原因によるエラーです。1) 無効なOCI操作を試行しました。2) バージョン7.1以上のライブラリにリンクされたOracleクライアント・アプリケーションを使用し、環境変数ORA_ENCRYPT_LOGINがTRUEに設定されている状況で、バージョン7.0以下のOracleサーバーに接続しようとしました。3) バージョン7.1以上のOracleサーバーに接続し、初期化パラメータDBLINK_ENCRYPT_LOGINがTRUEに設定されている状況で、バージョン7.0以下のOracleサーバーを示すデータベース・リンクを使用しようとしました。4) バージョン9.0.2以上のOracleサーバーに接続しており、分散自律型トランザクション用にバージョン9.0.1以下のOracleサーバーを示すデータベース・リンクを使用しようとしました。


	
処置: これらの原因に対する処置は次のようになります。1) 無効なOCI操作を使用しないでください。2) 分散データベースで暗号化された接続パスワードを使用しない場合、ORA_ENCRYPT_LOGINをFALSEに設定してください。暗号化された接続パスワードを使用しない場合、すべてのOracleサーバーを7.1以上にアップグレードする必要があります。3) 分散データベースで暗号化されたデータベース・リンクを使用しない場合は、DBLINK_ENCRYPT_LOGINをFALSEに設定してください。暗号化されたデータベース・リンクを使用する場合、すべてのOracleサーバーをバージョン7.1以上にアップグレードする必要があります。4) バージョン9.0.1以下のOracleサーバーで分散自立型トランザクションを試行しないでください。









	 ORA-01016: フェッチ後のみこのファンクションをコールできます。 
	
原因: カーソルが無効な状態です。


	
処置: このOCI/UPI関数は、必ずフェッチの実行後にコールしてください。









	 ORA-01019: ユーザー側のメモリーを割当てできません。 
	
原因: ユーザー側のメモリー・アロケータがエラーを戻しました。


	
処置: プロセス・ヒープ・サイズを大きくするか、古いコール・セットに切り替えてください。









	 ORA-01022: この構成では、データベース操作はサポートされていません。 
	
原因: 通信している2つのOracleサーバーに対して、データベース操作がUPIに一致しませんでした。


	
処置: Oracleサーバーをアップグレードするか、ユーザー側のアプリケーションを新しいライブラリに再リンクしてください。このエラーをOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-01023: カーソル・コンテキストが見つかりません(カーソル番号が無効です)。 
	
原因: カーソル番号が有効なオープン・カーソルではありません。


	
処置: カーソルがオープンしていることを確認してください。









	 ORA-01025: UPIパラメータの値が有効範囲外です。 
	
原因: UPI関数に対する整数パラメータが有効範囲外です。


	
処置: 通常、これはOracle DBMS上に組み込まれたツールのエラーです。このエラーをOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-01026: バインド・リストにサイズが4000を超える複数バッファが存在しています。 
	
原因: バインド・リストに複数の長いバッファが存在します。


	
処置: 通常の列にバインドされているバインド変数のバッファ・サイズを、3999以下に変更してください。









	 ORA-01027: データ定義操作ではバインド変数は使用できません。 
	
原因: SQLデータ定義操作でバインド変数を使用しようとしました。


	
処置: バインド変数は許可されていません。









	 ORA-01028: 2タスクで内部エラーが発生しました。 
	
原因: LONGメッセージの送信を受け取りましたが、カーソル・コンテキストがありません。


	
処置: この問題はバグとしてOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-01029: 2タスクで内部エラーが発生しました。 
	
原因: LONGがないときに、LONGの再送信の要求を受け取りました。


	
処置: この問題はバグとしてOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-01030: SELECT ... INTO変数がありません。 
	
原因: バインド・コールに指定されたSELECT... INTOが、SQL文の変数に対応していません。


	
処置: 文を修正できない場合は、カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-01031: 権限が不足しています。 
	
原因: 適切な権限のないユーザーが、現行のユーザー名またはパスワードを変更しようとしました。必要なオペレーティング・システム権限がないデータベースをインストールしようとすると、このエラーが発生します。Trusted OracleがDBMS MACで構成される場合、現在のログインよりも高いレベルの必要な権限がユーザーに付与されると、このエラーが発生します。


	
処置: この操作を実行するか、または必要な権限を付与するようデータベース管理者(DBA)に依頼してください。Trusted Oracleユーザーはより高いラベルの適切な権限が付与されたとしてもこのエラーを取得した場合は、データベース管理者に連絡して適切なラベルの権限を再付与してもらってください。









	 ORA-01032: ユーザーIDが存在しません。 
	
原因: エクスポート/インポートに関連する内部エラー・メッセージです。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-01033: Oracleの初期化またはシャットダウン中です。 
	
原因: Oracleの起動中、停止中または初期化中にログオンしようとしました。


	
処置: 数分間待機します。その後で、操作を再試行してください。









	 ORA-01034: Oracleは使用できません。 
	
原因: Oracleは起動していません。次の原因が考えられます。
- 割り当てた領域より多くの領域がSGAに必要になっています。

- インスタンスを指定するオペレーティング・システム環境変数が正しく定義されていません。




	
処置: 付随するメッセージを参照して、原因を確認し、その他のメッセージで示されている問題を修正してください。Oracleが初期化されている場合は、いくつかのオペレーティング・システム上で、Oracleが正しくリンクされていることを確認してください。プラットフォーム固有のOracleマニュアルを参照してください。









	 ORA-01035: OracleはRESTRICTED SESSION権限を持つユーザーのみ使用可能です。 
	
原因: インスタンスが制限モードで起動されているため、ログオンは禁止されています。RESTRICTED SESSIONシステム権限を有するユーザーのみがログオンできます。


	
処置: 制限オプションを付けずにOracleを再起動するように要求するか、またはRESTRICTED SESSIONシステム権限を取得してください。









	 ORA-01036: 変数の名前/数が無効です。 
	
原因: ユーザー側にバインド・コンテキストを見つけることができません。


	
処置: バインドされている変数がSQL文に存在することを確認してください。









	 ORA-01037: カーソル・メモリーの最大値を超えました。 
	
原因: カーソルの使用可能なメモリーをすべて消費する複雑なSQL文を処理しようとしました。


	
処置: 複雑なSQL文を単純にしてください。









	 ORA-01038: データベース・ファイルのバージョンstringはOracleバージョンstringでは書き込めません。 
	
原因: データファイルのヘッダーを古い書式で書き込もうとしました。新しい書式は、データベースが現在のソフトウェア・バージョンと互換性があることを確認した後で使用可能です。


	
処置: データベースをオープンして新しいファイル形式にしてから、操作を繰り返してください。データベースをオープンする前にその操作が必要な場合は、前のリリースのソフトウェアを使用して操作してください。









	 ORA-01039: ビューの基礎オブジェクトに対する権限が不十分です。 
	
原因: 他のユーザーのビューの基礎オブジェクトに必要な権限を持たずに、そのビューの実行計画を表示しようとしました。


	
処置: 必要な権限を取得するか、無効な操作を実行しないようにしてください。









	 ORA-01040: パスワードに無効な文字が使用されました。ログオンが拒否されました。 
	
原因: パスワードにマルチバイト文字があるか、US7ASCII範囲にない文字があります。


	
処置: 有効な文字でパスワードを再送信してください。









	 ORA-01041: 内部エラーが発生しました。hostdefエクステンションが存在しません。 
	
原因: HSTDEFにあるHSTDEFエクステンションへのポインタがNULLです。


	
処置: この問題はバグとしてOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-01042: オープン・カーソルを持つセッションは連結解除できません 
	
原因: オープン・カーソルを持つセッションを切断しようとしました。


	
処置: セッションを切断する前に、すべてのカーソルをクローズしてください。









	 ORA-01043: ユーザー・サイドのメモリー異常 [string], [string], [string], [string] 
	
原因: アプリケーション・コードが、Oracleで使用されるユーザー・メモリーの一部を破損させました。


	
処置: アプリケーション・コードがメモリーを上書きしていないことを確認してください。









	 ORA-01044: 変数にバインドされたバッファのサイズstringが最大値stringを超えています 
	
原因: 合計サイズが許可されている最大サイズを超えたバッファをバインドしようとしました。配列の合計サイズの計算式は、(element_size)*(number of elements)です。


	
処置: バッファ・サイズを小さくしてください。









	 ORA-01045: ユーザーstringにはCREATE SESSION権限がありません。ログオンが拒否されました。 
	
原因: CREATE SESSION権限を持たないユーザーIDで接続しようとしました。


	
処置: ユーザーにCREATE SESSION権限を付与してください。









	 ORA-01048: 指定されたプロシージャがコンテキストで見つかりません。 
	
原因: 遅延リモート・プロシージャ・コール(RPC)で指定されているプロシージャ・ユーザーが存在しません。


	
処置: プロシージャが存在し、レプリケーション・プロセスを参照できることを確認してください。









	 ORA-01049: 名前によるバインドはストリームRPCではサポートされていません。 
	
原因: 新しいバージョンのサーバーが、このバージョンのサーバーとの通信時に、このバージョンでサポートされていない操作を要求しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01051: 遅延RPCバッファの書式が無効です 
	
原因: SYS.DEF$_CALLにある遅延RPCが破損しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-01052: 宛先LOG_ARCHIVE_DUPLEX_DESTが必要ですが、未指定です。 
	
原因: パラメータLOG_ARCHIVE_MIN_SUCCEED_DESTが2に設定されたとき、パラメータLOG_ARCHIVE_DUPLEX_DESTに有効な宛先が指定されませんでした。


	
処置: パラメータLOG_ARCHIVE_DUPLEX_DESTに有効な値を指定するか、パラメータLOG_ARCHIVE_MIN_SUCCEED_DESTの値を1に減らします。









	 ORA-01055: オブジェクト・データ型はこのモードでのバインドまたは定義用にサポートされていません 
	
原因: バインドまたは定義が無効なモードでオブジェクトに対して使用されました。


	
処置: モードを変更してください。









	 ORA-01058: 新規Upiインタフェースの内部エラーです 
	
原因: 存在しないHSTDEF拡張子エクステンションを削除しようとしました。


	
処置: この問題はバグとしてOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-01059: バインドまたは実行の前に解析する必要があります。 
	
原因: クライアント・アプリケーションが、文の解析前に変数をバインドしようとしたか、またはPL/SQLブロックでオープンされたカーソルを実行しようとしました。


	
処置: バインドまたは実行前に、文が解析されるようにしてください。









	 ORA-01060: 配列のバインドまたは実行はできません。 
	
原因: クライアント・アプリケーションがカーソルの配列をバインドしようとしたか、またはタイプ・カーソルのバインド変数を使用してPL/SQLブロックに対して繰り返し実行しようとしました。


	
処置: 単一カーソルをバインドするか、PL/SQLブロックを1回のみ実行してください。









	 ORA-01061: V7のクライアント・アプリケーションを使用してV8のサーバーは起動できません 
	
原因: バージョン7以下のライブラリにリンクしたOracleクライアント・アプリケーションを使用して、バージョン8以上のサーバーを起動しようとしました。


	
処置: バージョン8以上のライブラリにリンクしたOracleクライアント・アプリケーションを使用してください。









	 ORA-01062: 定義されたバッファにメモリーを割当てできません 
	
原因: 現在のプラットフォームに対する最大バッファ・サイズを超えています。


	
処置: より小さいバッファ・サイズでピース単位のフェッチを使用してください。









	 ORA-01070: サーバーとして、旧バージョンのOracleを使用しようとしています 
	
原因: サーバーとして、7.0.10.1より前のバージョンのOracleを使用しようとしました。


	
処置: Oracleサーバーを7.0.10.以上のバージョンにアップグレードしてください。









	 ORA-01071: Oracleを起動しないで操作を実行することはできません。 
	
原因: 明白


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01072: Oracleを停止できません。Oracleは稼働していません 
	
原因: 明白


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01073: 致命的な接続エラーが発生しました: コール型が認識できません 
	
原因: 無効な内部操作を試行しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-01074: Oracleをシャットダウンできません。ログイン・セッション内です - ログオフしてください 
	
原因: 明白


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01075: すでにログオンしています。 
	
原因: すでにログインしている状態で、ログインしようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01076: 1つのプロセスに対する複数ログオンはサポートされていません。 
	
原因: 明白


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01077: バックグラウンド・プロセス初期化に失敗しました 
	
原因: Oracleバックグラウンド・プロセスの初期化中に障害が発生しました。


	
処置: 診断情報の詳細は、エラー・スタックまたはトレース・ファイルを参照してください。









	 ORA-01078: システム・パラメータの処理に失敗しました 
	
原因: システム起動時にINIT.ORAファイルのパラメータの処理に失敗しました。


	
処置: 診断情報の詳細は、エラー・スタックを参照してください。









	 ORA-01079: Oracleデータベースが正しく作成されていません。操作は中断されました 
	
原因: データベースまたは制御ファイル作成時のエラーです。


	
処置: データベースが最初に作成されたとき、または制御ファイルが再作成されたときに表示されたメッセージを確認してください。適切な処置を行い、データベースまたは制御ファイルを再作成してください。









	 ORA-01080: Oracleのシャットダウン中にエラーが発生しました 
	
原因: システムの停止時に障害が発生しました。


	
処置: 診断情報の詳細は、エラー・スタックを参照してください。









	 ORA-01081: すでに稼働中のOracleは起動できません - まずシャットダウンしてください 
	
原因: 明白


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01082: 'row_locking = always'はトランザクション処理オプションです 
	
原因: 「"row_locking = always」がINIT.ORAファイルに指定されています。この機能は、トランザクション処理オプションのないOracleではサポートされません。


	
処置: INIT.ORAファイルから指定を削除するか、「default」または「intent」に設定してください。









	 ORA-01083: パラメータ"string"の値は他のインスタンスの値と矛盾しています 
	
原因: 指定されたパラメータ値は、クラスタ・データベース構成のすべてのインスタンスと同じである必要があります。たとえば、ROW_LOCKINGおよびSERIALIZABLEの値が該当します。


	
処置: 他のクラスタ・データベース・インスタンスの値と一致するように、INIT.ORAファイルのパラメータ値を変更してください。









	 ORA-01084: OCIコールの引数が無効です。 
	
原因: エラーの原因となったOCIコールには、無効な値の引数があります。


	
処置: 有効な引数値を使用してください。詳細は、『Oracle Call Interfaceプログラマーズ・ガイド』および適切なプログラミング言語のドキュメントを参照してください。









	 ORA-01085: 遅延RPCのエラーを"string.string.string"に送ります。 
	
原因: 指定したプロシージャが遅延RPCとして実行されたときに、エラーが検出されました。


	
処置: 前に発生したエラーの原因を修正してください。









	 ORA-01086: セーブポイント'string'はこのセッションで設定されていないか、無効です 
	
原因: このセッションで1回も確立されていないセーブポイント、または無効なセーブポイントにロールバックしようとしました。


	
処置: セーブポイントが確立されたセッションから、セーブポイントにロールバックしてください。









	 ORA-01088: シャットダウン処理中 - 再起動するまで操作はできません 
	
原因: SHUTDOWNコマンドを使用して、実行中のOracleインスタンスをシャットダウンしようとしましたが、シャットダウン操作が完了しませんでした。


	
処置: インスタンスの再起動まで待機するか、データベース管理者に連絡してください。









	 ORA-01089: 即時シャットダウン処理中 - 操作はできません 
	
原因: 稼働中のOracleインスタンスを停止するために、SHUTDOWN IMMEDIATEコマンドが使用されました。その結果、実行中の操作は終了しました。


	
処置: インスタンスの再起動まで待機するか、データベース管理者(DBA)に連絡してください。









	 ORA-01090: シャットダウン処理中 - 接続はできません 
	
原因: 稼働中のOracleインスタンスを停止するために、SHUTDOWNコマンドが使用されました。Oracleへの接続はできません。


	
処置: インスタンスの再起動まで待機するか、データベース管理者(DBA)に連絡してください。









	 ORA-01091: 強制起動時にエラーが発生しました。 
	
原因: 旧SGAは破棄できません。


	
処置: 旧SGAを手動で削除し、STARTUPコマンドを再発行してください。









	 ORA-01092: Oracleインスタンスが終了しました。強制的に切断されます 
	
原因: このプロセスが接続されたインスタンスは強制停止により異常終了しました。このプロセスは、強制的にインスタンスから切断されました。


	
処置: 詳細は、アラート・ログを調べてください。インスタンスの再起動後、処理を再試行してください。









	 ORA-01093: ALTER DATABASE CLOSEは接続中のセッションがない場合にのみ実行できます 
	
原因: インスタンスにログインしているセッションが、現行のセッション以外に、1つ以上あります。ALTER DATABASE CLOSE文は実行できません。


	
処置: 他のセッションを検出してログアウトさせてから、このコマンドを再実行してください。









	 ORA-01095: DML文は0行処理しました。 
	
原因: OTEXへのコール時に、実行中のUPDATE文、DELETE文またはINSERT文によって0行が処理されました。OTEXによるこれらの文の実行は、この時点で停止されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01096: プログラムのバージョン(string)はインスタンス(string)と互換性がありません 
	
原因: このプログラムは、このインスタンスのデータベースを起動したコードとは異なるバージョンのコードを使用して、インスタンスに接続しようとしました。これは許可されていません。


	
処置: プログラムをデータベースと同じバージョンのコードと再リンクするか、プログラムが使用したものと同じ古いバージョンのコードを使用してデータベースを再起動してください。









	 ORA-01097: トランザクションの処理中にシャットダウンできません - まずコミットまたはロールバックを実行してください 
	
原因: 明白


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01099: 単一プロセス・モードで起動したデータベースは共有モードではマウントできません 
	
原因: 明白


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01100: データベースはすでにマウントされています。 
	
原因: マウントしようとしたデータベースは、すでにこのインスタンスにマウントされています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01101: 作成中のデータベースは別のインスタンスによってマウントされています。 
	
原因: 他のインスタンスに現在マウントされているデータベースと同じ名前のデータベースを作成しようとしています。


	
処置: データベース名を変更するか、他のインスタンスを停止してください。









	 ORA-01102: データベースを排他モードでマウントすることができません。 
	
原因: いくつかの別のインスタンスが、排他または共有モードでマウントされたデータベースを使用しています。


	
処置: 他のインスタンスを停止するか、互換性のあるモードでデータベースをマウントしてください。









	 ORA-01103: 制御ファイル中のデータベース名'string'が'string'ではありません 
	
原因: 制御ファイルのデータベース名が、使用中のデータベース名と一致していません。


	
処置: 正しい制御ファイルを見つけるか、使用中のデータベース名を変更してください。









	 ORA-01104: 制御ファイル数(string)がstringと等しくありません 
	
原因: このインスタンスに使用される制御ファイルの数が、既存のインスタンスの制御ファイルの数と一致しません。


	
処置: すべての制御ファイルがリストされていることを確認してください。









	 ORA-01105: マウントは別のインスタンスによるマウントと矛盾します。 
	
原因: データベースをマウントしようとして、同じ名前で別のインスタンスがデータベースをマウントしていることを検出しましたが、そのマウントは矛盾します。追加エラーにその理由が示されます。


	
処置: 付随するエラーを参照してください。









	 ORA-01106: ディスマウントする前にデータベースをクローズする必要があります 
	
原因: 明白


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01107: メディア・リカバリを行うにはまずデータベースをマウントする必要があります 
	
原因: データベースがマウントされていない状態で、メディア・リカバリを実行しようとしました。


	
処置: データベースをマウントしてください。









	 ORA-01108: ファイルstringは、バックアップ中またはメディア・リカバリ中です。 
	
原因: メディア・リカバリがファイルに適用中であるか、またはデータベースがNOARCHIVELOGモードでバックアップ中です。ファイルを通常のデータベース・アクセスまたはクラッシュ・リカバリに使用できません。


	
処置: メディア・リカバリ・セッションまたはバックアップを完了させるか取り消してください。









	 ORA-01109: データベースがオープンされていません。 
	
原因: このコマンドを実行するには、データベースをオープンする必要があります。


	
処置: データベースをオープンして、コマンドを再試行してください。









	 ORA-01110: データファイルstring: 'string' 
	
原因: 別のエラーの詳細に関するファイル名を示すメッセージです。データファイルの移動操作が進行中の場合、レポートされた名前は古いファイルの名前の可能性があります。


	
処置: 関連するエラー・メッセージを参照してください。









	 ORA-01111: データファイル名stringが不明です。- 正しいファイルに名前を変更する必要があります。 
	
原因: CREATE CONTROLFILEコマンドに指定されたデータファイルがありません。または、そのデータファイルが作成される以前に保存された制御ファイルを使用して、BACKUP CONTROLFILE RECOVERYが実行されました。


	
処置: 不明なファイルの名前を実際のファイルの名前に変更してください。









	 ORA-01112: メディア・リカバリが開始されていません 
	
原因: メディア・リカバリを続行しようとしていますが、メディア・リカバリは開始されていませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01113: ファイルstringはメディア・リカバリが必要です 
	
原因: メディア・リカバリが必要なファイルを含むデータベースをオンラインにしようとしたか、オープンしようとしました。


	
処置: 最初にこのファイルに対してメディア・リカバリを実行してください。









	 ORA-01114: ファイルstring(ブロック番号string)への書込みI/Oエラーが発生しました。 
	
原因: ファイルが保存されているデバイスが、オフラインになっている可能性があります。そのファイルが一時ファイルの場合、そのデバイスは領域不足である可能性があります。これは、一時ファイルのディスク領域が、ファイル作成時に割り当てられるとはかぎらないために発生する場合があります。


	
処置: デバイスへのアクセス権限を正しく設定するか、または不要なファイルを削除して、領域を解放してください。









	 ORA-01115: ファイルstring(ブロック番号string)からの読取りI/Oエラーが発生しました。 
	
原因: ファイルが保存されているデバイスが、オフラインになっている可能性があります。


	
処置: デバイスへのアクセス権限を正しく設定してください。









	 ORA-01116: データベース・ファイルstringのオープンでエラーが発生しました。 
	
原因: 通常、そのファイルにアクセスできないために発生します。


	
処置: データベース・ファイルをリストアしてください。









	 ORA-01117: ファイル'string'はブロック・サイズ:stringでは追加できません。制限値string 
	
原因: 許可されている最大ブロック・サイズを超える大きさのデータベース・ファイルを追加しようとしました。


	
処置: ブロック・サイズを小さくして、DDLコマンドを再試行してください。









	 ORA-01118: データベース・ファイルをこれ以上追加できません: 制限数stringを超えました。 
	
原因: この制御ファイルには、これ以上データベース・ファイルを追加する空きがありません。


	
処置: 制御ファイルのサイズを変更するか、他の表領域を削除してください。









	 ORA-01119: データベース・ファイル'string'の作成中にエラーが発生しました。 
	
原因: このエラーは通常、デバイスの空き領域が不十分なために発生します。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01120: オンライン・データベース・ファイルstringは削除できません。 
	
原因: オンライン状態のデータベース・ファイルを削除しようとしました。


	
処置: 削除する前に、ファイルをオフラインにしてください。









	 ORA-01121: データベース・ファイルstringの名前を変更できません。- ファイルは使用中またはリカバリ中です。 
	
原因: オープン・インスタンスでオンラインのデータファイルまたはリカバリ中のデータファイルの名前を、ALTER DATABASE RENAMEを使用して変更しようとしました。


	
処置: すべてのインスタンスでデータベースをクローズして、すべてのリカバリ・セッションを終了してください。









	 ORA-01122: データベース・ファイルstringの照合検査でエラーが発生しました。 
	
原因: このファイル内の情報が制御ファイルの情報と一致していません。理由については、付随するエラーを確認してください。


	
処置: データベース・ファイルと制御ファイルがこのデータベースに対応する正しいファイルであることを確認してください。









	 ORA-01123: オンライン・バックアップを開始できません。メディア・リカバリが使用不可です。 
	
原因: オンラインの表領域のバックアップを開始しようとして失敗しました。メディア・リカバリが使用できないためです。


	
処置: メディア・リカバリを使用可能にして、この操作を再試行してください。









	 ORA-01124: データファイルstringはリカバリできません - ファイルは使用中またはリカバリ中です 
	
原因: メディア・リカバリを試行しましたが、ファイルをリカバリできませんでした。オンラインで他のインスタンスがデータベースをオープンしているか、または他のプロセスがファイルのメディア・リカバリを行っています。


	
処置: メディア・リカバリを行わないでください。









	 ORA-01125: メディア・リカバリを使用不可にできません - ファイルstringにはオンライン・バックアップが設定されています 
	
原因: メディア・リカバリを使用不可にしようとしましたが、オンライン・バックアップが実行中です。


	
処置: 問題のある表領域のバックアップを終了して、このコマンドを再試行してください。









	 ORA-01126: データベースはこのインスタンスでマウントし、どのインスタンスでもオープンしないでください 
	
原因: 明白


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01127: データベース名'string'が文字制限数stringを超えています。 
	
原因: 明白


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01128: オンライン・バックアップを開始できません - ファイルstringはオフラインになっています 
	
原因: オンライン・バックアップを開始しようとしましたが、ファイルの1つがオフラインです。


	
処置: 問題のあるファイルをオンラインにして、このコマンドを再試行するか、またはコールド・バックアップを実行してください。









	 ORA-01129: ユーザーのデフォルト表領域または一時表領域が存在しません。 
	
原因: ユーザーのデフォルト表領域または一時表領域が削除されています。


	
処置: デフォルト表領域または一時表領域を再度割り当ててください。









	 ORA-01135: DML/問合せでアクセスしているファイルstringはオフラインです。 
	
原因: オフラインのデータファイルにアクセスしようとしました。


	
処置: データファイルをオンラインに戻してください。









	 ORA-01136: ファイルstringに指定したサイズ(stringブロック)は元のサイズのstringブロック未満です。 
	
原因: ALTER DATABASE CREATE DATAFILE文のAS句にファイル・サイズが指定されましたが、そのサイズは必要な大きさを下回っています。


	
処置: サイズを大きくして、ファイルを作成してください。









	 ORA-01137: データファイルstringはオフラインにされています。 
	
原因: オンラインにしようとしているオフラインのファイルに対して、ロックを取得できませんでした。ファイルをオフラインにしているインスタンスが、ロックを保持している可能性があります。


	
処置: 少し時間をおいてから、もう一度ファイルをオンラインにしてみてください。









	 ORA-01138: このインスタンスでデータベースをオープンするか、何もオープンしない必要があります 
	
原因: データベースは、このインスタンスにマウントされていますがまだオープンされておらず、別のインスタンスがデータベースをオープンしているため、要求された操作を実行できません。


	
処置: オープン・インスタンスで操作を実行するか、このインスタンスでデータベースをオープンするか、または他のインスタンスでデータベースをクローズしてください。









	 ORA-01139: RESETLOGSオプションは不完全なデータベース・リカバリの後のみ有効です 
	
原因: ALTER DATABASE OPENでRESETLOGSオプションが指定されましたが、不完全リカバリ・セッションがありません。


	
処置: RESETLOGSオプションを指定せずに、ALTER DATABASE OPENを再試行してください。









	 ORA-01140: オンライン・バックアップを終了できません - 全ファイルがオフラインまたは読取り専用です 
	
原因: オンライン・バックアップを終了しようとしたときに、すべてのファイルがオフライン状態または読込み専用でした。


	
処置: 処置は必要ありません。この表領域では、オンライン・バックアップを終了する必要はありません。









	 ORA-01141: データファイルstringの名前の変更でエラーが発生しました。- 新規ファイル'string'は見つかりません。 
	
原因: 新しい名前のファイルが見つからなかったため、制御ファイル内のデータファイル名を変更しようとして失敗しました。


	
処置: データファイルの名前がオペレーティング・システムによって正しく変更されていることを確認して、再試行してください。









	 ORA-01142: オンライン・バックアップを終了できません - バックアップ中のファイルがありません 
	
原因: オンライン・バックアップを終了しようとしたときに、ファイルが見つかりませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。この表領域では、オンライン・バックアップを終了する必要はありません。









	 ORA-01143: メディア・リカバリを使用不可にできません - ファイルstringはメディア・リカバリが必要です 
	
原因: メディア・リカバリを使用不可にしようとしましたが、ファイルにメディア・リカバリが必要です。このため、メディア・リカバリを使用不可にできません。


	
処置: 問題のあるファイルをリカバリするか、またはそのファイルが属する表領域を削除して、このコマンドを再試行してください。









	 ORA-01144: ファイル・サイズ(stringブロック)が最大値stringブロックを超えています。 
	
原因: 指定されたファイル・サイズが、最大許容サイズの値より大きくなっています。


	
処置: 小さいサイズを指定してください。









	 ORA-01145: メディアのリカバリが使用可能でないと即時にオフラインにできません。 
	
原因: ALTER TABLESPACE ... OFFLINE IMMEDIATEまたはALTER DATABASE DATAFILE ... OFFLINEは、データベースがARCHIVELOGモードの場合にのみ使用できます。


	
処置: 表領域を通常にオフラインにするか、データベースを強制終了してください。データベースのバックアップ計画を見なおしてください。ログがアーカイブされていればこの操作を実行できます。









	 ORA-01146: オンライン・バックアップを開始できません - ファイルstringはすでにバックアップ中です 
	
原因: オンライン・バックアップの開始時に、いずれかのデータファイルに対するオンライン・バックアップがすでに開始されていました。


	
処置: 最初のバックアップが終了してから次のバックアップを開始してください。









	 ORA-01147: SYSTEM表領域ファイルstringがオフラインです。 
	
原因: SYSTEM表領域に属するファイルを、データベース管理者(DBA)がオフラインにしました。SYSTEM表領域に属するすべてのファイルがオンラインとなりオープン可能になるまで、データベースは起動できません。


	
処置: ファイルをオンラインにしてください。









	 ORA-01148: データファイルstringのファイル・サイズをリフレッシュできません 
	
原因: ファイルのサイズを取得するときにオペレーティング・システム・エラーまたはデバイス・エラーが発生しました。ファイルが保存されているデバイスがオフラインになっている可能性があります。


	
処置: デバイスへのアクセス権限を正しく設定してください。









	 ORA-01149: シャットダウンできません - ファイルstringにオンライン・バックアップが設定されています 
	
原因: 正常に停止しようとしましたが、オンライン・バックアップが実行中です。


	
処置: 問題のある表領域のバックアップを終了して、このコマンドを再試行してください。









	 ORA-01150: 書込みを防止できません - ファイルstringにオンライン・バックアップが設定されています。 
	
原因: 表領域を読込み専用または通常オフラインにしようとしましたが、オンライン・バックアップが実行中です。バックアップを終了するには、ファイル・ヘッダーを書き込む必要がありますが、このコマンドが成功した場合、書込みは許可されません。


	
処置: 問題のある表領域のバックアップを終了して、このコマンドを再試行してください。









	 ORA-01151: メディア・リカバリを使用してブロックのリカバリを行い、必要であればバックアップのリストアを行ってください 
	
原因: エラー1172が発生しました。


	
処置: このメッセージはエラー1172の追加情報です。









	 ORA-01152: ファイルstringは十分に古いバックアップからリストアされていません。 
	
原因: 不完全リカバリ・セッションを開始しましたが、データベースの一貫性を保つために適用するログ・ファイルの数が足りません。このファイルには、最後に適用されたログよりも新しい情報が含まれています。不完全リカバリを実行する前に、バックアップからファイルをリストアしなかったためにエラーが発生した可能性があります。


	
処置: データベースが一貫した状態になるまでログを適用し続けるか、より古いバックアップからデータベース・ファイルをリストアして、リカバリを繰り返してください。









	 ORA-01153: 非互換のメディア・リカバリがアクティブです。 
	
原因: 互換性のないメディア・リカバリを開始しようとしたか、あるいはメディア・リカバリまたはRecovery Managerバックアップ中にRESETLOGSでオープンしようとしました。同一のデータファイルをリカバリしようとする場合、メディア・リカバリ・セッションには互換性がありません。不完全メディア・リカバリまたはRESETLOGSでのオープンは、どのメディア・リカバリとも互換性がありません。Recovery Managerによるバックアップまたはリストアは、RESETLOGSでのオープンと互換性がありません。


	
処置: 他のメディア・リカバリ・セッションまたはRecovery Managerバックアップを完了させるか取り消してください。









	 ORA-01154: データベースがビジーです。オープン、クローズ、マウント、ディスマウントは現在実行できません。 
	
原因: インスタンスがオープンまたはマウント状態で維持される必要がある操作が進行中です。


	
処置: 操作が終了するまで待ってから再試行してください。データベースを停止させるにはSHUTDOWN ABORTを実行してください。NO DATA LOSSモードで稼働中のスタンバイ・データベースを停止させるには、先にプライマリ・データベースを停止させる必要があります。









	 ORA-01155: データベースは現在オープン、クローズ、マウント、ディスマウントのいずれかを実行中です。 
	
原因: 要求した操作の実行には、インスタンスが特定の状態になっている必要がありますが、インスタンス状態は現在変更中です。


	
処置: オープン、クローズ、マウントまたはディスマウントが終了してから、操作を再試行してください。必要に応じてSHUTDOWN ABORTをいつでも実行できます。









	 ORA-01156: 現在処理中のリカバリまたはフラッシュバックで、ファイルのアクセスを必要とする可能性があります 
	
原因: メディア・リカバリ、インスタンス・リカバリまたはフラッシュバックが進行中です。進行中のリカバリまたはフラッシュバックで、この操作の対象となっているファイルが必要な場合があります。


	
処置: リカバリまたはフラッシュバックが完了するまで待機してください。









	 ORA-01157: データファイルstringを識別/ロックできません - DBWRトレース・ファイルを参照してください 
	
原因: ファイルがすでに使用されていたため、バックグラウンド・プロセスはデータファイルを識別できないか、またはロックできませんでした。データベースはこのファイルへのアクセスを禁止しますが、他のファイルには影響しません。ただし、データベースをオープンする最初のインスタンスは、すべてのオンライン・データファイルにアクセスする必要があります。オペレーティング・システムから生成される関連のエラー・メッセージには、ファイルが認識されない原因が説明されています。


	
処置: オペレーティング・システム・レベルで、データベースに対して該当のファイルを使用可能にします。次に、データベースをオープンするか、ALTER SYSTEM CHECK DATAFILESを実行してください。









	 ORA-01158: データベースstringはすでにマウントされています。 
	
原因: 別のインスタンスによって、データベースがこの名前でマウントされています。


	
処置: どのインスタンスが実行中であるかを検出してください。制御ファイルが存在している可能性があります。









	 ORA-01159: ファイルは前のファイルと同じデータベースに存在しません - データベースIDが無効です 
	
原因: CREATE CONTROLFILEに指定したファイルで、同一データベースに存在しないファイルがあります。このファイルのデータベースIDが、指定された最初のファイルからのデータベースIDと一致しません。


	
処置: CREATEに指定されたファイルのリストをよく確認してください。









	 ORA-01160: ファイルはstringではありません。 
	
原因: CREATE CONTROLFILEコマンドのDATAFILEまたはLOGFILEセクションで指定されたファイルが、指定された状態ではありません。


	
処置: 指定されたファイルをよく確認してください。









	 ORA-01161: ファイル・ヘッダー内のデータベース名stringは指定したstringと一致しません。 
	
原因: コマンドラインに指定したデータベース名と、ファイル・ヘッダーに指定されたデータベース名が一致しません。


	
処置: コマンドラインに指定したデータベース名が誤っている可能性があります。矛盾を解決し、コマンドを再実行してください。データベース名を変更しようとしている場合、SET DATABASEオプションを使用していることを確認してください。









	 ORA-01162: ファイルのヘッダーのブロック・サイズstringが構成されたブロック・サイズと一致しません。 
	
原因: CREATE CONTROLFILEによって、このファイルのブロック・サイズは、INIT.ORAファイルに設定されているすべてのキャッシュのブロック・サイズと互換性がないことが判明しました。


	
処置: 各種パラメータ(db_2k_cache_size、db_4k_cache_size、db_8k_cache_size、db_16k_cache_size、db_32K_cache_size)のいずれか1つを使用して、このブロック・サイズに適したキャッシュを設定してください。









	 ORA-01163: SIZE句で示すstring(ブロック)はヘッダーstringと一致している必要があります。 
	
原因: CREATE CONTROLFILE文のSIZE句にバイト単位で指定されたサイズが、ヘッダーに記録されているブロック数と一致しません。


	
処置: 正しいファイル名およびサイズをバイト単位で指定してください。









	 ORA-01164: MAXLOGFILESはstringを超えることはできません 
	
原因: コマンドラインで、値の大きすぎるMAXLOGFILESが指定されました。


	
処置: MAXLOGFILESの値を小さくしてからコマンドを再実行してください。









	 ORA-01165: MAXDATAFILESはstringを超えることはできません 
	
原因: コマンドラインで、値の大きすぎるMAXDATAFILESが指定されました。


	
処置: MAXDATAFILESの値を小さくしてからコマンドを再実行してください。









	 ORA-01166: ファイル番号stringがstring(string)より大きくなっています。 
	
原因: CREATE CONTROLFILEに指定されたファイル番号が、MAXDATAFILESまたはMAXLOGFILESに指定された番号より大きくなっています。


	
処置: MAXDATAFILES、MAXLOGFILESまたはパラメータDB_FILESの値を大きくしてください。









	 ORA-01167: 2つのファイルは同一ファイル番号/グループ番号または同一ファイルです。 
	
原因: コマンドラインで指定したファイルにファイル番号の重複があるか、同一ファイルが2回指定されています。完全に同じファイルでない場合は、どちらかのファイルは一方のファイルのバックアップである可能性があります。同じログの2つのメンバーである場合は、グループ・ファイル仕様部に一緒に指定する必要があります。init.oraファイルのCONTROL_FILESパラメータに同じ制御ファイルが2回以上指定されている場合にも、このエラー・メッセージが表示されます。この場合は、追加のエラー・メッセージも確認してください。


	
処置: 指定したファイルが、コマンドですでに指定したファイルではないことを確認してください。別のファイルである場合は、以前のバックアップを削除してください。同じログのメンバーである場合は、同じグループのファイル指定であることを確認してください。制御ファイルの重複が原因でこのメッセージが表示された場合は、init.oraファイル内のCONTROL_FILESパラメータを確認し、ファイルが2回以上指定されていないかどうかを確認してください。すべてのファイル名が一意の場合は、実際の制御ファイル自体が一意であることを確認してください。たとえば、UNIXでは、リスト内の別の制御ファイルにシンボリック・リンクまたはハード・リンクしていることを確認してください。









	 ORA-01168: 物理ブロック・サイズstringは他メンバーのサイズstringと一致しません。 
	
原因: ファイルが、グループ内の他のメンバーとは異なる物理ブロック・サイズのデバイス上にあります。


	
処置: 一致するブロック・サイズの物理デバイスを使用してください。









	 ORA-01169: DATAFILE番号1がありません。この番号は存在している必要があります。 
	
原因: DATAFILE番号1が、CREATE CONTROLFILEコマンドに指定されていません。


	
処置: DATAFILE番号1を指定して、CREATE CONTROLFILEコマンドを再実行してください。









	 ORA-01170: ファイル'string'がありません 
	
原因: CREATE CONTROLFILEを実行するプロセスは、すべてのデータファイルに(NORESETLOGSが使用されている場合はログ・ファイルにも)アクセスできる必要があります。


	
処置: 指定したファイル名の綴りに誤りがある可能性があります。コマンドが正しいこと、およびすべてのファイルが存在していることを確認してから、コマンドを再実行してください。









	 ORA-01171: エラーでチェックポイントを通過できないためデータファイルstringはオフラインになりました。 
	
原因: ファイル・ヘッダー内のチェックポイントを進められません。理由については、付随するエラーを確認してください。データ・ブロックの書込みエラーの場合と同様に、データファイルはオフラインになります。


	
処置: 詳細は、付随するメッセージを参照してください。ファイルへのアクセス権限を正しく設定し、メディア・リカバリを行い、オンラインに戻してください。









	 ORA-01172: スレッドstringのリカバリは停止しました(ブロックstring、ファイルstring)。 
	
原因: クラッシュ・リカバリまたはインスタンス・リカバリでブロックに変更を適用できませんでした。この変更が次の変更ではないためです。.これは、リカバリ中にブロックが破損し、修正された場合に発生することがあります。


	
処置: ブロックを含むファイルに対して、RECOVER DATAFILEを実行してください。これで問題が解決されない場合は、バックアップからファイルをリストアし、再度リカバリしてください。









	 ORA-01173: データ・ディクショナリがSYSTEM表領域にデータファイルがないことを示しています。 
	
原因: データベースが制御ファイルより後の時点にリカバリされているか、または先に発行されたCREATE CONTROLFILEコマンドにSYSTEM表領域のデータファイルが指定されていません。


	
処置: 1番目に示した原因の場合は、使用した制御ファイルより新しいファイルからデータベースをリカバリする必要があります。2番目に示した原因の場合は、SYSTEM表領域内のすべてのデータファイルがCREATE CONTROLFILEコマンドに指定されていることを確認してから、制御ファイルを再作成してください。









	 ORA-01174: DB_FILESはstringですが、互換性のためにstringにする必要があります 
	
原因: このインスタンスでのデータベース・ファイルの最大数は、他のインスタンスの数値と異なっています。オープンできるすべてのファイルを、すべてのインスタンスがオープンできる必要があります。


	
処置: 互換性を持たせるために、DB_FILESパラメータの値を変更してください。









	 ORA-01175: インスタンスがサポートできる数stringを超えるファイルがデータ・ディクショナリにあります。 
	
原因: データ・ディクショナリに、このインスタンスがサポートできるファイル数より多くのファイルがあります。


	
処置: インスタンスを停止し、DB_FILESに大きい値を指定してから再起動してください。









	 ORA-01176: 制御ファイルがサポートできる数stringを超えるファイルがデータ・ディクショナリにあります。 
	
原因: CREATE CONTROLFILEの実行後、データ・ディクショナリ内のデータファイルの数が、制御ファイルによってサポートされるファイル数を超えていることが判明しました。


	
処置: MAXDATAFILESの値を大きくして、制御ファイルを作成しなおしてください。









	 ORA-01177: データファイルはデータ・ディクショナリと一致しません - 古いインカネーションの可能性があります 
	
原因: CREATE CONTROLFILEまたはOPEN RESETLOGSの後に制御ファイルとデータ・ディクショナリを比較した際、このデータファイルがディクショナリと一致しませんでした。おそらく、このファイルがデータベースから削除されたファイルのバックアップであり、同じファイル番号が新しいファイルに再利用されました。また、このファイル番号が別のデータファイルに使用された時点で、不完全なリカバリが停止した可能性があります。


	
処置: 正しいファイルを指定してCREATE CONTROLFILEを実行するか、またはファイルを指定せずにCREATE CONTROLFILEを実行してください。









	 ORA-01178: 最後のCREATE CONTROLFILE文より前に作成されたファイルstringは再作成できません。 
	
原因: CREATE CONTROLFILEコマンドを最後に使用したときに存在していたデータファイルを、ALTER DATABASE CREATE DATAFILEコマンドを使用して再作成しようとしました。このファイルを再作成するために必要な情報は、このファイルをデータベースに追加したときに存在した制御ファイルとともに失われました。


	
処置: ファイルのバックアップを検出し、リカバリしてください。そのファイルが最初に作成されたときより前の時点まで、不完全リカバリを実行してください。









	 ORA-01179: ファイルstringは存在しません。 
	
原因: データベース・ファイルのリカバリ時に、データベースに含まれていないファイルが指定されました。


	
処置: データファイル名を再確認してください。SQLDBAのコマンドラインでは二重引用符を使用すること、およびSQLDBAの動作環境ではファイル名が変換されることに注意してください。









	 ORA-01180: データファイル1は作成できません。 
	
原因: ALTER DATABASE CREATE DATAFILEを使用して、データファイル1を作成しようとしました。


	
処置: バックアップからファイルをリカバリするか、データベースを再作成してください。









	 ORA-01181: 最後の既知のRESETLOGSより前に作成されたファイルstringは再作成できません 
	
原因: 最後のRESETLOGSの前に存在していたデータファイルを、ALTER DATABASE CREATE DATAFILEを使用して再作成しようとしました。


	
処置: ファイルのバックアップを検出し、リカバリしてください。そのファイルが最初に作成されたときより前の時点まで、不完全リカバリを実行してください。









	 ORA-01182: データベース・ファイルstringは作成できません - ファイルは使用中またはリカバリ中です 
	
原因: オープン・インスタンスでオンラインのデータファイルまたはリカバリ中のデータファイルを、ALTER DATABASE CREATE DATAFILEを使用して再作成しようとしました。


	
処置: すべてのインスタンスでデータベースをクローズして、すべてのリカバリ・セッションを終了してください。









	 ORA-01183: データベースを共有モードでマウントすることはできません 
	
原因: 他のインスタンスが、排他モードでマウントされたデータベースを使用しています。


	
処置: 他のインスタンスを停止し、共有モードでマウントしてください。









	 ORA-01184: ログ・ファイル・グループstringはすでに存在しています 
	
原因: ALTER DATABASE ADD LOGFILEコマンドで指定した、新しいログのログ番号は、すでに使用されています。


	
処置: 別のログ・ファイル番号を指定するか、未使用の番号をデータベースに選択させてください。









	 ORA-01185: ログ・ファイル・グループ番号stringが無効です 
	
原因: ALTER DATABASE ADD LOGFILEコマンドで指定した、新しいログのログ番号が大きすぎます。


	
処置: 正しいログ・ファイル番号を指定してください。









	 ORA-01186: ファイルstringは検査を通過しませんでした。 
	
原因: このデータファイルは、データベースの一部であることを保証するための検査を通過しませんでした。検査を通過しなかった理由は、付随するエラー・メッセージを調べてください。


	
処置: データベースが正しいファイルを使用できるようにしてください。その後、データベースをオープンするか、またはALTER SYSTEM CHECK DATAFILESコマンドを実行してください。









	 ORA-01187: ファイルstringが検査を通過しなかったため、このファイルから読み込むことができません。 
	
原因: このデータファイルは、データベースの一部であることを保証するための検査を通過しませんでした。検査を通過するまで読込みできません。


	
処置: データベースが正しいファイルを使用できるようにしてください。その後、データベースをオープンするか、またはALTER SYSTEM CHECK DATAFILESコマンドを実行してください。









	 ORA-01188: 指定されたブロック・サイズstringがヘッダー・ブロック・サイズstringと一致しません 
	
原因: CREATE CONTROLFILE文のBLOCKSIZE句に指定されたブロック・サイズが、ログ・ファイルのヘッダーに記録されているブロック・サイズと一致しません。


	
処置: 正しいブロック・サイズを指定してください。









	 ORA-01189: 以前のファイルと異なるRESETLOGSからのファイルです。 
	
原因: CREATE CONTROLFILEコマンド中のこのファイルまたはそれ以前のすべてのファイルは、最新のRESETLOGSより前にバックアップされたものです。これは、そのファイルがオフラインであるか、または最新のRESETLOGSからオフラインであった場合にも発生する可能性があります。


	
処置: ファイルが、最新のRESETLOGSより前にオフラインになり、依然としてオフラインである場合は、CREATE CONTROLFILEコマンドからこのファイルを削除してください。データベースをオープンした後で、このファイルの名前を変更し、オンラインにしてください。それ以外の場合は、残りのデータファイルと一貫性のある該当ファイルのバージョンを確認し、コマンドを再実行してください。









	 ORA-01190: 制御ファイルまたはデータファイルstringは最後のRESETLOGSより前のものです 
	
原因: ファイルのログ・リセット情報が制御ファイルと一致しないときに、データファイルを使用しようとしました。データファイルまたは制御ファイルは、ALTER DATABASE OPEN RESETLOGSを最後に実行する前に作成されたバックアップです。


	
処置: さらに新しいバックアップからファイルをリストアしてください。









	 ORA-01191: ファイルstringはすでにオフラインです - 通常のオフライン操作はできません 
	
原因: 正常な表領域をオフラインにしようとしたとき、表領域のファイルの1つがすでにオフラインになっていました。


	
処置: データファイルをオンラインにするか、または別の表領域にオフライン・オプションを使用してください。









	 ORA-01192: 少なくとも1つの使用可能なスレッドが必要です。 
	
原因: CREATE CONTROLFILEコマンドラインに、1つ以上のスレッドから2つ以上のログ・ファイルを指定する必要があります。


	
処置: 欠落しているログ・ファイルを検出してください。検出されたログ・ファイルを新しくコマンドラインに指定して、コマンドを再試行してください。









	 ORA-01193: ファイルstringはリカバリの開始時に存在したファイルと異なります。 
	
原因: メディア・リカバリがファイル・ヘッダーを最後に検査したときにアクセスされたファイルは、異なるコピーでした。ファイルのバックアップがリストアされたか、またはリカバリ中にファイル名の意味が変更されました。


	
処置: 正しいファイルが使用可能であることを確認し、リカバリを再試行してください。









	 ORA-01194: ファイルstringは一貫した状態にするためにさらにリカバリが必要です。 
	
原因: 不完全リカバリ・セッションを開始しましたが、ファイルを一貫したものにするために適用するログ・ファイルの数が足りません。報告されたファイルは、データベースで最後に開かれたときに正常に閉じられませんでした。更新されなかった時点にリカバリされています。不完全リカバリを実行する前に、バックアップからファイルをリストアしなかったためにエラーが発生した可能性があります。


	
処置: ファイルが一貫した状態になるまでログを適用し続けるか、またはより古いバックアップからファイルをリストアしてリカバリを繰り返してください。









	 ORA-01195: ファイルstringのオンライン・バックアップは一貫した状態にするためにさらにリカバリが必要です 
	
原因: 不完全リカバリ・セッションを開始しましたが、ファイルを一貫したものにするために適用するログ・ファイルの数が足りません。指摘されたファイルは、バックアップが終了した時点までリカバリする必要があるオンライン・バックアップ・ファイルです。


	
処置: ファイルが一貫した状態になるまでログを適用し続けるか、またはより古いバックアップからデータベース・ファイルをリストアして、リカバリを繰り返してください。









	 ORA-01196: メディア・リカバリ・セッションでエラーが発生したためファイルstringは矛盾した状態にあります 
	
原因: ファイルのリカバリ中に、リカバリが異常終了しました。このため、ファイルは一貫性のない状態です。このファイルのリカバリは、正常に実行できませんでした。


	
処置: ファイルが一貫した状態になるまでログを適用し続けるか、またはバックアップからファイルを再度リストアして、リカバリを繰り返してください。









	 ORA-01197: スレッドstringはログ1つのみを含んでいます 
	
原因: CREATE CONTROLFILE時に、ログに示されたすべてのスレッドを2つ以上のログで表す必要があります。最後のログともう1つのログです。指定のスレッドにはこのような2つのログは含まれません。


	
処置: 指定したスレッドからさらにログを見つけます。または、RESETLOGSオプションを使用してCREATE CONTROLFILEを実行してください。









	 ORA-01198: RESETLOGSではログ・ファイルにサイズを指定する必要があります。 
	
原因: OPEN RESETLOGSオプション付きでCREATE CONTROLFILEを実行している場合は、すべてのログ・ファイルにファイル・サイズを指定する必要があります。


	
処置: 適切なログ・ファイル・サイズを指定して、コマンドを再実行してください。









	 ORA-01199: ファイルstringはオンライン・バックアップ・モードではありません 
	
原因: オンライン・バックアップ中でないファイルに対してオンライン・バックアップを終了しようとしました。


	
処置: コマンドは必要ないため、入力しないでください。









	 ORA-01200: 実ファイル・サイズstringが正しいサイズstringブロックより小さくなっています。 
	
原因: オペレーティング・システムが戻すファイル・サイズが、ファイル・ヘッダーと制御ファイルに示されているファイル・サイズより小さくなっています。ファイルは切り捨てられた可能性があります。不完全なコピーが原因である可能性があります。


	
処置: データファイルの正しいコピーをリストアし、必要な場合はリカバリを行ってください。









	 ORA-01201: ファイルstringのヘッダーで書込みに失敗しました。 
	
原因: ファイル・ヘッダーのI/Oエラーがレポートされました。エラーが検出されたため、再実行されます。


	
処置: ファイルのリカバリが必要である可能性があります。別のエラー・メッセージで、必要な処置が示されます。









	 ORA-01202: このファイルのインカネーションが無効です - 作成日時が一致しません 
	
原因: ファイル・ヘッダー内の作成日付と制御ファイル内の作成日付が一致しません。削除されたファイルのコピーである可能性があります。


	
処置: データファイルの現行のコピーをリストアし、必要な場合はリカバリを行ってください。









	 ORA-01203: このファイルのインカネーションが無効です - 作成システム変更番号(SCN)が一致しません 
	
原因: ファイル・ヘッダー内の作成SCNと制御ファイル内の作成SCNが一致しません。削除されたファイルのコピーである可能性があります。


	
処置: データファイルの現行のコピーをリストアし、必要な場合はリカバリを行ってください。









	 ORA-01204: ファイル番号はstringです(stringではない) - ファイルが無効です 
	
原因: ファイル・ヘッダー内のファイル番号が正しくありません。同じデータベース内の無効なファイルのバックアップをリストアした可能性があります。


	
処置: 正しいデータファイルのコピーをリストアし、必要な場合はリカバリを行ってください。









	 ORA-01205: データファイルではありません - ヘッダー内のファイル型はstringです 
	
原因: ヘッダー内のファイル型がデータファイルとして正しくありません。このファイルは、ログ・ファイルまたは制御ファイルです。型が0(ゼロ)以外の小さい正数でない場合、ヘッダーは破損しています。


	
処置: 正しいデータファイルのコピーをリストアし、必要な場合はリカバリを行ってください。









	 ORA-01206: ファイルはこのデータベースの一部ではありません - データベースIDが無効です 
	
原因: ファイル・ヘッダー内のデータベースIDが制御ファイル内のデータベースIDと一致しません。データベースが異なるか、またはデータベース・ファイルではない可能性があります。データベースを再構築した場合、再構築前のファイルである可能性もあります。トランスポータブル表領域の機能を介して、別のデータベースからファイルがプラグインするときにこのエラーが表示される場合は、ファイル・ヘッダーのデータベースIDが予期したものと一致していないことに注意してください。


	
処置: 正しいデータファイルのコピーをリストアし、必要な場合はリカバリを行ってください。









	 ORA-01207: ファイルが制御ファイルより新しくなっています - 古い制御ファイルです 
	
原因: データファイル内の制御ファイル変更順序番号が、制御ファイル内の番号より大きくなっています。これは、誤った制御ファイルが使用されたことを示しています。このエラーが繰り返されると、実際の問題を修正しなくてもエラーが発生しなくなることに注意してください。データベースをオープンしようとするたびに、制御ファイル変更順序番号は十分な大きさになるまで更新されます。


	
処置: 現行の制御ファイルを使用するか、BACKUP CONTROLFILE RECOVERYを実行して制御ファイルを現行にしてください。BACKUP CONTROLFILE RECOVERYの実行に関するすべての制限事項に従ってください。









	 ORA-01208: データファイルは古いバージョンです - 現在のバージョンにアクセスできません 
	
原因: ファイル・ヘッダー内のチェックポイントが、制御ファイル内のチェックポイントより前のものです。別のインスタンスですでにオープンされているデータベースをオープンする場合、または別のインスタンスがこのファイルをオンラインにした場合、このインスタンスにアクセスされるファイルは、おそらく別のバージョンです。それ以外の場合は、ファイルの使用中にそのファイルのバックアップがリストアされた可能性があります。


	
処置: データベースが正しいファイルを使用できるようにしてください。その後、データベースをオープンするか、またはALTER SYSTEM CHECK DATAFILESコマンドを実行してください。









	 ORA-01209: データファイルは最後のRESETLOGSより前のものです。 
	
原因: ファイル・ヘッダー内のリセットログ・データと制御ファイルが一致しません。データベースがクローズされているか、ファイルがオフラインの場合、バックアップは、ALTER DATABASE OPEN RESETLOGSコマンドを最後に実行した時点よりも前に取得されたために、古いファイルです。別のインスタンスですでにオープンされているデータベースをオープンする場合、または別のインスタンスがこのファイルをオンラインにした場合、このインスタンスにアクセスされるファイルは、おそらく別のバージョンです。それ以外の場合は、ファイルの使用中にそのファイルのバックアップがリストアされた可能性があります。


	
処置: データベースが正しいファイルを使用できるようにしてください。その後、データベースをオープンするか、またはALTER SYSTEM CHECK DATAFILESコマンドを実行してください。









	 ORA-01210: データファイル・ヘッダーにメディア欠陥があります。 
	
原因: ファイル・ヘッダー・ブロックが内部で一致していません。ブロックの先頭には、ブロックの一貫性を保証するチェックサムやその他のデータを含むヘッダーがあります。ディスクの最終書込みが正しく機能しなかった可能性があります。最も可能性が高い問題として、これがデータベースのデータファイルではないことが考えられます。


	
処置: オペレーティング・システムで、データベースが正しいファイルを使用できるようにしてください。チェックサムのみが不当であることをトレース・ファイル・ダンプが示している場合、バックアップからファイルをリストアしてメディア・リカバリを行ってください。









	 ORA-01211: Oracle7データファイルはOracle8に移行していません 
	
原因: このファイルは、Oracle7で最後に使用されたファイルではありません。移行しようとするデータファイルが、移行前に取られたバックアップまたは移行ユーティリティ実行後にOracle7によってオープンされたデータベース・ファイルのいずれかです。データベースをOracle7からOracle8に移行するときは、移行プログラムがOracle7でそのデータベースにアクセスした最後のファイルである必要があります。移行が完了したときにOracle8がアクセスできるのは、現行のデータファイルのみです。


	
処置: オペレーティング・システム・レベルで、データベースに対して正しいデータファイルを使用可能にするか、Oracle7からOracle8への移行を繰り返してください。移行ユーティリティ実行後に、データベースがオープンしていないことを確認してください。









	 ORA-01212: MAXLOGMEMBERSはstringを超えることはできません 
	
原因: MAXLOGMEMBERSが大きすぎるコマンドラインを指定しました。


	
処置: MAXLOGMEMBERSの値を小さくしてからコマンドを再実行してください。









	 ORA-01213: MAXINSTANCESはstringを超えることはできません 
	
原因: MAXINSTANCESが大きすぎるコマンドラインを指定しました。


	
処置: MAXINSTANCESの値を小さくしてからコマンドを再実行してください。









	 ORA-01214: MAXLOGHISTORYはstringを超えることはできません 
	
原因: MAXLOGHISTORYが大きすぎるコマンドラインを指定しました。


	
処置: MAXLOGHISTORYの値を小さくしてからコマンドを再実行してください。









	 ORA-01215: CREATE CONTROLFILE文に有効なスレッドstringがありません。 
	
原因: CREATE CONTROLFILE文が指定されましたが、それはデータベースで使用可能なすべてのスレッドをリストしていません。


	
処置: 使用可能なすべてのスレッドを含めて、CREATE CONTROLFILE文を再発行してください。









	 ORA-01216: CREATE CONTROLFILE文のスレッドstringを使用不可にする必要があります。 
	
原因: CREATE CONTROLFILEに指定されたスレッドは使用可能ですが、データファイルは、そのスレッドが使用不可であることを示しています。これは、CREATE CONTROLFILEに指定されたログが(スレッドを使用不可にする前から)古い可能性があります。


	
処置: データベースの実行にこのスレッドは必要ありません。CREATE CONTROLFILE文は問題のスレッドがなくても再発行できます。データベースを開いた後、必要に応じてスレッドを再作成できます。









	 ORA-01217: ログ・ファイル・メンバーは異なるログ・ファイル・グループに属しています 
	
原因: CREATE CONTROLFILEに指定した複数メンバーのログ・ファイル・グループのメンバーが、以前のメンバーと同じグループの一部ではありません。


	
処置: CREATE CONTROLFILEコマンドに指定したメンバーを、正しいメンバーに修正してください。









	 ORA-01218: ログ・ファイル・メンバーが同じ時点のものではありません 
	
原因: 複数メンバーのログ・ファイル・グループのメンバーが、異なる時点のものです。指定されたメンバーの1つが、ログの(バックアップ)コピーより古い可能性があります。


	
処置: 正しいバージョンのログを見つけるか、またはCREATE CONTROLFILEコマンドから削除してください。









	 ORA-01219: データベースがオープンしていません: 固定の表/ビューに対する問合せのみ可能です 
	
原因: データベースがオープンされる前に、固定の表/ビューとして認識されていないオブジェクトに対し、問合せが発行されました。


	
処置: 固定のオブジェクトのみに対する問合せを修正するか、データベースをオープンしてください。









	 ORA-01220: データベースのオープン前のファイル・ベースのソートは無効です。 
	
原因: データベースがオープンされる前に、ソート用の一時セグメントが必要な表またはビューに対し問合せが発行されました。データベースがオープンされる前は、メモリー内のソートのみが可能です。


	
処置: 大規模なソートをしないように問合せを修正し、SORT_AREA_SIZEまたはSORT_AREA_RETAINED_SIZE初期化パラメータ(あるいはその両方)の値を増やして、メモリー内でソートできるようにしてください。









	 ORA-01221: データファイルstringはバックグラウンド・プロセスに対して同一ファイルではありません。 
	
原因: データベース・ライターがデータファイルを開く際、リカバリを行うフォアグラウンドとは異なる物理ファイルにアクセスしています。フォアグラウンドでファイル・ヘッダーに設定されたタイムスタンプがバックグラウンドで検出されませんでした。バックグラウンド・プロセスでファイルをまったく読み取れていない可能性があります。


	
処置: DBWRトレース・ファイルの中を見て、ファイル・ヘッダーの読込みの際に受け取ったエラーを調べてください。バックグラウンド・プロセスによって同一のファイルが正常にそのファイル名でオープンする必要があれば、オペレーティング・システムの再構成を行ってください。









	 ORA-01222: stringのMAXINSTANCESは少なくともstringのMAXLOGFILESが必要です(stringではない)。 
	
原因: REDOのスレッドごとに2つ以上のログを確保する余裕がないデータベースまたは制御ファイルを作成しようとしました。REDOのスレッドを有効にするには、2つのオンライン・ログが必要です。ログでサポート可能な数よりも多くのREDOスレッドを許可しても意味がありません。


	
処置: MAXINSTANCES引数を減らすか、MAXLOGFILESの値を増やしてください。









	 ORA-01223: 新規データベース名を設定するにはRESETLOGSを指定する必要があります 
	
原因: CREATE CONTROLFILEでSET DATABASE NAMEオプションが指定されましたが、RESETLOGSは指定されませんでした。データベース名は、RESETLOGSを使用してデータベースをオープンするときのみ変更できます。


	
処置: CREATE CONTROLFILEに対し、RESETLOGSオプションを追加するか、SETオプションを削除してください。









	 ORA-01224: ヘッダー内のグループ番号stringはGROUPstringと一致しません。 
	
原因: CREATE CONTROLFILEで指定されたグループ番号が、ヘッダー中のグループ番号と一致していません。指定が誤っている可能性があります。


	
処置: GROUPオプションを指定しないか、正しいGROUPオプションを指定してください。









	 ORA-01225: スレッド番号stringがMAXINSTANCESstringより大きいです。 
	
原因: スレッド番号にMAXINSTANCESより大きい値を指定しました。


	
処置: MAXINSTANCESに、より大きい値を指定してから再試行してください。









	 ORA-01226: ログ・メンバーのファイル・ヘッダーが他メンバーと矛盾しています。 
	
原因: 付随するエラー・メッセージのログ・ファイル・メンバーは、以前のメンバーと同じグループですが、ヘッダー中の他のフィールドとは異なっています。ファイル・ヘッダーが破損しているか、いくつかのファイルが削除されたログのメンバーとなっている可能性があります。


	
処置: 正しいログ・メンバーを見つけるか、またはこのメンバーをコマンドから削除してください。









	 ORA-01227: ログstring他メンバーと矛盾しています。 
	
原因: 付随するエラー・メッセージに示されたログ・ファイルは、CREATE CONTROLFILEコマンドに指定されているログの内容と一貫性がありません。ファイル・ヘッダーが破損しているか、またはいくつかのファイルが現行バージョンより古いコピーである可能性があります。ログ・ファイルの一貫性になんらかの問題があることが根本原因であるため、直接の原因は表示されたログ・ファイルではない場合もあります。コマンド中にリストされるすべてのログ・ファイルは、現行バージョンのオンライン・ログである必要があります。


	
処置: 正しいオンライン・ログを見つけるか、またはRESETLOGSオプションを使用してください。









	 ORA-01228: SET DATABASEオプションは初期データベースをインストールする必要があります 
	
原因: シード・データベースをインストールする際、SET DATABASEオプションがCREATE CONTROLFILEコマンドに含まれませんでした。データベースを複数のサイトにインストールするため、データベースにはデータベースIDがありません。各サイトを、それぞれ独自のデータベースIDを持つ別々のデータベースにする必要があります。SET DATABASEオプションとRESETLOGSオプションはどちらも、このデータベースの制御ファイルを作成する場合に指定する必要があります。


	
処置: SET DATABASEとRESETLOGSオプションを指定して、コマンドを再実行してください。









	 ORA-01229: データファイルstringがログと矛盾しています。 
	
原因: 付随するエラー・メッセージに示されたデータファイルは、CREATE CONTROLFILEコマンドに指定されているログの内容と一貫性がありません。最も可能性が高い原因として、1つ以上のオンライン・ログがコマンドから失われていることが考えられます。また、1つ以上のログが現行バージョン以外の古いコピーである可能性もあります。コマンド中にリストされるすべてのオンライン・ログ・ファイルは、現行バージョンのオンライン・ログである必要があります。


	
処置: 正しいオンライン・ログを見つけるか、またはRESETLOGSオプションを使用してください。









	 ORA-01230: 読取り専用にできません - ファイルstringがオフラインです。 
	
原因: 表領域を読込み専用にしようとした際に、そのファイルの1つがオフラインでした。


	
処置: ファイルをオンラインにして、このコマンドを再試行してください。









	 ORA-01231: 読取り/書込みにできません - ファイルstringがオフラインです 
	
原因: 表領域を読込み/書込み両用にしようとした際に、そのファイルの1つがオフラインでした。


	
処置: ファイルをオンラインにして、このコマンドを再試行してください。









	 ORA-01232: オンライン・バックアップを開始できません - ファイルstringは読取り専用になっています 
	
原因: オンライン・バックアップを開始しようとしましたが、ファイルの1つが読込み専用モードへ推移中です。


	
処置: ALTER DATABASE BEGIN BACKUPコマンドを実行する場合は、この推移が終了してからコマンドを再試行してください。ALTER TABLESPACE BEGIN BACKUPコマンドを実行する場合は、BEGINまたはENDコマンドを使用せずにバックアップを実行してください。









	 ORA-01233: ファイルstringは読取り専用です - バックアップ制御ファイルを使用してリカバリできません 
	
原因: バックアップ制御ファイルを使用してメディア・リカバリを実行しようとしましたが、ファイルの1つが読込み専用とマークされています。通常、読込み専用ファイルをリカバリする必要はありませんが、バックアップ制御ファイルでのリカバリは、すべてのオンライン・ファイルをリカバリする必要があります。


	
処置: ファイルが読込み専用の場合、リカバリ前にそのファイルをオフラインにし、データベースがオープンしてから読込み専用の表領域をオンラインにしてください。ファイルをリカバリする必要がある場合は、ファイルが読込み/書込み両用になったときからの制御ファイルを使用してください。正しい制御ファイルが使用可能でない場合、CREATE CONTROLFILEを使用して制御ファイルを作成してください。









	 ORA-01234: ファイルstringのバックアップが終了できません - ファイルが使用中またはリカバリ中です 
	
原因: ファイルがビジーなときに、ファイルのオンライン・バックアップを終了させようとしました。リカバリや名前の変更などの操作がアクティブになっているか、このファイルがオンラインの状態でデータベースをオープンさせたインスタンスが存在する可能性があります。


	
処置: データベースをオープンさせたインスタンスがある場合、ALTER TABLESPACEコマンドを使用して、そこでバックアップを終了できます。それ以外の場合は、その他の操作の完了を待ってください。









	 ORA-01235: END BACKUPはstringファイルで失敗しましたが、stringでは正常に終了しました 
	
原因: END BACKUPコマンドの1つまたは複数のファイルが失敗しました。同じコマンド中のその他のいくつかのファイルは成功しました。


	
処置: バックアップが終了しなかった理由については、付随するエラー・メッセージを参照してください。エラー・メッセージにリストされていないファイルは、成功しています。









	 ORA-01236: ファイル・ヘッダー・アクセスの初期化処理中にエラーstringが発生しました 
	
原因: 示されたエラーが、ファイル・ヘッダーの初期化処理中に発生しました。


	
処置: 示されたエラーを修正してください。さらに遅いアクセス・アルゴリズムを使用して、このエラーからのリカバリを試行してください。









	 ORA-01237: データファイルstringは拡張できません 
	
原因: サイズ変更中に、オペレーティング・システム・エラーが発生しました。


	
処置: オペレーティング・システム・エラーを修正してから、コマンドを再試行してください。









	 ORA-01238: データファイルstringは縮小できません 
	
原因: サイズ変更中に、オペレーティング・システム・エラーが発生しました。


	
処置: このエラーは無視され、操作は正常に続行します。









	 ORA-01239: 外部キャッシュを使用するには、データベースをARCHIVELOGモードに設定する必要があります。 
	
原因: オンライン・ファイルで外部キャッシュを使用しましたが、データベースがNOARCHIVELOGモードでした。外部キャッシュにはメディア・リカバリが必要な場合もあるため、これは許可されません。


	
処置: データベースをARCHIVELOGモードに変更するか、または外部キャッシュを使用しないでください。









	 ORA-01240: 1つのコマンドで追加するデータファイルが多すぎます。 
	
原因: 1つのコマンドで実行可能な数よりも多くのデータファイルの追加が指定されています。すべてのファイル名を1つのログ・エントリに一致させる必要がありますが、これを行うとエントリが大きくなりすぎます。


	
処置: CREATE TABLESPACEコマンドの場合、ファイルの数を減らして作成し、後で他のファイルを追加してください。ADD DATAFILEコマンドの場合は、複数のコマンドに分割してください。









	 ORA-01241: 外部キャッシュが再起動された可能性があります。 
	
原因: 外部キャッシュが再起動された可能性があります。


	
処置: エラー・スタック内の該当ファイルをオフラインにして、メディア・リカバリを行い、そのファイルをオンラインに戻してから操作を再試行してください。また、すべてのインスタンスを再起動して、一貫した外部キャッシュを介してインスタンスがすべてのデータファイルに確実にアクセスすることも確認できます。









	 ORA-01242: データファイルのメディア障害が発生しました: データベースはNOARCHIVELOGモードです 
	
原因: データベースがNOARCHIVELOGモードで、メディア障害のためデータベース・ファイルがアクセス不能であることが判明しました。


	
処置: エラー・スタック内の該当ファイルのアクセス権限を正しく設定し、インスタンスを再起動してください。









	 ORA-01243: システム表領域ファイルにメディア障害が起こりました。 
	
原因: システム表領域ファイルが、メディア障害によってアクセス不能であることが判明しました。


	
処置: エラー・スタック内の該当ファイルのアクセス権限を正しく設定し、インスタンスを再起動してください。









	 ORA-01244: メディア・リカバリによって名前なしデータファイルが制御ファイルに追加されました 
	
原因: 再構築されたバックアップ制御ファイルまたは制御ファイルによるメディア・リカバリで、制御ファイルにはないデータファイルの作成が検出されました。新しいデータファイルの制御ファイル(ただし、ファイル名はUNNAMEDnnnn)にエントリが追加されました。nnnnはファイル番号です。付属のエラーには、ファイルの作成に本来使用されたファイル名が示されています。


	
処置: 有効なファイル名に変更し、リカバリを再開してください。必要に応じて、ALTER DATABASE CREATE DATAFILEコマンドを使用し、リカバリに適したファイルを作成して名前を変更してください。ファイルをリカバリしない場合は、FOR DROPオプションを指定してそのファイルをオフラインにしてください。









	 ORA-01245: RESETLOGSが行われるとオフライン・ファイルstringが失われます。 
	
原因: オフラインであるため失われる可能性があるファイルを使用して、OPEN RESETLOGSを実行しようとしました。このファイルは、FOR DROPオプションを指定してオフラインにされていません。


	
処置: ファイルをオンラインにしてリカバリするか、FOR DROPオプションを指定してファイルをオフラインにしてください。









	 ORA-01246: 表領域stringのTSPITRを使用してファイルをリカバリします。 
	
原因: 付随するエラーに示されるファイルは、この表領域に対して表領域のPoint-in-Timeリカバリが行われる前に作成されたバックアップです。これらのファイルは、Point-in-Timeリカバリ後の状態にリカバリすることはできません。


	
処置: さらに新しいバックアップをリストアして、それらをリカバリしてください。









	 ORA-01247: 表領域stringのTSPITRを使用してデータベースをリカバリします。 
	
原因: データベース全体をリカバリしようとしましたが、表領域のPoint-in-Timeリカバリが行われたことをREDOが示しています。表領域内のファイルの新規バージョンがリカバリに組み込まれている必要がありますが、組み込まれていませんでした。


	
処置: 表領域をリカバリしない場合は、表領域内のファイルをオフラインにして削除してください。リカバリする必要がある場合は、その後に、必要に応じてリストアまたは名前の変更を行い、リカバリを再始動してください。









	 ORA-01248: ファイルstringが不完全リカバリの未来の時間で作成されました。 
	
原因: 不完全リカバリのUNTIL時より後に最初に作成された制御ファイルのファイル・エントリで、RESETLOGSオープンを試行しました。このようなエントリを許可すると、この時点で必要なファイルのバージョンを隠してしまう可能性があります。ファイル番号は、RESETLOGSが使用されていれば失われているはずの別のファイルに使用されている可能性があります。


	
処置: さらにリカバリを行う必要があれば、ファイルの作成時になるまでREDOを適用してください。ファイルを必要とせず、リカバリの停止時に同じファイル番号が使用されていない場合は、FOR DROPオプションでファイルをオフラインにできます。それ以外の場合は、RESETLOGSを使用するには別の制御ファイルが必要です。他のバックアップのリストアおよびリカバリ、またはCREATE CONTROLFILEを使用した制御ファイルの作成ができます。









	 ORA-01249: クローン・データベースでのアーカイブはできません 
	
原因: オンラインREDOログをアーカイブしようとしたか、またはクローン・データベースのアーカイブを使用可能にしようとしました。


	
処置: クローンからアーカイブしないでください。アーカイブ・ログの宛先は簡単にプライマリ・データベースの宛先と同じにして、アーカイブしたログを破棄できます。アーカイブが必要な場合は、データベースをクローンとしてではなく再作成してください。









	 ORA-01250: ファイル・ヘッダー・アクセスの終了時にエラーstringが発生しました。 
	
原因: ファイル・ヘッダー処理の終了中に、示されたエラーが発生しました。エラーは、書込みエラーではありませんでした。


	
処置: 示されたエラーを修正してください。









	 ORA-01251: ファイル番号stringに対して読み取られたファイル・ヘッダーのバージョンは不明です。 
	
原因: ファイル・ヘッダーの読込みがレコードを戻しましたが、そのバージョンが不明です。ヘッダーが破損しているか、またはファイルが有効なデータベース・ファイルではありません。


	
処置: オペレーティング・システムで正しいファイルをデータベースで使用可能にするか、ファイルをリカバリしてください。









	 ORA-01252: 書込みを防止できません - Recovery Managerがファイルstringのバックアップ中です 
	
原因: 表領域を読込み専用または通常オフラインにしようとしましたが、Recovery Managerプロキシ・バックアップが実行中です。ファイルがオフラインまたは読込み専用の場合、バックアップの完了時に、ファイル・ヘッダーを更新できません。


	
処置: Recovery Managerバックアップの完了を待って、このコマンドを再試行してください。









	 ORA-01253: オンライン・バックアップを開始できません - Recovery Managerがファイルstringのバックアップ中です 
	
原因: Recovery Managerが、指定されたファイルをバックアップしています。


	
処置: Recovery Managerプロキシ・バックアップの完了を待ってから、別のバックアップを開始してください。









	 ORA-01254: オンライン・バックアップを終了できません - Recovery Managerがファイルstringのバックアップ中です 
	
原因: Recovery Managerが、指定されたファイルをバックアップしています。


	
処置: Recovery Managerプロキシ・バックアップの完了を待ってください。手動でRecovery Managerのバックアップ・モードを開始または終了しないでください。









	 ORA-01255: シャットダウンできません - Recovery Managerがファイルstringのバックアップ中です 
	
原因: 正常に停止しようとしましたが、Recovery Managerバックアップが実行中です。


	
処置: Recovery Managerプロキシ・バックアップの完了を待って、このコマンドを再試行してください。









	 ORA-01256: データベース・ファイルstringのロックでエラーが発生しました。 
	
原因: ファイルは、他のデータベース・インスタンスによって使用中です。


	
処置: どのデータベース・インスタンスがこのファイルを所有しているかを確認してください。









	 ORA-01257: ファイル・サイズが不明のため、データベース・ファイルstringを再利用できません。 
	
原因: RAWパーティションのサイズを判断できません。


	
処置: SIZEパラメータを指定して、データファイル/ログ・ファイルを追加してください。









	 ORA-01258: 一時ファイルstringを削除できません。 
	
原因: DROP TABLESPACE INCLUDING CONTENTS AND DATAFILESまたはALTER DATABASE TEMPFILE DROP INCLUDING DATAFILESの操作で、データベース内の一時ファイルを削除できませんでした。


	
処置: ファイルの削除を妨げているオペレーティング・システム・エラーが、後続のエラーに表示されます。可能であれば、問題を修正し、手動でそのファイルを削除してください。









	 ORA-01259: データファイルstringを削除できません。 
	
原因: DROP TABLESPACE INCLUDING CONTENTS AND DATAFILESの操作で、表領域内のデータファイルを削除できませんでした。


	
処置: ファイルの削除を妨げているオペレーティング・システム・エラーが、後続のエラーに表示されます。可能であれば、問題を修正し、手動でそのファイルを削除してください。









	 ORA-01260: 警告: END BACKUPは成功しましたが、一部のファイルがバックアップ・モード外です 
	
原因: オンライン・バックアップ・モードのすべてのファイルでEND BACKUPが正常に完了しました。ただし、オンライン・バックアップ・モードにならない1つ以上の変更可能なファイルが検出されました。これらのファイルのバックアップ(バックアップが行われた場合)は無効になります。リストアした場合、データベースの一貫性がなくなります。


	
処置: アラート・ログを調べ、バックアップ・モードでないことが判明したファイルのリストを確認してください。オンライン・バックアップの実行中にそれらのファイルが変更された可能性がある場合は、該当ファイルのバックアップを新しいバックアップに置き換えてください。









	 ORA-01261: パラメータstringの接続先文字列を変換できません。 
	
原因: 指定されたパラメータ値に、変換できない接続先文字列が含まれています。


	
処置: 指定されたパラメータで有効な接続先文字列を使用してください。









	 ORA-01262: 統計がファイルの接続先ディレクトリで失敗しました。 
	
原因: Oracle Managed Filesの接続先ディレクトリについての情報を取得できません。


	
処置: ディレクトリに対する権限を確認するか、または別のディレクトリ名を使用してください。









	 ORA-01263: ファイルの接続先ディレクトリに指定された名前が無効です。 
	
原因: Oracle Managed Filesの接続先に指定された名前が、ディレクトリに対応していません。


	
処置: 別の名前を使用してください。









	 ORA-01264: stringファイル名を作成できません。 
	
原因: Oracle管理ファイル名を作成できません。


	
処置: 直前のエラーで、Oracleがファイル名を作成できなかった原因を確認してください。修正措置として、可能であれば、コマンドを再試行してください。









	 ORA-01265: string stringを削除できません。 
	
原因: エラーのため、ファイルを削除できませんでした。


	
処置: 後続のエラー・メッセージで、ファイルの削除を妨げているオペレーティング・システム・エラーの説明を参照してください。可能であれば、問題を修正し手動でファイルを削除してください。









	 ORA-01266: 一意のファイル名を作成できません。 
	
原因: Oracle Managed Files用の一意のファイル名を作成できません。Oracleは、いくつかの名前で作成を試みましたが、各ファイル名は、そのファイル・タイプのデフォルトの接続先ディレクトリで、すでに使用中でした。


	
処置: 操作を再試行してください。失敗した場合は、そのファイル・タイプに対するデフォルトの接続先ディレクトリを変更した後、再試行してください。









	 ORA-01267: 日付/時間の取得に失敗しました。 
	
原因: 一意のファイル名を作成しようとしたときに、日付/時間を取得できませんでした。


	
処置: 内部エラーです。Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-01268: 永続TABLESPACEの変更のためのTEMPFILE句が無効です。 
	
原因: ALTER TABLESPACEで、永続表領域に対してTEMPFILE句が指定されました。


	
処置: DATAFILE句を使用して、再試行してください。









	 ORA-01269: 接続先パラメータ文字列が長すぎます。 
	
原因: DB_CREATE_FILE_DEST、DB_CREATE_ONLINE_LOG_DEST_nまたはDB_RECOVERY_FILE_DESTパラメータの値が長すぎます。


	
処置: 接続先の値を、より短い文字列で指定したパラメータに変更してください。









	 ORA-01270: STANDBY_PRESERVES_NAMESがTRUEの場合、string操作はできません。 
	
原因: スタンバイ・データベースでSTANDBY_PRESERVES_NAMESにTRUEが設定されているときに、ファイルの名前の変更、ファイルの追加または削除を試行しました。


	
処置: この操作が必要な場合は、STANDBY_PRESERVES_NAMESにFALSEを設定してください。









	 ORA-01271: ファイルstringの新規ファイル名を作成できません。 
	
原因: スタンバイ・データベースのリカバリ中に、示されているファイルに対する新しいファイル名を作成しようとしてエラーが発生しました。


	
処置: ALTER DATABASE CREATE DATAFILEコマンドに新しく一意の名前を使用し、その後、スタンバイ・データベースのリカバリを再開してください。









	 ORA-01272: ファイル名が与えられている場合のみ、REUSEが使用可能です。 
	
原因: コマンドで、ファイル名を指定せずにREUSEパラメータを指定しました。


	
処置: ファイル名を指定するか、またはREUSEパラメータを削除してください。









	 ORA-01273: STANDBY_FILE_MANAGEMENT = AUTOは、COMPATIBLE = string以上に設定する必要があります。 
	
原因: COMPATIBLE初期化パラメータには、STANDBY_FILE_MANAGEMENTにAUTOを設定するための適切な値が設定されていません。


	
処置: COMPATIBLEに適切なリリースを設定して、インスタンスを再起動してください。









	 ORA-01274: データファイル'string'を追加できません - ファイルを作成できませんでした 
	
原因: スタンバイ・ファイル管理の自動化が無効になっていたため、追加されたファイルはスタンバイ・データベースに自動作成できませんでした。作成しようとして発生したエラーが、別のメッセージに表示されます。そのファイルに対する制御ファイルのエントリは「UNNAMEDnnnnn」という書式で出力されます。


	
処置: ALTER DATABASE CREATE DATAFILE文を使用して該当のファイルを作成するか、STANDBY_FILE_MANAGEMENTにAUTOを設定してスタンバイ・リカバリを再実行してください。









	 ORA-01275: 操作stringは、スタンバイ・ファイル管理が自動の場合は使用できません。 
	
原因: スタンバイ・データベースでSTANDBY_FILE_MANAGEMENTにAUTOが設定されているときに、ファイルの名前の変更、ファイルの追加または削除を試行しました。


	
処置: この操作が必要な場合は、STANDBY_FILE_MANAGEMENTをMANUALに設定してください。









	 ORA-01276: ファイルstringは追加できません。ファイルにOracle Managed Filesのファイル名があります。 
	
原因: Oracle管理ファイル名を使用して、データベースにデータファイル、ログ・ファイル、制御ファイル、スナップショット制御ファイル、バックアップ制御ファイル、データファイル・コピー、制御ファイル・コピーまたはバックアップ・ピースを追加しようとしました。


	
処置: 新しいファイル名で操作を再試行してください。









	 ORA-01277: ファイル'string'はすでに存在します 
	
原因: ALTER DATABASE BACKUP CONTROLFILE TO TRACE AS 'filename'コマンドに、すでに使用されているファイル名が指定されています。


	
処置: 別のファイル名を指定するか、REUSEパラメータをコマンドに追加して、既存のファイルを上書きしてください。









	 ORA-01278: ファイル'string'の作成中のエラーです 
	
原因: ALTER DATABASE BACKUP CONTROLFILE TO TRACE AS 'filename'コマンドに指定されたトレース・ファイルの作成中に、オペレーティング・システム・エラーが発生しました。


	
処置: 詳細情報については、エラー・スタックを確認してください。









	 ORA-01279: db_filesが大きすぎます。 
	
原因: db_filesの値が大きすぎるため、システムでサポートできません。


	
処置: db_filesの値を小さくしてください。









	 ORA-01280: 致命的なLogMinerエラーです 
	
原因: LogMinerに内部エラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、アラート・ログおよびトレース・ファイルを確認してください。









	 ORA-01281: 指定されたSCNの範囲が無効です。 
	
原因: StartSCNがEndSCNより大きい値になっているか、SCN指定子が有効ではありません。


	
処置: 有効なSCN範囲を指定してください。









	 ORA-01282: 指定された日付の範囲が無効です。 
	
原因: startTimeの値がendTimeの値よりも大きい、startTimeまたはendTimeに2110年より後の年が設定されている、あるいはstartTimeに1988年より前の年が設定されている可能性があります。


	
処置: 有効な日付範囲を指定してください。









	 ORA-01283: 指定したオプションは無効です。 
	
原因: 指定されたオプション・パラメータが、プロシージャに対して無効です。


	
処置: 有効なオプション・パラメータを指定してください。









	 ORA-01284: ファイルstringをオープンできません。 
	
原因: ファイルまたはディレクトリが存在しないか、アクセス不能です。パス名の長さが256文字を超えています。


	
処置: ファイルおよびディレクトリが存在し、アクセス可能なことを確認してください。









	 ORA-01285: ファイルstringの読取りエラーです。 
	
原因: ファイルまたはディレクトリが存在しないか、アクセス不能です。


	
処置: 有効なファイルまたはディレクトリを指定してください。また、ファイルおよびディレクトリがアクセス可能であることを確認してください。









	 ORA-01286: 起動間隔が必要です 
	
原因: 設定された一連のオプションが機能するためには、開始時間または開始SCNが指定されている必要があります。


	
処置: 時間またはSCNの開始範囲を指定してください。









	 ORA-01287: stringは別のデータベース・インカネーションからのファイルです 
	
原因: このログ・ファイルは、データベースの異なるインカネーションによって作成されたものです。


	
処置: 同じインカネーションによって作成されたログ・ファイルを追加してください。









	 ORA-01288: このDDLはLogMinerディクショナリに適用できません 
	
原因: LogMinerでサポートされていないコマンドがログ・ファイルにあります。データベースのキャラクタ・セットを変更するコマンドは、LogMinerではサポートされていません。ALTER DATABASE SET TIME_ZONEはLogMinerではサポートされていません。


	
処置: Streams、ロジカル・スタンバイまたはLogMinerを使用する場合は、サポートされていないコマンドを実行しないでください。DDLトラッキングをオフにし、LogMinerでサポートされていないコマンドをスキップします。









	 ORA-01289: 重複するログ・ファイルstringを追加できません。 
	
原因: 指定されたログ・ファイルは、すでにログ・ファイルのリストに追加されています。


	
処置: 別のログ・ファイルを指定してください。









	 ORA-01290: リストにないログ・ファイルstringを削除できません。 
	
原因: リストにないログ・ファイルを削除しようとしました。


	
処置: 有効なログ・ファイルを指定してください。









	 ORA-01291: ログ・ファイルがありません。 
	
原因: 時間に対応していないログ・ファイルがあるか、または指定されたSCNの範囲で、リストに追加されていないログ・ファイルがあります。


	
処置: V$LOGMNR_LOGSビューで、SCNの範囲外にあるものを確認し、必要なログ・ファイルを追加してください。









	 ORA-01292: 現行のLogMinerセッションにログ・ファイルが指定されていません。 
	
原因: 現行のLogMinerセッションにログ・ファイルが指定されていません。


	
処置: 少なくとも1つのログ・ファイルを指定してください。









	 ORA-01293: 指定したLogMinerオプションには、マウントされたデータベースが必要です 
	
原因: 指定したオプションの場合、データベースがマウントされている必要があります。


	
処置: 別のオプションを使用するか、データベースをマウントしてください。









	 ORA-01294: ディクショナリ・ファイルstringで情報を処理中、エラーが発生しました。破損の可能性があります。 
	
原因: ディクショナリ・ファイルが破損しています。


	
処置: 新しいディクショナリ・ファイルを取得してください。









	 ORA-01295: ディクショナリstringとログ・ファイルでDB_IDが一致しません。 
	
原因: ディクショナリ・ファイルは、ログ・ファイルを作成したデータベースとは異なるデータベースが作成したものです。


	
処置: 適合するディクショナリ・ファイルを指定してください。









	 ORA-01296: ディクショナリstringとログ・ファイルでキャラクタ・セットが一致しません。 
	
原因: ディクショナリ・ファイルを生成したデータベースのキャラクタ・セットは、ログ・ファイルを生成したデータベースのキャラクタ・セットと異なります。


	
処置: キャラクタ・セットが一致するディクショナリ・ファイルを指定してください。









	 ORA-01297: ディクショナリstringとログ・ファイルでREDOバージョンが一致しません 
	
原因: ディクショナリを生成しているデータベースのREDOバージョンが、ログ・ファイルを生成しているものと異なります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01298: ディクショナリ・オプションが競合しています 
	
原因: 複数のディクショナリ・ソースが指定されたか、DDL_DICT_TRACKINGがDICT_FROM_ONLINE_CATALOGとともに指定されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01299: ディクショナリstringは別のデータベース・インカネーションに対応します 
	
原因: ディクショナリ・ファイルは、データベースの異なるインカネーションから抽出されました。


	
処置: 適切なデータベースのインカネーションから抽出したディクショナリ・ファイルを指定してください。









	 ORA-01300: 指定したLogMinerオプションには、書込み可能なデータベースが必要です 
	
原因: 指定したオプションの場合、データベースが書込み可能である必要があります。


	
処置: 別のオプションを設定するか、データベースを書込み用アクセスでオープンしてください。









	 ORA-01301: フラット・ファイルの作成時に、ファイルの書込みエラーが発生しました 
	
原因: フラット・ファイルの作成中にファイルへの書込みエラーが発生しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01302: ディクショナリ作成オプションが欠落しているか、または正しくありません 
	
原因: ディクショナリの作成に必要なオプションが欠落しているか、オプションの設定が無効です。


	
処置: BUILD TO REDO LOGまたはBUILD TO FLAT FILEを指定してください。BUILD TO FLAT FILEを指定する場合は、ファイル名とディレクトリも指定する必要があります。









	 ORA-01303: 下位プロセス・エラー: number。アラート・ログとトレース・ログを確認してください 
	
原因: このLogminerプロセスの下位プロセスが、このエラー状態で終了しました。


	
処置: 追加情報は、アラート・ログおよびトレース・ファイル内でこのエラーを検索してください。









	 ORA-01304: 下位プロセス・エラー。アラート・ログとトレース・ログを確認してください 
	
原因: このLogminerプロセスの下位プロセスが、エラー状態で終了しました。


	
処置: 詳細は、アラート・ログおよびトレース・ファイルを調べてください。









	 ORA-01306: dbms_logmnr.start_logmnr()は、v$logmnr_contentsから選択する前に起動する必要があります。 
	
原因: DBMS_LOGMNR.START_LOGMNR()プロシージャを起動する前に、V$LOGMNR_CONTENTSビューからのSELECTが発行されました。


	
処置: DBMS_LOGMNR.START_LOGMNR()プロシージャを起動した後で、V$LOGMNR_CONTENTSビューからのSELECTを発行してください。









	 ORA-01307: LogMinerセッションは現在アクティブではありません。 
	
原因: DBMS_LOGMNR.START_LOGMNR()プロシージャを起動する前に、V$LOGMNR_CONTENTSビューからのSELECTが発行されました。あるいは、DBMS_LOGMNR.START_LOGMNR()またはDBMS_LOGMNR.ADD_LOGFILE()をコールする前に、DBMS_LOGMNR.END_LOGMNR()をコールしました。


	
処置: DBMS_LOGMNR.START_LOGMNR()プロシージャを起動した後で、V$LOGMNR_CONTENTSビューからのSELECTを発行してください。









	 ORA-01308: 初期化パラメータ utl_file_dirが設定されていません。 
	
原因: 初期化ファイルにutl_file_dirが設定されていません。


	
処置: utl_file_dirを適切なディレクトリに設定してください。









	 ORA-01309: セッションが無効です。 
	
原因: 指定されたLogminerセッションIDまたはセッション・ハンドルが無効です。


	
処置: 有効なLogminerセッションIDまたはセッション・ハンドルを使用してください。









	 ORA-01310: リクエストされた戻り型はlcr_mine関数でサポートされていません。 
	
原因: リクエストされた戻り型は、lcr_mine関数でサポートされていません。


	
処置: lcr_mine関数でサポートされている戻り型を指定してください。









	 ORA-01311: mine_value関数の実行は無効です。 
	
原因: SYS.X$LOGMNR_CONTENTSまたはSYS.V$LOGMNR_CONTENTS固定表/固定ビューのredo_valueまたはundo_value以外の列で、mine_value関数を使用しようとしました。


	
処置: mine_valueを正しく実行できるように、SQL文を修正してください。









	 ORA-01312: 指定された表/列が存在しません。 
	
原因: lcr_mineコールで指定された表または列が、所定のSCNに存在しません。表や列を正しく識別するには、lcr_mineに対して指定されたSCNの先頭に、表や列が定義されている必要があります。


	
処置: SCNの先頭で表定義を使用できるようにLogMinerセッションを作成してください。









	 ORA-01313: LogMinerディクショナリ列型が指定された型と異なります。 
	
原因: lcr_mineコールで、その列に対して指定された戻り型が、その列の実際の型と異なります。


	
処置: 正しい戻り型でlcr_mineを起動するように修正してください。









	 ORA-01314: 調べられる列の名前は、文字列リテラルに設定する必要があります。 
	
原因: LogMiner関数によって調べられる列の完全修飾名は、文字列リテラルに設定する必要があります。


	
処置: 調べられる列の完全修飾名がa.b.c.dである場合、列名を'a.b.c.d'のようにして、引用符で囲んでください。









	 ORA-01315: 選択中にログ・ファイルが追加または削除されました。 
	
原因: V$LOGMNR_LOGS固定ビューでの選択中に、REDOログ・ファイルが追加または削除されました。


	
処置: V$LOGMNR_LOGSビューで、SQLのSELECT文を再発行してください。









	 ORA-01316: すでにLogMinerセッションに連結されました。 
	
原因: すでにLogMinerセッションにアタッチしているときに、LogMinerアタッチ・セッションが発行されました。


	
処置: 現行のLogMinerセッションから切断し、要求されたセッションにアタッチしてください。









	 ORA-01317: LogMinerセッションに連結されていません。 
	
原因: アタッチされたLogMinerセッションが必要なコマンドまたはプロシージャが実行されました。


	
処置: コマンドまたはプロシージャを実行する前に、LogMinerセッションにアタッチしてください。









	 ORA-01319: LogMinerセッションの属性が無効です。 
	
原因: 無効なセッション属性が指定されました。


	
処置: 有効なセッション属性で再発行してください。









	 ORA-01320: LogMinerディクショナリの属性が無効です。 
	
原因: 無効なLogMinerディクショナリ属性が指定されました。


	
処置: 有効なディクショナリ属性で再発行してください。









	 ORA-01321: リクエストされた開始SCNにLogMinerディクショナリがありません 
	
原因: リクエストされたセッション開始SCNが、使用可能なLogMinerディクショナリ・ビルドのSCN未満です。リクエストされた開始SCNにLogminerディクショナリを解放することができません。


	
処置: LogMinerディクショナリが使用可能な開始SCNでstart_logminerリクエストを再発行してください。









	 ORA-01322: そのような表はありません。 
	
原因: LogMinerのinclude_src_tbl()またはexclude_src_table()に対して、存在しない表が指定されました。


	
処置: 有効な表名で再発行してください。









	 ORA-01323: 状態が無効です 
	
原因: 無効な状態から、LogMinerルーチンがコールされました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01324: DB_IDが一致しないため、ファイルstringを追加できません。 
	
原因: これまでにリストに追加されたログ・ファイルとは異なるデータベースによって作成されたログ・ファイルです。


	
処置: 同じデータベースによって作成されたログ・ファイルを指定してください。









	 ORA-01325: logstreamに組み込むためにはアーカイブ・ログ・モードを使用可能にする必要があります。 
	
原因: データベースで、アーカイブ・ログ・モードが使用可能ではありません。


	
処置: データベースをマウントし、次のようにコマンドを実行してアーカイブ・ログ・モードを使用可能にしてください。startup pfile=init.ora mount alter database archivelog alter database open









	 ORA-01326: logstreamに組み込むには9.0以上の互換性が必要です 
	
原因: 互換性モードに9.0より小さい値が設定されています。


	
処置: init.oraパラメータに9.0以上の互換性モードが設定されていることを確認してください。例: compatible=9.0.0.0.0









	 ORA-01327: ビルドに必須のシステム・ディクショナリの排他ロックに失敗しました。 
	
原因: 他のユーザーがDDL処理を実行中です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01328: 一度に発生するビルド操作は1つのみです。 
	
原因: 他のプロセスが同時にbuild()を実行しようとしています。


	
処置: 他のプロセスが完了するまで待機してください。









	 ORA-01329: 必須のビルド表を切捨てできません。 
	
原因: 表が欠落しているか、別のユーザーによってロックされています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01332: 内部LogMinerディクショナリ・エラーです。 
	
原因: 予期しないエラー状態です。


	
処置: トレース・ログまたはアラート・ログ(あるいはその両方)を確認してください。









	 ORA-01333: LogMinerディクショナリの確立に失敗しました。 
	
原因: 以前に確立されたLogminerディクショナリが使用不可能で、収集されたソース・システム・データ・ディクショナリ一式がlogstreamで見つかりませんでした。ソース・システム・データ・ディクショナリの収集を強制的に行うためにbuild()が実行されていない可能性があります。あるいは、収集されたシステム・データ・ディクショナリ一式を含むすべてのログ・ファイルを追加するためにadd_log_file()が呼び出されていない可能性があります。


	
処置: このマイニング・セッションの前にbuild()が使用されなかった場合、Logminer専用ユーザーは、現行のシステム・カタログや以前に構築されたフラット・ファイル・ディクショナリなどの代替ディクショナリを使用できます。その他のLogminerクライアントは、マイニングの前にbuild()を実行する必要があります。build()が実行された場合、収集されたシステム・ディクショナリを構成するすべてのログファイルが追加されたことを確認します。問合せselect DICTIONARY_BEGIN, DICTIONARY_END, name from v$archived_log;(build()が実行されたシステムで実行される)は、必要なファイルの識別に役立ちます。最低でも、DICTIONARY_BEGIN = 'YES'を含むファイルで始まる一連のファイルとDICTIONARY_END = 'YES'がマークされたファイルまでのすべてのログ・ファイルを追加する必要があります。









	 ORA-01334: LogMinerディクショナリ処理コンテキストが無効または欠落しています。 
	
原因: 予期しない内部エラー状態です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01336: 指定されたディクショナリ・ファイルがオープンできません。 
	
原因: ディクショナリ・ファイルまたはディレクトリが、存在しないかアクセス不能です。


	
処置: ディレクトリ・ファイルおよびディレクトリが存在し、アクセス可能であることを確認してください。









	 ORA-01337: ログ・ファイルの互換バージョンが異なります 
	
原因: このログ・ファイルの互換バージョンは、セッションの他のログ・ファイルとは異なっています。


	
処置: セッションのすべてのログ・ファイルが同じ互換バージョンであることを確認してください。









	 ORA-01338: 他のプロセスがLogMinerセッションに連結しています 
	
原因: LogMinerセッションに他のプロセスがアタッチしているときには、この操作はできません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01339: LogMiner BUILD: システム・カタログ・メタデータをLogMinerディクショナリにコピー中にエラーが発生しました 
	
原因: システム・カタログ・メタデータへのアクセス中に予期しない結果が生じました。


	
処置: アラート・ログを調べてください。









	 ORA-01340: NLSエラー 
	
原因: NLSパッケージをロードできませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01341: LogMinerのメモリーが足りません 
	
原因: LogMinerセッションには現在使用可能なリソースより多くのシステム・リソースが必要です。


	
処置: LogMinerに割り当てるSGAを増やしてください。









	 ORA-01342: チェックポイント実行済データをステージできないため、LogMinerはセッションを再開できません。 
	
原因: チェックポイント実行済データの読込みに使用可能なSGAメモリーが不足しているため、LogMinerによるセッションを再開できません。LogMinerでは、クラッシュ・リカバリの迅速化を図るため、定期的にチェックポイント取得が実行されます。


	
処置: LogMinerセッション用に指定されているmax_sgaの値を増やし、再試行してください。









	 ORA-01343: LogMinerで、logstreamに破損が発生しました 
	
原因: ログ・ファイルのSCN範囲に欠番があります。


	
処置: LogMinerに追加されているログ・ファイルが示すSCN範囲の前後を確認してください。









	 ORA-01344: LogMinerコーディネータはすでに連結されています 
	
原因: コーディネータ・プロセスは、指定されたLogMinerコンテキストにすでにアタッチされています。


	
処置: アクティブなコーディネータ・セッションから切断し、アタッチを再試行してください。









	 ORA-01345: LogMinerコーディネータ・プロセスである必要があります 
	
原因: LogMinerクライアントが権限の必要な操作を実行しようとしました。


	
処置: コーディネータ・プロセスから操作を発行してください。









	 ORA-01346: 指定されたリセット・ログscnを超えてLogMinerがREDOを処理しました 
	
原因: すでに調べられたREDOより前のリセット・ログscn情報を持つ新しいブランチをLogMinerが検出しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-01347: サプリメンタル・ログ・データは見つかりません 
	
原因: このLogMinerセッションのログ・ファイルを生成するソース・データベース・インスタンスが変更されたため、補足データをロギングできません。


	
処置: このLogMinerセッションを破棄します。ソース・システム上の補足ログ・データを再度使用可能にしてから、新しいLogMinerセッションを作成してください。









	 ORA-01350: 表領域名を指定する必要があります。 
	
原因: 有効な表領域を指定する呼出しに失敗しました。


	
処置: 有効な表領域名を含むようにDBMS_LOGMNR_D.SET_TABLESPACEを再フォーマットしてください。









	 ORA-01351: LogMinerディクショナリに指定された表領域が存在しません。 
	
原因: DBMS_LOGMNR_D.SET_TABLESPACEパラメータとして指定された表領域名が存在しません。


	
処置: 表領域名の綴りを確認してください。綴りが正しい場合は、指定した名前の表領域がすでに作成されているかどうかを確認してください。DBMS_LOGMNR_D.SET_TABLESPACEでは表領域を作成できません。









	 ORA-01352: LogMinerスピルに指定された表領域が存在しません。 
	
原因: DBMS_LOGMNR_D.SET_TABLESPACEパラメータとして指定された表領域名が存在しません。


	
処置: 表領域名の綴りを確認してください。綴りが正しい場合は、指定した名前の表領域がすでに作成されているかどうかを確認してください。DBMS_LOGMNR_D.SET_TABLESPACEでは表領域を作成できません。









	 ORA-01353: 既存のLogMinerセッション 
	
原因: LogMinerセッションがアクティブなときに、DBMS_LOGMNR_D.SET_TABLESPACEを実行しようとしました。


	
処置: まず、すべてのLogMinerセッションをクローズしてください。LogMinerセッションは、DBMS_LOGMNR.START_LOGMNRを実行するか、またはLogMinerを使用するData Guard SQL ApplyやStreamsなどのOracle機能を使用することで生成されます。次に、DBMS_LOGMNR_D.SET_TABLESPACEを実行してください。









	 ORA-01354: このコマンドを実行するには、サプルメンタル・ログ・データを追加する必要があります 
	
原因: サプルメンタル・ログ・データを有効にする必要がある操作を実行しようとしました。


	
処置: ALTER DATABASE ADD SUPPLEMENTAL LOG DATAなどのコマンドを実行してから、このエラーで失敗したコマンドを再実行してください。









	 ORA-01355: logminer表領域の変更が進行中です 
	
原因: LogMinerによって使用された表が、別の表領域に移動中です。


	
処置: 移動処理が完了してから、再試行してください。









	 ORA-01356: アクティブなlogminerセッションが見つかりました 
	
原因: LogMinerセッションが現在アクティブです。


	
処置: すべてのLogMinerセッションを終了させてから再試行してください。









	 ORA-01358: LogMinerのバージョンは、マイニングされるディクショナリより低いバージョンです 
	
原因: REDOログからLogMinerディクショナリをマイニングしようとしました。ログを作成したOracleデータベースのバージョンが、ログをマイニングしようとしたOracleデータベースより高いバージョンです。


	
処置: ディクショナリ・バージョン以上の新しいバージョン番号のOracleデータベースを使用して、ログをマイニングしてください。









	 ORA-01361: グローバル名が一致しません 
	
原因: ログ・ファイルの生成元であるデータベース・グローバル名がストリーム取得プロセスのユーザー指定のグローバル名と一致しません。


	
処置: 新しい取得プロセスを起動し、ユーザー指定のグローバル名がログ・ファイルを生成したデータベースのグローバル名と一致することを確認してください。









	 ORA-01362: 指定されたSQL_REDO_UNDOパラメータは無効です 
	
原因: パラメータに指定された入力値が有効な数値ではありません。


	
処置: 有効な数値を指定して再試行してください。









	 ORA-01363: 指定されたCOLUMN_NAMEパラメータはNULLです 
	
原因: パラメータの入力値にNULLが指定されました。


	
処置: NULL以外の値を指定して再試行してください。









	 ORA-01364: SCN stringでブランチを待機中 
	
原因: LogMinerのリーダー・プロセスが、フィジカル・スタンバイ・ターミナル・ログのマイニングを停止SCNまで完了しました。LogMinerのリーダーは、新しいブランチからのログを待機しています。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。ログの転送に問題がある場合、ALTER DATABASE REGISTER LOGICAL LOGFILE文を使用してファイルを手動で登録できます。









	 ORA-01365: 新規ブランチ登録を待機中 
	
原因: LogMinerのリーダー・プロセスが、フィジカル・スタンバイ・ターミナル・ログのマイニングを停止SCNまで完了しました。ビルダー・プロセスが、続行する前に、新しいブランチからのログが登録されるのを待機しています。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。ログの転送に問題がある場合、ALTER DATABASE REGISTER LOGICAL LOGFILE文を使用してファイルを手動で登録できます。









	 ORA-01366: ターミナル適用に必要なREDOログの検出に失敗しました 
	
原因: LogMinerは、FINISH APPLY句を使用してリクエストされた、ターミナル適用の完了に必要と思われるすべてのログ・ファイルを検出できませんでした。ターミナル適用時、LogMinerはログの登録を待機しません。LogMinerは、マイニングする(できる) REDOブランチの開始点から最終ログまでのすべてのログがマイニング・サイトに存在すると予測します。


	
処置: system.logmnr_log$を調べてどのログがLogMinerに既知であるかを確認してください。次に、欠落したログを見つけるかリストアして、ALTER DATABASE REGISTER LOGICAL LOGFILE文でこれらを登録します。あるいは、FINISH APPLY句を使用しないでください。ただし、論理スタンバイを起動している場合、欠落したログ・ファイルを見つけられず、登録できないためデータ・ロスになることが確実な場合にかぎりFINISH APPLY句を実行してください。









	 ORA-01370: 指定した再起動SCNは古すぎます 
	
原因: 指定した再起動SCNは古すぎるため、LogMinerに適切なチェックポイントを検出できませんでした。


	
処置: より大きい再起動SCNを指定して、再試行してください。









	 ORA-01371: 完全なLogMinerディクショナリは見つかりません 
	
原因: LogMinerディクショナリを含む1つ以上のログ・ファイルを検出できませんでした。


	
処置: ディクショナリを含むすべてのログ・ファイルをLogMinerに追加してください。









	 ORA-01372: 指定されたLogMiner操作に対する処理が不十分です。 
	
原因: コール元によって要求されたプロセス数を割当てできません。


	
処置: インスタンスに割り当てるパラレル・サーバー数を増やしてください。









	 ORA-01373: 永続的なLogMinerセッションをステージするためのメモリーが不足しています 
	
原因: 許可される永続LogMiner同時セッションの最大数は、LOGMNR_MAX_PERSISTENT_SESSIONSパラメータによって制限されます。インスタンス起動時に新規LogMinerセッションに割り当てるメモリーが不足しています。


	
処置: LOGMNR_MAX_PERSISTENT_SESSIONSの値を増やし、インスタンスを再起動します。









	 ORA-01374: このリリースでは、1を超える_log_parallelism_maxをサポートしていません 
	
原因: _log_parallelism_maxを1より大きい値に設定して生成されたREDOレコードは、LogMinerでマイニングできません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01375: 破損したログ・ファイルstringがリカバリされました 
	
原因: 破損したログ・ファイルがRFSによってリカバリされました。


	
処置: 処置は必要ありません。ロジカル・スタンバイは自動的に再起動されます。ログ・ファイルがまだ破損している場合は、手動でログ・ファイルをコピーしてスタンバイに登録する必要があります。









	 ORA-01377: ログ・ファイルのブロック・サイズが無効です 
	
原因: BLOCKSIZE句に無効な値が指定されました。


	
処置: 正しい構文を使用してください。









	 ORA-01378: 論理ブロック・サイズ(string)(ファイルstring)がディスク・セクター・サイズと互換性がありません(メディア・セクター・サイズはstring、ホスト・セクター・サイズはstringです) 
	
原因: 次のいずれかが実行されました。(1)ファイルを作成しようとしました。(2)セクター・サイズが異なるディスクにファイルが移動されました。


	
処置: ファイルを作成するか、またはファイルを適切なディスクに移動してください。









	 ORA-01380: インスタンスstring(スレッドstring)には1つ以下のstringブロック・サイズ・ログ・ファイルがあります 
	
原因: 次のいずれかが実行されました。(1)すべてのスレッドに対して、指定されたブロック・サイズ・ログに切り替えようとしました。(2)スレッドを開こうとしました。


	
処置: エラーを示しているスレッドにログ・ファイルを追加して、再試行してください。









	 ORA-01381: ログstringを削除すると、ブロック・サイズstringのログ・ファイルがインスタンスstring(スレッドstring)内で1つ以下になります 
	
原因: 指定されたログ・ブロック・サイズを使用するために、データベースが移行されました。指定したすべてのログを削除すると、残りの使用可能なスレッドごとの、指定されたブロック・サイズのログ・ファイル数が1つ以下になります。


	
処置: より少ないログを削除するか、またはログを削除する前にスレッドを無効にします。ログを削除するのではなくクリアできる場合があります。









	 ORA-01382: スレッドstringはログ・ファイルstringのオープンに失敗しました。ログ・ファイルのブロック・サイズ(string)が、ディスク・セクター・サイズ(string)より大きくなっています 
	
原因: ログ・ファイルが大きい方のセクター・ディスクで作成され、小さい方のセクター・ディスクに移動されました。


	
処置: ログ・ファイルを大きい方のセクター・ディスクに戻してください。









	 ORA-01383: スレッドstringは、stringブロック・サイズ・ログ・ファイルstringのstringセクター・ネイティブモード・ディスクでのオープンに失敗しました 
	
原因: ログ・ファイルが、小さい方のセクター・ディスクから、大きい方のセクター・ネイティブモード・ディスクにコピーされました。


	
処置: ログ・ファイルを小さい方のセクター・ディスクに戻してください。









	 ORA-01400: (string)にはNULLは挿入できません。 
	
原因: 前に示されたオブジェクトにNULLを挿入しようとしました。


	
処置: これらのオブジェクトにNULL値は使用できません。









	 ORA-01401: 列に挿入した値が大きすぎます。 
	
原因: 挿入された値は、指定された列に対して大きすぎます。


	
処置: 列に保持できる値より大きな値を挿入しないでください。









	 ORA-01403: データが見つかりません。 
	
原因: オブジェクトのデータが見つかりません。


	
処置: オブジェクトのデータがありません。フェッチの終了が原因の可能性があります。









	 ORA-01406: フェッチされた列の値は切り捨てられました 
	
原因: フェッチされた列の値が切り捨てられました。


	
処置: 適切なデータ型を使用して切捨てを回避してください。









	 ORA-01409: NOSORTオプションは使用できません。行が昇順になっていません 
	
原因: 行が昇順ではないにもかかわらず、NOSORTオプションで索引を作成しました。一意ではない索引では、ROWIDが索引キーの一部とみなされます。したがって、たとえばNOSORT索引を作成する場合に、表の中の2つの行が同じ索引キーを持ち昇順に格納されていても、それらが2つのエクステントにわたって分割されており、2番目のエクステントの最初のブロックのデータ・ブロック・アドレスが1番目のエクステントの最後のブロックのデータ・ブロック・アドレスより小さいときは、NOSORT索引を作成できません。


	
処置: NOSORTオプションを使用せずに索引を作成するか、または表が1つのエクステントの中に格納されるようにしてください。









	 ORA-01411: 列の長さをインジケータに格納することができません。 
	
原因: 64KBより大きいサイズの列をフェッチしようとし、指定された2バイトのインジケータに列の長さを格納できませんでした。


	
処置: 長い列をフェッチするために、新しいバインド型を使用してください。









	 ORA-01412: このデータ型で長さ0は使用できません。 
	
原因: データ型97の長さが0(ゼロ)です。


	
処置: 正しい長さを指定してください。









	 ORA-01413: パック10進数のバッファの値が無効です。 
	
原因: ユーザーによってパック10進数としてバインドされているユーザー・バッファに、無効な値が含まれていました。


	
処置: 正しい値を使用してください。









	 ORA-01414: 配列をバインドするには、配列長が無効です。 
	
原因: 現行の配列長ポインタ、または最大配列長0(ゼロ)のいずれも指定せずに、配列をバインドしようとしました。


	
処置: 有効な長さを指定してください。









	 ORA-01415: Distinct指定の集計関数が多すぎます 
	
原因: 問合せが、処理できる数より多くの個別集計関数を含んでいます。現在の制限は255です。


	
処置: 問合せ内の個別集計関数の数を減らしてください。









	 ORA-01417: 表が少なくとも1つの他の表に外部結合されている可能性があります。 
	
原因: a.b (+) = b.b and a.c (+) = c.cは許可されていません。


	
処置: 必要な操作であるかどうかを確認し、まず、ビュー内でbとcを結合してください。









	 ORA-01422: 完全フェッチが要求よりも多くの行を戻しました 
	
原因: 戻された行より少ない数が実際のフェッチで指定されています。


	
処置: 問合せを修正するか、または要求する行数を変更してください。









	 ORA-01424: エスケープ文字に続く文字がないか、または無効です。 
	
原因: LIKEパターンにエスケープ文字に続く文字が指定されていないか、エスケープ文字「%」および「_」のいずれかではありません。


	
処置: エスケープ文字を削除するか、または正しく指定してください。









	 ORA-01425: エスケープ文字は長さ1の文字列である必要があります 
	
原因: LIKEに指定されたエスケープ文字が長さ1の文字列ではありません。


	
処置: 長さ1の文字列に変更してください。









	 ORA-01426: 数値オーバーフローが発生しました 
	
原因: オーバフロー/アンダーフローが発生しました。


	
処置: オペランドを減らしてください。









	 ORA-01429: 索引構成表: オーバーフロー列を格納するデータ・セグメントがありません 
	
原因: オーバフロー・セグメントが定義されていません。


	
処置: オーバフロー・セグメントを追加してください。









	 ORA-01438: この列に許容される指定精度より大きな値です 
	
原因: レコードを挿入または更新するときに、列に定義された精度を超える数値が入力されました。


	
処置: 数値列の精度に適合した値を入力するか、ALTER TABLEコマンドにMODIFYオプションを指定して実行して、精度を上げてください。









	 ORA-01451: NULLに変更しようとした列はNULLに変更できません 
	
原因: その列がすでにNULL値を受け入れるようになっているか、NOT NULL制約が主キーまたはCHECK制約の一部です。


	
処置: 主キーまたはCHECK制約によってNOT NULL制約が強制使用されている場合は、NOT NULL制約を削除してください。









	 ORA-01453: SET TRANSACTIONはトランザクションの最初の文である必要があります 
	
原因: このエラーの原因は自明です。


	
処置: トランザクションをコミットまたはロールバックしてから、再実行してください。









	 ORA-01456: READ ONLYトランザクションでは挿入/削除/更新ができません。 
	
原因: 非DDLの挿入/削除/更新をしようとしたか、または更新操作を選択しようとしました。


	
処置: トランザクションをコミットまたはロールバックしてから、再実行してください。









	 ORA-01463: 現行の制約では、列のデータ型を変更できません。 
	
原因: CHARからVARCHAR、またはVARCHARからCHARへのデータ型変更のみを許可する参照制約あるいはCHECK制約を持つ列のデータ型を変更しようとしました。


	
処置: 制約を削除するか、または制約に違反するような操作は行わないでください。









	 ORA-01466: データを読み込めません - 表定義が変更されました 
	
原因: 表または索引の変更後に問合せが解析され、古いスナップショットによって実行されました。


	
処置: トランザクションをコミットまたはロールバックしてから、再実行してください。









	 ORA-01469: PRIORの後に指定できるのは列名のみです 
	
原因: <something>が列名以外の「PRIOR <something>」を指定しようとしました。


	
処置: PRIORキーワードの後に指定できるのは列名のみです。正しい列名を指定しなおしてください。









	 ORA-01470: Inリストの反復では、混合演算子はサポートされていません。 
	
原因: Inリストに異なる型の定数が指定されました。


	
処置: Inリストに同じ型の定数を使用してください。









	 ORA-01478: LONG列はバインド配列に使用できません。 
	
原因: 最大サイズが2001バイト以上のバインド変数を使用して、バインド配列を実行しています。


	
処置: このようなバインド変数は、バインド配列に入れることができません。かわりに、通常のバインド操作を使用してください。









	 ORA-01479: バッファ内の最後の文字がNULLではありません。 
	
原因: タイプ97のバインド変数が、NULLを最後に含んでいません。


	
処置: 最後の文字をNULLにしてください。









	 ORA-01480: STRバインド値に終了のNULLがありません。 
	
原因: タイプ5(NULLで終了した文字列)のバインド変数が、終了のNULLをバッファに含んでいません。


	
処置: NULL文字で文字列を終了してください。









	 ORA-01481: 数値書式モデルが無効です 
	
原因: TO_CHARを使用して数値を文字列に変換しようとしたか、TO_NUMBERを使用して文字列を数値に変換しようとしましたが、使用した数値書式モデルのパラメータが無効です。


	
処置: マニュアルを参照してください。









	 ORA-01482: 指定されたキャラクタ・セットはサポートされていません。 
	
原因: CONVERT関数などの処理の実行に使用されるキャラクタ・セットが、サポートされていないキャラクタ・セットです。


	
処置: サポートされているキャラクタ・セットを使用してください。









	 ORA-01483: DATEまたはNUMBERバインド変数の長さが無効です。 
	
原因: DATE型またはNUMBER型のバインド変数の長さが最大長を超えています。


	
処置: マニュアルを参照して、有効な最大長を確認してください。









	 ORA-01484: 配列はPL/SQL文にバインドすることができます。 
	
原因: PL/SQL文以外に配列をバインドしようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01485: コンパイル・バインド長が実行バインド長と異なります。 
	
原因: DTYVCS型のバッファ(前方が2バイト長のVARCHAR)をバインドし、実行時に最初の2バイトの長さが最大バッファ長(バインド呼出しで指定)よりも長いためです。配列内の要素の数と配列内の要素の現在の数は、配列の最大サイズよりも大きくすることはできません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01486: 配列要素のサイズが大きすぎます。 
	
原因: そのデータ型には大きすぎるデータ値(たとえば、NUMBER)、または4001バイト以上のデータ値(たとえば、VARCHARまたはLONG)をバインドしようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01487: 指定のバッファに対してパック10進数が大きすぎます。 
	
原因: 10進数からOracleの数値への変換に対して不可能な要求が行われました。


	
処置: この変換は実行できません。









	 ORA-01488: 入力データ中のニブルまたはバイトが無効です。 
	
原因: 10進数からOracleの数値への変換に対して不可能な要求が行われました。


	
処置: この変換は実行できません。









	 ORA-01489: 文字列を連結した結果、長さが最大長を超えました 
	
原因: 文字列を連結した結果、長さが最大サイズを超えました。


	
処置: 結果が最大サイズより小さいことを確認してください。









	 ORA-01490: ANALYZEコマンドが無効です。 
	
原因: 指定された構文が不正です。


	
処置: コマンドを再試行してください。









	 ORA-01491: CASCADEオプションが無効です。 
	
原因: CASCADEオプションは、表またはクラスタに対してのみ有効です。


	
処置: CASCADEを指定しないでください。









	 ORA-01492: LISTオプションが無効です。 
	
原因: LISTオプションは、表またはクラスタに対してのみ有効です。


	
処置: LISTを指定しないでください。









	 ORA-01493: 指定されたSAMPLEサイズが無効です。 
	
原因: 指定されたSAMPLEサイズが範囲外です。


	
処置: 適切な範囲内の値を指定してください。









	 ORA-01494: 指定されたSIZEが無効です。 
	
原因: 指定されたヒストグラムのSIZE値が範囲外でした。


	
処置: 適切な範囲内の値を指定してください。









	 ORA-01495: 指定した連鎖行の表がありません。 
	
原因: 指定した表は存在しないか、ユーザーに適切な権限がありません。


	
処置: 正しい表を指定してください。









	 ORA-01496: 指定した連鎖行の表形式が正しくありません 
	
原因: 指定した表に、適切なフィールド定義がありません。


	
処置: 正しい表を指定してください。









	 ORA-01497: ANALYZE CLUSTERのオプションが無効です。 
	
原因: FOR COLUMNS <column-list>句は、ANALYZE CLUSTERでは使用できません。


	
処置: 有効な構文を使用して、再試行してください。














4 ORA-01500からORA-02098



	 ORA-01500: 日付/時間の取得に失敗しました 
	
原因: CREATE DATABASEまたはALTER TABLESPACEの実行中、日付および時間の取得に失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-01501: CREATE DATABASE文でエラーが発生しました。 
	
原因: CREATE DATABASE文を実行中にエラーが発生しました。


	
処置: 付随するエラーを参照してください。









	 ORA-01502: 索引'string.string'またはそのパーティションが使用不可の状態です。 
	
原因: ダイレクト・ロードまたはDDL操作によって、使用不可の索引またはそのパーティションにアクセスしようとしました。


	
処置: 指定した索引をDROPまたはREBUILDするか、または使用不可の索引パーティションをREBUILDしてください。









	 ORA-01503: CREATE CONTROLFILEでエラーが発生しました。 
	
原因: CREATE CONTROLFILEを実行中にエラーが発生しました。


	
処置: 付随するエラーを参照してください。









	 ORA-01504: データベース名'string'がパラメータDB_NAME 'string'と一致しません 
	
原因: データベースが作成またはマウントした名前が、INIT.ORAパラメータdb_nameに指定されている名前と一致しません。


	
処置: いずれかの名前を修正するか、または省略してください。









	 ORA-01505: ログ・ファイル追加の際にエラーが発生しました 
	
原因: CREATEまたはALTER DATABASEの実行で、新しいログ・ファイルの追加中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細情報については、エラー・スタックを確認してください。









	 ORA-01506: データベース名がないか、または無効です 
	
原因: INIT.ORAパラメータのDB_NAMEが指定されていません。


	
処置: INIT.ORAパラメータのdb_nameにデータベース名を指定してください。









	 ORA-01507: データベースがマウントされていません。 
	
原因: データベースのマウントを必要とするコマンドを実行しようとしました。


	
処置: SQLDBA起動コマンドでALTER DATABASE文を使用している場合、MOUNTオプションを指定して起動します。または直接ALTER DATABASE DISMOUNTを実行している場合は何もしません。それ以外ではMOUNTオプションをALTER DATABASEに指定します。バックアップまたはコピーしている場合、まず必要なデータベースをマウントする必要があります。FLASHBACK DATABASEを実行している場合、まず必要なデータベースをマウントする必要があります。









	 ORA-01508: データベースを作成できません。ファイル'string'、行stringでエラーが発生しました 
	
原因: CREATE DATABASE文は、指定されたファイルを処理できませんでした。


	
処置: 指定されたファイル中のエラーの行を確認してください。









	 ORA-01509: 指定した名前'string'が実際の名前'string'と一致しません 
	
原因: ALTER DATABASE文に指定したデータベース名は、現在マウントされているデータベース名と一致しません。


	
処置: データベース名を修正するか、またはマウントされたデータベースをディスマウントしてください。









	 ORA-01510: ログ・ファイルの削除中にエラーが発生しました。 
	
原因: ALTER DATABASE文の実行で、ログ・ファイルの削除中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細情報については、エラー・スタックを確認してください。









	 ORA-01511: ログ/データファイルの名前の変更中にエラーが発生しました。 
	
原因: ALTER DATABASE RENAME FILEコマンドの処理中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細情報については、エラー・スタックを確認してください。









	 ORA-01512: ログ・ファイルstringの名前の変更中にエラーが発生しました。- 新規ファイルstringが見つかりません。 
	
原因: 新しい名前のファイルが見つからなかったため、制御ファイル内のログ・ファイル名を変更しようとして失敗しました。


	
処置: ログ・ファイルの名前の変更がオペレーティング・システムによって正しく行われたかどうかを確認し、再試行してください。









	 ORA-01513: オペレーティング・システムが戻した現行時間が無効です 
	
原因: オペレーティング・システムが1988年から2121年までの間にない時間を戻しました。


	
処置: オペレーティング・システムが管理している時間を修正してください。









	 ORA-01514: ログの指定でエラーが発生しました: ログが存在しません 
	
原因: ログ・ファイル名またはメンバー名リストが、既存のファイルと一致しません。


	
処置: 既存のログ・ファイルを指定してください。









	 ORA-01515: ログ・グループstringの削除でエラーが発生しました: ログが存在しません 
	
原因: ALTER DATABASE文が、データベース制御ファイルに認識されていないログ・ファイルを削除しようとしました。


	
処置: 既存のログ・ファイルの名前を指定してください。









	 ORA-01516: ログ・ファイル、データファイルまたは一時ファイル"string"は存在しません 
	
原因: ALTER DATABASE文を使用して、ログ・ファイル、データファイル、一時ファイルのいずれかの名前を変更しようとしたか、データファイルまたは一時ファイルの属性を変更しようとしたか(サイズ変更、自動拡張、オンライン/オフラインの切替えなど)、あるいはデータファイルを再作成または移動しようとしました。指定されたファイルがデータベースの制御ファイルに認識されていないか、またはその要求に対してサポートされない型であるため、失敗しました。


	
処置: 正しい型の既存ファイルの名前または数値を指定してください。使用可能なファイルのリストについては、V$表を確認してください。









	 ORA-01517: ログ・メンバー: 'string' 
	
原因: メンバー名の印刷に使用されました。


	
処置: 詳細はトップレベルのエラーを参照してください。









	 ORA-01518: CREATE DATABASEでは2つ以上のログ・ファイルを指定する必要があります 
	
原因: CREATE DATABASE文に指定されているログ・ファイルが、1つのみです。


	
処置: ログ・ファイルを2つ以上指定してください。









	 ORA-01519: ファイル'string'、行string付近で処理中にエラーが発生しました 
	
原因: 指定されたファイルの処理中に、CREATE DATABASE文に問題が発生しました。指定されたファイルは無効です。


	
処置: システム導入手順を再試行するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-01520: 追加するデータファイル数(string)が制限数stringを超えています 
	
原因: CREATE TABLESPACE文が、このデータベースに許可されている数を超える数のファイルを指定しています。


	
処置: ファイル数を減らすか、またはMAXDATAFILESの値を大きくしてデータベースを再作成してください。









	 ORA-01521: データファイルの追加中にエラーが発生しました 
	
原因: CREATEまたはALTER TABLESPACE文で、データファイルの追加中にエラーが検出されました。


	
処置: 詳細情報については、エラー・スタックを確認してください。









	 ORA-01522: 名前を変更するファイル'string'がありません。 
	
原因: ALTER TABLESPACE RENAME文で、名前を変更するファイルがデータベース制御ファイル中に見つかりませんでした。


	
処置: 正しいファイル名を指定してください。









	 ORA-01523: データファイルは'string'に名前を変更できません。- ファイルはすでにデータベースに存在しています。 
	
原因: ALTER DATABASE RENAMEまたはALTER TABLESPACE RENAME文で、ファイルの新しい名前がすでに制御ファイル中に存在します。


	
処置: データベースの一部として使用されていないファイル名に変更してください。









	 ORA-01524: データファイルを'string'として作成できません - ファイルはすでにデータベースに存在しています 
	
原因: ALTER DATABASE CREATE DATAFILE文で、ファイルの新しい名前がすでに制御ファイル中に存在します。


	
処置: データベースの一部として使用されていない名前でファイルを作成してください。









	 ORA-01525: データファイル名の変更中にエラーが発生しました。 
	
原因: ALTER TABLESPACEの一部のファイルの名前を変更中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細情報については、エラー・スタックを確認してください。エラー・スタックに示されているファイルを除き、すべてのファイルの名前が変更されます。









	 ORA-01526: ファイル'string'のオープン中にエラーが発生しました 
	
原因: CREATE DATABASE文は、指定されたファイルをオープンできませんでした。システム導入時の問題の可能性があります。


	
処置: システム導入手順を再試行するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-01527: ファイルの読取り中にエラーが発生しました。 
	
原因: CREATE DATABASE文は、指定されたファイルを読み込めませんでした。システム導入時の問題の可能性があります。


	
処置: システム導入手順を再試行するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-01528: SQL文の処理中にEOFエラーが発生しました。 
	
原因: 指定されたファイルの読込み中に、CREATE DATABASE文が予期せずファイルの終わりに達しました。指定されたファイルは無効です。


	
処置: システム導入手順を再試行するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-01529: ファイル'string'のクローズ中にエラーが発生しました 
	
原因: CREATE DATABASE文は、指定されたファイルをクローズできませんでした。


	
処置: システム導入手順を再試行するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-01530: このインスタンスはすでにデータベースをマウントしています。 
	
原因: ALTER DATABASE MOUNTで、すでにマウントされているデータベースのあるインスタンスでデータベースをマウントしようとしました。


	
処置: データベースをマウントする場合は、インスタンスを一度停止して、次にインスタンスを起動してから操作を再試行してください。









	 ORA-01531: このインスタンスはすでにデータベースをオープンしています。 
	
原因: ALTER DATABASE文で、すでにオープンされているデータベースのあるインスタンスでデータベースをオープンしようとしました。


	
処置: このインスタンスで新しいデータベースをオープンする場合は、インスタンスを一度停止して、次にインスタンスを起動してから操作を再試行してください。









	 ORA-01532: データベースを作成できません - インスタンスがすでに他で起動されています 
	
原因: CREATE DATABASE文で、別のユーザーがこのインスタンスを同時に変更している可能性があります。


	
処置: 別のユーザーが同時にインスタンスを変更していないことを確認してください。別のユーザーが変更していない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡するか、または操作を再試行してください。









	 ORA-01533: ファイル'string'の名前を変更できません。ファイルは表領域に属していません。 
	
原因: ALTER TABLESPACE RENAME文で、名前を変更すべきファイルが表領域中に見つかりませんでした。


	
処置: 正しいファイル名または正しい表領域名を指定してください。









	 ORA-01534: ロールバック・セグメント'string'が存在しません 
	
原因: ALTERまたはDROP ROLLBACK SEGMENTで、指定されたロールバック・セグメント名が不明です。


	
処置: 正しいロールバック・セグメント名を使用してください。









	 ORA-01535: ロールバック・セグメント'string'はすでに存在しているか、指定の名前に接頭辞_SYSSMUが含まれています 
	
原因: 指定されたロールバック・セグメントがすでに存在しているか、指定の名前が_SYSSMUで始まっています。


	
処置: 別の名前を使用してください。_SYSSMUはRBUセグメントには無効な接頭辞です。









	 ORA-01536: 表領域stringに対する領域割当て制限を使い果たしました。 
	
原因: 表領域内に新しいセグメントのエクステントを作成しようとしましたが、表領域内のセグメント所有者に対して割り当てられた領域の空きがなくなりました。


	
処置: 表領域内の不要なオブジェクトを削除して領域を再生するか、または権限のあるユーザーに依頼して、セグメント所有者に対する表領域の割当てを増やしてください。









	 ORA-01537: ファイル'string'を追加できません - すでにデータベースの一部として存在します 
	
原因: CREATEまたはALTER TABLESPACE文で、追加しようとしているファイルはすでにデータベースの一部となっています。


	
処置: 別の名前を使用してください。









	 ORA-01538: ロールバック・セグメントの取得に失敗しました 
	
原因: 共有モードで起動中に、ロールバック・セグメントの取得に失敗しました。


	
処置: 排他モードで起動してパブリック・セグメントをもう1つ作成するか、またはINIT.ORAパラメータrollback_segments_requiredで使用可能なプライベート・セグメントを指定してから、共有モードで起動してください。









	 ORA-01539: 表領域'string'はオンラインになっていません 
	
原因: 表領域を読込み専用またはオフラインにしようとしましたが、この表領域がオンラインでないため失敗しました。通常、表領域を読込み専用またはオフラインにする前に、表領域はオンラインである必要があります。


	
処置: 表領域の状態を確認してください。IMMEDIATEオプションまたはTEMPORARYオプションを使用して、すべてのファイルを強制的にオフラインにしてください。表領域を読込み専用にする前にオンラインにしてください。









	 ORA-01540: 表領域'string'はオフラインになっていません 
	
原因: 表領域がオフラインの状態ではないため、オンラインにできませんでした。


	
処置: 表領域の状態を確認してください。









	 ORA-01541: SYSTEM表領域はオフラインにできません。必要な場合はシャットダウンしてください 
	
原因: SYSTEM表領域をオフラインにしようとしました。


	
処置: 必要に応じて、一度停止してリカバリを実行してください。









	 ORA-01542: 表領域'string'はオフラインです。領域を割当てできません 
	
原因: オフラインの表領域に領域を割り当てようとしました。


	
処置: 表領域をオンラインにするか、または他の表領域中にオブジェクトを作成してください。









	 ORA-01543: 表領域'string'はすでに存在します 
	
原因: すでに存在している表領域を作成しようとしました。


	
処置: 新しい表領域には別の名前を使用してください。









	 ORA-01544: システム・ロールバック・セグメントは削除できません。 
	
原因: システム・ロールバック・セグメントを削除しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01545: 指定したロールバック・セグメント'string'は使用できません 
	
原因: 次のいずれかです。1)起動中に使用できないロールバック・セグメントをオンラインにしようとしました。たとえば、ロールバック・セグメントがオフライン表領域にある場合です。2)すでにオンラインであるロールバック・セグメントをオンラインにしようとしました。これは、ロールバック・セグメントが初期化パラメータ・ファイルのROLLBACK_SEGMENTSパラメータで2回指定されているか、ロールバック・セグメントがすでに別のインスタンスによりオンラインになっていることが原因です。3)現在オンラインのロールバック・セグメントを削除しようとしました。4)無制限のエクステントを使用するように現在オンラインのロールバック・セグメントを変更しようとしました。5)破損しているロールバック・セグメントをオンラインにしようとしました。これは、初期化パラメータ・ファイルの_corrupted_rollback_segmentsパラメータにロールバックが指定されていることが原因です。


	
処置: 次のいずれかを実行します。1)ロールバック・セグメントを使用可能にします。たとえばオフライン表領域をオンラインにします。2)名前が重複している場合、または別のインスタンスがすでにロールバック・セグメントを取得している場合、ROLLBACK_SEGMENTSパラメータから名前を削除します。3)ロールバック・セグメントを先にオフラインにします。これにより、アクティブ・トランザクションの終了の待機が起きる可能性があります。またはロールバック・セグメントにリカバリが必要な場合、どのエラーがトランザクションのロールバックを妨げているのかを検出し、適切なアクションをとります。4) 3)と同様です。5) _corrupted_rollback_segmentsパラメータから名前を削除します。









	 ORA-01546: 表領域にアクティブなロールバック・セグメントstringがあります 
	
原因: アクティブになっているロールバック・セグメントを持つ表領域をオフラインまたは読込み専用にしようとしました。


	
処置: 表領域のアクティブなロールバック・セグメントを使用するインスタンスを一度停止してから、表領域をオフラインまたは読込み専用にしてください。









	 ORA-01547: 警告: RECOVERは成功しましたがOPEN RESETLOGSが次のエラーを受け取りました。 
	
原因: 不完全リカバリ・オプションのうちの1つであるメディア・リカバリが、エラーなしで終了しました。ただし、現時点でALTER DATABASE OPEN RESETLOGSコマンドを実行しようとすると指定のエラーで失敗します。不完全リカバリを実行する前に、十分に古いバックアップから1つ以上のデータファイルのリストアを忘れたために、エラーが発生した可能性があります。


	
処置: 別のデータファイルのバックアップ、別の制御ファイル、または別の停止基準を使用して、不完全メディア・リカバリを再実行してください。









	 ORA-01548: アクティブなロールバック・セグメント'string'があります。表領域の削除を終了しました 
	
原因: アクティブなロールバック・セグメントを含む表領域を削除しようとしました。


	
処置: 表領域のアクティブなロールバック・セグメントを使用するインスタンスを一度停止してから、表領域を削除してください。









	 ORA-01549: 表領域が空ではありません。INCLUDING CONTENTSオプションを使用してください 
	
原因: 空でない表領域を削除しようとしました。


	
処置: 表領域中のすべてのオブジェクトを削除するには、INCLUDING CONTENTSオプションを使用してください。









	 ORA-01550: SYSTEM表領域は削除できません。 
	
原因: SYSTEM表領域を削除しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01551: ロールバック・セグメント拡張中に使用ブロックが解放されました。 
	
原因: システムがロールバック・セグメントの再帰的エクステントを内部で検出しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01552: SYSTEM表領域でない表領域'string'にシステム・ロールバック・セグメントは使用できません 
	
原因: SYSTEM表領域でない表領域に関係する操作に、システム・ロールバック・セグメントを使用しようとしました。これがクローン・データベースである場合、SYSTEM表領域外でデータを変更しようとすると、このエラーが発生します。クローン・データベース内では、SYSTEMロールバック・セグメントのみオンラインにできます。


	
処置: プライベートまたはパブリック・セグメントを1つ以上作成し、一度停止してから再起動してください。プライベート・ロールバック・セグメントを取得するために、INIT.ORAパラメータrollback_segmentsの変更が必要になることがあります。これが表領域のPoint-in-Timeリカバリ用に使用されているクローン・データベースである場合、この操作はしないでください。SYSTEM表領域でない表領域がAUTOセグメント領域管理を使用している場合は、UNDO表領域を作成してください。









	 ORA-01553: MAXEXTENTSは、現在割り当てられているstringより大きい値に設定する必要があります。 
	
原因: 割り当てられている範囲が、指定されたMAXEXTENTSより大きくなっています。


	
処置: MAXEXTENTSの値を大きくしてください。









	 ORA-01554: トランザクション並行性制限に達しました。理由:string パラメータ:string、string 
	
原因: 同時実行のトランザクション件数が多すぎます。


	
処置: システムを一度停止し、transactions、rollback_segments、またはrollback_segments_requiredのINIT.ORAパラメータを修正してから再起動してください。









	 ORA-01555: スナップショットが古すぎます: ロールバック・セグメント番号string、名前"string"が小さすぎます 
	
原因: 一貫した読込みに必要なロールバック・レコードが他のユーザーによって上書きされています。


	
処置: 自動UNDO管理モードになっている場合は、UNDO_RETENTIONの設定値を大きくしてください。それ以外の場合は、ロールバック・セグメントを大きくしてください。









	 ORA-01556: ロールバック・セグメントのMINEXTENTSは、1より大きい値に設定する必要があります。 
	
原因: ロールバック・セグメントのMINEXTENTSに1以下の値を指定しました。


	
処置: MINEXTENTSにさらに大きい値を指定してください。









	 ORA-01557: ロールバック・セグメントのエクステントは、stringブロック以上に設定する必要があります。 
	
原因: ロールバック・セグメントのエクステントに最小値より小さいブロックを指定しました。


	
処置: エクステントにさらに大きいブロックを指定してください。









	 ORA-01558: ロールバック・セグメントstringにトランザクションIDがありません。 
	
原因: 使用可能なすべてのトランザクションIDが使用されています。


	
処置: インスタンスを一度停止して、別のロールバック・セグメントを使用して再起動してください。次に、これ以上トランザクションIDを持たないロールバック・セグメントを削除してください。









	 ORA-01559: ロールバック・セグメントのMAXEXTENTSは、1より大きい値に設定する必要があります。 
	
原因: ロールバック・セグメントのMAXEXTENTSに1以下の値を指定しました。


	
処置: MAXEXTENTSにさらに大きい値を指定してください。









	 ORA-01560: LIKEパターンに、不完全な文字または無効な文字が含まれています。 
	
原因: LIKEパターンが正しく指定されていません。


	
処置: LIKEパターンの指定が正しいかどうかを確認してください。









	 ORA-01561: 指定された表領域内のオブジェクトすべてを削除できませんでした。 
	
原因: 表領域の削除中に、すべてのオブジェクトを削除できませんでした。


	
処置: すべてのオブジェクトが削除されるまで、表領域の削除を再試行してください。









	 ORA-01562: ロールバック・セグメント番号stringの拡張に失敗しました 
	
原因: ロールバック・セグメントを拡張しようとして障害が発生しました。


	
処置: 通常、このメッセージの後には、障害の原因となる別のエラー・メッセージが続きます。メンテナンスを実行するために、ロールバック・セグメントをオフラインにしてください。ロールバック・セグメントをオフラインにするには、ALTER ROLLBACK SEGMENT OFFLINEコマンドを使用します。









	 ORA-01563: ロールバック・セグメントがPUBLICです。キーワードPUBLICを使用してください。 
	
原因: 指定されたパブリック・ロールバック・セグメントに、PUBLICキーワードを使用しませんでした。


	
処置: パブリック・ロールバック・セグメントを識別する場合は、PUBLICキーワードを使用してください。









	 ORA-01564: ロールバック・セグメントはPUBLICではありません。 
	
原因: 指定されたロールバック・セグメントはPUBLICではありません。


	
処置: プライベート・ロールバック・セグメントを識別する場合は、PUBLICキーワードを使用しないでください。









	 ORA-01565: ファイル'string'の識別中にエラーが発生しました 
	
原因: ファイルを識別しようとしてエラーが発生しました。


	
処置: 詳細情報については、エラー・スタックを確認してください。









	 ORA-01566: ALTER DATABASEにファイルが2回以上指定されています 
	
原因: コマンドに指定されたファイルのリストには、重複が1つ以上あります。


	
処置: 重複するファイルの指定を削除して、再試行してください。









	 ORA-01567: ログstringを削除すると、インスタンスstring(スレッドstring)内の残りログ・ファイルが1つ以下になります 
	
原因: 指定したすべてのログを削除すると、残りの使用可能なスレッドごとのログ・ファイル数が1つ以下になります。


	
処置: より少ないログを削除するか、またはログを削除する前にスレッドを無効にします。ログを削除するのではなくクリアできる場合があります。









	 ORA-01568: PUBLICには表領域の割当て制限を設定できません。 
	
原因: PUBLICに表領域の割当て制限を設定しようとしました。


	
処置: すべてのユーザーに対してシステム全体または表領域全体の領域権限を付与する場合、GRANT RESOURCE [ON <tablespace>] TO PUBLICを使用してください。









	 ORA-01569: システム・ディクショナリ表に対してデータファイルが小さすぎます。 
	
原因: データベースの作成中、指定したデータファイルが小さすぎるため、システム・ディクショナリ表を保持できません。


	
処置: 指定するファイル・サイズまたはファイル数を増やして、データベースを再作成してください。









	 ORA-01570: MINEXTENTSは現在割り当てられているエクステント数stringより大きくてはなりません 
	
原因: 割り当てられているエクステントの数が、指定されたMINEXTENTSより小さくなっています。


	
処置: 割り当てられているエクステントの数より小さいMINEXTENTS値を指定してください。









	 ORA-01571: REDOバージョンstringにはOracleバージョンstringとの互換性がありません。 
	
原因: このソフトウェア・バージョンは現在のREDOログを読み取ることができません。クラッシュ・リカバリが必要か、またはメディア・リカバリが必要なオフライン・データベース・ファイルがあります。ファイル名がリストにあればメディア・リカバリが必要です。


	
処置: 一度停止して、互換性のあるソフトウェアを使用して再起動してください。必要なメディア・リカバリを行い、データベースをオープンしてください。一度停止して、現行のソフトウェアを使用して再起動してください。ファイルを削除する場合は、DROPオプションを指定してそのファイルをオフラインにし、このチェックをスキップしてください。









	 ORA-01572: ロールバック・セグメント'string'をオンラインにできません。stringエクステントを超えています 
	
原因: ロールバック・セグメントのエクステントの数が強い制限を超えています。書込みのためにオンラインにできません。


	
処置: ロールバック・セグメントを削除して、再作成してください。









	 ORA-01573: インスタンス停止中です。変更できません。 
	
原因: データベースが停止している間に、なんらかのプロセスが変更を加えようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01574: 最大同時実行トランザクション数を超えました 
	
原因: 同時実行トランザクション数の制限を超えました。


	
処置: システムを一度停止し、INIT.ORAパラメータ'transactions'の値を大きくしてから再起動してください。









	 ORA-01575: 領域管理リソースの待機中にタイムアウトが発生しました。 
	
原因: 領域管理に必要なリソースの取得に失敗しました。


	
処置: 操作を再試行してください。









	 ORA-01576: インスタンスstringは使用できません 
	
原因: インスタンスに関連するスレッドを使用できません。


	
処置: ALTER DATABASE ENABLE INSTANCEコマンドを使用して、インスタンスに関連するスレッドを使用可能にしてください。









	 ORA-01577: ログ・ファイル'string'を追加できません - すでにデータベースの一部として存在します 
	
原因: CREATEまたはALTER DATABASE文で、追加しようとしているファイルはすでにデータベースの一部となっています。


	
処置: 別の名前を使用してください。









	 ORA-01578: Oracleデータ・ブロックに障害が発生しました(ファイル番号string、ブロック番号string) 
	
原因: 指定されたデータ・ブロックに障害が発生しました。プログラム・エラーの可能性があります。


	
処置: 指定されたブロックを含むセグメントのリストアを試行してください。このためには、セグメントを削除し、再作成する必要があります。トレース・ファイルがある場合は、そこに記録されているエラーをOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-01579: リカバリ中に書込みエラーが発生しました。 
	
原因: リカバリ中に書込みエラーが発生しました。


	
処置: トレース・ファイルで書込みエラーの詳細を確認して、エラーを修正してください。









	 ORA-01580: バックアップ制御ファイルstringを作成中にエラーが発生しました。 
	
原因: バックアップ用に制御ファイルを作成しようとしたときに、オペレーティング・システム・エラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、エラー・スタックを確認してください。









	 ORA-01581: ロールバック・セグメント(string)を、すでに割り当てられた新規エクステント(string)で使用しようとしました 
	
原因: ロールバック・セグメントを拡張するために生成されたUNDOが、現行のUNDOブロック領域外で実行され、完全に割り当てられていない新しいエクステントに書込みをしようとしました。


	
処置: ロールバック・セグメントの拡張は、システムによってロールバックされます。それ以上の拡張は、他のトランザクションがロールバックまたはコミットされ、次のエクステントが空くまでしないでください。









	 ORA-01582: バックアップ用の制御ファイルがオープンできません。 
	
原因: バックアップ用の制御ファイルをオープンしようとしたときに、オペレーティング・システム・エラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、エラー・スタックを確認してください。









	 ORA-01583: バックアップされる制御ファイルのブロック・サイズを取得できません。 
	
原因: バックアップ用の制御ファイルのブロック・サイズを取得しようとしたときに、オペレーティング・システム・エラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、エラー・スタックを確認してください。









	 ORA-01584: バックアップされる制御ファイルのファイル・サイズを取得できません。 
	
原因: バックアップ用の制御ファイルのファイル・サイズを取得しようとしたときに、オペレーティング・システム・エラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、エラー・スタックを確認してください。









	 ORA-01585: バックアップ・ファイルstringの識別中にエラーが発生しました。 
	
原因: 制御ファイルのバックアップに使用されたファイルを識別しようとしたときに、オペレーティング・システム・エラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、エラー・スタックを確認してください。









	 ORA-01586: データベースを排他モードでマウントする必要があります。この操作はオープンした状態では行えません。 
	
原因: データベースがEXCLUSIVEモードでマウントされていないときに、DROP DATABASEを実行しようとしました。


	
処置: EXCLUSIVEモードでデータベースをマウントしてください。









	 ORA-01588: データベースをオープンするにはRESETLOGSオプションを使用する必要があります 
	
原因: この処理より前に、RESETLOGSオプションを使用してデータベースをオープンしようとした処理が完了していないか、制御ファイルのバックアップを使用してリカバリが行われたか、あるいはFLASHBACK DATABASEが実行されました。


	
処置: データベースをオープンする場合は、RESETLOGSオプションを使用してください。









	 ORA-01589: データベースをオープンするにはRESETLOGSまたはNORESETLOGSを使用する必要があります 
	
原因: 不完全リカバリまたはバックアップ制御ファイルを使用したリカバリのいずれかが実行されています。これらのリカバリの終了後、データベースをオープンするには、RESETLOGSオプションまたはNORESETLOGSオプションを指定する必要があります。


	
処置: 適切なオプションを指定してください。









	 ORA-01590: セグメント空きリストの数(string)が最大値stringを超えました 
	
原因: 記憶域パラメータFREELIST GROUPSの値が大きすぎます。


	
処置: 記憶域パラメータFREELIST GROUPSの値を小さくしてください。









	 ORA-01591: インダウト分散トランザクションstringがロックを保持しています。 
	
原因: 準備状態で機能していない2フェーズ・コミット・トランザクションによってロックされているリソースにアクセスしようとしました。


	
処置: DBAはpending_trans$および関連する表を確認して、コーディネータおよびコミット・ポイントに対するネットワーク接続を修復してください。適時修復できない場合は、コミット・ポイントの担当DBA(わかっている場合)またはエンド・ユーザーに正しい結果について問い合せるか、あるいは経験則デフォルトが指定されている場合はこれを使用し、経験則COMMITまたはABORTコマンドを発行して分散トランザクションのローカル部分を完了してください。









	 ORA-01592: バージョン7からOracle8へのロールバック・セグメント(string)の形式の変換中にエラーが発生しました 
	
原因: 付随する内部エラーを参照してください。バージョン7のデータベースが正しく停止されなかった可能性があります。


	
処置: 内部エラーを調べてください。必要に応じて、バージョン7のデータベースをバックアップから再ロードし、データベースを完全に停止してください。









	 ORA-01593: ロールバック・セグメント最適化サイズstringブロックが計算された初期化サイズstringブロックより小さいです。 
	
原因: ロールバック・セグメントの作成中、初期エクステントの累積サイズ(単位はブロック)が、指定したOPTIMALサイズを超えました。


	
処置: OPTIMALサイズを大きくしてください。









	 ORA-01594: すでに解放されているロールバック・セグメント(string)のエクステント(string)にラップしようとしました 
	
原因: ロールバック・セグメントのエクステントを解放するために生成されたUNDOが、同じエクステントに書き込もうとしました。これは、エクステントが小さいか、または解放する数が多すぎること(またはその両方)が原因です。


	
処置: 縮小するロールバック・セグメントは、システムによってロールバックされます。ロールバック・セグメントのOPTIMALサイズを大きくしてください。









	 ORA-01595: エクステント(string)(ロールバック・セグメント(string))解放中にエラーが発生しました 
	
原因: 非アクティブのロールバック・セグメントのエクステントを解放しようとして、エラーが発生しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 ORA-01596: stringパラメータにはシステムを指定できません。 
	
原因: エラー・メッセージに示されているINIT.ORAパラメータに、システム・ロールバック・セグメントが指定されました。


	
処置: このINIT.ORAパラメータを変更してください。









	 ORA-01597: ロールバック・セグメントをオンライン/オフラインに変更できません。 
	
原因: システム・ロールバック・セグメントをオンラインまたはオフラインにしようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01598: ロールバック・セグメント'string'はオンラインではありません 
	
原因: すでに、DBAによってオフラインにされているか、SMONによってクリーンアップされている可能性があります。


	
処置: undo$またはdba_rollback_segsでロールバック・セグメントの状態を調べ、ロールバック・セグメントが実際にオンラインであることを確認してください。









	 ORA-01599: ロールバック・セグメント(string)の取得に失敗しました。キャッシュ領域がいっぱいです。 
	
原因: max_rollback_segmentsパラメータの値を基にすると、静的に割り当てられた量は十分ではありません。


	
処置: 当面は別のロールバック・セグメントをオフラインにするか、MAX_ROLLBACK_SEGMENTSパラメータの値を大きくしてください。









	 ORA-01600: "string"は、"string"句(string)に1つである必要があります。 
	
原因: INIT.ORAパラメータの指定が間違っています。


	
処置: INIT.ORAパラメータを修正してから、インスタンスを再起動してください。









	 ORA-01601: "string"句(string)でバケット・サイズが無効です。 
	
原因: このパラメータではバケット・サイズが無効です。


	
処置: INIT.ORAパラメータを修正してから、インスタンスを再起動してください。









	 ORA-01603: "string"句(string)でグループ・サイズが無効です 
	
原因: このパラメータではグループ・サイズが無効です。


	
処置: INIT.ORAパラメータを修正してから、インスタンスを再起動してください。









	 ORA-01604: "string"句(string)で番号の範囲が無効です 
	
原因: このパラメータでは番号の範囲が無効です。


	
処置: INIT.ORAパラメータを修正してから、インスタンスを再起動してください。









	 ORA-01605: "string"句(string)に数値がありません 
	
原因: このパラメータに数値がありません。


	
処置: INIT.ORAパラメータを修正してから、インスタンスを再起動してください。









	 ORA-01606: パラメータがマウントされている別のインスタンスと同一ではありません 
	
原因: 2つのインスタンスでパラメータが異なっています。


	
処置: 初期化パラメータを変更してから、再起動してください。









	 ORA-01607: 指定されたインスタンスにログ・ファイルを追加できません 
	
原因: 制御ファイルによってサポートされるインスタンス数の制限を超えました。


	
処置: 制御ファイルでサポートされているインスタンス名を使用するか、制御ファイルのスレッド・レコード・セクションまたはチェックポイント・プログレス・レコード・セクション(またはその両方)をサイズ変更してください。









	 ORA-01608: ロールバック・セグメント'string'はオンラインにできません。状態が(string)です 
	
原因: すでに、DBAによって、ロールバック・セグメントがオンラインにされているか、プロセス・クラッシュの結果が残されたままになっている可能性があります。


	
処置: undo$またはdba_rollback_segsで、ロールバック・セグメントの状態を確認してください。









	 ORA-01609: ログstringはスレッドstringの現在のログです - メンバーは削除できません 
	
原因: スレッドの現在のログのメンバーは削除できません。


	
処置: スレッドがオープンされている場合、そのスレッドを使用しているインスタンスによってログ・スイッチを要求してください。スレッドがオープンされていない場合は、スレッドを使用不可にし、ログをアーカイブするかまたは削除してください。









	 ORA-01610: BACKUP CONTROLFILEオプションを指定してリカバリを実行してください。 
	
原因: BACKUP CONTROLFILEに指定された以前のデータベース・リカバリ・セッションか、またはRESETLOGSオプションを指定してコントロール・ファイルが再作成されたか、または使用しているコントロール・ファイルがバックアップ・コントロール・ファイルです。その後、BACKUP CONTROLFILEリカバリのみが許可され、次のデータベースのオープン時にログ・リセットが続く必要があります。


	
処置: BACKUP CONTROLFILEオプションを使用してリカバリを実行してください。









	 ORA-01611: スレッド番号stringは無効です - 1からstringの範囲で指定してください 
	
原因: コマンドに指定したスレッド番号は、制御ファイルによってサポートされるスレッドの数を超えています。


	
処置: 有効なスレッド番号を使用するか、制御ファイルのスレッド・レコード・セクションまたはチェックポイント・プログレス・レコード・セクション(またはその両方)をサイズ変更してください。









	 ORA-01612: インスタンスstring(スレッドstring)はすでに有効です 
	
原因: すでに使用可能にされているスレッドを使用可能にしようとしました。


	
処置: このスレッドを使用するか、または別のスレッドを使用可能にしてください。









	 ORA-01613: インスタンスstring(スレッドstring)にはログがstringのみあります - ログは2つ以上必要です。 
	
原因: 対応付けられたオンライン・ログ・ファイルが2つのみのため、スレッドを使用可能にできません。


	
処置: スレッドにログを追加するか、または別のスレッドを使用可能にしてください。









	 ORA-01614: インスタンスstring(スレッドstring)はビジーです - 有効化できません 
	
原因: スレッドを使用可能にしようとしているときに、そのスレッドに対するマウント・エンキューが取得できませんでした。このスレッドを使用可能にする別のプロセスが起動されている可能性があります。


	
処置: しばらく待ってから再試行するか、または使用可能な別のスレッドを見つけてください。









	 ORA-01615: インスタンスstring(スレッドstring)はマウントされています - 使用不可にできません 
	
原因: いずれかのインスタンス(インスタンスである可能性が高い)が使用するためにスレッドを割り当てています。使用中のスレッドを使用不可にはできません。


	
処置: スレッドを使用しているインスタンスを正しく停止してください。









	 ORA-01616: インスタンスstring(スレッドstring)はオープンされています - 使用不可にできません 
	
原因: スレッドがクローズしていません。スレッドをオープンしたままそのスレッドを使用する最後のインスタンスが終了しました。スレッドはクローズするまで無効にできません。まだクラッシュまたはインスタンス・リカバリが必要です。


	
処置: データベースがオープンしている場合、インスタンス・リカバリはスレッドをすぐにクローズし、数分待つ必要があります。そうでなければ、データベースを開き、クラッシュ・リカバリがスレッドをクローズします。









	 ORA-01617: マウントできません: stringは有効なスレッド番号ではありません 
	
原因: INIT.ORAパラメータTHREADの値が、1から制御ファイルで許可されているスレッド数の間にありません。


	
処置: インスタンスを停止し、INIT.ORAパラメータの値を変更して再起動するか、制御ファイルのスレッド・レコード・セクションまたはチェックポイント・プログレス・レコード・セクション(またはその両方)をサイズ変更してください。









	 ORA-01618: REDOスレッドstringが有効ではありません - マウントできません 
	
原因: INIT.ORAパラメータ「thread」の値は、使用可能になっていないスレッドを要求しています。マウントする前に、スレッドを使用可能にする必要があります。


	
処置: インスタンスを一度停止し、INIT.ORAパラメータの値を変更してから、別のスレッドのマウントを開始してください。データベースが別のインスタンスでオープンしている場合は、そのスレッドが使用可能になっている可能性があります。









	 ORA-01619: スレッドstringは別のインスタンスによってマウントされています。 
	
原因: INIT.ORAパラメータ「thread」の値は、別のインスタンスによってマウントされているスレッドを要求しています。1つのスレッドを使用するインスタンスは1つのみです。


	
処置: インスタンスを一度停止し、INIT.ORAパラメータの値を変更してから、別のスレッドのマウントを開始してください。









	 ORA-01620: マウントに使用できるパブリック・スレッドが存在しません。 
	
原因: INIT.ORAパラメータ「thread」の値は、デフォルト値である0(ゼロ)になっています。パブリックで使用可能なスレッドがなく、マウントされていません。


	
処置: インスタンスを一度停止し、INIT.ORAパラメータの値を、プライベートで使用可能な、まだマウントされていないスレッドに変更してください。データベースが別のインスタンスでオープンされている場合、スレッドをパブリックで使用可能にできます。









	 ORA-01621: データベースがオープンされている場合は現行のログ・メンバーの名前は変更できません。 
	
原因: オープン・スレッドの現行のログのメンバーに対して名前を変更しようとしています。データベースがオープンされている場合、ログは使用中であるため名前は変更できません。


	
処置: ログが現行のログでなくなるまで待つか、またはデータベースを排他的にマウントしてください。









	 ORA-01622: スレッド番号を指定してください - デフォルト指定はありません 
	
原因: ログの追加時にスレッドが指定されておらず、現在マウントされているスレッドが、マウント時にデフォルトで選択されました。現行のスレッドが明示的に指定されていないため、ユーザーはログが追加されるスレッドを認識できません。


	
処置: INIT.ORAパラメータ「thread」またはADDコマンドのどちらかで、スレッド番号を明示的に指定してください。









	 ORA-01623: ログstringはインスタンスstring(スレッドstring)の現在のログです - 削除できません 
	
原因: スレッドの現在のログは、スレッドがクローズしても削除できません。無効化されたスレッドは通常現在のログを含みませんが、途中まで完了した無効化は、再度無効化する必要がある場合があります。


	
処置: データベースがオープンされていない場合、スレッドを使用不可にしてください。データベースがオープンされており、インスタンスがスレッドをオープンさせる場合、インスタンスにログ・スイッチを要求できます。データベースがクローズされている場合、ログを消去またはアーカイブしてログ・スイッチを強制できます。









	 ORA-01624: ログstringはインスタンスstring(スレッドstring)のクラッシュ・リカバリに必要です。 
	
原因: スレッドのチェックポイントがログの外に進まないかぎり、ログを削除または消去できません。


	
処置: データベースがオープンしていない場合は、オープンしてください。クラッシュ・リカバリはチェックポイントを進めます。データベースがオープンしている場合は、グローバル・チェックポイントを強制実行してください。ログが破損したためにデータベースをオープンできない場合は、このログが取り消されるまで、不完全リカバリを行う必要がある場合があります。









	 ORA-01625: ロールバック・セグメント'string'はこのインスタンスに属しません 
	
原因: このインスタンスに属していないロールバック・セグメントを縮小またはオフラインにしようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01626: ロールバック・セグメント番号'string'はこれ以上のトランザクションを処理できません 
	
原因: このセグメント内のトランザクションが多すぎます。


	
処置: 別のロールバック・セグメントを選択するか、または同時実行のトランザクション数を削減してください。









	 ORA-01627: ロールバック・セグメント番号'string'はオンラインになっていません 
	
原因: すでに、DBAによってオフラインにされているか、SMONによってクリーンアップされている可能性があります。


	
処置: undo$またはdba_rollback_segsでロールバック・セグメントの状態を調べ、ロールバック・セグメントが実際にオンラインであることを確認してください。









	 ORA-01628: 最大エクステント数(string)に達しました(ロールバック・セグメントstring) 
	
原因: すでにMAXEXTENTS値であるロールバック・セグメントを拡張しようとしました。


	
処置: MAXEXTENTS記憶域パラメータの値がシステムに可能な最大値より小さい場合、この値を大きくしてください。









	 ORA-01629: UNDOを保存して最大エクステント数(string)に達しました(表領域string) 
	
原因: オフライン表領域のUNDOを保存するための最大エクステントに達しました。


	
処置: SYSTEM表領域の記憶域パラメータを確認してください。表領域は、UNDOが適用できるようにオンラインに戻す必要があります。









	 ORA-01630: 一時セグメントで最大エクステント数(string)に達しました(表領域string) 
	
原因: 一時セグメントが最大エクステントを超えて拡張しようとしました。


	
処置: 表領域のMAXEXTENTS値がシステムの最大値より小さい場合は、値を大きくできます。それ以外の場合は、表領域のPCTINCREASE値を大きくしてください。









	 ORA-01631: 最大エクステント数(string)に達しました(表string.string) 
	
原因: 表がMAXEXTENTSを超えて拡張しようとしました。


	
処置: MAXEXTENTSがシステムの最大値より小さい場合は、それを大きくしてください。それ以外の場合は、INITIAL、NEXTまたはPCTINCREASEパラメータの値を大きくして再作成してください。









	 ORA-01632: 最大エクステント数(string)に達しました(索引string.string) 
	
原因: 索引がMAXEXTENTSを超えて拡張しようとしました。


	
処置: MAXEXTENTSがシステムの最大値より小さい場合は、それを大きくしてください。それ以外の場合は、より大きなINITIAL、NEXTまたはPCTINCREASEパラメータで再作成してください。









	 ORA-01633: この操作にはReal Application Clustersオプションが必要です 
	
原因: システムは、Oracle Real Application Clustersで構成されていません。


	
処置: Oracle Real Application Clustersオプションを入手してください。









	 ORA-01634: ロールバック・セグメント番号'string'がオフラインになります 
	
原因: 指定したロールバック・セグメントは、DBAによってオフライン指定されています。


	
処置: まず、ロールバック・セグメントをオンラインにしてください。









	 ORA-01635: 指定されたロールバック・セグメント番号stringは使用できません。 
	
原因: (1545と同じ)


	
処置: (1545と同じ)









	 ORA-01636: ロールバック・セグメント'string'はすでにオンラインです 
	
原因: インスタンスが、すでにオンラインになっているRSをオンラインにしようとしています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01637: ロールバック・セグメント'string'は他のインスタンス(番号string)が使用中です 
	
原因: インスタンスが、すでに別のインスタンスで使用されているRSをオンラインにしようとしています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01638: パラメータstringを指定してORACLEバージョンstringでクラスタ・データベースをマウントできません 
	
原因: recovery compatibleパラメータの値の設定が小さすぎたために、このソフトウェア・バージョンではクラスタ・データベース・モードでマウントできません。


	
処置: ソフトウェアの以前のリリースを使用するか、またはrecovery_compatibleパラメータを大きくしてください。recovery_compatibleパラメータが指定されていないときにこのエラーが発生する場合は、このパラメータを現行のソフトウェアのリリースに設定してください。









	 ORA-01639: インスタンスstringにはスレッドが割り当てられていません 
	
原因: 制御ファイル内に、インスタンスと、このインスタンスのスレッド間のマッピングがありません。


	
処置: このインスタンスにログ・ファイルを追加するか、またはマッピングを自動作成する既存のスレッドを使用してこのインスタンスを起動して、このインスタンスにスレッドが割り当てられていることを確認してください。









	 ORA-01640: インダウト・トランザクションによる変更があるため表領域を読取り専用にできません 
	
原因: インダウト分散トランザクションによって表領域に変更が加えられた状況で、表領域を読取り専用に変更しようとしました。表領域を読取り専用にする前に、UNDOがその中に存在しないことを確認するため、インダウト・トランザクションをコミットまたはロールバックする必要があります。


	
処置: 表領域に変更を加えたインダウト・トランザクションをすべて解決してください。









	 ORA-01641: 表領域'string'はオンラインではありません - データファイルを追加できません 
	
原因: 読取り専用またはオフラインに設定されている表領域に、データファイルを追加しようとしました。


	
処置: 表領域をオンラインまたは読取り/書込み両用にしてからデータファイルを追加してください。









	 ORA-01642: 読取り専用の表領域'string'にはBEGIN BACKUPは必要ありません 
	
原因: 読取り専用に設定されている表領域のバックアップを開始または終了しようとしました。


	
処置: BEGINまたはENDコマンドを使用せずにバックアップを実行してください。ファイルが変更されていないため、バックアップには一貫性があります。









	 ORA-01643: SYSTEM表領域は読取り専用にできません 
	
原因: SYSTEM表領域を読込み専用に設定しようとしました。SYSTEM表領域は、データベース操作に対して読取り/書込み両用である必要があります。


	
処置: SYSTEM表領域を読取り/書込み両用のままにしておいてください。









	 ORA-01644: 表領域'string'はすでに読取り専用です 
	
原因: すでに読取り専用の表領域を読取り専用にしようとしました。


	
処置: 表領域を読取り専用のままにするか、読取り/書込み両用に変更してから再度読取り専用にしてください。









	 ORA-01645: 以前実行した読取り/書込みにする試行は半分完了しています。 
	
原因: 表領域を読取り/書込み両用にしている最中に障害が発生し、表領域は読取り専用のままですが、チェックポイントは前進しました。表領域のファイルがオフラインの場合は、RESETLOGS後に表領域は使用不可能になります。


	
処置: コマンドを繰り返して、表領域を読取り/書込み両用にしてください。









	 ORA-01646: 表領域'string'は読取り専用ではありません - 読取り/書込みにできません 
	
原因: 読取り専用でない表領域を読取り/書込みにしようとしました。オンラインまたはオフラインのいずれかです。


	
処置: 表領域を読取り/書込み両用のままにしておいてください。









	 ORA-01647: 表領域'string'は読取り専用です。領域を割当てできません 
	
原因: 読取り専用の表領域に領域を割り当てようとしました。


	
処置: 別の表領域中にオブジェクトを作成してください。









	 ORA-01648: ログstringは使用不能インスタンスstring(スレッドstring)の現行のログです。 
	
原因: スレッドを使用可能にしようとしましたが、半分だけ完了した後失敗しました。このログは、スレッドが使用できない状態のままですが、現行のログとして残っています。ログ・スイッチはスレッドが使用可能になるまで行われないため、そのログは消去またはアーカイブできません。


	
処置: ENABLEコマンドを再発行して、スレッドの使用可能化を完了してください。









	 ORA-01649: バックアップ制御ファイルを使用した操作はできません 
	
原因: 制御ファイルがリストアされたバックアップであるときに無効なコマンドを実行しようとしています。


	
処置: データベースがオープンされるまで待ってから再試行してください。









	 ORA-01650: ロールバック・セグメントstringを拡張できません(string分、表領域string)。 
	
原因: 表領域のロールバック・セグメントに必要な数のブロックのエクステントを割り当てられませんでした。


	
処置: ALTER TABLESPACE ADD DATAFILE文を使用して、指定された表領域に1つ以上のファイルを追加してください。









	 ORA-01651: ロールバック・セグメントを拡張できません(string分、表領域string)。 
	
原因: 指定されたオフライン表領域のUNDOエントリを保存するために、必要な数のブロックのエクステントを割り当てられませんでした。


	
処置: SYSTEM表領域に対する記憶域パラメータを確認してください。表領域は、UNDOが適用できるようにオンラインに戻す必要があります。









	 ORA-01652: 一時セグメントを拡張できません(string分、表領域string)。 
	
原因: 指定された表領域の一時セグメントに必要な数のブロックのエクステントを割り当てられませんでした。


	
処置: ALTER TABLESPACE ADD DATAFILE文を使用して、指定された表領域に1つ以上のファイルを追加してください。









	 ORA-01653: 表string.stringを拡張できません(string分、表領域string)。 
	
原因: 指定された表領域の表セグメントに必要な数のブロックのエクステントを割り当てられませんでした。


	
処置: ALTER TABLESPACE ADD DATAFILE文を使用して、指定された表領域に1つ以上のファイルを追加してください。









	 ORA-01654: 索引string.stringを拡張できません(string分、表領域string)。 
	
原因: 指定された表領域の索引セグメントに必要な数のブロックのエクステントを割り当てられませんでした。


	
処置: ALTER TABLESPACE ADD DATAFILE文を使用して、指定された表領域に1つ以上のファイルを追加してください。









	 ORA-01655: クラスタstring.stringを拡張できません(string分、表領域string)。 
	
原因: 指定された表領域のクラスタ・セグメントに必要な数のブロックのエクステントを割り当てられませんでした。


	
処置: ALTER TABLESPACE ADD DATAFILE文を使用して、指定された表領域に1つ以上のファイルを追加してください。









	 ORA-01656: 最大エスクテント数(string)に達しました(クラスタstring.string) 
	
原因: クラスタがMAXEXTENTSを超えて拡張しようとしました。


	
処置: MAXEXTENTSがシステムの最大値より小さい場合は、それを大きくしてください。それ以外の場合は、INITIAL、NEXTまたはPCTINCREASEパラメータの値を大きくして再作成してください。









	 ORA-01657: SHRINKオプションの値が無効です。 
	
原因: 整数値を指定する必要があります。


	
処置: 適切な整数値を指定してください。









	 ORA-01658: 表領域stringにセグメント用のINITIALエクステントを作成できません。 
	
原因: 作成中のセグメントにINITIALエクステントを割当てできる十分な連続領域を見つけられませんでした。


	
処置: ALTER TABLESPACE ADD DATAFILEを使用して表領域にさらに領域を追加するか、INITIALの値を小さくして再試行してください。









	 ORA-01659: stringを超えるMINEXTENTSを表領域stringに割当てできません。 
	
原因: 作成中のセグメントにMINEXTENTSを割当てできる十分な連続領域を見つけられませんでした。


	
処置: ALTER TABLESPACE ADD DATAFILEを使用して表領域にさらに領域を追加するか、MINEXTENTS、NEXTまたはPCTINCREASEの値を小さくして再試行してください。









	 ORA-01660: 表領域'string'はすでに永続表領域です。 
	
原因: すでに永続領域になっている表領域を、永続領域にしようとしました。


	
処置: 表領域を永続領域のままにしておいてください。









	 ORA-01661: 表領域'string'はすでに一時表領域です。 
	
原因: すでに一時領域になっている表領域を、一時領域にしようとしました。


	
処置: 表領域を永続領域のままにしておいてください。









	 ORA-01662: 表領域'string'は空ではなく一時表領域にできません。 
	
原因: 空でない表領域を一時表領域に変換しようとしました。


	
処置: 表領域中のすべてのオブジェクトを削除してください。









	 ORA-01663: 表領域'string'の内容は常に変更されています。 
	
原因: 表領域の内容が常にPERMANENTとTEMPORARYの間で変更されています。


	
処置: 表領域の内容をどちらかに決定し、固定してください。









	 ORA-01664: ソート・セグメントを拡張したトランザクションが異常終了しました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-01665: 制御ファイルがスタンバイ制御ファイルではありません 
	
原因: スタンバイ制御ファイルを使用せずに、スタンバイ・データベースのマウント、リカバリまたはアクティブ化を実行しようとしました。


	
処置: スタンバイ制御ファイルを作成してから、データベースをスタンバイ・データベースとして使用してください。









	 ORA-01666: 制御ファイルはスタンバイ・データベース用です 
	
原因: スタンバイ・データベースを指定する適切なコマンド・オプションを使用せずに、スタンバイ・データベースのマウント、リカバリまたはオープンを実行しようとしました。


	
処置: スタンバイ・オプションまたは適切なコマンドを使用するか、プライマリ制御ファイルを使用してマウントを実行してください。









	 ORA-01667: 表領域をこれ以上追加できません: 制限数stringを超えました 
	
原因: 制御ファイルには、これ以上表領域を追加する空きがありません。


	
処置: 制御ファイルのサイズを変更するか、他の表領域を削除してください。









	 ORA-01668: スタンバイ・データベースにはデータファイルのオフライン用DROPオプションが必要です 
	
原因: DROPオプションを指定せずに、スタンバイ・データベースでデータファイルをオフラインにしようとしました。スタンバイ・データベースでオフラインになっているファイルがリカバリされず、スタンバイ・データベースをアクティブにしても使用できない可能性があります。DROPオプションを指定しても、後でファイルがオンラインにならないとはかぎりません。


	
処置: DROPオプションを指定するか、ファイルをオンラインのままにしておいてください。









	 ORA-01669: スタンバイ・データベース制御ファイルが矛盾しています。 
	
原因: データファイルと同じ状態までリカバリされていない制御ファイルを使用して、スタンバイ・データベースをアクティブにしようとしました。この制御ファイルはプライマリ・データベースからコピーされ、リカバリに使用されなかった可能性があります。


	
処置: すべてのファイルの整合性がとれるまで、スタンバイ・データベースをリカバリしてください。









	 ORA-01670: スタンバイ・データベースのリカバリに新しいデータファイルstringが必要です。 
	
原因: スタンバイ・データベースのリカバリによって、ファイルがプライマリ・データベースに追加されたことが通知されましたが、このファイルはスタンバイ・データベースでは使用できません。


	
処置: プライマリ・データベースでファイルをコピーするか、スタンバイ・データベースでALTER DATABASE CREATE DATAFILEコマンドを実行して、リカバリに使用するファイルを作成してください。









	 ORA-01671: 制御ファイルはバックアップ用です。スタンバイ制御ファイルにはできません 
	
原因: バックアップ制御ファイルが現在マウントされている状態で、スタンバイ・データベース用の制御ファイルを作成しようとしました。


	
処置: 必要なリカバリを完了してから、RESETLOGSオプションを指定してデータベースをオープンしてください。









	 ORA-01672: 制御ファイルでファイルが不足しているか、余分なファイルがある可能性があります 
	
原因: スタンバイ制御ファイルを作成しようとしていますが、この制御ファイルはCREATE CONTROLFILEを使用して最近作成されたか、または不完全リカバリが実行されています。このため、制御ファイル内とデータ・ディクショナリ内のデータファイルは一致していない可能性があります。


	
処置: データベースをオープンしてから操作を再試行してください。









	 ORA-01673: データファイルstringを識別できません。 
	
原因: 不完全リカバリまたはCREATE CONTROLFILEの実行後、このデータファイルが制御ファイルからなくなっています。スタンバイ・データベースのリカバリにはデータファイルのヘッダーからの情報が必要なため、スタンバイ制御ファイルが作成できません。


	
処置: ファイルを検索して、それをオンラインにしてください。ファイルは必要に応じてオフラインに戻してください。このファイルを削除する場合、DROPオプションを指定してオフラインにすると、このエラーは発生しません。









	 ORA-01674: データファイルstringが現行のファイルより古いインカネーションのものです。 
	
原因: このファイルがデータベースから削除されていることを示すREDOログがリカバリで検出されましたが、削除されたファイルと同じファイル番号を使用して別のファイルが追加されました。これは、CREATE CONTROLFILEコマンドで、現行のファイルではなく削除された古いファイルが指定されているということです。


	
処置: CREATE CONTROLFILEを使用して制御ファイルを再構築し、正しいファイルを指定してください。









	 ORA-01675: MAX_COMMIT_PROPAGATION_DELAYが他のインスタンスと矛盾しています 
	
原因: INIT.ORAパラメータMAX_COMMIT_PROPAGATION_DELAYが、他のインスタンス内の同じパラメータと矛盾しています。


	
処置: すべてのインスタンスのmax_commit_propagation_delay値が同じであることを確認してください。









	 ORA-01676: 'string'の変換であるスタンバイ・ファイル名がstringの最大長を超えました 
	
原因: 指定されたファイル名をスタンバイ・データベースで使用される名前に変換するとき、変換された名前がファイル名の許容最大長を超えています。


	
処置: 初期化パラメータDB_FILE_STANDBY_NAME_CONVERTまたはLOG_FILE_STANDBY_NAME_CONVERTを変更して、有効なファイル名に変換してください。









	 ORA-01677: スタンバイ・ファイル名変換パラメータは他のインスタンスと異なっています 
	
原因: 初期化パラメータDB_FILE_STANDBY_NAME_CONVERTまたはLOG_FILE_STANDBY_NAME_CONVERTが、このデータベースをすでにマウントしている他のインスタンス内の同じパラメータと矛盾しています。


	
処置: 初期化パラメータDB_FILE_STANDBY_NAME_CONVERTおよびLOG_FILE_STANDBY_NAME_CONVERTを変更して、他のインスタンスと一致させてください。









	 ORA-01678: パラメータstringはパターンと置換文字列の組合せである必要があります。 
	
原因: 初期化パラメータの値に、偶数の文字列が指定されていません。奇数の文字列は、ファイル名で検索されるパターンです。偶数の文字列は、ファイル名で検索されたときに対応するパターンを置換するために使用します。


	
処置: パラメータに偶数の文字列を指定するか、またはパラメータを省略してください。









	 ORA-01679: データベースをオープンしています 
	
原因: データベースがオープン中にスタンバイ・データベースをアクティブにしようとしました。


	
処置: データベースのオープンが終わるまで待機してから、ACTIVATEコマンドを再試行してください。









	 ORA-01680: LOBセグメントを拡張できません(string分、表領域string)。 
	
原因: 指定された表領域のLOBセグメントに必要な数のブロックのエクステントを割り当てられませんでした。


	
処置: ALTER TABLESPACE ADD DATAFILE文を使用して、指定された表領域に1つ以上のファイルを追加してください。









	 ORA-01681: 最大エクステント数(string)に達しました(LOBセグメント、表領域string) 
	
原因: LOBセグメントが最大エクステントを超えて拡張しようとしました。


	
処置: 表領域のMAXEXTENTS値がシステムの最大値より小さい場合は、値を大きくできます。それ以外の場合は、表領域のPCTINCREASE値を大きくしてください。









	 ORA-01682: 読取り専用データベースでは表領域stringに一時領域の割当てはできません。 
	
原因: 一時領域(一般にソート用)が、主記憶域または一時ファイルのいずれにも割り当てられませんでした。指定された表領域からの領域を割り当てようとしましたが、データベースが読込み専用でオープンされています。データベースのオープンには、ソート作業領域が必要です。


	
処置: 主記憶域に十分な作業領域を割り当てるか(SORT_AREA_SIZE初期化パラメータ)、一時表領域を作成してからデータベースを読込み専用にしてください。ALTER TABLESPACE ADD TEMPFILE文を使用して、一時ファイルを一時表領域に追加してください。









	 ORA-01683: 索引string.stringのパーティションstringを拡張できません(string分、表領域string)。 
	
原因: 指定された表領域の索引セグメントに必要な数のブロックのエクステントを割り当てられませんでした。


	
処置: ALTER TABLESPACE ADD DATAFILE文を使用して、指定された表領域に1つ以上のファイルを追加してください。









	 ORA-01684: 最大エクステント数(string)に達しました(表string.stringのパーティションstring) 
	
原因: 表がMAXEXTENTSを超えて拡張しようとしました。


	
処置: MAXEXTENTSがシステムの最大値より小さい場合は、それを大きくしてください。それ以外の場合は、INITIAL、NEXTまたはPCTINCREASEパラメータの値を大きくして再作成してください。









	 ORA-01685: 最大エクステント数(string)に達しました(索引string.stringのパーティションstring) 
	
原因: 索引がMAXEXTENTSを超えて拡張しようとしました。


	
処置: MAXEXTENTSがシステムの最大値より小さい場合は、それを大きくしてください。それ以外の場合は、より大きなINITIAL、NEXTまたはPCTINCREASEパラメータで再作成してください。









	 ORA-01686: 最大ファイル数(string)に達しました(表領域string)。 
	
原因: 指定の表領域のファイル数が最大値に達しました。


	
処置: 表領域内の既存ファイルのサイズを変更するか、複数の表領域間のオブジェクトをパーティション化してください。または、いくつかのオブジェクトを別の表領域に移動してください。









	 ORA-01687: 表領域'string'に指定されたロギング属性が既存のものと同じです 
	
原因: 表領域のデフォルトのロギング属性(LOGGINGまたはNOLOGGING)を既存のロギング属性と同じにしようとしました。


	
処置: 指定したロギング属性を変更してください。









	 ORA-01688: 表string.stringのパーティションstringを拡張できません(string、表領域string) 
	
原因: 指定された表領域の表セグメントに必要な数のブロックのエクステントを割り当てられませんでした。


	
処置: ALTER TABLESPACE ADD DATAFILE文を使用して、指定された表領域に1つ以上のファイルを追加してください。









	 ORA-01689: "string"句(string)に構文エラーがあります。 
	
原因: INIT.ORAパラメータに構文エラーがありました。


	
処置: 構文エラーを修正してから、インスタンスを再起動してください。









	 ORA-01690: ソート領域のサイズが小さすぎます 
	
原因: ソート領域のサイズが小さすぎるため、2つのレコードがメモリーに入りません。


	
処置: SORT_AREA_SIZEの値を大きくしてください。









	 ORA-01691: LOBセグメントstring.stringを拡張できません(string分、表領域string)。 
	
原因: 指定された表領域のLOBセグメントに必要な数のブロックのエクステントを割り当てられませんでした。


	
処置: ALTER TABLESPACE ADD DATAFILE文を使用して、指定された表領域に1つ以上のファイルを追加してください。









	 ORA-01692: LOBセグメントstring.stringのパーティションstringを拡張できません(string分、表領域string)。 
	
原因: 指定された表領域のLOBセグメントに必要な数のブロックのエクステントを割り当てられませんでした。


	
処置: ALTER TABLESPACE ADD DATAFILE文を使用して、指定された表領域に1つ以上のファイルを追加してください。









	 ORA-01693: 最大エクステント数(string)に達しました(LOBセグメントstring.string) 
	
原因: LOBセグメントがMAXEXTENTSを超えて拡張しようとしました。


	
処置: MAXEXTENTSがシステムの最大値より小さい場合は、それを大きくしてください。それ以外の場合は、より大きなINITIAL、NEXTまたはPCTINCREASEパラメータで再作成してください。









	 ORA-01694: 最大エクステント数(string)に達しました(LOBセグメントstring.stringのパーティションstring) 
	
原因: LOBセグメントがMAXEXTENTSを超えて拡張しようとしました。


	
処置: MAXEXTENTSがシステムの最大値より小さい場合は、それを大きくしてください。それ以外の場合は、より大きなINITIAL、NEXTまたはPCTINCREASEパラメータで再作成してください。









	 ORA-01695: バージョン8.0.2へのロールバック・セグメントstringの変換中にエラーが発生しました。 
	
原因: バージョン8.0.1のデータベースが正しく停止されなかった可能性があります。


	
処置: 8.0.1のデータベースを再ロードし、正しく停止してください。









	 ORA-01696: 制御ファイルがクローン制御ファイルではありません 
	
原因: 他のインスタンスでクローンとしてではなくマウントされているデータベースを、クローンとしてマウントしようとしました。または、現行の制御ファイルをクローンとして使用しようとしました。


	
処置: クローン・オプションなしでマウントするか、バックアップ制御ファイルを使用して他のインスタンスを停止してからクローンとしてマウントしてください。









	 ORA-01697: 制御ファイルはクローン・データベース用です。 
	
原因: クローン・データベースを指定する適切なコマンド・オプションなしで、クローン・データベースをマウントしようとしました。


	
処置: クローン・オプションまたは適切なコマンドを使用するか、プライマリ制御ファイルを使用してマウントを実行してください。









	 ORA-01698: クローン・データベースでSYSTEMロールバック・セグメントをオンラインにしています。 
	
原因: クローン・データベース内のロールバック・セグメントをオンラインにしようとしました。


	
処置: このコマンドを使用しないでください。









	 ORA-01699: 表領域'string'がPoint-in-Timeリカバリ用にインポートされています 
	
原因: 表領域をオンラインにしようとしました。または、Point-in-Timeインポートの処理中に、別のPoint-in-Timeインポートを開始しようとしました。


	
処置: インポートが完了するまで待機してください。









	 ORA-01702: ここではビューは指定できません。 
	
原因: 他の原因も考えられますが、このメッセージは、エディショニング・ビューをビューで定義しようとすると表示されます。


	
処置: エディショニング・ビューは実表でのみ作成できます。









	 ORA-01704: 文字列リテラルが長すぎます 
	
原因: 文字列リテラルが4000文字より長くなっています。


	
処置: 4000文字以下の文字列リテラルを使用してください。バインド変数を使用する場合にのみ、長い値を入力してください。









	 ORA-01715: クラスタ索引にUNIQUEは使用できません。 
	
原因: クラスタ索引をUNIQUE属性で作成しようとしました。


	
処置: CREATE INDEX文からUNIQUEを削除してください。









	 ORA-01716: クラスタ索引にNOSORTは使用できません。 
	
原因: NOSORTオプションを使用してクラスタ索引を作成しようとしました。


	
処置: CREATE INDEX文からNOSORTを削除してください。









	 ORA-01718: NOAUDIT文ではBY ACCESS句またはBY SESSION句は使用できません。 
	
原因: NOAUDIT文でBY ACCESS句またはSESSION句を指定しようとしました。


	
処置: BY ACCESS句またはBY SESSION句を削除してください。









	 ORA-01719: ORまたはINオペランドの中で外部結合演算子(+)は使用できません 
	
原因: OR句の中で外部結合が使用されました。


	
処置: AおよびBを述語とすると、(A(+) OR B)と同じ結果を得るためには、(SELECT WHERE(A(+) AND NOT B)) UNION ALL (SELECT WHERE(B))を試行してください。









	 ORA-01720: 'string.string'に対するGRANTオプションは存在しません。 
	
原因: ビューでGRANTが実行されたか、またはビューが置換されましたが、基礎となるオブジェクトにGRANTオプションは存在しませんでした。


	
処置: ビューの基礎となるすべてのオブジェクトに対するGRANT権限を取得するか、ビューに対する既存の権限を取り消してください。









	 ORA-01721: USERENV(COMMITSCN)がトランザクションで複数回起動されました。 
	
原因: USERENV('COMMITSCN')関数は、トランザクションで1回のみ使用できます。


	
処置: USERENV('COMMITSCN')を1回のみ使用するように、トランザクションを修正してください。









	 ORA-01722: 数値が無効です。 
	
原因: 指定した数値は無効です。


	
処置: 有効な数値を指定してください。









	 ORA-01723: 長さゼロの列は指定できません。 
	
原因: 長さゼロの列は指定できません。


	
処置: 列の使用方法を修正してください。









	 ORA-01724: 浮動小数点の精度が有効範囲(1から126)外です 
	
原因: 指定した数値は有効な範囲内にありません。


	
処置: 有効な精度内にある浮動小数点の精度を使用してください。









	 ORA-01725: USERENV('COMMITSCN')はここでは使用できません。 
	
原因: USERENV('COMMITSCN')関数は、INSERT文のVALUES句およびUPDATE文の代入文の右辺においてのみ最上位の式として使用できます。


	
処置: 関数の使用方法を修正してください。









	 ORA-01734: パラメータが無効です - EXTENT MINがEXTENT MAXより大きいです 
	
原因: 不適切な値がパラメータに指定されました。


	
処置: パラメータを修正してから、文を再試行してください。









	 ORA-01742: コメントが正しく終了していません。 
	
原因: 表示されている/*トークンで始まるコメントまたはヒントが、終わりを示す*/トークンで終了していません。


	
処置: */でコメントまたはヒントを正しく終了させてください。









	 ORA-01743: 索引を作成できるのは純関数のみです。 
	
原因: 索引関数は、SYSDATEまたはユーザー環境を使用してください。


	
処置: PL/SQLファンクションは、純関数(RNDS、RNPS、WNDS、WNPS)である必要があります。SQL式は、SYSDATE、USER、USERENV()、またはセッション状態に依存する関数を使用できません。NLSに依存する関数は使用できます。









	 ORA-01751: DUMP UNDOオプションが無効です 
	
原因: ALTER DUMP UNDOコマンドに無効なオプションが指定されています。


	
処置: コマンドを修正して、再発行してください。









	 ORA-01752: 複数表のビューから削除できません。 
	
原因: 削除された表には次の原因があります。
- キー保存された表がありません。

- 複数のキー保存された表があります。または、

- キー保存された表がマージされていないビューです。




	
処置: ビューを再定義するか、基礎となる実表からビューを削除してください。









	 ORA-01754: LONG型の列は表に1つのみ含められます 
	
原因: LONG列をすでにLONG列を持っている表に追加しようとしました。表のLONG列が現在すでに未使用とマークされていても、その未使用の列が削除されるまで、別のLONG列を追加できません。


	
処置: ALTER TABLEコマンドを使用して、現在表にあるLONG列を削除してください。









	 ORA-01755: エクステント番号またはブロック番号を指定する必要があります 
	
原因: エクステント番号またはブロック番号以外のものが指定されました。


	
処置: エラーを修正して、コマンドを再発行してください。









	 ORA-01757: オブジェクト番号を指定する必要があります 
	
原因: オブジェクト番号以外のものが指定されました。


	
処置: エラーを修正して、コマンドを再発行してください。









	 ORA-01761: DML操作が、結合の中の一意の表にマップしません。 
	
原因: 主表は、更新、挿入または削除操作が最後に実行される実表です。削除操作の場合、結合問合せの中に主表がないか、または2つ以上の主表があります。更新または挿入操作の場合、指定された列が2つ以上の実表にマップします。


	
処置: 結合指定を変更してください。









	 ORA-01763: 更新または削除に外部結合された表が含まれています 
	
原因: 削除操作の場合、削除された表は他のいずれかの表に対して外部結合になっています。更新操作の場合、更新された表が他のいずれかの表に対して外部結合になっているか、主表から到達可能な表が主表から到達できない表に対して外部結合になっています。


	
処置: 結合指定を変更してください。









	 ORA-01764: 結合の新規更新値が一意であることを保証されていません。 
	
原因: 結合問合せ表の行が、更新される行に対して1つの値のみを持つことが保証されていない表の行を使用して更新されています。


	
処置: 結合指定を変更してください。









	 ORA-01765: 表の所有者名の指定は許可されません 
	
原因: オブジェクトの名前をピリオド付きの名前に変更しようとしました。


	
処置: 表名の問合せで「ユーザー名.表名」と指定しないでください。









	 ORA-01769: CLUSTERオプションの指定が重複しています。 
	
原因: クラスタ化表のCREATEに対して、複数のCLUSTERオプションを指定しようとしました。


	
処置: 重複するクラスタを削除してください。









	 ORA-01771: クラスタ表に対するオプションが無効です。 
	
原因: クラスタ化表のCREATEまたはALTERを実行中に、INITRANS、MAXTRANS、PCTFREE、PCTUSED、STORAGE、TABLESPACEの各オプションを1つ以上入力しようとしました。これらのオプションは、クラスタ自身に対してのみ指定されます。


	
処置: 不正なオプションを削除してください。









	 ORA-01772: LEVELの値を指定する必要があります 
	
原因: LEVELの値以外のものが指定されました。


	
処置: エラーを修正して、コマンドを再発行してください。









	 ORA-01774: DUMP UNDOオプションが複数指定されています 
	
原因: ALTER DUMP UNDOに同じオプションが2回指定されました。


	
処置: 不要なオプションを削除して、コマンドを再発行してください。









	 ORA-01776: 結合ビューを介して複数の実表を変更できません。 
	
原因: 複数の基礎となる表に属する列が挿入または更新されました。


	
処置: 文を2つ以上の別々の文として句にしてください。









	 ORA-01779: キー保存されていない表にマップする列は変更できません 
	
原因: キー保存されていない表にマップする結合ビューの列を、挿入または更新しようとしました。


	
処置: 基礎となる実表を直接変更してください。









	 ORA-01781: AS SELECTを使用せずにUNRECOVERABLEを指定することはできません 
	
原因: 移入している副問合せをAS句で指定せずに、CREATE TABLE文にUNRECOVERABLEを指定しました。


	
処置: UNRECOVERABLEを指定しないでください。









	 ORA-01782: UNRECOVERABLEをクラスタまたはクラスタ表に対して指定することはできません 
	
原因: CREATE CLUSTER文またはクラスタ化されたCREATE TABLE文によってUNRECOVERABLEが指定されました。


	
処置: UNRECOVERABLEを指定しないでください。









	 ORA-01783: RECOVERABLEまたはUNRECOVERABLE句は1つのみ指定できます 
	
原因: RECOVERABLEが複数回指定されたか、UNRECOVERABLEが複数回指定されたか、RECOVERABLEとUNRECOVERABLEの両方がCREATE TABLE文、CREATE INDEX文またはALTER INDEX REBUILD文で指定されたかのいずれかが原因です。


	
処置: RECOVERABLE句またはUNRECOVERABLE句のうちのいずれか1つを残してその他はすべて削除し、文を再発行してください。









	 ORA-01784: データベースのメディア・リカバリが使用不能の状態ではRECOVERABLEを指定できません。 
	
原因: データベースがNOARCHIVELOGモードで実行しているときに、CREATE TABLE文またはCREATE INDEX文がRECOVERABLEを指定しました。ログがアーカイブされていないため、上書きされ、オブジェクトの作成前に取ったバックアップから、作成中のオブジェクトをリカバリできません。


	
処置: RECOVERABLEを指定しないか、メディア・リカバリを使用可能にしてデータベースを再起動してください。









	 ORA-01792: 表またはビューに指定できる最大列数は1000です。 
	
原因: 1001列以上ある表またはビューを作成しようとしたか、列を追加しすぎたため許容できる最大の列数1000を超えました。表にある未使用の列も最大列数1000に含まれることに注意してください。


	
処置: エラーがCREATEコマンドの結果である場合、コマンドの列数を減らして再発行します。エラーがALTER TABLEコマンドの結果である場合、2つのオプションがあります。1)表に未使用の列が含まれる場合、新しい列を追加する前にALTER TABLE DROP UNUSED COLUMNSを実行することでそれらを削除します。2)コマンドの列数を減らして再発行します。









	 ORA-01795: リストに指定できる式の最大数は1000です。 
	
原因: 問合せの式の数が1000を超えています。未使用の列/式も式の最大数にカウントされ、その許可された数が1000です。


	
処置: リストから式の数を減らした後で再実行してください。









	 ORA-01799: 列は副問合せに対して外部結合されません。 
	
原因: <expression>(+) <relop> (<subquery>)は使用できません。


	
処置: (+)を削除するか、ビューを副問合せ外にしてください。バージョン6以下では、この場合の(+)は無視されていました。









	 ORA-01804: タイムゾーン情報の初期化に失敗しました。 
	
原因: タイムゾーン情報ファイルを正しく読み込めませんでした。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-01805: 日付/時間の操作エラーの可能性があります 
	
原因: クライアントとサーバーのタイムゾーン・ファイルが一致していません。ローカル・タイムゾーン・ファイルに基づいた正しくない操作結果が生じる可能性があります。


	
処置: クライアントとサーバーのタイムゾーン・バージョンを同じにしてください。









	 ORA-01841: (周)年は-4713と+9999の間の0以外の数字を指定する必要があります 
	
原因: 無効な年が入力されました。


	
処置: 指定された範囲内の年を入力してください。









	 ORA-01854: ユリウス日は1から5373484の間で指定する必要があります 
	
原因: 無効なユリウス日が入力されました。


	
処置: 1から5373484の間の有効なユリウス日を入力してください。









	 ORA-01858: 数値を指定する箇所に数値でないものが指定されています 
	
原因: 日付書式モデルを使用して変換すべき入力データが不適切です。入力データには、書式モデルが数値を必要とする箇所に数値が含まれていませんでした。


	
処置: 入力データまたは日付書式モデルを修正して、各要素の数値と型を一致させてください。その後で、操作を再試行してください。









	 ORA-01859: アルファベットを指定する箇所にアルファベットでないものが指定されています 
	
原因: 日付書式モデルを使用して変換すべき入力データが不適切です。入力データには、書式モデルがアルファベットを必要とする箇所にアルファベットが含まれていませんでした。


	
処置: 入力データまたは日付書式モデルを修正して、各要素の数値と型を一致させてください。その後で、操作を再試行してください。









	 ORA-01861: リテラルが書式文字列と一致しません 
	
原因: 入力内のリテラルは、書式文字列内のリテラルと同じ長さである必要があります(先行の空白文字は除く)。FX修飾子が指定されている場合は、余分な空白文字なしで、リテラルを完全に一致させる必要があります。


	
処置: 書式文字列を修正して、リテラルを一致させてください。









	 ORA-01862: 桁数がこの書式項目と一致しません 
	
原因: FXおよびFM書式コードが入力した日付に指定されている場合、その桁数を書式コードが指定した数値と完全に一致させる必要があります。たとえば、9は書式指定子DDと一致しませんが、09は一致します。


	
処置: 入力した日付を修正するか、書式文字列のFXまたはFM書式指定子をオフにしてください。









	 ORA-01863: この年は現行カレンダではサポートされていません 
	
原因: この年は、現行カレンダではサポートされていません。


	
処置: 現行カレンダでサポートされている年を確認してください。









	 ORA-01864: 指定した日付は現行カレンダの有効範囲外です 
	
原因: 現行カレンダは、指定された日付まで拡張しません。


	
処置: このカレンダに有効な日付を指定してください。









	 ORA-01865: 年代が無効です 
	
原因: 入力した年代が不明です。


	
処置: 有効な年代を入力してください。









	 ORA-01866: 日付時刻クラスが無効です。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-01867: 間隔が無効です。 
	
原因: 指定した文字列は有効な間隔ではありません。


	
処置: 有効な間隔を指定してください。









	 ORA-01868: 間隔の先行精度が小さすぎます。 
	
原因: 間隔の先行精度が小さすぎるため、指定された間隔を格納できません。


	
処置: 間隔の先行精度を大きくするか、先行精度が小さい間隔を指定してください。









	 ORA-01870: 間隔または日付時刻は互いに比較できません 
	
原因: 間隔または日付時刻は相互に比較できません。


	
処置: 相互に比較できる対の間隔または日付時刻を指定してください。









	 ORA-01871: 秒数は60より小さい必要があります 
	
原因: 指定した秒数が、60以上でした。


	
処置: 59以下の秒の値を指定してください。









	 ORA-01873: 間隔の先行精度が小さすぎます。 
	
原因: 間隔の先行精度が小さすぎるため、指定された間隔を格納できません。


	
処置: 間隔の先行精度を大きくするか、先行精度が小さい間隔を指定してください。









	 ORA-01874: タイムゾーンは、-12から14の間で指定する必要があります 
	
原因: 指定した時間帯の時が無効な範囲でした。


	
処置: -12から14の間の時間帯の時を指定してください。









	 ORA-01875: タイムゾーンの分は、-59から59の間で指定する必要があります 
	
原因: 指定した時間帯の分が無効な範囲でした。


	
処置: -59から59の間の時間帯の分を指定してください。









	 ORA-01876: 年の値は、-4713以上にする必要があります 
	
原因: 指定した年が範囲外でした。


	
処置: -4713以上の数値を指定してください。









	 ORA-01877: 内部バッファに対して文字列が長すぎます。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-01878: 指定したフィールドが日付時刻または間隔で見つかりません。 
	
原因: 指定したフィールドが、日付時刻または間隔で見つかりませんでした。


	
処置: 指定したフィールドが、日付時刻または間隔内にあることを確認してください。









	 ORA-01879: hh25フィールドは、0から24の間で指定する必要があります 
	
原因: 指定したhh25フィールドが無効な範囲でした。


	
処置: 0から24の間でhh25フィールドを指定してください。









	 ORA-01880: 小数秒は、0から999999999の間で指定する必要があります 
	
原因: 指定した小数秒が無効な範囲でした。


	
処置: 0から999999999の間の小数秒の値を指定してください。









	 ORA-01881: タイムゾーンのリージョンIDが無効です 
	
原因: リージョンIDが無効なリージョンを参照しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-01882: タイムゾーンのリージョンが見つかりません 
	
原因: 指定されたリージョン名が見つかりません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-01883: リージョン推移中にオーバーラップが無効化されました。 
	
原因: リージョンが変更中の状態で、オーバーラップ・フラグが無効化されました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-01884: 除数がゼロです 
	
原因: ゼロで除算しようとしました。


	
処置: 除数にゼロを使用しないでください。









	 ORA-01890: NLSエラーが検出されました 
	
原因: NLSエラーが検出されました。


	
処置: 追加のエラー・メッセージを検索して、適切な処置を行ってください。追加のエラーがない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-01891: 日付時刻/間隔の内部エラーです。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-01898: 精度指定子が多すぎます 
	
原因: 日付を簡潔にしようとしたところ、日付書式ピクチャに不要なデータが見つかりました。


	
処置: 日付書式ピクチャの構文を調べて、再試行してください。









	 ORA-01900: LOGFILEキーワードが必要です。 
	
原因: キーワードがありません。


	
処置: 不足しているキーワードを指定してください。









	 ORA-01901: ROLLBACKキーワードが必要です。 
	
原因: キーワードがありません。


	
処置: 不足しているキーワードを指定してください。









	 ORA-01902: SEGMENTキーワードが必要です。 
	
原因: キーワードがありません。


	
処置: 不足しているキーワードを指定してください。









	 ORA-01903: EVENTSキーワードが必要です。 
	
原因: キーワードがありません。


	
処置: 不足しているキーワードを指定してください。









	 ORA-01904: DATAFILEキーワードが必要です。 
	
原因: キーワードがありません。


	
処置: 不足しているキーワードを指定してください。









	 ORA-01905: STORAGEキーワードが必要です。 
	
原因: キーワードがありません。


	
処置: 不足しているキーワードを指定してください。









	 ORA-01906: BACKUPキーワードが必要です。 
	
原因: キーワードがありません。


	
処置: 不足しているキーワードを指定してください。









	 ORA-01907: TABLESPACEキーワードが必要です。 
	
原因: キーワードがありません。


	
処置: 不足しているキーワードを指定してください。









	 ORA-01908: EXISTSキーワードが必要です。 
	
原因: キーワードがありません。


	
処置: 不足しているキーワードを指定してください。









	 ORA-01909: REUSEキーワードが必要です。 
	
原因: キーワードがありません。


	
処置: 不足しているキーワードを指定してください。









	 ORA-01910: TABLESキーワードが必要です。 
	
原因: キーワードがありません。


	
処置: 不足しているキーワードを指定してください。









	 ORA-01911: CONTENTSキーワードが必要です。 
	
原因: キーワードがありません。


	
処置: 不足しているキーワードを指定してください。









	 ORA-01912: ROWキーワードが必要です。 
	
原因: キーワードがありません。


	
処置: 不足しているキーワードを指定してください。









	 ORA-01913: EXCLUSIVEキーワードが必要です。 
	
原因: キーワードがありません。


	
処置: 不足しているキーワードを指定してください。









	 ORA-01914: 順序番号に対する監査オプションが無効です。 
	
原因: 順序番号に対するAUDITまたはNOAUDITに指定してある監査オプションは、順序番号に対しては不適切です。


	
処置: 順序番号に使用できないオプション(COMMENT、DELETE、INDEX、INSERT、LOCK、RENAME、UPDATE、REFERENCES、EXECUTE)を削除してください。









	 ORA-01915: ビューに対する監査オプションが無効です。 
	
原因: ビューに対するAUDITまたはNOAUDITに指定してある監査オプションは、ビューに対しては不適切です。


	
処置: ビューに使用できないオプション(ALTER、INDEX、REFERENCES、EXECUTE)を削除してください。









	 ORA-01916: ONLINE、OFFLINE、RESIZE、AUTOEXTENDまたはEND/DROPのキーワードが入ります。 
	
原因: データファイル/一時ファイル句に必要なキーワードが使用されていません。


	
処置: 正しい構文を使用してください。









	 ORA-01917: ユーザーまたはロール'string'は存在しません 
	
原因: 指定した名前を持つユーザーまたはロールが存在しません。


	
処置: 名前を再指定してください。









	 ORA-01918: ユーザー'string'は存在しません 
	
原因: ユーザーがシステムに存在しません。


	
処置: ユーザー名が正しいかどうかを確認してください。









	 ORA-01919: ロール'string'は存在しません 
	
原因: 指定した名前を持つロールが存在しません。


	
処置: 正しいロール名を使用しているかどうかを確認してください。









	 ORA-01920: ユーザー名'string'は他のユーザー名またはロール名と競合しています 
	
原因: 指定した名前を持つユーザーまたはロールがすでに存在しています。


	
処置: 異なるユーザー名を指定してください。









	 ORA-01921: ロール名'string'は他のユーザー名またはロール名と競合しています 
	
原因: 指定した名前を持つユーザーまたはロールがすでに存在しています。


	
処置: 異なるロール名を指定してください。









	 ORA-01922: 'string'を削除するにはCASCADEを指定する必要があります 
	
原因: このユーザーをシステムから削除するには、CASCADEが必要です。削除する必要があるオブジェクトを、ユーザーが所有しています。


	
処置: CASCADEを指定してください。









	 ORA-01923: CASCADEは中断されました。オブジェクトを別のユーザーがロックしています 
	
原因: ユーザーのオブジェクトを削除できません。別のユーザーがオブジェクトをロックしています。


	
処置: ロック・モニターを使用して、オブジェクトをロックしているユーザーを確認してください。









	 ORA-01924: ロール'string'が付与されていないか存在しません 
	
原因: ロールがユーザーに付与されていないか、ロールが存在しません。


	
処置: ロールを作成するか、ロールをユーザーに付与して、操作を再試行してください。









	 ORA-01925: 有効なロールの最大数stringを超えました 
	
原因: INIT.ORAパラメータmax_enabled_rolesの値を超えています。


	
処置: max_enabled_rolesを大きくして、データベースをウォーム・スタートしてください。









	 ORA-01926: WITH GRANT OPTIONを使用してもロールへGRANTを実行できません。 
	
原因: ロールは、GRANT OPTION付きの権限を持つことができません。


	
処置: GRANT OPTIONなしでGRANTを実行してください。









	 ORA-01927: 付与していない権限にはREVOKEを実行できません。 
	
原因: 付与された権限のみ取り消すことができます。


	
処置: これらの権限を取り消さないでください。









	 ORA-01928: GRANT OPTIONがすべての権限に対して付与されていません。 
	
原因: 権限を付与するには、最初にGRANT OPTIONの権限が必要です。


	
処置: GRANT OPTION付きの権限を取得して、再試行してください。









	 ORA-01929: GRANTを実行するための権限がありません。 
	
原因: ALLは指定されましたが、ユーザーにはGRANT OPTIONの権限がありません。


	
処置: そのオブジェクトに対する権限を付与しないでください。









	 ORA-01930: オブジェクトの監査はサポートされていません。 
	
原因: 監査できないオブジェクトに、AUDITまたはNOAUDITが指定されました。


	
処置: このオブジェクトに対してAUDITを実行しないでください。









	 ORA-01931: stringはロールに権限付与できません 
	
原因: UNLIMITED TABLESPACE、REFERENCES、INDEX、SYSDBA、SYSOPER、またはSYSASM権限をロールに付与できません。


	
処置: 権限をユーザーに直接付与してください。









	 ORA-01932: ADMIN OPTIONはロール'string'に権限付与されていません 
	
原因: ロールに対するADMIN OPTIONが必要な操作です。


	
処置: GRANT OPTIONを取得して、再試行してください。









	 ORA-01933: ロールの権限を使用してストアド・オブジェクトを作成できません。 
	
原因: ロールの権限を使用して、ストアド・オブジェクトを作成しようとしました。ストアド・オブジェクトは、ロール権限を使用できません。


	
処置: 必要な権限をユーザーに直接付与してください。









	 ORA-01934: 循環ロールの権限付与が検出されました 
	
原因: ロールは循環的に付与されません。また、ロールは自身にも付与されません。


	
処置: 権限付与を実行しないでください。









	 ORA-01935: ユーザー名またはロール名がありません。 
	
原因: ユーザー名またはロール名が必要です。


	
処置: ユーザー名またはロール名を指定してください。









	 ORA-01936: ユーザーまたはロールの作成時に所有者を指定することはできません。 
	
原因: ユーザーおよびロールに所有者は存在しません。


	
処置: 所有者を指定しないでください。









	 ORA-01937: ロール名がないか、無効です。 
	
原因: 有効なロール名が必要です。


	
処置: 有効なロール名を指定してください。









	 ORA-01938: CREATE USERではIDENTIFIED BYを指定する必要があります 
	
原因: パスワードまたはIDENTIFIED EXTERNALLYを指定せずに、ユーザーの作成はできません。


	
処置: パスワード句を1つ指定してください。









	 ORA-01939: ADMIN OPTIONのみ指定できます。 
	
原因: ADMIN OPTIONでのみ、システム権限およびロールは付与されます。GRANT OPTIONは、これらの権限で使用できません。


	
処置: ADMIN OPTIONを指定してください。









	 ORA-01940: 現在接続中のユーザーを削除することはできません。 
	
原因: 現在ログインしているユーザーを削除しようとしました。


	
処置: ユーザーがログオフしていることを確認して、コマンドを再実行してください。









	 ORA-01941: SEQUENCEキーワードが必要です。 
	
原因: キーワードがありません。


	
処置: 不足しているキーワードを指定してください。









	 ORA-01942: IDENTIFIED BYとEXTERNALLYを両方指定することはできません。 
	
原因: ユーザーにパスワードありとなしの両方を指定することはできません。


	
処置: これらのオプションのどちらか一方を指定してください。









	 ORA-01943: IDENTIFIED BYはすでに指定されています。 
	
原因: IDENTIFIED句が、2度指定されています。


	
処置: IDENTIFIED BY句を、1度のみ使用してください。









	 ORA-01944: IDENTIFIED EXTERNALLYはすでに指定されています。 
	
原因: IDENTIFIED EXTERNALLY句が、2度指定されています。


	
処置: IDENTIFIED句を、1度のみ使用してください。









	 ORA-01945: DEFAULT ROLEはすでに指定されています。 
	
原因: DEFAULT ROLE句が、2度指定されています。


	
処置: DEFAULT ROLE句を、1度のみ使用してください。









	 ORA-01946: DEFAULT TABLESPACEはすでに指定されています。 
	
原因: DEFAULT TABLESPACE句が、2度指定されています。


	
処置: DEFAULT TABLESPACE句を、1度のみ使用してください。









	 ORA-01947: TEMPORARY TABLESPACEはすでに指定されています。 
	
原因: TEMPORARY TABLESPACE句が、2度指定されています。


	
処置: TEMPORARY TABLESPACE句を、1度のみ使用してください。









	 ORA-01948: 識別子名の長さ(string)が最大(string)を超えています 
	
原因: 指定した名前が長すぎます。たとえば、dbms_session.is_role_enabled()は長すぎるロール名を指定しています。


	
処置: アプリケーションまたはコマンドを変更し、正しい識別子を使用してください。









	 ORA-01949: ROLEキーワードが必要です。 
	
原因: ROLEキーワードがここで必要です。


	
処置: ROLEキーワードを指定してください。









	 ORA-01950: 表領域'string'に対する権限がありません 
	
原因: ユーザーには、指定された表領域でエクステントを割り当てる権限がありません。


	
処置: ユーザーに適切なシステム権限を付与するか、表領域における領域リソースを付与してください。









	 ORA-01951: ロール'string'は'string'に権限付与されていません 
	
原因: 取り消そうとしたロールが、ユーザーに付与されていません。


	
処置: ユーザーに付与していない権限を取り消そうとしないでください。









	 ORA-01952: システム権限は'string'に付与されていません 
	
原因: 取り消そうとしたシステム権限が、ユーザーに付与されていません。


	
処置: 取り消そうとしている権限が付与されることを確認してください。









	 ORA-01953: コマンドは無効になりました。ALTER USERを使用してください。 
	
原因: 表領域に対する割当て制限を与えるための構文が変更されました。この機能を実行するには、ALTER USERコマンドを使用します。


	
処置: ALTER USERコマンドを使用してください。









	 ORA-01954: CREATE USERではDEFAULT ROLE句は無効です。 
	
原因: DEFAULT ROLEをCREATE USERに指定できません。


	
処置: ユーザーを作成した後に、DEFAULT ROLEを付与および変更してください。









	 ORA-01955: DEFAULT ROLE 'string'はユーザーに権限付与されていません 
	
原因: ユーザーが持っていないロールをDEFAULT ROLEに設定しようとしました。サブロールはDEFAULT ROLE句では使用できないことに注意してください。


	
処置: ユーザーにロールを付与してください。









	 ORA-01956: OS_ROLESが使用されているためコマンドは無効です。 
	
原因: このコマンドは、INIT.ORAパラメータOS_ROLESがTRUEのときには使用できません。


	
処置: オペレーティング・システム内のユーザーにロールを付与してください。









	 ORA-01967: CREATE CONTROLFILEのオプションが無効です。 
	
原因: 無効なCREATE CONTROLFILEオプションが存在します。


	
処置: 有効なCREATE CONTROLFILEオプションのみ指定してください。









	 ORA-01968: RESETLOGSまたはNORESETLOGSは一度にどちらかのみ指定できます 
	
原因: 複数のRESETLOGSまたはNORESETLOGSキーワードを指定しています。


	
処置: RESETLOGSまたはNORESETLOGSを1度のみ指定してください。









	 ORA-01969: RESETLOGSまたはNORESETLOGSを指定する必要があります 
	
原因: RESETLOGSまたはNORESETLOGSが欠落しています。


	
処置: RESETLOGSまたはNORESETLOGSを1度のみ指定してください。









	 ORA-01970: CREATE CONTROLFILEのデータベース名を指定する必要があります 
	
原因: データベース名が欠落しています。


	
処置: DATABASEキーワードを指定して、CREATE CONTROLFILEコマンドを再入力してください。









	 ORA-01973: 変更番号がありません。 
	
原因: キーワードCHANGEが見つかりましたが、変更番号が指定されていません。


	
処置: コマンドラインを修正して、再実行してください。









	 ORA-01974: アーカイブ・オプションが無効です。 
	
原因: ALTER SYSTEM ARCHIVEコマンドに対して有効なオプションではありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-01977: スレッド番号がありません。 
	
原因: キーワードTHREADが見つかりましたが、スレッド番号が指定されていません。


	
処置: コマンドラインを修正して、再実行してください。









	 ORA-01978: 順序番号がありません。 
	
原因: キーワードSEQUENCEが見つかりましたが、順序番号が指定されていません。


	
処置: コマンドラインを修正して、再実行してください。









	 ORA-01979: ロール'string'のパスワードがないか、無効です 
	
原因: ロールを使用可能にしようとしましたが、正しいパスワードを入力しませんでした。


	
処置: SET ROLEコマンドでIDENTIFIED BY句を使用して、正しいパスワードを指定してください。









	 ORA-01980: OS ROLEの初期化中にエラーが発生しました。 
	
原因: ユーザーのOS ROLESをロード中、オペレーティング・システム・エラーが発生しました。


	
処置: オペレーティング・システム・エラーを確認してください。









	 ORA-01981: この取消を実行するにはCASCADE CONSTRAINTSを指定する必要があります 
	
原因: この取消し処理では、いくつかの外部キー制約が削除されます。これを自動的に実行するために、CASCADE CONSTRAINTSを指定する必要があります。


	
処置: 制約を削除するか、CASCADE CONSTRAINTSを指定してください。









	 ORA-01982: 表に対する監査オプションが無効です。 
	
原因: 表に対するAUDITまたはNOAUDITに指定してある監査オプションは、表に対しては不適切です。


	
処置: 表にREFERENCESおよびEXECUTEオプションは使用できません。削除してください。









	 ORA-01983: DEFAULTに対する監査オプションが無効です。 
	
原因: DEFAULTに対するAUDITまたはNOAUDITに指定してある監査オプションは、DEFAULTに対しては不適切です。


	
処置: DEFAULTに使用できないオプション(REFERENCES)を削除してください。









	 ORA-01984: プロシージャ/パッケージ/関数に対する監査オプションが無効です 
	
原因: DEFAULTに対するAUDITまたはNOAUDITに指定してある監査オプションは、プロシージャ、パッケージまたは関数に対しては不適切です。


	
処置: プロシージャ、パッケージおよび関数に使用できないオプション(EXECUTE以外すべて)を削除してください。









	 ORA-01985: LICENSE_MAX_USERSパラメータが制限を超えたため、ユーザーを作成できません 
	
原因: データベース・ライセンス制限の最大ユーザー数を超えました。


	
処置: ライセンス制限を増やしてください。









	 ORA-01986: OPTIMIZER_GOALは廃止されています 
	
原因: 廃止されたパラメータOPTIMIZER_GOALが参照されました。


	
処置: OPTIMIZER_MODEパラメータを使用してください。









	 ORA-01987: クライアントのOSユーザー名が長すぎます 
	
原因: クライアントのオペレーティング・システム・ユーザー名が長すぎるため、OSログオンを続行できません。


	
処置: オペレーティング・システム・ユーザー名を短くしてください。









	 ORA-01988: リモートOSログオンはできません。 
	
原因: リモートOSログオンをしようとしましたが、これは許可されていません。


	
処置: ローカル・クライアントを使用するか、remote_os_authentシステム・パラメータを使用して、リモートでオペレーティング・システムへのログオンができるようにしてください。









	 ORA-01989: ロール 'string' はオペレーティング・システムで許可されていません。 
	
原因: 指定されたオペレーティング・システムのロールが存在しないか、付与されていません。または、正しいパスワードが指定されていません。


	
処置: 必要に応じて、有効なオペレーティング・システムのロールまたはパスワードを使用して、SET ROLEを再試行してください。









	 ORA-01994: GRANT失敗: パスワード・ファイルが見つからないか使用不可です 
	
原因: INIT.ORAパラメータREMOTE_LOGIN_PASSWORDFILEがNONEに設定されているか、パスワード・ファイルが見つからないため、操作が失敗しました。


	
処置: orapwdツールを使用してパスワード・ファイルを作成し、INIT.ORAパラメータREMOTE_LOGIN_PASSWORDFILEをEXCLUSIVEに設定してください。









	 ORA-01999: パスワード・ファイルはSHAREDモードで更新できません 
	
原因: INIT.ORAパラメータREMOTE_LOGIN_PASSWORDFILEがSHAREDに設定されていたため、操作が失敗しました。


	
処置: INIT.ORAパラメータをEXCLUSIVEに設定してください。









	 ORA-02001: ユーザーSYSが空きリスト・グループ付きの索引を作成することは許可されていません。 
	
原因: SYS権限で実行中に索引を作成しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02004: セキュリティ違反です。 
	
原因: このエラー・コードはユーザーに戻されることはありません。列audit_trail.returncodeの値として使用されて、セキュリティ違反が発生したことを伝えます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02007: ALLOCATEまたはDEALLOCATEオプションをREBUILDとともに使用できません。 
	
原因: ALLOCATE STORAGEまたはDEALLOCATE STORAGEと、REBUILD INDEXは同時に使用できません。


	
処置: いずれかを指定してください。









	 ORA-02009: ファイルのサイズには0を指定できません。 
	
原因: ファイル指定のSIZE句またはRESIZE句で、0(ゼロ)の値が指定されました。


	
処置: 正しい構文を使用するか、SIZE句またはRESIZE句を省略してください。









	 ORA-02014: DISTINCT、GROUP BYなどを含むビューに対してFOR UPDATE句を使用できません 
	
原因: マージ処理の妨げとなるDISTINCTやGROUP BYなどの構文が使用されていたためにマージされなかったビュー、または初期化ファイルのパラメータ設定が原因でマージされなかったビューから、FOR UPDATEを選択しようとしました。


	
処置: ビューがマージされない理由を確認し、可能な場合はマージできるように変更してください。









	 ORA-02015: リモート表に対してFOR UPDATE句は使用できません。 
	
原因: 抽象データ型の列があるリモート表に対してFOR UPDATEを(直接またはビュー経由で)選択しようとしました。さらにビューまたはSELECTリストに抽象データ型の列または列以外の項目が含まれていました。


	
処置: FOR UPDATEの選択を試行するには、抽象データ型の列でないリモート表のベース列のみで構成されたビューまたはSELECTリストを使用してください。









	 ORA-02020: 使用中のデータベース・リンクが多すぎます。 
	
原因: 現行のセッションが、INIT.ORAのopen_linksの最大値を超えました。


	
処置: open_linksの制限値を大きくするか、トランザクションをコミットまたはロールバックし、リモート・データベースを参照するオープン・カーソルを取り消して、オープン・リンクのいくつかを解放してください。









	 ORA-02021: リモート・データベースに対するDDL操作が無効です。 
	
原因: リモート・データベースでDDL操作を使用しようとしました。たとえば、"CREATE TABLE tablename@remotedbname ..."です。


	
処置: リモート・データベース構造を変更するには、適切な権限でリモート・データベースに接続してください。









	 ORA-02022: リモート文に、リモート・オブジェクトを参照する最適化されていないビューがあります。 
	
原因: ローカル・ビューは最適化されていないうえ、リモート・データベース・オブジェクトを参照しています。そして、その文はリモート・データベースで実行されるようになっています。


	
処置: リモート・データベース上で同様のビューを作成し、新規のview@remoteを使用してSQL文内の違反しているビューを変更してください。









	 ORA-02024: データベース・リンクが見つかりません。 
	
原因: 削除するデータベース・リンクがディクショナリ内にありません。


	
処置: データベース・リンク名を修正してください。









	 ORA-02025: SQL文の中の表はすべてリモート・データベースにある必要があります 
	
原因: ユーザーのSQL文が、複数のデータベースの表を参照しています。リモート・データベースがOracle V7以上でないため、SQL文で指定されたすべての表を参照できる場合のみ更新を実行できます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02026: LINKキーワードがありません。 
	
原因: キーワードがありません。


	
処置: 不足しているキーワードを指定してください。









	 ORA-02027: 複数行にわたるLONG列の更新はサポートされていません 
	
原因: 列の更新に4001バイト以上のバインド変数が使用されており、UPDATE文が複数の行を更新しています。


	
処置: このバインド変数を使用して、単一行のみ更新してください。









	 ORA-02028: 正確な数の行の取出しはサーバーではサポートされていません。 
	
原因: サーバーはUPIALLをサポートしていません。したがって、正確な行数の取出しをユーザー側でエミュレートすることはできません。


	
処置: 有効なサーバーに接続するか、または正確な取出しを使用しないでください。









	 ORA-02029: FILEキーワードがありません。 
	
原因: キーワードがありません。


	
処置: 不足しているキーワードを指定してください。









	 ORA-02030: 固定表/固定ビューでは選択のみ可能です。 
	
原因: 固定表/固定ビューで、取得以外の操作を実行しようとしています。


	
処置: 固定表/固定ビューで、行の選択のみ実行してください。









	 ORA-02031: ROWIDが固定表または外部構成表にありません 
	
原因: 固定表または外部構成表からROWIDにアクセスしようとしています。


	
処置: 固定表または外部構成表からROWIDにアクセスしないでください。









	 ORA-02032: クラスタ索引の作成前にクラスタ表は使用できません。 
	
原因: ユーザーが、クラスタ索引が作成されていないクラスタ表に対してDML操作を実行しようとしました。


	
処置: クラスタ索引を作成してください。









	 ORA-02033: このクラスタに対するクラスタ索引はすでに存在しています 
	
原因: クラスタ索引はすでに存在しています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02034: スピード・バインドは許可されていません。 
	
原因: スピード・バインドは、バインド変数で許可されていません。システムが内部検出しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02035: バンドル操作の組合せが無効です。 
	
原因: UPIバンドル実行コールが、不適切な組合せの操作を実行するように要求されました。


	
処置: 有効な操作の組合せについては、ドキュメントを参照してください。









	 ORA-02036: 自動カーソル・オープンが記述されている変数が多すぎます。 
	
原因: UPIバンドル実行コールが、記述操作時に自動のカーソル・オープン/クローズを実行するように要求されました。ただし、SELECTリスト項目またはバインド変数が多すぎるため、これを実行できません。


	
処置: 明示的にカーソルをオープンおよびクローズしてください。









	 ORA-02037: スピード・バインド記憶域が初期化されていません 
	
原因: バインド操作を含むUPIバンドル実行コールを実行する前に、スタンドアロン実行操作を含むUPIバンドル実行コールを実行しようとしました。


	
処置: バインドを含むUPIバンドル実行コールを実行してから、実行操作を含むバンドル実行コールを実行してください。









	 ORA-02038: 配列型への定義はできません 
	
原因: 配列型のSELECTリスト変数を定義しようとしました。配列は、ホスト・バインド変数としてのみ機能します。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02039: 配列型への値によるバインドはできません 
	
原因: 配列ホスト変数を値でバインドしようとしました。配列は、参照でのみバインドできます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02040: リモート・データベースstringは2フェーズ・コミットをサポートしていません。 
	
原因: データベースは更新された可能性がありますが、コミットの準備をサポートしていません(ログオン・トランザクション特性により決定)。トランザクションはロールバックされました。


	
処置: リモート・データベースが、トランザクションで更新する唯一のデータベースでないかぎり、更新しないようにしてください。









	 ORA-02041: クライアント・データベースはトランザクションを開始しませんでした。 
	
原因: 内部エラー


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02042: 分散トランザクションが多すぎます。 
	
原因: 実行中の分散トランザクションが多すぎるため、分散トランザクション表がいっぱいになりました。


	
処置: トランザクションを減らして実行してください。同時分散トランザクションの数が多すぎないことを確認できた場合、これは内部エラーを示し、サポートに連絡する必要があります。インスタンスのシャットダウン/再起動は回避されます。









	 ORA-02043: stringを実行する前に、現行のトランザクションを終了させてください。 
	
原因: トランザクションの処理中に、COMMIT FORCE、ROLLBACK FORCE、ALTER SYSTEM ENABLE DISTRIBUTED RECOVERYのいずれかのコマンドがシングル・プロセス・モードで発行されました。


	
処置: 現行のトランザクションに対してCOMMITまたはROLLBACKを実行してから、コマンドを再実行してください。









	 ORA-02044: トランザクション・マネージャのログインは拒否されました: トランザクションが動作中です 
	
原因: 分散トランザクションの処理中に、リモート・トランザクション・マネージャがログインしようとしました。


	
処置: 現行のトランザクションを終了してください(これはリモート・トランザクション・マネージャからのプロトコル・エラーです)。









	 ORA-02045: グローバル・トランザクションに関わるローカル・セッションが多すぎます。 
	
原因: このサイトでは、このトランザクションに対するセッションが多すぎます。


	
処置: 別のセッションを作成せずに済むように、既存のリンクを使用してください。









	 ORA-02046: 分散トランザクションはすでに開始しています。 
	
原因: 内部エラーまたは外部トランザクション・マネージャのエラーが発生しました。サーバー・セッションは、先の分散トランザクションを終了する前に、begin_tran RPCを受け取りました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02047: 動作中の分散トランザクションは結合できません。 
	
原因: 2フェーズ・コミットを完全サポートしていないリモート・データベースに対するトランザクションの処理中に、別のデータベース上で更新を実行しようとしました。あるいは、更新の保留中に、2フェーズ・コミットを完全サポートしていない別のデータベースを更新しようとしました。


	
処置: 現行のトランザクションを完了してから、更新要求を再発行してください。









	 ORA-02048: ログオンしないで分散トランザクションを開始しようとしました。 
	
原因: クライアント・プログラムが分散トランザクションのログインを発行する必要があります。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02049: タイムアウト: 分散トランザクションがロックを待機しています。 
	
原因: ロックの待機がINIT.ORAのdistributed_lock_timeout秒を超えました。


	
処置: デッドロックとして処理してください。









	 ORA-02050: トランザクションstringはロールバックされました。いくつかのリモート・データベースはインダウトの可能性があります 
	
原因: 2PCでネットワークまたはリモートの障害が発生しました。


	
処置: 実行した操作を通知してください。障害が解決されると、リモート・データベースは自動的に再同期化されます。









	 ORA-02051: 同一トランザクション内の別セッションまたはブランチが失敗したかファイナライズされました 
	
原因: 同じサイトの同じグローバル・トランザクションIDが割り当てられたセッションが失敗しました。この問題は、同じグローバル・トランザクションIDが割り当てられた別の密結合のトランザクション・ブランチの終了中または中断中にデータベースを更新しようとした場合にも、アプリケーション・エラーによって発生することがあります。


	
処置: トランザクションは自動的にリカバリされるため、処置は必要ありません。アプリケーション・エラーの場合は、トランザクション・マネージャが密結合の分散トランザクションに対して2フェーズ・コミットを開始した後にデータベースを更新しないでください。









	 ORA-02052: stringにおいてリモート・トランザクション・エラーが発生しました。 
	
原因: 所定のDBLINKでリモート・トランザクションにエラーが発生しました。


	
処置: 再試行してください。









	 ORA-02053: トランザクションstringはコミットしました。いくつかのリモート・データベースはインダウトの可能性があります 
	
原因: 2PCでネットワークまたはリモートの障害が発生しました。


	
処置: 実行した操作を通知してください。障害が解決されると、リモート・データベースは自動的に再同期化されます。









	 ORA-02054: トランザクションstringはインダウトです 
	
原因: 2PCでネットワークまたはリモートの障害が発生しました。


	
処置: 実行した操作を通知してください。障害が解決されると、データベースは自動的に再同期化されます。pending_trans$の最終的な生成物を確認してください。









	 ORA-02055: 分散更新操作でエラーが発生しました。ロールバックが必要です 
	
原因: 分散更新操作において、すべての操作結果をロールバックしないうちにエラーが発生しました。一貫性のないサイトが存在する可能性もあるため、このトランザクションをセーブポイントまでロールバックするか、または全体をロールバックする必要があります。


	
処置: セーブポイントまでロールバックするか、トランザクションをロールバックしてから、再試行してください。









	 ORA-02056: 2PC: string: 2フェーズ・コマンド番号string(string)が無効です 
	
原因: 2フェーズ・コミットのプロトコル・エラーです。


	
処置: トランザクションのリカバリが試行されました。pending_trans$表を確認して、問題が正しく解決されたことを確認してください。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02057: 2PC: string: 2フェーズ・リカバリ状態番号string(string)が無効です 
	
原因: 2フェーズ・リカバリ・プロトコルに内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02058: ID stringを持つ準備完了状態のトランザクションがありません。 
	
原因: local_tran_idまたはglobal_tran_idを持つトランザクションが、準備状態のpending_trans$表内にありません。


	
処置: pending_trans$表を確認してください。









	 ORA-02059: コミット・コメントにORA-2PC-CRASH-TEST-stringが含まれています。 
	
原因: 2フェーズ・コミットをテストするために使用される特別なコメントです。


	
処置: この特別なコメントは使用しないでください(%sは1から10の数値)。









	 ORA-02060: SELECT...FOR UPDATEで分散している表の結合を指定しました。 
	
原因: FOR UPDATE句を使用して結合する表は、同一データベースに存在する必要があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02061: LOCK TABLEに分散している表を指定しました。 
	
原因: LOCK TABLE文では、同一データベースに存在する表を指定する必要があります。


	
処置: LOCK TABLEコマンドを複数発行してください。









	 ORA-02062: 分散リカバリでDBID stringを受け取りました。stringが必要です。 
	
原因: コーディネータ・ポイントのデータベース・リンクが、目的のデータベースを指していません。リンクが再定義されたか、異なるデータベースがマウントされている可能性があります。


	
処置: リンクの定義またはリモート・データベースをリストアしてください。









	 ORA-02063: 先行のエラー・メッセージを参照してくださいstringstring(stringstring)。 
	
原因: リモート・データベース・リンクのOracleエラーです。


	
処置: 先行のエラー・メッセージを参照してください。









	 ORA-02064: 分散処理はサポートされていません。 
	
原因: 次のサポートされていない操作の1つを試行しました。
1. データベース・リンクを参照する副問合せを使用して、リモート更新の配列処理を実行しようとした。

2. バインド変数を使用したLONG列の更新、およびデータベース・リンクとバインド変数の両方を参照する副問合せによる2番目の列の更新を試行した。

3. コーディネート・セッションで、OUTパラメータまたは関数コールを使用するRPCプロシージャ・コールからコミットが発行された。




	
処置: リモート更新文を単純にしてください。









	 ORA-02065: ALTER SYSTEMのオプションが無効です。 
	
原因: ALTER SYSTEMに、サポートされていないオプションを指定しました。


	
処置: サポートされているオプションの詳細は、ユーザー・マニュアルを参照してください。









	 ORA-02066: DISPATCHERSテキストが指定されていないか、または無効です 
	
原因: ALTER SYSTEM SET DISPATCHERSの後に文字列リテラルが必要ですが、見つかりませんでした。


	
処置: ALTER SYSTEM SET DISPATCHERSの後に、ディスパッチャ指定を含む文字列リテラルを指定してください。









	 ORA-02067: トランザクションまたはセーブポイントのロールバックが必要です。 
	
原因: 複数のリモート更新を実行するトリガーまたはストアド・プロシージャで、前のOracleコールでは保証できないような障害が発生しました。


	
処置: 前のセーブポイントまでロールバックするか、トランザクションをロールバックしてから、再試行してください。









	 ORA-02068: stringstringで重大なエラーが発生しました。 
	
原因: 指定されたデータベース・リンクから重大なエラー(接続の切断または致命的なOracleエラー)を受け取りました。続いて表示されるエラー・テキストを参照してください。


	
処置: リモート・システム管理者に連絡してください。









	 ORA-02069: この操作を行うには、GLOBAL_NAMESパラメータをTRUEに設定する必要があります 
	
原因: 文のリモート・マッピングが必要ですが実行できません。これを実行するには、global_namesがTRUEに設定されている必要があります。


	
処置: 可能な場合は、alter session set global_names = trueを発行してください。









	 ORA-02070: データベースstringstringはこのコンテキストではstringをサポートしません。 
	
原因: リモート・データベースは、使用されているコンテキストにおいて指定された機能をサポートしていません。


	
処置: SQL文を単純にしてください。









	 ORA-02071: リモート・データベースstringの機能の初期化でエラーが発生しました。 
	
原因: リモートで指定した機能表をロードできませんでした。


	
処置: リモートのSQL*Connect製品については、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02072: 分散データベース・ネットワーク・プロトコルが一致しません。 
	
原因: このエラーは、Oracleの異なる本番リリース間では発生しませんが、アルファ・リリースとベータ・リリースの間で発生することがあります。


	
処置: 古いリリースをアップグレードしてください。









	 ORA-02073: リモート更新では順序番号はサポートされません。 
	
原因: リモート表のINSERT、UPDATEまたはDELETEで、順序番号は使用できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02074: 分散トランザクションでは、stringは実行できません。 
	
原因: 分散トランザクションの親セッション以外のセッションから、コミットまたはロールバックしようとしました。


	
処置: 親セッションからのみコミットまたはロールバックしてください。









	 ORA-02075: 別のインスタンスによりトランザクションstringの状態が変更されました。 
	
原因: 別のインスタンスでのセッションから、強制コミットまたは強制ロールバックが発行されました。


	
処置: Oracleの別のインスタンスが、保留トランザクションのリカバリを実行しているかどうかを確認してください。DBA_2PC_PENDINGに問い合せて、トランザクションの現在の状態を判断してください。









	 ORA-02076: 順序は更新される表またはLONG列と同一ノードにありません 
	
原因: すべての参照順序は、LONG列を持つ表と同一ノードにある必要があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02077: LONG列は同一ノード上の表から選択する必要があります 
	
原因: SELECTによって複数の表からLONG列が返される場合は、すべての表が同一ノードにある必要があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02079: コミット分散トランザクションに結合できません 
	
原因: あるトランザクション・ブランチが準備された後は、別の新しいトランザクション・ブランチは開始できず、準備されたトランザクション・ブランチの結合もできません。


	
処置: これはXAプロトコル違反であるため、アプリケーション・コードを確認してください。









	 ORA-02080: データベース・リンクは使用中です。 
	
原因: ALTER SESSION CLOSE DATABASE LINKの<link>コマンドで指定されたデータベース・リンクで、トランザクションがアクティブであるか、またはカーソルがオープンしています。


	
処置: コミットまたはロールバックして、すべてのカーソルをクローズしてください。









	 ORA-02081: データベース・リンクがオープンしていません。 
	
原因: 所定のデータベース・リンクが現在オープンしていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02082: ループバック・データベース・リンクには接続修飾子が必要です。 
	
原因: 現行のデータベースと同じ名前のデータベース・リンクを作成しようとしました。


	
処置: ループバック・データベース・リンクには、後続の修飾子が必要です。たとえば、MYDB.EXAMPLE.COM@INST1の場合は、'@INST1'が修飾子になります。









	 ORA-02083: データベース名に無効な文字'string'が含まれています。 
	
原因: データベース名に使用できる文字は、AからZ、0から9、'_'、'#'、'$'、'.'、'@'のみです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02084: データベース名の一部に間違いがあります 
	
原因: データベース名の先頭文字を'.'にしたり、末尾文字を'.'または'@'にしたり、1行に'.'または'@'を2つ含めたりすることはできません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02085: データベース・リンクstringはstringに接続します。 
	
原因: データベース・リンクは、リンク名とは別の名前のデータベースに接続しようとしました。接続が拒否されました。


	
処置: 接続するデータベースと同じ名前のデータベース・リンクを作成するか、global_names=falseに設定してください。









	 ORA-02086: データベース名またはデータベース・リンク名が長すぎます。 
	
原因: データベース名またはデータベース・リンク名の長さは最大128文字です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02087: オブジェクトは同一トランザクション内の別プロセスによってロックされています 
	
原因: クラスタ・データベース環境において、同一インスタンスをループバックするデータベース・リンクが使用されています。あるセッションが、別のセッションが取得したロックを変換しようとしています。


	
処置: より制限的なロックを最初に取得してください。たとえば、同じオブジェクトでセッション1が共有ロックを取得し、セッション2が排他ロックを取得する場合、最初に排他ロックを取得してください。それ以外の場合は、単に同じセッションを使用して、オブジェクトにアクセスしてください。









	 ORA-02088: 分散データベース・オプションがインストールされていません。 
	
原因: Oracle V7では、リモートおよび分散型の更新やトランザクションは別売のオプションとなります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02089: 下位セッションにCOMMITは使用できません。 
	
原因: 2フェーズ・コミットのグローバル・コーディネータでないセッションで、COMMITが発行されました。


	
処置: COMMITは、グローバル・コーディネータでのみ発行してください。









	 ORA-02090: ネットワーク・エラー: CALLBACK+PASSTHRUを試行しました 
	
原因: 内部エラー。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02091: トランザクションがロールバックされました。 
	
原因: エラー2092も参照。トランザクションがリモート・サイトで中断された場合は2091のみ、ホストで中断された場合は2092および2091を参照してください。


	
処置: ロールバック・セグメントを追加して、トランザクションを再試行してください。









	 ORA-02092: 分散トランザクションのトランザクション表スロットが不足しています。 
	
原因: 分散トランザクションがシステム・ロールバック・セグメントに割り当てられ、PREPARED状態に入ろうとしました。ただし、必要な数のPREPAREDでないスロットが得られないため、トランザクションがロールバックされました。


	
処置: ロールバック・セグメントを追加して、トランザクションを再試行してください。









	 ORA-02093: TRANSACTIONS_PER_ROLLBACK_SEGMENT(string)が最大可能数(string)を超えました 
	
原因: パラメータで指定した値が、このポートで可能な最大値を超えています。


	
処置: デフォルト値を使用するか、最大可能数より小さい値にしてください。









	 ORA-02094: レプリケーション・オプションがインストールされていません。 
	
原因: このサイトには、レプリケーション・オプションがインストールされていません。したがって、更新可能マテリアライズド・ビュー、遅延RPCなどのレプリケーション機能は使用できません。


	
処置: レプリケーション・オプションをインストールしてください。レプリケーション・オプションは、Oracleデータベース製品の一部ではないため、別個に購入してください。レプリケーション・オプションを購入する必要がある場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02095: 指定した初期化パラメータを変更できません。 
	
原因: 指定した初期化パラメータは修正できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02096: 指定した初期化パラメータはこのオプションでは修正できません。 
	
原因: 初期化パラメータの変更は可能ですが、指定したコマンドでは変更できません。


	
処置: データベース管理者ガイドを参照して、パラメータの変更可能範囲を確認してください。









	 ORA-02097: 指定した値が無効なので、パラメータを変更できません。 
	
原因: 初期化パラメータの変更は可能ですが、変更した値はパラメータには使用できません。


	
処置: データベース管理者ガイドを参照して、このパラメータの許容値の範囲を確認してください。









	 ORA-02098: 索引表参照(:I)の解析でエラーが発生しました 
	
原因: 不適切な索引表(:I)構文があります。


	
処置: これはOracleが内部でのみ使用する構文です。














5 ORA-02140からORA-04099



	 ORA-02140: 表領域名が無効です。 
	
原因: ALTER TABLESPACEの後に識別子がありません。


	
処置: ALTER TABLESPACEの後に表領域名を指定してください。









	 ORA-02141: OFFLINEオプションが無効です。 
	
原因: OFFLINEの後にNORMALまたはIMMEDIATE以外のオプションが指定されています。


	
処置: OFFLINEの後には、オプションを指定しないか、NORMALまたはIMMEDIATEのいずれか1つを指定してください。









	 ORA-02142: ALTER TABLESPACEオプションがないか、または無効です。 
	
原因: 有効なオプションがありません。


	
処置: ADD、RENAME、DEFAULT、ONLINE、OFFLINE、READ ONLY、READ WRITE、BEGIN、END、NO、FORCE、RETENTION GUARANTEE、RETENTION NOGUARANTEEなどの有効なオプションを1つ使用してください。









	 ORA-02143: STORAGEオプションが無効です。 
	
原因: INITIAL、NEXT、MINEXTENTS、MAXEXTENTSまたはPCTINCREASE以外のオプションが、STORAGE句で指定されました。


	
処置: 有効なオプションのみを指定してください。









	 ORA-02144: ALTER CLUSTERにオプションが指定されていません。 
	
原因: ALTER CLUSTERのオプションが指定されていません。


	
処置: PCTFREE、PCTUSED、SIZE、STORAGEの各オプションのうち1つ以上を指定してください。









	 ORA-02145: STORAGEオプションがありません。 
	
原因: STORAGE (の後に続くSTORAGEオプションが指定されていません。


	
処置: カッコ内にSTORAGEのオプションを1つ以上指定してください。









	 ORA-02146: SHAREDの指定が重複しています。 
	
原因: CREATE DATABASE文にSHAREDオプションが複数回指定されました。


	
処置: SHAREDオプションを1回のみ指定してください。









	 ORA-02147: SHAREDとEXCLUSIVEのオプションが混在しています 
	
原因: CREATE DATABASE文に、SHAREDとEXCLUSIVEのオプションが両方指定されています。


	
処置: SHAREDまたはEXCLUSIVEのいずれか1つのみを指定してください。









	 ORA-02148: EXCLUSIVEの指定が重複しています。 
	
原因: CREATE DATABASE文にEXCLUSIVEオプションが複数回指定されました。


	
処置: EXCLUSIVEオプションを1回のみ指定してください。









	 ORA-02149: 指定されたパーティションが存在しません。 
	
原因: オブジェクトのパーティションが見つかりません。


	
処置: 正しいパーティション名を使用してください。









	 ORA-02150: 新規表領域名が無効です 
	
原因: ALTER TABLESPACE RENAME TO文で指定した新しい表領域名が無効です。


	
処置: 新たに有効な表領域名を指定して、再試行してください。









	 ORA-02151: 表領域名が無効です: string 
	
原因: Oracleでは、名前が'_$deleted$'で始まる表領域は作成できません。


	
処置: 別の表領域名を指定してください。









	 ORA-02152: ALTER TABLESPACE ... RENAMEオプションが無効です 
	
原因: ALTER TABLESPACE ... RENAMEの後にDATAFILEまたはTO以外のオプションが指定されています。


	
処置: ALTER TABLESPACE ... RENAMEの後には、DATAFILEまたはTOのいずれか1つを指定してください。









	 ORA-02153: VALUES句の後のパスワード文字列が正しくありません。 
	
原因: VALUES句の後に暗号化パスワード文字列が入力されていません。


	
処置: VALUES句の後に正しい暗号化パスワード文字列を入力してください。









	 ORA-02154: 'string'という名前の表領域が見つかりました 
	
原因: 表領域を新しい名前に変更しようとしましたが、新しい名前がすでに別の表領域に使用されているため、変更に失敗しました。


	
処置: 新たに別の名前を指定して、再試行してください。









	 ORA-02155: DEFAULTの表領域識別子が無効です。 
	
原因: DEFAULT TABLESPACEの後に識別子がありません。


	
処置: DEFAULT TABLESPACEの後に表領域名を指定してください。









	 ORA-02156: TEMPORARYの表領域識別子が無効です。 
	
原因: TEMPORARY TABLESPACEの後に識別子がありません。


	
処置: TEMPORARY TABLESPACEの後に表領域名を指定してください。









	 ORA-02157: ALTER USERオプションが指定されていません。 
	
原因: オプションの指定がありません。


	
処置: ALTER USERのオプションを、1つ以上指定してください。









	 ORA-02158: CREATE INDEXオプションが無効です。 
	
原因: COMPRESS、NOCOMPRESS、PCTFREE、INITRANS、MAXTRANS、STORAGE、TABLESPACE、PARALLEL、NOPARALLEL、RECOVERABLE、UNRECOVERABLE、LOGGING、NOLOGGING、LOCALまたはGLOBAL以外のオプションが指定されています。


	
処置: CREATE INDEXの有効なオプションを1つ選択してください。









	 ORA-02159: インストール済のDLMは解放可能ロック・モードをサポートしません。 
	
原因: 使用中でないときにLCKプロセスによりロックを解放できるgc_*パラメータがパラメータ・ファイルに指定されました。このモードには使用可能でないDLMから追加のサポートが必要です。


	
処置: 追加機能を必要としない構成パラメータを指定してください。









	 ORA-02160: 索引構成表にLONG型の列は組み込めません。 
	
原因: 索引構成表に定義されたLONG型の列です。


	
処置: 索引構成表にLONG型の列を使用しないでください。









	 ORA-02161: MAXLOGFILESに対する値が無効です。 
	
原因: MAXLOGFILESの後に数値が指定されていません。


	
処置: MAXLOGFILESの後に数値を指定してください。









	 ORA-02162: MAXDATAFILESに対する値が無効です。 
	
原因: MAXDATAFILESの後に数値が指定されていません。


	
処置: MAXDATAFILESの後に数値を指定してください。









	 ORA-02163: FREELIST GROUPSに対する値が無効です。 
	
原因: FREELIST GROUPSの後に数値が指定されていません。


	
処置: FREELIST GROUPSの後に数値を指定してください。









	 ORA-02164: DATAFILE句が2つ以上指定されています。 
	
原因: CREATE DATABASEコマンドに2つ以上のDATAFILE句が指定されています。


	
処置: DATAFILE句を1つのみ指定してください。









	 ORA-02165: CREATE DATABASEに対するオプションが無効です 
	
原因: CREATE DATABASEの無効なオプションがあります。


	
処置: CREATE DATABASEの有効なオプションのみを指定してください。









	 ORA-02166: ARCHIVELOGとNOARCHIVELOGが両方指定されています。 
	
原因: CREATE DATABASE文にARCHIVELOGとNOARCHIVELOGが両方指定されています。


	
処置: これら2つのオプションのうち1つのみを指定してください。









	 ORA-02167: LOGFILE句が2つ以上指定されています。 
	
原因: CREATE DATABASEコマンドに2つ以上のLOGFILE句が指定されています。


	
処置: LOGFILE句を1つのみ指定してください。









	 ORA-02168: FREELISTSの値が無効です。 
	
原因: FREELISTSの後に数値が指定されていません。


	
処置: FREELISTSの後に数値を指定してください。









	 ORA-02169: FREELISTS記憶域オプションは使用できません 
	
原因: FREELISTS記憶域オプションを指定しようとしました。このオプションは、表作成または索引作成中にのみ指定できます。


	
処置: これらのオプションを削除して、文を再試行してください。









	 ORA-02170: FREELISTS GROUPS記憶域オプションは使用できません 
	
原因: FREELIST GROUPS記憶域オプションを指定しようとしました。このオプションを指定できるのは、表作成中で、INIT.ORAパラメータALLOW_FREELIST_GROUPSが指定されている場合に限られます。


	
処置: このオプションを削除してから文を再実行するか、INIT.ORAパラメータALLOW_FREELIST_GROUPSを設定してください。









	 ORA-02171: MAXLOGHISTORYの値が無効です。 
	
原因: MAXLOGHISTORYの後に数値が指定されていません。


	
処置: MAXLOGHISTORYの後に数値を指定してください。









	 ORA-02172: 使用不能のスレッドに対してPUBLICキーワードは無効です。 
	
原因: PUBLICキーワードが使用できないスレッドに指定されています。


	
処置: キーワードを削除して再発行してください。









	 ORA-02173: DROP TABLESPACEのオプションが無効です。 
	
原因: 表領域名の後にINCLUDING以外のトークンが指定されていたか、INCLUDING CONTENTSの後にテキストが指定されています。


	
処置: 表領域の後には何も指定しないか、INCLUDING CONTENTSのみを指定してください。









	 ORA-02174: 必須のスレッド番号がありません。 
	
原因: THREADキーワードの後にスレッド番号を指定する必要があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02175: ロールバック・セグメント名が無効です。 
	
原因: CREATEまたはDROP ROLLBACK SEGMENT文のROLLBACK SEGMENTの後に、識別子が指定されていません。


	
処置: ROLLBACK SEGMENTの後にセグメント名を指定してください。









	 ORA-02176: CREATE ROLLBACK SEGMENTのオプションが無効です。 
	
原因: CREATE ROLLBACK SEGMENT文に無効なオプションが指定されました。


	
処置: 有効なオプション(TABLESPACEおよびSTORAGE)のいずれかを指定してください。









	 ORA-02177: グループ番号を指定する必要があります。 
	
原因: GROUPキーワードの後にグループ番号を指定する必要があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02178: 正しい構文: SET TRANSACTION READ { ONLY | WRITE } 
	
原因: ユーザーの文に構文エラーがあります。


	
処置: 示されているように構文を修正してください。









	 ORA-02179: 有効オプション: ISOLATION LEVEL { SERIALIZABLE | READ COMMITTED } 
	
原因: ユーザーの文に構文エラーがあります。


	
処置: 示されているように構文を修正してください。









	 ORA-02180: CREATE TABLESPACEのオプションが無効です。 
	
原因: 無効なオプションが指定されています。


	
処置: 有効なオプション(DATAFILE、DEFAULT STORAGE、ONLINE、OFFLINE、FORCE、RETENTION)を1つ指定してください。









	 ORA-02181: ROLLBACK WORKのオプションが無効です。 
	
原因: ROLLBACK [WORK]の後にTO以外のトークンが指定されています。


	
処置: ROLLBACK [WORK]の後には何も指定しないか、TO SAVEPOINT <name>のみを指定してください。









	 ORA-02182: セーブポイント名が必要です。 
	
原因: ROLLBACK [WORK] TO [SAVEPOINT]の後に識別子がありません。


	
処置: TO [SAVEPOINT]の後にセーブポイント名を指定してください。









	 ORA-02183: 有効オプション: ISOLATION_LEVEL { SERIALIZABLE | READ COMMITTED } 
	
原因: ユーザーの文に構文エラーがあります。


	
処置: 示されているように構文を修正してください。









	 ORA-02184: REVOKEではリソース割当て量は使用できません。 
	
原因: REVOKE文に、リソースの割当て量が指定されました。


	
処置: 割当て量のないリソース権限を指定してください。









	 ORA-02185: COMMITの後にWORK以外のトークンが指定されています。 
	
原因: COMMITの後にWORK以外のトークンが指定されています。


	
処置: COMMITの後に何も指定しないか、WORKを指定してください。









	 ORA-02186: 表領域のリソース管理権限は他の権限と同時に指定できません。 
	
原因: 他の権限を付与または取消ししている文に、リソース割当て量権限を付与または取消ししようとしました。


	
処置: リソースの割当て量権限に対しては、別のGRANT文またはREVOKE文を使用してください。









	 ORA-02187: 割当て量の指定が無効です。 
	
原因: GRANT文またはREVOKE文に、上限値を超える表領域の割当て量を許可しようとしました。


	
処置: 表領域の割当て量を少なくしてください。









	 ORA-02188: インスタンスを公開できません 
	
原因: すでに使用可能にされているスレッドを使用可能にしようとしました。


	
処置: PUBLICキーワードを削除してください。









	 ORA-02189: ON <tablespace>が必要です。 
	
原因: GRANT文またはREVOKE文で、ユーザーが表領域の割当て量を指定しましたが、その後にON <tablespace>句を指定していません。


	
処置: 適用される割当て量の表領域をON <tablespace>句で指定してください。









	 ORA-02190: キーワードTABLESが必要です。 
	
原因: DROP CLUSTER <name> INCLUDINGの後には、キーワードTABLESを指定する必要があります。


	
処置: INCLUDINGの後にTABLESを指定してください。









	 ORA-02191: 正しい構文: SET TRANSACTION USE ROLLBACK SEGMENT <rbs> 
	
原因: ユーザーの文に構文エラーがあります。


	
処置: 示されているように構文を修正してください。









	 ORA-02192: ロールバック・セグメントの記憶域句にPCTINCREASEは使用できません 
	
原因: CREATEまたはALTER ROLLBACK SEGMENTにPCTINCREASEが指定されています。


	
処置: PCTINCREASE句を使用せずに文を再発行してください。









	 ORA-02194: イベント指定構文エラーstring(内部エラーstring)が'string'付近で発生しました 
	
原因: イベント指定に構文エラーがあります。


	
処置: エラーを修正してください。









	 ORA-02195: stringオブジェクトがstring表領域に作成されようとしました。 
	
原因: 表領域の内容とオブジェクト・タイプが一致していません。


	
処置: 別の表領域内にオブジェクトを作成するか、ユーザー・デフォルトを変更してください。









	 ORA-02196: PERMANENT/TEMPORARYオプションはすでに指定されています。 
	
原因: CREATE TABLESPACEに、PERMANENTまたはTEMPORARY(あるいはその両方の)オプションが2回以上指定されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02197: ファイル・リストがすでに指定されています。 
	
原因: CREATE TABLESPACEで、2つ以上のDATAFILE/TEMPFILE句が指定されています。


	
処置: DATAFILE/TEMPFILE句を1つの句に結合してください。









	 ORA-02198: ONLINE/OFFLINEオプションがすでに指定されています。 
	
原因: CREATE TABLESPACEに、ONLINEまたはOFFLINE(あるいはその両方の)オプションが2回以上指定されました。


	
処置: ONLINEまたはOFFLINEのうち1つのみを指定してください。









	 ORA-02199: DATAFILE/TEMPFILE句がありません。 
	
原因: CREATE TABLESPACE文にDATAFILE/TEMPFILE句がありません。


	
処置: DATAFILE/TEMPFILE句を指定してください。









	 ORA-02200: WITH GRANT OPTIONはPUBLICに対して使用できません。 
	
原因: PUBLICにWITH GRANT OPTIONを付与しようとしました。


	
処置: WITH GRANT OPTION句を削除してください。









	 ORA-02201: 順序はここで使用できません 
	
原因: FROMリストの中で順序を参照しようとしました。


	
処置: 順序はSELECTリストの中でのみ参照できます。









	 ORA-02202: このクラスタには表をこれ以上作成できません。 
	
原因: すでに32の表を含むクラスタに、表を作成しようとしました。


	
処置: クラスタ当たり32までの表が格納できます。









	 ORA-02203: INITIAL記憶域オプションは使用できません 
	
原因: 表、クラスタ、索引、ロールバック・セグメントのINITIAL記憶域オプションを変更しようとしました。このオプションは、オブジェクトを作成する場合にのみ指定できます。


	
処置: これらのオプションを削除して、文を再試行してください。









	 ORA-02204: ALTER、INDEXおよびEXECUTEはビューでは使用できません 
	
原因: ビューに対して無効な権限を付与または取消ししようとしました。


	
処置: ビューに対して、ALTER、INDEXまたはEXECUTE権限の付与または取消しをしないでください。









	 ORA-02205: 順序に対して使用できるのはSELECTおよびALTER権限のみです 
	
原因: 順序に対して無効な権限を付与または取消ししようとしました。


	
処置: 順序に対して、DELETE、INDEX、INSERT、UPDATE、REFERENCESまたはEXECUTE権限を付与または取消ししないでください。









	 ORA-02206: INITRANSオプションが重複しています。 
	
原因: INITRANSが複数指定されています。


	
処置: INITRANSオプションは1回のみ指定してください。









	 ORA-02207: INITRANSオプションの値が無効です。 
	
原因: INITRANS値が1から255までの整数でなく、MAXTRANSの値以下ではありません。


	
処置: 有効なINITRANS値を選択してください。









	 ORA-02208: MAXTRANSオプションが重複しています。 
	
原因: MAXTRANSが複数指定されています。


	
処置: MAXTRANSオプションは1回のみ指定してください。









	 ORA-02209: MAXTRANSオプションの値が無効です。 
	
原因: MAXTRANS値が1から255までの整数でなく、INITRANSの値以上ではありません。


	
処置: 有効なMAXTRANS値を選択してください。









	 ORA-02210: ALTER TABLEにオプションが指定されていません。 
	
原因: ALTER TABLEのオプションが指定されていません。


	
処置: ALTER TABLEのオプションを1つ以上指定してください。









	 ORA-02211: PCTFREEまたはPCTUSEDに対する値が無効です。 
	
原因: PCTFREEまたはPCTUSEDに対して指定された値が0から100までの整数ではありません。


	
処置: オプションに適切な値を選択してください。









	 ORA-02212: PCTFREEオプションが重複しています。 
	
原因: PCTFREEが複数指定されています。


	
処置: PCTFREEオプションは1回のみ指定してください。









	 ORA-02213: PCTUSEDオプションが重複しています。 
	
原因: PCTUSEDが複数指定されています。


	
処置: PCTUSEDオプションは1回のみ指定してください。









	 ORA-02214: BACKUPオプションが重複しています。 
	
原因: ALTER TABLEに対してBACKUPオプションが2回以上指定されています。


	
処置: オプションは1回のみ指定してください。









	 ORA-02215: TABLESPACE句が重複しています。 
	
原因: CREATE TABLE、CREATE INDEXまたはCREATE ROLLBACK SEGMENT文に2つ以上のTABLESPACE句があります。


	
処置: TABLESPACE句を1つのみ指定してください。









	 ORA-02216: 表領域名が必要です。 
	
原因: CREATE/DROP TABLESPACE、CREATE TABLE、CREATE INDEXまたはCREATE ROLLBACK SEGMENTのいずれかの文の構文で、必要な場所に表領域名がありません。


	
処置: 構文で必須の表領域名を指定してください。









	 ORA-02217: 記憶域オプションが重複しています。 
	
原因: INIITAL、NEXT、MINEXTENTS、MAXEXTENTS、PCTINCREASEなどの記憶域オプションが複数回指定されました。


	
処置: 記憶域オプションは、最高1回まで指定してください。









	 ORA-02218: INITIAL記憶域オプションの値が無効です 
	
原因: 整数値を指定する必要があります。


	
処置: 適切な整数値を指定してください。









	 ORA-02219: NEXT記憶域オプションの値が無効です 
	
原因: 整数値を指定する必要があります。


	
処置: 適切な整数値を指定してください。









	 ORA-02220: MINEXTENTS記憶域オプションの値が無効です 
	
原因: MAXEXTENTSの値以下の正の整数値を指定する必要があります。


	
処置: 適切な値を指定してください。









	 ORA-02221: MAXEXTENTS記憶域オプションの値が無効です 
	
原因: MINEXTENTSの値以上の正の整数値を指定する必要があります。


	
処置: 適切な値を指定してください。









	 ORA-02222: PCTINCREASE記憶域オプションの値が無効です 
	
原因: 正の整数値を指定する必要があります。


	
処置: 適切な値を指定してください。









	 ORA-02223: OPTIMAL記憶域オプションの値が無効です 
	
原因: 整数値を指定する必要があります。


	
処置: 適切な整数値を指定してください。









	 ORA-02224: 表に対してEXECUTE権限は使用できません。 
	
原因: 表に対して無効な権限を付与または取消ししようとしました。


	
処置: 表に対してEXECUTE権限をGRANTまたはREVOKEしないでください。









	 ORA-02225: 手順に対して使用できるのは、EXECUTEとDEBUG権限のみです 
	
原因: プロシージャ、ファンクションまたはパッケージに対して、無効な権限をGRANTまたはREVOKEしようとしました。


	
処置: プロシージャ、ファンクションまたはパッケージに対して、EXECUTEまたはDEBUG以外の権限を、GRANTまたはREVOKEしないでください。









	 ORA-02226: MAXEXTENTSの値が無効です(最大値: string) 
	
原因: MAXEXTENTSに指定した値はデータベース・ブロックに対して大きすぎます。これは、SYSTEMロールバック・セグメントにのみ適用されます。


	
処置: 小さい値を指定してください。









	 ORA-02227: クラスタ名が無効です。 
	
原因: 想定される書式[ <identifier> . ] <identifier>のクラスタ名が存在しません。


	
処置: 正しいクラスタ名を指定してください。









	 ORA-02228: SIZE指定が重複しています 
	
原因: SIZEオプションが2回以上指定されています。


	
処置: SIZEオプションは最高1回まで指定してください。









	 ORA-02229: SIZEオプションの値が無効です。 
	
原因: 指定する値は整数のバイト数にしてください。


	
処置: 適切な値を指定してください。









	 ORA-02230: ALTER CLUSTERオプションが無効です。 
	
原因: ALTER CLUSTER文に対して、PCTFREE、PCTUSED、INITRANS、MAXTRANS、STORAGE、SIZE以外のオプションが指定されました。


	
処置: 有効なオプションのみを指定してください。









	 ORA-02231: ALTER DATABASEのオプションがないか、または無効です。 
	
原因: ADD、DROP、RENAME、ARCHIVELOG、NOARCHIVELOG、MOUNT、DISMOUNT、OPENまたはCLOSE以外のオプションが文に指定されています。


	
処置: 有効なオプションのみを指定してください。









	 ORA-02232: MOUNTモードが無効です。 
	
原因: ALTER DATABASE文のキーワードMOUNTの後に、SHAREDまたはEXCLUSIVE以外のモードが指定されています。


	
処置: MOUNTの後に何も指定しないか、SHAREDまたはEXCLUSIVEを指定してください。









	 ORA-02233: CLOSEモードが無効です。 
	
原因: ALTER DATABASE文のキーワードCLOSEの後に、NORMALまたはIMMEDIATE以外のモードが指定されています。


	
処置: CLOSEの後に何も指定しないか、NORMALまたはIMMEDIATEを指定してください。









	 ORA-02234: この表に対する変更はすでに記録されています。 
	
原因: 追加するログ表が他と重複しています。


	
処置: この変更ログをシステムに追加しないでください。レプリケーション製品のシステム表の一貫性を確認してください。









	 ORA-02235: この表は別の表に対する変更をすでに記録しています。 
	
原因: 変更する表は、別の表に対する変更をすでに記録しています。


	
処置: この表に指定された実表への変更を記録しないでください。レプリケーション製品のシステム表の一貫性を確認してください。









	 ORA-02236: ファイル名が無効です。 
	
原因: LOGFILE、DATAFILEまたはRENAME句のファイル名リストに、文字列リテラルが使用されていません。


	
処置: 正しい構文を使用してください。









	 ORA-02237: ファイル・サイズが無効です。 
	
原因: SIZE句またはRESIZE句に整数以外の値が指定されました。


	
処置: 正しい構文を使用してください。









	 ORA-02238: ファイル名リストのファイル数が異なります。 
	
原因: ALTER DATABASEまたはALTER TABLESPACEのRENAME句では、既存のファイル名の数と、新規ファイル名の数が等しくありません。


	
処置: 既存の各ファイル名に対応する新規ファイル名があることを確認してください。









	 ORA-02239: この順序を参照しているオブジェクトがあります。 
	
原因: 削除しようとしている順序は、まだ参照されています。


	
処置: 順序の名前が正しいことを確認するか、または参照する制約やオブジェクトを削除してください。









	 ORA-02240: OBJNOまたはTABNOの値が無効です。 
	
原因: OBJNOまたはTABNOの後に数値が指定されていません。


	
処置: OBJNOまたはTABNOの後に数値を指定してください。









	 ORA-02241: EXTENTS (FILE <n> BLOCK <n> SIZE <n>,...)のフォームにする必要があります 
	
原因: エクステントの記憶域句が無効です。


	
処置: 正しく指定しなおしてください。









	 ORA-02242: ALTER INDEXのオプションが指定されていません。 
	
原因: オプションの指定がありません。


	
処置: REBUILD、INITRANS、MAXTRANS、STORAGEの中から1つまたは複数を指定してください。









	 ORA-02243: ALTER INDEXまたはALTER MATERIALIZED VIEWオプションが無効です。 
	
原因: ALTER INDEX文、またはALTER MATERIALIZED VIEW文のUSING INDEX句に、INITRANS、MAXTRANS、STORAGE以外のオプションが指定されています。


	
処置: 有効なオプションのみを指定してください。









	 ORA-02244: ALTER ROLLBACK SEGMENTオプションが無効です。 
	
原因: 指定されるべきSTORAGEオプションがありません。


	
処置: STORAGEオプションを指定してください。









	 ORA-02245: ロールバック・セグメント名が無効です。 
	
原因: ALTER [PUBLIC] ROLLBACK SEGMENTの後に、必要な識別子がありません。


	
処置: SEGMENTの後にロールバック・セグメント名を指定してください。









	 ORA-02246: EVENTSの後に文字列がありません 
	
原因: ALTER SESSION SET EVENTSの後に、指定されるべき文字列リテラルがありません。


	
処置: EVENTSの後にイベント文字を含む文字列リテラルを指定してください。









	 ORA-02247: ALTER SESSIONにオプションが指定されていません。 
	
原因: ALTER SESSIONの後に、指定されるべきSET EVENTSオプションがありません。


	
処置: ALTER SESSIONの後に、SET EVENTSオプションを指定してください。









	 ORA-02248: ALTER SESSIONのオプションが無効です。 
	
原因: 明白


	
処置: 有効なオプションについては、『Oracle Database SQLリファレンス』を参照してください。









	 ORA-02249: MAXLOGMEMBERSの値がないか、無効です 
	
原因: MAXLOGMEMBERSの後に有効な数値が指定されていません。1から、ポート固有の最大ログ・ファイル・メンバー数までの値を指定してください。


	
処置: MAXLOGMEMBERSの後に有効な数値を指定してください。









	 ORA-02250: 制約名がないか、無効です。 
	
原因: 制約名がないか、無効です。


	
処置: 制約名に対して有効な識別子名を指定してください。









	 ORA-02251: ここでは副問合せは使用できません。 
	
原因: この文での副問合せは許可されていません。


	
処置: 副問合せを文から削除してください。









	 ORA-02252: 制約検査条件が正しく終了していません。 
	
原因: CHECK制約に対して指定された検索条件が正しく終了していません。


	
処置: 条件を正しく終了してください。









	 ORA-02253: ここでは制約は指定できません。 
	
原因: この文では制約の指定は許可されていません。


	
処置: 制約の指定を文から削除してください。









	 ORA-02254: ここではDEFAULT <expression>は使用できません 
	
原因: この文での列に対して、デフォルト値の式は許可されていません。


	
処置: デフォルト値の式を文から削除してください。









	 ORA-02255: 7.1.5で廃止されました。 
	
原因: デフォルトは、NOT NULL制約と競合しないようにしてください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02256: 参照する列の数が、参照される列の数と一致する必要があります 
	
原因: 参照する外部キー・リスト内の列数と参照されるリスト内の列数が一致しません。


	
処置: 参照する列と参照される列を一致させてください。









	 ORA-02257: 最大列数を超えました 
	
原因: キー・リストの中の列の数が最大数を超えています。


	
処置: リストの中の列の数を減らしてください。









	 ORA-02258: NULLとNOT NULL指定が重複または混在しています。 
	
原因: このエラーの原因は自明です。


	
処置: 重複または競合する指定を削除してください。









	 ORA-02259: UNIQUE/PRIMARY KEYの指定が重複しています。 
	
原因: このエラーの原因は自明です。


	
処置: 重複する指定を削除してください。









	 ORA-02260: 表には主キーを1つのみ持つことができます 
	
原因: このエラーの原因は自明です。


	
処置: 余分な主キーを削除してください。









	 ORA-02261: 表に一意キーまたは主キーがすでに存在しています。 
	
原因: このエラーの原因は自明です。


	
処置: 余分なキーを削除してください。









	 ORA-02262: ORA-stringが列デフォルト値の式の型をチェック中に発生しました 
	
原因: 新しい列のデータ型によって、既存の列のデフォルト値式に対するデータ型のチェック・エラーが発生しました。


	
処置: デフォルト値の式を削除するか、または列のデータ型を変更しないでください。









	 ORA-02263: この列に対してデータ型を指定する必要があります 
	
原因: 列に対する必須データ型が指定されていません。


	
処置: 必須データ型を指定してください。









	 ORA-02264: 既存の制約によってすでに使用されている名前です。 
	
原因: 指定された制約名は一意である必要があります。


	
処置: 制約に対して一意の制約名を指定してください。









	 ORA-02265: 参照する列のデータ型が定義されていません。 
	
原因: 参照列のデータ型が未定義です。


	
処置: 参照列のデータ型は、参照される前に定義してください。









	 ORA-02266: 表には使用可能な外部キーによって参照される一意キー/主キーが含まれています。 
	
原因: 別の表で使用可能な外部キーによって参照される一意キーまたは主キーのある表を切り捨てようとしました。また、パーティション表のパーティションや、ALTER TABLE EXCHANGE PARTITIONを削除したり切り捨てることもできません。


	
処置: 前述の表操作を実行する前に、他の表の外部キー制約を使用不可にしてください。SELECT * FROM USER_CONSTRAINTS WHERE TABLE_NAME = "tabnam"コマンドを発行して、表を参照している制約を確認できます。









	 ORA-02267: 列型が参照する列型と一致しません 
	
原因: 参照している列のデータ型が、参照される列のデータ型と一致しません。


	
処置: 参照している列に対して、一致するデータ型を指定してください。









	 ORA-02268: 参照された表に主キーがありません。 
	
原因: 参照された表に主キーがありません。


	
処置: 参照された表の一意キーを明示的に指定してください。









	 ORA-02269: キー列はLONGデータ型にできません 
	
原因: このエラーの原因は自明です。


	
処置: 列のデータ型を変更するか、キーから列を削除してください。









	 ORA-02270: この列リストに対して一致する一意キーまたは主キーが存在しません。 
	
原因: CREATE/ALTER TABLE文のREFERENCES句に列リストが指定されていますが、これに対応する一意キーまたは主キー制約が参照先の表にありません。


	
処置: ALL_CONS_COLUMNSカタログ・ビューを使用して、正しい列名を確認してください。









	 ORA-02271: 表にそのような制約はありません 
	
原因: このエラーの原因は自明です。


	
処置: 指定した制約名が正しいかどうかを確認してください。









	 ORA-02272: 制約のある列はLONGデータ型にできません 
	
原因: このエラーの原因は自明です。


	
処置: 列のデータ型を変更するか、その列の制約を削除してください。









	 ORA-02273: この一意/主キーは外部キーによって参照されています。 
	
原因: このエラーの原因は自明です。


	
処置: キーを削除する前に、そのキーに対するすべての参照を削除してください。









	 ORA-02274: 参照する制約の指定が重複しています。 
	
原因: このエラーの原因は自明です。


	
処置: 重複する指定を削除してください。









	 ORA-02275: 参照する制約は表にすでに存在しています。 
	
原因: このエラーの原因は自明です。


	
処置: 余分な制約を削除してください。









	 ORA-02276: デフォルトのデータ型が列のデータ型と一致しません。 
	
原因: 評価されたデフォルトの型と列のデータ型が一致しません。


	
処置: 列の型を変更するか、デフォルトの式を修正してください。









	 ORA-02277: 順序名が無効です。 
	
原因: 指定した順序名が無効な識別子名です。


	
処置: 順序名に対して有効な識別子名を指定してください。









	 ORA-02278: MAXVALUE/NOMAXVALUEの指定が重複または混在しています。 
	
原因: このエラーの原因は自明です。


	
処置: 重複または競合する指定を削除してください。









	 ORA-02279: MINVALUE/NOMINVALUEの指定が重複または混在しています。 
	
原因: このエラーの原因は自明です。


	
処置: 重複または競合する指定を削除してください。









	 ORA-02280: CYCLE/NOCYCLEの指定が重複または混在しています。 
	
原因: このエラーの原因は自明です。


	
処置: 重複または競合する指定を削除してください。









	 ORA-02281: CACHE/NOCACHEの指定が重複または混在しています。 
	
原因: このエラーの原因は自明です。


	
処置: 重複または競合する指定を削除してください。









	 ORA-02282: ORDER/NOORDERの指定が重複または混在しています。 
	
原因: このエラーの原因は自明です。


	
処置: 重複または競合する指定を削除してください。









	 ORA-02283: 開始順序番号は変更できません。 
	
原因: このエラーの原因は自明です。


	
処置: この値は変更しないでください。









	 ORA-02284: INCREMENT BYの指定が重複しています。 
	
原因: このエラーの原因は自明です。


	
処置: 重複する指定を削除してください。









	 ORA-02285: START WITHの指定が重複しています。 
	
原因: このエラーの原因は自明です。


	
処置: 重複する指定を削除してください。









	 ORA-02286: ALTER SEQUENCEのオプションが指定されていません。 
	
原因: このエラーの原因は自明です。


	
処置: この文に必要なオプションを指定してください。









	 ORA-02287: ここでは順序番号は使用できません。 
	
原因: 指定された順序番号(CURRVALまたはNEXTVAL)は、文のこの位置では不適切です。


	
処置: 順序番号を削除してください。









	 ORA-02288: OPENモードが無効です。 
	
原因: ALTER DATABASE <name> OPENの後に、RESETLOGS以外のトークンが指定されています。


	
処置: OPENの後に何も指定しないか、またはRESETLOGSを指定してください。









	 ORA-02289: 順序が存在しません。 
	
原因: 指定された文字列が存在しないか、またはユーザーがこの操作を行うために必要な権限を持っていません。


	
処置: 順序名が正しく、この順序で必要な操作を行うための権限を持っていることを確認してください。









	 ORA-02290: チェック制約(string.string)に違反しました 
	
原因: 挿入しようとしている値は、指定されたチェック制約を満たしていません。


	
処置: 制約に違反する値は挿入しないでください。









	 ORA-02291: 整合性制約(string.string)に違反しました - 親キーがありません 
	
原因: 外部キー値に一致する主キー値がありません。


	
処置: 外部キーを削除するか、または一致する主キーを追加してください。









	 ORA-02292: 整合性制約(string.string)に違反しました - 子レコードがあります 
	
原因: 外部キー依存性がある親キーの値を削除しようとしました。


	
処置: 依存性を削除してから親を削除するか、制約を使用不可にしてください。









	 ORA-02293: (string.string)を検証できません - チェック制約違反です。 
	
原因: ALTER TABLE操作で、該当する値を持たない表へのCHECK制約を検証しようとしました。


	
処置: 明白









	 ORA-02294: (string.string)を有効化できません - 検証中に制約が変更されました 
	
原因: 1つのDDL文がこの制約を使用可能にしようとしているときに、別のDDL文が同じ制約を変更しました。


	
処置: 今回の制約の変更を、1つのDDLのみで再試行してください。









	 ORA-02295: 制約に対するENABLE句またはDISABLE句が複数あります。 
	
原因: CREATE TABLEまたはALTER TABLEで、所定の制約に対して複数のENABLE句またはDISABLE句(またはその両方)を指定しています。


	
処置: 所定の制約に対して、ENABLE句またはDISABLE句を1つのみ指定してください。









	 ORA-02296: (string.string)を有効化できません - NULL値が見つかりました。 
	
原因: ALTER TABLE ENABLE CONSTRAINTコマンドは、制約を満たしていない値が表に含まれているためにエラーとなりました。


	
処置: 明白









	 ORA-02297: 制約(string.string)を使用不可にできません - 依存性があります。 
	
原因: ALTER TABLE DISABLE CONSTRAINTコマンドは、この制約に依存する外部キーが表に含まれているためにエラーとなりました。


	
処置: 外部キー制約を使用禁止にするか、またはDISABLE CASCADEコマンドを指定してください。









	 ORA-02298: (string.string)を検証できません - 親キーが見つかりません。 
	
原因: ALTER TABLE VALIDATING CONSTRAINTコマンドは、親を持たない子レコードが表に含まれていたためにエラーとなりました。


	
処置: 明白









	 ORA-02299: (string.string)を検証できません - キーが重複しています。 
	
原因: ALTER TABLE VALIDATING CONSTRAINTコマンドは、重複するキー値が表に含まれていたためにエラーとなりました。


	
処置: 明白









	 ORA-02300: OIDGENERATORSの値が無効です。 
	
原因: OIDGENERATORSの値に数値が指定されていません。


	
処置: OIDGENERATORSに数値を指定してください。









	 ORA-02301: OIDGENERATORSの最大値は255です。 
	
原因: OIDGENERATORSの値に256以上の数値が指定されました。


	
処置: OIDGENERATORSに指定する数値は255以下にしてください。









	 ORA-02302: 型名が無効か、または指定されていません。 
	
原因: 文中に無効な型名が入力されました。または、型名が入力されませんでした。


	
処置: 文中に有効な型名を入力し、操作を再試行してください。









	 ORA-02303: 依存する型か表がある型は、削除または置換できません。 
	
原因: 依存する型か表がある型を削除または置換しようとしました。


	
処置: DROP TYPEの場合は、型に依存する型と表をすべて削除して操作を再試行するか、またはFORCEオプションを使用してください。CREATE TYPEの場合は、型に依存する型と表をすべて削除して操作を再試行するか、または型に依存する表をすべて削除し、FORCEオプションを使用して操作を再試行してください。









	 ORA-02304: オブジェクト識別子リテラルが無効です。 
	
原因: CREATE TYPEに対して次のいずれかのオブジェクト識別子リテラルを入力しようとしました。
- 32文字の16進文字列以外

- すでに既存のオブジェクトを識別しているオブジェクト識別子

- その型にすでに割り当てられている元のオブジェクト識別子と異なるオブジェクト識別子




	
処置: オブジェクト識別子句を指定しないでください。指定する場合は、一意の、または最初に割り当てられたオブジェクト識別子と同一の、32文字の16進文字のオブジェクト識別子リテラルを指定してください。その後で、操作を再試行してください。









	 ORA-02305: 型に対して使用できるのは、EXECUTE、DEBUGおよびUNDER権限のみです 
	
原因: 型に対して、無効な権限(EXECUTE、DEBUG、UNDER以外)でGRANTまたはREVOKEを実行しようとしました。


	
処置: 型に対しては、EXECUTE、DEBUGまたはUNDER権限でのみ、GRANTまたはREVOKEを実行してください。









	 ORA-02306: すでに有効な依存関係のある型を作成できません。 
	
原因: すでにいくつかの有効な依存関係のある型を作成しようとしました(これらの依存関係は、その型が存在しないという事実に基づいています)。


	
処置: 先に依存関係を削除してから型を作成してください。または、その型を作成しないでください。









	 ORA-02307: REPLACEオプションで無効な型を変更できません。 
	
原因: REPLACEオプションで無効な型を変更しようとしました。


	
処置: CREATE OR REPLACE TYPEコマンドを使用して型を変更してください。









	 ORA-02308: オプションstringはオブジェクト型の列には無効です。 
	
原因: オブジェクト型の列に対し、PACKEDまたはUNPACKEDなどの無効なオプションが指定されました。


	
処置: 列の指定から無効なオプションを削除して、操作を再試行してください。









	 ORA-02309: アトミックNULL違反です。 
	
原因: NULLオブジェクト・インスタンスの属性にアクセスしようとしました。


	
処置: オブジェクト・インスタンスがNULLでないことを確認してからアクセスしてください。









	 ORA-02310: 表の許容最大列を超えました 
	
原因: オブジェクト型の列の属性が1つの表の許容最大数を超えました。


	
処置: オブジェクト型の属性を少なくして、操作を再試行してください。









	 ORA-02311: 依存する型または表がある有効な型は、COMPILEオプションで変更できません 
	
原因: COMPILEオプションで、依存する型または表がある有効な型を変更しようとしました。


	
処置: この操作を実行する必要はありません。









	 ORA-02313: オブジェクト型に問合せ不可型stringの属性が含まれています。 
	
原因: 指定のオブジェクト型に問合せ不可型のネストした属性が含まれています。


	
処置: 問合せ可能型のオブジェクト型を使用してください。









	 ORA-02314: 型のコンストラクタは使用できません 
	
原因: 無効な使用方法の型コンストラクタが文に含まれています。


	
処置: 正しい構文については、『Oracle Database SQLリファレンス』を参照してください。









	 ORA-02315: デフォルト・コンストラクタの引数の数が正しくありません。 
	
原因: デフォルト・コンストラクタに指定された引数の数がオブジェクト型の属性の数と一致しません。


	
処置: デフォルト・コンストラクタに正しい数の引数を指定して、操作を再試行してください。









	 ORA-02320: ネストした表の列stringの記憶表作成時にエラーが発生しました。 
	
原因: 指定されたネストした表の列に記憶表を作成している間に、エラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、続いて表示されるメッセージを参照してください。記述されている状態が修正できる場合は、修正してください。それ以外の場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-02322: ネストした表の列の記憶表へのアクセス時にエラーが発生しました 
	
原因: ネストした表の列の記憶表でDMLを実行している間に、エラーが発生しました。


	
処置: 付随するメッセージに記述されている状態が修正できる場合は、修正してください。それ以外の場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-02324: THE副問合せのSELECTリストで列が複数選択されています。 
	
原因: THE副問合せで列が複数選択されています。


	
処置: THE副問合せのSELECTリストで1列のみを指定して、操作を再試行してください。









	 ORA-02327: データ型stringの式に索引は作成できません。 
	
原因: 索引を作成不可能な式に索引を作成しようとしました。


	
処置: 列のデータ型を変更してください。または、式のデータ型がVARRAY、ネストした表、オブジェクト、LOB、REFのいずれかの場合は、索引を作成しないでください。









	 ORA-02329: データ型stringの列に一意キーまたは主キーの指定はできません。 
	
原因: データ型が、VARRAY、ネストした表、オブジェクト、LOB、FILE、REFの列に、一意または主キー制約を指定しようとしました。


	
処置: 列のデータ型を変更してください。または、制約を削除してください。その後で、操作を再試行してください。









	 ORA-02330: データ型の指定はできません。 
	
原因: オブジェクト表の列制約指定で、データ型を指定しようとしました。


	
処置: データ型指定を削除して、操作を再試行してください。









	 ORA-02331: データ型stringの列に制約は作成できません。 
	
原因: 制約を作成できないデータ型であるVARRAY、ネストした表、オブジェクト、LOB、FILEまたはREFを持つ列に、制約を作成しようとしました。


	
処置: 列のデータ型を変更してください。または、制約を削除してください。









	 ORA-02332: この列の属性に索引は作成できません。 
	
原因: オブジェクト型の列の属性に索引を作成しようとしました。


	
処置: この属性には索引を作成しないでください。









	 ORA-02333: この列の属性に制約は作成できません。 
	
原因: オブジェクト型の列の属性に制約を作成しようとしました。


	
処置: 制約を削除してください。または、オブジェクト型を変更してください。









	 ORA-02334: 列の型を推論できません。 
	
原因: (CREATE TABLEで)この列に対するデータ型が宣言されていません。また、この列の属性に制約を作成しようとしました。


	
処置: 列に対してデータ型を宣言してください。









	 ORA-02335: クラスタ列のデータ型が無効です。 
	
原因: データ型がオブジェクト、REF、ネストした表、VARRAY、LOBまたはFILEのCLUSTER列を宣言しようとしました。


	
処置: CLUSTER列を削除してください。または、列のデータ型を変更してください。









	 ORA-02336: 列の属性にアクセスできません。 
	
原因: オブジェクト型の列の属性を取り出そうとしました。


	
処置: 列のオブジェクト型を変更して、操作を再試行してください。









	 ORA-02337: オブジェクト型の列ではありません。 
	
原因: ユーザー定義型以外の列にピリオド付表示をしようとしました。つまり、「a」がオブジェクト型でない場合に「a.b.c」という表示をしようとしました。


	
処置: 列の型をオブジェクト型に変更してください。または、この操作を実行しないでください。









	 ORA-02338: 列の制約が指定されていないか、または無効です。 
	
原因: 列制約が指定されていません。


	
処置: 列指定を削除してください。または、列制約を指定してください。その後で、操作を再試行してください。









	 ORA-02339: 列の指定が無効です。 
	
原因: オブジェクト型以外の列にPACKEDまたはUNPACKEDキーワードを指定しようとしました。


	
処置: 列指定からPACKEDまたはUNPACKEDキーワードを削除して、操作を再試行してください。









	 ORA-02340: 列の指定が無効です。 
	
原因: パックされた表内でUNPACKED列を指定しようとしました。


	
処置: 列指定からUNPACKEDキーワードを削除してください。









	 ORA-02342: 置換型にコンパイル・エラーがあります。 
	
原因: 有効な型に対してALTER...REPLACE文を使用しましたが、コンパイル・エラーが発生しました。


	
処置: ALTER...REPLACE文を使用して、その型をコンパイル・エラーが発生しない有効な型に置き換えてください。









	 ORA-02344: 依存する表がある型で実行の取消しはできません。 
	
原因: 依存関係がある型で実行を取り消そうとしました。


	
処置: 型に依存するすべての表を削除して、操作を再試行するか、FORCEオプションを使用してください。









	 ORA-02345: CURSORオペレータに基づいた列をもつビューは作成できません。 
	
原因: CURSORオペレータがCREATE VIEWまたはCREATE TABLE ... AS SELECT文の副問合せの中のSELECT要素の1つとして使用されました。


	
処置: CURSORオペレータを削除して、CASTオペレータと置き換えてください。









	 ORA-02347: オブジェクト表の列に権限は付与できません。 
	
原因: オブジェクト表の列に権限を付与しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02348: 埋込みLOBでVARRAY列を作成できません 
	
原因: 埋込みLOB属性でVARRAY型の列を作成しようとしました。LOBは、宣言された型のVARRAY要素のサブタイプの属性になっている可能性があります。


	
処置: エラーの属性を型から削除してください。サブタイプの属性である場合は、VARRAY列にNOT SUBSTITUTABLEを宣言してください。









	 ORA-02349: ユーザー定義型が無効です - 型が不完全です 
	
原因: 列または表のデータ型として不完全な型の定義を使用しようとしました。


	
処置: 型の定義を完全にして、操作を再試行してください。









	 ORA-02351: 内部エラー: string 
	
原因: 予期しないエラー条件が検出されました。


	
処置: エラー番号およびメッセージを記録して、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02352: OCI属性の設定中にエラーが発生しました: string 
	
原因: OCIエラーが発生しました。


	
処置: 参照している表または列がアクセス不可能である可能性があります。問題を解決できない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02353: OCI属性のフェッチ中にエラーが発生しました: string 
	
原因: OCIエラーが発生しました。


	
処置: 参照している表または列がアクセス不可能である可能性があります。問題を解決できない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02354: データのエクスポート/インポート中にエラーが発生しました string 
	
原因: ストリームのエクスポートまたはインポート操作でエラーが発生しました。このメッセージに続いて、エラーの詳細を示すメッセージが表示されます。


	
処置: 2番目のエラー・メッセージの説明については、エクスポート/インポートに関するドキュメントを参照してください。









	 ORA-02355: ファイル: stringのオープン中にエラーが発生しました 
	
原因: データ・エクスポート/インポートに指定したファイルをオープンしようとして失敗しました。


	
処置: エラー・メッセージを確認してください。問題を解決し、操作を再試行してください。問題を解決できない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02356: データベース領域が不足しています。ロードを続行できません 
	
原因: データベースで領域が不足したためにロードが打ち切られました。


	
処置: 指定した表に対して領域を追加してください。









	 ORA-02357: ファイルstringのヘッダーに正しい情報が含まれていません 
	
原因: ヘッダーが破損している可能性があります。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02358: データのエクスポート中またはインポート中にエラーが発生しました 
	
原因: ストリームのエクスポートまたはインポート操作でエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02359: ファイルstringのデータベース・バージョンが無効です 
	
原因: 指定されたファイルをこのロードに使用できませんでした。このファイルのデータベース・バージョンは、DUMPFILE句に含まれる他のファイルのデータベース・バージョンと互換性がありません。


	
処置: DUMPFILE句に含まれるすべてのファイルが、対応するアンロード操作に使用されたファイルかどうかを確認してください。









	 ORA-02360: データのエクスポート/インポートの初期化中に致命的エラーが発生しました 
	
原因: データ・エクスポート/インポートの初期化中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02361: numberバイトのメモリーを割当て中にエラーが発生しました 
	
原因: メモリーが不足しています。


	
処置: インスタンスに再接続して、操作を再試行してください。









	 ORA-02362: ファイル: stringのクローズ中にエラーが発生しました 
	
原因: データ・エクスポート/インポートに指定したファイルをクローズしようとして失敗しました。


	
処置: エラー・メッセージを確認してください。問題を解決し、操作を再試行してください。問題を解決できない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02363: ファイル: stringの読取り中にエラーが発生しました 
	
原因: データ・エクスポート/インポートに指定したファイルを読み取ろうとして失敗しました。


	
処置: エラー・メッセージを確認してください。問題を解決し、操作を再試行してください。問題を解決できない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02364: ファイル: stringの書込み中にエラーが発生しました 
	
原因: データ・エクスポート/インポートに指定したファイルに書き込もうとして失敗しました。


	
処置: エラー・メッセージを確認してください。問題を解決し、操作を再試行してください。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02365: ファイル: string内での検索でエラーが発生しました 
	
原因: ファイルで指定された位置を検索しようとして失敗しました。


	
処置: エラー・メッセージを確認してください。問題を解決し、操作を再試行してください。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02366: 表stringに対する次の索引は処理されました。 
	
原因: エラーがない場合にロードされた索引が表に含まれています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02367: 読取りは終了しましたがファイルstringにはまだデータが含まれているようでした 
	
原因: 切り捨てられたか不完全なファイルがロード操作に使用されました。


	
処置: アンロード操作が正常に完了し、ファイルが誤って切り捨てられていないことを確認してください。









	 ORA-02368: 次のファイルはこのロード操作には無効です 
	
原因: ファイルはこのロードには使用できませんでした。詳細は続いて表示されるメッセージを参照してください。


	
処置: DUMPFILE句に含まれるすべてのファイルが、対応するアンロード操作に使用されたファイルであり、アンロードが正常終了したことを確認してください。









	 ORA-02369: ファイルstringのヘッダーの内部番号が無効です 
	
原因: 指定されたファイルをこのロードに使用できませんでした。このファイルのヘッダーの内部番号は無効です。


	
処置: ダンプ・ファイルが転送された場合は、転送操作が正常に行われたことを確認してください。









	 ORA-02370: ファイルstringの内部メタデータが無効です 
	
原因: 指定されたファイルをこのロードに使用できませんでした。このファイルに格納されている内部メタデータは、最初のファイル・ピース・セットに格納されているメタデータと一致していません。


	
処置: DUMPFILE句に含まれるすべてのファイルが、対応するアンロード操作に使用されたファイルかどうかを確認してください。









	 ORA-02371: ダイレクト・パスではバージョンstring.string.string.string.string以上のローダーが必要です 
	
原因: 使用しているローダーがこのカーネルのバージョンと互換性がありません。


	
処置: 使用中のバージョンを、示された以上のバージョンにアップグレードするか、または従来型パスを使用してください。









	 ORA-02372: 行のデータ: string 
	
原因: 表にデータをロード中に、変換エラーが発生しました。このメッセージには、変換エラーを起こした行内のフィールド値が表示されます。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 ORA-02373: 表stringに対するINSERT文を解析中にエラーが発生しました。 
	
原因: 自明


	
処置: このエラーの後に示されるエラーを確認してください。









	 ORA-02374: 表string.stringのロードで変換エラーが発生しました 
	
原因: 表に行をロードできませんでした。行内の1つ以上の列に変換エラーが発生しています。


	
処置: ロードできない行の詳細は、続いて表示されるメッセージを参照してください。このエラーを回避するには、インポートされる表の定義と、エクスポートされる表の定義が一致していることを確認してください。









	 ORA-02375: 表string.string、パーティションstringのロードで変換エラーが発生しました 
	
原因: 表に行をロードできませんでした。行内の1つ以上の列に変換エラーが発生しています。


	
処置: ロードできない行の詳細は、続いて表示されるメッセージを参照してください。このエラーを回避するには、インポートされる表の定義と、エクスポートされる表の定義が一致していることを確認してください。









	 ORA-02376: リソースが無効または重複しています。 
	
原因: リソース名を指定するCREATEまたはALTER PROFILEコマンドがまだ定義されていないか、または同じリソースを2回指定しようとしました。


	
処置: 先にリソースを定義してください。









	 ORA-02377: リソース制限が無効です。 
	
原因: 制限値を0に指定しています。


	
処置: 0より大きい制限値を指定してください。









	 ORA-02379: プロファイルstringはすでに存在しています。 
	
原因: すでに存在するプロファイルを作成してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02380: プロファイルstringは存在しません。 
	
原因: 存在しないプロファイルにユーザーを割り当ててください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02381: PUBLIC_DEFAULTプロファイルは削除できません。 
	
原因: PUBLIC_DEFAULTプロファイルを削除しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02383: コスト係数が無効です。 
	
原因: このリソースのコストに対して負の値またはUNLIMITEDが指定されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02391: 同時実行のSESSION_PER_USER制限を超えました。 
	
原因: ユーザー・プロファイルのSESSION_PER_USER句によって許可されている同時実行セッションの最大数を超えようとしました。


	
処置: 1つ以上の同時実行セッションを終了するか、データベース管理者(DBA)にユーザー・プロファイルのSESSION_PER_USER制限を大きくするよう依頼してください。









	 ORA-02396: 最大アイドル時間を超えました。再接続してください。 
	
原因: 既述


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02397: PRIVATE_SGA制限を超えました。ログオフ中です。 
	
原因: TPモニターの使用時のみ


	
処置: 制限値を大きくしてください。









	 ORA-02398: プロシージャの領域使用制限を超えました。 
	
原因: ストアド・プロシージャがSYSTEM表領域内の領域の制限を超えて使用しました。


	
処置: 使用するストアド・プロシージャの数を減らしてください。









	 ORA-02399: 最大接続時間を超えました。ログオフ中です。 
	
原因: 既述


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02400: 実行計画の出力バッファ・サイズ制限を超えています 
	
原因: このエラーは、計画の出力がバッファ・サイズを超える状況を処理するために、内部的に発生および検出されます。このような状況では、出力は切り捨てられる場合があります。


	
処置: このエラーは、外部には表示されません。









	 ORA-02401: 別のユーザーに所有されているビューにEXPLAINコマンドは実行できません。 
	
原因: SQL文で指定されたビューは、他のユーザーのものです。EXPLAINは実行できません。


	
処置: 現行のユーザーが所有するビューと同じ定義でビューを作成してください。









	 ORA-02402: PLAN_TABLE表が見つかりません。 
	
原因: 行ソース情報の格納のためにEXPLAINが使用する表が、現行のスキーマに存在しません。


	
処置: 現行のスキーマにPLAN_TABLEを作成するか、または文のINTO句を使用して既存のPLAN_TABLEにEXPLAINコマンドの結果を入力してください。









	 ORA-02403: PLAN_TABLE表の形式が無効です。 
	
原因: 明示的なPLAN_TABLEに適切なフィールド定義がありません。


	
処置: PLAN_TABLEを再定義して、適切なフィールドの定義を得てください。









	 ORA-02404: 指定したPLAN_TABLE表が見つかりません。 
	
原因: 指定したPLAN_TABLEが見つかりません。


	
処置: 指定したPLAN_TABLEを作成するか、既存のものを使用してください。









	 ORA-02405: 無効なSQL計画オブジェクトが指定されました 
	
原因: 指定されたSQL_PLAN_TABLE_TYPE型のオブジェクトがNULL、空、または形式が無効です。


	
処置: 新しい正しい形式のオブジェクトを関数に指定してください。









	 ORA-02420: スキーマのAUTHORIZATION句がありません。 
	
原因: AUTHORIZATION句がCREATE SCHEMA文にありません。


	
処置: スキーマの認可識別子の前にAUTHORIZATIONキーワードを指定してください。









	 ORA-02421: スキーマの認可識別子がないか、または無効です。 
	
原因: CREATE SCHEMA文のAUTHORIZATION句にスキーマ名がないか、または指定されたスキーマ名が正しくありません。


	
処置: 名前が指定されている場合は、それを現行のスキーマと同じ名前にする必要があります。









	 ORA-02422: スキーマ要素がないか、または無効です。 
	
原因: CREATE SCHEMA文中に、CREATE TABLE、CREATE VIEW、GRANT PRIVILEGE以外の文が含まれています。


	
処置: このエラーの原因は自明です。









	 ORA-02423: スキーマ名がスキーマの認可識別子と一致しません。 
	
原因: 表定義で表名を修飾しているスキーマ名と、CREATE SCHEMA文のAUTHORIZATION句に指定されたスキーマ名が一致しません。


	
処置: スキーマ名が一致していることを確認してください。









	 ORA-02424: 循環したビュー参照または不明な参照表が存在します。 
	
原因: CREATE SCHEMA文に含まれているビューが、その文で指定されている他のビューに依存するか、または不明な表を指す参照を含んでいます。


	
処置: 依存するビューを別のCREATE SCHEMA文で作成してください。参照される表がすべてCREATE SCHEMA文で定義されているか、またはこの文に関係なく存在していることを確認してください。









	 ORA-02425: 表の作成に失敗しました。 
	
原因: CREATE SCHEMA文中のCREATE TABLE文でエラーが発生しました。


	
処置: エラーの原因は、このエラー・メッセージの後に示されます。後続のエラー・メッセージが示す適切な処置を行ってください。









	 ORA-02426: 権限付与に失敗しました。 
	
原因: CREATE SCHEMA文中のGRANT PRIVILEGE文でエラーが発生しました。


	
処置: エラーの原因は、このエラー・メッセージの後に示されます。後続のエラー・メッセージが示す適切な処置を行ってください。









	 ORA-02427: ビューの作成に失敗しました。 
	
原因: CREATE SCHEMA文中のCREATE VIEW文でエラーが発生しました。


	
処置: エラーの原因は、このエラー・メッセージの後に示されます。後続のエラー・メッセージが示す適切な処置を行ってください。









	 ORA-02428: 外部キー参照を追加できませんでした。 
	
原因: 宣言エラーのため、外部キー参照を追加できませんでした。参照される表が存在しないか、または表に一意キーが含まれていません。


	
処置: 参照先の表が存在すること、または参照先の表に一意キーがあること(またはその両方)を確認してください。









	 ORA-02429: 一意キーまたは主キーの保持に使用される索引は削除できません。 
	
原因: 一意キーまたは主キーの保持機構として使用されている索引を削除しようとしました。


	
処置: 索引を削除するかわりに制約を削除してください。









	 ORA-02430: 制約(string)は有効化できません - そのような制約は存在しません。 
	
原因: この表には指定された制約がありません。


	
処置: 明白









	 ORA-02431: 制約(string)は使用不可にできません - そのような制約は存在しません。 
	
原因: この表には指定された制約がありません。


	
処置: 明白









	 ORA-02432: 主キーは使用可能にできません - 表に主キーが定義されていません。 
	
原因: 表に定義されていない主キーを使用可能にしようとしました。


	
処置: その表に主キーの定義を追加してください。









	 ORA-02433: 主キーは使用不可にできません - 表に主キーが定義されていません。 
	
原因: 表に定義されていない主キーを使用不可にしようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02434: 一意キー(string)は有効化できません - 表に一意キーが定義されていません。 
	
原因: 表に定義されていない一意キーを使用可能にしようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02435: 一意キー(string)は使用不可にできません - 表に一意キーが定義されていません。 
	
原因: 表に定義されていない一意キーを使用不可にしようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02436: チェック制約で指定した日付変数またはシステム変数が無効です。 
	
原因: CREATE TABLE文やALTER TABLE文のCHECK制約で、不完全な日付定数やシステム変数(USERなど)が使用されました。たとえば、世紀を指定せずに日付を指定した場合などです。


	
処置: 日付定数またはシステム変数を完全に指定してください。イベント10149を設定すると、"a1 > '10-MAY-96'"(バージョン8よりも前のバージョンでは作成可能だったバグ)などの制約を使用できます。









	 ORA-02437: (string.string)を検証できません - 主キー違反です。 
	
原因: 重複値またはNULL値を持つ主キーを有効にしようとしました。


	
処置: 重複値またはNULL値を削除してから主キーを使用可能にしてください。









	 ORA-02438: 列のチェック制約では別の列を参照できません。 
	
原因: 別の列を参照する、列のCHECK制約を定義しようとしました。


	
処置: 表のCHECK制約として定義してください。









	 ORA-02439: 遅延可能な制約で一意索引は使用できません。 
	
原因: 制約列にすでに一意の索引が存在する、遅延可能な主キー/一意の制約を使用可能にしようとしました。


	
処置: 制約列の索引を削除するか、または制約を遅延可能にしないでください。









	 ORA-02440: 参照制約を指定したAS SELECT形式で表を作成することはできません。 
	
原因: CREATE TABLE... AS SELECT... の形式を使用して表を作成する場合は、その表に対して整合性制約は作成できません。


	
処置: 表をSELECT形式で作成してから、後でこの表を変更して制約を追加してください。









	 ORA-02441: 存在しない主キーを削除することはできません。 
	
原因: ALTER TABLEで主キーを削除しようとしましたが、主キーが存在しません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02442: 存在しない一意キーを削除することはできません。 
	
原因: ALTER TABLEで一意(<col list>)キーを削除しようとしましたが、一意の指定が存在しません。


	
処置: 一意の制約を示す列リストが正しいことを確認してください。









	 ORA-02443: 制約を削除できません - 制約が存在しません。 
	
原因: ALTER TABLEで制約<constraint_name>を削除しようとしました。


	
処置: 指定した制約名が正しいかどうかを確認してください。









	 ORA-02444: 参照制約で参照されるオブジェクトを解決できません。 
	
原因: 実表を参照しても解決できないオブジェクトを参照する外部キーを定義しようとしました。


	
処置: 実表を参照して解決できるオブジェクトに対してのみ、参照制約を定義してください。









	 ORA-02445: 例外表が見つかりません。 
	
原因: 明示または暗黙宣言された例外表が見つかりませんでした。


	
処置: 表を作成してから、ENABLEコマンドを再発行してください。









	 ORA-02446: CREATE TABLE ... AS SELECTに失敗しました - チェック制約に違反しました。 
	
原因: いくつかの行が1つ以上のCHECK制約に違反しているときに、CREATE TABLE ... AS SELECT文を使用しようとしました。


	
処置: 制約に違反している行を選択しないでください。









	 ORA-02447: 遅延可能ではない制約は遅延できません。 
	
原因: 遅延不可能な制約を遅延しようとしました。


	
処置: その制約を削除して、遅延可能な制約を新規に作成してください。









	 ORA-02448: 制約が存在しません。 
	
原因: 指定された制約がありません。


	
処置: 存在しない制約に対する操作を試行しないでください。









	 ORA-02449: 表の一意キーまたは主キーが外部キーに参照されています。 
	
原因: 別の表の外部キーによって参照される一意キーまたは主キーのある表を削除しようとしました。


	
処置: 前述の表操作を実行する前に、他の表の外部キー制約を削除してください。SELECT * FROM USER_CONSTRAINTS WHERE TABLE_NAME = "tabnam"コマンドを発行して、表を参照している制約を確認できます。









	 ORA-02450: ハッシュ・オプションが無効です - キーワードISがありません。 
	
原因: キーワードISがありません。


	
処置: HASH ISオプションを指定してください。









	 ORA-02451: HASHKEYSの指定が重複しています。 
	
原因: HASHKEYSオプションが2回以上指定されています。


	
処置: HASHKEYSオプションを1回のみ指定してください。









	 ORA-02452: HASHKEYSオプションの値が無効です。 
	
原因: HASHKEYSオプションは、整数値で指定する必要があります。


	
処置: 適切な値を指定してください。









	 ORA-02453: HASH ISの指定が重複しています。 
	
原因: HASH ISオプションが2回以上指定されています。


	
処置: HASH ISオプションは、1回のみ指定してください。









	 ORA-02454: ブロック当たりのハッシュ・キー数(string)が最大値stringを超えました。 
	
原因: SIZE引数が小さすぎます。


	
処置: SIZE引数を増やしてください。









	 ORA-02455: クラスタ・キー列の数は1である必要があります。 
	
原因: HASH ISオプションを指定する場合、キー列数は1である必要があります。


	
処置: HASH ISオプションを指定しないか、またはキー列数を減らしてください。









	 ORA-02456: HASH IS列指定はNUMBER(*,0)である必要があります。 
	
原因: 列指定では整数を指定する必要があります。


	
処置: 列の定義を型NUMBER(精度,0)として指定してください。









	 ORA-02457: HASH ISオプションには有効な列を指定する必要があります。 
	
原因: HASH IS列名がクラスタ定義に指定されていません。


	
処置: 有効な列名を指定してください。









	 ORA-02458: HASH CLUSTERにはHASHKEYSを指定する必要があります。 
	
原因: HASH CLUSTER作成時に、HASHKEYSオプションを指定する必要があります。


	
処置: HASHKEYSオプションを指定してください。









	 ORA-02459: ハッシュ・キー値は、正の整数にする必要があります。 
	
原因: ハッシュ・キーの値が正数ではありません。


	
処置: 正の整数を指定してください。









	 ORA-02460: ハッシュ・クラスタに対する索引操作は無効です。 
	
原因: ハッシュ・クラスタに対して、クラスタ索引を作成しようとしました。


	
処置: このような索引を作成しないでください。









	 ORA-02461: INDEXオプションの使用は無効です。 
	
原因: このオプションはハッシュ・クラスタ以外にのみ有効です。


	
処置: このオプションを指定しないでください。









	 ORA-02462: INDEXオプションの指定が重複しています。 
	
原因: INDEXオプションが2回以上指定されています。


	
処置: INDEXオプションを1回のみ指定してください。









	 ORA-02463: HASH ISオプションの指定が重複しています。 
	
原因: HASH ISオプションが2回以上指定されています。


	
処置: HASH ISオプションを1回のみ指定してください。









	 ORA-02464: クラスタ定義にHASHとINDEXを両方指定することはできません。 
	
原因: クラスタはHASHまたはINDEXのいずれかであり、その両方に設定することはできません。


	
処置: HASH ISまたはINDEXオプションのいずれかを削除してください。









	 ORA-02465: HASH ISオプションの使用は無効です。 
	
原因: このオプションはクラスタにのみ有効です。


	
処置: このオプションを指定しないでください。









	 ORA-02466: HASH CLUSTERSに対してSIZEオプションとINITRANSオプションを変更することはできません。 
	
原因: ハッシュ・クラスタが作成された後で、SIZEおよびINITRANSオプションを変更しようとしました。


	
処置: このオプションを指定しないでください。









	 ORA-02467: 式で参照される列がクラスタ定義にありません。 
	
原因: ハッシュ式で参照される列がクラスタ定義に存在しません。


	
処置: クラスタを再作成して、ハッシュ式のエラーを修正してください。









	 ORA-02468: 式での定数またはシステム変数の指定が誤っています。 
	
原因: 定数またはシステム変数がハッシュ式に指定されました。


	
処置: クラスタを再作成して、ハッシュ式のエラーを修正してください。









	 ORA-02469: ハッシュ式はOracle番号を戻しません。 
	
原因: ハッシュ式の評価結果がOracle番号ではありません。


	
処置: クラスタを再作成して、ハッシュ式のエラーを修正してください。









	 ORA-02470: TO_DATE、USERENVまたはSYSDATEのいずれかがハッシュ式で誤って使用されています。 
	
原因: TO_DATE、USERENV、SYSDATEは、ハッシュ式では使用できません。


	
処置: クラスタを再作成して、ハッシュ式のエラーを修正してください。









	 ORA-02471: SYSDATE、UID、USER、ROWNUMまたはLEVELのいずれかがハッシュ式で誤って使用されています。 
	
原因: SYSDATE、UID、USER、ROWNUM、LEVELは、ハッシュ式では使用できません。


	
処置: クラスタを再作成し、違反しているキーワードを削除してください。









	 ORA-02472: PL/SQLファンクションはハッシュ式では使用できません。 
	
原因: PL/SQLファンクションがハッシュ式で使用されています。


	
処置: クラスタを再作成し、PL/SQLファンクションを削除してください。









	 ORA-02473: クラスタのハッシュ式を評価する際にエラーが発生しました。 
	
原因: クラスタのハッシュ式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 問合せを修正して、再試行してください。









	 ORA-02474: 使用された固定ハッシュ領域エクステント(string)が最大値(string)を超えています 
	
原因: 固定ハッシュ領域の作成に必要なエクステントの数が許容最大値を超えています。


	
処置: STORAGE句内のエクステント割当てサイズを増やし、必要なエクステントの数を減らしてください。









	 ORA-02475: 最大クラスタ連鎖ブロック数stringを超えました。 
	
原因: クラスタ連鎖のブロック数が許容最大値を超えています。


	
処置: CREATE CLUSTER文のSIZEパラメータ値を増やすか、またはクラスタ・キーの適応性を再検討してください。









	 ORA-02476: 表がパラレル・ダイレクト・ロード中なので、索引を作成できません。 
	
原因: 指定された表は、パラレル・ダイレクト・ロード中です。


	
処置: ロードが完了してから文を再試行してください。









	 ORA-02477: オブジェクトstringのパラレル・ダイレクト・ロードを実行できません。 
	
原因: 表に索引を作成中のため、パラレル・ダイレクト・ロードを実行できません。


	
処置: 索引の作成が完了してからロードを実行してください。









	 ORA-02478: ベース・セグメントへマージすると、MAXEXTENTS制限を超えてしまいます。 
	
原因: MAXEXTENTSが一時セグメントおよびベース・セグメントの合計より大きいため、一時セグメントをベース・セグメントにマージできませんでした。


	
処置: ベース・セグメントのMAXEXTENTS値を大きくするか、または一時セグメントのエクステントを大きくしてください。









	 ORA-02479: ファイル名をパラレル・ロード用に変換中にエラーが発生しました。 
	
原因: 無効なファイル名がロード・データ内に指定されました。


	
処置: 有効なデータベース・ファイルを指定してください。









	 ORA-02481: イベントに指定された処理が多すぎます(最大string)。 
	
原因: 指定された処理は、イベントに指定可能な処理よりも多すぎます。


	
処置: 指定可能な範囲の処理数を入力するか、またはワイルド・カード(可能な場合)を入力してください。









	 ORA-02482: イベント指定(string)で構文エラーが発生しました。 
	
原因: イベント文字列が無効です。


	
処置: 正しいイベント文字列を入力してください。









	 ORA-02483: 処理指定(string)で構文エラーが発生しました。 
	
原因: 処理文字列が無効です。


	
処置: 正しい処理文字列を入力してください。









	 ORA-02484: _trace_buffersパラメータ指定(string)が無効です。 
	
原因: INIT.ORAパラメータ_TRACE_BUFFERSの処理またはサイズが正しくありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02485: _trace_optionsパラメータ指定(string)が無効です。 
	
原因: INIT.ORAパラメータ_TRACE_OPTIONSの構文が正しくありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02486: トレース・ファイルstringの書込みでエラーが発生しました。 
	
原因: ファイルの作成または書込み中にエラーが発生しました。


	
処置: ファイル名を確認し、正しく構成されていることを確認してください。さらに、ディレクトリに対する権限も確認してください。









	 ORA-02487: トレース・データの変換でエラーが発生しました 
	
原因: 互換性のないバイナリ・トレース・データが指定されました。


	
処置: 入力データの形式を確認してください。









	 ORA-02488: トレース変換用のファイル[string]へのアクセス中に、エラーが発生しました 
	
原因: トレース変換中に、トレース・ファイルをオープンまたはアクセスしようとしました。


	
処置: 入力ファイルと出力ファイルの両方の権限を確認してください。また、トレース変換のファイル互換性も確認してください。









	 ORA-02490: RESIZE句に必須のファイル・サイズが指定されていません。 
	
原因: RESIZE句に値が指定されていません。


	
処置: 正しい構文を使用してください。









	 ORA-02491: AUTOEXTEND句に必須キーワードONまたはOFFが指定されていません。 
	
原因: AUTOEXTEND句にキーワードONまたはOFFが指定されていません。


	
処置: 正しい構文を使用してください。









	 ORA-02492: NEXT句に必須のファイル・ブロック増分サイズが指定されていません。 
	
原因: NEXT句に値が指定されていません。


	
処置: 正しい構文を使用してください。









	 ORA-02493: NEXT句のファイル増分サイズが無効です。 
	
原因: DATAFILEリストのNEXT句に整数以外の値が使用されました。


	
処置: 正しい構文を使用してください。









	 ORA-02494: MAXSIZE句の最大ファイル・サイズが無効か、または指定されていません。 
	
原因: DATAFILEファイル・リストのMAXSIZE句に、UNLIMITEDが指定されていないか、または無効な整数値が指定されました。MAXSIZEにSIZEの値より小さい値は指定できません。


	
処置: 正しい構文を使用してください。









	 ORA-02495: ファイルstringのサイズを変更できません。表領域stringは読取り専用です。 
	
原因: 読込み専用表領域内のデータファイルのサイズを変更しようとしました。


	
処置: 表領域を読込み/書込み両用に変更して、サイズ変更操作を再試行してください。









	 ORA-02700: osnoraenv: ORACLE_SIDの変換でエラーが発生しました。 
	
原因: 2タスク・ドライバが、ORACLE_SID値の検索に失敗しました。


	
処置: 環境変数ORACLE_SIDが正しく設定され、エクスポートされていることを確認してください。









	 ORA-02701: osnoraenv: Oracleイメージ名の変換でエラーが発生しました 
	
原因: 環境変数ORACLE_HOMEが設定されていません。


	
処置: 環境変数ORACLE_HOMEが正しく設定され、エクスポートされていることを確認してください。









	 ORA-02702: osnoraenv: ORAPOPイメージ名の変換でエラーが発生しました 
	
原因: 環境変数ORACLE_HOMEが設定されていません。


	
処置: 環境変数ORACLE_HOMEが正しく設定され、エクスポートされていることを確認してください。









	 ORA-02703: osnpopipe: パイプの作成に失敗しました。 
	
原因: パイプ・ドライバが、ORAPOPプロセスとの通信用のパイプを作成できませんでした。


	
処置: 各ユーザーのオープン・ファイル記述子が最大値を超えているか、システム・ファイル表が一杯である可能性があります。オペレーティング・システムのエラー・コードを記録し、システム管理者に連絡してください。









	 ORA-02704: osndopop: FORKに失敗しました 
	
原因: 2タスク・ドライバが、ORAPOPをFORKできませんでした。


	
処置: 別のプロセスをサポートするために十分なシステム・リソースがあるかどうかを確認してください。ユーザーまたはシステム・プロセス制限を超えているか、使用可能なメモリーまたはスワップ領域の量が一時的に不足しています。









	 ORA-02705: osnpol: 通信チャネルのポーリングに失敗しました。 
	
原因: パイプ・ドライバが通信チャネルのポーリングに失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02706: osnshs: ホスト名が長すぎます。 
	
原因: 環境変数TWO_TASKによって指定されたホスト文字列の長さが、Oracleシステム・インポーズ制限を超えています。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02707: osnacx: コンテキスト領域を割当てできません。 
	
原因: 起動されたUNIXの2タスク・ドライバが、コンテキスト領域にヒープ領域を割当てできませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02708: osnrntab: ホストへの接続に失敗しました。ORACLE_SIDが不明です 
	
原因: 起動されたUNIXの2タスク・ドライバが、ORATABエントリのSIDの検索に失敗しました。


	
処置: 最初に、ORATABへの読込みアクセス権があるかどうかを確認し、必要なSIDがそこにあるかどうかを確認してください。必要に応じて、必要なSIDに対するエントリをORATABに追加してください。









	 ORA-02709: osnpop: パイプの作成に失敗しました。 
	
原因: パイプ・ドライバが、Oracleシャドウ・プロセスとの2タスク通信用のパイプを作成できませんでした。


	
処置: 各ユーザーのオープン・ファイル記述子が最大値を超えているか、システム・ファイル表が一杯である可能性があります。オペレーティング・システムのエラー・コードを記録し、システム管理者に連絡してください。









	 ORA-02710: osnpop: FORKに失敗しました 
	
原因: パイプ・ドライバが、Oracleシャドウ・プロセスをFORKできませんでした。


	
処置: 別のプロセスをサポートするために十分なシステム・リソースがあるかどうかを確認してください。ユーザーまたはシステム・プロセス制限を超えているか、使用可能なメモリーまたはスワップ領域の量が一時的に不足しています。









	 ORA-02711: osnpvalid: 妥当性チェック・チャネルへの書込みに失敗しました 
	
原因: パイプ・ドライバが、ORAPOPプロセスへの書込みに失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02712: osnpop: mallocに失敗しました 
	
原因: パイプ・ドライバが、そのコンテキスト領域バッファへの十分なヒープ領域の割当てに失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02713: osnprd: メッセージの受信に失敗しました。 
	
原因: パイプ・ドライバが、通信チャネルからのメッセージの読込みに失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02714: osnpwr: メッセージの送信に失敗しました。 
	
原因: パイプ・ドライバが、通信チャネルへのメッセージの書込みに失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02715: osnpgetbrkmsg: ホストからのメッセージのタイプが無効です。 
	
原因: パイプ・ドライバが、認識不可能なメッセージ・タイプのメッセージを受信しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02716: osnpgetdatmsg: ホストからのメッセージのタイプが無効です。 
	
原因: パイプ・ドライバが、認識不可能なメッセージ・タイプのメッセージを受信しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02717: osnpfs: 書き込まれたバイト数が正しくありません 
	
原因: パイプ・ドライバが成功のメッセージを送信しましたが、送信されたバイト数とドライバに提供されたバイト数が一致しませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02718: osnprs: リセット・プロトコル・エラーが発生しました 
	
原因: 2タスク・ドライバが接続をリセットできませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02719: osnfop: FORKに失敗しました 
	
原因: 高速ドライバが、Oracleシャドウ・プロセスをFORKできませんでした。


	
処置: 別のプロセスをサポートするために十分なシステム・リソースがあるかどうかを確認してください。ユーザーまたはシステム・プロセス制限を超えているか、使用可能なメモリーまたはスワップ領域の量が一時的に不足しています。









	 ORA-02720: osnfop: SHMATに失敗しました 
	
原因: 高速ドライバ起動時に、プロセスが共有メモリー・バッファへのアタッチに失敗しました。無効な共有メモリー・アタッチ・アドレスを指定したか、システムがバッファ用のデータ領域を使い果しました。


	
処置: 高速ドライバの速度を落として起動するか、デフォルトのアタッチ・アドレスを使用してください。









	 ORA-02721: osnseminit: セマフォ・セットが作成できません。 
	
原因: 高速ドライバが、セマフォ・セットの受信に失敗しました。


	
処置: セマフォまたはセマフォ識別子のシステム・インポーズ制限を超えています。戻されたオペレーティング・システムのエラー・コードを読み取り、システム管理者に確認してください。









	 ORA-02722: osnpui: ORAPOPにブレーク・メッセージが送信できません 
	
原因: パイプ・ドライバが、ORAPOPへのブレーク・メッセージを送信できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02723: osnpui: ブレーク・シグナルが送信できません。 
	
原因: パイプ・ドライバが、Oracleシャドウ・プロセスへのブレーク・メッセージを送信できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02724: osnpbr: orapopにブレーク・メッセージが送信できません。 
	
原因: パイプ・ドライバが、ORAPOPへのブレーク・メッセージを送信できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02725: osnpbr: ブレーク・シグナルが送信できません。 
	
原因: パイプ・ドライバが、Oracleシャドウ・プロセスへのブレーク・メッセージを送信できませんでした。


	
処置: 失敗したシステム・コールを中断してください。エラー番号を確認し、カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-02726: osnpop: Oracle実行可能ファイルへのアクセス・エラーが発生しました 
	
原因: パイプ・ドライバが、Oracle実行可能ファイルへアクセスできませんでした。


	
処置: ORACLE実行プログラムおよびORACLE_HOME/binパスの各コンポーネントに対する権限を確認してください。









	 ORA-02727: osnpop: ORAPOP実行可能ファイルへのアクセス・エラーが発生しました 
	
原因: パイプ・ドライバが、ORAPOP実行可能ファイルへアクセスできませんでした。


	
処置: ORAPOP実行プログラムおよびORACLE_HOME/binパスの各コンポーネントに対する権限を確認してください。









	 ORA-02728: osnfop: Oracle実行可能ファイルへのアクセス・エラーが発生しました 
	
原因: 高速ドライバが、Oracle実行可能ファイルへアクセスできませんでした。


	
処置: ORACLE実行プログラムおよびORACLE_HOME/binパスの各コンポーネントに対する権限を確認してください。









	 ORA-02729: osncon: osntabにドライバがありません。 
	
原因: 指定されたドライバがサポートされていません。


	
処置: データベース管理者(DBA)にどのドライバがサポートされているかを確認してください。









	 ORA-02730: osnrnf: ユーザー・ログオン・ディレクトリが見つかりません。 
	
原因: 指定したドライバが、ローカル.SQLNETファイルの検索時にログオン・ディレクトリを見つけることができませんでした。


	
処置: 環境変数HOMEの設定およびエクスポートを行い、ホーム・ディレクトリを識別してください。システム管理者に/etc/passwdファイルのUIDおよびホーム・ディレクトリが正しいかどうかを確認してください。









	 ORA-02731: osnrnf: バッファのmallocに失敗しました 
	
原因: 指定されたドライバが、バッファのmallocに十分なヒープ領域を検索できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02732: osnrnf: 一致するデータベース・エイリアスが見つかりません。 
	
原因: 指定されたデータベース・エイリアスが、$HOME/.sqlnetまたは/etc/sqlnetのどちらにも識別されませんでした。


	
処置: ホーム・ディレクトリにある.sqlnetファイル内にユーザー用の別名を作成するか、システム管理者にシステム・レベルで使用する別名を/etc/sqlnet内に作成するよう要請してください。









	 ORA-02733: osnsnf: データベース文字列が長すぎます。 
	
原因: データベース別名のデータベースIDへの変換時に、結果のデータベースID文字列がOracleシステム・インポーズ制限を超えました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02734: osnftt: 共有メモリー・アクセス権をリセットできません 
	
原因: 高速ドライバが、共有メモリー・アクセス権のリセットに失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02735: osnfpm: 共有メモリー・セグメントを作成できません。 
	
原因: 高速ドライバが、2タスク通信の共有メモリー・セグメントの作成に失敗しました。


	
処置: 共有メモリー識別子のシステム・インポーズ制限が、システムに達しているかどうかを確認してください。









	 ORA-02736: osnfpm: デフォルトの共有メモリー・アドレスが無効です。 
	
原因: 高速ドライバが、デフォルトの共有メモリー・アドレスの確立に失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02737: osnpcl: ORAPOPを終了させることができません。 
	
原因: パイプ・ドライバが、ORAPOPの終了コマンドの送信に失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02738: osnpwrtbrkmsg: 書込みバイト数が正しくありません 
	
原因: パイプ・ドライバが、明らかに不完全なブレーク・メッセージを送信しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02739: osncon: ホスト・エイリアスが長すぎます。 
	
原因: SQLNETホストに使用された別名の長さが、162文字以上です。


	
処置: より短い別名を使用してください。









	 ORA-02750: osnfsmmap: 共有メモリー・ファイル ?/dbs/ftt_<pid>.dbfをオープンできません。 
	
原因: 高速ドライバが、2タスク通信の共有メモリー・ファイルの作成に失敗しました。


	
処置: ディレクトリ?/dbsに対する権限を確認してください。









	 ORA-02751: osnfsmmap: 共有メモリー・ファイルをマップできません 
	
原因: 高速ドライバが、2タスク通信の共有メモリー・ファイルのマップに失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02752: osnfsmmap: 共有メモリー・アドレスが無効です。 
	
原因: 高速ドライバが、予定の位置での共有メモリーへのアタッチに失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02753: osnfsmmap: 共有メモリー・ファイルをクローズできません 
	
原因: 高速ドライバが、共有メモリー・ファイルをクローズできません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02754: osnfsmmap: 共有メモリー継承を変更できません。 
	
原因: 高速ドライバが、共有メモリーの継承属性を変更できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02755: osnfsmcre: 共有メモリー・ファイル ?/dbs/ftt_<pid>.dbfをオープンできません。 
	
原因: 高速ドライバが、共有メモリーへのファイルの作成に失敗しました。


	
処置: ディレクトリ?/dbsに対する権限を確認してください。









	 ORA-02756: osnfsmnam: 名前の変換に失敗しました。 
	
原因: 高速ドライバが、共有メモリーのファイル名?/dbs/ftt_<pid>.dbfの変換エラーを見つけました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02757: osnfop: FORKおよびBINDに失敗しました。 
	
原因: 高速ドライバが、必要なクラスタおよびノード番号へのプロセスのFORKに失敗しました。


	
処置: sercose[0]で必要なノード番号およびsercose[1]のクラスタIDを確認してください。これらが正しい場合は、カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-02758: 内部配列の割当てに失敗しました 
	
原因: システムがメモリーを使い果したため、パッケージが配列にメモリーを割当てできませんでした。


	
処置: その他のプロセスを中断してメモリーを再要求するか、メモリーを増やしてマシンを再起動してください。









	 ORA-02759: 使用可能な要求記述子が不十分です。 
	
原因: パッケージのすべてのリクエスト記述子が、他の要求の実行に使用中です。


	
処置: 十分に要求が終了するまで待機するか、パッケージを停止し、リクエスト記述子を増やして再度初期化してください。









	 ORA-02760: クライアントによるファイルのクローズに失敗しました。 
	
原因: クライアントがサーバーのFORK後、ファイルをクローズできませんでした。


	
処置: システムに問題があります。システム管理者に連絡してください。









	 ORA-02761: 取り消されるファイル番号は負数です。 
	
原因: SFIOV構造体に含まれるファイル番号が、-1以下になっています。


	
処置: これは、プログラミング・エラーの可能性があります。それ以外の場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-02762: 取り消されるファイル番号は最大値を超えています。 
	
原因: SFIOV構造体に含まれるファイル番号が、最大値より大きくなっています。


	
処置: これは、プログラミング・エラーの可能性があります。それ以外の場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-02763: 要求を取り消すことができません。 
	
原因: 取消し可能な要求が見つかりませんでした。


	
処置: このエラーは、すべての要求のファイル番号がすでに一杯になっている場合に発生します。









	 ORA-02764: パッケージ・モードが無効です。 
	
原因: パッケージに可能なモードは、パラレルまたはデュプレックスのみです。


	
処置: 正しい値については、SFA.Hを調べてください。









	 ORA-02765: サーバーの最大数が無効です。 
	
原因: 指定されたサーバーの数が、0(ゼロ)以下でした。


	
処置: 1以上の数値を指定してください。









	 ORA-02766: 要求記述子の最大数が無効です。 
	
原因: 要求記述子の数が、0(ゼロ)以下でした。


	
処置: 1以上の数値を指定してください。









	 ORA-02767: 1つのサーバーに対して1未満の要求記述子が割り当てられました 
	
原因: パッケージには、使用されるサーバー数以上の数の要求記述子が必要です。


	
処置: より大きい数値を指定してください。









	 ORA-02768: 最大ファイル数が無効です。 
	
原因: パッケージに使用される最大ファイル数が、0(ゼロ)以下でした。


	
処置: 正数を使用してください。









	 ORA-02769: SIGTERMのハンドラ設定に失敗しました。 
	
原因: パッケージが、終了シグナルのためにサーバーによってハンドラを設定できませんでした。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-02770: ブロック合計数は無効です。 
	
原因: パッケージが使用するために割り当てられるブロック合計数が0(ゼロ)以下でした。


	
処置: 正数を使用してください。









	 ORA-02771: 要求のタイムアウト値が無効です。 
	
原因: 数値が正数ではありませんでした。


	
処置: 正数を使用してください。









	 ORA-02772: 最大サーバー・アイドル時間が無効です。 
	
原因: 指定された時間が、正数ではありませんでした。


	
処置: 正数を使用してください。









	 ORA-02773: 最大クライアント待機時間が無効です。 
	
原因: 指定された時間が、正数ではありませんでした。


	
処置: 正数を使用してください。









	 ORA-02774: 要求リストのラッチ・タイムアウト値が無効です。 
	
原因: 指定された時間が、正数ではありませんでした。


	
処置: 正数を使用してください。









	 ORA-02775: シグナルを実行した要求は無効です。 
	
原因: シグナルの数値が、正数ではありませんでした。


	
処置: 正数を使用してください。









	 ORA-02776: シグナルを実行した要求の値は最大値を超えました 
	
原因: パッケージに「request done」シグナルとして使用するために送信された値が、オペレーティング・システムによって許可される最大値を超えています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02777: ログ・ディレクトリでStatに失敗しました 
	
原因: パッケージが、ログ・ファイルが常駐するディレクトリについての情報を取得できませんでした。


	
処置: ディレクトリに対する権限を確認するか、または別のディレクトリ名を使用してください。









	 ORA-02778: ログ・ディレクトリに付けられた名前が無効です。 
	
原因: ログが保存されるディレクトリに付けられた名前が、ディレクトリに対応していません。


	
処置: 別の名前を使用してください。









	 ORA-02779: コア・ダンプ・ディレクトリでStatに失敗しました 
	
原因: パッケージが、サーバーが例外のイベントでコアをダンプするディレクトリについての情報を取得できませんでした。


	
処置: ディレクトリに対する権限を確認するか、または別のディレクトリ名を使用してください。









	 ORA-02780: コア・ダンプ・ディレクトリに指定された名前が無効です。 
	
原因: サーバー・プロセスが例外のイベントでコアをダンプするディレクトリに付けられた名前が無効です。


	
処置: 別の名前を使用してください。









	 ORA-02781: タイミングをとるフラグに指定した値が無効です 
	
原因: 指定した値が、TRUEまたはFALSEではありませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02782: 読取り、書込み機能がどちらも指定されていません 
	
原因: 機能の対称的な作動を確実にするには、読込みと書込み機能の両方にポインタが必要です。


	
処置: 両方の機能を指定するか、または両方の機能を解除してください。パッケージは、それ自体の機能を提供します。









	 ORA-02783: ポスト、ウエイト機能がどちらも指定されていません 
	
原因: 機能の対称的な作動を確実にするには、ポストとウエイト機能の両方にポインタが必要です。


	
処置: 両方の機能を指定するか、または両方の機能を解除してください。パッケージは、それ自体の機能を提供します。









	 ORA-02784: 指定された共有メモリーIDが無効です。 
	
原因: 共有バッファ領域として使用するために指定されたセグメントのIDが無効です。


	
処置: 別のIDを使用するか、またはパッケージ自体に指定させてください。









	 ORA-02785: 共有メモリー・バッファ・サイズが無効です。 
	
原因: 共有バッファ領域として使用するために共有メモリー・セグメントに与えられたサイズが0(ゼロ)以下になっています。


	
処置: 正数を使用してください。









	 ORA-02786: 共有領域に必要なサイズはセグメント・サイズより大きい必要があります 
	
原因: 共有バッファ領域のために指定された共有セグメントのサイズが、必要なバイト数より小さくなっています。「追加情報」フィールドの最初のフィールドが、必要なサイズです。2番目のフィールドは、セグメントのサイズです。


	
処置: より大きいサイズのセグメントを使用するか、パッケージ自体に割当てさせてください。









	 ORA-02787: セグメント・リストにメモリーを割り当てることができません。 
	
原因: システムがメモリーを使い果したため、パッケージが内部セグメント・リストへのメモリーの割当てに失敗しました。「追加情報」フィールドは、パッケージが割り当てようとしたメモリーの量です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02788: 非同期プロセス配列内でカーネル・プロセス・ポインタを見つけることができません。 
	
原因: 内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-02789: 最大ファイル数に達しました。 
	
原因: 非同期I/Oで使用可能な最大ファイル数に達しました。


	
処置: サーバーを停止し、より大きい数値でパッケージを再度初期化してください。









	 ORA-02790: ファイル名が長すぎます。 
	
原因: 非同期I/Oでオープンされているファイルの名前の長さが、最大値より長くなっています。「追加情報」フィールドは最大長です。


	
処置: より短い名前を使用してください。









	 ORA-02791: このファイルを非同期I/Oで使用するためにオープンできません 
	
原因: パッケージがなんらかの理由でオープンできません。


	
処置: ファイル名を確認してください。









	 ORA-02792: 非同期I/Oで使用しているこのファイルにfstat()を実行できません。 
	
原因: fstat(2)が、非同期I/Oで使用しているファイルのコールに失敗しました。


	
処置: ファイル名を確認してください。









	 ORA-02793: 非同期I/Oのクローズに失敗しました。 
	
原因: クライアントが、非同期I/Oで使用しているファイルをクローズできませんでした。


	
処置: これは発生しないはずのエラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-02794: クライアントは共有メモリーのキーを取得できませんでした。 
	
原因: クライアントが共有メモリーを得るためのキーを取得できませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-02795: 要求リストは空です。 
	
原因: クライアントがサーバーからシグナルを受け取りましたが、doneリストが空でした。


	
処置: 内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-02796: 要求が正常に終了していません。 
	
原因: 要求が正しい状態にありません。


	
処置: 内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-02797: 使用可能な要求はありません。 
	
原因: 使用可能な要求記述子がありません。


	
処置: 一部の要求が満たされるまで待機してから当該要求を再試行するか、サーバーを1度停止してから要求数を増やした状態でパッケージを初期化してください。









	 ORA-02798: 要求数が無効です。 
	
原因: SFARD()またはSFAWRITE()のどちらかに送信された操作の数値が、-1以下です。


	
処置: これはユーザーのプログラミング・エラーです。









	 ORA-02799: シグナル・ハンドラをアームできません 
	
原因: doneシグナルに対するシグナル・ハンドラのアームに失敗しました。


	
処置: 内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-02800: 要求がタイムアウトしました 
	
原因: 非同期入力または出力に対する要求の一部が、必須の時間量でサービスされませんでした。


	
処置: システムの負荷が高い場合、タイムアウト制限が低すぎる可能性があります。sfainit()を使用してリセットしてください。サーバー・プロセスが予期しない信号により消失する場合、これは内部エラーで、ORACLEサポートに連絡する必要があります。









	 ORA-02801: 操作がタイムアウトしました 
	
原因: 一部の非同期操作が、カーネル・モードでタイムアウトしました。


	
処置: 内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-02802: パラレル・モードで使用可能なアイドル・サーバーがありません 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-02803: 現在の時間の取得に失敗しました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-02804: ログ・ファイル名に対するメモリーの割当てに失敗しました。 
	
原因: クライアントが、ログ・ファイル名に対するバッファを割当てできませんでした。


	
処置: システム管理者に連絡してください。









	 ORA-02805: SIGTPAのハンドラを設定できません。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-02806: SIGALRMのハンドラを設定できません。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-02807: I/Oベクトルに対するメモリーの割当てに失敗しました。 
	
原因: クライアントが、サーバーが使用するI/Oベクトルの配列に対するメモリーを割当てできませんでした。


	
処置: システム管理者に連絡してください。









	 ORA-02808: オープン・ファイル配列に対するメモリーの割当てに失敗しました 
	
原因: クライアントが、サーバーが使用するフラグの配列に対するメモリーを割当てできませんでした。


	
処置: システム管理者に連絡してください。









	 ORA-02809: ジャンプ・バッファが無効です。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-02813: キーを取得するための一時ファイル名を作成できません。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-02814: 共有メモリーを取得できません 
	
原因: SHMGET(2)が失敗しました。


	
処置: UNIXエラー番号を確認してください。これらの意味を判断できない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-02815: 共有メモリーを連結できません 
	
原因: SHMAT(2)が失敗しました。


	
処置: UNIXエラー番号を確認してください。これらの意味を判断できない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-02816: プロセスを強制終了できません。 
	
原因: サーバーが、強制終了シグナルが送信された後に停止されませんでした。


	
処置: プロセスが暴走する可能性があります。Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-02817: 読取りに失敗しました。 
	
原因: サーバーが、要求されたデータ量を読み込めませんでした。


	
処置: SFARD()のコールを確認してください。誤ったファイル記述子が、SFARD()に送信された可能性があります。「追加情報」フィールドの数値は、読み込まれたデータ・セグメントの開始ブロック数です。









	 ORA-02818: 読み込んだブロック数は要求された数に対して不足しています。 
	
原因: サーバーが、要求されたデータ量を読み込めませんでした。「追加情報」フィールドの最初の数値は、読み込まれたブロック数です。2番目は、読み込まれた実際のバイト数です。


	
処置: これはプログラミング・エラーです。









	 ORA-02819: 書込みに失敗しました。 
	
原因: サーバーが、書込みを実行できませんでした。「追加情報」フィールドの数値は、書き込まれたデータ・セグメントの開始ブロック数です。「追加情報」フィールドの最初の数値は、書き込まれたブロック数です。2番目は、書き込まれた実際のバイト数です。ディスクに空きがない可能性があります。


	
処置: UNIXエラー番号を確認してください。









	 ORA-02820: 要求されたブロック数を書き込めません。 
	
原因: サーバーが、ディスクに要求されたデータ量を書き込めませんでした。ディスクの領域が不足している可能性があります。


	
処置: UNIXエラー番号を確認してください。









	 ORA-02821: リクエストされたブロック数を読み込めません。 
	
原因: サーバーが、要求されたブロック数を読み込めませんでした。ファイルの終わりが読み込まれている可能性があります。


	
処置: ディスク上のファイルを確認してください。









	 ORA-02822: ブロック・オフセットが無効です。 
	
原因: サーバーが、指定されたブロックをシークできませんでした。


	
処置: UNIXエラー番号を確認してください。









	 ORA-02823: バッファが正しい境界にありません 
	
原因: I/O済のバッファが正しい境界にありません。


	
処置: コール元プログラムを確認してください。









	 ORA-02824: 要求の空きリストが空です。 
	
原因: すべての記述子が使用中のため、パッケージが要求記述子を割り当てるリストが空になっています。


	
処置: 一部が空くまで待機するか、またはパッケージをより多い要求記述子で初期化してください。









	 ORA-02825: 使用しようとした空きリストは使用されています。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-02826: ブロック・サイズが無効です。 
	
原因: 非同期I/Oパッケージで使用されるI/Oブロック・サイズが負数になっています。


	
処置: これはプログラミング・エラーです。正数または0(ゼロ)を使用して、デフォルト値を取得してください。









	 ORA-02827: ファイル数が無効です。 
	
原因: 処理されるファイル番号が-1以下になっているか、オープンできるファイルの最大値より大きくなっています。


	
処置: これはプログラミング・エラーです。コール元プログラムがこの数値に触れることはないため、これはプログラミング・エラーです。









	 ORA-02828: セグメントの空きリストが空です。 
	
原因: 割当て可能なセグメントがありません。


	
処置: 一部のセグメントを空けるか、パッケージを停止してより多いセグメントで再度初期化してください。









	 ORA-02829: 十分な大きさのセグメントがありません。 
	
原因: 使用できるだけの十分な大きさのセグメントが用意されていません。


	
処置: 一部のセグメントを空けてしてください。









	 ORA-02830: セグメントが分割できません - 空きセグメントがありません 
	
原因: 空きセグメントがないため、必要なものより大きいセグメントが分割できません。


	
処置: 一部のセグメントを空けてしてください。









	 ORA-02831: セグメントの割当て解除に失敗しました - セグメント・リストが空です 
	
原因: セグメントの割当てを解除しようとしましたが、「in use」リストが空でした。これはプログラミング・エラーです。


	
処置: コール元プログラムを確認してください。









	 ORA-02832: セグメントの割当て解除に失敗しました - セグメントがリストにありません 
	
原因: コール元が「in use」リストにないセグメントの割当てを解除しようとしました。これはプログラミング・エラーです。


	
処置: コール元プログラムを確認してください。









	 ORA-02833: サーバーはファイルをクローズできません。 
	
原因: サーバーが、非同期I/Oで使用しているファイルをクローズできませんでした。


	
処置: 詳細は、UNIXエラー番号を確認してください。









	 ORA-02834: サーバーはファイルをオープンできません。 
	
原因: サーバーが、非同期I/Oに使用するファイルをオープンできませんでした。


	
処置: 詳細は、UNIXエラー番号を確認してください。









	 ORA-02835: サーバーはクライアントにシグナルを送ることができません。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-02836: 一時キー・ファイルを作成できません。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-02837: 一時ファイルをリンク解除できません。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-02838: アラーム・シグナルのためのシグナル・ハンドラをアームできません 
	
原因: 警告シグナルのためのシグナル・ハンドラのアームに失敗しました。


	
処置: 内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-02839: ディスクへのブロックの同期化に失敗しました。 
	
原因: サーバーが、ディスクへの書込みをフラッシュできませんでした。


	
処置: UNIXエラー番号を確認してください。









	 ORA-02840: クライアントによるログ・ファイルのオープンに失敗しました 
	
原因: クライアント・プロセスが、ログ・ファイルをオープンできませんでした。


	
処置: 詳細は、UNIXエラー番号を確認してください。









	 ORA-02841: サーバーが起動時に停止しました。 
	
原因: サーバーがその初期化プロセス中に終了しました。


	
処置: 詳細は、サーバーのログを確認してください。









	 ORA-02842: クライアントはサーバーをforkできません。 
	
原因: クライアントが、サーバーを起動できませんでした。オペレーティング・システムが、起動可能なプロセス数の制限に達した可能性があります。


	
処置: 使用可能なサーバーの数を減らすか、より多くのプロセスを処理できるようにオペレーティング・システムを再構成してください。









	 ORA-02843: カーネル・フラグの値が無効です。 
	
原因: 情報構造体でカーネル・フラグに無効な値が設定されました。許可されているのは、TRUEおよびFALSEのみです。


	
処置: これはプログラミング・エラーです。コール元ルーチンを確認してください。









	 ORA-02844: オープンしたままのフラグの値が無効です。 
	
原因: クライアントが、サーバーがファイルを使用可能かどうかを検証した後で、ファイルがオープンされたままになっているかどうかを判別するフラグに値が設定されています。サポートされているのは、TRUEおよびFALSEのみです。


	
処置: これはプログラミング・エラーです。コール元ルーチンを確認してください。









	 ORA-02845: タイミングをとるフラグの値が無効です。 
	
原因: 操作のタイムアウトを示すフラグに値が設定されています。サポートされているのは、TRUEおよびFALSEのみです。


	
処置: これはプログラミング・エラーです。コール元ルーチンを確認してください。









	 ORA-02846: サーバーを強制終了できません。 
	
原因: サーバーが終了シグナルに応答しない可能性があります。最初の数値は、サーバーの番号です。2番目は、そのUNIXプロセス番号です。これは内部エラーです。


	
処置: これはオペレーティング・システムの問題です。









	 ORA-02847: ポスト時にサーバーは終了しませんでした。 
	
原因: サーバーが、停止するためにポストされた要求に応答しませんでした。最初の数値は、サーバーの番号です。2番目は、そのUNIXプロセス番号です。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-02848: 非同期I/Oパッケージが実行していません。 
	
原因: 最初にSFAINIT()を使用してパッケージを初期化せずに、非同期I/Oパッケージを使用して操作しようとしました。


	
処置: パッケージを使用する前にSFAINIT()をコールしてください。









	 ORA-02849: エラーが発生したため読取りに失敗しました。 
	
原因: サーバーが、要求されたデータ量をディスクから読み込めませんでした。


	
処置: UNIXエラー番号を確認してください。









	 ORA-02850: ファイルがクローズされています 
	
原因: 非同期I/O操作が実行されるファイルが、すでにパッケージによってクローズされました。


	
処置: これはプログラミング・エラーです。









	 ORA-02851: 要求リストが空です。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-02852: クリティカル・セクション・タイムアウト値は無効です。 
	
原因: 指定された時間が、正数ではありませんでした。


	
処置: 正数を使用してください。









	 ORA-02853: サーバー・リストのラッチ・タイムアウト値は無効です。 
	
原因: 指定された時間が、正数ではありませんでした。


	
処置: 正数を使用してください。









	 ORA-02854: 要求バッファの数が無効です。 
	
原因: INIT.ORAファイルでDB_SLAVE_BUFFERSに設定された値が、-1以下です。


	
処置: 0(ゼロ)以上の数値を使用してください。









	 ORA-02855: 要求数がスレーブの数より小さいです 
	
原因: INIT.ORAファイルでDB_SLAVE_BUFFERSに設定された値が、DB_SLAVESに指定されたスレーブ数を表す数値より小さくなっています。


	
処置: DB_SLAVESに指定された数より大きい数を指定するか、0(ゼロ)を指定してください。0の場合は、カーネルが適切な数を提供します。









	 ORA-02875: smpini: PGAの共有メモリーを取得できません 
	
原因: エラー番号に表示されています。


	
処置: 問題を解決してください。









	 ORA-02876: smpini: PGAの共有メモリーを連結できません 
	
原因: エラー番号に表示されています。


	
処置: 問題を解決してください。









	 ORA-02877: smpini: メモリー保護を初期化できません。 
	
原因: ADSPCINITプログラムが実行されていません。


	
処置: インストレーション・ガイドおよびユーザーズ・ガイドに記載されているADSCPINITプログラムを実行してください。問題が繰り返される場合は、コンピュータを再起動してください。









	 ORA-02878: sou2o: smpdidini変数が上書きされました。 
	
原因: SMPDIDINI変数が、おそらくクライアント・コードによって上書きされました。


	
処置: クライアント・コード(たとえば、Pro*Cで無効なメモリー・アクセスがないかどうか)を確認してください。シングル・タスク操作以外で問題が発生した場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-02879: sou2o: 保護メモリーへアクセスできません 
	
原因: これは内部エラーです。エラー番号のエラー・コードを確認してください。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。アプリケーションまたはコンピュータの再起動で、問題が解決する可能性があります。









	 ORA-02880: smpini: 保護用PGAを登録できません。 
	
原因: これは内部エラーです。エラー番号のエラー・コードを確認してください。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。アプリケーションまたはコンピュータの再起動で、問題が解決する可能性があります。









	 ORA-02881: sou2o: 保護メモリーへのアクセス権を取消しできません。 
	
原因: これは内部エラーです。エラー番号のエラー・コードを確認してください。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。アプリケーションまたはコンピュータの再起動で、問題が解決する可能性があります。









	 ORA-02882: sou2o: 保護用SGAを登録できません。 
	
原因: これは内部エラーです。エラー番号のエラー・コードを確認してください。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。アプリケーションまたはコンピュータの再起動で、問題が解決する可能性があります。









	 ORA-02899: smscre: 拡張共有メモリー機能でSGAを作成できません。 
	
原因: 環境変数EXTSHMが、Oracleを起動する前に設定されました。


	
処置: 環境変数EXTSHMを設定せずに、Oracleを再起動してください。









	 ORA-03001: 実装されていない機能です 
	
原因: この機能は実装されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-03002: 演算子は実装されていません 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-03007: 機能は廃止されました。 
	
原因: 現在サポートされていない機能を使用しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-03009: 互換性のないOCIファンクション・コール 
	
原因: 新しい機能に対して互換性のないOCIファンクション・コールが発行されました。


	
処置: この機能に対して、V7 OCIコールを使用しないでください。









	 ORA-03112: 単一タスクとしてリンクしているサーバーはOracle Netを使用できません。 
	
原因: 単一タスク・サーバーに対して、SQL*Net接続文字列を含む文が発行されました。たとえば、DATABASE LINKがSQL文で使用されました。


	
処置: 単一タスク環境でSQL*Net接続文字列を使用しないでください。









	 ORA-03113: 通信チャネルでend-of-fileが検出されました 
	
原因: クライアントとサーバー・プロセス間の接続が切断されました。


	
措置: 通信エラーがありました。さらに調査する必要があります。最初に、ネットワークの問題の有無をチェックし、SQL*Netの設定を確認してください。また、 alert.log ファイルでもエラーの有無を調べてください。最後に、テストを実行して、サーバー・プロセスが停止しているかどうかと、障害時にトレース・ファイルが生成されたかどうかを確認してください。









	 ORA-03119: 2タスクが一貫性のないデータ型指定を検出しました。 
	
原因: データ型宣言および無名データ型宣言の両方を検出しました。


	
処置: 指定を修正してください。









	 ORA-03122: ユーザー側でOracle側のウィンドウを閉じようとしました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-03123: 操作がブロックされます。 
	
原因: これは、現行では操作を完了できないことを示す状態コードです。


	
処置: 処置は必要ありません。これはエラーではありません。操作を完了するために再試行する必要があります。









	 ORA-03124: 2タスク内部エラーが発生しました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-03125: クライアント・サーバー・プロトコル違反が発生しました 
	
原因: サーバーから、アプリケーションが誤ったエスケープ・順序を受け取りました。クライアント・アプリケーションのユーザー・コードに問題がある可能性があります。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-03126: ネットワーク・ドライバは、非ブロック操作をサポートしません。 
	
原因: 非ブロック操作が試行されましたが、ネットワーク・ドライバが非ブロック操作をサポートしません。


	
処置: デフォルトのブロック操作を使用するか、または非ブロック操作をサポートするドライバを使用してください。









	 ORA-03127: アクティブ操作が完了するまで、新しい操作を行えません。 
	
原因: アクティブな非ブロック操作が完了する前または列のすべてのピースの挿入やフェッチが完了する前に新しい操作を実行しようとしました。


	
処置: 非ブロック操作が完了してから、新しい操作を実行してください。ピース単位のバインド/定義を実行する場合、すべてのピースの挿入またはフェッチが完了してから新しい操作を実行してください。









	 ORA-03128: 接続がブロック・モードです。 
	
原因: 接続に対する非ブロック・モードのOCIテストは、接続がブロック・モードになっていることを示しています。


	
処置: 非ブロック・モードが必要な場合は、適切なOCIコールを使用して、モードを変更してください。









	 ORA-03129: 次に挿入するピースが必要です 
	
原因: アプリケーションがピース単位のバインドを列で実行しました。


	
処置: このバインド変数の次のピースを指定してください。









	 ORA-03130: 次にフェッチするピース用のバッファが必要です 
	
原因: アプリケーションがピース単位の定義を列で実行しました。


	
処置: 次のピース用に別のバッファを指定して、ピースを取得できるようにしてください。









	 ORA-03131: 次のピースに無効なバッファが提供されました。 
	
原因: アプリケーションで、次のピース用のバッファの長さが0(ゼロ)に指定されたか、または、NULLポインタが指定されました。


	
処置: 次のピース用のバッファ・ポインタがNULLに指定されているかどうか、または長さが0(ゼロ)に指定されているかどうかを確認してください。









	 ORA-03132: 2タスク・デフォルト値がオーバーフローしました。 
	
原因: レコード・フィールドに対して指定されたデフォルト値が大きすぎます。


	
処置: デフォルト値を変更し、フィールド・サイズにあわせてください。









	 ORA-03134: このバージョンのサーバーへの接続は、サポートされていません。 
	
原因: 古いバージョンのOracleサーバーに接続しようとしました。


	
処置: 詳細は、ドキュメントを参照してください。









	 ORA-03135: 接続が失われました 
	
原因: 1) サーバーが予期せず終了したか、強制的に終了しました。2) サーバーが接続でタイムアウトしました。


	
処置: 1) サーバー・セッションが終了しているかどうか確認してください。2) sqlnet.oraでタイムアウト・パラメータが正しく設定されているかどうか確認してください。









	 ORA-03136: インバウンド接続がタイムアウトになりました 
	
原因: SQLNET.INBOUND_CONNECT_TIMEOUTで指定された時間またはデフォルト値で指定された時間内にユーザー認証が完了しなかったため、インバウンド接続がサーバーによってタイムアウトされました。


	
処置: 1) SQL*NetとRDBMSのログを調べて、疑わしい接続がないかどうか確認してください。2) 必要に応じて、適切なインバウンド接続タイムアウトを指定してSQL*Netを構成してください。









	 ORA-03137: TTCプロトコル内部エラー: [string] [string] [string] [string] [string] [string] [string] [string] 
	
原因: TTCプロトコル内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-03138: セキュリティ・ポリシー違反のため接続が終了しました 
	
原因: セキュリティ・ポリシー違反のため接続が終了しました。


	
処置: データベース管理者に連絡してください。









	 ORA-03139: このOCIコールはDBAにより無効化されています 
	
原因: SEC_DISABLE_OLDER_ORACLE_RPCS初期化パラメータが有効化されました。


	
処置: データベース管理者に連絡してください。









	 ORA-03140: I/O操作が進行中です 
	
原因: 現在のI/O操作が完了していません。通常、このエラーはベクトルI/Oコールまたは非同期I/Oコール(あるいはその両方)から戻されます。


	
処置: 必要な操作を実行して現在のI/Oを完了するか、現在のI/Oを中止してください。









	 ORA-03141: I/Oリクエスト・キューがいっぱいです 
	
原因: I/Oリクエスト・キューがいっぱいであり、これ以上のリクエストはキューに入りませんでした。


	
処置: 適切な操作を実行し、現在進行中のI/Oリクエストの一部またはすべてを完了してください。









	 ORA-03142: セッションID: number、シリアル番号: number 
	
原因: 指定されたセッションおよびシリアル番号に対する接続が切断されました。これは、セッションの強制終了またはネットワークの問題が原因です。


	
処置: 再接続し、このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-03143: プロセスID: string、スレッドID: string 
	
原因: 指定されたプロセスIDおよびスレッドIDに対する接続が切断されました。これは、セッションの強制終了またはネットワークの問題が原因です。


	
処置: 再接続し、このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-03144: プロセスID: string 
	
原因: 指定されたプロセスIDに対する接続が切断されました。これは、セッションの強制終了またはネットワークの問題が原因です。


	
処置: 再接続し、このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-03145: I/Oストリーミング方向のエラー 
	
原因: GET(読取り)ストリーミングの進行中にデータを書き込もうとしたか、PUT(書込み)ストリーミングの進行中にデータを読み取ろうとしました。


	
処置: 現在のストリームの読取りまたは書込みI/Oを完了してから、逆方向のI/Oを試行してください。









	 ORA-03146: TTCフィールドのバッファ長が無効です 
	
原因: 破損したTwo-Task Common(TTC)パケットが受信されました。


	
処置: これは内部プロトコル・エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-03147: 必須のTTCフィールドがありません 
	
原因: 破損したTwo-Task Common(TTC)パケットが受信されました。


	
処置: これは内部プロトコル・エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-03149: Oracleエラー・コードが無効です 
	
原因: 無効なOracleエラー・コードがサーバーにより受信されました。


	
処置: これは内部プロトコル・エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-03150: データベース・リンクの通信チャネルでend-of-fileが検出されました 
	
原因: クライアントとリモート・サーバー・プロセス間の接続が切断されました。


	
処置: リモート・サーバーのalert.logファイルでエラーが発生していないか調べてください。また、サーバー・プロセスが停止しているかどうかと、障害時にトレース・ファイルが生成されたかどうかを確認してください。









	 ORA-03160: サーバーから無効なクライアント操作がリクエストされました 
	
原因: 現在のサーバーのバージョンより前のバージョンのライブラリにリンクされているOracleクライアント・アプリケーションが使用されています。


	
処置: クライアントのライブラリをサーバーのバージョン以上にアップグレードしてください。









	 ORA-03170: 読取り可能なフィジカル・スタンバイでデッドロックが発生しました(UNDOセグメントstring) 
	
原因: 新しいUNDOセグメントが追加されました。UNDOセグメントが追加された直後のプライマリでの使用時の前後に発行された問合せでは、デッドロックが発生する場合があります。


	
処置: 問合せを再試行してください。通常の操作でスタンバイを使用している場合は、新しいUNDOセグメントを作成しないでください。









	 ORA-03171: 問合せ実行中にリカバリが中止されました 
	
原因: リカバリが中止されました。リカバリが中止されると、問合せではリカバリの中止後に行われたブロックの変更が必要になるため、問合せのデッドロックが発生する場合があります。


	
処置: 問合せを再試行してください。スタンバイのリカバリは取り消さないでください。









	 ORA-03172: STANDBY_MAX_DATA_DELAYがstring秒超過しています 
	
原因: スタンバイ・リカバリがSTANDBY_MAX_DATA_DELAY要件よりも遅れています。


	
処置: リカバリを調整して問合せを再試行するか、またはデータ遅延要件内の別のスタンバイ・データベースに切り替えてください。









	 ORA-03173: スタンバイがプライマリと同期化されていません 
	
原因: スタンバイがプライマリと同期していなかったか、スタンバイがプライマリに対してデータ消失モードであったか、またはスタンバイ・リカバリが中止されたため、ALTER SESSION SYNC WITH PRIMARYが正常に機能しませんでした。


	
処置: スタンバイが非データ消失モードでプライマリと同期するようにしてください。スタンバイ・リカバリをアクティブにしてください。









	 ORA-03174: STANDBY_MAX_DATA_DELAYはSYSユーザーに適用されません 
	
原因: SYSユーザーに対してALTER SESSION SET STANDBY_MAX_DATA_DELAYが正常に機能しませんでした。


	
処置: SYS以外のユーザーに対してALTER SESSION SET STANDBY_MAX_DATA_DELAYを発行してください。









	 ORA-03175: パラメータstringが一致しません 
	
原因: %sパラメータの値がそれぞれのインスタンス間で一致していません。


	
処置: すべてのインスタンスで%sの値を確認してください。









	 ORA-03176: stringはオープンされているフィジカル・スタンバイ・データベースでのみ機能します 
	
原因: データベースがオープンされているフィジカル・スタンバイ・データベースではありません。


	
処置: オープンされているフィジカル・スタンバイ・データベースに対してコマンドを発行してください。









	 ORA-03200: セグメント型の指定が無効です 
	
原因: セグメント型がTABLE、INDEXまたはCLUSTERではありません。


	
処置: 正しいセグメント型を使用してください。









	 ORA-03201: グループ番号の指定が無効です。 
	
原因: 空きリスト・グループの番号が負か、またはセグメント内の空きリスト・グループ数より大きくなっています。


	
処置: 正しいグループ番号を使用してください。









	 ORA-03202: スキャン制限の指定が無効です。 
	
原因: スキャン制限の値がセグメント内の空きリスト・グループ数の正の整数値ではありませんでした。


	
処置: 正しいスキャン制限を使用してください。









	 ORA-03203: 同時実行の更新アクティビティにより、領域分析が実行できません。 
	
原因: ユーザー更新の量が多いため、領域の解析を妨げています。


	
処置: コマンドを再試行するか、または基礎となるオブジェクトをロックしてください。









	 ORA-03204: セグメント型の指定は、パーティション化を示す必要があります 
	
原因: 領域分析にパーティション名が指定されましたが、オブジェクト型はパーティション化を示していません。


	
処置: オブジェクトがパーティション化されている場合は、セグメント型にPARTITIONを指定してください。それ以外の場合は、パーティション名を省略してください。









	 ORA-03205: パーティション化された型を指定するときは、パーティション名が必要です。 
	
原因: 領域分析にパーティション名が指定されていませんが、オブジェクト型はパーティション化を示しています。


	
処置: オブジェクトがパーティション化されている場合は、パーティション名を指定してください。それ以外の場合は、非パーティション型を指定してください。









	 ORA-03206: AUTOEXTEND句で(string)ブロックの最大ファイル・サイズが範囲外です。 
	
原因: 自動拡張可能ファイルの最大ファイル・サイズが、使用可能なブロックの最大数を超えています。


	
処置: サイズを小さくして、再試行してください。









	 ORA-03207: 複合オブジェクトにはサブパーティション型を指定する必要があります 
	
原因: 領域分析にパーティション型が指定されましたが、オブジェクト型は複合パーティション化を示しています。


	
処置: サブパーティション名およびサブパーティション型を指定してください。









	 ORA-03208: 非複合オブジェクトにはパーティション型を指定する必要があります 
	
原因: 領域分析にサブパーティション型が指定されましたが、オブジェクト型は非複合パーティション化を示しています。


	
処置: パーティション名およびパーティション型を指定してください。









	 ORA-03209: DBMS_ADMIN_PACKAGEのファイル/ブロック指定が無効です 
	
原因: ファイル番号の値またはブロック番号の値が、制限外であるか、または矛盾しています。


	
処置: ファイル番号またはブロック番号の値を修正してください。









	 ORA-03210: DBMS_ADMIN_PACKAGEのオプション指定が無効です 
	
原因: オプション・パラメータの値のうち1つが正しくありません。


	
処置: オプション値を修正してください。









	 ORA-03211: セグメントが存在しないか、または無効な状態です。 
	
原因: DBMS_SPACE_ADMINまたはDBMS_SPACEの操作で指定されているセグメントが存在しないか、またはこの操作に適切な状態ではありません。


	
処置: セグメントの指定を修正するか、または適切な状態でセグメントを指定してください。









	 ORA-03212: 一時セグメントはローカル管理の表領域に作成できません 
	
原因: ローカル管理される永続表領域に、SORT/HASH/LOBSの一時セグメントを作成しようとしました。


	
処置: ユーザーの一時表領域をディクショナリ管理の一時表領域または永続表領域に変更してください。









	 ORA-03213: DBMS_SPACEパッケージのLOBセグメント名が無効です。 
	
原因: DBMS_SPACE操作で指定されたLOBセグメントが存在しません。


	
処置: セグメントの指定を修正してください。









	 ORA-03214: 指定したファイル・サイズが必要最小値を下回っています。 
	
原因: データファイルまたは一時ファイルの追加またはサイズ変更に指定されたファイル・サイズが、割当て単位の必要最小値で許可されていない値です。


	
処置: ファイル・サイズの指定を増やしてください。









	 ORA-03215: サイズ変更で指定したファイル・サイズが小さすぎます。 
	
原因: データファイルまたは一時ファイルのサイズ変更で指定したファイル・サイズによって、ビットマップ制御構造がオーバーラップしました。


	
処置: ファイル・サイズの指定を増やしてください。









	 ORA-03216: 表領域/セグメント検証を続行できません。 
	
原因: 検証中に、処理できない破損を検出しました。


	
処置: 手動で検証してください。









	 ORA-03217: TEMPORARY TABLESPACEの変更用オプションが無効です。 
	
原因: 一時表領域の変更に、無効なオプションが指定されました。


	
処置: 有効なオプション(ADD TEMPFILE、TEMPFILE ONLINE、TEMPFILE OFFLINE)のうちいずれかを指定してください。









	 ORA-03218: CREATE/ALTER TABLESPACEに対するオプションが無効です。 
	
原因: ローカル管理型のCREATE/ALTER TABLESPACEに対するオプションが無効です。


	
処置: 有効なオプションを1つ指定してください。









	 ORA-03219: 表領域 'string'はディクショナリ管理されているか、オフラインまたは一時表領域です。 
	
原因: 永続、オンライン、ローカル管理の表領域にのみ適用できる操作が、ディクショナリ管理、オフラインまたは一時表領域に指定されました。


	
処置: 指定された表領域には操作が適用されないため、別の表領域に対して操作を再実行するか、表領域をマウントするか、または操作を実行しないでください。









	 ORA-03220: DBMS_ADMIN_PACKAGEで必要なパラメータがNULLか、または欠落しています。 
	
原因: プロシージャのいくつかが、欠落しているパラメータまたはNULLパラメータでコールされました。


	
処置: 欠落しているパラメータを指定してください。









	 ORA-03221: 一時表領域と一時セグメントには、標準ブロック・サイズが必要です 
	
原因: (1)非標準ブロック・サイズで一時表領域を作成しようとしたか、(2)非標準ブロック・サイズの既存の永続表領域を一時表領域に変更しようとしたか、(3)DDL文を発行したために、非標準ブロック・サイズの表領域に一時セグメントが作成された可能性があります。


	
処置: (1)一時表領域を作成する場合は、標準ブロック・サイズ以外のブロック・サイズを指定しないでください。(2)既存の永続表領域を一時表領域に変更する場合は、永続表領域が標準ブロック・サイズであることを確認してください。(3)ユーザーの一時表領域が標準ブロック・サイズの表領域であることを確認してください。









	 ORA-03222: 平均の行サイズと行数は0(ゼロ)より大きくする必要があります 
	
原因: DBMS_SPACE.CREATE_TABLE_COST()に渡された値が正しくないか、EXPLAIN PLANがサイズ情報を渡していません。


	
処置: DBMS_SPACE.CREATE_TABLE_COST()のROW SIZEパラメータを確認してください。EXPLAIN PLANの場合は、CREATE TABLE AS SELECT文内のすべてのソース表に対して統計が計算されていることを確認してください。









	 ORA-03223: ビットマップ索引ブロックのアドレス対応制限に達しました 
	
原因: 現在のブロック・サイズでBMIB(ビットマップ索引ブロック)のアドレス対応制限に達しました。


	
処置: セグメント・サイズがBMIB(ビットマップ索引ブロック)のアドレス対応制限を超えた場合は、次のいずれかの処置を行ってください。(1)表をパーティション化します。(2)ブロック・サイズのより大きい表領域にセグメントを移動します。









	 ORA-03230: セグメントは最高水位標よりstringブロック多く含んでいます。 
	
原因: 確保しようとしたブロックが多すぎます。


	
処置: KEEPの量を減らしてください。









	 ORA-03231: INITIALエクステントが割当て解除されていない可能性があります。 
	
原因: リリース7.2以下のリリースで切り捨てられたセグメントから、領域を割当て解除しようとしました。


	
処置: KEEPの量を増やすか、またはセグメントを切り捨ててコマンドを再発行してください。









	 ORA-03233: 表string.stringのサブパーティションstringをstring(表領域string)で拡張できません。 
	
原因: 表領域の表サブパーティション・セグメントに、エクステントを割り当てることに失敗しました。


	
処置: ALTER TABLESPACE ADD DATAFILE文を使用して、指定された表領域に1つ以上のファイルを追加してください。









	 ORA-03234: 索引string.stringのサブパーティションstringをstring(表領域string)で拡張できません。 
	
原因: 表領域の索引サブパーティション・セグメントへのエクステントの割当てに失敗しました。


	
処置: ALTER TABLESPACE ADD DATAFILE文を使用して、指定された表領域に1つ以上のファイルを追加してください。









	 ORA-03235: 最大エクステント数(string)に達しました(表string.string、サブパーティションstring) 
	
原因: 表サブパーティションがMAXEXTENTSを超えて拡張しようとしました。


	
処置: MAXEXTENTSがシステムの最大値より小さい場合は、それを大きくしてください。それ以外の場合は、INITIAL、NEXTまたはPCTINCREASEパラメータの値を大きくして再作成してください。









	 ORA-03236: 最大エクステント数(string)に達しました(索引string.string、サブパーティションstring) 
	
原因: 索引サブパーティションがMAXEXTENTSを超えて拡張しようとしました。


	
処置: MAXEXTENTSがシステムの最大値より小さい場合は、それを大きくしてください。それ以外の場合は、より大きなINITIAL、NEXTまたはPCTINCREASEパラメータで再作成してください。









	 ORA-03237: 指定サイズのINITIALエクステントは表領域(string)に割当てできません 
	
原因: 空きリスト・グループの指定のために、初期エクステントのサイズが大きすぎます。


	
処置: セグメントに指定した空きリスト・グループの数を減らしてください。









	 ORA-03238: LOBセグメントstring.stringのサブパーティションstringがstringで拡張できませんでした(表領域string)。 
	
原因: 表領域のLOBサブパーティション・セグメントのエクステントを割り当てようとしましたが、示された表領域に十分な領域がないためできませんでした。


	
処置: ALTER TABLESPACE ADD DATAFILE文を使用して、指定された表領域に1つ以上のファイルを追加してください。









	 ORA-03239: MAXEXTENTS(string)に達しました(LOBセグメントstring.string、サブパーティションstring)。 
	
原因: LOBサブパーティション・セグメントがMAXEXTENTSを超えて拡張しようとしました。


	
処置: MAXEXTENTSがシステムの最大値より小さい場合は、それを大きくしてください。それ以外の場合は、INITIAL、NEXTまたはPCTINCREASEパラメータの値を大きくしてサブパーティションを再作成してください。









	 ORA-03240: ユーザーの一時表領域は移行中の表領域と同一です。 
	
原因: ユーザーのデフォルト一時表領域は、移行中の表領域とは別の表領域である必要があります。


	
処置: ユーザーのデフォルト一時表領域を別の表領域に変更してください。









	 ORA-03241: 単位サイズが無効です。 
	
原因: 表領域に対して無効な単位サイズを指定しました。


	
処置: 正しい単位サイズを指定してください。単位サイズの見積りについては、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。









	 ORA-03242: 表領域の移行が500回再試行されました。 
	
原因: 移行が完了するまでの間、移行時の表領域内に一時セグメントが存在してはいけません。


	
処置: オブジェクトの削除などで、大きな一時セグメントが作成されているときに、表領域を移行しないでください。









	 ORA-03243: 宛先DBAが既存の制御情報と重複しています。 
	
原因: 再配置中、制御情報は重複できません。


	
処置: 別の宛先アドレスを選択してください。









	 ORA-03244: 制御情報を割り当てる空き領域がありません。 
	
原因: 表領域の移行中、制御情報を割り当てる領域がありません。ビットマップの再配置中の場合は、指定した宛先に領域がないことが検出されました。


	
処置: 移行中の場合は、表領域に領域を追加し、移行を再発行してください。ビットマップの再配置中の場合は、十分な空き領域がある宛先アドレスを指定してください。









	 ORA-03245: 移行するには表領域がディクショナリ管理され、オンラインかつ永続領域である必要があります。 
	
原因: 表領域が、ディクショナリ管理、オンラインまたは永続の表領域ではありません。


	
処置: 表領域を、オンライン、永続またはディクショナリ管理の表領域にしてください。









	 ORA-03246: 無効なブロック番号が指定されました。 
	
原因: 指定されたブロック番号がファイルの終わりを超えているか、またはその位置に制御情報を格納するには、ファイルの大きさが十分ではないため、制御情報を指定したDBAに格納できません。


	
処置: 正しいブロック番号を指定してください。









	 ORA-03247: 無効なブロック番号が指定されました。 
	
原因: 指定された宛先へビットマップを再配置すると、その表領域自身へ記述することになります。


	
処置: 別の宛先DBAを選択してください。









	 ORA-03248: 移行処理でセグメント作成アクティビティが多すぎます。 
	
原因: 移行中に一時セグメントを作成しようとしました。


	
処置: このエラーは、移行が500回再試行された後、表示されます。現在作成中のセグメントがないときに、移行を実行してください。









	 ORA-03249: 自動セグメント領域管理されている表領域の均一サイズは、少なくともstringブロックが必要です 
	
原因: 指定したブロック・サイズに対して、指定された均一サイズは不十分です。


	
処置: エクステント・サイズを大きくして、再試行してください。









	 ORA-03250: このセグメントに「破損」マークを付けることはできません 
	
原因: このセグメントは、データ・ディクショナリ・オブジェクトを含んでいるため、「破損」マークを付けることができません。


	
処置: セグメント情報を確認して、コマンドを再発行してください。









	 ORA-03251: SYSTEM表領域でこのコマンドは発行できません 
	
原因: SYSTEM表領域をローカル管理形式からディクショナリ管理形式に移行することや、ビットマップを再配置することはできません。


	
処置: 表領域名およびプロシージャ名を確認してください。









	 ORA-03252: 初期エクステント・サイズが、LOBセグメントに対して不十分です 
	
原因: LOBセグメントのFATブロック・サイズが大きすぎるため、初期エクステントに入りません。


	
処置: FATブロック・サイズを小さくするか、または初期エクステント・サイズを大きくして別の表領域にLOBセグメントを作成してください。









	 ORA-03254: 読取り専用のデータベースでSQLを実行できません 
	
原因: 読取り専用のデータベースでオブジェクトの一貫したスナップショットを作成できません。データベースを読取り専用でオープンする前に、トランザクションのリカバリを実行する必要があります。


	
処置: 停止したトランザクション・リカバリを完了できるようにデータベースを読取り/書込み可能としてオープンしてから、データベースを読取り専用でオープンしてください。









	 ORA-03261: 表領域stringに含まれるファイルが1つのみです 
	
原因: ファイル・エクステントが1つの表領域からファイルを削除しています。


	
処置: 表領域にはファイルが必要です。









	 ORA-03262: ファイルが空ではありません 
	
原因: 空でないデータファイルを削除しようとしました。


	
処置: 空でないデータファイルは削除できません。









	 ORA-03263: 表領域stringの1つ目のファイルは削除できません 
	
原因: 表領域の作成に使用された1つ目のデータファイルを削除しようとしました。


	
処置: 表領域の作成に使用された1つ目のデータファイルは削除できません。









	 ORA-03264: ローカル管理表領域のオフライン・データファイルは削除できません 
	
原因: ローカル管理表領域のオフライン・データファイルを削除しようとしました。


	
処置: オンラインにしてからファイルを削除してください。









	 ORA-03274: ALLOCATE EXTENTとDEALLOCATE UNUSEDオプションの両方が指定されています。 
	
原因: DEALLOCATEオプションおよびALLOCATEオプションが同じコマンドに指定されています。


	
処置: いずれか1つのオプションを選択するか、または2つのコマンドをそれぞれ実行してください。









	 ORA-03275: DEALLOCATEオプションの指定が重複しています。 
	
原因: ALTER TABLEまたはALTER INDEXにDEALLOCATE UNUSEDオプションを複数指定しています。


	
処置: オプションは1回のみ指定してください。









	 ORA-03276: ALLOCATE EXTENTオプションの指定が重複しています。 
	
原因: ALTER TABLEまたはALTER INDEXにALLOCATE EXTENTオプションを複数指定しています。


	
処置: オプションは1回のみ指定してください。









	 ORA-03277: 指定されたSIZEが無効です。 
	
原因: 整数値を指定する必要があります。


	
処置: 適切な整数値を指定してください。









	 ORA-03278: ALLOCATE EXTENTオプションの指定が重複しています。 
	
原因: オプション(DATAFILE、SIZEまたはINSTANCE)が、複数指定されました。


	
処置: 各オプションは1回のみ指定してください。









	 ORA-03279: INSTANCEの指定が無効です。 
	
原因: 指定された値が、有効なインスタンス名として認識されていません。


	
処置: 有効な名前を使用してください。









	 ORA-03280: DATAFILEファイル名の指定が無効です。 
	
原因: 想定された文字列リテラルが見つかりません。


	
処置: 文字列リテラルを使用して、ファイル名を指定してください。









	 ORA-03281: ALLOCATE EXTENTオプションが無効です。 
	
原因: DATAFILE、SIZEまたはINSTANCE以外のオプションが指定されました。


	
処置: 無効なオプションを削除して、コマンドを再試行してください。









	 ORA-03282: ALLOCATE EXTENTオプションがありません。 
	
原因: ALLOCATE EXTENTのオプションの指定がありません。


	
処置: DATAFILE、SIZEまたはINSTANCEオプションを1つ以上指定してください。









	 ORA-03283: 指定したデータファイルstringは存在しません。 
	
原因: そのデータファイルは存在しません。


	
処置: 正しいデータファイルでオプションを再試行してください。









	 ORA-03284: データファイルまたは一時ファイルstringは表領域stringのメンバーではありません 
	
原因: 指定されたデータファイルまたは一時ファイルは、オブジェクトが常駐している表領域に属していません。


	
処置: 正しいデータファイルまたは一時ファイルでオプションを再試行してください。









	 ORA-03286: ALLOCATE EXTENTはHASH CLUSTERSに対して無効です。 
	
原因: クラスタはハッシュ・クラスタであるため、ALLCOATE EXTENTオプションは使用できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-03287: FREELIST GROUPの指定が無効です。 
	
原因: FREELIST GROUPに指定した数値が無効です。


	
処置: このオブジェクトには、1から空きリスト・グループ数の間の数値を指定してください。









	 ORA-03288: FREELIST GROUPおよびINSTANCEパラメータの両方は指定できません。 
	
原因: FREELIST GROUPとINSTANCEの両方が1つの句に指定されています。


	
処置: いずれかのパラメータを削除してください。









	 ORA-03289: パーティション名とセグメント型が一致しません 
	
原因: 領域分析に指定されたパーティション名とセグメント型が一致していません。


	
処置: オブジェクトがパーティション化されている場合は、セグメント型にPARTITIONを指定してください。オブジェクトがコンポジット・パーティション化されている場合は、SUBPARTITIONを指定してください。









	 ORA-03290: 切捨てコマンドが無効です - CLUSTERまたはTABLEキーワードがありません 
	
原因: 無効なオブジェクトを指定しました。


	
処置: TRUNCATE CLUSTERまたはTRUNCATE TABLEのいずれかを指定してください。









	 ORA-03291: 切捨てオプションが無効です - STORAGEキーワードがありません 
	
原因: STORAGEキーワードが必要です。


	
処置: DROP STORAGEまたはREUSE STORAGEのいずれかを指定してください。









	 ORA-03292: 切り捨てようとした表はクラスタの一部です。 
	
原因: 切り捨てようとしている表は、クラスタのメンバーです。


	
処置: TRUNCATE CLUSTERまたはDROP TABLEのいずれかを使用してください。









	 ORA-03293: 切り捨てようとしたクラスタはハッシュ・クラスタです。 
	
原因: INDEX CLUSTERSのみを切り捨てることができます。


	
処置: TRUNCATEを使用するかわりに、HASH CLUSTERを削除して再作成してください。









	 ORA-03296: データファイルのサイズ変更ができません - ファイルstringが見つかりません 
	
原因: 指定されたデータファイルは、サイズ変更できません。


	
処置: データファイル名が有効であることを確認し、有効な場合は、そのファイルがアクセス可能であることを確認してください。









	 ORA-03297: ファイルには、要求したRESIZE値を超える使用中のデータが含まれています。 
	
原因: 切り捨てられる領域内のファイルの一部分が、データベース・オブジェクトによって現在使用されています。


	
処置: ファイルをサイズ変更する前に、この領域にエクステントを含んでいるセグメントを削除または移動するか、または切り捨てられた領域内が使用可能領域のみになるように、サイズ変更値を選択してください。









	 ORA-03298: データファイルを縮小できません - ファイルstringはホット・バックアップ中です 
	
原因: ファイルがホット・バックアップ中のとき、データファイルを縮小しようとしました。これは許可されていません。


	
処置: ホット・バックアップの完了後に、ファイルを縮小してください。









	 ORA-03299: ディクショナリ表stringを作成できません 
	
原因: ディクショナリ表は、データベースに対するコマンドALTER DATABASE DATAFILE AUTOEXTEND ONの最初の実行時に作成されます。この操作に失敗しました。その原因として、システム表領域内の領域が不十分である可能性があります。


	
処置: エラー・スタックにある次のエラー・メッセージの処置を参照してください。









	 ORA-04000: PCTUSEDとPCTFREEの合計が100を超えることはできません 
	
原因: クラスタまたは表のPCTUSEDおよびPCTFREEの合計が、101以上です。


	
処置: 合計が100以下になるように値を指定して、表またはクラスタを作成してください。









	 ORA-04001: 順序パラメータstringは整数にする必要があります。 
	
原因: 指定した%s(順序パラメータ)が整数ではありません。


	
処置: 指定したパラメータに整数値を指定して、順序を作成してください。









	 ORA-04002: INCREMENTは、ゼロ以外の整数にする必要があります。 
	
原因: 順序のINCREMENTに0(ゼロ)が指定されました。


	
処置: INCREMENTに0(ゼロ)でない値を指定してください。









	 ORA-04003: 順序パラメータstringが順序に対して指定できる最大サイズstring桁を超えています 
	
原因: %s(順序パラメータ)の桁が多すぎます。


	
処置: 許容範囲の桁数でパラメータを指定してください。









	 ORA-04004: MINVALUEはMAXVALUEより小さい必要があります 
	
原因: MINVALUEにMAXVALUE以上の値が指定されています。


	
処置: MAXVALUEより小さいMINVALUEを指定してください。









	 ORA-04005: INCREMENTは(MAXVALUE-MINVALUE)より小さい必要があります 
	
原因: MAXVALUE-MINVALUE以上の値がINCREMENTに指定されています。


	
処置: MAXVALUE-MINVALUEより小さい値をINCREMENTに指定してください。









	 ORA-04006: START WITHにMINVALUEより小さい値は指定できません。 
	
原因: 指定した開始値が、MINVALUEより小さくなっています。


	
処置: 開始値がMINVALUE以上の値になっていることを確認してください。









	 ORA-04007: MINVALUEに現在値より大きい値は指定できません。 
	
原因: 指定したMINVALUE値が、現在値を超えています。


	
処置: MINVALUEは必ず現在値以下の値にしてください。









	 ORA-04008: START WITHにMAXVALUEより大きい値は指定できません。 
	
原因: 開始値が、MAXVALUEを超えています。


	
処置: 開始値がMAXVALUEより小さいことを確認してください。









	 ORA-04009: MAXVALUEに現在値より小さい値は指定できません。 
	
原因: 現在値が、指定しているMAXVALUE値を超えています。


	
処置: 新しいMAXVALUEが、現在値より大きいことを確認してください。









	 ORA-04010: CACHEには1より大きい値を指定する必要があります 
	
原因: CACHE句の値が1でした。


	
処置: NOCACHEを指定するか、または2以上の値を指定してください。









	 ORA-04011: 順序stringはstringからstringの間の範囲にする必要があります 
	
原因: 順序パラメータのいずれかに指定した値が制限を超えています。


	
処置: これらの制限を超えない値をパラメータに指定してください。









	 ORA-04012: 指定されたオブジェクトは順序ではありません。 
	
原因: 指定したオブジェクト上で順序DDLは実行できません。


	
処置: 名前の綴りに注意して、文を再入力してください。









	 ORA-04013: CACHEは1サイクルより小さい値にする必要があります 
	
原因: CACHEに指定した数値が、1サイクルに含まれる値の数を超えています。


	
処置: サイクルを拡張するか、キャッシュする値の数を減らしてください。









	 ORA-04014: CYCLEを実施する降順の順序にはMINVALUEを指定する必要があります 
	
原因: サイクルにラップ値を必要とする順序を指定しました。


	
処置: ラップ値を指定して、順序を再作成してください。









	 ORA-04015: CYCLEを実施する昇順の順序にはMAXVALUEを指定する必要があります 
	
原因: サイクルにラップ値を必要とする順序を指定しました。


	
処置: ラップ値を指定して、順序を再作成してください。









	 ORA-04016: 順序stringはもう存在していません。 
	
原因: その次の値の処理中に順序が削除されました。


	
処置: 順序を再作成してください。









	 ORA-04017: パラメータ MAX_DUMP_FILE_SIZEの値string(長さ=string)が無効です。 
	
原因: MAX_DUMP_FILE_SIZEパラメータの文字列が、UNLIMITED文字列の値と一致せず、また基数である整数の10を示していませんでした。


	
処置: このパラメータに、適切な値を再度割り当ててください。









	 ORA-04020: オブジェクトstringstringstringstringstringをロックしようとしてデッドロックを検出しました。 
	
原因: ライブラリ・オブジェクトをロックしようとして、デッドロックが検出されました。


	
処置: しばらく待ってから操作を再試行してください。









	 ORA-04021: オブジェクトstringstringstringstringstringをロック待ちしていてタイムアウトが発生しました。 
	
原因: ライブラリ・オブジェクトをロックしようと待っている間、タイムアウトが発生しました。


	
処置: しばらく待ってから操作を再試行してください。









	 ORA-04022: 待機なしが要求されましたが、ディクショナリ・オブジェクトのロックで待機が必要です。 
	
原因: 待機なしが要求されている間、ライブラリ・オブジェクトのロックを待つ必要があります。


	
処置: しばらく待ってから操作を再試行してください。









	 ORA-04023: オブジェクトstringstringstringstringstringを検証または認可できませんでした 
	
原因: オブジェクトの検証または認可が繰り返し試行されましたが、失敗しました。


	
処置: このエラーをOracleサポート・サービスに報告してください。









	 ORA-04024: ピン・カーソルstringを相互排除しようとして自己デッドロックを検出しました 
	
原因: カーソルを相互排除的に確保しようとすると、自己デッドロックが検出されます。


	
処置: しばらく待ってから操作を再試行してください。









	 ORA-04025: 最大許容ライブラリ・オブジェクトのロックがstringstringstringstringstringに割当てられました 
	
原因: オブジェクトに割り当てられたアクティブ・ロックが多すぎます。このエラーはセッション当たりのオープン・カーソルが多すぎることによる結果である可能性があります。


	
処置: カーソルを閉じ、session_cached_cursorsの値を減らします。









	 ORA-04027: オブジェクトstring.stringの自動検証中に、自己デッドロックが発生しました 
	
原因: 無効なオブジェクトを有効にしようとしましたが、自己デッドロックのため失敗しました。


	
処置: たとえば、無効なオブジェクトを別個にコンパイルしてください。









	 ORA-04028: オブジェクトstringstringstringstringstringのダイアナを生成できません。 
	
原因: ロックが競合しているため、オブジェクトにダイアナを生成できません。


	
処置: このエラーをOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-04029: エラー ORA-stringが発生しました(問合せstringstringstring)。 
	
原因: 問合せ対象の表またはビューがありません。エラー番号がそのエラーを示しています。


	
処置: エラーを修正してください。









	 ORA-04030: stringバイト(string,string)を割り当てようとしてプロセス・メモリーが不足しました。 
	
原因: オペレーティング・システム・プロセスのプライベート・メモリーを使い果しています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-04031: 共有メモリーのstringバイトを割当てできません("string","string","string","string") 
	
原因: 共有プールまたはStreamsプールに割り当てられた共有メモリーより多くの共有メモリーが必要です。


	
処置: 共有プールがメモリー不足の場合、大きいパッケージを確保するためにDBMS_SHARED_POOLパッケージを使用するか、共有メモリーの使用量を減らすか、または初期化パラメータSHARED_POOL_RESERVED_SIZEおよびSHARED_POOL_SIZEの値を増やして使用可能な共有メモリー量を増やしてください。ラージ・プールがメモリー不足の場合は、初期化パラメータLARGE_POOL_SIZEの値を大きくしてください。このエラーがOracle StreamsまたはXStreamプロセスから発行されている場合、初期化パラメータSTREAMS_POOL_SIZEを増やすか、取得または適用パラメータMAX_SGA_SIZEを増やします。









	 ORA-04032: 自動モードに切り替える場合はあらかじめpga_aggregate_targetを設定しておく必要があります 
	
原因: WORKAREA_SIZE_POLICYをAUTOに設定しようとしましたが、PGA_AGGREGATE_TARGETが指定されていません。


	
処置: WORKAREA_SIZE_POLICYを設定する前に、インスタンスに使用可能なプライベート・メモリーの合計を示す値をPGA_AGGREGATE_TARGETに設定してください。合計は、一般的には、システムで使用可能な物理メモリーの合計から、SGAに必要なメモリーを引き、さらにオペレーティング・システムに必要なメモリーを引くと算出できます(たとえば、500MBなど)。









	 ORA-04033: プールを大きくするにはメモリーが足りません 
	
原因: システムにメモリーが不足しているため、指定されたサイズまでプールを大きくできません。


	
処置: プールに指定する値を小さくしてください。









	 ORA-04034: プールを指定されたサイズに縮小できません 
	
原因: メモリーを解放できないため、プールを指定されたサイズに縮小できませんでした。


	
処置: 縮小するプールに指定する値を大きくしてください。









	 ORA-04035: サイズ"string"の共有オブジェクト・キャッシュ"string"で共有メモリーのstringバイトを割当てできません 
	
原因: 共有オブジェクト・キャッシュに割り当てられた共有メモリーより多くの共有メモリーが必要です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-04041: パッケージ本体を作成する前にパッケージ仕様部を作成する必要があります。 
	
原因: パッケージ仕様部を作成する前に、パッケージ本体を作成しようとしました。


	
処置: パッケージ仕様部を作成してから、パッケージ本体を作成してください。









	 ORA-04042: プロシージャ、ファンクション、パッケージ、パッケージ本体が存在しません。 
	
原因: 存在しないプロシージャ、ファンクション、パッケージ、パッケージ本体をアクセスしようとしました。


	
処置: 名前が正しいかどうかを確認してください。









	 ORA-04043: オブジェクトstringは存在しません。 
	
原因: システムが認識しないオブジェクト名が指定されました。いくつかの原因が考えられます。
- 表、ビュー、順序、プロシージャ、ファンクション、パッケージまたはパッケージ本体に対して無効な名前が入力されました。システムは、無効な名前を認識できなかったため、指定したオブジェクトは存在しないというメッセージで応答しました。

- 名前を変更できない索引またはクラスタ、またはその他のオブジェクトの名前を変更しようとしました。




	
処置: 指定したオブジェクトの綴りを確認し、コードを再実行してください。(データ・ディクショナリを問い合せることによって、表、ビュー、ファンクションなどの有効な名前をリストできます。)









	 ORA-04044: ここにはプロシージャ、ファンクション、パッケージ、型は指定できません。 
	
原因: 文中の不適切な位置に、プロシージャ、ファンクションまたはパッケージが指定されました。


	
処置: 名前が正しいことを確認するか、または削除してください。









	 ORA-04045: string.stringの再コンパイルまたは再検証中にエラーが発生しました 
	
原因: このメッセージは、次のエラーが適用されるオブジェクトを示しています。オブジェクトの暗黙の再コンパイルまたは再検証中に、エラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、次のエラーを確認して、オブジェクトに必要な修正をしてください。









	 ORA-04046: コンパイル結果が大きすぎてサポートできません。 
	
原因: 大きなストアド・プロシージャをコンパイルおよび格納しようとした結果、大きすぎるためにシステムがサポートまたは格納できないコンパイル・データになりました。


	
処置: 小さいストアド・プロシージャに分割して、ストアド・プロシージャのサイズを小さくしてください。









	 ORA-04047: 指定したオブジェクトは指定したフラグと互換性がありません 
	
原因: フラグが示すオブジェクト型が、指定されたオブジェクト型と一致しません。


	
処置: 正しいオブジェクトを指定するか、または適切なフラグを使用してください。









	 ORA-04050: プロシージャ、ファンクション、パッケージの名前がないか、または無効です。 
	
原因: 必須のプロシージャ、ファンクション、パッケージの名前が無効であるか、またはそれらが指定されていません。


	
処置: 有効な名前を指定してください。









	 ORA-04051: ユーザーstringはデータベース・リンクstring.stringを使用できません。 
	
原因: リモート・オブジェクト・アクセスの進行中に、存在しないデータベース・リンクを使用しようとしたか、ログオン・ユーザーまたはPUBLIC以外のユーザーが所有しているデータベース・リンクを使用しようとしました。


	
処置: 要求を出す同一のユーザーIDから間接的なリモート・アクセスをすべて実行するために、データベース・リンクの構成を変更してください。









	 ORA-04052: リモート・オブジェクトstringstringstringstringstringの検索中にエラーが発生しました。 
	
原因: リモート・オブジェクトの検索中に、エラーが発生しました。


	
処置: エラーを修正してください。リモート・データベース・システムが、データベースに格納されているオブジェクトの問合せまたは検索に必要なビューを作成するために、CATRPC.SQLを実行していることを確認してください。









	 ORA-04053: リモート・オブジェクトstringstringstringstringstring評価中にエラーが発生しました。 
	
原因: リモート・オブジェクトの評価中に、エラーが発生しました。


	
処置: エラーを修正してください。リモート・データベース・システムが、データベースに格納されているオブジェクトの問合せまたは検索に必要なビューを作成するために、CATRPC.SQLを実行していることを確認してください。









	 ORA-04054: データベース・リンクstringが存在しません。 
	
原因: PL/SQLブロックのコンパイル中に、存在しないデータベース・リンクを使用しようとしました。


	
処置: 別のデータベース・リンクを使用するか、またはデータベース・リンクを作成してください。









	 ORA-04055: 異常終了: "string"で、"string"を伴う非REFの相互依存サイクルが形成されました 
	
原因: コンパイルされたライブラリ単位が、他のライブラリ単位と非REFの相互依存サイクルを形成しているため、コンパイルが異常終了しました。このエラーは、この型を伴うサイクルに加わる他の型の属性を持つ型とコンパイルしようとすると発生します。例: CREATE TYPE T1; CREATE TYPE T2 (A T1); CREATE TYPE T1 (A T2);


	
処置: (REFを追加するか、または別の型を使用して)サイクルを中断してください。









	 ORA-04060: stringを実行する権限が不十分です。 
	
原因: 十分な権限なしに、ストアド・プロシージャを実行しようとしました。


	
処置: 必要な権限を取得してください。









	 ORA-04061: stringの既存状態は無効になりました。 
	
原因: プロシージャが変更または削除されたため、無効になった既存状態またはストアド・プロシージャと矛盾が発生した既存状態を使用して、ストアド・プロシージャの実行を再開しようとしました。


	
処置: 再試行してください。このエラーでは、すべてのパッケージの既存状態に再初期化が必要です。









	 ORA-04062: string(stringについて)が変更されました。 
	
原因: ストアド・プロシージャを実行して、プロシージャの現行とは異なるタイムスタンプまたは署名を指定するRPCスタブを扱おうとしました。


	
処置: 新しいタイムスタンプを取得するために、コール元のプログラムを再コンパイルしてください。









	 ORA-04063: stringにエラーがあります。 
	
原因: ストアド・プロシージャを実行しようとしたか、またはエラーのあるビューを使用しようとしました。ストアド・プロシージャの場合は、問題は構文エラーか、または他の存在していないプロシージャへの参照にある可能性があります。ビューの場合は、ビューが定義する問合せで、参照先の表が存在していない可能性があります。表が存在していない型やアクセスできない型を参照している場合も、このエラーは発生します。


	
処置: エラーを修正するか、または必要に応じて参照されるオブジェクトを作成(あるいはその両方)してください。









	 ORA-04064: stringは無効になったので、実行できません 
	
原因: 無効になったストアド・プロシージャを実行しようとしました。


	
処置: 再コンパイルしてください。









	 ORA-04065: stringは変更/削除されているので、実行できません 
	
原因: 変更または削除されたストアド・プロシージャを実行しようとしたため、コール元プロシージャからのコールができません。


	
処置: その依存関係を再コンパイルしてください。









	 ORA-04066: stringは実行不可能なオブジェクトです 
	
原因: 非プロシージャを実行しようとしています。


	
処置: 正しい名前が指定されているかどうかを確認してください。









	 ORA-04067: 実行されませんでした。stringは存在しません 
	
原因: 存在していないプロシージャを実行しようとしています。


	
処置: 正しい名前が指定されているかどうかを確認してください。









	 ORA-04068: パッケージstringstringstringの既存状態は廃棄されました。 
	
原因: ストアド・プロシージャを実行しようとして、4060から4067のいずれかのエラーが発生しました。


	
処置: アプリケーション状態を完全に再初期化してから、プロシージャを再試行してください。









	 ORA-04069: 依存する表があるライブラリは、削除または置換できません 
	
原因: 依存関係があるライブラリを削除または置換しようとしました。削除しようとしているライブラリに依存する型に依存する表が存在するかも知れません。


	
処置: 型に依存するすべての表を削除して、操作を再試行してください。









	 ORA-04070: トリガー名が無効です。 
	
原因: 無効なトリガー名を指定しました。


	
処置: トリガー名が予約済のキーワードでないことを確認してください。









	 ORA-04071: キーワードBEFORE、AFTERまたはINSTEAD OFがありません 
	
原因: トリガー文にBEFORE句、AFTER句またはINSTEAD OF句を指定していません。


	
処置: BEFORE、AFTERまたはINSTEAD OFのいずれかを指定してください。









	 ORA-04072: トリガー型が無効です。 
	
原因: 無効なトリガー名を指定しました。


	
処置: INSERT、UPDATEまたはDELETEのいずれかを指定してください。









	 ORA-04073: このトリガー型では列リストが無効です。 
	
原因: 列リストが、更新できないトリガー型に指定されました。


	
処置: 列リストを削除してください。









	 ORA-04074: REFERENCINGの名前が無効です 
	
原因: REFERENCING句に無効な名前を指定しました。


	
処置: REFERENCING名が予約語でないことを確認してください。









	 ORA-04075: トリガー・アクションが無効です。 
	
原因: トリガー・アクションに対して、文を指定しました。


	
処置: トリガー・アクションを再指定してください。









	 ORA-04076: NEWまたはOLDの指定が無効です。 
	
原因: 列に対して無効なNEWまたはOLDを指定しました。


	
処置: 正しいNEWまたはOLDを使用して、列を再指定してください。









	 ORA-04077: WHEN句は表レベル・トリガーで使用できません。 
	
原因: WHEN句は行レベル・トリガーにのみ指定できます。


	
処置: WHEN句を削除するか、または各行に指定してください。









	 ORA-04078: OLDとNEWの値を同一にすることはできません 
	
原因: REFERENCING句にはNEWおよびOLDに対して同一の値が指定されています。


	
処置: OLDまたはNEWのREFERENCING値を再指定してください。









	 ORA-04079: トリガーの指定が無効です。 
	
原因: CREATE TRIGGER文が無効です。


	
処置: 構文が正しいかどうか文を確認してください。









	 ORA-04080: トリガー'string'が存在しません 
	
原因: TRIGGER名が無効です。


	
処置: トリガー名を確認してください。









	 ORA-04081: トリガー'string'がすでに存在します 
	
原因: TRIGGER名またはTRIGGER型がすでに存在しています。


	
処置: 異なるトリガー名を指定するか、または同じ名前のトリガーを削除してください。









	 ORA-04082: 表レベル・トリガーでNEWまたはOLD参照は使用できません。 
	
原因: トリガーが、表トリガーのNEW値またはOLD値にアクセスしています。


	
処置: NEWまたはOLDの参照を削除してください。









	 ORA-04083: トリガー変数'string'が無効です 
	
原因: トリガー本体で参照されている変数が無効です。


	
処置: 有効なトリガー変数型については、マニュアルを参照してください。









	 ORA-04084: このトリガー型のNEWの値は変更できません。 
	
原因: BEFORE行挿入トリガーまたは更新トリガーでのみ、NEWトリガー変数を変更できます。


	
処置: トリガー型を変更するか、または変数の参照を削除してください。









	 ORA-04085: OLD参照変数の値は変更できません。 
	
原因: OLD値は読込み専用であり、変更できません。


	
処置: OLD変数を変更しないでください。









	 ORA-04086: トリガー説明が長すぎます。コメントをトリガー・コードに移動してください 
	
原因: トリガー説明は、(ディクショナリの記憶域のために)2000文字に制限されています。記述にWHEN句のテキスト、またはトリガーに対して実行されたPL/SQLコードのテキストが含まれていません。


	
処置: トリガーの記述に長いコメントが含まれている場合は、それを移動してください。









	 ORA-04087: ROWID参照変数の値は変更できません。 
	
原因: ROWIDは読込み専用であり、変更できません。


	
処置: ROWIDの値を変更しないでください。









	 ORA-04088: トリガー'string.string'の実行中にエラーが発生しました 
	
原因: トリガーの実行中に、実行時エラーが発生しました。


	
処置: 操作に関連のあるトリガーを調べてください。









	 ORA-04089: SYSが所有しているオブジェクトに対してトリガーは作成できません。 
	
原因: SYSが所有しているオブジェクトに対してトリガーを作成しようとしました。


	
処置: SYSが所有しているオブジェクトに対してトリガーを作成しないでください。









	 ORA-04090: 'string'に'string'と同じ表、イベント、トリガー時間が指定されています。 
	
原因: トリガーが、重複したイベントおよびトリガー時間になっています。


	
処置: トリガーする情報を組み合せて、指定時間に発生するトリガーにしてください。









	 ORA-04091: 表string.stringは変更しています。トリガー/関数は見ることができません 
	
原因: トリガー(または文中で参照されるユーザー定義のPL/SQLファンクション)が、トリガーを起動した文によって変更中の表を問合せ(または変更)しようとしました。


	
処置: その表をコールしないようにトリガー(または関数)を修正してください。









	 ORA-04092: トリガーはstringできません 
	
原因: トリガーが、コミットまたはロールバックしようとしました。


	
処置: トリガーを修正して、コミットまたはロールバックしないようにしてください。









	 ORA-04093: LONG型の列への参照はトリガー内で作成することはできません。 
	
原因: トリガーが、トリガーしている表内のLONG型列を参照しようとしました。


	
処置: トリガーしている表のLONG列を参照しないようにしてください。









	 ORA-04094: 表string.stringは制約が付いています。トリガーによって修正することはできません。 
	
原因: 親であるSQL文の参照制約のために、制限される表をトリガーが修正しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-04095: トリガー'string'はすでに別の表に存在しています。置換できません 
	
原因: 置換しようとしているトリガーが、別の表にすでに存在しているトリガーでありため置換できません。


	
処置: 同じ名前のトリガーを削除して、トリガーを再作成してください。









	 ORA-04096: トリガー'string'にあるWHEN句が大きすぎます。最大2Kです 
	
原因: トリガーのWHEN句は、ディクショナリの記憶域のために2KBに制限されています。作成中のトリガーが大きすぎます。


	
処置: WHEN句を短くしてください。なお、トリガー本体を使用して、WHEN句と同じ制限処理を実行することも可能です。









	 ORA-04097: トリガーを削除または変更の際にDDLの競合が発生しました 
	
原因: 2つのDDL操作をトリガーまたはトリガー表で同時に実行しようとしました。


	
処置: トリガーの現在の状態を調べ、必要に応じてDDL操作を再試行してください。









	 ORA-04098: トリガー'string.string'が無効で再検証に失敗しました 
	
原因: トリガーを実行しようとして取得し、無効であることがわかりましたが、それは保存されていませんでした。トリガーを保存しないリリースから不適切なアップグレードが行われた可能性があります。


	
処置: コンパイル/許可エラーを解決するには、トリガーを使用禁止にするか、トリガーを削除してください。









	 ORA-04099: トリガー'string'は有効ですが、コンパイルされた形式で保存されていません 
	
原因: トリガーを実行しようとして取得し、有効であることがわかりましたが、それは保存されていませんでした。トリガーを保存しないリリースから不適切なアップグレードが行われた可能性があります。


	
処置: トリガーのコンパイルを変更して、保存された書式でトリガーを作成してください。また、適切にアップグレードされているかどうかを確認する必要がある場合もあります。














6 ORA-04930からORA-07499



	 ORA-04930: 順序番号のオープンに失敗したか、または無効な初期状態です。 
	
原因: 順序番号を共有するOSコンポーネントが正しくインストールされていないか、MCハードウェア障害が発生した可能性があるか、または前のインスタンスが正しく停止されませんでした。


	
処置: OSコマンドps -ef|grep <instance_name>を使用して、このノードに前のインスタンスからのバックグラウンドまたはフォアグラウンドOracleプロセスがないことを確認してください。OSコマンドipcs -bを発行することによって、Oracleのownerに属する共有メモリー・セグメントがないことを確認してください。システムに共有メモリー・セグメントまたはプロセスがまだある場合、強制終了オプションを指定して、インスタンスを停止してください。インスタンスが起動していない場合は、クラスタ・ソフトウェアまたはハードウェア(あるいはその両方)がインストールされ、作動していることを確認してください。スーパー・ユーザーとしてログインし、CNXSHOWコマンドを発行してください。クラスタのノードがすべて表示されているか?それらはクラスタのメンバーか?ノード間の通信は正常か?これらの質問に対する答えのいずれかが「いいえ」である場合、Compaq社のカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-04931: 順序番号の初期値を設定できません。 
	
原因: SSNのコールが順序番号の初期値の設定に失敗しました。これはMCハードウェアの問題で発生することがあります。


	
処置: MCハードウェアが正しく機能していることを確認してください。正しく機能していない場合は、Compaq社のカスタマ・サポートに連絡してください。正しく機能している場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-04932: 順序番号の増分または調整に失敗しました。 
	
原因: SSNのコールが順序番号の増分に失敗しました。


	
処置: MCハードウェアが正しく機能していることを確認してください。正しく機能していない場合は、Compaq社のカスタマ・サポートに連絡してください。正しく機能している場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-04933: 初期のサービス識別子がゼロ以外です。 
	
原因: 順序番号サービスがオープンされる前に、有効なサービス識別子が存在しました。


	
処置: インスタンスが完全に停止していることを確認してください。









	 ORA-04934: 現行の順序番号を取得できません。 
	
原因: SSNのコールが、現行の値を戻すことに失敗しました。MCハードウェアに多くのエラーが発生したか、または順序番号が無効になり確認できません。


	
処置: MCハードウェアが正しく機能していることを確認してください。正しく機能している場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-04935: SCNリカバリロックを取得または変換できません。 
	
原因: プロセスがSCNリカバリ・ロックの取得または変換中にタイムアウトしました。別のプロセスが排他または共有モードでロックし、解放されていない可能性があります。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-04940: Oracleバイナリのサポートされない最適化を使用しました。詳細はアラート・ログを確認してください。 
	
原因: Oracleバイナリが、サポートされていないオプションで最適化されたか、または必要なオプションが使用されていません。


	
処置: ORACLEの最適化に使用する最適化ユーティリティ用にサポートされているフラグおよび必要なフラグのリストについてドキュメントを確認します。インスタンスをシャットダウンし、サポートされているオプションの組合せを使用してORACLEを再度最適化し、インスタンスを再起動してください。









	 ORA-04941: 必須オペレーティング・システム・パッチを適用する必要があります 
	
原因: オペレーティング・システムはプロセスの開始時間を返せません。


	
処置: オペレーティング・システム・カーネルにパッチが適用され、プロセス開始時間を返すようになっているかどうか確認してください。必要なオペレーティング・システム・パッチを適用してから、インスタンスを再起動してください。









	 ORA-06000: NETASY: ポートのオープンに失敗しました 
	
原因: 自動ログインでポートをオープンできません。


	
処置: OS固有のエラー・コードをログ・ファイルで確認してください。









	 ORA-06001: NETASY: ポートの設定に失敗しました 
	
原因: 自動ログインでポートの属性を変更できません。


	
処置: OS固有のエラー・コードをログ・ファイルで確認してください。









	 ORA-06002: NETASY: ポートの読取りに失敗しました。 
	
原因: 自動ログインではポートを読み込むことができません。


	
処置: OS固有のエラー・コードをログ・ファイルで確認してください。









	 ORA-06003: NETASY: ポートの書込みに失敗しました 
	
原因: 自動ログインではポートを書き込むことができません。


	
処置: OS固有のエラー・コードをログ・ファイルで確認してください。









	 ORA-06004: NETASY: ダイアログ・ファイルのオープンに失敗しました 
	
原因: 自動ログインではダイアログ・ファイルをオープンできません。


	
処置: 接続文字列が正しいか、または誤字などがないかどうかを確認してください。









	 ORA-06005: NETASY: ダイアログ・ファイルの読取りに失敗しました。 
	
原因: 自動ログインではダイアログ・ファイルを読込みできません。


	
処置: OS固有のエラー・コードをログ・ファイルで確認してください。









	 ORA-06006: NETASY: ダイアログの実行に失敗しました。 
	
原因: 予期していた応答が受信できませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-06007: NETASY: ダイアログ・ファイルに構文エラーがあります 
	
原因: ダイアログ・ファイルに構文エラーがあります。


	
処置: ダイアログ・ファイルを修正してください。









	 ORA-06009: NETASY: ダイアログ・ファイル名が長すぎます。 
	
原因: ダイアログ・ファイルのファイル指定の全体の長さが65バイト以上です。


	
処置: 接続文字列を修正してください。









	 ORA-06010: NETASY: ダイアログ・ファイルが長すぎます。 
	
原因: ダイアログ・ファイルの長さが769バイト以上です。


	
処置: ダイアログを簡潔にする(たとえば、コメントや冗長な空白の削除など)か、または2つに分割してMOREコマンドでリンクしてください。









	 ORA-06011: NETASY: ダイアログが長すぎます。 
	
原因: 次の2つの理由が考えられます。
1. ダイアログに25以上の交換ブロックが含まれている。

2. ダイアログ送信文字列の長さが85バイト以上である。




	
処置: ダイアログを簡潔にするか、2つに分割してMOREコマンドでリンクしてください。









	 ORA-06017: NETASY: メッセージの受信に失敗しました 
	
原因: ネットワーク読込み操作中に、非同期ドライバがI/Oエラーを取得しました。


	
処置: OS固有のエラー・コードをログ・ファイルで確認し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06018: NETASY: メッセージの送信に失敗しました 
	
原因: ネットワーク書込み操作中に、非同期ドライバがI/Oエラーを取得しました。


	
処置: OS固有のエラー・コードをログ・ファイルで確認し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06019: NETASY: ログイン(接続)文字列が無効です 
	
原因: ログイン文字列の構文エラーがあります。


	
処置: 正しい文字列で再実行してください。









	 ORA-06020: NETASY: 初期化に失敗しました 
	
原因: 非同期ドライバが初期化を完了できませんでした。


	
処置: OS固有のエラー・コードをログ・ファイルで確認してください。









	 ORA-06021: NETASY: 接続に失敗しました。 
	
原因: 非同期ドライバがパートナと接続できませんでした。


	
処置: OS固有のエラー・コードをログ・ファイルで確認してください。









	 ORA-06022: NETASY: チャネルのオープンに失敗しました 
	
原因: 空きチャネルがありません(発生しないエラーです)。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06023: NETASY: ポートのオープンに失敗しました 
	
原因: 非同期ドライバがポートをオープンできませんでした。


	
処置: OS固有のエラー・コードをログ・ファイルで確認してください。









	 ORA-06024: NETASY: VTMエラーが発生しました。 
	
原因: Virtual Terminal Manager(VTM)でポートの読込み/書込みができませんでした。


	
処置: OS固有のエラー・コードをログ・ファイルで確認してください。









	 ORA-06025: NETASY: 構成エラーが発生しました 
	
原因: 生成された非同期ドライバはサーバー専用ですが、クライアント・サービスによって要求されました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06026: NETASY: ポートのクローズに失敗しました 
	
原因: 非同期ドライバがポートをクローズできませんでした。


	
処置: OS固有のエラー・コードをログ・ファイルで確認してください。









	 ORA-06027: NETASY: チャネルのクローズに失敗しました 
	
原因: 非同期ドライバがチャネルをクローズできませんでした。


	
処置: OS固有のエラー・コードをログ・ファイルで確認してください。









	 ORA-06028: NETASY: ログに対して初期化できません。 
	
原因: 非同期ドライバでロギングI/Oに対して初期化できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06029: NETASY: ポートの割当てに失敗しました 
	
原因: 非同期ドライバがチャネルにポートを割り当てることができません(発生しないエラーです)。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06030: NETDNT: 接続に失敗しました。ノード名が認識できません 
	
原因: ホスト文字列に指定されたノード名が不明です(綴りが誤っている可能性があります)。


	
処置: 正しいノード名で再試行してください。









	 ORA-06031: NETDNT: 接続に失敗しました。オブジェクト名が認識できません 
	
原因: 次のホスト文字列に(存在しない)オブジェクトへの参照が含まれています。@d:<node>-<obj> => オブジェクトはORDN<obj>; <node>がVMSの場合、オブジェクトはORDN<obj>.COM<node>がUNIXの場合、オブジェクトはORDN<obj> @d:<node>::"task=<obj>" => オブジェクトは<obj>; <node>がVMSの場合、オブジェクトは<obj>.COM <node>がUNIXの場合、オブジェクトは<obj>


	
処置: 正しいオブジェクト名で再試行するか、またはホスト・ノードに必要なオブジェクトを作成してください。









	 ORA-06032: NETDNT: 接続に失敗しました。アクセス制御データが拒否されました 
	
原因: ホスト文字列に無効なユーザー名/パスワードが含まれています。


	
処置: 正しいユーザー名/パスワードで再試行してください。









	 ORA-06033: NETDNT: 接続に失敗しました。パートナが接続を拒否しました 
	
原因: パートナとの接続が拒否されました。


	
処置: ネットワーク管理者に連絡してください。









	 ORA-06034: NETDNT: 接続に失敗しました。パートナが予期せず終了しました 
	
原因: ホスト・ノードとの接続がパートナによって強制終了されました。


	
処置: オブジェクト(前述のORA-06031を参照)が作動している(VMSがコマンド・ファイルを実行している場合は、Oracleデータベース・プロセスが起動している)かを確認してください。これは、ネットワーク/ノードに負荷がかかっている場合に発生することがあります。この場合、再試行が有効です。









	 ORA-06035: NETDNT: 接続に失敗しました。リソースが不十分です 
	
原因: 接続を完了するにはシステム・リソースが不十分です。たとえば、DECnetチャネルがすべて使用中です。


	
処置: ネットワーク管理者に連絡してください。









	 ORA-06037: NETDNT: 接続に失敗しました。ノードが起動していません 
	
原因: ホスト・ノードが停止しています。


	
処置: ネットワーク管理者に連絡してください。









	 ORA-06039: NETDNT: 接続に失敗しました。 
	
原因: 予期しない理由で接続に失敗しました(OSDエラーを参照)。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06040: NETDNT: ログイン(接続)文字列が無効です 
	
原因: ログイン文字列の構文エラーがあります。


	
処置: 正しい文字列で再実行してください。









	 ORA-06041: NETDNT: 切断に失敗しました 
	
原因: ネットワークのクローズ操作中に、ドライバがエラーを受け取りました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06042: NETDNT: メッセージの受信に失敗しました。 
	
原因: ネットワーク読込み操作中に、ドライバがI/Oエラーを受け取りました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06043: NETDNT: メッセージの送信に失敗しました。 
	
原因: ネットワーク書込み操作中に、ドライバがI/Oエラーを受け取りました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06044: NETDNT: 接続に失敗しました。バイト・カウント割当て制限を超えました 
	
原因: バイト・カウント割当てが十分でないため接続に失敗しました。


	
処置: バイト・カウント割当てを増やしてください。









	 ORA-06102: NETTCP: コンテキスト領域を割当てできません。 
	
原因: 接続コンテキスト領域で使用できる動的メモリーが不十分です。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06105: NETTCP: リモート・ホストが不明です。 
	
原因: ログイン(接続)文字列で指定されたホスト名が不明です。


	
処置: 綴りを調べ、その名前がTCP/IPホスト・ファイルにあることを確認してください。









	 ORA-06106: NETTCP: ソケット作成に失敗しました。 
	
原因: プロセスのオープン・ファイルの割当てを超えている可能性があります。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06107: NETTCP: Oracleネットワーク・サーバーが見つかりません。 
	
原因: OracleデータベースのSERVICESファイルにエントリがありません。


	
処置: TCP/IP SERVICESファイルに(orasrv)エントリを追加してください。









	 ORA-06108: NETTCP: ホストへの接続に失敗しました。 
	
原因: リモート・ホストへの接続に失敗しました。リモート・ホストのSQL*Net TCP/IPサーバーが起動されていないか、またはホスト自体が起動されていない(Telnetで確認してください)可能性があります。


	
処置: リモート・ホストで、SQL*Net TCP/IPサーバー・プロセスを起動してください。









	 ORA-06109: NETTCP: メッセージの受信に失敗しました。 
	
原因: ネットワークの読込み操作の試行中にI/Oエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06110: NETTCP: メッセージの送信に失敗しました。 
	
原因: ネットワークの書込み操作の試行中にI/Oエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06111: NETTCP: 切断に失敗しました 
	
原因: ソケットのクローズ中にエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06112: NETTCP: バッファ・サイズが無効です。 
	
原因: ログイン文字列に指定されたバッファ・サイズが最大値(4096)を超えています。


	
処置: 有効なバッファ・サイズで再実行してください。









	 ORA-06113: NETTCP: 接続数が多すぎます。 
	
原因: 同時にオープンする接続が最大数に達しました。


	
処置: 必要のないオープン接続を行っているアプリケーションを終了してください。









	 ORA-06114: NETTCP: SIDの参照に失敗しました。 
	
原因: リモート・ホストのSQL*Net TCP/IPサーバーから、ログイン(接続)文字列に指定されたデータベースSIDが認識されませんでした。


	
処置: リモート・ホストのCONFIG.ORAファイルに適切なSIDエントリを追加してください(SQL*Net TCP/IPサーバーを再起動してください)。









	 ORA-06115: NETTCP: Oracleロジカルを作成できません。 
	
原因: ホストのSQL*Net TCP/IPサーバーが、Oracleデータベース・プロセスに必要な論理名を作成できませんでした。詳細はSQL*Net TCP/IPサーバー・ログ・ファイルを参照してください。


	
処置: システム管理者に連絡してください。









	 ORA-06116: NETTCP: ORASRVプロセスを作成できません。 
	
原因: ホストのSQL*Net TCP/IPサーバーがOracleデータベース・プロセスを作成できませんでした。詳細はSQL*Net TCP/IPサーバー・ログ・ファイルを参照してください。


	
処置: システム管理者に連絡してください。









	 ORA-06117: NETTCP: ORASRVを作成できません: 割当て制限を超えています 
	
原因: 割当てが不十分のため、ホストのSQL*Net TCP/IPサーバーがOracleデータベース・プロセスを作成できませんでした。


	
処置: SQL*Net TCP/IPサーバー・プロセスへの割当てを増やしてください。









	 ORA-06118: NETTCP: ORASRVとのハンドシェイクを完了できません 
	
原因: Oracleデータベース・プロセスが起動しましたが、初期化を完了できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06119: NETTCP: クライアント要求が無効です。 
	
原因: ホストのSQL*Net TCP/IPサーバーがこの接続要求を認識できませんでした。詳細はSQL*Net TCP/IPサーバー・ログ・ファイルを参照してください。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06120: NETTCP: ネットワーク・ドライバがロードされていません。 
	
原因: TCP/IPネットワーク・ドライバがロードされていません。


	
処置: TCP/IPドライバが正しくロードされていることを確認してください。









	 ORA-06121: NETTCP: アクセスに失敗しました。 
	
原因: ホストのSQL*Net TCP/IPサーバーが、この接続要求と対応付けられたSIDマッピング・ファイル(CONFIG.ORAで指定されています)のアクセス可能性をテストできませんでした。詳細はSQL*Net TCP/IPサーバー・ログ・ファイルを参照してください。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06122: NETTCP: 設定に失敗しました 
	
原因: ホストのSQL*Net TCP/IPサーバーが、この接続要求の処理に適した環境を設定できませんでした。詳細はSQL*Net TCP/IPサーバー・ログ・ファイルを参照してください。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06123: NETTCP: KEEPALIVE設定ができません。 
	
原因: ホストのSQL*Net TCP/IPサーバーがソケットKEEPLIVEオプションを設定できませんでした。詳細はSQL*Net TCP/IPサーバー・ログ・ファイルを参照してください。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06124: NETTCP: ORASRVを待っている間にタイムアウトしました 
	
原因: Oracleデータベース・プロセスが起動しましたが、N秒後も応答できませんでした。


	
処置: 負荷の重いシステムでは、これが発生するのは珍しいことではありません。CONFIG.ORAファイルにエントリSQLNET ORASRV_WAIT = <no. of secs>を配置することで、Nの値(デフォルトは30)を増やします。これはSQL*Net TCP/IPサーバーが次に開始したときに有効になります。









	 ORA-06125: NETTCP: ORASRVは予期せず終了しました。 
	
原因: Oracleサーバー・プロセスが起動しましたが、予期せず終了しました。次の原因が考えられます。
1. ORASRVを実行する割当てが不十分です。

2. Oracleがインストールされていません。詳細は、ORASRV出力ファイルを参照してください。ファイルはORA_SQLNETディレクトリにあり、ORA_SRVTnn_<SID>.OUT形式の名前が付いています。




	
処置: 適切な処置がORASRV出力ファイルで明らかにならない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06126: NETTCP: ORASRVはネットワーク接続をオープンできません。 
	
原因: Oracleデータベース・プロセスが起動しましたが、TCPSRVによって渡されたソケットをオープンできませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06127: NETTCP: ユーザー名を変更することはできません。 
	
原因: クライアントのユーザー名が(ホストOSに対して)不明のため、ホストのSQL*Net TCP/IPサーバーがPROXY LOGIN接続を確立できませんでした。


	
処置: 新規のユーザー・アカウントをホストに作成してください。









	 ORA-06128: NETTCP: メールボックスを作成できません 
	
原因: ホストのSQL*Net TCP/IPサーバーが、(Oracleデータベース・プロセスとのIPC通信に必要な)メールボックスを作成できませんでした。詳細はSQL*Net TCP/IPサーバー・ログ・ファイルを参照してください。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06129: NETTCP: ORASRVにソケットの所有権を転送できません。 
	
原因: ホストのSQL*Net TCP/IPサーバーが、Oracleデータベース・プロセスに必要なネットワーク通信ハンドルを作成できませんでした。詳細はSQL*Net TCP/IPサーバー・ログ・ファイルを参照してください。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06130: NETTCP: ホスト・アクセスは拒否されました 
	
原因: ホストのCONFIG.ORAのコンポーネントである有効ノード表(VNT)の内容によって決定されているように、クライアント・ノードはアクセス権限を持たないため、ホストのSQL*Net TCP/IPサーバーによって、この接続要求は拒否されました。


	
処置: アクセス権を付与するために、ホストのVNTに適切なエントリを追加してください。









	 ORA-06131: NETTCP: ユーザー・アクセスは拒否されました 
	
原因: ホストのCONFIG.ORAのコンポーネントであるユーザー名マッピング表(UMT)の内容によって決定されているように、クライアント・ユーザー(名)はアクセス権限を持たないため、ホストのSQL*Net TCP/IPサーバーによって、この接続要求は拒否されました。


	
処置: アクセス権を付与するために、ホストのUMTに適切なエントリを追加してください。









	 ORA-06132: NETTCP: アクセスが拒否されました。パスワードが正しくありません 
	
原因: クライアント・パスワードがホスト・パスワードと一致しないため、ホストのSQL*Net TCP/IPサーバーによってこの接続要求は拒否されました。


	
処置: アクセス権を付与するために、パスワードを一致させてください。









	 ORA-06133: NETTCP: ファイルが見つかりません。 
	
原因: ホストのSQL*Net TCP/IPサーバーが、この接続要求と対応付けられたSIDマッピング・ファイル(CONFIG.ORAで指定されています)を見つけることができませんでした。


	
処置: CONFIG.ORAの綴りを確認し、エントリを修正してください。









	 ORA-06134: NETTCP: ファイル・アクセス権限違反です。 
	
原因: ホストのSQL*Net TCP/IPサーバーが、この接続要求と対応付けられたSIDマッピング・ファイル(CONFIG.ORAで指定されています)に対してREAD/EXECUTE権限を持っていませんでした。


	
処置: SIDマッピング・ファイルの保護を変更してください。









	 ORA-06135: NETTCP: 接続は拒否されました。サーバーが停止しています 
	
原因: ホストのSQL*Net TCP/IPサーバーが停止しているため、この接続要求を拒否しました。


	
処置: SQL*Net TCP/IPサーバーを再起動してください。









	 ORA-06136: NETTCP: 接続ハンドシェイク中にエラーが発生しました 
	
原因: ホストのSQL*Net TCP/IPサーバーと通信中に、ネットワークのI/O障害が発生しました。詳細はSQL*Net TCP/IPサーバー・ログ・ファイルを参照してください。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06137: NETTCP: 接続ハンドシェイク中にエラーが発生しました 
	
原因: ホストのSQL*Net TCP/IPサーバーと通信中に、ネットワークのI/O障害が発生しました。詳細はSQL*Net TCP/IPサーバー・ログ・ファイルを参照してください。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06138: NETTCP: 接続ハンドシェイク中にエラーが発生しました 
	
原因: ホストのSQL*Net TCP/IPサーバーと通信中に、ネットワークのI/O障害が発生しました。詳細はSQL*Net TCP/IPサーバー・ログ・ファイルを参照してください。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06140: NETTCP: このユーザーは登録されていません。 
	
原因: ホストにクライアント・ユーザー名と対応するものがないため、プロキシ・ログイン接続に失敗しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-06141: NETTCP: このユーザーには権限がありません。 
	
原因: SQL*Net TCP/IPサーバーがプロキシ・アカウントにアクセスするための十分な権限がないため、プロキシ・ログイン接続に失敗しました。


	
処置: アカウント保護を変更し、サーバー権限を変更してください。









	 ORA-06142: NETTCP: ユーザー情報の取得中にエラーが発生しました。 
	
原因: SQL*Net TCP/IPサーバーがプロキシ・アカウントにアクセスできなかったため、プロキシ・ログイン接続に失敗しました。詳細はSQL*Net TCP/IPサーバー・ログ・ファイルを参照してください。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06143: NETTCP: 最大接続数を超えました 
	
原因: ホストのSQL*Net TCP/IPサーバーでサポートされている同時接続の最大値にすでに達しているため、接続に失敗しました。


	
処置: しばらく待って再試行してください。









	 ORA-06144: NETTCP: SID(データベース)は使用できません。 
	
原因: ホストのデータベース管理者(DBA)によってSIDがオフラインに変更されました。


	
処置: オンラインに変更されるまで待ってください。









	 ORA-06145: NETTCP: ORASRVを開始できません: イメージがインストールされていません 
	
原因: Oracleの保護イメージがインストールされていないため、ホストのSQL*Net TCP/IPサーバーがOracleデータベース・プロセスを起動できませんでした。


	
処置: イメージをインストールしてください。









	 ORA-06250: NETNTT: 送信および受信バッファを割当てできません 
	
原因: 2タスク・ドライバがデータ・バッファを割当てできませんでした。


	
処置: プログラムの実行に十分なメモリーがありません。他のプロセスを停止し、メモリーを解放してください。









	 ORA-06251: NETNTT: アドレス・ファイル名を変換できません。 
	
原因: 環境変数ORACLE_HOMEが設定されていません。


	
処置: 環境変数ORACLE_HOMEが正しく設定され、エクスポートされていることを確認してください。









	 ORA-06252: NETNTT: アドレス・ファイルをオープンできません。 
	
原因: NTT2タスク・ドライバが、アドレス情報を含むファイルをオープンできませんでした。


	
処置: 環境変数ORACLE_HOMEが正しく設定され、エクスポートされていることを確認してください。接続しようとしているインスタンスが実際に起動され、実行中であることを確認してください。









	 ORA-06253: NETNTT: アドレス・ファイルから引数を読み込めません。 
	
原因: NTT2タスク・ドライバが、アドレス・ファイルからアドレッシング情報を読み込めませんでした。


	
処置: 環境変数ORACLE_HOMEが正しく設定され、エクスポートされていることを確認してください。接続しようとしているインスタンスが実際に起動され、実行中であることを確認してください。









	 ORA-06254: NETNTT: キューブと接続を共有できません。 
	
原因: NTT2タスク・ドライバがキューブと接続を共有できませんでした。


	
処置: 環境変数ORACLE_HOMEが正しく設定され、エクスポートされていることを確認してください。接続しようとしているインスタンスが実際に起動され、実行中であることを確認してください。









	 ORA-06255: NETNTT: リモート・プロセスのPIDを読み込めません。 
	
原因: NTT通信リンクの読込み中にエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06256: NETNTT: リモートのFORKに失敗しました 
	
原因: キューブのOracleリスナー・プロセスがシャドウ・プロセスをFORKできませんでした。


	
処置: 接続しようとしているインスタンスに、別のシャドウ・プロセスを実行するために十分なメモリーがない可能性があります。他のユーザーにログオフを依頼するか、または別のインスタンスに接続してください。









	 ORA-06257: NETNTT: シャドウ・プロセスにコマンドラインを送信できません 
	
原因: NTT通信リンクの書込み中にエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06258: NETNTT: コンテキスト領域を割当てできません。 
	
原因: 2タスク・ドライバがデータ・バッファを割当てできませんでした。


	
処置: プログラムの実行に十分なメモリーがありません。他のプロセスを停止し、メモリーを解放してください。









	 ORA-06259: NETNTT: リモート・プロセスから読み込めません。 
	
原因: NTT通信リンクの読込み中にエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06260: NETNTT: リモート・プロセスに書き込めません。 
	
原因: NTT通信リンクの書込み中にエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06261: NETNTT: nrange() が失敗しました。 
	
原因: 接続を確立中に'nrange()'のコールが失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06262: NETNTT: nfconn() が失敗しました。 
	
原因: 接続を確立中に'nfconn()'のコールが失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06263: NETNTT: pi_connectでメモリーが足りません 
	
原因: 2タスク・ドライバがデータ・バッファを割当てできませんでした。


	
処置: プログラムの実行に十分なメモリーがありません。他のプロセスを停止し、メモリーを解放してください。









	 ORA-06264: NETNTT: データ・プロトコル・エラーが発生しました。 
	
原因: NTT2タスク・ドライバが予期しないメッセージ・タイプを受信しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06265: NETNTT: ブレーク・プロトコル・エラーが発生しました 
	
原因: NTT2タスク・ドライバが予期しないメッセージ・タイプを受信しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06266: NETNTT: 書込み長が無効です 
	
原因: NTT2タスク・ドライバが内部一貫性チェックで失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06267: NETNTT: 状態が無効です 
	
原因: NTT2タスク・ドライバが内部一貫性チェックで失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06268: NETNTT: /etc/oratabを読み込めません。 
	
原因: NTT2タスク・ドライバが、/etc/oratabから構成情報を読み込めませんでした。


	
処置: /etc/oratabが存在し、読取り可能なことを確認します。このエラーは、ファイルの形式が正しくない場合に発生することがあります。また、ドライバのメモリー不足の場合にも発生することがあります。









	 ORA-06300: IPA: 切断に失敗しました。 
	
原因: サーバーからの切断中に致命的なエラーが発生しました。これは、アクセス不可なメッセージ・キューによって発生した可能性があります。


	
処置: メッセージ・キューがない場合、ipactlを使用してSQL*Net IPAサーバーを再起動してください。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06301: IPA: ドライバ・コンテキストを割当てできません。 
	
原因: メモリー・プールがなくなりました。


	
処置: 状況を確認し、使用中のプログラムのメモリー割当てを少なくするか、または使用中のINIT.ORAファイルを調整して再試行してください。









	 ORA-06302: IPA: リモート・ホストに接続できません。 
	
原因: 次の原因が見つかりました。


	
処置: 前述の原因を順次確認し、実際の原因を取り除いてください。









	 ORA-06303: IPA: メッセージ送信エラーが発生しました。 
	
原因: SQL*Net IPAドライバが、メッセージ・キューにメッセージを書き込めませんでした。


	
処置: メッセージ・キューが存在し、アクセス可能であることを確認してください。必要であれば、ipactlを再実行してください。









	 ORA-06304: IPA: メッセージ受信エラーが発生しました 
	
原因: SQL*Net IPAドライバが、メッセージ・キューからメッセージを読み込めませんでした。


	
処置: メッセージ・キューが存在し、アクセス可能であることを確認してください。必要であれば、ipactlを再実行してください。









	 ORA-06305: IPA: メッセージ型が無効です。 
	
原因: ユーザーとOracle間の通信の同期がとれていません。通常、このメッセージは発行されません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06306: IPA: メッセージ書込み長にエラーがあります。 
	
原因: IPAドライバがキューにメッセージを書き込もうとしましたが、キューには大きすぎます。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06307: IPA: 接続をリセットできません。 
	
原因: 接続のリセット中に致命的なエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06308: IPA: これ以上の接続はできません 
	
原因: 接続がすべて使用中です。


	
処置: 何人かの現行のユーザーがログオフしてから再試行してください。









	 ORA-06309: IPA: メッセージ・キューが使用できません。 
	
原因: SQL*Net IPAサーバーが起動されていません。


	
処置: ipactlを実行してください。









	 ORA-06310: IPA: 環境変数が設定されていません。 
	
原因: 環境変数が正しく設定されていません。


	
処置: 確認して修正してください。









	 ORA-06311: IPA: サーバーの最大数に達しました 
	
原因: サーバーの最大数に達しました。


	
処置: サーバーを一度停止してから、最大数を増やして再起動してください。データベース・リンクには、リンクごとに1つのサーバーが必要です。データベース・リンクをサポートするために十分な数のサーバーを起動してください。









	 ORA-06312: IPA: 送信サービス名が正しくありません 
	
原因: 指定された送信サービス名が無効です。


	
処置: サービス名を調べて修正してください。









	 ORA-06313: IPA: 共有メモリーの初期化に失敗しました 
	
原因: 共有メモリーが正しく設定されていません。


	
処置: システム管理者に連絡してください。









	 ORA-06314: IPA: イベント設定に失敗しました 
	
原因: 致命的なプロセス間通信エラーです。


	
処置: システム管理者に連絡してください。









	 ORA-06315: IPA: 接続文字列が無効です。 
	
原因: 接続文字列が無効です。


	
処置: 確認して修正してください。









	 ORA-06316: IPA: データベースSIDが無効です。 
	
原因: SIDがリモート側で認識されていません。


	
処置: データベースが存在していないか、実行されていないか、またはそのSID用に確保されているサーバーがありません。









	 ORA-06317: IPA: ローカル・ユーザー最大数を超えました 
	
原因: ローカル側で、SQL*Net IPAの同時ユーザーの最大数を超えました。


	
処置: 接続が使用可能になるまで待ってください。問題が繰り返される場合は、システム管理者に連絡してください。









	 ORA-06318: IPA: ローカルの接続最大数を超えました 
	
原因: ローカル側で、異なるホストに対してSQL*Net IPAが処理できる同時接続の最大数を超えました。


	
処置: 接続が使用可能になるまで待ってください。問題が繰り返される場合は、システム管理者に連絡してください。









	 ORA-06319: IPA: リモート・ユーザー最大数を超えました 
	
原因: リモート側で、SQL*Net IPAの同時ユーザーの最大数を超えました。


	
処置: 接続が使用可能になるまで待ってください。問題が繰り返される場合は、システム管理者に連絡してください。









	 ORA-06320: IPA: リモート接続最大数を超えました 
	
原因: リモート側で、異なるホストからSQL*Net IPAが処理できる同時接続の最大数を超えました。


	
処置: 接続が使用可能になるまで待ってください。問題が繰り返される場合は、システム管理者に連絡してください。









	 ORA-06321: IPA: リモート・サイトに接続できません。 
	
原因: リモート・サーバーに接続しようとしてタイムアウトが発生しました。もっとも可能性の高い理由は、リモートSQL*Net IPAソフトウェアが実行していなかったことです。別の理由として、リモート起動サービス名が正しくないことが考えられます。


	
処置: リモートのSQL*Netソフトウェアを確認し、起動してください。正しいサービス名で起動されていることを確認してください。









	 ORA-06322: IPA: 共有メモリーで致命的なエラーが発生しました。 
	
原因: 共有メモリー操作で内部エラーが発生しました。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-06323: IPA: イベント・エラーが発生しました。 
	
原因: 致命的なプロセス間通信エラーです。


	
処置: システム管理者に連絡してください。









	 ORA-06400: NETCMN: デフォルトのホスト文字列が指定されていません。 
	
原因: 構成にデフォルトのホスト文字列が指定されていません。また、ユーザーによって接続文字列が明示的に指定されていません。


	
処置: デフォルトの接続文字列を指定してシステムを再構成するか、または接続文字列を明示的に指定してください。









	 ORA-06401: NETCMN: ドライバの指定文字が無効です。 
	
原因: ログイン(接続)文字列に無効なドライバ指定文字が含まれています。


	
処置: 文字列を修正し、再実行してください。









	 ORA-06402: NETCMN: ブレーク・メッセージ受信中にエラーが発生しました。 
	
原因: ブレーク・メッセージの読込み中にエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06403: メモリーが割当てできません。 
	
原因: システムが必要な仮想メモリーを割当てできませんでした。


	
処置: さらに多くのメモリーを再構成するか、負荷を減らすか、または再試行してください。









	 ORA-06404: NETCMN: ログイン(接続)文字列が無効です。 
	
原因: ログイン文字列の構文エラーがあります。


	
処置: 文字列を修正し、再実行してください。









	 ORA-06405: NETCMN: リセット・プロトコル・エラーが発生しました 
	
原因: ブレーク状態からリセットできません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06406: NETCMN: ブレーク・メッセージの送信中にエラーが発生しました。 
	
原因: ブレーク・メッセージの送信中にエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06407: NETCMN: ブレーク処理環境が設定できません 
	
原因: 受信のバンド外ブレーク・メッセージに対する非同期ハンドラの設定中にエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06408: NETCMN: メッセージ書式が正しくありません 
	
原因: パートナからのメッセージに不正なヘッダーが含まれています。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06413: 接続がオープンしていません。 
	
原因: 接続を確立できません。


	
処置: 診断プロシージャを使用して、問題を正確に確認してください。









	 ORA-06416: NETCMN: テスト時にエラーが発生しました。 
	
原因: ネットワーク接続のI/O状態のテスト中にエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06419: NETCMN: サーバーはOracleを開始できません。 
	
原因: リモート・サーバーが、クライアントのかわりにOracleプロセスを開始できませんでした。


	
処置: リモートOracleプログラムに対する権限が正しく設定されていることを確認してください。システム管理者に連絡してください。









	 ORA-06420: NETCMN: SIDの参照に失敗しました。 
	
原因: リモート・ホストのサーバーで、ログイン(接続)文字列に指定されたデータベースSIDが認識されませんでした。


	
処置: リモート・ホストのCONFIG.ORAまたはoratabファイルに適切なSIDエントリを追加してください(リモート・サーバーの再起動が必要です)。









	 ORA-06421: NETCMN: 読取りデータでエラーが検出されました。 
	
原因: チェックサムまたはCRCの再計算中にエラーが見つかりました。


	
処置: 通信ノードのハードウェア障害の可能性があります。システム管理者にただちに連絡してください。









	 ORA-06422: NETCMN: データの送信中にエラーが発生しました。 
	
原因: リモート・ホストにデータを送信できませんでした。


	
処置: リモート・ホストに再接続し、システム管理者に連絡してください。









	 ORA-06423: NETCMN: データの受信中にエラーが発生しました。 
	
原因: リモート・ホストからデータを受信できませんでした。


	
処置: リモート・ホストに再接続し、システム管理者に連絡してください。









	 ORA-06430: ssaio: シールが一致しません。 
	
原因: 関数コールで無効な引数が使用されました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-06431: ssaio: ブロック番号が無効です。 
	
原因: ファイル・ブロック番号が、ファイルの範囲内にありません。追加情報として、ブロック番号が戻されます。


	
処置: ブロック番号が正しいかどうかを確認してください。dbfsizeを実行し、ブロック番号がその範囲にあることを確認してください。Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-06432: ssaio: バッファが割り当てられていません。 
	
原因: I/Oバッファが2KB境界に割り当てられていません。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-06433: ssaio: LSEEKエラーが発生しました。リクエストされたブロックを検索できません。 
	
原因: 追加情報として、ブロック番号が戻されます。


	
処置: 戻された追加情報をオペレーティング・システムの参照マニュアルで調べてください。ブロック番号が正しいかどうかを確認してください。









	 ORA-06434: ssaio: 読取りエラー。データベース・ファイルからリクエストされたブロックを読み込めません。 
	
原因: 読込みシステム・コールからエラーが戻されました。


	
処置: 追加情報として、ブロック番号が戻されます。戻された追加情報をオペレーティング・システムのマニュアルで調べてください。









	 ORA-06435: ssaio: 書込みエラー。データベース・ファイルにリクエストされたブロックを書き込めません。 
	
原因: 書込みシステム・コールからエラーが戻されました。


	
処置: 追加情報として、ブロック番号が戻されます。戻された追加情報をオペレーティング・システムのマニュアルで調べてください。









	 ORA-06436: ssaio: パラメータが無効なため非同期I/Oは失敗しました。 
	
原因: 非同期I/Oシステム・コールからエラーが戻されました。


	
処置: 追加情報として、ブロック番号が戻されます。戻された追加情報をオペレーティング・システムのマニュアルで調べてください。









	 ORA-06437: ssaio: 非同期書込みではデータベース・ファイルへ書き込めません。 
	
原因: 非同期I/Oシステム・コールからエラーが戻されました。


	
処置: 追加情報として、ブロック番号が戻されます。戻された追加情報をオペレーティング・システムのマニュアルで調べてください。









	 ORA-06438: ssaio: 非同期読取りではデータベース・ファイルから読み込めません。 
	
原因: 非同期I/Oシステム・コールからエラーが戻されました。


	
処置: 追加情報として、ブロック番号が戻されます。戻された追加情報をオペレーティング・システムのマニュアルで調べてください。









	 ORA-06439: ssaio: 非同期書込みが戻したバイト数が正しくありません 
	
原因: この書込みコールは切り捨てられています。追加情報として、ブロック番号とバイト数が戻されます。


	
処置: 書き込まれたブロック番号とバイト数が正しいかどうかを確認してください。









	 ORA-06440: ssaio: 非同期読取りが戻したバイト数が正しくありません。 
	
原因: この読込みコールは切り捨てられています。追加情報として、ブロック番号とバイト数が戻されます。


	
処置: 読み込まれたブロック番号およびバイト数が正しいかどうかを確認してください。









	 ORA-06441: ssvwatev: 関数コールヘ渡されたパラメータが正しくありません 
	
原因: OracleプロセスID、待機時間またはイベントIDのいずれかが無効です。


	
処置: 追加情報として、プロセスID、時間、イベントIDが戻されます。









	 ORA-06442: ssvwatev: 予期しないエラー番号で失敗しました。 
	
原因: システムに問題がある可能性があります。エラー・ログを確認してください。


	
処置: 追加情報として、エラー番号が戻されます。戻された追加情報をオペレーティング・システムのマニュアルで調べてください。









	 ORA-06443: ssvpstev: 関数コールへ渡されたパラメータが正しくありません 
	
原因: このルーチンに無効なイベントIDが渡されました。


	
処置: 追加情報として、イベントIDが戻されます。









	 ORA-06444: ssvpstev: 予期しないエラー番号で失敗しました。 
	
原因: システムに問題がある可能性があります。エラー・ログを確認してください。


	
処置: 追加情報として、エラー番号が戻されます。戻された追加情報をオペレーティング・システムのマニュアルで調べてください。









	 ORA-06445: ssvpstevrg: 関数コールへ渡されたパラメータが正しくありません 
	
原因: イベントIDが無効か、または低および高イベントIDが存在しません。


	
処置: 追加情報として、エラー番号が戻されます。イベントID、下限および上限も含まれます。









	 ORA-06446: ssvpstevrg: 予期しないエラー番号で失敗しました。 
	
原因: システムに問題がある可能性があります。エラー・ログを確認してください。


	
処置: 追加情報として、エラー番号が戻されます。戻された追加情報をオペレーティング・システムのマニュアルで調べてください。









	 ORA-06447: ssvpstp: 関数コールへ渡されたパラメータが正しくありません 
	
原因: このルーチンに無効なOracleプロセスIDが渡されました。


	
処置: 追加情報として、プロセスIDが戻されます。









	 ORA-06448: ssvpstp: 予期しないエラー番号で失敗しました。 
	
原因: システムに問題がある可能性があります。エラー・ログを確認してください。


	
処置: 追加情報として、エラー番号が戻されます。戻された追加情報をオペレーティング・システムのマニュアルで調べてください。









	 ORA-06449: I/OリストまたはSYSVENDORがインストールされていません。 
	
原因: Oracleはsysvendorインタフェース(INIT.ORAのパラメータuse_sysvendor=true)を使用しようとしましたが、UNIXカーネルにリンクされたOracle sysvendorインタフェースがありません。


	
処置: このインタフェースを使用しない場合はINIT.ORAにuse_sysvendor=falseを設定し、Oracleが使用できるようにするには、UNIXカーネルをこのインタフェースとリンクしてください。









	 ORA-06500: PL/SQL: 記憶域エラーが発生しました 
	
原因: PL/SQLが追加の記憶域を割当てできませんでした。このメッセージは通常、詳細を示すORA-4030エラーまたはORA-4031エラーとともに表示されます。このエラーはプログラムの暴走が原因で起こる場合もあります。


	
処置: 1) 大量のメモリーを使用しているPL/SQLプログラムに問題やバグがないかどうか確認してください。2) 使用されていないオブジェクトをプログラムを通じて(オブジェクトをNULLに設定するなどして)解放してください。3) 必要に応じて使用可能な共有メモリーまたはプロセス・メモリーの容量を増やしてください。









	 ORA-06501: PL/SQL: プログラム・エラーが発生しました 
	
原因: これは内部エラー・メッセージです。PL/SQLプログラムでエラーが検出されました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06502: PL/SQL: 数値または値のエラーstringが発生しました 
	
原因: 算術、数値、文字列、変換または制約のエラーが発生しました。たとえば、NOT NULLで宣言した変数に値NULLを割り当てようとした場合や、NUMBER(2)で宣言した変数に99より大きい整数を割り当てようとした場合に、このエラーが発生します。


	
処置: データ、データの操作方法またはデータの宣言方法を変更し、値が制約に違反しないようにしてください。









	 ORA-06503: PL/SQL: ファンクションが値なしで戻されました 
	
原因: PL/SQLファンクションをコールしましたが、RETURN文が実行されませんでした。


	
処置: 適当な型の値が戻されるようにPL/SQLファンクションを修正してください。









	 ORA-06504: PL/SQL: Result Set変数、または問合せの戻り型が一致しません 
	
原因: 問合せの列の数または型(あるいはその両方)が、Result Set変数の宣言されている戻り型と一致していないか、2つのResult Set変数の宣言されている型が一致していません。


	
処置: プログラムの文または宣言を変更してください。変数が実行中に実際に参照している問合せを確認してください。









	 ORA-06505: PL/SQL: 変数には、連続メモリーが32767バイト以上必要です。 
	
原因: 32768バイト以上のメモリーを必要とする制約付きのPL/SQL変数が宣言されました。現行のPL/SQLでは、32768バイト以上の連続メモリーの割当てをサポートしていません。


	
処置: 変数宣言の制約を減らしてください。それが不可能な場合は、データベースまたは各国語キャラクタ・セットを、同じ制約に対して小さいメモリー以外必要としないように変更してください。注意: キャラクタ・セットを変更すると、すべてのPL/SQLの実行に影響を与えます。









	 ORA-06510: PL/SQL: ユーザー定義の例外が発生しましたが、処理されませんでした 
	
原因: ユーザー定義の例外がPL/SQLによって発生しましたが、処理されませんでした。


	
処置: 例外の原因となった問題を修正するか、またはこの条件に対する例外ハンドラを作成してください。または、アプリケーション管理者またはDBAに連絡してください。









	 ORA-06511: PL/SQL: カーソルはすでにオープンしています。 
	
原因: すでにオープンしているカーソルをオープンしようとしました。


	
処置: 再オープンする前に、カーソルをクローズしてください。









	 ORA-06512: string行string 
	
原因: 通常、これはメッセージ・スタックの最後で、PL/SQLコードのどこで問題が発生したかを示します。


	
処置: 例外の原因となった問題を修正するか、またはこの条件に対する例外ハンドラを作成してください。または、アプリケーション管理者またはDBAに連絡してください。









	 ORA-06513: PL/SQL: PL/SQL表の索引がホスト言語配列の有効範囲内にありません。 
	
原因: PL/SQL表をホスト言語配列にコピーしようとしています。表の索引が1より小さいか、ホスト言語配列の最大サイズを超えています。PL/SQL表をホスト言語配列にコピーする場合、索引1の表エントリは、配列の最初の要素に配置され、索引2のエントリは配列の2番目の要素に配置される、などとなります。表エントリが割り当てられなかった場合、ホスト言語配列の対応する要素はNULLに設定されます。


	
処置: ホスト言語配列のサイズを大きくするか、またはPL/SQL表のサイズを小さくしてください。また、1未満の索引値を使用していないことも確認してください。









	 ORA-06514: PL/SQL: サーバーはリモート・コールを処理できません。 
	
原因: リモート・コールに、カーソルの変数またはLOBの変数である複数のパラメータがあります。これは、このサーバーのストアド・プロシージャでは処理できません。


	
処置: このサーバーのストアド・プロシージャに対するパラメータとしてカーソル変数またはLOB変数を使用しないようにするか、またはこれをサポートするバージョンにサーバーをアップグレードしてください。









	 ORA-06515: PL/SQL: 例外stringが発生しましたが、処理されませんでした 
	
原因: PL/SQLコードによって例外が発生しましたが、処理されませんでした。例外番号は、Oracleエラーの有効範囲外です。


	
処置: 例外の原因となった問題を修正するか、またはこの条件に対する例外ハンドラを作成してください。または、アプリケーション管理者またはDBAに連絡してください。









	 ORA-06516: PL/SQL: プローブ・パッケージが存在しないか、または無効です 
	
原因: プローブ・パッケージがロードされていないか、無効になってしまったことが原因で、PL/SQLをデバッグするためにOracleデータベースを初期化しようとするプローブ操作が完了しなかった可能性があります。


	
処置: DBAは、プローブ・パッケージをロードする必要があります。RDBMSで提供されているpbload.sqlスクリプトを実行してください。









	 ORA-06517: PL/SQL: プローブ・エラー - string 
	
原因: 実行用にプローブ操作をサーバーへ渡しているときにエラーが発生しました。


	
処置: 組み込まれたエラー・メッセージのエントリを参照してください。









	 ORA-06518: PL/SQL: プローブ・バージョンstringはバージョンstringと互換性がありません 
	
原因: プローブの現行バージョンは、Oracleデータベース上のバージョンと互換性がありません。


	
処置: ドキュメントを参照して、このレベルの互換性がサポートされていることを確認してください。









	 ORA-06519: アクティブな自律型トランザクションが検出され、ロールバックされました 
	
原因: 自律型PL/SQLブロックから戻される前に、ブロック内で開始したすべての自律型トランザクションを完了(コミットまたはロールバック)する必要があります。そうしない場合は、アクティブな自律型トランザクションが暗黙的にロールバックされ、このエラーが発生します。


	
処置: 自律型PL/SQLブロックから戻される前に、アクティブな自律型トランザクションが明示的にコミットまたはロールバックされることを確認してください。----------------------------------------------------------------------- 06520から06529までは外部関数エラーに確保されています。









	 ORA-06520: PL/SQL: 外部ライブラリのロード中にエラーが発生しました。 
	
原因: PL/SQLで外部ライブラリを動的ロード中にエラーが検出されました。


	
処置: その他のエラーがある場合は、そのメッセージを参照して詳細を確認してください。









	 ORA-06521: PL/SQL: 関数のマップ中にエラーが発生しました。 
	
原因: PL/SQLで示された関数を動的にマップしているときにエラーが検出されました。


	
処置: その他のエラーがある場合は、そのメッセージを参照して詳細を確認してください。









	 ORA-06522: string 
	
原因: ORA-06520またはORA-065211に、システム固有のエラー文字列を伴うメッセージを表示する場合があります。


	
処置: このエラー文字列は、ORA-06520またはORA-065211のエラーの原因を示しています。









	 ORA-06523: 引数が最大値を超えました 
	
原因: 外部ファンクションに渡す引数の数には上限があります。


	
処置: ポート固有のドキュメントを参照して、上限の計算方法を確認してください。









	 ORA-06524: サポートされていないオプション: string 
	
原因: 指定されたオプションは、外部プロシージャ用にはサポートされていない機能です。


	
処置: 外部指定の構文を修正してください。









	 ORA-06525: CHARまたはRAWデータの長さが一致しません。 
	
原因: 長さ変数で指定された長さは、正しい値ではありません。対応する長さ変数のないRAWとしてPL/SQLのINOUT、OUTまたはRETURN RAW変数を渡すように、要求した可能性があります。長さ変数に設定した長さの値が、orlvstrまたはorlrawの長さと一致しない場合も、このエラーが発生します。


	
処置: 外部プロシージャ・コードを修正して、長さ変数を正しく設定してください。









	 ORA-06526: PL/SQLライブラリをロードできません。 
	
原因: PL/SQLはEXTERNAL構文でのこの参照により参照されるライブラリをインスタンス化できませんでした。これは重大なエラーで、通常は発生しません。


	
処置: この問題をカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-06527: 外部プロシージャSQLLIBエラー: string 
	
原因: Pro*外部プロシージャの実行中、sqllibでエラーが発生しました。


	
処置: メッセージ・テキストに、実際に発生したSQLLIBエラーが示されています。エラーの説明は、このマニュアルで該当するメッセージを調べて、その原因および処置を参照してください。









	 ORA-06528: PL/SQLプロファイラの実行でエラーが発生しました。 
	
原因: PL/SQLプロファイラ・プロシージャの実行中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細はその他のエラーを確認してください。









	 ORA-06529: バージョンの不一致 - PL/SQLプロファイラ 
	
原因: PL/SQLプロファイラ・パッケージ(dbmspb.sql、prvtpbp.plb)が、プロファイラを実装しているサーバーのコードのバージョンと一致していません。


	
処置: $ORACLE_HOME/rdbms/adminにあるprofload.sqlパッケージを実行して、正しいバージョンのPL/SQLプロファイラ・パッケージをロードしてください。









	 ORA-06530: 参照しているコンポジットは初期化されていません。 
	
原因: 初期化されていないオブジェクト、LOBまたはその他のコンポジットを間接的に参照しました。


	
処置: 適切なコンストラクタを使用するかまたはオブジェクト全体を割り当てて、コンポジットを初期化してください。









	 ORA-06531: 参照しているコレクションは初期化されていません。 
	
原因: (初期化されたコレクションが必要な場合に)コレクションを初期化せずに、ネストした表またはvarrayの要素またはメンバー関数を参照しました。


	
処置: 適切なコンストラクタを使用するかまたはオブジェクト全体を割り当てて、コレクションを初期化してください。









	 ORA-06532: サブスクリプトが有効範囲外です。 
	
原因: サブスクリプトがvarrayの制限を超えています。あるいは、varrayまたはネストした表に対して正の値ではありません。


	
処置: プログラムのロジックを確認して、必要があればvarrayの制限を上げてください。









	 ORA-06533: サブスクリプトがカウントを超えています。 
	
原因: インリミット・サブスクリプトがvarrayのカウントを超えています。または、ネストした表に対して大きすぎます。


	
処置: プログラムのロジックを確認して、必要があれば明示的に拡張してください。









	 ORA-06534: 逐次再使用可能パッケージstringにアクセスできません 
	
原因: SQLコンテキスト(トリガーなど)からコールされたPL/SQLの逐次再使用可能パッケージにアクセスしようとしました。このようなアクセスは、現在サポートされていません。


	
処置: プログラム・ロジックを調べて、SQLコンテキスト(トリガーなど)からコールされるPL/SQLで発生する可能性がある逐次再使用可能パッケージ(プロシージャ、ファンクションまたは変数参照)に対する参照を削除してください。









	 ORA-06535: stringで文の文字列がNULLまたは長さが0です。 
	
原因: プログラムが、NULLまたは0(ゼロ)の長さの動的文の文字列を使用しようとしました。


	
処置: プログラム・ロジックを調べて、動的文の文字列が正しく初期化されていることを確認してください。









	 ORA-06536: INバインド変数がOUTの位置にバインドされました。 
	
原因: プログラムが、その位置にはOUTバインド変数が想定される文にINバインド変数をバインドしようとしました。


	
処置: OUTまたはIN OUTバインド・モードが、バインド引数に指定されていることを確認してください。









	 ORA-06537: OUTバインド変数がINの位置にバインドされました。 
	
原因: プログラムが、その位置にはINバインド変数が想定される文にOUTバインド変数をバインドしようとしました。


	
処置: INまたはIN OUTバインド・モードが、バインド引数に指定されていることを確認してください。









	 ORA-06538: 文がstringRESTRICT_REFERENCESプラグマに違反しています。 
	
原因: プログラムが、文を実行するモジュールに対して(プラグマRESTRICT_REFERENCESディレクティブで)指定された純正レベルを満たしていない動的文を実行しようとしました。


	
処置: 動的文が、文を実行するモジュールに対して指定された純正レベルを満たしていることを確認してください。









	 ORA-06539: OPENのターゲットは問合せである必要があります 
	
原因: プログラムが、問合せでない動的文でOPENカーソル操作を実行しようとしました。


	
処置: カーソルのOPEN操作が動的問合せ文で実行されていることを確認してください。-------------------------------------------------------- 06540から06549まではPL/SQLエラー処理のために確保されています。









	 ORA-06540: PL/SQL: コンパイル・エラーが発生しました 
	
原因: PL/SQLコンパイル・エラーが発生しました。ただし、通常、このメッセージは表示されません。また、このメッセージに付随してPLS-nnnnnエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 付随するPLS-nnnnnエラー・メッセージを参照してください。









	 ORA-06541: PL/SQL: コンパイル・エラー - コンパイルは中断されました 
	
原因: PL/SQLコンパイル・エラーが発生したため、コンパイルが異常終了しましたが、このコンパイル単位は、バックアップ格納域に書き込まれています。ただし、ORA-06545とは異なり、通常このエラー・メッセージは表示されません。また、このメッセージに付随してPLS-nnnnnエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 付随するPLS-nnnnnエラー・メッセージを参照してください。









	 ORA-06544: PL/SQL: 内部エラーです。引数: [string], [string], [string], [string], [string], [string], [string], [string] 
	
原因: PL/SQL内部エラーが発生しました。


	
処置: このエラーをバグとして報告してください。最初の引数は内部エラー番号です。









	 ORA-06545: PL/SQL: コンパイル・エラー - コンパイルは中断されました 
	
原因: PL/SQLコンパイル・エラーが発生し、コンパイル単位がバックアップ格納域に書き込まれずに、コンパイルは完全に異常終了しました。ORA-06541とは異なり、このエラーは付随するPLS-nnnnnエラー・メッセージとともに、常にユーザーに表示されます。


	
処置: 付随するPLS-nnnnnエラー・メッセージを参照してください。









	 ORA-06546: 不正なコンテキストでDDL文が実行されました。 
	
原因: 不正なPL/SQLコンテキストでDDL文が動的に実行されました。
- PL/SQLでDDLの動的OPENカーソル。

- DDLのEXECUTE IMMEDIATEの実行で、USING句にバインド変数が使用された。

- DDLのEXECUTE IMMEDIATEの実行で、INTO句にバインド変数が使用された。




	
処置: DDL文の実行には、USING句およびINTO句を含まないEXECUTE IMMEDIATEを使用してください。









	 ORA-06547: RETURNING句は、INSERT、UPDATEまたはDELETE文で使用します。 
	
原因: RETURNING句を含むEXECUTE IMMEDIATEは、動的UPDATE、INSERTまたはDELETE文を実行する場合にのみ使用します。


	
処置: EXECUTE IMMEDIATEのRETURNING句は、INSERT、UPDATEまたはDELETE文のみで使用してください。その他の文については、USING句を使用してください。









	 ORA-06548: 行はこれ以上必要ありません。 
	
原因: パイプライン関数のコール元は、これ以上、パイプライン関数によって生成される行を必要としません。


	
処置: 例外処理ブロックで、NO_DATA_NEEDED例外をキャッチしないでください。









	 ORA-06549: PL/SQL: 共有オブジェクト(DLL): string:stringの動的オープンに失敗しました 
	
原因: 同時にオープンしているDLLが多すぎることが原因である可能性があります。


	
処置: --------------------------------------------------------









	 ORA-06550: 行string、列string: string 
	
原因: 通常は、PL/SQLコンパイル・エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-06554: PL/SQLを使用する前にパッケージDBMS_STANDARDを作成する必要があります 
	
原因: PL/SQLのパッケージSTANDARDに対するDBMS固有の拡張機能が、パッケージDBMS_STANDARDにあります。このパッケージは、PL/SQLを使用する前に作成する必要があります。


	
処置: パッケージDBMS_STANDARDを作成してください。このPL/SQLストアド・パッケージは、配布時に提供されます。









	 ORA-06555: この名前は現在ユーザー SYSによって予約されています。 
	
原因: STANDARD、DBMS_STANDARDまたはDEBUG_IOという名前のパッケージを作成しようとしました。これらはユーザーSYSによって予約されています。


	
処置: パッケージに別の名前を指定してください。









	 ORA-06556: パイプが空です。UNPACK_MESSAGEリクエストを実行できません。 
	
原因: パイプには項目が1つもありません。


	
処置: 送信側と受信側でパイプの項目の数と型の同期がとれているかどうかを確認してください。









	 ORA-06557: ICDをパイプするパラメータにはNULL値を使用できません 
	
原因: dbms_pipeパッケージの内部エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-06558: DBMS_PIPEパッケージのバッファがいっぱいです。これ以上の項目は使用できません。 
	
原因: パイプ・バッファ・サイズが限界です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-06559: リクエストされたデータ型stringが無効です。実際のデータ型はstringです。 
	
原因: 送信者はリクエストされているもの(パッケージ'dbms_pipe')とは異なるデータ型をパイプに入れました。数値は、6 - number、9 - char、12 - dateです。


	
処置: 送信側と受信側でパイプの項目の数と型の同期がとれているかどうかを確認してください。









	 ORA-06560: pos、stringは、負数またはバッファ・サイズstringよりも大きい値です 
	
原因: dbms_pipeパッケージの内部エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-06561: パッケージDBMS_SQLではこの文はサポートされていません。 
	
原因: パッケージDBMS_SQLで提供されているプロシージャPARSEを使用して、サポートされていない文を解析しようとしました。


	
処置: サポートされているのは、SELECT、DELETE、INSERT、UPDATE、LOCK、BEGIN、DECLAREまたは<<(PL/SQLラベル・デリミタ)で始まる文のみです。









	 ORA-06562: 外部の引数の型が列またはバインド変数の型に一致しません。 
	
原因: パッケージDBMS_SQLのプロシージャCOLUMN_VALUEまたはVARIABLE_VALUEをコールして、列またはバインド変数の値を取得しようとしました。ただし、指定されたOUT引数の型が、DBMS_SQLパッケージのDEFINE_COLUMNプロシージャ(列定義の場合)、またはBIND_VARIABLEプロシージャ(バインド変数をバインドする場合)をコールして、以前に定義した列またはバインド変数の型と異なっていました。


	
処置: プロシージャCOLUMN_VALUEまたはVARIABLE_VALUEをコールする場合に、正しい型のOUT引数を渡してください。この場合の正しい型とは、列の定義またはバインド変数のバインド時に指定した型のことです。









	 ORA-06563: 名前の構成要素が多すぎます 
	
原因: 解決する名前が次のいずれかで指定されました。
- 3つの部分(A、B、C)を指定しましたが、AとBの部分は表示可能なネストしたプロシージャを公開しないオブジェクトに解決され、Cの部分は解決できませんでした。

- 2つの部分(A、B)を指定し、Aの部分は表示可能なネストしたプロシージャを公開しないオブジェクトに解決され、Bの部分は解決できませんでした。




	
処置: 追加の後続部分を指定せずに、オブジェクト、パッケージ・プロシージャ、またはファンクションの有効な名前を指定してください。









	 ORA-06564: オブジェクトstringは存在しません。 
	
原因: 指定されたオブジェクトが見つかりませんでした。存在していないか、アクセス権がない可能性があります。


	
処置: オブジェクトを作成するか、オブジェクトへのアクセス権を取得してください。









	 ORA-06565: ストアド・プロシージャ内からstringは実行できません。 
	
原因: 指定されたプロシージャを、ストアド・プロシージャ、ファンクションまたはパッケージの内部から実行できません。このファンクションは、PL/SQLの無名ブロックからのみ使用できます。


	
処置: コールするストアド・プロシージャからプロシージャを削除してください。









	 ORA-06566: 指定された行数が無効です。 
	
原因: DBMS_SQLパッケージのDEFINE_COLUMNプロシージャに対するコールに無効な行数が指定されました。カーソルに指定されている解析文の場合、すべての列に同じ行数が定義されるため、DEFINE_COLUMNに対するすべてのコールに同じ行数を指定する必要があります。


	
処置: 前に定義された列と同じ数を指定してください。









	 ORA-06567: 指定された値の数が無効です 
	
原因: DBMS_SQLパッケージのBIND_VARIABLEプロシージャに対するコールに無効な数のバインドされる値が指定されました。指定のカーソルの指定の解析された文を実行するためには、すべてのバインド変数に対し同じ数の値がバインドされている必要があるので、EXECUTEがコールされるときには、BIND_VARIABLEへの最後のコールで、すべてのバインド変数に対し同じ数の値がバインドされるように指定されている必要があります。


	
処置: すべてのバインド変数に同じ数の値がバインドされているかどうかを確認してください。









	 ORA-06568: 廃止になったICDプロシージャがコールされました。 
	
原因: PL/SQLプログラムによってコールされたICDプロシージャは廃止されました。このPL/SQLプログラムは、旧リリースのRDBMS用である可能性があります。


	
処置: すべてのPL/SQLプログラムが、最新のリリースのRDBMSにアップグレードされているかどうかを確認してください。READMEファイルのアップグレード指示に従うか、またはRDBMSで提供されているcatproc.sqlを実行すると確認できます。









	 ORA-06569: BIND_ARRAYで結合されたコレクションに要素がありません。 
	
原因: 要素が0(ゼロ)個のコレクションが、パッケージDBMS_SQLのプロシージャBIND_ARRAYに対するコールでバインド変数にバインドされました。コレクションのバインドを実行するためには、コレクションに1つ以上の要素が含まれている必要があります。実行時に要素が1つもないと値がバインドされず、文を実行する意味がありません。


	
処置: バインドする要素をコレクションに入れて、バインド・コールを再試行してください。









	 ORA-06570: 共有プール・オブジェクトが存在しないため、確保/パージできません 
	
原因: 指定された共有プールの共有カーソルが見つかりません。このため、確保/パージできません。


	
処置: コールするストアド・プロシージャからプロシージャを削除してください。









	 ORA-06571: ファンクションstringが、データベースを更新する可能性があります。 
	
原因: このメッセージには、2つの原因が考えられます。
* SQL文が、データベースの更新を回避するプラグマが含まれていない、パッケージ化されたPL/SQLファンクションを参照しています。

* SQL文が、データベースを更新する指示を含むスタンドアロンPL/SQLファンクションを参照しています。




	
処置: 参照されているファンクションがパッケージ化されたPL/SQLファンクションの場合、必要なプラグマでPL/SQLファンクションを再作成し、プラグマの引数リストに'Write No Database State'(WNDS)引数を指定してください。参照されたファンクションがスタンドアロンPL/SQLファンクションの場合は、そのファンクションを使用しないでください。









	 ORA-06572: ファンクションstringに出力引数が指定されています 
	
原因: SQL文が、引数リストにOUTパラメータが含まれているパッケージ化されたPL/SQLファンクションまたはスタンドアロンPL/SQLファンクションのどちらかを参照しています。SQL文によって参照されるPL/SQLファンクションには、OUTパラメータが含まれていてはいけません。


	
処置: 引数リストでOUTパラメータを使用せずに、PL/SQLファンクションを再作成してください。









	 ORA-06573: ファンクションstringはパッケージ状態を変更するので、ここでは使用できません。 
	
原因: このメッセージには、2つの原因が考えられます。
* SQL文が、'Write no Package State'(WNPS)が指定されたプラグマを含んでいない、パッケージ化されたPL/SQLファンクションを参照しています。

* SQL文が、パッケージ状態を変更するスタンドアロンPL/SQLファンクションを参照しています。SQL文によって参照されるスタンドアロンPL/SQLファンクションは、パッケージ状態を変更できません。




	
処置: ファンクションがパッケージ化されたPL/SQLファンクションの場合、ファンクションを再作成して、'Write no Package State'(WNPS)を含むプラグマを追加してください。ファンクションがスタンドアロンPL/SQLファンクションの場合は、SQL文からそのファンクションを削除してください。









	 ORA-06574: ファンクションstringはパッケージ状態を参照するので、リモートで実行できません。 
	
原因: このメッセージには、2つの原因が考えられます。
* 'Write no Package State'(WNPS)引数および'Read no Package State'(RNPS)引数を持つプラグマを含んでいない、リモートのパッケージ化されたファンクション、またはリモート・マップされたローカルのパッケージ化されたファンクションが、パッケージ状態を参照します。

* リモートのスタンドアロン・ファンクションまたはリモート・マップされたローカルのスタンドアロン・ファンクションに、パッケージ変数を読み込む/書き込むするパッケージ状態への参照が含まれています。SELECTリスト、INSERT文のVALUES句またはUPDATE文のSET句で参照されるローカル・ファンクションのみがパッケージ状態を変更できます。




	
処置: ファンクションがパッケージ化されたファンクションの場合は、ファンクションを再作成して、'Write no Package State'(WNPS)および'Read no Package State'(RNPS)引数を含むプラグマを追加してください。ファンクションがスタンドアロン・ファンクションの場合は、そのファンクションをコールしないでください。









	 ORA-06575: パッケージまたはファンクションstringは無効な状態です。 
	
原因: SQL文が、無効な状態になっているPL/SQLファンクションを参照しています。Oracleがファンクションをコンパイルしようとしましたが、エラーを検出しました。


	
処置: SQL文およびPL/SQLファンクションに構文エラーがないかどうか、参照されているオブジェクトに権限が正しく割り当てられているかどうか、または権限が欠落していないかどうかを確認してください。









	 ORA-06576: ファンクション名またはプロシージャ名が無効です。 
	
原因: コールするファンクション(INTO句が存在する場合)またはプロシージャ(文にINTO句がない場合)が見つかりません。


	
処置: 文を変更して、ファンクションまたはプロシージャをコールしてください。









	 ORA-06577: 出力パラメータがバインド変数ではありません。 
	
原因: ファンクションまたはプロシージャのIN/OUTまたはOUTパラメータに対応する引数、あるいはCALL文のファンクションの戻り値は、バインド変数である必要があります。


	
処置: 引数をバインド変数に変更してください。









	 ORA-06578: 出力パラメータのバインド変数が重複しています。 
	
原因: ファンクションまたはプロシージャのIN/OUTまたはOUTパラメータに対応するバインド変数、あるいはCALL文のファンクションの戻り値は、重複するバインド変数であってはいけません。


	
処置: バインド変数が一意になるように変更してください。









	 ORA-06579: 出力値を保持するには、バインド変数が小さすぎます 
	
原因: ユーザーが指定したバインド変数に、ファンクションまたはプロシージャによって戻された出力を保持できる十分な大きさがありません。


	
処置: バインド変数のサイズを大きくして指定してください。









	 ORA-06580: メモリー内に大きな行を保持中にハッシュ結合でメモリーがなくなりました。 
	
原因: ハッシュ結合で1つの行に対してスロットを3つ(それぞれのスロットのサイズ=DB_BLOCK_SIZE * HASH_JOIN_MULTIBLOCK_IO_COUNT)確保していました。行がそれぞれのスロット・サイズより大きい場合に、このエラーが発生します。


	
処置: 結合された行がスロットに入るように、HASH_JOIN_MULTIBLOCK_IO_COUNTを増やしてください。HASH_AREA_SIZEも増やす必要があります。









	 ORA-06592: CASE文の実行中にCASEが見つかりません 
	
原因: CASE文には、すべてのケースを記述するか、またはELSE句が1つ必要です。


	
処置: 不足しているケースを追加するか、またはELSE句を追加してください。









	 ORA-06593: stringは、ネイティブにコンパイルされたPL/SQLモジュールではサポートされません 
	
原因: 指定された機能は、ネイティブにコンパイルされたPL/SQLモジュールではサポートされません。


	
処置: plsql_compiler_flagsパラメータをINTERPRETEDに設定して、非ネイティブ・モードで関連するPL/SQLモジュールを再コンパイルしてください。









	 ORA-06595: REF CURSORパラメータは転送済RPCコールではサポートされません 
	
原因: REF CURSORパラメータを指定して転送済RPCコールを実行しようとしました。


	
処置: 転送経由ではなく、リモート・ファクションを直接呼び出すか、直接呼出すことができるデータベースにリモート・ファンクションを移動してください。









	 ORA-06596: オブジェクトをパージできません。オブジェクトは共有プールに永続的に保存されます 
	
原因: 指定したオブジェクトは永続的に保存されているため、パージできません。


	
処置: DBMS_SHARED_POOL.UNKEEPプロシージャを使用してオブジェクトを解放した後で、パージしてください。









	 ORA-06597: セッションのコール・スタック・メモリーをstringバイト(stringコールの深さ)で増やすことができませんでした。(現在の最大値はstringバイトです。) 
	
原因: PL/SQLプログラムの実行で、許可されているよりも多くのコール・スタック・メモリーが使用されました。


	
処置: * コール・スタック・メモリーの最大許容値を増やすように担当のDBAに依頼してください。
* プログラムで使用するコール・スタックの量を減らしてください。そのためには、使用するローカル変数を減らして小さくするか、または関数コールのネストの深度を制限します。











	 ORA-06600: LU6.2 Driver: SNAソフトウェアがロードされていません 
	
原因: SNAソフトウェアが実行されていません。


	
処置: SNAソフトウェアを起動し、再試行してください。









	 ORA-06601: LU6.2 Driver: データベースID文字列が無効です 
	
原因: データベース接続文字列が無効です。


	
処置: ドキュメントに定義されているように、有効なデータベース文字列を指定してください。









	 ORA-06602: LU6.2 Driver: コンテキスト領域の割当てでエラーが発生しました 
	
原因: コンテキスト領域障害です。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06603: LU6.2 Driver: メモリー割当てでエラーが発生しました 
	
原因: オペレーティング・システムがメモリーに対する要求を拒否しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06604: LU6.2 Driver: リモートLUにセッションを割当てできません 
	
原因: システム・コールの割当てに失敗しました。


	
処置: SNAソフトウェアが実行され、セッションが解放されていることを確認してください。このような場合は、SNA構成データのエラーを確認してください。無効なパラメータを入力した可能性があります。









	 ORA-06605: LU6.2 Driver: 予期しない行が戻されました 
	
原因: SNAソフトウェアが、送信から受信へ予期せずに切替えを行いました。


	
処置: SNA構成データ、特にセッションに関連したパラメータを確認してください。









	 ORA-06606: LU6.2 Driver: SNAから予期しない応答がありました 
	
原因: SNAコールのパラメータが予期しない値を戻しました。


	
処置: 問題を再現させて、エラー時のデータ・パラメータの値をデバッグして記録してください。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06607: LU6.2 Driver: 送信状態でリセットされました 
	
原因: 送信状態でリセットが発行されました。


	
処置: 必要に応じて、詳細をSNA LOGデータで確認してください。









	 ORA-06608: LU6.2 Driver: 受信状態でリセットされました 
	
原因: 受信状態でパートナからのリセットが受信されました。パートナが割当て解除された可能性があります。


	
処置: 必要に応じて、詳細をSNA LOGデータで確認してください。









	 ORA-06610: LU6.2 Driver: 割当て解除中に失敗しました 
	
原因: LU6.2ドライバが正しく割当て解除されませんでした。


	
処置: 割当て解除の理由を確認してください。SNA LOGデータを調べてください。









	 ORA-06616: LU6.2 Driver: LUへの連結に失敗しました 
	
原因: SQL*Net LU6.2ドライバが、接続文字列に指定されたLUにアタッチできないか、またはデフォルトのLUにアタッチできませんでした。


	
処置: 接続文字列に指定されたLU名、またはデフォルトのLU名が(指定されていない場合)、正しく構成され、操作可能であることを確認してください。









	 ORA-06622: LU6.2 Driver: SNAに連結できません 
	
原因: SQL*Net LU6.2ドライバが、使用中のマシンのSNAソフトウェアにアタッチできませんでした。SNAソフトウェアが操作可能でない可能性があります。


	
処置: SNAソフトウェアの状態を調べ、操作可能であることを確認し、再実行してください。









	 ORA-06700: TLI Driver: ホストからのメッセージ型が無効です 
	
原因: TLIが認識不可なメッセージ型のメッセージを受信しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06701: TLI Driver: 書き込まれたバイト数が正しくありません 
	
原因: TLIが明らかに成功のメッセージを送信しましたが、送信されたバイト数とドライバに提供されたバイト数が一致しませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06702: TLI Driver: コンテキスト領域を割当てできません 
	
原因: TLIがコンテキスト領域のヒープ領域を割当てできませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06703: TLI Driver: ブレーク・メッセージの送信に失敗しました 
	
原因: TLIが接続間のブレーク・メッセージの送信に失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06704: TLI Driver: ブレーク・メッセージの受信に失敗しました 
	
原因: TLIが予期していたブレーク・メッセージの受信に失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06705: TLI Driver: リモート・ノードが不明です 
	
原因: TLIが使用中のリモート・ホスト情報を見つけることができませんでした。


	
処置: ホスト名をコマンドラインに正しく指定していることを確認してください。(ホスト名の大文字/小文字の区別および綴りも確認してください。)









	 ORA-06706: TLI Driver: サービスが見つかりません 
	
原因: TLIが指定されたサービス名に対するサービス情報を見つけることができませんでした。


	
処置: コマンドラインまたは環境変数TLI_SERVERでサービス名を指定した場合、正しく指定されていることを確認してください。サービス名がプロトコルのSERVICESファイルにない場合、システム管理者に追加を依頼してください。









	 ORA-06707: TLI Driver: 接続に失敗しました 
	
原因: リモート・サーバーで検出されたエラーによって、TLIがSQL*Net TCP/IPサーバーへの接続の確立に失敗しました。このため、リモート・エラーを示す文字列が表示されます。


	
処置: 固有の原因および処置については、『SQL*Net TCP/IPユーザーズ・ガイド』を参照してください。









	 ORA-06708: TLI Driver: メッセージの受信に失敗しました 
	
原因: TLIが通信チャネルからのメッセージの受信中にエラーを見つけました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06709: TLI Driver: メッセージの送信に失敗しました 
	
原因: TLIが通信チャネル間のメッセージの送信中にエラーを見つけました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06710: TLI Driver: 割込みブレーク・メッセージの送信に失敗しました 
	
原因: TLIがユーザーからの割込みシグナルの処理中、ブレーク・メッセージの送信に失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06711: TLI Driver: バインド中にエラーが発生しました。 
	
原因: TLIが通信チャネルへのネットワーク・アドレスの割当てに失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06712: TLI Driver: アクセプト中にエラーが発生しました。 
	
原因: TLIがクライアントからの通信要求のアクセプトに失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06713: TLI Driver: 接続でエラーが発生しました 
	
原因: TLIがリモート・サーバーへのクライアントの接続に失敗しました。リモート・ホストへのネットワーク回線が切断されている可能性があります。


	
処置: 他のネットワーク・ログイン・プログラムを使用し、リモート・ホストにアクセス可能であることを確認してください。









	 ORA-06720: TLI Driver: SIDの参照に失敗しました 
	
原因: データベース・ログイン文字列で提供されたデータベースSIDが、リモート・ホストで認識できませんでした。


	
処置: システム管理者に依頼して、リモート・ホストのoratabに適切なSIDを追加してください。









	 ORA-06721: TLI Driver: クライアント要求が無効です 
	
原因: リモートTLIサーバーが未定義要求を受信しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06722: TLI Driver: 接続の設定に失敗しました 
	
原因: リモートTLIサーバーが接続要求を拒否しました。また、クライアントは、エラー・コードまたはメッセージを取得できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06730: TLI Driver: クローン・デバイスをオープンできません 
	
原因: TLIが転送プロバイダに対応付けられたストリーム・クローン・デバイスのオープンに失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06731: TLI Driver: t_callを割当てできません 
	
原因: TLIがクライアントの接続情報に対して領域を割当てできませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06732: TLI Driver: t_disconを割当てできません。 
	
原因: TLIがクライアントの切断情報に対して領域を割当てできませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06733: TLI Driver: 切断メッセージの受信に失敗しました 
	
原因: TLIが接続の切断中に想定される切断メッセージの受信に失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06734: TLI Driver: 接続できません 
	
原因: TLIがリモート・サーバーへのクライアントの接続に失敗しました。


	
処置: リモートTLIサーバーが実行されていることを確認してください。









	 ORA-06735: TLI Driver: クライアントはエラー受信後の接続のクローズに失敗しました 
	
原因: TLIがエラーを受信した後に接続を正しくクローズできませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06736: TLI Driver: サーバーは稼働していません 
	
原因: TLIがリモートTLIサーバーへの接続試行中にタイムアウトしました。


	
処置: リモートTLIサーバーが、使用している転送プロバイダに対する状態ユーティリティで実行されていることを確認してください。そうでない場合は、システム管理者に依頼して起動してください。









	 ORA-06737: TLI Driver: 接続に失敗しました 
	
原因: TLIがリモートTLIサーバーへの接続を確立できませんでした。


	
処置: リモートTLIサーバーが、使用している転送プロバイダに対する状態ユーティリティで実行されていることを確認してください。









	 ORA-06741: TLI Driver: プロトコル・デバイスをオープンできません 
	
原因: TLIサーバーが転送プロバイダと対応付けられたストリーム・デバイスのオープンに失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06742: TLI Driver: t_bindを割当てできません 
	
原因: TLIが要求されたネットワークのアドレスに領域を割当てできません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06743: TLI Driver: t_bindを割当てできません 
	
原因: TLIサーバーが実際のネットワーク・アドレスに領域を割当てできません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06744: TLI Driver: リスナーはバインドできません 
	
原因: TLIサーバーが接続をリスニングする正しいネットワーク・アドレスの割当てに失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06745: TLI Driver: リスナーはすでに稼働しています 
	
原因: TLIサーバーが接続要求を待つネットワーク・アドレスが使用中です。サーバーがすでに実行されている可能性があります。


	
処置: TLIサーバーが実行されていないことを確認してください。サーバーが実行中でないにもかかわらずこのエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06746: TLI Driver: t_callを割当てできません 
	
原因: TLIがTLIサーバーの接続情報に対する領域を割当てできません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06747: TLI Driver: リスナー実行中にエラーが発生しました 
	
原因: TLIサーバーが、接続要求のリスニング中にエラーを見つけました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06748: TLI Driver: t_disconを割当てできません 
	
原因: TLIがTLIサーバーの切断情報に対する領域を割当てできません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06749: TLI Driver: オプションはネットワークを介して使用できません 
	
原因: 要求されたTLIサーバー・コマンドは、サーバーが実行されている同じホストから発行される必要があります。


	
処置: リモート・ホストにログインし、再試行してください。









	 ORA-06750: TLI Driver: 同期化に失敗しました 
	
原因: TLIサーバーによって起動されたOracleプロセスが、継承する接続を同期化できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06751: TLI Driver: バインドされたアドレスが等しくありません 
	
原因: osnチェック・サーバーのアドレスに障害があります。バインドされたサーバーのアドレスが、要求されたバインド・アドレスと異なります。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06752: TLI Driver: シグナル設定中にエラーが発生しました 
	
原因: sigaction()へのコールがシステム・エラーで戻されました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06753: TLI Driver: 名前からアドレスへのマッピングに失敗しました 
	
原因: SVR4に対するnetdir_getbyname()コールがなんらかの理由で失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06754: TLI Driver: ローカル・ホスト・アドレスを取得できません 
	
原因: 接続するリモート・ホスト名が指定されておらず、ローカル・ホスト名をHOSTSファイルから取得できません。


	
処置: システム管理者に連絡してください。









	 ORA-06755: TLI Driver: 転送のエンドポイントをクローズできません。 
	
原因: TLIサーバーが、Oracleプロセスへ渡された後の接続をクローズできませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06756: TLI Driver: oratabをオープンできません 
	
原因: TLIサーバーが、リモートでアクセス可能なデータベースの位置を定義するために使用するファイルをオープンできませんでした。


	
処置: システム管理者に依頼して、ファイルが存在し適切なアクセス権があることを確認してください。









	 ORA-06757: TLI Driver: サーバーが取得したコマンドは無効です 
	
原因: TLIサーバーが無効なコマンドを受信しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06760: TLI Driver: 解放中に読取りタイムアウトが発生しました。 
	
原因: TLIが通信チャネルのクローズ中に想定される切断メッセージを取得できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06761: TLI Driver: 解放中に送信エラーが発生しました 
	
原因: TLIが通信チャネルをクローズする切断メッセージの送信中にエラーを見つけました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06762: TLI Driver: 解放中に読取りエラーが発生しました。 
	
原因: TLIが通信チャネルをクローズする際、想定される切断メッセージの受信中にエラーを見つけました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06763: TLI Driver: 切断の送信中にエラーが発生しました 
	
原因: TLIが通信チャネルをクローズする切断メッセージの送信中にエラーを見つけました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06764: TLI Driver: 切断の読取り中にエラーが発生しました。 
	
原因: TLIが通信チャネルのクローズ中に想定される切断メッセージを取得できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06765: TLI Driver: 解放中に受信待機エラーが発生しました 
	
原因: TLIが通信チャネルをクローズする際、切断メッセージの受信待機中にエラーを見つけました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06766: TLI Driver: 解放中にクローズが失敗しました 
	
原因: TLIが切断メッセージの受信後、通信チャネルのクローズに失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06767: TLI Driver: 解放中に割当てが失敗しました。 
	
原因: TLIが通信チャネルのクローズ中、切断情報の領域を割当てできません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06770: TLI Driver: バージョンの送信中にエラーが発生しました 
	
原因: 接続確立時、TLIがバージョン情報の送信中にエラーを見つけました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06771: TLI Driver: バージョンの読取り中にエラーが発生しました。 
	
原因: 接続確立時、TLIが想定されるバージョン情報の待機中にエラーを見つけました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06772: TLI Driver: コマンドの送信中にエラーが発生しました 
	
原因: 接続確立時、TLIがコマンド・メッセージの送信中にエラーを見つけました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06773: TLI Driver: コマンドの読取り中にエラーが発生しました。 
	
原因: 接続確立時、TLIが想定されるコマンド・メッセージの待機中にエラーを見つけました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06774: TLI Driver: ブレーク・モードの送信中にエラーが発生しました 
	
原因: 接続確立時、TLIがブレーク・モード・メッセージの送信中にエラーを見つけました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06775: TLI Driver: ブレーク・モードの読取り中にエラーが発生しました。 
	
原因: 接続確立時、TLIが想定されるブレーク・モード・メッセージの待機中にエラーを見つけました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06776: TLI Driver: 接続パラメータの送信中にエラーが発生しました。 
	
原因: 接続確立時、TLIが接続パラメータの送信中にエラーを見つけました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06777: TLI Driver: 接続パラメータの読取り中にエラーが発生しました。 
	
原因: 接続確立時、TLIが想定される接続パラメータ・メッセージの待機中にエラーを見つけました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06778: TLI Driver: 完了コードの送信中にエラーが発生しました。 
	
原因: 接続確立時、TLIが完了ステータス・メッセージの送信中にエラーを見つけました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06779: TLI Driver: 完了コードの読取り中にエラーが発生しました。 
	
原因: 接続確立時、TLIが想定される完了ステータス・メッセージの待機中にエラーを見つけました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06780: TLI Driver: recvエラー・メッセージの受信中にエラーが発生しました 
	
原因: 接続確立時、TLIが想定されるエラー・メッセージの待機中にエラーを見つけました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06781: TLI Driver: ネゴシエーション文字列の読取り中にエラーが発生しました。 
	
原因: 接続確立時、TLIが想定されるネゴシエーション・メッセージの待機中にエラーを見つけました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06790: TLI Driver: ポーリングに失敗しました 
	
原因: TLIが、受信する可能性のあるメッセージに対して通信チャネルをポーリングできませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06791: TLI Driver: ポーリングでエラー・イベントが戻されました 
	
原因: TLIが、受信する可能性のあるメッセージに対する通信チャネルのポーリング中に、予期しないイベントを受信しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06792: TLI Driver: サーバーはOracleを実行できません 
	
原因: リモートTLIサーバーが、クライアントにかわってOracleプロセスを開始できませんでした。


	
処置: オペレーティング・システムのエラー・メッセージまたは番号を記録し、システム管理者に連絡してください。リモートOracleプログラムに対する権限が適切に設定されていない可能性があります。









	 ORA-06793: TLI Driver: サーバーは新規プロセスを作成できません 
	
原因: リモートTLIサーバーが、クライアントにかわってOracleプロセスを開始できませんでした。


	
処置: オペレーティング・システムのエラー・メッセージまたは番号を記録し、システム管理者に連絡してください。リモート・ホストは、プロセス表が一杯であるために新規のプロセスを作成できない可能性があります。









	 ORA-06794: TLI Driver: シャドウ・プロセスはプロトコル情報を取得できません 
	
原因: Oracleプロセスが、プロトコル情報の記録を保存するためのメモリーの割当てに失敗したか、またはなんらかの理由でプロトコルが要求を拒否しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06800: TLI Driver: Oracle Net SPXクライアントが存在しないので再接続できません。 
	
原因: クライアント・プロセスがシステムまたはユーザーによって中断され、サーバー・リスナー・プロセスとの接続を確立できませんでした。


	
処置: クライアントが終了した原因を確認し、接続を再試行してください。









	 ORA-06801: TLI Driver: SPXサーバーのリスナーは再接続に失敗しました 
	
原因: 不明なイベントがクライアントのリスニング・ソケットで発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06802: TLI Driver: /etc/netware/yellowpagesファイルをオープンできませんでした 
	
原因: /etc/netware/yellowpagesファイルが存在していないか、またはそのファイルをTLIリスナー・プロセスで読み込むことができません。


	
処置: ファイルが存在し、読込み可能であることを確認してください。サーバー・マシンのノード名、ネットワーク番号、イーサネット・アドレスおよびリスニング・ソケット番号がファイルにエンコーディングされていることを確認してください。









	 ORA-06803: TLI Driver: IPXデバイス・ファイルをオープンできません。 
	
原因: /dev/ipxファイルが存在しないか、またはドライバがカーネルに正しくインストールされていません。


	
処置: Oracleルート・インストールを再起動してください。問題が解決されない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06804: TLI Driver: 初期化時にIPXアドレスをバインドできませんでした 
	
原因: IPXドライバが正しくインストールされていません。


	
処置: Oracleルート・インストールを再起動してください。問題が解決されない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06805: TLI Driver: SPXに対してデータグラムSAPパケットを送信できませんでした 
	
原因: SAPパケット送信用のソケットのエンドポイントが、なんらかの理由で破損しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06806: TLI Driver: SPXに対してプロトコル初期化が完了できませんでした 
	
原因: SPX/IPXプロトコルの初期化に失敗しました。


	
処置: 以前にレポートされたエラーを確認し、正しい解決方法に従ってください。









	 ORA-06807: TLI Driver: イーサネット・デバイス・ドライバ・ファイルをオープンできませんでした 
	
原因: ファイル/dev/ethが存在しないか、または参照するドライバをオープンできませんでした。


	
処置: Western Digital社のイーサネット・ドライバ用の/dev/wdなど、システムの実際のイーサネット・デバイス・ファイルを、/dev/ethファイルにリンクする必要があります。リンクされている場合、ご使用のシステムでTCP/IPのインストールを完了し、接続をテストして、イーサネット・ドライバがインストールされていることを確認してください。問題が繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡して、サポートされているイーサネット・ドライバのリストを確認してください。









	 ORA-06808: TLI Driver: IPXストリームとイーサネット・ストリームをリンクできませんでした 
	
原因: イーサネット・ドライバがシステムに正しくインストールされていないか、またはイーサネット・ドライバがサポートされていません。


	
処置: ご使用のシステムでTCP/IPのインストールを完了し、接続をテストして、イーサネット・ドライバがインストールされていることを確認してください。問題が繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡して、サポートされているイーサネット・ドライバのリストを確認してください。









	 ORA-06809: TLI Driver: 初期化時にIPXイーサネットのSAPをクリアできませんでした 
	
原因: IPXドライバが正しくインストールされていません。


	
処置: Oracleルート・インストールを再起動してください。問題が解決されない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06810: TLI Driver: 初期化時にIPXイーサネットのSAPを設定できませんでした 
	
原因: IPXドライバが正しくインストールされていません。


	
処置: Oracleルート・インストールを再起動してください。問題が解決されない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06811: TLI Driver: 初期化時にIPXネットワーク番号を設定できませんでした 
	
原因: IPXドライバが正しくインストールされていないか、または/etc/netware/yellowpagesファイルでエンコーディングされたネットワーク番号が無効です。


	
処置: yellowpagesファイルのネットワーク番号は、ご使用のNovell社のファイル・サーバーの4バイトのネットワーク番号と一致する必要があります。これが正しく設定されている場合、Oracleルート・インストールを再起動してください。問題が解決されない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06812: TLI Driver: イーサネット・ドライバのノード・アドレスを読み込めませんでした 
	
原因: イーサネット・ドライバが正しくインストールされていないか、またはこの操作がサポートされていません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡して、サポートされているイーサネット・ドライバのリストを確認してください。









	 ORA-06813: TLI Driver: 構成されたイーサネット・アドレスは正しくありません 
	
原因: イーサネット・ドライバから読み込まれたノード・アドレスが、このサーバーの/etc/netware/yellowpagesファイルでエンコーディングされた値と一致しません。


	
処置: LANカードの正しいイーサネット・ノード・アドレスを確認し、yellowpagesファイルにこの値を入力してください。









	 ORA-06814: TLI Driver: SPXデバイス・ファイルをオープンできませんでした 
	
原因: /dev/nspxdファイルが存在しないか、またはドライバがカーネルに正しくインストールされていません。


	
処置: Oracleルート・インストールを再起動してください。問題が解決されない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06815: TLI Driver: SPXストリームとIPXストリームをリンクできませんでした 
	
原因: SPXドライバが正しくインストールされていません。


	
処置: Oracleルート・インストールを再起動してください。問題が解決されない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06816: TLI Driver: SPX SAPアドレスを設定できませんでした 
	
原因: SPXドライバが正しくインストールされていません。


	
処置: Oracleルート・インストールを再起動してください。問題が解決されない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06817: TLI Driver: Novellネットワーク・アドレスを読み込めませんでした 
	
原因: $ORACLE_HOME/spx/addressファイルを読込み/書込み両用にオープンできませんでした。


	
処置: ORACLE_HOMEが設定され、ORACLE_HOMEに対する権限が読込み/書込み両用であることを確認してください。このファイルが不本意に削除されている場合、spxctl(ネット・オプション)を実行し、SQL*NetのSPXプロトコルに対するNovellネットワーク番号を再設定してください。









	 ORA-06900: CMX: TNSディレクトリを読み込めません 
	
原因: システムでCMXが起動されていません。


	
処置: システムにCMXをインストールし、起動してください。









	 ORA-06901: CMX: ローカル・アプリケーションに割り当てられたローカル名がありません。 
	
原因: ローカル・アプリケーションoracmxに割り当てられたローカル名がありません。


	
処置: tnsディレクトリにoracmx用の一意なローカル名を入力してください。









	 ORA-06902: CMX: CMXサブシステムへ連結できません 
	
原因: ccp-xxxxが起動していません。


	
処置: 通信コントローラでccpソフトウェアを起動してください。









	 ORA-06903: CMX: リモート・アプリケーションの転送アドレスを読み込めません。 
	
原因: リモート・アプリケーションがtnsディレクトリに入力されていません。


	
処置: tnsディレクトリにリモート・アプリケーションを入力してください。









	 ORA-06904: CMX: リモート・アプリケーションに使用できる転送アドレスがありません。 
	
原因: リモート・アプリケーションにローカル名が割り当てられていません。


	
処置: リモート・アプリケーションにローカル名を割り当ててください。









	 ORA-06905: CMX: 接続エラーが発生しました。 
	
原因: リモート・パートナがリスニングしていません。


	
処置: リモート・ノードにインストールされたCMXが実行中で、oracmxがリモート・ホストで実行されていることを確認してください。









	 ORA-06906: CMX: CMXから最大パケット・サイズを取得できません。 
	
原因: CMXの内部エラー


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06907: CMX: 接続確認中にエラーが発生しました。 
	
原因: リモート・パートナが異常終了しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06908: CMX: ORACLE_SIDの転送中にエラーが発生しました。 
	
原因: リモート・パートナが異常終了しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06909: CMX: ORACLE_SIDの認識中にエラーが発生しました。 
	
原因: リモート・パートナが異常終了しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06910: CMX: リモート・マシンでOracleプロセスを開始できません。 
	
原因: Oracleプロセスが見つからないか、またはモードが誤っています(4751である必要があります)。


	
処置: /etc/oratabを変更するか、モードを4751に設定してください。









	 ORA-06911: CMX: t_eventがエラーを戻しました。 
	
原因: CMXの内部エラー


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06912: CMX: datarqで書込みエラーが発生しました。 
	
原因: CMXの内部エラー


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06913: CMX: 接続のリダイレクション中にエラーが発生しました。 
	
原因: oracmxが停止中か、またはユーザー・プロセスが異常終了しています。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06914: CMX: Oracleの起動中に予期しないイベントが発生しました。 
	
原因: 接続順序の同期がとれていません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06915: CMX: datarqに不明のt_eventがあります。 
	
原因: CMXの内部エラー


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06916: CMX: データ読取りでエラーが発生しました(t_datain)。 
	
原因: リモート・パートナが異常終了しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06917: CMX: データ読取りでエラーが発生しました(読み込むバイトが大きすぎます)。 
	
原因: CMXの内部エラー


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06918: CMX: 読取りイベントの待機中にt_noeventが発生しました。 
	
原因: CMXの内部エラー


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06919: CMX: 書込み要求中にエラーが発生しました(不明のイベント) 
	
原因: CMXの内部エラー


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06920: CMX: getbrkmsgデータ型が無効です。 
	
原因: 受信したパケットが破損しています。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06921: CMX: getdatmsgデータ型が無効です。 
	
原因: 受信したパケットが破損しています。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06922: CMX: 書込み長が無効です。 
	
原因: CMXの内部エラー


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06923: CMX: ブレーク条件が無効です 
	
原因: ブレーク・ハンドルの同期がとれていません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06924: CMX: ブレーク・メッセージ長が無効です。 
	
原因: 受信したパケットが破損しています。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06925: CMX: 接続要求中に切断されました。 
	
原因: パートナが応答しません。


	
処置: パートナが実行中で、接続可能であることを確認してください。









	 ORA-06926: CMX: データ読取り中にt_errorが発生しました。 
	
原因: CMXの内部エラー


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06927: CMX: データ書込みが完了する前にt_datainを受信しました。 
	
原因: CMXの内部エラー


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06928: CMX: ORACLE_SIDが無効です。 
	
原因: ORACLE_SIDがリモートのoratabに入力されていません。


	
処置: ORACLE_SIDをリモートのoratabに追加してください。









	 ORA-06929: CMX: ORACLE_SID送信中にエラーが発生しました。 
	
原因: CMXの内部エラー


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06930: CMX: ORACLE_SID確認中にエラーが発生しました。 
	
原因: CMXの内部エラー


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06931: CMX: サーバーのread_properties実行中にエラーが発生しました。 
	
原因: CMXの内部エラー


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06932: CMX: ローカル名にエラーがあります。 
	
原因: CMXの内部エラー


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06933: CMX: 連結中にエラーが発生しました 
	
原因: CMXの内部エラー


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06950: エラーなし 
	
原因: コード・ベースのSQL*Net AppleTalkエラーです。これはエラーではありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-06951: オペレーティング・システム・コールでエラーが発生しました 
	
原因: AppleTalk APIがVMSシステム・サービスでエラーを受信しました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-06952: 通信のリモート・エンドがforward-resetパケットを発行しました。 
	
原因: ピア・プログラムが異常終了している可能性があります。


	
処置: ネットワーク問題を調べ、再試行してください。









	 ORA-06953: 仮想メモリーが不足しています。 
	
原因: 使用可能なメモリーが十分ではありません。


	
処置: VMSプロセス割当てまたはsysgenパラメータ(あるいはその両方)を確認してください。









	 ORA-06954: ファイル名が無効です。 
	
原因: ファイル名にエラーがあります。


	
処置: サーバー出力ファイルのパス名、またはSQL*Net Appletalk論理名および記号を確認してください。









	 ORA-06955: データベース・サーバーの数が制限を超えました 
	
原因: データベース接続が多すぎます。


	
処置: 構成ファイルのATKSRV_MAXCONパラメータを確認してください。









	 ORA-06956: ローカル・ホスト名の取得に失敗しました 
	
原因: Appletalkホスト名を取得できません。


	
処置: Appletalk構成を確認してください。









	 ORA-06957: 現在使用できるSIDがありません。 
	
原因: 受信するSQL*Net接続に、無効なSID名が指定されています。


	
処置: 接続文字列に正しいSIDを指定して、再試行してください。









	 ORA-06958: 構成ファイルへのアクセスに失敗しました。 
	
原因: CONFIG.ATKにアクセスできません。


	
処置: ファイルの保護を確認してください。









	 ORA-06959: バッファI/O割当てが小さすぎます。 
	
原因: バッファされるI/O割当てを超えています。


	
処置: AUTHORIZEユーティリティを使用してBIOlmを増やし、再試行してください。









	 ORA-06960: ログ・ファイルへのアクセスに失敗しました。 
	
原因: SQL*Net Appletalkリスナーがログ・ファイルを作成できませんでした。


	
処置: ディレクトリのパスおよび保護を確認してください。









	 ORA-06970: X.25 Driver: リモート・ホストが不明です 
	
原因: ログイン(接続文字列)に指定されたホスト名が不明です。


	
処置: 綴りを調べ、名前がX.25 HOSTファイルにあることを確認してください。









	 ORA-06973: X.25 Driver: バッファ・サイズが無効です 
	
原因: ログイン文字列に指定されたバッファ・サイズは、5から4096の範囲内に設定する必要があります。


	
処置: 有効なバッファ・サイズで再実行してください。









	 ORA-06974: X.25 Driver: SIDの参照に失敗しました 
	
原因: リモート・ホストのSQL*Net X.25サーバーで、ログイン(接続)文字列に指定されたデータベースSIDが認識されませんでした。


	
処置: リモート・ホストのCONFIG.ORAファイルに適切なSIDエントリを追加してください(および、SQL*Net X.25サーバーを再起動してください)。









	 ORA-06975: X.25 Driver: ホストへの接続に失敗しました 
	
原因: リモート・ホストへの接続に失敗しました。リモート・ホストのSQL*Net X.25サーバーが起動されていないか、またはホスト自体が起動されていない可能性があります。


	
処置: リモート・ホストで、SQL*Net X.25サーバー・プロセスを起動してください。









	 ORA-06976: X.25 Driver: エンドポイントの作成に失敗しました 
	
原因: プロセスのオープン・ファイルの割当てを超えている可能性があります。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-06977: X.25 Driver: X.25レベル2で失敗しました 
	
原因: X.25レベル2が停止しています。X.25リンクが機能していません。


	
処置: システム・チェックを実行し、X.25ソフトウェアが機能していることを確認してください。ハードウェア・ベンダーに連絡してください。









	 ORA-06978: X.25 Driver: コールバック・アドレスが多すぎます。 
	
原因: コールバック・アドレスがコールしたアドレスと同じである可能性があります。


	
処置: コールバック・アドレスおよびコールしたアドレスが異なることを確認してください。









	 ORA-06979: X.25 Driver: サーバーはOracleを起動できません 
	
原因: リモートX.25サーバーが、クライアントにかわってOracleプロセスを開始できませんでした。


	
処置: リモートOracleプログラムに対する権限が正しく設定されていることを確認してください。システム管理者に連絡してください。









	 ORA-07200: slsid: ORACLE_SIDが設定されていません 
	
原因: 環境変数$(ORACLE_SID)が設定されていません。


	
処置: 環境変数ORACLE_SIDを設定してください。









	 ORA-07201: slhom: 環境設定でORACLE_HOME変数が設定されていません 
	
原因: 環境変数$(ORACLE_HOME)が設定されていません。


	
処置: ORACLE_HOMEを設定してください。









	 ORA-07202: sltln: sltlnのパラメータが無効です。 
	
原因: sltln名前変換ルーチンのコールで、無効な引数が使用されました。入力または出力文字列がNULLまたは長さ0(ゼロ)です。


	
処置: Oracleの内部エラーの可能性があります。カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-07203: sltln: 変換する環境変数が長すぎます。 
	
原因: 長い環境変数を含む文字列がSLTLNに渡されました。SLTLNが受け入れる環境名は、30文字以下です。


	
処置: 環境変数名を30文字以下にしてください。









	 ORA-07204: sltln: 出力バッファ領域不足なため名前の変換に失敗しました。 
	
原因: sltlnルーチンは中に入れる名前を拡張するための最大長バッファを与えられます。このバッファが、オーバーフローしました。


	
処置: 内部エラーの可能性があります。sercose[0]に格納された出力バッファの長さを調べてください。パス名は、255文字までです。









	 ORA-07205: slgtd: TIMEからエラーが戻されました。時間を取得できません。 
	
原因: TIME()システム・コールからエラーが戻されました。OSエラーの可能性があります。


	
処置: 戻された追加情報を調べてください。カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-07206: slgtd: GETTIMEOFDAYからエラーが戻されました。時間を取得できません。 
	
原因: Gettimeofday()システム・コールからエラーが戻されました。OSエラーの可能性があります。


	
処置: 戻された追加情報を調べてください。カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-07207: sigpidu: プロセスID文字列が内部バッファでオーバーフローしました。 
	
原因: sigpiduルーチンでは、プロセスID文字列を保持するために最大長バッファが指定されています。このバッファが、オーバーフローしました。


	
処置: これは内部エラーです。カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-07208: sfwfb: 使用済バッファをディスクへフラッシュするのに失敗しました。 
	
原因: fsyncシステム・コールからエラーが戻されました。OSエラーの可能性があります。


	
処置: 戻された追加情報を調べてください。カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-07209: sfofi: ファイル・サイズ制限を超えました。 
	
原因: オープンしようとしたファイルのサイズが、このプロセスに与えられたOSの制限を超えました。


	
処置: oshを実行して、ファイル・サイズの制限を増やしてください。









	 ORA-07210: slcpu: GETRUSAGEからエラーが戻されました。CPU時間を取得できません。 
	
原因: Getrusageシステム・コールからエラーが戻されました。OSエラーの可能性があります。


	
処置: 戻された追加情報を調べてください。カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-07211: slgcs: GETTIMEOFDAYからエラーが戻されました。実時間を取得できません。 
	
原因: Gettimeofdayシステム・コールからエラーが戻されました。OSエラーの可能性があります。


	
処置: 戻された追加情報をOSのリファレンス・マニュアルで確認してください。カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-07212: slcpu: TIMESからエラーが戻されました。CPU時間を取得できません。 
	
原因: timesシステム・コールからエラーが戻されました。OSエラーの可能性があります。


	
処置: 戻された追加情報を調べてください。カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-07213: slgcs: TIMESからエラーが戻されました。実時間を取得できません 
	
原因: timesシステム・コールからエラーが戻されました。OSエラーの可能性があります。


	
処置: 戻された追加情報をOSのリファレンス・マニュアルで確認してください。カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-07214: slgunm: UNAMEからエラーが戻されました。システム情報を取得できません。 
	
原因: unameシステム・コールからエラーが戻されました。OSエラーの可能性があります。


	
処置: 戻された追加情報をOSのリファレンス・マニュアルで確認してください。カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-07215: slsget: GETRUSAGEからエラーが戻されました。 
	
原因: Getrusageシステム・コールからエラーが戻されました。OSエラーの可能性があります。


	
処置: 戻された追加情報を調べてください。OSのリファレンスを参照してください。カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-07216: slghst: GETHOSTNAMEからエラーが戻されました。現ホスト名を取得できません。 
	
原因: gethostnameシステム・コールからエラーが戻されました。OSエラーの可能性があります。


	
処置: 戻された追加情報をOSのリファレンス・マニュアルで確認してください。カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-07217: sltln: 環境変数の値を求めることができません。 
	
原因: getenvコールからNULLポインタが戻されました。


	
処置: 環境変数を設定して、再試行してください。









	 ORA-07218: slkhst: ホスト操作が実行できません。 
	
原因: Unix system()コールに失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べてください。









	 ORA-07219: slspool: スプール引数をバッファに割り当てることができません。 
	
原因: Mallocがスプール引数を保持する領域の割当てに失敗しました。


	
処置: 戻された追加情報をOSのリファレンス・マニュアルで確認してください。プロセスでヒープ領域が不足した可能性があります。カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-07220: slspool: WAITからエラーが戻されました。 
	
原因: スプール・ジョブの完了の待機中に、WAITにエラーが戻されました。スプール・プログラム・エラーの可能性があります。


	
処置: 戻された追加情報を調べてください。OSのリファレンス・マニュアルを参照してください。カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-07221: slspool: EXECからエラーが戻されました。スプール・プログラムを起動できません。 
	
原因: ライン・プリンタ・スプール・コマンドの起動時に、EXECが失敗しました。デフォルトのライン・プリンタ・コマンドまたはORACLE_LPPROGが正しく設定されていない可能性があります。


	
処置: デフォルトのライン・プリンタ・コマンドおよびORACLE_LPPROGが正しく設定されているかどうかを調べてください。ORACLE_LPPROGに稼働しているライン・プリンタ・スプールを設定してください。









	 ORA-07222: slspool: ライン・プリンタ・スプール・コマンドがエラーで終了しました。 
	
原因: ライン・プリンタ・スプールが終了し、0(ゼロ)以外の値を戻しました。ファイルのスプール中にエラーが発生した可能性があります。


	
処置: ライン・プリンタ・スプールが稼働しているかどうかを確認してください。ORACLE_LPPROGおよびORACLE_LPARGが正しく設定されていることを確認してください。追加情報として戻された終了値を調べてください。









	 ORA-07223: slspool: FORKに失敗しました。スプール・プロセスを起動できません。 
	
原因: FORKシステム・コールが失敗したため、追加プロセスを作成できませんでした。リソース制限に達した可能性があります。


	
処置: 戻された追加情報を調べてください。操作を再試行してください。システム管理者に連絡してください。









	 ORA-07224: sfnfy: ファイル・サイズ制限の取得に失敗しました。エラー番号:string。 
	
原因: ulimitシステム・コールからエラーが戻されました。


	
処置: エラー番号を確認し、カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-07225: sldext: 変換エラーが発生しました。ファイル名を拡張できません。 
	
原因: 追加情報として、sltlnからのエラーが戻されます。


	
処置: 追加情報を調べてください。









	 ORA-07226: rtneco: 端末モードを取得できません。 
	
原因: ioctlシステム・コールからエラーが戻されました。OSエラーの可能性があります。


	
処置: エラー番号の追加情報を調べてください。カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-07227: rtneco: noechoモードを設定できません。 
	
原因: ioctlシステム・コールからエラーが戻されました。OSエラーの可能性があります。


	
処置: エラー番号の追加情報を調べてください。カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-07228: rtecho: 端末をechoモードへ戻せません。 
	
原因: ioctlシステム・コールからエラーが戻されました。OSエラーの可能性があります。


	
処置: エラー番号の追加情報を調べてください。カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-07229: slcpuc: CPU数の取得でエラーが発生しました。 
	
原因: mpcntlシステム・コールでエラーが発生しました。


	
処置: エラー番号を確認し、システム管理者に連絡してください。









	 ORA-07230: slemcr: fopenに失敗しました。ファイルをオープンできません。 
	
原因: Fopenがファイルのオープンに失敗しました。


	
処置: オープンできなかったファイルを調べてください。そのファイルが存在し、アクセス可能かどうかを調べてください。









	 ORA-07231: slemcc: ファイル・ハンドルが無効です。シールが一致しません。 
	
原因: ファンクション・コールで無効な引数が使用されました。取得できなかったファイル・ハンドルはslemcrです。


	
処置: これは内部エラーです。カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-07232: slemcc: fcloseに失敗しました。 
	
原因: ファイルのクローズでエラーが発生しました。OSエラーの可能性があります。


	
処置: システム管理者に連絡してください。









	 ORA-07233: slemcw: ファイル・ハンドルが無効です。シールが一致しません。 
	
原因: ファンクション・コールで無効なファイル・ハンドルが使用されました。slemcrがファイル・ハンドルを取得できませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-07234: slemcw: fseekからエラーが戻されました 
	
原因: ファイルの要求位置をシークできません。OSエラーの可能性があります。内部エラーの可能性があります。


	
処置: エラー・メッセージ・ファイルが存在しているかどうかを調べてください。エラー・メッセージ・ファイルを再生成してください。カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-07235: slemcw: fwriteからエラーが戻されました 
	
原因: ファイルに項目を書き込めません。OSエラーの可能性があります。権限の問題である可能性があります。


	
処置: 操作を再試行してください。









	 ORA-07236: slemop: openに失敗しました 
	
原因: エラー・ファイルをオープンできません。権限の問題である可能性があります。


	
処置: エラー・メッセージ・ファイルに対する権限を調べてください。エラー番号の追加情報を調べてください。









	 ORA-07237: slemcl: ファイル・ハンドルが無効です。シールが一致しません。 
	
原因: ファンクション・コールで無効なファイル・ハンドルが使用されました。前のslemopのコールでハンドルが取得されませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。









	 ORA-07238: slemcl: closeに失敗しました 
	
原因: ファイルをクローズできません。OSエラーの可能性があります。


	
処置: システム管理者に連絡してください。エラー番号の追加情報を調べてください。









	 ORA-07239: slemrd: ファイル・ハンドルが無効です。シールが一致しません。 
	
原因: ファンクション・コールで無効なファイル・ハンドルが使用されました。slemopのコールでハンドルが取得されませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-07240: slemrd: seekに失敗しました 
	
原因: ファイルの要求位置をシークできません。OSエラーの可能性があります。


	
処置: エラー・ファイルが存在しているかどうかを確認してください。デバイスの領域を調べてください。システム管理者に連絡してください。エラー番号の追加情報を調べてください。









	 ORA-07241: slemrd: readに失敗しました. 
	
原因: ファイルを読み込めません。OSエラーの可能性があります。


	
処置: エラー・ファイルが存在しているかどうかを調べてください。エラー・メッセージ・ファイルを再生成してください。カスタマ・サポートに連絡してください。エラー番号の追加情報を調べてください。









	 ORA-07242: slembfn: 変換エラーが発生しました。エラー・ファイル名は変換できません。 
	
原因: 追加情報にsltlnから戻されたエラーが表示されます。


	
処置: 追加情報を調べてください。









	 ORA-07243: 指定したバッファはすべての行を保持するには小さすぎます 
	
原因: 指定したバッファが十分な大きさではありません。


	
処置: これは内部エラーです。カスタマ・サポートに連絡してください。追加情報として、指定されたバッファ・サイズが戻されます。









	 ORA-07244: ssfccf: ファイルの作成に失敗しました。ファイル・サイズ制限を超えました。 
	
原因: プロセスのファイル・サイズ制限を超えるファイルを作成しようとしました。


	
処置: oshを実行して、ファイル・サイズの制限を増やしてください。









	 ORA-07245: sfccf: 最後のブロックにlseekおよびwrite操作ができません。 
	
原因: 無効なデバイス・アドレスを移動して書き込もうとしました。


	
処置: エラー番号を確認してください。デバイス上の領域が不足している可能性があります。









	 ORA-07246: sfofi: オープン・エラーが発生しました。データベース・ファイルをオープンできません。 
	
原因: sfofiからエラーが戻されました。


	
処置: これはOracleの内部エラーです。









	 ORA-07247: skgfrfms、skgfrnms: 読取りエラーです。データベース・ファイルからブロックを読み込めません 
	
原因: ioctl()システム・コールからVOL_READ_MIRRORS実行のエラーが戻されました。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-07248: sfwfb: 書込みエラーが発生しました。データベース・ブロックを書き込めません。 
	
原因: sfwfbからエラーが戻されました。


	
処置: これはOracleの内部エラーです。









	 ORA-07249: slsget: openからエラーが戻されました。/proc/pidをオープンできません。 
	
原因: open()システム・コールからエラーが戻されました。


	
処置: /procに正しい権限があるかどうかを調べてください。









	 ORA-07250: spcre: semgetからエラーが戻されました。最初のセマフォ・セットを取得できません。 
	
原因: 最初のセマフォを取得しているときに、エラーが発生しました。


	
処置: エラー番号を確認してください。システムがセマフォを持つように構成されているかどうかを確認してください。十分なセマフォが使用可能かどうかを確認してください。追加情報として、要求されたセマフォ数が戻されます。









	 ORA-07251: spcre: semgetからエラーが戻されました。1つもセマフォを割当てできませんでした。 
	
原因: Semgetで、1つもセマフォを割当てできませんでした。すべて使用中か、またはセマフォを持つようにシステムが構成されていません。


	
処置: すべてのセマフォが使用中であるかどうかを調べてください。システムがセマフォを持つように構成されているかどうかを調べてください。エラー番号を確認してください。









	 ORA-07252: spcre: semgetからエラーが戻されました。セマフォを割当てできませんでした。 
	
原因: Semgetシステム・コールからエラーが戻されました。リソース制限問題の可能性があります。


	
処置: エラー番号を確認してください。システムで十分なセマフォが使用可能かどうかを確認してください。セマフォ・セットの破棄中にもエラーが発生すると、sercose[0]が0(ゼロ)以外の値になります。この場合には、ipcrmを使用して、セマフォ・セットを削除してください。









	 ORA-07253: spdes: semctlからエラーが戻されました。セマフォ・セットを破棄できません。 
	
原因: Semctlシステム・コールからエラーが戻されました。


	
処置: セマフォ・セットを確認してください。これには、手動のクリーン・アップが必要になります。戻された追加情報を調べてください。OSのリファレンス・マニュアルを参照してください。









	 ORA-07254: spdcr: ?/bin/oracleを拡張する際に変換エラーが発生しました。 
	
原因: Oracle実行可能ファイルの名前の変換中にエラーが発生しました。


	
処置: sltlnから戻されたエラーのsercose[0]を確認してください。$(ORACLE_HOME)が正しく設定されていない可能性があります。









	 ORA-07255: spini: シグナル・ハンドラを設定できません。 
	
原因: システムがシグナル・ハンドラの設定に失敗しました。


	
処置: 失敗したシグナル番号のエラー番号およびsercose[0]を確認してください。









	 ORA-07256: sptrap: 例外を取り込むためのシグナル・ハンドラを設定できません。 
	
原因: システムが例外を取り込むためのシグナル・ハンドラの設定に失敗しました。


	
処置: 失敗したシグナル番号のエラー番号およびsercose[0]を確認してください。









	 ORA-07257: spdcr: プログラム名の拡張で変換エラーが発生しました。 
	
原因: プログラム名ora_PNAME_@の拡張中にエラーが発生しました。この変換の結果は、Oracleプロセスのargv[0]に出力されます。


	
処置: sercose[0]にあるsltlnから戻されたエラーを確認してください。









	 ORA-07258: spdcr: FORKに失敗しました。プロセスを作成できません。 
	
原因: 新しいプロセスの作成中にエラーが発生しました。


	
処置: エラー番号を確認してください。プロセス数のシステム制限を超えた可能性があります。









	 ORA-07259: spdcr: EXECに失敗しました。分離プロセスの起動に失敗しました。 
	
原因: 起動直後にOracle分離プロセスが停止しました。WAIT()は終了した子プロセスを示します。


	
処置: トレースまたはコア・ファイル用の?/dbsディレクトリを確認してください。エラー番号を確認してください。









	 ORA-07260: spdcr: WAITからエラーが戻されました。 
	
原因: WAITシステム・コールからエラーが戻されました。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-07261: spdde: KILLからエラーが戻されました。プロセスへシグナルを送信できません。 
	
原因: KILLシステム・コールからエラーが戻されました。すでに実行中のプロセスは破棄される可能性があります。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-07262: sptpa: sptpaのコールに指定したプロセスIDが無効です。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: これはOracleの内部エラーです。









	 ORA-07263: sptpa: KILLからエラーが戻されました。 
	
原因: KILLシステム・コールからエラーが戻されました。OSエラーの可能性があります。


	
処置: エラー番号を確認してください。追加情報として、テストされたプロセスIDが戻されます。









	 ORA-07264: spwat: semopからエラーが戻されました。セマフォを減らすことができません。 
	
原因: Semopシステム・コールからエラーが戻されました。セマフォ・セットが存在していない可能性があります。


	
処置: エラー番号を確認してください。セマフォIDはsercose[0]に戻されます。セマフォ・セットが存在するかどうかを調べてください。このエラーの原因として、このプロセスの実行中にshutdown abortが行われた可能性があります。









	 ORA-07265: sppst: semopからエラーが戻されました。セマフォを増やすことができません。 
	
原因: Semopシステム・コールからエラーが戻されました。セマフォ・セットが存在していない可能性があります。


	
処置: エラー番号を確認してください。セマフォIDはsercose[0]に戻されます。セマフォ・セットが存在するかどうかを確認してください。このエラーの原因として、このプロセスの実行中にshutdown abortが行われた可能性があります。









	 ORA-07266: sppst: sppstに渡されたプロセス番号が無効です。 
	
原因: ファンクションに無効なoracleプロセスidが渡されました。


	
処置: これは内部エラーです。









	 ORA-07267: spwat: プロセス番号が無効です。 
	
原因: ファンクションに無効なoracleプロセスidが渡されました。


	
処置: これは内部エラーです。追加情報として、無効なプロセスidが戻されます。









	 ORA-07268: szguns: getpwuidからエラーが戻されました。 
	
原因: Getpwuid()が、ユーザーのpasswdファイルからエントリを検索できませんでした。


	
処置: passwdファイルにユーザーのエントリを追加してください。









	 ORA-07269: spdcr: 連結解除プロセスが起動後すぐに停止しました。 
	
原因: 分離プロセスは正常に実行されましたが、この直後に停止しました。追加情報として、終了コードおよび終了状態が戻されます。


	
処置: プロセス終了の原因に関する情報の終了コードを確認してください。コア・ダンプまたはトレース・ファイルを確認してください。









	 ORA-07270: spalck: setitimerがエラーを戻しました。インターバル・タイマーを設定できません。 
	
原因: インターバル・タイマーの設定中にエラーが発生しました。ポートに問題がある可能性があります。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-07271: spwat: Oracleプロセス番号が無効です。 
	
原因: ファンクション・コールで無効なOracleプロセス番号(0)が使用されました。


	
処置: これはOracleの内部エラーです。









	 ORA-07272: spwat: セマフォ・セットIDが無効です。 
	
原因: SGAからフェッチされたセマフォIDを有効な値で初期化できませんでした。追加情報として、セマフォ・セット索引およびOracleプロセス番号が戻されます。


	
処置: これはOracleの内部エラーです。セマフォ・セット索引を確認してください。Oracleプロセス番号を確認してください。









	 ORA-07273: sppst: セマフォIDが無効です。 
	
原因: SGAからフェッチされたセマフォIDに無効な値がありました。追加情報として、セマフォ・セット索引およびOracleプロセス番号が戻されます。


	
処置: これはOracleの内部エラーです。セマフォ・セット索引を確認してください。Oracleプロセス番号を確認してください。









	 ORA-07274: spdcr: アクセス・エラーが発生しました。Oracleへのアクセスが拒否されました。 
	
原因: Oracleプログラムにアクセスできません。?/bin/oracleまたは$ORABCKPRGが存在するか、および実行可能であるかどうかを調べてください。


	
処置: 戻されたエラー番号を確認してください。









	 ORA-07275: 処理するシグナルを送信できません。 
	
原因: KILLシステム・コールからエラーが戻されました。存在していないプロセスにシグナルを送信している可能性があります。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-07276: /etc/groupにdbaグループが指定されていません。 
	
原因: グループにdbaユーザーのための設定がありません。


	
処置: システム管理者に連絡してください。/etc/groupにdbaグループを設定してください。









	 ORA-07277: spdde: 引数として渡されたPIDは無効です。 
	
原因: 0のPIDがspddeに渡されました。


	
処置: これは内部エラーです。.









	 ORA-07278: splon: ops$usernameがバッファ長を超えています。 
	
原因: Splonが、割り当てられたバッファ領域を超えるops$usernameログオンを構成しました。


	
処置: Unixユーザー名またはOracleユーザー名を短くしてください。カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-07279: spcre: semgetからエラーが戻されました。最初のセマフォ・セットを取得できません。 
	
原因: 最初のセマフォを取得しているときに、エラーが発生しました。


	
処置: エラー番号を確認してください。システムがセマフォを持つように構成されているかどうかを確認してください。十分なセマフォが使用可能かどうかを確認してください。追加情報として、要求されたセマフォ数が戻されます。









	 ORA-07280: slsget: プロセス情報を取得できません。 
	
原因: ioctlシステム・コールからエラーが戻されました。OSエラーの可能性があります。


	
処置: エラー番号の追加情報を調べてください。カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-07281: slsget: TIMEからエラーが戻されました。CPU時間を取得できません。 
	
原因: timesシステム・コールからエラーが戻されました。OSエラーの可能性があります。


	
処置: 戻された追加情報を調べてください。カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-07282: sksaprd: 文字列がオーバーフローしました。 
	
原因: 内部バッファが大きくないため、アーカイブ制御文字列を保持できません。


	
処置: 内部制限です。アーカイブ制御文字列を短くしてください。









	 ORA-07283: sksaprd: アーカイブ先のボリューム・サイズが無効です。 
	
原因: 無効なボリューム・サイズが指定されました。


	
処置: アーカイブ制御文字列で有効なボリューム・サイズを指定してください。









	 ORA-07284: sksaprd: ボリューム・サイズの指定は正常に終了していません。 
	
原因: ボリューム・サイズの指定の後に数字ではないテキストがあります。


	
処置: 正しいアーカイブ制御文字列を入力してください。









	 ORA-07285: sksaprd: ボリューム・サイズはディスク・ファイルに指定できません。 
	
原因: ボリューム・サイズがディスク・ファイル用に指定されました。


	
処置: ディスク・ファイルをアーカイブする場合、ボリューム・サイズを指定しないでください。









	 ORA-07286: sksagdi: デバイス情報が取得できません。 
	
原因: ログのアーカイブ・デバイス上のStatが失敗しました。


	
処置: 失敗の理由について、戻されたOSDエラーを確認してください。









	 ORA-07287: sksagdi: ログ・アーカイブ用にデバイスはサポートされていません。 
	
原因: このデバイスへのログのアーカイブはサポートされていません。


	
処置: サポートされているデバイスへのログのアーカイブを試行してください。









	 ORA-07290: sksagdi: アーカイブ先に指定されたディレクトリが存在しません。 
	
原因: 指定されたパス名は、ディレクトリではありません。


	
処置: アーカイブ先のディレクトリが存在するかどうかを調べてください。









	 ORA-07303: ksmcsg: データベース・バッファ・サイズが無効です。 
	
原因: データベース・バッファ・サイズは、データベース・ブロック・サイズの倍数で最大ブロック・サイズより小さくする必要があります。


	
処置: INIT.ORA内のdb_block_sizeパラメータが正しいことを確認してください。









	 ORA-07304: ksmcsg: REDOバッファ・サイズが無効です。 
	
原因: 再実行バッファ・サイズは、マシン・ブロック・サイズの倍数に設定する必要があります。


	
処置: log_buffer INIT.ORAパラメータが正しく設定されていることを確認してください。









	 ORA-07305: ksmcsg: データベース・バッファ・サイズが無効です。 
	
原因: データベース・バッファ・サイズは、使用する間接的なデータ・バッファに対する拡張キャッシュ・マッピング・サイズの倍数に設定する必要があります。


	
処置: INIT.ORA内のdb_block_sizeパラメータが正しいことを確認するか、またはuse_indirect_data_buffersパラメータを無効化してください。









	 ORA-07324: smpall: PGA割当て中にmallocがエラーを戻しました。 
	
原因: Mallocライブラリ・ルーチンからエラーが戻されました。


	
処置: エラー番号を確認してください。スワップ領域不足である可能性があります。









	 ORA-07327: smpdal: マッピングされていないPGAを削除しようとしました。 
	
原因: PGAが作成されていないときに、Smpdalがコールされました。


	
処置: これは内部エラーです。









	 ORA-07339: spcre: 最大セマフォ・セット数を超えました。 
	
原因: 内部バッファが大きくないため、要求された数のセマフォ・セット識別子を入れることができません。


	
処置: セット当たりのセマフォをより多くするようOSを再構成してください。









	 ORA-07345: データファイル名に文字列'..'は使用できません。 
	
原因: 指定されたデータファイル名に'..'が含まれています。


	
処置: データファイル名を修正して、操作を再試行してください。









	 ORA-07346: slnrm: 正規化したファイル名が長すぎます 
	
原因: 指定したファイル名を正規化した結果、そのファイル名が長すぎました。


	
処置: ファイル名を短くして、操作を再試行してください。









	 ORA-07390: sftopn: 変換エラーが発生しました。ファイル名を変換できません。 
	
原因: オープンするファイル名の拡張中にエラーが発生しました。追加情報として、変換ルーチンで生成されたエラーが戻されます。


	
処置: 詳細は、追加エラー・コードを参照してください。









	 ORA-07391: sftopn: fopenに失敗しました。テキスト・ファイルをオープンできません。 
	
原因: Fopenライブラリ・ルーチンからエラーが戻されました。


	
処置: 存在と権限を確認してください。









	 ORA-07392: sftcls: fcloseに失敗しました。テキスト・ファイルをクローズできません。 
	
原因: Fcloseライブラリ・ルーチンからエラーが戻されました。


	
処置: Oracleの内部エラーの可能性があります。









	 ORA-07393: テキスト・ファイルを削除できません 
	
原因: テキスト・ファイルの削除中にエラーが発生しました。


	
処置: ファイルが存在することを確認し、追加エラーを確認してください。









	 ORA-07394: テキスト・ファイルに文字列を追加できません 
	
原因: 文字列を追加する操作の実行中に、エラーが発生しました。


	
処置: これは内部エラーです。追加情報を調べてください。









	 ORA-07400: slemtr: メッセージ・ファイルの変換された名前が長すぎます。 
	
原因: メッセージ・ファイル用の名前が内部バッファをオーバーフローしています。


	
処置: メッセージ・ファイルの完全なパス名がディレクトリ階層の再編成によって短くなるようにしてください。









	 ORA-07401: sptrap: ユーザー例外ハンドラをリストアできません。 
	
原因: システムがユーザーの例外ハンドラのリストアに失敗しました。


	
処置: 失敗したシグナル番号のエラー番号およびsercose[0]を確認してください。









	 ORA-07402: sprst: ユーザー・シグナル・ハンドラをリストアできません。 
	
原因: システムがユーザーのシグナル・ハンドラのリストアに失敗しました。


	
処置: 失敗したシグナル番号のエラー番号およびsercose[0]を確認してください。









	 ORA-07403: sfanfy: db_writersパラメータが無効です。 
	
原因: INIT.ORAのdb_writersパラメータが、システム依存の最大値を超えているか、0(ゼロ)未満の値になっています。


	
処置: INIT.ORAのdb_writersパラメータを変更してください。









	 ORA-07404: sfareq: 完了のリクエストを待機中にタイムアウトが発生しました。 
	
原因: 書込みまたはクローズの完了を待機しているときに、マスターDBWRにタイムアウトが発生しました。DBWRの1つが実行を停止している可能性があります。


	
処置: すべてのDBWRのトレース・ファイルを確認してください。データベースを停止して、ウォーム・スタートを試行してください。









	 ORA-07405: sptrap: 代替シグナル・スタックを設定できません。 
	
原因: システムが代替シグナル・スタックのセットアップに失敗しました。


	
処置: 失敗した場所のエラー番号およびsercose[0]を確認してください。









	 ORA-07406: slbtpd: 数値が無効です。 
	
原因: 2進数から10進数への変換に対して不可能な要求が行われました。


	
処置: この変換は実行できません。









	 ORA-07407: slbtpd: 指数が無効です。 
	
原因: 2進数から10進数への変換に対して不可能な要求が行われました。


	
処置: この変換は実行できません。









	 ORA-07408: slbtpd: バック10進数への変換中にオーバーフローしました。 
	
原因: 2進数から10進数への変換に対して不可能な要求が行われました。


	
処置: この変換は実行できません。









	 ORA-07409: slpdtb: バック10進数ニブルが無効です。 
	
原因: 10進数から2進数への変換に対して不可能な要求が行われました。


	
処置: この変換は実行できません。









	 ORA-07410: slpdtb: 与えられたバッファに対して数値が大きすぎます。 
	
原因: 10進数から2進数への変換に対して不可能な要求が行われました。


	
処置: この変換は実行できません。









	 ORA-07411: slgfn: 与えられたバッファに対してフルパス名が大きすぎます。 
	
原因: 与えられたバッファが大きくないため、フルパス名を保持できません。


	
処置: フルパス名の構成は実行できません。









	 ORA-07412: sfaslv: 非同期書込み配列でエントリを取得する際にエラーが発生しました。 
	
原因: DBWRプロセスの1つがSGA中のエントリを見つけることができませんでした。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-07415: slpath: メモリー・バッファの割当てに失敗しました。 
	
原因: Malloc()がORACLE_PATHを格納するためのバッファの割当てに失敗しました。


	
処置: システムのヒープ領域が不足しています。追加情報としてエラー番号が戻されます。









	 ORA-07416: slpath: パス名の構成に失敗しました。出力バッファ領域が不足しています。 
	
原因: slpathルーチンでは名前を拡張するための最大長バッファが指定されています。このバッファが、オーバーフローしました。


	
処置: 内部エラーの可能性があります。sercose[0]に格納された出力バッファ長とsercose[1]の構成後のパス名の長さを確認してください。









	 ORA-07417: sfareq: 1つ以上のDBWRが使用できない状態です。 
	
原因: 1つ以上のDBWRプロセスが実行されていません。


	
処置: DBWRのトレース・ファイルを確認してください。データベースを停止して、ウォーム・スタートを試行してください。









	 ORA-07418: sfareq: DBWRのタイミング関数呼び出しでエラーが発生しました。 
	
原因: DBWRがシステム・タイミング関数を呼び出したときにエラーが発生しました。


	
処置: DBWRのトレース・ファイルを確認してください。データベースを停止して、ウォーム・スタートを試行してください。









	 ORA-07419: sfareq: DBWRのタイミング関数呼び出しでエラーが発生しました。 
	
原因: DBWRがシステム・タイミング関数を呼び出したときにエラーが発生しました。


	
処置: DBWRのトレース・ファイルを確認してください。データベースを停止して、ウォーム・スタートを試行してください。









	 ORA-07425: sdpri: ダンプ・ファイル位置を変換中にエラーstringが発生しました。 
	
原因: ダンプ・ファイルの位置を変換しているときに、Oracleエラーが発生しました。


	
処置: Oracleエラー・コードを確認してください。









	 ORA-07426: spstp: dbsディレクトリの位置を取得できません。 
	
原因: dbsディレクトリの位置を変換しているときに、Oracleエラーが発生しました。


	
処置: sltlnが戻したエラーの追加情報を確認してください。









	 ORA-07427: spstp: dbsディレクトリへ変更できません。 
	
原因: Chdirシステム・コールからエラーが戻されました。権限の問題である可能性があります。


	
処置: OSのエラー・コードの追加情報を確認してください。









	 ORA-07431: FORKに失敗しました 
	
原因: サーバー・プロセスが、子プロセスをFORKできませんでした。


	
処置: 別のプロセスをサポートするために十分なシステム・リソースがあるかどうかを確認してください。ユーザーまたはシステム・プロセス制限を超えているか、使用可能なメモリーまたはスワップ領域の量が一時的に不足しています。









	 ORA-07432: ネストされたスリープを実行できません 
	
原因: すでにスリープしているプロセスをスリープにしようとしました。このプラットフォームはこの機能をサポートしていません。


	
処置: プロセスがスリープしていないときにSLEEPコマンドを実行してください。









	 ORA-07440: WMONプロセスがエラーで終了しました。 
	
原因: 起動監視プロセスが停止しました。


	
処置: インスタンスをウォーム・スタートしてください。









	 ORA-07441: ファンクション・アドレスがstringバイト境界で位置合せされていません。 
	
原因: 無効な整列ファンクション・アドレスが指定されました。


	
処置: 正しく整列したファンクション・アドレスを使用してください。









	 ORA-07442: ファンクション・アドレスは、stringからstringの範囲に設定する必要があります。 
	
原因: 無効なファンクション・アドレスが指定されました。


	
処置: 有効なファンクション・アドレスを使用してください。









	 ORA-07443: ファンクションstringが見つかりません。 
	
原因: 無効なファンクション名が指定されました。


	
処置: 有効なファンクション名を使用してください。









	 ORA-07444: ファンクション・アドレスstringが読み込めません。 
	
原因: 無効なファンクション名/アドレスが指定されました。


	
処置: 有効なファンクション名/アドレスを使用してください。









	 ORA-07445: 例外が検出されました: コア・ダンプ [string] [string] [string] [string] [string] [string] 
	
原因: コア・ファイルの作成の結果、オペレーティング・システム例外が発生しました。これは内部エラーです。


	
処置: 発生した特定のORA-07445エラーについての詳細情報は、My Oracle Supportにアクセスして、ORA-07445検索ツール(Note 7445.1を参照)を使用します。自動診断リポジトリ(ADR)で、このエラーに対応するインシデントが作成されています。サービス・リクエストを記録する場合、サポート・ワークベンチのIncident Packaging Service(IPS)かADRコマンド・インタプリタ(ADRCI)を使用して、関連トレース情報を自動的にパッケージ化します(My Oracle Support Note 411.1を参照)。根本原因の判別を容易にする、次の情報も収集してください。
- エラーが発生するまでの変更点

- エラーが発生するまでの経過または通常と異なる状況

- エラーが発生する前に実行しようとした操作

- エラーの時点での、オペレーティング・システムおよびデータベースの状況 Note: このメッセージの原因は、様々な時点での様々なエラーの中に現れている場合があります。この内部エラーの前に発生したエラーの履歴を把握してください。











	 ORA-07446: sdnfy: 値 'string'が無効です(パラメータstring)。 
	
原因: 示されたパラメータの値として指定したディレクトリが使用できませんでした。


	
処置: 指定したディレクトリが、有効なディレクトリ/ファイルの指定かどうかを確認してください。









	 ORA-07447: ssarena: usinitに失敗しました。 
	
原因: Oracleが共有アリーナ・ファイルの作成に失敗しました。


	
処置: sercerrnoフィールドで失敗の原因を判断してください。









	 ORA-07448: ssarena: 共有アリーナの最大数を超えました。 
	
原因: Oracleは、許可されている以上の共有アリーナ・ファイルを作成しようとしました。


	
処置: INIT.ORAのmax_arenaの値を大きくしてください。









	 ORA-07449: sc: usnewlockに失敗しました。 
	
原因: Oracleが共有アリーナ・ロックの取得に失敗しました。


	
処置: sercerrnoの結果コードを確認して、失敗の原因を判断してください。









	 ORA-07451: slskstat: ロード情報を取得できません。 
	
原因: kstatライブラリ・ルーチンからエラーが戻されました。OSエラーの可能性があります。


	
処置: 詳細は、sercose[0]の結果コードを確認してください。









	 ORA-07452: 指定されたリソース・マネージャ計画がデータ・ディクショナリに存在しません 
	
原因: 存在しないリソース・マネージャ計画をロードしようとしました。


	
処置: データ・ディクショナリに存在するリソース・マネージャ計画を使用してください。









	 ORA-07453: リクエストされたリソース・マネージャ計画スキーマに、OTHER_GROUPSが含まれていません。 
	
原因: OTHER_GROUPSグループを含まないリソース・マネージャ計画スキーマをロードしようとしました。


	
処置: OTHER_GROUPSグループを含むリソース・マネージャ計画スキーマを使用してください。









	 ORA-07454: キュー・タイムアウトのstring秒を超えました 
	
原因: ユーザー・セッションが、コンシューマ・グループに対して指定されたキュー存続時間を超えてキューしました。


	
処置: 後でジョブを再実行するか、またはキューのタイムアウトを増やしてください。









	 ORA-07455: 見積り実行時間(string秒)が上限(string秒)を超えています 
	
原因: ユーザーは見積り実行時間がコンシューマ・グループに指定された制限時間を超える操作を実行しようとしました。


	
処置: 他のグループのかわりにジョブを実行するか、または制限時間を増やしてください。









	 ORA-07456: データベースがクローズしているときには、RESOURCE_MANAGER_PLANを設定できません 
	
原因: データベースがクローズしているときに、Resource Managerを開始しようとしました。


	
処置: データベースをオープンし、再試行してください。









	 ORA-07457: FORCEが設定されているため、_INTERNAL_RESOURCE_MANAGER_PLANを設定できません 
	
原因: _INTERNAL_RESOURCE_MANAGER_PLANパラメータを設定しようとしましたが、現行のRESOURCE_MANAGER_PLANにFORCE接頭辞があるため失敗しました。


	
処置: RESOURCE_MANAGER_PLANパラメータからFORCE接頭辞を削除してください。









	 ORA-07458: RESOURCE_MANAGER_PLANパラメータを設定できません 
	
原因: RESOURCE_MANAGER_PLANパラメータを設定しようとしましたが、データベースが静止状態であったため、失敗しました。


	
処置: データベースの静止を解除してください。









	 ORA-07459: RESOURCE_MANAGER_PLANパラメータをリストアできません 
	
原因: 内部的に設定される前の値にRESOURCE_MANAGER_PLANパラメータを内部的にリストアしようとしました。現在の計画がユーザーによって設定されており、リストアする必要がなかったため、リストアは失敗しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-07460: RESOURCE_MANAGER_PLANパラメータを設定できません 
	
原因: RESOURCE_MANAGER_PLANパラメータを内部的に設定しようとしましたが、現行のRESOURCE_MANAGER_PLANにFORCE接頭辞があるため失敗しました。


	
処置: RESOURCE_MANAGER_PLANパラメータからFORCE接頭辞を削除してください。









	 ORA-07468: spwat: msetがエラーを戻しました。セマフォを設定できません。 
	
原因: msetルーチンからエラーが戻されました。セマフォが存在しない可能性があります。


	
処置: sercerrnoの結果コードを確認してください。セマフォ番号はsercose[0]に戻されます。









	 ORA-07469: sppst: mclearがエラーを戻しました。セマフォをクリアできません。 
	
原因: mclearルーチンからエラーが戻されました。セマフォが存在しない可能性があります。


	
処置: sercerrnoの結果コードを確認してください。セマフォ番号はsercose[0]に戻されます。









	 ORA-07470: snclget: クラスタ番号を取得できません。 
	
原因: cluster_statusシステム・コールが、現行のクラスタのステータス情報の取得に失敗しました。


	
処置: sercose[0]の結果コードを確認してください。オペレーティング・システム・エラーの可能性があります。









	 ORA-07471: snclrd: sgadef.dbfファイル名の変換に失敗しました。 
	
原因: ?/dbs/sgadef@.dbfのファイル名を拡張できませんでした。


	
処置: $(ORACLE_HOME)および$(ORACLE_SID)が正しく設定されていることを確認してください。sercose[0]にあるsltlnから戻されたエラー番号を確認してください。









	 ORA-07472: snclrd: sgadef.dbfファイルのオープンに失敗しました 
	
原因: ?/dbs/sgadef@.dbfファイルのオープンに失敗しました。


	
処置: エラー番号を確認してください。アクセス権に問題がある可能性があります。?/dbs/sgadef@.dbfファイルが存在するかどうかを調べてください。









	 ORA-07473: snclrd: sgadef.dbfファイルの読取りに失敗しました。 
	
原因: sgadef.dbfファイルの読取り中にエラーが発生しました。


	
処置: エラー番号を確認してください。ファイルが存在し、適切なサイズかどうかを調べてください。









	 ORA-07474: snclrd: sgadef.dbfファイルのクローズに失敗しました 
	
原因: ?/dbs/sgadef@.dbfファイルをクローズするときに、エラーが発生しました。


	
処置: エラー番号を確認してください。オペレーティング・システム・エラーの可能性があります。









	 ORA-07475: slsget: 仮想記憶の統計情報を取得できません。 
	
原因: vm_statisticsシステム・コールが、仮想記憶の統計情報の取得に失敗しました。


	
処置: sercerrnoの結果コードを確認してください。オペレーティング・システム・エラーの可能性があります。









	 ORA-07476: slsget: マップされたメモリー統計を取得できません。 
	
原因: vm_mapmemシステム・コールが、マップされたメモリーの統計情報の取得に失敗しました。


	
処置: sercerrnoの結果コードを確認してください。オペレーティング・システム・エラーの可能性があります。









	 ORA-07477: scgcmn: ロック・マネージャが初期化されていません。 
	
原因: ロック・マネージャは、ロックを変換する前に初期化する必要があります。


	
処置: sercerrnoの結果コードを確認してください。ロック・マネージャで障害が発生している可能性があります。









	 ORA-07478: scgcmn: ロック状態を取得できません。 
	
原因: lm_stat_lockが失敗しました。


	
処置: sercerrnoの結果コードを確認してください。ロック・マネージャで障害が発生している可能性があります。









	 ORA-07479: scgcmn: ロックのオープンまたは変換ができません。 
	
原因: lm_openまたはlm_open_convertが失敗しました。


	
処置: sercerrnoの結果コードを確認してください。ロック・マネージャで障害が発生している可能性があります。









	 ORA-07480: snchmod: ?/dbs/sgalm.dbfのアクセス権限を変更できません。 
	
原因: インスタンスの作成時に、SNLMINIが?/dbs/sgalm.dbfに対するアクセス権限を変更できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07481: snlmatt: ロック・マネージャ・インスタンスに連結できません。 
	
原因: lm_attachがロック・マネージャ・インスタンスへのアタッチに失敗しました。


	
処置: sercerrnoの結果コードを確認してください。ロック・マネージャで障害が発生している可能性があります。









	 ORA-07482: snlmini: ロック・マネージャ・インスタンスを作成できません。 
	
原因: lm_createがロック・マネージャ・インスタンスの作成に失敗しました。


	
処置: ?/dbsに対するアクセス権限を確認して、?/dbs/sgalm.dbfが存在する場合には削除して、再試行してください。









	 ORA-07483: snlkget: ロックを変換(取得)できません。 
	
原因: lm_convertがロック値の変換(取得)に失敗しました。


	
処置: sercerrnoの結果コードを確認してください。ロック・マネージャで障害が発生している可能性があります。









	 ORA-07484: snlkput: ロックを変換(書込み)できません。 
	
原因: lm_convertがロック値の出力に失敗しました。


	
処置: sercerrnoの結果コードを確認してください。ロック・マネージャで障害が発生している可能性があります。









	 ORA-07485: scg_get_inst: インスタンス番号ロックをオープンできません。 
	
原因: lm_openが失敗しました。


	
処置: sercerrnoの結果コードを確認してください。ロック・マネージャで障害が発生している可能性があります。









	 ORA-07486: scg_get_inst: インスタンス番号ロックを変換(取得)できません。 
	
原因: lm_convertがロック値の取得に失敗しました。


	
処置: sercerrnoの結果コードを確認してください。ロック・マネージャで障害が発生している可能性があります。









	 ORA-07487: scg_init_lm: ロック・マネージャ・インスタンスを作成できません。 
	
原因: lm_createが失敗しました。


	
処置: sercerrnoの結果コードを確認してください。ロック・マネージャで障害が発生している可能性があります。









	 ORA-07488: scgrcl: ロック・マネージャが初期化されていません。 
	
原因: ロック・マネージャは、ロックを解放する前に初期化する必要があります。


	
処置: sercerrnoの結果コードを確認してください。ロック・マネージャで障害が発生している可能性があります。









	 ORA-07489: scgrcl: ロック状態を取得できません。 
	
原因: ロックの解放または取消し時に、lm_stat_lockが失敗しました。


	
処置: sercerrnoの結果コードを確認してください。ロック・マネージャで障害が発生している可能性があります。









	 ORA-07490: scgrcl: ロックを変換できません。 
	
原因: ロックの解放または取消し時に、lm_convertが失敗しました。


	
処置: sercerrnoの結果コードを確認してください。ロック・マネージャで障害が発生している可能性があります。









	 ORA-07491: scgrcl: ロック・リクエストを取消できません。 
	
原因: ロックの解放または取消し時に、lm_cancelが失敗しました。


	
処置: sercerrnoの結果コードを確認してください。ロック・マネージャで障害が発生している可能性があります。









	 ORA-07492: scgrcl: ロックをクローズできません。 
	
原因: ロックの解放または取消し時に、lm_closeが失敗しました。


	
処置: sercerrnoの結果コードを確認してください。ロック・マネージャで障害が発生している可能性があります。









	 ORA-07493: scgrcl: ロック・マネージャでエラーが発生しました。 
	
原因: ロックの解放時にエラーが発生しました。


	
処置: sercerrnoの結果コードを確認してください。ロック・マネージャで障害が発生している可能性があります。









	 ORA-07494: scgcm: 予期しないエラーが発生しました。 
	
原因: 未知または予期しないエラー・コードです。


	
処置: sercerrnoの結果コードを確認してください。ロック・マネージャで障害が発生している可能性があります。









	 ORA-07495: spwat: lm_waitに失敗しました。 
	
原因: lm_waitが失敗しました。


	
処置: sercerrnoの結果コードを確認してください。ロック・マネージャで障害が発生している可能性があります。









	 ORA-07496: sppst: lm_postに失敗しました。 
	
原因: lm_postが失敗しました。


	
処置: sercerrnoの結果コードを確認してください。ロック・マネージャで障害が発生している可能性があります。









	 ORA-07497: sdpri: トレース・ファイル'string'を作成できません。エラー番号:string。 
	
原因: 1.書込みのためのトレース・ファイルが作成できませんでした。
2. トレース・ファイルがシンボリック・リンクです。




	
処置: 1.ダンプ・ディレクトリが存在するかどうか、および書込み可能かどうかを確認してください。
2. シンボリック・リンクを削除してください。











	 ORA-07498: spstp: /dev/reschedをオープンできません。 
	
原因: リスケジュールするドライバ/dev/reschedが見つからないか、または正しく機能していません。


	
処置: AIXカーネルにOracleリスケジュール・ドライバがインストールされているかどうかを確認してください。









	 ORA-07499: spglk: リスケジュールできません。 
	
原因: リスケジュールするドライバ/dev/reschedがオープンできません。これは発生してはならない内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。














7 ORA-07500からORA-09859



	 ORA-07500: scglaa: $CANTIMから予期しない値が戻されました 
	
原因: VMSシステム・サービスの$CANTIMが、予期しない値を戻しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07501: scgtoa: $DEQから予期しない値が戻されました 
	
原因: VMSシステム・サービスの$DEQが、予期しない値を戻しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07502: scgcmn: $ENQから予期しない値が戻されました 
	
原因: VMSシステム・サービスの$ENQが、予期しない値を戻しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07503: scgcmn: $SETIMRから予期しない値が戻されました 
	
原因: VMSシステム・サービスの$SETIMRが、予期しない値を戻しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07504: scgcmn: $HIDERから予期しない値が戻されました 
	
原因: VMSシステム・サービスの$HIBERが、予期しない値を戻しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07505: scggt: $ENQから親ロックの予期しない値が戻されました 
	
原因: VMSシステム・サービスの$ENQが、予期しない値を戻しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07506: scgrl: $DEQから予期しないロックID stringに関する値が戻されました 
	
原因: VMSシステム・サービスの$DEQが、予期しない値を戻しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07507: scgcm: 予期しないロック・ステータス条件です 
	
原因: グローバルなロック・システム・サービスが、予期しない値を戻しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージがある場合はそれを調べて、VMSドキュメントを参照するか、またはOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07508: scgfal: $DEQからすべて予期しない値が戻されました 
	
原因: VMSシステム・サービスの$DEQが、予期しない値を戻しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07509: scgfal: $DEQから予期しない親ロックの値が戻されました 
	
原因: VMSシステム・サービスの$DEQが、予期しない値を戻しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07510: scgbrm: $GETLKIから予期しないロックID stringに関する値が戻されました 
	
原因: VMSシステム・サービスの$GETLKIが、予期しない値を戻しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07511: sscggtl: $ENQから予期しないマスター終了ロックに対する値が戻されました 
	
原因: VMSシステム・サービスの$ENQが、予期しない値を戻しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07512: sscggtl: $ENQから予期しないクライアント終了ロックに対する値が戻されました 
	
原因: VMSシステム・サービスの$ENQが、予期しない値を戻しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07513: sscgctl: $DEQから予期しない終了ロックの取消に関する値が戻されました 
	
原因: VMSシステム・サービスの$DEQが、予期しない値を戻しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07514: scgcan: $DEQからロックの取消し中に予期しない値が戻されました 
	
原因: VMSシステム・サービスの$DEQが、予期しない値を戻しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07534: scginq: $GETLKIから予期しないロックID stringに関する値が戻されました 
	
原因: VMSシステム・サービスの$GETLKIが、予期しない値を戻しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07548: sftopn: オープンされているファイルが最大数に達しています。 
	
原因: オープンされているテスト・ファイルが多すぎます。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07549: sftopn: $OPENに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$OPENが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07550: sftopn: $CONNECTに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$OPENが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07551: sftcls: $CLOSEに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$CLOSEが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07552: sftget: $GETに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$GETが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07561: szprv: $IDTOASCに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$IDTOASCが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07562: sldext: 拡張子は3文字にする必要があります 
	
原因: 拡張子が見つかりましたが、長さが不適切です。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07563: sldext: $PARSEに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$PARSEが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07564: sldext: ファイル名または拡張子にワイルド・カードが含まれています 
	
原因: ファイル名にワイルド・カードが使用されました。


	
処置: 正しいファイル名を再入力してください。









	 ORA-07565: sldext: $SEARCHに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$SEARCHが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07568: slspool: $OPENに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$OPENが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07569: slspool: $CLOSEに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$CLOSEが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07570: szrfc: $IDTOASCに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$IDTOASCが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07571: szrfc: $FIND_HELDに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$FIND_HELDが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07572: szrfc: ロール名のバッファ領域が不足しています。 
	
原因: OSロール名が長すぎます。


	
処置: ロール名を正しい長さで再定義してください。









	 ORA-07573: slkhst: ホスト操作が実行できません。 
	
原因: VMSシステム・サービスのLIB$SPAWNが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07574: szrfc: $GETUAI に失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$GETUAIが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07576: sspexst: $GETJPIW に失敗しました。(プロセスID:string) 
	
原因: VMSシステム・サービスの$GETJPIWが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07577: 認証ファイルにはそのようなユーザーは含まれていません。 
	
原因: INTERNALパスワード(たとえばDBAまたはOPER権限)を設定しようとしましたが、対応するVMSアカウント(ORA_<sid>_DBAまたはORA_<sid>_OPER)がまだ作成されていません。


	
処置: VMSアカウントをORA_<sid>_DBAまたはORA_<sid>_OPER(あるいはその両方)に追加して、対応するパスワードを設定してください。









	 ORA-07578: szprv: $FIND_HELDに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$FIND_HELDが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07579: spini: $DCLEXHに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$PARSEが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07580: spstp: $GETJPIWに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$GETJPIWが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07581: spstp: 予期しないプロセス名からSIDを導出することはできません。 
	
原因: バックグラウンド・プロセスで、無効な形式の名前が見つかりました。


	
処置: ジョブ名が変更されている場合は、リストアしてください。それ以外の場合は、内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07582: spstp: ORA_SIDの値は無効です 
	
原因: ORA_SIDが存在し、5文字以下である必要があります。


	
処置: SIDの設定方法については、VMS版のInstallation Guideを参照してください。









	 ORA-07584: spdcr: ORA_sid_(proc_)PQL$_itemの値は無効です。 
	
原因: 分離プロセスの割当て制限の設定に使用された論理名に、無効な値(数値以外の値)があります。


	
処置: 論理名の値を確認して、エラーのある論理名を修正してください。その後、再試行してください。









	 ORA-07585: spdcr: $PARSEに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$PARSEが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07586: spdcr: $SEARCHに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$SEARCHが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07587: spdcr: $CREPRCに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$CREPRCが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07588: spdcr: $GETJPIWはイメージ名の取得に失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$GETJPIWが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07589: spdde: システムIDが設定されていません。 
	
原因: 論理名ORA_SIDが有効な値に変換できません。


	
処置: エラーのあるプロセスのORA_SID値を調べて、ORA_SIDの不適切な設定の原因となるインストールまたはコマンド・プロシージャを修正してください。









	 ORA-07590: spdde: $DELPRCに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$DELPRCが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07591: spdde: $GETJPIWに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$GETJPIWが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07592: sspgprv: 必要な権限を取得中にエラーが発生しました。 
	
原因: 必要な権限の取得中に、SYS$SETPRVからエラーが戻されました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07593: ssprprv: 権限の解放でエラーが発生しました。 
	
原因: 権限の解放中に、SYS$SETPRVからエラーが戻されました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07594: spiip: $GETJPIWに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$GETJPIWが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07595: sppid: $GETJPIWに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$GETJPIWが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07596: sptpa: $GETJPIWに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$GETJPIWが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07597: spguns: $GETJPIWに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$GETJPIWが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07598: spwat: $SETIMRに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$GETJPIWが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07599: spwat: $SCHDWKに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$SCHDWKが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07600: slkmnm: $GETSYIWに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$GETSYIWが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07601: spguno: $GETJPIWに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$GETJPIWが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07602: spgto: $GETJPIWに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$GETJPIWが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07605: szprv: $ASCTOIDに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$ASCTOIDが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07606: szprv: $CHKPROに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$CHKPROが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07607: szaud: $SNDOPRに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$SNDOPRが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07608: szprv: $GETUAIに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$GETUAIが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07609: szprv: $HASH_PASSWORDに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$HASH_PASSWORDが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07610: $GETJPIWは、ユーザーのMAC権限の取出しに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$GETJPIWが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07612: $GETUAIは、ユーザーのクリアランス・ラベルの取出しに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$GETUAIが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07613: $GETJPIWは、ユーザーのプロセス・ラベルの取出しに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$GETJPIWが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07614: $CHANGE_CLASSは、ユーザーのプロセス・ラベルの取出しに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$CHANGE_CLASSが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、SEVMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07615: $CHANGE_CLASSは、指定ファイル・ラベルの取出しに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$CHANGE_CLASSが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、SEVMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07616: $CHANGE_CLASSは、指定デバイス・ラベルの取出しに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$CHANGE_CLASSが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、SEVMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07617: $FORMAT_CLASSはバイナリ・ラベルの文字列への変換に失敗しました 
	
原因: 指定されたバイナリ分類が無効なため、VMSシステム・サービスの$FORMAT_CLASSが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、SEVMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07618: $IDTOASCは秘密レベルの変換に失敗しました 
	
原因: 権限データベースの秘密レベルの文字列表現を検索中に、VMSシステム・サービスの$IDTOASCが失敗しました。


	
処置: 指定したバイナリ・ラベルが参照する権限データベースのエントリを削除してください。









	 ORA-07619: $IDTOASCは整合性レベルの変換に失敗しました 
	
原因: 権限データベースの整合性レベルの文字列表現を検索中に、VMSシステム・サービスの$IDTOASCが失敗しました。


	
処置: 指定したバイナリ・ラベルが参照する権限データベースのエントリを削除してください。









	 ORA-07620: smscre: データベース・ブロック・サイズが無効です 
	
原因: パラメータ・ファイルで不正なデータベース・ブロック・サイズが指定されました。512の正の倍数で、最大物理I/Oデータ・サイズ未満にする必要があります。


	
処置: これらの制限にあわせて、パラメータ・ファイルのdb_block_sizeを変更してください。









	 ORA-07621: smscre: REDOブロック・サイズが無効です 
	
原因: パラメータ・ファイルで不正なREDOログ・バッファ・サイズが指定されました。512の正の倍数にする必要があります。


	
処置: これらの制限にあわせて、パラメータ・ファイルのlog_bufferを変更してください。









	 ORA-07622: smscre: $CREATEに失敗しました。 
	
原因: SGAバックアップ・ファイルの作成中に、VMSシステム・サービスの$CREATEが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07623: smscre: $CRMPSCに失敗しました。 
	
原因: SGAの作成中に、VMSシステム・サービスの$CRMPSCが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07624: smsdes: $DGBLSCに失敗しました。 
	
原因: SGAの削除中に、VMSシステム・サービスの$DGBLSCが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07625: smsget: $MGBLSCに失敗しました。 
	
原因: ログオン時、SGAをマップしているときに、VMSシステム・サービスの$MGBLSCが失敗しました。ほとんどの場合、Oracleが起動していないことが原因です。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。Oracleが起動していない場合は、起動してください。









	 ORA-07626: smsget: SGAはすでにマップされています。 
	
原因: ログオン時、SGAのマップに失敗しました。すでにマップされています。これは内部エラーです。


	
処置: プログラムを終了し、再試行してください。このエラーをOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07627: smsfre: $CRETVAに失敗しました。 
	
原因: ログオフ時、SGAをマップ解除しているときに、VMSシステム・サービスの$CRETVAが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07628: smsfre: SGAはマップされていません。 
	
原因: ログオフ時、SGAのアンマップに失敗しました。すでにマップされていません。これは内部エラーです。


	
処置: プログラムを終了し、再試行してください。このエラーをOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07629: smpall: $EXPREGに失敗しました。 
	
原因: PGAの拡張中に、VMSシステム・サービスの$EXPREGが失敗しました。仮想メモリーでページ・カウントの割当て制限を超えると、このエラーが発生します。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07630: smpdal: $DELTVAに失敗しました。 
	
原因: ログオフ時、PGAを削除しているときに、VMSシステム・サービスの$DELTVAが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07631: smcacx: $EXPREGに失敗しました。 
	
原因: コンテキスト領域の作成または拡張中に、VMSシステム・サービスの$EXPREGが失敗しました。仮想メモリーでページ・カウントの割当て制限を超えると、このエラーが発生します。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07632: smsrcx: $DELTVAに失敗しました。 
	
原因: コンテキスト領域の削除中に、VMSシステム・サービスの$DELTVAが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07633: smsdbp: 保護値が無効です 
	
原因: バッファ・デバッグ・ファンクションで無効な値が使用されました。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07634: smsdbp: $CRETVAに失敗しました。 
	
原因: データベース・バッファのデバッグ機構に保護を設定しようとしたときに、VMSシステム・サービスの$CRETVAが失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07635: smsdbp: $SETPRTに失敗しました。 
	
原因: データベース・バッファのデバッグ機構に保護を設定しようとしたときに、VMSシステム・サービスの$SETPRTが失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07636: smsdbp: $MGBLSCに失敗しました。 
	
原因: データベース・バッファのデバッグ機構に保護を設定しようとしたときに、VMSシステム・サービスの$MGBLSCが失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07637: smsdbp: SGAの作成時に、バッファ保護オプションは指定されていません。 
	
原因: バッファを保護モードに変更しようとしましたが、SGAがバッファ保護デバッグ・オプションで作成されていませんでした。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07638: smsget: SGAパッド領域は、作成されたSGAに対して大きさが不十分です 
	
原因: SGAパッド領域の大きさが十分でないソフトウェアで、SGAをマップしようとしました。


	
処置: より小さいSGAを作成するか、より大きいパッドをソフトウェアに再リンクしてください。









	 ORA-07639: smscre: SGAパッド領域は大きさが不十分です(stringバイト必要) 
	
原因: SGAパッド領域の大きさが十分でないソフトウェアで、SGAを作成しようとしました。


	
処置: より小さいSGAを作成するか、より大きいパッドをソフトウェアに再リンクしてください。









	 ORA-07640: smsget: SGAは有効ではありません。初期化中です。 
	
原因: SGAの初期化中にSGAをマップしようとしました。


	
処置: 初期化が完了してから、再試行してください。









	 ORA-07641: smscre: SGAにシステム・ページファイルを使用できません。 
	
原因: SGAバックアップ・ファイルが、システム・ページファイルを使用して割り当てられませんでした。グローバル・ページのシステム全体の制限を超えています。


	
処置: VMSシステム・パラメータGBLPAGFILを大きくするか、またはディスク・ファイルをSGAバックアップ・ファイルとして使用してください。









	 ORA-07642: smprtset: $CMKRNLに失敗しました。 
	
原因: メモリーの領域の保護を設定しようとしましたが、$CMKRNLシステム・サービスからエラーが戻されました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07643: smsalo: SMSVARは無効です。 
	
原因: 内部エラー


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告し、INIT.ORAファイルを提供してください。









	 ORA-07645: sszfsl: $CHANGE_CLASSに失敗しました 
	
原因: ファイル・ラベルの設定中に、SEVMSサービス$CHANGE_CLASSが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、SEVMSシステム・ドキュメントを参照してください。









	 ORA-07646: sszfck: $CREATEに失敗しました 
	
原因: ファイルの作成中に、VMSシステム・サービスの$CREATEが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSシステム・ドキュメントを参照してください。









	 ORA-07647: sszfck: $OPENに失敗しました 
	
原因: ファイルの再オープン中に、VMSシステム・サービスの$OPENが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSシステム・ドキュメントを参照してください。









	 ORA-07650: sigunc: $GETJPIWに失敗しました。 
	
原因: ログオン時、ユーザーの端末デバイス名、ユーザー名、ユーザー・プログラム名またはプロセス名を取得しようとしましたが、VMSシステム・サービスの$GETJPIWが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07655: slsprom: $TRNLOGに失敗しました。 
	
原因: パスワードの要求でSYS$INPUTの変換中に、VMSシステム・サービスの$TRNLOGが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07656: slsprom: $GETDVIに失敗しました。 
	
原因: パスワードの要求でデバイス特性を取得中に、VMSシステム・サービスの$GETDVIが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07657: slsprom: $ASSIGNに失敗しました。 
	
原因: パスワードの要求で、VMSシステム・サービスの$ASSIGNが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07658: slsprom: $QIOWの読取りに失敗しました。 
	
原因: パスワードの要求で、VMSシステム・サービスの$QIOWが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07665: ssrexhd: 再帰的例外が検出されましたstring string string string string string 
	
原因: Oracle例外ハンドラで実行中にVMS例外が発生しました。このメッセージには、シグナル番号、第1および第2シグナル引数、例外PC、PSL、R0が含まれます。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07670: $IDTOASCは、秘密カテゴリの変換に失敗しました 
	
原因: 権限データベースの秘密カテゴリの文字列表現を検索中に、VMSシステム・サービスの$IDTOASCが失敗しました。


	
処置: 指定したバイナリ・ラベルが参照する権限データベースのエントリを削除してください。









	 ORA-07671: $IDTOASCは、整合性カテゴリの変換に失敗しました 
	
原因: 権限データベースの整合性カテゴリの文字列表現を検索中に、VMSシステム・サービスの$IDTOASCが失敗しました。


	
処置: 指定したバイナリ・ラベルが参照する権限データベースのエントリを削除してください。









	 ORA-07672: $PARSE_CLASSは、文字列のバイナリ・ラベルへの変換に失敗しました 
	
原因: 指定された文字列に有効な分類がなかったため、SEVMSシステム・サービスの$PARSE_CLASSが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、SEVMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07680: sou2os: 現在Oracleへの別コールが実行されています。 
	
原因: Oracle共有イメージ・エントリ・ポイントのコールが、共有イメージから発生しました。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07681: sou2os: Oracleを初期化中にエラーが発生しました。 
	
原因: 共有イメージのディスパッチ・ベクターの設定中に、エラーが発生しました。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07682: sou2os: カーネル分散設定に失敗し、エラーが発生しました。 
	
原因: Oracle共有イメージ・エントリで、カーネル・モードのディスパッチが失敗しました。


	
処置: 共有イメージがCMKRNL権限でインストールされていることを確認して、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07683: sou2os: $SETPRVリセット・エラーが発生しました 
	
原因: Oracle共有イメージ・イグジットでユーザー権限のリストア中に、VMSシステム・サービスの$SETPRVが失敗しました。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07684: sou2os: スーパーバイザ・スタックのリセット・エラーが発生しました 
	
原因: Oracle共有イメージ・イグジットでスーパーバイザ・モード・スタックのリストア中に、VMSシステム・サービスの$SETSTKが失敗しました。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07685: sou2os: スーパーバイザ・スタックの設定エラーが発生しました 
	
原因: Oracle共有イメージ・イグジットでOracleスーパーバイザ・モード・スタックの設定中に、VMSシステム・サービスの$SETSTKが失敗しました。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07700: sksarch: 中断されました。 
	
原因: ログのアーカイブが割り込まれました。


	
処置: 操作を再試行してください。









	 ORA-07701: sksatln: 内部例外: 出力バッファが小さすぎます 
	
原因: 制御テキスト文字列の解析で、バッファがオーバーフローしました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07702: アーカイブ・テキストのデバイス・タイプを認識できません。 
	
原因: アーカイブ・テキストのデバイス・タイプを認識できません。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07703: アーカイブ・テキストにエラーがあります: デバイス型の後に'/'が必要です 
	
原因: ARCHIVEコマンドのアーカイブ制御テキストが無効です。デバイス型(ファイルまたはテープを指定する)の後には'/'が必要です。


	
処置: 正しい構文のテキストについては、『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・アドバンスト・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。









	 ORA-07704: アーカイブ・テキストにエラーがあります: デバイス名の後に':'が必要です。 
	
原因: ARCHIVEコマンドのアーカイブ制御テキストが無効です。デバイス名の後には':'が必要です。


	
処置: 正しい構文のテキストについては、『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・アドバンスト・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。









	 ORA-07705: sksaprs: デバイス名のバッファが小さすぎます 
	
原因: デバイス名のバッファが小さすぎます。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07706: アーカイブ・テキストにエラーがあります: ディスク・ファイル名が必要です。 
	
原因: ARCHIVEコマンドのアーカイブ制御テキストが無効です。ディスク・ファイル名がありません。


	
処置: 正しい構文のテキストについては、『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・アドバンスト・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。









	 ORA-07707: アーカイブ・テキストにエラーがあります: テープ・ラベル名が必要です。 
	
原因: ARCHIVEコマンドのアーカイブ制御テキストが無効です。テープ・ラベル名がありません。


	
処置: 正しい構文のテキストについては、『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・アドバンスト・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。









	 ORA-07708: sksaprs: テープ・ラベル名のバッファが小さすぎます 
	
原因: テープ・ラベルのバッファが小さすぎます。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07709: sksaprs: リモート・ホストへのアーカイブはできません。 
	
原因: ユーザーが、DECnetを介してアーカイブにリモート・ディスクを指定しました。


	
処置: ディスクをローカル・ホストにアーカイブしてください。









	 ORA-07710: sksaprs: ファイル名のバッファが小さすぎます 
	
原因: ファイル名のバッファが小さすぎます。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07713: sksamtd: アーカイブ・デバイスをマウントできませんでした(SYS$MOUNT障害) 
	
原因: VMSシステム・サービスのSYS$MOUNTが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07715: sksadtd: アーカイブ・デバイスをディスマウントできませんでした(SYS$DISMNT障害) 
	
原因: VMSシステム・サービスのSYS$DISMNTが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07716: sksachk: ARCHIVEへのデバイス指定が無効です。 
	
原因: VMSシステム・サービスのSYS$GETDVIが失敗しました。


	
処置: 有効なデバイスをARCHIVE制御文字列に指定してください。









	 ORA-07717: sksaalo: メモリー割当て中のエラー 
	
原因: VMSシステム・サービスのLIB$GET_VMが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07718: sksafre: メモリー解放中のエラー 
	
原因: VMSシステム・サービスのLIB$FREE_VMが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07721: scgcm: システムのエンキューを取得するのにOSリソースが不足しています。 
	
原因: これは、メッセージSS$_EXENQLMまたはSS$_INSFMEMの後に発行されます。


	
処置: 必要なロックを作成できるように、リソースを解放してください。









	 ORA-07740: slemop: ハンドル・サイズが正しくありません(プログラミング・エラー) 
	
原因: エラー・メッセージの読込みに使用した構造が一致しません。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07741: slemop: $OPENに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$OPENが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07742: slemop: $CONNECTに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$CONNECTが失敗しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07743: slemop: エラー・ファイルの属性が正しくありません 
	
原因: エラー・メッセージ・ファイルが不正なフォーマットになっています。


	
処置: エラー・ファイルを変更する場合、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07744: slemcl: エラー・メッセージのファイル・ハンドルは無効です。 
	
原因: ハンドルに渡されたシールが正しい値と一致しません。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07745: slemcl: $CLOSEに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$CLOSEが失敗しました。


	
処置: システム・エラーを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07746: slemrd: エラー・メッセージのファイル・ハンドルは無効です。 
	
原因: ハンドルに渡されたシールが正しい値と一致しません。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07747: slemrd: $READに失敗しました。 
	
原因: VMSシステム・サービスの$READが失敗しました。


	
処置: システム・エラーを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07750: slemcr: fopenに失敗しました。 
	
原因: メッセージ・ファイルを作成しようとして失敗しました。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07751: slemcr: mallocに失敗しました。 
	
原因: 新規に作成されるメッセージ・ファイル用のキャッシュを割り当てようとして失敗しました。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07753: slemcf: write前のfseekに失敗しました。 
	
原因: メッセージ・ファイル・キャッシュ要素を書き込む前に検索しようとして失敗しました。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07754: slemcf: fwriteに失敗しました。 
	
原因: メッセージ・ファイル・キャッシュ要素を書き込もうとして失敗しました。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07755: slemcf: readの前のfseekに失敗しました。 
	
原因: メッセージ・ファイル・キャッシュ要素を読み込む前に検索しようとして失敗しました。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07756: slemcf: freadに失敗しました。 
	
原因: メッセージ・ファイル・キャッシュ要素を読み込もうとして失敗しました。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07757: slemcc: ハンドルは無効です。 
	
原因: ハンドルに渡されたシールが正しい値と一致しません。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07758: slemcw: ハンドルは無効です。 
	
原因: ハンドルに渡されたシールが正しい値と一致しません。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07759: slemtr: 宛先は無効です。 
	
原因: 関数に渡された宛先文字列が短すぎます。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07760: slemtr: $OPENに失敗しました。 
	
原因: $openサービスが失敗しました。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07800: slbtpd: 数値は無効です。 
	
原因: 2進数から10進数への変換に対して不可能な要求が行われました。


	
処置: この変換は実行できません。









	 ORA-07801: slbtpd: 指数は無効です。 
	
原因: 2進数から10進数への変換に対して不可能な要求が行われました。


	
処置: この変換は実行できません。









	 ORA-07802: slbtpd: パック10進数への変換中にオーバーフローしました。 
	
原因: 2進数から10進数への変換に対して不可能な要求が行われました。


	
処置: この変換は実行できません。









	 ORA-07803: slpdtb: パック10進ニブルは無効です 
	
原因: 10進数から2進数への変換に対して不可能な要求が行われました。


	
処置: この変換は実行できません。









	 ORA-07804: slpdtb: 提供されたバッファに対して数値が大きすぎます 
	
原因: 10進数から2進数への変換に対して不可能な要求が行われました。


	
処置: この変換は実行できません。









	 ORA-07820: sspscn: SYS$CRELNMからエラーが戻されました 
	
原因: SYS$CRELNM関数からエラーが戻されました。


	
処置: システム・エラーを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07821: sspsdn: SYS$DELLNMからエラーが戻されました 
	
原因: SYS$DELLNM関数からエラーが戻されました。


	
処置: システム・エラーを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07822: sspscm: SYS$CREMBXからエラーが戻されました 
	
原因: プロセス・ダンプ・メールボックスを作成しようとしたときに、SYS$CREMBX関数からエラーが戻されました。


	
処置: システム・エラーを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07823: sspsqr: $QIOからエラーが戻されました 
	
原因: プロセス・ダンプ・メールボックスを読み込もうとしたときに、$QIOからエラーが戻されました。


	
処置: システム・エラーを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07824: sspain: $SETIMRからエラーが戻されました 
	
原因: プロセスspin-watchタイマーをキューしようとしたときに、SYS$SETIMRからエラーが戻されました。


	
処置: システム・エラーを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07825: sspsck: ASTレベルで$QIOからエラーが戻されました 
	
原因: プロセス・ダンプ・メールボックスを読み込もうとしたときに、SYS$QIOからエラーが戻されました。


	
処置: システム・エラーを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07826: sspscm: SYS$GETDVIWからエラーが戻されました 
	
原因: プロセス・ダンプ・メールボックスに関する情報を取得しようとしたときに、SYS$GETDVIWからエラーが戻されました。


	
処置: システム・エラーを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07840: sllfop: LIB$GET_VMからエラーが戻されました 
	
原因: I/Oベクター用のメモリーの割当て中に、LIB$GET_VMからエラーが戻されました。


	
処置: システム・エラーを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07841: sllfop: SYS$OPENからエラーが戻されました 
	
原因: 読み込むデータファイルをオープン中に、SYS$OPENからエラーが戻されました。


	
処置: システム・エラーを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07842: sllfcl: SYS$CLOSEからエラーが戻されました 
	
原因: 入力データファイルのクローズ中に、SYS$CLOSEからエラーが戻されました。


	
処置: システム・エラーを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07843: sllfcl: LIB$FREE_VMからエラーが戻されました 
	
原因: I/Oベクター用のメモリーの解放中に、LIB$FREE_VMからエラーが戻されました。


	
処置: システム・エラーを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07844: sllfop: LIB$GET_VMからエラーが戻されました 
	
原因: データおよび索引バッファ用のメモリーの割当て中に、LIB$GET_VMからエラーが戻されました。


	
処置: システム・エラーを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07845: sllfcl: LIB$FREE_VMからエラーが戻されました 
	
原因: データおよび索引バッファによって使用されていたメモリーの解放中に、LIB$FREE_VMからエラーが戻されました。


	
処置: システム・エラーを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07846: sllfop: stringバイトのレコードは、stringバイトのユーザー・バッファには大きすぎます 
	
原因: ファイルの最長レコードが、割当て可能な最大データ・バッファに入りません。


	
処置: より小さいレコードを持つようにRMSファイルを変更してください。









	 ORA-07847: sllfop: $CONNECTによってエラーが戻されました 
	
原因: データファイルをオープンしようとしたときに、SYS$CONNECTからエラーが戻されました。


	
処置: システム・エラーを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07848: sllfrb: $GETによってエラーが戻されました 
	
原因: データファイルを読み込もうとしたときに、SYS$GETからエラーが戻されました。


	
処置: システム・エラーを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07849: sllfsk: $GETによってエラーが戻されました 
	
原因: 入力ファイルのレコードをスキップしようとしたときに、SYS$GETによってエラーが戻されました。


	
処置: システム・エラーを調べて、VMSドキュメントを参照してください。









	 ORA-07850: sllfop: オプションは無効です 
	
原因: Fixed=に無効なオプションが使用されています。その他のオプションについては、ドキュメントで確認してください。


	
処置: ドキュメントを確認してください。









	 ORA-07860: osnsoi: 中断ハンドラを設定中にエラーが発生しました。 
	
原因: 制御中断ハンドラの設定中にエラーが発生しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-07880: sdopnf: 内部エラーが発生しました。 
	
原因: このプロセスによってオープンするすべてのファイルのリストが取得できませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-08000: セッション順序リスト数が最大値を超えました 
	
原因: このセッションに対する順序の親ステート・オブジェクトがすべて使用されています。


	
処置: これは内部エラーです。このセッションを終了し、新しいセッションを開始してください。









	 ORA-08002: 順序string.CURRVALはこのセッションではまだ定義されていません 
	
原因: 順序NEXTVALより先に順序CURRVALが選択されました。


	
処置: CURRVALを選択する前に、順序からNEXTVALを選択してください。









	 ORA-08003: 順序string.NEXTVALが内部制限を超えました 
	
原因: 一部のパラメータに不正な値が指定された状態で、順序が作成されました。正当な表示サイズを超えているため、NEXTVALの計算はできません。


	
処置: 有効制限内で順序番号に変更するか、順序番号を再作成してください。









	 ORA-08004: 順序string.NEXTVALのstring stringVALUEと矛盾しています。インスタンス化できません 
	
原因: NEXTVALのインスタンシェートがMAX/MINVALUEの1つに違反しました。


	
処置: 新しい値を要求できるように順序を変更してください。









	 ORA-08005: 指定した行は存在しません。 
	
原因: 指定したrowidを含む行は、指定した表には存在しません。


	
処置: 問合せに表名の綴り間違いがないかおよびrowidを確認してください。









	 ORA-08006: 現在、指定した行は存在しません。 
	
原因: 指定した行は、操作が開始された後、他のユーザーによって削除されています。


	
処置: 操作を再実行してください。









	 ORA-08007: このトランザクションによる、このブロックに対するこれ以上の変更は許されません 
	
原因: このブロックでのこのトランザクションの最大ロック数に達しました。


	
処置: 変更をコミットしてください。









	 ORA-08008: 別のインスタンスがUSE_ROW_ENQUEUES=stringでマウントされています。 
	
原因: 起動された共有インスタンスには、すでに稼働中のインスタンスと同じuse_row_enqueuesに対する値がありません。


	
処置: すべてのインスタンスのINIT.ORAファイルがパラメータ'use_row_enqueues'に対して同じ値を指定していることを確認してください。









	 ORA-08100: 索引が無効です - トレース・ファイルを参照して診断してください 
	
原因: 引数索引の中で不一致が検出された索引を確認してください。


	
処置: トレース・ファイルをOracleサポート・サービスに送付してください。









	 ORA-08101: 索引キーは、ファイルstring: (ルートstring、ノードstring)ブロック(string)に存在しません。 
	
原因: 内部エラーです。索引に不一致があります。


	
処置: トレース・ファイルをエラーの再現についての情報とともに、Oracleサポート・サービスへ送付してください。









	 ORA-08102: 索引キーが見つかりません。オブジェクト番号string、ファイルstring、ブロックstring (string) 
	
原因: 内部エラーです。索引に不一致があります。


	
処置: トレース・ファイルをエラーの再現についての情報とともに、Oracleサポート・サービスへ送付してください。









	 ORA-08103: 現在、指定したオブジェクトは存在しません。 
	
原因: オブジェクトは、操作が開始された後、他のユーザーによって削除されています。またはオブジェクトの削除中に、以前の不完全リカバリによってデータベースがPoint-in-Timeにリストアされました。


	
処置: 不完全リカバリが原因の場合は、オブジェクト・ファイルを削除してください。









	 ORA-08104: この索引オブジェクトstringは、オンラインで(再)作成中です。 
	
原因: 索引が(再)作成中か、またはオンラインでの(再)作成からのリカバリを待機中です。


	
処置: オンラインでの索引作成またはリカバリの完了を待ってください。









	 ORA-08105: オンライン索引作成用のSMONクリーンアップをオフに切り替えるOracleイベントです。 
	
原因: このイベントの設定は、Oracle開発担当者の監督下でのみ行ってください。


	
処置: デバッグのみ。









	 ORA-08106: ジャーナル表string.stringを作成できません 
	
原因: オンライン索引作成がジャーナル表を作成できませんでした。


	
処置: 矛盾する表名を変更するか、SQL文を再実行してください。
* 同じオブジェクトで同時にオンライン索引再作成を実行中の可能性があります。











	 ORA-08108: この型の索引は、オンラインで作成または再作成できません。 
	
原因: 標準の索引またはIOTトップレベル索引のみがサポートされています。


	
処置: 索引の型を変更してください。









	 ORA-08109: nosortは、オンライン索引作成ではサポートされていないオプションです。 
	
原因: オンライン索引作成ではnosortを指定できません。


	
処置: 索引作成コマンドのnosortを削除してください。









	 ORA-08110: オンライン索引作成用のSMONクリーンアップをテストするOracleイベントです。 
	
原因: Oracleカーネルのテストのみです。


	
処置: このイベントは設定しないでください(テスト専用)。









	 ORA-08111: パーティション索引が全体として結合されていない可能性があります。 
	
原因: ユーザーがALTER INDEX COALESCE文を使用して1つのパーティション索引を結合しようとしました。これは許可されていません。


	
処置: 索引を一度に(サブ)パーティションに結合します(ALTER INDEX MODIFY(sub)PARTITION COALESCEを使用します)。









	 ORA-08112: コンポジット・パーティションが全体として結合されていない可能性があります。 
	
原因: 1つのコンポジット・パーティションを結合しようとしました。


	
処置: 索引を一度にサブパーティションに結合します(ALTER INDEX MODIFY SUBPARTITION COALESCEを使用します)。









	 ORA-08113: コンポジット・パーティション索引は圧縮できません。 
	
原因: ユーザーがコンポジット・パーティション索引を圧縮しようとしました。


	
処置: 圧縮されていないコンポジット・パーティション索引を作成してください。









	 ORA-08114: 不正な索引は変更できません。 
	
原因: ユーザーが不正な索引を変更しようとしました。


	
処置: 不正な索引を削除してください。









	 ORA-08115: この索引タイプはオンライン(再)作成できません 
	
原因: オンラインでサポートされていない索引タイプを作成しようとしました。


	
処置: オフライン索引(再)作成コマンドを使用してください。









	 ORA-08116: オンライン索引作成をロック(Sモード)するための十分なDMLを取得できません。 
	
原因: DML共有ロックを許可せずに、索引をオンラインで作成しようとしました。


	
処置: 実表でのDML共有ロックを許可してください。









	 ORA-08117: 索引構成表操作でブロック・ピンが解放されました 
	
原因: ブロック・メンテナンスにより、ブロック・ピンが強制的に解放されました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-08118: 遅延FK制約を施行できません。索引が大きすぎます(string)。 
	
原因: 索引キーが大きすぎるため、遅延外部キー制約を施行できません。デフォルト以外のDB_BLOCK_SIZEでは作成できません。


	
処置: 外部キーを削除してから、主キーを削除してください。









	 ORA-08119: 新しいINITRANSでは、索引が大きくなりすぎます。 
	
原因: INITRANSを指定すると索引キーを保持する追加の領域が必要ですが、この場合索引が大きくなりすぎます。


	
処置: より小さいINITRANS値を指定してください。









	 ORA-08120: 索引を(再)作成するため、SYS.IND_ONLINE$表を作成する必要があります 
	
原因: ALTER INDEX BUILDおよびALTER INDEX REBUILDをオンラインで実行するには、SYS.IND_ONLINE$表が必要です。


	
処置: 索引を変更する前にSYS.IND_ONLINE$を作成しておく必要があります。IND_ONLINE$を作成するためのスクリプトは、/rdbms/admin/catcio.sqlに格納されています。









	 ORA-08121: オフライン状態に維持する必要がある索引の数が、DMLの制限を超えています 
	
原因: 維持する索引の数が多すぎます。各DML文の索引数の制限は2^16です。


	
処置: 索引の維持がオンラインかどうかを確認してください。索引をオフラインで維持する必要がある場合には、一部の索引を削除してください。









	 ORA-08122: DML競合のため、索引のオンライン(再)作成がロールバックされました 
	
原因: オンライン(再)作成ジャーナルは、実行中のDMLと矛盾しているため、索引のオンライン(再)作成の完了には使用できません。


	
処置: 必要に応じて、クリーンアップの実行後に、オンライン(再)作成操作を再発行してください。









	 ORA-08175: ディスクリート・トランザクション制約違反です(string)。 
	
原因: 現在ディスクリート・トランザクションではサポートされていない機能を実行しようとしました。


	
処置: トランザクションをロールバックして、通常のトランザクションとして実行してください。









	 ORA-08176: 一貫読取り障害。ロールバック・データを使用できません。 
	
原因: ロールバック・データを生成しない操作(索引作成、ダイレクト・ロードまたはディスクリート・トランザクション)によって変更されたデータが検出されました。


	
処置: 読込み/書込みトランザクションの場合は、実行しようとした操作またはトランザクションを再試行してください。読込み専用トランザクションを再起動してください。









	 ORA-08177: このトランザクションのアクセスをシリアル化できません 
	
原因: このシリアル化可能トランザクションの開始後に発生した操作によって変更されたデータが検出されました。


	
処置: 読込み/書込みトランザクションの場合は、実行しようとした操作またはトランザクションを再試行してください。









	 ORA-08178: ユーザーINTERNALにSERIALIZABLE句の指定は許可されていません 
	
原因: ユーザーINTERNALには、SERIALIZABLEモードはサポートされていません。


	
処置: 別のユーザーとして再接続し、SET TRANSACTIONコマンドを再実行してください。









	 ORA-08179: 並行性チェックに失敗しました 
	
原因: 特定のマテリアライズド・ビュー後に発生した操作により変更されたデータが検出されました。ほとんどの場合、データ・ブロックの特定のキャッシュ・コピーが古いことを示しています。現在は内部的に使用されています。


	
処置: データ・ブロックのキャッシュ・コピーをリフレッシュし、操作を再試行してください。









	 ORA-08180: 指定された時間に基づくスナップショットが見つかりません 
	
原因: 時間とマッピング表からのSCNが一致していない可能性があります。


	
処置: 時間を長くして再試行してください。









	 ORA-08181: 指定された数字は有効なシステム変更番号ではありません 
	
原因: 指定されたSCNは、有効なSCNの範囲外です。


	
処置: 有効なSCNを使用してください。









	 ORA-08182: フラッシュバック・モード時にサポートされない操作です 
	
原因: フラッシュバック・モードのときに、dmlまたはddl操作を実行しようとしました。


	
処置: フラッシュバックを使用不可にし、操作を再試行してください。









	 ORA-08183: トランザクションの実行中は、フラッシュバックを使用可能にできません 
	
原因: トランザクションの途中で、フラッシュバックを実行しようとしました。


	
処置: コミットしてください。









	 ORA-08184: フラッシュバック・モード時にフラッシュバックを再び使用可能にしようとしています 
	
原因: 前述のとおり


	
処置: まず使用不可にしてから、再度使用可能にしてください。









	 ORA-08185: フラッシュバックはユーザーSYSに対してサポートされていません 
	
原因: ユーザーが、SYSでログオンしています。


	
処置: 別のユーザー(SYS以外)でログオンしてください。









	 ORA-08186: 無効なタイムスタンプが指定されました 
	
原因: 前述のとおり


	
処置: 有効なタイムスタンプを入力してください。









	 ORA-08187: ここではスナップショット式は使用できません 
	
原因: AS OFを使用する許可されないマテリアライズド・ビュー式が指定されました。


	
処置: AS OF句を使用しないでください。









	 ORA-08189: 行移動が使用できないため、表をフラッシュバックできません 
	
原因: 行を移動できない表でフラッシュバック表操作を実行しようとしました。フラッシュバック表はROWIDを保持しないため、フラッシュバック表では行を移動できるようにする必要があります。


	
処置: この表で行を移動できるようにしてください。









	 ORA-08190: リストア・ポイントstringは、異なるインカネーションのデータベースのものです 
	
原因: データベースの異なるインカネーションのリストア・ポイントを使用してフラッシュバック表操作を実行しようとしました。


	
処置: 現行のデータベース・インカネーションのリストア・ポイントを指定してください。









	 ORA-08191: 表のフラッシュバック操作は、リモート表ではサポートされていません 
	
原因: リモート表に対してフラッシュバック表操作を実行しようとしました。これは許可されません。


	
処置: リモート表に対してフラッシュバック表操作を実行しないでください。









	 ORA-08192: 表のフラッシュバック操作は、固定表では使用できません 
	
原因: 固定表に対してフラッシュバック表操作を実行しようとしました。これは許可されません。


	
処置: 固定表に対してフラッシュバック表操作を実行しないでください。









	 ORA-08193: 表のフラッシュバック操作は、一時表では使用できません 
	
原因: 一時表に対してフラッシュバック表操作を実行しようとしました。これは許可されません。


	
処置: 一時表に対してフラッシュバック表操作を実行しないでください。









	 ORA-08194: 表のフラッシュバック操作は、マテリアライズド・ビューでは使用できません 
	
原因: マテリアライズド・ビューに対してフラッシュバック表操作を実行しようとしました。これは許可されません。


	
処置: マテリアライズド・ビューまたはスナップショット・ログに対してフラッシュバック表操作を実行しないでください。









	 ORA-08195: 表のフラッシュバック操作は、パーティションではサポートされていません 
	
原因: パーティションに対してフラッシュバック表操作を実行しようとしました。これは許可されません。


	
処置: パーティションに対してフラッシュバック表操作を実行しないでください。









	 ORA-08196: 表のフラッシュバック操作は、AQ表では使用できません 
	
原因: AQ表に対してフラッシュバック表操作を実行しようとしました。これは許可されません。


	
処置: AQ表に対してフラッシュバック表操作を実行しないでください。









	 ORA-08197: 表のフラッシュバック操作は、クラスタ化表ではサポートされていません 
	
原因: クラスタ化された表に対してフラッシュバック表操作を実行しようとしました。これは許可されません。


	
処置: クラスタ化された表に対してフラッシュバック表操作を実行しないでください。









	 ORA-08198: フラッシュバック・テーブルは、オブジェクト表およびネストした表に対してサポートされていません 
	
原因: オブジェクト表、ネストした表、またはネストした表列のある表でフラッシュバック表操作を実行しようとしました。これは許可されません。


	
処置: このような表に対してフラッシュバック表操作を実行しないでください。









	 ORA-08199: フラッシュバック・テーブル操作は、このオブジェクトに対してサポートされていません 
	
原因: 操作がサポートされていないオブジェクトでフラッシュバック表操作を実行しようとしました。


	
処置: このようなオブジェクトに対してフラッシュバック表操作を実行しないでください。









	 ORA-08205: ora_addr: 環境変数に$ORACLE_SIDが設定されていません。 
	
原因: 環境変数ORACLE_SIDが設定されていません。


	
処置: 環境変数ORACLE_SIDを設定してください。









	 ORA-08206: ora_addr: アドレス・ファイル名を変換できません。 
	
原因: $ORACLE_HOME/dbs/sgadef$ORACLE_SID.dbfを変換できません。


	
処置: ORACLE_HOMEおよびORACLE_SIDが正しく設定されていることを確認してください。









	 ORA-08207: ora_addr: アドレス・ファイルをオープンできません。 
	
原因: アドレス・ファイルをオープンできませんでした。


	
処置: Oracleが起動していることを確認してください。ファイル$(ORACLE_HOME)/dbs/sgadef$(ORACLE_SID).dbfが存在し、適切な権限があるかどうかを確認してください。









	 ORA-08208: ora_addr: アドレス・ファイルを読み込めません。 
	
原因: アドレス・ファイルを読み込めませんでした。


	
処置: ファイル$(ORACLE_HOME)/dbs/sgadef$(ORACLE_SID).dbfが存在し、テキストの1行が含まれているかどうかを確認してください。









	 ORA-08209: scngrs: SCNが初期化されていません。 
	
原因: SCNが初期化されていません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-08210: I/Oエラーになる要求です 
	
原因: この操作で、OracleがI/Oエラーになる処理を要求しました。


	
処置: Oracleの通常の操作では発生しません。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-08230: smscre: SGAの割当てに失敗しました。 
	
原因: n_coreシステム・コールが失敗しました。メモリー不足の可能性があります。


	
処置: より少ないバッファ数を指定してください。init.oraのパラメータを確認してください。









	 ORA-08231: smscre: SGAに連結できません 
	
原因: プロセスがSGAにアタッチできません。リスナーがアタッチできないか、プロセスがリスナーと通信できない可能性があります。


	
処置: インスタンスが起動されていることを確認してください。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-08232: smsdes: SGAから連結解除できません 
	
原因: リスナー・プロセスが停止した可能性があります。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-08233: smsdes: SGAのマップ解除に失敗しました 
	
原因: SGAからの切断でn_coreシステム・コールが失敗しました。


	
処置: 戻されたnCXエラーを記録して、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-08234: smsget: インスタンス・リスナー・アドレスの取得に失敗しました 
	
原因: インスタンス・リスナー・アドレスをsgadefファイルから読み込めません。


	
処置: $(ORACLE_HOME)および$(ORACLE_SID)が正しく設定されていることを確認してください。追加情報として、ora_addrからエラーが戻されます。









	 ORA-08235: smsget: このノードにはリスナーがありません。 
	
原因: SGAにアタッチするプロセスが、インスタンスのリスナーと異なるノードにあります。


	
処置: $(ORACLE_HOME)および$(ORACLE_SID)が正しく設定されていることを確認してください。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-08236: smsget: リスナーとサブキューブを共有できません 
	
原因: n_shareコールが失敗しました。リスナーが停止している可能性があります。


	
処置: リスナーが実行されているかどうかを確認し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-08237: smsget: SGAリージョンがまだ作成されていません 
	
原因: 作成されていないSGAにアタッチしようとしました。


	
処置: インスタンスが起動されていることを確認してください。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-08238: smsfre: SGAから連結解除できません 
	
原因: SGAからの切断でn_coreシステム・コールが失敗しました。


	
処置: nCXエラーを確認して、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-08243: 再帰的な監査操作が試行されました 
	
原因: 監査操作中に監査が必要な再帰的な操作が試行されました。監査表領域の領域の解放に領域管理操作が必要とされたことが、最も可能性の高い理由です。


	
処置: SYS.AUD$の表領域の領域を確認し、問題を修正してください。









	 ORA-08260: ora_addr: ネーム・サーバーのオープンに失敗しました 
	
原因: プロセスがネーム・サーバーに接続できませんでした。


	
処置: ネーム・サーバーが起動し、実行されていることを確認してください。追加情報として、ネーム・サーバーが戻した状態を調べてください。









	 ORA-08261: ora_addr: ネーム・サーバー名が見つかりませんでした 
	
原因: インスタンスのリスナー・ネーム・サーバーのエントリが見つかりませんでした。


	
処置: ネーム・サーバーが起動し、実行されていることを確認してください。追加情報として、ネーム・サーバーが戻した状態を調べてください。









	 ORA-08263: ora_addr: リスナー・アドレスを解放に失敗しました 
	
原因: インスタンスのリスナー・ネーム・サーバーを解放できませんでした。


	
処置: 追加情報として、ネーム・サーバーが戻した状態を調べてください。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-08264: ora_addr: ネーム・サーバーへの接続のクローズに失敗しました。 
	
原因: ネーム・サーバーへの接続をクローズできませんでした。


	
処置: 追加情報として、ネーム・サーバーが戻した状態を調べてください。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-08265: create_ora_addr: ネーム・サーバーへの接続のオープンに失敗しました。 
	
原因: プロセスがネーム・サーバーに接続できませんでした。


	
処置: ネーム・サーバーが起動し、実行されていることを確認してください。追加情報として、ネーム・サーバーが戻した状態を調べてください。









	 ORA-08266: create_ora_addr: ネーム・サーバー名を登録できません。 
	
原因: リスナーのアドレッシング情報が登録できませんでした。


	
処置: ネーム・サーバーが起動し、実行されていることを確認してください。追加情報として、ネーム・サーバーが戻した状態を調べてください。









	 ORA-08267: destroy_ora_addr: ネーム・サーバーへの接続のクローズに失敗しました。 
	
原因: ネーム・サーバーへの接続をクローズできませんでした。


	
処置: 追加情報として、ネーム・サーバーが戻した状態を調べてください。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-08268: create_ora_addr: ネーム・サーバーへの接続のクローズに失敗しました。 
	
原因: ネーム・サーバーへの接続をクローズできませんでした。


	
処置: 追加情報として、ネーム・サーバーが戻した状態を調べてください。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-08269: destroy_ora_addr: 名前を削除できません。 
	
原因: リスナーのアドレッシング情報を削除できませんでした。


	
処置: 追加情報として、ネーム・サーバーが戻した状態を調べてください。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-08270: sksachk: アーカイブ制御文字列が無効です。 
	
原因: 指定されたアーカイブ制御文字列内に、アーカイブ・ファイルが作成できません。


	
処置: ボリュームが存在するかどうかを確認してください。









	 ORA-08271: sksabln: アーカイブ制御文字列に対してバッファ・サイズが不十分です 
	
原因: 指定されたアーカイブ制御文字列が、多くの文字に拡張されています。


	
処置: アーカイブ制御文字列の長さを短くしてください。









	 ORA-08274: 環境変数に対してメモリーが不足しています 
	
原因: メモリーが不足しているため、要求された値を戻せません。


	
処置: メモリーの使用率を低くして再試行してください。









	 ORA-08275: 環境変数が設定されていません。 
	
原因: 要求された環境変数が設定されていません。


	
処置: 要求された環境変数名が正しいかどうかを確認してください。









	 ORA-08276: ネーム・サーバーにPIDの入る容量がありません。 
	
原因: バックグラウンド・プロセスのpidを格納できません。


	
処置: SHUTDOWN ABORTを実行して、データベースを再起動してください。









	 ORA-08277: 環境変数を設定できません。 
	
原因: メモリーが不足しているため、環境を拡張できません。


	
処置: メモリーの使用率を低くして再試行してください。









	 ORA-08278: CPU統計を取得できません 
	
原因: n_statが失敗したため、CPUタイムを取得できません。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-08308: sllfop: ファイルをオープンできません。 
	
原因: Oracleがファイルをオープンできませんでした。


	
処置: 追加情報として戻されたUNIXエラー番号を調べてください。









	 ORA-08309: sllfop: ファイルに対しfstatを実行できません。 
	
原因: Oracleが、オープンしているファイルの情報を取得できませんでした。


	
処置: 追加情報として戻されたUNIXエラー番号を調べてください。









	 ORA-08310: sllfop: recsizeの値が無効です。 
	
原因: レコード・サイズに無効な値が指定されました。


	
処置: recsizeオプションに、1以上の値を指定してください。









	 ORA-08311: sllfop: maxrecsizeの値が無効です 
	
原因: 最大レコード・サイズに無効な値が指定されました。


	
処置: maxrecsizeオプションに、1以上の値を指定してください。









	 ORA-08312: sllfop: 認識されていない処理オプションです。 
	
原因: 認識されていない処理オプションが指定されました。


	
処置: 『Oracle for nCUBE 2 User's Guide』で有効なオプションを調べてください。









	 ORA-08313: sllfop: バッファの割当てに失敗しました 
	
原因: ロード・バッファのメモリーを割当てできませんでした。


	
処置: 最大レコード・サイズを小さくしてください。現行のノードで不要なプロセスを排除してから、SQL*Loaderを実行してください。









	 ORA-08314: sllfcf: ファイルのクローズでエラーが発生しました。 
	
原因: ファイルのクローズ中にエラーが発生しました。


	
処置: 追加情報として戻されたUNIXエラー番号を調べてください。









	 ORA-08315: sllfrb: ファイルの読取りでエラーが発生しました。 
	
原因: ファイルの読込み中にエラーが発生しました。


	
処置: 追加情報として戻されたUNIXエラー番号を調べてください。









	 ORA-08316: sllfsk: ファイル内での検索でエラーが発生しました。 
	
原因: lseekシステム・コールからエラーが戻されました。


	
処置: 追加情報として戻されたUNIXエラー番号を調べてください。









	 ORA-08317: sllfsk: ファイル内での検索でエラーが発生しました。 
	
原因: lseekシステム・コールからエラーが戻されました。


	
処置: 追加情報として戻されたUNIXエラー番号を調べてください。









	 ORA-08318: sllfsk: ファイルの読取りでエラーが発生しました。 
	
原因: ファイルの読込み中にエラーが発生しました。


	
処置: 追加情報として戻されたUNIXエラー番号を調べてください。









	 ORA-08319: sllfsk: ファイルの読取りでエラーが発生しました。 
	
原因: ファイルの読込み中にエラーが発生しました。


	
処置: 追加情報として戻されたUNIXエラー番号を調べてください。









	 ORA-08320: scnget: scnsetまたはscnfndの前にscngetをコールしました。 
	
原因: 内部エラー


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-08321: scnmin: まだ実装されていません。 
	
原因: 内部エラー


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-08322: scnmin: バイアス・ロックのオープンまたは変換に失敗しました 
	
原因: lkmgrのコールが失敗したため、バイアス・ロックがオープンおよび変換できません。


	
処置: lkmgrが起動していることを確認してください。









	 ORA-08323: scnmin: バイアス・ロックのクローズに失敗しました 
	
原因: lkmgrのコールが失敗したため、バイアス・ロックがクローズできません。


	
処置: lkmgrが起動していることを確認してください。









	 ORA-08330: 印刷はサポートされていません。 
	
原因: ファイルが自動的にプリンタにスプールされました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-08331: 待機操作がタイムアウトになりました 
	
原因: Oracleがイベントの待機をタイムアウトしました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-08332: 指定されたロールバック・セグメント番号stringは使用できません。 
	
原因: (1545と同じ)


	
処置: (1545と同じ)。また、開始するインスタンス数に十分なロールバック・セグメントが作成されているかどうかを確認してください。









	 ORA-08340: このコマンドはnCUBEには実行できません。使用されているスレッドは1つのみです。 
	
原因: nCUBEプラットフォームで無効なコマンドが実行されました。


	
処置: このコマンドは、実行する必要はありません。









	 ORA-08341: nCUBEでは、このコマンドはインスタンス1からのみ実行できます。 
	
原因: インスタンス1以外は実行できないコマンドが発行されました。


	
処置: インスタンス1にログオンし、コマンドを繰り返してください。









	 ORA-08342: sropen: REDOサーバーへの接続のオープンに失敗しました 
	
原因: REDOサーバーに接続しようとしてエラーが発生しました。


	
処置: OS固有のエラー・メッセージを参照して、処置を判断してください。









	 ORA-08343: srclose: REDOサーバーへの接続のクローズに失敗しました 
	
原因: REDOサーバーへの接続をクローズしようとしてエラーが発生しました。


	
処置: OS固有のエラー・メッセージを参照して、処置を判断してください。









	 ORA-08344: srapp: REDOサーバーへのREDOデータの送信に失敗しました 
	
原因: REDOサーバーへREDOを送信しようとしてエラーが発生しました。


	
処置: OS固有のエラー・メッセージを参照して、処置を判断してください。









	 ORA-08401: コンパイラ名: stringが無効です 
	
原因: 無効なコンパイラ名<compname>がUTL_PG変換ルーチンに渡されました。


	
処置: 変換ルーチンをコールしたPL/SQLコードのコンパイラ名パラメータを修正してください。









	 ORA-08412: WMSGBSIZにエラーがあります。WMSGBLKのサイズが警告メッセージに対して小さすぎます。 
	
原因: WMSGBSIZは警告メッセージ・ブロックの最大サイズです。1から8KBに設定することをお薦めします。


	
処置: 定義されているWMSGBLKのサイズを1から8KBにして、WMSGBSIZをWMSGBLKのサイズに更新してください。









	 ORA-08413: stringのFORMATパラメータのコンパイラ型が無効です。 
	
原因: 書式制御ブロックに、無効なコンパイラ型が定義されています。書式制御ブロックが無効です。


	
処置: MAKE_RAW_TO_NUMBER_FORMATまたはMAKE_NUMBER_TO_RAW_FORMATでFORMATパラメータが構成されているかどうか、このパラメータがPL/SQLプロシージャで誤って上書きされたり、修正されていないかどうかを確認してください。









	 ORA-08414: stringにエラーがあります。 
	
原因: 関数<routine>からエラーが戻されました。<routine>はRAW_TO_NUMER NUMBER_TO_RAW RAW_TO_NUMBER_FORMAT NUMBER_TO_RAW_FORMAT MAKE_NUMBER_TO_RAW_FORMAT MAKE_RAW_TO_NUMBER_FORMATになります。


	
処置: 処置してください。









	 ORA-08429: ロー・データの表示型データに無効な数字があります 
	
原因: UTL_PG RAW_TO_NUMBER変換ルーチンに渡された入力ロー・バッファに無効なデータが含まれていました。ピクチャ・マスク・パラメータは数字を指定しましたが、ロー・データからの該当する入力に有効な数字が含まれていませんでした。


	
処置: 入力データまたはピクチャ・マスクが誤っています。該当する項目を修正してください。









	 ORA-08430: ロー・データに先行記号がありません。 
	
原因: UTL_PG RAW_TO_NUMBER変換ルーチンに渡された入力ロー・バッファに先行記号がありませんでしたが、マスク・オプション・パラメータが先行記号を指定しました。


	
処置: 入力ロー・データまたはマスク・オプションが一致するように修正してください。









	 ORA-08431: ロー・データにピクチャで定義されているゼロがありません。 
	
原因: UTL_PG RAW_TO_NUMBER変換ルーチンに渡されたピクチャ・マスク・パラメータには0(ゼロ)が含まれていますが、ロー・データからの該当する入力は0(ゼロ)ではありませんでした。


	
処置: 入力データまたはピクチャ・マスクが誤っています。該当する項目を修正してください。









	 ORA-08432: ロー・データの浮動小数点データが無効です。 
	
原因: UTL_PG RAW_TO_NUMBER変換ルーチンに渡された入力ロー・データに無効な浮動小数点データが含まれていました。


	
処置: 入力ロー・データを修正してください。









	 ORA-08433: ロー・データから数値への変換でピクチャ型が無効です 
	
原因: UTL_PG RAW_TO_NUMBER変換ルーチンに渡されたピクチャ・マスク・パラメータには数字以外の文字が含まれていますが、数値データ型への変換が行われました。


	
処置: ピクチャ・マスク・パラメータを修正してください。









	 ORA-08434: ロー・データの後続記号が無効です。 
	
原因: UTL_PG RAW_TO_NUMBER変換ルーチンに渡された入力ロー・バッファには後続記号がありませんでしたが、マスク・オプション・パラメータが後続記号を指定しました。


	
処置: 入力ロー・データまたはマスク・オプションが一致するように修正してください。









	 ORA-08435: 先行記号が指定されていますが、ピクチャ・マスクに先行記号がありません 
	
原因: UTL_PG RAW_TO_NUMBER変換ルーチンに渡された入力マスクに先行記号がありませんでしたが、マスク・オプション・パラメータが先行記号を指定しました。


	
処置: 入力ロー・データまたはマスク・オプションが一致するように修正してください。









	 ORA-08436: ロー・データに無効な記号桁があります。 
	
原因: UTL_PG RAW_TO_NUMBER変換ルーチンに渡された入力ロー・バッファのピクチャ・マスクが記号を指定した位置に、無効な記号数字があります。


	
処置: 入力ロー・データまたはピクチャ・マスクが一致するように修正してください。









	 ORA-08437: ピクチャ・マスクのピクチャ型が無効です 
	
原因: UTL_PG NUMBER_TO_RAW変換ルーチンに渡されたピクチャ・マスク・パラメータには数字以外の文字が含まれていますが、数値データ型への変換が行われました。


	
処置: ピクチャ・マスク・パラメータを修正してください。









	 ORA-08440: ロー・バッファが小さすぎて、変換されたデータを保持できません。 
	
原因: UTL_PG NUMBER_TO_RAW変換ルーチンに渡された出力ロー・バッファのサイズが、ピクチャ・マスクに基づいた変換結果に十分な大きさではありませんでした。


	
処置: ロー・バッファ・サイズを、変換の結果全体を保持するために必要なサイズまで大きくしてください。









	 ORA-08441: ピクチャ・マスクに閉じカッコがありません。 
	
原因: UTL_PG変換ルーチンに渡されたピクチャ・マスクに、閉じカッコがありませんでした。


	
処置: ピクチャ・マスクを修正してください。









	 ORA-08443: マスク・オプションのBLANK WHEN ZERO句に構文エラーがあります。 
	
原因: UTL_PG変換ルーチンに渡されたマスク・オプション・パラメータのBLANK WHEN ZERO句で構文エラーが検出されました。有効な指定は、BLANK ZERO BLANK ZEROS BLANK ZEROES BLANK WHEN ZERO BLANK WHEN ZEROS BLANK WHEN ZEROESです。


	
処置: マスク・オプション・パラメータを修正してください。









	 ORA-08444: マスク・オプションのJUSTIFIED句に構文エラーがあります。 
	
原因: UTL_PG変換ルーチンに渡されたマスク・オプション・パラメータのJUSTIFIED句で構文エラーが見つかりました。有効な指定は、JUST JUST RIGHT JUSTIFIED JUSTIFIED RIGHTです。


	
処置: マスク・オプション・パラメータを修正してください。









	 ORA-08445: マスク・オプションのSIGN句に構文エラーがあります。 
	
原因: UTL_PG変換ルーチンに渡されたマスク・オプション・パラメータのSIGN句で構文エラーが見つかりました。有効な指定は、SIGN LEADING SIGN LEADING SEPARATE SIGN LEADING SEPARATE CHARACTER SIGN TRAILING SIGN TRAILING SEPARATE SIGN TRAILING SEPARATE CHARACTER SIGN IS LEADING SIGN IS LEADING SEPARATE SIGN IS LEADING SEPARATE CHARACTER SIGN IS TRAILING SIGN IS TRAILING SEPARATE SIGN IS TRAILING SEPARATE CHARACTERです。


	
処置: マスク・オプション・パラメータを修正してください。









	 ORA-08446: マスク・オプションのSYNCHRONIZED句に構文エラーがあります。 
	
原因: UTL_PG変換ルーチンに渡されたマスク・オプション・パラメータのSYNCHRONIZED句で構文エラーが見つかりました。有効な指定は、SYNC SYNC LEFT SYNC RIGHT SYNCHRONIZED SYNCHRONIZED LEFT SYNCHRONIZED RIGHTです。


	
処置: マスク・オプション・パラメータを修正してください。









	 ORA-08447: マスク・オプションのUSAGE句に構文エラーがあります。 
	
原因: UTL_PG変換ルーチンに渡されたマスク・オプション・パラメータのUSAGE句で構文エラーが見つかりました。有効な指定は、USAGE DISPLAY USAGE COMP USAGE COMP-3 USAGE COMP-4 USAGE COMPUTATIONAL USAGE COMPUTATIONAL-3 USAGE COMPUTATIONAL-4 USAGE IS DISPLAY USAGE IS COMP USAGE IS COMP-3 USAGE IS COMP-4 USAGE IS COMPUTATIONAL USAGE IS COMPUTATIONAL-3 USAGE IS COMPUTATIONAL-4です。


	
処置: マスク・オプション・パラメータを修正してください。









	 ORA-08448: DECIMAL-POINT環境句に構文エラーがあります。 
	
原因: UTL_PG変換ルーチンに渡されたDECIMAL-POINT環境句パラメータで構文エラーが見つかりました。有効な指定は、DECIMAL-POINT IS COMMAです。


	
処置: 環境句パラメータを修正してください。









	 ORA-08449: ピクチャ・マスクに無効な数値シンボルがあります。 
	
原因: UTL_PG変換ルーチンに渡されたピクチャ・マスク・パラメータで、無効な数値シンボルが見つかりました。


	
処置: ピクチャ・マスク・パラメータを修正してください。









	 ORA-08450: ピクチャ・マスクにCRの無効な指定があります。 
	
原因: UTL_PG変換ルーチンに渡されたピクチャ・マスク・パラメータで、接尾辞CRが正しく指定されていませんでした。接尾辞CRを指定できる位置は、ピクチャ・マスクの終わりのみです。


	
処置: ピクチャ・マスク・パラメータを修正してください。









	 ORA-08451: ピクチャ・マスクにDBの無効な指定があります。 
	
原因: UTL_PG変換ルーチンに渡されたピクチャ・マスク・パラメータで、接尾辞DBが正しく指定されていませんでした。接尾辞DBを指定できる位置は、ピクチャ・マスクの終わりのみです。


	
処置: ピクチャ・マスク・パラメータを修正してください。









	 ORA-08452: ピクチャ・マスクのEの指定はサポートされていません。 
	
原因: UTL_PG変換ルーチンに渡されたピクチャ・マスク・パラメータに、浮動小数点指数記号'E'が指定されました。浮動小数点データ型は、UTL_PG変換ルーチンでは現在サポートされていません。


	
処置: ピクチャ・マスクを修正してください。必要であれば、データも修正してください。









	 ORA-08453: ピクチャ・マスクにVシンボルが複数指定されています。 
	
原因: UTL_PG変換ルーチンに渡されたピクチャ・マスクに、複数の小数点インジケータ'V'が含まれています。ピクチャ・マスクで使用できる小数点インジケータは1つのみです。


	
処置: ピクチャ・マスク・パラメータを修正してください。









	 ORA-08454: ピクチャ・マスクにSシンボルが複数指定されています。 
	
原因: UTL_PG変換ルーチンに渡されたピクチャ・マスクに、複数の演算符号インジケータ'S'が含まれています。ピクチャ・マスクで使用できる演算符号インジケータは1つのみです。


	
処置: ピクチャ・マスク・パラメータを修正してください。









	 ORA-08455: CURRENCY SIGN環境句に構文エラーがあります。 
	
原因: UTL_PG変換ルーチンに渡されたCURRENCY SIGN環境句パラメータで構文エラーが見つかりました。有効な指定はCURRENCY SIGN IS xです。xは有効な通貨記号です。


	
処置: 環境句パラメータを修正してください。









	 ORA-08456: ピクチャ・マスクに記号がありませんが、マスク・オプションにSIGN句があります 
	
原因: UTL_PG変換ルーチンに渡されたピクチャ・マスクに'S'、'+'、'-'などの記号が含まれていませんが、マスク・オプション・パラメータにはSIGN句が含まれています。マスク・オプション・パラメータにSIGN句が含まれている場合は、ピクチャ・マスク・パラメータに記号が必要です。


	
処置: ピクチャ・マスク・パラメータまたはマスク・オプション・パラメータを修正してください。









	 ORA-08457: SIGN句のSEPARATE CHARACTERオプションに構文エラーがあります。 
	
原因: UTL_PG変換ルーチンに渡されたマスク・オプション・パラメータのSIGN句のSEPARATE CHARACTERオプションで、構文エラーが見つかりました。有効な指定は、SEPARATE、SEPARATE CHARACTERです。


	
処置: マスク・オプション・パラメータを修正してください。









	 ORA-08458: 書式パラメータが無効です 
	
原因: UTL_PG変換ルーチンに渡された書式パラメータが無効でした。書式パラメータは、MAKE_RAW_TO_NUMBER_FORMATまたはMAKE_NUMBER_TO_RAW_FORMATのいずれかにより前のコールで作成される必要があります。


	
処置: MAKE_RAW_TO_NUMBER_FORMATまたはMAKE_NUMBER_TO_RAW_FORMATでFORMATパラメータが構成されているかどうか、このパラメータがPL/SQLプロシージャで誤って上書きされたり、修正されていないかどうかを確認してください。









	 ORA-08459: 書式パラメータ長が無効です 
	
原因: UTL_PG変換ルーチンに渡された書式パラメータの長さが正しくありませんでした。書式パラメータの長さは、2048バイトに設定する必要があります。


	
処置: MAKE_RAW_TO_NUMBER_FORMATまたはMAKE_NUMBER_TO_RAW_FORMATでFORMATパラメータが構成されているかどうか、このパラメータがPL/SQLプロシージャで誤って上書きされたり、修正されていないかどうかを確認してください。









	 ORA-08460: 環境パラメータの環境句が無効です。 
	
原因: UTL_PG変換ルーチンに渡された環境パラメータに、サポートされていない環境句または無効な環境句が含まれていました。CURRENCY SIGN環境句およびDECIMAL-POINT IS COMMA環境句のみがサポートされています。


	
処置: 環境パラメータを修正してください。









	 ORA-08462: ロー・バッファに無効な10進データがあります。 
	
原因: UTL_PG RAW_TO_NUMBER変換ルーチンに渡された入力ロー・バッファに無効な10進データが含まれています。


	
処置: 入力データを修正してください。









	 ORA-08463: 10進数からOracleの数値への変換でオーバーフローしました 
	
原因: UTL_PG RAW_TO_NUMBERに渡された出力変数は、入力された10進数の変換結果であるOracleの数値を保持するために十分な大きさではありませんでした。


	
処置: 入力10進数が有効なことと、出力変数がOracleの数値を保持できる大きさになっていることを確認してください。









	 ORA-08464: 10進のロー・データ入力が42桁を超えています。 
	
原因: UTL_PG RAW_TO_NUMBER変換ルーチンに渡された入力ロー・バッファに42桁を超えるデータが含まれていました。これは、Oracleの数値の最大サイズを超えています。


	
処置: 入力ロー・バッファを修正してください。









	 ORA-08465: 入力マスクに32文字を超える文字が含まれています。 
	
原因: UTL_PG数値変換ルーチンに渡された入力マスクに、32文字を超える文字が含まれていました。


	
処置: 入力マスク・バッファを修正してください。









	 ORA-08466: ロー・バッファ長stringがstringには短すぎます。 
	
原因: UTL_PG RAW_TO_NUMBER変換ルーチンに渡された入力ロー・バッファが長さ%sバイト未満であるにもかかわらず、ピクチャ・マスク・パラメータは、%sバイトの入力データの変換を指定しました。


	
処置: 入力データまたはピクチャ・マスクが誤っています。該当する項目を修正してください。









	 ORA-08467: Oracleの数値をstringに変換中にエラーが発生しました 
	
原因: Oracleの数値をCOBOLの型(DISPLAY COMP-3または文字変数)のいずれかに変換するときに、エラーが発生しました。Oracleの数値の書式が正しくありませんでした。


	
処置: 変換ルーチンのコールを修正してください。入力は、有効なOracle数値変数にしてください。









	 ORA-08468: マスク・オプションstringはサポートされていません 
	
原因: UTL_PG変換ルーチンにマスク・オプション<clause>が渡されましたが、これはUTL_PGでサポートされていません。<clause>はUSAGE IS POINTER USAGE IS INDEX USAGE IS COMP-1 USAGE IS COMP-2 POINTERになります。


	
処置: UTL_PGに対するPL/SQLコールのマスク・オプション・パラメータから句を削除してください。









	 ORA-08469: マスク・オプションのSIGN IS SEPARATE句を使用する必要があります 
	
原因: USAGEオプションがDISPLAYに設定されている符号付きの数値エントリが、デフォルト以外のキャラクタ・セットを使用して変換され、そのPICTURE文字列にSが含まれています。このような場合、マスク・オプションでSIGN IS SEPARATE句を指定する必要があります。


	
処置: 有効なSIGN IS SEPARATE句をマスク・オプションで指定するか、デフォルトのキャラクタ・セットを使用するか、PICTURE文字列でSを指定しないでください。









	 ORA-08498: 警告: ピクチャ・マスク'string'がピクチャ・マスク・オプション'USAGE ISstring'を'USAGE IS DISPLAY'に上書きしました 
	
原因: ピクチャ・マスクUSAGEオプションが、ピクチャ・マスクによって上書きされました。


	
処置: これは情報メッセージです。このメッセージは、USAGEオプションを変更してピクチャ・マスクと一致させると表示されなくなります。









	 ORA-08499: 警告: ピクチャ・マスク・オプション'string'がUTL_PGによって無視されました。 
	
原因: OCCUR、SYNC、その他のピクチャ・マスク・オプションが、UTL_PG数値変換ルーチンによって処理されませんでした。


	
処置: これは情報メッセージです。UTL_PGルーチンに渡されるパラメータ・リストから不要なピクチャ・マスク・オプションを削除すると、このメッセージは表示されなくなります。









	 ORA-09200: sfccf: ファイルの作成中にエラーが発生しました。 
	
原因: ディスク領域が不足している可能性があります。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09201: sfcopy: ファイルのコピー中にエラーが発生しました。 
	
原因: ブロック・サイズが一致していない可能性があります。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09202: sfifi: ファイルの識別中にエラーが発生しました。 
	
原因: init.oraファイルで指定されたdb_block_sizeが正しくありません。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09203: sfofi: ファイルのオープン中にエラーが発生しました。 
	
原因: ファイル属性が変更されました。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09204: sfotf: 一時ファイルのオープン中にエラーが発生しました。 
	
原因: 無効なパスがファイルに指定されました。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09205: sfqio: ディスクの読取りまたは書込み中にエラーが発生しました。 
	
原因: ファイルが切り捨てられたか、破損している可能性があります。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09206: sfrfb: ファイルの読取り中にエラーが発生しました。 
	
原因: ファイルが切り捨てられたか、破損している可能性があります。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09207: sfsrd: ファイルの読取り中にエラーが発生しました。 
	
原因: ファイルが切り捨てられたか、破損している可能性があります。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09208: sftcls: ファイルのクローズ中にエラーが発生しました。 
	
原因: ファイルが破損している可能性があります。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09209: sftget: ファイルの読取り中にエラーが発生しました。 
	
原因: ファイルが切り捨てられたか、破損している可能性があります。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09210: sftopn: ファイルのオープン中にエラーが発生しました。 
	
原因: 無効なパスがファイルに指定されました。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09211: sfwfb: ファイルの書込み中にエラーが発生しました。 
	
原因: ファイルが切り捨てられたか、破損している可能性があります。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09212: sfwfbmt: ファイルの書込み中にエラーが発生しました。 
	
原因: ファイルが切り捨てられたか、破損している可能性があります。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09213: slgfn: ファイル名の作成中にエラーが発生しました。 
	
原因: ファイル名が長すぎる可能性があります。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09214: sfdone: I/Oエラーが検出されました。 
	
原因: ファイルが切り捨てられたか、破損している可能性があります。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09215: sfqio: IOCompletionRoutineでエラーが検出されました。 
	
原因: ファイルが切り捨てられたか、破損している可能性があります。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09216: sdnfy: 値'string'が正しくありません(パラメータstring)。 
	
原因: 示されたパラメータの値として指定したディレクトリが使用できませんでした。


	
処置: 指定したディレクトリが、有効なディレクトリ/ファイルの指定かどうかを確認してください。









	 ORA-09217: sfsfs: ファイルのサイズ変更に失敗しました。 
	
原因: ディスク領域が不足している可能性があります。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09218: sfrfs: ファイル・サイズのリフレッシュに失敗しました。 
	
原因: ファイルが切り捨てられたか、破損しています。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09240: smpalo: PGAメモリーの割当て中にエラーが発生しました。 
	
原因: メモリー不足の可能性があります。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09241: smsalo: SGAメモリーの割当て中にエラーが発生しました。 
	
原因: メモリー不足の可能性があります。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09243: smsget: SGAとの連結中にエラーが発生しました。 
	
原因: SGAが作成されていません(データベースが起動していません)。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09260: sigpidu: プロセスIDの取得中にエラーが発生しました。 
	
原因: リソース不足の可能性があります。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09261: spdcr: 連結解除(バックグラウンド)プロセス作成中にエラーが発生しました。 
	
原因: リソース不足の可能性があります。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09262: spdde: 連結解除(バックグラウンド)プロセス終了中にエラーが発生しました。 
	
原因: リソース不足の可能性があります。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09263: spini: プロセスの初期化中にエラーが発生しました。 
	
原因: メモリー不足の可能性があります。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09264: sptpa: プロセスのフラグ化中にエラーが発生しました。 
	
原因: リソース不足の可能性があります。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09265: spwat: プロセスの一時停止中にエラーが発生しました。 
	
原因: リソース不足の可能性があります。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09266: spawn: Oracleプロセス起動時にエラーが発生しました。 
	
原因: メモリー不足の可能性があります。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09270: szalloc: セキュリティ用のメモリー割当て時にエラーが発生しました。 
	
原因: メモリー不足の可能性があります。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09271: szlon: ユーザー名検証中にエラーが発生しました。 
	
原因: ユーザー名が長すぎる可能性があります。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09272: リモートOSログオンは許可されていません。 
	
原因: リモートOSログオンをしようとしましたが、これは許可されていません。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09273: szrfc: ロール名検証中にエラーが発生しました。 
	
原因: ロール名の検証中に、OSエラーが戻されました。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09274: szrfc: ロール名のバッファ領域が不足しています。 
	
原因: OSロール名が長すぎます。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09275: CONNECT INTERNALは有効なDBA接続ではありません。 
	
原因: CONNECT INTERNALは、DBA接続ではサポートされていません。


	
処置: AS SYSDBAまたはAS SYSOPERで接続してください。









	 ORA-09276: 継承データベース・リンクはすべて、ループバック・データベース・リンクである必要があります 
	
原因: データベース・リンクにループバック継承接続文字列が指定されました。


	
処置: 別のトランスポート・プロトコルを指定した接続文字列を使用してください。または、"(PROGRAM=<this instance's ORACLE_HOME>/bin/oracle)"およびオプションで"(ENVS=''ORACLE_SID=<this instance's ORACLE_SID>'')"を使用して、ループバック接続文字列(現在のセッションを指す文字列)を指定してください。









	 ORA-09280: sllfcf: ファイルのクローズ中にエラーが発生しました。 
	
原因: ファイルが破損しています。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09281: sllfop: ファイルのオープン中にエラーが発生しました。 
	
原因: ファイルに無効なパス名が指定された可能性があります。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09282: sllfrb: レコードの読取り中にエラーが発生しました。 
	
原因: ファイルが破損しています。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09283: sllfsk: レコードのスキップ中にエラーが発生しました。 
	
原因: ファイルが破損しています。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09284: sllfop: 読取りバッファを割当てできません。 
	
原因: malloc()システム・コールからエラーが戻されました。システムのヒープ領域が不足している可能性があります。


	
処置: OSエラーの追加情報を調べてください。









	 ORA-09285: sllfop: 処理オプションが認識できません。書式が正しくありません 
	
原因: 渡された処理オプションが不正確な書式になっています。


	
処置: 正しい書式のIUGを調べてください。









	 ORA-09290: sksaalo: アーカイブ用のメモリー割当て時にエラーが発生しました。 
	
原因: メモリー不足の可能性があります。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09291: sksachk: アーカイブ先に指定されたデバイスが無効です。 
	
原因: ディレクトリにアクセスできません。


	
処置: 有効なデバイスをARCHIVE制御文字列に指定してください。









	 ORA-09292: sksabln: アーカイブ・ファイル名を作成できません。 
	
原因: 無効なディレクトリまたはフォーマットが指定されました。


	
処置: 'log_archive_format'に有効なディレクトリおよびinit.oraの'log_archive_format'に有効なフォーマット文字列を指定してください。









	 ORA-09293: sksasmo: コンソールにメッセージを送信できません。 
	
原因: コンソール・オペレータにメッセージを送信しているときに、エラーが発生しました。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09300: osncon: 接続できません。DPMIを使用できません 
	
原因: DPMIの存在を検出できません。


	
処置: Windowsを再起動して、再試行してください。









	 ORA-09301: osncon: ローカル・カーネルは、標準モードでのみサポートされます。 
	
原因: エンハンス・モードで、S:に接続しようとしました。


	
処置: Windowsを標準モードで再起動してください。









	 ORA-09310: sclgt: ラッチの解放中にエラーが発生しました。 
	
原因: 内部エラー


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09311: slsleep: プロセスの一時停止中にエラーが発生しました。 
	
原因: リソース不足の可能性があります。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09312: slspool: プリンタへのファイルのスプール中にエラーが発生しました。 
	
原因: リソース不足の可能性があります。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09313: slsprom: ユーザーへのプロンプト表示でエラーが発生しました。 
	
原因: リソース不足の可能性があります。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09314: sltln: 論理名変換中にエラーが発生しました。 
	
原因: 内部バッファがオーバーフローした可能性があります。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09315: sql2tt: ORACLE_EXECUTABLE変換中に2タスク・エラーが発生しました。 
	
原因: 内部エラー


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09316: szrpc: ロールのパスワードは検証できません。 
	
原因: OSロールは、このプラットフォームでサポートされていない可能性があります。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09317: szprv: 権限が不十分です。 
	
原因: 指定されたパスワードが無効です。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09318: slkhst: オペレーティング・システムにホスト・アウトできません。 
	
原因: コマンドに十分なメモリーがないか、またはホスト・アウトがこのプラットフォームでサポートされていない可能性があります。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09319: slgtd: 現在の日付および時間を取得できません 
	
原因: システム時間の設定が不正な可能性があります。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09320: szrfc: 有効なOSロールのリストを取得できません。 
	
原因: OSロールは、このプラットフォームでサポートされていない可能性があります。


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09321: slzdtb: ゾーン10進数をバイナリに変換できません。 
	
原因: 内部エラー


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09322: slpdtb: パック10進数をバイナリに変換できません。 
	
原因: 内部エラー


	
処置: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。









	 ORA-09330: OracleまたはOracle DBAにより、内部的にセッションが終了しました。 
	
原因: 異常切断されたクライアント・ワークステーションが原因で、Oracleが約1分後にそのセッションを終了しました。SHUTDOWN ABORTが実施される場合は、このメッセージはトレース・ファイルにも表示されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-09340: 指定されたORACLE_SIDが無効か、または長すぎます。 
	
原因: ORACLE_SIDは、アルファベット4文字以下に設定する必要があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-09341: scumnt: データベースをマウントできません。 
	
原因: 現在、別のインスタンスがデータベースをマウントしています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-09342: SHUTDOWN ABORTの実行中に連結解除プロセスがOracleによって終了されました 
	
原因: ユーザーがSHUTDOWN ABORTを実行しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-09344: spsig: スレッドの通知中にエラーが発生しました。 
	
原因: この機能は実装されていない可能性があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-09350: Windows32ビットの2タスク・ドライバはコンテキスト領域を割当てできません。 
	
原因: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-09351: Windows 32ビットの2タスク・ドライバは共有メモリーを割当てできません。 
	
原因: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-09352: Windows32ビットの2タスク・ドライバは新規のOracleタスクを起動できません 
	
原因: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-09353: Windows32ビットの2タスク・ドライバはイベント・セマフォをオープンできません。 
	
原因: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-09354: Windows32ビットの2タスク・ドライバ: Oracleタスクが予期せず終了しました 
	
原因: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-09360: Windows 3.1の2タスク・ドライバはコンテキスト領域を割当てできません。 
	
原因: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-09361: Windows 3.1の2タスク・ドライバはコンテキスト領域をロックできません。 
	
原因: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-09362: Windows 3.1の2タスク・ドライバはコンテキスト領域の割当てを解除できません。 
	
原因: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-09363: Windows 3.1の2タスク・ドライバのコンテキスト領域が無効です。 
	
原因: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-09364: Windows 3.1の2タスク・ドライバは非表示ウィンドウを作成できません 
	
原因: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-09365: Windows 3.1の2タスク・ドライバは非表示ウィンドウを破棄できません 
	
原因: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-09366: Windows 3.1の2タスク・ドライバは共有メモリーを割当てできません。 
	
原因: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-09367: Windows 3.1の2タスク・ドライバは共有メモリーの割当てを解除できません。 
	
原因: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-09368: Windows 3.1の2タスク・ドライバはOracleを起動できません 
	
原因: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-09369: Windows 3.1の2タスク・ドライバのインスタンス・ハンドルは無効です 
	
原因: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-09370: Windows 3.1の2タスク・ドライバのOracleタスクがタイム・アウトしました 
	
原因: このメッセージに付随するOSDエラーを参照してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-09700: sclin: 最大ラッチ数を超えました 
	
原因: Oracleが使用可能なラッチ数を超えるラッチを使用しようとしています。


	
処置: INIT.ORAパラメータlatch_pagesを増加するか、または使用している共有メモリー量を削減してください。









	 ORA-09701: scnfy: 最大プロセス数を超えました 
	
原因: PROCESSES INIT.ORAパラメータの値が制限を超えています。


	
処置: PROCESSESパラメータを削減し、再起動してください。









	 ORA-09702: sem_acquire: ラッチ・セマフォの取得に失敗しました。 
	
原因: ラッチのアクセスに使用されているセマフォの取得に失敗しました。


	
処置: トレース・ファイルをエラーの再現についての情報とともに、Oracleサポート・サービスへ送付してください。









	 ORA-09703: sem_release: ラッチ・セマフォの解放に失敗しました。 
	
原因: ラッチのアクセスに使用されているセマフォの解放に失敗しました。


	
処置: トレース・ファイルをエラーの再現についての情報とともに、Oracleサポート・サービスへ送付してください。









	 ORA-09704: sstascre: テスト/設定ページの作成中にFTOKが失敗しました 
	
原因: ftok()ライブラリ・コールがsstastcre()で失敗しました。


	
処置: tasdef@.dbfファイルが存在するかどうかを調べてください。存在する場合は、システム障害の可能性があります。System Vとの互換性がない可能性があります。









	 ORA-09705: spcre: ラッチ・セマフォの初期化に失敗しました。 
	
原因: ラッチのアクセスに使用されているセマフォの初期化に失敗しました。


	
処置: トレース・ファイルをエラーの再現についての情報とともに、Oracleサポート・サービスへ送付してください。









	 ORA-09706: slsget: get_process_statsがエラーを戻しました 
	
原因: get_process_statsシステム・コールからエラーが戻されました。OSエラーの可能性があります。


	
処置: 戻された追加情報を調べてください。OSのリファレンスを参照してください。カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-09708: soacon: ソケットのポートへのバインドに失敗しました。 
	
原因: ソケットでバインド・システム・コールに失敗しました。


	
処置: OSエラーの追加情報を調べてください。接続を再試行してください。









	 ORA-09709: soacon: 接続のアクセプトに失敗しました。 
	
原因: ソケットでアクセプト・システム・コールに失敗しました。


	
処置: OSエラーの追加情報を調べてください。接続を再試行してください。









	 ORA-09710: soarcv: バッファがオーバーフローしました。 
	
原因: 内部バッファが大きくないため、読み込まれたメッセージを保持できません。


	
処置: これは内部エラーです。カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-09711: orasrv: archmonはすでに接続されています。 
	
原因: archmonからorasrvへの接続はすでに確立されています。


	
処置: 接続の試行を停止してください。









	 ORA-09712: orasrv: ログ・アーカイブはすでに接続されています。 
	
原因: ログ・アーカイブからorasrvへの接続はすでに確立されています。


	
処置: 接続の試行を停止してください。









	 ORA-09714: 2タスク・インタフェース: punameの取得に失敗しました 
	
原因: TXIPCドライバが、PUの名前を取得できません。(OSエラーの可能性があります)


	
処置: PUに(一貫性のある)名前が付いていることを確認してください。









	 ORA-09715: orasrv: punameの取得に失敗しました 
	
原因: Orasrvが、PUの名前を取得できません。(OSエラーの可能性があります)


	
処置: PUに(一貫性のある)名前が付いていることを確認してください。









	 ORA-09716: kslcll: 流れ込みlamportラッチの設定に失敗しました 
	
原因: 1つのOracleプロセスがlamportラッチを保持したまま停止しました。


	
処置: Oracleユーザー・プロセスをすべて終了(中断)してください。停止(強制終了)し、Oracle RDBMSカーネルを再起動してください。









	 ORA-09717: osnsui: ユーザー割込みハンドラの最大数を超えました。 
	
原因: ユーザー割込みハンドラの内部制限数を超えました。


	
処置: 同時ログオン数を削減するか、またはユーザー割込みハンドラの数を削減してください。









	 ORA-09718: osnsui: ユーザー割込みハンドラの設定に失敗しました 
	
原因: Malloc()が領域の割当てに失敗したため、ユーザー割込みハンドラを保持できません。


	
処置: メモリー・リソース不足の可能性があります。









	 ORA-09719: osncui: 処理が無効です。 
	
原因: osncuiに渡されたハンドルは有効な範囲外です。


	
処置: 有効なハンドルを使用してください。









	 ORA-09740: slsget: 仮想メモリー領域の統計情報を取得に失敗しました 
	
原因: vm_regionシステム・コールが、仮想メモリー領域の統計情報の取得に失敗しました。


	
処置: sercerrnoのリターン・コードを確認してください。オペレーティング・システム・エラーの可能性があります。









	 ORA-09741: spwat: 転記待機中にエラーが発生しました。 
	
原因: Msg_receiveシステム・コールからエラーが戻されました。これは内部エラーです。


	
処置: sercerrnoのリターン・コードを確認してください。ポート名は、sercose[0]に戻されます。









	 ORA-09742: sppst: 転記中にエラーが発生しました。 
	
原因: Msg_sendシステム・コールからエラーが戻されました。これは内部エラーです。


	
処置: sercerrnoのリターン・コードを確認してください。ポート名は、sercose[0]に戻されます。









	 ORA-09743: smscre: 共有メモリーをアタッチできませんでした。 
	
原因: MMAPまたは書込みシステム・コールからエラーが戻されました。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-09744: smsget: mmapからエラーが戻されました 
	
原因: mmapシステム・コールからエラーが戻されました。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-09745: smscre: vm_allocateエラーが発生しました。共有メモリーを作成できません。 
	
原因: vm_allocateシステム・コールでエラーが発生しました。SGAの単一の共有メモリー・セグメントとしての作成に失敗しました。


	
処置: 戻されたsercerrnoの結果コードを確認してください。SGAアタッチ・アドレスが有効かどうかを調べてください。









	 ORA-09746: smscre: 共有メモリーに付けられているアドレスが正しくありません。 
	
原因: vm_allocateシステム・コールが、SGAを不正な位置にアタッチしました。


	
処置: SGAアタッチ・アドレスが有効かどうかを調べてください。









	 ORA-09747: pw_detachPorts: サーバーのpws_detachのコールに失敗しました。 
	
原因: (Oracleヘルパー)へのpws_detachのコールに失敗しました。


	
処置: サーバーがアクティブであることを確認してください。sercerrnoに戻されたエラー・コードを調べて、サーバー・ログ・ファイルのエラー・メッセージを確認してください。









	 ORA-09748: pws_look_up: FORKに失敗しました。 
	
原因: pws_look_upコールが(Oracleヘルパー)プロセスをFORKできませんでした。


	
処置: 別のプロセスをサポートするために十分なシステム・リソースがあるかどうかを確認してください。ユーザーまたはシステム・プロセス制限を超えているか、使用可能なメモリーまたはスワップ領域の量が一時的に不足しています。









	 ORA-09749: pws_look_up: ポートの参照に失敗しました。 
	
原因: pws_look_upが(Oracleヘルパー)へのポートを見つけられませんでした。


	
処置: (Oracleヘルパー)サーバーがpws_look_upによって正しく起動されており、ネットワーク・ネーム・サーバーが実行していることを確認してください。









	 ORA-09750: pw_attachPorts: port_renameに失敗しました。 
	
原因: port_renameシステム・コールに失敗しました。内部エラーの可能性があります。


	
処置: sercerrnoのリターン・コードを確認し、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-09751: pw_attachPorts: サーバーのpws_attachのコールに失敗しました。 
	
原因: (Oracleヘルパー)へのpws_attachのコールに失敗しました。


	
処置: サーバーがアクティブであることを確認してください。sercerrnoに戻されたエラー・コードを調べて、サーバー・ログ・ファイルのエラー・メッセージを確認してください。









	 ORA-09752: pw_attachPorts: port_allocateに失敗しました。 
	
原因: port_allocateシステム・コールに失敗しました。リソースを使い果した可能性があります。


	
処置: sercerrnoのリターン・コードを確認し、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-09753: spwat: プロセス番号が無効です。 
	
原因: ファンクションに無効なoracleプロセスidが渡されました。


	
処置: これは内部エラーです。追加情報として、無効なプロセスidが戻されます。









	 ORA-09754: sppst: sppstに渡されたプロセス番号が無効です。 
	
原因: ファンクションに無効なoracleプロセスidが渡されました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-09755: osngpn: ポート割当てに失敗しました。 
	
原因: port_allocateシステム・コールに失敗しました。


	
処置: システム・リソースが不足している可能性があります。sercerrnoのエラー・コードを調べてください。









	 ORA-09756: osnpns: ネーム・サーバーにポートが存在しません。 
	
原因: osnpnsが、ネーム・サーバーで指定された名前付きポートを検索できませんでした。


	
処置: sercerrnoのエラー・コードを確認してください。シャドウ・プロセスおよびネットワーク・ネーム・サーバーが実行していることを確認してください。









	 ORA-09757: osnipn: ポート割当てに失敗しました。 
	
原因: port_allocateシステム・コールに失敗しました。


	
処置: システム・リソースが不足している可能性があります。sercerrnoのエラー・コードを調べてください。









	 ORA-09758: osnipn: ネーム・サーバーのポートをチェックできませんでした。 
	
原因: netname_check_inコールに失敗しました。


	
処置: sercerrnoのエラー・コードを確認してください。ネットワーク・ネーム・サーバーが実行していることを確認してください。









	 ORA-09759: osnsbt: 受信したメッセージが無効です。 
	
原因: msg_receiveシステム・コールに失敗したか、または不正なメッセージを受信しました。


	
処置: これは内部エラーです。sercerrnoに戻されたエラー・コードを報告してください。









	 ORA-09760: osnpui: ブレーク・メッセージを送信できません 
	
原因: パイプ・ドライバが、Oracleシャドウ・プロセス・ブレーク・スレッドへブレーク・メッセージを送信できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09761: pw_destroyPorts: サーバーのpws_stop_instanceのコールに失敗しました。 
	
原因: (Oracleヘルパー)へのpws_stop_instanceのコールに失敗しました。


	
処置: サーバーがアクティブであることを確認してください。sercerrnoに戻されたエラー・コードを調べて、サーバー・ログ・ファイルのエラー・メッセージを確認してください。









	 ORA-09762: sNeXT_instanceName: 変換エラーが発生しました。 
	
原因: ORACLE_SIDの値を変換している間に障害が発生しました。


	
処置: ORACLE_SIDが定義されており、有効な長さであることを確認してください。









	 ORA-09763: osnmpx: Machポートの情報交換時に送受信エラーが発生しました。 
	
原因: Machドライバが、接続の反対側とのポート情報の交換に失敗しました。msg_send (sercose[0] == 1)またはmsg_receive (sercose[0] == 2)のいずれかが失敗しました。


	
処置: sercerrnoのリターン・コードを確認してください。両方の接続を確認してください。









	 ORA-09764: osnmop: Oracle実行プログラムでアクセス・エラーが発生しました。 
	
原因: Machドライバが、Oracle実行プログラムへアクセスできませんでした。


	
処置: ORACLE実行プログラムおよびORACLE_HOME/binパスの各コンポーネントに対する権限を確認してください。









	 ORA-09765: osnmop: FORKに失敗しました。 
	
原因: Machドライバが、Oracleシャドウ・プロセスへFORKできませんでした。


	
処置: 別のプロセスをサポートするために十分なシステム・リソースがあるかどうかを確認してください。ユーザーまたはシステム・プロセス制限を超えているか、使用可能なメモリーまたはスワップ領域の量が一時的に不足しています。









	 ORA-09766: osnmop: バッファ割当てに失敗しました。 
	
原因: Machドライバが、そのI/Oバッファへの十分な仮想メモリー領域の割当てに失敗しました。


	
処置: 2タスク・ドライバ・ホスト文字列のbuffer_sizeパラメータの値を削減してください。









	 ORA-09767: osnmfs: msg_sendから無効なリターン・コードが戻されました。 
	
原因: Machドライバの送信バッファのフラッシュ中、msg_sendシステム・コールに失敗しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09768: osnmgetmsg: メッセージを読み込めませんでした 
	
原因: Machドライバでメッセージを待機中、msg_receiveシステム・コールで失敗コードが戻されました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09769: osnmbr: ブレーク・メッセージを送信できません 
	
原因: Machドライバが、Oracleシャドウ・プロセス・ブレーク・スレッドへブレーク・メッセージを送信できませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09770: pws_look_up: 変換に失敗しました。 
	
原因: pws_look_upルーチンが(Oracleヘルパー)実行可能プログラム名の変換に失敗しました。


	
処置: ORACLE_SIDおよびORACLE_HOMEが正しく設定されていることを確認してください。追加情報では、変換エラー・コードが表示されます。









	 ORA-09771: osnmwrtbrkmsg: msg_sendから無効なリターン・コードが戻されました。 
	
原因: Machドライバ・ブレークの送信中、msg_sendシステム・コールに失敗しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09772: osnpmetbrkmsg: ホストからのメッセージのメッセージ型が正しくありません 
	
原因: Machドライバが認識不可能な型のメッセージを受信しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09773: osnmgetdatmsg: ホストからのメッセージのメッセージ型が正しくありません 
	
原因: Machドライバが認識不可能な型のメッセージを受信しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09774: osnmui: ブレーク・メッセージを送信できません。 
	
原因: Machドライバが、Oracleシャドウ・プロセス・ブレーク・スレッドへブレーク・メッセージを送信できませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09775: osnmrs: リセット・プロトコル・エラーが発生しました 
	
原因: Mach 2タスク・ドライバが接続のリセットに失敗しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09776: pws_look_up: (Oracleヘルパー)実行プログラムでアクセス・エラーが発生しました 
	
原因: pws_look_upコールが(Oracleヘルパー)実行プログラムへアクセスできませんでした。


	
処置: (Oracleヘルパー)実行プログラムおよびORACLE_HOME/binパスの各コンポーネントに対する権限を確認してください。









	 ORA-09777: osnpbr: ブレーク・メッセージを送信できません。 
	
原因: パイプ・ドライバが、Oracleシャドウ・プロセス・ブレーク・スレッドへブレーク・メッセージを送信できませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09778: snynfyport: 通知ポートの割当てに失敗しました。 
	
原因: ルーチンがタスクの通知するポートの割当てまたは設定に失敗しました。


	
処置: オペレーティング・システム・エラーの可能性があります。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-09779: snyGetPort: ポート割当てに失敗しました。 
	
原因: port_allocateシステム・コールが失敗しました。システム・リソースが空である可能性があります。


	
処置: オペレーティング・システム・エラーの可能性があります。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-09786: sllfop: オープン・エラーが発生しました。ファイルをオープンできません。 
	
原因: Openシステム・コールからエラーが戻されました。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-09787: sllfop: 処理オプションを認識できません。書式が正しくありません。 
	
原因: 渡された処理オプションが不正確な書式になっています。


	
処置: 正しい書式のIUGを調べてください。









	 ORA-09788: sllfrb: ファイルを読み込めません。 
	
原因: READシステム・コールからエラーが戻されました。


	
処置: エラー番号を確認してください。ファイルが存在するかどうかを調べてください。









	 ORA-09789: sllfsk: ファイルを読み込めません。 
	
原因: READシステム・コールからエラーが戻されました。


	
処置: エラー番号を確認してください。ファイルが存在するかどうかを調べてください。









	 ORA-09790: sllfcf: ファイルをクローズできません。 
	
原因: CLOSEシステム・コールからエラーが戻されました。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-09791: slembdf: 変換エラーが発生しました。エラー・ファイル名を変換できません。 
	
原因: 追加情報にsltlnから戻されたエラーが表示されます。


	
処置: 追加情報を調べてください。









	 ORA-09792: sllfop: 読取りバッファを割当てできません。 
	
原因: Mallocシステム・コールからエラーが戻されました。システムのヒープ領域が不足している可能性があります。


	
処置: OSエラーの追加情報を調べてください。









	 ORA-09793: szguns: ユーザー名の長さがバッファを超えています 
	
原因: 調べようとしたユーザーの名前の長さが、コールするルーチンから与えられたバッファのサイズより大きくなっています。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09794: szrbuild: ロール名の長さがバッファを超えています 
	
原因: 調べようとしたロールの名前の長さが、コールするルーチンから与えられたバッファのサイズより大きくなっています。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09795: szrbuild: ロール構造のmallocに失敗しました。 
	
原因: ロール記述子の保持に使用されている内部の構造体に対するメモリーの割当てに失敗しました。


	
処置: UNIXエラー番号を確認して、オペレーティング・システム・エラーの可能性について確認してください。









	 ORA-09796: szrbuild: ロール名のmallocに失敗しました。 
	
原因: ロール名の保持に使用されている内部のバッファに対するメモリーの割当てに失敗しました。


	
処置: UNIXエラー番号を確認して、オペレーティング・システム・エラーの可能性について確認してください。









	 ORA-09797: O/SのMAC権限の取得に失敗しました。 
	
原因: このオペレーティング・システムではプロセスの権限を取得できません。


	
処置: UNIXエラー番号を確認して、オペレーティング・システム・エラーの可能性について確認してください。エラーがない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09798: ラベル比較に失敗しました。 
	
原因: 2つのバイナリ・ラベルの比較に失敗しました。


	
処置: UNIXエラー番号を確認して、オペレーティング・システム・エラーの可能性について確認してください。エラーがない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09799: ファイル・ラベルの検索に失敗しました。 
	
原因: Oracleが、ファイルへ付加されるラベルを取得できませんでした。


	
処置: UNIXエラー番号を確認して、オペレーティング・システム・エラーの可能性について確認してください。エラーがない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09800: プロセス重要度ラベルの検索に失敗しました。 
	
原因: Oracleがプロセスの重要度ラベルの取得に失敗しました。


	
処置: UNIXエラー番号を確認して、オペレーティング・システム・エラーの可能性について確認してください。エラーがない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09801: 接続からユーザーIDを取得できません。 
	
原因: OracleがSQL*Net接続からユーザーID番号を取得できませんでした。


	
処置: UNIXエラー番号を確認して、オペレーティング・システム・エラーの可能性について確認してください。また、「追加情報」フィールドでSQL*Netエラーを確認してください。エラーがない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09802: バイナリ・ラベルから文字列への変換に失敗しました。 
	
原因: Oracleがバイナリ・ラベルを文字列へ変換できませんでした。


	
処置: UNIXエラー番号を確認して、オペレーティング・システム・エラーの可能性について確認してください。エラーがない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09803: 文字列バッファの割当てに失敗しました。 
	
原因: ラベルが取得されるファイル名を保持するために使用されるバッファの割当てに失敗しました。


	
処置: UNIXエラー番号を確認して、オペレーティング・システム・エラーの可能性について確認してください。エラーがない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。Oracleが割り当てようとしたバイト数が「追加情報」フィールドに示されます。









	 ORA-09804: バイナリからOracleへのクラス変換に失敗しました。 
	
原因: Oracleがクラス・コンポーネントのバイナリ形式からOracle形式への変換に失敗しました。


	
処置: UNIXエラー番号を確認して、オペレーティング・システム・エラーの可能性について確認してください。エラーがない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09805: カテゴリ番号から文字列への変換に失敗しました。 
	
原因: Oracleがカテゴリ番号を対応する文字列表現へ変換できませんでした。


	
処置: UNIXエラー番号を確認して、オペレーティング・システム・エラーの可能性について確認してください。エラーがない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。カテゴリ番号は「追加情報」フィールドに含まれています。









	 ORA-09806: ラベル文字列バッファの割当てに失敗しました。 
	
原因: ラベルを保持するために使用されている一時バッファを割当てできませんでした。


	
処置: UNIXエラー番号を確認して、オペレーティング・システム・エラーの可能性について確認してください。エラーがない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。Oracleが割り当てようとしたバイト数が「追加情報」フィールドに示されます。









	 ORA-09807: 文字列からバイナリへのラベルの変換に失敗しました。 
	
原因: Oracleがラベルの文字列表現をバイナリ形式へ変換できませんでした。


	
処置: 有効なラベルを再入力してください。









	 ORA-09808: ユーザー許可を取得できませんでした。 
	
原因: Oracleがユーザーの許可レベルを取得できませんでした。


	
処置: UNIXエラー番号を確認して、オペレーティング・システム・エラーの可能性について確認してください。エラーがない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09809: 接続からユーザーのグループIDを取得できません。 
	
原因: OracleがSQL*Net接続からユーザーのグループID番号を取得できませんでした。


	
処置: UNIXエラー番号を確認して、オペレーティング・システム・エラーの可能性について確認してください。また、「追加情報」フィールドでSQL*Netエラーを確認してください。エラーがない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09810: 接続からプロセスIDを取得できません。 
	
原因: OracleがSQL*Net接続からユーザーのプロセスID番号を取得できませんでした。


	
処置: UNIXエラー番号を確認して、オペレーティング・システム・エラーの可能性について確認してください。また、「追加情報」フィールドでSQL*Netエラーを確認してください。エラーがない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09811: パッケージを初期化できません。 
	
原因: Oracleが、セキュリティ情報の取得のために使用されるライブラリを初期化できませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09812: 接続からユーザー許可を取得できません。 
	
原因: OracleがSQL*Net接続からユーザーのオペレーティング・システム・セッション許可を取得できませんでした。


	
処置: UNIXエラー番号を確認して、オペレーティング・システム・エラーの可能性について確認してください。また、「追加情報」フィールドでSQL*Netエラーを確認してください。エラーがない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09813: ディレクトリの状態を取得できません。 
	
原因: Oracleが、ディレクトリが複数レベルになっているかどうかを判別できませんでした。


	
処置: UNIXエラー番号を確認して、オペレーティング・システム・エラーの可能性について確認してください。エラーがない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09814: ファイル名を拡張できません。 
	
原因: Oracleが複数レベルのディレクトリに常駐するファイル名を拡張できませんでした。


	
処置: UNIXエラー番号を確認して、オペレーティング・システム・エラーの可能性について確認してください。エラーがない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09815: ファイル名バッファがオーバーフローしました。 
	
原因: 拡張された名前の保持にOracleが使用しているバッファが小さすぎます。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09817: 監査ファイルへの書込みに失敗しました。 
	
原因: Oracleが、監査証跡として使用されるファイルへのエントリの書込みに失敗しました。


	
処置: UNIXエラー番号を確認して、オペレーティング・システム・エラーの可能性について確認してください。エラーがない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09818: 数値が大きすぎます。 
	
原因: ORACLEはコンポーネント文字列を数字に変換できませんでした。数字が整数の最大可能値よりも大きいためです。「追加情報」フィールドで最大が指定されています。


	
処置: 文字列を修正し、変換しなおしてください。









	 ORA-09819: 数値が最大値を超えています 
	
原因: コンポーネントに指定された数値が、このコンポーネントに使用できる最大値を超えています。


	
処置: コンポーネントの値を最大値より小さい値に変更し、変換しなおしてください。コンポーネントの最大値は、「追加情報」フィールドに示されます。









	 ORA-09820: クラス文字列から数値表現への変換に失敗しました。 
	
原因: Oracleが、クラス文字列を数値に変換できませんでした。文字列内の文字に、数値以外のものが含まれています。


	
処置: 文字列をすべて数値に変更するか、またはすべて数値以外の文字に変更して、変換しなおしてください。









	 ORA-09821: 数値ラベルが無効です。 
	
原因: Oracle数値書式で指定されたラベルが有効でありません。


	
処置: 有効なラベルを再入力してください。システムのエンコーディングでコンポーネントに有効な数値を調べてください。









	 ORA-09822: 監査ファイル名の変換に失敗しました。 
	
原因: OracleがAUDIT_FILE_DESTの初期化パラメータの値を変換できませんでした。


	
処置: UNIXエラー番号を確認して、オペレーティング・システム・エラーの可能性について確認してください。エラーがない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09823: デバイス名が長すぎます。 
	
原因: デバイス名が長すぎるため、内部バッファに入りません。「追加情報」フィールドに、デバイス名の長さが示されます。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09824: allowmacaccess権限を有効化できません。 
	
原因: ラベルが比較されるため、Oracleはallowmacaccess権限をオンにできませんでした。


	
処置: UNIXエラー番号を確認してください。Oracleにallowmacaccess権限がない場合は、chpriv(1M)を使用して、$ORACLE_HOME/bin/oracleにすでに存在する権限セットにallowmacaccess権限を追加してください。実行ファイルにすでにallowmacaccess権限がある場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09825: allowmacaccess権限を使用不可にできません。 
	
原因: ラベルが比較された後に、Oracleはallowmacaccess権限をオフにできませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09826: SCLIN: アトミック・ラッチを初期化できません。 
	
原因: atomic_op()システム・コールからエラーが戻されました。


	
処置: トレース・ファイルの追加情報を調べてください。









	 ORA-09827: SCLGT: アトミック・ラッチで不明なエラーが戻されました。 
	
原因: atomic_op()システム・コールから予期しないエラーが戻されました。


	
処置: トレース・ファイルの追加情報を調べてください。









	 ORA-09828: SCLFR: アトミック・ラッチでエラーが戻されました。 
	
原因: atomic_op()システム・コールから予期しないエラーが戻されました。


	
処置: トレース・ファイルの追加情報を調べてください。









	 ORA-09829: pw_createPorts: サーバーのpws_start_instanceコールに失敗しました。 
	
原因: (Oracleヘルパー)へのpws_start_instanceのコールに失敗しました。システム・リソースが空である可能性があります。


	
処置: サーバーがアクティブであることを確認してください。sercerrnoに戻されたエラー・コードを調べて、サーバー・ログ・ファイルのエラー・メッセージを確認してください。









	 ORA-09830: snyAddPort: リモート・プロシージャ・コールの実行に失敗しました。 
	
原因: msg_rpcシステム・コールからエラーが戻されました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-09831: snyStartThread: サーバー・ポート・セットの構築に失敗しました。 
	
原因: ルーチンが、要求をリスニングするポート・セットの構築に失敗しました。


	
処置: オペレーティング・システム・エラーの可能性があります。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-09832: infoCallback: メッセージ書式が無効です。 
	
原因: ルーチンが、書式が無効な要求を受信しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-09833: addCallback: メッセージ書式が無効です。 
	
原因: ルーチンが、書式が無効な要求を受信しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-09834: snyGetPortSet: ポートの情報集めに失敗しました。 
	
原因: port_statusシステム・コールに失敗しました。


	
処置: オペレーティング・システム・エラーの可能性があります。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-09835: addCallback: セット内にすでにコールバック・ポートが存在します。 
	
原因: コールバック・リストに追加されるポートは、すでにポート・セットに存在します。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-09836: addCallback: コールバック・セットにポートをこれ以上追加できません。 
	
原因: port_set_addシステム・コールに失敗しました。


	
処置: オペレーティング・システム・エラーの可能性があります。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-09837: addCallback: コールバック・リンクを追加割当てに失敗しました 
	
原因: mallocライブラリ・コールが、コールバック・リンクの空間を割当てできませんでした。


	
処置: オペレーティング・システム・エラーの可能性があります。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-09838: removeCallback: コールバック・ポートの削除に失敗しました。 
	
原因: ポートのport_set_removeシステム・コールに失敗しました。


	
処置: オペレーティング・システム・エラーの可能性があります。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-09839: removeCallback: コールバック・セットにはコールバック・ポートが存在しません。 
	
原因: コールバック・リストから削除されるポートは、ポート・セットには存在しません。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-09840: soacon: 名前の変換に失敗しました。 
	
原因: sltln()がnamed pipe ?/dbs/mon2arch_@を変換できませんでした。


	
処置: このoratabのORACLE_SIDに指定されたORACLE_HOMEが正しいことを確認してください。









	 ORA-09841: soacon: 名前の変換に失敗しました。 
	
原因: sltln()がnamed pipe ?/dbs/arch2mon_@を変換できませんでした。


	
処置: このoratabのORACLE_SIDに指定されたORACLE_HOMEが正しいことを確認してください。









	 ORA-09842: soacon: archmonはNamed Pipeを作成できません。 
	
原因: mknod()がnamed pipe ?/dbs/mon2arch_@の作成に失敗しました。


	
処置: 現在のOSログインが、ORACLE_HOME/dbsディレクトリの書込み権限を持っていない可能性があります。指定されたインスタンスのdbaグループのuseridのみが、そのORACLE_SIDに対するarchmonを実行できます。ORACLE_HOMEディレクトリがoratabで正しいことを確認してください。









	 ORA-09843: soacon: archmonはNamed Pipeを作成できません。 
	
原因: mknod()がnamed pipe ?/dbs/arch2mon_@の作成に失敗しました。


	
処置: 現在のOSログインが、ORACLE_HOME/dbsディレクトリの書込み権限を持っていない可能性があります。指定されたインスタンスのdbaグループのuseridのみが、そのORACLE_SIDに対するarchmonを実行できます。ORACLE_HOMEディレクトリがoratabで正しいことを確認してください。









	 ORA-09844: soacon: archmonはNamed Pipeをオープンできません。 
	
原因: open()がnamed pipe ?/dbs/mon2arch_@のオープンに失敗しました。


	
処置: OracleのDBAのみがarchmonを実行できます。現在のOSログインが、ORACLE_HOME/dbsディレクトリの所有者またはグループ検索権限を持っているかどうかを確認してください。オープンできるファイルの最大値を超えた可能性があります。









	 ORA-09845: soacon: archmonはNamed Pipeをオープンできません。 
	
原因: open()がnamed pipe ?/dbs/arch2mon_@のオープンに失敗しました。


	
処置: OracleのDBAのみがarchmonを実行できます。現在のOSログインが、ORACLE_HOME/dbsディレクトリの所有者またはグループ検索権限を持っているかどうかを確認してください。オープンできるファイルの最大値を超えた可能性があります。









	 ORA-09846: soacon: ARCHはNamed Pipeをオープンできません。 
	
原因: open()がnamed pipe ?/dbs/mon2arch_@のオープンに失敗しました。


	
処置: 現在データベースを実行しているOSのUSERIDに、ORACLE_HOME/dbsディレクトリの検索権限があるかどうかを確認してください。オープンできるファイルの最大値を超えた可能性があります。









	 ORA-09847: soacon: ARCHはNamed Pipeをオープンできません。 
	
原因: open()がnamed pipe ?/dbs/arch2mon_@のオープンに失敗しました。


	
処置: 現在データベースを実行しているOSのUSERIDに、ORACLE_HOME/dbsディレクトリの検索権限があるかどうかを確認してください。オープンできるファイルの最大値を超えた可能性があります。









	 ORA-09850: soacon: archmonはNamed Pipeをロックできません。 
	
原因: fcntl()がnamed pipe ?/dbs/arch2mon_@の書込みロックの設定に失敗しました。


	
処置: archmonが、このORACLE_SIDの別の端末でアクティブでないことを確認してください。指定されたインスタンスに対して一度に許可されるのは、1つのarchmonセッションのみです。









	 ORA-09851: soacon: archmonはNamed Pipeをロックできません。 
	
原因: fcntl()がnamed pipe ?/dbs/mon2arch_@の読込みロックの設定に失敗しました。


	
処置: archmonが、このORACLE_SIDの別の端末でアクティブでないことを確認してください。指定されたインスタンスに対して一度に許可されるのは、1つのarchmonセッションのみです。









	 ORA-09853: snyRemovePort: リクエストからのリターン・コードが無効です。 
	
原因: コールバック・セットからポートを削除するように要求されましたが、障害コードが戻されました。


	
処置: オペレーティング・システム・エラーの可能性があります。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-09854: snyPortInfo: リクエストからのリターン・コードが無効です。 
	
原因: コールバック・セットからポート情報を収集するように要求されましたが、障害コードが戻されました。


	
処置: オペレーティング・システム・エラーの可能性があります。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-09855: removeCallback: メッセージ・フォーマットが無効です。 
	
原因: ルーチンが、書式が無効な要求を受信しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-09856: smpalo: PGA割当て中にvm_allocateエラーが発生しました。 
	
原因: vm_allocateシステム・コールからエラーが戻されました。


	
処置: 戻されたエラーを確認してください。システム・リソースが不足している可能性があります。









	 ORA-09857: smprset: PGAのプロテクト中にvm_protectエラーが発生しました。 
	
原因: vm_protectシステム・コールからエラーが戻されました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-09858: sfngat: 入力ファイル名がOMF形式ではありません 
	
原因: SFNGAT()関数がOMFファイル名ではないファイル名を受け取りました。


	
処置: 診断情報の詳細は、エラー・スタックを参照してください。









	 ORA-09859: sfngat: 入力ファイル名が自動バックアップのOMF形式ではありません 
	
原因: SFNGAT()関数が自動バックアップOMFファイル名ではないファイル名を受け取りました。


	
処置: 診断情報の詳細は、エラー・スタックを参照してください。














8 ORA-09870からORA-12100



	 ORA-09870: spini: 最大数オープン・ファイルの初期化に失敗しました。 
	
原因: ULIMITシステム・コールからエラーが戻されました。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-09871: TASDEF_NAME: ?/dbs/tasdef@.dbfの拡張中に変換エラーが発生しました。 
	
原因: テストおよび設定ページの作成中に、sltln(?/tasdef@.dbf)にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、戻される追加エラーを確認してください。









	 ORA-09872: TASDEF_CREATE: ?/dbs/tasdef@.dbfの作成中に作成エラーが発生しました。 
	
原因: TASDEFファイルを作成しようとしているときにCREATE()が失敗しました。


	
処置: $(ORACLE_HOME)/dbsディレクトリに対する権限を確認してください。









	 ORA-09873: TASDEF_OPEN: tasdef@.dbfファイルのオープン中にエラーが発生しました。 
	
原因: tasdef@.dbfファイルをオープンできません。


	
処置: エラー番号を確認してください。アクセス権に問題がある可能性があります。tasdef@.dbfファイルが存在するかどうかを調べてください。









	 ORA-09874: TASDEF_READ: 読取りエラーが発生しました。tasdef@.dbfファイルを読み込めません。 
	
原因: ?/dbs/tasdef@.dbfを読み込もうとしたときに、READシステム・コールからエラーが戻されました。


	
処置: 戻されたエラー番号を確認してください。SGADEFファイルは破損しているか、Oracleバージョンとの互換性がない可能性があります。









	 ORA-09875: TASDEF_WRITE: ?/dbs/tasdef@.dbfファイルの書込み中にエラーが発生しました。 
	
原因: 書込みコールに失敗しました。


	
処置: 戻されたエラー番号を確認してください。デバイス上の領域が不足している可能性があります。









	 ORA-09876: TASDEF_CLOSE: ?/dbs/tasdef@.dbfファイルをクローズできません。 
	
原因: CLOSEシステム・コールからエラーが戻されました。


	
処置: 戻されたエラー番号を確認してください。オペレーティング・システム・エラーの可能性があります。









	 ORA-09877: sstascre: shmgetエラーが発生しました。共有メモリー・セグメントを取得できません。 
	
原因: shmgetにエラーがあります。


	
処置: 戻されたエラー番号を確認してください。十分な共有メモリーがシステムで使用可能かどうかを調べてください。









	 ORA-09878: sstascre/sstasat: shmatエラーが発生しました。tas書込みページを連結できません 
	
原因: shmatにエラーがあります。


	
処置: 戻されたエラー番号を確認してください。十分な共有メモリーがシステムで使用可能かどうかを調べてください。









	 ORA-09879: sstascre/sstasat: shmatエラーが発生しました。tas読取りページを連結できません。 
	
原因: shmatにエラーがあります。


	
処置: 戻されたエラー番号を確認してください。十分な共有メモリーがシステムで使用可能かどうかを調べてください。









	 ORA-09880: sstasfre/sstasdel: shmdtエラーが発生しました。tas書込みページを連結解除できません 
	
原因: shmdtにエラーがあります。


	
処置: 戻されたエラー番号を確認してください。









	 ORA-09881: sstasfre/sstasdel: shmdtエラーが発生しました。tas読取りページを連結解除できません。 
	
原因: shmdtにエラーがあります。


	
処置: 戻されたエラー番号を確認してください。









	 ORA-09882: sstasfre/sstasdel: shmctlエラーが発生しました。tas shmページを削除できません 
	
原因: shmctlにエラーがあります。


	
処置: 戻されたエラー番号を確認してください。









	 ORA-09883: 2タスク・インタフェース: oratabファイルが存在しません 
	
原因: oratabファイルが存在しません。


	
処置: oratabファイルを使用する前にOracleをインストールするか、oratabファイルを再作成してください。









	 ORA-09884: 2タスク・インタフェース: SIDが現在のPUと一致しません。 
	
原因: Oracleが構成されていない別のPUでOracleを起動しようとしているか、oratabファイルに、このSIDに対するエントリがありません。


	
処置: 指定されたPU(oratabファイルを参照)で、このSIDを使用してOracleを起動してください。または、このSIDで新しいデータベースをインストールしてください。









	 ORA-09885: osnTXtt: TXIPCチャネルを作成できません。 
	
原因: TXIPCドライバが、Oracleシャドウ・プロセスとの2タスク通信のためのパイプの作成に失敗しました。


	
処置: 各ユーザーのオープン・ファイル記述子が最大値を超えているか、システム・ファイル表が一杯である可能性があります。オペレーティング・システムのエラー・コードを記録し、システム管理者に連絡してください。









	 ORA-09886: osnTXtt: txipc@.trcの拡張中に変換エラーが発生しました。 
	
原因: デバッグ・チャネルの作成中にsltln(txipc@.trc)が失敗しました。


	
処置: 詳細は、戻される追加エラーを確認してください。









	 ORA-09888: osnTXtt: txipcチャネルの作成に失敗しました。 
	
原因: TXIPCドライバが、Oracleシャドウ・プロセスとの2タスク通信のためのチャネルの作成に失敗しました。


	
処置: 各ユーザーのオープン・ファイル記述子またはシステム・ファイル表のオペレーティング・システムのエラー・コードが最大値を超えている可能性があります。システム管理者に連絡してください。









	 ORA-09889: osnTXtt: Oracle実行プログラムでアクセス・エラーが発生しました 
	
原因: TXIPCドライバが、Oracle実行可能ファイルにアクセスできませんでした。


	
処置: ORACLE実行プログラムおよびORACLE_HOME/binパスの各コンポーネントに対する権限を確認してください。









	 ORA-09890: osnTXtt: mallocに失敗しました。 
	
原因: TXIPXドライバが、そのコンテキスト領域バッファへの十分なヒープ領域の割当てに失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09908: slkmnm: GETHOSTNAMEがエラー・コードを戻しました。 
	
原因: GETHOSTNAMEシステム・コールからエラーが戻されました。


	
処置: おそらく内部エラーです。gethostnameが他のコンテキストで成功するかどうかを確認し、成功する場合はOracleサポートに連絡してください。









	 ORA-09909: スクラッチ・バッファのmallocに失敗しました。 
	
原因: 一時バッファに必要なメモリーが割り当てられません。「追加情報」フィールドに、Oracleが割り当てようとしたバイト数が示されます。


	
処置: UNIXエラー番号を確認してください。メモリー不足の可能性があります。エラーがない場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-09910: ユーザーのOracleパスワード・ファイル・エントリが見つかりません。 
	
原因: Oracleパスワード・ファイルに、ユーザーのエントリがありません。


	
処置: データベース管理者(DBA)に依頼して、ORAPASSWDを実行してパスワード・エントリをインストールしてください。









	 ORA-09911: ユーザーのパスワードが正しくありません。 
	
原因: ユーザーが入力したパスワードは無効です。


	
処置: 正しいパスワードを入力してください。









	 ORA-09912: 名前バッファのmallocに失敗しました。 
	
原因: Oracleは、DBAおよびオペレータ・ユーザー名に使用する1つまたは両方のバッファ・メモリーを割当てできませんでした。


	
処置: UNIXエラー番号を確認してください。メモリー不足の可能性があります。エラーがない場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-09913: ダミー名のmallocに失敗しました。 
	
原因: Oracleは、ユーザー・パスワードの暗号化に使用するユーザー名のメモリーを割当てできませんでした。


	
処置: UNIXエラー番号を確認してください。メモリー不足の可能性があります。エラーがない場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-09914: Oracleパスワード・ファイルをオープンできません。 
	
原因: Oracleは、パスワード・ファイルをオープンして読み込むことができませんでした。


	
処置: UNIXエラー番号を確認してください。エラー番号が、ファイルが存在しないことを示している場合は、データベース管理者(DBA)に依頼し、ORAPASSWDを実行してファイルを作成してください。十分な権限がないことを示している場合は、データベース管理者(DBA)に依頼して、権限を変更してください。それ以外の場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-09915: パスワードの暗号化に失敗しました。 
	
原因: Oracleはパスワードを暗号化できませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-09916: 必要なパスワードが指定されていません。 
	
原因: ユーザーがinternalで接続しようとしましたが、パスワードが指定されていません。


	
処置: internalで再度接続し、パスワードを指定してください。









	 ORA-09918: Oracle Netからユーザー権限を取得できません。 
	
原因: Oracleが、SQL*Net接続からユーザーの権限セットを取得できませんでした。


	
処置: UNIXエラー番号を確認して、オペレーティング・システム・エラーの可能性について確認してください。また、「追加情報」フィールドでSQL*Netエラーを確認してください。エラーがない場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-09919: 専用サーバーのラベルを設定できません。 
	
原因: Oracleが、サーバー専用のラベルに必要な値を設定できませんでした。


	
処置: UNIXエラー番号を確認して、オペレーティング・システム・エラーの可能性について確認してください。また、Oracle実行プログラムに対する権限を確認してください。最低でもallowmacaccess権限が必要です。









	 ORA-09920: 接続から重要度ラベルを取得できません。 
	
原因: Oracleが、SQL*Net接続からユーザーの重要度ラベルを取得できませんでした。


	
処置: UNIXエラー番号を確認して、オペレーティング・システム・エラーの可能性について確認してください。また、「追加情報」フィールドでSQL*Netエラーを確認してください。エラーがない場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-09921: 接続から情報ラベルを取得できません。 
	
原因: Oracleが、SQL*Net接続からユーザーの情報ラベルを取得できませんでした。


	
処置: UNIXエラー番号を確認して、オペレーティング・システム・エラーの可能性について確認してください。また、「追加情報」フィールドでSQL*Netエラーを確認してください。エラーがない場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-09922: プロセスを起動できません - バックグラウンド・ログ・ディレクトリが正しく作成されていません 
	
原因: バックグラウンド・プロセスのトレース・ファイルが入るディレクトリが正しく作成されていないため、Oracleがバックグラウンド・プロセスを起動できませんでした。


	
処置: 初期化パラメータBACKGROUND_DUMP_DESTに指定されたディレクトリを調べてください。次の条件をすべて満たしているかどうかを確認してください。
1. ディレクトリが存在する。

2. その名前が、ファイルではなくディレクトリを参照している。

3. Oracleユーザーがそのディレクトリにアクセスし、書き込むことができる。











	 ORA-09923: プロセスを起動できません - ユーザー・ログ・ディレクトリが正しく作成されていません 
	
原因: 専用サーバー・プロセスのトレース・ファイルが入るディレクトリが正しく作成されていないため、Oracleがバックグラウンド・プロセスを起動できませんでした。


	
処置: 初期化パラメータUSER_DUMP_DESTに指定されたディレクトリを調べてください。次の条件をすべて満たしているかどうかを確認してください。
1. ディレクトリが存在する。

2. その名前が、ファイルではなくディレクトリを参照している。

3. Oracleユーザーがそのディレクトリにアクセスし、書き込むことができる。











	 ORA-09924: プロセスを起動できません - コア・ダンプ・ディレクトリが正しく作成されていません 
	
原因: 例外イベントでOracleプロセスによって生成されるコア・ダンプが入るディレクトリが正しく作成されていないため、Oracleがバックグラウンド・プロセスを起動できませんでした。


	
処置: 初期化パラメータCORE_DUMP_DESTに指定されたディレクトリを調べてください。次の条件をすべて満たしているかどうかを確認してください。
1. ディレクトリが存在する。

2. その名前が、ファイルではなくディレクトリを参照している。

3. Oracleユーザーがそのディレクトリにアクセスし、書き込むことができる。











	 ORA-09925: 監査証跡ファイルを作成できません。 
	
原因: Oracleが、監査証跡レコードを格納するファイルを作成できませんでした。


	
処置: UNIXエラー番号を確認して、オペレーティング・システム・エラーの可能性について確認してください。エラーがない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-09926: サーバーの有効な権限を設定できません。 
	
原因: 専用サーバーが、固有の権限セットを設定できませんでした。


	
処置: ORACLE実行プログラムに付与された権限を確認してください。最低でもallowmacaccess権限が必要です。









	 ORA-09927: サーバーのラベルを設定できません。 
	
原因: Oracleが、サーバーのラベルに新しい値を設定できませんでした。


	
処置: $ORACLE_HOME/bin/oracleの権限を確認してください。$ORACLE_HOME/bin/oracleにALLOWMACACCESS権限が付与されているかどうかを確認してください。









	 ORA-09928: サーバーのラベルをリストアできません。 
	
原因: Oracleが、サーバーのラベルをデータベースが拡張される前の値にリストアできませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-09929: 2つのラベルに対する下限が無効です 
	
原因: 2つのラベルに対する下限操作の結果が無効になりました。


	
処置: 別の2つのラベルを使用して操作を再試行してください。システム・エンコーディング・ファイルを参照して、有効なラベルの値を調べてください。









	 ORA-09930: 2つのラベルに対する上限が無効です 
	
原因: 2つのラベルに対する上限操作の結果が無効になりました。


	
処置: 別の2つのラベルを使用して操作を再試行してください。システム・エンコーディング・ファイルを参照して、有効なラベルの値を調べてください。









	 ORA-09931: 読取り用のOracleパスワード・ファイルをオープンできません。 
	
原因: パスワード・ファイルをオープンして読み込もうとしましたが、失敗しました。


	
処置: Oracleユーザーがオープンできないように、ファイルに対して権限が変更されていないかどうかを確認してください。









	 ORA-09932: Oracleパスワード・ファイルのクローズに失敗しました。 
	
原因: パスワード・ファイルがクローズできませんでした。


	
処置: 詳細は、UNIXエラー番号を確認してください。









	 ORA-09933: 旧パスワード・ファイルの削除に失敗しました。 
	
原因: 旧パスワード・ファイルの削除に失敗しました。


	
処置: 詳細は、UNIXエラー番号を確認してください。









	 ORA-09934: 現行のパスワード・ファイルの旧版へのリンクに失敗しました。 
	
原因: Oracleは、古いパスワード・ファイルを保存するためのリンクを作成できませんでした。


	
処置: 詳細は、UNIXエラー番号を確認してください。









	 ORA-09935: 現行のパスワード・ファイルのリンク解除に失敗しました。 
	
原因: Oracleが、現行のパスワード・ファイルの保存を完了できませんでした。


	
処置: 詳細は、UNIXエラー番号を確認してください。









	 ORA-09936: 書込みのためのOracleパスワード・ファイルのオープンに失敗しました。 
	
原因: Oracleが、パスワード・ファイルを作成できませんでした。


	
処置: 詳細は、UNIXエラー番号を確認してください。









	 ORA-09937: Oracleパスワード・ファイルのモード変更に失敗しました 
	
原因: Oracleは、パスワード・ファイルを読込み専用に変更できませんでした。


	
処置: 詳細は、UNIXエラー番号を確認してください。









	 ORA-09938: シグナル・ハンドラの保存に失敗しました。 
	
原因: Oracleは、選択されたシグナル・ハンドラの前の値を保存できませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-09939: シグナル・ハンドラのリストアに失敗しました。 
	
原因: Oracleは、選択されたシグナル・ハンドラの前の値をリストアできませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-09940: Oracleパスワード・ファイルのヘッダーが破損しています 
	
原因: 1つのパスワード・ファイルのヘッダーが、Oracleの予期した書式になっていませんでした。


	
処置: 両ファイルのヘッダーを確認してください。ヘッダーの形式はFILE VERSION: N.N.N.N.N EXECUTABLE VERSION: N.N.N.N.Nにします。Nは数字です。破損ファイルを削除して、orapasswdを再実行します。









	 ORA-09941: Oracleパスワードまたはインストーラのバージョンがファイルより古いです。 
	
原因: 実行中のORAPASSWDまたはインストーラのバージョンが、Oracleパスワード・ファイルのバージョンより古くなっています。ファイルのバージョンは、フォーマットを変更したときに変更されるため、このエラーは、実行可能プログラムが、ファイル作成時と異なるフォーマットを使用していることを意味しています。


	
処置: ファイルのバージョン以降のインストーラまたはORAPASSWDを実行してください。









	 ORA-09942: Oracleパスワード・ファイルのヘッダーの書込みに失敗しました。 
	
原因: Oracleパスワード・ファイルのヘッダーに書き込もうとしましたが、エラーが発生しました。


	
処置: オペレーティング・システムのエラー番号を確認してください。ファイル・システムがいっぱいになっている可能性があります。









	 ORA-09943: パスワード・リスト・コンポーネントへのメモリー割当てに失敗しました。 
	
原因: パスワード・ファイルのエントリ・リストの作成中に、Oracleが複数のコンポーネントにメモリーを割り当てました。割当ての1つが失敗しました。


	
処置: オペレーティング・システムのエラー番号を確認してください。システムのメモリーが不足している可能性があります。









	 ORA-09944: パスワードのエントリが破損しています。 
	
原因: Oracleパスワード・ファイルのエントリが、Oracleの予期した書式になっていませんでした。


	
処置: 破損ファイルを削除して、orapasswdを再実行してください。









	 ORA-09945: 監査証跡ファイルの初期化ができません。 
	
原因: Oracleが、監査証跡として使用されるファイルへのヘッダー情報の書込みに失敗しました。


	
処置: UNIXエラー番号を確認して、オペレーティング・システム・エラーの可能性について確認してください。エラーがない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-09946: バッファに対しファイル名が長すぎます。 
	
原因: ファイル名の保存に使用されたバッファが、生成された名前に対して短すぎると判断されました。これは、トレース・ファイルまたは監査ファイルのいずれかに対して変換された名前が、最大許容数(多くのポートで256文字)よりも長い場合に発生します。


	
処置: ファイル名を短くしてください。









	 ORA-09947: 接続属性の構造を割当てできません 
	
原因: Oracleは、SQL*Net接続の属性の保持に必要なメモリーを割当てできませんでした。「追加情報」フィールドに、Oracleが割り当てようとしたバイト数が示されます。


	
処置: UNIXエラー番号を確認してください。メモリー不足の可能性があります。エラーがない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-09948: プロセス情報ラベルの取出しに失敗しました。 
	
原因: Oracleがプロセスの情報ラベルの取得に失敗しました。


	
処置: UNIXエラー番号を確認して、オペレーティング・システム・エラーの可能性について確認してください。エラーがない場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-09949: クライアント・オペレーティング・システム権限を取得できません 
	
原因: Oracleがクライアント・プロセスのオペレーティング・システム権限を取得できませんでした。


	
処置: UNIXエラー番号を確認して、オペレーティング・システム・エラーの可能性について確認してください。エラーがない場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-09950: サーバー・オペレーティング・システム権限を取得できません 
	
原因: Oracleがオペレーティング・システムから権限を取得できませんでした。


	
処置: 通常、これは発生しないエラーです。Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-09951: ファイルを作成できません。 
	
原因: Oracleがファイルを作成できませんでした。


	
処置: UNIXエラー番号を確認して、オペレーティング・システム・エラーの可能性について確認してください。エラーがない場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-09952: scgcmn: lk_open_convertから予期しない値が戻されました: オープンに失敗しました 
	
原因: 分散ロック・マネージャ(DLM)が、予期しない値を戻しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを確認して、分散ロック・マネージャ(DLM)のドキュメントを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09953: scggc: ロック変換から予期しない値が戻されました 
	
原因: 分散ロック・マネージャ(DLM)が、予期しない値を戻しました。


	
処置: ロック・マネージャのエラー・メッセージを確認して、分散ロック・マネージャ(DLM)のドキュメントを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09954: scgcc: ロック・クローズのコールバックから予期しない値が戻されました 
	
原因: 分散ロック・マネージャ(DLM)が、予期しない値を戻しました。


	
処置: ロック・マネージャのエラー・メッセージを確認して、分散ロック・マネージャ(DLM)のドキュメントを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09955: scgcan: ロックの取消中に予期しない値が戻されました 
	
原因: 分散ロック・マネージャ(DLM)システム・サービスxが、予期しない値を戻しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージを確認して、分散ロック・マネージャ(DLM)のドキュメントを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09956: scgcm: 予期しないロック・ステータス条件が戻されました 
	
原因: グローバルなロック・システム・サービスが、予期しない値を戻しました。


	
処置: システム・エラー・メッセージがあれば確認して、分散ロック・マネージャ(DLM)のドキュメントを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-09957: IMONに終了要求を送信できません。 
	
原因: IMONへの終了シグナルの送信に失敗しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-09958: IMON: 同じOracle PIDを持つ2つのプロセスがアクティブになっています。 
	
原因: IMONプロセスが、サーバー・プロセスのエントリを追加できませんでした。別のアクティブなプロセスがスロットを占有しています。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-09959: IMON: プロセスの削除に失敗しました。 
	
原因: IMONプロセスが、プロセスID配列からサーバー・プロセスを削除できませんでした。プロセスのエントリが見つかりません。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-09960: 終了シグナルのシグナル・ハンドラを確立できません 
	
原因: Oracleが、インスタンスの停止を通知するシグナル・ハンドラを設定できませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-09961: 終了シグナル・ハンドラをリストアできません 
	
原因: Oracleが、終了シグナル・ハンドラに前の値を設定できませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-09966: ロック・ファイルの?/dbs/lkを拡張中に変換に失敗しました 
	
原因: データベースのマウント・ロックまたはインスタンス起動/停止ロックのためのファイルの作成中に?/dbs/lkを変換できませんでした。


	
処置: 詳細は、戻される追加エラーを確認してください。









	 ORA-09967: ロック・ファイルを作成またはオープンできません。 
	
原因: データベースのマウント・ロックまたはインスタンス起動/停止ロックで使用するファイル・ロックを取得するためのopenシステム・コールが失敗しました。


	
処置: 詳細は、エラー番号を確認してください。









	 ORA-09968: ファイルをロックできません。 
	
原因: ファイルのロックを要求するシステム・コールが、データベースのマウント・ロックまたはインスタンスの起動/停止ロックの取得時にエラーを戻しました。


	
処置: 詳細は、エラー番号を確認してください。









	 ORA-09969: ロック・ファイルをクローズまたは削除できません。 
	
原因: closeシステム・コールまたはunlinkシステム・コールからエラーが戻されました。


	
処置: 詳細は、エラー番号を確認してください。









	 ORA-09974: skxfidini: SDIチャネルの初期化でエラーが発生しました。 
	
原因: SDIチャネルが正しく初期化できませんでした。


	
処置: オペレーティング・システム・エラーを修正してから、再試行してください。









	 ORA-09975: kxfspini: SDIプロセスの初期化でエラーが発生しました。 
	
原因: SDIチャネルにアタッチできませんでした。


	
処置: SDIプロセス固有の制限が正しく構成されているかどうかを確認してください。オペレーティング・システム・エラーを修正してから、再試行してください。









	 ORA-09976: skxfqdini: ポートの作成でエラーが発生しました。 
	
原因: 通信エンドポイントが作成できませんでした。


	
処置: SDIポート固有の制限が正しく構成されているかどうかを確認してください。オペレーティング・システム・エラーを修正してから、再試行してください。









	 ORA-09977: skxfqhini: 接続でエラーが発生しました 
	
原因: プロセスが他のエンドポイントと交信できませんでした。


	
処置: SDIポート固有の制限が正しく構成されているかどうかを確認してください。他のノードがクラスタの一部であり、正しく機能しているかどうかを確認してください。オペレーティング・システム・エラーを修正してから、再試行してください。









	 ORA-09978: skxfqhdel: 別のエンドポイントからの切断でエラーが発生しました。 
	
原因: 他のエンドポイントから正しく切断されませんでした。


	
処置: 他のノードがクラスタの一部であり、正しく機能しているかどうかを確認してください。他のノードのインスタンスおよびプロセスを確認してください。オペレーティング・システム・エラーを修正してから、再試行してください。









	 ORA-09979: skxfqhsnd: 別のエンドポイントへのメッセージの送信でエラーが発生しました。 
	
原因: 既存のエンドポイントにメッセージを送信できませんでした。


	
処置: 他のノードがクラスタの一部であり、正しく機能しているかどうかを確認してください。他のノードのインスタンスおよびプロセスを確認してください。オペレーティング・システム・エラーを修正してから、再試行してください。









	 ORA-09980: skxfqdrcv: 別のエンドポイントからのメッセージの受信でエラーが発生しました。 
	
原因: メッセージを受信しようとしたときに、エラーが発生しました。


	
処置: 他のノードがクラスタの一部であり、正しく機能しているかどうかを確認してください。他のノードのインスタンスおよびプロセスを確認してください。オペレーティング・システム・エラーを修正してから、再試行してください。









	 ORA-09981: skxfqdreg: SDIバッファ・プールへのページの追加でエラーが発生しました。 
	
原因: SDIバッファ・プールへページを追加できませんでした。


	
処置: オペレーティング・システム・エラーを修正してから、再試行してください。









	 ORA-09982: skxfqddrg: SDIバッファ・プールからのページの削除でエラーが発生しました 
	
原因: SDIバッファ・プールへのページ指定を削除できませんでした。


	
処置: オペレーティング・システム・エラーを修正してから、再試行してください。









	 ORA-09983: skxfidsht: SDIチャネルの停止でエラーが発生しました。 
	
原因: SDIチャネルを停止できませんでした。


	
処置: SDIツールを使用して、SDI永続リソースを調べてください。すべてのプロセスが正しく終了しているかどうか、インスタンスが安全に停止されているかどうかを調べてください。現行のインスタンスに関連付けられている、残りのSDIチャネルIDを削除してください。









	 ORA-09984: SGAファイル$ORACLE_HOME/dbs/sgadef$ORACLE_SID.dbfは存在しません。 
	
原因: ファイルが存在しないか、アクセスできません。


	
処置: インスタンスを再起動して、SGA定義ファイルを作成してください。









	 ORA-09985: SGA定義ファイルを読み取ることができませんでした 
	
原因: UNIXのread()操作に失敗しました。


	
処置: エラー番号を確認して、適切な処置を行ってください。









	 ORA-09986: SGA定義ファイルから読み取ったバイト数が正しくありません 
	
原因: struct SKGMSDEFサイズが、SGAファイルから読み込んだバイト数と異なります。


	
処置: 2つのstruct定義を比較して、これらのサイズと構造体が一致するように変更してください。









	 ORA-09987: READ-ONLYモードでSGAに連結できません 
	
原因: インスタンスが起動していないか、SGAセグメントが読込み可能でありません。


	
処置: インスタンスが起動しているかどうか、SGAセグメントに読込み権限が設定されているかどうかを確認してください。









	 ORA-09988: SGAの連結解除中にエラーが発生しました 
	
原因: SKGMSDEF structが破損しているか、セグメント・アドレスが変更されています。


	
処置: インスタンスを安全に停止し、SGAセグメントを再度マウントしてください。









	 ORA-09989: 無効なskgmsdef構造体ポインタを使用しようとしました 
	
原因: SKGMSDEF structへのポインタの妥当性がチェックされていません。


	
処置: SKGMSDEF structポインタに有効な値を割り当ててから、使用してください。









	 ORA-10243: simulated error for test string of K2GTAB latch cleanup 
	
原因: レベル1..6は挿入、7..11は削除


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-10244: make tranids in error msgs print as 0.0.0 (for testing) 
	
原因: "alter system enable distributed recovery"も同期実行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-10259: get error message text from remote using explicit call 
	
原因: npigem有効範囲のテスト用(通常はV5リモートについてのみコールされます)


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-10260: イベント10261によって設定されたPGAヒープの制限サイズ(string)を超えました 
	
原因: PGAメモリーの使用量が、イベント10261によって設定された制限値を超えました。


	
処置: イベント10261の設定をチェックしてください。









	 ORA-10261: Limit the size of the PGA heap 
	
原因: 制限は、1KB×イベントのレベルです。pgaがこのシグナルを超えると内部エラーになります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-10262: Don't check for memory leaks 
	
原因: このイベントをレベル1に設定すると、メモリー・リーク検査が無効になります。このイベントをゼロ以外の数字に設定すると、PGA、SGA、およびUGAヒープでメモリー・リークを検査するときに、指定した値がしきい値として使用されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-10263: Don't free empty PGA heap extents 
	
原因: 監視ポイントが失われるため、これはデバッグに便利です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-10265: Keep random system generated output out of error messages 
	
原因: テスト・システム・ファイルがdiffしないようにします。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-10266: Trace OSD stack usage 
	
原因: ポーターがOSDスタック使用を実装すると、そのスタック実装のデバッグに役立ちます。少なくともsmcstk()で使用する必要があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-10267: Inhibit KSEDMP for testing 
	
原因: テストの中には意図的に内部エラーや致命的エラーを生成するものがあります。


	
処置: KSEDMPによって使用されるLEVELは、このイベントより1レベル下位です。









	 ORA-10268: Don't do forward coalesce when deleting extents 
	
原因: このイベントを設定すると、一時セグメントを削除するときに各エクステントでktsが前方に結合されるのを防ぐことができます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-10269: Don't do coalesces of free space in SMON 
	
原因: このイベントを設定すると、SMONによって空きスペースが結合されるのを防止できます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-10270: Debug shared cursors 
	
原因: 共有カーソル管理モジュールでのコードのデバッグを有効にします。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-10281: maximum time to wait for process creation 
	
原因: デフォルトのSPMXWAIT、レベル=秒単位のタイムアウトをオーバーライドするのに使用します。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-10282: Inhibit signalling of other backgrounds when one dies 
	
原因: KSBで使用します。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-10284: simulate zero/infinite asynch I/O buffering 
	
原因: KCFで使用します。レベル=1 スペース不足(赤)、レベル=2 無限(緑)


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-10452: ブロック・メディア・リカバリを実行できません。メディア・リカバリ・セッションが進行中の可能性があります。 
	
原因: スタンバイ・データベースでブロック・メディア・リカバリを実行しようとしたときに、メディア・リカバリ、RMAN、またはフラッシュバック・データベースのセッションが進行中であった可能性があります。


	
処置: 競合するリカバリ・セッションを確認して取り消し、スタンバイ・データベースでブロック・メディア・リカバリを実行してください。









	 ORA-10456: スタンバイ・データベースをオープンできません。メディア・リカバリ・セッションが進行中の可能性があります。 
	
原因: スタンバイ・データベースをオープンしようとしたときに、スタンバイ・データベースのマウントされているインスタンスでメディア・リカバリ、RMAN、またはフラッシュバック・データベースのセッションが進行中であった可能性があります。


	
処置: 競合するリカバリ・セッションを確認して取り消し、スタンバイ・データベースをオープンしてください。









	 ORA-10457: メディア・リカバリがアクティブであるため、スタンバイ・データベースをクローズできません。 
	
原因: スタンバイ・データベースをクローズしようとしたときに、スタンバイ・データベースでメディア・リカバリ・セッションが進行中でした。


	
処置: メディア・リカバリ・セッションを取り消し、スタンバイ・データベースをクローズしてください。









	 ORA-10458: スタンバイ・データベースをリカバリしてください。 
	
原因: スタンバイ・データベースをオープンしようとしたときに、スタンバイ・データベースがメディア・リカバリを必要とする状態にありました。


	
処置: 必要なリカバリを実行し、スタンバイ・データベースをオープンしてください。









	 ORA-10459: スタンバイ・データベースでメディア・リカバリを開始できません。競合状態が検出されました 
	
原因: スタンバイ・データベースで別のインスタンスがリカバリを実行していたとき、スタンバイ・データベースがオープンになっていたとき、またはデータファイルの移動操作が進行中であったときに、スタンバイ・データベースでメディア・リカバリを実行しようとしました。


	
処置: 他のすべてのインスタンスでスタンバイをクローズし、競合するリカバリ・セッションまたはデータファイルの移動操作を取り消してから、手動リカバリを実行してください。









	 ORA-10469: 制御ファイルのバックアップ作成中にエラーが発生しました。チェックポイントが無効です。 
	
原因: バックアップしている制御ファイルに有効な制御ファイルのチェックポイントがありません。このため、制御ファイルはバックアップされず、後でリカバリにバックアップを使用できません。このような状況は通常、データベースをマウントするCREATE CONTROLFILEを実行し、データベースをオープンするALTER DATABASE OPENを実行していないために発生します。後者の操作を実行すると、有効な制御ファイルのチェックポイントが生成されます。


	
処置: ALTER DATABASE OPEN ...でデータベースをオープンし、制御ファイルのチェックポイントを有効にしてください。バックアップ操作を再実行してください。









	 ORA-10481: データファイルのバックアップ・データ・ブロックに、記録されていない変更があります 
	
原因: ブロック・メディア・リカバリに使用されるバックアップ・データ・ブロックに、記録されていない変更がある状態で、データファイルのフラッシュバックが有効になりました。


	
処置: フラッシュバック・セットからデータファイルを削除するか、記録されていない変更がないバックアップ・ブロックを使用してブロック・メディア・リカバリを実行してください。









	 ORA-10482: 自動ブロック修復でオフラインまたは読込み専用のデータファイルを修復できません 
	
原因: オフラインまたは読込み専用のデータファイルを修復しようとしたときに、自動ブロック修復に失敗しました。


	
処置: データファイルを読取り/書込みモードでオンラインにしてください。









	 ORA-10485: 移行REDOの適用中はリアルタイム問合せを有効にできません。 
	
原因: 1次アップグレードまたはダウングレード中に生成された移行REDOを介してリカバリしようとしたときに、リアルタイム問合せ機能が有効になりました。


	
処置: 移行REDOを介してリカバリするには、スタンバイ・データベースを閉じてください。その後、リアルタイム問合せ機能を再度有効にしてください。









	 ORA-10546: ブロック・メディア・リカバリを実行できません。スタンバイ・データベースで必要なREDOができません。 
	
原因: スタンバイ・データベースで必要なREDOができないときにブロック・メディア・リカバリを実行しようとしました。


	
処置: 必要なREDOが可能となるまで待ってから、ブロック・メディア・リカバリを再試行してください。









	 ORA-10547: ブロック・メディア・リカバリを実行できません。スタンバイ・データベースがプライマリでキャッチアップされません。 
	
原因: スタンバイでまだ適用されていない%sの最高scnより高いscn %sまでのスタンバイでブロック・メディア・リカバリを実行しようとしました。


	
処置: scn %sまでのスタンバイをリカバリし、ブロック・メディア・リカバリを再試行してください。









	 ORA-10548: 読取り専用の差込みデータファイルでブロック・メディア・リカバリを実行できません。 
	
原因: 読取り専用の差込みデータファイルでブロック・メディア・リカバリを実行しようとしました。


	
処置: 差込みデータファイルを読取り/書込み両用に変換し、ブロック・メディア・リカバリを再試行してください。









	 ORA-10549: 読取り専用の差込みデータファイルを使用してブロック・メディア・リカバリを実行できません。 
	
原因: 読取り専用の差込みデータファイルのバックアップを使用してブロック・メディア・リカバリを実行しようとしました。


	
処置: 差込みデータファイルが読取り/書込み両用に変換された後に取得されたバックアップを使用してブロック・メディア・リカバリを再試行してください。









	 ORA-10553: 互換性のないUNTIL CONSISTENT句 
	
原因: RECOVER UNTIL CONSISTENTには、バックアップ制御ファイルによるデータベースレベルのリカバリが必要でした。


	
処置: UNTIL CONSISTENT句を省略し、リカバリを再試行してください。









	 ORA-10554: メディア・リカバリはデータファイルstringを一貫性維持点までリカバリできませんでした。 
	
原因: 指定されたデータファイルが原因で、メディア・リカバリはデータベースを一貫性維持点までリカバリできませんでした。


	
処置: データファイルのバックアップをリストアしてください。









	 ORA-10560: block type 'string' 
	
原因: 他のエラーの詳細のためのブロック型をレポートします。


	
処置: 関連するエラー・メッセージを参照してください。









	 ORA-10561: block type 'string', data object# string 
	
原因: 他のエラーの詳細のためのブロック型およびデータ・オブジェクト番号をレポートします。


	
処置: 関連するエラー・メッセージを参照してください。









	 ORA-10562: Error occurred while applying redo to data block (file# string, block# string) 
	
原因: エラー・スタック上の他のエラーを参照してください。


	
処置: エラーが発生した原因およびデータ・ブロックの重要度を調べてください。ユーザーがリカバリによるこのデータ・ブロックの破損を許可する場合、通常、メディア・リカバリおよびスタンバイ・データベース・リカバリは継続できます。









	 ORA-10563: Test recovery had to corrupt data block (file# string, block# string) in order to proceed 
	
原因: テスト・リカバリが完了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。テスト・リカバリは正常終了しました。テスト・リカバリの結果のサマリーは、エラー・スタック上の他のメッセージを参照してください。









	 ORA-10564: 表領域string 
	
原因: 他のエラーの詳細のための表領域名をレポートします。


	
処置: 関連するエラー・メッセージを参照してください。









	 ORA-10565: Another test recovery session is active 
	
原因: アクティブにできるテスト・リカバリ・セッションは1つのみです。別のテスト・リカバリ・セッションがアクティブです。


	
処置: 別のテスト・リカバリ・セッションが完了するまで待機してください。









	 ORA-10566: Test recovery has used all the memory it can use 
	
原因: テスト・リカバリがメモリー内でREDOをテストします。テスト・リカバリで使用可能なすべてのメモリーを消費したため、これ以上続行できません。


	
処置: 処置は必要ありません。テスト・リカバリは正常終了しました。テスト・リカバリの結果のサマリーは、エラー・スタック上の他のメッセージを参照してください。









	 ORA-10567: REDOがデータ・ブロック(ファイル# string、ブロック# string、ファイル・オフセット=stringバイト)と矛盾しています 
	
原因: このエラーの原因には次の2つが考えられます。(1) Oracleによって発行された書込みが、基盤となるオペレーティング・システムまたは記憶域システムによって失われた場合。(2) Oracleの内部エラーの場合。


	
処置: エラーが発生した原因およびデータ・ブロックの重要度を調べてください。ユーザーがリカバリによるこのデータ・ブロックの破損を許可する場合、通常、メディア・リカバリおよびスタンバイ・データベース・リカバリは継続できます。









	 ORA-10568: Failed to allocate recovery state object: out of SGA memory 
	
原因: SGAメモリーが不足しています。


	
処置: インスタンスを再起動してください。問題が解決されない場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-10570: Test recovery complete 
	
原因: テスト・リカバリが完了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。テスト・リカバリは正常終了しました。テスト・リカバリの結果のサマリーは、エラー・スタック上の他のメッセージを参照してください。









	 ORA-10571: Test recovery canceled due to errors 
	
原因: ユーザーがテスト・リカバリを取り消しました。


	
処置: 処置は必要ありません。テスト・リカバリは正常終了しました。テスト・リカバリの結果のサマリーは、エラー・スタック上の他のメッセージを参照してください。









	 ORA-10572: Test recovery canceled due to errors 
	
原因: エラー・スタック上の他のエラーを参照してください。


	
処置: 必要ありません。テスト・リカバリの結果のサマリーは、エラー・スタック上の他のメッセージを参照してください。









	 ORA-10573: Test recovery tested redo from change string to string 
	
原因: このメッセージは、テスト・リカバリのテスト範囲を示すものです。


	
処置: 処置は必要ありません。エラー・スタック上の他のメッセージを参照してください。









	 ORA-10574: Test recovery did not corrupt any data block 
	
原因: このメッセージは、テスト・リカバリの結果のサマリーです。


	
処置: 処置は必要ありません。エラー・スタック上の他のメッセージを参照してください。









	 ORA-10575: Give up restoring recovered datafiles to consistent state: out of memory 
	
原因: リカバリされたデータファイルを一貫性のある状態にリストアするためのメモリーが不足しています。


	
処置: このエラーは単なる警告です。このエラーの直後にリセットログでデータベースを開くことはできません。ただし、メディアおよびスタンバイ・リカバリを続行できます。これにより、リカバリされたデータファイルの一貫性が再度確保されます。









	 ORA-10576: Give up restoring recovered datafiles to consistent state: some error occurred 
	
原因: 問題の原因は、アラート・ファイルまたはスタック上の他のエラーを参照してください。


	
処置: このエラーは単なる警告です。このエラーの直後にリセットログでデータベースを開くことはできません。ただし、メディアおよびスタンバイ・リカバリを続行できます。これにより、リカバリされたデータファイルの一貫性が再度確保されます。









	 ORA-10577: Can not invoke test recovery for managed standby database recovery 
	
原因: 管理スタンバイ・データベース・リカバリにテスト・リカバリ・オプションが使用されています。


	
処置: テスト・リカバリ・オプションを削除するか、手動のテスト・スタンバイ・データベース・リカバリを起動してください。









	 ORA-10578: Can not allow corruption for managed standby database recovery 
	
原因: 管理スタンバイ・データベース・リカバリに破損を許可するオプションが使用されています。


	
処置: 破損を許可するオプションを削除するか、手動のスタンバイ・データベース・リカバリを起動してください。









	 ORA-10579: Can not modify control file during test recovery 
	
原因: リカバリを続行するために、テスト・リカバリは制御ファイルを変更する必要があります。ただし、テスト・リカバリによる制御ファイルの変更は許可されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。テスト・リカバリは正常終了しました。REDOストリームではテスト・リカバリはこの程度でしかありません。









	 ORA-10580: Can not modify datafile header during test recovery 
	
原因: リカバリを続行するために、テスト・リカバリはデータファイル・ヘッダーを変更する必要があります。ただし、テスト・リカバリによるデータファイル・ヘッダーの変更は許可されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。テスト・リカバリは正常終了しました。REDOストリームではテスト・リカバリはこの程度でしかありません。









	 ORA-10581: Can not modify redo log header during test recovery 
	
原因: リカバリを続行するために、テスト・リカバリはREDOログ・ヘッダーを変更する必要があります。ただしテスト・リカバリによるREDOログ・ヘッダーの変更は許可されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。テスト・リカバリは正常終了しました。REDOストリームではテスト・リカバリはこの程度でしかありません。









	 ORA-10582: The control file is not a backup control file 
	
原因: ユーザーはバックアップ制御ファイルのテスト・リカバリを要求しましたが、指定した制御ファイルはバックアップ制御ファイルではありません。


	
処置: バックアップ制御ファイルを使用するか、USING BACKUP CONTROLFILEオプションを使用しないでください。









	 ORA-10583: Can not recovery file string renamed as missing during test recovery 
	
原因: リカバリされるファイルの1つの名前が変更されたため、見つかりません。


	
処置: 正しいファイル名に変更するか、オフラインにしてください。









	 ORA-10584: テスト・リカバリに対して、パラレル・リカバリを起動できません 
	
原因: テスト・リカバリとパラレル・リカバリの両方が要求されています。


	
処置: どちらか1つのリカバリ・オプションを削除してください。









	 ORA-10585: Test recovery can not apply redo that may modify control file 
	
原因: テスト・リカバリで、制御ファイルを変更する可能性のある特別なREDOがみつかりました。


	
処置: 処置は必要ありません。開始点からリカバリ可能な点まで、テスト・リカバリは正常に実行されています。









	 ORA-10586: Test recovery had to corrupt 1 data block in order to proceed 
	
原因: このメッセージは、テスト・リカバリの結果のサマリーです。テストされるREDOの範囲を適用するために、Oracleは1つのブロックを破損させる必要がある場合があります。


	
処置: 問題の詳細は、アラート・ログを参照してください。









	 ORA-10587: Invalid count for ALLOW n CORRUPTION option 
	
原因: ALLOW n CORRUPTIONオプションに指定された数値が大きすぎます。


	
処置: 小さい数値を使用してください。









	 ORA-10589: Test recovery had to corrupt string data blocks in order to proceed 
	
原因: このメッセージは、テスト・リカバリの結果のサマリーです。テストされるREDOの範囲を適用するために、Oracleはメッセージで示される数のデータ・ブロックを破損させる必要がある場合があります。


	
処置: 問題の詳細は、アラート・ログを参照してください。









	 ORA-10614: Operation not allowed on this segment 
	
原因: このプロシージャは、AUTO SEGMENT SPACE MANAGEMENTを指定された表領域のセグメント上でのみ使用できます。


	
処置: セグメント名および型を再確認し、それから文を再発行してください。









	 ORA-10615: Invalid tablespace type for temporary tablespace 
	
原因: AUTO SEGMENT SPACE MANAGEMENTを指定された表領域は、一時表領域として使用できません。


	
処置: 表領域名を再確認し、それから文を再発行してください。









	 ORA-10616: Operation not allowed on this tablespace 
	
原因: AUTO SEGMENT SPACE MANAGEMENTを指定された表領域上では、この操作を実行できません。


	
処置: 表領域名を再確認し、それから文を再発行してください。









	 ORA-10617: Cannot create rollback segment in dictionary managed tablespace 
	
原因: ロールバック・セグメントは、SYSTEM表領域がローカル管理されている場合、ディクショナリ管理表領域に作成できません。


	
処置: 表領域名を再確認し、それから文を再発行してください。









	 ORA-10618: Operation not allowed on this segment 
	
原因: このDBMS_SPACE操作は、AUTO SEGMENT SPACE MANAGEMENTを指定された表領域のセグメント上では許可されていません。


	
処置: セグメント名および型を再確認し、それから文を再発行してください。









	 ORA-10619: Avoid assertions when possible 
	
原因: バグ(またはアップグレード)によってUnicodeアサーション(csid、csform、bfc)が発生しました。


	
処置: このイベントではRDBMSがアサーションをスキップし、データ構造を修正します。









	 ORA-10620: Operation not allowed on this segment 
	
原因: セグメントの空きリスト記憶域パラメータは、AUTO SEGMENT SPACE MANAGEMENTを指定された表領域では変更できません。


	
処置: セグメント名を再確認し、それから文を再発行してください。









	 ORA-10627: 索引リーフ・ブロックの内容をダンプします 
	
原因: alter session set events immediate trace name treedumpの間に、概要だけでなく、完全な索引ツリー・ダンプを生成します。


	
処置: このイベントは、小さな表/索引にのみ推奨されます。









	 ORA-10628: kdiss索引スキップ・スキャン状態のサニティ・チェックを有効にします 
	
原因: kdiss状態のサニティ・チェックを実行します。


	
処置: このイベントの設定は、Oracle開発担当者の監督下でのみ行ってください。









	 ORA-10630: SHRINK句で指定された構文が不正です 
	
原因: SHRINK句に無効なオプションが指定されています。


	
処置: 『Oracle Database SQLリファレンス』を確認し、このコマンドを再発行してください。









	 ORA-10631: SHRINK句をこのオブジェクトに指定する必要はありません 
	
原因: このオブジェクトに対するSHRINKの発行は不正です。


	
処置: オブジェクトの名前と型を確認し、このコマンドを再発行してください。









	 ORA-10632: ROWIDが無効です。 
	
原因: SHRINKおよび領域の再利用によってセグメントの最高水位標が上書きされました。


	
処置: このコマンドを再発行してください。









	 ORA-10633: セグメントに領域が見つかりません 
	
原因: セグメントの縮小時に領域を見つけようとして発生しました。


	
処置: このエラーは通常、内部的に検出および処理される必要があります。ユーザーにはこのエラーが認識されないようにする必要があります。









	 ORA-10634: セグメントはすでに縮小されています 
	
原因: 1つのセグメントに対して実行可能なSHRINK呼出しは常に1つのみです。


	
処置: 先に実行されているSHRINKが終了してからこのコマンドを再発行してください。









	 ORA-10635: 無効なセグメントまたは表領域タイプです 
	
原因: このセグメントは自動セグメント管理の表領域内にないか、データ・セグメント、索引セグメントまたはLOBセグメントでないため、縮小できません。


	
処置: 表領域とセグメント型を確認してからこの文を再発行してください。









	 ORA-10636: 行移動が有効ではありません 
	
原因: データ・セグメントを縮小するには、行移動が可能になっている必要があります。


	
処置: 行移動を可能にしてからこのコマンドを再発行してください。









	 ORA-10637: セグメントが存在しません 
	
原因: 縮小する対象セグメントは削除されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-10638: 索引のステータスが無効です 
	
原因: この索引は再構築中または使用不可の状態であるため縮小できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-10639: 再解析ループ時にライブラリ・キャッシュをダンプします 
	
原因: このエラーの発生時にはライブラリ・キャッシュのダンプが必要になります。そのため、イベントが設定されている場合には、ライブラリ・キャッシュ・ダンプを有効にします。


	
処置: 再解析でエラーが発生したときに、このイベントが設定されている場合はライブラリ・キャッシュをダンプします。









	 ORA-10640: Operation not permitted during SYSTEM tablespace migration 
	
原因: SYSTEM表領域がローカル管理形式に移行中です。


	
処置: SYSTEM表領域の移行が完了してから、このコマンドを再発行してください。









	 ORA-10641: Cannot find a rollback segment to bind to 
	
原因: SYSTEM表領域を移行する場合、ローカル管理表領域にロールバック・セグメントが必要です。


	
処置: SYSTEM表領域以外のディクショナリ管理表領域にあるロールバック・セグメントを削除して、ローカル管理表領域にロールバック・セグメントを作成して、移行を再試行してください。









	 ORA-10642: Found rollback segments in dictionary managed tablespaces 
	
原因: SYSTEM表領域の移行中に、ディクショナリ管理表領域にロールバック・セグメントが見つかりました。


	
処置: ディクショナリ管理表領域のロールバック・セグメントを削除して、コマンドを再発行してください。









	 ORA-10643: Database should be mounted in restricted mode and Exclusive mode 
	
原因: SYSTEM表領域を移行する場合、データベースは排他モードおよび制限モードでマウントされている必要があります。


	
処置: データベースを適切なモードでマウントしてから、このコマンドを再発行してください。









	 ORA-10644: SYSTEM tablespace cannot be default temporary tablespace 
	
原因: SYSTEM表領域の移行中は、どのユーザーもSYSTEM表領域をデフォルト一時表領域として使用できません。


	
処置: すべてのユーザーのデフォルト一時表領域の設定を変更してから、このコマンドを再発行してください。









	 ORA-10645: Recursive Extension in SYSTEM tablespace during migration 
	
原因: SYSTEM表領域の移行中に、ディクショナリ表による再帰的な拡張が試行されました。これは通常、内部的に検出および処理されます。ユーザーには表示されないようにする必要があります。


	
処置: このエラーをバグとして報告してください。









	 ORA-10646: Too many recursive extensions during SYSTEM tablespace migration 
	
原因: SYSTEM表領域の移行中に、ディクショナリ表により1000回を超える再帰的な拡張が試行されました。


	
処置: SYSTEM表領域が大きい場合は、表領域を移行するコマンドを再発行してください。









	 ORA-10647: Tablespace other than SYSTEM,string, string not found in read only mode 
	
原因: SYSTEM表領域を移行する場合、表示された3つ以外の表領域は読込み専用に変更する必要があります。


	
処置: 表領域のステータスを読込み専用にして、移行を再試行してください。









	 ORA-10648: 表領域'SYSAUX'はオフラインになっていません 
	
原因: SYSTEM表領域の移行中にSYSAUX表領域がオンラインになっていました。


	
処置: SYSAUX表領域のステータスをオフラインにしてから、SYSTEM表領域の移行を再試行してください。









	 ORA-10649: LOB索引空きリスト結合をオフにするか、追跡します。 
	
原因: LOB索引空きリスト結合をオフにするか、追跡します。


	
処置: このイベントの設定は、Oracle開発担当者の監督下でのみ行ってください。









	 ORA-10651: incorrect file number block number specified 
	
原因: 指定したDBAは無効です。


	
処置: 指定したDBAがセグメントに属しており、セグメントHWM未満であることを確認してから、文を再発行してください。









	 ORA-10652: オブジェクトにコミット時マテリアライズド・ビューがあります 
	
原因: コミット時にマテリアライズド・ビューを使用するオブジェクトに対してはSHRINKを発行できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-10653: 表がクラスタ内にあります 
	
原因: クラスタに属している表に対してはSHRINKを発行できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-10654: 表のタイプが一時または外部です 
	
原因: 一時表または外部表に対してはSHRINKを発行できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-10655: セグメントを縮小できます 
	
原因: このエラー・メッセージは、OEMによるプローブ・モードでの呼び出し時に戻されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-10656: 操作が不完全のため表が使用不可な状態です 
	
原因: 以前に操作が失敗したか、不完全だたっために使用不可な状態にある表に対してALTER TABLE SHRINK操作が試みられました。


	
処置: 直前の操作に応じて次のように対処します。
- DROP COLUMN、DROP COLUMN CONTINUEを再送信する

- DROP TABLE、DROP TABLE <table> PURGEを再送信する











	 ORA-10657: 縮小するLOB列が存在しません 
	
原因: 存在しないLOBセグメントに対してSHRINKを発行しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-10658: 縮小するLOB列に未使用のマークが設定されています 
	
原因: 未使用のマークが設定されているLOBセグメントに対してSHRINKを発行しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-10659: 縮小するセグメントがLOBではありません 
	
原因: 最上位クラスのLOBまたはLOBに格納されている他のデータ型のセグメントに対してSHRINKを発行しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-10660: セグメントが共有LOBセグメントです 
	
原因: 複数のLOB列によって共有されているセグメントに対してSHRINKを発行しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-10661: 指定されたオプションは無効です 
	
原因: チェック・オプションは1つのセグメントにのみ指定できます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-10662: セグメントにLONG列があります 
	
原因: LONG列を含むセグメントでSHRINKを発行しました。これはサポートされていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-10663: オブジェクトにROWIDベースのマテリアライズド・ビューがあります 
	
原因: ROWIDベースのマテリアライズド・ビューを持つオブジェクトに対してSHRINKを発行しました。


	
処置: ROWIDベースのマテリアライズド・ビューを削除し、オブジェクトに対してSHRINKを発行してください。









	 ORA-10664: 表にビットマップ結合索引があります 
	
原因: ビットマップ結合索引のある表でSHRINKを発行しました。


	
処置: ビットマップ結合索引を削除して、オブジェクトでSHRINKを再発行します。









	 ORA-10665: 不正なリテラルを挿入します 
	
原因: イベント10665が0より大きい数字に設定されているため、すべてのリテラルの1/(値-1)が2000文字の'A'で置換されます。値が1の場合は、何も壊れません。


	
処置: このイベントは設定しないでください。









	 ORA-10668: 不正な識別子を挿入します 
	
原因: イベント10668が0よりも大きな数字に設定されているため、すべての識別子の1/(値-1)が最大値x'sで置き換えられます。一般的には識別子を最大30バイトで一度解析してから、最大4000で再解析します。これにより、このイベントがなくてもこのような識別子を挿入することはできなくなります。値が1の場合、識別子は破損しません。


	
処置: このイベントは設定しないでください。









	 ORA-10690: Set shadow process core file dump type (Unix only) 
	
原因: シャドウ・プロセスのコア・ファイル・サイズを制御します。


	
処置: レベル1: コアをダンプする前にSGAを切断します。レベル2: コアを生成しません。









	 ORA-10691: Set background process core file type (Unix only) 
	
原因: バックグラウンド・プロセスのコア・ファイル・サイズを制御します。


	
処置: レベル1: コアをダンプする前にSGAを切断します。









	 ORA-10700: Alter access violation exception handler 
	
原因: アクセス違反が検出された場合のVMS例外ハンドラによる処理を制御するには、このイベントを使用します。


	
処置: レベル: >=10 アクセス違反が検出された場合、現在のプロセスを一時停止します。***このイベントの設定は、Oracle開発担当者の監督下でのみ行ってください***









	 ORA-10701: Dump direct loader index keys 
	
原因: このイベントの値に基づいて、ダイレクト・ロードの様々なポイントで索引キーをダンプします。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-10702: アプリケーション連続デバッグが有効になりませんでした。 
	
原因: アプリケーション連続デバッグが有効になりませんでした。


	
処置: アプリケーション連続デバッグを有効にしてください。レベル: 0x0001: トランザクション目的デバッグ









	 ORA-10704: Print out information about what enqueues are being obtained 
	
原因: 有効な場合、ksqcmiおよびksqlrlへのコールに対する引数と戻り値を表示します。


	
処置: レベルは詳細を示します。レベル: 1-4: ksqlrl、ksqcmiの基本情報を表示します。5-9: コールバック: ksqlac、ksqlopの情報も表示します。10以上: 各行に時刻も表示します。









	 ORA-10706: Print out information about global enqueue manipulation 
	
原因: 有効な場合、ksiルーチンのアクティビティを表示します。


	
処置: レベルは詳細を示します。0-4: 各メイン・コールの引数を表示します。5-9: コールバックも表示します。10以上: 各行に時刻も表示します。









	 ORA-10707: Simulate process death for instance registration 
	
原因: 有効な場合、インスタンス登録リカバリ・コードをテストするためにプロセスが自殺します。


	
処置: レベルは、プロセスが死ぬ場所を示します。









	 ORA-10828: メモリーの割当てに失敗しました。 
	
原因: メモリーの割当てに失敗しました。


	
処置: トレース・ファイルとその他の関連出力を確認してください。









	 ORA-10841: Default un-inintialized charact set form to SQLCS_IMPLICIT 
	
原因: JDBC-THIN 8iクライアントなどのクライアント側がcharsetフォームとして0を送信します。


	
処置: 0の場合、このイベントはcharsetフォームをSQLCS_IMPLICITとして設定します。









	 ORA-10842: Event for OCI Tracing and Statistics Info 
	
原因: このイベントは、OCIコールをトレースし、統計情報を取得するためのものです。


	
処置: このイベントは、OCIコールのトレースを設定し、統計情報を取得します。









	 ORA-10848: OCI非ブロック化はstringではサポートしていません。 
	
原因: 非ブロック化をサポートしていない別の機能を使用して、非ブロック化として接続を設定しようとしました。


	
処置: ブロック化接続を使用してください。









	 ORA-10852: エンキュー操作とデキュー操作のトレースを有効にします 
	
原因: N/A


	
処置: これはユーザー・エラー番号/メッセージではありません。翻訳や文書化は不要です。内部テスト用にのみ使用されます。









	 ORA-10854: RACでAQリスン・コードに使用されるポール・カウントを設定します 
	
原因: N/A


	
処置: これはユーザー・エラー番号/メッセージではありません。翻訳や文書化は不要です。内部テスト用にのみ使用されます。









	 ORA-10862: resolve default queue owner to current user in enqueue/dequeue 
	
原因: エンキュー/デキューにおいて、デフォルトのキュー所有者を現在のユーザーに解決します。


	
処置: クライアントがデフォルトのキュー所有者を現在のユーザーに解決する場合は、オンに設定します。オフの場合、デフォルトのキュー所有者はログイン・ユーザーに解決されます。









	 ORA-10863: バックグラウンドのバッファ操作の動作を制御します 
	
原因: N/A


	
処置: これはユーザー・エラー番号/メッセージではありません。翻訳や文書化は不要です。内部テスト用にのみ使用されます。









	 ORA-10863: 通知操作のトレースを制御します 
	
原因: N/A


	
処置: これはユーザー・エラー番号/メッセージではありません。翻訳や文書化は不要です。内部テスト用にのみ使用されます。









	 ORA-10873: ファイルstringはバックアップ・モードから取得されるか、メディア・リカバリが実行される必要があります。 
	
原因: インスタンス障害の後またはSHUTDOWN ABORTがオンライン・バックアップを中断した後にデータベースをオープンしようとしました。


	
処置: 指定されたファイルがリストアされたバックアップでない場合は、ALTER DATABASE END BACKUPコマンドを発行し、データベースをオープンしください。ファイルがリストアされたオンライン・バックアップである場合は、ファイルに対してメディア・リカバリを実行し、データベースをオープンしてください。









	 ORA-10877: パラレル・リカバリ・スレーブstringにエラー・シグナルが発生しました 
	
原因: パラレル・リカバリ・ログマージャが例外状態に達しました。


	
処置: 原因については次のエラー・メッセージを参照し、処置についてはエラー・メッセージの解説を参照してください。









	 ORA-10878: パラレル・リカバリ・スレーブが突然停止しました。 
	
原因: パラレル・リカバリ・スレーブが突然停止し、PMONがプロセスをクリアしました。


	
処置: システムに異常がないかどうかを確認してから、文を再発行してください。このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。詳細は、トレース・ファイルを参照してください。









	 ORA-10879: パラレル・リカバリ・スレーブstringにエラー・シグナルが発生しました 
	
原因: パラレル・リカバリ・スレーブが例外状態に達しました。


	
処置: 原因については次のエラー・メッセージを参照し、処置についてはエラー・メッセージの解説を参照してください。









	 ORA-10900: extent manager fault insertion event #string 
	
原因: インスツルメント処理されたエクステント・コードにフォルト数を生成します。


	
処置: 内部テスト用にのみ有効にしてください。









	 ORA-10902: disable seghdr conversion for ro operation 
	
原因: ro ops(#555856)についてseghdr変換がオフになります。


	
処置: バグ555856が発生したと確認された場合にのみ有効にしてください。続いて、表をエクスポートする必要があります。









	 ORA-10906: Unable to extend segment after insert direct load 
	
原因: これは、挿入ダイレクト・ロード・トランザクションに関する制限です。


	
処置: セグメントへの挿入ダイレクト・ロードが行われた場合は、DML文を実行しないでください。そうでないと、領域の消費量が増大するおそれがあります。









	 ORA-10914: TABLESPACE GROUP句が無効です 
	
原因: TABLESPACE GROUP句に無効なオプションが指定されました。


	
処置: 有効な表領域グループ名を指定してください。









	 ORA-10915: TABLESPACE GROUPはこのタイプの表領域に指定できません 
	
原因: 一時領域でない表領域を作成または変更中に、CREATE TABLESPACEまたはALTER TABLESPACEにTABLESPACE GROUP句が指定されました。


	
処置: TABLESPACE GROUP句を削除してください。









	 ORA-10916: TABLESPACE GROUPはすでに指定されています 
	
原因: CREATE TABLESPACEまたはALTER TABLESPACEで、TABLESPACE GROUPオプションが2回以上指定されました。


	
処置: TABLESPACE GROUP指定を1つ残して他をすべて削除してください。









	 ORA-10917: TABLESPACE GROUPは指定できません 
	
原因: このコマンドに表領域名として指定された名前は、実際には表領域グループ名です。


	
処置: 適切な表領域名を指定してください。









	 ORA-10918: TABLESPACE GROUP名を表領域名と同じにすることはできません 
	
原因: このコマンドに表領域グループ名として指定された名前は、作成または変更された表領域の名前と同じです。


	
処置: 適切な表領域グループ名を指定してください。









	 ORA-10919: デフォルトの一時表領域グループには1つ以上の表領域が必要です 
	
原因: データベースのデフォルトの一時表領域グループに属している唯一の表領域を、別の表領域グループに移動しようとしました。


	
処置: データベースのデフォルトの一時表領域を変更するか、この表領域が属しているグループに別の表領域を追加してください。









	 ORA-10920: デフォルトの一時表領域グループに属する表領域をオフラインにできません 
	
原因: データベースのデフォルトの一時表領域グループに属している表領域をオフラインにしようとしました。


	
処置: データベースのデフォルトの一時表領域を変更するか、この表領域が属している表領域グループを変更してください。









	 ORA-10921: デフォルトの一時表領域グループに属する表領域を削除できません 
	
原因: データベースのデフォルトの一時表領域グループに属している表領域を削除しようとしました。


	
処置: データベースのデフォルトの一時表領域を変更するか、この表領域が属している表領域グループを変更してください。









	 ORA-10922: 一時表領域グループが空です 
	
原因: 帰属する一時表領域のない一時表領域グループに、一時セグメントを割り当てようとしました。


	
処置: 一時表領域を追加するか、このユーザー用の一時表領域を変更してください。









	 ORA-10924: import storage parse error ignore event 
	
原因: 解析時に、サーバーが空きリストおよび空きリスト・グループに関連した特定のエラーを無視します。


	
処置: インポート・コードでのみ有効にしてください。









	 ORA-10925: trace name context forever 
	
原因: 有効な場合、bugfix 237911をオフにします。


	
処置: このイベントは、このリリースのREADMEを読んだ後、またはOracleサポートの監督の下で、必要と認められた場合にのみ設定してください。









	 ORA-10926: trace name context forever 
	
原因: 有効な場合、bugfix 190119をオフにします。


	
処置: このイベントは、このリリースのREADMEを読んだ後、またはOracleサポートの監督の下で、必要と認められた場合にのみ設定してください。









	 ORA-10927: trace name context forever 
	
原因: 有効な場合、bugfix 235190をオフにします。


	
処置: このイベントは、このリリースのREADMEを読んだ後、またはOracleサポートの監督の下で、必要と認められた場合にのみ設定してください。









	 ORA-10929: trace name context forever 
	
原因: 有効な場合、bugfix 343966をオフにします。


	
処置: このイベントは、このリリースのREADMEを読んだ後、またはOracleサポートの監督の下で、必要と認められた場合にのみ設定してください。









	 ORA-10930: trace name context forever 
	
原因: 有効な場合、固定文字バインドにV7動作を提供します。


	
処置: このイベントは、このリリースのREADMEを読んだ後、またはOracleサポートの監督の下で、必要と認められた場合にのみ設定してください。









	 ORA-10931: trace name context forever 
	
原因: 有効な場合、"<ADT_1>"などの標準の拡張子で通常のパッケージをコンパイルできます。


	
処置: このイベントは短時間にかぎり設定してください。パッケージをコンパイルしたら、このイベントを無効にする必要があります。レベル1 - イベントを有効にします。1より大きいレベル - イベントを無効にします。









	 ORA-10932: trace name context forever 
	
原因: 有効な場合、バージョン8.xでのみ使用可能な1つ以上の機能またはバグ修正を無効にします。


	
処置: このイベントは、このリリースのREADMEを読んだ後、またはOracleサポートの監督の下で、必要と認められた場合にのみ設定してください。









	 ORA-10933: trace name context forever 
	
原因: 有効な場合、バージョン8.xでのみ使用可能な1つ以上の機能またはバグ修正を無効にします。


	
処置: このイベントは、このリリースのREADMEを読んだ後、またはOracleサポートの監督の下で、必要と認められた場合にのみ設定してください。









	 ORA-10934: trace name context forever 
	
原因: 有効な場合、バージョン11.xでのみ使用可能な1つ以上の機能またはバグ修正を無効にします。


	
処置: このイベントは、このリリースのREADMEを読んだ後、またはOracleサポート・サービスの監督の下で、必要と認められた場合にのみ設定してください。









	 ORA-10936: trace name context forever 
	
原因: 有効な場合、バージョン7.xおよび8.xで使用可能な1つ以上の機能またはバグ修正を無効にします。


	
処置: このイベントは、このリリースのREADMEを読んだ後、またはOracleサポートの監督の下で、必要と認められた場合にのみ設定してください。









	 ORA-10940: trace name context forever 
	
原因: PL/SQLトレース循環バッファのKB単位のサイズ。


	
処置: このイベントは、Oracleサポート・サービスの監督の下で、10938イベントおよび_PLSQL_DUMP_BUFFER_EVENTS init.oraパラメータと連動して設定してください。









	 ORA-10941: trace name context forever 
	
原因: 有効な場合、PL/SQLプロファイラをオンにします。


	
処置: このイベントは、このリリースのREADMEを読んだ後、またはOracleサポートの監督の下で、必要と認められた場合にのみ設定してください。









	 ORA-10943: trace name context forever 
	
原因: 有効な場合、バージョン8.xでのみ使用可能な1つ以上の機能またはバグ修正を無効にします。


	
処置: このイベントは、このリリースのREADMEを読んだ後、またはOracleサポートの監督の下で、必要と認められた場合にのみ設定してください。









	 ORA-10944: trace name context forever 
	
原因: 有効な場合、PL/SQL OPTコード生成プロジェクトを許可または制御します。バージョン8.2以上でのみ使用可能です。


	
処置: このイベントは、OPTプロジェクトの開発用以外には設定しないでください。一般的な使用や配置の目的には使用しないでください。









	 ORA-10945: trace name context forever 
	
原因: 有効な場合、バグ822764の修正によって導入された動作変更を無効にします。以前の動作では、失効により無効になったステートフル・パッケージ本体のインスタンス化を使用していたのに対して、この動作変更ではパッケージの無効化をトラップして処理します。


	
処置: このイベントは、このリリースのREADMEを読んだ後、またはOracleサポートの監督の下で、必要と認められた場合にのみ設定してください。









	 ORA-10946: trace name context forever 
	
原因: 有効な場合、バージョン10.xでのみ使用可能な1つ以上の機能またはバグ修正を無効にします。


	
処置: このイベントは、このリリースのREADMEを読んだ後、またはOracleサポートの監督の下で、必要と認められた場合にのみ設定してください。









	 ORA-10947: trace name context forever 
	
原因: 有効にすると、トレース・ファイルに書き込まれる様々なPL/SQL警告関連のデバッグ情報が発生します。各種Oracleプロセスのデバッグに役立ちます。バージョン10.xでのみ使用可能です。


	
処置: このイベントは、このリリースのREADMEを読んだ後、またはOracleサポートの監督の下で、必要と認められた場合にのみ設定してください。









	 ORA-10970: バグ2133357のバックアウト・イベントです 
	
原因: 2133357 多様な幅と文字幅のフラグを動的に設定します。シングル・バイト・キャラクタ・セットからマルチバイト・キャラクタ・セットへの移行時に移行されないLOBデータが特殊文字として表示されます。


	
処置: 2133357をバックアウトすることで、移行時に移行されなかったLOBデータを選択して、マルチバイト・キャラクタ・セットに移動できるようになります。









	 ORA-10973: 2619509のバックアウト・イベントです 
	
原因: 2619509は、フル・キャラクタ境界で読取り/書込みが行われていない場合は、オフセットを検出します。このイベントは、下位互換性を持たせるために導入されています。


	
処置: すでに破損データが存在する場合のアップグレード/移行に役立ちます。









	 ORA-10979: trace flags for join index implementation 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 値は次のようになります。LEVEL ACTION --------------------------------------------------------------------------- > 1 リフレッシュ式(SQL)をダンプして999よりも多くのファイルをトレースします。完全なリフレッシュが起動した場合、そのリフレッシュは実行されませんが、システムでは実行されたものと仮定するため、ビューは有効になり、タイムスタンプが更新されます。これは、Oracleサポートの管理下でのみ使用されます。









	 ORA-10997: このインスタンスの別の起動/停止操作が実行中です 
	
原因: Oracleインスタンスの起動または停止操作が失敗し、直列化プリミティブを取得できませんでした。別のフォアグラウンド・プロセスが並行して起動または停止操作を試みた可能性があります。


	
処置: アラート・ログおよびプロセス・トレース・ファイルで追加のエラー・メッセージを確認してください。









	 ORA-12001: ログを作成できません: 表'string'にはすでにトリガーがあります 
	
原因: マテリアライズド・ビュー・ログは、マスター表に対するトリガーで一杯です。トリガーは作成できません。


	
処置: マテリアライズド・ビュー・ログを作成するには、マスターにある現行のトリガーを削除してください。









	 ORA-12002: マテリアライズド・ビュー・ログは表"string"."string"にありません。 
	
原因: マスター表にマテリアライズド・ビュー・ログがありません。


	
処置: マスター表にマテリアライズド・ビュー・ログを作成してください。









	 ORA-12003: マテリアライズド・ビュー"string"."string"が存在しません。 
	
原因: 指定された所有者.名前のマテリアライズド・ビューが存在しません。


	
処置: 入力を調べるか、マテリアライズド・ビューを作成してください。









	 ORA-12004: REFRESH FASTはマテリアライズド・ビュー"string"."string"に使用できません。 
	
原因: マテリアライズド・ビュー・ログが存在しないか、使用できません。また、PCTリフレッシュもマテリアライズド・ビューに対して使用可能になっていません。


	
処置: 表全体を再インスタンス化するREFRESHのみを使用してください。マテリアライズド・ビュー・ログが存在し、マテリアライズド・ビューがマテリアライズド・ビュー・ログを使用できる形式であるか、特定の変更が加えられた後にPCTリフレッシュを実行できる場合、マテリアライズド・ビューが次回リフレッシュされるときからREFRESH FASTが使用できます。









	 ORA-12005: 過去の時刻に自動リフレッシュをスケジュールできません。 
	
原因: 過去の時刻に対して、自動マテリアライズド・ビュー・リフレッシュをスケジュールしようとしました。


	
処置: 将来の時刻を選択してください。









	 ORA-12007: マテリアライズド・ビュー再利用パラメータは一貫性がありません。 
	
原因: CREATE MATERIALIZED VIEW..REUSEコマンドまたはCREATE MATERIALIZED VIEW LOG..REUSEコマンドで、REUSEの直後に、矛盾したパラメータが指定されました。


	
処置: スタック上のその他のメッセージを参照して、問題を解決してください。









	 ORA-12008: マテリアライズド・ビューのリフレッシュ・パスでエラーが発生しました。 
	
原因: 表SNAP$_<mview_name>は、ビューMVIEW$_<mview_name>から行を読み取ります。これは、マスター表のビューです(マスターはリモート・サイトにあります)。このパスにエラーがあると、リフレッシュ時にこのエラーが発生します。リフレッシュをすばやく行うために、表<master_owner>.MLOG$_<master>も参照されます。


	
処置: スタック上のその他のメッセージを参照して、問題を解決してください。オブジェクトSNAP$_<mview_name>、MVIEW$_<mview_name>、<mowner>.<master>@<dblink>、<mowner>.MLOG$_<master>@<dblink>が存在することを確認してください。









	 ORA-12010: SYS所有の表にマテリアライズド・ビュー・ログは作成できません。 
	
原因: SYSが所有している表に対してマテリアライズド・ビュー・ログを作成しようとしました。CREATE MATERIALIZED VIEW LOGが表にトリガーを作成しようとしましたが、トリガーはSYS表には作成できません。


	
処置: SYS表にマテリアライズド・ビュー・ログを作成しないでください。









	 ORA-12011: stringジョブの実行に失敗しました 
	
原因: dbms_ijob.runで、実行する必要がある1つ以上のジョブからエラーが検出されました。


	
処置: ジョブが失敗した原因は、アラート・ログを参照してください。









	 ORA-12012: ジョブstringの自動実行エラーが発生しました 
	
原因: ジョブの自動実行中にエラーが発生しました。


	
処置: 実行が失敗した理由の詳細は、付随するエラーを参照してください。









	 ORA-12013: 更新可能なマテリアライズド・ビューは、高速リフレッシュが可能なように単純にする必要があります。 
	
原因: 更新可能なマテリアライズド・ビュー問合せに、結合、副問合せ、UNION、CONNECT BY、ORDER BYまたはGROUP BY句が含まれています。


	
処置: マテリアライズド・ビューをより単純にしてください。結合が必要な場合は、複数の単純マテリアライズド・ビューを作成して、それらに対するビューを作成してください。









	 ORA-12014: 表'string'に主キー制約がありません 
	
原因: CREATE MATERIALIZED VIEW LOGコマンドがWITH PRIMARY KEYオプション付きで発行されましたが、マスター表には、主キー制約がないか使用不可です。


	
処置: WITH ROWIDオプションのみを使用してコマンドを再発行してください。または、マスター表に主キー制約を作成してください。または、既存の主キー制約を使用可能にしてください。









	 ORA-12015: 複合問合せから高速リフレッシュ・マテリアライズド・ビューを作成できません。 
	
原因: 複合問合せでは、ROWIDおよび主キー制約はサポートされていません。


	
処置: REFRESH FORCEまたはREFRESH COMPLETEオプションのみを使用してコマンドを再発行してください。または、単純マテリアライズド・ビューを作成してください。









	 ORA-12016: マテリアライズド・ビューにすべての主キー列が含まれていません。 
	
原因: マテリアライズド・ビューをインスタンス化する問合せに、マスターの主キー制約の列全体が含まれていません。


	
処置: マテリアライズド・ビュー問合せに、マスターの主キー列全体を含むようにしてください。または、ROWIDマテリアライズド・ビューを作成してください。









	 ORA-12017: 主キーのマテリアライズド・ビュー'string'をROWIDのマテリアライズド・ビューに変更できません。 
	
原因: 主キー・マテリアライズド・ビューをROWIDマテリアライズド・ビューに変換しようとしました。


	
処置: 主キー・マテリアライズド・ビューのROWIDマテリアライズド・ビューへの変換はサポートされていません。ROWIDを使用して新しいマテリアライズド・ビューを作成するか、または削除してからROWIDを使用してマテリアライズド・ビューを再作成してください。









	 ORA-12018: "string"."string"のコード生成中に次のエラーが発生しました。 
	
原因: 示されたマテリアライズド・ビューのリフレッシュ操作は、エラーが原因で再生成されませんでした。


	
処置: 次のエラー・メッセージで示されている問題を修正し、操作を再試行してください。









	 ORA-12019: マスター表はリモート・オブジェクトに対するシノニムです 
	
原因: リモート・シノニムに、マテリアライズド・ビューまたはマテリアライズド・ビュー・ログを作成することはサポートされていません。


	
処置: リモート・シノニムにマテリアライズド・ビューまたはマテリアライズド・ビュー・ログを作成しないでください。









	 ORA-12020: マテリアライズド・ビューstringは登録されていません。 
	
原因: 登録されていないマテリアライズド・ビューを登録解除しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-12021: マテリアライズド・ビュー"string"."string"は破損しています。 
	
原因: 示されたマテリアライズド・ビューは、有効ではありません。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12022: "string"."string"のマテリアライズド・ビュー・ログにはすでにROWIDがあります。 
	
原因: 示された表のマテリアライズド・ビュー・ログには、すでにROWID情報があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-12023: マテリアライズド・ビュー"string"."string"に索引がありません。 
	
原因: 指定されたROWIDマテリアライズド・ビューには、基礎となる表のROWID列に必要な索引がありません。


	
処置: マテリアライズド・ビューを削除し、再作成してください。









	 ORA-12024: "string"."string"のマテリアライズド・ビュー・ログには主キー列がありません。 
	
原因: 示された表のマテリアライズド・ビュー・ログには、主キー情報がありません。


	
処置: ALTER MATERIALIZED VIEWコマンドを使用して、マテリアライズド・ビュー・ログに主キーを追加してください。









	 ORA-12025: "string"."string"のマテリアライズド・ビュー・ログにはすでに主キーがあります。 
	
原因: 示された表のマテリアライズド・ビュー・ログには、すでに主キー列があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-12026: 無効なフィルタ列が検出されました 
	
原因: 指定されたフィルタ列のうち1つ以上が存在しないか、主キー列であるかまたはオブジェクト識別子に基づいた主キーでした。


	
処置: 指定されたすべてのフィルタ列がマスター表に存在することを確認してください。また、フィルタ列のリストの中に、主キー列またはオブジェクト識別子に基づいた主キーが含まれていないことを確認してください。









	 ORA-12027: フィルタ列が重複しています 
	
原因: 指定されたフィルタ列のうち1つ以上が、すでにマテリアライズド・ビュー・ログに記録されています。


	
処置: マテリアライズド・ビュー・ログ表を記述し、すでにマテリアライズド・ビュー・ログに記録されているフィルタ列を使用して、SQLコマンドを再発行してください。









	 ORA-12028: マテリアライズド・ビューの型がマスター・サイトstringではサポートされていません。 
	
原因: Oracle8より前のマスター・サイトでは、高速リフレッシュを実行可能な主キーまたは副問合せマテリアライズド・ビューをサポートできません。


	
処置: ROWIDマテリアライズド・ビューを作成してください。または、Oracle8サイトからマスター表を使用してください。









	 ORA-12029: LOB列はフィルタ列として使用できません。 
	
原因: LOB列をフィルタ列として使用しようとしました。


	
処置: フィルタ列リストからLOB列を削除して、コマンドを再試行してください。









	 ORA-12030: 高速リフレッシュ・マテリアライズド・ビューを作成できません。 
	
原因: マテリアライズド・ビュー・ログが存在しないか、または高速リフレッシュを実行するためにマテリアライズド・ビューが必要とする情報が記録されていません。


	
処置: マテリアライズド・ビュー・ログが存在し、必要な情報が記録されていることを確認してください。
ROWIDマテリアライズド・ビューでは、マスター表のROWIDが記録されている必要があります。

主キー・マテリアライズド・ビューでは、マスター表の主キー列が記録されている必要があります。

副問合せマテリアライズド・ビューでは、フィルタ列、主キーおよびROWIDの値がすべて記録されている必要があります。

オブジェクト・マテリアライズド・ビューでは、オブジェクトIDが記録されている必要があります。











	 ORA-12031: "string"."string"のマテリアライズド・ビュー・ログからは主キー列を使用できません。 
	
原因: マテリアライズド・ビュー・ログに、記録された主キー列がないか、または主キー列に関連するタイムスタンプが、前回のリフレッシュ時刻より新しい時刻です。


	
処置: 次の高速リフレッシュの前に、完全リフレッシュを実行する必要があります。必要な場合は、マテリアライズド・ビュー・ログに主キー列を追加してください。









	 ORA-12032: "string"."string"のマテリアライズド・ビュー・ログからはROWID列を使用できません。 
	
原因: マテリアライズド・ビュー・ログに、記録されたROWID列がないか、またはROWID列に関連するタイムスタンプが、前回のリフレッシュ時刻より新しい時刻です。


	
処置: 次の高速リフレッシュの前に、完全リフレッシュを実行する必要があります。必要な場合は、マテリアライズド・ビュー・ログにROWID列を追加してください。









	 ORA-12033: "string"."string"のマテリアライズド・ビュー・ログからはフィルタ列を使用できません。 
	
原因: マテリアライズド・ビュー・ログに、記録されたフィルタ列がないか、またはフィルタ列に関連するタイムスタンプが、前回のリフレッシュ時刻より新しい時刻です。


	
処置: 次の高速リフレッシュの前に、完全リフレッシュを実行する必要があります。必要な場合は、マテリアライズド・ビュー・ログにフィルタ列を追加してください。









	 ORA-12034: "string"."string"のマテリアライズド・ビュー・ログは最終リフレッシュよりも新しいものです。 
	
原因: マテリアライズド・ビュー・ログは、前回のリフレッシュよりも新しいものです。


	
処置: 次の高速リフレッシュの前に、完全リフレッシュを実行する必要があります。









	 ORA-12035: "string"."string"のマテリアライズド・ビュー・ログを使用できませんでした。 
	
原因: マテリアライズド・ビュー・ログが存在しなかったか、または使用できませんでした。


	
処置: 表全体を再インスタンス化するREFRESHのみを使用してください。マテリアライズド・ビュー・ログが存在し、マテリアライズド・ビューがマテリアライズド・ビュー・ログを使用できる形式の場合、マテリアライズド・ビューが次回リフレッシュされるときからREFRESH FASTが使用できます。









	 ORA-12036: 更新可能なマテリアライズド・ビュー・ログが空ではありません。マテリアライズド・ビューをリフレッシュしてください。 
	
原因: 更新可能なマテリアライズド・ビュー・ログが、空ではありませんでした。更新可能なROWIDマテリアライズド・ビューが主キー・マテリアライズド・ビューに変更される前に、更新可能なマテリアライズド・ビュー・ログを空にする必要があります。


	
処置: マテリアライズド・ビューのリフレッシュによって、更新可能なマテリアライズド・ビュー・ログが空になっていることを確認してから、更新可能なROWIDマテリアライズド・ビューを主キー・マテリアライズド・ビューに変換してください。









	 ORA-12037: エクスポート書式が不明です 
	
原因: 未知のエクスポート・バージョンによってエクスポートされたマテリアライズド・ビューをインポートしようとしました(たとえば、インポートするサイトより新しいリリースでエクスポートした場合)。


	
処置: インポートするサイトが識別できるバージョンのエクスポートを使用して、ファイルを再エクスポートしてください。









	 ORA-12039: ローカル・ロールバック・セグメント"string"を使用できません。 
	
原因: CREATE MATERIALIZED VIEWコマンドの中でローカル・ロールバック・セグメントが指定されましたが、自動リフレッシュ・パラメータが指定されませんでした。このため、マテリアライズド・ビューを自動的にリフレッシュするためのリフレッシュ・グループが作成されず、ローカル・ロールバック・セグメントを将来の使用のために登録できませんでした。


	
処置: 自動リフレッシュ・パラメータを指定して、リフレッシュ・グループを作成可能にするか、ローカル・ロールバック・セグメントを指定しないでください。









	 ORA-12040: マスター・ロールバック・セグメント・オプションがマスター・サイトstringでサポートされていません 
	
原因: 現在の操作で、マスター・ロールバック・セグメントを指定しようとしました。現行のマテリアライズド・ビューのマスター・サイトでは、マテリアライズド・ビュー操作で使用するロールバック・セグメントを指定できません。この機能は、Oracle8以降のマスター・サイトでのみサポートされています。


	
処置: 今回の操作ではマスター・ロールバック・セグメントを指定しないか、または新しいマスター・サイトを選択してください。









	 ORA-12041: 索引構成表"string"."string"のROWIDを記録できません。 
	
原因: 索引構成表にROWIDがありません。そのため、索引構成表のROWIDを記録するマテリアライズド・ビュー・ログが作成できません。


	
処置: CREATE MATERIALIZED VIEWコマンドを使用している場合は、WITH ROWIDオプションを含めないでください。マスター表が索引構成表で、ALTER MATERIALIZED VIEWコマンドを使用する場合は、ADD ROWIDオプションを含めないでください。









	 ORA-12042: シングル・プロセス・モードでjob_queue_processesは変更できません。 
	
原因: シングル・プロセス・モードでjob_queue_processesを変更しようとしました。


	
処置: シングル・プロセス・モードでは、job_queue_processesを設定しないでください。









	 ORA-12043: CREATE MATERIALIZED VIEWオプションが無効です。 
	
原因: 無効なオプションがCREATE MATERIALIZED VIEW文で使用されました。


	
処置: 有効なオプションのみを指定してください。









	 ORA-12044: CREATE MATERIALIZED VIEW LOGオプションが無効です。 
	
原因: 無効なオプションがCREATE MATERIALIZED VIEW LOG文で使用されました。


	
処置: 有効なオプションのみを指定してください。









	 ORA-12045: ALTER MATERIALIZED VIEW LOGオプションが無効です。 
	
原因: 無効なオプションがALTER MATERIALIZED VIEW LOG文で使用されました。


	
処置: 有効なオプションのみを指定してください。









	 ORA-12046: トラステッド制約は、リモートMVのリフレッシュでは使用できません 
	
原因: リモート・マテリアライズド・ビューのALTER MATERIALIZED VIEW文またはCREATE MATERIALIZED VIEW文に、REFRESH USING TRUSTED CONSTRAINTSが指定されています。


	
処置: ALTER MATERIALIZED VIEW文またはCREATE MATERIALIZED VIEW文から、この属性を削除してください。









	 ORA-12047: PCT FAST REFRESHは、マテリアライズド・ビュー"string"."string"では使用できません 
	
原因: PCTリフレッシュがこのマテリアライズド・ビューで使用可能になっていないか、前回のリフレッシュ以降に実表が変更された後で使用不可になりました。


	
処置: 実表全体を再インスタンス化するREFRESH FORCEのみを使用し、このマテリアライズド・ビューに最適なリフレッシュ・メソッドを選択してください。さらに、explain_mviewを実行して、このマテリアライズド・ビューに対してPCTリフレッシュが実行できない原因を調べてください。









	 ORA-12048: マテリアライズド・ビュー"string"."string"をリフレッシュ中にエラーが発生しました 
	
原因: 複数のマテリアライズド・ビューをアトミック・モードでリフレッシュ中になんらかの問題が発生しました。リフレッシュが失敗したマテリアライズド・ビューでこのエラーが発生しました。


	
処置: スタック上のその他のメッセージを参照して、リフレッシュの問題を解決してください。









	 ORA-12051: ON COMMIT属性は他のオプションとの互換性がありません 
	
原因: 自動定期的リフレッシュなどのその他のリフレッシュ・オプションとは互換性がない、ON COMMITリフレッシュ属性が指定されました。


	
処置: 有効なオプションのみを指定してください。









	 ORA-12052: マテリアライズド・ビューstring.stringを高速リフレッシュできません。 
	
原因: 特定の表のROWIDが定義内で欠落したか、または外部結合の内部表で、結合列に一意制約がありません。


	
処置: FORCEまたはCOMPLETEオプションを指定してください。作成中にこのエラーが発生した場合は、マテリアライズド・ビュー定義が変更される可能性があります。マテリアライズド・ビューのドキュメントを参照してください。









	 ORA-12053: これは有効なネストしたマテリアライズド・ビューではありません。 
	
原因: このマテリアライズド・ビューの定義のFROM句にあるオブジェクトのリスト間に、いくつかの依存関係があります。


	
処置: 有効なネストの種類については、ドキュメントを参照してください。









	 ORA-12054: マテリアライズド・ビューにON COMMITリフレッシュ属性を設定できません。 
	
原因: マテリアライズド・ビューがコミット時にリフレッシュの条件を満たしていません。


	
処置: 有効なオプションのみを指定してください。









	 ORA-12055: マテリアライズド・ビュー定義には既存のマテリアライズド・ビューとの循環依存性が含まれています。 
	
原因: マテリアライズド・ビューの問合せ定義に、既存のマテリアライズド・ビューとの循環依存性が含まれています。


	
処置: マテリアライズド・ビューの問合せ定義を変更してください。









	 ORA-12056: REFRESHメソッドが無効です。 
	
原因: NEVER REFRESHオプションは、次の条件では使用できません。
* マテリアライズド・ビューが更新可能です。

* マテリアライズド・ビューがON COMMITをリフレッシュしています。

* 自動リフレッシュ・オプションが指定されています。




	
処置: 更新可能なマテリアライズド・ビューに対しては、REFRESH FORCE、REFRESH FASTまたはREFRESH COMPLETEを使用してSQLコマンドを再発行してください。読込み専用マテリアライズド・ビューに対しては、ON DEMANDを使用してSQLコマンドを再発行してください。









	 ORA-12057: マテリアライズド・ビュー"string"."string"はINVALIDなので、完全リフレッシュを行う必要があります。 
	
原因: マテリアライズド・ビューの状態がINVALIDで、マテリアライズド・ビューを高速リフレッシュしようとしました。


	
処置: マテリアライズド・ビューの完全リフレッシュを実行してください。dba_mviews、all_mviewsまたはuser_mviewsのSTATUS列を確認し、完全リフレッシュの後にマテリアライズド・ビューがVALIDになっているかどうかを確認してください。









	 ORA-12058: マテリアライズド・ビューは事前作成表を使用できません。 
	
原因: 事前作成表を使用しようとしました。


	
処置: BUILD IMMEDIATEまたはBUILD DEFERREDを使用してSQLコマンドを再発行してください。









	 ORA-12059: 事前作成表"string"."string"は存在しません。 
	
原因: 指定した事前作成表は存在しませんでした。


	
処置: BUILD IMMEDIATEまたはBUILD DEFERREDを使用してSQLコマンドを再発行するか、事前作成表が存在することを確認してください。









	 ORA-12060: 事前作成表の形式が定義の問合せと一致しません 
	
原因: 事前作成表の列の数、型または長さのセマンティックスが、マテリアライズド・ビューの定義の問合せと一致しません。


	
処置: BUILD IMMEDIATEまたはBUILD DEFERREDを使用してSQLコマンドを再発行するか、事前作成表がマテリアライズド・ビューの定義の問合せと一致することを確認してください。









	 ORA-12061: ALTER MATERIALIZED VIEWオプションが無効です。 
	
原因: 無効なオプションがALTER MATERIALIZED VIEW文で使用されました。


	
処置: 有効なオプションのみを指定してください。









	 ORA-12062: トランザクションstringがサイトstringから不正な順序を受け取りました。 
	
原因: クライアント・サイトからのトランザクションが不正な順序を受け取りました。これは、1つ以上のトランザクションが欠落していることを示します。


	
処置: クライアント・サイトのトランザクション・キューが有効で、破損していないことを確認してください。









	 ORA-12063: サイトstringからはトランザクションを適用できません。 
	
原因: クライアント・サイトからの現行のトランザクションをマスター・サイトに適用できません。


	
処置: クライアント・サイトがまだ有効で、マスター・サイトから削除されていないことを確認してください。









	 ORA-12064: 無効なリフレッシュ順序番号: string 
	
原因: クライアント・サイトが無効なリフレッシュ順序でリフレッシュを実行しようとしました。


	
処置: 完全リフレッシュを実行し、リフレッシュ順序番号を同期化してください。









	 ORA-12065: リフレッシュ・グループ識別子stringが不明です 
	
原因: 指定したリフレッシュ・グループがマスター・サイトに存在しません。


	
処置: クライアント・サイトがまだ有効で、マスター・サイトから削除されていないことを確認してください。









	 ORA-12066: CREATE MATERIALIZED VIEWコマンドが無効です。 
	
原因: レプリケーションAPIは、次に示すマテリアライズド・ビューのオプションおよび型をサポートしません。
o ROWIDマテリアライズド・ビュー

o REFRESH ON COMMIT

o ON PREBUILT TABLE

o BUILD DEFERRED

o NEVER REFRESH

o ENABLE QUERY REWRITE




	
処置: REFRESH WITH PRIMARY KEYを使用してPRIMARY KEYマテリアライズド・ビューを作成するか、無効なオプションを削除してください。または、その両方を行ってください。









	 ORA-12067: 空のリフレッシュ・グループは使用できません 
	
原因: インスタンス化されているリフレッシュ・グループに、マテリアライズド・ビューが含まれていません。


	
処置: テンプレートを変更して、1つ以上のマテリアライズド・ビューを含めてください。









	 ORA-12068: マテリアライズド・ビュー"string"."string"の更新可能なマテリアライズド・ビュー・ログは存在しません。 
	
原因: 更新可能なマテリアライズド・ビューに、更新可能なマテリアライズド・ビュー・ログがありません。このマテリアライズド・ビュー・ログは、マテリアライズド・ビューの更新を調べるために必要です。


	
処置: 更新可能なマテリアライズド・ビュー・ログを作成してください。









	 ORA-12069: オフライン・インスタンシエーションは、無効なオブジェクトです。 
	
原因: オフライン・インスタンシエーションできるのは、マテリアライズド・ビューのみです。オフライン・インスタンシエーションされているオブジェクトは、有効なマテリアライズド・ビューではありません。


	
処置: オブジェクトをテンプレートから削除するか、有効なマテリアライズド・ビューに置き換えてください。









	 ORA-12070: マテリアライズド・ビュー"string"."string"をオフラインでインスタンス化できません。 
	
原因: オフライン・インスタンス化は、次のオプションを使用するマテリアライズド・ビューをサポートしません。
o ON PREBUILT TABLE

o BUILD DEFERRED




	
処置: 無効なオプションを削除してください。









	 ORA-12071: "string"."string"の定義問合せは、オフライン・インスタンシエーションには無効です。 
	
原因: オフライン・インスタンス化には、マテリアライズド・ビューの定義問合せが次の条件に従っていることを必要とします。
o マテリアライズド・ビュー・サイトがマスター・サイトへの接続に使用するデータベース・リンクが、問合せで参照されるマスター表ごとに組み込まれている必要があります。

o 参照されるマスター表は、すべてローカル・サイトに位置する必要があります。その他のサイトへは参照できません。




	
処置: マテリアライズド・ビューの定義問合せを変更してください。









	 ORA-12072: "string"."string"に対する更新可能なマテリアライズド・ビュー・ログ・データを作成できません。 
	
原因: 更新可能なマテリアライズド・ビューに、更新可能なマテリアライズド・ビュー・ログがありません。このマテリアライズド・ビュー・ログは、マテリアライズド・ビューの更新を調べるために必要です。


	
処置: 更新可能なマテリアライズド・ビュー・ログを作成してください。









	 ORA-12073: 要求を処理できません。 
	
原因: 誤った順序で要求され、要求を処理できません。


	
処置: 有効な要求で再試行してください。









	 ORA-12074: メモリー・アドレスが無効です。 
	
原因: 無効なメモリー領域にアクセスしようとしました。


	
処置: 再接続し、コマンドを再試行してください。









	 ORA-12075: オブジェクトまたはフィールドが無効です。 
	
原因: Java仮想メモリー内の無効なフィールドまたはオブジェクトにアクセスしようとしました。


	
処置: 要求を再試行してください。









	 ORA-12076: しきい値が無効です。 
	
原因: 結果セットのしきい値またはLOBのしきい値はサポートされていません。


	
処置: しきい値を64KB未満に指定してください。









	 ORA-12077: 一時的に更新可能なマテリアライズド・ビュー・ログがありません。 
	
原因: 一時的に更新可能なマテリアライズド・ビュー・ログが作成されなかったか、または削除されました。


	
処置: 一時的に更新可能なマテリアライズド・ビュー・ログを再作成してください。警告: これによって、マテリアライズド・ビューの完全リフレッシュが実行されます。









	 ORA-12078: リフレッシュ・グループID stringの高速リフレッシュに失敗しました。 
	
原因: クライアント・メソッドREFRESH_REQ_RESULTを介して送信されたリフレッシュ結果セットが不明な値を戻しました。


	
処置: リフレッシュ要求を再発行してください。









	 ORA-12079: マテリアライズド・ビューのリフレッシュ時に作成された結果キャッシュは無効化しません 
	
原因: マテリアライズド・ビューのリフレッシュ時に作成された結果キャッシュが、最後に無効になりませんでした。


	
処置: これをイベントとして設定しないでください。









	 ORA-12081: 表"string"."string"で更新操作は許可されません。 
	
原因: 読込み専用のマテリアライズド・ビューを更新しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。読込み専用のマテリアライズド・ビューを更新できるのは、Oracleのみです。









	 ORA-12082: "string"."string"は索引編成できません。 
	
原因: 索引構成のマテリアライズド集約ビューまたは索引構成の更新可能なROWIDマテリアライズド・ビューを作成しようとしました。これはサポートされていません。


	
処置: 索引構成句なしでマテリアライズド・ビューを作成してください。









	 ORA-12083: "string"."string"の削除には、DROP MATERIALIZED VIEWを使用する必要があります。 
	
原因: DROP MATERIALIZED VIEW以外のコマンドを使用して、マテリアライズド・ビューを削除しようとしました。


	
処置: DROP MATERIALIZED VIEWコマンドを使用してください。









	 ORA-12084: "string"."string"の変更には、ALTER MATERIALIZED VIEWを使用する必要があります。 
	
原因: ALTER MATERIALIZED VIEW以外のコマンドを使用して、マテリアライズド・ビューを更新しようとしました。


	
処置: ALTER MATERIALIZED VIEWコマンドを使用してください。









	 ORA-12085: "string"."string"のマテリアライズド・ビュー・ログにはすでにオブジェクトIDがあります。 
	
原因: 示された表のマテリアライズド・ビュー・ログには、すでにオブジェクトID情報があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-12086: 表"string"."string"はオブジェクト表ではありません。 
	
原因: CREATE MATERIALIZED VIEW LOGコマンドがWITH OBJECT IDオプション付きで発行されましたが、マスター表は、オブジェクト表ではありません。


	
処置: オブジェクト表名を指定するか、またはWITH OBJECT ID句を削除してください。









	 ORA-12087: "string"所有の表ではオンラインの再定義はできません。 
	
原因: 所有者がSYSまたはSYSTEMである表を、オンライン再定義しようとしました。


	
処置: 所有者がSYSまたはSYSTEMである表は、オンライン再定義しないでください。









	 ORA-12088: サポートされていないデータ型を持つ表"string"."string"のオンラインの再定義はできません。 
	
原因: LONG列、ADT列またはFILE列を含む表を、オンライン再定義しようとしました。


	
処置: LONG列、ADT列またはFILE列を含む表は、オンライン再定義しないでください。









	 ORA-12089: 主キーを持たない表"string"."string"のオンラインの再定義はできません。 
	
原因: 主キーが定義されていない表を、オンライン再定義しようとしました。


	
処置: 主キーが定義されていない表は、オンライン再定義しないでください。









	 ORA-12090: 表"string"."string"のオンラインの再定義はできません。 
	
原因: 一時表、索引構成表のオーバーフロー表、ファイングレイン・アクセス・コントロールまたは行レベルのセキュリティが有効な表、CDCチェンジ・テーブル、またはCDCチェンジ・テーブルが定義されている表のいずれかである表をオンライン再定義しようとしました。


	
処置: オンライン再定義がサポートされていない表はオンラインで再定義しないでください。









	 ORA-12091: マテリアライズド・ビューを持つ表"string"."string"のオンラインの再定義はできません。 
	
原因: マテリアライズド・ビューが定義されている表、マテリアライズド・ビュー・ログが定義されている表、またはマスターである表を、オンライン再定義しようとしました。


	
処置: すべてのマテリアライズド・ビューおよびマテリアライズド・ビュー・ログを削除してから、表をオンライン再定義してください。









	 ORA-12092: レプリケートされた表"string"."string"のオンラインの再定義はできません。 
	
原因: マテリアライズド・ビューまたはレプリケート表を、オンライン再定義しようとしました。


	
処置: マテリアライズド・ビューまたはレプリケート表は、オンライン再定義しないでください。









	 ORA-12093: 暫定表"string"."string"が無効です。 
	
原因: この表は、オンライン再定義する表に対応した暫定表ではありません。


	
処置: 有効な暫定表を指定してください。









	 ORA-12094: オンラインの再定義中にエラーが発生しました。 
	
原因: オンライン再定義の処理中に、エラーが発生しました。


	
処置: オンライン再定義処理を終了してください。









	 ORA-12096: "string"."string"のマテリアライズド・ビュー・ログでエラーが発生しました 
	
原因: マテリアライズド・ビュー・ログでエラーが発生しました。スキーマの再定義がマスター表で発生したために、ログにある1つ以上の列の型が、対応するマスター列の型と異なっている可能性があります。または、基礎となるマテリアライズド・ビュー・ログ表へのアクセスに問題がある可能性があります。


	
処置: 原因の詳細は、このエラーとともに出力されたその他のエラー・メッセージを確認してください。スキーマが再定義された場合は、マテリアライズド・ビュー・ログを削除し、再作成してください。









	 ORA-12097: リフレッシュ中にマスター表で変更がありました。リフレッシュを再試行してください 
	
原因: マテリアライズド・ビューのリフレッシュ中に、マスター表にいくつかの変更(従来型DML、ダイレクト・ロード、パーティション・メンテナンス操作)がありました。


	
処置: 影響のあったマテリアライズド・ビューを再リフレッシュしてください。









	 ORA-12098: マテリアライズド・ビューではコメントできません 
	
原因: マテリアライズド・ビューに対してCOMMENT ON TABLE文を発行しようとしました。


	
処置: COMMENT ON TABLE文ではなく、COMMENT ON MATERIALIZED VIEW文を発行してください。









	 ORA-12100: "string"."string"のマテリアライズド・ビュー・ログには、すでに順序があります 
	
原因: 示された表のマテリアライズド・ビュー・ログには、すでに順序情報があります。


	
処置: 処置は必要ありません。














9 ORA-12150からORA-12236



	 ORA-12150: TNS: データを送信できません。 
	
原因: データを送信できません。接続が切断された可能性があります。


	
処置: 再接続してください。エラーが繰り返される場合は、トレースをオンにして失敗した操作を再実行してください。









	 ORA-12151: TNS: ネットワーク・レイヤーから不正なパケット型を受信しました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-12152: TNS: ブレーク・メッセージの送信に失敗しました。 
	
原因: ブレーク・メッセージを送信できません。接続が切断された可能性があります。


	
処置: 再接続してください。エラーが繰り返される場合は、トレースをオンにして失敗した操作を再実行してください。









	 ORA-12153: TNS: 接続されていません。 
	
原因: 現在、リモート・ホストに接続していません。


	
処置: 再接続してください。









	 ORA-12154: TNS: 指定された接続識別子を解決できませんでした 
	
原因: 接続識別子を使用してデータベースまたは他のサービスへの接続が要求されましたが、指定された接続識別子は構成済のネーミング・メソッドの1つを使用して接続記述子に解決できません。たとえば、使用された接続識別子のタイプがネット・サービス名の場合、そのネット・サービス名がネーミング・メソッド・リポジトリで見つからないか、またはリポジトリが見つからないか、アクセスできません。


	
処置:
- ローカル・ネーミング(TNSNAMES.ORAファイル)を使用している場合は、次のいずれかの処置を実行してください。

- Oracle Netプロファイル(SQLNET.ORA)のNAMES.DIRECTORY_PATHパラメータに、値の1つとしてTNSNAMESが指定されていることを確認してください。

- TNSNAMES.ORAファイルが、適切なディレクトリに存在し、アクセスできることを確認してください。

- 接続識別子として使用したネット・サービス名がTNSNAMES.ORAファイルに存在することを確認してください。

- TNSNAMES.ORAファイル内に構文エラーがないかどうかを確認してください。一致しないカッコまたは文字を検索してください。TNSNAMES.ORAファイル内にエラーがあると、使用できなくなります。

- ディレクトリ・ネーミングを使用している場合は、次のいずれかの処理を実行してください。

- Oracle Netプロファイル(SQLNET.ORA)のNAMES.DIRECTORY_PATHパラメータに、値の1つとしてLDAPが指定されていることを確認してください。

- LDAPディレクトリ・サーバーが稼働し、アクセスできることを確認してください。

- 接続識別子として使用したネット・サービス名またはデータベース名が、ディレクトリ内で構成されていることを確認してください。

- 接続識別子として完全修飾ネット・サービス名またはフルLDAP DNを指定して、使用するデフォルト・コンテキストが正しいことを確認してください。

- 簡易接続ネーミングを使用している場合は、次の処置を実行してください。

- Oracle Netプロファイル(SQLNET.ORA)のNAMES.DIRECTORY_PATHパラメータに、値の1つとしてEZCONNECTが指定されていることを確認してください。

- 指定したホスト、ポートおよびサービス名が正しいことを確認してください。

- 接続識別子を引用符で囲んでみてください。ネーミングの詳細は、『Oracle Net Services管理者ガイド』またはオペレーティング・システム固有のOracleマニュアルを参照してください。











	 ORA-12155: TNS: NSWMARKERパケットで不正なデータ型を受信しました。 
	
原因: ブレーク処理中の内部エラーです。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-12156: TNS: 不適切な状態から行をリセットしようとしました 
	
原因: ブレーク処理中の内部エラーです。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-12157: TNS: ネットワーク通信の内部エラーが発生しました 
	
原因: ネットワーク通信中の内部エラーです。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-12158: TNS: パラメータ・サブシステムを初期化できませんでした。 
	
原因: パラメータ・ファイルが見つかりません。


	
処置: 読込み可能で有効なパラメータ・ファイルがあるかどうかを確認してください。









	 ORA-12159: TNS: トレース・ファイルは書込み禁止です。 
	
原因: 生成されるトレース・ファイルを書込みできません。


	
処置: ユーザーがトレース・ファイルを書き込むディレクトリに書込み権限がない場合、管理者に連絡して適切な権限を取得するか、ネット・プロファイル(SQLNET.ORAファイル)内のTRACE_DIRECTORY_CLIENTパラメータをユーザーが書込み可能なディレクトリに設定してください。









	 ORA-12160: TNS: 内部エラー: エラーの数値が不正です。 
	
原因: 不正なエラーがサブシステムにレポートされました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-12161: TNS: 内部エラー: データの一部を受信しました。 
	
原因: 接続が終了した可能性があります。


	
処置: 接続して再実行してください。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-12162: TNS: 指定されたNetサービス名は正しくありません。 
	
原因: TNSNAMES.ORA内またはディレクトリ・サーバー(Oracle Internet Directory)内のネット・サービス名に対応する接続記述子が誤って指定されています。


	
処置: ローカル・ネーミングを使用している場合は、TNSNAMES.ORAファイル内で対応する接続記述子に構文エラーがないことを確認してください。ディレクトリ・ネーミングを使用している場合は、ディレクトリ・ネーミング用に管理を介して提供された情報を確認してください。









	 ORA-12163: TNS: 接続記述子が長すぎます。 
	
原因: 接続識別子として指定されたネット・サービス名に対応する接続記述子が長すぎます。接続記述子の最大長は512バイトですが、この制限を超えました。


	
処置: ローカル・ネーミング・ファイル(TNSNAMES.ORA)内またはディレクトリ・サーバー(Oracle Internet Directory)内で、ネット・サービス名の接続記述子を確認してください。接続記述子を短くしてください。短くできない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-12164: TNS: sqlnet.fdfファイルがありません。 
	
原因: sqlnet.fdfファイルが$ORACLE_HOME/network/adminに存在しません。


	
処置: sqlnet.fdfファイルは、Oracle Traceを実行するために必須です。$ORACLE_HOME/network/admin内にsqlnet.fdfファイルをインストールするか、ORAファイルのトレースをオフにしてください。









	 ORA-12165: TNS: スワップ領域にトレース・ファイルを書き込もうとしました。 
	
原因: Oracle Traceがトレース情報をユーザーのスワップ領域に書くことができません。


	
処置: Oracle Traceがスワップ領域内にトレース情報を書込みできないため、トレースを使用禁止にするか、トレース・ファイルをディスクの他の領域にリダイレクトしてください。









	 ORA-12166: TNS: クライアントはHOエージェントに接続できません。 
	
原因: NV文字列にDESCRIPTION/HOが含まれています。


	
処置: 統合サーバーからHOエージェントをコールしてください。









	 ORA-12168: TNS: LDAPディレクトリ・サーバーに接続できません。 
	
原因: LDAPディレクトリ・サーバーに接続してOracle Net構成を取得できません。


	
処置: ディレクトリ・サーバーが稼働していて、ネットワークからアクセス可能であることを確認してください。ディレクトリ・アクセス構成が正しいことを確認してください。詳細は、『Oracle Internet Directory管理者ガイド』または『Oracle Net Services管理者ガイド』を参照してください。









	 ORA-12169: TNS: 接続識別子として指定されたネット・サービス名が長すぎます 
	
原因: 解決しようとしているネット・サービス名が長すぎます。


	
処置: ネット・サービス名の最大長は255バイトですが、この制限を超えました。より短いネット・サービス名を使用してください。短くできない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-12170: TNS: 接続タイムアウトが発生しました。 
	
原因: 割り当てられた時間内にクライアントとの接続確立または通信を完了できなかったため、サーバーが停止しました。ネットワークまたはシステムの遅延が原因の可能性があります。または、悪質なクライアントがサーバーでDoS攻撃しようとしていることを示しています。


	
処置: ネットワークまたはシステムの遅延が原因でエラーが発生した場合は、sqlnet.oraのパラメータSQLNET.INBOUND_CONNECT_TIMEOUT、SQLNET.SEND_TIMEOUT、SQLNET.RECV_TIMEOUTの1つまたはすべてを再構成して値を大きくしてください。不当なクライアントが原因と考えられる場合は、sqlnet.logのアドレスを使用してソースを特定し、アクセスを制限します。ログに記録されたアドレスは(TCP/IPで)偽造される可能性があるため、信頼できない場合もあります。









	 ORA-12171: TNS: 接続識別子: stringを解決できませんでした 
	
原因: 接続識別子を使用してデータベースまたは他のサービスへの接続が要求されましたが、指定された接続識別子は構成済のネーミング・メソッドの1つを使用して接続記述子に解決できません。たとえば、使用された接続識別子のタイプがネット・サービス名の場合、そのネット・サービス名がネーミング・メソッド・リポジトリで見つからないか、またはリポジトリが見つからないか、アクセスできません。


	
処置:
- ローカル・ネーミング(TNSNAMES.ORAファイル)を使用している場合は、次のいずれかの処置を実行してください。

- Oracle Netプロファイル(SQLNET.ORA)のNAMES.DIRECTORY_PATHパラメータに、値の1つとしてTNSNAMESが指定されていることを確認してください。

- TNSNAMES.ORAファイルが、適切なディレクトリに存在し、アクセスできることを確認してください。

- 接続識別子として使用したネット・サービス名がTNSNAMES.ORAファイルに存在することを確認してください。

- TNSNAMES.ORAファイル内に構文エラーがないかどうかを確認してください。一致しないカッコまたは文字を検索してください。TNSNAMES.ORAファイル内にエラーがあると、使用できなくなります。

- ディレクトリ・ネーミングを使用している場合は、次のいずれかの処理を実行してください。

- Oracle Netプロファイル(SQLNET.ORA)のNAMES.DIRECTORY_PATHパラメータに、値の1つとしてLDAPが指定されていることを確認してください。

- LDAPディレクトリ・サーバーが稼働し、アクセスできることを確認してください。

- 接続識別子として使用したネット・サービス名またはデータベース名が、ディレクトリ内で構成されていることを確認してください。

- 接続識別子として完全修飾ネット・サービス名またはフルLDAP DNを指定して、使用するデフォルト・コンテキストが正しいことを確認してください。

- 簡易接続ネーミングを使用している場合は、次の処置を実行してください。

- Oracle Netプロファイル(SQLNET.ORA)のNAMES.DIRECTORY_PATHパラメータに、値の1つとしてEZCONNECTが指定されていることを確認してください。

- 指定したホスト、ポートおよびサービス名が正しいことを確認してください。

- 接続識別子を引用符で囲んでみてください。ネーミングの詳細は、『Oracle Net Services管理者ガイド』またはオペレーティング・システム固有のOracleマニュアルを参照してください。











	 ORA-12196: TNS: TNSからエラーを受信しました。 
	
原因: ナビゲーション・レイヤーが、TNSからエラーを受け取りました。


	
処置: エラー・ログ・ファイルを参照して、TNSエラーを調べてください。









	 ORA-12197: TNS: キーワード値解決エラーが発生しました 
	
原因: ナビゲーション・レイヤーが、キーワードの値を調べようとしてエラーを受け取りました。


	
処置: 接続コマンドの構文を調べてください。









	 ORA-12198: TNS: 接続先へのパスが見つかりませんでした。 
	
原因: Interchangeを介して接続先へのパスをナビゲートできませんでした。このエラーは、アドレスの文字列内に無効なコミュニティがあるか、アドレスに使用不可のプロトコルがあるか、構成ファイルが正しいアドレスを持っていないか、Interchangeが停止している場合に発生します。


	
処置: 要求された接続先を得るために必要なInterchangeが実行されているかどうか、追加の接続に使用できる容量があるかどうかを確認してください。また、使用するアドレスに、正しいコミュニティおよびプロトコルが指定されているかどうかを確認してください。









	 ORA-12200: TNS: メモリーを割当てできませんでした。 
	
原因: マシン上のメモリー不足です。


	
処置: Interchangeを実行しているときは、マシンを再構成して記憶域を増やすか、実行するアプリケーションを減らしてください。









	 ORA-12201: TNS: 接続バッファが小さすぎます。 
	
原因: アプリケーションが提供するTNS接続バッファが小さすぎるため、送信するデータを取得できません。


	
処置: 接続バッファを大きくしてください。問題が解決されない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-12202: TNS: 内部ナビゲーション・エラーが発生しました 
	
原因: 内部ナビゲーション・エラーです。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-12203: TNS: 接続先に接続できません。 
	
原因: 無効なアドレスを指定したか、接続先がリスニングしていません。このエラーは、基になるネットワークまたはネットワーク通信の問題でも発生します。


	
処置: 入力したネット・サービス名が正しいことを確認してください。ネット・サービス名に対応する接続記述子のADDRESS部が正しいことを確認してください。接続先プロセス(リスナーなど)がリモート・ノードで実行していることを確認してください。









	 ORA-12204: TNS: 受信データはアプリケーションから拒否されました。 
	
原因: Connection Managerを使用しているアプリケーションが、リスナーでの接続を拒否しました。


	
処置: 接続先のアプリケーション・リスナーが正常に機能していることを確認してください。正常に機能しているにもかかわらず、エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-12205: TNS: 障害アドレスを取得できませんでした。 
	
原因: 内部ナビゲーション・エラーです。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-12206: TNS: ナビゲーション中にTNSエラーを受信しました。 
	
原因: 予期しないTNSエラーによる内部ナビゲーションのエラーです。


	
処置: ログ・ファイルを参照して、TNSエラーを検索してください。必要に応じて、トレースをオンにして操作を繰り返してください。









	 ORA-12207: TNS: ナビゲーションを実行できません。 
	
原因: ナビゲーション・ファイルTNSNAV.ORAが正しく構成されていません。


	
処置: アプリケーション・マシン上のTNSNAV.ORAファイルの構文を確認し、正しいコミュニティをリストしていることを確認してください。









	 ORA-12208: TNS: TNSNAV.ORAファイルが見つかりませんでした。 
	
原因: 入力したORACLE環境が正しく設定されていないか、またはファイルが存在しません。


	
処置: ORACLE環境が、プラットフォーム上に適切に設定されていること、およびTNSNAV.ORAファイルが提示されていることを確認してください。









	 ORA-12209: TNS: 初期化されていないグローバル変数が見つかりました。 
	
原因: アプリケーション・コール・ナビゲーション・ルーチンにあるグローバル変数が、正しく構成されていません。使用可能なTNSNAV.ORAファイルがないか、欠落しています。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-12210: TNS: ナビゲータ・データを検索中にエラーが発生しました。 
	
原因: アプリケーション・コール・ナビゲーション・ルーチンが持つTNSNAV.ORAファイルが正しく構成されていません。


	
処置: TNSNAV.ORAファイルの構文を調べてください。









	 ORA-12211: TNS: TNSNAV.ORAではPREFERRED_CMANAGERSエントリが必要です 
	
原因: TNSNAV.ORAでPREFERRED_CMANAGERSが定義されていません。


	
処置: PREFERRED_CMANAGERSエントリをTNSNAV.ORAに追加してください。









	 ORA-12212: TNS: TNSNAV.ORAでPREFERRED_CMANAGERSのバインドが不完全です 
	
原因: クライアントのTNSNAV.ORAファイル内のPREFERRED_CMANAGERSバインディングに、指定されたCMANAGER_NAMEがありません。


	
処置: PREFERRED_CMANAGERSのバインディングの一部として、CMANAGER_NAMEを定義してください。Oracle Network Managerを使用すると、このエラーは解決されます。









	 ORA-12213: TNS: TNSNAV.ORAでPREFERRED_CMANAGERSのバインドが不完全です 
	
原因: クライアントのTNSNAV.ORAファイル内のPREFERRED_CMANAGERSバインディングに、指定されたADDRESSがありません。


	
処置: PREFERRED_CMANAGERSのバインディングの一部として、ADDRESSを定義してください。









	 ORA-12214: TNS: TNSNAV.ORAにローカル・コミュニティ・エントリがありません 
	
原因: TNSNAV.ORA内にLOCAL_COMMUNITIESエントリがありません。


	
処置: TNSNAV.ORAのノードにLOCAL_COMMUNITIESを定義してください。









	 ORA-12215: TNS: TNSNAV.ORAのPREFERRED_NAVIGATORSアドレスが不正です。 
	
原因: PREFERRED_NAVIGATORSエントリのアドレス・バインディングが正しく入力されていません。


	
処置: PREFERRED_NAVIGATORSエントリを確認し、TNSNAV.ORA内で修正してください。









	 ORA-12216: TNS: TNSNAV.ORAのPREFERRED_CMANAGERSアドレスが不正です。 
	
原因: クライアントのTNSNAV.ORAファイル内のPREFERRED_CMANAGERSエントリのアドレス・バインディングが正しく入力されていません。


	
処置: PREFERRED_CMANAGERSのバインディングの一部として、ADDRESSを定義してください。









	 ORA-12217: TNS: TNSNAV.ORAのPREFERRED_CMANAGERSにコンタクトできませんでした。 
	
原因: PREFERRED_CMANAGERSエントリに構文エラーがあるか、指定したアドレスが誤っているか、またはConnection Managerが使用できません。


	
処置: クライアントのTNSNAV.ORAファイル内のPREFERRED_CMANAGERSエントリを確認して修正するか、ネットワーク管理者に連絡して、指定されたConnection Managersが使用可能かどうかを調べてください。INTCTL STATUSコマンドでInterchangeがアクティブになっているかどうかを確認してください。









	 ORA-12218: TNS: ネットワーク構成のデータが不十分です。 
	
原因: ネットワーク構成のデータの構成が不十分です。たとえば、クライアントのTNSNAV.ORAファイルのPREFERRED_CMANAGERSエントリに、誤ったCMANAGER_NAMEがある可能性があります。または、NavigatorのInterchange停止時間パラメータ(TIMEOUT_INTERVAL)が、INTCHG.ORA内で0(ゼロ)に設定されている可能性があります。


	
処置: TNSNAV.ORAの項目およびInterchange構成ファイルを調べて、修正してください。必要に応じて、ネットワーク管理者に連絡して、指定されたInterchange(Connection Managers)が使用可能で、適切に構成されているかどうかを確認してください。必要に応じて、Oracle Network Managerを使用して構成ファイルを生成してください。









	 ORA-12219: TNS: ADDRESS_LIST内のアドレスにコミュニティ名がありません。 
	
原因: このエラーは、ADDRESS_LISTの一部のADDRESSにCOMMUNITYコンポーネントがなく、他のADDRESSにCOMMUNITYコンポーネントがある場合に発生します。


	
処置: 使用している接続記述子のすべてのADDRESSにCOMMUNITYコンポーネントがあるか、またはすべてにないことを確認してください。









	 ORA-12221: TNS: ADDRESSパラメータが無効です 
	
原因: 無効なプロトコル・アダプタ・パラメータが指定されました。このエラーは、プロトコルのトランスポートと接続できない場合に戻されます。


	
処置: 指定されたプロトコルを使用して、接続先に接続できるかどうかを確認してください。TNSNAMES.ORAのADDRESSセクション内またはディレクトリ内のパラメータを確認してください。ADDRESSパラメータの有効な書式は、オペレーティング・システム固有のOracleマニュアルまたは『Oracle Net Services管理者ガイド』を参照してください。トランスポート・レイヤーで名前を解決するプロトコルが適切に構成されていない場合や、名前の綴りが誤っている場合、このエラーが発生しやすくなります。









	 ORA-12222: TNS: 指定されたプロトコルにはサポートがありません 
	
原因: ネット・サービス名を介して識別された接続記述子のADDRESS部で要求されたプロトコルが使用できません。指定されたADDRESSの表記が正しい場合、そのプロトコルのサポートはインストールされていません。


	
処置: プロトコルのサポートをインストールするか、表記上のエラーを修正してください。注意: 指定されたアドレスが、ネット・サービス名を解決した結果から導出された場合、該当するファイル(TNSNAMES.ORA、LISTENER.ORA)内またはディレクトリ・サーバー内のアドレスを確認してください。









	 ORA-12223: TNS: 内部制限を超えました 
	
原因: 同時にオープンするTNS接続が多すぎます。


	
処置: 接続のクローズを待って、再試行してください。









	 ORA-12224: TNS: リスナーがありません。 
	
原因: リスナーが実行されていないため、接続要求が完了できませんでした。


	
処置: 指定された接続先アドレスが、リスナーが使用するアドレスの1つと一致しているかどうかを確認してください。TNSNAMES.ORAエントリと該当するLISTENER.ORAファイル(接続がConnection Managerを介している場合は、TNSNAV.ORA)を比較してください。リモート・マシン上のリスナーを開始してください。









	 ORA-12225: TNS: 接続先ホストに接続できません。 
	
原因: 接続先ホストに到達できません。


	
処置: ネットワーク・ドライバが機能し、ネットワークが稼働しているかどうかを確認してください。









	 ORA-12226: TNS: オペレーティング・システム・リソース割当て制限を超えました 
	
原因: 現行のユーザーが、オペレーティング・システム内に割り当てられたリソースを超えました。


	
処置: より多くのオペレーティング・システムのリソースを取得するか、異なる機能を実行してください。









	 ORA-12227: TNS: 構文エラーが発生しました 
	
原因: 指定された接続記述子に不正な構文があります。


	
処置: TNSNAMES.ORAの接続記述子の構文を調べてください。









	 ORA-12228: TNS: プロトコル・アダプタをロードできません 
	
原因: プラットフォーム(Windowsなど)によっては、プロトコルのサポートが実行時にロードされます。プロトコル・アダプタの共有ライブラリ(またはDLL)が欠落しているか、サポートしているライブラリが欠落している場合に、このエラーが戻されます。


	
処置: 詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。トレース・ファイルには、ロードできなかった共有ライブラリ(またはDLL)の名前が記述されています。









	 ORA-12229: TNS: Interchangeにはこれ以上使用可能な接続はありません。 
	
原因: 必要な接続先へのパスに含まれるInterchangeには、このコールにこれ以上使用できる接続はありません。


	
処置: Interchangeがビジーでないときに再試行するか、ネットワーク管理者に連絡して、使用しているInterchangeを調べ、そのInterchangeに使用可能な接続数を増やしてください。









	 ORA-12230: TNS: この接続中に重大なネットワーク・エラーが起こりました。 
	
原因: 接続先のコール中に物理的なネットワーク・エラーが発生して、接続先との接続に失敗した場合に戻されます。


	
処置: ネットワーク・サービスが修復された後で再試行するか、問題を解決できるようにネットワーク管理者に連絡してください。









	 ORA-12231: TNS: 接続先に接続できません。 
	
原因: このエラーは、接続先への可能な接続の検索に失敗した場合に戻されます。


	
処置: ネットワーク管理者に問題を連絡し、問題を修復してください。









	 ORA-12232: TNS: 接続先へのパスがありません。 
	
原因: このエラーは、接続先への可能なパスを検索できない場合に戻されます。


	
処置: ネットワーク管理者に問題を連絡し、問題を修復してください。









	 ORA-12233: TNS: 接続の受入れに失敗しました。 
	
原因: このエラーは、Interchangeが、リダイレクトの失敗が原因で接続を受け入れられなった場合に戻されます。


	
処置: Interchangeの問題を分離できるように、ネットワーク管理者に問題を連絡してください。









	 ORA-12234: TNS: 接続先にリダイレクトしました。 
	
原因: このエラーは、このInterchangeが正しいゲートウェイではなく、接続先へのパスに従って他のゲートウェイに接続をリダイレクトする必要があると判断された場合に戻されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-12235: TNS: 接続先へのリダイレクトに失敗しました。 
	
原因: このエラーは、接続先へのパスに従って別のInterchangeへの接続のリダイレクトに失敗した場合に戻されます。


	
処置: ネットワーク管理者に問題を連絡し、問題を修復してください。









	 ORA-12236: TNS: プロトコル・サポートがロードされませんでした。 
	
原因: プラットフォーム(Windowsなど)によっては、プロトコルのサポートが実行時にロードされます。プロトコル・アダプタの共有ライブラリ(またはDLL)がロードされていない場合に、このエラーが戻されます。


	
処置: 詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。トレース・ファイルには、ロードされていない共有ライブラリ(またはDLL)の名前が記述されています。














10 ORA-12315からORA-12354



	 ORA-12315: ALTER DATABASE文には無効なデータベース・リンク型です 
	
原因: ALTER DATABASE文で指定されたデータベース・リンク名がROM: linkではありません。ALTER DATABASE文を使用して2次データベースをマウントまたはオープンするときは、ROM: linkを指定する必要があります。


	
処置: マウントまたはオープンするデータベースに有効なROM: linkを使用してALTER DATABASE文を再発行してください。有効なROM: linkが存在しない場合は、CREATE DATABASE LINKコマンドを使用してROM: linkを作成してください。ROM: link型を使用したデータベース・リンクの作成の詳細は、Oracleセキュリティ関連製品のドキュメントを参照してください。









	 ORA-12316: データベース・リンク接続文字列に構文エラーがあります 
	
原因: CREATE DATABASE LINK文の接続文字列に構文エラーがあります。


	
処置: データベース・リンクを削除し、有効な構文を使用してデータベース・リンクを再作成してください。CREATE DATABASE LINK文の接続文字列部分の詳細は、『Oracle Database SQLリファレンス』を参照してください。









	 ORA-12317: データベース(リンク名string)へのログオンが拒否されました。 
	
原因: このエラーには、いくつかの原因があります。1番目は、2次データベースのユーザー名(オペレーティング・システム認証のかわりにデータベースを使用する場合はパスワードも)が1次データベースのユーザー名(およびパスワード)と同一でない場合です。2番目は、2次データベースのユーザー名が無効な(または作成されていない)場合です。3番目は、データベース・リンク定義の接続文字列で指定されているユーザー名とパスワードの組合せが無効な(作成されていないまたは無効なパスワードが使用されている)場合です。


	
処置: 1番目の場合、1次データベースで使用しているユーザー名と同一のユーザー名(データベース認証を使用する場合はパスワードも)を、2次データベースが含むことを確認してください。通常、Trusted ORACLEでは常にオペレーティング・システム認証を使用する必要があります(オペレーティング・システム認証の長所の詳細は、Oracleセキュリティ関連製品のドキュメントを参照してください)。2番目の場合、2次データベースのユーザー名が作成されていることを確認してください。3番目の場合、接続文字列に指定されているユーザー名が、2次データベースで作成されていることを確認してください。









	 ORA-12318: データベース(リンク名string)はすでにマウントされています 
	
原因: 自インスタンスですでにマウント済の2次データベースをマウントしようとしています。


	
処置: データベースはすでにマウントされているため、マウントする必要はありません。アクセスを確立するには、ALTER DATABASE <linkname> OPENコマンドを使用してデータベースをオープンしてください。









	 ORA-12319: データベース(リンク名string)はすでにオープンしています。 
	
原因: すでにオープンしている2次データベースをオープンしようとしています。


	
処置: データベースはオープンしているため、アクセスを確立するためにこれ以上の処理は必要ありません。









	 ORA-12321: データベース(リンク名string)はオープンしていません。AUTO_MOUNTING=FALSEです。 
	
原因: 自インスタンスがマウントしようとしている2次データベースがオープンしていないため、自動マウントは使用可能ではありません。


	
処置: OPENオプションおよびMOUNTオプションとともにALTER DATABASE <linkname>を使用して、2次データベースを手動でマウントおよびオープンしてください。または、自インスタンスが2次データベースを自動的にマウントおよびオープンできるように、パラメータ・ファイルのAUTO_MOUNTINGパラメータをTRUEに設定してください。









	 ORA-12322: データベース(リンク名string)をマウントできません。 
	
原因: このメッセージは、問題の原因を示す追加エラー・メッセージとともに表示されます。


	
処置: ともに表示されるエラー・メッセージで説明されている手順に従って、問題を解決してください。









	 ORA-12323: データベース(リンク名string)をオープンできません。 
	
原因: このメッセージは、問題の原因を示す追加エラー・メッセージとともに表示されます。


	
処置: ともに表示されるエラー・メッセージで説明されている手順に従って、問題を解決してください。









	 ORA-12324: プライベート・データベース・リンクではROM: LINK型を使用できません。 
	
原因: プライベート・データベース・リンクではなく、パブリック・データベース・リンクにのみROM: link型を指定できます。


	
処置: 2次データベースへのパブリック・データベース・リンクが存在するかどうかを確認してください。存在しない場合、かつ2次データベースにパブリック・アクセスを確立する場合、CREATE DATABASE LINKコマンドを使用して2次データベースにパブリック・データベース・リンクを作成してください。









	 ORA-12326: データベースstringはすぐにクローズされます。操作できません 
	
原因: アクセスしようとしたデータベースがクローズ処理中のため、この操作は終了しました。


	
処置: データベースが再オープンされるまで待つか、データベース管理者(DBA)に連絡してください。









	 ORA-12329: データベースstringはクローズしています。操作できません 
	
原因: アクセスしようとしたデータベースがクローズしていたため、この操作は終了しました。


	
処置: データベースが再オープンされるまで待つか、データベース管理者(DBA)に連絡してください。









	 ORA-12333: データベース(リンク名string)はマウントされていません。 
	
原因: マウントされていないデータベースをオープンしようとしました。


	
処置: ALTER DATABASE <linkname> MOUNTコマンドでデータベースをマウントし、それからデータベースを再オープンしてください。









	 ORA-12334: データベース(リンク名string)はオープンしています。 
	
原因: まだオープンしているデータベースをディスマウントしようとしました。


	
処置: ALTER DATABASE <linkname> CLOSEコマンドでデータベースをクローズし、それからデータベースをディスマウントしてください。









	 ORA-12335: データベース(リンク名string)はオープンしていません。 
	
原因: オープンされていないデータベースをクローズしようとしました。


	
処置: データベースはクローズされています。そのデータベースをディスマウントできます。









	 ORA-12336: データベース(リンク名string)にログインできません。 
	
原因: 他のユーザーがマウントまたはディスマウントしているデータベースにログインしようとしました。


	
処置: データベースがマウント中またはオープン中かどうかを確認し、データベースが使用可能になれば、再度ログインしてください。









	 ORA-12341: 最大オープン・マウント数を超えました 
	
原因: パラメータ・ファイルのOPEN_MOUNTSパラメータに指定されている数が最大数(255)を超えました。


	
処置: 2次データベースへのオープン・マウント数として可能な実際的な数に、このパラメータの値を変更してください。値は255以下の必要があります。









	 ORA-12342: オープン・マウント数がOPEN_MOUNTSパラメータで指定された制限を超えています 
	
原因: 現在のオープン・マウント数が、OPEN_MOUNTSパラメータに指定されている値を超えています。


	
処置: 2次データベースへのオープン・マウント数として可能な最大値を設定できるように、OPEN_MOUNTSパラメータの値を増やしてください。









	 ORA-12345: ユーザーstringにはデータベース・リンク(リンク名string)内のCREATE SESSION権限がありません。 
	
原因: このメッセージには、いくつかの原因が考えられます: 1番目は、2次データベースで指定されているユーザー名にCREATE SESSIONシステム権限が付与されていなかった場合です。2番目は、データベース・リンク定義の接続文字列で指定されているユーザー名にCREATE SESSIONシステム権限が付与されていなかった場合です。


	
処置: 行う処置は、メッセージの原因に応じて異なります: 1番目の場合、2次データベースでのユーザー名にCREATE SESSIONシステム権限が付与されていることを確認してください。2番目の場合、データベース・リンク定義の接続文字列で指定されているユーザー名に2次データベースのCREATE SESSIONシステム権限が付与されていることを確認してください。









	 ORA-12350: 現在削除中のデータベース・リンクはまだマウントされています。 
	
原因: まだマウントまたはオープン(あるいはその両方)されているROM: database linkを削除しようとしました。


	
処置: そのデータベースをクローズおよびディスマウントし、それから削除文を再発行してください。









	 ORA-12351: リモート・オブジェクト参照のあるリモート・オブジェクトを使用するビューは作成できません。 
	
原因: 他のデータベースのオブジェクトを参照するリモート・オブジェクトを参照するビューを作成しようとしました。作成しようとしたビューはリモート・オブジェクトを参照するため、そのオブジェクトは他のデータベースのオブジェクトを参照できません。


	
処置: 異なるオブジェクトを選択してビュー内を参照するか、または他のデータベースを参照しないようにリモート・オブジェクトを変更してください。









	 ORA-12352: オブジェクトstring.string@stringは無効です。 
	
原因: 2次データベースのオブジェクトを参照(コンパイル)しようとしましたが、そのオブジェクトは無効であり、2次データベース内にあるため、システムがオブジェクトを確認または再コンパイルできません。


	
処置: 2次データベース内の無効なオブジェクトを手動で再コンパイルしてください。









	 ORA-12353: 2次保存オブジェクトはリモート・オブジェクトを参照できません。 
	
原因: 他のデータベース上のオブジェクトを参照するリモート・ビューから選択しようとしたか、リモート・プロシージャを実行しようとしました。リモート・ビューまたはリモート・プロシージャは2次データベースにあるため、他のデータベースの参照はできません。


	
処置: 異なるオブジェクトを選択して参照するか、リモート・ビューまたはリモート・プロシージャを変更して他のデータベースを参照しないようにしてください。









	 ORA-12354: 2次オブジェクトは現在削除中です。 
	
原因: 削除中の2次データベースのオブジェクト(たとえば、表またはビュー)にアクセスしようとしました。


	
処置: 操作を再試行してください。このメッセージが再度表示される場合、2次データベースからオブジェクトへアクセスを試行してください。内部エラーまたはトレース・ファイルを受信した場合、Oracleサポート・サービスに連絡してください。














11 ORA-12400からORA-12497



	 ORA-12400: 機能エラー操作への引数が無効です。 
	
原因: 機能エラー操作関数への引数が最大値の制限を超えているか、無効な製品/機能を参照しています。


	
処置: 有効な機能エラー操作パラメータ値を指定してください。









	 ORA-12401: ラベル文字列が無効です: string 
	
原因: ポリシーは、ラベル文字列を有効な内部ラベルに変換できませんでした。


	
処置: ラベル文字列の構文を修正してください。









	 ORA-12402: 書式文字列が無効です: string 
	
原因: 書式文字列は、このポリシーではサポートされていません。


	
処置: 書式文字列の構文を修正してください。









	 ORA-12403: 内部ラベルが無効です。 
	
原因: 内部ラベルを、ポリシーに有効なラベルに変換できませんでした。


	
処置: エラー・スタック上の追加メッセージを分析して、ポリシーのドキュメントを調べてください。









	 ORA-12404: 権限文字列が無効です: string 
	
原因: ポリシーは、権限文字列を解釈できませんでした。


	
処置: このポリシーでサポートされている権限文字列を指定してください。









	 ORA-12405: ラベル・リストが無効です。 
	
原因: ポリシーは、意図している使用方法にこのラベル・リストは無効であると判断しました。


	
処置: ラベル・リストのポリシー制約を確認してください。









	 ORA-12406: ポリシーstringへの権限のないSQL文です。 
	
原因: ポリシーは、このデータベース・セッションに、要求されたSQL文の実行を許可していません。


	
処置: ユーザーまたはプログラム・ユニットに、必要なポリシー権限または追加の権限を付与してください。









	 ORA-12407: ポリシーstringへの権限のない操作です。 
	
原因: ポリシーは、このデータベース・セッションに、要求された操作の実行を許可していません。


	
処置: ユーザーまたはプログラム・ユニットに、必要なポリシー権限または追加の権限を付与してください。









	 ORA-12408: サポートされていない操作です: string 
	
原因: 指定されたポリシーは、要求された操作をサポートしていません。


	
処置: ポリシーのドキュメントを調べて、サポートされているアクセス操作を確認してください。









	 ORA-12409: ポリシーstringの起動に失敗しました。 
	
原因: ポリシーの起動処理中にエラーが発生しました。ポリシーで保護されたデータへのアクセスは禁止されています。


	
処置: アラート・ログで追加情報を確認して、ポリシーのエラーを修正し、インスタンスを再起動してください。









	 ORA-12410: ポリシーの内部ポリシー・エラーです: string エラー: string 
	
原因: ポリシーの施行で、内部エラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、ポリシーのドキュメントを調べてください。









	 ORA-12411: ラベルの値が無効です。 
	
原因: 指定されたラベルが存在しません。


	
処置: ポリシーのデータ・ディクショナリ・ビューを確認して、有効なラベルを指定してください。









	 ORA-12412: ポリシー・パッケージstringがインストールされていません。 
	
原因: ポリシー・パッケージがデータベースに存在しません。


	
処置: ポリシー・パッケージ名が正しいか、または必要なポリシー・パッケージがインストールされているかどうかを確認してください。









	 ORA-12413: ラベルが同じポリシーに属していません。 
	
原因: 比較されているラベルは、別のポリシーに属しています。


	
処置: 同じポリシーに属するラベルのみを比較してください。









	 ORA-12414: 内部LBACエラー: string エラー: string 
	
原因: 内部ラベル・ポリシー・フレームワーク・エラーが発生しました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12415: 他のデータ型の列が指定された表に存在しています。 
	
原因: 表内の列のデータ型が、ポリシー列のデータ型セットと異なります。


	
処置: 表内の列を削除するか、またはポリシー列のデータ型を変更してください。









	 ORA-12416: ポリシーstringが見つかりません。 
	
原因: 指定されたポリシーがデータベースに存在しません。


	
処置: 正しいポリシー名を入力するか、またはポリシーを作成してください。









	 ORA-12417: データベース・オブジェクト"string"が見つかりません。 
	
原因: 指定されたオブジェクトがデータベースに存在しません。


	
処置: 正しいデータベース・オブジェクト名を入力してください。









	 ORA-12418: ユーザーstringが見つかりません。 
	
原因: 指定されたユーザーがデータベースに存在しません。


	
処置: ユーザー名を修正するか、またはユーザーを作成してください。









	 ORA-12419: バイナリ・ラベル値がNULLです 
	
原因: バイナリ・ラベル操作で、NULL値が指定されました。


	
処置: 有効なバイナリ・ラベルを指定してください。









	 ORA-12420: 必要なプロシージャとファンクションがポリシー・パッケージ"string"にありません 
	
原因: ポリシー・パッケージに、ポリシーの施行に必要なプロシージャおよびファンクションの一部が含まれていません。


	
処置: ポリシー・パッケージに必要なプロシージャおよびファンクションについては、フレームワークのドキュメントを参照してください。









	 ORA-12421: バイナリ・ラベルのサイズが異なっています 
	
原因: バイナリ・ラベル操作のラベル・サイズが等しくありません。


	
処置: 同じ長さでバイナリ・ラベルを指定してください。









	 ORA-12422: ポリシーの最大数を超えました 
	
原因: 新しいポリシーを作成しようとしましたが、そのインスタンスにはすでに最大数のポリシーが作成されています。


	
処置: MAX_LABEL_POLICIES初期化パラメータのサイズを増やして、サーバーを再起動してください。









	 ORA-12423: 指定された位置が無効です。 
	
原因: バイナリ・ラベル操作で指定された位置が無効です。


	
処置: ラベル・サイズの制限内で位置を指定してください。









	 ORA-12424: 長さがバイナリ・ラベルのサイズを超えました 
	
原因: バイナリ・ラベル操作で指定された長さが、バイナリ・ラベルのサイズを超えました。


	
処置: ラベル・サイズの制限内でビット長またはバイト長を指定してください。









	 ORA-12425: システム・スキーマにポリシーを適用できないか、または権限を設定できません。 
	
原因: SYS、SYSTEMまたはLBACSYSスキーマにポリシーを適用しようとしたか、あるいはSYS、SYSTEMまたはLBACSYSユーザーにユーザー・ラベル/権限を設定しようとしました。


	
処置: ポリシーの適用および権限の設定は、システム・ユーザー以外にのみ行ってください。









	 ORA-12426: 監査オプションが無効です。 
	
原因: 指定されたオプションは、指定されたポリシーに対して有効な監査オプションではありません。


	
処置: 正しい監査オプションを入力してください。









	 ORA-12427: stringパラメータへの入力値が無効です。 
	
原因: 指定された入力パラメータに誤りがあります。


	
処置: パラメータ値を修正してください。









	 ORA-12429: ラベル・リストの範囲を超えています。 
	
原因: 指定された索引の値が1から6の間にありません。


	
処置: ラベル・リスト操作で索引の値を修正してください。









	 ORA-12430: 権限番号が無効です。 
	
原因: 指定された権限番号が1から32の間にありません。


	
処置: 権限番号を修正してください。









	 ORA-12431: 監査アクションが無効です。 
	
原因: 指定された監査アクションは、有効な監査アクションではありません。


	
処置: 監査アクション番号を修正してください。









	 ORA-12432: LBACエラー: string 
	
原因: LBACの施行でエラーが発生しました。


	
処置: エラー・メッセージで示された問題を修正してください。









	 ORA-12433: トリガーの作成に失敗しました。ポリシーは適用されていません。 
	
原因: DMLトリガーの作成中にエラーが発生したため、ポリシーを適用できませんでした。


	
処置: ラベル・ファンクションを指定するSQL構文を修正してください。









	 ORA-12434: 監査タイプ: stringが無効です 
	
原因: 監査タイプは、BY ACCESSまたはBY SESSIONに設定する必要があります。


	
処置: 監査タイプの値を修正してください。









	 ORA-12435: 監査完了パラメータ: stringが無効です 
	
原因: 監査完了パラメータは、SUCCESSFULまたはNOT SUCCESSFULに設定する必要があります。


	
処置: 監査完了パラメータの値を修正してください。









	 ORA-12436: ポリシーのオプションが指定されていません。 
	
原因: オプション文字列にNULLが指定されましたが、デフォルトのスキーマまたはポリシー・オプションが見つかりません。


	
処置: 有効なオプション文字列を入力するか、スキーマまたはポリシーが有効なデフォルトのオプション文字列を持つように変更してください。









	 ORA-12437: ポリシー・オプション: stringが無効です 
	
原因: 無効なポリシー・オプションの値が入力されました。


	
処置: ポリシー・オプションの値を修正してください。









	 ORA-12438: ポリシー・オプション: stringが繰り返されました 
	
原因: ポリシー・オプションがオプション文字列内で2回以上入力されました。


	
処置: 重複するポリシー・オプションの値を削除してください。









	 ORA-12439: ポリシー・オプションの組合せが無効です。 
	
原因: 矛盾するポリシー・オプションの組合せが入力されました。


	
処置: 互換性のあるポリシー・オプションの組合せを指定してください。









	 ORA-12440: SYSDBAパッケージを使用するには権限が不十分です 
	
原因: SYSDBAパッケージの使用には、LBAC_DBAロールが必要です。


	
処置: データベース・ユーザーにLBAC_DBAロールを付与してください。









	 ORA-12441: ポリシーstringはすでに存在します 
	
原因: 既存の名前と同じ名前でポリシーを作成しようとしました。


	
処置: 異なる名前を使用するか、または既存のポリシーを削除してください。









	 ORA-12442: ポリシー列"string"はすでに他のポリシーに使用されています。 
	
原因: 既存のポリシーと同じポリシー列名でポリシーを作成しようとしました。


	
処置: ポリシー列に異なる名前を使用するか、または既存のポリシーを削除してください。









	 ORA-12443: スキーマの表のいくつかにはポリシーが適用されていません。 
	
原因: スキーマにポリシーを適用しましたが、スキーマの表のいくつかにはすでにポリシーが適用されていました。


	
処置: 処置は必要ありません。ポリシーは、残りの表に適用されました。









	 ORA-12444: ポリシーはすでに表に適用されています。 
	
原因: すでにポリシーによって保護されている表にポリシーを適用しようとしました。


	
処置: ポリシー・オプション、述語またはラベル・ファンクションを変更するには、表からポリシーを削除して、ポリシーを適用しなおしてください。









	 ORA-12445: 列のHIDDENプロパティは変更できません。 
	
原因: 既存のポリシー列を持つ表に異なるHIDEオプションを指定しようとしました。


	
処置: 表からその列を削除して、新しいHIDEオプションでポリシーを適用しなおしてください。









	 ORA-12446: ポリシーstringを管理するには認可が不十分です。 
	
原因: ポリシーに管理機能を実行しようとしましたが、<policy>_DBAロールが付与されていませんでした。


	
処置: ユーザーに、指定されたポリシーの<policy>_DBAロールを付与してください。









	 ORA-12447: ポリシーstringにはポリシー・ロールがすでに存在します 
	
原因: <policy>_DBAという名前のロールがすでに存在します。


	
処置: ポリシー名を修正するか、または既存のポリシーを削除してください。









	 ORA-12448: ポリシーstringはスキーマstringに適用されていません。 
	
原因: ポリシーが適用されていないスキーマを変更しようとしました。


	
処置: ポリシー名またはスキーマ名を修正してください。









	 ORA-12449: ユーザー用に指定するラベルの型はUSERにしてください。 
	
原因: ユーザーにラベルを指定しようとしましたが、リスト内のラベルの一部がUSERラベルとして指定されていません。


	
処置: ラベルをUSERラベルに変更してください。









	 ORA-12450: LBAC初期化ファイルでLOBデータ型は使用できません。 
	
原因: 列または属性にLOBデータ型を指定しようとしましたが、LOBデータ型は使用できません。


	
処置: LBAC初期化ファイルを変更して、LOBの列および属性を作成できるようにしてください。









	 ORA-12451: ラベルがUSERまたはDATAに指定されていません 
	
原因: ラベルは、DATAラベルとUSERラベルのいずれかか、またはDATAおよびUSERの両方です。


	
処置: 少なくとも、DATAまたはUSERのいずれかにTRUEを指定してください。









	 ORA-12452: ラベル・タグstringはすでに存在します 
	
原因: 入力されたラベル・タグ値は、すでに別のラベルに使用されています。


	
処置: ラベル・タグに別の値を入力してください。









	 ORA-12453: ラベルstringはすでに存在します 
	
原因: 入力されたラベル値は、すでに存在します。


	
処置: 処置は必要ありません。ラベル・タグまたはラベル・タイプを変更してください。









	 ORA-12454: ラベルstringはポリシーstringのためのものではありません。 
	
原因: 入力されたラベル・タグまたはラベル値は、このポリシーのためのラベルではありません。


	
処置: このポリシーが使用しているラベル・タグまたはラベル値を入力してください。









	 ORA-12455: Label SecurityのMMONクリーンアップ・タスクの内部エラー 
	
原因: Label SecurityのMMONクリーンアップ・タスクで内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12456: Label Securityの起動中です 
	
原因: Oracle Label Securityコンポーネントが完全に初期化される前にデータベースに接続しようとしました。


	
処置: データベースが完全にオープンするのを待ってから接続を試みてください。









	 RA-12457: セキュリティ・ラベルの長さが最大許容長を超えています 
	
原因: 長さ4000バイトを超えるセキュリティ・ラベルを具現化しようとしました。


	
処置: セキュリティ・ラベルの長さの計算方法については、Oracle Label Securityのマニュアルを参照してください。問題を修正してから操作を再送信してください。









	 ORA-12461: レベルstringはポリシーstring用に定義されていません。 
	
原因: 指定されたラベルは、このポリシー用に定義されていません。


	
処置: ラベル識別子の値を修正してください。









	 ORA-12462: コンパートメントstringはポリシーstring用に定義されていません。 
	
原因: 指定されたコンパートメントは、このポリシー用に定義されていません。


	
処置: コンパートメント識別子の値を修正してください。









	 ORA-12463: グループstringはポリシーstring用に定義されていません。 
	
原因: 指定されたグループは、このポリシー用に定義されていません。


	
処置: グループ識別子の値を修正してください。









	 ORA-12464: ラベル・コンポーネントstringの文字が無効です。 
	
原因: ラベル・コンポーネントに含めることができるのは、文字(英数字)、空白およびアンダースコアのみです。


	
処置: ラベル・コンポーネントの構文を修正してください。









	 ORA-12465: 指定されたグループまたはコンパートメントに読取りまたは書込み権限がありません。 
	
原因: 読取りまたは書込み権限のあるグループおよびコンパートメントのユーザー・リストにないグループまたはコンパートメントを指定しました。


	
処置: グループまたはコンパートメントに書込み権限を付与するときに、読取り権限も含めてください。









	 ORA-12466: デフォルトのレベルがユーザーの最大値を超えています。 
	
原因: デフォルトのレベルがユーザーの最大値を超えてはいけません。


	
処置: 許可されるレベルを入力してください。









	 ORA-12467: 最小のラベルは1つのレベルのみを含みます。 
	
原因: 最小のラベルにコンパートメントまたはグループを含めました。


	
処置: ラベルとして許可される最小のレベルのみを含めてください。









	 ORA-12468: 最大の書込みレベルは最大の読取りレベルと等しくありません。 
	
原因: 最大の書込みレベルは最大の読取りレベルと等しい必要があります。


	
処置: 最大の書込みレベルと最大の読取りレベルを同じレベル・コンポーネントで指定してください。









	 ORA-12469: ユーザーstringとポリシーstring用のユーザー・レベルが見つかりません。 
	
原因: レベルがユーザーに指定されていません。


	
処置: ユーザーに最大レベルおよび最小レベルを指定してください。









	 ORA-12470: NULLまたは無効なユーザー・ラベルです: string 
	
原因: 入力されたラベルがNULLか、またはユーザー認証に存在しません。


	
処置: このユーザーに許可されているラベルを入力してください。









	 ORA-12471: 指定されたコンパートメントまたはグループがユーザーに対して認証されていません。 
	
原因: 指定されたコンパートメントまたはグループがユーザーに対して認証されていないか、またはユーザーが書込み権限を指定されたコンパートメントまたはグループに対して読込み権限を持っていません。


	
処置: 許可されるコンパートメントまたはグループを入力してください。









	 ORA-12472: ポリシーstringは使用されています 
	
原因: イベント伝播のために、表またはスキーマに適用されているポリシーをOIDから削除しようとしました。


	
処置: OIDのポリシーは、そのポリシーを使用しているデータベースがない場合にのみ削除してください。









	 ORA-12473: Label SecurityをOIDとともに使用する場合、このプロシージャは使用できません。 
	
原因: OIDでラベル・セキュリティを使用したため、このプロシージャが使用不可になりました。


	
処置: このプロシージャを実行する必要がある場合は、OIDでラベル・セキュリティを使用しないでください。









	 ORA-12476: 上限が最小であるため、無効なOSラベルになりました。 
	
原因: このオペレーティング・システムでは無効な最小の上限ラベル(LUB)を生成しようとしました。


	
処置: 無効なラベル生成については、OSのラベル管理のドキュメントを参照してください。









	 ORA-12477: 下限が最高のため、無効なOSラベルになりました。 
	
原因: このオペレーティング・システムでは無効な最大の下限ラベル(GLB)を生成しようとしました。


	
処置: 無効なラベル生成については、OSのラベル管理のドキュメントを参照してください。









	 ORA-12479: ファイル・ラベルstringはDBHIGH stringと等しい必要があります。 
	
原因: データベース・ファイルのOSラベルが、DBHIGHと一致しません。DBHIGHが変更されたか、またはOSファイルがラベル変更されました。


	
処置: ラベルがDBHIGHと一致するようにファイルをラベル変更するか、またはファイルのラベルに一致するようにDBHIGHを変更してください。









	 ORA-12480: 指定したクリアランス・ラベルは、有効なクリアランス範囲内にありません。 
	
原因: 許可されていないクリアランス範囲内のクリアランスを指定しました。クリアランス範囲内にあるクリアランスのみ指定できます。


	
処置: 許可されているクリアランス範囲内にあるクリアランス・ラベルを指定してください。









	 ORA-12481: 有効なラベルがプログラム単位のクリアランス範囲内にありません。 
	
原因: プログラム単位の起動時に、有効なラベルがこのプログラム単位に許可されたクリアランス範囲内にありません。


	
処置: このプログラム単位のクリアランス範囲を修正するか、または許可される有効なクリアランス範囲でセッションからプログラム単位を起動してください。









	 ORA-12482: 内部MLSエラー: string エラー: string 
	
原因: 内部MLSポリシー・エラーが発生しました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12483: ラベルがOSシステムの認可範囲内にありません。 
	
原因: 指定されたラベルが最大OSラベルより大きいか、または最小OSラベルより小さいです。


	
処置: ホストOSの認可範囲内でラベルを指定してください。









	 ORA-12484: 無効なOSラベルです。 
	
原因: 指定されたラベルが、OSホストのラベル定義ファイルに存在しません。


	
処置: OSラベル管理ツールを使用して、ラベルを定義してください。









	 ORA-12485: 新しい有効ラベルが有効クリアランス内にありません。 
	
原因: 有効なラベルに、有効な最小ラベルより小さいか、または有効な最大ラベルより大きい値を入力しようとしました。


	
処置: 最小ラベルと最大ラベルの間の値を入力してください。









	 ORA-12486: 有効な最大ラベルと最小ラベルは変更できません。 
	
原因: 有効な最大ラベルまたは最小ラベルに値を入力しようとしましたが、これらのラベルは変更できません。


	
処置: 有効な最大ラベルおよび最小ラベルに、NULL値を入力してください。









	 ORA-12487: クリアランス・ラベルがDBHIGHとDBLOWの間にありません。 
	
原因: クリアランス・ラベルに、DBHIGHより大きいか、またはDBLOWより小さい値を入力しようとしました。


	
処置: クリアランス・ラベルに、DBHIGHとDBLOWの間の値を入力してください。









	 ORA-12488: 最大ラベルは最小ラベルを上回ることができません 
	
原因: クリアランス・ラベルに、最小ラベルと最大ラベルの間の上下関係を保たない値を入力しようとしました。


	
処置: ラベルに、最小値と最大値の上下関係を保つ値を入力してください。









	 ORA-12489: デフォルト・ラベルがクリアランス範囲内にありません。 
	
原因: デフォルト・ラベルに、最小クリアランスより小さいか、または最大クリアランスより大きい値を入力しようとしました。


	
処置: デフォルト・ラベルに、クリアランス範囲内の値を入力してください。









	 ORA-12490: DBHIGHは低くできません。 
	
原因: DBHIGHに、既存のDBHIGHより小さい値を入力しようとしました。


	
処置: DBHIGHに、既存の値より大きい値を入力してください。









	 ORA-12491: DBHIGH値はDBLOWを上回ることができません 
	
原因: DBHIGHに、DBLOWより小さい値を入力しようとしました。


	
処置: DBHIGHに、DBLOWより大きい値を入力してください。









	 ORA-12492: DBLOWは変更できません。 
	
原因: DBLOWに初期値を設定した後で、これを変更しようとしました。DBLOWは、初期データベース作成後に1度のみ設定できます。


	
処置: DBLOWを変更するには、新しいデータベースを作成し、DBLOWに新しい値を設定して、この新しいデータベースにデータをインポートしてください。









	 ORA-12493: MLSバイナリ・ラベルが無効です。 
	
原因: MLSバイナリ・ラベルに無効な値が含まれているか、サイズが正しくないか、使用不可能なレベル、カテゴリまたはリリース・カテゴリが含まれています。


	
処置: 有効なMLSラベルについては、DBA_MLS_LABELSビューを確認してください。









	 ORA-12494: レベル、カテゴリまたはリリース・カテゴリを挿入または削除できません。 
	
原因: レベル、カテゴリまたはリリース・カテゴリの定義を挿入または削除しようとしました。


	
処置: ラベル定義が有効でなくなった場合は、それが無効であることを示す名前に変更してください。ラベルが文字列に変換されるときに、新しいラベル定義が使用されます。









	 ORA-12495: 使用可能なレベル、カテゴリまたはリリース・カテゴリを使用不可にできません 
	
原因: これまで使用可能だったレベル、カテゴリまたはリリース・カテゴリを使用不可にしようとしました。使用可能なラベル定義は、いくつかのデータベース・ラベルに存在する可能性があるため、使用不可にできません。


	
処置: ラベル定義が有効でなくなった場合は、それが無効であることを示す名前に変更してください。ラベルが文字列に変換されるときに、新しいラベル定義が使用されます。









	 ORA-12496: 既存のレベル、カテゴリまたはリリース番号を変更できません。 
	
原因: レベル、カテゴリまたはリリース・カテゴリに割り当てた番号を変更しようとしました。


	
処置: 番号ではなく、文字列を変更してください。









	 ORA-12497: 最大結合カテゴリがstringを超えました 
	
原因: 記述カテゴリとリリース・カテゴリの合計数が、MLSポリシーがサポートする最大値を超えています。


	
処置: 合計数が最大値を超えない値を指定してください。
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	 ORA-12500: TNS: リスナーが専用サーバー・プロセスの起動に失敗しました。 
	
原因: 専用サーバー・プロセスの起動に失敗しました。実行可能なものが検索できないか、環境が誤って設定された可能性があります。


	
処置: ADMINレベルでトレースをオンにして、操作を再実行してください。Oracleサーバーの実行可能プログラムがあり、実行権限が与えられているかどうかを確認してください。ORACLE環境が、LISTENER.ORA内に正しく設定されていることを確認してください。コールされているOracleプロトコル・アダプタは、ローカル・ハード・ドライブ上にインストールされていない可能性があります。正しいプロトコル・アダプタが正常にリンクされているかどうかを確認してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12502: TNS: リスナーがクライアントからCONNECT_DATAを受信していません。 
	
原因: リスナーにCONNECT_DATAが渡されていません。


	
処置: TNSNAMES.ORAから解決したサービス名に、接続記述子のCONNECT_DATAコンポーネントがあることを確認してください。









	 ORA-12504: TNS: リスナーはCONNECT_DATAのSERVICE_NAMEを取得できませんでした。 
	
原因: リスナー構成にデフォルトのサービスが指定されておらず、リスナーが受け取ったCONNECT_DATAにもSERVICE_NAMEの指定がありませんでした。


	
処置: 考えられる解決方法は、次のとおりです。
- LISTENER.ORA内で、DEFAULT_SERVICEパラメータに有効なサービス名を指定します。リスナー・パラメータ・ファイルは、reload [<listener_name>]を使用してリロードしてください。これはリスナーの管理者が行ってください。

- サービス名を使用している場合は、TNSNAMES.ORAで指定したサービス名に対応する接続記述子を調べて、そのCONNECT_DATA内にSERVICE_NAMEまたはSIDコンポーネントが指定されていることを確認してください。











	 ORA-12505: TNS: リスナーは接続記述子で指定されたSIDを現在認識していません 
	
原因: リスナーが、データベースまたは他のサービスとの接続を確立するための要求を受信した。リスナーが受信した接続記述子には、リスナーに動的に登録されていないか、リスナーに対して静的に構成されていないインスタンス(通常はデータベース・インスタンス)のSIDが指定されていました。これはリスナーが起動した後、データベース・インスタンスがリスナーに登録されるまでの間に発生した場合など、一時的な状況と考えられます。


	
処置:
- 少し待って、もう一度接続してください。

- lsnrctl services <listener name>を実行して、リスナーで現在認識されているインスタンスを確認してください。

- 接続記述子のSIDパラメータで、リスナーに認識されるインスタンスが指定されていることを確認してください。

- listener.logファイルにイベントがあるか確認してください。











	 ORA-12508: TNS: リスナーは付与されたCOMMANDを解決できませんでした。 
	
原因: Oracle NetまたはNet8のバージョンに互換性がないことが原因です。エラー・マニュアルに含めないでください。


	
処置: これは、Oracle Netの通常の使用時には表示されません。









	 ORA-12509: TNS: リスナーはサービス・ハンドラへのクライアントのリダイレクトに失敗しました。 
	
原因: ディスパッチャが終了しました。


	
処置: 再接続してください。同じエラーが発生する場合は、DBAに連絡して、このSIDのディスパッチャの状態を確認してください。エラーが繰り返される場合は、リスナー内のトレースをオンにして、リダイレクトによるTNSエラーかどうかを確認してください。









	 ORA-12510: TNS: データベースに要求を処理するリソースが一時的に不足しています 
	
原因: ディスパッチャが他の要求の処理でビジーです。


	
処置: 再接続してください。エラーが繰り返される場合は、ディスパッチャ数および(または)ディスパッチャの接続数またはセッション数の上限を上げるように、DBAに依頼してください。









	 ORA-12511: TNS: サービス・ハンドラが見つかりましたが、接続を受け入れられません。 
	
原因: ディスパッチャが、現在、新しい接続要求を受け入れられないことをリスナーに通知しました。


	
処置: 再接続してください。エラーが繰り返される場合は、ディスパッチャの状態の確認またはディスパッチャ数の増加、あるいはその両方をDBAに依頼してください。









	 ORA-12513: TNS: サービス・ハンドラは見つかりましたが、別のプロトコル用に登録されています。 
	
原因: このサービスに登録されているディスパッチャは、クライアントのものとは異なるネットワーク・プロトコルを使用して、リスナーに接続されています。


	
処置: DBAに連絡して、使用するプロトコルのディスパッチャを登録してください。









	 ORA-12514: TNS: リスナーは接続記述子で要求されたサービスを現在認識していません 
	
原因: リスナーが、データベースまたは他のサービスとの接続を確立するための要求を受信した。リスナーが受信した接続記述子には、リスナーに動的に登録されていないか、リスナーに対して静的に構成されていないサービス(通常はデータベース・サービス)の名前が指定されていました。これはリスナーが起動した後、データベース・インスタンスがリスナーに登録されるまでの間に発生した場合など、一時的な状況と考えられます。


	
処置:
- 少し待って、もう一度接続してください。

- lsnrctl services <listener name>を実行して、リスナーで現在認識されているサービスを確認してください。

- 使用するネット・サービス名の接続記述子のSERVICE_NAMEパラメータで、リスナーに認識されるサービスが指定されていることを確認してください。

- 簡易接続ネーミングの接続識別子を使用した場合は、指定したサービス名がリスナーに認識されるサービスであることを確認してください。

- listener.logファイルにイベントがあるか確認してください。











	 ORA-12515: TNS: リスナーはこのプレゼンテーションに対するハンドラを検索できませんでした。 
	
原因: リスナーが認識するサービス・ハンドラは、接続するクライアントが必要とするプレゼンテーション・プロトコルをサポートするものとして登録されていません。


	
処置: 接続先サービスがプレゼンテーション・プロトコルを受け入れるように構成されていることを確認してください。









	 ORA-12516: TNS: リスナーは、一致するプロトコル・スタックが使用可能なハンドラを検出できませんでした。 
	
原因: SERVICE_NAMEの既知および使用可能なサービス・ハンドラが、クライアントのプロトコル・スタック(トランスポート、セッションおよびプレゼンテーション・プロトコル)をサポートしていません。


	
処置: SERVICE_NAMEのサービス・ハンドラ(ディスパッチャなど)が、リスナーに登録されているか、接続を許可されているか、および要求されたプロトコルをサポートするために適切に構成されているかどうかを確認してください。









	 ORA-12518: TNS: リスナーはクライアント接続をハンドオフできませんでした 
	
原因: クライアント接続を別のプロセスにハンドオフするプロセスが失敗しました。


	
処置: トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。リスナーおよびデータベース・インスタンスが、ダイレクト・ハンドオフに対して正しく構成されていることを確認してください。問題が解決されない場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-12519: TNS: 適切なサービス・ハンドラが見つかりません。 
	
原因: リスナーが、クライアント接続に適した使用可能なサービス・ハンドラを見つけられませんでした。


	
処置: lsnrctl servicesを実行し、インスタンスがリスナーに登録され、接続を受け入れていることを確認してください。









	 ORA-12520: TNS: リスナーは、要求したサーバー・タイプに使用可能なハンドラを検出できませんでした。 
	
原因: 要求したサーバー(専用または共有)・タイプの既知および使用可能なアクセス・ハンドラが、クライアント接続に不適切でした。


	
処置: lsnrctl servicesを実行し、インスタンスがリスナーに登録され、適切なハンドラが接続を受け入れていることを確認してください。









	 ORA-12521: TNS: リスナーは接続記述子で要求されたインスタンスを現在認識していません 
	
原因: リスナーが、データベースまたは他のサービスとの接続を確立するための要求を受信した。リスナーが受信した接続記述子には、サービス名に加えて、リスナーに動的に登録されていないか、リスナーに対して静的に構成されていないインスタンス(通常はデータベース・インスタンス)のインスタンス名が指定されていました。これはリスナーが起動した後、データベース・インスタンスがリスナーに登録されるまでの間に発生した場合など、一時的な状況と考えられます。


	
処置:
- 少し待って、もう一度接続してください。

- lsnrctl services <listener name>を実行して、リスナーで現在認識されているインスタンスを確認してください。

- 接続記述子のINSTANCE_NAMEパラメータで、リスナーに認識されるインスタンス名が指定されていることを確認してください。

- listener.logファイルにイベントがあるか確認してください。











	 ORA-12522: TNS: リスナーは指定されたINSTANCE_ROLEを持つ使用可能なインスタンスを検出できませんでした 
	
原因: リスナーに登録されたデータベース・インスタンスが、使用可能および適切ではありません。データベース・インスタンスは、接続記述子で指定されたSERVICE_NAMEによって識別されるサービスの一部であり、指定されたINSTANCE_ROLE(および指定されている場合はINSTANCE_NAME)を持つ必要があります。


	
処置: 指定したINSTANCE_ROLEが正しいかどうかを確認してください。lsnrctl servicesを実行し、インスタンスがリスナーに登録され、適切なハンドラが接続の受入れが可能であることを確認してください。









	 ORA-12523: TNS: リスナーはクライアント接続に適したインスタンスを検出できませんでした 
	
原因: リスナーが、クライアント接続に適した使用可能な(データベース・)インスタンスを見つけられませんでした。


	
処置: lsnrctl servicesを実行し、インスタンスがリスナーに登録され、READYであることを確認してください。









	 ORA-12524: TNS: リスナーは接続記述子に指定されたHANDLER_NAMEを解決できませんでした 
	
原因: CONNECT_DATAのHANDLER_NAMEが、指定したSERVICE_NAMEおよびINSTANCE_NAMEのリスナーの表に見つかりませんでした。


	
処置: 指定したHANDLER_NAMEが正しいかどうかを確認してください。









	 ORA-12525: TNS: リスナーは、クライアントのリクエストを許容時間内に受信しませんでした 
	
原因: クライアントが必要な接続情報を許容時間内に提供できなかったため、リスナーはクライアントを切断しました。ネットワークまたはシステムの遅延が原因の可能性があります。または、悪質なクライアントがリスナーでDoS攻撃しようとしていることを示しています。


	
処置: ネットワークまたはシステムの遅延が原因でエラーが発生した場合は、INBOUND_CONNECT_TIMEOUTを再構成して値を大きくしてください。不当なクライアントが原因と考えられる場合は、listener.logのアドレスを使用してソースを特定し、アクセスを制限します。トレースをオンにして詳細を調べてください。









	 ORA-12526: TNS:リスナー: 該当するインスタンスはすべて限定モードになっています 
	
原因: クライアントからリクエストされたサービスをサポートしているデータベース・インスタンスが、制限モードです。リスナーは、制限モードのインスタンスへの接続を許可しません。これは一時的な状況である可能性があります。たとえば、データベース管理の実行中などです。


	
処置: 再接続してください。エラーが繰り返される場合は、データベース管理者に連絡し、必要に応じてインスタンスのモードを変更してください。









	 ORA-12527: TNS:リスナー: インスタンスはすべて限定モードになっているか、新規接続をブロックしています 
	
原因: クライアントがリクエストしたサービスをサポートしている該当データベース・インスタンスすべてから、データベース・インスタンスが制限モードであるか、新規接続をブロックしていることが通知されました。リスナーは、この種のインスタンスへの接続を許可しません。これは一時的な状況である可能性があります。たとえば、インスタンスの起動時などです。


	
処置: 再接続してください。エラーが繰り返される場合は、データベース管理者に連絡し、インスタンスのステータスを確認してください。









	 ORA-12528: TNS:リスナー: 該当するインスタンスはすべて、新規接続をブロックしています 
	
原因: クライアントが要求したサービスをサポートしている全インスタンスから、新規接続をブロックしていることが通知されました。これは一時的な状況である可能性があります。たとえば、インスタンスの起動時などです。


	
処置: 再接続してください。エラーが繰り返される場合は、管理者に連絡し、インスタンスのステータスを確認してください。









	 ORA-12529: TNS: 現在のフィルタ・ルールに基づいて接続要求が拒否されました 
	
原因: Connection Managerとリスナーの構成に使用されたフィルタ・ルールでは、接続要求を拒否するように指定されています。


	
処置: この接続要求を許可する必要がある場合は、管理者に連絡してフィルタ・ルールを変更してください。









	 ORA-12531: TNS: メモリーを割当てできません 
	
原因: 要求されたアクティビティを稼働する十分なメモリーを割当てできませんでした。


	
処置: TNS用のリソースを解放するか、マシン上にメモリーを追加してください。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。









	 ORA-12532: TNS: 引数が無効です。 
	
原因: 内部機能が無効パラメータを受信しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12533: TNS: ADDRESSパラメータが無効です 
	
原因: 無効なプロトコル・アダプタ・パラメータが指定されました。このエラーは、プロトコルのトランスポートと接続できない場合に戻されます。


	
処置: 指定されたプロトコルを使用して、接続先に接続できるかどうかを確認してください。TNSNAMES.ORAのADDRESSセクション内のパラメータを確認してください。有効なADDRESSパラメータの形式は、ご使用のプラットフォームのオペレーティング・システムに固有のOracleマニュアルを参照してください。トランスポート・レイヤー(DECnetオブジェクト名など)で名前を解決するプロトコルが適切に構成されていなかったり、名前の綴りが誤っている場合、このエラーが発生しやすくなります。









	 ORA-12534: TNS: サポートされない操作です。 
	
原因: 内部機能が、(このマシン上で)サポートされていない操作の実行要求を受信しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12535: TNS: 操作はタイムアウトしました。 
	
原因: 要求された操作は、タイムアウト期限内に完了できませんでした。


	
処置: 続いて表示されるエラー・メッセージを確認して、可能な処置を調べてください。続いてエラー・メッセージが明示的に表示されない場合は、SQLNET.LOGを調べてください。トレースをオンにして詳細を調べてください。









	 ORA-12536: TNS: この操作を行うと現行のプロセスがブロックされます。 
	
原因: 非ブロックでの操作が指定されている現行のプロセスをブロックしようとしたため、内部操作は開始されませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 ORA-12537: TNS: 接続がクローズされました。 
	
原因: ファイル終わり条件に達したため、パートナが切断されました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 ORA-12538: TNS: そのようなプロトコル・アダプタはありません。 
	
原因: 要求されたプロトコル・アダプタ((PROTOCOL=..)のTNSアドレス内のキーワード値の組合せ)が見つかりません。指定されたアドレスの表記が正しい場合、プロトコル・アダプタはインストールされていません。


	
処置: プロトコル・アダプタをインストールするか、表記上のエラーを修正してください。注意: 指定されたアドレスが、サービス名を解決した結果から導出された場合、該当するファイル(TNSNAMES.ORA、LISTENER.ORAまたはSQLNET.ORA)内のアドレスを確認してください。









	 ORA-12539: TNS: バッファがオーバーフローまたはアンダーフローしました 
	
原因: 受信データのバッファが小さすぎるか、送信データのバッファが大きすぎます。


	
処置: 通常、この制限(CONNECT DATAに対応付けられる)は、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行し、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12540: TNS: 内部制限を超えました 
	
原因: 同時にオープンするTNS接続が多すぎます。


	
処置: 接続のクローズを待って、再試行してください。









	 ORA-12541: TNS: リスナーがありません。 
	
原因: リスナーが実行されていないため、接続要求が完了できませんでした。


	
処置: 指定された接続先アドレスが、リスナーが使用するアドレスの1つと一致しているかどうかを確認してください。TNSNAMES.ORAエントリと該当するLISTENER.ORAファイル(接続がConnection Managerを介している場合は、TNSNAV.ORA)を比較してください。リモート・マシン上のリスナーを開始してください。









	 ORA-12542: TNS: アドレスがすでに使用中です。 
	
原因: 指定されたリスナー・アドレスがすでに使用されています。


	
処置: 一意のアドレスでリスナーを開始してください。









	 ORA-12543: TNS: 接続先ホストに接続できません。 
	
原因: 接続先ホストに到達できません。


	
処置: ネットワーク・ドライバが機能し、ネットワークが稼働しているかどうかを確認してください。









	 ORA-12544: TNS: コンテキストの待機/テスト関数が異なります。 
	
原因: 2つのプロトコル・アダプタに、矛盾する待機/テスト関数があります。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12545: ターゲット・ホストまたはオブジェクトが存在しないため、接続に失敗しました 
	
原因: 指定されたアドレスが有効でないか、接続先のプログラムがありません。


	
処置: ADDRESSパラメータが正しく入力されていることを確認してください。ノード名のパラメータが正しくない可能性があります。サーバーの実行可能プログラムが存在しているかどうかを確認してください(「oracle」が欠落している可能性があります)。プロトコルがTCP/IPである場合は、TNSNAMES.ORAファイルを編集して、ホスト名をIPアドレスに変更し、再試行してください。









	 ORA-12546: TNS: アクセス権が拒否されました 
	
原因: 権限が不足しているため、ユーザーが要求した操作を実行できません。


	
処置: 必要な権限を取得して、再試行してください。









	 ORA-12547: TNS: 接続を失いました。 
	
原因: プロセスの起動中に、パートナが消失しました。


	
処置: 異常終了したパートナ・アプリケーションを調べてください。Interchangeの場合、マシンの負荷が高くなるとこのエラーが発生する可能性があります。









	 ORA-12548: TNS: 読取りまたは書込みが不完全です。 
	
原因: データの受信または送信に失敗しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12549: TNS: オペレーティング・システム・リソース割当て制限を超えました 
	
原因: 現行のユーザーが、オペレーティング・システム内に割り当てられたリソースを超えました。


	
処置: より多くのオペレーティング・システムのリソースを取得するか、異なる機能を実行してください。









	 ORA-12550: TNS: 構文エラーが発生しました 
	
原因: 指定された接続記述子に不正な構文があります。


	
処置: TNSNAMES.ORAの接続記述子の構文を調べてください。









	 ORA-12551: TNS: キーワードがありません。 
	
原因: 指定された接続記述子に1つ以上のTNSキーワードがありません。


	
処置: 構文を確認して、すべての必須キーワードが指定されているかどうかを確認してください。









	 ORA-12552: TNS: 操作が中断されました。 
	
原因: 内部操作が中断され、操作を完了できませんでした。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12554: TNS: 現行の操作はまだ進行中です。 
	
原因: 内部操作がまだ進行中です。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12555: TNS: アクセス権が拒否されました 
	
原因: 権限が不足しているため、ユーザーが要求した操作を実行できません。


	
処置: 必要な権限を取得して、再試行してください。









	 ORA-12556: TNS: 送信者がいません 
	
原因: TNSが受信接続要求を検出しましたが、コール元がいませんでした。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12557: TNS: プロトコル・アダプタをロードできません 
	
原因: プラットフォーム(OS/2など)によっては、プロトコル・アダプタが実行時にロードされます。プロトコル・アダプタの共有ライブラリ(またはDLL)が欠落しているか、サポートしているライブラリが欠落している場合に、このエラーが戻されます。


	
処置: 詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。トレース・ファイルには、ロードできなかった共有ライブラリ(またはDLL)の名前が記述されています。









	 ORA-12558: TNS: プロトコル・アダプタがロードされていません 
	
原因: プラットフォーム(OS/2など)によっては、プロトコル・アダプタが実行時にロードされます。プロトコル・アダプタの共有ライブラリ(またはDLL)がロードされていない場合に、このエラーが戻されます。


	
処置: 詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。トレース・ファイルには、ロードされていない共有ライブラリ(またはDLL)の名前が記述されています。









	 ORA-12560: TNS: プロトコル・アダプタ・エラーが発生しました 
	
原因: 一般的なプロトコル・アダプタ・エラーが発生しました。


	
処置: 使用しているアドレスを調べて、正しいプロトコルが指定されているかどうかを確認してください。このエラーを報告する前に、エラー・スタックを調べて下位レベルの通信エラーを確認してください。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。操作が完了したら、トレースをオフにしてください。









	 ORA-12561: TNS: 不明なエラーが発生しました 
	
原因: 一般的なプロトコル・エラーが発生しました。


	
処置: 詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。









	 ORA-12562: TNS: グローバル・ハンドルが無効です。 
	
原因: 内部エラーです。コール元からTNSに無効な'gbh'引数が渡されました。システムが古いライブラリにリンクされている可能性があります。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12564: TNS: 接続が拒否されました。 
	
原因: リモート・ユーザー(またはTNSソフトウェア)によって接続要求が拒否されました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。









	 ORA-12566: TNS: プロトコル・エラーが発生しました 
	
原因: 予期しないTNSプロトコル・エラーが発生しました。


	
処置: 詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12569: TNS: パケット・チェックサムに失敗しました。 
	
原因: 受信したデータが送信したデータと異なります。


	
処置: トランザクションを再実行してください。エラーが繰り返される場合は、トレースをオンにして失敗した操作を再実行してください。









	 ORA-12570: TNS: パケット・リーダーに障害が発生しました。 
	
原因: データ受信中にエラーが発生しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12571: TNS: パケット・ライターに障害が発生しました 
	
原因: データ送信中にエラーが発生しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12574: TNS: リダイレクションが拒否されました。 
	
原因: リダイレクションが必要なときに、コール元がリダイレクションを要求しなかったため、接続要求が失敗しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12575: TNS: dhctxがビジーです 
	
原因: 現在進行中のハンドオフのためにdhctxがすでにビジーであるため、dhctx経由のハンドオフに失敗しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12576: TNS: このセッションではハンドオフがサポートされていません 
	
原因: 確立されたセッションのハンドオフが試行されましたが、トランスポートがTCPであったか、またはこのセッションに対してNAオプションが有効にされていました。


	
処置: 転送設定とNAオプションを確認してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12578: TNS: ウォレットのオープンに失敗しました 
	
原因: 指定されたウォレットのオープン中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。









	 ORA-12582: TNS: 無効な操作です。 
	
原因: 内部機能が無効な要求を受信しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12583: TNS: リーダーがありません。 
	
原因: 送信操作が要求されましたが、パートナがすでに切断されています。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12585: TNS: データが切捨てられました。 
	
原因: ユーザーの要求を満たすにはデータが不足しているため、受信操作が完了しませんでした。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12589: TNS: 接続は継承可能ではありません。 
	
原因: プロトコル・プロバイダがサポートしないため、あるプロセスから他のプロセスへ接続を継承できませんでした。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12590: TNS: I/Oバッファがありません。 
	
原因: 使用可能なバッファがないため、I/O操作の実行に失敗しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12591: TNS: イベント信号障害が発生しました 
	
原因: TNSソフトウェアは、イベント発生のシグナルを発することができません。


	
処置: 詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12592: TNS: パケットが不正です。 
	
原因: 不正なフォームのパケットがTNSソフトウェアによって発見されました。


	
処置: 詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12593: TNS: 登録済接続がありません。 
	
原因: イベント通知の接続が登録されていないため、ネットワーク・イベント・アクティビティが要求できませんでした。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12595: TNS: 確認を得られません 
	
原因: TNSがリモート・パートナから要求された確認を得られません。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12596: TNS: 内部に矛盾があります。 
	
原因: TNSが内部の矛盾を検出しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行し、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12597: TNS: 接続記述子がすでに使用中です。 
	
原因: 内部エラーです。接続記述子の使用が無効です。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12598: TNS: バナー登録に失敗しました。 
	
原因: Oracleデータベースでの製品バナーの登録に失敗しました。


	
処置: 通常、これは外部に表示されないエラーです。トレースを使用可能にし、エラーを再現してください。再びエラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12599: TNS: 暗号チェックサムの不一致が発生しました 
	
原因: 受信したデータが送信したデータと異なります。


	
処置: トランザクションを再実行してください。エラーが繰り返される場合は、物理的な接続の整合性を確認し、修正してください。









	 ORA-12600: TNS: 文字列のオープンに失敗しました。 
	
原因: ORACLE NLS書式内の文字列の作成に失敗しました。


	
処置: これは内部エラーです。トレースを使用可能にし、エラーを再現してください。再びエラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12601: TNS: 情報フラグのチェックに失敗しました。 
	
原因: 接続のネゴシエーションの前のプロセスで設定されるTNS情報フラグが、ネゴシエーション完了後も存在しません。


	
処置: これは内部エラーです。トレースを使用可能にし、エラーを再現してください。再びエラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12602: TNS: 接続プーリングの上限に達しました 
	
原因: 現在のアクティブな接続が最大数に達したため、操作に失敗しました。接続プーリング機能が使用可能な場合、実エラーではない可能性があります。アプリケーションが後で操作を再発行すると、接続プール・スロットを取得して処理を続行できます。


	
処置: これは内部エラーです。トレースを使用可能にし、エラーを再現してください。再びエラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12606: TNS: アプリケーション・タイムアウトが発生しました。 
	
原因: ネットワーク・セッションが、許容時間内にアプリケーション定義ステージに到達しませんでした。


	
処置: 通常、これは、高いレベルには表示されないエラーです。より高いレベルのエラーの説明の詳細に記述されているアプリケーション固有の処理を行ってください。









	 ORA-12607: TNS: 接続タイムアウトが発生しました 
	
原因: ネットワーク・セッションが、許容時間内に事前定義済の接続ステージに到達しませんでした。


	
処置: 通常、これは、高いレベルには表示されないエラーです。より高いレベルのエラーの説明の詳細に記述されているアプリケーション固有の処理を行ってください。









	 ORA-12608: TNS: 送信タイムアウトが発生しました 
	
原因: 送信操作または書込み操作が許容時間内に完了しませんでした。


	
処置: ピア・ホストが使用可能かどうかを確認してください。必要な場合は、送信タイムアウト値を大きくしてください。









	 ORA-12609: TNS: 受信タイムアウトが発生しました 
	
原因: 受信操作または読取り操作が許容時間内に完了しませんでした。


	
処置: ピア・ホストが使用可能かどうかを確認してください。必要な場合は、受信タイムアウト値を大きくしてください。









	 ORA-12611: TNS: 操作は移植不能です。 
	
原因: 実行した操作に移植性がありません。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12612: TNS: 接続はビジーです。 
	
原因: 実行中のアクションまたは接続状態と競合するため、試行した操作は失敗しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12615: TNS: 優先使用エラーが発生しました 
	
原因: イベントの通知が転送されていないため、イベントを処理する要求が失敗しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12616: TNS: イベント信号がありません。 
	
原因: 指定されたデータ型が不明であるため、処理に失敗しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12618: TNS: バージョンに互換性がありません。 
	
原因: 2つのマシンが、互換性のないTNSのバージョンで実行されています。


	
処置: バージョン番号を確認して、バージョンの低い方のマシンをアップグレードしてください。









	 ORA-12619: TNS: 要求されたサービスに権限付与できません。 
	
原因: 要求されたサービスが、ローカルTNSソフトウェアから提供されなかったため、接続要求が失敗しました。


	
処置: 必要に応じて、サービス要件を少なくして再実行してください。









	 ORA-12620: TNS: 要求された特性は使用できません 
	
原因: 要求されたトランスポート特性が、リモートTNSソフトウェアによってサポートされなかったため、接続要求が失敗しました。


	
処置: 必要に応じて、要件を少なくして再実行してください。









	 ORA-12622: TNS: イベント通知の型が矛盾しています 
	
原因: イベント通知の型が既存の登録と矛盾するため、イベント通知の接続が登録されませんでした。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行し、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12623: TNS: この状態での操作は無効です 
	
原因: 接続は半二重方式です。全二重方式の接続操作が行われました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12624: TNS: 接続はすでに登録済です。 
	
原因: すでに登録されているため、イベント通知の接続が登録されませんでした。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行し、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12625: TNS: 引数が欠落しています。 
	
原因: 引数が欠落しているため、操作に失敗しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行し、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12626: TNS: イベント型が不正です。 
	
原因: イベントの型が不正なため、イベント通知の接続が登録できませんでした。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行し、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12628: TNS: イベントのコールバックがありません。 
	
原因: 非同期コールバックが使用不可のため、イベント通知の接続が登録できませんでした。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行し、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12629: TNS: イベント・テストがありません。 
	
原因: イベントをテストする機能が使用不可のため、イベント通知の接続が登録できませんでした。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行し、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12630: 固有サービス操作がサポートされていません。 
	
原因: ユーザーによって要求された操作は、ネイティブ・サービス・コンポーネントにサポートされていません。


	
処置: 操作がサポートされている場合は、内部エラーの可能性があります。









	 ORA-12631: ユーザー名の検索に失敗しました。 
	
原因: 認証サービスが、ユーザー名の取得に失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、どのルーチンが失敗しているかを確認してください。









	 ORA-12632: ロール・フェッチに失敗しました。 
	
原因: 認証サービスが、ユーザー・ロールの1つの取得に失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、どのルーチンが失敗しているかを確認してください。









	 ORA-12633: 共有認証サービスがありません 
	
原因: ユーザーの指定した認証サービス・リストは、プロセスによってサポートされているものと一致しません。


	
処置: 他のリストを指定するか、要求されたサービスと実行可能ファイルを再リンクしてください。









	 ORA-12634: メモリーの割当てに失敗しました。 
	
原因: プロセスがメモリーを割当てできませんでした。


	
処置: 他のプロセスを終了し、必要なメモリーを再要求してください。









	 ORA-12635: 使用可能な認証アダプタがありません。 
	
原因: 実行可能ファイルが認証サービス・アダプタにリンクされていませんが、認証が必要かどうかを指定するsqlnet.oraパラメータにTRUEが設定されています。


	
処置: パラメータを無効にするか、サービス・アダプタと実行可能ファイルを再リンクしてください。









	 ORA-12636: パケット送信に失敗しました。 
	
原因: プロセスが、他のプロセスにパケットを送信できませんでした。考えられる原因は次のとおりです。
1. 送信先のプロセスが終了している。

2. 送信先のプロセスが実行中のマシンが停止した。

3. その他の通信エラーが発生した。




	
処置: 原因が不明な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12637: パケット受信に失敗しました。 
	
原因: プロセスが、他のプロセスからパケットを受信できませんでした。考えられる原因は次のとおりです。
1. 送信先のプロセスが終了している。

2. 送信先のプロセスが実行中のマシンが停止した。

3. その他の通信エラーが発生した。




	
処置: 原因が不明な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12638: 資格証明の取出しに失敗しました。 
	
原因: 認証サービスが、ユーザーの資格証明の取得に失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、エラーの原因を調べてください。









	 ORA-12639: 認証サービスのネゴシエーションに失敗しました 
	
原因: クライアントがサポートしている認証サービスのタイプとサーバーが使用している認証サービスのタイプが一致していません。


	
処置: 考えられる解決方法は、次のとおりです。
1. 使用するサービスを指定するsqlnet.oraのエントリを変更します。

2. サーバーがサポートする認証サービス・アダプタの1つでクライアントに再リンクする。

3. クライアントがサポートする認証サービス・アダプタの1つでサーバーに再リンクする。

4. クライアントおよびサーバーの両方の認証を無効にする。











	 ORA-12640: 認証アダプタの初期化に失敗しました。 
	
原因: サービスの認証表エントリに指定された機能が失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、エラーの原因を調べてください。









	 ORA-12641: 認証サービスが初期化に失敗しました。 
	
原因: 初期化中に、認証サービスが失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、エラーの原因を調べてください。









	 ORA-12642: セッション鍵がありません。 
	
原因: 使用されている認証サービスがセッション鍵を使用していないため、プロセスに対応するセッション鍵がありません。


	
処置: セッション鍵が必要な場合は、他の認証サービスを使用してください。









	 ORA-12643: クライアントがサーバーから内部エラーを受信しました。 
	
原因: クライアント・プロセスが、Oracle Netネイティブ・サービスの内部エラーが発生したことを示すエラーをサーバーから受信しました。


	
処置: 両方のプロセスのトレースをオンにして、問題を再現してください。問題が再現した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12645: パラメータが存在しません。 
	
原因: 値が必要なsqlnet.oraパラメータがありません。


	
処置: パラメータ・ファイルのパラメータを設定してください。









	 ORA-12646: ブール・パラメータに無効な値が指定されました。 
	
原因: パラメータに、TRUE/FALSEまたはON/OFF以外の値が設定されました。


	
処置: パラメータの値を修正してください。









	 ORA-12647: 認証が必要です。 
	
原因: 認証が必要かどうかを制御するパラメータにTRUEが設定されましたが、実行可能ファイルにリンクしている認証サービスがありません。


	
処置: 認証サービス・アダプタと実行可能ファイルを再リンクするか、パラメータを無効にしてください。









	 ORA-12648: 暗号化またはデータ整合性アルゴリズム・リストが空です。 
	
原因: Oracle Advanced Securityのlist-of-algorithmsパラメータが空(()など)でした。


	
処置: リストを変更して、インストールされたアルゴリズムから1つ以上を指定してください。インストールされたすべてのアルゴリズムが該当する場合は、リスト全体を削除してください。









	 ORA-12649: 不明な暗号化またはデータ整合性アルゴリズムです 
	
原因: Oracle Advanced Securityのlist-of-algorithmsパラメータに承認されていないアルゴリズム名が含まれています。


	
処置: アルゴリズム名を削除するか、綴りの誤りを修正するか、または欠落しているアルゴリズムのドライバをインストールしてください。









	 ORA-12650: 共通の暗号化またはデータ整合性アルゴリズムがありません。 
	
原因: クライアントとサーバーに、共通の暗号化またはデータ整合性(あるいはその両方)のアルゴリズムがありません。


	
処置: オーバーラップするアルゴリズムのセットを選択してください。サーバー・リストにクライアントのアルゴリズムを選択して追加するか、その逆を行ってください。









	 ORA-12651: 暗号化またはデータ整合性アルゴリズムをアクセプトできません 
	
原因: サーバーが暗号化またはデータの整合性に使用するために選択したアルゴリズムは、クライアントに認められる選択ではありません。これは、内部エラー、ネットワーク・データの送信エラー、または送信データが誤って書き換えられたことによるものです。


	
処置: 詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行し、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12652: 文字列が切り捨てられました。 
	
原因: 文字列に十分なメモリーが割り当てられていないため、切り捨てられます。


	
処置: 文字列を切り捨てても問題のない場合は、エラーにはなりません。そうでない場合は、より大きなバッファでエラーを通知したルーチンを再コールしてください。









	 ORA-12653: 認証制御機能に障害が発生しました。 
	
原因: 認証サービス・ドライバによって利用される制御機能が失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、エラーの原因を調べてください。









	 ORA-12654: 認証変換に失敗しました。 
	
原因: 認証サービスが、ユーザーの資格証明を特定の書式からORACLE形式に変換できませんでした。


	
処置: トレースを使用可能にして、エラーの原因を調べてください。









	 ORA-12655: パスワード・チェックに失敗しました。 
	
原因: 使用中の認証サービスが、指定されたパスワードを検証できません。


	
処置: トレースを使用可能にして、エラーの原因を調べてください。









	 ORA-12656: 暗号チェックサムが不適当です。 
	
原因: 受入れデータのパケットで受信した暗号のチェックサムが、受信の終わりで計算したチェックサムと一致しませんでした。パケットが書き換えられたか、または通信中に破損した可能性があります。


	
処置: データが破損したソースを調べてください。誤って書き換えられている可能性があります。









	 ORA-12657: アルゴリズムがインストールされていません。 
	
原因: サービスのアルゴリズムがインストールされていないにもかかわらず、接続でそのサービス(暗号またはチェックサムのどちらか)の使用が要求されました。


	
処置: そのサービスのON要件を削除してください。









	 ORA-12658: ANOサービスが必要ですが、TNSバージョンには互換性がありません。 
	
原因: 前のバージョンのTNSを実行しているクライアント・プロセスが接続しようとしましたが、サーバー・プロセスでANOサービス(認証、暗号化など)が必要だったため、接続に失敗しました。


	
処置: コールする実行可能ファイルを再リンクして接続を再試行するか、サーバー側で使用されるサービス要件を削除してください。









	 ORA-12659: 他のプロセスからエラーを受信しました。 
	
原因: 接続の反対側のプロセスのサービスから1つ以上のエラーを受け取りました。


	
処置: トレースを使用可能にし、エラーの原因を調べてください。サーバーが生成するエラーはクライアント側では意味がなく、またクライアントが生成するエラーはサーバー側では意味がないため、エラーは直接戻されません。









	 ORA-12660: 暗号化または暗号チェックサム・パラメータに互換性がありません。 
	
原因: 接続の一方が、暗号化または暗号チェックサムに「REQUIRED」を指定していますが、もう一方は、「REJECTED」を指定しています。


	
処置: 暗号化または暗号チェックサムが必須でない場合は、「REQUIRED」側を「REQUESTED」に変更してください。そうでない場合は、「REJECTED」側を「ACCEPTED」に変更してください。









	 ORA-12661: 使用されているプロトコル認証。 
	
原因: Oracle Advanced Security認証サービスが、使用中のOracle Net通信プロトコルをユーザーのID認証に使用可能と判断しました。


	
処置: このエラーは、認証サービスとOracle Netセッション・レイヤーの間で情報を通信するためにのみ使用され、通常は表示されません。このエラー・メッセージが表示された場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-12662: プロキシ・チケットの検索に失敗しました。 
	
原因: Oracle Netに使用される認証アダプタが、データベース・リンクの認証に必要な資格証明の取得に失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、エラーの原因を調べてください。









	 ORA-12663: クライアントに必要なサービスがサーバーで使用不可能です 
	
原因: サーバー・プロセスで必要なサービスが、クライアント・プロセスで使用できませんでした。


	
処置: クライアントで必要なサービスを使用できるようにサーバーを構成してください(この方法をお薦めします)。または、クライアントの構成ファイルから要件を削除してください(これは、安全性が最も低い方法です)。









	 ORA-12664: サーバーで必要なサービスがクライアントで使用不可能です 
	
原因: クライアント・プロセスで必要なサービスが、サーバー・プロセスで使用できませんでした。


	
処置: サーバーで必要なサービスを使用できるようにクライアントを構成してください(この方法をお薦めします)。または、サーバーの構成ファイルから要件を削除してください(これは、安全性が最も低い方法です)。









	 ORA-12665: NLS文字列のオープンに失敗しました。 
	
原因: ネイティブ・サービスが、各国語対応コンポーネントで使用できる文字列を作成できません。


	
処置: 各国語対応コンポーネントが適切かどうかを確認してください。適切な場合は、トレースを使用可能にして、カスタマ・サポートに問題を連絡してください。









	 ORA-12666: 専用サーバー: アウトバウンドとインバウンドで、トランスポートのプロトコル異なっています。 
	
原因: 専用サーバー(データベース・リンク)から外部的に同一視されるアウトバウンド接続に、インバウンド接続と異なるプロトコルが指定されています。Oracle Netは、専用サーバーとの接続で使用するプロトコルと異なるプロトコルを使用するプロキシ接続を認証できません。


	
処置: インバウンド接続に使用するプロトコルと同じプロトコルを、アウトバウンド接続のOracle Net接続記述子に指定してください。









	 ORA-12667: 共有サーバー: アウトバウンドとインバウンドで、トランスポートのプロトコル異なっています。 
	
原因: 共有サーバー(データベース・リンク)から外部的に同一視されるアウトバウンド接続に、インバウンド接続と異なるプロトコルが指定されています。Oracle Netは、共有サーバーとの接続で使用するプロトコルと異なるプロトコルを使用するプロキシ接続を認証できません。


	
処置: インバウンド接続に使用するプロトコルと同じプロトコルを、アウトバウンド接続のOracle Net接続記述子に指定してください。









	 ORA-12668: 専用サーバー: アウトバウンド・プロトコルがプロキシ接続をサポートしていません。 
	
原因: 専用サーバー(データベース・リンク)から外部的に同一視されるプロキシ接続の実行に、プロキシ接続をサポートしないプロトコルが指定されました。


	
処置: Oracle Net接続記述子に、外部認証プロキシ接続をサポートする接続に使用するプロトコルを指定してください。注意: Oracle Netの制限のため、プロキシ接続では、クライアントからサーバーへの接続に使用するプロトコルと同じプロトコルを使用する必要があります。









	 ORA-12669: 共有サーバー: アウトバウンド・プロトコルがプロキシ接続をサポートしていません。 
	
原因: 共有サーバー(データベース・リンク)から外部的に同一視されるプロキシ接続の実行に、プロキシ接続をサポートしないプロトコルが指定されました。


	
処置: Oracle Net接続記述子に、外部認証プロキシ接続をサポートする接続に使用するプロトコルを指定してください。注意: Oracle Netの制限のため、プロキシ接続では、クライアントからサーバーへの接続に使用するプロトコルと同じプロトコルを使用する必要があります。









	 ORA-12670: ロール・パスワードが正しくありません。 
	
原因: ロールに指定されたパスワードは、認証サービスによって、有効と認められませんでした。


	
処置: 正しいパスワードを指定してください。









	 ORA-12671: 共有サーバー: アダプタがコンテキストの保存に失敗しました。 
	
原因: 共有サーバーを使用してプロキシ接続(データベース・リンク)に必要なデータを保存するときに、認証サービスのアダプタが失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、エラーの原因を調べてください。原因が不明な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12672: データベースのログオンに失敗しました。 
	
原因: 使用中の認証サービス・アダプタが、ユーザーのログオンを検証しているときにエラーを検出しました。


	
処置: トレースを使用可能にし、アダプタが検出したエラーの原因を調べてください。









	 ORA-12673: 専用サーバー: コンテキストが保存されていません。 
	
原因: 専用サーバーからプロキシ接続(データベース・リンク)としてマークされましたが、インバウンド・コンテキストが存在しません。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12674: 共有サーバー: プロキシ・コンテキストが保存されていません。 
	
原因: 共有サーバーからプロキシ接続(データベース・リンク)としてマークされましたが、インバウンド・コンテキストが存在しません。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12675: 外部ユーザー名はまだ使用できません 
	
原因: 使用中の認証サービスがOracleサーバーのユーザーの外部名を戻しませんでした。これは、まだ外部ユーザー名がサービスに使用できないためです。


	
処置: これは単なる情報メッセージであり、通常、ユーザーには表示されません。このエラーが表示される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12676: サーバーはクライアントから内部エラーを受信しました。 
	
原因: サーバー・プロセスが、Oracle Netネイティブ・サービスの内部エラーが発生したことを示すエラーをクライアントから受信しました。


	
処置: 両方のプロセスのトレースをオンにして、問題を再現してください。問題が繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12677: 認証サービスはデータベース・リンクでサポートされません。 
	
原因: プロキシ接続(データベース・リンク)によって使用される認証サービスが、認証メカニズムのリストからクライアントが使用するアダプタを見つけることができませんでした。


	
処置: データベース・リンクに使用されるクライアントとサーバーで共有する認証アダプタを指定してください。









	 ORA-12678: 認証は使用不可になっていますが要求されました 
	
原因: Oracle Advanced Security認証を使用禁止にするかどうかを制御する構成パラメータが、両方ともTRUEに設定されています。


	
処置: パラメータは両方ともFALSEに設定してください。









	 ORA-12679: 他のプロセスで固有サービスが使用不可になっていますが要求されました 
	
原因: リモート・プロセスはネイティブ・サービスを使用禁止にしましたが、ローカル・プロセスは要求しています。


	
処置: リモート・プロセス上のネイティブ・サービスを使用可能にするか、それらをローカルで使用禁止にしてください。









	 ORA-12680: 固有サービスが使用不可になっていますが要求されました 
	
原因: プロセスはネイティブ・サービスを使用禁止にしましたが、1つ以上のサービスが要求されています。


	
処置: ネイティブ・サービスを使用可能にするか、使用可能なサービスが要求されないように構成ファイルを変更してください。









	 ORA-12681: ログインに失敗しました: SecurIDカードにPINコードがありません。 
	
原因: Oracleへのログオンに使用されたSecurIDカードには、PINコードが割り当てられていません。


	
処置: Security Dynamics社製のプログラムの1つを使用して、カードにPINコードを割り当ててください。









	 ORA-12682: ログインに失敗しました: SecurIDカードはネクストPRNモードにあります 
	
原因: SecurIDカードとSecurIDサーバーの同期が取れていません。サーバーは、カードを再度同期化するために、次のカードコードを必要としています。


	
処置: Security Dynamics社製のプログラムの1つを使用して、SecurIDカードを再度同期化してください。









	 ORA-12683: 暗号化/暗号チェックサム: Diffie-Hellmanシードがありません。 
	
原因: Oracle Advanced SecurityのSQLNET.ORAパラメータ・ファイルに、sqlnet.crypto_seedパラメータがありません。


	
処置: SQLNET.ORAにsqlnet.crypto_seed = "randomly-chosen text"の1行を追加してください。









	 ORA-12684: 暗号化/暗号チェックサム: Diffie-Hellmanシードが小さすぎます。 
	
原因: Oracle Advanced SecurityのSQLNET.ORAパラメータ・ファイルのsqlnet.crypto_seedパラメータが小さすぎます。


	
処置: Oracle Network Managerを使用するなどして、ランダムに選択したテキストをパラメータに追加してください。









	 ORA-12685: リモートでネイティブ・サービスが要求されましたが、ローカルで使用不可になっています 
	
原因: リモート・サービスではネイティブ・サービスが要求されましたが、ネイティブ・サービスはローカルでは使用禁止になっています。


	
処置: ネイティブ・サービスをローカルで使用可能にするか、ネイティブ・サービスが要求されないように、リモート・ホスト上の構成パラメータを変更してください。









	 ORA-12686: サービスに指定されたコマンドが無効です。 
	
原因: 存在しない操作がネイティブ・サービスに指定されました。


	
処置: これはプログラム・エラーであり、通常、ユーザーには表示されません。このエラーが表示される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-12687: 資格証明が期限切れです。 
	
原因: 要求された接続でユーザーの認証に使用された資格証明が期限切れになりました。


	
処置: 新しい資格証明を使用してください。方法は、ご使用のNetwork Authentication Adapterのドキュメントを参照してください。









	 ORA-12688: ログインに失敗しました: SecurIDサーバーが新規PINコードを拒否しました。 
	
原因: SecurIDサーバーがPINコードを拒否する場合、次の原因が考えられます。
- ユーザーに自分のPINコードを構成する権限がありません。

- PINコードが長すぎるか短かすぎます。有効なPINコードの構成は4から8文字です。

- PINコードに英数字以外の文字が含まれています。




	
処置: 操作を再実行して、これらの要件を満たすPINコードを使用しているかどうかを確認してください。エラーが繰り返される場合は、接続のOracleデータベース側のトレースをオンにし、トレース・ファイルでエラーの原因を調べてください。









	 ORA-12689: サーバー認証が必要ですが、サポートされていません 
	
原因: この接続でサーバー認証が必要になりましたが、接続の両側によってサポートされていません。


	
処置: 接続の両側に正しいバージョンのSecure Network Serviceがあることを確認してください。また、認証アダプタがサーバー認証をサポートすることを確認してください。









	 ORA-12690: サーバー認証に失敗しました。ログインは取り消されました。 
	
原因: サーバー認証が必要になりましたが、サーバーの資格証明がクライアントによって無効になっていました。


	
処置: サーバーに有効な設定の資格証明があることを確認してください。方法は、認証アダプタのドキュメントを参照してください。









	 ORA-12696: 暗号化オプションの両方がオンになっています。ログインできません。 
	
原因: ANO暗号化オプションおよび暗号化オプションがオンになっている保護プロトコル・アダプタが使用されました。


	
処置: 可能な場合、ANO暗号化オプションまたはプロトコル・アダプタ暗号化オプションをオフにしてください。方法は、『Oracle Advanced Security管理者ガイド』を参照してください。









	 ORA-12699: 固有サービス内部エラーが発生しました 
	
原因: ネイティブ・サービスで内部エラーが発生しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、エラーの原因を調べてください。Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。














13 ORA-12700からORA-19400



	 ORA-12700: 無効なNLSパラメータ値(string)です 
	
原因: 無効または不明なNLS構成パラメータが指定されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-12701: CREATE DATABASEで指定したキャラクタ・セットが不明です 
	
原因: データベースが作成されたときに指定されたキャラクタ・セットが不明です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-12702: 無効なNLSパラメータ文字列がSQL関数に使用されました 
	
原因: NLSパラメータ文字列に不明なパラメータまたは無効な値が指定されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-12703: このキャラクタ・セット変換はサポートされません。 
	
原因: CONVERT関数で要求された2つのキャラクタ・セット間の変換が実装されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-12704: キャラクタ・セットが一致しません。 
	
原因: 次のいずれかが原因のエラーです。
- 演算子または組込み関数の文字列オペランド(NLSPARAMS引数以外)のキャラクタ・セットが同じではない。

- nlsparamsオペランドがデータベース・キャラクタ・セットと一致していない。

- データベース・キャラクタ・セット以外のキャラクタ・セットを含む文字列データが、その文字列データを予期していなかった組込み関数に渡された。

- CHR()またはCSCONVERT()の第2の引数が、CHAR_CSでもNCHAR_CSでもない。

- INSERT文のVALUES句またはUPDATE文のSET句の文字列式に含まれたキャラクタ・セットが、値を挿入する列のキャラクタ・セットと同じではない。

- 表を作成するときにDEFAULT句に指定された値のキャラクタ・セットが、列に対して宣言されたキャラクタ・セットと同じではない。

- PL/SQLファンクションの引数が、対応するパラメータのキャラクタ・セット要求に適合しない。




	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-12705: NLSデータファイルにアクセスできないか、無効な環境が指定されました。 
	
原因: 無効なNLSパラメータまたは値を指定してALTER SESSIONコマンドを発行しようとしたか、環境変数NLS_LANG、ORA_NLSxx、またはORACLE_HOMEの指定が間違っていたために、NLSデータファイルが見つかりませんでした。


	
処置: ALTER SESSIONコマンドとNLSパラメータの構文を確認し、構文を修正して文を再実行するか、環境変数に適切なディレクトリ・パス/値を指定してください。









	 ORA-12706: CREATE DATABASEでこのキャラクタ・セットは使用できません 
	
原因: システム固有のASCIIベースのマシン上で、EBCDICベースのキャラクタ・セット(またはその逆)を使用してデータベースを作成することは許可されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-12707: データベース作成中にNLSパラメータstringの取得でエラーが発生しました 
	
原因: 内部エラー


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-12708: データベース作成中にNLSパラメータstringのロードでエラーが発生しました 
	
原因: 内部エラー


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-12709: データベース作成中にキャラクタ・セットのロードでエラーが発生しました 
	
原因: 内部エラー


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-12710: CREATE CONTROLFILEで指定したキャラクタ・セットが不明です 
	
原因: 制御ファイルが作成されたときに指定されたキャラクタ・セットが不明です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-12711: このCREATE CONTROLFILEで指定したキャラクタ・セットは使用できません 
	
原因: システム固有のASCIIベースのマシン上で、EBCDICベースのキャラクタ・セット(またはその逆)を使用して制御ファイルを作成することは許可されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-12712: 新規キャラクタ・セットは旧キャラクタ・セットのスーパーセットにする必要があります 
	
原因: ALTER DATABASE ... CHARACTER SETを実行する場合、新規キャラクタ・セットは旧キャラクタ・セットのスーパーセットにする必要があります。たとえば、WE8ISO8859P1はWE8DECのスーパーセットではありません。


	
処置: スーパーセットのキャラクタ・セットを指定してください。









	 ORA-12713: NCHAR/CHAR変換で文字データが損失しました 
	
原因: CHARとNCHARの間でキャラクタ・セット変換が暗黙的または明示的に発生した場合、接続先のキャラクタ・セットにマッピングする文字がないため、いくつかの文字が損失します。


	
処置: すべての文字が接続先のキャラクタ・セットにマップされるようにするか、またはNLS_NCHAR_CONV_EXCPにFALSEを設定してください。









	 ORA-12714: 無効な各国語キャラクタ・セットが指定されました 
	
原因: 各国語キャラクタ・セットとして使用できるのは、UTF8およびAL16UTF16のみです。


	
処置: 有効な各国語キャラクタ・セットを指定してください。









	 ORA-12715: 無効なキャラクタ・セットが指定されました 
	
原因: 指定されたキャラクタ・セットは、この操作では許可されていないか、または無効です。


	
処置: 有効な各国語キャラクタ・セットを指定してください。









	 ORA-12716: CLOBデータが存在するときには、データベース・キャラクタ・セットを変更できません 
	
原因: CLOBデータは、マルチバイト・キャラクタ・セットへの変換時に表現をUnicodeに変更するため、移行が必要になります。


	
処置: アラート・ファイルにリストされるCLOBデータを削除してください。CLOBデータはインポートやエクスポートなどの方法によって移行できます。









	 ORA-12717: NCLOB、NCHARまたはNVARCHAR2データが存在するときには、ALTER DATABASE NATIONAL CHARACTER SETは発行できません 
	
原因: NCLOBデータ、NCHARデータ、またはNVARCHAR2データは、マルチバイト・キャラクタ・セットへの変換時に表現をUnicodeに変更するため、移行が必要になります。


	
処置: アラート・ファイルにリストされるNCLOBデータ、NCHARデータ、またはNVARCHAR2データを削除してください。前述のタイプのデータは、インポートやエクスポートなどの方法によって移行できます。









	 ORA-12718: この操作にはSYSとしての接続が必要です 
	
原因: このコマンドは、SYSとして接続している場合にのみ実行できます。


	
処置: SYSとして接続して、このコマンドを実行してください。









	 ORA-12719: この操作では、データベースをRESTRICTEDモードに設定する必要があります。 
	
原因: このコマンドは、データベースがRESTRICTEDモードの場合にのみ実行できます。


	
処置: システムがRESTRICTEDモードであることを確認してください。









	 ORA-12720: この操作では、データベースをEXCLUSIVEモードに設定する必要があります。 
	
原因: このコマンドは、データベースがEXCLUSIVEモードの場合にのみ実行できます。


	
処置: システムがEXCLUSIVEモードであることを確認してください。









	 ORA-12721: この操作は他のセッションがアクティブなときには実行できません 
	
原因: このコマンドは、アクティブなセッションが他にない場合にのみ実行できます。


	
処置: データベースへの接続が他にないことを確認してください。









	 ORA-12722: 正規表現の内部エラーです 
	
原因: 正規表現の内部エラーが発生しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-12723: 正規表現が複雑すぎます 
	
原因: 正規表現が複雑すぎて解析できません。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-12724: 正規表現が破損しています 
	
原因: 正規表現に設定されたメタキャラクタの順序が不正です。


	
処置: メタキャラクタが正しい位置に設定されていることを確認してください。









	 ORA-12725: 正規表現でカッコの組合せが不適当です 
	
原因: 正規表現に設定されたカッコが対応していません。


	
処置: カッコが正しく対応していることを確認してください。









	 ORA-12726: 正規表現で大カッコの組合せが不適当です 
	
原因: 正規表現に設定された大カッコが正しく対応していません。


	
処置: 大カッコが正しく対応していることを確認してください。









	 ORA-12727: 正規表現の後方参照が無効です 
	
原因: 後方参照が副次式の前にあります。


	
処置: 有効な副次式が参照されていることを確認してください。









	 ORA-12728: 正規表現の範囲が無効です 
	
原因: 正規表現に無効な範囲が設定されています。


	
処置: 有効な範囲が使用されていることを確認してください。









	 ORA-12729: 正規表現の文字クラスが無効です 
	
原因: 不明な文字クラスが正規表現で見つかりました。


	
処置: 有効な文字クラスが使用されていることを確認してください。









	 ORA-12730: 正規表現の等価クラスが無効です 
	
原因: 不明な等価クラスが正規表現で見つかりました。


	
処置: 有効な等価クラスが使用されていることを確認してください。









	 ORA-12731: 正規表現の照合クラスが無効です 
	
原因: 不明な照合クラスが正規表現で見つかりました。


	
処置: 有効な照合クラスが使用されていることを確認してください。









	 ORA-12732: 正規表現の間隔値が無効です 
	
原因: 正規表現に無効な間隔値がありました。


	
処置: 有効な間隔が使用されていることを確認してください。









	 ORA-12733: 正規表現が長すぎます 
	
原因: 使用された正規表現がサポートされる最大文字数を超えたため、操作に失敗しました。


	
処置: 短い正規表現を使用してください。









	 ORA-12734: Instant Client Light: サポートされていないクライアント各国語キャラクタ・セットstringです 
	
原因: 各国語キャラクタ・セットとして使用できるのは、UTF8およびAL16UTF16のみです。Instant Client Lightには最低限のキャラクタ・セットのみが含まれています。


	
処置: このキャラクタ・セットにはInstant Client Lightを使用しないでください。









	 ORA-12735: Instant Client Light: サポートされていないクライアント・キャラクタ・セットstringです 
	
原因: 指定されたキャラクタ・セットは、この操作では許可されていないか、または無効です。Instant Client Lightには最低限のキャラクタ・セットのみが含まれています。


	
処置: このキャラクタ・セットにはInstant Client Lightを使用しないでください。









	 ORA-12736: Instant Client Light: サポートされていないサーバー各国語キャラクタ・セットstringです 
	
原因: 各国語キャラクタ・セットとして使用できるのは、UTF8およびAL16UTF16のみです。Instant Client Lightには最低限のキャラクタ・セットのみが含まれています。


	
処置: このキャラクタ・セットにはInstant Client Lightを使用しないでください。









	 ORA-12737: Instant Client Light: サポートされていないサーバー・キャラクタ・セットstringです 
	
原因: 指定されたキャラクタ・セットは、この操作では許可されていないか、または無効です。Instant Client Lightには最低限のキャラクタ・セットのみが含まれています。


	
処置: このキャラクタ・セットにはInstant Client Lightを使用しないでください。









	 ORA-12738: Express Instant Client: サポートされていないクライアント各国語キャラクタ・セットstringです 
	
原因: 各国語キャラクタ・セットとして使用できるのは、UTF8およびAL16UTF16のみです。Instant Clientには最低限のキャラクタ・セットのみが含まれています。


	
処置: このキャラクタ・セットにはExpress Instant Clientを使用しないでください。









	 ORA-12739: Express Instant Client: サポートされていないクライアント・キャラクタ・セットstringです 
	
原因: 指定されたキャラクタ・セットは、この操作では許可されていないか、または無効です。Express Instant Clientには最低限のキャラクタ・セットのみが含まれています。


	
処置: このキャラクタ・セットにはExpress Instant Clientを使用しないでください。









	 ORA-12740: Express Instant Client: サポートされていないサーバー各国語キャラクタ・セットstringです 
	
原因: 各国語キャラクタ・セットとして使用できるのは、UTF8およびAL16UTF16のみです。Instant Clientには最低限のキャラクタ・セットのみが含まれています。


	
処置: このキャラクタ・セットにはExpress Instant Clientを使用しないでください。









	 ORA-12741: Express Instant Client: サポートされていないサーバー・キャラクタ・セットstringです 
	
原因: 指定されたキャラクタ・セットは、この操作では許可されていないか、または無効です。Express Instant Clientには最低限のキャラクタ・セットのみが含まれています。


	
処置: このキャラクタ・セットにはExpress Instant Lightを使用しないでください。









	 ORA-12800: システムがビジーなためパラレル問合せを実行できません。 
	
原因: システムのロードが高すぎるため、パラレル問合せを実行できません。


	
処置: 順番に再実行するか、システムのロードが軽減されるまで待ってください。









	 ORA-12801: パラレル問合せサーバーstringにエラー・シグナルが発生しました 
	
原因: パラレル問合せサーバーが例外状態に達しました。


	
処置: 原因については次のエラー・メッセージを参照し、処置についてはエラー・メッセージの解説を参照してください。









	 ORA-12802: パラレル問合せサーバーはコーディネータとの接続を失いました 
	
原因: パラレル問合せサーバーがフォアグラウンド(コーディネータ)・プロセス/スレッドとの接続を失いました。


	
処置: システムに異常がないかどうかを確認してから、文を再発行してください。このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-12803: パラレル問合せサーバーは他のサーバーとの接続を失いました 
	
原因: パラレル問合せサーバーが他のサーバーとの接続を失いました。


	
処置: システムに異常がないかどうかを確認してから、文を再発行してください。このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-12804: パラレル問合せサーバーが停止したようです。 
	
原因: パラレル問合せサーバー・スレッドに関するプロセス情報が見つかりません。


	
処置: システムに異常がないかどうかを確認してから、文を再発行してください。このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-12805: パラレル問合せサーバーが突然停止しました。 
	
原因: パラレル問合せサーバーが突然停止し、PMONがプロセスをクリアしました。


	
処置: システムに異常がないかどうかを確認してから、文を再発行してください。このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。詳細は、トレース・ファイルを参照してください。









	 ORA-12806: エンキューを保持するバックグラウンド・プロセスを取得できませんでした 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 通常、このエラーは発生しません。このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-12807: 処理待ち行列はパラレル問合せメッセージを受信できませんでした。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 通常、このエラーは発生しません。このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-12808: string_INSTANCESをインスタンス数stringより大きく設定できません。 
	
原因: ALTER SYSTEMコマンドを使用して、使用可能なインスタンスの数より大きい値にSCAN_INSTANCESまたはCACHE_INSTANCESを設定しようとしました。


	
処置: 付随するメッセージを参照して現在許可されている最大値を確認するか、SCAN_INSTANCES / CACHE_INSTANCESをALLに設定してください。









	 ORA-12809: 排他モードでマウントされた場合、string_INSTANCESは設定できません。 
	
原因: データベースが排他モードでマウントされているとき、ALTER SYSTEMコマンドを使用して、SCAN_INSTANCESまたはCACHE_INSTANCESを設定しようとしました。


	
処置: SCAN_INSTANCES / CACHE_INSTANCESは、CLUSTER_DATABASEモードでマウントされたOracle Real Application Clustersを実行している場合を除いて、設定することはできません。









	 ORA-12810: PARALLEL_MAX_SERVERSは、string以下に設定する必要があります。 
	
原因: システムで許可されている最大値より高い値にPARALLEL_MAX_SERVERSパラメータを設定しようとしました。


	
処置: PARALLEL_MAX_SERVERSを付随するメッセージに指定された最大値以下の値に設定して、再試行してください。









	 ORA-12811: PARALLEL_MIN_SERVERSは、PARALLEL_MAX_SERVERS(string)以下に設定する必要があります。 
	
原因: PARALLEL_MIN_SERVERSパラメータの値をPARALLEL_MAX_SERVERSを超えた値に設定しようとしました。


	
処置: PARALLEL_MIN_SERVERSを(付随するメッセージに指定された)PARALLEL_MAX_SERVERS以下の値に設定して、再試行してください。









	 ORA-12812: 指定可能なPARALLELまたはNOPARALLEL句は1つのみです。 
	
原因: PARALLELが複数回指定されたか、NOPARALLELが複数回指定されたか、またはPARALLELとNOPARALLELの両方が、CREATE TABLEまたはCREATE CLUSTERまたはCREATE INDEX、またはALTER TABLE文かALTER CLUSTER文、あるいはRECOVERコマンドに指定されました。


	
処置: PARALLELまたはNOPARALLEL句を1つのみ残して不要な句をすべて削除してから、文を再発行してください。









	 ORA-12813: PARALLELまたはDEGREEの値は0より大きい必要があります 
	
原因: PARALLEL 0またはDEGREE 0が、CREATE TABLE、CREATE CLUSTERまたはCREATE INDEX、あるいはALTER TABLE文またはALTER CLUSTER文に指定されました。


	
処置: 並列度を1以上に指定してください。またはPARALLEL句にDEGREEを設定しないか、PARALLEL句内のDEGREE DEFAULTを使用してデフォルトの並列度を指定してください。









	 ORA-12814: 指定可能なCACHEまたはNOCACHE句は1つのみです。 
	
原因: CACHEが複数回指定されたか、NOCACHEが複数回指定されたか、またはCACHEとNOCACHEの両方が、CREATE TABLEまたはCREATE CLUSTER、あるいはALTER TABLE文かALTER CLUSTER文に指定されました。


	
処置: CACHEまたはNOCACHE句を1つのみ残して不要な句をすべて削除してから、文を再発行してください。









	 ORA-12815: INSTANCES値は0より大きい必要があります 
	
原因: インスタンスの番号を指定しているPARALLELパラメータは、正の整数またはDEFAULTである必要があります。


	
処置: インスタンス全体に渡って並列性が必要な場合は、INSTANCESに対して正の整数またはDEFAULTを指定してください。









	 ORA-12817: パラレル問合せオプションを使用可能にする必要があります 
	
原因: パラレル問合せオプション機能が起動されましたが、このオプションは使用不可です。


	
処置: パラレル問合せオプションを使用可能にしてください。









	 ORA-12818: PARALLEL句内に無効なオプションがあります 
	
原因: 認識できないオプションをPARALLEL句内で使用しました。


	
処置: PARALLEL句内では、DEGREE { <n> | DEFAULT }とINSTANCES { <n> | DEFAULT }の任意の組合せを指定してください。









	 ORA-12819: PARALLEL句にオプションがありません 
	
原因: PARALLEL句を空にすることはできません。


	
処置: PARALLEL句内では、DEGREE { <n> | DEFAULT }とINSTANCES { <n> | DEFAULT }の任意の組合せを指定してください。









	 ORA-12820: DEGREE値が無効です 
	
原因: PARALLEL句内で無効なDEGREE値が指定されました。


	
処置: PARALLEL句内のDEGREEオプションに対し、正の整数またはDEFAULTを指定してください。









	 ORA-12821: INSTANCES値が無効です 
	
原因: PARALLEL句内で無効なINSTANCES値が指定されました。


	
処置: PARALLEL句内のINSTANCESオプションに対し、正の整数またはDEFAULTを指定してください。









	 ORA-12822: PRALLEL句にオプションが重複しています。 
	
原因: DEGREEまたはINSTANCEを1つのPARALLEL句で複数回指定しました。


	
処置: 必要なPARALLEL句オプションをそれぞれ1回のみ指定してください。









	 ORA-12823: デフォルトの並列度はここでは指定できません。 
	
原因: ALTER DATABASE RECOVERコマンドのPARALLEL句に、PARALLELキーワードが単独で使用されたか、DEGREE DEFAULTが指定されました。


	
処置: 並列度を明示的に再指定してください。









	 ORA-12824: INSTANCES DEFAULTはここでは指定できません。 
	
原因: INSTANCES DEFAULTがALTER DATABASE RECOVERコマンドのPARALLEL句で指定されました。


	
処置: INSTANCES用に明示的に値を再指定するか、または単一のインスタンスをリカバリする場合はINSTANCESオプションを削除してください。









	 ORA-12825: ここでは明示的な並列度を指定する必要があります 
	
原因: DEGREEオプションがALTER DATABASE RECOVERコマンドに指定されていません。


	
処置: 並列度を明示的に再指定してください。









	 ORA-12826: 停止したパラレル問合せサーバーは強制終了しました 
	
原因: パラレル問合せサーバーが停止し、その後に強制終了されました。


	
処置: エラーが繰り返される場合は、問合せを再実行し、トレース・ファイルに記録されている情報を確認の上、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-12827: パラレル問合せスレーブが足りません(リクエストstring、使用可能string、parallel_min_percent string) 
	
原因: PARALLEL_MIN_PERCENTパラメータが指定された状態で、最小限の数のスレーブを獲得できませんでした。


	
処置: PARALLEL_MIN_PERCENTの値を小さくして問合せを再実行するか、実行中の問合せが一部終了して、スレーブが解放されるまで待機してください。









	 ORA-12828: リモート・サイトでパラレル・トランザクションは開始できません。 
	
原因: 分散トランザクションのコーディネータ・サイトではないため、PDMLトランザクションを起動できません。


	
処置: PDMLをリモート・サイトで使用しないでください。









	 ORA-12829: デッドロック - ブロックstring(ファイルstring)でitlスロットが同一のパラレル・トランザクションにより占有されています 
	
原因: 現行のブロック内のすべてのitlが同一トランザクションと兄弟関係にあるトランザクションによって占有されているため、パラレル文の実行に失敗しました。


	
処置: ブロックのMAXTRANSの値を大きくするか、文に対する並列度を小さくしてください。文を再実行してください。トレース・ファイルに記録されている情報を確認の上、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-12830: パラレルINSERT/UPDATE/DELETE実行後にCOMMITまたはROLLBACKを発行する必要があります。 
	
原因: パラレルINSERT/UPDATE/DELETE文を実行した後に、COMMITまたはROLLBACK以外のコマンドが発行されました。


	
処置: COMMITまたはROLLBACKを実行してから、別のSQLコマンドを発行してください。









	 ORA-12831: APPENDヒントを持つINSERTの実行後にCOMMITまたはROLLBACKをする必要があります 
	
原因: APPENDヒントを持つINSERT文を実行した後に、COMMITまたはROLLBACK以外のコマンドが発行されました。


	
処置: COMMITまたはROLLBACKを実行してから、別のSQLコマンドを発行してください。









	 ORA-12832: 指定されたインスタンスでスレーブを割り当てられなかったものがあります。 
	
原因: グローバルv$固定ビュー上での問合せを実行した後に、1つ以上のインスタンスが問合せを処理するスレーブを割当てできませんでした。


	
処置: 正常に割り当てられたスレーブからの結果が戻るように、ALTER SESSION SET ALLOW_PARTIAL_SN_RESULTS=TRUEを実行するか、各インスタンスのパラメータを確認してください。









	 ORA-12833: コーディネータのインスタンスがPARALLEL_INSTANCE_GROUPのメンバーではありません。 
	
原因: コーディネータのインスタンスは、この操作が実行されるときのPARALLEL_INSTANCE_GROUPのメンバーであることが必要です。


	
処置: コーディネータのインスタンスを現在のPARALLEL_INSTANCE_GROUPに追加するか、PARALLEL_INSTANCE_GROUPを変更してください。









	 ORA-12834: インスタンス・グループ名'string'が長すぎます。string文字未満にしてください 
	
原因: インスタンス・グループ名が長すぎます。


	
処置: 名前を短くするか、インスタンス・グループを削除してください。









	 ORA-12835: GLOBAL_VIEW_ADMIN_GROUPには有効なインスタンスがありません 
	
原因: グローバル・ビューで問合せを実行するには、GLOBAL_VIEW_ADMIN_GROUPに1つ以上のインスタンスが存在する必要があります。


	
処置: GLOBAL_VIEW_ADMIN_GROUPの値を変更してください。









	 ORA-12838: オブジェクトは、パラレルで変更された後は読取り/変更できません。 
	
原因: 同一トランザクションの中で、読込み文か変更文をパラレルまたはダイレクト・ロードで変更した後、表に追加しようとしました。これは許可されません。


	
処置: トランザクションを書き換えるか、2つのトランザクションに分割します。分割する場合、一方には初期変更操作を、他方にはパラレル変更操作を設定してください。









	 ORA-12839: オブジェクトは、変更された後はパラレルで変更できません。 
	
原因: 同じトランザクションの中で、表が変更されてからパラレル変更操作を試行しました。これは許可されません。


	
処置: トランザクションを書き換えるか、2つのトランザクションに分割します。分割する場合、一方にはパラレル変更操作を、他方には初期変更操作を設定してください。









	 ORA-12840: パラレル/挿入ダイレクト・ロード・トランザクションの後は、リモート表にアクセスできません 
	
原因: トランザクションの中で、PDMLまたは挿入ダイレクト文が発行された後に分散アクセスを試行しました。


	
処置: 先にPDMLトランザクションをコミットまたはロールバックしてから、分散アクセスを実行してください。または、分散アクセスを実行してからトランザクションの最初のPDML文を実行してください。









	 ORA-12841: トランザクション内で、セッションのパラレルDML状態は変更できません。 
	
原因: トランザクションが処理中です。


	
処置: トランザクションをコミットまたはロールバックし、次に再実行してください。









	 ORA-12842: パラレル実行中にカーソルが無効になりました 
	
原因: 設定されたオペランドのパラレル化時など遅延パラレル処理の解析フェーズ時に、カーソルが無効になりました。


	
処置: カーソルが無効になった原因により異なります。スキーマ・オブジェクト上のDDLと共有プールのフラッシュが原因の1つです。









	 ORA-12843: 表のPDMLロックが適切に保持されていません。 
	
原因: コーディネータがクラッシュしたか、またはスレーブが取得しようとしたパーティションのロックを解除しました。


	
処置: コーディネータまたは別のスレーブが異常終了したかどうかを確認してください。またはロックが破損していないことを確認してください。PDMLを再発行してください。









	 ORA-12844: クラスタの再構成中です 
	
原因: 内部エラー


	
処置: これはユーザー・エラー番号/メッセージではありません。翻訳や文書化は不要です。内部エラー用にのみ使用されます。









	 ORA-12845: インスタンス間のパラレル実行メッセージの受信に失敗しました 
	
原因: インスタンス間のメッセージを受信中にOS障害または相互接続障害が発生しました。


	
処置: OS固有の診断情報を確認してください。









	 ORA-12850: 指定したすべてのインスタンスにスレーブを割当てできません: stringが必要で、stringが割当て済です 
	
原因: gv$固定ビュー上での問合せを実行中に、1つ以上のインスタンスが問合せを処理するスレーブの割当てに失敗しました。


	
処置: トレース出力から、スレーブを起動できなかったインスタンスを探してください。GV$問合せは、すべてのインスタンスにスレーブの割当てが可能な場合にのみ進行可能です。









	 ORA-12851: PARALLEL_MAX_SERVERSは、PARALLEL_MIN_SERVERSstring以上にしてください 
	
原因: PARALLEL_MAX_SERVERSパラメータの値をPARALLEL_MIN_SERVERSの値未満に設定しようとしました。


	
処置: PARALLEL_MAX_SERVERSを付随するメッセージに指定されたPARALLEL_MIN_SERVERS以上の値に設定して、再試行してください。









	 ORA-12852: PARALLEL_MIN_SERVERSは、PROCESSESstring未満にしてください 
	
原因: PARALLEL_MIN_SERVERSパラメータの値をPROCESSESを超えた値に設定しようとしました。


	
処置: PARALLEL_MIN_SERVERSを付随するメッセージに指定されたPROCESSES未満の値に設定して、再試行してください。









	 ORA-12853: PXバッファのメモリーが不足しています: 現在はstringKBですが、最大stringKBが必要です 
	
原因: PXバッファ用のSGAメモリーが不足しています。


	
処置: 追加メモリーのバイト数が(最大 - 現行)以上になるように、SGAを再構成してください。









	 ORA-12854: 一時LOBではパラレル問合せはサポートされていません 
	
原因: パラレル問合せ文により一時LOBが作成されました。


	
処置: 問合せまたは基礎となる表について、パラレル化をオフにしてください。









	 ORA-12855: ループバックでパラレルまたは挿入ダイレクト・ロードを実行できません 
	
原因: この操作の前にトランザクションにループバックが作成されました。


	
処置: PDMLまたは挿入ダイレクト・ロードの使用中はループバックを使用しないでください。









	 ORA-12856: ループバック接続でパラレル問合せを実行できません 
	
原因: パラレル問合せでは表または索引はループバック接続を介して参照されます。


	
処置: パラレル問合せの実行中はループバック接続を使用しないでください。









	 ORA-12872: 最初のスレーブ解析で得られたのは異なるプランです 
	
原因: QC指定の環境とパラメータで実行したスレーブでの最初のハード解析では、QCから異なるプランが得られました。アウトラインで再実行してください。


	
処置: 外部的な処置は必要ありません。アウトライン・ベースの再解析用に内部的に使用されます。









	 ORA-12899: 列stringの値が大きすぎます(実際: string、最大: string) 
	
原因: 列を値つきで挿入または更新しようとしましたが、その値が列の幅の限度を超えています。列の名前が指定され、値の実際の幅とその列の幅として許容される最大値も指定されています。この列について文字長としての意味付けが有効であれば幅は文字数で通知されますが、それ以外の場合、幅はバイト数で通知されます。


	
処置: SQL文の正当性を検査してください。挿入(更新)元および挿入(更新)先となる列のデータ型を確認してください。挿入(更新)先列の幅を広げるか、挿入(更新)元列のサブセット(部分列)を使用してください。









	 ORA-12900: ローカル管理データベース用のデフォルトの一時表領域を指定する必要があります。 
	
原因: ローカル管理データベースには、SYSTEM表領域以外に一時表領域が必要です。


	
処置: ローカル管理データベースの作成時に、デフォルトの一時表領域を指定してください。









	 ORA-12901: デフォルトの一時表領域はTEMPORARY型である必要があります。 
	
原因: ローカル管理データベース内のデフォルトの一時表領域は、TEMPORARY型であることが必要です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-12902: デフォルトの一時表領域はSYSTEMであるか、TEMPORARY型である必要があります。 
	
原因: ディクショナリ管理データベース内のデフォルトの一時表領域は、SYSTEM型またはTEMPORARY型であることが必要です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-12910: 一時表領域をデフォルトの表領域として指定できません 
	
原因: 一時表領域がユーザーのデフォルト表領域となるように割り当てようとしました。


	
処置: デフォルト表領域には、永続表領域を割り当ててください。









	 ORA-12911: 永続表領域は一時表領域に指定できません 
	
原因: 永続表領域がユーザーの一時表領域となるように割り当てようとしました。


	
処置: ユーザーの一時表領域には、一時表領域を割り当ててください。









	 ORA-12912: ディクショナリ管理表領域は一時表領域として指定されました 
	
原因: ディクショナリ管理表領域がユーザーの一時表領域となるように割り当てようとしました。


	
処置: ユーザーの一時表領域には、ローカル管理一時表領域を割り当ててください。









	 ORA-12913: ディクショナリ管理表領域を作成できません。 
	
原因: ローカル管理のシステム表領域を持つデータベースに、ディクショナリ管理表領域を作成しようとしました。


	
処置: ローカル管理表領域を作成してください。









	 ORA-12914: 表領域をディクショナリ管理タイプに移行することはできません。 
	
原因: データベースがローカル管理システム表領域を持っているとき、ローカル管理表領域型をディクショナリ管理型に移行しようとしました。


	
処置: コマンドは発行できません。









	 ORA-12915: ディクショナリ管理表領域を読取り/書込みに変更できません。 
	
原因: ローカル管理のシステム表領域を持つデータベースの中で、ディクショナリ管理表領域を読取り/書込みに変更しようとしました。この表領域に許可される操作は削除のみです。


	
処置: コマンドは発行できません。









	 ORA-12916: パラメータまたはディクショナリ管理表領域を縮小できません 
	
原因: パラメータ表領域またはディクショナリ管理表領域を縮小しようとしました。


	
処置: 表領域の型を確認して、ローカル管理一時表領域に対してのみ文を発行してください。









	 ORA-12918: デフォルトの永続表領域の表領域型が無効です 
	
原因: 表領域は削除されたか、一時表領域であるか、UNDO表領域です。


	
処置: 表領域型を確認してから、文を再発行してください。









	 ORA-12919: デフォルトの永続表領域は削除できません 
	
原因: デフォルトの永続表領域を削除しようとしました。


	
処置: デフォルトの永続表領域として別の表領域を作成し、削除を再実行してください。









	 ORA-12920: データベースはすでに強制ロギング・モードです 
	
原因: データベースはすでに強制ロギング・モードのため、ALTER DATABASE FORCE LOGGINGコマンドは失敗しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-12921: データベースは強制ロギング・モードではありません 
	
原因: データベースは強制ロギング・モードではないため、ALTER DATABASE NO FORCE LOGGINGコマンドは失敗しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-12922: 同時ALTER DATABASE [NO] FORCE LOGGINGコマンドが実行されています 
	
原因: 同時実行のALTER DATABASE FORCE LOGGINGコマンドまたはALTER DATABASE NO FORCE LOGGINGコマンドが、システムで実行中です。


	
処置: 同時実行コマンドを管理するデータベース管理者(DBA)に連絡してください。









	 ORA-12923: 表領域stringは強制ロギング・モードです 
	
原因: 表領域は強制ロギング・モードのため、指定された表領域を一時表領域に変更しようとして、失敗しました。


	
処置: ALTER TABLESPACE NO FORCE LOGGINGコマンドにより、表領域を強制ロギング・モードから解除してください。









	 ORA-12924: 表領域stringはすでに強制ロギング・モードです 
	
原因: 表領域はすでに強制ロギング・モードのため、指定された表領域の変更に失敗しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-12925: 表領域stringは強制ロギング・モードではありません 
	
原因: 表領域は強制ロギング・モードではないため、指定された表領域の強制ロギング・モードからの解放に失敗しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-12926: FORCE LOGGINGオプションはすでに指定されています 
	
原因: CREATE TABLESPACEで、FORCE LOGGINGオプションが2回以上指定されました。


	
処置: FORCE LOGGINGオプションを1つのみ残して他をすべて削除してください。









	 ORA-12927: RETENTIONオプションはすでに指定されています 
	
原因: CREATE TABLESPACEで、RETENTIONオプションが2回以上指定されました。


	
処置: RETENTIONオプションを1つ残して他をすべて削除してください。









	 ORA-12928: ENCRYPTIONオプションはすでに指定されています 
	
原因: CREATE TABLESPACEで、ENCRYPTIONオプションが2回以上指定されました。


	
処置: ENCRYPTIONオプションを1つ残して他をすべて削除してください。









	 ORA-12940: DBVerifyテキスト・バッファの領域が不足しています 
	
原因: DBVerifyのテキスト・バッファが不足しました。システム内部でエラーが検出されました。DBVerifyにより、結果がテキスト・バッファに戻され、チェックが再開されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-12941: DBVerify例外 
	
原因: DBVerifyで実行時エラーが発生しました。システム内部でエラー信号が検出されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-12950: SYSTEM表領域がデフォルトの永続表領域に指定されました 
	
原因: データベース作成中にSYSTEM表領域がデフォルトの永続表領域として指定されました。


	
処置: デフォルトの永続表領域が指定されていない場合、SYSTEM表領域が暗黙的にデフォルト永続表領域となります。他の表領域を指定するかデフォルト表領域句を省略し、CREATE DATABASE文を再発行してください。









	 ORA-12951: デフォルトの永続表領域を一時表領域に変更しようとしました 
	
原因: データベースのデフォルト永続表領域を一時型に変更することは不正です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-12980: SET UNUSEDでチェックポイント・オプションは使用できません。 
	
原因: SET UNUSEDでチェックポイント・オプションを指定しようとしました。


	
処置: チェックポイント・オプションを削除してください。









	 ORA-12981: オブジェクト型の表の列は削除できません。 
	
原因: オブジェクト型の表の列を削除しようとしました。


	
処置: これは許可されません。









	 ORA-12982: ネストした表の列は削除できません 
	
原因: ネストした表の列を削除しようとしました。


	
処置: これは許可されません。









	 ORA-12983: 表の列をすべて削除することはできません。 
	
原因: 表の列をすべて削除しようとしました。


	
処置: 列削除操作後、1つ以上の列が表に残っていることを確認してください。









	 ORA-12984: パーティション化列は削除できません 
	
原因: パーティション化キーとして使用された列を削除しようとしました。


	
処置: これは許可されません。









	 ORA-12985: 表領域'string'は読取り専用です。列は削除できません。 
	
原因: 読取り専用の表領域のパーティション/サブパーティションの列を削除しようとしました。


	
処置: 表領域を読取り/書込みに設定し、文を再実行してください。









	 ORA-12986: 列が部分的に削除された状態です。ALTER TABLE DROP COLUMNS CONTINUEを実行してください 
	
原因: 列が部分的に削除された表にアクセスしようとしました(すなわち、列削除操作に割込みが発生しました)。


	
処置: ALTER TABLE DROP COLUMNS CONTINUEを実行して列削除操作を完了してから、表にアクセスしてください。









	 ORA-12987: 列の削除は他の操作と組み合せることはできません 
	
原因: 列の削除を他のALTER TABLE操作と組み合せようとしました。


	
処置: 列の削除がALTER TABLEに指定された唯一の操作であることを確認してください。









	 ORA-12988: SYSが所有する表の列は削除できません。 
	
原因: システム表の列を削除しようとしました。


	
処置: これは許可されません。









	 ORA-12989: チェックポイント間隔の値が正しくありません。 
	
原因: 無効なチェックポイント間隔が文に指定されました。チェックポイント間隔は、0から(2^31-1)の間である必要があります。


	
処置: チェックポイント間隔を修正し、文を再実行してください。









	 ORA-12990: オプションの指定が重複しています。 
	
原因: 文の中でオプションの指定が重複しています。


	
処置: 重複するオプションを削除して、文を再実行してください。









	 ORA-12991: 列が複数列制約で参照されています。 
	
原因: いくつかの制約に参照されている列を削除しようとしました。


	
処置: 削除された列を参照している制約をすべて削除するか、またはCASCADE CONSTRAINTSを文に指定してください。









	 ORA-12992: 親キーの列は削除できません。 
	
原因: 親キーの列を削除しようとしました。


	
処置: 親キーの列を参照している制約をすべて削除するか、またはCASCADE CONSTRAINTSを文に指定してください。









	 ORA-12993: 表領域'string'はオフラインです。列は削除できません。 
	
原因: オフラインの表領域のパーティション/サブパーティションの列を削除しようとしました。


	
処置: 表領域をオンラインにして、文を再実行してください。









	 ORA-12994: 列の削除オプションは1つの文で1回のみ使用できます 
	
原因: 列の削除オプションを1つの文で繰り返そうとしました。


	
処置: 列の削除オプションを異なる文に分割して、文を再実行してください。









	 ORA-12995: 部分的に削除された状態の列はありません。 
	
原因: 部分的に削除された列がないにもかかわらず、DROP COLUMNS CONTINUE文を実行しようとしました。


	
処置: この文を実行できません。









	 ORA-12996: システムで生成された仮想列は削除できません。 
	
原因: システムで生成された仮想列を削除しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-12997: 索引構成表の主キー列は削除できません。 
	
原因: 索引構成表から主キーの列を削除しようとしました。


	
処置: これは許可されません。









	 ORA-12999: 未使用として設定されている列に対するDROPまたはSET UNUSEDは実行できません 
	
原因: すでに未使用として設定されている列に対してDROPまたはSET UNUSEDを実行しようとしました。


	
処置: DROP UNUSED COLUMNSオプションを使用して該当する列を削除してください。









	 ORA-13000: ディメンション数値が範囲外です。 
	
原因: 指定されたディメンション数値が1より小さいかHHCODEでコード化されたディメンション数値より大きくなっています。


	
処置: ディメンション数値が、1からHHCODEでコード化されたディメンションの最大値の間であることを確認してください。









	 ORA-13001: ディメンション不一致エラーが発生しました 
	
原因: バイナリHHCODE操作に関連する2つのHHCODEのディメンション数値が一致しません。


	
処置: 2つのHHCODEのディメンション数値が一致していることを確認してください。









	 ORA-13002: 指定されたレベルは範囲外です。 
	
原因: 指定されたレベルが1より小さいか、またはHHCODEでコード化された最大レベルより大きくなっています。


	
処置: すべてのレベルが1からHHCODEでコード化された最大レベル番号の間であることを確認してください。









	 ORA-13003: ディメンションに指定された範囲が無効です。 
	
原因: ディメンションに指定された範囲が無効です。


	
処置: 下限(LB)が上限(UB)より低いことを確認してください。









	 ORA-13004: 指定されたバッファ・サイズが無効です。 
	
原因: ファンクションのバッファ・サイズが無効です。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13005: 再帰的HHCODE関数エラー 
	
原因: 再帰的にコールされるHHCODE関数でエラーが発生しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13006: 指定されたセル番号が無効です。 
	
原因: セル識別子が0(ゼロ)より小さいか、または(2^ndim - 1)より大きくなっています。


	
処置: セル識別子が0から(2^ndim - 1)の間であることを確認してください。









	 ORA-13007: 無効なHEX文字が検出されました。 
	
原因: [0-9]または[A-F a-f]の範囲にない文字が検出されました。


	
処置: 文字列内のすべての文字が[0-9]または[A-F a-f]の範囲にあることを確認してください。









	 ORA-13008: 指定された日付書式に無効なコンポーネントが含まれています 
	
原因: 指定された日付書式の一部が無効です。


	
処置: 日付書式が有効であることを確認してください。









	 ORA-13009: 指定された日付文字列が無効です。 
	
原因: 指定された日付文字列に無効なコンポーネントがあるか、指定された書式文字列と一致しません。


	
処置: 日付文字列のコンポーネントが有効であり、日付文字列と書式文字列が一致することを確認してください。









	 ORA-13010: 無効な引数の数が指定されました。 
	
原因: SDO関数に無効な引数の数が指定されました。


	
処置: 関数コールの構文を確認してください。









	 ORA-13011: 値が範囲外です。 
	
原因: 指定されたディメンションの値が、そのディメンションに定義された範囲外です。


	
処置: コード化されるすべての値が、定義されたディメンションの範囲内にあることを確認してください。









	 ORA-13012: 無効なウィンドウ型が指定されました。 
	
原因: 無効なウィンドウ型が指定されました。


	
処置: 有効なウィンドウ型は、RANGE、PROXIMITY、POLYGONです。









	 ORA-13013: 指定されたトポロジはINTERIORでもBOUNDARYでもありませんでした。 
	
原因: 指定されたトポロジがINTERIORでもBOUNDARYでもありませんでした。


	
処置: HHCODEのトポロジの記述にINTERIORまたはBOUNDARYが使用されていることを確認してください。









	 ORA-13014: 1から8の範囲以外のトポロジ識別子が指定されました。 
	
原因: 範囲(1から8)外のトポロジ識別子が指定されました。


	
処置: 範囲(1から8)内でトポロジを指定してください。









	 ORA-13015: ウィンドウ定義が無効です。 
	
原因: ウィンドウの定義に使用されている値の数がウィンドウ型に対応していません。


	
処置: ウィンドウ定義に使用されている値の数がウィンドウ型およびディメンション数に対して正しいことを確認してください。









	 ORA-13016: 指定したトポロジ[string]は無効です 
	
原因: 指定されたトポロジがデータベースに存在しないか、トポロジのコンポーネントの一部がデータベースから欠落しています。


	
処置: SDO_TOPO.validate_topology関数を実行し、指定されたトポロジを確認してください。









	 ORA-13017: 行パーティション形式が認識できません。 
	
原因: 2次元の行パーティションの形式が判別できませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13018: 距離型が無効です。 
	
原因: 指定された距離型が無効です。


	
処置: サポートされている距離ファンクションは、EUCLIDとMANHATTANのみです。









	 ORA-13019: 座標が有効範囲外です。 
	
原因: 頂点の座標が、指定されたディメンションの有効範囲外にあります。


	
処置: 頂点の座標を、指定された範囲内で再定義してください。









	 ORA-13020: 座標がNULLです。 
	
原因: 頂点の座標がNULL値になっています。


	
処置: 頂点の座標を非NULL値に再定義してください。









	 ORA-13021: 要素が連続していません。 
	
原因: ジオメトリ要素を定義している座標が連続していません。


	
処置: ジオメトリ要素の座標を再定義してください。









	 ORA-13022: ポリゴンが自己交差しています。 
	
原因: ポリゴンのジオメトリ要素を定義している座標が、セグメントの交差を表しています。


	
処置: ポリゴンの座標を再定義してください。









	 ORA-13023: 内部要素が外部要素に影響しています。 
	
原因: ジオメトリ・オブジェクトの内部要素が、そのオブジェクトの外部要素に影響しています。


	
処置: ジオメトリ要素の座標を再定義してください。









	 ORA-13024: ポリゴンのセグメントが3未満です。 
	
原因: ポリゴンのジオメトリ要素を定義している座標が、セグメントが3未満であることを表しています。


	
処置: ポリゴンの座標を再定義してください。









	 ORA-13025: ポリゴンが閉じていません。 
	
原因: ポリゴンのジオメトリ要素を定義している座標が、開いたポリゴンを表しています。


	
処置: ポリゴンの座標を再定義してください。









	 ORA-13026: 要素string.string.stringの要素タイプが不明です。 
	
原因: <layer>_SDOGEOM表のSDO_ETYPE列に無効なジオメトリ要素タイプ値が設定されています。


	
処置: サポートされているSDO_ETYPE値の1つを使用して、指定されたジオメトリ要素に対応するジオメトリ要素タイプを<layer>_SDOGEOM表に再定義してください。SDO_ETYPEの説明とそこに設定できる値については、Oracle Spatialの資料を参照してください。









	 ORA-13027: stringからディメンション定義を読み込めません。 
	
原因: <layer>_SDODIM表からのディメンション定義読込み中に問題が発生しました。


	
処置: <layer>_SDODIM表が存在し、その表に適切な権限があることを確認してください。このメッセージとともに他のエラーが表示される場合は、それにも対処してください。









	 ORA-13028: SDO_GEOMETRYオブジェクトのGtypeが無効です。 
	
原因: SDO_GEOMETRYオブジェクトに無効なSDO_GTYPEがあります。


	
処置: ジオメトリに有効なGtypeがあることを確認してください。









	 ORA-13029: SDO_GEOMETRYオブジェクトのSRIDが無効です。 
	
原因: SDO_GEOMETRYオブジェクトに無効なSDO_SRIDがあります。指定されたSRIDは、SRIDの有効範囲外である可能性があります。


	
処置: ジオメトリに有効なSRIDがあることを確認してください。









	 ORA-13030: SDO_GEOMETRYオブジェクトのディメンションが無効です。 
	
原因: SDO_GEOMETRYオブジェクトのSDO_GTYPE内のディメンションとSDO_GEOM_METADATA内のディメンションが一致していません。


	
処置: ジオメトリに有効なディメンションがあることを確認してください。









	 ORA-13031: ポイント・オブジェクト用のSDO_GEOMETRYオブジェクトのGtypeが無効です。 
	
原因: VARRAYがNULLでありSDO_GTYPEがPOINT型ではないSDO_GEOMETRYオブジェクトに、無効なSDO_GTYPEがあります。


	
処置: ジオメトリに有効なGtypeがあることを確認してください。









	 ORA-13032: NULLのSDO_GEOMETRYオブジェクトが無効です。 
	
原因: SDO_GEOMETRYオブジェクトに、無効なSDO_POINT_TYPEまたは無効なSDO_ELEM_INFO_ARRAYフィールドもしくはSDO_ORDINATE_ARRAYフィールドがあります。


	
処置: ジオメトリに有効なフィールドがあることを確認してください。NULLのジオメトリを指定するには、各フィールドにNULLを指定するのではなく、SDO_GEOMETRY全体をNULLと指定してください。









	 ORA-13033: SDO_GEOMETRYオブジェクトのSDO_ELEM_INFO_ARRAYのデータが無効です。 
	
原因: SDO_GEOMETRYオブジェクトのSDO_ELEM_INFO_ARRAYフィールドに無効なデータがあります。このフィールドの3つの数値は、有効なジオメトリを構成しません。


	
処置: ジオメトリに有効なデータがあることを確認してください。









	 ORA-13034: SDO_GEOMETRYオブジェクトのSDO_ORDINATE_ARRAYのデータが無効です。 
	
原因: SDO_GEOMETRYオブジェクトのSDO_ORDINATE_ARRAYフィールドに無効なデータがあります。このフィールドの座標は、有効なジオメトリを構成しません。XまたはY(あるいはその両方)がNULLの可能性があります。


	
処置: ジオメトリに有効なデータがあることを確認してください。









	 ORA-13035: SDO_GEOMETRYオブジェクトのデータ(測地データのアーク)が無効です。 
	
原因: SDO_GEOMETRYオブジェクトのSDO_ELEM_INFO_ARRAYフィールドに無効なデータがあります。測地座標を持つジオメトリにアークがあります。


	
処置: ジオメトリに有効なデータがあることを確認してください。









	 ORA-13036: 操作[string]はポイント・データ用にはサポートされていません。 
	
原因: 指定されたジオメトリ関数は、ポイント・データ用としてはサポートされていません。


	
処置: 指定されたジオメトリ関数が、ポイント・データに対してコールされないようにしてください。









	 ORA-13037: SRIDは2つのジオメトリとは一致しません。 
	
原因: 空間操作が2つのジオメトリでコールされました。一方のジオメトリにはSRIDがあり、もう一方のジオメトリにはSRIDがありません。


	
処置: 空間操作が、互換性のあるSRIDを持つ2つのジオメトリの間でコールされるようにしてください。









	 ORA-13039: 要素string.string.stringに対する空間索引の更新に失敗しました。 
	
原因: 問題を示す別のエラーがこのメッセージに付随して表示されます。


	
処置: 付随するエラーを修正してください。付随するエラー・メッセージが表示されない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13040: 四角形の細分化に失敗しました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを参照の上、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13041: 要素string.string.stringと四角形の比較に失敗しました。 
	
原因: 生成された四角形と指定された要素の間の空間的な関係が決定されません。


	
処置: これは内部エラーです。VALIDATE_GEOMETRY_WITH_CONTEXTプロシージャを使用してジオメトリを確認してください。プロシージャがエラーを戻さない場合、ORA-13041に付随するエラー・メッセージを参照し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13042: SDO_LEVELとSDO_NUMTILESとの組合せが無効です。 
	
原因: <layer>_SDOLAYER表から無効な組合せのSDO_LEVEL値とSDO_NUMTILES値が読み込まれました。列がNULLになっていることが、最も可能性の高い原因です。


	
処置: SDO_LEVEL列とSDO_NUMTILES列に、Oracle Spatialの資料に記載された有効な整数値が設定されていることを確認します。その後で、操作を再試行してください。









	 ORA-13043: <layer>_SDOLAYER表からのメタデータの読取りに失敗しました。 
	
原因: <layer>_SDOLAYER表からレイヤー・メタデータを読込み中にエラーが発生しました。


	
処置: このエラーは以前のエラーの結果であり、以前のエラーもレポートされています。以前のエラーを処理し、現在の操作を再試行してください。付随するエラー・メッセージが通知されなかった場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13044: 指定した四角形のサイズは、許容サイズより小さいです 
	
原因: 固定サイズの四本木分割に指定された四角形のサイズが、レイヤー・メタデータに指定された許容限度を下回っています。


	
処置: 四角形のレベル、四角形のサイズおよび四角形の解像度については、Oracle Spatialの資料を参照してください。生成された四角形が常に解像度の最大レベルの四角形と同じかそれより大きくなるように四角形のパラメータを設定してください。これは、ジオメトリ・オブジェクト当たりの四角形数を少なくするか、現行の四角形より小さいサイズを指定することによって実現できます。









	 ORA-13045: 互換性フラグが無効です。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13046: 引数の数が無効です。 
	
原因: SDO_GEOMファンクションに指定された引数の数が無効です。


	
処置: 該当するSDO_GEOMファンクションの構文および意味の説明については、Oracle Spatialの資料を参照してください。









	 ORA-13047: <layer>_SDOLAYER表の縦座標数を確認できません。 
	
原因: SDO_GEOMファンクションが、SDOレイヤー<layer>の縦座標数を決定できません。


	
処置: <layer>_SDOLAYER表に、列SDO_ORDCNTに対して有効な値があることを確認してください。その後で、操作を再試行してください。









	 ORA-13048: 再帰SQLのフェッチ・エラーが発生しました 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13049: <layer>_SDODIM表の許容度値を決定できません。 
	
原因: SDO_GEOMファンクションがSDOレイヤー<layer>の許容度値を決定できません。


	
処置: <layer>_SDODIM表に、列SDO_TOLERANCEに対して有効な値があることを確認してください。









	 ORA-13050: 空間オブジェクトを組み立てられません。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13051: 空間オブジェクトの初期化に失敗しました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13052: ジオメトリstring.stringのジオメトリ・タイプはサポートされていません。 
	
原因: <layer>_SDOGEOM表の特定のインスタンスのジオメトリ・タイプがOracle Spatialでサポートされているジオメトリ・タイプではありません。


	
処置: サポートされているジオメトリ・タイプのリスト、およびSDOスキーマを持つ、サポートされていないジオメトリ・タイプの保存および取得の方法については、Oracle Spatialの資料を参照してください。









	 ORA-13053: 引数リストにある幾何学図形要素が最大数を超えました。 
	
原因: SDO_GEOMファンクションの引数リストで指定できるジオメトリ要素の最大値を超えました。


	
処置: SDO_GEOMファンクションの構文についてはOracle Spatialの資料を参照し、ジオメトリに関する引数の数を減らしてください。あるいは、SDO_WINDOWパッケージの資料を参照して目的のオブジェクトを表に格納する方法を調べ、その方法を使用してSDO_GEOMファンクション・コールの引数を指定してください。









	 ORA-13054: 再帰SQLの解析エラーが発生しました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13055: Oracleオブジェクトstringが指定した表にありません。 
	
原因: 要求したオブジェクトが指定した表に存在しません。


	
処置: このエラーをレポートしたファンクションまたはプロシージャの構文を確認し、オブジェクトが指定された表に実際に存在することを確認してください。その後で、操作を再試行してください。









	 ORA-13060: 名前stringのトポロジはすでに存在しています 
	
原因: 指定されたトポロジ名はデータベース内で一意ではありません。


	
処置: CREATE_TOPOLOGYコールで適切なトポロジ名が指定され、適切なスキーマからプロシージャが起動されることを確認してください。









	 ORA-13061: 名前stringのトポロジは存在しません 
	
原因: 指定されたトポロジがデータベースに存在しません。


	
処置: 現在のプロシージャ/関数コールで正しいスキーマ名とトポロジ名が指定されていることを確認してください。









	 ORA-13062: トポロジIDが機能表とトポロジで一致しません 
	
原因: 機能表で指定されたトポロジIDがトポロジ・メタデータに格納されているトポロジIDと一致しません。


	
処置: 指定したトポロジIDがトポロジ・メタデータに格納されているトポロジIDと一致していることを確認してください。









	 ORA-13063: 関連情報表には地物表[string]のデータがありません 
	
原因: トポロジ関連情報表(xxx_RELATION$)に地物表に対応するパーティションがありません。


	
処置: コールに適切なトポロジIDとトポロジ名を指定して、トポロジに地物表を登録してください。









	 ORA-13064: 関連情報表には、地物表[string]に対して一貫性のないデータがあります 
	
原因: 地物表に格納されているtopology_id、tg_layer_id値がトポロジ関連情報表(xxx_RELATION$)に格納されている値と一致しません。


	
処置: コールに適切な地物表を指定して、トポロジに地物表を登録してください。









	 ORA-13065: 親レイヤーのある子レイヤーは削除できません 
	
原因: 依存レイヤーのある機能レイヤーを削除しようとしました。


	
処置: 依存するすべての機能レイヤーを削除してから、現在の機能レイヤーを削除してください。









	 ORA-13066: 地物ジオメトリや要素タイプが正しくありません 
	
原因: SDO_TOPO_GEOMETRYオブジェクトに不適切なジオメトリまたは要素タイプ(あるいはその両方)があります。


	
処置: SDO_TOPO_GEOMETRYオブジェクトのジオメトリまたは要素タイプ(あるいはその両方)を修正してください。









	 ORA-13067: 演算子には同じトポロジの両方のパラメータが必要です 
	
原因: 2つのSDO_TOPO_GEOMETRYパラメータのトポロジが異なります。


	
処置: 演算子の2つのパラメータはトポロジが同じであることを確認してください。これが可能でない場合は、2つのSDO_TOPO_GEOMETRYパラメータを使用しない演算子の署名を使用してください。









	 ORA-13068: SDO_TOPO_GEOMETRYコンストラクタの表名や列名が正しくありません 
	
原因: 表名または列名(あるいはその両方)に不適切なパラメータを指定してSDO_TOPO_GEOMETRYコンストラクタが起動されました。


	
処置: コールのパラメータを修正して再試行してください。









	 ORA-13108: 空間表stringが見つかりません。 
	
原因: 指定された空間表が存在しません。


	
処置: Spatialのデータ・ディクショナリを調べて、表が登録されていることを確認してください。









	 ORA-13109: 空間表stringが存在します。 
	
原因: 指定された空間表がSpatialのデータ・ディクショナリに登録されています。


	
処置: 既存の表をSpatialのデータ・ディクショナリから削除するか、または別の名前を使用してください。









	 ORA-13110: topo_geometry表に関連付けられたトポロジは削除できません 
	
原因: topo_geometryレイヤーが関連付けられたトポロジに対して、drop_topologyプロシージャが呼び出されました。


	
処置: トポロジからtopo_geometryレイヤーを削除してから、トポロジを削除してください。SDO_TOPO.delete_topo_geometry_layerを使用して、トポロジからtopo_geometryレイヤーを削除してください。









	 ORA-13111: topo_geometryレイヤー[string]はトポロジに追加できません 
	
原因: 指定されたtopo_geometryレイヤーをトポロジに追加できませんでした。


	
処置: topo_geometryレイヤー表がデータベースに存在することを確認してください。









	 ORA-13112: topo_geometryレイヤー[string]はトポロジから削除できません 
	
原因: 指定されたtopo_geometryレイヤーをトポロジから削除できませんでした。


	
処置: USER_SDO_TOPO_METADATAを確認し、指定したtopo_geometryレイヤーがトポロジの一部であるかどうか確認してください。このトポロジから削除できるのは、その一部であるtopo_geometryレイヤーのみです。









	 ORA-13113: sdo_topo_geometryコンストラクタ内のtg_layer_idが無効です 
	
原因: 無効なlayer_idがSDO_TOPO_GEOMETRYコンストラクタに渡されました。


	
処置: 有効なlayer_idsは、topo_geometryレイヤーをトポロジに追加することによって取得されます。USER_SDO_TOPO_METADATAを確認し、既存のtopo_geometryレイヤーのlayer_idを確認してください。









	 ORA-13114: [string]_NODE$表が存在しません 
	
原因: トポロジに対応するNODE$表がデータベースに存在しません。


	
処置: トポロジに重大な損傷があります。Oracleサポートにエラー番号を連絡してください。









	 ORA-13115: [string]_EDGE$表が存在しません 
	
原因: トポロジに対応するEDGE$表がデータベースに存在しません。


	
処置: トポロジに重大な損傷があります。Oracleサポートにエラー番号を連絡してください。









	 ORA-13116: [string]_FACE$表が存在しません 
	
原因: トポロジに対応するFACE$表がデータベースに存在しません。


	
処置: トポロジに重大な損傷があります。Oracleサポートにエラー番号を連絡してください。









	 ORA-13117: [string]_RELATION$表が存在しません 
	
原因: トポロジに対応するRELATION$表がデータベースに存在しません。


	
処置: トポロジに重大な損傷があります。Oracleサポートにエラー番号を連絡してください。









	 ORA-13118: node_id [string]が無効です 
	
原因: トポロジ・ノード操作を起動したときのnode_idが無効です。


	
処置: 指定されたnode_idがトポロジに存在するか確認するため、トポロジのnode$表を確認してください。









	 ORA-13119: edge_id [string]が無効です 
	
原因: トポロジ・エッジ操作を起動したときのedge_idが無効です。


	
処置: 指定されたedge_idがトポロジに存在するか確認するため、トポロジのedge$表を確認してください。









	 ORA-13120: face_id [string]が無効です 
	
原因: トポロジ・フェイス操作を起動したときのface_idが無効です。


	
処置: 指定されたface_idがトポロジに存在するか確認するため、トポロジのface$表を確認してください。









	 ORA-13121: レイヤー・タイプがtopo_geometryレイヤー・タイプと一致しません 
	
原因: SDO_TOPO_GEOMETRYコンストラクタ内のtg_typeが、レイヤーに指定された型と一致していません。


	
処置: レイヤーのレイヤー型を確認するためUSER_SDO_TOPO_METADATAビューを確認し、このレイヤー型をコンストラクタに使用してください。









	 ORA-13122: 指定されたtopo_geometryは無効です 
	
原因: ファンクション/演算子に渡されたSDO_TOPO_GEOMETRYオブジェクトが無効です。


	
処置: SDO_TOPO_GEOMETRYオブジェクトを確認し、これが有効なtopo_geometryオブジェクトであることを確認してください。









	 ORA-13123: 指定された<TOPOLOGY>名は無効です 
	
原因: create_topo操作には一意のTOPOLOGY名が必要ですが、まだデータベース内に存在していません。


	
処置: このトポロジ名を持つエントリがUSER_SDO_TOPO_METADATA(またはMDSYS.SDO_TOPO_METADATA_TABLE)に存在するか確認してください。









	 ORA-13124: 列stringの列IDを判別できません。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13125: パーティション・キーはすでに設定されています。 
	
原因: 空間表にはパーティション・キーがすでに設定されています。


	
処置: パーティション・キーは空間表ごとに1つのみ指定できます。









	 ORA-13126: 空間表stringのクラスを判別できません。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13127: ターゲット・パーティションの生成に失敗しました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13128: 現行の四角形表示レベルはユーザー指定のレベルを超えています 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13129: HHCODE列stringが見つかりません。 
	
原因: 指定された空間列が存在しません。


	
処置: Spatialのデータ・ディクショナリを調べて、指定された列が空間列であることを確認してください。









	 ORA-13135: 空間表の変更に失敗しました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13136: NULL共通コードが生成されました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13137: 表領域順序番号の生成に失敗しました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13138: オブジェクトstringの名前を判別できませんでした。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13139: stringの列定義を取得できませんでした。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13140: 無効なターゲット型です。 
	
原因: 指定されたターゲット型が無効です。


	
処置: 有効なターゲット型に置き換えてください。有効なターゲット型は、TABLEとVIEWです。









	 ORA-13141: 無効なRANGEウィンドウ定義です。 
	
原因: 指定されたRANGEウィンドウが正しく定義されていません。


	
処置: RANGEウィンドウは、各ディメンションの下限と上限を1組の値(lower_bound1、upper_bound1、lower_bound2、upper_bound2...など)として指定することにより定義されます。値は偶数個にしてください。









	 ORA-13142: 無効なPROXIMITYウィンドウ定義です。 
	
原因: 指定されたPROXIMITYウィンドウが正しく定義されていません。


	
処置: PROXIMITYウィンドウは、中心点と半径を指定して定義してください。中心点は、NDの値で定義してください。ND+1個の値を指定してください。









	 ORA-13143: 無効なPOLYGONウィンドウ定義です。 
	
原因: 指定されたPOLYGONウィンドウが正しく定義されていません。


	
処置: POLYGONウィンドウは、ポリゴンの頂点を表すN組の値を指定して定義してください。値は偶数個にしてください。









	 ORA-13144: ターゲット表stringが見つかりません。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13145: 範囲リストの生成に失敗しました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13146: 表置換変数stringを検索できませんでした。 
	
原因: パーティション名の置換変数%sがSQLフィルタで見つかりませんでした。


	
処置: パーティション名の位置を示すため、置換変数%sはSQLフィルタ内にある必要があります。









	 ORA-13147: MBRの生成に失敗しました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13148: SQLフィルタの生成に失敗しました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13149: 空間表stringの次の順序番号の生成に失敗しました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13150: 例外レコードの挿入に失敗しました。 
	
原因: 例外表へのレコードの挿入操作に失敗しました。


	
処置: レポートされた他のエラーをすべて修正してください。









	 ORA-13151: 例外レコードの削除に失敗しました。 
	
原因: 例外表からのレコードの削除操作に失敗しました。


	
処置: レポートされた他のエラーをすべて修正してください。









	 ORA-13152: 無効なHHCODE型です。 
	
原因: 指定されたHHCODE型は無効です。


	
処置: 有効なHHCODE型に置き換えてください。有効なHHCODE型は、POINTおよびLINEです。









	 ORA-13153: 無効な最高水位標指定です 
	
原因: 最高水位標は0(ゼロ)以上である必要があります。


	
処置: 最高水位標が0(ゼロ)以上の整数であることを確認してください。









	 ORA-13154: 無効な精度指定です 
	
原因: 指定された精度が範囲外です。


	
処置: 0(ゼロ)以上の整数である必要があります。









	 ORA-13155: 無効なディメンションの数指定です 
	
原因: 指定されたディメンションの数が範囲外です。


	
処置: ディメンション数は1から32の間で指定してください。









	 ORA-13156: 登録する表string.stringが空ではありません。 
	
原因: 指定された表に行があります。


	
処置: 登録する表が空であることを確認してください。









	 ORA-13157: OracleエラーORAstringがstring中に発生しました。 
	
原因: 表示されたOracleエラーが発生しました。


	
処置: Oracleエラーを修正してください。









	 ORA-13158: Oracleオブジェクトstringがありません。 
	
原因: 指定されたオブジェクトは存在しません。


	
処置: 指定されたオブジェクトが存在していることを確認してください。









	 ORA-13159: Oracle表stringはすでに存在しています。 
	
原因: 指定された表はすでに存在しています。


	
処置: 指定された表を削除してください。









	 ORA-13181: 列string_SDOINDEX.SDO_CODEの長さを判別できません 
	
原因: <layer>_SDOINDEX表のSDO_CODE列の長さを判別できません。


	
処置: SDO_CODE列を持つ<layer>_SDOINDEX表が存在することを確認してください。適切な権限が表にあることを確認してください。その後で、操作を再試行してください。









	 ORA-13182: 要素string.string.stringの読取りに失敗しました。 
	
原因: 指定された要素を<layer>_SDOGEOM表から読み込むことができません。


	
処置: 指定された要素が表に存在していることを確認してください。その後で、操作を再試行してください。









	 ORA-13183: ジオメトリstring.stringのジオメトリ・タイプはサポートされていません。 
	
原因: <layer>_SDOGEOM表のジオメトリ・タイプがサポートされていません。


	
処置: ジオメトリ・タイプをサポートされているタイプに変更してください。









	 ORA-13184: 四本木分割パッケージの初期化に失敗しました。 
	
原因: 四本木分割パッケージの初期化に失敗しました。


	
処置: 戻ったエラー・メッセージを記録し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13185: 初期HHCODEの生成に失敗しました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 戻ったエラー・メッセージを記録し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13186: 固定サイズ四角形の四本木分割に失敗しました 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 戻ったエラー・メッセージを記録し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13187: 細分化に失敗しました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 戻ったエラー・メッセージを記録し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13188: セルのデコードに失敗しました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 戻ったエラー・メッセージを記録し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13189: 再帰的SQL解析に失敗しました 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 戻ったエラー・メッセージを記録し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13190: 再帰的SQLフェッチに失敗しました 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 戻ったエラー・メッセージを記録し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13191: SDO_ORDCNT値の読取りに失敗しました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 戻ったエラー・メッセージを記録し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13192: 要素行の数の読取りに失敗しました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 戻ったエラー・メッセージを記録し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13193: ジオメトリに対する領域の割当てに失敗しました 
	
原因: メモリー不足のため、データベースからジオメトリを読み込めません。


	
処置: ジオメトリを確認してください。戻ったエラー・メッセージを記録し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13194: スーパーセルのデコードに失敗しました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13195: 四角形の上限の作成に失敗しました 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 戻ったエラー・メッセージを記録し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13196: 要素string.string.string用スーパーセルの計算に失敗しました。 
	
原因: 最小枠HHCODEまたはジオメトリのスーパーセルを計算できませんでした。


	
処置: 別のエラーがこのエラーに付随する場合があります。付随するエラーを修正してください。また、ジオメトリが正確かどうかを確認してください。









	 ORA-13197: 要素string.string.stringは有効範囲外です。 
	
原因: 四本木分割はこの要素に四角形を生成しませんでした。このエラーは、ジオメトリ定義によって、ジオメトリが<layer>_SDODIM表で定義されたドメイン外になると発生することがあります。


	
処置: ジオメトリが有効で、定義されたドメインの中にあることを確認してください。









	 ORA-13198: Spatial エラー: string 
	
原因: Oracle Spatialストアド・プロシージャの内部エラーです。


	
処置: エラー・メッセージ・テキストに、エラーの原因が明確に特定されていない場合は、このエラーに先行するプロシージャ・コールまたはイベントの順序を記録し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13199: string 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13200: 空間索引付けで内部エラー[string]が発生しました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 正確なエラー・メッセージ・テキストを確認して、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13201: CREATE INDEX文のパラメータが正しくありません。 
	
原因: 空間CREATE INDEX文のパラメータ句を解析しようとして、エラーが発生しました。


	
処置: 空間索引作成に必要なパラメータの数値、構文および意味については、Oracle Spatialの資料を参照してください。









	 ORA-13202: SDO_INDEX_METADATA表の作成またはデータ挿入に失敗しました 
	
原因: SDO_INDEX_METADATA表の作成の試行中、またはこの表へのデータ挿入の試行中にエラーが発生しました。


	
処置: 現行のユーザーにCREATE TABLE権限があり、デフォルトまたは指定された表領域にそのユーザーの十分な割当領域があることを確認してください。









	 ORA-13203: USER_SDO_GEOM_METADATAビューの読取りに失敗しました。 
	
原因: USER_SDO_GEOM_METADATAビューを読み込もうとして、エラーが発生しました。


	
処置: USER_SDO_GEOM_METADATAに、現行のジオメトリ表に対応するエントリがあることを確認してください。









	 ORA-13204: 空間索引表の作成に失敗しました 
	
原因: 索引表を作成しようとして、エラーが発生しました。


	
処置: ユーザーが現行のスキーマにCREATE TABLE権限を持ち、デフォルトまたは指定された表領域にそのユーザーの十分な割当て領域があることを確認してください。









	 ORA-13205: 空間パラメータの解析中に内部エラーが発生しました 
	
原因: 空間パラメータの解析中に内部エラーが発生しました。


	
処置: パラメータ文字列で渡されたすべてのパラメータが有効であることを確認してください。









	 ORA-13206: 空間索引の作成中に内部エラー[string]が発生しました。 
	
原因: 空間索引の作成中に内部エラーが発生しました。


	
処置: 正確なエラー・メッセージ・テキストを確認して、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13207: [string]演算子の使用方法が正しくありません。 
	
原因: 指定された演算子を評価中にエラーが発生しました。


	
処置: パラメータおよび指定された演算子の戻り型を確認してください。









	 ORA-13208: [string]演算子の評価で内部エラーが発生しました。 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: 正確なエラー・メッセージ・テキストを確認して、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13209: SDO_INDEX_METADATA表の読取り中、内部エラーが発生しました。 
	
原因: SDO_INDEX_METADATA表を読取り中に内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。このエラーおよび付随するエラーの番号を記録してください。









	 ORA-13210: 索引表にデータを挿入中、エラーが発生しました。 
	
原因: 索引表にデータを挿入中にエラーが発生しました。考えられる原因は次のとおりです。
- 現在の表領域に十分な割当てがない。

- ユーザーに適切な権限がない。




	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 ORA-13211: ウィンドウ・オブジェクトの四本木分割に失敗しました 
	
原因: ウィンドウ・オブジェクトの四本木分割に内部エラーが発生しました。


	
処置: VALIDATE_GEOMETRY_WITH_CONTEXTプロシージャを使用して、ウィンドウ・オブジェクトのジオメトリ整合性を確認してください。









	 ORA-13212: 四角形とウィンドウ・オブジェクトを比較できません。 
	
原因: 生成された四角形と指定されたウィンドウ・オブジェクト間の空間的な関係が決定できません。


	
処置: これは内部エラーです。VALIDATE_GEOMETRY_WITH_CONTEXTプロシージャを使用してジオメトリを確認してください。プロシージャがエラーを戻さない場合、これに付随するエラーを記録し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13213: ウィンドウ・オブジェクトへの空間索引の生成に失敗しました 
	
原因: このエラーに付随して、この問題の根本的な原因を示す別のエラーが表示されます。


	
処置: 付随するエラーを修正してください。付随するエラー・メッセージが表示されない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13214: ウィンドウ・オブジェクトのスーパーセルの計算に失敗しました 
	
原因: 最小枠四角形、またはジオメトリのスーパーセルを計算できませんでした。


	
処置: 別のエラーがこのエラーに付随する場合があります。付随するエラーを修正してください。また、ジオメトリが正確かどうかを確認してください。









	 ORA-13215: ウィンドウ・オブジェクトが範囲外です。 
	
原因: 四本木分割によってこのジオメトリには四角形が生成されませんでした。このエラーは、ジオメトリ定義によって、ジオメトリがUSER_SDO_GEOM_METADATAビューで定義されたドメイン外になると発生することがあります。


	
処置: ジオメトリが有効で、定義されたドメインの中にあることを確認してください。









	 ORA-13216: 空間索引の更新に失敗しました 
	
原因: 問題を示す別のエラーがこのメッセージに付随して表示されます。


	
処置: 付随するエラーを修正してください。付随するエラー・メッセージが表示されない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13217: ALTER INDEX文のパラメータが正しくありません。 
	
原因: 空間ALTER INDEX文のパラメータ句を解析しようとして、エラーが発生しました。


	
処置: 空間ALTER INDEX文に必要なパラメータの数値、構文および意味については、Oracle Spatialの資料を参照してください。









	 ORA-13218: [string]索引がサポートされる索引表の最大数に達しました。 
	
原因: 既存の索引表がすでに最大数に達したときに、add_indexパラメータがALTER INDEXに渡されました。


	
処置: 索引表の1つを削除してから、別の索引表を追加してください。









	 ORA-13219: 空間索引表[string]の作成に失敗しました。 
	
原因: 索引表を作成しようとして、エラーが発生しました。


	
処置: 索引のスキーマに指定された名前の表があります。CREATE INDEX文は、この名前の索引表を作成しようとします。この表の名前を変更するか、または索引の名前を変更してください。









	 ORA-13220: 四角形とジオメトリを比較できません。 
	
原因: 生成された四角形と指定されたジオメトリ間の空間的な関係が決定できません。


	
処置: これは内部エラーです。VALIDATE_GEOMETRY_WITH_CONTEXTプロシージャを使用してジオメトリを確認してください。プロシージャがエラーを戻さない場合、ORA-13220に付随するエラー・メッセージを記録し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13221: ジオメトリ・オブジェクトのジオメトリ・タイプが正しくありません。 
	
原因: ジオメトリ・オブジェクトのSDO_GTYPE属性に無効な値があります。


	
処置: サポートされているSDO_GTYPE値の1つを使用して、ジオメトリ表にジオメトリ・タイプを再定義してください。SDO_GTYPEの説明とそこに設定できる値については、Oracle Spatialの資料を参照してください。









	 ORA-13222: stringのジオメトリに対するスーパーセルの計算に失敗しました 
	
原因: 最小枠四角形またはジオメトリのスーパーセルを計算できませんでした。


	
処置: 別のエラーがこのエラーに付随する場合があります。付随するエラーを修正してください。また、ジオメトリが正確かどうかを確認してください。









	 ORA-13223: SDO_GEOM_METADATAのstringに対するエントリが重複しています。 
	
原因: USER_SDO_GEOM_METADATAビューで、指定された表および列値の組合せに、エントリが重複しています。


	
処置: 指定された表およびジオメトリ列の名前が正しいことを確認してください。エントリは、USER_SDO_GEOM_METADATAビューの表およびジオメトリ列の組合せに対して1つのみです。









	 ORA-13224: USER_SDO_GEOM_METADATAのレイヤーに許容度0(ゼロ)が指定されました 
	
原因: USER_SDO_GEOM_METADATAビューで、ゼロまたはNULLの許容度がレイヤーに指定されています。


	
処置: 指定された許容度が正の値であることを確認してください。









	 ORA-13225: 指定した索引表名は空間索引に対して長すぎます。 
	
原因: 指定された索引表名が、空間索引表名の長さとしてサポートされている長さより長くなっています。


	
処置: 索引表名でサポートされている長さを確認し、索引表名の長さを短くしてください。









	 ORA-13226: 空間索引がないとインタフェースはサポートされません。 
	
原因: ジオメトリ表に空間索引がありません。


	
処置: 空間演算子で参照されているジオメトリ表に空間索引があることを確認してください。









	 ORA-13227: 2つの索引表のSDO_LEVEL値が一致しません。 
	
原因: 空間結合演算子で使用されている2つの索引表のSDO_LEVEL値が一致しません。


	
処置: 2つの互換性のある索引が、空間結合演算子で使用されていることを確認してください。複数のクワッド・ツリー索引は、SDO_LEVELとSDO_NUMTILESの値が同じときに互換性があります。









	 ORA-13228: 型が無効なため、空間索引の作成に失敗しました。 
	
原因: SDO_GEOMETRY以外の型の列に空間索引を作成しようとしました。


	
処置: SDO_GEOMETRY型の列に索引を作成してください。









	 ORA-13230: R-treeの作成で、一時表[string]の作成に失敗しました。 
	
原因: 指定された一時表はすでに存在するか、または表領域が不足しています。


	
処置: この表がすでに存在する場合は、削除してください。また、現行のユーザーにCREATE TABLE権限があり、デフォルトまたは指定された表領域に十分な領域があることを確認してください。









	 ORA-13231: R-treeの作成で、索引表[string]の作成に失敗しました。 
	
原因: 指定された索引表はすでに存在するか、または表領域が不足しています。


	
処置: この表がすでに存在する場合は、削除してください。また、現行のユーザーにCREATE TABLE権限があり、デフォルトまたは指定された表領域に十分な領域があることを確認してください。問題を修正できない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13232: Rツリーの作成で、メモリーの割当てに失敗しました。 
	
原因: この機能には、バルク作成のために64KB以上のメモリーが必要です。


	
処置: データの小さいサブセットに索引を作成してください。その後、残りのデータにトランザクション挿入操作を使用してください。









	 ORA-13233: R-treeに対する順序番号[string]の作成に失敗しました。 
	
原因: 指定された順序番号は存在します。


	
処置: 順序オブジェクトを削除するか、またはOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13234: R-tree索引表[string]のアクセスに失敗しました。 
	
原因: 索引表は削除されたか、または破損しています。


	
処置: 索引を再作成するか、付随するエラー・メッセージをOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13236: R-treeの処理で内部エラーが発生しました: [string] 
	
原因: R-treeの処理で内部エラーが発生しました。


	
処置: メッセージ・テキストを確認して、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13237: R-treeの同時更新で内部エラーが発生しました: [string] 
	
原因: 直列可能な分離レベルを使用したことが原因で、同時更新中に非一貫性が発生しました。


	
処置: ALTER SESSION文を使用して分離レベルを「コミット読込み」に変更するか、メッセージ・テキストを確認してOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13239: n-d R-treeの作成で、sdo_dimensionalityが未指定です。 
	
原因: ディメンション・パラメータの読込みでエラーが発生しました。


	
処置: ディメンションの範囲が有効かどうかを確認し、ディメンションをパラメータとして指定してください。









	 ORA-13240: 問合せメンバーのディメンションより大きいディメンションが指定されました。 
	
原因: 問合せ最小枠四角形(MBR)の値が小さすぎるためにエラーが発生しました。


	
処置: ディメンションの指定を省略するか、問合せのディメンションを使用してください。









	 ORA-13241: データのディメンションに一致しないディメンションが指定されました。 
	
原因: CREATE INDEX文に指定されたディメンションが、データのディメンションと一致しないためにエラーが発生しました。


	
処置: データのディメンションに合せて文を変更してください。









	 ORA-13243: 指定した演算子は、3次元以上のR-treeではサポートされていません 
	
原因: 現在のところ、3つ以上の索引ディメンションを持つRツリー索引は、SDO_FILTER演算子でのみ使用できます。


	
処置: SDO_FILTER演算子を使用し、ドキュメントを参照してSDO_FILTERのquerytypeパラメータを確認してください。または、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13249: string 
	
原因: 拡張可能な空間索引のコンポーネントで内部エラーが発生しました。このメッセージのテキストは、他のサーバー・コンポーネントから取得されました。


	
処置: 正確なエラー・メッセージ・テキストを確認して、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13250: メタデータ表エントリを変更する権限が不十分です 
	
原因: この操作を要求したユーザーに、参照された表に対する適切な権限がありませんでした。


	
処置: 指定された機能およびジオメトリ表の名前が正しいことを確認し、現行のユーザーが少なくともこれらの表に対するSELECT権限を持っていることを確認してください。









	 ORA-13251: メタデータ表のエントリstringが重複しています。 
	
原因: 指定されたエントリがすでにメタデータ表に存在します。


	
処置: 指定された機能およびジオメトリ表の名前が正しいことを確認してください。機能とジオメトリ表の対応付けは1回のみ登録されます。









	 ORA-13260: レイヤー表stringが存在しません。 
	
原因: データ移行ソース表である<layer>_SDOGEOMが存在しません。


	
処置: 指定されたレイヤー名が正しく、対応する空間レイヤー表が現行のスキーマに存在することを確認してください。









	 ORA-13261: ジオメトリ表stringが存在しません。 
	
原因: 指定されたジオメトリ表が現行のスキーマに存在しません。


	
処置: GID値のSDO_GEOMETRY型の列およびNUMBER型の列を持つ表を作成してください。









	 ORA-13262: ジオメトリ列stringが表stringにありません。 
	
原因: 指定された表にSDO_GEOMETRY型の列がありません。


	
処置: 表を変更または再作成して、SDO_GEOMETRY型の列とNUMBER型の列が含まれるようにしてください。









	 ORA-13263: 列string(表string)はSDO_GEOMETRY型ではありません。 
	
原因: ジオメトリを格納しようとした列はSDO_GEOMETRY型ではありません。


	
処置: 列定義を変更してSDO_GEOMETRY型にしてください。









	 ORA-13264: ジオメトリID列stringが表stringにありません。 
	
原因: 指定された表にジオメトリID列がありません。


	
処置: ジオメトリID列の名前が正しく指定され、指定された表に存在することを確認してください。









	 ORA-13265: ジオメトリID列string(表string)はNUMBER型ではありません。 
	
原因: ジオメトリID列はNUMBER型ではありません。


	
処置: 表定義を変更して、ジオメトリIDを含む列をNUMBER型にしてください。









	 ORA-13266: 表stringへのデータ挿入時にエラーが発生しました。 
	
原因: OCIエラーが発生したか、現行の表領域でユーザーに十分な割当てがなかったか、またはロールバック・セグメントが小さすぎました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージに、問題の原因が表示されます。適切な処置を行って、示された問題を修正してください。









	 ORA-13267: レイヤー表stringのデータ読取り時にエラーが発生しました。 
	
原因: <layer>_SDOGEOM表からジオメトリ・データを読み込むときにエラーが発生しました。


	
処置: <layer>_SDOGEOMおよび<layer>_SDODIMが存在することを確認してください。存在する場合は、指定されたレイヤーでVALIDATE_LAYER_WITH_CONTEXTを実行してください。









	 ORA-13268: USER_SDO_GEOM_METADATAからのディメンションの取得でエラーが発生しました。 
	
原因: 指定されたジオメトリ表のUSER_SDO_GEOM_METADATAビューにエントリがありません。


	
処置: 正しいディメンション情報とともに、移行先のジオメトリ表のエントリを挿入してください。









	 ORA-13269: ジオメトリ表の処理時に内部エラー[string]が発生しました。 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: 正確なエラー・メッセージ・テキストを確認して、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13270: OCIエラーが発生しました string 
	
原因: レイヤーまたはジオメトリ表の処理中にOCIエラーが発生しました。


	
処置: 適切な手順で、OCI固有のエラーを修正してください。









	 ORA-13271: ジオメトリ・オブジェクトのメモリー割当て時にエラーが発生しました。 
	
原因: メモリーが不足しています。


	
処置: 現行のセッション/プロセスが使用できるメモリーを増やしてください。









	 ORA-13272: ジオメトリ・オブジェクトstring(表:string)が無効です 
	
原因: 指定されたオブジェクトが、検証機能が実行するジオメトリ整合性チェックに失敗しました。


	
処置: Oracle Spatialの資料を参照してVALIDATE_GEOMETRY_WITH_CONTEXTが実行するジオメトリ整合性チェックについて確認し、必要な場合はジオメトリ定義を修正してください。









	 ORA-13273: ディメンション・メタデータ表stringが存在しません。 
	
原因: <layer>_SDODIM表が存在しません。


	
処置: 指定されたレイヤー名が正しく、現行のスキーマに<layer>_SDODIM表が存在することを確認してください。









	 ORA-13274: 演算子が非互換SRIDとともに起動されました。 
	
原因: SRIDがあるウィンドウ・ジオメトリおよびSRIDがないレイヤー、またはSRIDがないウィンドウおよびSRIDがあるレイヤーとともに、空間演算子が起動されました。


	
処置: レイヤーおよびウィンドウの両方にSRIDがあるか、両方にSRIDがないことを確認してください。









	 ORA-13275: 空間索引の作成がサポートされていない型のために失敗しました。 
	
原因: 空間索引の作成が、SDO_GEOMETRY型以外の列に対して行われました。


	
処置: 空間索引は、SDO_GEOMETRY型の列でのみ作成できます。索引列の型がSDO_GEOMETRYであることを確認してください。









	 ORA-13276: 座標変換で内部エラー[string]が発生しました 
	
原因: OCIの内部エラーです。


	
処置: 正確なエラー・メッセージ・テキストを確認して、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13278: SRIDのシステム固有の形式への変換に失敗しました。 
	
原因: OCIの内部エラーです。


	
処置: 正確なエラー・メッセージ・テキストを確認して、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13281: WKTを取得するSQL文の実行に失敗しました。 
	
原因: OCIの内部エラーまたはSRIDが表エントリと一致していません。


	
処置: 使用されているSRIDが正しいかどうかを確認してください。









	 ORA-13282: 座標変換の初期化に失敗しました 
	
原因: 元の座標システム、宛先座標システムWKT、または非互換座標システムの解析エラーです。


	
処置: 表エントリに対するWKTの妥当性を確認し、要求された変換が有効かどうか確認してください。









	 ORA-13283: 位置の変換で新規ジオメトリ・オブジェクトの取得に失敗しました 
	
原因: OCIの内部エラーです。


	
処置: 正確なエラー・メッセージ・テキストを確認して、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13284: 位置の変換でジオメトリ・オブジェクトのコピーに失敗しました 
	
原因: OCIの内部エラーです。


	
処置: 正確なエラー・メッセージ・テキストを確認して、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13285: ジオメトリの座標変換でエラーが発生しました 
	
原因: 座標の組合せが変換/投影の有効範囲外です。


	
処置: 変換されるデータが、必要な変換/投影と一貫性があることを確認してください。









	 ORA-13287: 不明なジオメトリ・タイプを変換できません 
	
原因: ジオメトリ・タイプが0(ゼロ)以下のジオメトリが変換対象に指定されました。許可されるジオメトリ・タイプは1以上です。


	
処置: Oracle Spatialの資料を参照してSDO_GTYPE値を確認し、最後の桁が1以上の値を指定してください。









	 ORA-13288: 座標点変換でエラーが発生しました 
	
原因: 点の変換時に内部エラーが発生しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 ORA-13290: 指定された単位はサポートされていません。 
	
原因: Oracle Spatialファンクションが不明なUNIT値でコールされました。


	
処置: サポートされている単位をSpatialの資料で確認し、正しいUNITパラメータでファンクションをコールしてください。









	 ORA-13291: 指定された単位と標準単位の間の変換エラーが発生しました。 
	
原因: 指定された単位と標準単位の間での線形距離、角度または面積の変換に失敗しました。


	
処置: 単位指定を確認して、再指定してください。









	 ORA-13292: ARC_TOLERANCEの指定が正しくありません 
	
原因: SDO_BUFFERまたはSDO_AGGR_BUFFERファンクションが測地ジオメトリでコールされた場合、またはSDO_ARC_DENSIFYがコールされた場合は、ARC_TOLERANCEがジオメトリに指定された許容度値以上に指定されている必要があります。


	
処置: ARC_TOLERANCEが正しく指定されていることを確認してください。









	 ORA-13293: 地形参照されたSRIDなしではジオメトリの単位を指定できません。 
	
原因: UNITパラメータが付いたOracle Spatialファンクションが、地形参照されたSRIDなしのジオメトリに対してコールされました。


	
処置: UNITパラメータが指定されたSpatialファンクションは、地形参照されたSRIDを持つジオメトリに対してのみコールしてください。









	 ORA-13294: 円弧を含むジオメトリは変換できません。 
	
原因: 円弧の3点表現を変換すると歪みます。


	
処置: ジオメトリに円弧が含まれていないことを確認してください。









	 ORA-13295: ジオメトリ・オブジェクトは異なる座標システム内にあります。 
	
原因: 2つの異なるSRIDを持つ2つのジオメトリで、Oracle Spatialファンクションがコールされました。


	
処置: 同じ座標システムに置かれるようにジオメトリ・オブジェクトを変換し、Spatialファンクションをコールしてください。









	 ORA-13296: 座標システムの指定が正しくありません 
	
原因: 地球の半径のWKTの数値が不適切であるか、現行のSRIDがフラット化しています。


	
処置: 地球の半径のMDSYS.CS_SRS表にあるWKTを確認し、フラット化を逆にしてください。









	 ORA-13300: 単一の点の変換でエラーが発生しました。 
	
原因: 低レベルの座標変換エラー・トラップです。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 ORA-13303: 表からのジオメトリ・オブジェクトの取得に失敗しました。 
	
原因: OCIの内部エラーです。


	
処置: 正確なエラー・メッセージ・テキストを確認して、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13304: 変換済ジオメトリ・オブジェクトの表への挿入に失敗しました。 
	
原因: OCIの内部エラーです。


	
処置: 正確なエラー・メッセージ・テキストを確認して、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13330: MASKが無効です。 
	
原因: RELATE関数に渡したMASKが無効です。


	
処置: MASKがNULLでないことを確認してください。サポートされているマスクのリストは、Oracle Spatialの資料を参照してください。









	 ORA-13331: LRSセグメントが無効です。 
	
原因: 指定されたLRSセグメントの線ストリングが有効ではありません。


	
処置: 有効なLRSジオメトリ・セグメントはOracle Spatialの文字列ジオメトリです。単純または複合線の文字列(線または円弧、あるいはその両方からなる)の可能性があります。ディメンション情報は、Oracle Spatialメタデータの最後の要素としてメジャー・ディメンションを含む必要があります。現在、LRSセグメントのディメンションの数は2よりも多い必要があります(x/yまたは経度/緯度とメジャー)









	 ORA-13332: LRSポイントが無効です。 
	
原因: 指定されたLRSポイントが、メジャー情報を持つ点ジオメトリではありません。


	
処置: 指定された点ジオメトリを確認してください。有効なLRS点は、追加メジャー・ディメンションを指定したOracle Spatialの点ジオメトリです。









	 ORA-13333: LRS測定が無効です。 
	
原因: 指定された線形参照のメジャーは範囲外です。


	
処置: メジャーを再定義してください。









	 ORA-13334: LRSセグメントが連続していません。 
	
原因: 指定されたジオメトリ・セグメントが連続していません。


	
処置: 指定されたジオメトリ・セグメントの開始点/終了点を確認してください。









	 ORA-13335: LRS測定情報が定義されていません。 
	
原因: ジオメトリ・セグメントのメジャー情報が割り当てられていません(IS NULL)。


	
処置: メジャー情報を割り当ててください(または定義してください)。開始メジャーと終了メジャーにNULL以外の値を割り当てた場合に、LRSジオメトリ・セグメントが定義されます。









	 ORA-13336: 標準のdiminfo/geometryからLRSのdim/geomへの変換に失敗しました。 
	
原因: 指定されたdiminfoにメジャー・ディメンションを含める空間がないか、または標準ジオメトリが点または線ストリングではありません。


	
処置: diminfoディメンションが2以下であるか、ジオメトリ・タイプが点または線ストリングであることを確認してください。









	 ORA-13337: LRSポリゴンの連結に失敗しました 
	
原因: LRSポリゴンのLRS連結はサポートされていません。


	
処置: ジオメトリタイプと要素タイプを確認し、連結操作がポリゴン・タイプ付きでコールされないようにしてください。









	 ORA-13338: LRSポリゴン/コレクション・ジオメトリへの戻しに失敗しました 
	
原因: LRSポリゴン/コレクション・ジオメトリへの戻しを行うと、無効なジオメトリが生成されます。


	
処置: ジオメトリ・タイプを確認し、この操作がポリゴン・ジオメトリ以外でコールされるようにしてください。









	 ORA-13339: LRSポリゴンが複数リングにわたってクリップしています 
	
原因: 複数リングにわたってポリゴンをクリップ(dynseg)することはできません。


	
処置: ポリゴンのクリップは、1つのリングでのみ許可されています。









	 ORA-13340: 点ジオメトリに複数の座標があります 
	
原因: 点として指定されたジオメトリに座標が複数定義されています。


	
処置: 点の座標は1つのみです。このジオメトリが点の集合、線またはポリゴンを表す場合は、適切なSDO_GTYPEまたはSDO_ETYPE値を設定してください。1点のオブジェクトの場合は、関係のない座標を定義から削除してください。









	 ORA-13341: 線ジオメトリの座標は2つ以上定義してください。 
	
原因: 線として指定されたジオメトリに定義されている座標が1つのみです。


	
処置: 線は2つ以上の異なる座標で構成してください。ジオメトリ定義を修正するか、このジオメトリに適切なSDO_GTYPEまたはSDO_ETYPE属性を設定してください。









	 ORA-13342: 円弧ジオメトリの座標は3つ以上定義してください。 
	
原因: 円弧として指定されたジオメトリに定義されている座標が2つ以下です。


	
処置: 円弧は3つ以上の異なる座標で構成してください。ジオメトリ定義を修正するか、このジオメトリに適切なSDO_GTYPEまたはSDO_ETYPE属性を設定してください。









	 ORA-13343: ポリゴン・ジオメトリの座標は4つ以上定義してください。 
	
原因: ポリゴンとして指定されたジオメトリに定義されている座標が3つ以下です。


	
処置: ポリゴンは4つ以上の異なる座標で構成してください。ジオメトリ定義を修正するか、このジオメトリに適切なSDO_GTYPEまたはSDO_ETYPE属性を設定してください。









	 ORA-13344: 円弧ポリゴン・ジオメトリの座標は、5つ以上定義してください。 
	
原因: 円弧ポリゴンとして指定されたジオメトリに定義されている座標が4つ以下です。


	
処置: 円弧ポリゴンは5つ以上の異なる座標で構成してください。円弧ポリゴンは順序付けられた円弧の連続で構成され、各円弧は3つの座標を使用して表示してください。円弧は連続しているため、最初の円弧の終了点は次の円弧の開始点になり、繰り返す必要はありません。ジオメトリ定義を修正するか、このジオメトリに適切なSDO_GTYPEまたはSDO_ETYPE属性を設定してください。









	 ORA-13345: 複合ポリゴン・ジオメトリの座標は、5つ以上定義してください 
	
原因: 複合ポリゴンとして指定されたジオメトリに定義されている座標が4つ以下です。


	
処置: 複合ポリゴンには5つ以上の座標が必要です。複合ポリゴンは、少なくとも1つの円弧と1つの線からなり、それぞれは3つおよび少なくとも2つの個別の座標を使用して記述される必要があります。ジオメトリ定義を修正するか、このジオメトリに適切なSDO_GTYPEまたはSDO_ETYPE属性を設定してください。









	 ORA-13346: 円弧を定義する座標が同一線上にあります。 
	
原因: 円弧の定義が無効です。円弧は同一直線上にない3つの座標を使用して定義されます。


	
処置: 円弧の定義を変更するか、SDO_ETYPEまたはSDO_GTYPEを線型に設定してください。









	 ORA-13347: 円弧を定義する座標の中に同じ座標があります。 
	
原因: 円弧を定義する3点の座標のうち、2点以上の座標が同じです。


	
処置: 円弧の定義を変更し、異なる3つの座標値が使用されるようにしてください。









	 ORA-13348: ポリゴンの境界が閉じられていません。 
	
原因: ポリゴンの境界が閉じられていません。


	
処置: 座標またはジオメトリのSDO_GTYPEまたはSDO_ETYPE属性の定義を変更してください。









	 ORA-13349: ポリゴンの境界が自己交差しています。 
	
原因: ポリゴンの境界が自己交差しています。


	
処置: オブジェクトのジオメトリ定義を修正してください。









	 ORA-13350: 複合ポリゴンの複数の輪に接点があります 
	
原因: 複合ポリゴンの内部または外部の輪に接点があります。


	
処置: 複合ポリゴンの輪に接点があってはいけません。オブジェクトのジオメトリ定義を修正してください。









	 ORA-13351: 複合ポリゴンの複数の輪が重なっています 
	
原因: 複合ポリゴンの内部または外部の輪が重なっています。


	
処置: 複合ポリゴンの輪に接点があってはいけません。オブジェクトのジオメトリ定義を修正してください。









	 ORA-13352: この座標で円を描くことはできません。 
	
原因: 円を描く座標集合が正しくありません。


	
処置: 座標集合が実際に円周上の点を表していることを確認してください。









	 ORA-13353: ELEM_INFO_ARRAYが3つにグループ化されていません。 
	
原因: SDO_GEOMETRY定義のELEM_INFO_ARRAYに、必要とされているより多いまたは少ない要素があります。


	
処置: ELEM_INFO_ARRAYの要素数が3で割り切れることを確認してください。









	 ORA-13354: ELEM_INFO_ARRAYに不適切なオフセットがあります 
	
原因: SDO_GEOMETRY定義のELEM_INFO_ARRAYにあるオフセット・フィールドが、SDO_ORDINATE_ARRAYにある無効な配列添字を参照しています。


	
処置: オフセットがSDO_ORDINATE_ARRAYにある有効な配列添字であることを確認してください。









	 ORA-13355: SDO_ORDINATE_ARRAYが、指定されたディメンション数でグループ化されていません。 
	
原因: SDO_ORDINATE_ARRAYの要素数が、ユーザーが指定したディメンション数の倍数になっていません。


	
処置: ディメンション数がSDO_ORDINATE_ARRAYのデータ表現と一貫性があることを確認してください。









	 ORA-13356: ジオメトリ内に重複した点があります。 
	
原因: 連続した座標に重複した点があります。


	
処置: 重複した点を削除してください。









	 ORA-13357: エクステント型に点が2つありません。 
	
原因: エクステント型は、点2つ(左下および右上)で表現する必要があります。


	
処置: エクステント型には、点が2つのみあることを確認してください。









	 ORA-13358: 円型に点が3つありません。 
	
原因: 円型は円周上の異なる3点で表現されます。


	
処置: 円型には、点が3つのみあることを確認してください。









	 ORA-13359: エクステントに領域がありません。 
	
原因: エクステントを表現している2点が同一です。


	
処置: エクステント型を記述している2点が異なっていることを確認してください。









	 ORA-13360: 複合型に無効なサブタイプがあります 
	
原因: このサブタイプは、指定されたETYPE内では許可されていません。


	
処置: タイプの定義については、Oracle Spatialの資料を参照してください。









	 ORA-13361: 複合ETYPEに十分なサブエレメントがありません 
	
原因: 複合型が、実際に定義されているより多いサブエレメントを宣言しました。


	
処置: サブエレメント数が複合型の宣言と一貫していることを確認してください。









	 ORA-13362: 複合ポリゴンのサブエレメントを切り離してください 
	
原因: 複合ポリゴンは閉じた領域を記述する必要があります。


	
処置: すべてのサブエレメントが連続していることを確認してください。









	 ORA-13363: ジオメトリに有効なETYPEがありません。 
	
原因: ジオメトリのETYPEはいずれもサポートされていません。


	
処置: 有効なETYPEが1つ以上あることを確認してください。









	 ORA-13364: レイヤーのディメンションがジオメトリのディメンションと一致しません。 
	
原因: 空間レイヤーに、レイヤーに指定されたディメンションと異なるディメンションを持つジオメトリがあります。


	
処置: レイヤーのすべてのジオメトリに同じディメンションが指定され、それらが、USER_SDO_GEOM_METADATAビューにあるレイヤーのSDO_DIM_ARRAYオブジェクトのディメンションと一致することを確認してください。









	 ORA-13365: レイヤーのSRIDが形状SRIDと一致しません。 
	
原因: 空間レイヤーに、レイヤーに指定されたSRIDと異なるSRIDが指定されている形状があります。


	
処置: レイヤーのすべてのジオメトリに同じSRIDが指定され、それらが、USER_SDO_GEOM_METADATAビューのレイヤーのSRIDと一致することを確認してください。









	 ORA-13366: 内部/外部リングの組合せが無効です 
	
原因: Oracle Spatialジオメトリでの内部リングと外部リングの使用に一貫性がありません。


	
処置: 外部リングに対応する内部リングが、縦座標配列の外部リングに従っていることを確認してください。









	 ORA-13367: 内部/外部リングの方向が正しくありません 
	
原因: Oracle Spatialジオメトリでの内部リングまたは外部リング(あるいはその両方)の方向が正しくありません。


	
処置: 外部リングの方向は反時計回り、内部リングの方向は時計回りであることを確認してください。









	 ORA-13368: 単純ポリゴン型に複数の外部リングがあります 
	
原因: ポリゴン・ジオメトリに複数の外部リングがあります。


	
処置: ジオメトリに複数の外部リングがある場合、型を複数ポリゴンに設定してください。









	 ORA-13369: 4桁書式のetypeの値が無効です 
	
原因: ポリゴン型以外の要素の4桁のetypeが使用されているか、ポリゴンの内部/外部リングの方向が無効です。


	
処置: ジオメトリ定義を修正してください。









	 ORA-13370: 3D LRS関数の適用に失敗しました 
	
原因: 3D LRSファンクションでは、非測地3D線ストリング・ジオメトリ(行セグメントで構成される)のみがサポートされています。


	
処置: ジオメトリ、要素型およびSRID値を確認してください。









	 ORA-13371: 測定ディメンションの位置が無効です 
	
原因: LRS測定ディメンションは、空間ディメンションの後ろにある必要があります。位置は、dim_info_arrayの3番目または4番目であることが必要です。


	
処置: ジオメトリのgtype、およびそのdim_info_array内での位置を確認してください。









	 ORA-13372: 空間索引がある表のメタデータの変更に失敗しました 
	
原因: 索引作成後のメタデータの変更は、ジオメトリgtypeとdiminfo間の非一貫性の原因となります。


	
処置: SDO_GEOMETRY列上に索引を作成する前に、メタデータを変更(または準備)してください。









	 ORA-13373: 測地データの行セグメントが無効です 
	
原因: 測地行セグメントが大円の半分未満です。


	
処置: 点を追加してライン密度を高くしてください。









	 ORA-13374: SDO_MBRは測地データにはサポートされていません 
	
原因: SDO_MBR機能は測地データにはサポートされていません。


	
処置: このコンテキストでかわりに使用できる機能を調べてください。









	 ORA-13375: レイヤーの型は[string]ですが挿入されたジオメトリの型は[string]です 
	
原因: レイヤーが現行のジオメトリの型と異なるまたは一貫性のない型を持っています。


	
処置: レイヤー型にあわせてジオメトリ型を変更するか、ジオメトリ型に合せてレイヤー型を変更してください。









	 ORA-13376: layer_gtypeパラメータに指定された型名が無効です 
	
原因: layer_gtype制約に無効な型名が指定されました。


	
処置: layer_gtype制約の定義に使用できる有効なキーワードについては、Oracle Spatialの資料を参照してください。









	 ORA-13377: 要素と方向の組合せは無効です 
	
原因: ジオメトリ要素に方向が指定されましたが、(4桁のetypeで)方向を指定されていない他の要素があります。


	
処置: 4桁のetype表記を使用してすべてのポリゴン要素に方向が指定されていることを確認してください。









	 ORA-13378: 抽出される要素の索引は無効です 
	
原因: ジオメトリからの要素の抽出で、無効な(または範囲外の)索引が指定されました。


	
処置: 抽出ファンクションのパラメータが、指定したジオメトリの有効範囲内であることを確認してください。









	 ORA-13379: 抽出されるサブ要素の索引は無効です 
	
原因: ジオメトリからのサブ要素の抽出で、無効な(または範囲外の)索引が指定されました。


	
処置: 抽出ファンクションのパラメータが、指定したジオメトリの有効範囲内であることを確認してください。









	 ORA-13380: ネットワークが見つかりません 
	
原因: 指定されたネットワークがネットワーク・メタデータに見つかりません。


	
処置: USER_SDO_NETWORK_METADATAビューで、ネットワーク情報を挿入してください。









	 ORA-13381: 表: stringがネットワーク: stringに見つかりません 
	
原因: 指定された表がネットワークメタデータに見つかりません。


	
処置: USER_SDO_NETWORK_METADATAビューで、この表の情報を挿入してください。









	 ORA-13382: ジオメトリ・メタデータ(表: string、列: string)が空間ネットワーク: stringに見つかりません 
	
原因: 指定されたジオメトリ・メタデータが空間ネットワーク・メタデータに見つかりません。


	
処置: USER_SDO_NETWORK_METADATAビューで、空間メタデータ情報を挿入してください。









	 ORA-13383: ネットワーク・メタデータ: stringに一貫性がありません 
	
原因: ネットワーク・メタデータとノード/リンク情報が矛盾しています。


	
処置: ネットワーク・メタデータとノード/リンク情報を確認してください。









	 ORA-13384: ネットワーク・スキーマ: stringでエラーが発生しました 
	
原因: ネットワーク表に必要な列がありません。


	
処置: ネットワーク・スキーマを確認してください。









	 ORA-13385: ネットワーク・マネージャ: [string]でエラーが発生しました 
	
原因: Network Managerで内部エラーが発生しました。


	
処置: サポートが必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-13386: COMMIT/ROLLBACK操作エラー: [string] 
	
原因: 索引レベルでの変更が、コミットまたはロールバック操作の一部として完全には組み込まれませんでした。


	
処置: 指示されたエラーを修正し、ALTER INDEX <index-name> PARAMETERS ('index_status=synchronize')文を使用してください。









	 ORA-13387: 配列挿入のsdo_batch_sizeは、[number,number]の範囲内にする必要があります 
	
原因: sdo_batch_sizeに指定された値が高すぎるか、低すぎます。


	
処置: 指定された範囲内になるように値を変更してください。









	 ORA-13388: dst_specパラメータの値が無効です 
	
原因: dst_specパラメータが正しい形式で指定されていません。


	
処置: このパラメータについては、ドキュメントを参照してください。









	 ORA-13389: 分析関数でバッファまたはintersectionを計算できません 
	
原因: 指定された空間分析ファンクションでのバッファまたは交点の計算中に内部エラーが発生しました。


	
処置: 空間分析ファンクションを起動する前に、USER_SDO_GEOM_METADATAビューで許容度値を変更してください。









	 ORA-13390: 空間分析およびマイニング関数: [string]でエラーが発生しました 
	
原因: 指定された分析ファンクションで内部エラーが発生しました。


	
処置: サポートが必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-13391: string 
	
原因: GeoRaster管理制限に違反しようとしました。


	
処置: 詳細は、ドキュメントを確認してください。









	 ORA-13393: stringパラメータがNULLまたは無効です 
	
原因: 入力パラメータ値がNULLまたは無効であるため、操作が失敗しました。


	
処置: パラメータを修正して再試行してください。









	 ORA-13400: USER_SDO_GEOR_SYSDATAビューで、stringのエントリが重複しています 
	
原因: 現行の操作が原因で、重複するRASTER_DATA_TABLEとRASTER_IDの組合せがUSER_SDO_GEOR_SYSDATAビューに挿入されました。


	
処置: USER_SDO_GEOR_SYSDATAビューに挿入されるRASTER_DATA_TABLEとRASTER_IDの組合せが一意であることを確認してください。









	 ORA-13401: USER_SDO_GEOR_SYSDATAビューで、stringのエントリが重複しています 
	
原因: USER_SDO_GEOR_SYSDATAビューで、RASTER_DATA_TABLEおよびRASTER_ID列に設定された情報が複数の行で重複しています。


	
処置: USER_SDO_GEOR_SYSDATAビューのRASTER_DATA_TABLEおよびRASTER_ID列の情報が正しいこと、およびこれらの値の組合せが各行で一意であることを確認してください。









	 ORA-13402: rasterTypeがNULLか、またはサポートされていません 
	
原因: 指定されたrasterTypeがNULLまたはサポートされていません。


	
処置: ドキュメントを参照して、GeoRasterでサポートされているrasterTypeの番号またはフォーマット(あるいはその両方)を確認してください。









	 ORA-13403: rasterDataTableの指定が無効です: string 
	
原因: 各GeoRasterオブジェクトには、データベース内のラスタ・データ表名の中で一意の名前を持つデータ表を関連付ける必要があります。GeoRasterオブジェクトが空でなく、空白でない場合には、ラスタ・データ表が存在し、現在のスキーマで参照でき、GeoRasterデータ表と同じスキーマに定義され、かつSDO_RASTER型のオブジェクト表である必要があります。ただし、この中の1つ以上の要件が満たされていません。


	
処置: rasterDataTableの指定を調べて、すべての関連するラスタ・データ表の要件が満たされていることを確認してください。









	 ORA-13404: ultCoordinateパラメータが無効です 
	
原因: ultCoordinate配列パラメータの長さが正しくないか、または無効な値が設定されています。


	
処置: ドキュメントを参照して、ultCoordinateパラメータが正しいことを確認してください。









	 ORA-13405: dimensionSizeパラメータがNULLまたは無効です 
	
原因: dimensionSize配列パラメータがNULLか、長さが正しくないか、または無効な値が指定されています。


	
処置: ドキュメントを確認し、dimensionSizeパラメータが正しいことを確認してください。









	 ORA-13406: 出力に対するGeoRasterオブジェクトがNULLまたは無効です 
	
原因: 出力用のGeoRasterオブジェクトがNULLまたは無効です。


	
処置: 出力用のGeoRasterオブジェクトが正しく初期化されていることを確認してください。









	 ORA-13407: 記憶域パラメータstringが無効です 
	
原因: 記憶域パラメータの指定が無効です。


	
処置: ドキュメントを確認し、この記憶域パラメータが正しいことを確認してください。









	 ORA-13408: blockSize記憶域パラメータが無効です 
	
原因: blockSize記憶域パラメータの長さが正しくないか、または無効な値が設定されています。


	
処置: ドキュメントを確認し、blockSize記憶域パラメータが正しいことを確認してください。









	 ORA-13409: pyramidLevelパラメータがNULLまたは無効です 
	
原因: 指定されたpyramidLevelパラメータがNULLまたは無効です。


	
処置: pyramidLevelパラメータに、GeoRasterオブジェクト用の有効なピラミッド・レベル値が指定されていることを確認してください。









	 ORA-13410: layerNumbersまたはbandNumbersパラメータが無効です 
	
原因: layerNumbersまたはbandNumbersパラメータが無効です。


	
処置: ドキュメントを確認し、layerNumbersパラメータまたはbandNumbersパラメータが有効であることを確認してください。









	 ORA-13411: サブセットの結果がNULLのデータ・セットです 
	
原因: cropAreaとソースGeoRasterオブジェクトの交点がNULLです。


	
処置: ドキュメントを確認し、cropAreaパラメータが正しいことを確認してください。









	 ORA-13412: 位取りパラメータstringが無効です 
	
原因: 位取りパラメータの指定が無効です。


	
処置: ドキュメントを確認し、位取りパラメータが正しいことを確認してください。









	 ORA-13413: リサンプリング・パラメータがNULLまたは無効です 
	
原因: リサンプリング・パラメータがNULLまたは無効です。


	
処置: ドキュメントを確認し、リサンプリング・パラメータが正しいことを確認してください。









	 ORA-13414: ピラミッド・パラメータが無効です 
	
原因: ピラミッド・パラメータが無効です。


	
処置: ドキュメントを確認し、ピラミッド・パラメータが正しいことを確認してください。









	 ORA-13415: ポイント指定が無効かスコープ外です 
	
原因: <ptGeom, layerNumber>パラメータまたは<rowNumber, colNumber, bandNumber>パラメータの組合せで指定されたポイント位置が無効かスコープ外です。


	
処置: GeoRasterオブジェクトのセルスペース内のセル位置に変換される(または変換可能な)有効ポイントをパラメータ(1つまたは複数)で指定してください。









	 ORA-13416: ジオメトリ・パラメータが無効です 
	
原因: 有効な1点ジオメトリがジオメトリ・パラメータで指定されませんでした。


	
処置: 有効な1点ジオメトリを指定してください。









	 ORA-13417: layerNumberパラメータがNULLか無効です 
	
原因: layerNumberパラメータがNULLまたは有効範囲外です。


	
処置: 有効なlayerNumberパラメータを指定してください。









	 ORA-13418: set関数のパラメータがNULLか無効です 
	
原因: メタデータ操作のために設定されたパラメータがNULLまたは無効です。


	
処置: これらのパラメータについては、ドキュメントを参照してください。









	 ORA-13419: 特定の表の列ではモザイク操作は実行できません 
	
原因: 指定された表の列内のGeoRasterオブジェクトが必要条件を満たさないため、モザイク操作を実行しようとして失敗しました。


	
処置: 詳細は、SDO_GEOR.Mosaickのドキュメントを確認してください。









	 ORA-13420: ジオメトリ・パラメータのSRIDがNULLではありません 
	
原因: GeoRasterセル領域には、NULLのSRID値を持つ入力ジオメトリが必要です。


	
処置: ジオメトリ・パラメータにNULLのSRIDがあることを確認してください。









	 ORA-13421: セル値がNULLまたは無効です 
	
原因: セル値がNULLまたは有効範囲外です。


	
処置: セル値がNULLでないことと、指定したGeoRasterオブジェクトのcellDepth定義で指定された範囲内にあることを確認してください。









	 ORA-13422: モデル座標パラメータが無効です 
	
原因: モデル座標配列パラメータの長さが正しくないか、いずれかの座標要素がNULLです。


	
処置: モデル座標パラメータが有効であることを確認してください。









	 ORA-13423: セル座標パラメータが無効です 
	
原因: セル座標配列パラメータの長さが正しくないか、またはいずれかの座標要素がNULLです。


	
処置: セル座標パラメータが有効であることを確認してください。









	 ORA-13424: GeoRasterオブジェクトが空間的に参照されていません 
	
原因: GeoRasterオブジェクトが空間参照されていません。


	
処置: GeoRasterオブジェクトが空間参照されていることを確認してください。









	 ORA-13425: バックグラウンド入力値パラメータが無効です 
	
原因: 配列のサイズが正しくないか、一部の要素の値が無効であるため、バックグラウンド入力値パラメータが無効です。


	
処置: バックグラウンド入力値を指定するパラメータが有効であることを確認してください。配列のサイズは、1(値はすべてのバンドが対象)または正確なバンド・ディメンション・サイズと等しい必要があります。要素の値は、セルの深さによって決定されている有効なセル値である必要があります。









	 ORA-13426: ウィンドウ・パラメータが無効です 
	
原因: 指定されたウィンドウ・パラメータが無効です。


	
処置: 有効なウィンドウ・パラメータを指定してください。詳細は、ドキュメントを確認してください。









	 ORA-13427: ビットマップ・マスクが無効です 
	
原因: ビットマップ・マスクが有効な1BIT GeoRasterオブジェクトでないか、ディメンション・サイズが正しくありません。


	
処置: ビットマップ・マスクが1つのバンドのみを持つ有効な1BIT GeoRasterオブジェクトであり、ビットマップ・マスクの行および列のディメンション・サイズがターゲットのGeoRasterオブジェクトのサイズと同じであることを確認してください。









	 ORA-13428: modelCoordinateLocationが無効です 
	
原因: プログラムまたはユーザーによって指定されたmodelCoordinateLocationがサポートされていないか、GeoRasterオブジェクトのmodelCoordinateLocationが正しくありません。


	
処置: modelCoordinateLocationをCENTER(0)またはUPPERLEFT(1)に設定または指定してください。









	 ORA-13429: xCoefficientsまたはyCoefficientsパラメータが無効です 
	
原因: 地形参照操作を実行しようとして失敗しました。xCoefficientsまたはyCoefficientsの係数の数が正しくないか、係数が無効であることが理由として考えられます。


	
処置: ドキュメントを参照して、サポートされている係数の指定を確認してください。









	 ORA-13430: GeoRasterオブジェクトにNULLの属性があります 
	
原因: GeoRasterオブジェクトのメタデータまたはrasterTypeがNULLです。


	
処置: このオブジェクトは、プロシージャまたはファンクションの出力パラメータとしてのみ使用できます。他の目的では無効です。









	 ORA-13431: GeoRasterメタデータのrasterTypeエラーです 
	
原因: GeoRasterオブジェクトのメタデータに設定されたrasterTypeが、GeoRasterのrasterType属性と一致していません。


	
処置: GeoRasterオブジェクトのメタデータに設定されたrasterTypeと、GeoRasterのrasterType属性が一致していることを確認してください。









	 ORA-13432: blankCellValueがNULLまたは無効です 
	
原因: ブランクのGeoRasterオブジェクトのメタデータにblankCellValue要素がないか、指定されたblankCellValue要素の値がNULLまたは無効です。


	
処置: SDO_GEOR.setBlankCellValueをコールし、isBlank要素の値がTRUEである場合は常にblankCellValueをメタデータに追加するようにし、指定されたblankCellValue要素の値がNULLでないことと、GeoRasterオブジェクトのcellDepth定義で指定された範囲内にあることを確認してください。









	 ORA-13433: GeoRasterメタデータのデフォルトRGBエラーです 
	
原因: defaultRed、defaultGreenおよびdefaultBlue(論理レイヤー番号)の少なくとも1つの値が0(ゼロ)、負、または範囲外です。


	
処置: 詳細は、ドキュメントを確認してください。









	 ORA-13434: GeoRasterメタデータのcellRepresentationエラーです 
	
原因: cellRepresentation型がサポートされていません。


	
処置: サポートされているcellRepresentation型については、ドキュメントを参照してください。









	 ORA-13435: GeoRasterメタデータのディメンションに一貫性がありません 
	
原因: dimensionsまたはtotalDimensionsの指定が、rasterTypeの指定と矛盾しています(その逆も同様)。


	
処置: ディメンションの指定が一致することを確認してください。









	 ORA-13436: GeoRasterメタデータのdimensionSizeエラーです 
	
原因: 各ディメンションのdimensionSizeが指定されていないか、無関係のdimensionSizeが指定されています。


	
処置: GeoRasterオブジェクトの各ディメンションにdimsenionSizeを追加し、不要なdimensionSize要素を削除してください。









	 ORA-13437: GeoRasterメタデータのブロック・エラーです 
	
原因: ディメンションとともに指定されたブロック番号またはブロック・サイズが正しくないか、指定されたブロック番号とブロック・サイズが矛盾しています。


	
処置: 詳細は、ドキュメントを確認してください。









	 ORA-13438: GeoRasterメタデータのピラミッド型エラーです 
	
原因: 指定されたピラミッド型はサポートされていません。


	
処置: サポートされているピラミッド型については、ドキュメントを参照してください。









	 ORA-13439: GeoRasterメタデータのピラミッドmaxLevelエラーです 
	
原因: 指定されたmaxLevelが、指定されたピラミッド型で許可されている最大レベルを超えています。


	
処置: ドキュメントを参照して、サポートされているピラミッド型と全体的なレベル制限を確認してください。









	 ORA-13440: GeoRasterメタデータの圧縮型エラーです 
	
原因: 指定された圧縮タイプはサポートされていません。


	
処置: サポートされている圧縮タイプについては、ドキュメントを参照してください。









	 ORA-13441: GeoRasterメタデータのSRSエラー: string 
	
原因: 指定されたエラーはSpatial Reference System(SRS)メタデータのpolynomialModel要素に関連しています。


	
処置: ドキュメントを参照して、有効な多項式モデルが指定されていることを確認してください。









	 ORA-13442: GeoRasterオブジェクトが登録されていません: string 
	
原因: 指定されたGeoRasterオブジェクトにsysdataエントリがありませんでした。


	
処置: 指定されたGeoRasterオブジェクトにsysdataエントリが挿入されていることを確認してください。









	 ORA-13443: stringの値がNULLまたは無効です 
	
原因: 指定されたメタデータにNULLまたは無効のコンポーネント値があります。


	
処置: ドキュメントを確認し、すべてのコンポーネント値が有効であることを確認してください。









	 ORA-13444: mergeLayers操作を実行できません 
	
原因: レイヤーを組み合せる2つのGeoRasterオブジェクトの行または列のディメンション・サイズが異なるか、これらの地形参照情報が一致しません。


	
処置: これらのオブジェクトの行および列のディメンション・サイズが同じであることを確認してください。どちらも地形参照されない場合、これらのULTCoordinate値が同じである必要があります。そうでない場合、これらは両方とも地形参照され、モデル領域内の同じ領域が対象である必要があります。









	 ORA-13445: NODATA値または値範囲がNULLまたは無効です 
	
原因: メタデータに無効なNODATA値または値範囲があるか、指定されたNODATA値または値範囲が無効です。


	
処置: NODATA値または値範囲がNULLでないことと、指定したGeoRasterオブジェクトのcellDepth定義で指定された範囲内に完全に含まれることを確認してください。









	 ORA-13446: GeoRasterメタデータのTRSエラーです 
	
原因: GeoRaster Temporal Reference Systemはサポートされていません。


	
処置: isReferencedをFALSEに設定してください。









	 ORA-13447: GeoRasterメタデータのBRSエラーです 
	
原因: GeoRaster Band Reference Systemはサポートされていません。


	
処置: isReferencedをFALSEに設定してください。









	 ORA-13448: GeoRasterメタデータのBRSエラーです 
	
原因: GeoRasterのスペクトル・エクステントの指定が正しくありません。


	
処置: MIN値は、spectralExtent要素のMAX値より小さい値にしてください。









	 ORA-13449: GeoRasterメタデータのULTCoordinateエラーです 
	
原因: GeoRasterのrasterInfo ULTCoordinateが正しくありません。


	
処置: 制限事項はドキュメントを参照してください。









	 ORA-13450: GeoRasterメタデータのlayerInfoエラーです 
	
原因: GeoRasterに複数のlayerInfo要素があるか、layerDimensionの値がサポートされていません。


	
処置: 現行のリリースは1つのlayerInfo要素のみをサポートしています。レイヤーは必ず1つのBANDディメンションで定義してください。









	 ORA-13451: GeoRasterメタデータのスケール関数エラーです 
	
原因: スケール関数に0(ゼロの)分母が指定されました。


	
処置: スケール関数の分母が0(ゼロ)でないことを確認してください。









	 ORA-13452: GeoRasterメタデータのBIN関数エラーです 
	
原因: BIN関数のデータがタイプと一致していません。


	
処置: EXPLICITタイプの場合は、binTableName要素を指定してください。それ以外の場合は、binFunctionData要素を指定してください。









	 ORA-13453: GeoRasterメタデータのレイヤー・エラーです 
	
原因: GeoRasterオブジェクトに定義されたsubLayerの数が多すぎるか、layerNumberまたはlayerDimensionOrdinateが正しく指定されていません。


	
処置: 論理レイヤーの総数が物理レイヤーの総数を超えないこと、各論理レイヤーが同じ順序に基づいた有効な物理レイヤー番号に対応していることが必要です。詳細は、ドキュメントを確認してください。









	 ORA-13454: GeoRasterメタデータが無効です 
	
原因: GeoRasterメタデータが、そのXML Schemaに対して無効です。


	
処置: schemaValidateルーチンを実行してエラーを検出してください。









	 ORA-13455: GeoRasterメタデータのTRSエラーです 
	
原因: beginDateTime値が、endDateTime値より後の日時に指定されました。


	
処置: beginDateTimeの値が、endDateTime値より前の日時であることを確認してください。









	 ORA-13456: GeoRasterのセル・データ・エラー: string 
	
原因: 元のGeoRasterのセル・データまたはピラミッドのセル・データにエラーがあります。


	
処置: エラーが元のGeoRasterのセル・データに関連している場合、GeoRasterオブジェクトは無効であり、削除するか、手動で修復する必要があります。エラーがピラミッドに関連している場合、ピラミッドを削除して再生成してください。









	 ORA-13457: ビットマップ・マスクのセル・データ・エラー: string 
	
原因: 元のビットマップ・マスクのセル・データまたはビットマップ・マスクのピラミッドのセル・データにエラーがあります。


	
処置: エラーが元のビットマップ・マスクに関連している場合、ビットマップ・マスクを削除してください。エラーがビットマップ・マスクのピラミッドに関連している場合、ピラミッドを削除して再生成してください。









	 ORA-13458: GeoRasterメタデータのSRSエラーです 
	
原因: 多項式モデルが、座標変換されたGeoRasterオブジェクトの要件に合っていません。


	
処置: ドキュメントを参照して、座標変換されたGeoRasterオブジェクトの場合の多項式モデルの要件を確認するか、isRectifiedをFALSEに設定してください。









	 ORA-13459: GeoRasterメタデータのSRSエラーです 
	
原因: 多項式モデルが6パラメータの変換ではないか、指定された6パラメータの変換が無効です。


	
処置: ドキュメントを参照して、多項式モデルが6パラメータの有効なアフィン変換であることを確認してください。









	 ORA-13460: GeoRasterメタデータのSRSエラーです 
	
原因: 参照先GeoRasterオブジェクトのモデル領域SRIDがゼロであるか、指定されたモデル領域SRIDがゼロです。


	
処置: モデル領域SRIDを0(ゼロ)以外の数に設定または指定してください。









	 ORA-13461: インターリーブ型はサポートされていません 
	
原因: GeoRasterオブジェクトのインターリーブ型はサポートされていません。


	
処置: ドキュメントを参照して、GeoRasterでサポートされているインターリーブ型を確認してください。SDO_GEOR.changeFormatCopyを使用して、イメージをサポートされているインターリーブ型に変換してください。









	 ORA-13462: ブロック指定が無効です 
	
原因: 指定されたブロック構成は無効です。


	
処置: ドキュメントを参照して、GeoRasterでサポートされているブロック指定を確認してください。









	 ORA-13463: GeoRasterデータ: stringの取得中にエラーが発生しました 
	
原因: データベースからGeoRasterデータを取り出すときに内部エラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、エラー・メッセージを確認してください。









	 ORA-13464: GeoRasterデータ: stringのロード中にエラーが発生しました 
	
原因: データベースにGeoRasterデータをロード中に内部エラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、エラー・メッセージを確認してください。









	 ORA-13465: 表や列指定がNULLまたは無効です 
	
原因: 指定した表または列が存在しないか、列がGeoRaster列ではありません。


	
処置: 指定した表または列が存在し、指定した列がGeoRaster列であることを確認してください。









	 ORA-13466: 指定された圧縮方法に不適切な形式: string 
	
原因: GeoRasterオブジェクトの型またはフォーマットが指定された圧縮方法に不適切であったため、操作が失敗しました。GeoRaster型またはフォーマットは、指定した圧縮ではサポートされていません。


	
処置: 詳細は、エラー・メッセージを確認してください。ドキュメントを参照して、各圧縮方法に適切なGeoRaster型およびフォーマットを確認してください。SDO_GEOR.changeFormatCopyを使用して、GeoRasterオブジェクトを適切なフォーマットに変換するか、別の圧縮方法を使用してください。









	 ORA-13467: サポートされていないGeoRasterメタデータ仕様です: string 
	
原因: GeoRasterメタデータ仕様はサポートされていません。


	
処置: ドキュメントを参照して、サポートされているGeoRasterメタデータの仕様を確認してください。









	 ORA-13468: blockMBRが無効です 
	
原因: 無効なblockMBRジオメトリがラスタ・データ表に格納されています。


	
処置: ラスタ・データ表に格納されているblockMBRジオメトリが有効であることを確認するか、SDO_GEOR.generateBlockMBR()をコールしてblockMBRジオメトリを再生成してください。









	 ORA-13469: updateRaster操作を実行できません 
	
原因: ソースGeoRasterオブジェクトのデータを使用してターゲットGeoRasterオブジェクトのデータを更新できません。


	
処置: ソースGeoRasterオブジェクトとターゲットGeoRasterオブジェクトのセルの深さが同じであり、両オブジェクトとも地形参照されているか、まったく地形参照されていないことを確認してください。両方とも地形参照されている場合、これらは同じ座標システムにあり、空間解像度が同じである必要があります。









	 ORA-13470: ターゲットおよびソースのレイヤー(あるいはバンド)が一致しませんでした 
	
原因: 指定されたターゲット・レイヤーまたはバンドとソース・レイヤーまたはバンドが一致しません。


	
処置: ターゲットGeoRasterオブジェクトのレイヤーまたはバンドを更新して、関連するソースGeoRasterオブジェクトのレイヤーまたはバンドが反映されるようにするには、ソース・オブジェクトとターゲット・オブジェクトの両方に対して同じ数のレイヤーまたはバンドを指定してください。詳細は、ドキュメントを確認してください。









	 ORA-13471: stringの所有者を判断できません 
	
原因: 指定されたラスタ・データ表の所有者を判断できません。


	
処置: このオブジェクトのGeoRaster表への挿入によってラスタ・データ表を参照するGeoRasterオブジェクトが登録されていることを確認してください。









	 ORA-13472: ジオメトリ・パラメータが無効です 
	
原因: 有効なジオメトリがジオメトリ・パラメータで指定されませんでした。


	
処置: 有効な2Dまたは3Dジオメトリを指定してください。モデルSRIDがNULLであるか2D座標システムを示している場合、ジオメトリは2Dである必要があります。モデルSRIDが3D座標システムを示している場合、ジオメトリは、3Dジオメトリであるか、指定した垂直軸(または垂直SRID)および楕円パラメータを使用して3Dに変換可能な2Dジオメトリである必要があります。









	 ORA-13473: rasterSpecパラメータが無効です 
	
原因: rasterSpecパラメータの指定が無効です。


	
処置: ドキュメントを確認し、rasterSpecパラメータに有効なキーワードおよび値のみが含まれることを確認してください。









	 ORA-13474: rasterDataTable名が無効です: string 
	
原因: rasterDataTable名が有効な非引用識別子でないか、ピリオド・セパレータが含まれるか、一部の英数字文字が大文字ではありません。


	
処置: 表名がピリオド・セパレータのない有効な非引用識別子であり、すべての英数字文字が大文字であることを確認してください。









	 ORA-13475: 出力に対するGeoRasterオブジェクトが無効です 
	
原因: 出力のGeoRasterオブジェクトのRASTER_DATA_TABLEとRASTER_IDの組合せが入力のGeoRasterオブジェクトの組合せと同じです。


	
処置: 出力のGeoRasterオブジェクトが入力のGeoRasterオブジェクトと異なることを確認してください。









	 ORA-13476: ポイント指定が無効かスコープ外です 
	
原因: 点ジオメトリ・パラメータまたはrowNumber/colNumberパラメータの組合せで指定されたポイント位置がNULLかスコープ外です。


	
処置: GeoRasterオブジェクトのセルスペース内のセル位置に変換される(または変換可能な)有効ポイントがパラメータで指定されていることを確認してください。









	 ORA-13477: GCP地形参照の指定が無効です: string 
	
原因: 指定された関数フィッティング方法がサポートされていないか、GCPの数が十分でないか、一部のGCPが無効であるか、またはGCPの分布から解が得られなかったか、あるいは不安定な解が生成されました。


	
処置: GeoRasterのドキュメントを参照して、サポートされている関数フィッティング方法とGCPの要件を確認してください。









	 ORA-13478: ターゲットSRIDがソースGeoRasterオブジェクトのSRIDと同じです 
	
原因: ターゲットのSRIDとソースGeoRasterオブジェクトのSRIDが同じです。


	
処置: ターゲットGeoRasterオブジェクトに対して有効な別のSRIDを指定してください。









	 ORA-13479: 再投影できません 
	
原因: ソースからターゲットへの再投影によって大きな歪が生じました。


	
処置: ターゲットの投影を調べて、ソースGeoRasterオブジェクトの対象領域に適しているかどうかを確認してください。再投影の詳細は、GeoRasterのドキュメントを参照してください。









	 ORA-13480: このソース・タイプはサポートされていません 
	
原因: 指定されたソース・タイプはサポートされていません。


	
処置: GeoRasterでサポートされているソース・タイプ(FILEやHTTPなど)については、ドキュメントを参照してください。









	 ORA-13481: 移行先の型がサポートされていません 
	
原因: 指定された宛先タイプはサポートされていません。


	
処置: GeoRasterでサポートされている宛先タイプ(FILEなど)は、ドキュメントを参照してください。









	 ORA-13482: GeoRasterオブジェクトがイメージ用に初期化されていません 
	
原因: 指定されたイメージ用に初期化されたGeoRasterオブジェクトがありません。


	
処置: このイメージを保持するGeoRasterオブジェクトを初期化してから、オブジェクトをデータベースにロードしてください。詳細は、ドキュメントを確認してください。









	 ORA-13483: 指定されたGeoRasterデータに対するメモリーが不足しています 
	
原因: この操作で指定されたGeoRasterデータを保持するのに十分なメモリーがありません。


	
処置: SDO_GEOR.subsetを使用してGeoRasterデータのサブセットを分離するか、ブロック・サイズが小さくなるように、GeoRasterデータのブロック分けを行ってください。詳細は、ドキュメントを確認してください。









	 ORA-13484: ファイル形式または圧縮型がサポートされていません: string 
	
原因: ファイル形式または圧縮型がサポートされていません。


	
処置: ドキュメントを参照して、GeoRasterで現在サポートされている形式を確認してください。









	 ORA-13485: 圧縮や解凍中にエラーが発生しました: string 
	
原因: 圧縮または解凍中にエラーが発生したため、操作を完了できませんでした。詳細は、エラー・メッセージを確認してください。


	
処置: GeoRasterオブジェクトが有効かどうかを確認してください。すなわち、指定した圧縮フォーマットに対してメタデータが有効かどうか、また圧縮操作または解凍操作に有効なパラメータが渡されたかどうかを確認してください。









	 ORA-13486: GeoRasterオブジェクトを地形参照するGeoTIFFメタデータが無効であるかまたは不足しています: string 
	
原因: GeoRasterオブジェクトを地形参照するために指定された入力イメージのGeoTIFFメタデータに含まれる情報が無効であるか不足しています。


	
処置: 詳細は、エラー・メッセージを確認してください。









	 ORA-13487: ソース座標系メタデータに対応するSRIDが見つかりません 
	
原因: ソース座標システム・メタデータと一致するSRIDがOracle Spatial CS_SRS表で見つかりません。


	
処置: Oracle Spatialの資料に説明されているとおり、この座標システムにユーザー定義の座標参照システムを追加してください。









	 ORA-13497: string 
	
原因: これはGeoRasterの内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。その前に、GeoRasterオブジェクトが有効であることを確認してください。









	 ORA-13498: string 
	
原因: GeoRasterコンポーネントで外部プラグインに関連するエラーが発生しました。


	
処置: 外部プラグインのドキュメントを確認するか、プラグインのプロバイダから正確なエラー・テキストを入手してください。









	 ORA-13499: string 
	
原因: これはSpatialの内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13500: SYSAUX DATAFILE句が複数回指定されています 
	
原因: CREATE DATABASEコマンドに2つ以上のSYSAUX DATAFILE句が指定されています。


	
処置: SYSAUX DATAFILE句を1つのみ指定してください。









	 ORA-13501: SYSAUX表領域は削除できません 
	
原因: SYSAUX表領域を削除しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-13502: SYSAUX表領域の名前を変更できません 
	
原因: SYSAUX表領域名の変更に失敗しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-13503: SYSAUX表領域が無効な属性で作成されています 
	
原因: 無効な属性を指定してSYSAUX表領域を作成しようとしました。


	
処置: ONLINE、PERMANENT、EXTENT MANAGEMENT LOCAL、SEGMENT SPACE MANAGEMENT AUTOの各属性を指定してSYSAUX表領域を作成してください。









	 ORA-13504: SYSAUXのDATAFILE句が指定されていません 
	
原因: Create Databaseにdatafile句があり、OMFを使用しない場合は、SYSAUX datafile句を指定する必要があります。


	
処置: SYSAUX datafile句を指定してください。









	 ORA-13505: SYSAUX表領域は読取り専用にできません 
	
原因: SYSAUX表領域を読取り専用に設定しようとしました。SYSAUX表領域は、データベース操作に対して読取り/書込み両用である必要があります。


	
処置: SYSAUX表領域を読取り/書込み両用のままにしておいてください。









	 ORA-13506: スナップショットの範囲(string,string)が無効なため操作に失敗しました 
	
原因: 開始および終了スナップショットの組合せが無効な状態で操作を実行しようとしました。


	
処置: 開始および終了スナップショットを有効な組合せで指定してください。









	 ORA-13509: AWRの更新中にエラーが発生しました 
	
原因: OCI操作中に更新エラーが発生しました。このエラーにはさらにその原因となったエラーがあります。


	
処置: 関連するOCIエラーを確認してください。問題を修正して、操作を再試行してください。









	 ORA-13510: RETENTION stringが無効です。範囲内(string,string)である必要があります 
	
原因: 指定されたRETENTION設定値は、サポートされている(MIN, MAX)の範囲外です。


	
処置: 有効なRETENTION設定値を選択して、操作を再試行してください。









	 ORA-13511: INTERVAL stringが無効です。範囲内(string,string)である必要があります 
	
原因: 指定されたINTERVAL設定は、サポートされている(MIN, MAX)の範囲外です。


	
処置: 有効なINTERVAL設定を選択して、操作を再試行してください。









	 ORA-13514: メトリック・キャプチャが最終キャプチャ、グループstringに近すぎます 
	
原因: メトリック・キャプチャは、最後に行った取得から十分な時間が経っていない(10ミリ秒以内)ため、実行されません。


	
処置: 遅延を追加して、コマンドを再発行してください。









	 ORA-13515: データベース使用統計の取得中にエラーが発生しました 
	
原因: 根本的なエラーにより、OCI操作中にエラーが発生しました。


	
処置: 関連するOCIエラーを確認してください。問題を修正して、操作を再試行してください。









	 ORA-13516: AWR操作に失敗しました: string 
	
原因: AWRが使用できないため操作は失敗しました。考えられる原因は、AWRスキーマが作成されていない、AWRが有効になっていない、AWRスキーマが初期化されていない、データベースが開いていない、データベースがREADONLYまたはSTANDBYモードで実行されていることなどです。


	
処置: 前述の条件を確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-13517: ベースライン(ID = string)は存在しません 
	
原因: 指定されたベースラインIDがワークロード・リポジトリに存在しないために、操作が失敗しました。


	
処置: ベースラインIDを確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-13518: データベースID(string)が無効です 
	
原因: 指定されたデータベースIDがワークロード・リポジトリに存在しないために、操作が失敗しました。


	
処置: データベースIDを確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-13519: データベースID(string)はワークロード・リポジトリに存在します 
	
原因: 指定されたデータベースIDがワークロード・リポジトリにすでに存在するために、操作が失敗しました。


	
処置: データベースIDを確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-13520: データベースID(string)が登録されていません。ステータス = string 
	
原因: 指定されたデータベースIDがワークロード・リポジトリに適切に登録されていないために、操作が失敗しました。


	
処置: データベースIDの状態を確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-13521: ローカル・データベースID(string)での操作の登録解除はできません 
	
原因: ローカル・データベースIDをワークロード・リポジトリから登録解除できないために、操作が失敗しました。


	
処置: データベースIDを確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-13523: 戻り型に必要な領域を割り当てることができません 
	
原因: 外部プロシージャの戻り変数に領域を割り当てるためのメモリーが足りません。


	
処置: 操作を再試行してください。









	 ORA-13524: ベースライン情報を取得中にエラーが発生しました 
	
原因: ベースライン情報を取得するためのOCI操作中に読込みエラーが発生しました。


	
処置: 関連するエラーを確認してください。問題を修正して、操作を再試行してください。









	 ORA-13525: SYSAUX所有者に対する領域使用率を計算中にエラーが発生しました 
	
原因: 根本的なエラーにより、OCI操作中にエラーが発生しました。


	
処置: 関連するOCIエラーを確認してください。問題を修正して、操作を再試行してください。









	 ORA-13526: ベースライン(string)は存在しません 
	
原因: 指定されたベースライン名がワークロード・リポジトリに存在しないために、操作が失敗しました。


	
処置: ベースライン名を確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-13527: ベースライン名が無効です 
	
原因: 指定されたベースライン名が無効であるため、操作が失敗しました。


	
処置: ベースライン名を確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-13528: 名前(string)は既存のベースラインですでに使用されています 
	
原因: 指定されたベースライン名がワークロード・リポジトリにすでに存在するために、操作が失敗しました。


	
処置: ベースライン名を確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-13529: AWR表グループをフラッシュ中にエラーが発生しました 
	
原因: 表グループのフラッシュ中にエラーが発生しました。グループにエラーがあるため、この表をフラッシュできません。


	
処置: 表グループに関連するエラーを確認してください。









	 ORA-13530: TOPNSQL stringが無効です。(string、string)の範囲内である必要があります 
	
原因: 指定されたTOPNSQL設定は、サポートされている(MIN, MAX)の範囲外です。


	
処置: 有効なTOPNSQL設定を選択して、操作を再試行してください。









	 ORA-13531: 操作が完了する前にSQLテキストがAWRから消去されました 
	
原因: 操作が完了する前にSQLがAWRから消去されました。


	
処置: 操作を再試行してください。









	 ORA-13532: SQL ID [string]はすでに存在します 
	
原因: 指定されたSQL IDがリポジトリにすでに存在するために、操作が失敗しました。


	
処置: SQL IDを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-13533: SQL IDが無効です 
	
原因: 指定されたSQL IDが無効であるため、操作が失敗しました。


	
処置: SQL IDを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-13534: 現行のSQL数(string)が最大許容値(string)に達しました 
	
原因: 色付けされたSQLの最大許容量を超えたため、操作が失敗しました。


	
処置: 色付けされたSQLの数を確認してください。









	 ORA-13535: 名前(string)は既存のベースライン・テンプレートですでに使用されています 
	
原因: 指定されたベースライン・テンプレート名がワークロード・リポジトリにすでに存在するために、操作が失敗しました。


	
処置: ベースライン・テンプレート名を確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-13536: ベースライン・テンプレート(string)は存在しません 
	
原因: 指定されたベースライン・テンプレート名がワークロード・リポジトリに存在しないために、操作が失敗しました。


	
処置: ベースライン・テンプレート名を確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-13537: ベースライン・テンプレートの作成に対する入力が無効です(string、string) 
	
原因: ベースライン・テンプレートの作成ルーチンに対して無効な入力が指定されました。


	
処置: エラー・メッセージ・テキストに表示された引数を確認してください。









	 ORA-13538: ベースライン有効期限の値が無効です(string) 
	
原因: ベースラインの有効期限に対して指定された値が無効です。有効期限は日数として指定し、有効期限は少なくとも1日以上である必要があります。


	
処置: 有効期限の値を確認してください。









	 ORA-13539: ベースライン・ウィンドウ・サイズの変更に対する入力が無効です(string、string) 
	
原因: ベースライン・ウィンドウ・サイズの変更ルーチンに対して無効な入力が指定されました。


	
処置: エラー・メッセージ・テキストに表示された引数を確認してください。









	 ORA-13540: システム変動ウィンドウ・ベースラインでは操作が許可されません(string) 
	
原因: システム変動ウィンドウ・ベースラインでは要求された操作が許可されません。


	
処置: 別のベースライン名を使用して、操作を再試行してください。









	 ORA-13541: システム変動ウィンドウ・ベースライン・サイズ(string)が保存期間(string)を超えています 
	
原因: システム変動ウィンドウ・ベースライン・サイズは保存期間設定より小さくする必要があります。指定されたウィンドウ・サイズまたは保存期間はこれに違反しています。


	
処置: 変動ウィンドウ・ベースライン・サイズまたは保存期間を確認してください。









	 ORA-13542: ベースラインID (string)は存在しません 
	
原因: 指定されたベースラインIDがワークロード・リポジトリに存在しないために、操作が失敗しました。


	
処置: ベースラインIDを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-13543: ベースライン・テンプレート情報の取得中にエラーが発生しました 
	
原因: ベースライン・テンプレート情報を取得するためのOCI操作中に読込みエラーが発生しました。


	
処置: 関連するエラーを確認してください。問題を修正して、操作を再試行してください。









	 ORA-13544: ベースラインの自動生成中にエラーが発生しました 
	
原因: テンプレート情報に基づくベースラインの自動生成中にエラーが発生しました。


	
処置: エラーの詳細は、トレース・ファイルを調べてください。









	 ORA-13545: ベースライン・テンプレート名が無効です 
	
原因: 指定されたベースライン・テンプレート名が無効な識別子であるため、操作が失敗しました。


	
処置: ベースライン・テンプレート名を確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-13546: 適応しきい値のメンテナンス中にエラーが発生しました 
	
原因: 根本的なエラーにより、OCI操作中にエラーが発生しました。


	
処置: 関連するOCIエラーを確認してください。問題を修正して、操作を再試行してください。









	 ORA-13547: stringで使用中のためベースラインを削除できません 
	
原因: ベースラインの存在に依存する機能によって使用されているため、ベースラインを削除できません。


	
処置: ベースラインを使用している機能名を記録し、この機能がまだベースラインを使用しているかどうか確認してください。









	 ORA-13548: 入力されたベースライン時間範囲に対して有効なスナップショットIDが見つかりません 
	
原因: ベースラインを作成しようとしましたが、入力された時間範囲に対して有効なスナップショットIDが見つかりませんでした。


	
処置: 入力された時間範囲に少なくとも2つの有効なスナップショットがあることを確認してください。dba_hist_snapshotにはスナップショットIDおよび時間情報が表示されます。









	 ORA-13549: 時間範囲(string)によるベースラインの作成に対する入力が無効です 
	
原因: ベースラインの作成ルーチンに対して無効な時間入力が指定されました。


	
処置: エラー・メッセージ・テキストに表示された引数を確認してください。









	 ORA-13600: アドバイザでエラーが発生しました string 
	
原因: アドバイザにエラーが発生しました。このメッセージの後に、エラーの詳細を示した2番目のメッセージが続きます。


	
処置: 2番目のエラー・メッセージの説明は、アドバイザのドキュメントを参照してください。









	 ORA-13601: 指定したアドバイザstringは存在しません。 
	
原因: アドバイザ・リポジトリに定義されていないアドバイザ名を指定しました。


	
処置: アドバイザ名を修正して、操作を再試行してください。









	 ORA-13602: 指定したパラメータstringは、タスクまたはオブジェクトstringでは無効です。 
	
原因: 指定されたアドバイザ・オブジェクトに存在しないタスク・パラメータにアクセスしようとしました。パラメータの綴りが誤っているか、特定のアドバイザによってサポートされないパラメータが選択されました。


	
処置: パラメータ名を確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-13603: 指定したパラメータstringは、タスクまたはオブジェクトstringの数値としてフェッチできません。 
	
原因: 文字列のパラメータを数値として取得しようとしました。


	
処置: タスク・パラメータのデータ型を確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-13604: 指定したパラメータstringは、SQL表としてフェッチできません。 
	
原因: 表以外のパラメータを表名として取得しようとしました。


	
処置: タスク・パラメータのデータ型を確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-13605: 指定したタスクまたはオブジェクトstringは、現行ユーザーに存在しません。 
	
原因: アドバイザ・リポジトリに存在しない名前でアドバイザのタスクまたはオブジェクトを参照しようとしました。


	
処置: 名前を変更し、操作を再試行してください。









	 ORA-13606: 指定したタスク・パラメータ要素stringは、パラメータstringの範囲外です。 
	
原因: 無効なパラメータの要素を参照しようとしました。


	
処置: 名前のオフセットを変更して、操作を再試行してください。









	 ORA-13607: 指定したタスクまたはオブジェクトstringはすでに存在します 
	
原因: アドバイザ・リポジトリに存在する名前で、指定されたタスクまたはオブジェクトを作成しようとしました。タスク名は、データベース・ユーザーに対して一意である必要があります。


	
処置: 名前を変更し、操作を再試行してください。









	 ORA-13608: 指定された名前stringは無効です。 
	
原因: 無効な文字または無効なワイルドカード指定子を含むタスク、オブジェクト、実行またはディレクティブ・インスタンスの名前を指定しようとしました。


	
処置: 名前を変更し、操作を再試行してください。









	 ORA-13609: 取消しまたは中断するには、指定したタスクstringが実行中である必要があります。 
	
原因: 実行中でないタスクを取消しまたは割込みしようとしました。


	
処置: タスクの状態を確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-13610: ディレクティブstringはタスクstringに存在しません。 
	
原因: 存在しないタスク・ディレクティブにアクセスしようとしました。


	
処置: ディレクティブを確認し、操作を再試行してください。









	 ORA-13611: コマンドstringは無効なアドバイザ・コマンドです。 
	
原因: 存在しないコマンドを指定しようとしました。


	
処置: コマンドを修正して、操作を再試行してください。









	 ORA-13612: 推奨処理string,stringは、タスクstringでは無効です。 
	
原因: タスクに存在しない推奨処理にアクセスしようとしました。


	
処置: 推奨処理を確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-13613: リクエストした操作は、このアドバイザ・オブジェクトではサポートされていません 
	
原因: 特定のアドバイザまたはタスクの型に対してサポートされていない操作を実行しようとしました。


	
処置: タスクまたはオブジェクトを確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-13614: テンプレートstringは、現行アドバイザとの互換性がありません。 
	
原因: 同一アドバイザによって作成されなかった既存のタスクまたはオブジェクトを使用して、新規タスクまたはオブジェクトを作成しようとしました。


	
処置: テンプレートを確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-13615: タスクまたはオブジェクトstringが最大許容長の30文字を超えています。 
	
原因: 作成しようとした新規タスクまたはオブジェクトの名前が長すぎます。


	
処置: 名前を短くして、操作を再試行してください。









	 ORA-13616: 現行ユーザーstringは、ADVISOR権限を付与されていません。 
	
原因: 権限を必要とするアドバイザの操作を試行しました。


	
処置: ユーザーの権限を変更して、操作を再試行してください。









	 ORA-13617: 指定したタスクstringはすでに実行中です 
	
原因: 実行中のタスクを実行しようとしました。


	
処置: タスクの完了を待ってから他のタスク・アクティビティを試行してください。









	 ORA-13618: 指定された値は、プロシージャの引数stringに対して無効な値です。 
	
原因: プロシージャを実行しましたが、引数に正しい値を指定できませんでした。


	
処置: プロシージャの引数を修正して、操作を再試行してください。









	 ORA-13619: プロシージャの引数stringが許容最大長のstring文字を超えています。 
	
原因: 渡そうとした文字の引数が長すぎます。


	
処置: 指定した文字の引数を短くして、操作を再試行してください。









	 ORA-13620: タスクまたはオブジェクトstringは読取り専用なので、削除または変更できません。 
	
原因: 読取り専用のタスクまたはオブジェクトを更新または削除する操作を実行しようとしました。


	
処置: オブジェクトのREAD_ONLYプロパティを変更して、操作を再試行してください。









	 ORA-13621: タスクまたはオブジェクトstringはテンプレートとしてマークされており、リクエストされた操作は実行できません。 
	
原因: テンプレートとして特定されるタスクまたはオブジェクトに対して、サポートされていない操作を実行しようとしました。


	
処置: 別のオブジェクトを選択して、操作を再試行してください。









	 ORA-13622: 推奨事項の注釈が無効です。 
	
原因: 無効な注釈を使用して推奨事項をマークしようとしました。注釈の有効な処置はACCEPT、REJECTおよびIGNOREです。


	
処置: 処置を修正して、操作を再試行してください。









	 ORA-13623: 推奨事項stringは、タスクstringに対して無効です。 
	
原因: タスクに存在しない推奨事項にアクセスしようとしました。


	
処置: 推奨事項を確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-13624: タスクstringは実行中なので、削除または変更できません。 
	
原因: 実行中のタスクにアクセスしようとしました。


	
処置: タスクの完了を待って、操作を再試行してください。









	 ORA-13625: stringは無効なアドバイザ・オブジェクト型です。 
	
原因: 無効なオブジェクト型を指定しました。


	
処置: すべての有効なオブジェクト型は、dba_advisor_object_typesを参照してください。









	 ORA-13626: 指定したオブジェクトstringは、タスクstringに対して無効です。 
	
原因: 存在しないオブジェクトをタスクに指定しました。


	
処置: 別のオブジェクトを選択して、操作を再試行してください。









	 ORA-13627: パラメータstringは、タスクがリセットされるまで設定できません。 
	
原因: タスクがリセットされる前にパラメータ値を設定しようとしました。このパラメータは、タスクがリセットされるまで変更できません。


	
処置: タスクを再設定して、操作を再試行してください。









	 ORA-13628: 指定したユーザーに属するタスクにアクセスする権限が不十分です 
	
原因: ユーザーはdba_*ビューにアクセスできませんでした。


	
処置: タスクの所有者として、または新しい権限を付与した後で、操作を再試行してください。









	 ORA-13629: タスクまたはオブジェクトstringは、別の操作で使用中です。 
	
原因: 別のセッションによってロックされているタスクまたはオブジェクトにアクセスしようとしました。


	
処置: タスクまたはオブジェクト・アクティビティの完了を待って、操作を再試行してください。









	 ORA-13630: タスクstringには実行結果が含まれているため実行できません。 
	
原因: すでに実行結果が含まれているタスクを実行しようとしました。


	
処置: タスクを初期状態にリセットして、操作を再試行してください。









	 ORA-13631: タスクstringの最新の実行には結果が含まれていません。 
	
原因: 実行が正常に完了しなかったタスクからレポートまたはスクリプトを作成しようとしました。


	
処置: タスクを実行してから操作を再試行してください。









	 ORA-13632: ユーザーによって現行の操作が取り消されました。 
	
原因: タスクまたはオブジェクト操作を取り消しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-13633: タスクstringは中断されており、再開する必要があります。 
	
原因: 割込みされていたタスクを実行しようとしました。


	
処置: RESUME_TASK APIを介してタスクの実行を再開してください。









	 ORA-13634: タスクstringは、再実行する前にリセットする必要があります。 
	
原因: タスクを実行するには、初期状態にする必要があります。


	
処置: タスクを初期状態にリセットして、操作を再試行してください。









	 ORA-13635: パラメータstringに対して指定した値は、数値に変換できません。 
	
原因: 数値パラメータが誤って文字列の形式で指定されました。


	
処置: 有効な数値を指定して再試行してください。









	 ORA-13636: パラメータstringに対して指定した値は、このアドバイザに対して無効です。 
	
原因: 無効なパラメータ値が指定されています。


	
処置: 有効な値を指定して再試行してください。









	 ORA-13637: タスクstringは、初期状態にリセットされるまで実行または変更できません 
	
原因: 初期状態ではないタスクを実行または変更しようとしました。


	
処置: タスクを再設定して、操作を再試行してください。









	 ORA-13638: ユーザーにより現行の操作が中断されました。 
	
原因: タスクまたはオブジェクト操作中に割込みシグナルが入りました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-13639: 現行の操作はタイムアウトになったため中断されました。 
	
原因: タスクまたはオブジェクト操作中にタイムアウトになりました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-13640: 現行の操作はタイムアウトになったため取り消されましたが、中断モードではありませんでした。 
	
原因: タスクまたはオブジェクト操作中にタイムアウトになりました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-13641: タスクはまだ中断できません。かわりに、取り消すことができます。 
	
原因: 割込み可能なモードになっていないタスクに割り込もうとしました。


	
処置: タスクが割込み可能なモードになるまで待つか、タスクの実行を取り消してください。









	 ORA-13642: 指定された文字列string(stringに対して指定)は日付に変換できません。許容日付書式はstringです。 
	
原因: 日付値を誤った形式で指定しました。


	
処置: 有効な値を指定して再試行してください。









	 ORA-13643: タスクは中断または取消しできません。 
	
原因: タスクの中断または取消し実行要求は許可されません。タスクが適切なモードになっていないためです。


	
処置: しばらく待ってから再試行してください。









	 ORA-13644: ユーザー"string"が無効です。 
	
原因: アドバイザ・フレームワークに無効なユーザー名が指定されています。


	
処置: 大/小文字の区別して正しい名前を指定してください。









	 ORA-13645: 指定された実行stringはこのタスクに存在しません。 
	
原因: 存在しない名前でアドバイザのタスク実行を参照しようとしました。


	
処置: 名前を変更し、操作を再試行してください。









	 ORA-13646: 指定された実行stringはすでに存在します 
	
原因: 指定されたタスクにすでに存在する名前で新規実行を試行しました。実行名は、同じタスク内で一意である必要があります。


	
処置: 名前を変更し、操作を再試行してください。









	 ORA-13647: パラメータstringは、タスクの実行中に設定できません。 
	
原因: タスクの実行中にパラメータ値を設定しようとしました。このパラメータは、タスクの実行が終了するまで変更できません。


	
処置: タスクの状態を確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-13648: 指定された実行タイプはこのアドバイザに存在しません。 
	
原因: 存在しない名前でアドバイザのタスク実行タイプを使用しようとしました。


	
処置: 名前を変更し、操作を再試行してください。









	 ORA-13649: このアドバイザまたはタスクには実行タイプが指定されていません。 
	
原因: 実行タイプを指定せずにマルチ実行タスク・アドバイザのタスクを実行しようとしました。


	
処置: 実行タイプを設定し、操作を再試行してください。









	 ORA-13650: 指定されたオブジェクトはこの実行に存在しません。 
	
原因: オブジェクトが含まれないタスク実行にオブジェクトを関連付けようとしました。


	
処置: 実行名とオブジェクトIDを調整して、操作を再試行してください。









	 ORA-13651: 指定された実行パラメータのリストは無効です。 
	
原因: リストにはすべてのパラメータが有効なタスク・パラメータである(parameter_name、parameter_value)の組合せが含まれていません。重複は許可されていません。


	
処置: リストのコンテンツを調整して、操作を再試行してください。









	 ORA-13652: このアドバイザには実行パラメータを設定できません 
	
原因: 複数回のタスク実行をサポートしていないアドバイザに実行パラメータを設定しようとしました。


	
処置: アドバイザのプロパティを調整して、操作を再試行してください。









	 ORA-13653: 定義ID stringのディレクティブが見つかりませんでした。 
	
原因: アドバイザ・フレームワークに無効なディレクティブ識別子が指定されています。


	
処置: 正しい識別子番号を指定して、操作を再試行してください。









	 ORA-13654: インスタンスID stringのディレクティブが見つかりませんでした。 
	
原因: アドバイザ・フレームワークに無効なインスタンス識別子が指定されています。


	
処置: 正しいインスタンス識別子番号を指定して、操作を再試行してください。









	 ORA-13655: ディレクティブ・ドキュメントは、構文エラーがあるためロードできません。 
	
原因: 記載されているDTDに準拠していないXMLベースのディレクティブをロードしようとしました。


	
処置: 記載されているDTDに従ってディレクティブを再フォーマットしてください。









	 ORA-13656: ディレクティブstringでパラメータが見つかりませんでした。 
	
原因: ディレクティブXMLドキュメントで指定されたパラメータ名が見つかりませんでした。


	
処置: 指定されたディレクティブでパラメータが存在するかどうかを確認してください。









	 ORA-13657: フィルタXPath仕様に無効な構文があります。 
	
原因: ディレクティブXMLドキュメントで指定されたフィルタをコンパイルできませんでした。


	
処置: フィルタの構文を確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-13658: 指定されたディレクティブにはすでにインスタンスがあります 
	
原因: 許可されていないときにディレクティブの複数のインスタンスを作成しようとしました。


	
処置: 親ディレクティブの識別子とインスタンス名を確認してください。









	 ORA-13659: ドメインが"string"で名前が"string"のディレクティブはアドバイザstringにすでに存在します。 
	
原因: 指定されたディレクティブは複数ディレクティブ間で一意ではありません。


	
処置: 関連するアドバイザに固有のディレクティブ名とドメインを選択してください。









	 ORA-13660: 名前"string"のディレクティブ・インスタンスはすでに存在します。 
	
原因: 指定されたディレクティブ・インスタンスはこのディレクティブの複数インスタンス間で一意ではありません。


	
処置: 関連するディレクティブに固有のインスタンス名を選択してください。









	 ORA-13661: 名前"string"のディレクティブ・インスタンスが見つかりませんでした。 
	
原因: 存在しないディレクティブ・インスタンスを更新または削除しようとしました。


	
処置: 親ディレクティブの識別子とインスタンス名を確認してください。









	 ORA-13662: パラメータstringに対して指定した値は、このタスクに対して無効です。 
	
原因: 指定されたパラメータ値は、現行のタスク構成に対して無効です。


	
処置: 有効な値を指定して再試行してください。現行のタスク構成を確認してください。









	 ORA-13663: タスクstringには実行stringの結果が含まれていません。 
	
原因: 正常に完了しなかった実行からレポートまたはスクリプトを作成しようとしました。


	
処置: 新規実行の完了後、操作を再試行してください。









	 ORA-13664: タスク管理の"SQLチューニング・セット"(タスク"string"用)はすでに存在します。 
	
原因: すでにタスク管理のSQLチューニング・セットがあるタスクにSQLチューニング・セットを作成しようとしました。


	
処置: 新しいタスクを作成して別のSQLチューニング・セットを使用してください。









	 ORA-13665: 実行名は正しく順序付けられていません。 
	
原因: 指定された実行名は実行開始日によって正しく順序付けられていません。


	
処置: 有効な順序を指定して再試行してください。









	 ORA-13666: タスクID stringが存在しません。 
	
原因: 指定されたタスクIDは無効です。


	
処置: タスクIDを確認して再試行してください。









	 ORA-13667: 実行ID stringが存在しません。 
	
原因: 指定された実行IDは無効です。


	
処置: 実行IDを確認して再試行してください。









	 ORA-13668: 現在の操作が別のセッションをブロックしているため、中断されました。 
	
原因: タスクまたはオブジェクト操作が他のセッションをブロックしていることを検出したときにそれ自体を中断しました。


	
処置: 競合している操作が実行されていないときに操作を再試行してください。









	 ORA-13669: 指定された実行にはタイプstringがありますが、stringが予想されていました。 
	
原因: APIが予想したタイプに合致しなかった実行が指定されました。


	
処置: 実行名を確認し、再試行してください。









	 ORA-13670: 指定されたタスクに対するタイプstringの実行は存在しません。 
	
原因: 指定したアドバイザ・タスクに対して、必要なタイプの実行が存在しませんでした。


	
処置: タスクを確認して再試行してください。









	 ORA-13699: アドバイザ機能は現在実装されていません。 
	
原因: サポートされていないアドバイザ操作を実行しようとしました。


	
処置: 操作の可用性を確認してください。









	 ORA-13701: スナップショット・ペア[string,string]は、逆の順序で指定されています。 
	
原因: 開始スナップショットIDが終了スナップショットIDよりも大きくなっていました。


	
処置: 開始と終了のスナップショットIDを交換してください。









	 ORA-13702: 範囲[string,string]別に指定されたスナップショットIDが同じです。 
	
原因: 開始スナップショットIDと終了スナップショットIDが同一でした。


	
処置: 開始と終了のスナップショットに異なるIDを指定してください。









	 ORA-13703: スナップショット・ペア[string,string](database_id stringおよびinstance_id string)が現行のリポジトリ内で見つかりません。 
	
原因: スナップショットID(データベースIDまたはインスタンスID)が無効であるか、指定したスナップショットがすでに消去されています。


	
処置: 有効なスナップショットIDを設定して、再試行してください。









	 ORA-13704: 無効な値"string"がパラメータ"string"に指定されました 
	
原因: ADDMの実行前にパラメータが設定されませんでした。


	
処置: パラメータに有効値を指定して、再試行してください。









	 ORA-13705: 範囲[string, string]のスナップショットで、停止または起動しているインスタンスがあります。 
	
原因: 指定された2つのスナップショットの間でインスタンスが停止して再起動しました。


	
処置: スナップショット間のシャットダウン/起動のない、開始と終了のスナップショットIDを指定してください。









	 ORA-13706: 無効な値"string"がパラメータ"string"("string"分析モード)に指定されました。 
	
原因: この解析モードに対して有効な値が、パラメータに設定されていませんでした。


	
処置: パラメータに有効値を指定して、再試行してください。









	 ORA-13707: 開始スナップショットstringか終了スナップショットstringのいずれかで、主要統計が不完全か欠落してます。 
	
原因: 開始スナップショットまたは終了スナップショットのどちらかが欠落しているか削除されています。あるいは、開始/終了スナップショットの作成中にエラーが発生しました。


	
処置: AWRがこれら2つのスナップショットによって実行されているか確認するか、またはDBA_HIST_SNAP_ERRORを調べて、開始/終了スナップショット内にどの表が欠落しているかを確認してください。そのビュー内のERROR_NUMBER列とアラート・ログを併用して、失敗した理由を突き止めて、今後そのような失敗を防ぐための必要な処置を行ってください。有効な開始/終了スナップショットを持つ別のスナップショット範囲で、ADDMの実行を試行してください。









	 ORA-13708: 範囲[string,string]の一部のスナップショットは、分析が完了する前に削除されました。 
	
原因: スナップショットの一方または両方がAWRから削除されました。


	
処置: AWR自動削除がスナップショットの削除を試行していないことを確認して、ADDMを再実行してください。









	 ORA-13709: 必須パラメータ"string"は、実行前に設定する必要があります。 
	
原因: ADDMの実行前にパラメータを設定する必要があります。


	
処置: パラメータに有効値を指定して、再試行してください。









	 ORA-13710: パラメータ"string"は、パラメータ"string"より大きい値にする必要があります。指定された値は"string"および"string"です。 
	
原因: 2つのパラメータ値の関係が無効です。


	
処置: 少なくとも値の1つを設定して、1番目のパラメータ値を2番目のパラメータ値よりも高くしてください。









	 ORA-13711: 範囲[string, string]内のスナップショットの一部で、主要統計が欠落しています。 
	
原因: 指定された範囲内のスナップショットを1つまたは複数作成している間に、一部のAWR表にエラーが発生しました。ADDM分析を実行するには、これらの欠落している1つまたは複数の表のデータが必要になります。


	
処置: DBA_HIST_SNAP_ERRORを調べて、指定されたスナップショット範囲内にどの表が欠落しているかを確認してください。そのビュー内のERROR_NUMBER列とアラート・ログを併用して、失敗した理由を突き止めて、今後そのような失敗を防ぐための必要な処置を行ってください。不完全なスナップショットが含まれない別のスナップショット範囲で、ADDMの実行を試してください。









	 ORA-13712: 以前のリリースのAWRスナップショットに対してADDM分析を実行できません。スナップショットのバージョン"string"がデータベースのバージョン"string"と一致していません。 
	
原因: ADDM分析は現在のリリースで作成されたAWRスナップショットでのみ実行できます。


	
処置: これらのスナップショットで?/rdbms/admin/awrrpt and ?/rdbms/admin/ashrptを使用してAWRレポートとASHレポートを生成し、スナップショットのデータを分析できます。









	 ORA-13713: 結果名"string"は存在しません。DBA_ADVISOR_FINDING_NAMESですべての有効な値を調べてください 
	
原因: 存在しないアドバイザの結果名を参照しようとしました。


	
処置: 有効な値を指定してください。有効な値のリストはDBA_ADVISOR_FINDING_NAMESにあります。









	 ORA-13714: "string"は有効なSQL_ID値ではありません 
	
原因: 指定されたSQL_ID値の書式が正しくありません。


	
処置: 0から9およびaからzの文字のうちの13文字の文字列で構成された有効な値を指定してください。









	 ORA-13715: "string"はADDMでパラメータ名として認識されません 
	
原因: システム・パラメータとして指定された値はADDMで認識されません。


	
処置: V$PARAMETERのNAME列に表示される値を指定してください。









	 ORA-13716: この機能を使用するには、Diagnostic Packのライセンスが必要です。 
	
原因: システム・パラメータCONTROL_MANAGEMENT_PACK_ACCESSに指定された値は、Diagnostic Packが無効であることを示しています。


	
処置: Diagnostic Packのライセンスを購入してある場合は、パラメータ値を変更してください。









	 ORA-13717: この機能を使用するには、Tuning Packのライセンスが必要です。 
	
原因: システム・パラメータCONTROL_MANAGEMENT_PACK_ACCESSに指定された値は、Tuning Packが無効であることを示しています。


	
処置: Tuning Packのライセンスを購入してある場合は、パラメータ値を変更してください。









	 ORA-13718: この機能を使用するには、Tuning PackのライセンスまたはReal Application Testingオプションが必要です。 
	
原因: 指定されたパッケージのライセンスおよびオプションがインストールされていません。


	
処置: 欠落しているパッケージまたはオプションの購入およびインストールを検討してください。Tuning Packのライセンスを購入してある場合は、システム・パラメータCONTROL_MANAGEMENT_PACK_ACCESSの値を確認してください。









	 ORA-13719: AWRスナップショットは、互換性のないキャラクタ・セットを使用するデータベースからインポートされました。 
	
原因: 互換性のないキャラクタ・セットを含むインポート済の自動ワークロード・リポジトリ(AWR)スナップショットに対してADDM分析を実行しようとしました。


	
処置: バージョンとキャラクタ・セットが元のデータベースと一致しているデータベースを使用してADDM分析を実行してください。









	 ORA-13720: 指定されたディメンション名が長すぎます 
	
原因: 指定したアクティブ・セッション履歴(ASH)ディメンション名が制限値の30文字を超えています。


	
処置: ディメンション名を修正して、操作を再試行してください。









	 ORA-13721: 指定されたディメンション名が無効です 
	
原因: 指定したアクティブ・セッション履歴(ASH)ディメンション名が無効です。


	
処置: ディメンション名を修正して、操作を再試行してください。









	 ORA-13750: ユーザー"string"は、ADMINISTER SQL TUNING SET権限を付与されていません。 
	
原因: 特定の権限を必要とするSQL Tuning Set操作を試行しました。


	
処置: ユーザーの権限を変更して、操作を再試行してください。









	 ORA-13751: "SQLチューニング・セット""string"(所有者"string"用)が存在しないか、ユーザー"string"には"SQLチューニング・セット"へのアクセス権限がありません。 
	
原因: 存在しないSQL Tuning Setにアクセスしようとしたか、SQL Tuning Setへのアクセス権限がありません。


	
処置: SQL Tuning Setの存在を確認するかユーザーの権限を変更して、操作を再試行してください。









	 ORA-13752: ユーザー"string"がSYSか、"ADMINISTER ANY SQL TUNING SET"権限を付与されている必要があります。 
	
原因: 正しい権限を使用せずにSQL Tuning Setを別のスキーマに作成しようとしました。


	
処置: SYSとして接続するかユーザーの権限を変更して、操作を再試行してください。









	 ORA-13753: "SQLチューニング・セット""string"(ユーザー"string"用)はすでに存在します。 
	
原因: その所有者の既存の名前を使用して"\SQL Tuning"\ Setを作成しようとしました。


	
処置: SQL Tuning Setの名前を変更して、操作を再試行してください。









	 ORA-13754: "SQLチューニング・セット""string"(ユーザー"string"用)は存在しません。 
	
原因: 存在しないSQL Tuning Setにアクセスしようとしました。


	
処置: SQL Tuning Setの名前の綴りを確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-13755: "SQLチューニング・セット"の名前が無効です 
	
原因: 無効なSQLチューニング・タスク名を指定しようとしました。名前にはワイルドカードを含めることはできず、30文字より短くする必要があります。


	
処置: 名前を変更し、操作を再試行してください。









	 ORA-13756: 属性"string"を更新できません。 
	
原因: 変更できない属性要素を更新しようとしました。更新できる文字列属性は、MODULE、ACTION、PARSING_SCHEMA_NAME、PRIORITY、およびOTHERのみです。


	
処置: 属性名を変更して、操作を再試行してください。









	 ORA-13757: "SQL Tuning Set""string"(ユーザー"string"が所有)はアクティブです。 
	
原因: アクティブなSQL Tuning Setを更新しようとしました。


	
処置: SQL Tuning Setへのすべての参照を削除して、操作を再試行してください。









	 ORA-13758: "SQLチューニング・セット""string"(ユーザー"string"が所有)は使用中です。 
	
原因: 使用中のSQL Tuning Setを変更しようとしたか、使用中のSQL Tuning Setへの参照を追加しようとしました。


	
処置: 直前の操作が完了するまで待ってから、再試行してください。









	 ORA-13759: ユーザー"string"は参照"string"を削除できません。 
	
原因: 存在しないSQL Tuning Setを削除しようとしました。ユーザーが参照を所有していない可能性があります。


	
処置: 参照IDと参照の所有者を確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-13761: フィルタが無効です 
	
原因: 無効なフィルタを使用してデータ・ソースからデータを選択しようとしました。フィルタは、データ・ソース内容のWHERE句です。


	
処置: フィルタを修正して、操作を再試行してください。









	 ORA-13762: stringランキング・メジャーは無効です。 
	
原因: 無効なランキング・メジャーを使用してデータ・ソースからデータを選択しようとしました。ランキング・メジャーは、有効な数式で表す必要があります。


	
処置: ランキング・メジャーを修正して、操作を再試行してください。









	 ORA-13763: ランキング属性"string"が無効です 
	
原因: ランキング・メジャーに許可されていない属性要素を使用しようとしました。


	
処置: ランキング・メジャーの属性を確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-13764: 値"string"は結果の割合として無効です。 
	
原因: 無効な結果のパーセントを使用してSQL Tuning Setからデータを選択しようとしました。結果のパーセントは、0から1の間で指定する必要があります。


	
処置: 結果のパーセント値を修正して、操作を再試行してください。









	 ORA-13765: 値"string"は結果制限に対して無効です。 
	
原因: 無効な結果の制限を使用してSQL Tuning Setからデータを選択しようとしました。結果の制限は正の整数で指定する必要があります。


	
処置: 結果の制限値を修正して、操作を再試行してください。









	 ORA-13766: ランキング・メジャーは必須です。 
	
原因: ランキング・メジャーを指定せずにパーセント引数を使用してSQL Tuning Setからデータを選択しようとしました。


	
処置: ランキング・メジャーを追加するかパーセント引数を削除して、操作を再試行してください。









	 ORA-13767: 終了スナップショットIDは、開始スナップショットIDより大きい必要があります。 
	
原因: 無効な範囲のスナップショットIDでワークロード・リポジトリからデータを選択しようとしました。


	
処置: スナップショットIDの範囲を変更して、操作を再試行してください。









	 ORA-13768: スナップショットIDは、stringからstringの間に設定する必要があります。 
	
原因: 存在しないスナップショットIDを使用してワークロード・リポジトリからデータを選択しようとしました。


	
処置: スナップショットIDを変更して、操作を再試行してください。









	 ORA-13769: スナップショットstringおよびstringは存在しません。 
	
原因: 存在しないスナップショットを使用してワークロード・リポジトリからデータを選択しようとしました。


	
処置: スナップショット識別子を確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-13770: ベースライン"string"は存在しません。 
	
原因: 存在しないベースラインにアクセスしようとしました。


	
処置: ベースライン名の綴りを確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-13771: 排他ロックstring("SQLチューニング・セット""string"(ユーザー"string"が所有))を取得できません 
	
原因: DBMS_LOCK.REQUESTで予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 通常、このエラーは発生しません。システムに異常がないかどうかを確認してから、操作を再試行してください。このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13772: "SQLチューニング・セット""string"(ユーザー"string"が所有)に予期しないデッドロックが発生しました 
	
原因: DBMS_LOCK.REQUESTで予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 通常、このエラーは発生しません。システムに異常がないかどうかを確認してから、操作を再試行してください。このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-13773: カーソル・キャッシュからデータを選択するには、権限が不十分です 
	
原因: V$SQLおよびV$SQL_BIND_CAPTUREに対する適切な権限を持たないユーザーが操作を実行しようとしました。


	
処置: ユーザーの権限を変更して、操作を再試行してください。









	 ORA-13774: ワークロード・リポジトリからデータを選択するには、権限が不十分です 
	
原因: ビューDBA_HIST_BASELINE、DBA_HIST_SQLTEXT、DBA_HIST_SQLSTAT、DBA_HIST_SQLBIND, DBA_HIST_OPTIMIZER_ENVおよびDBA_HIST_SNAPSHOTに対する適切な権限を持たないユーザーが操作を実行しようとしました。


	
処置: ユーザーの権限を変更して、操作を再試行してください。









	 ORA-13775: 入力カーソルのデータ型に一貫性がありません 
	
原因: 無効な入力カーソルを使用してSQL Tuning Setをロードしようとしました。カーソルのすべての行がSQLSET_ROW型に一致する必要があります。


	
処置: カーソルの行の型を確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-13776: ユーザー"string"には、"SQLチューニング・セット"DBAビューの"SELECT"権限が付与されていません。 
	
原因: DBAビューのSELECT権限を持たずないユーザーが、別のユーザーが所有するSQLチューニング・セットを読み取ろうとしました。


	
処置: 適切な権限を付与してもらうか、自分が所有するSTSのみにアクセスしてください。









	 ORA-13777: 属性名のリストが無効です 
	
原因: 指定された属性要素が無効です。選択できる属性は、NULL、BASIC、TYPICAL、ALL、またはEXECUTION_STATISTICS、OBJECT_LIST、BIND_LISTおよびSQL_PLANを含むカンマ区切りの名前リストのみです。


	
処置: 属性リストを調整して、操作を再試行してください。









	 ORA-13778: "SQLチューニング・セット"に新しい名前または所有者が指定されていません 
	
原因: 新しいSQLチューニング・セットの名前または新しいSQLチューニング・セットの所有者を指定しないで、remap_stgtab_sqlsetをコールしようとしました。


	
処置: 少なくともいずれか1つの引数を非NULLとして指定してください。









	 ORA-13779: ロード・オプションが無効です 
	
原因: INSERT、UPDATEおよびMERGEとは異なるロード・オプションを指定してload_sqlsetをコールしようとしました。


	
処置: ロード・オプションを調整し、操作を再試行してください。









	 ORA-13780: SQL文が存在しません。 
	
原因: 存在しないSQL文を調整しようとしました。


	
処置: sql_idおよび文のプラン・ハッシュ値を確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-13781: 自動SQLチューニング・タスクではテスト実行操作および実行計画操作を行えません 
	
原因: 自動SQLチューニング・タスクを使用してSQLワークロードの実行計画をテスト実行または生成しようとしました。


	
処置: チューニング・タスクの名前を確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-13783: チューニング・スコープが無効です 
	
原因: チューニング・タスクの無効な範囲を指定しようとしました。指定できる値はLIMITEDまたはCOMPREHENSIVEです。


	
処置: 有効範囲の値を確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-13784: "string"のすべての文に対してSQLプロファイルを受け入れることはできません 
	
原因: 入力ワークロードのすべての文に対してSQLプロファイルを受け入れようとしました。


	
処置: ワークロードの文に対応するオブジェクト識別子を指定して、操作を再試行してください。









	 ORA-13785: チューニング・タスク"string"のターゲット・オブジェクトが欠落しています 
	
原因: ユーザーがターゲット・オブジェクトを指定せずにまたは無効なオブジェクト識別子を使用して、タスクの操作を実行しようとしました。


	
処置: オブジェクトの識別子を確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-13786: 文オブジェクト"string"(チューニング・タスク"string")のSQLテキストが欠落しています 
	
原因: SQLテキストが対応付けられていないオブジェクトに対して、SQLプロファイルを受け入れようとしました。


	
処置: オブジェクトの識別子を確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-13787: 文オブジェクト"string"(チューニング・タスク"string")のSQLプロファイルが欠落しています 
	
原因: SQLプロファイルが対応付けられていないオブジェクトに対して、SQLプロファイルを受け入れようとしました。


	
処置: オブジェクトの識別子を確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-13788: 無効な推奨事項のタイプ 
	
原因: script_tuning_taskに対するrec_type引数に渡された推奨事項のタイプが無効です。指定できる値はALLまたは、PROFILES、STATISTICSおよびINDEXESのカンマ区切りのリストのサブセットです。


	
処置: rec_type引数を確認して操作を再試行してください。









	 ORA-13789: 処理アクションが無効です 
	
原因: SQL文を処理するために渡されたアクションが無効です。指定できる値は、EXECUTEおよびEXPLAIN_PLANのカンマ区切りのリストのサブセットです。


	
処置: アクションを確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-13790: 制限時間の値が無効です。 
	
原因: 時間制限引数に渡された値が無効です。


	
処置: 引数に指定された値を確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-13791: 単一文を処理するため作成されたタスクを再開できません 
	
原因: 1つのSQL文用として作成されたタスクを再開しようとしました。SQLチューニング・セット用として使用する場合にのみタスクを再開できます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-13793: 比較メトリックが無効です 
	
原因: SQLパフォーマンスを比較するために無効なメトリックが指定されました。


	
処置: 詳細は、そのエラーの記述を参照してください。









	 ORA-13794: 実行タイプが一致しません 
	
原因: 2つの別のタイプを使用して生成された実行を使用してSQLワークロードのパフォーマンスを分析しようとしました。


	
処置: 分析用のタスク実行の名前とタイプを確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-13795: タスク実行が欠落しています 
	
原因: SQLワークロードのパフォーマンスを分析するために指定された有効なタスク実行の数が十分ではありません。


	
処置: 同じタイプの2つの実行を生成するタスクを実行し、操作を再試行してください。









	 ORA-13796: 問題タイプに指定された値stringは無効です 
	
原因: SQL診断アドバイザに対して無効な問題タイプが指定されました。問題タイプは、'admin/dbmsdiag.sql'に定義されたPROBLEM_TYPE_*の1つにする必要があります。


	
処置: 有効な問題タイプを指定してください。









	 ORA-13797: 無効なSQL ID stringが指定されました 
	
原因: 変換に指定されたSQL IDが無効です。


	
処置: 有効なSQL IDを指定してください。









	 ORA-13798: パラメータstringはNULLにできません。 
	
原因: 必要なパラメータを使用せずにGET_THRESHOLDプロシージャをコールしました。


	
処置: パラメータに有効な値を指定してください。









	 ORA-13799: しきい値が見つかりません 
	
原因: 指定したしきい値キーにしきい値が見つかりませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-13800: SQLリポジトリ・オブジェクトで同時DDLに失敗しました 
	
原因: 同一のSQLリポジトリ・オブジェクトが、2つの同時実行DDL操作のターゲットとなっていました。


	
処置: オブジェクトの現在の状態を確認し、失敗した操作を再試行してください。









	 ORA-13801: SQLTUNE_CATEGORYパラメータの値が無効です 
	
原因: 無効なOracle識別子をパラメータの値として使用しました。


	
処置: Oracle識別子のルールに準拠してパラメータを指定してください。









	 ORA-13802: sql$からのSQLチューニング・ベース・エントリの削除に失敗しました 
	
原因: SQL Tuning Baseオブジェクトを削除中にエラーが発生しました。


	
処置: エラー・スタックで根本的な原因を調べてください。









	 ORA-13825: SQLプロファイルを作成するSQL文テキストが欠落しています 
	
原因: SQLテキストがSQLプロファイル作成操作に指定されませんでした。


	
処置: SQLテキストを適切に指定して再試行してください。









	 ORA-13826: SQLプロファイルの作成または更新には空のSQLプロファイルを使用できません 
	
原因: 属性がSQLプロファイル作成操作に指定されませんでした。


	
処置: 1つ以上のヒントを指定して再試行してください。









	 ORA-13827: SQLプロファイル・コレクションに、NULLまたは長さがゼロの属性が指定されています 
	
原因: SQLプロファイル内の属性の1つが適切に指定されていませんでした。


	
処置: SQLプロファイルを完全に指定して再試行してください。









	 ORA-13828: 生成されたSQLプロファイル名stringがすでに存在します 
	
原因: SQLプロファイルが、システムで生成された名前ですでに存在します。


	
処置: 生成された名前は時間に依存するため、操作を再試行してください。









	 ORA-13829: stringという名前のSQLプロファイルはすでに存在します 
	
原因: SQLプロファイルが、指定された名前ですでに存在します。


	
処置: 異なる名前を指定するか、または既存のSQLプロファイルを削除してください。









	 ORA-13830: このSQL文に対するカテゴリstringのSQLプロファイルはすでに存在します 
	
原因: 特定のSQL文およびカテゴリに対するSQLプロファイルがすでに存在します。


	
処置: 既存のSQLプロファイルを削除または更新してください。









	 ORA-13831: 指定されたSQLプロファイル名は無効です 
	
原因: 無効なSQLプロファイル名が指定されました。


	
処置: エラー・メッセージ・スタックで根本的な原因を調べてください。









	 ORA-13832: 指定されたカテゴリ名は無効です 
	
原因: 無効なカテゴリ名が指定されました。


	
処置: エラー・メッセージ・スタックで根本的な原因を調べてください。









	 ORA-13833: stringという名前のSQLプロファイルは存在しません 
	
原因: 存在しないSQLプロファイル名が指定されました。


	
処置: SQLプロファイルの名前を確認してください。









	 ORA-13834: クローニング対象のSQLプロファイルの名前を指定する必要があります 
	
原因: SQLプロファイル名が、SQLプロファイルのクローン操作のターゲットとして指定されませんでした。


	
処置: クローンするSQLプロファイルの名前を指定してください。









	 ORA-13835: 無効な属性名が指定されました 
	
原因: 無効な属性名が、SQLプロファイルの変更操作に指定されました。


	
処置: 属性の名前を確認してください。









	 ORA-13836: 無効な属性値が指定されました 
	
原因: 無効な属性値が、SQLプロファイルの変更操作に指定されました。


	
処置: 属性値を確認してください。









	 ORA-13837: HASH_VALUEが無効です 
	
原因: 無効なHASH_VALUEが、SQLプロファイルの作成操作に渡されました。


	
処置: HASH_VALUEを確認してください。









	 ORA-13838: ADDRESS値が無効です 
	
原因: 無効なADDRESS値が、SQLプロファイルの作成操作に渡されました。


	
処置: ADDRESS値を確認してください。









	 ORA-13839: 指定のHASH_VALUEおよびADDRESSを持つV$SQL行が存在しません。 
	
原因: HASH_VALUEとADDRESSの組合せが、既存のV$SQLエントリに対応しないSQLプロファイル作成操作に渡されました。


	
処置: V$SQLのHASH_VALUEとADDRESSを確認してください。









	 ORA-13840: SQLプロファイル作成操作で、同時DDLにエラーが発生しました。 
	
原因: SQLプロファイルの作成または置換操作中に同時DDL操作が実行されました。


	
処置: 操作を再試行してください。









	 ORA-13841: stringという名前のSQLプロファイルは、異なる署名/カテゴリのペアですでに存在します 
	
原因: SQLプロファイルは、別の署名/カテゴリのペアの下に指定された名前ですでに存在するため、たとえFORCEを指定しても置換できません。


	
処置: 異なる名前を指定するか、または既存のSQLプロファイルを削除してください。









	 ORA-13842: DBA_SQL_PROFILESにおけるSELECT権限がありません 
	
原因: DBA_SQL_PROFILESビューに対するSELECT権限が必要な操作を実行しようとしました。


	
処置: 別のユーザーとして操作を実行するか、必要な権限を取得してください。









	 ORA-13843: "string"などの名前を持つSQLプロファイルが、"string"などのカテゴリに存在しません 
	
原因: どのプロファイルも対象にならないプロファイル名/カテゴリ・フィルタを指定して操作を実行しようとしました。


	
処置: プロファイル名/カテゴリを確認してから、異なるフィルタを使用してください。









	 ORA-13844: 新しいSQLプロファイル名またはカテゴリが指定されていません。 
	
原因: SQLプロファイル名またはカテゴリに新しい値を指定せずに、remap_stgtab_sqlprofがコールされました。1つ以上の値を指定する必要があります。


	
処置: 新しいプロファイル名またはカテゴリ、あるいはその両方を指定してください。









	 ORA-13845: 指定したSQLプロファイルのXML仕様が無効です 
	
原因: 指定したSQLプロファイルのXML仕様が適切なスキーマに準拠していません。


	
処置: 構文を確認して再試行してください。









	 ORA-13846: 指定された計画にSQL計画ベースラインを作成できません 
	
原因: 指定した値に対して複数の計画が存在するか、計画が再現不可能です。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-13847: 計画ハッシュ値がstringの計画はありません 
	
原因: 指定した計画が、存在しません。


	
処置: 利用できる計画を確認してください。









	 ORA-13850: クライアント識別子stringのトレースは使用できません 
	
原因: 使用可能でないクライアント識別子トレースを使用不可にしようとしました。


	
処置: 正しいクライアント識別子を指定してください。









	 ORA-13851: クライアント識別子stringのトレースはすでに有効です 
	
原因: すでに使用可能なクライアント識別子トレースを使用可能にしようとしました。


	
処置: 正しいクライアント識別子を指定するか、またはトレースを使用不可にしてから異なるバインド/waitオプションを使用して再度使用可能にしてください。









	 ORA-13852: サービス(モジュール/アクション)stringのトレースは使用できません 
	
原因: 使用可能でないサービスレベル・トレースを使用不可にしようとしました。


	
処置: 正しいサービス(モジュール/アクション)名を指定してください。









	 ORA-13853: サービス(モジュール/アクション)stringのトレースはすでに有効です 
	
原因: すでに使用可能なサービスレベル・トレースを使用可能にしようとしました。


	
処置: 正しいサービス(モジュール/アクション)を指定するか、またはトレースを使用不可にしてから異なるバインド/waitオプションを使用して再度使用可能にしてください。









	 ORA-13854: サービス(モジュール/アクション)string(インスタンスstring)のトレースは使用できません 
	
原因: 特定のインスタンスで明示的に使用可能でないサービスレベル・トレースを使用不可にしようとしました。


	
処置: 正しいサービス(モジュール/アクション)名を指定してください。









	 ORA-13855: サービス(モジュール/アクション)string(インスタンスstring)のトレースはすでに有効です 
	
原因: 特定のインスタンスですでに使用可能なサービスレベル・トレースを使用可能にしようとしました。


	
処置: 正しいサービス(モジュール/アクション)を指定するか、またはトレースを使用不可にしてから異なるバインド/waitオプションを使用して再度使用可能にしてください。









	 ORA-13856: サービス名を指定する必要があります 
	
原因: トレースまたは集計を使用可能または使用不可にするときにサービス名を指定しませんでした。


	
処置: サービス名を指定してください。









	 ORA-13857: モジュール名が無効です 
	
原因: モジュール名が長すぎます(48文字を超えています)。


	
処置: 正しい名前を指定してください。









	 ORA-13858: アクション名が無効です 
	
原因: アクション名が長すぎます(32文字を超えています)。


	
処置: 正しい名前を指定してください。









	 ORA-13859: モジュールを指定しないとアクションは指定できません 
	
原因: アクション名が指定されていますが、モジュール名が指定されていません。


	
処置: モジュール名を指定してください。









	 ORA-13860: サービス名が無効です 
	
原因: サービス名が長すぎます(64文字を超えています)。


	
処置: 正しい名前を指定してください。









	 ORA-13861: クライアント識別子stringの統計集計はすでに有効です 
	
原因: すでに使用可能なクライアント識別子集計を使用可能にしようとしました。


	
処置: 正しいクライアント識別子を指定してください。









	 ORA-13862: クライアント識別子stringの統計集計は使用できません 
	
原因: 使用可能でないクライアント識別子集計を使用不可にしようとしました。


	
処置: 正しいクライアント識別子を指定してください。









	 ORA-13863: サービス(モジュール/アクション)stringの統計集計は使用できません 
	
原因: 使用可能でないサービスレベル統計情報集計を使用不可にしようとしました。


	
処置: 正しいサービス(モジュール/アクション)名を指定してください。









	 ORA-13864: サービス(モジュール/アクション)stringの統計集計はすでに有効です 
	
原因: すでに使用可能なサービスレベル統計情報集計を使用可能にしようとしました。


	
処置: 正しいサービス(モジュール/アクション)を指定してください。









	 ORA-13865: モジュール名を指定する必要があります 
	
原因: モジュールを指定せずに、サービスレベル統計情報集計を使用可能/使用不可にしようとしました。


	
処置: モジュール名を指定してください。









	 ORA-13866: クライアント識別子を指定する必要があります 
	
原因: トレースまたは集計を使用可能または使用不可にするときにクライアント識別子を指定しませんでした。


	
処置: クライアント識別子を指定してください。









	 ORA-13867: データベース全体のSQLトレースはすでに有効です。 
	
原因: すでに使用可能なデータベースレベル・トレースを使用可能にしようとしました。


	
処置: トレースを使用不可にしてから異なるバインド/waitオプションを使用して再度使用可能にしてください。









	 ORA-13868: インスタンスstringのインスタンス全体のSQLトレースは使用できません 
	
原因: 特定のインスタンスで明示的に使用可能でないサービスレベル・トレースを使用不可にしようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-13869: インスタンスstringのインスタンス全体のSQLトレースはすでに有効です 
	
原因: 特定のインスタンスですでに使用可能なインスタンスレベル・トレースを使用可能にしようとしました。


	
処置: トレースを使用不可にしてから異なるバインド/waitオプションを使用して再度使用可能にしてください。









	 ORA-13870: データベース全体のSQLトレースは使用できません。 
	
原因: 使用可能でないデータベースレベル・トレースを使用不可にしようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-13871: 無効なインスタンス名 
	
原因: インスタンス名が長すぎます(16文字を超えています)。


	
処置: 正しい名前を指定してください。









	 ORA-13900: パラメータstringが欠落しているか、または無効です 
	
原因: SET_THRESHOLDプロシージャをコールしましたが、パラメータがないか、パラメータが無効でした。


	
処置: パラメータに有効な値を指定してください。









	 ORA-13901: オブジェクトstringが見つかりません。 
	
原因: オブジェクト名がSET_THRESHOLDプロシージャに渡されましたが、有効なオブジェクトにマップしませんでした。


	
処置: 有効なオブジェクト名を指定してください。









	 ORA-13902: 指定されたファイルstringはデータファイルではありません。 
	
原因: オブジェクト名がSET_THRESHOLDプロシージャに渡されましたが、有効なデータファイルにマップしませんでした。


	
処置: 有効なデータファイル名を指定してください。









	 ORA-13903: stringしきい値と演算子の組合せが無効です。 
	
原因: 演算子に等号(=)が含まれる「Blocked User Session Count」メトリックに正でない数値が使用されました。


	
処置: しきい値に正の数値を使用するか、「より大きい(＞)」演算子を使用してください。









	 ORA-13904: ファイルは削除され、プロシージャ・コール中に再作成されました。 
	
原因: プロシージャのコール中に、しきい値を指定したファイルが削除および再作成されました。


	
処置: この操作を再試行してください。









	 ORA-13905: クリティカルまたは警告しきい値の値が正しくありません 
	
原因: 表領域しきい値は、0から100の範囲でのみ指定できます。


	
処置: しきい値を確認してください。









	 ORA-13906: 表領域が正しい型ではありません。 
	
原因: ディクショナリ管理表領域にしきい値を設定しようとしました。


	
処置: 表領域の型を確認して、コマンドを再発行してください。









	 ORA-13907: しきい値が無効です。 
	
原因: クリティカルしきい値または警告しきい値に無効な値を指定しました。


	
処置: 負でない整数のみをしきい値に使用してください。









	 ORA-13908: メトリックIDとオブジェクト型パラメータの組合せが無効です。 
	
原因: メトリックIDパラメータとオブジェクト型パラメータの無効な組合せを指定しようとしました。


	
処置: メトリックIDパラメータとオブジェクト型パラメータの有効な組合せを指定してください。









	 ORA-13909: しきい値と演算子の組合せが無効です。 
	
原因: しきい値と演算子の無効な組合せを指定しようとしました。


	
処置: 演算子としきい値を確認し、文を再発行してください。









	 ORA-13910: パラメータstringはNULLにできません。 
	
原因: 必要なパラメータを指定せずにGET_THRESHOLDプロシージャをコールしようとしました。


	
処置: パラメータに有効な値を指定してください。









	 ORA-13911: しきい値が見つかりません 
	
原因: 指定したしきい値キーにしきい値が存在しませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-13912: クリティカルしきい値は警告しきい値より小さい値です。 
	
原因: クリティカルしきい値を警告しきい値より小さく設定してSET_THRESHOLDプロシージャをコールしようとしました。


	
処置: しきい値を確認し、文を再発行してください。









	 ORA-13913: SYSAUXがオフラインの場合、しきい値を設定できません。 
	
原因: SYSAUX表領域がオフラインのときにSET_THRESHOLDプロシージャをコールしました。


	
処置: SET_THRESHOLDプロシージャは、SYSAUXがオンラインのときにコールしてください。









	 ORA-13914: しきい値の通知に失敗しました。 
	
原因: このしきい値の通知を送信中にエラーが発生しました。


	
処置: SYSAUX表領域に十分な領域があることを確認してから、この操作を再試行してください。









	 ORA-13915: 空き領域のバイトベース・クリティカルしきい値は警告しきい値より大きい値です。 
	
原因: バイトベース・クリティカルしきい値を警告しきい値より大きく設定してSET_THRESHOLDプロシージャをコールしようとしました。


	
処置: しきい値を確認し、文を再発行してください。









	 ORA-13916: 無効な値"string"がパラメータ"string"に指定されました 
	
原因: パラメータに対して指定された値が無効です。


	
処置: パラメータに対して指定した値を修正してください。









	 ORA-13917: システム・アラートの転記はreason_id stringにより失敗しました(コード[string] [string]) 
	
原因: データベースへの接続が切断されているか、アラート・ルーチンに対するパラメータが無効です。


	
処置: この問題が繰り返し生じる場合には、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-13918: システム・アラートの更新はreason_id stringにより失敗しました。以前のアラートが見つかりません 
	
原因: システム・エラー: システム・アラートの更新に失敗しました。アラートがWRI$_ALERT_OUTSTANDINGから不正に消去されました。


	
処置: WRI$_ALERT_OUTSTANDINGからは削除しないでください。この問題が繰り返し生じる場合には、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-13919: パラメータ"string"およびパラメータ"string"の値を指定できません 
	
原因: どちらか片方にのみ値を指定できます。


	
処置: どちらか一方のパラメータを渡してください。









	 ORA-13920: データベースが読取り専用モードの場合、しきい値を設定できません。 
	
原因: データベースを読取り専用モードでオープンしているときにSET_THRESHOLDプロシージャをコールしました。


	
処置: データベースを読取り/書込みモードでオープンしているときにSET_THRESHOLDプロシージャをコールしてください。









	 ORA-13951: MMONサブアクション時間制限を超過しました 
	
原因: MMONサブアクションはシステム指定のタイム・フレーム内に完了しませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-13970: 無効な名前"string"が指定されました 
	
原因: 無効なコンポーネント、レポートまたは変換名がフレームワークに渡されました。名前は英数字である必要があり、アンダースコア(_)文字を含めることができます。


	
処置: 有効な名前で再試行してください。









	 ORA-13971: string "string"は不明です 
	
原因: 不明なコンポーネント、レポートまたは変換がフレームワークに渡されました。


	
処置: 別の名前を指定してください。









	 ORA-13972: string "string"はstring "string"に対して不明です 
	
原因: 最初の名前を持つオブジェクトは2番目の名前のネーミング範囲では不明です。


	
処置: 渡されるパラメータを変更するか、正しいオブジェクトを登録してください。









	 ORA-13973: stringはstring "string"に対して不明です 
	
原因: オブジェクトは指定されたネーミング範囲では不明です。


	
処置: 渡されるパラメータを変更するか、正しいオブジェクトを登録してください。









	 ORA-13974: 名前"string"のstringはすでに存在します 
	
原因: 指定された名前のオブジェクトはすでに存在しています。


	
処置: 別の名前を指定してください。









	 ORA-13975: 名前"string"のstringはstring "string"にすでに存在します 
	
原因: 最初の名前を持つオブジェクトは2番目の名前のネーミング範囲にすでに存在しています。


	
処置: 別の名前を指定してください。









	 ORA-13976: 不適切に形成されたレポート・タグ 
	
原因: トップレベルのレポート・タグは正しく作成されていません。


	
処置: レポート・タグが共通タグ・ライブラリ・ファンクションを使用して作成されていることを確認してください。









	 ORA-13977: コンテンツ・タイプが無効です 
	
原因: 登録フォーマットAPIに渡されたコンテンツ・タイプが無効です。


	
処置: dbmsrep.sqlの値を使用するようコードを修正してください。









	 ORA-13978: 参照文字列パラメータまたは値が無効です 
	
原因: dbms_report APIに無効なパラメータ/値が渡されました。


	
処置: パラメータ名および値が英数字であることを確認してください。









	 ORA-13979: ファイル名が長すぎます 
	
原因: 無効なファイル名がSTORE_FILEに渡されました。


	
処置: ファイル名が500バイト未満であることを確認してください。









	 ORA-13980: ファイルURLが無効です 
	
原因: 関数について直接、あるいはXML IMPORTまたはINCLUDEを介して、無効な構文のURLが指定されました。


	
処置: URLを確認してください。









	 ORA-13981: ファイルURLまたはパス接頭辞が無効です 
	
原因: 無効な構文のURLまたはパス接頭辞が指定されました。


	
処置: URLを確認してください。









	 ORA-13982: 指定されたURLでファイルが見つかりませんでした 
	
原因: 要求されたファイルが指定された場所にありません。


	
処置: 指定されたURLを確認してください。









	 ORA-13983: HTMLから<body>タグが欠落しています 
	
原因: <body>タグが欠落したHTMLドキュメントが関数に渡されました。


	
処置: HTMLソースを確認してください。









	 ORA-13984: 参照文字列が無効です 
	
原因: 指定された参照文字列を解析できませんでした。


	
処置: 参照文字列の構文を確認してください。









	 ORA-13985: サーブレットに指定したURLが無効です 
	
原因: サーブレットに対して無効なURLが指定されました。


	
処置: URLを確認してください。









	 ORA-13986: XPathエンジンからエラー\stringが返されました 
	
原因: XPath操作中にXPathライブラリからエラーを受け取りました。


	
処置: xmlerr.hを確認してエラーの原因を認識してください。









	 ORA-13987: 共通 <string>タグを作成するための入力が無効です 
	
原因: 共通タグを作成しようとしたときの入力が無効です。


	
処置: 関数入力を確認し、必要な情報がすべて指定されていることを確認してください。









	 ORA-13988: 変数引数リストのレポート関数に無効な入力が与えられました。 
	
原因: レポート・フレームワーク変数引数リストの関数の1つに無効なパラメータが指定されました。


	
処置: 関数入力を確認して再試行してください。









	 ORA-13989: 構造引数リストのレポート関数に無効な入力が与えられました。 
	
原因: レポート・フレームワーク構造引数リストの関数の1つに無効なパラメータが指定されました。


	
処置: 関数入力を確認して再試行してください。









	 ORA-13990: 共通タグのコールアウト関数に無効なタグ名が与えられました。 
	
原因: これは内部サーバー管理に関わるエラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-14000: LOCAL句は1つのみ指定できます 
	
原因: 2つ以上のLOCAL句がCREATE INDEX文に含まれています。


	
処置: LOCALオプションは1つのみ指定してください。









	 ORA-14001: LOCAL句は前に指定したGLOBAL句と矛盾します。 
	
原因: GLOBAL句とLOCAL句を含むCREATE INDEX文が発行されました。


	
処置: LOCAL句およびGLOBAL句の両方を同時に指定することはできません。どちらか一方を指定してください。









	 ORA-14002: GLOBAL句は1つのみ指定できます 
	
原因: 2つ以上のGLOBAL句がCREATE INDEX文に含まれています。


	
処置: GLOBALオプションは1つのみ指定してください。









	 ORA-14003: GLOBAL句は前に指定したLOCAL句と矛盾します。 
	
原因: LOCAL句とGLOBAL句を含むCREATE INDEX文が発行されました。


	
処置: GLOBAL句およびLOCAL句の両方を同時に指定することはできません。どちらか一方を指定してください。









	 ORA-14004: PARTITIONキーワードがありません。 
	
原因: PARTITIONキーワードが指定されていません。


	
処置: 不足しているキーワードを指定してください。









	 ORA-14005: RANGEキーワードがありません。 
	
原因: RANGEキーワードが指定されていません。


	
処置: 不足しているキーワードを指定してください。









	 ORA-14006: パーティション名が無効です。 
	
原因: 想定される書式<ID>のパーティション名が存在しません。


	
処置: 正しいパーティション名を指定してください。









	 ORA-14007: LESSキーワードがありません。 
	
原因: LESSキーワードが指定されていません。


	
処置: 不足しているキーワードを指定してください。









	 ORA-14008: THANキーワードがありません。 
	
原因: THANキーワードが指定されていません。


	
処置: 不足しているキーワードを指定してください。









	 ORA-14009: パーティション・バウンドはLOCAL索引パーティションに指定できません。 
	
原因: LOCALパーティション索引を作成するためにCREATE INDEX文を解析しているときに、パーティションの中の<パーティション記述>にVALUES LESS THAN句がありました。LOCAL索引はパーティション・バウンドを実表から継承するため、VALUES LESS THAN句は不正です。


	
処置: LOCAL索引パーティションの記述からVALUES LESS THAN句をすべて削除してください。









	 ORA-14010: この物理属性は索引パーティションに指定できません。 
	
原因: 索引パーティションの物理属性の解析時に、予期しないオプションが検出されました。レンジ・パーティションまたはコンポジット・レンジ・パーティションに対する有効なオプションは、INITRANS、MAXTRANS、TABLESPACE、STORAGEおよびPCTFREEです。ハッシュ・パーティションにはTABLESPACEのみ指定できます。


	
処置: 索引パーティションの物理属性リストから無効なオプションを削除してください。









	 ORA-14011: 結果のパーティションに割り当てる名前は固有にする必要があります 
	
原因: 既存の表または索引パーティションの分割により生成されたパーティションの名前が固有ではありません。


	
処置: 結果パーティションの名前を変更してください。結果パーティションの名前は、他のすべての表または索引のパーティション名と異なる固有の名前にしてください。









	 ORA-14012: 結果のパーティション名が既存のパーティション名と競合しています 
	
原因: 既存の表または索引パーティションの分割により生成されたパーティション名と、他の表または索引の既存パーティション名が同じです。


	
処置: 結果パーティションの名前を変更してください。結果パーティションの名前は、他のすべての表または索引のパーティション名と異なる固有の名前にしてください。









	 ORA-14013: パーティション名が重複しています。 
	
原因: 作成中の表または索引のパーティション名が一意ではありません。


	
処置: パーティションの名前を変更してください。パーティションの名前は、作成中の表または索引のパーティションの中で一意の名前にしてください。









	 ORA-14014: パーティション化列の最大数は16です。 
	
原因: パーティション化列リストの中の列数が、許可された最大値16を超えています。


	
処置: 16列を超えないように、パーティション化列リストを修正してください。









	 ORA-14015: パーティションの記述が多すぎます 
	
原因: CREATE TABLEまたはCREATE INDEXのパーティションの記述が多すぎます。最大パーティション数は1048575(1024K-1)です。


	
処置: 1048575(1024K -1)を超えないようにパーティション数を減らしてください。









	 ORA-14016: LOCALパーティション索引の基礎となる表はパーティション化されている必要があります 
	
原因: パーティション化されていない表でLOCALパーティション索引を作成しようとしましたが、これは許可されていません。GLOBAL索引(パーティション化されたまたはそれ以外)のみが非パーティション表に作成できます。


	
処置: 文を修正して再入力してください。









	 ORA-14017: パーティション・バウンド・リストの要素が多すぎます。 
	
原因: パーティション・バウンド・リストの要素数が、パーティション化列数より多くなっています。


	
処置: パーティション・バウンド・リストの要素数が、表または索引のパーティション化列数と等しいことを確認してください。









	 ORA-14018: パーティション・バウンド・リストの要素が少なすぎます。 
	
原因: パーティション・バウンド・リストの要素数が、パーティション化列数より少なくなっています。


	
処置: パーティション・バウンド・リストの要素数が、表または索引のパーティション化列数と等しいことを確認してください。









	 ORA-14019: パーティション・バウンド要素は、文字列、日付時刻または間隔を示すリテラル、数値、またはMAXVALUEの1つです。 
	
原因: パーティション・バウンド・リストに無効なデータ型(数値、空でない文字列リテラル、日付時刻リテラル、間隔リテラル、MAXVALUE以外)の要素が含まれています。


	
処置: パーティション・バウンド・リストのすべての要素が有効なデータ型であることを確認してください。









	 ORA-14020: この物理属性は表のパーティションに指定できません。 
	
原因: 表パーティションの物理属性の解析時に、予期しないオプションが検出されました。レンジ・パーティションまたはコンポジット・レンジ・パーティションに対する有効なオプションは、INITRANS、MAXTRANS、TABLESPACE、STORAGE、PCTFREEおよびPCTUSEDです。ハッシュ・パーティションにはTABLESPACEのみ指定できます。


	
処置: 表パーティションの物理属性リストから無効なオプションを削除してください。









	 ORA-14021: MAXVALUEはすべての列に指定する必要があります 
	
原因: GLOBAL索引の最大(最後)のパーティションのVALUES LESS THAN句では、MAXVALUEをすべての列に指定する必要があります。


	
処置: GLOBAL索引の最後のパーティションのVALUES LESS THAN句で、MAXVALUEをすべての列に指定してください。









	 ORA-14022: LOCALパーティション・クラスタ索引の作成はサポートされていません 
	
原因: LOCALパーティション・クラスタ索引を作成しようとしましたが、現在ではこの索引の作成は許可されていません。


	
処置: LOCALおよび<パーティション記述>(存在する場合)をCREATE INDEX文から削除してください。









	 ORA-14023: GLOBALパーティション・クラスタ索引の作成はサポートされていません 
	
原因: GLOBALパーティション・クラスタ索引を作成しようとしましたが、現在ではこの索引の作成は許可されていません。


	
処置: PARTITION BY RANGE句および<partition description>をCREATE INDEX文から削除してください。









	 ORA-14024: LOCAL索引のパーティション数は基礎となる表のものと同じである必要があります 
	
原因: 作成しようとしたLOCALパーティション索引のパーティション数が、基礎となる表のものと異なります。


	
処置: CREATE INDEX文を修正し、正しいパーティション数を指定してください。









	 ORA-14025: PARTITIONはマテリアライズド・ビューまたはマテリアライズド・ビュー・ログに指定できません。 
	
原因: マテリアライズド・ビューまたはマテリアライズド・ビュー・ログ定義の解析時に、PARTITIONオプションが検出されました。


	
処置: マテリアライズド・ビューの定義に無効なオプションがないことを確認してください。









	 ORA-14026: PARTITION句とCLUSTER句が両方含まれています。 
	
原因: 表定義にPARTITION句とCLUSTER句の両方を定義することは許可されません。


	
処置: どちらか1つを削除してください。









	 ORA-14027: PARTITION句は1つのみ指定できます 
	
原因: 2つ以上のPARTITION句がCREATE TABLE文に含まれています。


	
処置: PARTITIONオプションは1つのみ指定してください。









	 ORA-14028: ATまたはVALUESキーワードがありません。 
	
原因: ATまたはVALUESキーワードが指定されていません。


	
処置: 不足しているキーワードを指定してください。









	 ORA-14029: GLOBALパーティション索引の場合は同一キー索引にする必要があります 
	
原因: GLOBALパーティション索引のパーティション化列では、索引のキー列に接頭辞を付ける必要があります。


	
処置: 作成中のGLOBALパーティション索引に接頭辞が付いていることを確認してください。









	 ORA-14030: CREATE TABLE文にパーティション化列がありません 
	
原因: CREATE TABLE文に指定されたパーティション化列は、作成中の表のものではありません。


	
処置: パーティション化列リストのすべての列が、現在作成している表の列であることを確認してください。









	 ORA-14031: パーティション化列はLONGまたはLONG RAW型にできません 
	
原因: ユーザーが指定したパーティション化列がLONGまたはLONG RAW型ですが、これは許可されていません。


	
処置: LONGまたはLONG RAW型のパーティション化列がないことを確認してください。









	 ORA-14032: パーティション番号stringのパーティション・バウンドが高すぎます。 
	
原因: このメッセージに表示されたパーティション番号(パーティションは1から順に番号付けされる)のパーティションでは、上位バウンドが次のパーティションより高くなっています。これは許可されません。


	
処置: パーティション(ただし、最後のパーティションを除く)の上位バウンドが、次のパーティションの上位バウンドより低いことを確認してください。









	 ORA-14036: 列に対するパーティション・バウンド値が大きすぎます 
	
原因: パーティション・バウンド値が、対応するパーティション化列より長くなっています。


	
処置: 上位バウンド値の長さが、対応するパーティション化列の長さを超えていないことを確認してください。









	 ORA-14037: パーティション"string"のパーティション・バウンドが高すぎます。 
	
原因: このメッセージに表示された名前(ユーザーによって明示的に指定された名前)のパーティションでは、上位バウンドが次のパーティションより高くなっています。これは許可されません。


	
処置: パーティション(ただし、最後のパーティションを除く)の上位バウンドが、次のパーティションの上位バウンドより低いことを確認してください。









	 ORA-14038: GLOBALパーティション索引の場合は同一キー索引にする必要があります 
	
原因: 接頭辞がないGLOBALパーティション索引を作成しようとしましたが、これは許可されません。


	
処置: 接頭辞のない索引を作成する場合は、LOCALとして作成してください。そうでない場合は、キーまたはパーティション化列(あるいはその両方)のリストを修正し、索引に接頭辞を付けてください。









	 ORA-14039: パーティション化列はUNIQUE索引のキー列のサブセットを構成する必要があります 
	
原因: 作成しようとしたUNIQUEパーティション索引では、パーティション化列がキー列のサブセットを構成していません。これは許可されません。


	
処置: 索引のパーティション化列がキー列のサブセットを構成しない索引を作成する場合は、索引を非UNIQUEとして作成してください。そうでない場合は、索引のパーティション化列がキー列のサブセットを構成するように、キーまたはパーティション化列(あるいはその両方)のリストを修正してください。









	 ORA-14041: 結果のパーティションにパーティション・バウンドは指定できません。 
	
原因: ALTER {TABLE|INDEX} SPLIT PARTITION文の解析時に、結果のパーティションの<partition-description>でVALUES LESS THAN句が検出されましたが、これは許可されません。


	
処置: 既存の表または索引パーティションの分割により生成されたパーティション記述から、VALUES LESS THAN句を削除してください。









	 ORA-14042: 移動、変更または再構築中のパーティションにパーティション・バウンドは指定できません。 
	
原因: ALTER {TABLE|INDEX} MODIFY PARTITION文、ALTER TABLE MOVE PARTITION文またはALTER INDEX REBUILD PARTITION文の解析時に、移動、変更、再構築中のパーティションの新しい物理属性記述でVALUES LESS THAN句が検出されましたが、これは許可されません。


	
処置: 移動、変更または再構築するパーティションの新しい属性記述からVALUES LESS THAN句を削除してください。









	 ORA-14043: パーティションは1つのみ追加できます 
	
原因: ALTER TABLE ADD PARTITION文に、追加するパーティションの記述が2つ以上含まれています。


	
処置: 文中のパーティション定義が1つのみであること、およびカンマ(,)が含まれていないことを確認してください。









	 ORA-14044: パーティションは1つのみ移動できます 
	
原因: ALTER TABLE MOVE PARTITION文に、移動するパーティションの記述が2つ以上含まれています。


	
処置: 移動するパーティションが文中に1つのみ記述されていること、およびカンマ(,)が含まれていないことを確認してください。









	 ORA-14045: パーティションは1つのみ変更できます 
	
原因: ALTER TABLE|INDEX MODIFY PARTITION文に、変更するパーティションの記述が2つ以上含まれています。


	
処置: 変更するパーティションが文中に1つのみ記述されていること、およびカンマ(,)が含まれていないことを確認してください。









	 ORA-14046: パーティションが正確に2つの新規パーティションに分割されます 
	
原因: ALTER TABLE|INDEX SPLIT PARTITION文に、既存の表または索引パーティションを正確に2つに分割した新規パーティションの記述が含まれていません。


	
処置: 既存のパーティションを分割した2つのパーティションについて、正確に文に記述してください。









	 ORA-14047: ALTER TABLE|INDEX RENAMEは他の操作と結合できません 
	
原因: ALTER TABLEまたはALTER INDEX文でRENAME操作を他の操作と結合しようとしましたが、これは許可されません。


	
処置: ALTER TABLE文またはALTER INDEX文で、RENAME操作のみが指定されていることを確認してください。









	 ORA-14048: パーティション・メンテナンス操作は他の操作と結合できません 
	
原因: ALTER TABLEまたはALTER INDEX文でパーティション・メンテナンス操作(たとえば、MOVE PARTITION)を他の操作(たとえば、ADD PARTITIONまたはPCTFREE)と結合しようとしましたが、これは許可されません。


	
処置: ALTER TABLE文またはALTER INDEX文で、パーティション・メンテナンス操作のみが指定されていることを確認してください。パーティションの処理、パーティション表/索引のデフォルトの属性または表の名前の変更(ALTER TABLE RENAME)以外の操作は、他の操作と組み合せることができます。









	 ORA-14049: ALTER TABLE MODIFY PARTITIONのオプションが無効です。 
	
原因: PCTFREE、PCTUSED、INITRANS、MAXTRANS、STORAGE、BACKUP、ALLOCATE EXTENTまたはDEALLOCATE UNUSED以外のオプションが、レンジ・パーティションまたはコンポジット・レンジ・パーティションのALTER TABLE MODIFY PARTITION文に指定されました。


	
処置: 有効なオプションのみを指定してください。









	 ORA-14050: ALTER INDEX MODIFY PARTITIONのオプションが無効です。 
	
原因: ALTER INDEX MODIFY PARTITION文に対して、INITRANS、MAXTRANS、STORAGEまたはDEALLOCATE UNUSED以外のオプションが指定されました。


	
処置: 有効なオプションのみを指定してください。









	 ORA-14051: ALTER MATERIALIZED VIEWのオプションが無効です。 
	
原因: ALTER MATERIALIZED VIEW文に対して、PCTFREE、PCTUSED、INITRANS、MAXTRANS、STORAGEまたはBACKUP以外のオプションが指定されました。


	
処置: 有効なオプションのみを指定してください。









	 ORA-14052: 拡張パーティション表名の構文はこのコンテキストでは使用できません 
	
原因: 拡張パーティション表名の構文を、使用できないコンテキスト(FROM句、INSERT文、DELETE文またはUPDATE文以外)で使用しようとしました。


	
処置: 前述以外のコンテキストでは、拡張パーティション表名を使用しないでください。









	 ORA-14053: stringを変更しようとしました(string文)。 
	
原因: 特定のオブジェクト(たとえば表)の属性は作成時に指定されますが、ALTER文を使用して変更できません。ユーザーがこのような属性の1つを指定しました。


	
処置: ALTER文が、オブジェクトの作成後に変更可能な属性に対してのみ新しい値を指定することを確認してください。









	 ORA-14054: ALTER TABLE TRUNCATE PARTITIONのオプションが無効です。 
	
原因: 切り捨てられるパーティション名の後続に指定できるオプションは、DROP STORAGEまたはREUSE STORAGEです。


	
処置: ALTER TABLE TRUNCATE PARTITIONとともにDROP STORAGEまたはREUSE STORAGE以外のオプションが指定されていないことを確認してください。









	 ORA-14055: ALTER INDEX REBUILDのキーワードREBUILDは<index name>のすぐ後に指定する必要があります 
	
原因: ALTER INDEX文のキーワードREBUILDが索引属性(たとえば、INITRANS)の後に指定されています。


	
処置: 変更する索引名の直後にキーワードREBUILDが指定されていることを確認してください。









	 ORA-14056: パーティション番号string: PCTUSEDとPCTFREEの合計が100を超えています 
	
原因: このパーティション番号(パーティションは1から順に番号付けされる)のパーティションのPCTUSEDとPCTFREEの合計が100を超えています。このパーティションのPCTUSEDまたはPCTFREE(あるいはその両方)値が明示的に指定されていない場合は、パーティション表またはパーティション索引のデフォルト値が使用されます。また、パーティション表またはパーティション索引に対するデフォルトのPCTUSED値またはPCTFREE値(あるいはその両方)が指定されていない場合は、システム・デフォルトが使用されます。


	
処置: パーティションのPCTUSEDとPCTFREEの合計が100を超えていないことを確認してください。









	 ORA-14057: パーティション"string": PCTUSEDとPCTFREEの合計が100を超えています 
	
原因: このパーティション名(ユーザーが明示的に指定)のパーティションのPCTUSEDとPCTFREEの合計が100を超えています。このパーティションのPCTUSEDまたはPCTFREE(あるいはその両方)値が明示的に指定されていない場合は、パーティション表またはパーティション索引のデフォルト値が使用されます。また、パーティション表またはパーティション索引に対するデフォルトのPCTUSED値またはPCTFREE値(あるいはその両方)が指定されていない場合は、システム・デフォルトが使用されます。


	
処置: パーティションのPCTUSEDとPCTFREEの合計が100を超えていないことを確認してください。









	 ORA-14058: パーティション番号string: INITRANS値はMAXTRANS値よりも小さい必要があります 
	
原因: このメッセージに表示されたパーティション番号(パーティションは1から順に番号付けされる)のパーティションでは、INITRANS値の方がMAXTRANS値より大きくなっています。このパーティションのINITRANS値またはMAXTRANS値(あるいはその両方)が明示的に指定されなかった場合は、パーティション表またはパーティション索引に対するデフォルト値が使用されます。また、パーティション表またはパーティション索引に対するデフォルトのINITRANS値またはMAXTRANS値(あるいはその両方)が指定されていない場合は、システム・デフォルトが使用されます。


	
処置: INITRANS値(明示的に指定した値、あるいはパーティション表またはパーティション索引のデフォルト値)が、MAXTRANS値より大きくないことを確認してください。









	 ORA-14059: パーティション"string": INITRANS値はMAXTRANS値よりも小さい必要があります 
	
原因: このメッセージに表示されたパーティション名(ユーザーが明示的に指定)のパーティションでは、INITRANS値の方がMAXTRANS値より大きくなっています。このパーティションのINITRANS値またはMAXTRANS値(あるいはその両方)が明示的に指定されなかった場合は、パーティション表またはパーティション索引に対するデフォルト値が使用されます。また、パーティション表またはパーティション索引に対するデフォルトのINITRANS値またはMAXTRANS値(あるいはその両方)が指定されていない場合は、システム・デフォルトが使用されます。


	
処置: INITRANS値(明示的に指定した値、あるいはパーティション表またはパーティション索引のデフォルト値)が、MAXTRANS値より大きくないことを確認してください。









	 ORA-14060: 表のパーティション化列のデータ型またはデータ長は変更できません 
	
原因: ALTER TABLE文で指定された表のパーティション化に使用される列のデータ型またはデータ長(あるいはその両方)をALTER TABLE文で変更しようとしました。これは許可されていません。


	
処置: 表のパーティション化列のデータ型またはデータ長(あるいはその両方)を変更しないでください。









	 ORA-14061: 索引のパーティション化列のデータ型またはデータ長は変更できません 
	
原因: ALTER TABLE文で指定された表で定義された索引のパーティション化に使用される列のデータ型またはデータ長(あるいはその両方)を、ALTER TABLE文で変更しようとしました。これは許可されていません。


	
処置: 表のパーティション化列のデータ型またはデータ長(あるいはその両方)を変更しないでください。









	 ORA-14062: 読取り専用の表領域に表のパーティションが1つ以上あります。 
	
原因: ユーザーがALTER TABLE文を発行して、読込み専用の表領域にパーティションが1つ以上ある表に対して、既存のVARCHAR2型(またはVARCHAR型)の列をCHAR型(またはCHARACTER型)の列に変更しようとしたか、既存のCHAR型(またはCHARACTER型)の列の長さを増加しようとしたか、またはユーザー指定のデフォルトによって列を追加しようとしました。これは許可されていません。


	
処置: 読込み専用の表領域にパーティションが1つ以上あるパーティション表に対して前述の操作を行わないでください。









	 ORA-14063: 使用できない索引が一意/主制約キーに存在します 
	
原因: Index Unusableとマークされた索引を持つ表の列に対して、主キー一意制約を追加または使用可能にしようとしました。


	
処置: 既存の索引を削除するか、またはALTER INDEX REBUILDを使用して索引を再構築してください。









	 ORA-14064: 使用できないパーティションのある索引が一意/主制約キーに存在します 
	
原因: Index Unusableとマークされたパーティションが1つ以上ある索引を持つ表の列に対して、主キー/一意制約を追加または使用可能にしようとしました。


	
処置: 既存の索引を削除するか、またはALTER INDEX REBUILD PARTITIONで使用できないパーティションを再構築してください。









	 ORA-14065: ALLOCATE STORAGEはパーティション化表に指定できません 
	
原因: ユーザーが、パーティション化表に対して発行されたALTER TABLE文にALLOCATE STORAGE句を指定しました。これは許可されていません。


	
処置: 無効なオプションを削除してください。個々のパーティションに記憶域を追加する場合は、ALLOCATE STORAGE句をALTER TABLE MODIFY PARTITION文で指定できます。









	 ORA-14066: パーティション化されていない索引構成表に対しては無効なオプションです。 
	
原因: パーティション化されていない索引構成表でCREATEまたはALTER TABLEコマンドを発行しようとしましたが、コマンドにパーティション索引構成表でのみ有効なオプションがあります。そのようなオプションはENABLE ROW MOVEMENTとDISABLE ROW MOVEMENTです。


	
処置: コマンドから無効なオプションを削除してください。









	 ORA-14067: TABLESPACE_NUMBERの指定が重複しています。 
	
原因: 表、索引または索引パーティションに対して、TABLESPACE_NUMBER句が2つ以上指定されています。


	
処置: スレーブに送られたCREATE INDEX文のコード生成テキストを修正してください。









	 ORA-14068: TABLESPACEとTABLESPACE_NUMBERの両方は指定できません。 
	
原因: 表、索引または索引パーティションに対して、TABLESPACE句およびTABLESPACE_NUMBER句の両方が指定されています。


	
処置: スレーブに送られたCREATE INDEX文のコード生成テキストを修正してください。









	 ORA-14069: TABLESPACE_NUMBERの値が無効です。 
	
原因: TABLESPACE_NUMBERの値が0から0x7FFFFFFFまでの整数ではありません。


	
処置: スレーブに送られたCREATE INDEX文のコード生成テキストを修正してください。









	 ORA-14070: パーティション索引に対して、またはREBUILDとともに指定できるオプションです 
	
原因: パーティション索引に対してのみ、または非パーティション索引に対してはREBUILDとともに使用するときのみ有効なオプションを含むALTER INDEX文を発行しました。PCTFREE、TABLESPACE、[NO]PARALLELとINITIAL、FREELISTS、およびSTORAGE句にあるFREELIST GROUPSです。


	
処置: 不正なオプションを削除してください。









	 ORA-14071: 制約に使用される索引に対して無効なオプションです 
	
原因: 制約に使用される索引に対して、COMPRESS、NOCOMPRESS、PCTFREE、INITRANS、MAXTRANS、STORAGE、TABLESPACE、PARALLEL、NOPARALLEL、RECOVERABLE、UNRECOVERABLE、LOGGING、NOLOGGING、LOCALまたはGLOBAL以外のオプションが指定されました。


	
処置: 有効な索引オプションの1つを選択してください。









	 ORA-14072: 固定表は切り捨てられません。 
	
原因: 固定表を切り捨てようとしました。これは許可されていません。


	
処置: 切り捨てようとした表が固定表でないことを確認してください。









	 ORA-14073: ブートストラップ表またはクラスタは切り捨てられません。 
	
原因: ブートストラップ表またはクラスタを切り捨てようとしました。これは許可されていません。


	
処置: 切り捨てられた表(またはクラスタ)がブートストラップ表(またはクラスタ)でないことを確認してください。









	 ORA-14074: パーティション・バウンドは最終のものより上位に設定する必要があります 
	
原因: ALTER TABLE ADD PARTITION文で指定されたパーティション・バウンドが、表の最終パーティションのものより上位に設定されていません。


	
処置: 追加されたパーティションのパーティション・バウンドが表の最終パーティションのものより上位に設定されていることを確認してください。









	 ORA-14075: パーティション・メンテナンス操作はパーティション化された索引でのみ実行されます。 
	
原因: ALTER INDEXパーティション・メンテナンス操作で指定された索引は、パーティション化されていません。したがって、パーティション・メンテナンス操作は無意味です。


	
処置: パーティション・メンテナンス操作を指定したALTER INDEX文に指定されている索引が、パーティション化された索引であることを確認してください。









	 ORA-14076: 発行した索引パーティション/サブパーティションの変更操作は、LOCALパーティション索引に対して無効です 
	
原因: ローカル索引のパーティションまたはサブパーティションを削除、分割、追加または結合しようとしました。これは許可されていません。


	
処置: このような文で指定された索引がグローバル・パーティション索引であることを確認してください。









	 ORA-14078: GLOBAL索引の最高位パーティションは削除できません。 
	
原因: GLOBAL索引の最高位パーティションを削除しようとしました。これは許可されていません。


	
処置: ALTER INDEX DROP PARTITION文に指定されたパーティションが索引の最高位パーティションでないことを確認してください。









	 ORA-14079: Index Unusableとマークされたパーティションには無効なオプションです。 
	
原因: Index Unusableとマークされた索引パーティションに対するALTER INDEX MODIFY PARTITION文が、STORAGE句またはDEALLOCATE SPACE句(あるいはその両方)を含んでいます。これは許可されていません。


	
処置: 有効なオプションのみが指定されていることを確認してください。









	 ORA-14080: 指定されたバウンドが高いためパーティションを分割できません。 
	
原因: パーティションの分割に指定されたバウンドは、分割されるパーティションのバウンドより高いか、または分割の直前のパーティション・バウンドより低くなっています。


	
処置: パーティションを分割するバウンドは、分割されるパーティションのバウンドより低く、分割されるパーティションの直前のパーティションのパーティション・バウンドより高いことを確認してください。









	 ORA-14081: 新規パーティション名は旧パーティション名と別にする必要があります 
	
原因: ユーザーが入力したALTER TABLE/INDEX RENAME PARTITION文に指定された<新規パーティション名>は、変更しようとしているパーティション名と同一です。


	
処置: 新規パーティション名が、指定された表または索引に存在するどのパーティション名(変更されるパーティション名を含む)とも同じでないことを確認してください。









	 ORA-14082: 新規パーティション名は他のオブジェクトのパーティションと別にする必要があります 
	
原因: ユーザーが入力したALTER TABLE/INDEX RENAME PARTITION文に指定された<新規パーティション名>は、オブジェクトの既存パーティション名と同一です。


	
処置: 新規パーティション名が、指定された表または索引に存在するどのパーティション名(変更されるパーティション名を含む)とも同じでないことを確認してください。









	 ORA-14083: パーティション表の唯一のパーティションは削除できません 
	
原因: 表のパーティションが1つのみのときに、パーティションの削除コマンドを実行しました。


	
処置: 必ず1つ以上のパーティションがあるようにしてください。すべてのパーティションを削除する場合は、表を削除してください。









	 ORA-14084: TABLESPACE DEFAULTが指定できるのはLOCAL索引のみです。 
	
原因: LOCAL索引以外のオブジェクトに対してTABLESPACE DEFAULTを指定しようとしました。これは許可されていません。


	
処置: TABLESPACE DEFAULT句なしで文を再実行してください。









	 ORA-14085: パーティション表にLONGデータ型を持つ列は含められません 
	
原因: パーティション表をLONGデータ型で作成しようとしたか、またはLONGデータ型の列をパーティション表に追加しようとしました。


	
処置: パーティション表では、LONGデータ型はサポートされません。LONG型の列なしで表を作成するか、または表をパーティション化されていない表に変更してください。列を追加する場合は、LONGデータ型を使用しないでください。データ型をLONGに変えるために列の属性を変更する場合、その表はパーティション化されていない表である必要があります。









	 ORA-14086: パーティション索引全体を再構築することはできません 
	
原因: ALTER INDEX REBUILD文を使用して1つのパーティション索引を再構築しようとしました。これは許可されていません。


	
処置: (ALTER INDEX REBUILD PARTITIONを使用して)一度に1パーティションずつ索引を再構築するか、または索引を一度削除してから索引全体を再構築してください。









	 ORA-14094: ALTER TABLE EXCHANGE PARTITIONのオプションが無効です。 
	
原因: 交換する表の名前の後に[{INCLUDING|EXCLUDING} INDEX][{WITH|WITHOUT} VALIDATION]を続ける必要があります。


	
処置: ALTER TABLE EXCHANGE PARTITIONとともにINCLUDING INDEXまたはEXCLUDING INDEX以外のオプションが指定されていないことを確認してください。









	 ORA-14095: ALTER TABLE EXCHANGEはパーティション化、クラスタ化されていない表を必要とします 
	
原因: EXCHANGE操作の表がクラスタ化またはパーティション化されています。


	
処置: パーティションが交換される表が、パーティション化またはクラスタ化されていないことを確認してください。









	 ORA-14096: ALTER TABLE EXCHANGE PARTITIONの表の列の数は同じにする必要があります 
	
原因: EXCHANGEに指定された2つの表で、列の数が異なります。


	
処置: 2つの表に含まれた列数が等しく、各列の型およびサイズが同じであることを確認してください。









	 ORA-14097: ALTER TABLE EXCHANGE PARTITIONの列型またはサイズが一致していません。 
	
原因: ALTER TABLE EXCHANGE PARTITIONで指定された表で、対応する列型またはサイズが異なります。


	
処置: 2つの表に含まれた列数が等しく、各列の型およびサイズが同じであることを確認してください。









	 ORA-14098: ALTER TABLE EXCHANGE PARTITIONの表の索引が一致していません。 
	
原因: EXCHANGEで指定された2つの表の索引が等しくありません。


	
処置: 2つの表の各索引が次の規則に従っているかどうかを確認してください。パーティション化されていない表のパーティション化されていない索引はすべて、パーティション表に同一のLOCAL索引を持つ必要があります(その逆の場合も同様)。同一の索引とは、列の位置、型、サイズが同一の索引を意味します。









	 ORA-14099: 表の中に指定されたパーティションに適さない列があります。 
	
原因: ALTER TABLE EXCHANGE PARTITIONで指定されたパーティションに適さない行が、パーティション化されていない表の中で1つ以上あります。


	
処置: セグメント中のすべての行が、パーティションに適していることを確認してください。ALTER TABLE操作をNO CHECKINGオプション付きで実行してください。パーティションでANALYZE table VALIDATEを実行して無効な行を検出し、削除してください。









	 ORA-14100: パーティション拡張表名はリモート・オブジェクトを参照できません。 
	
原因: パーティション拡張表名の構文をリモート・オブジェクト名とともに使用しようとしました。これは許可されていません。


	
処置: 文を修正して再入力してください。









	 ORA-14101: パーティション拡張表名はシノニムを参照できません。 
	
原因: パーティション拡張表名の構文をシノニム名とともに使用しようとしました。これは許可されていません。


	
処置: 文を修正して再入力してください。









	 ORA-14102: LOGGINGまたはNOLOGGING句は1つのみ指定できます 
	
原因: LOGGINGまたはNOLOGGINGが複数回指定されました。または、LOGGINGおよびNOLOGGINGの両方が指定されました。


	
処置: LOGGINGまたはNOLOGGING句を1つのみ残して不要な句をすべて削除してから、文を再実行してください。









	 ORA-14103: LOGGING/NOLOGGINGはRECOVERABLE/UNRECOVERABLEと使用できません。 
	
原因: 文に[NO]LOGGING句と[UN]RECOVERABLE句が両方ともあります。これは許可されていません。


	
処置: 問題の句のいずれかを削除します。[UN]RECOVERABLEはV8では非推奨で、V9では廃止される予定です。UNRECOVERABLE句のセマンティクスを複製するには、NOLOGGINGオプションを指定してオブジェクトを作成してから、LOGGINGを指定して変更します。RECOVERABLE句のセマンティクスを複製するには、LOGGINGオプションを指定してオブジェクトを作成します。









	 ORA-14104: RECOVERABLE/UNRECOVERABLEはパーティション表/索引に指定できません。 
	
原因: パーティション化された表/索引の作成に使用されたCREATE TABLE/INDEX文にRECOVERABLEまたはUNRECOVERABLE句が含まれています。これは許可されていません。


	
処置: 問題の句を削除します。[UN]RECOVERABLEはV8では非推奨で、V9では廃止される予定です。UNRECOVERABLE句のセマンティクスを複製するには、NOLOGGINGオプションを指定してオブジェクトを作成してから、LOGGINGを指定して変更します。RECOVERABLE句のセマンティクスを複製するには、LOGGINGオプションを指定してオブジェクトを作成します。









	 ORA-14105: RECOVERABLE/UNRECOVERABLEはこのコンテキストで指定できません。 
	
原因: このコンテキストでは、RECOVERABLE/UNRECOVERABLE句は無効です。


	
処置: 無効な句を削除してください。RECOVERABLE/UNRECOVERABLEは、パーティション化されてない表または索引を記述するCREATE TABLE/INDEX文およびALTER INDEX REBUILD文でのみ指定できます。[UN]RECOVERABLEはV8では非推奨で、V9では廃止される予定です。UNRECOVERABLE句のセマンティクスを複製するには、NOLOGGINGオプションを指定してオブジェクトを作成してから、LOGGINGを指定して変更します。RECOVERABLE句のセマンティクスを複製するには、LOGGINGオプションを指定してオブジェクトを作成します。









	 ORA-14106: LOGGING/NOLOGGINGはクラスタ表に指定できません。 
	
原因: クラスタ化された表が関与するCREATE TABLE文またはALTER TABLE文にLOGGING句またはNOLOGGING句を指定しようとしました。


	
処置: 無効な句を削除してください。









	 ORA-14107: パーティション・オブジェクトにはパーティションの指定が必要です。 
	
原因: パーティション名を指定するパラメータが見つかりません。パーティション化されていないオブジェクトに対してこのパラメータの指定は任意ですが、パーティション化されたオブジェクトに対しては必須です。


	
処置: 不足しているパラメータを指定してください。









	 ORA-14108: パーティション拡張表名の構文が無効です。 
	
原因: アクセスするパーティションは、必ずパーティション名を使用して指定する必要があります。パーティション番号またはバインド変数を使用しようとしました。


	
処置: 文を修正して、この名前を使用しているパーティションを参照してください。









	 ORA-14109: パーティション拡張オブジェクト名が使用できるのは表およびエディショニング・ビューのみです 
	
原因: 表でもエディショニング・ビューでもないオブジェクトにパーティション拡張オブジェクト名を使用しようとしました。


	
処置: 表でもエディショニング・ビューでもないオブジェクトにパーティション拡張名の構文を使用しないでください。









	 ORA-14110: パーティション化列はROWID型にはできません 
	
原因: ユーザーが指定したパーティション化列がROWID型ですが、これは許可されていません。


	
処置: どのパーティション化列もROWID型でないことを確認してください。









	 ORA-14111: クラスタ表でGLOBALパーティション索引の作成はサポートされていません。 
	
原因: クラスタ化された表でGLOBALパーティション索引を作成しようとしましたが、これは現在では許可されていません。


	
処置: PARTITION BY RANGE/HASH句およびパーティションの記述を削除し、GLOBAL非パーティション索引をクラスタ化された表に作成してください。









	 ORA-14112: RECOVERABLE/UNRECOVERABLEはパーティションまたはサブパーティションに指定できません。 
	
原因: RECOVERABLEまたはUNRECOVERABLE句を含んだパーティションまたはサブパーティションの記述がCREATE TABLE/INDEX文で検出されました。これは許可されていません。


	
処置: 無効な句を削除してください。かわりにLOGGINGまたはNOLOGGINGを使用してください。









	 ORA-14113: パーティション表にはLOBデータ型を持つ列を含められません 
	
原因: パーティション表をLOBデータ型で作成しようとしたか、またはLOBデータ型の列をパーティション表に追加しようとしました。


	
処置: パーティション表ではLOBデータ型はサポートされません。LOB型の列なしで表を作成するか、または表をパーティション化されていない表に変更してください。列を追加する場合は、LOBデータ型を使用しないでください。データ型をLOBに変えるために列の属性を変更する場合、その表はパーティション化されていない表である必要があります。









	 ORA-14114: パーティション表にはオブジェクト、REF、ネストした表、配列データ型を持つ列を含められません 
	
原因: パーティション表をオブジェクト・データ型(オブジェクト、REF、ネストした表、配列)で作成しようとしたか、またはオブジェクト・データ型の列をパーティション表に追加しようとしました。


	
処置: パーティション表ではオブジェクト・データ型はサポートされません。オブジェクトの列なしで表を作成するか、または表をパーティション化されていない表に変更してください。列を追加する場合は、オブジェクト・データ型を使用しないでください。データ型をオブジェクトに変えるために列の属性を変更する場合、その表はパーティション化されていない表である必要があります。









	 ORA-14115: パーティション番号stringのパーティション・バウンドが長すぎます。 
	
原因: このメッセージに表示されたパーティション番号(パーティションは1から順に番号付けされる)のパーティションでは、上位バウンドのリニア・キー表現の長さが有効な最大値(4K)を超えています。


	
処置: 長さが最大値を超えないようにパーティションの上位バウンドの表現を変更してください。









	 ORA-14116: パーティション"string"のパーティション・バウンドが長すぎます。 
	
原因: このメッセージに表示された名前(ユーザーによって明示的に指定された名前)のパーティションでは、上位バウンドのリニア・キー表現の長さが有効な最大値(4K)を超えています。


	
処置: 長さが最大値を超えないようにパーティションの上位バウンドの表現を変更してください。









	 ORA-14117: パーティションはオフライン化された表領域にあります。 
	
原因: オフライン化された表領域にあるパーティション内のデータにアクセスする必要がある操作を実行しようとしました。この種の操作には、索引定義を持った表または制約によって参照された表の表領域の削除などがあります。


	
処置: 操作を実行する前に、表領域をオンラインにしてください。









	 ORA-14118: ALTER TABLE EXCHANGE PARTITIONのチェック制約が一致しません。 
	
原因: ALTER TABLE EXCHANGE PARTITION文で指定された表では、対応する列のCHECK制約が定義されています。


	
処置: 2つの表のどの列にもCHECK制約定義がないことを確認してください。









	 ORA-14119: 指定されたパーティション・バウンドが長すぎます。 
	
原因: 追加する表パーティションの上位バウンド、または既存の表パーティションか索引パーティションを分割する上位バウンドのリニア・キー表現の長さが、有効な最大値(4K)を超えています。


	
処置: 長さが最大値を超えないようにパーティションの上位バウンドの表現を変更してください。









	 ORA-14120: DATE列に対するパーティション・バウンドの指定が不完全です。 
	
原因: DATE列に対するパーティション・バウンドとしての日付を完全に(つまり日、月および年(世紀を含む))指定していない書式の日付表現を使用しようとしました。この書式は、(TO_DATE()関数を使用して)明示的に指定されているか、または(NLS_DATE_FORMATで)暗黙的に指定されている可能性があります。


	
処置: DATE列に対するパーティション・バウンドで使用される日付書式が完全な日付指定(たとえば日、月および年(世紀を含む))をサポートすることを確認してください。NLS_DATE_FORMATが完全な年指定(世紀を含む)をサポートしない場合は、TO_DATE()(TO_DATE('01-01-1999'、'MM-DD-YYYY')など)を使用して必要な日付を完全に表現してください。









	 ORA-14121: MODIFY DEFAULT ATTRIBUTESは他の操作と組み合せることはできません 
	
原因: ALTER TABLEまたはALTER INDEX文でMODIFY DEFAULT ATTRIBUTESを他の操作(たとえば、ADD PARTITIONまたはPCTFREE)に組み合せようとしました。これは許可されていません。


	
処置: ALTER TABLE文またはALTER INDEX文で、MODIFY DEFAULT ATTRIBUTES操作のみが指定されていることを確認してください。パーティションの処理、パーティション表/索引のデフォルトの属性または表の名前の変更(ALTER TABLE RENAME)以外の操作は、他の操作と組み合せることができます。









	 ORA-14122: REVERSEとNOREVERSE句は同時に指定できません。 
	
原因: REVERSEとNOREVERSEの両方がCREATE INDEX文に指定されました。


	
処置: REVERSEまたはNOREVERSE句を1つのみ残して不要な句をすべて削除してから、文を再発行してください。









	 ORA-14123: NOREVERSE句が重複しています 
	
原因: NOREVERSEがALTER INDEX文に2回以上指定されました。


	
処置: NOREVERSE句を1つのみ残して不要な句をすべて削除してから、文を再発行してください。









	 ORA-14124: REVERSE句が重複しています。 
	
原因: REVERSEがALTER INDEXまたはCREATE INDEX文に2回以上指定されました。


	
処置: REVERSE句を1つのみ残して不要な句をすべて削除してから、文を再発行してください。









	 ORA-14125: REVERSE/NOREVERSEはこのコンテキストでは指定できません。 
	
原因: このコンテキストでは、REVERSE/NOREVERSE句は無効です。


	
処置: 無効な句を削除してください。REVERSEは、CREATE INDEX文とALTER INDEX REBUILDの索引(パーティション索引を作成する場合は、個々のパーティションの索引ではない)の属性として指定できます。NOREVERSEは、ALTER INDEX REBUILD文でのみ指定できます。









	 ORA-14126: パーティション結果の記述後に続けられるのは<parallel clause>のみです。 
	
原因: 表の分割や索引パーティションの分割により生成されたパーティションの記述の後に、オプションの<parallel clause>が続いている可能性があります。これは、文全体に適応されるため、他の句を続けないでください。


	
処置: ALTER TABLE/INDEX SPLIT PARTITION文の、結果のパーティションの記述のカッコ付きリストの中に、すべてのパーティション属性があることを確認してください。









	 ORA-14128: ALTER TABLE EXCHANGE PARTITIONで外部キー制約が一致していません 
	
原因: ALTER TABLE EXCHANGE PARTITION文で指定された表では、対応する列の外部キー制約が異なっています。


	
処置: 2つの表のどの列にも外部キー制約定義がないことを確認するか、2つの表の両方で外部キー制約を無効にしてください。その後で、操作を再試行してください。









	 ORA-14129: 表で一意制約が使用可能なときはINCLUDING INDEXESを指定してください。 
	
原因: 両方の表で一致する一意制約は使用可能および有効ですが、INCLUDING INDEXESがALTER TABLE EXCHANGE PARTITION|SUBPARTITIONコマンドに指定されていません。


	
処置: 両方の表で一致する現在使用可能な一意制約を使用不可にするか、またはINCLUDING INDEXESオプションを使用していることを確認してください。









	 ORA-14130: ALTER TABLE EXCHANGE PARTITIONで一意制約が一致していません 
	
原因: ALTER TABLE EXCHANGE PARTITIONコマンドで指定されている表の1つに一意制約があり、一致する(キー列と相対する)制約が他の表で定義されていないか、または定義されています。ただし、これは使用可能または有効な(あるいはその両方)相対する最初の表で定義されているものとは異なります。


	
処置: ALTER TABLE EXCHANGE PARTITION文で指定されている表の1つで定義される各一意制約に対して、他の表で定義される一致する(キー列に相対した、および使用可能または有効な(あるいはその両方))制約があることを確認してください。一意制約が使用可能な場合、パーティション表で定義されている一意制約がローカル索引を使用することになります。









	 ORA-14131: 一意制約が使用可能になっている表が1つあります。 
	
原因: ALTER TABLE EXCHANGE PARTITION|SUBPARTITION文で参照されている表の1つが、その表で定義されている一意制約を有効にしています。このため、EXCHANGEを続行できません。


	
処置: ALTER TABLE EXCHANGE PARTITION|SUBPARTITION文で参照されている表で定義されている制約を無効にし、文を再実行してください。









	 ORA-14132: 表はEXCHANGEで使用できません。 
	
原因: ALTER TABLE EXCHANGE PARTITION | SUBPARTITIONコマンドを発行しようとしましたが、次の1つ以上の理由により、パーティション化されていない表をEXCHANGEで使用できませんでした。
- タイプ表である。

- 一時表である。

- ユーザー定義型列を含む。

- ネストした表の列を含む。

- REF列を含む。

- 配列の列を含む。

- 索引構成表である。

- LOB列を含む。

- ネストした表である。

- 行依存性を指定して作成したが、パーティション表は行に依存していない。

- 行依存性を指定しないで作成したが、パーティション表は行に依存している。




	
処置: パーティション化されていない表が、前述のALTER TABLE EXCHANGE PARTITION | SUBPARTITIONコマンドに対する制限事項のどれにも違反していないことを確認してください。









	 ORA-14133: ALTER TABLE MOVEは他の操作と組み合せることはできません 
	
原因: ALTER TABLE MOVE文を他の操作(たとえば、MODIFY)と組み合せようとしました。


	
処置: ALTER TABLE文で指定されている操作がMOVEのみであることを確認してください。









	 ORA-14134: 索引でDESCとREVERSEの両方は使用できません。 
	
原因: DESCとマークされている索引列を使用して逆索引を作成しようとしました。


	
処置: 逆索引でDESCを使用しないでください。ルールベースのオプティマイザは索引を逆方向にスキャンでき、標準逆索引にDESCとマークされている列のある逆索引をシミュレートさせます。









	 ORA-14135: LOB列はパーティション化列として指定できません。 
	
原因: BLOBまたはCLOB型の列をパーティション化列またはサブパーティション化列として指定しようとしました。


	
処置: BLOBまたはCLOB型のパーティション化列またはサブパーティション化列がないことを確認してください。









	 ORA-14136: ALTER TABLE EXCHANGEはファイングレイン・セキュリティで制限されています 
	
原因: 変換を実行するユーザーが、VPDポリシーに基づく表への完全なアクセス権限を持っていません。


	
処置: exempt権限をユーザーに付与してください。









	 ORA-14137: 表が部分的に削除された状態です。DROP TABLE PURGEを実行してください。 
	
原因: 部分的に削除された状態のパーティション表にアクセスしようとしました。


	
処置: DROP TABLE <table> PURGEを実行して表を削除してください。









	 ORA-14138: 表の削除操作中に予期しないエラーが発生しました。 
	
原因: 表の削除で予期しないエラーが発生しました。


	
処置: a.表<table>のドロップを発行します。またはb.スタックに次に表示されるエラーに記述されている状態が修正できる場合は、修正してください。c.Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-14139: 表string.stringはすでに読取り専用モードです 
	
原因: 読取り専用モードで読取り専用表を設定しようとしました。


	
処置: このDDLは、読取り/書込み表でのみ実行できます。









	 ORA-14140: 表string.stringはすでに読取り/書込みモードです 
	
原因: 読取り/書込みモードで読取り/書込み表を設定しようとしました。


	
処置: このDDLは、読取り専用表でのみ実行できます。









	 ORA-14141: ALTER INDEX VISIBLE|INVISIBLEは他の操作と結合できません 
	
原因: ALTER INDEX文でVISIBLE|INVISIBLE操作を他の操作と結合しようとしましたが、これは許可されません。


	
処置: ALTER INDEX文で、VISIBLE|INVISIBLE操作のみが指定されていることを確認してください。









	 ORA-14142: ALTER INDEX VISIBLE|INVISIBLEは特定タイプの索引で使用できません 
	
原因: ALTER INDEX VISIBLE|INVISIBLE文は特定タイプの索引(IOT-TOP、クラスタ索引)では使用できません。


	
処置: オプションVISIBLE|INVISIBLEを削除してください。









	 ORA-14143: CREATE INDEX INVISIBLEはこのタイプの索引で使用できません 
	
原因: 特定タイプの索引(IOT-TOP、クラスタ索引)は非表示では作成できません。


	
処置: オプションINVISIBLEを削除してください。









	 ORA-14145: UNUSABLE句は1つのみ指定できます 
	
原因: UNUSABLEが複数指定されています。


	
処置: UNUSABLE句を1つのみ残して不要な句をすべて削除してから、文を再発行してください。









	 ORA-14146: 古いCONNECT BYではパーティション化された表をサポートしません 
	
原因: この問合せでは、パーティション化されたオブジェクトに対して古いCONNECT BY句が使用されています。


	
処置: _old_connect_by_enabledパラメータを無効化することによって古いCONNECT BYを無効化してください。









	 ORA-14150: SUBPARTITIONキーワードがありません 
	
原因: キーワードSUBPARTITIONがありません。


	
処置: 不足しているキーワードを指定してください。









	 ORA-14151: 無効な表パーティション化メソッドです。 
	
原因: 無効な表パーティション化メソッドがCREATE TABLE文で指定されています。表はRANGE、HASH、LIST、SYSTEMまたはコンポジット・レンジ・ハッシュ/リスト/レンジ(R+H/L/R)によってパーティション化されます。


	
処置: 有効なパーティション化メソッドの1つを指定してください。









	 ORA-14152: PARTITIONS句で指定されたパーティション数が範囲外です。 
	
原因: CREATE TABLEまたはCREATE INDEX文に含まれるパーティション数句が有効範囲(1から1048575)外でパーティション数を指定しました。


	
処置: パーティション数句に1から1024K-1の間の数を指定してください。









	 ORA-14153: STORE INまたは<partition-description>句は同時に使用できません。 
	
原因: STORE IN句と<partition-description>句の両方がCREATE TABLE|INDEXコマンドに指定されました。


	
処置: 無効な句を削除してください。









	 ORA-14154: STORE INまたは<subpartition-description>句は同時に使用できません。 
	
原因: STORE INおよび<subpartition-description>句の両方が、CREATE TABLE|INDEXコマンド、またはコンポジット・レンジ・パーティション・オブジェクトの、ALTER TABLE ADD|SPLIT PARTITIONまたはALTER TABLE MERGE PARTITIONSコマンドで指定されています。


	
処置: 無効な句を削除してください。









	 ORA-14155: PARTITIONまたはSUBPARTITIONキーワードがありません 
	
原因: PARTITIONまたはSUBPARTITIONキーワードが必要ですが、両方とも指定されていません。


	
処置: 不足しているキーワードを指定してください。









	 ORA-14156: [SUBPARTITIONS | SUBPARTITION TEMPLATE]句で指定されたサブパーティション数は無効です 
	
原因: CREATE TABLEまたはCREATE INDEX文に含まれるサブパーティション数句が有効範囲(1から1048575)外でサブパーティション数を指定しました。


	
処置: サブパーティション数句に1から1024K-1の間の数を指定してください。









	 ORA-14157: サブパーティション名が無効です 
	
原因: 想定される書式<ID>のサブパーティション名が存在しません。


	
処置: 正しいサブパーティション名を指定してください。









	 ORA-14158: サブパーティション数が多すぎます 
	
原因: CREATE TABLEまたはCREATE INDEXのサブパーティション記述が多すぎます。最大サブパーティション数は1048575です。


	
処置: 1024K -1を超えないようにサブパーティション数を減らしてください。









	 ORA-14159: サブパーティション名が重複しています。 
	
原因: 作成中の表または索引のサブパーティション名が一意ではありません。


	
処置: サブパーティションの名前を変更してください。サブパーティションの名前は、作成中の表または索引のパーティションの中で一意の名前にしてください。









	 ORA-14160: この物理属性は表のサブパーティションに指定できません。 
	
原因: 表のサブパーティションの物理属性の解析時に、予期しないオプションが検出されました。有効なオプションはTABLESPACEのみです。


	
処置: 無効なオプションを削除してください。









	 ORA-14161: サブパーティション番号string: PCTUSEDとPCTFREEの合計が100を超えています 
	
原因: このメッセージにサブパーティション番号(サブパーティションは1から順に番号付けされる)が表示されたサブパーティションのPCTUSEDとPCTFREEの合計が100を超えています。このサブパーティションのPCTUSEDまたはPCTFREE(あるいはその両方)値が明示的に指定されていない場合は、パーティション・レベルでのデフォルト値が使用されます。また、パーティション・レベルでのPCTUSED値またはPCTFREE値(あるいはその両方)が指定されていない場合は、パーティション表またはパーティション索引に対するデフォルト値が使用されます。これらの値も明示的に指定されていない場合は、システム・デフォルトが使用されます。


	
処置: サブパーティションのPCTUSEDとPCTFREEの合計が100を超えていないことを確認してください。









	 ORA-14162: サブパーティション"string": PCTUSEDとPCTFREEの合計が100を超えています 
	
原因: このメッセージにサブパーティション名(ユーザーが明示的に指定)が表示されたサブパーティションのPCTUSEDとPCTFREEの合計が100を超えています。このサブパーティションのPCTUSEDまたはPCTFREE(あるいはその両方)値が明示的に指定されていない場合は、パーティション・レベルでのデフォルト値が使用されます。また、パーティション・レベルでのPCTUSED値またはPCTFREE値(あるいはその両方)が指定されていない場合は、パーティション表またはパーティション索引に対するデフォルト値が使用されます。これらの値も明示的に指定されていない場合は、システム・デフォルトが使用されます。


	
処置: サブパーティションのPCTUSEDとPCTFREEの合計が100を超えていないことを確認してください。









	 ORA-14163: サブパーティション番号string: INITRANS値がMAXTRANS値を超えています 
	
原因: このメッセージに表示されたサブパーティション番号(サブパーティションは1から順に番号付けされる)のパーティションでは、INITRANS値の方がMAXTRANS値より大きくなっています。このサブパーティションのINITRANS値またはMAXTRANS値(あるいはその両方)が明示的に指定されなかった場合は、パーティション・レベルでのデフォルト値が使用されます。また、パーティション・レベルでのINITRANS値またはMAXTRANS値(あるいはその両方)が指定されていない場合は、パーティション表またはパーティション索引に対するデフォルト値が使用されます。これらの値も明示的に指定されていない場合は、システム・デフォルトが使用されます。


	
処置: INITRANS値(明示的に指定されたか、またはパーティション・レベル、表レベル、索引レベルでのデフォルト値から作成された)が、MAXTRANS値より大きくないことを確認してください。









	 ORA-14164: サブパーティション"string": INITRANS値がMAXTRANS値を超えています 
	
原因: このメッセージに表示されたサブパーティション名(ユーザーが明示的に指定)のサブパーティションでは、INITRANS値の方がMAXTRANS値より大きくなっています。このサブパーティションのINITRANS値またはMAXTRANS値(あるいはその両方)が明示的に指定されなかった場合は、パーティション・レベルでのデフォルト値が使用されます。また、パーティション・レベルでのINITRANS値またはMAXTRANS値(あるいはその両方)が指定されていない場合は、パーティション表またはパーティション索引に対するデフォルト値が使用されます。これらの値も明示的に指定されていない場合は、システム・デフォルトが使用されます。


	
処置: INITRANS値(明示的に指定されたか、またはパーティション・レベル、表レベル、索引レベルでのデフォルト値から作成された)が、MAXTRANS値より大きくないことを確認してください。









	 ORA-14165: MODIFY DEFAULT ATTRIBUTES FOR PARTITIONは他の操作と組み合せることはできません 
	
原因: ALTER TABLEまたはALTER INDEX文でMODIFY DEFAULT ATTRIBUTES OF PARTITIONを他の操作(たとえば、ADD PARTITIONまたはPCTFREE)に組み合せようとしました。これは許可されていません。


	
処置: ALTER TABLE文またはALTER INDEX文で、MODIFY DEFAULT ATTRIBUTES操作のみが指定されていることを確認してください。パーティションの処理、パーティション表/索引のデフォルトの属性または表の名前の変更(ALTER TABLE RENAME)以外の操作は、他の操作と組み合せることができます。









	 ORA-14166: INTOキーワードがありません。 
	
原因: キーワードINTOがありません。


	
処置: 不足しているキーワードを指定してください。









	 ORA-14167: 移動できるサブパーティションは1つのみです。 
	
原因: ALTER TABLE MOVE SUBPARTITION文に、移動するサブパーティションの記述が2つ以上含まれています。


	
処置: 移動するサブパーティションが文中に1つのみ記述されていること、およびカンマ(,)が含まれていないことを確認してください。









	 ORA-14168: 変更できるサブパーティションは1つのみです。 
	
原因: ALTER TABLE|INDEX MODIFY SUBPARTITION文に、変更するサブパーティションの記述が2つ以上含まれています。


	
処置: 変更するサブパーティションが文中に1つのみ記述されていること、およびカンマ(,)が含まれていないことを確認してください。









	 ORA-14169: ALTER TABLE MODIFY SUBPARTITIONのオプションが無効です 
	
原因: ALTER TABLE MODIFY SUBPARTITION文に対して、PCTFREE、PCTUSED、INITRANS、MAXTRANS、STORAGE以外のオプションが指定されました。


	
処置: 有効なオプションのみを指定してください。









	 ORA-14170: CREATE TABLEまたはCREATE INDEXで<(sub)partition-description>句を指定できません 
	
原因: <(sub)partition-description>句の指定と同時に、デフォルトのパーティション記述の生成(PARTITIONS <パーティション数>を介して)を要求しました。これは許可されていません。


	
処置: 無効な句を削除してください。









	 ORA-14171: CREATE|ALTER TABLEで<subpartition-description>句は指定できません。 
	
原因: <subpartition-description>句の指定と同時に、デフォルトのサブパーティション記述の生成(SUBPARTITIONSを介して)を要求しました。これは許可されていません。


	
処置: 無効な句を削除してください。









	 ORA-14172: ALTER TABLE EXCHANGE SUBPARTITIONのオプションが無効です 
	
原因: 交換する表の名前の後に[{INCLUDING|EXCLUDING} INDEX][{WITH|WITHOUT} VALIDATION]を続ける必要があります。


	
処置: ALTER TABLE EXCHANGE SUBPARTITIONとともにINCLUDING INDEXまたはEXCLUDING INDEX以外のオプションが指定されていないことを確認してください。









	 ORA-14173: サブパーティション拡張表名の構文に誤りがあります。 
	
原因: アクセスするサブパーティションは、必ずサブパーティション名を使用して指定する必要があります。サブパーティション番号またはバインド変数を使用しようとしました。


	
処置: 文を修正して、この名前を使用しているサブパーティションを参照してください。









	 ORA-14174: COALESCE PARTITION|SUBPARTITIONに続けられるのは、<parallel clause>のみです。 
	
原因: ALTER TABLE COALESCE PARTITION|SUBPARTITIONの後にオプションの<parallel clause>が続いています。どのパーティション/サブパーティション属性も指定できません。


	
処置: パーティション/サブパーティション属性が指定されていないことを確認してください。









	 ORA-14175: サブパーティション・メンテナンス操作は他の操作と組み合せることはできません 
	
原因: ALTER TABLEまたはALTER INDEX文でサブパーティション・メンテナンス操作(たとえば、MOVE SUBPARTITION)を他の操作(たとえば、MODIFY PARTITION ADD SUBPARTITIONまたはPCTFREE)と結合しようとしましたが、これは許可されません。


	
処置: ALTER TABLE文またはALTER INDEX文で、サブパーティション・メンテナンス操作のみが指定されていることを確認してください。サブパーティションの処理、パーティション表/索引のデフォルトの属性または表の名前の変更(ALTER TABLE RENAME)以外の操作は、他の操作と組み合せることができます。









	 ORA-14176: この属性はハッシュ・パーティションには指定できません。 
	
原因: HASHメソッドを使用してパーティション化されたオブジェクトのパーティションの物理属性の解析中に、無効なオプションが発生しました。このようなパーティションに対して有効なのは、TABLESPACEオプションのみです。


	
処置: 無効なオプションを削除してください。









	 ORA-14177: STORE-IN(表領域リスト)は、ハッシュまたはコンポジット・レンジ・ハッシュ表のLOCAL索引のみに指定できます 
	
原因: STORE-IN(表領域リスト)句が、レンジ、リストまたはコンポジット・レンジ・リスト・パーティション表のLOCAL索引を作成中に使用されました。


	
処置: レンジ、リストまたはコンポジット・レンジ・リスト・パーティション表のLOCAL索引を作成中にSTORE_IN(表領域リスト)を使用しないでください。









	 ORA-14178: STORE IN(デフォルト)句は、ハッシュ・パーティションのグローバル索引ではサポートされていません 
	
原因: STORE IN (DEFAULT)は、LOCAL索引に対してのみ有効です。


	
処置: a)DEFAULTのかわりに表領域リストを指定してください。またはb)STORE IN句を削除し、各索引パーティションに表領域を個別に指定してください。









	 ORA-14183: TABLESPACE DEFAULTはコンポジットLOCAL索引にのみ指定できます。 
	
原因: レンジ/システム/ハッシュ・パーティション化LOCAL索引のオブジェクトのパーティションに対してTABLESPACE DEFAULTを指定しようとしました。これは許可されていません。


	
処置: TABLESPACE DEFAULTをTABLESPACE <ts_name>に置き換えるか、または削除してください。









	 ORA-14185: 指定した物理属性はこの索引パーティションに対して正しくありません 
	
原因: ローカル索引パーティションの物理属性の解析時に、予期しないオプションが検出されました。レンジ・パーティションまたはコンポジット・レンジ・パーティションに対する有効なオプションは、INITRANS、MAXTRANS、TABLESPACE、STORAGE、PCTFREE、PCTUSED、LOGGINGおよびTABLESPACEです。ハッシュ・パーティションにはTABLESPACEのみ指定でき、STORE IN()はコンポジット・レンジ・パーティション以外では許可されていません。


	
処置: 索引パーティションの物理属性リストから無効なオプションを削除してください。









	 ORA-14186: LOCAL索引のサブパーティション数は基礎となる表のものと等しい必要があります 
	
原因: 作成しようとしたLOCALパーティション索引のサブパーティション数が、基礎となる表のものと異なります。


	
処置: CREATE INDEX文を修正し、正しいサブパーティション数を指定してください。









	 ORA-14187: LOCAL索引のパーティション化メソッドが基礎となる表のメソッドと矛盾しています 
	
原因: 基礎となる表と同一レベル・パーティション化でないLOCALパーティション索引を作成しようとしました。パーティション化タイプが一致していません。


	
処置: CREATE INDEX文を修正して、索引パーティション化メソッドが実表のメソッドと一貫していることを確認してください。









	 ORA-14188: サブパーティション化列はUNIQUE索引のキー列のサブセットである必要があります 
	
原因: 作成しようとしたUNIQUEパーティション索引では、サブパーティション化列がキー列のサブセットを構成していません。これは許可されません。


	
処置: 索引のサブパーティション化列がキー列のサブセットを構成しない索引を作成する場合は、索引を非UNIQUEとして作成してください。そうでない場合は、索引のサブパーティション化列がキー列のサブセットを構成するように、キーまたはサブパーティション化列(あるいはその両方)のリストを修正してください。









	 ORA-14189: この物理属性は索引サブパーティションには指定できません。 
	
原因: 索引サブパーティションの物理属性の解析時に、予期しないオプションが検出されました。有効なオプションはTABLESPACEのみです。


	
処置: 無効なオプションを削除してください。









	 ORA-14190: ENABLE/DISABLE ROW MOVEMENT句は1回のみ指定できます 
	
原因: エラーの原因は、次の3つの処置のいずれかである可能性があります。1) ENABLE ROW MOVEMENTが2回以上指定された。2) DISABLE ROW MOVEMENTが2回以上指定された。3) ENABLE ROW MOVEMENTおよびDISABLE ROW MOVEMENTの両方が指定された。


	
処置: ENABLE ROW MOVEMENTまたはDISABLE ROW MOVEMENT句を1つのみ残して不要な句をすべて削除してから、コマンドを再発行してください。









	 ORA-14191: ALLOCATE EXTENTは、コンポジット・パーティション化オブジェクトには指定できません 
	
原因: コンポジット・パーティション化索引に対して発行したALTER TABLE/ALTER INDEX文にALLOCATE STORAGE句を指定しました。これは許可されていません。


	
処置: 無効なオプションを削除してください。個々の(サブ)パーティションにストレージを追加する場合、ALTER TABLE OR INDEX MODIFY [SUB]PARTITION文でALLOCATE EXTENT句を指定できます。









	 ORA-14192: ハッシュ索引パーティションの物理索引属性は変更できません。 
	
原因: ハッシュ・パーティション索引の索引パーティションのINITRANS、MAXTRANS、LOGGING、STORAGE句のうち1つを修正しようとしました。


	
処置: 修正しようとした物理属性を削除してください。









	 ORA-14193: ALTER INDEX MODIFY SUBPARTITIONオプションが無効です 
	
原因: ALTER INDEX MODIFY SUBPARTITION文に対して、UNUSABLE、ALLOCATE EXTENT、DEALLOCATE UNUSED以外のオプションが指定されました。


	
処置: 有効なオプションのみを指定してください。









	 ORA-14194: 再作成できるサブパーティションは1つのみです。 
	
原因: ALTER INDEX REBUILD SUBPARTITION文に、再作成するサブパーティションの記述が2つ以上含まれています。


	
処置: 再作成するサブパーティションが文中に1つのみ記述されていること、およびカンマ(,)が含まれていないことを確認してください。









	 ORA-14195: ALLOCATE STORAGEがRANGEまたはLISTパーティション・オブジェクトに指定されていない可能性があります。 
	
原因: レンジ・パーティション化索引に対して発行したALTER TABLE/ALTER INDEX文にALLOCATE STORAGE句を指定しました。これは許可されていません。


	
処置: 無効なオプションを削除してください。個々のパーティションに記憶域を追加する場合は、ALLOCATE STORAGE句をALTER TABLE/INDEX MODIFY PARTITION文で指定できます。









	 ORA-14196: 指定した索引は制約に使用できません。 
	
原因: 制約を施行するために指定された索引は目的には不適切です。


	
処置: 適切な索引を指定するか、自動的に索引が作成されるように設定してください。









	 ORA-14201: 指定されたサブパーティション・バウンドが長すぎます 
	
原因: 追加する表サブパーティションの上位バウンド、または既存の表サブパーティションか索引サブパーティションを分割する上位バウンドのリニア・キー表現の長さが、有効な最大値(4K)を超えています。


	
処置: 長さが最大値を超えないようにサブパーティションの上位バウンドの表現を変更してください。









	 ORA-14202: サブパーティション"string"のサブパーティション・バウンドが高すぎます 
	
原因: このメッセージに表示された特定のサブパーティションでは、上位バウンドが後続のパーティションより高くなっています。


	
処置: サブパーティション(ただし、最後のパーティションを除く)の上位バウンドが、後続のサブパーティションの上位バウンドより低いことを確認してください。









	 ORA-14203: サブパーティション"string"のサブパーティション・バウンドが長すぎます 
	
原因: このメッセージに表示された特定のサブパーティションでは、上位バウンドのリニア・キー表現の長さが有効な最大値(4K)を超えています。


	
処置: 長さが最大値を超えないようにサブパーティションの上位バウンドの表現を変更してください。









	 ORA-14204: サブパーティション番号stringのサブパーティション・バウンドが高すぎます 
	
原因: このメッセージに表示された特定のサブパーティションでは、上位バウンドが後続のパーティションより高くなっています。


	
処置: サブパーティション(ただし、最後のパーティションを除く)の上位バウンドが、後続のサブパーティションの上位バウンドより低いことを確認してください。









	 ORA-14205: サブパーティション番号stringのサブパーティション・バウンドが長すぎます 
	
原因: このメッセージに表示された特定のサブパーティションでは、上位バウンドのリニア・キー表現の長さが有効な最大値(4K)を超えています。


	
処置: 長さが最大値を超えないようにサブパーティションの上位バウンドの表現を変更してください。









	 ORA-14206: 表はリストまたはレンジ・メソッドでサブパーティション化されていません 
	
原因: ALTER TABLE DROP|SPLIT|MERGE SUBPARTITIONなどのサブパーティション・メンテナンス操作は、リストまたはレンジ・サブパーティション・オブジェクトでのみ実行できます。


	
処置: リストまたはレンジ・サブパーティション・オブジェクトに対してのみコマンドを発行してください。









	 ORA-14207: サブパーティション化列の最大数は16です 
	
原因: サブパーティション化列リストの中の列数が、許可された最大値16を超えています。


	
処置: 16列を超えないように、サブパーティション化列リストを修正してください。









	 ORA-14208: 下限サブパーティションを最初に指定してください 
	
原因: ALTER TABLE MERGE SUBPARTITIONS文で下限サブパーティションの前に上限サブパーティションが指定されました。


	
処置: 下限サブパーティションを最初に指定してから、上限サブパーティションを指定してください。









	 ORA-14209: マージ対象のサブパーティションが隣接していません 
	
原因: 互いに隣接していない2つのサブパーティションをマージしようとしました。


	
処置: 隣接している2つのサブパーティションを指定してください。









	 ORA-14210: 下限サブパーティションは結果サブパーティションとして再利用できません 
	
原因: マージされているサブパーティションの下限サブパーティションを再利用しようとしました。


	
処置: 新しい結果サブパーティションの名前を指定するか、または上限サブパーティションのみを再利用してください。









	 ORA-14211: サブパーティション・バウンドは最終のものより上位に設定する必要があります 
	
原因: ALTER TABLE MODIFY PARTITION ADD SUBPARTITION文で指定されたサブパーティション・バウンドが、パーティションの最終サブパーティションのものより上位に設定されていません。


	
処置: 追加されたサブパーティションのサブパーティション・バウンドが表パーティションの最終サブパーティションのものより上位に設定されていることを確認してください。









	 ORA-14212: 指定されたバウンドが高いためサブパーティションを分割できません 
	
原因: サブパーティションの分割に指定されたバウンドは、分割されるサブパーティションのバウンドより高いか、または分割の直前のサブパーティション・バウンドより低くなっています。


	
処置: サブパーティションを分割するバウンドは、分割されるサブパーティションのバウンドより低く、分割されるサブパーティションの直前のサブパーティションのサブパーティション・バウンドより高いことを確認してください。









	 ORA-14213: VALUES LESS THANまたはAT句はリスト・サブパーティション表に使用できません 
	
原因: VALUES LESS THANまたはAT句がリスト・サブパーティション表に使用されました。


	
処置: リスト・サブパーティション表では、VALUES (<value list>)句を使用してください。









	 ORA-14214: VALUES (<value list>)はレンジ・サブパーティション表に使用できません 
	
原因: レンジ・サブパーティション表にVALUES (<value list>)句が使用されました。


	
処置: レンジ・サブパーティション表では、VALUES LESS THANまたはAT句を使用してください。









	 ORA-14215: サブパーティション・バウンド・リストの要素が多すぎます 
	
原因: サブパーティション・バウンド・リストの要素数が、サブパーティション化列数より多くなっています。


	
処置: サブパーティション・バウンド・リストの要素数が、表または索引のサブパーティション化列数と等しいことを確認してください。









	 ORA-14216: サブパーティション・バウンド・リストの要素が少なすぎます 
	
原因: サブパーティション・バウンド・リストの要素数が、サブパーティション化列数より少なくなっています。


	
処置: パーティション・バウンド・リストの要素数が、表または索引のパーティション化列数と等しいことを確認してください。









	 ORA-14217: VALUES (<value list>)句が必要です 
	
原因: 追加するリスト・サブパーティションにVALUES (<value list>)句が指定されていません。


	
処置: VALUES (<value list>)句を指定してください。









	 ORA-14218: セグメントのないオブジェクトに対する無効な操作です 
	
原因: オブジェクト(表、索引、またはLOB)にセグメントがありません。


	
処置: ALTER TABLE ALLOCATE EXTENTコマンドを使用して、該当するオブジェクトのセグメントを作成してください。









	 ORA-14220: セグメントのないオブジェクトに対する無効な操作です 
	
原因: セグメントのないオブジェクト(表、LOB、または索引)に対して記憶域を変更しようとしたか、エクステントを割り当てようとしました。


	
処置: ALTER TABLE ALLOCATE EXTENTコマンドを使用して、該当するオブジェクトのセグメントを作成してください。









	 ORA-14221: この操作にはディクショナリ管理表領域を使用できません 
	
原因: セグメントのない表に対して、索引を作成しようとしたか、ディクショナリ管理表領域のLOB列を追加しようとしました。


	
処置: ALTER TABLE ALLOCATE EXTENTコマンドを使用して、該当する表に対してローカル管理表領域を指定するか、セグメントを作成してください。









	 ORA-14223: 遅延セグメント作成は、この表ではサポートされていません 
	
原因: CREATE TABLE文にSEGMENT CREATION DEFERRED句が指定されています。


	
処置: SEGMENT CREATION DEFERRED句を削除してください。









	 ORA-14251: 指定したサブパーティションは存在しません。 
	
原因: オブジェクトのサブパーティションが見つかりません。


	
処置: 正しいサブパーティション名を使用して再試行してください。









	 ORA-14252: ハッシュ・パーティションにはALTER TABLE MODIFY PARTITIONオプションは無効です。 
	
原因: ハッシュ・パーティションのALTER TABLE MODIFY PARTITIONでは、ALLOCATE EXTENTおよびDEALLOCATE UNUSEDのみが指定できます。


	
処置: 有効なオプションのみを指定してください。









	 ORA-14253: 表はコンポジット・レンジ・メソッドでパーティション化されていません。 
	
原因: サブパーティションのメンテナンス操作(ALTER TABLE EXCHANGE/MODIFY/MOVE/TRUNCATE SUBPARTITIONまたはALTER TABLE MODIFY PARTITION ADD/COALESCE SUBPARTITIONコマンド)はコンポジット・レンジ・メソッドでパーティション化されている必要があります。


	
処置: 表がコンポジット・レンジ・メソッドでパーティション化されていることを確認してください。









	 ORA-14254: ALLOCATE STORAGEは、(コンポジット・)レンジまたはリスト・パーティション表に指定できません。 
	
原因: レンジまたはコンポジット・レンジ・パーティション表に対して発行されたALTER TABLE文にALLOCATE STORAGE句を指定しました。これは許可されていません。


	
処置: 無効なオプションを削除してください。個々のパーティション/サブパーティションに記憶域を追加する場合は、ALLOCATE STORAGE句をALTER TABLE MODIFY PARTITION/SUBPARTITION文で指定できます。コンポジット・パーティションのすべてのサブパーティションに記憶域を追加する場合は、ALLOCATE STORAGE句をALTER TABLE MODIFY PARTITION文で指定できます。









	 ORA-14255: 表はレンジ、リスト、コンポジット・レンジまたはコンポジット・リスト・メソッドでパーティション化されていません 
	
原因: 表はレンジ、リスト、コンポジット・レンジまたはコンポジット・リスト・メソッドでパーティション化されていません。


	
処置: ALTER TABLE SPLIT/DROP PARTITIONまたはALTER TABLE MERGE PARTITIONSコマンドは、レンジ、リスト、コンポジット・レンジまたはコンポジット・リスト・メソッドでパーティション化された表でのみ有効です。表が適切にパーティション化されていることを確認してください。









	 ORA-14256: 結果のパーティション記述が正しくありません。 
	
原因: ALTER TABLE SPLIT PARTITIONまたはALTER TABLE MERGE PARTITIONS文のパーティション記述にSTORE-IN句、SUBPARTITIONS句または<subpartition-description>句(あるいはこれらすべて)を指定しましたが、メンテナンス操作の表がコンポジット・レンジ・パーティション化表ではありません。これは許可されていません。


	
処置: 無効な句を削除するか、または表がコンポジット・レンジ・メソッドでパーティション化されていることを確認してください。









	 ORA-14257: レンジ、リスト、システムまたはハッシュ・パーティション以外のパーティションは移動できません 
	
原因: レンジ、リスト、システムまたはハッシュ・パーティション以外のパーティションを移動しようとしました。これは許可されていません。


	
処置: MOVE PARTITIONはレンジ、リスト、システムまたはハッシュ・パーティションに対してのみ指定してください。









	 ORA-14258: パーティション説明が無効です 
	
原因: ALTER TABLE ADD PARTITION文にSTORE-IN句、SUBPARTITIONS句または<subpartition-description>句(あるいはこれらすべて)を指定しましたが、メンテナンス操作の表がコンポジット・レンジまたはハッシュ・パーティション化表ではありません。これは許可されていません。


	
処置: 無効な句を削除するか、または表がコンポジット・レンジまたはハッシュ・メソッドでパーティション化されていることを確認してください。









	 ORA-14259: 表はハッシュ・メソッドでパーティション化されていません。 
	
原因: ALTER TABLE COALESCE PARTITIONは、ハッシュ・メソッドでパーティション化された表に対してのみ有効です。


	
処置: 表に対して有効なALTER TABLEのオプションを指定するか、または表がハッシュ・メソッドでパーティション化されていることを確認してください。









	 ORA-14260: 指定した物理属性はこのパーティションに対して正しくありません 
	
原因: ハッシュ・パーティションにALTER TABLE ADD/MOVE PARTITIONコマンドを介して、INITRANS、MAXTRANS、STORAGE、PCTFREE、PCTUSEDおよび[NO]LOGGINGオプションを指定しましたが、これは許可されていません。TABLESPACEのみ指定できます。


	
処置: 無効なオプションを削除してください。









	 ORA-14261: このハッシュ・パーティションの追加時にパーティション・バウンドは指定できません。 
	
原因: ハッシュ・パーティション化表にパーティションを追加(ALTER TABLE ADD PARTITIONを介して)中に、VALUES LESS THAN句を指定しました。これは許可されていません。


	
処置: 追加されたパーティションの記述からVALUES LESS THAN句を削除してください。









	 ORA-14262: 新規サブパーティション名が旧サブパーティション名と同じです。 
	
原因: 入力したALTER TABLE/INDEX RENAME SUBPARTITION文に指定された<新規サブパーティション名>は、変更しようとしているサブパーティション名と同一です。


	
処置: 新規サブパーティション名が、特定の表または索引に存在するどのサブパーティション名(変更されるサブパーティション名を含む)とも同じでないことを確認してください。









	 ORA-14263: 新規サブパーティション名がオブジェクトの他のサブパーティション名と同じです。 
	
原因: 入力したALTER TABLE/INDEX RENAME SUBPARTITION文に指定された<新規サブパーティション名>は、オブジェクトの既存サブパーティション名と同一です。


	
処置: 新規サブパーティション名が、特定の表または索引に存在するどのサブパーティション名(変更されるサブパーティション名を含む)とも同じでないことを確認してください。









	 ORA-14264: 表はコンポジット・レンジ・メソッドでパーティション化されていません。 
	
原因: MODIFY DEFAULT ATTRIBUTES FOR PARTITION操作の表がコンポジット・メソッド以外のメソッドでパーティション化されています。


	
処置: 表がコンポジット・メソッドでパーティション化されていることを確認してください。









	 ORA-14265: 表のサブパーティション化列のデータ型または長さは変更できません 
	
原因: ALTER TABLE文で指定された表のサブパーティション化に使用される列のデータ型またはデータ長(あるいはその両方)をALTER TABLE文で変更しようとしました。これは許可されていません。


	
処置: 表のサブパーティション化列のデータ型またはデータ長(あるいはその両方)を変更しないでください。









	 ORA-14266: 索引のサブパーティション化列のデータ型または長さは変更できません 
	
原因: ALTER TABLE文で指定された表で定義された索引のサブパーティション化に使用される列のデータ型またはデータ長(あるいはその両方)をALTER TABLE文で変更しようとしました。これは許可されていません。


	
処置: 索引のサブパーティション化列のデータ型またはデータ長(あるいはその両方)を変更しないでください。









	 ORA-14267: (コンポジット)レンジ・パーティションの追加時にPARALLEL句は指定できません。 
	
原因: レンジまたはコンポジット・レンジ・パーティションのPARALLEL句を使用してALTER TABLE ADD PARTITION文を発行しました。これは許可されていません。


	
処置: PARALLEL句を削除してください。









	 ORA-14268: パーティションのサブパーティション'string'がオフラインの表領域にあります。 
	
原因: オフラインの表領域にあるサブパーティション内のデータにアクセスする必要がある操作を実行しようとしました。この種の操作には、索引定義を持った表または制約によって参照された表の表領域の削除などがあります。


	
処置: 操作を実行する前に、表領域をオンラインにしてください。









	 ORA-14269: レンジ、リスト、システムまたはハッシュ・パーティション以外のパーティションは交換できません 
	
原因: パーティションをパーティション化されていない表と交換しようとしましたが、このパーティションはレンジ、リスト、システムまたはハッシュ・パーティションではありません。これは許可されていません。


	
処置: EXCHANGE PARTITIONはレンジ、リスト、システムまたはハッシュ・パーティションに対してのみ指定してください。









	 ORA-14270: 表はレンジ、システム、ハッシュまたはリスト・メソッドでパーティション化されていません 
	
原因: ALTER TABLE MODIFY PARTITION { UNUSABLE LOCAL INDEXES | REBUILD UNUSABLE LOCAL INDEXES }文にある表がレンジ、リスト、システムまたはハッシュ・メソッドでパーティション化されていません。これは許可されていません。


	
処置: 表がレンジ、リスト、システムまたはハッシュ・メソッドでパーティション化されていることを確認してください。









	 ORA-14271: 表はコンポジット・レンジ・メソッドでパーティション化されていません。 
	
原因: ALTER TABLE MODIFY SUBPARTITION { UNUSABLE LOCAL INDEXES | REBUILD UNUSABLE LOCAL INDEXES }文にある表がコンポジット・レンジ・メソッドでパーティション化されていません。これは許可されていません。


	
処置: 表がコンポジット・レンジ・メソッドでパーティション化されていることを確認してください。









	 ORA-14272: 再利用できるのは上限パーティションのみです 
	
原因: ユーザーが、ALTER TABLE MERGE PARTITIONS文で下限パーティションを結果のパーティションとして再利用しようとしました。これは許可されません。


	
処置: 上限パーティションを結果のパーティションとして使用するか、または新しいパーティション名を指定してください。









	 ORA-14273: 下限パーティションを最初に指定してください。 
	
原因: ALTER TABLE MERGE PARTITIONS文で下限パーティションの前に上限パーティションを指定しました。これは許可されません。


	
処置: 下限パーティションを指定してから、上限パーティションを指定してください。









	 ORA-14274: マージ対象のパーティションが隣接していません。 
	
原因: 互いに隣接していない2つのパーティションをマージしようとしました。これは許可されていません。


	
処置: 隣接している2つのパーティションを指定してください。









	 ORA-14275: 下限パーティションは結果パーティションとして再利用できません 
	
原因: マージされているパーティションの下限パーティションを再利用しようとしました。これは許可されていません。


	
処置: 新しい結果パーティションの名前を指定するか、または上限パーティションのみを再利用してください。









	 ORA-14276: EXCHANGE SUBPARTITIONはパーティション化、クラスタ化されていない表でのみ操作できます 
	
原因: ALTER TABLE EXCHANGE SUBPARTITION操作の表は、クラスタ化またはパーティション化されています。


	
処置: サブパーティションを交換する表がパーティション化またはクラスタ化されていない表であることを確認してください。









	 ORA-14277: EXCHANGE SUBPARTITIONの2つの表の列数は、同じにする必要があります。 
	
原因: ALTER TABLE EXCHANGE SUBPARTITIONに指定された2つの表で、列数が異なります。


	
処置: 2つの表に含まれた列数が等しく、各列の型およびサイズが同じであることを確認してください。









	 ORA-14278: EXCHANGE SUBPARTITIONの列型またはサイズが異なっています 
	
原因: ALTER TABLE EXCHANGE SUBPARTITIONで指定された表で、対応する列型またはサイズが異なります。


	
処置: 2つの表に含まれた列数が等しく、各列の型およびサイズが同じであることを確認してください。









	 ORA-14279: ALTER TABLE EXCHANGE SUBPARTITIONの2つの表の索引は異なっています 
	
原因: ALTER TABLE EXCHANGE SUBPARTITIONで指定された2つの表の索引が等しくありません。


	
処置: 2つの表の各索引が次の規則に従っているかどうかを確認してください。パーティション化されていない表のパーティション化されていない索引はすべて、パーティション表に同一のLOCAL索引を持つ必要があります(その逆の場合も同様)。同一の索引とは、列の位置、型、サイズが同一の索引を意味します。









	 ORA-14280: 指定されたサブパーティションに適さない列が表の中にあります 
	
原因: ALTER TABLE EXCHANGE SUBPARTITIONで指定されたサブパーティションに適さない行が、パーティション化されていない表の中で1つ以上あります。


	
処置: セグメント中のすべての行が、サブパーティションに適していることを確認してください。ALTER TABLE操作をNO CHECKINGオプション付きで実行してください。パーティションでANALYZE table VALIDATEを実行して無効な行を検出し、削除してください。









	 ORA-14281: ALTER TABLE EXCHANGE SUBPARTITIONでチェック制約が一致しません 
	
原因: ALTER TABLE EXCHANGE SUBPARTITION文で指定された表で、対応する列のCHECK制約が定義されています。


	
処置: 2つの表のどの列にもCHECK制約定義がないことを確認してください。









	 ORA-14282: ALTER TABLE EXCHANGE SUBPARTITIONで外部キー制約が一致しません 
	
原因: ALTER TABLE EXCHANGE SUBPARTITION文で指定された表で、対応する列の外部キー制約が異なっています。


	
処置: 2つの表のどの列にも外部キー制約定義がないことを確認するか、2つの表の両方で外部キー制約を無効にしてください。その後で、操作を再試行してください。









	 ORA-14283: ALTER TABLE EXCHANGE SUBPARTITIONで一意制約が一致しません 
	
原因: ALTER TABLE EXCHANGE SUBPARTITIONコマンドで指定されている表の1つに一意制約があり、一致する(キー列と相対する)制約が他の表で定義されていないか、または定義されています。ただし、これは使用可能または有効な(またはその両方)相対する最初の表で定義されているものとは異なります。


	
処置: ALTER TABLE EXCHANGE SUBPARTITION文で指定されている表の1つで定義される各一意制約に対して、他の表で定義される一致する(キー列に相対した、および使用可能または有効な(あるいはその両方))制約があることを確認してください。一意制約が使用可能な場合、パーティション表で定義されている一意制約がローカル索引を使用することになります。









	 ORA-14284: 読取り専用の表領域に表のサブパーティションが1つ以上あります。 
	
原因: ALTER TABLE文を発行して、読込み専用の表領域にサブパーティションが1つ以上ある表に対して、既存のVARCHAR2型(またはVARCHAR型)の列をCHAR型(またはCHARACTER型)の列に変更しようとしたか、既存のCHAR型(またはCHARACTER型)の列の長さを増加しようとしたか、またはユーザー指定のデフォルトによって列を追加しようとしました。これは許可されていません。


	
処置: 読込み専用の表領域にサブパーティションが1つ以上あるパーティション表に対して前述の操作を行わないでください。









	 ORA-14285: 結合できないのは、このハッシュ・パーティション表または索引のパーティションのみです 
	
原因: 表または索引にパーティションが1つのみある場合にCOALESCE PARTITIONコマンドが発行されました。これは許可されていません。


	
処置: 必ず1つ以上のパーティションがあるようにしてください。すべてのパーティションを削除する場合は、表または索引を削除してください。









	 ORA-14286: この表パーティションに1つのみのサブパーティションにCOALESCEできません 
	
原因: パーティションにサブパーティションが1つのみある場合にCOALESCE SUBPARTITIONコマンドが発行されました。これは許可されていません。


	
処置: 必ず1つ以上のサブパーティションがあるようにしてください。すべてのサブパーティションを削除する場合は、パーティションを削除してください。









	 ORA-14287: コンポジット・レンジ・パーティション化索引のパーティションをREBUILDできません 
	
原因: コンポジット・レンジ・パーティション索引のパーティションを再作成しようとしました。これは許可されていません。


	
処置: 索引パーティション、サブパーティションを同時にREBUILDしてください。









	 ORA-14288: 索引がコンポジット・レンジ・メソッドでパーティション化されていません 
	
原因: パーティションまたはサブパーティションのメンテナンス操作(ALTER INDEX MODIFY [SUBPARTITION|DEFAULT ATTRIBUTES FOR PARTITION]またはALTER INDEX REBUILD SUBPARTITIONコマンド)の索引を、コンポジット・レンジ・メソッドでパーティション化する必要があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-14289: コンポジット・レンジ・パーティション表のローカル索引パーティションは使用不可にできません 
	
原因: コンポジット・レンジ・パーティション索引のパーティションを再作成しようとしました。これは許可されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-14290: ALTER TABLE EXCHANGE [SUB]PARTITIONで主キー制約が一致しません 
	
原因: ALTER TABLE EXCHANGE [SUB]PARTITION文で指定された表では、対応する列の主キー制約が異なっています。


	
処置: 2つの表のどの列にも主キー制約定義がないことを確認するか、2つの表の両方で主キー制約を無効にしてください。その後で、操作を再試行してください。









	 ORA-14291: コンポジット・パーティションと非パーティション表はEXCHANGEできません。 
	
原因: コンポジット・パーティションは、パーティション化された表とのみEXCHANGEできます。


	
処置: EXCHANGEされる表がパーティション化されているか、またはEXCHANGEされるパーティションがコンポジットでないことを確認してください。









	 ORA-14292: 表のパーティション化型はコンポジット・パーティションのサブパーティション化型と一致している必要があります 
	
原因: パーティション表をコンポジット・パーティションと交換する場合、表のパーティション化型はコンポジット・パーティションのサブパーティション化型と一致している必要があります。


	
処置: パーティション表のパーティション化型が、コンポジット・パーティションのサブパーティション化型と同じであることを確認してください。









	 ORA-14293: パーティション化列の数がサブパーティション化列の数と一致しません 
	
原因: パーティション表をコンポジット・パーティションと交換する場合、表のパーティション化列の数はコンポジット・パーティションのサブパーティション化列の数と一致している必要があります。


	
処置: パーティション表のパーティション化列数が、コンポジット・パーティションのサブパーティション化列数と同じであることを確認してください。









	 ORA-14294: パーティションの数がサブパーティションの数と一致しません。 
	
原因: パーティション表をコンポジット・パーティションと交換する場合、表のパーティションの数はコンポジット・パーティションのサブパーティションの数と一致している必要があります。


	
処置: パーティション表のパーティション数が、コンポジット・パーティションのサブパーティション数と同じであることを確認してください。









	 ORA-14295: パーティション化列とサブパーティション化列で、列の型またはサイズが一致しません 
	
原因: パーティション表をコンポジット・パーティションと交換する場合、表のパーティション化列の型およびサイズは、コンポジット・パーティションのサブパーティション化列の型およびサイズと一致している必要があります。


	
処置: パーティション表のパーティション化列の型およびサイズが、コンポジット・パーティションのサブパーティション化列の型およびサイズと同じであることを確認してください。









	 ORA-14296: 表のブロック・サイズがALTER TABLE EXCHANGE [SUB]PARTITION内で一致していません。 
	
原因: ALTER TABLE EXCHANGE [SUB]PARTITION文で指定された2つの表のブロック・サイズが異なります。索引構成表の場合、索引またはオーバーフロー(あるいはその両方)のブロック・サイズが一致しません。


	
処置: ALTER TABLE EXCHANGE [SUB]PARTITION文に含まれる表のブロック・サイズが同じであることを確認してください。索引構成表の場合、2つの表の索引およびオーバーフローのブロック・サイズが一致することを確認してください。









	 ORA-14297: 索引のブロック・サイズがALTER TABLE EXCHANGE [SUB]PARTITION内で一致していません。 
	
原因: ALTER TABLE EXCHANGE [SUB]PARTITION文で交換される索引のペアのブロック・サイズが異なります。


	
処置: ALTER TABLE EXCHANGE [SUB]PARTITION文で交換される必要がある索引の対応するペアのブロック・サイズが同じであることを確認してください。









	 ORA-14298: LOB列のブロック・サイズがALTER TABLE EXCHANGE [SUB]PARTITION内で一致していません。 
	
原因: ALTER TABLE EXCHANGE [SUB]PARTITION文で指定された2つの表の対応するLOB列のペアのブロック・サイズが異なります。


	
処置: ALTER TABLE EXCHANGE [SUB]PARTITION文に含まれる表の対応するペアのLOB列のブロック・サイズが同じであることを確認してください。









	 ORA-14299: パーティション/サブパーティションの合計が、最大制限値を超えています。 
	
原因: パーティション/サブパーティションに指定した断片部分の合計数が1048575を超えています。


	
処置: 断片部分の数を減らして文を再発行してください。









	 ORA-14300: パーティション化キーは、許可されている最大のパーティション番号より大きいパーティションにマップされています 
	
原因: 挿入される行に、1048575より大きいパーティション番号にマップされるパーティション化キーがありました


	
処置: パーティション化キーが、1048575のパーティションまたはサブパーティションの範囲に入っていることを確認してください。









	 ORA-14301: 表レベルの属性はパーティション・レベルの属性よりも前に指定する必要があります 
	
原因: ALTER TABLE ADD COLUMN文を処理中に、LOB列の表レベルの属性がLOB列のパーティション・レベルの属性の処理後に検出されたか、またはCREATE TABLE文を処理中に、LOB列の表レベルの属性がパーティション記述の処理後に検出されました。


	
処置: SQL文を修正して、パーティション・レベルの属性またはパーティション記述の前に表レベルの属性を指定してください。その後、文を再実行してください。









	 ORA-14302: 文に指定できるリストは、added-LOB-storage-clausesの1つのみです。 
	
原因: ALTER TABLE ADD COLUMN文の解析中に、added-LOB-storage-clausesの1つのリストが解析され、別のadded-LOB-storage-clausesのリストが発生しました。1文に複数のadded-LOB-storage-clausesのリストが存在することはありません。すべてのadded-LOB-storage-clausesは1つのリストにまとめる必要があります。


	
処置: added-LOB-storage-clausesのリストをすべて1つのリストに結合させ、文を再実行してください。









	 ORA-14303: パーティションまたはサブパーティションの順序が正しくありません。 
	
原因: コンポジット・レンジ・パーティション索引のパーティションを再作成しようとしました。これは許可されていません。


	
処置: added-LOB-storage-clauseのパーティションまたはサブパーティションの順序をパーティションまたはサブパーティションのDDL順序と同じになるように変更してください。その後、文を再実行してください。









	 ORA-14304: リスト・パーティション化メソッドには単一のパーティション化列が必要です。 
	
原因: パーティション化列リストの中の列数が、リスト・パーティション化オブジェクトに許可された最大値1を超えています。


	
処置: 1列を超えないように、パーティション化列リストを修正してください。









	 ORA-14305: リストの値'string'がパーティション'string'で2回指定されました。 
	
原因: リストの値は2回以上指定できません。


	
処置: 値の指定の一方を削除してください。









	 ORA-14306: リストの値'string'がパーティション'string'、'string'で2回指定されました。 
	
原因: リストの値は2回以上指定できません。


	
処置: 値の指定の一方を削除してください。









	 ORA-14307: パーティションのリストの値が多すぎます。 
	
原因: パーティション・リストに524288以上のリストの値が含まれます。


	
処置: 524288以下になるように値の数を減らしてください。









	 ORA-14308: パーティション・バウンド要素は文字列、日付時間または間隔リテラル、数値またはNULLのうちの1つである必要があります。 
	
原因: パーティション・バウンド・リストに無効なデータ型(数値、空でない文字列リテラル、日付時刻リテラル、間隔リテラル、NULL以外)の要素が含まれています。


	
処置: パーティション・バウンド・リストのすべての要素が有効なデータ型であることを確認してください。









	 ORA-14309: リストの値の合計件数が最大許容数を超えています 
	
原因: パーティション・オブジェクトに524288以上のリストの値が含まれます。


	
処置: 524288以下になるように値の数を減らしてください。









	 ORA-14310: VALUES LESS THANまたはAT句はリスト・パーティション表とともに使用できません。 
	
原因: VALUES LESS THANまたはAT句は、レンジ・パーティション表でのみ使用されます。


	
処置: リスト・パーティション表では、VALUES(<値リスト>)句を使用してください。









	 ORA-14311: VALUES LESS THANまたはAT句が必要です。 
	
原因: VALUES(<値リスト>)句は、リスト・パーティション表でのみ使用されます。


	
処置: レンジ・パーティション表では、VALUES LESS THAN句を使用してください。









	 ORA-14312: 値stringはパーティションstringにすでに存在しています。 
	
原因: ADD PARTITIONまたはADD VALUES文のリストの値の1つが他のパーティションにすでに存在しています。


	
処置: 文から重複する値を削除して、文を再実行してください。









	 ORA-14313: 値stringはパーティションstringに存在していません。 
	
原因: SPLIT PARTITIONまたはDROP VALUES文のリストの値の1つがパーティションで存在していません。


	
処置: 文から値を削除して、文を再実行してください。









	 ORA-14314: 結果のリスト・パーティションは1つ以上の値を含んでいる必要があります 
	
原因: リスト・パーティションのSPLIT/DROP VALUES後に、各結果の(適用可能な)パーティションは1つ以上の値を含んでいる必要があります。


	
処置: 各結果のパーティションに1つ以上の値が含まれていることを確認してください。









	 ORA-14315: パーティションはそれ自体とマージできません。 
	
原因: 同じパーティション名がマージ操作に2回指定されました。


	
処置: 2つの個別のパーティション名で操作を再実行してください。









	 ORA-14316: 表はリスト・メソッドでパーティション化されません。 
	
原因: ALTER TABLE ADD|DROP VALUESはリスト・パーティション・オブジェクトでのみ実行されます。


	
処置: リスト・パーティション・オブジェクトに対してコマンドを再発行してください。









	 ORA-14317: パーティションの最後の値を削除できません。 
	
原因: ALTER TABLE DROP VALUESがパーティションの最後の値を削除しようとしました。


	
処置: パーティションに2つ以上の値が存在しない場合は、コマンドを実行しないでください。









	 ORA-14318: DEFAULTパーティションは最後に指定されたパーティションである必要があります 
	
原因: DEFAULTパーティション記述の後に、別のパーティション記述が続いています。


	
処置: DEFAULTパーティションが最後のパーティション記述であることを確認してください。









	 ORA-14319: DEFAULTは他の値で指定できません 
	
原因: リスト・パーティションの値を指定するときに、DEFAULTキーワードが他の値とともに指定されました。


	
処置: DEFAULTのみが値として指定されていることを確認してください。









	 ORA-14320: DEFAULTはADD/DROP VALUESまたはSPLITに対して指定できません 
	
原因: パーティションまたはサブパーティションにADD VALUES、DROP VALUESまたはSPLIT操作を実行するときに、DEFAULTキーワードが指定されました。


	
処置: パーティション/サブパーティションにADD/DROP VALUESまたはSPLIT操作を実行するときに、DEFAULTが指定されていないことを確認してください。









	 ORA-14321: DEFAULTパーティションにADD/DROP VALUESできません 
	
原因: DEFAULTパーティションにADD/DROP VALUES操作が実行されました。


	
処置: DEFAULTパーティションにADD/DROP VALUES操作が実行されていないことを確認してください。









	 ORA-14322: DEFAULTパーティションはすでに存在します 
	
原因: DEFAULTの値を持つパーティションがすでに存在します。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-14323: DEFAULTパーティションが存在する場合、ADD PARTITIONできません 
	
原因: DEFAULTパーティションが存在する場合、ADD PARTITION操作は実行できません。


	
処置: かわりにDEFAULTパーティションのSPLIT操作を実行してください。









	 ORA-14324: 追加中の値はすでにDEFAULTパーティションに存在します 
	
原因: 追加中の値はすでにDEFAULTパーティションに存在するため、ADD VALUE操作を実行できません。


	
処置: DEFAULTパーティションのSPLIT操作を実行した後、値を追加する必要のあるパーティションに対して、分割したパーティションのMERGE操作を実行してください。









	 ORA-14325: この句に指定できるのはLOCAL索引のみです 
	
原因: グローバル索引がUPDATE INDEXES (..)句に指定されています。


	
処置: この句を使用する場合、ローカル索引のみを指定してください。









	 ORA-14326: IOT、DOMAINおよびLOB索引の主索引は、UPDATE INDEXES句に指定できません 
	
原因: IOT、DOMAINまたはLOB索引の主索引が、UPDATE INDEXES (..)句に指定されています。


	
処置: この句を使用する場合、これらの索引を指定しないでください。









	 ORA-14327: 一部の索引(サブ)パーティションを再構築できませんでした 
	
原因: 最初のフェーズ(パーティションDDLおよび索引(サブ)パーティション配置)が正常に完了しました。2番目のフェーズ中に、索引(サブ)パーティションのいくつかを再構築できませんでした。


	
処置:









	 ORA-14329: ドメイン索引(サブ)パーティションは、この句で名前を変更できません 
	
原因: ALTER TABLE MOVE [SUB]PARTITION操作のUPDATE INDEXES句のドメイン索引(サブ)パーティションの名前を変更しようとしました。これは許可されていません。


	
処置: 名前を空白のままにしておくか、同じ名前を使用してください。









	 ORA-14330: グローバル・ハッシュ・パーティション化索引のパーティションは削除できません 
	
原因: ハッシュ・パーティション化グローバル索引のパーティションを削除しようとしました。


	
処置: かわりにCOALESCE PARTITIONで試行してください。









	 ORA-14400: 挿入されたパーティション・キーはどのパーティションにもマップされません。 
	
原因: 最後のパーティションの連結パーティション・バウンド・リスト以上の連結パーティション・キーを使用して、レンジまたはコンポジット・レンジ・オブジェクトにレコードを挿入しようとしました。または、すべてのパーティションに指定されるリテラル値と一致しないパーティション・キーでリスト・オブジェクトにレコードを挿入しようとしました。


	
処置: キーを挿入しないでください。または、キーを使用できるようなパーティションを追加するか、キーと一致する値をパーティションの指定に追加してください。









	 ORA-14401: 挿入されたパーティション・キーが指定されたパーティションの範囲外です。 
	
原因: INSERT文で指定されたパーティションは、2つの連結パーティション・バウンド・リストによって許容範囲が定められています。挿入レコードの連結パーティション・キーは、定められた範囲外にあります。


	
処置: キーを挿入しないでください。または、別のパーティションにキーを挿入してください。









	 ORA-14402: パーティション・キー列を更新するとパーティションが変更されます。 
	
原因: パーティション・キー列の値をUPDATE文で更新しようとして、行が別のパーティションに移行されました。


	
処置: パーティション・キー列をUPDATE文で更新しないか、または新規パーティション・キーが旧パーティション・キーを含む範囲内にあることを確認してください。









	 ORA-14403: DMLパーティション・ロック取得後にカーソルが無効になりました。 
	
原因: NSERT、UPDATE、DELETE文中のパーティション・ロック取得後にカーソルが無効になりました。このエラーは、opiexe()で捕捉されてDML文が再試行されるので、ユーザーに戻されることはありません。


	
処置: エラーは表示されないため、何も実行する必要はありません。









	 ORA-14404: パーティション表に異なる表領域のパーティションが含まれています 
	
原因: 表領域を削除しようとしましたが、この表領域に完全に含まれていないパーティションを持つ表が領域内に存在します。


	
処置: 削除する表領域とその他の表領域にまたがったパーティションを持つ表を見つけてください。そのような表を削除するか、パーティションを別の表領域に移動してください。









	 ORA-14405: パーティション索引に異なる表領域のパーティションが含まれています 
	
原因: 表領域を削除しようとしましたが、この表領域に完全に含まれている表に対して定義された索引に、パーティションの一部が領域内に完全に含まれていないものがあります。


	
処置: 削除する表領域とその他の表領域にまたがったパーティションを持つ索引を見つけてください。そのような索引を削除するか、索引のパーティションを別の表領域に移動するか、索引の定義された表を見つけて削除(または移動)してください。









	 ORA-14406: 更新しようとしたパーティション・キーはパーティション・キーの許容量を超えています。 
	
原因: 最後のパーティションの連結パーティション・バウンド・リストの許容値を超えている連結パーティション・キーを使用してレコードを更新しようとしました。


	
処置: キーを更新しないでください。または、キーを使用できるようなパーティションを追加してください。









	 ORA-14407: パーティション表に異なる表領域のサブパーティションが含まれています。 
	
原因: 表領域を削除しようとしましたが、この表領域に完全に含まれていないサブパーティションを持つ表が領域内に存在します。


	
処置: 削除する表領域とその他の表領域にまたがったサブパーティションを持つ表を見つけてください。そのような表を削除するか、サブパーティションを別の表領域に移動してください。









	 ORA-14408: パーティション索引に異なる表領域のサブパーティションが含まれています。 
	
原因: 表領域を削除しようとしましたが、この表領域に完全に含まれている表に対して定義された索引には、サブパーティションが領域内に完全に含まれていないものがあります。


	
処置: 削除する表領域とその他の表領域にまたがったサブパーティションを持つ索引を見つけてください。そのような索引を削除するか、索引のパーティションを別の表領域に移動するか、索引の定義された表を見つけて削除(または移動)してください。









	 ORA-14409: 挿入されたパーティション・キーは、指定されたサブパーティションの範囲外です 
	
原因: INSERT文で指定されたサブパーティションは、2つの連結サブパーティション・バウンド・リストによって許容範囲が定められています。挿入レコードの連結サブパーティション・キーは、定められた範囲外にあります。


	
処置: キーを挿入しないでください。または、別のサブパーティションにキーを挿入してください。









	 ORA-14411: DDLは他のDDLと同時に実行できません 
	
原因: 競合する別のDDLがすでに実行されています。


	
処置: 競合するDDLが終了した後に再試行してください。









	 ORA-14450: すでに使用されているトランザクション一時表にアクセスしようとしました。 
	
原因: 同じセッションの同時実行トランザクションによってすでに移入されているトランザクション一時表にアクセスしようとしました。


	
処置: 同時実行トランザクションがコミットまたは中止されるまでは、トランザクション一時表へのアクセスを試行しないでください。









	 ORA-14451: この機能は一時表ではサポートされていません。 
	
原因: IOTを作成し、物理属性を指定して、パーティションまたはパラレル句を指定しようとしました。


	
処置: これを行わないでください。









	 ORA-14452: すでに使用されている一時表で索引を作成、変更または削除しようとしました 
	
原因: すでに使用されている一時表で索引を作成、変更または削除しようとしました。


	
処置: セッション固有の一時表を使用しているセッションはすべて表を切り捨て、トランザクション固有の一時表を使用しているトランザクションはすべてトランザクションを終了してください。









	 ORA-14453: データがすでに削除された一時表のLOBを使用しようとしました 
	
原因: 表がトランザクション固有であるか、またはトランザクションがコミットまたは終了したためにデータが削除された一時表のLOBを使用しようとしました。表が切り捨てられたか、またはこのLOBを作成したセッションが終了しました。


	
処置: このLOBロケータは無効であり、使用できません。









	 ORA-14454: 参照整合性制約の一時表を参照しようとしました。 
	
原因: 参照整合性制約の一時表を参照しようとしました。これはサポートされていません。


	
処置: トリガーを使用してください。









	 ORA-14455: 一時表に参照整合性制約を作成しようとしました。 
	
原因: 一時表に参照整合性制約を作成しようとしました。これはサポートされていません。


	
処置: トリガーを使用してください。









	 ORA-14456: 一時表で索引は再作成できません。 
	
原因: 一時表で索引を再作成しようとしました。


	
処置: 索引データがセッション/トランザクションの最後で消失しました。









	 ORA-14457: 一時表ではネストした表の列は作成できません 
	
原因: 一時表でネストした表列を作成しようとしました。これはサポートされていません。


	
処置: 一時表にこれらのデータ型を指定しないでください。









	 ORA-14458: 索引編成付きの一時表を作成しようとしました。 
	
原因: 索引編成付きの一時表を作成しようとしました。これはサポートされていません。


	
処置: HEAP編成および主キーを使用して表を作成してください。









	 ORA-14459: GLOBALキーワードがありません。 
	
原因: 一時表を作成中にキーワードGLOBALが見つかりません。


	
処置: キーワードを指定してください。









	 ORA-14460: 1つのCOMPRESS句またはNOCOMPRESS句のみ指定されます 
	
原因: COMPRESSまたはNOCOMPRESSが複数回指定されました。または、COMPRESSおよびNOCOMPRESSの両方が指定されました。


	
処置: 必要なCOMPRESSまたはNOCOMPRESS句オプションをそれぞれ1回のみ指定してください。









	 ORA-14461: 一時表TRUNCATEではREUSE STORAGEを実行できません。 
	
原因: 一時表のTRUNCATEにREUSE STORAGEが指定されました。これは無意味なのでサポートされません。


	
処置: かわりにDROP STORAGE(デフォルト)を指定してください。









	 ORA-14462: 親トランザクションですでに使用されている自律型トランザクションの一時表はTRUNCATEできません 
	
原因: 親トランザクションですでに使用されている自律型トランザクションの一時表をTRUNCATEしようとしました。


	
処置: 一時表が親トランザクションで使用されていないことを確認してから、自律型トランザクションでTRUNCATEしてください。









	 ORA-14463: OPERATIONSキーワードが指定されていません 
	
原因: COMPRESS句にOPERATIONSキーワードが指定されていません。


	
処置: COMPRESS句にOPERATIONSを指定してください。









	 ORA-14464: 圧縮タイプが指定されていません 
	
原因: COMPRESS句に圧縮タイプが指定されていません。


	
処置: COMPRESS句に圧縮タイプを指定してください。









	 ORA-14465: 高速分割はこれらのパーティションでは使用できません 
	
原因: このセッションで高速分割イベントが強制的に実行されました。


	
処置: 高速分割を強制的に実行するイベントを無効化してください。









	 ORA-14500: LOCALオプションにはパーティション名が必要です。 
	
原因: 指定された構文が不正です。


	
処置: コマンドを再試行してください。









	 ORA-14501: オブジェクトがパーティション化されていません。 
	
原因: 表または索引がパーティション化されていません。無効な構文です。


	
処置: 正しい構文でコマンドを再試行してください。









	 ORA-14503: パーティション名は1つのみ指定できます 
	
原因: 2つ以上のパーティション名が分析用に指定されました。


	
処置: パーティション名を1つ指定してください。









	 ORA-14504: 分析用の構文はサポートされていません。 
	
原因: パーティション/サブパーティション番号またはバインド変数が使用されました。


	
処置: 有効なパーティション/サブパーティション名を指定してください。









	 ORA-14505: LOCALオプションはパーティション化された索引にのみ有効です。 
	
原因: 指定された構文が不正です。


	
処置: コマンドを再試行してください。









	 ORA-14506: LOCALオプションにはパーティション化された索引が必要です 
	
原因: 指定された構文が不正です。


	
処置: コマンドを再試行してください。









	 ORA-14507: パーティション不正です。パーティション・バウンド内にない列があります。 
	
原因: 他のパーティション内に存在すべき行が、パーティション内に含まれています。妥当性チェックなしでパーティションが交換された可能性があります。


	
処置: パーティションの中の適切でない行を削除してください。









	 ORA-14508: 指定されたVALIDATE INTO表が見つかりません。 
	
原因: 指定した表は存在しないか、ユーザーに適切な権限がありません。


	
処置: 正しい表を指定してください。









	 ORA-14509: 指定されたVALIDATE INTO表のフォームが正しくありません。 
	
原因: 指定した表に、適切なフィールド定義がありません。


	
処置: 正しい表を指定してください。詳細は、utlvalid.sqlを参照してください。









	 ORA-14510: VALIDATE INTO句はパーティション表のみに指定できます。 
	
原因: パーティション化されていない表、クラスタまたは索引に対して、VALIDATE INTOが指定されました。


	
処置: 構文を正しく使用してください。









	 ORA-14511: この操作はパーティション・オブジェクトでは実行できません。 
	
原因: パーティション表または索引で許可されていない操作を実行しようとしました。


	
処置: 正しい構文でコマンドを再試行してください。









	 ORA-14512: この操作はクラスタ・オブジェクトでは実行できません。 
	
原因: クラスタ表または索引で許可されていない操作を実行しようとしました。


	
処置: 正しい構文でコマンドを再試行してください。









	 ORA-14513: 指定したパーティション列はオブジェクト・データ型です。 
	
原因: 指定したパーティション列はオブジェクト・データ型(オブジェクト、REF、ネストした表、配列)で、これは不正です。


	
処置: オブジェクト・データ型のパーティション列がないことを確認してください。









	 ORA-14514: サブパーティション名を指定しないLOCALオプションは無効です。 
	
原因: 指定された構文が不正です。


	
処置: コマンドを再試行してください。









	 ORA-14515: 指定できるサブパーティション名は1つのみです。 
	
原因: 2つ以上のサブパーティション名が分析用に指定されました。


	
処置: サブパーティション名を1つ指定してください。









	 ORA-14516: サブパーティション破損が発生しました。サブパーティション内にない列があります 
	
原因: 他のサブパーティション内に存在すべき行が、サブパーティション内に含まれています。妥当性チェックなしでサブパーティションが交換された可能性があります。


	
処置: サブパーティションの中の適切でない行を削除してください。









	 ORA-14517: 索引のサブパーティション'string.string'は、使用不可です。 
	
原因: ダイレクト・ロードまたはDDL操作によって使用不可とマークされた索引のサブパーティションにアクセスしようとしました。


	
処置: 使用不可の索引のサブパーティションを再作成してください。









	 ORA-14518: パーティションに、削除される値に対応する行が含まれています。 
	
原因: 表のパーティションに、削除される値に対応する行が含まれています。


	
処置: 削除される値に対する行をすべて削除して、文を再発行してください。









	 ORA-14519: stringstringの表領域のブロックサイズの競合: 表領域stringのブロックサイズstring[string]が事前に指定/暗示されたstringのstring[string]と競合します。 
	
原因: パーティション・オブジェクトが複数のブロック・サイズの表領域にまたがるような方法で、パーティション・オブジェクトを作成しようとしました。


	
処置: 示されたオブジェクトに対するDDLコマンドに指定されたすべての表領域が、作成されるオブジェクトのパーティションまたはサブパーティションに暗黙的に割り当てられるすべての表領域と同じブロック・サイズであることを確認してください。









	 ORA-14520: 表領域stringのブロックサイズ[string]が既存のオブジェクトのブロックサイズ[string]と一致しません 
	
原因: 次のいずれかに割り当てられる、指定されたパーティション・オブジェクトのブロック・サイズと異なるブロック・サイズの表領域を要求するDDL文が、発行されました。(1)オブジェクトのデフォルト表領域(または、コンポジット・パーティションが使用されている場合はオブジェクトのパーティション・レベルのデフォルト表領域の1つ)。(2)オブジェクトのパーティション/サブパーティションの1つ。


	
処置: パーティション・オブジェクトと同じブロック・サイズの表領域を指定してください。









	 ORA-14521: デフォルトの表領域stringのブロックサイズ[string](stringstring用)が既存のstringのブロックサイズ[string]と一致しません。 
	
原因: 既存のパーティション・オブジェクトのオブジェクト・レベルのデフォルト表領域で、新規のパーティション/サブパーティションの作成を要求するDDL文が発行されました。ただし、オブジェクト・レベルのデフォルト表領域のブロック・サイズがパーティション・オブジェクトのブロック・サイズと一致していません。


	
処置: 次のいずれかの処置を行ってください。(1)パーティション・オブジェクトのデフォルト表領域をオブジェクトと同じブロック・サイズの表領域に変更して、DDL文を再試行してください。(2)正しいブロック・サイズの表領域が、作成されたすべての新規パーティション/サブパーティションに指定されていることを確認してください。









	 ORA-14522: パーティション・レベルのデフォルトの表領域stringのブロックサイズ[string](stringstring用)が既存のstringのブロックサイズ[string]と一致しません。 
	
原因: 既存のコンポジット・パーティション・オブジェクトのパーティション・レベルのデフォルト表領域の1つで、新規のサブパーティションの作成を要求するDDL文が発行されました。ただし、パーティション・レベルのデフォルト表領域のブロック・サイズがパーティション・オブジェクトのブロック・サイズと一致していません。


	
処置: 次のいずれかの処置を行ってください。(1)パーティション・オブジェクトの適切なパーティションのパーティション・レベルのデフォルト表領域をオブジェクトと同じブロック・サイズの表領域に変更して、DDL文を再試行してください。(2)正しいブロック・サイズの表領域が、作成されたすべての新規サブパーティションに指定されていることを確認してください。









	 ORA-14523: string stringの(サブ)パーティションと表の(サブ)パーティションは共存できません。stringのブロック・サイズ[string]が表のブロックサイズ[string]と一致しません 
	
原因: ローカル索引/LOB列のパーティション/サブパーティションが、実表の対応するパーティション/サブパーティションと共存するように要求するDDL文が発行されました。ただし、これは表とLOB列/ローカル索引のブロック・サイズが異なるために許可されません。


	
処置: 次のいずれかの処置を行ってください。(1)オブジェクト・レベル・デフォルト表領域をパーティション化されたローカル索引/LOB列に指定して、DDLコマンドを再試行してください。(2)正しいブロック・サイズの表領域が、作成されたすべての新規パーティション/サブパーティションに指定されていることを確認してください。また、TABLESPACE DEFAULTおよびSTORE IN (DEFAULT)のいずれも、実表と一致しないブロック・サイズが含まれるローカル索引に指定されていないことを確認します。









	 ORA-14530: 表string.stringおよび索引string.stringに行の不一致が見つかりました 
	
原因: 表と索引の行が適合しません。


	
処置: 完全な分析を実行し、破損した行を確認してください。









	 ORA-14551: 問合せの中でDML操作を実行することはできません。 
	
原因: DML操作(挿入、更新、削除または更新選択)は問合せの中またはPDMLスレーブで実行できません。


	
処置: DML操作が実行されていないことを確認するか、または自律型トランザクションを使用して問合せまたはPDMLスレーブ内でDML操作を実行してください。









	 ORA-14552: DDL、コミットまたはロールバックは問合せまたはDML文中では実行できません。 
	
原因: DDL操作(表やビューなどの作成)およびトランザクション制御文(コミット/ロールバックなど)は、問合せまたはDML文中で実行できません。


	
処置: 違反操作が実行されていないことを確認するか、または自律型トランザクションを使用して問合せ/DML操作内でこの操作を実行してください。









	 ORA-14553: 問合せの中でLOB書込み操作を実行できません 
	
原因: 問合せまたはPDMLスレーブの中でLOB書込み操作は実行できません。


	
処置: LOB書込み操作が実行されていないことを確認するか、または自律型トランザクションを使用して問合せまたはPDMLスレーブ内でこの操作を実行してください。









	 ORA-14554: リクエストされた操作はデータベースの起動時に実行できません 
	
原因: リクエストされた操作にはコスト・ベース・オプティマイザ(CBO)が必要ですが、これはデータベースの起動時には使用できません。パーティション化、IOT、グループ化設定およびフラッシュバック・カーソルなどの機能にはCBOが必要です。


	
処置: データベースをオープンした後で、問合せを再試行してください。









	 ORA-14601: サブパーティション・テンプレートの指定中にSUBPARTITIONSまたはSTORE-INを指定すると無効になります 
	
原因: これらの句はテンプレートの指定中に指定できません。


	
処置: SUBPARTITION TEMPLATE句を修正してください。









	 ORA-14602: SUBPARTITION TEMPLATEはコンポジット・パーティション表のみに対して有効です 
	
原因: SUBPARTITION TEMPLATEはコンポジット・パーティション表にのみ指定できます。


	
処置: パーティション化されていないか、またはコンポジット・パーティション化されていない表にSUBPARTITION TEMPLATEを使用しないでください。









	 ORA-14603: [SUBPARTITIONS | SUBPARTITION TEMPLATE] subpartition_count構文はレンジ・ハッシュ表のみに有効です 
	
原因: この構文は、サブパーティション化ディメンションがハッシュである場合にのみ有効です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-14604: CREATE TABLEの実行中、SUBPARTITION TEMPLATEの指定後にSUBPARTITIONSまたはSTORE INを指定すると無効になります 
	
原因: CREATE TABLEの実行中にSUBPARTITION TEMPLATEが指定されると、SUBPARTITIONSまたはSTORE INの指定は無効になります。


	
処置: SUBPARTITIONSまたはSTORE INを削除するか、あるいはSUBPARTITION TEMPLATE句を削除してください。









	 ORA-14605: テンプレートのサブパーティション・セグメント/LOBセグメントに対する名前が不明です 
	
原因: テンプレートの説明で、サブパーティション/LOBセグメントに名前が指定されていません。


	
処置: テンプレートのすべてのサブパーティション/LOBセグメントに名前を指定してください。









	ORA-14606: 表領域は、テンプレート内の前のサブパーティションに対しては指定されましたが、stringに対しては指定されていません 
	
原因: 表領域は、すべてのサブパーティションに対して指定されるか、またはどのサブパーティションに対しても指定されないかのいずれかである必要があります。


	
処置: 表領域をすべてのサブパーティションに対して指定するか、またはどのサブパーティションに対しても指定しないでください。









	 ORA-14607: 表領域は、テンプレート内の前のサブパーティションに対しては指定されませんでしたが、stringに対しては指定されています 
	
原因: 表領域は、すべてのサブパーティションに対して指定されるか、またはどのサブパーティションに対しても指定されないかのいずれかである必要があります。


	
処置: 表領域をすべてのサブパーティションに対して指定するか、またはどのサブパーティションに対しても指定しないでください。









	 ORA-14608: 表領域は、列stringの前のLOBセグメントに対しては指定されましたが、stringに対しては指定されていません 
	
原因: 表領域は、列のすべてのLOBセグメントに対して指定されるか、またはこの列のどのLOBセグメントに対しても指定されないかのいずれかである必要があります。


	
処置: 表領域をすべてのLOBセグメントに対して指定するか、またはどのLOBセグメントに対しても指定しないでください。









	 ORA-14609: 表領域は、列stringの前のLOBセグメントに対しては指定されませんでしたが、stringに対しては指定されています 
	
原因: 表領域は、列のすべてのLOBセグメントに対して指定されるか、またはこの列のどのLOBセグメントに対しても指定されないかのいずれかである必要があります。


	
処置: 表領域をすべてのLOBセグメントに対して指定するか、またはどのLOBセグメントに対しても指定しないでください。









	 ORA-14610: LOB属性はLOB列string(サブパーティションstring用)に対して指定されていません 
	
原因: 列のLOB属性は、すべてのサブパーティションに対して指定されるか、またはどのサブパーティションに対しても指定されないかのいずれかである必要があります。


	
処置: 列のLOB属性が、すべてのサブパーティションに対して指定されているか、またはどのサブパーティションに対しても指定されていないことを確認してください。









	 ORA-14611: テンプレートのサブパーティション名stringが重複しています 
	
原因: サブパーティション名はテンプレート内で重複できません。


	
処置: サブパーティション名の1つを変更してください。









	 ORA-14612: テンプレートのLOBセグメント名string(LOB列string用)が重複しています 
	
原因: 同じ列の2つのLOBセグメントが、テンプレート内で同じ名前で指定されました。


	
処置: LOBセグメント名の1つを変更してください。









	 ORA-14613: 組み合された名前が許容される長さを超えていたため、親名stringおよびテンプレート名stringからの名前の生成に失敗しました 
	
原因: パーティション名およびテンプレート名から生成される名前は、識別子に許可される最大の長さ未満である必要があります。


	
処置: パーティション名またはテンプレート名のいずれかを短くしてください。









	 ORA-14614: リスト値'string'は、サブパーティション'string'で2度指定されました。 
	
原因: リストの値は2回以上指定できません。


	
処置: 値の指定の一方を削除してください。









	 ORA-14615: リスト値'string'は、サブパーティション'string'および'string'内で2度指定されました。 
	
原因: リストの値は2回以上指定できません。


	
処置: 値の指定の一方を削除してください。









	 ORA-14616: 表はリスト・メソッドでサブパーティション化されません 
	
原因: ALTER TABLE MODIFY SUBPARTITION ADD|DROP VALUESなどのサブパーティション・メンテナンス操作が、リスト以外のサブパーティション・オブジェクトで実行されました。


	
処置: リスト・サブパーティション・オブジェクトに対してコマンドを再発行してください。









	 ORA-14617: DEFAULTサブパーティションにADD/DROP VALUESできません 
	
原因: DEFAULTサブパーティションにADD/DROP VALUES操作が実行されました。


	
処置: DEFAULTサブパーティションにADD/DROP VALUES操作が実行されていないことを確認してください。









	 ORA-14618: サブパーティションの最後の値を削除できません 
	
原因: ALTER TABLE DROP VALUESがサブパーティションの最後の値を削除しようとしました。


	
処置: サブパーティションに2つ以上の値が存在しない場合は、コマンドを実行しないでください。









	 ORA-14619: 結果のリスト・サブパーティションは1つ以上の値を含んでいる必要があります 
	
原因: リスト・サブパーティションのSPLIT/DROP VALUES後に、各結果の(適用可能な)サブパーティションは1つ以上の値を含んでいる必要があります。


	
処置: 各結果のサブパーティションに1つ以上の値が含まれていることを確認してください。









	 ORA-14620: DEFAULTサブパーティションはすでに存在します 
	
原因: DEFAULTに指定されたサブパーティションがすでに存在します。


	
処置: 指定したリストからDEFAULT値を削除してください。









	 ORA-14621: DEFAULTサブパーティションが存在する場合、ADD SUBPARTITIONできません 
	
原因: DEFAULTサブパーティションが存在する場合、ADD SUBPARTITION操作は実行できません。


	
処置: かわりにDEFAULTサブパーティションのSPLIT操作を実行してください。









	 ORA-14622: 値stringはすでにサブパーティションstringに存在します 
	
原因: ADD SUBPARTITIONまたはADD VALUES文のリストの値の1つが他のサブパーティションにすでに存在しています。


	
処置: 文から重複する値を削除して、文を再実行してください。









	 ORA-14623: 値stringはサブパーティションstringに存在していません 
	
原因: SPLIT PARTITIONまたはDROP VALUES文のリストの値の1つがサブパーティションで存在していません。


	
処置: 文から値を削除して、文を再実行してください。









	 ORA-14624: DEFAULTサブパーティションは最後に指定されたサブパーティションである必要があります 
	
原因: DEFAULTサブパーティション記述の後に、別のサブパーティション記述が続いています。


	
処置: DEFAULTサブパーティションが最後のサブパーティション記述であることを確認してください。









	 ORA-14625: サブパーティションには削除中の値に対応する行が含まれています 
	
原因: 表のサブパーティションに、削除される値に対応する行が含まれています。


	
処置: 削除される値に対する行をすべて削除して、文を再発行してください。









	 ORA-14626: 追加中の値はすでにDEFAULTサブパーティションに存在します 
	
原因: 追加中の値はすでにDEFAULTサブパーティションに存在するため、ADD VALUE操作を実行できません。


	
処置: DEFAULTサブパーティションのSPLIT操作を実行した後、値を追加する必要のあるサブパーティションに対して、分割したサブパーティションのMERGE操作を実行してください。









	 ORA-14627: GLOBALパーティション索引で指定された操作は無効です。 
	
原因: GLOBAL索引でALTER INDEX DROP|SPLIT SUBPARTITIONなどの無効な操作が指定されました。


	
処置: GLOBAL索引でサブパーティション・レベルの操作は指定しないでください。それらの操作は、RANGEパーティション用です。









	 ORA-14628: 制限の指定がリスト・メソッドで一貫していません 
	
原因: ALTER TABLE SPLIT|ADD SUBPARTITIONなどの操作により、リスト・サブパーティション・メソッドと一貫性のない制限が指定されました。


	
処置: リスト・サブパーティションのSPLIT/ADD操作で、有効なVALUES/サブパーティション記述を指定してください。









	 ORA-14629: パーティションにサブパーティションが1つのみある場合、そのサブパーティションは削除できません 
	
原因: パーティションのサブパーティションが1つのみのときに、サブパーティションの削除コマンドを実行しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-14630: サブパーティションはオフラインの表領域に常に存在します 
	
原因: オフラインの表領域にあるサブパーティション内のデータにアクセスする必要がある操作を実行しようとしました。この種の操作には、索引定義を持った表または制約によって参照された表の表領域の削除などがあります。


	
処置: 操作を実行する前に、表領域をオンラインにしてください。









	 ORA-14631: パーティション範囲がそのパーティションのサブパーティション範囲と一致しません 
	
原因: パーティション表をコンポジット・パーティションと交換する場合、表のパーティション範囲はコンポジット・パーティションのサブパーティション範囲と一致している必要があります。


	
処置: パーティション表のパーティション範囲が、コンポジット・パーティションのサブパーティション範囲と同じであることを確認してください。









	 ORA-14632: LISTサブパーティションの追加中はPARALLEL句を指定できません 
	
原因: レンジ/リストのパーティション化オブジェクトのリスト・サブパーティションのPARALLEL句を使用して、ALTER TABLE ADD SUBPARTITION文を発行しました。これは許可されていません。


	
処置: PARALLEL句を削除してください。









	 ORA-14633: 索引メンテナンス句はコンポジット・パーティション表へのリスト・パーティションのADDには使用できません 
	
原因: INVALIDATEまたはUPDATE GLOBAL INDEXES句は、コンポジット・パーティション表へのハッシュ・サブパーティションのADDにのみ許可されています。


	
処置: 句を削除して操作を再試行してください。









	 ORA-14634: サブパーティションの記述は、レンジ-リスト・パーティション表のパーティションのSPLIT/MERGE中は指定できません 
	
原因: レンジ-リスト・パーティション表のパーティションのSPLIT/MERGE中は、結果のパーティションのサブパーティション化情報を指定できません。


	
処置: DDLからすべてのサブパーティション化情報を削除してください。









	 ORA-14635: 1つの結果のサブパーティションのみMERGE SUBPARTITIONSに対して指定できます 
	
原因: ALTER TABLE MERGE SUBPARTITIONSに、MERGEの結果のサブパーティションが複数含まれています。


	
処置: MERGE操作のターゲットとして文中に1つのサブパーティションのみ記述されていることを確認してください。









	 ORA-14636: 2つの結果のサブパーティションのみSPLIT SUBPARTITIONに対して指定できます 
	
原因: ALTER TABLE SPLIT SUBPARTITIONに、SPLITの結果のサブパーティションが3つ以上含まれています。


	
処置: SPLIT操作のターゲットとして文中に2つのサブパーティションのみ記述されていることを確認してください。









	 ORA-14637: サブパーティションはそれ自体とマージできません 
	
原因: マージ操作で同じサブパーティション名が2回指定されました。


	
処置: 同じコンポジット・パーティション内の2つの異なるサブパーティション名で操作を再実行してください。









	 ORA-14638: 異なるレンジ・コンポジット・パーティションのサブパーティションはMERGEできません 
	
原因: 異なるレンジ・コンポジット・パーティションのサブパーティションをMERGEしようとしました。


	
処置: 同じコンポジット・パーティション内にMERGEする2つのサブパーティションがあることを確認して、コマンドを再発行してください。









	 ORA-14639: SUBPARTITIONS句は、ハッシュ、コンポジット・レンジ・ハッシュ表またはパーティションのみに指定できます。 
	
原因: コンポジット・レンジ・ハッシュ・メソッドでパーティション化されていない表にSUBPARTITIONS句を指定しようとしました。


	
処置: SUBPARTITIONS句が指定されていないことを確認して、コマンドを再発行してください。コンポジット・レンジ・リスト・オブジェクトのテンプレートを指定するには、SUBPARTITION TEMPLATE句を使用してください。









	 ORA-14640: 索引パーティション操作の追加/結合は、ハッシュ・パーティションのグローバル索引に対してのみ有効です 
	
原因: ハッシュ・メソッドでパーティション化されていないグローバル索引の索引パーティションを追加または結合しようとしました。


	
処置: ハッシュ・メソッドでパーティション化されたグローバル索引で文を実行してください。または、索引がレンジ・メソッドでパーティション化されている場合は、追加/結合ではなく分割/削除の使用を検討してください。









	 ORA-14641: STORE-IN句は、ハッシュ、コンポジット・レンジ・ハッシュ表またはパーティションのみに指定できます。 
	
原因: レンジまたはコンポジット・レンジ・リスト・パーティション表のCREATE/ALTER操作にSTORE-IN句を指定しましたが、これは許可されていません。


	
処置: STORE-IN句を削除して文を再発行してください。









	 ORA-14642: ALTER TABLE EXCHANGE PARTITIONの表のビットマップ索引が一致していません。 
	
原因: EXCHANGEの2つの表に使用可能なビットマップ索引が含まれており、INCLUDING INDEXESオプションが指定されましたが、これらの表には異なるHAKAN要素があります。


	
処置: EXCLUDING INDEXESオプションを使用してEXCHANGEを実行するか、またはビットマップ索引を使用不可に変更してください。









	 ORA-14643: ALTER TABLE EXCHANGE PARTITIONの表とHAKAN要素が一致していません。 
	
原因: 交換する表の1つに対してrecords_per_blockが最小化されたか、または交換する表のHAKAN要素が等しくありません。


	
処置: 交換する表の1つに対してrecords_per_blockが最小化された場合は、両方の表にNOMINIMIZE RECORDS_PER_BLOCKオプションを指定して表を変更するか、または両方の表にMINIMIZE RECORDS_PER_BLOCKオプションを指定して表を変更してください。HAKAN要素が一致していない場合は、両方の表にNOMINIMIZE RECORDS_PER_BLOCKオプションを指定して表を変更してください。









	 ORA-14644: 表はハッシュ・メソッドでサブパーティション化されていません。 
	
原因: ALTER TABLE MODIFY PARTITION COALESCE SUBPARTITIONなどのサブパーティション・メンテナンス操作は、ハッシュ・サブパーティション・オブジェクトでのみ実行できます。


	
処置: ハッシュ・サブパーティション・オブジェクトに対してコマンドを再発行してください。









	 ORA-14645: STORE IN句は、範囲リスト・オブジェクトに指定できません。 
	
原因: STORE IN句は範囲リスト・パーティション・オブジェクトに指定できません。


	
処置: STORE IN句を削除してコマンドを再発行してください。









	 ORA-14646: 圧縮を含む指定のALTER TABLE操作は、使用可能なビットマップ索引がある場合は実行できません 
	
原因: まず、表は圧縮を含むように変更されますが、使用可能なビットマップ索引(パーティション)が存在しません。圧縮が関係する後続のALTER TABLE文には同じ制限はありません。


	
処置: A)表に定義されているビットマップ索引を削除し、操作が完了してからこれらを再作成するか、またはB)UNUSABLE表に定義されているビットマップ索引すべての索引断片部分をマークし、操作が完了してからこれらを再構築してください。









	 ORA-14650: 操作は参照パーティション表でサポートされていません 
	
原因: サポートされていない参照パーティション表に対して操作を実行しようとしました。


	
処置: サポートされていない操作を実行しないでください。









	 ORA-14651: 参照パーティション化制約はサポートされていません 
	
原因: 指定されたパーティション化制約は参照パーティション表でサポートされていません。パーティション化制約は使用可能、有効および遅延不可能である必要があります。パーティション化制約にはON DELETE SET NULLセマンティックスを使用できません。


	
処置: 文を修正し、サポートされているパーティション化制約を指定してください。









	 ORA-14652: 参照パーティション化外部キーはサポートされていません 
	
原因: 指定されたパーティション化外部キーは参照パーティション表でサポートされていません。パーティション化外部キーのすべての列は、使用可能、有効および遅延不可能な制約を使用してNOT NULL制約付きにする必要があります。また、仮想列はパーティション化外部キーの一部にすることはできません。


	
処置: 文を修正し、サポートされているパーティション化外部キーを指定してください。









	 ORA-14653: 参照パーティション表の親表はパーティション化されている必要があります 
	
原因: 親表がパーティション化されていない参照パーティション表を作成しようとしました。


	
処置: 文を修正して再入力してください。









	 ORA-14654: 参照パーティション表のパーティション数は親表のものと同じである必要があります 
	
原因: 作成しようとした参照パーティション表のパーティション数が、親表のものと異なります。


	
処置: CREATE TABLE文を修正し、正しいパーティション数を指定してください。









	 ORA-14655: 参照パーティション化制約が見つかりません 
	
原因: CREATE TABLE ... PARTITION BY REFERENCE文に指定されたパーティション化制約は、作成中の表の参照制約のものではありません。


	
処置: 指定されたパーティション化制約が、作成中の表の参照制約のものであることを確認してください。









	 ORA-14656: 参照パーティション表の親は削除できません 
	
原因: 参照パーティション表の親を削除しようとしました。


	
処置: 参照パーティション子表をすべて削除してから、親表を削除してください。









	 ORA-14657: 参照パーティション子表への行の移行はできません 
	
原因: 親キーを更新するには参照パーティション子表へ行を移行する必要がありますが、親キーの索引が適切に作成されていないため、この処理はサポートされません。


	
処置: 親キーの既存の索引を、親キー以外の列を含まない一意の索引に置き換えてください。









	 ORA-14658: 指定の依存表は、この操作に影響されません 
	
原因: この操作に影響される参照パーティション表でない表がDEPENDENT TABLES句に指定されています。


	
処置: 文を修正して再入力してください。









	 ORA-14659: 親表のパーティション化メソッドはサポートされていません 
	
原因: 親表が時間隔パーティション化された参照パーティション表を作成しようとしました。


	
処置: 親表が時間隔パーティション化された参照パーティション表を作成しないでください。









	 ORA-14660: 参照パーティション表の親表は索引構成できません 
	
原因: 親表が索引構成された参照パーティション表を作成しようとしました。


	
処置: 文を修正して再入力してください。









	 ORA-14661: 行移動を有効化する必要があります 
	
原因: 参照パーティション表の行移動を無効化しようとしましたが、その親表に対して行移動が有効化されています。


	
処置: 親表の行移動を無効化してから、参照パーティション表の行移動を無効化してください。









	 ORA-14662: 行移動を有効化できません 
	
原因: パーティション表の行移動を有効化しようとしましたが、参照パーティション子表の行移動が無効化されています。


	
処置: 参照パーティション子表の行移動を有効化してから、親表の行移動を有効化してください。









	 ORA-14663: 参照パーティション化親キーはサポートされていません 
	
原因: 参照パーティション表のパーティション化制約の親キーに仮想列が含まれています。


	
処置: 文を修正し、サポートされている親キーを使用してパーティション化制約を指定し、再入力してください。









	 ORA-14664: 参照パーティション化親キーではPL/SQL式を使用できません 
	
原因: 参照パーティション表のパーティション化制約の親キーに、PL/SQL式を参照している仮想列があります。


	
処置: 文を修正し、サポートされている親キーを使用してパーティション化制約を指定し、再入力してください。









	 ORA-14665: 参照パーティション化親キーではROWIDデータ型を含む式は使用できません 
	
原因: 参照パーティション表のパーティション化制約の親キーに、ROWIDデータ型を含む仮想列があります。


	
処置: 文を修正し、サポートされている親キーを使用してパーティション化制約を指定し、再入力してください。









	 ORA-14666: 参照パーティション化親キーではBLOBまたはCLOBデータ型を含む式は使用できません 
	
原因: 参照パーティション表のパーティション化制約の親キーに、BLOBまたはCLOBデータ型を含む仮想列があります。


	
処置: 文を修正し、サポートされている親キーを使用してパーティション化制約を指定し、再入力してください。









	 ORA-14667: 参照パーティション化親キーではオブジェクト・データ型を含む式は使用できません 
	
原因: 参照パーティション表のパーティション化制約の親キーに、オブジェクト・データ型(オブジェクト、REF、ネストした表、配列)を含む仮想列があります。


	
処置: 文を修正し、サポートされている親キーを使用してパーティション化制約を指定し、再入力してください。









	 ORA-14668: 参照パーティション表のパーティション化制約により参照される一意または主キーを削除できません。 
	
原因: 参照パーティション表のパーティション化制約により参照される一意または主キーを削除しようとしました。


	
処置: 親表の一意または主キーを削除する前に、参照パーティション表の子表をすべて削除します。









	 ORA-14700: SYSが所有するオブジェクトは、SYSユーザー以外はロックできません。 
	
原因: SYSが所有するオブジェクトに対してSYSユーザー以外のユーザーがLOCK TABLE文を発行しようとしました。ユーザーには最低でもDML権限が必要です。


	
処置: SYSユーザー以外のユーザーにオブジェクトに対するDML権限を付与してからLOCK TABLE文を再実行させるか、ユーザーにSYSとして接続するように指示してください。









	 ORA-14701: 拡張パーティション名またはバインド変数はシステム・メソッドでパーティション化された表のDMLに使用する必要があります 
	
原因: システム・メソッドでパーティション化された表に拡張パーティション構文を使用しませんでした。


	
処置: 前述のコンテキストでは、拡張パーティション構文を使用する必要があります。









	 ORA-14702: パーティション番号が無効または範囲外です 
	
原因: 数値以外の値を使用しようとしたか、番号がパーティションの範囲外です。


	
処置: 有効なパーティション番号を使用してください。









	 ORA-14703: AFTER句はシステム・パーティション表のみに対するADD PARTITIONに使用できます。 
	
原因: 表はシステム・メソッドでパーティション化されていません。


	
処置: AFTER句をスキップしてください。









	 ORA-14704: SYSTEMパーティション表に対するCREATE TABLE AS SELECTは許可されません 
	
原因: CREATE TABLE AS SELECTを実行してSYSTEMパーティション表を作成しようとしました。


	
処置: 各パーティションへの選択としての挿入の前に、CREATE TABLEを実行してください。









	 ORA-14750: INTERVAL句を持つレンジ・パーティション表に複数の列があります 
	
原因: 複数のパーティション化列のある時間隔パーティション表を作成しようとしました。


	
処置: 単一パーティション化列を使用してください。









	 ORA-14751: 時間隔パーティション表のパーティション化列のデータ型が無効です 
	
原因: 数値または日付/時間以外のデータ型の列でパーティション化された表に時間隔パーティション化を使用しようとしました。


	
処置: 時間隔パーティション表のパーティション化列としては数値または日付/時間の列のみを使用してください。









	 ORA-14752: 時間隔式が適切な型の定数ではありません 
	
原因: 非定数間隔、またはデータ型がパーティション化列と一致しない時間隔を使用しようとしました。


	
処置: 時間隔には定数式のみを使用してください。パーティション化列のデータ型が数値である場合、時間隔は数値定数である必要があります。データ型が日付/時間である場合、時間隔は時間隔型の定数である必要があります。









	 ORA-14753: 時間隔は0(ゼロ)以外である必要があります 
	
原因: 時間隔が0(ゼロ)にマップされています。


	
処置: 0(ゼロ)以外の時間隔を使用する必要があります。









	 ORA-14754: 時間隔文字列が長すぎます 
	
原因: 時間隔文字列が長すぎます。


	
処置: より短い文字列を使用して時間隔を指定ください。









	 ORA-14755: FOR VALUES句に対するパーティションの指定が無効です。 
	
原因: [SUB]PARTITION FOR VALUES (...)句に使用できるのは定数のみです。また、この句にはパーティション化列と同じ数の引数が使用され、値はパーティション化列に対して強制可能である必要があります。


	
処置: 有効なFOR VALUES句を指定してください。









	 ORA-14756: 表は時間隔メソッドでパーティション化されていません。 
	
原因: 表は時間隔メソッドでパーティション化されていません。


	
処置: ALTER TABLE SET STORE INは、時間隔パーティション表に対してのみ有効です。表が時間隔によってパーティション化されていることを確認してください。









	 ORA-14757: 表はすでにレンジ・パーティション表です 
	
原因: SET INTERVAL ()を使用して時間隔パーティション表がレンジ・パーティション表に変換されています。これは、レンジ・パーティション表に対しては許可されません


	
処置: SET INTERVAL ()は時間隔パーティション表に対してのみ使用してください。









	 ORA-14758: レンジ・セクションの最後のパーティションは削除できません 
	
原因: 時間隔パーティション表の最後のレンジ・パーティションを削除しようとしました。


	
処置: このパーティションは削除しないでください。









	 ORA-14759: SET INTERVALはこの表では無効です。 
	
原因: SET INTERVAL句が指定されました。ALTER TABLE SET INTERVALは、単一パーティション化列を持つレンジ・パーティション表に対してのみ有効です。また、この表にMAXVALUEパーティションは使用できず、いかなる参照パーティション表に対しても、この表を親表にすることはできません。


	
処置: SET INTERVALは有効な表に対してのみ使用してください。









	 ORA-14760: ADD PARTITIONは時間隔パーティション・オブジェクトでは許可されていません 
	
原因: ALTER TABLE ADD PARTITIONを時間隔パーティション・オブジェクトに対して試行しました。


	
処置: 時間隔パーティション・オブジェクトでこの操作を実行しないでください。新しいパーティションを作成する行を挿入してください。









	 ORA-14761: MAXVALUEパーティションは時間隔パーティション・オブジェクトに指定できません 
	
原因: 時間隔パーティション・オブジェクトでMAXVALUE上位バウンドを使用してパーティションを作成しようとしました。


	
処置: MAXVALUE上位バウンドを使用してパーティションを作成しないでください。









	 ORA-14762: 時間隔パーティション表でのドメイン索引の作成は許可されていません 
	
原因: 時間隔パーティション表にドメイン索引を作成しようとしました。


	
処置: 時間隔パーティション表にドメイン索引を作成しないでください。









	 ORA-14763: FOR VALUES句をパーティション番号に解決できません 
	
原因: FOR VALUES句に対応するパーティションを確認できません。


	
処置: FOR VALUES句に指定されている値からセッション・パラメータ上の依存性およびバインド変数を削除してください。









	 ORA-14764: FOR VALUES句は1つのみのパーティションに対して指定できません 
	
原因: マージする2つのパーティションの1つに対してのみFOR VALUES句を指定しようとしました。


	
処置: マージする2つのパーティションのそれぞれに対してFOR VALUES句を指定するか、あるいはこれらのどちらにもFOR VALUES句を指定しないでください。









	 ORA-14765: CREATE INDEXの実行中にパーティションは作成できません 
	
原因: 索引の作成と同時にパーティションを作成しようとしました。


	
処置: 索引の作成が終了した後で、文を再試行してください。









	 ORA-14766: 安定したメタデータ・スナップショットを取得できません 
	
原因: この操作で、時間隔パーティション化メタデータの安定したスナップショットを取得できませんでした。


	
処置: 文を再試行してください。









	 ORA-14767: 既存の高いバウンドでこの間隔を指定することはできません 
	
原因: 指定された時間隔は、最終パーティションの既存の上位バウンドと競合しています。この組合せでは、将来的に上位バウンドについて日付が無効になる可能性があります。


	
処置: これがCREATE TABLEである場合、最終パーティションに対して別の上位バウンドか、別の時間隔を指定してください。これがALTER TABLE SET INTERVALである場合、別の時間隔を選択するか、表を修正して最終パーティションの上位バウンドを変更してください。









	 ORA-14801: ハッシュ・コンポジット・パーティション化はサポートされていません 
	
原因: ハッシュ・コンポジット・メソッドを使用して表をパーティション化しようとしました。


	
処置: ハッシュ・コンポジット・メソッドを使用して表をパーティション化しないでください。









	 ORA-14802: 指定された操作はハッシュ・コンポジット・パーティション・オブジェクトで許可されていません 
	
原因: ハッシュ・コンポジット・パーティション・オブジェクトでサポートされていない操作を実行しようとしました。


	
処置: ハッシュ・コンポジット・パーティション・オブジェクトでこの操作を実行しないでください。









	 ORA-14803: ハッシュ・サブパーティション表にパーティション・バウンドは指定できません 
	
原因: サブパーティション記述でVALUES LESS THANまたはVALUES句が指定されました。


	
処置: サブパーティション記述からVALUES LESS THANまたはVALUES句を削除してください。









	 ORA-15000: 現行のインスタンス型ではコマンドは使用できません 
	
原因: ASMインスタンスのみに適切なコマンドを、従来型RDBMSインスタンスに発行しました。または、RDBMSインスタンスのみに適切なコマンドを、ASMインスタンスに発行しました。


	
処置: 正しいインスタンス・タイプに接続し、コマンドを再発行してください。









	 ORA-15001: ディスク・グループ"string"は存在しないか、またはマウントされていません 
	
原因: 指定されたディスク・グループが存在しないか、または現行のASMインスタンスによってマウントされていないため、操作が失敗しました。


	
処置: 使用されているディスク・グループ名が有効で、ディスク・グループが存在していることを確認し、ディスク・グループが現行のASMインスタンスによってマウントされていることを確認してください。









	 ORA-15002: パラメータLOCK_NAME_SPACEが制限値のstring文字を超えています 
	
原因: LOCK_NAME_SPACE初期化パラメータに含まれる値が長すぎます。


	
処置: LOCK_NAME_SPACE初期化パラメータを修正してください。









	 ORA-15003: ディスク・グループ"string"は、すでに別のロック名領域にマウントされています 
	
原因: ディスク・グループは、すでにディスク・グループをマウントしているASMインスタンスが存在する別のロックスペースで動作中であるため、ASMインスタンスでマウントできませんでした。


	
処置: LOCK_NAME_SPACE初期化パラメータ値を確認するか、別のASMインスタンスからディスク・グループをディスマウントしてください。









	 ORA-15004: 別名"string"は存在しません 
	
原因: 指定された別名がディスク・グループ内に存在しません。


	
処置: 別名およびディスク・グループ名を確認してください。









	 ORA-15005: 名前"string"は既存の別名ですでに使用されています 
	
原因: ディスク・グループの既存の別名で同じ名前が使用されています。


	
処置: 他の別名を使用するか、または既存の別名を削除してください。









	 ORA-15006: テンプレート"string"は存在しません 
	
原因: 指定したテンプレートがディスク・グループ内に存在しません。


	
処置: テンプレート名およびディスク・グループ名を確認してください。









	 ORA-15007: 名前は既存のテンプレートですでに使用されています 
	
原因: 同じ名前のテンプレートがすでに存在します。


	
処置: 別のテンプレート名を使用するか、または既存のテンプレートを削除してください。









	 ORA-15008: システム・テンプレートは削除できません 
	
原因: 指定したテンプレートはシステムによって作成されており、操作を適切に実行するためには必ず必要です。


	
処置: 別のテンプレート名を選択してください。









	 ORA-15009: ASMディスク"string"は存在しません 
	
原因: 指定されたASMディスクが見つかりません。


	
処置: ASMディスク名を確認してください。









	 ORA-15010: 名前'string'は、既存のASMディスクですでに使用されています 
	
原因: 指定した名前はすでにこのディスク・グループで使用されています。


	
処置: 異なるASMディスク名を指定してください。









	 ORA-15011: 障害グループ"string"はディスク・グループ"string"には存在しません 
	
原因: 指定した名前が、ディスク・グループ内のディスクの失敗グループと一致しません。通常、これは失敗グループ名が正しく指定されていないことを示しています。


	
処置: 失敗グループ名を確認してください。









	 ORA-15012: ASMファイル'string'は存在しません 
	
原因: ASMファイルが見つかりません。


	
処置: ASMファイル名を確認してください。









	 ORA-15013: ディスク・グループ"string"は、すでにマウントされています 
	
原因: ALTER DISKGROUP MOUNTコマンドに、現行のASMインスタンスによってすでにマウントされているディスク・グループの名前が指定されました。


	
処置: ディスク・グループの名前を確認してください。









	 ORA-15014: パス'string'が検出セットにありません 
	
原因: 指定されたオペレーティング・システムのパスは、インスタンスによって検出されるディスク・セットの範囲外です。


	
処置: オペレーティング・システムのパスは、ASM_DISKSTRINGパラメータに基づいて検出されるディスク・セットの範囲内で指定してください。または、ASM_DISKSTRINGパラメータの設定を確認してください。









	 ORA-15015: 指定したパス'string'がパス'string'と競合しています 
	
原因: ASMインスタンスにより、異なるパスを使用してASMライブラリによって指定のディスクが以前に検出されています。


	
処置: ASMライブラリの検出文字列を使用してディスクを追加してください。









	 ORA-15016: パス'string'の再指定に一貫性がありません 
	
原因: 指定されたパスは異なるプロパティを使用して複数回指定されました。


	
処置: パスを複数回指定しないでください。または、プロパティを一貫して指定してください。









	 ORA-15017: ディスク・グループ"string"をマウントできません 
	
原因: IOエラー、またはアラート・ログやトレース・ファイルに示されたその他の原因によって、ASMインスタンスでディスク・グループをマウントできませんでした。


	
処置: レポートされている追加エラーを確認してください。エラーを修正して、操作を再試行してください。









	 ORA-15018: ディスク・グループを作成できません 
	
原因: 指定したディスク・グループを作成できません。


	
処置: レポートされている追加エラーを確認してください。









	 ORA-15019: 重複したパス'string'('string')が検出されました 
	
原因: 同じディスクへのパスが2つ以上検出されました。


	
処置: ASM_DISKSTRINGパラメータで各ディスクに対して1つのパスのみが指定されていることを確認してください。









	 ORA-15020: 重複したASMディスク"string"が検出されました 
	
原因: 同じ名前のASMディスクを要求する2つのディスクが検出されました。


	
処置: ASM_DISKSTRINGパラメータで各ディスクに対して1つのパスのみが指定されていることを確認してください。









	 ORA-15021: パラメータ"stringは、stringインスタンスでは無効です 
	
原因: このタイプのインスタンスの開始時には、指定したパラメータはサポートされていません。


	
処置: INIT.ORAファイルから指定したパラメータを削除してください。









	 ORA-15023: ディスクの最大許容数に達しました string 
	
原因: 許可されている最大数のディスクをすでに含むディスク・グループに別のディスクを追加しようとしました。


	
処置: ディスクを追加する前にディスク・グループから既存のディスクを削除することを考慮するか、新しいディスク・グループを作成してください。









	 ORA-15024: 番号が重複しているASMディスクstringが検出されました 
	
原因: 同じASMディスク番号を要求する2つのディスクが検出されました。


	
処置: ASM_DISKSTRINGパラメータで各ディスクに対して1つのパスのみが指定されていることを確認してください。









	 ORA-15025: disk 'string'をオープンできませんでした 
	
原因: 指定したディスクをオープンできません。データベース・インスタンスが、ASMインスタンスと異なるオペレーティングシステム(OS)ユーザーとして実行されている場合、データベースoracleのバイナリにおける権限が不正確である場合があります。


	
処置: 追加エラー・メッセージがある場合は、そのメッセージを確認してください。データベース・インスタンスが、ASMインスタンスと異なるOSユーザーとして実行されている場合、srvctlコマンドを使用してデータベースを停止および再起動し、権限を修正してください。









	 ORA-15026: ディスク'string'はASMディスクではありません 
	
原因: ディスクには有効なASMディスク・ヘッダーが含まれていません。


	
処置: ディスク上のデータが一部のシステム管理者の処置によって変更されているかどうかを確認してください。









	 ORA-15027: アクティブに使用しているディスク・グループ"string"はディスマウントできません 
	
原因: ALTER DISKGROUP ... DISMOUNTコマンドに、ディスク・グループ内にオープン・ファイルのあるクライアントを伴うディスク・グループが指定されています。ディスク・グループは、そのディスク・グループ内のすべてのオープン・ファイルがクローズされるまでディスマウントできません。


	
処置: このディスク・グループを使用しているすべてのクライアントを停止し、ALTER DISKGROUP ... DISMOUNTコマンドを再試行してください。ASMインスタンスのV$ASM_CLIENT固定ビューを問い合せるか、またはASMCMD LSOFを使用してアクティブなクライアントのリストを表示してください。









	 ORA-15028: ASMファイル'string'は削除されていません。現在アクセス中です 
	
原因: ASMファイルを削除しようとしましたが、1つまたは複数のクライアントがこのファイルにアクセス中であったため、このファイルを削除できませんでした。


	
処置: このファイルを使用しているクライアントをすべて停止した後、削除コマンドを再試行してください。ASMインスタンスのV$ASM_CLIENT固定ビューを問い合せるか、またはASMCMD LSOFを使用してアクティブなクライアントのリストを表示してください。









	 ORA-15029: ディスク'string'は、このインスタンスですでにマウントされています 
	
原因: 現行のインスタンスによって、(可能性として他の)ディスク・グループの一部としてすでにマウントされているディスクをディスク・グループに追加しようとしました。


	
処置: コマンドで異なるディスクを指定してください。ディスクを含むディスク・グループがこのインスタンスによってディスマウントされるようになるまで、FORCEオプションを使用してこの状況を修正することはできません。









	 ORA-15030: ディスク・グループ名"string"は、他のディスク・グループが使用しています 
	
原因: CREATE DISKGROUPコマンドに、すでに別のディスク・グループに割り当てられているディスク・グループ名が指定されました。


	
処置: ディスク・グループに別の名前を選択してください。









	 ORA-15031: ディスクの指定'string'と一致するディスクがありません 
	
原因: CREATE DISKGROUPコマンドへのデバイス指定文字列は、検出されたデバイスと一致しません。


	
処置: デバイス指定文字列がシステムのディスクと一致することを確認してください。









	 ORA-15032: 実行されていない変更があります 
	
原因: 1つ以上のALTER DISKGROUP処置に失敗しました。


	
処置: このサマリー・エラーとともに発行されたその他のメッセージを確認してください。









	 ORA-15033: ディスク'string'は、ディスク・グループ"string"に属しています 
	
原因: すでに別のディスク・グループの一部であるディスクをディスク・グループに対してADDオプションで追加しようとしました。または指定されたディスク・グループの一部ではないディスクに対してDROP/OFFLINE/ONLINE /CHECKを実行しようとしました。


	
処置: ADDオプションについては、ディスクのパス指定子を確認してください。他のディスク・グループがディスクを使用していないことが確認された場合は、この確認よりもFORCEオプションの実行を優先できます。その他のコマンドについては、指定したディスクの名前を確認してください。









	 ORA-15034: ディスク'string'では、FORCEオプションは必要ありません 
	
原因: FORCEオプションを使用してディスク・グループにディスクを追加しようとしました。現在、使用中のディスクは検出されていないため、FORCEオプションは認められません。


	
処置: FORCEオプションを理由なく使用しないでください。









	 ORA-15035: ディスク・グループ"string"に属しているディスクはありません 
	
原因: メンバー・ディスクが検出されないディスク・グループをマウントしようとしました。


	
処置: ディスクを含む有効なディスク・グループ名を指定してください。









	 ORA-15036: ディスク'string'は切り捨てられています 
	
原因: オペレーティング・システムがレポートするディスク・サイズが、ディスクのディスク・ヘッダー・ブロックに記録されているディスク・サイズより小さくなっています。


	
処置: システム構成が変更されているかどうかを確認してください。









	 ORA-15037: ディスク'string'は、最小値stringMBより小さいです 
	
原因: オペレーティング・システムがレポートするディスク・サイズが小さすぎるため、ディスクをディスク・グループの一部にできません。


	
処置: システム構成が正しいかどうかを確認してください。









	 ORA-15038: ディスク''string'が'string'でターゲット・ディスク・グループ[string] [string]と一致しません 
	
原因: 記録されている割当て単位サイズ、メタデータのブロック・サイズ、物理的なセクター・サイズまたは作成日時のタイム・スタンプがその他のディスク・グループのメンバーと一致しないディスクをディスク・グループにマウントしようとしました。


	
処置: システム構成が変更されているかどうかを確認してください。ディスク検出文字列を確認してください。









	 ORA-15039: ディスク・グループは削除されていません 
	
原因: ディスク・グループの削除に失敗しました。


	
処置: 削除に失敗した理由の詳細は、関連するメッセージを参照してください。









	 ORA-15040: ディスク・グループが不完全です 
	
原因: ディスク・グループを構成しているいくつかのディスクが存在しません。


	
処置: ハードウェアを確認し、すべてのディスクが機能していることを確認してください。または、ASM_DISKSTRING初期化パラメータの設定が変更されていないことを確認してください。また、通常の冗長性のディスク・グループまたは冗長性の高いディスク・グループの場合、MOUNT FORCEを使用して、ディスク・グループのマウントの一環として欠落しているディスクをオフラインにしてください。









	 ORA-15041: ディスク・グループ"string"の領域を使い果たしました 
	
原因: ディスク・グループの領域が不足しています。


	
処置: ディスク・グループにディスクをさらに追加するか、既存のファイルをいくつか削除してください。









	 ORA-15042: ASMディスク"string"はグループ番号"string"にありません 
	
原因: ディスク・グループの部分として必要である指定したディスクは、システムにありません。


	
処置: ハードウェア構成を確認してください。









	 ORA-15043: ASMディスク"string"は、ディスク・グループのメンバーではありません 
	
原因: 指定したディスクはディスク・グループから削除されましたが、その名前と一致するディスクが見つかりません。


	
処置: ハードウェア構成を確認してください。









	 ORA-15044: ASMディスク'string'の名前が正しくありません 
	
原因: 指定したディスクの内容が、ディスク・グループ情報と一致するヘッダーにASMディスク名を含まないように変更されているか、またはそのFAILGROUP情報が一致しなくなっている可能性があります。


	
処置: ディスク・グループからディスクを削除してください。









	 ORA-15045: ASMファイル名'string'は、参照用書式ではありません 
	
原因: ファイル/インカネーション番号または別名が存在しないか、またはテンプレート名が含まれているために、ASMファイル名は既存ファイルの参照に使用できる形式ではありませんでした。


	
処置: 指定したASMファイル名を修正してください。









	 ORA-15046: ASMファイル名'string'は、単一ファイル作成用書式ではありません 
	
原因: ファイル/インカネーション番号が存在するため、ASMファイル名は単一ファイルの作成に使用できる形式ではありませんでした。


	
処置: 指定したASMファイル名を修正してください。









	 ORA-15047: ASMファイル名'string'は、複数ファイル作成用書式ではありません 
	
原因: 完全に修飾されているファイル名または別名が存在するため、ASMファイル名は複数のファイルの作成に使用できる形式ではありませんでした。


	
処置: 指定したASMファイル名を修正してください。









	 ORA-15048: ASM内部ファイルは削除できません 
	
原因: ASMがディスク・グループの管理に使用しているメタデータファイルを削除しようとしました。


	
処置: 指定したASMファイル名を確認してください。









	 ORA-15049: ディスク・グループ"string"でstringエラーが発生しています 
	
原因: エラーがALTER DISKGROUP CHECKコマンドによって検出されました。


	
処置: エラーの詳細は、アラート・ログを参照してください。









	 ORA-15050: ディスク"string"でstringエラーが発生しています 
	
原因: エラーがALTER DISKGROUP CHECK DISKコマンドによって検出されました。


	
処置: エラーの詳細は、アラート・ログを参照してください。









	 ORA-15051: ファイル'string'でstringエラーが発生しています 
	
原因: エラーがALTER DISKGROUP CHECK FILEコマンドによって検出されました。


	
処置: エラーの詳細は、アラート・ログを参照してください。









	 ORA-15052: ASMファイル名'string'が、ディスク・グループ"string"に含まれていません 
	
原因: ASMファイル名には、コマンドへのその他の引数によって示された、正しいディスク・グループを指定するディスク・グループ名が含まれていませんでした。


	
処置: 指定したASMファイル名またはディスク・グループ名を修正してください。









	 ORA-15053: ディスク・グループ"string"には既存のファイルが含まれています 
	
原因: 既存のファイルを含むディスク・グループを削除しようとしました。


	
処置: ディスク・グループとその既存のファイルすべてを削除するには、INCLUDING CONTENTSを指定してください。









	 ORA-15054: ディスク"string"はディスク・グループ"string"には存在しません 
	
原因: 指定したディスク・グループの一部ではないディスクをディスク・グループからDROP(またはCHECK)オプションで削除(またはチェック)しようとしました。


	
処置: 指定したディスクとディスク・グループの名前を確認してください。









	 ORA-15055: ASMインスタンスに接続できません 
	
原因: RDBMSインスタンスは、ディスク・グループへのアクセス時に必要なASMインスタンスに接続できませんでした。


	
処置: 追加エラー・メッセージを確認してください。必要に応じて、正しいASM SIDを構成するか、RDBMSインスタンスにASM SYSDBAに対するOS権限があることを確認する必要があります。









	 ORA-15056: 追加エラー・メッセージ 
	
原因: オペレーティング・システム・エラーが発生しました。


	
処置: オペレーティング・システム・エラーを修正してから、再試行してください。









	 ORA-15057: 指定したサイズstringMBは、実際のサイズstringMBを超えています 
	
原因: オペレーティング・システムがレポートするディスク・サイズ式が実際に使用可能な記憶域を超えました。


	
処置: 有効なサイズを指定してください。









	 ORA-15058: ディスク'string'は、非互換のディスク・グループに属しています 
	
原因: すでに別のディスク・グループの一部であるディスクをディスク・グループにADDオプションで追加しようとしました。他のディスク・グループは、より新しいソフトウェア・リリースで記述されています。


	
処置: ディスクに対するパス指定子を確認してください。他のディスク・グループがディスクを使用していないことが確認された場合は、この確認よりもFORCEオプションの実行を優先できます。









	 ORA-15059: ASMディスクのデバイス・タイプが無効です 
	
原因: 検出されたディスクのデバイス・タイプはASMディスクとして使用できません。


	
処置: ファイル・パスを確認して再試行するか、これを検出されたディスクのセットから削除してください。追加情報については、付随するオペレーティング・システム・エラーを参照してください。









	 ORA-15060: テンプレート"string"は存在しません 
	
原因: コマンドは、存在しないテンプレート名を直接、またはASMファイル名の一部として指定しました。


	
処置: コマンドのテンプレート指定子を確認してください。









	 ORA-15061: ASM操作はサポートされていません[string] 
	
原因: このバージョンのASMインスタンスでは無効なASM操作またはサポートされていないASM操作を実行しようとしました。


	
処置: これはソフトウェアのバージョン間の互換性を維持するための内部エラー・コードです。本来は表示されるコードではないため、このコードが表示された場合はOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-15062: ASMディスクはグローバルにクローズされました 
	
原因: I/O要求が発行されたディスクがオフラインになっているか、またはバックグラウンド・プロセスによってクローズされています。詳細はトレース・ファイルのその他のメッセージを確認してください。


	
処置: I/Oが有効となるようにディスクをオンラインにしてください。









	 ORA-15063: ディスク・グループ"string"に対するディスク数が不十分であることが、ASMにより検出されました 
	
原因: ASMにより、操作の続行に必要なディスク・グループに属する十分な数のディスクが検出されませんでした。


	
処置: ディスク・グループにディスクが存在し機能しているか、Oracleバイナリの所有者にディスクに対する読取り/書込み権限が付与されているか、およびASM_DISKSTRING初期化パラメータが正しく設定されているかどうかを確認してください。ASMインスタンスからV$ASM_DISKを問合せして、ASMが適切なディスクを検出することを確認してください。









	 ORA-15064: ASMインスタンスとの通信に失敗しました 
	
原因: ASMインスタンスとの通信に失敗しました。接続が停止している可能性があります。


	
処置: 失敗の理由の詳細は、付随するエラー・メッセージを調べてください。データベース・インスタンスは、ASMインスタンスが異常終了すると必ずこのエラーを戻します。









	 ORA-15065: ディスク・グループ名'string'および'string'にハッシュ衝突があります 
	
原因: ディスク・グループに使用されているグループ名に衝突がありました。ディスク・グループは衝突している名前を使用してマウントできませんでした。


	
処置: 異なるディスク・グループ名を使用してください。また、Oracleサポート・サービスに衝突した2つのディスク・グループ名をレポートしてください。









	 ORA-15066: オフライン中のディスク"string"(グループ"string"内)でデータが損失する可能性があります 
	
原因: I/O障害後、データ・ブロックの全コピーを保持しているディスクをオフラインにしようとしました。


	
処置: ディスクI/O障害の理由の詳細は、付随するエラー・メッセージを調べてください。









	 ORA-15067: コマンドまたはオプションが、ディスク・グループの冗長性と非互換です 
	
原因: ディスク・グループの冗長ポリシーによって認められていない機能を使用しようとしました。一般的に、EXTERNAL REDUNDANCYディスク・グループとともにFAILGROUP句を使用しているか、または無効なテンプレート属性を使用して、ディスクをEXTERNAL REDUNDANCYディスク・グループから強制的に削除していることが考えられます。


	
処置: コマンドでこのオプションを指定しないでください。









	 ORA-15068: 最大数のディスク・グループstringがすでにマウントされています 
	
原因: インスタンスが一度にマウントできるよりも多くのディスク・グループをマウントしようとしました。


	
処置: マウントされたディスク・グループをディスマウントして、コマンドを再試行してください。









	 ORA-15069: ASMファイル'string'にアクセスできません。ロック待機中にタイム・アウトしました 
	
原因: ASMファイルにアクセスしようとしましたが、ファイルは現在作成中、サイズ変更中または削除中で、アクセスできません。


	
処置: 処置は必要ありません。作成またはサイズ変更が完了した後で、再試行してください。









	 ORA-15070: 最大ファイル数stringがディスク・グループ"string"を超えました 
	
原因: ディスク・グループの領域が不足しています。


	
処置: 既存のASMファイルをいくつか削除するか、新しいディスク・グループにファイルを作成してください。









	 ORA-15071: ASMディスク"string"は、すでに削除されています 
	
原因: すでにディスク・グループから削除中のディスクを、ディスク・グループから削除しようとしました。または、ディスク・グループからすでに強制的に削除中のディスクを、FORCEオプションを使用してディスク・グループから強制的に削除しようとしました。


	
処置: コマンドに指定されているASMディスク名およびFORCEオプションを確認してください。









	 ORA-15072: コマンドには、通常の障害グループが少なくともstring必要ですが、stringのみ検出されました 
	
原因: 通常の冗長性のディスク・グループを作成しようとしたが指定および検出された通常の障害グループが2つ未満であったか、冗長性の高いディスク・グループを作成しようとしたが指定および検出された通常の障害グループが3つ未満であったか、外部冗長性のディスク・グループを作成しようとしたが定数ディスクしか指定および検出されませんでした。


	
処置: コマンドで必要な数の障害グループが指定され、指定したすべてのディスクがASMによって検出されていることを確認してください。V$ASM_DISK固定ビューを問い合せると、ASMによって検出されたディスクを確認できます。クォーラム障害グループは通常の障害グループとして使用されない点に注意してください。外部冗長性のディスク・グループには通常のディスクが少なくとも1つ必要となります。









	 ORA-15073: ディスク・グループstringは、別のASMインスタンスによってマウントされています 
	
原因: ディスク・グループを削除しようとしましたが、このディスク・グループは、別のインスタンスによってクラスタ内のどこかにまだマウントされています。


	
処置: ディスク・グループ削除コマンドを実行するノード以外の全ノードから、ディスク・グループをディスマウントします。









	 ORA-15074: ディスク・グループstringでは、リバランスを完了する必要があります 
	
原因: ディスク・グループに対して追加または削除が繰り返し試行されました。ディスク・グループの現在の状態では、ASMが操作を実行できません。


	
処置: ALTER DISKGROUP REBALANCEコマンドを手動で起動し、再均衡化を実行して完了できるようにしてください。あるいは、ALTER DISKGROUP UNDROP DISKSコマンドを起動し、再均衡化を実行して完了できるようにしてください。再均衡化が完了した後、操作を再試行してください。









	 ORA-15075: ディスクはクラスタ全体では表示されません 
	
原因: ALTER DISKGROUP ADD DISKコマンドで指定されたディスクは、RACクラスタ構成内の1つまたは複数のノードにより検出できませんでした。


	
処置: GV$ASM_DISK固定ビューから、問題の原因となっているディスクを判別してください。そのディスクを判別できないRACクラスタ内の各ノード上で、デバイスおよび記憶域サブシステムに対するオペレーティング・システム権限を確認してください。









	 ORA-15076: I/OエラーをOSMディスク上でエミュレートします 
	
原因: I/O要求の発行先となったディスクは、エラー・エミュレーション・モードになっています。


	
処置: I/Oが有効となるようにディスクをオンラインにしてください。









	 ORA-15077: 必要なディスク・グループに対応するASMインスタンスが見つかりませんでした。 
	
原因: 必要なASMインスタンスを見つけることができなかったため、インスタンスは指定された操作を実行できませんでした。


	
処置: データベース・インスタンスを起動する場合は、ASMインスタンスを起動して必要なディスク・グループをマウントしてください。ASMインスタンスを起動する場合は、ASM_ONを使用してORACLEバイナリを再リンクするか、INSTANCE_TYPE初期化パラメータをASMに明示的に設定してください。









	 ORA-15078: ASMディスク・グループが強制ディスマウントされました。 
	
原因: I/O要求が発行されたディスク・グループが(ALTER DISKGROUP DISMOUNT FORCEコマンドで)強制的にディスマウントされたため、ディスク・グループにアクセスできません。


	
処置: ディスク・グループをマウントしてアクセスできるようにしてください。









	 ORA-15079: ASMファイルはクローズされています。 
	
原因: I/O要求の発行先となったファイルはクローズされています。ディスク・グループがディスマウントされていることが原因である可能性があります。


	
処置: ディスク・グループがマウントされ、ファイルがオープンしていることを確認してください。









	 ORA-15080: ディスクに対する同期I/O操作が失敗しました。 
	
原因: ディスクで起動された同期I/O操作が失敗しました。


	
処置: ディスクがすべて操作可能であることを確認してください。









	 ORA-15081: ディスクに対するI/O操作の発行に失敗しました。 
	
原因: ディスクに対するI/O操作の発行が失敗しました。


	
処置: ディスクがすべて操作可能であることを確認してください。









	 ORA-15082: ASMはクライアントとの通信に失敗しました 
	
原因: ASMが接続先のRDBMSまたはADVMクライアントと通信しようとしたときに、障害またはタイムアウトが発生しました。


	
処置: 失敗の理由の詳細は、付随するエラー・メッセージとアラート・ログを調べてください。ADVMメッセージは、システムごとのログを確認してください(Linuxの場合、/var/adm/messages、Windowsの場合、イベント・ログ)。









	 ORA-15083: ASMBバックグラウンド・プロセスとの通信に失敗しました。 
	
原因: ASMファイルにアクセスしようとして、データベース・インスタンスがASMBバックグラウンド・プロセスとの通信に失敗しました。


	
処置: 失敗の理由の詳細は、付随するアラート・ログを調べてください。









	 ORA-15084: ASMディスク"string"はオフラインであり、削除できません。 
	
原因: オフラインのディスクを削除しようとしました。


	
処置: コマンドに指定されているASMディスク名を確認するか、必要に応じてDROP DISK FORCEを使用してください。









	 ORA-15085: ASMディスク"string"のセクター・サイズには一貫性がありません。 
	
原因: ディスク・グループをマウントしようとしましたが、セクター・サイズ値に一貫性がないことがディスクから報告されたため失敗しました。


	
処置: セクター・サイズがディスク・グループのセクター・サイズと一致するディスクを使用するか、オペレーティング・システムでディスクのセクター・サイズを正確に報告できることを確認してください。









	 ORA-15086: ディスク・グループ・セクター・サイズを指定する必要があります。 
	
原因: _disk_sector_size_overrideパラメータを使用しましたが、ディスクのセクター・サイズ値がコマンドに指定されていません。


	
処置: セクター・サイズ値を指定するか、または_disk_sector_size_overrideパラメータ自体を設定しないか、このパラメータをTRUEに設定しないでください。









	 ORA-15087: ディスク'string'の書式はext2/ext3またはOCFS2ファイルシステムです。 
	
原因: 指定したディスクが既存のext2/ext3またはOCFS2ファイルシステムで使用中であることを示す署名がそのディスク上で見つかりました。


	
処置: すでにフォーマット済のディスクが検出の対象外になるように検出文字列とデバイス権限を調整してください。









	 ORA-15088: ディスク・グループの作成が完了していません 
	
原因: ディスク・グループ作成時に発生した一つ前の障害が原因で、ディスク・グループがまだ一貫性のない状態です。


	
処置: DROP DISKGROUP ... FORCE INCLUDING CONTENTSを発行して、失敗した作成をクリーンアップしてから、ディスク・グループを再作成してください。









	 ORA-15090: ハンドルstringは無効な記述子です 
	
原因: ファイル・ハンドルはこのセッションでは有効ではありません。


	
処置: DBMS_DISKGROUP.OPEN()への正常なコールから取得したハンドルを送信してください。









	 ORA-15091: このセッションでは、操作はオープン・ハンドルと互換性がありません 
	
原因: 現行のセッションには、コマンドの実行を阻止するDBMS_DISKGROUP PL/SQLパッケージのオープン・ハンドルが含まれていました。


	
処置: 別のセッションでコマンドを実行してください。









	 ORA-15092: I/Oリクエスト・サイズstringは、論理ブロック・サイズ[string]の倍数ではありません 
	
原因: 要求の長さが、論理ブロック・サイズの倍数ではありません。


	
処置: エラーを修正して、操作を再試行してください。









	 ORA-15093: バッファのバイト数はstringバイトのみですが、リクエストされたI/Oはstringバイトです 
	
原因: 書込みに指定したバッファは、要求を満たすには小さすぎます。


	
処置: エラーを修正して、操作を再試行してください。









	 ORA-15094: 読取り専用モードでオープンしているファイルに書き込もうとしました 
	
原因: DBMS_DISKGROUP.WRITE()に渡されたファイル・ハンドルには書込み権限がありません。


	
処置: 読込み/書込みモードでファイル・ハンドルを取得し、書込み操作を再試行してください。









	 ORA-15095: ASMファイルの最大サイズ(stringGB)に達しました 
	
原因: ASMファイルの作成またはファイルのサイズ変更の操作が、ASMが認める最大ファイル・サイズを超えています。


	
処置: より小さいファイルを使用してください。









	 ORA-15096: 失われたディスク書込みが検出されました。 
	
原因: ASMが書込みの完了通知を受信しているにもかかわらず、ディスク・ハードウェアまたはディスク・ソフトウェアの障害により、ディスク書込みが失われました。または、クラスタリング・ハードウェアの障害またはクラスタリング・ソフトウェアに障害が起きたために、実際にはアクティブな別のASMインスタンスがクラッシュしたとASMインスタンスが認識している可能性があります。


	
処置: ディスク・グループが破損し、リカバリできません。ディスク・グループを再作成し、その内容をバックアップからリストアする必要があります。









	 ORA-15097: クライアントが接続されているASMインスタンスは停止できません(プロセスstring) 
	
原因: 1つまたは複数のクライアントが接続されているASMインスタンスに対してSHUTDOWNコマンドが発行されました。


	
処置: このASMインスタンスを使用しているすべてのクライアントを停止し、SHUTDOWNコマンドを再試行してください。または、SHUTDOWN ABORTコマンドを使用してください。ASMインスタンスに対してSHUTDOWN ABORTコマンドを実行すると、そのASMインスタンスに接続しているすべてのRDBMSインスタンスが異常終了します。エラー・メッセージに、アクティブ・クライアントのいずれかが記載されています。ASMインスタンスのV$ASM_CLIENT固定ビューを問い合せるか、またはASMCMD LSOFを使用して、すべてのアクティブなクライアントのリストを表示してください。









	 ORA-15098: ASMインスタンスで認識されないファイル・タイプ 
	
原因: 現行バージョンのASMインスタンスで認識されないファイル・タイプのファイルをDBインスタンスが作成しようとしました。


	
処置: このファイル・タイプが認識される上位バージョンにASMをアップグレードしてください。









	 ORA-15099: ディスク'string'はstring MBの最大サイズを超えています 
	
原因: 指定したディスクのサイズが大きすぎるため、ディスクをディスク・グループの一部にできません。


	
処置: 最大許容サイズより小さいディスク・サイズを指定してください。









	 ORA-15100: ディスク・グループ名が無効か、または欠落しています 
	
原因: コマンドで指定したディスク・グループ名が無効です。


	
処置: 有効なディスク・グループ名を指定してください。









	 ORA-15101: 処理が指定されていません 
	
原因: ALTER DISKGROUPコマンドで変更が指定されていません。


	
処置: OPERATION句を1つ以上指定してください。









	 ORA-15102: POWER式が無効です 
	
原因: POWER式の構文が無効です。


	
処置: 有効なPOWER式を指定してください。









	 ORA-15103: REPAIRオプションが競合または重複しています 
	
原因: コマンドに競合または重複したREPAIRキーワードが指定されました。


	
処置: REPAIR処置を1つのみ指定してください。









	 ORA-15104: CONTENTSオプションが競合しています 
	
原因: コマンドに競合または重複したINCLUDING CONTENTSオプションまたはEXCLUDING CONTENTSオプションが指定されました。


	
処置: オプションを1つのみ指定してください。









	 ORA-15105: FAILGROUP名が欠落しているか、または無効です 
	
原因: コマンドに、有効な失敗グループ名が指定されていません。


	
処置: 有効な失敗グループ名を指定してください。









	 ORA-15106: オペレーティング・システムのディスク・ロケータ文字列が欠落しているか、または無効です 
	
原因: 文字列として、デバイスに有効なオペレーティング・システム・パスがコマンドで指定されていません。


	
処置: デバイスに有効なオペレーティング・システム・パスを指定してください。









	 ORA-15107: ASMディスク名が欠落しているか無効です 
	
原因: 有効なASMディスク名識別子がコマンドで指定されていません。


	
処置: 有効なASMディスク名識別子を指定してください。









	 ORA-15108: テンプレート名が欠落しているか、または無効です 
	
原因: コマンドで指定したテンプレート名識別子が無効です。


	
処置: 有効なテンプレート名識別子を指定してください。









	 ORA-15109: 競合する保護属性が指定されました 
	
原因: コマンドに、UNPROTECTED、MIRRORまたはPARITYキーワードの無効な組合せが含まれていました。


	
処置: キーワードを1つのみ指定してください。









	 ORA-15110: ディスク・グループがマウントされていません 
	
原因: ASM_DISKGROUPSパラメータにディスク・グループが指定されていなかったため、インスタンスの起動またはALTER DISKGROUP ALL MOUNTコマンドでは、どのディスク・グループもマウントされませんでした。


	
処置: ASM_DISKGROUPSパラメータに有効なディスク・グループを指定するか、エラーを無視してください。









	 ORA-15111: STRIPEオプションが競合または重複しています 
	
原因: コマンドにはFINEとCOARSEキーワードの両方が含まれていたか、FINEキーワードが2回以上含まれていたか、またはCOARSEキーワードが2回以上含まれていました。


	
処置: キーワードを1つのみ指定してください。









	 ORA-15112: ディスク・グループは現在マウントされていません 
	
原因: ALTER DISKGROUP ALLコマンドで、操作対象のマウントされたディスク・グループが検出されませんでした。インスタンスが停止したか、ALTER DISKGROUP ALL DISMOUNTコマンドでディスク・グループがディスマウントされなかったか、またはALTER DISKGROUP ALL UNDROP DISKSコマンドでディスクが削除されました。


	
処置: 操作するディスク・グループをマウントするか、エラーを無視してください。









	 ORA-15113: 別名'string'はディレクトリを参照しています 
	
原因: 指定した名前が別名ディレクトリのディレクトリで参照されているか、有効な別名エントリではありません。


	
処置: 別名を確認し、再試行してください。









	 ORA-15114: ASMファイル名が欠落しているか無効です 
	
原因: 有効なASMファイル名識別子がコマンドに指定されていません。


	
処置: 有効なASMファイル名識別子を指定してください。









	 ORA-15115: ASMディスク・サイズ指定子が欠落しているか無効です 
	
原因: 有効なASMディスク・サイズがコマンドに指定されていません。


	
処置: 有効なASMディスク・サイズを指定してください。









	 ORA-15116: ALTER DISKGROUPオプションの組合せが無効です 
	
原因: この方法ではALTER DISKGROUPオプションを組み込むことができません。


	
処置: 必要な処置を完了するには、別のALTER DISKGROUPコマンドを発行してください。









	 ORA-15117: コマンドで操作できるのは、1つのディスク・グループのみです 
	
原因: ALTER DISKGROUP、CREATE DISKGROUPまたはDROP DISKGROUPコマンドで、単一のディスク・グループのみが許可されているコンテキストに、ディスク・グループのリストまたはALLキーワードが指定されました。


	
処置: 必要な処置を完了するには、個別にALTER DISKGROUP、CREATE DISKGROUPまたはDROP DISKGROUPコマンドを発行してください。









	 ORA-15120: ASMファイル名'string'の先頭にASM接頭文字がありません 
	
原因: ASM接頭辞文字(現行は+)から始まらないファイル名がASMに対して指定されました。ASMでは、接頭辞を使用してファイル指定が実際にASMファイルであることを判断します。


	
処置: ファイル名の指定を修正してください。









	 ORA-15121: ASMファイル名'string'に、無効なディスク・グループ名が含まれています 
	
原因: 有効なディスク・グループ名を含まないファイル名が指定されました。ASM接頭文字の直後にディスク・グループ名が続きます。アルファベットで始まり、30文字以下のアルファベット、数字または「$」および「_」で構成されている必要があります。


	
処置: ファイル名の指定を修正してください。









	 ORA-15122: ASMファイル名'string'に、無効なファイル番号が含まれています 
	
原因: 有効なASMファイル番号を含まない数字のファイル名が指定されました。ディスク・グループ名の直後にASMファイル番号が続きます。先頭に'.'文字が付き、数字のみを含む必要があります。


	
処置: ファイル名の指定を修正してください。









	 ORA-15123: ASMファイル名'string'に、無効なインカネーション番号が含まれています 
	
原因: 有効なASMインカネーション番号を含まない数字のファイル名が指定されました。ASMファイル番号の直後にASMインカネーション番号が続きます。先頭に'.'文字が付き、数字のみを含む必要があります。


	
処置: ファイル名の指定を修正してください。









	 ORA-15124: ASMファイル名'string'に、無効な別名が含まれています 
	
原因: 有効なASM別名を含まないファイル名が指定されました。ASM別名がある場合、ディスク・グループ名の直後、ASMファイル番号のかわりに続きます。先頭にスラッシュが付き、アルファベットで始まり、48文字以下のアルファベット、数字または「$」、「_」、「-」および「#」で構成されている必要があります。別名の2つの部分をスペースで区切ることができます。


	
処置: ファイル名の指定を修正してください。









	 ORA-15125: ASMファイル名'string'に、無効なテンプレート名が含まれています 
	
原因: 有効なテンプレート名を含まないファイル名がASMに指定されました。テンプレート名がある場合、ASMインカネーション番号またはASM別名(ASMファイル番号の場所で使用されている場合)の直後に続きます。カッコで囲まれ、アルファベットで始まり、30文字以下のアルファベット、数字または「$」、および「_」で構成されている必要があります。


	
処置: ファイル名の指定を修正してください。









	 ORA-15126: ASMファイル名'string'内のコンポーネントが最大長を超えています 
	
原因: ASMファイル名内のディスク・グループ名、テンプレート名または別名フィールドが識別子の最大長48文字を超えています。


	
処置: ファイル名の指定を修正してください。









	 ORA-15127: ASMファイル名'string'はテンプレートを使用できません 
	
原因: 完全に修飾されたASMファイル名が指定されました。そのような指定では、ASMファイル名にテンプレート名を含めることができません。


	
処置: ファイル名の指定を修正してください。









	 ORA-15128: ASMファイル名'string'が最大長stringを超えています 
	
原因: ASMファイル名内のディスク・グループ名、ファイル番号、テンプレート名、別名および句読点の組合せが、最大256文字のASMファイル名を超えています。


	
処置: ファイル名の指定を修正してください。









	 ORA-15129: エントリ'string'は有効なディレクトリを参照していません 
	
原因: 示されたエントリはディレクトリを参照していません。このディレクトリの内容にアクセスしようとしました。


	
処置: Oracleエラーを修正して再試行してください。









	 ORA-15130: ディスク・グループ"string"はディスマウントされています 
	
原因: 要求によって、またはディスクをオフラインにすることで処理できないI/Oエラーが検出されたため、ディスク・グループはディスマウントされています。オフラインにすることで重複したエクステントのすべてのコピーが使用できなくなる場合は、ディスクはオフラインにできません。


	
処置: ハードウェアの問題を修復し、ディスク・グループを再マウントしてください。変更ログを参照してどのディスクに問題があるかを判断してください。









	 ORA-15131: ブロックstring(ファイルstring、ディスク・グループstring)を読み込めませんでした 
	
原因: ブロックを含むディスクがオフラインであるか、またはブロックの読込み中にI/Oエラーが発生したために、ブロックを読み込むことができませんでした。これがミラー化されているファイルの場合は、ブロックのコピーを含むディスクはすべてオフラインとなるか、エラーを受信します。


	
処置: 影響を受けたディスクを修復し、これをオンラインに戻してください。付随するエラー・メッセージを参照して、どのディスクが失敗しているかを判断してください。









	 ORA-15132: ブロックstring(ファイルstring、ディスク・グループstring)に書き込めませんでした 
	
原因: ブロックを含むディスクがオフラインであるか、またはブロックの書込み中にI/Oエラーが発生したために、ブロックに書き込むことができません。これがミラー化されているファイルの場合は、ブロックのコピーを含む不十分なディスクはオフラインとなるか、エラーを受信します。


	
処置: 影響を受けたディスクを修復し、これをオンラインに戻してください。付随するエラー・メッセージを参照して、どのディスクが失敗しているかを判断してください。









	 ORA-15133: ディスク・グループstringにはインスタンス・リカバリが必要です 
	
原因: クラスタのインスタンスがクラッシュし、インスタンス・リカバリが必要となりました。


	
処置: 処置は必要ありません。通常、このエラーはASMクライアントには表示されません。ASMはこのエラーをトラップし、インスタンス・リカバリを自動的に実行した後で、操作を再試行します。そうでない場合は、操作を手動で再試行してください。









	 ORA-15134: stringではミラー復元はサポートされていません 
	
原因: 指定したデバイスでは、Oracleにミラー復元の実行を要求しています。ASMでは、論理ボリューム・マネージャ(LVM)ベースのミラーは復元しません。


	
処置: LVMベースのミラーリングを無効化するか、_asm_allow_lvm_resilveringパラメータをTRUEに設定してください。ASMでLVMベースの復元を有効化すると、パフォーマンスが低下することがあります。









	 ORA-15144: ディスク'string'に障害が発生する可能性があります 
	
原因: 障害が発生しているディスクをディスク・グループに追加しようとしました。


	
処置: コマンドで異なるディスクを指定してください。FORCEオプションを使用しても、ディスク・グループにディスクを追加できないことに注意してください。









	 ORA-15149: ホスト上に実行中の別のASMインスタンスが見つかりました 
	
原因: ホスト上に別のASMインスタンスが見つかりました。ホスト上では、1つのASMインスタンスしかサポートされていません。


	
処置: このASMインスタンスを起動する前に、別のインスタンスを停止してください。









	 ORA-15150: インスタンス・ロック・モード'string'は、他のASMインスタンスと競合しています 
	
原因: その他いくつかのASMインスタンスが競合モードでロック名領域を使用しました。


	
処置: 他のインスタンスを停止するか、または互換性のあるモードで起動してください。または、DB_UNIQUE_NAME初期化パラメータを設定して競合を回避してください。









	 ORA-15151: ローリング移行用のバージョン番号がないか、無効です 
	
原因: 有効なバージョン番号がコマンドで指定されませんでした。


	
処置: コマンドのバージョン番号を修正してください。v#.#.#.#.#の形式、またはより少ない数がピリオドで区切られた形式で指定する必要があります。バージョン番号はインスタンスの現在のソフトウェア・バージョンと異なる必要があります。









	 ORA-15152: クラスタがローリング・アップグレード中です。 
	
原因: クラスタはすでにローリング・アップグレード中です。


	
処置: 一度ローリング・アップグレードを中止してから、再開してください。









	 ORA-15153: クラスタがstringへローリング・アップグレードされていません 
	
原因: クラスタはローリング・アップグレードされていません。


	
処置: ALTER SYSTEM START ROLLING MIGRATIONコマンドを使用して別のASMインスタンスからローリング・アップグレードを開始し、このインスタンスを再起動します。









	 ORA-15142: クラスタのローリング・アップグレードが不完全です。 
	
原因: クラスタはまだローリング・アップグレードを実行中です。


	
処置: クラスタ内のすべてのインスタンスがアップグレードされたのを確認してから、コマンドを再実行してください。









	 ORA-15155: バージョンはクラスタと互換性がありません。 
	
原因: インスタンスの現行のソフトウェア・バージョンとクラスタの他のメンバとの互換性がありません。


	
処置: クラスタのすべてのメンバーのバージョンが同じであることを確認してください。ローリング・アップグレードを実行する場合は、ALTER SYSTEM START ROLLINGコマンドを実行してください。アップグレード対象のバージョンがクラスタの既存のバージョンと互換性があることを確認してください。









	 ORA-15156: クラスタはバージョン[string]から[string]へローリング・アップグレード中です 
	
原因: インスタンスの現行のソフトウェア・バージョンとクラスタのローリング・アップグレード操作との互換性がありません。


	
処置: 新しいメンバー・インスタンスのバージョン番号は、ローリング・アップグレードに関与する2つのバージョンのいずれかと同じである必要があります。









	 ORA-15157: ローリング移行は許可されません 
	
原因: クラスタはASMローリング移行を処理できません。


	
処置: Oracle Cluster Servicesはベンダーのクラスタウェアを使用しています。ベンダーのクラスタウェアを使用したローリング・アップグレードまたはダウングレードは実行できません。Oracleクラスタウェアを使用してASMインスタンスを再起動してから、操作を再試行してください。









	 ORA-15158: stringのためにローリング・アップグレードができませんでした 
	
原因: 1つ以上のインスタンスによってローリング・アップグレードがブロックされています。


	
処置: 操作を終了するか、操作が完了するまで待ってから、クラスタのローリング・アップグレードを再試行してください。









	 ORA-15160: モジュールstring,stringでローリング移行に致命的な内部エラーが発生しました 
	
原因: ローリング移行に致命的なエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-15161: SYS_CLUSTER_PROPERTIESパラメータが無効です 
	
原因: SYS_CLUSTER_PROPERTIESに渡されたパラメータが無効です。


	
処置: 正しいパラメータを渡してください。使用可能なパラメータ値のリストは、ユーザー・ドキュメントを参照してください。









	 ORA-15162: クラスタがローリング・ダウングレード中です。 
	
原因: クラスタはすでにローリング・ダウングレード中です。


	
処置: 一度ローリング・ダウングレードを中止してから、再開してください。









	 ORA-15163: クラスタがstringへローリング・ダウングレードされていません 
	
原因: クラスタはローリング・ダウングレードされていません。


	
処置: ALTER SYSTEM START ROLLING MIGRATIONコマンドを使用して別のASMインスタンスからローリング・ダウングレードを開始し、このインスタンスを再起動します。









	 ORA-15164: クラスタのローリング・ダウングレードが不完全です。 
	
原因: クラスタはまだローリング・ダウングレードを実行中です。


	
処置: クラスタ内のすべてのインスタンスがダウングレードされたのを確認してから、コマンドを再実行してください。









	 ORA-15166: クラスタはバージョン[string]から[string]へローリング・ダウングレード中です 
	
原因: インスタンスの現行のソフトウェア・バージョンとクラスタのローリング・ダウングレード操作との互換性がありません。


	
処置: 新しいメンバー・インスタンスのバージョン番号は、ローリング・ダウングレードに関与する2つのバージョンのいずれかと同じである必要があります。









	 ORA-15168: stringのためにローリング・ダウングレードができませんでした 
	
原因: 1つ以上のインスタンスによってローリング・ダウングレードがブロックされています。


	
処置: 操作を終了するか、操作が完了するまで待ってから、クラスタのローリング・ダウングレードを再試行してください。









	 ORA-15169: 宛先'string'は'string'のサブディレクトリです 
	
原因: 新しいディレクトリ名は元のディレクトリのサブディレクトリであるため、ディレクトリの名前変更に失敗しました。


	
処置: 宛先のパスを修正し、再試行してください。









	 ORA-15170: エントリ'string'をディレクトリ'string'に追加できません 
	
原因: その他のエラーが原因でディレクトリ別名を作成できません。


	
処置: エラーを修正して再試行してください。









	 ORA-15171: 'string'の後の別名パスに無効な構文があります 
	
原因: 無効な別名/ディレクトリ名の構文が指定されました。


	
処置: 別名パスを修正して再試行してください。









	 ORA-15173: エントリ'string'はディレクトリ'string'に存在しません 
	
原因: 指定した別名が指定したディレクトリに存在しません。


	
処置: 別名パスを修正して再試行してください。









	 ORA-15175: ディスク・グループ・メタデータファイル'string'の別名を作成できません。 
	
原因: ディスク・グループのメタデータファイルの別名を作成しようとしました。


	
処置: 別名パスを修正して再試行してください。









	 ORA-15176: ファイル'string'には関連する別名がすでにあります 
	
原因: すでに既存の別名を持つファイルの別名を作成しようとしました。


	
処置: ファイル名を修正して再試行するか、既存の別名を削除してください。









	 ORA-15177: システム別名で操作できません 
	
原因: システム別名を変更しようとしました。


	
処置: 別名を修正して再試行してください。









	 ORA-15178: ディレクトリ'string'は空ではありません。このディレクトリは削除できません 
	
原因: 有効なエントリを含むディレクトリを削除しようとしました。


	
処置: ディレクトリ・パスを修正するか、FORCEオプションを指定して空ではないディレクトリを削除してください。









	 ORA-15179: 別名が欠落しているか、または無効です 
	
原因: 有効な別名識別子がコマンドで指定されませんでした。


	
処置: 有効な別名識別子を指定してください。









	 ORA-15180: 動的ライブラリstringをオープンできませんでした。エラー[string]が発生しました 
	
原因: ライブラリにアクセスできませんでした。


	
処置: ライブラリの権限を修正し、再試行してください。









	 ORA-15181: 記号[string]がライブラリstringにありません。エラー[string] 
	
原因: 指定したASMLIB記号のロード中にエラーが発生しました。


	
処置: レポートされたエラーを修正して再試行してください。









	 ORA-15182: ASMLIB [string]バージョンが一致しません。ORACLEバージョン[string] 
	
原因: レポートされたASMLIBバージョンは、ORACLEバイナリではサポートされていません。


	
処置: 正しいライブラリをインストールして、再試行してください。









	 ORA-15183: ASMLIB初期化エラー[string] 
	
原因: ORACLEではASMLIBを初期化できません。


	
処置: エラーの詳細は、ASMLIBライブラリ・ベンダーのカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-15184: ASMLIBエラーを確認できません[string] [string] 
	
原因: これ以上診断できないエラーが発生しました。


	
処置: ASMLIBライブラリ・ベンダーのカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-15185: 動的ライブラリstringをクローズできませんでした。エラー[string]が発生しました 
	
原因: 動的ライブラリをクローズできませんでした。


	
処置: ASMLIBライブラリ・ベンダーのカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-15186: ASMLIBエラー: 関数 = [string]、エラー = [string]、メッセージ = [string] 
	
原因: エラーにリストされた機能へのコール中にエラーが発生しました。


	
処置: エラーに関連する詳細なメッセージはエラーとともにリストされます。エラーを修正して再試行するか、ASMLIBライブラリ・ベンダーのカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-15187: 記憶域にプッシュされた互換性のないRDBMS操作[string] 
	
原因: 一貫性のない操作によるRDBMSと記憶域のバージョン不一致です。


	
処置: 記憶域のバージョンに一致するように、RDBMSをアップグレードしてください。









	 ORA-15188: ASMLIBエラーのため、プロセスが終了しました 
	
原因: ASMLIBエラーの結果としてプロセスが終了しました。


	
処置: 詳細は、アラート・ログを参照してください。データベースまたはASMインスタンスに再接続します。プロセスが終了したことによってインスタンスが終了した場合は、そのインスタンスを再起動してください。









	 ORA-15192: ASMディスク・ヘッダーが無効です[string] [string] [string] [string] [string] 
	
原因: ASMは無効なディスク・ヘッダーを検出しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-15196: ASMブロック・ヘッダーが無効です[string:string] [string] [string] [string] [string != string] 
	
原因: ASMは無効なメタデータ・ブロックを検出しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-15197: stringの追加ASMメッセージを抑止しています 
	
原因: ASMコマンドによってエラーが多数生成されました。このサマリー・メッセージは個別のメッセージのかわりにレポートされました。


	
処置: コマンドが複数の処置を含む場合は、各処置を各コマンドに分離し、各コマンドを単独で実行してみてください。それ以外の場合は、エラーを多く生成しないようにしてください。









	 ORA-15198: 操作stringはまだ使用できません 
	
原因: 実装されていない操作を実行しようとしました。


	
処置: 最新リリースが入手可能な場合は、アップグレードを検討してください。









	 ORA-15200: 初期化パラメータstring(string)は2の累乗ではありません 
	
原因: この初期化パラメータに指定された値は2の累乗ではありません。


	
処置: 初期化パラメータを修正してから、インスタンスを再起動してください。









	 ORA-15201: ディスクstringには有効なRDBMSファイルが含まれます 
	
原因: CREATE DISKGROUPまたはALTER DISKGROUP ... ADD DISKコマンドで指定されたディスクに既存のデータベースのファイルが含まれる可能性があります。ASMのデフォルトでは、既存のデータベースの破損に対する予防措置として、このディスクを使用してディスク・グループを作成することは許可されません。


	
処置: ASMディスクの指定が正しいことを確認してください。それ以外の場合は、障害のあるデータベースの記憶域をASMディスク・グループの一部として使用するときに、ASM SQLコマンドに対してFORCEオプションを指定してください。









	 ORA-15202: 追加のASM内部変更セグメントを作成できません。 
	
原因: RACクラスタの追加のインスタンスによるディスク・グループをマウントするには、ディスク・グループで使用可能な容量を超える領域がASMによる内部使用に必要です。


	
処置: ディスク・グループから未使用ファイルを削除するか、ディスク・グループにディスクを追加してから、操作を再試行してください。









	 ORA-15203: ディスク・グループstringには、ASMの互換性のないバージョンのディスクが含まれています 
	
原因: ディスク・グループは、ASMインスタンスによって互換性の高い設定値で作成されています。


	
処置: 適切なソフトウェア・バージョンのASMインスタンスを使用してディスク・グループをマウントしてください。









	 ORA-15204: データベースのバージョンstringは、ディスク・グループstringと互換性がありません 
	
原因: ディスク・グループとのデータベースの互換性が以降のバージョンに繰り上げられています。


	
処置: データベース・インスタンスをORACLEの適切なバージョンにアップグレードしてください。









	 ORA-15205: 要求されたミラー側は利用不可です。 
	
原因: 要求されたブロックのミラー側は、割り当てられていないか、ディスク・グループから削除されたディスクに割り当てられています。


	
処置: 要求を再送信するか、別のミラー側を要求してください。









	 ORA-15206: 重複したディスク・グループstringが指定されました 
	
原因: コマンドに同じディスク・グループが2回指定されています。


	
処置: 1つのディスク・グループを指定できるのは1回のみです。









	 ORA-15210: PERMISSIONオプションが競合または重複しています 
	
原因: PERMISSION句でUSER、GROUPまたはOTHERキーワードが重複しています。


	
処置: 各キーワードは1回のみ指定してください。









	 ORA-15211: OWNERSHIPオプションが競合または重複しています 
	
原因: OWNERSHIP句でOWNERまたはGROUPキーワードが重複しています。


	
処置: 各キーワードは1回のみ指定してください。









	 ORA-15212: OWNERまたはGROUPの名前が欠落しているか、または無効です 
	
原因: OWNERまたはGROUPキーワードの有効な名前がコマンドで指定されていません。


	
処置: OWNERまたはGROUPキーワードの有効な名前を指定してください。









	 ORA-15213: コマンドで操作できるのは、1つの属性のみです 
	
原因: ALTER DISKGROUP文で複数のディスク・グループ属性が指定されました。


	
処置: ALTER DISKGROUP文ごとに1つのディスク・グループ属性のみを指定してください。









	 ORA-15214: 属性の指定がないか、または無効です 
	
原因: 有効な属性名または有効な属性値がコマンドで指定されていません。


	
処置: 有効な属性の名前と値の組合せを指定してください。









	 ORA-15215: ユーザー名が指定されていないか、または無効です 
	
原因: コマンドで指定したユーザー名が無効です。


	
処置: 有効なユーザー名を指定してください。









	 ORA-15216: ユーザー・グループ名がないか、または無効です 
	
原因: コマンドで指定したユーザー・グループ名が無効です。


	
処置: 有効なユーザー・グループ名を指定してください。









	 ORA-15217: DROP AFTER後にタイムアウト値がないか、または無効です 
	
原因: DROP AFTER句の後で有効なタイムアウト値がコマンドで指定されていません。


	
処置: DROP AFTER句の後で有効なタイムアウト値を指定してください。









	 ORA-15218: タイムアウト値が範囲を超えました 
	
原因: OFFLINEタイムアウト値が0から136年の範囲を超えました。136年は、49674日、1192176時間、および71530560分です。


	
処置: 0から136年の範囲に収まるタイムアウト値を指定してください。









	 ORA-15219: ディスク・リージョン・オプションが競合または重複しています 
	
原因: このコマンドに次のものが1つ以上が含まれています。
- HOTキーワードとCOLDキーワードの両方

- MIRRORHOTキーワードとMIRRORCOLDキーワードの両方

- 複数個のHOTキーワード

- 複数個のCOLDキーワード

- 複数個のMIRRORHOTキーワード

- 複数個のMIRRORCOLDキーワード




	
処置: HOTまたはCOLDキーワードおよびMIRRORHOTまたはMIRRORCOLDキーワードは1回のみ指定してください。









	 ORA-15220: 無効なファイル属性が指定されました 
	
原因: キーワードUNPROTECTED、MIRROR、HIGH、FINEまたはCOARSEがMODIFY FILE句に指定されました。これらのファイル属性はファイルが作成された後は変更できません。


	
処置: ディスク・リージョン・キーワード(例: HOT、COLD、MIRRORHOT、またはMIRRORCOLD)を指定してください。









	 ORA-15221: ASM操作には、string以上のcompatible.asmが必要です 
	
原因: 指定されたASM操作には、compatible.asmにより高いディスク・グループ属性値が必要です。


	
処置: ディスク・グループ属性compatible.asmを要求されたバージョン以上に設定してください。









	 ORA-15230: ディスク・グループ'string'では、FORCEオプションは必要ありません 
	
原因: FORCEオプションを使用してディスク・グループに対してMOUNTまたはDROPを実行しようとしました。


	
処置: FORCEオプションによるディスク・グループに対するMOUNTまたはDROPは、ディスク・グループを手動でマウントできない場合のみ実行してください。









	 ORA-15231: ディスク・グループの互換性を拡張すると、接続されたクライアントが除外されます 
	
原因: 接続されたクライアントの互換性がターゲット値よりも低いため、ディスク・グループの互換性を拡張できません。


	
処置: 接続されたすべてのクライアントの互換性がターゲット・レベル以上であることを確認してください。









	 ORA-15232: オフライン・ディスクのため、ディスク・グループの互換性を拡張できません 
	
原因: 一部のディスクがオフラインであるため、ディスク・グループの互換性を拡張できません。


	
処置: オフライン・ディスクを削除してから、コマンドを再試行してください。









	 ORA-15233: [string]のため、ディスク・グループの互換性を拡張できません 
	
原因: エラーのため、ディスク・グループの互換性を拡張できません。


	
処置: 失敗の理由の詳細は、付随するアラート・ログを調べてください。









	 ORA-15234: ターゲットRDBMSの互換性(string)がASMの互換性(string)を超えています 
	
原因: ディスク・グループのASMの互換性を超えてRDBMSの互換性を拡張しようとしました。


	
処置: ASMの互換性を拡張してから、RDBMSの互換性を拡張してください。









	 ORA-15235: ディスク・グループstringのマウント・モードが既存のマウントと競合しています 
	
原因: ディスク・グループのマウント・コマンドに指定したモードが、他のインスタンスでマウントしたときのモードと競合しています。


	
処置: ディスク・グループのマウント・コマンドで互換性のあるモードを指定してください。









	 ORA-15236: ディスク・グループstringは限定モードでマウントされました 
	
原因: 指定したディスク・グループは、クライアント・アクセスが禁止された限定モードでマウントされました。


	
処置: ディスク・グループをディスマウントして、適切なモードで再マウントしてください。









	 ORA-15237: 属性stringはCREATE DISKGROUPに設定できません 
	
原因: 指定された属性は、CREATE DISKGROUPコマンドで設定できません。


	
処置: 属性名を確認するか、ALTER DISKGROUP SET ATTRIBUTEを使用してください。









	 ORA-15238: stringは属性stringの有効な値ではありません 
	
原因: 属性に指定された値が有効ではありません。


	
処置: 属性の名前と値を確認してください。









	 ORA-15239: 割当て単位サイズがstringを超える場合、RDBMS互換性stringが必要です 
	
原因: 要求された割当て単位サイズが、RDBMSの互換性設定による制限を超えています。


	
処置: より小さい割当て単位サイズを使用するか、より大きいRDBMS互換性設定を指定してください。









	 ORA-15240: 属性名stringが無効です 
	
原因: 属性名が有効でないか、認識されませんでした。


	
処置: 属性名を確認してください。









	 ORA-15241: 属性stringは読取り専用です 
	
原因: 属性値は読取り専用で、変更できません。


	
処置: 処置は必要ありません。属性値は変更できません。









	 ORA-15242: 属性stringを設定できませんでした 
	
原因: 属性の設定中に、エラーが発生しました。


	
処置: エラー・スタックで根本的な原因を調べてください。









	 ORA-15243: stringは有効なバージョン番号ではありません 
	
原因: 指定されたバージョン番号は無効であったか、このコンテキストでは無効です。


	
処置: バージョン番号が有効であり、このコマンドに適していることを確認してください。レポートされている追加エラーを確認してください。









	 ORA-15244: 互換性の新規設定が現在の[string]未満です 
	
原因: 互換性の設定が無効です。互換性の設定に許可される操作は拡張のみです。


	
処置: バージョン番号を確認してください。









	 ORA-15245: ASMディスクstringはすでにオンライン中です 
	
原因: すでにオンラインのディスクをオンラインにしようとしました。


	
処置: このディスクを除外するようONLINE文を変更してください。









	 ORA-15246: 同一の文ではASMディスクstringをオンラインにしてからオフラインにできません 
	
原因: 指定したディスクを同一の文でオンラインにしてからオフラインにしようとしようとしました。


	
処置: 文を修正し、ディスクをオンラインとオフラインのどちらかにしてください。









	 ORA-15247: 同一の文にはWAITオプションとNOWAITオプションの両方を指定できません 
	
原因: 同じ文に対してWAITとNOWAITオプションを両方指定しようとしました。


	
処置: 文を修正し、最大1つのオプションが含まれるようにしてください。









	 ORA-15248: ASM属性の機能は有効ではありません 
	
原因: ASM属性の機能が有効ではありません。


	
処置: ディスク・グループのASM互換性をバージョン11.1.0以上に拡張してください。









	 ORA-15249: ASM属性stringが見つかりませんでした 
	
原因: 指定された属性にアクセスできません。


	
処置: 属性名を確認し、エラー・スタックで根本的な原因を調べてください。









	 ORA-15250: リバランスを完了するためのディスク・グループ領域が不足しています 
	
原因: 使用可能なディスク・グループを現在使用されている領域以下に削減しようとしました。


	
処置: V$ASM_DISKを調べて、ディスク・グループの内容に対する領域所要量を確認し、必要な記憶域を使用可能にした後にこのコマンドを繰り返してください。









	 ORA-15251: ASMインスタンスでは制限付きのマウントのみ許可されています 
	
原因: ASMインスタンスが制限モードで起動しているときに、ディスク・グループを非制限モードでマウントしようとしました。


	
処置: ASMインスタンスを非制限モードで起動し、ディスク・グループを再マウントするか、ディスク・グループを制限モードでマウントしてください。









	 ORA-15252: ユーザー名'string'はOSユーザー・ディクショナリに存在しません 
	
原因: 指定したユーザー名は、有効なオペレーティング・システム・ユーザーではありません。


	
処置: 有効なオペレーティング・システム・ユーザーを指定してください。









	 ORA-15253: ユーザー・グループ名'string'が文字数制限stringを超えています 
	
原因: 指定したユーザー・グループ名の長さが上限を超えています。


	
処置: 制限内に収まるようにユーザー・グループ名の長さを短くしてください。









	 ORA-15254: ユーザー・グループ'string'はディスク・グループに存在します 
	
原因: 指定したユーザー・グループ名はすでにディスク・グループに存在します。


	
処置: 別のユーザー・グループ名を指定してください。









	 ORA-15255: ユーザー・グループ'string'はディスク・グループ'string'に存在しません 
	
原因: 指定したユーザー・グループ名はディスク・グループに存在しません。


	
処置: 有効なユーザー・グループ名を指定してください。









	 ORA-15256: ユーザー'string'はすでにユーザー・グループ'string'のメンバーです 
	
原因: 指定したユーザーは、すでに指定したユーザー・グループのメンバーです。


	
処置: 別のユーザーを指定するか、別のユーザー・グループを指定してください。









	 ORA-15257: 1ユーザー・グループ当たりのstringメンバー数を超えています 
	
原因: 1ユーザー・グループ当たりの最大メンバー数を超えています。


	
処置: 該当するユーザー・グループの既存メンバーを削除して領域を確保してください。









	 ORA-15258: ユーザー・グループ・エントリ数はstringからstringの範囲にする必要があります 
	
原因: 指定したユーザー・グループ・エントリ数が許容範囲外です。


	
処置: ユーザー・グループ・エントリ数として有効な値を指定してください。









	 ORA-15259: ユーザー'string'はユーザー・グループ'string'のメンバーではありません 
	
原因: 指定したユーザーは、指定したユーザー・グループのメンバーではありません。


	
処置: 別のユーザーを指定するか、別のユーザー・グループを指定してください。









	 ORA-15260: ASMディスク・グループで権限が拒否されました 
	
原因: 適切な権限なしでASMディスク・グループで操作を実行しようとしました。


	
処置: この操作を実行するか、または必要な権限を付与するようASM管理者に依頼してください。









	 ORA-15261: ユーザー'string'はすでにディスク・グループ'string'に存在します 
	
原因: 指定したUIDはすでにディスク・グループに存在します。


	
処置: 別のUIDを指定してください。









	 ORA-15262: ユーザー'string'はディスク・グループ'string'に存在しません 
	
原因: 指定したUIDはディスク・グループに存在しません。


	
処置: 有効なUIDを持つユーザーを指定してください。









	 ORA-15263: ユーザー名'string'が文字制限数stringを超えています 
	
原因: 指定したユーザー名の長さが上限を超えています。


	
処置: 制限内に収まるようにユーザー名の長さを短くしてください。









	 ORA-15264: オペレーティング・システム・ファンクションがエラーstringを戻しました 
	
原因: オペレーティング・システム・エラーが発生しました。


	
処置: オペレーティング・システム・エラーを修正してから、再試行してください。









	 ORA-15265: ユーザー識別番号が[string,string]の範囲にありません 
	
原因: オペレーティング・システム・ユーザー識別番号が最大値を超えています。


	
処置: ユーザー識別番号を許容範囲内の値に変更してください。









	 ORA-15266: ユーザー識別番号'string'は使用できません 
	
原因: このユーザー識別番号はASMの内部で使用されています。


	
処置: 別のユーザー識別番号を選択してください。









	 ORA-15268: 内部Oracleファイルstringはすでに存在します。 
	
原因: ファイルがすでに存在します。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-15269: グループ識別番号が[string,string]の範囲にありません 
	
原因: オペレーティング・システム・グループ識別番号が最大値を超えています。


	
処置: グループ識別番号を許容範囲内の値に変更してください。









	 ORA-15270: ディスクstringは定数ディスクではありません 
	
原因: 指定したディスクは定数ディスクではありません。


	
処置: ディスクの定数属性を指定せずに操作を再試行してください。









	 ORA-15271: 障害グループstringは定数障害グループです 
	
原因: 指定した障害グループは定数障害グループです。


	
処置: 障害グループの定数属性を指定して操作を再試行してください。









	 ORA-15272: 障害グループstringは定数障害グループではありません 
	
原因: 指定した障害グループは定数障害グループではありません。


	
処置: 障害グループの定数属性を指定せずに操作を再試行してください。









	 ORA-15273: 必要な数の投票ファイルを作成できませんでした。 
	
原因: 必要な数の投票ファイルを作成できませんでした。考えられる原因は、付随するメッセージを参照してください。


	
処置: 実行可能な処置は、付随するメッセージを参照してください。









	 ORA-15274: 投票ファイルを作成するために十分な障害グループ(string)がありません 
	
原因: 投票ファイルを作成するためにこの冗長性で必要となる障害グループの数がディスク・グループ内で不足しています。


	
処置: 新しい障害グループを作成した後で操作を再試行してください。









	 ORA-15275: 投票ファイルを割り当てるために必要な十分な連続領域(string AU)がディスクstringにありません 
	
原因: 指定したディスクには、投票ファイルを割り当てるのに十分な領域がありません。


	
処置: ディスク・グループに対して必要とされる数以上の障害グループにおいて、必要な領域を持つディスクが少なくとも1つ存在するようにしてください。









	 ORA-15276: ASMディスクグループstringにはクラスタ投票ファイルがあります 
	
原因: クラスタ投票ファイルを含むディスク・グループを削除しようとしました。


	
処置: クラスタ投票ファイルをそのディスク・グループから移動して、操作を再試行してください。









	 ORA-15277: ディスクstringは定数ディスクです 
	
原因: 指定したディスクは定数ディスクです。


	
処置: ディスクの定数属性を指定して操作を再試行してください。









	 ORA-15278: 外部の冗長性ディスクグループでは、1つ以上の通常ディスクが必要です 
	
原因: 定数ディスクのみで構成された外部冗長性のディスク・グループを作成しようとしました。


	
処置: 少なくとも1つの通常ディスクを指定して、外部冗長性のディスク・グループを作成してください。









	 ORA-15279: ユーザー'string'は現在削除中です 
	
原因: 指定したユーザーは削除処理中であったため、使用できませんでした。


	
処置: この操作を取り消すか、別のユーザーを指定してください。









	 ORA-15280: ユーザー'string'は既存のファイルを所有しています 
	
原因: 既存のファイルをまだ所有しているユーザーを削除しようとしました。


	
処置: INCLUDING CONTENTSオプションを指定して、該当するユーザーとそのユーザーが所有しているすべてのファイルを削除してください。









	 ORA-15281: 指定されたディスクの一部がONLINEになっていません 
	
原因: 指定されたディスクの一部が、ONLINEにするときにI/Oエラーが発生したか、同時にOFFLINEになったか、別のセッションで削除されたか、いっぱいでした。


	
処置: V$ASM_DISKを問い合せるか、ASMCMD LSDSKを使用して、ONLINEになっていないディスクを確認してください。別のエラー・メッセージおよびアラート・ログを調べ、正確な原因を判断してください。一部のディスクに障害が発生している場合、障害の原因を修正するか、ディスクを削除してください。一部のディスクがいっぱいである場合、ディスク・グループの領域を解放するか、ディスク・グループに新しいディスクを追加してください。









	 ORA-15282: ASMディスク"string"はクラスタ全体では表示されません 
	
原因: ALTER DISKGROUP ONLINEコマンドで指定されたディスクは、RACクラスタ構成内の1つまたは複数のノードで検出されませんでした。


	
処置: そのディスクを判別できないRACクラスタ内の各ノード上で、デバイスおよび記憶域サブシステムに対するオペレーティング・システム権限を確認してください。









	 ORA-15283: ASM操作には、string以上のcompatible.rdbmsが必要です 
	
原因: 指定されたASM操作には、compatible.rdbmsにより高いディスク・グループ属性値が必要です。


	
処置: ディスク・グループ属性compatible.rdbmsを要求されたバージョン以上に設定してください。









	 ORA-15284: ASMはALTER DISKGROUP ONLINEを終了しました 
	
原因: ALTER DISKGROUP ONLINEによって指定されたいずれのディスクもONLINEにできませんでした。


	
処置: 別のエラー・メッセージおよびアラート・ログを調べ、指定されたディスクをONLINEにできなかった理由を判断してください。









	 ORA-15285: ディスク'string'は、ディスク・グループ属性stringに違反しています 
	
原因: 指定したディスクを含めたため、指定したディスク・グループ属性による制限に違反しました。


	
処置: 違反しているディスクを指定せずに操作を再試行するか、属性を変更してください。









	 ORA-15286: オフライン・ディスクのため、ディスク・グループ属性stringを設定できませんでした 
	
原因: ディスク・グループにオフライン・ディスクが含まれるため、指定したディスク・グループ属性を設定できませんでした。


	
処置: このディスク・グループのオフライン・ディスクを削除するかオンラインにした後、操作を再試行してください。









	 ORA-15287: 互換性のないディスクのため、ディスク・グループ属性stringを設定できませんでした 
	
原因: 新しい値と競合するディスクがディスク・グループに含まれるため、指定したディスク・グループ属性を設定できませんでした。


	
処置: このディスク・グループ内の競合ディスクを削除した後、操作を再試行してください。









	 ORA-15288: ディスクには、ディスク・グループ属性のstring句が必要です 
	
原因: コマンドによって指定されたディスクの一部では、特定のディスク・グループ属性も指定する必要があります。


	
処置: 必要なディスク・グループ属性についてATTRIBUTE句が含まれるコマンドを再試行してください。または、このディスク・グループ属性の設定が必要なディスクを省略してください。このディスク・グループ属性の設定が必要なディスクの詳細は、アラート・ログを参照してください。









	 ORA-15289: ASMディスクstringはstringMを超えるサイズには変更できません 
	
原因: ディスクのサイズ変更コマンドでこのディスクの最大許容値を超えるサイズが指定されました。


	
処置: すべてのASMインスタンスのアラート・ログを確認し、サイズ制限の理由を特定してください。このディスク・グループを使用する10gデータベース・インスタンスがある場合、これらのインスタンスを停止し、サイズ変更操作を再試行してください。









	 ORA-15290: オフライン・ディスクstringでは許可されていない操作です 
	
原因: オンラインのディスクでのみ許可されている操作を指定しようとしました。指定したディスクがオンラインではありません。


	
処置: ディスクをオンラインにするか、オンラインになるまで待って、操作を再試行してください。









	 ORA-15291: ASMがディスク"string"をディスク・グループ"string"に追加できませんでした 
	
原因: ディスクをディスク・グループに追加しようとしましたが、障害グループのディスクの配分が不均一すぎます。


	
処置: 障害グループのディスクを追加または削除してすべての障害グループの配分バランスを調整し、操作を再試行してください。









	 ORA-15292: ディスク名stringは別のディスクで使用されています 
	
原因: 指定したディスク名を再使用できませんでした。これは、11.1.0.6.0以下のデータベース・インスタンスによってメモリーにキャッシュされていたためです。


	
処置: 次のいずれかの処置を行ってください。
- ディスクに別の名前を指定してください。

- 再均衡化が正常に完了するまで待機してください。

- 問題のあるデータベース・インスタンスを識別し、コマンドを再試行する前に停止してください。











	 ORA-15293: ASM_POWER_LIMITにより操作が許可されません 
	
原因: この操作が正常に完了するにはデータ移動が必要でした。ただし、ASM_POWER_LIMITが0(ゼロ)に設定されていたため、この操作を実行できませんでした。


	
処置: ASM_POWER_LIMITを0(ゼロ)以外の値に設定した後、操作を繰り返してください。









	 ORA-15294: SYSASM権限がデータベース・インスタンスで許可されません 
	
原因: SYSASM権限がこのデータベース・インスタンスで許可されませんでした。この権限はASMインスタンスでのみ許可されています。


	
処置: SYSDBAまたはSYSOPER権限を使用してください。









	 ORA-15295: ASMインスタンスのソフトウェア・バージョンstringがクライアント・バージョンstringよりも下です 
	
原因: ASMインスタンスのソフトウェア・バージョンがクライアント・バージョンよりも前のバージョンです。


	
処置: ASMインスタンス・ソフトウェアをアップグレードしてください。失敗の理由の詳細は、付随するアラート・ログを調べてください。









	 ORA-15298: クラッシュ・リカバリ時に失われたと推定されるディスク書込みが検出されました 
	
原因: ASMクラッシュ・リカバリで予想よりも前のバージョンのブロックが読み取られました。


	
処置: 処置は必要ありません。エンドユーザーがこのエラーを見ることはありません。ASMは自動的にこのエラーをトラップし、フォールバック・リカバリを試行します。









	 ORA-15299: 失効レジストリのFINEでのストライプ化は許可されません 
	
原因: SQLコマンドで、ASM_STALEテンプレートのストライプ化属性をFINEストライプ化に設定しようとしました。


	
処置: ASM_STALEテンプレートのストライプ化属性は変更しないでください。









	 ORA-15300: ファイルstringはこの操作と互換性がありません 
	
原因: このタイプのファイルは操作と互換性がありません。


	
処置: 適切なタイプの別のファイルを使用してください。









	 ORA-15301: string(オープン・ファイル'string')を変更できません 
	
原因: オープン・ファイル上でSET OWNERSHIPまたはSET PERMISSIONコマンドを実行しようとしました。


	
処置: ファイルをクローズしてSQLコマンドを再試行してください。









	 ORA-15302: ユーザー'string'が所有するファイルのアクティブな使用とその削除は混在できません 
	
原因: DROP USERコマンドで、使用中のファイルを所有しているユーザーを指定しました。


	
処置: このユーザーが所有しているファイルをすべてクローズします。









	 ORA-15303: 割当て単位のサイズが小さいため、ディスク・グループstringに投票ファイルを作成できませんでした 
	
原因: 割当て単位のサイズが小さいディスク・グループに投票ファイルを作成しようとしました。


	
処置: 割当て単位のサイズが1MB以上ある別のディスク・グループに投票ファイルを作成してください。









	 ORA-15304: この操作にはACCESS_CONTROL.ENABLED属性をTRUEにする必要があります 
	
原因: ACCESS_CONTROL.ENABLED属性をTRUEに設定する必要のある操作を実行しようとしましたが、その属性の既存状態がFALSEでした。


	
処置: ACCESS_CONTROL.ENABLED属性をTRUEに設定して操作を再試行してください。









	 ORA-15305: ASM内部ファイル上で操作できません 
	
原因: ディスク・グループの管理に使用されるAutomatic Storage Management(ASM)メタデータを操作しようとしました。


	
処置: 指定したASMファイル名を確認してください。









	 ORA-15306: 1つ以上のノードでASMパスワード・ファイルの更新に失敗しました 
	
原因: Automatic Storage Management(ASM)クラスタの1つ以上のノードでCREATE USER、ALTER USER、DROP USER、GRANT、またはREVOKEコマンドに失敗しました。


	
処置: 詳細は、ASMアラート・ログを確認してください。









	 ORA-15307: ディスクstringはCSSで検出できません。ディスク・グループstringにCSS投票ファイルがあります 
	
原因: Cluster Synchronization Services(CSS)で検出できないディスクを追加しようとしました。CSSのディスク・グループに投票ファイルが含まれていても、CSSがディスクを検出できない場合は、新しいディスクを使用できません。


	
処置: 指定したディスクを含めるためにグリッド・プラグ・アンド・プレイ(GPnP)プロファイルのAutomatic Storage Management(ASM)ディスク文字列を更新した後、操作を再試行してください。または、CSS投票ファイルをそのディスク・グループから移動した後、操作を再試行してください。









	 ORA-15308: RDBMSインスタンスのASM SPFILEにアクセスできませんでした 
	
原因: リレーショナル・データベース管理システム(RDBMS)インスタンスのAutomatic Storage Management(ASM)SPFILEにアクセスしようとしました。


	
処置: ASMインスタンスに接続してコマンドを再発行してください。または、RDBMS SPFILEを指定してください。









	 ORA-15309: ASMインスタンスのデータベースSPFILEにアクセスできませんでした 
	
原因: Automatic Storage Management(ASM)インスタンスのリレーショナル・データベース管理システム(RDBMS)SPFILEにアクセスしようとしました。


	
処置: RDBMSインスタンスに接続してコマンドを再発行してください。または、ASM SPFILEを指定してください。









	 ORA-15310: シグナルにより、プロセスが終了しました 
	
原因: I/Oパスでのシグナルの結果としてプロセスが終了しました。


	
処置: データベースまたはASMインスタンスに再接続してください。プロセスが終了したことによってインスタンスが終了した場合は、そのインスタンスを再起動してください。









	 ORA-15311: I/Oを実行できなかったため、プロセスが終了しました 
	
原因: これ以上I/Oを実行できなかったため、プロセスが終了されました。


	
処置: データベースまたはASMインスタンスに再接続してください。プロセスが終了したことによってインスタンスが終了した場合は、そのインスタンスを再起動してください。









	 ORA-15312: 無効なファイル・タイプです。 
	
原因: Automatic Storage Management(ASM)が、ファイルのタイプを決定できませんでした。


	
処置: 指定したファイルが、Automatic Storage Management(ASM)でサポートされていません。操作に対して、サポートされているファイル・タイプを指定してください。









	 ORA-15315: ディスク・グループstringでの書込みエラーによりASMメタデータの一貫性がなくなる可能性があります。 
	
原因: ASMメタデータのディスクへの書込み中に1つまたは複数の障害が発生しました。


	
処置: ハードウェアの問題を修復し、ディスク・グループを再マウントしてください。表示されるエラー・メッセージおよびエラーが報告されたディスクのアラート・ログを確認してください。









	 ORA-15316: 前のクライアント・インスタンスstringが完全に終了していません。 
	
原因: このクライアントの前のインスタンスによる1つ以上のプロセスが実行できませんでした。


	
処置: クライアント・インスタンスに属するすべてのプロセスが終了していることを確認してください。インスタンスを終了したプロセスのクライアント・アラート・ログとトレース・ファイルを確認してください。









	 ORA-15318: ディスク・グループstringのディスクをサイズ変更できません 
	
原因: ASMストレージ再利用ユーティリティ・スクリプトの実行が、指定したディスク・グループで不完全でした。


	
処置: ASMストレージ再利用ユーティリティをディスク・グループで実行して操作を完了します。









	 ORA-15321: 接続されているクライアントに属性を設定することはできません 
	
原因: 接続されたクライアントが存在したため、ディスク・グループの属性を設定できませんでした。


	
処置: 接続しているクライアントを停止して、コマンドを再試行してください。ASMインスタンスのV$ASM_CLIENT固定ビューを問い合せるか、またはASMCMD LSCTを使用してアクティブなクライアントのリストを表示してください。









	 ORA-15323: ローカル・ノードでASMパスワードの更新に失敗しました 
	
原因: Automatic Storage Management(ASM)クラスタのローカル・ノードでCREATE USER、ALTER USER、DROP USER、GRANTまたはREVOKEコマンドに失敗しました。


	
処置: 詳細は、ASMアラート・ログを確認してください。









	 ORA-15324: リクエストされた操作はパスワード・ファイルstringでは許可されていません 
	
原因: パスワード・ファイルでサポートされていない操作を実行しようとしました。


	
処置: 新しいファイル名または正しいファイル・タイプのファイルを指定して、操作を再試行してください。









	 ORA-15325: ファイルstringは有効なパスワード・ファイルではありません 
	
原因: パスワード・ファイルと異なるタイプのファイルをオープンしようとしました。


	
処置: 正しいパスワード・ファイル名を指定して、操作を再試行してください。









	 ORA-15326: 指定された入力stringはASMファイルではありません 
	
原因: 指定された入力がディスク・グループまたはディレクトリのいずれかであるため、属性を取得できませんでした。


	
処置: 有効なAutomatic Storage Management(ASM)ファイルの名前を指定してください。









	 ORA-15327: リモートASMは有効ではありません 
	
原因: 操作がリモートASMを有効化するように要求しました。


	
処置: リモートASMを有効化してください。









	 ORA-15328: ユーザー識別文字列'string'が文字数制限stringを超えています 
	
原因: この操作で指定されたユーザー識別文字列が、使用できる最大文字数を超えています。


	
処置: ユーザー識別文字列の長さを短くしてください。









	 ORA-15329: クラスタ識別文字列'string'が文字数制限stringを超えています 
	
原因: この操作で指定されたクラスタ識別文字列が、使用できる最大文字数を超えています。


	
処置: クラスタ識別文字列の長さを短くしてください。









	 ORA-15330: ASMユーザー名の形式にはstring以上のCOMPATIBLE.ASMが必要です 
	
原因: 指定されたASMユーザー名の形式には、COMPATIBLE.ASMにより高いディスク・グループ属性値が必要です。


	
処置: ディスク・グループ属性COMPATIBLE.ASMを要求されたバージョン以上に設定してください。









	 ORA-15331: ASMプロキシ・インスタンスORACLE_SID stringがstringで開始されていません 
	
原因: ASMプロキシ・インスタンスが無効なORACLE_SID接頭辞によって開始されました。


	
処置: ASMプロキシ・インスタンスを正しい接頭辞で始まるORACLE_SIDによって開始してください。









	 ORA-15332: ASMプロキシ・インスタンスがASMサーバーに接続できません 
	
原因: ASMプロキシ・インスタンスが起動時に接続するASMサーバーを見つけることができませんでした。


	
処置: ASMサーバー・インスタンスがクラスタ内で実行中であり、アクセス可能であることを確認して、プロキシ・インスタンスを再起動してください。









	 ORA-15333: ディスクがクライアント・インスタンスでアクセスできません 
	
原因: ALTER DISKGROUP ADD DISK文が、いずれのASMクライアント・インスタンスからも検出できないディスクを指定しました。


	
処置: 詳細は、ASMアラート・ログを確認してください。デバイスとストレージ・サブシステムの構成に対するオペレーティング・システムの権限を確認してください。









	 ORA-15334: VUBGプロセスはエラーで終了しました 
	
原因: ボリューム・バックグラウンド・プロセスはエラーで終了しました。


	
処置: インスタンスをウォーム・スタートしてください。









	 ORA-15335: ディスク・グループ'string'でASMメタデータの破損が検出されました 
	
原因: ブロックの読取り中に破損が検出されました。これはリカバリできない場合があります。


	
処置: 破損の原因として考えられるのは、記憶域の問題、構成の問題またはソフトウェアのバグです。アラート・ログでリカバリの試行結果を確認してください。失敗している場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してインシデント情報を報告してください。









	 ORA-15400: サポートされているASMアプライアンスで実行されていません 
	
原因: サポートされているアプライアンス構成を実行していないときに、アプライアンスとしてサーバー・コードを初期化しようとしました。


	
処置: アプライアンス構成を確認し、操作を再試行してください。









	 ORA-15401: コマンドはASMアプライアンス'string'でサポートされていません 
	
原因: 指定したアプライアンスでサポートされていない操作を実行しようとしました。


	
処置: ドキュメントで、指定したアプライアンスに対しどの操作が許可されているかまたは許可されていないかを確認します。









	 ORA-15402: ASMアプライアンス'string'をサポートするディスクの数が不足しています。 
	
原因: 指定したアプライアンスに必要なディスク数が不足した状態で操作が試行されました。


	
処置: 適切なスロットにディスクを挿入した後で、アプライアンス構成を確認し、操作を再試行してください。









	 ORA-15403: ASMアプライアンス構成ファイルを読み取れません 
	
原因: Oracle ASMはアプリケーション構成ファイルを読み取ることができませんでした。


	
処置: オペレーティング・システム・エラー・メッセージを確認し、構成ファイルのアイデンティティを判別してください。次に、構成ファイルを修正します。









	 ORA-15404: Oracle ASMがディスク"string"をディスク・グループ"string"にアプライアンスstringで追加できませんでした 
	
原因: 指定したディスク・グループ内に削除されたまたはオフラインのディスクが多すぎます。


	
処置: 削除およびリバランス操作が完了するのを待つか、オフライン・ディスクをオンラインにし、オンライン操作が完了するのを待ちます。操作を再試行してください。









	 ORA-15405: スロットstring(Oracle ASMアプライアンス'string')に複数のディスクが含まれています 
	
原因: 関連付けられたディスクがすでに存在する(おそらくはOFFLINE) ASMアプライアンスのスロットにディスクを追加しようとしました。


	
処置: FORCEを使用して指定したスロットに存在するディスクを削除してください。操作を再試行してください。









	 ORA-15409: ディスク・グループstringのディスクはすべて同じタイプではありません。 
	
原因: アプライアンス・モードで、異なるタイプのディスクをディスク・グループに追加しようとしました。


	
処置: ディスク・グループ内のすべてのディスクのタイプが同じであるかどうかを確認します。フラッシュ・ディスクとハード・ディスクを同じディスク・グループに追加しないでください。









	 ORA-15410: ディスク・グループstringのディスクはサイズが同一ではありません。 
	
原因: ディスク・グループのディスクは同一のサイズではありませんでした。


	
処置: ディスク・グループ内のすべてのディスクのサイズが同じであることを確認します。ディスク・グループに新しいディスクを追加する場合、それらのサイズがディスク・グループ内の既存のディスクのサイズと同じであることを確認してください。サイズを変更する場合は、ディスク・グループ内のすべてのディスクのサイズを同じにする必要があります。









	 ORA-15411: ディスク・グループstringの失敗グループはディスクの数が異なります。 
	
原因: 各失敗グループのディスク数が異なる状態で、アプライアンス・モードを有効化しようとしました。


	
処置: すべての失敗グループのディスク数が同じであるかどうかを確認し、再試行してください。









	 ORA-15412: ディスク・グループstringに対する操作はアプライアンス・モードでは互換性がありません。 
	
原因: 結果として失敗グループ内のすべてのディスクが削除されるか、新しい失敗グループが作成される操作を実行しようとしました。


	
処置: アプライアンス・モードを無効化し、操作を実行した後、再度アプライアンス・モードを有効化します。警告: アプライアンス・モードを再度有効化するには、次の制約が満たされている必要があります。
* 各失敗グループのディスクに十分な数があります。

* すべての失敗グループのディスク数が同じである。

* ディスク・グループにオフライン・ディスクが含まれていない。

* ディスク・グループ内のすべてのディスクのタイプが同じである(フラッシュ・ディスクまたはハード・ディスク)。

* ディスク・グループ内のすべてのディスクのサイズが同じである。











	 ORA-15413: アプライアンス・モードは無効です。 
	
原因: アプライアンス・モードが明示的に無効化されているため、設定できませんでした。


	
処置: アプライアンス・モードとアプライアンス・パートナ・パラメータを有効化します。









	 ORA-15414: アプライアンス・モードを使用するには、少なくともstring個の失敗グループと、すべての失敗グループでstringまたはstring個のディスクが必要です。 
	
原因: 最小要件が満たされていないため、アプライアンス・モードを有効化できませんでした。


	
処置: 失敗グループの数と、各失敗グループのディスク数が十分であるかどうかを確認してください。









	 ORA-15415: ディスク・グループstringのアプライアンス・プロパティを取得できませんでした 
	
原因: 一部のアプライアンス・プロパティが無効です。'appliance.mode'属性の設定後のセル・ソフトウェアのダウングレードが原因である可能性があります。


	
処置: すべてのセルのセル・ソフトウェアをチェックするかアプライアンス・モードを無効化します。









	 ORA-15416: ASMディスクstring(ディスク・グループstring)がオフラインです。 
	
原因: オフライン・ディスクにより現在のADDまたはDROP操作が妨げられました。


	
処置: オフライン・ディスクを削除するか、オフライン・ディスクをオンラインにするか、アプライアンス・モードを無効化します。









	 ORA-15450: ボリューム名指定子が無効です 
	
原因: 指定したボリューム名が無効です。


	
処置: 有効なボリューム名を指定してください。









	 ORA-15451: ボリューム・サイズ指定子が欠落しているか、または無効です 
	
原因: 指定したボリューム・サイズが無効です。


	
処置: 有効なボリューム・サイズを指定してください。









	 ORA-15452: ストライプ幅の指定子が欠落しているか、または無効です 
	
原因: 指定したボリュームのストライプ幅が無効です。


	
処置: 有効なボリュームのストライプ幅を指定してください。









	 ORA-15453: STRIPE_COLUMNS指定子が無効です 
	
原因: ADD VOLUMEコマンドで指定したストライプの列数が無効です。


	
処置: 有効なストライプの列数を指定してください。









	 ORA-15454: ALTER DISKGROUP ALLでは単一ボリューム名を使用できません 
	
原因: ALTER DISKGROUP ALLコマンドで単一ボリューム名またはボリュームのリストを指定しました。


	
処置: 複数のディスク・グループのボリュームを指定するときはALLキーワードを使用してください。









	 ORA-15455: すべてのボリュームを指定する場合FORCEオプションは使用できません 
	
原因: すべてのボリュームを無効化するためにFORCEオプションが使用されました。


	
処置: FORCEオプションは、一度に1つのボリュームを無効化する場合のみ使用してください。









	 ORA-15456: ボリューム使用量の指定子が欠落しているか、または無効です 
	
原因: コマンドで指定したボリューム使用量の文字列が無効です。


	
処置: 英数字文字を使用して有効なボリューム使用量の文字列を指定してください。









	 ORA-15457: ボリューム名の最初の文字がアルファベット以外の文字です 
	
原因: アルファベット以外の先頭文字を使用してボリューム名が指定されました。


	
処置: ボリューム名の先頭文字はアルファベットにしてください。









	 ORA-15458: ボリューム名に無効な文字があります 
	
原因: 無効な文字を使用してボリューム名が指定されました。


	
処置: 英数字文字のみを使用してボリューム名を指定してください。









	 ORA-15459: stringのSTRIPE_WIDTHは2の累乗ではありません 
	
原因: ADD VOLUMEコマンドで2の累乗ではないSTRIPE_WIDTHが指定されました。


	
処置: 2の累乗のSTRIPE_WIDTH(4Kや8Kなど)を選択してください。









	 ORA-15460: ボリューム名'string'はすでに使用されています 
	
原因: ADD VOLUMEコマンドに、すでに別のボリュームによって使用されているボリューム名が指定されました。


	
処置: ボリュームに別の名前を選択してください。









	 ORA-15461: STRIPE_WIDTHのstringバイトは最小値のstringバイトより小さい値です 
	
原因: ADD VOLUMEコマンドで小さすぎるSTRIPE_WIDTHが指定されました。


	
処置: より大きいSTRIPE_WIDTHを選択してください。









	 ORA-15462: STRIPE_WIDTHのstringバイトは最小値のstringバイトより大きい値です 
	
原因: ADD VOLUMEコマンドで大きすぎるSTRIPE_WIDTHが指定されました。


	
処置: より小さいSTRIPE_WIDTHを選択してください。









	 ORA-15463: ボリューム・サイズのstringKBは最小値のstringMBより小さい値です 
	
原因: 指定したボリューム・サイズが小さすぎます。


	
処置: より大きいボリューム・サイズを選択してください。









	 ORA-15464: STRIPE_COLUMNSのstringは最大値のstringより大きい値です 
	
原因: ADD VOLUMEコマンドで大きすぎるSTRIPE_COLUMNSが指定されました。


	
処置: より小さいSTRIPE_COLUMNS値を選択してください。









	 ORA-15465: STRIPE_COLUMNSのstringは最小値のstringより小さい値です 
	
原因: ADD VOLUMEコマンドで小さすぎるSTRIPE_COLUMNSが指定されました。


	
処置: より大きいSTRIPE_COLUMNS値を選択してください。









	 ORA-15466: ボリューム名'string'は存在しません 
	
原因: 存在しないボリューム名をコマンドに指定しました。


	
処置: 有効なボリューム名が使用されていることを確認してください。









	 ORA-15467: ボリューム操作はすでに進行中です 
	
原因: ボリューム上で別のコマンドの操作が現在進行中です。


	
処置: 少し待機してからコマンドを再試行してください。









	 ORA-15468: ボリューム'string'(ディスクグループ'string')は現在アクセス中です 
	
原因: ボリューム・ドライバと通信しようとしました。ボリュームは別のアプリケーションによってアクセスされているため、変更できません。


	
処置: このボリュームにアクセス中のアプリケーションをすべて停止し、コマンドを再試行してください。









	 ORA-15469: VBGプロセスはエラーで終了しました 
	
原因: ボリューム・バックグラウンド・プロセスはエラーで終了しました。


	
処置: プロセスの再起動まで待機してください。









	 ORA-15470: VDBGプロセスはエラーで終了しました 
	
原因: ボリューム・ドライバ・バックグラウンド・プロセスはエラーで終了しました。


	
処置: インスタンスをウォーム・スタートしてください。









	 ORA-15471: ボリュームの冗長性が、ディスク・グループの冗長性と非互換です 
	
原因: ADD VOLUMEコマンドに、ディスク・グループの冗長性と互換性のないボリュームの冗長性が指定されました。


	
処置: 有効なボリュームの冗長性を指定してください。ボリュームには、冗長性の高いディスク・グループに対して外部冗長性を指定できません。また、ボリュームには、外部冗長性のディスク・グループに対して高い冗長性を指定できません。









	 ORA-15472: ボリューム・ライブラリはロードできません。プラットフォームでボリュームの作成がサポートされていません。 
	
原因: ボリューム・ライブラリをロードできませんでした。プラットフォームでボリュームの作成がサポートされていないか、ライブラリに問題があります。


	
処置: プラットフォームでボリュームがサポートされていることを確認してください。プラットフォームでボリュームがサポートされている場合、アラート・ログでライブラリのロード障害に関する情報を確認してください。









	 ORA-15473: サポートされていないインタフェースを介したボリュームのストレージへのアクセス 
	
原因: サポートされていないインタフェースを介してボリュームのストレージにアクセス、またはストレージを変更しようとしました。


	
処置: サポートされているインタフェースを使用してボリューム・デバイスにアクセスしてください。









	 ORA-15474: ボリューム名がstring文字を超えています 
	
原因: ADD VOLUMEコマンドで長すぎるボリューム名が指定されました。


	
処置: より短いボリューム名を選択してください。









	 ORA-15475: 使用状況の文字列がstring文字を超えています 
	
原因: 指定された使用状況の文字列が長すぎます。


	
処置: より短い使用状況の文字列を選択してください。









	 ORA-15476: ACFSボリュームのサイズ変更は、'acfsutil size'オペレーティング・システム・コマンドを使用して実行する必要があります。 
	
原因: SQLを使用して、ACFSファイル・システムを含むADVMボリュームのサイズを変更しようとしました。


	
処置: ボリュームのサイズを変更するには、acfsutil sizeオペレーティング・システム・コマンドを使用してください。









	 ORA-15477: ボリューム・ドライバと通信できません 
	
原因: ボリューム・ドライバと通信しようとしました。


	
処置: ASMボリューム・ドライバがロードされていることを確認してください。ロードされている場合、アラート・ログを確認して、失敗した理由を突き止めて、今後そのような失敗を防ぐための必要な処置を行ってください。









	 ORA-15478: ACFSプロセスはエラーで終了しました 
	
原因: ACFSバックグラウンド・プロセスはエラーで終了しました。


	
処置: プロセスの再起動まで待機してください。









	 ORA-15479: ASMディスクグループはボリュームをサポートしていません 
	
原因: ボリュームがサポートされていません。一般的に、ボリュームでサポートされていないディスク(NFSなど)がディスク・グループ内にあることが考えられます。


	
処置: サポートされていないディスクをディスク・グループから削除してください。









	 ORA-15480: ASMボリューム・ドライバにエラーが報告されました 
	
原因: ASMボリューム・ドライバにエラーが報告されました。


	
処置: オペレーティング・システムのログ・ファイルを確認して、失敗した理由を突き止めて、今後そのような失敗を防ぐための必要な処置を行ってください。









	 ORA-15481: ボリューム・マウントパスの指定子が欠落しているか、または無効です 
	
原因: 無効なボリューム・マウントパス文字列が指定されました。


	
処置: 英数字文字を使用して有効なボリューム・マウントパス文字列を指定してください。









	 ORA-15482: ボリュームstring(ディスクグループstring)のデバイス・ファイルの作成/削除に失敗しました 
	
原因: ドライバ・インストールが適切ではありません。


	
処置: アラート・ログでデバイス・ファイルの作成障害に関する情報を確認してください。サポートされているインストール方法を使用してドライバをリロードしてください。









	 ORA-15483: ボリュームのドライバ・バージョンはASMインスタンスと互換性がありません 
	
原因: ASMボリューム・ドライバのバージョンがASMでサポートされていません。


	
処置: ボリューム・ドライバまたはASMインスタンスを更新してください。









	 ORA-15484: ボリューム'string'でstringエラーが発生しています 
	
原因: ALTER DISKGROUP CHECK VOLUMEコマンドからエラーが戻されました。


	
処置: エラーの詳細は、アラート・ログを参照してください。









	 ORA-15485: ディスクグループのボリューム数が最大値stringを超えています 
	
原因: すでに許容最大ボリューム数に達しているディスク・グループにボリュームが追加されました。


	
処置: ディスク・グループからボリュームを削除してください。









	 ORA-15486: ボリュームの変更中に内部エラーが発生しました 
	
原因: ボリュームの変更中にASM内部エラーが発生しました。


	
処置: エラーの詳細は、アラート・ログを参照してください。









	 ORA-15487: オープンのASMボリュームのあるASMインスタンスは停止できません 
	
原因: 停止中に、オープンしているASMボリュームが1つ以上見つかりました。


	
処置: ASMボリュームをクローズして停止を再試行してください。









	 ORA-15488: ボリュームstringはインスタンスstringでオープンされています 
	
原因: 指定したノード上で、インスタンスを終了する前にASMボリュームがクローズされていませんでした。


	
処置: アンマウントするか、またはノードを再起動することによってASMボリュームをクローズし、操作を再試行してください。









	 ORA-15489: 競合するボリュームがこのノードですでにオープンされています 
	
原因: 指定したノード上で、インスタンスがシャットダウンする前にASMボリュームがクローズされていませんでした。有効化するボリュームと競合しています。


	
処置: アンマウントするか、またはノードを再起動することによってASMボリュームをクローズした後、操作を再試行してください。









	 ORA-15490: ボリュームを追加/削除できないインスタンスがありました 
	
原因: 一部のインスタンスでASMボリュームを追加/削除できませんでした。


	
処置: ボリュームを追加/削除できなかった理由は、アラート・ログを参照してください。









	 ORA-15491: ボリュームの冗長性がディスク・リージョン・オプションと競合しています 
	
原因: ミラー化されていないボリュームに誤ってMIRRORHOTまたはMIRRORCOLDキーワードが含まれています。


	
処置: ミラー化されていないボリュームからMIRRORHOTまたはMIRRORCOLDキーワードを削除してください。









	 ORA-15492: コマンドまたはオプションが、ASMボリュームと非互換です 
	
原因: 既存のASMボリュームと互換性のない機能を使用しようとしました。一般的に、ASMボリュームでサポートされていないディスクをディスク・グループに追加したことが考えられます。


	
処置: コマンドでこのオプションを指定しないでください。









	 ORA-15493: ターゲットADVMの互換性(string)がASMの互換性(string)を超えています 
	
原因: ディスク・グループのASMの互換性を超えてADVMの互換性を拡張しようとしました。


	
処置: ASMの互換性を拡張してから、ADVMの互換性を拡張してください。









	 ORA-15494: compatible.advmはstring以上である必要があります 
	
原因: サポートされている最低限必要なバージョンよりも低いバージョンにADVMの互換性を設定しようとしました。


	
処置: ADVMの互換性は、サポートされている最低限必要なバージョン以上に設定してください。









	 ORA-15495: ASM操作には、string以上のcompatible.advmが必要です 
	
原因: 指定されたASM操作には、compatible.advmにより高いディスク・グループ属性値が必要です。


	
処置: ディスク・グループ属性compatible.advmを要求されたバージョン以上に設定してください。









	 ORA-15496: ボリューム・サイズが最大値stringTBを超えています 
	
原因: 指定したボリューム・サイズが大きすぎます。


	
処置: より小さいボリューム・サイズを選択してください。









	 ORA-15497: ディスク・グループでボリュームと互換性のないセクター・サイズが使用されています 
	
原因: ディスク・グループで512バイト以外のセクター・サイズが使用されています。


	
処置: セクター・サイズが512バイトのディスク・グループにボリュームを作成してください。









	 ORA-15498: ボリューム名'string'は既存のボリューム'string string'と競合します。 
	
原因: 既存のボリューム・デバイスと競合するボリューム名が指定されました。ボリューム「<vol_name>-<dg_num>」は、ブロック・デバイスの名前です。さらに、「r<vol_name>-<dg_num>」という名前のRAWデバイスも作成されています。その名前がすでに存在したため、名前の衝突が発生しました。


	
処置: ボリュームに対して別の名前を選択してください(「r」で始まる名前はお薦めしません)。









	 ORA-15501: インスタンスstringでワークロードの取得を開始できません 
	
原因: 指定されたインスタンスでワークロードの取得を開始しようとしたときに予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 指定されたインスタンスでアラート・ログおよび他の診断情報を確認し、問題を診断してください。









	 ORA-15502: インスタンスstringでワークロードの取得を停止できません 
	
原因: 指定されたインスタンスでワークロードの取得を停止しようとしたときに予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 指定されたインスタンスでアラート・ログおよび他の診断情報を確認し、問題を診断してください。









	 ORA-15503: "DBMS_WORKLOAD_CAPTURE"または"DBMS_WORKLOAD_REPLAY"のプロシージャが実行中の場合、インスタンスを起動できません 
	
原因: データベースがDBMS_WORKLOAD_CAPTUREまたはDBMS_WORKLOAD_REPLAYパッケージでプロシージャを実行しているため、新しいインスタンスを起動できません。


	
処置: 指定されたパッケージでこのようなプロシージャの実行が完了した後に新しいインスタンスを起動してください。









	 ORA-15504: インスタンスstringがRESTRICTED SESSIONモードではないため、ワークロードの取得を開始できません 
	
原因: DBMS_WORKLOAD_CAPTURE.START_CAPTUREのNO_RESTART_MODEオプションがFALSEであるため、すべてのアクティブ・インスタンスがRESTRICTED SESSIONモードであると想定されます。


	
処置: STARTUP RESTRICTを使用してすべてのインスタンスを起動するか、すべてのアクティブ・インスタンスに対してALTER SYSTEM ENABLE RESTRICTED SESSIONを実行してから、DBMS_WORKLOAD_CAPTURE.START_CAPTUREを発行してください。









	 ORA-15505: インスタンスstringでディレクトリ"string"へのアクセス中にエラーが発生したため、ワークロードの取得を開始できません 
	
原因: 指定されたインスタンスが指定したCAPTUREディレクトリにアクセスできなかったか、指定したCAPTUREディレクトリにはすでにワークロードの取得があります。


	
処置: データベース・クラスタのすべてのインスタンスからアクセス可能な、空の有効なディレクトリ・オブジェクトを指定してください。









	 ORA-15506: インスタンスstringを再実行用に準備できません 
	
原因: 指定されたインスタンスをワークロードの再実行用に準備しようとしたときに予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 指定されたインスタンスでアラート・ログおよび他の診断情報を確認し、問題を診断してください。









	 ORA-15507: インスタンスstringでワークロードの再実行を開始できません 
	
原因: 指定されたインスタンスでワークロードの再実行を開始しようとしたときに予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 指定されたインスタンスでアラート・ログおよび他の診断情報を確認し、問題を診断してください。









	 ORA-15508: インスタンスstringでワークロードの再実行を取り消せません 
	
原因: 指定されたインスタンスでワークロードの再実行を取り消そうとしたときに予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 指定されたインスタンスでアラート・ログおよび他の診断情報を確認し、問題を診断してください。









	 ORA-15509: ワークロードの再実行は取り消されました 
	
原因: ワークロードの再実行が取り消されました。


	
処置: ワークロードの再実行を再開してください。









	 ORA-15510: "STATISTICS_LEVEL"が"BASIC"の場合、操作を実行できません 
	
原因: STATISTICS_LEVEL初期化パラメータがBASICに設定されています。


	
処置: STATISTICS_LEVEL初期化パラメータの設定をTYPICALまたはALLに変更してください。









	 ORA-15511: ユーザー・セッションが記録されていないため、ワークロードの取得を処理できません 
	
原因: 指定されたワークロードの取得にはユーザー・セッションが記録されていません。ユーザー・ワークロードが取得されていないため、この取得の処理は失敗しました。


	
処置: 少なくとも1つのユーザー・セッションが接続されているワークロードを取得し、操作を実行してください。









	 ORA-15512: ディレクトリ"string"には処理された有効なワークロードの取得がありません 
	
原因: DBMS_WORKLOAD_REPLAY.PROCESS_CAPTUREによって作成された1つ以上のファイルが欠落しています。


	
処置: DBMS_WORKLOAD_REPLAY.PROCESS_CAPTUREを使用してワークロードの取得を処理し、コマンドを再試行してください。









	 ORA-15513: 入力ディレクトリにアクセスできません 
	
原因: 指定された入力ディレクトリは無効であるか、アクセスできません。


	
処置: 入力ディレクトリが有効かつアクセス可能であることを確認し、コマンドを再試行してください。









	 ORA-15514: 再実行中にリモート・プロシージャ・コールに対する一致が見つかりません 
	
原因: 対応するPL/SQLプログラムが削除または変更されています。


	
処置: 対応するPL/SQLプログラムが再実行中に、ワークロードの取得時と同じ方法で定義されていることを確認してください。









	 ORA-15515: リモート・プロシージャ・コール: "string.string.string"を再実行中のエラー 
	
原因: リモート・プロシージャ・コールの再実行中にエラーが発生しました。


	
処置: このエラーの原因を修正し、ワークロードの再実行を再開してください。









	 ORA-15516: 並列前処理ワーカー・ヒット・エラーORA-string 
	
原因: ワークロードの処理中に並列前処理ワーカーの1つが予期せず終了しました。


	
処置: 根本的な原因を確認するか、1つのプロセスのみを使用してワークロードをそのまま前処理してください。









	 ORA-15517: 並列前処理ワーカーを開始できません 
	
原因: 並列前処理ワーカーの1つを起動できませんでした。


	
処置: 根本的な原因を確認するか、1つのプロセスのみを使用してワークロードをそのまま前処理してください。









	 ORA-15518: 並列前処理で予期しないエラーが発生しました 
	
原因: 並列前処理中に予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 根本的な原因を確認するか、1つのプロセスのみを使用してワークロードをそのまま前処理してください。









	 ORA-15519: データベース・リンク"string"は無効なためアクセスできません 
	
原因: セキュリティ上の理由から、ワークロードの再実行中は、データベース・リンクを介して外部データベースにアクセスできません。


	
処置: データベースの再実行に関する拡張パラメータを使用して、ワークロードの再実行中にデータベース・リンクを使用できるようにしてください。









	 ORA-15520: ディレクトリは破損しています。2つのWMDファイルが"string"と"string"で見つかりました 
	
原因: 該当するディレクトリで2つのWMDファイルが見つかりました。


	
処置: 取得ディレクトリ内のWMDファイルが変更、移動、複製、または削除されていないことを確認してください。









	 ORA-15521: ワークロード処理中にファイル"string"の作成に失敗しました 
	
原因: ワークロード処理中に適切なファイル権限なしでファイルを作成しようとしました。


	
処置: ファイル権限を修正して再試行してください。









	 ORA-15522: ワークロード取得サブセットの生成に失敗しました: "string" 
	
原因: ワークロード取得サブセットを生成しようとしましたが、失敗しました。考えられる原因は、エラー・メッセージで確認できます。


	
処置: 問題を修正して再試行してください。









	 ORA-15551: ワークロードの再実行クライアントがデータベース・サーバーに接続できません 
	
原因: サーバー接続識別子が無効です。


	
処置: 正しいサーバー接続識別子を使用してクライアントを再起動してください。









	 ORA-15552: ワークロードの再実行クライアントがデータベース・サーバーにログインできません 
	
原因: 1)再実行クライアントで無効なユーザー名またはパスワードが使用されたか、2)再実行ユーザーにユーザーを切り替える権限がないか、3)記録されたユーザー名が再実行データベースに存在しません。


	
処置: 1)正しいユーザー名およびパスワードを使用して再実行クライアントを再起動するか、2)再実行ユーザーにユーザーを切り替える権限を付与するか、3)再実行データベースが正しくリストアされていることを確認してください。









	 ORA-15553: ワークロードの再実行クライアントはDBMS_WORKLOAD_REPLAYパッケージを実行できません 
	
原因: ワークロードの再実行クライアントの再実行ユーザーに、DBMS_WORKLOAD_REPLAYパッケージに対するEXECUTE権限がありません。


	
処置: 再実行ユーザーにDBMS_WORKLOAD_REPLAYパッケージに対する実行権限を付与し、ワークロードの再実行クライアントを再起動してください。









	 ORA-15554: データベース・サーバーがPREPAREモードではないためワークロードの再実行クライアントを起動できません 
	
原因: データベース・サーバーがPREPAREモードではないため、ワークロードの再実行クライアントをデータベースに接続できません。


	
処置: DBMS_WORKLOAD_REPLAY.PREPARE_REPLAYを使用してデータベースをPREPAREモードにし、ワークロードの再実行クライアントを再起動してください。









	 ORA-15555: ワークロードの再実行クライアントで予期せぬエラーが発生しました: "string" 
	
原因: ワークロードの再実行クライアントで予期せぬエラーが発生しました。


	
処置: ワークロードの再実行クライアントのログ・ファイルとデータベース・サーバーのアラート・ログを確認し、問題を診断してください。









	 ORA-15556: ワークロードの再実行クライアントに指定した入力が無効です 
	
原因: 無効な入力が指定されました。


	
処置: ワークロードの再実行クライアントHELP=Yオプションを使用して、無効な入力オプションの詳細を確認してください。









	 ORA-15557: ワークロードの再実行クライアントが再実行ディレクトリにアクセスできないか、データベースのバージョンが前処理を行うデータベースと一致しません 
	
原因: 再実行するワークロードが含まれるディレクトリにワークロードの再実行クライアントがアクセスできないか、異なるバージョンのデータベースによってワークロードが前処理されています。


	
処置: 正しい再実行ディレクトリを指定してからワークロードの再実行を再開するか、正しいデータベースを使用してワークロードを前処理してください。









	 ORA-15558: 再実行スレッドで予期せぬエラーが発生しました 
	
原因: 予期せぬエラーが原因で単一再実行スレッドがサーバーから切断されました。


	
処置: ワークロードの再実行クライアントのログ・ファイルとデータベース・サーバーのアラート・ログを確認し、問題を診断してください。









	 ORA-15559: ワークロードの再実行クライアントでワークロードの取得ファイルを開けません 
	
原因: ワークロードの再実行クライアントは、再実行ディレクトリから1つ以上のワークロードの取得ファイルにアクセスできません。


	
処置: すべてのワークロードの取得ファイルを再実行ディレクトリにコピーした後、ワークロードの再実行を再開してください。









	 ORA-15560: ワークロードの再実行クライアントが作業ディレクトリにアクセスできません 
	
原因: ワークロードの再実行クライアントは、ログ・ファイルにデバッグ情報を書き込むために作業ディレクトリにアクセスできません。


	
処置: 正しい作業ディレクトリを指定した後、ワークロードの再実行クライアントを再起動してください。









	 ORA-15561: ワークロードの再実行クライアントが再マップされた接続にconn_id: stringでアクセスできません 
	
原因: 指定された接続が無効であるか、指定されたホストにアクセスできません。


	
処置: 他の方法を使用して指定された接続をテストし、必要に応じて、接続の再マップを再定義してください。ビューDBA_WORKLOAD_CONNECTION_MAPを参照し、接続の再マップを検査してください。









	 ORA-15562: ワークロードの再実行クライアントがDBA_WORKLOAD_CONNECTION_MAPビューを読み取れません 
	
原因: DBA_WORKLOAD_CONNECTION_MAPビューが存在しないか、アクセスできません。


	
処置: ワークロードの取得および再実行ビューを再作成してください。詳細は、ドキュメントを参照してください。









	 ORA-15563: ワークロードの再実行クライアントが新しいスレッドを起動できません 
	
原因: ワークロードの再実行クライアントには、新しいスレッドを起動するために十分なリソース(CPUまたはメモリー)がありません。


	
処置: ワークロードの再実行クライアントにより多くのリソース(CPUまたはメモリー)を割り当てた後にワークロードの再実行を再開するか、より多くのホストを使用してワークロードを処理してください。









	 ORA-15564: ワークロードの再実行クライアントに提供された再実行ディレクトリのコンテンツが、データベース・サーバーに提供された再実行ディレクトリと一致しません 
	
原因: ワークロードの再実行クライアントのディレクトリに指定された処理済ワークロードの取得ファイルが、DBMS_WORKLOAD_REPLAY.INITIALIZE_REPLAYの入力として指定された再実行ディレクトリの内容と一致しません。


	
処置: データベース・サーバーとすべてのワークロードの再実行クライアントの両方に対して同じ処理済ワークロードの取得ファイルを提供し、再実行を再開してください。同じワークロードの取得ファイルが複数回処理されている場合、データベース・サーバーとすべてのワークロードの再実行クライアントに対して最新の処理済ワークロードの取得ファイルのコピーを提供してください。









	 ORA-15566: 現在のバージョンではワークロードの再実行クライアントはユーザー・コールを再実行できません 
	
原因: ワークロードの再実行クライアントで、現在のバージョンでの再実行がサポートされていない取得済ワークロードのユーザー・コールが発生しました。


	
処置: このエラーが発生したコールの詳細は、DBA_WORKLOAD_REPLAY_DIVERGENCEビューを参照してください。現在のバージョンでサポートされていないワークロードのタイプの詳細は、ドキュメントを参照してください。









	 ORA-15567: 健全性チェック中に再実行ユーザーstringにエラーが発生しました 
	
原因: データベースの再実行のために内部オブジェクトにアクセスするとき、またはユーザーを切り替えるときに、再実行ユーザーにエラーが発生しました。


	
処置: 再実行データベースで適切に再実行ユーザーを設定してください。必ず、再実行ユーザーが、SYSが所有するオブジェクトにアクセスでき、またBECOME USER権限を持つようにしてください。









	 ORA-15568: ORA-stringのため、ワークロードの再実行中にユーザーstringのログインに失敗しました 
	
原因: 記録されたユーザーが再実行データベースに存在しないか、ログイン時に他の問題が発生しました。


	
処置: 戻されたエラー番号を確認し、記録されたユーザーを再実行データベースで適切に設定してください。









	 ORA-15569: 記録済ユーザー・コールの再実行中にタイムアウトが発生しました 
	
原因: ワークロードの取得より大幅に遅かったため、記録済ユーザー・コールの再実行は終了しました。


	
処置: パフォーマンスの問題の根本原因を調査してください。または、DBMS_WORKLOAD_REPLAY APIを使用して、再実行が遅くなると予期される場合に、タイムアウト・チェックを無効にしてください。









	 ORA-15590: ワークロードの取得ファイルが不完全です 
	
原因: 取得されたワークロードには1つ以上の不完全記録ファイルが含まれます。これは、元のワークロードの取得のFINISH_CAPTUREコマンドが、すべてのアクティブ・セッションによるワークロードの取得ファイルのクローズを待機しているときにタイムアウトした場合に発生します。


	
処置: 不完全な取得ファイルにより、取得されたワークロードの処理や再実行が妨げられることはありません。これは、FINISH_CAPTUREコマンドがタイムアウトしたために一部のデータベース・コールが記録されていない可能性があることを示す単なる警告メッセージです。不完全なファイルは、取得処理の終了後にアラート・ログのDBMS_WORKLOAD_REPLAY.PROCESS_CAPTUREを含む行で確認してください。









	 ORA-15591: ワークロードの取得ファイルが破損しています 
	
原因: 取得されたワークロードには1つ以上の破損した記録ファイルが含まれます。


	
処置: 不完全なファイルは、取得処理の終了後にアラート・ログのDBMS_WORKLOAD_REPLAY.PROCESS_CAPTUREを含む行で確認してください。破損ファイルは、破損した場所まで再実行されます。また、破損ファイルを削除してDBMS_WORKLOAD_REPLAY.PROCESS_CAPTUREを再実行することもできます。この場合、破損ファイルからのワークロードは再実行されません。









	 ORA-15601: パラメータ"string"に指定した値が無効です 
	
原因: パラメータに対して指定された値が無効です。


	
処置: パラメータに対して指定した値を修正してください。









	 ORA-15602: パラメータ"string"はNULLにできません。 
	
原因: 必要なパラメータを指定せずにプロシージャをコールしようとしました。


	
処置: パラメータに有効な値を指定してください。









	 ORA-15603: データベースが読取り専用モードの場合、処理を実行できません。 
	
原因: データベースが読取り専用モードでオープンしているときに、DBMS_AUTO_TASK_ADMINパッケージのプロシージャが呼び出されました。


	
処置: データベースが読取り/書込みモードでオープンしているときに再試行してください。









	 ORA-15604: 初期化パラメータのため、クライアントは有効になりません。 
	
原因: 初期化パラメータによって自動実行が無効になっているクライアントを有効にしようとしました。


	
処置: 関連するクライアント・パラメータを確認して再試行してください。









	 ORA-15605: "string"はメンテナンス・ウィンドウではありません 
	
原因: DBMS_AUTO_TASK_ADMIN.ENABLEプロシージャに渡されたウィンドウ名は、MAINTENANCE_WINDOW_GROUPのメンバーである必要があります。


	
処置: ウィンドウをMAINTENANCE_WINDOW_GROUPのメンバーにし、コールを再試行してください。









	 ORA-15700: 前のタスク実行ですでにSQL制限に達しました 
	
原因: 前の実行ですでにSQL制限に達している状況でタスクの実行を再開しようとしました。


	
処置: タスクの実行は完了しています。レポートを調べてアドバイザの推奨事項を確認してください。









	 ORA-15701: "string"などの名前を持つ全"SQLチューニング・セット"および"string"などの所有者が空です 
	
原因: 1つ以上のSQLチューニング・セットを圧縮しようとしましたが、
その中のいずれにも文が含まれていませんでした。




	
処置: 入力を確認して再試行してください。









	 ORA-15702: 入力コレクションのプラン・ラインIDの値が重複しています 
	
原因: 重複するプラン・ラインIDが含まれているため、入力が無効です。このため、文のロードに失敗しました。


	
処置: 入力を確認して再試行してください。









	 ORA-15703: SQLチューニング・セットのステージング表のバージョン番号"number"が無効です 
	
原因: SQLチューニング・セットの圧縮に使用されるステージング表に無効なバージョン番号が指定されています。


	
処置: 入力を確認して再試行してください。









	 ORA-15739: 無効なSQLパフォーマンス・アナライザのタスク名"string" 
	
原因: 無効なSQLパフォーマンス・アナライザのタスク名が使用されています。


	
処置: SQLパフォーマンス・アナライザのタスク名を確認し、適切な名前を使用してください。









	 ORA-15740: パラメータ"string"がSQLパフォーマンス・アナライザのタスク"string"に設定されていません 
	
原因: SQLパフォーマンス・アナライザのタスクに対して、指定されたパラメータ名が見つかりませんでした。


	
処置: SQLパフォーマンス・アナライザのタスクに対して、指定されたパラメータが存在することを確認し、そのパラメータを設定してください。









	 ORA-15741: SQLパフォーマンス・アナライザタスク"string"にCOMPARE_PERFORMANCE実行がありません 
	
原因: 指定したSQLパフォーマンス・アナライザのタスクに対して、COMPARE_PERFORMANCEタイプの実行が見つかりませんでした。


	
処置: 指定したSQLパフォーマンス・アナライザのタスクにCOMPARE_PERFORMANCEタイプの実行が1つ以上存在するようにしてください。









	 ORA-15742: 指定した実行名"string"はSQLパフォーマンス・アナライザ・タスク"string"の有効なCOMPARE_PERFORMANCEではありません。 
	
原因: 指定した実行名は、SQLパフォーマンス・アナライザ・タスクの有効なCOMPARE_PERFORMANCEタイプの実行ではありません。


	
処置: SQLパフォーマンス・アナライザ・タスクに有効なCOMPARE_PERFORMANCE実行名を使用するようにしてください。









	 ORA-15743: チューニング・タスクがSQLセットにある場合は、オブジェクトIDを指定する必要があります。 
	
原因: SQLチューニング・タスクに複数のオブジェクトが存在する可能性があります。いずれか1つを指定してください。


	
処置: インタフェースにオブジェクトIDを追加してください。









	 ORA-15744: ディレクトリ名がNULLです。 
	
原因: SQLトレースを検出するためのディレクトリ名がNULLです。


	
処置: ディレクトリを作成してください。









	 ORA-15745: プラン・タイプが有効ではありません。 
	
原因: 指定したプラン・タイプは有効ではありません。


	
処置: 既存のプラン・タイプを確認し、有効なプラン・タイプを指定してください。









	 ORA-15746: DBMS_AUTO_SQLTUNEにおけるEXECUTE権限がありません。 
	
原因: 現在のユーザーに、APIを実行するために必要な権限がありません。


	
処置: 権限を付与してもう一度実行してください。









	 ORA-15747: 前のOracleデータ・マスキング・ジョブが終了していません。string表が空ではありません。 
	
原因: 前に実行されたOracle Dataマスキング・ジョブは正常に完了しませんでした。


	
処置: Oracle Dataマスキングのクリーンアップを実行してください。









	 ORA-16000: データベースは読取り専用アクセスでオープンされています。 
	
原因: このデータベースは読取り専用アクセスでオープンされています。DML文またはDDL文を使用してデータベースを変更しようとしたため、このエラーが発生しました。


	
処置: データベースを変更するには、一度データベースを停止し、読取り/書込みアクセスで再オープンしてください。









	 ORA-16001: データベースは別のインスタンスで読取り専用アクセスでオープンされています。 
	
原因: 該当するデータベースは別のインスタンスによって読取り専用アクセスでオープンされているため、このインスタンスによって読取り/書込みアクセスでオープンできません。


	
処置: このインスタンスで読取り/書込みアクセスでオープンするか、または他のインスタンスをすべて一度停止してから読取り専用アクセスで再オープンしてください。









	 ORA-16002: データベースは別のインスタンスで読取り/書込みアクセスでオープンされています 
	
原因: 該当するデータベースは別のインスタンスによって読取り/書込みアクセスでオープンされているため、このインスタンスによって読取り専用アクセスでオープンできません。


	
処置: このインスタンスで読取り専用アクセスでオープンするか、または他のインスタンスをすべて一度停止してから読取り/書込みアクセスで再オープンしてください。









	 ORA-16003: スタンバイ・データベースは読取り専用アクセスに制限されています。 
	
原因: フィジカル・スタンバイ・データベースを読取り/書込みモードでオープンしようとしました。


	
処置: READ ONLYを指定してALTER DATABASE OPENを再発行してください。









	 ORA-16004: バックアップ・データベースでリカバリが必要です 
	
原因: 該当するデータベースは、リカバリが必要であるため、このインスタンスによって読取り専用アクセスでオープンできませんでした。


	
処置: 必要なリカバリを実行し、読取り専用アクセスで再オープンしてください。









	 ORA-16005: データベースをリカバリしてください。 
	
原因: データベースのリカバリが必要なため、このインスタンスによってデータベースを読込み専用アクセスでオープンすることはできません。


	
処置: 必要なリカバリを実行し、読取り専用アクセスで再オープンしてください。









	 ORA-16007: バックアップ制御ファイルのチェックポイントが無効です 
	
原因: 該当するデータベースの制御ファイルに有効な制御ファイル・チェックポイントが含まれていなかったため、このデータベースを読取り専用アクセスでオープンできませんでした。


	
処置: データベースを読取り/書込みアクセスでオープンして有効な制御ファイル・チェックポイントを作成してください。これで、データベースを読取り専用アクセスでオープンできるようになります。









	 ORA-16008: 制御ファイルのチェックポイントが計算不能です 
	
原因: 読取り専用アクセスでオープンしているデータベースの制御ファイルがCREATE CONTROLFILE文で作成されています。このため、制御ファイルのチェックポイントの計算と読取り専用アクセスでのデータベースのオープンができませんでした。


	
処置: まず、データベースを読取り/書込みアクセスでオープンしてください。これにより、有効な制御ファイルのチェックポイントが作成されます。次に、データベースを読取り専用アクセスで再オープンしてください。









	 ORA-16009: REDO転送先パラメータの指定は無効です 
	
原因: 該当するREDO転送先は有効なREDO転送先タイプでないため、REDOデータを受け入れることができませんでした。


	
処置: すべてのREDO転送先がスタンバイ・データベースまたはダウンストリーム取得データベースのいずれかであることを確認してください。









	 ORA-16011: リモート・ファイル・サーバーのプロセスがエラー状態です。 
	
原因: 指定したREDO転送先でのリモート・ファイル・サーバー(RFS)プロセスでリカバリ不能なエラーが発生したため、REDOデータをこれ以上受信できませんでした。


	
処置: REDO転送先でこの問題を修正してください。









	 ORA-16012: データベース識別子が一致しません 
	
原因: フィジカル・スタンバイ・データベースのデータベース識別子がプライマリ・データベースのデータベース識別子と一致していません。


	
処置: それぞれのフィジカル・スタンバイ・データベースのデータベース識別子がプライマリ・データベースのデータベース識別子と一致するようにしてください。









	 ORA-16013: ログstring、順序番号stringはアーカイブ不要です。 
	
原因: 指定された名前のファイルを手動でアーカイブしようとしましたが、そのファイルはアーカイブ不要です。そのファイルはすでにアーカイブされています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-16014: ログstring、順序番号stringがアーカイブされていません。使用可能な宛先がありません。 
	
原因: 名前で指定されたログをアーカイブしようとしましたが、アーカイブに失敗しました。指定されたアーカイブ・ログの宛先が存在しないか、またはすべての宛先がエラー状態にあるため、アーカイブに失敗しました。


	
処置: アーカイブ・ログの宛先が指定されていることを確認するか、または発生したエラーの修正に必要な処置を行ってください。









	 ORA-16015: ログstring、順序番号stringがアーカイブされていません。 
	
原因: 指定したログを宛先にアーカイブしようとしましたが、宛先がARCHIVELOGモードに入っていなかったため、この操作に失敗しました。


	
処置: すべての宛先でARCHIVELOGモードを有効化した後、再試行してください。









	 ORA-16016: スレッドstring、順序番号stringのアーカイブ・ログが使用不可です。 
	
原因: 要求されたアーカイブ・ログ・ファイルの待機中にREDO Applyがタイムアウトしました。


	
処置: プライマリ・データベースがまだREDOデータをスタンバイ・データベースにアーカイブ中であることを確認し、RECOVER STANDBY DATABASEコマンドを再発行してください。









	 ORA-16017: 主アーカイブ先がないとLOG_ARCHIVE_DUPLEX_DESTは使用できません。 
	
原因: 主アーカイブ先が明示的にNULLに設定されている場合に、LOG_ARCHIVE_DUPLEX_DESTパラメータがNULLでない値に設定されました。


	
処置: 主アーカイブ先を有効なNULL以外の値に設定してください。









	 ORA-16018: stringはLOG_ARCHIVE_DEST_nまたはDB_RECOVERY_FILE_DESTと一緒に使用できません。 
	
原因: 非互換性の原因は次のイベントのいずれかです。1)初期化パラメータのフェッチ中にLOG_ARCHIVE_DEST_n(n = 1から31)パラメータが検出されたとき、LOG_ARCHIVE_DESTまたはLOG_ARCHIVE_DUPLEX_DESTパラメータが使用されていた。2)初期化パラメータのフェッチ中にLOG_ARCHIVE_DEST_nパラメータが検出されたとき、ALTER SYSTEM ARCHIVE LOG START TOコマンドが有効になっていた。3)ALTER SYSTEMコマンドがLOG_ARCHIVE_DESTまたはLOG_ARCHIVE_DUPLEX_DESTパラメータ値の定義に使用されていたとき、LOG_ARCHIVE_DEST_nパラメータが使用中されていた。4)LOG_ARCHIVE_DESTまたはLOG_ARCHIVE_DUPLEX_DESTの値を定義するためにALTER SYSTEMまたはALTER SESSIONコマンドを使用しようとしたとき、DB_RECOVERY_FILE_DESTパラメータが使用されていた。


	
処置: 互換性のないパラメータ定義を削除してください。









	 ORA-16019: stringは、LOG_ARCHIVE_DESTまたはLOG_ARCHIVE_DUPLEX_DESTと一緒に使用できません。 
	
原因: 非互換性の原因は次のイベントのいずれかです。1)初期化パラメータのフェッチ中に指定されたLOG_ARCHIVE_DEST_n(n = 1から31)またはDB_RECOVERY_FILE_DESTパラメータが検出されたとき、LOG_ARCHIVE_DESTまたはLOG_ARCHIVE_DUPLEX_DESTパラメータが使用されていた。2)指定されたLOG_ARCHIVE_DEST_nまたはDB_RECOVERY_FILE_DESTの値を定義するためにALTER SYSTEMまたはALTER SESSIONコマンドを使用しようとしたとき、LOG_ARCHIVE_DESTまたはLOG_ARCHIVE_DUPLEX_DESTパラメータが使用されていた。3)初期化パラメータのフェッチ中に指定されたLOG_ARCHIVE_DEST_nパラメータが検出されたとき、ALTER SYSTEM ARCHIVE LOG START TOコマンドが有効になっていた。4)指定されたLOG_ARCHIVE_DEST_nパラメータ値を定義するためにALTER SYSTEMまたはALTER SESSIONコマンドを使用しようとしたときに、ALTER SYSTEM ARCHIVE LOG START TOコマンドが有効になっていた。


	
処置: 互換性のないパラメータ定義を削除してください。









	 ORA-16020: 宛先がLOG_ARCHIVE_MIN_SUCCEED_DESTの指定を下回っています 
	
原因: 使用可能なアーカイブ・ログ宛先の数がLOG_ARCHIVE_MIN_SUCCEED_DESTパラメータの値を下回っています。


	
処置: ログ・アーカイブ宛先パラメータを調整するか、またはLOG_ARCHIVE_MIN_SUCCEED_DESTの値を小さくしてください。









	 ORA-16021: セッションstringの宛先は、セッションstringと同じ宛先にはできません。 
	
原因: ALTER SESSIONを使用して、最初に指定されたアーカイブ・ログ・パラメータが宛先値を持つように変更しようとしましたが、この宛先値は、2番目に指定されたアーカイブ・ログ・パラメータのセッション・レベルの宛先の値と重複します。


	
処置: LOG_ARCHIVE_DEST_nパラメータの1つに異なるセッションの宛先値を指定してください。









	 ORA-16022: LOG_ARCHIVE_DUPLEX_DESTがNULLではないので、LOG_ARCHIVE_DESTはNULLにできません。 
	
原因: LOG_ARCHIVE_DUPLEX_DESTパラメータがNULL以外の値のときに、LOG_ARCHIVE_DESTパラメータをNULLに変更しようとしました。


	
処置: LOG_ARCHIVE_DESTパラメータをNULL以外の値に設定するか、LOG_ARCHIVE_DUPLEX_DESTパラメータをNULL値に設定してください。









	 ORA-16023: システムstringの宛先は、セッションstringと同じ宛先にはできません。 
	
原因: 最初に指定されたLOG_ARCHIVE_DEST_n(n = 1から31)パラメータを変更しようとしましたが、2番目に指定されたLOG_ARCHIVE_DEST_nパラメータのセッション宛先値と重複する宛先が生成されました。このエラーは、ALTER SYSTEMコマンドを使用してNULLでない値に設定した場合に発生します。または、関連するシステムの宛先値が重複として表示されるため、ALTER SESSIONコマンドを使用してNULL値に設定した場合に発生します。


	
処置: 最初に指定されたLOG_ARCHIVE_DEST_nパラメータに異なる宛先値を指定してください。









	 ORA-16024: パラメータstringを解析できません。 
	
原因: 指定されたLOG_ARCHIVE_DEST_n(n = 1から31)パラメータの値を解析できませんでした。このエラーの一般的な原因は、等号の位置が誤っているか、属性が認識できないか、または属性に要求されている値がないことです。


	
処置: 指定されたLOG_ARCHIVE_DEST_nパラメータの値を修正してください。









	 ORA-16025: パラメータstringには繰返し属性または競合属性が含まれます 
	
原因: 指定されたLOG_ARCHIVE_DEST_n(n = 1から31)パラメータの値に、繰返し属性または相互に競合する属性が指定されています。


	
処置: 指定されたLOG_ARCHIVE_DEST_nパラメータの値を修正してください。









	 ORA-16026: パラメータstringには無効な属性値が含まれています。 
	
原因: 指定されたLOG_ARCHIVE_DEST_n(n = 1から31)パラメータの値に、無効な値の属性が含まれています。


	
処置: 指定されたLOG_ARCHIVE_DEST_nパラメータの値を修正してください。









	 ORA-16027: パラメータstringに、宛先オプションがありません。 
	
原因: 指定されたLOG_ARCHIVE_DEST_n(n = 1から31)パラメータの値に宛先オプションを組み込むことができませんでした。宛先オプションは、LOCATIONまたはSERVICE属性を使用して指定します。


	
処置: 指定されたLOG_ARCHIVE_DEST_nパラメータの値を修正してください。









	 ORA-16028: 新しいstringで指定した宛先がLOG_ARCHIVE_MIN_SUCCEED_DESTで必要な宛先より少なくなっています。 
	
原因: 指定されたLOG_ARCHIVE_DEST_nまたはLOG_ARCHIVE_DEST_STATE_n(n = 1から31)パラメータの値を、アーカイブ・ログ宛先の数が指定のLOG_ARCHIVE_MIN_SUCCEED_DEST値未満になるように変更しようとしました。


	
処置: LOG_ARCHIVE_DEST_nまたはLOG_ARCHIVE_DEST_STATE_nパラメータに対して異なるオプションを選択するか、またはLOG_ARCHIVE_MIN_SUCCEED_DESTパラメータの値を少なくしてください。









	 ORA-16029: LOG_ARCHIVE_MIN_SUCCEED_DESTを変更できません。アーカイブ・ログの宛先がありません。 
	
原因: アーカイブ・ログの宛先がないときにLOG_ARCHIVE_MIN_SUCCEED_DESTパラメータを変更しようとしました。


	
処置: LOG_ARCHIVE_DEST、LOG_ARCHIVE_DUPLEX_DEST、またはLOG_ARCHIVE_DEST_n(n = 1から31)パラメータを使用して、1つ以上のログ・アーカイブ宛先を定義してください。その後、LOG_ARCHIVE_MIN_SUCCEED_DESTパラメータの値を変更してください。









	 ORA-16030: LOG_ARCHIVE_MIN_SUCCEED_DESTパラメータのセッション固有の変更には、LOG_ARCHIVE_DEST_nの宛先が必要です 
	
原因: 非互換性の原因は次のイベントです。ALTER SESSIONコマンドを使用してLOG_ARCHIVE_MIN_SUCCEED_DESTパラメータを変更しようとしたときに、LOG_ARCHIVE_DESTまたはLOG_ARCHIVE_DUPLEX_DESTパラメータが使用されていた。


	
処置: LOG_ARCHIVE_DESTおよびLOG_ARCHIVE_DUPLEX_DESTパラメータをLOG_ARCHIVE_DEST_n(n = 1から31)パラメータに置き換えてください。









	 ORA-16031: パラメータstringの宛先文字列が、制限であるstring文字を超えています 
	
原因: 指定されたパラメータ値の宛先文字列が長すぎます。


	
処置: このエラー・メッセージに示されている制限以下の長さの文字列を使用して、指定されたパラメータの宛先値を置き換えてください。









	 ORA-16032: パラメータstringの宛先文字列を変換できません。 
	
原因: 指定されたパラメータ値に、変換できない接続先文字列が含まれています。


	
処置: 指定されたパラメータで有効な接続先文字列を使用してください。









	 ORA-16033: パラメータstringの宛先は、パラメータstringと同じ宛先にはできません。 
	
原因: 最初に示されたアーカイブ・ログ・パラメータが宛先値を持つように変更しようとしましたが、この宛先値は、2番目に示されたアーカイブ・ログ・パラメータのシステム・レベルの宛先の値と重複します。


	
処置: アーカイブ・ログ・パラメータのうち1つを異なる値に指定してください。









	 ORA-16034: リカバリを開始できませんでした。 
	
原因: データベースのリカバリを開始しようとした時点でFROM句とMANAGED STANDBY DATABASE句が両方とも指定されていたため、開始できませんでした。


	
処置: FROM句またはMANAGED STANDBY DATABASE句のいずれか一方のみを指定して(両方を指定せずに)コマンドを再試行してください。









	 ORA-16035: 必須のキーワードstringがありません。 
	
原因: 必要なキーワードが指定されていません。


	
処置: 構文を修正して、コマンドを再試行してください。









	 ORA-16036: CANCELオプションが無効です 
	
原因: RECOVER MANAGED STANDBY DATABASE文のCANCELキーワードの後にIMMEDIATE以外のモードが指定されています。


	
処置: 何も指定しないか、またはCANCELの後にIMMEDIATEを指定してください。









	 ORA-16037: 管理リカバリ操作の取消がユーザーから要求されました。 
	
原因: 管理スタンバイ・データベースのリカバリ操作が各ユーザー要求で取り消されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-16038: ログstring、順序番号stringをアーカイブできません。 
	
原因: 指定された名前のファイルをアーカイブしようとしましたが、そのファイルはアーカイブできません。続いて表示されるエラー・メッセージを確認して、そのエラーの原因を判別してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-16039: RFS要求のバージョンが一致しません。 
	
原因: 宛先でOracleソフトウェアのバージョンが一致していないため、REDO転送先へのREDOログのアーカイブ要求に失敗しました。


	
処置: REDO転送先で互換性のあるバージョンのOracleソフトウェアが実行されていることを確認してください。









	 ORA-16040: 宛先アーカイブ・ログ・ファイルがロックされています。 
	
原因: ターゲットのアーカイブ・ログ・ファイルがロックされています。これは、そのファイルが別のRFSプロセスにアーカイブされていることを意味しています。


	
処置: それぞれのリモートREDO転送先で一意のネットワーク・サービス名を使用するようにしてください。









	 ORA-16041: リモート・ファイル・サーバーに致命的なエラーが発生しました 
	
原因: REDO転送先でのリモート・ファイル・サーバー(RFS)プロセスで致命的なエラーが発生したため、プロセスが終了しました。この転送先へのREDO送信はこれ以上実行できません。


	
処置: REDO転送先にある適切なRFSトレース・ファイルを参照してこのエラーの詳細を確認し、対処措置を行ってください。









	 ORA-16042: REDO適用の即時取消がユーザーからリクエストされました 
	
原因: REDO適用が各ユーザー要求で即時取り消されました。現行のアーカイブ・ログ・ファイルの処理が中断されたため、データベースが一貫性のない状態になっています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-16043: REDO適用が取り消されました。 
	
原因: REDO適用が各ユーザー要求または操作のタイムアウトで取り消されました。


	
処置: このメッセージに付随して、詳細なメッセージが表示されます。









	 ORA-16044: 宛先stringの属性はセッション・レベルで指定できません。 
	
原因: ALTER SESSIONコマンドを使用してREDO転送先の属性を変更しようとしました。


	
処置: ALTER SYSTEMコマンドを使用して宛先の属性を変更してください。









	 ORA-16045: REDO転送先が循環しています 
	
原因: REDO転送先を、そのREDO転送先に依存しているREDO転送先に依存させようとしました。


	
処置: REDO転送先を、そのREDO転送先に依存しているREDO転送先に依存させないようにしてください。









	 ORA-16046: 依存宛先の失敗のためにREDO転送先が失敗しました。 
	
原因: REDO転送先が問題のある他のREDO転送先に依存しています。このため、この転送先が失敗しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-16047: 宛先設定とターゲット・データベースの間でDGIDが一致しません 
	
原因: 宛先に指定されたDB_UNIQUE_NAMEがターゲット・データベースのDB_UNIQUE_NAMEと一致していません。


	
処置: LOG_ARCHIVE_DEST_nパラメータで指定されているDB_UNIQUE_NAMEが宛先で定義されているDB_UNIQUE_NAMEパラメータと一致するようにしてください。









	 ORA-16050: 宛先が指定された割当てサイズを超えました 
	
原因: 指定された最大割当てサイズで宛先にアーカイブ・ログを作成しようとしました。このアーカイブ・ログの作成が、指定された割当てサイズを超えました。そのため、この宛先は今後のアーカイブ操作でアクセス不可能になりました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-16051: パラメータstringには無効な遅延時間が含まれています。 
	
原因: 指定されたLOG_ARCHIVE_DEST_n(n = 1から31)パラメータの値に、無効な数値のDELAY属性が含まれています。有効な範囲は、0から5760(分)です。


	
処置: 指定されたLOG_ARCHIVE_DEST_nパラメータの値を修正してください。









	 ORA-16052: DB_UNIQUE_NAME属性は必須です。 
	
原因: DB_UNIQUE_NAME属性が指定されていません。LOG_ARCHIVE_CONFIGパラメータの値にDG_CONFIG属性が含まれている場合は、それぞれのリモートREDO転送先のLOG_ARCHIVE_DEST_nパラメータの値にDB_UNIQUE_NAME属性を含める必要があります。


	
処置: DB_UNIQUE_NAME属性を使用して、この転送先のDB_UNIQUE_NAMEを指定してください。









	 ORA-16053: DB_UNIQUE_NAME stringはData Guard構成にありません 
	
原因: 指定されたDB_UNIQUE_NAMEはData Guard構成にありません。


	
処置: LOG_ARCHIVE_CONFIGパラメータのDG_CONFIG属性が使用可能な場合は、有効なDB_UNIQUE_NAMEを指定する必要があります。有効なDB_UNIQUE_NAMEのリストは、V$DATAGUARD_CONFIGビューで確認できます。この問題は、現行インスタンスのDB_UNIQUE_NAME初期化パラメータと一致しないDB_UNIQUE_NAME属性でスタンバイ宛先以外を指定した場合にも発生します。









	 ORA-16055: FAL要求が拒否されました。 
	
原因: フェッチ・アーカイブ・ログ(FAL)サーバーがクライアントからのREDOギャップ・フェッチ要求を拒否しました。このことは、様々な原因によって発生します。


	
処置: 問題を解決してください。









	 ORA-16056: バックアップ制御ファイルのアーカイブには正しい構文が必須です。 
	
原因: バックアップ制御ファイルを使用してオンライン・ログ・ファイルのアーカイブを実行しようとしました。ただし、USING BACKUP CONTROLFILE構文が指定されていません。


	
処置: USING BACKUP CONTROLFILE句を使用して、バックアップ制御ファイルでのオンライン・ログ・ファイルのアーカイブを実行してください。









	 ORA-16057: サーバーがData Guard構成にありません 
	
原因: スタンバイ・データベースのData Guard構成でプライマリ・データベースまたはフェッチ・アーカイブ・ログ(FAL)サーバーが見つかりませんでした。


	
処置: プライマリ・データベースまたはFALサーバーのデータベース一意名をLOG_ARCHIVE_CONFIGデータベース初期化パラメータのDG_CONFIG属性に追加してください。









	 ORA-16058: スタンバイ・データベース・インスタンスはマウントされていません。 
	
原因: スタンバイ・データベースでのリモート・ファイル・サーバー(RFS)プロセスで内部エラーが受信されました。


	
処置: 詳細は、スタンバイ・アラート・ログおよびRFSトレース・ファイルを確認してください。









	 ORA-16059: ログ・ファイルが空または次の使用可能なブロックで無効です 
	
原因: 空のログ・ファイルまたは無効なログ・ファイルをアーカイブしようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-16060: 現行のログ・ファイルです。 
	
原因: 現行のログ・ファイルをアーカイブしようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-16061: ログ・ファイルのステータスが変わりました。 
	
原因: オンライン・ログ・ファイルがアーカイブの開始前またはアーカイブ操作の実行中に新規のログ・ファイルとして再生されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-16062: スタンバイ・データベースがData Guard構成にありません 
	
原因: サーバーのData Guard構成でスタンバイ・データベースが見つかりませんでした。


	
処置: スタンバイ・データベースのデータベース一意名をLOG_ARCHIVE_CONFIGデータベース初期化パラメータのDG_CONFIG属性に追加してください。









	 ORA-16065: リモート・アーカイブがスタンバイ宛先で使用禁止になりました。 
	
原因: リモート・アーカイブREDOログ・ファイルの受信は、対応付けられたスタンバイ宛先のホスト・データベースで使用禁止になりました。


	
処置: 適切な場合、対応付けられたアーカイブ・ログ・パラメータを変更して、LOCATIONキーワードでローカル宛先を指定するか、または対応付けられたアーカイブ・ログ宛先を遅延してください。または可能な場合、スタンバイREMOTE_ARCHIVE_ENABLEパラメータをTRUEに設定するか、またはLOG_ARCHIVE_CONFIGパラメータのRECEIVE属性を有効にして、これ以上REDOログ・ファイルのアーカイブが発生する前に、スタンバイ・データベース・インスタンスを再起動してください。









	 ORA-16066: リモート・アーカイブが使用禁止になりました。 
	
原因: アーカイブ・ログ宛先パラメータが、SERVICEキーワードでリモート宛先を指定しました。REDOログ・ファイルのリモート・アーカイブがこのデータベースでは使用禁止になりました。対応付けられたアーカイブ・ログ宛先が使用禁止になりました。


	
処置: 適切な場合、アーカイブ・ログ・パラメータを変更してLOCATIONキーワードでローカル宛先を指定するか、REMOTE_ARCHIVE_ENABLEパラメータをTRUEに設定するか、またはLOG_ARCHIVE_CONFIGパラメータのSEND属性を有効にして、これ以上REDOログ・ファイル・アーカイブが発生する前に、データベース・インスタンスを再起動してください。









	 ORA-16067: アクティブ識別子がアーカイブ・ログstringで不一致です。 
	
原因: アーカイブ・ログ・ファイル・ヘッダーに含まれるアクティブ識別子が、リカバリされるデータベースのアクティブ識別子と一致していません。示されたアーカイブ・ログは、データベースに適用されません。


	
処置: データベースに適切なアーカイブ・ログを指定してください。









	 ORA-16068: REDOログ・ファイルの活性化識別子が不一致です。 
	
原因: 指定したREDOログ・ファイルの活性化識別子がデータベースの活性化識別子と一致していません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-16069: 活性化識別子の不一致 
	
原因: プライマリ・データベースとフィジカル・スタンバイ・データベースの活性化識別子が一致していないため、REDO転送に失敗しました。この状況は、フィジカル・スタンバイ・データベースがプライマリ・データベースのバックアップから作成されていない場合に発生することがあります。


	
処置: 有効な構成を作成した後、失敗した操作を再試行してください。









	 ORA-16070: パラメータstringには無効なREGISTER属性値が含まれています。 
	
原因: 指定されたLOG_ARCHIVE_DEST_n(n = 1から31)パラメータの値に、無効なファイル名テンプレート文字列を指定したREGISTER属性が含まれています。指定されている場合、REGISTERファイル名テンプレート文字列は、スレッドおよびログ順序番号置換ディレクティブ(%t、%T、%s、%S)を含むO/S固有のファイル・パス名を示す必要があります。


	
処置: LOG_ARCHIVE_DEST_nパラメータの値を修正してください。









	 ORA-16071: アーカイブ・ログ・ファイルstringが依存宛先で見つかりません。 
	
原因: 他の転送先が依存しているREDO転送先で指定のアーカイブ・ログ・ファイルが見つかりませんでした。


	
処置: 他の転送先に依存しているすべてのREDO転送先または他の転送先が依存しているすべてのREDO転送先が正しく構成されていることを確認してください。









	 ORA-16072: 1つ以上のスタンバイ・データベースの宛先が必須です。 
	
原因: スタンバイ・データベースのアーカイブ・ログ宛先が1つも指定されていません。


	
処置: 初期化パラメータ・ファイルのスタンバイ・アーカイブ・ログ宛先を指定してください。









	 ORA-16073: アーカイブを使用可能にする必要があります。 
	
原因: オンライン・ログ・ファイル・アーカイブが使用禁止です。


	
処置: ログ・ファイル・アーカイブを使用可能にしてください。









	 ORA-16074: アクティブなARCHプロセスはありません。 
	
原因: すべてのARCHプロセスが停止しています。


	
処置: インスタンスを再起動してください。









	 ORA-16075: スタンバイ・データベースの宛先が不一致です。 
	
原因: このインスタンスからアクセスできなかったスタンバイ・データベースの宛先に別のインスタンスがアクセスしました。LOG_ARCHIVE_CONFIG初期化パラメータにDG_CONFIGが定義されていない場合は、この原因として、スタンバイ・データベースが少し前に使用不可になったことが考えられます。


	
処置: インスタンスごとに、LOG_ARCHIVE_DEST_n初期化パラメータから参照されている一連のスタンバイ・データベースが同じであることを確認し、これらのデータベースを明示的に識別するためにDG_CONFIGを定義してください。









	 ORA-16076: スタンバイ・データベースの宛先が不明です。 
	
原因: 別のインスタンスからアクセスできなかったスタンバイ・データベースの宛先が指定されています。LOG_ARCHIVE_CONFIG初期化パラメータにDG_CONFIGが定義されていない場合は、この不一致の原因として、スタンバイ・データベースが少し前に再起動したことが考えられます。


	
処置: インスタンスごとに、LOG_ARCHIVE_DEST_n初期化パラメータから参照されている一連のスタンバイ・データベースが同じであることを確認し、これらのデータベースを明示的に識別するためにDG_CONFIGを定義してください。









	 ORA-16078: メディア・リカバリが使用禁止です 
	
原因: データベースがARCHIVELOGモードではありません。


	
処置: データベースをARCHIVELOGモードにしてください。









	 ORA-16079: スタンバイ・アーカイブが使用可能ではありません 
	
原因: スタンバイ・データベースでアーカイブが使用可能になっていません。


	
処置: スタンバイ・データベースからスタンバイ・ログ・ファイルにアクセスできるようにするには、スタンバイ・データベースをARCHIVELOGモードにする必要があります。









	 ORA-16080: APPLYのためのLogMinerセッションstringが無効です。 
	
原因: 論理スタンバイ適用エンジンが、無効なLogMinerセッション識別子で起動されました。


	
処置: LogMinerセッションで問題を修正して、新しいセッションを作成してください。









	 ORA-16081: APPLYのためのプロセス数が不十分です。 
	
原因: 論理スタンバイ適用エンジンが、必要なプロセスより少ないプロセスで起動されました。


	
処置: 初期化パラメータPROCESSESまたはDBA_LOGSTDBY_PARAMETERSビューのMAX_SERVERSパラメータの値を増やしてください。









	 ORA-16082: ロジカル・スタンバイが正しく初期化されていません。 
	
原因: 論理スタンバイ適用エンジンが起動されましたが、メタデータの一貫性がありません。


	
処置: 詳細は、トレース・ファイルを調べてください。









	 ORA-16083: LogMinerセッションが作成されていません。 
	
原因: 論理スタンバイ適用エンジンが、LogMinerセッションを作成せずに起動されました。


	
処置: LogMinerセッションを作成して、適用エンジンを再起動してください。









	 ORA-16084: 適用エンジンはすでに実行中です。 
	
原因: 論理スタンバイ適用エンジンが、別のエンジンの作成中に実行しています。


	
処置: 前の適用エンジンを停止して、新しいエンジンを起動してください。









	 ORA-16086: REDOデータをスタンバイREDOログに書き込めません 
	
原因: プライマリ・データベースはMAXIMUM PROTECTIONまたはMAXIMUM AVAILABILITYモードに入っていましたが、スタンバイ・データベースのスタンバイREDOログにREDOデータを書き込むことができませんでした。


	
処置: リモート・ファイル・サーバー(RFS)トレース・ファイルを調べて特定のエラーを確認し、必要に応じてスタンバイREDOログを再構成してください。









	 ORA-16087: スイッチオーバーにはスタンバイまたは現行の制御ファイルが必要です。 
	
原因: バックアップまたはクローン制御ファイルを使用してスイッチオーバー操作を実行しようとしました。


	
処置: バックアップ制御ファイルを現行の制御ファイルに変換してから、スイッチオーバー操作を試行してください。クローン制御ファイルは、スイッチオーバー操作に使用できません。









	 ORA-16088: アーカイブ・ログが完全にアーカイブされていません 
	
原因: 完全にアーカイブされていないアーカイブ・ログを登録しようとしました。指定されたアーカイブ・ログは現行のログ・ファイルである可能性があります。


	
処置: 完全なアーカイブ・ログを指定してください。









	 ORA-16089: アーカイブ・ログはすでに登録されています 
	
原因: スタンバイ・データベース制御ファイルに対応するスレッド番号および順序番号をすでに持つアーカイブ・ログを登録しようとしました。重複する情報は許可されません。


	
処置: V$ARCHIVED_LOG固定ビューを使用して、アーカイブ・ログ情報を確認してください。









	 ORA-16090: 置換されるアーカイブ・ログが管理スタンバイ・プロセスで作成されませんでした 
	
原因: 管理スタンバイ操作で作成されていないアーカイブ・ログを置換しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-16091: 依存アーカイブ・ログの宛先はすでにアーカイブされています 
	
原因: アーカイブ・ログの宛先に、すでにアーカイブされた他のアーカイブ・ログの宛先への依存性が含まれます。


	
処置: 親アーカイブ・ログの宛先が別のアーカイブ・ログの宛先と依存しないようにしてください。ALTER SYSTEMコマンドを使用して、依存性のある属性の1つを削除してください。









	 ORA-16092: 依存アーカイブ・ログの宛先が有効ではありません 
	
原因: アーカイブ・ログの宛先に、アクティブではない他のアーカイブ・ログの宛先への依存性が含まれます。


	
処置: 子アーカイブ・ログの宛先が、別の無効なアーカイブ・ログの宛先に依存しないようにしてください。ALTER SYSTEMコマンドを使用して、依存性のある属性の1つを削除してください。









	 ORA-16093: 依存アーカイブ・ログの宛先がLGWR対応ではありません 
	
原因: アーカイブ・ログの宛先に、LGWRプロセスに使用可能ではない他のアーカイブ・ログの宛先への依存性が含まれます。


	
処置: 子アーカイブ・ログの宛先が、LGWRによってアーカイブされていない別のアーカイブ・ログの宛先に依存しないようにしてください。親アーカイブ・ログを変更するALTER SYSTEMコマンドを使用して、LGWRプロセスを指定してください。









	 ORA-16094: アーカイブ操作中にデータベースを停止しました。 
	
原因: オンライン・ログ・ファイル・アーカイブがアクティブであるときにデータベースを停止しました。


	
処置: 必要ありません。









	 ORA-16095: 依存アーカイブ・ログ宛先が非アクティブにされました。 
	
原因: 親アーカイブ・ログ宛先がアーカイブに不適格になったため、依存アーカイブ・ログ宛先が非アクティブにされました。これは、親宛先がアプリケーション・ユーザーによって手動で遅延されるために発生する可能性があります。


	
処置: 必要ありません。









	 ORA-16098: データ損失を防ぐため、プライマリ・データベースを停止しました。 
	
原因: プライマリ・データベースが最大保護モードで動作していた際に、プライマリ・データベースをデータ損失から保護するのに適したスタンバイ・データベースが使用不可になったため、プライマリ・データベースが停止されました。


	
処置: 構成内のエラーをすべて診断した上で修正するか、プライマリ・データベースを最大可用性モードまたは最大パフォーマンス・モードに設定してください。









	 ORA-16099: 内部エラーORA-00600がスタンバイ・データベースで発生しました。 
	
原因: スタンバイ・データベースのRFSプロセスが内部エラーを受信しました。


	
処置: 詳細は、スタンバイ・アラート・ログおよびRFSトレース・ファイルを確認してください。









	 ORA-16100: 有効なロジカル・スタンバイ・データベースではありません。 
	
原因: このデータベースは、論理スタンバイ・データベースとして完全に構成されていません。


	
処置: データベースが、目的の論理スタンバイ・データベースであることを確認してください。ALTER DATABASE START LOGICAL APPLY INITIAL文で論理スタンバイ適用がすでに開始されたことを確認してください。文の構文の詳細は、『Oracle Database SQLリファレンス』マニュアルを参照してください。









	 ORA-16101: 有効な開始SCNが見つかりませんでした。 
	
原因: 開始SCNが見つかりませんでした。


	
処置: このデータベースが生成されたバックアップに続く最初のログ・ファイルを登録してください。データベースの登録には、ALTER DATABASE REGISTER LOGFILE文を使用することをお薦めします。あるいは、この文を使用して開始SCNの値を指定できます。









	 ORA-16102: リモート情報は指定されたプライマリで使用不能です。 
	
原因: 新規のプライマリが、ログ・ストリームの消費を開始するためにスタンバイに必要な情報の生成を完了していません。


	
処置: 指定されたデータベース・リンクが新規のプライマリになるシステムを参照することを確認してください。少し待機して、必要な情報を生成するときにプライマリを許可するコマンドを再試行してください。









	 ORA-16103: この操作を許可するにはロジカル・スタンバイ適用を停止する必要があります。 
	
原因: 論理スタンバイが現在変更を適用しています。この操作を許可するには、適用を完了するか、または停止する必要があります。


	
処置: ALTER DATABASE STOP LOGICAL STANDBY APPLY文を実行して、操作を再入力または再指定してください。









	 ORA-16104: ロジカル・スタンバイ・パラメータが無効です 
	
原因: 指定されたパラメータは無効です。


	
処置: 綴りを確認するか、またはDBMS_LOGSTDBY PL/SQLパッケージのドキュメントで正しい文の構文を参照してください。









	 ORA-16105: ロジカル・スタンバイはすでにバックグラウンドで実行中です。 
	
原因: 論理スタンバイ適用操作はすでに実行中です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-16106: 前に適用されたトランザクションの情報をロードしています 
	
原因: 論理スタンバイ・コーディネータが、以前に適用されたトランザクションを確認するために、スキャンを実行していました。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16107: プライマリからのすべてのログ・データが処理されました 
	
原因: プライマリ・システムで、ログ・ストリームがALTER DATABASE COMMIT TO SWITCHOVER TO LOGICAL STANDBYコマンドで終了しました。


	
処置: 次のコマンドのいずれかを発行して、このスタンバイをプライマリにするか、または新規のプライマリからの変更の適用を再開してください。ALTER DATABASE COMMIT TO SWITCHOVER TO LOGICAL PRIMARY; ALTER DATABASE START LOGICAL STANDBY APPLY NEW PRIMARY dblink;









	 ORA-16108: データベースはもうスタンバイ・データベースではありません 
	
原因: 現行のデータベースはすでにプライマリ・データベースになっています。


	
処置: 次のコマンドのいずれかを発行して、このプライマリをスタンバイにしてください。ALTER DATABASE COMMIT TO SWITCHOVER TO LOGICAL STANDBY; ALTER DATABASE START LOGICAL STANDBY APPLY NEW PRIMARY dblink;









	 ORA-16109: 以前のプライマリからのログ・データの適用に失敗しました 
	
原因: 以前のプライマリからのログ・データが完全に適用されていません。


	
処置: 後でコマンドを再発行してください。









	 ORA-16110: ロジカル・スタンバイのユーザー・プロシージャ処理にDDLが適用されます。 
	
原因: ユーザーが指定したストアド・プロシージャが、処理される前にDDL文を検査するようにコールされました。


	
処置: アクションは必要ありません。この情報文は文の処理におけるユーザーの関与を記録するために提供されています。追加情報は、DBA_LOGSTDBY_EVENTSおよびDBA_LOGSTDBY_SKIPビューで参照できます。









	 ORA-16111: ログのマイニングと設定の適用 
	
原因: この論理スタンバイ・プロセスは、変更処理の開始を設定しています。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16112: ログのマイニングと停止の適用 
	
原因: この論理スタンバイ・プロセスは、論理スタンバイ適用をクリーンアップおよび停止しています。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16113: 表または順序stringに変更を適用しています 
	
原因: プロセスが、特定スキーマ・オブジェクトに変更を適用しています。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16114: DDLトランザクションにコミットSCN stringを適用しています 
	
原因: プロセスが、指定されたSCNでコミットされるDDL変更を適用しています。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16115: LogMinerディクショナリのロードをstring%完了しました 
	
原因: プロセスが、REDOストリームからディクショナリ情報をロードしています。このアクティビティには数分かかる場合があります。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16116: 使用できる作業はありません 
	
原因: プロセスは、使用可能になる追加変更を待機して、アイドル状態です。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16117: 処理中 
	
原因: 主要機能が処理されています。待機イベントはありません。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16119: SCN stringでトランザクションを作成しています 
	
原因: 示されたSCNでコミットされるトランザクションが、適用のために準備されています。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16120: SCN stringでのトランザクションに対する依存性を計算中です。 
	
原因: 示されたSCNでコミットされるトランザクションが、依存性を分析されています。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16121: コミットSCN stringにトランザクションを適用しています 
	
原因: 示されたSCNでコミットされるトランザクションが適用されています。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16122: SCN stringで大きなdmlトランザクションを適用しています 
	
原因: コミットが参照される前に、大きなトランザクションが適用されています。適用される現行のREDOは、示されたSCNで終了します。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16123: トランザクションstring string stringはコミットの認証を待機中です 
	
原因: 適用プロセスでトランザクションのコミットの認証を待機中です。このトランザクションは、トランザクションのコミットを遅延させる可能性のある別の同期化アクティビティに依存している可能性があります。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16124: トランザクションstring string stringは待機中です。 
	
原因: 適用プロセスが追加の変更の適用を待機中です。このトランザクションは別のトランザクションに依存している可能性があります。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16125: 大規模なトランザクションstring string stringが追加のデータを待機中です 
	
原因: 大きいトランザクションの追加の変更がログ・ストリームから取得されるまで、適用プロセスは待機します。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16126: 表または順序stringのロード中 
	
原因: 今後使用するためメモリー・キャッシュに特定の表または順序をロード中です。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16127: 追加のトランザクションが適用されるまで待機して停止しました。 
	
原因: プロセスが続行する前に追加のメモリー処理を待機中です。追加ログ情報は、追加のトランザクションがデータベースに適用され、メモリーが解放されるまでは読み込まれません。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。このメッセージが頻繁に発生し、変更が迅速に適用されない場合、使用可能なSGAまたは適用プロセスの数を増やします。









	 ORA-16128: ユーザーが開始した停止の適用は、正常に完了しました。 
	
原因: 論理スタンバイは正常に停止しました。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16129: サポートされていないDMLを検出しました 
	
原因: DMLから未サポートの表への操作が1つ以上あり、スキップされました。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。オプションで、影響を受ける表の所有者と名前などの詳細情報を、DBA_LOGSTDBY_EVENTSビューで確認できます。









	 ORA-16130: ログ・ストリームからのサプリメンタル・ログ情報がありません 
	
原因: 補足ログがプライマリ・データベースで使用可能ではありません。


	
処置: 次のコマンドを発行して、補足ログを使用可能にしてください。ALTER DATABASE ADD SUPPLEMENTAL LOG DATA (PRIMARY KEY, UNIQUE INDEX) COLUMNS;









	 ORA-16131: スタンバイのターミナル・リカバリ中にエラーが発生しました。 
	
原因: スタンバイのターミナル・リカバリ中にエラーが発生しました。


	
処置: スタンバイ・アラート・ログで追加情報を確認してください。









	 ORA-16132: スタンバイの有効化中にエラーが発生しました。 
	
原因: ターミナル・リカバリに続くスタンバイ・データベースの有効化中にエラーが発生しました。


	
処置: スタンバイ・アラート・ログで追加情報を確認してください。









	 ORA-16133: データファイルstringに不適切なターミナル・リカバリ・スタンプがあります。 
	
原因: ターミナル・リカバリ(現行のログを使用するスタンバイのリカバリ)に続くスタンバイ・データベースの有効化の後で、有効化前からのデータファイルのリカバリは、破損を回避するために同じターミナル・リカバリを完了している必要があります。


	
処置: ターミナル・リカバリ後およびスタンバイの有効化前に取られたデータファイルのバックアップをリカバリに使用してください。









	 ORA-16134: 無効なMANAGEDリカバリのFINISHオプションです 
	
原因: RECOVER MANAGED STANDBY DATABASE文でFINISHキーワードの後にNOWAIT以外のモードが続いています。


	
処置: 何も指定しないか、またはFINISHの後にNOWAITを指定してください。









	 ORA-16135: 保護モードでは、LOG_ARCHIVE_CONFIGの変更は無効です 
	
原因: RACインスタンスが最大保護または最大可用性モードのいずれかでオープンしている間は、LOG_ARCHIVE_CONFIGパラメータを変更できません。また、最大保護モードの間にすべての宛先が失敗する方法では、パラメータは変更できません。


	
処置: データベースがインスタンスによってオープンされる前に、変更を行ってください。









	 ORA-16136: 管理スタンバイ・リカバリが有効ではありません 
	
原因: 管理リカバリ・セッションを取り消そうとしましたが、アクティブな管理リカバリ・セッションがありませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-16138: プライマリからログ・ストリームの終わりを受け取っていません 
	
原因: スタンバイ・システムがプライマリ・システムのログ・ストリームが終了したという旨の通知を受け取っていません。正常なスイッチオーバーは使用できません。


	
処置: プライマリのログ・ストリームが終了したことを確認してください。スタンバイがプライマリ・システムから必要なREDOをすべて適用していることを確認して、適切な場合、正常なスイッチオーバー・コマンドを再発行してください。









	 ORA-16139: メディア・リカバリが必須です。 
	
原因: スイッチオーバーの実行中に、エラーが発生しました。


	
処置: プライマリ・データベースをスタンバイ・ロールに切り替えていた場合、変換は成功しましたが、変換が完了した後に1つ以上のエラーが発生しました。詳細は、アラート・ログを参照してください。ターゲット・スタンバイ・データベースからプライマリ・ロールへの切替えは続行できますが、新規プライマリ・データベースを保護するには、旧プライマリ・データベースで報告されたエラーに対応する必要があります。フィジカル・スタンバイ・データベースからプライマリ・ロールへの切替え中にこのエラーが発生した場合、別のREDOを適用する必要があるため、スイッチオーバーは失敗しました。REDO Applyがアクティブであることを確認し、V$DATABASE動的パフォーマンス・ビューのSWITCHOVER_STATUS列がTO_PRIMARYまたはSESSIONS_ACTIVEになるまで待機してから、スイッチオーバーを再試行してください。









	 ORA-16140: スタンバイ・オンライン・ログがリカバリされていません 
	
原因: スタンバイ・データベースにはリカバリされていないREDOを含むオンライン・ログがあります。スタンバイをアクティブにすると、オンライン・ログに含まれるREDOを失います。


	
処置: スタンバイのオンライン・ログをリカバリするには、コマンドALTER DATABASE RECOVER MANAGED STANDBY DATABASE FINISHを発行します。次にALTER DATABASE ACTIVATE STANDBY DATABASEコマンドを再発行します。オンライン・ログをリカバリせずにスタンバイをアクティブにするには、コマンドALTER DATABASE ACTIVATE STANDBY DATABASE SKIP STANDBY LOGFILEを発行します。









	 ORA-16143: ターミナル・リカバリ時または後にはRFS接続を使用できません 
	
原因: RFSがターミナル・リカバリ時または後に、スタンバイ・オンライン・ログ・ファイルにアクセスしようとしました。


	
処置: プライマリは、ターミナル・リカバリ後にスタンバイをアクティブにする必要はありません。









	 ORA-16145: スレッド番号string、順序番号stringのアーカイブが進行中です 
	
原因: 指定されたアーカイブ・ログが、アクティブが進行中のためにリカバリに使用不可能です。


	
処置: 指定されたログ・ファイルのアーカイブが完了したことを確認して、RECOVER STANDBY DATABASEコマンドを再発行してください。









	 ORA-16146: string制御ファイルのエンキューを使用できません 
	
原因: 制御ファイルのエンキューが現在使用できません。


	
処置: 処置は必要ありません。後から再フェッチを試行します。









	 ORA-16147: スタンバイ・データベースは複数のアーカイブ・ログ先で参照されます 
	
原因: 異なるサービス名を使用して、複数のアーカイブ・ログ先が同じスタンバイ・データベースを参照しています。これは許可されていません。


	
処置: 重複するアーカイブ・ログ先の1つを削除してください。









	 ORA-16148: 管理リカバリ操作の期限切れがユーザーから要求されました 
	
原因: 管理スタンバイ・データベースのリカバリ操作が、RECOVER MANAGED STANDBY DATABASE文の各ユーザー指定のEXPIREオプションで取り消されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-16150: FINISHリカバリは別の古いスタンバイ・データベースで実行されました 
	
原因: FINISHリカバリ・インジケータを含むアーカイブ・ログがスタンバイ・データベースにより取得されましたが、このスタンバイ・データベースでは取得されたアーカイブ・ログより将来の時点のアーカイブ・ログが取得されています。これらの将来のアーカイブ・ログがこのスタンバイ・データベースに適用されている可能性があるため、取得されたアーカイブ・ログは拒否される必要があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-16151: 管理スタンバイ・リカバリは使用できません 
	
原因: 管理スタンバイ・リカバリ操作のCANCELが保留中のため、指定された操作に失敗しました。


	
処置: 管理スタンバイ・リカバリ・セッションが終了するまで待機してください。その後で、操作を再試行してください。









	 ORA-16152: スタンバイ・データベースは「非データ消失」保護モードです 
	
原因: 指定されたデータベース処理は、スタンバイ・データベースが「非データ消失」保護モードにあるため許可されません。


	
処置: データベース処理が有効であることを確認し、ALTER DATABASE SET STANDBY DATABASE UNPROTECTEDを実行した後、文を再発行してください。









	 ORA-16154: 要注意属性: string 
	
原因: 現在のコンテキストで指定された属性を使用することは無効です。


	
処置: 適切な変更を行ってから文を再発行してください。









	 ORA-16156: データベースが保護スタンバイの場合、LGWRアーカイブ・ログ依存はできません 
	
原因: プライマリ・データベースがスタンバイ・データベースにより保護されている場合、スタンバイREDOログ・ファイルを使用する必要があるため、LGWRアーカイブ・ログ依存はできません。


	
処置: LGWRアーカイブ・ログ依存を削除して、通常のLGWRアーカイブを使用してください。









	 ORA-16157: FINISHリカバリを正常終了後、メディア・リカバリは使用できません 
	
原因: RECOVER MANAGED STANDBY DATABASE FINISHコマンドが以前に正常に終了しています。別のメディア・リカバリは使用できません。


	
処置: FINISHリカバリの後で次の操作のいずれかを発行してください。ALTER DATABASE OPEN READ ONLYまたはALTER DATABASE COMMIT TO SWITCHOVER TO PRIMARY。









	 ORA-16159: 保護スタンバイの宛先属性は変更できません 
	
原因: データベースのスタンバイ保護モードに関連する宛先のLGWR/ARCHまたはSYNC/ASYNC属性を変更しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-16160: 保護スタンバイ・データベースの構成は変更できません 
	
原因: プライマリ・データベースがスタンバイ保護モードにあるときに、スタンバイ・データベースの構成を変更しようとしました。


	
処置: スタンバイ・データベースは、プライマリ・データベースが開かれる前に構成に追加される必要があります。









	 ORA-16161: グループstringにスタンバイREDOログ・ファイル・メンバーとオンラインREDOログ・ファイル・メンバーは混在できません 
	
原因: 他のメンバー・タイプと一致しないログ・ファイル・メンバーを追加しようとしました。通常この問題は、オンラインREDOログ・ファイル・グループにスタンバイ・ログ・ファイル・メンバーを追加するときか、またはスタンバイREDOログ・ファイル・グループにオンラインREDOログ・ファイル・メンバーを追加するときに発生します。


	
処置: V$LOG固定ビューのTYPE列を使用してログ・ファイル・グループ・タイプを確認してください。









	 ORA-16162: 保護構成には、新しいスタンバイ・データベースを追加できません。 
	
原因: プライマリ・データベースがスタンバイ保護モードにあるときに、新しいスタンバイ・データベースの宛先を有効にしようとしました。


	
処置: スタンバイ・データベースは、プライマリ・データベースが開かれる前に構成に追加される必要があります。









	 ORA-16163: LGWRネットワーク・サーバー・ホストの連結エラー 
	
原因: LGWRネットワーク・サーバーをリモート・ホストにアタッチできません。


	
処置: アラート・ログで問題固有の情報を確認してください。









	 ORA-16164: LGWRネットワーク・サーバー・ホストの連結解除エラー 
	
原因: LGWRネットワーク・サーバーをリモート・ホストから切断できません。


	
処置: アラート・ログで問題固有の情報を確認してください。









	 ORA-16165: LGWRがネットワーク・サーバーへの接続に失敗しました。 
	
原因: LGWRがネットワーク・サーバーとの接続を失いました。


	
処置: アラート・ログで問題固有の情報を確認してください。









	 ORA-16166: LGWRネットワーク・サーバーがリモート・メッセージの送信に失敗しました。 
	
原因: LGWRネットワーク・サーバーはリモート・ホストと通信できません。


	
処置: アラート・ログで問題固有の情報を確認してください。









	 ORA-16167: LGWRネットワーク・サーバーは、非ブロック・モードに切替えできませんでした。 
	
原因: LGWRネットワーク・サーバーは、非ブロック・モードに切替えできませんでした。


	
処置: アラート・ログで問題固有の情報を確認してください。









	 ORA-16168: LGWRネットワーク・サーバーは、ブロック・モードに切替えできませんでした。 
	
原因: LGWRネットワーク・サーバーは、ブロック・モードに切替えできませんでした。


	
処置: アラート・ログで問題固有の情報を確認してください。









	 ORA-16169: LGWRネットワーク・サーバーの無効なパラメータ 
	
原因: LGWRネットワーク・サーバーは、ブロック・モードに切替えできませんでした。


	
処置: アラート・ログで問題固有の情報を確認してください。









	 ORA-16170: ターミナル・リカバリでは、データベースが矛盾した状態になっている場合があります 
	
原因: 同期ログ出力なしで、スタンバイ・データベースにターミナル・リカバリが起動されたときに、まれですがリカバリ・セッションがリカバリ不能の状態にある場合、プライマリ・データベースがREDOスレッドをオープンにしたままであると、ターミナル・リカバリはスタンバイ・データベースを一貫したSCN境界にできません。


	
処置: プライマリから追加ログ出力でスタンバイ・リカバリを続行してください。









	 ORA-16171: string、seqstring-stringの差分のため、RECOVER...FINISHを実行できません。 
	
原因: 詳細は、アラート・ログを参照してください。


	
処置: プライマリまたは別のスタンバイ・データベースから失われている部分のアーカイブ・ログをコピーしてください。そのログを登録し、RECOVER...FINISHコマンドを再発行します。ログが使用できない場合は、ALTER DATABASE RECOVER MANAGED STANDBY SKIPコマンドを発行して、スタンバイREDOログ・ファイルを無視してください。









	 ORA-16172: アーカイブ・ログが端末のREDOの終端を超えて検出されました。 
	
原因: 端末のREDOの終端のアーカイブ・ログをリモート宛先にアーカイブすることは失敗しました。リモート・サイトに端末のREDOの終端より将来の時点のREDOを含むアーカイブ・ログが存在したためです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-16173: 非互換性のアーカイブ・ネットワーク接続がアクティブです。 
	
原因: 次のいずれかの状況がこのエラーの原因です。1) アクティブなリモート・ファイル・サーバー・プロセスが検出されたため、ターミナル不完全リカバリ操作の開始の試行に失敗しました。2) リモート・サイトのリモート・ファイル・サーバー・プロセスのため、ターミナルのREDOの終端アーカイブ・ログをリモート宛先にアーカイブする試行に失敗しました。アクティブなリモート・ファイル・サーバー(RFS)プロセスは、ターミナル不完全リカバリ操作が保証されないことを示す可能性のあるプライマリ・データベースとの接続を暗示します。


	
処置: 管理スタンバイ環境を確認して、ターミナル不完全リカバリ操作の必要性を判断してください。









	 ORA-16174: 管理リカバリのユーザー要求スレッド/順序終了 
	
原因: 管理スタンバイ・データベースのリカバリ操作が、RECOVER MANAGED STANDBY DATABASE文のユーザー指定によるTHROUGH THREAD/SEQUENCEオプションで終了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-16175: メディア・リカバリがアクティブな場合、データベースを停止できません 
	
原因: メディア・リカバリがアクティブな状態でスタンバイ・データベースを停止しようとしました。


	
処置: メディア・リカバリを取り消して停止操作を続行してください。









	 ORA-16176: ディクショナリのビルドをバックグラウンドで実行できません 
	
原因: ディクショナリのビルド専用のバックグラウンド・プロセスがアクティブです。


	
処置: しばらく待ってから再試行してください。









	 ORA-16177: メディア・リカバリは必要ありません 
	
原因: ALTER DATABASE RECOVER MANAGED STANDBY DATABASEのTHROUGH LAST SWITCHOVER句が指定され、データベースは最新のREDOの終端マーカーにリカバリされました。認識されているアーカイブ・ログすべてに適用されました。管理リカバリは必要ありません。


	
処置: 処置は必要ありません。スタンバイ・データベースを新しいプライマリとしてアクティブにするか、スタンバイとして続行することができます。









	 ORA-16178: 手動アーカイブ・モードでは、リモート宛先を指定できません 
	
原因: データベースが手動アーカイブ・モードで稼働中です。リモート・アーカイブ・ログの宛先はこのモードでは使用できません。


	
処置: ALTER DATABASE ARCHIVELOGコマンドを使用してデータベースを自動ARCHIVELOGモードにするか、SERVICE=属性を指定するアーカイブ・ログ宛先を遅延してください。









	 ORA-16179: SPFILEの使用時は、"string"への増分変更はできません 
	
原因: SPFILEを使用しているときは、log_archive_dest_nパラメータに対して増分変更はできません。


	
処置: LOCATIONまたはSERVICEを指定し、1つのALTER SYSTEM/SESSION SETコマンドでその他の属性すべてを設定してください。









	 ORA-16180: 指定したプロセス数が大きすぎます 
	
原因: ロジカル・スタンバイに使用できるサーバー・プロセスの数は現在、1024のLogMinerプロセスおよび1024の適用プロセス、または合計2048に制限されています。


	
処置: より小さい値を使用して、再試行してください。









	 ORA-16181: ロジカル・スタンバイに指定したSGAが大きすぎます 
	
原因: MAX_SGAの値がSHARED_POOL_SIZE、MEMORY_TARGET、およびSGA_TARGET初期化パラメータの最大値の75%を上回っています。


	
処置: MAX_SGAの値をSHARED_POOL_SIZE、MEMORY_TARGET、およびSGA_TARGETの最大値の75%未満にしてください。









	 ORA-16182: リモート・アーカイブ中に、内部チャネルで内部エラーが発生しました 
	
原因: LGWRおよびネットワーク・サーバー間の内部チャネルで内部エラーが発生しました。


	
処置: アーカイブ中にこのエラーが発生したファイルは再度アーカイブされるため、処置は不要です。









	 ORA-16184: DB_UNIQUE_NAME stringはDB_UNIQUE_NAME stringと同じ値にハッシュされます 
	
原因: あるDB_UNIQUE_NAMEに対して生成された内部ハッシュ値が、別のDB_UNIQUE_NAMEのハッシュ値と競合しています。


	
処置: DB_UNIQUE_NAMEの1つを一部変更して、別の値にハッシュするようにしてください。









	 ORA-16185: REMOTE_ARCHIVE_ENABLEとLOG_ARCHIVE_CONFIGの両方が含まれています 
	
原因: REMOTE_ARCHIVE_ENABLEおよびLOG_ARCHIVE_CONFIGパラメータの両方が初期化ファイルに定義されており、これらのパラメータは相互に排他的です。


	
処置: REMOTE_ARCHIVE_ENABLEパラメータは廃止されています。LOG_ARCHIVE_CONFIGパラメータのみを使用してください。









	 ORA-16186: LOG_ARCHIVE_CONFIGの変更には、SID='*'修飾子が必要です 
	
原因: LOG_ARCHIVE_CONFIGパラメータの設定をすべてのRACインスタンスで同一にする必要があるため、SID='*'修飾子が必要です。


	
処置: SID='*'修飾子を使用して、コマンドを再入力してください。









	 ORA-16187: LOG_ARCHIVE_CONFIGの属性が重複、競合または無効になっています 
	
原因: LOG_ARCHIVE_CONFIGパラメータに指定された属性が重複、競合、または無効です。


	
処置: LOG_ARCHIVE_CONFIGパラメータの正しい指定については、ドキュメントを参照してください。









	 ORA-16188: LOG_ARCHIVE_CONFIGの設定値は、前に開始されたインスタンスとの一貫性がありません 
	
原因: LOG_ARCHIVE_CONFIGパラメータの設定が、前に開始したインスタンスの設定と矛盾しています。このパラメータの設定は、すべてのインスタンスで同一にする必要があります。


	
処置: すべてのインスタンスのLOG_ARCHIVE_CONFIG設定が同一であることを確認してください。









	 ORA-16191: プライマリ・ログを受け渡すクライアントが、スタンバイにログオンしていません 
	
原因: スタンバイにログオンせずに、または無効なユーザー資格証明を使用して、スタンバイにREDOを発行しようとしました。


	
処置: プライマリおよびスタンバイがパスワード・ファイルを使用しており、プライマリとスタンバイの両方のSYSパスワードが同じであることを確認してください。パスワード・ファイルがアクセス可能であることと、REMOTE_LOGIN_PASSWORDFILE初期化パラメータがSHAREDまたはEXCLUSIVEに設定されていることを確認してから、プライマリまたはスタンバイ(あるいはその両方)を再起動してください。









	 ORA-16192: プライマリとスタンバイのネットワーク整合性が一致しません 
	
原因: スタンバイがREDOを発行するためにSQLNETネットワークの整合性を必要としていますが、プライマリでネットワークの整合性が正しく設定されていません。


	
処置: ネットワークの整合性の設定方法、およびプライマリとスタンバイの両方でネットワークの整合性を同一に設定する方法については、SQLNET.ORAドキュメントを参照してください。プライマリまたはスタンバイ(あるいはその両方)を再起動してください。









	 ORA-16193: プライマリとスタンバイのネットワーク暗号化が一致しません 
	
原因: スタンバイがREDOを発行するためにSQLNETネットワークの暗号化を必要としていますが、プライマリでネットワークの暗号化が正しく設定されていません。


	
処置: ネットワークの暗号化の設定方法、およびプライマリとスタンバイの両方でネットワークの暗号化を同一に設定する方法については、SQLNET.ORAドキュメントを参照してください。プライマリまたはスタンバイ(あるいはその両方)を再起動してください。









	 ORA-16194: DB_UNIQUE_NAMEの変更には、SID='*'修飾子が必要です 
	
原因: DB_UNIQUE_NAMEパラメータの設定をすべてのRACインスタンスで同一にする必要があるため、SID='*'修飾子が必要です。


	
処置: SID='*'修飾子を使用して、コマンドを再入力してください。









	 ORA-16195: DG_CONFIGでは、DB_UNIQUE_NAMEが明示的に定義されている必要があります 
	
原因: LOG_ARCHIVE_CONFIGパラメータにDG_CONFIG属性を使用できるのは、DB_UNIQUE_NAMEパラメータが明示的に定義されている場合に限られます。


	
処置: 有効なDB_UNIQUE_NAMEを明示的に定義してください。









	 ORA-16196: データベースは前にオープンおよびクローズされています 
	
原因: インスタンスがデータベースをオープンした後すでにクローズしていますが、このデータベースは存続期間中に1度のみ使用できます。


	
処置: インスタンスを停止してください。









	 ORA-16197: DB_UNIQUE_NAMEパラメータの指定は無効です 
	
原因: DB_UNIQUE_NAMEパラメータの指定が無効です。DB_UNIQUE_NAMEパラメータの最大長は30文字で、使用可能な文字は英数字と「_」、「$」、「#」のみです。


	
処置: ドキュメントを参照して、パラメータを再入力してください。









	 ORA-16198: リモート・アーカイブ中に、内部チャネルでタイムアウトが発生しました 
	
原因: リモート・アーカイブ中にタイムアウトが発生しました。


	
処置: アーカイブ中にこのエラーが発生したファイルは再度アーカイブされるため、処置は不要です。









	 ORA-16199: ターミナル・リカバリは一貫性維持点までのリカバリに失敗しました 
	
原因: 詳細は、アラート・ログを参照してください。


	
処置: 問題を解決してください。その後、ターミナル・リカバリを再試行してください。問題が繰り返され解決できない場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-16200: スキップ・プロシージャが文のスキップを要求しました 
	
原因: 論理スタンバイによって、特定の文を適用しないよう要求するスキップ・プロシージャがコールされました。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16201: スキップ・プロシージャが文の適用を要求しました 
	
原因: 論理スタンバイによって、特定の文を適用するよう要求するスキップ・プロシージャがコールされました。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16202: スキップ・プロシージャが文の置換を要求しました 
	
原因: 論理スタンバイによって、特定の文を新しい文で置換するよう要求するスキップ・プロシージャがコールされました。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16203: スキップ・プロシージャの戻り値を解釈できません 
	
原因: スキップ・プロシージャから競合する値または無効な値が戻されました。


	
処置: NEW_STATEMENT出力パラメータの値が、DBMS_LOGSTDBY.SKIP_ACTION_REPLACEが戻される場合はNULL以外になり、戻されない場合はNULLになることを確認してください。また、SKIP_ACTIONが正しく指定されていることも確認してください。









	 ORA-16204: DDLは正常に適用されました 
	
原因: DDL文が論理スタンバイ・データベースで正常にコミットされました。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16205: DDLはスキップ設定のためスキップされました 
	
原因: 論理スタンバイ・スキップ表の設定により、このタイプのDDLは常にスキップされます。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16206: データベースはすでにロジカル・スタンバイ・データベースとして構成されています 
	
原因: このデータベースは以前に論理スタンバイ・データベースとして構成されています。論理スタンバイ・データベースでは要求された操作を処理できません。


	
処置: このデータベースは論理スタンバイであり、要求に応じることができません。適切なデータベースにコマンドを入力したことを確認してください。









	 ORA-16207: ロジカル・スタンバイ・ディクショナリのビルドが許可されていません。 
	
原因: ディクショナリのビルドが現在進行中です。同時にアクティブにできるビルドは1つのみです。


	
処置: アクティブなビルドの完了を待機してから、新しいビルドを開始してください。









	 ORA-16208: ロジカル・スタンバイ・ディクショナリのビルドの開始に失敗しました。 
	
原因: 論理スタンバイ・ディクショナリのビルド・プロセス(LSP1)の開始に失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージとバックグラウンド・プロセスのトレース・ファイルを調べてください。メッセージで示されるエラーの原因となる問題を修正してください。インスタンスを一度停止してから再起動してください。トレース・ファイルに他のバックグラウンド・プロセス・メッセージが指摘されている場合は、元のエラーが見つかるまで、指摘されたプロセスがあるかどうかトレース・ファイルを調べてください。









	 ORA-16209: ロジカル・スタンバイ・ディクショナリのビルドの完了に失敗しました。 
	
原因: 論理スタンバイ・ディクショナリのビルド・プロセスが異常終了しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージとバックグラウンド・プロセスのトレース・ファイルを調べてください。メッセージで示されるエラーの原因となる問題を修正してください。インスタンスを一度停止してから再起動してください。トレース・ファイルに他のバックグラウンド・プロセス・メッセージが指摘されている場合は、元のエラーが見つかるまで、指摘されたプロセスがあるかどうかトレース・ファイルを調べてください。









	 ORA-16210: ロジカル・スタンバイ・コーディネータの処理がエラーを戻して終了しました。 
	
原因: 論理スタンバイ・コーディネータの処理が異常終了しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージとバックグラウンド・プロセスのトレース・ファイルを調べてください。メッセージで示されるエラーの原因となる問題を修正してください。インスタンスを一度停止してから再起動してください。トレース・ファイルに他のバックグラウンド・プロセス・メッセージが指摘されている場合は、元のエラーが見つかるまで、指摘されたプロセスがあるかどうかトレース・ファイルを調べてください。









	 ORA-16211: サポートされていないレコードが、アーカイブREDOログで見つかりました。 
	
原因: 解析できないアーカイブREDOログのレコードが、ログ適用サービスで見つかりました。


	
処置: 1.DBMS_LOGSTDBY.INSTANTIATE_TABLEを使用してスタンバイ・データベースの表を再作成するか、または重要でない表であれば削除してください。
2. ALTER DATABASE START LOGICAL STANDBY APPLY;を実行してください。

3. DBA_LOGSTDBY_EVENTSビューのcurrent_scn列を調べて、サポートされていないレコードが含まれているログ・ファイルを特定してください。

4. Oracleサポート・サービスにログ・ファイルを提供してください。











	 ORA-16212: SQL Applyに指定したプロセス数が多すぎます 
	
原因: 論理スタンバイ適用エンジンが、使用可能なプロセスより多いプロセスで起動されました。


	
処置: 初期化パラメータPROCESSESおよびDBA_LOGSTDBY_PARAMETERSビューのMAX_SERVERSパラメータの値を調整してください。MAX_SERVERSを指定せずに、dbms_logstdby.apply_setプロシージャを介してPREPARE_SERVERSおよびAPPLY_SERVERSを指定した場合、これらの1つまたは両方を小さくする必要があります。









	 ORA-16213: DDLが検出され、適用エンジンを停止しました。 
	
原因: 指定されたSTOP_ON_DDLコールアウトおよびDDLが検出されました。


	
処置: STOP_ON_DDLコールアウトを使用禁止にするか、またはDDLを削除してください。









	 ORA-16214: 適用は適用遅延のため停止しました。 
	
原因: 宛先のプライマリ・データベースで遅延が指定されました。


	
処置: プライマリで遅延をオフにするか、またはDBMS_LOGSTDBY.APPLY_UNSET('APPLY_DELAY');を使用して上書きしてください。









	 ORA-16215: 履歴メタデータが一貫していません 
	
原因: 内部エラー。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-16216: ログ・ストリームの順序エラーが発生しました 
	
原因: 最後に処理されたストリームの後に、処理対象のログ・ストリームが処理されませんでした。


	
処置: データベースがアクティブ設定になっている場合は、ALTER DATABASE START LOGICAL STANDBY APPLY NEW PRIMARYコマンドを発行して、ログ・ストリーム・データを現行のプライマリ・データベースと同期化してください。データベースがアクティブ設定でない場合は、直前のログ・ストリームの次に続くディクショナリ開始ログ・ファイルを手動で追加してください。









	 ORA-16217: スイッチオーバーの準備が完了していません 
	
原因: ALTER DATABASE PREPARE TO SWITCHOVERコマンドが発行されましたが、準備アクティビティが完了していませんでした。


	
処置: スタンバイが正しく準備されていることを確認してください。準備をキャンセルして、準備解除スイッチオーバーを実行することも可能です(ただしこの場合は、データベース・リンクを完了させる必要があります)。そうでない場合は、スタンバイで準備操作を再実行してください。









	 ORA-16218: このデータベースは、スイッチオーバーの準備がすでに完了しています 
	
原因: データベースがすでにスイッチオーバー準備をしているため、別の準備を試行できませんでした。


	
処置: ALTER DATABASE PREPARE TO SWITCHOVER CANCELコマンドを使用して現行の準備試行をキャンセルしてから、準備要求を再発行してください。









	 ORA-16219: このデータベースはスイッチオーバーの準備が完了していません 
	
原因: データベースのスイッチオーバー準備ができていません。このため、SWITCHOVERコマンドをキャンセルできませんでした。


	
処置: ALTER DATABASE PREPARE TO SWITCHOVERコマンドを使用して、SWITCHOVERコマンドの準備を完了してください。









	 ORA-16220: 失敗したトランザクションは見つかりませんでした 
	
原因: 失敗したトランザクションは検出されませんでした。


	
処置: SKIP FAILED TRANSACTIONオプションを使用せずに、ALTER DATABASE START LOGICAL STANDBY APPLYコマンドを再試行してください。









	 ORA-16221: 履歴表の同期化エラーが発生しました 
	
原因: 内部エラー。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-16222: 自動ロジカル・スタンバイが直前の処理を再試行中です 
	
原因: 論理スタンバイ適用操作を実行中にエラーが発生しました。論理スタンバイ適用操作により、再試行が自動で行われています。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16223: DDLは現在のバージョンではスキップされ、サポートされません 
	
原因: 指定されたDDL文は、現行バージョンの論理スタンバイでサポートされていないため、スキップされました。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16224: Database Guardは使用可能です 
	
原因: データベース・ガードが使用可能になっているため、操作を実行できませんでした。


	
処置: 操作が正しいことを確認してから、データベース・ガードを使用禁止にしてください。









	 ORA-16225: StreamsのLogMinerセッション名が欠落しています 
	
原因: LogMinerセッション名を指定せずに、ストリームのログ・ファイルを登録しようとしました。


	
処置: ログ・ファイルを登録するための有効なLogMinerセッション名を指定してください。









	 ORA-16226: サポートされていないため、DDLはスキップされました 
	
原因: このバージョンの論理スタンバイはこの型のDDLをサポートしていないため、DDLがスキップされました。


	
処置: データベース管理者(DBA)は、後でこのDDLを明示的に適用するか、この型のDDLを処理するプロシージャを作成してください。詳細は、DBMS_LOGSTDBY.SKIPプロシージャを参照してください。









	 ORA-16227: オブジェクトが欠落しているため、DDLはスキップされました 
	
原因: このDDLが依存する表またはその他のデータベース・オブジェクトが、論理スタンバイ・データベースで定義されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16228: ロジカル・スタンバイのリカバリが不十分です 
	
原因: 論理スタンバイをインスタンス化するために実行されたリカバリの量が不十分です。


	
処置: ALTER DATABASE RECOVER MANAGED STANDBY DATABASEを使用して、データベースのリカバリを続行してください。









	 ORA-16229: PDMLの子string string string(親string string string)はスキップできません。 
	
原因: パラレルDMLの子トランザクションIDをスキップするように要求しました。これはサポートされていません。


	
処置: DBMS_LOGSTDBY.UNSKIP_TRANSACTIONプロシージャを使用して子トランザクションIDを削除してから、必要に応じてDBMS_LOGSTDBY.SKIP_TRANSACTIONを使用して、親トランザクションIDを指定してください。









	 ORA-16230: トランザクションstring string stringをコミットしています 
	
原因: 論理スタンバイ適用により、所定のトランザクションに対する変更がコミットされました。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16232: ロジカル・スタンバイを追加すると、表string.stringのエントリがスキップされます 
	
原因: この表は、データ型または記憶域属性の定義が原因で、以前はサポートされていませんでした。現在、この表はサポートされています。


	
処置: 論理スタンバイでこの表をメンテナンスするには、プライマリからこの表を直接インポートしてください。









	 ORA-16233: 表string.stringは現在サポートされていません 
	
原因: この表は、以前はサポートされていましたが、データ型または記憶域属性の定義が変更されたため、サポートされなくなりました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-16234: 再起動してロジカル・スタンバイ適用を再設定します 
	
原因: 再起動しないと正しくリスケジュールされない作業負荷が、論理スタンバイによって検出されました。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16235: インポートが発生したため、DDLはスキップされました 
	
原因: オブジェクトがプライマリ・データベースからエクスポートされ、論理スタンバイ・データベースにインポートされました。このDDLが発生したのはエクスポートの前です。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16236: ロジカル・スタンバイ・メタデータ操作は進行中です。 
	
原因: DBMS_LOGSTDBY.SET_TABLESPACE、DBMS_LOGSTDBY.APPLY_SETまたはDBMS_LOGSTDBY.INSTANTIATE_TABLEなどの、一貫性のないロジカル・スタンバイ・メタデータ操作がまだ実行中のため、要求された操作が失敗しました。


	
処置: 一貫性のないロジカル・スタンバイ・メタデータ操作が完了するまで待ってから、操作を再入力または再指定してください。









	 ORA-16237: ロジカル・スタンバイに指定したSGAが小さすぎます。 
	
原因: ロジカル・スタンバイが正常に機能するためには、MAX_SGAに少なくとも10MBが必要になります。


	
処置: MAX_SGAに10BM以上の値を指定してください。または、1/4が10MBになるように、shared_pool_size/sga_targetを増やしてください。









	 ORA-16238: バージョン9のログを使用しようとしました。 
	
原因: バージョン9のログはサポートされていません。


	
処置: サポートされているバージョンのログ・ファイルを使用してください。









	 ORA-16239: IMMEDIATEオプションはスタンバイREDOログなしでは使用できません。 
	
原因: IMMEDIATEオプションを使用するには、スタンバイREDOログが必要です。


	
処置: スタンバイREDOログを使用していない場合は、IMMEDIATEオプションを指定しないでください。









	 ORA-16240: ログ・ファイルを待機しています(スレッド#string、順序番号string) 
	
原因: プロセスはアイドル状態であり、追加ログ・ファイルが使用可能になるまで待機しています。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16241: ギャップ・ログ・ファイルを待機しています(スレッド番号string、順序番号string) 
	
原因: リーダー・プロセスはアイドル状態であり、ログ・ファイルのログ順序番号のギャップが埋まるまで待機しています。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16242: ログ・ファイルの処理中です(スレッド番号string、順序番号string) 
	
原因: リーダー・プロセスはログ・ファイルを処理しています。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16243: stringバイトのメモリーをディスクにページ・アウトしています 
	
原因: ビルダー・プロセスがLCRキャッシュの領域を解放するためにメモリーをページ・アウトしています。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16245: サーバー側のパラメータ・ファイル(SPFILE)でdb_nameをstringに変更します 
	
原因: 変更可能なサーバー・パラメータ・ファイル(SPFILE)を使用せずに、ALTER DATABASE RECOVER TO LOGICAL STANDBY new-dbnameコマンドが正常に実行されました。


	
処置: サーバー側のパラメータ・ファイルを変更して、db_nameを指定された名前に設定してから、データベースを再びマウントしてください。このことを行うには、CREATE PFILE FROM SPFILEを実行し、生成されたテキスト・パラメータ・ファイルを編集してから、CREATE SPFILE FROM PFILEを実行する必要があります。









	 ORA-16246: ユーザーが開始した中止の適用は、正常に完了しました。 
	
原因: 強制終了オプションを使用してSQL Applyが停止されました。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16247: DDLは内部スキーマでスキップされました。 
	
原因: ロジカル・スタンバイは、SYSやSYSTEMなどの内部スキーマのDDLを無視します。ロジカル・スタンバイによって無視される内部スキーマの全リストを表示するには、SELECT owner FROM dba_logstdby_skip WHERE statement_opt = 'INTERNAL SCHEMA'という問合せを実行します。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16248: ターミナル適用時にRFS接続は許可されません。 
	
原因: ロジカル・スタンバイがターミナル適用を実行中はRFSによる書込みは許可されません。


	
処置: 未処理のロジカル・スタンバイ操作をすべて完了させてください。









	 ORA-16249: フェイルオーバー時にターミナル適用の完了に失敗しました。 
	
原因: 論理スタンバイ・コーディネータの処理が異常終了しました。


	
処置: DBA_LOGSTDBY_EVENTSビューを調べて、異常停止の原因を特定し、適切な処置を行って問題を解決してください。問題が解決したら、ALTER DATABASE ACTIVATE LOGICAL STANDBY DATABASEコマンドを再実行してフェイルオーバーを完了してください。









	 ORA-16250: 新規ログ・ストリームの開始scnの取得に失敗しました。 
	
原因: 新しいログ・ストリームの開始SCNを判断できませんでした。


	
処置: ACTIVATE LOGICAL STANDBY DATABASEコマンドを再実行してください。









	 ORA-16251: LSP1バックグラウンドの作成は許可されません。 
	
原因: LSP1バックグラウンド・プロセスは前に試行されているため、開始できません。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-16252: 再作成操作は許可されません。 
	
原因: REBUILD操作は実行できません。


	
処置: REBUILD操作は、LogMinerディクショナリのビルドに失敗したプライマリ・データベースでのみ実行できます。前に実行が失敗している場合は、ACTIVATE LOGICAL STANDBY DATABASEコマンドを再実行してください。









	 ORA-16253: 以前の不完全な操作のため、ロジカル・スタンバイを開始できません 
	
原因: 以前のフェイルオーバーまたは構成関連の操作で発生したエラーによって、ロジカル・スタンバイが一貫性のない状態のままになっています。


	
処置: 操作を特定して再実行した後、ロジカル・スタンバイ適用エンジンを再起動してください。









	 ORA-16254: クライアント側のパラメータ・ファイル(pfile)でdb_nameをstringに変更します 
	
原因: サーバー・パラメータ・ファイル(spfile)を使用せずに、ALTER DATABASE RECOVER TO LOGICAL STANDBY new-dbnamコマンドが正常に実行されました。


	
処置: クライアント側のパラメータ・ファイルを編集して、db_nameを指定された名前に設定してから、データベースを再びマウントしてください。









	 ORA-16255: ログ自動削除は別のLogMinerセッションと競合しています。 
	
原因: 別のLogMinerセッションが同じデータベースで実行中はログ自動削除を有効にできません。


	
処置: ログ自動削除を指定しないでロジカル・スタンバイを開始するか、先に別のセッションを破棄してください。









	 ORA-16256: フェイルオーバー後のスタンバイREDOログ・ファイルのアーカイブの完了に失敗しました 
	
原因: ロジカル・スタンバイのフェイルオーバー中に処理されたスタンバイREDOログ・ファイルがアーカイブされませんでした。


	
処置: DBMS_LOGSTDBY.REBUILDを実行してアーカイブを再試行してください。









	 ORA-16257: スイッチオーバーが開始した停止の適用は、正常に完了しました。 
	
原因: スイッチオーバーが行われたためにSQL Applyが停止されました。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16258: 制約違反のためマーキング索引は使用できません。 
	
原因: ダイレクト・パス・ロードの適用中に制約違反が発生しました。索引にUNUSABLEのマークが設定され、適用が再開されます。


	
処置: 処置は必要ありません。索引スキーマと名前は、アラート・ログを参照してください。









	 ORA-16259: ロジカル・スタンバイにスイッチオーバーするには、ログ・アーカイブ出力先が必要です。 
	
原因: ローカル・システムでREDOの終端(EOR)ログ・ファイルをアーカイブできる有効なログ・アーカイブ出力先が見つかりませんでした。少なくとも1つの出力先が必要です。


	
処置: ログ・アーカイブ出力先がすべて正しく構成されており、該当する場合はネットワーク接続が確立されていることを確認してから、ALTER DATABASE COMMIT TO SWITCHOVER TO LOGICAL STANDBY DDL操作を再実行してください。









	 ORA-16260: 部分的なログ・ファイル、または破損したログ・ファイルを置換するのを待機しています(スレッド番号string、順序番号string) 
	
原因: LogMinerのリーダー・プロセスが部分ログ・ファイルの終わりに達したか、または破損ブロックを検出しました。ログ・ファイルがリカバリされ登録されるのを待機中です。


	
処置: 処置は必要ありません。フェッチ・アーカイブ・ログ(FAL)アーカイバでログ・ファイルが置換されると、置換されたファイルを処理するためにスタンバイが自動的に再起動します。









	 ORA-16261: 表"string"."string."の識別キーの不一致。 
	
原因: SQL Applyの内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-16262: ロジカル・スタンバイ・パラメータに無効な値が指定されました 
	
原因: APPLY_SETに指定された値は、パラメータに対して無効です。


	
処置: 正しいパラメータ値を指定してください。詳細は、DBMS_LOGSTDBY PL/SQLパッケージに関するドキュメントを参照してください。









	 ORA-16263: 動的パラメータはSQL適用インスタンスにのみ設定できます 
	
原因: SQL適用コーディネータが動作しているインスタンス以外のインスタンスにロジカル・スタンバイ動的パラメータを設定しようとしました。


	
処置: SQL適用コーディネータが動作しているインスタンスに接続し、文を再発行してください。









	 ORA-16264: PREPARE_SERVERSパラメータの値が無効です 
	
原因: PREPARE_SERVERSパラメータを0(ゼロ)か、MAX_SERVERSを大きくする必要がある値に設定しようとしました。


	
処置: PREPARE_SERVERSを0(ゼロ)以外の値に設定するか、必要に応じてMAX_SERVERSパラメータを大きくしてください。









	 ORA-16265: サポートされていないPL/SQLプロシージャを検出しました 
	
原因: 別の方法でサポートされているOracle提供のPL/SQLパッケージからサポートされていないPL/SQLプロシージャが検出されました。


	
処置: このプロシージャにスキップ・ルールを追加するか、プロシージャを手動で適用し、失敗したトランザクションをスキップして適用を再開してください。詳細は、PL/SQLパッケージに関するドキュメントを参照してください。









	 ORA-16266: ロジカル・スタンバイは別のロジカル・スタンバイからインスタンス化できません 
	
原因: ロジカル・スタンバイ・ロールを使用して別のデータベースでロジカル・スタンバイをインスタンス化しようとしました。


	
処置: ロジカル・スタンバイ・データベースはプライマリ・データベースからのみインスタンス化してください。









	 ORA-16267: スイッチオーバー中はロジカル・スタンバイをインスタンス化できません 
	
原因: スイッチオーバーの途中であるプライマリ・データベースでロジカル・スタンバイをインスタンス化しようとしました。


	
処置: ALTER DATABASE PREPARE TO SWITCHOVER CANCELを実行してスイッチオーバーを取り消し、インスタンス化を再試行してください。









	 ORA-16268: ロジカル・スタンバイのユーザー・プロシージャ処理にPL/SQLが適用されます 
	
原因: ユーザーが指定したストアド・プロシージャが、処理の前にPL/SQL文を検査するようにコールされました。


	
処置: アクションは必要ありません。この情報文は文の処理におけるユーザーの関与を記録するために提供されています。追加情報は、DBA_LOGSTDBY_EVENTSおよびDBA_LOGSTDBY_SKIPビューで参照できます。









	 ORA-16269: プライマリ・データベースの障害のため、PL/SQLプロシージャはスキップされました 
	
原因: PL/SQLプロシージャはプライマリ・データベースでの実行時に失敗したため、スタンバイ・データベースで実行できませんでした。


	
処置: この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。失敗したPL/SQLプロシージャを調査し、失敗する前に関連データが含まれていなかったことを確認してください。









	 ORA-16270: スタンバイで保持されていないオブジェクトのため、PL/SQLプロシージャはスキップされました 
	
原因: PL/SQLプロシージャで操作されたオブジェクトはスタンバイ・データベースで保持されていないため、スキップされました。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16271: PL/SQLは正常に適用されました 
	
原因: PL/SQLプロシージャが論理スタンバイ・データベースに正常に適用されました。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16272: PL/SQLプロシージャはスキップ設定のためスキップされました 
	
原因: 論理スタンバイ・スキップ表の設定により、PL/SQLプロシージャは常にスキップされます。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16273: APPLY_SERVERSパラメータの値が無効です 
	
原因: APPLY_SERVERSパラメータを0(ゼロ)か、MAX_SERVERSを大きくする必要がある値に設定しようとしました。


	
処置: APPLY_SERVERSを0(ゼロ)以外の値に設定するか、必要に応じてMAX_SERVERSパラメータを大きくしてください。









	 ORA-16274: すべてのOracle RACインスタンスで操作の実行に失敗しました 
	
原因: 操作の実行時に1つ以上のインスタンスでエラーが発生しました。


	
処置: Oracle RACのすべてのインスタンスが操作要件を満たしていることを確認し、操作を再試行してください。









	 ORA-16275: 以前失敗したCTASが検知され、既存する表が削除されました 
	
原因: CTAS操作の実行中に、CTASソース表と同じ名前と属性を持つ既存の空の表が見つかり、この表が削除されました。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16276: 指定されたデータベース・リンクはプライマリ・データベースに対応していません 
	
原因: DBMS_LOGSTDBY.INSTANTIATE_TABLEに指定されたデータベース・リンクは、このロジカル・スタンバイ・データベースのプライマリ・データベースに対応していません。


	
処置: このロジカル・スタンバイ・データベースのプライマリ・データベースに対応するデータベース・リンクを指定してください。このリンクには、インスタンス化する表の読取りおよびロック権限とSELECT_CATALOG_ROLEが必要です。









	 ORA-16277: 指定された表はロジカル・スタンバイ・データベースでサポートされていません 
	
原因: DBMS_LOGSTDBY.INSTANTIATE_TABLEをコールし、ロジカル・スタンバイ・データベースでサポートされていない表をインスタンス化しようとしました。サポートされていないデータ型のある表はロジカル・スタンバイ・データベースにレプリケートできません。


	
処置: DBA_LOGSTDBY_UNSUPPORTED_TABLEビューにリストされていない表を指定してください。









	 ORA-16278: 指定された表にはマルチオブジェクト・スキップ・ルールが定義されています 
	
原因: DBMS_LOGSTDBY.INSTANTIATE_TABLEを介してインスタンス化された表では、ワイルドカード文字を使用して定義されたスキップ・ルールは使用できません。


	
処置: 指定された表に定義されているスキップ・ルールを削除またはリライトし、ワイルドカード文字が含まれないか、指定された表に影響しないようにしてください。









	 ORA-16279: 指定されたdblinkには十分な権限がありません 
	
原因: CONNECT、RESOURCEまたはSELECT_CATALOG_ROLEロールのいずれかがないか、権限が不十分で表をロックできないユーザーに接続するdblinkが指定されました。


	
処置: dblink、およびdblinkが接続するユーザーに必要な権限を付与してから、操作を再試行してください。









	 ORA-16280: ロジカル・スタンバイ・データベースでマスター鍵を変更できません 
	
原因: ロジカル・スタンバイ・データベースで透過的データ暗号化用のマスター鍵を変更しようとしました。


	
処置: GUARDをNONEに設定して、コマンドを再発行してください。これにより、プライマリ・データベースから暗号化列を持つ表をレプリケートできなくなります。









	 ORA-16281: 表"string"."string"の識別キーがありません。 
	
原因: 指定された表に識別キーが作成されていません。


	
処置: 指定された表のプライマリ・キーまたは一意の索引を作成してください。









	 ORA-16282: ローリング・アップグレード中の操作は許可されません 
	
原因: ローリング・アップグレード中にサポートされていない操作を実行しようとしました。


	
処置: アップグレードが完了してから操作を再試行してください。









	 ORA-16283: 非適用インスタンスでは許可されていない操作です 
	
原因: ローカル・インスタンス上で動作する論理的適用が必要となるためにサポートされていない操作を実行しようとしました。


	
処置: 適用エンジンが動作しているインスタンス上で操作を再試行してください。









	 ORA-16284: 進行中の操作の完了待機がタイムアウトしました 
	
原因: 別の操作が完了するのを待機している間に操作がタイムアウトしました。


	
処置: 進行中の操作が完了した時点で操作を再試行してください。









	 ORA-16285: 一貫性のないロール状態のため操作は許可されません 
	
原因: 新しいロール状態が完全にコミットされる前にこのデータベースのロールを変更しようとしましたが、失敗しました。


	
処置: 現行の操作を試行する前に、すでに試行済のロール関連の操作を再試行してください。









	 ORA-16286: 同期化された宛先がないため操作は許可されません 
	
原因: REDOの終端(EOR)ログ・ファイルをアーカイブできる同期化されたログ・アーカイブの宛先が見つかりませんでした。


	
処置: 操作を再試行する前に、リモート・ファイル・サーバーが欠落したログ・ファイルを自動的にリカバリするまで少なくとも1分待機するか、またはロジカル・スタンバイを使用して、欠落したログ・ファイルのリカバリと登録を手動で実行してください。









	 ORA-16287: アクティブ適用状態のため操作は許可されません 
	
原因: ロジカル・スタンバイ・データベースがアクティブ適用状態にある間はサポートされない操作を実行しようとしました。


	
処置: ロジカル・スタンバイ・データベースの構成に使用するプロシージャを確認してください。新しいプライマリ・データベースにあわせてロジカル・スタンバイ・データベースを再構成するプロシージャを実行すると、前の段階でエラーが発生した場合にこのエラーが発生することがあります。









	 ORA-16288: エディション"string"が欠落しているため、DDLはスキップされました 
	
原因: プライマリ上でDDLが実行されるエディションはスタンバイ・データベースに存在しませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16290: トランザクション内で、セッションの論理レプリケーションの状態は変更できません 
	
原因: トランザクションはすでに処理中です。


	
処置: トランザクションをコミットまたはロールバックし、次に再実行してください。









	 ORA-16302: 拡張データ型は指定した表ではサポートされていません 
	
原因: この操作でサポートされていない表に対してDBMS_LOGSTDBY.EDS_ADD_TABLEがコールされました。表に主キーがないか、または表のデータ型がこのプロシージャでサポートされていません。


	
処置: EDS_ADD_TABLEでサポートされている表を指定してください。









	 ORA-16303: 指定した表はすでに拡張データ型をサポートしています 
	
原因: ローカル・データベースですでにEDSが追加されている表に対してDBMS_LOGSTDBY.EDS_ADD_TABLEがコールされました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-16304: プライマリ・データベースでは最初にプロシージャをコールする必要があります 
	
原因: プライマリ・データベースで最初にコールされずにロジカル・スタンバイ・データベースでDBMS_LOGSTDBY.EDS_ADD_TABLEがコールされました。


	
処置: プライマリ・データベースでDBMS_LOGSTDBY.EDS_ADD_TABLEをコールした後、スタンバイでコールを再試行してください。









	 ORA-16305: ロジカル・スタンバイではプロシージャがサポートされていません 
	
原因: プライマリ・データベースでしかコールできないDBMS_LOGSTDBY.EDS_EVOLVE_TABLEがロジカル・スタンバイ・データベースでコールされました。


	
処置: プライマリ・データベースでDBMS_LOGSTDBY.EDS_EVOLVE_TABLEをコールしてください。









	 ORA-16306: 指定した表に主キーがありません 
	
原因: 主キーのない表に対してDBMS_LOGSTDBY.EDS_ADD_TABLEがコールされました。


	
処置: 主キーを追加してから、操作を再試行してください。









	 ORA-16307: TSEキーstringは正常に適用されました 
	
原因: ALTER SYSTEM SET ENCRYPTION KEY文が、論理スタンバイ・データベース上で正常にコミットされました。


	
処置: 処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16308: 指定した表は拡張データ型をサポートしています 
	
原因: 拡張したデータ型サポートによって保守されている表のために、DBMS_LOGSTDBY.INSTANTIATE_TABLEへのコールが作成されました。


	
処置: DBMS_LOGSTDBY.EDS_ADD_TABLEをコールしてから、DBMS_LOGSTDBY.EDS_REMOVE_TABLEをコールするか、操作を再実行してください。









	 ORA-16311: マテリアライズド・ビュー・ログはすでに存在しています 
	
原因: 特別に定義されたマテリアライズド・ビュー・ログの作成を必要とするLOBを含む表に対しDBMS_LOGSTDBY.EDS_ADD_TABLEへのコールが行われましたが、1つはすでに存在しています。


	
処置: 既存のマテリアライズド・ビューを削除して、操作を再試行してください。









	 ORA-16332: DDLの実行時、論理スタンバイで致命的でないORA-stringエラーが発生しました 
	
原因: DDLの実行時、論理スタンバイの適用で致命的でないエラーが発生しましたが、後続のトランザクションの処理を続行しました。


	
処置: このエラーは情報提供のみを目的としています。ユーザーの処理は不要です。









	 ORA-16400: DB_RECOVERY_FILE_DESTに割当て制限属性を使用できません 
	
原因: DB_RECOVERY_FILE_DESTパラメータが定義されている場合は、宛先パラメータの割当て制限属性を使用できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-16401: リモート・ファイル・サーバー(RFS)でアーカイブ・ログが拒否されました 
	
原因: 既存のアーカイブ・ログを再度アーカイブしようとしました。


	
処置: 詳細は、アラート・ログおよびトレース・ファイルを参照してください。処置は必要ありません。この情報文は診断の目的でイベントを記録するために提供されます。









	 ORA-16402: TRANSPORT=ONDEMANDはサポートされていません。 
	
原因: プライマリ・データベースでARCHIVELOGの宛先としてTRANSPORT=ONDEMAND属性が指定されています。


	
処置: TRANSPORT=ONDEMANDの使用は現在サポートされていません。この属性をLOG_ARCHIVE_DEST_n初期化パラメータから削除してください。









	 ORA-16403: シャットダウン中です - リモート接続はできません 
	
原因: データベースがシャットダウン中であったため、REDO転送セッションを開始できませんでした。


	
処置: リモート・インスタンスが再起動するまで待機するか、またはデータベース管理者(DBA)に連絡してください。









	 ORA-16406: プライマリおよびスタンバイ・データベースのソフトウェア・バージョンが一致しません 
	
原因: プライマリ・データベースとスタンバイ・データベースが互換性のあるバージョンのOracleサーバー・ソフトウェアを実行していません。


	
処置: 適切なOracleサーバー・ソフトウェアをインストールしてから、再試行してください。









	 ORA-16407: 初期REDOブランチのアーカイブ・ログが拒否されました 
	
原因: REDOブランチのアーカイブ・ログは、スタンバイ・データベースで現在適用されているものより古いために拒否されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-16408: 互換性のないREDOブランチのアーカイブ・ログが拒否されました。 
	
原因: REDOブランチのアーカイブ・ログは、スタンバイ・データベースで現在適用されているものと互換性がないために拒否されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-16409: アーカイブ・ログ・スイッチオーバーの参照番号が一致しません 
	
原因: プライマリ・データベースとスタンバイ・データベースのアーカイブ・ログ・スイッチオーバー参照番号が一致していません。互換性のないスタンバイ・データベース・インスタンスへのREDOログ・ファイルのリモート・アーカイブは許可されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-16411: TRANSPORT=ONDEMANDはサポートされていません 
	
原因: プライマリ・データベースで、アーカイブ・ログの宛先としてTRANSPORT=ONDEMAND属性が指定されました。


	
処置: TRANSPORT=ONDEMANDの使用は現在サポートされていません。この属性をLOG_ARCHIVE_DEST_n初期化パラメータから削除してください。









	 ORA-16412: TRANSPORT=ONDEMANDはサポートされていません 
	
原因: プライマリ・データベースで、アーカイブ・ログの宛先としてTRANSPORT=ONDEMAND属性が指定されました。


	
処置: TRANSPORT=ONDEMANDの使用は現在サポートされていません。この属性をLOG_ARCHIVE_DEST_n初期化パラメータから削除してください。









	 ORA-16413: TRANSPORT=ONDEMANDはサポートされていません 
	
原因: プライマリ・データベースで、アーカイブ・ログの宛先としてTRANSPORT=ONDEMAND属性が指定されました。


	
処置: TRANSPORT=ONDEMANDの使用は現在サポートされていません。この属性をLOG_ARCHIVE_DEST_n初期化パラメータから削除してください。









	 ORA-16416: 実行可能なstringスイッチオーバー・ターゲットがありません 
	
原因: 適切なタイプのスタンバイ・データベースが使用不可であったため、スイッチオーバーに失敗しました。


	
処置: アラート・ログでエラーがないかを確認し、エラーがある場合は修正して、スイッチオーバーを再試行してください。









	 ORA-16417: スタンバイREDOログ・ファイルからのリカバリ後にアクティべーションが発生しました。全データベース・バックアップが必要です。 
	
原因: スタンバイREDOログ・ファイルからのリカバリ後にアクティべーションが発生しました。


	
処置: 全データベース・バックアップを実行してください。









	 ORA-16419: スナップショット・スタンバイはフィジカル・スタンバイ・データベースに変換される必要があります。 
	
原因: このデータベースはフィジカル・スタンバイ・データベースではありません。


	
処置: フィジカル・スタンバイ・データベースに変換した後、操作を再試行してください。









	 ORA-16420: ファスト・スタート・フェイルオーバーのターゲットをスナップショット・スタンバイに変換できません 
	
原因: スナップショット・スタンバイに変換するために選択したデータベースが、ファスト・スタート・フェイルオーバーのターゲット・スタンバイ・データベースです。


	
処置: 別のフィジカル・スタンバイ・データベースを選択して、操作を再試行してください。









	 ORA-16424: RECOVER FINISHはREDOギャップのため完了できません。 
	
原因: スタンバイ・データベースにREDOギャップがあったため、RECOVER FINISHに失敗しました。


	
処置: REDOギャップを解決するか、またはALTER DATABASE ACTIVATE STANDBY DATABASEを発行して、一部のデータ損失を伴う即時フェイルオーバーを実行してください。









	 ORA-16425: リカバリ・ブランチstringがターゲット・ブランチstringではない場合、RECOVER FINISHは発行できません。 
	
原因: フィジカル・スタンバイ・データベースに新しいブランチが存在したため、RECOVER FINISHに失敗しました。


	
処置: リアルタイム適用リカバリを発行し、新規ブランチのログがリカバリによって適用されているかどうか確認し、新規ブランチでリカバリが継続可能であることを確認してください。可能な場合、別のRECOVER FINISHを発行してください。可能でない場合、ALTER DATABASE ACTIVATE STANDBY DATABASEを発行してください。









	 ORA-16426: リカバリによって正しくないログが要求されました。このログからREDOデータが適用されます。 
	
原因: メディア・リカバリで不正なログが選択されました。


	
処置: 適切なログが正しく登録されていることを確認し、メディア・リカバリを再開してください。









	 ORA-16427: REDOギャップが大きすぎ、解決できません。 
	
原因: このデータベースのREDO転送ラグが大きすぎるため、自動REDOギャップ検出を実行できませんでした。


	
処置: プライマリ・データベースの現行バックアップ・コピーからこのスタンバイ・データベースを再作成してください。









	 ORA-16431: 制御ファイルを拡張できません 
	
原因: スタンバイ制御ファイルが作成された後にプライマリ・データベースにREDOログ・スレッドが新たに追加されました。


	
処置: スタンバイ・データベースを停止し、制御ファイルをプライマリ・データベースの新規スタンバイ制御ファイルに置き換えるか、またはCOMPATIBLEパラメータを10.2.0以上に変更し、スタンバイ・データベースを再起動してください。









	 ORA-16432: 整合性のない一連のログがスタンバイ・データベースに適用されました 
	
原因: 連続したSCNで不整合が検出されたため、REDO Applyが停止しました。該当するデータベースが第三者的なスタンバイ・データベースの場合、通常、このエラーは、フェイルオーバー操作で古いプライマリ・データベースと新しいプライマリ・データベースから互換性のないログが適用されたことによって発生します。


	
処置: まず、新しいプライマリ・データベースのV$DATABASEからSTANDBY_BECAME_PRIMARY_SCNを選択して、その内容を確認してください。次に、このSCNに対してターゲット・データベースをフラッシュバックし、RMANを使用してこのSCNの範囲内または範囲外のアーカイブ・ログをすべて削除してください。最後に、新しいプライマリからのフェイルオーバー操作に対応した端末のREDOの終端(EOR)ログをすべてフェッチし、これらのログをすべてターゲット・データベースに登録してください。REDO Applyを再起動してください。









	 ORA-16433: データベースは読取り/書込みモードで開く必要があります。 
	
原因: データベースを読取り/書込みモードでオープンする必要のある操作の後でそのデータベースを読取り専用モードでオープンしようとしました。


	
処置: データベースを読取り/書込みモードでオープンしてください。これで、データベースを読取り専用モードでオープンできるようになります。









	 ORA-16434: ブランチstring、スレッドstring、順序stringのアーカイブ・ログをキューに入れられません。 
	
原因: スタンバイ・データベースでREDOギャップを解決するのに必要なアーカイブ・ログがプライマリ・データベースで見つかりませんでした。プライマリ・データベースはターゲット・スタンバイからアーカイブ・ログのギャップがすべてなくなるまで待機し、その後、スイッチオーバーの実行が可能になるため、この状況はスイッチオーバーに致命的な影響を及ぼします。REDOギャップを解決できない場合は、スイッチオーバーを正常に実行できません。


	
処置: 指定したログがプライマリ・データベースでローカル宛先のDEST_IDのV$ARCHIVED_LOGに示されているが、ディスク上の場所にすでに存在しない場合は、ギャップ処理でギャップを自動的に解決できるように、アーカイブ・ログをコピーしてその場所に戻すことができます。指定したログがV$ARCHIVED_LOGから消去されている場合は、アーカイブ・ログをプライマリ・データベースまたはスタンバイ・データベースのディスクにコピーし、ALTER DATABASE REGISTER OR REPLACE LOGFILEコマンドを使用して登録できます。









	 ORA-16436: ALTER DATABASE ... RECOVER FINISHを起動できませんでした 
	
原因: スタンバイ・データベースからデータファイルのチェックポイントより後のREDO変更が欠落していたため、ALTER DATABASE ... RECOVER FINISHを起動できませんでした。


	
処置: かわりに、ALTER DATABASE ACTIVATE STANDBY DATABASEコマンドを発行してください。









	 ORA-16437: 現在の操作にはアクティブなコーディネータRFSはありません 
	
原因: このパラレル・アーカイブ用のコーディネータ・リモート・ファイル・サーバー(RFS)が異常終了したか、または下位RFSがそのRFSに割り当てられた操作を開始する前にコーディネータRFSが停止しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-16438: 現在、プライマリへのスイッチオーバーは実行できません 
	
原因: RMANリストアまたはフラッシュバックなどの互換性のない操作が実行中であったため、ALTER DATABASE COMMIT TO SWITCHOVER TO PRIMARYを実行できませんでした。詳細は、データベースのアラート・ログを参照してください。


	
処置: 互換性のない操作が完了するまで待機してください。ALTER DATABASE COMMIT TO SWITCHOVER TO PRIMARY文を再発行するには、フラッシュバックまたはリストアされたファイルをリカバリする必要があります。ALTER DATABASE COMMIT TO SWITCHOVER TO PRIMARYを再試行する前に、REDO Applyを開始し、V$DATABASEビューのSWITCHOVER_STATUS列がTO_PRIMARYまたはSESSIONS_ACTIVEであることを確認してください。









	 ORA-16439: 現時点ではスタンバイでREDOを受信する準備ができていません 
	
原因: ロジカル・スタンバイ・データベースまたはダウンストリーム取得データベースが別のデータベースからREDOを受信する要求に応えられる状態にありませんでした。通常、このエラーは、データベースがオープンしていないことによって発生します。


	
処置: データベースの準備ができていない理由の詳細は、転送の受信側にあるデータベース・アラート・ログを参照してください。データベースがマウントされており、オープンされていない場合は、問題を解決するためにデータベースをオープンしてください。場合によっては、送信側にあるLOG_ARCHIVE_DEST_STATE_n初期化パラメータをENABLEに設定する必要があります。









	 ORA-16440: 制御ファイルは破損しています。 
	
原因: 制御ファイルが破損していたため、ALTER SYSTEM FLUSH REDO TO STANDBYに失敗しました。


	
処置: プライマリ・データベースで現在の制御ファイルをリストアし、マウントされたプライマリ・インスタンスからALTER SYSTEM FLUSH REDO TO STANDBYを再発行してください。









	 ORA-16441: 現在のログstring(スレッドstring、順序string)は無効です 
	
原因: 現在のREDOログ・ファイルが破損していたため、ALTER SYSTEM FLUSH REDO TO STANDBYに失敗しました。


	
処置: プライマリ・データベースで現在のログをリストアし、マウントされたプライマリ・インスタンスからALTER SYSTEM FLUSH REDO TO STANDBYを再発行してください。









	 ORA-16442: ALTER SYSTEM FLUSH REDO TO STANDBYが完了しましたが、一部のREDOが適用されていません。 
	
原因: ターゲット・スタンバイ・データベースで受信された一部のREDOが適用されていません。


	
処置: ターゲット・スタンバイ・データベースですべてのREDOを適用できるようにした後、ALTER SYSTEM FLUSH REDO TO STANDBY文を再発行してください。









	 ORA-16443: ログstring (スレッドstring)から切り替えることができませんでした 
	
原因: ALTER SYSTEM FLUSH REDO TO STANDBYで現在のログから切り替えることができませんでした。


	
処置: プライマリ・データベースに現行ログをアーカイブしているときにエラーが1つ以上発生した場合に、この状況が発生する可能性があります。アーカイブ・エラーを解決した後でALTER SYSTEM FLUSH REDO TO STANDBYを再発行してください。









	 ORA-16444: 制御ファイルが破損、またはログ・ファイルがオンラインのため、ALTER SYSTEM FLUSH REDO TO STANDBYに失敗しました。 
	
原因: フラッシュREDO操作で、これまでに失敗したフラッシュREDO操作を上回るSCNが検出されました。


	
処置: 制御ファイルまたはオンラインREDOファイルが破損するエラーが1つ以上発生した場合に、この状況が発生する可能性があります。このような場合には、フラッシュREDO操作を実行できません。









	 ORA-16445: データベースはマウントする必要があり、オープンできません 
	
原因: ALTER SYSTEM FLUSH REDO TO STANDBYでは、データベースをマウントする必要がありますが、データベースをオープンすることはできません。


	
処置: データベースをマウントした後、操作を再実行してください。









	 ORA-16446: ターゲット・データベースがスタンバイ・データベースではありませんでした 
	
原因: ターゲット・データベースがスタンバイ・データベースでないため、ALTER SYSTEM FLUSH REDO TO STANDBYに失敗しました。


	
処置: ALTER SYSTEM FLUSH REDO TO STANDBY文を再発行し、スタンバイ・データベースをターゲット・データベースとして指定してください。









	 ORA-16447: REDO適用はターゲット・スタンバイ・データベースではアクティブではありませんでした 
	
原因: ターゲット・データベースでREDO適用がアクティブでないため、ALTER SYSTEM FLUSH REDO TO STANDBYに失敗しました。


	
処置: スタンバイ・データベースでREDO適用を開始してALTER SYSTEM FLUSH REDO TO STANDBY文を再発行するか、またはNO CONFIRM APPLY句を指定してALTER SYSTEM FLUSH REDO TO STANDBY文を再発行してください。









	 ORA-16448: スタンバイ・データベースによってプライマリ・データベースの破損が検出されました。 
	
原因: プライマリ・データベースが破損しています。


	
処置: プライマリ・データベースとスタンバイ・データベースの両方で破損の程度を確認し、それに応じて修正処置を行ってください。









	 ORA-16449: REDOスレッド有効化操作が不完全です 
	
原因: 不完全スレッド有効化状態のままになっているスレッドの無効化に失敗したため、スイッチオーバー操作を続行できませんでした。


	
処置: 詳細は、アラート・ログを確認してください。









	 ORA-16451: リモート・アーカイブのリクエストがタイムアウトしました。 
	
原因: データベース・インスタンスをオープンまたはクローズした場合、データベースは保留中のリモート・アーカイブ要求が実行されるまで最長で1分間待機し、その後で操作が続行されます。時間制限を超えたため、このエラーが報告されました。


	
処置: これは情報メッセージです。処置は必要ありません。









	 ORA-16455: スタンバイへのスイッチオーバーに失敗しました 
	
原因: 物理スタンバイ・データベースにスイッチオーバーできませんでした。


	
処置: 詳細は、アラート・ログを確認してください。データベース上でSHUTDOWN ABORTコマンドを発行してから、もう一度ALTER DATABASE COMMIT TO SWITCHOVER TO STANDBYコマンドを発行してください。









	 ORA-16456: スタンバイへのスイッチオーバーが進行中であるか完了しています 
	
原因: スタンバイ操作へのスイッチオーバーが進行中か、完了していたため、要求した操作が許可されませんでした。


	
処置: スイッチオーバー操作が完了してから、データベース上でSHUTDOWN ABORTコマンドを発行してください。









	 ORA-16501: Data Guard Broker操作に失敗しました 
	
原因: Data Guard Broker操作に失敗しました。


	
処置: 詳細は、付随するメッセージを参照してください。









	 ORA-16502: Data Guard Broker操作は警告付きで成功しました 
	
原因: Data Guard Broker操作は警告付きで成功しました。


	
処置: 詳細は、付随するメッセージを参照してください。









	 ORA-16503: この構成内のデータベースの最大数を超えることはできません 
	
原因: Data Guard Broker構成に、そのBrokerで構成および管理できる最大数のデータベースがすでに含まれています。


	
処置: Broker構成から既存のデータベースを選択して削除した後、コマンドを再発行して、その構成に別のデータベースを追加してください。COMPATIBLEを11.2.0.0.0より小さく設定した場合、Brokerはデータベースを10個まで構成および管理できます。COMPATIBLEを11.2.0.0.0以上に設定した場合は、この制限が拡張され、31個まで構成および管理できるようになります。









	 ORA-16504: Data Guard構成はすでに存在します。 
	
原因: Data Guard構成を作成する要求が既存の構成に含まれるデータベースへの接続中に行われました。


	
処置: 新規構成を作成するには、既存の構成を削除する必要があります。









	 ORA-16506: メモリーが不足しています。 
	
原因: プロセスがプライベートまたは共有メモリー制限を超えています。


	
処置: メモリー・リークを確認し、システム・パラメータを増やして、再起動してください。









	 ORA-16509: リクエストがタイムアウトしました 
	
原因: Data Guard Brokerにより、要求がタイムアウトになりました。


	
処置: 詳細は、Data Guard Brokerログ・ファイルを参照してください。データベース間のネットワーク接続が正しく機能していることを確認し、要求を再試行してください。









	 ORA-16513: 最大要求数を超えました 
	
原因: ブローカがサービスを提供できる要求の最大数です。


	
処置: ブローカによる要求の処理が完了してから、別の要求を発行してください。









	 ORA-16516: 実行しようとした操作に対して現在の状態が無効です 
	
原因: スイッチオーバー操作またはデータベース状態の変更操作に対して、ブローカからこのエラーが戻された可能性があります。スイッチオーバー操作に対してこのエラーが戻された場合、ブローカが次のいずれかの状態と判断しています。
- データベースで変更しようとするロールが停止している。

- プライマリ・データベースでREDOデータが出力されていない。

- プライマリ・データベースになる予定のスタンバイ・データベースでREDOデータが適用されていない。データベース状態の変更操作に対してこのエラーが戻された場合、指定されたデータベース状態が無効です。




	
処置: スイッチオーバー操作の試行中にこのエラーが戻された場合は、次のことを確認してください。
- データベースで変更しようとするロールが起動されていること。

- プライマリ・データベースでREDOデータが出力されていること。

- スタンバイ・データベースでREDOデータが適用されていること。データベース状態の変更操作の試行中にこのエラーが戻された場合は、有効なデータベース状態が指定されていることを確認してください。











	 ORA-16523: この操作では、クライアントはインスタンス"string"に接続する必要があります 
	
原因: スイッチオーバー操作またはフェイルオーバー操作を実行するには、クライアントがターゲット・データベースの適用インスタンスに接続する必要があります。


	
処置: 指定されたインスタンスに接続し、SWITCHOVERまたはFAILOVERコマンドを再発行してください。









	 ORA-16524: サポートされていないコマンド、オプションまたは引数 
	
原因: このリリースでサポートされていないコマンド、オプション、またはファスト・スタート・フェイルオーバー条件引数が指定されています。


	
処置: ファスト・スタート・フェイルオーバー条件を有効化または無効化する場合は、別のOracleエラー番号を試行してください。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-16525: Data Guard Brokerはまだ使用できません 
	
原因: Data Guard Broker処理がまだ開始されていないか、初期化中か、または開始に失敗しました。


	
処置: ブローカが開始されていない場合は、DG_BROKER_START初期化パラメータをTRUEに設定して、要求を作成する前にブローカが初期化を終了できるようにしてください。ブローカが開始に失敗した場合は、Data Guardログで可能性のあるエラーを確認してください。そうでない場合は、操作を再試行してください。









	 ORA-16526: リクエストの処理にメモリーを割当てできません 
	
原因: Data Guard Brokerが要求のメモリー割当てに失敗しました。


	
処置: システム・グローバル領域(SGA)のサイズを拡張してください。









	 ORA-16527: ブローカのシステム・グローバル領域(SGA)メモリーを割当てできません 
	
原因: Data Guard Brokerがシステム・グローバル領域(SGA)内のメモリー割当てに失敗しました。


	
処置: システム・グローバル領域(SGA)のメモリーを増設してください。









	 ORA-16528: プログラム・グローバル領域(PGA)メモリーを割当てできません 
	
原因: プログラム・グローバル領域(PGA)にメモリーを割り当てるための十分な領域がありませんでした。


	
処置: プロセス仮想メモリーを増やしてください。









	 ORA-16530: バッファまたは長さが無効です。 
	
原因: NULLのバッファまたは0(ゼロ)の長さが指定されました。


	
処置: コマンド・パラメータを修正して、コマンドを再試行してください。









	 ORA-16532: Data Guard Broker構成が存在しません。 
	
原因: ブローカ操作が要求されましたが、この操作を行うにはブローカ構成がすでに作成されている必要があります。


	
処置: Data Guard Broker構成を作成してから、他のブローカ操作を実行してください。RACデータベースの1つのインスタンスのみによってこのエラーが報告される場合は、DG_BROKER_CONFIG_FILE[1|2]初期化パラメータにRACデータベースのすべてのインスタンスで共有されているファイルの配置場所が示されていることを確認してください。









	 ORA-16534: スイッチオーバー、フェイルオーバーまたは変換操作が実行中です 
	
原因: スイッチオーバー、フェイルオーバー、または変換操作が実行中であったため、Data Guard Brokerからこのステータスが戻されました。操作が終了するまでBrokerは新しい要求に応えることができません。


	
処置: 操作が完了するまで待機して、要求を再発行してください。









	 ORA-16535: Oracle RestartまたはOracle Clusterwareによってブローカ操作の完了が妨げられました 
	
原因: Oracle Restart(シングル・インスタンス・データベースの場合)またはOracle Clusterware(RACデータベースの場合)がこのデータベースのサービスまたはインスタンスを停止できなかったため、Brokerが操作を完了できませんでした。


	
処置: Data Guard Brokerのログ・ファイルを調べて詳細を確認し、SRVCTLを使用して該当するサービスまたはインスタンスを停止してください。この後、Broker操作を再試行してください。









	 ORA-16538: リクエストされた項目に一致するものがありません。 
	
原因: 指定したプロパティ名または状態名をData Guard Brokerが認識していないか、無効なファスト・スタート・フェイルオーバー条件が指定されています。


	
処置: コマンド・パラメータを検証した後、要求を再発行してください。









	 ORA-16540: 引数が無効です。 
	
原因: 指定した要求に対する引数のいずれかが、その要求のタイプに対して無効です。


	
処置: 引数を確認した後、要求を再発行してください。









	 ORA-16541: データベースが有効ではありません 
	
原因: 要求に指定されたデータベースは使用不可でした。


	
処置: 使用可能なデータベースを選択して、要求を再発行してください。









	 ORA-16544: DG_BROKER_STARTを変更するには、SID='*'修飾子が必要です 
	
原因: DG_BROKER_STARTパラメータの設定は、すべてのRACデータベース・インスタンスで同一である必要があります。このコマンドには、SID='*'修飾子が必要です。


	
処置: SID='*'修飾子を使用して、コマンドを再入力してください。









	 ORA-16547: プライマリ・データベースを無効にする、または削除することができません 
	
原因: 構成が有効であるときに、ブローカによるプライマリ・データベース管理を無効にしようとしたか、ブローカ構成からプライマリ・データベースを削除しようとしました。


	
処置: 構成が有効であるときに、プライマリ・データベースのブローカ管理を無効にするには、かわりに、ブローカ構成全体のブローカ管理を無効にする必要があります。構成が有効であるときに、ブローカ構成からプライマリ・データベースを削除にするには、かわりに、ブローカ構成全体を削除する必要があります。









	 ORA-16548: データベースが有効ではありません 
	
原因: 使用禁止のデータベースを変更または問合せしようとしました。スイッチオーバーやフェイルオーバー操作のために、ブローカにより使用禁止にされたデータベースを使用可能にしようとしたとき、またはデータベースに対する変更や問合せをしようとしたときにもこのエラーが戻されます。ブローカは、スイッチオーバーやフェイルオーバー操作のために、データベースの再作成が必要であることを検出すると、そのデータベースの管理を使用禁止にします。


	
処置: ブローカによるデータベース管理が使用禁止にされていない場合は、データベースを使用可能にして要求を再発行してください。









	 ORA-16549: 文字列が無効です。 
	
原因: 無効またはNULLの文字列値が指定されました。


	
処置: コマンド・パラメータを修正して再試行してください。









	 ORA-16550: 結果が切り捨てられました。 
	
原因: 文字列プロパティ値が不完全なバッファ・サイズのために切り捨てられました。


	
処置: 受信バッファを大きくしてください。









	 ORA-16551: 短い文字列がコピーされました。 
	
原因: 受信バッファに文字列のプロパティ値が格納されましたが、受信バッファはまだ一杯ではありません。


	
処置: これは情報メッセージです。









	 ORA-16552: クライアントのディレクティブの生成中にエラーが発生しました 
	
原因: Brokerには付随するエラーが原因で提供できなかったクライアントからの支援が必要となるため、操作を完了できませんでした。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを調べて詳細を確認し、そのメッセージの処置の項に示された指示に従ってください。その後で、操作を再試行してください。









	 ORA-16555: データベースがアクティブではありません 
	
原因: アクティブではないデータベースで操作を実行しようとしました。


	
処置: データベースがアクティブであることを確認し、操作を再試行してください。









	 ORA-16556: オブザーバのバージョンが一致しません 
	
原因: このバージョンのオブザーバは、オブザーバが接続されている指定のOracleデータベース・サーバーのバージョンと互換性がありません。このオブザーバ・クライアントでは、指定されたOracleサーバーを監視できません。


	
処置: 監視するOracleデータベース・サーバーとの互換性があるオブザーバのバージョンを使用してください。









	 ORA-16557: データベースはすでに使用されています 
	
原因: ブローカ構成に重複するデータベースを作成しようとしたか、ブローカ構成内の既存のデータベースに重複するインスタンス(sid)を追加しようとしました。


	
処置: 追加するデータベースを確認して、重複がないことを確認してください。









	 ORA-16558: スイッチオーバーに指定されたデータベースはスタンバイ・データベースではありません 
	
原因: スタンバイ・データベースではないデータベースにスイッチオーバーを実行しようとしました。


	
処置: 使用可能なスタンバイ・データベースの位置を特定して、スイッチオーバーのターゲットとしてそのデータベースを選択してください。









	 ORA-16561: アクティブなインスタンスは削除できません。 
	
原因: 削除しようとしているインスタンスは、実行中です。


	
処置: インスタンスを停止してから、REMOVEコマンドを再発行してください。









	 ORA-16568: プロパティstringを設定できません。 
	
原因: 指定されたプロパティは管理可能プロパティであるか、存在しないプロパティであるため、変更できません。


	
処置: 有効な構成可能プロパティを使用してコマンドを再試行してください。









	 ORA-16569: Data Guard構成は使用不可です。 
	
原因: 要求した操作を行うには、ブローカによるData Guard構成の管理を使用可能にする必要があります。


	
処置: Data Guard構成を使用可能にして、要求を再発行してください。









	 ORA-16570: データベースを再起動する必要があります 
	
原因: このData Guard Broker操作では、このデータベース・インスタンスを停止して再起動する必要があります。


	
処置: DGMGRLまたはEnterprise Managerによってまだ実行されていない場合は、Oracleインスタンスを一度停止してから再起動してください。









	 ORA-16571: Data Guard構成ファイル作成の失敗 
	
原因: Data Guard Brokerが永続記憶域での構成ファイルの作成に失敗しました。


	
処置: DG_BROKER_CONFIG_FILE[1|2]初期化パラメータで指定されている領域、権限およびファイル名を確認してから再試行してください。









	 ORA-16572: Data Guard構成ファイルが見つかりません 
	
原因: Data Guard Broker構成ファイルが使用不可か、または存在しません。


	
処置: 構成ファイルが正常に作成されていることを確認してください。DG_BROKER_CONFIG_FILE[1|2]初期化パラメータが変更された場合は、ディスク上のファイル名とパラメータ値が一致しており、デバイスに領域が存在し、適切な権限が付与されていることを確認してください。RACデータベースの場合は、これらの初期化パラメータにRACデータベースのすべてのインスタンスで共有されているファイルの配置場所が示されていることを確認してください。









	 ORA-16573: 有効なブローカ構成の構成ファイルに対して変更またはアクセスを試行します 
	
原因: Data Guard Broker構成ファイルが使用中であったため、操作が拒否されました。ブローカによる構成管理が使用可能になっているときに、実行しようとした操作は安全ではありませんでした。次に例を示します。
- ブローカの実行中に、DG_BROKER_CONFIG_FILE[1|2]初期化パラメータを変更しようとしました。

- 構成ファイルに対する非ブローカ・アクセス(DBMS_FILE_TRANSFERなど)が試行されました。詳細は、アラート・ログを参照してください。




	
処置: ブローカ構成を使用禁止にし、Data Guard Brokerを停止してから操作を再試行してください。操作にDG_BROKER_CONFIG_FILE[1|2]初期化パラメータの変更が含まれる場合、新規パラメータ値が想定される場所にあるファイルを示していることを確認してから、構成のブローカ管理を使用可能にしてください。









	 ORA-16574: 必要なデータベースが停止されている場合、スイッチオーバーは使用できません 
	
原因: プライマリ・データベースまたは指定されたスタンバイ・データベース(あるいはその両方)が停止していたため、スイッチオーバーに失敗しました。


	
処置: プライマリおよびスタンバイ・データベースが稼働しており、プライマリ・データベースによってREDOデータが指定したスタンバイ・データベースに出力されていることを確認してください。また、指定したスタンバイ・データベースによってプライマリ・データベースから受け取ったREDOデータが適用されていることも確認してください。









	 ORA-16575: フェイルオーバーが実行中のためリクエストが中断されました 
	
原因: フェイルオーバー・コマンドの処理中であったため、Brokerが要求を終了した時点でこのエラーが戻されました。


	
処置: フェイルオーバーが終了するまで待機した後、要求を再試行してください。









	 ORA-16576: Data Guard構成ファイルの更新に失敗しました 
	
原因: 永続記憶域でブローカがData Guard Broker構成ファイルの更新中に失敗しました。


	
処置: DG_BROKER_CONFIG_FILE[1|2]初期化パラメータで指定されている領域、権限およびファイル名を確認してください。









	 ORA-16577: Data Guard構成ファイルで破損が検出されました 
	
原因: Data Guard Brokerが構成ファイルをロード中にエラーを検出しました。


	
処置: DG_BROKER_CONFIG_FILE[1|2]初期化パラメータで指定されている領域、権限およびファイル名を確認してください。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-16578: Data Guard構成ファイルの読取りに失敗しました。 
	
原因: 永続記憶域でブローカが構成ファイルの読込み中に失敗しました。


	
処置: DG_BROKER_CONFIG_FILE[1|2]初期化パラメータで指定されている領域、権限およびファイル名を確認してください。









	 ORA-16582: インスタンス固有のプロパティは変更できません 
	
原因: 複数のインスタンスがあるデータベースのインスタンス固有のプロパティを変更しようとしました。


	
処置: コマンドを再試行し、プロパティ値を変更する特定のインスタンスを識別してください。









	 ORA-16584: スタンバイ・データベースで操作を実行できません 
	
原因: この操作用に指定されたデータベースがスタンバイ・データベースであったか、またはこの操作がスタンバイ・データベース上で実行されました。


	
処置: データベース・タイプを確認した後、操作を再試行してください。プライマリ・データベース上でコマンドを実行する必要がある場合は、プライマリ・データベースに接続してから、操作を再試行してください。









	 ORA-16585: プライマリ・データベースで操作を実行できません 
	
原因: この操作用に指定されたデータベースがプライマリ・データベースであったか、またはこの操作がプライマリ・データベース上で実行されました。


	
処置: データベース・タイプを確認した後、操作を再試行してください。スタンバイ・データベース上でコマンドを実行する必要がある場合は、スタンバイ・データベースに接続してから、操作を再試行してください。









	 ORA-16586: EDIT INSTANCEコマンドではデータベース・プロパティを変更できません 
	
原因: EDIT DATABASEコマンドではなくEDIT INSTANCEコマンドを使用してデータベース・プロパティを変更しようとしました。


	
処置: EDIT DATABASEコマンドを使用してデータベース・プロパティを変更してください。









	 ORA-16587: Data Guard Brokerに対して、あいまいなオブジェクトが指定されました 
	
原因: オブジェクトが指定されましたが、ブローカがこのオブジェクトと構成内の他のオブジェクトを一意に識別できませんでした。


	
処置: この操作で指定されたオブジェクトをさらに特定してから、コマンドを再発行してください。









	 ORA-16589: Data Guard Brokerでネットワーク送信エラーが検出されました 
	
原因: データベース間でのデータの転送中に、Data Guard Brokerでエラーが検出されました。これは、次の場合に発生する可能性があります。
- データベース間でファイルを送信中に、ブローカにより構成ファイルのブロック数に非一貫性が検出された場合

- 構成ファイルの書込み中に、ブローカでエラーが発生した場合




	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-16594: DMONバックグラウンド・プロセスは実行されていません 
	
原因: Data Guard Brokerバックグラウンド・プロセス(DMON)が実行されていません。


	
処置: Data Guard BrokerログおよびDMONプロセス・トレース・ファイルを確認して、DMONプロセスが実行されていない理由を確認してください。









	 ORA-16595: プロセスstringの終了に失敗しました 
	
原因: 指定したプロセスがData Guard Brokerの要求で終了しませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-16596: データベースがData Guard Broker構成の一部ではありません 
	
原因: 指定されたデータベースはData Guard Broker構成にありません。


	
処置: ブローカ構成に含まれるデータベースでこのコマンドを再試行してください。









	 ORA-16597: Data Guard Brokerで2つ以上のプライマリが検出されました。 
	
原因: Data Guard Brokerがブローカ構成で2つ以上のプライマリ・データベースを検出したため、処理を続行できません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-16598: Data Guard Brokerで構成の不一致が検出されています。 
	
原因: Data Guard Brokerが構成メンバーシップ検証の実行時に、ブローカ構成に含まれる2つ以上のデータベース間の重大な不一致を検出しました。これは、プライマリ・データベースに失効したブローカ構成ファイルがあるときに発生します。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-16599: Data Guard Brokerで失効構成が検出されました。 
	
原因: このデータベースの初期化中に、Data Guard Brokerが失効構成を検出しました。


	
処置: プライマリ・データベースが初期化を完了すると、ブローカが自動的にこの状況を解決します。









	 ORA-16600: フェイルオーバー対象のターゲット・スタンバイ・データベースに接続されていません 
	
原因: クライアントがターゲット・スタンバイ・データベースに接続されていないため、フェイルオーバー・コマンドが失敗しました。


	
処置: フェイルオーバー先のスタンバイ・データベースに明示的に接続し、フェイルオーバー・コマンドを再試行してください。









	 ORA-16602: この操作を実行するには、データベースを使用不可にする必要があります 
	
原因: データベースが使用可能のときに、データベースのプロパティを編集しようとしました。


	
処置: データベースを無効にして、コマンドを再試行してください。









	 ORA-16603: Data Guard Brokerで構成IDの不一致が検出されました。 
	
原因: 構成内の一意IDに不一致がありました。このデータベースがネットワークから切断されたときや、同一のデータベースが2つの異なるData Guard Broker構成に追加されたときに元の構成が再作成されると、このエラーが発生する場合があります。


	
処置: データベースが1つのブローカ構成のみに属していることを確認してください。DG_BROKER_START初期化パラメータをFALSEに設定してブローカを停止してください。次に、Data Guard Broker構成ファイルを削除してください。最後に、DG_BROKER_START初期化パラメータをTRUEに設定してブローカを再起動してください。









	 ORA-16606: プロパティ"string"が見つかりません 
	
原因: 指定されたプロパティは存在しませんでした。


	
処置: 有効なプロパティ名を指定して、要求を再発行してください。









	 ORA-16607: 1つ以上のデータベースで失敗しました 
	
原因: Data Guard Broker構成内の1つ以上のデータベースで障害が検出されました。


	
処置: エラーがあるデータべースの場所を特定して修正してください。









	 ORA-16608: 1つ以上のデータベースに警告があります。 
	
原因: Data Guard Broker構成内の1つ以上のデータベースで警告が検出されました。


	
処置: 警告ステータスがあるデータベースの場所を特定して修正してください。









	 ORA-16609: データベースは無効化中 
	
原因: 無効化されているデータベースでコマンドが試行されました。たとえば、旧プライマリ・データベース(最新のフェイルオーバーの前にプライマリ・データベースであったデータベース)を修復の準備ができていないときに修復しようとしました。


	
処置: Data Guard Brokerによってデータベースが無効化されるまで待ってから、コマンドを再試行してください。









	 ORA-16610: コマンド"string"は処理中 
	
原因: 指定されたブローカ・コマンドはすでに実行中であり、発行されたコマンドを完了できませんでした。


	
処置: 指定されたコマンドが終了するまで待ってからコマンドを再試行してください。









	 ORA-16611: ユーザー・リクエスト時にコマンドが異常終了しました 
	
原因: ユーザー・リクエスト時にコマンドが異常終了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-16612: 属性"string"の文字列が長すぎます 
	
原因: 指定した属性の文字列が長すぎます。


	
処置: 短い文字列値を指定してください。









	 ORA-16613: データベースの初期化が進行中です。 
	
原因: Data Guard Brokerが初期化を完了する前にData Guard Broker構成にアクセスするよう要求されました。


	
処置: Data Guard Brokerが初期化を完了するまで待機した後、要求を再発行してください。









	 ORA-16614: Data Guard Broker構成は使用不可です 
	
原因: Data Guard Broker構成が使用不可であるため、データベースを使用可能にできませんでした。


	
処置: Data Guard Broker構成を使用可能にして、DGMGRL CLI SHOW CONFIGURATIONコマンドを発行し、使用不可のデータベースがあるかどうか確認してください。使用可能にしようとしたデータベースがまだ使用不可である場合、DGMGRL CLI SHOW DATABASEコマンドを発行し、データベースの状態を確認してください。データベースを修復する必要があることがデータベースの状態から判断できる場合、DGMGRL CLI REINSTATE DATABASEコマンドを発行し、データベースを修復して使用可能にしてください。データベースを修復する必要がない場合、DGMGRL CLI ENABLE DATABASEコマンドを発行し、データベースを使用可能にしてください。









	 ORA-16617: 要求で不明のオブジェクト識別子が指定されました 
	
原因: 要求に指定されたオブジェクト識別子が無効または不明です。


	
処置: 有効なオブジェクト識別子が指定されていることを確認し、要求を再発行してください。









	 ORA-16619: ファスト・スタート・フェイルオーバーの条件はすでに有効です 
	
原因: ファスト・スタート・フェイルオーバーに対して指定された条件はすでに有効になっています。


	
処置: 処置は必要ありません。DGMGRL CLI SHOW FAST_START FAILOVERコマンドを使用して、有効になっている条件を確認してください。









	 ORA-16620: 1つ以上のデータベースが削除操作で接続できません 
	
原因: 1つ以上のスタンバイ・データベースがDGMGRL CLI REMOVE DATABASEまたはREMOVE CONFIGURATIONコマンドで接続できません。


	
処置: 通常、これは、スタンバイ・データベースがプライマリ・データベースに応答できないというネットワーク問題を示しています。この状況が発生した場合は、プライマリ・データベースのData Guard Brokerログを確認して、アクセスできなかったスタンバイ・データベースを判断してください。アクセスできなかったスタンバイ・データベースごとに、そのデータベースに接続し、DG_BROKER_START初期化パラメータをFALSEに設定してブローカを停止してください。スタンバイ・データベースに対するブローカが停止した後、スタンバイ・データベースのDG_BROKER_CONFIG_FILE[1|2]初期化パラメータ値からData Guard Broker構成ファイルの場所を特定し、ファイルを削除してください。次に、DG_BROKER_STARTをTRUEに設定してブローカを再起動してください。









	 ORA-16621: ADD DATABASEのデータベース名は一意にする必要があります。 
	
原因: ブローカ構成にデータベースを追加しようとしましたが、このブローカ構成には指定された名前のデータベースがすでに存在します。データベース名は一意である必要があります。


	
処置: 追加する新規データベースに一意の名前が指定されていることを確認してください。また、データベース名はデータベースのDB_UNIQUE_NAME初期化パラメータと一致する必要があります。









	 ORA-16622: 2つ以上のブローカ・データベース・オブジェクトが同一のデータベースに変換されます 
	
原因: 複数のデータベース・オブジェクトが同じデータベースを参照しました。


	
処置: ブローカ構成ですべてのデータベースの詳細を調べ、2つ以上のデータベースが同じデータベースを参照していないことを確認してください。ブローカ構成内の2つ以上のデータベース・プロファイルでDGConnectIdentifierデータベース・プロパティの値が同じである場合、次のように処理してください。
- 誤って定義されたデータベースを削除してから追加しなおして、問題を解決してください。

- 各データベースのDGConnectIdentifierデータベース・プロパティにより、ブローカがデータベースに正しく接続できることを確認してください。











	 ORA-16623: データベースでロール変更が検出されました 
	
原因: スイッチオーバーまたはフェイルオーバー操作が正常に完了し、データベースの起動またはブローカのヘルス・チェック中に検出されました。このデータベースがスイッチオーバーまたはフェイルオーバー操作中に使用不可能であった場合、新規プライマリ・データベース用として有効なスタンバイ・データベースでない可能性があり、Data Guard Brokerによって使用禁止にされました。


	
処置: 新規プライマリ・データベースに接続し、使用禁止になったデータベースのブローカ構成を確認し、修復または再作成が必要と思われるものを判断してください。









	 ORA-16624: ブローカー・プロトコルのバージョンの不一致が検出されました 
	
原因: ネットワーク・プロトコル・バージョン番号の不一致が検出されました。ブローカ構成のデータベースが同じバージョンのOracleを実行していない場合に、このエラーが発生することがあります。この状況が検出された場合、ブローカにより、プライマリ・データベースと同じバージョンのOracleを実行していないスタンバイ・データベースが使用禁止にされます。


	
処置: ブローカ構成のすべてのデータベースにインストールされているOracleのバージョン番号が同じであることを確認してください。ブローカ構成のすべてのデータベースが同じバージョンのOracleを実行していることを確認した後、使用禁止になっていたスタンバイ・データベースをもう一度使用可能にしてください。









	 ORA-16625: データベース"string"にアクセスできません 
	
原因: コマンドが発行されたデータベースからエラー・テキストに示されたデータベースにアクセスできなかったため、コマンドを実行できませんでした。


	
処置: 詳細は、付随するメッセージを参照してください。指定したデータベースへのネットワーク接続を確認してください。または、Data Guard Broker構成に含まれる別のデータベースに接続し、コマンドを再試行することもできます。









	 ORA-16626: 指定されたデータベースの有効化に失敗しました 
	
原因: このステータスは、次のようなスタンバイ・データベースを有効化しようとした場合に戻されます。
ブローカ構成ファイルでそのデータベース自体の場所を特定できない場合

そのデータベース自体と構成ファイルにある複数のデータベースを区別できない場合

構成内のロール変更が失敗したと判断された場合




	
処置: 問題を修正するには、次のいずれかの処置を行ってください。
- データベースのホスト名およびSID名が、V$INSTANCEのHOST_NAME列およびINSTANCE_NAME列の値と一致することを確認してください。

- 同じ接続識別子で複数のデータベースが存在しないことを確認してください。つまり、ブローカ構成内の複数のデータベースが同一のデータベースを示さないようにしてください。

- フェイルオーバーを実行し、古いプライマリ・データベースを再作成していた(またはスタンバイ・データベースを再作成していた)場合は、そのデータベースに対するData Guard Broker構成ファイルが削除されていることを確認してください。ただし、新しいプライマリ・データベースで現在使用されている構成ファイルを削除しないでください。











	 ORA-16627: 保護モードをサポートするスタンバイ・データベースが残らないため、操作はできません。 
	
原因: このステータスが戻された原因は、次のいずれかです。
構成の保護モード全体を変更しようとしたが、要求された保護モードをサポートする使用可能なスタンバイ・データベースが見つからないため、ブローカによりこの試行が拒否された場合

構成を使用可能にしようとしたが、保護モード全体をサポートする使用可能なスタンバイ・データベースがないと判断されたため、ブローカによりこの試行が拒否された場合

データベースを使用禁止にするか削除しようとしたが、これを行うと、構成の保護モード全体をサポートできるスタンバイ・データベースがなくなるため、ブローカによりこの試行が拒否された場合

スイッチオーバーを実行しようとしたが、これを行うと、構成の保護モード全体に違反するため、ブローカによりこの試行が拒否された場合

保護モード全体をサポートするスタンバイ・データベースがないとブローカが判断したときに健全性自動チェックを実行する場合




	
処置: 保護モード全体を変更した場合は、1つ以上のスタンバイ・データベースに新しい保護モードが適用されていることを確認してください。
使用可能にできなかった場合は、1つ以上のスタンバイ・データベースに、現在の保護モード全体をサポートするLogXptMode構成可能プロパティ設定が含まれていることを確認してください。

削除および使用禁止操作に失敗した場合は、他の1つ以上のスタンバイ・データベースに、保護モード全体をサポートするLogXptMode構成可能プロパティ設定が含まれていることを確認してください。

構成が最大保護または最大可用性モードで動作しているときに発生したスイッチオーバー障害の場合、少なくとも1つの他のスタンバイ・データベースでLogXptMode構成可能プロパティが値SYNCに設定されていることを確認してください。構成にプライマリ・データベースおよび単一のスタンバイ・データベースが含まれ、構成が最大保護または最大可用性モードで動作している場合、プライマリ・データベースのLogXptMode構成プロパティが値SYNCに設定されていることを確認してください。スイッチオーバーが完了した後、古いプライマリ・データベースはスタンバイ・データベースになるため、そのLogXptMode構成可能プロパティ設定が構成保護モードをサポートする必要があります。

ヘルス・チェック・エラーの場合は、1つ以上のスタンバイ・データベースに、現在の保護モード全体をサポートするLogXptMode構成可能プロパティ設定が含まれていることを確認してください。











	 ORA-16628: ブローカ保護モードがデータベースの設定と矛盾しています 
	
原因: ブローカの構成ファイルに保存されたData Guard Broker保護モードが、実際のデータベース設定と矛盾しています。


	
処置: Data Guard Brokerを使用して保護モードを再設定してください。









	 ORA-16629: データベースは異なる保護モードにより異なる保護レベルをレポートします。 
	
原因: 現在のデータベース保護レベルが設定済の保護モードと異なっています。通常、このことは、REDO転送の問題またはプライマリ・データベースがオープンしていないことによって発生します。


	
処置: 詳細は、データベースのアラート・ログおよびData Guard Brokerのログを参照してください。また、REDO転送のステータスを確認してください。1つのスタンバイ・データベースが構成されている保護モードをサポートしており、このスタンバイ・データベースまでのネットワーク接続が正しく作動していることを確認してください。プライマリ・データベースがオープンしていることを確認してください。









	 ORA-16630: データベース・プロパティが使用不可になっています 
	
原因: コマンドで指定されたプロパティが使用できません。


	
処置: ブローカのドキュメントを確認して、使用不可のプロパティのためのかわりのプロパティまたはSQLコマンドを確認してください。









	 ORA-16631: この操作には、データベースまたはインスタンス"string"の停止が必要です 
	
原因: このData Guard Broker操作を行うには、データベースまたはインスタンスを停止する必要があります。


	
処置: データベースまたはインスタンスがDGMGRL CLIまたはEnterprise Managerによって停止されていない場合、データベースまたはインスタンスを手動で停止してください。









	 ORA-16632: インスタンスがデータベース・プロファイルに追加されています 
	
原因: インスタンスがブローカ構成ファイル内からデータベース・プロファイルを正常に検出しましたが、インスタンス固有のプロファイルがないことがData Guard Brokerにより判断されました。ブローカは自動的にインスタンス固有のプロファイルを作成し、インスタンスをそのデータベース・プロファイルに関連付けました。


	
処置: 処置は必要ありません。ブローカは自動的にインスタンスとそのデータベース・プロファイルを関連付け、このインスタンスをブローカ・アクティビティに組み込みます。









	 ORA-16633: データベースの唯一のインスタンスは削除できません。 
	
原因: 削除しようとしたインスタンスは、対応するデータベースで、ブローカに認識されている唯一のインスタンスです。


	
処置: データベースの個々のインスタンス・オブジェクトではなく、ブローカ構成から対応するデータベース・オブジェクトを削除してください。









	 ORA-16635: 送信中にネットワーク接続に失敗しました 
	
原因: Data Guard Brokerにより、ブローカ構成内のリモート・データベースに接続できなかったことが検出されました。このエラーは、送信セッションの最中に発生しました。送信セッションでは通常、リモート・データベースに大量のデータ(ブローカ構成ファイルなど)を送信するために、複数の送信操作を必要とします。


	
処置: ほとんどの場合、処置は必要ありません。このような場合は必ず、Data Guard Brokerがデータを送信しなおそうとします。問題が繰り返される場合は、このエラーが報告されます。このエラーは、ブローカが管理しているデータベース間のネットワーク接続に、なんらかの問題が発生していることを意味します。さらにネットワークのトラブルシューティングを実行して、実際の問題を特定して修正してください。









	 ORA-16636: ファスト・スタート・フェイルオーバーのターゲット・スタンバイがエラー状態のため、オブザーバを停止できません 
	
原因: ターゲット・スタンバイ・データベースがSTOP OBSERVER操作に関与できなかったため、ファスト・スタート・フェイルオーバーが有効なときにSTOP OBSERVER操作を完了できませんでした。


	
処置: この障害に関する追加情報がプライマリ・データベースのData Guard Brokerログ・ファイルに記録されます。この情報は、ターゲット・スタンバイ・データベースがSTOP OBSERVER操作に関与できなかった理由を特定するのに役立ちます。ブローカ・ログ・ファイルの情報によって問題を修正できる場合は、操作を再試行してください。または、プライマリ・データベースに接続し、DGMGRL CLIでDISABLE FAST_START FAILOVER FORCEコマンドを発行することにより、ファスト・スタート・フェイルオーバーを強制的に無効にすることもできます。ファスト・スタート・フェイルオーバーを強制的に無効にすると、ターゲット・スタンバイ・データベースの現在の状態に関係なく、オブザーバを停止できます。









	 ORA-16637: ファスト・スタート・フェイルオーバーのORACLEエラー番号の最大数にすでに達しました 
	
原因: ファスト・スタート・フェイルオーバーを開始するためのOracleエラー番号をBrokerがこれ以上有効化できませんでした。


	
処置: ファスト・スタート・フェイルオーバーを開始するための追加エラー番号を有効化する前に、DGMGRL CLI SHOW FAST_START FAILOVERコマンドを使用して無効化できるOracleエラー番号を確認してください。









	 ORA-16638: インスタンス・ステータスを取得できませんでした 
	
原因: 指定されたインスタンスが稼働中かどうかをブローカが確認できませんでした。


	
処置: 詳細は、エラー・スタックの次のエラー・メッセージを参照してください。スタックに次に表示されるエラーに記述されている状態が修正できる場合は、修正してください。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-16639: 指定されたインスタンスがアクティブでないか、現在使用できません 
	
原因: インスタンスに対して操作を実行しようとしましたが、そのインスタンスが実行中でないか、または使用できませんでした。


	
処置: 操作で指定されたインスタンスが実行中であることを確認してから、操作を再試行してください。









	 ORA-16642: DB_UNIQUE_NAMEが一致しません 
	
原因: 予期されるDB_UNIQUE_NAME値は、そのデータベースに関連付けられた接続識別子を使用してブローカが接続したデータベースのDB_UNIQUE_NAMEの実際の値と一致していません。


	
処置: 接続識別子が目的のデータベースに正しく接続されていることを確認してください。ブローカがそのデータベース用の接続識別子と実際のDB_UNIQUE_NAMEとの一致が確認されることを予測して使用する、データベースの名前を検証してください。









	 ORA-16643: ブローカ構成ファイルの位置を確認できません 
	
原因: Data Guard Brokerが、DG_BROKER_CONFIG_FILE[1|2]初期化パラメータからブローカ構成ファイルの位置を確認できませんでした。


	
処置: 操作を再試行してください。エラーが続く場合はOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-16644: 適用インスタンスは使用できません 
	
原因: ブローカ操作を終了できませんでした。その原因は、ブローカ操作を実行するためにはスタンバイ・データベースに対する実行適用インスタンスが必要であることと、スタンバイ・データベースに対してそのようなインスタンスが指定されていないか、指定された適用インスタンスが現在使用不可であることです。


	
処置: 指定した適用インスタンスを起動するか、ブローカがインスタンスを適用インスタンスとして指定するまで待ってから、コマンドを再実行してください。









	 ORA-16645: 新規インスタンスの起動により、現行の操作が中断されました 
	
原因: Broker構成に含まれていないインスタンスを起動したため、操作を完了できませんでした。


	
処置: 新規インスタンスがData Guard構成を結合した後で、操作を再発行してください。









	 ORA-16646: ファスト・スタート・フェイルオーバーは使用禁止です 
	
原因: ファスト・スタート・フェイルオーバーが無効になっているため、この操作は許可されませんでした。


	
処置: ファスト・スタート・フェイルオーバーを有効にして、操作を再試行してください。









	 ORA-16647: 1つ以上のオブザーバを起動できませんでした。 
	
原因: ファスト・スタート・フェイルオーバーが有効になっているData Guard構成監視している別のオブザーバがすでに存在するため、オブザーバを起動できませんでした。


	
処置: 実行中のオブザーバを停止してください。操作を再試行してください。









	 ORA-16648: 新しいオブザーバが識別子stringに登録されました 
	
原因: オブザーバがData Guard Brokerに登録され、ファスト・スタート・フェイルオーバーの実行が必要な状態かどうかを判断するためにData Guard構成の監視が開始されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-16649: 他のデータベースにフェイルオーバーするとこのデータベースはオープンできません 
	
原因: フェイルオーバーが発生した後か、ファスト・スタート・フェイルオーバー・ターゲット・スタンバイ・データベースおよびファスト・スタート・フェイルオーバー・オブザーバからプライマリを分離した結果としてフェイルオーバーが発生していると考えられるときに、プライマリ・データベースを開こうとしました。


	
処置: フェイルオーバーが発生したかどうかを確認してください。ファスト・スタート・フェイルオーバーが有効だがフェイルオーバーが発生していない場合、プライマリ・データベースとオブザーバまたはターゲット・スタンバイ・データベース間に接続性があることを確認してください。その後、データベースを再度オープンしてください。









	 ORA-16651: ファスト・スタート・フェイルオーバーを有効にするための要件が満たされていません 
	
原因: ファスト・スタート・フェイルオーバーを有効化しようとしましたが、次の1つ以上の要件が満たされていないため、完了できませんでした。
- Data Guard構成はMaxAvailabilityまたはMaxPerformance保護モードである。

- 構成保護モードがMaxAvailabilityモードに設定されている場合、プライマリ・データベースとファスト・スタート・フェイルオーバーのターゲット・スタンバイ・データベースのLogXptModeプロパティがいずれもSYNCに設定されている。

- 構成保護モードがMaxPerformanceモードに設定されている場合、プライマリ・データベースとファスト・スタート・フェイルオーバーのターゲット・スタンバイ・データベースのLogXptModeプロパティがいずれもASYNCに設定されている。

- プライマリ・データベースとファスト・スタート・フェイルオーバーのターゲット・スタンバイ・データベースでフラッシュバックが有効に設定されている。

- ファスト・スタート・フェイルオーバーを有効にする前に、プライマリ・データベースのFastStartFailoverTargetプロパティで有効なターゲット・スタンバイ・データベースが指定されておらず、Data Guard構成内に複数のスタンバイ・データベースが存在していない。




	
処置: 問題を修正してから、コマンドを再試行してください。
- Data Guard構成をMaxAvailabilityまたはMaxPerformance保護モードに設定する。

- 構成保護モードがMaxAvailabilityに設定されている場合、プライマリ・データベースとファスト・スタート・フェイルオーバーのターゲット・スタンバイ・データベースのLogXptModeプロパティがいずれもSYNCに設定されていることを確認する。

- 構成保護モードがMaxPerformanceに設定されている場合、プライマリ・データベースとファスト・スタート・フェイルオーバーのターゲット・スタンバイ・データベースのLogXptModeプロパティがいずれもASYNCに設定されていることを確認する。

- プライマリ・データベースとファスト・スタート・フェイルオーバーのターゲット・スタンバイ・データベースでフラッシュバックが有効になっていることを確認する。

- プライマリ・データベースのFastStartFailoverTargetプロパティを、目的のターゲット・スタンバイ・データベースのDB_UNIQUE_NAME値に設定し、目的のターゲット・スタンバイ・データベースのFastStartFailoverTargetプロパティを、プライマリ・データベースのDB_UNIQUE_NAME値に設定する。











	 ORA-16652: ファスト・スタート・フェイルオーバーのターゲット・スタンバイ・データベースは使用不可です 
	
原因: ファスト・スタート・フェイルオーバーのターゲット・スタンバイ・データベースに対するData Guard Brokerによる管理が現在無効になっているため、ファスト・スタート・フェイルオーバーを有効または無効に設定するコマンドを実行できませんでした。


	
処置: ブローカによるターゲット・スタンバイ・データベース管理を有効にして、コマンドを再発行してください。ファスト・スタート・フェイルオーバーを無効にしようとしたときにこのエラーが報告された場合は、DGMGRL DISABLE FAST_START FAILOVER FORCEコマンドを使用してファスト・スタート・フェイルオーバーを強制的に無効にしてください。詳細はドキュメントを参照してください。









	 ORA-16625: データベースを修復できませんでした。 
	
原因: 修復を完了できなかったか、またはデータベースがすでに有効化されていたため、Data Guard Brokerは指定されたデータベースを修復できませんでした。


	
処置: この障害に関する追加情報がプライマリ・データベースまたは指定したデータベースのData Guard Brokerログ・ファイルに記録されます。この情報は以降の処置を判断する上で役立ちます。









	 ORA-16654: ファスト・スタート・フェイルオーバーは有効です 
	
原因: ファスト・スタート・フェイルオーバーの有効化中であったため、指定したコマンドを実行できませんでした。
- FastStartFailoverTargetプロパティは変更できない。

- プライマリ・データベースまたはファスト・スタート・フェイルオーバーのターゲット・スタンバイ・データベースのLogXptModeプロパティは変更できない。

- 構成の保護モードは変更できない。

- DGMGRL CLI DISABLEコマンドを使用して、ブローカ構成またはファスト・スタート・フェイルオーバーのターゲット・スタンバイ・データベースを無効にすることはできない。

- DGMGRL CLI REMOVEコマンドを使用して、ブローカ構成またはファスト・スタート・フェイルオーバーのターゲット・スタンバイ・データベースを削除できない。

- FAILOVER IMMEDIATEコマンドの実行は許可されない。

- DG_BROKER_START初期化パラメータをFALSEに設定できない。




	
処置: 必要に応じてFORCEコマンドを使用して、ファスト・スタート・フェイルオーバーを無効にしてください。この後でコマンドを再実行してください。









	 ORA-16655: 指定したターゲット・スタンバイ・データベースは無効です。 
	
原因: このData Guard構成でファスト・スタート・フェイルオーバーが有効になっており、コマンドに指定されたターゲット・スタンバイ・データベースが、現在のプライマリ・データベースに関連付けられたFastStartFailoverTargetプロパティによって指定されるスタンバイ・データベースと一致しないため、指定されたコマンドは実行できませんでした。


	
処置: 現在のプライマリ・データベースに関連付けられたFastStartFailoverTargetプロパティで指定されたスタンバイ・データベースを指定して、コマンドを再実行してください。または、ファスト・スタート・フェイルオーバーを無効にしてください。その後、最初に指定したターゲット・スタンバイ・データベースを使用して、コマンドを再実行してください。









	 ORA-16656: Data Guard Brokerでロール変更が検出されました 
	
原因: データベースの起動中またはヘルス・チェック中に、Data Guard Brokerがロールを検出しました。


	
処置: この障害に関する追加情報がData Guard Brokerログ・ファイル(Data Guard構成内のプライマリ・データベースについて1つ、各スタンバイ・データベースごとに1つ)に記録されます。この情報はこの障害を解決する最善の処置を判断する上で役立ちます。









	 ORA-16657: データベースの復帰は進行中です。 
	
原因: このデータベースの復帰が進行中です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-16658: 監視されていないファスト・スタート・フェイルオーバー構成 
	
原因: ファスト・スタート・フェイルオーバー構成は現在監視されていないため、フェイルオーバーは許可されません。


	
処置: オブザーバが実行していて、プライマリ・データベースとターゲット・スタンバイ・データベースへの接続が可能であることを確認してください。それ以外の場合は、ファスト・スタート・フェイルオーバーを無効にして、オブザーバ・プロセスがない状態でフェイルオーバーを実行してください。









	 ORA-16659: フェイルオーバー操作が実行中です。 
	
原因: 再起動したプライマリ・データベースがフェイルオーバー先のスタンバイ・データベースに接続しました。


	
処置: プライマリ・データベースを停止して、スタンバイ・データベースでのフェイルオーバーが完了するまで待ってください。フェイルオーバーが完了したら、以前のプライマリ・データベースを再起動します。ファスト・スタート・フェイルオーバーのためにフェイルオーバーが発生した場合は、フェイルオーバーの完了後にプライマリ・データベースを再起動すれば、新しいプライマリ・データベースに対するスタンバイ・データベースとして自動的に修復されます。









	 ORA-16660: ブローカ構成のない状態でファスト・スタート・フェイルオーバー操作が試行されました 
	
原因: ブローカ構成の詳細が使用不可なスタンバイ・データベースに接続した状態でファスト・スタート・フェイルオーバーを有効または無効にしようとしました。たとえば、ブローカ・クライアント・コマンドに応答するためにはスタンバイ・データベースを再作成(またはフラッシュバック再インスタンス化)する必要がある場合があります。


	
処置: 1)ブローカ構成の詳細がプライマリ・データベースからスタンバイ・データベースで使用可能になるまで、このスタンバイ・データベースでのファスト・スタート・フェイルオーバーを有効または無効(FORCEなし)にする試行は拒否されます。これは通常、スタンバイ・データベースが正常に再作成またはフラッシュバックされ、プライマリ・データベースで再度有効化されると発生します。2)ブローカ構成の詳細が現在スタンバイ・データベースで使用できない場合でも、FORCEオプションを使用してスタンバイ・データベースで有効化されたファスト・スタート・フェイルオーバーを上書きします。この場合、このステータス・メッセージは単なる警告です。ファスト・スタート・フェイルオーバーは正式にはブローカ構成で無効になっていないことに注意してください。このような状況で発行されたこのコマンドの影響は、プライマリおよびスタンバイ・データベースのお互いの間の完全な通信がいつ回復するか、およびファスト・スタート・フェイルオーバーの状態がその間にプライマリ・データベースで変更されたかどうかにより、永続的である場合もそうでない場合もあります。









	 ORA-16661: スタンバイ・データベースを修復する必要があります。 
	
原因: ロール変更が発生したため、このデータベースを修復する必要があります。


	
処置: DGMGRL REINSTATE DATABASEコマンドまたはEnterprise Managerを使用してデータベースを修復してください。データベースがこの状態にある間に別のロール変更が発生すると、そのデータベースの再作成が必要となるため、データベースの修復はできるだけ早急に行ってください。









	 ORA-16662: データベースに接続中のネットワーク・タイムアウト 
	
原因: 発行されたコマンドに対応して、Data Guard BrokerがData Guard構成のデータベースに接続しようとしました。CommunicationTimeout構成プロパティに指定されている時間が経過してもデータベースからのレスポンスがなかったため、この試行に失敗しました。


	
処置: 失敗の詳細は、Data Guard Brokerログを参照してください。問題を修正して、コマンドを再試行してください。









	 ORA-16664: データベースから結果を受信できません 
	
原因: コマンドの実行時に、Data Guard Broker構成内のデータベースから結果が戻されませんでした。


	
処置: 失敗の詳細は、Data Guard Brokerログを参照してください。構成のメンバー間で、ネットワーク通信が正しく動作していることを確認してください。可能性のあるネットワーク問題を修正して、コマンドを再発行してください。









	 ORA-16665: データベースからの結果を待機中にタイムアウトしました 
	
原因: 次のことが原因で、Data Guard Brokerでリモート・データベースへのネットワーク接続が強制的にタイムアウトしました。
- リモート・データベースのネットワーク・コールが適切なタイミングで完了しませんでした。

- インスタンス障害が発生したため、リモート・データベースがコマンドを実行できませんでした。




	
処置: 失敗の詳細は、Data Guard Brokerログを参照してください。ネットワーク・コールが適切なタイミングで完了しなかった場合は、CommunicationTimeout構成プロパティの値を大きくした後、コマンドを再発行してください。









	 ORA-16666: その他のスタンバイ・データベースでファスト・スタート・フェイルオーバーを開始できません 
	
原因: 第三者のスタンバイ・データベースで、DBMS_DG.INITIATE_FS_FAILOVERを使用してファスト・スタート・フェイルオーバーを開始するよう要求されました。DBMS_DG.INITIATE_FS_FAILOVERは、プライマリ・データベースか、ファスト・スタート・フェイルオーバーのターゲット・スタンバイ・データベースのいずれかに対してのみコール可能です。


	
処置: プライマリ・データベースか、ファスト・スタート・フェイルオーバーのターゲット・スタンバイ・データベースのいずれかに対してDBMS_DG.INITIATE_FS_FAILOVERをコールしてください。









	 ORA-16667: Data Guard Brokerクライアントにコマンドの再発行をリクエストします 
	
原因: このData Guard Broker操作では、クライアントから同じコマンドを再発行する必要があります。


	
処置: DGMGRLまたはEnterprise Managerによってこの処理がまだ実行されていない場合、同じコマンドをData Guard Brokerに対して手動で再発行してください。









	 ORA-16668: ファスト・スタート・フェイルオーバー・ターゲットのスタンバイ・データベースでは操作を実行できません 
	
原因: ファスト・スタート・フェイルオーバー・ターゲットのスタンバイ・データベースがこの操作用に指定されています。


	
処置: 別のデータベースで操作を再試行してください。または、ファスト・スタート・フェイルオーバーを無効化した後、操作を再試行してください。









	 ORA-16669: Active Data Guardオプションが無効化されているためインスタンスをオープンできません 
	
原因: インスタンスをオープンしようとしましたが、Active Data Guardオプションが無効化されており、さらにREDO Applyが実行中であったか、またはData Guard Brokerで間もなく開始されようとしていたために失敗しました。


	
処置: REDO Applyを停止するか、またはデータベース状態をAPPLY-OFFに設定した後、データベースをオープンしてください。









	 ORA-16671: インスタンス固有のプロパティを、Oracle RACデータベースのインスタンスに一意に設定する必要があります 
	
原因: インスタンス固有のプロパティをOracle RACデータベースのすべてのインスタンスで同じ値に設定しようとしました。プロパティの値はそれぞれのインスタンスで一意である必要があります。


	
処置: EDIT INSTANCEコマンドを使用して、インスタンス固有のプロパティ値の変更対象となる各インスタンスのSIDを指定してください。









	 ORA-16700: スタンバイ・データベースはプライマリ・データベースと異なっています。 
	
原因: プライマリ・データベースがフラッシュバックされたかバックアップ・セットからリストアされた後で、RESETLOGSオプションを使用して再オープンされました。


	
処置: プライマリ・データベースからスタンバイ・データベースを再作成するか、プライマリ・データベースがフラッシュバックされたのと同じ時点までスタンバイ・データベースをフラッシュバックしてください。









	 ORA-16701: Data Guard Brokerコマンドに失敗しました 
	
原因: データベースを変更する、または問い合せるコマンドに失敗しました。


	
処置: 失敗の理由をData Guard Brokerログで確認して、コマンドを再発行してください。









	 ORA-16702: Data Guard Brokerコマンドの警告 
	
原因: データベースを変更する、または問い合せるコマンドが警告となりました。


	
処置: 警告をData Guard Brokerログで確認して、必要に応じてコマンドを再発行してください。









	 ORA-16703: データベースが使用可になっている間は、プロパティは設定できません。 
	
原因: データベースが使用可能のときに、データベースのプロパティを変更しようとしました。


	
処置: データベースを使用禁止にしてから、このプロパティを更新し、データベースを再度使用可能にしてください。









	 ORA-16706: Data Guard Brokerワーカー・プロセスは使用できません 
	
原因: 要求の処理にData Guard Brokerワーカー・プロセスを使用できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-16707: プロパティstringの値が無効です。有効な値はstringです 
	
原因: ブローカによるデータベース管理が使用不可になっている状況で、無効なプロパティ値が指定されました。


	
処置: プロパティを有効な値に再設定してください。









	 ORA-16708: ブローカーに提供された状態が無効です 
	
原因: 指定した状態名がデータベースに無効です。


	
処置: 状態名を確認して、要求を再発行してください。









	 ORA-16709: スタンバイ・アーカイブ・ログの場所設定がデータベース・リカバリ領域と競合しています 
	
原因: StandbyArchiveLocationまたはAlternateLocationプロパティがUSE_DB_RECOVERY_FILE_DESTに設定されていますが、DB_RECOVERY_FILE_DEST初期化パラメータに有効な宛先が指定されていません。


	
処置: StandbyArchiveLocationまたはAlternateLocationに対してUSE_DB_RECOVERY_FILE_DEST以外の値を使用するか、DB_RECOVERY_FILE_DESTを有効な宛先に設定して有効なデータベース・リカバリ領域を設定してください。









	 ORA-16710: スナップショット・スタンバイ・データベースはただちにフィジカル・スタンバイ・データベースに変換して戻す必要があります 
	
原因: フェイルオーバーが1度発生しているため、このスナップショット・スタンバイ・データベースは、さらにフェイルオーバーが発生した場合には、フィジカル・スタンバイ・データベースに変換して戻す前に再作成する必要があります。


	
処置: このスナップショット・スタンバイ・データベースが無効化されている場合は、もう一度有効化してください。また、この状態にある間は、さらにフェイルオーバーが発生した場合は再作成が必要となるため、できるかぎり早急にこのスナップショット・スタンバイ・データベースをフィジカル・スタンバイ・データベースに変換して戻してください。









	 ORA-16713: Data Guard Brokerコマンドがタイムアウトしました 
	
原因: Data Guard Brokerにより、コマンドがタイムアウトになりました。


	
処置: このコマンドがデータベースに有効であることを確認して、コマンドを再試行してください。









	 ORA-16714: プロパティstringの値に、データベースの設定との一貫性がありません 
	
原因: 指定された構成プロパティの値は、データベースのメモリー内設定またはサーバー・パラメータ・ファイルの設定と矛盾します。構成プロパティに対応する初期化パラメータを変更したことが原因と考えられます。


	
処置: このデータベースでInconsistentPropertiesプロパティを問い合せて、設定が矛盾しているプロパティを判断してください。これらのプロパティを修正し、データベースの設定と一致するようにしてください。









	 ORA-16715: REDO転送関連プロパティstring(スタンバイ・データベースstring)に一貫性がありません 
	
原因: スタンバイ・データベースの指定されたREDO転送関連の構成プロパティ値が、プライマリ・データベースのREDO転送サービス設定と矛盾しています。構成プロパティに対応する初期化パラメータを変更したことが原因と考えられます。


	
処置: プライマリ・データベースでInconsistentLogXptPropsプロパティを問い合せて、設定が矛盾するREDO転送プロパティを判断してください。プライマリ・データベースのREDO転送設定と一致するように、スタンバイ・データベースのプロパティを再設定してください。









	 ORA-16716: パラメータLOG_ARCHIVE_DESTのクリアが失敗しました。 
	
原因: LOG_ARCHIVE_DESTパラメータをクリアしようとして失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-16717: パラメータLOG_ARCHIVE_DUPLEX_DESTのクリアが失敗しました。 
	
原因: LOG_ARCHIVE_DUPLEX_DESTパラメータをクリアしようとして失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-16718: データベースが見つかりませんでした 
	
原因: Data Guard Brokerが、ブローカ構成内のデータベースの場所の特定に失敗しました。


	
処置: データベースをブローカ構成に追加して、コマンドを再発行してください。









	 ORA-16719: V$ARCHIVE_DEST固定ビューに問合せできません。 
	
原因: ブローカがV$ARCHIVE_DEST固定ビューの問合せに失敗しました。


	
処置: SQL*Plusを使用して問題をテストし、解決してください。









	 ORA-16720: 使用可能なLOG_ARCHIVE_DEST_n初期化パラメータがありません 
	
原因: すべてのLOG_ARCHIVE_DEST_n初期化パラメータは使用中です。


	
処置: 1つ以上のLOG_ARCHIVE_DEST_n初期化パラメータをクリアして、ブローカがこれらのパラメータをプライマリ・データベースのREDO転送の設定に使用できるようにしてください。









	 ORA-16721: LOG_ARCHIVE_DEST_n初期化パラメータを設定できません 
	
原因: ブローカは1つ以上のLOG_ARCHIVE_DEST_n初期化パラメータを設定できませんでした。


	
処置: 詳細はData Guard BrokerログとOracle Alertログを確認してください。









	 ORA-16722: LOG_ARCHIVE_DEST_STATE_n初期化パラメータを設定できません 
	
原因: ブローカは1つ以上のLOG_ARCHIVE_DEST_STATE_n初期化パラメータを設定できませんでした。


	
処置: 詳細はData Guard BrokerログとOracle Alertログを確認してください。









	 ORA-16723: AlternateLocationプロパティの設定がREDO転送設定と競合しています。 
	
原因: スタンバイ・データベースはスタンバイREDOログを使用しておらず、ReopenSecsプロパティの値が0(ゼロ)以外、MaxFailureの値が0(ゼロ)でスタンバイ・データベースへのREDO転送サービスが設定されています。このような場合、REDO転送サービスはREDOデータをスタンバイ・データベースに無限に送信しようとしてしまい、代替の宛先に切り替えようとしません。


	
処置: この問題を解決するには、次のいずれかの処置を行ってください。
- スタンバイREDOログをスタンバイ・データベースに追加する。

- ReopenSecsプロパティを0(ゼロ)に設定する。

- MaxFailureプロパティを0(ゼロ)以外の値に設定する。前述のいずれかの処置を実行した後、スタンバイ・データベースのAlternateLocationプロパティを再設定してください。











	 ORA-16724: 1つ以上のスタンバイ・データベースのギャップは解決できません 
	
原因: プライマリ・データベースが1つ以上のスタンバイ・データベースからのギャップ要求を解決できませんでした。


	
処置: どのスタンバイ・データベースに解決できないギャップがあるかを確認するには、Enterprise ManagerまたはDGMGRL CLI SHOW DATABASEコマンドを使用して、プライマリ・データベースのステータスを確認してください。欠落しているアーカイブ・ログ・ファイルを、バックアップまたはこれらのファイルを含む構成内の別のデータベースのいずれかから、これらのファイルが欠落しているスタンバイ・データベースにコピーしてください。









	 ORA-16727: データベースをクローズできません 
	
原因: Data Guard Brokerでデータベースをクローズできません。


	
処置: データベースに接続されたアクティブなセッションを終了し、要求を再発行してください。









	 ORA-16728: プロパティstringの一貫性チェックでstringエラーが見つかりました 
	
原因: エラーが発生したため、指定されたプロパティの一貫性チェックが失敗しました。


	
処置: エラー・メッセージを確認し、エラーを解消してください。









	 ORA-16729: プロパティstringの値の検証でstringエラーが見つかりました 
	
原因: エラーが発生したため、プロパティ値の検証が失敗しました。


	
処置: エラー・メッセージを確認し、エラーを解消してください。









	 ORA-16730: DBMS_LOGSTDBY.SKIP_TXNプロシージャの実行中にエラーが発生しました 
	
原因: ロジカル・スタンバイ・データベース・パッケージがインストールされていない可能性があります。


	
処置: ロジカル・スタンバイ・データベース・パッケージをインストールして、要求を再発行してください。









	 ORA-16731: DBMS_LOGSTDBY.UNSKIP_TXNプロシージャの実行中にエラーが発生しました 
	
原因: ロジカル・スタンバイ・データベース・パッケージがインストールされていない可能性があります。


	
処置: ロジカル・スタンバイ・データベース・パッケージをインストールして、要求を再発行してください。









	 ORA-16732: DBMS_LOGSTDBY.SKIPプロシージャの実行中にエラーが発生しました 
	
原因: ロジカル・スタンバイ・データベース・パッケージがインストールされていない可能性があります。


	
処置: ロジカル・スタンバイ・データベース・パッケージをインストールして、要求を再発行してください。









	 ORA-16733: DBMS_LOGSTDBY.UNSKIPプロシージャの実行中にエラーが発生しました 
	
原因: ロジカル・スタンバイ・データベース・パッケージがインストールされていない可能性があります。


	
処置: ロジカル・スタンバイ・データベース・パッケージをインストールして、要求を再発行してください。









	 ORA-16734: DBMS_LOGSTDBY.SKIP_ERRORプロシージャの実行中にエラーが発生しました 
	
原因: ロジカル・スタンバイ・データベース・パッケージがインストールされていない可能性があります。


	
処置: ロジカル・スタンバイ・データベース・パッケージをインストールして、要求を再発行してください。









	 ORA-16735: DBMS_LOGSTDBY.UNSKIP_ERRORプロシージャの実行中にエラーが発生しました 
	
原因: ロジカル・スタンバイ・データベース・パッケージがインストールされていない可能性があります。


	
処置: ロジカル・スタンバイ・データベース・パッケージをインストールして、要求を再発行してください。









	 ORA-16736: スタンバイ・データベース"string"の宛先エントリがV$ARCHIVE_DESTに見つかりません 
	
原因: Data Guard Brokerの外部でスタンバイの宛先が手動で変更または削除されたか、Data Guard Brokerに使用可能なエントリがありません。


	
処置: 宛先設定をクリーンアップして、使用されていない宛先設定を削除し、REDO転送サービスを再設定してください。









	 ORA-16737: スタンバイ・データベース"string"のREDO転送サービスでエラーが発生しました 
	
原因: スタンバイ・データベースとの通信に問題が発生したため、REDO転送が失敗しました。


	
処置: LogXptStatusプロパティを問い合せて、エラー・メッセージを参照してください。詳細はData Guard BrokerログとOracle Alertログを確認してください。









	 ORA-16738: データベース"string"のREDO転送サービスが実行されていません 
	
原因: 指定されたスタンバイ・データベースのREDO転送サービスが実行されていません。


	
処置: 詳細はData Guard Brokerログまたはアラート・ログ(あるいはその両方)を確認してください。必要に応じて、スタンバイ・データベースのREDO転送サービスを開始してください。









	 ORA-16739: スタンバイ・データベース"string"のREDO転送サービスが実行中です 
	
原因: スタンバイ・データベースのREDO転送サービスが実行中です。


	
処置: 詳細は、Data Guard Brokerログを参照してください。必要に応じて、スタンバイ・データベースのREDO転送サービスを停止してください。









	 ORA-16740: スタンバイ・データベース"string"のREDO転送サービスが、間違ってALTERNATEに設定されています 
	
原因: スタンバイ・データベースのREDO転送サービスがALTERNATEに設定されていますが、この宛先に対して代替設定されている他の宛先がありません。


	
処置: 構成プロパティの設定が初期化パラメータに伝播されるように、スタンバイ・データベースまたは構成全体を再度有効にしてください。









	 ORA-16741: スタンバイ・データベース"string"の宛先パラメータに誤った構文があります 
	
原因: プライマリ・データベースのサーバー・パラメータ・ファイルに定義された宛先の構文が間違っているため、REDO転送が有効になってもData Guard Brokerがその宛先を更新できませんでした。


	
処置: プライマリ・データベースのサーバー・パラメータ・ファイルの構文エラーを修正するか、サーバー・パラメータ・ファイルからこのエントリを削除してください。また、指定したスタンバイ・データベースのREDO転送関連プロパティの値が正しいことを確認してください。









	 ORA-16742: スタンバイ・データベース"string"は割当て制限を使い果たしました 
	
原因: スタンバイ・データベースがアーカイブREDOログを格納するための割当て制限を使い切りました。


	
処置: スタンバイ・データベースから一部のアーカイブREDOログを削除するか、または割当て制限を増やしてください。









	 ORA-16743: スタンバイ・データベース"string"のREDO転送サービスのステータスを判別できません 
	
原因: 指定されたスタンバイ・データベースのREDO転送の状態が判断できません。


	
処置: 詳細はData Guard BrokerログとOracle Alertログを確認してください。









	 ORA-16744: LOG_ARCHIVE_CONFIGパラメータのDG_CONFIGリストが一杯です 
	
原因: LOG_ARCHIVE_CONFIG属性のDG_CONFIGリストが一杯で、Data Guard Brokerは新しいDB_UNIQUE_NAMEをリストに追加できませんでした。


	
処置: DG_CONFIGリストから使用されていないエントリをいくつか削除し、データベースを再度使用可能にしてください。









	 ORA-16745: DG_CONFIGリストは一杯であるため、DB_UNIQUE_NAME "string"を追加できません 
	
原因: LOG_ARCHIVE_CONFIG属性のDG_CONFIGリストが一杯で、Data Guard Brokerは指定されたDB_UNIQUE_NAMEをリストに追加できませんでした。


	
処置: DG_CONFIGリストから使用されていないエントリをいくつか削除し、データベースを再度使用可能にしてください。









	 ORA-16746: Data Guard Brokerでデータベースをマウントできません 
	
原因: Data Guard Brokerでデータベースをマウントできません。


	
処置: 詳細はData Guard BrokerログとOracle Alertログを確認してください。









	 ORA-16747: ロジカル・スタンバイ・データベース・ガードをオンにできませんでした。 
	
原因: Data Guard Brokerでロジカル・スタンバイ・データベース・ガードをオンにできませんでした。


	
処置: 詳細はData Guard BrokerログとOracle Alertログを確認してください。









	 ORA-16748: Data Guard Brokerでプライマリ・データベースをオープンできません 
	
原因: Data Guard Brokerでプライマリ・データベースをオープンできません。


	
処置: 詳細はData Guard BrokerログとOracle Alertログを確認してください。









	 ORA-16749: ロジカル・スタンバイ・データベースへのスイッチオーバーに失敗しました 
	
原因: Data Guard Brokerでロジカル・スタンバイ・データベースをプライマリ・データベースに切替えできませんでした。


	
処置: 詳細はData Guard BrokerログとOracle Alertログを確認してください。









	 ORA-16750: ロジカル・スタンバイ・データベースのアクティブ化に失敗しました 
	
原因: Data Guard Brokerでロジカル・スタンバイ・データベースをアクティブ化できませんでした。


	
処置: 詳細はData Guard BrokerログとOracle Alertログを確認してください。









	 ORA-16751: フィジカル・スタンバイ・データベースへのスイッチオーバーに失敗しました 
	
原因: Data Guard Brokerでフィジカル・スタンバイ・データベースをプライマリ・データベースに切替えできませんでした。


	
処置: 詳細はData Guard BrokerログとOracle Alertログを確認してください。









	 ORA-16753: Data Guard Brokerでスタンバイ・データベースをオープンできません 
	
原因: Data Guard Brokerでスタンバイ・データベースをオープンできませんでした。


	
処置: 詳細はData Guard BrokerログとOracle Alertログを確認してください。









	 ORA-16754: フィジカル・スタンバイ・データベースのアクティブ化に失敗しました 
	
原因: Data Guard Brokerでフィジカル・スタンバイ・データベースをアクティブ化できませんでした。


	
処置: 詳細はData Guard BrokerログとOracle Alertログを確認してください。









	 ORA-16755: 初期化パラメータの設定に失敗しました 
	
原因: Data Guard BrokerはALTER SYSTEM SETまたはALTER SYSTEM RESETコマンドを使用した初期化パラメータの設定に失敗しました。


	
処置: 詳細はData Guard BrokerログとOracle Alertログを確認してください。









	 ORA-16757: このプロパティの値を取得できません 
	
原因: Data Guard brokerは指定したプロパティ値の取得に失敗しました。指定したプロパティの値が現在のデータベース・ロールで使用できない可能性があります。


	
処置: 指定したプロパティの値が現在のデータベース・ロールで使用できない場合、このプロパティが使用可能なデータベースに対してこのプロパティを指定してください。それ以外の場合、詳細は、Data Guard Brokerログを参照してください。









	 ORA-16758: 指定された適用インスタンスは実行されていません。 
	
原因: 指定されたインスタンスは実行されていなかったため、Data Guard Brokerはこのインスタンスに対して適用サービスを開始できませんでした。


	
処置: インスタンスを起動してから、コマンドを再試行してください。









	 ORA-16759: 初期SCNを持つSQL Applyを開始できません 
	
原因: Data Guard Brokerが、初期SCNを持つSQL Applyの起動に失敗しました。


	
処置: 詳細はData Guard BrokerログとOracle Alertログを確認してください。









	 ORA-16760: SQL Applyを開始できません 
	
原因: Data Guard BrokerでSQL Applyの起動に失敗しました。


	
処置: 詳細はData Guard BrokerログとOracle Alertログを確認してください。









	 ORA-16761: SQL Applyを停止できません 
	
原因: Data Guard BrokerでSQL Applyの停止に失敗しました。


	
処置: 詳細はData Guard BrokerログとOracle Alertログを確認してください。









	 ORA-16762: データベース状態が無効です。 
	
原因: データベースが意図した状態にありません。


	
処置: データベースが意図した状態で動作していない理由を確認し、コマンドを再発行してください。









	 ORA-16763: スタンバイ・データベースのREDO転送サービスが実行中です 
	
原因: スタンバイ・データベースのREDO転送サービスが実行中です。


	
処置: 詳細は、Enterprise ManagerまたはDGMGRL CLI SHOW DATABASEコマンドを使用して、プライマリ・データベースのステータスを確認してください。必要に応じて、スタンバイ・データベースのREDO転送サービスを停止してください。









	 ORA-16764: スタンバイ・データベースのREDO転送サービスが実行されていません 
	
原因: スタンバイ・データベースのREDO転送サービスが実行されていません。


	
処置: 詳細は、Enterprise ManagerまたはDGMGRL CLI SHOW DATABASEコマンドを使用して、プライマリ・データベースのステータスを確認してください。必要に応じて、スタンバイ・データベースのREDO転送サービスを開始してください。









	 ORA-16765: REDO Applyが実行中です 
	
原因: REDO Applyが停止している必要があるときに実行中でした。


	
処置: 必要に応じて、REDO Applyを停止してください。









	 ORA-16766: REDO Applyが停止しています 
	
原因: REDO Applyが実行中である必要があるときに停止していました。


	
処置: アラート・ログを調べてREDO Applyが停止した理由を確認し、なんらかの問題がある場合は問題を修正し、その後でフィジカル・スタンバイ・データベース状態をAPPLY-ONに設定してREDO Applyを再起動してください。









	 ORA-16767: SQL Applyが実行中です 
	
原因: SQL Applyが停止している必要があるときに実行中でした。


	
処置: 必要に応じて、SQL Applyを停止してください。









	 ORA-16768: SQL Applyが停止しています 
	
原因: SQL Applyが実行中である必要があるときに停止していました。


	
処置: アラート・ログを調べてSQL Applyが停止した理由を確認し、なんらかの問題がある場合は問題を修正し、その後でロジカル・スタンバイ・データベース状態をAPPLY-ONに設定してSQL Applyを再起動してください。









	 ORA-16769: フィジカル・スタンバイ・データベースが読取り専用でオープンされています。 
	
原因: フィジカル・スタンバイ・データベースのすべてのインスタンスが、APPLY-OFFではなくREAD-ONLY状態になっています。


	
処置: EDIT DATABASE SET STATEコマンドを発行して、データベースをAPPLY-OFF状態に設定してください。









	 ORA-16770: フィジカル・スタンバイ・データベースがオープン中であるため、REDO Applyは開始されませんでした 
	
原因: フィジカル・スタンバイ・データベースがオープン中であるため、このデータベースでREDO Applyサービスを開始できれませんでした。Data Guard Brokerは、フィジカル・スタンバイ・データベースがオープンされた後、REDO Applyサービスを開始します。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-16771: フィジカル・スタンバイ・データベースへのフェイルオーバーに失敗しました。 
	
原因: Data Guard Brokerでフィジカル・スタンバイ・データベースをプライマリ・データベースに変換するときにエラーが発生しました。


	
処置: このエラーの詳細は、Data Guard BrokerログおよびOracleアラート・ログを参照してください。









	 ORA-16772: スタンバイ・データベースへのスイッチオーバーに失敗しました 
	
原因: Data Guard Brokerで指定されたスタンバイ・データベースへスイッチオーバーするときにエラーが発生しました。


	
処置: 詳細はData Guard BrokerログとOracle Alertログを確認してください。









	 ORA-16773: REDO Applyを開始できません 
	
原因: Data Guard BrokerでREDO Applyの起動に失敗しました。


	
処置: 詳細はData Guard BrokerログとOracle Alertログを確認してください。データベースがすでにオープンしている場合は、Active Data Guardオプションが有効化されていないと、BrokerによってREDO Applyが起動されません。









	 ORA-16774: REDO Applyを停止できません 
	
原因: Data Guard BrokerでREDO Applyの停止に失敗しました。


	
処置: 詳細はData Guard BrokerログとOracle Alertログを確認してください。









	 ORA-16775: ブローカ操作のターゲット・スタンバイ・データベースにはデータが損失する可能性があります。 
	
原因: ブローカ操作に指定されたターゲットのスタンバイ・データベースに、プライマリ・データベースからのREDOデータの一部が含まれていませんでした。


	
処置: Enterprise ManagerまたはDGMGRL CLI SHOW DATABASEコマンドを使用して、プライマリ・データベースのREDO転送サービスのステータスを調べて、サービスが正常に機能していることを確認してください。ターゲット・スタンバイ・データベースのすべてのREDOデータを取得したら、ブローカ・コマンドを再発行してください。









	 ORA-16776: REDO転送サービスのヘルス・チェックに失敗しました。 
	
原因: Data Guard BrokerはREDO転送サービスのヘルス・チェックを完了できません。


	
処置: 詳細はData Guard BrokerログとOracle Alertログを確認してください。









	 ORA-16777: スタンバイ・データベースの宛先エントリがV$ARCHIVE_DESTに見つかりません 
	
原因: 宛先が手動で削除されたか、またはData Guardに使用可能なエントリがありません。


	
処置: 詳細はData Guard BrokerログとOracle Alertログを確認してください。必要に応じて、REDO転送サービスを再設定してください。









	 ORA-16778: 1つ以上のデータベースでREDO転送エラーが発生しました。 
	
原因: REDO転送サービスが1つ以上のスタンバイ・データベースにREDOデータを送信できませんでした。


	
処置: 詳細はData Guard BrokerログとOracle Alertログを確認してください。LogXptStatusプロパティを問い合せて、エラーを確認してください。









	 ORA-16779: データベースの宛先パラメータが誤って設定されています。 
	
原因: LOG_ARCHIVE_DEST_nサーバー・パラメータ・ファイルに定義された宛先に構文エラーがあります。REDO転送がオンになっていましたが、Data Guard Brokerはこの宛先を更新できませんでした。


	
処置: Data Guard Brokerログを確認して、問題があるデータベースを判断してください。サーバー・パラメータ・ファイルの構文エラーを修正するか、サーバー・パラメータ・ファイルからこのエントリを削除してください。また、REDO転送関連プロパティの構文が正しいことを確認してください。









	 ORA-16780: データベースは、アーカイブしたREDOログの記憶域割当て制限を使い果たしました。 
	
原因: データベースがアーカイブREDOログを格納するための割当て制限を使い切りました。


	
処置: Data Guard Brokerログを確認して、問題があるデータベースを判断してください。スタンバイ・データベースで一部のアーカイブ・ログを削除するか、または割当て制限を増やしてください。









	 ORA-16781: スタンバイ・データベースのREDO転送サービスのステータスを判別できません 
	
原因: 指定されたスタンバイ・データベースのREDO転送の状態が判断できません。


	
処置: 詳細はData Guard BrokerログとOracle Alertログを確認してください。









	 ORA-16782: インスタンスが読取りおよび書込みアクセス用にオープンしていません。 
	
原因: データベースはインスタンスにマウントされていますが、読取りおよび書込み用にオープンされていません。


	
処置: 詳細は、Enterprise ManagerまたはDGMGRL CLI SHOW DATABASEコマンドを使用して、データベースのステータスを確認してください。可能なら、手動でインスタンスを開いてください。









	 ORA-16783: データベースstringのギャップを解決できません 
	
原因: プライマリ・データベースが指定のスタンバイ・データベースからのギャップ要求を解決できませんでした。


	
処置: 欠落しているアーカイブREDOログ・ファイルを、バックアップまたはこれらのファイルを含む構成内の別のデータベースのいずれかから、これらのファイルが欠落しているスタンバイ・データベースにコピーしてください。









	 ORA-16784: 依存プロパティで指定されたデータベース名が正しくありません 
	
原因: Dependencyプロパティで指定されたDB_UNIQUE_NAME初期化パラメータの値となるデータベース名が間違っています。


	
処置: Dependencyプロパティを正しいデータベース名に再設定してください。









	 ORA-16785: データベースはNOARCHIVELOGモードです 
	
原因: このデータベースは、プライマリ・データベースか、またはプライマリ・データベースにスイッチオーバーされるスタンバイ・データベースですが、NOARCHIVELOGモードになっています。


	
処置: ALTER DATABASE ARCHIVELOGコマンドを発行して、データベースをARCHIVELOGモードに設定してください。









	 ORA-16786: Data Guard Broker構成ファイルにアクセスできません 
	
原因: Data Guard Broker構成ファイルが存在しないか、またはData Guard Broker構成ファイルにアクセスできませんでした。


	
処置: 詳細は、Data Guard Brokerログを参照してください。









	 ORA-16788: 1つ以上のデータベース構成プロパティ値を設定できません。 
	
原因: ブローカがALTER SYSTEMまたはALTER DATABASEコマンドを発行してデータベース構成可能プロパティ値をデータベースに設定しようとしたときに、このエラーが発生しました。このエラーの一般的な原因は次のとおりです。
- REDO転送関連のプロパティ値に構文エラーがある。

- LogArchiveTraceの値が許容範囲を超えている。




	
処置: Data Guard Brokerログを確認し、問題のあるプロパティを判断して正しい値に設定してください。









	 ORA-16789: スタンバイREDOログが構成されていません 
	
原因: データベースにスタンバイREDOログが構成されていません。


	
処置: REDO転送モードがSYNCまたはASYNCに設定されている場合、スタンバイREDOログが必要です。Data Guardドキュメントで、スタンバイREDOログの作成方法を確認してください。









	 ORA-16790: 構成可能プロパティ値が無効です。 
	
原因: 無効なプロパティ値が入力されたか、またはブローカのデフォルト値が存在しないプロパティにRESETが試行されました。


	
処置: プロパティを正しい値に設定してください。









	 ORA-16791: スタンバイREDOログの存在を確認できません。 
	
原因: データベースがマウントされていないか、またはV$STANDBY_LOG固定ビューの問合せに失敗しました。


	
処置: データベースがマウントされていることを確認し、V$STANDBY_LOG固定ビューを問い合せて問題が修正されたことを確認し、操作を再試行してください。









	 ORA-16792: 構成可能なプロパティ値がデータベースの設定と矛盾しています 
	
原因: 1つ以上の構成可能プロパティの値がデータベースのメモリー内設定またはサーバー・パラメータ・ファイルの設定と矛盾しています。Data Guard Brokerを使用して構成可能プロパティ値を編集するのではなく、初期化パラメータを直接変更したことが原因として考えられます。


	
処置: データベースのInconsistentPropertiesプロパティを問い合せるか、またはData Guard Brokerログを確認して、設定が矛盾しているプロパティを特定してください。これらのプロパティを修正し、データベースの設定と一致するようにしてください。または、構成可能プロパティの設定が初期化パラメータに伝播されるように、データベースまたは構成全体を有効にしてください。









	 ORA-16793: ロジカル・スタンバイ・データベース・ガードがオフです 
	
原因: ロジカル・スタンバイ・データベース・ガードがオフになっています。


	
処置: ALTER DATABASE GUARD ALLを発行してガードをオンにし、Data Guardヘルス・チェックのエラーまたは警告がなくなったことを確認してください。









	 ORA-16794: データベース・ガードはプライマリ・データベースに対してオンになっています。 
	
原因: データベース・ガードがプライマリ・データベースに対してオンになっています。


	
処置: ALTER DATABASE GUARD NONEコマンドを発行してガードをオフにし、Data Guardヘルス・チェックのエラーまたは警告がなくなったことを確認してください。









	 ORA-16795: スタンバイ・データベースを再作成する必要があります 
	
原因: スイッチオーバーまたはフェイルオーバーによって、このデータベースの再作成が必要になりました。このデータベースは、新しいプライマリ・データベースに対する有効なスタンバイ・データベースではないため、再作成対象としてマークされています。データベースのこのエラー状態が解消されるまで、このデータベースに接続しているブローカ・クライアントは、このデータベースおよびデータベースが属するブローカ構成に関する情報を取得できなくなります。したがって、クライアントからこのデータベースに対して発行されたコマンドはすべて実行できません。


	
処置: スタンバイ・データベースを再作成(またはフラッシュバック)してください。ブローカ構成内のプライマリ・データベースに接続し、ブローカによるそのデータベースの管理を再び有効にします。有効になると、このスタンバイ・データベースに接続し、ブローカを使用して管理できるようになります。または、このエラー状態ではスタンバイ・データベースで実行できないクライアント・コマンドの多くは、プライマリ・データベースに対して発行すれば正常に実行できます。この場合、プライマリ・データベースに接続し、コマンドを再実行してください。









	 ORA-16796: 1つ以上のプロパティをデータベースからインポートできません。 
	
原因: ブローカ構成に追加しようとしているデータベースのプロパティ値をブローカがインポートできませんでした。このエラーは、次のことを意味しています。
- DGMGRL CREATE CONFIGURATIONまたはADD DATABASEコマンドで指定したOracle Netサービス名では、追加するデータベースにアクセスできない。

- 追加するデータベースに対して実行中のインスタンスがない。




	
処置: REMOVE CONFIGURATIONまたはREMOVE DATABASEコマンドを使用して、構成からデータベースを削除してください。追加するデータベースに対して1つ以上のインスタンスが実行中であること、および指定したOracle Netサービス名で実行中のインスタンスにアクセスできることを確認してください。また、詳細は、ブローカ・ログ・ファイルを参照してください。その後、CREATE CONFIGURATIONまたはADD DATABASEコマンドを再発行してください。









	 ORA-16797: データベースはサーバー・パラメータ・ファイルを使用していません。 
	
原因: データベースはサーバー・パラメータ・ファイルを使用していないか、ブローカがサーバー・パラメータ・ファイルにアクセスできませんでした。


	
処置: CREATE SPFILE='..'FROM PFILE='...'"コマンドを発行してサーバー・パラメータ・ファイルを作成し、データベースを再起動してこのファイルを使用してください。









	 ORA-16798: フェイルオーバー中にリカバリを完了できません 
	
原因: フィジカル・スタンバイ・データベースがフェイルオーバー中にリカバリを完了できませんでした。


	
処置: 失敗の原因の詳細は、Data Guard BrokerログおよびOracleアラート・ログを参照してください。









	 ORA-16799: REDO Applyは実行されていません 
	
原因: REDO ApplyがオフになっていることがData Guard Broker構成に示されているか、またはリカバリ・プロセスMRP0が実行されていません。結果として、REDO Apply関連のプロパティを設定できませんでした。


	
処置: Data Guard Brokerを使用してREDO Applyをオンにし、REDO Apply関連のプロパティを再設定してください。









	 ORA-16800: スタンバイ・データベースのREDO転送サービスが、間違ってALTERNATEに設定されています。 
	
原因: スタンバイ・データベースのREDO転送サービスがALTERNATEに設定されていますが、この宛先に対して代替設定されている他の宛先がありません。


	
処置: 構成プロパティの設定が初期化パラメータに伝播されるように、スタンバイ・データベースまたは構成全体を再度有効にしてください。









	 ORA-16801: REDO転送関連のプロパティがデータベースの設定と矛盾しています。 
	
原因: 1つ以上のREDO転送関連の構成プロパティの値がデータベースのメモリー内設定またはサーバー・パラメータ・ファイルの設定と矛盾しています。Data Guard Brokerを使用して構成可能プロパティ値を編集するのではなく、初期化パラメータを直接変更したことが原因として考えられます。


	
処置: プライマリ・データベースのInconsistentLogXptPropsプロパティを問い合せるか、またはData Guard Brokerログを確認して、設定が矛盾しているプロパティを特定してください。これらのプロパティを修正し、データベースの設定と一致するようにしてください。または、構成可能プロパティの設定が初期化パラメータに伝播されるように、データベースまたは構成全体を有効にしてください。









	 ORA-16802: REDO転送モードはSYNCからダウングレードできません。 
	
原因: 構成がMaximum ProtectionまたはMaximum Availabilityモードになっていて、なおかつプライマリ・データベースがRACデータベースになっているときに、スタンバイ・データベースのREDO転送モードをSYNCからASYNCにダウングレードしようとしました。保護モードをサポートするために、REDO転送モードがSYNCに設定されているスタンバイ・データベースが他に存在する場合でも、このようなダウングレードは実行できません。


	
処置: スタンバイ・データベースのREDO転送モードをダウングレードする必要がある場合は、次のいずれかを実行してください。
- プライマリ・データベースのすべてのインスタンスを停止し、CLUSTER_DATABASE初期化パラメータをFALSEに設定した状態でインスタンスを1つ再起動する。特定のスタンバイ・データベースのREDO転送モードをダウングレードする。次に、インスタンスを停止し、CLUSTER_DATABASE初期化パラメータをTRUEに設定し、すべてのプライマリ・データベース・インスタンスを再起動する。

- 保護モードをMaximum Performanceモードにダウングレードし、特定のスタンバイ・データベースのREDO転送モードをダウングレードする。最後に、保護モードをアップグレードする。Maximum Protectionモードにアップグレードする場合、これを行うには、すべてのプライマリ・データベース・インスタンスを再起動する必要があります。なお、この方法が有効なのは、REDO転送モードがSYNCに設定されたスタンバイ・データベースが構成内に1つ以上存在する場合に限られます。











	 ORA-16803: データベース表または固定ビューに問合せできません。 
	
原因: データベース表または固定ビューの問合せに失敗しました。データベースは開いていないか、またはマウントされていない可能性があります。


	
処置: 詳細は、Data Guard Brokerログを参照してください。









	 ORA-16804: 1つ以上の構成プロパティに無効な値があります 
	
原因: Data Guard Brokerのヘルス・チェックで、ブローカの構成内で1つ以上の構成プロパティ値が無効であることが検出されました。ブローカによるデータベース管理が無効なときに、プロパティ値が変更されました。


	
処置: Data Guard Brokerログを参照し、無効な値を持つプロパティを特定して、Data Guard Brokerで再設定してください。









	 ORA-16805: LogXptModeプロパティの変更は、保護モード全体に違反します。 
	
原因: スタンバイ・データベースのLogXptMode構成可能プロパティの変更は、許可すると構成の保護モード全体に違反するため、ブローカによって許可されません。


	
処置: 特定のスタンバイ・データベース用にLogXptMode構成プロパティを変更する必要がある場合は、まずブローカ構成の保護モード全体をダウングレードしてください。この操作が完了した後であれば、スタンバイ・データベースのLogXptMode構成プロパティを変更できます。









	 ORA-16806: サプリメンタル・ロギングが開始されていません。 
	
原因: 構成に論理スタンバイ・データベースが存在しますが、補助ロギングがオンになっていません。これは、プライマリ・データベース上か、またはプライマリ・データベースにスイッチオーバーされるロジカル・スタンバイ・データベース上で発生する可能性があります。


	
処置: 詳細は、Data Guard Brokerログを参照してください。ALTER DATABASE ADD SUPPLEMENTAL LOG DATA (PRIMARY KEY, UNIQUE INDEX) COLUMNSを発行し、補助ロギングを追加してください。









	 ORA-16807: データベース保護モードを変更できません。 
	
原因: ALTER DATABASE SET STANDBY TO MAXIMIZE {PROTECTION | AVAILABILITY | PERFORMANCE}を発行しようとして失敗しました。


	
処置: 詳細は、Data Guard BrokerログおよびOracleログを確認してください。









	 ORA-16808: プライマリ・データベースがオープンされていません 
	
原因: FastStartFailoverThresholdの秒数よりも長く、ファスト・スタート・フェイルオーバー・およびファスト・スタート・フェイルオーバー・オブザーバおよびターゲット・スタンバイ・データベースの両方から分離された後で、先にプライマリがシャットダウンしたために、以前のプライマリ・データベースを開く試行は許可されませんでした。ファスト・スタート・フェイルオーバーが実行中だったことが想定されます。そのとき以降、オブザーバまたはターゲット・スタンバイ・データベースとの再接続は、このようなフェイルオーバーが実際には発生していないことを示します。プライマリ・データベースはオープンできるようになりました。


	
処置: SQL*PlusのALTER DATABASE OPENコマンドを発行して、データベースをオープンしてください。









	 ORA-16809: データベースについて複数の警告が検出されました 
	
原因: ブローカにより、データベースに対する複数の警告が検出されました。


	
処置: 詳細ステータス・レポートを見るには、Enterprise ManagerまたはDGMGRL CLI SHOW DATABASEコマンドを使用して、指定されたデータベースのステータスを確認してください。









	 ORA-16810: データベースについて複数のエラーまたは警告が検出されました 
	
原因: ブローカにより、データベースに対する複数のエラーまたは警告が検出されました。


	
処置: 詳細ステータス・レポートを見るには、Enterprise ManagerまたはDGMGRL CLI SHOW DATABASEコマンドを使用して、指定されたデータベースのステータスを確認してください。









	 ORA-16811: 適用インスタンスがData Guard Brokerにより記録されません 
	
原因: ブローカはまだスタンバイ・データベースの適用インスタンスを登録していません。


	
処置: スタンバイ・データベースを再度使用可能にして、エラーを解消してください。









	 ORA-16812: ブローカにより記録された適用インスタンスで、ログ適用サービスが実行されていません。 
	
原因: Data Guard Brokerが期待していたインスタンスでログ適用サービスが実行されていません。


	
処置: スタンバイ・データベースを再度使用可能にして、エラーを解消してください。









	 ORA-16813: ブローカにより記録された適用インスタンスstringで、ログ適用サービスが実行されていません 
	
原因: Data Guard Brokerが期待していたインスタンスでログ適用サービスが実行されていません。


	
処置: スタンバイ・データベースを再度使用可能にして、エラーを解消してください。









	 ORA-16814: スタンバイ・データベースのAlternateLocationについてのREDO転送設定が正しくありません。 
	
原因: スタンバイ・データベースのAlternateLocationプロパティに関するREDO転送設定が間違っていることがData Guard Brokerによって検出されました。次のいずれかの設定が間違っている可能性があります。
- AlternateLocationプロパティは空だが、スタンバイ・データベースへのREDO転送にはALTERNATE設定がある。

- AlternateLocationプロパティは空でないが、スタンバイ・データベースへのREDO転送にはALTERNATE設定がない。

- AlternateLocationプロパティとREDO転送のALTERNATE設定が矛盾している。この矛盾としては、サービス文字列、代替場所のディレクトリ指定、DB_UNIQUE_NAME属性などが考えられます。

- 代替場所に対応するLOG_ARCHIVE_DEST_STATE_nパラメータがALTERNATEに設定されていない。

- スタンバイ・データベースがアーカイブ・ログ用にフラッシュ・リカバリ領域を使用しているが、スタンバイ・データベースへのREDO転送にはAlternateLocationプロパティ用のALTERNATE設定がある。Data Guard Brokerログを参照して、前述のどれがエラーの原因かを特定してください。




	
処置: プライマリ・データベースを再度有効にして、エラーを解消してください。









	 ORA-16815: スタンバイ・データベース"string"のAlternateLocationについてのREDO転送設定が正しくありません 
	
原因: スタンバイ・データベースのAlternateLocationプロパティに関するREDO転送設定が間違っていることがData Guard Brokerによって検出されました。次のいずれかの設定が間違っている可能性があります。
- AlternateLocationプロパティは空だが、スタンバイ・データベースへのREDO転送にはALTERNATE設定がある。

- AlternateLocationプロパティは空でないが、スタンバイ・データベースへのREDO転送にはALTERNATE設定がない。

- AlternateLocationプロパティとREDO転送のALTERNATE設定が矛盾している。この矛盾としては、サービス文字列、代替場所のディレクトリ指定、DB_UNIQUE_NAME属性などが考えられます。

- 代替場所に対応するLOG_ARCHIVE_DEST_STATE_nパラメータがALTERNATEに設定されていない。

- スタンバイ・データベースがアーカイブ・ログ用にフラッシュ・リカバリ領域を使用しているが、スタンバイ・データベースへのREDO転送にはAlternateLocationプロパティ用のALTERNATE設定がある。Data Guard Brokerログを参照して、前述のどれがエラーの原因かを特定してください。




	
処置: プライマリ・データベースを再度有効にして、エラーを解消してください。









	 ORA-16816: データベース・ロールが正しくありません。 
	
原因: Data Guard Broker構成内に記録されたデータベース・ロールとは異なるデータベース・ロールが指定のデータベースに含まれていることがData Guard Brokerによって検出されました。この状況は、スイッチオーバー操作またはフェイルオーバー操作に失敗したことによって発生したか、またはSQL*Plusを使用してスイッチオーバー操作またはフェイルオーバー操作を実行したことによって発生した可能性があります。


	
処置: Data Guard Brokerのドキュメントを参照して、ロール変更操作の失敗からリカバリする方法を確認するか、Data Guard Brokerによって管理されているデータベースでSQL*Plusを使用して実行されたロール変更からリカバリする方法を確認してください。









	 ORA-16817: ファスト・スタート・フェイルオーバーの構成が同期化されていません 
	
原因: ファスト・スタート・フェイルオーバーのターゲット・スタンバイ・データベースとプライマリ・データベースの同期が取れていません。この場合、プライマリ・データベースに障害が起きても、ファスト・スタート・フェイルオーバーは自動実行されません。


	
処置: ファスト・スタート・フェイルオーバーのターゲット・スタンバイ・データベースが稼働していて、プライマリ・データベースからのREDOデータを受信できる状態であることを確認してください。スタンバイ・データベースがプライマリ・データベースからすべてのREDOデータを受信すると、プライマリ・データベースとスタンバイ・データベースは同期化されます。これで、プライマリ・データベースに障害が発生した場合、Data Guard構成はスタンバイ・データベースに自動的にフェイルオーバーできるようになります。









	 ORA-16818: ファスト・スタート・フェイルオーバーは一時停止しました 
	
原因: プライマリ・データベースが意図的に停止されました。この場合、ファスト・スタート・フェイルオーバーは自動実行できません。


	
処置: プライマリ・データベースを起動します。これにより、プライマリ・データベースに障害が起きた場合に、自動的にファスト・スタート・フェイルオーバーが実行されます。









	 ORA-16819: ファスト・スタート・フェイルオーバー・オブザーバが起動されていません 
	
原因: ファスト・スタート・フェイルオーバーのオブザーバが起動されていません。この場合、プライマリ・データベースに障害が起きても、ファスト・スタート・フェイルオーバーは自動実行できません。


	
処置: たとえば、DGMGRL START OBSERVERコマンドを使用して、ファスト・スタート・フェイルオーバー・オブザーバを起動してください。









	 ORA-16820: ファスト・スタート・フェイルオーバー・オブザーバはこのデータベースを監視しなくなりました 
	
原因: 以前に開始されたオブザーバはこのデータベースを監視しなくなりました。このデータベースが最後にオブザーバと対話してからかなりの時間が経過しています。考えられる原因は次のとおりです。
- オブザーバを実行していたホストが使用不可になった。

- オブザーバとこのデータベース間のネットワーク接続が使用不可になった。

- オブザーバ・プロセスが予期せずに終了した。




	
処置: オブザーバがこのデータベースにアクセスできない原因を調べてください。問題を解決できない場合は、Data Guard構成に接続し、DGMGRL STOP OBSERVERコマンドを発行して、現在のオブザーバを停止してください。次に、別のホストでオブザーバを再起動します。最後に、DGMGRL START OBSERVERコマンドを使用して、別のホストでオブザーバを起動します。









	 ORA-16821: ロジカル・スタンバイ・データベース・ディクショナリがロードされていません。 
	
原因: ロジカル・スタンバイ・データベースがディクショナリをロードしていません。このステータスはブローカのヘルス・チェック機能によって検出されます。また、まだディクショナリがロードされていないロジカル・スタンバイ・データベースにスイッチオーバーまたはフェイルオーバーしようとした場合も、このステータスが戻される可能性があります。


	
処置: ロジカル・スタンバイ・データベースでSQL Applyを開始して(まだ実行されていない場合)、APPLYING状態になるまで待機してください。









	 ORA-16822: 新しいプライマリ・データベースは、まだスタンバイ・データベース復元の準備ができていません。 
	
原因: ロジカル・スタンバイ・データベースのフェイルオーバー操作が行われたため、新しいプライマリ・データベースはまだフェイルオーバー操作をすべて完了していません。新しいプライマリ・データベースでフェイルオーバーが完了するまでは、無効のスタンバイ・データベースを修復できません。


	
処置: 新しいプライマリ・データベースでフェイルオーバーが完了するまで待機してください。その後、修復操作を再試行してください。









	 ORA-16823: REDO転送モードは、現行の操作と矛盾しています。 
	
原因: このデータベースのREDO転送モードはこのブローカ操作と互換性がありません。


	
処置: このデータベースのLogXptModeデータベース・プロパティを再設定して、ブローカ操作を再試行してください。









	 ORA-16824: ファスト・スタート・フェイルオーバー関連の警告を含む、複数の警告がデータベースについて検出されました 
	
原因: ブローカにより、データベースに対する複数の警告が検出されました。これらの少なくとも1つの警告が原因で、ファスト・スタート・フェイルオーバーが実行できない可能性があります。


	
処置: 詳細ステータス・レポートを見るには、Enterprise ManagerまたはDGMGRL CLI SHOW DATABASEコマンドを使用して、指定されたデータベースのステータスを確認してください。









	 ORA-16825: ファスト・スタート・フェイルオーバー関連のエラーまたは警告を含む、複数のエラーや警告がデータベースについて検出されました 
	
原因: ブローカにより、データベースに対する複数のエラーまたは警告が検出されました。これらの少なくとも1つのエラーまたは警告が原因で、ファスト・スタート・フェイルオーバーが実行できない可能性があります。


	
処置: 詳細ステータス・レポートを見るには、Enterprise ManagerまたはDGMGRL CLI SHOW DATABASEコマンドを使用して、指定されたデータベースのステータスを確認してください。









	 ORA-16826: 適用サービス状態が、DelayMinsプロパティと矛盾しています。 
	
原因: この警告の原因は、次のいずれかです。
- DelayMinsプロパティがゼロに設定された状態でリアルタイム適用オプションまたはNODELAYオプションを指定せずに、適用サービスが開始された。

- DelayMinsプロパティがゼロより大きい値に設定された状態でリアルタイム適用オプションまたはNODELAYオプションを指定して、適用サービスが開始された。




	
処置: ブローカがDelayMinsプロパティの指定値と矛盾しない適用オプションを使用して適用サービスを再開できるように、スタンバイ・データベースを再び有効にしてください。









	 ORA-16827: フラッシュバック・データベースが無効です 
	
原因: フラッシュバック・データベース機能が無効化されていることがブローカによって検出されました。フラッシュバック・データベース機能が無効である場合、ブローカは次の処理を実行できません。
- 修復が必要なデータベースを修復する。

- フィジカル・スタンバイ・データベースをスナップショット・スタンバイ・データベースに変換する。

- スナップショット・スタンバイ・データベースをフィジカル・スタンバイ・データベースに変換する。フラッシュバック・データベースは、ALTER DATABASE FLASHBACK DATABASE OFFコマンドを使用して手動で無効化されているか、エラーの発生時にデータベースによって自動的に無効化されています。




	
処置: データベースのアラート・ログを確認し、エラーが原因でフラッシュバック・データベースが無効であるかどうかを判断し、問題を修正してください。フラッシュバック・データベースが手動で無効化されている場合、ALTER DATABASE FLASHBACK DATABASE ONコマンドを使用してフラッシュバック・データベースを再度有効化してください。フラッシュバック・データベースを有効化した後も、データベースを修復または変換できない場合、プライマリ・データベースのコピーからデータベースを再作成する必要があります。









	 ORA-16828: REDO_TRANSPORT_USER初期化パラメーに無効な値が指定されました 
	
原因: REDO_TRANSPORT_USER初期化パラメータに対して指定された値が無効です。ユーザー名の長さが30文字を超えています。


	
処置: ドキュメントを確認し、REDO_TRANSPORT_USER初期化パラメータに対して新しい値を指定してください。









	 ORA-16829: ファスト・スタート・フェイルオーバー構成が遅延しています 
	
原因: ファスト・スタート・フェイルオーバーのターゲット・スタンバイ・データベースは、FastStartFailoverLagLimit構成プロパティで指定されているラグ制限範囲内にありません。この場合、プライマリ・データベースに障害が起きても、ファスト・スタート・フェイルオーバーは自動実行できません。


	
処置: ファスト・スタート・フェイルオーバーのターゲット・スタンバイ・データベースが稼働していてREDOデータを適用しており、プライマリ・データベースがREDOデータを正常に送信していることを確認してください。この状態が続く場合は、FastStartFailoverLagLimit構成パラメータの値を上げることを検討してください。









	 ORA-16830: FastStartFailoverThresholdの秒数より長くファスト・スタート・フェイルオーバー・パートナから分離しているプライマリ: 停止中 
	
原因: プライマリ・データベースは、FastStartFailoverThresholdプロパティに指定されている秒数を超えてオブザーバとターゲット・スタンバイ・データベースの両方から分離しています。ファスト・スタート・フェイルオーバーが発生している可能性があります。FastStartFailoverPmyShutdown構成プロパティがTRUEに設定されている場合、ブローカによってこの状況でプライマリ・データベースが停止されます。


	
処置: このデータベースの1つのインスタンスが実行中であり、データベースがこのインスタンスにマウントされており、ブローカが古いプライマリ・データベースを修復できることを確認してください。









	 ORA-16831: 操作はこのスタンバイ・データベース・タイプでは許可されていません 
	
原因: Data Guard Broker操作はこのスタンバイ・データベース・タイプでは許可されていません。


	
処置: 正しいスタンバイ・データベース・タイプについてドキュメントを確認し、スタンバイ・データベース・タイプが正しい別のスタンバイ・データベースに対してData Guard Brokerコマンドを再発行してください。









	 ORA-16832: ユーザーによる構成が可能なファスト・スタート・フェイルオーバーが開始されました: 停止中 
	
原因: ユーザーによる構成が可能な条件がプライマリ・データベース上で検出されたため、Brokerがターゲット・スタンバイ・データベースへのファスト・スタート・フェイルオーバーを開始しました。さらに、Brokerがプライマリ・データベースを停止しました。


	
処置: Brokerによってファスト・スタート・フェイルオーバーが開始される原因となった古いプライマリ・データベースの問題を修正した後、古いプライマリ・データベースを修復してください。









	 ORA-16853: 適用ラグが指定されたしきい値を超えました 
	
原因: 現在の適用ラグがApplyLagThresholdデータベース・プロパティで指定された値を超えました。このエラーは、大きなトランスポート・ラグや、スタンバイ・データベースの適用サービスのパフォーマンスが不足している場合に発生することがあります。


	
処置: スタンバイ・データベースでのギャップを確認してください。ギャップがない場合には、適用サービスをチューニングしてください。









	 ORA-16854: 適用ラグを判別できませんでした 
	
原因: 適用サービスが実行されていなかったか、REDOソースとスタンバイ・データベースが接続されていなかったために、適用ラグを判別できませんでした。


	
処置: 適用サービスが実行されていない場合は、開始してください。また、REDOソースとスタンバイ・データベースがネットワーク接続されていること、およびREDOソースがREDOデータをスタンバイに送信していることを確認してください。









	 ORA-16855: トランスポート・ラグが指定されたしきい値を超えました 
	
原因: 現在のトランスポート・ラグがTransportLagThresholdデータベース・プロパティで指定された値を超えました。このエラーは、REDOソースとスタンバイ・データベース間のネットワーク・パフォーマンスが不足している場合、またはネットワークが接続されていない場合に発生します。


	
処置: REDOソースとスタンバイ・データベース間のネットワーク接続を確認してください。接続されている場合は、REDOソースとスタンバイ・データベース間のネットワーク・パフォーマンスを確認し、必要に応じてチューニングしてください。









	 ORA-16856: トランスポート・ラグを判別できませんでした 
	
原因: REDOソースとスタンバイ・データベースが接続されていなかったために、トランスポート・ラグを判別できませんでした。


	
処置: REDOソースとスタンバイ・データベースがネットワーク接続されていること、およびREDOソースが適切に動作していることを確認してください。









	 ORA-16857: スタンバイがREDOソースから切断されている時間が指定されたしきい値を超えています 
	
原因: スタンバイがREDOソースから切断されていた時間が、TransportDisconnectedThresholdデータベース・プロパティで指定された値を超えました。このエラーは、REDOソースとスタンバイ・データベース間でネットワークが接続されていない場合に発生します。


	
処置: REDOソースとスタンバイ・データベースがネットワーク接続されていること、およびREDOソースが適切に動作していることを確認してください。









	 ORA-16858: REDOソースとの最後の通信時間を判別できませんでした 
	
原因: スタンバイ・データベースは、REDOソースと一度も接続されていません。


	
処置: REDOソースとスタンバイ・データベースがネットワーク接続されていること、およびREDOソースが適切に動作していることを確認してください。









	 ORA-16861: ExternalDestinationプロパティにはDB_UNIQUE_NAME属性が必要です 
	
原因: ExternalDestinationプロパティに指定した値に、DB_UNIQUE_NAME属性が含まれませんでした。


	
処置: ExternalDestinationプロパティにDB_UNIQUE_NAMEの値が指定されていることを確認してください。









	 ORA-16862: ExternalDestinationプロパティにサポート対象外の属性が指定されています 
	
原因: ExternalDestinationプロパティに指定した値に、サポートされていない属性が含まれていました。


	
処置: ExternalDestinationプロパティに指定した値に、LOCATION、ALTERNATE、MAX_FAILURE、SYNC、TEMPLATE、MANDATORY、DELAY、NET_TIMEOUTおよびVALID_FORの値が含まれていないことを確認してください。









	 ORA-16950: リモート・マップ・カーソルは、この機能ではサポートされていません。 
	
原因: このカーソルはリモート・マッピングされたカーソルなので、ローカル処理できませんでした。


	
処置: リモート・サイトでこの文を直接処理してください。









	 ORA-16951: このSQL文に指定されたバインド変数が多すぎます。 
	
原因: 指定されたバインド変数が多すぎるため、このSQL文をバインドできませんでした。


	
処置: 適切な数のバインド変数を渡してください。









	 ORA-16952: このSQL文のバインドに失敗しました。 
	
原因: このSQL文をバインドできませんでした。


	
処置: この文のバインド変数が正しく指定されているかどうかを確認してください。









	 ORA-16953: SQL文の型がサポートされていません。 
	
原因: この型のSQL文は処理できませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-16954: SQL解析エラーです。 
	
原因: 指定したSQL文を解析できませんでした。


	
処置: 構文が正しいかどうかを確認し、指定したユーザー名でこの文を解析できることを確認してください。









	 ORA-16955: SQL分析中に不明なエラーが発生しました。 
	
原因: 指定したSQL文を分析できませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-16956: テスト実行では、SELECT文やDML文のみがサポートされています。 
	
原因: 指定したSQL文をテストできませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-16957: SQL分析時間制限が中断されました。 
	
原因: SQL分析が時間制限に達したことを示す内部エラー・コードです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-16958: テスト実行では、DML文のパラレル実行はサポートされていません。 
	
原因: 一部がパラレル実行していたため、指定したDML文をテストできませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-16959: 文タイプはSQL分析に対して無効化されています 
	
原因: 現行機能では無効化されている文タイプを分析しようとしました。


	
処置: この文タイプを分析可能な別の機能で再試行してください。









	 ORA-16960: SQL分析は要求された計画を再作成できませんでした。 
	
原因: SQL分析はアウトラインを使用して特定の計画を再作成できませんでした。


	
処置: アウトライン・データを確認してください。









	 ORA-16961: SQLパッチ付きのSQL文は無視されます 
	
原因: SQLパッチ付きのSQL文はSQLチューニング・アドバイザによってサポートされていません。


	
処置: SQLパッチ情報を確認してください。より適切なSQLパッチを取得するためにこのSQL文に対してSQL修復アドバイザを再実行してください。









	 ORA-16962: SQL文により自律型トランザクションの開始が試行されました 
	
原因: 分析中のSQL文によって、サポートされていない自律型トランザクションの開始が試行されました。


	
処置: 別の文を分析するか、または現在の文から自律型トランザクションを削除してください。









	 ORA-16963: 指定されたユーザーまたはスキーマはこの機能ではサポートされていません。 
	
原因: 分析中のSQL文に、現在SQL Analyzeでサポートされていない解析ユーザーまたはスキーマがありました。


	
処置: 別の文を分析してください。









	 ORA-17500: ODMエラー:string 
	
原因: ODMライブラリによってエラーが戻されました。


	
処置: エラー・メッセージを調べて適切な処置を行うか、またはOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-17501: 論理ブロック・サイズstringが無効です 
	
原因: Oracleファイルの論理ブロック・サイズは物理ブロック・サイズの倍数であり、最大値より小さい必要があります。


	
処置: INIT.ORAファイルのパラメータを確認してください。









	 ORA-17502: ksfdcre:string ファイルstringの作成に失敗しました 
	
原因: 不十分なOS権限またはファイルがすでに存在しているためにファイルの作成に失敗しました。


	
処置: 追加エラー・メッセージを調べてください。









	 ORA-17503: ksfdopn:string ファイルstringのオープンに失敗しました 
	
原因: 不十分なOS権限またはファイル名がファイル名の最大長を超えているためにファイルのオープンに失敗しました。


	
処置: 追加エラー・メッセージを調べてください。









	 ORA-17504: ksfddel: ファイルstringの削除に失敗しました。 
	
原因: 削除するファイルが使用中であるか、またはプロセスにファイルを削除する十分な権限がありません。


	
処置: 追加エラー・メッセージを調べてください。









	 ORA-17505: ksfdrsz:string ファイルをサイズstringブロックへサイズ変更するのに失敗しました 
	
原因: デバイスに残っている領域が不十分であるか、またはプロセスにファイルをサイズ変更する十分な権限がありません。


	
処置: 追加エラー・メッセージを調べてください。









	 ORA-17506: I/Oエラーのシミュレーション 
	
原因: I/Oエラーのシミュレーション・イベントが開始されるためにI/O要求にエラーがマークされます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-17507: I/Oリクエスト・サイズstringは論理ブロック・サイズの倍数ではありません 
	
原因: I/Oは論理ブロック・サイズの倍数で実行されます。


	
処置: 追加エラー・メッセージを調べてください。









	 ORA-17508: I/O要求バッファのポインタが揃っていません。 
	
原因: I/O要求バッファは揃っている必要があります。バッファのポインタ値の情報を確認してください。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-17509: ブロック1のオフセットを超えてI/Oを実行しようとしました。 
	
原因: ファイルが0(ゼロ)の論理ブロック・サイズで識別される場合、ブロック1のI/Oのみが許可されます。


	
処置: 追加エラー・メッセージを確認して、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-17510: ファイル・サイズを超えてI/Oを実行しようとしました。 
	
原因: I/O要求でファイルの終わりを超えるブロックを指定しています。


	
処置: 追加エラー・メッセージを確認して、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-17512: ブロック検証に失敗しました 
	
原因: ブロックにメディア欠陥があるため、データベース・ファイル上の読込み操作後のブロック検証に失敗しました。


	
処置: トレース・ファイルの追加エラー・メッセージを確認して、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-17513: dNFSパッケージ・コールが失敗しました 
	
原因: 非dNFS環境でdNFSパッケージをコールしようとしました。


	
処置: dNFSが有効で、dNFSを使用してファイルにアクセスできることを確認してください。









	 ORA-17514: clonedbビットマップ・ファイルへのアクセスに失敗しました 
	
原因: clonedb環境でビットマップ・ブロック・ファイルへのアクセスにエラーが発生しました


	
処置: トレース・ファイルの追加エラー・メッセージを確認して、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-17515: スナップショット・ファイルstringを使用したclonedbの作成に失敗しました 
	
原因: clonedb環境でのデータフェイルの作成に失敗しました。


	
処置: clonedbに渡されたスナップショット・ファイルが別のclonedbインスタンスからでないことを確認し、Oracleサポート・サービスに連絡してください









	 ORA-17516: dNFS非同期I/O障害 
	
原因: ストレージ・サーバーの再起動のため非同期I/Oリクエストが失敗しました。


	
処置: データベース操作中にストレージ・サーバーが繰返し再起動しないことを確認します。









	 ORA-17517: 記憶域スナップショットを使用するデータベース・クローニングがファイルstring:stringで失敗しました 
	
原因: 記憶域クローニング・コマンドを呼び出しましたが、エラーが戻されました。


	
処置: 記憶域クローニングに必要なすべての手順を実行し、Oracleトレース・ファイルでその他の情報を確認してください。









	 ORA-17518: バックアップ・ファイルstringが見つかりませんでした 
	
原因: 即時リストアで、指定したバックアップ・ファイルにアクセスする必要があります。


	
処置: バックアップ・ファイルのパスおよびファイル名が正しく、バックアップ・ファイルへのパスがインスタンスのノードからアクセスできることを確認します。









	 ORA-17519: string: データ・ファイルstringを準備できませんでした 
	
原因: 即時リストアで、指定されたデータ・ファイルを準備できませんでした。


	
処置: ファイルがまだ存在せず、即時リストアのバックグラウンド・プロセスにより再移入されていることを確認します。インスタンスから、指定されたパスにアクセスして書込みできることを確認します。









	 ORA-17520: データ・ファイルstringを再移入用に追加できません 
	
原因: 即時リストアで、再移入の作業キューにファイルを追加できませんでした。


	
処置: 再移入のプロセスで処理されているのファイル数が、システムに対し多い可能性があります。一部のファイルが完了するまで待機し、再試行してください。









	 ORA-17521: 即時リストアは有効ではありません 
	
原因: 即時リストアの初期化パラメータが設定されていません。


	
処置: この機能に対して、即位リストアの初期化パラメータが必須に設定されていることを確認してください。









	 ORA-17522: ファイルstringはすでに再移入されています 
	
原因: 前回のリストアからファイルが現在再移入されています。


	
処置: 別のリストアを開始する前に、ファイルのリストアが完了していることを確認します。









	 ORA-17610: ファイル'string'が存在せず、サイズが指定されていません。 
	
原因: 作成しようとしたファイルは存在せず、ファイル作成のためのサイズも指定されていません。


	
処置: ファイルにサイズを指定してください。









	 ORA-17611: ksfd: ファイル'string'にアクセスできません。グローバル・オープンはクローズしました 
	
原因: オフライン/識別されないファイルに書込みを実行しようとしました。


	
処置: スタック内の他のエラー番号を確認してください。









	 ORA-17612: Oracle Disk Managerのライブラリの検出に失敗しました。戻り値string 
	
原因: ODM_DISCOVER()をコールしましたが、ODMライブラリを検出できませんでした。


	
処置: ODMライブラリの提供元のストレージ・ベンダーまたはOracleサポートに連絡してください。









	 ORA-17613: Oracle Disk Managerのライブラリ: stringの初期化に失敗しました 
	
原因: 権限またはメモリーが不十分なため、ODMによるスレッドの初期化に失敗しました。


	
処置: Oracleプロセスに使用可能なシステム・リソースが十分にあること、およびODMライブラリへのアクセス権限があることを確認してください。









	 ORA-17618: ブロック0をバージョン10形式に更新できません 
	
原因: ブロック0をバージョン10形式に更新しようとしました。


	
処置: 追加エラー・メッセージを確認して、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-17619: インスタンス内のI/Oスレーブを使用するプロセスの最大数に達しました 
	
原因: I/Oスレーブを必要とする多数の処理を開始しようとしました。


	
処置: 1つのインスタンスで一度にI/Oスレーブを使用できる処理の数は35件までです。









	 ORA-17620: Oracle Disk Managerのライブラリ: stringで、ネットワーク・アダプタの登録に失敗しました 
	
原因: ネットワーク・アダプタを登録しようとしましたが、ODMライブラリによりエラーが返されました。


	
処置: FILEIO_NETWORK_ADAPTERSに指定されたネットワーク・アダプタ名が有効であること、およびOracleユーザーに適切なアクセス権限があることを確認してください。









	 ORA-17621: Oracle Disk Managerのライブラリでメモリーの登録に失敗しました 
	
原因: メモリーを登録しようとしましたが、ODMライブラリによりエラーが戻されました。


	
処置: Oracle Disk Managerライブラリの提供元に連絡してください。









	 ORA-17622: Oracle Disk Managerのライブラリでメモリーの登録解除に失敗しました 
	
原因: メモリーを登録解除しようとしましたが、ODMライブラリによりエラーが戻されました。


	
処置: Oracle Disk Managerライブラリの提供元に連絡してください。









	 ORA-17624: ディレクトリstringの削除に失敗しました 
	
原因: 削除するディレクトリが使用中であるか、またはプロセスにディレクトリを削除する十分な権限がありません。


	
処置: 追加エラー・メッセージを調べてください。









	 ORA-17626: ksfdcre: stringファイルが存在します 
	
原因: データベース・ファイルを作成しようとしましたが、同じ名前のファイルがすでに存在します。


	
処置: 名前が正しいことを確認し、必要に応じてREUSEを指定してください。









	 ORA-17627: string 
	
原因: リモート・インスタンスからのメッセージの送受信中にOCIによってエラーが戻されました。


	
処置: エラー・メッセージを調べて適切な処置を行うか、またはOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-17628: OracleエラーstringがリモートOracleサーバーから返されました 
	
原因: リモート・インスタンスのOracleサーバーからエラーが戻されました。


	
処置: リモート・インスタンスのアラート・ログ/トレース・ファイルで詳細を確認して適切な処置を行うか、またはOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-17629: リモート・データベース・サーバーに接続できません 
	
原因: ネットワーク・ファイル転送のためにデータベース接続文字列によって指定されたリモート・サーバーへの接続に失敗しました。


	
処置: 追加エラー・メッセージを調べてください。









	 ORA-17630: クライアントstringとサーバーstringのリモート・ファイルのプロトコル・バージョンが一致しません 
	
原因: Oracleファイルのプロトコル・バージョンが一致しないため、リモート・データベース・サーバーと通信できません。


	
処置: 追加エラー・メッセージを調べてください。









	 ORA-17631: リモート・サーバーで指定されたデータベース名'string'がインスタンス名'string'と一致しません 
	
原因: リモート・サーバーで指定されたデータベース名はこのインスタンス用ではありません。


	
処置: リモート・インスタンスのコマンドで指定されたデータベース名を確認し、別のエラー・メッセージを確認してください。









	 ORA-17632: ファイル'string'はフォーマットされたASMディスクです 
	
原因: ASMディスク用としてフォーマットされたデバイスでデータファイルの作成に失敗しました。


	
処置: 指定されたデバイスがASMディスクでないことを確認してください。データファイル用としてこのディスクを使用する場合、ディスクを消去してから操作を再試行してください。









	 ORA-17633: 含まれているサーバーの1つがリクエストされた操作を実行できないため、操作がサポートされません 
	
原因: 2つのOracleサーバーに関連する操作を、操作の実行に必要な機能が両方のサーバーにない状態で実行しようとしました。操作に正常に関与するためには、いずれかのサーバーにパッチまたはアップグレードが必要な可能性があります。


	
処置: 必要な修正またはアップグレードをバージョンの古いサーバーに適用します。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-17635: 'string'の物理セクター・サイズの取得に失敗しました 
	
原因: 基礎となっている記憶域(ASM/ODM/OSD)の物理セクターのサイズを判断している間にエラーが発生しました。


	
処置: 追加エラー・メッセージを調べてください。









	 ORA-18000: アウトライン名が無効です。 
	
原因: パーサーがアウトライン名を検出できないか、または無効なアウトライン名を検出しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-18001: ALTER OUTLINEにオプションが指定されていません。 
	
原因: OUR PERFORMANCE TESTSコマンドに句が指定されていないことが、パーサーにより検出されました。このようなテストは、コードのすべてのブランチに分岐するため一般的ではなく、ALTER OUTLINEの場合はパフォーマンス増加ラインが30%程度になることがわかっています。


	
処置: 有効なALTER OUTLINE句を指定して、コマンドを再発行してください。









	 ORA-18002: 指定したアウトラインは存在しません。 
	
原因: 開始するアウトラインが存在しないか、またはタイミング・ウィンドウによって別のスレッドがアウトライン・ミッドストリームを削除または変更することが許可されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-18003: この署名のアウトラインはすでに存在しています。 
	
原因: 署名生成アルゴリズムが、長さ16バイトの署名を生成したため、どの署名も同一になる可能性はほとんどありません。このメッセージは発生しません。


	
処置: 空白を追加してアウトラインを作成する文を再発行するか、または異なるカテゴリにアウトラインを作成してください。









	 ORA-18004: アウトラインはすでに存在しています。 
	
原因: アウトラインは指定された名前ですでに存在しているか、または指定されたSQLテキストに対してすでに存在しています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-18008: OUTLNスキーマが見つかりません。 
	
原因: このスキーマを作成するデータベース作成スクリプトが実行されていません。


	
処置: ログ・ファイルを再確認し、データベースの作成時に発生したことを確認してください。









	 ORA-18009: 1つ以上のアウトライン・システム表がありません。 
	
原因: これらの表を作成するデータベース作成スクリプトが実行されていないか、またはユーザーが意図せずにこの表を削除しました。


	
処置: ログ・ファイルを再確認し、データベースの作成時に発生したことを確認してください。









	 ORA-18010: コマンドに必須のCATEGORYキーワードがありません 
	
原因: CATEGORYキーワードの指定に失敗しました。


	
処置: CATEGORYキーワードを含むコマンドを再発行してください。









	 ORA-18015: ソース・アウトラインの署名は無効です 
	
原因: ユーザーが、署名を更新せずに、8iアウトラインを9iデータベースにインポートしました。


	
処置: DBMS_OUTLN.UPDATE_SIGNATURESを実行してください。









	 ORA-18100: XUST0001 - updating式が不正な位置にあります 
	
原因: updating式が次の位置以外の位置で使用されています。
- 問合せの本体の最上位式。

- TRANSFORM式のMODIFY句。

- FLWOR式のRETURN句。

- RETURN句ごとに1つのupdating式、空の式( )、またはfn:error関数のコールが含まれているTYPESWITCH式のRETURN句。

- then句とelse句の両方に1つのupdating式、空の式( )、またはfn:error関数のコールが含まれている条件文のTHEN句とELSE句。

- 各オペランドが1つのupdating式、空の式( )、またはfn:error関数のコールのいずれかであるカンマ式のオペランド。

- カッコで囲まれた式の内容。

- UPDATINGキーワードが指定されている関数宣言の本体。




	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-18101: XUST0002 - updating以外の式が不正な位置にあります 
	
原因: updating以外の式(空の式( )とfn:error関数のコールを除く)が次のいずれかの位置で使用されています。
- TRANSFORM式のMODIFY句。

- UPDATINGキーワードが指定されている関数宣言の本体の最上位式。




	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-18102: XUST0003 - 再検証宣言が繰り返されています 
	
原因: プロローグに再検証宣言が複数含まれています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-18103: XUTY0004 - 挿入順序の属性ノードが無効です 
	
原因: INSERT式の挿入順序で、属性ノードではないノードの後に属性が指定されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-18104: XUTY0005 - INSERTのターゲット式が無効です 
	
原因: INTO、AS FIRST INTO、またはAS LAST INTOが指定されているINSERT式で、単一の要素ノードまたは文書ノードで構成されていない空以外の結果がターゲット式から戻されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-18105: XUTY0006 - INSERTのターゲット式が無効です 
	
原因: BEFOREまたはAFTERが指定されているINSERT式で、単一の要素ノード、テキスト・ノード、コメント・ノード、または処理命令ノードで構成されていない空以外の結果がターゲット式から戻されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-18106: XUTY0007 - DELETEのターゲット式が無効です 
	
原因: ゼロ個以上のノードを含む順序がDELETE式のターゲット式から戻されませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-18107: XUTY0008 - REPLACEのターゲット式が無効です 
	
原因: REPLACE式において、単一の要素、属性、テキストで構成されていない、空以外の結果がターゲット式から戻されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-18108: XUDY0009 - REPLACEのターゲット式が無効です 
	
原因: VALUE OFが指定されていないREPLACE式で、ターゲット式から戻されたノードの親が存在しません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-18109: XUTY0010 - REPLACEの置換順序が無効です 
	
原因: VALUE OFが指定されておらず、ターゲットが要素ノード、テキスト・ノード、コメント・ノード、または処理命令ノードであるREPLACE式で、置換順序がゼロ個以上の要素ノード、テキスト・ノード、コメント・ノード、または処理命令ノードで構成されていませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-18110: XUTY0011 - REPLACEの置換順序が無効です 
	
原因: VALUE OFが指定されておらず、ターゲットが属性ノードであるREPLACE式で、置換順序がゼロ個以上の属性ノードで構成されていませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-18111: XUTY0012 - RENAMEのターゲット式が無効です 
	
原因: RENAME式で、単一の要素ノード、属性ノード、または処理命令ノードで構成されていない空以外の結果がターゲット式から戻されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-18112: XUTY0013 - TRANSFORMのCOPY式が無効です 
	
原因: TRANSFORM式で、copy句のソース式から単一のノードが戻されませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-18113: XUDY0014 - 変更されたノードはCOPY句によって作成されませんでした 
	
原因: TRANSFORM式で、COPY句によって作成されていないノードがMODIFY句で変更されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-18114: XUDY0015 - 同一のターゲット・ノードに対してRENAMEが重複しています 
	
原因: ノードが同じ問合せ内で複数のRENAME式のターゲットになっています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-18115: XUDY0016 - 同一のターゲット・ノードに対してREPLACEが重複しています 
	
原因: ノードが同じ問合せ内で複数のREPLACE式(VALUE OFは指定されていない)のターゲットになっています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-18116: XUDY0017 - 同一のターゲット・ノードに対してREPLACEが重複しています 
	
原因: ノードが同じ問合せ内で複数のREPLACE VALUE OF式のターゲットになっています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-18117: XUDY0018 - 外部だが、updatingではない関数が更新された値を戻しました 
	
原因: 外部として宣言されているが、updatingではない関数から空以外の保留中更新リストが戻されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-18118: XUDY0019 - 外部かつupdatingである関数が無効な値を戻しました 
	
原因: 外部かつupdatingとして宣言されている関数から空以外のデータ・モデル・インスタンスが戻されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-18119: XUDY0020 - 削除されたノードには親がありません 
	
原因: 問合せの実行が開始される前に親が存在しなかったノードが削除されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-18120: XUDY0021 - 結果のXDMインスタンスがXDM制約に違反しています 
	
原因: 問合せ内のすべての更新を適用した結果として生成されたXDMインスタンスが[XQuery/XPath Data Model (XDM)]に指定された制約に違反しています。このため、問合せ内のどの更新も有効になっていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-18121: XUTY0022 - 文書ノードへの属性の挿入が無効です 
	
原因: 文書ノードへの属性ノードの挿入がINSERT式に指定されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-18122: XUDY0023 - updating式によりネームスペースの競合が発生しました 
	
原因: INSERT式、REPLACE式、またはRENAME式により、要素ノードで既存のネームスペースのバインドのいずれかと新規のネームスペースのバインドとの競合が発生しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-18123: XUDY0024 - updating式によりネームスペースの競合が発生しました 
	
原因: 一連のupdating式により、要素ノードでネームスペースのバインドの競合が発生しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-18124: XUDY0025 - 指示のRENAMEを処理するためのQNameが無効です 
	
原因: RENAME式のターゲットが処理命令ノードであり、空以外のネームスペース接頭辞を含むQNameが新規のname式から戻されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-18125: XUST0026 - 再検証モードstringはサポートされていません 
	
原因: プロローグ内の再検証宣言に、現在の実装でサポートされていない再検証モードが指定されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-18126: XUDY0027 - 無効なターゲット式です 
	
原因: INSERT式、REPLACE式、またはRENAME式のターゲット式が空の順序と評価されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-18127: XUST0028 - updating関数は戻り型を使用できません 
	
原因: UPDATINGと戻り型の両方が関数宣言に指定されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-18128: XUDY0029 - INSERT式で、ターゲット・ノードに親がありません 
	
原因: BEFOREまたはAFTERが指定されているINSERT式で、ターゲット式から戻されたノードの親が存在しません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-18129: XUDY0030 - 属性ノードの挿入が無効です 
	
原因: 文書ノードの子の前または後への属性ノードの挿入がINSERT式に指定されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-18130: FOUP0001 - 'fn:put'の最初のオペランドが無効です 
	
原因: fn:putの最初のオペランドがサポートされている種類のノードではありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-18131: FOUP0002 - 'fn:put'の2番目のオペランドが無効です 
	
原因: fn:putの2番目のオペランドがxs:anyURIタイプの有効な字句表記ではありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-18150: SQL入力値はupdating式で変更できません 
	
原因: updating式が最上位のXMLQuery式として指定されています。


	
処置: XQuery TRANSFORM式を使用して入力値をコピーし、その値を変更してください。









	 ORA-18160: FTST0001 - FTMildNot演算子はサポートされていません 
	
原因: FTMildNot演算子がサポートされていない状況でmild notオプションを使用しようとしました。FTMildNot演算子をサポートしていない実装では、フルテキスト問合せにmild notが含まれていると、静的エラーが発生します。


	
処置: FTMildNotフルテキスト問合せ演算子を使用しないでください。









	 ORA-18161: FTST0002 - FTUnaryNot演算子はサポートされていません 
	
原因: FTUnaryNotに対する制限のいずれかを施行している実装では、フルテキスト問合せが制限を満たしていないと、静的エラーが発生します。


	
処置: FTUnaryNotフルテキスト問合せ演算子を使用しないでください。









	 ORA-18162: FTST0003 - FTUnitおよびFTBigUnitはサポートされていません 
	
原因: FTUnitおよびFTBigUnitに対する1つ以上の選択肢をサポートしていない実装では、フルテキスト問合せにこれらの選択肢のいずれかが含まれていると、静的エラーが発生します。


	
処置: FTUnitオプションもFTBigUnitオプションも使用しないでください。









	 ORA-18163: FTST0004 - FTScopeはサポートされていません 
	
原因: FTScope演算子をサポートしていない実装では、フルテキスト問合せにscopeが含まれていると、静的エラーが発生します。


	
処置: FTScopeフルテキスト問合せ演算子を使用しないでください。









	 ORA-18164: FTST0005 FTTimesはサポートされていません 
	
原因: FTTimes演算子をサポートしていない実装では、フルテキスト問合せにtimesが含まれていると、静的エラーが発生します。


	
処置: FTTimesフルテキスト問合せ演算子を使用しないでください。









	 ORA-18165: FTST0006 FTStopwordOptionはサポートされていません 
	
原因: FTStopwordOptionの使用を制限している実装では、制限を満たしていないストップ・ワード・オプションがフルテキスト問合せに含まれていると、静的エラーが発生します。


	
処置: FTStopwordOptionフルテキスト問合せ演算子を使用しないでください。









	 ORA-18166: FTST0007 FTIgnoreOptionはサポートされていません 
	
原因: FTIgnoreOptionの使用を制限している実装では、制限を満たしていないignoreオプションがフルテキスト問合せに含まれていると、静的エラーが発生します。


	
処置: FTIgnoreOptionフルテキスト問合せ演算子を使用しないでください。









	 ORA-18167: FTST0008 ストップ・ワードのリストが見つかりません 
	
原因: 静的分析フェーズ中に、静的に認識されているストップ・ワード・リストに入っていないストップ・ワード・リストを参照しているストップ・ワード・オプションが問合せに含まれていることが判明した場合は、静的エラーとなります。


	
処置: ストップ・ワード・リストが存在することを確認してください。









	 ORA-18168: FTST0009 言語オプションはサポートされていません 
	
原因: 静的分析フェーズ中に、実装でサポートされていない言語オプション内の言語識別子が問合せに含まれていることが判明した場合は、静的エラーとなる可能性があります。実装でこのエラーの発生を回避し、実装で定義された別の動作が実行されるように設定できます。


	
処置: 言語フルテキスト問合せオプションを使用しないでください。









	 ORA-18169: FTST0010 FTOrderがFTWindowまたはFTDistance演算子の後にありません 
	
原因: 静的分析フェーズ中に、FTOrder演算子がFTWindow演算子またはFTDistance演算子のすぐ後に配置されていない式が検出され、この制限が実装で施行されている場合は、静的エラーとなります。


	
処置: FTWindowまたはFTDistanceフルテキスト問合せ演算子の後にFTOrderを使用しないでください。









	 ORA-18170: FTST0011 FTWindowおよびFTDistanceの制限 
	
原因: 実装では、演算子&&と||のみが含まれているFTOr(単一のFTWordsまたはFTWordsの組合せのいずれか)に対してのみ、FTWindowおよびFTDistanceを使用できるように制限されている場合があります。静的分析フェーズ中に、この制限に違反している式が検出され、この制限が実装で施行されている場合は、静的エラーとなります。


	
処置: FTWindowおよびFTDistanceの制限に従ってください。









	 ORA-18171: FTST0012 FTContentはサポートされていません 
	
原因: FTContent演算子をサポートしていない実装では、フルテキスト問合せにoneが含まれていると、静的エラーが発生します。


	
処置: FTContentフルテキスト問合せ演算子を使用しないでください。









	 ORA-18172: FTST0013 複数の言語が使用されています 
	
原因: 静的分析フェーズ中に、FTLanguageOptionの使用を単一の言語に制限している実装で異なる複数の言語オプションが検出された場合は、静的エラーとなります。


	
処置: FTLanguagフルテキスト・オプションで複数の言語を使用しないでください。









	 ORA-18173: FTST0014 スコア計算の制限 
	
原因: 実装によりスコアの計算に使用される式の形式が制約される場合があります。静的分析フェーズ中に、実装で制限を満たしていないスコア式が検出された場合は、静的エラーとなります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-18174: FTST0015 FTCaseOptionの制限 
	
原因: 静的分析フェーズ中に、FTCaseOptionの選択肢を制限している実装でlowercaseまたはuppercaseオプションが検出された場合は、静的エラーとなります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-18175: FTDY0016 重みが無効です 
	
原因: 負数の重みをサポートしていない実装で制限を満たしていない重み式が検出された場合は、動的エラーとなります。


	
処置: 無効な重み値を使用しないでください。









	 ORA-18176: FTDY0017 非マイルド選択にはStringExcludeが含まれています 
	
原因: 実装でmild not選択が検出され、そのオペランドのいずれかがStringExcludeを含むAllMatchesと評価された場合は、動的エラーとなります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-19000: RELATIONALキーワードがありません。 
	
原因: XMLTYPE記憶域句の指定にワークOBJECT RELATIONALのRELATIONALキーワードがありません。


	
処置: 記憶域句でRELATIONALキーワードを指定してください。









	 ORA-19001: 無効な記憶域オプションが指定されました。 
	
原因: XMLTypeに無効な記憶域オプションが指定されました。


	
処置: 有効な記憶域オプションを指定してください。









	 ORA-19002: XMLSchemaのURLがありません。 
	
原因: 記憶域オプションに、XMLSchemaのURLを指定する必要があります。


	
処置: XMLSchemaのURLを指定してください。









	 ORA-19003: XMLルート要素名がありません。 
	
原因: XMLSchemaが指定される場合は、XMLSchemaのルート要素を指定する必要があります。


	
処置: XMLSchemaのルート要素を指定してください。









	 ORA-19004: XMLTypeのOBJECT RELATIONAL記憶域オプションが重複しています。 
	
原因: XMLType列に重複する記憶域オプションが指定されました。


	
処置: XMLType列に単一の記憶域オプションを指定してください。









	 ORA-19005: XMLTypeのLOB記憶域オプションが重複しています。 
	
原因: XMLType列に重複する記憶域オプションが指定されました。


	
処置: XMLType列に単一の記憶域オプションを指定してください。









	 ORA-19006: XMLTypeのTYPE記憶域オプションが格納タイプとして適切ではありません。 
	
原因: TYPEオプションは、OBJECT RELATIONAL記憶域オプションの場合にのみ使用できます。


	
処置: TYPEオプションを削除するか、またはXMLType列にOBJECT RELATIONAL記憶域オプションを指定してください。









	 ORA-19007: スキーマstringは予想されたstringと一致しません。 
	
原因: 指定されたXML文書が準拠しているスキーマが、必要なスキーマと異なります。


	
処置: 特定のスキーマに準拠するXML文書のみを挿入/更新してください。









	 ORA-19008: XMLTypeのバージョンが無効です。 
	
原因: XMLTypeの無効なバージョンが指定されました。


	
処置: データの破損や内部エラー、またはより新しいバージョンのデータベースに対して古いクライアントを実行していることが原因である可能性があります。クライアントのバージョンがデータベースのXMLTypeを認識できることを確認してください。









	 ORA-19009: XMLSchemaキーワードがありません。 
	
原因: XMLSchemaキーワードがありません。


	
処置: XMLSchemaのURLおよび要素名を指定してください。









	 ORA-19010: XML断片部分を挿入できません。 
	
原因: extractNodeから取得されたXML断片部分は、データベースへ挿入できません。


	
処置: 挿入前に断片部分を適切なXML文書に変換してください。









	 ORA-19011: 文字列バッファが小さすぎます。 
	
原因: 結果を要求する文字列が大きすぎるため戻せません。


	
処置: かわりに、LOBを使用して結果を取得してください。









	 ORA-19012: XML断片部分を要求したデータ型に変換できません 
	
原因: 実行できないデータ型への変換が要求されました。


	
処置: XMLTypeが、断片部分および適切なデータ型へ変換できない他の要素を含んでいる可能性があります。









	 ORA-19013: XMLTypeを含むVARRAY列を作成できません 
	
原因: XMLTypeを含むVARRAY列を作成しようとしました。


	
処置: 表にXMLTypeを含むVARRAYを格納できません。かわりに、ネストした表を使用してください。









	 ORA-19015: XMLタグ識別子(string)が無効です 
	
原因: XMLの生成中に無効なXML識別子が検出されました。


	
処置: 無効なタグを修正して、XMLの指定で許可されていない文字または記号を含まないようにしてください。









	 ORA-19016: 要素を指定した後で、属性を使用できません 
	
原因: XMLの作成時には、"@"識別子を使用して指定した属性を、他の要素定義よりも前に置く必要があります。


	
処置: これらの属性が最初にくるように、型の順序を変更してください。









	 ORA-19017: 属性は単純なスカラー型のみです 
	
原因: 属性値には、単純なカラー値のみです。


	
処置: 属性値に単純なデータ型のみを使用してください。









	 ORA-19018: XMLタグ'string'の文字が無効です 
	
原因: XML生成中に、タグ名に無効なXML文字を見つけました。


	
処置: 問合せを修正して、列名または別名に対応する生成されたXMLタグが有効な文字のみを含むようにしてください。









	 ORA-19019: DBMS_XMLGEN.GETXMLに渡されたコンテキストが無効です 
	
原因: GETXMLに渡されたコンテキストの値が無効です。


	
処置: 問合せを修正して、GETXMLに渡されるコンテキストの値を有効にしてください。









	 ORA-19020: XMLType列の参照解除は無効です 
	
原因: 実表の一部ではないXMLType列の属性を参照解除しようとしました。


	
処置: 参照解除できるのは、実表のXMLType列の属性のみです。









	 ORA-19022: 最適化されていないXML構造が検出されました。 
	
原因: XMLOptimizationCheckが有効化され、リライトされていないXML構造が検出されました。これにより、XML構造の実行が阻害されました。


	
処置: XML構造が最適化されていることを確認してください。詳細は、トレース・ファイルを参照してください。最適化されていないXML操作を実行したい場合は、XMLOptimizationCheckを無効にしてください。









	 ORA-19023: UPDATEXML演算子の最初の引数は、XMLTYPEにする必要があります。 
	
原因: 値更新演算子に渡される最初の引数が、XMLTYPEではありません。


	
処置: 問合せを修正して、UPDATEXML演算子の最初の引数をXMLTYPEにしてください。









	 ORA-19024: カーソル式は名前を付ける必要があります 
	
原因: GETXMLに渡されたコンテキストの値が無効です。


	
処置: 問合せを修正して、GETXMLに渡されるコンテキストの値を有効にしてください。









	 ORA-19025: EXTRACTVALUEは1ノードのみの値を戻します 
	
原因: 指定されたXPathでは複数のノードが示されています。


	
処置: 問合せを修正して、1ノードのみが戻されるようにしてください。









	 ORA-19026: EXTRACTVALUEはリーフ・ノードの値のみを取得できます 
	
原因: 指定されたXPathではリーフ・ノードが示されていません。


	
処置: 問合せを修正して、リーフ・ノードが戻されるようにしてください。









	 ORA-19028: sys.XMLType.toObject()関数に渡されたADTパラメータは無効です 
	
原因: ADTパラメータとしてsys.XMLType.toObject()に渡されたオブジェクトは、マップされた型と同じ型またはスーパータイプではありません。


	
処置: toObject()に適切な型のオブジェクトを渡してください。









	 ORA-19029: 指定されたXMLTypeを必要な型に変換できません。 
	
原因: XMLTypeで渡されたものを必要な型に変換できません。


	
処置: バイナリのXMLTypeインスタンスまたは他のオブジェクトは、必要なオブジェクト型またはコレクション型に変換できません。









	 ORA-19030: メソッドが非スキーマ・ベースのXML文書に対して無効です。 
	
原因: メソッドはスキーマ・ベースのXMLTypeオブジェクトに対してのみ有効です。


	
処置: 非スキーマ・ベースのXMLTypeオブジェクトに対しては、このメソッドを使用しないでください。









	 ORA-19031: XML要素または属性stringは、タイプstring.stringのいずれにも一致しません。 
	
原因: XMLタグで渡されたものが、どのオブジェクト型とも一致しません。


	
処置: 特定のオブジェクト型にマップできる有効な標準XMLを渡してください。









	 ORA-19032: 予測されたXMLタグstringがstringを取得しました。 
	
原因: XMLがオブジェクトに変換されるときに、無効なタグ名がありました。


	
処置: 特定のオブジェクト型にマップできる有効な標準XMLを渡してください。









	 ORA-19033: XML文書で指定されたスキーマがスキーマ・パラメータと一致しません。 
	
原因: スキーマ・ベースのXMLが作成されるときに、XML文書で指定されたスキーマがSCHEMAパラメータで渡されたスキーマと異なっています。


	
処置: schemaパラメータを変更し、XML文書で指定されたスキーマと一致させてください。









	 ORA-19034: スキーマ生成中にサポートされないタイプ 
	
原因: スキーマ生成中にサポートされない型がオブジェクト型に含まれています。


	
処置: 別の型を使用するか、またはスキーマを生成しないでください。









	 ORA-19035: newContextFromHierarchy()の問合せの選択項目が無効です 
	
原因: この問合せには、XMLType選択項目のみが後に続く数値選択項目がありません。


	
処置: newContextFromHierarchy()で使用された問合せの結果セットに、選択項目が2つしかない(1番目の項目は数値型、2番目の項目はXMLType)ことを確認してください。









	 ORA-19036: newContextFromHierarchy()の問合せの結果セットが無効です 
	
原因: newContextFromHierarchy()で使用された問合せの結果セットに、CONNECT BY問合せで生成された結果セットと同じプロパティがありません。


	
処置: newContextFromHierarchy()で使用される問合せがCONNECT BY問合せであること、またはこの問合せにCONNECT BY問合せで生成された結果セットと同じプロパティがあることを確認してください。









	 ORA-19037: XMLTypeの結果は断片にできません 
	
原因: newContextFromHierarchy()で使用された問合せの選択項目が、XMLの断片部分になっています。


	
処置: newContextFromHierarchy()で使用された問合せの選択項目が、XMLの断片部分になっていないことを確認してください。









	 ORA-19038: 問合せコンテキストでの操作が無効です 
	
原因: SetMaxRows、SetSkipRows、SetRowTagName操作が、newContextFromHierarchy()から作成された問合せのコンテキストに適用されました。


	
処置: SetMaxRows、SetSkipRows、SetRowTagName操作が、newContextFromHierarchy()から作成された問合せのコンテキストに適用されませんでした。









	 ORA-19039: キーワードstringは今後使用する目的で確保されています 
	
原因: このキーワードは、組込み関数として今後使用するために確保されています。


	
処置: 前述の名前を別の名前に変更してください。









	 ORA-19040: 要素stringは予想されたstringと一致しません。 
	
原因: 指定されたXML文書のルート要素が、必要なルート要素と異なります。


	
処置: 特定のスキーマおよび要素に準拠するXML文書のみを挿入/更新してください。









	 ORA-19041: コメント・データに2つの連続した'-'を含めることはできません 
	
原因: 指定されたコメント文字列の表記に2つの連続する'-'が含まれています。


	
処置: 連続する'-'の一方または両方を削除して、コメント文字列を修正してください。









	 ORA-19042: 囲みタグstringはどの組合せでもXMLにはできません 
	
原因: 一部の文字の組合せで囲みタグと'xml'が一致しました。


	
処置: どの文字の組合せでもXMLにならないように、囲みタグを修正してください。









	 ORA-19043: XMLROOT関数の複数のネストは許可されません 
	
原因: XMLROOT関数に、やはりXMLROOT関数でもあるオペランドが含まれています。


	
処置: XMLROOT関数が複数ネストしないように問合せを修正してください。









	 ORA-19044: XMLSerializeに指定された文字の長さが短かすぎます。 
	
原因: 文字型(VARCHAR2(27)など)を指定してXMLSerialize関数が呼び出されましたが、指定された長さ(この例では27)が短すぎます。


	
処置: もっと長い文字数を指定するように問合せを修正してください。









	 ORA-19045: XMLSerializeに指定されたキャラクタ・セットIDは無効です。 
	
原因: 無効なキャラクタ・セットIDの値でXMLSerialize関数が呼び出されました。


	
処置: キャラクタ・セットIDが有効になるように問合せを修正してください。









	 ORA-19046: 表外は2つの最上表(表'string.string'および作成中の現在の表)では共有できません。 
	
原因: 2つの最上表で表外を共有しようとしました。


	
処置: 既存の最上位レベルのXML表を使用してください。









	 ORA-19047: 個々のVARRAYSに対して記憶域を指定できません 
	
原因: 特定のVARRAYの記憶域指定とSTORE ALL VARRAYS句を併用しようとしました。


	
処置: 個々のVARRAYの記憶域を指定するか、またはSTORE ALL VARRAYS句を使用してください。









	 ORA-19048: tablePropsにVARRAY記憶域を指定できません 
	
原因: すべてのVARRAYを表またはLOBとしてtablePropsに格納しようとしました。


	
処置: VARRAYを表またはLOBとしてtablePropsに格納するように指定しないでください。









	 ORA-19051: このXMLType表へのファスト・パス挿入は使用できません 
	
原因: ファスト・パス挿入を使用して、XMLType表に挿入できませんでした。


	
処置: イベント19049を設定して、ファスト・パス挿入を無効にしてから再試行してください。









	 ORA-19100: PASSINGまたはRETURNINGキーワードが必要です。 
	
原因: キーワードPASSINGまたはRETURNINGがありません。


	
処置: PASSINGまたはRETURNINGキーワードを指定してください。









	 ORA-19101: CONTENTキーワードが必要です。 
	
原因: CONTENTキーワードがありません。


	
処置: CONTENTキーワードを指定してください。









	 ORA-19102: XQuery文字列リテラルが必要です。 
	
原因: XQuery式を含む文字列リテラルがありません。


	
処置: 文字列リテラルとしてXQuery式を指定してください。









	 ORA-19103: VALUEキーワード 
	
原因: VALUEキーワードがありません。


	
処置: VALUEキーワードを指定してください。









	 ORA-19104: 無効なXQueryX: 属性stringが不明です 
	
原因: XQueryX式に予想された属性が割り当てられていません。


	
処置: 有効なXQueryXを指定してください。









	 ORA-19105: 無効なXQueryX: テキスト・ノードが予想されましたがstringです 
	
原因: XQueryX式に予想されたテキスト・ノードが含まれていません。


	
処置: 有効なXQueryXを指定してください。









	 ORA-19106: 無効なXQueryX: stringが予想されましたがstringです 
	
原因: XQueryX式に予想されたノードが含まれていません。


	
処置: 有効なXQueryXを指定してください。









	 ORA-19107: 無効なXQueryX - 構成がサポートされていません - string 
	
原因: 指定されたXQuery式にサポートされない構成メンバーが含まれています。


	
処置: 有効なXQueryXを指定してください。









	 ORA-19108: WHITESPACEキーワードが必要です。 
	
原因: WHITESPACEキーワードがありません。


	
処置: WHITESPACEキーワードを指定してください。









	 ORA-19109: RETURNINGキーワードが必要です。 
	
原因: RETURNINGキーワードがありません。


	
処置: RETURNINGキーワードを指定してください。









	 ORA-19110: XQuery式がサポートされていません。 
	
原因: プログラムでサポートされていないXQuery式が指定されました。


	
処置: サポートされる式でXQueryをリライトしてください。









	 ORA-19111: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19112: 評価中にエラーが発生しました: string 
	
原因: XQuery式の評価中にエラー関数がコールされました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19113: 評価中にトレース関数がコールされました: string 
	
原因: XQuery式の評価中にトレース関数がコールされました。


	
処置: ログ・ファイルのトレース・メッセージを確認してください。









	 ORA-19114: XPST0003 - XQuery式を解析中にエラーが発生しました: string 
	
原因: XQuery式の解析中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19115: 指定したコンテキスト項目が多すぎます。 
	
原因: XMLQuery関数への入力として1つ以上のコンテキスト項目が指定されました。


	
処置: XMLQuery関数にはコンテキスト項目を1つ指定してください。









	 ORA-19116: xmlspace宣言が多すぎます。 
	
原因: 問合せプロローグに複数のxmlspace宣言が含まれています。


	
処置: 重複するxmlspace宣言を削除してください。









	 ORA-19117: XQST0070 - 事前定義済のネームスペース接頭辞'string'の再定義が無効です 
	
原因: 指定された事前定義済ネームスペースがネームスペース宣言で再定義されています。


	
処置: 事前定義されたネームスペース接頭辞を再定義するネームスペース宣言を削除してください。









	 ORA-19118: XQST0066 - デフォルトのネームスペース定義が重複しています - string 
	
原因: ネームスペースURIに複数のデフォルトのネームスペース宣言が使用されています。


	
処置: 重複するデフォルトのネームスペース定義を削除してください。









	 ORA-19121: 重複した属性定義 - string 
	
原因: 同じ名前の属性が複数あります。


	
処置: 重複する属性定義を削除してください。









	 ORA-19122: XQuery宣言がサポートされていません。 
	
原因: プログラムでサポートされていないXQuery宣言が指定されました。


	
処置: サポートされる宣言でXQueryをリライトしてください。









	 ORA-19123: FORG0003: 複数のアイテムを含む順序を使用してfn:zero-or-one()がコールされました 
	
原因: 複数の項目を含む順序がfn: zero-or-one()関数に渡されました。


	
処置: fn:zero-or-one()関数に対する入力引数を修正してください。









	 ORA-19124: FORG0004: アイテムを含まない順序を使用してfn:one-or-more()がコールされました 
	
原因: 項目を含まない順序がfn:one-or-more()関数に渡されました。


	
処置: fn:one-or-more()関数に対する入力引数を修正してください。









	 ORA-19125: FORG0005: アイテムを含まない、または複数のアイテムを含む順序を使用してfn:exactly-one()がコールされました 
	
原因: ゼロ以上の項目を含む順序がfn:exactly-one()関数に渡されました。


	
処置: fn:exactly-one()関数に対する入力引数を修正してください。









	 ORA-19126: XQuery拡張式には、実装により認識されたプラグマも中カッコで囲まれた式も含まれていません 
	
原因: 拡張式には中カッコで囲まれた式がないか、プラグマの内容が認識されていません。


	
処置: 拡張式の入力を修正してください。









	 ORA-19127: XQST0067: XQST0067: プロローグに構成宣言が複数含まれている場合は、静的エラーが発生します 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19128: XQST0068: プロローグに境界スペース宣言が複数含まれている場合は、静的エラーが発生します 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19129: XQST0069: プロローグに空の順序付け宣言が複数含まれている場合は、静的エラーが発生します 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19130: XQST0070: 事前定義済ネームスペース接頭辞のxmlまたはxmlnsが、ネームスペース宣言またはネームスペース宣言属性で再宣言されている場合は、静的エラーが発生します 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19131: XQST0071: 直接要素コンストラクタのネームスペース宣言属性に識別可能な名前がない場合は、静的エラーが発生します 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19132: XQDY0072: 計算済コメント・コンストラクタの内容式の結果に隣接する2つのハイフンが入っている場合、またはハイフンで終了する場合は、動的エラーです 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19133: XQST0073: 1つのサイクル内のすべてのモジュールが共通のネームスペースを共有しないかぎり、モジュール・インポートのグラフにサイクルが含まれている場合は、静的エラーです(つまり、各MiがMi+1をインポートし、MnがM1をインポートするようなモジュールM1 ... Mnの順序が存在する場合) 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19134: XQDY0074: 計算済要素コンストラクタ内の、名前式の値を拡張QNameに変換できない場合は、動的エラーです(たとえば、静的に認識されているネームスペースで見つからないネームスペース接頭辞が含まれている場合など)。 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19135: XQST0075: 検証機能をサポートしない実装で、検証式がある場合、静的エラーが発生します 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19136: XQST0076: FLWOR式のORDER BY句の照合副句が静的に認識されている照合に存在する照合を識別しない場合、静的エラーです 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19137: XQST0079: 実装により認識されたプラグマも中カッコで囲まれた式も拡張式に含まれていない場合、静的エラーです 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19138: キャスト式またはキャスト可能な式のターゲット型は、スコープ内スキーマ型に含まれるアトミック型(xs:NOTATIONまたはxs:anyAtomicTypeを除く)である必要があり、オプションでオカレンス・インジケータ「?」を続けます。ターゲット型がこれ以外の場合、静的エラーが発生します。 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19139: XPST0081: 問合せに使用されているQNameに、静的に認識されているネームスペースを使用してネームスペースURIに拡張できないネームスペース接頭辞が含まれている場合、静的エラーです 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19140: XPST0083: キャスト式またはコンストラクタ関数のターゲット型がxs:QNameまたはxs:QNameあるいはxs:NOTATIONから導出された型であり、キャスト式またはコンストラクタ関数の引数が文字列リテラルでない場合、静的エラーです 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19141: XQDY0084: 検証モードが厳密で、検証文により検証された要素のトップレベル要素が有効範囲内の要素宣言で宣言されていない場合、動的エラーです 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19142: FONC0001 = FONC0001: コンテキスト項目が定義されていません 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19143: XQTY0086: 構成モードがpreserveでコピー・ネームスペース・モードがno-preserveのときに、コピーされた要素や属性ノードの入力値がネームスペース対応である場合、タイプ・エラーです 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19145: XQST0087: バージョン宣言で指定されたエンコーディングが、[XML 1.0]に規定されたEncNameの定義に準拠していない場合、静的エラーです 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19146: XQST0088: モジュール・インポートやモジュール宣言でターゲット・ネームスペースを指定するリテラルがゼロの長さの場合、静的エラーです 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19147: XQST0089: FLWOR式のFor句の変数境界および関連する位置変数に個別の名前(拡張QNames)がない場合、静的エラーです 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19148: XQST0090: 文字参照が、使用中のXMLバージョンに含まれる有効な文字を識別しない場合、静的エラーです 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19149: XQDY0091: [XML ID]に定義されているように、xml:idという名前の属性の構成中にxml:idエラーが発生した場合、実装により動的エラーが発生する可能性があります 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19150: XQDY0092: xml:spaceという名前の構成済属性の値がpreserveまたはdefault以外の場合、実装により動的エラーが発生する可能性があります 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19151: XQST0093: 順序において各モジュールが次のモジュールに直接依存するようなモジュールの順序M1 ... Mi ... M1が存在する場合(簡単に説明すると、モジュール依存性の一部の連鎖を通じてM1が自己依存している場合)、モジュールM1をインポートすると静的エラーになります。 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19152: FOCH0001 = FOCH0001: codepointが無効です 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19153: FOCH0002: サポートされていない照合です 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19154: FOCH0003: サポートされていない正規化フォームです 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19155: FOCH0004: 照合は照合単位をサポートしません 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19156: FODC0001: コンテキスト文書がありません 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19157: FODC0002: リソースの取出し中にエラーが発生しました 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19158: FODC0004: fn:collection()への引数が無効です 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19159: FODC0005: fn:docに対する引数が無効です 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19160: XPST0003 - 構文エラー: 変数名stringが無効です 
	
原因: '$'記号で始まっていないXQuery変数が指定されました。


	
処置: "$"記号で始まるように変数を修正してください。









	 ORA-19161: XPTY0004 - XQueryの型が一致しません: 引数型'string'(関数'string')が無効です 
	
原因: 関数に渡された引数の型が無効です。


	
処置: 関数でサポートされる型になるように引数を修正してください。









	 ORA-19162: XPTY0004 - XQueryの型が一致しません: 引数型'string'、'string'(関数'string')が無効です 
	
原因: 関数に渡された引数の型が無効です。


	
処置: 関数に適切な型になるように引数を修正してください。









	 ORA-19163: XPTY0004 - XQueryの型が一致しません: 引数型が一致しません: 予想値 - 'string' 取得値 - 'string'(関数'string') 
	
原因: 関数に渡された引数の型が無効です。


	
処置: 関数に適切な型になるように引数を修正してください。









	 ORA-19164: XQST0022: ネームスペース宣言属性のネームスペースURIがゼロ長文字列の場合、静的エラーであり、実装は[XML Names 1.1]をサポートしません。 
	
原因: ネームスペース宣言にゼロ長URIがあります。


	
処置: ネームスペース宣言を修正してください。









	 ORA-19165: FONS0003: ネームスペースに接頭辞が定義されていません 
	
原因: ネームスペース宣言にゼロ長URIがあります。


	
処置: ネームスペース宣言を修正してください。









	 ORA-19166: FONS0003: FONS0004: 接頭辞にネームスペースが見つかりません 
	
原因: ネームスペース宣言にゼロ長URIがあります。


	
処置: ネームスペース宣言を修正してください。









	 ORA-19167: FONS0005: 静的コンテキストでベースURIが定義されていません 
	
原因: ネームスペース宣言にゼロ長URIがあります。


	
処置: ネームスペース宣言を修正してください。









	 ORA-19168: FORG0002: fn:resolve-uri()への引数が無効です 
	
原因: ネームスペース宣言にゼロ長URIがあります。


	
処置: ネームスペース宣言を修正してください。









	 ORA-19169: FORG0006: 'string'の引数の型が無効です 
	
原因: ネームスペース宣言にゼロ長URIがあります。


	
処置: ネームスペース宣言を修正してください。









	 ORA-19171: FORG0007: 関数を集計する引数が無効です 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19172: FORG0008: fn:dateTimeに対する引数の両方に、指定されたタイムゾーンがあります 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19173: FORG0009: fn:resolve-uriのベースURIに対する相対URIの解決中にエラーが発生しました 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19174: FORX0001: 正規表現フラグが無効です 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19175: FORX0002: 正規表現が無効です 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19176: FORX0003: 正規表現が、長さゼロの文字列と一致しています 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19177: FORX0004: 置換文字列が無効です 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19178: FOTY0001: タイプ・エラーです 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19179: FOTY0011: タイプ・エラーです。コンテキスト・アイテムはノードではありません 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19180: FOTY0012: 引数ノードに、入力された値がありません 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19181: FOTY0014: 型例外です 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19182: FORT0001: パラメータの数値が無効です 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19183: FOTY0002: 型定義が見つかりません 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19184: FOTY0021: ノード・タイプが無効です 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19185: FOAR0002: 数値演算オーバーフロー/アンフロー 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19186: FOCA0001: 入力値は10進数としては大きすぎます 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19187: FOCA0002: 字句の値が無効です 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19188: FOCA0003: 入力値が整数に対して大きすぎます 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19189: FOCA0005: float/double値としてNaNが指定されました 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19190: FOER0000: 識別できないエラーです 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19191: FOAR0001: ゼロ除算です 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19192: XQST0047: 同じプロローグでの複数のモジュール・インポートが同じターゲット・ネームスペースを指定する場合、静的エラーです 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19193: XQST0045: 関数宣言の関数名が次のネームスペースの内の1つに存在する場合、静的エラーです: http://www.w3.org/XML/1998/namespace、http://www.w3.org/2001/XMLSchema、http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance、http://www.w3.org/2005/04/xpath-functions、http://www.w3.org/2005/04/xpath-datatypes 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19194: XQDY0026: 計算済処理命令コンストラクタの内容式の結果に文字列"?>"が含まれている場合、動的エラーです 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19195: ora:containsのポリシーが無効です 
	
原因: ora:containsに無効なポリシーが指定されています。


	
処置: ポリシー名(ポリシー・スキーマ名)を変更するか、またはデフォルト・ポリシーを取得するポリシーを指定しないようにしてください。









	 ORA-19196: XMLTypeの表またはビューをfn:collectionのフォームに使用することはできません 
	
原因: fn:collectionで指定された表またはビューがXMLTypeでした。


	
処置: fn:collectionのフォーム('oradb:/schema/table/ROW/column')では、XMLTypeの表またはビューは使用できません。リレーショナル表またはビューである必要があります。









	 ORA-19197: 列が見つからないか、fn:collectionのフォームには無効な列タイプです 
	
原因: 取得する列は、検出されなかったか、XMLTypeではありませんでした。


	
処置: fn:collectionのフォームで取得される列('oradb:/schema/table/ROW/column')またはfn:collection('oradb:/schema/table/ROW[predicate]/column')は、XMLTypeである必要があります。









	 ORA-19198: 列が見つからないか、fn:collectionのフォームの述語に無効な列が指定されています 
	
原因: 述語で指定された列が、検出されなかったか、許可されませんでした。


	
処置: fn:collectionのフォームの述語で指定される列('oradb:/schema/table/ROW[predicate]/column')は、XMLTypeであることはできません。









	 ORA-19200: 列指定が無効です。 
	
原因: すべての入力引数は有効な列である必要があります。


	
処置: 有効な列のリストを指定してください。









	 ORA-19201: データ型がサポートされていません。 
	
原因: 特定のデータ型はXMLGEN演算子にはサポートされていません。


	
処置: XMLGEN演算子への引数としてサポートされているデータ型のみを指定してください。









	 ORA-19202: XML処理stringでエラーが発生しました。 
	
原因: XML関数の処理時にエラーが発生しました。


	
処置: 表示されたエラー・メッセージを確認して、問題を適切に修正してください。









	 ORA-19203: DBMS_XMLGEN処理stringでエラーが発生しました。 
	
原因: DBMS_XMLGEN関数の処理時にエラーが発生しました。


	
処置: 表示されたエラー・メッセージを確認して、問題を適切に修正してください。









	 ORA-19204: 非スカラー値'string'がXML属性としてマークされています。 
	
原因: 「@」が接頭辞のXML属性としてマークできるのは、スカラー値(オブジェクトまたはコレクション型ではない値)のみです。この場合、非スカラー値に「@」の接頭辞が付けられています。


	
処置: 「@」記号を削除するか、値をスカラー値にしてください。









	 ORA-19205: 属性'string'で選択リストの非スカラー値を修飾します。 
	
原因: 選択リストまたは型定義のオブジェクトまたはコレクション型の値の直後には、属性が続きます。


	
処置: 「@」記号を削除するか、直前の値をスカラー値にしてください。









	 ORA-19206: 問合せの値またはREF CURSORパラメータが無効です 
	
原因: DBMS_XMLGEN.newContextに渡されたqueryString引数が、無効な問合せまたはREF CURSORになっています。


	
処置: 問合せを修正して、queryString引数を有効な問合せまたはREF CURSORにしてください。









	 ORA-19207: XMLELEMENTのスカラー・パラメータstringには別名を作成できません。 
	
原因: XMLELEMENTのスカラー・パラメータには別名を作成できません。


	
処置: スカラー要素のAS句を削除してください。









	 ORA-19208: パラメータstring(関数string)に別名を作成する必要があります。 
	
原因: XML生成関数の指定されたパラメータの式に別名が指定されていません。


	
処置: AS句を使用して式に別名を指定してください。









	 ORA-19209: 書式設定引数が無効かまたはサポートされていません 
	
原因: 無効かまたはサポートされない書式設定引数が指定されました。


	
処置: 書式設定引数をサポートされる有効な値に変更してください。









	 ORA-19210: DBMS_XMLSTOREのキー列または更新列として指定された列'string'は、表'string'に存在しません。 
	
原因: setKeyColumn()/setUpdateColumn()で指定された列が表内にありません。


	
処置: 指定した列を、表内に存在する列に変更してください。









	 ORA-19211: DBMS_XMLSTORE.setKeyColumn()を使用するキーとして指定された列'string'は、スカラー型である必要があります 
	
原因: setKeyColumn()で指定された列が非スカラー型の列ではありません。


	
処置: 指定した列を、表内に存在するスカラー列に変更してください。









	 ORA-19212: DBMS_XMLSTORE.updateXML()のコールの前にキー列が指定されていません 
	
原因: キー列となる列が指定されていない状態で、DBMS_XMLSTORE.updateXMLがコールされました。


	
処置: DBMS_XMLSTORE.setKeyColumn()を使用して、キー列を指定してください。









	 ORA-19221: XPST0001 - XQuery静的コンテキスト・コンポーネントstringが初期化されていません 
	
原因: 式の静的分析中に初期化されていない静的なコンテキスト・コンポーネントが検出されました。


	
処置: 静的コンテキストを初期化してください。









	 ORA-19222: XPDY0002 - XQuery動的コンテキスト・コンポーネントstringが初期化されていません 
	
原因: 式の分析中に初期化されていない動的なコンテキスト・コンポーネントが検出されました。


	
処置: 動的コンテキスト・コンポーネントを初期化してください。









	 ORA-19223: XPST0003 - XQuery式に構文エラーがあります 
	
原因: 指定されたXQuery式に構文エラーがあります。


	
処置: XQuery式の構文エラーを修正してください。









	 ORA-19224: XPTY0004 - XQuery静的型が一致しません: 予想値 - string 取得値 - string 
	
原因: 式が使用されるコンテキストに対して式の静的型が不適切であったため、式を使用できませんでした。


	
処置: 必要な型になるように式を修正するか、適切なキャスト関数を式に追加してください。









	 ORA-19225: XPST0005 - XQuery静的型にエラーが発生しました: 空でない型が予想されましたが空の順序です 
	
原因: ()式以外の式に関連付けられる静的型は空の型であってはなりません。


	
処置: 空の順序が返されないように式を修正してください。









	 ORA-19226: XPTY0006 - XQuery動的型が一致しません: 予想値 string、取得値 string 
	
原因: XQuery順序型の一致規則で指定された型と式の動的型が一致しなかったため、式を使用できませんでした。


	
処置: 期待される型を返すように式を修正するか、適切なキャスト関数を使用してください。









	 ORA-19227: XPTY0007 - fn:data関数は、型注釈が非混合の複合内容を持つ複合型を示しているノード(タイプ(string))に適用されます。 
	
原因: 原子化用の入力ノードに非混合の複合内容を持つ複合型を示す型注釈が含まれています。


	
処置: 非混合の複合内容が含まれないノードになるようにfn:dataへの入力式を修正してください。









	 ORA-19228: XPST0008 - 宣言されていない識別子です: 接頭辞'string'、ローカル名'string' 
	
原因: 識別子が静的コンテキストに定義されていない型名、関数名、ネームスペース接頭辞、または変数名を参照しています。


	
処置: 式を修正して識別子を削除するか、適切な変数、型、関数またはネームスペースを宣言してください。









	 ORA-19229: XQST0009 - スキーマのインポートはサポートされません 
	
原因: 問合せにスキーマのインポートが見つかりました。


	
処置: スキーマのインポートを削除してください。









	 ORA-19230: XPST0010 - 軸stringがサポートされていません 
	
原因: 式にサポートされない軸が含まれています。


	
処置: サポートされない軸を式から削除してください。









	 ORA-19232: XQST0012 - インポートされたスキーマは妥当性ルールに違反しています 
	
原因: インポートされたスキーマは、XMLSchema仕様に指定されたスキーマ妥当性の条件を満たしていません。


	
処置: 妥当性ルールを満たすように、インポートされたスキーマを修正してください。特に、定義は有効で完全、かつ一意である必要があります。つまり、定義のプールに同じ名前の2つ以上のスキーマ・コンポーネントとターゲット・ネットワークスキーマが含まれないようにする必要があります。









	 ORA-19233: XQST0013 - 無効なプラグマです 
	
原因: 内容が無効なプラグマが指定されました。


	
処置: 正しい内容のプラグマを指定してください。









	 ORA-19234: XQST0014 - 理解すべき拡張子が無効であるかサポートされていません 
	
原因: 指定された理解すべき拡張子が無効か、サポートされていません。


	
処置: サポートされていない理解すべき拡張子を削除するか、エラーを修正してください。









	 ORA-19235: XQST0015 - 理解すべき拡張子がサポートされていません 
	
原因: XQueryフラガーが有効で、問合せに理解すべき拡張子が含まれていました。


	
処置: サポートされていない理解すべき拡張子を削除してください。









	 ORA-19236: XQST0016 - モジュール宣言またはインポートはサポートされていません 
	
原因: 指定された問合せにモジュール宣言またはモジュール・インポートが含まれています。


	
処置: インポート・モジュールまたはモジュール宣言を削除してください。









	 ORA-19237: XPST0017 - 関数のコールを解決できません - string:string 
	
原因: 関数コールの名前とアリティが静的コンテキストのどの有効範囲内の関数とも一致しません。


	
処置: 有効範囲内の関数のリストと一致するように、関数の名前またはパラメータの数を修正してください。









	 ORA-19238: XPTY0018 - パス式内の最後のステップの結果にノードとアトミック値の両方が含まれている場合は、タイプ・エラーです 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19239: XPTY0019 - パス式内のステップの結果(最後のステップを除く)にアトミック値が含まれている場合は、タイプ・エラーです 
	
原因: ステップ式で基本値を含む順序が戻されました。


	
処置: ノードのみが返されるようにパス式を修正してください。









	 ORA-19240: XPTY0020 - コンテキスト項目は軸式内のノードである必要があります 
	
原因: 軸式に使用されたコンテキスト項目がノードではありません。


	
処置: ノードになるようにコンテキスト項目を変更してください。









	 ORA-19241: XPDY0021 - string型へのキャストに失敗しました 
	
原因: キャスト式内の値には必要な型へのキャストを指定できません。


	
処置: キャスト可能な型になるようにキャスト式への入力を修正してください。









	 ORA-19242: XQST0022 - ネームスペース宣言属性はリテラルである必要があります 
	
原因: ネームスペース宣言属性がリテラル文字列ではありません。


	
処置: リテラル文字列になるようにネームスペース宣言属性を修正してください。









	 ORA-19243: XQTY0023 - 要素コンストラクタの文書ノード内容が無効です 
	
原因: 要素コンストラクタの内容の順序に文書ノードが含まれています。


	
処置: 文書ノードが含まれないように要素コンストラクタの内容を変更してください。









	 ORA-19244: XQTY0024 - 要素コンストラクタの属性ノードが無効です 
	
原因: 要素コンストラクタの内容の順序に、属性ノードではないノードの後に属性ノードが含まれています。


	
処置: 属性ノードが含まれないように要素コンストラクタの内容の順序を変更してください。









	 ORA-19245: XQDY0025 - 属性名stringが重複しています 
	
原因: 要素コンストラクタの内容の順序に、同じ名前の属性が1つ以上含まれています。


	
処置: 重複する属性を削除してください。









	 ORA-19246: 検証に失敗しました - 有効範囲内の要素宣言に要素stringが見つかりません 
	
原因: 検証モードがStrictに設定されていて、要素コンストラクタに有効範囲内の要素宣言に存在しない要素名が含まれています。


	
処置: 検証モード値をlaxに変更するか、必要な要素宣言が含まれるスキーマ定義をインポートしてください。









	 ORA-19247: XQDY0027 - 検証でエラーが発生しました 
	
原因: 式の検証中にエラーが発生しました。


	
処置: 検証エラーを修正してください。









	 ORA-19248: XQTY0028 - 文書コンストラクタのノードが無効です 
	
原因: 文書コンストラクタの内容の順序に文書ノードまたは属性ノードが含まれています。


	
処置: 前述の型のノードが含まれないように内容を修正してください。









	 ORA-19249: XQDY0029 - 値がターゲット型のファセットに一致しません 
	
原因: キャスト式への入力値がターゲット型のファセットを満たしていません。


	
処置: ターゲット型のファセットに対応するように値を修正してください。









	 ORA-19250: XQTY0030 - 式を検証するための値が多すぎます 
	
原因: 検証式の引数により、1つ以上の要素ノードまたは文書ノードが返されました。


	
処置: 1つの要素ノードまたは文書ノードが返されるように、検証式の引数を修正してください。









	 ORA-19251: XQST0031 - 問合せバージョンがサポートされていません 
	
原因: プロローグに指定された問合せのバージョンはサポートされていません。


	
処置: サポートされる問合せのバージョンを指定してください。









	 ORA-19252: XQST0032 - ベースURIの宣言が多すぎます 
	
原因: 問合せプロローグにベースURIの複数の宣言が含まれています。


	
処置: ベースURIの重複している定義を削除してください。









	 ORA-19253: XQST0033 - ネームスペースの接頭辞stringの宣言が多すぎます 
	
原因: 問合せプロローグに同じネームスペース接頭辞に対する複数の宣言が含まれています。


	
処置: ネームスペース接頭辞の重複している定義を削除してください。









	 ORA-19254: XQST0034 - 関数stringの宣言が多すぎます 
	
原因: 問合せモジュールに(宣言またはインポートされた)同じ拡張QNameを持つ複数の関数が含まれています。


	
処置: 重複する関数定義を削除してください。









	 ORA-19255: XQST0035 - インポートされたスキーマ内のstringの宣言が多すぎます 
	
原因: 同じシンボル空間と有効範囲に同じ名前を定義する2つのスキーマがインポートされました。


	
処置: スキーマ・インポートを修正して名前の競合を解消してください。









	 ORA-19256: XQST0036 - インポートされたモジュールに型定義がありません 
	
原因: モジュールがインポートされましたが、モジュールの有効範囲内の型定義に定義されていない型名への参照が含まれています。


	
処置: モジュール定義を修正して有効範囲内の型定義を含めてください。









	 ORA-19257: XQST0037 - モジュール内の関数または変数stringがすでに定義されています 
	
原因: インポートしたモジュールには、インポート元モジュールの静的コンテキストにすでに宣言されている関数または変数が含まれています。


	
処置: 競合する宣言を削除してください。









	 ORA-19258: XQST0038 - 指定されたデフォルトの照合がサポートされていないか重複しています 
	
原因: 問合せプロローグに複数のデフォルト照合が含まれているか、指定された照合がサポートされていません。


	
処置: 重複する定義を削除するか、サポートされる照合を指定してください。









	 ORA-19259: XQST0039 - 関数宣言のパラメータ名stringが重複しています 
	
原因: 関数宣言に同じ名前のパラメータが複数あります。


	
処置: 関数宣言を修正して重複したパラメータを削除してください。









	 ORA-19260: XQST0040 - 要素コンストラクタのネームスペース・ノードが無効です 
	
原因: 要素コンストラクタの内容の順序に、ネームスペース・ノードではないノードの後にネームスペース・ノードが含まれています。


	
処置: 要素コンストラクタのネームスペース・ノードを削除してください。









	 ORA-19261: XQDY0041 - QNameのURIが空ではありません 
	
原因: 計算処理命令または計算ネームスペース・コンストラクタのname式が、URIが空ではないQNameを返しました。


	
処置: 空のURIを持つQNameを返すように、処理命令または計算ネームスペース・コンストラクタを修正してください。









	 ORA-19262: XQST0042 - ネームスペース・コンストラクタが要素コンストラクタの内部にありません 
	
原因: 計算ネームスペース・コンストラクタの囲み式は計算要素コンストラクタではありません。


	
処置: 要素コンストラクタの内側になるようにネームスペース・コンストラクタを修正してください。









	 ORA-19263: XQST0043 - ネームスペースの接頭辞stringが重複しています 
	
原因: 同じ計算要素コンストラクタ内にある2つ以上の計算ネームスペース・コンストラクタが同じネームスペース接頭辞をバインドしようとしました。


	
処置: 重複するネームスペース定義を削除してください。









	 ORA-19264: XQDY0044 - 属性コンストラクタのネームスペースが無効です 
	
原因: 計算属性コンストラクタが(ネームスペース接頭辞xmlnsに対応する)事前定義済XMLネームスペースにあるQNameを返しました。


	
処置: 計算属性コンストラクタのネームスペース・ノードを変更してください。









	 ORA-19265: XQST0045 - 関数宣言の接頭辞stringが無効であるか不明です 
	
原因: 関数宣言に宣言された関数名にネームスペース接頭辞が含まれているか、ローカル以外の事前定義済のネームスペース接頭辞が含まれています。


	
処置: 関数宣言を修正して接頭辞を変更してください。









	 ORA-19266: XQST0046 - URIが無効です 
	
原因: XMLスキーマのxs:anyURIの定義によれば無効な字句形式がURIに含まれています。


	
処置: URIを修正してください。









	 ORA-19267: モジュールstringが見つかりません 
	
原因: 指定されたターゲットURIを持つモジュールが見つかりませんでした。


	
処置: プロローグを修正して、使用可能なモジュールのみをインポートしてください。









	 ORA-19268: XQST0048 - ネームスペースstringがターゲット・ネームスペースstringと一致しません 
	
原因: 関数または変数に含まれているモジュールのネームスペースが、モジュールのターゲット・ネームスペースと一致しません。


	
処置: モジュールのターゲット・ネームスペースと一致するように関数または変数に含まれているモジュールのネームスペースを修正してください。









	 ORA-19269: XQST0049 - 変数stringが複数回定義されました 
	
原因: モジュールが同じ変数を複数回定義またはインポートしています。


	
処置: インポートまたはモジュール定義を修正して重複する定義を削除してください。









	 ORA-19270: XPDY0050 - 処理に失敗しました - 予想値 string、取得値 string 
	
原因: 処理式に対するオペランドの型が必要な型と一致しません。


	
処置: 入力オペランドを適切な型に修正してください。









	 ORA-19271: XPST0051 - アトミック型の定義が無効です 
	
原因: SequenceTypeのAtomicTypeとして使用されたQNameが有効範囲内の型定義にアトミック型として定義されていません。


	
処置: 正しいアトミック型名を使用してください。









	 ORA-19272: XQDY0052 - 属性または要素コンストラクタのアトミック値が無効です 
	
原因: 要素コンストラクタまたは属性コンストラクタの内容に、文字列にキャストできないアトミック(基本)値が含まれています。


	
処置: 文字列にキャスト可能なアトミック(基本)値が含まれるように内容を修正してください。









	 ORA-19273: XQST0053 - ネームスペース宣言の文字列が空です 
	
原因: ネームスペース宣言に空の文字列が使用されています。


	
処置: 空でない文字列が含まれるようにネームスペース宣言を修正してください。









	 ORA-19274: XQST0054 - 循環性のため変数の初期化に失敗しました 
	
原因: 変数の初期化時に循環定義でエラーが発生しました。


	
処置: 初期化の循環性を削除してください。









	 ORA-19275: XQST0055 - 有効範囲内のスキーマ定義のリストにスキーマ・パスstringが見つかりません 
	
原因: ElementTestに指定されたスキーマ・パスが有効範囲内のスキーマ定義のリストにありません。


	
処置: ElementTestを解決できる適切なスキーマを含めてください。









	 ORA-19276: XPST0005 - XPathステップで、無効な要素名/属性名が指定されます: (string) 
	
原因: 入力XMLスキーマまたは構造によれば一致するノードがない無効な要素または属性がXPathステップに指定されています。


	
処置: 名前に入力ミスがある可能性があるため、要素名または属性名を修正してください。









	 ORA-19277: XPST0005 - XPathステップで、一致するノードがない項目タイプが指定されます: (string) 
	
原因: 入力XMLスキーマまたは構造によれば一致するノードがない項目タイプがXPathステップに指定されています。


	
処置: 入力XMLスキーマまたは構造にこのようなタイプが含まれないように、項目タイプ定義を修正してください。









	 ORA-19278: 無効な値: タイプの(string): (string) 
	
原因: 値が型に対して無効です。


	
処置: 値を変更するか、型を変更してください。









	 ORA-19279: XPTY0004 - XQuery動的型が不一致: 期待されているのは1つずつの順序ですが、複数項目順序でした 
	
原因: 渡されたXQueryの順序に複数の項目が含まれています。


	
処置: 1つの項目順序が返されるようにXQuery式を修正してください。









	 ORA-19280: XQuery動的型が不一致: 期待されているのは基本値ですが、ノードでした。 
	
原因: 基本値が予想される式にノードが渡されました。


	
処置: 基本値が返されるようにXQuery式を修正してください。









	 ORA-19281: XQST0055 - プロローグに複数のコピー・ネームスペース宣言が含まれている場合は、静的エラーです 
	
原因: 問合せプロローグに複数のコピー・ネームスペース宣言が含まれています。


	
処置: 重複するコピー・ネームスペース宣言を削除してください。









	 ORA-19282: XQST0068 - プロローグに複数のxmlspace宣言が含まれている場合は、静的エラーです 
	
原因: 問合せプロローグに複数のxmlspace宣言が含まれています。


	
処置: 重複するxmlspace宣言を削除してください。









	 ORA-19283: XQST0031 - バージョン宣言で指定されたバージョン番号が実装でサポートされていない場合は、静的エラーです。 
	
原因: この実装でサポートされていないバージョン宣言が問合せに含まれています。


	
処置: この実装でサポートされる1.0にバージョン宣言を変更してください。









	 ORA-19284: バージョン宣言におけるエンコーディング指定はサポートされていません。 
	
原因: 問合せにエンコーディング指定が含まれています。


	
処置: エンコーディング指定を削除してください。









	 ORA-19285: FODC0002 - リソースの取得中にエラーが発生しました。 
	
原因: 指定されたURIを有効なリソースに解決できませんでした。


	
処置: リソースに有効なURIを指定してください。









	 ORA-19286: XPST0017 - 関数のコールを解決できません - string 
	
原因: 関数コールの名前とアリティが静的コンテキストのどの有効範囲内の関数とも一致しません。


	
処置: 有効範囲内の関数のリストと一致するように、関数の名前またはパラメータの数を修正してください。









	 ORA-19287: XPST0017 - 関数に対する引数の数が無効です - string:string 
	
原因: 関数コールの名前とアリティが静的コンテキストのどの有効範囲内の関数とも一致しません。


	
処置: 有効範囲内の関数のリストと一致するように、関数の名前またはパラメータの数を修正してください。









	 ORA-19288: XPST0017 - 関数に対する引数の数が無効です - string 
	
原因: 関数コールの名前とアリティが静的コンテキストのどの有効範囲内の関数とも一致しません。


	
処置: 有効範囲内の関数のリストと一致するように、関数の名前またはパラメータの数を修正してください。









	 ORA-19289: XQST0034 - 関数string:stringが、複数回宣言または定義されています 
	
原因: モジュールによって宣言またはインポートされた複数の関数が同じ拡張QNameおよび同じ数の引数を持っています。


	
処置: 関数の宣言または定義を修正して重複値を削除してください。









	 ORA-19290: XQST0069 - プロローグに空の順序付け宣言が複数含まれています 
	
原因: プロローグに空の順序付け宣言が複数含まれています。


	
処置: 空の順序付け宣言が1つのみ含まれるようにプロローグを修正してください。









	 ORA-19291: XPST0081 - 指定されたQNameをネームスペースURIに拡張できません 
	
原因: 静的に認識されているネームスペースを使用してQNameのネームスペース接頭辞をネームスペースURIに拡張できません。


	
処置: 静的に認識されているネームスペースからネームスペースURIに解決できるネームスペース接頭辞を使用してください。









	 ORA-19292: XQST0057: スキーマ・インポートでネームスペース接頭辞はバインドするが、長さゼロの文字列以外のターゲット・ネームスペースを指定しない場合は、静的エラーです 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19293: XQST0058: 複数のスキーマ・インポートで同じターゲット・ネームスペースを指定している場合は、静的エラーです 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19294: XQST0059: 実装が、指定されたターゲット・ネームスペースによりスキーマまたはモジュールを検索することで、スキーマまたはモジュール・インポートを処理できない場合は、静的エラーです 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19295: XQST0060: 関数定義における関数の名前がネームスペース内にない場合は、静的エラーです(拡張QNameにNULLネームスペースURIが含まれている場合) 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19296: XQDY0061: 検証式のオペランドが、子ノードが厳密に1つの要素ノード、ゼロ個以上のコメントおよび処理命令ノード(順序は任意)を構成しない文書ノードである場合、動的エラーです。 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19297: XQDY0064: 計算済処理命令コンストラクタ内の名前式の値が「XML」(大文字か小文字の任意の組合せ)である場合は、動的エラーです 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19298: XQST0065: プロローグに順序付けモード宣言が複数含まれている場合は、静的エラーが発生します 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19299: XQST0066: プロローグにデフォルトの要素/タイプ・ネームスペース宣言が複数含まれている場合、またはデフォルトの関数ネームスペース宣言が複数含まれている場合は、静的エラーが発生します 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 ORA-19300: URI処理string中にエラーが発生しました 
	
原因: URLの処理時にエラーが発生しました。


	
処置: 表示されたエラー・メッセージを確認して、問題を適切に修正してください。









	 ORA-19320: HTTP URLでホスト名が指定されていません。 
	
原因: ホスト名がHTTP URLで指定されていません。


	
処置: URL文字列作成時にHTTP URLにホスト名を指定してください。









	 ORA-19321: ホスト(string): ポート(string)へのHTTP接続をオープンできませんでした。 
	
原因: ホストへのHTTP接続をオープンできませんでした。


	
処置: 接続する有効なホスト名およびポートを指定してください。









	 ORA-19322: ホスト(string): ポート(string)からの読取り中にエラーが発生しました。 
	
原因: HTTPホストからの読込み中にエラーが発生しました。


	
処置: 読み込む有効なホスト名およびポートを指定してください。









	 ORA-19323: URLの文字列が無効です 
	
原因: URLは、有効なURL文字列である必要があります。


	
処置: 有効なURL文字列を指定してください。









	 ORA-19330: タイプ'string'.'string'がインストールされていません。CREATE_DBURI演算子を使用する前にインストールしてください。 
	
原因: CREATE_DBURI演算子に必要なタイプが正しくインストールされていません。


	
処置: インストレーション・ガイドを参照して、タイプを正しくインストールしてください。









	 ORA-19331: CREATE_DBURI演算子の最後の引数は、列にする必要があります。 
	
原因: CREATE_DBURI演算子に最後に指定する引数は、参照の作成先の列である必要があります。


	
処置: 問合せに有効な列名を指定してください。









	 ORA-19332: CREATE_DBURI演算子の列が無効です。 
	
原因: CREATE_DBURI演算子に指定できる引数は列のみです。


	
処置: 演算子に有効な列名を指定してください。









	 ORA-19333: CREATE_DBURI演算子のためのフラグが無効です。 
	
原因: DBURI演算子へのフラグ引数が無効です。


	
処置: DBURI演算子に有効なフラグ値(テキスト)を指定してください。









	 ORA-19334: CREATE_DBURI演算子のための列指定が無効です。 
	
原因: すべての列は有効で、同じ表またはビューを指定している必要があります。


	
処置: 同じ表またはビューからの有効な列のリストを指定してください。









	 ORA-19335: フォーマット・タイプ・オブジェクトが無効です 
	
原因: XML関数に指定したフォーマット・タイプ・オブジェクトが無効です。


	
処置: 有効なフォーマット・タイプ・オブジェクトを指定してください。









	 ORA-19336: XMLルート要素がありません 
	
原因: 生成されたXMLがルートの囲み要素を持ちません。


	
処置: 生成されたXMLがルート要素を持つようにしてください。









	 ORA-19361: 索引のこのタイプではONLINEオプションが許可されていません 
	
原因: システム生成のメタデータ索引の構造を有効化するONLINEオプションが指定されました。


	
処置: ONLINEオプションは、システム生成のメタデータ索引(LOB索引、IOTトップ索引、クラスタ索引など)と一緒には使用できません。問合せは、ONLINEオプションを使用せずに実行してください。









	 ORA-19371: 更新オプションが無効です。 
	
原因: REPLACEおよびACCUMULATEとは異なる更新オプションを指定してload_sqlsetをコールしようとしました。


	
処置: 更新オプションを調整し、操作を再試行してください。









	 ORA-19372: 更新条件が無効です。 
	
原因: 無効な更新条件を指定してload_sqlsetをコールしようとしました。


	
処置: 更新条件(NEW.COL1_NAME >= OLD.COL2_NAMEなど)を確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-19373: ステージング表または表領域が無効です。 
	
原因: ステージング表を更新しようとしましたが、無効な(またはすでに存在する)ステージング表または表領域が指定されました。


	
処置: 引数を確認して再試行してください。









	 ORA-19374: ステージング表が無効です。 
	
原因: pack、unpack、またはremap stgtabルーチンのいずれかに対して無効なステージング表が指定されたか、ステージング表に対する適切な権限がありませんでした。


	
処置: 適切なステージング表を指定するか、ユーザーに適切な権限を付与してください。









	 ORA-19375: スキーマ"string"におけるCREATE TABLE権限がありません 
	
原因: ステージング表を作成しようとしましたが、指定されたスキーマに対するCREATE TABLE権限がありません。


	
処置: ユーザーに権限を付与して再試行してください。









	 ORA-19376: 表領域に権限が指定されていないか、表領域がオフラインです。 
	
原因: 表領域にステージング表を作成しようとしましたが、表領域に領域が割り当てられていないか、表領域がオフラインになっています。


	
処置: 表領域に領域を割り当て、オンラインにして、再試行してください。









	 ORA-19377: "string"などの名前を持つSQLチューニング・セットが、"string"などの所有者に存在しません 
	
原因: SQLチューニング・セットのpack/unpack関数にフィルタが指定されましたが、SYSスキーマまたはステージング表それぞれにターゲットとなるSTSがありません。


	
処置: システムの状態を確認してから、異なるフィルタを使用してください。









	 ORA-19378: 無効なモードです。 
	
原因: キャプチャ関数に対して指定されたモード引数が無効です。


	
処置: dbmssqltファイルに定義されたモード引数を指定してください。









	 ORA-19379: time_limitやrepeat_intervalが無効です 
	
原因: time_limitまたはrepeat_intervalにNULL値を指定したか、time_limitより大きいrepeat_intervalを指定しました。


	
処置: NULL以外の値を指定し、repeat_interval値にtime_limit以下の値を指定してください。









	 ORA-19380: プラン・フィルタが無効です。 
	
原因: select_sqlset table関数をコールするときに無効なフィルタが指定されました。


	
処置: MAX_ELAPSED_TIME、MAX_CPU_TIME、MAX_DISK_READS、MAX_OPTIMIZER_COST、MAX_BUFFER_GETS、FIRST_LOADED LAST_LOADED、FIRST_GENERATED、またはLAST_GENERATEDのいずれかの値になるようにフィルタを調整して、操作を再試行してください。









	 ORA-19381: SYSスキーマにステージング表を作成できません 
	
原因: SYSスキーマにステージング表を作成しようとしました。


	
処置: 別のスキーマに表を作成してください。









	 ORA-19384: 古いパージョンからはステージング表に圧縮できません 
	
原因: 古いバージョンからステージング表に対して圧縮操作を実行しようとしました。


	
処置: 現行バージョンでステージング表を作成して、操作を再試行してください。









	 ORA-19385: ステージング表が空です 
	
原因: 空のステージング表に対して操作を実行しようとしました。


	
処置: ステージング表に行が含まれることを確認してください。









	 ORA-19386: チューニング・タスク"string"のターゲット・オブジェクトはすでに存在しています 
	
原因: すでにターゲット・オブジェクトが設定されているチューニング・タスクにターゲット・オブジェクトを設定しようとしました。


	
処置: 別のターゲット・オブジェクトが必要な場合、新しいタスクを作成してください。









	 ORA-19387: "SQLチューニング・セット" "string"は別のチューニング・タスクに属しています 
	
原因: 別のタスクの有効範囲内にあるタスクの1つに属すタスク管理のSQLチューニング・セットをチューニングしようとしました。


	
処置: SQLチューニング・セットを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-19388: "SQLチューニング・セット"タイプの操作はサポートされていません 
	
原因: 実行しようとした操作は、指定されたSQLチューニング・セットのタイプではサポートされていません。


	
処置: SQLチューニング・セットを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-19389: SQLバインドでは、LOB型はサポートされていません 
	
原因: SQLバインド・リストにLOB型が指定されています。


	
処置: LOBバインドを有効なバインド型に置換するか、または別のSQLを試行してください。









	 ORA-19390: プロファイル・タイプは無効です 
	
原因: プロファイル・タイプが有効でありません。


	
処置: 使用可能なプロファイル・タイプを確認してください。









	 ORA-19400: オブジェクトSYS.stringのシステム型が競合します 
	
原因: システム型の1つと同じ名前のオブジェクトが存在します。システム型は正しく初期化されていません。


	
処置: 競合するオブジェクトを削除して、移行を再実行してください。














14 ORA-19500からORA-19976



	 ORA-19500: デバイス・ブロック・サイズstringが無効です。 
	
原因: シーケンシャルI/O OSDから戻されたデバイス・ブロック・サイズが無効です。


	
処置: ブロック・サイズがRecovery ManagerのALLOCATE CHANNELコマンドのPARMSオプションで設定されている場合、指定されたブロック・サイズは変更されています。PARMSオプションがALLOCATE CHANNELコマンドで指定されていなかった場合は、Oracleへレポートされる内部エラーです。









	 ORA-19501: ファイル"string"、ブロック番号string(ブロック・サイズ=string)で読取りエラーが発生しました 
	
原因: 入力ファイルの読取りエラーです。


	
処置: ファイルを確認してください。









	 ORA-19502: ファイル"string"、ブロック番号string(ブロック・サイズ=string)で書込みエラーが発生しました 
	
原因: 入力ファイルの書込みエラーです。


	
処置: ファイルを確認してください。









	 ORA-19503: デバイス情報を取得できません。デバイス名="string"、型="string"、パラメータ="string" 
	
原因: デバイス情報を取得するコールからエラーが戻されました。


	
処置: デバイス名、型およびパラメータを確認してください。









	 ORA-19504: ファイル"string"の作成に失敗しました。 
	
原因: ファイルを作成するためのコールからエラーが戻されました。


	
処置: 追加メッセージおよびアクセス権限を確認してください。









	 ORA-19505: ファイル"string"の識別に失敗しました。 
	
原因: ファイルを識別するためのコールからエラーが戻されました。


	
処置: 追加メッセージを確認し、ファイルが存在しているかどうかを確認してください。









	 ORA-19506: シーケンシャル・ファイルの作成に失敗しました。ファイル名="string"、パラメータ="string" 
	
原因: シーケンシャル・ファイルを作成するためのコールからエラーが戻されました。


	
処置: 追加メッセージおよびアクセス権限を確認してください。









	 ORA-19507: シーケンシャル・ファイルの取得に失敗しました。ハンドル="string"、パラメータ="string" 
	
原因: シーケンシャル・ファイルを取得するためのコールからエラーが戻されました。


	
処置: 追加メッセージを確認し、ファイルが存在しているかどうかを確認してください。









	 ORA-19508: ファイル"string"の削除に失敗しました。 
	
原因: ファイルを削除するためのコールからエラーが戻されました。


	
処置: 追加メッセージを調べてください。









	 ORA-19509: シーケンシャル・ファイルの削除に失敗しました。ハンドル="string"、パラメータ="string" 
	
原因: シーケンシャル・ファイルを削除するためのコールからエラーが戻されました。


	
処置: 追加メッセージを調べてください。









	 ORA-19510: ファイル"string"でstringブロックのサイズ設定に失敗しました(ブロック・サイズ=string) 
	
原因: ファイルをサイズ変更するためのコールからエラーが戻されました。


	
処置: 追加メッセージを調べてください。









	 ORA-19511: メディア・マネージャ・レイヤーからのエラーを受け取りました。エラー・テキスト: string 
	
原因: Recovery Managerと連携して、Oracleデータベースにリンクしてバックアップ/リストア・サービスを提供するメディア管理ソフトウェアでエラーが発生しました。


	
処置: メッセージ本文の情報でエラーが解決できない場合は、メディア管理ソフトウェアのベンダーに連絡してください。









	 ORA-19512: ファイル検索が失敗しました 
	
原因: Recovery ManagerまたはOracle Serverは、指定されたパターンと一致するファイルの検索に失敗しました。


	
処置: エラー・スタック上のエラーを参照して、ファイルの検索が正常に実行されなかった原因を調べてください。









	 ORA-19513: シーケンシャル・ファイルの識別に失敗しました 
	
原因: シーケンシャル・ファイルを識別できません。


	
処置: 追加メッセージを確認し、ファイルがメディアに存在しているかどうかを確認してください。









	 ORA-19525: クローン・データベースの一時ファイル名を変更する必要があります 
	
原因: プライマリ一時ファイルが上書きされるのを回避するために、Oracleサーバーで一時ファイルの名前を変更する必要があったため、クローン・データベースを開けませんでした。


	
処置: DB_FILE_NAME_CONVERT初期化パラメータを使用して、または手動で、一時ファイルの名前を変更してください。









	 ORA-19526: パラメータstringには1つの場所のみを指定できます 
	
原因: Oracle Managed Filesパラメータにデフォルトの場所のリストが提供されています。


	
処置: パラメータを編集して1つの場所を指定してください。









	 ORA-19527: フィジカル・スタンバイREDOログの名前を変更する必要があります 
	
原因: フィジカル・スタンバイ・データベースでREDOログを消去しようとしました。DB_CREATE_FILE_DEST、DB_CREATE_ONLINE_LOG_DEST_nまたはDB_RECOVERY_FILE_DESTパラメータが指定されない場合、OMF REDOログの消去は機能しません。LOG_FILE_NAME_CONVERT初期化パラメータが設定されていない場合、OMF以外の(またはユーザー定義の)REDOログの消去は機能しません。


	
処置: OMF REDOログの場合は、DB_CREATE_FILE_DEST、DB_CREATE_ONLINE_LOG_DEST_nまたはDB_RECOVERY_FILE_DESTパラメータを設定して、REDOログの消去を試みた操作を再発行してください。OMF以外のREDOログの場合は、LOG_FILE_NAME_CONVERTパラメータを設定して、REDOログの消去を試みた操作を再発行してください。









	 ORA-19528: クリア中のREDOログで、ファイルへのアクセスを必要とする可能性があります 
	
原因: REDOログのクリア中です。この操作の対象となるファイルが必要とされる可能性があります。


	
処置: REDOログがクリアされるまで待機します。









	 ORA-19529: 初期化パラメータstringのパターンstringにOracle Managed Filesファイル名があります。 
	
原因: DB_FILE_NAME_CONVERTまたはLOG_FILE_NAME_CONVERT初期化パラメータを使用して、データベース・ファイル名をOracle Managed Filesのファイル名に変換しようとしました。これは有効な操作ではありませんでした。


	
処置: 完全なOracle Managed Filesのファイル名のかわりに、パターン・テンプレートで操作を再試行してください。









	 ORA-19550: ディスパッチャ使用中にバックアップ/リストア関数は使用できません。 
	
原因: 共有サーバーでディスパッチャに接続中に、バックアップ/リストア関数を使用しようとしました。バックアップとリストアに使用されるデバイスは、シングル・プロセスに割り当てられている必要があるため、これは許可されません。


	
処置: インスタンスに直接接続してから、バックアップまたはリストア関数を再実行してください。









	 ORA-19551: デバイスが使用中です。デバイス型: string、デバイス名: string 
	
原因: 示されたデバイスは別のセッションに割り当てられているため、またはデバイス名が指定されていないため、または要求された型のデバイスはすべて使用中のため、指定されたデバイスを割当てできませんでした。


	
処置: 別のデバイスの割当てを試行するか、または必要なデバイスが使用中でなくなるまで待機してください。









	 ORA-19552: デバイス型stringが無効です 
	
原因: 指定されたデバイス型が無効です。


	
処置: 正しいデバイス型を指定し、割当てを再試行してください。









	 ORA-19553: デバイス名stringが無効です。 
	
原因: 指定されたデバイス名が無効です。


	
処置: 正しいデバイス名を指定し、割当てを再試行してください。









	 ORA-19554: デバイスの割当て中にエラーが発生しました。デバイス型: string、デバイス名: string 
	
原因: 指定されたデバイスを割当てできませんでした。


	
処置: エラー原因の特定に役立つ1つ以上のメッセージが表示されます。エラーを修正して、割当てを再試行してください。









	 ORA-19555: LOG_ARCHIVE_MIN_SUCCEED_DESTパラメータの値が無効です。 
	
原因: LOG_ARCHIVE_MIN_SUCCEED_DESTパラメータの値が、有効な範囲で設定されていません。


	
処置: LOG_ARCHIVE_MIN_SUCCEED_DESTパラメータに正しい値を設定してください。アーカイブ・ログ・パラメータのLOG_ARCHIVE_DESTまたはLOG_ARCHIVE_DUPLEX_DESTが使用中の場合は、LOG_ARCHIVE_MIN_SUCCEED_DESTパラメータを1または2に設定してください。









	 ORA-19556: 必須宛先であるLOG_ARCHIVE_DUPLEX_DESTが、現在遅延しています。 
	
原因: 使用可能にするよう要求されたときに、LOG_ARCHIVE_DUPLEX_DESTパラメータの宛先が遅延しました。LOG_ARCHIVE_DESTパラメータのALTER SYSTEMコマンドが既存のLOG_ARCHIVE_DUPLEX_DESTパラメータの宛先と重複した宛先を定義したとき、宛先は自動的に遅延されます。


	
処置: LOG_ARCHIVE_DUPLEX_DESTパラメータの宛先値を修正してください。









	 ORA-19557: デバイス・エラーが発生しました。デバイス型: string、デバイス名: string 
	
原因: プラットフォーム固有のデバイス・コードでエラーが発生しました。


	
処置: エラー原因の特定に役立つ1つ以上のメッセージが表示されます。エラーを修正して、割当てを再試行してください。









	 ORA-19558: デバイスの割当て解除でエラーが発生しました。 
	
原因: 指定されたデバイスの割当てを解除できませんでした。


	
処置: エラー原因の特定に役立つ1つ以上のメッセージが表示されます。エラーを修正して、割当てを再試行してください。









	 ORA-19559: デバイス・コマンド: stringの送信中にエラーが発生しました 
	
原因: 示されたコマンドをセッション・デバイスに送信中に、エラーが発生しました。


	
処置: エラー原因の特定に役立つ1つ以上のメッセージが表示されます。エラーを修正して、割当てを再試行してください。









	 ORA-19560: デバイス制限名stringは無効です 
	
原因: DBMS_BACKUP_RESTORE.SETLIMITへのコールで指定されたデバイス制限の名前が無効です。


	
処置: dbmsbkrs.sqlに記述されたデバイス制限名のいずれかを使用してください。









	 ORA-19561: stringにはDISKチャネルが必要です。 
	
原因: 実行されたコマンドでは、DISKデバイス・チャネルをセッションに割り当てる必要がありますが、DISK以外のデバイスが検出されました。


	
処置: 現行のデバイスの割当てを解除し、DISKチャネルを割り当ててください。修正後、コマンドを再試行してください。









	 ORA-19562: ファイルstringが空です。 
	
原因: 示されたアーカイブ・ログ、制御ファイルまたはデータファイルは、コピー、バックアップ、またはスキャン操作中に空であることが検出されました。


	
処置: コピーまたはバックアップ操作に対して、正しいファイルが指定されていることを確認してください。









	 ORA-19563: stringヘッダーの検証でエラーが検出されました(ファイルstring)。 
	
原因: コピーまたはバックアップ・セットに入れるためにファイルをオープンしたとき、または増分リストアのターゲットとして使用されたときに、ファイルは現行のデータベースに属する示されたタイプ(データファイル、アーカイブ・ログ、制御ファイル)の有効なファイル・ヘッダーを持たないことが検出されました。


	
処置: コピーまたはバックアップ操作に対して、正しいファイルが指定されていることを確認してください。









	 ORA-19564: stringバイト(ブロック番号string)書込み中にエラーが発生しました。 
	
原因: ファイルへの書込み中にエラーが発生しました。


	
処置: エラー原因の特定に役立つ1つ以上のメッセージが表示されます。エラーを修正して、コピー、バックアップまたはリストア操作を再試行してください。









	 ORA-19565: シーケンシャル・デバイスへのコピー時はBACKUP_TAPE_IO_SLAVESは使用できません。 
	
原因: シーケンシャル・デバイスへコピーを指定しようとしましたが、BACKUP_TAPE_IO_SLAVES初期化パラメータが使用できません。


	
処置: init.oraファイルにBACKUP_TAPE_IO_SLAVES=TRUEを指定するか、シーケンシャル・デバイスへコピーを指定しないでください。









	 ORA-19566: 破損ブロックの制限stringを超えています(ファイルstring) 
	
原因: データファイルのコピーまたはバックアップ操作のために指定されたデータファイルの読込み中に、ユーザー指定の許容破損ブロック制限を超えました。


	
処置: 処置は必要ありません。コピーまたはバックアップ操作は失敗します。セッションのトレース・ファイルには、破損したブロックに関する詳細情報が含まれます。









	 ORA-19567: バックアップまたはコピー中のため、ファイルstringを縮小できません。 
	
原因: ALTER文で、示されたファイルの大きさを縮小しようとしましたが、そのファイルは現在バックアップ中またはコピー中です。


	
処置: バックアップまたはコピーが完了してから、サイズ変更を再試行してください。









	 ORA-19568: このセッションにはデバイスがすでに割り当てられています。 
	
原因: デバイスが割り当てられている場合は、別のデバイスをセッションに割り当てることはできません。


	
処置: 現行のデバイスの割当てを解除してください。









	 ORA-19569: このセッションにデバイスが割り当てられていません。 
	
原因: 操作を実行するには、現行のセッションにデバイスが割り当てられている必要がありますが、このセッションにはデバイスが割り当てられていません。


	
処置: デバイスを割り当てた後、操作を再試行してください。









	 ORA-19570: ファイル番号stringが1からstringの有効範囲外です。 
	
原因: コピー、バックアップまたはリストア操作に使用されたファイル番号は、現行のデータベースに対して有効でありません。


	
処置: 有効なファイル番号を指定してください。









	 ORA-19571: string RECID string STAMP stringが制御ファイルに見つかりません 
	
原因: ファイルを記述したレコードが制御ファイルに見つからないため、コピーまたはバックアップ操作に指定された入力ファイルをオープンできませんでした。


	
処置: 正しいRECID/スタンプを指定して、コピーまたはバックアップを再試行してください。









	 ORA-19572: ファイルはサイズ変更中のため、ファイルstringを処理できません。 
	
原因: コピーまたはバックアップ操作に指定された入力ファイルは、現在サイズの変更中であるため、オープンできませんでした。


	
処置: サイズ変更が完了するまで待機し、コピーまたはバックアップを再試行してください。









	 ORA-19573: stringエンキュー(データファイルstring)を取得できません。 
	
原因: ファイル・アクセス・エンキューが、バックアップ、コピーまたはリストア操作で指定したファイルに対して取得できませんでした。エンキューのタイプが「共有」と示されている場合、ファイルはバックアップまたはコピー用の入力ファイルです。タイプが「排他」の場合、ファイルはデータファイル・コピーまたはリストア用の出力ファイルで、そのファイルの現在のアクティブ・バージョンを上書きしようとしています。この場合、ファイルはオフラインであるかデータベースが閉じている必要があります。タイプが「読取り専用」である場合、データベースがNOARCHIVELOGモードである間に、このファイルをバックアップまたはコピーしようとしています。


	
処置: 競合操作が完了するまで待機し、コピーまたはバックアップを再試行してください。データベースがNOARCHIVELOGモードにある場合、バックアップされているすべてのファイルを正常にクローズする必要があります。









	 ORA-19574: 出力ファイル名を指定する必要があります 
	
原因: 指定されたタイプのコピーまたはリストアには、出力ファイル名が必要です。


	
処置: 出力ファイル名を指定して、コピーを再試行してください。









	 ORA-19575: 予想されるブロック数はstringですが(ファイルstring)、検出されたブロック数はstringです。 
	
原因: バックアップ、リストア、コピーまたはスキャン操作中に、示されたファイルが指定された分のブロックをファイル・ヘッダーに含んでいませんでした。


	
処置: 入力コピーまたはバックアップ・ピースが破損している可能性があります。リストアしているファイルの他のバックアップまたはコピーが存在する場合は、破損ファイルをリカバリ・カタログから削除してから操作を再起動できます。









	 ORA-19576: データファイルstringが制御ファイルに定義されていません。 
	
原因: 指定されたファイル番号は、制御ファイルにありません。


	
処置: 正しいファイル番号を指定して、操作を再試行してください。









	 ORA-19577: ファイルstringがありません。 
	
原因: COPYDATAFILECOPY、RESTOREDATAFILETOまたはPROXYRESTOREDATAFILE関数で、ファイル番号を指定して出力ファイル名は指定しない場合、出力ファイル名は制御ファイルから取得する必要があります。ただし、このファイルの制御ファイル・エントリは、これがデータ・ディクショナリに存在したものの最後のCREATE CONTROLFILE文で名前が付けられなかったファイルに対して作成されたことを示すので、制御ファイル内の名前をリストアには使用できません。


	
処置: 出力ファイル名を指定するかまたはSQL RENAMEコマンドを実行して、制御ファイルのこのファイルに有効な名前を入力してください。









	 ORA-19578: シーケンシャル・ファイルへのコピー中にボリュームの終了が見つかりました。バックアップ・ピースは完了していません 
	
原因: シーケンシャル・ファイルを多重化しているとき、ボリュームの終了(EOV)状態が検出されました。この状態は現在処理できません。


	
処置: バックアップの試行前に、バックアップ・ピースがこのボリュームに適していることを確認するか、多重化を使用禁止にしてください。









	 ORA-19579: stringのアーカイブ・ログ・レコードが見つかりません 
	
原因: 入力ファイルに対応するアーカイブ・ログ・レコードが制御ファイル内に見つかりません。


	
処置: 有効なアーカイブ・ログ・ファイル名を指定して、操作を再試行してください。









	 ORA-19580: string対話がアクティブではありません。 
	
原因: 対話が開始される前にバックアップまたはリストア操作を実行しようとしました。


	
処置: 対話を開始してから、操作を再試行してください。









	 ORA-19581: ファイル名が指定されていません。 
	
原因: バックアップまたはリストア対話をファイル・ネーミング・フェーズからピース処理フェーズに進めようとしましたが、バックアップまたはリストア用のファイルが指定されていません。


	
処置: ファイルを指定してから、操作を再試行してください。









	 ORA-19582: stringのアーカイブ・ログ・ファイル・ヘッダーの検証に失敗しました 
	
原因: アーカイブ・ログ・ファイル・ヘッダーが破損しているか、または検証されませんでした。


	
処置: 有効なアーカイブ・ログ・ファイルを指定して、操作を再試行してください。









	 ORA-19583: エラーのため対話が終了しました。 
	
原因: エラーが発生したため、現行のバックアップまたはリストア対話が終了しました。


	
処置: 問題の原因の識別に役立つその他のエラー・メッセージが出力されます。エラーを修正して、新しい対話を開始してください。









	 ORA-19584: ファイルstringはすでに使用されています。 
	
原因: コピー、リストアまたは削除操作のターゲットとして指定されたファイルは、すでにデータベースによって使用中です。


	
処置: 別の名前を指定して、操作を再試行してください。









	 ORA-19585: ピースstringのボリューム・エンドが不完全です。 
	
原因: 指定されたバックアップ・ピースの作成中、すべてのバックアップ・セット制御データがバックアップ・ピースに書き込まれる前にボリュームの終了(EOV)条件が検出されました。バックアップ・セットの制御データ量は、バックアップ・セットの全データ量に比べて非常に少ないため、メディア・エラーの可能性が高いです。


	
処置: より大きいピースの出力メディアでピースを再試行してください。









	 ORA-19586: 制限(stringKB)が小さすぎるためピース・ディレクトリを保持できません。 
	
原因: このチャネルに対してユーザーが指定したMAXPIECESIZEの制限は、バックアップ・セット制御データを保持するのに十分ではありません。


	
処置: MAXPIECESIZEの値を大きくしてチャネルを割り当てた後、操作を再試行してください。









	 ORA-19587: stringバイト(ブロック番号string)の読取り中にエラーが発生しました。 
	
原因: ファイルの読込み中にエラーが発生しました。


	
処置: エラー原因の特定に役立つ1つ以上のメッセージが表示されます。エラーを修正して、コピー、バックアップまたはリストア操作を再試行してください。









	 ORA-19588: string RECID string STAMP stringは無効になりました 
	
原因: 指定されたレコードは削除済としてマークされています。これは、別のコピーまたはリストアによってファイルが上書きされたか、またはSWITCHTOCOPY操作によってコピーが「消滅」したことを意味します。


	
処置: コピーするファイル名がわかっている場合は、ファイル名を調べてから新規RECIDを指定するコピーを再試行してください。









	 ORA-19589: stringはスナップショットまたはバックアップ制御ファイルではありません 
	
原因: バックアップまたはコピー操作のソースになっている制御ファイルは、マテリアライズド・ビューまたはバックアップ制御ファイルではありません。


	
処置: マテリアライズド・ビューまたはバックアップ制御ファイルの名前を指定してください。









	 ORA-19590: 対話はすでにアクティブです 
	
原因: バックアップまたはリストア対話を開始しようとしましたが、このセッションではすでに別の対話がアクティブです。


	
処置: 現行の対話を続行するか、またはBACKUPCANCELかRESTORECANCELをコールして現行の対話を終了してから新しい対話を開始してください。









	 ORA-19591: ジョブ時間が継続時間を超えたため、バックアップは異常終了しました 
	
原因: 継続期間オプション付きでバックアップしようとしましたが、バックアップを完了するには指定された値では不十分です。


	
処置: 継続期間を調整して、コマンドを再実行してください。または継続期間オプションを付けずにバックアップ・コマンドを実行してください。









	 ORA-19592: string対話型が正しくありません 
	
原因: バックアップまたはリストアするファイルの型を指定しようとしましたが、そのファイルの型は現行の対話では処理できません。たとえば、アーカイブ・ログをデータファイルのバックアップ・セットに入れることはできません。指定されたファイルは、バックアップまたはリストア操作に組み込まれません。


	
処置: 処置は必要ありません。対話はまだアクティブであるため、ファイルをさらに指定できます。









	 ORA-19593: データ・ファイル番号stringはすでにstringとして含まれています 
	
原因: このデータファイルは、すでにバックアップまたはリストア対話への組込みが指定されています。バックアップまたはリストア対話では、データファイルの1つのインスタンスしか処理できません。


	
処置: 処置は必要ありません。対話はまだアクティブであるため、ファイルをさらに指定できます。









	 ORA-19594: 制御ファイルはすでにstringとして組み込まれています 
	
原因: 制御ファイルは、すでにバックアップまたはリストア対話への組込みが指定されています。バックアップまたはリストア対話では、制御ファイルの1つのインスタンスのみ処理できます。


	
処置: 処置は必要ありません。対話はまだアクティブであるため、ファイルをさらに指定できます。









	 ORA-19595: アーカイブ・ログstringはバックアップ対話にすでに組み込まれています 
	
原因: 示されたアーカイブ・ログは、すでにこのバックアップ対話への組込みが指定されています。


	
処置: 処置は必要ありません。対話はまだアクティブであるため、ファイルをさらに指定できます。









	 ORA-19596: SPFILEはすでに含まれています 
	
原因: SPFILEは、すでにバックアップまたはリストア対話への組込みが指定されています。バックアップまたはリストア対話では、SPFILEの1つのインスタンスしか処理できません。


	
処置: 処置は必要ありません。対話はまだアクティブであるため、ファイルをさらに指定できます。









	 ORA-19597: ファイルstringのブロック・サイズstringが設定されたブロック・サイズstringと一致しません 
	
原因: バックアップ・セットに組み込むファイルが指定されましたが、指定されたファイルの論理ブロック・サイズがバックアップ・セットの残りのファイルのブロック・サイズと異なります。バックアップ・セットのすべてのファイルで、論理ブロック・サイズが同じである必要があります。


	
処置: バックアップ・セットの残りのファイルと同じブロック・サイズのファイルを指定してください。対話はまだアクティブであるため、ファイルをさらに指定できます。









	 ORA-19598: SPFILEを使用してインスタンスを起動しなかったため、SPFILEのバックアップはできません 
	
原因: バックアップ・コマンドによってSPFILEのバックアップが要求されましたが、インスタンスを起動するためにSPFILEは使用されていません。


	
処置: SPFILEを作成し、そのSPFILEを使用してインスタンスを再起動してください。









	 ORA-19599: ブロック番号stringが破損しています(stringstring)。 
	
原因: バックアップまたはコピー用に読み込まれている制御ファイル、アーカイブ・ログまたはバックアップ・ピースで破損ブロックが検出されました。制御ファイル、アーカイブ・ログまたはバックアップ・ピースの破損は許可されません。


	
処置: 処置は必要ありません。コピーまたはバックアップ操作は失敗します。バックアップ・セットの場合、対話は引き続きアクティブで、ピースは再試行される可能性があります。









	 ORA-19600: 入力ファイルはstringstringです(string)。 
	
原因: このメッセージは、失敗したコピー操作の入力ファイルを識別します。ファイル番号と(名前が判別された場合は)ファイル名の両方が表示されます。データファイルの場合、ファイル番号はDBA_DATA_FILESビューに表示されるデータファイルの絶対ファイル番号を参照します。データファイルのコピーの場合、ファイル番号は、V$DATAFILE_COPYビューのRECID列に表示されるコピーの制御ファイル・レコード番号を参照します。アーカイブ・ログの場合、ファイル番号は、V$ARCHIVED_LOGビューのRECID列に表示されるログの制御ファイル・レコード番号を参照します。


	
処置: 他のエラー・メッセージを参照してください。









	 ORA-19601: 出力ファイルはstringstringです(string)。 
	
原因: このメッセージは、失敗したコピー操作の出力ファイルを識別します。フィールドの詳細は、メッセージORA-19600を参照してください。新規データファイルのコピーを作成している場合は、このメッセージの出力時に制御ファイルのレコード番号が判別されていない場合があります。その場合、レコード番号は0(ゼロ)と表示されます。


	
処置: 他のエラー・メッセージを参照してください。









	 ORA-19602: NOARCHIVELOGモードでアクティブ・ファイルのバックアップまたはコピーはできません。 
	
原因: ファイルのコピーまたはバックアップが試行されましたが、そのファイルは正常にクローズされておらず、またデータベースはNOARCHIVELOGモードになっていました。リストアされたファイルが使用可能となるにはREDOの適用が必要ですが、現在のREDOにはオンラインREDOログの内容以上のものは保管されていないため、この操作は許可されません。


	
処置: 表領域をオフラインにして、データベースをクローズし、コピーまたはバックアップを再試行してください。









	 ORA-19603: KEEP .. UNRECOVERABLEオプションでアクティブ・ファイルをバックアップまたはコピーできません。UNRECOVERABLEオプション 
	
原因: ユーザーが、KEEP ..UNRECOVERABLEオプションリストアされたファイルが使用可能になるにはREDOの適用が必要ですが、KEEP ..UNRECOVERABLEオプション


	
処置: 表領域を確実にオフラインにするか、またはデータベースをクローズし、コピーまたはバックアップを再試行してください。









	 ORA-19604: 対話ファイルの名前設定フェーズが終了しました。 
	
原因: 最初のバックアップ・ピースが処理された後に、バックアップまたはリストアするファイルを指定するコールが行われました。


	
処置: バックアップまたはリストアの対話中、最初のバックアップ・ピースが処理された後に、新しい処理ファイルを指定できません。ファイルを追加する必要がある場合は、新しい対話を開始する必要があります。









	 ORA-19605: 入力ファイル名を指定する必要があります 
	
原因: 制御ファイルのコピー操作に対して、入力ファイル名が指定されていません。


	
処置: 入力ファイル名を指定して、操作を再試行してください。









	 ORA-19606: スナップショット制御ファイルへのコピーまたはリストアはできません。 
	
原因: 制御ファイルのコピーまたはリストア操作で、スナップショット制御ファイル名を出力ファイルとして指定しました。この方法では、スナップショット制御ファイルを上書きすることは許可されません。別の方法でスナップショット制御ファイルを作成することができます。


	
処置: 別のファイル名を指定して、操作を再試行してください。リストアの場合は、リストア対話がアクティブな状態であるため、追加のファイルを指定できます。









	 ORA-19607: stringはアクティブな制御ファイルです 
	
原因: 制御ファイルのコピー、リストアまたはバックアップで、init.oraファイルに指定された制御ファイル名を入力ファイルまたは出力ファイルとして指定しました。


	
処置: 別のファイル名を指定して、操作を再試行してください。バックアップまたはリストア対話の場合は、対話がアクティブな状態であるため、追加のファイルを指定できます。









	 ORA-19608: stringはバックアップ・ピースではありません。 
	
原因: 指定されたファイルは、DBMS_BACKUP_RESTOREパッケージによって作成されたバックアップ・ピースではありません。バックアップ・ピースの先頭ブロックが破損しているか、またはこのファイルはバックアップ・ピースではありません。


	
処置: 別のファイル名を指定して、操作を再試行してください。









	 ORA-19609: stringは異なるバックアップ・セットのものです: スタンプstring、件数string 
	
原因: 指定したファイルは現在処理中のバックアップ・セットからのものではありません。別のバックアップ・セットの一部です。このピースを含むセットの識別情報が表示されます。


	
処置: 正しいバックアップ・ピースを指定して、操作を再試行してください。









	 ORA-19610: ディレクトリ・ブロックstringが破損しています。 
	
原因: 示されたディレクトリ・ブロックは、チェックサム妥当性チェックで失敗しました。このバックアップ・ピースは使用できません。


	
処置: 同じバックアップ・ピースの別のコピーを提供するか、リストア対話を終了してください。









	 ORA-19611: バックアップ・ピースが不正です。stringが予想されますがstringが検出されました 
	
原因: このバックアップ・ピースは、順序が不正です。


	
処置: 正しいバックアップ・ピースを指定してください。









	 ORA-19612: データファイルstringはstringのためリストアされませんでした。 
	
原因: 一部のデータ・ブロックがバックアップ・ピースに見つからなかったため、示されたファイルをリストアできませんでした。


	
処置: リストア対話は引続きアクティブであるため、現行のピースを再処理する必要があります。現行のピースの再処理によって障害が解決されない場合は、リストア対話を取り消してください。









	 ORA-19613: データファイルstringがバックアップ・セットにありません。 
	
原因: 示されたファイルがバックアップ・セットに存在しないため、ファイルをリストアできませんでした。ファイル番号が0(ゼロ)の場合は、制御ファイルを示しています。


	
処置: このメッセージは、最初のバックアップ・ピースからディレクトリが読み込まれ、リストアで指定された1つ以上のファイルが見つからなかったときに発行されます。リストアの対話は引続きアクティブであるため、データは読み込まれず、要求するファイルをすべて含むバックアップ・セットの最初のバックアップ・ピースを指定する必要があります。









	 ORA-19614: アーカイブ・ログ・スレッドstringの順序番号stringがバックアップ・セットにありません 
	
原因: 示されたアーカイブ・ログ・ファイルのリストアを明示的に指定しましたが、このバックアップ・セットには含まれていません。


	
処置: このメッセージは、最初のバックアップ・ピースからディレクトリが読み込まれ、リストアで指定された1つ以上のファイルが見つからなかったときに発行されます。リストアの対話は引続きアクティブであるため、データは読み込まれず、要求するファイルをすべて含むバックアップ・セットの最初のバックアップ・ピースを指定する必要があります。









	 ORA-19615: 一部のファイルがバックアップ・セットにありません。 
	
原因: リストアで指定された一部のファイルが、バックアップ・セットのディレクトリに存在しません。存在しないファイルごとに、メッセージORA-19613またはORA-19614が発行されます。


	
処置: メッセージORA-19613を参照してください。









	 ORA-19616: データベースがマウントされていないときは出力ファイル名を指定する必要があります 
	
原因: データファイルのリストアに対してターゲット・ファイル名が指定されておらず、かつデータベースがマウントされていません。ターゲット・ファイル名が指定されていない場合は、データベースをマウントしてターゲット・ファイル名を制御ファイルから取得できるようにする必要があります。


	
処置: リストア対話がアクティブな状態です。ターゲット・ファイル名を指定せずにデータファイルのリストアを実行する場合は、データベースをマウントしてから処理を続けてください。マウントせずに処理する場合は、データファイルをリストアするすべてのコールでターゲット・ファイル名を指定する必要があります。









	 ORA-19617: ファイルstringに異なるRESETLOGSデータがあります 
	
原因: 示されたファイルに入っているRESETLOGSデータは、すでにバックアップ・セットに組み込まれているアーカイブ・ログ・ファイルと異なります。バックアップ・セットのすべてのアーカイブ・ログ・ファイルは、同じRESETLOGSデータを持っている必要があります。


	
処置: リストア対話がアクティブな状態であるため、バックアップ・セットに含まれるアーカイブ・ログ・ファイルの指定を続行できます。









	 ORA-19618: RESTOREVALIDATEコール後にファイル名の指定はできません 
	
原因: バックアップ・セットからリストアするファイルを指定するコールが発行されましたが、以前にRESTOREVALIDATEコールが発行されています。


	
処置: リストアするファイルを指定する場合は、対話を一度取り消してから再開してください。









	 ORA-19619: ファイル名指定後にRESTOREVALIDATEはコールできません 
	
原因: RESTOREVALIDATEがコールされましたが、すでに一部のファイルのリストアが指定されています。


	
処置: RESTOREVALIDATEをコールする場合は、対話を一度取り消してから再開してください。









	 ORA-19620: stringはstring型ではありません 
	
原因: コピーまたはバックアップ・セットに入れるためにファイルをオープンしたとき、または増分リストアのターゲットとして使用されたときに、ファイルは現行のデータベースに属する示されたタイプ(データファイル、アーカイブ・ログ、制御ファイル)の有効なファイル・ヘッダーを持たないことが検出されました。


	
処置: 指定されたファイルを処理できません。コピーまたはバックアップ操作に対して、正しいファイルが指定されていることを確認してください。









	 ORA-19621: アーカイブ・ログの範囲はすでに指定されています 
	
原因: ログの範囲は、すでに指定されています。SCN範囲は、対話ごとに1つのみ指定できます。


	
処置: リストアの対話は引続きアクティブであるため、必要な場合はスレッドおよび順序番号によってログをさらに指定できます。









	 ORA-19622: アーカイブ・ログ・スレッドstringの順序番号stringはstringのためリストアされませんでした 
	
原因: 一部のデータ・ブロックがバックアップ・ピースに見つからなかったため、示されたファイルをリストアできませんでした。


	
処置: リストア対話は引続きアクティブであるため、現行のピースを再処理する必要があります。現行のピースの再処理によって障害が解決されない場合は、リストア対話を取り消してください。









	 ORA-19623: ファイルstringがオープンしています。 
	
原因: SWITCHTOCOPY操作でデータファイルのコピーが指定されましたが、そのデータファイルの親ファイルがオープンしています。


	
処置: 所有する表領域をオフラインにするか、データベースをクローズしてから、操作を再試行してください。









	 ORA-19624: 操作に失敗しました。再度実行してください 
	
原因: バックアップ、リストアまたはイメージ・コピーの操作が、I/Oエラーで失敗しました。I/Oエラーの原因を修正できれば、操作を再試行できます。


	
処置: Recovery Managerはこのメッセージを使用して操作を再試行するかどうか決定します。









	 ORA-19625: ファイルstringの識別中にエラーが発生しました。 
	
原因: コピーまたはバックアップ操作の入力として、または増分リストアのターゲットとして指定されたファイルは、Oracleファイルとしては識別されません。このエラーには、問題の特定に役立つOS固有のエラーが付随します。


	
処置: 異なるファイルを指定して、操作を再試行してください。









	 ORA-19626: バックアップ・セット型がstringです - この対話では処理できません 
	
原因: バックアップ・セットのデータが、現行の対話と適合しません。


	
処置: 現行の対話と一致したバックアップ・セットの最初のピースを提供するか、またはこのバックアップ・セットを処理できる新しいリストア対話を開始してください。









	 ORA-19627: 制御ファイル適用中はバックアップ・ピースを読み込めません 
	
原因: この制御ファイルのリストアの対話では、データファイルのチェックポイント・データを更新するために、1つ以上の制御ファイルからオフラインの範囲情報を使用しています。この型の対話の動作中に、バックアップ・セットは使用されません。


	
処置: 対話はまだアクティブであるため、制御ファイルをさらに適用できます。









	 ORA-19628: SCNの範囲が無効です。 
	
原因: RESTOREREDOLOGRANGEの開始SCNが、終了SCNより大きくなっています。


	
処置: 開始SCNを終了SCN以下に指定してください。









	 ORA-19629: 指定されたアーカイブ・ログのSCN範囲にファイルがありません 
	
原因: このバックアップ・セットには、指定された範囲にファイルがありません。


	
処置: 正しい範囲にファイルが入っているバックアップ・セットを提供するか、または新規の対話を開始し、このバックアップ・セットからファイルが選択されるような範囲を指定してください。









	 ORA-19630: バックアップ・ピースをコピー中にボリューム・エンドになりました。 
	
原因: バックアップ・ピースをOS固有のファイルシステムから出力デバイスにコピー中に、出力デバイスがボリューム・エンドになりました。


	
処置: コピーは失敗します。これは、バックアップ・ピース全体を保持するために十分な大きさでないテープが使用された場合に発生します。









	 ORA-19631: アーカイブ・ログ・レコードにファイル名がありません 
	
原因: このアーカイブ・ログ・レコードは、以前の内容を保存せずにアクティブ・ログに切り替えられています。以前のログ・ファイルの内容は、失われています。


	
処置: ファイル名を含むアーカイブ・ログ・レコードのRECIDを指定してください。固定ビューv$archived_logを使用すると、アーカイブ・ログを検査できます。









	 ORA-19632: 制御ファイルにファイル名が見つかりません 
	
原因: GETFNOに転送されたファイル名が、制御ファイルで見つかりません。


	
処置: 有効なファイル名を指定してください。









	 ORA-19633: 制御ファイル・レコードstringがリカバリ・カタログと同期していません 
	
原因: DELETEBACKUPPIECE、DELETEDATAFILECOPY、PROXYDELETEまたはDELETEARCHIVEDLOGのコールで削除されるファイルを記述した制御ファイルのレコード記述が、Recovery Managerから提供されたデータと一致しません。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-19634: この関数にはファイル名が必要です 
	
原因: DELETEPIECE、DELETEDATAFILECOPY、DELETEREDOLOGまたはPROXYDELETEに、FNAMEまたはHANDLEパラメータが指定されていません。


	
処置: これらの関数をコールするときは、FNAMEパラメータまたはHANDLEパラメータを指定してください。









	 ORA-19635: 入力ファイルと出力ファイルの名前が同じです: string 
	
原因: データファイルのコピー操作に対して、指定された入力ファイル名と出力ファイル名が同じです。


	
処置: 入力ファイル名と異なる出力ファイル名を指定してください。









	 ORA-19636: アーカイブ・ログ・スレッドstringの順序番号stringはすでに組み込まれています 
	
原因: 示されたアーカイブ・ログは、すでにこのリストア対話への組込みが指定されています。リストア対話では、アーカイブ・ログの1つのコピーのみ処理できます。


	
処置: 処置は必要ありません。対話はまだアクティブであるため、ファイルをさらに指定できます。









	 ORA-19637: ディスク・デバイス使用時には、BACKUPPIECECREATEにファイル名が必要です 
	
原因: 現在セッション・デバイスはディスクに割り当てられているため、ファイル名が必要です。


	
処置: ファイル名を指定して、操作を再試行してください。









	 ORA-19638: ファイルstringが最新ではないためこの増分バックアップは適用できません。 
	
原因: 増分バックアップ用のターゲットのチェックポイントが、増分バックアップの起点より小さくなっています。このバックアップを適用した場合は、データファイル・チェックポイントから増分バックアップの起点までのすべての変更が失われる可能性があります。


	
処置: 適用できるバックアップ・セットを提供してから操作を再試行してください。









	 ORA-19639: ファイルstringはこの増分バックアップよりも新しいファイルです。 
	
原因: 増分バックアップ用のターゲットのチェックポイントが、増分バックアップ・セット中のファイルのチェックポイントと等しいか、より大きくなっています。このバックアップでは、ターゲット・ファイルのチェックポイントを進めることができないため、適用する意味がありません。


	
処置: 適用できるバックアップ・セットを提供してから操作を再試行してください。









	 ORA-19640: データファイルのチェックポイントはSCNstring、タイムstringです。 
	
原因: このメッセージは、増分バックアップを取るには古すぎたデータファイルのチェックポイント、または適用できなかった増分リストアのターゲットを示します。


	
処置: 他のエラー・メッセージを参照してください。









	 ORA-19641: バックアップ・データファイルのチェックポイントはSCNstring、タイムstringです。 
	
原因: このメッセージは、適用できなかった増分バックアップ・セット中のデータファイルのチェックポイントを示します。


	
処置: 他のエラー・メッセージを参照してください。









	 ORA-19642: 増分バックアップの開始SCNはstringです 
	
原因: このメッセージは、適用できなかった増分バックアップの起動SCNを示します。


	
処置: 他のエラー・メッセージを参照してください。









	 ORA-19643: データファイルstring: 増分起動SCNが新しすぎます。 
	
原因: データファイルの増分バックアップの起動時に指定された増分起動SCNは、データファイルのチェックポイントSCNより大きいため、数ブロックが欠如する可能性があります。


	
処置: 増分起動SCNを小さく指定してください。









	 ORA-19644: データファイルstring: 増分起動SCNがRESETLOGS SCN string以前のものです 
	
原因: データファイルの増分バックアップの起動時に指定された増分起動SCNは、RESETLOGS SCNより小さくなっています。


	
処置: 増分起動SCNを大きく指定してください。









	 ORA-19645: データファイルstring: 増分起動SCNが作成SCNstring以前のものです。 
	
原因: データファイルの増分バックアップの起動時に指定された増分起動SCNは、データファイル作成SCNより小さくなっています。


	
処置: 増分起動SCNを大きく指定してください。









	 ORA-19646: データファイルstringのサイズをstringからstringへ変更できません。 
	
原因: リストアでは、示されているようにファイルのサイズを調整する必要がありますが、このファイルのサイズ調整に失敗しました。


	
処置: 失敗の原因を示したその他のメッセージを参照してください。









	 ORA-19647: INCREMENTALがFALSEのときは、0(ゼロ)以外のLEVELは指定できません。 
	
原因: INCREMENTALがFALSEのとき、0(ゼロ)以外のbackup_levelでBACKUPSETDATAFILEがコールされました。


	
処置: INCREMENTALをTRUEに設定するか、またはbackup_levelを0(ゼロ)に変更してください。









	 ORA-19648: データファイルstring: 増分起動SCNがチェックポイントSCNと同じです。 
	
原因: データファイルの増分バックアップの起動時に指定された増分起動SCNは、データファイルのチェックポイントSCNと等しくなっています。増分バックアップは、バックアップ・セット増分起動SCN(この番号を含む)とバックアップ・セット・チェックポイントSCN(この番号を含まない)の間にあるチェックポイントSCNを含むデータファイルにのみ適用できるので、このバックアップ・セットが適用できるデータファイルはありません。


	
処置: 増分起動SCNを小さく指定してください。通常、このメッセージはRecovery Managerで増分バックアップを行っている間にのみ発生します。通常、Recovery Managerはこのエラーをすべて阻止し、このファイルの増分バックアップを単純に無視します。そのため、このエラーが発生した場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-19649: オフライン範囲レコードのRECID string STAMP stringがファイルstringに見つかりません 
	
原因: 指定された制御ファイル内に存在しないRECID/スタンプを使用してAPPLYOFFLINERANGEをコールしました。指定された制御ファイルは、Recovery Managerが認識している制御ファイルと同じでない可能性があります。


	
処置: 制御ファイルのコピー内に存在するレコードのRECID/スタンプを指定してください。









	 ORA-19650: オフライン範囲レコードのRECID string STAMP string(ファイルstring)にSCN stringがあります 
	
原因: このメッセージは、示されたファイル内の示されたオフライン範囲レコードにあるオフライン・クリーンSCNを識別します。


	
処置: 他のエラー・メッセージを参照してください。









	 ORA-19651: データファイルstringにオフライン範囲レコードを適用できません: SCNが不一致です 
	
原因: データファイルのチェックポイントSCNが、指定されたオフライン範囲レコードのオフライン・クリーンSCNと正確に一致しないかぎり、APPLYOFFLINERANGEによってオフライン範囲レコードをターゲット・データファイルに適用することはできません。


	
処置: オフライン範囲レコードのオフライン・クリーンSCNが、ターゲット・データファイルのチェックポイントと一致するようにオフライン範囲レコードを指定してください。









	 ORA-19652: データファイルstringにオフライン範囲レコードを適用できません: ファイルがファジーです 
	
原因: APPLYOFFLINERANGEコールのターゲット・データファイルがファジーです。


	
処置: クリーンにクローズされたターゲット・データファイルを指定してください。









	 ORA-19653: 古いファイルのインカネーションに切り換えられません 
	
原因: この制御ファイルがバックアップされる以前に削除されたデータファイルのコピーを使用してSWITCHTOCOPYをコールしました。


	
処置: 以前の制御ファイルをリストアして、マウントしてください。指定したデータファイルの作成の前にバックアップされた制御ファイルの使用が許容されます。









	 ORA-19654: ファイル・インカネーションを切り換えるには、バックアップ制御ファイルを使用する必要があります 
	
原因: SWITCHTOCOPY操作によってデータファイルの表示内容を切り換えようとしましたが、現在マウントされている制御ファイルはバックアップ制御ファイルではありません。


	
処置: バックアップ制御ファイルをリストアして、マウントしてください。









	 ORA-19655: 異なるRESETLOGSデータのインカネーションに切り換えられません 
	
原因: SWITCHTOCOPY操作によってデータファイルへ切り換えようとしましたが、そのデータファイルのRESETLOGSはデータベース・バージョンが異なります。


	
処置: ターゲット・データファイルのコピーと同じデータベース・バージョンから取得されたバックアップ制御ファイルをリストアするか、または別のデータファイル・コピーに対して切換えを行ってください。









	 ORA-19656: オンライン・ログstringをバックアップ、コピーまたは削除できません 
	
原因: 示されたログ・ファイルは、アクティブ・ログです。バックアップ、コピーまたは削除できるのは、アーカイブ・ログのみです。


	
処置: 示されたログ・ファイルは処理できません。別のファイルを選択してください。









	 ORA-19657: 現行のデータファイルstringを検査できません。 
	
原因: 検査しているファイルは、マウントされた現行のデータベースの一部です。


	
処置: 処置は必要ありません。そのファイルは、すでにデータベースの一部になっています。









	 ORA-19658: stringを検査できません - ファイルが異なるRESETLOGSのものです 
	
原因: 検査しているログ・ファイルのRESETLOGSデータは、マウントされた現行の制御ファイルのものと一致しません。


	
処置: 示されたファイルは処理できません。別のファイルを検査してください。









	 ORA-19659: 増分リストアではファイルstringをRESETLOGS以降に進めてしまいます 
	
原因: この増分バックアップは、指定したデータファイルに適用できません。データファイルは古い状態のデータベースのもので、そのチェックポイントも古いため現行のデータベースのインカネーションではリカバリ不可能です。


	
処置: この増分バックアップは、このデータファイルに適用できません。データベースをRESETLOGSオプションでオープンできるよう、ファイルをRESETLOGS SCNにリカバリするには、増分リストアではなくREDOログ・リカバリを使用してこのファイルのリカバリを続行してください。









	 ORA-19660: バックアップ設定のファイルに検証できないものがあります。 
	
原因: バックアップ・セットのすべてのファイルを検証するリストア対話が行われました。メッセージORA-19661またはORA-19662に示されるファイルは、不正なブロックが見つかったため検証されませんでした。


	
処置: バックアップ・セットのダメージがリカバリできない場合、示されたファイルはこのバックアップ・セットからリストアできません。









	 ORA-19661: データファイルstringは検証できませんでした 
	
原因: 示されたデータファイルのいくつかのデータ・ブロックがバックアップ・セットにおいて不正です。


	
処置: バックアップ・セットのダメージがリカバリできない場合、示されたデータファイルはこのバックアップ・セットからリストアできません。









	 ORA-19662: アーカイブ・ログ・スレッドstring(順序番号string)は検証できませんでした 
	
原因: 示されたアーカイブ・ログのいくつかのデータ・ブロックがバックアップ・セットにおいて不正です。


	
処置: バックアップ・セットのダメージがリカバリできない場合、示されたアーカイブ・ログはこのバックアップ・セットからリストアできません。









	 ORA-19663: 現行のオフライン範囲をデータファイルstringに適用できません。 
	
原因: 現行のオフライン範囲を指定されたデータファイルに適用しようとしましたが、データファイルが、最新でないかオフライン範囲を適用する正しいSCNにありません。


	
処置: データファイルは変更されないままです。









	 ORA-19664: ファイル型: string、ファイル名: string 
	
原因: これはエラーの対象であるファイルを識別するメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。エラーの原因を説明する別のOracleメッセージがあるはずです。









	 ORA-19665: ファイル・ヘッダーのサイズstringが実際のファイル・サイズstringと一致しません。 
	
原因: 示されているファイル・ヘッダーのファイル・サイズが実際のファイル・サイズと一致しません。2つの異なるサイズが論理ブロックの単位で表示されています。


	
処置: このファイルは使用できません。切り捨てられた可能性があります。









	 ORA-19666: 制御ファイルの増分リストアができません。 
	
原因: 制御ファイルが増分リストア対話に含まれていました。


	
処置: 制御ファイルをリストアするには、制御ファイルを完全リストアする必要があります。









	 ORA-19667: データファイルstringの増分リストアができません。 
	
原因: データファイルのバックアップが全体バックアップです。


	
処置: データファイルをリストアするには、データファイルを完全リストアする必要があります。









	 ORA-19668: データファイルstringの全リストアができません。 
	
原因: データファイルのバックアップが増分バックアップです。


	
処置: データファイルをリストアするには、データファイルを増分リストアする必要があります。









	 ORA-19669: DISKチャネルでプロキシ・コピー機能は実行できません。 
	
原因: プロキシ・コピー・プロシージャがコールされましたが、現行のセッションのデバイスはDISK型です。


	
処置: 非DISKチャネルを割り当てて、操作を再試行してください。プロキシ・コピーには、このバックアップ/リストア機能をサポートするサード・パーティのメディア管理ソフトウェア製品が必要です。









	 ORA-19670: ファイルstringはすでにリストア中です。 
	
原因: プロキシ・リストア・ファンクションが、すでにこのファイルをリストアの宛先として名前を付けました。


	
処置: 別の名前を使用してください。Recovery Managerのジョブ中にこのメッセージが発生する場合、これはRecovery Managerの内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-19671: メディア管理ソフトウェアから無効なプロキシ・ハンドルが戻されました。 
	
原因: プロキシ・バックアップまたはリストア中に、メディア管理ソフトウェアが無効なファイル・ハンドルを戻しました。


	
処置: これはOracleにリンクしてバックアップ/リストア・サービスを提供するメディア管理ソフトウェアの内部エラーです。メディア管理ソフトウェア・ベンダーに連絡してください。









	 ORA-19672: メディア管理ソフトウェアから無効なファイル・ステータスが戻されました。 
	
原因: プロキシ・バックアップまたはリストア中に、メディア管理ソフトウェアが無効なファイル・ステータスを戻しました。


	
処置: これはOracleにリンクしてバックアップ/リストア・サービスを提供するメディア管理ソフトウェアの内部エラーです。メディア管理ソフトウェア・ベンダーに連絡してください。









	 ORA-19673: ファイルstringのプロキシ・コピー中にエラーが発生しました。 
	
原因: プロキシ・バックアップまたはリストア処理において、このファイルをコピーしているときにエラーが発生しました。他のファイルは正常にコピーされた可能性があります。


	
処置: エラー・スタック上のその他のエラーで、このファイルが正常にコピーされなかった原因が説明されます。









	 ORA-19674: ファイルstringはプロキシ・コピーですでにバックアップ中です。 
	
原因: Recovery Managerがプロキシ・コピーで指定のファイルをバックアップしようとしましたが、そのファイルはすでに他のRecovery Managerによってバックアップ中です。


	
処置: このファイルの他のRecovery Managerバックアップが完了するのを待って、バックアップを再試行してください。









	 ORA-19675: ファイルstringがプロキシ・コピー中に変更されました。 
	
原因: 指定したファイルのプロキシ・バックアップは、ファイルがオンラインになったため、またはプロキシ・バックアップの進行中に変更されたために、失敗しました。バックアップが開始されたとき、このファイルはオフラインまたは読取り専用だったので、ホット・バックアップ・モードになりませんでした。そのため、バックアップの進行中に変更は許可されません。


	
処置: このファイルのバックアップを再度行ってください。









	 ORA-19676: プロキシ・バックアップまたはリストア中に1つ以上のファイルでエラーが発生しました。 
	
原因: プロキシ・バックアップまたはリストア処理において、いくつかのファイルを処理しているときにこのエラーが発生しました。エラー・メッセージが示されていないファイルは成功しています。


	
処置: 特定のファイルに関するメッセージを確認して、そのエラーの原因を判断してください。









	 ORA-19677: Recovery Manager構成の名前がstringの長さの最大値を超えています 
	
原因: 構成の名前の文字列が最大長を超えています。


	
処置: 構成の正しい名前を指定し、ファンクションを再試行してください。









	 ORA-19678: Recovery Manager構成の値がstringの長さの最大値を超えています 
	
原因: 構成の値stringが最大長を超えています。


	
処置: 構成の正しい値を指定し、操作を再試行してください。









	 ORA-19679: Recovery Manager構成の番号stringが、1からstringまでの有効範囲外です。 
	
原因: Recovery Manager構成の無効な番号が指定されました。


	
処置: 正しいデータファイル番号を指定して、操作を再試行してください。









	 ORA-19680: 一部のブロックがリカバリされていません。詳細はトレース・ファイルを参照してください 
	
原因: BMR中に一部のブロックが回復されません。


	
処置: 問題の詳細は、トレース・ファイルを参照してください。









	 ORA-19681: 制御ファイルでのブロック・メディア・リカバリは不可能です。 
	
原因: BMRでファイル番号0(ゼロ)が指定されました。


	
処置: ファイル番号を確認してください。









	 ORA-19682: ファイルstringはブロック・メディア・リカバリ・コンテキスト内にありません。 
	
原因: 内部エラー


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-19683: ファイルstringの実際のブロック・サイズとバックアップのブロック・サイズが異なります 
	
原因: ブロック・サイズがバックアップと実際のファイルの間で変更されました。


	
処置: 正しいバックアップを指定してください。









	 ORA-19684: データベースが一時停止されているため、ブロック・メディア・リカバリに失敗しました 
	
原因: ALTER SYSTEM SUSPEND文によってデータベースが一時停止されています。


	
処置: ALTER SYSTEM RESUMEを実行して、BMRを再試行してください。









	 ORA-19685: SPFILEを検証できませんでした 
	
原因: SPFILEのいくつかのデータ・ブロックがバックアップ・セットにおいて不正です。


	
処置: バックアップ・セットのダメージが修正できない場合、SPFILEはこのバックアップ・セットからリストアできません。









	 ORA-19686: stringのためSPFILEはリストアされていません 
	
原因: 一部のデータ・ブロックがバックアップ・ピースに見つからなかったため、示されたファイルをリストアできませんでした。


	
処置: バックアップ・セットのダメージが修正できない場合、SPFILEはこのバックアップ・セットからリストアできません。









	 ORA-19687: SPFILEはバックアップ・セットにありません 
	
原因: SPFILEがバックアップ・セットに存在しないため、これをリストアできませんでした。


	
処置: このメッセージは、最初のバックアップ・ピースからディレクトリが読み込まれ、リストアで指定された1つ以上のファイルがピースに見つからなかったときに発行されます。要求するファイルを含むバックアップ・セットの最初のバックアップ・ピースを指定してください。









	 ORA-19688: 制御ファイルのAUTOBACKUP形式(string)(string用)には%Fがありません 
	
原因: 制御ファイルのAUTOBACKUP形式にはデバイスの%Fが含まれている必要があります。


	
処置: RMANコマンドCONFIGURE CONTROLFILE BACKUP FORMAT FOR DEVICE TYPE <型> TO <形式>を使用して制御ファイルの形式を変更してください。









	 ORA-19689: 複数の%Fを制御ファイルのAUTOBACKUP形式(string)(string用)に含めることはできません 
	
原因: 制御ファイルのAUTOBACKUP形式にはデバイスの複数の%Fが含まれています。


	
処置: RMANコマンドCONFIGURE CONTROLFILE BACKUP FORMAT FOR DEVICE TYPE <型> TO <形式>を使用して制御ファイルの形式を変更してください。









	 ORA-19690: バックアップ・ピース・リリースstringは、Oracleリリースstringと互換性がありません。 
	
原因: バックアップ・ピースが互換性のないソフトウェアで作成されました。


	
処置: 互換性のあるソフトウェア・リリースで再起動するか、または現在のリリースを使用して別のバックアップを作成してください。









	 ORA-19691: stringは異なるデータベースのものです: ID=string、名前=string 
	
原因: バックアップ・ピースのヘッダーのデータベース名またはデータベースIDが制御ファイルのものと一致しません。


	
処置: このデータベースに属する正しいバックアップ・ピースを指定してください。









	 ORA-19692: ピースstringに作成スタンプが見つかりません 
	
原因: バックアップ・ピースに作成スタンプの情報が含まれていません。


	
処置: Oracle 9i以降で作成された別のバックアップ・ピースを指定してください。









	 ORA-19693: バックアップ・ピースstringはすでに含まれています 
	
原因: このバックアップ・ピースは、すでにリストア対話への組込みが指定されています。リストア対話では、バックアップ・ピースの1つのインスタンスのみ処理できます。


	
処置: リストア操作で指定された重複バックアップ・ピースを削除して対話を再開してください。









	 ORA-19694: 変更トラッキング・ファイルに、一部の変更済ブロックが見つかりませんでした 
	
原因: バックアップまたはコピーの操作で、変更されたブロックが変更のトラッキング・ファイルに記録されなかったことがわかりました。影響を受けるファイルとブロックの詳細は、Oracleトレース・ファイルに示されます。


	
処置: これは変更のトラッキング機能に問題があることを示しています。変更のトラッキングを使用不可にして、バックアップを再起動してください。









	 ORA-19695: 固定表X$KRBMSFTに移入されていません 
	
原因: これは内部エラーです。固定表X$KRBMAFTは、DBMS_BACKUP_RESTORE.SEARCHFILES関数を使用して移入できませんでした。


	
処置: 内部エラーです。Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-19696: 制御ファイルがバックアップ・セットにありません 
	
原因: 制御ファイルがバックアップ・セットに存在しないため、制御ファイルをリストアできませんでした。


	
処置: このメッセージは、最初のバックアップ・ピースからディレクトリが読み込まれ、リストアで指定された1つ以上のファイルがピースに見つからなかったときに発行されます。要求するファイルを含むバックアップ・セットの最初のバックアップ・ピースを指定してください。









	 ORA-19697: バックアップ・セットにスタンバイ制御ファイルが見つかりません 
	
原因: スタンバイ制御ファイルがバックアップ・セットに存在しないため、スタンバイ制御ファイルをリストアできませんでした。


	
処置: このメッセージは、最初のバックアップ・ピースからディレクトリが読み込まれ、リストアで指定された1つ以上のファイルがピースに見つからなかったときに発行されます。要求するファイルを含むバックアップ・セットの最初のバックアップ・ピースを指定してください。









	 ORA-19698: stringは異なるデータベースのものです: ID=string、db_name=string 
	
原因: ファイル・ヘッダーのデータベースIDが制御ファイルのものと一致しないため、カタログに追加できません。


	
処置: このデータベースに属する正しいファイルを指定してください。









	 ORA-19699: 圧縮を可能にするとコピーできません 
	
原因: 圧縮されたデータファイルのコピーはサポートされません。


	
処置: 関数DBMS_BACKUP_RESTORE.BACKUPPIECECREATEがRMANの外でコールされる場合、互換性のない値がパラメータDOCOMPRESSおよびIMAGCPに渡されています。RMANのジョブ中にこのメッセージが発生する場合、これはRMANの内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-19700: デバイス型が最大長stringを超えています 
	
原因: 指定されたデバイス型が無効です。


	
処置: 正しいデバイス型を指定し、割当てを再試行してください。









	 ORA-19701: デバイス名が最大長stringを超えています 
	
原因: 指定されたデバイス名が無効です。


	
処置: 正しいデバイス名を指定し、割当てを再試行してください。









	 ORA-19703: デバイス・コマンド文字列が最大長stringを超えています 
	
原因: デバイス・コマンド文字列が最大長を超えています。


	
処置: コマンドを修正して、操作を再試行してください。









	 ORA-19704: ファイル名が最大長stringを超えています 
	
原因: コピー、バックアップまたはリストア操作のパラメータとしてファイル名が指定されましたが、このオペレーティング・システムのファイル名の最大長を超えています。


	
処置: ファイル名を短くして、操作を再試行してください。









	 ORA-19705: タグ値が最大文字数stringを超えています 
	
原因: バックアップまたはコピー操作中に提供されたタグ値が長すぎるため、ファイル・ヘッダーに収容できません。


	
処置: タグを短くして、操作を再試行してください。









	 ORA-19706: SCNが無効です。 
	
原因: 入力されたSCNが正の整数でないか、または大きすぎます。


	
処置: 入力したSCNを確認し、有効なSCNであることを確認してください。









	 ORA-19707: 無効なレコード・ブロック番号 - string 
	
原因: 入力された番号が負数であるか、または大きすぎます。


	
処置: 入力したレコード・ブロック番号を確認し、CREATE DATABASE文の有効な番号句であることを確認してください。









	 ORA-19708: ログの宛先が最大文字数stringを超えています 
	
原因: リストア対話の起動時に指定されたログ・リストアの宛先が、ポート固有の最大長を超えています。


	
処置: 宛先を短くして操作を再試行してください。









	 ORA-19709: 数値パラメータは負でない整数にする必要があります 
	
原因: DBMS_BACKUP_RESTOREプロシージャへの数値パラメータが負であるか、または小数が入っています。


	
処置: 有効な数値パラメータを指定してください。









	 ORA-19710: サポートされないキャラクタ・セットです:string 
	
原因: ターゲット・データベースがマウントされていない場合、Recovery Managerはターゲット・データベース・キャラクタ・セットをユーザー環境に指定されている値に設定します。


	
処置: この環境に有効なキャラクタ・セットを指定してください。通常、これは、環境変数NLS_LANGを使用して実行されます。









	 ORA-19711: データベースのオープン中はRENORMALIZEALLFILENAMESを使用できません 
	
原因: データベースのオープン中に制御ファイルのすべてのファイル名を再正規化しようとしました。


	
処置: データベースをクローズしてから、RENORMALIZEALLFILENAMESプロシージャを使用してください。









	 ORA-19712: 表名がstringの長さの最大値を超えています 
	
原因: 表の名前の文字列が最大長を超えています。


	
処置: 表名を短くして、操作を再試行してください。









	 ORA-19713: コピー番号: stringが無効です 
	
原因: コピー番号が有効な範囲ではないか、または制限値に達しました。


	
処置: このエラーとその他の情報をOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-19714: 生成された名前の長さがstringよりも長くなっています。 
	
原因: 指定された書式がピース名の最大長を超えています。


	
処置: 書式を変更して、短いピース名を作成してください。









	 ORA-19715: 生成された名前の書式stringが無効です 
	
原因: 制限付きの形式または未定義の形式が誤って使用されました。


	
処置: 制限付きの形式を削除して、追加情報で指定した形式を変更してください。









	 ORA-19716: バックアップの名前を生成するために書式stringを処理中にエラーが発生しました 
	
原因: バックアップの名前を生成するフォーマットの処理中にエラーが発生しました。


	
処置: フォーマットを変更してください。









	 ORA-19717: OMF以外の検索用に、パターンを指定する必要があります。 
	
原因: OMFパラメータがFALSEに設定されたため、DBMS_BACKUP_RESTORE.SEARCHFILESプロシージャは空パターンでコールされました。


	
処置: そのパターンを指定するか、OMFパラメータをTRUEに設定してください。









	 ORA-19718: コマンドIDの長さがstringを超えています 
	
原因: 指定されたコマンドIDが、コマンドIDの最大長を超えています。


	
処置: コマンドIDを短くして、操作を再試行してください。









	 ORA-19719: 操作名の長さがstringを超えています 
	
原因: 指定された操作名が操作名の最大長を超えています。


	
処置: 操作名を短くして、操作を再試行してください。









	 ORA-19720: OCI番号をSCNに変換中、エラーが発生しました。 
	
原因: これはおそらくエクスポート・ファイルなどの外部ファイルからの無効なSCN番号によるものです。


	
処置: エラー・スタック上の他のエラーを参照して、問題の原因を調べてください。









	 ORA-19721: 絶対ファイル番号string(表領域string)のデータファイルが見つかりません。 
	
原因: トランスポータブル・セットにあるはずのデータファイルの1つが見つかりません。


	
処置: データファイルがインポート・コマンドライン・オプションまたはパラメータ・ファイルを介して指定されていることを確認してください。









	 ORA-19722: データファイルstringのバージョンが正しくありません。 
	
原因: データファイルのバージョンが正しくありません。必要なバージョンよりも少ないまたは多い変更が含まれています。


	
処置: 正しいデータファイルがトランスポートされているかどうかを確認してください。表領域が読込み専用である間にデータファイルがコピーされていることを確認してください。









	 ORA-19723: 読取り専用で差し込まれたデータファイルstringを再作成できません。 
	
原因: データファイルは読取り専用で差し込まれています。再作成できません。


	
処置: かわりに、ALTER DATABASE RENAME FILEコマンドを使用してください。









	 ORA-19724: スナップショットが古すぎます: スナップショット時間がファイルstringの差込み時間より前です 
	
原因: マテリアライズド・ビューSCNは、参照されたデータファイルがデータベースへ差し込まれるSCNの前にあります。


	
処置: 問合せを再試行してください。









	 ORA-19725: 差込みエンキューを取得できません。 
	
原因: 同時に発行された他のALTER DATABASE RESET COMPATIBILITYコマンドがあり、この処理が差込みエンキューの取得を妨げている可能性があります。


	
処置: 操作を再試行してください。









	 ORA-19726: データ[string](レベルstring)は互換レベルstringで実行中のデータベースに差し込めません 
	
原因: トランスポータブル・セットのデータの中のいくつかには、データベースによって現在許可されているものより高い互換レベルが必要です。大カッコの中の文字列は、データに関連付けられた互換型の名前です。


	
処置: 互換性のあるinit.oraパラメータの値を大きくして、操作を再試行してください。









	 ORA-19727: データ[string](レベルstring)はOraclestringで実行中のデータベースに差し込めません 
	
原因: トランスポータブル・セットのデータの中のいくつかには、Oracle実行可能ファイルのリリース・レベルより高い互換レベルが必要です。大カッコの中の文字列は、データに関連付けられた互換型の名前です。


	
処置: Oracleを更新して、操作を再試行してください。









	 ORA-19728: 表stringとパーティションstring(表string)間で、データ・オブジェクト番号が競合しています。 
	
原因: 非パーティション表には、パーティション表のパーティションの1つと同じオブジェクト番号があります。この場合、パーティションのある表を交換できません。


	
処置: alter table move partitionコマンドで違反しているパーティションを移動し、そのパーティションが新しいデータ・オブジェクト番号を取得できるようにしてください。その後、操作を再試行してください。









	 ORA-19729: ファイルstringはデータファイルに差し込まれた初期バージョンではありません 
	
原因: ファイルは、データファイルに差し込まれた初期バージョンではありません。


	
処置: データファイルに差し込まれた正しい初期バージョンを使用してください。









	 ORA-19730: オフラインの差込みデータファイルstringは変換できません。 
	
原因: 表領域の読込み/書込みを可能にするために、読込み専用で差し込まれるデータファイルを変換する必要があります。ファイルがオンラインである必要があります。


	
処置: データファイルをオンラインにして操作を再試行してください。









	 ORA-19731: 未検証の差込みデータファイルstringへの変更は適用できません 
	
原因: リカバリは、制御ファイルの情報が参照するデータファイルを検証できませんでした。このファイルの変更ベクトルを見つける前に、なんらかの理由でリカバリはファイルを検証するファイル変換REDOを見つけることができませんでした。メディア・リカバリで使用される制御ファイルが破損したか、正しくない可能性があります。


	
処置: 正しい制御ファイルを使用して、リカバリを続けてください。









	 ORA-19732: 表領域stringのデータファイル番号が正しくありません。 
	
原因: 多くの場合、ユーザーがそのエクスポート・ファイルを編集していることが原因です。


	
処置: 正しいエクスポート・ファイルを使用して、操作を再試行してください。









	 ORA-19733: COMPATIBLEパラメータは、string以上必要です。 
	
原因: COMPATIBLE初期化パラメータは、操作ができるほど高くありません。コマンドを許可すると、データベースは現在のCOMPATIBLEパラメータで指定されたリリースとの互換性がなくなります。


	
処置: 停止し、互換性の高い設定値で起動してください。









	 ORA-19734: SCN作成エラー - 制御ファイルでは変換済の差込みデータファイルが必要です 
	
原因: 表領域はデータベースに差し込まれるとき、最初は読取り専用です。表領域が最初に読取り/書込みにされるとき、プラグイン・データファイルのヘッダーは変換されます(新しい作成SCNが割り当てられます)。このエラーはファイル・ヘッダーの作成SCNが制御ファイルの作成SCNと異なる場合に発生します。おそらくはこれがプラグイン・データファイルの初期バージョンであることが原因です。


	
処置: 変換されたデータファイルをリストアするか、またはデータファイルのリカバリを続けてください。









	 ORA-19735: SCN作成エラー - 制御ファイルでは初期の差込みデータファイルが必要です 
	
原因: 表領域はデータベースに差し込まれるとき、最初は読取り専用です。表領域が最初に読取り/書込みにされるとき、プラグイン・データファイルのヘッダーは変換されます(新しい作成SCNが割り当てられます)。このエラーはファイル・ヘッダーの作成SCNが制御ファイルの作成SCNと異なる場合に発生します。おそらくはこれが変換済データファイルであることが原因です。


	
処置: データファイルに差し込まれた正しい初期バージョンをリストアするか、制御ファイルのリカバリを行うデータベース・リカバリを続けてください。









	 ORA-19736: 異なる各国語キャラクタ・セットを使用してデータベースに表領域を作成できません 
	
原因: 異なる各国語キャラクタ・セットを使用した表領域のデータベースへの差込みは、サポートされていません。


	
処置: インポート/エクスポートまたはアンロード/ロードを使用して、データを移動してください。









	 ORA-19738: キャラクタ・セットの言語情報が見つかりません: 'string' 
	
原因: キャラクタ・セット名が無効だったため、互換性チェックが失敗しました。


	
処置: キャラクタ・セット名を修正して再試行してください。









	 ORA-19740: テキストの長さがstringを超えています 
	
原因: 指定されたテキストが、テキストの最大長を超えています。


	
処置: テキストを短くして、操作を再試行してください。









	 ORA-19741: stringが最大許容長string (パラメータ'string')を超えています 
	
原因: 指定された文字列が、パラメータの最大許容長を超えています。


	
処置: パラメータに指定する文字列の長さを短くして、操作を再試行してください。









	 ORA-19742: 制御ファイルがバックアップ制御ファイルではありません 
	
原因: 制御ファイルがバックアップ制御ファイルでなかったため、このパラメータを設定できませんでした。


	
処置: この制御ファイルにはこのコールを使用しないでください。









	 ORA-19750: 変更トラッキング・ファイル: 'string' 
	
原因: 他のエラー・メッセージに関連するファイル名です。


	
処置: 問題の説明については、関連するエラー・メッセージを参照してください。









	 ORA-19751: 変更トラッキング・ファイルを作成できませんでした 
	
原因: 変更のトラッキング・ファイルを作成できませんでした。


	
処置: 十分なディスク領域があること、およびファイル名の重複がないことを確認して、もう一度変更のトラッキングをブロック可能にしてください。









	 ORA-19752: ブロック変更トラッキングはすでに使用可能です 
	
原因: ALTER DATABASE ENABLE BLOCK CHANGE TRACKINGコマンドが発行されましたが、このデータベースに対する変更のトラッキングのブロックはすでにオンになっています。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 ORA-19753: 変更トラッキング・ファイルへの書込み中にエラーが発生しました 
	
原因: 変更のトラッキング・ファイルの書込み中にI/Oエラーが発生しました。


	
処置: エラー・スタックに、問題の詳細を示す他のメッセージがあります。









	 ORA-19754: 変更トラッキング・ファイルの読取り中にエラーが発生しました 
	
原因: 変更のトラッキング・ファイルの読取り中にI/Oエラーが発生しました。


	
処置: エラー・スタックに、問題の詳細を示す他のメッセージがあります。









	 ORA-19755: 変更トラッキング・ファイルをオープンできませんでした 
	
原因: 変更のトラッキング・ファイルをオープンできませんでした。


	
処置: エラー・スタックに、問題の詳細を示す他のメッセージがあります。









	 ORA-19756: 変更トラッキング・ファイルで破損したブロック番号stringが検出されました 
	
原因: 指定されたブロック番号が変更のトラッキング・ファイルにおいて不正です。


	
処置: エラー・スタックに、問題の詳細を示す他のメッセージがあります。また、破損ブロックの完全なダンプを含むトレース・ファイルもあります。









	 ORA-19757: 変更トラッキング・ファイルをstringブロックへサイズ変更できませんでした 
	
原因: 変更のトラッキング・ファイルのサイズの変更中にエラーが発生しました。


	
処置: エラー・スタックに、問題の詳細を示す他のメッセージがあります。









	 ORA-19758: ブロック変更トラッキングを使用可能/使用不可にできませんでした: SGAメモリー不足です 
	
原因: SGAメモリーが不足しています。


	
処置: SGAを増やしてから再起動してください。









	 ORA-19759: ブロック変更トラッキングは使用可能ではありません 
	
原因: 変更のトラッキングのブロックを使用可能にするコマンドが入力されましたが、変更のトラッキングのブロックは使用可能ではありません。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 ORA-19760: 変更トラッキングの起動時にエラーが発生しました 
	
原因: 変更のトラッキングは使用可能ですが、このインスタンス内でトラッキング・サブシステムを使用可能にしている間に問題が生じました。CTWRプロセスからのアラート・ログとトレース・ファイルには、エラーについての詳しい情報が示されています。


	
処置: トレース・ファイルとアラート・ファイルを確認してください。可能であればエラーを修正し、変更のトラッキングを使用不可にしてください。









	 ORA-19761: ブロック・サイズstringは変更トラッキング・ファイルに対して無効です 
	
原因: 指定された変更のトラッキング・ファイルを開いている間に、ファイル・ヘッダーが有効な論理ブロック・サイズを含んでいないことが検出されました。ファイルが破損している可能性があります。


	
処置: ファイルを修正できる場合は、修正してください。できない場合は、変更のトラッキングを使用不可にして再度使用可能にし、ファイルを再度初期化してください。









	 ORA-19762: ファイル・タイプstringが無効です 
	
原因: 変更のトラッキング・ファイルに無効なファイル・タイプが見つかりました。変更のトラッキング・ファイルのかわりに他のファイルが置かれたか、ファイルが壊れています。


	
処置: 変更のトラッキングを使用不可にしてから再び使用可能にしてください。









	 ORA-19763: 互換バージョンstringは最大許容: stringを超えています 
	
原因: 変更トラッキング・ファイルの互換バージョンが現在のOracleのリリースで使用できるものよりも上です。これはアップグレード時に発生する可能性があり、新しいリリースで変更のトラッキングを使用してからダウングレードします。


	
処置: 変更のトラッキングを使用不可にしてから再び使用可能にしてください。









	 ORA-19764: データベースID stringは、制御ファイルのデータベースID stringと一致しません 
	
原因: 変更のトラッキング・ファイルはこのデータベースには正しくありません。これは、このデータベースのデータベースIDが変更されたときに発生することがあります。


	
処置: 変更のトラッキングを使用不可にしてから再び使用可能にしてください。









	 ORA-19765: マウントID stringは、制御ファイルのマウントID stringと一致しません 
	
原因: 変更のトラッキング・ファイルが、このインスタンスが開かれた時にあったものと異なります。RACでは、変更のトラッキング・ファイルをすべてのインスタンスによって常に更新することができないため、このようなエラーがよく発生します。


	
処置: RACで変更のトラッキング・ファイルに指定されている名前が、クラスタのすべてのノードと同じディスク場所を正確に表しているか確認してください。変更のトラッキングを使用不可にしてから再び使用可能にしてください。









	 ORA-19766: CHANGEキーワードがありません 
	
原因: 構文エラーです。


	
処置: 正しい構文ENABLE/DISABLE BLOCK CHANGE TRACKINGを使用してください。









	 ORA-19767: TRACKINGキーワードがありません 
	
原因: 構文エラーです。


	
処置: 正しい構文ENABLE/DISABLE BLOCK CHANGE TRACKINGを使用してください。









	 ORA-19768: USING句はENABLE CHANGE TRACKINGでのみ有効です 
	
原因: DISABLE CHANGE TRACKINGでUSING句が指定されました。


	
処置: 文を修正してください。









	 ORA-19769: FILEキーワードがありません。 
	
原因: 構文エラーです。


	
処置: 正しい構文ENABLE/DISABLE BLOCK CHANGE TRACKINGを使用してください。









	 ORA-19770: 変更トラッキング・ファイル名が無効です 
	
原因: ALTER DATABASE ENABLE BLOCK CHANGE TRACKINGでUSING句が指定されましたが、ファイル名が指定されていません。


	
処置: 変更のトラッキング・ファイル名を指定するか、USING句を省略して変更のトラッキング・ファイルにデフォルトの名前が自動作成されるようにしてください。









	 ORA-19771: データベースのオープン中に、変更トラッキング・ファイルの名前を変更できません 
	
原因: ALTER DATABASE RENAME FILEコマンドを使用して変更のトラッキング・ファイルの名前を変更しました。データベースは1つまたは複数のインスタンスによりオープンされています。変更トラッキング・ファイルの名前を変更する場合、データベースはマウントされているがオープンされていない状態である必要があります。


	
処置: データベースをクローズして、コマンドを再発行してください。









	 ORA-19772: 変更トラッキング・ファイル名が制限数string文字を超えました 
	
原因: 変更のトラッキング・ファイルに指定されている名前が長すぎます。


	
処置: 変更のトラッキング・ファイル名を短くしてください。









	 ORA-19773: 変更トラッキング・ファイル名を指定する必要があります 
	
原因: ALTER DATABASE ENABLE CHANGE TRACKINGコマンドでファイル名が指定されていません。また、DB_CREATE_FILE_DESTパラメータが設定されていません。


	
処置: ファイル名を指定するか、DB_CREATE_FILE_DESTパラメータを設定してください。









	 ORA-19776: ASMディスク・グループ"string"へのプロキシのリストアはサポートされていません。 
	
原因: RMANコマンドを使用してASMディスク・グループにファイルをプロキシ・リストアしようとしました。これはサポートされていません。


	
処置: 別のファイル名を指定して、RMANコマンドを再試行してください。









	 ORA-19777: ASMファイルstringは、プロキシ・バックアップできません。 
	
原因: ASMファイルをプロキシ・バックアップしようとしました。これはサポートされていません。


	
処置: 別のファイル名を指定して、RMANコマンドを再試行してください。









	 ORA-19779: 変更トラッキング・ファイルのミラー復元ステータスを取得できませんでした 
	
原因: 変更トラッキング・ファイルのミラー復元ステータスの取得中にエラーが発生しました。


	
処置: この問題のその他の詳細は、表示される他のエラー・メッセージを参照してください。









	 ORA-19780: Active Data Guardオプションは使用不可です 
	
原因: スタンバイ・データベースでの変更のトラッキングには、Active Data Guardオプションが必要です。


	
処置: Active Data Guardオプションを有効化してください。









	 ORA-19800: Oracle Managed Filesの宛先を初期化できません 
	
原因: Oracle Managed Files宛先に指定された名前を初期化できません。


	
処置: 宛先を初期化できなかった原因を直前のエラー・メッセージで確認してください。適切な処置を行い、コマンドを再試行するか、宛先に別の名前を使用してください。









	 ORA-19801: 初期化パラメータDB_RECOVERY_FILE_DESTが設定されていません 
	
原因: DB_RECOVERY_FILE_DESTが設定されていない状態で、DB_RECOVERY_FILE_DESTにファイルを作成しようとしました。このエラーには考えられる原因が次のものを始めとしていくつもあります。1) LOG_ARCHIVE_DEST_nパラメータがDB_RECOVERY_FILE_DESTを値に持つLOCATION属性を使用して指定され、アーカイブ・ログ・ファイル作成が試行されました。2) STANDBY_ARCHIVE_DESTパラメータがDB_RECOVERY_FILE_DESTを値に持つLOCATION属性を使用して指定され、アーカイブ・ログ・ファイル作成が試行されました。


	
処置: 初期化パラメータファイル内で、またはALTER SYSTEM SETコマンドを使用してDB_RECOVERY_FILE_DESTの有効な宛先を指定してください。









	 ORA-19802: DB_RECOVERY_FILE_DEST_SIZEなしでDB_RECOVERY_FILE_DESTを使用できません 
	
原因: このエラーの原因は2つ考えられます。1) 初期化パラメータのフェッチ中にDB_RECOVERY_FILE_DEST_SIZEパラメータが検出されなかったときに、DB_RECOVERY_FILE_DESTパラメータが使用されていました。2) DB_RECOVERY_FILE_DEST_SIZEを使用していないときに、ALTER SYSTEMコマンドでDB_RECOVERY_FILE_DESTを設定しようとしました。


	
処置: 依存パラメータ定義を修正して、コマンドを再実行してください。









	 ORA-19803: パラメータDB_RECOVERY_FILE_DEST_SIZEは範囲外です(1からstringまで) 
	
原因: 指定されたパラメータDB_RECOVERY_FILE_DEST_SIZEが有効ではありませんでした。


	
処置: 範囲内の有効な数値を指定してください。









	 ORA-19804: stringバイトのディスク領域を制限stringから再生できません 
	
原因: DB_RECOVERY_FILE_DEST_SIZE制限から指定されたバイトのディスク領域を再生できません。


	
処置: 5つの解決方法が考えられます。1) RMANを使用してリカバリ領域のバックアップ間隔を短くします。2) RMAN保存ポリシーの変更を検討します。3) RMANアーカイブ・ログ削除ポリシーの変更を検討します。4) ディスク領域を追加して、DB_RECOVERY_FILE_DEST_SIZEを増やします。5) RMANを使用してファイルをリカバリ領域から削除します。









	 ORA-19805: ディスク領域を再利用するため、stringのRECID stringが削除されました 
	
原因: リカバリ領域のディスク・スペースを他の操作用に再生するために、制御ファイルのレコードに記述されたファイルが削除されました。


	
処置: しばらく待ってから再試行してください。









	 ORA-19806: リカバリ領域に二重化バックアップを作成できません 
	
原因: リカバリ領域への二重化バックアップはサポートされていません。


	
処置: 二重化オプションを削除して再試行してください。









	 ORA-19808: リカバリ宛先パラメータが一致しません 
	
原因: DB_RECOVERY_FILE_DESTパラメータとDB_RECOVERY_FILE_DEST_SIZEパラメータの値は、すべてのインスタンスで同じにしてください。すべてのデータベースのリカバリ宛先パラメータを同じにする必要があります。


	
処置: すべてのインスタンスのDB_RECOVERY_FILE_DEST値とDB_RECOVERY_FILE_DEST_SIZE値を確認してください。









	 ORA-19809: リカバリ・ファイルの制限を超えています 
	
原因: DB_RECOVERY_FILE_DEST_SIZEによって指定されているリカバリ・ファイルの制限を超えています。


	
処置: 5つの解決方法が考えられます。1) RMANを使用してリカバリ領域のバックアップ間隔を短くします。2) RMAN保存ポリシーの変更を検討します。3) RMANアーカイブ・ログ削除ポリシーの変更を検討します。4) ディスク領域を追加して、DB_RECOVERY_FILE_DEST_SIZEを増やします。5) RMANを使用してファイルをリカバリ領域から削除します。









	 ORA-19810: DB_RECOVERY_FILE_DESTに一時制御stringを作成できません 
	
原因: DB_RECOVERY_FILE_DESTに暫定的に制御ファイルを作成しようとしました。


	
処置: 新しいファイル名で操作を再試行してください。









	 ORA-19811: KEEP属性を使用した場合、DB_RECOVERY_FILE_DESTにファイルを指定できません 
	
原因: 1) KEEPオプションを使用してリカバリ領域にバックアップ・ピースまたはイメージ・コピーを作成しようとしました。2) リカバリ領域の既存のバックアップ・ピースまたはイメージ・コピーのKEEP属性を更新しようとしました。


	
処置: KEEPオプションなしでRMANコマンドを再発行してください。









	 ORA-19812: DB_RECOVERY_FILE_DESTがないとstringは使用できません 
	
原因: このエラーの原因は3つ考えられます。1) 初期化パラメータのフェッチ中にDB_RECOVERY_FILE_DESTパラメータが検出されなかったときに、指定されたパラメータが使用されていました。2) DB_RECOVERY_FILE_DESTを使用していないときに、ALTER SYSTEMコマンドで示されたパラメータを設定しようとしました。3) 指定されたパラメータが使用されているときに、ALTER SYSTEMコマンドでDB_RECOVERY_FILE_DESTを消去しようとしました。


	
処置: 互換性のないパラメータ定義を削除してください。









	 ORA-19813: 使用不可能なファイルstringをDB_RECOVERY_FILE_DESTに指定できません 
	
原因: リカバリ領域のバックアップ・ピースまたはイメージ・コピーをUNAVAILABLEに変更しようとしました。


	
処置: RMANコマンドを修正して再発行してください。メッセージ19814を使用しないでください。これはクラッシュのシミュレーションに使用します。









	 ORA-19815: 警告: string(stringバイト)はstringバイトが使用され、残りstringバイトが使用可能です。 
	
原因: DB_RECOVERY_FILE_DESTはディスク領域が不足しています。


	
処置: 次のいずれかの処置を行ってください。
1. ディスク領域を追加して、DB_RECOVERY_FILE_DEST_SIZEを増やします。

2. RMANを使用してファイルを3次デバイスにバックアップします。

3. RMAN保存ポリシーの変更を検討します。

4. RMANアーカイブ・ログ削除ポリシーの変更を検討します。

5. RMANを使用してファイルをリカバリ領域から削除します。











	 ORA-19816: 警告: データベースで認識されていないstringにファイルが存在する可能性があります。 
	
原因: この原因は次のイベントのいずれかです。
1. ファイル作成中にデータベース・クラッシュが発生しました。

2. バックアップ制御ファイルがリストアされました。

3. 制御ファイルが再作成されました。

4. 使用可能だったDB_RECOVERY_FILE_DESTを使用不可にしました。




	
処置: RMANコマンドCATALOG RECOVERY AREAを使用して、そのようなファイルを再カタログ化します。ファイル・ヘッダーが破損している場合、OSユーティリティを使用してそのようなファイルを削除します。メッセージ19817を使用しないでください。これはロック・エラーのシミュレーションに使用します。メッセージ19818を使用しないでください。これはバックアップ前の領域の再利用に使用します。メッセージ19819を使用しないでください。これはファイル名のクリアを無効化するのに使用します。









	 ORA-19820: ロギングを無効にするには、データベースをNOARCHIVELOGモードに設定する必要があります 
	
原因: ARCHIVELOGモードの使用中にロギングが無効化されました。


	
処置: マウント状態でALTER DATABASE NOARCHIVELOGを実行してください。









	 ORA-19821: 意図的に破損されたログ・ファイルが見つかりました 
	
原因: テストまたはベンチマークを目的として意図的に破損されたログ・ファイルが存在するため、操作に失敗しました。


	
処置: 該当するログ・ファイルを削除してから操作を再試行するか、可能な場合はNOARCHIVELOGオプションを使用してください。









	 ORA-19830: ターゲット・データベースからのエラー: string 
	
原因: このエラーに付随して、問題の原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-19831: 非互換のstring.string.string.string DBMS_BACKUP_RESTOREパッケージ: string.string.string.stringが必要です 
	
原因: データベースのこのバージョンは、データベースにインストールされているDBMS_BACKUP_RESTOREパッケージと互換性がありません。


	
処置: データベースが前のバージョンからアップグレードされた場合、catxxxx.sqlスクリプトが正常に実行されることを確認してください。必要に応じて、dbmsbkrs.sqlおよびprvtbkrs.plbを再インストールしてください。









	 ORA-19836: このバックアップにはパスフレーズ暗号化は使用できません 
	
原因: 暗号化された表領域があり、かつ圧縮が使用されているバックアップに対してパスフレーズ暗号化を実行しようとしました。


	
処置: このバックアップに対してパスフレーズ暗号化を使用しないでください。かわりに、ウォレット・ベースの透過的な暗号化を使用してください。









	 ORA-19837: バックアップ・ピース・ヘッダーのブロックサイズstringが無効です 
	
原因: ヘッダーから取得したバックアップ・ピースのブロックサイズが無効です。


	
処置: バックアップ・ピースが破損しています。異なるバックアップ・ピースを使用してリストアしてください。









	 ORA-19838: この制御ファイルを使用してデータベースを開くことはできません 
	
原因: この制御ファイルは、新しいデータベースのデータファイルのリストアおよびリカバリにのみ使用する、DUPLICATE操作によりリストアされました。許可するとデータファイルが破損する、またはターゲット・データベースのREDOログをオンラインにする、あるいはその両方の可能性があるので、これはデータベースを開くのに使用するようになっていません。


	
処置: データファイルとオンラインREDOログのすべての名前を手動で指定して制御ファイルを再作成してください。新規データベースの名前とDBIDのいずれかまたは両方を変更する場合、必ずNIDを使用してください。









	 ORA-19843: データファイルstringのデータファイル名を取得できません 
	
原因: データファイルのファイル・エンキューの取得の試行中に、データファイル名を取得できませんでした。


	
処置: トレース・ファイルとアラート・ファイルで考えられる原因を調べてください。コマンドを再試行する前に根本的な問題を修正してください。









	 ORA-19851: 補助データベースstringの管理中にOSエラーが発生しました 
	
原因: 自動の補助インスタンスを管理中にOSエラーを受け取りました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 ORA-19852: 補助インスタンスstringのサービスを作成中にエラーが発生しました(エラーstring) 
	
原因: 補助インスタンスのサービスを管理中にエラーを受け取りました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 ORA-19853: 補助インスタンスstringを準備中にエラーが発生しました(エラーstring) 
	
原因: 自動の補助インスタンスを管理中にエラーを受け取りました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 ORA-19854: ターゲットから接続文字列を取得中にエラーが発生しました 
	
原因: ターゲットのデータベースから接続文字列を取得できません。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 ORA-19860: ピースの妥当性チェックは複数回実行できません 
	
原因: バックアップ・ピースのリストを2回以上検証しようとしました。検証は指定された検証対話に1度のみ実行できます。


	
処置: ピースは1度のみ検証してください。









	 ORA-19861: この対話では、追加バックアップ・ピースの妥当性チェックができません 
	
原因: 検証が終了した後で、検証対象ファイルのリストに新しいピースを追加しようとしました。検証対話では、リストは1度のみ検証できます。


	
処置: 検証する前にリストにすべてのバックアップ・ピースを追加するか、残りのピースに対して新たに検証対話を開始してください。









	 ORA-19862: 結果にアクセスする前に、バックアップ・ピースを妥当性チェックする必要があります 
	
原因: 実際に検証する前にバックアップ・ピースの検証結果を取得しようとしました。


	
処置: ピースを検証した後で結果にアクセスしてください。









	 ORA-19863: デバイス・ブロック・サイズstringが最大許容サイズより大きい値です: string 
	
原因: 圧縮バックアップの実行中に、指定されたデバイスBLKSIZEよりも大きなデバイスBLKSIZEが指定されました。


	
処置: BLKSIZEを最大許容値より小さな値に変更してください。









	 ORA-19865: バックアップ・ピースstringにデータがありません 
	
原因: 指定したバックアップ・ピースに対してデータが戻されませんでした。


	
処置: これは通常、Oracleにリンクしてバックアップおよびリストア・サービスを提供するメディア管理ソフトウェアに問題があることを示しています。メディア管理ソフトウェア・ベンダーに連絡してください。









	 ORA-19866: データファイルstringのファイル・ヘッダーの書込み中にエラーが発生しました 
	
原因: ブロックのリカバリ中に、データファイルのヘッダーを更新できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-19870: バックアップ・ピースstringのリストア中にエラーが発生しました 
	
原因: このエラーに付随して、問題の原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 他のエラー処置を参照してください。









	 ORA-19872: バックアップ・ピースstringの解凍中にブロックstringに予期しないend-of-fileがありました 
	
原因: 圧縮されているバックアップ・ピースの読取り時に、RMANがend-of-fileを受け取りましたが、end-of-compressionストリームを検出できませんでした。


	
処置: 最も可能性の高い原因は、バックアップ・ピースの破損です。別のバックアップ・ピースを使用してリストアすることを検討してください。









	 ORA-19873: このバックアップ・セクションはファイルstringに適用できません 
	
原因: このセクションがこのファイルのバックアップでないか、ファイルがこのリストア用に正しく準備されていなかったため、指定されたファイルに対するマルチセクション・バックアップをRMANでリストアできませんでした。


	
処置: RMANの実行中にこのエラーが発生する場合、これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	ORA-19874: ファイルstringへのマルチセクション・リストアを終了できません 
	
原因: マルチセクション・リストア中、リストアされているファイルはマルチセクション・リストアが進行しているファイルではありません。


	
処置: RMANの実行中にこのエラーが発生する場合、これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	ORA-19875: ファイルstringのマルチセクション・リストアは完了していません 
	
原因: マルチセクション・リストアの完了中に、このファイルに対して必要なセクションの一部が正しく適用されませんでした。


	
処置: RMANの実行中にこのエラーが発生する場合、これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-19880: データファイルstring、ブロックstringの領域ヘッダーが破損しています 
	
原因: データファイルのバックアップ用として、未使用ブロックの最適化を使用するために行った領域ヘッダー・ブロックの読取り中に、領域ヘッダー・ブロックに破損した情報がありました。


	
処置: このファイルに対して未使用ブロックの最適化を使用するには、破損した領域ヘッダーを修正する必要があります。これはバックアップの作成のみでなく、ファイル内のデータの可用性にも影響を及ぼすため、どのような場合にも破損を修正する必要があります。









	 ORA-19881: データファイルstring、ブロックstringの領域ビットマップが破損しています 
	
原因: データファイルのバックアップ用として、未使用ブロックの最適化を使用するために行った領域ビットマップ・ブロックの読取り中に、領域ビットマップ・ブロックに破損した情報がありました。


	
処置: このファイルに対して未使用ブロックの最適化を使用するには、破損した領域ビットマップを修正する必要があります。これはバックアップの作成のみでなく、ファイル内のデータの可用性にも影響を及ぼすため、どのような場合にも破損を修正する必要があります。









	 ORA-19882: データファイルstringのチェックポイントstringは、領域ビットマップ・データファイルstringのチェックポイントstringより前です 
	
原因: 未使用ブロックの最適化を使用するため、バックアップされるデータファイルの領域ビットマップを含むデータファイルに対してチェックポイントを実行するとき、領域ビットマップを含むデータファイルのチェックポイントが前にありませんでした。


	
処置: トレース・ファイルとアラート・ファイルで考えられる原因を調べてください。データファイルのバックアップに対して未使用ブロックの最適化を使用するため、根本的な問題を修正してください。









	 ORA-19883: 未使用ブロックの最適化はデータファイルstringで停止しました 
	
原因: 未使用ブロックの最適化の使用を妨げる問題の詳細は、付随するエラーで説明されます。


	
処置: 適切な処置については、付随するエラーを参照してください。









	 ORA-19884: 表領域が削除されたため、データファイルstringは未使用ブロックの最適化を使用できませんでした 
	
原因: 移行した表領域のビットマップを保持しているデータファイルに関する情報を検索しようとしましたが、表領域が削除されています。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 ORA-19899: インカネーション情報がありません 
	
原因: リカバリ・ターゲット・インカネーションの1つ以上の祖先インカネーションに関する情報がなかったため、メディア・リカバリが停止しました。


	
処置: 欠落しているインカネーションのログを登録して、リカバリを再試行してください。









	 ORA-19900: 新しいインカネーションにリカバリ後、RESETLOGSを指定する必要があります。 
	
原因: RMANのRESET DATABASEコマンドを使用して宛先インカネーションを変更した後で、インカネーションにリカバリが実行されました。


	
処置: RESETLOGSオプションでデータベースをオープンしてください。









	 ORA-19901: 新しいインカネーションを作成するには、データベースでさらにリカバリが必要です 
	
原因: RMANのRESET DATABASEコマンドを使用して宛先インカネーションを変更した後で、インカネーションにリカバリが実行されましたが、リカバリされた1つ以上のデータファイルがそのまま親インカネーションに含まれています。通常、これは宛先インカネーションからのログに適用される前にリカバリが終了したときに発生します。


	
処置: リカバリを続けてください。









	 ORA-19902: インカネーション・キーstringが見つかりませんでした 
	
原因: 指定されたインカネーションが制御ファイルに見つかりません。


	
処置: 認識されているインカネーション・キーを使用して要求を再発行してください。このターゲット・データベースに使用可能なインカネーションを確認するには、V$DATABASE_INCARNATIONに問い合せるかRMANのLIST INCARNATIONコマンドを使用してください。









	 ORA-19903: 新しいインカネーションにリカバリ中は、テスト・リカバリはできません 
	
原因: CURRENTであった制御ファイルまたは以前のインカネーションの制御ファイルに対して、RMANのRESET DATABASEコマンドを使用して新しいインカネーションが設定されました。新しいインカネーションへのリカバリでは制御ファイルを変更する必要があるため、テスト・リカバリは許可されていません。


	
処置: テスト・リカバリを実行するには、実際のリカバリを実行するか、制御ファイルを使用して直前にオープンされたインカネーションに対してRESET DATABASEを実行してください。









	 ORA-19904: データファイルstringに対するテスト・リカバリは許可されません 
	
原因: 指定されたデータファイルは最後のRESETLOGS前に作成されたバックアップからリストアされています。このデータファイルをリカバリするには、テスト・リカバリと一致しないファイル・ヘッダーの更新が必要です。


	
処置: 実際のリカバリを実行してください。









	 ORA-19905: log_archive_formatには、%s、%tおよび%rが含まれている必要があります 
	
原因: log_archive_formatに必須の形式要素がありません。Oracle 10i以降は、アーカイブ・ログ・ファイル名に%s(順序)、%t(スレッド)および%r(RESETLOGS ID)の各要素を含めて、すべてのアーカイブ・ログ・ファイル名を一意にする必要があります。


	
処置: 欠落している形式要素をlog_archive_formatに追加してください。









	 ORA-19906: リカバリ・ターゲット・インカネーションがリカバリ中に変更されました 
	
原因: メディア・リカバリがアクティブであるときに、アーカイブ・ログまたはバックアップ・ファイルを検査またはカタログ化するために、サーバーによって新しいインカネーションが検出されました。


	
処置: 新しいインカネーションを使用するためにリカバリが必要な場合は、リカバリを再起動してください。RESETLOGSがプライマリで実行されるとき、これはスタンドバイ・データベースにおいては最も一般的な処置です。新しいインカネーションを使用するためにリカバリしない場合は、RMANのRESET DATABASE TO INCARNATION <incarnation#>コマンドを使用してリカバリ宛先を変更してください。このターゲット・データベースに使用可能なインカネーションを確認するには、V$DATABASE_INCARNATIONに問い合せるかRMANのLIST INCARNATIONコマンドを使用してください。









	 ORA-19907: リカバリ時間またはSCNが、リカバリされたインカネーションに属していません 
	
原因: 最後のRESETLOGSの前にSCNまたはタイムスタンプへのPoint-in-Timeリカバリが要求されました。


	
処置: 指定したリカバリ時間/SCNを変更するか、RMANのRESET DATABASEコマンドを使用してリカバリ宛先を変更してください。









	 ORA-19908: データファイルstringに無効なチェックポイントがあります 
	
原因: 指定されたデータファイルのチェックポイントが無効です。


	
処置: バックアップからデータファイルをリストアしてください。









	 ORA-19909: データファイルstringは孤立したインカネーションに属しています 
	
原因: 指定したデータファイルはRESETLOGS操作によりすでに廃棄された期間中に取得されたバックアップからリストアされたか、ファイルが属するデータベース・インカネーションを識別できないかのいずれかです。アラート・ログには詳細な情報が含まれています。


	
処置: データベースの現行の、または以前のインカネーションに含まれるこのファイルのバックアップをリストアしてください。リストアにRMANを使用すると、RMANによって正しいバックアップが自動的に選択されます。









	 ORA-19910: 制御ファイルのリカバリ・ターゲット・インカネーションは変更できません 
	
原因: データベースをオープンしているときに、RESET DATABASE TO INCARNATIONコマンドが使用されました。これは許可されていません。


	
処置: データベースをクローズして、コマンドを再発行してください。









	 ORA-19911: データファイルstringには、インカネーション境界に将来の変更が含まれています 
	
原因: ファイルはインカネーション境界でのリカバリ中にバックアップ終了マーカーを検出しなかったため、新しいインカネーションで廃棄された変更を含んでいる可能性があります。


	
処置: ファイルのより古いバックアップを使用して、コマンドを再発行してください。









	 ORA-19912: ターゲット・インカネーションstringにリカバリできません 
	
原因: 制御ファイルがターゲット・インカネーションのリカバリ・パスに含まれておらず、ターゲット・インカネーションをリカバリする方法についての情報が不足しています。


	
処置: ターゲット・インカネーションから最新の制御ファイルをリストアして、再試行してください。









	 ORA-19913: バックアップを復号化できません 
	
原因: バックアップ・ピースを復号化できません。このメッセージは、リストアできなかった暗号化されたバックアップの名前を示す別のメッセージと一緒に表示されます。原因としては、無効なパスワードが入力されたか、透過的な復号化の使用時にデータベースの外部セキュリティ・デバイスがオープンされていなかったことが考えられます。


	
処置: このバックアップに対してパスワードベースのリストアが有効になっている場合には、RMAN SET DECRYPTIONコマンドを使用して正しいパスワードを指定してください。このバックアップに対して透過的リストアが有効になっている場合には、データベース外部セキュリティ・デバイスがオープンしているかどうかを確認してください。









	 ORA-19914: バックアップを暗号化できません 
	
原因: RMANが暗号化されたバックアップを作成できません。このメッセージは、暗号化されたバックアップを作成できなかった理由の詳細を示す別のメッセージと一緒に表示されます。一般的な原因として、透過的に復号化できるバックアップを作成しようとして、データベース外部セキュリティ・デバイスがオープンしていないことが考えられます。


	
処置: 外部セキュリティ・デバイスがオープンしていない場合は、オープンしてください。外部セキュリティ・デバイスが未構成の場合、作成できる暗号化されたバックアップのタイプは、パスワードベースのバックアップのみになります。









	 ORA-19915: 10.2以前のファイルを暗号化できません 
	
原因: RMAN暗号化バックアップが要求されましたが、このバックアップにはOracleの以前のリリースで生成された1つ以上のアーカイブ・ログが含まれています。これらのアーカイブ・ログは暗号化できません。


	
処置: 暗号化を使用せずに以前のログをバックアップしてください。Oracleリリース10.2以上で作成されたログは暗号化できます。









	 ORA-19916: string 
	
原因: ユーザー要求の処理中にエラーが発生しました。


	
処置: メッセージ19917は使用しないでください。これはテスト用に内部で使用されます。メッセージ19918を使用しないでください。これは暗号化により使用される内部イベントです。









	 ORA-19919: 3次ストレージへの暗号化バックアップにはOracle Secure Backupが必要です 
	
原因: RMANは暗号化されたバックアップを作成するように構成されていましたが、チャネルがDISKチャネルでもOracle Secure Backupチャネルでもありません。


	
処置: バックアップ暗号化を使用するには、DISKチャネルまたはOracle Secure Backupチャネルを割り当ててください。









	 ORA-19920: RMANでは暗号化用のPKIベースのマスター鍵はサポートされていません。 
	
原因: マスター鍵アルゴリズム・ベースのOracleの公開鍵インフラストラクチャ(PKI)を使用しようとしました。RMANはAdvanced Encryption Standard(AES)ベースの暗号化のみをサポートします。


	
処置: AESベースの暗号化を使用してください。









	 ORA-19921: 最大行数stringを超えました 
	
原因: V$RMAN_STATUSまたはV$RMAN_OUTPUT表の最大行数を超えています。


	
処置: 既存および未使用のRMANの接続とセッションをいくつかクローズしてください。









	 ORA-19922: ID stringおよびレベルstringの親行がありません 
	
原因: RMANは新しいV$RMAN_STATUS行を追加しようとしましたが、親行が存在しません。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-19923: ID stringの行に対するセッションがアクティブではありません 
	
原因: RMANはV$RMAN_STATUS行を更新しようとしましたが、この行を所有するプロセスが停止しています。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-19924: ID stringの行がありません 
	
原因: RMANはV$RMAN_STATUS行を更新しようとしましたが、その行は存在していません。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-19926: 現時点ではデータベースを変換できません 
	
原因: 別のCONVERT DATABASE操作がすでに進行中です。


	
処置: 後でCONVERT DATABASEコマンドを再実行してください。









	 ORA-19927: CONVERT DATABASE操作を続行できません 
	
原因: 前のCONVERT DATABASE操作の実行中にエラーが発生しました。


	
処置: CONVERT DATABASEコマンドを再実行してください。









	 ORA-19928: UNDOセグメントを含むデータファイルの異なるエンディアン間でのCONVERTはサポートされていません。 
	
原因: UNDOセグメントを含むデータファイルの変換はエンディアン間ではサポートされませんでした。UNDOセグメントを含むデータファイルが変換できるのは、変換データベースの一部として同じエンディアン間の場合のみです。異なるエンディアン間でのデータベースの変換はサポートされません。


	
処置: UNDOセグメントを含むデータファイルを異なるエンディアン間で変換しようとしないでください。









	 ORA-19930: ファイルstringに、無効なチェックポイントSCN stringがあります 
	
原因: 検査対象のコピーまたはバックアップ・セットに含めるファイルをオープンしたときに、ファイル・ヘッダーに無効なチェックポイントSCNが含まれていたため、有効なヘッダーとして認識されませんでした。指定されたファイルを処理できません。


	
処置: カタログまたはバックアップ操作に対して、正しいファイルが指定されていることを確認してください。









	 ORA-19931: ファイルstringに、無効な作成SCN stringがあります 
	
原因: 検査対象のコピーまたはバックアップ・セットに含めるファイルをオープンしたときに、ファイル・ヘッダーに無効な作成SCNが含まれていたため、有効なヘッダーとして認識されませんでした。指定されたファイルを処理できません。


	
処置: カタログまたはバックアップ操作に対して、正しいファイルが指定されていることを確認してください。









	 ORA-19932: 制御ファイルがクローン、スタンバイまたはバックアップではありません 
	
原因: 制御ファイルがクローン、スタンバイまたはバックアップとしてマウントされていなかったため、操作に失敗しました。


	
処置: データベースをクローン、スタンバイまたはバックアップとしてマウントして、操作を再試行してください。









	ORA-19941: クロス・プラットフォーム・データファイルstringのブロック・サイズが無効です 
	
原因: ターゲットで変換されるデータファイル・コピーのヘッダーのブロックサイズが無効です。データファイルがソース・データベースで10.0以上と互換性のある形で読取り/書込みされていないか、データファイル・コピーが破損しています。


	
処置: 表領域をソース・データベースで10.0と互換性のある形で読取り/書込みされるようにし、新しいデータファイル・コピーを作成してから、変換を再試行してください。









	 ORA-19942: 10.0以上の互換性のあるデータファイル・コピーstringは作成されませんでした 
	
原因: 表領域をソース・データベースで10.0以上の互換性がある読取り/書込みモードにした後で、ターゲットで変換対象と指定したデータファイル・コピーが作成されませんでした。


	
処置: 表領域をソース・データベースで10.0と互換性のある形で読取り/書込みされるようにし、新しいデータファイル・コピーを作成してから、変換を再試行してください。









	 ORA-19943: 現行データベース・インカネーションがバックアップ中に変更されました 
	
原因: 現行のデータベース・インカネーションがバックアップ中に変更されたため、バックアップに失敗しました。このインカネーションの変更の原因は次のイベントのいずれかです。
- ALTER DATABASE OPEN RESETLOGS文を使用してデータベースがオープンされました。

- RMANコマンドRESET DATABASE TO INCARNATIONが発行されました。

- これがフィジカル・スタンバイ・データベースで発生した場合、REDO Applyによって新規データベース・インカネーションからREDOデータが適用されました。




	
処置: バックアップを再実行してください。









	 ORA-19951: DBNEWIDが完了するまで制御ファイルを変更できません 
	
原因: 操作では制御ファイルの修正が必要でしたが、NID変更が実行中です。


	
処置: 操作を実行する前に、NIDが完了するまで待ってください。









	 ORA-19952: データベースを排他的にマウントしてください 
	
原因: データベースがパラレル・モードで開始されています。DBIDを変更するには、データベースを排他的にマウントする必要があります。


	
処置: データベースを停止して、排他モードで開始してください。









	 ORA-19953: データベースをオープンしないでください 
	
原因: データベースがオープンしています。DBIDを変更するには、データベースを排他的にマウントする必要があります。


	
処置: データベースを停止して、排他モードでマウントしてください。









	 ORA-19954: 制御ファイルが現行のものではありません 
	
原因: マウントされた制御ファイルが現在のものではなく、スタンバイでもないため、操作が失敗しました。


	
処置: 制御ファイルを現在のものにして、再試行してください。









	 ORA-19955: DBIDを変更できるのは1つのオープン・スレッドのみです 
	
原因: データベースにアクティブ・スレッドがあるため、操作が失敗しました。最も可能性の高い原因として、最後にデータベースを停止したときにクラッシュしたことが考えられます。


	
処置: すべてのスレッドがクローズしたことを確認してから、操作を再試行してください。データベースを開始しオープンして、クラッシュ・リカバリを実行し、NORMALまたはIMMEDIATEオプションを使用して正常に停止します。最後に、ユーティリティの実行を再試行してください。









	 ORA-19956: データベースに、オフライン即時のデータファイルは格納できません 
	
原因: OFFLINE IMMEDIATEモードのデータファイルが1つ以上データベースに存在するため、操作が失敗しました。


	
処置: データファイルを削除するか、リカバリしてオンラインにしてください。









	 ORA-19957: データベースに、不明な状態のデータファイルは格納できません 
	
原因: データベースの1つ以上のデータファイルの状態が不明なため、操作が失敗しました。


	
処置: データファイルを削除するか、リカバリしてオンラインにしてください。









	 ORA-19958: DIAGプロセスが関係するデッドロックの可能性があります 
	
原因: DIAGがデッドロックにつながる可能性のある制御ファイル操作を要求しました。


	
処置: 後で制御ファイルが解放されてから、最後の操作を試行してください。









	 ORA-19960: 内部使用のみ 
	
原因: NID使用


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-19961: 圧縮アルゴリズムstringで、拡張圧縮オプションを有効にする必要があります 
	
原因: 初期化パラメータまたはRMAN構成で要求された圧縮アルゴリズムでは、拡張圧縮オプションが有効になっている必要がありますが、このオプションが有効になっていません。


	
処置: advanced_compression_option_usable初期化パラメータをtrueに変更するか、またはRMAN構成を変更して、操作を再試行してください。









	 ORA-19962: 圧縮アルゴリズムstringはリリースstringでは無効です 
	
原因: 初期化パラメータのアルゴリズムには、現在設定されている互換性よりも低い互換性が必要です。


	
処置: 初期化パラメータ・ファイルのアルゴリズムを変更するか、または互換性を低くしてください。









	 ORA-19963: ファイルstringの論理ブロック・サイズの取得中にエラーが発生しました 
	
原因: ファイルの論理ブロック・サイズの問合せ中にエラーが発生しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-19965: ALTER DATABASE RECOVER STANDBY TABLESPACEは使用不可になっています 
	
原因: ALTER DATABASE RECOVER文(partial_database_recovery句)のSTANDBY TABLESPACE句は非推奨になっています。


	
処置: スタンバイ・データベースを一貫性維持点までリカバリし、それより先はリカバリしない場合、ALTER DATABASE RECOVER MANAGED STANDBY DATABASE UNTIL CONSISTENT文を使用してください。









	 ORA-19966: ALTER DATABASE RECOVER STANDBY DATAFILEは使用不可になっています 
	
原因: ALTER DATABASE RECOVER文(partial_database_recovery句)のSTANDBY DATAFILE句は非推奨になっています。


	
処置: スタンバイ・データベースを一貫性維持点までリカバリし、それより先はリカバリしない場合、ALTER DATABASE RECOVER MANAGED STANDBY DATABASE UNTIL CONSISTENT文を使用してください。









	 ORA-19970: 複数インスタンスのスタンバイ・ロール・トランジションが進行中です 
	
原因: 複数インスタンスのスタンバイ・ロール・トランジションが進行中であったため、ALTER DATABASE MOUNTに失敗しました。


	
処置: 複数インスタンスのスタンバイ・ロール・トランジションが終了した後で再試行してください。









	 ORA-19971: イベント10875または10879が設定されています 
	
原因: イベント10875またはイベント10879が設定されているため、操作が完了せず、Oracle RACで複数のインスタンスが稼働しています。


	
処置: 1つのインスタンスを残し、それ以外のインスタンスをすべて停止して、コマンドを再試行してください。









	 ORA-19972: ALTER DATABASE RECOVER TO LOGICALでは1つのインスタンスが残されている必要があります 
	
原因: ALTER DATABASE RECOVER TO LOGICALでは、1つのインスタンスのみ稼働状態のまま残しておく必要があります。


	
処置: 1つのインスタンスを残し、それ以外のインスタンスをすべて停止して、コマンドを再試行してください。









	 ORA-19973: フラッシュバック・データベースが無効です 
	
原因: フラッシュバック・データベース・ロギングが有効になっていない場合、スナップショット・スタンバイへのフィジカル・スタンバイ・トランジションでは、1つのインスタンスのみ稼働状態のまま残しておく必要があります。


	
処置: 1つのインスタンスを残し、それ以外のインスタンスをすべて停止して、コマンドを再試行してください。









	 ORA-19974: データベース名が変更されました 
	
原因: データベース名が変更されており、フラッシュバック・データベース・ロギングが有効になっている場合、フィジカル・スタンバイ・ロール・トランジションでは、1つのインスタンスのみ稼働状態のまま残しておく必要があります。


	
処置: 1つのインスタンスを残し、それ以外のインスタンスをすべて停止して、コマンドを再試行してください。









	 ORA-19975: 他のインスタンスでデータベースを起動しないでください 
	
原因: データベースはこのインスタンスにマウントし、それ以外のインスタンスでは起動できないという条件があるため、フィジカル・スタンバイ・ロール・トランジション・コマンドに失敗しました。


	
処置: 詳細は、関連するエラー・メッセージを参照してください。









	 ORA-19976: 同時スタンバイ・ロール・トランジションが進行中です 
	
原因: 同時スタンバイ・ロール・トランジションがすでに進行中なため、スタンバイ・ロール・トランジション操作に失敗しました。


	
処置: 処置は必要ありません。














15 ORA-19999からORA-24279



	 ORA-19999: SKIP_ROWプロシージャが呼び出されました 
	
原因: SKIP_ROWプロシージャが呼び出され、このエラーが発生しました。


	
処置: SKIP_ROWは、トリガー内またはトリガーによって呼び出されたプロシージャ内でのみ呼び出してください。









	 ORA-20000: string 
	
原因: このメッセージが発生する原因となったストアド・プロシージャraise_application_errorが呼び出されました。


	
処置: エラー・メッセージの記述どおりに問題を修正するか、詳細をアプリケーション管理者またはDBAに問い合せてください。









	 ORA-21300: オブジェクト・オプションがインストールされていません。 
	
原因: このサイトでは、オブジェクト・オプションがインストールされていません。したがって、オブジェクト型およびその他のオブジェクト機能を使用することはできません。


	
処置: オブジェクト・オプションをインストールしてください。オブジェクト・オプションは、Oracleデータベース製品の一部ではないため、別個に購入する必要があります。オブジェクト・オプションを購入する必要がある場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-21301: オブジェクト・モードで初期化されていません。 
	
原因: この関数には、オブジェクト・モードで初期化されたOCIプロセスが必要です。


	
処置: OCIInitialize()をコールするときにOCI_OBJECTモードを指定してください。









	 ORA-21500: 内部エラー・コード、引数: [string],[string],[string],[string],[string],[string],[string],[string] 
	
原因: OCI環境(クライアント・サイド)内部エラーの一括エラー番号です。OCI環境で例外条件が検出されたことを示します。


	
処置: このエラーをバグとして報告してください。最初の引数は内部エラー番号です。









	 ORA-21501: プログラムでメモリーを割り当てることができませんでした 
	
原因: オペレーティング・システムのメモリーが不足しています。


	
処置: メモリーの量を増やしてプログラムが使用できるようにしてください。









	 ORA-21503: 致命的エラーによりプログラムが終了しました。 
	
原因: プログラムはリカバリ不能なエラー状態にあります。


	
処置: この問題はバグとしてOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-21520: データベース・サーバー・ドライバがインストールされていません。 
	
原因: ユーザーが、オブジェクト・モードのOCI環境でデータベース・サーバーにアクセスしようとしましたが、データベース・サーバーへのアクセスをサポートするために必要なドライバがインストールされていないか、リンクされていません。


	
処置: データベース・サーバーに対応したドライバがインストール/リンクされているかどうか、またサーバー・ドライバ表に入力されているかどうかを確認してください。









	 ORA-21521: OCIの最大接続数を超えています(オブジェクト・モードのみ) 
	
原因: ユーザーがオブジェクト・モードのOCI環境でサポートできる最大接続数(225)を超えています。


	
処置: 既存の接続と未使用の接続をいくつかクローズしてから、追加の接続をオープンしてください。









	 ORA-21522: OCIで無効な接続を使用しました(オブジェクト・モードのみ) 
	
原因: ユーザーが無効な接続またはOCI環境(オブジェクト・モード)で終了された接続を使用したか、または終了した接続から取得したREFの参照を解除しようとしました。


	
処置: 接続が存在し、かつ有効であることを確認してください。









	 ORA-21523: サーバーがサポートしていない機能です(オブジェクト・モードのみ) 
	
原因: サーバーがサポートしていない機能を使用しようとしました。


	
処置: サーバーをアップグレードしてください。









	 ORA-21524: オブジェクト型が一致しません。 
	
原因: オブジェクトのオブジェクト型が指定されたものと異なります。


	
処置: オブジェクト型を確認し、修正してください。









	 ORA-21525: 属性番号または(索引のコレクション要素)stringが制約に違反しています。 
	
原因: 属性番号またはコレクション要素の値が制約に違反しています。


	
処置: 属性値またはコレクション要素値を制約に合せて変更してください。制約は、属性またはコレクション要素のスキーマ情報の一部として指定されます。









	 ORA-21526: 初期化に失敗しました。 
	
原因: 初期化に失敗しました。これは、NLS_DATE_FORMATなどの環境変数が無効な値に設定されている場合に発生することがあります。


	
処置: すべてのNLS環境変数が正しいことを確認してください。









	 ORA-21527: 内部OMSドライバ・エラーです 
	
原因: プロセスで例外条件が検出されました。これは、Oracleオブジェクト管理サービスの例外に対する一括内部エラー番号です。


	
処置: このエラーをバグとして、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-21528: 内部エラーが発生しました。イメージを認識できませんでした 
	
原因: picklerに渡されたイメージの形式が不正確なため、認識されません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-21560: 引数stringがNULL、無効または範囲外です 
	
原因: 引数に予期される値はNULL以外の有効な値ですが、転送された引数値はNULL、無効または範囲外です。このエラーは、たとえば、LOB/FILEの定位置引数またはサイズ引数の値が1から(4GB-1)までの範囲外であるときや、無効なオープン・モードでファイルをオープンしたときなどに発生します。


	
処置: プログラムを確認し、NULL、無効または範囲外の引数値を転送しないよう、ルーチンのコール元を修正してください。









	 ORA-21561: OID生成に失敗しました 
	
原因: 渡されたハンドルが有効でない可能性があります。


	
処置: env、svcハンドルの妥当性を確認してください。









	 ORA-21600: パス式が長すぎます。 
	
原因: 指定したパス式が長すぎます。パスは、オブジェクト内での属性の位置を指定するために使用されます。このエラーは、パスの中間要素の1つが組込み型の属性を参照するとき発生します。したがって、OCI関数はパスの残りの要素の処理を進めることができません。


	
処置: 属性を位置づけるために、正しいパスを渡してください。









	 ORA-21601: 属性がオブジェクトではありません。 
	
原因: 操作(オブジェクトのみに有効な操作)を組込み型の属性に実行しようとしました。そのような不正な操作の例としては、NULL構造体を動的に組込み型の属性に設定することがあげられます。


	
処置: 組込み型の属性にそのような操作を行わないでください。









	 ORA-21602: この操作で、指定された型コードがサポートされていません 
	
原因: 実行しようとした操作では、指定されたタイプ・コードがサポートされていません。


	
処置: この操作でサポートされた有効なタイプ・コード範囲を使用してください。









	 ORA-21603: プロパティID[string]は無効です。 
	
原因: このプロパティIDは無効です。


	
処置: 有効なプロパティIDを指定してください。有効なプロパティIDは、OCIObjectPropIdで数え上げが可能です。









	 ORA-21604: プロパティ[string]は、一時または値のインスタンスのプロパティではありません。 
	
原因: 永続オブジェクトのみに適応するプロパティを取得しようとしました。


	
処置: 存続期間を確認し、このプロパティは永続オブジェクトに取得してください。









	 ORA-21605: プロパティ[string]は、値インスタンスのプロパティではありません。 
	
原因: 永続オブジェクトおよび一時オブジェクトのみに適応するプロパティを取得しようとしました。


	
処置: 存続期間を確認し、このプロパティは永続オブジェクトおよび一時オブジェクトに取得してください。









	 ORA-21606: このオブジェクトを解放できません。 
	
原因: 永続および使用済のオブジェクトを解放しようとしましたが、OCI_OBJECTFREE_FORCEフラグが指定されていません。


	
処置: 永続オブジェクトをフラッシュするか、OCI_OBJECTFREE_FORCEフラグを設定してください。









	 ORA-21607: メモリー・カートリッジ・サービス・ハンドルが初期化されていません。 
	
原因: ハンドルを初期化せずに使用しようとしました。


	
処置: メモリー・カートリッジ・サービス・ハンドルを初期化してください。









	 ORA-21608: この関数には無効な継続期間です。 
	
原因: この関数で有効でない継続期間を使用しようとしました。


	
処置: 有効な期間(以前に作成した継続期間、あるいはOCI_DURATION_STATEMENTまたはOCI_DURATION_SESSION)を使用してください。継続期間または外部プロシージャ期間を設定するには、OCIExtProcAllocCallMemoryを使用してください。









	 ORA-21609: 最初にメモリーを割り当ててから、サイズを変更してください。 
	
原因: メモリーを割り当てずにサイズを変更しようとしました。


	
処置: メモリーをまず割り当ててから、サイズを変更してください。









	 ORA-21610: サイズ[string]が無効です。 
	
原因: 無効なサイズでサイズを変更しようとしました。


	
処置: 有効なサイズ(正の整数)で指定してください。









	 ORA-21611: キーの長さ[string]が無効です。 
	
原因: 無効なキーの長さを使用しようとしました。


	
処置: キーの長さが無効です。有効な範囲は0から64です。









	 ORA-21612: キーはすでに使用されています。 
	
原因: すでに使用されているキーを使用しようとしました。


	
処置: まだ使用されていない新しいキーを使用してください。









	 ORA-21613: キーが存在しません。 
	
原因: 存在しないキーを使用しようとしました。


	
処置: すでに存在するキーを使用してください。









	 ORA-21614: 属性値の制約違反です。[string] 
	
原因: 属性の制約が違反しています。


	
処置: (属性)値を修正して、制約を満たしてください。









	 ORA-21615: OTS(名前付きまたはシンプル)インスタンスのコピーに失敗しました。 
	
原因: 続いて表示されるメッセージを参照してください。


	
処置: どの属性値も制約に違反していないことを確認してください。









	 ORA-21700: オブジェクトが存在しないか、削除マークが設定されています。 
	
原因: 存在しないか削除マークが設定されたオブジェクトに対して、不適切な操作を実行しようとしました。存在しないか削除マークが設定されたオブジェクトに対して、確保、削除、更新などの操作は実行できません。


	
処置: 存在するオブジェクトを参照するために参照を再初期化するか、オブジェクトのマークを外してください。









	 ORA-21701: 異なるサーバーにオブジェクトをフラッシュしようとしました。 
	
原因: 1つの関数コールで異なるサーバーにオブジェクトをフラッシュしようとしました。それらのオブジェクトは、プログラムにより提供されるコールバック関数のコールによって取得されます。


	
処置: そのような操作は実行できません。









	 ORA-21702: オブジェクトがインスタンス化されていないか、またはキャッシュ内でインスタンス化解除されています 
	
原因: オブジェクト・キャッシュにインスタンス化されていない一時オブジェクトに対して、不適切な操作を実行しようとしました。インスタンス化されていない一時オブジェクトに適用できない操作には、この種のオブジェクトの削除や確保などがあります。


	
処置: オブジェクトをインスタンス化せずに操作が行われているかどうか、またはオブジェクトの割当ての期限が切れた後にそのような操作が行われているかどうか、コードを確認してください。









	 ORA-21703: 変更されていないオブジェクトはフラッシュできません。 
	
原因: エラー・メッセージを参照してください。


	
処置: オブジェクトをフラッシュしないでください。









	 ORA-21704: フラッシュを実行しないとキャッシュまたは接続を終了できません。 
	
原因: エラー・メッセージを参照してください。


	
処置: トランザクションを中断またはコミットしてから、キャッシュまたは接続を終了してください。









	 ORA-21705: サービス・コンテキストが無効です。 
	
原因: 指定されたサービス・コンテキストが有効でありません。


	
処置: サービス・コンテキストを確立してください。









	 ORA-21706: 継続時間が存在しないか、または無効です 
	
原因: 指定された継続時間が有効でありません。


	
処置: 継続時間を設定するか、または正しい定義済継続時間を使用してください。









	 ORA-21707: 確保継続時間は割当て時間を超えています 
	
原因: ユーザーが指定した確保継続時間は割当て時間を超えています。これは、確保またはデフォルト・パラメータの設定などの操作に影響します。


	
処置: 確保継続時間を短くするか、NULL継続時間を使用してください。









	 ORA-21708: 一時オブジェクトで不適切な操作が行われました。 
	
原因: 一時オブジェクトに対して、不適切な操作を実行しようとしました。一時オブジェクトに適用できない操作には、フラッシュおよびロッキングなどがあります。


	
処置: 一時オブジェクトにそのような操作を実行しないでください。









	 ORA-21709: 変更されたオブジェクトをリフレッシュできません。 
	
原因: 削除、更新または挿入(新規)のマークが設定されたオブジェクトをリフレッシュしようとしました。


	
処置: オブジェクトのマークを外してから、リフレッシュしてください。









	 ORA-21710: 引数にはオブジェクトの有効なメモリー・アドレスが必要です。 
	
原因: ユーザーが指定したオブジェクト・メモリー・アドレスが有効でありません。不正なメモリー・アドレスをオブジェクトの有効なメモリー・アドレスを予期している関数へ渡した可能性があります。


	
処置: オブジェクトの有効なメモリー・アドレスを関数へ渡してください。









	 ORA-21779: 継続時間がアクティブではありません 
	
原因: すでに終了した継続時間を使用しようとしました。


	
処置: そのような操作は実行できません。









	 ORA-21780: オブジェクト継続時間の最大値を超えています。 
	
原因: 通常、このエラーは実行中のPL/SQLファンクションに無限の再帰がある場合に発生します。


	
処置: 無限の再帰を回避するように再帰条件を変更してください。









	 ORA-22053: オーバーフロー・エラー 
	
原因: この操作の結果がOracleの上限値を超えています。


	
処置: 入力値を下げて、結果が有効範囲内になるようにしてください。









	 ORA-22054: アンダーフロー・エラー 
	
原因: この操作の結果がOracleの下限値を下回っています。


	
処置: 入力値を上げて、結果が有効範囲内になるようにしてください。









	 ORA-22055: 符号フラグ値[string]が不明です。 
	
原因: 使用される符号フラグがOCI_NUMBER_SIGNEDまたはOCI_NUMBER_UNSIGNEDではありません。


	
処置: OCI_NUMBER_SIGNEDまたはOCI_NUMBER_UNSIGNEDのいずれかを符号フラグとして使用してください。









	 ORA-22056: 値[string]が0(ゼロ)で除算されています。 
	
原因: 示された値が0(ゼロ)で除算されています。


	
処置: 除数値を0(ゼロ)以外に変更してください。









	 ORA-22057: 整数の長さ[string]が無効です。 
	
原因: Oracle数値に変換(またはその逆変換)される整数の長さ(バイト数)が無効です。


	
処置: 1、2、4または8バイト長の整数のみを使用してください。









	 ORA-22059: バッファ・サイズ[string]が小さすぎます - [string]が必要です 
	
原因: 結果テキスト文字列を保持するバッファが小さすぎます。


	
処置: 必要なサイズのバッファを提供してください。









	 ORA-22060: 引数[string]が無効か、または初期化されていません。 
	
原因: 無効または初期化されていない数値が渡されます。


	
処置: 有効な数値を使用してください。数値を初期化するには、OCINumberSetZero()をコールしてください。









	 ORA-22061: 書式テキスト[string]が無効です。 
	
原因: 文字をOracle数値に変換(またはその逆変換)するときに使用された数値書式文字列が無効です。


	
処置: 『Oracle Call Interfaceプログラマーズ・ガイド』に説明されている有効な書式を使用してください。









	 ORA-22062: 入力文字列[string]が無効です。 
	
原因: 数値への変換に使用されたテキスト文字列が無効です。


	
処置: 『Oracle Call Interfaceプログラマーズ・ガイド』に説明されている有効な入力文字列を使用してください。









	 ORA-22063: 負の値[string]が符号なしで読み込まれました。 
	
原因: 負数を符号なし整数に変換しようとしました。


	
処置: 符号付きの数値を変換するには、符号フラグORLTSBを使用してください。









	 ORA-22064: NLSパラメータ文字列[string]が無効です。 
	
原因: 文字をOracle数値に変換(またはその逆変換)するときに使用されたNLSパラメータ文字列が無効です。


	
処置: 『Oracle Call Interfaceプログラマーズ・ガイド』に説明されている有効な書式を使用してください。









	 ORA-22065: 与えられた書式の数値をテキストに変換するときにオーバーフローが発生しました 
	
原因: 与えられた文字列書式に丸めると、オーバーフローが発生します。


	
処置: オーバーフローが発生しないように文字列書式を変更してください。









	 ORA-22130: バッファ・サイズ[string]が必要サイズ[string]よりも小さいです。 
	
原因: 16進REF文字列が書き込まれるバッファが小さすぎます。


	
処置: 必要なサイズのバッファを提供してください。









	 ORA-22131: 16進文字列長が0(ゼロ)です 
	
原因: 指定される16進文字列が0(ゼロ)より大きい必要があります。


	
処置: 0(ゼロ)より大きい長さを指定してください。









	 ORA-22132: 16進文字列が有効なREFに一致しません。 
	
原因: 16進文字列が無効です。


	
処置: OCIRefToHex()へのコールによって戻された有効な16進文字列を指定してください。









	 ORA-22140: 与えられたサイズ[string]は、0から[string]の範囲に設定する必要があります。 
	
原因: サイズ変更されたサイズは無効です。


	
処置: 与えられたサイズが要求された範囲内であることを確認してください。









	 ORA-22141: 与えられたサイズ[string]は、UTF-16環境で偶数である必要があります 
	
原因: サイズ変更されたサイズは奇数です。UTF-16環境では、すべての文字の長さは2バイトです。


	
処置: 与えられたサイズが偶数であることを確認してください。









	 ORA-22150: 可変長配列が初期化されていません。 
	
原因: 初期化されていない可変長配列に対して操作を試行しました。


	
処置: この関数をコールする前に、可変長配列を初期化してください。









	 ORA-22151: 0(ゼロ)以外の可変長配列は、0(ゼロ)要素にサイズ変更できません。 
	
原因: 0(ゼロ)以外の可変長配列を0(ゼロ)要素にサイズ変更しようとしました。


	
処置: 0(ゼロ)以外のサイズを指定してください。









	 ORA-22152: 宛先の可変長配列が初期化されていません 
	
原因: 割当ての右辺の可変長配列または結合の接続先配列が初期化されていません。


	
処置: この関数をコールする前に、接続先可変長配列を初期化してください。









	 ORA-22153: ソースの可変長配列が初期化されていません。 
	
原因: 割当ての左辺の可変長配列または結合のソース配列が初期化されていません。


	
処置: この関数をコールする前に、接続先可変長配列を初期化してください。









	 ORA-22160: 索引[string]の要素が存在しません 
	
原因: 与えられた索引でのコレクション要素が存在しません。


	
処置: 存在する要素の索引を指定してください。









	 ORA-22161: 型コード[string]が無効です 
	
原因: 与えられた型コードが無効です。


	
処置: OCITypeCodeで列挙された型コードの1つを使用してください。









	 ORA-22162: 索引[string]の要素はすでに削除されています。 
	
原因: 存在しないコレクション要素を削除しようとしました。


	
処置: この関数をコールする前に、要素が存在するかどうかを確認してください。









	 ORA-22163: 左側と右側のコレクションが同一型ではありません 
	
原因: 左側と右側のコレクションの型が異なります。


	
処置: この関数の左辺と右辺に同じコレクション型が転送されていることを確認してください。









	 ORA-22164: 可変長配列に対して要素削除の操作はできません。 
	
原因: 可変長配列の要素を削除しようとしました。


	
処置: この関数をコールする前に、コレクションの型が可変長配列でないことを確認してください。









	 ORA-22165: 与えられた索引[string]は、[string]から[string]の範囲に設定する必要があります 
	
原因: 与えられた索引が必要な範囲内ではありません。


	
処置: 与えられた索引が必要な範囲内であることを確認してください。









	 ORA-22166: コレクションが空です。 
	
原因: 指定されたコレクションが空です。


	
処置: コレクションが空であるかどうかをテストしてから、この関数を呼び出してください。









	 ORA-22167: 与えられた切捨てサイズ[string]は、[string]以下に設定する必要があります。 
	
原因: 与えられた切捨てサイズが現行のコレクション・サイズを超えています。


	
処置: 与えられたコレクション・サイズ以下であることを確認して、この関数を再試行してください。









	 ORA-22275: 指定したLOBロケータは無効です。 
	
原因: 原因は次のいずれかです。(1) LOBロケータが初期化されていない。(2) ロケータはBFILE用だが、ルーチンはBLOB/CLOB/NCLOBロケータを要求。(3) ロケータはBLOB/CLOB/NCLOB用だが、ルーチンはBFILEロケータを要求。(4) トリガー本体でLOBを更新しようとしたが、トリガー本体でのLOBは読込み専用。(5) ロケータはBFILE/BLOB用だが、ルーチンはCLOB/NCLOBロケータを要求。(6) ロケータはCLOB/NCLOB用だが、ルーチンはBFILE/BLOBロケータを要求。


	
処置: (1)の場合、変数ロケータを選択するか、またはLOBロケータを空に設定することにより、LOBロケータを初期化してください。(2)、(3)、(5)および(6)の場合、正しいタイプのロケータをルーチンに移してください。(4)の場合、LOB値を更新するトリガー本体コードを削除してください。









	 ORA-22276: LOBバッファリング用のロケータが無効です。 
	
原因: 原因は次のいずれかです。(1)ロケータがバッファリングに対して使用可能になっていない。(2)更新済ロケータではなく、書込み/フラッシュ操作のために使用されている。


	
処置: (1)の場合、ロケータをバッファリングに対して使用可能にしてください。(2)の場合、更新済ロケータのみが確実にLOB更新操作に使用されるようにしてください。









	 ORA-22277: 同一LOBの変更に、2つの異なるロケータは使用できません。 
	
原因: LOBバッファリングが使用可能で、2つの異なるLOBロケータを使用してLOBを変更しようとしました。


	
処置: LOBバッファリングを使用するときは、1つのLOBロケータのみでLOBを変更してください。









	 ORA-22278: LOBは、そのLOBバッファのみを使用して更新する必要があります。 
	
原因: このLOBに対するLOBバッファリングが可能となり、バッファ・プールの中に、このLOBに対してバッファが存在します。したがって、LOBバッファ以外の方法でLOBを更新することはできません。


	
処置: LOBバッファリングが可能となったロケータを使用して、LOBバッファによりLOBを更新してください。この操作が必須の場合は、このLOBに関連したバッファは必要なものとしてフラッシュされるか、または、バッファリングが不可能となります。これが済んだら、コマンドを再実行してください。









	 ORA-22279: LOBバッファリングが使用可能な状態では、操作を実行できません 
	
原因: LOBバッファリングが使用可能な状態では、操作できません。


	
処置: この操作が必須の場合は、LOBバッファリングを使用しないでください。この場合は、入力LOBロケータに関連したバッファを必要なものとしてフラッシュし、入力LOBロケータ上でのバッファリングを不可能にしたうえで、コマンドを再実行してください。









	 ORA-22280: 操作に使用可能なバッファは、これ以上ありません 
	
原因: これには次の2つの原因があります。(1)バッファ・プールの中にあるバッファがすべて前の操作で使用された。(2)前にバッファされた更新操作をせずに、LOBをフラッシュさせた。


	
処置: (1)の場合、LOBを更新するために使用されているロケータによって、LOBをフラッシュさせてください。(2)の場合、バッファをフラッシュさせる前に、バッファリング可能となったロケータによって、最初にLOBに書き込んでください。









	 ORA-22281: 更新済ロケータでこの操作は実行できません。 
	
原因: 入力ロケータはバッファリングを有効にし、LOBバッファリング・サブシステムを介してLOB値を更新するのに使用されました。入力ロケータにより実行された書込み以降、変更されたバッファはフラッシュされていません。そのため、入力ロケータは更新済ロケータと見なされます。更新済ロケータはコピー操作のソースにはなりません。LOBバッファリング・サブシステムを介してLOB値を修正するのに使用できるのは、1つのLOBに対して1つのロケータだけです。


	
処置: 入力ロケータによってLOBバッファリング・サブシステムに行われた変更がサーバーに書き込まれるかどうかによって、変更書込みのためにバッファをフラッシュさせるか、または変更を廃棄するためにロケータ上でのバッファリングを使用禁止にしてください。その後、コマンドを再実行してください。









	 ORA-22282: バッファリング使用可能なLOBに対する不連続な追加はできません 
	
原因: バッファされた書込み操作は、LOBの終わりを過ぎた1バイトまたは1文字以上の入力オフセット値を保持しています。


	
処置: バッファされた書込み操作によって更新しようとしているLOBの長さより厳密に1文字または1バイト大きい入力オフセット値を指定してください。









	 ORA-22283: ファイル名には親ディレクトリを参照する文字が含まれています。 
	
原因: ファイル名に親ディレクトリを参照するパス「../」が含まれています。


	
処置: ファイル名に親ディレクトリを参照する文字を含んでいないことを確認してください。









	 ORA-22284: 重複LONGバインドはサポートされていません 
	
原因: LOBアクセス・レイヤーは重複LONGバインドを処理できません。


	
処置: 個別のLONGまたはVARCHARバインドを指定してください。









	 ORA-22285: string操作に対するディレクトリまたはファイルが存在しません。 
	
原因: 存在しないディレクトリにアクセスしようとしたか、またはアクセスしようとしたファイルのディレクトリが存在しません。


	
処置: 指定したディレクトリに対応するシステム・オブジェクトがデータベース・ディクショナリに存在することを確認してください。または、ディレクトリ名が正しいことを確認してください。









	 ORA-22286: string操作を実行するにはファイルまたはディレクトリの権限が不十分です。 
	
原因: 操作を実行するために必要なディレクトリ別名またはファイルへのアクセス権限がありません。


	
処置: ディレクトリ別名またはファイル(あるいはその両方)で必要な権限を付与するよう、データベース/システム管理者に依頼してください。









	 ORA-22287: string操作は無効か、ディレクトリが修正されています 
	
原因: このディレクトリに初めてアクセスしている場合は、現在の操作で使用されたディレクトリ別名が無効です。以前にアクセスしている場合は、DBAによってこのディレクトリが変更されています。


	
処置: このディレクトリに初めてアクセスしている場合は、有効なディレクトリ名を指定してください。このエラーが発生する前に、このディレクトリ下でファイルのオープンに成功している場合は、一度ファイルをクローズしてから、DBAによって変更された有効なディレクトリ別名で操作を再試行してください。Oracleではディレクトリの変更を静止期間中にのみ行うことをお薦めします。









	 ORA-22288: ファイルまたはLOBの操作stringに失敗しました。 string 
	
原因: ファイルまたはLOBに対して操作を実行できませんでした。


	
処置: 詳細は、エラー・スタックの次のエラー・メッセージを参照してください。また、ファイルまたはLOBが存在するかどうか、および指定された操作の実行のために必要な権限が設定されているかどうかを確認してください。エラーが繰り返される場合は、DBAに連絡してください。









	 ORA-22289: ファイルまたはLOBがオープンしていないのでstring操作を実行できません。 
	
原因: ファイルまたはLOBがオープンしていないため、必要な操作を実行できません。


	
処置: 現在の操作の前に、ファイルまたはLOBの正常なオープン操作を行ってください。









	 ORA-22290: オープン状態のファイルまたはLOBが最大数を超えました 
	
原因: オープン・ファイルまたはLOB数が最大限度に達しました。


	
処置: いくつかのオープン・ファイルまたはLOBをクローズしてから、操作を再試行してください。









	 ORA-22291: トランザクションのコミット時点でオープン状態のLOBが存在します。 
	
原因: トランザクションのコミット時点でオープンLOBを持つトランザクションをコミットしようとしました。


	
処置: トランザクションをコミットする前にLOBをクローズしてください。









	 ORA-22292: LOBを読書きモードでオープンするにはトランザクションを開始してください。 
	
原因: トランザクションを開始する前に、LOBを読書きモードでオープンしようとしました。


	
処置: LOBを読書きモードでオープンする前にトランザクションを開始してください。トランザクションを開始する方法には、SQL DMLまたはSELECT FOR UPDATEコマンドの発行が含まれます。LOBを読込み専用モードでオープンする場合は、トランザクションは必要ありません。









	 ORA-22293: LOBが同じトランザクションでオープンしています 
	
原因: このトランザクションですでにオープンしているLOBをオープンしようとしました。


	
処置: LOBをクローズしてから、再オープンしてください。









	 ORA-22294: 読取り専用モードでオープンしているLOBを更新することはできません。 
	
原因: 読取り専用モードでオープンしているLOBへ書込みしようとしたか、更新しようとしました。


	
処置: LOBをクローズして、それを読取り/書込みモードで再オープンしてから、LOBに書込みまたは更新してください。









	 ORA-22295: 4000バイトを超えるデータは、1つの文でLOBおよびLONG列にバインドできません。 
	
原因: 同じ挿入または更新文でLOBおよびLONG列の両方に4000バイトを超えるデータをバインドしようとしました。LONG列または1つ以上のLOB列には4000バイトを超えるデータをバインドできますが、両方の列にはできません。


	
処置: LONG列または1つ以上のLOB列に4000バイトを超えるデータをバインドしてください。ただし、両方の列にはできません。









	 ORA-22296: データ型をLONGからLOBに変換するALTER TABLEオプションが無効です。 
	
原因: LONGデータ型をLOBへ変換中に、許可されないALTER TABLEのオプションを指定しようとしました。LONGデータ型をLOBへ変換中に許可されるALTER TABLEのオプションは、LOBへ変更される列のデフォルト句およびLOB記憶域句のみです。


	
処置: 許可されないオプションを削除してください。









	 ORA-22297: 警告: トランザクションのコミット時点でオープン状態のLOBが存在します 
	
原因: トランザクションのコミット時点でオープンLOBを持つトランザクションをコミットしようとしました。


	
処置: これは警告メッセージです。トランザクションは正常にコミットされましたが、オープン状態のLOB上のドメイン索引またはファンクション索引は更新されません。必要に応じて、これらの索引を再構築してください。









	 ORA-22298: ディレクトリの別名またはファイル名が長すぎます 
	
原因: BFILEに指定されたディレクトリ別名またはファイル名が長すぎます。


	
処置: 別名またはファイル名を短くしてください。









	 ORA-22303: 型"string"."string"が見つかりません。 
	
原因: 型の情報を取得しようとしましたが、その型が見つかりません。


	
処置: スキーマが正しくて、型が正しく作成されていることを確認してください。









	 ORA-22304: 入力型がオブジェクト型ではありません 
	
原因: オブジェクト型以外からスーパータイプの情報を取得しようとしました。


	
処置: オブジェクト型のみを渡してください。









	 ORA-22305: 属性/メソッド/パラメータ"string"が見つかりません 
	
原因: 示された名前の型要素が型の中にありません。


	
処置: 型要素が存在するかどうかを確認してください。









	 ORA-22306: 型"string"."string"はすでに存在しています。 
	
原因: すでに存在している型を作成しようとしました。


	
処置: この前に作成された型が存在するかどうかを確認してください。









	 ORA-22307: この操作はユーザー定義型でのみ実行できます 
	
原因: ユーザー定義型でのみ許可されている操作を実行しようとしました。この型はユーザー定義型ではありません。


	
処置: ユーザー定義型のみが操作されていることを確認してください。









	 ORA-22308: 発展型では操作はできません。 
	
原因: 変更される属性定義の型を置換しようとしました。


	
処置: ALTER TYPE REPLACEのかわりに、ALTER TYPE ADD/DROP文を送信してください。









	 ORA-22309: "string"という名前の属性はすでに存在しています 
	
原因: 2つ以上の属性が同一の名前を持つオブジェクトを作成しようとしました。


	
処置: 属性名がすべて一意であることを確認してください。









	 ORA-22310: ALTER TYPEエラー。表"string"."string"を参照してください。 
	
原因: 無効なALTER TYPE文が送信されました。


	
処置: 示された表にリストされたエラーを修正して、文を再発行してください。









	 ORA-22311: 属性"string"の型が存在しません。 
	
原因: 属性の型が存在しません。


	
処置: このDDLトランザクションでは、型が1つも作成/変更されていません。DDLトランザクションを再実行して、属性型の作成をDDLトランザクションに追加してください。









	 ORA-22312: CASCADEまたはINVALIDATEオプションを指定する必要があります。 
	
原因: CASCADEまたはINVALIDATEオプションを指定せずに、依存型または表を持つ型を変更しようとしました。


	
処置: CASCADEまたはINVALIDATEオプションのいずれかを使用して文を再送信してください。タイプ変更を依存タイプにカスケードするにはCASCADEを指定します。しない場合、INVALIDATEを指定してすべての依存を無効にします。









	 ORA-22313: 同一の型"string"の2つのバージョンは使用できません。 
	
原因: この型のバージョンが、アプリケーションとリンクされた別のライブラリで使用されている同一型のバージョンと一致しません。アプリケーションで使用できるのは、1つの型につき1バージョンのみです。


	
処置: このアプリケーションとリンクされているライブラリを確認して、同一型のバージョンを使用していることを確認してください。









	 ORA-22314: メソッド情報がALTER TYPE内で一致しません。 
	
原因: メソッド数またはメソッドのシグネチャが、オリジナルの型宣言のものと一致しません。これはサポートされていません。


	
処置: メソッドのシグネチャが、前に宣言されたメソッドに対するものと同一のままであるかどうかを確認してください。既存メソッドを削除しないでください。









	 ORA-22315: 型"string"にはマップまたは順序関数がありません。 
	
原因: 入力した型にはマップまたは順序関数が含まれていないため、値を戻せません。


	
処置: 型にマップ関数または順序関数を挿入するか、このエラーを受け取ってください。









	 ORA-22316: 入力型がコレクション型ではありません。 
	
原因: 名前のないコレクション型でコレクション型の情報を取得しようとしました。


	
処置: 名前の付いたコレクション型を関数に使用してください。









	 ORA-22317: タイプ・コードstringは数値型として有効ではありません。 
	
原因: 使用しようとした数値のタイプ・コードが無効です。


	
処置: OCI_TYPECODE_SMALLINT、OCI_TYPECODE_INTEGER、OCI_TYPECODE_REAL、OCI_TYPECODE_DOUBLE、OCI_TYPECODE_FLOAT、OCI_TYPECODE_NUMBERまたはOCI_TYPECODE_DECIMALのみを使用してください。









	 ORA-22318: 入力型が配列型ではありません。 
	
原因: 配列型以外から要素数を取得しようとしました。


	
処置: 配列である、名前の付いたコレクション型のみを転送してください。









	 ORA-22319: ALTER TYPEで型属性情報が変更されました 
	
原因: 型属性情報は、型変更時のオリジナルの型宣言の型属性情報と一致しません。ALTER TYPE中は、属性を変更できません。新しいメソッドのみを追加できます。


	
処置: すべての型の変更が正しいことを確認してください。









	 ORA-22320: ユーザー・バージョン文字列がありません。 
	
原因: VERSIONオプションがユーザー・バージョン文字列なしで指定されています。


	
処置: VERSIONキーワードに続くバージョン文字列を持つ文を再発行してください。









	 ORA-22321: メソッドは結果を戻しません。 
	
原因: メソッドに対してOCITypeResult()コールが行われましたが、メソッドから結果が戻されません。


	
処置: 正しいメソッド記述子が転送されているかどうか、またはメソッドの作成が正しく行われているかどうかを確認してください。









	 ORA-22322: エラーの表"string"."string"は不適切な構造です。 
	
原因: 指定したエラーの表に、予期される表構造がありません。


	
処置: DBMS_UTILITY.CREATE_ALTER_TYPE_ERROR_TABLEプロシージャを実行してエラーの表を作成し、その新しいエラーの表を使用して文を再発行してください。









	 ORA-22323: エラーの表"string"."string"は存在しません。 
	
原因: そのエラーの表は存在しません。


	
処置: 正しいエラーの表名を指定して文を再発行してください。









	 ORA-22324: 変更された型にコンパイル・エラーがあります。 
	
原因: ALTER TYPE文の使用によって、コンパイル・エラーが発生しました。


	
処置: レポートされたエラーを修正して、文を再発行してください。









	 ORA-22326: サブタイプを含む場合は、型をFINALに変更できません 
	
原因: サブタイプを持つ型をFINALに変更しようとしました。


	
処置: ターゲット型のサブタイプをすべて削除して、FINALに変更してください。









	 ORA-22327: 依存表がある場合は、型をNOT INSTANTIABLEに変更できません。 
	
原因: 依存表を持つ型をNOT INSTANTIABLEに変更しようとしました。


	
処置: ターゲット型の依存表をすべて削除して、文を再発行してください。









	 ORA-22328: オブジェクト"string"."string"にエラーがあります。string 
	
原因: ターゲット型の変更によって、依存オブジェクトでエラーが発生しました。


	
処置: 依存オブジェクト内の問題を修正して、文を再送信してください。









	 ORA-22329: 非オブジェクト型を変更できません。 
	
原因: 非オブジェクト型でALTER TYPEを実行しようとしました。


	
処置: 最初に非オブジェクト型を削除し、それからオブジェクト型としてそれを再作成してください。









	 ORA-22330: 有効ではない型を変更できません。 
	
原因: 無効な型でALTER TYPEを実行しようとしました。


	
処置: CREATE OR REPLACE TYPEコマンドを使用して型を変更してください。









	 ORA-22331: 不完全な型を変更できません。 
	
原因: 不完全な型でALTER TYPEを実行しようとしました。


	
処置: CREATE TYPEを使用して元の型を完全に定義して、ALTER TYPEを実行してください。









	 ORA-22332: スキーマ"string"の依存オブジェクトにエラーがあります。 string 
	
原因: ターゲット型の変更によって、依存オブジェクトでエラーが発生しました。


	
処置: 依存オブジェクト内の問題を修正して、文を再送信してください。









	 ORA-22333: 依存性の型と表が無効であるため、型"string"."string"をリセットできません 
	
原因: 無効な依存性の型および表を持つ型のバージョンをリセットしようとしました。


	
処置: ALTER TYPE COMPILE文を使用して無効な依存性の表をすべてコンパイルし、ALTER TABLE UPGRADE INCLUDING DATAを使用して依存性の表をすべてアップグレードしてから、文を再送信してください。









	 ORA-22334: 型"string"."string"をリセットできません。依存性の表は、最新バージョンにアップグレードする必要があります 
	
原因: 依存性の表内のデータが最新バージョンの型にアップグレードされていないときに、型のバージョンをリセットしようとしました。


	
処置: ALTER TABLE UPGRADE INCLUDING DATA文を使用して依存性の表内のデータをアップグレードして、文を再送信してください。









	 ORA-22335: クライアントは変更された型を処理することができません。 
	
原因: 8.2より前のクライアントがサーバーで変更された型を要求しました。


	
処置: 8.2以上のクライアントのみが変更された型にアクセスできます。









	 ORA-22336: 8.0のイメージ・フォーマットを含む表では、INCLUDING DATAを指定する必要があります 
	
原因: 次のいずれかが考えられます。1) 8.0のイメージ・フォーマット内の依存性の表を使用して型を変更しようとしました。また、NOT INCLUDING TABLE DATAオプションが指定されました。2) 指定されたNOT INCLUDING DATAオプションを使用して、8.0のイメージ・フォーマット内の表をアップグレードしようとしました。


	
処置: INCLUDING DATAオプションを使用して文を再送信してください。









	 ORA-22337: アクセスしたオブジェクトの型が展開されています 
	
原因: アクセスしたオブジェクトの型が変更されました。また、クライアントのオブジェクトは以前の型定義に基づいています。


	
処置: アプリケーションを終了し、アプリケーションを変更して、型の変更を保存してください。SQL/Plusから再接続して、文を再送信してください。









	 ORA-22338: 最終プロパティを変更する場合は、CASCADE INCLUDING DATAを指定する必要があります 
	
原因: CASCADE INCLUDING DATAオプションを指定せずに、依存性の表を持つ型の最終プロパティを変更しようとしました。


	
処置: CASCADE INCLUDING DATAオプションを使用して文を再送信してください。









	 ORA-22339: 属性列が置換可能であるため、非最終に変更できません 
	
原因: 埋込み属性がいくつかの表で置換可能として定義されているときに、タイプを非最終に変更しようとしました。タイプが非最終に変更されるとき、そのタイプの列はすべてのレベルで置換不可に設定されるので、これは9.0バージョンでの制限です。そのため、その埋込み属性列のいずれかが置換可能にマークされている場合、これはエラーになります。


	
処置: 表を再作成して、非最終型のすべての列にNOT SUBSTITUTABLE AT ALL LEVELSを指定してください。その後、ALTER TYPE文を再送信してください。









	 ORA-22340: stringできません (型"string"."string")。依存性の表は、最新バージョンにアップグレードする必要があります 
	
原因: 依存性の表内のデータが最新バージョンの型にアップグレードされていないときに、バージョンをリセットしようとしたか、型を削除または変更しようとしました。


	
処置: ALTER TABLE UPGRADE INCLUDING DATA文を使用して依存性の表内のデータをアップグレードして、文を再送信してください。









	 ORA-22341: スーパータイプ・インスタンスをサブタイプに割当てできません 
	
原因: 1つのサブタイプ・インスタンスのみを保持できるコンテナ(接続先)に、スーパータイプ・インスタンスを割当てまたはコピーしようとしました。


	
処置: 割当てまたはコピーするソースの実行時型が、接続先と同じ型または接続先の型のサブタイプであることを確認してください。









	 ORA-22342: 依存VARRAY列はインライン列の最大サイズを超えています 
	
原因: 依存VARRAY列がインライン列の最大サイズを超えるような型の変更(属性の追加または変更)を実行しようとしました。ただし、このVARRAY列は表の作成時に表レベルでLOBとして格納されるように指定されていません。


	
処置: 表の作成時に、VARRAY列を表レベルでLOBとして格納されるように指定してください。









	 ORA-22343: ALTER TYPEによって無効になったタイプに対するコンパイル・エラー 
	
原因: ALTER TYPEにより無効化されたタイプへのコンパイルが失敗しました。ユーザーがコンパイル・エラーの原因を修正して再試行できるように、このエラーがスローされ、コンパイル作業がロールバックされます。これはバージョンの作成に影響するので、ここではステータスの変更や依存情報の変更は行われません。


	
処置: コンパイル・エラーの原因を確認し、修正した後で再試行してください。









	 ORA-22344: CONVERT TO SUBSTITUTABLEオプションはNOT FINAL変更以外のALTER TYPEに対して指定できません 
	
原因: NOT FINAL変更以外のALTER TYPEに対してCONVERT TO SUBSTITUTABLEオプションを指定しようとしました。


	
処置: ALTER TYPE NOT FINAL変更に対してのみCONVERT TO SUBSTITUTABLEオプションを指定してください。









	 ORA-22345: この操作を行う前に、タイプstring.stringを再コンパイルします。 
	
原因: 有効なデータ型を要求する操作を実行しようとしましたが、データ型が無効でした。


	
処置: 指示に従って再コンパイルし、操作を再試行してください。









	 ORA-22346: この型には循環依存があります。CASCADEオプションを使用してください 
	
原因: 無効オプションを指定せずに、循環依存を持つ型を変更しようとしました。


	
処置: INVALIDATEオプションのかわりにCASCADEオプションを指定してください。









	 ORA-22347: ALTER TYPEに指定された型に変更はありません 
	
原因: ALTER TYPEは型に対する変更を含んでいません。


	
処置: 型の変更が必要な場合は、ALTER TYPEを修正して変更を指定してください。変更が必要ない場合は、ALTERを修正する必要はありません。









	 ORA-22348: オブジェクト・タイプDDLは編集スキーマでサポートされていません 
	
原因: オブジェクト・タイプDDLは編集スキーマでサポートされていません。


	
処置: 編集スキーマ・オブジェクトでこのDDLを実行しないでください。









	 ORA-22350: ここでは不完全な不透明型を使用できません 
	
原因: 不完全なSYS.AnyType、SYS.AnyDataまたはSYS.AnyDataSetが不適切に使用されています。


	
処置: 修正方法については、ドキュメントを参照してください。









	 ORA-22369: stringメソッドに無効なパラメータがあります。 
	
原因: 無効なパラメータがSYS.AnyType、SYS.AnyDataまたはSYS.AnyDataSetのこのメソッドに渡されています。


	
処置: このメソッドに渡されているパラメータを確認し、パラメータが許可されていることを確認してください。









	 ORA-22370: stringメソッドの使用方法が正しくありません。 
	
原因: SYS.AnyType、SYS.AnyDataまたはSYS.AnyDataSetのこのメソッドが不適切に使用されています。


	
処置: 修正方法については、ドキュメントを参照してください。









	 ORA-22371: 存在しない型string.string、バージョンstringのデータが表に含まれています 
	
原因: 1つ以上の参照された型が削除されたためにいくつかの古いバージョンの型が削除されました。


	
処置: これらのデータは、ユーザー定義型全体として読み込まれません。別々のスカラー属性レベルでデータを読み込んでください。









	 ORA-22372: 型ディクショナリ・アップグレードのイベント 
	
原因: これは8.0から8.1への型ディクショナリのアップグレードのために内部的に使用されるイベントです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-22373: 古いバージョンのハッシュコードが見つかりました 
	
原因: 新バージョンのハッシュコードの作成時に、旧バージョンのHCが見つかりました。現在、これは内部的に処理されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-22374: 依存する表がある型のバージョンはリセットできません 
	
原因: バージョンのリセットが要求された型には、依存する表があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-22375: 完全なタイプ・ツリーのサブタイプをチェックするためのイベント 
	
原因: Oracle Bug# 12430142に関する修正で、このイベントは完全なタイプ・ツリーで深さの制限なしでサブタイプをチェックするために使用されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-22600: 処理できない8.0.2(ベータ)VARRAYデータが見つかりました。 
	
原因: Oracle8(リリース8.0.3以上)で、Oracle8リリース8.0.2(ベータ2)によって作成および保存されたVARRAYデータが見つかりました。Oracle8では、そのようなVARRAYデータを理解または処理できません。


	
処置: 表の削除、行の削除またはVARRAY列をNULLにすることにより、表からVARRAYデータを削除して、VARRAYデータを再挿入します。この変換を自動化するためのスクリプトまたはツールはありません。









	 ORA-22601: pickler TDSコンテキスト[string]が初期化されていません。 
	
原因: pickler TDSコンテキストを初期化せずに使用しようとしました。


	
処置: OCIPicklerTdsCtxInitを使用して、コンテキストを初期化してください。









	 ORA-22602: pickler TDSハンドル[string]が正しく形成されていません。 
	
原因: pickler TDSハンドルを初期化または形成せずに使用しようとしました。


	
処置: 形成する前に、OCIPicklerTdsInitを使用してハンドルを初期化してください。また、OCIPicklerTdsGenerateを使用して、TDSを形成してから属性をアクセス可能にしてください。









	 ORA-22603: 生成済のTDSハンドルに属性は追加できません。 
	
原因: 生成済のTDSに属性を追加しようとしました。


	
処置: まだ生成されていない初期化済TDSハンドルを使用してください。









	 ORA-22604: TDSハンドルはすでに生成されています。 
	
原因: すでに生成されているTDSを生成しようとしました。


	
処置: まだ生成されていない初期化済TDSハンドルを使用してください。









	 ORA-22605: FDOハンドル[string]が初期化されていません。 
	
原因: 初期化されていないFDOハンドルを使用しようとしました。


	
処置: OCIPicklerFdoInitを使用して、FDOハンドルを初期化してください。









	 ORA-22606: picklerイメージ・ハンドル[string]が正しく構成されていません 
	
原因: イメージ・ハンドルを初期化または形成せずに使用しようとしました。


	
処置: 構成する前に、OCIPicklerTdsInitを使用してハンドルを初期化してください。また、OCIPicklerImageGenerateを使用して、イメージを構成してから属性をアクセス可能にしてください。









	 ORA-22607: イメージ・ハンドルはすでに生成されています。 
	
原因: すでに生成されているイメージを生成しようとしました。


	
処置: まだ生成されていない初期化済イメージ・ハンドルを使用してください。









	 ORA-22608: 生成済のイメージ・ハンドルに属性は追加できません。 
	
原因: 生成済のイメージに属性を追加しようとしました。


	
処置: まだ生成されていない初期化済イメージ・ハンドルを使用してください。









	 ORA-22609: FDOの初期化中にエラーstringが発生しました。 
	
原因: FDOの初期化中にエラーが発生しました。


	
処置: 指定エラーに基づいた処置を行ってください。









	 ORA-22610: イメージ・ハンドルにスカラーを追加中にエラーが発生しました。 
	
原因: イメージ・ハンドルにスカラー属性を追加中にエラーが発生しました。


	
処置: スカラーを追加する前にイメージ・ハンドルが初期化されていることを確認してください。









	 ORA-22611: TDSのバージョンが認識できません 
	
原因: 無効なTDSハンドルが渡されました。


	
処置: イメージ・ハンドルが、有効なTDSを使用して初期化されていることを確認してください。









	 ORA-22612: TDSにコレクションTDSの記述がありません。 
	
原因: コレクション構成/アクセス・ルーチンがイメージにありますが、TDSにコレクションTDSの記述がありません。


	
処置: イメージ・ハンドルでコレクション・ルーチンを起動する前に、コレクションTDSが使用されていることを確認してください。









	 ORA-22613: buflenがスカラーのサイズと一致しません。 
	
原因: BUFLENが正しくありません。


	
処置: BUFLENが正しく、スカラーのサイズと一致していることを確認してください。









	 ORA-22614: イメージのコレクションを作成中にエラーが発生しました。 
	
原因: コレクションを作成中にエラーが発生しました。


	
処置: イメージ・ハンドルが初期化されており、OCIPicklerImageCollBeginがコールされてコレクションが開始されていることを確認してください。









	 ORA-22615: 属性がコレクションではありません。 
	
原因: コレクションでない属性でコレクション・ルーチンが起動されました。


	
処置: 属性がコレクションであることを確認してください。









	 ORA-22616: イメージがOracle 8.1の形式ではありません。 
	
原因: 起動された関数はOracle8iリリース8.1のイメージにのみ適応します。


	
処置: イメージがOracle8iリリース8.1の形式であることを確認してください。









	 ORA-22617: イメージ・ハンドル・コレクションにアクセス中、エラーが発生しました。 
	
原因: イメージ・ハンドル・コレクションにアクセス中、エラーが発生しました。


	
処置: イメージが正しく初期化されており、コレクションが正しい構造になっていることを確認してください。









	 ORA-22618: イメージ・ハンドルで属性がBAD NULLです。 
	
原因: 問題の属性はNULL埋込みイメージの属性の可能性があります。


	
処置: 属性番号が有効、NULLまたはNOT NULLであることを確認してください。









	 ORA-22619: すべてのコレクション要素はすでにアクセスされました。 
	
原因: すべてのコレクション要素がすでにアクセスされた後に、コレクション要素にアクセスしようとしました。


	
処置: この関数をコールしないでください。









	 ORA-22620: 値を保持するにはバッファ・サイズが小さすぎます。 
	
原因: バッファ・サイズが値を保持できるほど大きくありません。多くの場合、キャラクタ・セット変換の実行中は、より大きなバッファが必要になります。


	
処置: より大きなバッファに値を渡してください。クライアント・キャラクタ・セットのフォーマットがサーバーのフォーマットとは異なる場合、変換が4X拡張になる可能性があります。









	 ORA-22621: エージェントからオブジェクトを転送中、エラーが発生しました。 
	
原因: エージェント側のpicklerルーチンからエラーが戻されました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-22625: OCIAnyDataが正しく構成されていません。 
	
原因: OCIAnyDataをその構成を初期化せずに使用しようとしました。


	
処置: 属性の追加前に、OCIAnyDataBeginConstructを使用してハンドルを初期化してください。OCIAnyDataEndConstructを使用して構成を完了します。または、OCIAnyDataConvertを使用して構成を実行します。属性にアクセスする前に、適切に構成されていることを確認します。









	 ORA-22626: OCIAnyDataの構成またはアクセス中に型の不一致が発生しました。 
	
原因: 提供された型がAnyDataの型と一致していません。ピース・ワイズ構成またはアクセスを実行しようとした場合は、提供された型が現在の属性の型と一致しません。


	
処置: 提供された型が構成またはアクセスするオブジェクトの型と一致することを確認してください。









	 ORA-22627: tc [string]はOBJECT/VARRAY/NESTED TABLEである必要があります。 
	
原因: タイプ・コードがOBJECT/VARRAY/NESTED TABLEではありません。


	
処置: タイプ・コードがOCI_TYPECODE_OBJECT、OCI_TYPECODE_VARRAYまたはOCI_TYPECODE_TABLEであることを確認してください。









	 ORA-22628: OCIAnyDataはすでに構成されています。 
	
原因: すでに構成されているOCIAnyDataに属性を追加しようとしました。


	
処置: まだ構成されていない初期化済OCIAnyDataを使用してください。









	 ORA-22629: OCIAnyDataがNULLです。 
	
原因: NULLのOCIAnyDataで有効でない操作を実行しようとしました。


	
処置: OCIAnyDataがNULLでないことを確認してください。









	 ORA-22630: 属性[string]がNULLか、正しく構成されていません。 
	
原因: NULLまたは正しく構成されていない属性が渡されました。


	
処置: 属性がNULLでないか、または正しく構成されていることを確認してください。









	 ORA-22631: 属性[string]が正しく構成されていないか、型と一致しません。 
	
原因: 正しく構成されていない属性が渡されたか、または入力型と一致しません。


	
処置: 属性が正しく構成され、指定した型と一致することを確認してください。









	 ORA-22632: AnyDataSetパラメータは現行の操作には有効ではありません。 
	
原因: AnyDataSetパラメータがNULLか、またはなんらかの理由で現行の操作には無効です。


	
処置: 現行の操作については、ドキュメントを参照してください。









	 ORA-22633: AnyDataSetの解除でエラーが発生しました。 
	
原因: 渡されたAnyDataSetが有効でない可能性があります。


	
処置: すべてのAnyDataSetパラメータを確認してください。









	 ORA-22634: AnyDataSetへの新規インスタンスの追加でエラーが発生しました。 
	
原因: AnyDataSetの現行インスタンスが完全に構成されていません。


	
処置: 新規インスタンスを追加する前に、現行インスタンスが完全に構成されていることを確認してください。









	 ORA-22635: タイムゾーン・タイプ付きのタイムスタンプはサポートされていません 
	
原因: OCIAnyDataでは、タイム・ゾーン・ファイルのバージョンが異なっている場合にタイム・ゾーン付きのタイムスタンプを変換できません。


	
処置: 同じバージョンのタイム・ゾーン・ファイルを使用してください。









	 ORA-22800: ユーザー定義型が無効です 
	
原因: 不完全な型をコンストラクタとして使用しようとしました。


	
処置: 問合せで使用する前に型定義を完了してください。









	 ORA-22801: オブジェクト行変数が無効です。 
	
原因: 指定されたオブジェクト行変数が、名前解決の有効範囲内にありません。


	
処置: オブジェクト行変数の指定が正しいことを検証するか、有効範囲で参照できるオブジェクト行変数を使用してください。









	 ORA-22802: リモート実装タイプはサポートされていません 
	
原因: リモート・タイプ参照はサポートされていませんでした。


	
処置: ユーザー定義の集計関数でローカルの実装タイプを使用してください。









	 ORA-22803: オブジェクト型に属性が含まれていません。 
	
原因: 属性のないオブジェクト型の列またはコンストラクタを作成または指定しようとしました。このコンテキストでは、1つ以上の属性を持つオブジェクト型のみを使用できます。


	
処置: 有効なオブジェクト型を指定してください。









	 ORA-22804: オブジェクト表またはユーザー定義型の列でリモート操作は許可されません。 
	
原因: オブジェクト型がオブジェクト、REF、ネストした表またはVARRAYのうちのいずれかであるリモート・オブジェクト表またはリモート表の列に対して、問合せまたはDML操作を実行しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-22805: オブジェクト表またはネストした表にNULLオブジェクトは挿入できません 
	
原因: オブジェクト表またはネストした表にNULLオブジェクトを挿入しようとしました。


	
処置: NULLでないオブジェクトを表に挿入するか、または属性値NULLのオブジェクトを挿入することを確認してください。









	 ORA-22806: オブジェクト型またはREF型ではありません。 
	
原因: オブジェクトでもREFでもない項目から属性を取り出そうとしました。


	
処置: オブジェクト型またはREF型の項目を使用して、操作を再試行してください。









	 ORA-22807: スカラー型かコレクション型か解決できません 
	
原因: 非スカラー(たとえば、オブジェクト型)項目の使用が無効です。


	
処置: 項目のデータ型を変更して、操作を再試行してください。









	 ORA-22808: REF参照解除は使用できません 
	
原因: REF項目の参照解除によって型の属性にアクセスしようとしました。


	
処置: その項目を、オブジェクト型のREF項目のかわりにオブジェクト型にしてください。









	 ORA-22809: 属性が存在しません。 
	
原因: オブジェクト型の属性にアクセスしようとしましたが、属性が存在しません。


	
処置: 属性の参照が有効であるかどうかを確認してください。その後で、操作を再試行してください。









	 ORA-22810: REF参照解除でオブジェクト属性は変更できません 
	
原因: UPDATE文で、REF列の参照解除によってオブジェクトの属性を変更しようとしました。


	
処置: REFの参照オブジェクトを含んだ表を更新するか、またはREF列をオブジェクト型の列に変更してください。









	 ORA-22812: ネストした表の列の記憶表は参照できません 
	
原因: ネストした表の列の記憶表へのアクセスは、このコンテキストでは許可されません。


	
処置: ネストした表の列を含んだ親表に対して文を発行してください。









	 ORA-22813: オペランド値がシステム制限値を超えています 
	
原因: オブジェクトまたはコレクション値が大きすぎます。ソート・コンテキストで値のサイズが30Kを超えているか、または使用可能メモリーに対してサイズが大きすぎます。


	
処置: 別の値を選択して、操作を再試行してください。









	 ORA-22814: 属性または要素の値が型で指定された値を超えています 
	
原因: オブジェクト型の属性またはコレクション要素の値が、タイプ宣言で指定されたサイズを超えています。


	
処置: 別の値を選択して、操作を再試行してください。









	 ORA-22816: RETURNING句ではサポートされていない機能です。 
	
原因: 現在、RETURNING句は、オブジェクト型列、LONG列、リモート表、副問合せでのINSERT、およびINSTEAD OFトリガーではサポートされていません。


	
処置: 値を得るために異なるSELECT文を使用してください。









	 ORA-22817: DEFAULT句で副問合せは使用できません。 
	
原因: 列のDEFAULT句式に副問合せを使用しようとしました。


	
処置: 副問合せをDEFAULT句から削除してください。









	 ORA-22818: 副問合せ式はここでは使用できません 
	
原因: 副問合せがサポートされていない場所で使用されました。


	
処置: 副問合せのない文に修正してください。









	 ORA-22819: 入力値の有効範囲がターゲットの有効範囲に対応していません。 
	
原因: 予期した表と異なる表への有効範囲内のREF値を操作しようとしました。


	
処置: 予期した表の有効範囲にあるREFを使用し、操作を再試行してください。









	 ORA-22826: 非インスタンス・タイプのインスタンスを構成できません。 
	
原因: コンストラクタとして、非インスタンス・タイプを使用しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-22828: 入力パターンまたは置換パラメータが32Kサイズの制限を超えています 
	
原因: LOB SQL関数のVARCHAR2またはCLOBの書式内のパターンまたは置換文字列に提供された値が32Kサイズ制限を超えました。


	
処置: 短いパターンを使用するか、または複数のパスで長いパターン文字列を処理してください。









	 ORA-22833: 一時型を永続型にキャストする必要があります 
	
原因: 問合せ結果で一時型を使用しようとしました。


	
処置: 一時型を構造上等しい永続型にキャストしてください。









	 ORA-22835: CLOBからCHAR、またはBLOBからRAWへの変換には、バッファーが小さすぎます(実際: string、最大: string) 
	
原因: CLOBからCHARまたはBLOBからRAWへの変換が試みられましたが、LOBサイズがCHAR型およびRAW型のバッファ制限を超えています。この列について文字長としての意味付けが有効であれば幅は文字数で通知されますが、それ以外の場合、幅はバイト数で通知されます。


	
処置: 次のいずれかの処置を行ってください。
1. SUBSTRまたはCLOBを使用するなどして、LOBを小さくしてから変換を実行する

2. DBMS_LOB.SUBSTRを使用してCLOBからCHAR、またはBLOBからRAWへの変換を実行する











	 ORA-22837: ユーザー・レベルのDMLではリレーショナル・ヒントまたはキーワードは許可されません 
	
原因: ユーザー・レベルのDMLでリレーショナル・ヒントまたはキーワードを使用しようとしました。


	
処置: DMLではリレーショナル・ヒントまたはキーワードを使用しないでください。









	 ORA-22839: SYS_NC列での直接更新は許可されていません 
	
原因: SYS_NC列を直接更新しようとしました。


	
処置: SYS_NC列を直接更新しないでください。









	 ORA-22850: LOB記憶域オプションの指定が重複しています 
	
原因: LOB記憶域オプション(CHUNK、PCTVERSION、CACHE、NOCACHE、TABLESPACE、STORAGE、INDEX、SECUREFULE/BASICFILE、[A]SYNC)が2度以上指定されています。


	
処置: LOB記憶域オプションはすべて1度のみ指定してください。









	 ORA-22851: CHUNK LOB記憶域オプションの値が無効です 
	
原因: CHUNK LOB記憶域オプションの値は整数である必要があります。


	
処置: 適切な整数値を選択して、操作を再試行してください。









	 ORA-22852: PCTVERSION LOB記憶域オプションの値が無効です 
	
原因: PCTVERSION LOB記憶域オプションの値は整数である必要があります。


	
処置: 適切な整数値を選択して、操作を再試行してください。









	 ORA-22853: LOB記憶域オプションの指定が無効です 
	
原因: LOB記憶域オプションが指定されていません。


	
処置: LOB記憶域句の一部として、CHUNK、PCTVERSION、CACHE、NOCACHE、TABLESPACE、STORAGE、INDEX、[A]SYNCまたはDATA SYNCのうちの1つを指定してください。









	 ORA-22854: LOB記憶域索引のオプションが無効です 
	
原因: 有効なLOB記憶域索引のオプションが指定されていません。


	
処置: LOB記憶域索引の一部として、INITRANS、MAXTRANS、TABLESPACE、STORAGEのうちの1つを指定してください。









	 ORA-22855: LOB記憶域セグメントのオプション名が正しく指定されていません 
	
原因: 列リストで、LOB記憶域セグメントのオプション名が複数列で指定されました。


	
処置: 各列のLOB記憶域をオプション名のみで指定してください。









	 ORA-22856: オブジェクト表に列を追加できません。 
	
原因: オブジェクト表に列を追加しようとしました。オブジェクト表の定義はオブジェクト型に基づいているため、列の追加によってオブジェクト表を変更できません。


	
処置: その他の属性で新規の型を作成し、その新規の型を使用してオブジェクト表を作成してください。新規オブジェクト表には、必要な列が含まれます。









	 ORA-22857: オブジェクト表の列を変更できません。 
	
原因: 既存の列を変更してオブジェクト表を変更しようとしました。オブジェクト表の定義はオブジェクト型に基づいているため、既存の列の変更によってオブジェクト表を変更できません。表定義は、対応する型と同期化されている必要があります。


	
処置: 必要な属性で新規の型を作成し、その新規の型を使用してオブジェクト表を作成してください。新規オブジェクト表には、必要な列が含まれます。









	 ORA-22858: データ型の変更が無効です。 
	
原因: 列型をオブジェクト、REF、ネストした表、VARRAYまたはLOB型に変更しようとしました。


	
処置: 必要な型で新規の列を作成し、適切な型コンストラクタを使用して現行の列データを新規の型にコピーしてください。









	 ORA-22859: 列の変更が無効です。 
	
原因: オブジェクト、REF、VARRAY、ネストした表またはLOBの列型を変更しようとしました。


	
処置: 必要な型で新規の列を作成し、適切な型コンストラクタを使用して現行の列データを新規の型にコピーしてください。









	 ORA-22860: オブジェクト型が必要です。 
	
原因: 非オブジェクト型を使用してオブジェクト表を作成しようとしたか、または非オブジェクト型へのREFである列を作成しようとしました。


	
処置: 表定義または列定義で有効なオブジェクト型を使用してください。









	 ORA-22861: ユーザー定義型が無効です 
	
原因: 存在しない型で列またはオブジェクト表を作成しようとしました。


	
処置: 表定義または列定義で有効な型を指定してください。









	 ORA-22862: 指定されたオブジェクト識別子が既存のオブジェクト識別子と一致しません。 
	
原因: 型のオブジェクト識別子を指定しようとしましたが、同名の不完全な型の既存識別子と一致しません。


	
処置: 正しいオブジェクト識別子を指定するか、または識別子を文から削除してください。









	 ORA-22863: データ型string.stringにシノニムは指定できません。 
	
原因: データ型へのシノニムの指定はサポートされていません。


	
処置: データ型にシノニムを指定しないでください。









	 ORA-22864: LOB索引は変更または削除できません。 
	
原因: LOB索引を変更または削除しようとしました。


	
処置: システム定義のLOB索引に直接操作を行わないでください。対応するLOB列に操作を実行してください。









	 ORA-22865: 列が複数指定されています。 
	
原因: 複数の列を指定しようとしましたが、指定できるのは1つのみです。


	
処置: 単一の列を指定し、操作を再試行してください。









	 ORA-22866: 依存する表がある型は置換できません 
	
原因: 依存する表がある型を置換しようとしました。


	
処置: 型に依存するすべての表を削除して、操作を再試行してください。









	 ORA-22868: LOB列のゼグメントはありますが、表セグメントは異なる表領域にあります。 
	
原因: 削除しようとした表領域には、表のLOB列のセグメントはありますが、表セグメントがありません。


	
処置: この表領域内に、表でないセグメントを持つLOB列で表を検索してください。それらの表を削除してから、表領域の削除を再実行してください。









	 ORA-22869: 型依存階層の深度が制限値を超えています。 
	
原因: 深さが1024を超える型依存階層が作成されました。


	
処置: 型依存階層の深さを減らして、再作成してください。









	 ORA-22870: 非オブジェクト型でALTER TYPE with REPLACEオプションを実行しようとしています。 
	
原因: 非オブジェクト型でREPLACEオプション付きでALTER TYPEを実行しようとしました。


	
処置: 最初に非オブジェクト型を削除し、それからオブジェクト型としてそれを再作成してください。









	 ORA-22871: 不完全な型でALTER TYPE with REPLACEオプションは使用できません。 
	
原因: 不完全な型でREPLACEオプション付きでALTER TYPEを実行しようとしました。


	
処置: 元の型を完全に定義してから、REPLACEオプション付きでALTER TYPEを使用してください。









	 ORA-22872: 主キー・ベースのオブジェクト識別子を持つ表ではOID INDEX句を使用できません 
	
原因: 主キー・ベースのオブジェクト識別子を持つ表でOID INDEXを作成しようとしました。


	
処置: OID INDEX句を削除してください。









	 ORA-22873: 主キー・ベースのオブジェクト表に主キーが指定されていません。 
	
原因: 主キーを指定せずに主キー・ベースのオブジェクト表を作成しようとしました。


	
処置: 主キーを指定し、操作を再試行してください。









	 ORA-22874: 属性"string"は型"string"の一部ではありません。 
	
原因: USER_DEFINED句で指定された属性はREF型の属性ではありません。


	
処置: USER_DEFINED句で指定された名前が、REF型の有効な属性の名前であることを確認してください。









	 ORA-22875: 主キー・ベースのオブジェクト識別子を持つオブジェクト表の主キーは削除できません。 
	
原因: 主キー・ベースのオブジェクト識別子を持つオブジェクト表の主キーを削除しようとしました。


	
処置: DROP PRIMARY KEY句を削除してください。









	 ORA-22876: このユーザー定義型は許可されないか、またはこのコンテキストでは使用できません。 
	
原因: 許可されていないユーザー定義型を作成しようとしたか、表列を作成しようとしたか、またはサポートされていない型のデフォルト・コンストラクタを使用しようとしました。


	
処置: このコンテキストで許可されている型であることを確認してください。









	 ORA-22877: LOB列のHASHパーティションまたはサブパーティションに無効なオプションが指定されました。 
	
原因: LOBパーティションまたはサブパーティションの物理属性の解析中に、1つ以上の無効なオプションが見つかりました。LOBパーティションがHASHメソッドを使用してパーティション化された表にあるか、またはLOBサブパーティションがHASHメソッドを使用してサブパーティション化された表にあります。HASHパーティションまたはサブパーティションに対して有効なオプションは、TABLESPACEのみです。


	
処置: 無効なオプションを削除してください。









	 ORA-22878: 重複するLOBパーティションまたはサブパーティションが指定されました。 
	
原因: LOB列にすでに指定されたパーティションまたはサブパーティションを指定しようとしました。


	
処置: 重複する指定を削除してください。









	 ORA-22879: パーティション表にはLOB INDEX句を使用できません。 
	
原因: パーティション表のCREATE TABLE文またはALTER TABLE文にLOB INDEX句を指定しようとしました。


	
処置: LOB INDEX句を削除してください。









	 ORA-22880: REFが無効です。 
	
原因: アクセスしたREFが無効です。


	
処置: REFを変更してから操作を再試行してください。









	 ORA-22881: REFの参照先がありません 
	
原因: REFに対応するオブジェクトにアクセスしましたが、対応するオブジェクトは存在しません。


	
処置: REF値が参照しているオブジェクトが存在することを確認してください。









	 ORA-22882: オブジェクトの作成に失敗しました。 
	
原因: データベースでオブジェクトを作成できません。


	
処置: オブジェクト表が存在し、オブジェクト・サイズが大きすぎないかどうかを確認してください。その後で、操作を再試行してください。









	 ORA-22883: オブジェクトの削除に失敗しました。 
	
原因: オブジェクトをデータベースから削除できませんでした。


	
処置: オブジェクト表が存在するかどうかを確認し、操作を再試行してください。









	 ORA-22884: オブジェクトの変更に失敗しました。 
	
原因: オブジェクトをデータベースで変更できませんでした。


	
処置: オブジェクト表が存在し、オブジェクト・サイズが大きすぎないかどうかを確認してください。その後で、操作を再試行してください。









	 ORA-22885: 非永続オブジェクトに対してREFは取得できません 
	
原因: オブジェクト表の中のオブジェクト以外の何かに対して、REFを取得しようとしました。REFを取得できるのは、オブジェクト表の中のオブジェクトのみです。


	
処置: オブジェクト表からREF値を取得するために問合せを修正してください。









	 ORA-22886: 有効範囲表"string"(スキーマ"string")はオブジェクト表ではありません 
	
原因: REF列に対して指定された有効範囲表は、オブジェクト表ではありません。


	
処置: 有効範囲表がオブジェクト表であることを確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-22887: REF列の型が有効範囲表の列の型と一致しません 
	
原因: REF列に指定された型と、有効範囲表に指定された型が異なっています。


	
処置: REF列の型と有効範囲表の型が同一であることを確認してください。









	 ORA-22888: REF列に対するSCOPE句の指定が重複しています。 
	
原因: 1つのREF列に対して複数のSCOPE句が指定されました。


	
処置: 重複したSCOPE句を削除して操作を再試行してください。









	 ORA-22889: REF値が有効範囲表を示していません 
	
原因: 有効範囲表を参照しないREF値を挿入しようとしました。


	
処置: REF値が有効範囲表を参照していることを確認してください。









	 ORA-22890: REF列の制約に対して制約名は指定できません。 
	
原因: REF列の制約に対して制約名を指定しようとしました。


	
処置: 制約名を削除して操作を再試行してください。









	 ORA-22891: REF制約に列は複数指定できません。 
	
原因: 1つのREF制約で複数の列を指定しようとしました。


	
処置: 各列に対して別個の制約を指定して、操作を再試行してください。









	 ORA-22892: 有効範囲表"string"がスキーマ"string"に存在しません 
	
原因: REF列に対して指定された有効範囲表が存在しません。


	
処置: 有効範囲表が存在することを確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-22893: 制約はREF列にのみ指定できます 
	
原因: 指定された制約は、REF以外の列に適用できません。


	
処置: 制約を削除して操作を再試行してください。









	 ORA-22894: 制約は、空ではない表の既存の有効範囲外のREF列には追加できません 
	
原因: 1つ以上の行を含む表で既存の有効範囲外のREF列に対して、制約を追加しようとしました。


	
処置: 制約指定を削除するか、または表を空にしてから制約を追加してください。









	 ORA-22895: 参照表"string"(スキーマ"string")はオブジェクト表ではありません。 
	
原因: REF列に対して指定された参照表は、オブジェクト表ではありません。


	
処置: 参照された表がオブジェクト表であることを確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-22896: REF列"string"に有効範囲制約と参照制約は同時に設定できません。 
	
原因: REF列に参照制約と有効範囲制約があります。参照制約は、有効範囲制約を含んでいます。


	
処置: 参照制約または有効範囲制約のいずれかを削除して、操作を再試行してください。









	 ORA-22897: ユーザー定義のREF列"string"に有効範囲句が指定されていません 
	
原因: ユーザー定義のREF列に有効範囲制約がありません。


	
処置: 有効範囲制約をユーザー定義のREF列に指定して、操作を再試行してください。









	 ORA-22898: "string"の既存の有効範囲句が参照制約に記載された表以外の表を指定しています。 
	
原因: 参照整合性制約に記載された表が、REF列の有効範囲表と異なります。


	
処置: 参照整合性制約のREF列の有効範囲表を指定し、操作を再試行してください。









	 ORA-22899: 参照列に有効範囲とROWID制約の両方は指定できません 
	
原因: REF列に有効範囲およびROWID制約の両方を指定しようとしました。


	
処置: ROWID制約または有効範囲制約のいずれかを削除して、操作を再試行してください。









	 ORA-22900: 副問合せのSELECTリスト項目がコレクション型ではありません。 
	
原因: THE副問合せは、ネストした表またはVARRAY項目をSELECTする必要があります。


	
処置: 副問合せを変更して、ネストした表またはVARRAY項目をSELECTしてください。









	 ORA-22901: オブジェクト型のVARRAY属性またはLOB属性を比較できません 
	
原因: MAPまたはORDERメソッドがないときに、オブジェクト型のVARRAYまたはLOB属性を比較しようとしました。


	
処置: オブジェクト型にMAPまたはORDERメソッドを定義してください。









	 ORA-22902: CURSORの式は使用できません。 
	
原因: 副問合せのCURSORが許可されるのは、問合せのトップレベルSELECTリストでのみです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-22903: MULTISETの式は使用できません。 
	
原因: MULTISETの式は、ネストした表またはVARRY型へのCASTの内部でのみ使用できます。


	
処置: MULTISET(副問合せ)式をネストした表またはVARRAY型へのCASTの内部に入れてください。









	 ORA-22904: ネストした表の列の参照は無効です 
	
原因: ネストした表の列の使用は無効です。


	
処置: ネストした表の列への無効な参照を削除してください。









	 ORA-22905: ネストしていない表項目の行にはアクセスできません 
	
原因: 項目の行にアクセスしようとしましたが、その項目の型は解析時に不明であるか、またはネストした表項目ではありません。


	
処置: CASTを使用して、ネストした表型に項目をキャストしてください。









	 ORA-22906: 式またはネストした表のビュー列でDMLは実行できません 
	
原因: 式またはネストした表のビュー列でDMLを実行しようとしましたが、そのビュー列では実表のネストした表の列が必要です。


	
処置: DMLで許可されているのは実表のネストした表の列のみです。









	 ORA-22907: ネストした表またはVARRAYではない型に対するCASTは無効です 
	
原因: ネストした表ではなく、VARRAYでもない型にCASTを指定しようとしました。


	
処置: ネストした表またはVARRAY型に対してCASTを再指定してください。









	 ORA-22908: NULLの表値を参照しています。 
	
原因: THE副問合せまたはネストした表の列の評価結果がNULL値になりましたが、これはNULL表インスタンスを示します。THE副問合せまたはネストした表の列は、NULLでない1つの表インスタンスを示す必要があります。


	
処置: THE副問合せまたはネストした表の列の評価結果が、NULLでない1つの表インスタンスになることを確認してください。THE副問合せを挿入のターゲットにしたINSERT文のコンテキストで発生する場合は、空のネストした表のコンストラクタを指定した親表の行のネストした表の列を更新することで空のネストした表のインスタンスが作成されていることを確認してください。









	 ORA-22909: 最大VARRAY制限を超えました 
	
原因: VARRAYの作成に使用された要素数の合計が、指定されたVARRAY制限を超えています。


	
処置: 指定された制限値を超える要素数をVARRAYの作成に使用しないでください。









	 ORA-22910: ネストした表にスキーマ名は指定できません 
	
原因: ネストした表の列(または属性)の記憶域句で、表名の修飾にスキーマ名が使用されています。


	
処置: スキーマ名の修飾子を削除して、ネストした表の項目の記憶域句を再指定してください。デフォルトでは、ネストした表の項目に対する記憶表は、ネストした表を含む表と同じスキーマで作成されます。









	 ORA-22911: ネストした表の項目に対する記憶域の指定が重複しています 
	
原因: ネストした表の列に対する記憶域句が2度以上指定されています。


	
処置: 重複した記憶域指定を削除してください。









	 ORA-22912: 指定された列または属性がネストした表の型ではありません 
	
原因: 列または属性の記憶域句が指定されていますが、ネストした表の列または属性ではありません。


	
処置: 有効なネストした表の列または属性を指定してください。









	 ORA-22913: ネストした表の列または属性には表名を指定する必要があります 
	
原因: ネストした表の列または属性に記憶域句が指定されていません。


	
処置: ネストした表の列または属性にネストした表の記憶域句を指定してください。









	 ORA-22914: ネストした表のDROPはサポートされていません 
	
原因: ネストした表を削除しようとしました。


	
処置: ネストした表は明示的に削除できません。ネストした表は、その表を含んでいる親表を削除することでのみ削除できます。









	 ORA-22915: ネストした表の記憶表はADD/MODIFY列に変更できません 
	
原因: ネストした表の記憶表をADD/MODIFY列に変更しようとしました。


	
処置: ネストした表の記憶表で、列を追加または変更することはできません。ネストした表の列を追加または変更するには、親表のネストした表の列を変更してください。









	 ORA-22916: ネストしたカーソルを持つ問合せで正確なFETCHができません 
	
原因: 問合せからカーソルが戻される場合は、指定された問合せで正確なFETCHはできません。


	
処置: 正確なFETCHを使用しないでください。









	 ORA-22917: この列または属性に対する記憶域句の指定にはVARRAYを使用します。 
	
原因: VARRAY列または属性に対する記憶域句の指定にVARRAYが使用されていません。


	
処置: 列の記憶域句の前にVARRAYを指定して、文を再実行してください。









	 ORA-22918: 指定した列または属性がVARRAY型ではありません。 
	
原因: VARRAY型ではない列または属性にVARRAY記憶域句を定義しようとしました。


	
処置: VARRAY列または属性にVARRAY記憶域句を指定してください。









	 ORA-22919: 参照先がないREFエラーが発生したか、または待機なしの要求に対するオブジェクトのロックに失敗しました 
	
原因: このエラーの原因は、次のいずれかの可能性があります。REFに対応するオブジェクトが存在しないか、またはオブジェクトが別のユーザーによってロックされており、待機なし要求を持つそのロックに失敗しました。


	
処置: REF値が既存のオブジェクトを参照しているか、または待機なしオプションを持つロック要求が発行されていることを確認してください。









	 ORA-22920: LOB値を含む行がロックされていません。 
	
原因: LOB値を含む行は、LOB値を更新する前にロックされている必要があります。


	
処置: LOB値を更新する前に、LOB値を含む行をロックしてください。









	 ORA-22921: 入力バッファの長さが要求された量よりも小さいです。 
	
原因: バッファ長が不十分なため、要求されたデータを保持できません。


	
処置: 入力パラメータで指定したバイト数/文字数が、入力バッファ長パラメータで指定したバイト数より大きくなっていないことを確認してください。必要に応じて、入力バッファに追加の領域を割り当ててください。









	 ORA-22922: LOB値が存在しません。 
	
原因: 入力ロケータに関連付けられたLOB値が存在しません。ロケータの情報が、既存のLOBを参照していません。


	
処置: SELECT文を発行することによりロケータを再配置し、操作を再試行してください。









	 ORA-22923: ストリーム式LOB書込みで指定されたデータ量が0(ゼロ)です。 
	
原因: ストリーミング・メカニズム(無制限の書込み)によってLOB値を書き込もうとしましたが、ストリームに対する入力データ量が0(ゼロ)として指定されていました。これは、ユーザーが0(ゼロ)バイトをLOB値に書き込もうとしていることを意味しています。


	
処置: 0(ゼロ)バイトより大きい値をLOB値に書き込んでください。









	 ORA-22924: スナップショットが古すぎます。 
	
原因: 一貫した読込みに必要であったLOB値のバージョンが、すでに別の書込み機能によって上書きされていました。


	
処置: バージョン・プールを拡大してください。









	 ORA-22925: LOB値の最大許容サイズを超えました 
	
原因: LOB値に書き込もうとしているデータ量が多すぎます。LOBサイズは、4GBまでに制限されています。


	
処置: さらに小さいLOBオフセットで書込みを開始するか、またはデータ量を少なくしてLOB値に書き込んでください。









	 ORA-22926: 指定された切捨ての長さが現行のLOB値の長さを超えています。 
	
原因: LOB値を切り捨てる入力の長さが、現行のLOB値の長さを超えています。


	
処置: 指定された切捨ての長さよりLOB値の方が短いため、LOB値を切り捨てる必要がない場合もあります。または、実際にLOB値の切捨てが必要な場合は、切り捨てる長さを短くしてください。









	 ORA-22927: 指定したLOBロケータは無効です。 
	
原因: 原因は次のいずれかです。(1)LOBロケータが初期化されていない。(2)ロケータはBFILE用だが、ルーチンはBLOB/CLOB/NCLOBロケータを要求。(3)ロケータはBLOB/CLOB/NCLOB用だが、ルーチンはBFILEロケータを要求。(4)トリガー本体でLOBを更新しようとしたが、トリガー本体でのLOBは読込み専用。


	
処置: (1)の場合、変数ロケータを選択するか、またはLOBロケータを空に設定することにより、LOBロケータを初期化してください。(2)および(3)の場合、正しいタイプのロケータをルーチンに移してください。(4)の場合、LOB値を更新するトリガー本体コードを削除してください。









	 ORA-22928: ディレクトリにおける権限が無効です。 
	
原因: ディレクトリに対して無効な権限を許可または取り消そうとしました。


	
処置: ディレクトリで付与または取消しができる権限は、CREATE、DELETE、READ、WRITEおよびEXECUTE権限のみです。その他の権限の付与または取消しは行わないでください。









	 ORA-22929: ディレクトリが無効か、または存在しません。 
	
原因: 要求されたディレクトリ名は無効であるか、または存在しません。


	
処置: 有効な名前を指定してください。









	 ORA-22930: ディレクトリが存在しません。 
	
原因: 存在しないディレクトリにアクセスしようとしました。


	
処置: 名前が正しいかどうかを確認してください。









	 ORA-22933: 依存する型または表を持つオブジェクトは変更できません 
	
原因: 依存する型または表を持つオブジェクトを置換または削除しようとしたか、あるいはその名前を変更しようとしました。


	
処置: 依存しているオブジェクトを削除するか、または可能な場合はFORCEオプションを使用してください。









	 ORA-22936: システム定義済タイプを置き換えられません 
	
原因: システム定義済タイプを置き換えようとしました。


	
処置: 新しく作成したシステム・タイプには他の名前を使用してください。









	 ORA-22950: MAPまたはORDERメソッドのないオブジェクトは順序付けできません。 
	
原因: 等式および不等式を除いたすべての比較演算に対して、オブジェクト型ではMAPまたはORDERメソッドが定義されている必要があります。


	
処置: オブジェクト型にMAPまたはORDERメソッドを定義してください。









	 ORA-22951: ORDERメソッドからNULLが戻されました。 
	
原因: 2つのオブジェクト値の比較に使用されたORDERメソッドからNULLが戻されました。これは許可されていません。


	
処置: NULLを戻さないようにORDERメソッドを再定義してください。









	 ORA-22952: ネストした表の等価には、要素ADTのMAPメソッドが必要です 
	
原因: 要素ADTにMAPメソッドが定義されていないときに、ネストした表を等式演算しようとしました。


	
処置: 要素ADTにMAPメソッドを定義してください。









	 ORA-22953: powermultisetへの入力のカーディナリティが最大許容値を超えています 
	
原因: POWERMULTISETへのネストされた表の入力のカーディナリティは32要素以下にしてください。


	
処置: 入力への要素数を減らしてください。









	 ORA-22954: この要素タイプに対してこのMULTISET演算はサポートされていません。 
	
原因: MULTISET式の操作はネストした表の要素型に対してはサポートされていません。


	
処置: サポートされている要素型を使用してください。









	 ORA-22955: カーディナリティ・パラメータは許容制限内にありません 
	
原因: カーディナリティ・パラメータは、1より大きく入力のカーディナリティ以下にする必要があります。


	
処置: 有効なカーディナリティ値を指定してください。









	 ORA-22956: セットに要素が含まれていません 
	
原因: 空の設定がPOWERMULTISET関数への入力として指定されました。


	
処置: 空ではない表を入力として指定してください。









	 ORA-22957: powermultisetおよびCOLLECT関数に対してNULLは無効な入力です 
	
原因: POWERMULTISETまたはCOLLECT関数への入力としてNULLが指定されました。


	
処置: NULL以外の値を入力として指定してください。









	 ORA-22958: この操作はチェック制約またはトリガーでは許可されていません 
	
原因: チェック制約またはトリガーで、無効な操作が使用されています。


	
処置: この操作は使用しないでください。









	 ORA-22970: 名前がオブジェクト・ビューと一致しません。 
	
原因: 式がビュー名でないか、または指定された名前がオブジェクト・ビューに対応していません。


	
処置: 式をオブジェクト・ビュー名に置き換えてください。









	 ORA-22971: PRIMARY KEYに基づいたオブジェクト識別子に対するデータ型が無効です。 
	
原因: オブジェクト・ビューの作成時に、PRIMARY KEYに基づいたオブジェクト識別子に対して許可されないデータ型がWITH OBJECT OID句の式で指定されました。


	
処置: 式を適切なスカラー・データ型の1つと置き換えてください。









	 ORA-22972: PRIMARY KEYに基づいたオブジェクト識別子でNULL値は使用できません。 
	
原因: PRIMARY KEYに基づいたオブジェクト識別子の構成値がNULLでした。


	
処置: MAKE_REFシステム関数の式またはオブジェクト・ビューのWITH OBJECT OID句の属性における式がNULLを評価しないことを確認してください。









	 ORA-22973: オブジェクト識別子のサイズが最大値を超えています 
	
原因: オブジェクト・ビューのPRIMARY KEYに基づいたオブジェクト識別子のサイズが、最大値の4000バイトを超えています。


	
処置: オブジェクト・ビューの作成時、WITH OBJECT OID句に指定するPRIMARY KEY属性を減らすかまたは小さくしてください。









	 ORA-22974: WITH OBJECT OID句がありません。 
	
原因: オブジェクト・ビューの作成時に、WITH OBJECT OID句が指定されていません。


	
処置: WITH OBJECT OID句を指定してください。









	 ORA-22975: このオブジェクト・ビューに対してPRIMARY KEYに基づいたREFは作成できません。 
	
原因: MAKE_REF関数で指定されたオブジェクト・ビューに、PRIMARY KEYに基づいたオブジェクト識別子がありません。このようなビューでは、PRIMARY KEYに基づいたREFを作成できません。


	
処置: MAKE_REF関数のPRIMARY KEYに基づいたオブジェクト識別子を保持するオブジェクト・ビューを指定してください。









	 ORA-22976: MAKE_REFに対する引数の数が正しくありません。 
	
原因: MAKE_REFに対する引数の数が、オブジェクト・ビューのPRIMARY KEY属性の数と異なります。


	
処置: MAKE_REFに対して必要なすべての引数を指定してください。









	 ORA-22977: 属性がないか、または無効です。 
	
原因: WITH OBJECT OID句の属性名がないか、または無効です。


	
処置: オブジェクト・ビューのオブジェクト型の有効な属性を指定してください。









	 ORA-22978: WITH OBJECT OID句で使用できるのは、単純な属性名のみです。 
	
原因: WITH OBJECT OID句でネストされた属性を指定しようとしました。


	
処置: オブジェクト・ビューのオブジェクト型のトップレベル属性を指定してください。









	 ORA-22979: オブジェクト・ビューREFまたはユーザー定義REFを挿入できません。 
	
原因: オブジェクト・ビューREFまたはユーザー定義REFを、REF値を生成するシステムを格納するREF列に挿入しようとしました。


	
処置: 挿入しようとしたREFが、オブジェクト・ビューREFまたはユーザー定義REFでないことを確認してください。









	 ORA-22980: WITH OBJECT OID句に一連の属性を指定してください。 
	
原因: WITH OBJECT OID DEFAULT句が使用されましたが、基礎となるビューまたは表にOIDがありません。


	
処置: WITH OBJECT OID句の属性を指定して、オブジェクト・ビューに対する主キー・ベースのオブジェクト識別子を作成してください。









	 ORA-22981: システム生成のOIDを持った表/ビューを指定する必要があります。 
	
原因: スーパービューがシステム生成のOIDを持つ表/ビューに基づいています。また、サブビューも同様の表/ビューに基づいている必要があります。


	
処置: システム生成のOIDを持つ表/ビューを指定して、操作を再試行してください。









	 ORA-22982: このビューの下にサブビューを作成できません。 
	
原因: ビューは、OIDに基づく主キーを持つ表/ビューからOIDを導出します。また、サブビューはそのようなビューの下では作成できません。


	
処置: システム生成のOIDを持つビューまたはWITH OBJECT ID句に属性を指定して作成されたビューを指定して、操作を再試行してください。









	 ORA-22983: ユーザー定義のREFではありません 
	
原因: ユーザー定義のREF値が使用される必要があるシステム生成のREF値を使用しようとしました。


	
処置: REF値がユーザー定義であることを確認してください。









	 ORA-22984: ビューの問合せにスーパー・ビューへの参照は含むことはできません 
	
原因: ビューを定義する問合せが、作成されるビューのスーパービューへの参照を含みます。


	
処置: ビューの問合せがスーパービューを参照しないことを確認してください。









	 ORA-22990: LOBロケータは複数のトランザクションにまたがることはできません。 
	
原因: あるトランザクションですでに選択されているLOBロケータを別のトランザクションで使用できません。


	
処置: LOBロケータを再選択して、操作を再試行してください。









	 ORA-22991: 引数stringに割り当てられた領域が不足しています。 
	
原因: 引数に割り当てられた領域より大きいデータが引数に戻されます。


	
処置: 引数に割り当てる領域を増やしてください。









	 ORA-22992: リモート表から選択されたLOBロケータは使用できません。 
	
原因: リモートLOB列の参照はできません。


	
処置: リモート表でのLOBへの参照を削除してください。









	 ORA-22993: 指定された入力量は実際のソース量を超えています。 
	
原因: (1) LOB書込みについて、受け取ったデータ量が送付表示された予想データ量と異なります。(2) LOBのコピーおよびファイルからのロードについて、明記された入力量がコピー/ロードされる以前に、ソースの終わりのLOB/FILE値に到達しました。


	
処置: (1) OCIのピース単位メカニズムをポーリングまたはコールバック機能とともに使用するときに発生します。任意のデータの量を送信できるように、指定した量を送信する、または入力量として0を渡すようにコードを変更します。(2)指定した入力量が、ソース・オフセットの開始に指定されたソースLOB/FILEに対して大きすぎる場合に発生します。開始ソース・オフセットを減らすか、コピー/ロードの量を減らします。









	 ORA-22994: ソース・オフセットがソースLOBの終わりを超えています。 
	
原因: LOB COPYまたはLOB LOADFROMFILEのソース・オフセットがソースLOBの終わりを超えています。


	
処置: LOBの長さを確認し、ソース・オフセットを調整してください。









	 ORA-22995: TABLESPACE DEFAULTオプションはこのコンテキストで無効です。 
	
原因: TABLESPACE DEFAULTオプションは、次のコンテキストのLOB列にしか指定できません。
-パーティション表の表レベル

- コンポジット・パーティションのパーティション・レベル。異なるコンテキストでTABLESPACE DEFAULTオプションを使用しようとしました。




	
処置: TABLESPACE DEFAULTオプションを削除してください。









	 ORA-22996: NEXTエクステント・サイズがLOBチャンク・サイズよりも小さいです 
	
原因: NEXTエクステント・サイズがLOBチャンク・サイズより小さくなるようにLOBセグメントを作成または変更しようとしました。


	
処置: LOBチャンク・サイズ以上のサイズのNEXTエクステント・サイズを指定してください。









	 ORA-22997: LOBとして格納したVARRAY | OPAQUEは表レベルでは指定されません 
	
原因: VARRAY|OPAQUE列がパーティション/サブパーティション/テンプレート・レベルでLOBとして格納されるように指定しようとしました。ただし、このVARRAY|OPAQUE列は、表の作成時に表レベルでLOBとして格納されるように指定されていません。


	
処置: 表の作成時に、VARRAY | OPAQUE列が表レベルでLOBとして格納されるように指定してください。表の作成時に表レベルで指定しない場合は、VARRAY | OPAQUE列がパーティション/サブパーティション/テンプレート・レベルでLOBとして格納されるように指定しないでください。









	 ORA-22998: マルチバイトのキャラクタ・セットのCLOBまたはNCLOBはサポートされていません 
	
原因: 固定幅または可変幅マルチバイト・キャラクタ・セットのCLOBまたはNCLOBが、マルチバイトLOBデータをサポートしないSQL文字関数に渡されました。


	
処置: DBMS_LOB.INSTR()およびDBMS_LOB.SUBSTR()などのDBMS_LOB関数を使用してください。









	 ORA-22999: CLOBまたはNCLOBデータは破損している可能性があります 
	
原因: CLOBまたはNCLOBが無効な文字データを含みます。DBMS_LOB.LOADCLOBFROMFILEまたはDBMS_XSLPROCESSOR.READ2CLOBをコールしてCLOBまたはNCLOBデータを外部ファイルからロードするときに、外部ファイルに対して不正なcsidが指定された可能性があります。


	
処置: 外部ファイルに正しいcsidを指定してCLOB/NCLOBを再ロードしてください。









	 ORA-23290: この操作は他のどの操作とも組み合せることができません 
	
原因: ALTER TABLE RENAME COLUMN/CONSTRAINT操作が別のALTER TABLE操作と組み合せて使用されました。これは許可されていません。


	
処置: ALTER TABLEに、RENAME COLUMN/CONSTRAINTのみが指定されていることを確認してください。









	 ORA-23291: 実表列のみ名前の変更ができます 
	
原因: オブジェクト表、ネストした表またはマテリアライズド・ビュー表など、実表ではない表の列の名前を変更しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは許可されていません。









	 ORA-23292: 制約は存在していません 
	
原因: 指定された制約名は存在しません。


	
処置: 既存の制約名を指定してください。









	 ORA-23293: 結合索引の一部である列は、名前を変更できません。 
	
原因: 列が結合索引の一部になっています。


	
処置: 列名を変更するには、結合索引を削除する必要があります。









	 ORA-23300: string 
	
原因: このメッセージが発生する原因となったストアド・プロシージャRAISE_SYSTEM_ERRORが呼び出されました。


	
処置: エラー・メッセージの記述どおりに問題を修正するか、詳細をアプリケーション管理者またはDBAに問い合せてください。









	 ORA-23301: 遅延RPC接続先モードの複合使用です。 
	
原因: レプリケーション・カタログが決定した遅延RPCの接続先が、同一トランザクションの他のメカニズムで決定された接続先と混在していました。


	
処置: 同一トランザクション内で接続先タイプを混在させないでください。









	 ORA-23302: 遅延RPC時、アプリケーションに通信障害が発生しました。 
	
原因: 遅延RPC時、アプリケーションに通信障害が発生しました。


	
処置: 通信がリストアされたら、アプリケーションを再試行してください。









	 ORA-23303: 遅延RPC時、アプリケーションに一般例外が発生しました。 
	
原因: 遅延RPC時、アプリケーションに一般例外が発生しました。


	
処置: アプリケーションによって判断してください。









	 ORA-23304: 無効な遅延RPCです(引数string、string、コールstring、tid string内)。 
	
原因: カウント・パラメータDBMS_DEFER.CALLによって決定された正しい数の引数を使用せずに、遅延RPCが発行されました。


	
処置: 実際の数がカウントと必ず一致するようにしてください。









	 ORA-23305: 遅延RPC内部エラー: string 
	
原因: 遅延RCPで内部エラーが発生しました。


	
処置: このエラーとその他の情報をOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-23306: スキーマstringが存在しません。 
	
原因: スキーマ名がNULLであるか、綴りが誤っているか、またはスキーマがローカルに存在していません。


	
処置: スキーマを正しく指定するか、またはCREATE USERを使用してスキーマを作成してください。









	 ORA-23307: レプリケートされたスキーマstringがすでに存在します 
	
原因: 指定したデータベースは、指定したスキーマをすでにレプリケートしています。


	
処置: 別のスキーマまたは別のデータベースを選択してください。









	 ORA-23308: オブジェクトstring.stringが存在しないか、無効です。 
	
原因: 指定した名前がNULLであるか、綴りが誤っているか、指定した型が誤っているか、オブジェクトが有効なデータベース・オブジェクトとして存在していないか、オブジェクトが適切な状態のレプリケーション・オブジェクトとして存在していません。


	
処置: オブジェクトがデータベース内で有効であること、参照できること、ALL_REPOBJECT内の有効なオブジェクトであること(該当する場合)を確認してください。









	 ORA-23309: オブジェクトstring.string(型string)が存在します 
	
原因: 同一のネームスペースにオブジェクトが存在し、それが別の型または形である可能性があります。または、同じオブジェクトが別のオブジェクト・グループにREPOBJECTとしてすでに登録されています。


	
処置: 違反しているオブジェクトをSQL DROPコマンドを使用して削除するか、違反しているオブジェクトの登録をDBMS_REPOCAT.DROP_MASTER_REPOBJECT()を使用して削除してください。または、RETRYやUSE_EXISTING_OBJECTなどのパラメータbooleanにTRUEを使用して要求を再度呼び出してください。









	 ORA-23310: オブジェクト・グループ"string"."string"は停止していません。 
	
原因: 要求した操作を行うには、オブジェクト・グループを中断する必要があります。


	
処置: REGROUPのMASTERDEFでSUSPEND_MASTER_ACTIVITYを呼び出して、状態がquiescedに変わるまで待ち、元の要求を再試行してください。









	 ORA-23312: stringによればmasterdefではありません。 
	
原因: グループ名がNULLであるか、綴りが誤っています。あるいは、起動したデータベースまたは指定されたデータベースがMASTERDEFではないか、マスターのいずれかが起動データベースをMASTERDEFとして認識していません。


	
処置: 指定したグループ名とMASTERDEFの両方が正しい場合は、MASTERDEFに接続して要求を再試行するか、またはRELOCATE_MASTERDEFを使用して(問題の)データベースにMASTERDEFを再配置してください。









	 ORA-23313: オブジェクト・グループ"string"."string"は、stringでマスター化されていません。 
	
原因: グループ名がNULLであるか、または綴りが誤っています。または、起動したデータベースがマスターではないか、または起動データベースが指定されたデータベースをマスターとして認識していません。


	
処置: 指定したグループ名が正しい場合は、現行のマスターに接続して要求を再試行し、ADD_MASTER_DATABASEを使用して起動データベースをマスターにしてください。または、起動データベースがマテリアライズド・ビュー・サイトの場合は、SWITCH_MVIEW_MASTERを使用してください。









	 ORA-23314: データベースは"string"."string"のマテリアライズド・ビュー・サイトではありません。 
	
原因: 起動データベースが、指定されたオブジェクト・グループのマテリアライズド・ビュー・データベースではありません。


	
処置: 必要なマテリアライズド・ビュー・データベースに接続して要求を再試行するか、またはCREATE_MVIEW_REPSCHEMAやCREATE_MVIEW_REPGROUPを使用して、起動データベースをマテリアライズド・ビュー・サイトにしてください。









	 ORA-23315: repcatlogのバージョンまたはリクエストstringはバージョンstringでサポートされていません。 
	
原因: 互換性のないREPCATバージョンが使用されているか、またはREPCATLOGレコードが破損しています。


	
処置: 互換性のあるREPCATバージョンにマスターを変換するか、または要求を再試行してください。









	 ORA-23316: masterdefはstringです。 
	
原因: 要求された操作はMASTERDEFサイトで許可されていません。


	
処置: MASTERDEFを別のマスターに再配置して、操作を再試行してください。









	 ORA-23317: 通信障害が発生しました 
	
原因: リモート・データベースがアクセス不能です。


	
処置: リモート・データベースが動作していること、通信ネットワークが機能していること、該当するデータベース・リンクが存在することを確認してください。









	 ORA-23318: DDL障害が発生しました 
	
原因: ユーザーが提供したDDLまたはシステムが生成したDDLが正しく実行されませんでした。


	
処置: DDL、データベースの状態、REPCATLOG、ALL_ERRORSを調べて、障害が発生した原因を判断してください。









	 ORA-23319: パラメータ値stringが無効です 
	
原因: 指定したパラメータ値がNULLであるか、綴りが誤っているか、またはサポートされていません。


	
処置: ドキュメントを参照して、状況に適したパラメータ値を使用してください。









	 ORA-23320: このリクエストは値stringおよびstringのため失敗しました。 
	
原因: REPCATLOGレコードのDDLレコードが欠落しているか、またはREPCATビューに一貫性がありません。


	
処置: 要求を再試行するか、またはビューに一貫性を持たせてください。









	 ORA-23321: パイプ名はNULLにできません 
	
原因: NULLのパイプ名を使用してDBMS_PIPEをコールしました。


	
処置: パイプ名を調べて、NULLでないパイプ名を使用して関数をコールしてください。









	 ORA-23322: パイプ・アクセスの権限エラーが発生しました。 
	
原因: 他のユーザーに属している既存のパイプを作成しようとしたか、または使用権限がないパイプを削除しようとしました。あるいは、権限のないパイプからメッセージを取得しようとしたか、または権限のないパイプにメッセージを入れようとしました。


	
処置: 異なるパイプ名を使用してください。









	 ORA-23323: パラメータ長が遅延RPC制限を超えています 
	
原因: 遅延RPCパラメータが、遅延RPCの制限より長くなりました。この制限は、CHAR/VARCHAR2パラメータの場合は4000バイトで、RAWパラメータの場合は2000バイトです。


	
処置: より小さいパラメータを使用してください。









	 ORA-23324: エラーstringが発生しました。"string"(エラーstringを持つ)でDEFERRORエントリを作成中のエラーです 
	
原因: メッセージに表示されているエラー・コードおよびデータベースに対してDEFEROR項目を作成しようとして、エラーが検出されました。


	
処置: エラーの原因を修正してください。









	 ORA-23325: パラメータ型がstringではありません。 
	
原因: 競合解消機能が、優先順位グループに指定された型とは異なる型に指定されたか、または優先順位グループに指定された型または関数がありません。または、DBMS_DEFER_SYS_QUERYがコールされて遅延RPCパラメータを遅延RPCキューから取得しましたが、パラメータ型が関数の戻り型と一致していません。


	
処置: パラメータ型に対応する関数を使用してください。









	 ORA-23326: オブジェクト・グループ"string"."string"は静止中です。 
	
原因: オブジェクト・グループが通常の操作を再開する前にSUSPEND_MASTER_ACTIVITYがコールされたか、またはオブジェクト・グループが静止中に(遅延)RPC操作を試行しました。


	
処置: SUSPEND_MASTER_ACTIVITYがコールされ、RESUME_MASTER_ACTIVITYリクエストが保留されている場合は、これが完了するまで待ってからSUSPEND_MASTER_ACTIVITYをコールしてください。それ以外の場合は、RESUME_MASTER_ACTIVITYコールを使用して、データベース・アクティビティを再開してください。









	 ORA-23327: インポートされた遅延RPCデータがインポートするデータベースstringと一致しません。 
	
原因: 遅延RPCの待ち行列が、インポートするデータベースとは異なるグローバル名またはオペレーティング・システムを持つデータベースからインポートされました。


	
処置: 遅延RPCデータのインポート先は、同一のグローバル名、ハードウェア、オペレーティング・システムを持つデータベースにしてください。









	 ORA-23328: マテリアライズド・ビューの実表"string"."string"はマスター表"string"."string"とは異なります。 
	
原因: REPCATによるマテリアライズド・ビューの作成時に、マテリアライズド・ビューの実表名がマスターのレプリケート表名と一致しませんでした。


	
処置: マテリアライズド・ビューのDDLを変更して、マスターのレプリケート表名と同じ実表を使用してください。









	 ORA-23329: ユーザー提供のDDLは正常終了しましたが、マテリアライズド・ビュー"string"."string"がありません。 
	
原因: マテリアライズド・ビューを作成するためにユーザーが提供したDDLは正常に実行されましたが、マテリアライズド・ビューが存在しません。


	
処置: 手動でDDLのバックアップをとり、DDLとマテリアライズド・ビューを一致させて再登録してください。









	 ORA-23330: 列グループstringはすでに存在します 
	
原因: 列グループが、オブジェクト・グループにすでに登録されていました。


	
処置: レプリケート・オブジェクト・グループにまだ登録されていない列グループ名を使用してください。









	 ORA-23331: 列グループstringは存在しません。 
	
原因: 指定した列グループがNULLであるか、綴りが誤っているか、または登録されていません。


	
処置: 登録されている列グループを使用してください。









	 ORA-23332: グループstringは使用中です。削除できません 
	
原因: 指定した列グループまたは優先順位グループが、競合を回避するために使用されています。


	
処置: 削除する前に、dbms_repcatプロシージャのdrop_update_resolution、drop_delete_resolution、drop_unique_resolutionをコールして、その列グループまたは優先順位グループが使用されていない状態にしてください。









	 ORA-23333: 列stringはすでに列グループの一部です。 
	
原因: その列がすでに列グループのメンバーであるにもかかわらず、列グループに追加しようとしました。


	
処置: 列を別の列グループに追加する前に、既存の列グループからその列を削除してください。









	 ORA-23334: 列stringは表または列グループに存在しません。 
	
原因: 指定した列がNULLであるか、綴りが誤っているか、指定した表または列グループの一部ではありません。


	
処置: 表または列グループのメンバーである列を使用してください。









	 ORA-23335: 優先度グループstringがすでに存在します 
	
原因: 優先順位グループが、オブジェクト・グループにすでに登録されていました。


	
処置: オブジェクト・グループにまだ登録されていない列グループ名を使用してください。









	 ORA-23336: 優先度グループstringが存在しません。 
	
原因: 優先順位グループが、オブジェクト・グループにすでに登録されていました。


	
処置: オブジェクト・グループにまだ登録されていない優先順位グループ名を使用してください。









	 ORA-23337: 優先度または値が優先度グループstringにありません。 
	
原因: 指定した値または優先順位が、優先順位グループの一部として登録されていません。


	
処置: 優先順位グループの一部である別の値または優先順位を指定するか、または優先順位グループにその値を追加してください。









	 ORA-23338: 優先度または値がすでに優先度グループstring内に存在します 
	
原因: 指定した値または優先順位が、すでに優先順位グループの一部として登録されています。


	
処置: 優先順位グループの一部でない別の値または優先順位を指定するか、または優先順位グループのその値を削除してください。









	 ORA-23339: 競合解消情報が重複しています。 
	
原因: 指定した列グループ、順序、競合タイプまたはパラメータ表名(あるいはその両方)、パラメータ列名、パラメータ順序番号の組合せは、すでに登録されています。


	
処置: その他の解決情報を追加する必要があるかどうかを確認して、新規の順序番号を指定してください。既存の情報を変更する場合は、最初にその既存の情報を削除する必要があります。









	 ORA-23340: 解消方法stringが正しくありません 
	
原因: 競合の解消方法がUSER FUNCTIONでない場合にユーザー関数が指定されたか、または指定した解消方法が事前定義済の方法ではありません。


	
処置: 競合の解消方法がUSER FUNCTIONでないにもかかわらずユーザー関数が指定されている場合は、USER FUNCTIONとして関数を再登録するか、またはNULLのユーザー関数を指定してください。それ以外の場合は、ドキュメントに記載のあるサポートされた競合解消方法を指定してください。









	 ORA-23341: ユーザー関数が必要です。 
	
原因: USER FUNCTIONの方法として、NULLのユーザー関数が指定されました。


	
処置: ドキュメントに記載のあるユーザー関数指定に一致するユーザー関数名(たとえば、スキーマ.パッケージ.関数)を指定するか、またはドキュメントに記載のあるサポートされた競合解消方法を指定してください。









	 ORA-23342: パラメータの列stringが無効です。 
	
原因: パラメータ列名がNULLであるか、綴りが誤っているか、起動データベースがマスターでないか、または指定した競合解消方法のタイプが誤っています。


	
処置: 競合解消方法のタイプが正しい、指定された列グループのパラメータ列を指定してください。









	 ORA-23343: 指定された競合解消情報が一致しません 
	
原因: 列グループ、順序、競合タイプの指定された組合せは、登録されていません(たとえば、コメントを追加するため)。


	
処置: 登録されている列グループ、順序、競合タイプの組合せを指定してください。









	 ORA-23344: 制約(string.string)が存在しません。 
	
原因: 一意性の競合の登録時に、指定された制約がNULLか、綴りが誤っているか、または存在していません。


	
処置: 指定の表に指定した制約を登録してください。









	 ORA-23345: 表"string"."string"が統計表示収集用に登録されていません。 
	
原因: 統計表示収集用に登録されなかった表に対して、競合解消統計収集を処理するプロシージャがコールされました。


	
処置: DBMS_REPCAT.REGISTER_STATISTICSをコールして、表を登録してください。









	 ORA-23346: 主キーまたはオブジェクトIDが表またはマテリアライズド・ビューstringに対して未定義です 
	
原因: (制約またはDBMS_REPCAT.SET_COLUMNSによって定義されている)主キーもしくはオブジェクトIDのない表またはマテリアライズド・ビューに対して、レプリケーション・サポートを生成しようとしました。


	
処置: 表に対しては、主キー制約を追加するか、またはDBMS_REPCAT.SET_COLUMNSを使用して主キーを定義するか、もしくはオブジェクト表を使用してください。ROWIDマテリアライズド・ビューに対しては、MIN_COMMUNICATIONをFALSEに設定するか、主キー・マテリアライズド・ビューもしくはオブジェクトIDマテリアライズド・ビューを使用してください。









	 ORA-23347: データ型string(列string表string)がサポートされていません。 
	
原因: その表にはREPCATがサポートしていないデータ型の列があります。


	
処置: 表から列を削除するか、またはサポートされているデータ型を持つように列を変更してください。









	 ORA-23348: プロシージャstringをレプリケートできません。INパラメータのみサポートされます 
	
原因: OUTパラメータまたはIN OUTパラメータを持つプロシージャがあるパッケージに対して、レプリケーション・サポートを生成しようとしました。


	
処置: パッケージからプロシージャを削除するか、プロシージャからOUTパラメータまたはIN OUTパラメータを削除してください。









	 ORA-23349: 各関数にレプリケーション・サポートを生成できません。 
	
原因: パブリック・ファンクションのあるパッケージ、またはスタンドアロン・ファンクションに対して、レプリケーション・サポートを生成しようとしました。


	
処置: パッケージからパブリック・ファンクションを削除するか、またはファンクションがプロシージャになるように変更してください。









	 ORA-23350: 最大再帰的コール数を超えました 
	
原因: 同じ行への同時更新によって競合が発生するため、表内の競合を解消しようとすると、通常このエラーが発生します。


	
処置: DBMS_DEFER_SYS.EXECUTE_ERRORを使用して、DefErrorから遅延トランザクションを再実行してください。









	 ORA-23351: パラメータのデータ型string(プロシージャstring)はサポートされていません 
	
原因: プロシージャにREPCATがサポートしていないデータ型のパラメータがあります。


	
処置: プロシージャからパラメータを削除するか、またはサポートされているデータ型を持つようにパラメータを変更してください。









	 ORA-23352: 遅延トランザクションの宛先が重複しています 
	
原因: DBMS_DEFER.CALLコール、前のDBMS_DEFER.TRANSACTIONコール、またはDBMS_DEFER_SYS.ADD_DEFAULT_DESTコールのいずれかの遅延トランザクションに対して、重複する宛先が指定されました。


	
処置: 重複するエントリを削除してください。









	 ORA-23353: 遅延RPCキューには、オブジェクト・グループ"string"."string"のエントリがあります。 
	
原因: 要求したアクションは、指定したオブジェクト・グループに対してキューが空になるまで実行できません。


	
処置: DBMS_DEFER_SYS.EXECUTEまたはDBMS_DEFER_SYS.DELETE_TRANを使用してキューを空にしてください。









	 ORA-23354: 遅延RPCの実行は"string"("string")には使用禁止です。 
	
原因: 伝播が使用禁止のため、指定されたキャッチアップ値を持つ宛先で遅延RPCを実行できません。


	
処置: DBMS_DEFER_SYS.SET_DISABLEDコールを使用して、遅延RPCを実行可能にしてください。









	 ORA-23355: オブジェクトstring.stringはマスター・サイトにおいて存在しないか無効です。 
	
原因: 指定した名前がNULLであるか、綴りが誤っているか、指定したタイプが誤っているか、オブジェクトが有効なデータベース・オブジェクトとして存在していないか、オブジェクトが適切な状態のレプリケート・オブジェクトとして存在していません。


	
処置: オブジェクトがマスター・データベース内で有効であること、ユーザーが参照できること、ALL_REPOBJECT内の有効なオブジェクトであること(該当する場合)を確認してください。









	 ORA-23356: masterdefはmasterdefを認識しないマスターを認識します。 
	
原因: DROP_MASTER_REPGROUPがマスター・サイトで実行されましたが、そのマスターに対するマスター定義サイトでREMOVE_MASTER_DATABASESが実行されていない可能性があります。


	
処置: マスター定義サイトでREMOVE_MASTER_DATABASESを実行して、適切なマスターを削除してください(関連エラー・メッセージを参照してください)。









	 ORA-23357: プロパゲータが存在しません。 
	
原因: そのプロパゲータは存在しません。


	
処置: 新しいプロパゲータを登録してください。









	 ORA-23358: リモート・ユーザー名が無効です。 
	
原因: ローカル・ユーザーが、データベース・リンクを介して接続されているリモート・ユーザーと一致しません。


	
処置: 識別されたデータベース・リンクの所有者と同じ接続先ユーザーへのデータベース・リンクを削除し、再作成してください。









	 ORA-23359: repcatlogレコードのDDLレコード作成中にエラーが発生しました。 
	
原因: REPCATLOGレコード内のUSERIDが、接続されたユーザーのUSERIDと一致しません。


	
処置: 別のユーザーを指定して操作を再試行してください。









	 ORA-23360: マスター表"string"のマテリアライズド・ビューは1つのみ作成できます。 
	
原因: 同じレプリケーション・グループ内のマスター表に2つ以上のマテリアライズド・ビューを作成しようとしました。


	
処置: これらのマテリアライズド・ビューは別のサイトの異なるレプリケーション・グループで作成してください。









	 ORA-23361: マテリアライズド・ビュー"string"はマスター・サイトに存在しません。 
	
原因: マテリアライズド・ビューのオフライン・インスタンス化用のマスター・サイトにマテリアライズド・ビューが存在しません。


	
処置: 正しい手順でマスター・サイトの別のスキーマにマテリアライズド・ビューを作成してから、マテリアライズド・ビューのオフライン・インスタンス化の手順に従ってください。









	 ORA-23362: ユーザー名が無効です。 
	
原因: 指定されたユーザーは存在しません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-23363: マスター・サイトとマテリアライズド・ビュー・サイトでマテリアライズド・ビューの実表"string"の不一致が発生しました。 
	
原因: マスター・サイトのマテリアライズド・ビューの実表の名前が、マテリアライズド・ビュー・サイトの実表の名前と異なります。このエラーは、マテリアライズド・ビューのオフライン・インスタンス化中に発生します。


	
処置: 24バイト未満のマテリアライズド・ビュー名を使用して、オフライン・インスタンス化を再試行してください。









	 ORA-23364: 機能は使用できません: アドバンスト・レプリケーション 
	
原因: このサイトでは、アドバンスト・レプリケーション機能が使用可能になっていません。したがって、更新できるマテリアライズド・ビュー、遅延RPCなどのレプリケーション機能は使用できません。


	
処置: この機能は使用しないでください。アドバンスト・レプリケーション機能を購入しても使用できない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-23365: サイトstringは存在しません。 
	
原因: DIFFERENCES()ルーチンまたはRECTIFY()ルーチンのコール時に、引数REFERENCE_SITEまたは引数COMPARISON_SITEに指定されたサイトに、存在しているサイトの名前が指定されていません。


	
処置: 指定されたデータベース・サイトが実際に存在することを確認し、ルーチンを再実行してください。









	 ORA-23366: 整数値stringは1未満です 
	
原因: DIFFERENCES()に対する引数MAX_MISSINGの値は、1以上である必要があります。ルーチンDIFFERENCES()とルーチンRECTIFY()に対する引数COMMIT_ROWSの値は1以上である必要があります。


	
処置: これらの引数が1以上になるように整数値を選択してください。









	 ORA-23367: 表stringには主キーが欠落しています。 
	
原因: DIFFERENCES()ルーチンのコール時に引数ONAME1またはONAME2に指定された表に、主キーまたは仮想主キー(対称型レプリケーションでDBMS_REPCAT定義される)がありません。


	
処置: 指定した表に主キーが定義されていることを確認してください。









	 ORA-23368: 名前stringはNULLにも空文字列にもできません 
	
原因: DEFFERENCES()またはRECTIFY()に対する引数SNAME1、SNAME2、ONAME1、ONAME2、MISSING_ROWS_SNAME、MISSING_ROWS_ONAME1、MISSING_ROWS_ONAME2は、NULLまたは''(空の文字列)にできません。


	
処置: 引数をNULL以外または空の文字列以外に変更してください。









	 ORA-23369: "string"引数の値はNULLにできません 
	
原因: DIFFERENCES()ルーチンに対する引数MAX_MISSINGはNULLにできません。


	
処置: MAX_MISSINGに対して有効な値は1以上の整数です。









	 ORA-23370: 表stringおよび表stringは形状が等価(string)ではありません。 
	
原因: 指定した表は形状が等価ではありません。つまり、列の数、名前、データタイプおよび長さが直感的に同じでないということです。特に問題はカッコの中および次のいずれかにあります。列の数が等しくない、異なる表の同じ名前の列のデータタイプが違う、varchar2およびchar列の長さが等しくない、数値データタイプの精度およびスケールが等しくない。


	
処置: 比較している2つの表の列数、列名およびデータ型が同じであることを確認してください。









	 ORA-23371: 列stringは表string内では不明な列です。 
	
原因: DIFFERENCES()ルーチンに対するARRAY_COLUMNS引数(またはCOLUMN_LIST引数)の列の中に指定された表の列に対応しないものがあります。


	
処置: ARRAY_COLUMNSまたはCOLUMN_LISTのいずれかにおけるすべての列が、指定された表の中にあることを確認してください。









	 ORA-23372: 型string(表string内)はサポートされません。 
	
原因: 表比較ユーティリティ内にサポートされていない型があります。


	
処置: 比較対象の表における列の型が対称型レプリケーションでサポートされている型であることを確認してください。









	 ORA-23373: オブジェクト・グループ"string"."string"は存在しません。 
	
原因: グループ名がNULLであるか、綴りが誤っているか、またはグループがローカルに存在していません。


	
処置: グループを正確に指定するか、またはDBMS_REPCAT.CREATE_MASTER_REPGROUP()を使用してグループを作成してください。









	 ORA-23374: オブジェクト・グループ"string"."string"はすでに存在しています。 
	
原因: 指定したデータベースは、指定したオブジェクト・グループをすでにレプリケートしています。指定したサイトには同じ名前のマスター・グループがすでに存在するため、マテリアライズド・ビュー・グループは作成できません。


	
処置: 別のファイル・グループまたは別のデータベースを選択してください。









	 ORA-23375: 機能はデータベース・バージョンstringと互換性がありません。 
	
原因: 指定されたデータベースと互換性のない機能が使用されています。


	
処置: 互換性のあるINIT.ORAパラメータの値を設定するか、または値を大きくして必要な互換性レベルにあわせてください。









	 ORA-23376: ノードstringはレプリケーション・バージョン"string"と互換性がありません。 
	
原因: リモート・データベースと互換性のない機能が使用されています。


	
処置: リモート・データベースをアップグレードしてから操作を再試行してください。









	 ORA-23377: missing_rows_oname1引数の名前stringが不正です。 
	
原因: missing_rows_oname1引数の名前として参照サイト表の名前を使用しようとしました。


	
処置: missing_rows_oname1引数とは異なる名前で別個に作成した表を指定してください。別個に作成された表には、比較されている表の間の相違情報が入ります。









	 ORA-23378: 接続修飾子"string"は、オブジェクト・グループ"string"."string"に対して無効です。 
	
原因: 指定されたオブジェクト・グループのデータベース・リンクで使用される接続修飾子が、CREATE_MASTER_REPGROUPのグループに指定された修飾子と一致しません。


	
処置: 正しい接続修飾子を含むデータベース・リンクを使用または作成してください。









	 ORA-23379: 接続修飾子"string"が長すぎます。 
	
原因: 接続修飾子を含むデータベース・リンクの最大長は128バイトです。


	
処置: 短い接続修飾子を使用するか、またはデータベース・リンクの名前を短くしてください。









	 ORA-23380: 伝播モード"string"が無効です。 
	
原因: 指定された伝播は綴りが誤っているか、またはサポートされていない可能性があります。マテリアライズド・ビュー・サイトでは、同じマスター・オブジェクト・グループで同じマテリアライズド・ビュー・サイトにあるマテリアライズド・ビュー・オブジェクト・グループは、すべて同じ伝播方法である必要があります。


	
処置: 有効な伝播モードについては、マニュアルのレプリケート・データを参照してください。また、マテリアライズド・ビュー・サイトでは、同じマスター・オブジェクト・グループのマテリアライズド・ビュー・オブジェクト・グループがすべて同じ伝播モードであることを確認してください。









	 ORA-23381: ベース・オブジェクトstring.string@string用の生成オブジェクトが存在しません。 
	
原因: 指定されたベース・オブジェクト用にシステムが生成したオブジェクトが、指定されたサイトに存在しません。現在の操作では、ベース・オブジェクトには生成されたレプリケーション・サポートが必要です。


	
処置: ベース・オブジェクト用に生成されたレプリケーション・オブジェクトが存在し、指定されたサイトで有効であることを確認してください。生成されたオブジェクトが存在しない場合、DBMS_REPCATepcat.GENERATE_REPLICATION_SUPPORT()プロシージャをベース・オブジェクトのマスター定義サイト(missing_rows_oname1引数)からコールする必要があります。別個に作成された表には、比較されている表の間の相違情報が入ります。









	 ORA-23382: マテリアライズド・ビューのレプリケーション・グループ"string"."string"はサイトstringに登録されていません。 
	
原因: マテリアライズド・ビューREPGROUPは現在マスターに登録されていないため、登録を取り消すことはできません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-23383: マテリアライズド・ビュー・レプリケーション・グループ"string"."string"の登録がサイトstringで失敗しました。 
	
原因: ローカルREPSCHEMA表への追加に失敗しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-23384: レプリケーション・パラレル・プッシュ引数stringが有効範囲外です。 
	
原因: DBMS_DEFER_SYS.PUSHに対して指定された数値引数が無効です。


	
処置: 引数値を修正して再試行してください。









	 ORA-23385: レプリケーション・パラレル・プッシュ引数stringが無効です。 
	
原因: DBMS_DEFER_SYS.PUSHに対して指定された文字列引数が無効です。


	
処置: 引数値を修正して再試行してください。









	 ORA-23386: レプリケーション・パラレル・プッシュでスレーブ・プロセスを作成できません。 
	
原因: パラレル・プッシュのスレーブ・プロセスを作成中にエラーが発生しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-23387: レプリケーション・パラレル・プッシュでデキュー・エラーが発生しました。 
	
原因: 新しいキュー・バッチ番号を割り当てようとしたときに、遅延トランザクションのデキューに失敗しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-23388: レプリケーション・パラレル・プッシュ水位標でエラーが発生しました。 
	
原因: SYSTEM.DEF$_DESTINATIONの最高水位標を更新しようとしたときに、パラレル・プッシュでエラーが発生しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-23389: 廃止されたプロシージャ。オブジェクトを削除して新規マスターを使用して再作成してください。 
	
原因: DBMS_REPCAT.SWITCH_MVIEW_MASTERはサポートされなくなりました。


	
処置: オブジェクト・グループ内のオブジェクトを削除し、新しいマスターを使用してそれらを再作成してください。









	 ORA-23392: "string"."string"に対応付けられるマテリアライズド・ビューが見つかりませんでした 
	
原因: マスター・サイトから取得したトリガーまたは索引に対応付けられているマテリアライズド・ビューが見つかりません。


	
処置: マテリアライズド・ビューまたはマスター、マスター索引、トリガーがレプリケート・オブジェクトとして登録されていることを確認してください。









	 ORA-23393: ユーザーはすでにプロパゲータです。 
	
原因: 指定されたユーザーはすでに現行のプロパゲータです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-23394: プロパゲータが重複しています。 
	
原因: 有効なプロパゲータが複数存在します。


	
処置: 重複しているプロパゲータのいずれかを登録抹消してください。









	 ORA-23395: オブジェクト"string"."string"(型"string")が存在していないか、または無効です。 
	
原因: 指定した名前がNULLであるか、綴りが誤っているか、指定した型が誤っているか、オブジェクトが有効なデータベース・オブジェクトとして存在していないか、オブジェクトが適切な状態のレプリケーション・オブジェクトとして存在していません。


	
処置: オブジェクトがデータベース内で有効であること、参照できること、ALL_REPOBJECT内の有効なオブジェクトであること(該当する場合)を確認してください。









	 ORA-23396: データベース・リンク"string"が存在していないか、スケジュールされていません。 
	
原因: データベース・リンクがレプリケーション・プロパゲータのスキーマに存在しないか、またはスケジュールされていません。


	
処置: データベース・リンクがデータベースに存在すること、およびアクセス可能なこと、実行がスケジュールされていることを確認してください。









	 ORA-23397: グローバル名"string"がデータベース・リンク名"string"と一致しません。 
	
原因: データベース・リンクがアクセスするデータベースのグローバル名が、ローカル・ノードのデータベース・リンク名と一致しません。


	
処置: global_namesがTRUEに設定されていること、およびデータベース・リンク名がグローバル名と一致していることを確認してください。









	 ORA-23398: ユーザー名"string"(データベース・リンク"string")がローカル・ユーザー名"string"と一致しません。 
	
原因: ローカル・ノードのレプリケーション管理ユーザーのユーザー名と、データベース・リンクに対応するノードのユーザー名が異なります。対称型レプリケーションでは、2つのユーザーが同じであることが必要です。


	
処置: ローカル・ノードのレプリケーション管理ユーザーのユーザーIDと、データベース・リンクに対応するノードのユーザーIDが同じであることを確認してください。









	 ORA-23399: "string"."string"に対するレプリケーション・サポートの生成が完了していません。 
	
原因: 指定されたオブジェクトのレプリケーション・サポートが生成されていないか、生成プロセスが完了していません 。


	
処置: そのオブジェクトに対してレプリケーション・サポートが生成されたことを確認してください。DBMS_REPCAT.GENERATE_REPLICATION_SUPPORT()を使用してオブジェクトのレプリケーション・サポートを生成してください。









	 ORA-23400: マテリアライズド・ビュー名"string"が無効です。 
	
原因: DBMS_MVIEW.REFRESHに指定されたマテリアライズド・ビューが、NULLか、綴りが誤っているか、書式が誤っています。


	
処置: DBMS_MVIEW.REFRESHに有効なマテリアライズド・ビュー名を指定してください。









	 ORA-23401: マテリアライズド・ビュー"string"."string"は存在しません。 
	
原因: SYS.SNAP$、またはその関連のビュー内に存在しないマテリアライズド・ビュー名がDBMS_MVIEW.REFRESHに指定されました。


	
処置: SYS.SNAP$、ALL_MVIEWSまたはUSER_MVIEWSに存在するマテリアライズド・ビュー名を指定してください。









	 ORA-23402: 遅延トランザクションにより発生した競合のためリフレッシュが異常終了しました。 
	
原因: マテリアライズド・ビューのマスターのDefError表に、未解決の競合がロギングされています。


	
処置: マスターDefError表内の競合を解消して、表が空になった後に再度リフレッシュしてください。また、refresh_after_errorsをTRUEに設定してリフレッシュすれば、マスターのDefError表に競合がある場合でも、リフレッシュは続行されます。競合が発生しているにもかかわらず続行すると、競合の解消後にリフレッシュが成功するまで、更新可能なマテリアライズド・ビューの変更が一時的に失われているように見える場合があります。









	 ORA-23403: リフレッシュ・グループ"string"."string"がすでに存在します 
	
原因: 同一名のグループがすでにSYS.RGROUP$にある場合は、別のリフレッシュ・グループを作成してください。


	
処置: 別のリフレッシュ・グループ名を選択してください。









	 ORA-23404: リフレッシュ・グループ"string"."string"が存在しません。 
	
原因: SYS.RGROUP$にないリフレッシュ・グループ名が指定されました。


	
処置: SYS.RGROUP$またはDBS_RGROUPにあるリフレッシュ・グループ名を指定してください。









	 ORA-23405: リフレッシュ・グループ番号stringが存在しません。 
	
原因: SYS.RGROUP$にないリフレッシュ・グループ番号が指定されました。


	
処置: SYS.RGROUP$またはDBS_RGROUPにあるリフレッシュ・グループ番号を指定してください。









	 ORA-23406: ユーザー"string"に対する権限が不十分です。 
	
原因: コール元がマテリアライズド・ビューの所有者ではなく、ALTER ANY MATERIALIZED VIEW権限を持っていません。


	
処置: マテリアライズド・ビューの所有者として、またはALTER ANY MATERIALIZED VIEW権限を持つユーザーとして操作を実行してください。









	 ORA-23407: オブジェクト名stringは"スキーマ"."オブジェクト"または"オブジェクト"のような形式にする必要があります 
	
原因: オブジェクト名(ロールバック・セグメント、マテリアライズド・ビュー名、リフレッシュ・グループなど)が正しく指定されませんでした。


	
処置: オブジェクト名を正しく指定して("スキーマ"."オブジェクト"や"オブジェクト"など)、再度操作を行ってください。









	 ORA-23408: このレプリケーション操作は複合構成でサポートされていません。 
	
原因: オブジェクト・グループがV8より前のノードでレプリケートされている場合、この操作はサポートされていません。


	
処置: レプリケート・オブジェクト・グループのすべてのノードがV8であることを確認してください。









	 ORA-23409: 未使用リフレッシュ・グループ番号を検索できませんでした。 
	
原因: RGROUPSEQ番号で定義されている1000の連続リフレッシュ・グループ番号が、SYS.RGROUP$の行によってすでに使用されていました。


	
処置: 有効な未使用範囲内に入るように順序番号を変更して、不要なリフレッシュ・グループを破棄してください。









	 ORA-23410: マテリアライズド・ビュー"string"."string"はすでにリフレッシュ・グループの中にあります。 
	
原因: 同一名のマテリアライズド・ビューが、リフレッシュ・グループにすでに存在しています。


	
処置: 現行のリフレッシュ・グループからマテリアライズド・ビューを除去して、それを新しいリフレッシュ・グループに追加するか、またはこの2つのリフレッシュ・グループを結合して、1つのリフレッシュ・グループにしてください。









	 ORA-23411: マテリアライズド・ビュー"string"."string"はリフレッシュ・グループ"string"."string"の中にありません。 
	
原因: 指定したマテリアライズド・ビューは、指定したリフレッシュ・グループに存在しません。


	
処置: 正しいマテリアライズド・ビュー名とリフレッシュ・グループ名を使用して、再実行してください。









	 ORA-23412: マスター表の主キー列が変更されました。 
	
原因: 主キー・マテリアライズド・ビューが作成された後に、マスター表の主キー制約が変更されました。


	
処置: 主キー・マテリアライズド・ビューを削除し、再作成してください。









	 ORA-23413: 表"string"."string"にはマテリアライズド・ビュー・ログはありません。 
	
原因: マスター表にマテリアライズド・ビュー・ログが格納されていないため、高速リフレッシュを実行できません。


	
処置: CREATE MATERIALIZED VIEW LOGコマンドを使用してマスター表にマテリアライズド・ビュー・ログを作成してください。









	 ORA-23414: "string"."string"のマテリアライズド・ビュー・ログはROWIDの値を記録しません。 
	
原因: ROWIDマテリアライズド・ビューが高速リフレッシュされていますが、マテリアライズド・ビュー・ログはROWID情報を記録していません。


	
処置: CREATE MATERIALIZED VIEW LOG...ADD ROWIDコマンドを使用して、マテリアライズド・ビュー・ログへのROWID情報の記録を開始してください。









	 ORA-23415: "string"."string"のマテリアライズド・ビュー・ログは主キーを記録しません。 
	
原因: 主キー・マテリアライズド・ビューが高速リフレッシュされていますが、マテリアライズド・ビュー・ログは主キー情報を記録していません。


	
処置: CREATE MATERIALIZED VIEW LOG...ADD PRIMARY KEYコマンドを使用して、マテリアライズド・ビュー・ログへの主キー情報の記録を開始してください。









	 ORA-23416: 表"string"."string"に主キー制約がありません。 
	
原因: マスター表に主キー制約がありません。または、主キー制約が使用禁止になっていました。


	
処置: マスター表に主キー制約を作成するか、既存の制約を使用可能にしてください。









	 ORA-23417: マテリアライズド・ビューの型:stringが不明です。 
	
原因: 不明な型またはサポートされていない型のマテリアライズド・ビューに対して高速リフレッシュが実行されました。


	
処置: ALL_MVIEWSを確認し、リフレッシュされたマテリアライズド・ビューが有効なマテリアライズド・ビューであることを確認してください。









	 ORA-23418: 現在使用しているプロパゲータの登録は取り消せません 
	
原因: プロパゲータは、現在レプリケーションRPCの伝播に使用されています。


	
処置: レプリケーションRPCの伝播でアクティブなトランザクションがなくなってから、再試行してください。









	 ORA-23419: レプリケーション・サポート再生成後にマスター・アクティビティを再開してください。 
	
原因: レプリケーション・サポートの再生成を必要とする表が、オブジェクト・グループ内にあります。


	
処置: ALL_REPOBJECTSビューのGENERATION_STATUS列を確認してください。オブジェクト・グループ内で「NEEDSGEN」ステータスになっているすべての表についてレプリケーション・サポートを再生成してください。マスター・アクティビティを再開してください。









	 ORA-23420: INTERVALは未来の時刻を評価する必要があります 
	
原因: パラメータINTERVALは、SYSDATEより前の時刻の数値を求めています。


	
処置: SYSDATEより後の時刻の数値を求める式を選択してください。









	 ORA-23421: ジョブ番号stringはジョブ・キュー内のジョブではありません 
	
原因: 指定したジョブ番号でコール元が参照できるジョブはありません。


	
処置: コール元が参照できるジョブの番号を選択してください。









	 ORA-23422: Oracle Serverは未使用ジョブ番号を生成できませんでした。 
	
原因: 別のジョブを認識するために使用されなかったジョブ番号を、Oracleデータベースが生成できませんでした。


	
処置: 操作を再試行してください。









	 ORA-23423: ジョブ番号stringが正数ではありません。 
	
原因: 指定したジョブ番号は1未満です。


	
処置: 正の整数を選択してください。









	 ORA-23424: マテリアライズド・ビュー"string"."string"(string)は登録されていません。 
	
原因: 指定したマテリアライズド・ビューは、このサイトに正常に登録されていません。


	
処置: マスター・サイトまたはマテリアライズド・ビュー・サイトに、マテリアライズド・ビューを手動で登録してください。









	 ORA-23425: マテリアライズド・ビュー識別子stringが無効です。 
	
原因: DBMS_MVIEW.PURGE_MVIEW_FROM_LOGに指定された引数が無効なマテリアライズド・ビュー識別子であるか、この引数がOracle 8の高速リフレッシュ可能マテリアライズド・ビューを認識しないか、マテリアライズド・ビューがすでに削除されているかのいずれかです。


	
処置: マテリアライズド・ビューがOracle 8の高速リフレッシュ可能マテリアライズド・ビューである場合、有効なマテリアライズド・ビュー識別子を使用してPURGE_MVIEW_FROM_LOGを指定してください。









	 ORA-23426: 遅延RPCキューにはstringのエントリがあります 
	
原因: 要求したアクションは、指定したサイト/データベース・リンクに対してキューが空になるまで実行できません。


	
処置: DBMS_DEFER_SYS.PUSH、DBMS_DEFER_SYS.PURGE_QUEUEまたはDBMS_DEFER_SYS.DELETE_TRANを使用してキューを空にしてください。









	 ORA-23427: 遅延パージ・キュー引数stringは有効範囲にありません。 
	
原因: DBMS_DEFER_SYS.PURGE_QUEUEに対して指定された数値引数が無効です。


	
処置: 引数値を修正して再試行してください。









	 ORA-23428: インスタンス番号stringに関連するジョブは有効ではありません。 
	
原因: ジョブが、実行中でないインスタンスに関連しています。


	
処置: ジョブ・アフィニティのために実行中のインスタンスを選択するか、またはforceパラメータをTRUEに設定してください。









	 ORA-23430: 引数"string"はNULLまたは空文字列にできません 
	
原因: 値をNULLまたは空の文字列の指定できない引数をコール元が指定しました。


	
処置: 指定されたVARCHAR2の値がNULLまたは空の文字列でないことを確認し、コールを再試行してください。









	 ORA-23431: 無効な状態: string 
	
原因: レプリケーション・オブジェクト・グループに対してルーチンが実行されましたが、このグループの状態が正しくありません。


	
処置: レプリケーション・オブジェクト・グループがエラー・メッセージに示されている状態にあるかどうかを確認してください。









	 ORA-23432: マスター・サイトstringはすでに存在します 
	
原因: すでにオブジェクト・グループの一部であるマスター・サイトのレプリケート・オブジェクト・グループをインスタンス化しようとしました。


	
処置: このサイトを追加しようとする場合、サイトはすでに存在しているため実行しないでください。そうでない場合、別のサイト名を選択し、ルーチンを再実行してください。









	 ORA-23433: 誤ったマスター・サイトstringに対して実行しています。 
	
原因: ルーチンの引数で指定されているサイトと異なるサイトでルーチンを実行しようとしました。


	
処置: ルーチンの実行対象のサイトを正しく示すルーチンに対して、引数を指定してください。









	 ORA-23434: マスター・サイトstringはオブジェクト・グループでは不明なマスター・サイトです。 
	
原因: ルーチンの引数として指定されたサイト名は、まだレプリケーション・オブジェクト・グループに認識されていません。


	
処置: DBMS_OFFLINE_OG.BEGIN_INSTANTIATION()ルーチンを実行して、レプリケーション・オブジェクト・グループに新しいサイトを追加してください。









	 ORA-23435: LOB列を持った更新可能なROWIDマテリアライズド・ビューは作成できません。 
	
原因: マテリアライズド・ビュー・サイトからマスター・サイトにLOBデータを伝播するには、レプリケートされた表に主キーが必要です。したがって、LOB列を含む更新可能なROWIDマテリアライズド・ビューはサポートされません。


	
処置: ROWIDマテリアライズド・ビューではなく、主キー・マテリアライズド・ビューを作成してください。マテリアライズド・ビューがすでにある場合は、ALTER MATERIALIZED VIEW DDLコマンドで主キー・マテリアライズド・ビューに変換できます。









	 ORA-23436: 対象ユーザーにこのテンプレートは認可されていません。 
	
原因: 指定したテンプレート認可は存在しません。


	
処置: ユーザー名の値を確認し、テンプレート名をリフレッシュして、DBA_REPCAT_USER_AUTHORIZATIONSビューに有効な行が存在することを確認してください。









	 ORA-23437: 対象ユーザーにこのテンプレートはすでに認可されています。 
	
原因: 対象ユーザーは、指定されたリフレッシュ・グループ・テンプレートの使用をすでに認可されています。


	
処置: ユーザー名およびリフレッシュ・テンプレート名の値を確認するか、またはDBA_REPCAT_USER_AUTHORIZATIONSビューに問い合せて、正しい値がパラメータとして渡されたかどうかを確認してください。









	 ORA-23438: リフレッシュ・グループ・テンプレートが存在しません。 
	
原因: 指定されたリフレッシュ・グループ・テンプレートが存在しません。


	
処置: DBA_REPCAT_REFRESH_TEMPLATESビューに問い合せて、リフレッシュ・グループ・テンプレートが存在しないことを確認してください。









	 ORA-23439: リフレッシュ・グループ・テンプレートはすでに存在しています。 
	
原因: 指定されたリフレッシュ・グループ・テンプレートはすでに存在します。


	
処置: DBA_REPCAT_REFRESH_TEMPLATESビューに問い合せて、リフレッシュ・グループ・テンプレートが存在することを確認してください。









	 ORA-23440: パブリック・テンプレートの値が正しくありません。 
	
原因: パブリック・テンプレートのパラメータがY、NまたはNULLではありません。


	
処置: パブリック・テンプレート・パラメータの値を修正してください。'Y'、'N'またはNULLである必要があります。









	 ORA-23441: 指定オブジェクトはリフレッシュ・グループ・テンプレートに存在しません。 
	
原因: 指定されたオブジェクトが、リフレッシュ・グループ・テンプレートに存在しません。


	
処置: オブジェクト名およびオブジェクト型のパラメータを修正してください。DBA_REPCAT_TEMPLATE_OBJECTSビューに問い合せて、正しい名前およびオブジェクト型を確認してください。









	 ORA-23442: 指定オブジェクトはリフレッシュ・グループ・テンプレートにすでに存在しています。 
	
原因: 指定されたオブジェクトが、リフレッシュ・グループ・テンプレートにすでに存在しています。


	
処置: オブジェクト名およびオブジェクト型のパラメータを変更してください。DBA_REPCAT_TEMPLATE_OBJECTSビューに問い合せて、正しい名前およびオブジェクト型を確認してください。









	 ORA-23443: テンプレート・パラメータが存在しません。 
	
原因: 指定したテンプレート・パラメータは存在しません。


	
処置: テンプレート・パラメータ値を修正して、プロシージャを再実行してください。DBA_REPCAT_TEMPLATE_PARMSビューを使用して、リフレッシュ・グループ・テンプレート名およびパラメータ名を確認してください。









	 ORA-23444: テンプレート・パラメータが重複しています。 
	
原因: テンプレート・パラメータが、指定されたリフレッシュ・グループ・テンプレート用にすでに存在しています。


	
処置: テンプレート・パラメータ値を修正して、プロシージャを再実行してください。DBA_REPCAT_TEMPLATE_PARMSビューを使用して、リフレッシュ・グループ・テンプレート名およびパラメータ名を確認してください。









	 ORA-23445: テンプレート・サイトが存在しません。 
	
原因: サイト名、ユーザー名およびリフレッシュ・グループ・テンプレート名で指定されたテンプレート・サイトが存在しません。


	
処置: 無効なパラメータを修正して、プロシージャを再実行してください。DBA_REPCAT_TEMPLATE_SITESビューを使用して、既存のテンプレート・サイトを問い合せてください。









	 ORA-23446: テンプレート・サイトが重複しています。 
	
原因: サイト名、ユーザー名およびリフレッシュ・グループ・テンプレート名で指定されたテンプレート・サイトがすでに存在します。


	
処置: 無効なパラメータを修正して、プロシージャを再実行してください。DBA_REPCAT_TEMPLATE_SITESビューを使用して、既存のテンプレート・サイトを問い合せてください。









	 ORA-23447: ユーザー・パラメータ値が存在しません。 
	
原因: ユーザー名、パラメータ名およびリフレッシュ・グループ・テンプレート名で指定されたユーザー・パラメータ値が存在しません。


	
処置: 無効なパラメータを修正して、プロシージャを再実行してください。DBA_REPCAT_USER_PARMSビューを使用して、既存のユーザー・パラメータを問い合せてください。









	 ORA-23448: ユーザー・パラメータ値が重複しています。 
	
原因: ユーザー名、パラメータ名およびリフレッシュ・グループ・テンプレート名で指定されたユーザー・パラメータ値がすでに存在しています。


	
処置: 無効なパラメータを修正して、プロシージャを再実行してください。DBA_REPCAT_USER_PARMSビューを使用して、既存のユーザー・パラメータを問い合せてください。









	 ORA-23449: ユーザー名がデータベースに存在していません。 
	
原因: ユーザー名のパラメータで指定されたユーザーが、データベースに存在しません。


	
処置: 無効なユーザー名を修正するか、またはマスター・データベースにユーザーを作成してください。DBA_USERSビューを使用して、有効なデータベース・ユーザーを選択してください。









	 ORA-23450: フレーバにはオブジェクト"string"."string"がすでに含まれています。 
	
原因: フレーバには指定されたオブジェクトがすでに含まれています。


	
処置: 指定されたオブジェクトが正しいことを確認してください。表オブジェクトのすべての列を追加するには、フレーバからオブジェクトを削除してから再度追加してください。









	 ORA-23451: フレーバstringはオブジェクト・グループ"string"."string"にすでに定義されています。 
	
原因: 指定されたオブジェクト・グループが、指定されたフレーバの(未公開の)定義をすでに含んでいます。


	
処置: フレーバ名の綴りを確認してください。必要とされる名前の公開されていないフレーバを確認してください。









	 ORA-23452: フレーバstring(オブジェクト・グループ"string"."string")はすでに公開されています。 
	
原因: 指定されたオブジェクト・グループが、指定されたフレーバの(公開済の)定義をすでに含んでいます。


	
処置: フレーバ名の綴りを確認してください。









	 ORA-23453: 要求した操作は最上位フレーバでサポートされていません。 
	
原因: 最上位フレーバにNULL名があり、そのフレーバは直接定義されていないか、または削除されていない可能性があります。


	
処置: 最上位フレーバ以外のフレーバの名前を指定するか、またはDBMS_REPCATルーチンを使用して、暗黙的に最上位フレーバを変更してください。









	 ORA-23454: フレーバstringがオブジェクト・グループ"string"."string"に定義されていません。 
	
原因: 指定されたオブジェクト・グループが、指定されたフレーバの(公開済の)定義を含んでいません。


	
処置: フレーバ名の綴りを確認してください。フレーバが、オブジェクト・グループに対して定義されている(および公開済である)ことを確認してください。









	 ORA-23455: フレーバstringにはオブジェクト"string"が含まれています。 
	
原因: 指定されたフレーバが、削除されるべきオブジェクトを含んでいます。


	
処置: フレーバを削除するか、または別のオブジェクトを選択して削除してください。









	 ORA-23456: フレーバstringに"string"は含まれていません。 
	
原因: フレーバが、示されたオブジェクト、列または属性を含んでいません。


	
処置: フレーバを削除するか、あるいは別のオブジェクト、列または属性を選択してください。









	 ORA-23457: 無効なフレーバID string 
	
原因: 指定されたフレーバIDが無効です。


	
処置: このフレーバがインスタンス化されたかどうかを確認してください。フレーバIDが(-2147483647から2147483647の)範囲外である場合、カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-23458: フレーバstringはstringで操作を妨げています。 
	
原因: 指定されたデータベースのフレーバが、正常な操作を妨げています。


	
処置: データベース・フレーバを変更するか、または別の操作を選択してください。









	 ORA-23459: フレーバstringには"string"が含まれている必要があります 
	
原因: フレーバが、示されたオブジェクト、列または属性を含んでいる必要があります。


	
処置: 別のデータベース・フレーバを選択するか、あるいはオブジェクト、列または属性が使用可能であることを確認してください。









	 ORA-23460: 列string(解決方法"string"-"string"."string"."string")の値がありません。 
	
原因: 競合を解決する前に、解決に必要な値が使用不可能です。つまり競合を解決した後に、SQLの再試行に必要な値が使用不可能です。


	
処置: 適切なフレーバを定義して、競合解決のために、USER FLAVOR FUNCTIONの使用可能ベクトルを介して、必要な値を提供してください。









	 ORA-23462: フレーバstringはサイトstringで使用中です。 
	
原因: 示されたフレーバが示されたサイトで使用中のために、そのフレーバを削除できませんでした。


	
処置: サイトのフレーバを変更するか、またはマテリアライズド・ビュー・サイトの場合、登録を抹消してください。









	 ORA-23463: フレーバがオブジェクト"string"."string"と競合しています。 
	
原因: 既存のフレーバが、競合する型のオブジェクトを含んでいます。


	
処置: オブジェクトの型を変更するか、または使用中でない場合、フレーバを削除してください。









	 ORA-23464: フレーバの列string("string"."string")が足りません。 
	
原因: フレーバがオブジェクト・グループの列を含んでいますが、必要な列すべてではありません。


	
処置: フレーバ定義を変更して、必要な列をすべて入れてください。









	 ORA-23465: フレーバには列string("string"."string")がすでにあります。 
	
原因: フレーバには、これから追加されるはずの列が存在しています。


	
処置: 指定された列が正しいことを確認してください。









	 ORA-23466: フレーバに不足しているオブジェクト"string"."string"が必要です 
	
原因: フレーバに、存在しないオブジェクトが含まれています。


	
処置: 指定されたオブジェクト名が正しいことを確認して、必要に応じて、オブジェクトを作成してください。









	 ORA-23467: フレーバにオブジェクト"string"."string"が足りません。 
	
原因: フレーバには、削除中の指定のオブジェクトが含まれていません。


	
処置: 指定されたオブジェクトが正しいことを確認してください。









	 ORA-23468: stringstringがありません。 
	
原因: テンプレートには、指定されたキーを持つオブジェクトがありません。


	
処置: オブジェクトをテンプレートに追加してください。









	 ORA-23469: stringはテンプレート間で異なります。 
	
原因: 指定された列の値が、同じキー値に対する各テンプレートで異なります。


	
処置: 列の値を修正して、テンプレートを同一にしてください。









	 ORA-23470: ステータスが無効です。 
	
原因: ステータスは、DELETED、INSTALLINGまたはINSTALLEDである必要があります。それ以外のステータスは無効です。


	
処置: 指定されたステータス値が正しいことを確認してください。









	 ORA-23471: テンプレートのユーザーへの権限が与えられていません 
	
原因: リフレッシュ・テンプレートがプライベートで、ユーザーにはテンプレートをインスタンス化する権限がありません。


	
処置: ユーザーにテンプレートを使用する権限を与えてください。









	 ORA-23472: マテリアライズド・ビュー"string"."string"はアトミックにリフレッシュされる必要があります。 
	
原因: アトミックでないリフレッシュは、指定されたマテリアライズド・ビューではサポートされていません。


	
処置: 使用中のリフレッシュ・プロシージャで、ATOMICパラメータの値をFALSEに設定するか、または指定したマテリアライズド・ビューをリフレッシュされるマテリアライズド・ビューの設定から削除してください。









	 ORA-23473: "string"."string"のレプリケーションRPC処理は使用不可です 
	
原因: このオブジェクトを含むオブジェクト・グループのレプリケーションRPCの処理は使用不可です。これは、エラー・キューのRPCを含んでいます。


	
処置: オブジェクト・グループがオフラインでインスタンス化されているとき、レプリケーションRPCの処理は使用不可です。オフライン・インスタンス化が完了するまで待機してください。









	 ORA-23474: レプリケーション・サポートの生成以来、"string"."string"の定義が変更されました。 
	
原因: 指定された表にある現行の列およびその列型が、レプリケーション・サポートが最後に生成されたときの列および列型と一致しません。


	
処置: 影響のあった表のレプリケーション・サポートを再作成してください。指定された表を持つすべてのフレーバの妥当性を確認してください。UDT列の型の妥当性も確認してください。









	 ORA-23475: キー列stringを送って比較する必要があります。 
	
原因: 指定された列がキー列であり、レプリケーション伝播中に送信および比較を必要とします。


	
処置: すべてのキー列が送信および比較されたことを確認してください。









	 ORA-23476: stringからstringにインポートできません。 
	
原因: このオブジェクトは、異なるグローバル名を持つデータベースからインポートされました。


	
処置: 同一のグローバル名を持つデータベースにのみ、このオブジェクトをインポートしてください。









	 ORA-23477: オブジェクト・グループ"string"."string"の伝播モードを変更できません。 
	
原因: マテリアライズド・ビュー・オブジェクト・グループの伝播方法は、同じマスター・オブジェクト・グループの他のオブジェクト・グループとマテリアライズド・ビュー・サイトを共有していない場合にのみ変更できます。


	
処置: ローカル・サイトに、同じマスター・オブジェクト・グループの他のマテリアライズド・ビュー・オブジェクト・グループがないことを確認してください。









	 ORA-23478: オブジェクト・グループ"string"は、stringですでにマスター化されています。 
	
原因: ローカル・サイトに、グループ名は同じでマスター・サイトは異なるマテリアライズド・ビューrepgroupが1つ以上あります。


	
処置: ローカル・サイトの同じグループ名のマテリアライズド・ビューrepgroupが同じマスターを持つことを確認してください。









	 ORA-23480: 列stringは"string"."string"のトップレベルの列ではありません。 
	
原因: 列が、トップレベルの列ではないか、または表またはマテリアライズド・ビューに存在しません。


	
処置: 有効なトップレベルの列のみが使用されていることを確認してください。









	 ORA-23482: 列string("string"."string"): オブジェクト型は許可されていません。 
	
原因: 列がオブジェクト型です。


	
処置: すべての列がオブジェクト型ではないことを確認してください。









	 ORA-23483: オブジェクト"string"."string"はこの操作では許可されていません。 
	
原因: 指定された操作は、要求されたオブジェクトをサポートしていません。


	
処置: このオブジェクトに操作を起動しないでください。









	 ORA-23484: インターネット・アプリケーション・サーバーの内部エラーです:string 
	
原因: インターネット・アプリケーション・サーバーで内部エラーが発生しました。


	
処置: このエラーとその他の情報をOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-23485: 列グループ"string"は単一の数値列のみで構成される必要があります。 
	
原因: 列グループに含まれる数値列が1つのみではありません。


	
処置: 単一の数値列を含む列グループを使用してください。









	 ORA-23487: オブジェクト・グループ"string"."string"と"string"."string"には同じ接続修飾子がありません。 
	
原因: 指定した2つのオブジェクト・グループに同じ接続修飾子がありません。


	
処置: このオブジェクト・グループで操作を起動しないでください。または、同じ接続修飾子を持つことを確認してください。









	 ORA-23488: 伝播モード"string"("string")はこの操作では許可されていません。 
	
原因: この操作は、示された伝播モードでは指定したデータベース・リンクをサポートしていません。


	
処置: このデータベース・リンクの操作を起動しないでください。または、このデータベース・リンクの伝播モードを変更してください。









	 ORA-23489: エントリ"string"が重複しています。 
	
原因: 指定した値はパラメータ・リストで重複しています。


	
処置: パラメータ・リスト内の重複するエントリを削除してください。









	 ORA-23490: 拡張リクエスト"string"(ステータス"string")はこの操作では許可されていません。 
	
原因: 指定した操作では、指定したステータスで拡張要求は許可されていません。


	
処置: この操作を再試行する前に、拡張要求が適切なステータスを持つことを確認してください。









	 ORA-23491: "string"で有効な拡張リクエストがありません。 
	
原因: 指定されたデータベースが有効な拡張要求を持っていません。


	
処置: この操作を再試行する前に、DBA_REPEXTENSIONSビューで有効な拡張要求があることを確認してください。









	 ORA-23492: 拡張リクエスト"string"のための新規サイトはありません。 
	
原因: 指定した拡張要求を持つ新規サイトがありません。


	
処置: この操作を再試行する前に、この要求に対してDBA_REPSITES_NEWビューで新規サイトが1つ以上あることを確認してください。









	 ORA-23493: "string"は拡張リクエスト"string"のための新規サイトではありません。 
	
原因: 指定された拡張要求が新規サイトとして指定されたサイトを含みません。


	
処置: この操作を再試行する前に、指定されたサイトがこの拡張要求の新規サイトであることを確認してください。









	 ORA-23494: 宛先"string"の行が多すぎます。 
	
原因: 指定された宛先がsystem.def$_destination表で持つ行が多すぎます。


	
処置: この操作を再試行する前に、指定された宛先が有効な行を2つ程度持つことを確認してください。









	 ORA-23495: シリアル伝播は"string"には使用できません。 
	
原因: 必要なサイトは、停止していない状態で新規サイトの追加処理中である可能性があります。


	
処置: この宛先のdef$_destination表を確認して、パラレル伝播を試行してください。









	 ORA-23496: "string"および"string"の使用禁止状態を変更できません 
	
原因: 停止していない新規マスターを追加する場合、このサイトの使用禁止状態は内部的に同期に設定されます。


	
処置: 停止していない新規マスターを追加する処理が、このプロシージャを起動する前に終了したことを確認してください。









	 ORA-23497: レプリケーション・グループ名はNULLにできません 
	
原因: Repgroup名の配列にNULL値が含まれています。


	
処置: Repgroup名の配列が稠密でNULL終了していないことを確認してください。









	 ORA-23498: 指定されたレプリケーション・グループはマスターが同じである必要があります 
	
原因: 指定したRepgroupに同じマスターがありません。


	
処置: 指定したRepgroupに同じマスターがあることを確認してください。









	 ORA-23500: 複数層マテリアライズド・ビューのレプリケーション・グループ"string"."string"用にマスターを切り替えられません。 
	
原因: 親repgroupがマテリアライズド・ビューのrepgroupであるときに、マテリアライズド・ビューのマスターを切り替えようとしました。これは許可されていません。


	
処置: 適切な親repgroupに基づくマテリアライズド・ビューrepgroupを削除して、再作成してください。









	 ORA-23501: リフレッシュ・テンプレートは8.0以下と互換のデータベースにインスタンス化できません。 
	
原因: リフレッシュ・テンプレートのインスタンス化は、8.0以下の互換のデータベースにはサポートされていません。


	
処置: データベースの互換が8.1以上であることを確認してください。









	 ORA-23502: オフライン・インスタンス化に対して、有効なディレクトリが指定されていません。 
	
原因: 指定されていないかまたはNULLのディレクトリをオフライン・インスタンス化しようとしました。


	
処置: ディレクトリを指定するには、APIへのOFFLINE_DIRPATHパラメータとして指定する方法、UTL_FILE_DIRという名のinit.oraパラメータとして指定する方法の2つがあります。オフライン・ファイルが作成される適切なディレクトリを指定していることを確認してください。









	 ORA-23503: IASインスタンス化中にエラーが発生しました。 
	
原因: IASサイトをインスタンス化しようとしました。IASのインスタンス化中にエラーが発生しました。


	
処置: エラー・スタック上の他のエラーを参照して、問題の原因を調べてください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-23504: 表に追加される列が追加される列のリストと一致しません。 
	
原因: パラメータとして渡される列のリストが表に追加される列と一致しません。


	
処置: DDL文字列または列のリストを修正して、再実行してください。









	 ORA-23505: オブジェクト"string"."string"がありません。 
	
原因: 指定されたオブジェクトは存在しません。


	
処置: 指定されたオブジェクトが正しいことを確認してください。









	 ORA-23514: 引数の数が無効または不適切です。 
	
原因: オンライン再定義APIへ渡される引数が無効またはありません。


	
処置: 正しい数の有効な引数でオンライン再定義APIをコールしてください。









	 ORA-23515: マテリアライズド・ビューまたはその索引(あるいはその両方)が表領域に存在します 
	
原因: マテリアライズド・ビューまたは索引(あるいはその両方)を含む表領域を削除しようとしました。


	
処置: この表領域のすべてのマテリアライズド・ビューを削除してください。また、この表領域のマテリアライズド・ビューに属する索引を見つけ、それらを削除してください。その後、表領域を削除してください。









	 ORA-23531: サイト所有者がテンプレートにすでに存在します。 
	
原因: テンプレートのサイト所有者がすでに存在します。


	
処置: このテンプレートに複数のサイト所有者を作成しないでください。









	 ORA-23532: 異なる同期メカニズムの表が同じグループ内にあります 
	
原因: 同じレプリケーション・グループに属する表が、異なる同期メカニズムでキャッシュされるように指定されています。


	
処置: 同じレプリケーション・グループに属する表のキャッシュ中に、異なる同期メカニズムを指定しないでください。









	 ORA-23533: オブジェクト"string"."string"をキャッシュできません 
	
原因: サポートされていないオブジェクトをキャッシュしようとしました。


	
処置: サポートされていないオブジェクトをキャッシュしないでください。









	 ORA-23534: マテリアライズド・ビュー・コンテナ表"string"."string"に列がありません 
	
原因: インポート後に、マテリアライズド・ビュー・コンテナ表に列がありません。


	
処置: マテリアライズド・ビュー・コンテナ表が正しくインポートされたかどうかを確認してください。









	 ORA-23535: 複数バックエンドからのテンプレートのインスタンシエーションはできません。 
	
原因: iASサイト用にNULLでない新しいバックエンド・データベースを設定しようとしました。


	
処置: NULLであるデータベース・リンクを使用したdbms_ias_configure.set_back_end_dbプロシージャをコールします。次に、NULLでない新しいデータベース・リンクを使用した同じプロシージャをコールしてください。









	 ORA-23536: オブジェクト"string"."string"は想定されたとおり中間層でキャッシュされていません。 
	
原因: dbms_ias_inst.start_ias_instの実行後に、オブジェクトがバックエンドで削除または名前を変更されました。


	
処置: バックエンドでのオブジェクトの妥当性をチェックし、インスタンス化を再試行してください。









	 ORA-23537: ファンクションまたはプロシージャstringはこのサイトから起動できません。 
	
原因: このファンクションまたはプロシージャは、バックエンドまたは中間層サイトでは制限されています。


	
処置: このファンクションまたはプロシージャをコールする前に、適切なサイトに接続してください。









	 ORA-23538: NEVER REFRESHマテリアライズド・ビュー("string")は明示的にリフレッシュできません 
	
原因: NEVER REFRESH MVを明示的にリフレッシュしようとしました。


	
処置: このようなリフレッシュ操作を実行しないか、またはこのMVをリストから削除してください。









	 ORA-23539: 表"string"."string"は現在再定義されています 
	
原因: 現在再定義中の表を再定義しようとしました。


	
処置: この表に対して再定義操作を実行しないか、現在の再定義が終了するまで待つ必要があります。









	 ORA-23540: 再定義は定義または開始されていません 
	
原因: 定義または開始されていない再定義を続行または完了しようとしました。


	
処置: この操作を行う前に再定義を定義または開始してください。









	 ORA-23541: 表は、再定義の定義中に使用する表と一致しません 
	
原因: 再定義の定義または開始中に使用したもの以外の表を提供することで、再定義を続行または完了しようとしました。


	
処置: この操作を繰り返し、再定義の定義または開始中に指定されたのと同じ表を指定してください。









	 ORA-23542: 依存オブジェクト"string"."string"はすでに登録されています 
	
原因: 進行中の再定義にすでに登録してある依存オブジェクトを登録しようとしました。


	
処置: 進行中の再定義にすでに登録してある依存オブジェクトを登録しようとしました。









	 ORA-23543: "string"."string"のマテリアライズド・ビュー・ログの状態に一貫性がありません 
	
原因: マテリアライズド・ビュー・ログの作成時にエラーが発生し、現在ログの状態に一貫性がありません。ログの作成時に、スキーマの再定義がマスター表で発生した可能性があります。または、マテリアライズド・ビュー・ログの作成が開始された時点で、同時に別のセッションでマスター表にDMLが適用され、長時間が経過した後もこれらのDMLトランザクションがコミットされなかった可能性もあります。


	
処置: マテリアライズド・ビュー・ログを削除し、再作成してください。









	 ORA-23600: PROPAGATIONを作成できません。stringがすでに存在します。 
	
原因: propagate_nameはすでに存在しています。


	
処置: DROP_PROPAGATEコマンドを使用してpropagate_nameを削除するか、propagate_nameを指定してください。









	 ORA-23601: PROPAGATION_NAME stringは存在しません。 
	
原因: 指定された伝播は存在しません。


	
処置: DBA_PROPAGATIONビューを問い合せて既存のpropagation_nameを検索してください。









	 ORA-23602: stringのプロセス・タイプstringが無効です 
	
原因: 指定されたGoldenGate、XStreamまたはストリーム・プロセス・タイプが無効です。


	
処置: 取得または適用を指定してください。









	 ORA-23603: SGAが少ないため、stringエンキューが中断されました 
	
原因: 割り当てられたメモリーが不足しているため、GoldenGate、XStreamまたはStreamsメッセージへのエンキューは異常終了しました。


	
処置: GoldenGate、XStreamまたはStreams伝播を有効にすることでメッセージの消費を開始するか、無効にできるものを適用します。またはより多くのメモリーをSTREAMSに割り当てます。これは定義済であればstreams_pool_size初期化パラメータを増加することで、またはshared_pool_sizeを増加することで実行できます。









	 ORA-23605: 値"string"(stringパラメータstring用)は無効です 
	
原因: 無効なパラメータ値を指定しようとしました。


	
処置: パラメータに有効な値を指定してください。有効なパラメータ値については、ドキュメントを参照してください。









	 ORA-23606: オブジェクトstringは無効です。 
	
原因: 無効なオブジェクトを指定しようとしました。


	
処置: 有効なオブジェクトを指定してください。









	 ORA-23607: 列"string"は無効です。 
	
原因: 列リストに無効な列が指定されました。


	
処置: オブジェクトの列を確認して、正しい列名を指定してください。









	 ORA-23608: 解決列"string"は無効です。 
	
原因: 解決列に無効な列が指定されました。解決列は、column_listパラメータに指定された列のリストに含まれている必要があります。


	
処置: column_listの列を確認して、正しい解決列名を指定してください。









	 ORA-23609: ディレクトリstringのディレクトリ・オブジェクトが見つかりません 
	
原因: 指定されたディレクトリに対応するALL_DIRECTORIESにエントリがありません。


	
処置: 現在のユーザーに新規のディレクトリ・オブジェクトまたは既存のディレクトリ・オブジェクトに対する適切な権限を付与してください。









	 ORA-23610: 内部dbms_streams_tablespacesエラー: [string] [string] [string] [string] 
	
原因: Streamsはエラー結果を検出しました。


	
処置: セッション・トレース・ファイルを調べ、カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-23611: 表領域"string"には複数のデータファイルがあります 
	
原因: 指定された表領域には複数のデータファイルがあるため、簡易表領域としての使用には適していません。


	
処置: 単一のデータファイルで自己完結型の表領域を選択するか、あらゆる表領域をサポートするプロシージャを使用してください。









	 ORA-23612: 表領域"string"が見つかりません 
	
原因: 表領域が存在しないか、現在のユーザーにその表領域に対する十分な権限がありません。


	
処置: 現在のユーザーにその表領域への適切な権限を付与するか、異なる表領域を選択してください。









	 ORA-23613: スクリプトstringはすでに存在します 
	
原因: 指定された起動パッケージのスクリプトはすでに存在します。


	
処置: 直前の起動を完了するか、直前の起動を削除してから、現在の起動を行ってください。









	 ORA-23614: スクリプトstringは存在しません 
	
原因: 指定されたスクリプトがありません。


	
処置: スクリプトを作成してください。









	 ORA-23615: ブロック番号stringは、スクリプトstringに存在しません 
	
原因: 指定したブロック番号がスクリプトに存在しません。


	
処置: ブロックを追加するか、ブロック番号を確認してから再実行してください。









	 ORA-23616: 次を使用したブロックstring (スクリプトstring)の実行に失敗しました string 
	
原因: 指定されたブロックの実行に失敗しました。


	
処置: エラーを確認してください。DBA_RECOVERABLE_SCRIPT_BLOCKSを問い合せて失敗したブロックを参照します。修正してからブロックまたはスクリプトを再実行してください。









	 ORA-23617: スクリプトstringのブロックstringはすでに実行されています 
	
原因: 指定されたブロックはすでに実行されています。


	
処置: ブロック番号を確認して、コマンドを再発行してください。









	 ORA-23618: スクリプトstringの生成が完了していません。 
	
原因: 直前の起動で、指定されたスクリプトのスクリプト生成が完了していません。


	
処置: パッケージDBMS_STREAMS_ADMでRECOVER_OPERATION APIをコールし、指定したスクリプトをパージしてから、操作全体を再試行してください。









	 ORA-23619: Oracle以外のシステム・エラー: string 
	
原因: DML文を適用するときに、Oracle以外のデータベースからSTREAMSにエラー・メッセージが戻されました。Oracle以外のシステム・エラー・メッセージは、このOracleエラーのパラメータになります。


	
処置: 対処措置は可能である場合と不可能である場合があります(Oracle以外のシステム・エラーに依存します)。対処措置が可能である場合は、問題を修正してトランザクションの適用を再試行してください。









	 ORA-23620: バインド値サイズがPL/SQL CALL操作に対して大きすぎます 
	
原因: ストアド・プロシージャへのPL/SQL CALLで、バインド文字列のサイズが4KBを超えました。


	
処置: バインド文字列のサイズを短くする(4KB未満)か、BEGIN-ENDを使用して、CALLではなくプロシージャを呼び出してください。









	 ORA-23621: スクリプトstringに対応する操作は進行中です。 
	
原因: スクリプトがすでに別のセッションで実行中か、スクリプトのステータスがERRORまたはEXECUTEDに更新される前にスクリプトが終了しました。


	
処置: スクリプトがパラレル・セッションで実行中でないことを確認してください。次に、DBMS_STREAMS_ADMパッケージで、適切なOPERATION_MODEを指定して、RECOVER_OPERATION APIをコールしてください。









	 ORA-23622: 操作string.string.stringは進行中です。 
	
原因: パラレル・セッションで実行中のプロシージャを実行しようとしたか、実行に失敗しました。


	
処置: DBA_RECOVERABLE_SCRIPTビューを問合せして、指定した起動プロシージャについて現在進行中の操作を特定してください。その操作を完了してから先に進んでください。









	 ORA-23623: 内部DBMS_COMPARISONエラー: [string] [string] [string] [string] 
	
原因: DBMS_COMPARISONでエラー結果が検出されました。


	
処置: セッション・トレース・ファイルを調べ、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-23624: 比較操作は現在stringに対して進行中です。 
	
原因: このオブジェクトに対する操作は、すでに別のセッションで実行中でした。


	
処置: 他のセッションによる特定オブジェクトの比較が完了してから、操作を再試行してください。









	 ORA-23625: string.stringとstring.string@stringの表の形状が一致しませんでした。 
	
原因: 比較するローカル表とリモート表の形状が一致していません。


	
処置: column_listに一致する列を明示的に指定するか、必要に応じて表のビューを作成し、再試行てください。









	 ORA-23626: 適格な索引が表string.stringにありません 
	
原因: 表には比較に使用できる適格な索引がありません。


	
処置: 表の比較にDBMS_COMPARISONを使用するには、特定のデータ型の列に適切な索引が作成されている必要があります。サポートされるデータ型についてはドキュメントを参照してください。









	 ORA-23627: 比較オブジェクトstringはすでに存在します。 
	
原因: 指定された名前の比較オブジェクトがすでに存在します。


	
処置: 別の名前を指定して、再試行してください。









	 ORA-23628: 比較問合せが長すぎます(実際値string、許容値string)。 
	
原因: 生成された比較の問合せが長すぎます。


	
処置: 長い列名を持つ大きな表の比較はサポートされていません。列のサブセットまたは短い列名を使用して再試行してください。









	 ORA-23629: string.stringは比較に適格な索引(表string.string)ではありません 
	
原因: 指定された索引は、比較に使用できる適格な索引ではありません。


	
処置: 表の比較にDBMS_COMPARISONを使用するには、適切な索引が必要です。表の比較に使用できる適格な索引を指定してください。









	 ORA-23630: 次の理由により適用状態のチェックポイント・モードに切り替えられません(値"string"、stringパラメータstring) 
	
原因: 適用状態のチェックポイント・モードへの切り替えができないか、すでに適用状態のチェックポイント・モードになっています。


	
処置: 適用状態のチェックポイント・モードへの切り替えが可能となるのは、その取得が新規の取得であり(1度も実行されていない)、チェックポイントを使用して取得からクローニングされた取得ではなく、取得に追加の属性が含まれておらず、取得と適用の複合が有効な場合のみです。









	 ORA-23631: 適用状態のチェックポイント・モードは変更できません(値"string"、stringパラメータstring) 
	
原因: 適用状態のチェックポイント・モードに設定されているため、チェックポイントに切り替えられませんでした。


	
処置: 適用状態のチェックポイントの取得を削除し、チェックポイントを取る新しい取得を作成してください。









	 ORA-23632: 適用状態のチェックポイント・モードではチェックポイントを強制できません(値"string"、stringパラメータstring) 
	
原因: 取得プロセスが適用状態のチェックポイント・モードに設定されていました。


	
処置: 適用状態のチェックポイント・モードではチェックポイントを取得できません。









	 ORA-23633: 適用状態のチェックポイント・モードでは、取得と適用の複合モードをオフにできません(値"string"、stringパラメータstring) 
	
原因: 適用状態のチェックポイント・モードで実行されている取得は、取得と適用の複合モードでも実行されている必要があります。


	
処置: 同じキューに対する追加の伝播プロセスまたは適用プロセスを削除して、この取得が取得と適用の複合で実行されることを確認してください。









	 ORA-23634: 適用状態のチェックポイント・モードでは追加の属性を含めることはできません 
	
原因: 取得プロセスが適用状態のチェックポイント・モードに設定されていました。


	
処置: 適用状態のチェックポイント・モードでは、追加の属性はサポートされません。









	 ORA-23635: MAINTAIN_TTS: 表領域はターゲット・データベースにすでに存在します。 
	
原因: ストリームのMAINTAIN_TTS APIをコールしたとき、ターゲット・データベースに表領域がすでに存在していました。


	
処置: 表領域を削除するとターゲット・データベースでのメンテナンスが可能になるかどうかを確認してください。そうでない場合は、ストリームのMAINTAIN_TTS APIを使用してストリームを設定しないでください。ストリームの設定方法についてOracleマニュアルを参照してください。









	 ORA-23636: MAINTAIN_TTS: 次の理由で表領域名が無効です: string。 
	
原因: ストリームのMAINTAIN_TTS APIを呼び出したとき、表領域名がNULLまたは長すぎました。


	
処置: 指定された表領域名がNULLではなく、綴りが正しいことを確認してください。表領域が多すぎる場合は、1つのグループにまとめ、そのグループでストリームのMAINTAIN_TTS APIをコールしてください。









	 ORA-23642: チェックポイント・モードに切り替えられません(値"string"、stringパラメータstring) 
	
原因: 適用状態のチェックポイント・モードでの取得からクローニングされた取得でした。


	
処置: チェックポイントを使用した取得からクローニングしてください。









	 ORA-23644: 適用状態のチェックポイント・モードに切り替えられません(キャプチャstring) 
	
原因: 前のエラーによって、適用状態のチェックポイント・モードに切り替えられませんでした。


	
処置: 前のエラーを参照して、適切に処置してください。









	 ORA-23645: チェックポイントに切り替えられません(キャプチャstring) 
	
原因: 前のエラーによって、チェックポイントフリーに切り替えられませんでした。


	
処置: 前のエラーを参照して、適切に処置してください。









	 ORA-23646: string stringプロセスstringは存在しません 
	
原因: 取得または適用が存在しません。


	
処置: 取得プロセスまたは適用プロセスを作成してから、再試行してください。









	 ORA-23647: string stringプロセスstringは実行されていません 
	
原因: 取得または適用が実行されていません。


	
処置: 取得プロセスまたは適用プロセスを起動し、再試行してください。









	 ORA-23648: キャプチャstringはチェンジ・データ・キャプチャ用です 
	
原因: キャプチャはチェンジ・データ・キャプチャ用であり、チェックポイントが必要でした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-23649: キャプチャstringはAudit Vault用です 
	
原因: キャプチャはAudit Vault用であり、チェックポイントが必要でした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-23650: 進行していないキャプチャstring 
	
原因: キャプチャは変更を取得していません。


	
処置: キャプチャが実行され、変更が取得されていることを確認してください。









	 ORA-23651: キャプチャstringはすでにstringモードです 
	
原因: キャプチャはすでに目的のモードです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-23652: 一番古いSCNが適用stringで更新できませんでした 
	
原因: 切り替えを実行する前に、一番古いSCNを更新できませんでした。


	
処置: 適用が実行され、両方のデータベースのスイッチ・パッケージ・バージョンが同じであることを確認してください。









	 ORA-23653: LogMinerセッションが存在しません 
	
原因: LogMinerセッションが存在しません。


	
処置: 取得プロセスが存在することを確認してください。









	 ORA-23654: 一番古いSCNをより大きな値(string)に(現在の値(string)よりも)適用stringで設定することを試行中 
	
原因: 一番古いSCNの新しい値が正しく計算されませんでした。


	
処置: 取得と適用が実行されていること、および取得が進行していることを確認してください。









	 ORA-23655: SCN範囲は0より小さくできません、(SCN範囲 = string) 
	
原因: 負のSCN範囲で関数が呼び出されました。


	
処置: 正のSCN範囲を使用してください。









	 ORA-23656: string stringプロセスstringの際に、タイムアウトが発生しました 
	
原因: GoldenGate、XStreamまたはStreamsプロセスを停止または起動できませんでした。


	
処置: 切替えプロシージャを再度コールしてください。









	 ORA-23657: 変換済のファイルstringがすでに存在します 
	
原因: 変換済のファイルがすでに存在しています。CONVERT FILEコールは、既存のファイルを上書きしません。


	
処置: 既存のファイルを削除できるかどうかを確認します。既存ファイルを削除できる場合は、削除してください。削除できない場合は、別のディレクトリまたはファイル拡張子を指定してください。









	 ORA-23658: 'string.string'の列'string'の変換時に、無効なキャラクタ・セットが指定されました 
	
原因: 指定した表内の列の2つのキャラクタ・セット間の変換はサポートされていません。


	
処置: ソース列と宛先列間の暗黙的な変換がサポートされているかどうか確認してください。









	 ORA-23659: 'string.string'の列'string'の変換時における宛先バッファの大きさが足りません(実際の長さ: string、最大の長さ: string) 
	
原因: 宛先列に対するソース列の値が大きすぎるため、2つのキャラクタ・セット間の変換に失敗しました。


	
処置: ソース列と宛先列のサイズが一致するかどうか確認してください。









	 ORA-23660: 'string.string'の列'string'の変換時に、NLSデータ・オブジェクトをロードできません 
	
原因: このエラーは、無効なNLS環境設定により発生することがあります。


	
処置: NLS環境設定を確認してください。









	 ORA-23661: 標準取得名"string"が見つかりません 
	
原因: 該当する取得プロセスが存在しません。


	
処置: 関数に正確なパラメータを渡してください。









	 ORA-23662: サブセット・ルール長が最大許容値を超えています 
	
原因: DML条件入力から算出されたINSERT、UPDATE、またはDELETEサブセット・ルールの長さが最大許容長を超えています。


	
処置: DML条件の長さを短くしてください。









	 ORA-23663: ローカル・オブジェクトstring.stringは単一表のビューです 
	
原因: ビューは別のビューまたは複数の表またはビューのいずれかに基づいていました。


	
処置: 比較用に、単一表に基づくビューを指定します。









	 ORA-23664: リモート・オブジェクトstring.stringは単一表のビューではありません 
	
原因: ビューは別のビューまたは複数の表またはビューのいずれかに基づいていました。


	
処置: 比較用に、単一表に基づくビューを指定します。









	 ORA-23665: DML競合ハンドラ"string"が見つかりません 
	
原因: 変更または削除するDML競合ハンドラが見つかりませんでした。


	
処置: 競合ハンドラの名前が正しいことと、存在していることを確認してください。









	 ORA-23666: DML競合ハンドラ"string"により使用されているデフォルト列グループ 
	
原因: 指定した適用名、操作名および競合タイプのデフォルトの列グループが見つかりました。


	
処置: 既存のデフォルトの列グループを削除して再試行します。









	 ORA-23667: 列"string"はすでに競合ハンドラ"string"に使用されています 
	
原因: 指定した適用名、操作名および競合タイプに対する別の競合ハンドラの列グループに列がすでにありました。


	
処置: 別の競合ハンドラから列を削除するか、別の列を指定してください。









	 ORA-23668: 列"string"には数値データ型がありません。 
	
原因: 指定した列に数値データ型が含まれていませんでした。デルタ競合解決には数値列が必要です。


	
処置: 列のデータ型を確認し、数値列のみを指定してください。









	 ORA-23669: 競合ハンドラ名が重複しています 
	
原因: 指定した名前のDML競合ハンドラが見つかりました。


	
処置: 現在のDML競合ハンドラを削除するか、別の名前を指定してください。









	 ORA-23670: 列名stringが重複しています 
	
原因: 指定した値は列グループ・リストで重複しています。


	
処置: 列グループ・リストから重複するエントリを削除してください。









	 ORA-23671: デフォルトの列グループが必要です 
	
原因: デフォルトの列グループが指定されていません。指定した適用名、操作名および競合タイプは、デフォルトの列グループでのみサポートされます。


	
処置: デフォルトの列グループを指定します。









	 ORA-23672: 表"string"."string"用のDML競合ハンドリングの列グループに列が指定されていません 
	
原因: 指定した表に列グループの一部として指定されていない列が含まれています。


	
処置: 列を列グループに追加します。









	 ORA-23673: 解決列"string"(表"string"."string")は無効です 
	
原因: 指定した解決列が有効ではありません。


	
処置: 解決列を有効な列に設定してください。









	 ORA-23674: 表"string"."string"のデルタ競合解決を処理できません 
	
原因: 指定した表またはLCRのデルタ競合グループに続する列のいずれかにNULL値が含まれています。


	
処置: 現在NULL値が含まれている場合には、表またはエラーLCRの各デルタ列を修正してください。









	 ORA-23675: OPERATION_NAME、CONFLICT_TYPEおよびMETHOD_NAMEはサポートされていません 
	
原因: 指定したOPERATION_NAME、CONFLICT_TYPEおよびMETHOD_NAMEはパラメータの有効なセットではありません。


	
処置: パラメータの有効なセットを使用して再試行してください。









	 ORA-24000: 値stringが無効です。stringの形式は、[SCHEMA.]NAMEにする必要があります 
	
原因: パラメータに無効な値が指定されました。


	
処置: [SCHEMA.]NAMEの形式で文字列を指定してください。









	 ORA-24001: QUEUE_TABLEを作成できません。stringがすでに存在しています。 
	
原因: このキュー表はすでにキューイング・システムに存在しています。


	
処置: 最初にDROP_QUEUE_TABLE()コマンドを使用して表を削除するか、別の表を指定してください。









	 ORA-24002: QUEUE_TABLE stringは存在しません。 
	
原因: QUEUE_TABLEが存在しません。


	
処置: USER_QUEUE_TABLESユーザー・ビューで問合せを実行して、既存のキュー表を確認してください。









	 ORA-24003: キュー表の索引stringが、キュー表stringと互換性がありません 
	
原因: キュー表の索引が正常にインポートされていません。


	
処置: キュー表を使用する前に、キュー表の索引をインポートしてください。インポートに失敗した場合は、問題を修正して、キュー表の索引のインポートを再試行してください。









	 ORA-24004: SORT_LISTの列名stringは無効です。ENQ_TIMEまたはPRIORITYを指定してください。 
	
原因: SORT_LISTに無効な列名が指定されています。


	
処置: 有効な列名はENQ_TIMEおよびPRIORITYです。









	 ORA-24005: AQ表string.stringでのDDLの実行に不適切なユーティリティが使用されました 
	
原因: キュー・メタデータまたは表に対してSQLコマンドDROP TABLE、TRUNCATE TABLEまたはALTER TABLEを使用しようとしました。


	
処置: 表の削除にはDBMS_AQADM.DROP_QUEUE_TABLEを、表の切捨てにはDBMS_AQADM.PURGE_QUEUE_TABLEを使用してください。ALTER_TABLE_PROPERTIES句およびALTER_TABLE_PARTITIONING句にのみ基づくALTER TABLEの再定義は可能です。









	 ORA-24006: QUEUEstringはすでに存在しています。作成できません。 
	
原因: 作成が要求されたこのキューはすでに存在しています。


	
処置: 別のキュー名を指定してください。ユーザーのスキーマに存在するすべてのキューをUSER_QUEUESに問い合せてください。









	 ORA-24007: 値stringが無効です。MAX_RETRIESには負数ではない整数が必要です。 
	
原因: MAX_RETRIESに指定された値が無効です。


	
処置: 負ではない整数を指定してください。









	 ORA-24008: キュー表string.stringを最初に削除する必要があります 
	
原因: クラスタ、表領域およびスキーマでキュー表を削除中に、エラーが検出されました。


	
処置: DBMS_AQADM.DROP_QUEUE_TABLEプロシージャを使用して、指定されたキュー表をまず削除してから操作を再試行してください。









	 ORA-24009: 値stringが無効です。QUEUE_TYPEにはNORMAL_QUEUEまたはEXCEPTION_QUEUEが必要です 
	
原因: QUEUE_TYPEパラメータが無効です。


	
処置: 標準キューに対する有効値はNORMAL_QUEUEで、例外キューに対する有効値はEXCEPTION_QUEUEです。









	 ORA-24010: キューstringは存在しません 
	
原因: 指定したキューは存在しません。


	
処置: 有効なキューを指定してください。USER_QUEUESにすべての有効なキューを問い合せてください。









	 ORA-24011: キューを削除できません。最初にstringを停止する必要があります 
	
原因: キューが停止されていません。エンキューまたはデキューがまだ使用可能になっています。


	
処置: STOP_QUEUEコマンドを使用してキューを停止してから、エンキューおよびデキューを使用禁止にしてください。









	 ORA-24012: QUEUE_TABLEを削除できません。string内のキューの一部が削除されていません。 
	
原因: キュー表に削除されていないキューが存在します。すべてのキューを削除する必要があります。


	
処置: drop_queue()コマンドを使用して、このキュー表に属するキューをすべて削除してください。削除する前にキューを適切に停止してください。または、DROP_QUEUETABLEのFORCEオプションを使用してください。









	 ORA-24013: 値stringが無効です。RETRY_DELAYには負数ではない値が必要です。 
	
原因: RETRY_DELAYに負の値が指定されました。


	
処置: 負ではない値をRETRY_DELAYに指定してください。









	 ORA-24014: 値stringが無効です。RETENTION_TIMEにはFOREVERまたは負数ではない値が必要です 
	
原因: キュー保持時間が指定されましたが、RETENTION_TIMEが0(ゼロ)未満に指定されています。


	
処置: RETENTION_TIMEには、負ではない値またはFOREVERを指定してください。または、保持時間を指定しないでください。









	 ORA-24015: QUEUE_TABLEを作成できません。QUEUE_PAYLOAD_TYPEstring.stringが存在しません。 
	
原因: CREATE_QUEUE_TABLE中に無効なQUEUE_PAYLOAD_TYPEが指定されました。


	
処置: QUEUE_PAYLOAD_TYPEには、RAWまたはデータベースにすでに存在するオブジェクト型が必要です。









	 ORA-24016: QUEUE_TABLEを作成できません。ユーザーstringにはQUEUE_PAYLOAD_TYPEstring.stringの実行権限がありません。 
	
原因: CREATE_QUEUE_TABLE中に、QUEUE_PAYLOAD_TYPEに無効なオブジェクト型が指定されました。


	
処置: キューに指定したオブジェクト型に対する実行権限が必要です。









	 ORA-24017: キューのエンキューを有効化できません。stringは例外キューです 
	
原因: 例外キューに対してエンキューを使用可能にしようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-24018: stringのSTOP_QUEUEに失敗しました。未処理のトランザクションが見つかりました。 
	
原因: キューに未解決のトランザクションがあり、WAITがFALSEに設定されていたため、キューの停止時にSTOP_QUEUEに失敗しました。


	
処置: WAITをTRUEに設定して再度STOP_QUEUEを試行してください。実行中のすべてのトランザクションが完了するまでハングします。









	 ORA-24019: stringの識別子が長すぎます。string文字以下にしてください。 
	
原因: 指定された識別子が長すぎます。


	
処置: より短い識別子で再試行してください。









	 ORA-24020: DBMS_AQ_IMPORT_INTERNALで内部エラーです。string 
	
原因: DBMS_AQ_IMPORT_INTERNALパッケージに内部エラーが発生しました。


	
処置: 内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-24021: キュー表の定義がstring.stringにインポートされていません。 
	
原因: キュー表が正しくインポートされなかったため、キュー定義が更新されていません。


	
処置: キュー表を再度インポートしてください。









	 ORA-24022: 指定されたパラメータはキューに使用できません。 
	
原因: このパラメータの組合せではキューが開始または停止しません。


	
処置: 処置は必要ありません。これは警告メッセージです。









	 ORA-24023: DBMS_AQ_EXP_INTERNAL.string [string] [string]で内部エラーが発生しました 
	
原因: DBMS_AQ_EXP_INTERNALパッケージに内部エラーが発生しました。


	
処置: 内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-24024: DBMS_AQ_IMP_INTERNAL.string [string] [string]で内部エラーが発生しました 
	
原因: DBMS_AQ_IMP_INTERNALパッケージに内部エラーが発生しました。


	
処置: 内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-24025: 値stringが無効です。QUEUE_PAYLOAD_TYPEにはRAWまたはオブジェクト型が必要です。 
	
原因: QUEUE_PAYLOAD_TYPEパラメータに無効な値があります。


	
処置: 有効なオブジェクト型またはRAWを指定してください。









	 ORA-24026: 操作に失敗しました。キューstring.stringにエラーがあります 
	
原因: エラーがあるキューをエンキュー、デキューまたは管理しようとしました。


	
処置: 強制実行オプションがtrueに設定されているキュー表を削除してください。









	 ORA-24027: AQ HTTP伝播でエラーが検出されました。状態コードはstring、stringです 
	
原因: 指定したアドレスの伝播サーブレットに対するAQ伝播のHTTP要求で、エラーが検出されました。


	
処置: 伝播の宛先データベース・リンクの接続文字列に有効なアドレスを指定してください。データベース・リンク・ユーザーは正しい権限を持ち、AQ伝播サーブレットが正しくインストールされていることを確認してください。









	 ORA-24028: 受信者非拒否シングル・コンシューマ・キューを作成できません。 
	
原因: 受信者非拒否シングル・コンシューマ・キューを作成しようとしました。


	
処置: この機能はサポートされません。









	 ORA-24029: 単一コンシューマ・キューでは操作できません。 
	
原因: 単一コンシューマ・キューでは許可されない操作が試行されました。


	
処置: マルチ・コンシューマ・キューで操作を指定してください。









	 ORA-24030: 1つのルールまたはルール・セットを指定する必要があります。 
	
原因: 操作にルールとルール・セットの両方が指定されました。


	
処置: ルールまたはルール・セットのいずれか1つを指定してください。









	 ORA-24031: 値が無効です。stringにはNULLでない値が必要です。 
	
原因: パラメータがNULLです。


	
処置: パラメータにNULL以外の値を指定してください。









	 ORA-24032: オブジェクトstringが存在します。キュー表stringの索引は作成できませんでした 
	
原因: Oracle AQで、エラー・メッセージに示された名前を使用して索引を作成しようとしました。同じ名前のオブジェクトが存在するため、示されたキュー表に対し、索引を作成できませんでした。


	
処置: エラー・メッセージに示されたオブジェクトを削除し、コマンドを再試行してください。別の名前のキュー表を選択することもできます。









	 ORA-24033: メッセージの受信者がいません。 
	
原因: 複数のデキュー側に対して設定されているキューに対しエンキューが実行されましたが、コールに指定されている明示的な受信者も、このメッセージに対して受信者と判断されたキューのサブスクライバもどちらも存在しませんでした。


	
処置: エンキュー・コールの受信者のリストを渡すか、またはこのメッセージを受信するためにサブスクライバをキューに追加してください。









	 ORA-24034: アプリケーションstringはすでにキューstringのサブスクライバです 
	
原因: すでにキューのサブスクライバであるアプリケーション名をDBMS_AQ.SUBSCRIBEコールに指定しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-24035: AQエージェントstringはキューstringへのサブスクライバではありません 
	
原因: キューのサブスクライバではないAQエージェントが指定されました。


	
処置: エージェントの名前またはアドレス(あるいはその両方)を確認し、コールを再試行してください。









	 ORA-24036: キュー表に対して指定されたSORT_ORDER列stringが無効です。 
	
原因: CREATE QUEUE TABLEコマンドが、TRANSACTIONALに設定されたMESSAGE_GROUPINGおよび優先順位でないソート順序列を使用して発行されました。トランザクション別にグループ化されたキュー表では、優先順位列のみがソート順序に指定できます。


	
処置: CREATE QUEUE TABLEコマンドのソート順序リストを変更して、コールを再試行してください。









	 ORA-24037: QUEUE_NAMEのスキーマstringはQUEUE_TABLEのスキーマstringと同じではありません。 
	
原因: CREATE_QUEUEのQUEUE_NAMEパラメータに指定したスキーマが、QUEUE_TABLEパラメータに指定したスキーマと同じ名前ではありません。


	
処置: QUEUE_NAMEパラメータおよびQUEUE_TABLEパラメータに対して同じスキーマ名を使用し、コマンドを再試行してください。









	 ORA-24038: RETRY_DELAYとMAX_RETRIESは、8.0互換の複数コンシューマのキューに使用できません。 
	
原因: CREATE_QUEUEコマンドまたはALTER_QUEUEコマンドが、0(ゼロ)でないRETRY_DELAYおよび複数のコンシューマに対して作成されたQUEUE_TABLE、および8.0に設定されたCOMPATIBLEパラメータを使用して発行されました。


	
処置: RETRY_DELAYを0(ゼロ)に指定するか、またはDBMS_AQADM.MIGRATE_QUEUE_TABLEプロシージャを使用して、キュー表を8.1互換にアップグレードしてください。









	 ORA-24039: 複数コンシューマ用のキュー表にキューstringが作成されませんでした 
	
原因: ADD_SUBSCRIBER、ALTER_SUBSCRIBERまたはREMOVE_SUBSCRIBERプロシージャ、または空でない受信者リストのENQUEUEが、複数のコンシューマに対して作成されていないキューに対し発行されました。


	
処置: 複数のコンシューマに対して作成されたキュー表にキューを作成し、コールを再試行してください。









	 ORA-24041: キューstringと宛先stringには伝播スケジュールがあります 
	
原因: SCHEDULE_PROPAGATIONが、キューと、すでに伝播スケジュールのある宛先ペアに発行されました。


	
処置: UNSCHEDULE_PROPAGATIONを発行し、既存のスケジュールを取り消し、SCHEDULE_PROPAGATIONコールを再発行してください。









	 ORA-24042: キューstringと宛先stringには伝播スケジュールがありません 
	
原因: UNSCHEDULE_PROPAGATIONが、キューと、伝播スケジュールのない宛先ペアに発行されました。


	
処置: 指定したQUEUEとDESTINATIONの綴りを確認し、正しい綴りでコールを再発行してください。









	 ORA-24043: 宛先stringには確保された名前が使用されています。AQ$_接頭辞付きの名前は無効です。 
	
原因: 確保されている名前を宛先に指定しようとしました。


	
処置: 別の値かNULLをローカル宛先に入力してください。その後で、操作を再試行してください。









	 ORA-24044: ソースstringと宛先stringのオブジェクト型が一致しません。 
	
原因: メッセージの受信者のキューは、送信者のキューと違うオブジェクト構造になっています。メッセージを伝播できません。


	
処置: 受信者を送信者のキューのサブスクライバ・リストから外すか、またはソース・キューのオブジェクト型に一致するオブジェクト型の宛先キューを作成してください。









	 ORA-24045: 無効なエージェント・アドレスstringです。エージェント・アドレスの書式は、[SCHEMA.]NAME[@DATABASE LINK]にしてください 
	
原因: エージェント・アドレス・パラメータに無効な値が指定されました。


	
処置: 書式が[SCHEMA.]NAME[@DATABASE LINK]の文字列を指定してください。









	 ORA-24046: プロトコル属性は今後使用する目的で確保されています 
	
原因: AQエージェント・オブジェクト型のプロトコル属性は、今後使用する目的で確保されています。


	
処置: エージェント・オブジェクト型の中でプロトコル属性を指定しないでください。









	 ORA-24047: 無効なエージェント名stringです。エージェント名の書式は、NAMEにしてください 
	
原因: エージェント名パラメータに無効な値が指定されました。


	
処置: NAME書式の文字列を指定してください。その後で、操作を再試行してください。









	 ORA-24048: QUEUE_TABLEを作成できません。AQオブジェクト型へのアクセス権がありません。 
	
原因: CREATE_QUEUE_TABLEコマンドを発行しようとしましたが、そのコマンドを発行したユーザーには、内部AQオブジェクト型へのアクセス権がありません。


	
処置: DBMS_AQADM.GRANT_TYPE_ACCESSプロシージャを使用して、ユーザーにAQオブジェクト型へのアクセス権を与えてください。









	 ORA-24049: エージェント名stringは無効です。接頭辞AQ$_のある名前は無効です 
	
原因: エージェント名に確保されている接頭辞を使用しようとしました。


	
処置: エージェント名に別の値を入力してください。操作を再試行してください。









	 ORA-24050: 例外キューstringではサブスクライバはサポートされません 
	
原因: ADD_SUBSCRIBER、ALTER_SUBSCRIBERまたはREMOVE_SUBSCRIBERプロシージャが、EXCEPTION_QUEUEとして作成されたキューで発行されました。


	
処置: プロシージャにNORMAL_QUEUEを指定してください。









	 ORA-24051: REF属性を持つオブジェクト型ペイロードは伝播できません 
	
原因: エージェント型のNULLでないアドレス・フィールドで、ADD_SUBSCRIBERまたはENQUEUEプロシージャが、REF属性を持つペイロードのキューに発行されました。REF属性を持つオブジェクト型ペイロードの伝播は、現在サポートされていません。


	
処置: エージェントが同一のキューからデキューできるように、NULLアドレス・フィールドでエージェントを指定してください。または、オブジェクト型定義を、REF属性を使用しないものに変更してください。









	 ORA-24052: LOB属性を持つオブジェクト型ペイロードはリリース8.0に伝播できません 
	
原因: LOB属性を持つメッセージの受信者が、Oracleリリース8.0を使用していました。LOB属性の伝播は、Oracle 8.1以上のリリースでのみサポートされています。


	
処置: ターゲット・リリースをOracle 8.1にアップグレードして、再試行してください。または、オブジェクト型定義を、LOB属性を使用しないものに変更してください。









	 ORA-24053: PRIMARY_INSTANCEおよびSECONDARY_INSTANCEに負数は指定できません。 
	
原因: PRIMARY_INSTANCEおよびSECONDARY_INSTANCEのうちの1つが、負数です。


	
処置: PRIMARY_INSTANCEおよびSECONDARY_INSTANCEに、負数でない整数を指定してください。









	 ORA-24054: Oracle8リリース8.0.3以下の宛先には伝播できません。 
	
原因: メッセージの受信者が、Oracle 8.0.3以前のリリースを使用していました。伝播は、Oracle 8.0.4以上のリリースでのみサポートされています。


	
処置: ターゲット・リリースをOracle 8.0.4以上のリリースにアップグレードして、再試行してください。









	 ORA-24055: 準備状態の伝播状態行は削除できません。 
	
原因: 内部管理プロシージャを使用して、SYS.AQ$_PROPAGATION_STATUS表から準備状態の状態行を削除しようとしました。


	
処置: 伝播の正常な完了を待って、操作を再試行してください。









	 ORA-24056: キューstringと宛先stringに内部矛盾があります。 
	
原因: SYS.AQ$_PROPAGATION_STATUS表で使用されている順序番号が、指定されたキューおよび宛先に矛盾しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-24057: キューstringに対してルール付きのサブスクライバは定義できません。 
	
原因: ルール付きのADD_SUBSCRIBERまたはALTER_SUBSCRIBERプロシージャが、ルールベースのサブスクライバをサポートしていないキューで発行されました。ルールベースのサブスクライバは、Oracle 8.1以上のリリースの互換性のあるキュー表を使用して作成された、NORMAL(常設)の複数のコンシューマ・キューに対してのみ現在サポートされています。


	
処置: Oracle 8.1以上のリリースの互換性のあるキュー表に、NORMALの複数コンシューマ・キューを作成してください。または、キューがNORMAL(常設)の複数コンシューマ・キューの場合、そのキュー表をOracle 8.1以上のリリースの互換性のあるキュー表に変換して、再試行してください。









	 ORA-24058: 準備状態の伝播があるため、QUEUE_TABLEはダウングレードできません。 
	
原因: 準備状態の伝播メッセージがあるときに、キュー表をダウングレードしようとしました。


	
処置: 伝播の完了を待って、操作を再試行してください。









	 ORA-24059: 無効なCOMPATIBLEパラメータ設定stringがDBMS_AQADM.stringで指定されました。 
	
原因: DBMS_AQADMプロシージャで、無効なCOMPATIBLEパラメータが指定されました。パラメータ設定は8.x.yまたは9.x.y(xはリリース番号、yは更新番号)という書式である必要があります。


	
処置: 有効なCOMPATIBLEパラメータ設定を指定して、操作を再試行してください。









	 ORA-24060: QUEUE_TABLEを変換できません。stringはリリースstringとすでに互換性があります。 
	
原因: DBMS_AQADMプロシージャのソース・キュー表は、指定されたCOMPATIBLEパラメータ設定と互換性があります。


	
処置: 別のCOMPATIBLEパラメータ設定を選択して、キュー表を要求された互換性のあるキュー表に変換してください。









	 ORA-24061: PRIMARY_INSTANCEが0のときは、SECONDARY_INSTANCEに0以外は指定できません。 
	
原因: PRIMARY_INSTANCEが0(ゼロ)のとき、SECONDARY_INSTANCEに0(ゼロ)以外の値が指定されました。


	
処置: 0(ゼロ)以外のPRIMARY INSTANCEを指定してから、0(ゼロ)以外のSECONDARY INSTANCEを指定してください。









	 ORA-24062: サブスクライバ表stringがキュー表stringと矛盾しています。 
	
原因: サブスクライバ表が正常にインポートされていません。


	
処置: キュー表を使用する前に、サブスクライバ表をインポートしてください。インポートに失敗した場合は、問題を修正して、サブスクライバ表のインポートを再試行してください。









	 ORA-24063: ルールベースのサブスクライバ付きのキューを持つQUEUE_TABLEはダウングレードできません 
	
原因: ルールベースのサブスクライバを定義しているキューが存在するとき、キュー表をダウングレードしようとしました。


	
処置: このキュー表にあるすべてのキューのルールベース・サブスクライバを削除して、再試行してください。









	 ORA-24064: キューstring、宛先stringの伝播はすでに有効です。 
	
原因: ENABLE_SCHEDULE_PROPAGATIONコマンドが、伝播スケジュールがすでに使用可能なキューと宛先のペアに対して発行されました。


	
処置: ENABLE_SCHEDULE_PROPAGATIONコマンドを発行するとき、QUEUEおよびDESTINATIONが正しいことを確認してください。









	 ORA-24065: キューstring、宛先stringの伝播はすでに使用禁止です。 
	
原因: DISABLE_SCHEDULE_PROPAGATIONコマンドが、伝播スケジュールがすでに使用不可のキューと宛先のペアに対して発行されました。


	
処置: DISABLE_SCHEDULE_PROPAGATIONコマンドを発行するとき、QUEUEおよびDESTINATIONが正しいことを確認してください。









	 ORA-24066: 無効な権限が指定されました。 
	
原因: 無効な権限が、権限付与および権限取消しに指定されています。


	
処置: 有効な権限を指定してください。









	 ORA-24067: キューstringで最大サブスクライバ数を超えました 
	
原因: 新規のサブスクライバを指定されたキューに追加しようとしましたが、このキューでサブスクライバの数が、キュー1つに対して許可されているサブスクライバの最大数(1024)を超えました。


	
処置: 既存のサブスクライバを削除してから、新規のサブスクライバを追加してください。









	 ORA-24068: キューstringを開始できません。キュー表stringは移行中です。 
	
原因: 移行中のキュー表でキューを開始しようとしました。


	
処置: キュー表の移行を完了して、操作を再試行してください。









	 ORA-24069: アップグレード中のキュー表stringはダウングレードできません。 
	
原因: キュー表をダウングレードしようとしましたが、先に実行されたキュー表をアップグレードする前のコマンドが、正常に終了していません。


	
処置: DBMS_AQADM.MIGRATE_QUEUE_TABLEプロシージャを再実行して、キュー表のアップグレードを完了してください。それから、キュー表をダウングレードしてください。









	 ORA-24070: ダウングレード中のキュー表stringはアップグレードできません。 
	
原因: キュー表をアップグレードしようとしましたが、先に実行されたキュー表をダウングレードする前のコマンドが、正常に終了していません。


	
処置: DBMS_AQADM.MIGRATE_QUEUE_TABLEプロシージャを再実行して、キュー表のダウングレードを完了してください。それから、キュー表をアップグレードしてください。









	 ORA-24071: 操作stringは実行できません。キュー表stringが移行中です。 
	
原因: 移行中のキュー表で操作を実行しようとしました。


	
処置: キュー表の移行を完了して、操作を再試行してください。









	 ORA-24072: MIGRATE_QUEUE_TABLEプロシージャを実行することができません。所有キュー表が必要です 
	
原因: DBMS_AQADM.MIGRATE_QUEUE_TABLEプロシージャを使用してキュー表をアップグレードまたはダウングレードしようとしましたが、そのプロシージャを実行するユーザーは、キューを所有していません。


	
処置: キュー表の所有者として再接続して、DBMS_AQADM.MIGRATE_QUEUE_TABLEプロシージャを実行してください。









	 ORA-24073: 例外キューstring.stringで、RETENTION_TIMEは指定できません。 
	
原因: 0(ゼロ)以外のRETENTION_TIMEを指定して、例外キューを作成または変更しようとしました。


	
処置: 例外キューにRETENTION_TIMEパラメータのデフォルト値を使用してください。









	 ORA-24074: RETRY_DELAYとMAX_RETRIESは、例外キュー%.stringに使用できません。 
	
原因: CREATE_QUEUEまたはALTER_QUEUEコマンドが、0(ゼロ)以外のRETRY_DELAYおよび例外キューを使用して発行されました。


	
処置: 例外キューにRETRY_DELAYまたはMAX_RETRIESを指定しないでください。









	 ORA-24075: NULLのアドレスとNULLでないプロトコルでは、エージェントを指定できません。 
	
原因: NULLのアドレスとNULLでないプロトコルを持つエージェントを使用して、ADD_SUBSCRIBERまたはエンキューを実行しようとしました。


	
処置: NULL以外のアドレスを指定するか、またはプロトコルをNULLに設定してください。









	 ORA-24076: 操作string(NON_PERSISTENTキューstring.stringに対する)を実行できません。 
	
原因: SCHEDULE_PROPAGATION、ALTER_QUEUE、LISTEN、DEQUEUEの操作のうち1つが、NON_PERSISTENTキューに発行されました。


	
処置: これらの操作に、NON_PERSISTENTキューを指定しないでください。









	 ORA-24077: EXCEPTIONキューstring.stringの伝播スケジュールを作成できません。 
	
原因: EXCEPTIONキューにSCHEDULE_PROPAGATIONが発行されました。伝播スケジュールは、NORMALキュー用にのみ作成できます。


	
処置: キューからのメッセージを伝播するには、キュー・タイプをNORMALに指定してください。









	 ORA-24078: PRIMARY_INSTANCEがNULLの場合、NULLでないSECONDARY_INSTANCEは指定できません。 
	
原因: PRIMARY_INSTANCEがNULLのとき、SECONDARY_INSTANCEにNULL以外の値が指定されました。


	
処置: NULL以外のPRIMARY INSTANCEを指定してから、NULL以外のSECONDARY INSTANCEを指定してください。









	 ORA-24079: 名前stringは無効です。stringにAQ$_接頭辞付きの名前は使用できません。 
	
原因: オブジェクト名に対して確保されている接頭辞を使用しようとしました。


	
処置: このオブジェクトに別の名前を入力してください。操作を再試行してください。









	 ORA-24080: unschedule_propagationは、キューstringと宛先stringに対して保留されています 
	
原因: 伝播がスケジュールされていないキューと宛先のペアに対して、伝播管理コマンドが発行されています。


	
処置: 保留中のスケジュールされていない要求がある伝播スケジュールに、伝播管理コマンドを発行しないでください。









	 ORA-24081: 互換性があるパラメータはstring以上です 
	
原因: COMPATIBLEパラメータは、操作ができるほど高くありません。


	
処置: 停止し、より互換性の高い設定値で起動してください。









	 ORA-24082: キューstringおよび宛先stringに対するスケジュールで、依然として伝播が続いている可能性があります。 
	
原因: 伝播スケジュールを実行しているマテリアライズド・ビュー・プロセスが、伝播を使用不可にするコマンドに応答しませんでした。


	
処置: 伝播スケジュールのジョブが終了していることを確認してください。









	 ORA-24083: string、キューstringのリモート・サブスクライバを指定できません 
	
原因: NULLでないアドレス・フィールドを指定したADD_SUBSCRIBERコールが、リモート・サブスクライバをサポートしていないキューで発行されました。NON_PERSISTENTキューでは、リモート・サブスクライバはサポートされていません。


	
処置: NULLのアドレス・フィールドを指定して、コールを再試行してください。









	 ORA-24084: エージェントstringのアドレス・フィールドにあるDBLINK名は、最初の24バイトが一意ではありません。 
	
原因: アドバンスト・キューイングでは、エージェントのデータベース・リンク名の最初の24バイトは一意である必要があります(8.0互換キュー表の場合)。


	
処置: データベース・リンク名の最初の24バイトが一意になるように指定するか、またはこの制約のない8.1互換キュー表に移行してください。









	 ORA-24085: 操作に失敗しました。キューstringは無効です 
	
原因: 無効なキューをエンキュー、デキューまたは管理しようとしました。キューのキュー表のペイロード・タイプが削除されているか、キューのサブスクライバに関連付けられているルールが変更または削除されたため、このエラーが発生する可能性があります。


	
処置: 強制実行オプションがtrueに設定されているキュー表を削除してください。









	 ORA-24086: 8.0互換のstringキューを作成できません。 
	
原因: 8.0互換のキュー表を作成して、8.1形式のキュー表でのみサポートされる機能を使用可能にしようとしました。


	
処置: この機能はサポートされません。









	 ORA-24087: 無効なデータベース・ユーザーstring 
	
原因: 指定されたデータベース・ユーザー名が無効です。


	
処置: 有効なデータベース・ユーザーを指定してください。









	 ORA-24088: AQ Agent stringは存在しません。 
	
原因: このAQエージェントは存在しません。


	
処置: 有効なAQエージェントを指定してください。有効なAQエージェントのリストは、DBA_AQ_AGENTSビューで参照してください。









	 ORA-24089: AQ Agent stringはすでに存在します。 
	
原因: このAQエージェントはすでに作成されています。


	
処置: 別のエージェント名を指定するか、またはALTER APIを使用してエージェント情報を変更してください。









	 ORA-24090: 1つ以上のプロトコルを使用可能にする必要があります 
	
原因: AQエージェントに使用可能なプロトコルがありません。


	
処置: 使用可能なパラメータの1つをtrueに設定して、プロトコルの1つを使用可能にしてください。









	 ORA-24091: 宛先キューstringがソース・キューと同じです 
	
原因: 宛先キューがソース・キューと同じ場合、伝播はスケジュールできません。


	
処置: 異なる宛先キューを指定してください。









	 ORA-24092: 指定された値stringが無効です 
	
原因: データベースの互換が10.0未満のときに、二重引用符を必要とするキュー、キュー表、ルールまたはルール・セット名が指定されました。


	
処置: 二重引用符を必要としない値を指定して、操作を再試行してください。









	 ORA-24093: AQエージェントstring はデータベース・ユーザーstringの権限を付与されていません。 
	
原因: 指定されたAQエージェントには、指定されたデータベース・ユーザーの権限がありません。


	
処置: AQエージェントおよびデータベース・ユーザーの有効な組合せを指定してください。ユーザー/エージェントのマッピングは、DBA_AQ_AGENT_PRIVSまたはUSER_AQ_AGENT_PRIVSビューを参照してください。









	 ORA-24094: 変換が無効です。ターゲット・タイプがキューと一致しません。 
	
原因: 指定された変換のターゲット・タイプがキューのタイプとは異なります。


	
処置: キュー・タイプと同じターゲット・タイプの有効な変換を指定してください。









	 ORA-24095: 変換が無効です。ソース・タイプがキューと一致しません。 
	
原因: 指定された変換のソース・タイプがキューのタイプとは異なります。


	
処置: キュー・タイプと同じソース・タイプの有効な変換を指定してください。









	 ORA-24096: 無効なメッセージ状態が指定されました。 
	
原因: メッセージ状態に無効な値が指定されました。


	
処置: ドキュメントに指定されているように、有効なメッセージ状態を指定してください。









	 ORA-24097: 値stringが無効です。stringは負ではない値にしてください。 
	
原因: 負の値またはNULLがパラメータに指定されました。


	
処置: 負ではない整数を指定してください。









	 ORA-24098: 値string(string)が無効です。 
	
原因: パラメータに、無効な値またはNULLが指定されました。


	
処置: 有効な値については、ドキュメントを確認してください。









	 ORA-24099: 操作は8.0互換キューには許可されていません。 
	
原因: 指定された操作は8.1以上と互換性のあるキューにのみサポートされています。


	
処置: DBMS_AQADM.MIGRATE_QUEUE_TABLEを使用して8.0互換キューをリリース8.1にアップグレードするか、または8.1と互換性のあるキューを指定してください。









	 ORA-24100: ktzテスト・レイヤーでエラーが発生しました。 
	
原因: トランザクション・レイヤー・テストICDにエラーがあります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-24101: 引数リストの処理を次の位置で停止しました: string 
	
原因: 要求された操作の引数の1つに、スケジューラ・オブジェクトのリストが含まれています。このリストを処理しているときに、指定した項目にエラーが発生しました。


	
処置: リストのこの要素に対するエラーを解消し、残りの引数リストを使用して、このコマンドを再発行してください。エラーの原因を検索するには、残りのエラー・スタックを参照してください。









	 ORA-24102: generate_job_nameの接頭辞が無効です 
	
原因: 19文字以上の接頭辞、または数字で終わる接頭辞を使用して、generate_job_nameがコールされました。


	
処置: 18文字以下で、末尾が数字以外の接頭辞を使用してコマンドを再発行してください。









	 ORA-24120: 無効なstringパラメータがDBMS_REPAIR.stringプロシージャに渡されました。 
	
原因: 指定されたDBMS_REPAIRプロシージャに無効なパラメータが渡されました。


	
処置: 有効なパラメータ値を指定するか、またはパラメータのデフォルトを使用してください。









	 ORA-24121: カスケードとブロック範囲の両方がDBMS_REPAIR.CHECK_OBJECTプロシージャに渡されました。 
	
原因: カスケードとブロック範囲の両方がDBMS_REPAIR.CHECK_OBJECTのコールで指定されました。


	
処置: カスケードまたはブロック範囲のいずれかを使用するか、またはいずれも使用しないでください。









	 ORA-24122: ブロック範囲指定が無効です 
	
原因: 無効なブロック範囲が指定されました。


	
処置: BLOCK_STARTパラメータおよびBLOCK_ENDパラメータに正しい値を指定してください。









	 ORA-24123: 機能stringはまだ実装されていません。 
	
原因: 指定された機能を使用しようとしましたが、機能はまだ実装されていません。


	
処置: この機能は使用しないでください。









	 ORA-24124: 無効なACTIONパラメータがDBMS_REPAIR.stringプロシージャに渡されました。 
	
原因: 無効なACTIONパラメータを指定しました。


	
処置: CREATE_ACTION、PURGE_ACTIONまたはDROP_ACTIONをACTIONパラメータに指定してください。









	 ORA-24125: オブジェクトstring.stringが変更されました。 
	
原因: DBMS_REPAIR.CHECK_OBJECTが実行されていたために削除または切り捨てられたオブジェクトの破損ブロックを修正しようとしました。


	
処置: DBMS_REPAIR.ADMIN_TABLESを使用して、修復された表を削除し、DBMS_REPAIR.CHECK_OBJECTを実行して、修正の必要がある破損ブロックがあるかどうかを判断してください。









	 ORA-24126: 無効なCASCADE_FLAGがDBMS_REPAIR.stringプロシージャに渡されました。 
	
原因: 表ではないオブジェクトにCASCADE_FLAGが指定されました。


	
処置: CASCADE_FLAGは表に対してのみ使用してください。









	 ORA-24127: TABLESPACEパラメータがCREATE_ACTION以外のアクションとともに指定されました。 
	
原因: TABLESPACEパラメータはCREATE_ACTIONとともにのみ使用できます。


	
処置: CREATE_ACTION以外のアクションを実行している場合は、TABLESPACEを指定しないでください。









	 ORA-24128: パーティション化されていないオブジェクトにパーティション名が指定されました。 
	
原因: パーティション化されていないオブジェクトにパーティション名が指定されました。


	
処置: オブジェクトがパーティション化されている場合にのみ、パーティション名を指定してください。









	 ORA-24129: 表名stringが接頭辞stringで始まっていません。 
	
原因: 接頭辞を指定せずに表名パラメータを渡そうとしました。


	
処置: 有効な表名パラメータを渡してください。









	 ORA-24130: 表stringが存在しません。 
	
原因: 存在しないマップ表、修復表または同期表を指定しようとしました。


	
処置: 有効な表名パラメータを指定してください。









	 ORA-24131: 表stringに不適切な列があります 
	
原因: 正しい定義を持たないマップ表、修復表または同期表を指定しようとしました。


	
処置: 正しく作成された表を参照している表名を指定してください。









	 ORA-24132: 表名stringが長すぎます。 
	
原因: 30文字を超える表名を指定しようとしました。


	
処置: 有効な表名パラメータを指定してください。









	 ORA-24141: ルールセットstring.stringは存在しません。 
	
原因: ルール・セットにアクセスまたは変更しようとしましたが、ルール・セットは存在しないため失敗しました。


	
処置: 存在するルール・セットにのみアクセスまたは変更してください。









	 ORA-24142: ルールセット名が無効です。 
	
原因: 無効な名前でルールセットを作成しようとしました。ルールセット名はNULLにはできず、rules_table_nameも指定されない限り、26文字を超えることはできません。その場合、ルールセット名は最大30文字まで可能です。


	
処置: 有効なルール・セット名でルール・セットを再作成してください。









	 ORA-24143: 評価コンテキスト名が無効です。 
	
原因: 無効な評価名でルールまたはルール・セットを作成しようとしました。31文字以上のevaluation_contextは指定できません。また、指定された名前の評価コンテキストが存在している必要があります。


	
処置: 有効な評価コンテキスト名で再作成してください。









	 ORA-24144: ルール・エンジンの内部エラーが発生しました。引数: [string], [string] 
	
原因: ルール・エンジンで内部エラーが発生しました。このエラーは、ルール・エンジンが例外条件を検出したことを示しています。


	
処置: このエラーをOracleサポート・サービスに連絡してください。最初の引数はエラーで、2番目の引数はパッケージです。









	 ORA-24145: 評価コンテキストstring.stringはすでに存在します。 
	
原因: 指定された名前の評価コンテキストはすでに存在します。


	
処置: 作成する評価コンテキストに別の名前を指定してください。









	 ORA-24146: ルールstring.stringはすでに存在します。 
	
原因: 指定された名前のルールはすでに存在します。


	
処置: 作成するルールに別の名前を指定してください。









	 ORA-24147: ルールstring.stringは存在しません。 
	
原因: 指定された名前のルールは存在しません。


	
処置: ルールを作成するか、または存在するルールを指定してください。









	 ORA-24148: 依存性を持つルールstring.stringは削除できません。 
	
原因: ルールはルール・セットに属しているため、削除できません。


	
処置: 強制オプションなしでルール・セットに属するルールを削除しないでください。









	 ORA-24149: ルール名が無効です。 
	
原因: 無効な名前でルールを作成しようとしました。ルール名は、NULLおよび31文字以上にすることはできません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-24150: 評価コンテキストstring.stringは存在しません。 
	
原因: 指定された名前の評価コンテキストは存在しません。


	
処置: 評価コンテキストを作成するか、または存在する評価コンテキストを指定してください。









	 ORA-24151: ルールstring.stringまたはルール・セットstring.stringに関連する評価コンテキストはありません。 
	
原因: ルールをルール・セットに追加する場合、ルールまたはルール・セットに関連する評価コンテキストが必要です。


	
処置: デフォルトの評価コンテキストを持たないルール・セットに、評価コンテキストのないルールを追加しないでください。









	 ORA-24152: 依存性を持つ評価コンテキストstring.stringは削除できません。 
	
原因: 評価コンテキストはルールまたはルール・セットに属しているため、削除できません。


	
処置: 強制オプションなしで依存性を持つ評価コンテキストを削除しないでください。









	 ORA-24153: ルール・セットstring.stringはすでに存在します。 
	
原因: 指定された名前のルール・セットはすでに存在します。


	
処置: 作成するルール・セットに別の名前を指定してください。









	 ORA-24154: ルールstring.stringはルール・セットstring.stringに存在します。 
	
原因: ルール・セットにルールを重複して追加することはできません。


	
処置: すでにルールを含むルール・セットに同じルールを追加しないでください。









	 ORA-24155: ルールstring.stringはルール・セットstring.stringに存在しません。 
	
原因: ルール・セットから削除しようとしたルールは、このルール・セットに存在しません。


	
処置: ルールを含まないルール・セットから同じルールを削除しないでください。









	 ORA-24156: 表の別名stringが重複しています。 
	
原因: 評価コンテキストに重複する表の別名が存在します。


	
処置: 評価コンテキストに同じ名前で2つの表の別名を追加しないでください。









	 ORA-24157: 変数名stringが重複しています。 
	
原因: 評価コンテキストに重複する変数名が存在します。


	
処置: 評価コンテキストに同じ名前で2つの変数名を追加しないでください。









	 ORA-24158: 表の別名が無効です。 
	
原因: 表の別名または実表名が、表の別名定義で指定されていません。


	
処置: 表の別名構造では、実表とその別名の両方を指定してください。









	 ORA-24159: 変数定義が無効です。 
	
原因: 変数名または変数型が、変数定義で指定されていません。


	
処置: 変数の定義構造では、変数名と変数型の両方を指定してください。









	 ORA-24160: 名前stringは、名前/値のペア・リストにすでに存在します。 
	
原因: 同じ名前/値ペアが名前/値リストにすでに存在します。


	
処置: 別の名前を指定してください。









	 ORA-24161: 名前stringは、名前/値のペア・リストに存在しません。 
	
原因: 指定された名前/値ペアが名前/値リストに存在しません。


	
処置: 名前/値リストに含まれる名前/値ペアを確認してください。









	 ORA-24162: 名前/値のペア・リストは一杯です。別のエントリは追加できません。 
	
原因: 名前/値リストが一杯(1024要素)のため、別の要素を追加できません。


	
処置: 一杯のリストに要素を追加しないでください。









	 ORA-24163: dblinkはルール・エンジンDDLではサポートされていません。 
	
原因: オブジェクト名にデータベース・リンクが含まれますが、これはサポートされていません。


	
処置: ルール・エンジンDDLでリモート・オブジェクトを指定しないでください。









	 ORA-24164: ルール・エンジンの無効なシステム権限: string 
	
原因: ルール・エンジン・オブジェクトに指定されたシステム権限番号は存在しません。


	
処置: 有効なシステム権限番号は、dbms_rule_admの仕様を参照してください。









	 ORA-24165: ルール・エンジンの無効なオブジェクト権限: string 
	
原因: ルール・エンジン・オブジェクトに指定されたオブジェクト権限番号は存在しません。


	
処置: 有効なオブジェクト権限番号は、dbms_rule_admの仕様を参照してください。









	 ORA-24166: 評価コンテキストstring.stringにエラーがあります。 
	
原因: 評価コンテキストに指定された表の別名および変数型を解決できません。


	
処置: すべての実表が存在すること、およびすべての変数型が正しいことを確認してください。









	 ORA-24167: ルール・エンジンのオブジェクトに互換性がないため、ダウングレードできません。 
	
原因: ダウングレードできないデータベースのルール・エンジン・オブジェクトが存在します。


	
処置: utlincmp.sqlを使用して、ダウングレード前にすべての非互換ルール・エンジン・オブジェクトを削除してください。









	 ORA-24168: ルールstring.stringにデフォルトの評価コンテキストを含めることはできません 
	
原因: 複数の評価コンテキストを持つルール・セットにルールが追加される場合、追加されるルール自体には評価コンテキストが存在していない必要があります。


	
処置: このようなルールの評価コンテキストにNULL以外の値を設定しないでください。









	 ORA-24169: ルール条件に認識できない変数があります 
	
原因: ルールで評価コンテキストにない変数が参照されています。


	
処置: ルール条件を変更して無効な参照を削除してください。









	 ORA-24170: string.stringはAQで作成されており、直接削除できません 
	
原因: このオブジェクトはAQによって作成されているため、直接削除できません。


	
処置: このオブジェクトを削除するにはdbms_aqadm.drop_subscriberを使用してください。









	 ORA-24171: 作成プロパティは内部でのみ使用されます 
	
原因: ルール・エンジン・オブジェクトの作成中にNULL以外の作成プロパティを指定しました。これは外部使用向けではありません。


	
処置: ルール・エンジン・オブジェクトの作成時には作成プロパティを設定しないでください。









	 ORA-24172: ルール・セットstring.stringにエラーがあります 
	
原因: ルールで評価コンテキストにない変数が参照されています。


	
処置: ルール条件を変更して無効な参照を削除してください。









	 ORA-24173: ルール条件ではネストされた問合せはサポートされません 
	
原因: ネストされた問合せがルール条件に指定されました。


	
処置: ルール条件にはネストされた問合せを使用しないでください。









	 ORA-24174: 評価コンテキストごとのstringの数がstringを超えています 
	
原因: 表または変数の数が、定義済の上限を超えていました。


	
処置: 評価コンテキストごとの表または変数の数を減らします。









	 ORA-24175: 単純ではないルール条件が少なくとも1つ存在するため、stringの数が制限stringを超えています 
	
原因: 単純ではないルール条件が少なくとも1つ存在するため、評価コンテキストごとの表または変数の上限を超過しました。


	
処置: 評価コンテキストごとの表または変数の数を減らします。









	 ORA-24180: 変換式が無効です。この変換式はターゲット・タイプ/属性への評価を行いません。 
	
原因: 変換式がターゲット・タイプまたはターゲット・タイプの指定された属性への評価を行いません。


	
処置: ターゲット・タイプまたはターゲット・タイプの指定された属性への評価を行う有効な変換式を指定してください。









	 ORA-24181: 型stringは存在しません 
	
原因: 変換のソースまたは宛先タイプが存在しません。


	
処置: 型を作成するか、または存在する型を指定してください。









	 ORA-24182: 指定された属性の数値は存在しません。 
	
原因: 変換のターゲット・タイプは、ADD_ATTRIBUTE_TRANSFORMATIONコマンドで指定された属性の数値を持ちません。


	
処置: ターゲット・タイプの定義を確認して、有効な属性の数値を指定してください。









	 ORA-24183: 変換が無効です。 
	
原因: 指定された変換は、ソースまたはターゲット・タイプが削除/変更されているために無効です。


	
処置: 変換を削除して、再作成してください。









	 ORA-24184: 変換string.stringはすでに存在します 
	
原因: 指定された変換はすでに存在しています。


	
処置: 作成する変換に別の名前を指定してください。









	 ORA-24185: 変換string.stringは存在しません 
	
原因: 指定した変換は存在しません。


	
処置: 変換を作成してから使用するか、または既存の変換を指定してください。









	 ORA-24186: オブジェクト型が正しくありません。メッセージを変換できません 
	
原因: 変換するメッセージのオブジェクト型が、指定された変換のソース・タイプと一致しません。


	
処置: 別の変換を指定するか、または正しい型のメッセージを指定してください。









	 ORA-24190: ペイロードの長さがstringを超えています 
	
原因: ペイロードの長さがVARCHAR2またはRAWの制限を超えています。


	
処置: CLOB型またはBLOB型を使用して、get_textまたはget_bytesをコールしてください。









	 ORA-24191: プロパティ名stringは存在しています 
	
原因: 指定されたプロパティ名はすでに存在します。


	
処置: 別のプロパティ名を使用してください。









	 ORA-24192: プロパティ名はNULLにできません 
	
原因: プロパティ名はNULLにできません。


	
処置: プロパティ名がNULLでないことを確認してください。









	 ORA-24193: プロパティ値が有効範囲stringを超えました 
	
原因: 指定されたプロパティ値が有効範囲を超えています。


	
処置: プロパティ値が有効範囲内にあることを確認してください。









	 ORA-24194: 間違ったタイプでメッセージのデータを読み込もうとしています 
	
原因: JMS仕様によれば、一部の型変換は許可されていません。


	
処置: メッセージ・データの取得には正しいREAD関数を使用してください。









	 ORA-24195: サイズが1024を超えるマップ・メッセージの名前リストを取得しようとしています 
	
原因: GET_NAMES関数はVARRYに1024のサイズ制限内で名前を戻します。


	
処置: OFFSETおよびLENGTHパラメータ付きでGET_NAMES関数を使用して、より少ない手順で取得してください。









	 ORA-24196: 間違ったアクセス・モードでメッセージにアクセスしています 
	
原因: StreamMessageおよびBytesMessageは、書込み専用モードのときには読み込むことができず、逆に読込みモードのときは書き込むことができません。


	
処置: PREPARE、CLEAR_BODYおよびRESETプロシージャを使用してアクセス・モードを変更してください。









	 ORA-24197: JAVAストアド・プロシージャでJAVA例外が発生しました 
	
原因: JAVAストアド・プロシージャは、カテゴリ化できない例外をスローしました。


	
処置: GET_EXCEPTIONプロシージャを使用して、何に対する例外なのかを確認してください。









	 ORA-24198: 無効な操作IDを使用しようとしています 
	
原因: 無効な操作IDを使用してメッセージにアクセスしようとしました。


	
処置: PREPAREまたはCLEAR_BODYプロシージャによって戻された正しい操作IDを使用してください。









	 ORA-24199: メッセージ記憶域がオーバーフローしました 
	
原因: 同時に多すぎるメッセージにアクセスしようとしました。


	
処置: CLEANプロシージャを使用してメッセージをいくつかクリーン・アップしてください。









	 ORA-24201: パブリッシャが重複しています。パブリッシャはすでにキューに追加されています。 
	
原因: パブリッシャを重複してキューに追加しようとしました。


	
処置: 別のパブリッシャを指定するか、またはDBMS_AQADM.ALTER_PUBLISHERを使用してパブリッシャのプロパティを変更してください。









	 ORA-24202: パブリッシャがキューにありません。 
	
原因: キューに存在しないパブリッシャを変更または削除しようとしました。


	
処置: 別のパブリッシャを指定してください。









	 ORA-24203: 操作に失敗しました。キュー表string.stringにエラーがあります 
	
原因: エラーを含むキュー表を操作しようとしました。


	
処置: 強制実行オプションがtrueに設定されているキュー表を削除してください。









	 ORA-24204: 既存のstring伝播スケジュール 
	
原因: 既存の伝播スケジュールが別のモード(10.2/11g)で実行されていたとき、伝播管理インタフェースがコールされました。


	
処置: 適切な内部パラメータを設定し、必要に応じて既存のスケジュールを解除してください。









	 ORA-24230: DBMS_DDL.WRAPへの入力は無効なPL/SQLユニットです 
	
原因: DBMS_DDL.WRAPまたはDBMS_DDL.CREATE_WRAPPEDへの入力で、有効なPL/SQLパッケージ仕様部、パッケージ本体、型指定、型本体、関数、またはプロシージャが指定されていません。このエラーは、CREATE OR REPLACE文の構文に誤りがあるか、ラップできないユニット(トリガーまたは無名ブロックなど)を指定した場合に発生します。


	
処置: 有効なPL/SQLユニットを入力として指定してください。









	 ORA-24231: データベース・アクセス記述子(DAD)stringが見つかりません 
	
原因: 指定されたデータベース・アクセス記述子(DAD)が存在しません。


	
処置: データベース・アクセス記述子(DAD)の名前が正しく、DADが存在することを確認してください。









	 ORA-24232: 埋込みPL/SQLゲートウェイ属性stringが不明です 
	
原因: 指定された埋込みPL/SQLゲートウェイ属性は不明です。


	
処置: 埋込みPL/SQLゲートウェイ属性の名前が正しいかどうか確認してください。









	 ORA-24233: DBMS_UTILITY.VALIDATEに渡された引数は無効です 
	
原因: DBMS_UTILITY.VALIDATEルーチンに渡された引数のうち、1つ以上が無効です。このエラーは、オブジェクト名または所有者またはネームスペース引数(指定した場合)がNULLまたは無効であったために発生しました。


	
処置: 無効な引数を特定して修正してください。









	 ORA-24234: string "string"."string"のソースを取得できないか、権限が不十分または存在しません 
	
原因: DBMS_PREPROCESSORサブプログラムに指定されたPL/SQLオブジェクトが存在しないか、そのソースを表示するのに十分な権限が与えられていません。


	
処置: 指定したオブジェクトが存在し、そのソースを表示するための十分な権限があることを確認してください。









	 ORA-24235: オブジェクト型: stringの値が無効です 
	
原因: 指定されたオブジェクト型は無効です。


	
処置: 指定したオブジェクト型が、パッケージ、パッケージ本体、プロシージャ、関数、トリガー、型、型本体のいずれかであることを確認してください。









	 ORA-24236: ソース・テキストが空です 
	
原因: DBMS_PREPROCESSORサブプログラムに指定された入力ソース・テキストが空です。


	
処置: 空ではない入力ソース・テキストを入力として渡してください。









	 ORA-24237: DBMS_UTILITY.INVALIDATEに渡されたオブジェクトID引数は無効です 
	
原因: このエラーは、DBMS_UTILITY.INVALIDATEルーチンに渡されたp_object_id引数がNULLで、指定されたオブジェクトIDを持つオブジェクトが存在しなかったか、ルーチンをコールしたユーザーにオブジェクトを無効にするための十分な権限がなかったために発生しました。


	
処置: 無効な引数を修正してください。









	 ORA-24238: DBMS_UTILITY.INVALIDATEに渡されたオブジェクト設定引数は無効です 
	
原因: このエラーは、DBMS_UTILITY.INVALIDATEルーチンに渡されたp_plsql_object_settings引数がNULLまたは不正であったために発生しました。


	
処置: 無効な引数を修正してください。









	 ORA-24239: オブジェクトを無効にできませんでした 
	
原因: DBMS_UTILITY.INVALIDATEルーチンのコールに失敗しました。このエラーは、p_object_id引数で指定されたオブジェクトのオブジェクト型が、このルーチンで処理できる型ではなかったために発生しました。または、オブジェクトが依存する表があるオブジェクト型仕様部、STANDARD、DBMS_STANDARD、DBMS_UTILITYパッケージの仕様部、またはDBMS_UTILITYパッケージの本体であったことが原因です。


	
処置: サポートされるオブジェクト型でDBMS_UTILITY.INVALIDATEをコールしてください。









	 ORA-24240: データベース・アクセス記述子(DAD)名が無効です 
	
原因: 指定されたデータベース・アクセス記述子(DAD)名が無効です。


	
処置: データベース・アクセス記述子(DAD)の名前が正しく、長さが制限を超えていないことを確認してください。









	 ORA-24241: ソース・テキストがラップされた形式です 
	
原因: DBMS_PREPROCESSORサブプログラムに指定された入力ソース・テキストがラップされた形式です。


	
処置: ラップされていないソース・テキストを入力として渡してください。









	 ORA-24242: 動的に認証されたデータベース・アクセス記述子(DAD)を介した匿名アクセスは禁止されています 
	
原因: 動的に認証されたデータベース・アクセス記述子(DAD)を介した匿名アクセスを許可しようとしましたが、禁止されました。


	
処置: 匿名アクセスを許可する前に、データベース・アクセス記述子(DAD)が動的に認証されていないことを確認してください。









	 ORA-24243: アクセス制御エントリ(ACE)はすでに存在します 
	
原因: IS_GRANT引数と同じ許可または拒否属性を持つプリンシパルのアクセス制御エントリ(ACE)がすでに存在します。


	
処置: 既存のアクセス制御エントリ(ACE)に権限を追加してください。









	 ORA-24244: アクセス制御リスト(ACL)の設定でホストまたはポートが無効です 
	
原因: アクセス制御リスト(ACL)を割り当てるホストまたはポートが無効です。


	
処置: アクセス制御リスト(ACL)を割り当てるホストおよびポートが有効であることを確認してください。









	 ORA-24245: ネットワーク権限が無効です 
	
原因: アクセス制御リスト(ACL)に追加するネットワーク権限が無効です。


	
処置: アクセス制御リスト(ACL)に追加するネットワーク権限が有効であることを確認してください。









	 ORA-24246: 空のアクセス制御リスト(ACL)は許可されていません 
	
原因: 空のアクセス制御リスト(ACL)を格納しようとしました。


	
処置: アクセス制御リスト(ACL)に少なくとも1つが含まれていることを確認します。









	 ORA-24247: アクセス制御リスト(ACL)によりネットワーク・アクセスが拒否されました 
	
原因: ターゲット・ホストにアクセス制御リスト(ACL)が割り当てられていないか、アクセス制御リストでターゲット・ホストへのアクセスに必要な権限がユーザーに付与されていません。


	
処置: ターゲット・ホストにアクセス制御リスト(ACL)が割り当てられ、ターゲット・ホストへのアクセスに必要な権限がユーザーに付与されていることを確認してください。









	 ORA-24248: XML DBの拡張可能セキュリティがインストールされていません 
	
原因: この操作に必要なXML DBの拡張可能セキュリティがインストールされていません。


	
処置: XML DBがインストールされていることを確認してください。









	 ORA-24249: 認証スキーム"string"はサポートされていません 
	
原因: サポートされていない認証スキームを使用しました。


	
処置: サポートされている認証スキームで再試行してください。









	 ORA-24250: サポートされていない認証スキームが見つかりました 
	
原因: サポートされている認証スキームがありませんでした。


	
処置: サポートされている認証スキームで再試行してください。









	 ORA-24251: この文はEXPAND_SQL_TEXTではサポートされません。 
	
原因: EXPAND_SQL_TEXTは指定した文をサポートしていません。EXPAND_SQL_TEXTはSELECT文のみをサポートします。


	
処置: SELECT文のみを発行します。









	 ORA-24265: SQLプロファイル操作に対する権限が不十分です 
	
原因: 正しい権限のないセッションがSQLプロファイルでDDL操作を実行しようとしました。


	
処置: ユーザーに適切な権限を付与してください。









	 ORA-24270: string表にこれらのパラメータに対する行がすでに存在しています。 
	
原因: 指定された表内に新しい行を作成するコールが実行されました。その表には、指定された値を持つ行がすでに存在します。


	
処置: 適切なAPIを使用して既存の行を削除するか、または行の作成に使用するパラメータを確認してください。









	 ORA-24271: 変換タイプはT、SまたはMのいずれかである必要があります 
	
原因: 変換タイプ・パラメータがT、S、Mのいずれでもありません。T、SまたはM以外の値が指定されました。


	
処置: 変換タイプを修正し、APIコールを再実行してください。









	 ORA-24272: 初期化の値は、FまたはTに設定する必要があります。 
	
原因: 初期化の値はFまたはTである必要があります。FまたはT以外の値が指定されました。


	
処置: 初期化値を修正し、APIコールを再実行してください。









	 ORA-24273: 変換タイプがTまたはSのときは変換テキストが必要です。 
	
原因: 変換タイプにTまたはSが指定されている場合は、変換テキストを指定する必要があります。


	
処置: 変換テキストを指定し、APIコールを再実行してください。









	 ORA-24274: string表にこれらのパラメータに対する行が存在しません。 
	
原因: 存在しない行を更新するコールが実行されました。または、表を作成するために指定された外部キー値が存在しません。


	
処置: 適切なAPIを使用して行を作成するか、または新しい行の作成に使用するパラメータを確認して、指定されたすべての値が存在することを確認してください。









	 ORA-24275: 関数'string'パラメータ'string'が欠落しているか無効です。 
	
原因: NULL、長さ0(ゼロ)、または無効な値を持つパラメータ<parmname>を使用して、関数<pkgname.funcname>がコールされました。


	
処置: ドキュメントに指定されているデータ型および制限に準拠した値を提供するように、パラメータを修正してください。









	 ORA-24276: 関数'string'の出力'string'が最大値を超えました 
	
原因: 関数<pkgname.funcname>が、許容される最大値を超える出力<parmname>の値を算出しました。それぞれ有効な複数の入力パラメータを結果として無効となる組合せで指定すると、このエラーが発生することがあります。たとえば、長さパラメータにコピー・パラメータを掛けたものが出力データ型の最大値を超える合計長になる場合などです。


	
処置: 入力値を修正して、ドキュメントに指定された制限に準拠する結果を生成してください。









	 ORA-24277: データベース・リンクstringが無効です 
	
原因: データベース・リンクが存在しません。


	
処置: データベース・リンク名が正しいかどうかを確認してください。









	 ORA-24278: リモート表stringが見つかりません 
	
原因: 表がリモート・データベースに存在しません。


	
処置: リモート表の名前が正しいかどうかを確認してください。









	 ORA-24279: ビューstringはパラレル・アクセス・ビューではありません 
	
原因: ビューはCREATE_OR_REPLACE_VIEW APIで作成されていません。


	
処置: CREATE_OR_REPLACE_VIEW APIで作成された正しいビュー名を指定してください。














16 ORA-24280からORA-28674



	 ORA-24280: パラメータstringの入力値が無効です。 
	
原因: パラメータの入力値に負の数、範囲外またはNULLが指定されました。


	
処置: ドキュメントの記述に従って、入力値を有効かつ範囲内に修正してください。









	 ORA-24281: LOBパラメータstringの最大サイズを超えるアクセスは無効です。 
	
原因: 位置パラメータまたはサイズ・パラメータの値が、LOBで許可されている最大サイズの4GBを超えています。


	
処置: 合計が4GB以下になるように、量およびオフセットの入力値を修正してください。読込みまたは書込みループでエラーが発生する場合は、ループ条件またはオフセット増分値(あるいはその両方)を確認してください。









	 ORA-24292: このソート済ハッシュ・クラスタには表をこれ以上作成できません 
	
原因: ソートされたハッシュ・クラスタに使用できる表は2つまでです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-24295: ソート済ハッシュ・クラスタの最大キー長(string)を超えました 
	
原因: ソートされたハッシュ・クラスタには、最大キー・サイズがあります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-24300: モードに対して無効な値です 
	
原因: 未定義のモード値が指定されました。


	
処置: 正しいモードが選択され、モードに対して有効な値が指定されていることを確認してください。









	 ORA-24301: NULLホストがスレッド・セーフ・ログオン内に指定されました。 
	
原因: スレッド・セーフ環境で実行していましたが、HDAがログオン・コールで指定されませんでした。


	
処置: ログオン・ルーチンをコールするときに、HDAがNULLではないことを確認してください。









	 ORA-24302: ホスト接続は別のスレッドで使用中です。 
	
原因: 別のスレッドで使用中のホスト接続を使用しようとしました。


	
処置: 他のスレッドが完了するまで待ってからこの接続を使用してください。









	 ORA-24303: 非遅延リンケージではサポートされないコールです。 
	
原因: 遅延モード・リンクで排他的にサポートされているコールの1つが、クライアントが非遅延でリンクされるときに呼び出されました。


	
処置: 遅延モードのリンクでこのコールを使用してください。









	 ORA-24304: このコールでは許可されないデータ型です 
	
原因: このデータ型のデータは、分割して送信したりフェッチすることはできません。


	
処置: 他のバインドを使用するか、またはこのデータ型にコールを定義してください。









	 ORA-24305: 不正なバインドまたは定義コンテキストです。 
	
原因: カーソルに対してコールが実行されましたが、これは無効です。


	
処置: このコールがこのカーソルに対して有効であることを確認してください。たとえば、適切なバインドおよび定義がこのカーソルに対して実行されている場合、GET PIECE INFORMATIONおよびSET PIECE INFORMATIONは有効です。









	 ORA-24306: ピースには不正なバッファです 
	
原因: 長さが0(ゼロ)またはNULLのバッファ・ポインタが指定されました。


	
処置: バッファがこのピースを指しているか、またはバッファの長さが0(ゼロ)でないことを確認してください。ピースが最後に挿入されるもので、その列に他にデータがない場合は、次のピース用のバッファ・ポインタまたはその長さを0(ゼロ)にできます。









	 ORA-24307: ピースには無効な長さです 
	
原因: ピースの長さが最大サイズを超えています。


	
処置: このピースの長さと、その前のすべてのピースの長さの累積が、アプリケーションの要求値を超えていないことを確認してください。









	 ORA-24308: 位置の定義が正しくありません。 
	
原因: 属性を変更するコールが、存在しない位置に対して行われました。


	
処置: この位置に対する定義が行われているかどうかを確認してください。









	 ORA-24309: すでにサーバーに接続されています。 
	
原因: 指定されたサーバー・ハンドルは、すでにサーバーに接続されています。


	
処置: サーバーから切断して、接続を確立するコールを再試行してください。









	 ORA-24310: NULLの接続文字列に長さが指定されました。 
	
原因: 接続文字列はNULLですが、それに対して長さが指定されました。


	
処置: 接続文字列がNULLの場合は、長さを0(ゼロ)に設定してください。









	 ORA-24311: メモリーの初期化に失敗しました。 
	
原因: ユーザー・メモリーは初期化できません。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-24312: ユーザー・メモリーの割当て用に指定されたパラメータが正しくありません。 
	
原因: ユーザー・メモリーに無効なサイズまたはNULLポインタが指定されました。


	
処置: ユーザー・メモリーに適切なサイズおよび有効なポインタを指定してください。









	 ORA-24313: ユーザーはすでに認証を取得しています。 
	
原因: ユーザーは、このサービス・ハンドルですでに認証を取得しています。


	
処置: 別のユーザー用に使用する前に、サービス・コンテキストを終了してください。









	 ORA-24314: サービス・ハンドルが初期化されていません。 
	
原因: サーバー・コンテキストが存在しません。


	
処置: サービス・コンテキストにサーバー・コンテキストを構築してください。









	 ORA-24315: 属性タイプが正しくありません。 
	
原因: ハンドルに指定された属性タイプが正しくありません。


	
処置: ユーザー・マニュアルの説明に従って、このハンドルに対して正しい属性を指定してください。









	 ORA-24316: ハンドル・タイプが正しくありません。 
	
原因: 指定されたハンドル・タイプが正しくありません。


	
処置: ユーザー・マニュアルの説明に従って、有効なハンドル・タイプを指定してください。









	 ORA-24317: ハンドルを使用する位置が異なって定義されています。 
	
原因: 既存のハンドルが異なる位置で定義されました。


	
処置: 再定義するときには前回と同じ位置を指定してください。









	 ORA-24318: スカラー・データ型には使用できないコールです。 
	
原因: このコールはオブジェクト型でのみ使用できます。


	
処置: この変数のデータ型がオブジェクト型であることを確認してください。









	 ORA-24319: メモリーを割当てできません。 
	
原因: 診断プログラムを格納するためのメモリーを、プロセスが割当てできませんでした。


	
処置: 他のプロセスを終了し、必要なメモリーを再要求してください。









	 ORA-24320: mutexを初期化できません。 
	
原因: mutexの初期化に失敗しました。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-24321: 渡されたパラメータが矛盾しています。 
	
原因: 3つのメモリー・ファンクション・ポインタの1つが、NULLまたはNULL以外です。


	
処置: すべてのメモリー・ファンクションが、NULLまたはNULL以外で統一されていることを確認してください。









	 ORA-24322: 初期化されたmutexは削除できません。 
	
原因: 初期化されたmutexの削除に失敗しました。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-24323: 値が許可されていません。 
	
原因: NULL値または無効な値が必須パラメータに渡されました。


	
処置: すべての必須パラメータが、正しく初期設定されていることを確認してください。









	 ORA-24324: サービス・ハンドルが初期化されていません。 
	
原因: 不適切なサービス・コンテキスト・ハンドルを使用しようとしました。


	
処置: サービス・コンテキスト・ハンドルのすべてのパラメータが初期化され、このコール用に設定されていることを確認してください。









	 ORA-24325: このOCI操作は現在使用できません。 
	
原因: 有効範囲外でコンテキスト・ハンドルを使用しようとしました。


	
処置: このコンテキスト・ハンドルが、他のOCIコール用のログオン・データ領域に変換されたサービス・コンテキスト・ハンドルに設定されていることを確認してください。ログオン・データ領域を使用するには、そのログオン・データ領域をサービス・コンテキストに再変換する必要があります。









	 ORA-24326: 渡されたハンドルはすでに初期化されています。 
	
原因: 初期化されたハンドルが渡されようとしました。


	
処置: ハンドルを取得するために渡されたパラメータが、まだハンドルを指していないことを確認してください。









	 ORA-24327: ユーザーに認証を与える前に明示的に連結する必要があります。 
	
原因: セッションを作成する前にサーバー・コンテキストを初期化する必要があります。


	
処置: サーバー・ハンドルを作成および初期化してください。









	 ORA-24328: 属性値が正しくありません。 
	
原因: 渡された属性値が正しくありません。


	
処置: ユーザー・マニュアルの説明に従って、ハンドルに正しい属性値を指定してください。









	 ORA-24329: キャラクタ・セットの識別子が無効です。 
	
原因: 指定されたキャラクタ・セットの識別子は無効です。


	
処置: OCIコールで有効なキャラクタ・セットの識別子を指定してください。









	 ORA-24330: 内部OCIエラーが発生しました。 
	
原因: 内部OCIエラーが発生しました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-24331: ユーザー・バッファが小さすぎます。 
	
原因: 出力データを格納するユーザー・バッファが小さすぎます。


	
処置: より大きなバッファを指定してください。









	 ORA-24332: オブジェクト型が無効です。 
	
原因: 記述コールで無効なオブジェクト型が要求されました。


	
処置: 記述コールで有効なオブジェクト型を指定してください。









	 ORA-24333: 繰返し件数が0(ゼロ)です 
	
原因: 文の繰返し件数が0(ゼロ)に指定されています。


	
処置: この文を実行する回数を指定してください。









	 ORA-24334: この位置に対する記述子はありません。 
	
原因: アプリケーションが、ハンドルから不正な位置の記述子を取得しようとしました。


	
処置: 位置番号を確認してください。









	 ORA-24335: 1000列以上はサポートされていません。 
	
原因: 列数がサポートされている最大数を超えました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-24336: 結果セット記述子が無効です 
	
原因: 結果セット記述子は、有効なデータのフェッチ後でなければ文ハンドルに変換することはできません。


	
処置: 記述子を文ハンドルに変換する前に、有効なデータをその記述子にフェッチしてください。









	 ORA-24337: 文の処理が準備されません。 
	
原因: 要求を準備する前に文を実行することはできません。


	
処置: 文を準備してからその文を実行してください。









	 ORA-24338: 文の処理が実行されません。 
	
原因: 文ハンドルを実行する前に、フェッチまたは記述が実行されようとしました。


	
処置: 文を実行してからデータをフェッチまたは記述してください。









	 ORA-24339: サーバーへの接続後にサーバー・グループ名を設定することはできません。 
	
原因: サーバーへの接続後に、サーバー・ハンドルのサーバー・グループを設定しようとしました。一度サーバーへの接続が確立されると、サーバー・グループ名は設定できません。


	
処置: サーバー・ハンドルのサーバー・グループ名を設定してから、サーバーに接続してください。









	 ORA-24340: 255列以上はサポートされていません。 
	
原因: 列数がサーバーでサポートされている最大数を超えました。


	
処置: 操作を255列未満に制限してください。









	 ORA-24341: 指定されたモードが無効です。 
	
原因: スレッドが作成されていないクライアントに、OCI_ENV_NO_MUTEXモードが指定されました。


	
処置: OCI_ENV_NO_MUTEXは、プロセスの初期化時にOCI_THREADEDが指定された場合に指定してください。









	 ORA-24342: mutexを破棄できません。 
	
原因: mutexの破棄に失敗しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-24343: ユーザー定義コールバックでエラーが発生しました。 
	
原因: ユーザー定義コールバック関数の有効な戻り値は、OCI_CONTINUEまたはOCI_ROWCBK_DONEのみです。他の値が戻されると、このエラーが発生します。


	
処置: ユーザー定義コールバック関数から、OCI_CONTINUEまたはOCI_ROWCBK_DONEが戻されるようにしてください。









	 ORA-24344: 正常に終了しましたが、コンパイル・エラーがあります。 
	
原因: SQL/PLSQLコンパイル・エラーが発生しました。


	
処置: エラー・コードとともにOCI_SUCCESS_WITH_INFOを戻してください。









	 ORA-24345: 切捨てまたはNULLフェッチ・エラーが発生しました。 
	
原因: 切捨てまたはNULLフェッチ・エラーが発生しました。


	
処置: バッファ・サイズを、戻りデータが格納できる大きさにしてください。









	 ORA-24346: バインド変数がないと実行できません 
	
原因: バインドされているSQL文のバインド変数がありません。


	
処置: すべての変数をバインドしてから、実行してください。









	 ORA-24347: 警告: グループ関数にNULL列があります 
	
原因: 集計関数がNULL列を処理しました。


	
処置: OCI_SUCCESS_WITH_INFOが戻されます。









	 ORA-24348: UPDATEまたはDELETE文にWHERE句がありません 
	
原因: WHERE句を指定せずにUPDATEまたはDELETEが実行されました。


	
処置: OCI_SUCCESS_WITH_INFOが戻されます。









	 ORA-24350: OCIコールは使用できません。 
	
原因: 使用しているOCIは外部プロシージャから許可されていません。


	
処置: 使用制限については、ユーザー・マニュアルを参照してください。









	 ORA-24351: 無効な日付がOCIコールに渡されました。 
	
原因: OCIコールの1つに無効な日付が渡されました。


	
処置: 日付バインド値を確認して、それらを修正してください。









	 ORA-24352: 無効なCOBOL表示型がOCIコールに渡されました 
	
原因: 無効なCOBOL表示型がOCIコールの1つに渡されました。


	
処置: COBOL表示型バインド値を確認し、それらを修正してください。









	 ORA-24353: ユーザー・バッファが小さすぎてCOBOL表示型を格納できません。 
	
原因: COBOL表示型にユーザーが提供したバッファが小さすぎるため、フェッチされた数値を格納できません。


	
処置: COBOL表示型バッファの割当てを増やしてください。









	 ORA-24354: フェッチされた数値が大きすぎてCOBOL表示型バッファに格納できません。 
	
原因: フェッチされた数値が表示できる範囲を超えています。


	
処置: データベース内の数値を確認してください。









	 ORA-24355: 符号なしの表示型に負数を保存しようとしました。 
	
原因: 負数を符号なしの表示型に変換しようとしました。


	
処置: データベース内の数値を確認するか、定義されているデータ型を変更してください。









	 ORA-24356: COBOL表示型への変換中に内部エラーが発生しました。 
	
原因: COBOL表示型への変換中に内部エラーが発生しました。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-24357: OCIDateへの変換中に内部エラーが発生しました。 
	
原因: OCIDate型への変換中に内部エラーが発生しました。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-24358: オブジェクト型または参照に対するOCIBindObjectが起動していません 
	
原因: OCIBindObjectが起動していなかった結果、オブジェクト型または参照に対するバインド指定が不完全になりました。


	
処置: すべてのオブジェクト型または参照に対して、OCIBindObjectコールを起動してください。









	 ORA-24359: オブジェクト型または参照に対するOCIDefineObjectが起動していません 
	
原因: OCIDefineObjectが起動していなかった結果、オブジェクト型または参照に対するバインド指定が不完全になりました。


	
処置: すべてのオブジェクト型または参照に対して、OCIDefineObjectコールを起動してください。









	 ORA-24360: オブジェクトのバインド/定義に対する型記述子オブジェクトが指定されていません。 
	
原因: TDOは、オブジェクト型バインドおよび定義にとって必須パラメータです。


	
処置: 有効なTDOとともに、OCIBindObject()またはOCIDefineObject()コールを起動してください。









	 ORA-24361: 拡張バインド・コールを起動する前に基本バインド・コールが起動されていません 
	
原因: 拡張バインド・コールを起動する前に、このバインド・ハンドルで、基本バインド・コールの1つが起動されていませんでした。


	
処置: 基本バインド・コールを起動した後にのみ、このバインド・ハンドルで、拡張バインド・コールを起動してください。









	 ORA-24362: 文字件数フラグの使用方法が適切ではありません。 
	
原因: 文字件数フラグを設定するときは、サーバー内のバッファの最大サイズを0(ゼロ)以外に指定する必要があります。


	
処置: サーバー内のバッファの最大サイズに、0(ゼロ)以外の値を使用してください。









	 ORA-24363: 文字数の計算が不当です。 
	
原因: サーバーまたはクライアントのいずれかのキャラクタ・セットが可変幅である場合、バイト数ではなく文字数での計算は不当です。


	
処置: クライアントまたはサーバーのいずれかのキャラクタ・セットが可変幅である場合は、バインド・ハンドルに対して、OCI_ATTR_CHAR_COUNT属性を使用しないでください。かわりにOCI_ATTR_MAXDATA_SIZEを使用してください。









	 ORA-24364: ブランクの埋込中に内部エラーが発生しました。 
	
原因: 文字列データに空白の埋込みをしようとしているときに、内部エラーが発生しました。通常、このエラーは発生しません。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-24365: 文字変換中にエラーが発生しました。 
	
原因: ソース・データがマルチバイト文字の途中で異常終了している場合、マルチバイト文字データの変換中、通常このエラーが発生します。


	
処置: すべてのマルチバイト文字データが、適切に終了していることを確認してください。









	 ORA-24366: 移行可能なユーザー・ハンドルがサービス・ハンドルに設定されています。 
	
原因: これはユーザー認証中に発生します。移行可能なユーザー・ハンドルがサービス・ハンドルに設定されています。


	
処置: サービス・ハンドルが、別のユーザーの認証に使用されているときは、移行可能なユーザー・ハンドルをサービス・ハンドルに設定しないでください。









	 ORA-24367: ユーザー・ハンドルがサービス・ハンドルに設定されていません。 
	
原因: これは移行可能なユーザーの認証中に発生します。移行不可能なユーザー・ハンドルにサービス・ハンドルが設定されていません。


	
処置: サービス・ハンドルが、移行可能なユーザーの認証に使用されているときは、移行不可能なユーザー・ハンドルをサービス・ハンドルに設定してください。









	 ORA-24368: ハンドルの解放時にOCI mutexカウンタがゼロになっていません。 
	
原因: 内部OCIエラーです。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-24369: 1つ以上のバインド・ハンドルに、必要なコールバックが登録されていません。 
	
原因: RETURNING句の一部である1つ以上のバインド・ハンドルに対して、コールバックが登録されていません。


	
処置: RETURNING句を持つDML文のデータを受け取るバインド・ハンドルのモードをDATA_AT_EXECに設定し、OCIBindDynamicを使用して、これらのバインド・ハンドルにコールバック関数を登録してください。









	 ORA-24370: 無効なピース単位操作が試行されました 
	
原因: ピース単位操作をサポートしないデータ型のデータが、ピース単位で送信またはフェッチされています。


	
処置: ピース単位操作をサポートしないデータ型の場合は、OCI_ONE_PIECEにピース単位値を設定してください。









	 ORA-24371: データが大きすぎるため現行のプリフェッチ・バッファに格納できません。 
	
原因: 内部OCIエラーが発生しました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-24372: 記述対象のオブジェクトが無効です。 
	
原因: 記述されるオブジェクトが無効です。コンパイルまたは認可エラーのいずれかが含まれます。


	
処置: 記述されるオブジェクトを有効にしてください。









	 ORA-24373: 文に無効な長さが指定されました 
	
原因: 文に対して指定された長さが、0(ゼロ)または大きすぎます。


	
処置: 文に有効な長さを指定してください。









	 ORA-24374: フェッチまたは実行してフェッチする前に、定義されていません 
	
原因: アプリケーションがフェッチ・コールを発行する前、または実行コール内に0(ゼロ)以外の行カウントを指定してフェッチを呼び出す前に、フェッチされたデータの出力変数を定義していません。


	
処置: OCI定義コールをフェッチする列に発行してください。









	 ORA-24375: V8のサーバーにアクセスするときは、V6の構文は使用できません。 
	
原因: バージョン6構文はバージョン8サーバーではサポートされなくなりました。


	
処置: 構文をバージョン7以上の構文に変更してください。









	 ORA-24376: 環境ハンドル以外のハンドルに対してユーザー・コールバックは登録/取得できません。 
	
原因: 環境ハンドル以外のハンドルでユーザー・コールバックが登録または取得されようとしました。


	
処置: ユーザー・コールバックを登録/取得するには、環境ハンドルを渡してください。









	 ORA-24377: OCI関数コードが正しくありません。 
	
原因: ユーザー・コールバックを登録または取得するために無効な関数コードが使用されました。


	
処置: 有効なOCI関数コードを指定してください。









	 ORA-24378: このコールにユーザー・コールバックは許可されていません。 
	
原因: ユーザー・コールバックの登録を許可されていないOCIコールにユーザー・コールバックを登録しようとしました。


	
処置: このOCIコールにユーザー・コールバックを登録しないでください。









	 ORA-24379: ユーザー・コールバックの型が正しくありません。 
	
原因: 無効なユーザー・コールバックの型が指定されました。


	
処置: 有効なユーザー・コールバックの型を指定してください。









	 ORA-24380: モード指定が無効です 
	
原因: OCIコールのモード・パラメータが無効です。


	
処置: 有効なモード・パラメータのみを使用してください。









	 ORA-24381: DML配列にエラーがあります。 
	
原因: 1つ以上の行がDML配列で失敗しました。


	
処置: エラー・ハンドルのエラー・スタックを参照してください。









	 ORA-24382: 文ハンドルはすでに実行または記述されています。 
	
原因: 文ハンドルがすでに正常に実行または記述されています。


	
処置: OCI_PARSE_ONLYの前にOCIStmtPrepareを再実行してください。









	 ORA-24383: IOTのオーバーフロー・セグメントは記述できません。 
	
原因: OCIDescribeAnyコールで指定されている名前が、IOTのオーバーフロー・セグメントを参照しました。


	
処置: OCIDescribeAnyは、文書化されたオブジェクトのみを記述する場合に使用してください。









	 ORA-24384: アプリケーション・コンテキスト・サイズが初期化されていません。 
	
原因: アプリケーション・コンテキストのサイズは、各コンテキスト要素を移入する前に初期化する必要があります。


	
処置: OCI_ATTR_CTX_SIZEとともにOCIAttrSetを発行し、コンテキスト・サイズを初期化してください。









	 ORA-24385: アプリケーション・コンテキスト・サイズまたは索引が無効です。 
	
原因: アプリケーション・コンテキストのサイズまたは索引は、0(ゼロ)以外で、負の数以外にする必要があります。


	
処置: サイズに適切な値を指定してください。









	 ORA-24386: 解放時に、文/サーバー・ハンドルは使用されています。 
	
原因: 内部OCIエラーです。


	
処置: ハンドルを解放する前に、文ハンドルの使用中のフラグをリセットしてください。









	 ORA-24387: 無効な連結ドライバです。 
	
原因: 誤ったドライバを使用してアタッチしようとしました。


	
処置: 正しいモードでアプリケーションを再リンクしてください。









	 ORA-24388: ファスト・パス・モードではサポートされていない機能です 
	
原因: この機能は、ファスト・パス・モードではサポートされていません。


	
処置: この機能は、このモードで使用しないでください。









	 ORA-24389: 無効なスクロール・フェッチ・パラメータです。 
	
原因: このフェッチで要求されたすべての行を受け取ることはできませんでした。


	
処置: フェッチ方向、スクロール・オフセット、OCI_ATTR_CURRENT_POSITION、OCIStmtFetch2コールの行数を確認してください。必要に応じて、前述のパラメータをいくつか変更して、再度フェッチを行ってください。









	 ORA-24390: サポートされていないスクロール・カーソル操作です。 
	
原因: スクロール・カーソル実行またはフェッチに失敗しました。


	
処置: スクロール・カーソル使用時にサポートされている操作およびその他の制限事項をドキュメントで確認してください。









	 ORA-24391: フェッチ操作が無効です。 
	
原因: 非スクロール・カーソルでスクロール・カーソル操作を要求しました。


	
処置: この文が、スクロール・モードで実行されたかどうかを確認してください。そうでない場合は、唯一の受入れ可能な方向はスクロール・オフセット・パラメータを無視するOCI_FETCH_NEXTです。









	 ORA-24392: サーバー・ハンドルを対応付ける接続プールがありません 
	
原因: OCIServerAttachがOCI_POOLモードでコールされましたが、サーバー・ハンドルを対応付ける接続プールがありません。


	
処置: (1)OCIServerAttachをコールする前にOCIConnectionPoolCreateがコールされていることを確認してください。(2)OCIServerAttachで指定されたデータベース・リンクが、接続プール・データベース・リンクと一致することを確認してください。









	 ORA-24393: 接続プール作成が無効なモードです 
	
原因: OCIConnectionPoolCreateで指定されたモードが無効です。


	
処置: 有効なモードを使用してください。









	 ORA-24394: 接続プール破棄が無効なモードです 
	
原因: OCIConnectionPoolDestroyで指定されたモードが無効です。


	
処置: 有効なモードを使用してください。









	 ORA-24395: 存在しないプールは再初期化できません 
	
原因: OCIConnectionPoolCreateが、このプール・ハンドルのOCI_DEFAULTモードでコールされませんでした。


	
処置: 接続プールを作成してから再初期化してください。









	 ORA-24396: サーバーハンドルに無効な属性がセットされました 
	
原因: 属性OCI_ATTR_NONBLOCKING_MODEが、サーバー・ハンドルにセットされ、OCI_POOLモードでアタッチされました。接続プールは、非ブロック化モードをサポートしていません。


	
処置: OCI_POOLモードでアタッチする場合は、サーバー・ハンドルにOCI_ATTR_NONBLOCKING_MODE属性をセットしないでください。









	 ORA-24397: 接続の解放の試行中にエラーが発生しました 
	
原因: 接続の解放の試行中に内部エラーが発生しました。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-24398: 接続プールがすでに存在します 
	
原因: 接続プールは、指定されたプール・ハンドルですでに作成されています。


	
処置: (1)別のプール・ハンドルを指定して、新しい接続プールを作成してください。2)プール・パラメータを変更する場合は、OCI_CPOOL_REINITIALIZEモードでOCIConnectionPoolCreateをコールしてください。









	 ORA-24399: 指定した接続数は無効です 
	
原因: OCIConnectionPoolCreateコールで指定した接続数の最小値、最大値および増分値の組合せが無効です。


	
処置: 有効な組合せでパラメータを指定してください。









	 ORA-24400: プールに接続を作成中にエラーが発生しました 
	
原因: OCIConnectionPoolCreateに指定されたデータベース・リンクが無効です。


	
処置: 有効なデータベース・リンクを指定してください。









	 ORA-24401: これ以上の接続は開けません 
	
原因: コールを実行するための十分な接続数がプールに不足しています。OCIConnectionPoolCreateに指定されたconnMaxパラメータに達したため、新しい接続をオープンできません。


	
処置: OCI_CPOOL_REINITIALIZEモードでOCIConnectionPoolCreateをコールして、connMaxパラメータの値を増やしてください。









	 ORA-24402: プールに接続を作成中にエラーが発生しました 
	
原因: OCIConnectionPoolCreateに指定されたユーザー名およびパスワードが無効です。


	
処置: 有効なユーザー名およびパスワードを指定してください。









	 ORA-24403: 接続プールの破棄の試行中にエラーが発生しました 
	
原因: 接続プールを破棄しようとしましたが、プール内のいくつかの接続がビジーでした。


	
処置: 使用されていない接続がプール内にあることを確認してください。









	 ORA-24404: 接続プールは存在しません 
	
原因: 接続プールを作成する前に、接続プールを使用しようとしました。


	
処置: 接続プールを作成してください。









	 ORA-24405: プールに接続を作成中にエラーが発生しました 
	
原因: プールに接続を作成中に内部エラーが発生しました。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-24406: コールの進行中はAPIモードの切替えができません。 
	
原因: コールバックで、OCI8からOCI7へモードを切り替えようとしました。


	
処置: APIモードの切替えは、上位コールが開始される前か、メイン・コールが完了した後に実行してください。









	 ORA-24407: 接続プールがすでに存在します 
	
原因: 接続プールは、指定されたプール名ですでに作成されています。


	
処置: 別のプール名を指定して、新しい接続プールを作成してください。









	 ORA-24408: 一意のサーバー・グループ名を生成できませんでした 
	
原因: 一意のサーバー・グループ名を生成中に内部エラーが発生しました。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-24409: クライアントでオブジェクトを理解できません 
	
原因: クライアントが、オブジェクト内の新機能をすべて処理できませんでした。


	
処置: クライアントをアップグレードして、継承などの機能およびSQLJオブジェクトを使用できるようにしてください。









	 ORA-24410: スクロール・カーソルが最大サイズを超えています 
	
原因: 結果セットのサイズが最大サイズを超えています。


	
処置: スクロール・カーソルの結果セットの最大サイズをドキュメントで確認してください。より小さい結果セット・サイズで再実行するか、カーソルを非スクロールにしてください。









	 ORA-24411: セッション・プールはすでに存在します。 
	
原因: セッション・プールは、指定されたプール・ハンドルですでに作成されています。


	
処置: (1)別のプール・ハンドルを指定して、新しい接続プールを作成してください。2)プール・パラメータを変更する場合は、OCI_SPOOL_REINITIALIZEモードでOCISessionPoolCreateをコールしてください。









	 ORA-24412: 存在しないプールは再初期化できません 
	
原因: OCISessionPoolCreateが、このプール・ハンドルのOCI_DEFAULTモードでコールされませんでした。


	
処置: セッション・プールを作成してから再初期化してください。









	 ORA-24413: 指定されたセッション数は無効です 
	
原因: OCISessionPoolCreateコールで指定したセッション数の最小値、最大値および増分値の組合せが無効です。


	
処置: 有効な組合せでパラメータを指定してください。









	 ORA-24414: numberセッションのみ起動できました。 
	
原因: OCISessionPoolCreateのminSessパラメータにより指定されたセッション数を開始できませんでした。指定された値がサーバーでサポートされている値を超えている可能性があります。


	
処置: これは警告メッセージです。サーバーで許可されている最大セッション数を確認してください。









	 ORA-24415: ユーザー名が不明またはNULLです。 
	
原因: このモードでプールを作成する場合には、ユーザー名およびパスワードを指定する必要があります。


	
処置: 有効なユーザー名およびパスワードを指定してください。









	 ORA-24416: 指定されたセッション・プール名は無効です。 
	
原因: 存在しないセッション・プールを使用しようとしました。


	
処置: セッション・プールを作成してから使用してください。









	 ORA-24417: セッション・プールのサイズが制限を超えています 
	
原因: セッション数がセッション・プールの最大サイズを超えています。


	
処置: これは警告メッセージです。適切な最小および最大パラメータでセッション・プールを調整してください。









	 ORA-24418: これ以上のセッションは開けません。 
	
原因: コールを実行するための十分なセッション数がプールに不足しています。OCISessionPoolCreateに指定されたsessMaxパラメータに達したため、新しいセッションをオープンできません。


	
処置: OCI_SPOOL_REINITIALIZEモードでOCISessionPoolCreateをコールして、connMaxパラメータの値を増やしてください。









	 ORA-24419: プロキシ・セッションはこのモードではサポートされていません。 
	
原因: プロキシ・セッションがサポートされていないセッション・プールにより、プロキシ・セッションが要求されました。


	
処置: モードOCI_CRED_PROXYは指定しないでください。









	 ORA-24420: OCISessionReleaseを使用してこのセッションを解放する必要があります。 
	
原因: OCISessionGetを使用してセッションを取得しましたが、OCISessionRelease以外のコールを使用してこのセッションを解放しようとしました。


	
処置: OCISessionReleaseを使用してください。









	 ORA-24421: OCISessionReleaseを使用してこのセッションを解放できません。 
	
原因: OCISessionGetを使用してセッションを取得しませんでしたが、OCISessionReleaseを使用してこのセッションを解放しようとしました。


	
処置: 適切なコールを使用してセッションを解放してください。









	 ORA-24422: セッション・プール破棄の試行中にエラーが発生しました 
	
原因: プールのセッションの一部がビジーであるときに、セッション・プールを破棄しようとしました。


	
処置: プールのセッションが使用されていないことを確認するか、またはOCI_SPD_FORCEモードに設定されたOCISessionPoolDestroyをコールしてください。









	 ORA-24423: ROWID属性を設定できません - OCI_ATTR_FETCH_ROWID 
	
原因: 暗黙のROWID属性を設定しようとしました。


	
処置: このROWID属性を設定する前に、以前に記述または実行されていないSELECT ... FOR UPDATE文を使用してください。









	 ORA-24424: 位置0における定義の試行は無効です 
	
原因: 位置0のOCIDefineByPosをコールしようとしましたが、これは無効です。


	
処置: 実行する前に、文ハンドルに暗黙のROWID属性OCI_ATTR_FETCH_ROWIDが設定されていることを確認してください。









	 ORA-24425: 位置0における定義で無効なモードが渡されました 
	
原因: OCIDefineByPosに無効なモードが渡されました。


	
処置: 位置0における定義で有効なモードをOCIDefineByPosに渡してください。









	 ORA-24427: ユーザー・ハンドルの属性が無効です 
	
原因: ユーザー・ハンドルに、プール・モードで使用できない属性が設定されています。


	
処置: ユーザー・ハンドルの属性の設定を解除し、OCISessionGetをコールするか、またはプールされていないセッションを使用してください。









	 ORA-24428: SYSDBA権限を持つセッションはこのモードではサポートされていません。 
	
原因: SYSDBA権限を持つセッションがサポートされていないセッション・プールから、SYSDBA権限を持つセッションが要求されました。


	
処置: モードOCI_SESSGET_SYSDBAは指定しないでください。









	 ORA-24429: 外部認証情報はこのモードではサポートされていません。 
	
原因: 外部認証をサポートしていないセッション・プールから、外部認証セッションが要求されました。


	
処置: モードOCI_SESSGET_CREDEXTは指定しないでください。









	 ORA-24430: SQLテキストおよびキーにNULL値が指定されました。 
	
原因: SQLテキストおよびキーのどちらも指定せずに、OCIStmtPrepare2をコールしようとしました。


	
処置: SQLテキストまたはキー(またはその両方)に有効な値を指定してください。









	 ORA-24431: 文がキャッシュに存在しません 
	
原因: 要求された文が文キャッシュに存在しません。


	
処置: 有効な文を要求してください。









	 ORA-24432: 戻された文にはタグが付けられていません。 
	
原因: タグ付きの文が要求されましたが、タグのない文が戻されました。


	
処置: これは警告メッセージです。必要に応じて文を変更し、タグを付けてください。









	 ORA-24433: この文は、OCIStmtPrepare2の使用中にすでに準備されています。 
	
原因: OCIStmtPrepare2を使用して以前に準備した文を、OCIStmtPrepareを使用して再度準備しようとしました。


	
処置: 別の文ハンドルを使用してください。









	 ORA-24434: OCIStmtReleaseがOCIStmtPrepare2の前にコールされました。 
	
原因: OCIStmtPrepare2を使用して準備していない文を解放しようとしました。


	
処置: OCIStmtReleaseの前にOCIStmtPrepare2をコールしてください。









	 ORA-24435: 指定されたサービス・コンテキストは無効です。 
	
原因: OCIStmtExecuteで指定されたサービス・コンテキストとは異なるコンテキストを使用して文が準備されました。


	
処置: 文を準備したときと同じサービス・コンテキストを指定してください。









	 ORA-24436: 文ハンドルが無効です。 
	
原因: OCIstmtPrepare2を使用して準備された文でOCIHandleFreeがコールされました。


	
処置: OCIStmtReleaseを使用して文を解放してください。









	 ORA-24437: OCIStmtPrepare2の前にOCIStmtExecuteがコールされました。 
	
原因: OCIStmtPrepare2を使用して準備していない文を実行しようとしました。


	
処置: OCIStmtExecuteの前にOCIStmtPrepare2をコールしてください。









	 ORA-24438: 無効な認証ハンドルが指定されました。 
	
原因: OCIStmtExecuteで指定された認証ハンドルとは異なるハンドルを使用して文が準備されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-24439: 正常に終了しましたが、PLSQLコンパイル・エラーがあります 
	
原因: PLSQLコンパイル・エラーが発生しました。


	
処置: エラー・コードとともにOCI_SUCCESS_WITH_INFOを戻してください。









	 ORA-24440: OCI簡易インストール・モードを初期化できません 
	
原因: 内部OCIエラーが発生しました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-24441: Cookieが無効です。SQLテキストを再送信してください 
	
原因: 内部OCIエラーが発生しました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-24450: OCI文を前処理できません 
	
原因: 文の前処理中にエラーが発生しました。たとえば、SQL文に含まれるN'リテラルまたはQ'リテラルの使用方法が無効です。


	
処置: SQL文を修正してください。









	 ORA-24451: string、コールの最大深度を超えました 
	
原因: プログラムに含まれる再帰のレベルが多すぎます。


	
処置: 再帰レベルの一部を排除してプログラムを再作成してください。









	 ORA-24460: 固有ネットの内部エラーです 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 通常、このエラーは発生しません。エラーが続く場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-24480: OCIモードが無効です 
	
原因: OCI APIを無効なモードで呼び出そうとしました。


	
処置: OCI APIを有効なモードにしてください。









	 ORA-24481: マルチスレッド環境の初期化に失敗しました 
	
原因: マルチスレッド・モードは、オペレーティング・システムでサポートされていません。


	
処置: かわりにシングル・スレッド・モードを使用してください。









	 ORA-24482: プール・サイズが共有モードで1未満でした 
	
原因: 共有モードでは、プール・サイズに正の数を指定する必要があります。


	
処置: プール・サイズに正の数を指定してください。









	 ORA-24483: 無効なパラメータが環境作成コールに渡されました 
	
原因: 無効なパラメータが環境作成コールに渡されました。次の条件について、渡されたパラメータを確認してください。-envpはNULLにはできません。-xtramem_szは負の数にはできません。xtramem_szおよびusrmemppは指定する必要があります。または、いずれも指定することはできません。


	
処置: 有効なパラメータを渡してください。









	 ORA-24484: プール作成後は、認証ハンドルの設定は許可されません 
	
原因: OCISessionPoolCreateの後で、セッション・プール・ハンドルの上に認証ハンドルを設定しようとしました。


	
処置: OCISessionPoolCreateをコールする前に、セッション・プール・ハンドルの上に認証ハンドルを設定してください。









	 ORA-24485: セッション・プール認証ハンドルの属性が無効です 
	
原因: セッション・プール・ハンドルの上に設定された認証ハンドルに、無効な属性が設定されています。


	
処置: セッション・プール・ハンドルの上に設定された認証ハンドルの無効な属性の設定を解除して、OCIAttrSetをコールしてください。詳細は、OCIのドキュメントを参照してください。









	 ORA-24486: セッション・プール認証ハンドルの属性が競合しています 
	
原因: OCISessionGetに渡された認証ハンドルと、セッション・プール・ハンドルに設定された認証ハンドルに同時に設定できない属性がありました。


	
処置: 認証ハンドル上の競合している属性の設定を解除して、OCISessionGetをコールしてください。









	 ORA-24500: UTF16モードが無効です 
	
原因: UTF16モードは、ハンドル作成時のみ有効です。


	
処置: OCIEnvCreate()以外の関数では、UTF16モードを削除してください。









	 ORA-24501: 渡されたUTF16文字列が無効です 
	
原因: UTF16文字列が想定される場合に、UTF16以外の文字列が渡されました。


	
処置: パラメータで実際の文字列を確認してください。









	 ORA-24502: コード・ポイントの長さがオーバーフローしています。 
	
原因: 戻されたバッファに、許可される長さより長いコード・ポイントがあります。


	
処置: 格納できる十分な大きさにOCI_MAXCHAR_SIZEを設定してください。









	 ORA-24503: コード・ポイントの長さがピース単位操作に対してオーバーフローしています。 
	
原因: 未処理のコード・ポイントの長さが、許可されるコード・ポイントの長さを超えています。


	
処置: 格納できる十分な大きさにOCI_MAXCHAR_SIZEを設定してください。









	 ORA-24504: 予想より長いデータ長です 
	
原因: 受信データが受信バッファより長いです。


	
処置: OCI_MAXDATA/MAXCHAR_SIZEを適切に設定するか、この設定を削除してください。









	 ORA-24505: ハンドルではキャラクタ・セットIDを変更できません 
	
原因: 環境ハンドル以外でキャラクタ・セットIDを変更しようとしました。


	
処置: 環境ハンドルでのみキャラクタ・セットIDを変更してください。









	 ORA-24506: 環境ハンドルでのキャラクタ・セットID変更の試行は無効です 
	
原因: 環境ハンドルから他のハンドルが割り当てられた後に、キャラクタ・セットIDを変更しようとしました。


	
処置: キャラクタ・セットIDの変更は、環境ハンドルを作成した後で、かつ環境ハンドルから他のハンドルが割り当てられる前に行ってください。









	 ORA-24507: キャラクタ・セットのIDの組合せが無効です 
	
原因: 一方のキャラクタ・セットのIDを0(ゼロ)に設定しようとしました。


	
処置: OCIEnvNlsCreate()では、キャラクタ・セットとNCHARキャラクタ・セットの両方とも0(ゼロ)または0(ゼロ)以外に設定してください。









	 ORA-24508: バッファが正しく位置揃えされていません。 
	
原因: キャラクタ・セット間の変換時に、バッファ内で位置エラーが発生しました。


	
処置: バッファを正しく位置合せしてください。UTF16バッファの場合は、ub2ポインタを渡してください。









	 ORA-24509: UTF16モードでは現在OCIファンクションをサポートしていません。 
	
原因: OCI_UTF16IDモードでサポートされていないOCIファンクションをコールしようとしました。


	
処置: 無効なファンクションを削除するか、OCI_UTF16IDモードまたはOCI_UTF16IDキャラクタ・セットIDでOCI環境を作成してください。









	 ORA-24530: ユーザーは列値にアクセスする権限がありません。 
	
原因: 列セキュリティが有効になっていて、列値へのアクセス権限がありません。


	
処置: プログラム内でこのエラーを処理して適切な処置を行う必要があります。









	 ORA-24531: 列値の認証が不明です。 
	
原因: この列の列セキュリティが不明です。


	
処置: フェッチされたデータを検証してください。このデータはアクセス権限がない値に対して式が実行された結果である可能性があるため、重要な値を含んでいる場合があります。









	 ORA-24536: 警告 - 列の認証が不明です。 
	
原因: 1つ以上の列の列セキュリティが不明です。


	
処置: フェッチされたデータを検証してください。このデータはアクセス権限がない値に対して式が実行された結果である可能性があるため、重要な値を含んでいる場合があります。









	 ORA-24550: 未処理の信号#numberを受信しました。string 
	
原因: 重大なエラー: 信号を受信しました。


	
処置: プラットフォーム固有の信号コードを参照し、アプリケーション・コードがエラーの原因かどうかを確認してください。そうでない場合は、すべてのエラー状態を記録し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-24557: エラーstringがエラーstringの処理中に発生しました。サーバー・プロセスを終了します 
	
原因: 自身の終了を要求したOracleサーバー・プロセスで、第2レベルのエラーが発生しました。


	
処置: 処置は必要ありません。ダンプされるインシデントの数が多すぎる場合、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-24750: 属性のサイズが正しくありません。 
	
原因: トランザクションIDの属性のサイズが正しくありません。


	
処置: サイズ・パラメータが正しいことを確認してください。









	 ORA-24752: ローカル・トランザクションにOCI_TRANS_NEWフラグを指定する必要があります 
	
原因: OCI_TRANS_NEWを使用せずにローカル・トランザクションを開始しようとしました。


	
処置: ローカル・トランザクションを開始する場合はOCI_TRANS_NEWを使用してください。









	 ORA-24753: ローカル・トランザクションは連結解除できません。 
	
原因: ローカル・トランザクションを切断しようとしました。


	
処置: ローカル・トランザクションでは、コミットまたはロールバックのみ行ってください。









	 ORA-24754: アクティブ・トランザクションと一緒に新規トランザクションを開始できません。 
	
原因: アクティブ・トランザクションがあるときに新規トランザクションを開始しようとしました。


	
処置: 新規トランザクションを開始する前に、既存のトランザクションをコミット、ロールバックまたは切断してください。









	 ORA-24755: OCI_TRANS_NOMIGRATE、OCI_TRANS_JOINオプションはサポートされていません。 
	
原因: これらのフラグは現在サポートされていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-24756: トランザクションが存在しません。 
	
原因: 無効なトランザクション識別子またはコンテキストが使用されました。または、トランザクションは完了しています。


	
処置: トランザクションが完了していない場合は、有効な識別子を指定してコールを再試行してください。









	 ORA-24757: トランザクション識別子が重複しています。 
	
原因: 既存のトランザクションですでに使用されている識別子で、新規トランザクションを開始しようとしました。


	
処置: 識別子が使用中でないことを確認してください。









	 ORA-24758: 要求されたトランザクションには連結していません。 
	
原因: 現行のトランザクション以外のトランザクションを切断または完了しようとしました。


	
処置: トランザクション・コンテキストが、現行のトランザクションを参照していることを確認してください。









	 ORA-24759: トランザクション起動フラグが無効です。 
	
原因: 無効なトランザクション起動フラグが渡されました。


	
処置: OCI_TRANS_NEW、OCI_TRANS_JOIN、OCI_TRANS_RESUMEまたはOCI_TRANS_PROMOTEの値のいずれか1つのみが使用されていることを確認してください。









	 ORA-24760: 分離レベル・フラグが無効です。 
	
原因: 無効な分離レベル・フラグが渡されました。


	
処置: OCI_TRANS_READONLY、OCI_TRANS_READWRITE、OCI_TRANS_SERIALIZABLEの値のいずれか1つのみが使用されていることを確認してください。









	 ORA-24762: 予期しないエラーのためサーバーに障害が発生しました。 
	
原因: サーバー・コミット・プロトコルで内部エラーが発生しました。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-24763: トランザクション操作を完了できません。 
	
原因: セッションを指定されたトランザクションに切り替えられないため、今はコミットまたはロールバックを実行できません。


	
処置: しばらく待ってから操作を再試行してください。









	 ORA-24767: トランザクション・ブランチの準備は読取り専用を戻しました 
	
原因: トランザクションが読取り専用であるか、2フェーズ・コミット・プロトコルの最適化の結果です。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 ORA-24769: アクティブ・トランザクションは放棄できません。 
	
原因: トランザクション識別子がアクティブ・トランザクションを参照しています。


	
処置: アクティブ・トランザクションの識別子が引数として渡されていないことを確認してください。









	 ORA-24770: 準備完了状態のトランザクションは放棄できません 
	
原因: トランザクション識別子が準備完了状態のトランザクションを参照しています。


	
処置: 準備完了状態のトランザクションの識別子が引数として渡されていないことを確認してください。









	 ORA-24771: ローカル・トランザクションは連結解除、準備または放棄できません 
	
原因: サービス・ハンドルにローカル・トランザクション・コンテキストが含まれています。


	
処置: トランザクション・コンテキストがローカル・トランザクションを参照していないことを確認してください。









	 ORA-24772: 密結合と疎結合のブランチは一緒に処理できません。 
	
原因: アプリケーションが、グローバル・トランザクション識別子および誤ったオプションでトランザクションを開始しようとしました。


	
処置: グローバル・トランザクションのすべてのブランチが、OCI_TRANS_TIGHTオプションまたはOCI_TRANS_LOOSEオプションで開始されていることを確認してください。アプリケーションが正しく、かつ分散更新を使用している場合は、カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-24773: トランザクション型のフラグが無効です 
	
原因: OCI_TRANS_TIGHTまたはOCI_TRANS_LOOSEモードが指定されていません。


	
処置: 正しいパラメータが使用されていることを確認してください。









	 ORA-24774: 指定されたトランザクションに切り換えられません。 
	
原因: コールで指定されたトランザクションが、別のユーザーによって作成されたトランザクションを参照しています。


	
処置: 切換え可能にするために、トランザクションを同じ認証で作成してください。









	 ORA-24775: 0(ゼロ)以外のロック値を持つトランザクションは準備またはコミットできません 
	
原因: 0(ゼロ)以外のロック値を持つトランザクションを切断しようとしました。


	
処置: ロック値を0(ゼロ)に設定してトランザクションを切断し、その後でトランザクションの準備またはコミットを試行してください。









	 ORA-24776: 新規トランザクションを開始できません。 
	
原因: セッションがすでに既存のトランザクションにアタッチしているときに、新規トランザクションを開始しようとしました。


	
処置: 現行のトランザクションを終了してから新規トランザクションを作成してください。









	 ORA-24777: 移行できないデータベース・リンクは使用できません 
	
原因: セッション間で移行可能になっている必要のあるトランザクションが、非マルチスレッド・サーバー・プロセスからリモート・データベースにアクセスしようとしました。


	
処置: ローカル・データベースで作業を実行するか、クライアントからリモート・データベースへの接続をオープンしてください。マルチスレッド・サーバー・オプションがインストールされている場合は、ディスパッチャを介してOracleインスタンスに接続してください。









	 ORA-24778: 接続をオープンできません。 
	
原因: セッション自体がリモート・データベースへの接続をオープンしているときに、移行可能なトランザクションがリモート・データベースにアクセスしようとしました。


	
処置: セッション内の接続をクローズした後で、移行可能なトランザクションからリモート・データベースへのアクセスを試行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-24779: リモート・カーソルがオープンしている状態では連結解除できません。 
	
原因: リモート・カーソルがオープンしている状態で、移行可能なトランザクションが現行のセッションから切断しようとしました。


	
処置: 切断の前にすべてのリモート・カーソルをクローズしてください。









	 ORA-24780: 既存のトランザクション中にトランザクションはリカバリできません。 
	
原因: 別のトランザクション中に、あるトランザクションをコミットまたはロールバックしようとしました。また、処置が必要なそのトランザクションはリカバリ状態です(これは、そのトランザクションが長時間アイドル状態の場合に発生します)。


	
処置: 現行のトランザクションを切断し、操作を再試行してください。









	 ORA-24781: ブランチが同一のグローバル・トランザクションに属していません。 
	
原因: kpotxmp()に渡されたxidのリストに同一のgtridがありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-24782: 移行不可能のトランザクションからは連結解除できません。 
	
原因: 移行不可能なトランザクションから切断しようとしました。


	
処置: トランザクションをコミットまたはロールバックしてください。









	 ORA-24783: 移行不可能のトランザクションは切替えできません。 
	
原因: 現行とは異なるtxnを準備またはコミットしようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-24784: トランザクションが存在します。 
	
原因: トランザクションを開始しようとしましたが、移行不可能なトランザクションにアタッチしています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-24785: 移行不可能のトランザクションは再開できません。 
	
原因: 移行不可能なトランザクションを再開しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-24786: 分離されたトランザクションが完了しました 
	
原因: 現行のトランザクションが、別のプロセスによって完了しました。


	
処置: 新規トランザクションを開始してください。









	 ORA-24787: コールを完了する前にリモート・カーソルをクローズする必要があります 
	
原因: 前の操作が、オープンしていたすべてのリモート・カーソルをクローズしていません。分離されたトランザクションが使用可能であるため、これは許可されません。


	
処置: 各コールですべてのリモート・カーソルをクローズするか、または通常の(分離されていない)トランザクションを開始してください。









	 ORA-24788: 指定されたトランザクションに切り替えられません(サーバー・タイプ) 
	
原因: 指定されたトランザクションが共有サーバーで作成されたのに対して要求側が専用サーバーであるか、またはトランザクションが専用サーバーで作成されたのに対して要求側が共有サーバーです。


	
処置: このアプリケーション全体を専用または共有として接続してください。









	 ORA-24789: 再帰的コールでは開始できません 
	
原因: Oracle RMは、再帰的コールでブランチを開始または再開しません。


	
処置: アプリケーション・スタックの設計を再検討してください。









	 ORA-24790: OCI_TRANS_RESUMEとトランザクション分離フラグは混在できません 
	
原因: 既存のトランザクションの分離レベルを変更しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-24791: トランザクション起動フラグが無効です。 
	
原因: 無効なトランザクション起動フラグが渡されました。


	
処置: OCI_TRANS_LOOSEがOCI_TRANS_JOIN、OCI_TRANS_RESUMEとともに渡されていないことを確認してください。また、クライアントから渡される他のフラグ(OCI_TRANS_SEPARABLEなど)が、このバージョンのOracleデータベースでサポートされていることを確認してください。









	 ORA-24792: 単一グローバル・トランザクションではサービスは混在できません 
	
原因: ブランチが異なるサービスを使用して作成されている場合、Oracle RMはグローバル(分散)トランザクション・リクエストを扱いません。


	
処置: 同じ分散トランザクションに関連するクライアントが同じサービス名を使用するようにクライアントを構成してください。









	 ORA-24794: アクティブなDTPサービスが見つかりません 
	
原因: DTPサービスがRACで構成されるまで、Oracle RMはグローバル(分散)トランザクション・リクエストを扱いません。トランザクションの処理中はサービスを停止できません。


	
処置: 最初にDTPサービスをプロビジョニングまたは開始してください。









	 ORA-24795: 試行されたstringは無効です 
	
原因: 無効な方法で現行のトランザクションをコミットまたはロールバックしようとしました。


	
処置: コミットまたはロールバックに適したメカニズムを使用してください。









	 ORA-24796: 操作は完了しましたが、元のトランザクションの再開がロールバックされました 
	
原因: コミット、ロールバックまたは準備は正常に終了しましたが、このスレッドの現行のトランザクションがロールバックされました。


	
処置: 必要な場合は、現行のトランザクションを再試行してください。準備操作を実行した場合は、コミットまたはロールバック操作でトランザクションを適切に終了してください。









	 ORA-24797: 現行トランザクションを分散トランザクションに昇格できません 
	
原因: 無効な方法で現行のトランザクションを昇格しようとしました。


	
処置: OCI_ATTR_XID、OCI_ATTR_INTERNAL_NAMEおよびOCI_ATTR_EXTERNAL_NAME属性が適切に設定され、現在のトランザクションがIDLおよびPDML操作のいずれも実行しておらず、分散トランザクションになってもいないことを検証してください。また、分離フラグ値が設定されている場合、ローカル・トランザクションが同じ分離レベルであることも検証してください。









	 ORA-24798: 別のインスタンスで分散トランザクション・ブランチを再開できません 
	
原因: 別のRACインスタンスに物理的に配置された分散トランザクション・ブランチを再開しようとしました。


	
処置: トランザクション・ブランチが配置されているインスタンスに接続してください。









	 ORA-24801: OCI LOB関数のパラメータ値が無効です。 
	
原因: OCI LOB関数内のパラメータ値の1つが無効です。


	
処置: OCI LOB関数コールのすべてのパラメータを確認し、それらが正しいことを確認してください。オフセットは、1以上である必要があります。









	 ORA-24802: ユーザー定義LOBの読取りコールバックでエラーが発生しました。 
	
原因: ユーザー定義LOB読取りコールバック関数で有効な戻り値は、OCI_CONTINUEのみです。他の値が戻されると、このエラーが発生します。


	
処置: ユーザー定義LOB読取りコールバック関数から、OCI_CONTINUEが戻されるかどうかを確認してください。









	 ORA-24803: LOB読取り関数のパラメータ値が無効です。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 通常、このエラーは発生しません。エラーが続く場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-24804: 別のOCI LOB読取り/書込みストリームの進行中にLOB読取り/書込み関数が呼び出されました 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 進行中のLOBストリーム転送コールが完了してから次のサーバー・コールを発行するか、またはOCIBreak()を使用して現行のLOBストリーム転送コールを強制終了してください。









	 ORA-24805: LOBの型が一致しません 
	
原因: LOBロケータをコピーまたは追加するときは、コピー元または追加元とコピー先または追加先のLOBロケータが同じ型である必要があります。


	
処置: コピーまたは追加するときは、同じ型のLOBロケータを渡してください。









	 ORA-24806: LOBのフォームが一致しません。 
	
原因: LOBに対して読込みまたは書込みを行うときは、ユーザー・バッファのキャラクタ・セット・フォームがLOBのキャラクタ・セット・フォームと同じである必要があります。


	
処置: 読込みまたは書込みに使用するバッファがLOBのバッファと同じフォームであることを確認してください。









	 ORA-24807: LOBのフォームが一致しません。 
	
原因: LOBをコピーまたは追加するときは、コピー元または追加元およびコピー先または追加先のLOBロケータが同じキャラクタ・セット・フォームである必要があります。


	
処置: LOBをコピーまたは追加するときは、同じキャラクタ・セット・フォームのロケータを渡してください。









	 ORA-24808: LOBバッファリング使用時に、LOBデータをストリーム転送できません。 
	
原因: LOBバッファリングが入力LOBロケータに対して使用可能なときに、ポーリング・モードまたはコールバックを介して、LOBデータをストリーム転送しようとしました。


	
処置: 少量のLOBデータの読込みまたは書込みを行うとき、ストリーム転送は不要であるため、LOBバッファリングが役に立ちます。ストリーム転送を使用しないように、OCILobRead/OCILobWriteコールを修正してください。データのストリーム転送が必要な場合、LOBバッファリングは使用しないでください。この場合、必要に応じて入力LOBロケータに関連するバッファをフラッシュし、入力LOBロケータのバッファリングを使用不可にし、OCILobRead/OCILobWriteコールを再発行してください。









	 ORA-24809: 指定された量が多すぎるためLOBバッファに格納できません。 
	
原因: バッファリングを使用するため、入力LOBロケータにLOBバッファリングが有効になっています。ただし、読込みまたは書込み用のLOBデータの量が、LOBバッファが保持できるデータ量を超えています。


	
処置: 入力LOBロケータのバッファリングを使用禁止にしてコマンドを再発行するか、または渡すデータ量を減らしてください。









	 ORA-24810: 指定された量よりも多くのデータを書き込もうとしています。 
	
原因: LOBに書き込んでいる間、指定された以上のデータが与えられました。


	
処置: データを複数のピースに書き込んでいる場合は、指定した以上のデータをそのピースに(累積的に)与えていないかどうかを確認してください。









	 ORA-24811: 指定された量よりも少ない書込みデータが与えられています 
	
原因: LOBに書き込んでいる間、指定より少ないデータが与えられました。


	
処置: データを単一ピースに書き込んでいる場合は、指定されたバッファ長が十分に大きく、与えられたデータを格納できることを確認してください。データを複数のピースに書き込んでいる場合は、OCI_LAST_PIECEを指定する前にすべてのデータが与えられていることを確認してください。









	 ORA-24812: UCS2とのキャラクタ・セット変換に失敗しました。 
	
原因: データベース・キャラクタ・セットが可変幅の場合、CLOBおよびNCLOB値は暗黙的にUCS2との間で相互に変換されます。この暗黙の変換に失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-24813: サポートされないLOBを送信または受信することはできません。 
	
原因: ネットワークを介してLOBを送信しようとしましたが、クライアントが送信したLOBをサーバーがサポートしていないか、サーバーが送信したLOBをクライアントがサポートしていません。通常、このエラーは、クライアントおよびサーバーが異なるバージョンのOracleを起動しているときに発生します。


	
処置: クライアントおよびサーバーの両方で、LOBをサポートするOracleのバージョンを使用してください。









	 ORA-24814: 一時LOBに対しては操作できません 
	
原因: 一時LOBロケータはこの操作で許可されません。たとえば、OCILobAssignにパラメータとして使用できるのは永続LOBロケータのみで、一時LOBロケータは使用できません。


	
処置: 一時LOBにはOCILobLocatorAssignを使用してください。OCILobLocatorAssignは通常のLOBにも使用できますが、その場合OCILobAssignと同じ動作をすることに注意してください。









	 ORA-24815: キャラクタ・セット・フォームが無効です 
	
原因: OCI LOB関数に無効なキャラクタ・セット・フォームが渡されました。たとえば、OCILobCreateTemporary()に有効なキャラクタ・セット・フォームは、OCI_DEFAULT(0)、SQLCS_IMPLICIT(1)、SQLCS_NCHAR(2)のいずれかのみです。


	
処置: 有効なキャラクタ・セット・フォームを指定してください。









	 ORA-24816: 実際のLONGまたはLOB列の後に、指定されたLONG以外のバインド・データが拡張されました 
	
原因: 長さ4000バイト未満のバインド値が、LOBまたはLONGのバインディングの後に続いている可能性があります。


	
処置: LONGバインドまたはLOBバインドがすべてリストの最後にくるように、バインドの順序を変更してください。









	 ORA-24817: 指定したチャンクを現行のLOB操作に割り当てることができません 
	
原因: db char/ncharセットの幅が固定されていないため、指定されたサイズは、サーバーからのバイト数を反映するために増大しています。


	
処置: クライアント・サーバー間でキャラクタ・セットを変換する場合やピース単位で読取りまたは書込みを実行する場合は、より小さいチャンク・サイズを使用してください。









	 ORA-24818: 抽象LOBでは許可されていない操作です 
	
原因: 抽象LOBロケータがこの操作で許可されませんでした。たとえば、OCILobAssignにパラメータとして使用できるのは永続LOBロケータのみで、抽象(つまりクライアント側で作成された)LOBロケータは使用できません。


	
処置: 抽象LOBでの操作を避けてください。









	 ORA-24819: 一時LOBに対して不正な参照カウントが発生しました 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 通常、このエラーは発生しません。このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-24820: 別のOCI LOBコールの進行中に別のLOB関数が呼び出されました 
	
原因: 新しいOCI LOBコールを別のOCI LOBコールの進行中に実行しようとしました。


	
処置: 進行中のLOBストリーム転送コールが完了してから次のサーバー・コールを発行するか、またはOCIBreak()を使用して現行のLOBストリーム転送コールを強制終了してください。









	 ORA-24850: 共有サブシステムの起動に失敗しました。 
	
原因: 共有モードでOCIを初期化しようとしている間に、共有サブシステムの起動で問題が発生しました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-24851: 共有サブシステムへの接続に失敗しました。 
	
原因: 共有モードでOCIを初期化しようとしている間に、プロセスの共有サブシステムへの接続で問題が発生しました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-24852: 文の実行中にプロトコル・エラーが発生しました。 
	
原因: 文の実行中に、サーバーから記述データを受信している間に、内部プロトコル・エラーが発生しました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-24853: 共有サブシステムへのスレッドの接続に失敗しました 
	
原因: 共有モードでOCIを初期化しようとしている間に、スレッドの共有サブシステムへの接続で問題が発生しました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-24854: 無効なpieceinfoが指定されました 
	
原因: LOBデータを書き込むための最初のコールで、無効なpieceinfo値が指定されました。


	
処置: OCI_ONE_PIECEまたはOCI_FIRST_PIECEを使用して正しいコールを作成してください。OCCIを使用する場合は、writeLastBufferをコールする前にwriteBufferをコールしてください。









	 ORA-24900: コールで渡されたパラメータが無効か、またはサポートされていません 
	
原因: OCIクライアント通知コールに渡されたモード・パラメータが正しくありません。


	
処置: OCIに渡されたモード・パラメータを修正してください。









	 ORA-24901: 異なる環境に属するハンドルがOCIコールに渡されました。 
	
原因: OCIコールに渡されたハンドルは、同じ環境に属する必要があります。このエラーを戻したコールに、異なる環境に属するハンドルが渡されました。


	
処置: コールのハンドル・パラメータが同じOCI環境に属することを確認してください。









	 ORA-24902: サブスクリプション名またはサブスクリプション・ハンドルの名前の長さが無効です 
	
原因: OCIコールに渡されたサブスクリプション・ハンドルに適切な名前または名前の長さ属性がありません。


	
処置: OCIAttrSet()コールを使用して、その名前および名前の長さ属性を設定してください。









	 ORA-24903: 無効なネームスペース属性がOCIコールに渡されました。 
	
原因: OCIコールに渡されたサブスクリプション・ハンドルに適切なネームスペース属性がありません。


	
処置: OCIAttrSet()コールを使用して、ネームスペース属性を設定してください。









	 ORA-24904: 無効なコールバック属性がOCIコールに渡されました。 
	
原因: OCIコールに渡されたサブスクリプション・ハンドルに適切なコールバック属性がありません。


	
処置: OCIAttrSet()コールを使用して、コールバック属性を設定してください。









	 ORA-24905: 無効な受信者プロトコル属性がOCIコールに渡されました 
	
原因: OCIコールに渡されたサブスクリプション・ハンドルに、適切な受信者プロトコル属性がありません。


	
処置: OCIAttrSet()コールを使用して、受信者プロトコル属性を設定してください。









	 ORA-24906: 無効な受信者属性がOCIコールに渡されました 
	
原因: OCIコールに渡されたサブスクリプション・ハンドルに、適切な受信者属性がありません。


	
処置: OCIAttrSet()コールを使用して、受信者属性を設定してください。









	 ORA-24907: コールバックと受信者のプロトコル属性のペアが無効です 
	
原因: OCIコールに渡されたサブスクリプション・ハンドルに、指定されたコールバックとOCI_SUBSCR_PROTO_OCI以外の受信者プロトコルを同時に設定することはできません。


	
処置: OCIAttrSet()コールを使用して、適切なコールバックおよび受信者プロトコル属性を設定してください。









	 ORA-24908: 受信者表示属性が無効です。 
	
原因: OCIコールに渡されたサブスクリプション・ハンドルに、有効な受信者表示属性がありません。


	
処置: OCIAttrSet()コールを使用して、受信者表示属性を設定してください。









	 ORA-24909: コールが進行中です。現行の操作は取り消されました 
	
原因: 接続された別のコールが進行中に、OCIコールが呼び出されました。


	
処置: コールが特別な状態で進行中の場合(たとえば、シグナル・ハンドラに使用されている場合など)にOCIコールがサポートされるかどうかを確認してください。









	 ORA-24911: 指定したポートでリスナー・スレッドを起動できません 
	
原因: スレッドはすでに異なるポートで実行中です。


	
処置: 環境ハンドルで正しいポートを設定するか、自動的に選択されたポートを使用してください。









	 ORA-24912: リスナー・スレッドが失敗しました。string 
	
原因: エラーにより、イベント通知のスレッド・リスニングが終了しました。発生したエラーは、エラー・メッセージに追加して表示されます。


	
処置: クライアントを再起動する必要があります。









	 ORA-24915: 指定したIPアドレスでリスナーを起動できません 
	
原因: スレッドは別のIPアドレスをすでにリスニングしています。


	
処置: 環境ハンドルで正しいIPアドレスを設定するか、またはシステムが正しいIPアドレスを選択するように設定してください。









	 ORA-24916: リリース11.2より前と互換性のある通知ではIPアドレス属性を使用できません 
	
原因: リリース11.2より前と互換性のある通知に対してOCI_ATTR_SUBSCR_IPADDR属性を使用しようとしました。


	
処置: 11.2と互換性があるように変更してください。









	 ORA-24940: stringネームスペース、stringプレゼンテーションおよびstring受信プロトコルの組合せが無効です 
	
原因: 通知登録時に指定したネームスペース、プレゼンテーションおよび受信プロトコルの組合せが無効です。現在、XML表示でサポートされているネームスペースはAQのみです。電子メールおよびHTTP受信プロトコルでは、AQ以外のネームスペースはサポートされていません。


	
処置: 登録のコールを適切に変更してください。









	 ORA-24941: 通知グループ化属性の組合せが無効です 
	
原因: 指定された通知グループ化属性の組合せが無効です。現在、サポートされている通知グループ化クラスはTIMEのみです。通知グループ化クラスが0(ゼロ)の場合は、他のすべての通知グループ化属性を0(ゼロ)にする必要があります。


	
処置: マニュアルを参照して属性を適切に変更してください。









	 ORA-24942: リリース11.0より前と互換性のあるntfnsではntfnグループ化属性を使用できません 
	
原因: リリース11.0より前と互換性のある通知に対して通知グループを使用しようとしました。


	
処置: 11.0と互換性があるように変更してください。









	 ORA-24943: この受信プロトコル、プレゼンテーションまたはQoS (あるいはこれらすべて)ではntfnグループ化を使用できません 
	
原因: 電子メールまたはHTTP受信プロトコル、XML表示、ペイロード配信、信頼性のあるQoSで、通知グループ化を使用しようとしました。現在、通知グループ化ではOCIおよびPLSQL受信プロトコル、およびデフォルトのプレゼンテーションのみがサポートされています。


	
処置: マニュアルを参照してコールを適切に変更してください。









	 ORA-24944: ANONYMOUSネームスペースではタイムアウトやグループ化を使用できません 
	
原因: ANONYMOUSネームスペースでタイムアウトまたはグループ化を使用しようとしました。現在、タイムアウトおよびグループ化は、AQおよびDBCHANGEネームスペースでのみサポートされています。


	
処置: マニュアルを参照してコールを適切に変更してください。









	 ORA-24945: 10.2より前と互換性のある通知では、コンテキスト、QOSおよびタイムアウト属性を使用できません 
	
原因: 10.2より前と互換性のある通知で、コンテキスト、QOSおよびタイムアウト属性を使用しようとしました。


	
処置: 10.2と互換性のあるデータベースに変更してください。









	 ORA-24946: 登録コールバックが無効です 
	
原因: 予約されたコールバックを通知登録に使用しようとしました。


	
処置: 通知コールバックに別の名前を指定し、それにあわせて登録のコールを変更してください。









	 ORA-24947: サブスクリプションstringに無効なネームスペース属性が指定されました 
	
原因: 無効なネームスペース属性に登録しようとしました。


	
処置: マニュアルを参照してネームスペースを適切に変更してください。









	 ORA-24950: 登録解除に失敗しました。登録が見つかりません 
	
原因: 登録解除を要求された登録が見つかりません。


	
処置: 登録解除コールに指定したコールバック関数名およびサブスクリプション名を確認してください。









	 ORA-24952: 登録、登録解除または通知のコレクション・カウントが無効です 
	
原因: 登録、登録解除または通知の関数が、その関数に対してパラメータで指定されたサイズより小さいコレクションで起動されました。


	
処置: 関数の使用方法を確認し、サイズ・パラメータが正しいことを確認してください。









	 ORA-24960: 属性stringが最大許容長numberを超えています 
	
原因: 長すぎる属性を渡そうとしました。


	
処置: 指定した属性を短くして、操作を再試行してください。









	 ORA-25000: トリガーのWHEN句内のバインド変数の使用が無効です。 
	
原因: トリガーのWHEN句でバインド変数が使用されました。


	
処置: バインド変数を削除してください。表の列にアクセスするには(new/old).column_nameを使用してください。









	 ORA-25001: このタイプのビューではこのトリガー型を作成できません 
	
原因: INSTEAD OFトリガーは、エディショニング・ビュー以外の任意のビューで作成できます。BEFOREおよびAFTERトリガーは、エディショニング・ビューでのみ作成できます。


	
処置: トリガー型をINSTEAD OFに変更するか、DMLトリガーを作成しようとしているビューを変更してください。









	 ORA-25002: INSTEAD OFトリガーは表では作成できません。 
	
原因: 表で作成できるのはBEFOREまたはAFTERトリガーのみです。


	
処置: トリガー型をBEFOREまたはAFTERに変更してください。









	 ORA-25003: トリガーのこの列型のNEW値は変更できません。 
	
原因: オブジェクト、REF、ネストした表、VARRAYまたはサポートされていないLOBデータ型のNEWトリガー変数を変更しようとしました。


	
処置: トリガー本体ではNEWトリガー変数を変更しないでください。









	 ORA-25004: INSTEAD OFトリガーにWHEN句は使用できません。 
	
原因: INSTEAD OFトリガーにWHEN句が指定されています。


	
処置: INSTEAD OFトリガーを作成するときは、WHEN句を削除してください。









	 ORA-25005: INSTEAD OFトリガーは読取り専用ビューには作成できません。 
	
原因: 読込み専用オプションを使用して作成したビューに、INSTEAD OFトリガーを作成しようとしました。ビューは、INSTEAD OFトリガーを使用して更新できません。


	
処置: トリガーを作成しないでください。









	 ORA-25006: UPDATE OF句にこの列は指定できません。 
	
原因: UPDATE OF句では許可されないLOBやネストした表などのデータ型を持つ列に、トリガーを作成しようとしました。


	
処置: UPDATE OF句を削除してください。









	 ORA-25007: WHEN句に関数またはメソッドは使用できません。 
	
原因: トリガーを作成するときに、WHEN句にはPLSQLファンクション・コールまたはメソッド呼出しを指定できません。


	
処置: WHEN句からファンクション・コールまたはメソッド呼出しを削除してください。









	 ORA-25008: INSTEAD OFトリガーのLOBデータ型が明示的に変換されていません 
	
原因: INSTEAD OFトリガーを使用してビューに対して挿入または更新を行うとき、LOBビュー列の新しい値が別のデータ型です。


	
処置: LOBビュー列の新しい値としてLOB値を指定してください。









	 ORA-25009: ネストした表の句は、INSTEAD OFトリガーのみに使用できます 
	
原因: ネストした表のトリガーは、INSTEAD OFトリガーを使用しているビュー列でのみ作成されます。


	
処置: ネストした表のトリガーを定義するには、ネストした表のビュー列を使用してください。









	 ORA-25010: ネストした表の句にネストした表の列名は無効です 
	
原因: INSTEAD OFトリガーのネストした表の句で指定されている列名が、ネストした表の列に対応しません。


	
処置: トリガーが定義されるネストした表の列を指定してください。









	 ORA-25011: 内部AQ表ではトリガーを作成できません 
	
原因: アドバンスト・キューイング(AQ)機能のサポートに内部的に使用される表でトリガーを作成しようとしました。


	
処置: トリガーを作成しないでください。









	 ORA-25012: PARENTとNEWの値は同一にできません。 
	
原因: 参照句がPARENTおよびOLDに対して同一の値を指定しています。


	
処置: PARENTまたはNEWのREFERENCING値を再指定してください。









	 ORA-25013: OLDとPARENTの値は同一にできません。 
	
原因: 参照句がOLDおよびPARENTに対して同一の値を指定しています。


	
処置: OLDまたはPARENTのREFERENCING値を再指定してください。









	 ORA-25014: PARENT参照変数の値は変更できません。 
	
原因: PARENT値は、読込み専用であるため変更できません。


	
処置: PARENT変数を変更しないでください。









	 ORA-25015: このネストした表のビュー列ではDMLを実行できません 
	
原因: INSTEAD OFトリガーを使用しない場合、DMLはネストした表のビュー列に対して実行できません。


	
処置: ネストした表のビュー列にINSTEAD OFトリガーを作成し、DMLを実行してください。









	 ORA-25016: ネストした表のビュー列に挿入する列リストを指定できません 
	
原因: ネストした表のビュー列に挿入する列リストを指定できません。


	
処置: ネストした表に挿入するには、すべての列を指定してください。









	 ORA-25017: トリガーの前にある移動可能な行のNEW ROWIDは参照できません。 
	
原因: 索引構成表または行が移動可能なパーティション表に定義されているBEFORE行トリガーで、NEW ROWIDが参照されています。BEFORE行更新トリガーでROWIDは、行の実際の値に依存するため計算できません。


	
処置: トリガー定義からNEW ROWIDへの参照を削除してください。









	 ORA-25018: 競合しているトリガーstringはすでに存在します。 
	
原因: 競合しているDDL文のINSTEAD OFトリガーが、すでにスキーマ/データベースに存在します。


	
処置: 古いトリガーを削除してください。









	 ORA-25019: 同時実行が多すぎます。 
	
原因: 同時実行が多すぎるため、データベース/スキーマを確保できません。


	
処置: しばらく待ってから操作してください。









	 ORA-25020: システム・トリガー名を変更できません。 
	
原因: システム・トリガー名の変更は許可されていません。


	
処置: トリガーを削除し、同じトリガーを新しく作成してください。









	 ORA-25021: 他の表に定義されているトリガーは参照できません 
	
原因: FOLLOWS句で参照されているトリガーは別の表に定義されています。


	
処置: 参照されているトリガーを同じ表に作成してください。









	 ORA-25022: 他の型のトリガーは参照できません 
	
原因: FOLLOWS句またはPRECEDES句で参照されているトリガーは、他の型のトリガーであるか、複合トリガーではありません。


	
処置: 参照されているトリガーを同じ型または複合トリガーとして作成してください。









	 ORA-25023: 循環トリガー依存性は許可されていません 
	
原因: 循環トリガー依存性が形成される可能性があります。


	
処置: 循環依存性を形成する可能性があるトリガーを作成しないでください。









	 ORA-25024: FOLLOWSはREVERSE CROSSEDITIONトリガーに対して指定できません 
	
原因: REVERSE CROSSEDITIONトリガーの作成でFOLLOWS句が指定されています。


	
処置: REVERSE CROSSEDITIONトリガーの作成ではFOLLOWS句を使用しないでください。









	 ORA-25025: PRECEDES句を指定できません 
	
原因: FORWARD CROSSEDITIONトリガーまたは通常のトリガーの作成で、PRECEDES句が指定されています。


	
処置: FORWARD CROSSEDITIONトリガーまたは通常のトリガーの作成ではPRECEDES句を使用しないでください。









	 ORA-25026: FOR EACH ROWが複合トリガーで指定されました 
	
原因: FOR EACH ROWは複合トリガーで使用できません。


	
処置: FOR EACH ROWを削除してください。









	 ORA-25027: 複合トリガーはシステム・トリガーとして使用できません 
	
原因: 複合トリガーがシステム・トリガーとして定義されています。


	
処置: 複合トリガーをシステム・トリガーとして使用しないでください。









	 ORA-25028: 通常のトリガー本体はキーワードCOMPOUNDで始めることができません 
	
原因: 通常のトリガーの本体はBEGINまたはDECLAREなどで始まります。


	
処置: 構文を修正して再コンパイルしてください。









	 ORA-25029: 複合トリガーは必ずキーワードCOMPOUNDで始める必要があります 
	
原因: 複合トリガー本体の開始キーワードが正しくありません。


	
処置: 構文を修正して再作成してください。









	 ORA-25030: crosseditionトリガーは、未編集ユーザーでは所有できません 
	
原因: crosseditionトリガーを未編集のスキーマで作成しようとしました。


	
処置: ユーザーの編集を使用可能にしてから、crosseditionトリガーを作成してください。









	 ORA-25031: crossEditionトリガーのみを指定できます 
	
原因: 指定されたトリガーはcrossEditionトリガーではありません。


	
処置: crossEditionトリガーを指定してください。









	 ORA-25032: crosseditionトリガーは、ORA$BASEには作成できません 
	
原因: ORA$BASEエディションにcrosseditionトリガーを作成しようとしました。


	
処置: ORA$BASEエディションにはcrosseditionトリガーを作成しないでください。









	 ORA-25033: 現在、トリガーは実行できません 
	
原因: セッションの終了間近にトリガーを実行しようとしました。


	
処置: セッションの終了間近に実行するトリガーを使用して、DMLを試行しないでください。









	 ORA-25034: 別のユーザーが所有しているトリガーは回避できません 
	
原因: 別のユーザーが所有しているクロスエディションでないトリガーを含むオブジェクトでのクロスエディション・トリガーからDMLを実行しようとしました。クロスエディション・トリガーからのDMLはクロスエディションではないトリガーの実行を省略します。これは別のユーザーが所有するトリガーには許可されません。


	
処置: crossedition以外のトリガーを表ではなくエディショニング・ビューに関連付けるか、crossedition以外のトリガーのいずれかを他のトリガーと同じスキーマに移動するか、またはcrossedition以外のトリガーを明示的に無効化して、crossedition以外のトリガーの実行を回避できるようにしてください。









	 ORA-25035: crossEditionトリガーからはリモート・オブジェクトのDMLを実行できません 
	
原因: リモート・データベースのデータを変更するクロスエディション・トリガーからDMLを実行しようとしました。クロスエディション・トリガーからのDMLには、DMLの一部としてどのトリガーが起動するかに関して適用される特別なルールがあります。この特別なルールはデータベース・リンクをまたがっては適用できません。そのためDMLは許可されません。


	
処置: crosseditionトリガー自体ではなく、ヘルパー機能でDMLを実行してください。DMLがcrosseditionトリガー自体から発行されなかった場合、特別なルールは適用されません。









	 ORA-25100: TABLESPACEオプションは、ALTER INDEX REBUILDと一緒にのみ使用できます。 
	
原因: REBUILDオプションを指定しないALTER INDEXに対してTABLESPACEオプションが使用されました。


	
処置: ALTER INDEX REBUILD TABLESPACE表領域名を使用してください。









	 ORA-25101: REBUILDオプション指定が重複しています。 
	
原因: ALTER INDEXに対してREBUILDオプションが2回以上指定されています。


	
処置: オプションは1回のみ指定してください。









	 ORA-25102: PARALLELオプションはALTER INDEX REBUILDと一緒にのみ使用できます。 
	
原因: REBUILDオプションを指定せずに、ALTER INDEXに対してPARALLELオプションが使用されました。


	
処置: ALTER INDEX REBUILDを使用してください。









	 ORA-25103: NOPARALLELオプションはALTER INDEX REBUILDと一緒にのみ使用できます。 
	
原因: REBUILDオプションを指定せずに、ALTER INDEXに対してNOPARALLELオプションが使用されました。


	
処置: ALTER INDEX REBUILDを使用してください。









	 ORA-25104: UNRECOVERABLEオプションはALTER INDEX REBUILDと一緒にのみ使用できます。 
	
原因: REBUILDオプションを指定せずに、ALTER INDEXに対してUNRECOVERABLEオプションが使用されました。


	
処置: ALTER INDEX REBUILDを使用してください。









	 ORA-25105: RECOVERABLEオプションはALTER INDEX REBUILDと一緒にのみ使用できます。 
	
原因: REBUILDオプションを指定せずに、ALTER INDEXに対してRECOVERABLEオプションが使用されました。


	
処置: ALTER INDEX REBUILDを使用してください。









	 ORA-25106: PARALLELまたはNOPARALLEL句のどちらか1つのみを指定できます 
	
原因: PARALLELまたはNOPARALLELが2回以上指定されました。または、PARALLELおよびNOPARALLELの両方がALTER INDEX REBUILD文に指定されました。


	
処置: PARALLEL句およびNOPARALLEL句のいずれかを残して、他をすべて削除してください。









	 ORA-25107: TABLESPACEオプション指定が重複しています。 
	
原因: ALTER INDEX REBUILD文に対してTABLESPACEが2回以上指定されました。


	
処置: TABLESPACE句を1つ残して他をすべて削除してください。









	 ORA-25108: スタンバイ・ロック名領域が制限文字数stringを超えています 
	
原因: スタンバイ・データベースのロック名領域が最大文字列長を超えています。


	
処置: _STANDBY_LOCK_NAME_SPACE初期化パラメータを指定された文字数より少ない文字列に変更してください。









	 ORA-25109: スタンバイ・ロック名領域に不正文字'string'があります 
	
原因: スタンバイ・データベースに指定したロック名領域が無効です。スタンバイ・データベースのロック名領域に使用できる文字は、AからZ、0から9、「_」、「#」、「$」、「.」および「@」のみです。


	
処置: _STANDBY_LOCK_NAME_SPACE初期化パラメータを有効な文字列に変更してください。









	 ORA-25110: NOSORTはビットマップ索引では使用できません。 
	
原因: NOSORTオプションを使用してビットマップ索引を作成しようとしました。


	
処置: CREATE BITMAP INDEX文からNOSORTを削除してください。









	 ORA-25111: BITMAPクラスタ索引の作成はサポートされていません。 
	
原因: クラスタ索引をBITMAP属性で作成しようとしました。


	
処置: CREATE INDEX文からBITMAPを削除してください。









	 ORA-25112: BITMAP索引列の最大数は30です。 
	
原因: 索引に指定された列が多すぎます。


	
処置: より少ない数の列で索引を作成してください。









	 ORA-25113: GLOBALはビットマップ索引では使用できません。 
	
原因: GLOBALオプションを使用してビットマップ索引を作成しようとしました。


	
処置: GLOBALをCREATE BITMAP INDEX文から削除するか、または表がパーティション化されている場合はLOCALパーティション記述子を追加してください。あるいはこの両方を行ってください。









	 ORA-25114: DUMP DATAFILE/TEMPFILEコマンドで指定したファイル番号は無効です。 
	
原因: データファイルまたは一時ファイルのダンプで使用されているファイル番号が無効です。


	
処置: 有効なファイル番号を指定してください。









	 ORA-25115: BLOCKオプション指定が重複しています。 
	
原因: DUMP DATAFILEまたはDUMP TEMPFILEコマンドでBLOCK(MINまたはMAX)が2回以上指定されています。


	
処置: BLOCKオプションを1つのみ指定してください。









	 ORA-25116: DUMP DATAFILE/TEMPFILEコマンドで指定したブロック番号は無効です。 
	
原因: データファイルまたは一時ファイルのダンプで使用されているブロック番号が無効です。


	
処置: 有効なブロック番号を指定してください。









	 ORA-25117: MIN/MAX/ブロック番号のいずれかが必要です 
	
原因: MIN、MAX、ブロック番号以外の値がDUMP DATAFILEまたはDUMP TEMPFILEコマンドに入力されています。


	
処置: 構文を修正してください。









	 ORA-25118: DUMP DATAFILE/TEMPFILEオプションは無効です。 
	
原因: DUMP DATAFILEまたはDUMP TEMPFILEコマンドに無効なオプションが指定されています。


	
処置: 構文を修正してください。









	 ORA-25119: LOGGING/NOLOGGINGオプションはすでに指定されています。 
	
原因: CREATE TABLESPACEに、LOGGINGまたはNOLOGGING(あるいはその両方の)オプションが2回以上指定されました。


	
処置: ロギング指定を1つ残して他をすべて削除してください。









	 ORA-25120: MINIMUM EXTENTオプションはすでに指定されています。 
	
原因: CREATE TABLESPACEで、MINIMUM EXTENTオプションが2回以上指定されました。


	
処置: MINIMUM EXTENT指定を1つ残して他をすべて削除してください。









	 ORA-25121: MINIMUM EXTENT値が最大エクステント・サイズを超えています 
	
原因: CREATE TABLESPACEまたはALTER TABLESPACEで、MINIMUM EXTENTオプションに指定された値がMAXIMUM EXTENTサイズを超えました。


	
処置: MINIMUM EXTENTオプションに指定されている値を減らしてください。









	 ORA-25122: パーティション表に使用できるのはローカル・ビットマップ索引のみです。 
	
原因: パーティション表にグローバル・ビットマップ索引を作成しようとしました。


	
処置: かわりにローカル・ビットマップ索引を作成してください。









	 ORA-25123: 名前に指定したコンポーネントが多すぎます。 
	
原因: 名前に指定しているコンポーネント数が、許容数を超えています。


	
処置: 操作に対して指定された名前を確認してください。









	 ORA-25124: データベース・リンク名は指定できません。 
	
原因: 許可されていないときにデータベース・リンク名が指定されました。


	
処置: 操作に対して指定された名前を確認してください。









	 ORA-25125: BUFFER_POOL/FLASH_CACHE/CELL_FLASH_CACHE記憶域オプションは指定できません 
	
原因: BUFFER_POOL、FLASH_CACHEまたはCELL_FLASH_CACHEの記憶域オプションを指定しようとしました。このオプションを指定できるのは、次の実行時に限定されています。
- CREATEまたはALTER TABLE

- CREATEまたはALTER CLUSTER

- CREATEまたはALTER INDEX




	
処置: このオプションを削除して、文を再実行してください。









	 ORA-25126: BUFFER_POOL/FLASH_CACHE/CELL_FLASH_CACHEに無効な名前が指定されました 
	
原因: キャッシュ・ヒントに無効な名前が指定されています。BUFFER_POOLに有効な名前はKEEP、RECYCLEおよびDEFAULTのみです。FLASH_CACHEとCELL_FLASH_CACHEに有効な名前はKEEP、NONEおよびDEFAULTのみです。


	
処置: 有効な名前を使用するか、BUFFER_POOL、FLASH_CACHEまたはCELL_FLASH_CACHE句を削除してください。









	 ORA-25127: NOT NULL制約でRELYは指定できません。 
	
原因: NOT NULL制約にRELYを設定しようとしました。


	
処置: NOT NULL制約にはNORELYのみを指定してください。









	 ORA-25128: 制約(string.string)が使用禁止および検査対象の表で挿入/更新/削除はできません。 
	
原因: 使用禁止かつ有効な制約のある表に対して、挿入、更新または削除を実行しようとしました。


	
処置: 制約の状態を変更してください。









	 ORA-25129: 制約(string)は変更できません - 指定した制約は存在しません 
	
原因: この表には指定された制約がありません。


	
処置: 明白









	 ORA-25130: 主キーは変更できません - 表に主キーが定義されていません 
	
原因: 表に定義されていない主キーを変更しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-25131: 一意キー(string)は変更できません - 表に一意キーが定義されていません 
	
原因: 表に定義されていない一意キーを変更しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-25132: ALTER TABLE EXCHANGE PARTITIONで一意制約(string.string)が使用禁止および検査対象です。 
	
原因: パーティションおよび表に使用禁止かつ有効な一意制約があり、パーティションの一意キーが表の他の内容と相互排他でない場合、ALTER TABLE EXCHANGE PARTITIONを実行できません。


	
処置: 制約の状態を変更してください。









	 ORA-25133: SINGLE TABLEオプションの指定が重複しています。 
	
原因: SINGLE TABLEオプションが2回以上指定されました。


	
処置: SINGLE TABLEオプションを1回のみ指定してください。









	 ORA-25134: キーワードTABLEが必要です。 
	
原因: SINGLE TABLEオプションにキーワードTABLEがありません。


	
処置: コマンドのキーワードSINGLEの後にキーワードTABLEを指定してください。









	 ORA-25135: SINGLE TABLEオプションは使用できません。 
	
原因: SINGLE TABLEオプションはハッシュ・クラスタに対してのみ有効です。


	
処置: SINGLE TABLEオプションを指定しないでください。









	 ORA-25136: このクラスタに格納できる表は1つのみです。 
	
原因: SINGLE TABLEオプションを使用して作成したクラスタに2つ以上の表を格納しようとしました。


	
処置: クラスタに2つ以上の表を格納しないでください。









	 ORA-25137: データ値が範囲外です。 
	
原因: キャスト元からの値がキャスト先のサイズより大きくなっています。


	
処置: キャスト先のサイズを大きくしてください。









	 ORA-25138: string初期化パラメータは廃止されています。 
	
原因: 廃止された初期化パラメータが指定されています。


	
処置: システムは起動しますが、パラメータを調べてください。









	 ORA-25139: CREATE TEMPORARY TABLESPACEには無効なオプションです。 
	
原因: 無効なオプションが指定されています。


	
処置: 有効なオプション(TEMPFILE、EXTENT MANAGEMENT LOCAL、UNIFORM)を1つ指定してください。









	 ORA-25140: stringスペース・ポリシーをstringのエクステント管理には指定できません。 
	
原因: 無効なオプションが指定されています。


	
処置: LOCALエクステント管理にUNIFORMまたはAUTOALLOCATEが指定されており、DICTIONARYエクステント管理にUNIFORMまたはAUTOALLOCATEが指定されていないことを確認してください。









	 ORA-25141: EXTENT MANAGEMENT句が無効です。 
	
原因: EXTENT MANAGEMENT句に無効なオプションが指定されました。


	
処置: 有効なオプション(UNIFORM SIZE、AUTOALLOCATE)を1つ指定してください。









	 ORA-25142: デフォルト記憶域句が2度指定されました。 
	
原因: デフォルト記憶域句が表領域作成に2度指定されました。


	
処置: 1度のみ指定してください。









	 ORA-25143: デフォルト記憶域句が割当てポリシーと互換性がありません 
	
原因: デフォルト記憶域句が、AUTOALLOCATEまたはUNIFORMポリシーを使用した表領域に指定されました。


	
処置: 記憶域句を指定しないでください。









	 ORA-25144: CREATE TABLESPACEにTEMPORARYは無効なオプションです。 
	
原因: 無効なオプションが指定されています。


	
処置: 有効なオプション(EXTENT MANAGEMENT DICTIONARY、USER)を1つ指定してください。









	 ORA-25145: 割当てポリシーはすでに指定されています 
	
原因: CREATE TABLESPACEで、割当てポリシーが2回以上(たとえば、AUTOALLOCATEおよびUNIFORM)指定されています。


	
処置: 割当てポリシーを1つ残して他をすべて削除してください。









	 ORA-25146: EXTENT MANAGEMENTオプションはすでに指定されています 
	
原因: CREATE TABLESPACEで、EXTENT MANAGEMENTオプションが2回以上指定されました。


	
処置: EXTENT MANAGEMENT指定を1つのみ残して他をすべて削除してください。









	 ORA-25147: UNIFORM SIZE値が最大エクステント・サイズを超えています。 
	
原因: CREATE TABLESPACEまたはALTER TABLESPACEで、UNIFORM SIZEオプションに指定された値が最大エクステント・サイズを超えました。


	
処置: UNIFORM SIZEオプションの値を減らしてください。









	 ORA-25148: ONLINEオプションは許可されません。 
	
原因: 索引構成表でない表に対するALTER TABLE MOVEで、ONLINEを指定しようとしました。現在、ONLINEオプションは索引構成表にのみサポートされています。


	
処置: コマンドからONLINEオプションを削除してください。









	 ORA-25149: UROWID型の列は索引付けできません。 
	
原因: UROWID型の列に索引を作成しようとしました。


	
処置: この列を索引列リストから削除してください。









	 ORA-25150: エクステント・パラメータを変更することは許可されていません。 
	
原因: 自動割当てまたは均一エクステント割当てポリシーを持つ、表領域のセグメントのエクステント・パラメータを変更しようとしました。


	
処置: コマンドから適切なエクステント・パラメータを削除してください。









	 ORA-25151: ロールバック・セグメントはこの表領域で作成できません。 
	
原因: 自動割当てエクステントの割当てポリシーを持つ表領域で、ロールバック・セグメントを作成しようとしました。


	
処置: ロールバック・セグメントに異なる表領域を指定してください。









	 ORA-25152: 現在TEMPFILEを削除することはできません 
	
原因: オンライン・ユーザーが使用しているTEMPFILEを削除しようとしました。


	
処置: TEMPFILEがオフラインになっています。後で再実行してください。









	 ORA-25153: 一時表領域が空です。 
	
原因: ファイルのない一時表領域の領域を使用しようとしました。


	
処置: ADD TEMPFILEコマンドを使用して表領域にファイルを追加してください。









	 ORA-25154: USING句の列の部分には修飾子を持てません。 
	
原因: 指定された結合(NATURAL結合またはUSING句を使用した結合のいずれか)に対して使用される列には、明示的な修飾子は持てません。


	
処置: 修飾子を削除してください。









	 ORA-25155: NATURAL結合で使用される列は修飾子を持てません。 
	
原因: 指定された結合(NATURAL結合またはUSING句を使用した結合のいずれか)に対して使用される列には、明示的な修飾子は持てません。


	
処置: 修飾子を削除してください。









	 ORA-25156: 古いスタイルの外部結合(+)はANSI結合と一緒に使用できません。 
	
原因: 問合せブロックでANSIスタイルの結合を使用する場合、外部結合を指定するための古い表記法(+)は使用できません。


	
処置: 外部結合の指定にも、ANSIスタイルを使用してください。









	 ORA-25157: 指定されたブロック・サイズstringは有効ではありません。 
	
原因: サポートされていないブロック・サイズで表領域を作成しようとしました。


	
処置: 有効なブロック・サイズ、つまり標準ブロック・サイズ、またはプラットフォームでサポートされている最大/最小ブロック・サイズ(2KB、4KB、8KB、16KB、32KB)のいずれかを指定してください。









	 ORA-25158: 関連する主キーがNORELYの場合、外部キーにRELYを指定できません 
	
原因: 外部キー制約にRELYが指定されていますが、これに関連付けられた主キー制約がNORELYになっています。


	
処置: 主キーのオプションもRELYに変更してください。









	 ORA-25159: 有効な表領域番号を指定する必要があります 
	
原因: 有効な表領域番号が欠落しています。


	
処置: 有効な表領域番号を指定してください。









	 ORA-25160: 有効な相対データ・ブロックのアドレスを指定する必要があります 
	
原因: 有効な相対データ・ブロックのアドレスが欠落しています。


	
処置: 有効な相対データ・ブロックのアドレスを指定してください。









	 ORA-25161: DBAおよびRDBAオプションの両方を指定できません 
	
原因: DBAオプションとRDBAオプションの両方がALTER SYSTEM DUMP REDOに渡されました。


	
処置: DBAオプションまたはRDBAオプションのいずれかを使用してください。両方は指定しないでください。









	 ORA-25162: RDBA MINおよびRDBA MAXオプションの両方を指定する必要があります 
	
原因: RDBAオプションの一方のみがALTER SYSTEM DUMP REDOに渡されました。


	
処置: RDBA MINとRDBA MAXの両方を指定してください。









	 ORA-25163: 表領域番号または相対データ・ブロックのアドレスが無効です 
	
原因: 相対データ・ブロックのアドレスが指定の表領域番号に対して無効であるか、または表領域番号が無効です。


	
処置: 有効な表領域番号または相対データ・ブロックのアドレスを指定してください。









	 ORA-25164: タグ表現が複雑すぎます。 
	
原因: 文のタグ値が、単純な式で指定されていませんでした。


	
処置: 文のタグ式をより単純にしてください。たとえば、タグ式を変数に割り当てて、エラー・ロギング句内の変数を参照します。









	 ORA-25175: 主キー制約が見つかりません。 
	
原因: この編成の表には主キー制約を定義する必要があります。


	
処置: 主キーを定義してください。









	 ORA-25176: 主キーに記憶域の指定はできません 
	
原因: この編成の表では、主キー制約に記憶域パラメータを定義できません。


	
処置: 主キーの記憶域指定を削除してください。









	 ORA-25177: UNRECOVERABLEオプションは指定できません。 
	
原因: この編成の表では、主キーにUNRECOVERABLEオプションを指定できません。


	
処置: 主キーのUNRECOVERABLEオプションを削除してください。









	 ORA-25178: PCTTHRESHOLD記憶域オプションの指定が重複しています 
	
原因: 記憶域オプションPCTTHRESHOLDが2回以上指定されています。


	
処置: 記憶域オプションは、1回のみ指定してください。









	 ORA-25179: PCTTHRESHOLD記憶域オプションの値が無効です 
	
原因: 正の整数値を指定する必要があります。


	
処置: 適切な値を指定してください。









	 ORA-25180: PCTTHRESHOLDは特定の表編成にのみ有効です。 
	
原因: PCTTHRESHOLDは、特定の編成を持つ表でのみ指定できます。


	
処置: PCTTHRESHOLDオプションを削除してください。









	 ORA-25181: NESTED INDEXにONキーワードがありません。 
	
原因: NESTED INDEX列のネストを指定するには、ONキーワードが必要です。


	
処置: ONキーワードを追加してください。









	 ORA-25182: 機能は索引構成表に対して現在使用不可能です 
	
原因: LOB/BFILE/VARRAY列が指定されたCREATE TABLE、パーティション化/PARALLEL/CREATE TABLE AS SELECTオプション、ADD/MODIFY列オプションが指定されたALTER TABLE、CREATE INDEXのうち1つ以上の機能を使用しようとしましたが、これらは索引構成表では現在サポートされていません。


	
処置: このリリースで使用禁止の機能は使用しないでください。









	 ORA-25183: 索引構成表の最上位索引セグメントは異なる表領域にあります。 
	
原因: 索引のみの表のオーバーフロー・セグメントを含み、最上位索引セグメントを含まない表領域を削除しようとしました。


	
処置: 削除される表領域と他の表領域にまたがる索引構成表を検索します。これらの表を削除してください。









	 ORA-25184: 列名を指定してください。 
	
原因: 索引構成表の索引セグメントに含める最後の列を指定するCREATE TABLEで、要求された列名が存在しません。


	
処置: 構文で必須の列名を指定してください。









	 ORA-25185: 最終列以外の索引列はINCLUDE句に指定できません。 
	
原因: 最終列以外の索引列名がINCLUDE句の列として指定されました。


	
処置: INCLUDE句には、索引構成表の主キー索引の一部でない列名、または主キーの最終キー列を指定してください。









	 ORA-25186: 索引構成表に対してINCLUDING句がOVERFLOWなしで指定されました。 
	
原因: CREATE TABLEのINCLUDING句は、(作成時に)OVERFLOW句を持つ索引構成表、またはOVERFLOWセグメントがすでに(更新時に)存在する場合にのみ有効なオプションです。


	
処置: 索引構成表にOVERFLOW句を指定してください。ALTERの場合は、先にADD OVERFLOWを実行してください。









	 ORA-25187: 指定された例外表のフォームが正しくありません。 
	
原因: 指定した表に、適切なフィールド定義がありません。


	
処置: 正しい表を指定してください。









	 ORA-25189: 索引構成表に対するALTER TABLEオプションが無効です 
	
原因: 索引構成表のALTER TABLEで、IOT最上位索引セグメントに対してTABLESPACE、ALLOCATE/DEALLOCATE EXTENT、PCTFREE/PCTUSEDのうち1つ以上を入力しようとしました。


	
処置: 不正なオプションを削除してください。









	 ORA-25190: 索引構成表のメンテナンス操作は他の操作と組み合せることができません 
	
原因: ALTER TABLE文が、索引構成表のメンテナンス操作(たとえば物理属性の変更)を他の操作(たとえばADD制約)と組み合せようとしました。これは無効です。


	
処置: ALTER TABLE文で、索引構成表のメンテナンス操作のみが指定されていることを確認してください。









	 ORA-25191: 索引構成表のオーバーフロー表を参照できません 
	
原因: 索引構成表のオーバーフロー表に、直接アクセスしようとしています。


	
処置: 指定したオーバーフロー表を含んだ親索引構成表に対して文を発行してください。









	 ORA-25192: 索引構成表に対するオプションが無効です 
	
原因: 索引構成表に対して、[NO]CACHE、NO LOGGING、CLUSTERオプションのうち1つ以上を指定しようとしました。


	
処置: 無効なオプションを削除してください。









	 ORA-25193: 単一列のキーにCOMPRESSオプションは使用できません。 
	
原因: 単一列のキーにCOMPRESSオプションを使用しようとしました。


	
処置: COMPRESSオプションを削除してください。









	 ORA-25194: COMPRESS接頭辞の長さの値が無効です 
	
原因: 指定する値は、キー列の数より小さい正の整数である必要があります。


	
処置: 適切な値を指定してください。









	 ORA-25195: 索引構成表の索引には無効なオプションです。 
	
原因: IOTの索引に対して、BITMAP、REVERSE、PCTUSEDオプションのうち1つ以上を指定しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-25196: ALTER TABLE MOVEのキーワードMOVEは<table name>の直後に指定してください。 
	
原因: MOVEを1つ以上のALTERオプションの後に指定しました。


	
処置: 無効なオプションを削除してください。









	 ORA-25197: 索引構成表にオーバーフロー・セグメントがすでに存在しています。 
	
原因: オーバーフロー・セグメントがすでに存在する索引構成表に、オーバーフロー・セグメントを追加しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-25198: 範囲、リストおよびハッシュ・パーティション化のみが索引構成表でサポートされます。 
	
原因: システムまたはコンポジット・パーティション化方法はサポートされていません。


	
処置: 異なるパーティション化方法を選択してください。









	 ORA-25199: 索引構成表のパーティション化キーは主キーのサブセットである必要があります 
	
原因: 索引構成表の主キーのサブセットでないパーティション化キーを指定しようとしました。


	
処置: 異なるパーティション化キーを指定してください。









	 ORA-25200: 値stringは無効です。QUEUE_NAMEは[SCHEMA.]NAMEにする必要があります 
	
原因: NULLパラメータがQUEUE_NAMEに指定されました。


	
処置: NULL以外のキュー名を指定してください。









	 ORA-25201: 無効な値です。VISIBILITYはON_COMMITまたはIMMEDIATEにする必要があります 
	
原因: 無効な値がパラメータVISIBILITYに指定されました。


	
処置: ON_COMMITまたはIMMEDIATEを指定してください。









	 ORA-25202: NULLは無効です。stringにはNULL以外の値を指定してください。 
	
原因: パラメータに対してNULL値が指定されました。


	
処置: NULL以外の値を指定してください。









	 ORA-25203: 値stringは無効です。DELAYは負ではない整数にする必要があります 
	
原因: 負の値またはNULLがDELAYに指定されました。


	
処置: 負ではない整数をDELAYに指定してください。









	 ORA-25204: 無効な値です。SEQUENCE_DEVIATIONはBEFOREまたはTOPにする必要があります 
	
原因: 指定されたSEQUENCE_DEVIATIONが無効です。


	
処置: オプションのBEFOREまたはTOPを指定してください。









	 ORA-25205: キューstring.stringが存在しません 
	
原因: 指定したキューは存在しません。


	
処置: キューを作成してから、エンキューまたはデキューを指定してください。









	 ORA-25206: エンキューに失敗しました。例外キューstring.stringへのエンキューはできません。 
	
原因: 例外キューに対してエンキューを実行しようとしました。


	
処置: 別のキューに対してエンキューを試行してください。









	 ORA-25207: エンキューに失敗しました。キューstring.stringにエンキューできません。 
	
原因: エンキューがさらに実行されないようにするために、キューが停止しています。


	
処置: 管理操作によって最初にキューを使用可能にしてください。









	 ORA-25208: SEQUENCE_DEVIATIONがBEFOREのときはRELATIVE_MSGIDを指定してください。 
	
原因: SEQUENCE_DEVIATIONがBEFOREと指定されている場合は、相対メッセージ識別子を指定する必要があります。


	
処置: 既存の相対メッセージ識別子を指定するか、またはSEQUENCE_DEVIATIONをBEFOREに指定しないでください。









	 ORA-25209: 値stringが無効です。EXPIRATIONには負以外の整数またはNEVERが必要です。 
	
原因: EXPIRATIONが0(ゼロ)未満かNULLです。


	
処置: EXPIRE_AFTERに有効な値(0(ゼロ)以上またはNEVER)を指定してください。









	 ORA-25210: RELATIVE_MSGIDの値が無効です。このMSGIDのメッセージがキューにありません。 
	
原因: 指定されたRELATIVE_MSGIDと等しいMSGIDを持つキューにメッセージがありません。


	
処置: 有効なRELATIVE_MSGIDで再試行してください。









	 ORA-25211: SEQUENCE_DEVIATIONオプション使用時に無効なDELAYが指定されました。 
	
原因: エンキューで指定されたDELAYが、所定の相対メッセージIDを持つメッセージの遅延より大きくなっています。


	
処置: 所定の相対メッセージIDを持つメッセージの遅延以下になるようにDELAYを設定してください。TOPオプションが使用される場合、DELAYはキューの中のすべてのメッセージの遅延以下である必要があります。









	 ORA-25212: SEQUENCE_DEVIATIONを使用中に無効なPRIORITYが指定されました。 
	
原因: エンキューで指定されたPRIORITYが、所定の相対メッセージIDを持つメッセージの優先順位より小さくなっています。


	
処置: 所定の相対メッセージIDを持つメッセージの遅延よりも下になるようにPRIORITYを設定してください。TOPオプションが使用されている場合、優先順位はキュー内のすべてのメッセージの優先順位以上である必要があります。









	 ORA-25213: RELATIVE_MSGIDで指定されたメッセージはデキューされました。 
	
原因: SEQUENCE_DEVIATIONのBEFOREオプションで、RELATIVE_MSGIDフィールドによって指定されたメッセージは、デキューされました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-25214: 例外キューへのエンキューの遅延または期限切れは指定できません。 
	
原因: 遅延または期限切れが指定された状態でメッセージが例外キューにエンキューされました。


	
処置: 遅延または期限切れを指定せずに、メッセージをエンキューしてください。









	 ORA-25215: ユーザー・データ型とキューの型が一致しません。 
	
原因: 異なる型のオブジェクトに対して作成されたキューに、オブジェクトをエンキューしようとしました。


	
処置: 正しい型のオブジェクトを使用して、エンキューを再試行してください。









	 ORA-25216: 受信者が無効です。NAMEまたはADDRESSのいずれかを指定する必要があります 
	
原因: 受信者リストにある受信者の1つに対し、属性NAMEおよびADDRESSの両方にNULLが指定されました。


	
処置: 受信者に対し、NULL以外のNAMEまたはADDRESSを指定してください。









	 ORA-25217: エンキューに失敗しました。キューstring.stringの可視性はIMMEDIATEにする必要があります 
	
原因: 可視性にIMMEDIATEを設定せずに、非永続キューにエンキューしようとしました。


	
処置: 可視性にIMMEDIATEを設定してください。









	 ORA-25218: エンキューに失敗しました。キューstring.stringの遅延はゼロにする必要があります 
	
原因: 0秒を超える遅延で、非永続キューにエンキューしようとしました。


	
処置: 遅延を0(ゼロ)に設定してください。









	 ORA-25219: エンキューに失敗しました。キューstring.stringのSEQUENCE_DEVIATIONは許可されません。 
	
原因: SEQUENCE_DEVIATIONが指定された状態で、非永続キューにエンキューしようとしました。


	
処置: SEQUENCE_DEVIATIONを指定しないでください。









	 ORA-25220: エンキューが失敗しました。署名が非拒否キューに指定されていません。 
	
原因: 署名を指定せずに、非拒否キューにエンキューしようとしました。


	
処置: 署名を指定してください。









	 ORA-25221: エンキューが失敗しました。署名が指定されたキューは非拒否をサポートしていません。 
	
原因: 非拒否をサポートしていない署名が指定されたキューに、エンキューしようとしました。


	
処置: 署名を削除してください。









	 ORA-25222: エンキューが失敗しました。非拒否をサポートしているキューに完全な送信者情報が提供されていません。 
	
原因: 非拒否をサポートしているキューに対して完全な送信者情報(名)を指定せずに、キューにエンキューしようとしました。


	
処置: 送信者情報を指定してください。









	 ORA-25223: 使用するuser_dataタイプはサポートされていません 
	
原因: サポートされているRAWまたはオブジェクト・タイプ以外のタイプのデータを、非永続キューにエンキューしようとしました。


	
処置: RAWまたはオブジェクト・タイプのデータを使用して、メッセージを再度エンキューしてください。









	 ORA-25224: 保護キューにエンキューするために送信者名を指定する必要があります。 
	
原因: 送信者名を指定せずに、保護キューにエンキューしようとしました。


	
処置: 送信者名を指定してメッセージをエンキューしてください。









	 ORA-25225: 値stringは無効です。DEQUEUE_MODEはREMOVE、BROWSE、LOCKEDのいずれかにする必要があります 
	
原因: DEQUEUE_MODEに無効なパラメータが指定されました。


	
処置: REMOVE、BROWSEまたはLOCKEDを指定してください。









	 ORA-25226: デキューに失敗しました。キューstring.stringはデキューに使用できません。 
	
原因: キューでデキューが使用可能にされていません。


	
処置: START_QUEUEを使用してキューを使用可能にしてください。









	 ORA-25227: 伝播ジョブstringは存在しません 
	
原因: AQ$_SCHEDULESまたはキャッシュにジョブが存在しません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-25228: string.stringからメッセージをデキュー中に、タイムアウトまたはフェッチ終了になりました。 
	
原因: ユーザー指定のデキュー待機時間が経過したか、またはキューが最後まで到達したにもかかわらずメッセージが取得されませんでした。


	
処置: 適切なWAIT_TIMEまたはFIRST_MESSAGEオプションを指定して、デキューを再試行してください。









	 ORA-25229: メッセージstring stringの変換でエラーが発生しました 
	
原因: エンキュー、デキューまたは伝播のときに、メッセージの変換でエラーが発生しました。


	
処置: 変換関数を修正してください。









	 ORA-25230: 値stringは無効です。WAITは負ではない整数にする必要があります 
	
原因: 負の値がWAITに指定されました。


	
処置: 負ではない値またはFOREVERを指定してください。









	 ORA-25231: CONSUMER_NAMEが未指定のためデキューできません。 
	
原因: 複数のユーザーに対して作成されたキューからデキューしようとしましたが、CONSUMER_NAMEがデキュー・オプションで未指定です。


	
処置: デキュー・オプションでCONSUMER_NAMEを指定してください。









	 ORA-25232: メッセージに指定された受信者が重複しています。 
	
原因: 受信者パラメータにある重複するキュー・エージェントを使用して、エンキューが実行されました。


	
処置: 重複するキュー・エージェントを削除して、コールを再試行してください。









	 ORA-25233: NAVIGATIONに指定されたパラメータが正しくありません。 
	
原因: NAVIGATIONに無効なパラメータが指定されました。


	
処置: FIRST_MESSAGE、NEXT_MESSAGE、NEXT_TRANSACTIONのいずれか1つを選択してください。基準を満たす最初のメッセージのデキューにFIRST_MESSAGEを、基準を満たす次のメッセージのデキューにNEXT_MESSAGEを、そして別のトランザクションによってエンキューされた一連のメッセージへの移動にNEXT_TRANSACTIONを使用してください。









	 ORA-25234: NEXT_TRANSACTIONナビゲーション・オプションはキュー表string.stringには無効です。 
	
原因: NEXT_TRANSACTIONナビゲーション・オプションが、トランザクションのグループ化用として作成されていないキュー表のキューから、デキューに使用されました。


	
処置: FIRST_MESSAGEまたはNEXT_MESSAGEのいずれかを、ナビゲーション・オプションに指定してください。トランザクションのグループ化を使用してメッセージをデキューする場合は、トランザクションのグループ化が使用可能なキュー表に、キューを新規作成してください。









	 ORA-25235: string.stringから現行のトランザクションのすべてのメッセージが取り出されました 
	
原因: 同じトランザクションに属するメッセージがないデキューで、NEXT_TRANSACTIONナビゲーション・オプションが使用されました。


	
処置: NEXT_TRANSACTIONナビゲーション・オプションを使用して、次に移動してください。FIRST_MESSAGEオプションを使用して、キューの先頭から再開することもできます。









	 ORA-25236: ユーザー・データ用のバッファが小さすぎます。 
	
原因: Outパラメータpayloadに使用される変数またはバッファが、デキューされるユーザー・データに対して小さすぎます。


	
処置: バッファのサイズまたは変数のサイズを大きくしてください。最大サイズは32KBです。









	 ORA-25237: ナビゲーション・オプションの指定順序が正しくありません。 
	
原因: すべてのメッセージをデキューした後に、NEXT_MESSAGEまたはNEXT_TRANSACTIONオプションが指定されました。


	
処置: FIRST_MESSAGEナビゲーション・オプションを使用してデキュー位置を再設定し、次にNEXT_MESSAGEまたはNEXT_TRANSACTIONオプションを指定してください。









	 ORA-25238: メッセージの宛先stringに指定した受信者が多すぎます。 
	
原因: 指定された宛先(アドレス)の32より多い受信者に対してエンキューが実行されました。


	
処置: 受信者数を32以下に減らすか、コールを再試行してください。









	 ORA-25239: 例外キューstring.stringからデキューするときのメッセージIDが指定されていません。 
	
原因: デキュー・オプションにメッセージIDを含めずに、リリース8.0互換の例外キューからデキューしようとしました。


	
処置: アプリケーションを確認し、キュー名が正しく指定されていることを確認してください。キュー名が正しい場合は、リリース8.0互換の例外キューからデキューするときにメッセージIDを指定してください。それ以外の場合は、DBMS_AQADM.MIGRATE_QUEUE_TABLEプロシージャを使用して、キューを含むqueue_tableをリリース8.1互換にアップグレードしてください。









	 ORA-25240: メッセージIDとデキュー条件/相関IDがデキュー・オプションに指定されました。 
	
原因: デキュー・オプションに、メッセージIDおよびデキュー条件/相関IDの両方を含めてデキューしようとしました。デキュー・オプションでは、メッセージIDとデキュー条件/相関IDのどちらか一方のみを指定するか、またはどちらも指定しないかのいずれかです。


	
処置: デキュー・メッセージでは、デキュー・オプションにメッセージIDかデキュー条件/相関IDの一方のみを指定し、両方は指定しないでください。キューのソート順序でデキューする場合は、デキュー・オプションの中でメッセージIDとデキュー条件/相関IDをどちらも指定しないでください。









	 ORA-25241: FIRST_MESSAGEオプションなしに相関識別子をstringからstringに変更できません 
	
原因: デキューのNEXT_MESSAGEまたはNEXT_TRANSACTIONオプションの使用中に、相関識別子を変更しようとしました。


	
処置: 前のデキュー・コールとは異なる相関識別子を使用するには、FIRST_MESSAGEナビゲーション・オプションを使用してデキュー位置を再設定してください。









	 ORA-25242: FIRST_MESSAGEオプションなしにサブスクライバ名をstringからstringに変更できません 
	
原因: デキューのNEXT_MESSAGEまたはNEXT_TRANSACTIONオプションの使用中に、サブスクライバ名を変更しようとしました。


	
処置: 前のデキュー・コールとは異なるサブスクライバ名を使用するには、FIRST_MESSAGEナビゲーション・オプションを使用してデキュー位置を再設定してください。









	 ORA-25243: 例外キューstring.stringからデキューする場合、CONSUMER_NAMEは指定できません。 
	
原因: デキュー・オプションのCONSUMER_NAMEを指定して、例外キューからデキューしようとしました。CONSUMER_NAMEは、複数のコンシューマに対して作成された標準キューからデキューするときのみ指定できます。


	
処置: 例外キューからメッセージをデキューするには、デキュー・オプションのメッセージIDのみを指定してください。









	 ORA-25244: デキューの索引キーが見つかりません。(QUEUE string、ROWID string) 
	
原因: 内部エラーが発生しました。キュー表の索引に不一致がある可能性があります。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。トレース・ファイルおよびエラーの再現性についての情報が必要です。









	 ORA-25245: アドレスが単一コンシューマ・キューまたは例外キューの場合、エージェント名は指定できません。 
	
原因: エージェント・アドレスがシングル・コンシューマ・キューまたは例外キューのときに、LISTENコールのエージェントのエージェント名が指定されました。


	
処置: エージェント名を指定しないでください。









	 ORA-25246: リスニングに失敗しました。アドレスstringは、8.0形式の例外キューです。 
	
原因: LISTENコールのエージェント・リストに8.0形式の例外キューが指定されました。


	
処置: エージェント・リストで8.0形式の標準キューまたは8.1形式のキューを指定してください。









	 ORA-25247: stringは指定したメッセージの受信者ではありません。 
	
原因: デキュー・オプションで指定されたコンシューマ名が、メッセージIDが指定したメッセージの受信者ではありません。


	
処置: コンシューマ名が指定したエージェントが、メッセージIDが指定したメッセージの受信者であることを確認してください。









	 ORA-25248: エージェント・リストに重複するエージェントが指定されました。 
	
原因: LISTENコールのエージェント・リストでエージェントが2回以上指定されました。


	
処置: 重複するエージェント指定を削除し、コールを再実行してください。









	 ORA-25249: デキューに失敗しました。キューstring.stringのデキューは許可されません。 
	
原因: 非永続キューからデキューしようとしました。


	
処置: 別のキューからデキューしてください。









	 ORA-25250: そのメッセージに対してリモート受信者は指定できません。 
	
原因: 非永続キューにエンキューされたメッセージの受信者が、ローカルでないアドレスを持っています。


	
処置: アドレス・フィールドを指定しないか、またはエンキューのターゲットのキューを指定してください。









	 ORA-25251: メッセージに対する最大受信者数を超えました 
	
原因: メッセージ当たりの最大受信者数(1024)を超えるENQUEUEコールを発行しようとしました。


	
処置: 受信者数を1024以下に減らすか、コールを再試行してください。









	 ORA-25252: リスニングに失敗しました。アドレスstringは非永続キューです。 
	
原因: LISTENコールのエージェントのアドレスに非永続キューが指定されました。


	
処置: エージェントのアドレスに標準キューを指定して、LISTENコールを再実行してください。









	 ORA-25253: リスニングに失敗しました。キューstring.stringはデキューに使用できません。 
	
原因: LISTENコールのデキューに使用できないキューを指定しようとしました。


	
処置: START_QUEUEを使用してデキュー用のキューを使用可能にし、LISTENコールを再実行してください。









	 ORA-25254: メッセージ待ちの間にLISTENコールがタイムアウトになりました。 
	
原因: 指定された待機時間が経過し、エージェント・リストのどのエージェントにもメッセージがありませんでした。


	
処置: 適切なタイムアウトを使用してLISTENコールを実行してください。









	 ORA-25255: 不適切なサブスクリプション文字列stringです 
	
原因: 不適切なサブスクリプション文字列がOCI登録で指定されました。


	
処置: [CONSUMER:]SCHEMA.QUEUE書式を使用してサブスクリプション文字列を指定してください。









	 ORA-25256: 単一コンシューマ・キューまたは例外キューにコンシューマを指定できません。 
	
原因: シングル・コンシューマ・キューまたは例外キューのメッセージを登録中に、サブスクリプション文字列のコンシューマを指定しようとしました。


	
処置: サブスクリプション文字列のコンシューマを指定しないでください。









	 ORA-25257: コンシューマを複数コンシューマ・キューに指定する必要があります。 
	
原因: サブスクリプション文字列のコンシューマを指定せずに、複数コンシューマ・キューに登録しようとしました。


	
処置: サブスクリプション文字列のコンシューマを指定してください。









	 ORA-25258: 8.0形式の例外キューに通知を登録できません。 
	
原因: OCI登録のサブスクリプション文字列の8.0形式の例外キューを指定しようとしました。


	
処置: 標準キューまたは非永続キューを指定してください。









	 ORA-25259: エージェントのプロトコルを指定できません。 
	
原因: ユーザーがエージェント・リストにあるエージェントにプロトコル属性を指定しました。


	
処置: エージェント・オブジェクト型のプロトコル属性を指定しないでください。









	 ORA-25261: JOB_QUEUE_PROCESSESは少なくとも2つAQ伝播に必要となります 
	
原因: AQ伝播に対して不十分なJOB_QUEUE_PROCESSESの設定です。


	
処置: AQ伝播に対し、JOB_QUEUE_PROCESSESの値を2以上に設定してください。









	 ORA-25262: アドレスが複数コンシューマ・キューである場合、エージェント名をNULLにすることはできません。 
	
原因: エージェント・アドレスが複数コンシューマ・キューのときに、LISTENコールのエージェント名が指定されませんでした。


	
処置: エージェントにNULL以外の名前を指定してください。









	 ORA-25263: キューstring.stringにメッセージID stringを持つメッセージはありません 
	
原因: 特定のメッセージIDを使用してメッセージをデキューしようとしましたが、キューにこのようなメッセージは存在しません。


	
処置: 有効なメッセージIDを使用してデキューを再実行してください。









	 ORA-25264: このキューに署名を取得できません。 
	
原因: 受信者非拒否ではないキューから、署名をデキューしようとしました。


	
処置: 署名取得オプションなしで、デキューを再試行してください。









	 ORA-25265: 受信者非拒否をサポートしないキューに署名が指定されました。 
	
原因: 受信者非拒否をサポートしないキューからメッセージをデキューしようとしましたが、確認に署名が指定されました。


	
処置: 署名を指定せずに、デキューを再試行してください。









	 ORA-25266: 署名付きのメッセージID.によってデキューしようとしませんでした。 
	
原因: キューに対して署名が指定されましたが、メッセージIDを使用してデキューされませんでした。


	
処置: メッセージIDを使用して、デキューを再試行してください。









	 ORA-25267: 受信者非拒否キューに署名を指定しませんでした。 
	
原因: 受信者非拒否キューに署名を指定しませんでした。


	
処置: 署名を指定して、デキューを再試行してください。









	 ORA-25268: ブラウズ・モードでの署名取得オプションでデキューしませんでした。 
	
原因: デキューが、ブラウズ・モードでの署名取得オプションで実行されませんでした。


	
処置: ブラウズ・モードで、デキューを再実行してください。









	 ORA-25269: 署名取得オプションで署名を指定できません。 
	
原因: 署名取得オプションを持つデキューには、署名は不要です。


	
処置: デキュー・オプションに署名を指定せずに、デキューを再試行してください。









	 ORA-25270: 送信者情報がメッセージの実際の送信者と一致しません。 
	
原因: 送信者情報とメッセージIDが一致しません。


	
処置: デキュー・オプションに署名を指定せずに、デキューを再試行してください。









	 ORA-25271: 指定されたキューのキュー表が見つかりません。 
	
原因: 指定されたキューのキュー表が存在しません。


	
処置: 正しいキュー名を指定してください。









	 ORA-25272: 指定された受信者とメッセージID.の署名が存在しません。 
	
原因: 指定された受信者とメッセージIDの署名が存在しません。


	
処置: メッセージIDおよび受信者情報を確認してください。









	 ORA-25276: 指定した表はキュー表ではありません。 
	
原因: 無効なキュー表の名前が指定されました。


	
処置: 表がキュー表かどうか、ディクショナリ・ビューを確認してください。









	 ORA-25277: リリース8.0互換キューでオブジェクト権限を付与または取消しできません 
	
原因: リリース8.0形式のキューのオブジェクト権限を付与または取り消そうとしました。


	
処置: オブジェクト権限を付与または取り消す前に、DBMS_AQADM.MIGRATE_QUEUE_TABLEを使用してリリース8.0互換キュー表をリリース8.1互換に変換してください。









	 ORA-25278: 権限受領者名はNULLにできません。 
	
原因: 権限受領者パラメータをNULLに指定しようとしました。


	
処置: 有効な権限受領者パラメータを指定してください。









	 ORA-25279: 選択したデキューは8.1以下ではサポートされていません。 
	
原因: 選択条件を指定したデキューは、8.1以下ではサポートされていません。


	
処置: 選択条件を指定したデキューは使用しないでください。









	 ORA-25280: 完全な送信者情報が非拒否送信者に提供されていません。 
	
原因: 完全な送信者情報が非拒否送信者に提供されていません。


	
処置: 完全な送信者情報を提供してください。









	 ORA-25281: 完全な受信者情報が非拒否受信者に提供されていません。 
	
原因: 完全な受信者情報が非拒否受信者に提供されていません。


	
処置: 完全な受信者情報を提供してください。









	 ORA-25282: 非拒否のためのメッセージID.が提供されていません。 
	
原因: メッセージIDが提供されていません。


	
処置: メッセージIDを提供してください。









	 ORA-25283: エージェントの名前かアドレスが非拒否に必要です。 
	
原因: エージェント名およびアドレスのいずれも、非拒否に指定されていません。


	
処置: エージェント情報を指定してください。









	 ORA-25284: 値string(string)が無効です。 
	
原因: パラメータに、無効な値またはNULLが指定されました。


	
処置: 有効な値については、ドキュメントを確認してください。









	 ORA-25285: array_modeの値stringが無効です。 
	
原因: array_modeに、無効な値またはNULLが指定されました。


	
処置: 有効な値については、ドキュメントを確認してください。









	 ORA-25286: メッセージ・プロパティ配列の要素数が無効です。 
	
原因: メッセージ・プロパティ配列の要素数が、ペイロード配列の要素数に一致していません。


	
処置: (ペイロード配列のすべての要素に適用する)1つの要素でメッセージ・プロパティ配列を作成するか、またはペイロード配列の要素と同数の要素でメッセージ・プロパティ配列を作成してください。









	 ORA-25287: 値stringが無効です。stringは負ではない値にしてください。 
	
原因: パラメータに、無効な値またはNULLが指定されました。


	
処置: 負ではない整数を指定してください。









	 ORA-25288: AQ HTTP伝播でエラーが検出されました。状態コードはnumber、stringです 
	
原因: 指定したアドレスの伝播サーブレットに対するAQ伝播のHTTP要求で、エラーが検出されました。


	
処置: 伝播の宛先データベース・リンクの接続文字列に有効なアドレスを指定してください。データベース・リンク・ユーザーは正しい権限を持ち、AQ伝播サーブレットが正しくインストールされていることを確認してください。









	 ORA-25289: バッファはすでに存在します。 
	
原因: 指定されたキューのバッファはすでに存在します。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-25290: 既存メッセージを含むキューstringでは、操作を完了できません。 
	
原因: キューにメッセージがあります。操作を完了できません。


	
処置: バッファを追加または削除する前にキューを破棄してください。









	 ORA-25291: 指定されたキューにバッファが存在しません。 
	
原因: 指定されたキューにバッファが存在しません。


	
処置: バッファに対する操作は実行できません。バッファを作成してください。









	 ORA-25292: 問合せでは、バッファ操作はサポートされていません 
	
原因: 指定されたキュー・タイプでは、バッファ操作はサポートされていません。


	
処置: バッファ操作は、トランザクションのグループ化を伴わない8.1形式のキューでのみサポートされています。









	 ORA-25293: バッファ操作では、LOB属性をNULLにする必要があります 
	
原因: NULL以外のLOB属性を持つバッファ・メッセージをエンキューしようとしました。


	
処置: バッファ・メッセージをエンキューする前に、LOB属性をNULLに設定してください。









	 ORA-25294: 10.2より低いバージョンでは、ユーザー・バッファ・メッセージをデータベースに伝播することはできません 
	
原因: 10.2より前のバージョンで、ユーザー・バッファ・メッセージをデータベースに伝播しようとしました。


	
処置: そのデータベースにバッファ・メッセージを伝播しないでください。









	 ORA-25295: サブスクライバは、バッファ・メッセージをデキューできません。 
	
原因: サブスクライバでデキューできるのは永続メッセージのみです。


	
処置: サブスクライバを削除して再作成するか、サブスクライバの永続メッセージのみをデキューしてください。









	 ORA-25296: キュー表stringにはバッファ・キューstringがあります。 
	
原因: 遅延または順序逸脱を指定して、バッファ・メッセージがエンキューされました。


	
処置: バッファ・メッセージをエンキューする際には、順序逸脱の遅延を指定しないでください。









	 ORA-25298: バッファ・メッセージのエンキューまたはデキューでは、IMMEDIATE可視性モードのみがサポートされています 
	
原因: バッファ・メッセージのエンキューまたはデキューに、dbms_aq.ON_COMMITの可視性が提供されました。


	
処置: dbms_aq.IMMEDIATEの可視性を提供してください。









	 ORA-25299: メッセージdelivery_modeが無効です 
	
原因: 送達モードに無効な値が指定されました。


	
処置: エンキュー中にdbms_aq.BUFFEREDまたはdbms_aq.PERSISTENTを指定するか、デキュー中およびリスニング中にdbms_aq.BUFFERED、dbms_aq.PERSISTENTまたはdbms_aq.PERSISTENT_OR_BUFFEREDを指定してください。









	 ORA-25300: バッファ・サブスクライバを含むキューのバッファを削除できません。 
	
原因: バッファ・サブスクライバを含むキューのバッファは削除できません。


	
処置: バッファ・サブスクライバを削除するか、またはバッファを強制的に削除してください。









	 ORA-25301: 10.2より旧バージョンでは、ユーザー・バッファ・メッセージをデータベースにエンキューまたはデキューできません 
	
原因: 10.2より低いバージョンで、ユーザー・バッファ・メッセージをデータベースのキューでエンキューまたはデキューしようとしました。


	
処置: ユーザー・バッファ・メッセージをエンキューまたはデキューしないでください。









	 ORA-25302: バッファ以外のキューstringに対して操作できません。 
	
原因: 最新のenqd/ackdメッセージはバッファ・キューでのみサポートされます。


	
処置: この操作はサポートされません。









	 ORA-25303: バッファ操作は所有者インスタンスでのみ許可されます 
	
原因: 所有者のインスタンスで操作が実行されませんでした。


	
処置: 所有者のインスタンスで操作を実行してください。









	 ORA-25304: 取得LCRに優先順序は使用できません 
	
原因: 取得LCRで使用できるのは、コミット時間またはエンキュー時間順のキューのみです。


	
処置: 取得LCRに適したタイプのキューを使用してください。









	 ORA-25305: エンキューに失敗しました。キューstring.stringの期限切れはゼロにする必要があります 
	
原因: 0秒を超える期限切れで、バッファ・キューにエンキューしようとしました。


	
処置: 期限切れを0(ゼロ)に設定してください。









	 ORA-25306: バッファ・キューの所有者インスタンスに接続できません 
	
原因: バッファ・キューの所有者インスタンスに接続できません。


	
処置: REMOTE_LISTENERSまたはLOCAL_LISTENERS初期化パラメータでリスナー情報を設定してください。









	 ORA-25307: エンキュー・レートが高すぎます。フロー制御を有効化してください 
	
原因: サブスクライバがエンキュー・レートに追随できませんでした。


	
処置: しばらくしてからエンキューを試行してください。









	 ORA-25310: サブスクライバは通知専用です。デキューはサポートされていません 
	
原因: 通知専用のサブスクライバはデキューできません。


	
処置: 必要に応じて、サブスクライバを再作成してください。









	 ORA-25311: 非永続キューでは、stringはサポートされていません 
	
原因: 指定されたQOSは、非永続キューではサポートされていません。


	
処置: 正しいQOSを指定してください。









	 ORA-25312: 0(ゼロ)以外の送信者プロトコルは指定できません 
	
原因: エンキュー操作中に、送信者プロトコルが指定されました。


	
処置: エンキューの送信者プロトコルをNULLまたは0(ゼロ)に指定してください。









	 ORA-25313: 伝播のためにキューをそれ自体にサブスクライブすることはできません 
	
原因: 指定されたサブスクライバには、NULL名およびキュー名と等しいアドレスが設定されています。


	
処置: 有効なサブスクライバを指定して、操作を再試行してください。









	 ORA-25314: コミット時間キュー表はリリース8.0に移行できません 
	
原因: コミット時間キュー表を、サポートされていない互換レベルに移行しようとしました。


	
処置: 適切な互換レベルを指定し、操作を再試行してください。









	 ORA-25315: バッファ・メッセージの伝播に対してサポートされていない構成です 
	
原因: 宛先キューの所有者インスタンスではない宛先データベース内のインスタンスを指すデータベース・リンクで、バッファ・メッセージを伝播しようとしました。


	
処置: バッファ・メッセージには、キューからキューへの伝播を使用してください。









	 ORA-25316: 現行トランザクションによるエンキュー/デキュー操作の開始が遅れています 
	
原因: サポートされていないマテリアライズド・ビューでのトリガーを介してエンキュー/デキュー操作が実行されていないか確認してください。


	
処置: マテリアライズド・ビューでのトリガーはサポートされていません。オンデマンド・マテリアライズド・ビューを使用するか、自律型トランザクション内でトリガー・コードを実行してください。









	 ORA-25317: インスタンス停止のため伝播が停止しました 
	
原因: インスタンスが停止するため、伝播ジョブが停止しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-25318: インスタンス・アフィニティの変更のため伝播が停止しました 
	
原因: インスタンス・アフィニティが変更されたため、伝播ジョブが停止しました。


	
処置: 処置は必要ありません。ジョブは適切なインスタンスで再起動されます。









	 ORA-25319: キュー表の再パーティション化は中断されました 
	
原因: Oracle RAC環境でのインスタンスの再起動中にエラーが発生したため、キュー表の再パーティション化が中断されました。


	
処置: このエラーに関して生成されたインシデントを参照し、Oracleサポート・サービスに問題を報告してください。









	 ORA-25320: サブスクライバの作成、変更または削除に失敗しました 
	
原因: 同じセッションからのエンキューまたはデキュー操作がこのキューに対して保留になっています。


	
処置: サブスクライバを作成、変更または削除する前に、保留中のエンキュー/デキュー操作をコミットまたはロールバックしてください。









	 ORA-25321: エンキューに失敗しました。ユーザー・プロパティが指定されましたが、キューstring.stringは8.1形式のキューではありません 
	
原因: ユーザー・プロパティを指定できるのは、8.1形式のキューにエンキューする場合のみです。


	
処置: 8.1形式のキューを指定するか、ユーザー・プロパティをNULLで渡してください。









	 ORA-25326: メッセージの配列string操作が索引stringで失敗しました 
	
原因: 指定された索引のメッセージに対する配列操作が失敗しました。エラー・スタックの残り部分を調べて、何が問題かを判断してください。


	
処置: エラーの原因を修正し、配列操作を再試行してください。









	 ORA-25327: 配列サイズが無効です 
	
原因: 配列サイズは、0(ゼロ)以外の正の整数である必要があります。


	
処置: 正しい配列サイズを使用して、配列操作を再試行してください。









	 ORA-25328: string引数サイズstringが配列サイズより小さいです 
	
原因: 引数のサイズが、指定された配列サイズより小さくなっています。


	
処置: 配列サイズを小さくするか、サイズ指定の入力引数を大きくしてください。









	 ORA-25329: 8.0キューではAQ配列操作はできません 
	
原因: 8.0のキューに対して、配列のエンキューまたはデキューが試行されました。


	
処置: このキューに対しては、単一のエンキューまたはデキューを使用してください。









	 ORA-25330: PL/SQL結合配列はAQ配列操作では使用できません 
	
原因: 配列のエンキューまたはデキュー操作で、ペイロード・パラメータに対してPL/SQL結合配列が指定されました。


	
処置: AQ配列の操作では、VARRAY型またはNESTED TABLE型を使用してください。









	 ORA-25331: コミット時間キュー表が存在するため、ダウングレードできません 
	
原因: コミット時間キュー表が存在するデータベースをダウングレードしようとしました。


	
処置: ダウングレードする前に、すべてのコミット時間キュー表を削除してください。









	 ORA-25332: キュー表のcompatibleパラメータのリリース値stringは無効です 
	
原因: キュー表のcompatibleパラメータに指定されたリリース・レベルが無効です。


	
処置: キュー表のcompatibleパラメータに、有効なリリース値を指定してください。









	 ORA-25333: バッファー・キューからキューへの伝播では、正しいインスタンスに接続されませんでした 
	
原因: バッファ・メッセージのキューからキューへの伝播が、正しいインスタンスに接続されませんでした。宛先キュー用のサービスが起動しなかった可能性があります。


	
処置: 処置は必要ありません。伝播によって、宛先キュー用のサービスの起動および再試行が行われます。









	 ORA-25334: 宛先キューが再作成/移動されたため、バッファー伝播を再起動する必要があります 
	
原因: 伝播中に、バッファ伝播の宛先キューが再作成されたか、所有権が別のインスタンスに移動しました。


	
処置: 処置は必要ありません。伝播によって、メタデータの再初期化および再試行が行われます。









	 ORA-25335: バッファ・メッセージではAQ配列操作はできません 
	
原因: バッファ・メッセージの配列をエンキューまたはデキューしようとしました。


	
処置: バッファ・メッセージに単一のエンキューまたはデキューを使用するか、1つの配列サイズを使用してください。









	 ORA-25336: Streams AQ操作中はインスタンスstringに接触できません 
	
原因: 指定されたインスタンスはAQ要求に応答しませんでした。


	
処置: パラメータaq_tm_processesを0(ゼロ)以外の値に設定してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-25337: 10.2より低いバージョンでは、キュー・ツー・キュー・モードでデータベースに伝播することはできません 
	
原因: queue_to_queueモードがTRUEに設定されているリモート・サブスクライバが追加されました。リモート・サブスクライバが10.2より前のバージョンのデータベースにあります。伝播は、10.2より前のバージョンの宛先データベースに対してスケジュールされています。


	
処置: queue_to_queueモードのリモート・サブスクライバを削除し、queue_to_queueをFALSEに設定したサブスクライバを追加しなおしてください。キュー・ツー・キュー伝播のスケジュールを解除し、キュー・ツーdblinkモードで伝播をスケジュールしてください。









	 ORA-25338: 操作'string'はsync_capture 'string'に対して許可されていません 
	
原因: 指定された操作をsync_captureプロセスに対して実行しようとしました。


	
処置: 無効なコールを削除してください。









	 ORA-25339: STREAMS 'string'はsync_captureにする必要があります 
	
原因: 指定された取得STREAMSが存在しないか、sync_captureプロセスではありません。


	
処置: 無効なコールを削除してください。









	 ORA-25340: sync_captureにはコミット時間キューを使用する必要があります 
	
原因: コミット時間キューを使用せずにsync_captureを作成しようとしました。


	
処置: コミット時間キューを使用して文を再実行してください。









	 ORA-25341: sync_captureは次の理由のため"string"."string"をサポートしません 
	
原因: sync_captureで、サポートされないプロパティを含む表が検出されました。最も一般的な理由は、サポートされていない列のデータ型です。


	
処置: 問題の表をスキップするように、取得ルールを修正してください。その方法の1つは、ルールを削除して、サポートされていない表から変更を取得しないようにすることです。DBA_STREAMS_TABLE_RULESを参照して、エラーで指定された表のルールを突き止めます。また、DBA_STREAMS_UNSUPPORTEDビューを問い合せて、STREAMSでサポートされていない表およびその理由を突き止めます。サポートされていない特定のプロパティに関する解決方法は、Metalinkを参照してください。









	 ORA-25342: ユーザー・バッファ・メッセージの適用プロセスがあるためダウングレードできません 
	
原因: ユーザー・バッファ・メッセージの適用プロセスがあるデータベースをダウングレードしようとしました。


	
処置: ユーザー・バッファ・メッセージのすべての適用プロセスを削除してからダウングレードを試行してください。









	 ORA-25343: Streamsエラー・キューはエクスポートできません 
	
原因: 適用エラーが存在するデータベースをエクスポートしようとしました。


	
処置: エラーを削除または再実行してからエクスポートを試行してください。









	 ORA-25344: 文にバインド変数があります 
	
原因: 現在のAPIは、バインド変数のある文を処理できません。


	
処置: バインド変数を処理できる代替APIを使用してください。









	 ORA-25350: 最大同時実行トランザクション・ブランチ数を超えました 
	
原因: 同時実行トランザクション・ブランチ数の制限を超えました。


	
処置: INIT.ORAのtransactionsパラメータを増やして、システムを再起動してください。









	 ORA-25351: トランザクションは現在使用中です。 
	
原因: このトランザクションは、現在別のセッションが使用しています。


	
処置: 他のセッションにアタッチしているトランザクションには切り替えないでください。









	 ORA-25352: 現行のトランザクションはありません。 
	
原因: ユーザー・セッションはどのトランザクションにもアタッチしていません。


	
処置: 現行のトランザクションがないときは、切断しないでください。









	 ORA-25353: ブランチに削除マークが設定されています。 
	
原因: 指定されたブランチに削除マークが設定されていますが、このブランチは別のセッションで使用されているため、すぐには削除できません。割込みできない現在の操作が終わり次第削除されます。


	
処置: 削除するブランチに処置は必要ありません。









	 ORA-25400: フェッチを再実行してください。 
	
原因: この文で最後にフェッチが行われてから障害が発生しました。フェイルオーバーは、文を元の状態に戻してフェッチを続行できました。


	
処置: これは内部的に使用されるエラー・メッセージであり、ユーザーに対して表示されることはありません。









	 ORA-25401: フェッチを続行できません。 
	
原因: この文で最後にフェッチが行われてから障害が発生しました。フェイルオーバーは、文を元の状態に戻してフェッチを続行することができませんでした。


	
処置: 文を再実行して、最初からフェッチを始めてください。









	 ORA-25402: トランザクションをロールバックしてください。 
	
原因: この接続でトランザクションがアクティブであったときに障害が発生しました。


	
処置: クライアントでロールバックを行ってください。









	 ORA-25403: 再接続できませんでした 
	
原因: データベースへの接続が失われ、再接続に失敗しました。


	
処置: 手動で再接続してください。









	 ORA-25404: インスタンスを失いました。 
	
原因: プライマリ・インスタンスを失いました。


	
処置: これは内部的に使用されるエラー・メッセージであり、ユーザーに対して表示されることはありません。









	 ORA-25405: トランザクションのステータスが不明です。 
	
原因: トランザクションをコミットしようとしたときに、障害が発生しました。フェイルオーバーはインスタンスのステータスを自動的に判断できませんでした。


	
処置: トランザクションのステータスを手動で判断してください。









	 ORA-25406: 接続アドレスを生成できませんでした 
	
原因: フェイルオーバーがバックアップ・インスタンスのアドレスを生成できませんでした。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-25407: 切断されました。 
	
原因: フェッチの実行中に接続が切断されました。


	
処置: これは内部的に使用されるエラー・メッセージであり、ユーザーに対して表示されることはありません。









	 ORA-25408: 安全にコールを再実行することはできません。 
	
原因: このコールの実行中に接続が切断されました。フェイルオーバー後のリプレイは安全でない可能性があります。


	
処置: コールの結果が行われたかどうかを確認し、必要な場合はそれを再実行してください。









	 ORA-25409: ネットワーク操作中にフェイルオーバーが発生しました。続行できません 
	
原因: LOB列のフェッチ中に接続が切断されました。


	
処置: LOBデータの直接または間接フェッチ中にフェイルオーバーが発生しました。トップレベルの文を再実行してください。









	 ORA-25425: ロールバック中に接続が切断されました。 
	
原因: ロールバックを発行中に接続が切断され、アプリケーションのフェイルオーバーが発生しました。


	
処置: ロールバック中に接続が切断され、フェイルオーバーが発生しました。トランザクションが外部的に調整されていない場合は、Oracleは暗黙的にロールバックを行うため、処置は必要ありません。それ以外の場合は、pending_trans$を実行して、強制ロールバックが必要かどうかを判断してください。









	 ORA-25426: リモート・インスタンスでは共有データベース・リンクはサポートされていません。 
	
原因: バージョンが古いため共有データベース・リンク機能をサポートしていないリモート・インスタンスへの接続に、この機能が使用されました。


	
処置: このインスタンスに接続する必要がある場合は、標準のデータベース・リンクを使用してください。









	 ORA-25427: データベース・リンク・データ・ディクショナリのアップグレード後は、データベース・リンクをダウングレードできません 
	
原因: データベース・リンク・データ・ディクショナリのアップグレード後に、データベース・リンクをダウングレードしようとしました。


	
処置: データベース・リンクを削除してから、ダウングレードを試行してください。









	 ORA-25429: ブレーク・リクエストは、共有データベース・リンクを介して伝播できません。 
	
原因: 共有データベース・リンクを介した進行中のコールがありません。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 ORA-25436: 表の別名stringは無効です。 
	
原因: 指定された表の値の1つに無効な別名が含まれていたため、評価に失敗しました。


	
処置: 評価コンテキストで有効な表の別名を確認して、有効な別名で再試行してください。









	 ORA-25437: 表の別名stringは重複しています。 
	
原因: 指定された表の値の一部に同じ表の別名が含まれていたため、評価に失敗しました。


	
処置: 指定した表の値を確認して、表ごとに1つの値のみを使用して再試行してください。









	 ORA-25438: 変数名stringは無効です。 
	
原因: 指定された変数の値の1つに無効な名前が含まれていたため、評価に失敗しました。


	
処置: 評価コンテキストで有効な変数名を確認して、有効な名前で再試行してください。









	 ORA-25439: 変数stringは重複しています。 
	
原因: 指定された変数の値の一部に同じ変数名が含まれていたため、評価に失敗しました。


	
処置: 指定した変数名を確認して、変数ごとに1つの値のみを使用して再試行してください。









	 ORA-25440: 表の別名stringは無効です。 
	
原因: 指定された列の値の1つに無効な表の別名が含まれていたため、評価に失敗しました。


	
処置: 評価コンテキストで有効な表の別名を確認して、有効な名前で再試行してください。









	 ORA-25441: 表の別名stringの列の値が重複しています。 
	
原因: 表の別名の値に列の値の1つが指定されましたが、それと同じ表の値があったため、評価に失敗しました。


	
処置: 指定した表の値および列の値を確認して、表の別名ごとに表の値または列の値のいずれかを使用して再試行してください。









	 ORA-25442: 表の別名: stringの列の値が多すぎます。 
	
原因: 表の別名に指定された列の値が多すぎたため、評価に失敗しました。


	
処置: 指定した列の値を確認して、適切な数の列の値を使用して再試行してください。









	 ORA-25443: 表の別名: stringの列の値、列番号: stringが重複しています。 
	
原因: 表の別名および列番号に重複する列の値が指定されたため、評価に失敗しました。


	
処置: 指定した列の値を確認して、表の別名および列番号ごとに1つの列の値のみを使用して再試行してください。









	 ORA-25444: ROWID: string(表の別名: string)は無効です。 
	
原因: 表の別名に無効なROWIDが指定されたため、評価に失敗しました。


	
処置: 指定した列の値を確認して、表の別名および列番号ごとに1つの列の値のみを使用して再試行してください。









	 ORA-25445: 列番号: string(表の別名: string)は無効です。 
	
原因: 表の別名に列の値の一部として無効な列番号が指定されたため、評価に失敗しました。


	
処置: 指定した列の値を確認して、有効な列番号を使用して再試行してください。









	 ORA-25446: 表の別名: stringの列の値、列: stringが重複しています。 
	
原因: 表の別名および列名に重複する列の値が指定されたため、評価に失敗しました。


	
処置: 指定した列の値を確認して、表の別名および列名ごとに1つの列の値のみを使用して再試行してください。









	 ORA-25447: ルールstring.stringの評価中にエラーが発生しました。 
	
原因: 指定されたルールの評価中にエラーが発生したため、評価に失敗しました。


	
処置: 評価のために渡されるルールおよび値を確認して、有効な値で再試行してください。









	 ORA-25448: ルールstring.stringにエラーがあります。 
	
原因: 指定されたルールをロードしようとしましたが、ルールにエラーが存在するため失敗しました。


	
処置: ルールを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-25449: 変数名stringは無効です。 
	
原因: 指定された属性値の1つに無効な変数名が含まれていたため、評価に失敗しました。


	
処置: 評価コンテキストで有効な変数名を確認して、有効な名前で再試行してください。









	 ORA-25450: エラーstringが、ルール・セットstring.stringの評価中に発生しました 
	
原因: ルール・セットの評価中に、特定のエラーが発生しました。


	
処置: エラーを確認して、適切な処置を行ってください。









	 ORA-25451: 変数stringの属性値が多すぎます 
	
原因: 特定の変数に指定された属性値が多すぎたため、評価に失敗しました。


	
処置: 指定した属性値を確認して、適切な数の属性値を使用して再試行してください。









	 ORA-25452: 変数string、属性stringの属性値が重複しています。 
	
原因: 特定の変数および属性名に重複する属性値が指定されたため、評価に失敗しました。


	
処置: 指定した属性値を確認して、変数および属性名ごとに1つの属性値のみを使用して再試行してください。









	 ORA-25453: イテレータstringが無効です 
	
原因: ルール・ヒット数を取得するか、またはイテレータをクローズしようとしましたが、無効なイテレータが渡されたために失敗しました。


	
処置: イテレータを確認し、有効なイテレータで再試行してください。









	 ORA-25454: ルール・セットstring.string(イテレータstring)の評価中にエラーが発生しました 
	
原因: イテレータのルール・ヒット数を取得しようとしましたが、指定されたルール・セットの評価でエラーが発生したために失敗しました。


	
処置: ルール・セットの妥当性を確認して再試行してください。









	 ORA-25455: ルール・セットstring.string(評価コンテキストstring.string)の評価エラーが発生しました 
	
原因: 指定された評価コンテキストを使用して、指定されたルール・セットを評価しようとしましたが、エラーが発生したために失敗しました。


	
処置: 示された追加エラーを確認して、問題を特定してください。









	 ORA-25456: ルール・セットの変更またはイテレータの評価が終了しました: string 
	
原因: ルール・ヒット数を取得しようとしましたが、イテレータが戻された後で基礎となるルール・セットが変更されたために失敗しました。


	
処置: ルール・セットを再評価してから再試行してください。









	 ORA-25457: 評価機能stringによりエラーが戻されました 
	
原因: 評価が途中で終了したために、指定された評価関数がエラーを戻しました。


	
処置: 評価の引数を確認し、再試行してください。









	 ORA-25461: ルール・セットが指定されていません。 
	
原因: 指定されたルール・セット名がNULLであったため、評価に失敗しました。


	
処置: ルール・セット名を確認して、有効な名前で再試行してください。









	 ORA-25462: 評価コンテキストが指定されていません。 
	
原因: 指定された評価コンテキストがNULLであったため、評価に失敗しました。


	
処置: 評価コンテキスト名を確認して、有効な名前で再試行してください。









	 ORA-25463: 表の別名が指定されていません。 
	
原因: 指定された表の値の1つにNULLの別名が含まれていたため、評価に失敗しました。


	
処置: 表の値のリストを確認して、有効な別名で再試行してください。









	 ORA-25464: ROWIDが表の別名: stringに対して指定されていません。 
	
原因: 指定された表の別名の値にNULLのROWIDが含まれていたため、評価に失敗しました。


	
処置: 表の値のリストを確認して、有効なROWIDで再試行してください。









	 ORA-25465: 変数名が指定されていません。 
	
原因: 指定された変数の値の1つにNULLの変数名が含まれていたため、評価に失敗しました。


	
処置: 変数の値のリストを確認して、有効な変数名で再試行してください。









	 ORA-25466: データが変数名: stringに対して指定されていません。 
	
原因: 指定された変数名の変数の値にNULLのデータが含まれていたため、評価に失敗しました。


	
処置: 変数の値のリストを確認して、有効なデータで再試行してください。









	 ORA-25467: 表の別名が指定されていません。 
	
原因: 指定された列の値の1つにNULLの別名が含まれていたため、評価に失敗しました。


	
処置: 列の値のリストを確認して、有効な別名で再試行してください。









	 ORA-25468: 列名が別名: stringに対して指定されていません。 
	
原因: 指定された別名の列の値の1つにNULLの列名が含まれていたため、評価に失敗しました。


	
処置: 列の値のリストを確認して、有効な列名で再試行してください。









	 ORA-25469: データが別名: string、列名: stringに対して指定されていません。 
	
原因: 指定された別名および列名の列の値にNULLのデータが含まれていたため、評価に失敗しました。


	
処置: 列の値のリストを確認して、有効なデータで再試行してください。









	 ORA-25470: 変数stringの属性値が重複しています 
	
原因: 変数値に対して属性値の1つが指定されましたが、その変数にはすでに値が指定されていたため、評価に失敗しました。


	
処置: 指定した変数値および属性値を確認して、変数ごとに変数値または属性値のいずれかを使用して再試行してください。









	 ORA-25471: 変数stringの属性名が指定されていません 
	
原因: 指定された変数の属性値の1つにNULL属性名が含まれていたため、評価に失敗しました。


	
処置: 属性値のリストを確認して、有効な属性名で再試行してください。









	 ORA-25472: オープン・イテレータの最大数を超えています 
	
原因: セッション内でオープンしているルール・ヒット・イテレータの数が2 * OPEN_CURSORSを超えました。


	
処置: ルール・ヒット・イテレータをいくつかクローズしてください。









	 ORA-25473: ルール・アクション・コンテキストにstringを格納できません 
	
原因: LOBや展開型ADTなど、サポートされないデータ型をルール・アクション・コンテキストに使用しようとしました。


	
処置: サポートされるデータ型のみをルール・アクション・コンテキストに使用してください。









	 ORA-25500: データベースがオープンしていません。 
	
原因: ALTER SYSTEM QUIESCE RESTRICTEDコマンドを実行するには、データベースをオープンする必要があります。


	
処置: データベースをオープンして、コマンドを再試行してください。









	 ORA-25501: ALTER SYSTEM QUIESCE RESTRICTEDコマンドが失敗しました。 
	
原因: データベース・リソース・マネージャが、計画の変更に失敗しました。


	
処置: アラート・ログで、エラーの詳細な説明を確認してください。









	 ORA-25502: 同時実行のALTER SYSTEM QUIESCE/UNQUIESCEコマンドが実行中です。 
	
原因: 同時実行のALTER SYSTEM QUIESCE RESTRICTEDコマンドまたはALTER SYSTEM UNQUIESCEコマンドが、システムで実行中です。


	
処置: 同時実行コマンドを管理するデータベース管理者(DBA)に連絡してください。









	 ORA-25503: データベースが停止中のため、データベースをオープンできません。 
	
原因: システムが静止中であるか、または静止していたため、データベースをオープンできません。


	
処置: システムが停止してからデータベースをオープンしてください。









	 ORA-25504: システムはすでに停止状態です。 
	
原因: すでに静止状態のため、システムを停止できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-25505: システムは停止状態ではありません。 
	
原因: 静止状態ではないため、システムを再開できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-25506: リソース・マネージャがいくつかのインスタンスで連続的に作動していません。 
	
原因: リソース・マネージャが、起動してからどのインスタンスでも連続的に作動していないため、システムを停止できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-25507: リソース・マネージャが連続的に作動していません。 
	
原因: リソース・マネージャが、起動してから連続的に作動していないため、システムを停止できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-25508: データベースがマウントされていません。 
	
原因: ALTER SYSTEM UNQUIESCEコマンドを実行するには、データベースをマウントする必要があります。


	
処置: データベースをマウントして、コマンドを再試行してください。









	 ORA-25509: "string"."string".stringでの操作は許可されていません 
	
原因: 列がレプリケート表に追加されましたが、レプリケーション・サポート処理は、完了していません。


	
処置: レプリケーション・サポート処理が完了するまで待ってから、列を更新してください。









	 ORA-25526: _DB_MTTR_SIM_TARGETのフォーマットが正しくありません: string 
	
原因: _DB_MTTR_SIM_TARGET内の値の1つが、有効なMTTRではありません。


	
処置: _DB_MTTR_SIM_TARGETの値を変更してください。









	 ORA-25527: _DB_MTTR_SIM_TARGETのフォーマットが正しくありません 
	
原因: _DB_MTTR_SIM_TARGET内の値の1つが空です。


	
処置: _DB_MTTR_SIM_TARGETの値を適切に設定してください。









	 ORA-25528: _DB_MTTR_SIM_TARGETに指定されている候補MTTRが多すぎます 
	
原因: _DB_MTTR_SIM_TARGETに指定されている候補MTTRが多すぎます。


	
処置: _DB_MTTR_SIM_TARGETの値を変更してください。









	 ORA-25530: FAST_START_MTTR_TARGETは指定されていません 
	
原因: MTTRアドバイザを開始しようとしましたが、FAST_START_MTTR_TARGETを指定していないため失敗しました。


	
処置: FAST_START_MTTR_TARGETを設定してください。









	 ORA-25531: 指定されたMTTRが小さすぎます: string 
	
原因: 現在のFAST_START_MTTR_TARGET設定または候補MTTR設定は、MTTRアドバイザに対して小さすぎます。


	
処置: FAST_START_MTTR_TARGETまたは候補MTTRの設定値を大きくしてください。









	 ORA-25532: 指定されたMTTRが大きすぎます: string 
	
原因: 現在のFAST_START_MTTR_TARGET設定または候補MTTR設定は、MTTRアドバイザに対して大きすぎます。


	
処置: FAST_START_MTTR_TARGETまたは候補MTTRの設定値を小さくしてください。









	 ORA-25533: FAST_START_IO_TARGETまたはLOG_CHECKPOINT_INTERVALが指定されています 
	
原因: MTTRアドバイザを開始しようとしましたが、FAST_START_IO_TARGETまたはLOG_CHECKPOINT_INTERVALが指定されたため失敗しました。


	
処置: FAST_START_IO_TARGETおよびLOG_CHECKPOINT_INTERVALを0(ゼロ)に設定してください。









	 ORA-25950: 結合索引指定のWHERE句が欠落しています 
	
原因: 結合索引を作成しようとしましたが、有効なWHERE句が見つからないため、作成できませんでした。


	
処置: CREATE INDEX文で、WHERE句とともに有効な結合条件が指定されていることを確認してください。









	 ORA-25951: 結合索引のWHERE句にOR条件を組み込むことができません 
	
原因: 結合索引を作成しようとしましたが、WHERE句にORブランチがあるため、作成できませんでした。


	
処置: ORを使用せずに、WHERE句を再作成してください。









	 ORA-25952: 結合索引は内部等価結合のみで構成する必要があります 
	
原因: 結合索引を作成しようとしましたが、内部等価結合ではない述語が含まれているため、作成できませんでした。


	
処置: 不適切な述語を削除してください。









	 ORA-25953: 結合索引はファンクション索引にできません 
	
原因: 結合索引を作成しようとしましたが、(タイム・ゾーンを使用した列の索引付けの場合などで)ファンクション索引が要求されたか、または必要なため、作成できませんでした。


	
処置: ファンクション索引付けする列を削除してください。









	 ORA-25954: ディメンションの主キーまたは一意制約が欠落しています 
	
原因: 結合索引を作成しようとしましたが、1つ以上のディメンションで、結合条件に一致する適切な制約がないため、作成できませんでした。


	
処置: WHERE句が正しい(すべての制約列を含んでいる)こと、施行済の制約が各ディメンション表にあることを確認してください。









	 ORA-25955: すべての表はWHERE句で結合する必要があります 
	
原因: 結合索引を作成しようとしましたが、FROM句で指定された表の1つが、WHERE句に指定されていないため、作成できませんでした。


	
処置: FROM句に指定されたすべての表が、WHERE句に含まれていることを確認してください。









	 ORA-25956: 結合索引がSYS所有の表に作成できません 
	
原因: 結合索引を作成しようとしましたが、表の1つがSYSによって所有されているため、作成できませんでした。


	
処置: SYS所有の表に関連する結合索引がないことを確認してください。









	 ORA-25957: 結合索引のWHERE句にはサイクルを含めることができません 
	
原因: 結合索引を作成しようとしましたが、WHERE句にサイクルが含まれているため、作成できませんでした。


	
処置: WHERE句が、スター・スキーマまたはスノーフレーク・スキーマの構成にあることを確認してください。









	 ORA-25958: 結合索引のWHERE句の述語は列参照のみで構成する必要があります 
	
原因: 結合索引を作成しようとしましたが、WHERE句の述語に、列以外のものが含まれているため、作成できませんでした。


	
処置: WHERE句に含まれているものが、列のみであることを確認してください。









	 ORA-25959: 結合索引はビットマップ・タイプにする必要があります 
	
原因: 結合索引を作成しようとしましたが、ビットマップ・キーワードが使用されていないため、作成できませんでした。


	
処置: 索引をビットマップ索引にしてください。









	 ORA-25960: 結合索引は一時表を使用できません 
	
原因: 結合索引を作成しようとしましたが、表の1つが一時表のため、作成できませんでした。


	
処置: 基礎となる表に、一時表がないことを確認してください。









	 ORA-25961: 結合索引によりDMLカスケード制約の操作が妨げられます 
	
原因: DMLを実行しようとしましたが、カスケード制約があるため、他の表でDMLを実行する必要が発生しました。結合索引がある場合、一度に変更できるのは、基礎となる表のうち1つのみです。


	
処置: 結合索引を削除するか、制約を削除してください。









	 ORA-25962: 結合索引によりマルチ表の挿入またはマージが妨げられます 
	
原因: ビットマップ結合索引の作成に使用された表で、マルチ表の挿入またはマージを実行しようとしました。ビットマップ結合索引に使用された表では、マルチ表の挿入またはマージはサポートされていません。


	
処置: 結合索引を削除してください。









	 ORA-25963: 結合索引は表に作成する必要があります 
	
原因: 結合索引を作成しようとしましたが、FROM句に表以外のオブジェクトが含まれているため作成できませんでした。


	
処置: FROM句には表のみが含まれていることを確認してください。









	 ORA-25964: 列型は結合列型と互換性がありません 
	
原因: 結合列のデータ型が、結合される列のデータ型と一致しません。


	
処置: 結合列と一致するデータ型を指定してください。









	 ORA-25965: ファクト表はFROM句に含まれる必要があります 
	
原因: 結合索引を作成しようとしましたが、FROM句にファクト表が含まれていないため作成できませんでした。


	
処置: FROM句にファクト表が含まれていることを確認してください。









	 ORA-25966: 結合索引は、索引構成表をベースにできません 
	
原因: 結合索引を作成しようとしましたが、表の1つが索引構成表のため、作成できませんでした。


	
処置: 基礎となる表が索引構成ではないことを確認してください。









	 ORA-26000: パーティション・ロードが指定されましたが、表stringがパーティション化されていません。 
	
原因: SQL*Loader制御ファイルにはPARTITION句が含まれていますが、ロードされた表はパーティション化されていません。


	
処置: SQL*Loader制御ファイルからパーティション指定を削除し、ロードを再試行してください。









	 ORA-26001: SORTED INDEXESに指定された索引stringが表stringに存在しません。 
	
原因: SORTED INDEXES句に存在しない索引が指定されました。


	
処置: SORTED INDEXに指定しないでください。









	 ORA-26002: 表stringに索引が定義されています。 
	
原因: 索引が定義されている表にパラレル・ロードが指定されました。


	
処置: 表に定義されている索引を削除するか、パラレル・ロードを使用しないか、またはSKIP_INDEX_MAINTENANCEオプションを使用してください。









	 ORA-26003: パラレル・ロードは索引構成表stringをサポートしません。 
	
原因: 索引構成表に対して、パラレル・ロードはサポートされていません。


	
処置: PARALLELオプションを使用せずに、索引構成表をロードしてください。









	 ORA-26004: ダイレクト・パスを使用してロードされた表はクラスタ化できません 
	
原因: クラスタ化表を、ダイレクト・パスを使用してロードしようとしました。


	
処置: 従来型パスを使用してください。









	 ORA-26005: ダイレクト・パス・ロードのハンドルが無効です。 
	
原因: ダイレクト・パス・ロードで、渡されたハンドルが、リストされている型に一致しません。


	
処置: ハンドルと型が正しいことを確認してください。









	 ORA-26006: 列stringのSQL式にあるバインド変数が正しくありません - string 
	
原因: ダイレクト・パス・ロードで、SQLの式にリストされているバインド変数が、入力引数の列名に一致しません。


	
処置: すべての入力引数が、バインド変数として式にリストされ、すべてのバインド変数が、式に対する入力引数としてリストされていることを確認してください。または、バインド変数リストの取得時、OCI文の実行でエラーが発生していないことを確認してください。









	 ORA-26007: SETIDまたはOID列の値が無効です 
	
原因: SETIDまたはOIDを含む列のダイレクト・パスAPIストリームに渡された値が無効です。SETIDおよびオブジェクトIDは、16バイトのロー・データまたは32バイトの16進文字にする必要があります。


	
処置: SETID列に有効な値を指定して、ダイレクト・パスAPIストリームを再生成してください。









	 ORA-26008: SQL文字列の構文またはバインド変数は列stringに対して無効です。 string 
	
原因: 詳細は、次のエラー・メッセージを参照してください。SQL文には適切に閉じられていない引用符付き文字列を含めることはできません。SQL文のバインド変数は、長さが0であったり、最大長の30文字を超えることはできません。二重引用符も省略できません。


	
処置: SQL文字列を修正してください。詳細は続いて表示されるエラーを参照してください。









	 ORA-26009: ストリーム検証エラー: string 
	
原因: データ・ポンプ・ストリーム検証操作でエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-26010: 列string(表string)がNOT NULLなのでロードされていません。 
	
原因: データベース内のNOT NULL列がロードされていないため、すべての行が拒否されます。


	
処置: SQL*Loader制御ファイル内のINTO TABLE句にNOT NULL列を指定して、列をロードしてください。









	 ORA-26011: 型stringを列string(表string内)にロードできません 
	
原因: 列には、その列に対して宣言された型のデータのみ格納できます。代替列には、その列に対して宣言されたスーパータイプに属する、有効なサブタイプのデータのみ格納できます。


	
処置: 指定された型またはサブタイプが、その列に対して有効であることを確認してください。









	 ORA-26012: ファイルstringのヘッダーに互換性のないバージョン番号があります 
	
原因: ロード操作に指定されたダンプ・ファイルのバージョン番号と、現在システム上でOracleサーバーによって作成されているダンプ・ファイルのバージョンに互換性がありません。通常このメッセージは、ダンプ・ファイルが新しいバージョンのOracleサーバーで作成されたことを示します。


	
処置: このダンプ・ファイルを、作成時と同じバージョンのOracleサーバーを使用してロードしてください。









	 ORA-26013: 割り当てられたリストの大きさが不十分な可能性があります 
	
原因: ダイレクト・パスAPIによって割り当てられたリストまたはバッファのサイズが、必要なサイズではない可能性があります。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-26014: string stringでstringを取得中に予期しないエラーが発生しました string 
	
原因: OCIStmtExecuteコールからSQLエラーが戻されました。


	
処置: 戻されたSQLエラーを修正してください。









	 ORA-26015: 配列の列string(表string内)はダイレクト・パスではサポートされていません 
	
原因: 配列の列を、ダイレクト・パスを使用してロードしようとしました。


	
処置: 従来型パスを使用してください。









	 ORA-26016: 仮想列string(表string.string内)はダイレクト・パスではロードできません 
	
原因: ダイレクト・パスを使用して仮想列をロードしようとしました。


	
処置: ダイレクト・パスを使用して仮想列をロードできません。









	 ORA-26017: グローバル索引は、表のパーティションstringのダイレクト・パス・ロードには使用できません 
	
原因: ダイレクト・パスが表の単一のパーティションをロードするときに、表に対してグローバル索引が定義されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-26018: 列string(表string)が存在しません。 
	
原因: SQL*Loader制御ファイルに指定された列が存在しません。


	
処置: 列が存在し、それに対する権限が付与されていることを確認してください。SQL*Loader制御ファイルに誤りがある場合は修正してください。









	 ORA-26019: 列string(表string、型string)はダイレクト・パスでサポートされていません 
	
原因: 指定されたSQL型の列%sは、ダイレクト・パス・ロードではサポートされていません。


	
処置: 列がNULL値可能の場合は、その列を制御ファイルの記述から削除してください。それから、NULLとしてロードしてください。









	 ORA-26020: 索引string.stringにstringキーが正常にロードされました。 
	
原因: 非パーティション索引情報がローダー・ログ・ファイルに出力されました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 ORA-26021: 索引string.string、パーティションstringにstringキーが正常にロードされました。 
	
原因: パーティション索引情報がローダー・ログ・ファイルに出力されました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 ORA-26022: 索引string.stringは次のエラーのため使用できません 
	
原因: このエラーの次に表示されるエラーのため、非パーティション索引で索引が使用不可になりました。


	
処置: エラーに応じて、索引を再構築するか、または削除してから再作成してください。









	 ORA-26023: 索引string.string、パーティションstringは次のエラーのため使用できません 
	
原因: このエラーの次に表示されるエラーのため、パーティション索引のパーティションで索引が使用不可になりました。


	
処置: エラーに応じて、索引パーティションを再構築するか、または索引全体を削除してから再作成してください。









	 ORA-26024: SKIP_UNUSABLE_INDEXESがリクエストされたので、索引セグメントは最初は使用できません。 
	
原因: SKIP_UNUSABLE_INDEXESオプションを要求しましたが、
ロードの開始前に索引セグメントは使用できない状態にありました。




	
処置: これは情報メッセージです。索引または索引パーティションを再構築するか、
または索引を再作成してください。











	 ORA-26025: SKIP_INDEX_MAINTENANCEオプションがリクエストされました。 
	
原因: ダイレクト・パス・ロードで索引メンテナンスのスキップが要求されました。


	
処置: ユーザーが索引メンテナンスのスキップを要求したため、リストされた索引はIndex Unusable状態になりました。索引または索引パーティションを再構築するか、または索引を削除または再作成してください。









	 ORA-26026: 一意索引string.stringは初期状態では使用不可です。 
	
原因: 一意索引がIU状態にあります(一意索引では、
SKIP_UNUSABLE_INDEXESを使用して索引メンテナンスをスキップできません)。




	
処置: 索引または索引パーティションを再構築するか、
またはSKIP_INDEX_MAINTENANCEを使用してください(クライアントがSQL*Loaderの場合)。











	 ORA-26027: 一意索引string.string、パーティションstringは初期状態では使用不可です。 
	
原因: 一意索引のパーティションがIU状態にあります(一意索引では、
SKIP_UNUSABLE_INDEXESを使用して索引メンテナンスをスキップできません)。




	
処置: 索引または索引パーティションを再構築するか、
またはSKIP_INDEX_MAINTENANCEを使用してください(クライアントがSQL*Loaderの場合)。











	 ORA-26028: 索引string.stringは初期状態では使用不可です。 
	
原因: ダイレクト・パス・ロードの開始前に索引がIU状態にあり、
ローダーによってメンテナンスできません。




	
処置: 索引を再構築または再作成してください。あるいは、
SKIP_UNUSABLE_INDEXESまたはSKIP_INDEX_MAINTENANCEを使用してください(Sql*Loaderの場合のみ)。











	 ORA-26029: 索引string.string、パーティションstringは初期状態では使用不可です。 
	
原因: ダイレクト・パス・ロードの開始前に索引のパーティションがIU状態にあり、
ローダーによってメンテナンスできません。




	
処置: 索引パーティションを再構築するか、または索引を再作成してください。あるいは、
SKIP_UNUSABLE_INDEXESまたはSKIP_INDEX_MAINTENANCEを使用してください(Sql*Loaderの場合のみ)。











	 ORA-26030: 索引string.stringに次のエラーによってstringパーティションが使用不可になりました 
	
原因: 1つ以上の索引パーティションに影響するパーティション索引で、
このメッセージの次に表示される論理検索エラーが

発生しました。




	
処置: 影響を受ける索引パーティションを再構築するか、または
索引全体を削除してから再作成してください。











	 ORA-26031: 索引メンテナンス・エラーが発生しました。ロードを続行できません 
	
原因: ダイレクト・パス・ロードの索引メンテナンス・フェーズ中に
索引エラーが発生しました。ロードを続行できません。このメッセージの次に表示される

エラー・メッセージを参照してください。




	
処置: このメッセージの次に表示されるエラー・メッセージに対する処置を参照してください。









	 ORA-26032: 索引string.stringのロードがstringキーの後で異常終了しました。 
	
原因: 索引構成表のダイレクト・ロード中に索引エラーが発生しました。
ロードが異常終了しました。行はロードされませんでした。




	
処置: 示されたキーのすぐ後に続くキーを確認してください。
このキーが、先のメッセージに記述されている索引問題の原因です。*











	 ORA-26033: ソースまたはターゲット表の列string.stringの暗号化プロパティが異なります 
	
原因: ソース列とターゲット列の
暗号化プロパティが同じではありません。




	
処置: セキュリティ上の理由から、ソース表とターゲット表の
暗号化プロパティが同じであることを確認してください。*











	 ORA-26034: 列stringがストリームに存在しません 
	
原因: 列リストで指定された列が、ストリームに存在しません。


	
処置: この列が存在することを確認するか、またはリストからこの列を削除してください。









	 ORA-26035: 列の暗号化または復号化中にエラーが発生しました 
	
原因: データベースの列を暗号化または復号化しようとして
エラーが発生しました。




	
処置: 正しい暗号化キーが指定されているか検証してください。*









	 ORA-26036: サブパーティションのロードが指定されましたが、表stringがサブパーティション化されていません。 
	
原因: SQL*Loader制御ファイルにはPARTITION句が含まれていますが、ロードされた表はサブパーティション化されていません。


	
処置: SQL*Loader制御ファイルからサブパーティション指定を削除し、ロードを再試行してください。









	 ORA-26037: システム・パーティション表stringにはパーティション名を指定する必要があります 
	
原因: パーティション名が指定されていないシステム・パーティション表をロードしようとしました。


	
処置: パーティション名を明示的に指定してください。









	 ORA-26040: データ・ブロックがNOLOGGINGオプションを使用してロードされました。 
	
原因: REDOの生成なしにNOLOGING/UNRECOVERABLEオプションを使用してロードされた
ブロックのデータにアクセスしようとしました。




	
処置: ブロックを含んでいるオブジェクトを削除してください。









	 ORA-26041: DATETIME/INTERVALデータ型の変換エラーが発生しました 
	
原因: 列をDATETIMEデータ型から内部DATETIME/CHARACTER
データ型に変換できませんでした。




	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-26045: REF列stringで予想される引数はstringですが、stringが検出されました。 
	
原因: REF列に対する引数の数が誤っています。


	
処置: REF列に対して正しい数の入力引数を指定してください。
1. 有効範囲なしのシステム生成REFには、1つまたは2つの入力引数が指定可能です。a)固定表名がOCI_DIRPATH_EXPR_REF_TBLNAMEで指定されている場合は、1つ(OID値用)の入力引数が指定可能です。b)固定表名がOCI_DIRPATH_EXPR_REF_TBLNAMEで指定されていない場合は、2つ(表名に1つと、OID値に1つ)の入力引数が指定可能です。

2. 有効範囲付きのシステム生成REFには、1つまたは2つの入力引数が指定可能です。表名の引数は、有効範囲付きREFに必要ではないため、1つの引数(OID値用)のみ必要です。ただし、表名の引数が指定されている場合、その指定はそのまま使用されます。

3. 主キーOIDにN個の列がある有効範囲付きの主キーREFには、N個またはN+1個の入力引数が指定可能です。表名の引数は、有効範囲付きREFに必要ではないため、N個の引数(OID値用)のみ必要です。ただし、表名の引数が指定されている場合、その指定はそのまま使用されます。











	 ORA-26046: REF列stringで予想される有効範囲表の名前はstringですが、ユーザーはstringを渡しました。 
	
原因: スキーマ内の名前と一致しない有効範囲表名が渡されました。


	
処置: 有効範囲付きREF列に、正しい表名を指定してください。









	 ORA-26048: 有効範囲REF列の表名が正しくありません。 
	
原因: スキーマ内の名前と一致しない有効範囲表名が渡されました。


	
処置: 有効範囲付きREF列に、正しい表名を指定してください。









	 ORA-26049: 存在しない表の名前が有効範囲外のREF列に含まれています。 
	
原因: 渡された表名が、スキーマに存在しません。


	
処置: 有効範囲外のREF列に、有効な表名を指定してください。









	 ORA-26050: ドメイン索引のダイレクト・パス・ロードがこの列型でサポートされていません。 
	
原因: この列型のドメイン索引は、ダイレクト・パスでロードできません。


	
処置: 索引を削除して再試行するか、または従来型パスを使用してロードしてください。









	 ORA-26051: パック10進書式文字列の解析中に内部エラーが発生しました 
	
原因: 0(ゼロ)でないスケール要素があるパック10進フィールドが、文字列にマップされました。データ型変換を実行するためには、入力フィールドの精度およびスケール指定に基づいて、数値フォーマット文字列を作成する必要があります。このフォーマット文字列の作成中に、ダイレクト・パス・ローダーでエラーが発生しました。


	
処置: パック10進フィールドの精度およびスケール指定を確認し、有効な値が含まれていることを確認してください。









	 ORA-26052: SQL式の型number(列string上)はサポートされていません。 
	
原因: この型の列でのSQL式は、ダイレクト・パスAPIでサポートされていません。


	
処置: 型が正しいかどうかを確認してください。









	 ORA-26053: 変換エラーが発生したため、行がロードされませんでした。 
	
原因: 変換エラーが発生したため、現行の行がロードされませんでした。


	
処置: ロードを続行してください。260xx - 260xxダイレクト・パスAPI









	 ORA-26054: ダイレクト・パス・コンテキストは、リクエストされた操作とは異なるモードに準備されています 
	
原因: 1つの操作(ロード、アンロード、変換)に対してダイレクト・パス・コンテキストを準備しましたが、別の操作を実行しようとしました。


	
処置: ダイレクト・パス・コンテキスト・モードと操作が一致していることを確認してください。









	 ORA-26055: ダイレクト・パスのアンロードで無効なバッファが指定されました 
	
原因: ダイレクト・パス・アンロード操作に対し、長さが0(ゼロ)またはNULLのバッファを指定しました。


	
処置: 有効なバッファおよび長さを指定してください。









	 ORA-26056: ビューにおけるリクエストされたダイレクト・パス操作はサポートされません。 
	
原因: ユーザー定義の型、XMLデータ、オブジェクト型表またはSQL式を持つダイレクト・パスを使用してビューにロードしようとしました。


	
処置: 非スカラー列を持つビューをロードする場合や、入力列でSQL式を使用する場合は、ダイレクト・パスを使用しないでください。









	 ORA-26057: このダイレクト・パス・ストリームには変換は必要ありません。 
	
原因: 変換の必要のないダイレクト・パス・ストリームを変換しようとしました。


	
処置: ストリームを変換せずにロードしてください。









	 ORA-26058: 列string(表string)のメタデータのフェッチ中に予期しないエラーが発生しました 
	
原因: ダイレクト・パスAPIが、列のメタデータを取得中に予期しないエラーを検出しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-26059: データが列stringに対して大きすぎます 
	
原因: ダイレクト・パスAPIが、ロードできない列を検出しました。列に対して入力データが大きすぎます。


	
処置: ターゲット列を大きくしてください。









	 ORA-26060: 列stringのデータ型の識別子を変換できません 
	
原因: ダイレクト・パスAPIが、ロードできない列の型識別子を検出しました。入力値に対するマッピングが見つかりません。


	
処置: 入力データを検証してください。









	 ORA-26061: ダイレクト・アンロードは同時に実行できません。 
	
原因: ダイレクト・アンロードを実行しようとしましたが、別のダイレクト・アンロードがまだ実行中です。


	
処置: 現行のダイレクト・アンロードが完了してから、新しいダイレクト・アンロードを開始してください。









	 ORA-26062: 前のエラーから続行できません。 
	
原因: ロードを続行できないことを示すエラーを受け取った後で、ダイレクト・パス・ロードを続行しようとしました。


	
処置: 戻された元のエラーを修正してください。









	 ORA-26063: 指定されたSCN値にフラッシュバックできません - ラップ: string ベース: string。 
	
原因: 最後に表定義が変更された時点より前に発生するSCNが指定されました。


	
処置: より新しいSCNを指定してください。









	 ORA-26064: 無効なSCNが指定されました - ラップ: string ベース: string。 
	
原因: 無効なSCNを指定しました。


	
処置: 有効なSCNを指定してください。









	 ORA-26065: ダイレクト・パス・ロードでは、チェック制約は列stringを参照できません 
	
原因: LOBとして格納された列で、有効なチェック制約が見つかりました。


	
処置: 表データをロードする前に、
ダイレクト・パス・モードを使用してチェック制約を無効にするか、

かわりに従来型パス・モードを使用してください。











	 ORA-26076: ダイレクト・パス構造の割当て後、値の設定または再設定はできません 
	
原因: 行数がすでに割り当てられ初期化された後で、クライアントがダイレクト・パス
構造の行数を設定または再設定しようとしました。

使用された属性は次のいずれかです。

* - OCI_ATTR_NUM_ROWS: ダイレクト・パス列の配列の行数を設定します。

* - OCI_ATTR_DIRPATH_DCACHE_SIZE: 日付キャッシュのサイズを設定します。

* (デフォルトは0です)。

* - OCI_ATTR_DIRPATH_DCACHE_DISABLE: オーバーフローが発生した場合に、日付キャッシュを

使用禁止にするかどうかを設定します(デフォルトはFALSEです)。




	
処置: 各属性を次のように設定してください。
* - OCI_ATTR_NUM_ROWS: 列配列でOCIHandleAllocをコールする前に設定してください。

* - OCI_ATTR_DIRPATH_DCACHE_SIZE: OCIDirPathPrepareをコールする前に設定してください。

* - OCI_ATTR_DIRPATH_DCACHE_DISABLE: OCIDirPathPrepareをコールする前に設定してください。











	 ORA-26077: ダイレクト・パス列の配列が初期化されていません 
	
原因: クライアントが表レベルのダイレクト・パス・コンテキストに
配列を割り当てる前に、ダイレクト・パス関数のコンテキストに

配列を割り当てようとしました。




	
処置: OCIHandleAllocを使用して、表レベルのダイレクト・パス・コンテキストの配列を割り当ててから、
ダイレクト・パス関数のコンテキスト列に

配列を割り当ててください。











	 ORA-26078: ファイル"string"はロードしているデータベースの一部ではありません。 
	
原因: データベースの一部ではないパラレル・ロード・ファイルが
指定されました。




	
処置: ファイル名およびパス名を修正してください。









	 ORA-26079: ファイル"string"は表string.stringの一部ではありません。 
	
原因: ロードされている表(パーティション、サブパーティション)の
パラレル・ロード・ファイルが指定されました。




	
処置: 指定したパラレル・ロード・ファイルが、ロードされている表の
表領域にあることを確認してください。











	 ORA-26080: ファイル"string"は表string.string、パーティションstringの一部ではありません。 
	
原因: ロードされている表(パーティション、サブパーティション)の
表領域内にないパラレル・ロード・ファイルが指定されました。

パーティション表がロードされている場合、ファイルはすべてのパーティションまたは

サブパーティションの表領域にある必要があります

(各(サブ)パーティションは同一の領域にある必要があります)。




	
処置: 異なるパラレル・ロード・ファイルを指定するか、ファイルを1つも指定しないでください。









	 ORA-26082: 表string.stringでのオーバーラップ・セグメントはロードできません 
	
原因: クライアント・アプリケーションが同一表に複数のダイレクト・パス・ロード処理を実行しようとしていますが、
セグメントがオーバーラップしています。




	
処置: ロードしているパーティション名(ダイレクト・パス・コンテキストのサブネーム属性)を
確認してください。表および同一表のパーティションを

ロードしていないことを確認してください。パーティション、および同一パーティション内のサブパーティションを

ロードしていないことを

確認してください。











	 ORA-26083: stringは、サポートされないダイレクト・パス・ストリーム・バージョンです。 
	
原因: 要求されたストリーム・バージョンは、このサーバーではサポートされていません。


	
処置: ダイレクト・ストリームのVERSION属性が
有効な値に設定されていることを確認してください。











	 ORA-26084: ダイレクト・パス・コンテキストはすでに終了しました 
	
原因: OCIDirPathFinishがコールされた後に、OCIDirPathLoadStream操作が
実行されようとしました。ダイレクト・パス処理が

終了した後、データをロードすることはできません。




	
処置: プログラム・ロジックを確認し、OCIDPathFinishの後でOCIDirPathLoadStreamが
コールされないことを確認してください。











	 ORA-26085: ダイレクト・パスの操作では、それ自体のトランザクションを開始する必要があります。 
	
原因: すでに開始したトランザクション中に、ダイレクト・パス処理が
行われようとしました。




	
処置: トランザクションをコミットし、ダイレクト・パス処理を再実行する準備をしてください。









	 ORA-26086: ダイレクト・パスではトリガーがサポートされません。 
	
原因: 使用可能なトリガーがある表でダイレクト・パス処理が
行われようとしました。




	
処置: その表のトリガーを使用不可にして、再実行してください。









	 ORA-26088: スカラー列"string"は、LOB列の前に指定する必要があります 
	
原因: すべてのスカラー列(LOBおよびLONG以外の列)は、LOB列を指定する前に
ダイレクト・パスAPIのクライアントによって

指定される必要があります。




	
処置: LOB列を指定する前にすべてのスカラー列を指定してください。









	 ORA-26089: LONG列"string"は、最後に指定する必要があります 
	
原因: ダイレクト・パスAPIのクライアントが、ロードするLONG列を指定しましたが、
LONG列の指定位置が

最後ではありませんでした。




	
処置: LONG列を最後に指定してください。









	 ORA-26090: 行が部分状態になっています。 
	
原因: ダイレクト・パス処理が終了するか、データ保存要求が
行われましたが、その要求が行われる表に

部分状態の行があります。セグメントの最高水位標が移動される前に、

行を終了する必要があります。




	
処置: 行を終了するか、またはダイレクト・パス処理を強制終了してください。









	 ORA-26091: 要求されたダイレクト・パス操作はサポートされていません。 
	
原因: サポートされていないダイレクト・パス処理が要求されました。


	
処置: この操作を使用しないでください。現在、UNLOADはサポートされていません。









	 ORA-26092: LONG型またはLOB型のみが部分となることができます。 
	
原因: LONGまたはLOB以外の列に、
OCI_DIRPATH_COL_PARTIALフラグが関連付けられています。

LONG型またはLOB型の列のみがピース単位でロードできます。




	
処置: この列にはOCI_DIRPATH_COL_PARTIALフラグを使用しないでください。









	 ORA-26093: 入力データ列サイズ(number)は、最大入力サイズ(number)を超えています 
	
原因: 最大許容入力サイズ(%d)を超える
列サイズ(%d)を指定しようとしました。




	
処置: 入力列のメタデータと列の定義を一致させてください。









	 ORA-26094: ストリーム書式エラー: 入力列がオーバーフローしました 
	
原因: 入力ストリームが、ダイレクト・パスAPIのクライアントが指定した
入力列より多い入力列のデータを含んでいました。




	
処置: ロードされているストリームが正しい表のものかどうかを
確認してください。初期化順序を調べてください。











	 ORA-26095: 処理されていないストリーム・データが存在します 
	
原因: サーバーが既存のストリーム・データを完全に処理する前に、
より多くのストリーム・データを提供する

OCIDirPathLoadStreamがコールされたか、

サーバーがストリームデータを処理するときにOCIDirPathFinishが

コールされました。




	
処置: アプリケーションがダイレクト・パスAPIを誤って使用している可能性があります。
前のストリーム・データが処理される前にストリームが誤って

リセットされていないかどうか、または

OCIDirPathFinishが途中でコールされていないかどうかを確認してください(ストリームが

送信された後にエラーが発生し、LoadStreamがコールされるより先にFinishがコールされたために

残りのストリーム処理がされていないかどうかを確認してください)。











	 ORA-26096: 転送サイズが行データに対して小さすぎます(numberバイト必要)。 
	
原因: 指定されている転送バッファ・サイズまたはデフォルトの
転送バッファ・サイズ(サイズを指定していない場合)が、

変換された行データの単一行を保持するには小さすぎます。




	
処置: ダイレクト・パス・コンテキストの転送バッファ・サイズ属性を
大きく設定してください。











	 ORA-26097: 列stringで型numberから型numberへの変換はサポートされていません 
	
原因: ダイレクト・パスAPIは要求された変換をサポートしていません。


	
処置: 型が正しいかどうかを確認してください。*









	 ORA-26098: ダイレクト・パス・コンテキストがまだ準備されていません。 
	
原因: まだ準備されていないダイレクト・パス・コンテキストを使用して、
ダイレクト・パスAPI関数がコールされました。




	
処置: ダイレクト・パス・コンテキストで必要な属性がすべて設定され、
ダイレクト・パス・コンテキストがOCIDirPathPrepareを使用して準備されていることを

確認してください。











	 ORA-26099: ダイレクト・パス・コンテキストはすでに準備されています。 
	
原因: すでに準備されているコンテキストでOCIDirPathPrepareが
コールされました。




	
処置: ダイレクト・パス・コンテキストを解除し、必要な属性を設定してから、
OCIDirPathPrepareをコールしてください。











	 ORA-26101: ファイル・ヘッダーの表領域番号はstringで、string(ファイルstring)ではありません。 
	
原因: ファイル・ヘッダー内の表領域番号が、制御ファイル内の表領域番号と一致していません。


	
処置: 制御ファイルが正しく移行されていることを確認してください。正しい制御ファイルとデータファイルで再試行してください。









	 ORA-26102: ファイル・ヘッダーの相対ファイル番号はstringで、string(ファイルstring)ではありません。 
	
原因: ファイル・ヘッダー内の相対ファイル番号が、制御ファイル内の相対ファイル番号と一致していません。


	
処置: 制御ファイルが正しく移行されていることを確認してください。正しい制御ファイルとデータファイルで再試行してください。









	 ORA-26103: V6またはV7のデータファイルが制御ファイルの作成に使用されました。 
	
原因: 参照ファイルのファイル・ヘッダーがV6またはV7のフォーマットです。


	
処置: CREATE CONTROL FILEコマンドからファイルを削除するか、またはなんらかの方法でファイル・ヘッダーをV8のフォーマットに移行してください。









	 ORA-26500: "string"."string"のキャッシュ中にエラーが発生しました。 
	
原因: オブジェクトのカタログで使用できないレプリケーション情報をキャッシュしようとしました。


	
処置: DBMS_REPUTIL.SYNC_UP_REPを使用してレプリケーション・カタログの妥当性を検査するか、またはDBMS_REPUTIL.MAKE_INTERNAL_PKGを使用して内部パッケージの妥当性を検査してください。









	 ORA-26501: RepAPI操作が失敗しました。 
	
原因: 外部RepAPI操作が失敗しました。


	
処置: 詳細エラー・メッセージを参照してください。









	 ORA-26502: エラー再表示 
	
原因: 内部サービスが失敗し、エラーが表示されました。


	
処置: 詳細エラー・メッセージを参照してください。









	 ORA-26503: 内部RepAPI操作がオブジェクトstring.stringで失敗しました。 
	
原因: 予期しない内部RepAPIの失敗が検出されました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-26504: 操作が実装されません。 
	
原因: コール元が、実装されていないRepAPI操作を要求しました。


	
処置: このコールは発行しないでください。









	 ORA-26505: 予期しない内部的なNULLです。 
	
原因: 内部バッファ制御構造体がNULLでした。


	
処置: RepAPIが使用できるメモリー・リソースが十分にあることを確認してください。









	 ORA-26506: グローバル・コンテキストがNULLです。 
	
原因: 内部バッファ制御構造体がNULLでした。


	
処置: RepAPIが使用できるメモリー・リソースが十分にあることを確認してください。









	 ORA-26507: マスター接続がNULLです。 
	
原因: マスター接続ハンドルが無効であったか、または無効になりました。


	
処置: マスター接続が有効であることを確認してください。









	 ORA-26508: マテリアライズド・ビュー接続がNULLです。 
	
原因: クライアント接続ハンドルが無効であったか、または無効になりました。


	
処置: クライアント接続が有効であることを確認してください。









	 ORA-26509: マテリアライズド・ビュー制御構造体がNULLです。 
	
原因: 内部マテリアライズド・ビュー制御構造体を取得できませんでした。


	
処置: 指定された所有者とユーザーが正しいことを確認してください。









	 ORA-26510: マテリアライズド・ビュー名: 'string'が最大を超えています。長さはstringバイトまでです。 
	
原因: 指定されたマテリアライズド・ビュー名が長すぎます。


	
処置: マテリアライズド・ビュー名を短くしてください。









	 ORA-26511: マスター表'string.string'が見つかりませんでした 
	
原因: 存在しないマスター表または無効なマスター表に対してRepAPI操作を実行しようとしました。


	
処置: マスター表オブジェクトが存在することを確認してください。









	 ORA-26512: トランザクションをdef$errorへ送信するときにエラーが発生しました 
	
原因: マスター・サイトにDEF$ERROR RPCを送信するときに予期しないエラーが発生しました。


	
処置: DBMS_DEFERパッケージが有効であり、RepAPIクライアントから実行可能であることを確認してください。必要に応じて、ローカル・サイトまたはマスター・サイトの管理者に連絡してください。









	 ORA-26513: 送信エラー: マスターPROC.string$RP.stringが失敗しました(trans:string seq:string) 
	
原因: $RP.rep_insert()、rep_update()、rep_delete()のいずれかの関数の実行中にマスター・サイトで競合またはエラーが発生し、その関数がマスターの競合解消ロジックで処理されませんでした。


	
処置: マスター・サイトのシステム管理者またはDBAに連絡してください。









	 ORA-26514: オブジェクト'string.string'が見つかりませんでした 
	
原因: 指定されたオブジェクトが見つかりませんでした。


	
処置: 指定されたオブジェクトが存在し、有効であることを確認してください。









	 ORA-26515: 'string.string'で使用可能なマスター・ログがありません。 
	
原因: 指定されたマスター・ログが見つかりません。または、指定された表で使用可能ではありません。


	
処置: マスター・サイトでマスター・ログを作成するか、ログに問題がある場合はそれを修正してください。









	 ORA-26516: 送信トランザクションの通知がありません 
	
原因: RepAPIは、最後の送信トランザクションがマスター・サイトによって正常にコミットされたことを確認できませんでした。


	
処置: ローカル・サイトとマスター・サイト間の通信リンクがまだ有効であることを確認してください。トランザクションがマスターでコミットされていない場合は、トランザクションを再送信してください。









	 ORA-26517: 'string.string'のマテリアライズド・ビュー制御エントリが見つかりませんでした。 
	
原因: 指定されたマテリアライズド・ビュー・カタログ制御レコードが見つかりませんでした。


	
処置: ローカル・マテリアライズド・ビュー・カタログが有効であり、ローカル・マテリアライズド・ビューが正しく定義されていることを確認してください。









	 ORA-26518: 送信キューの同期エラーを検出しました 
	
原因: クライアントは、すでにマスター・サイトでコミットされているトランザクションを再送信しようとしました。この問題は、一般にローカル・サイト・トランザクション順序機構の初期化または更新時にローカル・サイトでエラーが発生したことが原因です。


	
処置: RepAPIがマスター・サイトへ再送信しようとしているトランザクション・データがマスター表に存在し、有効であり、ローカル・サイトと一貫性のあることを確認してください。このエラーが発生する場合は、重複して識別されたトランザクションは無視され、ローカルの更新可能なマテリアライズド・ビュー・ログから削除されます。ローカル・サイトで新しいトランザクション識別子が正しく割り当てられ、一意でない値が意図せず生成されていないことを確認してください。









	 ORA-26519: 割当て可能なメモリーがありません。 
	
原因: RepAPIプロセスで使用できるメモリーが残されていません。このエラーは、RepAPIが新しい表バッファ領域を割り当てようとするときに発生することがあります。


	
処置: ヒープ・メモリーを解放するため、1つまたは複数のローカル・アプリケーションを停止して、RepAPI操作を再試行してください。









	 ORA-26520: 内部メモリー障害が発生しました 
	
原因: 内部メモリー障害が検出されました。


	
処置: その他のエラーが発生しているかどうかを確認してください。または、ローカル・アプリケーションがメモリー・サブシステムを破損させていないかどうかを判断してください。









	 ORA-26521: RPC初期化エラーが発生しました 
	
原因: PL/SQL RPCの初期化中にエラーが発生しました。


	
処置: 呼び出されるプロシージャが存在し、それがマスター・サイトで有効であり、RepAPIユーザーから実行可能であることを確認してください。









	 ORA-26522: RPC実行エラーが発生しました 
	
原因: PL/SQL RPCの実行中にエラーが発生しました。


	
処置: リモート・プロシージャからのエラー・メッセージを確認し、呼び出されたRPCの実行を妨害している可能性のあるリモート・サイトの問題を修正してください。









	 ORA-26523: RPC終了エラーが発生しました 
	
原因: PL/SQL RPCの終了中にエラーが発生しました。通常は、オープンされているカーソルをマスター・サイトがクローズできないこと、またはRepAPIが内部メモリーの割当てを解除できないことが原因です。


	
処置: 最初にサーバー側の問題を解決し、RepAPIのメモリー・サブシステムが破損していないかどうかを判断してください。









	 ORA-26524: NLSサブシステムの初期化に失敗しました: product=string、facility=string 
	
原因: NLS product/facilityエラー・メッセージ・ファイルが見つからないか、または正しく初期設定されていませんでした。


	
処置: エラー・メッセージのディレクトリとファイルが正しくインストールされていることを確認してください。









	 ORA-26525: string(@string)のセッション接続に失敗しました 
	
原因: 指定された接続文字列を使用して、指定されたデータベースへの接続を確立できませんでした。


	
処置: ユーザー、パスワード、接続文字列、ネーム・サービス、ネットワーク、およびリモート・サイトのリスナー・プロセスが正しくインストールされ、動作していることを確認してください。









	 ORA-26526: マテリアライズド・ビューSQL DDLの解析/拡張がstring.stringで失敗しました 
	
原因: マスターのOracleサイトがクライアントのSQLマテリアライズド・ビュー定義問合せを正しく解析できませんでした。


	
処置: マテリアライズド・ビューDDL SQLが、現在接続されているOracleのバージョンと互換性があり、RepAPI SQLの制約または制限に違反していないことを確認してください。









	 ORA-26527: 'string.string'に対するローカルの格納コールバックがINITフェーズで失敗しました。 
	
原因: クライアント・コールバックが、示されたオブジェクトに対するINITフェーズ中に失敗しました。


	
処置: クライアント・コールバックが参照しているオブジェクトが存在し、有効であることを確認してください。ベンダー固有のコールバック・エラー・コードのリファレンスを参照し、ローカルな問題を診断してください。すべてのエラー状態を記録し、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-26528: 'string.string'に対するローカルの格納コールバックがPROCフェーズで失敗しました。 
	
原因: クライアント・コールバックが、示されたオブジェクトに対するPROCフェーズ中に失敗しました。


	
処置: ベンダー固有のコールバック・エラー・コードのリファレンスを参照し、ローカルな問題を診断してください。すべてのエラー状態を記録し、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-26529: 'string.string'に対するローカルの格納コールバックがTERMフェーズで失敗しました。 
	
原因: クライアント・コールバックが、示されたオブジェクトに対するTERMフェーズ中に失敗しました。


	
処置: ベンダー固有のコールバック・エラー・コードのリファレンスを参照し、ローカルな問題を診断してください。すべてのエラー状態を記録し、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-26530: マテリアライズド・ビュー・リフレッシュ制御リストを作成できません。 
	
原因: マテリアライズド・ビュー制御リストを作成できません。通常、これは、ローカル・マテリアライズド・ビュー・カタログへのアクセス中にエラーが発生したことが原因です。


	
処置: 指定されたマテリアライズド・ビューが正しく定義され、有効であることを確認してください。









	 ORA-26532: レプリケーション・パラレル・プッシュでサイトの障害をシュミレートしました。 
	
原因: ネットワークまたは接続先サイトの障害のシミュレーションを行うために、イベント26531を使用可能にしてパラレル・プッシュを実行すると、このエラーが発生します。


	
処置: 通常の操作では、このイベントを使用可能にしないでください。









	 ORA-26534: 衝突: トランザクションIDnumberは無視されて除去されました。 
	
原因: 送信されたトランザクションIDは、以前にマスター・サイトで送信されコミットされたトランザクションのIDと競合しています。


	
処置: E_QUEUESYNC(26518)の処置の項を参照してください。









	 ORA-26535: numberバイトの行キャッシュは、ROWSIZE=numberの表には不十分です 
	
原因: 送信されたトランザクションIDは、以前にマスター・サイトで送信されコミットされたトランザクションのIDと競合しています。


	
処置: RepAPI行バッファのサイズを増やすか、レプリケート表の幅を削減してください。









	 ORA-26536: 遅延トランザクションによって発生した競合のためにリフレッシュが異常終了しました。 
	
原因: マテリアライズド・ビューのマスター・サイトのDEFERROR表に記録された競合がまだ未解決です。


	
処置: マスターDEFERROR表内の競合を解消して、表が空になった後に再度リフレッシュしてください。また、マスターのDEFERROR表に競合がある場合でも、REFRESH_AFTER_ERRORSを使用すればリフレッシュできます。競合が発生しているにもかかわらず続行すると、競合の解消後にリフレッシュが成功するまで、更新可能なマテリアライズド・ビューの変更が一時的に失われているように見える場合があります。









	 ORA-26563: この表の名前は変更できません。 
	
原因: レプリケート表、更新可能なマテリアライズド・ビュー表、またはマテリアライズド・ビュー・ログが作成されたマテリアライズド・ビューの、マスター表の名前を変更しようとしました。


	
処置: 必要に応じて、DBMS_REPCAT.DROP_MASTER_REPOBJECTを使用してレプリケート表の登録を抹消するか、推奨プロシージャを使用してマテリアライズド・ビューのマスター表の名前を変更してください。









	 ORA-26564: string引数が指定された型ではありません。 
	
原因: 示された引数にユーザーが渡した型が、格納されている引数内の引数の型と一致しません。


	
処置: 正しい型(GET_XXX_ARG)のプロシージャを起動してください。









	 ORA-26565: 型DBMS_DEFER.CALLの呼出し前に<type>_ARGが呼び出されました。 
	
原因: 遅延コールを開始する前に<type>_ARGプロシージャをユーザーが起動しました。


	
処置: 正しい順序でいくつかのプロシージャを起動してください。









	 ORA-26566: stringへの接続をオープンできません。 
	
原因: 指定されたデータベース・リンクを使用して接続をオープンできませんでした。


	
処置: データベース・リンクが有効であり、リモート・マシンが稼働していることを確認してください。









	 ORA-26571: string.string.string: 引数の数(string)がレプリケーション・カタログと一致しません。 
	
原因: 引数の数がレプリケーション・カタログと一致していません。


	
処置: RPCコールの引数の合計数を調べてください。









	 ORA-26572: string.string.string: 引数stringがレプリケーション・カタログと一致しません。 
	
原因: (RPC)コールが不正です。


	
処置: RPCコールの引数の合計数と各引数を調べてください。









	 ORA-26575: リモート・データベースはレプリケーション・パラレル伝播をサポートしません。 
	
原因: リモート・データベースにOracle 8.0より前のバージョンが存在し、レプリケーション・パラレル伝播を認識しませんでした。


	
処置: シリアル伝播を使用するか、またはリモート・データベースをOracle 8.0以上にアップグレードしてください。









	 ORA-26576: SRエンキューを取得できません 
	
原因: 排他モードでSRエンキューを取得できませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-26577: 旧式マテリアライズド・ビューstring.stringの削除中は、PRESERVE TABLEは使用できません 
	
原因: マテリアライズド・ビューが、ビューとコンテナ表で構成されています。


	
処置: PRESERVE TABLEオプションを使用せずに、マテリアライズド・ビューを削除してください。









	 ORA-26650: string stringバックグラウンド・プロセスstringが正常に起動しない場合があります 
	
原因: 取得または適用バックグラウンド・プロセスの作成中にエラーが発生しました。


	
処置: V$STREAMS_CAPTUREビューとV$STREAMS_APPLY_COORDINATORビューで、それらのプロセスのステータスを確認してください。また、詳細はトレース・ファイルも参照してください。









	 ORA-26651: 取得プロセスstringを開始または停止できません 
	
原因: 取得プロセスの開始または停止を、別の取得プロセスの開始または停止と同時に実行しようとしました。


	
処置: 複数の取得プロセスの開始または停止を同時に実行することはできません。しばらく待ってから追加の取得プロセスを開始または停止してください。









	 ORA-26652: 取得stringが適切に開始されず、現在stringの状態です 
	
原因: 取得プロセスを再度開始しようとして失敗しました。


	
処置: 取得プロセスの状態をV$STREAMS_CAPTUREビューで確認してください。また、詳細はトレース・ファイルも参照してください。









	 ORA-26653: 適用stringが適切に開始されず、現在stringの状態です 
	
原因: 適用プロセスを再度開始しようとして失敗しました。


	
処置: 適用プロセスの状態をV$STREAMS_APPLY%ビューで確認してください。また、詳細はトレース・ファイルも参照してください。









	 ORA-26654: 取得stringは適用string(string用にすでに構成済)への接続を試行しました 
	
原因: GoldenGate、XStreamまたはStreams CaptureまたはXStream Inが、他のモードですでに接続済の適用に接続しようとしました。


	
処置: 別の適用モードに対してすでに構成済の適用に取得を接続することはできません。別の適用を作成するか、別の適用に接続してください。









	 ORA-26655: 無効なstringがstringプロシージャに指定されました 
	
原因: 無効なSCN値を使用して指定のプロシージャを実行しようとしました。


	
処置: 有効なSCN値を使用してプロシージャを再実行してください。









	 ORA-26660: stringに対するアクション・コンテキスト値が無効です。 
	
原因: アクション・コンテキストに指定された値は、GoldenGate、XStreamまたはStreamsに対して無効です。


	
処置: 型と値が正しいことを確認してください。









	 ORA-26662: オブジェクトのstringデータ・ディクショナリ情報を処理できません 
	
原因: データベースが、このオブジェクトに対するGoldenGate、XStreamまたはStreamsデータ・ディクショナリを処理できませんでした。


	
処置: データベースの互換性がこのオブジェクトをサポートしていることを確認してください。オブジェクトの詳細は、トレース・ファイルを確認してください。









	 ORA-26663: 適用プロセスstringのエラー・エンキューは空にする必要があります 
	
原因: この適用プロセスのエラー・キューに、エラー・エントリが含まれています。


	
処置: エラー・キュー内のトランザクションを実行または削除してください。









	 ORA-26664: stringプロセスstringを作成できません 
	
原因: GoldenGate、XStreamまたはStreamsプロセスを作成しようとしましたが、同時に別のプロセスを作成中でした。


	
処置: 別のGoldenGate、XStreamまたはStreamsプロセスの作成が完了してからプロセスを作成してください。









	 ORA-26665: stringプロセスstringはすでに存在します 
	
原因: すでに存在しているGoldenGate、XStreamまたはStreamsプロセスを作成しようとしました。


	
処置: 別のプロセスを指定するか、または既存のGoldenGate、XStreamまたはStreamsプロセスを削除してください。









	 ORA-26666: stringプロセスstringを変更できません 
	
原因: 現在実行中のGoldenGate、XStreamまたはStreamsプロセスを変更しようとしました。


	
処置: FORCEパラメータをTRUEに設定してGoldenGate、XStreamまたはStreamsプロセスを停止し、コマンドを再発行してください。









	 ORA-26667: stringパラメータstringは無効です 
	
原因: 無効なパラメータを指定しようとしました。


	
処置: 有効なパラメータについては、ドキュメントを参照してください。









	 ORA-26668: stringプロセスstringが存在します 
	
原因: コンポーネントを削除しようとしましたが、そのコンポーネントがSTREAMSプロセスと関連付けられているため削除できませんでした。


	
処置: このプロセスを手動で削除するか、DBMS_STREAMS_ADM.REMOVE_QUEUEでCASCADEオプションを指定してください。









	 ORA-26669: パラメータstringは、パラメータstringと一貫性がありません。 
	
原因: 別のパラメータ値と矛盾するサブプログラム・パラメータ値を指定しようとしました。


	
処置: 有効なパラメータ値については、ドキュメントを参照してください。









	 ORA-26670: キュー'string'に取得が見つかりません 
	
原因: 同一ノード上のStreams取得がそのキューに対して構成されていなかったときに、未コミット・データ・モードを使用して、XStreamアウトバウンド・サーバーをキューに追加しようとしました。


	
処置: コミット済データ・モードに変更するか、指定されたキューに対するローカルStreams取得を構成してから、操作を再試行してください。









	 ORA-26671: stringプロセスが最大数を超えました 
	
原因: GoldenGate、XStreamまたはStreamsプロセスの最大数に達したため、追加のSTREAMSプロセスを作成できません。


	
処置: 既存のGoldenGate、XStreamまたはStreamsプロセスを削除して、操作を再試行してください。









	 ORA-26672: stringプロセスstringの停止中にタイムアウトが発生しました 
	
原因: GoldenGate、XStreamまたはStreamsプロセスの停止の待機中にタイムアウトが発生しました。


	
処置: 操作を再試行してください。エラーが繰り返される場合は、FORCEオプションを使用してプロセスを停止するか、またはOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-26673: 列名stringが重複しています 
	
原因: 1つのLCRで重複する列名を指定しようとしました。


	
処置: 重複する列を削除して操作を再試行してください。









	 ORA-26674: 'string.string'の列が一致しません (LCR: string 型=string; DB: string 型=string) 
	
原因: LCRの列がデータベース表の列と一致しないか、データベース表で見つかりません。


	
処置: データベース表を変更してください。









	 ORA-26675: string取得プロセスstringを作成できません 
	
原因: 1つ以上のパラメータに無効な値が含まれているため、GoldenGate、XStreamまたはStreams取得プロセスを作成できませんでした。


	
処置: 詳細は、トレース・ファイルを参照してください。









	 ORA-26676: 表'string.string'には、LCRのstring列およびレプリケートされたサイトのstring列があります 
	
原因: LCRの列数がレプリケートされたサイトと同じではありません。


	
処置: 表の構造を変更してください。









	 ORA-26677: stringダウンストリーム取得プロセスstringを続行できません 
	
原因: データベースのグローバル名が、DOWNSTREAM取得プロセスのソース・データベース名と同じ値に設定されています。


	
処置: データベースのグローバル名を、DOWNSTREAM取得プロセスのソース・データベース名と異なる値に変更してください。









	 ORA-26678: stringダウンストリーム取得プロセス(ソース・データベースstring用)は、最初にデータベースstringで作成する必要があります 
	
原因: この操作を実行しようとしたときに、GoldenGate、XStreamまたはStreamsダウンストリーム取得プロセスが存在しませんでした。


	
処置: GoldenGate、XStreamまたはStreamsダウンストリーム取得プロセスを作成してから、操作を再試行してください。









	 ORA-26679: LCRのLOBまたはLONG列では操作できません 
	
原因: ルールベースの変換、DMLハンドラまたはエラー・ハンドラを使用して、LCRのLOB/LONG列に対して作成操作を実行できませんでした。


	
処置: LCRのLOB列またはLONG列に対しては、制限操作を実行しないでください。LCRのLOB/LONG列で制限されている操作については、ドキュメントを参照してください。









	 ORA-26680: オブジェクト型がサポートされていません。 
	
原因: 指定されたオブジェクト型はサポートされていません。


	
処置: サポートされているオブジェクト型を指定して再試行してください。









	 ORA-26681: コマンド・タイプがサポートされていません。 
	
原因: 指定されたコマンド・タイプはサポートされていません。


	
処置: サポートされているコマンド・タイプを指定して再試行してください。









	 ORA-26682: publication_onの値は無効です。 
	
原因: publication_onパラメータは、「Y」または「N」のいずれかである必要があります。


	
処置: publication_onに適切な値を設定して、再試行してください。









	 ORA-26683: value_typeの値は無効です。 
	
原因: value_typeパラメータは、「OLD」または「NEW」のいずれかである必要があります。


	
処置: value_typeに適切な値を指定して、再試行してください。









	 ORA-26684: value_typeの値は無効です。 
	
原因: value_typeパラメータは、「OLD」、「NEW」、「*」のいずれかである必要があります。


	
処置: value_typeに適切な値を指定して、再試行してください。









	 ORA-26685: 複数ソースからトランザクションを適用できません。 
	
原因: 複数ソースからのトランザクションが同じ適用プロセスに送られました。


	
処置: 複数の適用プロセスを作成し、適切なルールを作成して、1つのソースからのトランザクションが1つの適用プロセスに達するようにしてください。









	 ORA-26686: 指定されたSCNからは取得できません。 
	
原因: 無効なSCNを指定しようとしました。


	
処置: 有効なSCNを指定して再試行してください。









	 ORA-26687: "string"."string"(ソース・データベース"string")にインスタンス化SCNが指定されていません 
	
原因: オブジェクトSCNが設定されていませんでした。オブジェクトが表の場合は、両方のフィールドが設定されます(例: "SCOTT"."EMP")。オブジェクトがスキーマの場合は、一方のフィールドのみ設定されます(例: "SCOTT"."")。オブジェクトがデータベース全体の場合は、どのフィールドも設定されません(例: ""."")。


	
処置: DBMS_APPLY_ADM.SET_%_INSTANTIATION_SCNをコールして、SCNを設定してください。









	 ORA-26688: LCRにキーがありません。 
	
原因: メタデータが一致していないか、またはユーザーの生成によるLCRに情報が不足しています。


	
処置: データベース・オブジェクトを変更するか、またはLCRにすべての定義済キーを指定してください。









	 ORA-26689: LCRで列データ型が一致していません。 
	
原因: LCRの列のデータ型が、データベース・オブジェクトのデータ型と一致していません。


	
処置: データベース・オブジェクトを変更してください。









	 ORA-26690: データ型はOracle以外のシステムではサポートされません。 
	
原因: 適用されるLCRの列の1つが、Oracle以外のターゲット・システムではサポートされないか、または適用時に使用されるOracle Transparent Gatewaysではサポートされないデータ型でした。


	
処置: このようなデータ型は適用しないでください。可能であれば、適用前にこのようなデータ型を含む列を除外してください。









	 ORA-26691: 操作はOracle以外のシステムではサポートされません。 
	
原因: 適用プロセスによって、Oracle以外のターゲット・システムではサポートされない操作か、または適用時に使用されるOracle Transparent Gatewaysではサポートされない操作が実行されました。プロシージャやファンクション・コールなどのDMLの一部、およびすべてのDDLでこのエラーが発生します。


	
処置: このようなLCRはOracle以外のシステムに適用しないでください。可能であれば、適用前にこのようなLCRを除外してください。









	 ORA-26692: 値stringが無効です。stringはstring形式にする必要があります 
	
原因: 指定されたパラメータの書式が正しくありませんでした。


	
処置: パラメータ値を正しい書式で指定してください。









	 ORA-26693: string stringプロセスは正常に削除されましたが、ルール・セットstringの削除中にエラーが発生しました 
	
原因: GoldenGate、XStreamまたはStreamsプロセスを正常に削除した後、未使用のルール・セットを削除しようとしましたが失敗しました。


	
処置: ルール・セットが存在することを確認し、必要に応じて手動で削除してください。









	 ORA-26694: キューstring.stringへのエンキュー中にエラーが発生しました 
	
原因: メッセージのエンキュー中に、エラーが発生しました。


	
処置: スタックに記述されている次の表示エラーの状態が修正できる場合は、修正してください。









	 ORA-26695: stringへのコール・エラー: リターン・コードstring 
	
原因: ロック関連のコールに失敗しました。


	
処置: リターン・コードに示された状態を解決してから、コールを再試行してください。









	 ORA-26696: stringデータ・ディクショナリ(番号stringおよびバージョン番号stringでソース・データベースstringのオブジェクト用)がありません 
	
原因: データベース・オブジェクトにアクセスしようとしましたが、そのオブジェクトのデータ・ディクショナリにデータが移入されていないか、またはオブジェクトが消去されているためアクセスできませんでした。


	
処置: DBMS_CAPTURE_ADM.PREPARE_%_INSTANTIATIONをコールして、GoldenGate、XStreamまたはStreamsデータ・ディクショナリが作成されていることを確認してください。









	 ORA-26697: LCRには不要な列'string'が含まれています 
	
原因: LCRに、レプリケート表より多くの列が含まれています。


	
処置: データベース・オブジェクトを変更してください。









	 ORA-26698: stringにはstringルール・セットがありませんでした 
	
原因: GoldenGate、XStreamまたはStreamsクライアントに、指定された型のルール・セットがありません。


	
処置: GoldenGate、XStreamまたはStreamsクライアントに指定された型のルール・セットがあることを確認してから、操作を再試行してください。









	 ORA-26699: stringメッセージ・コンシューマstringがすでに存在します 
	
原因: すでに存在しているGoldenGate、XStreamまたはStreamsメッセージ・コンシューマを作成しようとしました。


	
処置: 別のメッセージ・コンシューマを指定するか、または既存のGoldenGate、XStreamまたはStreamsメッセージ・コンシューマを削除してください。









	 ORA-26701: stringプロセスstringは存在しません 
	
原因: 存在しないGoldenGate、XStreamまたはStreamsプロセスにアクセスしようとしました。


	
処置: 正しいオブジェクト名は、関連するセキュリティ・ビューを参照してください。









	 ORA-26705: STREAMSデータ・ディクショナリのアップグレード後は、取得プロセスをダウングレードできません 
	
原因: GoldenGate、XStreamまたはStreamsデータ・ディクショナリをアップグレードした後で、取得プロセスをダウングレードしようとしました。


	
処置: この取得プロセスを削除してから、ダウングレードを試行してください。









	 ORA-26706: 取得プロセスをダウングレードできません 
	
原因: ダウングレード・リリース・バージョンよりも高いバージョンの取得プロセスをダウングレードしようとしました。


	
処置: 取得プロセスですべてのREDOログを消費し終わった後、取得プロセスを削除してから、ダウングレードを再試行してください。









	 ORA-26708: リモートDDLは、STREAMS : dblink stringではサポートされていません 
	
原因: 適用プロセスが、データベース・リンクを介してDDL LCRを適用しようとしました。これはサポートされていません。


	
処置: データベース・リンクを介してDDL LCRを適用しないでください。可能であれば、適用前にDDL LCRを除外してください。









	 ORA-26709: STREAMS RFSの再起動 
	
原因: GoldenGate、XStreamまたはStreams取得プロセスのDOWNSTREAM_REAL_TIME_MINEオプションでの変更を反映するため、リモート・ファイル・サーバー(RFS)プロセスが再起動しました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 ORA-26710: 取得中に互換性のないバージョン・マーカーが見つかりました 
	
原因: 取得プロセスが、現行のソフトウェア・リリースより新しいバージョンからREDOをマイニングできません。


	
処置: 取得プロセスを削除し、再作成してください。









	 ORA-26711: リモート表に主キー制約が含まれません 
	
原因: リモート適用のマスター表に主キー制約がありません。または、主キー制約が使用禁止になっていました。


	
処置: マスター表に主キー制約を作成するか、既存の制約を使用可能にしてください。









	 ORA-26712: リモート・オブジェクトは"string"."string"\\@"string"です 
	
原因: 原因を特定するには、先行のエラー・メッセージを参照してください。このメッセージでは、GoldenGate、XStreamまたはStreamsがリモート適用のためにリモート・オブジェクト(通常は表またはビュー)にアクセスしようとしたときにエラーが発生した場合に、そのリモート・オブジェクト名が示されます。


	
処置: 先行のエラー・メッセージを参照してください。









	 ORA-26713: リモート・オブジェクトが存在しないか、またはアクセス不能です 
	
原因: GoldenGate、XStreamまたはStreamsレプリケーションが変更を適用しようとしましたが、リモート・データベース上の示された表またはビューにアクセスできませんでした。


	
処置: 示されたリモート表またはビューが存在すること、および示されたデータベース・リンクを介してその表またはビューにアクセスできることを確認してください。異機種間サービスのデータベース・リンクを使用してOracle以外のシステムにアクセスする場合は、Oracle以外のシステムでのネットワーク接続管理に関する詳細の確認が必要になることがあります。









	 ORA-26714: 取得プロセス中にユーザー・エラーstringが発生しました 
	
原因: 適用プロセスでエラーが発生しました。


	
処置: DBA_APPLY_ERRORビューに問い合せてエラーを判別し、適切な処置を行ってください。









	 ORA-26715: 制限時間に達しました 
	
原因: GoldenGate、XStreamまたはStreamsプロセスに対して指定された時間制限に達しました。


	
処置: 必要に応じてTIME_LIMITパラメータの値を増やしてから、GoldenGate、XStreamまたはStreamsプロセスを再起動してください。









	 ORA-26716: メッセージ制限に達しました 
	
原因: 取得プロセスに対して指定されたメッセージ制限に達しました。


	
処置: 必要に応じてMESSAGE_LIMITパラメータの値を増やしてから、取得プロセスを再起動してください。









	 ORA-26717: SCN制限に達しました 
	
原因: GoldenGate、XStreamまたはStreamsプロセスに対して指定されたSCN制限に達しました。


	
処置: MAXIMUM_SCNパラメータを変更してから、GoldenGate、XStreamまたはStreamsプロセスを再起動してください。









	 ORA-26718: トランザクション制限に達しました 
	
原因: 適用プロセスに対して指定されたトランザクション制限に達しました。


	
処置: 必要に応じてTRANSACTION_LIMITパラメータの値を増やしてから、適用プロセスを再起動してください。









	 ORA-26721: LCRのエンキューは使用できません 
	
原因: 適用プロセスが、LONG列を持つLCRをエンキューしようとしました。これはサポートされていません。


	
処置: ルールを変更するか、エンキュー先の設定を解除して、LONG列を持つLCRが適用プロセスによってエンキューされないようにしてください。









	 ORA-26723: ユーザー"string"にはロール"string"が必要です 
	
原因: コール元に指定されたロールがないか、このプロシージャを定義者権限のパッケージまたはプロシージャからコールしました。


	
処置: コール元に指定されたロールを付与してください。このプロシージャを定義者権限のパッケージまたはプロシージャからコールする場合は、定義者権限のパッケージまたはプロシージャを起動者権限のパッケージまたはプロシージャに変更してください。または、指定されたロールのすべての権限を明示的に付与してください。









	 ORA-26724: SYSのみが取得または適用ユーザーをSYSに設定できます。 
	
原因: SYS以外のユーザーによって、取得または適用ユーザーがSYSとして指定されています。


	
処置: SYSとしてログインしている状態で、取得または適用ユーザーとしてSYSを設定してください。









	 ORA-26725: 適用ハンドラをダウングレードできません 
	
原因: ローカル・データベース・オブジェクトと対応付けられていない適用ハンドラをダウングレードしようとしたか、または適用ハンドラは特定の適用プロセスと対応付けられています。


	
処置: 対応付けられた適用ハンドラを削除してから、ダウングレードを試行してください。









	 ORA-26726: スタンバイとDOWNSTREAM_REAL_TIME_MINEに互換性がありません 
	
原因: スタンバイ・データベースと、同じデータベース上のOracle GoldenGate、XStreamまたはOracle Streams取得プロセスのDOWNSTREAM_REAL_TIME_MINEオプションを設定しようとしました。


	
処置: スタンバイ・データベース上のOracle GoldenGate、XStreamまたはOracle Streams取得プロセスのDOWNSTREAM_REAL_TIME_MINEオプションは設定しないでください。DOWNSTREAM_REAL_TIME_MINEパラメータがYに設定されている取得プロセスが存在する場合は、データベース・ロールをスタンバイへ変更しないでください。









	 ORA-26727: 既存の伝播のqueue_to_queueプロパティは変更できません。 
	
原因: 既存の伝播にqueue_to_queueプロパティが指定されました。


	
処置: queue_to_queueの引数に対してNULLを渡してください。









	 ORA-26730: string 'string'がすでに存在します 
	
原因: 問題のアイテムはすでに存在するため、FILE GROUP、FILE GROUP VERSIONまたはFILE GROUP FILEの使用に失敗しました。


	
処置: 必要に応じてオブジェクトを削除し、操作を再試行してください。









	 ORA-26731: string 'string'は存在しません 
	
原因: 存在しないFILE GROUP、FILE GROUP VERSIONまたはFILE GROUP FILEが指定されました。


	
処置: オブジェクトが存在することを確認し、操作を再試行してください。









	 ORA-26732: ファイル・グループstringの権限が無効です 
	
原因: 指定された権限番号が無効です。


	
処置: dbms_file_groupの指定で有効な権限を確認してください。









	 ORA-26733: ファイル・グループ・ロックの待機中にタイムアウトになりました 
	
原因: ファイル・グループのリポジトリ操作を実行するためにロックしようとしましたが、プロシージャの待機時間が長すぎました。


	
処置: 操作を再試行してください。









	 ORA-26734: 異なるdatafiles_directory_objectパラメータを指定する必要があります 
	
原因: 試行した操作には、データファイル・プラットフォーム変換が関与しており、変換されたデータファイルを格納するためにdatafiles_directory_objectパラメータを指定する必要があります。


	
処置: 有効なdatafiles_directory_objectパラメータを指定した後、操作を再試行してください。このディレクトリは、指定されたファイル・グループ・バージョンの全データファイルのディレクトリ・オブジェクトと異なる必要があります。









	 ORA-26735: 指定されたファイル・グループ・バージョンでは操作できません 
	
原因: 指定されたファイル・グループ・バージョンには、足りないデータファイルまたはエクスポート・ダンプ・ファイルが1つ以上あります。


	
処置: 指定されたバージョンにすべてのデータファイルとData Pumpダンプ・ファイルを追加した後、操作を再試行してください。









	 ORA-26736: Data Pumpエラー 
	
原因: プロシージャがファイル・グループ・リポジトリ操作を実行した際に、Data Pumpエラーが発生しました。


	
処置: エラー・スタックおよびトレース・ファイルでエラーの詳細を確認してください。









	 ORA-26737: バージョンstringにはすでにエクスポート・ダンプ・ファイルがあります 
	
原因: すでにダンプ・ファイルが存在するファイル・グループ・バージョンに、Data Pumpダンプ・ファイルが追加されました。


	
処置: 必要に応じて既存のダンプ・ファイルを削除し、操作を再試行してください。









	 ORA-26738: string 'string'は空ではありません 
	
原因: 削除しようとしたFILE GROUPまたはFILE GROUP VERSIONにはオブジェクトが含まれています。


	
処置: 子オブジェクトを削除してから操作を再試行してください。









	 ORA-26740: ファイル・グループが存在するため、ダウングレードできません 
	
原因: ファイル・グループが存在するデータベースをダウングレードしようとしました。


	
処置: すべてのファイル・グループを削除してからダウングレードしてください。









	 ORA-26741: LOBをアセンブルできません 
	
原因: LOBをアセンブルしようとしましたが、LOB情報のソース・データベースの互換性は、10.2.0より前のバージョンです。


	
処置: DMLまたはエラー・ハンドラでASSEMBLE_LOBSをFALSEに設定してください。このハンドラにより、互換性レベルが10.2.0より低いソース・データベースからのLOB情報が処理されます。









	 ORA-26742: 無視トランザクションの最大数を超えました 
	
原因: 許可されている数より多くの無視トランザクションを追加しようとしました。


	
処置: 現行の無視トランザクション・リストを消去してください。









	 ORA-26744: string取得プロセス"string"は次の理由のため"string"."string"をサポートしません: string 
	
原因: GoldenGate、XStreamまたはStreams取得で、サポートされていないプロパティを含む表が検出されました。最も一般的な理由は、サポートされていない列のデータ型です。


	
処置: 問題の表をスキップするように、取得ルールを修正してください。1つの方法として、サポートされていない表からの変更を取得から除外するネガティブ・ルールを追加します。また、DBA_STREAMS_UNSUPPORTEDビューを問い合せて、GoldenGate、XStreamまたはStreamsでサポートされていない表およびその理由を突き止めます。このビューに表示されているにもかかわらず取得される可能性があるすべての表のネガティブ・ルールを追加することを検討してください。サポートされていない特定のプロパティに関する解決方法は、Metalinkを参照してください。









	 ORA-26745: カーソル(string)が足りません 
	
原因: 最大オープン・カーソル数がGoldenGate、XStreamまたはStreams適用に対して少なすぎます。


	
処置: open_cursorsの値を増やしてください。









	 ORA-26746: DDLルール"string"."string"はこの操作では許可されていません 
	
原因: この操作に対してDDLルールが指定されました。


	
処置: この操作にDDL以外のルールを指定してください。









	 ORA-26747: 1対多変換関数stringに次のエラーが発生しました: string 
	
原因: 指定された変換関数でエラーが発生しました。


	
処置: この関数によってDDL LCRが処理または戻されないことを確認してください。また、この関数によってNULLが戻されないことを確認してください。









	 ORA-26748: 1対1変換関数stringに次のエラーが発生しました: string 
	
原因: 指定された変換関数でエラーが発生しました。


	
処置: この関数によって、関数に渡されたLCRと異なる型のLCRが戻されないことを確認してください。また、この関数によってNULLが戻されないことを確認してください。DDL変換関数では、新しいDDL LCRを作成および戻すことは許可されていません。









	 ORA-26752: サポートされていないLCRが"string"."string"に対して受け取られました。 
	
原因: GoldenGate、XStreamまたはStreams取得プロセスが、サポートされていない操作を含むLCRをLogMinerから受け取りました。


	
処置: このオブジェクトがDBA_STREAMS_UNSUPPORTEDビューに表示される場合は、このオブジェクトへの変更が取得されないようにルールを変更してください。









	 ORA-26753: 'string.string'に一致しない列が見つかりました 
	
原因: LCRの列がデータベースの表と一致しませんでした。


	
処置: データベース表を変更してください。









	 ORA-26754: 1対1変換関数stringと1対多変換関数stringの両方は指定できません 
	
原因: 1対1変換関数と1対多変換関数の両方がルールに指定されました。


	
処置: 1対1変換関数と1対多変換関数のどちらかを削除してください。









	 ORA-26760: ID stringのトランザクションにメッセージ番号stringが見つかりませんでした 
	
原因: エラー。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-26761: スタンバイREDOログは、リアルタイム・マイニングには使用できません 
	
原因: リアルタイム・マイニングのためにダウンストリーム取得プロセスによって要求されたスタンバイREDOログは、使用できませんでした。


	
処置: スタンバイREDOログの構成を確認し、後で操作を再試行してください。リアルタイム・マイニング・プロパティなしで取得プロセスを起動するには、取得プロセスのDOWNSTREAM_REAL_TIME_MINEパラメータをリセットし、操作を再試行してください。









	 ORA-26762: 次の理由のためパラメータstringの名前を自動生成できません: string 
	
原因: NULL値が渡されたパラメータの名前を生成しようとしてエラーが発生しました。


	
処置: 可能であればエラーを修正してください。もしくは、パラメータ名を明示的に指定してください。









	 ORA-26763: ファイル・タイプ"string"が無効です 
	
原因: ASMファイルに対して無効なファイル・タイプが指定されました。


	
処置: ドキュメントで有効なASMファイル・タイプを確認してください。









	 ORA-26764: ローカル・キャプチャ"string"に対するパラメータ"string"が無効です 
	
原因: ローカル・キャプチャ・プロセスに対して無効なパラメータが指定されました。


	
処置: ドキュメントで有効なパラメータを確認してください。









	 ORA-26765: ダウンストリーム・キャプチャ"string"に対するパラメータ"string"が無効です 
	
原因: ダウンストリーム・キャプチャ・プロセスに対して無効なパラメータが指定されました。


	
処置: ドキュメントで有効なパラメータを確認してください。









	 ORA-26766: 予測外のREDOパターンがLogMinerで発生しました 
	
原因: サポートされていないデータ型またはより新しい表機能がある表。


	
処置: 表の取得機能を削除し、取得を再開してください。









	 ORA-26767: LogMinerのREDOログ情報が不足しています 
	
原因: NOLOGGINGオプションを使用したダイレクト・パスSQLまたはUNRECOVERABLE句を使用したSQL*Loader操作が表に対して指定されました。


	
処置: 表の取得機能を削除し、取得を再開してください。









	 ORA-26768: サポート外の表の最大数を超えました 
	
原因: 許可されている数より多くのサポートされていない表を追加しようとしました。


	
処置: サポートされていない表の現行のリストを消去してください。









	 ORA-26785: オブジェクトの値がNULLです 
	
原因: NULLのオブジェクトに対してメソッドを呼び出しました。


	
処置: NULL以外の値でオブジェクトを初期化してください。









	 ORA-26786: キーstringの行は存在しますが、競合する列stringが表stringにあります 
	
原因: 更新または削除する行は表に存在しますが、一部の列で値が競合しています。


	
処置: Streamsの場合、競合解消方法を定義するか、競合を解決して、DBMS_APPLY_ADM.EXECUTE_ERRORを使用してエラー・トランザクションを実行してください。論理スタンバイの場合、データベース・ガードのステータスを検証し、ローカルの変更が許可されないようにしてから、表を再インスタンス化します。問題が続く場合はサポートに連絡してください。









	 ORA-26787: キーstringの行は表stringにありません 
	
原因: 更新または削除する行が表に存在しません。


	
処置: Streamsの場合、競合解消方法を定義するか、競合を解決して、DBMS_APPLY_ADM.EXECUTE_ERRORを使用してエラー・トランザクションを実行してください。論理スタンバイの場合、データベース・ガードのステータスを検証し、ローカルの変更が許可されないようにしてから、表を再インスタンス化します。問題が続く場合はサポートに連絡してください。









	 ORA-26788: 列stringはローカル・データベースで暗号化されていません。 
	
原因: ソース・データベースで暗号化されている列が、宛先データベースで暗号化されていません。


	
処置: 宛先データベースの対応する列のプロパティをencryptedに設定するか、このエラーが発生しないように、PRESERVE_ENCRYPTED_COLS適用パラメータをNに変更します。









	 ORA-26789: ソース・キュー"string"."string"を起点とする伝播が1つのみのため伝播stringを分割できません 
	
原因: 伝播ソース・キューを起点とする伝播が1つのみでした。


	
処置: この伝播を分割しないでください。









	 ORA-26790: string "string"のロックのリクエストがタイムアウトしました 
	
原因: 別のプロセスがロックを保持しているため、オブジェクトのロックを取得できませんでした。


	
処置: しばらく待ってから再試行してください。









	 ORA-26791: 伝播"string"は分割またはマージできません 
	
原因: この伝播をマージしようとしましたが失敗し、STREAMSが矛盾した状態になっています。


	
処置: DBA_RECOVERABLE_SCRIPT_BLOCKSビューの問合せを実行し、この伝播を分割またはマージしようとしたスクリプトをロールバックしてください。









	 ORA-26792: ソース・データベース名stringは無効です 
	
原因: ソース・データベースのグローバル名の値が無効です。


	
処置: データベースの有効なグローバル名を指定してください。ソース・データベースがローカル・データベースでない場合は、リスナーが実行中であるかどうかを確認してください。









	 ORA-26793: メッセージをキュー"string"."string"にエンキューした取得プロセス数が1個ではありません 
	
原因: 分割またはマージのAPIでは、伝播の起点となったキューへの取得プロセスのエンキュー・メッセージは1つのみ必要です。


	
処置: 取得を1つ削除するか、他の伝播を分割またはマージしてください。









	 ORA-26794: 階層的に有効な表はサポートされていません 
	
原因: 階層的に有効な表はサポートされていません。


	
処置: 表の階層を無効にしてください。









	 ORA-26795: XStreamアウトバウンド・サーバーから受信したLCRを変更できません 
	
原因: XStreamアウトバウンド・サーバーで生成されたLCRを変更しようとしました。


	
処置: 用意されているOCILCR*ファンクション(たとえばOCILCRNew、OCILCRHeaderSetおよびOCILCRRowColumnInfoSet)を使用してXStreamアウトバウンド・サーバーで生成されたLCRをクローニングします。その後で、クローニングしたLCRを変更してください。









	 ORA-26797: 10.2.0より前との互換ではXStream Out機能はサポートされていません 
	
原因: 10.2.0より前と互換性があるだけの状態で、XStreamアウトバウンド・サーバーを作成しようとしました。


	
処置: データベースの互換性を10.2.0以上にアップグレードして、再試行してください。









	 ORA-26798: 表"string"."string"のLOB列にLOB論理変更レコード(LCR)がありません 
	
原因: LOB列が欠落しているため適用スレーブは更新LOBを入力できません。


	
処置: 必ず事前にすべてのLOB列を正しく送信してください。









	 ORA-26800: 適用が"string"."string"の唯一のサブスクライバではありません。 
	
原因: 適用がキューの唯一のサブスクライバでないため、取得と適用の複合最適化を使用できません。


	
処置: 適用がキューの唯一のサブスクライバである必要があります。









	 ORA-26801: "string"."string"に複数のサブスクライバがあります。 
	
原因: 単一のサブスクライバでのみ機能するように取得と適用の複合最適化が構成されている場合に、複数のサブスクライバが見つかりました。


	
処置: キューに対して単一のサブスクライバの適用または伝播を構成するか、複数のサブスクライバに対して最適化を有効にしてください。









	 ORA-26802: キュー"string"."string"にメッセージがあります。 
	
原因: キューにメッセージがあるため、取得と適用の複合最適化を使用できません。


	
処置: 適用と取得を開始する前に、キューが空であることを確認してください。









	 ORA-26803: サブスクライバがキュー"string"."string"に合せて変更されました。 
	
原因: サブスクライバが変更されているため、取得と適用の複合最適化を使用できません。


	
処置: 最適化は、単一サブスクライバのキューでのみ使用できます。









	 ORA-26804: 適用"string"は無効化されています。 
	
原因: 適用プロセスが無効化されたか、または終了しました。


	
処置: 適用プロセスを起動してください。









	 ORA-26805: キュー"string"."string"にルールベースのサブスクライバがあります。 
	
原因: キューにルールベースのサブスクライバがあるため、取得と適用の複合最適化を使用できません。


	
処置: 適用と取得を開始する前に、ルールベースのサブスクライバがキューにないことを確認してください。









	 ORA-26806: リモート・データベースは取得と適用の複合最適化をサポートできませんでした。 
	
原因: リモート・データベースのバージョンはOracle 11.0より低いため、取得と適用の複合最適化を理解できません。


	
処置: 取得と適用の複合最適化を使用するには、リモート・データベースをOracle 11.0以上にアップグレードしてください。









	 ORA-26807: 名前"string"の適用に対してデータベース・リンクがNULLではありません。 
	
原因: apply_database_linkがNULLでないため、取得と適用の複合最適化を使用できません。


	
処置: 適用を削除し、apply_database_linkにNULL値を設定して適用を再作成してください。









	 ORA-26808: 適用プロセスstringが予期せず終了しました。 
	
原因: 適用プロセスが予期せず終了しました。


	
処置: システムに異常がないかどうかを確認してから、適用を再起動してください。このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。詳細は、トレース・ファイルを参照してください。









	 ORA-26809: 取得の中断: チェックポイントフリー・モードでは、取得と適用の複合モードが必要です。 
	
原因: 取得と適用の複合モードの要件が破損しています。


	
処置: 取得と適用の複合モードをリストアし、取得を再起動してください。取得と適用の複合モードが不要になった場合は、チェックポイントフリーの既存の取得を削除し、チェックポイントを取る別の取得を作成してください。









	 ORA-26810: 適用"string" (データベース"string")は、取得と適用が複合されたモードで実行されています。 
	
原因: 適用はすでに取得と適用の複合モードになっているため、取得と適用の複合最適化を使用できませんでした。


	
処置: 1つの適用に対して2つの取得を構成しないでください。









	 ORA-26811: クライアントはすでにstring適用"string"にアタッチされています。 
	
原因: クライアントは指定された適用プロセスにすでにアタッチされています。


	
処置: 適用プロセスを切断し、再アタッチしてください。









	 ORA-26812: アクティブ・セッションがXStreamサーバー"string"に現在アタッチされています。 
	
原因: 別のセッションがアタッチされている間に、指定したXStreamサーバーにアタッチしようとしました。


	
処置: 指定したXStreamサーバーにアタッチしているセッションがないときに再試行してください。









	 ORA-26813: 引数"ARRAY_SIZE"の値が小さすぎます 
	
原因: リクエストされた列リストの列数より小さい値がARRAY_SIZE引数に指定されています。


	
処置: NUM_COLUMNSパラメータの値を確認し、これ以上のサイズを入力するすべての配列に割り当て、同じOCI関数を再起動してください。









	 ORA-26814: 引数stringの値が最大値stringを超えています 
	
原因: 指定された値は許容最大値を超えています。


	
処置: 引数に正しい値を指定してください。









	 ORA-26815: Apply Network ReceiverでApply "string"とCapture "string"に関するエラーが発生しました。 
	
原因: Apply Network Receiverが予期しないエラーのために終了しました。


	
処置: DBA_APPLY_ERRORの問合せを実行してエラーを確認し、CaptureとApplyを再起動してください。









	 ORA-26816: string適用プロセス"string" (OS id string)はORA-stringにより終了します。 
	
原因: 適用プロセスで予期しないエラーが発生しました。


	
処置: DBA_APPLYの問合せを実行して適用のステータスを確認し、必要に応じて適用を再起動します。









	 ORA-26817: 初期化中にstring取得プロセス"string"が取得サーバーstringと通信できません。 
	
原因: 取得サーバーが正常に起動していない可能性があります。


	
処置: 取得サーバーの作成中のエラーを修正し、取得プロセスを再開してください。









	 ORA-26818: string取得プロセスstringが取得サーバーからエラーを受け取っています。 
	
原因: 取得サーバーがエラーを受け取りました。


	
処置: ログを調べて、エラーの詳細を確認してください。









	 ORA-26819: string取得サーバー(適用"string"および取得"string")で"string"の伝播の無効または中断が発生しています。 
	
原因: 伝播が無効化または中断されました。


	
処置: 伝播を開始してください。









	 ORA-26820: string取得サーバー(適用"string"および伝播"string")がアクティブになり、結合取得プロセス"string"を必要としています。 
	
原因: 取得サーバーは伝播または適用が開始されるのを待機していました。


	
処置: 取得プロセスを再開する必要があります(自動的実行)。









	 ORA-26821: ソース・キュー"string"."string"と宛先キュー"string"."string"の間に伝播プロセスがありません。 
	
原因: 伝播が構成されていません。


	
処置: 指定されたキューからキューへの伝播を構成して、取得を再起動してください。









	 ORA-26822: 取得サーバーの作成中のエラー(ksvエラー・コードstring)。 
	
原因: ksvスレーブの作成に失敗しました。


	
処置: 実際のksvエラーを識別し、それに応じて処理を実行してください。









	 ORA-26823: string取得サーバーstringが取得プロセス"string"と通信できません。 
	
原因: 取得プロセスが正しく開始されなかったか、中断されました。


	
処置: Oracle GoldenGate、XStreamまたはStreams取得プロセスが停止された場合、取得プロセスを再起動してください。それ以外の場合は、取得プロセス作成時のエラーをすべて修復し、取得プロセスを再起動してください。









	 ORA-26824: ユーザー定義XStreamコールバックでエラーが発生しました 
	
原因: OCI_CONTINUEまたはOCI_SUCCESS以外の値が、ユーザー定義のXStreamコールバック機能に戻されました。OCI_CONTINUEまたはOCI_SUCCESS以外の戻り値はすべて無効です。


	
処置: のOCI_CONTINUEとOCI_SUCCESSのいずれかが、ユーザー定義のXStreamコールバック機能から戻されることを確認してください。









	 ORA-26825: STREAMSプロセス"string"は、XStreamアウトバウンド・サーバーとして構成されていません。 
	
原因: STREAMSにアタッチしようとした適用プロセスが、XStreamアウトバウンド・サーバーとして構成されていませんでした。


	
処置: 適用名を確認するか、XStreamアウトバウンド・サーバーとして適用プロセスを作成しなおしてください。









	 ORA-26826: string適用コーディネータと適用スレーブが通信できません。 
	
原因: GoldenGate、XStreamまたはStreams適用プロセスが予期せず終了した可能性があります。


	
処置: システムに異常がないかどうかを確認してから、適用を再起動してください。このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。詳細は、トレース・ファイルを参照してください。









	 ORA-26827: XStreamアウトバウンド・サーバー"string"に連結する権限が不十分です。 
	
原因: 指定したXStreamアウトバウンド・サーバーに連結できる権限が付与されませんでした。


	
処置: 指定したアウトバウンド・サーバーに対するconnect_user値を取得するには、DBA_XSTREAM_OUTBOUNDビューを問い合せてください。次に、アプリケーションを変更し、この値を使用してアウトバウンド・サーバーのデータベースに接続してください。









	 ORA-26828: XStreamアウトバウンド・サーバー"string"では、取得と適用の複合モードが必要です。 
	
原因: 指定したXStreamアウトバウンド・サーバーが、取得と適用の複合モードになっていませんでした。


	
処置: 取得と適用の複合モードをリストアし、取得を再起動してください。









	 ORA-26829: "DISABLE_ON_ERROR"パラメータを'N'に設定できません。 
	
原因: XStreamアウトバウンド・サーバーに対する「DISABLE_ON_ERROR」パラメータを'N'に変更しようとしました。


	
処置: 無効な文を削除してください。









	 ORA-26830: XStreamアウトバウンド・サーバー用のハンドラを定義できません。 
	
原因: XStreamアウトバウンド・サーバーに対してハンドラを定義しようとしました。


	
処置: 無効な文を削除してください。









	 ORA-26831: XStreamアウトバウンド・サーバー"string"からエラー・トランザクションを削除または実行できません。 
	
原因: 指定したXStreamアウトバウンド・サーバーからエラー・トランザクションを削除または実行しようとしました。


	
処置: 無効な文を削除してください。









	 ORA-26832: ハンドラが存在するため、XStreamアウトバウンド・サーバー"string"を作成できません。 
	
原因: 指定したXStreamアウトバウンド・サーバーに対して定義されたハンドラがあるのに、指定したサーバーを作成しようとしました。


	
処置: DBMS_APPLY_ADM.SET_DML_HANDLER手順を使用して、指定したサーバーで定義されているすべてのハンドラを削除し、文を再試行してください。









	 ORA-26833: stringは、伝播"string"(取得"string"から適用"string")の確認SCNの更新に失敗しました。 
	
原因: GoldenGate、XStreamまたはStreamsが開始された後で、伝播が変更された可能性があります。


	
処置: 伝播が正しく構成されていることを確認して、GoldenGate、XStreamまたはStreamsを再起動してください。









	 ORA-26834: パラメータ'string'は、string取得プロセスがローカルで実行するように構成されていないため、変更できません 
	
原因: GoldenGate、XStreamまたはStreams取得プロセスがローカル・データベースに対して実行されるように構成されていない場合に、指定した取得パラメータを変更しようとしました。


	
処置: 無効なパラメータを削除するか、またはDBMS_CAPTURE_ADM.ALTER_CAPTUREプロシージャを使用してパラメータを変更してください。









	 ORA-26835: XStreamアウトバウンド・サーバー"string"のソース・データベースが無効です 
	
原因: 関連した取得のソース・データベースと異なるソース・データベースにXStreamアウトバウンド・サーバーを追加しようとしました。


	
処置: コールでsource_databaseパラメータの値を修正してください。









	 ORA-26836: 指定されたルールは同じサブセット化条件から作成する必要があります 
	
原因: 指定されたINSERT、UPDATEおよびDELETEルールが同じサブセット化条件から作成されていない場合に、アウトバウンド・サーバーのサブセット・ルールを削除しようとしました。


	
処置: 文のルールを修正してください。









	 ORA-26837: サーバー"string"はXStreamインバウンド・サーバーではありません 
	
原因: XStreamインバウンド・サーバーで、適切でない手順を実行しようとしました。


	
処置: XStreamインバウンド・サーバーに対して適切な手順に置き換え、再送信してください。









	 ORA-26838: 適用パラメータ"string"の設定は、XStreamアウトバウンド・サーバーでは許可されません 
	
原因: XStreamアウトバウンド・サーバーに対して適用できない適用パラメータを設定しようとしました。


	
処置: XStreamアウトバウンド・サーバーに適用できなかった適用タグを設定しようとしました。有効なパラメータ値については、ドキュメントを参照してください。









	 ORA-26839: 適用"string"の適用タグはXStreamアウトバウンド・サーバーでは許可されません 
	
原因: XStreamアウトバウンド・サーバーに対して適用できない適用タグを設定しようとしました。


	
処置: XStreamアウトバウンド・サーバーを使用する場合、適用タグを設定しないでください。









	 ORA-26840: ORA-26840: stringがソース・データベースstringのための適用を識別できないため、取得と適用の複合最適化が無効です。 
	
原因: 同一のキューを使用する複数のStreams適用プロセスがあったため、取得と適用の複合(CCA)を最適化できませんでした。


	
処置: Streamsのパフォーマンスが問題の場合、『Oracle Streams概要および管理』で、取得と適用の複合最適化に関する章を確認してください。次に、この最適化の要件に合致するようにStreamsプロセスを再構成してください。









	 ORA-26841: キュー"string"."string"にサブスクライバが見つかりません。 
	
原因: 指定されたキューには、伝播も適用も構成されていません。


	
処置: 指定されたキューに伝播または適用を構成してください。









	 ORA-26842: 適用ディレクティブ"string"の設定は、XStreamアウトバウンド・サーバーでは許可されません 
	
原因: XStreamアウトバウンド・サーバーに対して適用できない適用ディレクティブを設定しようとしました。


	
処置: 有効なディレクティブを使用してXStreamアウトバウンド・サーバーを構成してください。有効なディレクティブについては、ドキュメントを確認してください。









	 ORA-26843: ローカル伝播"string"が取得キュー"string"."string"に見つかりました。 
	
原因: 取得キューにローカル伝播が関連付けられていたため、取得と適用の複合最適化を使用できませんでした。


	
処置: ローカル伝播を削除して、取得を再起動してください。









	 ORA-26844: "string"のアクティブな自動分割ジョブ(string取得"string")がDBA_STREAMS_SPLIT_MERGEに見つかりました 
	
原因: 各GoldenGate、XStreamまたはStreams取得には1つのアクティブな分割ジョブしか許可されませんが、DBA_STREAMS_SPLIT_MERGEからアクティブな自動分割ジョブが複数見つかりました。


	
処置: これらのジョブがどのように発行されたかをトレースで確認した後、ジョブを削除してください。









	 ORA-26845: "string"のアクティブな分割行(クローニングされた同じstring取得"string")がDBA_STREAMS_SPLIT_MERGEに見つかりました 
	
原因: DBA_STREAMS_SPLIT_MERGEのアクティブな分割行においては、CLONED_CAPTURE_NAME列が一意である必要があります。ACTION_TYPE列がSPLIT、ACTIVE列がACTIVEとなっていてCLONED_CAPTURE_NAMEが同じ行が、複数見つかりました。


	
処置: これらの行がどのように挿入されたかをトレースで確認し、DBMS_STREAMS_ADM.RECOVER_OPERATION()をコールしてエラー・リカバリを実行してください。









	 ORA-26846: "string"のアクティブな自動マージ・ジョブ(クローニングされたstring取得"string")がDBA_STREAMS_SPLIT_MERGEに見つかりました 
	
原因: クローニングされた各GoldenGate、XStreamまたはStreams取得には1つのアクティブなマージ・ジョブしか許可されませんが、DBA_STREAMS_SPLIT_MERGEからアクティブな自動マージ・ジョブが複数見つかりました。


	
処置: これらのジョブがどのように発行されたかをトレースで確認した後、ジョブを削除してください。









	 ORA-26847: 無効なstringタイプが見つかりました: "string" 
	
原因: 分割対象として無効なGoldenGate、XStreamまたはStreamsタイプが見つかりました。タイプは'PROPAGATION'(1)または'APPLY'(2)のいずれかである必要があります。


	
処置: 無効なGoldenGate、XStreamまたはStreamsタイプがどのように作成されたかをトレースで確認し、そのSTREAMSタイプを修正してください。









	 ORA-26848: 存在しないSTREAMS取得プロセス"string"(ジョブ"string")を分割します 
	
原因: ジョブが、存在しない、元のStreams Captureを分割しようとしました。


	
処置: 分割ジョブを削除するか、またはSTREAMS取得が作成されるまで待機してください。









	 ORA-26849: 分割不可のstring取得プロセス"string"(ジョブ"string")を分割します 
	
原因: このジョブは、分割できないGoldenGate、XStreamまたはStreams取得を分割しようとしました。つまり、取得のサブスクライバが2件未満だったか、キューの唯一の取得ではありませんでした。


	
処置: 分割ジョブを削除するか、またはGoldenGate、XStreamまたはStreams取得が分割できるようになるまで待機してください。









	 ORA-26850: キュー・サブスクライバに対する変更がstring取得プロセスで検出されました。 
	
原因: 取得キューのサブスクライバが変更されている可能性があります。


	
処置: 取得プロセスが自動的に再起動されます。









	 ORA-26851: 適用"string"が別の取得に接続されているため、接続できません。 
	
原因: 別の取得プロセスが適用にすでに接続されています。


	
処置: 接続している取得プロセスの終了を待つか、接続している取得プロセスを強制終了してください。









	 ORA-26852: column_valueパラメータのNULL値が無効です。 
	
原因: 列値としてNULLを渡すことはできません。


	
処置: 列値がNULLである場合、NULLが含まれる正しいAnyDataインスタンス(sys.AnyData.ConvertVarchar2(NULL)など)を列値としてNULLを置換してください。









	 ORA-26853: CCAの最大パーセンテージstringが無効です 
	
原因: 指定したパーセンテージ値が0から100の範囲外でした。


	
処置: パーセンテージ値を0から100の範囲内で指定してください。









	 ORA-26854: STREAMS stringにはキューに対するENQUEUEまたはDEQUEUE権限がありません。 
	
原因: GoldenGate、XStreamまたはStreamsユーザーには、キューに対するENQUEUEまたはDEQUEUE権限がありませんでした。


	
処置: GoldenGate、XStreamまたはStreamsユーザーに、キューに対するENQUEUEまたはDEQUEUE権限を付与してください。









	 ORA-26855: STREAMS stringのデータベース権限はキューへのアクセスには不十分です。 
	
原因: GoldenGate、XStreamまたはStreamsユーザーには、キューにアクセスするための十分なデータベース権限がありませんでした。


	
処置: GoldenGate、XStreamまたはStreamsユーザーに、キューにアクセスするためのデータベース権限を付与してください。









	 ORA-26856: STREAMS stringのデータベース権限はキューへのアクセスには不十分です。 
	
原因: GoldenGate、XStreamまたはStreamsユーザーには、キューにアクセスするための十分なデータベース権限がありませんでした。


	
処置: GoldenGate、XStreamまたはStreamsユーザーに、キューにアクセスするためのデータベース権限を付与してください。









	 ORA-26857: LCR位置はNULLにできません(XID=string)。 
	
原因: 指定されたトランザクション内のLCRの位置がNULLです。


	
処置: OCILCRHeaderSetを使用してLCR位置を定義してください。









	 ORA-26858: LCR位置は確実に増加する必要があります(XID='string'、LCR位置='string'、前の位置='string')。 
	
原因: 指定されたトランザクション内のLCRの位置が、前のLCRの位置と同じか前にあります。


	
処置: OCILCRHeaderSetを使用してLCR位置を修正してください。









	 ORA-26859: サーバー"string"はXStreamアウトバウンド・サーバーではありません 
	
原因: XStreamアウトバウンド・サーバーで、適切でない手順を実行しようとしました。


	
処置: XStreamアウトバウンド・サーバーに対して適切な手順に置き換え、再送信してください。









	 ORA-26860: トランザクションにはそれぞれ異なるトランザクションIDが必要です(XID='string'、LCR位置='string'、前のコミット位置='string')。 
	
原因: 指定されたトランザクション内のLCRの位置が、同じIDのトランザクション内の前のコミットLCRの位置を超えています。


	
処置: トランザクションごとに異なるトランザクションIDを使用してください。









	 ORA-26862: LCR位置は、XStreamインバウンド・サーバーの処理済の行位置より大きい必要があります(XID='string'、LCR位置='string')。 
	
原因: 指定したトランザクションのLCR位置が、XStreamインバウンド・サーバーの処理済の低い位置以下でした。


	
処置: OCILCRHeaderSetを使用してLCR位置を修正してください。









	 ORA-26863: DBA_STREAMS_SPLIT_MERGEのアクティブ・ジョブとして表示されているジョブ"string"がDBA_SCHEDULER_JOBSに存在しません。 
	
原因: DBA_STREAMS_SPLIT_MERGEに示されているアクティブ・ジョブが存在しません。削除されたか、何か問題があります。


	
処置: トレースを調べて問題を特定し、DBMS_STREAMS_ADM.RECOVER_OPERATION()をコールしてエラー・リカバリを実行してください。









	 ORA-26864: stringの自動ジョブでエラーが発生しました: "string" 
	
原因: GoldenGate、XStreamまたはStreams自動ジョブ内でエラーが発生しました。


	
処置: 詳細をトレースで確認してください。









	 ORA-26865: 別のトランザクションを送信する前、トランザクション'string'を終了するためにCOMMIT LCRを送信する必要があります 
	
原因: クライアント・アプリケーションが、指定のトランザクションにCOMMIT LCRを送信する前に新しいトランザクションにLCRを送信しようとしました。


	
処置: 指定のトランザクションの終了時にCOMMIT LCRを送信するように、クライアント・アプリケーションを変更してください。









	 ORA-26866: string適用プロセス"string"のキューは変更できません。 
	
原因: GoldenGate、XStreamまたはStreams適用プロセスを変更できる条件のうち満たされないものがありました。条件は次のとおりです。-適用プロセスが実行していない。-適用プロセスにエラーがない。-適用プロセスがオーバーフローしていない。-適用プロセスがXStreamアウトバウンド・サーバーまたはインバウンド・サーバーに使用されていない。-適用プロセスはローカルの適用プロセスである。-対応するGoldenGate、XStreamまたはStreams取得プロセスは停止している必要がある。


	
処置: これらの条件がすべて満たされるようにしてください。









	 ORA-26867: OCIXStreamOutLCRReceiveの実行中にstringをコールする必要があります 
	
原因: OCIXStreamOutLCRReceiveコールが進行中でないのに、指定したファンクションを実行しようとしました。


	
処置: プログラムを確認し、OCIXStreamOutLCRReceiveコールバック・ファンクション中に指定したコールが起動されるようにしてください。









	 ORA-26868: OCIXStreamInLCRSendの実行中にstringをコールする必要があります 
	
原因: OCIXStreamInLCRSendコールが進行中でないのに、指定したファンクションを実行しようとしました。


	
処置: プログラムを確認し、OCIXStreamInLCRSendコールバック・ファンクション中に指定したコールが起動されるようにしてください。









	 ORA-26869: stringファンクションを実行する前にXStreamインバウンド・サーバーにアタッチする必要があります 
	
原因: OCIXStreamInAttachコールを実行する前に指定したファンクションを起動しようとしました。


	
処置: 指定したファンクションの前にOCIXStreamInAttachコールを追加してください。









	 ORA-26870: OCIXStreamInLCRCallbackSendコールの実行中は、stringはコールできません。 
	
原因: OCIXStreamInLCRCallbackSendコールの実行中に、指定したコールを起動しようとしました。


	
処置: プログラムを確認し、進行中のOCIXStreamInLCRCallbackSendコールがある場合は、指定したコールを削除してください。









	 ORA-26871: 予期しないstringコール(stringを予想) 
	
原因: 次のいずれかが理由である可能性があります。1)最後のLCRまたはチャンク送信にOCI_XSTREAM_MORE_ROW_DATAフラグが設定されていなかったのに、OCIXStreamInChunkSendを起動しようとした。2)最後のLCRまたは送信されたチャンクにOCI_XSTREAM_MORE_ROW_DATAフラグが設定されていたのに、OCIXStreamInLCRSendを起動しようとした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-26872: stringファンクションを実行する前にXStreamアウトバウンド・サーバーにアタッチする必要があります 
	
原因: OCIXStreamOutAttachコールを実行する前に指定したファンクションを起動しようとしました。


	
処置: 指定したファンクションの前にOCIXStreamOutAttachコールを追加してください。









	 ORA-26873: OCIXStreamOutLCRCallbackReceiveコールの実行中は、stringはコールできません。 
	
原因: OCIXStreamOutLCRCallbackReceiveコールの実行中に、指定したコールを起動しようとしました。


	
処置: プログラムを確認し、進行中のOCIXStreamOutLCRCallbackReceiveコールがある場合は、指定したコールを削除してください。









	 ORA-26874: string取得プロセス"string"は分割できません。 
	
原因: 分割できないGoldenGate、XStreamまたはStreams取得プロセスを分割しようとしました。つまり、取得プロセスが2件未満のサブスクライバで構成されていたか、またはキューにおいて唯一の取得プロセスではありませんでした。


	
処置: GoldenGate、XStreamまたはStreams取得プロセスが分割できるようになるまで待機してください。









	 ORA-26875: string自動分割ジョブ"string"がサブスクライバ"string" (取得プロセス"string")によって分割が承認されるのを待機する間のタイムアウト 
	
原因: GoldenGate、XStreamまたはStreams取得プロセスのサブスクライバを分割する場合、自動分割ジョブは、サブスクライバがその分割を承認するまで待機する必要があります。この待機中にタイムアウトが発生しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-26876: 処理した最低水位標が無効です(現在位置=string; 新規位置=string) 
	
原因: 処理した最低水位標を、現在の処理した最低水位標より小さい値に設定しようとしました。


	
処置: OCIXStreamOutProcessedLWMSetコールの、処理した最低水位標を修正してください。









	 ORA-26877: OCIXStreamOutコールが中断された後に再アタッチする必要があります 
	
原因: XStreamアウトバウンド・サーバーが無効にされたか、クライアントが操作のキャンセルを要求したために以前のコールが中断されたのに、別のOCIXStreamOut APIを実行しようとしました。


	
処置: 同一のXStreamアウトバウンド・サーバーに再アタッチするには、OCIXStreamOutAttachコールを実行してください。









	 ORA-26878: 入力LCRが矛盾しています(LCRは'string'タイプで、予想は'string'です) 
	
原因: 指定されたLCRタイプと一致していないLCRを送信しようとしました。


	
処置: アプリケーションを修正して、送信するLCRと一致したLCRタイプを指定ください。









	 ORA-26879: "SET_ENQUEUE_DESTINATION"ディレクティブは、XStreamアウトバウンド・サーバー"string"で使用されるルールでは許可されません 
	
原因: 指定したXStreamアウトバウンド・サーバーで使用されている1つ以上のルールに、SET_ENQUEUE_DESTINATIONディレクティブが定義されています。


	
処置: 次のいずれかを実行します。1) 問合せSELECT xr.rule_owner, xr.rule_name, xr.rule_set_owner, xr.rule_set_name FROM dba_apply_enqueue e, dba_xstream_rules xr WHERE e.rule_owner = xr.rule_owner AND e.rule_name = xr.rule_name AND xr.streams_name = <指定したアウトバウンド・サーバー>を実行します。2) 戻された各ルールについて、DBMS_APPLY_ADM.SET_ENQUEUE_DESTINATIONプロシージャを実行して、宛先キューをNULLに設定するか、DBMS_RULE_ADM.REMOVE_RULEを実行して、関連ルール・セットからそのルールを削除します。









	 ORA-26880: "SET_EXECUTE"ディレクティブは、XStreamアウトバウンド・サーバー"string"で使用されるルールでは許可されません 
	
原因: 指定したXStreamアウトバウンド・サーバーで使用されている1つ以上のルールに、SET_EXECUTEディレクティブが定義されています。


	
処置: 次のいずれかを実行します。1) 問合せSELECT xr.rule_owner, xr.rule_name, xr.rule_set_owner, xr.rule_set_name FROM dba_apply_execute e, dba_xstream_rules xr WHERE e.rule_owner = xr.rule_owner AND e.rule_name = xr.rule_name AND xr.streams_name = <指定したアウトバウンド・サーバー>を実行します。2) 戻された各ルールについて、DBMS_APPLY_ADM.SET_EXECUTEプロシージャを実行して、EXECUTEパラメータをTRUEに設定するか、DBMS_RULE_ADM.REMOVE_RULEを実行して、関連ルール・セットからそのルールを削除します。









	 ORA-26881: ORA-string: stringがstring自動stringジョブ:"string"."string"で取得プロセス"string"およびクローン済取得プロセス"string"に対して発生しました。 
	
原因: 指定した元のGoldenGate、XStreamまたはStreams取得プロセスおよびクローニングされた取得プロセスに対するSTREAMS自動分割/マージ・ジョブで、エラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、DBA_STREAMS_SPLIT_MERGEビュー、アラート・ログおよびトレース・ファイル内の対応する分割行/マージ行を確認してください。









	 ORA-26882: string自動分割/マージ・ジョブ:"string"."string"で取得プロセス"string"のロックを試行する間のタイムアウト。 
	
原因: GoldenGate、XStreamまたはStreams取得プロセスが別の自動分割/マージ・ジョブによってロックされた可能性があります。


	
処置: 処置は必要ありません。GoldenGate、XStreamまたはStreams自動分割/マージ・ジョブが自動的に再試行されます。









	 ORA-26883: string適用プロセス"string"のため、元の取得プロセス"string"およびクローン済取得プロセス"string"のマージ中にタイムアウトしました。 
	
原因: 2つのGoldenGate、XStreamまたはStreams取得プロセスをマージする場合は、クローニングされた取得プロセスの適用プロセスが元の取得プロセスの最遅サブスクライバより先に進むまで待機する必要があります。この待機中にタイムアウトが発生しました。


	
処置: GoldenGate、XStreamまたはStreams適用プロセスが引き続き正常に機能することを確認してください。









	 ORA-26884: OCI_LCR_ROW_COLVAL_OLDとOCILCR_NEW_ONLY_MODEを一緒に指定することはできません。 
	
原因: OCI_LCR_ROW_COLVAL_OLDとOCILCR_NEW_ONLY_MODEを使用してOCILCRRowColumnInfoGet関数をコールしようとしました。


	
処置: OCI_LCR_ROW_COLVAL_OLDをOCI_LCR_ROW_COLVAL_NEWに変更するか、またはOCILCR_NEW_ONLY_MODE引数を削除してください。









	 ORA-26885: OCIXStreamInCommitがOCIXStreamInFlushの前にコールされました 
	
原因: OCIXStreamInFlushをコールする前にOCIXStreamInCommitをコールしようとしました。


	
処置: OCIXStreamInFlushをコールしてから、OCIXStreamInCommitをコールしてください。









	 ORA-26886: LCRコミット位置('string')はXStreamインバウンド・サーバーの適用済の高い位置より大きい必要があります(位置='string')。 
	
原因: コミットLCRの位置が、XStreamインバウンド・サーバーの適用済の高い位置以下でした。


	
処置: コミット位置を適用済の高い位置より高く設定してください。









	 ORA-26887: XStreamインバウンド・サーバー"string"に連結する権限が不十分です。 
	
原因: 指定したXStreamインバウンド・サーバーに連結できる権限が付与されませんでした。


	
処置: 指定したXStreamアウトバウンド・サーバーに対するapply_user値を取得するには、DBA_XSTREAM_INBOUND ビューを問い合せてください。次に、アプリケーションを変更し、この値を使用してインバウンド・サーバーのデータベースに接続してください。









	 ORA-26888: REDO互換性は10.2以上である必要があります 
	
原因: XStream Outでは、REDO互換性は10.2以上である必要があります。


	
処置: アウトバウンド・サーバーを削除してください。









	 ORA-26889: LOBアセンブリはPDML親トランザクションstring、子トランザクションstringでサポートされていません。 
	
原因: LOBアセンブリはPDMLトランザクションでサポートされていません。


	
処置: LOBアセンブリを無効にするか、またはPDMLトランザクションを除外してください。









	 ORA-26890: Oracle順序"string"."string"の更新LCRが無効です 
	
原因: Oracle順序での更新LCRの新規値列リストに、NULLでない列「CYCLE#」、「INCREMENT$」、「CACHE」および「HIGHWATER」がありませんでした。


	
処置: 新規値列リストは、必須の列をすべて持つようにしてください。LCRがXStream Inクライアントからのものである場合、ユーザー・エラーの可能性があります。









	 ORA-26891: ターゲットのOracle順序"string"."string"のパラメータがソースと異なります。 
	
原因: ソースおよびターゲットのOracle順序で、レプリケーション目的に必要なキャッシュ・サイズ、インクリメント値およびサイクル・フラグが同一でありませんでした。


	
処置: ソースおよびターゲットのOracle順序のパラメータが、必ず同一になるようにしてください。LCRがXStream Inクライアントからのものである場合、ユーザー・エラーの可能性があります。









	 ORA-26892: XStream機能はサポートされていません 
	
原因: XStream機能がサポートされていませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-26893: 入力LCRはCOMMIT LCRであることが必要です 
	
原因: 入力LCRがコミットLCRでありませんでした。


	
処置: 入力LCRは必ずコミットLCRであるようにしてください。









	 ORA-26894: 適用進捗REDOの"string"が無効です 
	
原因: 報告されたフィールドの値が、破損していた可能性があります。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-26895: パラメータ"string" (Streamsプロセス"string")を設定できるのはOracle GoldenGateまたはXStreamのみです。 
	
原因: XStreamでのみ許可されるパラメータを設定しようとしました。


	
処置: このパラメータを使用するには、Oracle GoldenGateライセンスが必要です。









	 ORA-26896: 複数のOracle GoldenGate取得プロセス("string"を含む)とXStreamアウトバウンド・サーバー"string"を、キュー"string"."string"を介して接続しようとしました 
	
原因: 複数のOracle GoldenGate取得プロセスを、キューを使用してXStreamアウトバウンド・サーバーに接続しようとしました。


	
処置: 各XStreamアウトバウンド・サーバーは、同一ノードにある取得プロセスにのみ接続できます。余分な取得プロセスは削除してください。









	 ORA-26898: "string"を作成できません。同じキュー"string"."string"を使用するOracle Captureプロセスがあるためです。 
	
原因: Oracle Captureプロセスにより使用されたのと同じキューを使用してインバウンド・サーバーを作成しようとしました。


	
処置: 別のキュー名を使用して文を再送信してください。









	 ORA-26899:内部stringエラー 
	
原因: 内部のStreams、XStreamまたはGoldenGateエラーが発生しました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-26900: STREAMSは、伝播"string"(取得"string"から適用"string")のデータ・ディクショナリ表の更新に失敗しました。 
	
原因: データ・ディクショナリ表が破損しています。


	
処置: データ・ディクショナリ表を検証して、GoldenGate、XStreamまたはStreams取得プロセスを再起動してください。









	 ORA-26901: 適用が無効である場合、取得と適用の複合モードのstring伝播送信者が一時停止されます。 
	
原因: 対応するサブスクライバが削除または分割されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-26902: 適用が有効である場合、取得と適用の複合モードのstring伝播送信者が一時停止されます。 
	
原因: 対応するサブスクライバが削除または分割されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-26903: 編集名"string"が無効です 
	
原因: LCRに関連付けられたエディションが宛先データベースに存在しません。


	
処置: 宛先データベースに手動でエディションを作成する必要があるかどうか、またはこのエディションのCREATE EDITION文が宛先データベースに正しく適用されているかどうかを確認してください。









	 ORA-26904: 無効なバインド変数"string"がLCRフィールド式にあります。 
	
原因: 文ハンドラで、SQL式に示されたバインド変数が、許可された論理変更レコード・フィールド名と一致していません。


	
処置: 式に示されたすべてのバインド変数が有効な論理変更レコード・フィールドであることを確認してください。









	 ORA-26905: 無効なLCRメソッド式"string"が文ハンドラにあります。 
	
原因: 示された論理変更レコード・メソッドは文ハンドラで許可されていません。


	
処置: 式に示された論理変更レコード・メソッドが有効なDBMS_LCRメソッドであることを確認してください。









	 ORA-26906: 変更ハンドラがありません。 
	
原因: 指定された適用、操作、ソース表、変更表および取得の値に対して変更ハンドラがありません。


	
処置: DBA_APPLY_CHANGE_HANDLERSビューに問い合せて、適切な変更ハンドラを検索してください。









	 ORA-26907: 収束タグを設定する権限がありません 
	
原因: 収束タグを設定するのに十分な権限がありません。


	
処置: 収束タグを設定するには、起動者にEXECUTE_CATALOG_ROLEが必要となるか、またはDBMS_STREAMS_ADMの実行権限が必要となります。起動者に適切な権限を付与してください。









	 ORA-26908: XStream APIは専用サーバー・プロセスを使用して実行する必要があります。 
	
原因: 共有サーバー・プロセスを使用してXStream APIを実行しようとしました。


	
処置: 専用サーバー・プロセスを使用するには、クライアント・アプリケーションで接続文字列を置換してください。









	 ORA-26909: 即時エラーを再実行できません 
	
原因: 即時エラー・トランザクションを再実行しようとしました。即時トランザクションは、適用プロセスがトランザクションのコミットまたはロールバックを認識する前に適用されます。


	
処置: 即時エラーの原因を修正して適用プロセスを再起動してください。適用を再起動すると、取得がトランザクションを自動的に再送信し、適用プロセスがトランザクションを適用します。









	 ORA-26910: 即時モードでユーザー・エラーstringが発生しました 
	
原因: 即時適用中にエラーが発生しました。即時トランザクションは、適用プロセスがトランザクションのコミットまたはロールバックを認識する前に適用されます。即時トランザクション中にエラーが発生すると、トランザクションはロールバックされます。


	
処置: DBA_APPLY_ERRORビューに問い合せてエラーを判別し、適切な処置を行ってください。エラーがあったトランザクションを適用するには、適用プロセスを再起動する必要があります。適用を再起動すると、取得がトランザクションを自動的に再送信し、適用プロセスがトランザクションを適用します。









	 ORA-26911: 最も古い位置が無効です(現在位置=string; 新規位置=string) 
	
原因: 最も古い位置を、現在の値より小さい値に設定しようとしました。


	
処置: OCIXStreamOutProcessedLWMSet2コールのoldest_position引数を修正してください。









	 ORA-26912: コミット済データのみのモードでは'string'を起動できません 
	
原因: アタッチされたXStreamサーバーがコミット済データのみのモードである間に、指定したAPIをコールしようとしました。


	
処置: 次のいずれかを実行します。1) 無効なコールがOCIXStreamOutProcessedLWMSet2の場合は、OCIXStreamOutProcessedLWMSetに変更するか、NULLのoldest_positionをOCIXStreamOutProcessedLWMSet2コールに渡します。2) 無効なコールがOCIXStreamInProcessedLWMGet2の場合は、OCIXStreamInProcessedLWMGetに変更するか、NULLのoldest_positionをOCIXStreamInProcessedLWMGet2コールに渡します。









	 ORA-26913: インスタンスstring (string stringサーバー"string"が実行中)に接続する必要があります 
	
原因: クライアント・アプリケーションが、指定したOracle GoldenGateまたはXStreamサーバーと同一のOracle RACインスタンスに接続していませんでした。


	
処置: 次の問合せから取得したネットワーク・サービス名を使用して指定したインスタンスに接続します。SELECT network_name FROM all_queues q, all_xstream_outbound ob WHERE q.owner = ob.queue_owner AND q.name = ob.queue_name AND server_name = '<server_name>';









	 ORA-26914: string取得プロセス"string"にアウトバウンド・サーバー"string"から通信できません。 
	
原因: 取得プロセスが正しく開始されなかったか、中断された可能性があります。


	
処置: このエラーがORA-4031の場合、初期化パラメータSTREAMS_POOL_SIZEまたは取得パラメータMAX_SGA_SIZEを増やすか、あるいは両方を増やします。これらのパラメータの詳細は、XStreamのマニュアルを参照してください。









	 ORA-26915: データ・ディクショナリがないため、論理変更レコード(LCR)の情報を返すことができません。. 
	
原因: 現在のセッションが、指定されたLCR上にディクショナリ・データが存在しないため、そのLCRについてリクエストされた情報を戻すことができませんでした。


	
処置: XStreamアウトバウンド・サーバーを分離して再アタッチしてください。それから、現在のコールを再試行してください。









	 ORA-26916: OCIPOGGRedoLogReadの前にOCIPOGGRedoLogOpen関数をコールする必要があります 
	
原因: OCIPOGGRedoLogOpenをコールする前にOCIPOGGRedoLogReadをコールしようとしました。


	
処置: OCIPOGGRedoLogReadの前にOCIPOGGRedoLogOpenコールを追加してください。









	 ORA-26917: OCIPOGG APIは専用サーバー・プロセスを使用して実行する必要があります。 
	
原因: 共有サーバー・プロセスを使用してOCIPOGG APIを実行しようとしました。


	
処置: 専用サーバー・プロセスを使用するには、クライアント・アプリケーションで接続文字列を置換してください。









	 ORA-26918: 'string'プロシージャをアウトバウンド・サーバー"string"に対して使用する必要があります。 
	
原因: 未コミット・データ・モードを使用するアウトバウンド・サーバーでSTART_APPLYを実行しようとしました。


	
処置: 指定した手順をかわりに使用してください。









	 ORA-26919: 取得"string"がキュー"string"."string"と関連付けられていません。 
	
原因: ADD_OUTBOUNDプロシージャで指定された取得が、指定したキューに関連付けられませんでした。


	
処置: capture_nameまたはqueue_name引数を削除した後に、ADD_OUTBOUNDプロシージャを再送信してください。









	 ORA-26920: stringアウトバウンド・サーバー"string"は停止しています。 
	
原因: 指定したアウトバウンド・サーバーは停止されました。


	
処置: START_OUTBOUNDプロシージャを実行してアウトバウンド・サーバーを再起動するか、OCIXStreamOutAttachファンクションを実行して、アウトバウンド・サーバーに再アタッチしてください。









	 ORA-26921: 開始SCNまたはstringの"string"取得の時間は変更できません。 
	
原因: 他のアウトバウンド・サーバーがまだアタッチされている間に、開始SCNまたは取得時刻を変更しようとしました。


	
処置: 次のいずれかを実行します。1)次の問合せを使用して、指定した取得に現在アタッチされている他のアウトバウンド・サーバーの名前を取得します。SELECT server_name FROM dba_xstream_outbound WHERE (status = 'ATTACHED') AND (server_name <> '<altered_server>') AND (capture_name = '<specified_capture_name>'); 2)戻された各server_nameから、クライアント・アプリケーションを分離します。3)操作を再試行してください。









	 ORA-26922: ユーザーstringにはSELECT ANY TRANSACTION権限がありません 
	
原因: 指定したユーザーが、SELECT ANY TRANSACTION権限を持たずに、取得プロセスを開始するか、アウトバウンド・サーバーにアタッチしようとしました。


	
処置: 指定したユーザーにSELECT ANY TRANSACTION権限を付与してから、失敗した操作を再送信してください。









	 ORA-26923: 目的が異なるため、stringアウトバウンド・サーバー"string"をstringの"string"取得では構成できません 
	
原因: 異なる目的に使用される取得を使用して、アウトバウンド・サーバーを構成しようとしました。


	
処置: 以下を実行してください。1)各取得およびその関連キューの目的を取得します。SELECT capture_name, queue_owner, queue_name, purpose FROM dba_capture; 2) 同じ目的を持つキューまたは取得を使用して、文を再送信します。









	 ORA-26924: stringは"string"."string"キューを使用して構成できません。"string"により、stringの目的で使用されるためです 
	
原因: 別のプロセスで異なる目的のためにすでに使用されているキューを使用して、指定したプロセスを構成しようとしました。


	
処置: 同じ目的の別のキューを使用して文を再送信してください。









	 ORA-26925: アウトバウンド・サーバー"string"は"string"取得では構成できません。適用状態のチェックポイントを使用していないためです 
	
原因: 適用状態のチェックポイントを使用していない取得でアウトバウンド・サーバーを構成しようとしました。


	
処置: ADD_OUTBOUNDプロシージャで異なる取得を指定するか、取得を再作成して文を再送信してください。









	 ORA-26926: キャプチャ"string"にディクショナリREDOログが欠落しているため連結できません 
	
原因: 指定したキャプチャではディクショナリREDOログを見つけられません。


	
処置: GV$STREAMS_CAPTUREから指定したキャプチャの状態を確認し、欠落したログ・ファイルのSCNまたはファイル名を特定します。ファイル名が存在し、オンラインで、さらにDBA_REGISTERED_ARCHIVED_LOGビューでもアクセス可能であることを確認します。また、ローカル・キャプチャの場合、そのファイルのエントリがV$ARCHIVED_LOGビューに存在していることを確認します。エントリが欠落している場合、次を使用して追加できます: ALTER DATABASE REGISTER ....LOGFILEコマンド、その際、キーワードLOGICAL LOGFILEまたはPHYSICAL LOGFILEのいずれかを指定します。









	 ORA-26927: リモート・キャプチャでアウトバウンド・サーバーを変更できません 
	
原因: リモート・キャプチャを使用して、アウトバウンド・サーバーを変更しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-26928: string適用コーディネータ・プロセス"string"にアウトバウンド・サーバー"string"から通信できません。 
	
原因: 適用コーディネータが応答するまでの待機中にタイムアウトが発生しました。


	
処置: GV$STREAMS_APPLY_COORDINATORビューから指定した適用コーディネータの状態を確認します。適用コーディネータが応答しない理由を特定します。streams_pool_sizeが設定されていない、または不足した値に設定されている場合、設定を検討するか、このパラメータの値を増やします。









	 ORA-26929: リモート・キャプチャでアウトバウンド・サーバーを変更できません 
	
原因: リモート・キャプチャを使用して、アウトバウンド・サーバーを変更しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-26930: ユーザー"string"にこの操作を実行する権限はありません 
	
原因: 起動したユーザーとは異なるユーザー(取得ユーザーまたは適用ユーザーなど)を含むプロセスを作成、変更または削除しようとしました。


	
処置: DBMS_XSTREAM_AUTH.GRANT_ADMIN_PRIVILEGEまたはDBMS_GOLDENGATE_AUTH.GRANT_ADMIN_PRIVILEGEプロシージャを使用して、起動したユーザーに適切な権限を付与してください。









	 ORA-26936: string関数の起動前にOCIPOGGCaptureAttachを実行する必要があります 
	
原因: OCIPOGGCaptureAttachコールを実行する前に指定したファンクションを起動しようとしました。


	
処置: 指定したファンクションの前にOCIPOGGCaptureAttachコールを追加してください。









	 ORA-26937: クライアントはすでにstring取得"string"にアタッチされています。 
	
原因: クライアントは指定された取得にすでにアタッチされています。


	
処置: 指定された取得をデタッチしてから再アタッチしてください。









	 ORA-26938: LCRをLCRバッファにパックできません(バッファ・サイズはstring、LCRサイズはstring) 
	
原因: 論理変更レコード(LCR)バッファには、現在のLCRを格納できる十分な容量がありません。


	
処置: OCIPOGGCaptureAttachコールのバッファ・サイズを大きくしてください。









	 ORA-26939: stringの取得"string"は無効化されています。 
	
原因: 取得プロセスが無効または中断されました。


	
処置: 取得プロセスを起動します。









	 ORA-26940: OCIPOGGCapture APIは専用サーバー・プロセスを使用して実行する必要があります。 
	
原因: 共有サーバー・プロセスを使用してOCIPOGGCapture APIを実行しようとしました。


	
処置: 専用サーバー・プロセスを使用するには、クライアント・アプリケーションで接続文字列を置換してください。









	 ORA-26942: LCRでは、表string.stringに列stringの古い値を含まないようにする必要があります。 
	
原因: LCRのLOB、XMLTypeおよびオブジェクト列の古い値が含まれていました。


	
処置: LCRのすべてのLOB、XMLTypeおよびオブジェクト列から古い値を削除します。









	 ORA-26944: 適切な権限なしにユーザー"string"がプロシージャを起動しようとしました。 
	
原因: 適切な権限がないにもかかわらず、プロシージャの起動が試行されました。


	
処置: DBMS_GOLDENGATE_AUTH.GRANT_ADMIN_PRIVILEGEを使用して、起動したユーザーに適切な権限を付与してください。









	 ORA-27000: skgfqsbi: 記憶域サブシステム(SBT)レイヤーの初期化に失敗しました。 
	
原因: sbtinitからエラーが戻されました。追加情報にエラーが表示されます。


	
処置: ベンダーの記憶域サブシステム製品が正しく動作しているか確認してください。









	 ORA-27001: デバイス・タイプがサポートされていません。 
	
原因: 指定されたデバイス・タイプがこのプラットフォームでサポートされていません。


	
処置: サポートされているデバイス・タイプをV$BACKUP_DEVICEで確認してください。









	 ORA-27002: 無効なデバイス構造で関数が呼び出されました。 
	
原因: 内部エラーが発生しました。追加情報にエラーが発生した関数が表示されます。


	
処置: トレース・ファイルを調べて、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27003: NOIOオプションとともに割り当てられたデバイスのファイルをオープンできません 
	
原因: 内部エラーが発生しました。ファイルがNOIOオプションで割り当てられたデバイス上で作成中または検索中です。追加情報にエラーが発生した関数が表示されます。


	
処置: トレース・ファイルを調べて、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27004: 指定されたブロックサイズが無効です。 
	
原因: 内部エラーが発生しました。指定されたブロック・サイズがファイルを作成するデバイスに対して正しくありません。追加情報に、指定されたブロック・サイズ、およびエラーが発生した関数が表示されます。


	
処置: トレース・ファイルを調べて、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27005: 非同期がサポートされていないデバイスで非同期I/Oのファイルはオープンできません。 
	
原因: 内部エラーが発生しました。非同期I/Oがサポートされていないデバイスで非同期I/Oのファイルをオープンしようとしています。追加情報にエラーが発生した関数が表示されます。


	
処置: トレース・ファイルを調べて、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27006: sbtremoveからエラーが戻されました 
	
原因: 追加情報にsbtremoveから戻されたエラーと、エラーが発生した関数が表示されます。


	
処置: ベンダーの記憶域サブシステム製品が正しく動作しているか確認してください。









	 ORA-27007: ファイルのオープンに失敗しました。 
	
原因: sbtopenからエラーが戻されました。追加情報にsbtopenから戻されたエラーと、エラーが発生した関数が表示されます。


	
処置: ベンダーの記憶域サブシステム製品が正しく動作しているか確認してください。









	 ORA-27008: 無効なファイル構造で関数が呼び出されました。 
	
原因: 内部エラーが発生しました。追加情報にエラーが発生した関数が表示されます。


	
処置: トレース・ファイルを調べて、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27009: skgfwrt: 読取り用にオープンしたファイルに書込みはできません。 
	
原因: 内部エラー


	
処置: トレース・ファイルを調べて、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27010: skgfwrt: ファイルの書込みに失敗しました。 
	
原因: sbtwriteからエラーが戻されました。追加情報にsbtwriteから戻されたエラーが表示されます。


	
処置: ベンダーの記憶域サブシステム製品が正しく動作しているか確認してください。









	 ORA-27011: skgfrd: 書込み用にオープンしたファイルから読取りはできません。 
	
原因: 内部エラー


	
処置: トレース・ファイルを調べて、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27012: skgfrd: ファイルの読取りに失敗しました。 
	
原因: sbtreadからエラーが戻されました。追加情報にsbtreadから戻されたエラーが表示されます。


	
処置: ベンダーの記憶域サブシステム製品が正しく動作しているか確認してください。









	 ORA-27013: skgfqdel: オープンしているファイルは削除できません。 
	
原因: 内部エラー


	
処置: トレース・ファイルを調べて、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27014: skgfqpini: SS_UDMPDIR拡張中に変換エラーが発生しました。 
	
原因: skgfqpini内のsltlnの障害です。


	
処置: 詳細は、戻される追加エラーを確認してください。









	 ORA-27015: skgfcls: ファイルのクローズに失敗しました。 
	
原因: sbtcloseからエラーが戻されました。追加情報にsbtcloseから戻されたエラーが表示されます。


	
処置: ベンダーの記憶域サブシステム製品が正しく動作しているか確認してください。









	 ORA-27016: skgfcls: sbtinfoからエラーが戻されました。 
	
原因: 追加情報にsbtinfoから戻されたエラーが表示されます。


	
処置: ベンダーの記憶域サブシステム製品が正しく動作しているか確認してください。









	 ORA-27017: skgfcls: sbtinfoから戻されたメディア・ハンドルが最大長(SSTMXQMH)を超えています。 
	
原因: メディア・ハンドル文字列の長さがSSTMXQMHを超えています。


	
処置: ベンダーの記憶域サブシステム製品が正常に動作しており、プラットフォーム制限(SSTMXQMH)が最低64(sbtinfoに指定されている制限)であることを確認してください。追加情報にsbtinfoから戻されたメディア・ハンドル文字列の長さと制限(SSTMXQMH)が表示されます。









	 ORA-27018: BLKSIZEが最小物理ブロック・サイズの倍数ではありません。 
	
原因: ユーザーが定義したBLKSIZE(ブロック要素)が、このプラットフォームで許可されている最小ブロック・サイズの倍数ではありません。


	
処置: ユーザーが指定したブロック要素、および最小物理ブロック・サイズを示すADDITIONAL INFORMATIONメッセージが2回表示されます。最小ブロック・サイズの整数の倍数でBLKSIZEを指定してください。









	 ORA-27019: テープ・ファイル名の長さが制限(SBTOPMXF)を超えています 
	
原因: 順次I/O OSD関数に指定されたテープ・ファイル名の長さが長すぎます。


	
処置: 追加情報に表示されるエラーが発生した関数、指定されたファイル名の長さ、ファイル名の制限を確認してください。









	 ORA-27020: 名前付きデバイスはサポートされていません。 
	
原因: プラットフォームまたは指定されたデバイス・タイプでは、指定されたデバイスがサポートされていません。


	
処置: デバイス名を指定、または名前付きデバイスをサポートするデバイス・タイプを使用しないでください。V$BACKUP_DEVICEビューを使用して、使用可能なデバイス・タイプおよび名前(ある場合)を確認します。









	 ORA-27021: シーケンシャル・ファイル・ハンドルを指定してください。 
	
原因: sbtopenへ渡されるファイル名が未指定でした。


	
処置: ファイル名を指定して続行してください。バックアップの設定をRecovery Managerから作成する場合は、「書式」オプションを使用してバックアップ対象のハンドル名を指定してください。









	 ORA-27022: skgfqsbi: メディア・マネージャにメモリーを割当てできませんでした 
	
原因: Oracleにリンクしてバックアップおよびリストア・サービスを提供する、メディア管理ソフトウェアが要求するメモリーを割当てできませんでした。


	
処置: Oracleプロセスに使用可能なメモリーの量を増やして、バックアップまたはリストアを再試行してください。









	 ORA-27023: skgfqsbi: メディア・マネージャのプロトコル・エラーが発生しました 
	
原因: Oracleにリンクしてバックアップおよびリストア・サービスを提供するメディア管理ソフトウェアの関数ポインタ構造が、Oracleで使用できませんでした。


	
処置: メディア管理製品の内部エラーです。メディア管理製品のベンダーに連絡してください。









	 ORA-27024: skgfqsbi: sbtinit2からエラーが戻されました。 
	
原因: sbtinit2からエラーが戻されました。これは、バックアップまたはリストア操作中に発生します。


	
処置: このエラーはOracleにリンクしているメディア管理ソフトウェアから戻されます。エラーの原因を説明するメッセージが他にあります。通常、このエラーについては、メディア管理製品のベンダーに連絡してください。









	 ORA-27025: skgfqsbi: メディア・マネージャのコンテキスト領域サイズが無効です。 
	
原因: メディア管理製品ソフトウェアには、許可される最大サイズより大きなコンテキスト領域サイズが必要です。


	
処置: メディア管理製品の内部エラーです。メディア管理製品のベンダーに連絡してください。









	 ORA-27026: skgfrls: sbtendからエラーが戻されました。 
	
原因: sbtendからエラーが戻されました。これは、バックアップまたはリストア操作中に発生します。


	
処置: このエラーはOracleにリンクしているメディア管理ソフトウェアから戻されます。エラーの原因を説明するメッセージが他にあります。通常、このエラーについては、メディア管理製品のベンダーに連絡してください。









	 ORA-27027: sbtremove2からエラーが戻されました 
	
原因: sbtremove2からエラーが戻されました。これはバックアップ・ファイルを削除中に発生します。


	
処置: このエラーはOracleにリンクしているメディア管理ソフトウェアから戻されます。エラーの原因を説明するメッセージが他にあります。通常、このエラーについては、メディア管理製品のベンダーに連絡してください。









	 ORA-27028: skgfqcre: sbtbackupからエラーが戻されました。 
	
原因: sbtbackupからエラーが戻されました。バックアップ操作中にバックアップ・ファイルを作成すると、このエラーが発生します。


	
処置: このエラーはOracleにリンクしているメディア管理ソフトウェアから戻されます。エラーの原因を説明するメッセージが他にあります。通常、このエラーについては、メディア管理製品のベンダーに連絡してください。









	 ORA-27029: skgfrtrv: sbtrestoreからエラーが戻されました。 
	
原因: sbtrestoreからエラーが戻されました。リストア操作中にバックアップ・ファイルを取得すると、このエラーが発生します。


	
処置: このエラーはOracleにリンクしているメディア管理ソフトウェアから戻されます。エラーの原因を説明するメッセージが他にあります。通常、このエラーについては、メディア管理製品のベンダーに連絡してください。









	 ORA-27030: skgfwrt: sbtwrite2からエラーが戻されました。 
	
原因: sbtwrite2からエラーが戻されました。バックアップ操作中にバックアップ・ファイルを書込みすると、このエラーが発生します。


	
処置: このエラーはOracleにリンクしているメディア管理ソフトウェアから戻されます。エラーの原因を説明するメッセージが他にあります。通常、このエラーについては、メディア管理製品のベンダーに連絡してください。









	 ORA-27031: ミラー復元ファンクションはサポートされていません 
	
原因: 内部エラー


	
処置: トレース・ファイルを調べて、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27032: ファイル・サイズの制限の取得に失敗しました。 
	
原因: getrlimitシステム・コールからエラーが戻されました。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-27033: ファイル・サイズの制限の取得に失敗しました。 
	
原因: ulimitシステム・コールからエラーが戻されました。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-27034: ORACLE_SIDの最大長を超えました 
	
原因: ORACLE_SID文字列の文字が多すぎます。


	
処置: ORACLE_SID名を変更して、システムに指定された最大文字数以下の文字列にしてください。









	 ORA-27035: 論理ブロック・サイズが無効です。 
	
原因: Oracleファイルの論理ブロック・サイズは物理ブロック・サイズの倍数であり、最大値より小さい必要があります。


	
処置: 指定されたブロック・サイズが、追加情報として戻されます。init.oraパラメータを確認してください。追加情報にエラーが発生した関数も表示されます。









	 ORA-27036: 変換エラーが発生しました。ファイル名を拡張できません。 
	
原因: 追加情報にsltln/slnrmエラーが表示され、エラーが発生した関数も表示されます。


	
処置: 追加情報を調べてください。









	 ORA-27037: ファイル・ステータスを取得できません。 
	
原因: statシステム・コールからエラーが戻されました。追加情報にエラーが発生した関数が表示されます。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-27038: 作成するファイルはすでに存在します。 
	
原因: データベース・ファイルを作成しようとしましたが、同じ名前のファイルがすでに存在します。


	
処置: 名前が正しいことを確認し、必要に応じてreuseを指定してください。









	 ORA-27039: ファイルの作成に失敗しました。ファイル・サイズが制限に達しています。 
	
原因: プロセスのファイル・サイズ制限を超えるファイルを作成しようとしました。追加情報にエラーが発生した関数も表示されます。


	
処置: ファイル・サイズの制限を上げてください。









	 ORA-27040: ファイル作成エラーが発生しました。ファイルを作成できません。 
	
原因: createシステム・コールからエラーが戻され、ファイルを作成できません。


	
処置: ファイル名およびアクセス権を確認してください。









	 ORA-27041: ファイルをオープンできません 
	
原因: openシステム・コールからエラーが戻されました。追加情報にエラーが発生した関数が表示されます。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-27042: 要求を実行するには、ロー・パーティションが小さすぎます 
	
原因: 内部エラーが発生しました。ファイルがロー・パーティションに対して大きすぎます。追加情報にエラーが発生した関数が表示されます。


	
処置: トレース・ファイルを調べて、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27043: ファイルの先頭を検索できません 
	
原因: seekシステム・コールからエラーが戻されました。追加情報にエラーが発生した関数が表示されます。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-27044: ファイルのヘッダー・ブロックを書き込めません。 
	
原因: writeシステム・コールからエラーが戻されました。追加情報にエラーが発生した関数が表示されます。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-27045: ファイルをクローズできません。 
	
原因: closeシステム・コールからエラーが戻されました。追加情報にエラーが発生した関数が表示されます。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-27046: ファイル・サイズが論理ブロック・サイズの倍数ではありません。 
	
原因: statが示したファイル・サイズが正しくありません。追加情報にエラーが発生した関数も表示されます。


	
処置: ファイルが上書きまたは切捨てされていないことを確認してください。









	 ORA-27047: ファイルのヘッダー・ブロックを読み込めません。 
	
原因: readシステム・コールからエラーが戻されました。追加情報にエラーが発生した関数が表示されます。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-27048: skgfifi: ファイルのヘッダー情報が無効です。 
	
原因: データベース・ファイルでないものをデータベース・ファイルとして使用しようとしている可能性があります。


	
処置: ファイルがデータベース・ファイルであることを確認してください。









	 ORA-27049: 最終ブロックの検索および読取りができません。 
	
原因: ファイルの最終ブロックの検索および読込みをしようとしました。追加情報にエラーが発生した関数が表示されます。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-27050: 無効なFIB/IOV構造で関数が呼び出されました。 
	
原因: 内部エラーが発生しました。追加情報にエラーが発生した関数が表示されます。


	
処置: トレース・ファイルを調べて、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27052: ファイル・データをフラッシュできません。 
	
原因: fsyncシステム・コールからエラーが戻されました。追加情報にエラーが発生した関数が表示されます。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-27053: ファイル・ヘッダーのブロックサイズが論理ブロック・サイズの倍数ではありません 
	
原因: 論理ブロック・サイズが無効です。追加情報に論理ブロック・サイズおよびファイル・ヘッダーのブロック・サイズが表示されます。


	
処置: 異なる論理ブロック・サイズを使用するか、またはファイルを再使用しないでください。









	 ORA-27054: ファイルが作成される、または常に存在するNFSファイルシステムは、正しいオプションでマウントされません 
	
原因: ファイルがNFSパーティション上にあり、マウント・タブ・ファイルの読取りに失敗したか、パーティションが正しいマウント・オプションでマウントされませんでした。


	
処置: マウント・タブ・ファイルにOracleユーザー用の読取り権限があり、ファイルがあるNFSパーティションが正しくマウントされていることを確認してください。使用するマウント・オプションのリストは、プラットフォーム固有のドキュメントを参照してください。









	 ORA-27056: ファイルを削除できませんでした。 
	
原因: unlinkシステム・コールからエラーが戻されました。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-27057: ファイルに対して非同期I/Oを実行できません。 
	
原因: これは内部エラーです。非同期I/Oがサポートされていないファイルでは、非同期ベクトルI/Oについての問合せが発生しています。


	
処置: トレース・ファイルを調べて、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27058: ファイルI/O問合せパラメータが無効です。 
	
原因: これは内部エラーです。無効な問合せが発生しています。


	
処置: トレース・ファイルを調べて、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27059: ファイル・サイズを縮小できませんでした 
	
原因: ftruncateシステム・コールからエラーが戻されました。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-27060: ファイルにclose-on-execビットを設定できませんでした 
	
原因: fcntlシステム・コールからエラーが戻されました。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-27061: 非同期I/Oの待機に失敗しました。 
	
原因: AIOWAIT関数からエラーが戻されました。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-27062: 一時停止中の非同期I/Oが見つかりませんでした 
	
原因: システムには非同期I/Oが含まれていたはずですが、AIOWAITのブロックは、これ以上のI/Oが存在しないことを示します。OracleバグかベンダーのOSバグ、またはNFSサーバーが応答しないことが原因の可能性があります。


	
処置: Oracleトレース・ファイルまたはOSメッセージを調べて、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27063: 読取り/書込みのバイト数が正しくありません。 
	
原因: AIOWAITから戻された読込み/書込みのバイト数が元の数と一致しません。追加情報にこれらの数値が両方とも表示されます。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-27064: ファイルに対して非同期I/Oを実行できません。 
	
原因: これは内部エラーです。IOVに非同期I/Oをファイルで実行できないことが示されているときに、非同期I/Oを実行するように要求しました。


	
処置: トレース・ファイルを調べて、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27065: ファイルに対して非同期ベクトルI/Oを実行できません。 
	
原因: これは内部エラーです。IOVに非同期ベクトルI/Oをファイルで実行できないことが示されているときに、非同期ベクトルI/Oを実行するように要求しました。


	
処置: トレース・ファイルを調べて、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27066: ベクトルI/Oのバッファ数が最大値を超えています 
	
原因: これは内部エラーです。ベクトルI/Oのバッファ数がOSDが実現する最大値を超えています。追加情報にこれらの数値が両方とも表示されます。


	
処置: トレース・ファイルを調べて、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27067: I/Oバッファのサイズが無効です 
	
原因: これは内部エラーです。バッファ・サイズが0(ゼロ)か、SSTIOMAXより大きいかまたは論理ブロック・サイズの倍数以外のいずれかです。追加情報にエラーが発生した関数とそのバッファ・サイズが表示されます。


	
処置: トレース・ファイルを調べて、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27068: I/Oバッファが正しく位置揃えされていません。 
	
原因: これは内部エラーです。バッファがSSIOALIGN境界に正しく位置揃えされていません。追加情報にエラーが発生した関数とそのバッファ・ポインタが表示されます。


	
処置: トレース・ファイルを調べて、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27069: ファイルの範囲外でI/O処理を試みました。 
	
原因: これは内部エラーです。読込みまたは書込みを行っているブロックの範囲がファイルの範囲外です。追加情報に、開始ブロック番号、I/O内のブロック数、およびファイル内の最後の有効なブロックが表示されます。


	
処置: トレース・ファイルを調べて、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27070: 非同期の読取り/書込みに失敗しました。 
	
原因: aioread/aiowriteシステム・コールからエラーが戻されました。追加情報にI/Oの開始ブロック番号が表示されます。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-27071: ファイルの要求位置を検索できません 
	
原因: lseekシステム・コールからエラーが戻されました。追加情報に検索しようとしたファイルのブロック番号が表示されます。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-27072: ファイルI/Oエラーが発生しました。 
	
原因: read/write/readv/writevシステム・コールからエラーが戻されました。追加情報にI/Oの開始ブロック番号が表示されます。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-27073: デキューされるまで一時停止中の非同期I/Oがあるファイルをクローズしようとしました。 
	
原因: これは内部エラーです。ファイルがクローズされます。ただし、ファイルへの非同期I/Oがすべてデキューされたわけではありません。追加情報にファイルの未処理のI/Oの数が表示されます。


	
処置: トレース・ファイルを調べて、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27074: オープン・ファイルの制限を判断できません 
	
原因: getrlimit()システム・コールからエラーが戻されました。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-27075: SSTMOFRC定数が大きすぎます。 
	
原因: 内部エラー


	
処置: トレース・ファイルを調べて、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27076: オープン・ファイル数の制限を設定できません。 
	
原因: setrlimit()システム・コールからエラーが戻されました。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-27077: オープンされているファイルが多すぎます。 
	
原因: これは内部エラーです。skgfofiによってオープンされているファイルの数値が制限値に達しました。


	
処置: トレース・ファイルを調べて、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27078: オープン・ファイルの制限を判断できません 
	
原因: getrlimit()システム・コールからエラーが戻されました。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-27079: 非同期IO制限を設定できません 
	
原因: 非同期IOの制限の設定に失敗しました。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-27080: オープンされているファイルが多すぎます。 
	
原因: オープンされているファイル数が、システムの制限に達しました。


	
処置: エラーを確認し、システム構成値を設定してください。









	 ORA-27081: ファイルをクローズできません。 
	
原因: close()システム・コールに失敗しました。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-27083: 非同期I/Oの待機に失敗しました。 
	
原因: aio_waitn()ライブラリ・コールからエラーが戻されました。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-27084: ファイル・ステータス・フラグを取得/設定できません。 
	
原因: F_GETFL/F_SETFLフラグを持つfcntl()システム・コールからエラーが戻されました。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-27086: ファイルをロックできません - すでに使用されています。 
	
原因: ファイルが別のプロセスにロックされています。このファイルは、データベース・インスタンスによって現在使用されています。


	
処置: どのデータベース・インスタンスが本来このファイルを所有しているかを確認してください。









	 ORA-27087: 共有ロックを取得できません - ファイルが読取り可能ではありません。 
	
原因: 読込みアクセス用にオープンされていないファイルに対して共有ロックが要求されました。


	
処置: 共有ロックを取得するには、ファイルを読込み専用または書込み専用でオープンしてください。









	 ORA-27088: ファイル・ステータスを取得できません。 
	
原因: ファイルがオープンされていないか、またはファイル記述子が無効です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-27089: アドバイザ・ロックを解放できません。 
	
原因: ファイル・ロックの解放に失敗しました。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-27090: 非同期ディスクI/Oに対するカーネル・リソースを予約できません 
	
原因: 非同期I/Oに対するカーネル・リソースを予約するためのシステム・コールに失敗しました。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-27091: I/Oをキューできません。 
	
原因: read/write/readv/writevシステム・コールからエラーが戻されました。追加情報にI/Oの開始ブロック番号が表示されます。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-27092: ファイルのサイズがプロセスのファイル・サイズ制限を超えています。 
	
原因: プロセスのファイル・サイズ制限(ulimit)を超えるファイルをオープンしようとしました。追加情報に、現在の制限(論理ブロック)およびファイルのサイズ(論理ブロック)も表示されます。


	
処置: プロセスのファイル制限(ulimit)を増やし、再試行してください。









	 ORA-27093: ディレクトリを削除できませんでした 
	
原因: rmdirシステム・コールからエラーが戻されました。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-27094: 使用されているロー・ボリュームは、パーティション表を破損する可能性があります 
	
原因: VTOC情報を含むRAWデバイスが、データベース・ファイルとして指定されました。


	
処置: Oracleに提供されたディスク・パーティションがセクター0で起動しないことを確認してください。









	 ORA-27095: ディスク・セクター・サイズの取得に失敗しました 
	
原因: セクター・サイズを取得するシステム・コールが失敗しました。どの関数でエラーが発生したかが追加情報に示されます。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-27096: ファイル・サイズの取得に失敗しました 
	
原因: ファイル・サイズを取得するシステム・コールに失敗しました。どの関数でエラーが発生したかが追加情報に示されます。


	
処置: エラー番号を確認してください。









	 ORA-27099: ファイルの作成に失敗しました 
	
原因: このファイル・システム内にこのファイル・タイプを作成するためのシステム・コールが失敗しました。このファイル・タイプの作成がこのファイル・システム内でサポートされているかどうかを確認してください。どの関数でエラーが発生したかが追加情報に示されます。


	
処置: Oracleのドキュメントに記載されている、その他の詳細を参照してください。









	 ORA-27100: 共有メモリー領域はすでに存在します。 
	
原因: 重複しているインスタンスを起動しようとしたか、正しく停止されていないインスタンスを再起動しようとしました。


	
処置: 別のインスタンス名を使用するか、失敗したインスタンスのSGAをクリーン・アップしてください。









	 ORA-27101: 共有メモリー領域は存在しません 
	
原因: 共有メモリー領域を確認できませんでした。


	
処置: 領域がアクセス可能であることを確認してください。









	 ORA-27102: メモリー不足です。 
	
原因: メモリー不足です。


	
処置: トレース・ファイルで詳細を確認してください。









	 ORA-27103: 内部エラー 
	
原因: 内部エラー


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27120: 共有メモリー・セグメントを削除できません 
	
原因: shmctl()コールが失敗しました。


	
処置: セグメントに対する権限を確認し、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27121: 共有メモリー・セグメントのサイズを判断できません 
	
原因: shmctl()コールが失敗しました。


	
処置: セグメントに対する権限を確認し、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27122: メモリーを保護できません。 
	
原因: mprotect()コールが失敗しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27123: 共有メモリー・セグメントに連結できません。 
	
原因: shmat()コールが失敗しました。


	
処置: セグメントに対する権限を確認し、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27124: 共有メモリー・セグメントから連結解除できません。 
	
原因: shmdt()コールが失敗しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27125: 共有メモリー・セグメントを作成できません。 
	
原因: shmget()コールが失敗しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27126: コアにある共有メモリー・セグメントをロックできません。 
	
原因: コア内で共有メモリー・セグメントをロックする権限が不十分です。


	
処置: 必要な権限でプロセスを実行していることを確認してください。









	 ORA-27127: 共有メモリー・セグメントをロック解除できません。 
	
原因: 共有メモリー・セグメントをロック解除する権限が不十分です。


	
処置: 必要な権限でプロセスを実行していることを確認してください。









	 ORA-27128: ページ・サイズを判断できません 
	
原因: sysconf()コールが失敗しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27133: スタック・サイズを決定できません 
	
原因: getrlimit()コールが失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-27134: スタック・サイズを設定できません 
	
原因: setrlimit()コールに失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-27135: オペレーティング・システムのハード・スタック限度の設定が低すぎます 
	
原因: オペレーティング・システムのハード・スタック限度の設定が低すぎます。


	
処置: 追加情報を参照して、現在の限度と最低限度を確認してください。オペレーティング・システムのハード・スタック限度を高くして、操作を再試行してください。









	 ORA-27136: MPMTとVLMは両方とも有効です 
	
原因: _mpmt_enabledパラメータがTRUEに設定されている場合、次のパラメータはいずれもTRUEに設定できません。
* use_indirect_buffers

* _db_block_cache_protect

* _db_block_cache_clone




	
処置: マルチ・プロセス/マルチ・スレッド(MPMT)をオフにするか、またはそれ以外のパラメータをすべてオフにしてください。









	 ORA-27137: 共有メモリー・セグメントを作成するための大きなページを割り当てられません 
	
原因: パラメータUSE_LARGE_PAGESがONLYに設定されましたが、大きいページが適切に構成されませんでした


	
処置: 詳細はアラート・ファイルを確認してください。









	 ORA-27139: プロセス・アドレス空間でOracle VMマッピングを予約できませんでした 
	
原因: このアドレス空間の領域はすでにマップ済です。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-27140: 通知/待機機能への連結に失敗しました 
	
原因: プログラムが通知/待機機能を初期化しようとしましたが、機能を連結できませんでした。


	
処置: 追加のエラーを確認し、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27141: ID処理が無効です。 
	
原因: 無効なプロセスIDを使用してプロセス操作をしようとしました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27142: 新規プロセスを作成できませんでした。 
	
原因: OSシステム・コールに失敗しました。


	
処置: エラー番号を確認してください。可能な場合、プロセス数を増やしてください。









	 ORA-27143: OSシステム・コールに障害が発生しました。 
	
原因: OSシステム・コールに失敗しました。


	
処置: エラー番号を確認し、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27144: プロセスの削除に失敗しました。 
	
原因: OSシステム・コールでエラーが発生しました。


	
処置: エラー番号を確認し、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27145: 要求されたプロセス数に対するリソースが不十分です。 
	
原因: OSシステム・コールでエラーが発生しました。


	
処置: エラー番号を確認し、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27146: 通知/待機の初期化に失敗しました。 
	
原因: OSシステム・コールに失敗しました。


	
処置: エラー番号を確認し、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27147: 通知/待機のリセットに失敗しました。 
	
原因: OSシステム・コールに失敗しました。


	
処置: エラー番号を確認し、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27148: 起動待機エラーが発生しました。 
	
原因: OSシステム・コールに失敗しました。


	
処置: エラー番号を確認し、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27149: 割当てが有効範囲にありません。 
	
原因: これは内部エラーです。型に対して大きすぎる変換が要求されました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27150: 保留中のORADEBUGコール処理の通知に失敗しました。 
	
原因: OSシステム・コールに失敗しました。


	
処置: エラー番号を確認し、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27151: ID文字列の処理を保持するにはバッファ・サイズが不十分です。 
	
原因: 内部エラー


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27152: 処理の通知に失敗しました。 
	
原因: OSシステム・コールに失敗しました。


	
処置: エラー番号を確認し、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27153: 待機操作に失敗しました。 
	
原因: OSシステム・コールに失敗しました。


	
処置: エラー番号を確認し、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27154: 通知/待機の作成に失敗しました。 
	
原因: これは内部エラーです。複数の通知/待機の作成を同時に実行しようとしました。


	
処置: エラー番号を確認し、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27155: ファイルを実行できませんでした。 
	
原因: OSシステム・コールに失敗しました。


	
処置: エラー番号を確認し、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27156: 情報の処理要求に失敗しました。 
	
原因: 内部エラー


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27157: OSの通知/待機機能は削除されました。 
	
原因: コール・プロセスがアクションを待機する通知/待機機能が、システムから削除されました。


	
処置: エラー番号を確認し、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27158: プロセス制御に失敗しました 
	
原因: 指定されたプロセス制御を設定できませんでした。


	
処置: 『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。









	 ORA-27159: プロセス・スケジューリングの優先順位の設定に失敗しました。 
	
原因: 指定されたスケジューリングの優先順位を設定できませんでした。


	
処置: 『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。









	 ORA-27160: 処理を実行するためにプロセスが要求されました。 
	
原因: 現行のプロセスは、別のプロセスによって処理を実行するために要求されています。


	
処置: これは内部的に使用されます。処置は必要ありません。









	 ORA-27161: Oracleバイナリ情報のリクエストに失敗しました 
	
原因: プログラムが、Oracleバイナリに関する情報を取得できませんでした。


	
処置: 追加のエラーを確認し、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27162: スレッドの作成に失敗しました 
	
原因: プログラムがスレッドを作成できませんでした。


	
処置: エラー番号を確認し、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27163: メモリー不足です。 
	
原因: プログラムが一時データ構造を割り当てようとして、メモリーが不足しました。


	
処置: システムのメモリー量を増やしてください。









	 ORA-27164: 連結解除されたスレッドの結合を試行しました 
	
原因: プログラムが連結解除されたスレッドを結合しようとしました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27165: 存在しないスレッドの結合を試行しました 
	
原因: プログラムが、存在しないスレッドを結合しようとしました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27166: 現行スレッドの結合を試行しました 
	
原因: プログラム内のスレッドが、スレッド自体を結合しようとしました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27167: Oracleバイナリ・イメージがリモート・サーバーに保存されているかどうかを判別しようとして失敗しました 
	
原因: OS依存操作が失敗しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-27168: ホスト名からネットワーク・アドレスへの翻訳に失敗しました 
	
原因: 内部エラー


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-27190: skgfrd: sbtread2からエラーが戻されました。 
	
原因: sbtreadからエラーが戻されました。リストア操作中にバックアップ・ファイルを読み込むと、このエラーが発生します。


	
処置: このエラーはOracleにリンクしているメディア管理ソフトウェアから戻されます。エラーの原因を説明するメッセージが他にあります。通常、このエラーについては、メディア管理製品のベンダーに連絡してください。









	 ORA-27191: sbtinfo2からエラーが戻されました。 
	
原因: sbtinfo2からエラーが戻されました。メディア・マネージャ・カタログからバックアップ・ファイルの情報を取得中に、このエラーが発生します。


	
処置: このエラーはOracleにリンクしているメディア管理ソフトウェアから戻されます。エラーの原因を説明するメッセージが他にあります。通常、このエラーについては、メディア管理製品のベンダーに連絡してください。









	 ORA-27192: skgfcls: sbtclose2からエラーが戻されました - ファイルのクローズに失敗しました。 
	
原因: sbtclose2からエラーが戻されました。バックアップまたはリストア操作中にバックアップ・ファイルをクローズすると、このエラーが発生します。


	
処置: このエラーはOracleにリンクしているメディア管理ソフトウェアから戻されます。エラーの原因を説明するメッセージが他にあります。通常、このエラーについては、メディア管理製品のベンダーに連絡してください。









	 ORA-27193: sbtinfo2からボリューム・ラベルが戻されませんでした。 
	
原因: 作成された直後のバックアップ・ファイルのボリューム・ラベル情報が、sbtinfo2から戻されませんでした。


	
処置: メディア管理製品の内部エラーです。メディア管理製品のベンダーに連絡してください。









	 ORA-27194: skgfdvcmd: sbtcommandからエラーが戻されました。 
	
原因: sbtcommandからエラーが戻されました。これはRecovery ManagerのSENDコマンドを発行した場合に発生します。


	
処置: このエラーはOracleにリンクしているメディア管理ソフトウェアから戻されます。エラーの原因を説明するメッセージが他にあります。通常、このエラーについては、メディア管理製品のベンダーに連絡してください。









	 ORA-27195: プロキシ・コピーはサポートされません。 
	
原因: プロキシのバックアップまたはリストアをしようとしましたが、Oracleにインストールされているメディア管理ソフトウェアはプロキシ・コピーをサポートしていません。


	
処置: 非プロキシ・モードでバックアップを再実行するか、またはソフトウェアがプロキシ・コピーをサポートする場合は、メディア管理製品のベンダーに連絡してください。









	 ORA-27196: skgfpbk: sbtpcbackupからエラーが戻されました。 
	
原因: sbtpcbackupからエラーが戻されました。これはプロキシのバックアップを開始したときに発生します。


	
処置: このエラーはOracleにリンクしているメディア管理ソフトウェアから戻されます。エラーの原因を説明するメッセージが他にあります。通常、このエラーについては、メディア管理製品のベンダーに連絡してください。









	 ORA-27197: skgfprs: sbtpcrestoreからエラーが戻されました。 
	
原因: sbtpcrestoreからエラーが戻されました。これはプロキシのリストアを開始したときに発生します。


	
処置: このエラーはOracleにリンクしているメディア管理ソフトウェアから戻されます。エラーの原因を説明するメッセージが他にあります。通常、このエラーについては、メディア管理製品のベンダーに連絡してください。









	 ORA-27198: skgfpvl: sbtpcvalidateからエラーが戻されました。 
	
原因: sbtpcvalidateからエラーが戻されました。これは、プロキシのバックアップまたはリストア中に発生します。


	
処置: このエラーはOracleにリンクしているメディア管理ソフトウェアから戻されます。エラーの原因を説明するメッセージが他にあります。通常、このエラーについては、メディア管理製品のベンダーに連絡してください。









	 ORA-27199: skgfpst: sbtpcstatusからエラーが戻されました。 
	
原因: sbtpcstatusからエラーが戻されました。これは、プロキシのバックアップまたはリストア中に発生します。


	
処置: このエラーはOracleにリンクしているメディア管理ソフトウェアから戻されます。エラーの原因を説明するメッセージが他にあります。通常、このエラーについては、メディア管理製品のベンダーに連絡してください。









	 ORA-27200: skgfpgo: sbtpcstartからエラーが戻されました。 
	
原因: sbtpcstartからエラーが戻されました。これは、プロキシのバックアップまたはリストア中に発生します。


	
処置: このエラーはOracleにリンクしているメディア管理ソフトウェアから戻されます。エラーの原因を説明するメッセージが他にあります。通常、このエラーについては、メディア管理製品のベンダーに連絡してください。









	 ORA-27201: skgfpcm: sbtpccommitからエラーが戻されました。 
	
原因: sbtpccommitからエラーが戻されました。これは、プロキシのバックアップまたはリストア中に発生します。


	
処置: このエラーはOracleにリンクしているメディア管理ソフトウェアから戻されます。エラーの原因を説明するメッセージが他にあります。通常、このエラーについては、メディア管理製品のベンダーに連絡してください。









	 ORA-27202: skgfpen: sbtpcendからエラーが戻されました。 
	
原因: sbtpcendからエラーが戻されました。これは、プロキシのバックアップまたはリストア中に発生します。


	
処置: このエラーはOracleにリンクしているメディア管理ソフトウェアから戻されます。エラーの原因を説明するメッセージが他にあります。通常、このエラーについては、メディア管理製品のベンダーに連絡してください。









	 ORA-27203: skgfpqb: sbtpcquerybackupからエラーが戻されました。 
	
原因: sbtpcquerybackupからエラーが戻されました。これはプロキシのバックアップ中に発生します。


	
処置: このエラーはOracleにリンクしているメディア管理ソフトウェアから戻されます。エラーの原因を説明するメッセージが他にあります。通常、このエラーについては、メディア管理製品のベンダーに連絡してください。









	 ORA-27204: skgfpqr: sbtpcqueryrestoreからエラーが戻されました。 
	
原因: sbtpcqueryrestoreからエラーが戻されました。これは、プロキシのリストア中に発生します。


	
処置: このエラーはOracleにリンクしているメディア管理ソフトウェアから戻されます。エラーの原因を説明するメッセージが他にあります。通常、このエラーについては、メディア管理製品のベンダーに連絡してください。









	 ORA-27205: skgfpcn: sbtpccancelからエラーが戻されました。 
	
原因: sbtpccancelからエラーが戻されました。これは、プロキシのリストア中に発生します。


	
処置: このエラーはOracleにリンクしているメディア管理ソフトウェアから戻されます。エラーの原因を説明するメッセージが他にあります。通常、このエラーについては、メディア管理製品のベンダーに連絡してください。









	 ORA-27206: 要求されたファイルがメディア管理カタログにありません。 
	
原因: Recovery Managerカタログのメンテナンス・コマンドで使用されているバックアップ・ファイルがメディア管理カタログで見つかりませんでした。


	
処置: 別のファイル名を使用してコマンドを再試行してください。









	 ORA-27207: PARMSデバイスの構文エラー - カッコの組合せが不適当か、またはカッコがありません。 
	
原因: ユーザーが指定したPARMS値の構文が正しくありません。


	
処置: 正しい構文ENV=(..)BLKSIZE=nnnnでコマンドを再試行してください。









	 ORA-27208: PARMSデバイスの構文エラー - 環境変数の値がありません。 
	
原因: ユーザーが指定したPARMS値の構文が正しくありません。


	
処置: 正しい構文ENV=(var1=val1,var2=val2,..)でコマンドを再試行してください。









	 ORA-27209: PARMSデバイスの構文エラー - 不明なキーワードか、または「=」がありません。 
	
原因: ユーザーが指定したPARMS値の構文が正しくありません。サーバーがENVまたはBLKSIZEを検索しようとしましたが、不明なキーワードが検出されました。


	
処置: 正しい構文ENV=(..)BLKSIZE=nnnnでコマンドを再試行してください。









	 ORA-27210: PARMSデバイスの構文エラーが発生しました 
	
原因: ユーザーが指定したPARMS値の構文が正しくありません。


	
処置: 正しい構文ENV=(..)BLKSIZE=nnnnでコマンドを再試行してください。









	 ORA-27211: メディア管理ライブラリのロードに失敗しました 
	
原因: ユーザーが指定したSBT_LIBRARYまたはlibobk.soをロードできませんでした。メディア・ライブラリに対するdlopenのコールがエラーを戻しました。エラー・コードの追加情報を参照してください。


	
処置: 適切なメディア・ライブラリを使用したコマンドを再試行してください。または、Oracle用のメディア管理モジュールを再インストールしてください。









	 ORA-27212: メディア管理ライブラリのエントリ・ポイントの一部がありません 
	
原因: メディア・ライブラリが、sbtinfo、sbtread、sbtwrite、sbtremove、sbtopen、sbtclose、sbtinitのいずれかのエントリ・ポイントを持っていません。


	
処置: 適切なメディア・ライブラリを使用したコマンドを再試行してください。









	 ORA-27213: メディア管理ライブラリのアンロードに失敗しました 
	
原因: メディア・ライブラリに対するdlcloseのコールがエラーを戻しました。エラー・コードの追加情報を参照してください。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27214: skgfrsfe: ファイル検索に失敗しました 
	
原因: FindNextFile関数から予期しないエラーが戻されました。


	
処置: エラー・スタック上のエラーを参照して、ファイルの検索が正常に実行されなかった原因を調べてください。









	 ORA-27215: skgfgsmcs: sbtinfo2で不明なファイルが戻されました 
	
原因: sbtinfo2()コール中に、メディア管理ソフトウェアが不明なバックアップ・ファイルについての情報を戻しました。


	
処置: メディア管理製品のベンダーに連絡してください。









	 ORA-27216: skgfgsmcs: sbtinfo2で無効な応答が戻されました 
	
原因: sbtinfo2()コール中に、メディア管理ソフトウェアが無効な形式の応答を戻しました。


	
処置: メディア管理製品のベンダーに連絡してください。









	 ORA-27217: セキュアな場所からのメディア管理ライブラリのロードに失敗しました 
	
原因: SBTライブラリがセキュアな場所にインストールされていません。


	
処置: SBT_SECUREパラメータを削除するか、Oracleが指定するセキュアな場所にSBTライブラリをインストールするパッチの提供をサード・パーティ・ベンダーに依頼してください。









	 ORA-27218: ACFSミラーの読取りに失敗しました 
	
原因: Oracle Automatic Storage Management Cluster File System (Oracle ACFS)カーネル・ドライバと通信しようとして失敗しました。


	
処置: なぜACFSと正常に通信できなかったかの説明を、エラー・スタックのエラーで確認してください。









	 ORA-27230: OSシステム・コールに障害が発生しました。 
	
原因: OSシステム・コールに失敗しました。


	
処置: エラー番号を確認し、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27231: ファイルをクローズできません 
	
原因: ファイルをクローズできませんでした。


	
処置: 付随するエラーを参照してください。









	 ORA-27232: ファイル情報を取得できません 
	
原因: ファイルに関する情報を取得できませんでした。


	
処置: 付随するエラーを参照してください。









	 ORA-27233: ファイルはELFファイルではありません 
	
原因: ファイルがELFファイルではありません。


	
処置: ファイルが破損しているかどうかを確認して、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-27234: ファイルを読み込めません 
	
原因: ファイルを読み込めませんでした。


	
処置: 付随するエラーを参照してください。









	 ORA-27235: ファイル・リージョンをメモリーにマップできません 
	
原因: ファイル・リージョンをメモリーにマップできませんでした。


	
処置: 付随するエラーを参照してください。









	 ORA-27236: ファイルをメモリーからアンマップできません 
	
原因: ファイル・リージョンをメモリーからアンマップできませんでした。


	
処置: 付随するエラーを参照してください。









	 ORA-27237: ELFファイルは再配置可能なオブジェクト・ファイルではありません 
	
原因: ELFファイルが想定されたタイプではありません。


	
処置: 想定されたタイプのファイルを指定してください。









	 ORA-27238: ELFファイルは実行可能ファイルではありません 
	
原因: ELFファイルが想定されたタイプではありません。


	
処置: 想定されたタイプのファイルを指定してください。









	 ORA-27239: ELFファイルは共有オブジェクト・ファイルではありません 
	
原因: ELFファイルが想定されたタイプではありません。


	
処置: 想定されたタイプのファイルを指定してください。









	 ORA-27240: ELFファイルには必須セクションがありません 
	
原因: ELFファイルに必須セクションがありません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-27241: ELF共有ライブラリには同じタイプのセクションが複数あります 
	
原因: ELF共有ライブラリに同じタイプのセクションが複数あります。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-27242: ELFファイルのハッシュ表のエントリ・サイズは無効です 
	
原因: ELFファイルのハッシュ表のエントリ・サイズが無効です。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-27243: ELFファイルの再配置セクションは多すぎます 
	
原因: ELFファイルの再配置セクションが多すぎます。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-27244: ELFファイルからのデータ再配置のベース値を確認できません 
	
原因: ELFファイルから重要な情報が欠落しています。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-27245: バイナリ・イメージに対してdlopen()を実行できません 
	
原因: dlopen()を使用してファイルにアクセスできませんでした。


	
処置: 付随するエラーを確認して、ファイルを使用可能にしてください。









	 ORA-27246: ファイルをオープンできません 
	
原因: ファイルをオープンできませんでした。


	
処置: 付随するエラーを確認して、ファイルを使用可能にしてください。









	 ORA-27250: OSシステム・コールに障害が発生しました。 
	
原因: OSシステム・コールに失敗しました。


	
処置: エラー番号を確認し、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27270: szingroup: mallocに失敗しました 
	
原因: mallocライブラリ・コールが、グループ・リストの空間を割当てできませんでした。


	
処置: オペレーティング・システム・エラーが発生している可能性があります。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-27271: szingroup: グループ参照に失敗しました 
	
原因: getgrnam_rライブラリ・コールが、UNIXグループのメンバーを決定できませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-27300: OSシステム依存操作:stringがステータス:stringで失敗しました。 
	
原因: OSシステム・コールでエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27301: OS障害メッセージ: string 
	
原因: OSシステム・コールでエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27302: stringで障害が発生しました。 
	
原因: OSシステム・コールでエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27303: 追加情報: string 
	
原因: OSシステム・コールでエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27351: ジョブ属性stringとstringの値が競合しています 
	
原因: CREATE_JOBSコールまたはJOBオブジェクト・コンストラクタに渡された2つの属性の値が競合しています。これは通常、2つの属性を同時にNULL以外にすることができないためです。


	
処置: いずれかの属性の値を変更して競合を解決し、コールを再発行してください。









	 ORA-27353: ジョブ属性stringがありません 
	
原因: ジョブを指定するために必要な属性の一部が、CREATE_JOBSまたはJOBオブジェクト・コンストラクタのコールに渡されませんでした。


	
処置: 必要な属性を指定してコールを再発行してください。









	 ORA-27354: 属性stringは軽量ジョブに設定できません 
	
原因: CREATE_JOBSコールまたはJOBオブジェクト・コンストラクタのコールに、軽量ジョブに対する無効な引数が設定されています。


	
処置: 引数をデフォルト値に設定し、コールを再発行してください。









	 ORA-27356: ジョブ引数が無効です 
	
原因: 無効なジョブ引数がCREATE_JOBSコールまたはJOBオブジェクト・コンストラクタに渡されました。


	
処置: 引数値を修正して、コールを再発行してください。









	 ORA-27357: ジョブ・オブジェクトstringへの参照が重複しています 
	
原因: スケジューラのCREATE_JOBSコールで同一ジョブへの参照が重複しています。


	
処置: 重複している参照を削除し、コールを再発行してください。









	 ORA-27359: ジョブstringの属性stringへの参照が重複しています 
	
原因: スケジューラのSET_JOB_ATTRIBUTESコールで、特定のジョブ属性への参照が重複しています。


	
処置: 重複している参照を削除し、コールを再発行してください。









	 ORA-27361: スケジューラAPIが無効な引数または一貫性のない引数を指定して起動されました 
	
原因: 無効な属性または競合する属性を使用して、DBMS_SCHEDULER APIコールが呼び出されました。


	
処置: このコールについてスケジューラのマニュアルを参照し、必要な変更を加え、コールを再発行してください。









	 ORA-27362: バッチAPIコールは完了しましたが、エラーがあります 
	
原因: エラーのため、スケジューラのバッチAPIコールに対して発行された一部のコマンドが正常に実行されませんでした。その他のバッチのコマンドは、正常に終了しています。


	
処置: SCHEDULER_JOB_ERRORSビューで、失敗したコマンドとその理由を確認してください。必要な修正を加え、失敗したコマンドを再発行してください。









	 ORA-27363: 軽量ジョブのプログラムが無効です 
	
原因: 無効なプログラムを使用して軽量ジョブを作成しようとしました。軽量ジョブに使用されるプログラムは有効化されている必要があり、ジョブと同じスキーマにある必要があり、プログラム・アクションはPL/SQLブロックまたはストアド・プロシージャのいずれかである必要があります。


	
処置: 軽量ジョブに有効なプログラムを使用してください。









	 ORA-27364: リモート・データベースstringはstringとしてすでに登録されています 
	
原因: すでに登録されているリモート・データベースを登録しようとしました。


	
処置: 登録情報を更新するには、REGISTER_REMOTE_DATABASEプロシージャのREPLACE引数をTRUEに設定する必要があります。最新の情報がすでに登録されている場合、処置は必要ありません。









	 ORA-27365: ジョブの停止を通知されましたが、ただちに停止できませんでした 
	
原因: stop_jobコマンドで指定されたジョブに停止が通知されていますが、このジョブはネットワーク操作でロールバックされているか、ブロックされているため、すぐには停止できません。割込みできない現在の操作が終わり次第、停止します。


	
処置: ジョブを停止するための処置は不要ですが、stop_jobを強制的にコールすると(権限を持っている場合)、ジョブが早く終了する場合もあります。









	 ORA-27366: ジョブ"string.string"は実行されていません 
	
原因: 実行中でないジョブを停止しようとしました。


	
処置: ジョブのステータスを確認してください。ジョブが実行中でもこのメッセージが戻される場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27367: このジョブに関連付けられたプログラム"string.string"が使用不可です 
	
原因: プログラムが使用不可であるジョブを実行しようとしました。


	
処置: プログラムを再び使用可能にしてからジョブを実行してください。









	 ORA-27369: タイプEXECUTABLEのジョブが、次の終了コードで失敗しました: string 
	
原因: タイプEXECUTABLEのジョブを実行中に問題が発生しました。実際の問題の原因は、終了コードによって特定されます。


	
処置: 終了コードの原因を修正し、ジョブをリスケジュールしてください。









	 ORA-27370: ジョブ・スレーブは、タイプEXECUTABLEのジョブの起動に失敗しました 
	
原因: ジョブ・スレーブがタイプEXECUTABLEのジョブを起動しようとしたときに、スケジューラにエラーが発生しました。正確な問題についての詳しい情報は、残りのエラー・スタックで表示されます。


	
処置: エラー・スタックに示されている問題を修正してから、ジョブをリスケジュールしてください。









	 ORA-27371: タイプEXECUTABLEのジョブは、このプラットフォームではサポートされていません 
	
原因: サポートを提供していないプラットフォームで、タイプEXECUTABLEのジョブまたはプログラムを作成しようとしました。


	
処置: 別のプラットフォームを使用するか、別のジョブまたはプログラムのタイプを作成してください。









	 ORA-27372: アクションおよび引数の長さがプラットフォーム制限stringを超えています 
	
原因: ジョブまたはプログラムのアクションおよび引数の合計長が、プラットフォームに指定されている制限を超えています。


	
処置: より少ない引数またはより短い引数(あるいはその両方)を指定して、合計長を削減してください。









	 ORA-27373: イベント・ソース・キューが不明であるか無効です 
	
原因: イベント・ベースのジョブまたはイベント・ベースのスケジュールに対して指定されたソース・キューが見つからなかったか、キューのタイプが不正でした。


	
処置: キューが存在するかどうか確認してください。存在する場合は、それが複数コンシューマのキューで、8.1以降と互換性があるキューであることを確認してください。シングル・コンシューマ・キューおよび旧式のキューは、イベント・ソース・キューとして使用できません。









	 ORA-27374: イベント・ソース・キューが不明であるか無効です 
	
原因: ジョブ所有者が、ジョブに対して指定されたイベント・ソース・キューの十分な権限を持っていません。


	
処置: ジョブ所有者は、イベント・ソース・キューのデキュー権限を持っているか、キューを管理するためのシステム権限または任意のキューをデキューするためのシステム権限を持っている必要があります。これらのいずれかの権限が付与されていることを確認してください。









	 ORA-27375: 保護キューには有効なエージェント名を指定する必要があります 
	
原因: イベント・ベースのジョブまたはイベント・ベースのスケジュールに対して指定されたキューは保護キューで、エージェント名が指定されていないか、無効なエージェント名が指定されています。


	
処置: エージェント名が指定されていない場合、有効なエージェント名を使用してコールを再試行してください。エージェント名が有効な場合、エージェントがキューに現在サブスクライブされているかどうかを確認し、ジョブの場合、ジョブ所有者として機能するように認可されているかどうかを確認します。









	 ORA-27376: イベント条件はNULLにできません 
	
原因: イベント・ベースのジョブまたはイベント・ベースのスケジュールに対してNULLイベント条件が渡されました。これは許可されていません。


	
処置: 有効なイベント条件を渡してください。









	 ORA-27377: ウィンドウにはイベント・ベースのスケジュールを含めることができません 
	
原因: 現在、ウィンドウではイベント・ベースのスケジュールがサポートされていません。


	
処置: かわりに、時間ベースのスケジュールを使用してください。









	 ORA-27378: このプラットフォームでは、EXECUTABLEタイプのジョブは停止できません 
	
原因: 操作の停止がサポートされていないプラットフォームで、タイプEXECUTABLEのジョブを停止しようとしました。


	
処置: FORCEオプションがFALSEの状態でジョブを停止しようとした場合は、FORCEオプションをTRUEに変更して再試行してください。









	 ORA-27379: INSTANCE_ID属性は、ジョブ・クラス設定と競合しています 
	
原因: ジョブのINSTANCE_ID属性の値が、ジョブ・クラスのSERVICE属性の値と競合しています。


	
処置: INSTANCE_ID属性の値を変更するか、INSTANCE_ID属性と競合しない設定を持つジョブ・クラスにジョブを置きます。その後、ジョブを再度使用可能にしてください。









	 ORA-27399: ジョブ・タイプEXECUTABLEには、CREATE EXTERNAL JOB権限が必要です 
	
原因: タイプEXECUTABLEのジョブの所有者が、CREATE EXTERNAL JOBシステム権限を持っていません。


	
処置: ジョブ所有者にCREATE EXTERNAL JOBシステム権限を付与するか、CREATE EXTERNAL JOBシステム権限を持つスキーマで別のジョブを作成してください。









	 ORA-27411: 空の文字列は有効な反復間隔ではありません。 
	
原因: 空の文字列''がウィンドウまたはスケジュールの反復間隔として指定されました。


	
処置: 有効な反復間隔を指定してください。たとえば、毎日午前8時に実行するジョブの場合は、'FREQ=DAILY;BYHOUR=8;BYMINUTE=0;BYSECOND=0'を指定してください。









	 ORA-27412: 反復間隔またはカレンダに無効な識別子が含まれています: string 
	
原因: ジョブ、スケジュールまたはウィンドウの反復間隔のカレンダ文字列またはカレンダ定義に、サポートされていないキーワードまたは未定義のカレンダへの参照が含まれています。


	
処置: 反復間隔を修正して無効なキーワードを含まないようにしてください。









	 ORA-27413: 反復間隔が長すぎます 
	
原因: 反復間隔が最大許容サイズより大きいカレンダ文字列で構成されました。


	
処置: より短い文字列を反復間隔に使用してください。









	 ORA-27414: string句の値が無効です 
	
原因: BY句の値が認識されなかったか、または指定された頻度の範囲外でした。


	
処置: 有効なBY句の値を指定します。









	 ORA-27415: 反復間隔またはカレンダはfrequency句で始まる必要があります 
	
原因: 反復間隔に指定したカレンダ文字列の先頭が頻度句ではありませんでした。


	
処置: 頻度句で始まる反復間隔を作成してください。たとえば、'FREQ=YEARLY;BYMONTH=FEB'とします。









	 ORA-27416: 反復間隔またはカレンダのBYDAY句に無効な平日が含まれています 
	
原因: 反復間隔のBYDAY句に、平日を表さない値が含まれています。


	
処置: 平日を示す正しい3文字の省略形を使用してください。たとえば、月曜日にはMON、金曜日にはFRIを使用します。









	 ORA-27417: BYWEEKNO句にはYEARLY句が必要です 
	
原因: 反復間隔またはカレンダ文字列に、YEARLY以外の頻度を伴うBYWEEKNO句が含まれています。


	
処置: BYWEEKNO句を削除するか、または頻度をYEARLYに変更してください。









	 ORA-27418: 反復間隔またはカレンダに構文エラーがあります 
	
原因: 反復間隔またはカレンダ定義が有効な構文として認識されませんでした。


	
処置: 有効な反復間隔を指定してください。









	 ORA-27419: 反復間隔から有効な実行日を決定できません 
	
原因: 指定した反復間隔に、一致する日付を見つけることができない、競合する句が含まれています。たとえば、'FREQ=YEARLY;BYMONTH=FEB;BYMONTHDAY=31'などです。または、スケジューラが有効な実行日を見つける試行の最大回数に達しました。これは、理論上はずっと先に有効な実行日があるものの、スケジューラがその日付を確定するのに必要な試行の回数が多すぎる場合に発生します。


	
処置: 次の実行日が決定しやすくなるように、矛盾する句を削除するか、反復間隔を単純にしてください。









	 ORA-27420: string間隔インタープリタからの次のメッセージ 
	
原因: 反復間隔またはカレンダ定義が有効な構文として認識されませんでした。


	
処置: 有効な反復間隔を指定してください。









	 ORA-27421: カレンダ式の制限stringが見つかりました 
	
原因: 制限テストが失敗したためカレンダ式が有効ではありません。たとえば、INTERVAL句で指定できる間隔の最大値は頻度句から導出される値に制限されます。


	
処置: 有効なカレンダ定義を指定してください。









	 ORA-27422: stringの使用は埋込みカレンダ・アプリケーション"string"."string"ではサポートされていません 
	
原因: 主なカレンダ定義が、追加の制限が適用されるINCLUDE、EXCLUDE、INTERSECT、またはFREQ句の埋込みカレンダで使用されました。


	
処置: カレンダ定義から特定の句を削除してください。









	 ORA-27423: calendar句stringが2つ以上指定されています 
	
原因: カレンダ定義に2回以上指定された句が含まれています。


	
処置: 2番目の句の値を最初の句に追加して、2番目の句を削除してください。









	 ORA-27424: calendar句stringとstringに互換性がありません 
	
原因: カレンダ定義に互換性のない句が含まれています。


	
処置: いずれかの句を変更または削除してください。









	 ORA-27431: 連鎖string.stringにユーザー管理ルール・セットが含まれます 
	
原因: スケジューラで管理されていないルール・セットを変更しようとしました。


	
処置: dbms_rule_admパッケージを使用して直接ルール・セットを変更するか、ルール・セットを指定せずに別の連鎖を作成してください。









	 ORA-27432: ステップstringが連鎖string.stringに対して存在しません 
	
原因: 指定されたステップが指定された連鎖に対して存在しません。


	
処置: この連鎖に対して存在するステップを使用して、コマンドを再発行してください。









	 ORA-27433: ステップstring(ジョブstring.string)の状態をstringに変更できません 
	
原因: 要求された状態にステップを変更できません。実行中のステップの状態は変更できません。実行中のステップまたはすでに実行されたステップは、再実行できません。


	
処置: ステップの実行が終了するまで待機してください。









	 ORA-27434: 連鎖ステップ・ジョブstring.string.stringを変更できません 
	
原因: 実行中の連鎖ステップ・ジョブは、停止または削除できますが、変更できません。


	
処置: かわりに、連鎖ステップ・ジョブを停止または削除するか、実行中の連鎖ステップを変更してください。









	 ORA-27435: 連鎖ジョブが異常終了しました 
	
原因: 連鎖ジョブが異常終了しました。実行中の連鎖のエラー・コードを検出できませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。このジョブは、スケジュールに従って再実行されます。









	 ORA-27451: stringはNULLにできません 
	
原因: NOT NULLスケジューラ属性をNULLに設定しようとしました。


	
処置: 指定された属性にNULLでない値を使用してコマンドを再発行してください。









	 ORA-27452: stringは、無効なデータベース・オブジェクト名です。 
	
原因: 無効な名前がデータベース・オブジェクトの特定に使用されました。


	
処置: 有効な名前を使用して、コマンドを再発行してください。









	 ORA-27453: stringは無効なジョブかプログラム引数の名前です。 
	
原因: 無効なジョブ引数名またはプログラム引数名が指定されました。


	
処置: この引数に有効な名前を使用して、コマンドを再発行してください。









	 ORA-27454: 引数の名前と位置はNULLにできません 
	
原因: プログラムまたはジョブの引数名または引数位置がNULLとして定義されています。


	
処置: 有効な引数名または有効な引数位置のいずれかを指定してコマンドを再発行してください。









	 ORA-27455: stringの有効なスキーマは"SYS"のみです。 
	
原因: SYSスキーマを適用する必要のあるオブジェクトに対して、SYS以外のスキーマが指定されました。


	
処置: スキーマ名を削除するか、またはスキーマ名としてSYSを使用して、コマンドを再発行してください。









	 ORA-27456: プログラム"string.string"に、定義されていない引数があります 
	
原因: 示されたプログラムのnumber_of_arguments属性は、定義されている引数の実際の数と一致しませんでした。


	
処置: 引数の数と同数の引数を定義するか、または引数の数を変更してください。









	 ORA-27457: 引数string(ジョブ"string.string")に値がありません 
	
原因: 指定された位置を使用してジョブの引数に指定された値がありません。


	
処置: set_job_xxxx_value()ルーチンのいずれかを使用して、ジョブの引数の値を指定してください。または、示されたプログラムを使用するときに、プログラムの対応する引数のデフォルト値を指定してください。









	 ORA-27458: タイプPLSQL_BLOCKのプログラムに引数は使用できません。 
	
原因: PLSQL_BLOCK型のプログラムを、引数を指定して作成または有効化しようとしました。これは許可されていません。


	
処置: 引数の数を0(ゼロ)に変更するか、プログラムの型を変更してください。









	 ORA-27459: タイプEXECUTABLEのプログラムは、文字のみの引数を使用する必要があります。 
	
原因: タイプEXECUTABLEのプログラムが、文字以外のデータ型の引数を1つ以上使用して作成または有効化されました。


	
処置: 引数が文字データ型のみになるように変更してください。









	 ORA-27460: 使用禁止のジョブ"string.string"は実行できません 
	
原因: 使用不可のジョブを実行しようとしました。


	
処置: ジョブを使用可能にしてからジョブをリスケジュールしてください。









	 ORA-27461: 属性stringの値が大きすぎます。 
	
原因: 指定された属性に指定した値が大きすぎました。


	
処置: より小さい値またはより短い値を使用して、コマンドを再発行してください。









	 ORA-27463: 無効なプログラム・タイプstring 
	
原因: 無効なプログラム型が指定されました。


	
処置: 有効なプログラム・タイプを使用して、コマンドを再発行してください。









	 ORA-27464: 無効なスケジュール・タイプstring 
	
原因: 無効なスケジュール型が指定されました。


	
処置: 有効なスケジュール型を使用して、コマンドを再発行してください。









	 ORA-27465: 値stringは属性stringに対して無効です 
	
原因: 指定された属性に無効な値を指定しました。


	
処置: この属性に有効な値を使用して、コマンドを再発行してください。









	 ORA-27467: string値のデータ型が無効です 
	
原因: 示されたスケジューラ属性に指定された値は、無効なデータ型です。


	
処置: 正しいデータ型の値を使用して、コマンドを再発行してください。









	 ORA-27468: "string.string"は、別のプロセスによってロックされています 
	
原因: 示されたスケジューラ・オブジェクトの読取りまたは変更が、別のプロセスによって同一オブジェクトが更新されているとき、またはロックが保持されているときに試行されました。


	
処置: 操作を再試行してください。スケジューラのロックは、非常に短い期間で保持されます。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-27469: stringは有効なstring属性ではありません 
	
原因: 存在しない属性が指定されました。


	
処置: このスケジューラ・オブジェクトに有効な属性を使用してコマンドを再発行してください。









	 ORA-27470: リクエストされた変更の実行後、"string.string"を再度有効化することに失敗しました 
	
原因: 使用可能なスケジューラ・オブジェクトが使用不可になる原因となった変更が行われました。


	
処置: オブジェクトが有効になるように変更してから、オブジェクトを使用可能にしてください。









	 ORA-27471: ウィンドウ"string.string"はすでにクローズされています 
	
原因: オープンされていないウィンドウをクローズしようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-27472: 無効なメタデータ属性string 
	
原因: 無効なメタデータ属性が指定されました。


	
処置: 有効なメタデータ属性を使用して、コマンドを再発行してください。









	 ORA-27473: 引数stringは存在しません 
	
原因: 指定された引数が存在しません。


	
処置: プログラムで定義された引数名を使用するか、または有効な引数位置を使用してコマンドを再発行してください。









	 ORA-27474: 引数名と引数の位置を両方とも指定することはできません 
	
原因: 名前と位置を両方とも使用して引数が指定されました。


	
処置: 引数名または引数位置のいずれかを使用して、コマンドを再発行してください。両方は使用しないでください。









	 ORA-27475: "string.string"はstringである必要があります 
	
原因: 誤った型のオブジェクトが指定されました。たとえば、表がdrop_job()プロシージャに渡された場合などです。


	
処置: このオブジェクト型に適用できる別のコマンドを再発行するか、有効な型のオブジェクトを使用して同じコマンドを再発行してください。









	 ORA-27476: "string.string"は存在しません 
	
原因: 存在しないデータベース・オブジェクトが指定されました。


	
処置: 存在するオブジェクトを使用してコマンドを再発行するか、または新しいオブジェクトを作成してからこのコマンドを再発行してください。









	 ORA-27477: "string.string"はすでに存在します 
	
原因: 同じスキーマ内の別のオブジェクトが、すでに使用している名前を持つオブジェクトを作成しようとしました。


	
処置: 別の名前またはスキーマを使用してコマンドを再発行してください。









	 ORA-27478: ジョブ"string.string"が実行中です 
	
原因: 現在実行中のジョブを削除しようとしました。


	
処置: ジョブを停止してからコマンドを再発行するか、最初にジョブを停止するための強制オプションを指定してコマンドを再発行してください。









	 ORA-27479: 他のオブジェクトが依存しているため、次に対してstringできません: "string.string" 
	
原因: ジョブに関連付けられているスケジューラ・オブジェクトを、強制オプションを指定しないで削除するかまたは使用不可にしようとしました。


	
処置: 削除中または使用不可になっているスケジューラ・オブジェクトを示さないように、関連するジョブを変更してから、コマンドを再発行してください。または、強制オプションを指定してコマンドを再発行してください。強制オプションを指定してスケジューラ・オブジェクトを削除すると、すべての関連するジョブが使用不可になります。









	 ORA-27480: ウィンドウstringは現在オープンしています 
	
原因: 現在オープンしているウィンドウを削除しようとしたか、別のウィンドウがすでにオープンしている状態でウィンドウを手動でオープンしようとしました。


	
処置: オープンしているウィンドウをクローズしてからコマンドを再発行するか、強制オプションがTRUEに設定されている状態でコマンドを再発行してください。









	 ORA-27481: "string.string"に無効なスケジュールが含まれています 
	
原因: 無効なスケジュールを持つジョブまたはウィンドウを使用可能にしようとしました。


	
処置: ジョブまたはウィンドウのスケジュールが有効になるように変更してから、使用可能コマンドを再発行してください。









	 ORA-27483: "string.string"に無効なEND_DATEが含まれています 
	
原因: 無効なend_dateを持つジョブまたはウィンドウを使用可能にしようとしました。end_dateがstart_dateよりも前であるか、end_dateが過去の日付です。


	
処置: 終了日が有効(NULLも可)になるようにジョブまたはウィンドウを変更してからコマンドを再発行してください。









	 ORA-27484: 引数名は、プログラムのないジョブにはサポートされていません。 
	
原因: 引数名を使用してジョブの引数を設定またはリセットしようとしました。引数名を使用してジョブの引数を特定する場合は、プログラムに基づいたジョブとの組合せでのみサポートされます。プログラムを使用していないジョブは、名前が付いた引数を持つことができません。


	
処置: 引数名のかわりに引数位置を使用してからコマンドを再発行してください。









	 ORA-27485: 引数stringは、別の位置にすでに存在します 
	
原因: 別の位置にある引数がすでに使用している名前を持つ引数を、作成または置換しようとしました。


	
処置: 別の引数名を使用するか、この名前ですでに存在する引数を削除または変更してから、コマンドを再発行してください。









	 ORA-27486: 権限が不足しています 
	
原因: 必要な権限なしでスケジューラ操作を実行しようとしました。


	
処置: 十分な権限を持つユーザーに必要な操作の実行を依頼するか、必要な権限を適切なユーザーに付与してください。









	 ORA-27487: stringのオブジェクト権限が無効です 
	
原因: 付与されたオブジェクト権限は、指定されたスケジューラ・オブジェクトには無効です。


	
処置: スケジューラのドキュメントを調べて、どのオブジェクト権限がどのスケジューラ・オブジェクトに付与できるか確認してください。









	 ORA-27488: stringを設定できません。stringはすでに設定されています 
	
原因: 同じオブジェクトの1つ以上の競合する属性がすでに設定されているときに、オブジェクトの属性を設定しようとしました。


	
処置: 他の競合する属性をNULLに設定してからコマンドを再発行してください。









	 ORA-27489: ジョブ"string.string"を処理できません(ジョブ・クラス"string") 
	
原因: 指定されたジョブ・クラスの示されたジョブの処理中にエラーが発生しました。


	
処置: このジョブのエラーを解決してからコマンドを再発行してください。ジョブのエラーの詳細は、スタック上の次のエラー・メッセージを参照してください。









	 ORA-27490: 使用禁止のウィンドウ"string.string"をオープンできません 
	
原因: 使用禁止のウィンドウをオープンしようとしました。


	
処置: ウィンドウを使用可能にしてから再度オープンしてください。









	 ORA-27491: repeat_intervalおよびstart_dateはどちらもNULLにできません 
	
原因: スケジューラ・ウィンドウまたはスケジュールのrepeat_intervalとstart_dateを、両方ともNULLに設定しようとしました。


	
処置: repeat_intervalまたはstart_dateのいずれかをNULLに設定した場合は、他方をNULLでない値に設定する必要があります。









	 ORA-27492: ジョブ"string.string"を実行できません: スケジューラが使用できません 
	
原因: 現行セッションがFALSEに設定されたジョブ実行は、スケジューラがアクティブでない場合には発行できません。job_queue_processesパラメータの値をチェックし、dbms_ijob.set_enabled(true)を発行し、データベースがアップグレード/移行モード、データベースがData Guardモード、またはスケジューラ属性SCHEDULER_DISABLEDがTRUEに設定されています


	
処置: 現行セッションでジョブを実行するか、またはスケジューラをアクティブにしてください。









	 ORA-27500: 内部インスタンスのIPCエラーが発生しました。 
	
原因: オペレーティング・システム/クラスタの相互接続エラーです。


	
処置: 追加情報を確認し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-27501: ポートの作成中にIPCエラーが発生しました。 
	
原因: オペレーティング・システム/クラスタの相互接続エラーです。


	
処置: エラー番号の値を確認し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-27502: OSDコンテキストの削除中にIPCエラーが発生しました 
	
原因: オペレーティング・システム/クラスタの相互接続エラーです。


	
処置: エラー番号の値を確認し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-27503: 要求の取消し中にIPCエラーが発生しました 
	
原因: オペレーティング・システム/クラスタの相互接続エラーです。


	
処置: エラー番号の値を確認し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-27504: OSDコンテキストの作成中にIPCエラーが発生しました 
	
原因: オペレーティング・システム/クラスタの相互接続エラーです。


	
処置: エラー番号の値を確認し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-27505: ポートの破棄中にIPCエラーが発生しました。 
	
原因: オペレーティング・システム/クラスタの相互接続エラーです。


	
処置: エラー番号の値を確認し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-27506: ポートへの接続中にIPCエラーが発生しました。 
	
原因: オペレーティング・システム/クラスタの相互接続エラーです。


	
処置: エラー番号の値を確認し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-27507: ポートの切断中にIPCエラーが発生しました。 
	
原因: オペレーティング・システム/クラスタの相互接続エラーです。


	
処置: エラー番号の値を確認し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-27508: メッセージの送信中にIPCエラーが発生しました。 
	
原因: オペレーティング・システム/クラスタの相互接続エラーです。


	
処置: エラー番号の値を確認し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-27509: メッセージの受信中にエラーが発生しました。 
	
原因: オペレーティング・システム/クラスタの相互接続エラーです。


	
処置: エラー番号の値を確認し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-27510: 要求完了待機中にエラーが発生しました。 
	
原因: オペレーティング・システム/クラスタの相互接続エラーです。


	
処置: エラー番号の値を確認し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-27512: 処理の転記中にエラーが発生しました。 
	
原因: オペレーティング・システム/クラスタの相互接続エラーです。


	
処置: エラー番号の値を確認し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-27513: パラメータstringに無効な値stringが含まれます 
	
原因: プログラムがIPアドレスとして値を識別できませんでした。


	
処置: 値を有効なIPアドレスに変更してください。









	 ORA-27542: リモート更新用に準備したバッファの準備解除に失敗しました 
	
原因: オペレーティング・システム/クラスタの相互接続エラーです。


	
処置: エラー番号の値を確認し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-27543: 未処理のIPC要求の取消しに失敗しました 
	
原因: オペレーティング・システム/クラスタの相互接続エラーです。


	
処置: エラー番号の値を確認し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-27544: エクスポート用のメモリー・リージョンのマップに失敗しました 
	
原因: オペレーティング・システム/クラスタの相互接続エラーです。


	
処置: エラー番号の値を確認し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-27545: リモート更新用のバッファの準備に失敗しました 
	
原因: オペレーティング・システム/クラスタの相互接続エラーです。


	
処置: エラー番号の値を確認し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-27546: IPCインタフェースのバージョンstring.stringに対してコンパイルされたOracleにバージョンstring.stringが見つかりました 
	
原因: 構成の誤り、またはインストール時のエラーが発生しました。


	
処置: このOracleリリース用のIPCライブラリをインストールしてください。









	 ORA-27547: IPC OSD属性stringを問合せできません。 
	
原因: オペレーティング・システム依存のIPCエラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-27548: IPCバッファを準備解除できません。 
	
原因: オペレーティング・システム依存のIPCエラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-27550: ターゲットIDプロトコル・チェックに失敗しました。tid vers=string、タイプ=string、リモート・インスタンス番号=string、ローカル・インスタンス番号=string 
	
原因: ローカルのOracle Real Application Clusterのインスタンスおよびリモート・インスタンスが、互換性のない内部インスタンスIPCプロトコル・ライブラリを実装して実行されています。構成の誤り、またはインストール時のエラーが発生しました。


	
処置: アラート・ログおよびプロセス・トレース・ファイルで追加のエラー・メッセージを確認してください。









	 ORA-27601: セル記憶域の初期化に失敗しました。セル・ライブラリ・エラー・コード[string] 
	
原因: セル記憶域クライアントは初期化に失敗しました。


	
処置: エラー番号の値を確認し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-27602: ネットワーク・ステータス情報を公開できませんでした。セル・ライブラリ・エラー・コード[string] 
	
原因: ネットワーク・ステータス情報の公開に失敗しました。


	
処置: エラー番号の値を確認し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-27603: セル記憶域I/Oエラー。I/O失敗(ディスクstring、オフセットstring、データ長string) 
	
原因: セル記憶域I/Oの読取りまたは書込みに失敗しました。構成の問題またはハードウェアの障害が原因である可能性があります。


	
処置: エラー番号の値を確認し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-27604: セル記憶域ioctlエラー。ioctl失敗(ディスクstring) 
	
原因: セル記憶域ディスクでのioctl操作に失敗しました。


	
処置: エラー番号の値を確認し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-27605: セル"string"がアクセス不可であり、ハンドルを取得できなかったためスマートI/Oに失敗しました。 
	
原因: セルがアクセス不可になっている可能性があります。


	
処置: セルをアクセス可能にしてください。ネットワーク接続を確認してください。









	 ORA-27606: ディスクグループがアンマウントされていたためスマートI/Oに失敗しました。表領域番号: "string"、ファイル番号: "string" 
	
原因: 指定されたファイルが属しているディスク・グループがアンマウントされていました。


	
処置: 指定されたファイルが属しているディスク・グループを事前にマウントしてください。









	 ORA-27607: オンライン・ディスクがないためスマートI/Oに失敗しました。表領域番号: "string"、ファイル番号: "string" 
	
原因: 指定されたファイルに対するオンライン・ディスクがありません。


	
処置: 指定されたファイルが属しているディスク・グループを事前にマウントしてください。ディスクを事前にオンラインにしてください。セルを使用可能かどうか、およびネットワークを確認してください。









	 ORA-27608: ディスク"string"(セル"string")が開いていないため、スマートI/Oに失敗しました。エラー・コード: "string"、"string" 
	
原因: 指定されたセル上の指定されたディスクを開けませんでした。


	
処置: セルをアクセス可能にしてください。ネットワークを確認してください。









	 ORA-27609: セル"string"のネットワーク・エラーのためスマートI/Oに失敗しました。エラー・コード"string"、"string" 
	
原因: 指定されたセルに接続できませんでした。


	
処置: セルが使用可能かどうかを確認してください。ネットワークを確認してください。









	 ORA-27610: セル"string"のメモリー不足により、スマートI/Oに失敗しました 
	
原因: 指定されたセルは、メモリー不足のため、スマートI/Oを実行できませんでした。


	
処置: スマートI/Oを実行するOracleセッションの並列度または数を減らしてください。









	 ORA-27611: ホスト上でブロック破損が検出されたためスマートI/Oに失敗しました。ブロックはセル"string"から受信しました。ディスク: "string"、ブロック: "string"、ディスク・オフセット: "string" 
	
原因: 示されたデータ・ブロックはホスト上で破損していますが、セル上で破損が見つかりませんでした。


	
処置: この原因として、一時的なネットワーク・エラーまたは実際のブロック破損が考えられます。ネットワークにエラーがないかを確認してください。ファイルが属しているセグメントを分析してください。実際に破損がある場合は、RMANブロック・リカバリを使用してブロックのリストアを試行してください。トレース・ファイルが用意されている場合は、そのファイルに示されたエラーをOracleサポート・サービスに報告してください。分析からエラーが報告されず、ネットワークにもエラーがない場合は、ソフトウェア・エラーが考えられるため、この問題をOracleサポート・サービスに報告してください。









	 ORA-27612: セル"string"でブロック破損が検出されたためスマートI/Oに失敗しました。ディスク: "string"、ブロック: "string"、ディスク・オフセット: "string" 
	
原因: 指定されたデータ・ブロックがセル上で破損していました。


	
処置: この原因として、ソフトウェア・エラーまたは実際のデータ破損が考えられます。セグメントを分析してください。実際にブロックが破損している場合は、RMANブロック・レベル・リカバリを使用してブロックのリストアを試行してください。トレース・ファイルが用意されている場合は、そのファイルに示されたエラーをOracleサポート・サービスに報告してください。分析からエラーが報告されなかった場合は、ソフトウェア・エラーが考えられるため、この問題をOracleサポート・サービスに報告してください。









	 ORA-27613: セル"string"のI/Oエラーのため、スマートI/Oに失敗しました。ディスク: "string"、ブロック: "string"、ディスク・オフセット: "string" I/Oサイズ: "string" 
	
原因: 指定されたセルとディスクでI/O要求に失敗しました。


	
処置: セル上で指定されたディスクを確認してください。









	 ORA-27614: エラー"string、string"(セル"string")のためスマートI/Oに失敗しました。ディスク: "string"、ブロック: "string"、ディスク・オフセット: "string" I/Oサイズ: "string" 
	
原因: 指定されたセルとディスクの内部エラーが原因でI/O要求に失敗しました。


	
処置: この問題をプロセス・トレース・ファイルおよびアラート・ログとともにOracleサポート・サービスに報告してください。









	 ORA-27615: スマートI/OファイルのASMディスク変換への変換がエラーにより失敗しました: string。 
	
原因: 内部エラーが原因でスマートI/O操作に失敗しました。


	
処置: この問題をプロセス・トレース・ファイルおよびアラート・ログとともにOracleサポート・サービスに報告してください。









	 ORA-27616: ASM割当て単位: string 
	
原因: 通常、このエラー・メッセージに付随して、実際の問題を示す別のメッセージが表示されます。このメッセージの目的は、Oracleサポート・サービスに追加情報を提供することです。


	
処置: この次に表示されるエラー・メッセージを確認してください。









	 ORA-27617: 内部エラーのためスマートI/Oに失敗しました。セル"string"、ディスク"string"、セル・ライブラリのエラー・コード"string、string"、エラー情報"string" 
	
原因: 内部エラーが原因でスマートI/O操作に失敗しました。


	
処置: この問題をプロセス・トレース・ファイルおよびアラート・ログとともにOracleサポート・サービスに報告してください。









	 ORA-27618: 内部エラーのためスマートI/Oに失敗しました。セル"string"、セル・ライブラリのエラー・コード"string、string"、エラー情報"string" 
	
原因: 内部エラーが原因でスマートI/O操作に失敗しました。


	
処置: この問題をプロセス・トレース・ファイルおよびアラート・ログとともにOracleサポート・サービスに報告してください。









	 ORA-27619: タイムゾーン・ファイルのバージョン確認時に、内部エラーのためスマートI/Oに失敗しました。エラー・コード"string" 
	
原因: 内部エラーが原因でスマートI/O操作に失敗しました。


	
処置: この問題をプロセス・トレース・ファイルおよびアラート・ログとともにOracleサポート・サービスに報告してください。









	 ORA-27621: stringの値がパラメータstringに対して無効です 
	
原因: 内部パラメータに不正な値が指定されています。


	
処置: このパラメータは、Oracleサポート・サービスでのみ設定する必要があります。トレース・ファイルに示された追加診断情報を確認し、このパラメータの推奨設定についてOracleサポート・サービスに問い合せてください。









	 ORA-27623: セル・オートメーションのSQLアクションに失敗しました 
	
原因: セル・オートメーション・マネージャまたはワーカー・プロセスで、OCI再帰的コールを使用してSQLアクションを実行できませんでした。


	
処置: 追加情報は、アラート・ログとプロセス・トレース・ファイルを確認してください。トレース・ファイルに示されたエラーを修正できない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-27624: セル"string"への再接続数が最大許容数"string"を超えたため、スマートI/Oに失敗しました。 
	
原因: セルへの再接続数が最大許容数を超えました。セル上のネットワークまたはソフトウェアに問題がある可能性があります。


	
処置: CellSrvが短い期間に繰返し再起動された場合は、システム負荷を確認してください。セル自体を再起動すると、この問題が解決することがあります。システムが過負荷状態でない場合は、再起動が繰り返された原因として、ソフトウェアの問題が考えられます。この問題をアラート・ログおよびトレース・ファイルとともにOracleサポート・サービスに報告してください。CellSrvが再起動しない場合は、IBネットワークに問題がある可能性があります。ホストとすべてのセルの間のネットワークを確認してください。









	 ORA-27625: Exadata構成に失敗しました。 
	
原因: ファイルcellinit.oraおよびcellip.oraのいずれかまたは両方が、無効だったか、存在していませんでした。


	
処置: ファイルcellinit.oraおよびcellip.oraが両方とも存在するかどうか確認してください。$OSSCONFディレクトリにあります。両方とも存在する場合、内容が有効で正しいかどうか確認してください。ファイルが無効か存在していない場合、有効な情報を使用して$OSSCONFディレクトリにファイルを作成してください。これらのファイルを設定する方法の詳細は、Exadataのユーザー・ガイドを参照してください。









	 ORA-27626: Exadataエラー: string(string) 
	
原因: このエラーの原因は、このエラーが報告されるコンテキストによって異なります。


	
処置: このエラーで報告されるプライマリ・エラーを参照してください。









	 ORA-27628: パラメータstringに無効な値が指定されました。 
	
原因: パラメータに無効な値が指定されました。


	
処置: トレース・ファイルの追加の診断情報を確認し、さらなる支援が必要な場合にはOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-28000: アカウントがロックされています。 
	
原因: 誤ったパスワードを、プロファイル・パラメータFAILED_LOGIN_ATTEMPTSで指定されている最大回数を超えて入力したか、またはデータベース管理者(DBA)がアカウントをロックしました。


	
処置: PASSWORD_LOCK_TIMEで指定された時間待機するか、またはデータベース管理者(DBA)に連絡してください。









	 ORA-28001: パスワードが期限切れです。 
	
原因: ユーザーのアカウントが期限切れです。パスワードを変更する必要があります。


	
処置: パスワードを変更するか、DBAに連絡してください。









	 ORA-28002: パスワードは、string日以内に期限切れになります。 
	
原因: ユーザーのアカウントの期限切れが近いため、パスワードを変更する必要があります。


	
処置: パスワードを変更するか、DBAに連絡してください。









	 ORA-28003: 指定されたパスワードのパスワード照合に失敗しました。 
	
原因: 新規パスワードが、要求される複雑度で指定されていないため、password_verify_functionが失敗しました。


	
処置: 別のパスワードを入力してください。新規パスワードの選択の規則をデータベース管理者(DBA)に問い合せてください。









	 ORA-28004: PASSWORD_VERIFY_FUNCTIONstringに指定された関数の引数が無効です。 
	
原因: パスワード照合関数に、必要な入出力引数の数値と型または戻り引数(あるいはその両方)がありません。


	
処置: マニュアルを確認し、パスワード照合関数の書式を検索してください。









	 ORA-28005: ログオン・フラグが無効です。 
	
原因: コールの発行でフラグが正しく設定されていないか、または競合フラグが設定されています。


	
処置: 適切なフラグを設定して関数をコールしてください。









	 ORA-28006: パラメータstringとstringの値が矛盾します。 
	
原因: パラメータPASSWORD_REUSE_TIMEとPASSWORD_REUSE_MAXの両方は設定できません。一方のパラメータが設定されているときは、もう一方のパラメータは無制限とする必要があります。


	
処置: 1つの値を明示的にUNLIMITEDに設定してください。









	 ORA-28007: パスワードは再利用できません。 
	
原因: 指定された日数または指定されたパスワード変更回数の間、パスワードは再利用できません。


	
処置: 指定された日数または指定されたパスワード変更回数の間に使用されていないパスワードを試行してください。CREATE PROFILE文のパスワード・パラメータを参照してください。









	 ORA-28008: 旧パスワードが正しくありません。 
	
原因: 指定された旧パスワードが誤りです。そのため、旧パスワードを使用してユーザーを認証できません。


	
処置: 認証に対して正しい旧パスワードを指定してください。









	 ORA-28009: SYSでの接続はSYSDBAまたはSYSOPERで行う必要があります 
	
原因: connect SYS/<password>は有効な構文ではなくなりました。


	
処置: SYSDBAとしてconnect SYS/<password>を指定するか、SYSOPERとしてconnect SYS/<password>を使用してください。









	 ORA-28010: 外部またはグローバル・アカウントを失効させることができません。 
	
原因: ユーザー・アカウントがIDENTIFIED EXTERNALLYまたはIDENTIFIED GLOBALLYとして作成されている場合は、このアカウントを失効させることはできません。


	
処置: データベース・パスワードを持つユーザーのパスワードを失効させてみてください。









	 ORA-28011: アカウントはまもなく期限切れになります。パスワードを変更してください 
	
原因: ユーザーのアカウントがまもなく期限切れです。期限切れの期間は無制限です。


	
処置: パスワードを変更するか、DBAに連絡してください。









	 ORA-28013: パスワードが期限切れです。 
	
原因: プロキシ・ユーザーのパスワードが期限切れです。


	
処置: プロキシ・ユーザーとして直接接続してパスワードを変更するか、DBAに連絡してください。









	 ORA-28015: 読取り専用データベースでアカウントのロック解除が試行されましたが、プライマリに競合するアカウント・ロックアウトがあります 
	
原因: 読取り専用データベースでのアカウントのロック解除の試行は、そのアカウントがプライマリ・データベースで以前にロック済としてマークされていたため、実行できませんでした。読取り専用データベースでのロック解除の試行は、プライマリ・データベースで「アカウントがロック済」の条件が存在するかぎり、すべて実行できません。


	
処置: このデータベースがData Guard構成の一部である場合、プライマリ・データベースでアカウントのロック解除アクションを実行してください。このデータベースが読取り専用の場合は、データベースを読取り/書込みに設定して、アカウントのロック解除操作を実行してください。









	 ORA-28020: IDENTIFIED GLOBALLYがすでに指定されています。 
	
原因: IDENTIFIED GLOBALLY句が2回指定されました。


	
処置: IDENTIFIED GLOBALLY句は1回のみ使用してください。









	 ORA-28021: グローバル・ロールは付与できません。 
	
原因: 付与されたロールがIDENTIFIED GLOBALLYでした。グローバル・ロールは、ドメインの中央の認証局を介してのみ付与できます。


	
処置: ALTER ROLEを使用してロールのタイプを変更(IDENTIFIED GLOBALLYからその他、IDENTIFIED BYパスワードなどへ)するか、中央の認証局を介してグローバル・ユーザーに割り当ててください。









	 ORA-28022: グローバル・ユーザーまたはロールに外部ロールは付与できません。 
	
原因: 付与されたロールがIDENTIFIED EXTERNALLYでした。外部ロールは、グローバル・ユーザー、グローバル・ロールまたはその他のロールに付与できません。


	
処置: ALTER ROLEを使用して付与されたロールのタイプを変更(IDENTIFIED EXTERNALLYからその他、NOT IDENTIFIEDなどへ)するか、ALTER USERを使用して、権限受領者であるユーザーのタイプを変更してください。









	 ORA-28023: 先に他のユーザーへのこのロールの付与を取り消してください。 
	
原因: IDENTIFIED GLOBALLYに変更されたロールが、1つ以上の他のユーザーまたはロール(あるいはその両方)に付与されています。グローバル・ロールは、他のユーザーまたはロールに付与できません。


	
処置: REVOKEを使用して、他のユーザーまたはロールからそのロールを取り消してください。









	 ORA-28024: このロール/ユーザーへの外部ロールの付与を取り消してください。 
	
原因: IDENTIFIED GLOBALLYに変更されたユーザーまたはロールに外部ロールが直接付与されています。外部ロールをグローバルのユーザーまたはロールに付与できないため、これらを取り消す必要があります。


	
処置: REVOKEを使用して、変更されるユーザーまたはロールから外部ロールを取り消してください。









	 ORA-28025: 外部名がないか、またはNULLです。 
	
原因: IDENTIFIED EXTERNALLY ASまたはIDENTIFIED GLOBALLY AS句が有効な外部名で指定されました。


	
処置: 有効な外部名を指定してください。









	 ORA-28026: 同じ外部名のユーザーがすでに存在します 
	
原因: 作成または変更されるユーザーに指定された外部名が、すでに他のユーザー用に存在します。


	
処置: 外部名ユーザー間で一意である必要があります。別の外部名を指定してください。









	 ORA-28027: 権限データベース・リンクはグローバル・ユーザーが使用できます。 
	
原因: グローバル・ユーザーのみが権限データベース・リンクを使用できます。


	
処置: ユーザーをグローバル・ユーザーに変更するか、または別のデータベース・リンクを使用してください。









	 ORA-28028: リモート・サーバーを認証できませんでした 
	
原因: 権限データベース・リンクのオープン中に、ネットワーク・セキュリティ・サービスを使用してリモート・サーバーが安全に確認されませんでした。追加エラーが続きます。


	
処置: リモート・サーバーを正常に構成する方法は、ネットワーク・セキュリティ・サービスのドキュメントを参照してください。









	 ORA-28029: ユーザーstringはリモート・サーバーを使用できませんでした 
	
原因: 権限データベース・リンクのオープン中に、現行のグローバル・ユーザーとして接続するために必要な認証を持たないリモート・サーバーが見つかりました。サーバーがネットワーク・セキュリティ・サービスによって認証されていない可能性があります。または、ローカル・サーバーがDBMS_SECURITY_DOMAINS_ADMINパッケージを使用してリモート・サーバーによるアクセスを制限している可能性があります。


	
処置: リモート・サーバーに正しい認証を付与して、特定のグローバル・ユーザーとして接続してください。そしてローカル・サーバーがアクセスを制限しないことを確認してください。









	 ORA-28030: LDAPディレクトリ・サービスへアクセス中にサーバーに問題が発生しました。 
	
原因: LDAPディレクトリ・サービスにアクセスできません。


	
処置: システム管理者に連絡してください。









	 ORA-28031: 有効なロールの最大数stringを超えました 
	
原因: ユーザーが使用可能にしようとしたロールが多すぎます。


	
処置: 使用可能にするロールを減らしてください。









	 ORA-28032: パスワードの期限が切れており、データベースは読取り専用に設定されています 
	
原因: パスワードの期限が切れており、ログイン要求が処理されるようになるには、パスワードを変更する必要があります。データベースは現在読取り専用モードでオープンされているため、このデータベースではパスワードの変更操作を実行できません。


	
処置: プライマリ・データベースにログインしてパスワードを変更し、スタンバイ・データベースでログイン要求を再試行してください。









	 ORA-28035: 認証用のセッション鍵を取得できません。 
	
原因: クライアントおよびサーバーがログオン中に共有シークレットをネゴシエートできません。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーに対しては表示されません。システム管理者に連絡してください。









	 ORA-28037: RACF認証のためのセッション鍵を取得できません。 
	
原因: クライアントおよびサーバーがログオン中に共有シークレットをネゴシエートできません。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーに対しては表示されません。システム管理者に連絡してください。









	 ORA-28038: O2LOGONは使用できません 
	
原因: O2LOGONをオフにしてください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-28039: Kerberosサービス・チケットを有効にできません 
	
原因: 指定されたKerberosサービス・チケットが無効または期限切れです。


	
処置: 期限が切れていない有効なサービス・チケットを指定してください。









	 ORA-28040: 一致する認証プロトコルがありません 
	
原因: クライアントとサーバーの両方で有効な認証プロトコルがありません。


	
処置: 管理者は、クライアントとサーバーの両方のSQLNET_ALLOWED_LOGON_VERSIONパラメータを、システムでサポートされる最低限必要なバージョンと一致する値に設定する必要があります。









	 ORA-28041: 認証プロトコルの内部エラーです 
	
原因: 認証プロトコルで内部エラーが発生しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-28042: サーバーの認証に失敗しました 
	
原因: サーバーがクライアントでの認証に失敗しました。


	
処置: サーバーが有効なデータベース・サーバーであることを確認してください。









	 ORA-28043: DB-OID接続のバインド資格証明が無効です 
	
原因: ウォレットに保存されたデータベース・パスワードが、OIDにあるものと一致しませんでした。


	
処置: データベース・ウォレットとOIDにあるデータベース・パスワードが同じものになるように、DBCAを使用してデータベース・パスワードをリセットしてください。









	 ORA-28044: ディレクトリ・タイプがサポートされていません 
	
原因: データベースをOIDではないディレクトリとともに使用しようとしました。


	
処置: エンタープライズ・ユーザー・セキュリティは、Oracle Internet Directoryのみで動作します。ldap.oraファイルを更新して適切なOIDを反映させてください。









	 ORA-28045: データベースとOID間のSSL認証が失敗しました 
	
原因: ディレクトリがクライアントでの認証に失敗しました。


	
処置: 使用するsqlnet.oraが正しい証明書を持つウォレットを示していることを確認してください。









	 ORA-28046: SYSのパスワードは変更できません 
	
原因: REMOTE_LOGIN_PASSWORDFILEがSHAREDに設定されているため、SYSパスワードの変更は禁止されています。


	
処置: REMOTE_LOGIN_PASSWORDFILEの設定をEXCLUSIVEまたはNONEに変更してください。









	 ORA-28047: データベースは、OIDでのエンタープライズ・ドメインのメンバーではありません 
	
原因: エンタープライズ・ユーザーのログインがOIDのエンタープライズ・ドメインのメンバーでないデータベースに対して試行されました。


	
処置: 管理者がデータベースをOIDのエンタープライズ・ドメインに含めてから、ユーザーが再接続する必要があります。









	 ORA-28048: データベースは、OIDでの複数のエンタープライズ・ドメインのメンバーです 
	
原因: エンタープライズ・ユーザーのログインが、OIDの複数のエンタープライズ・ドメインのメンバーであるデータベースに対して試行されました。


	
処置: 管理者がデータベースをOIDの1つのエンタープライズ・ドメインのみに含めてから、ユーザーが再接続する必要があります。









	 ORA-28049: パスワードが期限切れです。 
	
原因: エンタープライズ・ユーザーのパスワードが期限切れです。パスワードを変更する必要があります。


	
処置: ディレクトリでパスワードを変更するか、ディレクトリ管理者に連絡してください。









	 ORA-28050: 指定したユーザーまたはロールは削除できません 
	
原因: 指定したユーザーまたはロールは予約されており、削除できませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-28051: アカウントがロックされています。 
	
原因: エンタープライズ・ユーザーが、レルムのパスワード・ポリシー・プロファイルで指定された最大回数と同じだけ、連続して不正なパスワードを入力しました。


	
処置: ディレクトリ管理者に連絡してください。









	 ORA-28052: アカウントは使用不可です 
	
原因: ディレクトリ内のエンタープライズ・ユーザーのアカウントが無効になっています。


	
処置: ディレクトリ管理者に連絡してください。









	 ORA-28053: アカウントはアクティブではありません 
	
原因: ディレクトリ内のエンタープライズ・ユーザーのアカウントが、現在アクティブになっていません。


	
処置: ディレクトリ管理者に連絡してください。









	 ORA-28054: パスワードが期限切れです。stringの猶予期間ログインが残っています 
	
原因: エンタープライズ・ユーザーのパスワードが期限切れになっています。猶予期間ログインが残っているため、ユーザーはログインできます。


	
処置: ディレクトリでパスワードを変更するか、ディレクトリ管理者に連絡してください。









	 ORA-28055: パスワードは、string日以内に期限切れになります。 
	
原因: エンタープライズ・ユーザーのパスワードが、まもなく期限切れになります。


	
処置: ディレクトリでパスワードを変更するか、ディレクトリ管理者に連絡してください。









	 ORA-28056: Windowsイベント・ログへの監査レコードの書込みが失敗しました 
	
原因: 監査証跡として使用されるWindowsイベント・ログに監査エントリを書き込めません。


	
処置: エラー番号を確認して、オペレーティング・システム・エラーの可能性について確認してください。エラーがない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-28057: パスワード・ファイルの名前を構成できませんでした 
	
原因: ORACLE_SID環境変数が設定されていない可能性があります。


	
処置: ORACLE_SID環境変数の値を設定してください。









	 ORA-28059: インスタンス間のコールに失敗しました 
	
原因: 他のOracle RACのセキュリティ・イベントについて通知しようとして失敗しました。


	
処置:









	 ORA-28060: この列には、すでにデータ・リダクション・ポリシーが存在します。 
	
原因: この列には、すでにデータ・リダクション・ポリシーが存在します。


	
処置: リダクション・ポリシーが定義済ではない列を指定するか、DBMS_REDACT.ALTER_POLICYを使用してこの列の既存のリダクション・ポリシーを変更します。









	 ORA-28061: このオブジェクトには、データ・リダクション・ポリシーを定義できません。 
	
原因: 表またはビュー以外のオブジェクトにデータ・リダクション・ポリシーを定義しました。データ・リダクション・ポリシーは、エディション化されたビューや、内部でサーバーによってマテリアライズド・ビューなどの様々な機能と組み合せて作成された特殊な表では定義できません。


	
処置: 表またはビューの名前を指定してください。









	 ORA-28062: ポリシー式が長すぎます。 
	
原因: ポリシー式が4000文字を超えました。


	
処置: ポリシー文字は、4000文字以内で指定してください。









	 ORA-28063: ポリシー式が空です。 
	
原因: DBMS_REDACT.ADD_POLICYのEXPRESSIONパラメータが空でした。


	
処置: DBMS_REDACT.ADD_POLICYのEXPRESSIONパラメータに空でないポリシー式を指定する必要があります。









	 ORA-28064: リダクション機能が無効です。 
	
原因: DBMS_REDACT.ADD_POLICYのFUNCTION_TYPEパラメータは無効です。


	
処置: DBMS_REDACT.ADD_POLICYのFUNCTION_TYPEパラメータにDBMS_REDACT.NONE、DBMS_REDACT.FULL、DBMS_REDACT.RANDOM、DBMS_REDACT.PARTIAL、DBMS_REDACT.REGEXPまたはNULLのいずれかを指定してください。BLOB、CLOBまたはNCLOB型の列に適用できるのは、完全リダクションのみです。









	 ORA-28066: 列"string"は無効です。 
	
原因: COLUMN_NAMEパラメータに無効な列が指定されました。


	
処置: オブジェクトの列を確認して、正しい列名を指定してください。









	 ORA-28067: 列名がないか無効です 
	
原因: 列名が必要ですが、COLUMN_NAMEパラメータに有効な列名が指定されていません。DBMS_REDACT.ALTER_POLICYを使用する場合のデフォルト・アクションはDBMS_REDACT.ADD_COLUMNです。


	
処置: 列の名前を指定してください。









	 ORA-28068: オブジェクト"string"には、データ・リダクション・ポリシーがありません。 
	
原因: 指定されたオブジェクトには、データ・リダクション・ポリシーを定義できません。


	
処置: データ・リダクション・ポリシーがあるオブジェクトの名前を指定するか、DBMS_REDACT.ADD_POLICYを使用してデータ・リダクション・ポリシーを追加します。









	 ORA-28069: このオブジェクトには、すでにデータ・リダクション・ポリシーが存在します。 
	
原因: このオブジェクトには、すでにデータ・リダクション・ポリシーが存在します。


	
処置: リダクション・ポリシーが定義済ではない表またはビューを指定するか、DBMS_REDACT.ALTER_POLICYを使用してこのオブジェクトの既存のリダクション・ポリシーを変更します。









	 ORA-28070: 列"string"には、データ・リダクション・ポリシーがありません。 
	
原因: 指定されたオブジェクトには、データ・リダクション・ポリシーを定義できません。


	
処置: データ・リダクション・ポリシーがあるオブジェクトの名前を指定してください。









	 ORA-28071: アクションが無効です。 
	
原因: DBMS_REDACT.ALTER_POLICYのACTIONパラメータは無効です。


	
処置: DBMS_REDACT.ALTER_POLICYのACTIONパラメータにDBMS_REDACT.MODIFY_EXPRESSION、DBMS_REDACT.MODIFY_COLUMN、DBMS_REDACT.ADD_COLUMNまたはDBMS_REDACT.DROP_COLUMNのいずれかを指定してください。









	 ORA-28072: 指定されたポリシー名が正しくありません。 
	
原因: POLICY_NAMEパラメータが正しくありません。


	
処置: POLICY_NAMEパラメータに、現在オブジェクトに定義されているリダクション・ポリシーの名前を指定してください。









	 ORA-28073: 列"string"にサポートされていないデータ型があります。 
	
原因: この列にはデータ・リダクションでサポートされていないデータ型があります。サポートされているデータ型は、CHAR、NCHAR、VARCHAR2、NVARCHAR2、NUMBER、BINARY_FLOAT、BINARY_DOUBLE、DATEおよびTIMESTAMPです。正規表現に基づいたリダクションで、FUNCTION_TYPEがDBMS_REDACT.REGEXPの場合、データ・リダクションでサポートされるのは、文字列データ型のVARCHAR2、NVARCHAR2、CHARおよびNCHARのみです。仮想列はデータ・リダクションではサポートされていません。


	
処置: サポートされているデータ型がある列の名前を指定してください。









	 ORA-28074: リダクション・パラメータの"string"フィールドが無効です。 
	
原因: 指定されたリダクション・パラメータには、1つ以上の無効なフィールドがありました。


	
処置: Oracleドキュメントに従って、リダクション・パラメータを指定してください。









	 ORA-28075: ポリシー式にサポートされていない機能が含まれています。 
	
原因: EXPRESSIONパラメータにはサポートされていない関数があります。


	
処置: EXPRESSIONパラメータには、有効な関数のみを指定してください。









	 ORA-28076: SYS_SESSION_ROLESに属性が指定されていません。 
	
原因: ポリシー式のSYS_SESSION_ROLES名前空間には属性が指定されていませんでした。


	
処置: ポリシー式のSYS_SESSION_ROLESに属性を指定してください。









	 ORA-28077: 指定された属性(string)が最大長を超えています。 
	
原因: SYS_SESSION_ROLES名前空間のポリシー式に指定された属性が最大長を超えています。


	
処置: SYS_SESSION_ROLES名前空間の有効な属性を使用するようにポリシー式を変更してください。









	 ORA-28078: 正規表現パラメータがないか無効です。 
	
原因: FUNCTION_TYPEがDBMS_REDACT.REGEXPでしたが、1つ以上の正規表現パラメータが不足しているかまたは無効であった、REGEXP_PATTERNが適切にコンパイルされなかった、あるいは正規表現の置換操作に失敗しました。


	
処置: Oracleドキュメントに従って、正規表現パラメータを指定してください。最低でも、REGEXP_PATTERNおよびREGEXP_REPLACE_STRINGを指定する必要があります。REGEXP_PATTERNを正規表現として適切にコンパイルできるか確認してください。これには、リダクション対象のデータを含む列に対して、SQL問合せのREGEXP_REPLACEを使用してテストする方法などがあります。









	 ORA-28079: ポリシーはすでに有効化されています。 
	
原因: 指定されたリダクション・ポリシーはすでに有効化されています。


	
処置: 有効化できるのは無効なリダクション・ポリシーのみです。









	 ORA-28080: ポリシーはすでに無効化されています。 
	
原因: 指定されたリダクション・ポリシーはすでに無効化されています。


	
処置: 無効化できるのは有効なリダクション・ポリシーのみです。









	 ORA-28081: 権限が不十分です - コマンドはリダクション済のオブジェクトを参照しています。 
	
原因: このコマンドはデータ・リダクション・ポリシーで保護されたオブジェクトのリダクションされた列を参照しました。


	
処置: 可能であれば、リダクションされた列を参照しないようにコマンドを変更してください。または、参照した表またはビューを保護するデータ・リダクション・ポリシーを削除するか、コマンドを発行したユーザーにEXEMPT REDACTION POLICYシステム権限があることを確認して操作を再試行してください。マテリアライズド・ビューがデータ・リダクション・ポリシーで保護されたオブジェクトに基づいている場合、そのマテリアライズド・ビューを作成またはリフレッシュするには、EXEMPT REDACTION POLICYシステム権限が必要です。データ・リダクション・ポリシーで保護されたオブジェクトを含む、スキーマ・レベルのデータ・ポンプ・エクスポートを実行するには、EXEMPT REDACTION POLICYシステム権限が必要です。データ・リダクション・ポリシーはすべてREDACTION_COLUMNSカタログ・ビューにリストされています。









	 ORA-28082: パラメータstringは無効です。 
	
原因: 指定したパラメータが空かまたは長すぎます。


	
処置: 正しい長さのパラメータを指定してください。長さの要求は、ドキュメントを参照してください。









	 ORA-28083: 仮想列式でリダクション済の列が参照されました。 
	
原因: 仮想列式でリダクション済の列が参照されました。


	
処置: どの仮想列の列式定義でも、いずれかのリダイレクト済列が参照されないようにしてください。列のリダイレクト・ポリシーを確認するには、すべてのデータ・リダイレクト・ポリシーをリストするREDACTION_COLUMNSカタログ・ビューを使用してください。









	 ORA-28085: リダクションの入力と出力の長さが一致しません。 
	
原因: 指定されたリダクション・パラメータに基づいて、入力と長さが異なる出力が生成されました。


	
処置: 部分リダクションのかわりに正規表現リダクションを使用してください。









	 ORA-28086: ポリシー式の評価に失敗しました。string 
	
原因: ポリシー式の評価に失敗しました。


	
処置: 有効なポリシー式を指定してください。









	 ORA-28100: ポリシー関数スキーマstringが無効です。 
	
原因: この関数に関連するポリシーがオブジェクトに追加された後、スキーマが削除されました。


	
処置: ポリシーを削除し、有効なユーザーが所有しているポリシー関数を使用してポリシーを再作成してください。またはユーザーを再作成し、新しいユーザーの下でポリシー関数を再作成してください。









	 ORA-28101: ポリシーがすでに存在します 
	
原因: 同じオブジェクトの同じ名前のポリシーがすでに存在します。


	
処置: ポリシーがすでに追加されていることを確認するか、または異なるポリシーを使用してください。









	 ORA-28102: ポリシーが存在しません。 
	
原因: 存在しないポリシーを削除、使用可能またはリフレッシュしようとしました。


	
処置: ポリシー名の引数を修正してください。









	 ORA-28103: SYSが所有するオブジェクトにポリシーは追加できません。 
	
原因: ポリシーをSYSが所有する表またはビューに追加しようとしました。


	
処置: この操作を実行しないでください。









	 ORA-28104: stringの入力値が無効です 
	
原因: 引数の入力値が無効です。


	
処置: 有効な引数値を指定してください。









	 ORA-28105: オブジェクト・ビューでセキュリティ関連列のポリシーを作成できません 
	
原因: オブジェクト・ビューのポリシー作成で、セキュリティ関連の列引数がNULLではありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-28106: 引数番号stringの入力値が無効です 
	
原因: 引数番号の入力値がないかまたは無効です。


	
処置: 入力値を修正してください。









	 ORA-28107: ポリシーは使用禁止です。 
	
原因: 使用禁止のポリシーをフラッシュしようとしました。


	
処置: ポリシーが実行されることになっている場合は、使用可能にしてください。









	 ORA-28108: 循環セキュリティ・ポリシーが検出されました。 
	
原因: 同じオブジェクトのポリシーが互いに参照しています。


	
処置: ポリシーを削除してください。









	 ORA-28109: 関連ポリシーの数が制限値16を超えました 
	
原因: 同じオブジェクトに関連するポリシーが多すぎます。


	
処置: 1つ以上のポリシーを削除してください。またはポリシーのいくつかを1つに結合してください。









	 ORA-28110: ポリシー関数またはパッケージstring.stringにエラーがあります。 
	
原因: ポリシー関数が削除されたか、または無効です。


	
処置: 関数の定義を調べて、引数を修正してください。または、有効な関数を使用してポリシーを再作成してください。









	 ORA-28111: 権限が不十分であるため、ポリシー述語を評価できません。 
	
原因: 述語に、ポリシー関数の所有者がアクセスする権限がないオブジェクトを含む副問合せがあります。


	
処置: ポリシー関数所有者に適切な権限を付与してください。









	 ORA-28112: ポリシー関数の実行に失敗しました 
	
原因: 実行中、ポリシー関数に1つ以上エラーがありました。


	
処置: トレース・ファイルを確認し、エラーを修正してください。









	 ORA-28113: ポリシー述語にエラーがあります。 
	
原因: ポリシー関数が無効な述語を生成しました。


	
処置: 詳細なエラー情報はトレース・ファイルを調べてください。









	 ORA-28115: チェック・オプションを持つポリシーの違反です 
	
原因: ポリシー述語が更新された値でFALSEになりました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-28116: ダイレクト・パス・アクセスを行うには権限が不十分です。 
	
原因: 権限が不十分なユーザーがファイングレイン・アクセス・コントロール・ポリシーを使用して表のダイレクト・パス・アクセスを試行しています。


	
処置: 操作の実行をデータベース管理者(DBA)に依頼してください。ユーザーはセキュリティ管理者と協力して、エクスポート、インポートまたはロード時にポリシーを一時的に削除または無効にすることができますが、セキュリティに影響する可能性があるので、データベースへのアクセスは注意深く制御する必要があります。









	 ORA-28117: 整合性制約で違反がありました - 親レコードが見つかりません 
	
原因: 子レコードを新しい外部キー値で更新/挿入しようとしましたが、親のファイングレイン・セキュリティのために、対応する親である行が参照できません。


	
処置: 更新された外部キー値が、親でも参照できることを確認してください。









	 ORA-28118: ポリシー・グループはすでに存在します 
	
原因: すでに存在するポリシー・グループを作成しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-28119: ポリシー・グループが存在しません。 
	
原因: 存在しないポリシー・グループを削除しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-28120: 駆動コンテキストはすでに存在します 
	
原因: すでに存在する駆動コンテキストを作成しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-28121: 駆動コンテキストが存在しません。 
	
原因: 存在しない駆動コンテキストを削除しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-28122: SYS_DEFAULTポリシー・グループを更新できません。 
	
原因: SYS_DEFAULTをポリシー・グループ名として使用して、DBMS_RLS.CREATE_POLICY_GROUPまたはDBMS_RLS.DELETE_POLICY_GROUPのいずれかを実行しようとしました。


	
処置: SYS_DEFAULTポリシー・グループの作成も削除も行わないでください。これは許可されていません。









	 ORA-28123: 駆動コンテキスト'string,string'には無効なグループ'string'が含まれています。 
	
原因: 前のDBMS_SESSION.SET_CONTEXTコールで無効なポリシー・グループが指定されました。


	
処置: ポリシー駆動コンテキストの初期化時に、有効なポリシー・グループをDBMS_SESSION.SET_CONTEXTに渡すようにしてください。









	 ORA-28124: sec_relevant_colsの列stringをオブジェクト・データ型にすることはできません 
	
原因: sec_relevant_colsで指定された列の型が、オブジェクト・データ型でした。


	
処置: sec_relevant_colsで指定される列のいずれも、オブジェクト・データ型またはXMLTypeでないことを確認してください。









	 ORA-28132: MERGE INTO構文ではセキュリティ・ポリシーをサポートしていません。 
	
原因: ポリシーのstatement_typesにINSERT、UPDATEおよびDELETEの各々が含まれなかったため、MERGE INTO構文が宛先表のセキュリティ・ポリシーをサポートしませんでした。


	
処置: セキュリティ・ポリシーを変更する権限がない場合、セキュリティ・ポリシーが定義されている表で、MERGE INTOでなく、INSERT、UPDATEおよびDELETE DML文を使用します。セキュリティ・ポリシーを変更する権限がある場合、statement_typesがDML文タイプ(INSERT、UPDATEおよびDELETE)をすべて含むようにセキュリティ・ポリシーを再定義してください。









	 ORA-28134: オブジェクトにファイングレイン・アクセス・コントロール・ポリシーを含むことはできません 
	
原因: VPDポリシーを含むことができるのは、表、ビュー、または表かビューのシノニムのみです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-28137: FGA監査ハンドラが無効です 
	
原因: 無効な監査ハンドラが指定されました。


	
処置: 有効な監査ハンドラを指定してください。









	 ORA-28138: ポリシー述語でエラーが発生しました 
	
原因: 無効なポリシー条件が指定されました。


	
処置: FGAポリシーの有効なポリシー条件を指定してください。









	 ORA-28139: ファイングレイン監査ポリシーの最大許容数を超えました 
	
原因: 1つのオブジェクトで使用可能にできるポリシーの最大数は256個です。


	
処置: 既存のポリシーを削除するか使用不可にしてから追加のポリシーを作成してください。









	 ORA-28140: 無効な列が指定されました 
	
原因: ポリシー作成中に指定された列名が無効です。


	
処置: 有効な列名を指定してください。オブジェクト列はサポートされません。









	 ORA-28141: 監査索引ファイルの作成中にエラーが発生しました 
	
原因: Oracleが、監査ファイル名を格納するファイルを作成できませんでした。


	
処置: 初期化パラメータ"audit_file_dest"に指定されたディレクトリを調べてください。次の条件をすべて満たしているかどうかを確認してください。
1. ディレクトリが存在する。

2. その名前が、ファイルではなくディレクトリを参照している。

3. Oracleユーザーがそのディレクトリにアクセスし、書き込むことができる。











	 ORA-28142: 監査索引ファイルへアクセス中にエラーが発生しました 
	
原因: Oracleが、監査ファイル名を格納するファイルにアクセスできませんでした。


	
処置: 初期化パラメータ"audit_file_dest"によって参照されるディレクトリにこのファイルが存在し、Oracleユーザーによって読取り可能であることを確認してください。









	 ORA-28143: FGA ADD_POLICYプロシージャに無効な引数が渡されました 
	
原因: FGA ADD_POLICYプロシージャに対して無効な入力引数が指定されました。


	
処置: FGA ADD_POLICYプロシージャに対して正確なタイプと数の引数を指定してください。









	 ORA-28144: ファイングレイン監査ハンドラの実行に失敗しました 
	
原因: ファイングレイン監査ハンドラの実行中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細はトレース・ファイルを参照してください。









	 ORA-28150: プロキシではクライアントとしての接続は許可されません。 
	
原因: プロキシ・ユーザーがクライアントとして接続しようとしましたが、プロキシに、クライアント・プロキシとして動作する権限がありません。


	
処置: ALTER USER...GRANT CONNECTコマンドを使用して、クライアントのプロキシとして動作する権限を付与してください。









	 ORA-28151: コマンドに複数のユーザー名が指定されました。 
	
原因: 2つ以上のユーザー名がALTER USERコマンドに指定されました。


	
処置: 1つのみのユーザー名でコマンドを再実行してください。









	 ORA-28152: プロキシ・ユーザー'string'は初期ロール'string'をクライアント'string'のために指定できません。 
	
原因: プロキシ・ユーザーが初期ロールをクライアントに指定しようとしましたが、クライアントにはロールがありません。


	
処置: ロールを指定しないようにプロキシ・ユーザーを変更するか、またはロールをクライアントに付与してください。









	 ORA-28153: 無効なクライアント初期ロールが指定されました: 'string' 
	
原因: クライアントのプロキシとして接続するときに有効となる初期ロールとしてプロキシ・ユーザーが指定したロールは無効です。


	
処置: 有効なロールを指定するクライアントとして再接続してください。









	 ORA-28154: プロキシ・ユーザーはクライアント'string'として動作できません。 
	
原因: プロキシ・ユーザーが持つことのできる権限を制限するために、プロキシ・ユーザーが権限のあるユーザーを認証することはできません。


	
処置: 権限のあるユーザー以外のクライアントを指定して文を再実行してください。









	 ORA-28155: プロキシとして指定されたユーザー'string'は、実際はロールです。 
	
原因: AUDIT <operation> BY <proxy> ON BEHALF OF <client>によって指定されたユーザーは、実際はロールです。


	
処置: 有効なプロキシ・ユーザーを使用して文を再実行してください。









	 ORA-28156: プロキシ・ユーザー'string'は、ロール'string'の設定ができません(クライアント'string') 
	
原因: プロキシ・ユーザーにはクライアントのプロキシとしてロールを使用する権利は許可されていません。


	
処置: ALTER USER <client> GRANT CONNECT THROUGH PROXY <proxy>コマンドを実行して、必要なロールを付与してください。









	 ORA-28157: プロキシ・ユーザー'string'は、ロール'string'の設定を禁止されています(クライアント'string') 
	
原因: プロキシ・ユーザーは、ALTER USER <client> GRANT CONNECT THROUGH <proxy> WITH ALL ROLES EXCEPT <role>コマンドによってクライアントのプロキシとしてロールを使用することは禁止されています。


	
処置: ALTER USER <client> GRANT CONNECT THROUGH PROXY <proxy>コマンドを実行して、必要なロールを付与してください。









	 ORA-28163: GRANTはすでに指定されています 
	
原因: GRANT句が2回指定されました。


	
処置: GRAND句を1回のみ使用してください。









	 ORA-28164: REVOKEはすでに指定されています 
	
原因: REVOKE句が2回指定されました。


	
処置: REVOKE句を1回のみ使用してください。









	 ORA-28165: プロキシ'string'は、パスワードで保護されたロール 'string'を指定できません(クライアント 'string')。 
	
原因: プロキシ・ユーザーが、関連するパスワードを持つクライアントのためのロールをアクティブにしようとしました。プロキシはパスワードを持たないため、ロールをアクティブにできません。


	
処置: 異なるロールをアクティブにするか、またはパスワードが必要ないようにロールを管理上の問題がないように変更してください。









	 ORA-28166: リストのロール名が重複しています 
	
原因: ロール名がリストに2回以上指定されました。


	
処置: ロール名を1回のみ指定してコマンドを再実行してください。









	 ORA-28168: パスワードで保護されているロールに権限を付与しようとしました。 
	
原因: ALTER USER ... GRANT CONNECTコマンドが、パスワードで保護されているロールを、プロキシがクライアントのために実行するロールとして指定しようとしました。


	
処置: パスワードを持たないロールを指定するか、またはパスワードが必要ないようにロールを変更してください。









	 ORA-28169: 証明書の型がサポートされていません。 
	
原因: サーバーがクライアントの資格証明を抽出するための証明書の型が、サポートされていません。


	
処置: サポートされている型を指定してください。









	 ORA-28170: 証明書のバージョンがサポートされていません。 
	
原因: サーバーがクライアントの資格証明を抽出するための証明書のバージョンが、サポートされていません。


	
処置: サポートされているバージョンを指定してください。









	 ORA-28171: Kerberosのバージョンがサポートされていません。 
	
原因: サーバーがクライアントの認証を検証するために使用するKerberosチケットのバージョンが、サポートされていません。


	
処置: サポートされているバージョンを指定してください。









	 ORA-28172: 識別名がプロキシから提供されませんでした 
	
原因: クライアント・ユーザーは、識別名を使用して識別されますが、プロキシ・ユーザーから何も指定されませんでした。


	
処置: 識別名を指定してください。









	 ORA-28173: 証明書がプロキシから提供されませんでした 
	
原因: クライアント・ユーザーは、証明書を使用して識別されますが、プロキシ・ユーザーから何も指定されませんでした。


	
処置: 証明書を指定してください。









	 ORA-28174: Kerberosチケットがプロキシから提供されませんでした 
	
原因: クライアント・ユーザーは、Kerberosチケットを使用して認証されますが、プロキシ・ユーザーから何も指定されませんでした。


	
処置: Kerberosチケットを指定してください。









	 ORA-28175: 証明書のタイプが正しくありません 
	
原因: クライアント・ユーザーの識別のために、プロキシ・ユーザーから指定された証明書のタイプが、必要なタイプと一致しません。


	
処置: 正しいタイプの証明書を指定してください。









	 ORA-28176: 証明書のバージョンが正しくありません 
	
原因: クライアント・ユーザーの識別のために、プロキシ・ユーザーから指定された証明書のバージョンが、必要なバージョンと一致しません。


	
処置: 正しいバージョンの証明書を指定してください。









	 ORA-28177: Kerberosチケット・バージョンが正しくありません 
	
原因: クライアント・ユーザーの認証のために、プロキシ・ユーザーから指定されたKerberosチケットのバージョンが、必要なバージョンと一致しません。


	
処置: 正しいバージョンのKerberosチケットを指定してください。









	 ORA-28178: パスワードがプロキシから提供されませんでした 
	
原因: クライアント・ユーザーは、データベース・パスワードを使用して認証されますが、プロキシ・ユーザーから何も指定されませんでした。


	
処置: パスワードを指定してください。









	 ORA-28179: クライアント・ユーザー名がプロキシから提供されませんでした 
	
原因: プロキシ・ユーザーから、クライアント・ユーザーのユーザー名が指定されませんでした。


	
処置: クライアントのデータベース・ユーザー名、識別名またはX.509証明書のいずれかを指定してください。









	 ORA-28180: 複数の認証メソッドがプロキシから提供されました 
	
原因: プロキシ・ユーザーからクライアント・ユーザーに対して、1つ以上の認証メソッドが指定されました。


	
処置: クライアントのデータベース・ユーザー名、識別名またはX.509証明書のいずれかを指定してください。









	 ORA-28181: プロキシ'string'で、クライアント'string'に対して指定された1つ以上の初期ロールを有効化できませんでした 
	
原因: ログオン後に、指定された初期ロールを使用可能にできませんでした。


	
処置: 有効な初期ロールがクライアントに付与されていること、およびパスワードで保護されていないことを確認してください。









	 ORA-28182: クライアントのKerberosサービス・チケットを取得できません 
	
原因: Kerberosサービス・チケットを取得するためにKerberos転送可能なチケット交付チケットを使用できませんでした。


	
処置: クライアントが有効なKerberos転送可能なチケット交付チケットを持っていること、およびKey Distribution Centerが使用可能であることを確認してください。









	 ORA-28183: 適切な認証がプロキシから提供されませんでした 
	
原因: クライアント・ユーザーは認証される必要がありますが、プロキシ・ユーザーが認証資格証明を提供していません。


	
処置: なんらかの形式で認証資格証明を提供してください。









	 ORA-28184: グローバル・ユーザーはディレクトリで管理されるプロキシ権限を持つことができません 
	
原因: 指定されたクライアント名はグローバル・ユーザーです。


	
処置: ALTER USERを使用してユーザーのタイプを変更してください(IDENTIFIED GLOBALLYからその他のタイプ、たとえばIDENTIFIED BYパスワードやIDENTIFIED EXTERNALLYなどへ)。









	 ORA-28200: IDENTIFIED USINGがすでに指定されています。 
	
原因: IDENTIFIED USING句が2回指定されました。


	
処置: IDENTIFIED USING句を1回のみ使用してください。









	 ORA-28221: REPLACEが指定されていません。 
	
原因: ユーザーがパスワードを変更しようとしましたが、パスワード照合関数がオンになっており、元のパスワードが指定されておらず、ユーザーにALTER USERシステム権限がありません。


	
処置: 元のパスワードを指定してください。









	 ORA-28223: 初回ログイン時にパスワードを変更する必要があります 
	
原因: ユーザーがグローバルに認証されていません。Oracle Internet Directory (OID)のパスワード・ポリシー設定では、初回接続時にパスワードを変更する必要があります。OID内のパスワードが変更されていない場合、その後のデータベースへの接続は拒否されます。


	
処置: OIDに接続してパスワードを変更してください。









	 ORA-28231: dbms_obfuscation_toolkitにデータが渡されていません 
	
原因: ファンクションまたはプロシージャに、NULL値が渡されました。


	
処置: 渡されたデータが空ではないことを確認してください。









	 ORA-28232: dbms_obfuscation_toolkitにデータが渡されていません 
	
原因: 暗号化または復号化のために発行されたデータの長さが、8バイトの倍数ではありません。


	
処置: 暗号化または復号化されるデータの長さが、8バイトの倍数であることを確認してください。









	 ORA-28233: 二重暗号化はサポートされません。 
	
原因: dbms_obfuscation_toolkitは、すでに暗号化されたデータの暗号化をサポートしていません。


	
処置: すでに暗号化されたデータを暗号化しないでください。









	 ORA-28234: キーの長さが短かすぎます。 
	
原因: 指定されたキーが、アルゴリズムに対して短すぎます。DESには、8バイト以上のキーが必要です。Triple-DESでは、2キー・モードで16バイト以上、3キー・モードで24バイト以上のキーが必要です。


	
処置: より長いキーを指定してください。









	 ORA-28235: アルゴリズムが使用不可能です 
	
原因: 必要な暗号化アルゴリズムが使用不可能です。


	
処置: インストーラを実行し、Oracle Advanced Securityに必要なアルゴリズムをインストールしてください。









	 ORA-28236: Triple-DESモードが無効です。 
	
原因: Triple-DES暗号化を実行するモードに対して、不明な値が指定されました。


	
処置: 有効な値を指定してください。有効な値のリストについては、パッケージ宣言を参照してください。









	 ORA-28237: シード長が短すぎます 
	
原因: キー生成ルーチンで指定されたシードは、80文字以上である必要があります。


	
処置: より長いシードを指定してください。









	 ORA-28238: シードが提供されませんでした 
	
原因: キー生成で使用するシードに、NULL値が渡されました。


	
処置: シードに、NULLでない値を指定してください。









	 ORA-28239: キーが提供されませんでした 
	
原因: 暗号化または復号化キーに、NULL値が渡されました。


	
処置: キーに、NULLでない値を指定してください。









	 ORA-28261: CURRENT_USERはPLSQL定義者権限のプロシージャを使用できません。 
	
原因: SYS_CONTEXT PLSQLインタフェースを使用して、CURRENT_USERを検索しようとしました。


	
処置: SQL文を使用して、DRプロシージャ内のCURRENT_USERを問い合せてください。









	 ORA-28262: global_context_pool_sizeには無効な値.があります。 
	
原因: パラメータglobal_context_pool_sizeが、必要な最小値(10KB)未満です。


	
処置: init.oraパラメータglobal_context_pool_sizeに10KB以上の値を指定してください。









	 ORA-28263: グローバル・コンテキスト・プールのメモリーが足りません 
	
原因: グローバル・コンテキスト・ヒープに対する割当てが、init.oraに設定された値を超えました。


	
処置: init.oraのglobal_context_pool_sizeパラメータの値を増やすか、または使用されていないグローバル・コンテキストを消去してください。









	 ORA-28264: クライアント識別子が長すぎます。 
	
原因: クライアント識別子の長さが、64を超えています。


	
処置: クライアント識別子に、64未満の長さを設定してください。









	 ORA-28265: 'sys_'で始まるネームスペースは使用できません 
	
原因: 'sys_'で始まるネームスペースは、使用できません。


	
処置: 'sys_'以外で始まるネームスペースを使用してください。









	 ORA-28267: 無効なNameSpace値です 
	
原因: コンテキスト・ネームスペースが予約されているキーワードと競合しているか、保護ネームスペースがこのタイプのアプリケーション・コンテキストで許可されていません。


	
処置: 有効なネームスペースを使用してください。









	 ORA-28268: セッションのコンテキスト情報の最大許容サイズを超えました 
	
原因: _session_context_size init.oraパラメータで指定された最大サイズを超えました。


	
処置: _session_context_sizeの値を変更してください。









	 ORA-28270: 不完全な形式のユーザー・ニックネームのパスワードでグローバル・ユーザーが認証されました。 
	
原因: 不完全な形式のユーザー・ニックネームで、パスワード認証のグローバル・ユーザーとしてログインしようとしました。


	
処置: ニックネームが有効であることを確認し、再度ログインしてください。









	 ORA-28271: LDAPディレクトリ・サービスのユーザー・エントリを読み込む権限がありません。 
	
原因: Oracleデータベースは、ユーザー・ニックネームX.500のユーザー・エントリに対する読込み権限がありません。


	
処置: Oracleデータベースが、正しいSSL資格証明を使用してLDAPディレクトリ・サービスに接続していることを確認してください。LDAPユーザー・エントリに対する権限が正しいことを確認してください。









	 ORA-28272: ドメイン・ポリシーがパスワード・ベースのGLOBALユーザー認証を制限します。 
	
原因: ドメイン・ポリシーは、パスワード認証のGLOBALユーザーを許可していません。


	
処置: Oracleデータベースが、正しいSSL資格証明を使用してLDAPディレクトリ・サービスに接続していることを確認してください。Oracleエンタープライズ・ドメイン・オブジェクトのorclDBAuthTypes属性に、PWDまたはALLが設定されていることを確認してください。









	 ORA-28273: LDAP識別名へのユーザー・ニックネームのマッピングが存在しません。 
	
原因: Oracleデータベースは、指定されたユーザー・ニックネームを、LDAP識別名にマップできません。


	
処置: LDAPのユーザー・エントリに、正しいユーザー・ニックネーム属性値が、適切に設定されていることを確認してください。









	 ORA-28274: ユーザー・ニックネームに対応するORACLEパスワード属性が存在しません。 
	
原因: ユーザー・ニックネームに対応するLDAPユーザー・エントリに、Oracleパスワード属性がないか、または属性が初期化されていません。


	
処置: LDAPのユーザー・エントリに、正しいOracleパスワード属性値が、適切に設定されていることを確認してください。









	 ORA-28275: LDAP識別名へのユーザー・ニックネームのマッピングが複数存在します。 
	
原因: 指定されたユーザー・ニックネームが、2つ以上のLDAP識別名にマップされています。


	
処置: エンタープライズ内のユーザー・ニックネームが一意であることを確認してください。









	 ORA-28276: ORACLEパスワード属性が無効です。 
	
原因: ユーザー・エントリのORACLEパスワード属性のフォーマットが無効です。


	
処置: ORACLEパスワード属性値がRFC-2307準拠であることを確認してください。









	 ORA-28277: グローバル・ユーザーのパスワードでの認証中に、LDAP検索が失敗しました。 
	
原因: 適切なユーザー・エントリおよびORACLEパスワードのLDAP検索に失敗しました。


	
処置: LDAPディレクトリ・サービスが起動し、実行されていることを確認してください。









	 ORA-28278: パスワード・ベースのGLOBALユーザーのためのドメイン・ポリシーが登録されていません。 
	
原因: パスワード認証のGLOBALユーザーのためのポリシーが登録されていません。


	
処置: データベース・サーバーのエンタープライズ・ドメインに、orclDBAuthTypes属性を追加してください。









	 ORA-28279: ldap_directory_access初期化パラメータの読取りでエラーが発生しました。 
	
原因: ldap_directory_accessパラメータが正しく指定されていません。


	
処置: spfile.oraのldap_directory_accessが正しく設定されていることを確認してください。使用される正しい値はPASSWORD、SSLまたはNONEです。









	 ORA-28280: ORACLEデータベース・パスワードに複数のエントリが存在します。 
	
原因: ユーザー・エントリのORACLEパスワード属性に、複数のORACLEデータベース・パスワードのエントリがあります。


	
処置: ORACLEパスワード属性値に、ORACLEデータベース・パスワードのエントリが1つのみであることを確認してください。









	 ORA-28281: 1つ以上のOracle RACインスタンスでグローバル・アプリケーション・コンテキストが更新されていません 
	
原因: Oracle RACインスタンス間でのグローバル・アプリケーション・コンテキストの更新中に、バックグラウンド・プロセスがエラーで終了したか、なんらかの問題によってタイムアウトしました。


	
処置: Oracle RACのすべてのインスタンスが操作可能であることを確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-28290: 同じKerberosプリンシパル名に複数のエントリが見つかりました 
	
原因: 同じkrbPrincipalNameに複数のユーザー・エントリが構成されています。


	
処置: エンタープライズ・ユーザーのエントリを変更して、そのエントリのKerberosプリンシパル名を割り当ててください。LDAP内のユーザー・エントリが適切に設定されていることを確認してください。









	 ORA-28291: Kerberosプリンシパル値が見つかりません。 
	
原因: OracleデータベースがkrbPrincipalName属性の値の取得に失敗しました。


	
処置: ユーザー・エントリに正しいKerberosプリンシパル値が適切に設定されていることを確認してください。









	 ORA-28292: Kerberosベースの認証のためのドメイン・ポリシーが登録されていません 
	
原因: エンタープライズ・ドメイン・エントリが、Kerberosベースのグローバル認証用に構成されていません。


	
処置: データベース・サーバーのエンタープライズ・ドメイン・エントリのorclDBAuthTypeを変更して、「ALL」または「KRB5」を割り当ててください。









	 ORA-28293: 一致するKerberosプリンシパルが、どのユーザー・エントリにも見つかりません 
	
原因: Oracleデータベースがユーザー検索ベース内でプリンシパルの検索に失敗しました。


	
処置: ユーザー検索ベースが正しいことを確認してください。ESMを使用して、エンタープライズ・ユーザーにそのユーザーのKerberosプリンシパル名を構成してください。









	 ORA-28300: LDAPディレクトリ・サービスのユーザー・エントリを読み込む権限がありません。 
	
原因: Oracleデータベースは、ユーザー・エントリに対する読込み権限がありません。


	
処置: Oracleデータベースが、正しい資格証明を使用してLDAPディレクトリ・サービスに接続していることを確認してください。LDAPユーザー・エントリに対する権限が正しく構成されていることを確認してください。









	 ORA-28301: SSL認証のためのドメイン・ポリシーが登録されていません。 
	
原因: SSLで認証しようとしましたが、データベース・エンタープライズ・ドメインがSSL認証用に構成されていません。


	
処置: サーバーのエンタープライズ・ドメイン・エントリのorclDBAuthTypeを変更して、「ALL」または「SSL」を割り当ててください。









	 ORA-28302: LDAPディレクトリ・サービスにユーザーが存在しません。 
	
原因: ユーザーの証明書を使用してSSLで認証しようとしましたが、ユーザーの識別名と一致するユーザー・エントリがLDAPサーバー内にありません。


	
処置: ユーザーのPKI DNと一致するDNを持つユーザー・エントリを、LDAPディレクトリに追加してください。









	 ORA-28303: ユーザーの識別名がサポートされる最大長を超えています 
	
原因: ユーザーの識別名(DN)が、サポートされている最大長を超えています。


	
処置: ユーザーの識別名(DN)を短くして、操作を再試行してください。









	 ORA-28330: このデータ型は暗号化できません 
	
原因: 列の暗号化に対して、データ型がサポートされていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-28331: 暗号化された列サイズはデータ型に対して長すぎます 
	
原因: 暗号化された列のサイズが、VARCHAR2の場合で3932、CHARの場合で1932、NVARCHAR2の場合で1966、NCHARの場合で966より長く指定されています。


	
処置: 列のサイズを小さくしてください。









	 ORA-28332: 暗号化鍵には複数のパスワードは指定できません 
	
原因: ユーザー・コマンドで複数のパスワードが指定されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-28333: 列が暗号化されていません 
	
原因: 暗号化されていない列を再入力または復号化しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-28334: 列はすでに暗号化されています 
	
原因: 暗号化された列を暗号化しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-28335: 参照型または被参照型の外部キー制約列は暗号化できません 
	
原因: 参照制約に暗号化された列が関与していました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-28336: SYSが所有するオブジェクトは暗号化できません 
	
原因: SYSが所有する表の列を暗号化しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-28337: 指定した索引が暗号化列に定義されていない可能性があります 
	
原因: 索引列が、ファンクション索引、ドメイン索引、結合索引のいずれかでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-28338: 列は索引付け、およびsaltを使用して暗号化できません 
	
原因: saltを使用して索引の列を暗号化しようとしたか、または暗号化された列にsaltを使用して索引を作成しようとしました。


	
処置: 表を変更し、saltを使用せずに列の暗号化を指定してください。









	 ORA-28339: 暗号化アルゴリズムが欠落しているか、または無効です 
	
原因: ユーザー・コマンドの暗号化アルゴリズムが欠落しているか、無効です。


	
処置: 有効なアルゴリズムを指定する必要があります。









	 ORA-28340: 表には、別の暗号化アルゴリズムが選択されています 
	
原因: 既存の暗号化された列が、異なるアルゴリズムに関連付けられています。


	
処置: アルゴリズムを指定しないか、既存の暗号化された列と同じアルゴリズムを指定してください。









	 ORA-28341: 制約列は、saltを使用して暗号化できません 
	
原因: saltを使用して制約列を暗号化しようとしました。


	
処置: saltを使用せずに制約列を暗号化してください。









	 ORA-28342: 列キーでは整合性チェックが正常に実行されません 
	
原因: 暗号化メタデータが不正に変更された可能性があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-28343: データを暗号化できません 
	
原因: データまたは暗号化メタデータが不正に変更されたか、セキュリティ・モジュールが正しく設定されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-28344: データを復号化できません 
	
原因: データまたは暗号化メタデータが不正に変更されたか、セキュリティ・モジュールが正しく設定されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-28345: 暗号化された列が存在するため、ダウングレードできません 
	
原因: システム内に暗号化された列が存在するにもかかわらず、ダウングレードしようとしました。


	
処置: これらの列を復号化してからダウングレードしてください。









	 ORA-28346: 暗号化された列は、パーティション化列として機能しません 
	
原因: パーティション化キー列を暗号化しようとしたか、暗号化された列を含むパーティション化索引を作成しようとしました。


	
処置: 列を復号化する必要があります。









	 ORA-28347: 暗号化プロパティの不一致 
	
原因: ALTER TABLE EXCHANGE PARTITION | SUBPARTITIONコマンドを発行しようとしましたが、暗号化プロパティが一致しませんでした。


	
処置: 暗号化アルゴリズムと列キーが同一であることを確認してください。対応する列は、同じsaltを使用した表とsalt以外のフレーバを使用した表の両方で暗号化する必要があります。









	 ORA-28348: 指定した列に定義されている索引を暗号化できません 
	
原因: ファンクション索引、ドメイン索引または結合索引内の列を暗号化しようとしました。


	
処置: 索引を削除してください。









	 ORA-28349: マテリアライズド・ビュー・ログに記録された指定の列を暗号化できません 
	
原因: すでにマテリアライズド・ビュー・ログに記録されている列を暗号化しようとしました。


	
処置: マテリアライズド・ビュー・ログを削除してください。









	 ORA-28350: CDC同期変更表に記録された指定の列を暗号化できません 
	
原因: すでにCDC同期変更表に記録されている列を暗号化しようとしました。


	
処置: 同期変更表を削除してください。









	 ORA-28351: クラスタ・キーの列を暗号化できません 
	
原因: クラスタ・キーの列を暗号化しようとしました。クラスタ表のクラスタ・キーの列は暗号化できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-28353: ウォレットのオープンに失敗しました 
	
原因: ウォレットのパスまたはパスワードが正しくないので、データベースがセキュリティ・モジュール・ウォレットをオープンできませんでした。使用方法を参照するため、コマンドラインでmkwalletと入力してください。


	
処置: ウォレットの正しいパスワードを使用してコマンドを再実行するか、指定されたディレクトリにウォレットが存在することを検証してください。必要に応じて、新しいウォレットを作成し、初期化してください。









	 ORA-28354: 暗号化ウォレット、自動ログイン・ウォレットまたはHSMはすでにオープンされています 
	
原因: 暗号化ウォレット、自動ログイン・ウォレットまたはHSMはすでにオープンされています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-28356: 無効なopen wallet構文 
	
原因: ウォレットをオープンするコマンドに、不適切な綴りまたは構文が含まれています。


	
処置: ウォレットをオープンする場合は、綴りと構文を検証し、コマンドを再実行してください。









	 ORA-28357: ウォレットのオープンに必要なパスワード 
	
原因: ウォレットをオープンするコマンドを実行する際にパスワードが提供されませんでした。


	
処置: 有効なパスワードでコマンドを再試行してください。









	 ORA-28358: 不適切なset key構文 
	
原因: マスター鍵を設定するコマンドに、不適切な綴りまたは構文が含まれています。


	
処置: 透過的データベース暗号化のマスター鍵を設定する場合は、綴りと構文を検証し、コマンドを再実行してください。









	 ORA-28359: 無効な証明書識別子 
	
原因: 指定された証明書がウォレットに存在しません。


	
処置: V$WALLET固定ビューを問い合せて、証明書の使用に適した証明書識別子を検索してください。









	 ORA-28361: マスター鍵が設定されていません 
	
原因: インスタンスのマスター鍵が設定されていません。


	
処置: ALTER SYSTEM SET KEYコマンドを実行し、データベース・インスタンスのマスター鍵を設定してください。









	 ORA-28362: マスター鍵が見つかりません 
	
原因: 必要なマスター鍵を検出できませんでした。無効または不正なウォレットの使用が原因である可能性があります。


	
処置: ウォレット・ロケーション・パラメータで、正しいウォレットが指定されているか確認してください。また、暗号化されたウォレットを使用するべきところでSSOウォレットが使用されていないことを検証してください。









	 ORA-28363: 用意されたバッファーは出力用には不十分です 
	
原因: 用意された出力バッファは、出力を含めるには小さすぎます。


	
処置: 出力バッファのサイズを確認し、適切なサイズに初期化されていることを確認してください。









	 ORA-28364: 無効なウォレット操作です 
	
原因: ウォレットを操作するコマンドに、不適切な綴りまたは構文が含まれています。


	
処置: 綴りと構文を検証し、コマンドを再実行してください。









	 ORA-28365: ウォレットがオープンしていません 
	
原因: セキュリティ・モジュール・ウォレットがオープンしていません。


	
処置: ウォレットをオープンしてください。









	 ORA-28366: 無効なデータベース暗号化操作です 
	
原因: データベース暗号化のコマンドに、不適切な綴りまたは構文が含まれています。


	
処置: 綴りと構文を検証し、コマンドを再実行してください。









	 ORA-28367: ウォレットが存在しません 
	
原因: Oracleウォレットが作成されていないか、sqlnet.oraにあるウォレット・ロケーション・パラメータによって無効なウォレット・パスが指定されています。


	
処置: WALLET_LOCATIONパラメータまたはENCRYPTION_WALLET_LOCATIONパラメータが正しく、有効なウォレットが指定のパスに存在することを検証してください。









	 ORA-28368: ウォレットを自動作成できません 
	
原因: データベースがOracleウォレットの自動作成に失敗しました。Oracleプロセスに適切なファイル権限がないか、ウォレットがすでに存在する可能性があります。


	
処置: 適切なディレクトリ権限がOracleユーザーに付与されており、暗号化または不明瞭化されたウォレットが指定のウォレット・ロケーションに存在しないことを確認し、再試行してください。









	 ORA-28369: オフライン時には暗号化可能な表領域にファイルを追加できません 
	
原因: 表領域内のすべてのファイルがオフラインのとき、暗号化可能な表領域にファイルを追加しようとしました。


	
処置: 表領域をオンラインにし、再試行してください。









	 ORA-28370: ENCRYPT記憶域オプションは使用できません 
	
原因: ENCRYPT記憶域オプションを指定しようとしました。このオプションは、CREATE TABLESPACEの実行時にのみ指定できます。


	
処置: このオプションを削除して、文を再実行してください。









	 ORA-28371: ENCRYPTION句またはENCRYPT記憶域オプション(あるいはその両方)は使用できません 
	
原因: TEMPまたはUNDO表領域の作成でENCRYPTION句またはENCRYPT記憶域オプションを指定しようとしました。


	
処置: これらのオプションを削除して、文を再試行してください。









	 ORA-28372: 暗号化された表領域にENCRYPT記憶域オプションがありません 
	
原因: 表領域の暗号化のためのENCRYPT記憶域オプションを指定せずに、CREATE TABLESPACEにENCRYPTIONプロパティを指定しようとしました。


	
処置: ENCRYPT記憶域オプションを追加して、文を再試行してください。









	 ORA-28373: 暗号化された表領域にENCRYPTION句がありません 
	
原因: 表領域の暗号化のためのENCRYPTIONプロパティを指定せずに、CREATE TABLESPACEにENCRYPT記憶域オプションを指定しようとしました。


	
処置: ENCRYPTION句を追加して、文を再試行してください。









	 ORA-28374: 入力したマスター鍵がウォレットに見つかりません 
	
原因: 暗号化された表領域またはREDOログにアクセスしようとしましたが、入力したマスター鍵がウォレットに存在しません。


	
処置: 表領域が作成されたインスタンスから正しいOracleウォレットをコピーしてください。









	 ORA-28375: 暗号化された表領域ではエンディアン間の変換を実行できません 
	
原因: 暗号化された表領域でエンディアン間の変換を実行しようとしました。


	
処置: 暗号化された表領域でのエンディアン間の変換はサポートされていません。









	 ORA-28376: PKCS11ライブラリが見つかりません 
	
原因: HSMベンダーのライブラリが見つかりません。


	
処置: HSMベンダーのライブラリを次のディレクトリ構造に配置します。UNIXライク・システムの場合: /opt/oracle/extapi/[32,64]/hsm/{VENDOR}/{VERSION}/lib<apiname>.<ext> Windowsシステムの場合: %SYSTEM_DRIVE%\oracle\extapi\[32,64]\hsm\{VENDOR}\{VERSION}\lib<apin// ame>.<ext> [32, 64] - 32ビットまたは64ビット・バイナリ。{VENDOR} - ライブラリを提供しているベンダーの名前。{VERSION} - ライブラリのバージョン。書式は、num#.num#.num#(可能な場合)。









	 ORA-28377: ウォレットからHSMに移行する必要はありません 
	
原因: 暗号化された列がないか、またはすべての列キーがHSMマスター鍵を使用してすでに暗号化されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-28378: マスター鍵の設定後、ウォレットがオープンしていません 
	
原因: マスター鍵は設定またはリセットされました。ただし、ウォレットを正常に再オープンできませんでした。


	
処置: ウォレットを再オープンしてください。









	 ORA-28379: 表には、別の整合性アルゴリズムが選択されています 
	
原因: 暗号化された列が別のアルゴリズムに関連付けられています。


	
処置: アルゴリズムを指定しないか、または既存の暗号化された列と同じアルゴリズムを指定してください。









	 ORA-28382: RACのグローバル・ウォレット操作に失敗しました 
	
原因: RACのウォレット操作に失敗しました。


	
処置: インスタンスに対するウォレット操作に成功したかどうかをV$WALLET_ENCRYPTION表で確認してください。操作を再試行してください。









	 ORA-28383: PKI証明書ベースのマスター鍵の移行を実行できません 
	
原因: PKI証明書ベースのマスター鍵の移行は許可されていません。


	
処置: 対称型のマスター鍵の移行を実行してください。









	 ORA-28384: 表領域の暗号化を実行できません 
	
原因: PKI証明書ベースのマスター鍵の使用中に表領域の暗号化が試行されました。


	
処置: 対称型のマスター鍵のキー更新を実行してください。









	 ORA-28385: PKI証明書ベースの移行を実行できません 
	
原因: HSMへのPKI証明書ベースの移行を実行しようとしました。


	
処置: 対称型のマスター鍵の移行を実行してください。









	 ORA-28386: PKI証明書ベースのマスター鍵のキー更新を実行できません 
	
原因: 表領域の暗号化またはHSMの使用中に、PKI証明書ベースのマスター鍵のキー更新を実行しようとしました。


	
処置: 対称型のマスター鍵のキー更新を実行するか、またはすべての表領域で表領域の暗号化を無効にしてください。









	 ORA-28387: Oracle RACのウォレット操作用のエンキューを取得できませんでした 
	
原因: Oracle RACデータベースでTDE操作をブロックするためのエンキューを取得できませんでした。


	
処置: ウォレット操作を再試行してください。









	 ORA-28388: データベースが読取り/書込みモードでオープンしていません 
	
原因: データベースが読取り/書込みモードでオープンしておらず、これらのウォレット操作を実行できませんでした。


	
処置: データベースを読取り/書込みモードでオープンして、このコマンドを再試行してください。









	 ORA-28389: 自動ログインウォレットをクローズできません 
	
原因: 自動ログイン・ウォレットをクローズできませんでした。パスワードを必要とする別のウォレットまたはHSMとともにオープンしていたためです。


	
処置: パスワードを使用してウォレットまたはHSMをクローズしてください。









	 ORA-28390: 自動ログイン・ウォレットはオープンされていませんが暗号化ウォレットはオープンされている可能性があります 
	
原因: 自動ログイン・ウォレットがオープンしていません。しかし、暗号化ウォレットはオープンしたままで、後続のTDE操作は正常に終了する可能性があります。


	
処置: 自動ログイン・ウォレットが閉じていてもTDE操作が成功する場合、暗号化ウォレットのステータスを確認し、必要ならば閉じます。









	 ORA-28391: ウォレットまたはHSMをクローズできません、パスワードが一致していません 
	
原因: 指定されたパスワードが、ウォレットまたはHSMのオープンに使用されたパスワードと一致していません。


	
処置: ウォレットまたはHSMの正しいパスワードを指定して、ウォレットまたはHSMをクローズしてください。









	 ORA-28392: 無効なclose wallet構文 
	
原因: ウォレットをクローズするコマンドに不正な綴りまたは構文が含まれています。


	
処置: ウォレットをクローズする場合は、綴りと構文を検証し、コマンドを再実行してください。









	 ORA-28393: ウォレットのクローズに必要なパスワード 
	
原因: ウォレットをクローズするコマンドを実行する際にパスワードが提供されませんでした。


	
処置: 有効なパスワードでコマンドを再試行してください。









	 ORA-28394: 長さstringのデータの復号化に失敗しました 
	
原因: データの復号化に失敗しました。エラーの原因としては、復号化のために発行された外部ファイル内のプレーン・テキスト・データ、各種キーや復号化のために発行されたユーティリティで暗号化されたデータ、または破損しているデータファイル内のTDEで暗号化されたデータが考えられます。


	
処置: 適切な外部ファイルを指定するか、またはOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-28395: 新規マスター鍵をウォレットに書き込めませんでした 
	
原因: 新しいマスター鍵をウォレットに書き込もうとしました。ウォレットまたは親ディレクトリに、マスター鍵をウォレットに書き込むための適切なファイル権限がない可能性があります。


	
処置: パスワードベースのウォレット、自動ログイン・ウォレット、親ディレクトリの権限、およびファイルシステム上のディスク領域の有無を確認してください。パスワードベースのウォレットおよび自動ログイン・ウォレットに対する読取り/書込み権限がOracleプロセスにあることを確認してください。コマンドを再試行してください。









	 ORA-28396: enc$ディクショナリ表のキー更新に失敗しました 
	
原因: キー更新操作に必要となる1つ以上のマスター鍵がウォレットで見つかりませんでした。不正なマスター鍵識別子がenc$ディクショナリ表に挿入されたか、参照されているマスター鍵を含むウォレットが不正に変更または削除されました。


	
処置: ウォレットの最新のコピーをリストアして、操作を再試行してください。









	 ORA-28397: パスフレーズラップされた鍵があるため、ファイルstringをオンラインにできません 
	
原因: 暗号化された表領域ファイルが、DBMS_TTS.PASSPHRASE_REWRAP_KEYプロシージャを介してパスフレーズを使用して再ラップされました。したがって、RMANにより変換されるまではデータベースの一部になることはできません。


	
処置: パスフレーズラップされた鍵でファイルをオンラインにしようとしないでください。









	 ORA-28398: このファイルの暗号化鍵を再ラップできません 
	
原因: このファイルの暗号化鍵は、暗号化された表領域からではないため、またはすでに再ラップされたことがあるため、再ラップできません。


	
処置: ファイルが暗号化された表領域からのファイルのコピーであることを確認します。









	 ORA-28403: ファイルstringはオンライン・データ・ファイルなので変更できません 
	
原因: ファイルがデータベースの一部ではないと予測された場合に、オンライン・データ・ファイルを変更しようとしました。


	
処置: ファイルおよびその表領域のステータスを確認し、それがオフラインまたはデータ・ファイルのコピーであることを確認します









	 ORA-28404: ロールは変更できません 
	
原因: ロールをグローバル・ロール、外部ロール、パスワードで保護されたロールまたはセキュア・アプリケーション・ロールに変更しようとしました。そのロールは、すでに他の1つ以上のロールに付与されていたため変更できませんでした。


	
処置: REVOKEを使用して、先に他のロールからそのロールを取り消してください。









	 ORA-28405: ロールにセキュア・ロールを付与することはできません 
	
原因: 付与されたロールが、パスワードで保護されたロールまたはセキュア・アプリケーション・ロールでした。このロールのみ直接ユーザーに適用できます。


	
処置: ユーザーにロールを直接付与してください。









	 ORA-28407: ハードウェア・セキュリティ・モジュール・エラーが検出されました 
	
原因: ハードウェア・セキュリティ・モジュール(HSM)の接続が失われていたか、別の内部HSMエラーが発生しました。


	
処置: トレース・ファイルのエラー詳細を確認し、次を試行します。1) コマンドを再試行します。エラーが繰り返される場合、手順2に進みます。2) HSMが正しく構成され、接続されていることを確認します。コマンドを再試行してください。エラーが繰り返される場合、手順3に進みます。3) セキュリティ・モジュールを閉じてオープンするようセキュリティ責任者に依頼します。コマンドを再試行してください。エラーが繰り返される場合、手順4に進みます。4) 可能ならばデータベースをバウンスします。コマンドを再試行してください。エラーが繰り返される場合、Oracleサポート・サービスまたはHSMベンダーのサポートに連絡してください。









	 ORA-28408: パスフレーズを使用した暗号化に失敗しました 
	
原因: パスフレーズを使用した暗号化の失敗は、無効なパスフレーズまたはパスフレーズの欠落により、あるいは内部エラーによる可能性が高いです。


	
処置: パスフレーズが指定されていることを確認し、操作を再試行してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスにお問い合せください。









	 ORA-28409: パスフレーズを使用した復号化に失敗しました 
	
原因: パスフレーズを使用した復号化の失敗は、無効なパスフレーズまたはパスフレーズの欠落により、あるいは内部エラーによる可能性が高いです。


	
処置: パスフレーズが指定されていることを確認し、操作を再試行してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスにお問い合せください。









	 ORA-28500: OracleからOracle以外のシステムへの接続で次のメッセージが戻されました: 
	
原因: 原因は次のメッセージで説明されます。


	
処置: 次のメッセージについては、Oracle以外のシステムのドキュメントを参照してください。









	 ORA-28501: 異機種間データベース・リンクで通信エラーが発生しました。 
	
原因: 予期しない通信障害が、Oracle以外のシステムへの異機種間データベース・リンクで発生しました。このメッセージの後に、接続されたOracle以外のシステムで生成された2番目のメッセージが続きます。


	
処置: 2番目のエラー・メッセージの説明は、Oracle以外のシステムのドキュメントを参照してください。









	 ORA-28502: 異機種間データベース・リンクで内部通信エラーが発生しました。 
	
原因: Oracleの異機種間サービスへの内部通信エラーが発生しました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-28503: バインド値をOracle以外のシステム用のSQLテキストに変換できません 
	
原因: SQL文がOracle以外のシステムへの異機種間サービス・データベース・リンクのバインド変数を使用しましたが、Oracle以外のシステムはバインド変数をサポートしていません。


	
処置: バインド変数を使用しないように、SQL文を変更してください。









	 ORA-28504: 異機種間データベース・リンクのROWIDキャッシュでROWIDが見つかりません。 
	
原因: 異機種間サービスのROWIDキャシュが指定されたROWIDに対応する項目を1つも保持していません。ROWIDキャッシュのROWIDに対する項目が上書きされた可能性があります。


	
処置: HS_ROWID_CACHE_SIZE異機種間サービス初期化パラメータの値を増やして、異機種間サービスのROWIDキャッシュ・サイズを大きくしてください。









	 ORA-28505: stringからOracle以外のシステムの機能を取得できません 
	
原因: Oracleは、異機種間データベース・リンクを介して接続されたOracle以外のシステムの機能情報を取得できませんでした。この機能情報は、HS_CLASS_CAPSまたはHS_INST_CAPSデータ・ディクショナリ・ビューで表示できるデータ・ディクショナリ表に格納されているはずです。


	
処置: DBAに連絡して、エラー・メッセージに名前のあるサーバー・データ・ディクショナリ表を確認します。表のコンテンツが正しくない場合、DBAはこのFDS_CLASS_NAMEおよびFDS_INST_NAMEのすべてのデータ・ディクショナリのコンテンツをリストアする必要があります。通常は、このクラスおよびインスタンスの現在のデータ・ディクショナリ・コンテンツのすべてを削除し、新しい接続を開始して、接続されたエージェントに新しいデータ・ディクショナリ・コンテンツをサーバーにアップロードさせるので十分です。









	 ORA-28506: string(stringに保存)に対するデータ・ディクショナリの変換で解析エラーが発生しました。 
	
原因: Oracleデータ・ディクショナリ表への参照またはOracle以外のシステムへの異機種間データベース・リンクのビュー名が変換できませんでした。ビューHS_CLASS_DDを使用して表示されるOracleデータ・ディクショナリ表に、データ・ディクショナリ変換に対して無効なSQLがあります。


	
処置: エージェント・ベンダーのカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-28507: データ・ディクショナリ・ビューstringでエラーが発生しました。 
	
原因: 異機種間サービスの初期化パラメータ表が使用不可能か、またはその構造体(列数または列型)が正しくありません。


	
処置: 異機種間サービスの初期化パラメータのビュー(HS_CLASS_INITおよびHS_INST_INIT)のインストールが正しいことを確認してください。これらのビューが使用可能でない場合は、$ORACLE_HOME/rdbms/adminディレクトリ内のスクリプトCATHS.SQLを実行したことを確認してください。









	 ORA-28508: 無効な値stringが異機種間サービス初期化パラメータstringに指定されています。 
	
原因: Oracle以外のシステムへ接続しようとしたときに、指定された異機種間サービス初期化パラメータに無効な値がありました。


	
処置: 異機種間サービスおよびエージェントのドキュメントを確認して、有効な値を指定してください。









	 ORA-28509: Oracle以外のシステムへの接続を確立できません。 
	
原因: Oracle以外のシステムへのデータベース・リンクの初期化で、このOracle以外のシステムの異機種間サービス・エージェント・プロセスへの接続に失敗しました。


	
処置: 次の箇所でOracle Netサービス名定義を確認してください。CREATE DATABASE LINK文のUSING句、TNSNAMES.ORAファイル、Oracle Names Server。サービス名の不一致の理由として次のことが考えられます。CREATE DATABASE LINK文のUSING句は、TNSNAMES.ORAファイルまたはOracle Names Serverで定義されるサービス名と一致している必要があります。サービス名定義のプロトコル固有の情報は、応答するリスナーのプロトコル固有定義と一致している必要があります。サービス名定義(TNSNAMES.ORAファイルまたはOracle Names Serverにある)のSID=<name>が、応答するリスナーのLISTENER.ORAファイルの値と一致している必要があります。









	 ORA-28510: 異機種間データベース・リンクの初期化に失敗しました。 
	
原因: Oracle以外のシステムへの異機種間データベース・リンクの初期化が、このOracle以外のシステムのエージェントによって識別されたエラーにより失敗しました。


	
処置: Oracle以外のシステムが稼働しており、エージェントの環境および初期化の値すべてが正常に設定されていることを確認してください。









	 ORA-28511: SID=stringを使用する異機種間リモート・エージェントへのRPC接続が失われました。 
	
原因: 次の1つで致命的エラーが発生しました。Oracleデータベースとエージェント間の接続、異機種間サービスのリモート・エージェント自体、またはOracle以外のシステムへの接続。このエラーは通信が正常に確立した後発生しました。


	
処置: ネットワークの問題とリモート・ホストのクラッシュを確認してください。問題は、エージェントのソフトウェアにある可能性があります。エージェント・ベンダーのカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-28512: stringからデータ・ディクショナリ変換を取得できません。 
	
原因: Oracleは、異機種間データベース・リンクを介して接続されたOracle以外のシステムのデータ・ディクショナリ変換情報を取得できませんでした。このデータ・ディクショナリ変換情報は、HS_CLASS_DDまたはHS_INST_DDデータ・ディクショナリ・ビューで表示できるデータ・ディクショナリ表に格納されています。


	
処置: エラー・メッセージに名前のあるサーバー・データ・ディクショナリ表を確認するようDBAに依頼します。表のコンテンツが正しくない場合、DBAはこのFDS_CLASS_NAMEおよびFDS_INST_NAMEのすべてのデータ・ディクショナリのコンテンツをリストアする必要があります。通常は、このクラスおよびインスタンスの現在のデータ・ディクショナリ・コンテンツのすべてを削除し、新しい接続を開始して、接続されたエージェントに新しいデータ・ディクショナリ・コンテンツをサーバーにアップロードさせるので十分です。









	 ORA-28513: 異機種間リモート・エージェントで内部エラーが発生しました。 
	
原因: 異機種間データベース・リンクをサポートしているOracleリモート・エージェントで内部エラーが発生しました。


	
処置: エラーがどのように生成されたかを記録し、エージェント・ベンダーのカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-28514: 異機種間データベース・リンクの初期化でシステム日付を変換できませんでした。 
	
原因: システム日付を取得できませんでした。


	
処置: Oracleデータベースのホスト・マシンおよびオペレーティング・システムが操作可能であることを確認してください。低レベルのシステム関数が失敗しなければ、このエラーは発生しません。









	 ORA-28515: stringから外部オブジェクト定義を取得できません。 
	
原因: Oracleは、分散外部プロシージャまたはOracle以外のシステムのインスタンスに登録されたリモート・ライブラリの定義を取得できませんでした。おそらく基本データ・ディクショナリ表が存在しないか、変形しているためです。


	
処置: Oracleデータベースの異機種間サービス・データ・ディクショナリが正しくインストールされていることを確認してください。異機種間サービス・データ・ディクショナリがインストールされていない場合は、$ORACLE_HOME/rdbms/adminディレクトリ内のCATHS.SQLスクリプトを実行してください。









	 ORA-28518: データ・ディクショナリ変換に不正な変換タイプがあります。 
	
原因: Oracleデータベースのデータ・ディクショナリまたは異機種間サービス・エージェントからアップロードされたデータ・ディクショナリの内容での、データ・ディクショナリ変換定義が不正な変換タイプ・コードを指定しました。有効な値は、「変換」の場合'T'または't'、「模擬」の場合'M'または'm'です。エラー元の正確なデータ・ディクショナリ変換に関する情報は、Oracleインスタンスのトレース(*.TRC)ファイルおよびOracleインスタンスのアラート・ログに書き込まれています。このエラーは、異機種間サービス・エージェントがデータ・ディクショナリの内容を、サーバーからエージェントへの最初の接続でOracleデータベースへアップロードしているときに発生します。


	
処置: エージェント・ベンダーのカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-28519: 使用可能な異機種間データ・ディクショナリ変換がありません。 
	
原因: Oracleデータベースのデータ・ディクショナリが、接続されたOracle以外のシステムのデータ・ディクショナリ変換を定義していません。また、自動自己登録(データ・ディクショナリ・アップロード)が使用可能ではありません。


	
処置: この問題の解決は、データベース管理者(DBA)に依頼してください。最も簡単に解決するには、OracleデータベースのHS_AUTO_REGISTER初期化パラメータをTRUEに設定して自動自己登録を使用可能にしてください。もう1つの解決方法は、エージェント・ベンダーが提供するSQLスクリプトを実行して異機種間サービスのデータ・ディクショナリをOracle以外のシステム固有の情報にロードすることです。スクリプトが実行されてもエラーが続く場合は、エージェント・ベンダーのカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-28520: 異機種間データ・ディクショナリ変換の初期化中にエラーが発生しました 
	
原因: Oracleが、Oracle以外のシステムのインスタンスに対してデータ・ディクショナリ変換を取得できませんでした。基礎となるデータ・ディクショナリ表が存在しないか、正しい形式でない可能性があります。


	
処置: Oracleデータベースの異機種間サービス・データ・ディクショナリが正しくインストールされていることを確認してください。異機種間サービス・データ・ディクショナリがインストールされていない場合は、$ORACLE_HOME/rdbms/adminディレクトリ内のCATHS.SQLスクリプトを実行してください。FDS_CLASS_NAMEで指定されている接続されたエージェントがOracleデータベースのカスタム・インストール・スクリプトを必要とする場合は、スクリプトが実行されていることを確認してください。両方のスクリプトが実行されてもエラーが続く場合は、エージェント・ベンダーのカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-28521: 使用可能な異機種間機能情報がありません。 
	
原因: Oracleデータベースのデータ・ディクショナリに、接続されたOracle以外のシステムの機能定義がありません。また、自動自己登録(データ・ディクショナリ・アップロード)が使用可能ではありません。


	
処置: この問題の解決は、データベース管理者(DBA)に依頼してください。最も簡単に解決するには、OracleデータベースのHS_AUTO_REGISTER初期化パラメータをTRUEに設定して自動自己登録を使用可能にしてください。もう1つの解決方法は、エージェント・ベンダーが提供するSQLスクリプトを実行して異機種間サービスのデータ・ディクショナリをOracle以外のシステム固有の情報にロードすることです。スクリプトが実行されてもエラーが続く場合は、エージェント・ベンダーのカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-28522: 異機種間機能の初期化中にエラーが発生しました 
	
原因: Oracleが、Oracle以外のシステムのインスタンスに対して機能定義を取得できませんでした。基礎となるデータ・ディクショナリ表が存在しないか、正しい形式ではない可能性があります。


	
処置: Oracleデータベースの異機種間サービス・データ・ディクショナリが正しくインストールされていることを確認してください。異機種間サービス・データ・ディクショナリがインストールされていない場合は、$ORACLE_HOME/rdbms/adminディレクトリ内のCATHS.SQLスクリプトを実行してください。FDS_CLASS_NAMEで指定されている接続されたエージェントがOracleデータベースのカスタム・インストール・スクリプトを必要とする場合は、スクリプトが実行されていることを確認してください。両方のスクリプトが実行されてもエラーが続く場合は、エージェント・ベンダーのカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-28523: Oracleと異機種間エージェントのバージョンに互換性がありません。 
	
原因: データベース・リンクでの操作がOracle以外のシステムに接続しようとしましたが、Oracle以外のシステムのOracleインスタンスとエージェント・プロセスに互換性がありません。


	
処置: データベース管理者(DBA)に、Oracleインスタンスとエージェントの両方の構成を確認するよう依頼してください。バージョンの非互換性の詳細は、Oracleインスタンスとエージェントのトレース(*.TRC)ファイルおよびOracleインスタンスのアラート・ログにロギングされています。Oracleデータベースのどのリリースがサポートされているかをエージェントのドキュメントで確認してください。









	 ORA-28525: 異機種間サービスのエラー・メッセージ・テキストを作成できません。 
	
原因: 不正な引数がエラー・メッセージ作成ルーチンに渡されました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-28526: 無効な記述情報が異機種間サービスに戻されました 
	
原因: 異機種間サービスが、異機種間サービス・エージェントからSELECTリスト、結合リストまたは格納プロシージャに対して無効な記述情報を受け取りました。これは、異機種間サービスのOracle以外のシステム・エージェントに問題があることを示しています。


	
処置: エージェント・ベンダーのカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-28527: 異機種間サービス・データ型のマップ中にエラーが発生しました。 
	
原因: Oracleデータ型を、Oracle以外のデータ型上でマップできなかったか、またはOracle以外のデータ型を、Oracleデータ型にマップできませんでした。これらのマッピングは、Oracleデータベースのデータ・ディクショナリの機能定義として定義されています。


	
処置: ORACLEサーバーのデータディクショナリが、接続されたFDS_CLASS_NAMEおよびFDS_INST_NAMEに対する正しい機能定義で初期化されていることを確認します。表のコンテンツが正しくない場合、DBAはこのFDS_CLASS_NAMEおよびFDS_INST_NAMEのすべてのデータ・ディクショナリのコンテンツをリストアする必要があります。通常は、このクラスおよびインスタンスの現在のデータ・ディクショナリ・コンテンツのすべてを削除し、新しい接続を開始して、接続されたエージェントに新しいデータ・ディクショナリ・コンテンツをサーバーにアップロードさせるので十分です。エラーが続く場合は、エージェント・ベンダーのカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-28528: 異機種間サービス・データ型の変換中にエラーが発生しました。 
	
原因: Oracleデータ型を、Oracle以外のデータ型上で変換できなかったか、またはOracle以外のデータ型を、Oracleデータ型に変換できませんでした。変換エラーの原因として次のことが考えられます。--オーバーフローの問題(数値の場合) --長さの制限(文字列の場合) --無効な値が変換ルーチンに渡された


	
処置: エージェント・ベンダーのカスタマ・サポートに連絡してください。問題がOracleとOracle以外のシステム間のサイズの相違によるものである場合は、値の変換ができない可能性があります。









	 ORA-28529: Oracle Netサービス名定義のパラメータがないか、または無効です。 
	
原因: TNSNAMES.ORAファイルまたはOracle Names Serverのいずれかに格納されているOracle Netサービス名定義内の異機種間サービス・パラメータが無効か、またはパラメータがありません。


	
処置: データベース管理者(DBA)に依頼して、Oracle Netサービス定義が正しく完全であることを確認してください。Oracle Netサービス定義に組み込まれる正しい情報は、エージェントのドキュメントに記載されています。









	 ORA-28530: NLS言語IDで異機種間サービス初期化エラーが発生しました。 
	
原因: 異機種間サービスは、NLS言語IDを初期化できません。Oracleデータベースおよび接続されたOracle以外のシステムの異機種間サービス・エージェントの両方に言語IDがある必要があります。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-28533: 異機種間サービスの強制ハンドル・エラーが発生しました 
	
原因: 異機種間サービスの強制ハンドルでエラーが発生しました。エージェントの機能によっては、異機種間サービスは暗黙的な強制を含むSQL文や、TO_CHAR、TO_NUMBER、TO_DATEなどの強制関数を含むSQL文について追加の処理を行う場合があります。この機能は、強制に関する機能が制御しています。これらの機能定義の1つでエラーが発生した場合に、異機種間サービスのロジックがこのエラーをレポートします。


	
処置: 機能表の設定はエージェント・ベンダーが管理し、データベース管理者(DBA)が変更します。データベース管理者(DBA)とエージェント・ベンダーに連絡し、正しい一連の機能をインストールしてください。









	 ORA-28534: 異機種間サービスの前処理エラーが発生しました 
	
原因: 異機種間サービスが実行できる機能の1つとして、暗黙的な強制を含むSQL文の一部、またはTO_CHAR、TO_NUMBER、TO_DATEのような明示的な強制関数をコールするSQL文の一部を前処理する機能があります。たとえば、TO_DATEへのコールをバインド変数に変換したり、TO_DATE関数コールを前評価して、結果の値をバインド値としてOracle以外のシステムに渡すことができます。この動作は強制に関係のある機能が制御しています。機能の設定が誤っていた場合、前処理を試行すると異機種間サービスはエラーを発生します。その場合、エラーが通知されます。


	
処置: 機能表の設定はエージェント・ベンダーが管理し、データベース管理者(DBA)が変更します。データベース管理者(DBA)とエージェント・ベンダーに連絡し、正しい一連の機能をインストールしてください。









	 ORA-28535: 異機種間サービス・コンテキストが無効です 
	
原因: 異機種間サービス・エージェントのドライバ・モジュールが、無効な異機種間サービス・コンテキスト値を使用して異機種間サービス・ルーチンをコールしました。これはドライバの論理エラーである可能性があります。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートまたはエージェント・ベンダーに連絡してください。









	 ORA-28536: 異機種間サービス初期化パラメータの処理時にエラーが発生しました。 
	
原因: 後続のエラー・メッセージが示すエラーのため、Oracleデータベースのデータ・ディクショナリからの異機種間サービス初期化パラメータの処理に失敗しました。


	
処置: サーバー・データ・ディクショナリ・ビューHS_CLASS_INIT、HS_INST_INITおよびHS_ALL_INITSを確認してください。後述のエラー・メッセージで示されるエラーが発生した状態を調べてください。









	 ORA-28537: 結果セットはこれ以上ありません 
	
原因: このエラー・コードは、Oracle Database Gatewayおよび異機種間サービスのコード内で内部的に使用されていました。通常、このエラー・コードはクライアント・プログラムに報告されません。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-28538: 結果セットが見つかりません 
	
原因: クライアント・プログラムが、オープンされていない結果セットからフェッチしようとしました。ストアド・プロシージャの実行では、多数のゲートウェイが、以前実行したストアド・プロシージャから戻されたすべての結果セットを自動的にクローズします。


	
処置: 使用しているゲートウェイについてドキュメントを確認し、ストアド・プロシージャが実行されるたびに、現在オープンしている結果セットが自動的にクローズされる場合について調べてください。その後、クライアント・プログラムがこのルールに違反していないかどうかを確認してください。プログラムが違反している場合は、修正してください。それ以外の場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-28539: ゲートウェイでは結果セットをサポートしません 
	
原因: クライアント・プログラムが、結果セットをサポートしていないゲートウェイを介して、1つ以上の結果セットを戻すストアド・プロシージャを実行しようとしました。


	
処置: 使用しているゲートウェイについてドキュメントを確認し、ストアド・プロシージャから戻される結果セットをサポートしているかどうかを調べてください。サポートしていない場合、そのストアド・プロシージャにアクセスするには、ゲートウェイのバージョンを、結果セットをサポートしているバージョン(存在する場合)にアップグレードしてください。結果セットをサポートしているゲートウェイで、このエラーが発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-28540: 結果セットの内部エラー 
	
原因: 異機種間サービスまたはOracle Database Gatewayコードの内部プロトコル・エラーが発生しました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-28541: HS initファイルの行numberのエラー。 
	
原因: ゲートウェイの初期化ファイルで、構文エラーが発生しました。


	
処置: ゲートウェイの初期化ファイルを確認し、構文エラーを修正してください。詳細は、ゲートウェイのトレース・ファイルにあるエラー・メッセージを確認してください。









	 ORA-28542: HS initファイルの読取りエラー 
	
原因: ゲートウェイの初期化ファイルの読込みで、エラーが発生しました。


	
処置: ゲートウェイの初期化ファイル名を確認し、ゲートウェイの初期化ファイルが実際に存在しているかどうかを調べてください。初期化ファイルのパラメータを確認し、ファイルの正しい位置を指しているかどうかを調べてください。









	 ORA-28543: Oracle以外のシステムへの適用接続の初期化中にエラーが発生しました。 
	
原因: 異機種間レプリケーション用に構成されたOracle以外のシステムへの接続の初期化に失敗しました。


	
処置: ゲートウェイへの接続に使用しているリスナーが起動しており、正しく構成されていることを確認してください。また、使用しているデータベース・リンクが正しく構成されていることを確認し、TNS名の別名がデータベース・リンク定義で使用されている場合は、tnsnames.oraのエントリが正しく構成されていることを確認してください。









	 ORA-28544: エージェントへの接続に失敗しました。Oracle Netの管理エラーの可能性があります。 
	
原因: Oracleサーバーが異機種間サービス・エージェントまたは外部プロシージャ・エージェントとの接続を確立しようとしたときに、RSLV接続またはプロトコル・モード・エラーを生成するエラーをNet8がレポートしました。これは通常、TNSNAMES.ORAまたはLISTENER.ORAでのNet8サービス定義の設定における管理エラーが原因です。基本ネットワーク接続がオープンしていますが、適切なプロトコルを使用していないプログラムに接続しています。これは多くの場合、誤ったプログラムに接続している証拠です。


	
処置: Oracle Net管理を次の方法で確認してください。TNSNAMES.ORAまたはOracle Names Serverを使用しているとき、Oracleデータベースからの接続が正しいサービス名またはSIDを使用していることを確認してください。エージェントのホスト・マシン上のLISTENER.ORAを調べて、サービス名またはSIDがその(PROGRAM=...)句で実行可能な正しいエージェントを参照していることを確認してください。TNSNAMES.ORAまたは同様のサービス定義で、サービスextproc_connection_dataに(HS=)が含まれていないことを確認してください。また、異機種間サービス・データベース・リンクにより使用されるサービス定義に(HS=)が含まれていることを確認してください。









	 ORA-28545: エージェントへの接続時に、Oracle Netによってエラーが診断されました。 
	
原因: 外部プロシージャのコール、または異機種間サービス・データベース・リンク上のOracle以外のシステムへのSQL発行は、接続の初期化中に失敗しました。Oracle Net NCRソフトウェアにより診断されたエラーが別個に報告されます。


	
処置: Oracle Net NCROエラー・メッセージを参照してください。解決しない場合は、使用されている異機種間サービス・データベース・リンクと関連するサービス、または外部プロシージャ・コールのextproc_connection_dataと関連するサービスのtnsnames.oraおよびlistener.oraで接続管理設定を確認してください。









	 ORA-28546: 接続の初期化に失敗しました。Oracle Netの管理エラーの可能性があります。 
	
原因: Oracleサーバーから2番目のプロセスへのネットワーク接続の初期化中にエラーが発生しました。接続は完了しましたが、プロトコル特有の初期化を実行しようとしているときに切断が発生しました。これは通常、接続の反対側で別のネットワーク・プロトコルを使用したことによります。これは通常、データベース・リンクまたは外部プロシージャ・コールに対する不適切なNet8管理設定により発生します。最も可能性の高い特定の原因は次のとおりです。--Oracle間接続用のデータベース・リンクの設定が、異機種間サービス・エージェントまたは外部プロシージャ・エージェントへ接続している。--異機種間サービス接続用のデータベース・リンクの設定が、Oracleサーバーへ直接接続している。--tnsnames.oraのextproc_connection_data定義が、外部プロシージャ・エージェントのかわりにOracleインスタンスに接続している。--通常、tnsnames.oraで定義されている異機種間サービス・データベース・リンクへの接続データで、(HS=)が指定されていない。--通常、tnsnames.oraで定義されているOracle間データベース・リンクへの接続データで、(HS=)が指定されている。


	
処置: Oracle Net管理を次の方法で確認してください。TNSNAMES.ORAまたはOracle Names Serverを使用しているとき、Oracleデータベースからの接続が正しいサービス名またはSIDを使用していることを確認してください。接続のエンドポイントのホスト・マシン上のLISTENER.ORAを調べて、サービス名またはSIDが正しいプログラムに接続していることを確認してください。TNSNAMES.ORAまたは同様のサービス定義で、サービスextproc_connection_dataに(HS=)が含まれていないことを確認してください。また、異機種間サービス・データベース・リンクにより使用されるサービス定義に(HS=)が含まれていることを確認してください。









	 ORA-28547: サーバーへの接続が失敗しました。Oracle Net管理エラーの可能性があります 
	
原因: クライアント・プロセスからOracleサーバーへのネットワーク接続の初期化中にエラーが発生しました。接続は完了しましたが、プロトコル特有の初期化を実行しようとしているときに切断が発生しました。これは通常、接続の反対側で別のネットワーク・プロトコルを使用したことによります。これは通常、データベース・リンクまたは外部プロシージャ・コールに対する不適切なOracle Net管理設定により発生します。最も可能性の高い特定の原因は次のとおりです。--接続にOracleサーバーではなく異機種間サービス・エージェントを参照する接続文字列を使用している。--接続に(HS=)仕様を含む接続文字列を使用している。--接続の初期化が完了する前にCtrl+Cを押した。--SQLNET.AUTHENTICATION_SERVICESをNTSに設定して、Windows上でDRCPを使用している。--共有サーバー構成ですべての共有サーバーがビジー状態のときに、SQLNET.INBOUND_CONNECT_TIMEOUTパラメータにより接続がタイムアウトした。


	
処置: Oracle Net管理を次の方法で確認してください。TNSNAMES.ORAまたはOracle Names Serverを使用している場合は、Oracleサーバーへのクライアント接続で正しいサービス名またはSIDが使用されていることを確認してください。接続のエンドポイントのホスト・マシン上のLISTENER.ORAを調べて、サービス名またはSIDが正しいデータベースを参照していることを確認してください。TNSNAMES.ORAまたは同様のサービス定義で、接続文字列に(HS=)が含まれていないことを確認してください。Windows上でDRCPを使用している場合は、SQLNET.AUTHENTICATION_SERVICESをNONEに設定してください。









	 ORA-28550: パススルーSQL: カーソルが見つかりません。 
	
原因: パススルーSQL関数に渡された値またはカーソルとしてのプロシージャ・コールが、現在のオープン・カーソルを認識できませんでした。


	
処置: パススルーSQL OPEN_CURSORコールで戻されたカーソル番号を使用してください。









	 ORA-28551: パススルーSQL: SQL解析エラーが発生しました。 
	
原因: Oracle以外のシステムがパススルーSQL文として指定されたテキストを拒否しました。


	
処置: パススルーSQL解析コールに指定されたSQLが、Oracle以外のシステムに受け入れられていることを確認してください。









	 ORA-28552: パススルーSQL: コール・フロー・エラーが発生しました。 
	
原因: パススルーSQL関数が無効な順序でコールされました。


	
処置: APIコールの順序を変更して、マニュアルに記載されているフローと一致するようにプログラムを修正してください。









	 ORA-28553: パススルーSQL: バインド変数の位置が正しくありません。 
	
原因: 現在の解析対象SQL文のバインド変数の位置を参照しているパススルーSQL関数が、無効なバインド変数の位置を指定しました。有効な値は1からnで、nはSQLテキスト内のバインド変数のプレースホルダの数です。


	
処置: バインド変数の位置パラメータが、SQLテキストのプレース・ホルダーを表す正しい範囲にあることを確認してください。SQLテキストが、Oracle以外のシステムが必要とするバインド変数のプレース・ホルダーの正しい構文を使用していることを確認してください。









	 ORA-28554: パススルーSQL: カーソル数が範囲外です。 
	
原因: オープン・カーソルの最大数を超えました。


	
処置: パススルーSQL CLOSE_CURSOR関数を使用してオープン・カーソルをクローズしてください。









	 ORA-28555: パススルーSQL: 必須パラメータがないか、またはNULLです。 
	
原因: NULLでないパラメータへNULL値が渡されようとしました。


	
処置: パラメータにNULLでない値を使用してください。









	 ORA-28556: 認証が不十分で表にアクセスできません。 
	
原因: 問合せが、権限または権限列を持つOracle以外のシステムの表にアクセスしようとしました。


	
処置: Oracle以外のシステムのデータベース管理者(DBA)に連絡してください。データベース管理者(DBA)は、権限表または列へのアクセス権限を付与できます。









	 ORA-28557: Oracle以外のシステムへのデータベース・リンクでstringが不明です 
	
原因: 異機種間サービス・データベース・リンクを介してOracle以外のシステムへ接続しようとしたとき、このOracle以外のシステムをサポートしているエージェントからFDS_CLASS_NAMEまたはFDS_INST_NAME(あるいはその両方)が戻りませんでした。Oracleでは、これらの名前で異機種間データベース・リンクが構成される必要があります。


	
処置: データベース管理者(DBA)に連絡して、接続の設定と異機種間サービスのエージェントを確認してください。









	 ORA-28558: Oracle以外のシステムに対するHS_FDS_CONNECT_STRINGが未定義です 
	
原因: Oracle以外のシステムへのデータベース・リンクで、Oracleデータベースのデータ・ディクショナリ内に異機種間サービスに対するHS_FDS_CONNECT_STRING初期化パラメータがありません。このパラメータがないため、接続は完了できませんでした。


	
処置: データベース管理者(DBA)に連絡して、Oracleの異機種間サービス・データ・ディクショナリにあるHS_FDS_CONNECT_STRINGエントリの正確な設定を確認してください。









	 ORA-28559: FDS_CLASS_NAMEはstring、FDS_INST_NAMEはstringです。 
	
原因: 関連するエラーが別のメッセージでレポートされており、このメッセージはそのエラーの診断を支援するための追加情報を提供します。FDS_CLASS_NAMEおよびFDS_INST_NAMEを使用して、データベース・リンク上の異機種間サービスの操作をOracle以外のデータ・ストアに向ける、ORACLEデータ・ディクショナリのビューおよび表の情報にアクセスします。


	
処置: FDS_CLASS_NAMEおよびFDS_INST_NAMEの値を使用して、Oracleデータ・ディクショナリの内容を確認し、関連するエラーの原因を診断してください。









	 ORA-28560: エージェント・プロセスの構成でエラーが発生しました。 
	
原因: Oracleデータベースが、接続されたエージェント(異機種間サービスまたは外部プロシージャ)がサポートしていない関数を起動しました。その原因として、Oracle Netの設定が正しくなかったために不正なエージェントを使用した可能性があります。


	
処置: Oracle Net管理を次の方法で確認してください。TNSNAMES.ORAまたはOracle Names Serverを使用しているとき、Oracleデータベースからの接続が正しいSIDを使用していることを確認してください。エージェントのホスト・マシン上のLISTENER.ORAを調べて、このSIDがその(PROGRAM=...)句で実行可能な正しいエージェントを参照していることを確認してください。









	 ORA-28561: Oracle以外のシステムに日付書式を設定できません 
	
原因: 接続しているOracle以外のシステムで使用する日付書式を設定するために、異機種間サービス接続が初期化されました。


	
処置: Oracleデータ・ディクショナリによってHS_NLS_DATE_FORMATパラメータの値が適用される場合は、この値がOracle以外のシステムの規則に従って正しくフォーマットされているかどうかを確認してください。また、異機種間サービス・エージェントによって生成されるログまたはトレース・ファイルのその他の情報も確認してください。









	 ORA-28562: 異機種間サービス・データの切捨て中にエラーが発生しました 
	
原因: 要求を満たすのに十分なデータ・バッファがない状況で、選択操作を実行しようとしました。


	
処置: データベース管理者(DBA)に連絡して、ゲートウェイ初期化パラメータHS_KEEP_REMOTE_COLUMN_SIZEが要求に基づいて適切に設定されているかどうかを確認してください。適切に設定されている場合は、バインド・パラメータのサイズが十分であるか確認してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-28575: 外部プロシージャ・エージェントへのRPC接続をオープンできません。 
	
原因: extprocエージェントへのネットワーク接続の初期化に失敗しました。ネットワークの問題、不正なリスナー構成、または不正な転送コードが原因の可能性があります。


	
処置: LISTENER.ORAおよびTNSNAMES.ORAのリスナー構成、またはOracle Names Serverを確認してください。









	 ORA-28576: 外部プロシージャ・エージェントへのRPC接続が失われました。 
	
原因: このエラーは、起動していたCルーチンの異常終了の可能性が高いです。そうでない場合は、ネットワークの問題を確認してください。問題が見つかった場合は修正してください。すべてのコンポーネントが正しいように見え、問題が解決しない場合は、転送コードの内部論理エラーの可能性があります。Oracleサポート・サービスに連絡してください。


	
処置: 最初に、起動する3GLコードを確認してください。









	 ORA-28577: 引数string(外部プロシージャstring)はデータ型stringをサポートしていません。 
	
原因: エージェントへの外部プロシージャ引数の転送時に、サポートされていないデータ型が検出されました。


	
処置: 外部プロシージャ引数としてサポートされているデータ型をドキュメントで確認してください。









	 ORA-28578: 外部プロシージャからのコールバック中にプロトコル・エラーが発生しました。 
	
原因: ユーザーの3GLルーチンからOracleデータベースに対してコールバックを実行しようとしたときに、内部プロトコル・エラーが発生しました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-28579: 外部プロシージャ・エージェントからのコールバック中にネットワーク・エラーが発生しました 
	
原因: ユーザーの3GLルーチンからOracleデータベースに対してコールバックを実行しようとしたときに、内部ネットワーク・エラーが発生しました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-28580: 再帰的外部プロシージャはサポートされていません。 
	
原因: ユーザーの3GLルーチン内のコールバックによって、別の外部プロシージャがコールされました。


	
処置: コールバックで実行されたSQLコードが、別の外部プロシージャを直接コールしていないことを確認してください。または、外部プロシージャをコールするトリガーや、外部プロシージャをコールするPL/SQLプロシージャなど、別の外部プロシージャを間接的にコールしていないことを確認してください。









	 ORA-28581: 再帰的外部プロシージャの実行中にプロトコル・エラーが発生しました。 
	
原因: 別の外部プロシージャのコールバックの結果として外部プロシージャが実行されようとしたときに、内部プロトコル・エラーが発生しました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-28582: このエージェントへの直接接続は許可されていません。 
	
原因: ユーザーまたはツールは、外部プロシージャ・エージェントまたは異機種間サービス・エージェントのいずれかへの直接接続を確立しようとしました。たとえば、"SVRMGR> CONNECT SCOTT/TIGER@NETWORK_ALIAS"です。このタイプの接続は許可されません。


	
処置: CONNECT文を実行する場合、データベース・リンクまたはネットワークの別名が異機種間サービス・オプションまたは外部プロシージャ・エージェントを指していないことを確認してください。









	 ORA-28583: エージェントのコールバック中のリモート参照は許可されていません。 
	
原因: リモート・システムにアクセスしようとしたOracleデータベースに対して、異機種間サービス・エージェントによりコールバックが発行されました。これはサポートされていません。


	
処置: 異機種間サービス・エージェントにより発行されたSQLコードでデータベース・リンクが参照されていないことを確認してください。









	 ORA-28584: 異機種間適用の内部エラー 
	
原因: Oracle以外のシステムへのゲートウェイを使用した変更の適用中に、適用スレーブ・プロセスにエラーが発生しました。


	
処置: 適用データベース・リンクが正しく構成され、ゲートウェイ・リスナーおよびOracle以外のシステムが正しく設定されて実行していることを確認します。すべてを正しく構成してもまだ問題が発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。エラー28590～28599はHSエージェント制御ユーティリティにより予約されています









	 ORA-28590: エージェント制御ユーティリティ: 無効または不正な形式のコマンドです。 
	
原因: ユーザーが、認識できないかまたは構文上不正なコマンドを発行しました。


	
処置: ドキュメントを参照し、コマンドの構文を修正してください。









	 ORA-28591: エージェント制御ユーティリティ: パラメータ・ファイルにアクセスできません。 
	
原因: エージェント制御ユーティリティがパラメータ・ファイルにアクセスできませんでした。これは、adminディレクトリを見つけられなかったためか、ディレクトリに対する権限が正しく設定されていなかったためです。


	
処置: エージェント制御ユーティリティが、環境変数AGTCTL_ADMINまたは環境変数TNS_ADMINが指しているディレクトリにパラメータ・ファイルを置きます。これらの環境変数のうちの1つ以上が設定されており、その変数がエージェントがアクセスしたディレクトリを指していることを確認してください。









	 ORA-28592: エージェント制御ユーティリティ: エージェントSIDが設定されていません。 
	
原因: エージェントは、コマンドを処理する前にAGENT_SIDパラメータの値を認識する必要があります。AGENT_SIDの値がない場合、すべてのコマンドが失敗します。


	
処置: コマンドSET AGENT_SID <value>を発行し、その後、失敗したコマンドを再実行してください。









	 ORA-28593: エージェント制御ユーティリティ: コマンドがエラーで終了しました。 
	
原因: コマンドの処理中にエラーが発生しました。いくつかの原因があります。エージェントが起動した後、SETまたはUNSETコマンドが発行されました。これは不正です。2つのエージェントを同じSID値で起動しようとしたか、または起動していないエージェントを停止しようとしました。


	
処置: SETまたはUNSETコマンドを発行するには、まずSHUTDOWNコマンドを発行してエージェントが停止していることを確認してください。









	 ORA-28594: エージェント制御ユーティリティ: パラメータ名が無効です。 
	
原因: ユーザーが無効なエージェント・パラメータを設定しようとしたか、または設定を解除しようとしました。


	
処置: ドキュメントを参照してパラメータ名を修正してください。









	 ORA-28595: Extprocエージェント : DLLパスが無効です 
	
原因: extproc実行のために指定されたDLLのパスが無効です。


	
処置: EXTPROC_DLLS環境変数を使用してDLLパスが適切に設定されていることを確認してください。エラー28600から28620は、ビットマップ索引のために予約されています。









	 ORA-28601: [NO]MINIMIZEオプションが無効です 
	
原因: ALTER TABLE <table_name> MINIMIZE RECORDS_PER_BLOCKまたはALTER TABLE <table_name> NOMINIMIZE RECORDS_PER_BLOCKを入力しませんでした。


	
処置: 正しいSQLコマンドを再入力してください。









	 ORA-28602: ビットマップ索引を含む表でこの文は使用できません。 
	
原因: 表にビットマップ索引が含まれており、ユーザーがRECORDS_PER_BLOCKにMINIMIZEあるいはNOMINIMIZEを指定しています。


	
処置: すべてのビットマップ索引を削除してからRECORDS_PER_BLOCKを変更してください。









	 ORA-28603: 空の表でこの文は使用できません。 
	
原因: 表が空です。空の表では文が機能しません。


	
処置: データをロードした後に文を実行してください。









	 ORA-28604: ビットマップ索引を作成するには表の断片部分が多すぎます(string,string,string) 
	
原因: 表に、ビットマップ索引作成時に想定される最大行数を超えるブロックが1つ以上あります。これは、多くの場合、行の削除が原因です。メッセージには、データブロック・アドレス、検出されたスロット番号、使用可能な最大スロット数が表示されます。


	
処置: 表またはブロックを最適化してください。メッセージに示された値を使用して、影響を受ける1番目のブロックを判断してください。(影響を受ける他のブロックがある可能性があります)。









	 ORA-28605: 逆ビットマップ索引はできません。 
	
原因: 逆ビットマップ索引を作成しようとしました。


	
処置: 作成しないでください。サポートされていません。









	 ORA-28606: ビットマップ索引を作成するにはブロックの断片部分が多すぎます (string,string) 
	
原因: ブロックが、ビットマップ索引作成時に想定される最大行数を超えています。これは、多くの場合、使用可能な最大スロット数の設定が低すぎることが原因です。メッセージには、検出されたスロット番号と使用可能な最大スロット数が表示されます。


	
処置: alter system flush shared_pool; update tab$ set spare1 = 8192 where obj# = (select obj# from obj$ where NAME=<table_name> AND owner# = <table_owner>; commit;









	 ORA-28611: ビットマップ索引が破損しています - トレース・ファイルを参照して診断してください 
	
原因: VALIDATE INDEXの引数で指定された索引の中にビットマップ破損が検出されました。


	
処置: このビットマップ索引を削除し、新しいビットマップ索引を作成してください。









	 ORA-28650: IOTの主索引は再構築できません。 
	
原因: IOT-TOPで再構築されるALTER INDEXを発行しようとしました。


	
処置: ALTER TABLE MOVEを使用して、索引構成表を再構成してください。









	 ORA-28651: IOTの主索引に使用不可のマークは設定できません。 
	
原因: ALTER INDEXを使用して、IOT-TOPに使用不可のマークを設定しようとしました。


	
処置: UNUSABLEオプション指定を削除してください。









	 ORA-28652: オーバーフロー・セグメント属性を指定できません 
	
原因: 索引構成表のALTER MOVE ONLINEの途中で、オプションOVERFLOW、PCTTHRESHOLD、INCLUDINGのうち1つ以上を入力しようとしました。


	
処置: 不正なオプションを削除してください。









	 ORA-28653: 表は両方ともに索引構成表にする必要があります 
	
原因: 非索引構成表/パーティションを、それぞれパーティション/表と交換しようとしました。


	
処置: 非パーティション表およびパーティション表はともに索引構成にしてください。









	 ORA-28654: 表とパーティションの桁溢れが一致しません。 
	
原因: パーティション表/非パーティション表の一方にはオーバーフローのデータ・セグメントがあり、もう一方にはありません。


	
処置: 非パーティション表およびパーティション表の両方にオーバーフローのデータ・セグメントがあるか、またはいずれにもないことを確認してください。









	 ORA-28655: ALTER TABLE ADD OVERFLOW文に構文エラーがあります。 
	
原因: 構文エラーです。


	
処置: 構文を確認してください。









	 ORA-28656: 不完全な属性指定です 
	
原因: 属性指定がすべてのパーティションで行われていません。


	
処置: 領域属性をすべてのパーティションに指定するか、またはいずれにも指定しないでください。









	 ORA-28658: この操作は、索引構成表のみでサポートされます。 
	
原因: 非索引構成表でいくつかの索引構成表固有の操作を実行しようとしました。


	
処置: 実行しないでください。これはサポートされていません。









	 ORA-28659: COMPRESSは最初にオブジェクト・レベルで指定する必要があります 
	
原因: COMPRESSを表レベルで指定せずに、パーティション・レベルで指定しようとしました。


	
処置: COMPRESSを表レベルで指定してください。ALTER TABLE xxx MODIFY DEFAULT ATTRIBUTES COMPRESS ...を使用してください。









	 ORA-28660: パーティション化索引構成表の全体をMOVEすることはできません。 
	
原因: パーティション化索引構成表の全体を移動しようとしました。


	
処置: 実行しないでください。これはサポートされていません。









	 ORA-28661: オブジェクトにはCOMPRESS句がすでに指定されています。 
	
原因: すでにCOMPRESS句がある索引構成表/索引にCOMPRESSを指定しようとしました。


	
処置: この属性は作成時にのみ指定できます。









	 ORA-28662: IOT索引とオーバフロー・セグメントは、同じLOGGING属性を共有する必要があります。 
	
原因: 一方のセグメントにLOGGINGを指定し、もう一方のセグメントにNOLOGGINGを指定しようとしました。


	
処置: 指定しないでください。









	 ORA-28663: ALTER TABLE ADD OVERFLOW文にLOGGING/NOLOGGING属性は指定できません。 
	
原因: ALTER TABLE ADD OVERFLOW文にLOGGINGを指定しようとしました。


	
処置: 指定しないでください。









	 ORA-28664: パーティション表は1つに結合できません。 
	
原因: ユーザーがALTER TABLE COALESCE文を使用して、パーティション化された索引構成表を結合しようとしました。これは許可されていません。


	
処置: (ALTER TABLE MODIFY PARTITION COALESCEを使用して)パーティションごとに表を結合してください。









	 ORA-28665: 表とパーティションは同じ圧縮属性を持つ必要があります。 
	
原因: 圧縮が使用可能なパーティションを圧縮が使用不可の表(またはその逆)に交換(EXCHANGE)しようとしました。または、圧縮された列の#が、表とパーティションで異なります。


	
処置: 圧縮属性が一致していることを確認してください。一致していない場合は、ALTER TABLE MOVE [PARTITION] COMPRESSを使用して、一致させてください。









	 ORA-28666: UROWID列の索引へのオプションは許可されていません。 
	
原因: REVERSE、COMPRESSEDまたはGLOBALパーティション索引をUROWID列に作成しようとしました。


	
処置: これらのオプションを使用せずに、索引を作成してください。









	 ORA-28667: IOTの主キーではUSING INDEXオプションは使用できません。 
	
原因: 索引構成表の主キー索引に対して、USING INDEX句を使用して、記憶域属性を定義しようとしました。主キー索引には、索引構成表に定義されるすべての記憶域属性が適用されるため、個別のUSING INDEX句は必要ありません。


	
処置: USING INDEX句を削除し、すべての属性を表に対して直接指定してください。









	 ORA-28668: 索引構成表のマッピング表が参照できません。 
	
原因: 索引構成表のマッピング表に、直接アクセスしようとしています。


	
処置: 指定したマッピング表を含んだ親索引構成表に対して文を発行してください。









	 ORA-28669: ビットマップ索引はマッピング表なしでIOTに作成できません。 
	
原因: 索引構成表に、マッピング表なしでビットマップ索引を作成しようとしました。


	
処置: ALTER TABLE ..MOVE MAPPING TABLEを使用してマッピング表を作成し、ビットマップ索引を索引構成表で使用可能にしてください。









	 ORA-28670: ビットマップ索引が存在するためマッピング表は削除できません。 
	
原因: 索引構成表に1つ以上のビットマップ索引があるときに、NOMAPPINGオプションを使用して、マッピング表を削除しようとしました。


	
処置: ビットマップ索引を削除してから、マッピング表を削除してください。









	 ORA-28671: UPDATE BLOCK REFERENCESはパーティション索引では使用されない場合があります。 
	
原因: ALTER INDEX UPDATE BLOCK REFERENCES文を使用したパーティション索引で、UPDATE BLOCK REFERENCESを実行しようとしましたが、これは不正です。


	
処置: パーティション・レベルの操作は、ALTER INDEX ..PARTITION ..UPDATE BLOCK REFERENCESを使用して発行してください。









	 ORA-28672: UPDATE BLOCK REFERENCESはグローバル索引では使用されません。 
	
原因: グローバル・パーティション索引またはパーティション化されていない索引で、UPDATE BLOCK REFERENCESを実行しようとしました。この機能は、パーティション索引構成表のパーティション化されていない索引またはグローバル・パーティション索引、あるいはパーティション化されていない索引構成表のグローバル・パーティション索引に対してサポートされていません。


	
処置: ONLINE INDEX [PARTITION] REBUILDを使用して、ブロック参照を修正してください。









	 ORA-28673: 索引構成表ではマージ操作が許可されていません 
	
原因: 索引構成表でマージ操作を実行しようとしました。索引構成表では、マージ操作はサポートされていません。


	
処置: 索引構成表では、UPDATEまたはINSERTを使用してください。









	 ORA-28674: 一時索引構成表を参照できません 
	
原因: 索引構成表パーティションのメンテナンス操作のかわりに作成された作成済の一時表に直接アクセスしようとしました。


	
処置: 関連する永続索引構成表に対して文を再発行してください。














17 NZE-28750からNZE-29249



	 NZE-28750: 不明なエラーです 
	
原因: 不明なタイプのOracle Security Serverエラーが発生しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28751: メモリーの割当てに失敗しました。 
	
原因: システム・メモリーが不足しているため、メモリーの割当てに失敗しました。


	
処置: 他のプロセスを終了してメモリーを解放するか、またはシステムにメモリーを追加してください。









	 NZE-28752: データ・ソースの初期化に失敗しました 
	
原因: データ・ソースの初期化に失敗しました。このエラーは、多くの場合、システム・リソースの不足が原因で発生します。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28753: データ・ソースの使用終了に失敗しました 
	
原因: データ・ソースの使用終了に失敗しました。このエラーは、メモリーまたはディスクの破損が原因である可能性があります。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28754: オブジェクトの保管に失敗しました 
	
原因: ユーザーに表示されないエラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NZE-28755: オブジェクトの検索に失敗しました 
	
原因: ファイルまたはデータベースからの情報の取得に失敗しました。


	
処置: データ・ソースが存在することを確認してください。または、正しい情報が存在することを確認してください。









	 NZE-28756: コールバックでメモリーの割当てに失敗しました 
	
原因: コール元が提供した関数でメモリーの割当てに失敗しました。このエラーは、システム・メモリーが使い果されていることが原因である可能性があります。


	
処置: 他のプロセスを終了してメモリーを解放するか、またはシステムにメモリーを追加してください。









	 NZE-28757: システムが0(ゼロ)バイトのメモリーを割り当てようとしています 
	
原因: 割当て可能なメモリーが残っていないため、0(ゼロ)バイトのメモリーを割り当てようとしました。このエラーは、システム・メモリーの不足が原因である可能性があります。


	
処置: 他のプロセスを終了してメモリーを解放するか、またはシステムにメモリーを追加してください。









	 NZE-28758: メモリーの解放に失敗しました 
	
原因: メモリーの断片の解放に失敗しました。アプリケーションまたはOracle Security Serverライブラリ内のメモリーが破損している可能性があります。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28759: ファイルのオープンに失敗しました 
	
原因: 指定されたファイルをオープンできませんでした。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28760: リストの作成に失敗しました 
	
原因: ユーザーに表示されないエラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NZE-28761: 要素の作成に失敗しました。 
	
原因: ユーザーに表示されないエラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NZE-28762: 要素の追加に失敗しました 
	
原因: ユーザーに表示されないエラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NZE-28763: 無効なパラメータ・タイプが構成ファイルに見つかりました。 
	
原因: sqlnet.oraファイルでパラメータが正しく指定されていない可能性があります。


	
処置: sqlnet.oraファイルで、このパラメータ値を確認してください。









	 NZE-28764: 構成パラメータの取得に失敗しました 
	
原因: sqlnet.oraファイルから構成パラメータを取得できませんでした。このエラーは、必要な構成パラメータがsqlnet.oraファイルで指定されていないことが原因である可能性があります。


	
処置: sqlnet.oraファイル内で必要な構成パラメータを指定してください。









	 NZE-28765: データ・メソッド・リストが存在しません。 
	
原因: ユーザーに表示されないエラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NZE-28766: データ・ソースの使用終了に失敗しました 
	
原因: データ・ソースの使用終了に失敗しました。このエラーは、メモリーまたはディスクの破損、あるいはシステム・エラーが原因である可能性があります。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28767: バージョン番号が無効です。 
	
原因: ウォレットのバージョン番号が正しくありません。破損したウォレットまたは互換性のないウォレットが指定されました。


	
処置: 適切なウォレットが使用されていることを確認してください。









	 NZE-28768: マジック番号が正しくありません。 
	
原因: ディスクが破損しているか、または他のプロセスがファイルを上書きしている可能性があります。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28769: 指定されたメソッドが存在しません。 
	
原因: 構成ファイルに指定されているデータ・アクセス・メソッドは、サポートされていません。


	
処置: サポートされているメソッドを指定してください。Oracle Security Serverのドキュメントを調べて、サポートされているタイプを確認してください。









	 NZE-28770: データ・ソースはすでに初期化されています。 
	
原因: コール元が、すでに初期化されているデータ・ソースを初期化しようとしました。


	
処置: これはプログラミング・エラーです。アプリケーションでは、データ・ソースを2回以上初期化しないでください。









	 NZE-28771: データ・ソースはまだ初期化されていません。 
	
原因: コール元が、まだ初期化されていないデータ・ソースを使用しようとしました。


	
処置: これはプログラミング・エラーです。アプリケーションでは、常にデータ・ソースを使用前に初期化する必要があります。









	 NZE-28772: 無効なファイルIDです。 
	
原因: ユーザーに表示されないエラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NZE-28773: マジック番号およびバージョン番号の書込みに失敗しました 
	
原因: マジック番号とバージョン番号の書込みに失敗しました。通常、このエラーはディスク領域不足が原因で発生します。


	
処置: 不要なファイルを削除してディスク領域を解放するか、またはシステムにディスク領域を追加してください。









	 NZE-28774: ファイルをディスクに書込みできません 
	
原因: ファイルの出力に失敗しました。通常、このエラーはディスク領域不足が原因で発生します。


	
処置: 不要なファイルを削除してディスク領域を解放するか、またはシステムにディスク領域を追加してください。









	 NZE-28775: ファイルをクローズできませんでした 
	
原因: データ・アクセス・メソッドで使用されるファイルのクローズに失敗しました。通常、このエラーは、メモリーの破損またはシステム・エラーを示しています。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28776: 供給された出力バッファが小さすぎます。 
	
原因: 関数から戻されるデータが大きすぎるため、供給されたバッファに入りません。


	
処置: より大きなバッファを使用して、ルーチンを再コールしてください。









	 NZE-28777: バインドの作成に失敗しました 
	
原因: パラメータ値の解析で使用するバインドの作成に失敗しました。このエラーは、パラメータ値の形式に誤りがあること(たとえば、必要な位置に右カッコがない)、またはシステム・メモリーが不足していることが原因である可能性があります。


	
処置: パラメータが正しい形式で指定されていることを確認してください。形式が正しい場合は、プロセスを終了してシステム・メモリーを解放するか、またはメモリーを追加してください。









	 NZE-28778: 構成パラメータが正しい形式で指定されていません。 
	
原因: 構成パラメータが正しい形式で指定されていません。


	
処置: このパラメータの正しい形式については、Oracle Security Serverのドキュメントを参照してください。









	 NZE-28779: パラメータにデータ・アクセス・メソッドが指定されていません。 
	
原因: パラメータ値に、データ・アクセス用のメソッドが指定されていませんでした。


	
処置: パラメータでデータ・アクセス・メソッドを指定してください。このデータ型でサポートされるデータ・アクセス・メソッドについては、Oracle Security Serverのドキュメントを参照してください。









	 NZE-28780: パラメータにより指定されたデータ・アクセス・メソッドが無効です 
	
原因: パラメータ値で指定されたデータ・アクセス・メソッドは、サポートされていません。


	
処置: サポートされているデータ・アクセス・メソッドを指定してください。このデータ型でサポートされるデータ・アクセス・メソッドについては、Oracle Security Serverのドキュメントを参照してください。









	 NZE-28781: パラメータにアクセス・メソッドのデータが指定されていません。 
	
原因: 指定されたアクセス・メソッドで使用するパラメータに、データが指定されていません。


	
処置: アクセス・メソッド用に指定する必要のあるデータについては、Oracle Security Serverのドキュメントを参照してください。









	 NZE-28782: データソースが割り当てられていません。 
	
原因: データ・ソースにメモリーが割り当てられていません。


	
処置: アプリケーションがデータ・ソースの初期化関数をコールすることを確認してください。









	 NZE-28783: パラメータが無効です。 
	
原因: 構成ファイルで使用されているパラメータ名と一致しません。


	
処置: sqlnet.oraファイル内でパラメータ名が正しいことを確認してください。









	 NZE-28784: ファイル名の変換に失敗しました。 
	
原因: ファイル名の、Oracle形式から固有形式への変換に失敗しました。


	
処置: 正しいファイル名を指定してください。正しいファイル名形式については、Oracleのドキュメントを参照してください。









	 NZE-28785: パラメータが存在しません。 
	
原因: 必要な構成パラメータがパラメータ・ファイル内で見つかりませんでした。


	
処置: 必要なパラメータを提供してください。









	 NZE-28786: 暗号化された秘密鍵の復号化に失敗しました 
	
原因: 暗号化された秘密鍵の復号化に不正なパスワードが使用されました。


	
処置: 正しいパスワードを入力してください。









	 NZE-28787: 秘密鍵の暗号化に失敗しました 
	
原因: このエラーは、sqlnet.oraファイルのmkwalletパラメータのエラーが原因である可能性があります。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28788: ユーザーが無効な情報を入力したか、または不明なエラーが発生しました 
	
原因: プロンプトに対して予期されない情報を入力したか、不明なエラーが発生しました。


	
処置: 正しく入力するか、またはトレースを使用可能にしてトレース・ファイルでエラーを確認してください。









	 NZE-28789: 名前型が見つかりません 
	
原因: ユーザーに表示されないエラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NZE-28790: NLS文字列のオープンに失敗しました 
	
原因: NLSサブシステムが使用する文字列のオープンに失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28791: 証明書の照合に失敗しました 
	
原因: ユーザーが提供した証明書の照合に失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28792: PL/SQLの操作に失敗しました 
	
原因: Oracle Security Serverが実行したPL/SQL操作は失敗しました。


	
処置: これは内部エラーです。トレースを使用可能にし、操作を再試行してください。Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28793: 変数のバインドに失敗しました 
	
原因: ユーザーに表示されないエラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NZE-28794: データ型属性は初期化されませんでした 
	
原因: 属性データ型の初期化に失敗しました。このエラーは、システム・リソースの不足が原因である可能性があります。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28795: データ型属性の使用が終了しませんでした 
	
原因: 属性データ型サブシステムの使用終了に失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28796: アクセス・メソッドがサポートされていません 
	
原因: データのアクセスに指定されたメソッドはサポートされていません。


	
処置: サポートされているアクセス・メソッドを使用してください。Oracleのドキュメントを参照し、サポートされているアクセス・メソッドを確認してください。









	 NZE-28797: キー・データ型が無効です 
	
原因: キーに指定された型はサポートされていません。


	
処置: キー型を修正してください。Oracleのドキュメントを参照し、サポートされているキーの型を確認してください。









	 NZE-28798: アプリケーションがバインドに渡すサブキーの数が、キーの数と一致しません。 
	
原因: バインドするためにアプリケーションから渡されたキーの数が、キーの作成に使用される数と一致しません。


	
処置: これは内部プログラミング例外です。Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28799: 共有メモリーの割当てに失敗しました。 
	
原因: 共有サーバーに関連する操作で使用する、共有メモリーの割当てに失敗しました。このエラーは、Oracleサーバーで供給されているメモリー・ヒープが不足していることが原因で発生した可能性があります。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28800: データ・ソースのオープンに失敗しました 
	
原因: データ・ソース(ファイルまたはデータベース)のオープンに失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28801: オブジェクト型が無効です。 
	
原因: ユーザーに表示されないエラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NZE-28802: 構成ファイルのモードまたはデータ・ソースが無効です 
	
原因: 構成ファイル(sqlnet.ora)で無効なモードまたはデータ・ソースが指定されています。


	
処置: sqlnet.oraファイル内でメソッド・パラメータを確認してください。このパラメータ値が正しい場合は、トレースを使用可能にして、エラーの原因を判断してください。









	 NZE-28803: I/O処理に失敗しました。 
	
原因: システムまたはアプリケーションがデータ・ソース(ファイルまたはデータベース)へのアクセスに失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28804: データ・ソースをクローズできません。 
	
原因: データ・ソース(ファイルまたはデータベース)をクローズできませんでした。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28805: データ・ソースから情報を取得できません。 
	
原因: システムまたはアプリケーションがデータ・ソース(ファイルまたはデータベース)からの情報の取得に失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28806: データ・ソースに書込みできません。 
	
原因: システムまたはアプリケーションがデータ・ソース(ファイルまたはデータベース)への書込みに失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28807: データ・ソースを更新できません。 
	
原因: システムまたはアプリケーションがデータ・ソース(ファイルまたはデータベース)の更新に失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28808: 構成ファイルからメソッド情報を取得できません。 
	
原因: システムまたはアプリケーションが、sqlnet.ora構成ファイルからメソッド情報を取得できませんでした。


	
処置: sqlnet.oraファイル内でメソッド構成パラメータを確認してください。メソッド構成パラメータが正しい場合は、トレースを使用可能にして、エラーの原因を判断してください。









	 NZE-28809: データ・ソースから情報を削除できません。 
	
原因: システムまたはアプリケーションがデータ・ソース(ファイルまたはデータベース)からの情報の削除に失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28810: キー記述子を作成できません。 
	
原因: キー記述子の作成に失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28811: 無効なアクセス記述子です。 
	
原因: ユーザーに表示されないエラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NZE-28812: レコード操作に失敗しました 
	
原因: ユーザーに表示されないエラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NZE-28813: 無効なレコード型です。 
	
原因: ユーザーに表示されないエラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NZE-28814: Oracle形式から固有形式へ数値を変換できません。 
	
原因: 数値の、Oracle形式から固有形式への変換に失敗しました。


	
処置: これは内部プログラミング例外です。トレースを使用可能にし、再試行してエラーを再現してください。Oracleカスタマ・サポートに連絡し、トレース・ファイルを提供してください。









	 NZE-28815: 固有形式からOracle形式へ数値を変換できません。 
	
原因: 固有形式の数値をOracleと移植性のある形式に変換することに失敗しました。


	
処置: これは内部プログラミング例外です。トレースを使用可能にし、再試行してエラーを再現してください。Oracleカスタマ・サポートに連絡し、トレース・ファイルを提供してください。









	 NZE-28816: PL/SQLファンクションのパスワードが提供されていません。 
	
原因: 要求されたパスワードがPL/SQLファンクションに渡されていません。


	
処置: これは内部エラーです。トレースを使用可能にして詳細を調べてください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28817: PL/SQLファンクションからエラーが戻されました。 
	
原因: PL/SQLファンクションから予期しないエラーが戻されました。


	
処置: これは内部エラーです。トレースを使用可能にして詳細を調べてください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28818: パッケージ・コンテキストが指定されていません。 
	
原因: セキュリティ・パッケージの状態を保持するコンテキストが、それを必要としているファンクションまたはプロシージャに渡されていません。


	
処置: これは内部エラーです。トレースを使用可能にして詳細を調べてください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28819: 識別名が指定されていません。 
	
原因: ユーザーの識別名が、PL/SQLファンクションまたはプロシージャに提供されていません。


	
処置: これは内部エラーです。トレースを使用可能にして詳細を調べてください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28820: 署名または復号化/暗号化の状態が提供されていません。 
	
原因: 署名または復号化/暗号化のいずれかの状態が、PL/SQLファンクションまたはプロシージャに渡されていません。


	
処置: これは内部エラーです。トレースを使用可能にして詳細を調べてください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28821: 入力バッファが指定されていません。 
	
原因: 期待したバッファが、PL/SQLファンクションまたはプロシージャに渡されていません。


	
処置: これは内部エラーです。トレースを使用可能にして詳細を調べてください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28822: 必須のシードが指定されていません。 
	
原因: PL/SQLのシード初期化関数にシードを指定していません。


	
処置: これは内部エラーです。トレースを使用可能にして詳細を調べてください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28823: 生成するランダム・バイト数が指定されていません。 
	
原因: PL/SQL乱数発生ルーチンに発生させる乱数のバイト数を指定していません。


	
処置: これは内部エラーです。トレースを使用可能にして詳細を調べてください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28824: 無効な暗号化/復号化/署名の状態が渡されました 
	
原因: PL/SQLの暗号化、復号化または署名のプロシージャまたはファンクションに、無効な状態が渡されています。


	
処置: 正しい状態値を指定してください。









	 NZE-28825: 暗号エンジン関数が指定されていません。 
	
原因: 暗号エンジン関数が指定されていません。


	
処置: これは内部エラーです。トレースを使用可能にして詳細を調べてください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28826: 無効な暗号エンジン関数が渡されました 
	
原因: PL/SQLファンクションまたはプロシージャに、不正な暗号エンジン関数が渡されています。


	
処置: 正しいエンジン関数を指定してください。









	 NZE-28827: 無効な暗号型が渡されました 
	
原因: PL/SQLファンクションまたはプロシージャに、不正な暗号型が渡されています。


	
処置: 正しい暗号型を指定してください。









	 NZE-28828: 無効な認証型が渡されました 
	
原因: PL/SQLファンクションまたはプロシージャに、不正な認証型が渡されています。


	
処置: 正しい認証型を指定してください。









	 NZE-28829: 暗号型が指定されていません 
	
原因: PL/SQLファンクションまたはプロシージャに、暗号型が渡されていません。


	
処置: これは内部エラーです。トレースを使用可能にして詳細を調べてください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28830: 認証型が指定されていません 
	
原因: PL/SQLファンクションまたはプロシージャに、認証型が渡されていません。


	
処置: これは内部エラーです。トレースを使用可能にして詳細を調べてください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28831: データ単位フォーマットが提供されていません 
	
原因: PL/SQLファンクションまたはプロシージャに、データ単位フォーマットが渡されていません。


	
処置: これは内部エラーです。トレースを使用可能にして詳細を調べてください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28832: データ単位フォーマットが無効です 
	
原因: PL/SQLファンクションまたはプロシージャに、不正なデータ単位フォーマットが渡されています。


	
処置: データ単位フォーマットを指定してください。









	 NZE-28833: 提供された情報が不十分です 
	
原因: PL/SQLファンクションに渡された情報(通常はパラメータ形式)が不十分です。


	
処置: これは内部エラーです。トレースを使用可能にして詳細を調べてください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28834: バッファが小さすぎます。 
	
原因: PL/SQLがOracle Security Server Toolkit関数に提供しているバッファが、戻されるデータには小さすぎます。


	
処置: これは内部エラーです。トレースを使用可能にして詳細を調べてください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28835: 認証記述子がないか、または小さすぎます。 
	
原因: PL/SQLファンクションまたは記述子に、認証が提供されていないか、渡された認証記述子のサイズが正しくありません。


	
処置: これは内部エラーです。トレースを使用可能にして詳細を調べてください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28836: ウォレットがオープンしていません。 
	
原因: 使用されるウォレットがまだオープンしていません。


	
処置: ウォレットをオープンする関数をコールしてください。









	 NZE-28837: ウォレット記述子がありません。 
	
原因: PL/SQLファンクションまたはプロシージャに、ウォレット記述子が指定されていません。


	
処置: これは内部エラーです。トレースを使用可能にして詳細を調べてください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28838: 認証記述子がありません 
	
原因: PL/SQLファンクションまたはプロシージャに、認証記述子が指定されていません。


	
処置: これは内部エラーです。トレースを使用可能にして詳細を調べてください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28839: Persona記述子がありません。 
	
原因: PL/SQLファンクションまたはプロシージャに、Persona記述子が指定されていません。


	
処置: これは内部エラーです。トレースを使用可能にして詳細を調べてください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28840: Walletはすでにオープンしています。 
	
原因: すでにオープンしているウォレットをオープンしようとしました。


	
処置: これはプログラミング・エラーです。ウォレットのオープン可能な回数は1回です。









	 NZE-28841: この操作はサポートされていません。 
	
原因: サポートされていない操作を実行しようとしました。


	
処置: これはプログラミング・エラーです。Oracleのドキュメントを参照して、サポートされている操作を確認してください。









	 NZE-28842: ファイル権限が正しくありません。 
	
原因: 対象ファイルには、操作に適切な権限がありません。


	
処置: ファイル権限でこの操作が可能であることを確認してください。









	 NZE-28843: ファイルの作成/オープン中にオペレーティング・システム・エラーが発生しました。 
	
原因: ファイルを作成またはオープンしようとしたとき、あるいはファイルに対する適切な権限を設定しようとしたときに、オペレーティング・システム依存エラーが発生しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28844: ウォレットがありません。 
	
原因: 指定された位置にウォレットがありません。


	
処置: ウォレットが正しいディレクトリ位置にあるかどうかを確認してください。









	 NZE-28845: 証明書がありません。 
	
原因: 証明書がないか、または見つかりません。


	
処置: 指定したウォレットに証明書があることを確認してください。









	 NZE-28846: プライベート・キーがありません。 
	
原因: プライベート・キーがないか、または見つかりません。


	
処置: 指定したウォレットにプライベート・キーがあることを確認してください。









	 NZE-28847: クリアなプライベート・キー・ファイルがありません。 
	
原因: SSOウォレットからのプライベート・キーの取得に失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28848: 暗号化プライベート・キー・ファイルがありません。 
	
原因: ウォレットからのプライベート・キーの取得に失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28849: トラスト・ポイントがありません。 
	
原因: ウォレットに信頼できる証明書がありません。


	
処置: ウォレット/キーストアに信頼できる証明書があることを確認してください。









	 NZE-28852: パスワードが正しくありません。 
	
原因: 不明瞭化されたウォレット用に作成されたパスワードが、パスワード長の制限を超えています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NZE-28853: 初期化に失敗しました 
	
原因: 初期化またはモジュールのロードに失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28854: メモリーの割当てに失敗しました 
	
原因: システム・メモリーが不足しているため、メモリーの割当てに失敗しました。


	
処置: 他のプロセスを終了してメモリーを解放するか、またはシステムにメモリーを追加してください。









	 NZE-28855: SSL操作はサポートされていません 
	
原因: 許可されていない操作モードの選択など、サポートされていない操作が行われました。


	
処置: 製品のドキュメントでSSLの章を参照してください。









	 NZE-28856: バッファのオーバーフロー・エラーが発生しました 
	
原因: SSLハンドシェイク中に、バッファのオーバーフロー・エラーが発生しました。


	
処置: 通常、このエラーは、ユーザーには表示されません。トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28857: 不明なSSLエラーが発生しました 
	
原因: 不明なSSLエラーが発生しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28858: SSLプロトコル・エラーが発生しました 
	
原因: 2つのプロセス間のSSLハンドシェイクのネゴシエーション中に、エラーが発生しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28859: SSLでネゴシエーションに失敗しました 
	
原因: SSLプロトコルの一部である2つのプロセス間のネゴシエーション中にエラーが発生しました。このエラーは、両プロセスの接続で同じ暗号スイートがサポートされていない場合に発生します。


	
処置: 同じ暗号スイートがサポートされるように両プロセスを構成してください。その後に再接続してください。エラーが再度発生する場合は、トレースを使用可能にして再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28860: 致命的なSSLエラーが発生しました 
	
原因: ピアへのSSL接続中にエラーが発生しました。送信したデータがピアに拒否された可能性があります。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28861: SSL接続がブロックされます 
	
原因: エラー。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。


	
処置: トレースを使用可能にして接続を再試行し、正確な原因を判断してください。









	 NZE-28862: SSL接続に失敗しました。 
	
原因: このエラーは、ピアが接続をクローズしたために発生しました。


	
処置: 両側でトレースを使用可能にし、トレース出力を調べてください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28863: SSLセッションが見つかりません。 
	
原因: このエラーは情報メッセージです。指定したセッションが存在しない場合に表示されます。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28864: SSL接続は正常にクローズしました 
	
原因: このエラーは情報メッセージです。接続が正常にクローズした場合に表示されます。


	
処置: 通常、このエラーは、ユーザーには表示されません。トレースを使用可能にし、再接続してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28865: SSL接続はクローズしました。 
	
原因: 基礎となるトランスポート層でエラーが発生したか、ピア・プロセスが突然停止したため、SSL接続がクローズしました。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレースの出力に、エラーの原因が示されます。









	 NZE-28866: ピア証明書のエンコーディングが無効です 
	
原因: ピアの証明連鎖にある証明書のフィールドが認識できません。


	
処置: Oracle Wallet Managerのマニュアルを参照し、ピアの証明書の取得方法を確認してください。Oracleカスタマ・サポートにピアの証明連鎖を連絡してください。









	 NZE-28867: 整数の値が大きすぎます。 
	
原因: 提示された証明書には、値が大きすぎる整数フィールドがあります。


	
処置: Oracle Wallet Managerのマニュアルを参照し、ピアの証明書の取得方法を確認してください。Oracleカスタマ・サポートにピアの証明連鎖を連絡してください。









	 NZE-28868: ピア証明連鎖のチェックに失敗しました。 
	
原因: ピアが提示した証明書リストのチェックに失敗しました。次の原因が考えられます。
1. 証明書が期限切れである。

2. 証明書の認証局がトラスト・ポイントとして認識されていない。

3. 証明書の署名が確認できない。




	
処置: Oracle Wallet Managerのマニュアルを参照し、ウォレットをオープンする方法を調べ、次のことを確認してください。
1. ウォレットにインストールされているすべての証明書が使用可能である。

2. ピア証明連鎖からの認証局の証明書が、ウォレットに信頼できる証明書として追加されている。











	 NZE-28869: ピアの証明書が期限切れです。 
	
原因: クライアントまたはサーバーの認証に使用される証明書が、期限切れです。


	
処置: 期限切れでない新規証明書を取得して、再接続してください。









	 NZE-28870: 名前の比較に失敗しました 
	
原因: 2つの証明書に含まれる名前の比較に失敗しました。


	
処置: 通常、このエラーは、ユーザーには表示されません。トレースを使用可能にし、再接続してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28871: ピア証明連鎖が不完全です。 
	
原因: 提示されたピア証明連鎖は、自己署名のルート証明書で終了していないため不完全です。


	
処置: Oracle Wallet Managerのマニュアルを参照し、ウォレットをオープンする方法を調べ、次のことを確認してください。
1. 認証局のルート証明書が自己署名である。

2. ピア証明連鎖からの認証局の証明書が、ウォレットに信頼できる証明書として追加されている。











	 NZE-28872: ピア証明書の形式が無効です 
	
原因: ピア証明書がX.509v3規格に準拠していません。


	
処置: Oracle Wallet Managerのマニュアルを参照し、ピアの証明書の取得方法を確認してください。Oracleカスタマ・サポートにピアの証明書を連絡してください。









	 NZE-28873: 無効なパラメータです。 
	
原因: NULLパラメータを持つファンクションが提示されました。


	
処置: 通常、このエラーは、ユーザーには表示されません。トレースを使用可能にし、再接続してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28874: SSL: I/Oをクローズしました - goodbye kissをオーバーライドします 
	
原因: このエラーは情報メッセージです。接続が正常にクローズした場合に表示されます。


	
処置: 通常、このエラーは、ユーザーには表示されません。トレースを使用可能にし、再接続してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28875: SSL: サーバー・ゲートの暗号セットを使用します 
	
原因: これは、エラーではなく、内部状態インジケータとして使用されます。


	
処置: 通常、このメッセージはユーザーには表示されません。トレースを使用可能にし、再接続してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-28884: 無効な暗号セットです 
	
原因: 製品の構成ファイルに、無効な暗号スイート文字列が指定されています。


	
処置: サポートされている暗号スイートについては、製品マニュアルを確認してください。









	 NZE-28885: 必須の鍵使用方法のある証明書が見つかりません。 
	
原因: 証明書は、適切なX.509v3の鍵使用方法の拡張機能を使用して作成されていません。


	
処置: Oracle Wallet Managerのマニュアルを参照し、サポートされている鍵使用方法を確認してください。









	 NZE-28890: 委任ログインに失敗しました。 
	
原因: アプリケーションが、委任プロファイルへのログインに失敗しました。次の原因が考えられます。
1. 委任管理または委任認証がオンラインではない。

2. 指定した委任プロファイルのパスワードが無効である。

3. 指定した委任プロファイルへのパスが無効である。

4. 指定した委任初期化ファイルが無効である。

5. 委任サーバー・ログイン・プログラムが実行されていない(サーバー側のみ)。




	
処置: 次のことを確認してください。
1. 委任認証がオンラインである。

2. 委任プロファイルのパスワードが正しく指定されている。

3. 委任プロファイルのパスが正しく指定されている。

4. 有効な委任初期化ファイルが指定されている。

5. データベースの起動前に、委任サーバー・ログイン・プログラムが実行されている。詳細は、トレースを使用可能にしてトレース出力を調べ、正確な委任エラー・コードを参照してください。











	 NZE-29000: 証明書がインストールされていません 
	
原因: インストールされていない証明書を削除しようとしました。


	
処置: 削除オプションについては、Oracle Wallet Managerのマニュアルを参照してください。









	 NZE-29002: SSLトランスポートでは無効または古いサーバーの証明書を検出しました。 
	
原因: クライアントは、サーバーの証明書で指定されているサーバー識別名とサーバーのSIDまたはサービス名との不一致を検出しました。


	
処置: サーバーの識別名の一致を可能にする方法については、『Oracle Advanced Security管理者ガイド』のSSLの章を参照してください。管理者に連絡し、適切な処置を実行してください。









	 NZE-29003: SSLトランスポートでは一致しないサーバーの証明書を検出しました。 
	
原因: クライアントは、サーバーの証明書で指定されているサーバー識別名とサーバーのSIDまたはサービス名との不一致を検出しました。


	
処置: サーバーの識別名の一致を可能にする方法については、『Oracle Advanced Security管理者ガイド』のSSLの章を参照してください。管理者に連絡し、適切な処置を実行してください。









	 NZE-29004: コールバックに失敗しました 
	
原因: アラートのコールバックがこのエラーを戻しますが、致命的ではありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NZE-29005: 証明書が無効です。 
	
原因: SSL 2.0の使用時には、ピア証明書のエンコーディングは無効です。


	
処置: Oracle Wallet Managerのマニュアルを参照し、ピアの証明書の取得方法を確認してください。Oracleカスタマ・サポートにピアの証明連鎖を連絡してください。









	 NZE-29006: SSL 2.0の使用時には、証明書リクエスト・メッセージは無効です。 
	
原因: SSL 2.0 REQUEST-CERTIFICATEメッセージの処理にエラーがあります。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29007: SSL 2.0の使用時に無効なクリア鍵の長さです 
	
原因: SSL 2.0 Client Master Keyハンドシェイク・メッセージのクリア鍵の長さが無効です。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29008: DHパラメータ鍵の長さが無効です 
	
原因: Diffie-Hellmanパラメータの長さがエクスポート制限を超えています。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29009: SSL 2.0の使用時に無効な暗号化鍵の長さです 
	
原因: SSL 2.0 Client Master Keyハンドシェイク・メッセージの暗号化鍵の長さが無効です。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29010: エクスポート鍵の長さがエクスポート制限を満たしません。 
	
原因: サーバーがServerKeyExchangeメッセージの送信に使用したエクスポート鍵は、エクスポート制限を満たしていません。RSAの場合、エクスポート鍵は512ビットであることが必要です。


	
処置: 適切な鍵の長さを使用して証明書を取得してください。









	 NZE-29011: 完了済メッセージが無効です。 
	
原因: FINISHEDメッセージのデータ検証に失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29012: SSL 2.0の使用時に無効な鍵引数の長さです 
	
原因: SSL 2.0 Client Master Keyハンドシェイク・メッセージの鍵引数の長さが無効です。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29013: SSL MAC検証に失敗しました 
	
原因: SSL Record MACの検証に失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29014: 断片の最大長の拡張が無効です。 
	
原因: 指定された断片の最大長の拡張が正しくありません。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29015: メッセージ長が無効です 
	
原因: メッセージ長が正しくありません。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29016: PKCS1のメッセージ埋込みが不十分です 
	
原因: 暗号化前にメッセージが正しく埋め込まれていません。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29017: プリマスタ・シークレットの長さが無効です。 
	
原因: ピアから送信されたプリマスタ・シークレットの長さが正しくありません。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29018: プリマスタ・シークレットに無効なバージョン番号が含まれています。 
	
原因: プリマスタ・シークレットは、ClientHelloと同じバージョン番号を含む必要があります。クライアントから送信されたバージョンが正しくありません。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29019: プロトコル・バージョンが無効です。 
	
原因: 2つのピア間でプロトコルのバージョンが一致していません。


	
処置: 製品の構成ファイルに正しいプロトコル・バージョンを指定してください。









	 NZE-29020: ハンドシェイク・レコード長が長すぎます。 
	
原因: ハンドシェイク・レコード長がSSL仕様で許可されている最大長を超えています。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29021: SSL 2.0の使用時に無効な秘密鍵の長さです。 
	
原因: 復号化されたENCRYPTED-KEYの長さが正しくありません。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29022: クライアント/サーバー接続の間違った側で操作しようとしています。 
	
原因: SSLネットワーク・レイヤーで、クライアント/サーバー接続の間違った側で操作が試行されたことが検出されました。


	
処置: このプロトコルのプロトコル側として、前のプロトコルで選択したのと同じ側を選択してください。









	 NZE-29023: バッファが空ではありません。 
	
原因: 空でないバッファを解放しようとしました。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29024: 証明書の妥当性チェックに失敗しました 
	
原因: 反対側から送信された証明書の妥当性チェックに失敗しました。このエラーは、証明書が期限切れか、取消済か、または他の理由で無効になっている場合に発生する可能性があります。


	
処置: 証明書が有効かどうかを確認してください。新規の証明書を取得するか、送信者に証明書にエラーがあることを警告するか、または再送してください。









	 NZE-29025: 証明書チェックのコールバックでエラーが見つかりました。 
	
原因: アプリケーションは証明書の追加検証中にコールバックに失敗しました。追加チェックには、CRL妥当性チェックおよび拡張チェックがあります。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29026: 復号化に失敗しました 
	
原因: SSLレコードの復号化に失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29027: エントロピ・コレクションでエラーが発生しました 
	
原因: 内部エントロピ・コレクションで十分なシード・データを生成できませんでした。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29028: SSL 2.0の使用時に、サーバーの検証に失敗しました 
	
原因: SSL 2.0 SERVER-VERIFYメッセージの処理に失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29029: SSLハンドシェイクはすでに完了しています 
	
原因: すでに完了しているハンドシェイクを開始しようとしています。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29030: SSLハンドシェイクがリクエストされています。 
	
原因: ピアは、再ネゴシエーションが必要な場合にこのメッセージを送信します。アプリケーションでは、再ネゴシエーションを開始するか、または要求を拒否できます。


	
処置: これはエラーではありません。詳細を調べるには、トレースを使用可能にして再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29031: SSLハンドシェイクが必要です。 
	
原因: SSLハンドシェイクが完了するまでは、再ネゴシエーションを開始できません。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29032: 指定されたIDは不完全です。 
	
原因: 証明書リストに秘密鍵と証明書の両方が含まれていません。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29033: PFXが無効です 
	
原因: 証明書と秘密鍵または複数の秘密鍵が含まれていない場合、この操作にPFXは無効です。ただし、このエラーを戻すAPIはコードに使用されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NZE-29034: 正しいCipher Suiteまたはクライアント認証が必要です。 
	
原因: 秘密鍵をインストールする前に、同じ鍵交換アルゴリズムを使用する暗号スイートまたはクライアント認証スイートをインストールする必要があります。この操作が実行されていません。


	
処置: 秘密鍵を再インストールする前に、秘密鍵と同じ鍵交換アルゴリズムを使用する暗号スイートまたはクライアント認証スイートをインストールしてください。









	 NZE-29035: 疑似ランダム・ナンバー・ジェネレータが必要です 
	
原因: PRNGが設定されていません。最初にPRNGをインストールする必要があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NZE-29036: この機能はサポートされていません 
	
原因: 現行の接続パラメータでは操作がサポートされていません。


	
処置: Oracleのマニュアルを参照し、この操作に必須の適切な接続パラメータを判断してください。









	 NZE-29037: 証明書が存在しません 
	
原因: 他方のクライアントまたはサーバーが送信した証明書メッセージに証明書が含まれていません。


	
処置: 他方(クライアントまたはサーバー)に適切な証明書があるかどうかを確認してください。









	 NZE-29038: 一致する証明書がありません。 
	
原因: 他方のクライアントまたはサーバーが送信した証明書メッセージには、信頼できる認証局(CA)が署名した証明書が含まれていません。


	
処置: 他方のクライアントまたはサーバーが、信頼できるリストにあるCAの署名付き証明書を送信しているかどうかを確認します。または、他方のクライアントまたはサーバーの証明書用に、CA証明書をトラスト・ポイントとしてウォレットに組み込みます。









	 NZE-29039: 一致するCipher Suiteがありません。 
	
原因: ハンドシェイクの両側の暗号スイートが一致しません。


	
処置: ハンドシェイクの両側が、サポートされている暗号スイートを選択しているかどうかを確認してください。









	 NZE-29040: サポートされるCipher Suiteがありません。 
	
原因: こちら側のハンドシェイクがサポートできる暗号スイートがありません。この接続とピアで一致する暗号スイートはありますが、これらの暗号スイートは接続でサポートできないためネゴシエーションできません。


	
処置: ハンドシェイクの両側が、接続でサポートされている暗号スイートを選択しているかどうかを確認してください。サポートされている暗号スイートについては、Oracleのドキュメントを参照してください。









	 NZE-29041: コールバックがNULLです。 
	
原因: NULLのコールバックが渡されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NZE-29042: 読取りバッファが空ではありません。 
	
原因: 空でない読取りバッファを解放しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NZE-29043: 読取りが必要です。 
	
原因: ピアとのネゴシエーションがまだ開始されていません。ハンドシェイクを処理する前に処理が必要なアプリケーション・データがあります。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29044: 再ネゴシエーションはすでにリクエストされています。 
	
原因: 再ネゴシエーションはすでに要求されています。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29045: 再ネゴシエーション・リクエストは拒否されました。 
	
原因: 再ネゴシエーションされたハンドシェイクはピアから拒否されました。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29046: セッションは再開可能です。 
	
原因: サーバーが、異なるセッション・パラメータを使用してセッションを再開しようとしています。


	
処置: サーバーは、正しいセッション・パラメータを使用してセッションを再開する必要があります。









	 NZE-29047: Transport Layer Security拡張に不一致があります 
	
原因: 両側のTLS拡張が一致しません。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29048: 予期しないメッセージを受信しました。 
	
原因: 予期しないメッセージを受信しました。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29049: 不明なレコードです 
	
原因: レコード・タイプが不明です。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29050: インストールされているクライアント承認モードはサポートされていません。 
	
原因: 使用可能なクライアント承認モードは、選択された暗号スイート内では使用できません。


	
処置: 選択された暗号スイート内では、使用できるクライアント承認モードを使用可能にしてください。









	 NZE-29051: 指定された公開鍵の型はサポートされていません。 
	
原因: 最初の証明書の公開鍵はサポートされていません。


	
処置: 証明書がX.509v3規格に準拠しているかどうかを確認してください。









	 NZE-29052: 書込みバッファが空ではありません。 
	
原因: 空でない書込みバッファを解放しようとしました。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29084: 指定されたパラメータは無効です。 
	
原因: パラメータが正しくありません。たとえば、入力が不正であるか、メッセージが無効です。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29095: 索引が無効です。 
	
原因: indexパラメータで識別されたインスタンスは存在しません。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29096: 指定された長さは無効です。 
	
原因: 指定された長さが小さすぎるか、または無効です。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29100: ローカル・キーIDを作成できません。 
	
原因: 証明書または秘密鍵のローカル・キーIDの作成に失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29101: プライベート・キーのバッグを追加できません。 
	
原因: 秘密鍵をPKCS#12オブジェクトに追加できませんでした。考えられる原因は次のとおりです。(i)必須パラメータがNULLである。(ii) PKCS#12構成メンバーがサポートされていない。(iii)証明書にASN.1エンコーディング・エラーが発生した。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29102: 証明書のバッグを追加できません。 
	
原因: 証明書のバッグの作成に失敗しました。アプリケーションがメモリーを使い果している可能性があります。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29103: PKCS #12ウォレットを作成できません。 
	
原因: PKCS#12ウォレットの作成に失敗しました。メモリー割当ての失敗が原因の可能性があります。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29104: 証明書リクエストを追加できません。 
	
原因: PKCS#12ウォレットへの証明書要求の追加に失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29105: PKCS #12ウォレットをエクスポートできません。 
	
原因: 必須パラメータがNULLであるか、またはPKCS#12構成メンバーがサポートされていません。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29106: PKCS #12ウォレットをインポートできません。 
	
原因: 必須パラメータがNULLであるか、BERエンコーディングが不正です。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29107: PKCS #12ウォレットを作成できません。 
	
原因: PKCS#12ウォレットの作成に失敗しました。アプリケーションがメモリーを使い果している可能性があります。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29108: ランダム・オブジェクトを初期化できませんでした。 
	
原因: ランダム・オブジェクトを初期化またはシードできませんでした。メモリー割当てに失敗したか、または疑似ランダム・ナンバー・ジェネレータ・モジュールがインストールされていません。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29109: 秘密鍵オブジェクトを作成できませんでした。 
	
原因: 秘密鍵オブジェクトを作成できませんでした。メモリーの割当てに失敗した可能性があります。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29110: PKCS #12のバッグ・タイプは無効です 
	
原因: PKCS #12のバッグ・タイプは無効です。必須パラメータの1つがNULLであるか、または要求されたOIDがリストにありません。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29111: 索引が無効です 
	
原因: バッグ・タイプを取得するために渡された索引が1未満です。


	
処置: 索引が1より大きいかどうかを確認してください。









	 NZE-29112: PKCS #12証明書のバッグから属性にアクセスできません。 
	
原因: 証明書にアクセスできません。必須パラメータの1つがNULLであるか、アプリケーションで指定された索引に証明書のバッグが含まれていないか、または証明書が不正である可能性があります。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29113: PKCS #12キーのバッグから属性にアクセスできません。 
	
原因: 秘密鍵の取得に失敗しました。必須パラメータの1つがNULLであるか、アプリケーションで指定された索引にキーのバッグが含まれていません。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29114: 秘密鍵をインポートできませんでした。 
	
原因: 秘密鍵をインポートできませんでした。必須パラメータの1つがNULLであるか、またはエンコーディングされた秘密鍵が不正です。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29115: 秘密鍵をエクスポートできませんでした。 
	
原因: 秘密鍵をエクスポートできませんでした。アプリケーションがメモリーを使い果しているか、鍵タイプが無効です。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29116: PKCS12属性を取得できませんでした。 
	
原因: 属性の取得に失敗しました。必須パラメータの1つがNULLである可能性があります。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29117: PKCS12属性を追加できませんでした。 
	
原因: 属性を追加できませんでした。属性パラメータがNULLである可能性があります。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29118: PKCS12属性を作成できませんでした。 
	
原因: 属性の作成に失敗しました。メモリー割当てエラーが原因である可能性があります。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29119: 証明書をインポートできませんでした。 
	
原因: 証明書をインポートできませんでした。必須パラメータの1つがNULLであるか、証明書のX.509 BERまたはDERエンコーディングが無効である可能性があります。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29120: 証明書をエクスポートできませんでした。 
	
原因: 証明書をエクスポートできませんでした。必須パラメータの1つがNULLである可能性があります。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29122: PKCS11の情報をPKCS12ウォレットに追加できませんでした 
	
原因: PKCS12ウォレットへのPKCS11情報の追加に失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29123:PKCS11の情報をPKCS12ウォレットから取得できませんでした 
	
原因: ウォレットからPKCS11の情報を取り出すときにエラーが発生しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29124: PKCS11ライブラリ名はすでに設定されています 
	
原因: PKCS11ライブラリ情報はすでにウォレットに設定されています。


	
処置: この情報が設定されていない、別のウォレットを使用してください。問題が繰り返される場合は、トレースを使用可能にしてエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29125: PKCS11ラベル・トークンはすでに設定されています 
	
原因: PKCS11トークン・ラベル情報はすでにウォレットに設定されています。


	
処置: この情報が設定されていない、別のウォレットを使用してください。問題が繰り返される場合は、トレースを使用可能にしてエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29126: PKCS11パスワード・トークンはすでに設定されています 
	
原因: PKCS11トークン・パスフレーズをウォレットに設定できるのは1回のみです。


	
処置: この情報が設定されていない、別のウォレットを使用してください。問題が繰り返される場合は、トレースを使用可能にしてエラーの正確な原因を判断してください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29127: PKCS11の情報が不明です 
	
原因: 不明なPKCS11情報タイプが見つかりました。システム・エラーまたはメモリーの破損が原因で、ウォレットが破損した可能性があります。


	
処置: トレースを使用可能にし、失敗した操作を再試行してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29128: PKCS11のライブラリ名が設定されていません 
	
原因: ウォレットにPKCS11ライブラリ情報が設定されていません。


	
処置: 有効なライブラリの場所を使用してウォレットが作成されていることを確認するか、またはこの情報を使用してウォレットを更新してください。









	 NZE-29129: PKCS11のラベル・トークンが設定されていません 
	
原因: ウォレットにPKCS11トークン・ラベル情報が設定されていません。


	
処置: 有効なトークン・ラベル情報を使用してウォレットが作成されていることを確認するか、またはこの情報を使用してウォレットを更新してください。









	 NZE-29130: PKCS11のパスワード・トークンが設定されていません 
	
原因: ウォレットにPKCS11トークン・パスフレーズが設定されていません。


	
処置: 有効なトークン・パスフレーズ情報を使用してウォレットが作成されていることを確認するか、またはこの情報を使用してウォレットを更新してください。









	 NZE-29131: PKCS11証明書ラベルはすでにウォレットに設定されています 
	
原因: PKCS11証明書ラベルはすでにウォレットに設定されています。


	
処置: 空のウォレットを使用してください(orapkiを使用して作成します)。









	 NZE-29135: ランダム・ナンバー・ジェネレータのシード生成に失敗しました。 
	
原因: ランダム・ナンバー・ジェネレータのシード生成に失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29136: 割当済バッファが小さすぎます。 
	
原因: 出力バッファが小さすぎます。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29137: グローバル・コンテキストが正しくありません。 
	
原因: グローバル・コンテキストの構成が正しくないか、または無効です。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29140: 証明書オブジェクトを作成できませんでした。 
	
原因: 証明書オブジェクトの作成に失敗しました。アプリケーションがメモリーを使い果している可能性があります。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29141: Der形式でインポートできません。 
	
原因: 証明書を証明書オブジェクトにインポートできません。証明書の形式が不正である可能性があります。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29150: DESセルフテストに失敗しました 
	
原因: DESの起動時のセルフテストに失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29151: 3DESセルフテストに失敗しました 
	
原因: 3DESの起動時のセルフテストに失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29152: SHA-1セルフテストに失敗しました 
	
原因: SHA-1の起動時のセルフテストに失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29153: RSAセルフテストに失敗しました 
	
原因: RSAの起動時のセルフテストに失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29154: Deterministic RNGセルフテストに失敗しました 
	
原因: DETERMINISTICランダム・ナンバー・ジェネレータの起動時のセルフテストに失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29155: 連続する鍵のペアの一貫性チェックのセルフテストに失敗しました 
	
原因: 公開鍵と秘密鍵のペアの確認テストに失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29156: Conditional RNGセルフテストに失敗しました 
	
原因: FIPSモードに必要な連続的なランダム・ナンバー・ジェネレータ・テストに失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29157: ライブラリへの絶対パスを確立できません。 
	
原因: ライブラリの位置に対する絶対パスを構成できません。


	
処置: トレースを使用可能にし、再接続してください。トレース出力をOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29158: ライブラリをオープンできません。 
	
原因: ライブラリのオープンに失敗しました。


	
処置: 指定した位置にライブラリが存在するか確認し、適切なファイル・アクセス権があるかどうかを確認してください。









	 NZE-29159: ライブラリを読み込めません。 
	
原因: DACチェックの実行が必要なライブラリは読込みできません。読込みコールに失敗しました。


	
処置: ライブラリに適切なファイル・アクセス権があるかどうかを確認してください。









	 NZE-29160: 使用されているNZライブラリが異なっています。 
	
原因: 実行時に使用しているNZライブラリが、ソフトウェア整合性チェック用にダイジェストを計算したライブラリと異なります。


	
処置: 事前にダイジェストを計算したライブラリと同じライブラリが使用されているかどうかを確認してください。









	 NZE-29161: ソフトウェアの整合性のセルフテストに失敗しました 
	
原因: NZ共有ライブラリでのソフトウェア整合性チェック・テストに失敗しました。


	
処置: 事前にダイジェストを計算したライブラリと同じライブラリが使用されているかどうかを確認してください。









	 NZE-29162: FIPSモードでFIPS以外のCipher Suiteが使用されています。 
	
原因: 使用している暗号スイートには、FIPS認定のアルゴリズムが含まれていません。


	
処置: FIPS認定のアルゴリズムが含まれている暗号スイートを使用してください。









	 NZE-29163: FIPSモードでは、サード・パーティのPKIベンダーはサポートされていません。 
	
原因: FIPSモードでは、EntrustやMCSなどのサード・パーティPKIベンダーはサポートされません。


	
処置: FIPSモードでの実行時にはOracle PKIのみを使用してください。









	 NZE-29164: FIPSモードでは、外部のPKCS#12ウォレットはサポートされていません。 
	
原因: サード・パーティのソフトウェアを使用して作成されたPKCS#12ウォレットは、FIPSモードでは使用できません。


	
処置: FIPSモードでの実行時には、Oracle Wallet Managerにより作成されたPKCS#12ウォレットのみを使用してください。









	 NZE-29176: CRLの署名検証に失敗しました 
	
原因: CRLは使用前に検証されます。CRLの署名を検証できません。


	
処置: CAから新規CRLを取得してください。









	 NZE-29177: 証明書のシリアル番号がCRLに存在しません 
	
原因: 証明書は取り消されません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NZE-29178: 証明書のシリアル番号はCRLに存在します 
	
原因: 証明書は取消済です。


	
処置: 証明書を拒否してください。









	 NZE-29179: 証明書の検証に失敗しました 
	
原因: CRLを使用した証明書ステータスのチェックを完了できませんでした。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの詳細を調べてください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29180: サポートされていない検証プロトコルです 
	
原因: 証明書検証プロトコルがサポートされていません。


	
処置: サポートされている証明書検証プロトコルを指定したかどうかを確認してください。









	 NZE-29181: ldap_openに失敗しました 
	
原因: LDAPサーバーに接続できませんでした。


	
処置: 正しいLDAP情報が指定されていることを確認してください。トレースを使用可能にして詳細を調べてください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29182: ldap_bindに失敗しました 
	
原因: LDAPサーバーにログインできませんでした。


	
処置: 正しいLDAP資格証明が指定されていることを確認してください。トレースを使用可能にして詳細を調べてください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29183: ldap_searchに失敗しました 
	
原因: LDAPサーバーで検索操作を完了できませんでした。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの詳細を調べてください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29184: ldap_resultに失敗しました 
	
原因: LDAP操作の結果を取得できませんでした。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの詳細を調べてください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29185: ldap_first_attributeに失敗しました 
	
原因: LDAPエントリから最初の属性を取得できませんでした。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの詳細を調べてください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29186: ldap_get_values_lenに失敗しました 
	
原因: LDAPエントリからの属性値の取得に失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの詳細を調べてください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29187: 検証メカニズムはサポートされていません 
	
原因: OIDで指定された検証メカニズムはサポートされていません。


	
処置: OIDでサポートされている検証メカニズムが設定されているかどうかを確認してください。









	 NZE-29188: ldap_count_entriesに失敗しました 
	
原因: 検索結果チェーンからのエントリの件数の取得に失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、このエラーの詳細を調べてください。必要な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 NZE-29189: OIDにエントリが見つかりませんでした 
	
原因: OIDでCRLが見つかりませんでした。


	
処置: CRLをOIDにアップロードしてください。









	 NZE-29190: OIDに複数のエントリが見つかりました 
	
原因: OIDには、指定した発行者名についてCRLが1つのみである必要があります。


	
処置: OID内で指定した発行者名のCRLが1つのみかどうかを確認してください。









	 NZE-29191: OIDの接続情報が設定されていません 
	
原因: OIDに接続するには、接続情報が使用可能である必要があります。


	
処置: OID接続情報を設定してください。









	 NZE-29192: OIDに検証メカニズムが設定されていません 
	
原因: 使用される検証メカニズムがOIDで設定されていません。


	
処置: OIDで使用する検証メカニズムを、cn=ValidationMechanism、cn=Validation、cn=PKI、cn=Products、cn=OracleContextで設定してください。









	 NZE-29193: CRLDPメカニズムを使用したCRLが見つかりません 
	
原因: CRL配布ポイント(CRLDP)を使用してCRLをフェッチできませんでした。


	
処置: CAに連絡してください。









	 NZE-29194: キャッシュにCRLが見つかりません 
	
原因: CRLがキャッシュにありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NZE-29195: CRLが期限切れです 
	
原因: CRLのnextUpdate時刻が過去の時刻です。


	
処置: CAから新規CRLを取得してください。









	 NZE-29222: 識別名が一致しません 
	
原因: 証明書の識別名(DN)がユーザーと一致しません。


	
処置: データベース内で、クライアント側のユーザー証明書のDNと一致するDNを指定してグローバル・ユーザーを作成してください。









	 NZE-29223: 証明連鎖を作成できませんでした 
	
原因: インストールする証明書用には、既存のトラスト・ポイントを使用して証明連鎖を作成できません。


	
処置: 証明書に署名したトラスト・ポイントをインストールしてください。









	 NZE-29224: 一致している証明書リクエストが見つかりません。 
	
原因: 証明書に対して一致する証明書の要求が見つかりませんでした。


	
処置: 正しい証明書をインストールしてください。









	 NZE-29225: 証明書はすでにインストールされています。 
	
原因: すでに証明書があるpersonaに証明書をインストールしようとしました。


	
処置: 証明書をインストールしないでください。









	 NZE-29226: 一致している秘密鍵はありません 
	
原因: 指定の証明書(公開鍵)に対するpersonaに、一致する秘密鍵がありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NZE-29227: 証明書が期限切れです 
	
原因: 証明書は無効になりました。


	
処置: 別の証明書を取得するか、この証明書を更新してください。









	 NZE-29228: 出力のバイト数を計算できません。 
	
原因: 暗号エンジンがアルゴリズムについて混乱しています。


	
処置: 暗号関数で使用されているパラメータを確認してください。









	 NZE-29229: ヘッダーで検出されたマジック番号が期待値と一致しません。 
	
原因: 入力TDUが破損しているか、または正しく使用されていません。


	
処置: TDUが最初から使用されているものであることを確認してください。可能な場合は、生成時のTDUのサイズと使用しようとしたサイズを比較してください。









	 NZE-29230: メッセージ・ヘッダーのヘッダー長が不十分です。 
	
原因: 入力TDUが破損しているか、または正しく使用されていません。


	
処置: TDUが最初から使用されているものであることを確認してください。可能な場合は、生成時のTDUのサイズと使用しようとしたサイズを比較してください。









	 NZE-29231: 暗号エンジンの初期化に失敗しました。 
	
原因: 暗号エンジンの初期化中に、なんらかのエラーが発生しました。考えられる原因としては、メモリーの不足や乱数発生ルーチンをシードしようとしたことなどがあります。


	
処置: 実行可能ファイルが互換性のあるライブラリ・バージョンとリンクされていること、およびスワップ領域が使い果されていないことを確認してください。









	 NZE-29232: 暗号エンジン・キーの初期化に失敗しました。 
	
原因: 暗号化用のキーの初期化中に、なんらかのエラーが発生しました。このエラーの原因には、メモリーの不足や不正な引数の受渡しなどがあります。


	
処置: 実行可能ファイルが互換性のあるライブラリ・バージョンとリンクされていること、および暗号関数に正しいパラメータが使用されていることを確認してください。









	 NZE-29233: キー・オブジェクトを暗号化できませんでした。 
	
原因: キー・オブジェクトが破損しているか、またはサポートされていないタイプです。


	
処置: 暗号化ルーチンに渡されているキー・オブジェクトを確認してください。









	 NZE-29234: キー・オブジェクトが暗号化されませんでした。 
	
原因: 暗号化が破損しているか、またはキー・オブジェクトではありません。


	
処置: 暗号化と、復号化ルーチンに渡されたパラメータを確認してください。









	 NZE-29235: キー情報を取得できませんでした。 
	
原因: キーが破損しているか、またはサポートされない型です。


	
処置: 暗号関数で使用されているパラメータを確認してください。









	 NZE-29236: ランダム・ナンバー・ジェネレータがシードを受け入れません。 
	
原因: 暗号エンジンがメモリーを使い果した可能性があります。


	
処置: 実行可能ファイルが、互換性のあるライブラリ・バージョンとリンクされていることを確認してください。









	 NZE-29237: 暗号エンジンでアルゴリズムを終了できませんでした。 
	
原因: 暗号エンジンが、アルゴリズムの適用を正しく完了するために必要な情報を持っていません。


	
処置: 暗号関数で使用されているパラメータを確認してください。









	 NZE-29238: 暗号エンジンでアルゴリズムを適用できませんでした。 
	
原因: 暗号エンジンが、アルゴリズムを正しく適用するために必要な情報を持っていません。


	
処置: 暗号関数で使用されているパラメータを確認してください。









	 NZE-29239: 暗号エンジンでアルゴリズムを初期化できませんでした。 
	
原因: 暗号エンジンが、アルゴリズムを正しく初期化するために必要な情報を持っていません。


	
処置: 暗号関数で使用されているパラメータを確認してください。









	 NZE-29240: 暗号エンジンでアルゴリズムを認識できません。 
	
原因: アプリケーションが誤ったパラメータを渡している可能性があります。


	
処置: 暗号関数で使用されているパラメータを確認してください。









	 NZE-29241: バッファ・ブロックにさらに領域が必要ですが、長さが固定されています 
	
原因: アプリケーションは、その操作には小さすぎる出力バッファを事前割当てし、必要に応じてバッファを拡張しないことを指定しました。


	
処置: より大きなバッファを事前割当てするか、またはToolkitが必要に応じて出力バッファを拡張できるようにしてください。









	 NZE-29242: 非対称キーが短すぎてデータに使用できません。 
	
原因: 非対称キーは、暗号化に使用されるデータより11バイト以上長い必要があります。


	
処置: より長い非対称キーを使用するか、またはデータをより小さな断片に分割してください。









	 NZE-29243: 使用しているキーの型がツールキットに認識されません 
	
原因: アプリケーションが誤ったパラメータを渡している可能性があります。


	
処置: Toolkit関数で使用されているパラメータを確認してください。









	 NZE-29245: 使用している関数がツールキットに認識されません 
	
原因: アプリケーションが誤ったパラメータを渡している可能性があります。


	
処置: Toolkit関数で使用されているパラメータを確認してください。









	 NZE-29246: ツールキットでTDUを解析できませんでした 
	
原因: TDUが破損している可能性があります。


	
処置: Toolkit関数で使用されているパラメータを確認してください。









	 NZE-29247: オープンする前にツールキット・オブジェクトが使用されました 
	
原因: 一部のToolkitオブジェクトは、使用する前にオープンする必要があります。


	
処置: Toolkit関数で使用されているパラメータを確認してください。









	 NZE-29248: 認識されないWRLがウォレットのオープンに使用されました 
	
原因: WRLは、特定の型セットを持ち、正しくフォーマットされている必要があります。


	
処置: Toolkit関数で使用されているパラメータを確認してください。









	 NZE-29249: 暗号関数に渡された状態が認識されません。 
	
原因: アプリケーションが誤ったパラメータを渡している可能性があります。


	
処置: Toolkit関数で使用されているパラメータを確認してください。














18 ORA-29250からORA-32790



	 ORA-29250: DBMS_SQL.BIND_ARRAYの呼出しで指定された索引が無効です。 
	
原因: dbms_sqlのbind_arrayへのコールで無効な索引が指定されました。索引がNULLまたは不適切な値である可能性があります。


	
処置: PL/SQLプログラムを変更して索引値を修正し、bind_arrayのコールを再試行してください。









	 ORA-29251: DBMS_SQL.BIND_ARRAYの呼出しで索引1が索引2の値を超えています 
	
原因: bind_arrayのコールで、索引1の値が索引2の値を超えています。結合される表の要素は索引1以上かつ索引2以下の索引を持つため、これは正しくありません。


	
処置: 2つの索引の値を修正し、bind_arrayのコールを再試行してください。









	 ORA-29252: DBMS_SQL.BIND_ARRAYの呼出しで、索引位置の要素がコレクションに含まれません。 
	
原因: dbms_sqlのbind_arrayへの呼出しの両方の索引位置にある要素は、バインドされた表に含まれていません。これは不正です。両方の索引位置が要素を含んでいる必要があります。つまり、tab.exists(index1)とtab.exists(index2)は、どちらもTRUEを戻す必要があります。


	
処置: 2つの索引か表の目次のどちらかを変更して、呼出しを再試行してください。









	 ORA-29253: プロシージャDBMS_SQL.DEFINE_ARRAYに渡されたCOUNT引数が無効です。 
	
原因: dbms_sqlパッケージのdefine_arrayプロシージャへのコールで指定されたcount引数の値が無効です。無効な値は負数およびNULLです。引数は正整数である必要があります。


	
処置: define_arrayに渡される引数がすべて有効になるようにPL/SQLプログラムを修正し、再試行してください。









	 ORA-29254: プロシージャDBMS_SQL.DEFINE_ARRAYに渡されたLOWER_BOUND引数が無効です。 
	
原因: define_arrayプロシージャへのコールで指定されたlower_bound引数の値が無効です。有効な値は、0(ゼロ)を含むすべての整数値(正および負)です。NULL値は無効です。


	
処置: define_arrayに渡される引数がすべて有効になるようにPL/SQLプログラムを修正し、再試行してください。









	 ORA-29255: カーソルに許可されないバインド配列および定義配列が含まれています 
	
原因: define_arrayおよびbind_arrayの両方がこのカーソルでコールされました。これは不正です。カーソルが配列バインドと配列定義の両方を含むことはできません。この設定のセマンティクスは無意味です。配列定義を使用してデータをselect問合せからPL/SQL表に移動し、配列バインドを使用してPL/SQL表をselect問合せ以外にバインドします。


	
処置: 手元のカーソルの種類によって、2つの関数のうち1つのみに呼出しを実行するようにPL/SQLプログラムを変更してください。









	 ORA-29256: カーソルに不正な標準定義および配列定義があります。 
	
原因: define_arrayおよびdefine_columnの両方がこのカーソルでコールされました。これは不正です。カーソルが通常の定義と配列定義の両方を含むことはできません。この設定のセマンティクスは無意味です。配列定義を使用してデータをselect問合せからPL/SQL表に移動し、通常の定義を使用してデータをselect問合せからPL/SQL変数に移動します。


	
処置: 手元の状況によって、2つの関数のうち1つのみに呼出しを実行するようにPL/SQLプログラムを変更してください。









	 ORA-29257: ホストstringが不明です 
	
原因: 不明なホストが指定されました。


	
処置: ホスト名の綴りまたはIPアドレスを確認してください。ホスト名またはIPアドレスが有効であることを確認してください。









	 ORA-29258: バッファが小さすぎます。 
	
原因: この操作には入力または出力バッファが小さすぎます。


	
処置: バッファのサイズを増やし、操作を再試行してください。









	 ORA-29259: 入力終了に達しました。 
	
原因: 入力終了に達しました。


	
処置: 入力終了に達するのが早すぎる場合は、入力ソースの終了が早すぎないかどうかを確認してください。それ以外の場合は、入力への接続をクローズしてください。









	 ORA-29260: ネットワーク・エラー:string 
	
原因: ネットワーク・エラーが発生しました。


	
処置: ネットワーク・エラーを修正し、操作を再試行してください。









	 ORA-29261: 引数が間違っています。 
	
原因: 誤った引数がPL/SQL APIに渡されました。


	
処置: PL/SQL APIへ渡された引数を確認し、コールを再試行してください。









	 ORA-29262: URLが間違っています。 
	
原因: 不適切な書式のURLがPL/SQL APIに渡されました。


	
処置: URLを確認し、コールを再試行してください。









	 ORA-29263: HTTPプロトコル・エラーです。 
	
原因: HTTP操作中にHTTPプロトコル・エラーが発生しました。


	
処置: HTTP操作を実行したHTTPサーバーがHTTPプロトコルの規格に準拠していることを確認してください。









	 ORA-29264: URLスキームが不明またはサポートされていません。 
	
原因: URLスキームが不明またはサポートされていません。


	
処置: URLを確認し、スキームが有効およびサポートされていることを確認してください。









	 ORA-29265: HTTPヘッダーが見つかりません。 
	
原因: 要求されたHTTPヘッダーが見つかりません。


	
処置: 要求されたHTTPヘッダーが存在することを確認してください。









	 ORA-29266: 本体終了に達しました。 
	
原因: HTTP応答の本体終了に達しました。


	
処置: HTTP応答の本体終了に達するのが早すぎる場合は、HTTP応答の終了が早すぎないかどうかを確認してください。それ以外の場合は、HTTP応答を終了してください。









	 ORA-29267: 無効なコールです。 
	
原因: PL/SQL APIへのコールは、現在のステージでの操作に誤りがありました。


	
処置: 操作の異なるステージでコールを再試行してください。









	 ORA-29268: HTTPクライアント・エラーstring 
	
原因: HTTP応答に、HTTPクライアント・エラーの発生が示されています。


	
処置: HTTPクライアント・エラーを修正し、HTTP要求を再試行してください。









	 ORA-29269: HTTPサーバー・エラーstring 
	
原因: HTTP応答に、HTTPサーバー・エラーの発生が示されています。


	
処置: HTTPサーバー・エラーを修正し、HTTP要求を再試行してください。必要に応じて、HTTPサーバーの管理者に連絡してください。









	 ORA-29270: オープンされたHTTPリクエストが多すぎます。 
	
原因: オープンされたHTTP要求が多すぎます。


	
処置: いくつかのHTTP要求を終了し、HTTP要求を再試行してください。









	 ORA-29271: 接続されていません。 
	
原因: ネットワーク操作をしようとしましたが、ネットワーク接続が行われていませんでした。


	
処置: ネットワーク接続が正常に行われた後で、ネットワーク操作を再試行してください。









	 ORA-29272: 初期化に失敗しました。 
	
原因: UTL_HTTPパッケージの初期化に失敗しました。


	
処置: 一部のメモリーまたはその他のシステム・リソースを解放してから、操作を再試行してください。









	 ORA-29273: HTTPリクエストに失敗しました 
	
原因: UTL_HTTPパッケージがHTTPリクエストの実行に失敗しました。


	
処置: get_detailed_sqlerrmを使用して詳細なエラー・メッセージを確認してください。エラーを修正し、HTTP要求を再試行してください。









	 ORA-29274: 固定幅のマルチバイト・キャラクタ・セットはURLに使用できません 
	
原因: URLのエンコーディングとして使用されるキャラクタ・セットは、固定幅のマルチバイト・キャラクタ・セットであるため、URLに使用できません。


	
処置: URLには、対応する可変幅のマルチバイト・キャラクタ・セットを使用してください。









	 ORA-29275: 不完全なマルチバイト文字です 
	
原因: 入力の最後に不完全なマルチバイト文字が見つかったため、要求された読込み操作を完了できません。


	
処置: リモート・サーバーから完全なマルチバイト文字が送信されていることを確認し、操作を再試行してください。または、不完全なマルチバイト文字をRAWとして読み込んでください。









	 ORA-29276: 転送がタイムアウトしました 
	
原因: ネットワーク接続に対する読込み中または書込み中にタイムアウトが発生しました。


	
処置: リモート・サーバーまたはネットワークが、タイムアウト制限内に応答することを確認してください。または、タイムアウト値を増やしてください。









	 ORA-29277: 無効なSMTP操作です 
	
原因: SMTPトランザクションの現行のステージでは、SMTP操作は無効です。


	
処置: SMTPトランザクションの適切なステージでSMTP操作を再試行してください。









	 ORA-29278: SMTPの一時エラー: string 
	
原因: SMTPの一時エラーが発生しました。


	
処置: エラーを修正して、SMTP操作を再試行してください。









	 ORA-29279: SMTPの永続エラー: string 
	
原因: SMTPの永続エラーが発生しました。


	
処置: エラーを修正して、SMTP操作を再試行してください。









	 ORA-29280: 無効なディレクトリ・パスです。 
	
原因: 対応するディレクトリ・オブジェクトは存在しません。


	
処置: ディレクトリ・オブジェクト・パラメータを修正するか、またはCREATE DIRECTORYコマンドを使用して対応するディレクトリ・オブジェクトを作成してください。









	 ORA-29281: 無効なモードです。 
	
原因: ファイル・オープン・モードに無効な値が指定されました。


	
処置: モードの値には、「r」、「a」または「w」のいずれかを使用してください。









	 ORA-29282: 無効なファイルIDです。 
	
原因: 対応するオープン・ファイルが存在しないファイルIDハンドルが指定されました。


	
処置: ファイルIDハンドルが、UTL_FILE.FOPENのコールから戻される値であることを確認してください。









	 ORA-29283: 無効なファイル操作です。 
	
原因: 存在しないファイルやディレクトリを読み込もうとしたか、またはファイルやディレクトリへのアクセスがオペレーティング・システムにより拒否されました。


	
処置: ファイルシステムでファイルおよびディレクトリのアクセス権限を確認してください。読込みの場合は、ファイルが存在することを確認してください。









	 ORA-29284: ファイル読取りエラーが発生しました。 
	
原因: ファイルの読込みに失敗しました。


	
処置: ファイルが存在すること、アクセス可能であること、および読込みモードで開かれていることを確認してください。









	 ORA-29285: ファイル書込みエラーが発生しました。 
	
原因: ファイルの書込み、ファイルのフラッシュまたはファイルを閉じることに失敗しました。


	
処置: ファイルが存在すること、アクセス可能であること、および書込みまたはAPPENDモードで開かれていることを確認してください。









	 ORA-29286: 内部エラー 
	
原因: PL/SQLセッション・メモリーの割当て中に致命的エラーが発生しました。


	
処置: PL/SQLセッションが接続されており、適切なメモリー・リソースが使用可能であることを確認してください。









	 ORA-29287: 無効な最大行サイズです。 
	
原因: 無効な最大行サイズの値が指定されました。


	
処置: 最大行サイズを、1から32767の範囲になるように修正してください。









	 ORA-29288: ファイル名が無効です。 
	
原因: NULLまたは0(ゼロ)の長さのファイル名が指定されました。


	
処置: ファイル名を0(ゼロ)ではない長さの文字列に修正してください。









	 ORA-29289: ディレクトリ・アクセスが拒否されました。 
	
原因: アクセス権限が付与されていないディレクトリ・オブジェクトが指定されました。


	
処置: GRANT READ ON DIRECTORY [object] TO [username];コマンドを使用して、ディレクトリ・オブジェクトにアクセス権限を付与してください。









	 ORA-29290: 検索に無効なオフセットが指定されました。 
	
原因: ファイルの終わりを超えてシークしようとしたか、絶対オフセットと相対オフセットの両方がNULLであるか、絶対オフセットが0(ゼロ)未満です。


	
処置: 絶対オフセットを指定する場合は、その値が0(ゼロ)からファイルの総バイト数までの範囲内であることを確認してください。相対オフセットを指定する場合は、その値が現在のバイト位置+ファイル内の残りバイト数以下であることを確認してください。









	 ORA-29291: ファイルの削除操作に失敗しました。 
	
原因: ファイルの削除操作はオペレーティング・システムにより拒否されました。


	
処置: ファイルが存在すること、ディレクトリおよびファイルに対する削除権限が付与されていることを確認してください。









	 ORA-29292: ファイル名の変更操作に失敗しました。 
	
原因: ファイル名を変更しようとしましたが、オペレーティング・システムに拒否されました。ソース・ディレクトリまたは宛先ディレクトリのどちらかが存在しないかアクセスできないこと、あるいは宛先ファイルがすでに存在していることが原因です。


	
処置: ソース・ファイル、ソース・ディレクトリおよび宛先ディレクトリが存在し、そこにアクセスできること、および宛先ファイルが存在していないことを確認してください。









	 ORA-29293: 圧縮または圧縮解除中にストリーム・エラーが発生しました。 
	
原因: 圧縮または圧縮解除時にストリーム状態が無効なことが判明しました。あるいは、要求された圧縮品質が無効であるか、検出された圧縮パラメータがNULLまたは無効です。


	
処置: 品質が[0,9]の範囲内であること、および有効な入力ソース・データがあることを確認してください。









	 ORA-29294: 圧縮または圧縮解除中にデータ・エラーが発生しました。 
	
原因: 入力ソースの圧縮または圧縮解除時にエラーが発生しました。


	
処置: ソース・データが、正しく圧縮または圧縮解除されたデータ・セットであることを確認してください。









	 ORA-29295: Mimeヘッダー・タグが無効です 
	
原因: MIMEヘッダー・タグの文字列のスキャン時にエラーが発生しました。


	
処置: ソース・データが、=?<charset>?<encoding>?<encoded string>?=という書式に従った有効なMIMEヘッダー文字列であることを確認してください。









	 ORA-29296: エンコード文字列が無効です 
	
原因: 入力文字列のデコード時にエラーが発生しました。


	
処置: ソース・データが正しくエンコードされた文字列であることを確認してください。









	 ORA-29297: 圧縮された表現が大きすぎます 
	
原因: 圧縮された出力が大きすぎるため戻せません。


	
処置: ソース・データを圧縮しないでください。









	 ORA-29298: キャラクタ・セットが一致しません 
	
原因: ファイルがオープンされたときのキャラクタ・セットのモードが、読取りまたは書込み操作のキャラクタ・セットと一致しません。


	
処置: ファイルがオープンされたときのキャラクタ・セットのモードに対応する適切なUTL_FILE読取り書込みプロシージャを使用してください。









	 ORA-29299: ピース単位圧縮または圧縮解除に無効なハンドルです 
	
原因: 処理プログラムがオープンしたハンドルが多すぎるために、指定したハンドルが初期化されなかったか、または有効な範囲に含まれていません。


	
処置: 一部のハンドルをクローズして、指定したハンドルがオープンされているか、または有効な範囲に含まれているかを確認してください。









	 ORA-29300: 表領域のPoint-in-TimeリカバリでOracleエラーが発生しました。 
	
原因: DBMS_PITRパッケージで別のOracleエラーが発生しました。


	
処置: エラーの説明は、エラー・メッセージのテキストを参照してください。









	 ORA-29301: DBMS_PITRパッケージ関数/プロシージャの順序が正しくありません。 
	
原因: DBMS_PITRパッケージの関数/プロシージャが誤った順序でコールされました。


	
処置: 正しい順序で表領域のPoint-in-Timeリカバリを再試行してください。









	 ORA-29302: データベースがクローン・データベースとしてオープンされていません。 
	
原因: データベースがクローン・データベースとしてオープンされていませんでした。


	
処置: データベース・クローンをマウントし、データベースをオープンしてください。









	 ORA-29303: ユーザーがSYSでログインしていません。 
	
原因: クローン・データベースで表領域のPoint-in-Timeリカバリを実行するためにSYSユーザーとしてログインしませんでした。


	
処置: SYSユーザーでログインし、表領域のPoint-in-Timeリカバリを再試行してください。









	 ORA-29304: 表領域'string'は存在しません 
	
原因: 選択された表領域がデータベースに存在しません。


	
処置: V$TABLESPACEにある表領域のリストを調べ、有効な表領域を選択してください。









	 ORA-29305: 表領域'string'をポイント・イン・タイム・リカバリできません。 
	
原因: 表領域を読込み専用に変更しようとしました。


	
処置: 表領域がSYSTEMであるかどうか、またはオンライン・ロールバック・セグメントを持つかを確認してください。









	 ORA-29306: データファイルstringがオンラインではありません。 
	
原因: 選択されたデータファイルがオンラインではありません。


	
処置: データファイルをオンラインにし、必要に応じて名前を変更してください。









	 ORA-29307: データファイルstringでstringエラーが発生しました。 
	
原因: データファイルが表領域のPoint-in-Timeリカバリ用に準備されていません。


	
処置: 表領域の正しいPoint-in-Timeリカバリ手順を確認してください。









	 ORA-29308: ビューTS_PITR_CHECKで障害が発生しました。 
	
原因: リカバリ・セットの境界を超えたオブジェクトの中には、表領域のPoint-in-Timeリカバリでは許可されないものがあります。


	
処置: TS_PITR_CHECKを問い合せて、境界を超えたオブジェクトを解決してください。









	 ORA-29309: エクスポート・ダンプ・ファイルが異なるバージョンのDBMS_PITRパッケージで生成されました 
	
原因: DBMS_PITRのバージョンが、クローン・データベースのバージョンと異なります。


	
処置: クローン・データベースのバージョンと一致するバージョンのDBMS_PITRをロードしてください。









	 ORA-29310: データベースがオープンしていないか、またはクローンでオープンされています。 
	
原因: データベースがオープンされていないか、またはクローン・データベースとしてオープンされていました。


	
処置: かわりに本番データベースをオープンしてください。









	 ORA-29311: エクスポート・ダンプ・ファイルはこのデータベースで生成されていません。stringが不一致です。 
	
原因: エクスポート・ダンプ・ファイルが不正なデータベースにインポートされました。


	
処置: 正しい本番データベースをオープンし、インポートを再試行してください。









	 ORA-29313: 表領域'string'は2回インポートできません 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: データベース管理者(DBA)に連絡してください。









	 ORA-29314: 表領域'string'はOFFLINE FOR RECOVER、READ ONLYのどちらでもありません。 
	
原因: 表領域消去SCNが0(ゼロ)または無効です。


	
処置: 表領域OFFLINE FOR RECOVERを変更してください。









	 ORA-29315: 表領域'string'は再作成されています 
	
原因: 再作成前の表領域に対してPoint-in-Timeリカバリを行おうとしました。


	
処置: 異なるリカバリの時点を指定してください。









	 ORA-29316: データファイルstringが2回インポートされました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: データベース管理者(DBA)に連絡してください。









	 ORA-29317: データファイルstringが存在しません。 
	
原因: 指定されたデータファイルが本番データベース内にありません。


	
処置: クローン・データベースからデータファイルをコピーしてください。









	 ORA-29318: データファイルstringがオンラインです。 
	
原因: データファイルがオンラインです。


	
処置: データファイルをオフラインにしてください。









	 ORA-29319: データファイルstringが正しくありません。 
	
原因: 正しくないデータファイルが本番データベースにコピーされています。エクスポート・ダンプ・ファイル内のデータファイル情報が、本番データベースのデータファイル内の情報と異なります。


	
処置: クローン・データベースから本番データベースにデータファイルをコピーしてください。









	 ORA-29320: データファイル・ヘッダーの読込み中にエラーが発生しました。 
	
原因: データファイルのヘッダーの読込み時にエラーが発生しました。


	
処置: クローン・データベースから本番データベースにデータファイルをコピーし、操作を再試行してください。









	 ORA-29321: Point-in-Timeから追加されたデータファイルが多すぎます 
	
原因: Point-in-Time以降にリカバリ・セットに追加されたデータファイルが多すぎます。


	
処置: リカバリ・セットをより小さなサブセットに分割し、再試行してください。









	 ORA-29322: SCN文字列サイズが長すぎます -- 最大サイズは58バイト/文字です 
	
原因: SCN文字列に指定した文字が多すぎます。


	
処置: すべての必要のない文字は削除してください。48ビットSCNの16進数および10進数表現の両方に必要な文字は、15文字です。









	 ORA-29323: ALTER DATABASE SET COMPATIBILITYコマンドは、stringでサポートされていません 
	
原因: 1つ以上のインスタンスが互換設定の動的な変更をサポートしていないため、ALTER DATABASE SET COMPATIBILITYコマンドが失敗しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-29324: SET COMPATIBILITY Release文の構文が正しくありません。 
	
原因: x.x.xという書式にする必要があります


	
処置: 正しいフォーマットを使用してください。









	 ORA-29325: SET COMPATIBILITYのリリース番号が、stringより小さいです 
	
原因: SET COMPATIBILITYのリリース互換のリリース番号に、現在の互換設定より小さい番号が指定されています。


	
処置: 現在より大きなリリース番号を指定してください。









	 ORA-29326: SET COMPATIBILITYのリリース番号が、stringより大きいです 
	
原因: 1つ以上のインスタンスのリリース番号が小さいため、ALTER DATABASE SET COMPATIBILITYコマンドが失敗しました。


	
処置: 現在より小さいリリース番号を指定してください。









	 ORA-29327: サーバーとの対話時にサポートされないクライアント互換モードが使用されました。 
	
原因: クライアント互換モードが、サーバーのバージョンを超えています。


	
処置: SET COMPATIBILITYコマンドを使用して、サーバーと同じリリース番号を指定してください。









	 ORA-29328: この表領域'string'にはデータファイルが多すぎます 
	
原因: このビットマップ表領域内にはデータファイルが多すぎます。これは、Oracleでは現在サポートされていません。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-29329: 表の型がXMLTypeではありません 
	
原因: 表がXMLTypeの表ではありません。


	
処置: 表がXMLTypeの表であることを確認してください。









	 ORA-29330: ソース・スクリプトの長さが長すぎます 
	
原因: ソース・スクリプトの長さが、4GBの最大サイズを超えています。


	
処置: ソース・スクリプトの長さが4GBを超えないようにしてください。









	 ORA-29335: 表領域'string'は読取り専用ではありません。 
	
原因: 表領域は読取り専用ではありません。


	
処置: 表領域を読取り専用にして、操作を再試行してください。









	 ORA-29336: DBMS_PLUGTSからの内部エラー[string] [string]が発生しました 
	
原因: DBMS_PLUGTSパッケージの内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-29337: 表領域'string'のブロック・サイズ(string)が非標準です。 
	
原因: 表領域には非標準のブロック・サイズがあり、そのような表領域を読込み/書込みにすることは許可されません。


	
処置: 他の方法を使用してデータをインポートしてください。









	 ORA-29338: データファイルstringは、要求された状態ではありません(string、string) 
	
原因: 参照されたデータファイルが、表領域のコピー操作に準備された状態にありません。たとえば、データファイルがオフラインである可能性があります。データファイルはONLINEで、READ ONLYまたはREAD WRITEである必要があります。


	
処置: データファイルを要求された状態に置いてください。









	 ORA-29339: 表領域のブロック・サイズstringがデータベースのブロック・サイズと一致しません。 
	
原因: プラグインまたは作成された表領域のブロック・サイズが、データベースを構成しているブロック・サイズと一致していません。


	
処置: 各種パラメータ(db_2k_cache_size、db_4k_cache_size、db_8k_cache_size、db_16k_cache_size、db_32K_cache_size)のいずれかを使用して、この表領域のブロック・サイズに適したキャッシュを設定してください。









	 ORA-29340: エクスポート・ファイルが破損しているようです: [string] [string] [string] 
	
原因: これは、破損したエクスポート・ファイルか、Oracleの内部エラーが原因です。


	
処置: トランスポータブル表領域に使用するエクスポート・ファイルが破損していないことを確認してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-29341: トランスポータブル設定は自己完結型ではありません 
	
原因: 選択された表領域セットにあるオブジェクトの設定が、自己完結型ではありません。


	
処置: 別のエクスポート・オプションを使用するか、違反を発生させたポインタを削除するか、別の表領域セットを指定してください。









	 ORA-29342: ユーザーstringはデータベースに存在しません。 
	
原因: 参照されたユーザーは、トランスポータブル・セットのデータの所有者の1人です。このユーザーは、データベースに存在しません。


	
処置: このユーザーをデータベースに登録するか、FROM_USERおよびTO_USERインポート・オプションを使用してこのユーザーを別のユーザーにマップしてください。









	 ORA-29343: ユーザーstring(ユーザーstringからマップされた)はデータベースに存在しません。 
	
原因: 参照されたユーザーは、トランスポータブル・セットのデータの所有者の1人です。このユーザーは、データベースに存在しません。


	
処置: ユーザーを作成するか、元のユーザーを別のユーザーにマップしてください。









	 ORA-29344: 所有者の検証に失敗しました - 所有者'string'が一致しません 
	
原因: 参照された所有者と一致しませんでした。これが発生する可能性のある2つのケースがあります。(1)このユーザーはトランスポータブル・セットにデータを所有していますが、このユーザーはimportコマンドライン・オプションのTTS_OWNERSリストに指定されていません。TTS_OWNERSが指定されていることが前提です。(2)このユーザーはTTS_OWNERリストに指定されていますが、このユーザーはトランスポータブル・セットにデータを所有していません。


	
処置: 異なるOWNERリストでインポートを再試行してください。









	 ORA-29345: 互換性のないキャラクタ・セットを使用するとデータベースに表領域を差し込めません 
	
原因: 互換性のないキャラクタ・セットを使用してデータベースに表領域を差し込むことは、サポートされていません。


	
処置: インポート/エクスポートまたはアンロード/ロードを使用して、データを移動してください。









	 ORA-29346: 表領域リストが無効です。 
	
原因: dbms_tts.transport_set_check PL/SQLルーチンに指定された表領域リストの書式が正しくありません。


	
処置: マニュアルを参照して正しい書式を使用してください。









	 ORA-29347: 表領域名の検証に失敗しました - 表領域'string'が一致しません 
	
原因: 参照された表領域と一致しませんでした。これが発生する可能性のある2つのケースがあります。(1)この表領域はトランスポータブル・セットに存在しますが、importコマンドライン・オプションのTABLESPACESリストに指定されていません。TABLESPACESが指定されていることが前提です。(2)この表領域はTABLESPACESリストに指定されていますが、トランスポータブル・セットに存在しません。


	
処置: 正しいTABLESPACESリストで操作を再試行してください。









	 ORA-29348: プラグインするデータファイルを指定する必要があります 
	
原因: プラグインするデータファイルが指定されていません。


	
処置: インポートDATAFILESコマンドライン・オプション経由で、データファイルを指定してください。









	 ORA-29349: 表領域'string'はすでに存在します 
	
原因: すでに存在している表領域を挿入しようとしました。


	
処置: 可能であれば、問題のある表領域を削除してください。削除できない場合は、別の方法(インポート/エクスポートなど)を使用してデータを移動してください。









	 ORA-29351: SYSTEM、SYSAUXまたは一時表領域'string'をトランスポートできません 
	
原因: 参照された表領域がシステム表領域、システム補助表領域または一時表領域のいずれかです。


	
処置: この表領域をトランスポータブル・セットに含めないでください。









	 ORA-29352: イベント'string'は内部イベントではありません。 
	
原因: 内部イベントでないイベント名を指定してDBMS_SYSTEM.WAIT_FOR_EVENTプロシージャがコールされました。


	
処置: X$KSLEDが戻したイベントのリストを調べ、WAIT_FOR_EVENTプロシージャに渡されたイベント名パラメータを確認してください。









	 ORA-29353: トランスポータブル・リストが長すぎます。 
	
原因: トランスポータブル・リストが、バッファサイズの32767を超えています。


	
処置: トランスポートする表領域のリストを減らしてください。









	 ORA-29355: NULLまたは無効なstring引数が指定されました。 
	
原因: 名前付き引数が無効またはNULLとして指定されました。


	
処置: NULLでない有効な引数を指定してください。









	 ORA-29356: これらのパラメータはコンシューマ・グループを参照するディレクティブにのみ指定できます。 
	
原因: GROUP_OR_SUBPLAN引数がリソース・プランであるパッケージDBMS_RESOURCE_MANAGERのプロシージャCREATE_PLAN_DIRECTIVEまたはUPDATE_PLAN_DIRECTIVEへの引数として、次のパラメータが指定されました。ACTIVE_SESS_POOL_P1、QUEUEING_P1、PARALLEL_DEGREE_LIMIT_P1、SWITCH_P1、SWITCH_P2、SWITCH_P3、MAX_EST_EXEC_TIME、UNDO_POOL


	
処置: コンシューマ・グループ・ディレクティブに対して、これらのパラメータのみを指定してください。









	 ORA-29357: オブジェクトstringはすでに存在します 
	
原因: DBMS_RESOURCE_MANAGERパッケージのCREATE_PLANまたはCREATE_CONSUMER_GROUPプロシージャの引数として指定された名前はすでに使用されています。


	
処置: 未使用の名前を指定してください。









	 ORA-29358: リソース・プランstringが存在しません 
	
原因: DBMS_RESOURCE_MANAGERパッケージのUPDATE_PLANプロシージャの引数として、無効なプラン名が指定されました。


	
処置: 既存のプラン名を指定してください。









	 ORA-29359: 無効なメソッド名stringがリソース・プランstringに指定されました。 
	
原因: DBMS_RESOURCE_MANAGERパッケージのCREATE_PLANまたはUPDATE_PLANプロシージャの引数として、無効なメソッドが指定されました。


	
処置: 有効なメソッド名を指定してください。









	 ORA-29360: リソース・プランstringには、サブプランstringの複数のディレクティブが含まれています 
	
原因: リソース・プランおよびそのサブプランに、個別のサブプランに対する複数のディレクティブがありました。


	
処置: リソース・プランまたはそのサブプランを変更して、このサブプランのためのディレクティブが最大で1つになるようにしてください。









	 ORA-29361: 値stringが有効範囲である0から100の範囲外です。 
	
原因: プラン・ディレクティブ・パラメータに無効な値が指定されました。


	
処置: 0(ゼロ)以上100以下の値を指定してください。









	 ORA-29362: プラン・ディレクティブstring、stringが存在しません。 
	
原因: DBMS_RESOURCE_MANAGERパッケージのUPDATE_PLAN_DIRECTIVEプロシージャに、存在しないプラン・ディレクティブが指定されました。


	
処置: 既存のプラン・ディレクティブを指定してください。









	 ORA-29363: プラン・ディレクティブstring、stringは必須であり、変更または削除できません。 
	
原因: 必須のプラン・ディレクティブを変更しようとしました。


	
処置: 必須のプラン・ディレクティブはリソース・マネージャから要求されて変更できないため、必須のプラン・ディレクティブを変更しないでください。









	 ORA-29364: プラン・ディレクティブstring、stringはすでに存在します 
	
原因: すでに存在するプラン・ディレクティブを作成しようとしました。


	
処置: 別の値を使用して作成操作を再試行してください。









	 ORA-29365: パラメータstringとstringは、両方とも設定できません 
	
原因: 両方のパラメータを設定しようとしました。


	
処置: 一方のパラメータのみを設定するか、どちらのパラメータも設定しないでください。









	 ORA-29366: 無効なCONSUMER_GROUP引数が指定されました。 
	
原因: 無効なコンシューマ・グループ名が指定されました。


	
処置: NULLでない有効なコンシューマ・グループ名を指定してください。









	 ORA-29367: オブジェクトstringは存在しません。 
	
原因: DBMS_RESOURCE_MANAGERパッケージのCREATE_PLAN_DIRECTIVEプロシージャの引数として、存在しないオブジェクト名が指定されました。


	
処置: 有効なプランまたはコンシューマ・グループ名を指定してください。









	 ORA-29368: コンシューマ・グループstringが存在しません。 
	
原因: 存在しないコンシューマ・グループ名が指定されました。


	
処置: 既存のコンシューマ・グループを指定してください。









	 ORA-29369: 無効なメソッド名stringがコンシューマ・グループstringに指定されました。 
	
原因: DBMS_RESOURCE_MANAGERパッケージのCREATE_CONSUMER_GROUPまたはUPDATE_CONSUMER_GROUPプロシージャの引数として、無効なメソッド名が指定されました。


	
処置: 有効なメソッド名を指定してください。









	 ORA-29370: ペンディング・エリアはすでにアクティブです 
	
原因: すでにアクティブなペンディング・エリアをアクティブにしようとしました。


	
処置: ペンディング・エリアがアクティブでなくなるまで待ってから、操作を再試行してください。









	 ORA-29371: ペンディング・エリアがアクティブではありません 
	
原因: ペンディング・エリアを作成せずに変更しようとしました。


	
処置: 変更する前に、CREATE_PENDING_AREAプロシージャを起動してください。









	 ORA-29372: 識別子stringが長すぎます。string文字未満にする必要があります 
	
原因: 30文字より長い識別子を指定しようとしました。


	
処置: 長さ30文字以下の識別子を使用してください。









	 ORA-29373: リソース・マネージャがオンになっていません。 
	
原因: リソース・マネージャがオフの状態では実行できない操作を実行しようとしました。


	
処置: リソース・マネージャをオンにして、再実行してください。









	 ORA-29374: リソース・プランstring(トップレベルのプランstring)にプラン・ディレクティブがありません 
	
原因: プランが、孤立したペンディング・エリアまたはスタンドアロンのペンディング・エリアに作成されました。


	
処置: 必要に応じて、プラン・ディレクティブを作成してください。それ以外の場合は、プランを削除してください。









	 ORA-29375: 値の合計string(レベルstring)、プランstringがstringを超えています 
	
原因: 指定されたプラン・レベルのプラン・ディレクティブ・パラメータ値の合計が100を超えました。


	
処置: 合計が100になるように、このレベルに対応する値を変更してください。









	 ORA-29376: コンシューマ・グループ数string(プランstring)がstringを超えています 
	
原因: 指定されたプランのコンシューマ・グループ数が28を超えています。


	
処置: プランを変更して、コンシューマ・グループ数を28以下にしてください。









	 ORA-29377: コンシューマ・グループstringはトップレベルのプランstringの一部ではありません 
	
原因: 指定されたトップレベルのプランにOTHER_GROUPSがありません。トップレベルの各プランに、組込みのコンシューマ・グループであるOTHER_GROUPSが必要です。


	
処置: トップレベルのプランのどこかに値がOTHER_GROUPSのGROUP_OR_SUBPLAN引数を指定して、プラン・ディレクティブを作成してください。









	 ORA-29378: コンシューマ・グループのマッピング優先順位が無効です 
	
原因: マッピング優先順位が有効範囲内の一意の整数ではありません。


	
処置: ドキュメントに指定された範囲内の一意の整数になるように、マッピング優先順位を設定してください。









	 ORA-29379: リソース・プランstringはトップレベルのプランstringのループに関与しています 
	
原因: トップレベルのプランを検査中にループが発見されました。


	
処置: 指定されたプランをGROUP_OR_SUBPLANとして持つプランを調べ、ループの原因となっているプラン・ディレクティブを削除してください。









	 ORA-29380: リソース・プランstringは現在アクティブであり削除できません 
	
原因: ペンディング・エリアのアクティブなプランを削除しようとしました。アクティブなプランは変更できません。


	
処置: 使用中でないときにプランを削除してください。









	 ORA-29381: プラン/コンシューマ・グループstringは、別のプランで参照されているので削除できません。 
	
原因: 他のプランが参照しているプランまたはコンシューマ・グループを削除しようとしました。


	
処置: このプランまたはコンシューマ・グループをGROUP_OR_SUBPLANとして持つすべてのプラン・ディレクティブを削除してから、プランまたはコンシューマ・グループを削除してください。









	 ORA-29382: ペンディング・エリアの妥当性チェックに失敗しました 
	
原因: ペンディング・エリアで無効な変更を試行しました。


	
処置: ドキュメントおよびこのエラーに続くエラー・メッセージを参照してください。









	 ORA-29383: トップレベルのプランstringのすべてのリーフはコンシューマ・グループである必要があります 
	
原因: 指定されたトップレベルのプランを作成または変更しようとしましたが、いくつかのプランがリーフとしてありました。


	
処置: 変更する必要があるプランまたはプラン・ディレクティブ(あるいはその両方)を識別するには、プラン・ディレクティブがないすべてのプランを参照してください。その後、すべてのリーフがコンシューマ・グループになるように、トップレベルのプランを変更してください。









	 ORA-29384: プランstringのコンシューマ・グループおよびサブプラン数がstringを超えています 
	
原因: 指定されたプランを作成または変更しようとしましたが、プランに28を超えるコンシューマ・グループまたはサブプランがあります。


	
処置: 指定されたプランが、28以下の異なるコンシューマ・グループまたはサブプランを参照するかどうかを確認してください。









	 ORA-29385: stringからstringへのプラン・ディレクティブは作成できません。 
	
原因: プランからそれ自体にプラン・ディレクティブを作成しようとしました。


	
処置: DBMS_RESOURCE_MANAGERパッケージのCREATE_PLAN_DIRECTIVEプロシージャのPLAN引数とGROUP_OR_SUBPLAN引数に異なる値が設定されていることを確認してください。









	 ORA-29386: プランまたはコンシューマ・グループstringは必須であり、削除または変更できません。 
	
原因: 指定された必須のプランまたはコンシューマ・グループを削除または変更しようとしました。


	
処置: 必須のプランまたはコンシューマ・グループを削除または変更しないでください。









	 ORA-29387: ペンディング・エリアでトップレベルのプランが見つかりません 
	
原因: VALIDATE_PENDING_AREAプロシージャにより、意図したトップレベルのプランがループに関与していること、あるいはトップレベルのプランがないことが検出されました。


	
処置: サブプランから意図したトップレベルのプランまでのすべてを確認してください。トップレベルのプランに、それを参照しているプランがないことを確認してください。









	 ORA-29388: プラン/コンシューマ・グループstringは複数のトップレベルのプランの一部です。 
	
原因: DELETE_PLAN_CASCADEプロシージャまたはDBMS_RESOURCE_MANAGERパッケージの一部として、複数のトップレベルのプランの一部であるプランまたはコンシューマ・グループを含むサブツリーを削除しようとしました。このようなプランまたはコンシューマ・グループ名は削除できません。


	
処置: プランまたはコンシューマ・グループの上位のユーザーを確認して、単に削除されているサブツリーを含むトップレベルのプランの一部であることを確認してください。









	 ORA-29389: 妥当性チェック中に発生したエラーが多すぎます。 
	
原因: 妥当性チェック中に検出されたエラー数が多すぎます。


	
処置: 必要な処置を行っていくつかのエラーを取り除き、妥当性チェックを再試行してください。









	 ORA-29390: 一部のリソース・プランはトップレベルのプランの一部ではありません 
	
原因: トップレベルのプランに属していないプランをペンディング・エリアで作成または変更しようとしました。


	
処置: これらのプランを削除して、妥当性チェックを再試行してください。









	 ORA-29391: stringとstringが、必須プラン・ディレクティブを作成するのに必要です。 
	
原因: 作成しようとした必須プラン・ディレクティブのPLANまたはGROUP_OR_SUBPLAN(あるいはその両方)が必須ではありません。


	
処置: これらのオブジェクトを必須オブジェクトとして再作成し、プラン・ディレクティブを作成してください。









	 ORA-29392: レベルstring(プランstring)のCPUパラメータはゼロにする必要があります 
	
原因: 指定されたレベルに対応するCPUパラメータにゼロ以外の値が指定されています。このプランの現在のCPUポリシーでは、ゼロ以外の値は無効です。


	
処置: 指定されたレベルに対応するCPUレベル・パラメータをゼロに変更するか、プランのCPUポリシーを変更してください。









	 ORA-29393: ユーザーstringは存在しないか、またはログオンされていません。 
	
原因: DBMS_SYSTEMパッケージに含まれるDBMS_RESOURCE_MANAGERまたはSWITCH_CONSUMER_GROUP_FOR_USERパッケージのSET_INITIAL_CONSUMER_GROUPプロシージャの引数として無効なユーザー名が指定されたか、指定されたユーザーがログオンしていません。


	
処置: 有効なユーザー名を指定してください。









	 ORA-29394: セッションID stringとシリアル番号stringが存在しません。 
	
原因: DBMS_SYSTEMパッケージのSWITCH_CONSUMER_GROUP_FOR_SESSプロシージャの引数として、無効なセッションIDとシリアル番号が指定されました。


	
処置: V$SESSIONビューから有効な値を指定してください。









	 ORA-29395: 初期のコンシューマ・グループをstringに設定できません。 
	
原因: ユーザーの初期コンシューマ・グループをOTHER_GROUPSまたはINTERNAL_USEグループに設定しようとしました。


	
処置: 一部のグループは、リソース・マネージャによる内部使用のための専用のグループです。別のコンシューマ・グループを指定してください。









	 ORA-29396: グループをstringに切り替えられません 
	
原因: ユーザーまたはセッションのコンシューマ・グループをOTHER_GROUPSまたはINTERNAL_USEグループに切り替えようとしました。


	
処置: 一部のグループは、リソース・マネージャによる内部使用のための専用のグループです。別のコンシューマ・グループを指定してください。









	 ORA-29397: stringの切替え権限を付与/取消しできません 
	
原因: OTHER_GROUPSまたはINTERNAL_USEグループへの切替え権限を付与または取消ししようとしました。


	
処置: 一部のグループは、リソース・マネージャによる内部使用のための専用のグループです。別のコンシューマ・グループを指定してください。









	 ORA-29398: 無効な権限名が指定されました。 
	
原因: DBMS_RESOURCE_MANAGER_PRIVSパッケージのGRANT_SYSTEM_PRIVILEGEまたはREVOKE_SYSTEM_PRIVILEGEプロシージャの引数として、無効な権限名が指定されました。


	
処置: 有効な権限名を指定してください。









	 ORA-29399: ユーザーstringには、コンシューマ・グループstringに切り替える権限がありません。 
	
原因: 指定されたユーザーの最初のコンシューマ・グループを設定しようとしましたが、ユーザーにはそのグループに切り替える権限がありません。


	
処置: コンシューマ・グループに切り替える権限をユーザーに付与して、最初のグループを設定してください。









	 ORA-29400: データ・カートリッジ・エラーが発生しました string 
	
原因: データ・カートリッジ外部プロシージャでエラーが発生しました。このメッセージの後に、データ・カートリッジ・エラーの詳細を示した2番目のメッセージが続きます。


	
処置: 2番目のエラー・メッセージの説明は、データ・カートリッジのドキュメントを参照してください。









	 ORA-29470: 有効なユーザーIDまたはロールが、カーソルの解析時と同じではありません 
	
原因: このDBMS_SQLコールで有効なユーザーIDまたはロールが、カーソルの解析時と同じではありません。


	
処置: 有効なユーザーIDとロールが、カーソルの解析時と同じであるかどうかを確認してください。









	 ORA-29471: DBMS_SQLアクセスが拒否されました 
	
原因: セキュリティ上の理由により、DBMS_SQLアクセスが拒否されました。


	
処置: 詳細は、アラート・ログおよびトレース・ファイルを確認してください。









	 ORA-29472: DBMS_SQL.OPEN_CURSORが失敗しました。security_levelが有効な0から2の範囲外です 
	
原因: security_levelに指定した値が無効です。


	
処置: 0から2の有効な範囲で指定してください。









	 ORA-29473: 'string'に対する権限チェック・レベルは0から2の間で指定する必要があります 
	
原因: 指定された権限チェック・レベルは無効です。


	
処置: 正しい権限チェック・レベルを指定してください。









	 ORA-29474: DBMS_SQL.OPEN_CURSORが失敗しました。0のsecurity_levelは許可されていません 
	
原因: DBMS_SQL.OPEN_CURSORにセキュリティ・レベル0が指定されています。


	
処置: 有効なセキュリティ・レベルを指定してください。









	 ORA-29475: useLogonRoles=>TRUEはuserid=>NULLとともに使用できません 
	
原因: DBMS_SYS_SQL.PARSE_AS_USERへのコールにサポートされない引数値の組合せがあります。


	
処置: 有効な組合せで引数値を指定してください。









	 ORA-29476: DBMS_SQL.CLOSE_CURSORが失敗しました 
	
原因: DBMS_SQLカーソルが自身のコンテキストの下で実行されている間に、DBMS_SQLカーソルを閉じようとしました。


	
処置: プログラムを書き直し、DBMS_SQLカーソルが自身のコンテキストの下で実行されている間は、DBMS_SQLカーソルを閉じないようにしてください。









	 ORA-29477: SQL文のサイズ(バイト)が大きすぎます 
	
原因: SQL文のサイズが4GB-1を超えています。


	
処置: SQL文のサイズを小さくしてください。









	 ORA-29490: 権限が不十分です 
	
原因: サブプログラムの実行に必要なADM_PARALLEL_EXECUTEロールが付与されていません。


	
処置: ADM_PARALLEL_EXECUTEロールを取得してから再試行してください。









	 ORA-29491: チャンク化する表が無効です 
	
原因: ROWIDごとに表のチャンクを試行しましたが、表が物理表ではないか、またはIOTでした。物理表または表がIOTです。


	
処置: 物理ROWIDのある表を使用してください。









	 ORA-29492: チャンク作成の状態が無効です 
	
原因: 状態がCREATEDでないタスクに対してチャンクを作成しようとしました。


	
処置: タスクの状態がCREATEDであることを確認してください。









	 ORA-29493: ステータスが無効です。 
	
原因: チャンク状態に無効な値を設定しようとしました。


	
処置: ステータス値が有効であることを確認してください。









	 ORA-29494: 実行タスクの状態が無効です 
	
原因: 状態がCHUNKEDでないタスクを実行しようとしました。


	
処置: タスクの状態がCHUNKEDであることを確認してください。









	 ORA-29495: 再開タスクの状態が無効です 
	
原因: 実行を再開しようとしましたが、タスクの状態がFINISHED_WITH_ERRORまたはCRASHEDではありません。


	
処置: タスクの状態がFINISHED_WITH_ERRORまたはCRASHEDであることを確認してください。









	 ORA-29496: パラメータ[string]がNULLか、その値の長さが最大制限値[string]を超えています 
	
原因: 入力引数がNULLであるか、またはその長さが最大制限値を超えています。


	
処置: 引数がNULLでないこと、および長さが制限値以内であることを確認してください。









	 ORA-29497: タスク名が重複しています 
	
原因: 同じ名前のタスクがすでに存在しています。


	
処置: 別の名前を使用してください。









	 ORA-29498: タスクが見つかりません 
	
原因: タスクが存在しません。


	
処置: 既存のタスクを使用してください。









	 ORA-29499: チャンクが見つかりません 
	
原因: 指定されたチャンクが存在しません。


	
処置: 既存のチャンクを指定してください。









	 ORA-29500: CREATE JAVA CLASSでNAMEDキーワードは無効です 
	
原因: NAMEDキーワードがCREATE JAVA CLASS文内に指定されました。NAMEDキーワードはCREATE JAVA SOURCEまたはRESOURCE文内でのみ有効です。


	
処置: CREATE JAVA CLASS文からNAMEDキーワードを削除してください。









	 ORA-29501: Javaソース、クラスまたはリソース名が無効か、または未指定です 
	
原因: Javaソース、クラスまたはリソースの要求された名前が無効または不明です。


	
処置: 有効な名前を指定してください。









	 ORA-29502: CREATE JAVA RESOURCEにはNAMEDキーワードが必要です。 
	
原因: Javaリソースの名前が指定されていません。名前はNAMEDキーワードとともに指定する必要があります。


	
処置: 有効な名前をNAMEDキーワードとともに指定してください。









	 ORA-29503: SCHEMAキーワードはNAMEDキーワードと同時に使用できません。 
	
原因: SCHEMAキーワードおよびNAMEDキーワードは、同じCREATE JAVAコマンドで同時に使用されましたが、CREATE JAVAコマンドで使用されるのは、1つのみです。


	
処置: NAMEDまたはSCHEMAキーワードのいずれかを削除してください。









	 ORA-29504: スキーマ名が無効または指定されていません。 
	
原因: 要求されたスキーマ名が無効か、存在しません。


	
処置: 有効なスキーマ名を指定してください。









	 ORA-29505: CREATE JAVA CLASSまたはRESOURCEでASキーワードは無効です 
	
原因: CREATE JAVA CLASSまたはRESOURCEでASキーワードが使用されました。ASキーワードはCREATE JAVA SOURCEでのみ有効です。


	
処置: CREATE JAVA CLASSまたはRESOURCEではUSINGキーワードを使用してください。









	 ORA-29506: USING句から作成された問合せが無効です。 
	
原因: USING句が有効な問合せを作成しませんでした。


	
処置: USING句を修正してください。









	 ORA-29507: USING句から作成された問合せが0または複数行あります 
	
原因: USING句は、どの値も戻さなかった問合せまたは複数の値を戻した問合せのいずれかを定義しました。


	
処置: USING句を修正してください。









	 ORA-29508: USING句から作成された問合せで型stringの値を選択できませんでした。 
	
原因: USING句は、USINGキーワードに続く項目によって指定された型の値を選択する問合せを作成しませんでした。


	
処置: USING句を修正してください。









	 ORA-29509: Javaバイナリ・クラス定義の形式が正しくありません 
	
原因: バイナリ(Javaクラス)形式であると想定されるデータを使用するJavaクラスを作成しようとしました。データがこの形式ではないか、正しい形式ではありません。


	
処置: 定義データを修正してください。









	 ORA-29510: 名前string.stringは既存のオブジェクトですでに使用されています。 
	
原因: CREATE JAVAコマンドがすでに使用中の名前を使用して、ソース、クラスまたはリソース・オブジェクトを作成しようとしました。


	
処置: 要求された名前を使用している既存のオブジェクトを削除するか、新しいオブジェクトに別の名前を使用してください。









	 ORA-29511: Javaクラスを解決できませんでした 
	
原因: CREATE AND RESOLVE NOFORCE JAVA CLASSコマンドが解決できない定義データを指定したか、参照されたクラスの解決に失敗しました。


	
処置: NOFORCEオプションを削除するか、解決に対する障害を削除してください。









	 ORA-29512: ネーム・リゾルバの指定が正しくありません 
	
原因: ネーム・リゾルバが正しい書式((( <name pattern> , <schema name>) ...))で指定されていません。


	
処置: 指定を修正してください。









	 ORA-29513: 参照クラス名が長すぎます。 
	
原因: 長さが%dを超えるクラス名を含む.classファイルをインポートしようとしました。この.classファイルは参照クラス名が長すぎるためインポートできませんでした。


	
処置: .classファイルの参照クラス名を短くしてください。









	 ORA-29514: クラス名に不正な文字が含まれています。 
	
原因: サーバー・キャラクタ・セットに変換できない文字を含む.classファイルをインポートしようとしました。不正な文字があるため、.classファイルはインポートできませんでした。


	
処置: .classファイルの不正な文字を修正してください。









	 ORA-29515: ステータスstringでJavaコードから終了がコールされました。 
	
原因: Javaコードにjava.lang.Runtime.exitInternalへのコールが含まれていました。


	
処置: 非ローカル終了が要求されないかぎり、このコールを含めないでください。









	 ORA-29516: Auroraアサーションでエラーが発生しました: string 
	
原因: Auroraモジュール内で内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-29517: 参照クラスの再帰的解決に失敗しました。 
	
原因: 参照クラスの解決に失敗しました。


	
処置: 参照クラスのエラーを参照して、必要な処置を行ってエラーを修正してください。









	 ORA-29518: 名前stringがJavaクラスではないスキーマstringのオブジェクトに解決されました。 
	
原因: 参照名がJavaクラスでないオブジェクトに解決されました。


	
処置: ネーム・リゾルバを調整するか、欠落しているJavaクラスを追加してください。









	 ORA-29519: 名前stringがスキーマstringのシノニムを介して別の名前のクラスに解決されました。 
	
原因: 参照名が、名前が参照名と一致しないクラスに変換したシノニムに解決されました。


	
処置: ネーム・リゾルバを調整するか、欠落しているJavaクラスを追加してください。









	 ORA-29520: 名前stringがアクセス不可のスキーマstringのクラスに解決されました。 
	
原因: 参照クラスのアクセスに失敗しました。


	
処置: 認可またはネーム・リゾルバを調整してください。









	 ORA-29521: 参照名stringが見つかりません。 
	
原因: ネーム・リゾルバが、示された名前のオブジェクトを見つけられませんでした。


	
処置: ネーム・リゾルバを調整するか、欠落しているJavaクラスを追加してください。









	 ORA-29522: 参照名string.stringに対する認可エラーが発生しました 
	
原因: 示された参照クラスの使用が認可されていないクラスを解決しようとしました。


	
処置: 認可またはネーム・リゾルバを調整してください。









	 ORA-29523: 不明な参照名で認可エラーが発生しました 
	
原因: 参照クラスの使用が認可されていないクラスを解決しようとしました。参照クラスの名前を判断できませんでした。


	
処置: 認可またはネーム・リゾルバを調整してください。









	 ORA-29524: 'string'のコールで引数の型が正しくありません。 
	
原因: メソッドが互換性のない型の引数でコールされました。


	
処置: コール元を調整してください。









	 ORA-29525: 参照名が長すぎます: 'string' 
	
原因: 4000文字を超える名前を参照するクラスを作成しようとしました。名前が長すぎるため、クラスが作成できませんでした。


	
処置: 定義を調整してください。









	 ORA-29526: Javaクラスstring"string"を作成しました。 
	
原因: 情報メッセージです。エラーではありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-29527: Javaソースstring"string"を作成しました。 
	
原因: 情報メッセージです。エラーではありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-29528: トリガーstringのJavaコールが無効です 
	
原因: トリガーに指定されたJavaメソッドが存在しないか、使用中としてコールできません。


	
処置: トリガー定義を調整してください。









	 ORA-29529: 関数またはメソッド・コールstring(トリガーstring)が無効です 
	
原因: Javaトリガー・コール式に指定された関数またはメソッドが解決できません。


	
処置: トリガー定義を調整してください。









	 ORA-29530: stringの短縮名を作成できませんでした 
	
原因: 短縮名変換表への挿入に失敗しました。


	
処置: 挿入を再試行してください。









	 ORA-29531: メソッドstringはクラスstringにはありません。 
	
原因: Javaクラスに存在しないメソッドを実行しようとしました。


	
処置: コールを調整するか、指定されたメソッドを作成してください。









	 ORA-29532: 不明なJava例外でJavaコールが終了しました: string 
	
原因: Java例外またはエラーが通知され、Javaコードによって解決できませんでした。


	
処置: この動作を意図していない場合、Javaコードを変更してください。









	 ORA-29533: クラスまたはリソースstringを上書きしようとしました(string.stringの定義またはコンパイル中)。 
	
原因: SQLJソースで定義されたクラスまたはリソースが、既存のオブジェクトと競合しています。


	
処置: 既存のオブジェクトを削除するか、SQLJソースを変更してください。









	 ORA-29534: 参照したオブジェクトstring.stringを解決できませんでした 
	
原因: ネーム・リゾルバが、示されたオブジェクトは参照されたが、解決できなかったと判断しました。


	
処置: 参照クラスのネーム・リゾルバまたはアドレス解決問題を修正するか、そのソースのコンパイル問題を修正してください。









	 ORA-29535: ソースを再度コンパイルする必要があります 
	
原因: 現行のクラス・オブジェクトが無効だった理由は、コンパイル側のソース・オブジェクトとともに記録されます。


	
処置: ソース・オブジェクトでエラーを検査し、必要な対処措置を行ってください。









	 ORA-29536: ソースの形式が正しくありません: string 
	
原因: 定義されたクラスを判断するための解析を、適切に行えなかったテキストがあるJavaソース・オブジェクトを作成しようとしました。


	
処置: ソースのエラーを修正してください。









	 ORA-29537: クラスまたはリソースは直接作成または削除できません。 
	
原因: 既存のJavaソース・オブジェクトのコンパイルからの結果で確認されているJavaクラスまたはリソースを、作成または削除しようとしました。


	
処置: ソースを処理してクラスまたはリソースを処理するか、ソースを変更して、クラスまたはリソースを定義しないようにしてください。









	 ORA-29538: Javaがインストールされていません。 
	
原因: Javaがインストールされていないときに、Javaコマンドを使用しようとしました。


	
処置: Javaをインストールするか、このコマンドを使用しないでください。









	 ORA-29539: Javaシステム・クラスはすでにインストールされています。 
	
原因: Javaシステム・クラスがすでにインストールされているデータベースのCREATE JAVA SYSTEMコマンドを使用しようとしました。


	
処置: CREATE OR REPLACE JAVA SYSTEMを使用してください。









	 ORA-29540: クラスstringが存在しません。 
	
原因: Javaメソッド実行プログラムが、示された名前のクラスを見つけられませんでした。


	
処置: 名前を修正するか、欠落しているJavaクラスを追加してください。









	 ORA-29541: クラスstring.stringを解決できませんでした 
	
原因: 以前および現在も正常にコンパイルまたは解決できないJavaクラスのメソッドを実行しようとしました。


	
処置: コールを調整するか、クラスを解決可能にしてください。









	 ORA-29542: クラスstringはソースstringですでに定義されています。 
	
原因: 別のJavaソース・オブジェクトによってすでに定義されたクラスを定義するJavaソース・オブジェクトを作成しようとしました。


	
処置: 古いソースを削除するか、新しいソースを変更してください。









	 ORA-29543: Javaコマンドstringは実装されていません。 
	
原因: まだ実装されていないJavaコマンドを使用しようとしました。


	
処置: このコマンドは使用しないでください。









	 ORA-29544: 型が無効です。 
	
原因: Javaエクスポートまたはインポートへのコールの型引数に、認識された値がありませんでした。


	
処置: 値を修正してください。









	 ORA-29545: クラスの形式が正しくありません: string 
	
原因: Javaベリファイアによって拒否されたバイトコードがあるJavaクラスを作成しようとしました。


	
処置: 損傷したクラス・ファイルからJavaクラスを作成しようとした可能性があります。その場合、CREATEは正しいクラス・ファイルで再試行される必要があります。このメッセージは、ベリファイアが一部のコードの正確性をチェックできないように、リゾルバで"-"を使用した結果である可能性もあります。その場合、クラスはリゾルバを使用して作成される必要があります。









	 ORA-29546: リソースの形式が正しくありません: string 
	
原因: Javaベリファイアによって拒否されたデータがあるJavaリソース・オブジェクトを作成しようとしました。


	
処置: データを修正してください。









	 ORA-29547: Javaシステム・クラスが使用できません: string 
	
原因: まだ存在していないか、無効なJavaシステム・クラスを要求するコマンドを使用しようとしました。


	
処置: システム・クラスをロードするか、このコマンドを使用しないでください。









	 ORA-29548: Javaシステム・クラスからのレポート: string 
	
原因: Javaシステム・クラスを使用するコマンドがJavaシステム・クラスによってレポートされたエラーのために異常終了しました。


	
処置: レポートされたエラーを修正してください。









	 ORA-29549: クラスstring.stringが変更されました。Javaのセッション状態はクリアされました 
	
原因: 現行のセッションによって使用中のクラスが再定義または削除され、現行のJavaセッション状態を無効にし、それを消去するように要求されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-29550: Javaのセッション状態は消去されました。 
	
原因: 現行のセッションのJava状態は一貫性がなくなり、消去されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-29551: stringをUnicodeに変換できませんでした 
	
原因: データベース・キャラクタ・セットで書かれた文字列は、Javaで使用を要求されたときに、Unicodeに変換できませんでした。


	
処置: 文字列を修正してください。









	 ORA-29552: 検証の警告: string 
	
原因: Javaベリファイアに警告を出させたバイトコードがあるJavaクラス・オブジェクトを作成しようとしました。


	
処置: 損傷したクラス・ファイルからJavaクラスが作成された可能性があります。その場合、CREATEは正しいクラス・ファイルで再試行される必要があります。このメッセージは、ベリファイアが一部のコードの正確性をチェックできないように、リゾルバで"-"を使用した結果である可能性もあります。その場合、クラスはリゾルバを使用して作成される必要があります。









	 ORA-29553: 使用中のクラス: string.string 
	
原因: 現行のコールで使用中のJavaクラスを変更しようとしました。


	
処置: このコールで使用中のコードを修正してください。









	 ORA-29554: メモリー不足状態でJavaが未処理です。 
	
原因: このセッションで、リカバリできないJavaのメモリー不足状態が発生しました。Javaセッション状態は消去されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-29555: ここではJavaのソース、クラスまたはリソースを使用できません。 
	
原因: Javaのソース、クラスまたはリソースが文中の不適切な位置に指定されています。


	
処置: 名前が正しいことを確認するか、または削除してください。









	 ORA-29556: オブジェクト型が変更されました 
	
原因: Javaのソース、クラスまたはリソースを指定したデータベース・オブジェクト名は、異なる型のオブジェクト名です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-29557: Javaシステム・クラスstringは変更できません 
	
原因: Javaシステム・クラスを変更するコマンドを実行しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-29558: JAccelerator (NCOMP)がインストールされていません。詳細はインストレーション・ガイドを参照してください。 
	
原因: JAccelerator(NCOMP)がインストールされていません。


	
処置: JAccelerator(NCOMP)のインストール方法は、データベースのインストレーション・ガイドでインストール後のタスクに関する項目を参照してください。









	 ORA-29561: このプラットフォームでは、Java VM JITがサポートされていません。 
	
原因: このプラットフォームでJava VM JITはサポートされていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-29655: USING句はそのスーパータイプと非互換です。 
	
原因: USING句の型は、そのスーパータイプと同じか、または互換性がある必要があります。


	
処置: USING句がそのスーパータイプと互換性があることを確認してください。









	 ORA-29656: USING用のオプションが無効です 
	
原因: USINGのオプションの値に必要なインタフェースをクラスが実装している必要があります。


	
処置: USING句がサポートされていることを確認してください。









	 ORA-29657: EXTERNAL NAME句で定義したクラスが別のサブタイプで使用されています 
	
原因: スーパータイプが、EXTERNAL NAMEと同じ値を持つ既存の型を持っています。


	
処置: EXTERNAL NAME句がサブタイプで一意であることを確認してください。









	 ORA-29658: EXTERNAL NAME句はそのスーパータイプとの互換性がありません 
	
原因: 型のEXTERNAL NAME句が、そのスーパータイプのEXTERNAL NAMEのサブクラスではありません。


	
処置: 型のEXTERNAL NAME句が、そのスーパータイプのEXTERNAL NAMEのサブクラスであることを確認してください。









	 ORA-29659: SQLJオブジェクト型の妥当性チェックでデフォルト接続の取得に失敗しました 
	
原因: JDBCデフォルト接続を使用して接続できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-29660: EXTERNAL NAME句で定義したクラスが見つかりません 
	
原因: データベース内にクラスがロードされていません。


	
処置: EXTERNAL NAMEがデータベース内にロードされているクラスに対応していることを確認してください。









	 ORA-29661: EXTERNAL NAMEで定義したスーパークラスが見つかりません 
	
原因: データベース内にクラスがロードされていません。


	
処置: EXTERNAL NAMEのスーパークラスがデータベースにロードされていることを確認してください。









	 ORA-29662: 1つ以上の属性と一致するフィールドが見つかりません 
	
原因: 1つ以上の属性のEXTERNAL NAMEオプションが、定義されたクラスのフィールドに一致しません。


	
処置: 各属性のEXTERNAL NAMEオプションが、定義されたクラスのフィールドに一致することを確認してください。









	 ORA-29663: 1つ以上の関数と一致するメソッドが見つかりません 
	
原因: 1つ以上の関数のEXTERNAL NAMEオプションが、定義されたクラスのメソッドに一致しません。


	
処置: 各関数のEXTERNAL NAMEオプションが、定義されたクラスのメソッドに一致することを確認してください。









	 ORA-29664: 定義済みタイプのヘルパー・クラスを生成できません 
	
原因: サポートするSQLJ Object Typeに使用されるヘルパー・クラスが生成されません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-29665: Javaスレッド・デッドロックが検出されました 
	
原因: JVMでスレッド・デッドロックが検出されました。


	
処置: Javaプログラムを変更してデッドロック条件を回避してください。









	 ORA-29701: Cluster Synchronization Serviceに接続できません 
	
原因: CSSへの接続に失敗したか、またはタイムアウトになりました。


	
処置: CSSの状態を確認してください。CSSが起動されていない場合は、起動してからデータベースを再起動してください。CSSが停止しているか応答がない場合は、OracleおよびCSSトレース・ファイルでエラーを確認して、Oracleサポート・サービスまでご連絡ください。









	 ORA-29702: Cluster Group Service操作でエラーが発生しました。 
	
原因: CGS操作を実行中に予期せぬエラーが発生しました。


	
処置: LMONプロセスがアクティブであることを確認してください。Oracle LMONトレース・ファイルでエラーを確認してください。また、関連するCSSトレース・ファイルでエラーを確認してください。









	 ORA-29703: グローバル・エンキュー・サービス操作でエラーが発生しました 
	
原因: GES操作を実行中に予期せぬエラーが発生しました。


	
処置: Oracleトレース・ファイルでエラーを確認してください。









	 ORA-29704: 8.1.5以下のリリースにACTIVE_INSTANCE_COUNTは指定できません。 
	
原因: クラスタ内のインスタンスのいずれかがOracle 8.1.5以前のリリースを実行しているときに、ACTIVE_INSTANCE_COUNTパラメータが指定されました。


	
処置: ACTIVE_INSTANCE_COUNTパラメータの指定なしでインスタンスを再起動してください。または、すべてのインスタンスをOracle 8.1.6以上にアップグレードした後、パラメータを指定してください。









	 ORA-29705: ACTIVE_INSTANCE_COUNTはstringで、他のインスタンスの値と互換性がありません。 
	
原因: ACTIVE_INSTANCE_COUNTパラメータの値は、Oracleクラスタ・データベースのすべてのインスタンスで同じであることが必要です。


	
処置: すべてのインスタンスの初期化パラメータ・ファイルを調べて、ACTIVE_INSTANCE_COUNTパラメータの値が同じであることを確認してください。その後、インスタンスを再起動してください。









	 ORA-29706: パラメータACTIVE_INSTANCE_COUNTの値stringが正しくありません 
	
原因: ACTIVE_INSTANCE_COUNTパラメータは、2ノードのクラスタ・データベース構成の場合は1に設定し、セカンダリ・インスタンスが不要な場合は指定しません。


	
処置: 初期化パラメータ・ファイルを調べ、ACTIVE_INSTANCE_COUNTパラメータの値を修正してください。2ノードのプライマリ/セカンダリ・クラスタ・データベース構成にする場合、この値は1に指定してください。それ以外の場合、このパラメータには値を指定しないでください。









	 ORA-29707: 値string(初期化パラメータstring)は他のインスタンスと一貫性がありません 
	
原因: エラーが発生したこの初期化パラメータの値はOracleクラスタ・データベースのすべてのインスタンスで一致する必要がありますが、一致していません。


	
処置: すべてのインスタンスのINIT.ORAファイルを調べ、エラーが発生した初期化パラメータの値がすべて同じであることを確認してください。









	 ORA-29708: Cluster Synchronization Servicesでエラーが発生しました 
	
原因: CSS操作を実行中に予期せぬエラーが発生しました。


	
処置: CSSの状態を確認してください。CSSが停止しているか応答がない場合は、ORACLEおよびCSSトレース・ファイルでエラーを確認して、Oracleサポート・サービスまでご連絡ください。









	 ORA-29709: Cluster Synchronization Servicesとの通信に失敗しました 
	
原因: CSSと通信して操作を完了することができませんでした。


	
処置: CSSの状態を確認してください。CSSが停止しているか応答がない場合は、ORACLEおよびCSSトレース・ファイルでエラーを確認して、Oracleサポート・サービスまでご連絡ください。









	 ORA-29710: Cluster Synchronization Servicesにより現在の操作が中断されました 
	
原因: 操作を実行できなかったか、CSSがシャットダウン中でした。


	
処置: クラスタ同期化サービスのデーモンのログ・ファイルをチェックして、サービスの状態を確認してください。必要ならばサービスを開始します。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-29711: CSSへのOracleプロセスの登録中にエラーが発生しました 
	
原因: このエラーと結果は予想されたものです。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。


	
処置: データベースと、データベースが依存するASMインスタンスが正常に動作していることを確認してください。これらのいずれかの停止は、









	 ORA-29735: 指定されたインスタンスは存在しません 
	
原因: グローバル・エンキュー・サービスのクライアントが、もう存在しないインスタンスを指定しました。


	
処置: インスタンスが終了したため、プロセスは現在の操作を中断します









	 ORA-29740: インスタンス番号string、グループ・インカネーションstringにより除去されます 
	
原因: このインスタンスは、クラスタ・データベース・グループの別のインスタンスによってグループから削除されました。原因としては、クラスタでの通信エラーの発生、制御ファイルへのハートビートの発行の失敗などが考えられます。


	
処置: クラスタ・グループ内の他のアクティブ・インスタンスのトレース・ファイルで、再構成の原因となるエラーの表示があるかどうかを確認してください。









	 ORA-29741: IMRはクラスタの全メンバーではなく一部のメンバーに対して有効です 
	
原因: IMR機能は、このインスタンスではアクティブではありませんが、クラスタ・データベースの他のインスタンスではアクティブです。


	
処置: imr_active init.oraパラメータの値がすべてのインスタンスで同じ値であることを確認してください。









	 ORA-29742: インスタンス間のインスタンス・メンバーシップ・リカバリ・プロトコルに互換性がありません 
	
原因: 選択したインスタンス・メンバーシップ・リカバリ・プロトコルは、クラスタ・データベース内で稼働している他のインスタンスと互換性がありません。


	
処置: すべてのインスタンスのインスタンス・メンバーシップ・リカバリ初期化パラメータを確認して、一貫性を確保してください。









	 ORA-29746: クラスタ同期化サービスを停止中です。 
	
原因: 管理者がクラスタ同期化サービスのデーモンを停止しました。このエラー・メッセージは、サービスの状態をユーザーに知らせるための情報メッセージです。


	
処置: クラスタ同期化サービスのデーモンのログ・ファイルをチェックして、サービスの状態を確認してください。









	 ORA-29760: instance_numbeパラメータが指定されていません。 
	
原因: init.oraファイルでinstance_numberの値が指定されていません。この値は、同じクラスタ上で実行される他のデータベース・インスタンスとこのインスタンスを区別するために必要です。


	
処置: init.oraパラメータ・ファイルで、instance_numberパラメータに値を指定してください。









	 ORA-29770: グローバル・エンキュー・プロセスstring(OSID string)のハング状態がstring秒を超えています 
	
原因: 指定したプロセスは、最大許容時間の間まったく進行していません。


	
処置: アラート・ファイルと関連するトレース・ファイルを確認して、インシデントの情報をOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-29771: プロセスstring(OSID string)によるstring(OSID string)のブロック時間がstring秒を超えています 
	
原因: 指定したプロセスが、最大許容時間の間グローバル・エンキュー・プロセスをブロックしました。


	
処置: アラート・ファイルと関連するトレース・ファイルを確認して、インシデントの情報をOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-29780: GPnPデーモン[string]に接続できません 
	
原因: GPnPデーモンへの接続の試行は報告されたエラーで失敗しました。


	
処置: 適切な措置を行って、報告されたエラーを解決してください。コールが失敗した理由については、GPnPのログとマニュアルを参照してください。









	 ORA-29783: GPnP属性のSETはエラー[string]により失敗しました 
	
原因: GPnP属性を設定しようとして失敗しました。理由については、カッコ内を参照してください。


	
処置: メッセージに記載された問題を解決して、リクエストを再試行してください。









	 ORA-29784: 属性の更新操作は許可されません 
	
原因: Cluster Synchronization Services(CSS)がホストで稼働していないため、属性の更新操作は許可されません。


	
処置: Cluster Synchronization Services(CSS)を起動して、操作を再試行してください。









	 ORA-29785: GPnP属性のGETはエラー[string]により失敗しました 
	
原因: GPnP属性を取得しようとして失敗しました。理由については、カッコ内を参照してください。


	
処置: メッセージに記載された問題を解決して、リクエストを再試行してください。









	 ORA-29786: SIHA属性のGETはエラー[string]により失敗しました 
	
原因: SIHA属性を取得しようとして失敗しました。理由については、カッコ内を参照してください。


	
処置: メッセージに記載された問題を解決して、リクエストを再試行してください。









	 ORA-29787: SIHA属性のSETはエラー[string]により失敗しました 
	
原因: SIHA属性を設定しようとして失敗しました。理由については、カッコ内を参照してください。


	
処置: メッセージに記載された問題を解決して、リクエストを再試行してください。









	 ORA-29788: ネットワーク・インタフェース問合せはエラー[string]で失敗しました 
	
原因: ネットワーク情報を取得できませんでした。理由については、カッコ内を参照してください。


	
処置: メッセージに記載された問題を解決して、リクエストを再試行してください。









	 ORA-29790: 非ユーザー・セッションのユーザー・セッション・パラメータを変更できません 
	
原因: 非ユーザー・セッションのユーザー・セッション・パラメータを変更しようとしました。


	
処置: ユーザー・セッションとの接続中に操作を実行します。









	 ORA-29791: トランザクションを再実行できません 
	
原因: ユーザーがトランザクションを再実行しようとしました。


	
処置: 再接続してトランザクションを再実行してください。









	 ORA-29800: 演算子の名前が無効です 
	
原因: 演算子に指定された名前が正しくありません。


	
処置: 演算子に正しい名前を指定してください。









	 ORA-29801: RETURNキーワードがありません 
	
原因: RETURNキーワードが指定されていません。


	
処置: RETURNキーワードを指定するか、SQL文を確認してください。









	 ORA-29802: CONTEXTキーワードがありません 
	
原因: CONTEXTキーワードが指定されていません。


	
処置: CONTEXTキーワードを指定するか、SQL文を確認してください。









	 ORA-29803: ANCILLARYキーワードがありません 
	
原因: ANCILLARYキーワードが指定されていません。


	
処置: ANCILLARYキーワードを指定するか、SQL文を確認してください。









	 ORA-29804: DATAキーワードがありません 
	
原因: DATAキーワードが指定されていません。


	
処置: DATAキーワードを指定するか、SQL文を確認してください。









	 ORA-29805: COLUMNキーワードがありません。 
	
原因: COLUMNキーワードが必要です。


	
処置: COLUMNキーワードを指定するか、別のオプションを指定してください。









	 ORA-29806: 指定したバインドが存在しません 
	
原因: 指定された演算子バインドが存在しません。


	
処置: 指定された演算子バインドが存在することを確認してください。









	 ORA-29807: 指定した演算子が存在しません 
	
原因: 指定された演算子が存在しません。


	
処置: 指定された演算子が存在することを確認してください。









	 ORA-29808: 指定した主要演算子バインディングが存在しません 
	
原因: 主要演算子に対して指定したバインディングが存在しません。


	
処置: 主要演算子に対して指定したバインディングが存在することを確認してください。









	 ORA-29809: 依存するオブジェクトがある演算子は削除できません 
	
原因: 削除しようとする演算子には、依存するオブジェクトがあります。


	
処置: まず依存するオブジェクトを削除してからDROP OPERATORコマンドを発行するか、DROP OPERATORのあるFORCEオプションを指定してください。









	 ORA-29810: 演算子の権限が不十分です 
	
原因: ユーザーには、演算子に指定された操作を実行する適切な権限がありません。


	
処置: 適切な権限をユーザーに付与し、文を再発行してください。









	 ORA-29811: STATISTICSキーワードがありません 
	
原因: これは、ASSOCIATEコマンドがある有効なオプションではありません。


	
処置: ASSOCIATEコマンドの後にSTATISTICSキーワードを指定してください。









	 ORA-29812: 無効なオブジェクト名が指定されました。 
	
原因: 指定した名前が無効です。


	
処置: 対応付けの定義が必要なオブジェクトの正しい名前を指定してください。









	 ORA-29813: 関連文でサポートされていないオブジェクト型です。 
	
原因: 指定したオブジェクト型は、関連統計文でサポートされていません。


	
処置: 関連コマンドがある有効なオブジェクト型を使用してください。









	 ORA-29814: USINGまたはDEFAULTキーワードを指定してください。 
	
原因: USINGまたはDEFAULTキーワードが必要です。


	
処置: USINGまたはDEFAULTキーワードを指定してください。









	 ORA-29815: 対応付けられているオブジェクトがありません。 
	
原因: 対応付けが定義されているオブジェクトがありません。


	
処置: 対応付けが定義されているオブジェクトがすべてあることを確認してください。









	 ORA-29816: 対応付けを解除されているオブジェクトがありません。 
	
原因: 対応付けを解除されているオブジェクトがありません。


	
処置: 対応付けの解除が必要なオブジェクトがあることを確認してください。









	 ORA-29817: 非関連文でサポートされていないオプションです。 
	
原因: 指定したオブジェクト型は非関連統計文でサポートされていません。


	
処置: 非関連コマンドでサポートされているオブジェクト型を使用してください。









	 ORA-29818: 列名が正しく指定されていません 
	
原因: 列名には表および列名が含まれる必要があります。


	
処置: 有効な列名を指定してください。









	 ORA-29819: デフォルト値は列に関連付けできません。 
	
原因: DEFAULT値を列に関連付けようとしました。これは有効なオプションではありません。


	
処置: 有効なオプションを指定してください。









	 ORA-29820: 統計型が存在しません。 
	
原因: オブジェクトに対応付けされている統計型が存在しません。


	
処置: 統計関数を含む型が存在することを確認してください。









	 ORA-29821: 指定した主演算子が存在しません 
	
原因: 指定した主演算子が存在しません。


	
処置: 主演算子および指定した署名を確認してください。









	 ORA-29822: オブジェクト型に選択性は指定できません。 
	
原因: 許可されていない索引または索引タイプとの選択的関連付けを行おうとしました。


	
処置: 有効なオプションを指定してください。









	 ORA-29823: 分析対象のオブジェクトは表ではありません。 
	
原因: 分析対象のオブジェクトは表ではなく、サポートもされていません。


	
処置: サポートされているオプションのみを指定してください。









	 ORA-29824: 演算子が無効です 
	
原因: この演算子は無効です。


	
処置: 演算子を削除し、指定しなおしてください。









	 ORA-29825: 索引タイプの名前が無効です 
	
原因: 索引タイプ名または索引タイプ・スキーマ名に無効な文字があります。


	
処置: 名前に有効な文字があり、それが予約語でないことを確認してください。









	 ORA-29826: FORキーワードがありません 
	
原因: CREATE INDEXTYPE文にはFORキーワードを指定する必要があります。


	
処置: FORキーワードを使用して、関連する演算子情報を指定してください。









	 ORA-29827: USINGキーワードがありません 
	
原因: USINGキーワードおよび対応する実装の詳細を指定する必要があります。


	
処置: CREATE INDEXTYPE文に、USINGキーワードと関連する実装の詳細を指定してください。









	 ORA-29828: 実装タイプの名前が無効です 
	
原因: 実装タイプまたは実装スキーマ名が無効です。


	
処置: 名前に有効な文字があり、それが予約語でないことを確認してください。









	 ORA-29829: 実装タイプが存在しません。 
	
原因: USING句で指定した実装タイプが見つかりませんでした。


	
処置: タイプが存在し、ユーザーにこのタイプに対するEXECUTE権限があることを確認してください。









	 ORA-29830: 演算子が存在しません 
	
原因: 演算子が見つかりませんでした。


	
処置: 演算子が存在し、ユーザーにこの演算子に対するEXECUTE権限があることを確認してください。









	 ORA-29831: 演算子バインディングが見つかりません 
	
原因: 演算子に対して指定したバインディングが演算子スキーマ・オブジェクトから見つかりません。


	
処置: 指定したバインディングがある演算子が存在していることを確認してください。









	 ORA-29832: 依存している索引がある索引タイプは削除または置換できません。 
	
原因: 1つ以上の索引がこの索引タイプに依存しています。


	
処置: この索引タイプに依存しているすべての索引を削除してから、索引タイプ自体を削除してください。









	 ORA-29833: 索引タイプが存在しません。 
	
原因: 指定された名前の索引タイプがありません。


	
処置: 索引タイプに対応するパブリック・ビューを使用して、指定した名前の索引タイプが作成されているかどうかを確認してください。









	 ORA-29834: REFデータ型は演算子ではサポートされません 
	
原因: REFデータ型をCREATE OPERATOR文で使用することはできません。


	
処置: REFデータ型のないCREATE OPERATOR文を再発行してください。









	 ORA-29835: ODCIGETINTERFACESルーチンから必要なインタフェースが戻されませんでした 
	
原因: ODCIGetInterfacesルーチンによって戻されたODCIObjectListには、現行の使用に必要なインタフェースが含まれていません。


	
処置: ODCIGetInterfacesルーチンから必要なインタフェースの名前が戻ることを確認してください。









	 ORA-29836: 参照演算子の検証に失敗しました 
	
原因: 参照された演算子の1つが、コンパイルできません。


	
処置: この索引タイプが参照する演算子を再コンパイルしてください。USER_INDEXTYPE_OPERATORSビューを使用して、参照される演算子を確認してください。









	 ORA-29837: 実装タイプを実行するには権限が不十分です。 
	
原因: ユーザーには、実装タイプを実行する権限がありません。


	
処置: 実装タイプの所有者は、適切な権限をユーザーに付与してください。









	 ORA-29838: 演算子を実行するには権限が不十分です 
	
原因: ユーザーには、演算子の1つを実行する権限がありません。


	
処置: 演算子の所有者は、適切な権限をユーザーに付与してください。









	 ORA-29839: 実装タイプの検証に失敗しました。 
	
原因: 実装タイプをコンパイルできません。


	
処置: 実装タイプをコンパイルしてください。









	 ORA-29840: 索引タイプと実装タイプは同じスキーマにはありません。 
	
原因: 索引タイプと実装タイプが異なるスキーマ内にあります。


	
処置: 索引タイプと実装タイプを同じスキーマに入れてください。









	 ORA-29841: ALTER INDEXTYPEのオプションが無効です。 
	
原因: ALTER INDEXTYPEコマンドで無効なオプションを指定しました。


	
処置: ALTER INDEXTYPEコマンドで有効なオプションを指定してください。









	 ORA-29842: 索引タイプ・インタフェースのバージョンstringではオプションはサポートされていません。 
	
原因: 指定した索引タイプ・インタフェースのバージョンでサポートされていないオプションを指定しました。


	
処置: このオプションを要求しないか、または索引タイプ・インタフェースの正しいバージョンを実装する実装タイプを指定してください。









	 ORA-29843: 索引タイプは少なくとも1つの演算子をサポートする必要があります 
	
原因: 索引タイプからすべての演算子を削除しようとしました。


	
処置: 索引タイプからすべての演算子を削除しないでください。









	 ORA-29844: 指定された演算子名が重複しています 
	
原因: 索引タイプがすでにサポートしている索引タイプに演算子名を追加しようとしました。


	
処置: 重複している演算子を削除して、コマンドを再試行してください。









	 ORA-29845: 索引タイプは、stringパーティション表のローカル・ドメイン索引をサポートしません。 
	
原因: CREATE LOCAL DOMAIN INDEX文を指定するときに使用した索引タイプでは、指定されたメソッドでパーティション化した表のローカル・ドメイン索引はサポートされていません。


	
処置: 異なる索引タイプを使用するか、またはグローバル・ドメイン索引を作成してください。









	 ORA-29846: stringパーティション表にローカル・ドメイン索引を作成できません。 
	
原因: ドメイン索引でサポートされていないメソッドを使用してパーティション化した表に対して、CREATE LOCAL DOMAIN INDEX文を指定しました。


	
処置: パーティション表にグローバル・ドメイン索引を作成してください。









	 ORA-29847: パーティション索引構成表にローカル・ドメイン索引を作成できません。 
	
原因: パーティション索引構成表にCREATE LOCAL DOMAIN INDEX文を指定しました。


	
処置: パーティション索引構成表にグローバル・ドメイン索引を作成してください。









	 ORA-29848: ODCIINDEXMERGEPARTITIONルーチンの実行中にエラーが発生しました。 
	
原因: ODCIIndexMergePartitionルーチンの実行に失敗しました。


	
処置: ルーチンが正しくコーディングされていることを確認してください。









	 ORA-29849: ODCIINDEXSPLITPARTITIONルーチンの実行中にエラーが発生しました。 
	
原因: ODCIIndexSplitPartitionルーチンの実行に失敗しました。


	
処置: ルーチンが正しくコーディングされていることを確認してください。









	 ORA-29850: ドメイン索引の作成では無効なオプションです 
	
原因: ユーザーがASC、DESC、SORT、パラレル句、パーティション句、物理属性句などの無効なオプションを指定しました。


	
処置: ドメイン索引の作成に有効な句を1つ指定してください。









	 ORA-29851: ドメイン索引を複数の列で作成することはできません。 
	
原因: ユーザーが複数の列でドメイン索引を作成しようとしました。


	
処置: 単数の列でのみドメイン索引を作成してください。









	 ORA-29852: ISキーワードがありません 
	
原因: ISキーワードは、ドメイン索引の索引作成文で指定する必要があります。


	
処置: ISキーワードを使用して、索引タイプ名を指定してください。









	 ORA-29853: ドメイン索引の作成にUNIQUEキーワードは使用できません。 
	
原因: ドメイン索引をUNIQUE属性で作成しようとしました。


	
処置: CREATE INDEX文からUNIQUEを削除してください。









	 ORA-29854: ドメイン索引の作成にBITMAPキーワードは使用できません。 
	
原因: ドメイン索引をBITMAP属性で作成しようとしました。


	
処置: CREATE INDEX文からBITMAPを削除してください。









	 ORA-29855: ODCIINDEXCREATEルーチンの実行でエラーが発生しました。 
	
原因: ODCIIndexCreateルーチンの実行に失敗しました。


	
処置: ルーチンが正しくコーディングされていることを確認してください。









	 ORA-29856: ODCIINDEXDROPルーチンの実行でエラーが発生しました。 
	
原因: ODCIIndexDropルーチンの実行に失敗しました。


	
処置: ルーチンが正しくコーディングされていることを確認してください。









	 ORA-29857: ドメイン索引および/または2次オブジェクトが表領域に存在します。 
	
原因: 2次オブジェクトまたはドメイン索引(あるいはその両方)を含む表領域を削除しようとしました。


	
処置: 表領域中のすべてのドメイン索引を削除してください。また、この表領域に2次オブジェクトを作成したドメイン索引を見つけ、それらを削除してください。その後、表領域を削除してください。









	 ORA-29858: ODCIINDEXALTERルーチンの実行でエラーが発生しました。 
	
原因: ODCIIndexAlterルーチンの実行に失敗しました。


	
処置: ルーチンが正しくコーディングされていることを確認してください。









	 ORA-29859: ODCIINDEXTRUNCATEルーチンの実行でエラーが発生しました。 
	
原因: ODCIIndexTruncateルーチンの実行に失敗しました。


	
処置: ルーチンが正しくコーディングされていることを確認してください。









	 ORA-29860: ドメイン索引にLOADINGのマークが設定されている表は切捨てできません。 
	
原因: 表にLOADINGのマークが設定されているドメイン索引があります。


	
処置: 進行中の索引DDLが終了し、索引状態がLOADING状態から変化することを確認するために待機してください。または、LOADINGのマークが設定されているドメイン索引をFORCEオプションで削除してください。









	 ORA-29861: ドメイン索引にはLOADING/FAILED/UNUSABLEのマークが設定されています。 
	
原因: 作成中のドメイン索引、失敗したDDLによってFAILEDのマークが設定されたドメイン索引、またはDDL操作によってUNUSABLEのマークが設定されたドメイン索引へアクセスしようとしました。


	
処置: 指定されたドメイン索引にLOADINGのマークが設定された場合は、待機してください。FAILEDのマークが設定された場合は、その索引を削除してください。UNUSABLEのマークが設定された場合は、再作成してください。









	 ORA-29862: 非ドメイン索引の削除でFORCEオプションは指定できません。 
	
原因: DROP INDEX FORCEが非ドメイン索引に対して発行されました。


	
処置: FORCEオプションなしでコマンドを再発行してください。









	 ORA-29863: ODCIINDEXCREATEルーチンから警告が戻されました。 
	
原因: 警告がODCIIndexCreateルーチンから戻されました。


	
処置: ルーチンが正しくコーディングされていることを確認してください。詳細は、ユーザー指定のログ表を参照してください。









	 ORA-29864: LOADING/FAILEDのマークが設定されているドメイン索引の分析はサポートされていません 
	
原因: LOADINGまたはFAILEDのマークが設定されたドメイン索引を分析しようとしました。


	
処置: 索引にLOADINGのマークが設定されている場合は、分析を再試行する前に有効のマークが設定されるまで待機してください。索引にFAILEDのマークが設定されている場合は、それを削除するか、再作成して、分析を再試行してください。









	 ORA-29865: 索引タイプが無効です 
	
原因: この演算子は無効です。


	
処置: 索引タイプを削除し、再作成してください。









	 ORA-29866: 索引構成表の列にドメイン索引は作成できません。 
	
原因: 索引構成表の列にドメイン索引を作成しようとしました。


	
処置: 索引構成表の列にドメイン索引を作成しないでください。









	 ORA-29867: LONG列にドメイン索引は作成できません。 
	
原因: LONGデータ型の列にドメイン索引を作成しようとしました。


	
処置: LONG列にドメイン索引を作成しないでください。









	 ORA-29868: LOADINGのマークが設定されたドメイン索引でDDLは発行できません。 
	
原因: LOADING状態のドメイン索引にDROP/ALTER/TRUNCATEを発行しようとしました。


	
処置: 索引操作が終了するまで待つか、DROP INDEX FORCEを発行して索引を削除してください。









	 ORA-29869: ALTERはFAILEDのマークが設定されたドメイン索引のREBUILDなしには発行できません。 
	
原因: FAILED状態のドメイン索引にDROP/ALTERを発行しようとしました。


	
処置: 表を切り捨てて索引に有効のマークを設定するか、またはALTER INDEX REBUILDを実行して索引を再作成してください。









	 ORA-29870: 指定したオプションはドメイン索引の変更時のみ有効です。 
	
原因: 非ドメイン索引でONLINEまたはPARAMETERS句が指定されました。


	
処置: 変更に対して正しい構文がある文を再発行してください。









	 ORA-29871: ドメイン索引に対する変更オプションが無効です。 
	
原因: ドメイン索引の変更に対して無効なオプションを指定しました。


	
処置: 有効なオプションで変更文を再発行してください。









	 ORA-29872: PARAMETERS句を指定したオプションと組み合せることはできません 
	
原因: ユーザーがその他の変更索引オプションとPARAMETERS句を組み合せました。


	
処置: 変更に対して正しい構文がある文を再発行してください。









	 ORA-29873: ODCIINDEXDROPルーチンから警告が戻されました 
	
原因: 警告がODCIIndexDropルーチンから戻されました。


	
処置: ルーチンが正しくコーディングされていることを確認してください。詳細は、ユーザー指定の警告のログ表を参照してください。









	 ORA-29874: ODCIINDEXALTERルーチンから警告が戻されました 
	
原因: 警告がODCIINDEXALTERルーチンから戻されました。


	
処置: ルーチンが正しくコーディングされていることを確認してください。詳細は、ユーザー指定の警告のログ表を参照してください。









	 ORA-29875: ODCIINDEXINSERTルーチンの実行に失敗しました。 
	
原因: ODCIINDEXINSERTルーチンの実行に失敗しました。


	
処置: ルーチンが正しくコーディングされていることを確認してください。









	 ORA-29876: ODCIINDEXDELETEルーチンの実行に失敗しました。 
	
原因: ODCIINDEXDELETEルーチンの実行に失敗しました。


	
処置: ルーチンが正しくコーディングされていることを確認してください。









	 ORA-29877: ODCIINDEXUPDATEルーチンの実行に失敗しました。 
	
原因: ODCIINDEXUPDATEルーチンの実行に失敗しました。


	
処置: ルーチンが正しくコーディングされていることを確認してください。









	 ORA-29878: ODCIINDEXTRUNCATEルーチンから警告が戻されました 
	
原因: 警告がODCIINDEXTRUNCATEルーチンから戻されました。


	
処置: ルーチンが正しくコーディングされていることを確認してください。詳細は、ユーザー指定の警告のログ表を参照してください。









	 ORA-29879: 同じ索引タイプを使用して、列リスト上に複数のドメイン索引を作成できません 
	
原因: 同一の索引タイプを使用して、同じ列リストに複数のドメイン索引を定義しようとしました。


	
処置: 別の索引タイプが使用できるか、または他の列リストに索引を定義できるかどうかを確認してください。









	 ORA-29880: その列リストは、別のドメイン索引と索引タイプを使用してすでに索引付けされています 
	
原因: 分割演算子のない索引タイプを使用して、列リストに複数のドメイン索引を作成しようとしました。


	
処置: 索引タイプの演算子セットを非接続にできるかどうかを確認してください。









	 ORA-29881: 索引タイプの検証に失敗しました 
	
原因: 索引タイプをコンパイルできません。


	
処置: ドメイン索引で参照される索引タイプをコンパイルしてください。









	 ORA-29882: 索引タイプを実行するには権限が不十分です 
	
原因: ユーザーにはこの索引タイプを実行する権限がありません。


	
処置: 索引タイプの所有者は、このユーザーに対して適切な権限を付与する必要があります。









	 ORA-29883: 列の式にドメイン索引は作成できません。 
	
原因: ユーザーが列リストの式を指定しました。


	
処置: ドメイン索引には、列リストの単純列のみ指定してください。









	 ORA-29884: 削除される列にドメイン索引が定義されました。 
	
原因: ドメイン索引が存在する列にALTER TABLE DROP COLUMNが発行されました。


	
処置: 列を削除する前に、ドメイン索引を削除してください。









	 ORA-29885: 変更される列にドメイン索引が定義されました。 
	
原因: ドメイン索引が存在する列にALTER TABLE MODIFY COLUMNが発行されました。


	
処置: 列を変更する前に、ドメイン索引を削除してください。









	 ORA-29886: ドメイン索引ではサポートされない機能です。 
	
原因: ドメイン索引ではサポートされない機能です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-29887: ドメイン索引が表に定義されている場合、行移動はサポートできません。 
	
原因: ドメイン索引が定義された表に、ALTER TABLE ENABLE ROW MOVEMENTが発行されました。


	
処置: 行を移動可能にする場合は、ドメイン索引を削除してコマンドを再発行してください。









	 ORA-29888: 行移動が使用可能な表にドメイン索引は作成できません。 
	
原因: 行移動が可能な表に対してCREATE DOMAIN INDEX文が発行されました。


	
処置: 表での行移動を不可にし、CREATE DOMAIN INDEX文を再発行してください。









	 ORA-29890: 指定された主演算子がインデックス・コンテキストを持っていません。 
	
原因: 主演算子がインデックス・コンテキストおよびスキャン・コンテキストを持っていません。


	
処置: CONTEXT句を使用して主演算子を作成してください。









	 ORA-29892: 配列DMLがある索引タイプは、指定のデータ型をサポートしていません 
	
原因: CREATE/ALTER INDEXTYPE WITH ARRAY DML (DATA_TYPE, VARRAY_TYPE)文で使用できないデータ型であるREFまたはLONGが指定されました。


	
処置: REFデータ型やLONGデータ型を指定しないで、CREATE/ALTER INDEXTYPE文を再発行してください。









	 ORA-29893: 列データのない索引タイプは、指定のデータ型が必要ありません 
	
原因: ALTER INDEXTYPE文で、WITH ARRAY DML (DATA_TYPE, VARRAY_TYPE)オプションとWITHOUT COLUMN DATAオプションが競合しています。


	
処置: 競合なしでALTER INDEXTYPE文を再発行してください。









	 ORA-29894: ベースまたはvarrayデータ型が存在しません 
	
原因: WITH ARRAY DML (DATA_TYPE, VARRAY_TYPE)句で指定されたベース・データ型とVARRAYデータ型が見つかりません。


	
処置: このデータ型が存在しており、ユーザーがこのデータ型に対するEXECUTE権限を持っていることを確認してください。









	 ORA-29895: ベース・データ型が重複して指定されています 
	
原因: 索引タイプですでにサポートされているARRAY DML付き索引タイプに、ベース・データ型を追加しようとしました。


	
処置: 重複しているベース・データ型を削除して、コマンドを再試行してください。









	 ORA-29896: パラメータ文字列の長さがstring文字を超えています 
	
原因: 許可された最大長より長いパラメータ値を指定しようとしました。


	
処置: パラメータ値を短くしてください。









	 ORA-29900: 演算子バインディングが存在しません 
	
原因: 演算子の現行の使用には、バインディングが存在しません。


	
処置: 演算子の引数を変更して、既存のバインディングのいずれかを一致させるか、新しいバインディングを演算子に追加してください。









	 ORA-29901: 演算子バインディングの基礎となる関数が存在しません 
	
原因: 演算子バインディングの基礎となる関数が存在しません。


	
処置: 演算子の起動に対応する関数が存在することを確認してください。









	 ORA-29902: ODCIIndexStart()ルーチンの実行中にエラーが発生しました。 
	
原因: ODCIIndexStartルーチンの実行によってエラーが発生しました。


	
処置: 索引タイプ・コードによって表示されたエラー・メッセージを調べて、適切な処置を行ってください。









	 ORA-29903: ODCIIndexFetch()ルーチンの実行中にエラーが発生しました。 
	
原因: ODCIIndexFetchルーチンの実行によってエラーが発生しました。


	
処置: 索引タイプ・コードによって表示されたエラー・メッセージを調べて、適切な処置を行ってください。









	 ORA-29904: ODCIIndexClose()ルーチンの実行中にエラーが発生しました。 
	
原因: ODCIIndexCloseルーチンの実行によってエラーが発生しました。


	
処置: 索引タイプ・コードによって表示されたエラー・メッセージを調べて、適切な処置を行ってください。









	 ORA-29905: メソッドstringが型string.stringにありません。 
	
原因: 要求されたシグネチャがある必要なメソッドには指定した型がありません。


	
処置: 必要なメソッドを型に追加してください。









	 ORA-29906: 索引型string.stringが存在しません。 
	
原因: この索引タイプは存在しません。


	
処置: 索引タイプを作成してください。









	 ORA-29907: 主起動で重複ラベルが見つかりました。 
	
原因: ラベルと同じ番号の演算子の主起動が複数あります。


	
処置: 主起動に固有ラベルを使用してください。









	 ORA-29908: 副演算子に対する主起動がありません 
	
原因: 副演算子に対応する主起動がありません。


	
処置: 副演算子と同じラベルがある主起動を追加してください。









	 ORA-29909: 副演算子のラベルがリテラル数値ではありません 
	
原因: 副演算子の起動に使用されるラベルがリテラル数値ではありません。


	
処置: ラベルとしてリテラル数値を使用してください。









	 ORA-29910: 無効なコールバック操作です。 
	
原因: 無効なコールバック操作を見つけました。


	
処置: コールアウトから実行されたすべてのコールバックが、文コンテキストで有効であることを確認してください。









	 ORA-29911: ODCIIndexStart()ルーチンからNULLのスキャン・コンテキストが戻されました 
	
原因: ODCIIndexStart()ルーチンからNULLのスキャン・コンテキストが戻されました。


	
処置: ODCIIndexStart()ルーチンから非NULLのスキャン・コンテキストが戻されることを確認してください。









	 ORA-29913: stringコールアウトの実行中にエラーが発生しました。 
	
原因: 指定したコールアウトの実行によってエラーが発生しました。


	
処置: エラー・メッセージを参照して、適切な処置を行ってください。









	 ORA-29914: ODCIGETINTERFACESルーチンが必須のストリーム・バージョンを戻しません。 
	
原因: ODCIGetInterfacesルーチンによって戻されたODCIObjectListには、外部表に必須のストリーム・バージョンが含まれていません。


	
処置: ODCIGetInterfacesルーチンから必須のストリーム・バージョンが戻ることを確認してください。









	 ORA-29915: コレクション・オペランドからFOR UPDATEを選択できません 
	
原因: コレクション・オペランドは更新できません。


	
処置: FOR UPDATE句を削除してください。









	 ORA-29917: コレクション・オペランドから行を取得している表をロックできません 
	
原因: コレクション・オペランドから行を取得している表をロックできません。


	
処置: 表をロックしないでください。









	 ORA-29918: 一時表にドメイン索引は作成できません 
	
原因: 一時表にドメイン索引を作成しようとしました。


	
処置: 一時表に別のタイプの索引を作成するか、表を一時表から永続表に変更してください。









	 ORA-29919: ODCIINDEXUPDPARTMETADATAルーチンの実行に失敗しました 
	
原因: ODCIINDEXUPDPARTMETADATAルーチンの実行に失敗しました。


	
処置: ルーチンが正しくコーディングされていることを確認してください。









	 ORA-29920: セカンダリ表のパーティションのメンテナンス操作に失敗しました 
	
原因: システム管理のドメイン索引で、セカンダリ表のパーティションのメンテナンス操作を正常に実行できませんでした。


	
処置: セカンダリ表のパーティションが存在することを確認してください。









	 ORA-29921: 指定のビュー問合せブロックで副演算子がサポートされていません 
	
原因: 外部ビュー問合せブロックに副演算子が含まれており、ビュー問合せブロックにUNION ALLが含まれています。


	
処置: 主演算子および副演算子の問合せ語句を含めるようにUNION ALLビュー問合せを定義します。つまり、ビューの外部の問合せ内ではなく、ビュー定義内で演算子を使用します。









	 ORA-29922: ユーザー定義メソッドで無効なROWIDが戻されました 
	
原因: ユーザー定義メソッドで無効な行IDが戻されました。


	
処置: 索引タイプ・メソッドの実装を調べて、索引の作成と問合せのメソッドが正しいことを確認してください。









	 ORA-29925: stringを実行できません。 
	
原因: 指定された関数が存在しないか、適切なシグネチャがありません。


	
処置: 適切なシグネチャがある関数を実装してください。









	 ORA-29926: オブジェクトには関連付けがすでに定義されています。 
	
原因: 関連付けが定義されているオブジェクトには、それに関連付けられている統計型がすでにあります。


	
処置: オブジェクトの関連付けを解除して、オブジェクトを関連付けてください。









	 ORA-29927: ODCIStatsCollect / ODCIStatsDeleteルーチンの実行中にエラーが発生しました。 
	
原因: ODCIStatsCollect/ODCIStatsDelete関数によってエラーが発生しました。


	
処置: ODCIStatsCollect/ODCIStatsDelete関数を確認してください。









	 ORA-29928: DEFAULT SELECTIVITYの指定が重複しています 
	
原因: キーワードDEFAULT SELECTIVITYを指定できるのは1度のみです。


	
処置: 重複するキーワードを削除してください。









	 ORA-29929: SCANキーワードがありません。 
	
原因: スキャン・コンテキストが指定されていません。


	
処置: SCANキーワードを指定してください。









	 ORA-29930: INDEX CONTEXT句のないCOMPUTE ANCILLARY DATAが指定されました。 
	
原因: WITH INDEX CONTEXT句のないCOMPUTE ANCILLARY DATAオプションが指定されました。


	
処置: WITH INDEX CONTEXTオプションを指定してください。









	 ORA-29931: 指定した関連付けは存在しません 
	
原因: 関連付けの解除を指定された1つ以上のオブジェクトには、定義された関連付けが存在しません。


	
処置: 定義された関連付けがあるオブジェクトを確認して、関連付け解除コマンドを再発行してください。









	 ORA-29932: 削除されている型は統計型です。 
	
原因: いくつかのオブジェクトが削除されている型の統計メソッドを定義しました。


	
処置: DISASSOCIATEコマンドを使用して関連する対応付けを削除してから、DROPコマンドを再試行するか、DROP TYPEコマンドでFORCEオプションを使用してください。









	 ORA-29933: 対応付けを解除しているオブジェクトに、保存されたユーザー定義統計があります。 
	
原因: 対応付けを解除しているオブジェクトに、収集されたいくつかのユーザー定義統計があります。


	
処置: ユーザー定義統計を削除してから、DISASSOCIATEコマンドを再発行するか、DISASSOCIATEでFORCEオプションを指定してください。









	 ORA-29934: 対応付けに指定した索引はドメイン索引ではありません。 
	
原因: ドメイン索引でない索引でASSOCIATE STATISTICSコマンドを発行しました。


	
処置: ドメイン索引でのみASSOCIATE STATISTICS WITH INDEXESコマンドを発行してください。









	 ORA-29935: FROMキーワードがありません。 
	
原因: FROMキーワードがありません。


	
処置: FROMキーワードを指定するか、SQL文を確認してください。









	 ORA-29936: NULL句は、列または索引にのみ使用できます。 
	
原因: 列または索引以外のスキーマ・オブジェクトに対してNULL句を指定しました。


	
処置: 列または索引の場合にのみNULL句を指定してください。









	 ORA-29937: ドメイン索引はシステム管理できません 
	
原因: ASSOCIATE STATISTICSコマンドにシステム管理のドメイン索引が指定されています。


	
処置: ドメイン索引が、システム管理の記憶表を使用して実装されているかどうかを確認してください。統計をシステム管理のドメイン索引に関連付けるには、そのドメイン索引の索引タイプを指定してASSOCIATE STATISTICSコマンドを発行してください。









	 ORA-29938: 索引タイプと統計タイプの両方をシステム管理する必要があります 
	
原因: ASSOCIATE STATISTICS WITH SYSTEM MANAGED STORAGE TABLESコマンドにシステム管理でない索引タイプが指定されているか、またはASSOCIATE STATISTICSコマンドにシステム管理の索引タイプが指定されています。


	
処置: 索引タイプと統計タイプの両方がシステム管理の記憶表を使用して実装されているかどうかを確認してください。









	 ORA-29939: ユーザー管理のドメイン索引をシステム管理のドメイン索引に暗黙的に変換できませんでした 
	
原因: システム管理の索引タイプでのユーザー管理のドメイン索引の暗黙的な検証に失敗しました。


	
処置: ドメイン索引でALTER INDEX COMPILEコマンドを発行してください。









	 ORA-29950: ODCIINDEXMERGEPARTITIONルーチンの実行中に警告が発生しました。 
	
原因: ODCIIndexMergePartitionルーチンから警告が戻されました。


	
処置: ルーチンが正しくコーディングされていることを確認してください。詳細は、ユーザー指定のログ表を参照してください。









	 ORA-29951: ODCIINDEXSPLITPARTITIONルーチンの実行中に警告が発生しました。 
	
原因: ODCIIndexSplitPartitionルーチンから警告が戻されました。


	
処置: ルーチンが正しくコーディングされていることを確認してください。詳細は、ユーザー指定のログ表を参照してください。









	 ORA-29952: LOADINGとマークされたドメイン索引パーティションにDDLを発行できません。 
	
原因: LOADING状態のドメイン索引にDROP/ALTER/TRUNCATEを発行しようとしました。


	
処置: 索引パーティション操作が終了するまで待つか、DROP INDEX FORCEを発行して索引を削除するか、ALTER TABLE DROP PARTITIONを発行してパーティションを削除してください。









	 ORA-29953: FAILEDとマークされたドメイン索引パーティションでDDLを発行できません 
	
原因: FAILED状態のドメイン索引パーティションにDROP/ALTERを発行しようとしました。


	
処置: ALTER INDEX REBUILD PARTITIONを実行して索引パーティションを再作成するか、またはALTER TABLE TRUNCATE PARTITIONを実行して索引パーティションをVALIDとマークします。









	 ORA-29954: ドメイン索引パーティションはLOADING/FAILED/UNUSABLEとマークされます。 
	
原因: 作成中のドメイン索引、失敗したDDLによってFAILEDのマークが設定されたドメイン索引、またはDDL操作によってUNUSABLEのマークが設定されたドメイン索引へアクセスしようとしました。


	
処置: 指定した索引パーティションにLOADINGのマークが設定されている場合は、待機してください。FAILEDまたはUNUSABLEのマークが設定されている場合は、再作成してください。









	 ORA-29955: ODCIINDEXEXCHANGEPARTITIONルーチンの実行中にエラーが発生しました。 
	
原因: ODCIIndexExchangePartitionルーチンの実行に失敗しました。


	
処置: ルーチンが正しくコーディングされていることを確認してください。









	 ORA-29956: ODCIINDEXEXCHANGEPARTITIONルーチンの実行中に警告が発生しました。 
	
原因: ODCIIndexExchangePartitionルーチンから警告が戻されました。


	
処置: ルーチンが正しくコーディングされていることを確認してください。詳細は、ユーザー指定のログ表を参照してください。









	 ORA-29957: string表にファンクション・ベースのドメイン索引を作成できません 
	
原因: サポートされていないCREATE FUNCTION-BASED DOMAIN INDEX文を指定しました。


	
処置: サポートされているタイプの表にのみCREATE FUNCTION-BASED DOMAIN INDEX文を発行してください。









	 ORA-29958: ODCIINDEXCREATEルーチンの実行中に致命的なエラーが発生しました 
	
原因: ODCIIndexCreateルーチンの実行に失敗しました。


	
処置: ルーチンが正しくコーディングされていることを確認してください。









	 ORA-29959: 1つ以上の索引パーティションに対するstringルーチンの実行中にエラーが発生しました 
	
原因: 1つ以上の索引パーティションに対するルーチンの実行中にエラーが発生しました。


	
処置: *_IND_PARTITIONSビューを調べて、FAILEDとマークされているパーティションを参照してください。FAILEDの索引パーティションは再作成するか、切り捨ててください。









	 ORA-29960: 行string、string 
	
原因: ODCIIndex DDLルーチンが表SYS.ODCI_WARNINGS$に警告メッセージを出力しました。


	
処置: 警告メッセージを確認してください。









	 ORA-29961: ODCIIndex DDLルーチンの実行中に発生した警告が多すぎます 
	
原因: ODCIIndex DDLルーチンの実行中に発生した警告の数が多すぎます。


	
処置: SYS.ODCI_WARNINGS$表に問い合せて、追加の警告メッセージを取得してください。









	 ORA-29962: ODCIINDEXALTERルーチンの実行時に致命的なエラーが発生しました 
	
原因: ODCIIndexAlterルーチンの実行に失敗しました。


	
処置: ルーチンが正しくコーディングされていることを確認してください。









	 ORA-29963: BINDINGキーワードが指定されていません 
	
原因: BINDINGキーワードが必要です。


	
処置: BINDINGキーワードを指定するか、SQL文を確認してください。









	 ORA-29964: ADDまたはDROPキーワードが指定されていません 
	
原因: ADDまたはDROPキーワードのいずれかが必要です。


	
処置: ADDまたはDROPキーワードを指定するか、SQL文を確認してください。









	 ORA-29965: 指定したバインディングが存在しません 
	
原因: DROP BINDING句に指定したバインドは、この演算子で有効なバインドではありません。


	
処置: DROP BINDING句のこの演算子に、既存のバインドを指定してください。









	 ORA-29966: 演算子の唯一のバインディングは削除できません 
	
原因: この演算子は1つのバインディングのみを含みます。Alter Operator Drop Bindingを使用して削除できません。


	
処置: 演算子全体を削除する場合は、DROP OPERATORをコールしてください。









	 ORA-29967: 依存するオブジェクトがある演算子バインディングは削除できません 
	
原因: 削除しようとする演算子バインドに依存オブジェクトがあります。


	
処置: 依存オブジェクトを削除してからALTER OPERATOR DROP BINDINGコマンドを発行するか、ALTER OPERATOR DROP BINDINGでFORCEオプションを指定してください。









	 ORA-29968: 補助バインディング#stringに対する主要演算子バインディングが見つかりません 
	
原因: 指定された演算子の少なくとも1つの副バインドの妥当性が認められませんでした。対応する主演算子バインドがすべて削除されていることが原因です。


	
処置: 主要演算子がない補助バインディングを削除するか、または唯一のバインディングの場合には全演算子を削除します。このバインディングは再検証できません。









	 ORA-29970: 指定した登録IDは存在しません 
	
原因: dbms_chnfプロシージャに不正な登録ID値が渡されました。


	
処置: 正しい登録ID値を渡してください。









	 ORA-29971: 指定した表名がないか、または登録されていません 
	
原因: 渡されたテーブル名がデータベースで検出されませんでした。


	
処置: 渡されたテーブル名を確認してください。









	 ORA-29972: ユーザーに登録を変更/作成する権限が付与されていません 
	
原因: ユーザーが、不正なもしくは他のユーザーの登録IDまたはハンドルを渡しました。


	
処置: 渡された登録IDまたは登録ハンドルを確認してください。









	 ORA-29973: 変更通知登録中の問合せまたは操作はサポートされていません 
	
原因: 変更通知に関して、サポートされていない問合せタイプ、またはDML/DDLのようなサポートされていない操作を登録しようとしました。


	
処置: 実行する文を確認し、ドキュメントを参照してください。









	 ORA-29975: アクティブ・トランザクションの実行中は、問合せを登録できません 
	
原因: コミットされていないトランザクション内で問合せを登録しようとしました。


	
処置: トランザクションをコミットして再試行してください。









	 ORA-29976: 保証モードの登録ではサポートされない問合せ 
	
原因: 問合せに含まれる演算子または式が、保証粒度モードでの問合せ登録と互換性がありません。


	
処置: 問合せに含まれるすべての式、句および演算子を確認し、マニュアルを参照してサポートされる問合せタイプを調べてください。問合せ登録をベスト・エフォート・モードで再試行することもできます。









	 ORA-29977: 保証モードの問合せ登録ではサポートされない列型 
	
原因: 問合せの登録を試行しましたが、サポートされない列型が指定されているか、指定された列が多すぎます。


	
処置: 式のすべての列のデータ型を確認し、マニュアルを参照してサポートされる問合せタイプを調べてください。問合せ登録をベスト・エフォート・モードで再試行することもできます。









	 ORA-29979: 現在の互換性設定では問合せの登録がサポートされていません 
	
原因: 互換性設定が11より低いデータベースを使用して、問合せを登録しようとしました。


	
処置: データベースの互換性設定を11.0.0.0.0に変更してください。









	 ORA-29981: 問合せを登録できません: 競合するDDLを処理中です 
	
原因: DDLの処理中に、問合せの登録を同時に実行しようとしました。


	
処置: 問合せの登録を再試行してください。









	 ORA-29982: 表のタイプが保証モードの問合せ登録でサポートされていません 
	
原因: 登録しようとしている問合せに、サポートされない表のタイプが含まれています。


	
処置: 問合せ登録のすべての表を確認し、マニュアルを参照してサポートされる表のタイプを調べてください。アプリケーションでベスト・エフォート・モードでの登録を再試行できます。









	 ORA-29983: 連続問合せ通知ではサポートされない問合せ 
	
原因: 連続問合せ通知ではこの問合せを登録できません。


	
処置: 問合せに含まれるシノニムやビューなどの一部の構成が、連続問合せ通知と互換性がありません。マニュアルを参照して完全なリストを確認してください。









	 ORA-29985: 問合せの登録は自動UNDO管理についてのみサポートされています 
	
原因: ユーザーが手動UNDO管理を使用しています。


	
処置: 自動UNDO管理の使用に切り替えます。









	 ORA-29990: インスタンス間の問題のため、操作を完了できませんでした 
	
原因: ユーザーが試行した操作は、(インスタンスの終了など)インスタンス間の問題により完了できませんでした。


	
処置: 操作を再試行してください。









	 ORA-30000: TRIMで切捨て指定または文字式のどちらもありません 
	
原因: FROMがTRIM関数で指定されているため、切捨て指定(TRAILING、HEADING、BOTH)または切捨て文字のいずれか(あるいはその両方)を指定する必要があります。


	
処置: 切捨て指定(TRAILING、HEADING、BOTH)または切捨て文字のいずれか(あるいはその両方)を追加してください。









	 ORA-30001: 切捨てセットの文字は1つにする必要があります 
	
原因: 切捨てセットに1文字より多いか、または少ない文字が含まれています。これは、TRIM関数では許可されていません。


	
処置: 切捨てセットの文字を1つにしてください。









	 ORA-30002: ここではSYS_CONNECT_BY_PATH関数を使用できません 
	
原因: SYS_CONNECT_BY_PATHファンクションが、SELECTリストおよびORDER BY句以外の場所でコールされました。


	
処置: SELECTリストおよびORDER BY句以外の場所でのSYS_CONNECT_BY_PATHファンクション・コールを削除してください。









	 ORA-30004: SYS_CONNECT_BY_PATH関数を使用する場合は、セパレータを列値の一部として使用できません 
	
原因: SYS_CONNECT_BY_PATHファンクションが列の値を分離するために使用する文字列が、列の値に含まれていました。


	
処置: どの列の値にも使用されていない、SYS_CONNECT_BY_PATHファンクションが使用する別のセパレータを指定して、再試行してください。









	 ORA-30005: WAIT間隔が指定されていないか無効です。 
	
原因: WAITキーワードの後のWAIT間隔(秒単位)に、0(ゼロ)でない整数を指定する必要があります。


	
処置: 構文を修正して、再試行してください。









	 ORA-30006: リソース・ビジー; WAITタイムアウトの期限に達しました。 
	
原因: 要求したリソースはビジーです。


	
処置: しばらく待ってから操作を再試行してください。









	 ORA-30007: START WITHまたはCONNECT BY条件ではCONNECT BY ROOT演算子はサポートされていません 
	
原因: START WITHまたはCONNECT BY条件でCONNECT BY ROOT演算子を使用しようとしました。


	
処置: START WITHまたはCONNECT BY条件からCONNECT BY ROOT演算子を削除してください。









	 ORA-30008: CONNECT BY句はPRIORを参照する必要があります 
	
原因: CONNECT BY句にPRIORを参照する述語が含まれていないため、親行をその子行に関連付ける条件がありません。


	
処置: CONNECT BY句にPRIORへの参照を追加します。









	 ORA-30009: string操作のためのメモリーが足りません 
	
原因: 問合せで指定されている階層レベルをすべて処理するために必要なメモリー・サイズが不足しています。


	
処置: WORKAREA_SIZE_POLICY=AUTOモードでは、PGA_AGGREGATE_TARGETの値を増やしてください。WORKAREA_SIZE_POLICY=MANUALモードでは、SORT_AREA_SIZEの値を増やしてください。









	 ORA-30010: ソート操作に十分なI/Oバッファがありません 
	
原因: ソートに十分なI/Oバッファを割り当てることができません。


	
処置: ソートで使用できるメモリーを増やすか、システムで許可されるI/Oバッファの最大数を増やして、問合せを再試行してください。









	 ORA-30011: エラーがシミュレーションされました: psite=string、ptype=string 
	
原因: テストのために生成されたエラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-30012: UNDO表領域'string'は存在しないか間違ったタイプです。 
	
原因: 指定されたUNDO表領域が存在しないか、タイプが正しくありません。


	
処置: 表領域名を修正してから、文を再発行してください。









	 ORA-30013: UNDO表領域'string'は使用中です 
	
原因: 指定したUNDO表領域は、現在別のインスタンスによって使用されています。


	
処置: UNDO表領域が使用可能になるまで待つか、別の名前に変更し、文を再発行してください。









	 ORA-30014: Automatic Undo Managementモードでの操作のみがサポートされています 
	
原因: 操作は、Automatic Undoモードでのみサポートされています。


	
処置: インスタンスをAutomatic Undo Managementモードで再起動してから、操作を再試行してください。









	 ORA-30015: 以前にオフラインにされたUNDO表領域'string'がまだペンディングです。 
	
原因: 現在の操作は、アクティブ・トランザクションを含むUNDO表領域が以前のSWITCH UNDO操作からペンディングであるために許可されていません。操作は、以前のUNDO表領域のすべてのトランザクションがコミットされた後に許可されます。


	
処置: 以前のすべてのトランザクションがコミットされるまで待ってから、現在の文を再発行してください。









	 ORA-30016: UNDO表領域'string'はすでにこのインスタンスで使用されています 
	
原因: 指定したUNDO表領域は、現在このインスタンスによって使用されています。操作は失敗しました。


	
処置: 指定されたUNDO表領域名が正しくない場合は、正しい名前を指定して文を再発行してください。









	 ORA-30017: セグメント'string'はstring Undo Managementモードではサポートされていません 
	
原因: 指定したUNDOセグメントのタイプは、インスタンスの現行のUndo Managementモードとは互換性がありません。


	
処置: UNDOセグメント名およびUndo Managementモードを確認し、必要に応じて文を再発行してください。









	 ORA-30018: CREATE ROLLBACK SEGMENTが失敗しました。USNstringが範囲外です。 
	
原因: システムがUNDOセグメント番号をすべて使用しました。UNDOセグメントが多すぎます。


	
処置: 未使用のUNDOセグメントをいくつか削除してから、操作を再試行してください。









	 ORA-30019: Automatic Undoモードのロールバック・セグメント操作は正しくありません。 
	
原因: この操作は、Manual Undoモード以外では実行できません。


	
処置: Manual Undo_Managementモードでインスタンスを再起動してから、操作を再試行してください。









	 ORA-30021: UNDO表領域では操作はできません。 
	
原因: この操作をUNDO表領域に対して実行することはできません。


	
処置: 表領域名を確認し、必要に応じてコマンドを再発行してください。









	 ORA-30022: UNDO表領域にはセグメントを作成できません。 
	
原因: UNDO表領域内にセグメントを作成できません。


	
処置: 表領域名を確認し、コマンドを再発行してください。









	 ORA-30023: UNDO表領域の指定が重複しています。 
	
原因: データベース作成中に複数のUNDO表領域を作成することはできません。


	
処置: UNDO表領域が1つのみになるようにコマンドを修正してください。









	 ORA-30024: CREATE UNDO TABLESPACEの指定が無効です。 
	
原因: CREATE UNDO TABLESPACEで使用できない句を指定しました。


	
処置: コマンドから句を削除して、再発行してください。









	 ORA-30025: DROPセグメント'string'(UNDO表領域)は使用できません 
	
原因: UNDO表領域セグメントに対して明示的なDROP操作を実行することはできません。


	
処置: UNDOセグメント名を確認し、必要に応じて文を再発行してください。









	 ORA-30026: UNDO表領域'string'に期限切れになっていないUNDOがあります。残りstring、UNDO_RETENTION=string 
	
原因: 期限切れのUNDO情報を含む表領域を削除しようとしました。


	
処置: UNDO_RETENTIONの設定値を低くするか、少し待ってからUNDO表領域を削除するコマンドを再発行してください。









	 ORA-30027: UNDO割当て制限違反 - string(バイト)の取得に失敗しました 
	
原因: このセッションのコンシューマ・グループに割り当てられたUNDOの量を超えました。


	
処置: データベース管理者(DBA)にUNDO割当て量を増やすよう依頼するか、他のトランザクションがコミットされるまで待ってから処理を続行してください。









	 ORA-30029: アクティブUNDO表領域がインスタンスに割り当てられていません。 
	
原因: 現行のインスタンスでは、トランザクションを実行するためにアクティブUNDO表領域が割り当てられていません。


	
処置: データベース管理者(DBA)にUNDO表領域を作成するよう依頼し、UNDO表領域をオンラインにしてから操作を再試行してください。









	 ORA-30031: 一時停止された(再開可能)文が異常終了しました 
	
原因: データベース管理者(DBA)またはユーザーにより、再開可能セッションで一時停止された文の実行が中断されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-30032: 一時停止された(再開可能)文がタイムアウトになりました 
	
原因: 修正可能なエラーが再開可能セッションに通知され、そのエラーがタイムアウト間隔内に解消しませんでした。


	
処置: この修正可能エラーをタイムアウト時間内に修正してください。デフォルトは2時間です。または(再開可能)タイムアウト値を大きくしてください。









	 ORA-30033: UNDO表領域はデフォルトのユーザー表領域として指定できません。 
	
原因: デフォルト・ユーザー表領域としてのUNDO表領域の指定は不適切です。


	
処置: 表領域名を確認し、コマンドを再発行してください。









	 ORA-30034: UNDO表領域は一時表領域として指定できません。 
	
原因: UNDO表領域はユーザーのデフォルト一時表領域としては指定できません。


	
処置: 表領域名を確認し、コマンドを再発行してください。









	 ORA-30035: UNDO表領域はデフォルトの一時表領域として指定できません。 
	
原因: UNDO表領域はデータベースのデフォルト一時表領域としては指定できません。


	
処置: 表領域名を確認し、コマンドを再発行してください。









	 ORA-30036: string(UNDO表領域'string'内)でセグメントを拡張できません 
	
原因: 指定したUNDO表領域には、使用可能な領域がこれ以上ありません。


	
処置: UNDO表領域に領域を追加して、操作を再試行してください。または、アクティブ・トランザクションがコミットされるまで待機してください。









	 ORA-30037: オブジェクトでは、前のDMLの後にパラレルDMLを実行できません 
	
原因: 同じトランザクション内の同じオブジェクトで、別のDMLの後にパラレルDMLを実行しようとしました。


	
処置: ビットマップ・セグメントを使用して、同じオブジェクトで複数の(パラレル)DML操作を実行してください。あるいは、コミットしてからDMLを実行してください。









	 ORA-30038: 非パーティション・オブジェクトでは、パラレルINSERTを実行できません 
	
原因: 同じトランザクション内のオブジェクトで、前のDMLの後に非パーティション・オブジェクトにパラレルINSERTを実行しようとしました。


	
処置: コミットしてからINSERTを実行してください。









	 ORA-30039: UNDO表領域を削除できません 
	
原因: 使用中のUNDO表領域は削除できません。


	
処置: 異なるUNDO表領域に切り替えてから、削除してください。









	 ORA-30040: UNDO表領域はオフラインです 
	
原因: オフラインのUNDO表領域では操作できません。


	
処置: UNDO表領域をオンラインにして、操作を再試行してください。









	 ORA-30041: 表領域に割当て制限を付与できません 
	
原因: UNDO表領域または一時表領域に割当て制限を付与しようとしました。


	
処置: 表領域名を確認し、コマンドを再発行してください。









	 ORA-30042: UNDO表領域をオフラインにできません 
	
原因: 使用中のUNDO表領域はオフラインにできません。


	
処置: 異なるUNDO表領域に切り替えてから、オフラインにしてください。









	 ORA-30043: 無効な値'string'がパラメータ'Undo_Management'に指定されました 
	
原因: 指定したUndo Managementモードは無効です。


	
処置: 初期化ファイルでパラメータ値を修正し、操作を再試行してください。









	 ORA-30044: RETENTIONはUNDO表領域に対してのみ指定できます 
	
原因: UNDO表領域でない表領域に保持時間を指定しようとしました。


	
処置: CREATE TABLESPACE文を修正してください。









	 ORA-30045: 指定されたUNDO表領域名がありません 
	
原因: CREATE DATABASEにDATAFILE句がある場合は、OMFを使用しないかぎり、UNDO表領域名を指定する必要があります。


	
処置: UNDO表領域名を指定してください。









	 ORA-30046: UNDO表領域stringが制御ファイルに見つかりません。 
	
原因: 指定されたUNDO表領域が制御ファイルにありません。


	
処置: 現在の制御ファイルを作成したCREATE CONTROLFILE文を修正してUNDO表領域を追加し、この文を再発行してください。









	 ORA-30051: ここではVERSIONS句を使用できません 
	
原因: 許可されない状況でVERSIONS句が指定されました。


	
処置: VERSIONS句は使用しないでください。









	 ORA-30052: 下限のスナップショット式が無効です 
	
原因: 下限スナップショット式に、UNDO_RETENTION制限より低い値が指定されています。


	
処置: 有効な下限スナップショット式を指定してください。









	 ORA-30053: 上限のスナップショット式が無効です 
	
原因: 上限スナップショット式に、SQL文読込みスナップショットより高い値が指定されています。


	
処置: 有効な上限スナップショット式を指定してください。









	 ORA-30054: 上限のスナップショット式が無効です 
	
原因: 上限スナップショット式に、下限スナップショット式より低い値が指定されています。


	
処置: 有効な上限スナップショット式を指定してください。









	 ORA-30055: ここではNULLのスナップショット式を使用できません 
	
原因: スナップショット式がNULLです。


	
処置: NULLでないスナップショット式を指定してください。









	 ORA-30071: datetime/intervalと文字列の間の変換は失敗します。 
	
原因: 次のいずれかの原因によって、datetime/intervalと文字列データ型の間の変換中にエラーが発生します。
- バッファが小さすぎるため、結果を保持できない。

- フォーマット文字列が正しくない。




	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-30072: タイム・ゾーンの値が無効です 
	
原因: ALTER SESSION文、環境変数ORA_SDTZまたは日付時刻要素のタイム・ゾーン文字列に指定した値が有効ではありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-30073: 無効な設定値です 
	
原因: 値が、ADJUST、NO_ADJUST、ANSI_DATE、ADJUST_WITH_ANSI_DATEのいずれでもありません。デフォルトは、NO_ADJUSTです。


	
処置: 3つのうち、いずれかを設定してください。









	 ORA-30074: TIME/TIMESTAMP WITH TIME ZONEでのGLOBALパーティション索引は許可されません 
	
原因: TIME/TIMESTAMP WITH TIME ZONEにGLOBALパーティション索引を指定しようとしています。


	
処置: TIME/TIMESTAMP WITH TIME ZONEにはGLOBALパーティション索引を指定しないでください。









	 ORA-30075: チェック制約では、TIME/TIMESTAMP WITH TIME ZONEリテラルを指定する必要があります。 
	
原因: タイム・ゾーンを明示的に指定せずに、タイムまたはタイムスタンプに制約を作成しようとしました(タイム・ゾーン列の有無は関係ありません)。


	
処置: タイム・ゾーン・リテラルのみを指定したタイムまたはタイムスタンプを使用してください。









	 ORA-30076: 抽出ソースの抽出フィールドが無効です 
	
原因: 抽出ソースに指定した抽出フィールドが含まれていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-30077: 指定したdatetime型の間の型変換が正しくありません。 
	
原因: 指定したdatetime型間の型変換ができません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-30078: パーティション・バウンドにはTIME/TIMESTAMP WITH TIME ZONEリテラルが必要です 
	
原因: 書式にTIME/TIMESTAMPまたはTIME/TIMESTAMP WITH TIME ZONE列のタイム・ゾーンが明示的に指定されていないタイム/タイムスタンプ式を使用しようとしました。


	
処置: TIME/TIMESTAMP WITH TIME ZONEリテラルを明示的に使用してください。









	 ORA-30079: データベースにTIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONE列がある場合は、データベースのタイムゾーンを変更できません 
	
原因: データベースで、TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONE列付きで指定されたデータベース・タイムゾーンを変更しようとしました。


	
処置: データベース・タイムゾーンの変更を止めるか、すべてのTIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONE列を削除してから変更してください。









	 ORA-30081: datetime/intervalの計算を行うにはデータ型が正しくありません。 
	
原因: オペランドのデータ型はdatetime/intervalの算術に有効でありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-30082: 秒数または先行フィールドの精度を下げるには、変更するdatetime/inteval列を空にする必要があります。 
	
原因: 既存のデータを持つ日付datetime/intervalの列が、秒数または先行フィールドの精度が下がるように変更されています。


	
処置: このような列で可能なのは、精度を上げることのみです。









	 ORA-30083: interval値の式に構文エラーがあります。 
	
原因: interval値の式を解析中に構文エラーが検出されました。


	
処置: 構文を修正してください。









	 ORA-30084: タイム・ゾーン修飾子を持つdatetime primaryのデータ型は無効です 
	
原因: タイム・ゾーン修飾子を指定する場合、日付時刻プライマリのデータ型として指定できるのは、TIME、TIME WITH TIME ZONE、TIMESTAMP、TIMESTAMP WITH TIME ZONEのいずれかです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-30085: オーバーラップ述語中に構文エラーが見つかりました 
	
原因: オーバーラップ述語を解析中に構文エラーがありました。


	
処置: 構文を修正してください。









	 ORA-30086: datetimeの減算の結果としてINTERVAL YEAR TO MONTHを使用することはできません。 
	
原因: datetimeの減算の結果としてINTERVAL YEAR TO MONTHを指定しようとしました。


	
処置: このinterval型のSQL標準の仕様が不明瞭なため、これは現在許可されていません。interval型をINTERVAL DAY TO SECONDに変更して、文を再発行してください。









	 ORA-30087: 2つのdatetime値を加算することはできません。 
	
原因: 2つのdatetime値を加算しようとしました。


	
処置: この加算を行わないでください。









	 ORA-30088: datetime/intervalの精度が範囲外です 
	
原因: 指定したdatetime/intervalの精度が0から9の間の値ではありませんでした。


	
処置: datetime/intervalの精度には0から9の間の値を使用してください。









	 ORA-30089: <datetime field>が無効か、または指定されていません。 
	
原因: 必要な<日付時刻フィールド>(YEAR、MONTH、DAY、HOUR、MINUTE、SECOND)がないか、<間隔修飾子>に指定された<日付時刻フィールド>の<終了フィールド>に<開始フィールド>より高い重要度が設定されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-30091: 2次変換表はロードされていません 
	
原因: TSTZデータにDSTをパッチするための2次変換表がロードされていません。


	
処置: 2次変換表をロードしてください。









	 ORA-30092: DSTアップグレード・プロセスのこのステージでは許可されていない関数です 
	
原因: 問合せにDSTアプリケーショングレード・プロセスの現在の状態で許可されていない関数が含まれています。


	
処置: この関数はDSTアップグレードの現在のステージでは許可されません。









	 ORA-30093: データベースが再起動されるまで許可されない関数です 
	
原因: データベースが再起動されるまで許可されない関数が問合せに含まれています。


	
処置: データベースを停止して再起動してください。









	 ORA-30094: バージョンstringのタイムゾーン・データ・ファイルが$ORACLE_HOME/oracore/zoneinfoに見つかりませんでした 
	
原因: 入力タイム・ゾーンのバージョンに対応するタイム・ゾーン・データファイルが$ORACLE_HOME/oracore/zoneinfoにありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-30100: 内部エラー[number] 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡し、エラーを報告してください。









	 ORA-30101: 不明なパラメータ名です。'string' 
	
原因: パラメータ名の綴りが誤っています。


	
処置: パラメータ名の綴りを修正してください。









	 ORA-30102: 'string'は'string'に対して有効な範囲内にありません。 
	
原因: パラメータの値が有効範囲内にありません。


	
処置: このパラメータの有効値については、ドキュメントを参照してください。









	 ORA-30103: 'string'は'string'に対して無効な整数基数です 
	
原因: 無効な整数基数の指定が見つかりました。


	
処置: 整数基数の指定は、d、h、DおよびHのみで行ってください。









	 ORA-30104: 'string'は'string'に対して無効な整数です。 
	
原因: 値が有効な整数ではありません。


	
処置: このパラメータに有効な整数のみを指定してください。









	 ORA-30105: 'string'は'string'に対して無効なブール値です 
	
原因: 値が有効なブール値ではありません。


	
処置: 有効なブール値については、ドキュメントを参照してください。









	 ORA-30107: パラメータ名の略称'string'が一意ではありません。 
	
原因: 指定された略称が一意ではありませんでした。


	
処置: より長い略称を使用して、パラメータ名を一意にしてください。









	 ORA-30108: 位置パラメータ値stringが無効です。 
	
原因: 無効な位置パラメータが入力されています。


	
処置: 無効な位置パラメータを削除してください。









	 ORA-30109: パラメータ・ファイル'string'をオープンできませんでした 
	
原因: パラメータ・ファイルが存在しません。


	
処置: 適切なパラメータ・ファイルを作成してください。









	 ORA-30110: 'string'で構文エラーが発生しました。 
	
原因: 構文エラーが検出されました。


	
処置: 正しい構文が使用されるように入力を変更してください。









	 ORA-30111: 値'string'の右引用符がありません。 
	
原因: 引用符付き文字列が開始されましたが、終了されていません。


	
処置: 正しい位置に終了の引用符を記述してください。









	 ORA-30112: パラメータ'string'に複数の値を指定できません 
	
原因: 1つの値のみをとるパラメータに複数の値を指定しようとしました。


	
処置: このパラメータには複数の値を指定しないでください。









	 ORA-30113: ファイル'string'の処理中にエラーが発生しました 
	
原因: このファイルの処理中に問題が発生しました。


	
処置: 追加のエラー・メッセージを調べ、その問題を修正してください。









	 ORA-30114: コマンドラインの処理中にエラーが発生しました。 
	
原因: コマンドラインの処理中に問題が発生しました。


	
処置: 追加のエラー・メッセージを調べ、その問題を修正してください。









	 ORA-30115: 環境変数の処理中にエラーが発生しました。 
	
原因: 環境変数の処理中に問題が発生しました。


	
処置: 追加のエラー・メッセージを調べ、その問題を修正してください。









	 ORA-30116: 'string'('string'に続く)で構文エラーが発生しました 
	
原因: 構文エラーが検出されました。


	
処置: 正しい構文が使用されるように入力を変更してください。









	 ORA-30117: 入力の開始で'string'に構文エラーが発生しました。 
	
原因: 構文エラーが検出されました。


	
処置: 正しい構文が使用されるように入力を変更してください。









	 ORA-30118: 入力の終わりで'string'に構文エラーが発生しました。 
	
原因: 構文エラーが検出されました。


	
処置: 正しい構文が使用されるように入力を変更してください。









	 ORA-30119: 'string'に対する有効な値が取得できません。 
	
原因: このパラメータに有効な値が取得できませんでした。


	
処置: アプリケーションを再実行し、有効な値を入力してください。









	 ORA-30120: 'string'は'string'に対して有効なOracle番号ではありません 
	
原因: この値は、有効なOracle番号ではありません。


	
処置: 有効なOracle番号値については、ドキュメントを参照してください。









	 ORA-30121: 'string'は'string'の値に使用できません。 
	
原因: パラメータの値が有効ではありません。


	
処置: 有効な値については、ドキュメントを参照してください。









	 ORA-30122: 値'string'('string')は、'number'から'number'の間に設定する必要があります。 
	
原因: パラメータの値が有効範囲内にありません。


	
処置: 有効範囲内の値を指定してください。









	 ORA-30129: 関数に無効な引数が渡されました。 
	
原因: 関数に無効な引数が渡されました。


	
処置: 関数コールを確認して、正しい引数が渡されるようにしてください。









	 ORA-30130: 関数に無効なパラメータ・キー型が渡されました。 
	
原因: 関数に無効なパラメータ・キーの型が渡されました。


	
処置: 関数コールのパラメータ・キーの型を確認してください。









	 ORA-30131: 設定しているキーの数が割当てを超えています 
	
原因: 設定中のパラメータ・キーの数が割当て数を超えています。


	
処置: 設定するキーの数を減らすか、割当て数を増やしてください。









	 ORA-30132: 無効なキー索引が指定されました。 
	
原因: バウンド内にないキー索引が指定されました。


	
処置: バウンド内になるように、キー索引を変更してください。









	 ORA-30135: OCIスレッド操作に失敗しました 
	
原因: OCIスレッド関数コールに失敗しました。


	
処置: 関数コールを調べて正しいパラメータが渡されることを確認し、必要な処置を行ってください。









	 ORA-30136: このアプリケーションではドロップイン互換性はサポートされていません 
	
原因: 現在、このアプリケーションは旧リリースからのdefopt.oと静的にリンクされています。これは現在のクライアントの共有ライブラリと互換性がありません。


	
処置: 1) 新しいリリースのクライアント・ライブラリとアプリケーションを再リンクするか、2) defopt.oと静的にリンクせずに、旧リリースのクライアント・ライブラリとアプリケーションを再リンクします。









	 ORA-30150: OCIFile関数に無効な引数が渡されました。 
	
原因: OCIFile関数に無効な引数が渡されました。最も一般的な原因は、非NULLポインタが渡されるべきところにNULLポインタが渡されたことです。


	
処置: 引数として渡された値が有効かどうかを確認してください。特にNULLポインタを重点的にチェックしてください。









	 ORA-30151: ファイルがすでに存在します 
	
原因: OCI_FILE_EXCLフラグを指定して、すでに存在しているファイルを開こうとしました。


	
処置: この場合、OCIFileがこの例外を投げたと考えられます。









	 ORA-30152: ファイルが存在しません 
	
原因: OCIFile関数にはファイルが必要ですが、ファイルが存在しません。


	
処置: ファイルが存在するかどうかを確認してください。









	 ORA-30153: 無効なファイル・オブジェクトがOCIFile関数に渡されました。 
	
原因: OCIFile関数に無効なファイル・オブジェクトが渡されました。


	
処置: ファイル・オブジェクトが有効なものであることを確認してください。必要に応じて、OCIFileOpenをコールして、新しいファイル・オブジェクトを作成してください。









	 ORA-30154: OCIFileRead/Writeのバッファとして指定されたメモリー・アドレスが無効です。 
	
原因: 無効なメモリー・アドレスがバッファ・ポインタとしてOCIFileRead/Writeに渡されました。


	
処置: 必要なメモリーが割り当てられているかどうかを確認して、有効なメモリー・アドレスをバッファ・ポインタとして渡してください。









	 ORA-30155: OCIFile関数コール中にI/Oエラーが発生しました。 
	
原因: システム・レベルでI/Oエラーが発生しました。


	
処置: これはシステム・エラーで、処置はエラーによって異なります。









	 ORA-30156: ディスク領域不足です。 
	
原因: 使用しているファイルシステムのディスクが一杯です。


	
処置: ディスク領域を増加してください。









	 ORA-30157: 無効な引数がオペレーティング・システム・コールに渡されました。 
	
原因: 無効な引数を指定してOSコールが実行されました。


	
処置: 渡された値を確認してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-30158: OCIFileWriteでファイルが最大許容サイズを超えました 
	
原因: ファイルに書き込む領域がありません。サイズが最大限度に達しました。


	
処置: ユーザーの責任で処置を行ってください。









	 ORA-30159: OCIFileOpen: ファイルを作成できないか、要求されたモードでオープンできません。 
	
原因: OCIFileOpenでファイル作成のための作成フラグが指定されました。しかし、作成できません。または、指定のファイルがすでに存在しているが、そのファイルを指定されたオープン・モードで開く権限がありません。


	
処置: ユーザーに指定されたファイルを作成する権限があるかどうか、またファイルが存在する場合は、その権限が要求されたオープン・モードを許可しているかどうかを確認してください。









	 ORA-30160: ファイルにアクセスできません。 
	
原因: この関数は、既存のファイルにアクセスできませんでした。


	
処置: ユーザーにファイルに要求される権限があることを確認してください。









	 ORA-30161: OCIFile関数コール中にシステム・エラーが発生しました。 
	
原因: OCIFile関数の実行中にシステム・エラーが発生しました。


	
処置: エラーによって異なります。









	 ORA-30162: OCIFileコンテキストが初期化されていません。 
	
原因: OCIFile関数をコールする前に、関数OCIFileInitをコールして、OCIFileコンテキストを初期化する必要があります。


	
処置: その他のOCIFile関数をコールする前に、関数OCIFileInitをコールしてください。









	 ORA-30163: スレッド・セーフティの初期化に失敗しました。 
	
原因: SlgInitへのコールがOCIFileInitで失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-30175: 引数に無効な型があります。 
	
原因: 引数リストに無効な型の引数があります。


	
処置: 引数に正しい型ラッパーを使用してください。









	 ORA-30176: 書式文字列に無効な書式コードがあります 
	
原因: 書式文字列に無効な書式コードがあります。


	
処置: 無効な書式コードを有効な書式コードに置き換えてください。









	 ORA-30177: フォーマット指定に無効なフラグがあります 
	
原因: フォーマット指定に無効なフラグがあります。


	
処置: 無効なフラグを有効なフラグに置き換えてください。









	 ORA-30178: フォーマット指定に重複しているフラグがあります 
	
原因: フォーマット指定に重複しているフラグがあります。


	
処置: 重複するフラグを削除してください。









	 ORA-30179: 書式コードに無効な引数索引があります。 
	
原因: 0(ゼロ)、または負の引数索引または索引が「(」の前にあります。


	
処置: 無効な引数を有効な引数に置き換えてください。









	 ORA-30180: 引数の索引が大きすぎます。 
	
原因: 引数の索引が、指定された引数の実際の数を超えています。


	
処置: 書式文字列を修正して、追加の引数を渡してください。









	 ORA-30181: 引数索引の整数の直後に右括弧')'がありません 
	
原因: 引数の索引に閉じカッコがありません。


	
処置: 書式指定を修正してください。









	 ORA-30182: 精度指定子が無効です。 
	
原因: 有効な書式が後に続かないピリオドが書式指定にあります。


	
処置: 無効な精度指定子を有効な精度指定子に置き換えてください。









	 ORA-30183: フィールド幅指定子が無効です。 
	
原因: 無効なフィールド幅指定が指定されました。


	
処置: 無効なフィールド幅を有効なフィールド幅に置き換えてください。









	 ORA-30184: 引数型が書式コードと矛盾します。 
	
原因: 書式コードに不正な引数の型が指定されました。


	
処置: 書式および引数を互換性があるようにしてください。









	 ORA-30185: 出力が大きすぎるためバッファに格納できません。 
	
原因: バッファが出力文字列全体を保持できるほど大きくありません。


	
処置: 渡されたバッファのサイズおよび長さを修正してください。









	 ORA-30186: '\\'の次には16進文字4つか、または'\\'がもう1つ続く必要があります。 
	
原因: SQL関数UNISTRの引数では、''の次には16進数文字4つか、または''がもう1つ続くことが必要です。


	
処置: 文字列フォーマットを修正してください。









	 ORA-30191: 引数リストが見つかりません。 
	
原因: 引数リストが指定されていません。


	
処置: 引数リストを変更して、少なくともそれにOCIFormatEndがあるようにしてください。









	 ORA-30200: 無効なNLS項目がOCINlsGetInfo()に渡されました。 
	
原因: サポートされているNLS項目ではありません。


	
処置: OCINlsGetInfo()に渡される項目番号を修正してください。









	 ORA-30201: NLSデータ・オブジェクトをロードできません。 
	
原因: このエラーは、無効なNLS環境設定により発生することがあります。


	
処置: ORA_NLS33などのNLS環境設定を確認してください。









	 ORA-30202: OCIMsg関数にOCIMsghへのNULLポインタが渡されました。 
	
原因: NULLポインタが渡されました。


	
処置: OCIMsghポインタの値を確認してください。









	 ORA-30203: メッセージ・ファイルをオープンできません。 
	
原因: メッセージがシステムに存在していない可能性があります。


	
処置: メッセージが製品と機能に対応しているか確認してください。









	 ORA-30204: バッファの大きさが不十分です 
	
原因: 宛先バッファの大きさが変換データの格納に不十分です。


	
処置: 宛先バッファのサイズを確認してください。









	 ORA-30205: 無効なキャラクタ・セット 
	
原因: 指定されたキャラクタ・セットが無効です。


	
処置: キャラクタ・セットIDが有効であることを確認してください。









	 ORA-30331: サマリーが存在しません。 
	
原因: 存在しないサマリー名が指定されました。


	
処置: サマリー名の綴りを確認してください。









	 ORA-30332: コンテナ表は別のサマリーですでに使用されています。 
	
原因: 別のサマリーがこの表をコンテナ表として使用しています。


	
処置: このサマリーに別の表またはマテリアライズド・ビューをコンテナ表として指定してください。









	 ORA-30333: ディメンションが存在しません。 
	
原因: ディメンションDDL文で指定されたディメンションが存在しません。


	
処置: ディメンション名の綴りを確認してください。









	 ORA-30334: ディメンション・レベル名が正しくありません。 
	
原因: ディメンションDDL文のレベル名がSQL識別子のルールに準拠していません。


	
処置: 英文字で始まり、英文字、数字、アンダースコアからなり、30文字以下のレベル名を使用してください。









	 ORA-30335: JOIN KEY句はこの階層以外のレベル名を参照します。 
	
原因: ディメンションDDL文のJOIN KEY句のREFERENCES部分で指定したレベル名は、JOIN KEY句を含む階層のレベルを参照しません。*処置: レベル名の綴りを確認してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-30336: 指定したJOIN KEYに子はありません。 
	
原因: ディメンションDDL文のJOIN KEY句のREFERENCES部分に指定したレベルには、子レベルがありません。


	
処置: JOIN KEY句で参照されたレベル名の綴りを確認してください。参照するレベルが階層の最初のレベルである場合、JOIN KEY句を指定しないでください。









	 ORA-30337: 同じ親レベルに対して複数のJOIN KEY句が指定されました。 
	
原因: 1つのディメンション階層内の指定された親レベルに対して、複数のJOIN KEY句が指定されました。


	
処置: 各JOIN KEY句を階層で参照されたレベルと一致させてください。重複しているJOIN KEY句を排除してください。









	 ORA-30338: ディメンション階層名が正しくありません。 
	
原因: 無効なディメンション階層名がディメンションDDL文に指定されました。


	
処置: ディメンション階層名が英文字で始まり、英文字、数字、アンダースコアからなり、30文字以下であることを確認してください。ディメンション階層名を所有者名で修飾している場合、所有者名がシステムの所有者名の要件と一致していることを確認してください。









	 ORA-30339: ディメンション属性名が正しくありません。 
	
原因: 無効なディメンション属性名がディメンションDDL文に指定されました。


	
処置: ディメンション階層名が英文字で始まり、英文字、数字、アンダースコアからなり、30文字以下であることを確認してください。ディメンション階層名を所有者名で修飾している場合、所有者名がシステムの所有者名の要件と一致していることを確認してください。









	 ORA-30340: ディメンション名が無効です。 
	
原因: 無効なディメンション名がディメンションDDL文に指定されました。


	
処置: ディメンション階層名が英文字で始まり、英文字、数字、アンダースコアからなり、30文字以下であることを確認してください。ディメンション階層名を所有者名で修飾している場合、所有者名がシステムの所有者名の要件と一致していることを確認してください。









	 ORA-30341: 削除されたレベルに参照があります。 
	
原因: レベルへの参照がディメンションに存在するにもかかわらず、ディメンションのデフォルトまたはRESTRICTオプションを使用して、レベルを削除しようとしました。参照がディメンション内の階層および属性で発生する可能性があります。


	
処置: レベルを削除する前にレベルへの参照をすべて削除するか、DROP LEVEL句でCASCADEオプションを指定してください。









	 ORA-30342: このディメンションには参照レベルが定義されていません。 
	
原因: ディメンション内に定義されなかったレベルへの参照が見つかりました。


	
処置: レベル名の綴りを確認してください。









	 ORA-30343: レベル名がこのディメンション内で一意ではありません。 
	
原因: 2つ以上のレベルを同じ名前で定義しました。


	
処置: レベル名の綴りを確認してください。









	 ORA-30344: 子の列数が親レベルの列数と異なります。 
	
原因: JOIN KEY句で指定した子の列数が、指定した親レベルの列数と異なります。


	
処置: 子の列数と参照される親レベルで定義された列数を調べ、整合するよう修正してください。









	 ORA-30345: 循環的ディメンション階層です 
	
原因: 循環がディメンション階層に見つかりました。


	
処置: 複数発生するレベル名の階層を確認してください。









	 ORA-30346: 階層名はディメンション内で一意である必要があります 
	
原因: 同じ名前がディメンションの複数の階層に使用されました。


	
処置: 階層名の綴りを確認してください。









	 ORA-30347: 列指定を修飾するには表名が必要です 
	
原因: 列を表名で修飾する必要がある列指定で、表名が省略されました。


	
処置: 列を表名で修飾してください。









	 ORA-30348: ADDとDROPの両方は指定できません。 
	
原因: 1つ以上のDROP句がある同じALTER DIMENSION文に、1つ以上のADD句が発見されました。


	
処置: ADD操作を1つのALTER DIMENSION文に、DROP操作を別の文に分けてください。









	 ORA-30349: 指定したディメンション階層が存在しません。 
	
原因: ディメンション内に定義されていない階層名が見つかりました。


	
処置: 階層名の綴りを確認してください。









	 ORA-30350: 指定したディメンション属性が存在しません。 
	
原因: ディメンション内に定義されていない属性名が見つかりました。


	
処置: 属性名の綴りを確認してください。









	 ORA-30351: 問合せのリライトは、現在この式をサポートしていません 
	
原因: クエリー・リライトで現在サポートされていない複雑な式が指定されました。


	
処置: 式をより単純にしてください。









	 ORA-30352: 数値精度または文字列の長さに一貫性がありません 
	
原因: SELECT式は、対応するコンテナ列と異なる数値精度または文字列の長さです。このため、クエリー・リライトは、リライトしないクエリーで取得した結果と同じ結果を保証できません。


	
処置: 精度または文字列の長さの違いを修正するか、WITH REDUCED PRECISIONオプションを指定するか、またはマテリアライズド・ビューのREWRITEオプションを使用不可にしてください。









	 ORA-30353: 式はクエリー・リライトでサポートされていません 
	
原因: SELECT句がUID、USER、ROWNUM、SYSDATE、CURRENT_TIMESTAMP、MAXVALUE、順序番号、バインド変数、相関変数、セット結果、トリガー戻り変数、パラレル表キュー列、コレクション・イテレータ、DETERMINISTICでない日付書式トークンRRなどを参照しました。


	
処置: 無効な式を削除するか、マテリアライズド・ビューのREWRITEオプションを使用不可にしてください。









	 ORA-30354: クエリー・リライトはSYSリレーションではできません 
	
原因: SYSリレーションが、クエリー・リライトがあるマテリアライズド・ビューの選択句で参照されました。


	
処置: 選択句からSYSリレーションへの参照を削除するか、マテリアライズド・ビューのREWRITEオプションを使用不可にしてください。









	 ORA-30355: マテリアライズド・ビュー・コンテナが存在しません。 
	
原因: DROP TABLEコマンドが、マテリアライズド・ビュー・コンテナ表に対して直接発行されました。


	
処置: DROP MATERIALIZED VIEWコマンドを使用して、マテリアライズド・ビュー上に残っているメタデータをクリーンアップしてください。次に、CREATE MATERIALIZED VIEW文を使用して、マテリアライズド・ビューを再作成してください。その後、DROP TABLEコマンドではなくDROP MATERIALIZED VIEWコマンドを使用して、マテリアライズド・ビューを削除してください。









	 ORA-30356: 指定したリフレッシュ・メソッドは、このコンテキストではサポートされていません。 
	
原因: 指定されたリフレッシュ・メソッドが現在サポートされていません。


	
処置: 別のリフレッシュ・メソッドを指定するか、コンテキストを変更して、選択するリフレッシュ・メソッドをサポート可能にしてください。









	 ORA-30357: このPL/SQLファンクションは、クエリー・リライトでサポートできません 
	
原因: 文が、DETERMINISTICのマークが設定されていないファンクションを参照しました。


	
処置: 次のいずれかの処置を行ってください。
- PL/SQLファンクションの使用を削除する。

- PL/SQLファンクションにDETERMINISTICのマークを設定する。

- マテリアライズド・ビューのREWRITEオプションを使用不可にする。入力引数値の指定されたセットの同じ結果値を常に戻す場合にのみ、ファンクションにDETERMINISTICとマークしてください。意味のある副次効果がある場合、ファンクションにDETERMINISTICとマークしないでください。











	 ORA-30358: サマリー・ビューとマテリアライズド・ビューが同一のスキーマにありません。 
	
原因: Oracleの内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-30359: クエリー・リライトは、SYSマテリアライズド・ビューでサポートされていません 
	
原因: SYSスキーマのマテリアライズド・ビューで、REWRITEオプションを使用可能にしようとしました。


	
処置: 別のスキーマにマテリアライズド・ビューを作成するか、REWRITEオプションを使用不可にしてください。









	 ORA-30360: REFは、クエリー・リライトでサポートされていません 
	
原因: この文はREF演算子を含んでいました。リピータブルな動作はREF演算子で保証できません。このため、クエリー・リライトはREF演算子をサポートできません。


	
処置: REF演算子への参照を削除するか、マテリアライズド・ビューのREWRITEオプションを使用不可にしてください。









	 ORA-30361: 文字列型を認識できません 
	
原因: Oracleの内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-30362: ディメンション列は連続にできません。 
	
原因: ディメンション文が、連続する列を参照しました。


	
処置: 連続への参照を削除してください。









	 ORA-30363: ディメンション列リスト内の列は同一リレーション内にある必要があります 
	
原因: ディメンション文に、すべての列が同一のリレーションからでない列リストが含まれました。


	
処置: 単一リレーションからの列のみを使用して列のリストを指定してください。









	 ORA-30364: このレベルには、別のレベルと同一の列セットがあります。 
	
原因: レベル定義には、別のレベルと同一の列セットがあります。


	
処置: 重複しているレベル定義を排除してください。









	 ORA-30365: JOIN KEY句左側のリレーションは右側と同じにはできません。 
	
原因: JOIN KEY句左側の子列のリレーションが、右側の親レベルのものと同じでした。


	
処置: JOIN KEY句を削除してください。子と親が同一リレーションにある場合、これは必要ないか許可されません。









	 ORA-30366: 子のJOIN KEY列が子のレベルと同じリレーション内にありません。 
	
原因: JOIN KEY句左側の子列のリレーションが、子レベルのものと異なりました。


	
処置: JOIN KEY句に正しい子列を指定してください。









	 ORA-30367: JOIN KEY句が必要です。 
	
原因: JOIN KEY句がディメンション文で省略されました。子レベルと親レベルが同じリレーションにない場合、JOIN KEY句が必要です。


	
処置: JOIN KEY句を指定して、子レベルのリレーションと親レベルのリレーションの結合方法を指定してください。









	 ORA-30368: ATTRIBUTEは別のリレーションにある列を判断できません。 
	
原因: ディメンション文のATTRIBUTE句が、左側のレベルのものとは異なるリレーションである右側の判断された列を指定しました。


	
処置: 同じリレーション内にあるその他の列を機能的に判断するディメンション・レベルのみの属性を指定してください。









	 ORA-30369: 列の最大数は32です。 
	
原因: 列のリストが、32を超える列を使用して指定されました。


	
処置: 32以下の列を使用してリストを指定してください。









	 ORA-30370: 演算子の設定はこのコンテキストではサポートされていません 
	
原因: UNION、UNION ALL、INTERSECTまたはMINUSなどのセット演算子が、マテリアライズド・ビュー定義などのサポートされていないコンテキストで発見されました。


	
処置: セット演算子を使用しないように、式を指定しなおしてください。









	 ORA-30371: 同じ列で2ディメンション以上のレベルを定義することはできません。 
	
原因: 別のディメンションでレベルを定義するためにすでに使用された後、列がレベルの定義に使用されました。


	
処置: ディメンション・レベルおよび階層を単一ディメンションに再編成して、列が別のディメンションでのレベルの定義に使用されないようにしてください。ディメンションに置けるレベルまたは階層の数に制限がありません。すべてのレベルが同じディメンションにあり、2つのレベルに列の同一のセットが含まれない場合、列を使用していくつでもレベルを定義できます。









	 ORA-30372: ファイングレイン・アクセス・ポリシーがマテリアライズド・ビューと競合します 
	
原因: ファイングレイン・アクセス・コントロール・プロシージャが、NULLでないルールをマテリアライズド・ビューの問合せに適用しました。


	
処置: マテリアライズド・ビューを正しく動作させるには、問合せに有効なファイングレイン・アクセス・コントロール・プロシージャがマテリアライズド・ビューを作成またはリフレッシュしている間に、NULLルールを戻してください。これは、マテリアライズド・ビューに対するリフレッシュ・プロシージャの作成者、所有者および実行者のユーザー名が、ユーザー書込みファイングレイン・アクセス・コントロール・プロシージャによってすべてのNULLルールを受け取ることによって可能になります。









	 ORA-30373: このコンテキストでは、オブジェクト・データ型はサポートされません。 
	
原因: オブジェクト・データ型が、サポートしていないコンテキスト内で見つかりました。


	
処置: オブジェクトを使用しないように、式を指定しなおしてください。









	 ORA-30374: マテリアライズド・ビューはすでにリフレッシュ済です。 
	
原因: マテリアライズド・ビューがリフレッシュ済の場合、OracleはALTER MATERIALIZED VIEW <mv> RELY FRESHコマンドを無視して、このエラー・メッセージを発行します。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-30375: リフレッシュ済みのマテリアライズド・ビューとはみなせません 
	
原因: マテリアライズド・ビューが無効または使用禁止の場合、ALTER MATERIALIZED VIEW <mv> CONSIDER FRESHコマンドでリフレッシュ済とはみなされません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-30376: 説明リライト・セッションの解析問合せの共有を防止してください。 
	
原因: 説明リライトは、ユーザー問合せの解析後に共有カーソルを生成します。このエラーが発生すると、カーソルの共有が防止されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-30377: 表string.MV_CAPABILITIES_TABLEが見つかりません 
	
原因: MV_CAPABILITIES_TABLEを定義する前に、DBMS_MVIEW.EXPLAIN_MVIEW() APIを使用しました。


	
処置: 目的のスキーマに接続した後で、admin/utlxmv.sqlスクリプトを起動してください。









	 ORA-30378: MV_CAPABILITIES_TABLEはOracleバージョンと互換ではありません。 
	
原因: MV_CAPABILITIES_TABLE内の1つ以上の列定義が存在しないか、現行のOracleバージョンと互換性がありません。


	
処置: 該当のスキーマに接続してDROP TABLE MV_CAPABILITIES_TABLEを実行した後、admin/utlxmv.sqlスクリプトを起動してからDBMS_MVIEW.EXPLAIN_MVIEW() APIを起動する方法でスキーマを再作成してください。









	 ORA-30379: 問合せテキストが指定されていません 
	
原因: 空の問合せテキスト引数を使用してDBMS_MVIEW.EXPLAIN_REWRITE() APIを実行しようとしました。


	
処置: 有効なSQL問合せを入力してください。









	 ORA-30380: REWRITE_TABLEが存在しません 
	
原因: REWRITE_TABLEを作成する前に、DBMS_MVIEW.EXPLAIN_REWRITE() APIを使用しました。


	
処置: 目的のスキーマを接続してから、admin/utlxrw.sqlスクリプトを使用して作成してください。









	 ORA-30381: REWRITE_TABLEはOracleバージョンと互換性がありません 
	
原因: REWRITE_TABLE内の1つ以上の列定義が存在しないか、または現行のOracleバージョンと互換性がありません。


	
処置: 該当のスキーマに接続してDROP TABLE REWRITE_TABLEを実行した後、admin/utlxrw.sqlスクリプトを起動してからDBMS_MVIEW.EXPLAIN_REWRITE() APIを起動する方法でスキーマを再作成してください。









	 ORA-30382: DROP MATERIALIZED VIEWstring.string操作は完了していません。 
	
原因: サマリー・オブジェクトの削除中、DROP MATERIALIZED VIEW操作に予期せぬエラーが発生しました。


	
処置: DROP MATERIALIZED VIEWコマンドを再発行してください。









	 ORA-30383: 指定したディメンション・レベルが属性に存在しません 
	
原因: 属性内で定義されていない属性レベルを検出しました。


	
処置: 属性レベル名の綴りを確認してください。









	 ORA-30384: 指定した列名が属性に存在しません 
	
原因: 属性内で定義されていない列を検出しました。


	
処置: 属性列名の綴りを確認してください。









	 ORA-30385: 指定した属性関連('string'が'string'を決定)は存在します 
	
原因: 指定された属性関係は、属性句のいずれかですでに宣言されています。


	
処置: 重複している属性関係を削除してください。









	 ORA-30386: DECLARE_REWRITE_EQUIVALENCEのSQL文が無効です 
	
原因: ソース文または宛先文のいずれかがNULLです。


	
処置: ソース文と宛先文の両方が有効であることを確認してください。









	 ORA-30387: REWRITE_EQUIVALENCE APIのリライト・モードが無効です 
	
原因: 指定されたリライト・モードは、REWRITE_EQUIVALENCE APIではサポートされていません。


	
処置: リライト・モードがREWRITE_EQUIVALENCE APIでサポートされていることを確認してください。









	 ORA-30388: リライト同値化の名前が指定されていません 
	
原因: リライト同値化名がNULLです。


	
処置: 有効なリライト同値化名を入力してください。









	 ORA-30389: ソース文は宛先文と互換性がありません 
	
原因: ソース文のSELECT句と宛先文のSELECT句には互換性がありません。


	
処置: 両SELECT句が互いに互換性があるか調べてください。たとえば、SELECTリスト項目の数が同じであるか、各SELECTリスト項目のデータ型が互換であるかなどを確認してください。









	 ORA-30390: ソース文は宛先文と同等ではありません 
	
原因: ソースSQLテキストが戻した行のセットと、宛先SQLテキストが戻した行のセットが異なっています。


	
処置: ソース文と宛先文の両方が同じ行数を戻すことを確認してください。









	 ORA-30391: 指定したリライト同値化が存在しません 
	
原因: 指定されたリライト同値化が存在しません。


	
処置: リライト同値化が作成済であることを確認してください。









	 ORA-30392: リライト同値化のチェックサム分析に失敗しました 
	
原因: 指定されたチェックサムは、ソース文および宛先文が生成したチェックサムと一致していません。


	
処置: CREATE SAFE REWRITE EQUIVALENCE文を調べて、修正が行われているか確認してください。









	 ORA-30393: 文の問合せブロックはリライトされていません 
	
原因: REWRITE_OR_ERRORヒント付きの問合せブロックがリライトされません。


	
処置: リライト同値化が作成済であることを確認してください。









	 ORA-30394: ソース文が宛先文と同じです 
	
原因: ソース文と宛先文が同じです。


	
処置: ソース文と宛先文が異なることを確認してください。









	 ORA-30397: 同じ子のレベルに対して複数のJOIN KEY句が指定されました 
	
原因: 1つのディメンション階層内の指定された子レベルに対して、複数のJOIN KEY句が指定されました。


	
処置: 重複しているJOIN KEY句を排除してください。









	 ORA-30398: JOIN KEY句が無効です 
	
原因: 特定の要件に適合しないJOIN KEY句が指定されました。子レベルとその直接の祖先でない祖先レベルを接続するJOIN KEY句が使用できるのは、子レベルとその祖先レベルが以下の条件を満たす場合のみです。
1. 子レベルの直接の親がスキップ・レベルである。

2. 子レベルがスキップ・レベルではない。

3. 祖先レベルがスキップ・レベルではない。

4. スキップ・レベル以外では、祖先レベルが階層内で子レベルに最も近いレベルである。




	
処置: 前述の条件を満たすように、JOIN KEY句を変更してください。









	 ORA-30399: スキップ・レベルには、NULL値を使用できる少なくとも1つの列が必要です 
	
原因: レベルを構成するすべての列にNOT NULL制約が指定されている場合、SKIP句にそのレベルを指定できません。


	
処置: SKIP句を削除してください。









	 ORA-30400: JOIN KEY句が同じです 
	
原因: 同一の子キーと親レベルを持つ2つのJOIN KEY句が指定されました。


	
処置: 重複しているJOIN KEY句を排除してください。









	 ORA-30401: JOIN KEY列にはNULL以外を指定してください 
	
原因: JOIN KEY句内の列がNULL値を許可したため、DIMENSION文が失敗しました。次の方法のいずれかまたは両方で、JOIN KEY列がディメンションのスキップ・レベルの列に関連しています。
1. スキップ・レベルが1つ以上のJOIN KEY列を使用して定義されています。

2. スキップ・レベルの属性句によって、1つ以上のJOIN KEY列が決定されています。




	
処置: NULL値を許可しないようにJOIN KEY列を変更してください。









	 ORA-30403: 夏時間(DST)のアップグレードが進行中です 
	
原因: 夏時間のアップグレードがマテリアライズド・ビューの表で進行中です。


	
処置: マテリアライズド・ビューのすべての表でDSTアップグレードが終了するまで待機してください。









	 ORA-30420: stringは有効な識別子ではありません 
	
原因: DBMS_OLAPパッケージで使用されるすべてのIDは30文字以下であり、文字で始まって、文字、数字および記号(『$』、『_』および『#』)の任意の組合せが続く必要があります。IDでは、他の文字を使用できません。DBMS_OLAP IDの場合のルールは、PL/SQL IDのルールと同じです。


	
処置: DBMS_OLAP命名ルールに従ってオブジェクトの名前を変更し、再試行してください。









	 ORA-30430: リストに有効なサマリーが含まれていません。 
	
原因: リストが空か、既存のサマリーの名前が含まれていません。


	
処置: リフレッシュに渡された名前のリストに、既存のサマリー・オブジェクトの名前が1つ以上含まれていることを確認してください。









	 ORA-30431: リフレッシュ・メソッドにはANY、INCREMENTALまたはFORCE_FULLを指定します。stringではありません。 
	
原因: 無効なリフレッシュ・メソッドが指定されました。


	
処置: リフレッシュ・メソッドがANY、INCREMENTALまたはFORCE_FULLのいずれかであることを確認してください。









	 ORA-30432: サマリー'string.string'は無効な状態です。 
	
原因: サマリーが無効な状態であるため、リフレッシュできません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-30433: 'string.string'はサマリーではありません。 
	
原因: 指定されたサマリーが存在しないため、リフレッシュできません。


	
処置: サマリーの正しい名前を確認してください。









	 ORA-30434: リフレッシュ・メソッドは'string'ではなく、FC?ANの1つである必要があります 
	
原因: 無効なリフレッシュ・メソッドが指定されました。


	
処置: リフレッシュ・メソッドがFC?ANのいずれかであることを確認してください。









	 ORA-30435: サマリーをリフレッシュするには、job_queue_processesをゼロ以外に設定する必要があります。 
	
原因: job_queue_processesパラメータに0(ゼロ)より大きい値を指定してサーバーを起動する必要があります。


	
処置: job_queue_processesの値を修正して、サーバー・インスタンスを再起動してください。









	 ORA-30436: 名前付きパイプ'string'をオープンできません。 
	
原因: リフレッシュ・プロセスがジョブ・キュー・プロセスへの名前付きパイプをオープンできませんでした。通常、システム・リソースが不十分なことが原因です。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleテクニカル・サポートに通知してください。









	 ORA-30437: すべてのジョブ・キュー・プロセスの実行が停止しました。 
	
原因: リフレッシュによって使用されるすべてのジョブ・キュー・プロセスの実行が、なんらかの理由で停止しました。1つ以上のジョブ・キュー・プロセスが、サマリーをリフレッシュするために実行している必要があります。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleテクニカル・サポートに通知してください。









	 ORA-30438: 名前付きパイプ'string'にアクセスできません。 
	
原因: リフレッシュ・プロセスは、パイプを正常にオープンした後に、ジョブ・キュー・プロセスへの名前付きパイプにアクセスできませんでした。通常、これは内部エラーまたはオペレーティング・システム・エラーの可能性があります。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleテクニカル・サポートに通知してください。









	 ORA-30439: 'string.string'のリフレッシュはstringのため失敗しました 
	
原因: リフレッシュ・ジョブ・キュー・プロセスでエラーが見つかり、レポートしています。エラーの原因については、メッセージとともに出力されたテキストを参照してください。


	
処置: レポートされた原因によって異なります。









	 ORA-30440: 高速リフレッシュできません。完全にリフレッシュするか、または部分リフレッシュ用にイベント30441を設定してください。 
	
原因: DMLおよびダイレクト・ロードは、ディテール表に対して実行されます。高速リフレッシュは、ダイレクト・ロード・インサートのみを処理できます。


	
処置: 完全にリフレッシュするか、またはダイレクト・ロード・インサートのみで部分リフレッシュ用にイベント30441を設定してください。









	 ORA-30442: フィルタstringの定義が見つかりません。 
	
原因: 指定したFILTERIDパラメータに対応するフィルタ定義がアドバイザ・リポジトリにありません。


	
処置: create_filter関数で生成される有効なFILTERIDを使用してください。









	 ORA-30443: stringの項目stringの定義が無効です。 
	
原因: 指定したフィルタは無効です。少なくとも1つの無効なフィルタ項目が含まれています。フィルタ項目に文字列リストが含まれている場合、文字列リストが正常に解析できないと、無効になります。フィルタ項目に範囲定義が含まれており、範囲の下限が上限より大きい場合、項目も無効になります。


	
処置: purge_filterサブプログラムで無効なフィルタを削除して、正しいフィルタを再定義してください。









	 ORA-30444: sqlアナライザによってリライトが終了されました。 
	
原因: SQLアナライザによってリライト・プロセスが終了しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleテクニカル・サポートに通知してください。









	 ORA-30445: ワークロード問合せが見つかりません。 
	
原因: アドバイザ・リポジトリに、指定したフィルタ条件を満たすワークロード問合せがありません。


	
処置: 新しいフィルタを再定義するか、指定したフィルタ条件を満たす追加のワークロード問合せをロードしてください。









	 ORA-30446: 有効なワークロード問合せが見つかりません。 
	
原因: 指定した問合せのいずれも正常に解析できません。エラーは多くのソースから発生する可能性があります。SQL構文エラー、load_workloadサブプログラムで指定した所有者がSQL文を生成する実際のユーザーと一致しません


	
処置: 有効なSQL文のみをアドバイザ・リポジトリにロードしてください。load_workload()サブプログラムの所有者パラメータで指定した所有者の権限で文が解析できることを確認してください。









	 ORA-30447: 実行番号stringの内部データに一貫性がありません。 
	
原因: サマリー・アドバイザの内部表に対して明示的な修正は行わないでください。そのような修正は、内部表で非一貫性の原因およびこのエラーが発生する原因になる場合があります。


	
処置: DBMS_OLAP.PURGE_RESULTSサブプログラムをコールすることにより、サマリー・アドバイザの内部表から一貫性のないデータを削除できます。









	 ORA-30448: アドバイザ・リポジトリの内部データに一貫性がありません。 
	
原因: サマリー・アドバイザの内部表に対して明示的な修正は行わないでください。そのような修正は、内部表で非一貫性の原因およびこのエラーが発生する原因になる場合があります。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleテクニカル・サポートに通知してください。









	 ORA-30449: パラメータstringに構文エラーがあります。 
	
原因: 指定したパラメータの構文が正しくありません。


	
処置: 正しい構文についてはOracleのドキュメントを参照してください。









	 ORA-30450: refresh_after_errorsはTRUEでした。次のMVはリフレッシュできませんでした: string 
	
原因: 複数のサマリーのリフレッシュ中に1つ以上のエラーが発生しました。


	
処置: number_of_failuresパラメータは障害発生回数を戻します。個々の障害の詳細は、各リフレッシュ操作のトレース・ログを参照してください。









	 ORA-30451: 内部エラー 
	
原因: 内部エラーがサマリー・リフレッシュ・サブシステムによって検出され、リフレッシュ操作が強制終了されました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-30452: COUNT(X)またはSUM(X)がないと、AVG(X)、VARIANCE(X)またはSTDDEV(X)を計算できません。 
	
原因: サマリーの増分リフレッシュには、AVG(X)の増分リフレッシュのためにCOUNT(X)列が必要です。STDDEV(X)またはVARIANCE(X)のリフレッシュのために、SUM(X)とCOUNT(X)の両方の列が必要です。


	
処置: 増分リフレッシュ機能が必要な場合、必要な列がサマリー定義の一部であることを確認してください。









	 ORA-30453: サマリーに対応するCOUNTがないAVGが含まれています。 
	
原因: AVG(X)を持つサマリーの増分リフレッシュには、サマリー定義にCOUNT(X)列があることが必要です。


	
処置: 増分リフレッシュ機能が必要な場合、必要な列がサマリー定義の一部であることを確認してください。









	 ORA-30454: サマリーに対応するSUMとCOUNTがないSTDDEVが含まれています。 
	
原因: STDDEV(X)を持つサマリーの増分リフレッシュには、サマリー定義にCOUNT(X)列とSUM(X)列があることが必要です。


	
処置: 増分リフレッシュ機能が必要な場合、必要な列がサマリー定義の一部であることを確認してください。









	 ORA-30455: サマリーに対応するSUMとCOUNTがないVARIANCEが含まれています。 
	
原因: VARIANCE(X)を持つサマリーの増分リフレッシュには、サマリー定義にCOUNT(X)列とSUM(X)列があることが必要です。


	
処置: 増分リフレッシュ機能が必要な場合、必要な列がサマリー定義の一部であることを確認してください。









	 ORA-30456: 権限が不十分なため、'string.string'をリフレッシュできません。 
	
原因: ユーザーにはサマリーをリフレッシュするために必要な権限が、1つ以上不足しています。


	
処置: ユーザーに必要なすべての権限が付与されていることを確認してください。









	 ORA-30457: コンテナ内の管理されていないNOT NULL列があるために、'string.string'をリフレッシュできません 
	
原因: サマリーのコンテナ・オブジェクトに、NULLを使用できず、デフォルト値も指定しない管理対象外の列が1つ以上含まれています。


	
処置: デフォルト値が、サマリー定義の一部ではないすべてのNOT NULL列に指定されていることを確認してください。









	 ORA-30458: 'string.string'をリフレッシュできません、リフレッシュ・マスクはstringとなっています。 
	
原因: 段階的にリフレッシュできないサマリーを段階的にリフレッシュしようとしました。


	
処置: サマリーを段階的にリフレッシュするかわりに、完全リフレッシュを使用してください。









	 ORA-30459: リフレッシュ・メソッドがNONEのため、'string.string'をリフレッシュできません。 
	
原因: リフレッシュ・メソッドがNONEであるサマリーをリフレッシュしようとしました。


	
処置: リフレッシュ・サマリーがNONE(NEVER REFRESH)であるサマリーは、リフレッシュできません。サマリーを変更して、デフォルト・リフレッシュ・メソッドをNONEからその他の値に変更してください。









	 ORA-30460: UNUSABLEにマーク設定されているので、'string.string'をリフレッシュできません。 
	
原因: UNUSABLEであるサマリーをリフレッシュしようとしました。


	
処置: サマリーがUNUSABLEである原因を判断し、再び使用可能にして、リフレッシュを再試行してください。









	 ORA-30461: DISABLEDにマーク設定されているので、'string.string' をリフレッシュできません 
	
原因: DISABLEDにマーク設定されているサマリーをリフレッシュしようとしました。


	
処置: サマリーがDISABLEDにマーク設定されている原因を判断し、再び使用可能にして、リフレッシュを再試行してください。









	 ORA-30462: サポートされていない演算子: string 
	
原因: サポートされていない演算子を含むサマリーをリフレッシュしようとしました。


	
処置: サマリーのすべての列が、リフレッシュ可能な式を含んでいることを確認してください。









	 ORA-30463: string'はサマリーのディテール表ではありません 
	
原因: refresh_dependentに渡された表のリストに、無効な表名が1つ以上含まれています。この表はサマリーのディテール表でないため、refresh_dependentへの入力としては無効です。


	
処置: リストにあるすべての表の名前が正しいことを確認してください。









	 ORA-30464: サマリーはありません。 
	
原因: refresh_all_mviewsがコールされましたが、サマリーがありません。refresh_all_mviewsをコールする場合は、1つ以上のサマリーが必要です。


	
処置: 1つ以上のサマリーを作成してください。









	 ORA-30465: 指定したrun_idは無効です: string 
	
原因: 考えられる原因は3つあります。指定したrun_idが存在しないか、現行のユーザー以外のユーザーによって作成されたか、すでに使用されていることが原因です。


	
処置: DBMS_OLAP.CREATE_IDをコールして新しいIDを作成してください。









	 ORA-30466: 指定したワークロードstringが見つかりません 
	
原因: 指定したworkload_idは無効です。


	
処置: 有効なworkload_idを指定するか、DBMS_OLAP.WORKLOAD_ALLを実行してください。









	 ORA-30467: フィルタ番号stringの内部データに一貫性がありません 
	
原因: サマリー・アドバイザの内部表に対して明示的な修正は行わないでください。そのような修正は、内部表で非一貫性の原因およびこのエラーが発生する原因になる場合があります。


	
処置: DBMS_OLAP.PURGE_FILTERサブプログラムをコールすることにより、サマリー・アドバイザの内部表から一貫性のないデータを削除できます。









	 ORA-30475: 機能は使用できません: string 
	
原因: 指定された機能は使用できません。


	
処置: この機能は使用しないでください。









	 ORA-30476: PLAN_TABLEはユーザーのスキーマには存在しません。 
	
原因: Estimate_Summary_SizeはOracle SQLのEXPLAIN PLANコマンドを使用して、指定した選択句のカーディナリティを推定します。これには、ユーザーのスキーマにPLAN_TABLEという表が必要です。詳細は『SQLリファレンス・マニュアル』を参照してください。


	
処置: EXPLAIN PLANに記述されているように、PLAN_TABLEを作成してください。ほとんどのシステムでは、この表の作成にはutlxplan.sqlスクリプトを使用します。









	 ORA-30477: SELECT_CLAUSEの指定が正しくありません。 
	
原因: Estimate_Summary_Sizeの入力選択句が正しく指定されていないため、コンパイルできません。


	
処置: 選択句の構文を調べてください。









	 ORA-30478: 指定されたディメンションは存在しません。 
	
原因: 検査対象として指定されたディメンションは存在しません。


	
処置: ディメンション名の綴りを確認してください。









	 ORA-30479: サマリー・アドバイザ・エラーが発生しました string 
	
原因: サマリー・アドバイザ・パッケージでエラーが発生しました。このメッセージの後に、エラーの詳細を示した2番目のメッセージが続きます。


	
処置: 2番目のエラー・メッセージの説明については、サマリー・アドバイザのドキュメントを参照してください。









	 ORA-30483: ここでウィンドウ・ファンクションは使用できません。 
	
原因: ウィンドウ・ファンクションを使用できるのは、問合せのSELECTリストでのみです。また、ウィンドウ・ファンクションは、他のウィンドウ・ファンクションやグループ・ファンクションの引数としては使用できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-30484: このファンクションのウィンドウ指定が欠落しています 
	
原因: すべてのウィンドウ・ファンクションの後には、<ファンクション>(<引数リスト>)OVER(<ウィンドウ指定>)のようなウィンドウ指定が必要です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-30485: ウィンドウ指定でORDER BY式が欠落しています 
	
原因: このファンクションに必須のORDER BY式がないか、またはORDER BY式がない集合グループがあります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-30486: ウィンドウ指定のウィンドウ集合グループが無効です 
	
原因: ウィンドウ指定がRANGEオプションを使用して指定され、複数のORDER BY式がある場合、集合グループは式を含むことができません(CURRENT ROW、UNBOUNDED PRECEDINGまたはUNBOUNDED FOLLOWINGのみ含むことができます)。最初のエンド・ポイント(バウンド)はUNBOUNDED FOLLOWINGにできず、2番目のエンド・ポイントはUNBOUNDED PRECEDINGにできません。最初のエンド・ポイントがCURRENT ROWである場合、2番目のエンド・ポイントはCURRENT ROWまたは<expr> /UNBOUNDED FOLLOWINGのいずれかのみです。最初のエンド・ポイントが<expr> FOLLOWINGである場合、2番目のエンド・ポイントは<expr>/UNBOUNDED FOLLOWINGのみです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-30487: ここでORDER BYは使用できません。 
	
原因: DISTINCTファンクションおよびRATIO_TO_REPORTでは、ORDER BYを使用できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-30488: 引数はPARTITION BYの式のファンクションである必要があります。 
	
原因: ウィンドウ・ファンクションの引数は、パーティションの定数である必要があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-30489: ROLLUP/CUBEの式リストは複数保持できません。 
	
原因: GROUP BY句に2つ以上のROLLUP/CUBEの式リストがあります。


	
処置: 各サブ問合せが1つのROLLUP/CUBE式のみを保持するように、問合せを修正してください。









	 ORA-30490: GROUP BY ROLLUPまたはCUBEリストにあいまいな式があります。 
	
原因: GROUP BY ROLLUPまたはCUBEリストにある式が、汎用のGROUP BY式リストにある式と一致しています。


	
処置: 汎用のGROUP BY式リスト、またはROLLUPまたはCUBE式リストから、その式を削除してください。









	 ORA-30493: 百分位数の値は0から1までの間の数値に設定する必要があります。 
	
原因: PERCENTILE_CONTまたはPERCENTILE_DISCファンクションに指定された百分位数の値が範囲外です。


	
処置: [0,1]の範囲にある値を指定してください。









	 ORA-30500: データベース・オープン・トリガーとサーバー・エラー・トリガーに、BEFORE型は使用できません。 
	
原因: データベースがオープンする前、またはサーバーにエラーが発生する前に起動するトリガーを作成しようとしましたが、この型のトリガーはサポートされていません。


	
処置: データベースがオープンする前、またはサーバーにエラーが発生する前に起動するトリガーを作成しようとしないでください。









	 ORA-30501: インスタンス・シャットダウン・トリガーにAFTER型は使用できません。 
	
原因: インスタンスの停止後に起動するトリガーを作成しようとしましたが、この型のトリガーはサポートされていません。


	
処置: インスタンスの停止後に起動するトリガーを作成しないでください。









	 ORA-30502: システム・トリガーに、実行タイミング・イベントとしてINSERT、UPDATEまたはDELETEは使用できません。 
	
原因: INSERT、UPDATEまたはDELETE実行タイミング・イベントでシステム・トリガーを作成しようとしましたが、システム・トリガーには実表がないため、この型のトリガーはサポートされていません。


	
処置: INSERT、UPDATEまたはDELETE実行タイミング・イベントでシステム・トリガーを作成しないでください。









	 ORA-30503: システム・トリガーにREFERENCING句は使用できません。 
	
原因: システム・トリガーでREFERENCING句を使用しようとしましたが、システム・トリガーには実表がないため、この型のトリガーはサポートされていません。


	
処置: システム・トリガーでREFERENCING句を使用しないでください。









	 ORA-30504: システム・トリガーにFOR EACH ROW句は使用できません。 
	
原因: システム・トリガーでFOR EACH ROW句を使用しようとしましたが、システム・トリガーには実表がないため、この型のトリガーはサポートされていません。


	
処置: システム・トリガーでFOR EACH ROW句を使用しないでください。









	 ORA-30505: システム・トリガーで、WHEN句の列を参照しないでください 
	
原因: システム・トリガーで列を参照するためにWHEN句を使用しようとしましたが、システム・トリガーには実表がないため、この型のトリガーはサポートされていません。


	
処置: WHEN句を適切な句に変更してください。









	 ORA-30506: システム・トリガーは表またはビューをベースにできません。 
	
原因: 表またはビューをシステム・トリガーのベースにしようとしました。


	
処置: この型のトリガーがベース・オブジェクトと互換性があることを確認してください。









	 ORA-30507: 標準トリガーはスキーマまたはデータベースをベースにできません。 
	
原因: スキーマまたはデータベースを標準トリガーのベースにしようとしましたが、標準トリガーは表またはビューのみをベースにできます。


	
処置: この型のトリガーがベース・オブジェクトと互換性があることを確認してください。









	 ORA-30508: クライアント・ログオン・トリガーにBEFORE型は使用できません。 
	
原因: ログオンする前に起動するトリガーを作成しようとしました。この型のトリガーは、サポートされていません。


	
処置: ログオンする前に起動するトリガーを作成しないでください。









	 ORA-30509: クライアント・ログオフ・トリガーにAFTER型は使用できません。 
	
原因: ログオフした後に起動するトリガーを作成しようとしました。この型のトリガーは、サポートされていません。


	
処置: ログオフした後に起動するトリガーを作成しようとしないでください。









	 ORA-30510: システム・トリガーはSYSユーザーのスキーマで定義できません。 
	
原因: SYSユーザーのスキーマでシステム・トリガーを定義しようとしました。現在、この型のトリガーはサポートされていません。


	
処置: SYSユーザーのスキーマでシステム・トリガーを作成しないでください。









	 ORA-30511: システム・トリガーで無効なDDL操作です 
	
原因: システム・トリガーで無効なDDL操作を実行しようとしました。ほとんどのDDL操作は、システム・トリガーでは現在サポートされていません。現在サポートされているDDL操作は、表操作およびALTER TRIGGER COMPILE操作のみです。


	
処置: システム・トリガーの無効なDDL操作を削除してください。









	 ORA-30512: 同一トランザクション内でstring.stringを2回以上変更することはできません。 
	
原因: トランザクションでオブジェクトを複数回変更しようとしました。このエラーは通常、同じオブジェクトを変更しようとするシステム・トリガーを起動するDDL文が原因です。同じトランザクション内のキュー表で、複数のDDL操作を操作間でコミットを発行せずに実行しようとするときにも発生することがあります。


	
処置: すでに変更されているオブジェクトを変更する可能性のあるシステム・トリガーを作成しないでください。また、同一トランザクション内のキュー表で2つ以上のDDL操作を指定しないでください。









	 ORA-30513: INSTEAD OF型のシステム・トリガーを作成できません。 
	
原因: システム・イベントで作成できるのは、BEFOREまたはAFTERトリガーのみです。


	
処置: トリガー型をBEFOREまたはAFTERに変更してください。









	 ORA-30514: システム・トリガーでは読取り専用で作成された表領域を変更できません。 
	
原因: DDL処理の一部として読込み専用で作成された表領域をBEFOREトリガーが変更しようとしています。


	
処置: 読込み専用として作成された表領域と同じ表領域にあるオブジェクトへの変更を行わないようにトリガーを修正するか、または、自律型トランザクションを使用して変更をコミットしてください。









	 ORA-30515: 一時停止トリガーはBEFORE型を持てません。 
	
原因: 実行が一時停止される前に起動するトリガーを作成しようとしました。この型のトリガーは、サポートされていません。


	
処置: 実行が一時停止される前に起動するトリガーを作成しないでください。









	 ORA-30516: データベース・ロール変更トリガーにBEFORE型は使用できません 
	
原因: ロール変更が完了する前に起動するトリガーを作成しようとしました。この型のトリガーは、サポートされていません。


	
処置: ロール変更が完了する前に起動するトリガーを作成しないでください。









	 ORA-30550: 索引が無効なパッケージ/ファンクション/本体に依存しています。 
	
原因: ファンクション索引が、無効または存在しないパッケージ/ファンクション/本体に依存しています。


	
処置: 索引が依存するすべてのパッケージ/ファンクションが存在し、有効であることを確認してください。









	 ORA-30551: この索引は存在しないパッケージ/タイプの本体に依存しています。 
	
原因: このファンクション索引は、存在しないパッケージ/タイプの本体に依存しています。


	
処置: パッケージ/タイプの本体を作成してください。









	 ORA-30552: パッケージ/プロシージャ/ファンクションは変更できません。 
	
原因: パッケージ/プロシージャ/ファンクションはDETERMINISTICで、いくつかのオブジェクトはそれに依存しています。


	
処置: 変更しようとしているパッケージ/ファンクション/プロシージャに依存している他のオブジェクトを削除してください。









	 ORA-30553: 関数がDETERMINISTICではありません。 
	
原因: 索引が定義されているファンクションはDETERMINISTICなものではありません。


	
処置: 関数がDETERMINISTICの場合、DETERMINISTICにマーク設定してください。関数がDETERMINISTICでない(パッケージ状態、データベース状態、現在の時間、または関数入力以外のその他に依存する)場合、索引を作成しないでください。DETERMINISTIC関数によって戻される値は、関数がリライトまたは再コンパイルされても変化しないことが必要です。









	 ORA-30554: ファンクション索引string.stringは使用できません。 
	
原因: 索引が依存しているファンクションが変更されたため、使用不可のマークが設定されたファンクション索引にアクセスしようとしました。


	
処置: 次のいずれかの処置を行ってください。-- DROP INDEXコマンドを使用して、指定した索引を削除する。-- ALTER INDEX REBUILDコマンドを使用して、指定した索引を再構築する。-- ALTER INDEX ENABLEコマンドを使用して、指定した索引を使用可能にする。-- ALTER INDEX UNUSABLEコマンドを使用して、指定した索引を使用不可にする。









	 ORA-30555: グローバル索引パーティション化キーが式になっています。 
	
原因: 索引パーティション化キーとして式を使用しようとしました。


	
処置: 索引パーティション化キーとして式を使用しないでください。









	 ORA-30556: ファンクション索引かビットマップ結合索引が変更を行う列に定義されています 
	
原因: ファンクション索引またはビットマップ結合索引が存在する列にALTER TABLE MODIFY COLUMNが発行されました。


	
処置: 列を変更する前に、ファンクション索引またはビットマップ結合索引を削除してください。









	 ORA-30557: ファンクション索引が正しく保持できませんでした 
	
原因: 正常に更新されなかったファンクション索引が存在する列を更新しようとしました。


	
処置: 索引更新時のエラーを確認して、問題を修正してください。









	 ORA-30558: ファンクション索引で内部エラー[string]が発生しました 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 正確なエラー・テキストを記録して、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-30563: 選択リスト、CONNECT BYまたはSTART WITHで、外部結合演算子(+)は許可されていません 
	
原因: 選択リスト、CONNECT BY句またはSTART WITH句の中で(+)を参照しようとしました。


	
処置: 選択リスト、CONNECT BY句またはSTART WITH句の中で演算子は使用しないでください。









	 ORA-30564: 索引メンテナンス句はRANGEパーティション表へのパーティションのADDには許可されません。 
	
原因: INVALIDATEまたはUPDATE GLOBAL INDEXES句は、HASHパーティション表へのパーティションのADDまたはコンポジット・パーティション表へのサブパーティションのADDにのみ許可されています。


	
処置: 句を削除して操作を再試行してください。









	 ORA-30565: INVALIDATE句またはUPDATE GLOBAL INDEXES句を1つのみ指定できます。 
	
原因: INVALIDATEまたはUPDATE GLOBAL INDEXES句を2回以上指定しました。


	
処置: INVALIDATE句またはUPDATE GLOBAL INDEXES句のいずれかを残して、他をすべて削除してから文を再発行してください。









	 ORA-30566: 索引メンテナンス句はこのコマンドには許可されていません。 
	
原因: INVALIDATEまたはUPDATE GLOBAL INDEXES句は、このコマンドには許可されていません。


	
処置: 句を削除して操作を再試行してください。









	 ORA-30567: 名前は既存のログ・グループですでに使用されています。 
	
原因: 指定されたログ・グループ名は一意である必要があります。


	
処置: ログ・グループに対して一意の名前を指定してください。名前は、他のログ・グループ、制約またはクラスタのハッシュ式と同じにはできません。









	 ORA-30568: ログ・グループを削除できません - ログ・グループが存在しません。 
	
原因: ALTER TABLE DROP LOG GROUPに指定された<log_group_name>が正しくないか、存在しません。


	
処置: 正しいログ・グループ名を使用して文を再入力してください。









	 ORA-30569: 指定された列のデータ型はログ・グループでサポートされていません。 
	
原因: サポートされていないデータ型(LONG、VARRAY、ネストした表、オブジェクト、LOB、FILEまたはREF)の列をログ・グループ内に含めようとしました。


	
処置: 列のデータ型を変更してください。または、ログ・グループを削除してください。その後で、操作を再試行してください。









	 ORA-30570: SEGMENT SPACE MANAGEMENTオプションはすでに指定されています 
	
原因: CREATE TABLESPACEで、SEGMENT SPACE MANAGEMENTオプションが2回以上指定されました。


	
処置: SEGMENT SPACE MANAGEMENT指定を1つのみ残して他をすべて削除してください。









	 ORA-30571: SEGMENT SPACE MANAGEMENT句が無効です。 
	
原因: SEGMENT SPACE MANAGEMENT句に無効なオプションが指定されました。


	
処置: 有効なオプションであるAUTOまたはMANUALのいずれかを指定してください。









	 ORA-30572: AUTOセグメント領域管理は、DICTIONARYエクステント管理と同時に使用できません 
	
原因: CREATE TABLESPACEで、AUTO SEGMENT SPACE MANAGEMENTがDICTIONARYエクステント管理句と同時に使用されました。


	
処置: LOCALエクステント管理を指定するか、またはAUTO SEGMENT SPACE MANAGEMENT指定を削除してください。









	 ORA-30573: AUTOセグメント領域管理はこの表領域の型には無効です 
	
原因: CREATE TABLESPACEで、AUTO SEGMENT SPACE MANAGEMENTがUNDOまたはTEMPORARY表領域の作成中に使用されました。


	
処置: AUTO SEGMENT SPACE MANAGEMENT句を削除してください。









	 ORA-30574: AUTOセグメント領域管理で表領域のロールバック・セグメントを作成できません 
	
原因: ロールバック・セグメントがAUTOセグメント領域管理で作成された表領域で作成されています。


	
処置: 異なる表領域でロールバック・セグメントを作成してください。









	 ORA-30575: ConTextオプションがインストールされていません。 
	
原因: Oracleの実行可能プログラムにリンクされているConTextオプションがありません。


	
処置: Oracleの正しいバージョンを入手してください。









	 ORA-30576: ConTextオプションのディクショナリ・ロード・エラーが発生しました 
	
原因: ConTextディクショナリ表が破損している可能性があります。


	
処置: ユーザー・エラーではありません。









	 ORA-30625: NULL SELF引数のメソッド・ディスパッチは使用できません 
	
原因: 型のメンバー・ファンクションは、NULL SELF引数で起動されています。


	
処置: メソッド起動を変更して、有効な自己引数を渡してください。









	 ORA-30645: 範囲外制限を拒否してください。 
	
原因: 拒否の制限は、表のスキャンが終了する前に拒否されるレコードの数を指定します。範囲は1から100000、または制限がない場合はUNLIMITEDです。


	
処置: 拒否の制限を示すトークンを0から100000の範囲の数またはキーワードUNLIMITEDに変更してください。









	 ORA-30646: 外部表タイプのスキーマはSYSである必要があります。 
	
原因: SYS以外のスキーマがTYPEに指定されています。


	
処置: このバージョンのOracleサーバーで使用されるスキーマ名は常にSYSです。









	 ORA-30647: 外部表string.stringのアクセス・パラメータの取得でエラーが発生しました。 
	
原因: 指定された外部表のアクセス・パラメータを取得中に、エラーが発生しました。


	
処置: アクセス・パラメータがCLOBを戻す問合せの場合、EXTERNAL_TAB$を調べて問合せが正しいことを確認してください。









	 ORA-30649: DIRECTORYキーワードがありません。 
	
原因: DEFAULT DIRECTORY句がないか、または不適切です。


	
処置: DEFAULT DIRECTORYを指定してください。









	 ORA-30653: 拒否の制限に到達しました 
	
原因: 拒否の制限に到達しました。


	
処置: データをクリーンアップするか、または拒否の制限を増やしてください。









	 ORA-30654: DEFAULTキーワードがありません 
	
原因: DEFAULT DIRECTORY句が指定されていないか、正しくありません。


	
処置: DEFAULT DIRECTORYを指定してください。









	 ORA-30655: 外部構成表からFOR UPDATEを選択できません 
	
原因: 外部表でFOR UPDATEを選択しようとしました。


	
処置: この操作は行わないでください。









	 ORA-30656: 外部構成表で列型がサポートされていません 
	
原因: 型がLONG、LOB、BFILE、ADT、VARRAYの列を指定して、外部編成の表を作成しようとしました。


	
処置: これらの列型はサポートされていません。DDLを変更してください。









	 ORA-30657: 外部構成表で操作がサポートされていません 
	
原因: サポートされていない外部表での操作を試行しました。


	
処置: この操作は実行しないでください。









	 ORA-30658: 外部編成付きの一時表を作成しようとしました 
	
原因: 外部編成付きの一時表を作成しようとしました。これはサポートされていません。


	
処置: この操作は実行しないでください。









	 ORA-30659: 外部表に指定された位置が多すぎます 
	
原因: 許可された最大位置数(32767)を超える位置を持つ外部編成の表を作成しようとしました。


	
処置: 最大数を超えないよう、位置を指定する句の数を減らしてください。入力ファイルを連結するか、2つの外部表を作成してそこに入力ファイルを分けて格納してください。









	 ORA-30676: ソケット読取りまたは書込みに失敗しました。 
	
原因: 予期したデータ量のソケット読取りまたは書込みに失敗しました。より具体的な情報はありません。


	
処置: 接続を再度確立してみてください。エラーの発生したソケットの反対側の端のプログラムを再起動する必要がある場合があります。またはネットワークの問題を解決する必要がある場合があります。









	 ORA-30677: セッションはすでにデバッガに接続されています。 
	
原因: セッションがすでにいくつかのデバッガに接続されているために、セッションをデバッガに接続できません。


	
処置: オプションを使用して接続を強制実行するか、既存のデバッガからセッションを切断してください。









	 ORA-30678: オープンされている接続が多すぎます。 
	
原因: このセッションでオープンされている接続が多すぎるため、接続のオープンに失敗しました。許可される接続数は、同じプールを共有する他のコンポーネントでの接続数によって変わります。


	
処置: 他のいくつかの接続をクローズして、再試行してください。サポートされる接続数は、現在、調整できません。









	 ORA-30679: JDWPベースのデバッグはこの構成ではサポートされていません 
	
原因: このサーバー構成は必須の非同期ソケット通信量の検出をサポートできないため、デバッグ接続のオープンに失敗しました。


	
処置: この機能は、このサーバー構成では機能しません。この機能はこのプラットフォームではサポートされていないか、または共有サーバー構成のprotocol=tcpディスパッチャを使用してのみ使用可能です。プラットフォーム固有のドキュメントまたはREADMEを参照してください。









	 ORA-30680: デバッガ接続ハンドシェイクが失敗しました。 
	
原因: デバッガ接続の確立中に問題が発生しました。デバッガの位置として指定したポートが、実際には他の種類のアプリケーションで使用されています。


	
処置: ホストまたはポートの指定に誤りがある場合は、それを修正して、デバッガが接続を正しく待機していることを確認してください。









	 ORA-30681: 引数EXTENSIONS_CMD_SETの値が適切ではありません。 
	
原因: DBMS_DEBUG_JDWP.CONNECT_TCPのコールで、誤ったパラメータ値が指定されました。


	
処置: 示されたパラメータ値を修正して再試行してください。









	 ORA-30682: 引数OPTION_FLAGSの値が適切ではありません。 
	
原因: DBMS_DEBUG_JDWP.CONNECT_TCPのコールで、誤ったパラメータ値が指定されました。


	
処置: 示されたパラメータ値を修正して再試行してください。









	 ORA-30683: デバッガへの接続の確立で障害が発生しました。 
	
原因: デバッガ接続の確立中にエラーが示されました。通常、TNSエラーは問題を詳細に説明するこのメッセージとともに表示されますが、エラーをトラップする選択をした場合、このTNSエラーは非表示である可能性があります。


	
処置: 示されたパラメータ値を修正して再試行してください。









	 ORA-30685: パッケージのバージョンとOracleバージョンに互換性がありません 
	
原因: インストールされているパッケージ(エラー発生元)のバージョンが、Oracleの現行リリースと互換性がありません。


	
処置: パッケージの仕様部と本体の互換性のあるバージョンをインストールしてください。









	 ORA-30686: ディスパッチャがTCP/IP接続要求を受け付けませんでした。 
	
原因: 接続にはディスパッチャではなくローカル・ソケットを使用する必要があります。このエラーが発生するときは、ソケットがクローズされるまではソケットを所有するセッションがプロセスを解放できないため、共有サーバーの利点が減少します。最も可能性が高い原因は、protocol=tcp用に設定されたディスパッチャがないことです。


	
処置: 構成のスケーラビリティを改善する場合は、protocol=tcp用のディスパッチャを設定してください。特定のディスパッチャ・セットを使用してこれらの接続をルーティングする場合は、presentation=kgasを指定してください。ただし、これを行わなかった場合は、任意のprotocol=tcpディスパッチャが使用されます。









	 ORA-30687: セッションがデバッガによって終了されました。 
	
原因: プログラムの実行がデバッガによって停止されました。このエラーは、デバッガが送信した明示的な要求、または切断後にプログラムを実行し続けるようにOracleに通知せずに切断されたデバッガが原因で発生します。プログラムを完全に停止するには、Oracleはプロセスを完全に終了する必要があります。


	
処置: これは、デバッガ要求への応答です。エラーではありません。処置は必要ありません。









	 ORA-30688: プログラム・コールの最大深度を超えました。 
	
原因: プログラムに処理するには深すぎるコールのセットが含まれています。異なる実行エンジン(SQL、PL/SQLおよびJava)間の遷移のみがこの制限の到達にカウントされます。同じエンジン内のコールはカウントされません。


	
処置: 深いコールを必要としないプログラムを再作成してください。いくつかの再帰は、反復と置換できる可能性があります。









	 ORA-30689: ORA_DEBUG_JDWPの値が不適切です 
	
原因: デバッガ接続の確立中に不適切な値がORA_DEBUG_JDWPに指定されました。値が、ORA_DEBUG_JDWPの書式に従っていないか、長すぎます。


	
処置: ORA_DEBUG_JDWPの値を修正して再試行してください。









	 ORA-30690: データ通信量検出のためのTCP/IP接続の登録中にタイムアウトが発生しました。 
	
原因: データ通信量検出のためのTCP/IP接続の登録中にタイムアウトが発生しました。


	
処置: しばらく待ってから操作を再試行してください。









	 ORA-30691: データ通信量検出のためのTCP/IP接続の登録中にシステム・リソース割当てに失敗しました。 
	
原因: データ通信量検出のためのTCP/IP接続の登録中にシステム・リソースがなくなりました。


	
処置: しばらく待ってから操作を再試行してください。









	 ORA-30695: JDWPメッセージの書式に問題があります。 
	
原因: JDWPプロトコルを使用してソフトウェア・サブコンポーネント間で転送されるメッセージの書式が無効です。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-30725: JDWPベースのデバッグはまだ使用可能ではありません。 
	
原因: この機能は、まだ使用可能ではありません。


	
処置: 今後のリリースまでお待ちください。









	 ORA-30726: 参照する列のリストはここに指定できません。 
	
原因: REF列が関係する参照制約の参照する列リストを指定しようとしました。


	
処置: 参照する列リスト指定を削除してください。









	 ORA-30727: REF列の参照制約が重複しています。 
	
原因: 複数の参照制約が、単一のREF列に対して指定されました。


	
処置: 重複した参照制約を削除して、操作を再試行してください。









	 ORA-30728: 最大列数を超えました 
	
原因: REF列に参照制約を追加するには、追加の列を作成する必要があります。


	
処置: いくつかの列を削除して、操作を再試行してください。









	 ORA-30729: 最大列数を超えました 
	
原因: ターゲット表のオブジェクト識別子が主キー・ベースの場合、REF列に有効範囲または参照制約を追加するには、追加の列を作成する必要があります。


	
処置: いくつかの列を削除して、操作を再試行してください。









	 ORA-30730: ネストした表の列には参照制約を使用できません 
	
原因: ネストした表の列に参照制約を定義しようとしました。


	
処置: ネストした表の列には参照制約を指定しないでください。









	 ORA-30731: ネストした表の作成時には、ネストした表の列に有効範囲制約を使用できません。 
	
原因: ネストした表の作成中に、ネストした表の列に有効範囲制約を定義しようとしました。


	
処置: ネストした表の作成中は、ネストした表の列に有効範囲制約を指定しないでください。そのかわりに、ALTER TABLE文を使用して指定してください。









	 ORA-30732: 表にユーザーが表示できる列がありません。 
	
原因: ユーザーが表示できる列がないシステム表を問い合せようとしました。


	
処置: ユーザーが表示できる列がないシステム表を問い合せないでください。









	 ORA-30733: 有効範囲内の参照列にROWID制約は指定できません。 
	
原因: 有効範囲内のREF列に対してROWID制約を指定しようとしました。


	
処置: ROWID制約を削除して、操作を再試行してください。









	 ORA-30734: ROWID付きの参照列に有効範囲制約は指定できません。 
	
原因: ROWID制約のあるREF列に対して有効範囲制約を指定しようとしました。


	
処置: 有効範囲制約を削除して、操作を再試行してください。









	 ORA-30735: スーパー表の下に同じタイプの複数のサブ表を作成できません。 
	
原因: スーパー表(スーパービュー)の下に他の既存のサブ表(サブビュー)と同じタイプのサブ表(サブビュー)を作成しようとしました。


	
処置: 既存のサブ表(サブビュー)を削除して、操作を再試行してください。









	 ORA-30736: 表またはビューの階層内のオブジェクトは同じスキーマにある必要があります。 
	
原因: 別のスキーマがあるスーパー表(スーパービュー)の下にサブ表(サブビュー)を作成しようとしました。


	
処置: スーパーオブジェクトのスキーマ所有者で接続して、操作を再試行してください。









	 ORA-30737: スーパー表のタイプのサブタイプではないタイプのサブ表は作成できません。 
	
原因: スーパーオブジェクトのタイプのサブタイプではないタイプのサブ表(サブビュー)を作成しようとしました。


	
処置: スーパーオブジェクトのタイプのサブタイプになるサブ表のタイプを変更して、操作を再試行してください。









	 ORA-30738: オブジェクト"string"はスキーマ"string"に存在しません。 
	
原因: 指定されたオブジェクトは存在しません。


	
処置: 指定されたオブジェクトが存在することを確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-30739: サブ表を持った表は削除できません。 
	
原因: サブ表が定義された表を削除しようとしました。


	
処置: すべてのサブ表を削除して、操作を再試行してください。









	 ORA-30740: UNDER権限をこのオブジェクトに付与できません。 
	
原因: 非最終オブジェクト・タイプ、非最終タイプのオブジェクト表、非最終タイプのオブジェクト・ビュー以外のオブジェクトに、UNDER権限を付与しようとしました。


	
処置: UNDER権限が、有効なオブジェクトに付与されていることを確認してください。









	 ORA-30741: WITH HIERARCHY OPTIONはSELECT権限にのみ指定できます。 
	
原因: SELECT権限以外の権限にWITH HIERARCHY OPTIONを指定しようとしました。


	
処置: HIERARCHY OPTIONがSELECT権限でのみ指定されていることを確認してください。









	 ORA-30742: SELECT権限WITH HIERARCHY OPTIONをこのオブジェクトに付与できません。 
	
原因: 非最終タイプのオブジェクト表または非最終タイプのオブジェクト・ビュー以外のオブジェクトに対して、SELECT権限WITH HIERARCHY OPTIONを付与しようとしました。


	
処置: SELECT権限WITH HIERARCHY OPTIONが、有効なオブジェクトに付与されていることを確認してください。









	 ORA-30743: "string"はオブジェクト・ビューではありません。 
	
原因: 指定されたオブジェクトがオブジェクト・ビューではありません。


	
処置: オブジェクト・ビューを指定して、操作を再試行してください。









	 ORA-30744: "string"はオブジェクト表ではありません。 
	
原因: 指定されたオブジェクトがオブジェクト表ではありません。


	
処置: オブジェクト表を指定して、操作を再試行してください。









	 ORA-30745: 列"string"を表"string"に追加しようとしている間にエラーが発生しました。 
	
原因: スーパータイプに依存する表を変更しようとするサブタイプを追加しようとしました。


	
処置: 表がこのサブタイプの追加時に列制限を超えないことを確認してください。









	 ORA-30746: 列"string"(表"string")を削除しようとしている間にエラーが発生しました。 
	
原因: 状態表内のタイプのストアド・インスタンスを確認しようとしたVALIDATEオプションでサブタイプを削除しようとしました。


	
処置: このサブタイプのすべてのインスタンスを削除してから、このタイプを削除してください。









	 ORA-30747: 非最終タイプstring.stringの置換可能な表または列が作成できません 
	
原因: 置換可能な表または非最終タイプの列を作成しようとしました。この操作は現在サポートされません。


	
処置: 文を変更して、置換できない表または列を指定してください。









	 ORA-30748: 列stringはすでにタイプstring.stringのオブジェクトを格納できる状態です 
	
原因: すでに使用可能なタイプのインスタンスを格納する列を使用可能にしようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-30749: 列stringにタイプstring.stringのオブジェクトを格納できません 
	
原因: すでに使用可能なタイプのインスタンスを格納する列を使用不可にしようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-30750: 列stringへのタイプstring.stringのオブジェクト格納できません 
	
原因: サブタイプのインスタンスを格納する列を使用可能にしようとしました。次のいずれかの理由でエラーが発生します。


	
処置: エラーの原因を修正し、操作を再試行してください。









	 ORA-30751: 列stringへのタイプstring.stringのオブジェクト格納を不可にできません 
	
原因: 置換可能な列または表に格納されているタイプを削除しようとしました。次のいずれかの理由でこのエラーが発生します。
- 削除しようとしているタイプのサブタイプのインスタンスを、この列に格納できる。

- 1つのタイプのインスタンスのみをこの列に格納できる。




	
処置: エラーの原因を修正し、操作を再試行してください。









	 ORA-30752: 列または表stringは置換できません 
	
原因: 置換できない列または表に許可されない操作を実行しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-30753: 列または表stringは置換可能です 
	
原因: 置換可能な列または表に許可されない操作を実行しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-30754: 列または表stringは1種類のオブジェクトを格納します 
	
原因: 1つの型のインスタンスを格納可能なオブジェクト列または表に許可されない操作を実行しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-30755: ビューの階層を展開中にエラーが発生しました 
	
原因: ビューの階層を拡張中にエラーが発生しました。無効なサブビュー(またはエラーのあるサブビュー)が原因と考えられます。


	
処置: すべてのサブビューが有効であることを確認(たとえば、ALTER VIEW ... COMPILEを実行)してから、操作を再試行してください。









	 ORA-30756: スーパータイプ属性を含む型の列または表を作成できません 
	
原因: スーパータイプ属性を含むオブジェクト型の列または表を作成しようとしました。現行の記憶域モデルで無限再帰が発生するため、この操作はサポートされていません。型の列の作成が、すべてのサブタイプ属性に対応する列を作成することを暗示していることに注意してください。


	
処置: 型の定義を変更して、スーパータイプのオブジェクト属性のかわりにスーパータイプのREF属性を含めてください。









	 ORA-30757: 型情報にアクセスできません 
	
原因: サブタイプが作成され、セッションの処理中にこの新しい型で操作が実行されたか、または型情報がオブジェクト・キャッシュから確保解除されました。


	
処置: 必要な変更をコミットし、ユーザー・セッションを終了し、再接続してからオブジェクト操作を再試行してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-30758: 非パーティション表にローカルは指定できません 
	
原因: ネストした表の記憶域パラメータにローカルまたはグローバルが指定されていますが、実表はパーティション化されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-30759: ネストされた表は、コンポジット・パーティション・ベース表に対してパーティション化できません 
	
原因: コンポジット・パーティション表のPARTITION句にローカルまたはネストした表のパラメータが指定されています。


	
処置: コンポジット・パーティション表にネストした表のパーティション句を指定せずにDDLを発行してください。









	 ORA-30765: 適用範囲ではないREF列の適用範囲を変更できません。 
	
原因: 適用範囲ではないREF列の適用範囲を変更しようとしました。


	
処置: かわりに、ALTER TABLE ADD SCOPE FORコマンドを使用してください。









	 ORA-30766: REFERENCES制約を持ったREF列の適用範囲を変更できません。 
	
原因: REFERENCES制約のあるREF列の適用範囲を変更しようとしました。


	
処置: REFERENCES制約を削除して、操作を再試行してください。









	 ORA-30767: OIDのタイプが不一致です。 
	
原因: REF列の有効範囲を、元の有効範囲の表と異なるオブジェクト識別子型を持つ表に変更しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-30768: パイプライン関数を評価できません 
	
原因: パイプライン関数は、FROM句のTABLE式以外では使用できません。


	
処置: かわりに、非パイプライン関数を使用してください。









	 ORA-30770: 固定サイズの不透明型に対して記憶域オプションを指定できません 
	
原因: 固定サイズの不透明型に対して表作成中に記憶域句が指定されました。


	
処置: 記憶域オプション句を指定しないでください。









	 ORA-30771: REF列"string"に複数の参照制約を追加できません 
	
原因: 複数の参照制約が、単一のREF列に対して指定されました。


	
処置: 不要な参照制約を削除して、操作を再試行してください。









	 ORA-30772: 不透明型にはデフォルトのコンストラクタはありません 
	
原因: ユーザー定義のコンストラクタが不透明型に定義されていないため、および不透明型にデフォルト・コンストラクタがないため、コンストラクタの起動に失敗しました。


	
処置: 不透明型にユーザー定義のコンストラクタを追加するか、または不透明型にメンバー・メソッドまたはstaticメソッドを指定してください。









	 ORA-30773: 不透明型にはデフォルトのコンストラクタはありません 
	
原因: ユーザー定義のコンストラクタが不透明型に定義されていないため、および不透明型にデフォルト・コンストラクタがないため、コンストラクタの起動に失敗しました。


	
処置: 不透明型にユーザー定義のコンストラクタを追加するか、または不透明型にメンバー・メソッドまたはstaticメソッドを指定してください。









	 ORA-30774: ライブラリ"string"が、不透明型のトラステッド・ライブラリとして誤って定義されました 
	
原因: ユーザーが不透明型のトラステッド・ライブラリとしてライブラリを定義しました。


	
処置: 不透明型のトラステッド・ライブラリは内部コードでのみ定義できます。









	 ORA-30926: ソース表の安定したセット行を取得できません 
	
原因: DMLアクティビティが大きすぎるか、DETERMINISTICでないWHERE句があるため、安定した行セットを取得できません。


	
処置: DETERMINISTICでないWHERE句をすべて削除してから、DMLを再発行してください。









	 ORA-30927: 一時表の変換での障害のために実行を完了できません。 
	
原因: メモリーに作成した一時表が、共有プールが古くなったために再取得できません。


	
処置: 多くの共有プール領域を使用するアクティビティを減らすか、または少し待機して、再試行してください。









	 ORA-30928: フィルタによる接続フェーズで一時表領域がすべて使用されました。 
	
原因: データにループがあることが原因である可能性があります。


	
処置: NO_FILTERINGヒントを指定して問合せを再実行してください。同じエラーが発生する場合は、一時表領域を増やしてください。









	 ORA-30929: ORDER SIBLINGS BY句はここでは使用できません。 
	
原因: CONNECT BY句のない問合せで、ORDER SIBLINGS BY句が指定されました。


	
処置: ORDER SIBLINGS BY句を削除するか、またはCONNECT BY句を追加してください。









	 ORA-30930: CONNECT_BY_ISCYCLE疑似列ではNOCYCLEキーワードが必要です 
	
原因: NOCYCLEキーワードのない問合せで、CONNECT_BY_ISCYCLEが指定されました。


	
処置: CONNECT_BY_ISCYCLEを削除するか、NOCYCLEを追加してください。









	 ORA-30931: 要素'string'に複合テキストを含めることはできません 
	
原因: 複数のテキスト・ノードを設定するには、XML要素をMIXEDとして宣言する必要があります。


	
処置: スキーマで、この要素の型をMIXEDとして宣言してください。









	 ORA-30932: 参照ノード'string'は指定された親ノード'string'に含まれていません 
	
原因: 参照ノードを使用するには、そのノードが指定の親ノードを持つことが必要です。


	
処置: 指定の親ノード内のノードを参照ノードとして使用してください。









	 ORA-30933: 要素'string'は、この時点では親'string'内にありません 
	
原因: 親の内容モデルで指定された順序に従っていないため、この要素をこの位置で使用することはできません。


	
処置: 親要素の内容モデルに従って、子要素の順序を変更してください。









	 ORA-30934: 'string'(stringノード)を親'string'(stringノード)に挿入できません 
	
原因: この型の子ノードをこの型の親ノードに挿入することは、このスキーマでは許可されていません。たとえば、文書に挿入できるのは要素ノードに限られます。


	
処置: ノード型に合った子ノードのみを挿入してください。









	 ORA-30935: XML maxoccurs値(string)を超えました 
	
原因: スキーマ・ベースのXML文書にmaxOccursを超える値を挿入しようとしました。


	
処置: maxOccursを超える値を文書に挿入しないでください。









	 ORA-30936: 最大数(string)('string' XMLノード要素)を超えました 
	
原因: XML文書に許可された数(MAXOCCURS FACETで指定)を超える要素を挿入しようとしました。


	
処置: XML文書には最大数を超える要素を追加しないでください。









	 ORA-30937: 'string'(名前空間'string')のスキーマ定義が親'string'にありません 
	
原因: 処理対象親ノードのスキーマ定義では、内容モデルに指定された子ノードを挿入することは許可されていません。新しい型のスキーマ定義を使用するには、xsi:typeによる型キャストが必要です。


	
処置: スキーマで宣言された要素と属性のみを挿入してください。xsi:typeが指定されている場合は、先頭に指定されていることを確認してください。









	 ORA-30938: 名前空間'string'(パーティクルstring)の接頭辞が定義されていません 
	
原因: XML名前空間マッピング(xmlns:<prefix>=<namespace URL>)は、スキーマで制約されたXMLType文書に格納されたパーティクル(要素または属性)ごとに定義する必要があります。


	
処置: xmlns属性定義(attribute name="xmlns:prefix" and value="namespace URL")を現行のXMLType文書に追加してください。マッピングが有効範囲内になることを保証するため、この属性は文書のルート・ノードに追加するのが最も安全です。









	 ORA-30939: 順序違反: 要素'string'を要素'string'の後に続けることはできません 
	
原因: XML Schemaがシーケンシャルな内容モデルを指定しています。シーケンシャルな内容モデルでは、インスタンス内のノードの順序がスキーマが指定する順序どおりであることが必要です。また、このインスタンスはスキーマの妥当性に依拠します。これはインスタンスの順序情報の保守を不要にするためです。


	
処置: 要素は必ずスキーマで指定された順序で挿入してください。









	 ORA-30940: 接頭辞'string'(QNameノード'string')を解決できません 
	
原因: 接尾辞の有効範囲で有効な名前空間を持たないQName値を格納しようとしました。


	
処置: 使用されている接頭辞に対応する名前空間を宣言してください。









	 ORA-30941: デフォルトでない名前空間'string'に空のURIは指定できません 
	
原因: 空のURI文字列を使用して、デフォルト以外の名前空間に対する名前空間宣言を挿入しようとしました。


	
処置: 空でないURIを、デフォルトの名前空間でない名前空間に対して指定してください。









	 ORA-30942: XML Schema Evolutionエラーです。スキーマ'string'、表string、列'string' 
	
原因: 展開中に、スキーマに準拠したXMLType表/列でエラーが発生しました。詳細は、続いて出力される個別のエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: スキーマ、このエラー・メッセージにある表および列情報、続いて出力される個別のエラー・メッセージに基づいて、処置を行ってください。









	 ORA-30943: XML Schema 'string'は、XML Schema 'string'に依存しています 
	
原因: 指定されていない依存スキーマがあるか、スキーマが依存順序に従って指定されていません(スキーマS1がスキーマSに依存している場合、SはS1の前に指定する必要があります)。


	
処置: 指定されていないスキーマをスキーマ・リストに追加するか、スキーマの指定順序を修正してください。その後で、操作を再試行してください。









	 ORA-30944: XML Schema 'string'(表string、列'string')のロールバック中にエラーが発生しました 
	
原因: XML Schema Evolutionのロールバック中に、スキーマに準拠したXMLType表/列でエラーが発生しました。詳細は、続いて出力される個別のエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: スキーマ、このエラー・メッセージにある表および列情報、続いて出力される個別のエラー・メッセージに基づいて、処置を行ってください。









	 ORA-30945: マッピング表'string'を作成できませんでした 
	
原因: XML Schema Evolutionで、マッピング表が作成できませんでした。詳細は、続いて出力される個別のエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: 指定した名前の表が存在していないことを確認し、操作を再試行してください。









	 ORA-30946: XML Schema Evolutionの警告: 一時表がクリーンアップされていません 
	
原因: スキーマの展開後、一時表のクリーンアップでエラーが発生しました。Schema Evolutionは成功しました。


	
処置: 一時表を削除する必要がある場合は、マッピング表を使用して一時表名を取得して削除してください。









	 ORA-30947: XMLスキーマ'string'の依存表'string'ではバージョニングが有効になっています 
	
原因: 展開中のXMLスキーマに依存するXMLType表でバージョニングが有効になっています。


	
処置: XMLType表のバージョニングを無効にしてください。









	 ORA-30948: 不正なインプレースXML Schema Evolution操作: string 
	
原因: インプレースXML Schema Evolutionでは許可されていないXMLスキーマの変更を加えようとしました。


	
処置: DBMS_XMLSCHEMA.inPlaceEvolveのXMLDiff引数に指定されたXMLスキーマの変更が許可されていることを確認してください。









	 ORA-30951: XPathでの要素または属性stringが、最大長を超えています 
	
原因: XML文書に最大長(maxLengthファセットで指定)を超える長さのノードを挿入しようとしました。


	
処置: XML文書に最大長を超えるノードを追加しないでください。









	 ORA-30952: xdbconfig.xmlのHTTP/HTTPSの構成が無効です 
	
原因: 次のどちらかの状況でxdbconfig.xmlを更新しようとしました。1) HTTP2ポートの値が指定されたが、HTTP2プロトコルの値が指定されていない(もしくはその逆)。2) HTTPポートとHTTP2ポートが同じ値に設定されている。


	
処置: HTTP2ポートとHTTP2プロトコルの両方の要素の値を指定した上で、HTTPポートとHTTP2ポートに異なる値を設定してください。









	 ORA-30953: XML minOccur値(string)の違反です 
	
原因: 要求されている数(minOccurファセットで指定)を超える要素をXML文書から削除しようとしました。


	
処置: 要求されている最低限必要な数を超える要素をXML文書から削除しないでください。









	 ORA-30954: 文字stringはstringでは無効です 
	
原因: 無効なXML文字が見つかりました。


	
処置: XML仕様で認められている文字のみを使用してください。









	 ORA-30955: XML索引は存在しないか、または非同期です 
	
原因: 存在しないXML索引または同期XML索引を同期しようとしました。


	
処置: 非同期モードでXML索引を作成してください。









	 ORA-30956: XML索引のオプションが無効です 
	
原因: 予期しないエラーです。


	
処置: バグを報告してください。









	 ORA-30957: XML索引が存在するため、ダウングレードできません 
	
原因: XML索引が存在するデータベースをダウングレードしようとしました。


	
処置: すべてのXML索引を削除してからダウングレードしてください。









	 ORA-30958: 保留表には操作を直接実行できません 
	
原因: XML索引の2次オブジェクトに実行しようとした操作は許可されません。


	
処置: XML索引に適切な操作を試行してください。









	 ORA-30959: 索引付けされた列はCLOBに格納されません。 
	
原因: OR-XMLType列でXML索引を作成しようとしました。


	
処置: CLOB-XMLType列でXML索引を再作成してください。









	 ORA-30960: エンティティがXPATHでもNAMESPACEでもありません。 
	
原因: 指定された文字列には無効な構文があります。


	
処置: XPATHおよびNAMESPACEの構文を確認してください。









	 ORA-30961: 内部SQL文が長すぎます 
	
原因: 予期しない内部エラーです。


	
処置: バグを報告し、テスト・ケースを提供してください。









	 ORA-30962: ODCI入力引数に一貫性がありません 
	
原因: 予期しない内部エラーです。


	
処置: バグを報告し、テスト・ケースを提供してください。









	 ORA-30963: 索引付けされた列はXMLTypeではありません。 
	
原因: XMLType以外の列でXML索引を作成しようとしました。


	
処置: XMLType列でXML索引を再作成してください。









	 ORA-30964: XML索引は使用できませんでした。 
	
原因: XMLのドメイン索引が正しく作成されませんでした。パス表がありません。


	
処置: XML索引を削除し、再作成してください。









	 ORA-30965: VARCHAR2 VALUE列に断片は格納できません 
	
原因: 断片のサイズが最大サイズを超えました。


	
処置: CLOBに格納された値を使用して、XML索引を再作成してください。









	 ORA-30966: XML索引レイヤーでエラーが検出されました 
	
原因: 予期しないエラーです。


	
処置: バグを報告してください。









	 ORA-30967: パス表には操作を直接実行できません 
	
原因: ドメイン索引の2次オブジェクトでの操作が無効です。


	
処置: ドメイン索引で適切な操作を試行してください。









	 ORA-30968: XML索引のXPATH / NAMESPACEオプションが無効です 
	
原因: サポートされていないオプションを使用しようとしました。


	
処置: 適切なオプションを使用してください。









	 ORA-30969: PARAMETERSの構文が無効です 
	
原因: 無効なオプションを指定しようとしました。


	
処置: 有効なオプションを確認し、使用してください。









	 ORA-30970: XML索引ではオプションはサポートされていません 
	
原因: 無効なオプションを指定しようとしました。


	
処置: 有効なオプションを確認し、使用してください。









	 ORA-30971: パス表での操作が無効です 
	
原因: サポートされていないオプションを使用しようとしました。


	
処置: XML索引で適切なコマンドを使用してください。









	 ORA-30972: XML索引のALTER INDEXオプションが無効です 
	
原因: サポートされていないオプションを使用しようとしました。


	
処置: 適切なオプションを使用してください。









	 ORA-30973: XML索引のPATH TABLEオプションが無効です 
	
原因: サポートされていないオプションを使用しようとしました。


	
処置: 適切なオプションを使用してください。









	 ORA-30974: XML索引のPATH ID INDEXオプションが無効です 
	
原因: サポートされていないオプションを使用しようとしました。


	
処置: 適切なオプションを使用してください。









	 ORA-30975: XML索引のORDER KEY INDEXオプションが無効です 
	
原因: サポートされていないオプションを使用しようとしました。


	
処置: 適切なオプションを使用してください。









	 ORA-30976: XML索引のPARENT ORDER KEY INDEXオプションが無効です 
	
原因: サポートされていないオプションを使用しようとしました。


	
処置: 適切なオプションを使用してください。









	 ORA-30977: XML索引のVALUE INDEXオプションが無効です 
	
原因: サポートされていないオプションを使用しようとしました。


	
処置: 適切なオプションを使用してください。









	 ORA-30978: XML索引はローカルでパーティション化されていません。 
	
原因: グローバル・パーティションXML索引を作成しようとしました。


	
処置: グローバル・パーティションXML索引の作成、またはローカル・パーティション以外のXML索引の管理は行わないでください。









	 ORA-30979: パーティション化されたXML索引はまだサポートされていません。 
	
原因: グローバル・パーティションXML索引を作成しようとしました。


	
処置: パーティションXML索引を作成しないでください。









	 ORA-30980: 無効な入力です。 
	
原因: 関数への入力が無効です。


	
処置: 入力が(構文とセマンティクの両方で)有効であることを確認してください。









	 ORA-30982: XML索引のパーティションのオプションが無効です 
	
原因: パーティション・レベルに指定されたオプションは無効です。


	
処置: 無効なオプションを削除してください。









	 ORA-30983: ORDER KEYの最大深度を超えました 
	
原因: ネストの深度がXML索引の許容深度を超えているため、ドキュメントの索引を作成できませんでした。


	
処置: 無効なドキュメントを削除してください。









	 ORA-30984: XMLType列は仮想と宣言される必要があります 
	
原因: 構造化XMLIndexの作成時にXMLType列が仮想として宣言されませんでした。


	
処置: 構造化XMLIndexを作成するときは、XMLType列を仮想として宣言する必要があります。









	 ORA-30985: チェーン用の仮想XMLType列がありません 
	
原因: 構造化XML索引の作成時に、チェーン用の仮想XMLType列がありませんでした。


	
処置: 構造化XML索引を作成するときは、チェーン用の仮想XMLType列を指定する必要があります。









	 ORA-30986: 複数の仮想列を含むXML索引は許可されません 
	
原因: 複数の仮想列を含むXML索引を作成しようとしました。


	
処置: 仮想列は1つのみ作成してください。









	 ORA-30987: XML DBリポジトリのXML索引が存在しません 
	
原因: XML DBリポジトリに存在しないXML索引に対する操作を実行しようとしました。


	
処置: 先にDBMS_XDB_ADMIN.CREATEREPOSITORYXMLINDEXを使用して索引を作成してください。操作を再試行してください。









	 ORA-30988: XML索引のメタデータが破損しています 
	
原因: XML索引が見つかりませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-30989: 索引構成表におけるXML索引はまだサポートされていません 
	
原因: XML索引はヒープ構成表でのみサポートされています。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-30990: リソースstringの所有者を変更するには権限が不足しています 
	
原因: 必要な権限なしで、XML DBリソースの<Owner>フィールドを変更しようとしました。


	
処置: SYSに切り替えてから所有権の変更を実行するか、想定されているリソース受信者に権限の委譲を依頼してください。









	 ORA-30991: DOMは、スキーマベースの親に特別属性を追加するために使用できません 
	
原因: DOMを使用して、xsi:schemaLocation、xsi:noNamespaceSchemaLocation、xsi:type、xsi:nil属性のいずれかを、スキーマ・ベースのXMLノードに追加、あるいはスキーマ・ベースのXMLノードから削除しようとしました。


	
処置: DOMのかわりにupdateXML演算子を使用してください。









	 ORA-30994: DOMストリームの引数が無効です 
	
原因: 渡されたノードがNULLであるか、リーフ・ノードではありませんでした。


	
処置: 期待する効果が得られるようにDOM APIとDOMストリームの組合せを使用してください。









	 ORA-30995: NULL/無効なノードでDOMストリーム操作は実行できません 
	
原因: ノードがNULLであるか、存在しません。


	
処置: 入力パラメータを確認してください。









	 ORA-30996: 存在しないストリームに対するストリーム操作です 
	
原因: 渡されたストリームはNULLまたは無効でした。


	
処置: 入力パラメータを確認してください。









	 ORA-30997:XMLのXSL処理はエラーLPX-stringにより失敗しました 
	
原因: XML文書の変換中にLPXルーチン(XML/XSL処理)からエラーが戻されました。


	
処置: LPXエラーを調べて、対処措置に従ってください。









	 ORA-30998: 変換エラー: string 
	
原因: XML文書をXSLスタイル・シートで変換中にエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-30999: string中にXMLコンテキストの作成に失敗しました 
	
原因: XMLコンテキストの作成中にエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-31000: リソース'string'はXDBスキーマ・ドキュメントではありません 
	
原因: 指定されたスキーマURLは、登録済のOracle XML DBスキーマを参照していません。


	
処置: 指定されたスキーマがOracle XML DBに登録済であることを確認してください。









	 ORA-31001: リソース・ハンドルまたはパス名"string"が無効です 
	
原因: 無効なリソース・ハンドルまたはパス名がOracle XML DB階層リゾルバに渡されました。


	
処置: 階層リゾルバに有効なリソース・ハンドルまたはパス名を渡してください。









	 ORA-31002: パス名stringはコンテナではありません 
	
原因: Oracle XML DBには、コンテナを示すパス名が必要です。


	
処置: コンテナを示すパス名またはリソース・ハンドルを渡してください。









	 ORA-31003: 親のstringにはすでに子エントリstringが含まれています 
	
原因: Oracle XML DB階層リゾルバに重複する子を挿入しようとしました。


	
処置: コンテナに一意の名前を挿入してください。









	 ORA-31004: XDB$H_INDEXのBLOBの長さstringは最小値string未満です 
	
原因: XDB$H_INDEX表で、CHILDREN列(BLOB型の列)は、連鎖していない状態で所定の最小値以上の長さであることが必要です。計算されたLOBの長さは、示された最小値未満でした。


	
処置: init.oraパラメータdb_block_sizeの値を2K以上に設定してください。Oracle XML DBの処理速度を最高にするには、db_block_sizeを8Kに設定してください。









	 ORA-31005: パス名の長さstringが最大長stringを超えています 
	
原因: Oracle XML DB階層リゾルバに渡すパス名の長さが最大長を超えました。


	
処置: 短いパス名を指定してください。









	 ORA-31006: パス名セグメントの長さstringが最大長stringを超えています 
	
原因: Oracle XML DB階層リゾルバに渡すパス名セグメントの長さが、パス名セグメントの最大長を超えました。


	
処置: 短いパス名セグメントを指定してください。









	 ORA-31007: 空ではないコンテナstring/stringを削除しようとしました 
	
原因: Oracle XML DB階層リゾルバの空ではないコンテナを削除しようとしました。


	
処置: 再帰的な削除を実行するか、コンテナの内容を削除してください。









	 ORA-31008: string中にLPXコンテキストの作成に失敗しました 
	
原因: 予期しないNULL値により、LPXコンテキストの作成中にエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-31009: プロパティstringへのアクセスは拒否されました 
	
原因: アクセス権限のないプロパティにアクセスしようとしました。


	
処置: ACLを調べて、このプロパティに関する権限を確認してください。









	 ORA-31010: XML要素の索引stringは最大挿入索引stringを超えています 
	
原因: ノードの無効な索引位置にXML要素を挿入しようとしました。


	
処置: 許可された範囲内に新しい索引を指定してください。









	 ORA-31011: XML解析に失敗しました 
	
原因: 文書解析時に、XML Parserがエラーを戻しました。


	
処置: 解析される文書が有効であるかどうかを確認してください。









	 ORA-31012: 指定されたXPATH式はサポートされていません 
	
原因: 関数に渡されるXPATH式は、現在、サポートされていません。


	
処置: XPATH式を確認して、サポートされている式を使用するように変更してください。









	 ORA-31013: 無効なXPATH式です 
	
原因: 関数に渡されるXPATH式が無効です。


	
処置: XPATH式に構文エラーがないかどうかを確認してください。









	 ORA-31014: ルート・コンテナを削除しようとしました 
	
原因: 階層索引のルート・コンテナを削除しようとしました。


	
処置: ルート・コンテナは削除しないでください。









	 ORA-31015: 名前なしのエントリを挿入しようとしました 
	
原因: 階層リゾルバに子の名前なしのエントリを挿入しようとしました。


	
処置: 子の名前を指定して、挿入を再試行してください。









	 ORA-31016: 名前なしのエントリを削除しようとしました 
	
原因: 階層リゾルバから子の名前なしのエントリを削除しようとしました。


	
処置: 子の名前を指定して、削除を再試行してください。









	 ORA-31017: XML文書の一意のOIDを生成中にエラーが発生しました 
	
原因: XML文書の格納に使用されるグローバルな一意OIDの生成中にエラーが発生しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-31018: XML文書を削除中にエラーが発生しました 
	
原因: 指定されたREFにより参照されるXMLTypeオブジェクトは、REFが無効であるか、または存在しない表が参照されているため削除できません。


	
処置: FORCEを使用して削除を実行するか、または有効なREFを指定してください。









	 ORA-31019: 再帰的削除のスナップショットがstring/stringに対して古すぎます 
	
原因: 再帰的削除の実行中に、ディレクトリの構造が変更されました。


	
処置: ディレクトリの削除を再試行してください。









	 ORA-31020: 操作できません。理由: string 
	
原因: 実行しようとした操作は許可されていません。


	
処置: 理由を参照して有効な操作に変更してください。









	 ORA-31021: 要素の定義が見つかりません 
	
原因: 要素の定義が見つかりません。


	
処置: 要素の定義を指定するか、または定義済の要素を使用してください。









	 ORA-31022: 要素が見つかりません 
	
原因: 要素が見つかりません。


	
処置: 指定した要素が存在することを確認してください。









	 ORA-31023: 索引サイズのエラー 
	
原因: 索引サイズが許可された値を超えています。


	
処置: 索引サイズが許可された値未満であることを確認してください。









	 ORA-31024: LPX-stringエラーによりパーサーの初期化に失敗しました(string中) 
	
原因: パーサーの初期化中にエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-31025: ドキュメント要素が無効です 
	
原因: XML文書内にある無効な索引番号のデータを置換しようとしました。


	
処置: 有効な出現番号を指定して操作を再試行してください。









	 ORA-31026: 追加メモリーを割り当てできません(string中) 
	
原因: 動的なメモリーの割当てに失敗しました。


	
処置: この問題をデータベース管理者に報告してください。









	 ORA-31027: パス名またはハンドルstringがリソースを示していません 
	
原因: リソース以外の実体を示すパス名またはリソース・ハンドルに基づいてリソースを取得しようとしました。


	
処置: このようなパス名またはリソース・ハンドルに基づいてリソースを取得しないでください。









	 ORA-31028: リソース・メタデータの長さstringが最大長stringを超えました 
	
原因: 挿入しようとしたリソース・メタデータの長さが、そのメタデータ型の最大長を超えています。


	
処置: リソース・メタデータの長さを最大長以下にしてください。









	 ORA-31029: 未保存のリソースにはバインドできません 
	
原因: ディスクに保存されていないリソースをバインドしようとしました。


	
処置: 保存済のリソースのみをバインドしてください。









	 ORA-31030: XML文書を取得できません 
	
原因: XML文書に対する無効な(参照先がない)REFがリソースに含まれています。


	
処置: 有効なXMLType REFを使用してリソースをリバインドしてください。









	 ORA-31031: XPathを解析するコンテキストを作成できませんstring 
	
原因: Xpathの解析中にエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-31032: エラーLPX-stringによりXMLの解析に失敗しました(string中) 
	
原因: XML文書の変換中にLPXルーチンがエラーを戻しました。


	
処置: LPXエラーを調べて、対処措置に従ってください。









	 ORA-31033: リクエストされたXMLの子の数stringが最大数stringを超えています 
	
原因: XML要素の許可された最大数を超える子を追加しようとしました。


	
処置: スキーマを再定義して、兄弟関係になるよう子を分割してください。









	 ORA-31034: stringの実行中に無効なノード・セットが検出されました 
	
原因: 指定されたノード・セットがNULLであるか、または無効なタイプが関連付けられています。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-31035: ロック・リソースをパスstring/stringにバインドできませんでした 
	
原因: 階層内の新しい位置に既存のリソースをバインドしようとしましたが、リソースのロックを取得できませんでした。


	
処置: リソースのロックを保持しているトランザクションをコミットまたはロールバックしてください。









	 ORA-31036: XSL処理のコンテキストの初期化に失敗しました 
	
原因: XSLコンテキストの作成中にエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-31037: XML属性名stringは無効です 
	
原因: XML文書の属性名が関連付けられたスキーマの名前と一致しません。


	
処置: スキーマに定義されている属性か、またはXML標準属性のみ指定してください。









	 ORA-31038: string値は無効です: "string" 
	
原因: XML文書のテキストが、スキーマのデータ型および他の制約で指定されている有効な値ではありません。


	
処置: XML文書で指定した値が、スキーマのデータ型および他の制約に関して有効であることを確認してください。









	 ORA-31039: XMLの名前空間の長さstringが最大長stringを超えています 
	
原因: ディスク・フォーマットされたXML名前空間の長さが最大長を超えています。


	
処置: XML名前空間宣言が最大長を超えないようにしてください。









	 ORA-31040: プロパティstring: XML型(string)は内部メモリー型(string)と互換性がありません。 
	
原因: 指定されたXMLデータ型がデータベースのデータ型と互換でないため、変換できません。


	
処置: これは内部エラーです。通常コンパイル済のXML Schemaが破損したことにより発生します。スキーマを再登録するか、またはOracleサポートに連絡してください。









	 ORA-31041: プロパティstring: メモリー型(string)はデータベース型(string)と互換性がありません。 
	
原因: このプロパティに関連するメモリー型が互換でないデータベース型にマップされたため、変換できません。


	
処置: これは内部エラーです。通常コンパイル済のXML Schemaが破損したことにより発生します。スキーマを再登録するか、またはOracleサポートに連絡してください。









	 ORA-31042: 'string'型内にプロパティが多すぎます 
	
原因: この型には、表の列と同じ数のプロパティ(要素および属性)のみ含めることができます。


	
処置: XML Schemaを変更して、プロパティをインラインではないサブ要素に移動してください。









	 ORA-31043: 要素'string'はスキーマ'string'でグローバルに定義されていません 
	
原因: 指定された要素名は、XML Schemaのトップレベルで(グローバルに)定義されていません。要素は、XMLTypeオブジェクトのルートになるようグローバルに定義される必要があります。


	
処置: XML Schema定義を調べ、示された要素名がトップレベルで定義されていることを確認してください。









	 ORA-31044: トップレベルの接頭辞の長さstringが最大長stringを超えています 
	
原因: 最大長を超える長さのトップレベルのXML名前空間接頭辞をディスクに保存しようとしました。


	
処置: 最大長を超える長さのXML名前空間接頭辞を定義しないでください。









	 ORA-31045: ルートXMLノード外にstringより多くのものは格納できません 
	
原因: 文書のルート・ノードの前後いずれかに、XMLの最大数を超える数のデータ(コメントまたは処理命令など)を格納しようとしました。


	
処置: ルート・ノード外のデータ数が最大数を超えないようにしてください。









	 ORA-31046: 演算子に指定された引数が正しくありません 
	
原因: 問合せの演算子に指定された引数が1つ以上正しくありません。


	
処置: 演算子に指定された引数を修正してください。









	 ORA-31047: パスstringでリソース・データを取得できませんでした 
	
原因: リソースの内容またはリソースのメタデータ(あるいはその両方)の取得中にエラーが発生しました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-31048: 未保存のリソースは更新できません 
	
原因: ディスクに1度も保存していないリソースを更新しようとしました。


	
処置: かわりにリソースの挿入を実行してください。









	 ORA-31050: アクセスが拒否されました 
	
原因: 要求されたアクセス権限は現在のユーザーに付与されていません。リソースにアクセスするには、ユーザーに権限を付与する必要があります。


	
処置: 要求されたアクセス権限のセットを調べ、それらがユーザーに付与されたアクセス権限のセットに含まれていることを確認してください。









	 ORA-31051: 要求されたアクセス権限はサポートされていません 
	
原因: 要求されたアクセス権限は指定されたリソースでサポートされていません。


	
処置: 要求されたアクセス権限が、指定されたリソースの有効なアクセス権限であることを確認してください。









	 ORA-31052: 他の参照のあるACLは削除できません 
	
原因: 要求されたACLリソースは削除できません。このACLは他のリソースにより使用されています。


	
処置: ACLを参照しているリソースを削除して、再試行してください。









	 ORA-31053: 演算子の深度引数値は負の値にはできません。 
	
原因: 主演算子に渡された深度引数値が正の整数ではありませんでした。


	
処置: 深度引数値には正の値を渡してください。









	 ORA-31054: string演算子には補助演算子を含むことができません 
	
原因: 副演算子が、それをサポートしない演算子とともに使用されました。


	
処置: 問合せの副演算子を削除してください。









	 ORA-31055: NULLのXMLType要素はRESOURCE_VIEWに挿入できません 
	
原因: RESOURCE_VIEWに挿入中の要素がNULLです。


	
処置: 非NULLのXMLType要素を指定して、RESOURCE_VIEWに挿入してください。









	 ORA-31056: 挿入中のドキュメントがstringに適合していません 
	
原因: RESOURCE_VIEWに挿入中のXMLType要素が指定のスキーマに適合していません。


	
処置: 指定されたスキーマに適合する要素を挿入してください。









	 ORA-31057: 挿入中の要素の表示名はNULLです 
	
原因: RESOURCE_VIEWに挿入中の要素の表示名がNULLです。


	
処置: 表示名を指定してRESOURCE_VIEWに要素を挿入してください。









	 ORA-31058: 読取り専用XOBは変更できません 
	
原因: 読込み専用XOBは変更できません。


	
処置: このXOBには読込み操作のみ実行してください。









	 ORA-31059: ルートXML文書ノードは、すでに存在する場合は挿入できません 
	
原因: すでにルート・ノードが存在するXML文書にルート・ノードを挿入しようとしました。


	
処置: 新しいノードを挿入するかわりに、ノードを置換する適切な置換ファンクションをコールしてください。









	 ORA-31060: パスstringのリソースは削除できません 
	
原因: 名前付きリソースの削除中にエラーが発生しました。エラー・スタックの1つ下の階層に特定のエラーが見つかりました。


	
処置: スタック上の次のエラーを参照して、適切に処置してください。









	 ORA-31061: XDBエラー: string 
	
原因: 表示されたエラーがXDBで発生しました。


	
処置: エラーを修正するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-31062: 未保存のリソースは削除できません 
	
原因: ディスクに保存されていないリソースを削除しようとしました。


	
処置: 保存済のリソースのみを削除してください。









	 ORA-31063: XPathのコンパイルに失敗しました: string。string 
	
原因: 表示された理由によりXpathのコンパイルが失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-31064: 抽象要素またはプロパティ[string]をインスタンス化できません 
	
原因: 抽象要素をインスタンス化しようとしました。


	
処置: この要素では読取り操作のみを使用してください。









	 ORA-31065: 読取り専用プロパティ[string]は変更できません 
	
原因: 不変なXMLノードを変更しようとしました。


	
処置: このプロパティには読込み操作のみ実行してください。









	 ORA-31066: stringをstringに挿入するとサイクルが作成されます 
	
原因: Oracle XML DB階層にリンクを挿入しようとしましたが、この操作を実行するとツリーにサイクルが作成されます。


	
処置: 既存のリソースへのリンクがサイクルを作成しないことを確認してください。









	 ORA-31067: XMLノードは、同じタイプのノードを使用して更新する必要があります 
	
原因: updateXMLを使用して、別の型のノードでXMLノードを更新しようとしました。


	
処置: XPathで指定されたノードが、指定された新しいデータの型に一致していることを確認してください。









	 ORA-31068: updateXMLの予測されるデータ形式は[string]で、[string]ではありません 
	
原因: updateXMLを使用して、不適切な型のノードでデータを更新しようとしました。テキスト・ノードおよび属性ノードは文字列データで更新する必要があり、要素ノードはXMLTypeデータで更新する必要があります。


	
処置: CREATEXMLまたはgetStringValを使用して、新しいデータを適切なフォーマットに強制変換してください。









	 ORA-31069: 型指定の変更を、非スキーマ・ベースのXMLTypeノードに適用できません 
	
原因: XML Schema定義を使用して、非スキーマ・ベースのXMLTypeノードを挿入、削除または更新しようとしました。


	
処置: 型のないノードを変更するには、タグ名で参照してください。









	 ORA-31070: データベース・ユーザーID stringは無効です 
	
原因: Oracle XML DBリソース・メタデータ・プロパティに無効なユーザーIDを設定しようとしました。


	
処置: ユーザーIDの妥当性を確認して再試行してください。









	 ORA-31071: データベース・ユーザー名またはGUID stringは無効です 
	
原因: Oracle XML DBリソース・メタデータ・プロパティに無効なユーザー名またはGUIDを設定しようとしました。


	
処置: ユーザー名またはGUIDの妥当性を確認して再試行してください。









	 ORA-31072: updateXMLのXMLType断片部分に子ノードが多すぎます 
	
原因: updateXML演算子の新しいデータとして、複数の子を含むXMLTypeフラグメントを渡そうとしました。


	
処置: 新しいXMLノードとしてupdateXMLに子を渡す前に、XMLTypeから指定する子を抽出してください。









	 ORA-31073: パス名を使用してリソースが取得されませんでした 
	
原因: ディスクに1度も保存していないか、またはパス名以外の方法を使用してロードしたリソースのパス名にアクセスしようとしました。


	
処置: パス名操作は、パス名を使用して取得したリソースにのみ実行してください。









	 ORA-31074: XMLコメントstringが、最大長stringを超えています 
	
原因: ディスク・フォーマットされたXMLコメントの長さが最大長を超えています。


	
処置: 外部XMLコメントの宣言が最大長を超えないようにしてください。









	 ORA-31075: XML Schemaのstring宣言は無効です 
	
原因: メッセージにより識別される無効な宣言がXML Schemaに含まれています。


	
処置: 識別されたエラーを修正して再試行してください。









	 ORA-31076: 要求された属性"string"は指定されていません 
	
原因: 要求された属性がXML Schemaで指定されていません。


	
処置: 要求された属性の値を指定してください。









	 ORA-31077: 指定された属性"string"は無効です 
	
原因: 無効な属性がXML Schemaで指定されています。


	
処置: 無効な属性の指定を削除してください。









	 ORA-31078: SQLのマッピング情報でエラーが発生しました 
	
原因: XML Schema内のSQL型および表の指定にエラーがあります。


	
処置: 指定したすべてのSQL型および表が有効であり、対応するXML型と一致することを確認してください。









	 ORA-31079: 参照をstring "string"に変換できません 
	
原因: この型、属性または要素は解決できません。


	
処置: 名前が有効なXML(単純/複合)型、属性または要素に対応していることを確認して、再試行してください。









	 ORA-31080: 属性または要素"string"に対して型が指定されていません 
	
原因: 識別された属性または要素に型がありません。


	
処置: すべての属性および要素に有効な型指定があることを確認してください。









	 ORA-31081: グローバル宣言に対して名前が指定されていません 
	
原因: XML Schemaで、属性、要素、simpleTypeまたはcomplexTypeのグローバル宣言に名前が指定されていません。


	
処置: すべてのグローバル宣言に対して名前を指定してください。









	 ORA-31082: 属性"string"("string"の宣言内)は無効です 
	
原因: 無効な属性がXML Schemaで指定されています。


	
処置: 無効な属性の指定を削除してください。









	 ORA-31083: SQL型"string"."string"の作成中にエラーが発生しました 
	
原因: 複合型の指定に基づいたSQL型の作成中にエラーが発生しました。


	
処置: 識別されたエラーを修正して再試行してください。









	 ORA-31084: 表"string"."string"(要素"string"用)の作成中にエラーが発生しました 
	
原因: 識別された要素の宣言に基づいて表を作成しようとしたときに、エラーが発生しました。


	
処置: 識別されたエラーを修正して再試行してください。









	 ORA-31085: スキーマ"string"はすでに登録されています 
	
原因: 以前に登録したスキーマと同じURLのスキーマを登録しようとしました。


	
処置: 別のURLのスキーマを登録してください。









	 ORA-31086: スキーマ"string"登録のための権限が不足しています 
	
原因: 十分な権限がない状態でスキーマを登録しようとしました。


	
処置: スキーマを登録する権限があることを確認してください。









	 ORA-31087: スキーマ"string"削除のための権限が不足しています 
	
原因: 十分な権限がない状態でスキーマ・リソースを削除しようとしました。


	
処置: スキーマを削除する権限があることを確認してください。









	 ORA-31088: オブジェクト"string"."string"はスキーマによって異なります 
	
原因: 依存オブジェクトのあるスキーマを削除しようとしました。


	
処置: 依存オブジェクトを削除してからスキーマを削除するか、CASCADEまたはFORCEオプションを使用してください。









	 ORA-31089: スキーマ"string"はネームスペース"string"をターゲットにしていません 
	
原因: スキーマ文書に、有効な名前空間に属していない他のスキーマへの(include定義およびimport定義を介した)参照が含まれています。


	
処置: include定義を介して参照されるすべてのスキーマが、親スキーマと同じ名前空間をターゲットにしていることを確認してください。さらに、import定義で指定された名前空間が、指定されたスキーマの実ターゲット名前空間と一致していることを確認してください。









	 ORA-31090: データベースのスキーマ名"string"は無効です 
	
原因: XML Schema文書に無効なデータベース・スキーマ名があります。たとえば、SQLSchema属性の値が無効なデータベース・スキーマ名です。


	
処置: XML Schema文書にあるデータベース・ユーザー名およびスキーマ名の参照先が、すべて既存のデータベース・ユーザーおよびスキーマであることを確認してください。









	 ORA-31091: SQL名として指定された文字列が空です 
	
原因: XML Schema文書にNULLのSQL名があります。たとえば、SQLName、SQLType、defaultTable属性の値がNULLです。


	
処置: XML Schema文書にあるSQLスキーマ・オブジェクトの名前が、すべて有効なSQL名であることを確認してください。または、スキーマからこれらの属性を削除して再試行してください。









	 ORA-31092: SQL名"string"は無効です 
	
原因: XML Schema文書に無効なSQL名があります。たとえば、SQLName、SQLType、defaultTable属性の値がNULLです。


	
処置: XML Schema文書にあるSQLスキーマ・オブジェクトの名前が、すべて有効なSQL名であることを確認してください。データベース名の長さまたは名前に関する他の制限が、文書の条件を満たしていることを確認してください。









	 ORA-31093: パラメータに対して指定された値がNULLまたは無効です: string 
	
原因: パラメータに対して渡された引数の値がNULLまたは無効です。


	
処置: すべての入力引数の値が有効であることを確認してください。









	 ORA-31094: SQL型"string"(属性または要素"string"用)は互換性がありません 
	
原因: XML Schemaで指定されているSQL型の情報が、指定された属性または要素に対するXMLデータ型と一致しません。


	
処置: 指定されたSQL型が、宣言済のXMLデータ型と一致していることを確認してください。









	 ORA-31095: stringは生成できません: "string.string"がすでに存在します 
	
原因: XML Schema文書で指定されている型名または表名は、すでに使用されているため生成できません。


	
処置: 型または表に別の名前を使用するか、またはNOGENモードを使用して、スキーマ・コンパイラで新しい型または表を生成しないようにしてください。









	 ORA-31096: スキーマの妥当性チェックに失敗しました 
	
原因: XML Schemaの妥当性を検証できませんでした。


	
処置: SQLTypeおよび他のデータ型マッピングが有効であることを確認してください。









	 ORA-31097: 階層索引は空ではありません 
	
原因: 空ではない階層索引を再作成しようとしました。


	
処置: 階層索引のすべての行を削除して再作成してください。









	 ORA-31099: XDBセキュリティの内部エラー 
	
原因: Oracle XML DBセキュリティに内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-31100: XDBロックの内部エラー 
	
原因: Oracle XML DBロックに内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-31101: "string"トークンはリソース"string"のロック中には取得されません 
	
原因: プリンシパルでこのトークンによるロックがすでに保持されているときに、リソースにロックが試行されました。


	
処置: このトークンでロックを再試行してください。









	 ORA-31102: すでに排他モードでロックされています。ロックの追加はできません。 
	
原因: リソースはすでに排他モードでロックされています。別のロックの追加はできません。


	
処置: 既存のロックを解除してください。









	 ORA-31103: リソースは共有モードでロックされています。排他ロックの追加はできません 
	
原因: リソースは共有モードでロックされています。共有ロックの追加はできません。


	
処置: 共有モードでロックを試行するか、または既存のロックを解除してください。









	 ORA-31104: "string"トークンのあるロックが"string"で見つかりません 
	
原因: ロックがロック解除されたか、期限切れになった可能性があります。トークンが指定されている場合は、トークンが正しくない可能性があります。


	
処置: このロックが存在することを確認してください。正しいトークンを指定してください。









	 ORA-31105: ユーザーは指定したトークン"string"のあるロックを所有していません 
	
原因: ユーザーは指定されたトークンに対応するロックを所有していません。


	
処置: 正しいユーザーとしてログオンしてください。正しいトークンを指定してください。









	 ORA-31107: リソース"string"が名前ロックでロックされているため処置に失敗しました 
	
原因: ロック要求により要求URI全体がロックされます。


	
処置: ロック・トークンを指定するか、またはロックを解除してください。









	 ORA-31108: リソースstringがロックされているため処置に失敗しました 
	
原因: 既存のロックが存在するため、削除または名前の変更に失敗しました。


	
処置: lockdiscoveryを使用してロックを検索し、削除してください。









	 ORA-31109: 親リソースstringがロックされているため処置に失敗しました 
	
原因: 親リソースがロックされているため、削除または名前の変更に失敗しました。


	
処置: lockdiscoveryを使用してロックを検索し、削除してください。









	 ORA-31110: リソースstringが名前でロックされているため処置に失敗しました 
	
原因: 子の1つがロックされているため、削除または名前の変更に失敗しました。


	
処置: lockdiscoveryを使用してロックを検索し、削除してください。









	 ORA-31111: 表stringは、階層的に使用できません。 
	
原因: トリガー<tabname>_xdb_pitriggerはすでに存在しています。


	
処置: 階層索引のすべての行を削除して再作成してください。









	 ORA-31112: XDB構成を使用したstring(stringポートに対して)に失敗しました 
	
原因: 定義済プレゼンテーションのポート番号が無効です。


	
処置: ポート番号はすでに使用されているか、または保護されています。別のポート番号を指定してください。









	 ORA-31113: XDB構成は、スキーマに準拠しないデータを使用して更新できません 
	
原因: 非スキーマまたは非スキーマ準拠データを使用して、Oracle XML DB構成を更新しようとしました。


	
処置: 文書がスキーマ・ベースであること、およびスキーマ準拠であることを確認してください。









	 ORA-31114: XDB構成は削除されたか、または破損しています 
	
原因: Oracle XML DB構成リソースは削除されたか、または破損しました。


	
処置: Oracle XML DBを再インストールするか、または有効な構成文書を再挿入してください。









	 ORA-31115: XDB構成エラー: string 
	
原因: Oracle XML DB構成に関連するエラーが発生しました。


	
処置: 構成リソースに有効なデータが含まれていることを確認してください。









	 ORA-31116: 表領域が正しく指定されていません 
	
原因: 指定された表領域にXDBを移動できません。


	
処置: 有効な表領域を指定してください。









	 ORA-31117: 表"string"."string"はリソース・メタデータ対応ではありません 
	
原因: この表には、リソース・メタデータ用のRESID列がありません。


	
処置: disable/enable_hierarchyを使用して、リソース・メタデータを有効にしてください。









	 ORA-31118: システム・スキーマ"string"はすでに登録されています 
	
原因: システム・スキーマと同じURLでスキーマを登録しようとしました。


	
処置: システムXMLスキーマと競合しないようにスキーマのURLを変更してください。









	 ORA-31119: XDB構成がすべてのインスタンスで更新できません 
	
原因: XDB構成を更新しようとしました。


	
処置: 各インスタンスがそのリスナーで正しく構成されていることを確認してください。









	 ORA-31121: string演算子にはFALSEを指定できません 
	
原因: 指定された演算子の値がFALSEでした。


	
処置: TRUEになる演算子を指定してください。









	 ORA-31122: string演算子に不適切なRHS値が指定されています。 
	
原因: 演算子に指定された右辺の値がTRUEではありません。


	
処置: TRUEになる値を右辺に指定してください。









	 ORA-31127: RCListにはコミットされていないリソース構成を含めることができません 
	
原因: DBMS_RESCONFIG.ADDRESCONFIG()をコールしてRCListにリソース構成を追加した後にコミットを実行しませんでした。


	
処置: DBMS_RESCONFIG.ADDRESCONFIG()をコールした後にコミットを必ず実行してください。









	 ORA-31128: イベント・ハンドラのコールは深度stringを超えることができません 
	
原因: 最大深度を超過したイベントを起動しようとしました。


	
処置: 起動されるイベントが、イベント自体または他の関数やプロシージャに対して無限の再帰コールを生成しないことを確認してください。









	 ORA-31129: リポジトリのリソース構成の取得に失敗しました 
	
原因: すでに削除されているXDBリポジトリが参照するリソース構成にアクセスしようとしました。


	
処置: リポジトリのリソース構成の対応付けを解除してください。









	 ORA-31130: 指定したリソース構成は指定したリソースに関連付けられていません 
	
原因: ターゲット・リソースの構成リストから、存在しないリソース構成を削除しようとしました。


	
処置: 正しいリソース名およびリソース構成名が指定されているかどうか、およびリソース構成が指定したリソースの構成リストに含まれていることを確認してください。









	 ORA-31131: <RCList>にリソース構成OIDではないOIDが含まれています 
	
原因: <RCList>要素のOIDは、リソース構成OIDではありません。


	
処置: <RCList>要素を更新して、文を再実行してください。









	 ORA-31132: ハンドラ"string"."string"を検証できません 
	
原因: 無効なイベント・ハンドラを起動しようとしました。これは次の理由のうちいずれかの結果である可能性があります。1)ハンドラが存在しない。2)ハンドラが正常にコンパイルされなかった。


	
処置: 指定したハンドラが存在しないことを確認してから再コンパイルし、コンパイル・エラーが発生した場合はすべてのエラーを修正します。









	 ORA-31133: 起動者権限ではハンドラ"string"."string"を実行できません 
	
原因: 起動者権限でハンドラを起動しようとしましたが、ハンドラを定義するリソース構成でSET-INVOKER属性がTRUEに設定されていませんでした。


	
処置: 定義者権限を使用して指定したハンドラを再定義するか、指定したハンドラを定義するリソース構成でSET-INVOKER属性をTRUEに変更します。









	 ORA-31134: 他のリソースで参照されている構成は削除できません 
	
原因: 他のリソースで参照されているリソース構成を削除しようとしました。


	
処置: DBMS_RESCONFIGパッケージのDELETERESCONFIGまたはDELETEREPOSITORYRESCONFIGプロシージャを実行してターゲット・リソース構成への参照をすべて削除するか、DELETERESOURCE文にDELETE_FORCEオプションを指定してください。









	 ORA-31135: リソースはすでにレンダリングされています 
	
原因: 次のいずれかが発生しました。1) setRender*メソッドを使用してリソースをレンダリングした後、または出力ストリームにデータを書き込んだ後に、setRender*メソッドを起動しようとしました。2) リソースでsetRender*メソッドを実行した後に、リソースの出力ストリームにアクセスしようとしました。


	
処置: 問題の原因となっているメソッドを削除してください。









	 ORA-31136: リソース構成stringはすでにリソースstringに関連付けられています 
	
原因: リソースまたはリポジトリのリソース構成リストに、リソース構成がすでに存在します。


	
処置: このリソース構成を実際に追加する必要があるかどうかを確認してください。追加する必要がある場合は、リソースおよびリポジトリのリストから削除し、その後で追加してください。









	 ORA-31137: 索引が範囲外です 
	
原因: 指定された位置が有効ではありません。


	
処置: 指定された位置が0以上で、かつターゲット・リソースの構成リスト・サイズより小さいかどうかを確認してください。









	 ORA-31138: リソース構成が1つ以上のリソースで参照されています 
	
原因: 既存リソースによって参照されているリポジトリにリソース構成を追加しようとしました。


	
処置: 他のリソースからリソース構成を削除してから、リポジトリへの追加を再試行してください。









	 ORA-31139: リソース構成リストが無効です 
	
原因: リソース構成が重複しているか、リポジトリ構成と競合するリソースを作成または更新しようとしました。


	
処置: リソース構成リストを修正し、文を再実行してください。









	 ORA-31140: 無効な操作: string 
	
原因: 許可されないメソッドを起動しようとしました。


	
処置: 指定されたメソッドを実行しないでください。









	 ORA-31141: 有効なパスの値を指定する必要があります 
	
原因: <defaultChildConfig>または<defaultChildACL>に指定されたパスは、既存のリソースを参照する必要があります。


	
処置: 問題を修正し、文を再実行してください。









	 ORA-31142: リスナーごとにスキーマを指定する必要があります 
	
原因: スキーマ要素が指定されていません。


	
処置: 問題を修正し、文を再実行してください。









	 ORA-31143: XDB_SET_INVOKERロールが必要です 
	
原因: SET-INVOKER属性をTRUEに設定するにはXDB_SET_INVOKERロールが必要です。


	
処置: 問題を修正し、文を再実行してください。









	 ORA-31144: stringの実装言語が指定されていません 
	
原因: 指定されたリスナー・ソースの実装言語の指定がありません。


	
処置: 問題を修正し、文を再実行してください。









	 ORA-31145: リソース構成に重複したリスナーstringが見つかりました 
	
原因: リソース構成に重複したリスナー・ソースが見つかりました。


	
処置: 重複を削除して、文を再実行してください。









	 ORA-31146: リスナー・ソースstring.stringが無効です 
	
原因: リソース構成に指定されたリスナー・ソースが存在しないか、または無効です。


	
処置: <listener>要素のリスナー・ソースを修正して、文を再実行してください。









	 ORA-31147: stringはACLリソースではありません 
	
原因: 指定されたリソースはacl.xsdスキーマに準拠していません。


	
処置: <defaultChildACL<要素の有効なパスを指定して、文を再実行してください。









	 ORA-31148: stringは有効なリソース構成ではありません 
	
原因: リソース構成の作成時に<defaultChildConfig>要素に指定したリソース、またはDBMS_RESCONFIGパッケージを使用してコールにrcpathとして指定したリソースは、XDBResConfig.xsdスキーマに準拠していません。


	
処置: 有効なパスを指定して、文を再実行してください。









	 ORA-31149: そのようなスキーマはありません: string 
	
原因: リソース構成に存在しないスキーマが定義されています。


	
処置: リソース構成に有効なスキーマを指定して、文を再実行してください。









	 ORA-31150: ハンドラstringの捕捉されないエラー 
	
原因: 指定されたハンドラで例外が発生しました。


	
処置: 指定されたエラーを修正してください。









	 ORA-31151: stringに対して循環定義が検出されました: "string" 
	
原因: この型に対するスキーマ定義は循環しています。


	
処置: 循環定義を削除してスキーマを再コンパイルしてください。









	 ORA-31153: 予約済接頭辞"http://xmlns.oracle.com/xdb/schemas/" 
	
原因: この接頭辞は、Oracle XML DB拡張スキーマURL用に予約されているため、ユーザー指定URLでは使用できません。


	
処置: 別の接頭辞に変更してください。









	 ORA-31154: 無効なXML文書 
	
原因: XML文書がXML Schemaに関して無効です。


	
処置: 識別されたエラーを修正して再試行してください。









	 ORA-31155: 属性stringはXDBネームスペースにありません。 
	
原因: 指定された属性は、Oracle XML DBの名前空間接頭辞が必要です。


	
処置: Oracle XML DBで指定されたすべての属性に名前空間接頭辞があることを確認して再試行してください。









	 ORA-31157: コンテンツ・タイプのキャラクタ・セットが無効です 
	
原因: HTTP Content-Typeヘッダーに、Oracleが認識しないキャラクタ・セットがありました。


	
処置: HTTP要求のContent-Typeヘッダーを修正してください。









	 ORA-31158: スキーマ"string"は、現在参照されています 
	
原因: 指定されたスキーマURLは、現在同じセッションで参照されています。PLSQL XMLType変数が範囲内にあることが原因の可能性があります。


	
処置: このセッションでのこのスキーマに対するすべての参照を解除して、操作を再試行してください。









	 ORA-31159: XML DBは無効な状態です 
	
原因: XML DBの内部表が無効な状態です。データベースがアップグレードされていないか、またはアップグレードが正常に完了しなかった可能性があります。


	
処置: データベースが正常にアップグレードされていることを確認してください。問題が解決されない場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-31160: 置換グループ最大サイズstringが、"string"(string)の分だけ先頭要素"string"(string)で超えています 
	
原因: 要素が、ネストされている置換グループの最大限度を超えました。


	
処置: 違反している置換要素を削除した後、指定されたスキーマを削除して再登録してください。









	 ORA-31161: 要素または属性"string"は表外に格納できません 
	
原因: 単純型の要素または属性にSQLInline=falseがあります。


	
処置: 違反している要素または属性のSQLInline=false修飾子を削除してください。









	 ORA-31162: 要素または属性"string"にはSQLTypeが指定されていません 
	
原因: 要素または属性にSQLTypeを指定せずに、GENTYPES=falseによってスキーマの登録が呼び出されました。


	
処置: 違反している要素または属性にSQLTypeを指定して、スキーマを再度登録してください。









	 ORA-31163: 要素または属性"string"に無効な属性値"string"があります("string"である必要があります) 
	
原因: 制限によって導かれるcomplexTypeの要素または属性に、ベース型と異なる値の属性があります。


	
処置: 一致していない属性を違反している要素または属性から削除してください。









	 ORA-31164: ダイレクト・パスを使用するオブジェクト・リレーショナルXML属性はロードできません 
	
原因: ロード中の表に、オブジェクト・リレーショナル記憶領域のXML列があります。XMLType列にサブタイプの型があります。この種の属性は、ダイレクト・パスでロードできません。


	
処置: 従来型パス・モードでロードを実行してください。









	 ORA-31165: ダイレクト・パスを使用するオブジェクト・リレーショナルXML属性はロードできません 
	
原因: ロード中の表に、オブジェクト・リレーショナル記憶領域のXML列があります。XMLType列に表外パーティション表があるか、またはそれ自体がXMLType属性の1つによってパーティション化されている表があります。この型の表は、ダイレクト・パスを使用してロードできません。


	
処置: 従来型パス・モードでロードを実行してください。









	 ORA-31167: 64Kを超えるサイズのXMLノードは挿入できません 
	
原因: 64Kを超えるサイズのXML Text Nodeを挿入しようとしました。これはサポートされていません。


	
処置: 64K未満でテキスト・ノードを作成してください。









	 ORA-31168: ノードのlocalnameおよびnamespace値は64Kより小さくする必要があります 
	
原因: 64K以上のlocalnameまたはnamespace値でXMLノードを指定しようとしました。これはサポートされていません。


	
処置: ノードのlocalnameおよびnamespaceの値は、64Kより小さくする必要があります。









	 ORA-31169: 子の数string('string'で定義)が最大値stringを超えています 
	
原因: XMLSchemaドキュメントのcomplexTypeで定義された子の数が許容値を超えています。


	
処置: XML Schemaを変更して、complexTypeの子をインラインではないサブ要素に移動してください。









	 ORA-31170: FORCEオプションを使用しない循環スキーマ登録 
	
原因: FORCE = falseで循環スキーマを登録しようとしました。


	
処置: 循環スキーマを登録するときはFORCE = trueを使用してください。









	 ORA-31171: スキーマ処理エラーLSX-stringが発生しました(string中) 
	
原因: LSXルーチンからエラーが戻されました。


	
処置: LSXエラーを調べて、対処措置に従ってください。









	 ORA-31172: ダイレクト・パスを使用してXMLTypeをロードできません 
	
原因: ロード中の表に、オブジェクト・リレーショナルまたはバイナリの記憶域を持つXML列が含まれ、表に対してサプリメンタル・ロギングが有効にされています。サプリメンタル・ロギングが有効にされている場合、そのような表に対してダイレクト・パス・ロードはサポートされません。


	
処置: 従来型パス・モードでロードを実行してください。









	 ORA-31176: APIはこのリリースではサポートされていません 
	
原因: APIはサポートされていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-31180: 無効なPL/SQL DOMハンドルでDOM型が一致していません 
	
原因: 指定されたPL/SQL DOMハンドルが、セッションで使用できないDOM型のDOMノードを参照しています。PL/SQLハンドルが再使用されたか、または元の文書が使用できなくなったことが原因である可能性があります。


	
処置: ターゲット・ノードのPL/SQLハンドルが有効であることを確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-31181: PL/SQL DOMハンドルは、すでに使用できないノードにアクセスしています 
	
原因: 指定されたPL/SQLハンドルが、使用できなくなったDOM文書のノードを参照しています。


	
処置: ターゲット・ノードのPL/SQLハンドルが有効であることを確認して、操作を再試行してください。









	 ORA-31182: 指定されたPL/SQL DOMハンドルが多すぎます 
	
原因: PL/SQL DOMハンドルの最大数を超えてPL/SQL DOMハンドルを作成しようとしました。


	
処置: PL/SQL DOMハンドルを開放し、操作を再試行してください。









	 ORA-31183: ノード・タイプstringは求められるタイプに変換できません 
	
原因: 指定されたノードの型は、この操作では正しく変換できません。たとえば、DOM要素をドキュメント・フラグメントに変換することはできません。


	
処置: 変換できるノード型を渡してください。









	 ORA-31185: DOMノードは同じDOM文書に属していません 
	
原因: 指定されたPL/SQL DOMノードは、参照しているDOMノードの親DOM文書に属していません。


	
処置: 両方のDOMノードを同じDOM文書の一部としてください。









	 ORA-31186: 文書に含まれるノードが多すぎます 
	
原因: DOMノードの割当て最大数を超えたため、文書をロードできません。


	
処置: 文書のサイズを小さくしてください。









	 ORA-31187: ノード'string'(タイプ='string')を単純タイプ・ノード'string'に追加できません 
	
原因: スキーマ定義に対し、単純タイプに属性ノードまたは要素ノードを追加しようとしました。単純タイプに含められるのは、namespacesやxsi:nilなどの特別な属性のみです。


	
処置: 有効なノードを操作に使用してください。









	 ORA-31188: 指定した印刷オプションは無効です 
	
原因: 操作に指定された印刷オプションは無効です。


	
処置: 有効な印刷オプションを操作に使用してください。









	 ORA-31190: リソースstringはバージョン制御リソースではありません 
	
原因: 原因は次のいずれかです。
- バージョン制御管理されていないリソースにチェックアウトが要求されました。チェックアウトできるのは、バージョン制御リソースのみです。

- バージョンのない表の行にチェックアウトが要求されました。




	
処置: チェックアウトする前に、リソースをバージョン制御管理してください。









	 ORA-31191: リソースstringはすでにチェックアウトされています 
	
原因: 原因は次のいずれかです。
- 同じユーザーまたは別のユーザーにより作業領域にチェックアウトされているリソースに、チェックアウトが要求されました。




	
処置: チェックアウトする前に、リソースを作業領域からチェックインしてください。









	 ORA-31192: リソースstringはチェックアウトされていません 
	
原因: 原因は次のいずれかです。
- 作業領域のどのユーザーにも作業領域にチェックアウトされていないリソースに、チェックインまたはチェックアウト解除が要求されました。




	
処置: チェックアウトする前に、リソースを作業領域からチェックインしてください。









	 ORA-31193: このバージョニング機能は、リソースstringに対してはサポートされていません。 
	
原因: 原因は次のいずれかです。
- コンテナはバージョン制御管理できません。




	
処置: これらの機能は使用しないでください。









	 ORA-31194: stringはすでに削除されています。 
	
原因: すでに削除されているバージョン制御リソースにアクセスしました。


	
処置: 型の循環定義を削除してコンパイルを再試行してください。









	 ORA-31195: XMLノード 'string' (型=string) はこの操作をサポートしていません 
	
原因: 指定されたノードの型は、この操作ではサポートされていません。たとえば、属性ノードに子を追加したり、子として文書ノードに渡したりする操作は、サポートされていません。


	
処置: 有効なノード型を操作に使用してください。









	 ORA-31196: サイズがstringを超えているXMLノードは印刷できません 
	
原因: 64Kを超えるサイズのXML Text Node、または4Kを超えるサイズのXML Comment Nodeを使用しようとしました。これらは、出力できません。たとえば、属性ノードに子を追加したり、子として文書ノードに渡したりする操作は、サポートされていません。


	
処置: getClobVal()またはgetStringVal()を使用して文書を出力してください。









	 ORA-31197: ファイルstringの処理中にエラーが発生しました 
	
原因: 指定のファイルの操作中に、エラーが発生しました。考えられる原因はファイル・ヘッダーの破損です。またはスタックの次のエラーを確認してください。


	
処置: 指定ファイルが正しいことを確認してください。スタック上の次のエラーを参照して、適切に処置してください。









	 ORA-31198: 非バイナリ・モードであるため、送信されたバイト数が一致していません 
	
原因: 指定のファイルの読込み中に、エラーが発生しました。最も可能性の高い原因は、転送がASCIIモードで開始されたことです。


	
処置: 転送モードがBINARYに設定されていることを確認してください。









	 ORA-31199: ファイルstringの処理中に警告が発生しました 
	
原因: 指定のファイルの操作中に、警告が発生しました。ただし、現在の操作は正常に完了しました。


	
処置: これは主に情報提供のためのメッセージです。詳細は、スタック上の次のエラーを参照してください。









	 ORA-31200: ACL引数が無効です 
	
原因: この関数の引数の1つとして、システム制約ACLが渡されました。


	
処置: ACLID引数がいずれもシステム制約ACLでないことを確認してください。









	 ORA-31201: DBMS_LDAP: 一般エラー:string 
	
原因: DBMS_LDAPパッケージでエラーが発生しました。


	
処置: エラー番号と説明をOracleサポートに連絡してください。









	 ORA-31202: DBMS_LDAP: LDAPクライアント/サーバー・エラー:string 
	
原因: LDAPサーバーまたはクライアントに問題があります。


	
処置: このエラーをLDAPサーバー管理者またはデータベース管理者(DBA)に連絡してください。









	 ORA-31203: DBMS_LDAP: PL/SQL - 初期化に失敗しました。 
	
原因: DBMS_LDAP初期化操作でエラーが発生しました。


	
処置: ホスト名およびポート番号を確認してください。または、エラー番号と説明をOracleサポートに連絡してください。









	 ORA-31204: DBMS_LDAP: PL/SQL - 無効なLDAPセッションです。 
	
原因: DBMS_LDAPバインド操作でエラーが発生しました。


	
処置: バインドに使用するセッション・ハンドラを確認してください。または、エラー番号と説明をOracleサポートに連絡してください。









	 ORA-31205: DBMS_LDAP: PL/SQL - 無効なLDAP承認メソッドです。 
	
原因: DBMS_LDAPバインド操作でエラーが発生しました。


	
処置: バインドに使用する認証資格証明を確認してください。または、エラー番号と説明をOracleサポートに連絡してください。









	 ORA-31206: DBMS_LDAP: PL/SQL - 無効なLDAP検索範囲です。 
	
原因: DBMS_LDAP検索操作でエラーが発生しました。


	
処置: 検索に使用する検索範囲を確認してください。または、エラー番号と説明をOracleサポートに連絡してください。









	 ORA-31207: DBMS_LDAP: PL/SQL - 無効なLDAP検索時間値です。 
	
原因: DBMS_LDAP検索操作でエラーが発生しました。


	
処置: 検索に使用する検索時間値を確認してください。または、エラー番号と説明をOracleサポートに連絡してください。









	 ORA-31208: DBMS_LDAP: PL/SQL - 無効なLDAPメッセージです。 
	
原因: DBMS_LDAP操作でエラーが発生しました。


	
処置: LDAP操作に使用するLDAPメッセージを確認してください。または、エラー番号と説明をOracleサポートに連絡してください。









	 ORA-31209: DBMS_LDAP: PL/SQL - LDAP count_entryのエラーです。 
	
原因: DBMS_LDAP count_entry操作でエラーが発生しました。


	
処置: LDAP count_operationを確認してください。または、エラー番号と説明をOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-31210: DBMS_LDAP: PL/SQL - LDAP get_dnのエラーです。 
	
原因: DBMS_LDAP get_dn操作でエラーが発生しました。


	
処置: LDAP get_dnを確認してください。または、エラー番号と説明をOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-31211: DBMS_LDAP: PL/SQL - 無効なLDAPエントリのドメイン名です。 
	
原因: DBMS_LDAP操作でエラーが発生しました。


	
処置: LDAP操作に使用するエントリのドメイン名を確認してください。または、エラー番号と説明をOracleサポートに連絡してください。









	 ORA-31212: DBMS_LDAP: PL/SQL - 無効なLDAP mod_arrayです。 
	
原因: DBMS_LDAP操作でエラーが発生しました。


	
処置: LDAP操作に使用するLDAP mod_arrayを確認してください。または、エラー番号と説明をOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-31213: DBMS_LDAP: PL/SQL - 無効なLDAPモード・オプションです。 
	
原因: DBMS_LDAP populate_mod_array操作でエラーが発生しました。


	
処置: LDAP populate_mod_array操作に使用するLDAP変更オプションを確認してください。または、エラー番号と説明をOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-31214: DBMS_LDAP: PL/SQL - 無効なLDAPモード・タイプです。 
	
原因: DBMS_LDAP populate_mod_array操作でエラーが発生しました。


	
処置: LDAP populate_mod_array操作に使用するLDAP変更タイプを確認してください。または、エラー番号と説明をOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-31215: DBMS_LDAP: PL/SQL - 無効なLDAPモード値です。 
	
原因: DBMS_LDAP populate_mod_array操作でエラーが発生しました。


	
処置: LDAP populate_mod_array操作に使用するLDAP変更値を確認してください。または、エラー番号と説明をOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-31216: DBMS_LDAP: PL/SQL - 無効なLDAP RDNです。 
	
原因: DBMS_LDAP操作でエラーが発生しました。


	
処置: LDAP操作に使用するLDAP RDNを確認してください。または、エラー番号と説明をOracleサポートに連絡してください。









	 ORA-31217: DBMS_LDAP: PL/SQL - 無効なLDAP newparentです。 
	
原因: DBMS_LDAP rename_s操作でエラーが発生しました。


	
処置: LDAP rename_s操作に使用するLDAP newparent値を確認してください。または、エラー番号と説明をOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-31218: DBMS_LDAP: PL/SQL - 無効なLDAP deleteoldrdnです。 
	
原因: DBMS_LDAP rename_s操作でエラーが発生しました。


	
処置: LDAP rename_s操作に使用するLDAP deleteoldrdn値を確認してください。または、エラー番号と説明をOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-31219: DBMS_LDAP: PL/SQL - 無効なLDAP notypesです。 
	
原因: DBMS_LDAP explode_dnまたはexplode_rdn操作でエラーが発生しました。


	
処置: LDAP explode_dnまたはexplode_rdn操作に使用するLDAP notypes値を確認してください。または、エラー番号と説明をOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-31220: DBMS_LDAP: PL/SQL - 無効なLDAP SSLウォレット・ロケーションです。 
	
原因: DBMS_LDAP操作でエラーが発生しました。


	
処置: LDAP操作に使用するLDAP sslwrlを確認してください。または、エラー番号と説明をOracleサポートに連絡してください。









	 ORA-31221: DBMS_LDAP: PL/SQL - 無効なLDAP SSLウォレット・パスワードです。 
	
原因: DBMS_LDAP操作でエラーが発生しました。


	
処置: LDAP操作に使用するLDAP sslpasswd値を確認してください。または、エラー番号と説明をOracleサポートに連絡してください。









	 ORA-31222: DBMS_LDAP: PL/SQL - 無効なLDAP SSL認証モードです。 
	
原因: DBMS_LDAP操作でエラーが発生しました。


	
処置: LDAP操作に使用するLDAP sslauthを確認してください。または、エラー番号と説明をOracleサポートに連絡してください。









	 ORA-31223: DBMS_LDAP: stringを超えるLDAPサーバー接続はオープンできません 
	
原因: LDAPサーバーの接続数に許可されている制限を超えてオープンしようとしました。


	
処置: 未使用の接続を解放してください。









	 ORA-31224: DBMS_LDAP: LDAPセッションが無効です 
	
原因: PL/SQLモジュールが、無効ですでにクローズされている可能性があるLDAPセッションを使用しようとしました。


	
処置: DBMS_LDAPに関連するPL/SQLモジュールのLDAPセッション・ハンドルを確認してください。









	 ORA-31225: DBMS_LDAP: BER_ELEMENTが無効です 
	
原因: PL/SQLモジュールが、無効ですでに開放された可能性があるBER_ELEMENTを使用しようとしました。


	
処置: DBMS_LDAPに関連するPL/SQLモジュールのBER_ELEMENTを確認してください。









	 ORA-31226: DBMS_LDAP: MOD_ARRAYがサイズ制限を超えています 
	
原因: L/SQLモジュールが、MOD_ARRAYサイズ制限を超えて要素を追加しようとしました。


	
処置: DBMS_LDAPに関連するPL/SQLモジュールのMOD_ARRAYサイズ制限の値を大きくしてください。









	 ORA-31227: DBMS_LDAP: LDAP MESSAGEハンドルが無効です 
	
原因: PL/SQLモジュールが、無効ですでに開放された可能性があるLDAP MESSAGEハンドルを使用しようとしました。


	
処置: DBMS_LDAPに関連するPL/SQLモジュールのLDAP MESSAGEハンドルを確認してください。









	 ORA-31228: DBMS_LDAP: MOD_ARRAYが無効です 
	
原因: PL/SQLモジュールが、無効ですでに開放された可能性があるMOD_ARRAYを使用しようとしました。


	
処置: DBMS_LDAPに関連するPL/SQLモジュールのMOD_ARRAYを確認してください。









	 ORA-31229: DBMS_LDAP: 入力パラメータが無効です 
	
原因: PL/SQLモジュールが、DBMS_LDAPサブプログラムに無効な引数を渡しました。


	
処置: DBMS_LDAPに関連するPL/SQLモジュールのDBMS_LDAPサブプログラムへの入力引数を確認してください。









	 ORA-31230: DBMS_LDAP: 追加メモリーを動的に割り当てることができません 
	
原因: セッション・ヒープからの動的なメモリーの割当て中に、エラーが発生しました。


	
処置: 使用できるメモリー・リソースが十分にあることを確認してください。









	 ORA-31231: DBMS_LDAP: PROPERTY_SETが無効です 
	
原因: PL/SQLモジュールが、無効ですでに開放された可能性があるPROPERTY_SETを使用しようとしました。


	
処置: DBMS_LDAPに関連するPL/SQLモジュールのPROPERTY_SETを確認してください。









	 ORA-31232: DBMS_LDAP: MOD_PROPERTY_SETが無効です 
	
原因: PL/SQLモジュールが、無効ですでに開放された可能性があるMOD_PROPERTY_SETを使用しようとしました。


	
処置: DBMS_LDAPに関連するPL/SQLモジュールのMOD_PROPERTY_SETを確認してください。









	 ORA-31398: DBMS_LDAP: 共有サーバーはサポートされていません。 
	
原因: DBMS_LDAPパッケージから関数を実行するセッションは、データベースの共有サーバーで処理されます。


	
処置: 専用データベース・セッションを使用して、DBMS_LDAPパッケージの関数を実行してください。









	 ORA-31399: LDAPサーバー:string (ポート:number)に接触できません 
	
原因: 指定されたLDAPサーバーに接触できません。このエラーは、サーバーが停止しているか、またはアクセスできない場合に発生します。


	
処置: LDAPサーバーの管理者に連絡してください。









	 ORA-31401: 変更ソースstringは既存の変更ソースではありません。 
	
原因: コール元が、既存の変更ソースの名前を使用しませんでした。指定した名前は、既存の変更ソースの名前と一致しません。


	
処置: 変更ソース名の綴りを確認してください。既存の変更ソースを選択してください。









	 ORA-31402: パラメータstringを認識できません。 
	
原因: 認識できないパラメータが検出されました。


	
処置: コールにパラメータが多すぎないかどうかを確認してください。









	 ORA-31403: 変更表stringにはすでに列stringが含まれています。 
	
原因: 追加操作でALTER_CHANGE_TABLEが発行されましたが、この名前の列はすでに指定した表に存在します。


	
処置: 名前を確認して、プロシージャを再コールしてください。









	 ORA-31404: 入力パラメータがすべてNULLです。 
	
原因: 入力パラメータがすべてNULLです。1つ以上のプロパティを変更する必要があります。


	
処置: 必要なパラメータがすべて指定されていることを確認して、プロシージャを再コールしてください。1つ以上のパラメータがNULLでないことを確認してください。このプロシージャをコールする正しい方法については、ユーザー・ドキュメントを参照してください。









	 ORA-31405: 変更セットstringの拡張中は変更できません。 
	
原因: 変更セットは、現在、拡張中です。拡張中の変更セットに関連する変更ソースは、変更できません。拡張中の変更セットに関連する変更表は、作成、変更または削除できません。変更セットのパラメータのいくつかまたはすべては、変更セットの拡張中には変更できません。


	
処置: 変更セットが拡張を終了するまで待機して、コマンドを再発行してください。変更セットを変更する場合、拡張中にadvance_enableパラメータのみを変更できます。









	 ORA-31406: 変更ソースstringは変更セットによって参照されます。 
	
原因: この変更ソースが1つ以上の変更セットによって参照されているため、操作を完了できません。


	
処置: 変更セットを削除して、コマンドを再発行してください。変更セットが削除される前にいくつかの変更表を削除する必要がある場合があります。









	 ORA-31407: END_DATEはBEGIN_DATEより大きい必要があります。 
	
原因: 変更セットの終了日付が開始日付より早いです。開始日付と終了日付の間の時間は正の時間であるため、終了日付は開始日付より遅い時間である必要があります。


	
処置: 開始日付または終了日付(あるいはその両方)を変更して、終了日付を開始日付より遅くしてください。









	 ORA-31408: begin_scnまたはend_scnに無効な値が指定されました。 
	
原因: begin_scnが0(ゼロ)以下でした。end_scnが0(ゼロ)未満でした。end_scnがbegin_scnより小さい値でした。


	
処置: begin_scnとend_scnの両方の値を確認してください。これらの値が、SCNの有効範囲内になるように修正してください。end_scn値が0(ゼロ)の場合は、SCNの無限範囲になります。









	 ORA-31409: 入力パラメータの1つ以上の値が不適切です。 
	
原因: プロシージャへ入力した1つ以上の値が無効です。


	
処置: 不正なパラメータを識別して、プロシージャに正しい値を入力してください。









	 ORA-31410: 変更セットstringは既存の変更セットではありません。 
	
原因: この名前では既存の変更セットを検出できません。


	
処置: 変更セット名の綴りを確認してください。正しい変更セット名を渡して、プロシージャを再コールしてください。









	 ORA-31411: 変更セットstringは変更表によって参照されます。 
	
原因: 変更セットには1つ以上の変更表が含まれているため、操作を実行できません。


	
処置: 変更表を削除して、操作を再試行してください。









	 ORA-31412: 変更セットstringは使用禁止にされ、拡張できません。 
	
原因: 指定された変更セットは使用禁止です。変更セットは、この操作に対して正常に使用できるようにする必要があります。


	
処置: 変更セットが使用禁止である原因を判断し、その状態を修正してください。advance_enableを「y」に指定して変更セットを変更してから、操作を再試行してください。









	 ORA-31413: 変更セットstringは現在拡張されています。 
	
原因: この変更セットに対して、拡張操作が実行中です。この操作が許可されるのは、一度に1人のみです。


	
処置: 変更セットが現在拡張されているため、拡張が終了するまで待機することをお薦めします。一度に1人のコール元のみが変更セットを拡張できます。拡張操作が長時間実行されている原因を確認してください。









	 ORA-31414: 変更表の拡張中にエラーが発生しました。 
	
原因: 拡張操作中に1つ以上のエラーが発生しました。


	
処置: 根本的なエラーの詳細な情報は、ログ・ファイルを確認してください。









	 ORA-31415: 変更セットstringが存在しません。 
	
原因: 指定された変更セットが存在しないか、またはユーザーにその変更セットの発行へのアクセス権限がありません。指定された名前が、既存の変更セットの名前と一致しません。変更セット内の発行にアクセスするには、特定の権限が必要です。


	
処置: 名前を確認し、既存の変更セットの名前でプロシージャを再コールしてください。変更セット内の発行にアクセスするためにユーザー権限が必要な場合は、発行者またはデータベース管理者(DBA)に連絡してください。









	 ORA-31416: SOURCE_COLMAPの値が無効です。 
	
原因: 非同期変更表のsource_colmap値に「y」が指定されました。


	
処置: source_colmapパラメータの値に「n」を指定して、プロシージャを再コールしてください。









	 ORA-31417: 列リストに制御列stringが含まれています。 
	
原因: 予約済の列名が、列リストまたは列型のパラメータに指定されました。


	
処置: 制御列は、別々のパラメータで選択されます。制御列が必要でない場合、予約済の列名と競合しないように、指定した列の名前を変更してください。









	 ORA-31418: ソース・スキーマstringが存在しません。 
	
原因: 同期変更表を作成しようとしています。また、ソース・スキーマがデータベース内の既存のスキーマ名と一致しません。


	
処置: 既存のスキーマの名前を指定してください。









	 ORA-31419: ソース表stringが存在しません。 
	
原因: 同期変更表の作成時は、プロシージャがコールされるときに基礎となるソース表が存在する必要があります。この場合、ソース表が存在しません。


	
処置: 既存の表の名前を指定してください。









	 ORA-31420: パージ・ジョブを送れません。 
	
原因: 最初の変更表の作成時に、パージ・ジョブがジョブ・キューに発行されました。このパージ・ジョブの発行は失敗しました。


	
処置: ジョブ・キュー・プロセスが使用可能で、現在、実行していることを確認してください。問題が解決されない場合は、オラクル社に連絡してください。









	 ORA-31421: 変更表が存在しません。 
	
原因: 指定した変更表は存在しません。


	
処置: 名前を再度確認し、既存の変更表を使用してプロシージャを再コールしてください。









	 ORA-31422: 所有者スキーマstringが存在しません。 
	
原因: 所有者のパラメータに指定された値が、データベースの既存のスキーマ名を含みません。


	
処置: 名前を再度確認し、既存のスキーマ名を使用してプロシージャを再コールしてください。









	 ORA-31423: 変更表stringには列stringが含まれていません。 
	
原因: 削除操作で発行されたALTER_CHANGE_TABLEおよび指定された列が変更表に存在しません。


	
処置: 名前を再度確認して、プロシージャを再コールしてください。









	 ORA-31424: 変更表はアクティブ・サブスクリプションを持っています。 
	
原因: 変更表がサブスクライブされ、削除できません。


	
処置: アクティブ・サブスクライバがある間は変更表を削除しないでください。緊急の場合は、FORCEパラメータを使用してください。これは、すべてのサブスクライバから変更表を強制的に削除します。









	 ORA-31425: サブスクリプションが存在しません。 
	
原因: サブスクリプションが存在しないか、またはこのユーザーに属しません。


	
処置: 有効なサブスクリプション名を使用して、関数を再コールしてください。









	 ORA-31426: アクティブ・サブスクリプションを変更できません。 
	
原因: サブスクリプションはすでにアクティブにされているため、サブスクライブへの追加コールが禁止されました。


	
処置: サブスクリプションをアクティブにする前に、目的のすべての表および列にサブスクライブしてください。正しいサブスクリプション名が指定されていることを確認してください。









	 ORA-31427: 発行stringはすでにサブスクライブされています 
	
原因: サブスクリプションに、すでにこの発行が含まれています。


	
処置: subscription_nameおよびpublication_idの値を確認してください。他のすべてのサブスクライブ・コールを確認して、同じソース表の複数の発行で共有されている列がサブスクライブされているかどうか確認してください。同じサブスクリプションで同じ発行へ2回以上サブスクライブしないでください。必要に応じ、サブスクライブ・コールのpublication_id値を使用して、正確な発行を指定してください。









	 ORA-31428: 指定された列をすべて含んでいる発行はありません。 
	
原因: 指定された1つ以上の列が単一発行で見つかりません。


	
処置: サブスクリプション要求を変更して、同じ発行内にある列のみを選択してください。現行の発行を参照するには、USER_PUBLISHED_COLUMNSビューを調べてください。









	 ORA-31429: サブスクリプションがアクティブにされていません。 
	
原因: コールされたプロシージャには、アクティブなサブスクリプションが必要です。


	
処置: サブスクリプション名を確認して、必要に応じて修正してください。このサブスクリプションにACTIVATE_SUBSCRIPTIONプロシージャをコールして、元のコマンドを再発行してください。









	 ORA-31430: サブスクライバ・ビューが存在します。 
	
原因: すでに使用されているビューがサブスクライバ・ビューに指定されました。


	
処置: 別のサブスクライバ・ビュー名を使用してSUBSCRIBEプロシージャをコールしてください。









	 ORA-31431: ソース表はすべて同期変更セットに属している必要があります。 
	
原因: 同期変更セットに属していないソース表があります。


	
処置: ソース表の綴りを確認してください。すべてのソース表が同期変更セットに属していることを確認してください。









	 ORA-31432: ソース表が無効です。 
	
原因: schema_name.source_tableが存在しなかったか、またはこのサブスクリプションに属していませんでした。


	
処置: schema_nameとsource_tableの綴りを確認してください。指定された表が指定されたスキーマに存在し、サブスクリプションによってサブスクライブされていることを確認してください。









	 ORA-31433: サブスクライバ・ビューが存在しません。 
	
原因: サブスクリプションには、このサブスクライバ・ビューがありませんでした。


	
処置: 名前を再度確認し、既存のサブスクライバ・ビューの名前を指定してください。









	 ORA-31434: 削除が現在実行中です。 
	
原因: 削除ジョブの実行中にPURGEプロシージャがコールされました。


	
処置: 削除の完了を待って、コマンドを再発行してください。









	 ORA-31435: 削除操作中にエラーが発生しました。 
	
原因: 削除操作中にエラーが発生しました。


	
処置: 根本的なエラーの詳細な情報は、ログ・ファイルを確認してください。









	 ORA-31436: 変更ソースstringが重複しています。 
	
原因: 指定された名前の変更ソースがすでに存在します。


	
処置: 一意の名前で変更ソースを再作成してください。









	 ORA-31437: 変更セットstringが重複しています。 
	
原因: 指定された名前の変更セットがすでに存在します。


	
処置: 一意の名前で変更セットを再作成してください。









	 ORA-31438: 変更表stringが重複しています。 
	
原因: 指定された名前の変更表がすでに存在します。


	
処置: 一意の名前で変更表を再作成してください。









	 ORA-31439: サブスクリプションはすでにアクティブです。 
	
原因: サブスクリプションはすでにアクティブです。


	
処置: 名前を確認し、再試行してください。









	 ORA-31440: 変更セットstringが空で拡張できません。 
	
原因: 変更表を含まない変更セットを拡張しようとしました。変更表がない場合、変更セットは拡張できません。


	
処置: 変更セット内に変更表を作成して、拡張を再試行してください。









	 ORA-31441: 表は変更表ではありません。 
	
原因: 変更表ではない表でDROP_CHANGE_TABLEプロシージャを実行しようとしました。このエラーは、変更表オブジェクトが孤立しているときに発生する場合もあります。変更表は、CREATE_CHANGE_TABLEの失敗または不完全なDROP_CHANGE_TABLEの後で孤立する場合があります。


	
処置: 綴りを確認してください。不適切な名前によるエラーの場合は、適切な名前を使用してプロシージャを再試行してください。変更表ではない表または孤立した変更表を削除するには、かわりに、DROP TABLE DDLコマンドを使用してください。









	 ORA-31442: stringのロックを取得中に操作がタイムアウトになりました。 
	
原因: CDCがリソースのロックを取得しようとしましたが、操作がタイムアウトになりました。


	
処置: しばらく待ってから操作を再試行してください。









	 ORA-31443: stringのロックを取得中にデッドロックが検出されました。 
	
原因: CDCがリソースのロックを取得しようとしましたが、デッドロックが検出されました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-31444: stringのロックを取得中にパラメータ・エラーが発生しました。 
	
原因: CDCがリソースのロックを取得しようとしましたが、パラメータをロック・マネージャに渡す問題が発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-31445: stringのロックを取得中にロック・ハンドルが無効になりました。 
	
原因: CDCがリソースのロックを取得しようとしましたが、既存のハンドルと対応しない無効なロック・ハンドルが検出されました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-31446: このセッションはstringのロック・ハンドルを所有していません。 
	
原因: CDCがリソースのロックを取得しようとしましたが、そのロックに関連付けられたロックを所有していません。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-31447: SYSスキーマに変更表を作成できません。 
	
原因: SYSスキーマに変更表を作成しようとしました。これは許可されていません。


	
処置: 別の既存のスキーマを使用して、コマンドを再試行してください。









	 ORA-31448: change_sourceの値が無効です。 
	
原因: 指定された値は、変更ソースに対して無効な名前です。


	
処置: 有効な名前を指定して、コマンドを再試行してください。









	 ORA-31449: change_set_nameの値が無効です。 
	
原因: 指定された値は、変更セットに対して無効な名前です。


	
処置: 有効な名前を指定して、コマンドを再試行してください。









	 ORA-31450: change_table_nameの値が無効です。 
	
原因: 指定された値は、変更表に対して無効な名前です。


	
処置: 有効な名前を指定して、コマンドを再試行してください。









	 ORA-31451: CAPTURE_VALUESの値stringが無効です。値はOLD、NEWまたはBOTHです。 
	
原因: 指定された値は、capture_valuesに対して無効なオプションです。


	
処置: 有効なオプションを指定して、コマンドを再試行してください。









	 ORA-31452: パラメータの値stringが無効です。値はYまたはNです。 
	
原因: 指定された値がYまたはNではありません。


	
処置: パラメータにYまたはNを指定して、コマンドを再試行してください。









	 ORA-31453: パラメータの値stringが無効です。値はY、NまたはNULLです。 
	
原因: 指定された値がY、NまたはNULLではありません。


	
処置: パラメータにY、NまたはNULLを指定して、コマンドを再試行してください。









	 ORA-31454: 操作パラメータの値stringが無効です。値はADDまたはDROPです。 
	
原因: 指定された値がADDまたはDROPではありません。


	
処置: ADDまたはDROPを指定して、コマンドを再試行してください。









	 ORA-31455: ALTERの対象がありません。 
	
原因: 指定された列リストがNULLで、オプションの制御列すべてが「N」です。


	
処置: ALTERに1つ以上の列を指定してください。









	 ORA-31456: DBMS_CDC_UTILITYパッケージのプロシージャの実行でエラーが発生しました。 
	
原因: DBMS_CDC_UTILITYパッケージのプロシージャの実行に失敗しました。


	
処置: 詳細は、トレース・ログを確認してください。パッケージが正常にインストールされていることを確認してください。パッケージでSQLからDESCRIBEコマンドを発行してください。これに失敗した場合は、パッケージを再インストールしてください。成功した場合は、SQLからプロシージャを1つ実行してください。









	 ORA-31457: 説明フィールドが最大長を超えました 
	
原因: 説明フィールドで許可される文字の最大数を超えています。


	
処置: 説明フィールドの最大長は30文字です。長さがこの値を超えないことを確認して、コマンドを再試行してください。









	 ORA-31458: 内部エラーが発生しました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡して、エラーを報告してください。









	 ORA-31459: DBMS_CDC_PUBLISHパッケージのシステム・トリガーがインストールされていません。 
	
原因: 必要なシステム・トリガーが1つ以上インストールされていません。これらのトリガーには、Change Data Captureの適切な操作が必要です。変更表での操作が続行できません。


	
処置: トリガーをインストールまたは再度使用可能にするか、パッケージを再インストールしてください。









	 ORA-31460: ログ・ファイルの場所stringは既存のディレクトリではありません。 
	
原因: 変更ソースのログ・ファイルの場所に対するディレクトリ指定が既存のディレクトリと対応していないか、またはディレクトリがアクセス可能ではありません。


	
処置: 1.存在しない場合は、ディレクトリを作成します。ディレクトリが存在しない場合、ファイルシステムの権限を変更してディレクトリにアクセスできるようにします。または、2.ALTER CHANGE SOURCEを実行し、ログ・ファイルを含む既存のディレクトリとなるようにlogfile_locationを変更します。









	 ORA-31461: ログ・ファイルの場所stringにはパターンstringに一致するファイルがありません。 
	
原因: 変更ソースのログ・ファイルの場所に対するディレクトリ指定に、logfile_suffixとパターンが一致する名前のファイルが含まれていません。


	
処置: 1.ログ・ファイルの場所に、変更セットのlogfile_suffixパターンと一致する名前を持つログ・ファイルが含まれることを確認してください。または、2.ALTER CHANGE SOURCEを実行し、ディレクトリ内の既存のログ・ファイルの名前と一致するようにlogfile_locationを変更します。









	 ORA-31462: メタデータへのアクセス中に内部エラーが発生しました。 
	
原因: CDCが内部メタデータにアクセス中に予期しない内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-31463: ログ・ファイルの場所stringは空のディレクトリです。 
	
原因: 変更ソースのログ・ファイルの場所に対するディレクトリ指定が空のディレクトリです。


	
処置: 1.それがログ・ファイルの正しい場所であることを確認します。その場合、ディレクトリにログ・ファイルが含まれていることを確認します。または、2.ALTER CHANGE SOURCEを実行し、ログ・ファイルを含む既存のディレクトリとなるようにlogfile_locationを変更します。









	 ORA-31464: 変更表のターゲット表はすでに存在していません。 
	
原因: 変更表を削除しようとしましたが、基礎となる記憶表(変更データを含む)が削除されています。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-31465: サブスクリプションでロックを取得できません。 
	
原因: サブスクリプションでロックしようとしているときにタイムアウトが発生しました。別のセッションがすでにサブスクリプションでロックを取得しました。


	
処置: サブスクリプション名が正しいことを確認して、必要に応じて修正してください。正しい場合は、ロックを保持しているセッションを解放した後で操作を再試行してください。









	 ORA-31466: 発行が見つかりません。 
	
原因: 入力パラメータと一致する発行が見つかりません。または、指定された発行へのアクセス権限がユーザーにありません。


	
処置: SUBSCRIBEへのコールで入力パラメータを確認してください。指定されたソース表が、そのソース表に対するUSER_PUBLICATIONSビューを確認して発行されたことを検証してください。その発行にアクセスするためにユーザー権限が必要な場合は、発行者に連絡してください。正しいセキュリティまたは発行情報でコマンドを再試行してください。









	 ORA-31467: ソース表に列が見つかりません。 
	
原因: OBJECT_IDフラグがCREATE_CHANGE_TABLEへのコールで「Y」に設定されており、変更表が同期変更表に属しています。対応するオブジェクト列が、ソース表で検出されませんでした。


	
処置: OBJECT_IDフラグを「N」に設定して変更表を作成してください。または、オブジェクト列がソース表にない理由を調べ、ソース表に追加してください。









	 ORA-31468: DDL変更レコードを処理できません 
	
原因: 変更セットでstop_on_ddlが有効になっているときに、DDL変更レコードを処理しようとしました。


	
処置: アラート・ログを確認してDDLレコードに何が含まれているか確認してください。変更表に必要な変更を加えてください。recover_after_errorおよびremove_ddlを「Y」に設定してALTER_CHANGE_SETをコールしてください。









	 ORA-31469: 変更セットstringのChange Data Captureを有効化できません 
	
原因: 変更セットが、CREATE_CHANGE_SETコマンドで設定した指定の制限に到達しました。


	
処置: アラート・ログを確認して、取得、適用のどちらが(または両方が)制限に到達したのかを確認してください。適用が制限に到達した場合、変更セットは永続的に使用禁止となります。データの取得を継続するには、新たに制限を設定した別の変更セットを作成してください。









	 ORA-31470: 非同期変更表はRSID$列を含んでいる必要があります。 
	
原因: 非同期変更表の作成時、RSIDが「N」に設定されました。「DROP」の操作パラメータを使用した非同期変更表の変更時、RSIDが「Y」に設定されました。


	
処置: 非同期変更表の作成時は、RSIDパラメータに「Y」を指定してください。非同期変更表の変更時は、RSIDに「N」を指定してください。









	 ORA-31471: OBJECT_IDの値が無効です。 
	
原因: 非同期変更表のobject_idの値に「y」が指定されました。


	
処置: object_idパラメータの値を「n」に指定してプロシージャを再コールしてください。









	 ORA-31472: インポートしているChange Data Captureバージョンstring.stringは新しすぎます 
	
原因: ターゲット・インスタンスより新しいバージョンのOracleでエクスポートしたファイルをインポートしようとしました。


	
処置: 可能な場合、インポートするターゲットと一致するバージョンのエクスポートを使用して、ファイルを再エクスポートしてください。オブジェクトは、そのオブジェクトをサポートしない前のバージョンのOracleへはインポートされません。









	 ORA-31473: 日付の限界値が有効範囲を超えています 
	
原因: extend_windowまたはpurge_window APIに指定されたupper_boundまたはlower_boundは、変更セットのレコード範囲を超えています。


	
処置: 有効範囲内の限界値を選択するか、上限と下限のどちらも選択しないでください。









	 ORA-31474: 表示変更ウィンドウが無効です 
	
原因: 指定されたupper_boundまたはlower_boundでは、表示変更ウィンドウが空になります。


	
処置: 異なるupper_boundまたはlower_boundを選択して、エラーが発生したAPIコールを再発行してください。または、upper_boundまたはlower_boundパラメータをNULLにして、APIコールを再発行してください。









	 ORA-31475: REDOログ・カタログにはソース表のメタデータを含みません。 
	
原因: 変更セットの拡張中に、CDCはLogMinerディレクトリ・システム表へ問い合せてソース表から列を取得しようとしました。問合せで行が返されませんでした。この原因は、カタログを含むREDOログがなかったか、内部エラーである可能性があります。


	
処置: まず、ソース表を含むソース・システムを検証します。dbms_logmnr_d.buildプロシージャを実行し、LogMinerディレクトリ情報をREDOログに移入します。これを実行しても問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-31476: 表データ変更列がソース表から欠落しています。 
	
原因: 変更セットの拡張中に、CDCが、変更表内の1つ以上のデータ列がソース表のすべての列の名前と一致しないと判断しました。ソース表の列リストは、ディクショナリ表SYSTEM.LOGMNR_OBJ$に格納されます。


	
処置: 変更表のすべてのデータ列がソース表の対応する列と同じ名前を持つこと、およびすべての列がソース表に存在することを確認してください。









	 ORA-31477: クリーンアップ中にLogMinerセッションを連結解除できませんでした。 
	
原因: 非同期変更セットを拡張中にLogMinerセッションから切断する途中で障害が発生しました。これは内部エラーです。この例外は、前の例外がLogMinerの内部プロトコルで発生し、その後Change Data Captureがリカバリの一環としてLogMinerセッションを切断しようとしたときに発生します。セッションの切断も失敗しています。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-31478: 変更セットの拡張後にLogMinerセッションを連結解除できませんでした。 
	
原因: 非同期変更セットの拡張が正常に行われた後にLogMinerセッションから切断する途中で障害が発生しました。これは内部エラーです。この例外は、非同期変更セットの拡張は正常に行われたが、CDCがLogMinerセッションからの切断に失敗したときに発生します。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-31479: LogMinerセッションを作成できませんでした。 
	
原因: 非同期変更セットを拡張中に新しいLogMinerセッションを作成する途中で障害が発生しました。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-31480: ステージング・データベースおよびソース・データベースは同じにできません 
	
原因: CDC APIコールによって指定されたソース・データベース名が、CDC APIコールが実行されるステージング・データベースと一致しました。


	
処置: CDC APIコールがステージング・データベースから実行されること、およびソース・データベースが正しく指定されていることを確認してください。ソース・データベースとステージング・データベースは、異なるデータベースであることが必要です。









	 ORA-31481: 変更ソースstringはHotLog変更ソースではありません 
	
原因: HotLog変更ソースではない変更ソースが指定されましたが、HotLog変更ソースが必要です。


	
処置: コールを修正して、HotLog変更ソースを指定してください。









	 ORA-31482: 非分散Hotlog変更ソースのオプションが無効です 
	
原因: CDC APIコールにより、非分散Hotlog変更ソースのenabled_source = 'Y'が指定されました。


	
処置: 分散Hotlog変更ソースを指定してください。









	 ORA-31483: パラメータstringには空白を使用できません 
	
原因: 指定されたパラメータには、少なくとも1つの空白文字が含まれています。


	
処置: 指定されたパラメータの値を確認してください。空白を削除し、CDC APIコールを再発行してください。









	 ORA-31484: ソース・データベース・バージョンは9.2.0.6以上である必要があります 
	
原因: ソース・データベースがバージョン9.2.0.6以上ではありません。


	
処置: ソース・データベースをバージョン9.2.0.6以上にアップグレードしてください。









	 ORA-31485: データベース・リンクが無効です 
	
原因: ステージング・データベースをソース・データベースに接続するデータベース・リンクが無効です。データベース・リンクが存在しない、現行ユーザーがアクセスできない、または分散Hotlog変更ソースが最初に作成されてから再定義された可能性があります。


	
処置: 分散Hotlog変更ソースのsource_databaseへのデータベース・リンクが存在することを確認してください。現行のユーザーがこのデータベース・リンクにアクセスできることを確認してください。









	 ORA-31486: この構成では列stringをサポートできません 
	
原因: ソース・データベースのバージョンが9.2.0.6または10.1.0.0の場合、指定された列を分散Hotlog構成で使用できません。


	
処置: 指定された列をCREATE_CHANGE_TABLEまたはALTER_CHANGE_TABLE CDC APIコールから削除してください。









	 ORA-31487: この構成では開始日付または終了日付をサポートできません 
	
原因: 指定された値は、分散Hotlog構成で使用できません。


	
処置: 指定された値をCREATE_CHANGE_SET CDC APIコールから削除してください。









	 ORA-31488: この構成では変更セットstringをサポートできません 
	
原因: hot mineオプションが有効な変更ソースは、1つの変更セットに制限されています。システムで既存の変更セットが検出されたため、2つ目を作成できません。


	
処置: この変更セットを異なる変更ソースに関連付けてください。









	 ORA-31489: DDL_MARKERSの値が無効です 
	
原因: 同期変更表に指定されたDDL_MARKERSの値がyです。


	
処置: DDL_MARKERSパラメータの値にnを指定して、プロシージャを再コールしてください。









	 ORA-31490: LogMinerセッションに連結できませんでした。 
	
原因: 非同期変更セットを拡張中にLogMinerセッションに連結する途中で障害が発生しました。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-31491: LogMinerセッションにログ・ファイルを追加できませんでした。 
	
原因: 非同期変更セットを拡張中にLogMinerセッションにログ・ファイルを追加する途中で障害が発生しました。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-31492: LogMinerセッションのセッション・パラメータを設定できませんでした。 
	
原因: 非同期変更セットを拡張中にLogMinerセッションにパラメータを設定する途中で障害が発生しました。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-31493: LogMinerセッションのためにセッションを準備できませんでした。 
	
原因: 非同期変更セットを拡張中にLogMinerセッションのためにセッションを準備する途中で障害が発生しました。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-31494: LogMinerセッションをアクティブにできませんでした。 
	
原因: 非同期変更セットを拡張中にLogMinerセッションをアクティブにする途中で障害が発生しました。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-31495: "string"."string"の同期変更表でエラーが発生しました 
	
原因: この同期変更表からエラーが発生しました。スキーマの再定義がソース表で発生したため、変更表の1つ以上の列が対応するソース列とは異なる型になったことが原因である可能性があります。同期変更表のアクセスに問題があることが原因である可能性もあります。


	
処置: 原因の詳細は、このエラーとともに出力されたその他のエラー・メッセージを確認してください。スキーマの再定義があった場合は、同期変更表を削除および再作成してください。









	 ORA-31496: 変更表を削除するには、DBMS_CDC_PUBLISH.DROP_CHANGE_TABLEを使用する必要があります 
	
原因: 変更表にSQLコマンドのDROP TABLEを使用しようとしましたが、変更表ではDROP TABLEはサポートされていません。


	
処置: DROP TABLEコマンドのかわりに、DBMS_CDC_PUBLISH.DROP_CHANGE_TABLEプロシージャを使用してください。









	 ORA-31497: first_scnに無効な値が指定されました 
	
原因: first_scnが0(ゼロ)以下、またはfirst_scnの前の値未満でした。


	
処置: first_scnの値を確認してください。0(ゼロ)より大きい整数で、かつ前の値より大きい値になるように修正してください。









	 ORA-31498: descriptionとremove_descriptionの両方を指定することはできません 
	
原因: descriptionパラメータとremove_descriptionパラメータの両方が指定されました。


	
処置: descriptionとremove_descriptionの値を確認してください。コールを修正して、一方のパラメータ値のみを指定してください。









	 ORA-31499: 必須パラメータstringにNULL値が指定されました 
	
原因: 明示的な値が必要なパラメータにNULL値が指定されました。


	
処置: コールを修正してこのパラメータに値を指定してください。









	 ORA-31500: 変更ソースstringはManualLog変更ソースではありません 
	
原因: ManualLog変更ソースではない変更ソースが指定されましたが、ManualLog変更ソースが必要です。


	
処置: コールを修正して、ManualLog変更ソースを指定してください。









	 ORA-31501: 変更ソースstringはAutoLog変更ソースではありません 
	
原因: AutoLog変更ソースではない変更ソースが指定されましたが、AutoLog変更ソースが必要です。


	
処置: コールを修正して、AutoLog変更ソースを指定してください。









	 ORA-31502: supplemental_processesに指定された数値が無効です 
	
原因: コール元がsupplemental_processesに無効な値を指定しました。値は正整数である必要があります。


	
処置: コールを修正してsupplemental_processesに正整数を指定します。









	 ORA-31503: begin_dateまたはend_dateに指定された日付が無効です 
	
原因: コール元が、begin_dateまたはend_dateに無効な値を指定しました。値は、有効な日付値である必要があります。


	
処置: コールを修正して、begin_dateおよびend_date、またはそのどちらかに有効な日付値を指定してください。









	 ORA-31504: 事前定義済みの変更ソースは変更または削除できません 
	
原因: コール元が、事前定義済の変更ソースであるHOTLOG_SOURCE、SYNC_SOURCEのいずれかを変更または削除しようとしました。


	
処置: 事前定義済変更ソースを変更または削除しないでください。またはコールを修正して、ユーザー作成の変更ソース名を指定してください。









	 ORA-31505: 事前定義済みの変更セットは変更または削除できません 
	
原因: コール元が、事前定義済変更セットであるSYNC_SETを変更または削除しようとしました。


	
処置: 事前定義済変更セットを変更または削除しないでください。またはコールを修正して、ユーザー作成の変更セット名を指定してください。









	 ORA-31506: サブスクリプション名stringが重複しています 
	
原因: 指定された名前のサブスクリプションがすでに存在します。


	
処置: 一意の名前でサブスクリプションを再作成してください。









	 ORA-31507: stringパラメータ値が最大長stringを超えています 
	
原因: 最大許容長を超える値がパラメータに指定されました。


	
処置: コールを修正して、このパラメータに最大長より短い値を指定してください。









	 ORA-31508: 同期変更セットのパラメータ値が無効です 
	
原因: 同期変更セットでサポートされていないパラメータ値が指定されました。


	
処置: コールを修正して、同期変更セットで有効なパラメータ値のみを指定してください。同期変更セットは、次のパラメータについてデフォルト値のみをサポートしています: begin_scn、end_scn、begin_date、end_date、stop_on_ddl、supplemental_processes









	 ORA-31509: 発行が存在しません 
	
原因: 指定された発行は存在しなかったか、指定されたサブスクリプションがすでに存在しない発行へサブスクライブしていました。


	
処置: 指定されている発行またはサブスクリプションを再確認してください。既存の発行を指定してプロシージャを再コールするか、既存の発行のみへサブスクライブする新しいサブスクリプションを作成してください。









	 ORA-31510: 名前に予約済接頭辞CDC$が使用されています 
	
原因: CDC$で始まる名前が指定されました。名前の接頭辞CDC$は、オラクル社が使用します。


	
処置: 名前がCDC$という文字で始まらないように修正してください。









	 ORA-31511: 名前が最大長30文字を超えています 
	
原因: 最大長(30文字)を超える名前が指定されました。


	
処置: 30文字を超えないように名前を変更してください。









	 ORA-31512: 名前には二重引用符を含めることができません 
	
原因: 二重引用符を含む名前が指定されました。サブスクリプション名には二重引用符を含めることができません。


	
処置: 二重引用符を含まないように名前を変更してください。









	 ORA-31513: 変更表にサポートされない列型が指定されています 
	
原因: 変更表にサポートされていない型のソース列の組込みが指定されました。列型LOBまたはLONGは、変更取得でサポートされていません。


	
処置: 列リストを変更して、LOB型またはLONG型の列が含まれないようにしてください。









	 ORA-31514: 取得エラーのため、変更セットstringは使用できません 
	
原因: 変更セットに取得エラーが発生し、使用できなくなりました。


	
処置: 変更セットの発行者に連絡して、取得エラーを解決するよう要求してください。この変更セットを使用したサブスクリプションは、取得エラーが解決するまでアクティブ化できないか、またはサブスクリプション・ウィンドウが拡張されるか消去されます。









	 ORA-31515: CDC変更ソースstringはすでに存在します 
	
原因: インポートしようとしたChange Data Capture変更ソースが、すでに存在していました。


	
処置: 既存の変更ソースが目的の特性を持っていることを確認するか、または既存の変更ソースを削除してインポートを再実行します。









	 ORA-31516: CDC変更セットstringはすでに存在します 
	
原因: インポートしようとしたChange Data Capture変更セットが、すでに存在していました。


	
処置: 既存の変更セットが目的の特性を持っていることを確認するか、または既存の変更セットを削除してインポートを再実行します。









	 ORA-31517: CDCチェンジ・テーブルstring.stringはすでに存在します 
	
原因: インポートしようとしたChange Data Captureチェンジ・テーブルが、すでに存在していました。


	
処置: 既存のチェンジ・テーブルが目的の特性を持っていることを確認するか、または既存のチェンジ・テーブルを削除してインポートを再実行します。









	 ORA-31518: 変更列stringはCDCチェンジ・テーブルstring.stringにすでに存在します 
	
原因: インポートしようとしたChange Data Captureチェンジ・テーブルの列が、チェンジ・テーブルにすでに存在していました。


	
処置: 既存のチェンジ・テーブルに目的の列が含まれていることを確認するか、またはチェンジ・テーブルを削除してインポートを再実行します。









	 ORA-31519: CDCサブスクリプションstringはすでに存在します 
	
原因: インポートしようとしたChange Data Captureサブスクリプションが、すでに存在していました。


	
処置: 既存のサブスクリプションが目的の特性を持っていることを確認するか、または既存のサブスクリプションを削除してインポートを再実行します。









	 ORA-31520: CDCサブスクリプションstringは発行IDstringにすでにサブスクライブしています 
	
原因: インポートしようとしたChange Data Captureサブスクリプションが、すでに発行にサブスクライブしていました。


	
処置: 既存のサブスクリプションが目的の特性を持っていることを確認するか、または既存のサブスクリプションを削除してインポートを再実行します。









	 ORA-31521: CDCサブスクリプションstringは発行IDstringの列stringにすでにサブスクライブしています 
	
原因: インポートしようとしたChange Data Captureサブスクリプションが、すでに発行列にサブスクライブしていました。


	
処置: 既存のサブスクリプションが目的の特性を持っていることを確認するか、または既存のサブスクリプションを削除してインポートを再実行します。









	 ORA-31522: ストリーム・オブジェクトstring (CDC変更セットstring) が見つかりません 
	
原因: インポートされたChange Data Capture変更セットの基礎となるストリーム取得、適用、またはキューがありませんでした。


	
処置: インポートされた変更セットは無効なので削除してください。STREAMS_CONFIGURATION=yが指定されていることを確認して、インポートを再試行します。









	 ORA-31523: 変更ソースstring (CDC変更セットstring) が見つかりません 
	
原因: インポートされたChange Data Capture変更セットの変更ソースがありませんでした。


	
処置: インポートされた変更セットは無効なので削除してください。欠落した変更ソースを含むスキーマが元のエクスポートに含まれていたことを検証します。必要ならば、欠落した変更ソースのスキーマを含む、エクスポートを再実行します。









	 ORA-31524: 変更セットstring (CDCチェンジ・テーブルstring.string) が見つかりません 
	
原因: インポートされたChange Data Captureチェンジ・テーブルの変更セットがありませんでした。


	
処置: インポートされた変更表は無効なので削除してください。欠落した変更セットを含むスキーマが元のエクスポートに含まれていたことを検証します。必要ならば、欠落した変更セットのスキーマを含む、エクスポートを再実行します。









	 ORA-31525: 列string (CDCチェンジ・テーブルstring.string) が見つかりません 
	
原因: インポートされたChange Data Captureチェンジ・テーブルの列がありませんでした。


	
処置: この表は、インポート操作の前に存在していたもので、インポートによって上書きされなかった可能性があります。元の表をインポートしたチェンジ・テーブルに置き換えるかどうか決定してください。置き換える場合は、元の表を削除してインポートを再試行してください。置き換えずにインポートを行うには、チェンジ・テーブルに別の名前を指定する必要があります。









	 ORA-31526: ソース・テーブルstring.string (CDCチェンジ・テーブルstring.string) が見つかりません 
	
原因: インポートされたChange Data Captureチェンジ・テーブルのソース・テーブルがなかったか、または正しく設定されていませんでした。同期チェンジ・テーブルにはソース・テーブルが必要で、かつソース・テーブルにChange Data Captureトリガーが定義されている必要があります。非同期チェンジ・テーブルでは、ソース・テーブルの表ルールが定義されている必要があります。


	
処置: インポートされた変更表は無効なので削除してください。ソース表を含むスキーマが元のエクスポートに含まれていたことを検証します。必要ならば、ソース表のスキーマを含む、エクスポートを再実行します。変更表が非同期の場合、インポートにSTREAMS_CONFIGURATION=yが指定されていることを確認します。









	 ORA-31527: ソース列string (CDCチェンジ・テーブルstring.string) が見つかりません 
	
原因: インポートされたChange Data Captureチェンジ・テーブルのソース列がありませんでした。


	
処置: インポートされた変更表は無効なので削除してください。ソース表を含むスキーマが元のエクスポートに含まれていたことを検証します。必要ならば、欠落したソース表のスキーマを含む、エクスポートを再実行します。









	 ORA-31528: 変更セットstring (CDCサブスクリプションstring) が見つかりません 
	
原因: インポートされたChange Data Captureサブスクリプションの変更セットがありませんでした。


	
処置: インポートされたサブスクリプションは無効なので削除してください。欠落した変更セットを含むスキーマが元のエクスポートに含まれていたことを検証します。必要ならば、欠落した変更セットのスキーマを含む、エクスポートを再実行します。









	 ORA-31529: CDCサブスクライバ・ビューstring.stringの発行が見つかりません 
	
原因: インポートされたChange Data Captureサブスクリプションの発行がありませんでした。


	
処置: インポートされたサブスクリプションは無効なので削除してください。欠落した発行を含むスキーマが元のエクスポートに含まれていたことを検証します。必要ならば、欠落した発行のスキーマを含む、エクスポートを再実行します。









	 ORA-31530: 発行列string (CDCサブスクライバ・ビューstring.string) が見つかりません 
	
原因: インポートされたChange Data Captureサブスクリプションの発行列がありませんでした。


	
処置: インポートされたサブスクリプションは無効なので削除してください。欠落した発行列を含むスキーマが元のエクスポートに含まれていたことを検証します。必要ならば、欠落した発行列のスキーマを含む、エクスポートを再実行します。









	 ORA-31531: 列string (CDCサブスクライバ・ビューstring.string) が見つかりません 
	
原因: インポートされたChange Data Captureサブスクリプションのサブスクライバ・ビューの列がありませんでした。


	
処置: このビューは、インポート操作の前に存在していたもので、インポートによって上書きされなかった可能性があります。元のビューをインポートしたサブスクライバ・ビューに置き換えるかどうか決定してください。置き換える場合は、元のビューを削除してインポートを再試行してください。置き換えずにインポートを行うには、サブスクライバ・ビューに別の名前を指定する必要があります。









	 ORA-31532: 変更ソースstringを有効化できません 
	
原因: 変更ソースは、関連付けられている変更セットのいずれにも変更表が作成されていない場合、有効化できません。


	
処置: 変更表を変更セットに追加した後、変更ソースを有効化してください。









	 ORA-31533: 変更ソースで使用できるのは1つの変更セット(string)のみです 
	
原因: 分散Hotlog変更ソースに含められる変更セットは、1つまでです。


	
処置: 新しい変更ソースを作成し、その変更ソースで変更セットを作成してください。









	 ORA-31534: Change Data Capture stringのパブリッシャstringにDBAロールがありません 
	
原因: Change Data Capture操作で要求されるDBAロールがパブリッシャにありません。


	
処置: DBAロールをChange Data Captureパブリッシャに付与してください。









	 ORA-31535: この構成では変更ソースstringをサポートできません 
	
原因: hot mineオプションが有効な変更ソースは、データベースごとに1つのみ含めることができます。データベース内で既存のhot mine変更ソースが検出されたため、2つ目のhot mine変更ソースを作成できません。


	
処置: 既存の変更ソースを削除し、新しい変更ソースをもう一度作成してください。









	 ORA-31536: ソース表の暗号化された列stringをサポートできません 
	
原因: パラメータCOLUMN_TYPE_LISTで指定された列の1つが、ソース表の暗号化された列でした。


	
処置: パラメータCOLUMN_TYPE_LISTの暗号化された列を削除してください。









	 ORA-31537: 指定されたパージの日付が無効です 
	
原因: 指定されたパージの日付は、無効な日付であるか、現在の変更セット内のデータの範囲外です。


	
処置: パージの日付を指定しない、または変更セット内のデータ範囲内の日付を指定してください。









	 ORA-31538: 変更セットstringは無効化されました 
	
原因: 変更セットが無効化されました。


	
処置: 変更セットの発行者に連絡して、変更セットを有効化するよう要求してください。この変更セットを使用したサブスクリプションは、変更セットが有効になるまでアクティブ化できないか、またはサブスクリプション・ウィンドウが拡張されるか消去されます。









	 ORA-31539: ジョブを作成する権限がありません 
	
原因: デフォルトのパージ・ジョブを発行するにはジョブの作成権限が必要であるため、このチェンジ・テーブルを作成できませんでした。


	
処置: ジョブを作成する権限を付与して、再試行してください。









	 ORA-31540: stringは有効な識別子ではありません 
	
原因: Change Data Capture(CDC)IDはすべて30文字以下であり、文字で始まって、文字、数字および記号(『$』、『_』および『#』)の任意の組合せが続く必要があります。IDでは、他の文字を使用できません。CDC IDの場合のルールは、PL/SQL IDのルールと同じです。


	
処置: CDC命名ルールに従ってオブジェクトの名前を変更し、再試行してください。









	 ORA-31600: 入力値string(パラメータstring、ファンクションstring)が無効です。 
	
原因: パラメータに対してNULLまたは無効な値が指定されました。


	
処置: 入力値を修正して、コールを再試行してください。









	 ORA-31601: フェッチが開始されているためファンクションstringをコールできません。 
	
原因: ファンクションがFETCH_xxxへの最初のコール後にコールされました。


	
処置: プログラムを修正してください。









	 ORA-31602: パラメータstring、値"string"(ファンクションstring)とstringとの一貫性がありません。 
	
原因: パラメータ値がプログラムで指定された別の値と一貫性がありません。OPENコンテキストと関連付けられたオブジェクト・タイプと一貫性がない、または誤ったデータタイプである(テキスト文字列でなくブール、またはその反対)可能性があります。


	
処置: プログラムを修正してください。









	 ORA-31603: オブジェクト"string"(タイプstring)がスキーマ"string"で見つかりません。 
	
原因: 指定されたオブジェクトがデータベースで見つかりません。


	
処置: オブジェクト指定を修正して、コールを再試行してください。









	 ORA-31604: stringパラメータ"string"(オブジェクト型string、ファンクションstring)が無効です。 
	
原因: 指定されたパラメータ値がこのオブジェクト型では有効ではありません。


	
処置: パラメータを修正して、コールを再試行してください。









	 ORA-31605: 次のものはstring(ルーチンstring)から戻されました: LPX-number:string 
	
原因: LPXルーチン(XML/XSL処理)が、パッケージUTL_XMLの実装を提供するKUX機能のPL/SQLラッパー・ルーチンに内部エラー番号を戻しました。


	
処置: LPXエラー番号を調べて、対処措置に従ってください。









	 ORA-31606: XMLコンテキストnumberは以前に割り当てられたどのコンテキストとも一致しません。 
	
原因: パッケージUTL_XMLのメソッドが、無効なXMLコンテキスト・ハンドルでコールされました。すべてのハンドルは、UTL_XML.XMLINITで以前に割り当てられている必要があります。


	
処置: 別のメソッドの前にXMLINITをコールしなければならないパッケージUTL_XML。









	 ORA-31607: 関数stringは変換と矛盾しています。 
	
原因: (1) 「DDL」変換が指定されたときにFETCH_XMLがコールされたか、または(2) 「DDL」変換が省略されたときにFETCH_DDLがコールされました。


	
処置: プログラムを修正してください。









	 ORA-31608: タイプstringの指定されたオブジェクトが見つかりません。 
	
原因: 指定されたオブジェクトがデータベースで見つかりません。


	
処置: オブジェクト指定を修正して、コールを再試行してください。









	 ORA-31609: ファイル"string"のファイルシステム・ディレクトリ"string"からのロード中にエラーが発生しました。 
	
原因: インストール・スクリプトinitmeta.sqlでは、ファイルシステム・ディレクトリからデータベースに指定されたファイルをロードすることに失敗しました。


	
処置: ディレクトリを調べ、ファイルが存在し読込み可能であることを確認してください。









	 ORA-31610: マスター・プロセス以外からこの関数を呼び出すことはできません。 
	
原因: マスター・プロセス以外のプロセスからData Pumpプロセス・モデルのファンクションがコールされました。


	
処置: 最初にマスター・プロセスを作成してください。次に、マスター・プロセスからファンクションをコールしてください。エラーがData Pumpクライアント(expdpやimpdpなど)から発生する場合は、操作を再試行してください。エラーが再度発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラーを報告してください。









	 ORA-31612: プロセス記述子の割当てに失敗しました。 
	
原因: マスター・プロセスまたはワーカー・プロセスを作成中に、プロセスのプロセス記述子割当てで障害が発生しました。


	
処置: 操作を再試行してください。エラーが再度発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラーを報告してください。









	 ORA-31613: マスター・プロセスstringが起動中に失敗しました。 
	
原因: 名前がリストされているマスター・プロセスの起動に失敗しました。


	
処置: 実行可能な処置は、次のエラー・メッセージのいずれかを参照してください。障害が発生した処理がないかトレース・ログでチェックして、障害に関する情報があるかどうかを確認してください。可能であれば、エラーを修正し、操作を再試行してください。エラーが再度発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラーを報告してください。









	 ORA-31614: ルーチンstringが次のエラーをstringから受信しました: string 
	
原因: 指定されたルーチンへのコールが失敗しました。また、特定のエラー・テキストがこのエラー・メッセージに含まれています(最後の%s文字列)。


	
処置: 指定されたルーチンの入力を修正してください。









	 ORA-31615: ルーチンstringが次のエラーを受信しました: string 
	
原因: 指定されたルーチンが失敗しました。また、特定のエラー・テキストがこのエラー・メッセージに含まれています(最後の%s文字列)。


	
処置: 指定されたルーチンの入力を修正してください。









	 ORA-31616: ダンプ・ファイル"string"への書込みができません 
	
原因: デバイス・エラーが発生したため、エクスポートは、エクスポート・ファイルに書き込めませんでした。通常、このメッセージの次に、オペレーティング・システムからのデバイス・メッセージが続きます。


	
処置: 適切な処置を行ってデバイスをリストアしてください。









	 ORA-31617: ダンプ・ファイル"string"を書込みのためにオープンできません 
	
原因: エクスポートは、書込み用のエクスポート・ファイルを適切にオープンできませんでした。通常、このメッセージに続いてオペレーティング・システムからのデバイス・メッセージが表示されます。


	
処置: 適切な処置を行ってデバイスをリストアしてください。









	 ORA-31618: FILESIZEが有効範囲であるstringKBからstringTBの範囲外です 
	
原因: FILESIZEパラメータのために指定された値が、小さすぎてエクスポート・ファイルのヘッダ情報とデータを保持できなかったか、ダンプ・ファイルに許可されている最大サイズを上回りました。


	
処置: 有効な範囲内のFILESIZE値を使用して操作を再試行してください。









	 ORA-31619: ダンプ・ファイル"string"が無効です 
	
原因: エクスポートによって生成されたファイルではないか、またはファイルが破損したかのいずれかです。


	
処置: ファイルが実際にエクスポートによって生成されたものである場合は、これをインポートの内部エラーとしてOracleカスタマ・サポートに連絡し、エクスポート・ファイルを送付してください。









	 ORA-31620: ファイルまたはデバイス"string"はstring操作で指定できません 
	
原因: 現行の操作でファイルまたはデバイスが不適切に使用されました。


	
処置: 操作またはジョブの設定を修正してください。









	 ORA-31621: マスター・プロセスの作成中にエラーが発生しました 
	
原因: マスター・プロセスの作成を設定できませんでした。


	
処置: 実行可能な処置は、次のエラー・メッセージのいずれかを参照してください。可能であれば、エラーを修正し、操作を再試行してください。エラーが再度発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラーを報告してください。









	 ORA-31622: ブロックstringでファイルが不完全に終了しています 
	
原因: これは、破損したデータ・ポンプ・エクスポート・ダンプ・ファイルか、Oracleの内部エラーが原因です。このメッセージの前には、問題のダンプ・ファイルの名前を特定する別のメッセージがあります。


	
処置: Data Pumpインポート操作を再試行してください。問題が繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-31623: ジョブは、指定したハンドルを使用してこのセッションに連結されていません 
	
原因: 現行セッションに対して無効なハンドルまたは有効でなくなったハンドルを使用してジョブを参照しようとしました。


	
処置: 有効なアクティブ・ジョブに対応するハンドルを選択するか、新規ジョブを開始してください。









	 ORA-31624: ジョブは開始後に変更できません。 
	
原因: フィルタ、変換またはパラメータを介して、データ・ポンプ・ジョブの開始後にこのジョブの定義を変更しようとしました。変更が可能なのはジョブの定義中のみです。


	
処置: 現行のジョブを停止し、正しい定義で再実行してください。









	 ORA-31625: このオブジェクトのインポートにスキーマstringが必要ですが、アクセスできません 
	
原因: オブジェクトのインポート時にエラーが発生しました。このオブジェクトのインポートには指定されたスキーマが必要ですが、このスキーマにアクセスできません。


	
処置: 実行可能な処置は、次のエラー・メッセージのいずれかを参照してください。可能であれば、エラーを修正し、操作を再試行してください。エラーが再度発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラーを報告してください。









	 ORA-31626: ジョブが存在しません 
	
原因: 実行されなくなったジョブ、操作が試行されたインスタンスで実行されていないジョブ、または有効なマスター表を持たないジョブに対して、無効な参照が行われました。説明は、次のエラー・メッセージのいずれかを参照してください。


	
処置: 新規ジョブを開始するか、または有効なマスター表を持つ既存ジョブにアタッチしてください。









	 ORA-31627: APIコールは成功しました。詳細を表示できます 
	
原因: ユーザー指定ジョブ・パラメータが情報メッセージを作成しました。


	
処置: DBMS_DATAPUMP.GET_STATUSをコールして、追加情報を検索してください。









	 ORA-31628: ワーカー・プロセス例外の取得中にエラーが発生しました 
	
原因: ワーカー・プロセスの例外の取得に失敗しました。


	
処置: 実行可能な処置は、次のエラー・メッセージのいずれかを参照してください。可能であれば、エラーを修正し、操作を再試行してください。エラーが再度発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラーを報告してください。









	 ORA-31629: 追加メモリーを割り当てることができません 
	
原因: 動的なメモリーの割当てに失敗しました。


	
処置: この問題をデータベース管理者に報告してください。









	 ORA-31630: ユーザーstringにジョブを連結するには、ジョブ名が必要です 
	
原因: ジョブ名がアタッチに指定されませんでした。また、ジョブを実行していないか、または複数のジョブを実行しています。


	
処置: 実行中のジョブの選択または停止されたジョブの再起動に使用するアタッチのジョブ名を指定してください。









	 ORA-31631: 権限が必要です 
	
原因: 別の所有者のかわりにジョブを再起動する、ダンプ・ファイル・セットのメンバーとしてデバイスを使用する、様々な出力ファイルのいずれかと関連付けられたディレクトリ・オブジェクトを省略する、などの操作に必要な権限が使用できません。追加情報は、次のエラー・メッセージのいずれかを参照してください。


	
処置: 再起動に異なるジョブを選択するか、異なる操作を試行するか、またはデータベース管理者に連絡して必要な権限を取得してください。









	 ORA-31632: マスター表"string.string"が見つからないか、無効か、またはアクセスできません 
	
原因: 必要なマスター表が存在しないか、または有効なマスター表の内容と一貫していません。あるいはマスター表にアクセスできません。説明は、次のエラー・メッセージのいずれかを参照してください。


	
処置: 有効なマスター表が存在していることを確認し、次のエラー・メッセージで示される問題を排除してください。









	 ORA-31633: マスター表"string.string"を作成できません 
	
原因: ジョブの作成に失敗しました。マスター表とその索引が作成できなかったためです。これは、通常はユーザーのスキーマに同一の名前(ジョブ名)を持つ表がすでに存在していることによります。説明は、次のエラー・メッセージのいずれかを参照してください。


	
処置: 異なるジョブ名を選択するか、既存の表を削除するか、あるいは次のエラー・メッセージで示される問題を解決してください。









	 ORA-31634: ジョブはすでに存在します 
	
原因: 選択した名前を持つジョブが現在実行中なため、ジョブの作成または再起動が失敗しました。これは一般的に、そのジョブ名を持つマスター表がユーザー・スキーマに存在することも示しています。説明は、次のエラー・メッセージのいずれかを参照してください。


	
処置: 異なるジョブ名を選択するか、現在実行中のジョブを停止して操作を再起動してください(マスター表の削除が必要な場合があります)。









	 ORA-31635: ジョブ・リソースの同期化を確立できません 
	
原因: ジョブ作成中にData Pumpリソースの同期化がロックされ、ジョブ作成中に削除ができませんでした。これは、内部エラーが原因で、他のData Pumpジョブのプロセスによってロックが開放されないことを示しています。


	
処置: 失敗したData Pumpジョブのプロセスを削除して、新規ジョブの作成を再試行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラーを報告してください。









	 ORA-31636: セッションはすでにジョブstring(ユーザーstring)に連結されています 
	
原因: アタッチを実行しているセッションは、すでに指定されたジョブにアタッチされています。


	
処置: 異なるジョブを選択するか、新規セッションを作成してください。









	 ORA-31637: ジョブstring(ユーザーstring)を作成できません 
	
原因: ジョブの作成または再起動ができませんでした。説明は、前後のエラー・メッセージのいずれかを参照してください。


	
処置: 示された問題を解決してください。









	 ORA-31638: ジョブstring(ユーザーstring)に連結できません 
	
原因: ジョブをセッションにアタッチできませんでした。説明は、前後のエラー・メッセージのいずれかを参照してください。


	
処置: 示された問題を解決してください。









	 ORA-31639: 予期しないデータが見つかりました 
	
原因: マスター表またはData Pumpファイルの内容が無効です。表またはファイルがData Pumpジョブによって作成されていないか、破損している可能性があります。


	
処置: 異なるジョブ名(マスター表)を選択するか、テーブルまたはファイルをData Pumpによって作成されたものと置き換えてください。









	 ORA-31640: ダンプ・ファイル"string"を読取りのためにオープンできません 
	
原因: インポートは、読込み用のエクスポート・ファイルのオープンに失敗しました。通常、このメッセージに続いてオペレーティング・システムからのデバイス・メッセージが表示されます。


	
処置: 適切な処置を行ってデバイスをリストアしてください。









	 ORA-31641: ダンプ・ファイル"string"を作成できません 
	
原因: エクスポートは、指定した書込み可能なファイルを作成できませんでした。


	
処置: ファイル名とファイルシステムを確認して、エラーの原因を探してください。









	 ORA-31642: 次のSQL文が失敗しました: string 
	
原因: DBMS_METADATAパッケージに内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡して、エラーを報告してください。









	 ORA-31643: ダンプ・ファイル"string"をクローズできません 
	
原因: ダンプ・ファイルをクローズするためのエクスポートまたはインポートに失敗しました。通常、このメッセージに続いてオペレーティング・システムからのデバイス・メッセージが表示されます。


	
処置: 適切な処置を行ってデバイスをリストアしてください。









	 ORA-31644: ブロック番号stringをダンプ・ファイル"string"に配置できません 
	
原因: ファイルのポインタをダンプ・ファイル内の特定のブロックに指定するためのエクスポートまたはインポートが失敗しました。通常、このメッセージに続いてオペレーティング・システムからのデバイス・メッセージが表示されます。


	
処置: デバイス・メッセージに基づいて適切な処置を行ってください。









	 ORA-31645: ダンプ・ファイル"string"を読み込めません 
	
原因: おそらくはデバイス・エラーのため、インポートはダンプ・ファイルから読み取ることができませんでした。通常、このメッセージの次に、オペレーティング・システムからのデバイス・メッセージが続きます。


	
処置: 適切な処置を行ってデバイスをリストアしてください。









	 ORA-31648: マスター・プロセスstringが初期化を終了する前にタイムアウトしました。 
	
原因: 名前がリストされているマスター・プロセスが起動しましたが、許可されている制限時間内に初期化を完了しませんでした。


	
処置: 実行可能な処置は、次のエラー・メッセージのいずれかを参照してください。障害が発生した処理がないかトレース・ログでチェックして、障害に関する情報があるかどうかを確認してください。可能であれば、エラーを修正し、操作を再試行してください。エラーが再度発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラーを報告してください。









	 ORA-31649: マスター・プロセスstringは起動プロトコルに違反しました。 
	
原因: 名前がリストされているマスター・プロセスが起動しましたが、作成中のプロセスが初期化を終了したことを通知する前に終了しました。


	
処置: 実行可能な処置は、次のエラー・メッセージのいずれかを参照してください。障害が発生した処理がないかトレース・ログでチェックして、障害に関する情報があるかどうかを確認してください。可能であれば、エラーを修正し、操作を再試行してください。エラーが再度発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラーを報告してください。









	 ORA-31650: マスター・プロセスの応答待機中にタイムアウトしました 
	
原因: ジョブ・インフラストラクチャの作成とマスター・プロセスへの初期メッセージ送信の後、マスター・プロセスが割り当てられた時間内に応答できませんでした。起動中に異常終了した可能性があります。


	
処置: 要求のオープンまたはアタッチを再試行してください。問題が解決されない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-31651: マスター・プロセスで通信エラーが発生しました - ジョブは連結解除します 
	
原因: マスター・プロセスとの通信試行に予期せぬ障害が発生しました。


	
処置: 再度アタッチして、操作を再試行してください。問題が解決されない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-31652: コマンド応答メッセージのタイプが無効です - ジョブは連結解除します 
	
原因: コマンド/応答プロトコルになんらか深刻な誤りがあります。


	
処置: 再度アタッチして、操作を再試行してください。問題が解決されない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-31653: 権限チェック用のジョブ操作を判断できません 
	
原因: 権限が適切かどうかをテストするため、現行ジョブの操作を確認しようとしたときに障害が発生しました。


	
処置: 断続的な障害の場合は、再試行してください。障害が続く場合は、コールの切断、再アタッチおよび再試行を行ってください。問題が解決されない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-31654: ファイルまたはボリューム・サイズを指定どおりに数値に変換できません 
	
原因: ファイルまたはボリューム・サイズの指定にエラーがあり、数値に変換できません。


	
処置: コールを修正してください。









	 ORA-31655: ジョブに対してデータまたはメタデータ・オブジェクトが選択されていません 
	
原因: ジョブ・パラメータとフィルタが適用された後、指定されたジョブがオブジェクトを参照しませんでした。


	
処置: 移動するオブジェクトに指定されたジョブのモードを確認してください。コマンドラインのクライアントの場合、INCLUDE、EXCLUDEおよびCONTENTパラメータが正しく設定されていることを確認してください。DBMS_DATAPUMP APIユーザーの場合、ジョブに指定されたメタデータ・フィルタ、データ・フィルタおよびパラメータが正しく設定されていることを確認してください。









	 ORA-31656: トランスポータブル・モードではTABLESPACE_EXPRフィルタを使用できません 
	
原因: TABLESPACE_EXPRメタデータ・フィルタが、トランスポータブル・モードのインポート・ジョブに指定されました。トランスポータブル・モードのインポートは、ダンプ・ファイル・セットからの表領域サブセット化をサポートしていません。


	
処置: フィルタ式を削除してください。









	 ORA-31657: データ・フィルタ名はデフォルト設定できません 
	
原因: NULLのデータ・フィルタ名が指定されました。


	
処置: コールを修正してデータ・フィルタ名を指定してください。









	 ORA-31658: スキーマ名の指定には表名が必要です 
	
原因: コール元がスキーマ名を指定しましたが、対応する表名を指定していません。


	
処置: コールを修正して表名を指定してください。









	 ORA-31659: ステータス・メッセージのタイプが無効です - ジョブを連結解除します 
	
原因: 状態キューにあるマスター・プロセスからのメッセージに無効なメッセージ型があります。これはプロトコルの失敗を示しています。


	
処置: 再度アタッチして、操作を再試行してください。問題が解決されない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-31660: メタデータ・フィルタ名はデフォルト設定できません 
	
原因: NULLのメタデータ・フィルタ名が指定されました。


	
処置: コールを修正してメタデータ・フィルタ名を指定してください。









	 ORA-31661: VARCHAR2型のメタデータ変換値はありません 
	
原因: 指定されたメタデータの変換値が無効でした。


	
処置: コールを修正して、有効なメタデータ変換値を指定してください。









	 ORA-31662: メタデータ変換値はデフォルト設定できません 
	
原因: NULLのメタデータ変換名が指定されました。


	
処置: コールを修正してメタデータ変換名を指定してください。









	 ORA-31663: メタデータ再マップ名はデフォルト設定できません 
	
原因: NULLのメタデータ再マップ名が指定されました。


	
処置: コールを修正してメタデータ再マップ名を指定してください。









	 ORA-31664: デフォルト設定時に一意のジョブ名を構成できません 
	
原因: ジョブ名にデフォルトがありました。しかし、名前作成のアルゴリズムは、このスキーマに一意のジョブ名を検索できませんでした。マスター表の表名が存在しなかったためです。


	
処置: 使用するジョブ名を指定するか、名前の競合の原因となった既存表のどれかを削除してください。









	 ORA-31665: モードはIMPORTとSQL_FILE操作の場合のみデフォルト設定できます 
	
原因: ジョブ・モードは、IMPORTおよびSQL_FILE操作を除きNULLにできません。


	
処置: コールを修正してジョブ・モードを指定してください。









	 ORA-31666: マスター・プロセスstringに未処理例外があります。 
	
原因: Data Pumpプロセス・モデルのマスター・プロセスに未処理の例外条件がありました。


	
処置: 実行可能な処置は、次のエラー・メッセージのいずれかを参照してください。障害が発生した処理がないかトレース・ログでチェックして、障害に関する情報があるかどうかを確認してください。可能であれば、エラーを修正し、操作を再試行してください。エラーが再度発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラーを報告してください。









	 ORA-31667: パラメータ名はデフォルト設定できません 
	
原因: パラメータ名にNULLが指定されました。


	
処置: 有効なパラメータを指定してコールを修正してください。









	 ORA-31668: ワーカー・プロセスstringが初期化を終了する前にタイムアウトしました。 
	
原因: 名前がリストされているワーカー・プロセスが起動しましたが、許可されている制限時間内に初期化を完了しませんでした。


	
処置: 実行可能な処置は、次のエラー・メッセージのいずれかを参照してください。障害が発生した処理がないかトレース・ログでチェックして、障害に関する情報があるかどうかを確認してください。可能であれば、エラーを修正し、操作を再試行してください。エラーが再度発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラーを報告してください。









	 ORA-31669: ワーカー・プロセスstringが起動プロトコルに違反しました。 
	
原因: 名前がリストされているワーカー・プロセスが起動しましたが、作成中のプロセスが初期化を終了したことを通知する前に終了しました。


	
処置: 実行可能な処置は、次のエラー・メッセージのいずれかを参照してください。障害が発生した処理がないかトレース・ログでチェックして、障害に関する情報があるかどうかを確認してください。可能であれば、エラーを修正し、操作を再試行してください。エラーが再度発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラーを報告してください。









	 ORA-31670: ユーザー名の引数にNULL以外を指定する必要があります。 
	
原因: NULLのユーザー名またはNULLの文字列によってユーザーの変更がコールされました。


	
処置: 有効なユーザー名引数を指定してください。エラーがData Pumpクライアント(expdpやimpdpなど)から発生する場合は、操作を再試行してください。エラーが再度発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラーを報告してください。









	 ORA-31671: ワーカー・プロセスstringに未処理の例外があります。 
	
原因: Data Pumpプロセス・モデルのワーカー・プロセスに未処理の例外条件があります。


	
処置: 実行可能な処置は、次のエラー・メッセージのいずれかを参照してください。障害が発生した処理がないかトレース・ログでチェックして、障害に関する情報があるかどうかを確認してください。可能であれば、エラーを修正し、操作を再試行してください。エラーが再度発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラーを報告してください。









	 ORA-31672: ワーカー・プロセスstringが予定外に終了しました。 
	
原因: Data Pumpプロセス・モデルのワーカー・プロセスが突然停止したため、PMONによってプロセスがクリーンアップされました。


	
処置: 問題がないかシステムを確認してください。プロセスのトレース・ファイルが作成されている場合、追加情報があるかどうかそのファイルを確認してください。可能であれば、エラーを修正し、操作を再試行してください。エラーが再度発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラーを報告してください。









	 ORA-31673: ワーカー・プロセスはマスター・プロセスの正常終了のために中断しました 
	
原因: マスター・プロセスが通常に終了しているために、ワーカー・プロセスのクリーンアップと終了が要求されました。


	
処置: Data Pumpクライアント(expdpやimpdpなど)からこのエラーが発生する場合、操作のマスター・プロセスが途中で終了したことを意味します。操作を再試行してください。エラーが再度発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラーを報告してください。









	 ORA-31674: ワーカー・プロセスはマスター・プロセスの未処理の例外のために中断しました 
	
原因: マスター・プロセスで未処理の例外が発生したために、ワーカー・プロセスのクリーンアップと終了が要求されました。


	
処置: このエラーがData Pumpクライアント(expdpやimpdpなど)から発生する場合、操作のマスター・プロセスに未処理の例外があることを意味します。マスター・プロセスの追加情報があるかどうか操作のログ・ファイルとトレース・ファイルを確認してください。操作を再試行してください。エラーが再度発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラーを報告してください。









	 ORA-31675: ワーカー・プロセスはマスター・プロセスの予期しない停止のために中断しました 
	
原因: ワーカー・プロセスのクリーンアップと終了が要求されました(マスター・プロセスが突然停止したために、クリーンアップを実行中のPMONによって通知されました)。


	
処置: このエラーがData Pumpクライアント(expdpやimpdpなど)から発生する場合、操作のマスター・プロセスが突然停止したことを意味します。マスター・プロセスの追加情報があるかどうか操作のログ・ファイルとトレース・ファイルを確認してください。操作を再試行してください。エラーが再度発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラーを報告してください。









	 ORA-31676: ワーカー数の値stringが無効です 
	
原因: 不正なワーカー数が指定されて、ワーカー・プロセスの作成がコールされました。


	
処置: ワーカー値の数が0(ゼロ)より大きく、かつプラットフォームの最大値(通常は32767)未満であることを確認してください。このエラーがData Pumpクライアント(expdpやimpdpなど)から発生してパラレル・パラメータを指定した場合、パラレル・パラメータの値を小さくして操作を再試行してください。エラーが再度発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラーを報告してください。









	 ORA-31679: 表データ・オブジェクトstringにLONG列が含まれます。LONG列はネットワーク・リンクを使用してロード/アンロードできません 
	
原因: LONG列を含む表データ・オブジェクトは、ネットワーク・リンク上で選択できません。


	
処置: この表をファイルにエクスポートした後、同じ表をこのファイルからインポートしてください。









	 ORA-31686: ワーカー・プロセスの作成中にエラーが発生しました 
	
原因: ワーカー・プロセスの作成の設定に失敗しました。


	
処置: 実行可能な処置は、次のエラー・メッセージのいずれかを参照してください。可能であれば、エラーを修正し、操作を再試行してください。エラーが再度発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラーを報告してください。









	 ORA-31687: ワーカー・プロセスstring(ワーカーID string)の作成中にエラーが発生しました 
	
原因: リストされているワーカー・プロセスの作成に失敗しました。


	
処置: 実行可能な処置は、次のエラー・メッセージのいずれかを参照してください。障害が発生した処理がないかトレース・ログでチェックして、障害に関する情報があるかどうかを確認してください。可能であれば、エラーを修正し、操作を再試行してください。エラーが再度発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラーを報告してください。









	 ORA-31688: ワーカー・プロセスstringが起動中に失敗しました。 
	
原因: 名前がリストされているマスター・プロセスが、起動時に失敗しました。


	
処置: 実行可能な処置は、次のエラー・メッセージのいずれかを参照してください。障害が発生した処理がないかトレース・ログでチェックして、障害に関する情報があるかどうかを確認してください。可能であれば、エラーを修正し、操作を再試行してください。エラーが再度発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラーを報告してください。









	 ORA-31689: ベース・ワーカーID stringの値が無効です 
	
原因: 不正なベース・ワーカーIDが指定されて、ワーカー・プロセスの作成がコールされました。


	
処置: ベース・ワーカーID値の数が0(ゼロ)より大きく、かつプラットフォームの最大値(通常は32767)未満であることを確認してください。エラーがData Pumpクライアント(expdpやimpdpなど)から発生する場合は、操作を再試行してください。エラーが再度発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラーを報告してください。









	 ORA-31690: プロセス名のバッファ・サイズを指定する必要があります。0(ゼロ)より大きくしてください。 
	
原因: ワーカー・プロセスの例外の取得がコールされ、バッファ・サイズ引数にNULLまたは0(ゼロ)が指定されました。


	
処置: ワーカー・プロセス名の保持に十分な大きさをバッファ・サイズに指定してください(30バイトなど)。エラーがData Pumpクライアント(expdpやimpdpなど)から発生する場合は、操作を再試行してください。エラーが再度発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラーを報告してください。









	 ORA-31691: ワーカーはMCPから無効なメッセージ番号stringを受信しました。 
	
原因: 無効なコードです。


	
処置: mcpコードを修正して、エクスポートまたはインポート・コマンド(あるいは両方)を再発行してください。









	 ORA-31692: 次のSQL文はマスター表に行を挿入中に失敗しました: string 
	
原因: 無効なコードです。


	
処置: コードを修正して、エクスポートまたはインポート・コマンド(あるいは両方)を再発行してください。









	 ORA-31693: 表データ・オブジェクトstringは、ロード/アンロードに失敗し、エラーのためスキップされます: string 
	
原因: エラーによって表がロードまたはアンロードに失敗しました。


	
処置: ロードまたはアンロード・エラーを確認し、問題を修正してコマンドを再試行してください。









	 ORA-31694: マスター表stringは、ロード/アンロードに失敗しました 
	
原因: マスター表がロードまたはアンロードに失敗しました。


	
処置: ロードまたはアンロード・エラーを確認し、問題を修正してコマンドを再試行してください。









	 ORA-31695: 再起動するマスター表が無効です。次のSQL文は同一のstringオブジェクトを戻しました。string 
	
原因: 再起動のマスター表に、同一オブジェクトが複数回挿入されました。


	
処置: 再起動はできません。元のエクスポートまたはインポートを再発行してください。









	 ORA-31696: stringはクライアント指定のstringメソッドを使用してエクスポート/インポートできません 
	
原因: 表の属性が、クライアントが指定した方法によるデータのエクスポートまたはインポートを妨げています。


	
処置: デフォルトの'DATA_ACCESS'パラメータ値を使用してください。









	 ORA-31697: 操作はプロセス・オーダー番号stringで異常終了しました 
	
原因: ユーザーが要求しました。


	
処置: これを要求しないでください。









	 ORA-31698: エラー・スタックのバッファ・サイズを指定する必要があります。0(ゼロ)より大きくしてください。 
	
原因: ワーカー・プロセスの例外の取得がコールされ、エラーのスタック・サイズ引数にNULLまたは0(ゼロ)が指定されました。


	
処置: エラー・スタックのバッファ・サイズにエラー・スタック文字列の保持に十分な大きさを指定してください(4096バイトなど)。エラーがData Pumpクライアント(expdpやimpdpなど)から発生する場合は、操作を再試行してください。エラーが再度発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラーを報告してください。









	 ORA-31700: AUDIT_SYSLOG_LEVELパラメータに指定された文字列が長すぎます 
	
原因: init.oraのAUDIT_SYSLOG_LEVELに指定された文字列が長すぎます。


	
処置: syslogのマニュアルのページで説明に従って、"local1.notice"などの有効なfacility.levelを使用してください。









	 ORA-31701: スキーマを持つXMLType表のエクスポート/インポートを有効にするイベント 
	
原因: スキーマを持つXMLType表のエクスポート/インポートを有効にするイベントです。


	
処置: レベル0x100のイベントを無効にしてください。









	 ORA-31901: 現行の操作がユーザーによって取り消されました。 
	
原因: ユーザーが現行の操作の取消しを要求しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-32000: SPFILEへの書込みがリクエストされましたが、SPFILEは変更不可です 
	
原因: ALTER SYSTEMコマンドまたは内部自己チューニング・メカニズムがSPFILEに書込みを要求しましたが、SPFILEは変更できません。


	
処置: メモリー内パラメータ更新のみ実行してください。









	 ORA-32001: SPFILEへの書込みがリクエストされましたが、使用中のSPFILEがありません 
	
原因: ALTER SYSTEMコマンドまたは内部自己チューニング・メカニズムがSPFILEに書込みを要求しましたが、使用中のSPFILEがありません。


	
処置: SPFILEを使用してインスタンスを再起動するか、またはALTER SYSTEM SET SPFILEを実行してください。









	 ORA-32002: すでにインスタンスによって使用されているSPFILEは作成できません。 
	
原因: CREATE SPFILEコマンドが、インスタンスの起動に使用されるSPFILEへ書き込もうとしています。


	
処置: 別のSPFILE名を指定してください。









	 ORA-32003: パラメータ'string'の処理中にエラーが発生しました 
	
原因: パラメータ・ファイルの解析中に、エラーが発生しました。


	
処置: 追加エラーを参照して根本的な原因を確認してください。









	 ORA-32004: stringインスタンスに廃止または使用不可のパラメータが指定されました。 
	
原因: このインスタンス・タイプに対して、サーバー側のSPFILEまたはPFILEで廃止または非推奨のパラメータが指定されました。


	
処置: 廃止されたパラメータまたは非推奨であるパラメータのリストのアラート・ログを参照してください。それらのパラメータをSPFILEまたはサーバー側PFILEから削除してください。









	 ORA-32005: サイズ指定[string]の解析中にエラーが発生しました 
	
原因: サイズ・パラメータの変更操作に指定した値が無効です。


	
処置: 値を修正して、操作を再試行してください。









	 ORA-32006: string初期化パラメータは使用不可になっています。 
	
原因: 使用不可のパラメータが起動時に指定されました。


	
処置: かわりに使用する新しいパラメータを、Oracleマニュアルで調べてください。









	 ORA-32007: 内部 
	
原因: パラメータ・エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-32008: インスタンスstringでのパラメータ更新処理中にエラーが発生しました。 
	
原因: リモート・インスタンスでパラメータの処理中にエラーが発生しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを参照してください。









	 ORA-32009: インスタンスstringのメモリー値をインスタンスstringからリセットできません 
	
原因: メモリーのリセットはローカル・パラメータにのみ許可されています。


	
処置: 必要に応じて、ローカル・インスタンスの問合せを再試行してください。









	 ORA-32010: SPFILEには削除するエントリが見つかりません 
	
原因: SPFILEには、sid.parameterエントリが含まれません。


	
処置: sidまたはparameter(あるいはその両方)を変更してください。









	 ORA-32011: SPFILEは、インスタンスによってすでに使用されている場所には格納できません 
	
原因: 格納操作が、インスタンスの起動に使用されるSPFILEへ書き込もうとしています。


	
処置: 別のSPFILE名を指定してください。









	 ORA-32012: SPFILEの形式はCOMPATIBLEパラメータの値と一貫性がありません 
	
原因: SPFILEの形式はH.A.R.D.(Hardware Assisted Resilient Data)に準拠していますが、COMPATIBLEパラメータは11.0より前の値に設定されています。オラクル社では、互換性を以前のバージョンに戻せない方針をとっているため、この設定は許可されません。


	
処置: COMPATIBLEパラメータの値を11.0以上に変更してください。









	 ORA-32013: リストアされたSPFILEからのパラメータの検証に失敗しました 
	
原因: リストアされたSPFILEからのパラメータの処理中にエラーが発生しました。SPFILEのリストア・イメージが破損している可能性があります。


	
処置: 診断情報の詳細は、エラー・スタックを参照してください。









	 ORA-32014: SPFILEのリストア・イメージからのパラメータ"string"の処理中にエラーが発生しました 
	
原因: リストアされたSPFILEからのパラメータの処理中にエラーが発生しました。SPFILEのリストア・イメージが破損している可能性があります。


	
処置: 診断情報の詳細は、エラー・スタックを参照してください。









	 ORA-32015: SPFILEをリストアできません 
	
原因: SPFILEのリストア中にエラーが発生しました。リストア先が無効な可能性があります。


	
処置: 診断情報の詳細は、エラー・スタックを参照してください。









	 ORA-32016: SPFILEのパラメータ"string"は更新できません 
	
原因: データベースがマウントされています。


	
処置: データベースをアンマウントしてSPFILEのパラメータを更新してください。









	 ORA-32017: SPFILEの更新中に障害が発生しました 
	
原因: SPFILEの更新中にエラーが発生しました。


	
処置: 関連するエラーを参照してください。









	 ORA-32018: 別のインスタンスのメモリーでパラメータを変更できません 
	
原因: パラメータの調整に、非常に時間がかかることがあります。


	
処置: ALTER SYSTEMコマンドのSID句を使用して、各インスタンスのパラメータを個別に変更してください。









	 ORA-32019: パラメータSPFILEはサーバーのパラメータ・ファイルで更新できません。 
	
原因: サーバー・パラメータ・ファイルのSPFILEパラメータを更新しようとしました。


	
処置: サーバー・パラメータ・ファイルをパラメータ・ファイルに変換してから、必要なパラメータを追加し、サーバー・パラメータ・ファイルを再作成してください。









	 ORA-32020: このパラメータを変更するには、SID='*'句が必要です 
	
原因: パラメータにすべてのRACインスタンスと同じ値がありませんでした。


	
処置: SID='*'を指定してコマンドを再試行してください。









	 ORA-32021: パラメータ値がstring文字を超えています 
	
原因: パラメータ値を変更しようとしましたが、パラメータ値の文字数が許可された最大数を超えました。リスト・パラメータの場合は、リストの値のうち1つが許可された最大値を超えました。


	
処置: パラメータ値を短くして、コマンドを再試行してください。DISPATCHERSパラメータの場合は、リスナー別名を使用して値を短くしてください。









	 ORA-32022: パラメータ値がstring文字を超えています 
	
原因: パラメータ値を変更しようとしましたが、すべてのパラメータ値を合せた長さが許可された最大数を超えました。


	
処置: パラメータ値を短くして、コマンドを再試行してください。DISPATCHERSパラメータの場合は、リスナー別名を使用して値を短くしてください。









	 ORA-32024: audit_file_destパラメータに無効なディレクトリが指定されました 
	
原因: ディレクトリが存在しないか、書込み可能ではありません。


	
処置: 有効なディレクトリを指定するか、適切なディレクトリ権限を付与して、コマンドを再試行してください。









	 ORA-32025: string.stringは、表やビュー・オブジェクトではありません。 
	
原因: 表でないオブジェクトまたはビューでないオブジェクトに監査表を設定しようとしました。


	
処置: 監査表オプションが有効な表またはビュー・オブジェクトを指定してください。









	 ORA-32026: string.stringは、string表に比べて列の数が少ないです。 
	
原因: 元となる監査表よりも少ない列を持つ表またはビュー・オブジェクトに監査表を設定しようとしました。


	
処置: 監査表オプションが有効な表またはビュー・オブジェクトを指定してください。









	 ORA-32027: 型の一致するstring列が、string.stringにありません。 
	
原因: 監査表の列と同じ名前および型の列を持たない表またはビュー・オブジェクトに監査表を設定しようとしました。


	
処置: 監査表オプションが有効な表またはビュー・オブジェクトを指定してください。









	 ORA-32028: Syslog機能またはレベルが認識できません 
	
原因: Syslog機能またはレベルが、syslog.hファイルで提供されている標準の機能またはレベルに適合していません。


	
処置: syslog.hファイルに適合する"LOCAL1.NOTICE"などの機能またはレベルを指定してください。









	 ORA-32029: SCOPE=MEMORYまたはSCOPE=BOTHでのリセットは現在サポートされていません 
	
原因: メモリー内パラメータ値をリセットしようとしました。


	
処置: SCOPE=SPFILEを指定するか(該当する場合)、パラメータを目的の値に明示的に設定してください。









	 ORA-32030: SPFILEはインスタンスにすでに関連付けられています 
	
原因: spfileにすでに関連付けられているインスタンスでSPFILEパラメータを更新しようとしました。


	
処置: パラメータ・ファイルを使用してインスタンスを再起動してください。









	 ORA-32031: WITH句の問合せ名の参照が無効です。 
	
原因: WITH句の問合せ名の前方参照または再帰的参照は許可されません。


	
処置: 問合せ文を修正して、再試行してください。









	 ORA-32032: 空きの一時オブジェクト番号が使用不能です。 
	
原因: すべての一時オブジェクト番号を使用して実行している、一時表変換を使用する問合せが多すぎます。


	
処置: 一時表変換をオフにするか、またはしばらく待ってから、再試行してください。









	 ORA-32033: 列はサポートされていません。 
	
原因: WITH句の列のエイリアシングはサポートされていません。


	
処置: 定義の副問合せでエイリアシングを指定して、再試行してください。









	 ORA-32034: WITH句の使用はサポートされていません。 
	
原因: 次のいずれかの理由で、WITH句の使用が不適切です。
1. WITH句内のWITH句のネストがサポートされていない。

2. セット問合せの場合、WITH句がブランチに指定できない。

3. WITH句はカッコ内に指定できない。




	
処置: 問合せを修正して、再試行してください。









	 ORA-32035: WITH句に参照されないクエリー名が定義されました 
	
原因: 参照されないWITH句のクエリー名が1つ以上あります。


	
処置: 参照されないクエリー名を削除して、再試行してください。









	 ORA-32036: クエリー名をWITH句にインラインする場合はサポートされないケースです 
	
原因: 定義の問合せが単純すぎ、別のクエリー名を参照しているために、2回以上インラインにするクエリー名が1つ以上あります。これは現在サポートされていません。


	
処置: そのようなクエリー名を削除して、再試行してください。









	 ORA-32037: メンバーシップ条件でLEVELの使用はサポートされていません 
	
原因: サポートされない副問合せで、メンバーシップ条件にLEVELを使用しようとしました。


	
処置: 問合せを書き換えて、メンバーシップ条件にLEVELを使用しないようにしてください。









	 ORA-32038: WITH句の列名の数が選択リスト内の要素数と一致しません 
	
原因: 列別名または列名のリストがWITH句の問合せ名に指定されましたが、このリストの要素数が定義の問合せの選択リストの要素数と一致しません。


	
処置: 列別名リストまたは選択リストを更新して、要素数を同じにしてください。









	 ORA-32039: 再帰的WITH句には列別名リストが必要です 
	
原因: 自身を参照する(再帰的)WITH句の問合せで、列別名リストが指定されていません。


	
処置: WITH句の問合せ名用の列別名リストを追加してください。









	 ORA-32040: 再帰的WITH句にはUNION ALL操作を使用する必要があります 
	
原因: 自身を参照する(再帰的)WITH句の問合せで、定義の問合せにUNION ALL操作が使用されていません。


	
処置: UNION ALL操作を使用するように再帰的WITH句の問合せを修正してください。









	 ORA-32041: 再帰的WITH句のUNION ALL操作に必要なブランチは2つのみです 
	
原因: 自身を参照する(再帰的)WITH句の問合せで、ブランチが2つよりも多いUNION ALL操作が使用されましたが、この操作は現在サポートされていません。


	
処置: UNION ALL操作で2つのブランチのみを使用するように、再帰的WITH句の問合せを修正してください。









	 ORA-32042: 再帰的WITH句はそれ自体がUNION ALLブランチの1つを直接参照する必要があります 
	
原因: WITH句の問合せが、副問合せやビューを介して自身を間接的に参照(再帰)しています。


	
処置: UNION ALLブランチの1つでFROM句を使用して、自身を直接参照するように再帰的WITH句の問合せを修正してください。









	 ORA-32043: 再帰的WITH句には初期化ブランチが必要です 
	
原因: 自身を参照する(再帰的)WITH句の問合せで、自身を参照しないブランチ(初期化ブランチまたはアンカー・メンバー)がUNION ALLにありません。


	
処置: 自身を参照しないブランチをUNION ALL操作内に持つように、再帰的WITH問合せを修正してください。









	 ORA-32044: 再帰的WITH問合せの実行中にサイクルが検出されました 
	
原因: 再帰的WITH句の問合せでサイクルが生成されたため、無限ループを避けるために再帰的WITH句の問合せが停止されました。


	
処置: 再帰を停止するように再帰的WITH句を修正するか、またはCYCLE句を使用してください。









	 ORA-32045: 再帰的WITH問合せの実行中に再帰の最大レベルに達しました 
	
原因: 再帰的WITH句は、指定された再帰の最大レベルに達したため停止しました。


	
処置: 再帰の最大レベルを大きくするか、またはCYCLE句を使用してください。









	 ORA-32046: SEARCH句の順序列名は列別名リストの一部にはできません 
	
原因: 再帰的WITH問合せのSEARCH句で、WITH句問合せ名の列別名リストにすでに含まれる順序列が指定されました。


	
処置: SEARCH句の順序列に別の名前を指定するか、名前を列別名リストから削除してください。









	 ORA-32047: サイクル・マーク値と非サイクル・マーク値は1バイト文字の文字列値である必要があります 
	
原因: 再帰的WITH問合せのCYCLE句に指定されたサイクル・マーク値または非サイクル・マーク値が、1バイトの文字列値ではありません。


	
処置: 再帰的WITH問合せのCYCLE句のサイクル・マーク値および非サイクル・マーク値には1バイトの文字列を指定してください。









	 ORA-32048: CYCLE句のサイクル・マーク列名は列別名リストの一部にはできません 
	
原因: 再帰的WITH問合せのCYCLE句で、WITH句問合せ名の列別名リストにすでに含まれるサイクル・マーク列が指定されました。


	
処置: CYCLE句のサイクル・マーク列に別の名前を指定するか、名前を列別名リストから削除してください。









	 ORA-32049: WITH句の列別名リストで重複した名前が見つかりました 
	
原因: WITH句要素の列別名リストに、複数回指定されている名前があります。


	
処置: 重複する名前を列別名リストから削除してください。









	 ORA-32050: string操作に失敗しました。 
	
原因: マッピング操作に失敗しました。


	
処置: FMONトレース・ファイルでエラーを確認してください。









	 ORA-32051: マッピング・サービスは使用できません。 
	
原因: マッピング・サービスを起動できなかったか、または正常な起動に失敗しました。


	
処置: FILE_MAPPINGをTRUEに設定してください(設定されていない場合)。解決しなければ、FMONトレース・ファイルでORA-32052エラーを確認してください。









	 ORA-32052: マッピング・サービスの起動に失敗しました。 
	
原因: マッピング・サービスの正常な起動に失敗しました。


	
処置: FMONトレース・ファイルでエラーを確認してください。









	 ORA-32053: この操作はサポートされていません。 
	
原因: マッピング・ライブラリでは、この操作はサポートされていません。


	
処置: マッピング・ライブラリが使用可能であること、およびライブラリによって操作がサポートされていることを確認してください。









	 ORA-32054: FMPUTLプロセスとの通信が失われました。 
	
原因: マッピング・ユーティリティとの通信が失われました。


	
処置: FMONおよびFMPUTLトレース・ファイルでエラーを確認してください。









	 ORA-32055: 無効なファイル・タイプです。 
	
原因: ファイルのマッピング中に無効なファイル・タイプが使用されました。


	
処置: 有効なファイル・タイプを指定してください。









	 ORA-32056: 無効なエクステント数です。 
	
原因: マップ操作に無効なエクステント数が使用されました。


	
処置: エクステントには負数以外の数を指定してください。









	 ORA-32057: 無効なロック・モードです。 
	
原因: ロック操作に無効なモードが使用されました。


	
処置: 有効なロック・モードを指定してください。









	 ORA-32058: 操作はSYSDBAユーザーに制限されています。 
	
原因: この操作にはSYSDBA権限が必要です。


	
処置: SYSDBAとしてデータベースに接続してください。









	 ORA-32059: マッピング構造でデッドロックが検出されました。 
	
原因: マッピング構造はすでに同じセッションによりロックされています。


	
処置: 現在の操作を続行する前に、マッピング構造のロックを解除してください。









	 ORA-32060: チャネルが失敗しました。 
	
原因: フォアグラウンド・プロセスとバックグラウンド・プロセス間のチャネルに失敗しました。


	
処置: フォアグラウンド・トレース・ファイルでエラーを確認してください。









	 ORA-32100: 一時オブジェクトでの操作は無効です。 
	
原因: 永続オブジェクトでのみ有効な操作を一時オブジェクトで実行しようとしました。


	
処置: オブジェクトが永続であることを確認してください。









	 ORA-32101: OCI環境を作成できません。 
	
原因: OCI環境をOCCIに作成できませんでした。


	
処置: creatEnvironmentメソッドのパラメータが有効であることを確認してください。









	 ORA-32102: OCIハンドルが無効です。 
	
原因: 無効なOCIハンドルがOCIコールに渡されました。


	
処置: 内部OCCIエラーです。カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-32103: OCIコールからのエラーです。 
	
原因: OCI_ERROR以外のエラー・コードがOCIコールから戻されました。


	
処置: 内部OCCIエラーです。カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-32104: OCIエラー・メッセージを取得できません。 
	
原因: OCIコール後のエラー・メッセージを取得できませんでした。


	
処置: 内部OCCIエラーです。カスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-32106: すべての列にsetBufferがない場合、配列フェッチは使用できません 
	
原因: setBufferメソッドがすべての列の位置に対してコールされず、その次のメソッドが行を2つ以上フェッチするようにコールされました。


	
処置: 次のコールが2つ以上の行をフェッチするようにコールされる場合、すべての列の位置にsetBufferメソッドをコールしてください。









	 ORA-32107: 内部OCIメモリー割当て障害が発生しました 
	
原因: メモリーがOCIヒープから割当てできませんでした。


	
処置: プロセス・メモリー・サイズを増やしてください。









	 ORA-32108: 列またはパラメータの最大サイズが指定されていません。 
	
原因: 列またはパラメータの最大サイズが指定されていません。


	
処置: setMaxColumnSizeまたはsetMaxParamSizeを使用して最大サイズを指定してください。









	 ORA-32109: 列またはパラメータの位置が無効です。 
	
原因: 無効な列またはパラメータの位置を指定しました。


	
処置: 有効な列または位置番号を指定してください。









	 ORA-32110: 接続が指定されていません 
	
原因: NULLの接続が渡されました。


	
処置: 有効なNULLでない接続を渡してください。









	 ORA-32113: NULLのオブジェクトが渡されました。 
	
原因: NULLのオブジェクトが渡されました。


	
処置: NULLでないオブジェクトを渡してください。









	 ORA-32114: NULLのLOBでは操作は実行できません。 
	
原因: 操作を実行しようとしたLOBインスタンスがNULLです。


	
処置: 有効なNULLでないLOBインスタンスを使用して、この操作を実行してください。









	 ORA-32116: 指定された値より少ないバッファ・サイズです。 
	
原因: LOBの読込みまたは書込み操作に指定されたバッファ・サイズが、読み込まれるまたは書き込まれる値より少ないです。


	
処置: バッファ・サイズを、LOBから読み込まれる値またはLOBに書き込む値以上にしてください。









	 ORA-32117: ソースLOBがNULLです。 
	
原因: 操作を実行しようとしたソースLOBインスタンスがNULLです。


	
処置: この操作に対して有効なNULLでないソースLOBインスタンスを使用してください。









	 ORA-32118: NULLのFILEでは操作は実行できません。 
	
原因: 操作を実行しようとしたFILEインスタンスがNULLです。


	
処置: 有効なNULLでないFILEインスタンスを使用して、この操作を実行してください。









	 ORA-32120: 指定された値より少ないバッファ・サイズです。 
	
原因: FILEの読込みまたは書込み操作に指定されたバッファ・サイズが、読み込まれるまたは書き込まれる値より少ないです。


	
処置: バッファ・サイズを、FILEから読み込まれる値またはLOBに書き込む値以上にしてください。









	 ORA-32121: ソースFILEがNULLです。 
	
原因: 操作を実行しようとしたソースFILEインスタンスがNULLです。


	
処置: この操作に対して有効なNULLでないソースFILEインスタンスを使用してください。









	 ORA-32123: 属性の数値が範囲外です。 
	
原因: 渡された属性の数値が、記述されたオブジェクトの属性の合計数より大きいです。


	
処置: 許容範囲内の属性の数値を渡してください。









	 ORA-32124: 無効な属性が渡されました。 
	
原因: 渡された属性は、記述されたオブジェクトには適用可能ではありません。


	
処置: 有効な属性を渡してください。









	 ORA-32125: 属性の型が適切ではありません。 
	
原因: getメソッドの戻り型が、渡されている属性の型と一致しません。


	
処置: 適切なgetメソッドをコールしてください。









	 ORA-32126: NULLのREFでは操作は実行できません。 
	
原因: 操作を実行しようとしたREFインスタンスがNULLです。


	
処置: 有効なNULLでないREFインスタンスを使用して、この操作を実行してください。









	 ORA-32127: REFはどの接続にも属していません 
	
原因: 比較されているREFのどちらも接続情報に対応付けられていませんでした。


	
処置: 比較されているREFの1つ以上を、有効な接続と対応付けてください。









	 ORA-32128: フェッチを開始した後でsetDataBufferがコールされました 
	
原因: 結果セットからのフェッチがすでに開始し、setDataBufferコールが作成されました。


	
処置: setDataBufferメソッドをコールしてから、next()メソッドをコールしてください。









	 ORA-32129: この列に関する情報を取得できません 
	
原因: setDataBufferメソッドが、この列の情報を取得するためにコールされました。したがって、現行のメソッドはコールされません。


	
処置: setDataBufferコールに指定したバッファからの情報を使用してください。









	 ORA-32130: 無効なオフセット/索引がバイトで参照されました 
	
原因: オフセット/索引がBytesオフセットの有効なデータ位置の範囲を超えています。


	
処置: オフセットまたは索引がBytesオブジェクトの範囲内であることを確認してください。









	 ORA-32131: バインド・データ型は変更できません 
	
原因: setXXXメソッドが、元に指定されたものとは異なるデータ型で再コールされます。または、setXXXメソッドが、最初の反復前にコールされずに後続の反復にコールされます。


	
処置: 最初の反復前に実行した同じデータ型でsetXXXメソッドをコールしてください。このパラメータにコールされたsetXXXメソッドがない場合は、最初の反復を位置付け、最初のaddIterationメソッドがコールされる前にsetXXXメソッドがコールされることを確認してください。









	 ORA-32132: 最大反復数は変更できません 
	
原因: setMaxIterationsが、setXXXメソッドがコールされた後でコールされました。


	
処置: setMaxIterationメソッドをコールしてから、setXXXメソッドをコールしてください。









	 ORA-32133: LOB/FILEからストリームを取得できません 
	
原因: 操作を実行しようとしたLOB/FILEにオープン・ストリームが存在します。


	
処置: ストリームをクローズしてから、別のストリームを取得してください。









	 ORA-32134: LOBを割り当てることができません 
	
原因: ターゲットLOBにオープン・ストリームが存在します。


	
処置: ターゲットLOBのストリームをクローズしてから、LOBを割り当ててください。









	 ORA-32135: FILEを割り当てることができません 
	
原因: ターゲットFILEにオープン・ストリームが存在します。


	
処置: ターゲットFILEのストリームをクローズしてから、FILEを割り当ててください。









	 ORA-32136: 無効なストリームでは処理を実行できません 
	
原因: ストリームが取得されたLOB/FILEがNULL化されているか、または破棄されています。


	
処置: 有効なストリームを使用してください。









	 ORA-32139: ストリームに書込みできません 
	
原因: 書込みが、最後のバッファが書き込まれた後で実行されました。


	
処置: このストリームをクローズし、新しいストリームを取得して、書込みを実行してください。









	 ORA-32140: ストリームでこの操作を実行できません 
	
原因: 書込みモードでストリームから読込みを実行しようとしています。または、読込みモードでストリームに書込みを実行しようとしています。


	
処置: ストリームの状態を確認して、実行できる有効な操作を判断してください。









	 ORA-32141: getメソッドがパラメータの型と一致しません 
	
原因: StatementオブジェクトでコールされるgetXXXメソッドが、バインド・パラメータの型と一致しません。


	
処置: パラメータの型と同じgetXXXメソッドをコールしてください。









	 ORA-32142: 繰返しの最大数を超えました 
	
原因: addIterationが、setMaxIterationsメソッドが設定した繰返しの最大数を超えています。


	
処置: 許可される繰返しの最大数を増やしてください。









	 ORA-32143: 環境が指定されていません 
	
原因: NULLの環境が渡されました。


	
処置: 有効なNULLでない環境を渡してください。









	 ORA-32144: NULL間隔では処理を実行できません 
	
原因: この操作が実行される間隔がNULLです。


	
処置: 有効なNULLでない間隔のインスタンスを使用して、この操作を実行してください。









	 ORA-32145: 環境が指定されていません 
	
原因: 操作を実行しようとした間隔がNULLで、指定された環境がありません。


	
処置: NULLでない環境を指定するか、またはNULLでないインスタンスで操作を実行してください。









	 ORA-32146: NULL日では処理を実行できません 
	
原因: この操作が実行される日付がNULLです。


	
処置: 有効なNULLでない日付のインスタンスを使用して、この操作を実行してください。









	 ORA-32147: 環境が指定されていません 
	
原因: 操作を実行しようとした日付がNULLで、指定された環境がありません。


	
処置: NULLでない環境を指定するか、またはNULLでないインスタンスで操作を実行してください。









	 ORA-32150: NULLタイムスタンプでは処理を実行できません 
	
原因: この操作が実行されるタイムスタンプがNULLです。


	
処置: 有効なNULLでないタイムスタンプのインスタンスを使用して、この操作を実行してください。









	 ORA-32151: 環境が指定されていません 
	
原因: 操作を実行しようとしたタイムスタンプがNULLで、指定された環境がありません。


	
処置: NULLでない環境を指定するか、またはNULLでないインスタンスで操作を実行してください。









	 ORA-32152: NULL番号では処理を実行できません 
	
原因: この操作が実行される番号がNULLです。


	
処置: 有効なNULLでない番号のインスタンスを使用して、この操作を実行してください。









	 ORA-32153: 環境が指定されていません 
	
原因: 操作を実行しようとした番号がNULLで、指定された環境がありません。


	
処置: NULLでない環境を指定するか、またはNULLでないインスタンスで操作を実行してください。









	 ORA-32154: Anydataコンテキストが指定されていません 
	
原因: NULLのAnydataコンテキストが渡されました。


	
処置: 有効なNULLでないAnydataコンテキストを渡してください。









	 ORA-32155: Anydataが指定されていません 
	
原因: NULLのAnydataが渡されました。


	
処置: 有効なNULLでないAnydataを渡してください。









	 ORA-32156: ストリームで処理を実行できません 
	
原因: この操作はLOBから取得されたストリームには適用可能ではありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-32158: 無効な型が渡されました 
	
原因: このコールに適用不可能な型が渡されました。


	
処置: 適用可能な型を渡してください。









	 ORA-32159: NULL型にプリフェッチ・オプションを設定できません 
	
原因: NULLの型名が渡されました。


	
処置: NULLでない型名を渡してください。









	 ORA-32161: ピース単位フェッチを実行できません 
	
原因: 0(ゼロ)が渡され、バッファ・サイズがLOBのサイズより小さいです。


	
処置: 大きいバッファを指定するか、またはStreamを使用してください。









	 ORA-32162: 読取り/書込みSQLメソッドが登録されていません 
	
原因: 読込み/書込みSQLメソッドがNULLか、登録されていません。


	
処置: Mapのputメソッドをコールして、読込み/書込みSQLを登録してください。









	 ORA-32163: メソッドが無効な環境タイプで呼び出されました 
	
原因: XA環境で非XAコールが行われたか、非XA環境でXAコールが行われました。


	
処置: 環境の型が正しいことを確認してください。









	 ORA-32164: メソッドが無効な接続タイプで呼び出されました 
	
原因: XA接続で非XAコールが行われたか、非XA接続でXAコールが行われました。


	
処置: 接続の型が正しいことを確認してください。









	 ORA-32165: XA環境を取得できません 
	
原因: 誤ったdbname文字列が渡されたか、XA接続がオープンされていません。


	
処置: 正しいdbname文字列を渡すか、XA接続がオープンしているかどうかを確認してください。









	 ORA-32166: XA接続を取得できません 
	
原因: 誤ったdbname文字列が渡されたか、XA接続がオープンされていません。


	
処置: 正しいdbname文字列を渡すか、XA接続がオープンしているかどうかを確認してください。









	 ORA-32167: メッセージにペイロードが設定されていません 
	
原因: ペイロードを設定せずにメッセージをエンキューしようとしました。


	
処置: メッセージにペイロードを設定してからSENDメソッドをコールしてください。









	 ORA-32168: NULLのAnyDataでは操作を実行できません 
	
原因: 操作を実行しようとしたAnyDataインスタンスがNULLです。


	
処置: 有効な、NULLでないAnyDataインスタンスを使用して、この操作を実行してください。









	 ORA-32300: セカンダリ・マテリアライズド・ビュー"string"."string"を削除できません。 
	
原因: ネストした表の列の記憶表のマテリアライズド・ビューを削除しようとしました。


	
処置: ネストした表の列を含むマテリアライズド・ビューを削除してください。これは、すべてのセカンダリ・マテリアライズド・ビューを暗黙的に削除します。









	 ORA-32301: オブジェクト・リレーショナル・マテリアライズド・ビューは主キー・ベースである必要があります。 
	
原因: 主キー・ベースではないオブジェクト・リレーショナル・マテリアライズド・ビューを作成しようとしました。


	
処置: PRIMARY KEYキーワードを使用して、マテリアライズド・ビューを作成してください。









	 ORA-32302: オブジェクト・マテリアライズド・ビューはオブジェクトIDベースである必要があります。 
	
原因: オブジェクトIDベースではないオブジェクト・マテリアライズド・ビューを作成しようとしました。


	
処置: OF句を使用して、マテリアライズド・ビューを作成してください。ただし、ROWIDまたはPRIMARY KEY句は省略してください。









	 ORA-32303: ユーザー定義型を持ったマテリアライズド・ビューは複数のマスター・サイトを参照できません。 
	
原因: ユーザー定義型を持ったマテリアライズド・ビューでは、定義の問合せは、異なるマスター・サイトの表を参照できません。


	
処置: 複数のマスター・サイトを参照するユーザー定義型を持つマテリアライズド・ビューを作成しないでください。









	 ORA-32304: ユーザー定義型を持ったマテリアライズド・ビューはビルトインの表を使用できません。 
	
原因: マテリアライズド・ビューをON PREBUILT TABLEオプションで作成しようとしました。


	
処置: ON PREBUILT TABLEオプションを使用して、マテリアライズド・ビューを作成しないでください。









	 ORA-32305: ユーザー定義型を持ったRepAPIマテリアライズド・ビューはサポートされていません。 
	
原因: RepAPIマテリアライズド・ビューをユーザー定義型で作成しようとしました。


	
処置: RepAPIマテリアライズド・ビューをユーザー定義型で作成しないでください。









	 ORA-32306: ユーザー定義型を持った更新可能なマテリアライズド・ビューはSELECT *を使用する必要があります。 
	
原因: 定義の問合せが最上位レベルでSELECT *を使用しないユーザー定義型を持つ更新可能なマテリアライズド・ビューを作成しようとしました。


	
処置: SELECT *が最上位レベルで使用されるように定義の問合せを修正してください。









	 ORA-32307: オブジェクト表を参照する場合はFROM ONLY句を使用する必要があります。 
	
原因: 定義の問合せがFROM ONLY句のないオブジェクト表を参照するマテリアライズド・ビューを作成しようとしました。


	
処置: 定義の問合せを修正して、問合せのすべてのオブジェクト表にFROM ONLY句を使用してください。









	 ORA-32308: オブジェクト・マテリアライズド・ビューはSELECT *を使用する必要があります。 
	
原因: 定義の問合せが最上位レベルでSELECT *を使用しないオブジェクト・マテリアライズド・ビューを作成しようとしました。


	
処置: SELECT *が最上位レベルで使用されるように定義の問合せを修正してください。









	 ORA-32309: オブジェクト・マテリアライズド・ビューの型"string"."string"はマスター表の型と一致しません。 
	
原因: マスター・オブジェクト表の型と一致しない型のオブジェクト・マテリアライズド・ビューを作成しようとしました。


	
処置: マスター・オブジェクト表の型と一致するように型を再定義してください。









	 ORA-32310: オブジェクト・マテリアライズド・ビューはオブジェクト表から選択する必要があります。 
	
原因: 定義の問合せがオブジェクト表から選択されないオブジェクト・マテリアライズド・ビューを作成しようとしました。


	
処置: オブジェクト表から選択するように定義の問合せを修正してください。









	 ORA-32311: マテリアライズド・ビュー定義の問合せはサポートされていないユーザー定義型を選択しています。 
	
原因: 定義の問合せで、埋込みユーザー定義、ユーザー定義型を戻すファンクション、または引数がユーザー定義型であるファンクションを選択しようとしました。


	
処置: 定義の問合せを修正して、これらのサポートされていないユーザー定義型を削除してください。









	 ORA-32312: セカンダリ・マテリアライズド・ビュー"string"."string"をリフレッシュできません。 
	
原因: ネストした表の列の記憶表のマテリアライズド・ビューをリフレッシュしようとしました。


	
処置: ネストした表の列を含むマテリアライズド・ビューをリフレッシュしてください。これは、すべてのセカンダリ・マテリアライズド・ビューを暗黙的にリフレッシュします。









	 ORA-32313: "string"."string"のREFRESH FASTはPMOPの後ではサポートされていません。 
	
原因: パーティション・メンテナンス操作(PMOP)がディテール表で実行されました。また、指定されたマテリアライズド・ビューはPMOPの後の高速リフレッシュをサポートしていません。


	
処置: REFRESH COMPLETEを使用してください。注意: DBMS_MVIEW.EXPLAIN_MVIEW() APIを使用して、マテリアライズド・ビューがPMOPの後に高速リフレッシュをサポートしない理由を確認してください。









	 ORA-32314: "string"."string"のREFRESH FASTは削除/更新の後ではサポートされていません。 
	
原因: 1つ以上の削除または更新が、指定されたマテリアライズド・ビューによって参照される1つ以上のディテール表で実行されました。このマテリアライズド・ビューは、削除または更新の後では高速リフレッシュをサポートしていません。


	
処置: REFRESH COMPLETEを使用してください。注意: DBMS_MVIEW.EXPLAIN_MVIEW() APIを使用して、マテリアライズド・ビューが削除または更新の後に高速リフレッシュをサポートしない理由を確認してください。









	 ORA-32315: "string"."string"のREFRESH FASTは複合DMLとダイレクト・ロードの後ではサポートされていません 
	
原因: 指定されたマテリアライズド・ビューが参照するディテール表の1つ以上のマテリアライズド・ビュー・ログが順序番号オプションを省略します。そのようなログは、削除または更新、およびダイレクト・パスの挿入の後でマテリアライズド・ビューをリフレッシュするためには使用できません。


	
処置: REFRESH COMPLETEを使用してください。注意: DBMS_MVIEW.EXPLAIN_MVIEW() APIを使用して、順序番号オプションを省略するマテリアライズド・ビュー・ログを判別してください。









	 ORA-32316: "string"."string"のREFRESH FASTは複合DMLの後ではサポートされていません。 
	
原因: 指定されたマテリアライズド・ビューが参照するディテール表の1つ以上のマテリアライズド・ビュー・ログが順序番号オプションを省略します。そのようなログは、削除または更新が複数のディテール表で実行された後でマテリアライズド・ビューをリフレッシュするためには使用できません。


	
処置: REFRESH COMPLETEを使用してください。注意: DBMS_MVIEW.EXPLAIN_MVIEW() APIを使用して、順序番号オプションを省略するマテリアライズド・ビュー・ログを判別してください。









	 ORA-32317: あるジョブから他のジョブの実行はできません 
	
原因: あるジョブから他のジョブを実行しようとしました。


	
処置: 他のジョブを実行するジョブを送らないでください。









	 ORA-32318: マテリアライズド・ビューの名前を変更できません。 
	
原因: マテリアライズド・ビューまたはその実表の名前の変更はサポートされていません。


	
処置: マテリアライズド・ビューの実表の名前を変更しないでください。









	 ORA-32319: FAST REFRESHマテリアライズド・ビュー"string"."string"にダイレクト・ローダー・ログを使用できません 
	
原因: ダイレクト・ローダー・ログが削除されています。


	
処置: 完全リフレッシュを実行する必要があります。









	 ORA-32320: "string"."string"のREFRESH FASTはコンテナ表PMOPの後ではサポートされていません 
	
原因: パーティション・メンテナンス操作(PMOP)がマテリアライズド・ビューで実行されました。また、マテリアライズド・ビューはコンテナ表PMOPの後の高速リフレッシュをサポートしていません。


	
処置: REFRESH COMPLETEを使用してください。注意: DBMS_MVIEW.EXPLAIN_MVIEW() APIを使用して、マテリアライズド・ビューがPMOPの後に高速リフレッシュをサポートしない理由を確認してください。









	 ORA-32321: "string"."string"のREFRESH FASTはディテール表のTRUNCATE後はサポートされていません 
	
原因: ディテール表が切り捨てられました。また、マテリアライズド・ビューはディテール表が切り捨てられた後の高速リフレッシュをサポートしていません。


	
処置: REFRESH COMPLETEを使用してください。注意: DBMS_MVIEW.EXPLAIN_MVIEW() APIを使用して、マテリアライズド・ビューがTRUNCATEの後に高速リフレッシュをサポートしない理由を確認してください。









	 ORA-32322: "string"."string"のPCTリフレッシュでDML/PMOPの順序は使用できません 
	
原因: PCTリフレッシュが有効な別の表に依存する表結合が変更されました。


	
処置: REFRESH FORCEを使用してください。これはマテリアライズド・ビューで最良のリフレッシュ・メソッドを指定します。









	 ORA-32330: オンライン再定義暫定表"string"."string"での操作は無効です 
	
原因: 無効な操作が表のオンライン再定義に使用されている暫定表で実行されました。


	
処置: 暫定表でサポートされていない操作を実行しないでください。









	 ORA-32331: 型"string"."string"はマスター・サイトとの互換性がありません 
	
原因: マテリアライズド・ビューが使用する型がマスター・サイトの対応する型と互換性がありません。型がマスター・サイトに存在しないか、またはマテリアライズド・ビュー・サイトの型と異なるバージョンにバージョンアップしたためです。


	
処置: マテリアライズド・ビューが使用する型がマテリアライズド・ビューおよびマスター・サイトで同じ型であることを確認してください。









	 ORA-32332: 型がバージョン・アップしたため、マテリアライズド・ビュー"string"."string"をリフレッシュできません 
	
原因: マテリアライズド・ビューまたはそのマスター表で使用される型は、バージョン・アップしています。


	
処置: マテリアライズド・ビューが使用する型がマスターおよびマテリアライズド・サイトで同じバージョンであることを確認してください。次に、マテリアライズド・ビューをリフレッシュする前に、ALTER MATERIALIZED VIEWを使用してマテリアライズド・ビューをバージョンアップさせてください。









	 ORA-32333: マテリアライズド・ビューの表scnの更新を無効にします 
	
原因: イベントは、デッドロック状況を防ぐために表scnの更新を使用禁止に設定されています。(バグ1376209)


	
処置: マテリアライズド・ビューに対してNULLリフレッシュまたは実表scn(あるいはその両方)の更新を使用禁止にしてください。









	 ORA-32334: マテリアライズド・ビューですでに参照されている表ではビルトイン・マテリアライズド・ビューを作成できません 
	
原因: マテリアライズド・ビューがビルトインとして作成された表は、マテリアライズド・ビューですでに参照されています。


	
処置: 異なる表でマテリアライズド・ビューを作成してください。









	 ORA-32335: ディメンションには少なくとも1つのレベルが必要です 
	
原因: レベルがないディメンションは許可されていません。


	
処置: ディメンションのレベルのみを削除しないでください。









	 ORA-32336: USING NO INDEXを使用してマテリアライズド・ビュー"string"."string"を作成できません 
	
原因: USING NO INDEXオプションが、更新可能な主キー・ベースのマテリアライズド・ビュー、索引構成のマテリアライズド・ビューまたはオブジェクトIDマテリアライズド・ビューを作成するように指定されています。


	
処置: 更新可能な主キー・ベースのマテリアライズド・ビュー、索引構成のマテリアライズド・ビューまたはオブジェクトIDマテリアライズド・ビューを作成するために、USING NO INDEXオプションを使用しないでください。









	 ORA-32337: コミット時にリフレッシュ変更を保留してマテリアライズド・ビューを変更できません 
	
原因: ディテール表に保留の変更があります。


	
処置: マテリアライズド・ビューとディテール表間で同期をとるために、必要に応じて、マテリアライズド・ビューにリフレッシュを実行し、ALTER MATERIALIZED VIEW文を実行してください。









	 ORA-32338: ON COMMITリフレッシュではすべてのディテール表が取得されます 
	
原因: ディテール表を取得するため、コミット時にMVをリフレッシュするイベントが設定されています。この場合、表が変更されているかどうかは関係ありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-32339: PMOPを使用してマテリアライズド・ビューを変更できません 
	
原因: マテリアライズド・ビューが、DROP、TRUNCATEおよびEXCHANGE(サブ)パーティションなどのディストラクティブPMOPを持つことは許可されていません。i_am_a_refreshのUGAフラグを最初に設定してください。


	
処置: set_i_am_a_refreshを実行してから、PMOPでマテリアライズド・ビューを変更してください。









	 ORA-32340: マテリアライズド・ビューの定義はチューニングできません 
	
原因: マテリアライズド・ビュー定義の構成により、高速リフレッシュまたは再書込みを可能にするように調整できませんでした。


	
処置: DBMS_MVIEW.EXPLAIN_MVIEWを実行して原因を確認してください。









	 ORA-32341: EXPLAIN_MVIEW機能がマテリアライズド・ビュー"string"."string"の説明に失敗しました 
	
原因: マテリアライズド・ビューの依存オブジェクトが変更された可能性があります。マテリアライズド・ビューが無効になった可能性があります。


	
処置: ALTER MATERIALIZED VIEW COMPILEを実行して、カタログ・ビュー内にあるマテリアライズド・ビューの状態を確認してください。









	 ORA-32342: EXPLAIN_MVIEW機能がマテリアライズド・ビュー文の説明に失敗しました 
	
原因: マテリアライズド・ビューの定義にエラーがあります。結果として、マテリアライズド・ビューの文を説明できませんでした。


	
処置: 文の構文を確認してください。CREATE MATERIALIZED VIEW文である場合、マテリアライズド・ビューに指定されたパラメータも確認してください。









	 ORA-32344: 実表としてシノニムを指定したセカンダリ・マテリアライズド・ビューを作成できません 
	
原因: シノニムを指定したセカンダリ・マテリアライズド・ビューをFROM句で作成することはできません。


	
処置: 文からシノニムを削除してください。









	 ORA-32345: シノニムが変更されたためマテリアライズド・ビューstring.stringのリフレッシュに失敗しました 
	
原因: FROM句の1つ以上のシノニムの定義が変更されています。マテリアライズド・ビューの構造が無効になりました。


	
処置: シノニムをリストアするか、マテリアライズド・ビューを削除して再作成してください。









	 ORA-32346: ON COMMITのマテリアライズド・ビューのリフレッシュによりマスター表/マテリアライズド・ビューが変更されました 
	
原因: 読込み専用のマテリアライズド・ビューのON COMMITリフレッシュにより、マスター表/マテリアライズド・ビューが変更されました。原因は、リフレッシュされたマテリアライズド・ビューのトリガーである可能性があります。


	
処置: マスター表/マテリアライズド・ビューを更新するマテリアライズド・ビューではトリガーを作成しないでください。









	 ORA-32347: マテリアライズド・ビューの説明中の機能がNULLです 
	
原因: 指定された問合せの定義では、機能の情報が生成されませんでした。


	
処置: マテリアライズド・ビューの作成に適していないため、問合せを置換してください。









	 ORA-32348: ユーザー入力に基づいてサマリー・オブジェクトを再検証します 
	
原因: 無効になったサマリー・オブジェクトを検証するため、必要な試行回数を指定するイベントが設定されました。


	
処置: 無効になったサマリー・オブジェクトをユーザー入力に基づいて再検証してください。









	 ORA-32349: マテリアライズド・ビューの定義問合せ内で事前作成された表は参照できません 
	
原因: マテリアライズド・ビューの事前作成されたコンテナ表が定義問合せで参照されました。


	
処置: 事前作成でない表を参照するように定義問合せを変更してください。









	 ORA-32350: ON COMMITリフレッシュではすべてのディテール表の共有ロックが取得されます 
	
原因: ON COMMITマテリアライズド・ビューをリフレッシュして、変更のあるなしにかかわらず、すべてのディテール表の共有ロックを取得するためのイベントが設定されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-32351: マテリアライズド・ビューの作成中はデータベース・リンク名を数字で始めることはできません 
	
原因: このイベントはデフォルトで無効になっています。有効にすると、バグ6074902の修正プログラムが無効になるため、マテリアライズド・ビューまたはリモート表を作成するときに数字で始まるデータベース・リンクを作成できなくなります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-32400: "string"."string"のマテリアライズド・ビュー・ログのオブジェクトID列を使用できません 
	
原因: マテリアライズド・ビュー・ログに記録されたオブジェクトID列がないか、オブジェクトID列に関連付けられたタイムスタンプが前回のリフレッシュ時刻より最近です。


	
処置: 次の高速リフレッシュの前に、完全リフレッシュを実行する必要があります。必要に応じて、マテリアライズド・ビュー・ログにオブジェクトID列を追加してください。









	 ORA-32401: "string"."string"のマテリアライズド・ビュー・ログには新規の値がありません。 
	
原因: 示された表のマテリアライズド・ビュー・ログには、新規の値の情報がありません。


	
処置: ALTER MATERIALIZED VIEW LOGコマンドを使用して、新規の値をマテリアライズド・ビュー・ログに追加してください。









	 ORA-32403: "string"."string"のマテリアライズド・ビュー・ログからの新規の値を使用できません。 
	
原因: マテリアライズド・ビュー・ログに記録された新規の値がありません。または、新規の値に関連するタイムスタンプが前回のリフレッシュ時刻より最近です。


	
処置: 次の高速リフレッシュの前に、完全リフレッシュを実行してください。









	 ORA-32404: スナップショット・ログではこのデータベースに使用できないChange Data Captureを使用します 
	
原因: Change Data Captureを使用するマテリアライズド・ビュー・ログがChange Data Captureが使用できないデータベースにインポートされています。


	
処置: データベースでChange Data Captureを使用可能にして、インポートを再試行してください。









	 ORA-32405: 既存のマテリアライズド・ビュー・ログの表領域は変更できません 
	
原因: 既存のマテリアライズド・ビュー・ログに対する表領域の指定は変更できません。


	
処置: TABLESPACE句を文から削除してください。









	 ORA-32406: 既存のマテリアライズド・ビュー・ログのパーティション化は変更できません 
	
原因: 既存のマテリアライズド・ビュー・ログに対するパーティションの指定は変更できません。


	
処置: PARTITIONING句を文から削除してください。









	 ORA-32407: マテリアライズド・ビュー・ログに新規の値が含まれる場合は、新規の値を除外できません 
	
原因: 既存のマテリアライズド・ビュー・ログに対して新規の値を入れることが現行のオプションである場合、新規の値を除外する指定はできません。


	
処置: 新規の値を除外する句を変更してください。









	 ORA-32408: "string"."string"のマテリアライズド・ビュー・ログにはすでに新規の値があります 
	
原因: 示された表のマテリアライズド・ビュー・ログには、すでに新規の値があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-32409: "string"."string"のマテリアライズド・ビュー・ログではすでに新規の値が除外されています 
	
原因: 示された表のマテリアライズド・ビュー・ログでは、新規の値が除外されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-32411: マテリアライズド・ビュー定義の問合せが最大長を超えています 
	
原因: マテリアライズド・ビュー定義の問合せが制限値64Kを超えています。


	
処置: マテリアライズド・ビュー定義の問合せを変更し、最大長である64Kを超えないようにしてください。









	 ORA-32412: マテリアライズド・ビュー・ログでは暗号化された列"string"は許可されません 
	
原因: 作成または変更中のマテリアライズド・ビュー・ログが、実表の暗号化された列を取得しようとしています。


	
処置: 暗号化された列を取得しないでください。









	 ORA-32413: マテリアライズド・ビューのリフレッシュと切捨ての同時実行を許可 
	
原因: このイベントでは、マテリアライズド・ビューのリフレッシュと実表の切捨ての同時実行を許可します。これにより、デッドロック状況を防ぎます。(バグ6710019)


	
処置: マテリアライズド・ビューのリフレッシュと実表の切捨ての同時実行を許可するようにこのイベントを設定します。









	 ORA-32414: マテリアライズド・ビュー・ログは高速リフレッシュ用として相互に互換性がありません 
	
原因: コミットSCNベース・マテリアライズド・ビュー・ログのある表、およびタイムスタンプ・ベース・マテリアライズド・ビュー・ログのある表について、高速リフレッシュ可能なマテリアライズド・ビューを作成しようとしました。


	
処置: COMPLETE REFRESHを使用するか、または基礎となるマテリアライズド・ビュー・ログを変更して、相互に高速リフレッシュに対応するようにしてください。









	 ORA-32415: コミットSCNベース・マテリアライズド・ビュー・ログのあるディテール表についての高速リフレッシュ可能リモート・マテリアライズド・ビューはサポートされていません 
	
原因: コミットSCNベース・マテリアライズド・ビュー・ログのあるディテール表での高速リフレッシュ可能なリモート・マテリアライズド・ビューはサポートされていないため、マテリアライズド・ビューの作成に失敗しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-32416:1つ以上のコミットSCNベース・マテリアライズド・ビュー・ログの状態に、高速リフレッシュ用として一貫性がありません 
	
原因: ディクショナリ表"SYS"."SNAP_XCMT$"が一貫した状態にありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-32417: "string"."string"の削除には、DROP MATERIALIZED VIEW LOGを使用する必要があります 
	
原因: DROP MATERIALIZED VIEW LOG以外のコマンドを使用して、マテリアライズド・ビュー・ログを削除しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-32418: COMMIT SCNキーワードはCREATE MATERIALIZED VIEW LOG文でのみ使用されます 
	
原因: 既存のマテリアライズド・ビュー・ログを、コミットSCNを含むように変更しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-32419: ON COMMITマテリアライズド・ビューは、コミットSCNベース・マテリアライズド・ビュー・ログのあるディテール表ではサポートされていません 
	
原因: コミットSCNベース・マテリアライズド・ビュー・ログのあるディテール表にON COMMITマテリアライズド・ビューを作成しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-32420: サポートされていない高速リフレッシュ可能マテリアライズド・ビューが、コミットSCNベース・マテリアライズド・ビュー・ログのあるディテール表で定義されました 
	
原因: コミットSCNベース・マテリアライズド・ビュー・ログのあるディテール表で、サポートされていない高速リフレッシュ可能マテリアライズド・ビューを作成しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-32421: コミットSCNベース・マテリアライズド・ビュー・ログはLOB列のある表ではサポートされていません 
	
原因: LOB列のある表にコミットSCNベース・マテリアライズド・ビュー・ログを作成しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-32422: コミットSCNベース・マテリアライズド・ビュー・ログは、表"string"."string"にダイレクト・ロード/PMOPログ・エントリがある場合、この表に作成できません 
	
原因: sys.sumdelta$およびsys.sumpartlog$にダイレクト・ロード/PMOPログ・エントリがある表で、コミットSCNベース・マテリアライズド・ビュー・ログを作成しようとしました。


	
処置: 表の依存マテリアライズド・ビューをリフレッシュしてから、コミットSCNベース・マテリアライズド・ビュー・ログを表に作成してください。









	 ORA-32423: コミットSCNベース・マテリアライズド・ビュー・ログは、表"string"."string"にダイレクト・ロード/PMOPログ・エントリがある場合、この表で削除できません 
	
原因: sys.sumdelta$およびsys.sumpartlog$にダイレクト・ロード/PMOPログ・エントリがある表で、コミットSCNベース・マテリアライズド・ビュー・ログを削除しようとしました。


	
処置: 表の依存マテリアライズド・ビューをリフレッシュしてから、コミットSCNベース・マテリアライズド・ビュー・ログを表から削除してください。









	 ORA-32424: "string"."string"のマテリアライズド・ビュー・ログにはこのパージ・オプションがすでに指定されています 
	
原因: 示された表のマテリアライズド・ビュー・ログには、このパージ・オプションがすでに指定されています。


	
処置: 別のパージ・オプションを指定するか、またはパージ・オプションを削除してください。









	 ORA-32425: 非同期でかつスケジュールされたパージ・オプションは、コミットSCNベース・マテリアライズド・ビュー・ログでは許可されません 
	
原因: 非同期でスケジュールされたパージ・オプションを指定して、コミットSCNベース・マテリアライズド・ログを作成または変更しようとしました。


	
処置: 別のパージ・オプションを指定するか、またはパージ・オプションを削除してください。









	 ORA-32426: DSTのアップグレード中の"string"."string"のマテリアライズド・ビュー・ログ 
	
原因: 夏時間にアップグレード中の表で、マテリアライズド・ビュー・ログが作成または変更されました。


	
処置: マスター表でのDSTアップグレードが終了するまで待ってください。









	 ORA-32427: マテリアライズド・ビューに、サポートされていないNLS変換が含まれています 
	
原因: マテリアライズド・ビューの定義問合せをOracleでサポートされていない方法で変換したNLS設定の下で、マテリアライズド・ビューを作成または変更しようとしました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。または、NLS設定を削除するか、マテリアライズド・ビューの定義問合せを変更することによって、問題を回避してください。









	 ORA-32480: 再帰的WITH句の要素にはSEARCHおよびCYCLE句のみを指定できます 
	
原因: 再帰的でないWITH句の要素にSEARCH句またはCYCLE句が指定されました。


	
処置: SEARCH句またはCYCLE句を削除するか、またはWITH句の要素に再帰を追加してください。









	 ORA-32481: CYCLE句のサイクル値は非サイクル値と異なる必要があります 
	
原因: CYCLE句が再帰的WITH問合せに指定されましたが、サイクル値が非サイクル値またはDEFAULT値と同じです。


	
処置: サイクル値と非サイクル値の値が同じにならないように、いずれかの値を変更してください。









	 ORA-32482: SEARCH句の順序列はCYCLE句のサイクル・マーク列と異なる必要があります 
	
原因: SEARCH句とCYCLE句が再帰的WITH問合せに指定されましたが、SEARCH句の順序列がCYCLE句のサイクル・マーク列と同じです。


	
処置: 順序列とサイクル・マーク列が同じにならないように、いずれかを変更してください。









	 ORA-32483: WITH句のSEARCH句のソート指定リストで重複した名前が見つかりました 
	
原因: 再帰的問合せに対して指定されたSEARCH句のソート指定リストに、重複した名前が含まれています。


	
処置: SEARCH句のソート指定リストから重複した名前を削除してください。









	 ORA-32484: WITH句のCYCLE句のサイクル列リストで重複した名前が見つかりました 
	
原因: 再帰的問合せに対して指定されたCYCLE句のサイクル列リストに、重複した名前が含まれています。


	
処置: CYCLE句のサイクル列リストから重複した名前を削除してください。









	 ORA-32485: CYCLE句のサイクル列リスト内の要素は、WITH句要素の列別名リストに表示される必要があります 
	
原因: 再帰的WITH問合せに対して指定されたCYCLE句のサイクル列リストの要素が、WITH句の要素の列別名リストに含まれていません。


	
処置: WITH句要素の列別名リストにある名前のみを使用するようにサイクル列リストを変更してください。









	 ORA-32486: 再帰的WITH句の再帰的ブランチでサポートされていない操作です 
	
原因: 再帰的WITH句要素のUNION ALLの再帰的コンポーネントで、現在サポートされていない操作が使用されました。UNION ALL操作の再帰的ブランチでは、GROUP BY、DISTINCT、MODEL、グループ化設定、CONNECT BY、ウィンドウ機能、HAVING、集計関数を使用できません。


	
処置: サポートされない操作のない問合せに修正してください。









	 ORA-32487: 再帰的WITH問合せでサポートされていない結合です 
	
原因: 再帰的WITH句要素の再帰的コンポーネントに、次のいずれか1つが含まれています。
- 右側が再帰的問合せ名のLEFT OUTER結合。

- 左側が再帰的問合せ名のRIGHT OUTER結合。

- 再帰的問合せ名が含まれているFULL OUTER結合。




	
処置: サポートされない結合操作のない問合せに修正してください。









	 ORA-32488: WITH句要素に列別名リストがありませんでした 
	
原因: SEARCH句またはCYCLE句、あるいはその両方を使用するWITH句要素に、列別名リストが指定されていません。


	
処置: WITH句の問合せ名用の列別名リストを追加してください。









	 ORA-32489: SEARCH句のソート指定リストの要素がWITH句要素の列別名リストに表示されていませんでした 
	
原因: 再帰的WITH問合せに対して指定されたSEARCH句のソート指定リストの要素が、WITH句要素の列別名リストに含まれていません。


	
処置: WITH句要素の列別名リストに含まれる名前のみを使用するようにソート指定リストを変更してください。









	 ORA-32490: 再帰的なWITH句要素の再帰的ブランチで、再帰的問合せ名が複数回参照されています 
	
原因: 再帰的WITH句要素のUNION ALLの再帰的コンポーネントで、複数の再帰的問合せ名が参照されました。再帰的なWITH句要素の再帰的ブランチでは、再帰的問合せ名を1回のみ参照できます。


	
処置: 再帰的なWITH句要素の再帰的ブランチで、再帰的問合せ名への参照を1つのみ使用するように問合せを書き直してください。









	 ORA-32500: Dir名'string'は'string'文字を超えることができません 
	
原因: パス名が長すぎます。


	
処置: Dir名には、指定した最大長より短いパス名を使用してください。









	 ORA-32501: ファイルへのSGAの書込みが失敗しました。 
	
原因: 基礎となるOSDでエラーが発生しました。


	
処置: エラー番号を含む追加情報slercerrnoを調べてください。









	 ORA-32502: コマンドを実行できません。Flash Freezeは有効ではありません。 
	
原因: このコマンドは、Flash Freezeの後にのみ発行できます。


	
処置: Flash FreezeおよびOracle Diagnosticsの指示を参照してください。









	 ORA-32503: ファイルからのSGAのマッピングが失敗しました。 
	
原因: 基礎となるOSDでエラーが発生しました。


	
処置: エラー番号を含む追加情報slercerrnoを調べてください。









	 ORA-32504: string、string、stringまたはstringのいずれかが必要ですが、stringが見つかりました 
	
原因: 監視ポイント作成モードで無効な値が指定されました。


	
処置: 有効なモードを指定してください。









	 ORA-32505: 監視ポイントが多すぎます 
	
原因: 作成される監視ポイントが多すぎます。


	
処置: 適切な初期化パラメータを増やしてください。









	 ORA-32506: string、stringまたはstringのいずれかが必要ですが、stringが見つかりました 
	
原因: 無効な引数が指定されました。


	
処置: 有効な引数を指定してください。









	 ORA-32507: stringが必要ですが、stringが見つかりました 
	
原因: コマンドに対して無効な引数が指定されました。


	
処置: 有効な引数を指定してください。









	 ORA-32508: そのような監視ポイントIDはありません 
	
原因: 無効な監視ポイントIDが指定されました。


	
処置: oradebug showを使用して有効な監視ポイントIDをリストしてください。









	 ORA-32509: 監視ポイントはすでに削除されました 
	
原因: すでに削除されている監視ポイントを削除しようとしました。


	
処置: oradebug showを使用して有効な監視ポイントIDをリストしてください。









	 ORA-32510: 監視ポイントは読取り不可のメモリーには作成できません。 
	
原因: 無効なアドレスの監視ポイントを作成しようとしました。


	
処置: 別の有効なアドレスを指定してください。









	 ORA-32511: 監視ポイントは監視ポイント・コードに必要なメモリーには作成できません 
	
原因: 監視に必要なメモリー範囲と監視ポイント操作に必要な内部メモリー構造の間にオーバーラップが存在します。


	
処置: 別のアドレス範囲を指定してください。









	 ORA-32512: 'string'型が不明です 
	
原因: 無効な型名をダンプしようとしました。


	
処置: 認識されている型を指定してください。









	 ORA-32514: 複数の'string'型をダンプできません: 構造サイズが不明です 
	
原因: 無効なアドレスをダンプしようとしました。


	
処置: 別の有効なアドレスを指定してください。









	 ORA-32515: ORADEBUGコマンド'string'('string'の処理用)を発行できません。前のコマンド実行時間がstringミリ秒を超えています 
	
原因: ORADEBUGコマンドの実行を目的とするプロセスが、別のORADEBUGコマンドを実行中のため、指定されたタイムアウト値より長い間ビジーでした。


	
処置: タイムアウト値を増やしてください。









	 ORA-32516: ORADEBUGコマンド'string'の実行が終了するまでプロセス'string'を待機できません。待機時間がstringミリ秒を超えています 
	
原因: ORADEBUGコマンドの実行に、指定されたタイムアウト値より長い時間がかかりました。


	
処置: タイムアウト値を増やしてください。









	 ORA-32517: ORADEBUGコマンド'string'('string'の処理用)を発行できません(前のコマンド実行時間がstringミリ秒を超えています)。合計待機時間がstringミリ秒を超えています 
	
原因: ORADEBUGコマンドの実行を目的とするプロセスが、別のORADEBUGコマンドを実行中のためビジーでした。すべてのターゲット・プロセスの合計待機時間が最大待機時間を超えたため、ORADEBUGコマンドはターゲット・プロセスに対して発行されませんでした。


	
処置: タイムアウト値を増やしてください。









	 ORA-32518: ORADEBUGコマンド'string'の実行が完了するまでプロセス'string'を待機できません(stringミリ秒待機しました)。合計待機時間がstringミリ秒を超えています 
	
原因: すべてのターゲット・プロセスの合計待機時間が最大待機時間を超えたため、ターゲット・プロセスがORADEBUGコマンドの実行を終了するための待機は中断されました。


	
処置: タイムアウト値を増やしてください。









	ORA-32519: ORADEBUGコマンドを実行する権限が不十分です: string 
	
原因: 十分な権限が付与されていません。


	
処置: 必要な権限を所有するデータベース・セッションを使用して操作を実行してください。詳細は、Oracle ORADEBUGのドキュメントを参照してください。









	 ORA-32520: 資格証明の認証中にエラーが発生しました 
	
原因: 資格証明の認証中にエラーが発生しました。


	
処置: 他のエラー・メッセージで追加情報を調べるか、Oracleサポート・サービスにお問い合せください。









	 ORA-32521: ORADEBUGコマンド: stringの解析中にエラーが発生しました 
	
原因: 無効なORADEBUGコマンドが指定されました。


	
処置: 正しいORADEBUGコマンドおよび引数を指定してください。









	 ORA-32550: 反対のヒントにもかかわらず置換が発生しました。 
	
原因: このメッセージは表示されません。内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-32575: 明示的な列デフォルトがビューの変更に対してサポートされていません 
	
原因: デフォルト・キーワードがビューを変更するために使用されました。


	
処置: 暗黙的なデフォルト(列値の対を省略する)を使用してください。









	 ORA-32576: TYPEキーワードがありません 
	
原因: TYPEキーワードがありません。


	
処置: TYPEキーワードを使用してください。









	 ORA-32577: ユーザー名はSYSまたはSYSTEMである必要があります 
	
原因: CREATE DATABASE文でパスワードを指定するときに、SYSまたはSYSTEMのユーザー名が指定されませんでした。


	
処置: CREATE DATABASE文で指定できるのは、SYSおよびSYSTEMユーザーのパスワードのみです。SYSまたはSYSTEMユーザーのパスワードを指定して、文を再発行してください。









	 ORA-32578: SYSのパスワードはすでに指定されています 
	
原因: CREATE DATABASE文で、SYSユーザーのパスワードが2回指定されました。


	
処置: SYSユーザーのパスワードを1つのみ指定して、CREATE DATABASE文を再発行してください。









	 ORA-32579: SYSTEMのパスワードはすでに指定されています 
	
原因: CREATE DATABASE文で、SYSTEMユーザーのパスワードが2回指定されました。


	
処置: SYSTEMユーザーのパスワードを1つのみ指定して、CREATE DATABASE文を再発行してください。









	 ORA-32580: SYSおよびSYSTEMの両方のパスワードを指定する必要があります 
	
原因: CREATE DATABASE文で、SYSとSYSTEM両方のユーザーのパスワードが指定されませんでした。一方のパスワードが指定される場合は、両方のパスワードが指定される必要があります。


	
処置: SYSとSYSTEM両方のユーザーのパスワードを指定して、CREATE DATABASE文を再発行してください。









	 ORA-32581: パスワードが不明または無効です 
	
原因: CREATE DATABASE文で、SYSまたはSYSTEMユーザーのパスワードが正しく指定されませんでした。


	
処置: 有効なパスワードを指定して、CREATE DATABASE文を再発行してください。









	 ORA-32582: 表に対して左相関の関係にある表関数はその表に対して左外部結合もできません 
	
原因: 表関数T2に表T1への参照が含まれています。T2はT1に対して左外部結合でもあります。これは許可されていません。


	
処置: T2からT1への参照を削除するか、または左側外部結合の指定(+)を削除してください。









	 ORA-32583: 表関数に渡された問合せは、選択リスト内の要素数が正しくありません 
	
原因: REFカーソルを引数としてとる表関数入力の問合せにおいて、選択リストの要素数が誤っており、REFカーソルの要素に対応していません。REFカーソルは、ここではPARTITION句によって順番に参照されるカーソルです。これは許可されていません。


	
処置: 問合せの選択リストが、関数で定義されているREFカーソル列数と一致することを確認してください。









	 ORA-32584: LOGキーワードがありません 
	
原因: LOGキーワードが欠落しています。


	
処置: LOGキーワードを使用してください。









	 ORA-32585: サプリメンタル・ログ属性の指定が重複しています 
	
原因: CREATE/ALTER DDLに補足ログの属性が複数指定されています。


	
処置: 補足ログの属性を1つだけ指定するようにCREATE/ALTER DDLを修正してください。









	 ORA-32586: サプリメンタル・ロギング属性が複数指定されています 
	
原因: 主キー、一意索引、外部キーまたはすべての列補助ロギング属性が、CREATE/ALTER DDLで複数指定された可能性があります。


	
処置: 違反している補助ロギング属性のうち1つのみが指定されるように、CREATE/ALTER DDLを修正してください。









	 ORA-32587: 存在しないstringサプリメンタル・ロギングは削除できません 
	
原因: 指定されている補足ログ属性が存在しません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-32588: サプリメンタル・ロギング属性stringは存在します 
	
原因: 指定されている補助ロギングが存在します。


	
処置: この補助ロギング属性を削除してからAlter/Create DDLを再試行してください。









	 ORA-32589: 最小限のサプリメンタル・ロギングは削除できません 
	
原因: 最小補助ロギングを削除できませんでした。主キー、外部キー、一意のまたはすべての列補助ロギングのいずれか1つがデータベース・レベルで使用可能であるためです。


	
処置: V$DATABASEを使用して、データベース全体の補助ロギング・ディレクティブを確認してください。データベース全体の他の補助ロギング・ディレクティブが使用可能でない場合にかぎり、最小補助ロギングを削除できます。









	 ORA-32590: ここではログ・グループを指定できません 
	
原因: この文では補足ログの指定は許可されていません。


	
処置: 補足ログの指定を文から削除してください。









	 ORA-32591: 接続文字列が長すぎます 
	
原因: データベース・リンクに指定された接続文字列が2000文字を超えています。


	
処置: 接続文字列を2000文字未満で指定してください。









	 ORA-32592: ログ・グループ内のすべての列をログのない列にすることはできません 
	
原因: 補足ログ・グループは、No Logとマークされていないスカラー型を1列以上持つ必要があります。


	
処置: No Logとマークされていないスカラー型を1列以上持つように補足ログ・グループを再定義してください。









	 ORA-32593: データベース・サプリメンタル・ロギング属性インフラックス 
	
原因: 全データベースのサプリメンタル・ロギング属性を変更中の別のプロセスがあります。


	
処置: このエラーが発生したDDLまたはLogMinerディクショナリのビルドを再試行してください。









	 ORA-32594: COMMENTコマンドのオブジェクト・カテゴリが無効です 
	
原因: 指定されたオブジェクト・カテゴリは、COMMENTコマンドの使用に対して有効なオブジェクトではありません。


	
処置: 許容されるオブジェクト・カテゴリ(表、演算子、索引タイプなど)を指定して、COMMENTコマンドを再試行してください。









	 ORA-32595: DDL文はBY SESSIONを指定して監査できません 
	
原因: BY SESSION句が指定されたDDL文を監査しようとしました。DDL文はBY ACCESSでのみ監査できます。


	
処置: BY SESSIONではなく、BY ACCESSをDDL文に指定してください。









	 ORA-32596: ALTER USERまたはCREATE USERオプションが重複しています 
	
原因: ALTER USERオプションが重複しています。


	
処置: 重複したオプションを削除してください。









	 ORA-32597: データベース・サプリメンタル・ロギング属性が矛盾しています 
	
原因: すべてのRACインスタンスにサプリメンタル・ロギング属性を伝播できませんでした。このDDLの処理中に、いずれかのインスタンスがRACの一部でなくなった可能性があります。


	
処置: このエラーが発生したDDLまたはLogMinerディクショナリのビルドを再試行してください。









	 ORA-32598: ALTER DATABASE LINKコマンドでユーザー名は変更できません 
	
原因: データベース・リンクの固定ユーザー名を変更しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-32600: RETENTIONとPCTVERSIONは同時に使用できません 
	
原因: RETENTIONとPCTVERSIONは同時に使用できません。


	
処置: RETENTIONまたはPCTVERSIONのいずれかを使用してください。









	 ORA-32601: 保存値を指定できません 
	
原因: 保存周期の値は指定できません。


	
処置: パラメータに値を指定しないでください。









	 ORA-32602: FREEPOOLSとFREELIST GROUPSは同時に使用できません 
	
原因: FREEPOOLSとFREELIST GROUPSは同時に使用できません。


	
処置: FREEPOOLSまたはFREELIST GROUPSのいずれかを使用してください。









	 ORA-32603: FREEPOOLS LOBの記憶域オプション値が無効です 
	
原因: FREEPOOLS LOB記憶域オプションの値は整数である必要があります。


	
処置: 適切な整数値を選択して、操作を再試行してください。









	 ORA-32604: REBUILDオプションが無効です 
	
原因: REBUILDキーワードの後にFREEPOOLSキーワードがありません。


	
処置: FREEPOOLSキーワードを指定してください。









	 ORA-32605: REBUILDオプションが無効です 
	
原因: LOB列を持つ表の作成中には、フリープールを再作成できません。


	
処置: このコンテキストにREBUILD...を指定しないでください。









	 ORA-32606: MODEL句にNAVキーワードがありません 
	
原因: NAVキーワードが必要な場所に指定されていません。


	
処置: NAVキーワードを指定するか、SQL文を確認してください。









	 ORA-32607: MODEL句のITERATE値が無効です 
	
原因: ITERATEに4バイトの正の整数値を指定する必要があります。


	
処置: 適切な値を選択して、操作を再試行してください。









	 ORA-32608: FORループにINCREMENTまたはDECREMENTキーワードがありません 
	
原因: INCREMENTキーワードまたはDECREMENTキーワードが必要な場所に指定されていません。


	
処置: INCREMENTまたはDECREMENTキーワードを指定するか、SQL文を確認してください。









	 ORA-32609: MODEL句にREFERENCEキーワードがありません 
	
原因: REFERENCEキーワードが必要な場所に指定されていません。


	
処置: REFERENCEキーワードを指定するか、SQL文を確認してください。









	 ORA-32610: MODEL句にSINGLE REFERENCEまたはDIMENSIONキーワードがありません 
	
原因: SINGLE REFERENCEキーワードまたはDIMENSIONキーワードが必要な場所に指定されていません。


	
処置: 適用可能なキーワードを指定するか、SQL文を確認してください。









	 ORA-32611: MODEL CV演算子の使用方法が正しくありません 
	
原因: UNTIL条件においてディメンション式の外でCV関数が使用されたか、またはディメンションの引数が使用されていません。


	
処置: SQL文を調べて、必要に応じて修正してください。









	 ORA-32612: FORループの使用が無効です 
	
原因: MODEL FORループが許可されていない場所で使用されました。ルールの右辺またはUNTIL条件で、FORループは複雑なディメンション条件に使用できません。


	
処置: SQL文を調べて、必要に応じて修正してください。









	 ORA-32613: MODELセルではありません 
	
原因: 演算子にオペランドとしてMODELセルが必要です。


	
処置: オペランドとしてMODELセルを指定して、SQL文を確認してください。









	 ORA-32614: MODEL SELECT式が正しくありません 
	
原因: MODEL別名、定数、これら2つの式以外の式が、MODEL SELECT句に指定されています。


	
処置: 問合せを再作成してください。別のSELECT内にネストされている可能性があります。









	 ORA-32615: MODEL IS ANY述語の使用方法が正しくありません 
	
原因: ANY条件がディメンション式の外で使用されているか、非ディメンション引数または異なるディメンション引数とともに使用されています。


	
処置: SQL文を調べて、必要に応じて修正してください。









	 ORA-32616: MODEL句にDIMENSION BYキーワードがありません 
	
原因: DIMENSIONキーワードが必要な場所に指定されていません。


	
処置: DIMENSIONキーワードを指定するか、SQL文を確認してください。









	 ORA-32617: MODEL句にMEASURESキーワードがありません 
	
原因: MEASURESキーワードが必要な場所に指定されていません。


	
処置: MEASURESキーワードを指定するか、SQL文を確認してください。









	 ORA-32618: MODEL PREVIOUS関数の使用方法が正しくありません 
	
原因: MODEL PREVIOUS関数がMODEL "ITERATE UNTIL"句の外で使用されているか、あるいはネストされています。


	
処置: SQL文を調べて、必要に応じて修正してください。









	 ORA-32619: MODEL ITERATION_NUMBERの使用方法が正しくありません 
	
原因: ITERATION_NUMBERが、繰り返されるMODELの外で使用されました。


	
処置: SQL文を調べて、必要に応じて修正してください。









	 ORA-32620: MODELルール内の副問合せが無効です 
	
原因: MODELルール内の副問合せの使用方法が正しくありませんでした。


	
処置: SQL文を調べて、必要に応じて修正してください。









	 ORA-32621: UNTIL反復条件の集合が無効です 
	
原因: UNTIL条件で集計関数が使用されました。


	
処置: SQL文を調べて、必要に応じて修正してください。









	 ORA-32622: 複数セル参照が無効です 
	
原因: 集計関数なしでメジャー式に複数セル参照が指定されました。


	
処置: メジャー式で集計関数を使用するか、セルの参照を修正してください。









	 ORA-32623: MODEL PRESENT*関数の使用方法が正しくありません 
	
原因: PRESENT*関数(IS PRESENT、PRESENTV、PRESENTNNV)がメジャー式で使用されました。


	
処置: SQL文を調べて、必要に応じて修正してください。









	 ORA-32624: MODELのディメンションの再ソートが無効です 
	
原因: ディメンションを修正するための式がセル参照内で誤った順序で指定されました。


	
処置: セル参照内のディメンション式を並べ替えてください。









	 ORA-32625: セル参照の述語のディメンションが無効です 
	
原因: 条件で位置のディメンションでないディメンションが参照されました。


	
処置: SQL文を調べて、必要に応じて修正してください。









	 ORA-32626: MODEL FORループのバウンドまたは増分が無効です 
	
原因: FORループには、バウンドにタイムゾーン型を使用しない数値および日付時刻のみを使用できます。時間隔の定数と数値の型のみ増分または減分の式として許可されています。


	
処置: SQL文を調べて、必要に応じて修正してください。









	 ORA-32627: MODEL FOR LIKEループのパターンが無効です 
	
原因: FOR LIKEパターンがワイルドカード文字を持っていないか、複数のワイルドカード文字を持っていました。


	
処置: 単一のワイルドカード文字を持つパターンに修正してください。









	 ORA-32628: MODELのセル参照のネストが無効です 
	
原因: MODELのセル参照のネスト・レベルが深すぎます。


	
処置: セル参照の深いネスティングを行わないようにし、必要に応じて書き換えてください。









	 ORA-32629: 参照で使用するメジャーは更新できません 
	
原因: ネストされた参照で使用されているメジャーが、自動整列のMODELのMODELルールによって更新されています。


	
処置: SQL文を変更するか、順次整列MODELを使用してください。









	 ORA-32630: 自動ソートMODELに複数の割当てがあります 
	
原因: モデル・セルが複数のモデル・ルール内の同じメジャーで更新されました。自動ソートMODELでの複数の割当ては、多義性と決定不可を引き起こすために、許可されません。


	
処置: 順次整列MODELを使用するか、ルールを修正してこれを回避してください。









	 ORA-32631: MODELのオプションは使用できません 
	
原因: オブジェクト列がMODEL列として使用されました。オブジェクト型は、pby式、dby式、またはメジャー式として許可されていません。


	
処置: SQL文を調べて、必要に応じて修正してください。









	 ORA-32632: MODEL FORセル索引の副問合せが正しくありません 
	
原因: MODEL FORセル索引で無効な副問合せが指定されました。MODEL FORセル索引で使用される副問合せは、副問合せ、相関、バインドおよびWITH表への参照を持つことができません。


	
処置: SQL文を調べて、必要に応じて修正してください。









	 ORA-32633: MODEL副問合せのFORセル索引で、戻される行が多すぎます 
	
原因: MODEL FORセル索引の副問合せで、許可されている最大数より多い行が戻されました。


	
処置: ルールを複数に分割してください。









	 ORA-32634: 自動ソートMODELの評価は収束しません 
	
原因: ルールに従った自動整列を使用した評価が収束ポイントに達しませんでした。


	
処置: ルールを変更するか、またはかわりに順次整列を使用してください。









	 ORA-32635: 述語が単一セル参照ではありません 
	
原因: 単一セル参照条件でない条件が、単一セル参照条件が必要な場所で指定されました。単一のセルを参照する条件は、定数式または<dimension_key = constant_expr>形式の条件です。


	
処置: 条件が適切な単一セル参照であることを確認してください。場合によっては、明示型の変換演算子(またはキャスト)を定数式に入れる必要があります。









	 ORA-32636: MODELにあるルールが多すぎます 
	
原因: ルール数が許可されているルールの最大数を超えました(おそらくルール展開後です)。


	
処置: ルール数を減らしてください。









	 ORA-32637: 順次ソートMODELに自己循環ルールがあります 
	
原因: 順次ソートMODELに自己循環ルールが見つかりました。順次整列のMODELには、更新またはアップサートされたセルの評価順序に依存しないことを保証する自己循環ルールを入れることはできません。


	
処置: このルールに、順序付けされたルール評価を使用してください。









	 ORA-32638: MODELディメンションのアドレッシングが一意ではありません 
	
原因: MODELに定義されたアドレス空間(pby式またはdby式)が、各セルを一意に識別していません。


	
処置: MODEL句を修正してください。UNIQUE SINGLE REFERENCEオプションを使用すると便利です。









	 ORA-32639: 参照MODELに集計関数は使用できません 
	
原因: 集計関数が、参照MODELのセルに指定されました。


	
処置: SQL文を調べて、必要に応じて修正してください。









	 ORA-32640: マルチバイト・キャラクタ・タイプにはFOR LIKEループは使用できません 
	
原因: FOR LIKEループが、マルチバイト・キャラクタ型で指定されました。


	
処置: SQL文を調べて、必要に応じて修正してください。









	 ORA-32641: MODELルールのORDER BY句に無効な式があります 
	
原因: ディメンションとメジャー列の式、および参照MODELのセル参照のみが許可されているMODELルールのORDER BY句で、無効な式が指定されました。


	
処置: MODELルールのORDER BY句を変更してください。









	 ORA-32642: ORDER BY句のセル値が一意ではありません 
	
原因: MODELルールのORDER BY句で、ルールの左辺の条件を満たすすべてのセルに対して一意の値が生成されませんでした。


	
処置: MODELルールのORDER BY句を変更してください。









	 ORA-32643: MODELルールのウィンドウ機能の使用が無効です 
	
原因: 左側にFORループまたは右側に集計を伴うSQL Modelルールでは、ウィンドウ機能を使用できません。


	
処置: MODELルールを変更してください。









	 ORA-32644: この関数はMODEL句の外では使用できません 
	
原因: MODEL句内でのみ使用できる関数が、MODEL句の外で使用されています。


	
処置: SQL文をリライトしてください。









	 ORA-32690: ハッシュ表のインフラストラクチャがメモリー不足です 
	
原因: メモリーが不十分です。


	
処置: メモリーを増やしてください。









	 ORA-32695: HTI: メモリー不足です 
	
原因: メモリーが不十分です。


	
処置: メモリーを増やしてください。









	 ORA-32696: HTI: 空スロットがありません 
	
原因: メモリーが不十分です。


	
処置: メモリーを増やしてください。









	 ORA-32700: DIAG Group Serviceでエラーが発生しました 
	
原因: DIAG Group Service操作を実行中に予期せぬエラーが発生しました。


	
処置: DIAGプロセスがアクティブであることを確認してください。また、Oracle DIAGトレース・ファイルをエラー・チェックしてください。









	 ORA-32701: ハングID=stringまでの可能性のあるハングが検出されました 
	
原因: Hang Managerが、1つ以上のハングを検出しました。これらが有効なハングであって、対処が必要であるか、システムの過負荷が原因となって処理が非常に遅くなったことがハングと解釈されているかのどちらかです。ハングの解決を有効化すると、Hang Managerが最終的なブロック原因を終了することによってハングを解決しようとする場合があります。


	
処置: 診断情報については、このメッセージに関連付けられているインシデント・ログを確認してください。









	 ORA-32702: ローリング移行が進行中です 
	
原因: DIAGでIPCのローリング移行が検出されました。


	
処置: 処置は必要ありません。DIAGはローリング移行のために停止されます。このエラー番号は、内部目的でのみ使用されます。









	 ORA-32703: デッドロックが検出されました: string 
	
原因: リソースを待機中のOracleセッションでデッドロックが発生しました。


	
処置: 失敗したコマンドを再発行し、インシデントの情報をOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-32730: コマンドはリモート・インスタンスでは実行できません 
	
原因: DIAGがDIAG Group Serviceに登録されていません。


	
処置: クラスタ・データベース構文を使用せずにコマンドを発行してください。









	 ORA-32731: 別のParallel Oradebugセッションが進行中です 
	
原因: データベースで別のParallel Oradebugセッションが進行中です。


	
処置: 現在のセッションが終了してからコマンドを発行してください。









	 ORA-32732: Parallel Oradebugセッションは異常終了します 
	
原因: グループ再構成がDIAG間で発生しました。


	
処置: グループ再構成が終了してからコマンドを発行してください。









	 ORA-32733: Parallel Oradebugの実行時にエラーが発生しました 
	
原因: ローカル・ノードでコマンドを実行中にエラーが発生しました。


	
処置: エラーの詳細は、アラート・ログおよびDIAGトレース・ファイルを参照してください。









	 ORA-32734: リモートDIAGへのOradebugコマンドの送信時にエラーが発生しました 
	
原因: IPC通信に問題が発生しました。


	
処置: DIAG間のIPC通信を確認して、コマンドを再発行してください。









	 ORA-32735: DIAGプロセスがインスタンスで実行されていません 
	
原因: DIAGプロセスが稼働していません。


	
処置: DIAGトレース・ファイルでエラーを確認して、DIAGが再起動したときにコマンドを再発行してください。









	 ORA-32736: メッセージ型が間違っているためハングの分析が異常終了しました 
	
原因: DIAGで無効なメッセージが受信されました。


	
処置: DIAGトレース・ファイルでエラーを確認してください。









	 ORA-32737: メモリーの割当てに失敗したためハングの分析が異常終了しました 
	
原因: DIAGではリモート・コピー用のバッファを割当てできませんでした。


	
処置: DIAGトレース・ファイルでエラーを確認してください。









	 ORA-32738: メモリーのコピーに失敗したためハングの分析が異常終了しました 
	
原因: DIAGではリモート・ノードにバッファをコピーできませんでした。


	
処置: DIAGトレース・ファイルでエラーを確認してください。









	 ORA-32739: ヒープの再拡張に失敗したためハングの分析が異常終了しました 
	
原因: DIAGでは待機グラフのヒープを再拡張できませんでした。


	
処置: DIAGトレース・ファイルでエラーを確認してください。









	 ORA-32740: 要求された操作は実行できません 
	
原因: インスタンスが終了中のために、操作が異常終了しました。


	
処置: インスタンスを再起動した後で操作を再試行してください。









	 ORA-32741: ハングの分析はすでに実行中です 
	
原因: ハングの分析は、グローバルまたはそのインスタンスに対して、すでに実行中でした。


	
処置: 現在の操作の終了を待って、コマンドを再試行してください。









	 ORA-32742: ハングの分析の初期化に失敗しました 
	
原因: Hang Analyzerが初期化するメモリーを割当てできません。


	
処置: トレース・ファイルを確認してください。









	 ORA-32743: コマンドはリモート・インスタンスでは実行できません 
	
原因: データベースがSHAREDモードでマウントされていません。


	
処置: SHAREDモードでデータベースをマウントしてください。









	 ORA-32766: 負のオフセットが渡されました。LOBにはVARCHARセマンティクスを使用してください。 
	
原因: 現在のvarcharの動作が異なります。たとえば、instr('abcd', 'cd', -2, 1)は3を戻しますが、instr(to_clob('abcd'), 'cd', -2, 1)は0を戻します(つまり一致しません)。逆検索はオフセット-2から開始し、これは'c'をポイントして逆に移動します。つまり'd'は無視されます。これは0を戻すinstr('dcba','dc',2,1)に対して対称です。


	
処置: Oracleでは、LOB(instr)に同じVARCHARセマンティクスが使用されます。同じ例であるinstr(to_clob('abcd'), 'cd', -2, 1)を使用すると、VARCHARの場合と同様に3が戻されます。









	 ORA-32767: この操作用のサーバーが接続されていません 
	
原因: クライアント側のSQLまたはPL/SQLファンクション操作のためにサーバーへ接続する必要がありますが、現在、クライアント/サーバー接続が存在しません。


	
処置: クライアント/サーバー接続を確立してください。









	 ORA-32771: BIGFILE表領域にファイルを追加できません 
	
原因: 2つ目のファイルをBIGFILE表領域に追加しようとしました。


	
処置: このコマンドはBIGFILE表領域と一緒に使用しないでください。









	 ORA-32772: BIGFILEは、このタイプの表領域に対して無効なオプションです 
	
原因: 手動セグメント領域管理を使用してディクショナリ管理またはローカル管理されているBIGFILE表領域を作成しようとしました。


	
処置: 表領域の型を自動セグメント領域管理を使用したローカル管理に変更するか、かわりにSMALLFILE表領域を作成してください。









	 ORA-32773: SMALLFILE表領域stringに対する操作はサポートされていません 
	
原因: 表領域のサイズ変更など、BIGFILE表領域にのみサポートされている操作を実行しようとしました。


	
処置: かわりにALTER DATABASE DATAFILEコマンドの適切な句を使用してください。









	 ORA-32774: BIGFILE表領域stringに複数のファイルが指定されています 
	
原因: 複数のデータファイルまたは一時ファイルが、BIGFILE表領域に対するCREATE TABLESPACEコマンドに指定されました。


	
処置: 1つのファイルのみを含むようにコマンドを変更するか、かわりにSMALLFILE表領域を作成してください。









	 ORA-32775: 読取り専用の表領域stringのサイズ属性は変更できません 
	
原因: 読込み専用である表領域のサイズ属性を変更しようとしました。


	
処置: 表領域を読込み書込み両用に変更して、サイズ変更操作を再試行してください。









	 ORA-32790: 要素'string'がデフォルト表'string'を要素'string'と共有できませんでした 
	
原因: 制約内の1つの要素が、デフォルト表を、スーパータイプ内の対応する要素と共有していました。


	
処置: 制約の要素に対するデフォルト表の名前を変更してください。














19 ORA-32800からORA-32857



	 ORA-32800: 内部エラーstring。 
	
原因: 予期せぬエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-32801: 値string(string)が無効です。 
	
原因: パラメータに無効な値が指定されました。


	
処置: パラメータに有効な値を指定してください。









	 ORA-32802: stringの値は、stringにする必要があります。 
	
原因: パラメータに無効な値が指定されました。


	
処置: 示されている値をメッセージに指定してください。









	 ORA-32803: stringの値は変更できません。 
	
原因: 変更できない値を変更しようとしました。


	
処置: 示された値を変更せずに操作を再試行してください。









	 ORA-32804: 値stringは無効です。stringにフォームstringが必要です。 
	
原因: パラメータに指定された値に不適切なフォームがあります。


	
処置: 適切なフォームの文字列を指定してください。









	 ORA-32805: stringの識別子が長すぎます。最大長はstring文字です。 
	
原因: 識別子の文字列が許可された最大長を超えています。


	
処置: 許可された最大長未満の文字列を指定してください。









	 ORA-32806: stringの値が長すぎます。最大長はstringです。 
	
原因: 値が許可された最大長を超えています。


	
処置: 許可された最大長未満の値を指定してください。









	 ORA-32807: メッセージ・システム・リンクstringはすでに存在します。 
	
原因: 指定された名前のメッセージ・システム・リンクはすでに存在します。


	
処置: 別の名前を指定してください。









	 ORA-32808: メッセージ・システム・リンクstringは存在しません。 
	
原因: 指定された名前のメッセージ・システム・リンクは存在しません。


	
処置: 存在するメッセージ・システム・リンク名を指定してください。









	 ORA-32809: 外部キューstringはすでに登録されています。 
	
原因: このメッセージ・システム・リンクには、外部キュー(NAME@MSGLINK)がすでに登録されています。


	
処置: このメッセージ・システム・リンクに使用されていない別の名前を指定してください。









	 ORA-32810: 外部キューstringは登録されていません。 
	
原因: このメッセージ・システム・リンクには、外部キュー(NAME@MSGLINK)が登録されていません。


	
処置: 登録済外部キューの名前を指定してください。









	 ORA-32811: サブスクライバstringはすでに存在します。 
	
原因: 指定されたサブスクライバ識別子はすでに存在します。


	
処置: 別の識別子を指定してください。









	 ORA-32812: サブスクライバstringは存在しません。 
	
原因: 指定されたサブスクライバ識別子は存在しません。


	
処置: 既存のサブスクライバ識別子を指定してください。









	 ORA-32813: 伝播スケジュールstringはすでに存在します。 
	
原因: 指定された伝播スケジュール識別子はすでに存在します。


	
処置: 別の識別子を指定してください。









	 ORA-32814: 伝播スケジュールstringは存在しません。 
	
原因: 指定された伝播スケジュール識別子は存在しません。


	
処置: 存在するスケジュール識別子を指定してください。









	 ORA-32815: メッセージ・システム・リンクstringは外部キューによって参照されます。 
	
原因: 現在1つ以上の登録済外部キューに参照されているメッセージ・システム・リンクを削除しようとしました。


	
処置: このメッセージ・システム・リンクを使用しているすべての外部キューを登録解除して、操作を再試行してください。









	 ORA-32816: 外部キューstringは、サブスクライバまたはスケジュールによって参照されます。 
	
原因: 現在1つ以上のサブスクライバまたは伝播スケジュールに参照されている外部キューを登録解除しようとしました。


	
処置: この外部キューを使用しているすべてのサブスクライバおよび伝播スケジュールを削除して、操作を再試行してください。









	 ORA-32817: メッセージ・システム・リンクstringは、stringのログ・キューでは構成されていません。 
	
原因: 伝播サブスクライバを追加しようとしましたが、メッセージ・システム・リンクが示された伝播タイプのログ・キューで構成されていません。


	
処置: メッセージ・システム・リンクを変更して、リンクをこの伝播タイプのログ・キューで構成してください。









	 ORA-32818: AQキューstringは存在しません。 
	
原因: 指定されたAQキューは存在しません。


	
処置: 既存のAQキューの名前を指定してください。









	 ORA-32819: AQキューstringには、通常のキューである必要があります。 
	
原因: 指定されたAQキューは存在しますが、通常のキューではありません。


	
処置: 通常のキュー(NORMAL_QUEUE)として作成されたAQキューの名前を指定してください。









	 ORA-32820: サブスクライバ・キューおよび例外キューでは、同じメッセージ・システム・リンクを使用する必要があります。 
	
原因: INBOUND伝播の操作を実行しようとしましたが、指定されたサブスクライバ・キューおよび例外キューで異なるメッセージ・システム・リンクが参照されています。


	
処置: サブスクライバ・キューと同じメッセージ・システム・リンクの登録済外部キューである例外キューを指定してください。









	 ORA-32821: サブスクライバ・キューおよび例外キューには、同じペイロード型が必要です。 
	
原因: OUTBOUND伝播の操作を実行しようとしましたが、サブスクライバ・キューに使用されるAQキューおよび例外キューで異なるペイロード型が使用されています。


	
処置: サブスクライバ・キューと同じペイロード型の例外キューを指定してください。









	 ORA-32822: サブスクライバstringには削除用にマークが付けられています。 
	
原因: 削除用のマークが付けられたサブスクライバの管理操作を実行しようとしました。サブスクライバを削除しようとした場合は、Messaging Gatewayエージェントが稼働しているかどうかにかかわらず、現時点では削除できません。


	
処置: 削除が保留されているサブスクライバに伝播管理コマンドを発行しないでください。エージェントにより削除されるのを待機するか、またはFORCEオプションを使用してREMOVE_SUBSCRIBERを発行し、強制的にサブスクライバを削除してください。









	 ORA-32823: キューstringおよび宛先stringにはサブスクライバが存在します。 
	
原因: すでに伝播サブスクライバが存在するキューと宛先のペアにサブスクライバを作成しようとしました。


	
処置: 別のキューと宛先のペアを指定するか、または示されたペアを使用してサブスクライバを削除し、操作を再試行してください。









	 ORA-32824: ソースstringおよび宛先stringにはスケジュールが存在します。 
	
原因: すでに伝播スケジュールが存在するソースと宛先のペアにスケジュールを作成しようとしました。


	
処置: 別のソースと宛先のペアを指定するか、または示されたペアを使用してスケジュールを削除し、操作を再試行してください。









	 ORA-32825: Messaging Gatewayエージェントが起動されていません。 
	
原因: 起動されていないMessaging Gatewayエージェントを停止しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-32826: Messaging Gatewayエージェントはすでに起動されています。 
	
原因: すでに起動されているMessaging Gatewayエージェントを起動しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-32827: Messaging Gatewayエージェントを停止する必要があります。 
	
原因: Messaging Gatewayエージェントを停止する必要のある操作を実行しようとしました。


	
処置: SHUTDOWNを発行してMGW_GATEWAYビューでNOT_STARTEDステータスを確認してから、操作を再試行してください。十分な時間が経過してもエージェントが停止しない場合は、CLEANUP_GATEWAYを発行してゲートウェイの状態をリセットする必要があります。









	 ORA-32828: Messaging Gatewayエージェントを実行している必要があります。 
	
原因: Messaging Gatewayエージェントを起動させ、応答可能にする必要のある操作を実行しようとしました。


	
処置: STARTUPを発行してMGW_GATEWAYビューでRUNNINGステータスを確認してから、操作を再試行してください。









	 ORA-32829: Messaging Gatewayエージェントは起動中に停止できません。 
	
原因: 起動および初期化の処理中にMessaging Gatewayエージェントを停止しようとしました。


	
処置: MGW_GATEWAYビューでRUNNINGステータスを確認してから、操作を再試行してください。十分な時間が経過してもエージェントが起動しない場合は、CLEANUP_GATEWAYを発行してゲートウェイの状態をリセットする必要があります。









	 ORA-32830: 結果コードstringがMessaging Gatewayエージェントによって戻されました。 
	
原因: Messaging Gatewayエージェントは予期せぬエラーのために異常終了しました。


	
処置: 問題の詳細は、Messaging Gatewayログ・ファイルを参照してください。問題を解決してから、Messaging Gatewayエージェントを起動してください。問題を解決できない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-32831: 管理ロックの取得中にタイムアウトが発生しました。 
	
原因: 管理操作の試行中にタイムアウトが発生しました。Messaging Gatewayエージェントの起動および初期化中に管理操作を実行しようとしたか、または同時に2つの管理操作を実行しようとしました。


	
処置: 操作を再試行してください。Messaging Gatewayエージェントが起動中の場合は、MGW_GATEWAYビューでRUNNINGステータスを確認してから、操作を再試行してください。









	 ORA-32832: 管理ロックの取得中に、stringに失敗しました。 
	
原因: 管理ロックの取得中に予期せぬエラーが発生しました。


	
処置: 操作を再試行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-32833: 管理ロックの解放中に、stringに失敗しました。 
	
原因: 管理ロックの解放中に予期せぬエラーが発生しました。


	
処置: エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-32834: Messaging Gatewayエージェント・ユーザーが設定されていません。 
	
原因: Messaging Gatewayエージェント・ユーザーが構成されていません。


	
処置: ロールMGW_AGENT_ROLEを持つデータベース・ユーザーを作成し、DB_CONNECT_INFOを発行してエージェント・ユーザーを構成してください。









	 ORA-32835: データベース・ユーザーstringは存在しません。 
	
原因: 現在、指定されたデータベース・ユーザーは存在しません。


	
処置: ユーザーを作成して、必要なすべての権限およびロールを付与してください。









	 ORA-32836: データベース・ユーザーstringに、ロールstringを付与する必要があります。 
	
原因: 指定されたデータベース・ユーザーは必要なロールを付与されていません。


	
処置: ユーザーに示されたロールを付与してください。









	 ORA-32837: 構成状態stringは無効です。 
	
原因: 指定された構成状態が無効です。


	
処置: 構成済の実体を削除して再作成してください。問題を特定または解決できない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-32838: プロパティの最大数を超えました。 
	
原因: プロパティ・リストを変更しようとしましたが、結果のリストのプロパティ数が許可された最大数を超えます。


	
処置: 結果のリストの要素数が、最大数未満になるよう変更リストの要素を個別に編成してください。









	 ORA-32839: プロパティstringは予約されています。MGWPROP$_ prefixを含む名前は無効です。 
	
原因: プロパティ名に予約済の名前を指定しようとしました。


	
処置: 予約されていない名前を使用してください。









	 ORA-32840: プロパティ名はNULLにできません。 
	
原因: プロパティ名にNULLを指定しようとしました。


	
処置: 非NULLの名前を指定してください。









	 ORA-32841: プロパティstringの値は無効です。 
	
原因: プロパティに無効な値を指定しようとしました。


	
処置: 有効なプロパティ値を指定してください。









	 ORA-32842: プロパティstringの値は変更できません 
	
原因: 変更できないプロパティを変更しようとしました。


	
処置: 示されたプロパティを変更せずに操作を再試行してください。









	 ORA-32843: stringの値は範囲外です(有効範囲はstringからstring) 
	
原因: 有効な範囲外の値が指定されました。


	
処置: 示された範囲内の値を指定してください。









	 ORA-32844: string値の最大数を超えています 
	
原因: 指定された型の値を追加しようとしましたが、その型の値の最大数にすでに達しています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-32845: Messaging Gatewayエージェントはすでに実行されています 
	
原因: エージェント・インスタンスがすでに起動されているMessaging Gatewayエージェントを起動しようとしました。


	
処置: 実行中のMessaging Gatewayをシャットダウンし、エージェント・プロセスが終了していることを確認してからMessaging Gatewayエージェントを起動してください。









	 ORA-32846: Messaging Gatewayエージェントを起動できません。ステータスはstringです 
	
原因: Messaging Gatewayエージェントを起動しようとしましたが、示されたエージェントの状態のために失敗しました。BROKEN状態は、エージェントを起動する前にユーザーの操作が必要な問題であることを示します。


	
処置: 問題の詳細は、MGW_GATEWAYビューとログ・ファイルを参照してください。問題を解決してから、Messaging Gatewayエージェントを起動してください。問題を解決できない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-32847: このプラットフォームでは、操作がサポートされていません 
	
原因: このプラットフォームでサポートされていない操作を実行しようとしました。


	
処置: この操作がサポートされているプラットフォームに切り替えてください。









	 ORA-32848: JMS統合接続には外部キュー・ドメインが必要です 
	
原因: JMS統合メッセージ・モデルを使用するために構成されたメッセージ・システム・リンクの外部キューを登録する際に、ドメインが指定されていませんでした。


	
処置: DOMAINパラメータにNULL以外の値を指定してください。









	 ORA-32849: stringが設定されていない場合stringを設定できません 
	
原因: 指定しようとしたパラメータの値は、関連パラメータが設定されていないと指定できません。


	
処置: 両方のパラメータに有効な値を指定するか、パラメータ値を指定しないでください。









	 ORA-32850: エージェントstringは存在しません 
	
原因: 指定されたMessaging Gatewayエージェント名は存在しません。


	
処置: 存在するエージェント名を指定してください。









	 ORA-32851: エージェントstringはすでに存在します 
	
原因: 指定されたMessaging Gatewayエージェント名はすでに存在します。


	
処置: 別のエージェント名を指定してください。









	 ORA-32852: エージェントstringはメッセージ・システム・リンクによって参照されています 
	
原因: 現在1つ以上のメッセージ・システム・リンクによって参照されているMessaging Gatewayエージェントを削除しようとしました。


	
処置: このエージェントに関連付けられたメッセージ・システム・リンクをすべて削除し、操作を再試行してください。









	 ORA-32853: 伝播ジョブstringは存在しません 
	
原因: 指定された伝播ジョブ識別子は存在しません。


	
処置: 存在する識別子を指定してください。









	 ORA-32854: 伝播ジョブstringはすでに存在します 
	
原因: 指定された伝播ジョブ識別子はすでに存在します。


	
処置: 別の識別子を指定してください。









	 ORA-32855: 伝播ジョブstringは削除のマークが付けられています 
	
原因: 削除用のマークが付けられた伝播ジョブの管理操作を実行しようとしました。ジョブを削除しようとした場合は、Messaging Gatewayエージェントが稼働しているかどうかにかかわらず、現時点では削除できません。


	
処置: 削除が保留されているジョブに伝播管理コマンドを発行しないでください。エージェントにより削除されるのを待機するか、またはFORCEオプションを使用してREMOVE_JOBを発行し、強制的にジョブを削除してください。









	 ORA-32856: 操作は伝播ジョブでサポートされていません 
	
原因: 伝播ジョブではサポートされていない操作を実行しようとしました。


	
処置: 伝播ジョブ・プロシージャを使用して操作を実行してください。









	 ORA-32857: ソースstringと宛先stringには伝播ジョブが存在します 
	
原因: すでに伝播ジョブが存在するソースと宛先のペアに伝播ジョブ、サブスクライバまたはスケジュールを作成しようとしました。


	
処置: 別のソースと宛先のペアを指定するか、または示されたペアを使用して伝播ジョブを削除し、操作を再試行してください。














20 ORA-33000からORA-37999



	 ORA-33000: (AGOPEN00) AGGMAP workspace objectはstringより新しいバージョンによってコンパイルされているのでアクセスできません。 
	
原因: AGGMAPは、このコマンドの実行に使用された製品のバージョンより新しいバージョンでコンパイルされています。


	
処置: 現在のバージョンでAGGMAPを再コンパイルしてください。









	 ORA-33002: (XSAGDNGL00) AGGMAP workspace objectではnumberのFLOOR引数をnumberのCEILING引数より小さくする必要があります。 
	
原因: CEILING引数を超えるFLOOR引数を指定しました。


	
処置: FLOORがCEILING未満になるようFLOOR引数およびCEILING引数を調整してください。不要です。削除してください









	 ORA-33003: (XSAGDIMDROP) workspace objectはデータ・ロード中に変換され、ベース・ディメンションであること、またはAGGMAPで参照される必要があります。 
	
原因: すでに別のRELATION文、DIMENSION文に指定されているか、AGGMAPのディメンション化を行っている可能性のあるディメンションを、AGGMAPのデータフローに関連する句に指定しようとしたか、またはディメンション、コンジョイント・ディメンションまたはディメンションではないオブジェクトを指定しました。


	
処置: 競合している参照を削除するか、有効なオブジェクトを指定してください。









	 ORA-33004: (XSAGDNGL01) workspace objectはリレーションシップ配列ではありません。 
	
原因: AGGMAPのRELATION句でリレーションではない作業領域オブジェクトが指定されました。


	
処置: RELATION文で有効なセルフ・リレーションを指定してください。









	 ORA-33005: (XSAGDIMBREAK) ディメンションworkspace objectに対して無効な開始ディメンションです。 
	
原因: 無効なディメンションまたはリレーションのオブジェクトをAGGMAPのBREAKOUTDIM行に指定しました。オブジェクトが有効なリレーションでないか、指定のディメンションに達していないか、または多次元であった可能性があります。


	
処置: 有効なリレーションを使用してください。









	 ORA-33006: (XSAGDNGL02) リレーションworkspace objectはそれ自体に関連付けられていません。 
	
原因: AGGMAPのRELATION句でセルフ・リレーションではないリレーションが指定されました。


	
処置: RELATION文で有効なセルフ・リレーションを指定してください。









	 ORA-33008: (XSAGDNGL03) リレーションworkspace objectはAGGMAPworkspace objectのベース・ディメンションのリレーションではありません。 
	
原因: AGGMAPのRELATION句で、AGGMAPのベース・ディメンションのリレーションではないリレーションが指定されました。


	
処置: RELATION文で、AGGMAPをディメンション化するディメンションを持つ有効なセルフ・リレーションを指定してください。









	 ORA-33009: (XSAGDNGLPREC) AGGMAP workspace objectでは、AGGMAP全体または個々のRELATION文のいずれかに対してのみ、PRECOMPUTEを指定できます。 
	
原因: PRECOMPUTEが、AGGMAPの行としておよびRELATION文の1つ(以上)で双方に指定されているか、AGGMAPの行として複数回指定されました。


	
処置: PRECOMPUTE行、またはすべてのRELATION行に対するPRECOMPUTE指定を削除してください。









	 ORA-33010: (XSAGDNGL04) リレーションworkspace objectはAGGMAP workspace objectにコピーされています。 
	
原因: AGGMAPの2つのRELATION文で同じリレーション・オブジェクトが参照されています。


	
処置: 重複しているRELATION文を削除してください。









	 ORA-33012: (XSAGDNGL05) AGGMAP workspace objectに無効な構文が含まれています。 
	
原因: AGGMAPの行に無効な構文が含まれています。


	
処置: 有効な構文になるよう行を変更してください。









	 ORA-33014: (XSAGDNGL06) AGGMAPworkspace objectでは、変数演算子workspace objectはロールアップ・ディメンションworkspace objectによってディメンション化できません。 
	
原因: 演算子変数には、ベース・ディメンションの1つとしてロールアップ・ディメンションを含むことができません。


	
処置: 現在のロールアップ・ディメンションがベースの1つではなくなるように、演算子変数のディメンションを変更してください。









	 ORA-33016: (XSAGDNGL07) AGGMAPworkspace objectでは、workspace objectは有効な演算子または変数名ではありません。 
	
原因: RELATION文のOPERATOR句に無効な引数が指定されました。


	
処置: OPERATOR句を変更して有効な変数名または演算子を指定してください。









	 ORA-33018: (XSAGDNGL08) AGGMAPworkspace objectでは、workspace objectのデータ型はTEXTである必要があります。stringは指定できません。 
	
原因: データ型がTEXTではない演算子変数が指定されました。


	
処置: OPERATOR句を変更してTEXT変数を参照してください。









	 ORA-33022: (XSAGDNGL10) メジャー・ディメンションworkspace objectはAGGMAPworkspace objectディメンションではなく同じアナリティック・ワークスペースに存在するTEXTまたはIDベースのディメンションである必要があります。 
	
原因: AGGMAPで無効なMEASUREDIMが指定されました。


	
処置: MEASUREDIM句を変更して有効なディメンションを指定してください。









	 ORA-33024: (XSAGDNGL11) AGGMAP workspace objectは重複する情報を含んでいます。 
	
原因: AGGMAPに1回のみ指定できる句が複数含まれています。


	
処置: 不要な句を削除してください。









	 ORA-33026: (XSAGDNGL12) AGGMAPworkspace objectでは、workspace objectは有効な値セットではありません。 
	
原因: AGGMAPの行に無効な要素が含まれていますが、この行には有効な値セットが必要です。


	
処置: 行を変更して有効な値セットを指定してください。









	 ORA-33028: (XSAGDNGL13) AGGMAPworkspace objectでは、workspace objectはディメンション化された値セットではなく、スカラーである必要があります。 
	
原因: AGGMAPの行にディメンション化された値セットが含まれていますが、この行にはスカラー値セットが必要です。


	
処置: 行を変更してスカラー値セットを指定してください。









	 ORA-33030: (XSAGDNGL14) AGGMAP workspace objectでは、RELATION文に単一の独立したPROTECT文または複数のPROTECT文のいずれかを含むことができます。 
	
原因: AGGMAPで、単一のRELATION行以外で複数のPROTECT文が指定されているか、または単独のPROTECT文とRELATION行のPROTECT文の両方が指定されています。


	
処置: 有効な構文になるようAGGMAPを修正してください。









	 ORA-33032: (XSAGDNGL15) AGGMAP workspace objectでは、VALUESET workspace objectはリレーションの追加のディメンションに存在する必要があります。 
	
原因: RELATION句に含まれるVALUESETは、リレーションの追加のディメンション上の値セットではありません。


	
処置: 追加のディメンション上の値セットが含まれるようにRELATION句を修正するか、またはRELATION句に値セットを含めないでください。









	 ORA-33034: (XSAGDNGL16) AGGMAP workspace objectでは、PRECOMPUTE句のVALUESET workspace objectはリレーション自身のディメンションにある必要があります。 
	
原因: PRECOMPUTE句に含まれる値セットは、リレーション自身のディメンション上の値セットではありません。


	
処置: リレーション自身のディメンション上の値セットが含まれるようにRELATION句を修正するか、またはRELATION句に値セットを含めないでください。









	 ORA-33036: (XSAGDNGL17)ARGSオプション workspace objectはTEXT変数である必要があります。 
	
原因: ARGSの値がTEXTデータ型ではありません。


	
処置: ARGSにはTEXT変数を使用してください。









	 ORA-33038: (XSAGDNGL18) AGGMAPworkspace objectでは、RELATIONworkspace objectにAGGMAPのディメンションでもある階層ディメンションが含まれます。 
	
原因: AGGMAPのRELATIONの階層ディメンション(追加のディメンション)は、AGGMAPのベース・ディメンションです。


	
処置: AGGMAPのベース・ディメンションでもある階層ディメンション(追加のディメンション)が含まれないようにRELATIONを修正してください。









	 ORA-33040: (XSAGDNGL19) AGGMAPworkspace objectでは、VALUESETSworkspace objectおよびworkspace objectの両方が同じ階層ディメンションにあります。 
	
原因: 同じ階層ディメンション上の複数の異なるVALUESETがAGGMAPで使用されています。


	
処置: 2つのRELATION句に同じVALUESETを使用するか、階層ディメンションが異なる2つのVALUESETを使用してください。









	 ORA-33042: (XSAGDNGL20) AGGMAPworkspace objectでは、VALUESETworkspace objectで、workspace objectによってディメンション化されたすべてのリレーションを修飾する必要があります。 
	
原因: 階層ディメンションのVALUESETは、同じ階層ディメンションによってディメンション化された一部のRELATIONを修飾していますが、すべてのRELATIONを修飾していません。


	
処置: 同じVAUESETを使用して、同じ階層ディメンションによってディメンション化されるすべてのRELATIONを修飾してください。









	 ORA-33044: (XSAGDNGL21) AGGREGATE演算子stringにはWEIGHTBY句が必要ですが、AGGMAP workspace objectのARGS句では指定されませんでした。 
	
原因: 使用した演算子には重み付けの値が必要ですが、重み付けの値が指定されていません。


	
処置: WEIGHTBY句を使用して重み付けの値を指定してください。









	 ORA-33045: (XSAGDNGL51) AGGREGATE演算子stringにweightは必要ありませんが、AGGMAP workspace objectのARGS句にweightとしてworkspace objectを指定しました。 
	
原因: ARGS変数に必要のないweightが指定されました。


	
処置: 操作にweightを指定しないようARGS変数を変更してください。









	 ORA-33046: (XSAGDNGL22) AGGMAP workspace objectでは、1つのSCREENBY句のみ指定できます。 
	
原因: AGGMAPに複数のSCREENBY句が含まれています。


	
処置: AGGMAPからSCREENBY句の1つを削除してください。









	 ORA-33048: (XSAGDNGL23) AGGMAP workspace objectでは、リレーションworkspace objectおよびリレーションworkspace objectの両方が同じベース・ディメンションにあります。 
	
原因: AGGMAPに矛盾するRELATION文が含まれています。


	
処置: AGGMAPからRELATION文の1つを削除してください。









	 ORA-33050: (XSAGDNGL24) AGGMAP workspace objectは、workspace objectの集計に使用できません。異なるアナリティック・ワークスペースに定義されています。 
	
原因: 異なるアナリティック・ワークスペースの変数を集計しようとしました。


	
処置: 作業対象のアナリティック・ワークスペースにAGGMAPを作成して、その変数を集計してください。









	 ORA-33052: (XSAGDNGL25) AGGMAP workspace objectはディメンション化されたAGGMAPです。; ディメンション化された変数と同様に集計のみに使用できます。 
	
原因: AGGMAPとは異なるディメンションの変数を集計しようとしました。この操作はディメンション化されていないAGGMAPでのみ可能です。


	
処置: ディメンション化されていないAGGMAPを新しく作成してください。









	 ORA-33058: (XSAGDNGL28) AGGMAP workspace objectでは、エラー・コードstringはnumberの最大エラー・コードより大きくなります。 
	
原因: 無効なERRORMASK値を指定しました。


	
処置: ERRORMASKリストから無効な値を削除してください。









	 ORA-33060: (XSAGDNGL29) AGGMAP workspace objectでは、ERRORLOG MAXオプションの値を0より大きくする必要があります。 
	
原因: ERRORLOG MAXに0(ゼロ)または負数が指定されました。


	
処置: 正数になるようAGGMAPを調整してください。









	 ORA-33062: (XSAGDNGL30) ALLOCMAP workspace objectでは、WEIGHTBYオプションworkspace objectは数値VARIABLEまたはFORMULAである必要があります。 
	
原因: WEIGHTBY句には数値VARIABLEまたはFORMULAが必要ですが、無効なオブジェクトが使用されています。


	
処置: WEIGHTBY句を修正して有効な数値のVARIABLEまたはFORMULAを使用してください。









	 ORA-33064: (XSAGDNGL31) AGGMAP workspace objectでは、階層ディメンションの修飾データ参照(QDR)workspace objectからリレーションの関連ディメンションを参照できません。 
	
原因: 無効な階層ディメンションの修飾データ参照が指定されました。


	
処置: AGGMAPを調整して、有効なディメンション値の修飾データ参照を使用してください。









	 ORA-33066: (XSAGDNGL32) AGGMAP workspace objectでは、階層ディメンションの修飾データ参照(QDR)workspace objectは、リレーションの階層ディメンションである必要があります。 
	
原因: 無効な階層ディメンションの修飾データ参照が指定されました。


	
処置: AGGMAPを調整して、有効なディメンション値の修飾データ参照を使用してください。









	 ORA-33068: (XSAGDNGL33) AGGMAP workspace objectでは、ディメンションworkspace object上の階層ディメンションの修飾データ参照(QDR)は正のディメンション・オフセットを指定する必要があります。 
	
原因: 無効な階層ディメンションの修飾データ参照が指定されました。


	
処置: AGGMAPを調整して、有効なディメンション値の修飾データ参照を使用してください。









	 ORA-33070: (XSAGDNGL34) AGGMAP workspace objectでは、ディメンションworkspace objectのすべての修飾データ参照(QDR)を同じディメンション位置にマップする必要があります。 
	
原因: 2つの競合する階層ディメンションの修飾データ参照が指定されました。


	
処置: AGGMAPを調整して、一貫した修飾データ参照を使用してください。









	 ORA-33072: (XSAGDNGL35) AGGMAP workspace objectでは、ディメンションworkspace object上の階層ディメンションの修飾データ参照(QDR)を、その階層ディメンションによってディメンション化されたすべてのリレーションに対して指定する必要があります。 
	
原因: 複数のディメンションにより同じ階層ディメンションが共有されていますが、AGGMAPリレーションのサブセットのリレーションのみが修飾されています。


	
処置: AGGMAPを調整して、一貫した複数の修飾データ参照を使用してください。









	 ORA-33074: (XSAGDNGL36) AGGMAP workspace objectでは、オフセットnumberはディメンションworkspace objectへの有効なオフセットではありません。 
	
原因: 階層ディメンション・オフセットが無効なディメンション位置を示しています。


	
処置: AGGMAPを調整して、有効な修飾データ参照を使用してください。









	 ORA-33076: (XSAGDNGL37) AGGMAP workspace objectでは、値'number'はディメンションworkspace objectの有効値ではありません。 
	
原因: 階層ディメンション・オフセットが無効なディメンション位置を示しています。


	
処置: AGGMAPを調整して、有効な修飾データ参照を使用してください。









	 ORA-33078: (XSAGDNGL39) AGGMAP workspace objectでは、階層ディメンションの修飾データ参照(QDR)workspace objectはディメンションを参照する必要があります。 
	
原因: 無効な階層ディメンションの修飾データ参照が指定されました。


	
処置: AGGMAPを調整して、有効なディメンション値の修飾データ参照を使用してください。









	 ORA-33080: (XSAGDNGL40) AGGMAP workspace objectでは、RELATION文およびDIMENSION文の両方を使用してディメンションworkspace objectを参照することはできません。 
	
原因: AGGMAPで、同じAGGMAPを参照するRELATION文とDIMENSION文が指定されました。


	
処置: どちらか1つを削除してください。









	 ORA-33082: (XSAGDNGL41) AGGMAP workspace objectでは、ディメンション化されていない値セットworkspace objectは、VALUESETベース・ディメンションのVALUESET文に親修飾データ参照(QDR)を含む必要があります。 
	
原因: VALUESET文によりスカラー値セットが指定されましたが、親を指定する修飾データ参照が含まれていません。


	
処置: 親を指定する修飾データ参照をVALUESET文に追加してください。









	 ORA-33084: (XSAGDNGL42) AGGMAP workspace objectでは、ディメンション化された値セットworkspace objectに修飾データ参照(QDR)を実行することはできません。 
	
原因: VALUESET行により、ディメンション化された値セットが参照されました。


	
処置: ディメンション化されていない値セットを使用して、ディメンション化された値セットのステータスを制限してください。









	 ORA-33086: (XSAGINIT01) AGGMAP workspace objectは、コンジョイント・ディメンションでディメンション化できません。 
	
原因: 指定されたAGGMAPが、コンジョイント・ディメンションによりディメンション化されました。


	
処置: CHGDFNコマンドを使用して、コンジョイント・ディメンションをコンポジット・ディメンションに変更してください。









	 ORA-33092: (XSAGCOMP04) numberは、連結されたアナリティック・ワークスペースのMODEL名ではありません。 
	
原因: 無効なモデル名がAGGMAPに連結されました。


	
処置: AGGMAPからモデルを削除するか、またはその名前のモデルを作成してください。









	 ORA-33094: 式が使用する実行領域が大きすぎます。再帰を排除するか、ネスト・レベルを少なくしてください。 
	
原因: 複数の式が、相互を再帰的に参照しているか、大きな深度で参照している可能性があります。


	
処置: 再帰を排除し、式のツリーを均一にしてください。









	 ORA-33098: (APABBR01) '%V'の値は、workspace objectオプションに有効ではありません。 
	
原因: 示されたオプションに無効な値が指定されました。


	
処置: オプションに有効な値を指定してください。









	 ORA-33100: (APABBR02) 値'number'は、workspace objectオプションに有効ではありません。 
	
原因: 示されたオプションに無効な値が指定されました。


	
処置: オプションに有効な値を指定してください。









	 ORA-33141: (XSAWFREEZE1) アナリティック・ワークスペースstringはすでに固定されています。 
	
原因: すでに固定されているAWを固定しようとしました。


	
処置: AWの固定を解除してから、再び固定してください。









	 ORA-33143: (XSAWFREEZE2) アナリティック・ワークスペースstringはRWまたはRXで連結する必要があります。 
	
原因: 固定状態を変更するには、AWが更新可能である必要があります。


	
処置: AWを再連結してから、再び固定または固定解除してください。









	 ORA-33145: (XSAWFREEZE3) アナリティック・ワークスペースstringをロールバックできません。世代が使用中です。 
	
原因: 固定へのロールバック・コマンドの一部として、破棄される予定であった1つ以上の世代が現在使用中です。


	
処置: これらの世代を使用しているセッションを取得してAWを連結解除してください。









	 ORA-33147: (XSAWFREEZE4) アナリティック・ワークスペースstringは固定されていません。 
	
原因: 固定されていないAWに対して固定へのロールバックを実行しようとしています。


	
処置: このコマンドは固定されたAWでのみ実行してください。









	 ORA-33213: (CINSERT06) MAINTAIN ADDまたはMAINTAIN MOVEのターゲット位置は、セッション限定の値の範囲内にできません。 
	
原因: SESSIONディメンション値の範囲で、位置を指定するBEFOREまたはAFTER句を指定しました。


	
処置: 位置を指定する句を使用しないでください。使用すると、SESSION値の前に位置が指定されます。









	 ORA-33214: (CINSERT02) workspace objectディメンションは大きすぎます。 
	
原因: ディメンションの値の個数が多すぎます。


	
処置: 削除された値がそのままディメンション内で領域を使用していると、このエラーが発生する可能性があります。EIFにディメンションをエクスポートし、REPLACE DELETEオプションを使用してインポートしなおすことによって、削除された値を除去してください。









	 ORA-33215: (CINSERT07) セッション限定の値はworkspace objectディメンションに追加できません。 
	
原因: スプレッドシート・カーソルのオープン中に、SESSIONディメンション値を追加しようとしました。


	
処置: カーソルがアクティブでないときにSESSION値を追加してください。









	 ORA-33217: (CINSERT20) カスタム・メンバー値は、CONCATディメンションworkspace object、またはベース・ディメンションに追加できません。UNIQUEとして定義されていません。 
	
原因: UNIQUEとして定義されているCONCATディメンションのみが、カスタム・メンバー値を持つことができます。


	
処置: CHGDFNコマンドを使用し、CONCATディメンションをUNIQUEディメンションに変更して再試行してください。









	 ORA-33218: (CINSERT04) %Kはworkspace objectディメンションの有効値ではありません。このディメンションは、最大number桁の値を含むことができます(小数点以下numberで切り捨てた後)。 
	
原因: NUMBERディメンションに桁数の多すぎる値を挿入しようとしました。たとえば、データ型NUMBER(4)のディメンションに値99999(5桁)を挿入しようとした場合です。


	
処置: ディメンション値により小さい数を使用するか、またはより大きい精度を持つ新しいディメンションを定義し、古いディメンションと置き換えてください。









	 ORA-33219: (CINSERT05) %Kはworkspace objectに追加できません。すでに依存UNIQUE CONCATディメンションworkspace objectの値であるためです(リーフ・ディメンションworkspace object)。 
	
原因: このディメンションを含んでいるUNIQUE CONCATディメンションの既存の値と競合する値は、ディメンションに追加できません。


	
処置: 競合の原因となるCONCATをNOT UNIQUEにCHGDFNするか、重複する値の一方を変更してUNIQUEにしてください。









	 ORA-33223: (CMOVE03) セッション限定のディメンション値は移動できません。 
	
原因: MAINTAIN MOVEコマンドにSESSIONディメンション値を指定しました。


	
処置: セッションのみのディメンション値をMAINTAIN MOVEしないでください。









	 ORA-33247: (CRENAME03) %Kはすでに依存UNIQUE CONCATディメンションworkspace objectの値です(リーフ・ディメンションworkspace object)。 
	
原因: 新しい値が、このディメンションを含んでいるUNIQUE CONCATディメンションの既存の値と競合する場合は、ディメンション内で値の名前を変更できません。


	
処置: 競合の原因となるCONCATをNOT UNIQUEにCHGDFNするか、または重複する値の一方を変更してUNIQUEにしてください。









	 ORA-33260: (DIMSHOW01)パーティションnumberは存在しません。 
	
原因: DIMSHOWコマンドは存在しないパーティションを指定しました。


	
処置: 既存のパーティション名を指定するか、DIMSHOWコマンドからPARTITION条件を削除します。









	 ORA-33261: (DIMSHOW02) パーティション名はパーティション変数にのみ指定できます。 
	
原因: PARTITION条件がパーティション変数以外のオブジェクトに指定されました。


	
処置: PARTITION条件を削除してください。









	 ORA-33262: (DBERR01) アナリティック・ワークスペースstringは存在しません。 
	
原因: 要求されたアナリティック・ワークスペースが現行のデータベースにありません。


	
処置: スキーマが正しいこと、および要求したAWへのアクセス権があることを確認してください。









	 ORA-33263: アナリティック・ワークスペースstringを作成できませんでした 
	
原因: 指定されたアナリティック・ワークスペースに表を設定しようとして、重大なエラーが発生しました。エラーの原因には、発生書込みできない表領域、AWの所在に関する破損しているメタデータ、コードの使用が必要な不正な名前の表、または部分的に削除されたAWの残りが考えられます。


	
処置: エラー・スタックには別のエラーもある可能性があります。問題の原因を判断するためにエラーを調査し、原因となっている表を削除してください。









	 ORA-33265: (DBERRBSZ)アナリティック・ワークスペースstringはオープンできません。表領域ブロック・サイズnumberはデータベース・キャッシュ・サイズnumberに一致しません 
	
原因: 表領域ブロック・サイズがデータベース・キャッシュ・サイズに一致していません。


	
処置: どちらかのサイズを変更して両者を一致させてください。もしくは、互換性が10.2を超えている場合はolap_page_pool_sizeを0に設定して自動的なOLAPプール管理を有効にしてください。









	 ORA-33267: (DBERRRLS) アナリティック・ワークスペースstringにアクセスできません。これは、ファイングレイン・アクセス・コントロールが適用されているためです。 
	
原因: 指定されたアナリティック・ワークスペースのLOB表にアクセスしようとしました。OLAPオプションにより、表にファイングレイン・セキュリティが適用されていることが検出されました。OLAPオプションが正常に機能するには、この表への完全なアクセス権限が必要です。


	
処置: ファイングレイン・アクセス・コントロールを削除してください。









	 ORA-33268: (DBERRTHW) NOTHAWオプションで固定されたためアナリティック・ワークスペースstringはTHAWオプションを指定して連結できません 
	
原因: THAWオプションを使用してAWを連結しようとしましたが、AWはNOTHAWオプションを使用して固定されていました。


	
処置: THAWオプションを使用せずにコマンドを再試行してください。









	 ORA-33269: 'string'での操作中 
	
原因: AWの作成中にエラーが発生した際に、どのオブジェクトが作業中であるかをユーザーに知らせるためにエラーが発生しました。これは常にメッセージ33263とともに発生します。


	
処置: エラー33263を参照してください。









	 ORA-33270: (DBERR05) アナリティック・ワークスペースstringはすでに存在します。 
	
原因: AW CREATEコマンドに、既存のアナリティック・ワークスペースの名前が渡されました。


	
処置: 別の名前を指定してください。









	 ORA-33271: シミュレートされたページング・エラー 
	
原因: 通常、これは表示されない内部エラーです。


	
処置: Oracleテクニカル・サポートに連絡してください。









	 ORA-33273: (XSCHKRLS01) アナリティック・ワークスペースstringはカーソルをオープンしており、連結解除できません。 
	
原因: セッションがアナリティック・ワークスペースを連結解除しようとしましたが、カーソルがオープンしていました。


	
処置: オープンしているカーソルをクローズしてから、アナリティック・ワークスペースをクローズしてください。









	 ORA-33274: (DBERR07) アナリティック・ワークスペースstringをstringに対してロックする間にタイムアウトになりました。 
	
原因: 迅速に処理されるはずのロックに時間がかかりすぎました。ロックを保持中に別のセッションが停止したか、ロックを保持中に別のセッションがクラッシュしたか、または内部エラーが原因の可能性があります。


	
処置: 別のセッションが停止した場合は、そのセッションを再開してロックを解放します。別のセッションがクラッシュした場合は、PMONまたはSMONプロセスがそのロックをリカバリするのを数分間待ちます。どちらでもない場合は、Oracle OLAPサポートに連絡してください。









	 ORA-33275: UPDATEdアナリティック・ワークスペースの自律型トランザクション問合せはサポートされていません 
	
原因: コミットされていない更新があるアナリティック・ワークスペースを自律型問合せで参照しようとしました。


	
処置: コミットされていない更新に対し、COMMITまたはROLLBACKを実行するか、または自律型トランザクションを使用しないでください。









	 ORA-33278: (DBERR09) MULTIモードで行われた変更および更新がコミットまたはロールバックされるまで、アナリティック・ワークスペースstringをRWまたはEXCLUSIVEモードで連結できません。 
	
原因: 作業領域がMULTIモードで連結されたときに、更新後コミットされなかったこのアナリティック・ワークスペースに対する変更が、そのまま存在しています。


	
処置: ROまたはMULTIモードで作業領域を連結するか、トランザクションをコミットまたはロールバックしてから、RWまたはEXCLUSIVEモードで作業領域を連結してください。









	 ORA-33280: (DBERR10) RWまたはEXCLUSIVEモードで行われた変更および更新がコミットまたはロールバックされるまで、アナリティック・ワークスペースstringをMULTIモードで連結できません。 
	
原因: 作業領域がRWまたはEXCLUSIVEモードで連結されたときに更新後コミットされなかったこのアナリティック・ワークスペースに対する変更が、そのまま存在しています。


	
処置: RO、RWまたはEXCLUSIVEモードで作業領域を連結するか、トランザクションをコミットまたはロールバックしてから、MULTIモードで作業領域を連結してください。









	 ORA-33282: (DBERR11) デッドロックが発生するため、アナリティック・ワークスペースstringが使用可能になるまで待機できません。 
	
原因: 作業領域が使用可能になるのを待機しようとしたのがデッドロックの原因です。


	
処置: このアナリティック・ワークスペースの連結をこのモードで進める前に、他のユーザーが待機している可能性があるアナリティック・ワークスペースを解放してください。









	 ORA-33284: (DBERR12) アナリティック・ワークスペースstringをMULTIモードでオープンするには、その前に最新バージョンのstringで変換する必要があります。 
	
原因: AWが9iのフォーマットで格納されています。


	
処置: AWを新しいフォーマットに変換してください。









	 ORA-33288: (DBERR15) 別のユーザーにアナリティック・ワークスペースstringへの非互換アクセス権があり、待機はタイムアウトしました。 
	
原因: 別のユーザーのアクセス権と競合するアナリティック・ワークスペースにアクセスしようとしましたが、指定のタイムアウトが経過しました。


	
処置: 競合するユーザーが完了するまで待機してください。









	 ORA-33290: (DBERR17) アナリティック・ワークスペースstringは、別のユーザーが非互換モードで連結しているため、要求されたモードで連結できません。 
	
原因: 別のユーザーのアクセス権と競合するアナリティック・ワークスペースにアクセスしようとしましたが、タイムアウトが指定されていませんでした。


	
処置: 競合するユーザーが完了するまで待機してください。









	 ORA-33291: (DBERRSYNC) RESYNCコマンドによって現行の世代に更新されるまでアナリティック・ワークスペースstringはRWで連結できません。 
	
原因: 現行のセッションに連結されていたため、アナリティック・ワークスペースは別のセッションによって更新されています。


	
処置: RESYNC AWコマンドを実行して、アナリティック・ワークスペースを最新バージョンに更新してください。









	 ORA-33292: (DBERR18) 指定されたアクセス・モードを使用してアナリティック・ワークスペースstringにアクセスするための権限が不十分です。 
	
原因: 指定されたモードでこのアナリティック・ワークスペースにアクセスするための十分な権限がありません。


	
処置: {SCHEMA}.AW${AWNAME}表(SCOTT.AW$FOO表など)にアクセスするための十分な権限を付与するように、スキーマ所有者またはOLAP DBAに依頼してください。









	 ORA-33293: この表を切り捨てるにはOLAPコマンドAW TRUNCATEを使用してください。 
	
原因: この表はアナリティック・ワークスペースの一部であるため、表の切り捨てにはOLAPオプションが必要です。


	
処置: この表を切り捨てるにはOLAPオプションを使用してください。









	 ORA-33295: (DBERR20) 連結されたアナリティック・ワークスペースがこのコマンドをブロックしています。 
	
原因: この表に基づいたアナリティック・ワークスペースが連結されているため、表を削除できません。


	
処置: GV$AW_OLAPで問題のセッションを調べ、強制終了してください。









	 ORA-33296: (DBERR21) 表領域stringがREADONLYの場合、アナリティック・ワークスペースstringはROでのみ連結できます。 
	
原因: アナリティック・ワークスペースの基礎となる表領域がREADONLYステータスです。


	
処置: ROモードでアナリティック・ワークスペースを連結するか、表領域を変更してください。









	 ORA-33297: (DBERR22) アナリティック・ワークスペースstringは、前回stringの互換性のないバージョンによって変更されたため、オープンできません。 
	
原因: このOLAP Servicesのバージョンでは変換できない古いOLAP Servicesのアナリティック・ワークスペースを連結しようとしました。


	
処置: 新しいアナリティック・ワークスペースを作成するか、またはこのアナリティック・ワークスペースを作成したOLAP Servicesと互換性のあるバージョンを使用してください。









	 ORA-33298: (AWUPG01) アナリティック・ワークスペースstringはすでに、現行の互換性設定で許可された最新形式です 
	
原因: ユーザーは、現在の互換モードで作成された、またはそのモードにすでにアップグレードされたアナリティック・ワークスペースで、DBMS_AW.CONVERTプロシージャを実行しました。


	
処置: アナリティック・ワークスペースのアップグレードが必要な場合は、データベース・インスタンスをアップグレードしてからDBMS_AW.CONVERTを再実行してください。アナリティック・ワークスペースのアップグレードによる新しい機能が不要な場合は、何もする必要はありません。









	 ORA-33299: この表の名前を変更するにはDBMS_AW.AW_RENAMEを使用してください。 
	
原因: この表はアナリティック・ワークスペースの一部であるため、表の名前の変更にはOLAPオプションが必要です。


	
処置: この表の名前を変更するにはOLAPオプションを使用してください。









	 ORA-33302: (DBVALID01) 重大エラー: レコードnumberが繰り返し使用されています。 
	
原因: AW VALIDATEコマンドで、アナリティック・ワークスペースの構造にエラーが検出されました。このエラーにより、1つ以上のオブジェクトが破損します。


	
処置: アナリティック・ワークスペースのうち可能な部分をエクスポートしてください。









	 ORA-33304: (DBVALID02)注意: レコードnumberは割り当てられていますが使用されていません。領域の浪費となる可能性があります。 
	
原因: これはエラー・メッセージではありません。AW VALIDATEコマンドで、アナリティック・ワークスペースにアクセスできない領域があることが検出されました。


	
処置: 何もしないか、またはアナリティック・ワークスペースをエクスポートして再作成してください。









	 ORA-33305: (DBVALID06)注意: レコードnumberは割り当てられていますが使用されていません。領域の浪費となる可能性があります。(PS number) 
	
原因: これはエラー・メッセージではありません。AW VALIDATEコマンドで、アナリティック・ワークスペースにアクセスできない領域があることが検出されました。


	
処置: 何もしないか、またはアナリティック・ワークスペースをエクスポートして再作成してください。









	 ORA-33306: (DBVALID03) AW VALIDATEコマンドは読取り専用のアナリティック・ワークスペースstringでは使用できません。 
	
原因: AW VALIDATEコマンドでは、読取り専用アクセスはサポートされません。


	
処置: アナリティック・ワークスペースを読取り/書込みモードで連結して再試行してください。









	 ORA-33308: (DBVALID04) 重大エラー: レコードnumberが使用されていますが、割り当てられていません。 
	
原因: AW VALIDATEコマンドで、アナリティック・ワークスペースを破損させるエラーが検出されました。まだ破損領域はありません。


	
処置: アナリティック・ワークスペースをエクスポートして再作成してください。









	 ORA-33309: (DBVALID05) 重大エラー: レコードnumberが使用されていますが、割り当てられていません(PS number) 
	
原因: AW VALIDATEコマンドで、アナリティック・ワークスペースを破損させるエラーが検出されました。まだ破損領域はありません。


	
処置: アナリティック・ワークスペースをエクスポートして再作成してください。









	 ORA-33313: (DELDENT05) workspace objectは、パーティション変数の外部パーティションのターゲットであるため検出できません。 
	
原因: 変数を削除しようとしましたが、一部のパーティション化変数は、その外部パーティションの1つのターゲット変数としての使用が定義されています。


	
処置: パーティション化変数をDELETEするか、パーティション化変数から外部パーティションをCHGDFN DROP PARTITIONし、次にターゲット変数を削除してください。









	 ORA-33315: (XSDELDENTANON) workspace objectは、名前のないコンポジットworkspace objectをループ中に削除できません 
	
原因: 名前のないコンポジットをループ中に、そのコンポジットでディメンション化されているオブジェクトを削除しようとしました。


	
処置: ディメンションに対するループ外のオブジェクトを削除してください。









	 ORA-33332: (DSSEXIST01)AWコマンドを使用してアナリティック・ワークスペースを作成してから、現行の作業を再開してください。 
	
原因: 現在アクティブなアナリティック・ワークスペースがありません。エラーを生成したコマンドには、操作対象となるアクティブなアナリティック・ワークスペースが必要です。


	
処置: AW ATTACHまたはAW CREATEコマンドを実行して、アクティブなワークスペースを作成してください。









	 ORA-33334: (DSSEXIST04) アナリティック・ワークスペースstringは連結されていません。 
	
原因: 指定されたアナリティック・ワークスペースは現在セッションに連結されていないか、または指定された名前の綴りが誤っています。


	
処置: AW ATTACHコマンドを使用してアナリティック・ワークスペースを連結するか、または名前の綴りを修正してください。









	 ORA-33336: (DSSEXIST04A) アナリティック・ワークスペースstringは連結されていません。 
	
原因: 指定されたアナリティック・ワークスペースは現在セッションに連結されていないか、または指定された名前の綴りが誤っています。


	
処置: AW ATTACHコマンドを使用してアナリティック・ワークスペースを連結するか、または名前の綴りを修正してください。









	 ORA-33338: (DSSEXIST05) EXPTEMPアナリティック・ワークスペースは指定できません。 
	
原因: このコマンドでは、作業対象となる非一時アナリティック・ワークスペースが必要です。


	
処置: EXPTEMP以外のアナリティック・ワークスペースを指定してください。









	 ORA-33339: アナリティック・ワークスペースstringを連結解除できません。APIブランチで使用中です。 
	
原因: OLAP APIはブランチ内にあるため、ブランチがアクティブであるときはAWは連結解除できません。


	
処置: AWを連結解除する前にブランチを終了してください。









	 ORA-33413: (EIFMAKEF01) COMPRESSED COMPOSITE workspace objectは、それらのベースの1つに制限のあるステータスまたはPERMIT READ制約があるため、エクスポートできません。 
	
原因: EIFファイルまたはLOBへのCOMPRESSED COMPOSITEのエクスポートは、その1つ以上のベースに現在のステータスではない値が含まれているため、失敗しました。これは、LIMITコマンド、またはディメンションのPERMIT READ制限が原因です。


	
処置: ディメンションのステータスをALLに設定してPERMIT READプログラムを削除するか、NOAGGRキーワードを使用してエクスポートしてください。









	 ORA-33425: (EIFMAKEF15)警告: EIFファイル・キャラクタ・セットとしてstringを使用してNTEXTオブジェクトをエクスポートすると、データ損失の原因となる可能性があります。すべてのNTEXTデータを保存するには、EIFファイルにUTF8キャラクタ・セットを使用してエクスポートします。 
	
原因: データ型NTEXTを持つオブジェクトをエクスポートしましたが、このEXPORTコマンドの結果生成されるEIFファイルはUnicodeで記述されません。非Unicodeファイルでは、すべてのUnicodeデータを表示できないため、Unicode NTEXTオブジェクトからEIFファイルへの変換を実行すると、データの一部が失われる可能性があります。EIFファイルは、EXPORTコマンドのnls_charset引数で示されるキャラクタ・セットで記述されます。この引数がない場合は、データベースのキャラクタ・セットで記述されます。


	
処置: 指定したキャラクタ・セットでNTEXTオブジェクトの内容を表示できると確信できる場合は、処置は必要ありません。確実でない場合は、EXPORTコマンド文字列にnls_charset 'UTF8'を追加できます。これにより、EIFファイルはUTF8 Unicodeで記述されるため、NTEXTオブジェクトに含まれるすべてのデータを表示できます。









	 ORA-33427: (EIFMAKEF16) 警告: NTEXTオブジェクトworkspace objectは、TEXT型でエクスポートされます。 
	
原因: データ型がNTEXTのオブジェクトをエクスポートしようとしましたが、EIFVERSIONオプションでNTEXTデータ型がサポートされないExpress/Oracle OLAPのバージョンが示されました。かわりにオブジェクトはTEXTオブジェクトとしてエクスポートされます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-33429: (EIFMAKEF17) 警告: NTEXT式は、TEXT型でエクスポートされます。 
	
原因: データ型がNTEXTの式をエクスポートしようとしましたが、EIFVERSIONオプションでNTEXTデータ型がサポートされないExpress/Oracle OLAPのバージョンが示されました。かわりに式はTEXTオブジェクトとしてエクスポートされます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-33443: (ESDREAD14) workspace objectのコンパイル・コードを廃棄中です。アナリティック・ワークスペースstringが連結されていないためです。 
	
原因: プログラムで、修飾オブジェクト名にアナリティック・ワークスペース名が使用されました。指定されたアナリティック・ワークスペースはプログラムの実行時に連結されません。


	
処置: 処置は必要ありません。プログラムは自動的に再コンパイルされます。再コンパイルに失敗し、適切な例外コードが表示された場合は、示された状態を修正してプログラムを再実行する必要があります。









	 ORA-33445: (ESDREAD15) workspace objectのコンパイル・コードを廃棄しています。workspace objectとworkspace objectは、コードのコンパイル時にはパーティション依存でありませんでしたが、現在はパーティション依存であるためです。 
	
原因: 2つの変数が外部パーティションのターゲット変数を共有している場合、または一方が他方の外部パーティションのターゲットである場合、これらの変数はパーティションに依存しています。コンパイル時はパーティションに依存しない変数を参照していたオブジェクト名が、実行時のコンテキストではパーティションに依存する変数を参照している場合、OLAP DMLのプログラム、式またはモデルは自動的に再コンパイルされます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-33447: (ESDREAD16) workspace objectのコンパイル・コードを廃棄しています。workspace objectとworkspace objectはコードのコンパイル時にはパーティション依存でしたが、現在はパーティション依存でないためです。 
	
原因: 2つの変数が外部パーティションのターゲット変数を共有している場合、または一方が他方の外部パーティションのターゲットである場合、これらの変数はパーティションに依存しています。コンパイル時はパーティションに依存する変数を参照していたオブジェクト名が、実行時のコンテキストではパーティションに依存しない変数を参照している場合、OLAP DML、式またはモデルは自動的に再コンパイルされます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-33448: (ESDREAD04) workspace object用にコンパイルしたコードを廃棄しています。現在numberにあるのはstringデータですが、コードのコンパイル時にはstringデータだったことが原因です。 
	
原因: 指定した変数のデータ型が変更されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-33449: (ESDREAD17) workspace objectのコンパイル・コードを廃棄しています。numberのパーティション・メソッドまたはパーティション・ディメンションはコンパイル後に変更されています。 
	
原因: パーティション化メソッド(LIST、RANGEまたはCONCAT)またはパーティション・テンプレートのパーティション・ディメンションが、再コンパイルが必要なコードがコンパイルされたときのパーティション・ディメンションと異なります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-33450: (ESDREAD05) workspace objectのコンパイル・コードを廃棄しています。現在、numberにはコードがコンパイルされた時点よりも多い、または少ない数のディメンションがあります。 
	
原因: 指定したオブジェクトのディメンションが変更されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-33452: (ESDREAD06)workspace objectのコンパイル・コードを廃棄しています。現在、numberはworkspace objectによりディメンション化されています。コードがコンパイルされた時点でworkspace objectによりディメンション化されます。 
	
原因: 指定したオブジェクトのディメンションが変更されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-33454: (ESDREAD07) workspace object用にコンパイルしたコードを廃棄しています。現在、numberはstring workspace objectですが、コードのコンパイル時にはstring workspace objectだったことが原因です。 
	
原因: 指定したオブジェクトが変更されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-33456: (ESDREAD08) workspace object用にコンパイルしたコードを廃棄しています。numberがstringであることが原因です。コンパイル済プログラムでstringによってこれが検出されることは予期されていませんでした。 
	
原因: 指定したオブジェクトの型が変更されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-33458: (ESDREAD09) workspace object用にコンパイルしたコードを破棄しています。現在、numberはstring型ですが、コードのコンパイル時にはstring型だったことが原因です。 
	
原因: 指定したオブジェクトの型が変更されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-33460: (ESDREAD10) workspace objectのコンパイル・コードを廃棄しています。オブジェクトworkspace objectはアナリティック・ワークスペースstringにありません。 
	
原因: 指定したオブジェクトは、コンパイル済オブジェクトのコンパイル時と同じアナリティック・ワークスペースにありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-33462: (ESDREAD10A) workspace objectのコンパイル・コードを廃棄しています。オブジェクトnumberはアナリティック・ワークスペースstringにありません。 
	
原因: 指定したオブジェクトは、コンパイル済オブジェクトのコンパイル時と同じアナリティック・ワークスペースにありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-33468: (ESDREAD13) workspace object用にコンパイルしたコードを廃棄しています。numberがディメンションworkspace objectのサロゲートではなくなったことが原因です。 
	
原因: コンパイル済コードを保存したときに、指定されたオブジェクトは特定のディメンションのサロゲートでした。現在指定されたオブジェクトは、それとは異なるディメンションのサロゲートです。


	
処置: 処置は必要ありません。プログラムは自動的に再コンパイルされます。









	 ORA-33557: (MAINTCHK01) stringはディメンションworkspace objectにループ中はこの値に対して行えません。 
	
原因: ユーザーは、指定されたディメンションの値を、そのディメンションへのループがアクティブなときに挿入または削除しようとしました。ループは明示的なFORまたはACROSSループか、自然な式評価か、またはOLAP_TABLEループである可能性があります。またループの対象が、ディメンション自体か、導出されたディメンション(コンポジットまたはパーティション・テンプレートなど)か、またはそのディメンションを含むディメンション別名である場合があります。挿入または削除は、MAINTAINコマンドで明示的に引き起こすことができます。ユーザーが修飾データ参照(QDR)を使用して、コンポジットのループ中にそのコンポジットでディメンション化された変数またはパーティションに値を割り当てようとした可能性もあります。また、エンジンによる、新しい値を保持するための新しい位置をコンポジットに挿入する試行によって、例外が発生した場合もあります。


	
処置: ディメンション・メンテナンスまたはQDRベースの変数割当てを、ディメンション・ループ外に移動してください。









	 ORA-33558: (LOCKCHECK01) workspace objectディメンションのステータスまたは内容は、LOCK_LANGUAGE_DIMSオプションがvalueに設定されている場合には変更できません。 
	
原因: ブール型オプションのLOCK_LANGUAGE_DIMSがYESに設定されているときに、LIMITまたはMAINTAINが指定された言語ディメンションで試行されました。


	
処置: LOCK_LANGUAGE_DIMSをNOに設定してからMAINTAINまたはLIMITを再試行してください。









	 ORA-33625: (FRASSIGN02) APPENDキーワードは、CONCATディメンションworkspace objectとともに使用できません。 
	
原因: FILEREAD、SQL FETCHまたはSQL SELECTコマンドのCONCATターゲットにAPPENDキーワードが使用されました。


	
処置: 値をCONCATの1つにAPPENDすると、そのCONCATに自動的に追加されます。









	 ORA-33733: (xsILPMLTPreOp01) stringプログラムがアクティブの場合、アナリティック・ワークスペースstringはREVERTまたはRESYNCできません。 
	
原因: AW REVERTおよびAW RESYNCコマンドは、実行中のプログラムを含むアナリティック・ワークスペースで使用できません。


	
処置: 指定されたプログラムを実行せずにコマンドを実行してください。









	 ORA-33883: (MAKEDCL36) 既存のターゲットを使用してEXTERNALパーティションを定義する場合は、string属性を使用できません。 
	
原因: 以前ターゲット変数を定義した外部パーティションの定義で、TEMPORARYキーワードが指定されました。


	
処置: 外部パーティションの記憶域の特性は、ターゲット変数によって決まります。属性は、外部パーティションの定義時ではなく、ターゲットの定義時に設定してください。









	 ORA-33911: (MAKEDCL29) stringをアナリティック・ワークスペースstringで定義できません。バージョンstringにアップグレードされていません。 
	
原因: 特定の互換性レベルにアップグレードしていないAWで、そのレベルの互換性設定が必要なオブジェクトを定義しようとしました。


	
処置: データベースが適切な互換性モードで実行されていることを確認し、AWをアップグレードしてください。









	 ORA-33918: (MAKEDCL33) ディメンションworkspace objectのサロゲートは、stringのため、定義できません。 
	
原因: サロゲートを持たないディメンションも存在します。許可されないディメンションのサロゲートを定義しようとしました。


	
処置: このディメンションにはサロゲートを定義しないでください。









	 ORA-33920: (MAKEDCL34) string SURROGATEには、次のデータ型のいずれかが必要です: ID、NTEXT、TEXT、NUMBER、DATETIME、TIMESTAMPまたはINTEGER。 
	
原因: 有効なデータ型を指定せずにサロゲートを定義しようとしました。


	
処置: サロゲートの定義では、データ型(ID、NTEXT、TEXT、NUMBERまたはINTEGER)を指定してください。









	 ORA-33922: (MAKEDCL35) ディメンションworkspace objectのサロゲートは、時間ディメンションのため定義できません。 
	
原因: データ型がDAY、WEEK、MONTHまたはYEARのディメンションにサロゲートを定義しようとしました。


	
処置: このディメンションにはサロゲートを定義しないでください。









	 ORA-33998: (MODCOMP12) workspace objectとworkspace objectの両方はモデル・ディメンションとして使用できません。workspace objectがworkspace objectのサロゲートであることが原因です。 
	
原因: モデルのDIMENSION文に、ディメンションとそのサロゲートの両方を含めようとしました。


	
処置: モデルのDIMENSION文には、ディメンションまたはサロゲートのいずれかを使用してください。









	 ORA-34000: (MODCOMP13) workspace objectおよびworkspace objectの両方は、ディメンションworkspace objectのサロゲートのため、両方をモデル・ディメンションとして使用することはできません。 
	
原因: モデルのDIMENSION文に、同じディメンションの2つのディメンション・サロゲートを含めようとしました。


	
処置: モデルのDIMENSION文には、2つのサロゲートのいずれか片方を使用してください。









	 ORA-34001: (MODCOMP14) CONCATリーフ・ディメンションworkspace objectは、明示的、または別のCONCATディメンションのリーフとして、DIMENSION文ですでに使用されています。 
	
原因: 共通のリーフ・ディメンションを共有する2つのCONCATディメンション、またはCONCATディメンションとそのリーフ・ディメンションの1つが、どちらもDIMENSION文で指定されています。


	
処置: 重複するCONCATディメンション、または指定のCONCATディメンションのリーフ・ディメンションは指定しないでください。









	 ORA-34019: (MSCGADD03) workspace objectはLIST PARTITION TEMPLATEではありません。 
	
原因: RANGEまたはCONCATのパーティション・テンプレートからリスト値をMAINTAINT ADDまたはDELETEしようとしました。


	
処置: RANGEまたはCONCATのパーティション・テンプレートのパーティションは、MAINTAINコマンドでは変更できません。









	 ORA-34021: (MSCGADD04) PARTITION TEMPLATE workspace objectを保持する場合、パーティションを指定する必要があります。 
	
原因: LISTパーティション・テンプレートからリスト値をMAINTAINT ADDまたはDELETEしようとしましたが、追加先または削除元のパーティションが指定されていません。


	
処置: パーティションを指定してください。構文は、maintain (テンプレート) add to partition (パーティション名) (値)またはmaintain (テンプレート) delete from partition (パーティション名) (値)です。









	 ORA-34059: (MSEXECUT12) セッション限定以外のディメンション値は、UNIQUE CONCATディメンションworkspace objectから削除できません。 
	
原因: MAINTAIN DELETEを非SESSION値に適用しようとしました。


	
処置: MAINTAIN DELETEは、CONCATディメンションからSESSION値を削除する場合にのみ使用してください。









	 ORA-34061: (MSEXECUT11) セッション限定値は、UNIQUE CONCAT以外のディメンションworkspace objectや、すべてのベース・ディメンションに追加できません。 
	
原因: UNIQUEとして定義されているCONCATディメンションのみが、カスタム・メンバー値を持つことができます。


	
処置: CHGDFNコマンドを使用し、CONCATディメンションをUNIQUEディメンションに変更して再試行してください。









	 ORA-34141: (MXCGPUT00) ASSIGNキーワードは、DIMENSIONworkspace objectには使用できません。 
	
原因: FILEREAD、SQL FETCHまたはSQL SELECTコマンドのDIMENSIONターゲットにASSIGNキーワードが使用されました。


	
処置: FILEREAD、SQL FETCHまたはSQL SELECTコマンドで新しいディメンション値を作成するには、APPENDキーワードを使用してください。









	 ORA-34143: (MXCGPUT02) INTEGER.型のため、SURROGATEworkspace objectには値を割当てできません。 
	
原因: データ型がINTEGERのディメンション・サロゲートに値を割り当てようとしました。INTEGERディメンションと同様に、INTEGERサロゲートには値を割当てできません。これらは位置により参照されるのみです。


	
処置: INTEGERサロゲートに値を割り当てないでください。基礎となるディメンションを対象に位置を追加または削除すれば、それに応じてINTEGERサロゲートに自動的に値が割り当てられます。









	 ORA-34145: (MXCGPUT03) APPENDキーワードは、SURROGATEworkspace objectには使用できません。 
	
原因: FILEREAD、SQL FETCHまたはSQL SELECTコマンドのSURROGATEターゲットにAPPENDキーワードが使用されました。


	
処置: FILEREAD、SQL FETCHまたはSQL SELECTコマンドでSURROGATEに値を割り当てるには、ASSIGNキーワードを使用してください。









	 ORA-34164: (MXCGVAR01)ローカルstring変数の定義に使用するディメンションが見つかりません。実行を続行できません。 
	
原因: ローカル・リレーションまたは値セットが無効になりました。現在実行中のプログラムが使用しているオブジェクトが削除された可能性があります。


	
処置: これはOracleテクニカル・サポートが参照する内部エラーです。









	 ORA-34177: (MXCHGDCL19) numberは、1つ以上のパーティション変数によってインスタンス化されるため削除できません。 
	
原因: パーティション・テンプレートをCHGDFN DELETEしようとしましたが、削除対象のパーティションに一部のパーティション化変数のデータがあります。


	
処置: 問題の原因となっているパーティションを削除して、再試行してください。









	 ORA-34179: (MXCHGDCL20) workspace objectはPARTITION TEMPLATEではありません。 
	
原因: パーティション・テンプレートが必要な場所でパーティション・テンプレートでないオブジェクトを指定しました。


	
処置: パーティション・テンプレートの名前を指定してください。









	 ORA-34181: (MXCHGDCL21) workspace objectはパーティションVARIABLEではありません。 
	
原因: パーティション化変数が必要な場所でパーティション化変数でないオブジェクトを指定しました。


	
処置: パーティション化変数の名前を指定してください。









	 ORA-34183: (MXCHGDCL22) パーティションnumberはすでに存在します。 
	
原因: すでに存在するパーティションをパーティション化変数にADDしようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。パーティションはすでに存在しています。









	 ORA-34210: (MXCHGDCL18) workspace objectは、1つ以上のサロゲートが定義されているため、ディメンション・コンポジットには変更できません。 
	
原因: コンジョイント・ディメンションをコンポジットとして再定義しようとしましたが、コンジョイントには1つ以上のサロゲートが定義されています。サロゲートを持つディメンションは、コンポジットとして再定義できません。


	
処置: ディメンションのすべてのサロゲートを削除してください。または、ディメンションをコンポジットとして再定義しないでください。









	 ORA-34243: (MXDCL11) COMPOSITEを定義する場合、stringキーワードのみ使用できます。 
	
原因: COMPOSITEではないオブジェクトを定義するときに、COMPRESSEDキーワードを指定しました。


	
処置: 圧縮コンポジットを作成する場合は、オブジェクト型がCOMPOSITEであることを確認してください。それ以外の場合は、コマンド文字列からCOMPRESSEDキーワードを削除して再実行してください。









	 ORA-34260: (MXDCL25)numberは、ディメンション・コンポジットであるか、またはディメンション・コンポジットを含んでいるため、stringのディメンション化に使用できません。かわりに、コンポジット・ベースを使用してください。 
	
原因: COMPOSITEディメンションが許可されないオブジェクトのディメンション・リストに、COMPOSITEを使用しようとしました。


	
処置: ディメンション・リストではCOMPOSITEのベース・ディメンションを使用してください。









	 ORA-34276: (MXDCL33) (精度、スケール)引数はNUMBER変数またはディメンションとともに使用できます。 
	
原因: DIMENSIONまたはVARIABLE以外のオブジェクト(FORMULAまたはPROGRAMなど)の定義で、データ型としてNUMBER(精度)またはNUMBER(精度,スケール)を使用しようとしました。このエラーは、NUMBERデータ型が許可されていない場合にも発生します。


	
処置: 精度またはスケールを持たないNUMBER型を使用してください。NUMBERデータ型が許可されていない場合は、例外メッセージがより固有のものに変更される予定です。









	 ORA-34279: (MXDCL37) CONCATはDIMENSIONの定義時のみ使用できます。 
	
原因: CONCATキーワードが誤って使用されています。


	
処置: CONCATキーワードを指定せずにコマンドを再試行してください。









	 ORA-34286: (MXDCL53) workspace objectはstringであるため、このコンテキストでは使用できません。 
	
原因: そのようなディメンションが許可されていない場所で、ディメンション・コンポジット、コンジョイントまたはパーティション・テンプレートを指定しました。たとえば、コンポジットではリレーションをディメンション化できず、パーティション・テンプレートでディメンション化できるのは変数のみです。


	
処置: 通常、無効なディメンションはそのベースで置換できます。たとえば、PRODUCTやGEOGのコンポジットではリレーションをディメンション化できませんが、PRODUCTおよびGEOGでは、両方ともリレーションをディメンション化できます。









	 ORA-34296: (MXDCL36) フォームNUMBER(精度)またはNUMBER(精度、0)を使用して、NUMBERディメンションを固定幅整数として定義する必要があります。 
	
原因: 精度を指定せずにNUMBERディメンションを定義しようとしました。数値ディメンション宣言の適切なフォーマットは、NUMBER(精度)またはNUMBER(精度,スケール)です。精度またはスケールを指定しないNUMBERは許可されていません。


	
処置: NUMBER(精度)またはNUMBER(精度,スケール)を使用して、NUMBERディメンションのデータ型を指定してください。









	 ORA-34342: (MXDSS01)重要: アナリティック・ワークスペースstringは読取り専用です。そのため、UPDATEコマンドを使用して変更を保存することはできません。 
	
原因: これは、指定されたアナリティック・ワークスペースに対する変更を保存できないことを示す情報メッセージです。


	
処置: アナリティック・ワークスペースに対する変更を保存しない場合、処置は必要ありません。変更を保存する場合は、アナリティック・ワークスペースを連結解除してから、読込み/書込みで再連結してください。









	 ORA-34344: (MXDSS03) アナリティック・ワークスペースstringは連結されていません。 
	
原因: 現在連結されていないアナリティック・ワークスペースに操作を実行するコマンドが発行されたか、またはアナリティック・ワークスペースの名前の綴りが誤っています。


	
処置: アナリティック・ワークスペースを連結するか、または綴りを修正してください。









	 ORA-34346: (MXDSS04) stringアナリティック・ワークスペースは連結解除できません。 
	
原因: 指定されたアナリティック・ワークスペースは内部作業領域のため、ユーザーによる連結解除はできません。


	
処置: 連結解除する別のアナリティック・ワークスペースを指定してください。









	 ORA-34348: (MXDSS05) stringは内部目的のみに使用でき、アナリティック・ワークスペースとしてアクセスできません。 
	
原因: システムにより使用される内部アナリティック・ワークスペースに操作を実行するコマンドが発行されました。


	
処置: 別のアナリティック・ワークスペースを指定してください。









	 ORA-34350: (MXDSS06) stringはオープンしているアナリティック・ワークスペースです。 
	
原因: 指定されたアナリティック・ワークスペースは現在使用中です。


	
処置: 現在使用されていないアナリティック・ワークスペースに操作を実行してください。









	 ORA-34357: (MXDSS10) stringは、アナリティック・ワークスペースstringの別名ではありません。 
	
原因: 存在しない別名にAW UNALIASを使用しようとしました。


	
処置: コマンドで指定したアナリティック・ワークスペースおよび別名が正しいことを確認してください。別名は、現在のセッション中に(AW ALIASを使用して)割り当てられており、前のAW UNALIASまたはAW DETACHコマンドで削除されていないことが前提です。









	 ORA-34358: (MXDSS14) number人の他のユーザーが読取り中 
	
原因: %d > 1のときにAW LIST出力フォーマットを使用しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-34359: (MXDSS11) stringは、別名リストに2回表示されています。 
	
原因: AW ALIASまたはAW UNALIASコマンドの別名リストに同じ名前が2つ含まれています。


	
処置: 重複する名前を削除して再試行してください。









	 ORA-34360: (MXDSS15) number人の他のユーザーが書込み中 
	
原因: %d > 1のときにAW LIST出力フォーマットを使用しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-34361: (MXDSS12) number人の他のユーザーが読取り中 
	
原因: %d == 1のときにAW LIST出力フォーマットを使用しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-34363: (MXDSS13) number人の他のユーザーが書込み中 
	
原因: %d == 1のときにAW LIST出力フォーマットを使用しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-34374: (MXDSS27)stringは有効なアナリティック・ワークスペース名ではありません。アナリティック・ワークスペース名は26文字以下である必要があり、文字、数字およびアンダースコアのみ使用できます。数字で始めることはできません。 
	
原因: 指定されたAW名またはALIAS名が長すぎるか、または無効な文字を含んでいます。


	
処置: AW名が指定された基準を満たしていることを確認してください。









	 ORA-34376: (MXDSS28)stringは有効なアナリティック・ワークスペース名ではありません。アナリティック・ワークスペース名は26文字以下である必要があり、文字、数字、アンダースコアおよびドル記号のみ使用できます。数字またはドル記号で始めることはできません。 
	
原因: 指定されたAW名またはALIAS名が長すぎるか、または無効な文字を含んでいます。


	
処置: AW名が指定された基準を満たしていることを確認してください。









	 ORA-34481: (MXMAINT07) 値をstringできません(PARTITION TEMPLATE workspace object)。 
	
原因: パーティション・テンプレートに対してADDまたはDELETE以外のキーワードを使用してMAINTAINコマンドを実行しようとしました。


	
処置: パーティション・リストの値を追加または削除する以外は、パーティション・テンプレートをMAINTAINできません。









	 ORA-34487: (MXMAINT08) stringは、UNIQUE CONCAT以外のディメンションworkspace objectに対して実行できません。 
	
原因: 指定のMAINTAIN操作は、UNIQUE CONCATのみ適用できます。


	
処置: CHGDFNコマンドを使用し、CONCATディメンションをUNIQUEディメンションに変更して再試行してください。









	 ORA-34489: (MXMAINT06) SURROGATEであるため、workspace objectはメンテナンスできません。 
	
原因: ディメンション・サロゲートにMAINTAINコマンドを使用しようとしました。MAINTAINコマンドは、サロゲートではなく実際のディメンションにのみ使用できます。


	
処置: かわりにMAINTAINコマンドを使用して、サロゲートの基礎となるディメンションを変更してください。









	 ORA-34514: (MXOPERR) stringできません。stringデータ('string'で始まる式)です。 
	
原因: 無効な操作を実行しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-34647: (MXSQL18)CURSOR FOR TEXT宣言のテキスト式はNAにできません。 
	
原因: CURSOR FOR TEXT宣言のSELECT式のテキストが、コンパイル時にNAと評価されました。


	
処置: SQL DECLAREを含むプログラムのコンパイル時にNAとならないテキスト式を指定してください。









	 ORA-34656: (MXSQL24) 追加のWHERE句は、CURRENT OF <カーソル名>構文の条件付けを行います 
	
原因: SQL UPDATEまたはDELETE文で、複数の条件が指定されているWHERE句にCURRENT OF <カーソル名>構文を使用しようとしました。


	
処置: CURRENT OF <カーソル名>構文を使用する場合は、WHERE句の条件を1つのみ指定してください。









	 ORA-34658: (MXSQL25) CURSOR FOR TEXTの語の後には、SELECTコマンドで指定したコンパイル時のテキスト式が続く必要があります。 
	
原因: SQL DECLARE <csr> CURSOR FOR TEXTコマンドにテキスト式が欠落しているか、欠落していない場合はテキスト式が無効です。


	
処置: コンパイル時にSELECT文として評価可能な単一のテキスト式を指定してください。









	 ORA-34719: (NLSCHARSET03) NTEXT/TEXT変換で、文字データが失われました。 
	
原因: TEXTとNTEXTの間でキャラクタ・セット変換が暗黙的または明示的に発生した場合、接続先のキャラクタ・セットにマッピングする文字がないため、いくつかの文字が損失します。


	
処置: すべての文字が接続先のキャラクタ・セットにマップされるようにするか、またはNLS_NCHAR_CONV_EXCPにFALSEを設定してください。注意: このメッセージはORA-12713に相当するOLAPのエラーです。









	 ORA-34722: (NLSCHARSET05) 注意: stringからstringへのキャラクタ・セットの変換中に文字データが失われました 
	
原因: 一部の操作では、文字列を異なるキャラクタ・セットに変換する必要がありますが、この文字列には新しいキャラクタ・セットにない文字が含まれています。


	
処置: 別のキャラクタ・セットを選択してください。









	 ORA-34726: (NLSCHARSET06) 注意: stringからstringへのキャラクタ・セットの変換中に文字列が切り捨てられました 
	
原因: 一部の操作では、文字列を異なるキャラクタ・セットに変換する必要があります。文字列の新しいエンコーディングでは、現在よりも多くのバイト数が必要なため、許可されるバイト長制限を超過すると、一部の文字が文字列の最後から削除されます。


	
処置: バイト長制限がIDデータ型の使用に起因している場合は、かわりにCHARデータ型の使用を考慮してください。バイト長制限がCHARデータ1行当たり4000バイトの制限に起因している場合は、長い行を複数の行に分割してください。









	 ORA-34731: (NLSSORT01) 'number'は有効なNLS_SORT指定ではありません。 
	
原因: SORTコマンド、SORT関数、SORTLINES関数またはUNIQUELINES関数に、認識できないNLS_SORT値が指定されています。


	
処置: サポートされているNLS_SORT値を指定してください。









	 ORA-34738: (NOUPDATE)重大な問題が検出されました。安全性のため、アナリティック・ワークスペースの操作はできなくなっています。 
	
原因: 前の致命的エラーにより、UPDATEを実行できないようにセッションがマークされています。


	
処置: 新しいセッションを開始してください。









	 ORA-34761: (NXHANDLEALLO) ALLOCATE操作中に小数部オーバーフローが発生しました。結果には信頼性がありません。 
	
原因: ALLOCATEの実行中に小数部オーバーフローが発生しました。


	
処置: データを修正するか、高精度のデータ型を使用してください。









	 ORA-34796: (OCI08) SQLホスト変数numberはバインドできません。 
	
原因: ホスト変数のデータ型はサポートされていません。


	
処置: ホスト変数名に、サポートされているデータ型の変数を指定してください。









	 ORA-34802: (OCI11)OLAP OCI操作により、連結されたアナリティック・ワークスペースのUPDATEの後、ROLLBACKが実行されました。現在の操作は取り消されました。 
	
原因: 連結されたアナリティック・ワークスペースの1つのUPDATEの後、ROLLBACKがコールされました。現行の操作は異常終了し、アナリティック・ワークスペースは連結解除されます。


	
処置: ROLLBACKを実行しないようにコール先SQLプロシージャを変更してください。









	 ORA-34804: (OCI12)SQLホスト変数の値numberは長すぎます。numberバイトを超える列にはWIDEキーワードを使用してください。 
	
原因: ホスト変数のテキスト値は、SQL VARCHARの最大長を超えています。


	
処置: ホスト変数の指定にWIDEキーワードを使用してください(WIDE OLAP_object_nameなど)。









	 ORA-34805: (OCI13) 文numberには1つ以上のホスト変数が必要です。 
	
原因: DIRECT=YESを指定して作成する文には、1つ以上のホスト変数が必要です。


	
処置: 作成した文の宣言にホスト変数を追加してください。









	 ORA-34806: (OCI14) 文numberはACROSSコマンド内でのみ実行可能です。 
	
原因: DIRECT=YESを指定して作成した文は、ACROSSコマンド内で実行する必要があります。


	
処置: 文をACROSSコマンド内で実行してください。









	 ORA-34840: (OPCREATE01) stringオプションはデータ型stringで宣言する必要があります。 
	
原因: 誤ったデータ型でオプションを宣言しようとしました。


	
処置: 正しいデータ型でオプションを宣言してください。









	 ORA-34841: (OPCREATE02) stringオプションはREADONLY属性で宣言する必要があります。 
	
原因: READONLY属性なしでオプションを宣言しようとしました。


	
処置: オプションREADONLYを宣言してください。









	 ORA-34871: (PERMIT06) セッション限定の値'value'(workspace object)は削除されました。PERMITの変更により値の重複が明らかになりました。 
	
原因: PERMITコマンドの実行によって、SESSION値と同じ名前の永続的なディメンション値またはサロゲート値となりました。


	
処置: SESSION値が必要な場合は、別の名前で追加してください。









	 ORA-34896: (PPMONTHS00)少なくとも12か月の名前の指定が必要です。numberしか指定されていません。 
	
原因: 各月に1つ以上の名前を指定する必要があります。名前の指定が不十分です。


	
処置: 12以上の名前を指定してください。









	 ORA-34897: (PPMONTHS01) MONTHNAMESオプションでは空白行は使用できません。 
	
原因: MONTHNAMESオプションを移入する文字列に1行以上の空白行があります。月の名前を空白にはできません。


	
処置: 文字列から空白行を削除してください。









	 ORA-34900: (PPWKDAYS00)少なくとも7日間の名前の指定が必要です。numberしか指定されていません。 
	
原因: 各日に1つ以上の名前を指定する必要があります。名前の指定が不十分です。


	
処置: 文字列に7つ以上の名前があることを確認してください。









	 ORA-34901: (PPWKDAYS01) DAYNAMESオプションでは空白行は使用できません。 
	
原因: DAYNAMESオプションを移入する文字列に1行以上の空白行があります。日の名前を空白にはできません。


	
処置: 文字列から空白行を削除してください。









	 ORA-35016: (QFCHECK00) アナリティック・ワークスペースとEIFファイル定義workspace objectに一致しない型があります。 
	
原因: EIFファイルまたはLOBから既存のアナリティック・ワークスペース・オブジェクトへのインポートが、既存オブジェクトの定義がEIFファイルまたはLOBのオブジェクトの定義と違いすぎるため、失敗しました。


	
処置: オブジェクトを、同じ名前のオブジェクトを含まないアナリティック・ワークスペースにインポートしてください。









	 ORA-35017: (QFCHECK06) アナリティック・ワークスペースとEIFファイル定義workspace objectに、異なるパーティション化メソッドがあります。 
	
原因: EIFファイルまたはLOBから既存のアナリティック・ワークスペース・オブジェクトへのインポートが、既存オブジェクトの定義がEIFファイルまたはLOBのオブジェクトの定義と違いすぎるため、失敗しました。


	
処置: オブジェクトを、同じ名前のオブジェクトを含まないアナリティック・ワークスペースにインポートしてください。









	 ORA-35018: (QFCHECK01) アナリティック・ワークスペースとEIFファイル定義workspace objectに一致しないデータ型があります。 
	
原因: EIFファイルまたはLOBから既存のアナリティック・ワークスペース・オブジェクトへのインポートが、既存オブジェクトの定義がEIFファイルまたはLOBのオブジェクトの定義と違いすぎるため、失敗しました。


	
処置: オブジェクトを、同じ名前のオブジェクトを含まないアナリティック・ワークスペースにインポートしてください。









	 ORA-35019: (QFCHECK07) アナリティック・ワークスペースとEIFファイル定義workspace objectに、異なるパーティション・ディメンションがあります。 
	
原因: EIFファイルまたはLOBから既存のアナリティック・ワークスペース・オブジェクトへのインポートが、既存オブジェクトの定義がEIFファイルまたはLOBのオブジェクトの定義と違いすぎるため、失敗しました。


	
処置: オブジェクトを、同じ名前のオブジェクトを含まないアナリティック・ワークスペースにインポートしてください。









	 ORA-35020: (QFCHECK02) アナリティック・ワークスペースとEIFファイル定義workspace objectに一致しないディメンション設定があります。 
	
原因: EIFファイルまたはLOBから既存のアナリティック・ワークスペース・オブジェクトへのインポートが、既存オブジェクトの定義がEIFファイルまたはLOBのオブジェクトの定義と違いすぎるため、失敗しました。


	
処置: オブジェクトを、同じ名前のオブジェクトを含まないアナリティック・ワークスペースにインポートしてください。









	 ORA-35021: (QFCHECK08) EIFファイル定義workspace objectが持つパーティションには、既存のアナリティック・ワークスペース・オブジェクト内に存在しないものがあります。 
	
原因: EIFファイルまたはLOBから既存のアナリティック・ワークスペース・オブジェクトへのインポートが、既存オブジェクトの定義がEIFファイルまたはLOBのオブジェクトの定義と違いすぎるため、失敗しました。


	
処置: オブジェクトを、同じ名前のオブジェクトを含まないアナリティック・ワークスペースにインポートしてください。









	 ORA-35022: (QFCHECK03) アナリティック・ワークスペースとEIFファイル定義workspace objectに一致しないリレーションがあります。 
	
原因: EIFファイルまたはLOBから既存のアナリティック・ワークスペース・オブジェクトへのインポートが、既存オブジェクトの定義がEIFファイルまたはLOBのオブジェクトの定義と違いすぎるため、失敗しました。


	
処置: オブジェクトを、同じ名前のオブジェクトを含まないアナリティック・ワークスペースにインポートしてください。









	 ORA-35023: (QFCHECK09) アナリティック・ワークスペースとEIFファイル定義workspace objectに、矛盾したパーティション定義があります。 
	
原因: EIFファイルまたはLOBから既存のアナリティック・ワークスペース・オブジェクトへのインポートが、既存オブジェクトの定義がEIFファイルまたはLOBのオブジェクトの定義と違いすぎるため、失敗しました。


	
処置: オブジェクトを、同じ名前のオブジェクトを含まないアナリティック・ワークスペースにインポートしてください。









	 ORA-35024: (QFCHECK04) アナリティック・ワークスペースとEIFファイル定義workspace objectに一致しない時間ディメンション属性があります。 
	
原因: EIFファイルまたはLOBから既存のアナリティック・ワークスペース・オブジェクトへのインポートが、既存オブジェクトの定義がEIFファイルまたはLOBのオブジェクトの定義と違いすぎるため、失敗しました。


	
処置: オブジェクトを、同じ名前のオブジェクトを含まないアナリティック・ワークスペースにインポートしてください。









	 ORA-35026: (QFCHECK05) アナリティック・ワークスペースとEIFファイル定義workspace objectに一致しないALIASOFディメンションがあります。 
	
原因: EIFファイルまたはLOBから既存のアナリティック・ワークスペース・オブジェクトへのインポートが、既存オブジェクトの定義がEIFファイルまたはLOBのオブジェクトの定義と違いすぎるため、失敗しました。


	
処置: オブジェクトを、同じ名前のオブジェクトを含まないアナリティック・ワークスペースにインポートしてください。









	 ORA-35031: (QFSVNS00) EIFファイルに不備があるためIMPORTコマンドは終了しました。 
	
原因: EIFファイルに含まれるCOMPRESSED COMPOSITEの集計データに欠陥があります。


	
処置: NOAGGRキーワードを使用してEIFファイルを再作成してください。









	 ORA-35062: (QFGET01) 拡張番号number(EIFファイルstring)に、重複するファイルが見つかりました。 
	
原因: IMPORTでは、EIFEXTENSIONPATHに指定したディレクトリが検索され、同じ名前を持つ2つのEIF拡張ファイルが見つかりました(最後の名前要素に使用されている大/小文字のみが異なります)。


	
処置: IMPORTで読み取られないファイルを削除、名前変更または移動してください。









	 ORA-35066: (QFGET03) 拡張番号numberがEIFファイルstringにありません。 
	
原因: IMPORTでは、EIFEXTENSIONPATHに指定したディレクトリが検索されましたが、適切な番号が付いた拡張ファイルが見つかりませんでした。


	
処置: 欠落ファイルを検索ディレクトリの1つに移動してください。









	 ORA-35071: (QFHEAD06) EIFファイルstringをインポートできません。アナリティック・ワークスペースstringが、バージョンstringにアップグレードされていないためです。 
	
原因: 新しいバージョンの製品を使用して作成されたEIFファイルから、古いバージョンの製品を使用して作成されたAWにインポートしようとしました。


	
処置: インポートするインスタンスに対するinit.oraの互換性モード・パラメータが、エクスポートするインスタンスにあるパラメータと同じバージョン以上を指定していることを確認してください。次に、AWを最新の記憶域フォーマットに変換し、インポート・コマンドを再実行してください。あるいは、エクスポートするインスタンスのEIFVERSIONオプションを低い番号に変更し、EIFファイルを再度作成してから、新規ファイルをインポートしてください。









	 ORA-35074: (QFHEAD02) EIFファイルstringはこのバージョンのstringでは読み込めません。 
	
原因: EIFファイルの作成に使用された内部バージョン番号は、現行のOracle OLAPバージョンと非互換のオブジェクトが含まれている可能性があることを示しています。または、EIFファイルに廃止された形式が使用されています。


	
処置: 可能な場合は、エクスポートするインスタンスのEIFVERSIONを低い番号に設定し、EIFファイルを再度作成してから、新規ファイルをインポートしてください。









	 ORA-35076: (QFHEAD04) 注意: EIFファイルstringのテキスト・データはこのバージョンのstringでは認識されないキャラクタ・セットにコード化されています。 
	
原因: IMPORTが、EIFファイルに指定されているキャラクタ・セットを認識できません。


	
処置: インポートされたテキスト・データを確認してください。正常にインポートされていない場合は、現行のOracleバージョンでサポートされているキャラクタ・セットを使用してEIFファイルを再作成してください。









	 ORA-35078: (QFHEAD05) stringのEIF拡張ファイル・ヘッダーは書式が正しくありません。 
	
原因: 複数ファイルのIMPORTで、EIF拡張ファイルに正しいヘッダー情報が含まれていません。


	
処置: EIFEXTENSIONPATHが正しく設定されているかどうかと、現行のIMPORT用の拡張ファイルすべてがメインEIFファイルと同じEXPORTコマンドで作成されたかどうかを確認してください。









	 ORA-35095: (QFSVNS01) 固定幅のディメンションworkspace objectにインポートされた1つ以上の値が切り捨てられました。 
	
原因: EIFファイルのデータが、ターゲット・ディメンションに格納される値よりも広範囲な値を持つディメンションからエクスポートされました。


	
処置: ターゲット・ディメンションの定義を変更するか、インポート・プロセスでターゲット・ディメンションからの複数の値が同一になっていないことを確認してください。後でインポートしたディメンション値データが前にインポートしたデータを上書きしたために、データが消失した可能性があります。









	 ORA-35106: (REGRESS00) 独立変数は1次元のリレーション・シップであるため、回帰は計算されません。 
	
原因: 指定された独立変数の値が独立していません。たとえば、1つの変数が他の変数の倍数となっています。


	
処置: 他の変数から完全に独立している独立変数を選択してください。









	 ORA-35171: SIGNALコマンドではエラー番号stringを発信できません 
	
原因: OLAP DML SIGNALコマンドで、無効なエラー番号を明示的に発信しようとしました。


	
処置: 別のエラー番号を発信してください。









	 ORA-35180: (SNSYN103) OUTFILEコマンドの書式は次のとおりです: OUTFILE [APPEND] {EOF | TRACEFILE | filename [NOCACHE] [NLS_CHARSET name]} 
	
原因: OUTFILEコマンドに不適切な構文が指定されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-35276: (SNSYN163) ALLOCATEコマンドの書式は次のとおりです: ALLOCATE varname [SOURCE svarname] [BASIS bvarname [ACROSS dimname]] [TARGET tvarname [TARGETLOG logvarname]] [USING aggmap] 
	
原因: ALLOCATEコマンドに不適切な構文が使用されました。


	
処置: 構文を修正してください。









	 ORA-35280: (SNSYN165) AGGREGATEコマンドの書式は次のとおりです: AGGREGATE varname1 [varname2 varname3 ...] [USING aggmap-name] [COUNTVAR intvar-name1 [intvar-name2 intvar-name3 ...]] [FUNCDATA] [FORCEORDER] [PARALLEL #] [{FROM|FROMVAR} fromname [, fromname2 ...]] 
	
原因: AGGREGATEコマンドに不適切な構文が使用されました。


	
処置: 構文を修正してください。









	 ORA-35282: (SNSYN166) AGGREGATE関数の書式は次のとおりです: AGGREGATE(varname [USING aggmap-name] [COUNTVAR intvar-name] [FORCECALC] [FORCEORDER] [{FROM|FROMVAR} fromname [, fromname2 ...]]) 
	
原因: AGGREGATE関数に不適切な構文が使用されました。


	
処置: 構文を修正してください。









	 ORA-35561: (XSRWLD01) オブジェクトworkspace objectは有効なターゲットではありません。 
	
原因: ターゲットに指定されたオブジェクトは無効です。


	
処置: 有効なオブジェクトをターゲットに選択してください。









	 ORA-35562: (SQLIMP01) SQL IMPORTコマンドで、number列を出力しますが、INTO句にnumberホスト変数が指定されています。 
	
原因: ソース問合せの式とINTO句のターゲットが一致していません。


	
処置: ソース問合せの式がINTO句のターゲットに一致することを確認してください。









	 ORA-35563: (XSRWLD17)このディメンション・メンバーの属性に対して複数の値があります。 
	
原因: ソース表で、ディメンション属性の異なる値が含まれている複数の行が検出されました。複数の行の最初の行のみロードされます。


	
処置: マッピングを修正するか、競合する属性値を持つ行を削除してください。









	 ORA-35564: (XSRWLD02) string型からstring型への変換はできません。 
	
原因: ソースをターゲットに変換できません。


	
処置: 異なるデータ型のターゲットを選択してください。









	 ORA-35565: (XSRWLD03) オブジェクトworkspace objectにはAPPEND、MATCHまたはASSIGNのみが使用できます。 
	
原因: ターゲットに適用された設定が正しくありません。


	
処置: DIMENSIONにはAPPENDまたはMATCH、SURROGATEにはASSIGNを使用してください。









	 ORA-35566: (XSRWLD04) オブジェクトworkspace objectはQDRで使用できません 
	
原因: QDRがターゲット・ディメンション上に置かれています。


	
処置: ターゲット・ディメンションのQDRを削除してください。









	 ORA-35568: (SQLIMP03) 変数numberのデータ型は、INTEGER、LONGINTEGERまたはSHORTINTEGERにする必要があります。 
	
原因: ターゲット変数がINTEGER、LONGINTEGERまたはSHORTINTEGERではありません。


	
処置: ターゲット変数は、INTEGER、LONGINTEGERまたはSHORTINTEGERにする必要があります。









	 ORA-35569: (XSRWLD05) データstringをstringに列numberで変換中にエラーが発生しました。 
	
原因: データをターゲットのデータ型に変換できませんでした。


	
処置: ソース・データがターゲットのデータ型に対して有効であるかどうかを確認してください。









	 ORA-35570: (XSRWLD06) 列値はターゲット・ディメンションの有効なメンバーではありません。 
	
原因: ディメンションのソース値は、ディメンションの既存のメンバーではありません。


	
処置: 列値がターゲット・ディメンションの既存のメンバーであることを確認してください。









	 ORA-35571: (XSRWLD07)最大数のロード・エラーが発生しました。このステップでの変更内容はデータベースにコミットされませんでした。No changes from this step were committed to the database. 
	
原因: ロード・エラー数が指定された最大数を超えました。


	
処置: ロード・エラーを修正するか許容される最大数を増やして、ロードを再実行してください。









	 ORA-35572: (XSRWLD08) 列値は関連ディメンションの有効なメンバーではありません。 
	
原因: リレーションのソース・データは、関連ディメンションのメンバーではありません。


	
処置: ソース・データが関連ディメンションの有効なメンバーであることを確認してください。









	 ORA-35573: (XSRWLD09) 着信ディメンション値がnullです。 
	
原因: ディメンションのソース値がnullになっています。


	
処置: ディメンションのソース・データがnullでないことを確認してください。









	ORA-35578: (SQLOUT11)SQLのカーソル'number'は、CURRENT OF<カーソル名>構文では使用できません 
	
原因: WHERE句のCURRENT OF <カーソル>構文で、FOR UPDATE [ OF <列名> ]のSQL構文で宣言していないカーソルを使用しようとしました。


	
処置: FOR UPDATE [ OF <列名> ]のSQL構文を指定のカーソルに追加してください。









	 ORA-35580: (XSRWLD10) 着信列に一致しないデータ型が含まれます。 
	
原因: データをターゲットのデータ型に変換できませんでした。


	
処置: ソース・データがターゲットのデータ型に対して有効であるかどうかを確認してください。









	 ORA-35581: (XSRWLD11) ターゲットのこの値を書き込む許可が与えられていません。 
	
原因: 指定されたターゲットに対する書込み権限がありません。


	
処置: 必要な権限を付与するようスキーマの所有者またはOLAP DBAに依頼してください。









	 ORA-35582: (XSRWLD12) 1回のロードでディメンション・メンバー"number"のレベルを"number"から"number"に変更できません。 
	
原因: ディメンション・メンバーが複数のレベルにマップされています。


	
処置: 各ディメンション・メンバーが1つのレベルにのみマップされるようにマッピングを変更してください。









	 ORA-35583: (XSRWLD13) 1回のロードでディメンション・メンバーのレベルを変更できません。 
	
原因: ディメンション・メンバーが複数のレベルにマップされています。


	
処置: 各ディメンション・メンバーが1つのレベルにのみマップされるようにマッピングを変更してください。









	 ORA-35585: (XSRWLD14)このSQL問合せは、拒否されたレコードを生成しました。 
	
原因: この問合せによって、拒否されたレコードが生成されました。


	
処置: 拒否されたレコードを見つけて、拒否を解決します(データ、マッピングなど)。









	 ORA-35587: (SQLOUT20) 表関数とSQLコマンドのネストがnumberレベルの上限を超えています。 
	
原因: PREDMLCMDトークンを持つテーブル関数のネストで、埋込みSQLサポートを使用するOLAP DML式が移入されました。この式は別のテーブル関数にアクセスするための式で、テーブル関数には、埋込みSQLサポートを使用するOLAP DML式で記述されたPREDMLCMDトークンを持つ複数のテーブル関数が含まれています。


	
処置: テーブル関数とOLAP DML埋込みSQLサポート間のネストのレベルを下げてください。









	 ORA-35588: (XSRWLD15) LOAD RETAINモードでは、既存のディメンション・メンバー"number"の親を"number"から"number"に変更できません。 
	
原因: LOAD RETAINモードで、既存のディメンション・メンバーの親を変更しようとしました。


	
処置: マッピングを修正するか、LOAD NOSYNCHモードを使用してください。









	 ORA-35589: (XSRWLD16) LOAD RETAINモードでは、既存のディメンション・メンバーの親を変更できません。 
	
原因: LOAD RETAINモードで、既存のディメンション・メンバーの親を変更しようとしました。


	
処置: マッピングを修正するか、LOAD NOSYNCHモードを使用してください。









	 ORA-35749: (VCHEX01) 'character'は有効な16進数ではありません。 
	
原因: 変換するテキストに無効な16進数が含まれています。


	
処置: 文字を0から9またはAからFの範囲内の数字に置き換えてください。









	 ORA-35756: (VCTODT02) 'number'は有効な日付ではありません。numberが1年の範囲外です。 
	
原因: n'%1p'


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-35810: (XSINPUTERR) このコマンドは、コマンド文字列に指定された以上の入力を要求しています。 
	
原因: コマンドに必要な入力値が文字列に指定されていません。


	
処置: 必要な値を入力してコマンドを再実行してください。









	 ORA-35917: (XSHIDE05) モデルworkspace objectを非表示(HIDE)にできません。このモデルが定義されているアナリティック・ワークスペースはバージョンstringにアップグレードされていません。 
	
原因: 必要な互換性レベルにアップグレードしていないAWで、HIDEコマンドをモデルに適用しようとしました。


	
処置: データベースが適切な互換性モードで実行されていることを確認し、AWをアップグレードしてください。









	 ORA-35952: (XSSPFC01) stringディメンションworkspace objectおよびstringディメンションworkspace objectでは、SPFCEXECメソッドnumberのステータスに同数の値が必要です。 
	
原因: このメソッドでは、指定されたディメンションのステータスに同数の値が必要ですが、ユーザーは違う長さのステータスを指定しました。


	
処置: ステータスの長さが同じになるようにディメンションを再度制限してください。









	 ORA-36017: (XSHIERCK10)階層workspace object(numberの上、レベルnumber)の定義がスターに矛盾しています。競合する親にはnumberが含まれます。 
	
原因: 階層の定義がスターに矛盾しています。


	
処置: 階層の定義を変更してください。









	 ORA-36018: (XSHIERCK02) HIERCHECKコマンドの書式は次のとおりです: HIERCHECK relation [STATUS|NOSTATUS|valueset] [MULTIPATH] [CONSISTENT] [{BALANCED|STAR_CONSISTENT} levelrelation] または HIERCHECK aggmap [MULTIPATH] [CONSISTENT] 
	
原因: 誤ったオブジェクト型が指定されました。


	
処置: オブジェクトをRELATIONまたはAGGMAPに変更してください。









	 ORA-36019: (XSHIERCK11) HIERSHAPE関数の書式は次のとおりです: HIERSHAPE(relation[(qdr)] {level|ragged|skiplevel|regular} USING levelrel [INHIERARCHY inhvs] LEVELORDER levelvs) 
	
原因: 誤ったオブジェクト型または誤ったオブジェクト定義が指定されました。


	
処置: オブジェクト型を変更するか、または正しいオブジェクト定義を使用してください。









	 ORA-36020: (XSHIERCK03) 階層workspace object(number上)の定義に一貫性がありません。 
	
原因: 階層の定義に一貫性がありません。


	
処置: 階層の定義を変更してください。









	 ORA-36021: (XSHIERCK12) HIERCHECK関数の書式は次のとおりです: HIERCHECK(relation [STATUS|NOSTATUS|valueset] [MULTIPATH] [CONSISTENT] [{BALANCED|STAR_CONSISTENT} levelrelation]) または HIERCHECK(aggmap [MULTIPATH] [CONSISTENT]) 
	
原因: 誤ったオブジェクト型が指定されました。


	
処置: オブジェクトをRELATIONまたはAGGMAPに変更してください。









	 ORA-36022: (XSHIERCK04) HIERCHECKコマンドに指定する値セットはスカラーにする必要があります。workspace objectはディメンション化されています。 
	
原因: HIERCHECKコマンドにディメンション化された値セットが指定されています。


	
処置: かわりにスカラー値セットを指定してください。









	 ORA-36024: (XSHIERCK05) 値セットworkspace objectは、リレーションworkspace objectの追加ディメンションの1つの値を含む必要があります。 
	
原因: HIERCHECKコマンドに無効なディメンション上の値セットが指定されています。


	
処置: セルフ・リレーションの追加ディメンション(リレーションのディメンション・リストのディメンションから、セフル・リレーションのディメンション自体を差し引く)のいずれかの値が含まれる値セットを指定してください。









	 ORA-36025: (XSHIERCK06) レベル・リレーションworkspace objectのレベル・ディメンションがリレーション・ディメンションworkspace objectと同じです。 
	
原因: レベル・ディメンションとリレーション・ディメンションが同じです。


	
処置: レベル・リレーションの定義を変更してください。









	 ORA-36026: (XSHIERCK07) レベル・リレーションworkspace objectは、リレーション・ディメンションworkspace objectでディメンション化されていません。 
	
原因: レベル・リレーションがリレーション・ディメンションによりディメンション化されていません。


	
処置: レベル・リレーションの定義を変更してください。









	 ORA-36027: (XSHIERCK08) 階層workspace objectのバランスが取れていません。 
	
原因: 現行の階層はバランスが取れていません。


	
処置: バランスの取れた階層に変更してください。









	 ORA-36028: (XSHIERCK09) 階層workspace objectにnumberからnumberへのパスが複数あります。 
	
原因: 現行の階層には複数のパスがあります。


	
処置: 階層から複数のパスを削除してください。









	 ORA-36034: (XSMHIERCK00)関連workspace object(workspace object内)で1つ以上のループが検出されました。最後のnumber項目は次のとおりです。: number 
	
原因: 使用したリレーションにループが含まれています。関連する項目数が多すぎてレポートできませんでした。


	
処置: リレーションにループが含まれないように修正してください。









	 ORA-36035: (XSMHIERCKREL) workspace objectで1つ以上のループが検出されました。含まれるnumber項目はnumberです。 
	
原因: 使用したリレーションにループが含まれています。


	
処置: リレーションにループが含まれないように修正してください。









	 ORA-36036: (XSMHIERCK01)関連workspace object(workspace object内)で1つ以上のループが検出されました。含まれるnumber項目は次のとおりです。: number 
	
原因: 使用したリレーションにループが含まれています。


	
処置: リレーションにループが含まれないように修正してください。









	 ORA-36145: (SETPROP01)プロパティ"%1"はメジャー"%2"には設定できません。 
	
原因: 設定が許可されたプロパティではないプロパティ名を指定しました。


	
処置: 有効なプロパティ名の1つを指定してください。









	 ORA-36154: (XSMXAGGR01) workspace objectはデータ変数ではありません。 
	
原因: AGGREGATEコマンドラインに変数ではないオブジェクトが指定されました。


	
処置: 変数を指定してください。









	 ORA-36155: (XSMXAGGRFROM) workspace objectは、FROMで使用するworkspace objectと同じデータ型の変数または式、あるいはFROMVARで使用するTEXT変数または式である必要があります。 
	
原因: AGGREGATEコマンドラインで、FROMまたはFROMVARでの使用には不適切な変数が指定されました。


	
処置: 適切な変数を指定してください。









	 ORA-36157: (XSMXAGGRCOMMIT) AUTOCOMMITキーワードを使用するには、AUTOUPDATEキーワードも指定する必要があります。 
	
原因: AGGREGATEコマンドラインにAUTOUPDATEではなくAUTOCOMMITを指定しました。これは無効です。


	
処置: AUTOUPDATEを指定するか、またはAUTOCOMMITを指定しないでください。









	 ORA-36160: (XSMXAGGR04) stringはスカラーVARIABLE workspace objectでは使用できません。 
	
原因: ユーザーがスカラー変数でAGGREGATEまたはAGGCOUNTのコマンドまたは関数を実行しようとしました。


	
処置: ディメンション化された変数を指定してください。









	 ORA-36161: (XSAGGRRUVCV) 集計変数workspace objectには、この変数自体をCOUNTVARとして指定できません。 
	
原因: 集計変数およびCOUNTVARの双方に同じ変数を指定しました。


	
処置: 別のCOUNTVARを指定してください。









	 ORA-36162: (XSMXAGGR05) COUNTVAR変数workspace objectはINTEGER型である必要があります。stringではありません。 
	
原因: 集計のCOUNTVARとしてINTEGER以外の変数を指定しました。


	
処置: COUNTVARがINTEGERとなるように再定義してください。









	 ORA-36164: (XSMXAGGR07) COUNTVAR句を使用している場合、集計される変数の数(number)はCOUNTVAR変数の数(number)に一致している必要があります。 
	
原因: AGGREGATEコマンドにCOUNTVAR句を指定しましたが、指定したCOUNTVAR変数の数が集計される変数の数と一致しませんでした。


	
処置: 各変数に個別のCOUNTVARを指定してください。









	 ORA-36165: (XSAGGCNTPROP) 変数workspace objectにはAGGCOUNTおよび$COUNTVARプロパティの両方を指定できません。 
	
原因: AGGCOUNTをすでに持っている変数に$COUNTVARプロパティ(あるいはその逆)を追加しようとしました。


	
処置: すでに存在する$COUNTVARプロパティまたはAGGCOUNTを最初に削除してください。









	 ORA-36166: (XSMXAGGR08) workspace objectはVARIABLEではありません。 
	
原因: 変数ではないオブジェクトに対してAGGREGATEまたはその他の処理を実行しようとしました。


	
処置: 変数を指定してください。









	 ORA-36167: (XSAGGRFORM) workspace objectは、FORMULAの集計に対して無効なAGGMAPです。 
	
原因: FORMULAの集計に対して無効なAGGMAPを使用して、FORMULAを集計しようとしました。AGGMAPはすべてのリレーション行に対してPRECOMPUTE(NA)を指定し、いかなるキャッシングも指定しません。


	
処置: FORMULAの集計に有効になるようAGGMAPを修正してください。









	 ORA-36168: (XSMXAGGR10) COUNTVAR変数workspace objectのディメンションはworkspace objectと同じである必要があります。 
	
原因: 集計変数の1つ以上のディメンションが欠落しているCOUNTVAR変数を指定しました。


	
処置: 少なくとも集計変数と同数のベース・ディメンションを持つCOUNTVAR変数を指定してください。









	 ORA-36170: (XSMXAGGR12) WEIGHT workspace objectのデータ型は数値またはBOOLEANである必要があります。stringではありません。 
	
原因: 数値またはブール値ではないWEIGHT変数または式を指定しました。


	
処置: 数値またはブール値のweightを指定してください。









	 ORA-36174: (XSMXAGGR23) workspace objectはVARIABLE、RELATIONまたはFORMULAである必要があります。 
	
原因: 変数、リレーションまたは式ではないものをAGGREGATEの重みとして指定しました。


	
処置: 有効な変数、リレーションまたは式を指定してください。









	 ORA-36176: (XSMXAGGR25) リレーションworkspace objectはAGGREGATEの重みとして使用する場合、1次元のセルフ・リレーションである必要があります。 
	
原因: 重みとして無効なリレーションを指定しました。リレーションが多次元でセルフ・リレーションではないか、集計変数のベースの1つに対するリレーションではない可能性があります。


	
処置: 集計変数のベースの1つに対する有効なセルフ・リレーションを指定してください。









	 ORA-36178: (XSAGGR01) AGGREGATEとともに使用するには、AGGMAP workspace objectをAGGMAPコマンドで宣言する必要があります。 
	
原因: ALLOCMAPコマンドを使用してAGGMAPを定義したため、AGGMAPを操作できるのはALLOCATEコマンドのみであるか、またはAGGMAPには連結された内容がありません。


	
処置: AGGMAPコマンドを使用してAGGMAPを定義してください。









	 ORA-36179: (XSNOAGM) VARIABLE workspace objectに対してAGGMAPが指定されていません。 
	
原因: コマンドラインにAGGMAPを指定せずにAGGREGATEコマンドを使用していますが、変数の$AGGMAPプロパティが指定されていません。


	
処置: AGGREGATEコマンドラインにAGGMAPを指定してください。指定しない場合は、該当する変数に$AGGMAPプロパティを追加してください。









	 ORA-36180: (XSAGGR08) AGGREGATEは機能しません。変数workspace objectに関連付けられたpermission句があります。 
	
原因: AGGREGATEを使用する場合、単独のpermissionおよびベース・ディメンションのpermissionのみ有効です。


	
処置: 問題となっている変数からpermission句を削除してください。









	 ORA-36181: VARIABLEには$AGGREGATE_FROMおよび$AGGREGATE_FROMVARプロパティを両方とも適用できません。 
	
原因: 1つの変数に$AGGREGATE_FROMプロパティと$AGGREGATE_FROMVARプロパティの両方を追加しようとしました。


	
処置: 既存のプロパティを削除してから、新規のプロパティを追加してください。









	 ORA-36182: (XSAGGR09) 変数number(メジャー・ディメンションworkspace object)の値が見つかりませんでした。 
	
原因: AGGMAPでメジャー・ディメンションが指定されましたが、その変数の位置が見つかりませんでした。


	
処置: メジャー・ディメンションに変数の位置を追加してください。









	 ORA-36184: (XSAGGR10) 変数workspace objectに対して十分な許可が与えられていません。 
	
原因: 集計変数に必要な権限がユーザーにありません。


	
処置: 変数またはベース・ディメンションから問題となっている権限を削除してください。









	 ORA-36185: (XSAGGR11) workspace objectにはAGGCOUNT情報が含まれません。 
	
原因: AGGCOUNT情報を持つ変数が必要な操作(AVERAGE集計演算子やAGGCOUNT関数など)を、その情報を持たない変数で処理しようとしました。


	
処置: WITH AGGCOUNT句を使用して変数を定義するか、CHGDFN ADD AGGCOUNTコマンドを使用して変数のAGGCOUNTを有効にしてください。









	 ORA-36188: (XSAGGR16)AGGREGATEで、COUNTVAR変数workspace objectから1未満の値を読み込みました。COUNTVAR変数の値が適切に格納されていないか、AGGREGATEに問題があります。COUNTVARの値を変更していない場合は、オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。 
	
原因: COUNTVAR変数が不適切に変更されたか、またはAGGREGATEにエラーが発生しました。


	
処置: AGGREGATEを開始する前にCOUNTVAR変数にNAを設定してください。すでにCOUNTVAR変数をNAに設定している場合は、Oracle OLAPテクニカル・サポートに連絡してください。









	 ORA-36198: (XSAGGR33) COMPRESSED COMPOSITE workspace objectにおいてAGGMAP workspace objectを使用して集計できません。複数行ディメンションを持つ演算子変数がCOMPRESSED COMPOSITEのベースに対してサポートされていないためです。 
	
原因: 指定された集計に複数行ディメンションを持つ演算子変数が使用されていますが、これはCOMPRESSED COMPOSITEではサポートされていません。


	
処置: 計算にMODELを使用するか、圧縮されていないCOMPOSITEを使用してください。









	 ORA-36200: (XSAGGR34) AGGREGATE演算子stringにはWEIGHTBY句が必要ですが、ARGS変数workspace objectでは指定されていません。 
	
原因: 指定された演算子にはWEIGHT指定が必要ですが、ARGS変数で指定されていません。


	
処置: 操作にWEIGHTを指定するようARGS変数を変更してください。









	 ORA-36201: (XSAGGR35) サブパーティション自体がパーティション化されているため、workspace object(パーティションworkspace object)を集計できません。 
	
原因: ネストされたパーティションを持つ変数の中間パーティションを集計しようとしました。


	
処置: 最終パーティションごとに個別に集計コマンドを再実行するか、変数全体に対して集計コマンドを再実行してください。









	 ORA-36202: (XSAGOP01) 'number'は有効な集計演算子ではありません。 
	
原因: 無効な文字列が集計演算子に指定されました。


	
処置: 演算子の綴りを調べて、有効な演算子を指定していることを確認してください。









	 ORA-36204: (XSAGOP04N) AGGMAPworkspace objectでは、NAOPERATORstringはHFIRST、HLASTまたはHEVENである必要があります。 
	
原因: 無効なNAOPERATORが指定されました。


	
処置: HFIRST、HLASTまたはHEVENを指定してください。









	 ORA-36206: (XSAGOP04R) AGGMAPworkspace objectでは、REMOPERATORstringはMIN、MAX、FIRST、LAST、HFIRSTまたはHLASTである必要があります。 
	
原因: 無効なREMOPERATORが指定されました。


	
処置: 有効な演算子の1つを指定してください。









	 ORA-36208: (XSAGOP05N)AGGMAP workspace objectでは、PROPORTIONALまたはEVEN演算子使用したNAOPERATOR stringのみ指定できます(stringは不可)。 
	
原因: NAOPERATORが指定されましたが、PROPORTIONALまたはEVENが使用されていません。


	
処置: RELATION行からNAOPERATOR句を削除してください。









	 ORA-36210: (XSAGOP05R)AGGMAP workspace objectでは、PROPORTIONAL、EVENまたはHEVEN演算子を使用したREMOPERATOR stringのみ指定できます(stringは不可)。 
	
原因: REMOPERATORが指定されましたが、PROPORTIONAL、EVENまたはHEVENが使用されていません。


	
処置: RELATION行からREMOPERATOR句を削除してください。









	 ORA-36212: (XSAGOP06) AGGMAPworkspace objectでは、stringではなくPROPORTIONAL演算子を使用中は、MIN、MAX、FLOORおよびCEILING引数のみ使用できます。 
	
原因: MIN、MAX、FLOORまたはCEILINGが指定されましたが、PROPORTIONAL以外の演算子が使用されています。


	
処置: RELATION行から不適切な引数を削除してください。









	 ORA-36220: (XSLPDSC01) LIST numberのディメンションはすべて、IGNORE句にも含まれます。 
	
原因: ディメンション・ループ記述子のディメンション・リストの1つに、IGNOREリストにあるディメンション以外のベース・ディメンションがありませんでした。ループ対象のディメンションがありません。


	
処置: ディメンション・ループ記述子を修正してください。









	 ORA-36221: (XSLPDSC02) LIST numberおよびLIST numberのベース・ディメンションは異なります。 
	
原因: ループ記述子で指定されたディメンション・リストのベース・ディメンションが一致しません。


	
処置: 各ディメンション・リストが同一のベース・ディメンションのループを持つようにしてください。必要な場合は、リスト内でIGNOREを使用して、ループ対象ではないベース・ディメンションを無視してください。









	 ORA-36222: (XSLPDSC03) ディメンションworkspace objectのIGNOREまたはDENSE情報が重複しています 
	
原因: ディメンション・ループ記述子のIGNOREまたはDENSEリストに、ディメンションが2回含まれたか、2つの異なるディメンションの値セットが含まれたか、またはディメンションおよびディメンションの値セットが含まれています。


	
処置: IGNOREまたはDENSEリストでは、ディメンションまたはディメンションの値セットを1回だけ使用してください。









	 ORA-36223: (XSLPDSC04) IGNOREまたはDENSEリスト内のオブジェクトworkspace objectの型が無効です 
	
原因: ディメンション・ループ記述子のIGNOREまたはDENSEリストに、ディメンションまたは値セットではないオブジェクト、コンジョイント・ディメンションのオブジェクト、またはディメンション化された値セットのオブジェクトが含まれています。


	
処置: IGNOREまたはDENSEリストでは、単純なディメンションおよびディメンション化されていない値セットのみを使用してください。









	 ORA-36224: (XSLPDSC05) workspace objectはループ・ディメンションではありません 
	
原因: ディメンション・ループ記述子のIGNOREまたはDENSEリストが、ループ・ディメンション・リストのベース・ディメンションではないディメンション(またはディメンションの値セット)を参照しました。


	
処置: ディメンションまたは値セットをIGNOREまたはDENSEリストから削除してください。









	 ORA-36225: (XSLPDSC06) LOOP AGGMAPリストには、aggmapオブジェクトと、それに続けて1つ以上の変数またはディメンション(あるいはその両方)を含める必要があります。 
	
原因: 指定されたAGGMAPリストは無効です。指定されたオブジェクト数が少なすぎるか、使用されたオブジェクト型が正しくありません。


	
処置: aggmapオブジェクトと、それに続く1つ以上の変数またはディメンション(あるいはその両方)を含む有効なAGGMAPリストを指定してください。









	 ORA-36226: (XSLPDSC07) $LOOPプロパティ(式workspace object)の構文が正しくありません。 
	
原因: 表関数のメジャー・リストで、式の$LOOPプロパティの内容を認識できません。


	
処置: $LOOPプロパティの内容を表関数のLOOPディレクティブの有効な要素(OPTIMIZEDおよびMEASURES以外)に制限してください。









	 ORA-36230: (XSANALYZ00) オブジェクトworkspace objectはANALYZEコマンドで使用できません 
	
原因: ANALYZEコマンドに分析できないオブジェクトが使用されています。


	
処置: 分析の対象は、VARIABLES、RELATIONS、DIMENSIONSまたはSURROGATESです。









	 ORA-36231: (XSANALYZ01) オブジェクトworkspace objectはINHIERARCHY句で使用できません 
	
原因: 無効なINHIERARCHYオブジェクトの参照です。


	
処置: VALUESETまたはブールVARIABLEを使用してください。









	 ORA-36232: (XSANALYZ02) 言語ディメンションが存在するときにレベル・リストが指定されました 
	
原因: 言語ディメンションが存在するとき、レベル・リスト・ディメンションが指定されました。


	
処置: USING句を削除してください。









	 ORA-36233: (XSANALYZ03) オブジェクトworkspace objectのディメンションがANALYZEコマンドと一致しません 
	
原因: 使用しているANALYZEコマンドの構文とオブジェクトのディメンションが一致しません。


	
処置: 指定されたオブジェクトのディメンションに合ったANALYZE構文を使用してください。









	 ORA-36234: (XSANALYZ04) ANALYZEコマンドで使用する場合、NAMEディメンションの現行のステータスのすべてのオブジェクトには同じディメンションが必要です。 
	
原因: NAMEディメンションにリストされた1つ以上のオブジェクトが、残りのオブジェクトのディメンションと一致していません。


	
処置: NAMEディメンションのオブジェクト・リストで、すべてのオブジェクトのディメンションが同じであることを確認してください。









	 ORA-36235: (XSANALYZ05) データベースの互換性は11.0.0.0以上である必要があります 
	
原因: 互換性モードが11.0.0.0以上ではありません。


	
処置: 互換性モードを11.0.0.0以上にしてください。









	 ORA-36236: (XSANALYZ06) ANALYZEコマンドを使用するには11.0.0.0以上のAW書式が必要です 
	
原因: 11.0.0.0より低いバージョンのAWを使用しています。


	
処置: 互換モードが11.0.0.0以上であることを確認し、AWをアップグレードしてください。









	 ORA-36237: (XSANALYZ07) アナリティック・ワークスペースstring.stringはRWまたはEXCLUSIVEモードで連結する必要があります 
	
原因: アナリティック・ワークスペースはROまたはMULTIモードですでに連結されています。


	
処置: アナリティック・ワークスペースを連結解除してください。









	 ORA-36238: (XSANALYZ08) オブジェクトstring.stringは存在しません 
	
原因: オブジェクト名は存在しません。


	
処置: オブジェクト名の綴りと大/小文字を確認してください。









	 ORA-36258: (XSAGINFO00) AGGMAPINFO関数をコールする場合、workspace objectはAGGMAPである必要があります。 
	
原因: AGGMAP以外のオブジェクトでAGGMAPINFO関数がコールされました。


	
処置: AGGMAPINFOのコールを変更して、AGGMAPオブジェクトを指定してください。









	 ORA-36260: (XSAGHIERPART00) パーティション%Jからパーティション%Jまでの階層workspace object全体を集計すると、疎密性が増します。 
	
原因: パーティション生成またはAGGMAP生成では、AGGMAPの特定のディメンションに関する集計でパーティション境界を超えると、ターゲット・パーティションの疎密性に、ソース・パーティションの疎密性にはなかったディメンションが含まれる状況が生じます。この集計は、疎密性を減少させ、常に疎密性を増加させるプロセスであるため、非常に副次的な最適設計であり、集計システムではサポートされません。


	
処置: パーティション境界については、集計のソースとターゲットのパーティションが常に疎密性の増加に向かうように、パーティションを設定してください。子(c)と親(p)が異なるパーティションにある場合、親パーティションには、コンポジットに子パーティションが含まれていないディメンションを含めないようにする必要があります。









	 ORA-36261: (XSAGPARTDEP00) PARTITION TEMPLATE %Jを集計できません。集計のパスによりパーティション%Jが再帰的に入力されます。 
	
原因: パーティション・スキームの状態が、集計時にはセル(m)の子の1つと親の1つの両方が参照先のパーティション内に存在していますが、(m)は異なるパーティションに存在している状態になっています。


	
処置: パーティション・スキームを変更してください。









	 ORA-36266: (XSCGMDLAGG00) AGGREGATION関数で無効なコンテキストです。 
	
原因: AGGREGATION関数がMODELコンテキストの外で使用されました。


	
処置: AGGREGATIONはモデルでのみ使用してください。









	 ORA-36267: (XSCGMDLAGG09) workspace objectにはディメンションがないため、修飾データ参照は持てません。 
	
原因: ディメンションのない値セットにディメンション修飾が指定されました。


	
処置: 修飾を削除してください。









	 ORA-36268: (XSCGMDLAGG01) 'string'は無効なディメンション値です。 
	
原因: AGGREGATIONパラメータ・リストに、AGGREGATIONのターゲットを含むMODELディメンションに存在しない値が含まれています。


	
処置: 適切なMODELディメンションの値のみを指定してください。









	 ORA-36269: (XSCGMDLAGG10) 'workspace object'は存在しないかディメンションではありません。 
	
原因: 存在しないまたは無効なオブジェクトがQDRディメンションとして指定されました。


	
処置: 既存のディメンションのみを指定してください。









	 ORA-36270: (XSCGMDLAGG03) AGGREGATION関数のパラメータ・リストに重複した値が含まれています。 
	
原因: AGGREGATIONパラメータ・リストの1つ以上の値が重複しています。


	
処置: 重複を削除してください。









	 ORA-36271: (XSCGMDLAGG11) workspace objectは値セットworkspace objectのディメンション・リストの中にありません。 
	
原因: 値セットのディメンション・リストに表示されないQDRディメンションが指定されました。


	
処置: 値セットのディメンション・リスト内のディメンションのみを指定してください。









	 ORA-36272: (XSCGMDLAGG04) 'workspace object'はAGGREGATION関数に無効な演算子です。 
	
原因: 無効なAGGREGATION演算子が指定されました。


	
処置: 無効な演算子を修正してください。









	 ORA-36273: (XSCGMDLAGG12) ディメンションworkspace objectがQDRに複数あります。 
	
原因: ディメンションがQDRで複数回指定されました。


	
処置: 重複を削除してください。









	 ORA-36274: (XSCGMDLAGG05) (XSCGMDLAGG05) この式で使用されている演算子にはweight変数が必要です。 
	
原因: 無効なweight変数が指定されました。


	
処置: 無効なweight変数を修正してください。









	 ORA-36275: (XSCGMDLAGG13) stringは有効なworkspace objectではありません。 
	
原因: QDRディメンションに存在しない値が指定されました。


	
処置: 既存の値を指定してください。









	 ORA-36276: (XSCGMDLAGG06) 現行の演算子にはweight変数は必要ありません。 
	
原因: weight変数が、それをサポートしていないコンテキストで指定されました。


	
処置: weight変数を削除してください。









	 ORA-36278: (XSCGMDLAGG07) workspace objectは存在しないか値セットではありません。 
	
原因: 存在しないまたは無効なオブジェクトが、値セットが必要なところで指定されました。


	
処置: 既存の値セットのみを指定してください。









	 ORA-36280: (XSCGMDLAGG08) 値セットworkspace objectには現行モデルのいかなるディメンションの値も含まれていません。 
	
原因: AGGREGATIONで、現行モデルに対するDIMENSION文に含まれていないディメンションの値セットが指定されました。


	
処置: 値セットのディメンションをモデルのDIMENSIONリストに追加するか、別の値セットを選択してください。









	 ORA-36290: (EIFMAKEF14)オブジェクトworkspace objectはエクスポートできません。EIFVERSIONがnumberに設定されているためです。このバージョンはstring stringをサポートしません。 
	
原因: 80000未満に設定されたEIFVERSIONオプションを使用して、EIFファイルにNUMBERディメンションをエクスポートしようとしました。このバージョンより前のバージョンでは、NUMBERディメンションはサポートされていません。


	
処置: NUMBERディメンションは、9.2.0より前のバージョンでは使用できません。If









	 ORA-36312: (PHYS00) workspace objectはディメンション、ディメンション化された変数またはリレーションである必要があります。 
	
原因: PHYSICAL関数の使用を試みたときに無効なOLAPオブジェクトを指定しました。


	
処置: 有効なオブジェクトを指定してください。









	 ORA-36313: (PHYS03) PHYSICALのVALUEオプションは変数に適用できません。 
	
原因: 変数に対してPHYSICALのVALUE引数が指定されています。


	
処置: VALUEを削除するか、リレーションまたはディメンションを指定してください。









	 ORA-36314: (PHYS01) workspace objectはディメンション、リレーションまたは変数である必要があります。 
	
原因: PHYSICALコマンドの使用を試みたときに無効なOLAPオブジェクトを指定しました。


	
処置: 有効なオブジェクトを指定してください。









	 ORA-36315: (PHYS04) スカラー・リレーションworkspace objectにVALUEオプションを指定する必要があります。 
	
原因: スカラー・リレーションにPHYSICALのVALUE引数が指定されていません。


	
処置: VALUEを指定するか、ディメンション化されたリレーションを選択してください。









	 ORA-36316: (PHYS02) リレーションworkspace objectは外部にはINTEGERディメンションに関連する、単次元のリレーションである必要があります。 
	
原因: PHYSICALコマンドの使用を試みたときに無効なリレーションを指定しました。


	
処置: 有効なリレーションを指定してください。









	 ORA-36340: (SNSYN130) PARTITIONCHECK関数の書式は次のとおりです: PARTITIONCHECK(aggmap, partition_template) 
	
原因: 無効な構文です。


	
処置: 構文を修正してください。









	 ORA-36342: (SNSYN200) CLEARコマンドの書式は次のとおりです: CLEAR [ ALL | STATUS ] [ AGGREGATES | CHANGES | PRECOMPUTES | NONPRECOMPUTES | CACHE ] FROM var1 [var2, var3...] [USING aggmap] 
	
原因: CLEARコマンドの構文が無効です。


	
処置: 正しい構文を使用してください。









	 ORA-36376: (XSAGZERO)AGGREGATEは0(ゼロ)で除算しようとしました。ゼロ除算の結果としてNAを戻す場合はDIVIDEBYZEROオプションをYESに設定してください。 
	
原因: AVERAGE、WAVERAGE、HAVERAGEまたはHWAVERAGEA操作の結果、現在のAGGREGATEコマンドで0(ゼロ)による除算を実行しようとしました。


	
処置: データを修正するか、またはエラーを出力させるかわりにDIVIDEBYZEROをYESに設定してNAを戻してください。









	 ORA-36378: (XSAGTHRWEIGHT) 複数スレッドでAGGREGATEを実行している場合、weight変数workspace object(ARGS変数workspace objectにより指定)は、AGGMAPworkspace objectと同じアナリティック・ワークスペースが存在する必要があります。 
	
原因: スレッド・モードでAGGREGATEを実行しているときに、別のアナリティック・ワークスペースのWEIGHT変数が指定されました。


	
処置: AGGMAPおよびロールアップ変数と同じアナリティック・ワークスペースのWEIGHT変数を使用してください。









	 ORA-36380: (AGGRECURSE) AGGREGATEが再帰的にコールされましたが、この操作はできません。 
	
原因: 別のAGGREGATE関数またはコマンドの実行中に、モデル、NATRIGGERまたは他のオブジェクトによりAGGREGATE関数またはコマンドがコールされました。


	
処置: 2つのAGGREGATE関数またはコマンドを同時に実行しないようオブジェクトを変更してください。









	 ORA-36389: (XSAGPARTDEP01) PARTITION numberからPARTITION numberまでを集計できません。DIMENSION %Jに沿って疎密性が増しています。 
	
原因: 疎密性制御の手段としてパーティションを使用しようとしましたが、無意味な方法でパーティションを設定しました。集計時に、データの疎密性は減少せずに、増加することは単純な事実ですが、このパーティションは反対になります。


	
処置: パーティション・テンプレートを修正して、指定のディメンションをソース・コンポジットに追加するか、ターゲット・コンポジットから削除してください。









	 ORA-36391: (XSMXCLEA01) STATUSキーワードまたはAGGMAPでCLEARを使用している場合、workspace objectはworkspace objectと同様にディメンション化する必要があります。 
	
原因: ディメンションが一致しないオブジェクトを指定しました。


	
処置: CLEARコマンドをオブジェクトのディメンションが一致する複数のコマンドに分割してください。









	 ORA-36392: (XSMXCLEA02) PRECOMPUTESまたはNONPRECOMPUTESオプションでCLEARを使用している場合、AGGMAPを指定する必要があります。 
	
原因: CLEARコマンドでAGGMAPを指定しませんでした。


	
処置: CLEARコマンドにUSING句を追加してAGGMAPを指定するか、'$AGGMAP'プロパティを変数に付加してください。









	 ORA-36393: (XSMXCLEA03) AGGREGATES、CHANGESまたはCACHEオプションを使用している場合、ALLキーワードを指定する必要があります。 
	
原因: CHANGESまたはCACHEを使用しているときは、ALLキーワードを指定する必要があります。


	
処置: ALLキーワードを指定してください。









	 ORA-36394: (XSMXCLEA04) AGGMAP workspace objectでCLEARを使用する場合、有効なディレクティブはCACHEのみです。 
	
原因: CACHE以外のディレクティブを使用して、AGGMAPをCLEARしようとしました。


	
処置: AGGMAPにCACHEキーワードのみを使用するようにCLEAR行を修正してください。









	 ORA-36395: (XSMXCLEA05) workspace objectからのCLEAR ALL AGGREGATESには、AGGMAPを指定する必要があります。 
	
原因: COMPRESSED COMPOSITEによって変数がディメンション化されていないため、CLEARコマンドが変数の集計方法を判別できませんでした。


	
処置: CLEARコマンドにUSING句を追加してAGGMAPを指定するか、'$AGGMAP'プロパティを変数に付加してください。









	 ORA-36397: (XSSPROPNA) プロパティstringの値はNAにできません。 
	
原因: ユーザーが、OLAPオブジェクト上のシステム予約済プロパティをNAに設定しようとしました


	
処置: プロパティをNAでない値に設定してください









	 ORA-36398: (XSSPROP01) プロパティ名'number'は無効です。'$'から開始できるのはシステム予約済プロパティ名のみです。 
	
原因: $で開始するプロパティを追加しようとしましたが、予約済プロパティ名ではありません。


	
処置: プロパティ名から$を削除してください。









	 ORA-36399: (XSSPROPDTYPE) プロパティstringのデータ型はstringである必要があります。 
	
原因: 無効なデータ型の値に、OLAPオブジェクトのシステム予約済プロパティを設定しようとしました。


	
処置: 正しいデータ型でプロパティを設定してください。









	 ORA-36400: (XSSPROP02) workspace objectは有効な変数名ではありません。 
	
原因: 有効な変数名ではありません。


	
処置: 有効な変数名に変更してください。









	 ORA-36401: (XSSPROPOTYPE) プロパティstringはstring型のオブジェクトにのみ適用できます。 
	
原因: 予約済プロパティ名を無効なオブジェクト型に適用しました。


	
処置: プロパティを適切なオブジェクトに適用してください。









	 ORA-36402: (XSSPROP03) プロパティ'$string'はシステム予約済プロパティ名として"$"で始まるものを必要とします。 
	
原因: 先頭が$でないプロパティ名を予約済プロパティ名として指定しようとしました。


	
処置: 先頭に$を追加するか、別のプロパティ名を選択してください。









	 ORA-36403: (XSBADSPROP) numberは、システム予約済プロパティstring(workspace object)に対して無効な値です。 
	
原因: 特殊なプロパティに無効な値を指定しようとしました。


	
処置: 正しい値を指定してください。









	 ORA-36404: (XSSPROP04) プロパティstringはディメンション化されていない(スカラー)一時変数には適用できません。 
	
原因: 予約済プロパティ名を無効なオブジェクト型に適用しました。


	
処置: プロパティを適切なオブジェクトに適用してください。









	 ORA-36405: (XSSPROP05) オブジェクトworkspace objectのプロパティが無視されました 
	
原因: インポート中にプロパティが無視されました。


	
処置: 続いて表示されるメッセージを参照して、記述されているエラーを修正してください。









	 ORA-36406: (VCACHE00)'number'はVARCACHEオプションに対しては無効な値です。使用可能な値は'SESSION'、'VARIABLE'および'NONE'のみです。 
	
原因: VARCACHEオプションに無効な値を割り当てようとしました。


	
処置: 有効な値の1つを割り当ててください。









	 ORA-36410: (VCACHE03)'number'は$VARCACHEプロパティに対して無効な値です。使用可能な値は'DEFAULT'、'SESSION'、'VARIABLE'および'NONE'のみです。 
	
原因: 変数の$VARCACHEプロパティに無効な値を割り当てようとしました。


	
処置: 有効な値の1つを割り当ててください。









	 ORA-36608: (XSAGHOVERFLOW) AGGREGATEでコンポジット・ディメンションの処理中に検出された階層の深度は、カウンタ・オーバーフローを発生させました。 
	
原因: マージ中にコンポジットの一部である階層の深度が4000000000レベルを超えました。


	
処置: 階層のレベル数またはコンポジットのディメンション数を減らしてください。または、一度にすべてのディメンションで集計しないでください。









	 ORA-36610: (XSLMS00) OLAPメッセージのメッセージ・ファイルが見つかりません: value 
	
原因: EXPRESSアナリティック・ワークスペースの内部のOLAP DMLプログラムが、ユーザー・メッセージを取得できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-36612: (XSLMS01) 無効なOLAPメッセージ番号: value 
	
原因: EXPRESSアナリティック・ワークスペースの内部のOLAP DMLプログラムが、存在しないメッセージを取得しようとしました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-36616: (XSAGMODHIER01) MODEL workspace objectや、同じディメンションを持つ他の埋込みモデルまたは包含するモデルworkspace objectによって形成されたサイクルがあります。 
	
原因: 動的モデルの組込みにより、指定されたディメンションにサイクルが形成されました。


	
処置: このディメンションに関連するモデルを編集してサイクルを削除してください。









	 ORA-36617: (XSAGMODHIER02) MODEL workspace objectに自己循環方程式があります。 
	
原因: リレーション変更モデルに自己循環方程式が含まれています。


	
処置: モデルから自己循環方程式を削除してください。









	 ORA-36618: (XSAGMODDIM00) workspace objectはAGGMAPの有効な動的モデルではありません。 
	
原因: モデルは次のいずれかのテストに失敗しました。1)1つのディメンションのみ(LAG/LEADディメンション以外)、2)ディメンション値への割当てのみ、3)1つの単純なソリューション・ブロック、4)有効なステップの値を持つ時間系列以外の関数。


	
処置: 前述の要件を満たすように、モデルを編集してください。









	 ORA-36620: (XSAGMODDIM01) MODEL workspace objectで一致する埋込みモデルを検索できません。 
	
原因: AGGMAP ADDモデルで一致する埋込みモデルが見つかりません。


	
処置: 一致する埋込みモデルをAGGMAPに追加してください。









	 ORA-36621: (XSAGMODDIM02) 静的モデルworkspace objectを使用して各パーティションを集計することはできません。パーティション・ディメンションまたはその派生元であるworkspace objectが、ステップまたは連立ブロックの式で使用されているためです。 
	
原因: パーティション・ディメンションがステップまたは連立ブロックの式で使用されている静的モデルを使用して、各パーティションを集計しようとしました。


	
処置: 各パーティションではなく、変数を集計してください。









	 ORA-36622: (XSAGMODLIST00) workspace objectはAGGMAP workspace objectに追加できません。無効なMODELです。 
	
原因: AGGMAP ADDに指定されたオブジェクトは、モデルではありません。


	
処置: モデルの名前を指定してください。









	 ORA-36626: (XSAGMODLIST02) MODEL workspace objectはスキップされました。すでに同じ名前のMODELがAGGMAP workspace objectに連結されています。 
	
原因: AGGMAPに同じモデルを2回追加しようとしました。


	
処置: 必要ありません。









	 ORA-36628: (XSAGMODLIST03) MODEL workspace objectはAGGMAP workspace objectに追加できませんでした。 
	
原因: モデルのディメンションがAGGMAPの階層と一致していません。


	
処置: このディメンションのAGGMAPにRELATION文を追加してください。









	 ORA-36630: (XSDUNION00) 空のベース・ディメンション・リストが、CONCATディメンション定義で指定されました。 
	
原因: 空のCONCATディメンション・リストが指定されました。


	
処置: CONCATディメンションを定義するときに、ディメンションの有効なリストを指定してください。









	 ORA-36632: (XSDUNION01) CONCATディメンションworkspace objectは、現在UNIQUEとして定義されていません。 
	
原因: CHGDFNコマンドで、UNIQUEでないCONCATをNOT UNIQUEとして定義しようとしました。


	
処置: CONCATはすでにUNIQUEでないため、このコマンドは必要ありません。









	 ORA-36634: (XSDUNION02) INTEGERディメンションworkspace objectはCONCATディメンションのベースとして使用できません。 
	
原因: CONCATディメンションを定義するときに、INTEGERベース・ディメンションは指定できません。


	
処置: INTEGERベース・ディメンションのデータ型を変更するか、またはCONCATから削除してください。









	 ORA-36635: (XSDUNION03) ベース・ディメンションworkspace objectに、UNIQUE CONCATの定義での使用に無効なデータ型があります。 
	
原因: UNIQUE CONCATのベース・ディメンションにはTEXTまたはIDデータ型が必要です。


	
処置: UNIQUE CONCATディメンションを定義するときに、ディメンションの有効なリストを指定してください。









	 ORA-36636: (XSDUNION04) UNIQUE CONCATディメンションworkspace objectは、少なくとも他の1つのUNIQUE CONCATディメンションのベースであるため、NOT UNIQUEに変更できません。 
	
原因: UNIQUE CONCAT以外のディメンションは、依存UNIQUE CONCATのベースとして使用できません。


	
処置: CHGDFNコマンドで依存UNIQUE CONCATディメンションをNOT UNIQUEとして定義し、再試行してください。









	 ORA-36637: (XSDUNION05) CONCATディメンションはUNIQUEとして定義できません。UNIQUE CONCAT以外のベース・ディメンションworkspace objectが含まれています。 
	
原因: UNIQUE CONCAT以外のディメンションは、依存UNIQUE CONCATのベースとして使用できません。


	
処置: CHGDFNコマンドでUNIQUE CONCAT以外のベース・ディメンションをUNIQUEとして定義し、再試行してください。









	 ORA-36638: (XSDUNION17) CONCATディメンションworkspace objectは、UNIQUE CONCAT以外のベース・ディメンションworkspace objectが含まれているため、UNIQUEに変更できません。 
	
原因: UNIQUE CONCAT以外のディメンションは、依存UNIQUE CONCATのベースとして使用できません。


	
処置: CHGDFNコマンドでUNIQUE CONCAT以外のベース・ディメンションをUNIQUEとして定義し、再試行してください。









	 ORA-36639: (XSDUNION18) UNIQUEはこのCONCATディメンションに適用できません。リーフworkspace objectおよびworkspace objectが値numberを共有しています。 
	
原因: UNIQUE CONCATベース・ディメンションは、重複値を含むことはできません。


	
処置: MAINTAIN RENAMEを使用して重複値の1つを変更し、再試行してください。









	 ORA-36640: (XSDUNION19) CONCATディメンションworkspace objectはUNIQUEに変更できません。ベース・ディメンションworkspace objectにはTEXTまたはIDデータ型が含まれません。 
	
原因: UNIQUE CONCATのベース・ディメンションにはTEXTまたはIDデータ型が必要です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-36641: (XSDUNION20) CONCATディメンションをUNIQUEに定義する必要があります。ベース・ディメンションworkspace objectに、カスタム・メンバー値が含まれているためです。 
	
原因: CONCATディメンション定義にUNIQUEキーワードが指定されていませんが、ベース・ディメンションのいずれかにカスタム・メンバー値が含まれる場合は必須です。


	
処置: CONCATをUNIQUEとして定義するか、ベース・ディメンションのカスタム・メンバー値をすべて削除してください。









	 ORA-36642: (XSDUNION06) CONCATディメンション・リストに、重複するリーフ・ディメンションworkspace objectが含まれています。 
	
原因: 重複CONCATリーフ・ディメンションが見つかりました。


	
処置: 重複CONCATベース・ディメンションを削除して、再試行してください。









	 ORA-36643: (XSDUNION21) CONCATディメンションworkspace objectは、NOT UNIQUEに変更できません。カスタム・メンバー値が含まれているためです。 
	
原因: カスタム・メンバー値またはそれを含むベース・ディメンションを持つことができるのは、UNIQUE CONCATディメンションのみです。


	
処置: CONCATおよびすべてのベースからカスタム・メンバー値をすべて削除して、再試行してください。









	 ORA-36644: (XSDUNION07) CONCATディメンションworkspace objectには前に検出されたリーフ・ディメンションが含まれています。 
	
原因: CONCATディメンションには前に検出されたリーフ・ディメンションが含まれています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-36646: (XSDUNION08) CONCATディメンションのみがUNIQUEとして再定義できます。workspace objectはCONCATディメンションではありません。 
	
原因: UNIQUEキーワードが、無効なオブジェクトとともに使用されています。


	
処置: UNIQUEキーワードを使用せずに再試行してください。









	 ORA-36648: (XSDUNION09) CONCATディメンションworkspace objectはすでにUNIQUEとして定義されています。 
	
原因: CONCATディメンションをUNIQUEに変更しようとしましたが、すでにUNIQUEとして定義されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-36650: (XSDUNION10)CONCATディメンションworkspace objectはUNIQUEに変更できません。リーフworkspace objectとworkspace objectが値numberを共有しています。 
	
原因: UNIQUE CONCATベース・ディメンションは、重複値を含むことはできません。


	
処置: MAINTAIN RENAMEを使用して重複値の1つを変更し、再試行してください。









	 ORA-36652: (XSDUNION11) workspace objectはstring型ディメンションではありません。 
	
原因: CHGDFN BASE ADDコマンドは、CONCATディメンションにのみ有効です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-36664: (XSDPART02) PARTITION TEMPLATEの定義時に、パーティション化メソッドおよび1つ以上のパーティション・ディメンションを指定する必要があります。 
	
原因: PARTITION BY句なしでPARTITION TEMPLATEを定義しようとしました。


	
処置: PARTITION BY句を追加してください。









	 ORA-36665: (XSDPART03) workspace objectはPARTITION TEMPLATEのディメンション・リストにありません。 
	
原因: パーティション・テンプレートを定義しているときに、パーティション・テンプレート自体のディメンションではないパーティション・ディメンションを指定しようとしました。


	
処置: パーティション・テンプレートのディメンションの中からパーティション・ディメンションを選択してください。









	 ORA-36666: (XSDPART04) workspace objectはCONCATディメンションではありません。 
	
原因: PARTITION BY CONCAT(... dim ...)を使用して、dimがCONCATディメンションではないパーティション・テンプレートを定義しようとしました。


	
処置: CONCATディメンションは、CONCATパーティションのパーティション・ディメンションとしてのみ機能します。別のパーティション・ディメンションを選択してください。









	 ORA-36667: (XSDPART05) stringは有効なCONCATパーティションではありません。 
	
原因: CONCATパーティション・テンプレートの定義にRANGEまたはLIST構文を使用しようとしました。


	
処置: CONCATパーティション化構文を使用してください。









	 ORA-36668: (XSDPART06) stringは有効なRANGEパーティションではありません。 
	
原因: RANGEパーティション・テンプレートの定義にCONCATまたはLIST構文を使用しようとしました。


	
処置: RANGEパーティション化構文を使用してください。









	 ORA-36669: (XSDPART07) stringは有効なLISTパーティションではありません。 
	
原因: LISTパーティション・テンプレートの定義にRANGEまたはCONCAT構文を使用しようとしました。


	
処置: LISTパーティション化構文を使用してください。









	 ORA-36670: (XSDPART08)workspace objectは、INTEGERまたはNTEXTディメンションであるか、INTEGERまたはNTEXTディメンションを含んでいます。INTEGERディメンションとNTEXTディメンションは、パーティション・ディメンションとしては使用できません。 
	
原因: INTEGERまたはNTEXTディメンションあるいはNTEXTリーフを含むCONCATによってパーティション化されたパーティション・テンプレートを定義しようとしました。


	
処置: 別のパーティション・ディメンションを選択するか、異なるデータ型を使用するようにディメンションを再定義してください。









	 ORA-36671: (XSDPART09)workspace objectのリーフに異なるデータ型があります。RANGEパーティションを使用する場合、パーティション・ディメンションでは複数のデータ型を使用できません。 
	
原因: 異なるデータ型の2種類のリーフ・ディメンションがあるCONCATのパーティション・ディメンションを備えた、レンジ・パーティション・テンプレートを定義しようとしました。


	
処置: 別のパーティション・ディメンションを選択してください。









	 ORA-36672: (XSDPART10) RANGEまたはLIST PARTITION TEMPLATEには、1つのパーティション・ディメンションのみ含めることができます。 
	
原因: パーティション・ディメンションが複数あるRANGEまたはLISTのパーティション・テンプレートを使用しようとしました。


	
処置: パーティション・テンプレート定義のPARTITION BY RANGE(...)またはPARTITION BY LIST(...)句から、1つのディメンションを除いてすべて削除してください。









	 ORA-36673: (XSDPART11) CONCATディメンション値を識別するには、<LEAF: VALUE>形式ではなくVALUES LESS THAN句で単一のリーフ値を使用します。 
	
原因: パーティション・ディメンションに対してCONCATディメンションを持つRANGEパーティション・テンプレートを定義しているときに、CONCATディメンション値の<リーフ: 値>フォーマットを使用して範囲を定義しようとしました。


	
処置: リーフ値のみを使用してください。「VALUES LESS THAN <リーフ: 値>」ではなく、単純に「VALUES LESS THAN 値」を指定します。









	 ORA-36674: (XSDPART12) stringで始まるディメンション値が無効です。 
	
原因: RANGEまたはLISTのパーティション・テンプレートを定義しているときに、VALUES LESS THANまたはVALUES句に無効な値を指定しました。無効な値とは、値のデータ型がパーティション・ディメンションのデータ型と一致しない値または定数以外の値です。


	
処置: 無効なVALUES LESS THANまたはVALUES句を変更してください。









	 ORA-36676: (XSDPART14) stringのディメンション・リストがありません。 
	
原因: パーティション定義の1つにディメンション・リストが指定されていないCONCATパーティション・テンプレートを定義しようとしました。


	
処置: 各パーティションにディメンション・リストを指定してください。









	 ORA-36677: (XSDPART15) numberとnumberの値リストに重複した値が含まれています 
	
原因: LIST PARTITION TEMPLATE定義で、値が複数の値リストに出現するか、単一の値リストで複数回出現しています。


	
処置: 各値は1回のみリストしてください。









	 ORA-36678: (XSDPART16) workspace objectが1つ以上のパーティション・ディメンション・リストから欠落しています。 
	
原因: パーティション・テンプレートの定義で、パーティションの1つに、パーティション・テンプレートのディメンションすべてを含んでいないディメンション・リストがあります。


	
処置: パーティションのディメンション・リストに対して無効なディメンションを追加または削除してください。CONCATパーティション化を使用していて、欠落しているディメンションがパーティション・ディメンションの場合は、パーティション・ディメンション・リストに、パーティション・ディメンションのリーフまたはパーティション・ディメンションのリーフのCONCATを追加してください。









	 ORA-36679: (XSDPART17) workspace objectに含まれているリーフ(workspace object)は、パーティション・ディメンションworkspace objectの一部ではありません。 
	
原因: CONCATパーティション・テンプレートの定義で、パーティションの1つが、CONCATに関連するディメンションによってパーティション・ディメンションにディメンション化されました。このパーティションは、パーティション・ディメンションと一部のリーフを共有していますが、パーティション・ディメンションにはないリーフが含まれています。


	
処置: 対象となるすべてのリーフが指定されているCONCATディメンションが含まれるように、パーティション・テンプレートのディメンションを変更するか、パーティションに異なるディメンションを選択してください。









	 ORA-36680: (XSDPART18) workspace objectはPARTITION TEMPLATEのディメンションではありません。 
	
原因: パーティション・テンプレートの定義で、パーティションの1つが、パーティション・テンプレートのディメンション・リストに指定されていないディメンションによってディメンション化されました。


	
処置: パーティションのディメンション・リストに対して無効なディメンションを削除または追加してください。









	 ORA-36681: (XSDPART19) パーティションstringとstringは順不同です。 
	
原因: レンジ・パーティション・テンプレートの定義で、レンジ境界が高いパーティションの後にレンジ境界が低いパーティションがリストされました。


	
処置: パーティション定義リストの順序を変更してください。









	 ORA-36682: (XSDPART20) パーティション名stringが2つ存在しています。 
	
原因: 一部のパーティション名が2回出現するAWパーティション・リストを指定しました。


	
処置: リストからパーティション名の最初のインスタンスを1つ残して、その他はすべて削除してください。









	 ORA-36683: (XSDPART21) パーティションstringは複数のコンポジットによりディメンション化されました。 
	
原因: 複数のコンポジットによってディメンション化されたパーティションの1つにパーティション・テンプレートを定義することは無効です。


	
処置: 各パーティションにコンポジットを1つのみ保持するように、パーティション・テンプレートが定義されていることを確認してください。









	 ORA-36684: (XSDPART22) DIMENSION workspace objectの値を名前変更できません。RANGE PARTITION TEMPLATE workspace objectのパーティション・ディメンションです 
	
原因: 一部のRANGEまたはLISTパーティション・テンプレートのパーティション化ディメンションとして機能するディメンション値の名前を変更しようとしました。


	
処置: ディメンション値の名前は、そのディメンションによってパーティション化されたすべてのRANGEおよびLISTパーティション・テンプレートを削除しないと変更できません。









	 ORA-36685: (XSDPART23) サブパーティション化できるのはCONCATパーティション・テンプレートのみです。 
	
原因: 別のパーティション・テンプレートによってディメンション化された1つ以上のパーティションを保持するRANGEまたはLISTのパーティション・テンプレートを使用しようとしました。


	
処置: RANGEまたはLISTテンプレートの各パーティションをディメンション化には、標準のディメンションおよびコンポジットのみを使用してください。









	 ORA-36686: (XSDPART24) 値numberは、パーティションnumberに含まれていません。 
	
原因: 一部のパーティション・リストから値を削除することによってパーティション・テンプレートのリストを再編成しようとしましたが、その値がリストにありません。


	
処置: 指定のパーティションに対して一致する値を指定していることを確認してください。









	 ORA-36687: (XSDPART25) COMPRESSED COMPOSITE workspace objectを使用して、パーティション・テンプレートの複数パーティションをディメンション化することはできません。これは、ディメンション・リストにPARTITION BYのディメンションworkspace objectが含まれるためです。 
	
原因: 指定されたPARTITION BYディメンションは、複数パーティションのディメンション化に使用されるCOMPRESSED COMPOSITEのディメンション・リストでも発生しています。


	
処置: PARTITION BYディメンションが、複数パーティションのディメンション化に使用されるCOMPRESSED COMPOSITEのベース間で発生することを確認してください。









	 ORA-36688: (NTEXTCNV00) TEXTからNTEXTへの変換中にエラーが発生しました。 
	
原因: TEXT値をNTEXT値に変換するときに、不明なキャラクタ・セット変換エラーが発生しました。


	
処置: 不明。









	 ORA-36691: (NTEXTCNV02) UNISTR関数の引数に無効なエスケープ・順序があります: string。 
	
原因: 無効なエスケープ・順序を含む文字列でUNISTR関数がコールされました。UNISTRに使用できる有効なエスケープ・順序は、1)エスケープ・順序自体のエスケープ、2)正確に4桁の16進数字が続くエスケープです。


	
処置: UNISTR引数のすべてのエスケープ・順序が、正確に4桁の16進数字であることを確認してください。0x1000未満の値のコードポイントを示すには、前に0(ゼロ)を付けてください。0x10は誤りです。0x0010のように指定してください。









	 ORA-36692: (XSRELGID24) GROUPINGIDのGROUPSETおよびROLLUPオプションにレベル・リレーションを指定する必要があります。 
	
原因: レベル・リレーションが指定されていません。


	
処置: レベル・リレーションを指定してください。









	 ORA-36693: (XSRELGID25) INHIERARCHYは、GROUPINGIDのGROUPSETおよびROLLUPオプションを使用して指定できません。 
	
原因: INHIERARCHYオプションを指定しました。


	
処置: INHIERARCHYオプションを削除してください。









	 ORA-36694: (XSRELTBL01) ディメンションworkspace objectに値を追加できません。 
	
原因: 不明。


	
処置: ディメンション・メンテナンスのコンテキストおよび権限を確認してください。









	 ORA-36695: (XSRELGID26) GIDディメンション・ステータスの長さはnumberです。LEVELディメンション・ステータスの長さはnumberです。 
	
原因: GIDディメンション・ステータスがLEVELディメンション・ステータスと一致していません。


	
処置: GIDディメンション・ステータスまたはLEVELディメンション・ステータスのいずれかを変更してください。









	 ORA-36696: (XSRELTBL02) 修飾データ参照(QDR)ディメンションworkspace objectは、リレーションの関連ディメンション以外である必要があります。 
	
原因: 修飾データ参照で無効なディメンションが指定されました。


	
処置: このディメンションは修飾しないでください。









	 ORA-36698: (XSRELTBL03) 修飾データ参照(QDR)ディメンションworkspace objectは、リレーションをディメンション化するディメンション・リストに含まれている必要があります。 
	
原因: 指定されたディメンションがリレーションのディメンション・リストにありません。


	
処置: リレーションのディメンション・リストにあるディメンションのみを選択してください。









	 ORA-36700: (XSRELTBL04)ディメンションworkspace objectを複数回修飾することはできません。 
	
原因: 同じディメンションがQDRで複数回指定されました。


	
処置: 各QDRディメンションは1回のみ指定してください。









	 ORA-36702: (XSRELTBL05) HIERHEIGHT関数の書式は次のとおりです。: HIERHEIGHT(relation [ ] level) level >= 1 
	
原因: HIERHEIGHT関数が不適切に指定されています。


	
処置: 書式が正しいことを確認してください。









	 ORA-36704: (XSRELTBL06) workspace objectは、workspace objectによってディメンション化される必要があります。 
	
原因: レベル・リレーションがソース・リレーション・ディメンションによりディメンション化されていません。


	
処置: レベル・リレーションに有効な定義が含まれていることを確認してください。









	 ORA-36706: (XSRELTBL07) workspace objectは、workspace objectおよび1レベルのディメンションによってディメンション化される必要があります。 
	
原因: 宛先リレーションに無効な定義が含まれています。


	
処置: 宛先リレーションに有効なディメンションが含まれていることを確認してください。









	 ORA-36708: (XSMXALLOC00) ALLOCATEコマンドを使用するには、変数workspace objectをディメンション化する必要があります。 
	
原因: ALLOCATEコマンドにディメンション化されていない(スカラー)変数が指定されました。


	
処置: ディメンション化された変数を使用してください。









	 ORA-36710: (XSMXALLOC01) TARGETLOG変数workspace objectは、TARGET変数workspace objectと同様にディメンション化する必要があります。 
	
原因: 一致していないTARGET変数およびTARGETLOG変数を使用して、ALLOCATEを実行しようとしました。


	
処置: ディメンションの一致しているTARGET変数およびTARGETLOG変数を使用してください。









	 ORA-36712: (XSMXALLOC02) ALLOCATEを持つSOURCEまたはBASISとして使用するには、リレーションworkspace objectは、1ディメンションのセルフ・リレーションである必要があります。 
	
原因: ALLOCATEコマンド行に無効なSOURCEまたはBASISリレーションが指定されました。


	
処置: 1ディメンションのセルフ・リレーションになるようリレーションを変更してください。









	 ORA-36714: (XSMXALLOC03) TARGETLOG変数workspace objectには、TARGET変数workspace objectと同じデータ型を含む必要があります。 
	
原因: TARGET変数とは異なるデータ型を含むTARGETLOG変数が指定されました。


	
処置: 同じデータ型を含むTARGETLOG変数およびTARGET変数を使用してください。









	 ORA-36718: (XSALLOC00) AGGMAPworkspace objectの使用に必要な権限がありません。 
	
原因: ALLOCATEコマンドの実行に必要な権限がユーザーにありません。


	
処置: 適切な権限のあるユーザーIDに変更するか、または使用する権限のあるオブジェクトを使用してください。









	 ORA-36720: (XSALLOC01) AGGMAPworkspace objectは、ALLOCATEとともに使用するには、ALLOCMAPコマンドで宣言する必要があります。 
	
原因: AGGMAPコマンドを使用してAGGMAPを定義したため、AGGMAPを操作できるのはAGGREGATEコマンドのみであるか、またはAGGMAPには連結された内容がありません。


	
処置: ALLOCMAPコマンドを使用してAGGMAPを定義してください。









	 ORA-36722: (XSALLOC02) AGGMAPworkspace objectで、NAまたはZERO sourcevalが指定されましたが、ALLOCATEに対しては式workspace objectがSOURCEとして指定されました。 
	
原因: 割当て中にソース値を変更しようとしましたが、フォーミュラ・ソースを使用している場合はこの操作はできません。


	
処置: VARIABLEソースを使用するか、またはALLOCMAPのSOURCEVAL指定を削除してください。









	 ORA-36726: (XSALERR00) 文字'character'は、ALLOCATEエラー・ログに対する有効なフォーマット指定子ではありません。 
	
原因: ALLOCERRLOGHEADERまたはALLOCERRLOGFORMATオプションで無効なフォーマッタが指定されました。


	
処置: 有効な書式になるようオプションを修正してください。









	 ORA-36728: (XSALERR01) AGGMAP workspace objectでALLOCATEコマンドを実行中、numberのエラー・ロギング制限を超えました。 
	
原因: ALLOCMAPでERRORLOG MAX値が指定されましたが、割当ての実行中にこの最大数を超えるエラーが発生しました。


	
処置: ERRORLOG NOSTOPに設定するか、割当てエラーを減らすか、またはERRORLOG MAXの値を増やしてください。









	 ORA-36735: 値がMAX指定を超えました 
	
原因:


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-36740: CHILDLOCKが値セットで検出されました 
	
原因:


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-36761: (XSLANGDM01)アナリティック・ワークスペースstringには、ディメンション%J(stringプロパティを持つ)がすでに含まれています。 
	
原因: AWでこのプロパティを複数のディメンションに適用しようとしました。


	
処置: 指定されたディメンションからプロパティを削除して、コマンドを再実行してください。









	 ORA-36762: (XSLANGDM02) stringプロパティ(%J)は変更できません。アナリティック・ワークスペースstringがMULTIモードで連結されていることが原因です。 
	
原因: マルチライター・モードで連結されているAWで、$DEFAULT_LANGUAGEプロパティを追加または削除しようとしました。


	
処置: AWを別のモードで連結してください。









	 ORA-36763: (XSAGGCNTMOVE01) 集計変数workspace objectには、この変数自体をAGGCOUNTとして指定できません。 
	
原因: 変数をそれ自体のAGGCOUNTに変換しようとしました。


	
処置: 別のAGGCOUNT変数を選択してください。









	 ORA-36764: (XSAGGCNTMOVE02) AGGCOUNT変数workspace objectはINTEGER型である必要があります。stringではありません。 
	
原因: INTEGER型ではないAGGCOUNTを作成しようとしました。


	
処置: INTEGER型のAGGCOUNT変数を選択してください。









	 ORA-36765: (XSAGGCNTMOVE03) string集計変数には、string AGGCOUNTを指定できません。 
	
原因: 指定されたAGGCOUNT変数には集計変数と同じ永続性がありません。


	
処置: 集計変数と同じTEMPORARYまたはPERMANENT属性を持つAGGCOUNT変数を選択してください。









	 ORA-36766: (XSAGGCNTMOVE04) workspace objectにはAGGCOUNTが指定されているため、AGGCOUNTとして使用できません。 
	
原因: 指定されたAGGCOUNT変数にはそれ自体のAGGCOUNTがあります。


	
処置: 別の変数を選択するか、CHGDFNを使用してAGGCOUNTを削除してください。









	 ORA-36767: (XSAGGCNTMOVE05) 許可が適用されている場合、workspace objectはAGGCOUNTとして使用できません。 
	
原因: 指定されたAGGCOUNT変数には、集計変数の許可とは別のそれ自体の許可があります。


	
処置: 別のAGGCOUNT変数を選択するか、許可を削除してください。コマンドを続行する前にUPDATEが必要になる場合もあります。









	 ORA-36768: (XSAGGCNTMOVE06) 集計変数およびそのAGGCOUNTは同じベース・ディメンションを持っている必要があります。 
	
原因: AGGCOUNT変数が、集計変数と異なるベース・ディメンションで指定されました。


	
処置: 集計変数とまったく同じベース・ディメンションを持つAGGCOUNT変数を選択してください。









	 ORA-36778: (XSPGTRLOW)使用可能な一時記憶域がまだ不足しています。一時記憶域の一部をすぐに解放してください。そのためには、アナリティック・ワークスペースを更新したり連結解除するなどします。 
	
原因: 表領域の一時記憶域が不足しています。


	
処置: 表領域の一時記憶域を増やしてください。









	 ORA-36779: (XSPGPOOLOUT)パラメータ値が無効です。Olap_page_pool_sizeの範囲は2097152から2147483647です。Olap_page_pool_sizeは未変更のままです。 
	
原因: olap_page_pool_sizeに指定した値は範囲外です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-36800: (XSTBLFUNC00) OLAP_TABLE関数では、LIMITMAP内に単一のLOOP文のみ含むことができます。 
	
原因: 指定されたOLAPのテーブル関数で、複数のLOOP文が使用されています。


	
処置: 現在は複数のLOOPコンポジットを指定できません。文(および関連するディメンションのループ)の1つを削除するか、または両方のループを含む新しいコンポジットを作成し、それを単一のループ文で参照してください。









	 ORA-36802: (XSTBLFUNC01) OLAP_TABLE関数には、FETCHコマンドまたはLIMITMAPを実行するDATAMAPを含む必要があります。 
	
原因: テーブル関数にLIMITMAPが含まれていないか、DATAMAPにFETCHが含まれていないか、またはFETCHがコールされる前にエラーが発生しました。


	
処置: DATAMAPのエラーを調べ、FETCH文が実行されていることを確認してください。FETCHを実行しない場合は、テーブル関数に有効なLIMITMAPが含まれていることを確認してください。









	 ORA-36804: (XSTBLFUNC02) LIMITMAPの解析中に、OLAP_TABLE関数でエラーが発生しました。 
	
原因: 無効なLIMITMAP構文であるか、またはANALYTIC WORKSPACE OBJECTの名前解決に失敗しました。


	
処置: LIMITMAPの構文を調べ、OLAP_TABLE関数で有効なアナリティック・ワークスペースが参照されていることを確認してください。また、LIMITMAP内のすべてのアナリティック・ワークスペースオブジェクトが、実際にアナリティック・ワークスペース内に存在することを確認してください。









	 ORA-36806: (XSTBLFUNC03) OLAP_TABLE関数によって無効なADT属性が検索されました: string。 
	
原因: LIMITMAPで、AWオブジェクトに対するADT属性の一致が参照されていますが、ADT属性は指定されたADT表の要素ではありません。通常、これは表記上のエラーです。


	
処置: ADTに属性を追加するか、LIMITMAPを修正するか、またはLIMITMAPから参照を削除してください。









	 ORA-36808: (XSTBLFUNC04) OLAP_TABLE関数のLEVELREL句は、number ADTフィールドをnumber AWフィールドから宣言できません。 
	
原因: LIMITMAPには、FROMの右側と左側で値の数が異なるLEVELREL句があります。


	
処置: ユーザー定義型要素とAW要素が1対1で対応するようにLIMITMAPを変更してください。









	 ORA-36810: (XSTBLFUNC05) アナリティック・ワークスペース・オブジェクトnumberは存在しません。 
	
原因: LIMITMAPが存在しないAWオブジェクトを参照しようとしました。


	
処置: LIMITMAPを変更するか、オブジェクトを定義してください。









	 ORA-36812: (XSTBLFUNC06) '?'は無効な構文です。 
	
原因: LIMITMAPには、文字列のコンテキストの外側に疑問符があります。


	
処置: LIMITMAPを修正してください。









	 ORA-36814: (XSTBLFUNC07) LIMITMAPのROW2CELL句で使用する列のデータ型は、RAW(16)にする必要があります。 
	
原因: LIMITMAPのROW2CELL句に使用されている列のデータ型がRAW(16)ではありません。


	
処置: データ型をRAW(16)に変更してください。









	 ORA-36815: (XSTBLFUNC08) OLAP_TABLEは、DURATION QUERYに設定されたaw_attachパラメータでAW単一行関数を使用しようとしました。 
	
原因: OLAP_TABLEのaw_attachパラメータがDURATION QUERYに設定されています。


	
処置: OLAP_TABLEのaw_attachパラメータをDURATION SESSIONに変更してください。









	 ORA-36816: (XSTBLFUNC09) ディメンションworkspace objectのデータ型はstringであり、カスタム・メンバー・アップサートはサポートされません。 
	
原因: カスタム・メンバーをアップサート経由で、それをサポートしていないディメンションに対して追加しようとしました。


	
処置: この問合せに対するAWのハッシュ最適化を無効にしてください。









	 ORA-36817: (XSTBLFUNC10) LIMITMAP LOOP句は無効なオブジェクト・タイプを指定しています。workspace objectはDIMENSIONまたはCOMPOSITEにする必要があります。 
	
原因: LOOP句に無効なオブジェクト・タイプが指定されています。


	
処置: LOOP句を修正してください。









	 ORA-36818: (XSTBLFUNC11) LIMITMAP DIMENSION句は無効なオブジェクト・タイプを指定しています。workspace objectはDIMENSIONにする必要があります。 
	
原因: DIMENSION句に無効なオブジェクト・タイプが指定されています。


	
処置: DIMENSION句を修正してください。









	 ORA-36819: (XSTBLFUNC12) workspace objectはLIMITMAP string句では使用できません。 
	
原因: LIMITMAP句に無効なオブジェクト・タイプが指定されています。


	
処置: LIMITMAP句を修正してください。









	 ORA-36820: (XSLMINFO00) LIMITMAPの解析中にLIMITMAPINFO関数でエラーが発生しました。 
	
原因: 無効なLIMITMAP構文です。


	
処置: LIMITMAP構文を修正してください。









	 ORA-36821: (XSJPUSH00) 2つのAW表の結合をプッシュ中にエラーが発生しました。 
	
原因: 不明。


	
処置: パラメータ_optimizer_aw_join_push_enabled = FALSEを指定して、問合せを再実行してください。









	 ORA-36825: (XSTBLFUNC13) OLAP表関数のcube_name引数を拡張中にエラーが発生しました 
	
原因: メタデータが正しくない、またはキューブ名が無効です。


	
処置: メタデータを修正してください。









	 ORA-36826: (XSTBLFUNC14) イベント37395によりOLAP C Looperは無効になりました 
	
原因: init.oraイベント37395に含まれるレベル8により、OLAP C Looperが無効になりました。


	
処置: イベント・レベル8を削除し、OLAP_TABLEに明示的なFETCH関数を使用してください。









	 ORA-36830: (XSLMGEN00) オブジェクトstring.stringは存在しません 
	
原因: オブジェクトは存在しません。


	
処置: ビュー・トークンにエラーがないか確認してください。









	 ORA-36831: (XSLMGEN01) ビュー・トークンはNAにできません 
	
原因: ビュー・トークンとしてNAが渡されました。


	
処置: 有効なビュー・トークンを渡してください。









	 ORA-36832: (XSLMGEN02) ビュー・トークンは4000バイト以下にする必要があります 
	
原因: ビュー・トークンが4000バイトを超えています。


	
処置: 4000バイト以下のビュー・トークンを渡してください。









	 ORA-36833: (XSLMGEN03) ビュー・トークンは空白にできません 
	
原因: ビュー・トークンとして空白が渡されました。


	
処置: 有効なビュー・トークンを渡してください。









	 ORA-36834: (XSLMGEN04) 列タグは30バイトより大きくする必要があります 
	
原因: 列タグとして30バイトを超える値が渡されました。


	
処置: 30バイト以下の列タグを渡してください。









	 ORA-36835: (XSLMGEN05) ディメンションstring.stringの階層stringのレベルstringにCOLUMNNAMEプロパティ値がありません 
	
原因: COLUMNNAMEプロパティに値がありません。


	
処置: COLUMNNAMEプロパティに値を追加します。









	 ORA-36836: (XSLMGEN06) オブジェクトstring.stringのディメンションがビュー・トークンと異なります 
	
原因: キューブのディメンションがビュー・トークンと一致しません。


	
処置: ビュー・トークンに関連のない階層句がないかどうかを確認してください。









	 ORA-36837: (XSLMGEN07) オブジェクト所有者stringがstringと異なります 
	
原因: オブジェクト所有者が異なります。


	
処置: オブジェクト所有者を一致させてください。









	 ORA-36838: (XSLMGEN08) ディメンションstring.stringの属性stringにCOLUMNNAMEプロパティ値がありません 
	
原因: COLUMNNAMEプロパティに値がありません。


	
処置: COLUMNNAMEプロパティに値を追加します。









	 ORA-36839: (XSLMGEN09) キューブstring.stringのメジャーstringにCOLUMNNAMEプロパティ値がありません 
	
原因: COLUMNNAMEプロパティに値がありません。


	
処置: COLUMNNAMEプロパティに値を追加します。









	 ORA-36840: (XSLMGEN10) キューブstring.stringにメジャーがありません 
	
原因: キューブにメジャーがありません。


	
処置: キューブにメジャーを追加してください。









	 ORA-36841: (XSLMGEN11) ディメンションstring.stringが見つかりませんでした 
	
原因: ビュー・トークンは存在しないディメンションを参照しました。


	
処置: 存在するディメンションを渡してください。









	 ORA-36842: (XSLMGEN12) 階層string.string.stringが見つかりませんでした 
	
原因: ビュー・トークンは存在しない階層を参照しました。


	
処置: 存在する階層を渡してください。









	 ORA-36843: (XSLMGEN13) ディメンションstring.stringの階層stringにPHYSICALNAMEプロパティ値がありません 
	
原因: PHYSICALNAMEプロパティに値がありません。


	
処置: PHYSICALNAMEプロパティに値を移入してください。









	 ORA-36844: (XSLMGEN14) ディメンションstring.stringにstringプロパティ値がありません 
	
原因: 必要なプロパティがディメンションにありません。


	
処置: ディメンションのプロパティ値を確認してください。









	 ORA-36845: (XSLMGEN15) 所有者が30バイトを超えています 
	
原因: 渡された所有者が30バイトを超えています。


	
処置: 30バイト以下の所有者を渡してください。









	 ORA-36846: (XSLMGEN16) AW名が30バイトを超えています 
	
原因: 渡されたAW名が30バイトを超えています。


	
処置: 30バイト以下のAW名を渡してください。









	 ORA-36847: (XSLMGEN17) AW名が空白です 
	
原因: 渡されたAW名が空白です。


	
処置: AW名に値を指定して渡してください。









	 ORA-36848: (XSLMGEN18) オブジェクト名stringがstringと異なります 
	
原因: オブジェクト名が異なります。


	
処置: オブジェクト名を一致させてください。









	 ORA-36849: (XSLMGEN19) AW所有者がビュー・トークン所有者と一致しません 
	
原因: AW所有者がビュー・トークン所有者と一致しません。


	
処置: AW所有者をビュー・トークン・オブジェクト所有者と一致させてください。









	 ORA-36850: (XSLMGEN20) ビュー・トークンstringが正しくありません 
	
原因: ビュー・トークンが正しくありません。


	
処置: ビュー・トークン構文にエラーがないか確認してください。









	 ORA-36861: (XSTFRC01) SQLキャッシュIDパラメータが無効かまたは指定されていません。 
	
原因: 問合せのSQLキャッシュの確認にSQLキャッシュIDパラメータが必要です。


	
処置: SQLキャッシュIDを指定してください。通常、ユーザーはOLAPランダム・アクセス・カーソルの表関数自体をコールできないため、このエラーはほとんど発生しません。









	 ORA-36862: (XSTFRC02)このSQLキャッシュの列番号は1からnumberの範囲内である必要があります。指定された列番号numberは無効です。 
	
原因: 列マップが、SQLキャッシュの最大列番号よりも大きい列番号を参照しています。


	
処置: 正しい列番号を参照してください。通常、ユーザーはOLAPランダム・アクセス・カーソルの表関数自体をコールできないため、このエラーはほとんど発生しません。









	 ORA-36871: (XSFTDSC01) オブジェクトstringは、LIMITMAPの列の定義では使用できません。 
	
原因: このオブジェクトは、ワークシートなどの誤った型であるため、LIMITMAPに列を定義できません。


	
処置: LIMITMAPから参照を削除してください。









	 ORA-36872: (XSTFDSC02) 列型指定子は、表関数データ型が指定されている場合には使用できません。 
	
原因: 列型は、暗黙的に指定されたテーブル関数のみで使用できます。


	
処置: LIMITMAPの参照から列型を削除してください。削除しない場合は、明示的なテーブル関数データ型仕様を削除してください。









	 ORA-36873: (XSTFDSC03) 列型は明示的に指定する必要があります。 
	
原因: 列型が指定されていません。


	
処置: COLUMN MAPで列型を指定していることを確認してください。通常、ユーザーはOLAPランダム・アクセス・カーソルの表関数自体をコールできないため、このエラーはほとんど発生しません。









	 ORA-36874: (XSTFDSC04)式stringは、LIMITMAPの列の定義に使用できません。 
	
原因: この式は、ワークシートなどの誤った型であるため、LIMITMAPに列を定義できません。


	
処置: LIMITMAPから参照を削除してください。









	 ORA-36875: (XSTFDSC05) LIMITMAPは欠落しているか、文字列リテラルではありません。 
	
原因: 自動ADTを含むテーブル関数では、LIMITMAPを文字列リテラルにする必要があります。


	
処置: テーブル関数にADTを指定するか、LIMITMAPを文字列リテラルとして指定してください。









	 ORA-36876: (XSTFDSC06) 列データ型stringはOLAP表関数でサポートされていません。 
	
原因: オブジェクト型のレイヤーでサポートされていない列データ型です。


	
処置: サポートされている列データ型を使用してください。









	 ORA-36881: (XSSRF00) OLAP DML ROW2CELL関数はLIMITMAPでのみ使用できます。 
	
原因: LIMITMAPの外側でROW2CELL関数を使用しています。


	
処置: ROW2CELL関数の使用を削除してください。









	 ORA-36882: (XSSRF01) AW単一行関数の2番目のパラメータはNULLにできません。 
	
原因: AW単一行関数の2番目のパラメータがNULLです。


	
処置: AW単一行関数の2番目のパラメータとして有効なOLAP DML式を渡してください。









	 ORA-36883: (XSSRF02) AW単一行関数の最初のパラメータはNULLにできません。 
	
原因: AW単一行関数の最初のパラメータがNULLです。


	
処置: LIMITMAP ROW2CELL句に指定した列が、AW単一行関数の最初のパラメータであることを確認してください。









	 ORA-36884: (XSSRF03) AW単一行関数の最初のパラメータの値が正しくありません。 
	
原因: LIMITMAP ROW2CELL句に指定した列が、AW単一行関数の最初のパラメータではありません。


	
処置: LIMITMAP ROW2CELL句に指定した列が、AW単一行関数の最初のパラメータであることを確認してください。









	 ORA-36885: (XSSRF04)OLAP DML式のリライト中にエラーが発生しました。列名が長すぎます 
	
原因: OLAP DML式で指定された列名が30バイトを超えています。


	
処置: OLAP DML式で指定する列名は30バイト以下にしてください。









	 ORA-36886: (XSSRF05)OLAP DML式のリライト中にエラーが発生しました。リライトした式がnumberバイトを超えています 
	
原因: リライトしたOLAP DML式が出力バッファを超えています。


	
処置: より短いOLAP DML式を作成してください。









	 ORA-36887: (XSSRF06)OLAP DML式のリライト中にエラーが発生しました。列名stringは有効なADT列ではありません。 
	
原因: 渡された列名が存在しません。


	
処置: 存在する列のみを参照します。









	 ORA-36902: (XSAGDNGL43) AGGMAP workspace objectでは、MODEL workspace objectはAGGMAPのベース・ディメンション上のモデルではありません。 
	
原因: モデルにディメンション値以外の式が含まれているか、または単純ブロック以外のブロックが含まれています。


	
処置: モデルには、ディメンション値を持つ単純ブロックのみが含まれていることを確認してください。









	 ORA-36904: (XSAGDNGL44)AGGMAP workspace objectでは、RELATION workspace objectは動的モデルの後に発生します。動的モデルは、AGGMAP内の最後の計算である必要があります。 
	
原因: 現在のリレーションの前に、動的モデルが存在します。


	
処置: 動的モデルが最後の文であることを確認してください。









	 ORA-36910: (XSAGDNGL47) AGGMAP workspace objectでは、DYNAMIC MODEL workspace objectは一致するリレーション階層のトップレベルのみ編集できます。 
	
原因: モデルはリレーション階層の子ノードを編集しようとしました。


	
処置: モデル定義からこの処理を削除してください。









	 ORA-36912: (XSAGDNGL48) AGGMAP workspace objectでは、MODEL workspace objectは連立できません。 
	
原因: 集計マップに連立モデルが含まれています。


	
処置: 連立しないようにモデル定義を変更してください。









	 ORA-36913: (XSAGDNGL49) AGGMAP workspace objectでは、LOAD_STATUSオブジェクトworkspace objectは、リレーション・ディメンション上のディメンション化されていないVALUESETである必要があります。 
	
原因: 集計マップのLOAD_STATUS句で参照されるオブジェクトが、関連ディメンションでディメンション化されていない値セットではありませんでした。


	
処置: 無効なオブジェクトを参照しないように集計マップ定義を変更してください。









	 ORA-36914: (XSAGDNGL50) AGGMAP workspace objectでは、LOAD_STATUSの値セットworkspace objectには子およびその祖先の両方が含まれます。 
	
原因: LOAD_STATUSの値セットは、ディメンション値およびその値の祖先の両方を含むことはできません。


	
処置: 値セットの祖先の制限解除を実行して、その結果が目的のロードと一致しているか確認してください。









	 ORA-36920: (XSVPMVTOPART01) workspace objectはプロパティを持つため匿名にはなれません。 
	
原因: OLAP DMLコマンドによって指定オブジェクトが匿名オブジェクトになりますが、そのオブジェクトには関連付けられている1つ以上のプロパティがありました。


	
処置: PROPERTYコマンドを使用してプロパティを削除してください。コマンドを続行する前にUPDATEが必要になる場合もあります。









	 ORA-36921: (XSVPMVTOPART02) workspace objectおよびworkspace objectは同じアナリティック・ワークスペースの中にありません。 
	
原因: OLAP DMLコマンドでは特定のオブジェクトは同じアナリティック・ワークスペースにあることが必要ですが、コマンド文字列では2つの異なるアナリティック・ワークスペースのオブジェクトが指定されています。


	
処置: 複数のアナリティック・ワークスペースがセッションに連結されている場合は、コマンド内のオブジェクト名が、連結されたすべてのアナリティック・ワークスペースにおいて一意となるようにしてください。必要な場合は、修飾オブジェクト名(QON)を使用してください。









	 ORA-36922: (XSVPMVTOPART03) workspace objectはパーティション変数の外部パーティションのターゲットです。 
	
原因: ある変数(それ自体が他の変数のパーティションである)に対して禁止されている操作を実行しようとしました。


	
処置: 実行する場合は、CHGDFNコマンドを使用してパーティション化変数からパーティションをDROPし、次にコマンドを再度実行してください。









	 ORA-36923: (XSVPMVTOPART04) workspace objectはLISTでもRANGE PARTITION TEMPLATEでもありません。 
	
原因: LISTまたはRANGEパーティション・テンプレート(あるいは、LISTまたはRANGEパーティション・テンプレートでディメンション化される変数)のみで動作するコマンドを、他の種類のアナリティック・ワークスペース・オブジェクトで実行しました。


	
処置: LISTまたはRANGEパーティション・テンプレートで、あるいはLISTまたはRANGEパーティション・テンプレートでディメンション化される変数でコマンドを再実行してください。









	 ORA-36924: (XSVPMVTOPART05) workspace objectはCOMPOSITEにありません。 
	
原因: OLAP DMLコマンドでは、指定されたディメンションを含むコンポジット、コンポジット内の指定されたディメンションで変数がディメンション化されることが必要でした。


	
処置: 指定されたディメンションを含むコンポジットでディメンション化された変数で、コマンドを再実行してください。









	 ORA-36930: Oracle OLAPへの再帰的コールを開始できません。連結されたアナリティック・ワークスペースへのUPDATEの後に、ROLLBACKが実行されているためです。 
	
原因: 連結されたアナリティック・ワークスペースの1つのUPDATEの後、ROLLBACKがコールされました。制御が初期OLAPコールに戻り、影響を受けるアナリティック・ワークスペースが連結解除されるまで、Oracle OLAPの再帰的コールは実行できません。


	
処置: ROLLBACKを実行しないようにコール先SQLプロシージャを変更してください。









	 ORA-36950: (XSFCAST22) string値のリストにはnumberを超えるメンバーを含めることができませんが、numberが提供されました。 
	
原因: OFFSET値またはPERIODICITY値が最大数を超えています。


	
処置: 値の一部を削除してください。









	 ORA-36951: (XSFCAST28) ALLOCLASTパラメータは、PERIODICITYで複数サイクルを指定しないとYESに設定できません。 
	
原因: PERIODICITYが一連のネストされたサイクルではなく1つの値を指定したときに、ALLOCLASTがYESに設定されました。


	
処置: ALLOCLASTをFALSEに設定(デフォルト)するか、複数の値をPERIODICITYに(カッコで囲んだリストで)指定してください。









	 ORA-36952: (XSFCAST23) string予測オプションを問い合せる際に、サイクル番号は指定できません。 
	
原因: サイクルに関係のない予測データを取得するために、FCQUERYのコールでサイクル値が指定されました。


	
処置: FCQUERYのコールからサイクルの指定を削除してください。









	 ORA-36954: (XSFCAST24)サイクル番号は1からnumberの間で設定する必要がありますが、numberが指定されました。 
	
原因: FCQUERYのコールで、1未満のサイクル値または最大値を超えるサイクル値が指定されました。


	
処置: 示された範囲で数値を指定してください。









	 ORA-36956: (XSFCAST25) numberのPERIODICITY値があるため、OFFSET値の数はそれ以下にする必要があります。 
	
原因: PERIODICITY値を超えるOFFSET値が指定されました。


	
処置: PERIODICITY値以下のOFFSET値を指定してください。









	 ORA-36958: (XSFCAST26)サイクルnumberのOFFSET値はサイクルのPERIODICITY(number)を超えることはできませんが、numberが指定されました。 
	
原因: サイクルのOFFSETが同じサイクルのPERIODICITYを超えています。


	
処置: 対応するサイクルのPERIODICITY以下のOFFSETを指定してください。









	 ORA-36960: (XSFCAST27) string式の値は奇数である必要がありますが、numberが指定されました。 
	
原因: 奇数を必要とするオプションに偶数が指定されました。


	
処置: 奇数を指定するか、またはオプションをデフォルトのままにしてください。









	 ORA-36961: Oracle OLAPは使用できません。 
	
原因: Oracle OLAP専用の機能を利用しようとしましたが、実行可能ファイルではOLAPが使用可能になっていません。


	
処置: Oracle OLAPオプションをインストールしてください。









	 ORA-36962: (XSRELTBL08) stringは有効なworkspace objectではありません。 
	
原因: 指定された値がディメンションに存在しません。


	
処置: ディメンションの既存の値を指定してください。









	 ORA-36963: (XSRELTBL16) INHIERARCHYオブジェクトworkspace objectは有効な値セットまたはブール変数にする必要があります。 
	
原因: 無効な値セットまたは変数が指定されました。


	
処置: 有効な値セットまたは変数を指定してください。









	 ORA-36964: (XSRELTBL09) workspace objectは有効なレベル・リレーションではありません。 
	
原因: 指定されたレベル・リレーションが親子関係の階層と一致していません。


	
処置: すべての親がその子よりも上位レベルになるように、関係するリレーションの一方または両方を修正してください。









	 ORA-36965: (XSRELTBL17) LEVELORDER値セットworkspace objectは無効です。 
	
原因: 無効なLEVELORDER値セットが指定されました。


	
処置: 有効な値セットを指定してください。









	 ORA-36966: (XSRELTBL10) workspace objectはディメンションである必要があります。 
	
原因: 修飾されたオブジェクトがディメンションである必要があります。


	
処置: QDRから指定されたオブジェクトを削除してください。









	 ORA-36967: (XSRELTBL18) INHIERARCHY値セットworkspace objectは無効です。 
	
原因: 無効な値セットが指定されました。


	
処置: 有効な値セットを指定してください。









	 ORA-36968: (XSRELTBL11) リレーションworkspace objectは無効です。 
	
原因: オブジェクト以外またはRELATION以外のオブジェクトがソースまたは宛先として指定されました。


	
処置: RELATIONオブジェクトを指定してください。









	 ORA-36969: (XSRELTBL19) マージされたファミリ・リレーションではINHIERARCHYオプションを指定できません。 
	
原因: INHIERARCHYオプションを指定しました。


	
処置: INHIERARCHYオプションを削除してください。









	 ORA-36970: (XSRELTBL12) workspace objectはセルフ・リレーションである必要があります。 
	
原因: 指定されたソース・リレーションがセルフ・リレーションではありません。


	
処置: ソースにはセルフ・リレーションを指定してください。









	 ORA-36971: (XSRELTBL19) マージされたファミリ・リレーションではLEVELORDERオプションを指定できません。 
	
原因: LEVELORDERオプションが指定されました。


	
処置: LEVELORDERオプションを削除してください。









	 ORA-36972: (XSRELTBL13) リレーションworkspace objectは、workspace objectによってディメンション化される必要があります。 
	
原因: 宛先リレーションがソース・リレーション・ディメンションによりディメンション化されていません。


	
処置: 有効な宛先リレーションを指定してください。









	 ORA-36974: (XSRELTBL14) workspace objectは、階層のすべてのディメンションによってディメンション化されたBOOLEAN変数ではありません。 
	
原因: 指定された変数に無効なデータ型または無効なディメンションが含まれています。


	
処置: 階層のすべてのディメンションでディメンション化されたBOOLEAN変数を指定してください。









	 ORA-36975: (XSRELTBL15)同じレベルのディメンションのリレーションをLEVELORDER値セットworkspace objectとして名前設定するUSING句を指定する必要があります。 
	
原因: USINGがHIERHEIGHTコマンドから省略されているか、LEVELORDER値セットとは異なるディメンションの値を含むリレーションが指定されています。


	
処置: 正しいレベルのディメンションの値を含むリレーションを設定する、USING句を指定します。--------------------------------------------------------------









	 ORA-36976: (XSRELGID00) GROUPINGID宛先リレーションまたは変数workspace objectが無効です。 
	
原因: オブジェクトではないか、リレーションまたは変数が無効です。


	
処置: 有効なリレーションまたは変数を指定してください。









	 ORA-36977: (XSRELGID17)GROUPINGIDコマンドでは、127以上のレベルがある階層をサポートしません。 
	
原因: 126レベルを超える階層を指定しました。


	
処置: 階層のレベルの数を減らしてください。









	 ORA-36978: (XSRELGID01) workspace objectはセルフ・リレーションである必要があります。 
	
原因: ソース・リレーションがセルフ・リレーションではありません。


	
処置: ソース・リレーションにはセルフ・リレーションを指定してください。









	 ORA-36979: (XSRELGID18) プロパティnumberはGROUPINGIDコマンドでのみ設定できます。 
	
原因: $GID_DEPTHプロパティを設定しようとしました。


	
処置: $GID_DEPTHプロパティを設定しないでください。









	 ORA-36980: (XSRELGID02) 変数workspace objectには数値データ型が必要です。 
	
原因: 宛先の変数に数値データ型がありません。


	
処置: 変数が数値であることを確認してください。









	 ORA-36981: (XSRELGID19) GROUPINGID関数の書式は次のとおりです: GROUPINGID(gidrel1 [gidrel2]...) 
	
原因: 無効な構文です。


	
処置: 構文を修正してください。









	 ORA-36982: (XSRELGID03) 宛先変数/リレーションworkspace objectは、ステータスに複数の値を持つソース・リレーションworkspace objectのすべてのディメンションによってディメンション化される必要があります。 
	
原因: 宛先変数/リレーションには、多次元ソース・リレーションの結果を保持するための十分なディメンションがありません。


	
処置: 階層ディメンションのステータスを制限するか、または拡張ディメンションを使用して宛先変数/リレーションを再定義してください。









	 ORA-36983: (XSRELGID20) グループ化IDリレーションworkspace objectが繰り返されています。 
	
原因: グループ化IDリレーションが繰り返されています。


	
処置: 重複したグループ化IDリレーションを削除してください。









	 ORA-36985: (XSRELGID21) ソース・リレーションは、サロゲートGIDとレベル順序値セットの両方を使用した場合のみ削除できます。 
	
原因: ソース・リレーションが指定されていません。


	
処置: ソース・リレーションを指定するか、サロゲートGIDとレベル順序値セットの両方を指定してください。









	 ORA-36986: (XSRELGID05) リレーションworkspace objectは、workspace objectによってディメンション化される必要があります。 
	
原因: 宛先リレーションがソース・リレーション・ディメンションによりディメンション化されていません。


	
処置: 宛先リレーションを再定義するか、適切にディメンション化されている別のリレーションを選択してください。









	 ORA-36988: (XSRELGID06) リレーションworkspace objectの関連ディメンションは、NUMBER型である必要があります。 
	
原因: 宛先リレーションの関連ディメンションに無効なデータ型が含まれています。


	
処置: 宛先リレーションを再定義するか、関連ディメンションがNUMBER型の別のリレーションを選択してください。









	 ORA-36989: (XSRELGID23) GROUPINGIDのGROUPSETおよびROLLUPオプションには宛先リレーションが必要です。 
	
原因: 変数またはサロゲート・ディメンションが宛先として指定されています。


	
処置: 宛先リレーションを指定してください。









	 ORA-36990: (XSRELGID07) レベル・リレーションworkspace objectはレベル・ディメンションでディメンション化する必要があります。 
	
原因: レベル・リレーションがレベル・ディメンションによりディメンション化されていません。


	
処置: レベル・リレーションを再定義するか、適切にディメンション化されている別のリレーションを選択してください。









	 ORA-36991: (XSRELGID08) レベル・リレーションおよびレベル順序値セットにより、一貫性のないレベル・マッピングが提供されています。 
	
原因: 階層またはレベル・リレーションとレベル順序値セットが競合しています。


	
処置: 競合しないオブジェクトを選択してください。









	 ORA-36992: (XSRELGID09) レベル・リレーションはサロゲート・ディメンションのグループIDの作成に必要です。 
	
原因: レベル・リレーションが指定されていません。


	
処置: レベル・リレーションを指定してください。









	 ORA-36993: (XSRELGID10) OBJECT workspace objectは、レベル・ディメンションworkspace objectに基づくVARIABLE、RELATIONまたは数値のSURROGATE DIMENSIONである必要があります。 
	
原因: サロゲート・ディメンションではないか、またはサロゲート・ディメンションがレベル・ディメンションに基づいていません。


	
処置: サロゲート・ディメンションを変更してください。









	 ORA-36994: (XSRELGID11) SURROGATE DIMENSION workspace objectは数値である必要があります。 
	
原因: サロゲート・ディメンションが数値ではありません。


	
処置: サロゲート・ディメンションを数値に変更してください。









	 ORA-36995: (XSRELGID12)サロゲート・ディメンションのグループIDに重複する値があります。あいまいさを解決するにはlevelorderオプションを使用します。 
	
原因: 現行の計算有効範囲内に複数の階層があります。


	
処置: inhierarchyを使用して制限してください。









	 ORA-36996: (XSRELGID13) 値セットworkspace objectはディメンションworkspace object全体で定義する必要があります。 
	
原因: 値セットがディメンションと一致しません。


	
処置: 値セットのディメンションを変更してください。









	 ORA-36997: (XSRELGID14) 変数またはリレーション・グループIDについては、レベル順序値セットが指定されている場合、レベル・リレーションが必要です。 
	
原因: レベル順序の値セットにレベル・リレーションがありません。


	
処置: レベル・リレーションを指定してください。









	 ORA-36998: (XSRELGID15) LEVEL ORDER VALUESET workspace objectとLEVEL RELATION workspace objectでは、レベル・ディメンションが異なります。 
	
原因: レベル順序の値セットまたはレベル・リレーションに不正なレベル・ディメンションがあります。


	
処置: 正しいレベル・ディメンションを選択してください。









	 ORA-36999: (XSRELGID16) OBJECT workspace objectはサロゲート・ディメンションではありません。非サロゲート・グループIDを作成する場合は、ソース・リレーションを指定する必要があります。 
	
原因: ソース・リレーションを指定せずに、変数またはリレーションGIDを使用しました。


	
処置: サロゲートを使用するか、ソース・リレーションを指定してください。









	 ORA-37000: (NOTALIAS00) workspace objectはworkspace objectのALIAS DIMENSIONです。 
	
原因: 最初のディメンションの別名ディメンションではないオブジェクトを指定しました。


	
処置: 最初のディメンションの別名ディメンションを指定してください。









	 ORA-37001: 連結済ですが未更新のアナリティック・ワークスペースが1つ以上あります。 
	
原因: OLAPを停止しようとしましたが、変更が保存されていないアクティブなアナリティック・ワークスペースがあります。


	
処置: UPDATEコマンドを発行してAWを更新するか、dbms_aw.shutdown()のパラメータにTRUEを指定して強制的に停止してください。









	 ORA-37002: Oracle OLAPは初期化に失敗しました。オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。 
	
原因: OLAPの初期化中に発生したサーバーのエラーです。


	
処置: 問題をデバッグするには、Oracleサポート・サービス(おそらくOLAP開発部門)に連絡してください。









	 ORA-37003: (AWLISTALL01) numberリーダー 
	
原因: %dが0(ゼロ)のときにAW(LISTALL)出力フォーマットを使用しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-37004: (AWLISTALL02) numberリーダー 
	
原因: %dが1のときにAW(LISTALL)出力フォーマットを使用しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-37005: (AWLISTALL03) numberリーダー 
	
原因: %dが1よりも大きいときにAW(LISTALL)出力フォーマットを使用しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-37006: (AWLISTALL04) numberライター 
	
原因: %dが0(ゼロ)のときにAW(LISTALL)出力フォーマットを使用しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-37007: (AWLISTALL05) numberライター 
	
原因: %dが1のときにAW(LISTALL)出力フォーマットを使用しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-37008: (AWLISTALL06) numberライター 
	
原因: %dが1よりも大きいときにAW(LISTALL)出力フォーマットを使用しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-37010: (XSACQUIRE_DIFFAW) CONSISTENT WITH句を使用する場合は、すべてのオブジェクトが同じアナリティック・ワークスペースのものである必要があります。 
	
原因: ACQUIREコマンドでは、相互に一致する複数の作業領域のオブジェクトを保持できません。


	
処置: CONSISTENT WITH句を省略するか、獲得するオブジェクトすべてが同一のアナリティック・ワークスペースに属していることを確認してください。









	 ORA-37011: (XSACQUIRE_LOCKED) オブジェクトworkspace objectは別のユーザーがロックしています。 
	
原因: オブジェクトを獲得(または一貫獲得)できません。別のユーザーがロックしています。


	
処置: 後でこのオブジェクトを獲得してください。









	 ORA-37012: (XSACQUIRE_TIMEOUT) オブジェクトworkspace objectは別のユーザーがロックしており、待機はタイムアウトしました。 
	
原因: オブジェクトをしばらく獲得(または一貫獲得)できません。別のユーザーがロックしています。


	
処置: 後でこのオブジェクトを獲得してください。









	 ORA-37013: (XSACQUIRE_DEADLOCK) デッドロックが発生するため、オブジェクトworkspace objectの取得で待機できません。 
	
原因: オブジェクト獲得の待機はデッドロックの原因となります。


	
処置: 別のユーザーが待機している他のオブジェクトを解放してから、このオブジェクトを再度獲得してください。









	 ORA-37014: (XSACQUIRE_ACQUIRED) オブジェクトworkspace objectはすでに取得済です。 
	
原因: オブジェクトはすでに取得済です。


	
処置: このオブジェクトは再度獲得しないでください。









	 ORA-37015: (XSACQUIRE_YNRESYNC) オブジェクトworkspace objectは、取得時にRESYNCありとRESYNCなしの両方にリストされています。 
	
原因: 再同期リスト付きオブジェクトと再同期リストのないオブジェクトがリストされています。この使用方法は、プライベートな変更を保持するかしないかの意思表示としては不明瞭です。


	
処置: RESYNC付きとRESYNCなしの両方のオブジェクトをリストしないでください。









	 ORA-37016: (XSACQUIRE01) ACQUIREコマンドで取得するオブジェクトを指定する必要があります。 
	
原因: 再同期付きまたは再同期なしで獲得するオブジェクトのリストがありません。


	
処置: 獲得するオブジェクトのリストを指定してください。









	 ORA-37018: (XSACQUIRE03) マルチライター操作はオブジェクトworkspace objectでサポートされていません。 
	
原因: マルチライターは、現在このオブジェクト型には機能しません。


	
処置: RWまたはEXCLUSIVEモードでAWを連結してこのオブジェクトを変更してください。









	 ORA-37020: (XSMULTI01) アナリティック・ワークスペースstringはMULTIモードではありません。 
	
原因: オブジェクトの作業領域がマルチライター・モードではありません。したがって、作業領域内のオブジェクトにはマルチライター操作を使用できません。


	
処置: マルチライター・モードで作業領域を連結するか、マルチライター・コマンドを使用しないでください。









	 ORA-37021: (XSMULTI02) オブジェクトworkspace objectが取得されていません。 
	
原因: このマルチライター操作のオブジェクトを獲得する必要があります。


	
処置: 獲得していないオブジェクトに対して、このマルチライター操作を使用しないでください。









	 ORA-37023: (XSMLTUPD01) オブジェクトworkspace objectはディメンションworkspace objectを使用して更新してください。 
	
原因: 更新しないまま保持しているディメンションによってディメンション化されたオブジェクトの場合、またはオブジェクトがリレーションで、ディメンションはそのターゲットである場合、そのオブジェクトは更新できません。


	
処置: 保持しているディメンションを更新リストに挿入してください。









	 ORA-37026: (XSMLTRESYNC01) オブジェクトworkspace objectはディメンションworkspace objectを使用して再同期してください。 
	
原因: 保持しているディメンションを更新せずにそのままのディメンションを使用してディメンション化した場合、またはオブジェクトがリレーションでディメンションはそのターゲットである場合は、オブジェクトを再同期できません。


	
処置: 保持しているディメンションを更新リストに挿入してください。









	 ORA-37027: (XSMLTRESYNC02) オブジェクトworkspace objectの再同期には、変更済コンポジット・ディメンションを共有している変更済オブジェクトworkspace objectを使用してください。 
	
原因: コンポジット・ディメンションによってディメンション化されたオブジェクトを再同期すると、そのコンポジット・ディメンションは自動的に再同期され、新しいタプルがすべて削除されます。ただし、コンポジット・ディメンションの自動再同期によって、そのコンポジット・ディメンションを共有するオブジェクトのデータがNAになる可能性がある場合、この操作は実行できません。


	
処置: 両方のオブジェクトを同時に再同期してください。あるいは、他のオブジェクトを獲得して(これによって、コンポジット・ディメンションが最新の生成でロックされるため、最初のオブジェクトを再同期するときに再同期されることはありません)から、最初のオブジェクトを再同期すると、他のオブジェクトを解放できます。









	 ORA-37028: (XSMLTRESYNC03) オブジェクトworkspace objectの再同期には、変更済ディメンション・マップを共有している変更済オブジェクトworkspace objectを使用してください。 
	
原因: ディメンション・マップによってディメンション化されるオブジェクトを再同期する場合、ディメンション・マップは自動的に再同期され、すべての変更を削除します。ただし、ディメンション・マップの自動再同期によって、ディメンション・マップを共有するオブジェクトのデータがNAになる可能性がある場合、この操作は実行できません。


	
処置: 両方のオブジェクトを同時に再同期してください。あるいは、他のオブジェクト(ディメンション・マップが最新の生成でロックされるため、最初のオブジェクトを再同期するときに再同期されることはありません)を獲得してから、最初のオブジェクトを再同期し、他のオブジェクトを解放できます。









	 ORA-37030: (XSMLTMAINT01) workspace objectは、ACQUIREDではないため保持できません。 
	
原因: 獲得していないマルチライターAWのディメンションはメンテナンスできません。


	
処置: 最初にディメンションを獲得してください。









	 ORA-37031: (XSMLTMAINT02) MULTIモードでは、ディメンションworkspace objectの値をDELETEできません。 
	
原因: SESSIONディメンション・メンバーについては、マルチライター・モードでのみDELETEできます。


	
処置: R/WモードでAWを連結してDELETE操作を実行してください。









	 ORA-37032: (XSMLTMAINT03) MULTIモードでは、パーティション・テンプレートworkspace objectをMAINTAINできません 
	
原因: AWにマルチライター・モードで連結したパーティション・テンプレートが含まれている状況で、LISTパーティション・テンプレートのリストに対して値を追加または削除しようとしました。


	
処置: メンテナンスは、読込み専用または読込み/書込み両用モードで実行してください。









	 ORA-37035: (XSMLTDCL01) オブジェクトのDEFINE SESSIONは、MULTIモードで連結されているため、アナリティック・ワークスペースstringでのみ実行できます。 
	
原因: マルチライター・モードによる永続オブジェクト定義はできません。


	
処置: 読取り-書込みモードですべての永続オブジェクト定義を行ってください。









	 ORA-37036: (XSMLTDCL02) オブジェクトのDELETEは、MULTIモードで連結されているため、アナリティック・ワークスペースstringでは実行できません。 
	
原因: MULTIモードで連結されているアナリティック・ワークスペースのオブジェクトは削除できません。


	
処置: オブジェクトはすべて、読取り専用または読取り-書込みモードで処理してください。









	 ORA-37037: (XSMLTDCL03) オブジェクトのRENAMEは、MULTIモードで連結されているため、アナリティック・ワークスペースstringでは実行できません。 
	
原因: MULTIモードで連結されているアナリティック・ワークスペースのオブジェクトは名前を変更できません。


	
処置: 読取り-書込みモードですべての永続オブジェクト・メンテナンスを行ってください。









	 ORA-37038: (XSMLTDCL04) オブジェクトの定義の変更は、MULTIモードで連結されているため、アナリティック・ワークスペースstringでは実行できません。 
	
原因: MULTIモードで連結されているアナリティック・ワークスペースのオブジェクトでは、CHGDFNコマンドを使用できません。


	
処置: 読取り-書込みモードですべての永続オブジェクト・メンテナンスを行ってください。









	 ORA-37039: (XSMLTDCL05) トリガーの保持は、MULTIモードで連結されているため、アナリティック・ワークスペースstringでは実行できません。 
	
原因: MULTIモードで連結されているアナリティック・ワークスペースのオブジェクトでは、TRIGGERコマンドを使用できません。


	
処置: 読取り-書込みモードですべての永続オブジェクト・メンテナンスを行ってください。









	 ORA-37040: (XSACQUIRE_DEP_LOCKED) コンポジット、連結、ディメンション・マップまたは内部パーティションworkspace objectは、別のユーザーによりロックされています。 
	
原因: 一部のオブジェクトには、コンポジット、CONCAT、ディメンション・マップまたは内部パーティションのロックが必要ですが、別のユーザーがロックしています。


	
処置: 後でこのオブジェクトを獲得してください。









	 ORA-37041: (XSACQUIRE_DEP_TIMEOUT) コンポジット、連結、ディメンション・マップまたは内部パーティションworkspace objectは、別のユーザーによりロックされており、WAITはタイムアウトになりました。 
	
原因: 一部のオブジェクトは、コンポジット、CONCAT、ディメンション・マップまたは内部パーティションをロックする必要がありますが、別のユーザーがロックしているため、しばらくロックできません。


	
処置: 後でこのオブジェクトを獲得してください。









	 ORA-37042: (XSACQUIRE_DEP_DEADLOCK) デッドロックが発生するため、コンポジット、連結、ディメンション・マップまたは内部パーティションworkspace objectの取得を待機できません。 
	
原因: 一部のオブジェクトは、コンポジット、CONCAT、ディメンション・マップまたは内部パーティションをロックする必要がありますが、デッドロックする可能性があります。


	
処置: 別のユーザーが待機している他のオブジェクトを解放してから、このオブジェクトを再度獲得してください。









	 ORA-37043: (XSACQUIRE_DEP_OLDGEN) コンポジット、連結、ディメンション・マップまたは内部パーティションworkspace objectは、別のユーザーがすでに新規ロックをコミットしたため、ロックできません。 
	
原因: 一部のオブジェクトは、現行の生成でコンポジット、CONCAT、ディメンション・マップまたは内部パーティションをロックする必要がありますが、さらに新しい生成が存在しているので不可能です。


	
処置: 再同期付きでメイン・オブジェクトを獲得してください。









	 ORA-37044: (XSACQUIRE_OLDGEN) 再同期してオブジェクトworkspace objectを取得してください。 
	
原因: 別のユーザーが新しいバージョンのオブジェクトをコミットしたため、再同期なしではオブジェクトを獲得できません。


	
処置: 再同期付きのパラメータでメイン・オブジェクトを獲得してください。









	 ORA-37050: (XSMLTDCL06) RELATIONコマンドはworkspace objectでは使用できません。これは、アナリティック・ワークスペースstringはMULTIモードで連結されているためです。 
	
原因: MULTIモードで連結されているアナリティック・ワークスペースのオブジェクトでは、RELATIONコマンドを使用できません。


	
処置: アナリティック・ワークスペースがRWまたは排他モードで連結されているときの、デフォルト・リレーションを変更します。









	 ORA-37060: (XSMCSESS08) numberはディメンションworkspace object内の有効なカスタム・メンバーではありません。 
	
原因: カスタム・メンバーがないか、無効なカスタム・メンバーです。


	
処置: カスタム・メンバーを作成するか、正しいカスタム・メンバーを使用してください。









	 ORA-37069: EXPRESS AWに対して、パラレルOLAP操作を実行できません。 
	
原因: EXPRESSに対してパラレルOLAPコマンドを実行しようとしました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。通常、このメッセージはユーザーに対しては表示されません。









	 ORA-37070: OLAP DMLプログラムはパラレル問合せセッションで実行できます。 
	
原因: パラレル問合せセッション内(おそらくパラレル集計)でDMLプログラムを実行しようとしました。


	
処置: プログラムの実行を必要としないようにジョブを調整するか、パラレル化を使用禁止にしてください。









	 ORA-37071: 更新されているがコミットされていないAW stringに対して、パラレルOLAP操作を実行できません。 
	
原因: 更新されているがコミットされていないAWに対して、パラレル機能を使用しようとしました。


	
処置: 現在の変更をコミットしてください。









	 ORA-37072: (XSMCSESS00) オブジェクトworkspace objectに不正な型があります。 
	
原因: オブジェクトが、APPLY句に指定したオブジェクト型とは異なります。


	
処置: 正しいオブジェクト型を指定してください。









	 ORA-37073: (XSMCSESS01) 適用されるリレーションworkspace objectは、ディメンションworkspace objectでディメンション化される必要があります。 
	
原因: 適用されるリレーションに、現在保持しているディメンションとは異なるディメンションがあります。


	
処置: リレーション・ディメンションをメンテナンスしてください。









	 ORA-37074: (XSMCSESS02) 変数workspace objectにデフォルトのaggmapが含まれていません。 
	
原因: 適用される変数にデフォルトのAGGMAPがありません。


	
処置: デフォルトのAGGMAPがある変数を使用するか、AGGMAPを直接使用してください。









	 ORA-37075: (XSMCSESS03) セッション限定ディメンション値の名前は変更できません。 
	
原因: MAINTAIN RENAMEをSESSION値に適用しようとしました。


	
処置: 古い値を削除し、名前を指定して新しい値を追加してください。









	 ORA-37076: (XSMCSESS04) workspace objectはセッション限定値を使用できるディメンション型ではありません。有効な型はTEXT、NTEXT、ID、NUMBERおよびUNIQUE属性が指定されたCONCATです。 
	
原因: SESSION値をサポートしていないディメンション型に、SESSION値を追加しようとしました。


	
処置: 列記されたいずれかの型のディメンションを使用してください。









	 ORA-37077: (XSMCSESS05) オブジェクトworkspace objectは複数回指定されています。 
	
原因: APPLY句またはステップ・ディメンション・リストで、同じオブジェクト名が複数回指定されました。


	
処置: 繰返しを削除してください。









	 ORA-37078: (XSMCSESS06) 保持されているディメンション(workspace object)は、ステップ・ディメンションとしても使用できません。 
	
原因: 保持しているディメンションがステップ・ディメンションとして指定されました。


	
処置: このディメンションをステップ・ディメンションのリストから削除してください。









	 ORA-37079: (XSMCSESS07) aggmap workspace objectはAGGREGATEに使用できません。 
	
原因: 現行のAGGMAPはALLOCATE用の可能性があります。


	
処置: AGGREGATE用に正しいAGGMAPを選択してください。









	 ORA-37080: 最も多くのレベルの階層でアドバイスが要求されました 
	
原因: サポート範囲を超えるレベルの階層でアドバイスを要求しました。


	
処置: 32レベル未満の階層のアドバイスを要求してください。









	 ORA-37082: パーセントが無効です 
	
原因: 無効なパーセント値でアドバイスを要求しました。


	
処置: 0から100パーセントで事前計算を要求してください。









	 ORA-37083: オブジェクトstringが無効です 
	
原因: 無効なオブジェクト名でアドバイスを要求しました。


	
処置: 有効なオブジェクト名を使用して要求してください。









	 ORA-37084: 出力値セットstringは、stringのディメンションと一致する必要があります 
	
原因: 出力値セットとはディメンションが異なるリレーションのアドバイスを要求しました。


	
処置: 同じディメンションのオブジェクトを使用して要求してください。









	 ORA-37086: stringは値セットではありません 
	
原因: AGGMAPの事前計算式として値セットのみをサポートする操作を試みましたが、異なる種類の事前計算式が使用されました。


	
処置: この制限式を同等の値セットと置換して、操作を再試行してください。一般の事前計算式は使用不可になっています。









	 ORA-37093: (XSOBJORG_BAD_CUBE) 指定されたプロパティ"string"(キューブ"string.string"用)が無効です 
	
原因: 指定されたキューブにAW構成がないか、指定されたプロパティがキューブに該当しませんでした。


	
処置: キューブに該当するプロパティおよびAW構成があるキューブを指定してください。









	 ORA-37094: (XSOBJORG_BAD_DIM) 指定されたプロパティ"string"(ディメンション"string.string"用)が無効です 
	
原因: 指定されたディメンションにAW構成がないか、指定されたプロパティがディメンションに該当しませんでした。


	
処置: ディメンションに該当するプロパティおよびAW構成があるディメンションを指定してください。









	 ORA-37095: (XSOBJORG_BAD_MEAS) 指定されたプロパティ"string"(メジャー"string.string.string"用)が無効です 
	
原因: 指定されたメジャーにAW構成がないか、指定されたプロパティがメジャーに該当しませんでした。


	
処置: メジャーに該当するプロパティおよびAW構成があるメジャーを指定してください。









	 ORA-37096: (XSOBJORG_BAD_ATTR) 指定されたプロパティ"string"(属性"string.string.string"用)が無効です 
	
原因: 指定されたベース属性にAW構成がないか、指定されたプロパティがベース属性に該当しませんでした。


	
処置: ベース属性に該当するプロパティおよびAW構成があるベース属性を指定してください。









	 ORA-37097: (XSOBJORG_BAD_DIM_LEVEL) 指定されたプロパティ"string"(ディメンション・レベル"string.string.string"用)が無効です 
	
原因: 指定されたディメンション・レベルにAW構成がないか、指定されたプロパティがディメンション・レベルに該当しませんでした。


	
処置: ディメンション・レベルに該当するプロパティおよびAW構成があるディメンション・レベルを指定してください。









	 ORA-37098: (XSOBJORG_BAD_MODEL) 指定されたプロパティ"string"(ディメンション計算モデル"string.string.string"用)が無効です 
	
原因: 指定されたディメンション計算モデルにAW構成がないか、指定されたプロパティがディメンション計算モデルに該当しませんでした。


	
処置: ディメンション計算モデルに該当するプロパティおよびAW構成があるディメンション計算モデルを指定してください。









	 ORA-37099: (XSOBJORG_BAD_DIMALITY) 指定されたプロパティ"string"(ディメンショナリティ"string.string.string"用)が無効です 
	
原因: 指定されたディメンショナリティにAW構成がないか、指定されたプロパティがディメンショナリティに該当しませんでした。


	
処置: ディメンショナリティに該当するプロパティおよびAW構成があるディメンショナリティを指定してください。









	 ORA-37100: (XSUNCOMMITTED) アナリティック・ワークスペースを1つ以上更新しましたが、まだコミットしていません。 
	
原因: OLAPを停止しようとしましたが、変更が保存されていないアクティブなアナリティック・ワークスペースがあります。


	
処置: COMMITコマンドを発行してください。---- 37101から37110は、パーティション変数用に予約済です ----









	 ORA-37101: (XSVPART01) パーティション化情報は、PARTITION TEMPLATEでディメンション化される変数を定義に指定できます。 
	
原因: 「すべて内部」の句あるいは内部または外部のパーティション・リストを使用してAWオブジェクトを定義または参照しようとしましたが、オブジェクトが変数でないか、パーティション・テンプレートでディメンション化されていないか、または外部パーティションのターゲットがすでに存在しています。


	
処置: 定義文字列からパーティション化変数固有の句を削除するか、パーティション・テンプレートで変数をディメンション化してください。









	 ORA-37102: (XSVPART02) パーティション名stringは無効です。 
	
原因: 無効なパーティション名を指定しました。パーティション化変数を定義している場合、このメッセージは、パーティション名がパーティション・テンプレートにないことを意味します。それ以外の場合は、パーティション化変数またはパーティション・テンプレートに、指定した名前のパーティションがないことを意味します。


	
処置: 有効なパーティション名を指定してください。









	 ORA-37103: (XSVPART03) workspace objectのディメンションまたはデータ型が、パーティションのディメンションまたはデータ型と一致しません。 
	
原因: 外部パーティションでパーティション化変数を定義しようとしましたが、外部パーティションのターゲット・ディメンションまたはデータ型が無効です。


	
処置: 別のターゲット変数を選択してください。ターゲット変数は、厳密に同じディメンション、コンポジットおよびパーティション・テンプレートで、パーティション・テンプレートの指定と同じ順序でディメンション化する必要があります。また、パーティション化変数自体と(幅、精度および位取りも含めて)同一のデータ型であることが必要です。









	 ORA-37104: (XSVPART04) パーティション化変数は、単一のパーティション・テンプレートのみでディメンション化される必要があります。 
	
原因: 複数のパーティション・テンプレート、または1つのパーティション・テンプレートとディメンション・リストにある1つ以上の他のディメンションを使用して、パーティション化変数を定義しようとしました。


	
処置: 変数のディメンション・リストにあるパーティション・テンプレートを1つのみ使用してください。変数のディメンションはすべてパーティション・テンプレートの定義に含める必要があります。









	 ORA-37105: (XSVPART05) CONCAT PARTITION TEMPLATEでディメンション化された変数のみ、stringパーティションを含むことができます。 
	
原因: パーティション化変数の外部パーティションを作成しようとしましたが、その変数はRANGEまたはLISTパーティション・テンプレートによってディメンション化されています。


	
処置: EXTERNALではなくINTERNALとしてパーティションを宣言するか、RANGEまたはLISTパーティション・テンプレートのかわりにCONCATパーティション・テンプレートを使用してください。









	 ORA-37106: (XSVPART06) パーティション名numberが無効です。 
	
原因: 無効なパーティション名を指定しました。


	
処置: 有効なパーティション名を指定してください。









	 ORA-37107: (XSVPART07) 存在しないパーティションworkspace objectに書き込もうとしました。 
	
原因: パーティション化変数に対してデータの書込みが試みられましたが、その変数にはそのデータのためのパーティションがありません。このエラーは、可能性のあるディメンション値のすべてをサブキューブに割り当てていないパーティション・テンプレート、またはパーティション・テンプレートで定義されたパーティションの1つにパーティションがないパーティション化変数に起因します。


	
処置: 書き込まれるセルがパーティション・テンプレートによっていくつかのパーティションに割り当てられていること、および変数にテンプレートのパーティションに関連付けられている実際のパーティションがあることを確認してください。CHGDFN template DEFINE...コマンドを使用してテンプレート内に新しいパーティションを定義し、CHGDFN variable ADD...コマンドを使用して新しいパーティションを変数に追加してください。あるいは、PARTWRITEERRをfalseに設定できます。この場合、存在しないパーティションに書き込まれるデータは暗黙的に廃棄されます。









	 ORA-37108: (XSVPART08) workspace objectにはAGGCOUNTがありますが、workspace objectにはありません。 
	
原因: パーティション化された変数にパーティションを追加しようとしました。パーティションがWITH AGGCOUNTで定義されてパーティション化された変数が定義されていないか、パーティション化された変数がWITH AGGCOUNTで定義されてパーティションが定義されていないか、のどちらかです。


	
処置: CHGDFN ADD AGGCOUNTまたはCHGDFN DROP AGGCOUNTを使用して、パーティションまたはパーティション化された変数に対してAGGCOUNTを追加するか削除します。









	 ORA-37109: (XSVPART09) パーティションworkspace objectとその親変数workspace objectの両方は指定できません。 
	
原因: パーティションとその親パーティションをひとまとめにして操作を実行しました。


	
処置: オブジェクト・リストからパーティションを削除してください。









	 ORA-37111: OLAP API共有可能ライブラリはロードできません: (string) 
	
原因: これは、(1)OLAP APIの共有可能なライブラリがない場合、 (2)OLAP APIの共有可能なライブラリが依存している共有可能ライブラリがない場合、 (3)OLAP APIの共有可能なライブラリのバージョンが正しくない場合に発生します。


	
処置: OracleがOLAPオプション付きで適切にインストールされていることを確認してください。RDBMSにパッチを適用した場合は、パッチ・ログでエラーを確認してください。問題が繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-37112: OLAP APIにはOracle 9.2以上が必要です 
	
原因: 使用するOLAP APIのjarファイルには、Oracle9i リリース2(9.2)以降が必要です。


	
処置: JDBC接続がオープンしているURLが正しいことを確認してください。RDBMSインスタンスを9.2よりも古いリリースの互換モードで実行している場合は、このリリースのOLAP APIで使用するように、9.2.0.0.0以上にアップグレードする必要があります。









	 ORA-37113: OLAP API初期化エラー: (string) 
	
原因: OLAP APIの初期化に失敗しました。


	
処置: OracleがOLAPオプション付きで適切にインストールされていることを確認してください。RDBMSにパッチを適用した場合は、パッチ・ログでエラーを確認してください。問題が繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-37114: OLAP APIブートストラップ・エラー: (string) 
	
原因: OLAP APIのブートストラップに失敗しました。


	
処置: OracleがOLAPオプション付きで適切にインストールされていることを確認してください。RDBMSにパッチを適用した場合は、パッチ・ログでエラーを確認してください。問題が繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-37115: 新規OLAP APIの履歴は許可されていません 
	
原因: アクティブなOLAP APIセッションがある場合、_olapi_history_retentionパラメータをtrueに設定して新規OLAP API履歴を開始することは許可されません。


	
処置: アクティブなOLAP APIセッションがすべて終了するまで待ってから、アクティブなOLAP APIセッションがすべて終了するまで待ってから、_olapi_history_retentionパラメータをtrueにリセットしてください。









	 ORA-37116: OLAP APIテーブル・ファンクション・エラー: (string) 
	
原因: OLAP APIテーブル・ファンクションが失敗しました。


	
処置: OracleがOLAPオプション付きで適切にインストールされていることを確認してください。RDBMSにパッチを適用した場合は、パッチ・ログでエラーを確認してください。問題が繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-37117: OLAPI履歴の保存は無効化されています 
	
原因: データベースが読取り専用の場合など、特定の状況では、永続的な表を随時更新する必要があるため、OLAPI履歴を保存できません。OLAPI履歴の保存が無効化されている場合は、_olapi_history_retentionパラメータのtrue設定は無効です。


	
処置: OracleがOLAPオプション付きで適切にインストールされていることを確認してください。RDBMSにパッチを適用した場合は、パッチ・ログでエラーを確認してください。問題が繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-37118: OLAP APIライブラリは事前ロードされませんでした。 
	
原因: 共有サーバー・モードでは、C++の仮想テーブル・アドレスがすべての共有サーバー・プロセスで同じになるように、プロセス初期化中にOLAP APIライブラリがロードされます。OLAP APIセッションが、ライブラリがロードされていないプロセスで実行中でした。


	
処置: オプションの_XSOLAPI_LOAD_AT_PROCESS_STARTをSHARED_SERVERまたはALWAYSに設定し、インスタンスを再起動して、再実行してください。









	 ORA-37119: OLAP APIライブラリ・ロード・アドレスに互換性がありません 
	
原因: OLAP APIセッションが、OLAP API共有ライブラリがロードされたプロセスで実行中でした。そのプロセスは、OLAP APIセッションが発生したプロセスとは異なるアドレスにあります。


	
処置: オプションの_XSOLAPI_LOAD_AT_PROCESS_STARTをALWAYSに設定し、インスタンスを再起動して、再実行してください。









	 ORA-37120: 式の文字列がNULLです 
	
原因: 式パーサーが受け取った構文分析の文字列はNULLでした。


	
処置: NULLではない正しく構成されたMDX問合せ文字列を用意して、再実行してください。









	 ORA-37121: AWスプレッドシートは無効になりました 
	
原因: このカーソルのオープン中に、基礎となるデータの一貫性が損われるコマンドが発行されました。


	
処置: 問合せを再度実行し、スプレッドシート処理中のディメンション・メンテナンスとキャッシュ消去の実行を回避してください。









	 ORA-37122: AWセッション・キャッシュは使用できません 
	
原因: AWセッション・キャッシュが使用不可になっているときに、SQLスプレッドシートが試みられました。


	
処置: セッション・キャッシュを使用可能にして、問合せを実行してください。









	 ORA-37123: (XSCCOMP17) workspace object(パーティションnumber)をAGGREGATEできません。未集計の圧縮パーティションnumberに依存するためです。 
	
原因: 現行のAW書式でCCによりサポートされていない機能を使用しようとしました。


	
処置: サポートされていない機能をAGGMAPから削除するか、AWをアップグレードしてください。









	 ORA-37124: (XSCCOMP16) stringのあるCOMPRESSED COMPOSITESはアナリティック・ワークスペースstringでサポートされません。バージョンstringにアップグレードされていないためです。 
	
原因: 現行のAW書式でCCによりサポートされていない機能を使用しようとしました。


	
処置: サポートされていない機能をAGGMAPから削除するか、AWをアップグレードしてください。









	 ORA-37126: (XSCCOMP01) COMPRESSED COMPOSITE workspace objectは単一の変数のベースとしてのみ使用できます。 
	
原因: COMPRESSED COMPOSITEによってディメンション化された変数を定義しようとしましたが、そのCOMPRESSED COMPOSITEはすでに別のVARIABLEで使用されています。


	
処置: 2番目のVARIABLE用に2番目のCOMPRESSED COMPOSITEを作成するか、または最初の変数にメジャー・ディメンションを追加してください。









	 ORA-37127: (XSCCOMP02) COMPRESSED COMPOSITE workspace objectは、ディメンション・リストの最後に指定される必要があります。 
	
原因: COMPRESSED COMPOSITEによってディメンション化された変数を定義しようとしましたが、より変化の遅いディメンションをディメンション・リストで指定しました。


	
処置: VARIABLEを定義するときには、COMPRESSED COMPOSITEをディメンション・リストの最後に置いてください。









	 ORA-37128: (XSCCOMP20) パーティション・テンプレートworkspace objectはすでにCOMPRESSED COMPOSITE workspace objectで使用されています。 
	
原因: 変数またはパーティション・テンプレートに指定されたCOMPRESSED COMPOSITEは、別のパーティション・テンプレートですでに使用されています。


	
処置: 異なるCOMPRESSED COMPOSITEを定義してください。









	 ORA-37129: (XSCCOMP04) COMPRESSED COMPOSITE workspace objectにおいてAGGMAP workspace objectを使用して集計できません。すべての静的MODEL文は、COMPRESSED COMPOSITEのベースですべてのRELATION文の前に置く必要があります。 
	
原因: COMPRESSED COMPOSITEのベースで、RELATION文の後にMODEL文を使用してAGGMAPが定義されています。


	
処置: MODEL文がRELATION文の前に置かれるようにAGGMAPを変更してください。









	 ORA-37130: (XSCCOMP05) %a %j %j %j COMPRESSED COMPOSITE workspace objectは、AGGMAP workspace objectを使用して集計できません。ベースworkspace objectでRELATIONにPRECOMPUTE句が存在する場合はAGGINDEX OFFを指定する必要があるためです。 
	
原因: COMPRESSED COMPOSITEのベースで、RELATIONについてAGGMAPでPRECOMPUTE句が指定されましたが、AGGINDEXがONです。


	
処置: AGGMAPからPRECOMPUTE句を削除するか、AGGINDEX OFFを追加してください。









	 ORA-37131: (XSCCOMP06) COMPRESSED COMPOSITE workspace objectにおいてAGGMAP workspace objectを使用して集計できません。OPERATOR stringがCOMPRESSED COMPOSITEのベースに対してサポートされていないためです。 
	
原因: COMPRESSED COMPOSITEでサポートされていない集計OPERATORが指定されています。


	
処置: 計算にMODELを使用するか、圧縮されていないCOMPOSITEを使用してください。









	 ORA-37132: (XSCCOMP07) 稠密なDIMENSION workspace objectでの増分集計は、COMPRESSED COMPOSITEでVARIABLEディメンションを集計する場合にサポートされません。 
	
原因: 指定されたディメンションのステータスには、すべての詳細セルが含まれていません。


	
処置: ディメンションのステータスにすべての詳細セルを追加して、AGGREGATEコマンドを再発行してください。









	 ORA-37133: (XSCCOMP08) COMPRESSED COMPOSITEによりディメンション化された集合変数には書き込めません。CLEAR AGGREGATESコマンドを使用して、書込みアクセスを再度有効にしてください。 
	
原因: COMPRESSED COMPOSITEによってディメンション化された変数に値を格納しようとしましたが、変数は前にAGGREGATEコマンドを使用して事前計算されています。COMPRESSED COMPOSITEによってディメンション化された変数に対してAGGREGATEコマンドを実行すると、計算された値がCLEARコマンドを使用して削除されるまで、COMPRESSED COMPOSITEは読取り専用になります。


	
処置: CLEAR AGGREGATESコマンドを実行して変数から計算値を削除し、失敗した操作を再実行してください。CLEAR AGGREGATESは、この変数に対する最後のAGGREGATEコマンドの実行中に計算されたデータをすべて削除することに注意してください。









	 ORA-37134: (XSCCOMP09) 計算済集計値の位置が含まれているため、workspace objectに新しい値を追加できません。 
	
原因: 直接(MAINTAIN MERGEまたはMAINTAIN ADDを使用)、または値をCOMPRESSED COMPOSITEによってディメンション化された変数に格納することで、COMPRESSED COMPOSITEに新しい位置を作成しようとしました。変数がAGGREGATEコマンドを使用して計算済の場合、この操作は許可されません。COMPRESSED COMPOSITEによってディメンション化された変数に対してAGGREGATEコマンドを実行すると、計算された値がCLEARコマンドを使用して削除されるまで、COMPRESSED COMPOSITEは読取り専用になります。


	
処置: CLEAR AGGREGATESコマンドを実行して変数から計算値を削除し、失敗した操作を再実行してください。CLEAR AGGREGATESは、この変数に対する最後のAGGREGATEコマンドの実行中に計算されたデータをすべて削除することに注意してください。









	 ORA-37135: (XSCCOMP19) 現在定義されているパーティション・テンプレートのCOMPRESSED COMPOSITE workspace objectは一意またはグローバルである必要があります。 
	
原因: COMPRESSED COMPOSITEが一意でなく、グローバルでもありません。一意では、サブパーティションごとに異なるCOMPRESSED COMPOSITEが必要です。グローバルでは、サブパーティションでCOMPRESSED COMPOSITEを使用する場合、同じCOMPRESSED COMPOSITEを使用する必要があります。


	
処置: パーティション・テンプレートを再定義してください。









	 ORA-37136: (XSCCOMP11) ディメンションworkspace objectは、COMPRESSED COMPOSITE workspace objectのベースであるためROLLUPは実行できません。かわりに、AGGREGATEを使用してください。 
	
原因: COMPRESSED COMPOSITEでディメンション化されている変数でROLLUPを実行しました。


	
処置: ROLLUPを使用するかわりに、集計マップを生成してAGGREGATEを使用してください。









	 ORA-37137: (XSCCOMP12) COMPRESSED COMPOSITEであるため、workspace objectをCHGDFNできません。 
	
原因: 圧縮コンポジットをCHGDFNしようとしました。


	
処置: 変更が必要な場合は、古いコンポジットを削除して新しいコンポジットを作成してください。









	 ORA-37138: (XSCCOMP13) 集合COMPRESSED COMPOSITEであるため、workspace objectから値を削除できません。 
	
原因: 集合COMPRESSED COMPOSITEからMAINTAIN DELETEしようとしました。


	
処置: このようなメンテナンスを実行するには、最初にコンポジットを消去する必要があります。コンポジットをディメンション化している変数でCLEAR AGGREGATESコマンドを実行してください。これによって、最後のAGGREGATEコマンドの実行中に計算されたデータがすべて削除されるので注意してください。









	 ORA-37139: (XSCCOMP14) COMPRESSED COMPOSITEによってディメンション化された変数は、PROTECT句を指定したAGGMAPを使用して集計できないため、workspace objectはAGGMAP workspace objectを使用して集計できません。 
	
原因: PROTECT句を含んだAGGMAPで、COMPRESSED COMPOSITEでディメンション化されている変数をAGGREGATEしようとしました。


	
処置: 集計マップを変更するか、PROTECT句を含まない新しい集計マップを作成して、再集計してください。









	 ORA-37140: (XSCCOMP15) COMPRESSED COMPOSITEのベースはパーティション・ディメンションとして使用できないため、パーティション変数workspace objectはAGGMAP workspace objectを使用して集計できません。 
	
原因: COMPRESSED COMPOSITEのベースであるパーティション・ディメンションによって、パーティション化変数での集計を実行しようとしました。


	
処置: データを再パーティション化し、集計マップからパーティション・ディメンションを削除するか、COMPRESSED COMPOSITEを使用しないでください。









	 ORA-37141: (XSSQLMDQ01) MDQUERYプロシージャのホスト変数構文が無効です。 
	
原因: 指定された、MDQUERYカーソル宣言に対するスキーマおよびアナリティック・ワークスペース名が無効です。


	
処置: コロンに続くホスト変数名として、もしくは、'SCHEMA.AWNAME'または'*.*'形式(引用符はオプション)のテキスト・リテラル文字列として、スキーマおよびAW名を指定してください。









	 ORA-37142: (XSSQLMDQ02) MDQUERYプロシージャのホスト変数のデータ型が無効です: stringが必要です。 
	
原因: 適切ではないデータ型のホスト変数が指定されました。


	
処置: 別のホスト変数を選択してください。









	 ORA-37143: (XSSQLMDQ03) stringは無効なアナリティック・ワークスペース名です。 
	
原因: スキーマ名で修飾されていないアナリティック・ワークスペース名が指定されたか、もしくは名前の一方または両方のコンポーネントが最大長を超えています。


	
処置: 30文字を超えないコンポーネントで、スキーマ修飾したアナリティック・ワークスペースを指定してください。









	 ORA-37144: (MDQUERY01) stringは、MDQUERYの有効なメタデータ・オブジェクト・タイプではありません。 
	
原因: 認識できない最初の引数をMDQUERYに指定しました。


	
処置: 認識できるオブジェクト・タイプ(CUBEまたはDIMENSION)を指定してください。









	 ORA-37145: (XSTTS_PLAT)プラットフォーム間でアナリティック・ワークスペースをトランスポートできません。 
	
原因: アナリティック・ワークスペースを含むテーブルスペースを、あるプラットフォームから別のプラットフォームにトランスポートしようとしました。


	
処置: アナリティック・ワークスペースをプラットフォーム間で移動するには、エクスポート/インポートを使用してください。









	 ORA-37146: (XSCCOMP18) 変数workspace objectは、すでにCOMPRESSED COMPOSITE workspace objectによってディメンション化されています。 
	
原因: すでに変数を定義したCOMPRESSED COMPOSITEでディメンション化されるパーティション・テンプレートを定義しようとしました。


	
処置: 2番目のCOMPRESSED COMPOSITEを定義してください。









	 ORA-37147: (XSCCOMP21) 変数workspace objectは、COMPRESSED COMPOSITE workspace objectの現行の操作グループに存在する必要があります 
	
原因: 現行の操作グループのオブジェクト・リストに、COMPRESSED COMPOSITEでディメンション化される変数が存在しません。AGGREGATEでは、同じCOMPRESSED COMPOSITEでディメンション化される変数はすべて同じAGGMAPを使用する必要があります。


	
処置: 現行の操作グループのオブジェクト・リストに変数を追加してください。









	 ORA-37148: (XSCCOMP22) workspace objectは集計されたCOMPRESSED COMPOSITEです。 
	
原因: 集計されたCOMPRESSED COMPOSITEを使用して変数またはパーティション・テンプレートを定義しました。


	
処置: COMPRESSED COMPOSITEを消去するか、新しいCOMPRESSED COMPOSITEを使用してください。









	 ORA-37149: (XSCCOMP23) workspace objectによってディメンション化された変数の各パーティションは、個別に集計できません。 
	
原因: グローバルCOMPRESSED COMPOSITEのパーティション・テンプレートによってディメンション化された変数のパーティションを集計しようとしました。


	
処置: グローバルなCOMPRESSED COMPOSITEによってディメンション化されたパーティション変数を集計してください。









	 ORA-37150: 行string、列string、string 
	
原因: 式の問合せ文字列に式構文エラーがあります。


	
処置: エラー・メッセージの詳細を確認して、修正してください。









	 ORA-37151: 式パーサーの初期化エラー 
	
原因: 式パーサーの初期化に失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに報告してください。









	 ORA-37152: MDX問合せエラー: (string) 
	
原因: MDX問合せの処理中に、例外が発生しました。


	
処置: エラー・メッセージを確認して再試行してください。









	 ORA-37153: 不明な例外です: (ケースstring) 
	
原因: MDX問合せの処理中に、不明な例外が発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに報告してください。









	 ORA-37154: OLAP API初期化エラー: (ケースstring) 
	
原因: OLAP APIの初期化に失敗しました。


	
処置: OracleがOLAPオプション付きで適切にインストールされていることを確認してください。RDBMSにパッチを適用した場合は、パッチ・ログでエラーを確認してください。問題が繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-37155: OLAP APIブートストラップ・エラー: (ケースstring) 
	
原因: OLAP APIのブートストラップに失敗しました。


	
処置: OracleがOLAPオプション付きで適切にインストールされていることを確認してください。RDBMSにパッチを適用した場合は、パッチ・ログでエラーを確認してください。問題が繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-37156: string 
	
原因: 不明。


	
処置: エラー・メッセージの詳細を確認してください。









	 ORA-37157: 式の文字列に式構文エラーが見つかりましたがエラー・テキストがありません 
	
原因: メッセージ・ファイルがないためこのエラーは発生しました。


	
処置: メッセージ・ファイルxsous.msbが$ORACLE_HOME/olap/mesgにあることを確認して、式問合せを再実行してください。









	 ORA-37158: CLOBまたはVARRAYのIN引数が無効です: (ケースstring) 
	
原因: CLOBまたはVARRAYモードのとき、OLAP APIのIDLインタフェース・メソッドのPL/SQLマッピングが、不要情報を含むNULLのCLOB/VARRAYまたはNULL以外のCLOB/VARRAYによって盲目的に実行されました。


	
処置: OLAP APIの内部的な仕組みを理解しないかぎり、盲目的に実行することは無意味なので行わないでください。









	 ORA-37159: 共有サーバー・モードでのセッション移行が原因でC++仮想表アドレスが無効になりました。 
	
原因: 共有サーバー・モードでこのエラーが発生した主な原因は、Exec-Shieldです。Exec-Shieldがオンになっている場合、すべての共有サーバー・プロセスにおいてC++仮想表アドレスが同一になることを保証する方法はありません。


	
処置: _XSOLAPI_FIX_VPTRSオプションをTRUEに設定してインスタンスを再起動し、再実行してください。









	 ORA-37160: OLAPオブジェクトが存在しません 
	
原因: 指定されたOLAPオブジェクトは存在しませんでした。


	
処置: 既存のOLAPオブジェクトを使用してください。









	 ORA-37161: OLAPオブジェクトに指定した権限が無効です 
	
原因: OLAPオブジェクトに対して無効な権限を付与または取消ししようとしました。


	
処置: 有効な権限を指定してください。









	 ORA-37162: OLAPエラー 
	
原因: OLAPコードにより例外が発生しました。


	
処置: エラー・メッセージを確認し、報告された問題を修正してください。









	 ORA-37163: CUBESまたはCUBE DIMENSIONSと依存関係のあるAWを削除、または切捨てできません 
	
原因: 現在CUBEまたはCUBE DIMENSIONが定義されているAWを削除または切り捨てようとしました。


	
処置: AWを削除する前に、該当するCUBEまたはCUBE DIMENSIONを削除してください。









	 ORA-37164: 現行のSQL文はこのOLAPオブジェクトをサポートしていません 
	
原因: 現行のSQL文では、OLAPオブジェクトはサポートされていません。


	
処置: OLAPオブジェクトに対して有効なSQL文を使用してください。









	 ORA-37165: EIF IMPORTは、空ではないアナリティック・ワークスペース(string.string)には使用できません 
	
原因: EIF IMPORTを使用して、空ではないアナリティック・ワークスペースに移入しようとしました。


	
処置: EIF IMPORTを使用して移入する前に、ターゲット・アナリティック・ワークスペースが空であることを確認してください。









	 ORA-37166: (XSOQ_BAD_OBJ) OLAPオブジェクト"string.string"は存在しません 
	
原因: 指定されたOLAPオブジェクトは存在しませんでした。


	
処置: 既存のOLAPオブジェクトを使用してください。









	 ORA-37167: (XSOQ_BAD_SUBOBJ) OLAPオブジェクト"string.string.string"は存在しません 
	
原因: 指定されたOLAPオブジェクトは存在しませんでした。


	
処置: 既存のOLAPオブジェクトを使用してください。









	 ORA-37168: (XSOBJORG_UNSUPP_OBJ) OBJORG関数のサポートされていないOLAPオブジェクト"string.string" 
	
原因: 指定されたOLAPオブジェクトが、OBJORG関数によってサポートされないタイプでした。


	
処置: OBJORG関数がサポートするタイプのOLAPオブジェクトを指定してください。









	 ORA-37169: (XSOBJORG_UNSUPP_SUBOBJ) OBJORG関数のサポートされていないOLAPオブジェクト"string.string.string" 
	
原因: 指定されたOLAPオブジェクトが、OBJORG関数によってサポートされないタイプでした。


	
処置: OBJORG関数がサポートするタイプのOLAPオブジェクトを指定してください。









	 ORA-37170: (XSOBJORG_NA) OBJORG関数のトップレベルのオブジェクト名引数はNAにできません。 
	
原因: 2番目の引数として、OBJORG関数にNAを渡しました。


	
処置: トップレベルのオブジェクトの名前を渡してください。









	 ORA-37171: ディメンション・ソースが指定されていません 
	
原因: ユーザーがDBMS_AW.ADVISE_SPARSITYに空またはNULLのコレクションを渡しました。


	
処置: 有効な一連のディメンション・ソースを指定してください。









	 ORA-37172: ディメンション・タイプが無効です 
	
原因: ディメンション・ソース引数にDIMTYPEフィールドの無効なメンバーが指定されました。


	
処置: DBMS_AWで列挙された有効な値の1つを指定してください。









	 ORA-37173: ディメンション・ソース・データがNULLです 
	
原因: ディメンション・ソース引数のメンバーの1つにNULLが指定されました。


	
処置: 値を指定してください。









	 ORA-37174: ソースSQLはSELECT文である必要があります 
	
原因: INSERT、UPDATE、DELETEまたは他のSQL文の型を指定しました。


	
処置: SQLのSELECT文を指定してください。









	 ORA-37175: 列stringはソース・データの列ではありません 
	
原因: 入力データに存在しないディメンション列が指定されました。


	
処置: 入力データの列の1つを指定してください。









	 ORA-37176: 引数stringは疎密性アドバイザに対して無効です 
	
原因: アドバイザに無効な引数が渡されました。


	
処置: TABLE、VIEWまたはSELECT文を指定してください。









	 ORA-37177: 列stringにはリーフ値がありません 
	
原因: 指定されたディメンション列またはファクト表にはリーフ値が含まれていません。


	
処置: ソース・データを移入してください。









	 ORA-37178: 列stringに値がありません 
	
原因: 指定されたディメンション列には値が含まれていません。


	
処置: ソース・データを移入してください。









	 ORA-37179: ディメンションstring用に少なくとも1列が期待されたが、stringが得られました 
	
原因: ディメンションに指定された列が少なすぎます。


	
処置: ソース列をより多く指定するか、またはディメンションを別の型に変更してください。









	 ORA-37180: ディメンションstring用に正確に1列が期待されたが、stringが得られました 
	
原因: ディメンションに1つのソース列が指定されるはずでした。列がまったく指定されなかったか、複数指定されました。


	
処置: 正確に1列を指定するか、またはディメンションを別の型に変更してください。









	 ORA-37181: 正確にstring列がディメンションstring用に期待されたが、stringが得られました 
	
原因: ディメンションに特定の数のソース列が指定されるはずでした。列がまったく指定されなかったか、誤った数の列が指定されました。


	
処置: 正しい数の列を指定するか、またはディメンションを別の型に変更してください。









	 ORA-37182: パーティションに指定できるのは1つのディメンションのみです 
	
原因: 複数ディメンションのパーティション化を指定して、ADVISE_SPARSITYにDIMENSION_SOURCE_Tを渡しました。


	
処置: パーティション化要求を1つ残して他をすべて削除してください。









	 ORA-37183: PARTBYの値stringが無効です 
	
原因: DBMS_AW.ADVISE_SPARSITYに対してPARTBY_DEFAULT、PARTBY_NONEまたはPARTBY_FORCE以外の値が渡されました。*処理: 有効な値を指定してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-37184: ADVMODEの値stringが無効です 
	
原因: DBMS_AW.ADVISE_SPARSITYに対してADVICE_DEFAULT、ADVICE_FASTまたはADVICE_FULL以外の値が渡されました。*処理: 有効な値を指定してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-37185: stringの長さ(string)が最大長(string)を超えています 
	
原因: 過度に長い値が渡されました。


	
処置: 正しい値を指定してください。









	 ORA-37186: 親子階層で親(string)の子の値にNULLが見つかりました 
	
原因: 親子階層の値を読込み中に、NULLでない親にNULL値の子が見つかりました。


	
処置: 親子ペアに値が戻されるよう、ソース表またはSQLを修正してください。









	 ORA-37187: 親子階層でNULLの親子ペアが見つかりました 
	
原因: 親子階層の値を読込み中に、子および親の値が両方ともNULLである行が見つかりました。


	
処置: 親子ペアに値が戻されるよう、ソース表またはSQLを修正してください。









	 ORA-37188: stringの問合せ中に予期しないNULL結果が生じました 
	
原因: 入力ファクト表の問合せ中に、疎密性アドバイザで結果が得られませんでした。これは予期しない状況で、操作中の変更が原因である可能性があります。


	
処置: 疎密性アドバイザの実行中にデータを変更せずに操作を再試行してください。(エラー37200から37399はイベント用に確保されています。)









	 ORA-37400: アナリティック・ワークスペースが存在しません 
	
原因: 存在しないAWのOLAP MVまたは表を作成しようとしました。


	
処置: ORGANIZATION CUBE句に有効なAWを指定してください。









	 ORA-37401: システム・アナリティック・ワークスペースではこの操作を実行できません 
	
原因: システムが作成したAWに対してCUBE MVまたは表を作成しようとしました。


	
処置: ORGANIZATION CUBE句に有効なAWを指定してください。









	 ORA-37402: アナリティック・ワークスペース・オブジェクトが存在しません 
	
原因: AWに存在しないオブジェクトへのCUBE MVまたは表のマッピングを作成しようとしました。


	
処置: ORGANIZATION CUBE句に有効なAWオブジェクト名を指定してください。









	 ORA-37403: アナリティック・ワークスペース・オブジェクト・タイプが無効です 
	
原因: 正しいタイプではないオブジェクトへのCUBE MVまたは表のマッピングを作成しようとしました。


	
処置: ORGANIZATION CUBE句に有効なAWオブジェクト名を指定してください。









	 ORA-37404: CUBE ORGANIZED表に対するCREATE TABLE AS SELECTは許可されません 
	
原因: CREATE TABLE AS SELECTを実行してCUBE ORGANIZED表を作成しようとしました。


	
処置: CREATE TABLEの後にINSERT AS SELECTを行ってください。









	 ORA-37405: ORGANIZATION CUBEキーワードが不明です 
	
原因: ORGANIZATION CUBE句の解析時に、不明なキーワードが見つかりました。


	
処置: ORGANIZATION CUBE構文を修正してください。









	 ORA-37406: CUBE ORGANIZED表に対するオプションが無効です 
	
原因: CUBE ORGANIZED表に、[NO]CACHE、NO LOGGING、CLUSTER、(NO)COMPRESSなどのオプションを1つ以上指定しようとしました。


	
処置: 無効なオプションを削除してください。









	 ORA-37407: CUBE ORGANIZED表に対する列型が無効です 
	
原因: CUBE ORGANIZED表に無効な列型を指定しました。


	
処置: LONG、LOBなどの列型を使用しないでください。









	 ORA-37408: CUBE ORGANIZED表では表の切捨てが許可されていません 
	
原因: CUBE ORGANIZED表でTRUNCATE操作を実行しようとしました。


	
処置: DELETEを使用してデータを削除するか、表を削除して再作成してください。









	 ORA-37409: CUBE ORGANIZED表で使用されるAWの削除または切捨てができません 
	
原因: 現在CUBE ORGANIZED表またはMVが定義されているAWを削除または切り捨てようとしました。


	
処置: AWを削除する前に、該当する表またはMVを削除してください。









	 ORA-37410: CUBE ORGANIZED表により参照されるAWオブジェクトを削除または変更できません 
	
原因: CUBE ORGANIZED表またはMVによって参照されているオブジェクトを削除、chgdfnまたはその他の方法で変更しようとしました。


	
処置: オブジェクトを操作する前に、該当する表またはMVを削除してください。









	 ORA-37411: オブジェクト型が無効です 
	
原因: 無効なオブジェクト型を参照しました。


	
処置: 適切なオブジェクトを使用してください。









	 ORA-37412: 列はORGANIZATION CUBE句でマップされていません 
	
原因: ORGANIZATION CUBE句で表またはMV定義の一部の列がマップされませんでした。


	
処置: すべての列がマップされているかどうかを確認してください。









	 ORA-37413: 列がORGANIZATION CUBE句で複数回参照されています 
	
原因: ORGANIZATION CUBE句の中で同じ列名が複数回参照されました。


	
処置: 各列に一意のマッピングを指定してください。









	 ORA-37414: ORGANIZATION CUBE句にマッピングまたは階層がないディメンションです 
	
原因: ORGANIZATION CUBE句にディメンションが指定されていますが、マッピング情報がありません。


	
処置: ディメンションに対して列のマッピング情報または階層情報を指定してください。









	 ORA-37415: AWスキーマは、TABLEまたはMATERIALIZED VIEWスキーマに一致している必要があります 
	
原因: 既存AW上のORGANIZATION CUBE表またはMVは、AWと同じスキーマに作成する必要があります。


	
処置: AWと同じスキーマで新しいオブジェクトを作成してください。









	 ORA-37416: 複数のGROUPING IDがORGANIZATION CUBEに見つかりました 
	
原因: ORGANIZATION CUBE TABLEまたはMATERIALIZED VIEWのGROUPING IDが複数あります。


	
処置: 重複を削除してください。









	 ORA-37417: 変数にAGGCOUNTがありません 
	
原因: AGGCOUNTがない変数に対してORGANIZATION CUBEの記述にCOUNT句が指定されています。


	
処置: AGGCOUNTを含む変数にchgdfnしてください。









	 ORA-37418: 詳細問合せは導出できません 
	
原因: ORANIZATION CUBE MVのロード句を自動的に導出する場合は、定義問合せにセット演算子(UNION ALLなど)、HAVING句、START WITHまたはSQL MODEL句を含めることはできません。定義の問合せにこれらが含まれているか、その他のサポートされない構文が使用されています。


	
処置: 明示的なORGANIZATION CUBE句を使用するか、定義の問合せを簡素化してください。









	 ORA-37419: マテリアライズド・ビューの説明にORGANIZATION CUBE句は使用できません 
	
原因: ORGANIZATION CUBE句を含むCREATE MATERIALIZED VIEW文でマテリアライズド・ビューを説明しようとしました。


	
処置: CREATE MATERIALIZED MATERIALIZED VIEW文からORGANIZATION CUBE句を削除してください。









	 ORA-37420: CUBE ORGANIZEDマテリアライズド・ビューでサポートされていない機能 
	
原因: CUBE ORGANIZEDマテリアライズド・ビューでMVログの作成などの操作を実行しようとしました。


	
処置: これを行わないでください。









	 ORA-37421: 指定した疑似列はCUBE ORGANIZED表でサポートされていません 
	
原因: CUBE ORGANIZED表で疑似列ORA_ROWSCNが参照されました。


	
処置: ORA_ROWSCN参照を削除してください。









	 ORA-37521: (HASHSCAN00)ディメンションstringに重複値があります。オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。 
	
原因: 指定されたディメンションに重複した値が含まれています。


	
処置: テクニカル・サポートに連絡してください。









	 ORA-37522: (HASHSCAN01) 既存のTEXTまたはNTEXTディメンションの名前を指定する必要があります。 
	
原因: 無効な引数を指定して_HASHSCANプログラムを起動しました。


	
処置: テキスト式に既存のTEXTディメンションの名前を指定してください。









	 ORA-37527: (XSCHGDFN01) ディメンションstringのSESSION値を自動削除中です。 
	
原因: CHGDFNを使用してTEXTまたはNTEXTディメンションのハッシュ索引を再作成するとき、SESSION値が見つかりました。


	
処置: CHGDFNコマンドが完了してから、SESSIONの値を再作成してください。削除された値の詳細は、トレース・ファイルに書き込まれています。









	 ORA-37530: (XSCCLOAD01) 圧縮パーティション間の集計時に、workspace objectのベース・ディメンションがworkspace objectのベース・ディメンションと一致しませんでした。 
	
原因: パーティション変数を集計する場合、圧縮パーティションのディメンションは同一である必要があります。


	
処置: 上位のパーティションを削除し、下位のパーティションと一致するコンポジットを使用して再定義してください。疎密性が異なる複数のパーティションに依存している場合は、最初にソース・パーティションの疎密性を統一する必要があります。









	 ORA-37531: (XSCCLOAD02) 圧縮パーティション間の集計時に、ソース・パーティションが別のAGGMAPで集計されたか、またはソース・パーティションの集計後にRELATIONSが変更されました。 
	
原因: 圧縮変数内の複数のパーティション境界にまたがって集計を行う場合は、変更されていない同じリレーション上で同じAGGMAPを使用して、すべてのパーティションを集計する必要があります。


	
処置: 上位パーティションのAGGMAPがソース・パーティションのAGGMAPとより正確に一致するように、AGGMAPを変更してください。または、AGGMAPがすでに一致している場合は、リレーションに対する変更を含めてソース・パーティションを再集計してください。









	 ORA-37541: 階層要素DIMENSION_MEMBERは、複数のパスで要素MEMBER_ANCESTORに集計できます。 
	
原因: 低レベルの階層要素が階層内で複数のパスによって集計要素に到達できる場合、「複数のパスがある」といいます。この場合の危険な点は、集計要素の合計で低レベルの階層要素の値が複数回(パスごとに1回)カウントされることです。


	
処置: 階層から複数のパスを削除してください。









	 ORA-37542: DIMENSION_MEMBERにより階層HIERARCHY1が不均衡です。 
	
原因: 1)同一レベルのすべてのメンバーが階層のルートから同じ深さにあり、2)異なるレベルのすべてのメンバーが階層のルートから異なる深さにある場合、階層は均衡が取れています。


	
処置: 均衡が取れるように階層を修正してください。通常は、階層の中間レベルにあるNULLを探すことで修正できます。









	 ORA-37543: 階層メンバーDIMENSION_MEMBERがHIERARCHY1とHIERARCHY2間で矛盾しています。 
	
原因: 2つの階層の両方に存在するメンバーの最終リーフが異なる場合、2つの階層は矛盾しています。


	
処置: この問題は通常、2次階層に新しいディメンション・メンバーを定義するか、または階層間でメンバーの定義が一致するように階層表を修正することによって解決できます。









	 ORA-37544: ディメンション・メンバーDIMENSION_MEMBERおよびMEMBER_ANCESTORによって、このディメンションはスターに矛盾しています。 
	
原因: ディメンションをスター・スキーマ表内で表現できる場合、ディメンションは「スターに矛盾しない」と言えます。それには、階層レベルが単一の基礎となる列に対応する必要があります。複数の階層で1つのレベルを共有する場合、そのレベルは(列を共有するために)各階層に同じメンバー・セットを必要とします。


	
処置: 2番目の階層に新しいレベルを作成してください。これにより、階層ごとに異なるレベルの列が存在するようになります。









	 ORA-37545: DIMENSION_MEMBERは階層ループの一部です。 
	
原因: あるディメンション・メンバーの祖先がそのメンバーを親として使用する場合、階層にループが生じます。複数の階層にわたるループもあります。たとえば、階層1でディメンション・メンバーAがBの親、BがCの親、階層2でCがAの親であると、階層ループとなります。


	
処置: ループが削除されるように階層を変更するか、または問題のある階層を別のディメンションに移動してください。









	 ORA-37546: (XSHIERSP00) levelorder値セットが空です。 
	
原因: HIERSHAPE関数に空のlevelorder値セットが指定されました。


	
処置: 空でないlevelorder値セットを指定してください。









	 ORA-37547: (XSHIERSP01) DIMENSION_MEMBERには関連付けられているレベルがありません。 
	
原因: DIMENSION_MEMBERには関連付けられているレベルがありませんでした。レベルに基づく階層では、すべてのディメンション・メンバーにレベルが必要です。


	
処置: 階層内のすべてのディメンション・メンバーに、レベルの割当てを追加してください。









	 ORA-37548: (XSHIERSP02) DIMENSION_MEMBERは、HIERARCHY1のメンバーとして指定されていません。 
	
原因: ディメンション・メンバーが階層に含まれる場合、ディメンション・メンバーは階層に関連付けられたINHIER値セットに含まれます。このディメンション・メンバーはこの値セットに含まれていないため、この階層に含まれていません。


	
処置: 指定したディメンション・メンバーが含まれるように、階層のメンバーシップを変更してください。









	 ORA-37549: (XSHIERSP03) DIMENSION_MEMBERのレベルがMEMBER_ANCESTORのレベルよりも低くありません。 
	
原因: ディメンション・メンバーに、levelorder値セットにおいてそのメンバーより低いレベルまたは同レベルの親が存在します。


	
処置: すべてのディメンション・メンバーに、そのメンバーより高いレベルの親が存在するように、親/子のレベルを修正してください。









	 ORA-37550: (XSHIERSP04) MEMBER_ANCESTORのレベルがDIMENSION_MEMBERより1つ上のレベルではありません。 
	
原因: ディメンション・メンバーに、levelorder値セットにおいてそのメンバーより1つ上のレベルではない親が存在します。


	
処置: すべてのディメンション・メンバーに、levelorderにおいてそのメンバーより1つ上のレベルの親が存在するように、親/子のレベルを修正してください。









	 ORA-37551: (XSHIERSP05) リーフ値DIMENSION_MEMBERが、残りのリーフ・ディメンション値と同じレベルにありません。 
	
原因: この階層の詳細値またはリーフ値は、すべて同じレベルに存在する必要があります。このメンバーは、ほとんどのリーフ値と異なるレベルにあります。


	
処置: すべてのリーフが同じレベルに存在するように、DIMENSION_MEMBERのレベルを修正してください。









	 ORA-37552: (XSHIERSP06) DIMENSION_MEMBERは、levelorder値セットにはないレベルに関連付けられています。 
	
原因: DIMENSION_MEMBERのレベルの深さを判別できるよう、DIMENSION_MEMBERに、levelorder値セットにあるレベルが関連付けられている必要があります。


	
処置: DIMENSION_MEMBERに関連付けられているレベルを修正してください。









	 ORA-37553: サイクル(numberおよびnumber間)がリレーションworkspace object(workspace object)で検出されました。 
	
原因: 使用したリレーションにループが含まれています。


	
処置: リレーションにループが含まれないように修正してください。









	 ORA-37554: サイクル(numberおよびnumber間)がリレーションworkspace objectで検出されました。 
	
原因: 使用したリレーションにループが含まれています。


	
処置: リレーションにループが含まれないように修正してください。









	 ORA-37560: 指定したログ・ターゲットに対してLOBロケータが無効です 
	
原因: LOBロケータがDBMS_CUBE_LOG.ENABLEにターゲットとして渡されましたが、log_targetがDBMS_CUBE_LOG.TARGET_LOBではありません。


	
処置: LOG_TARGET_LOBをlog_targetとして指定するか、またはそうしない場合は有効な場所を指定してください。









	 ORA-37561: ロギング・タイプが不明です 
	
原因: 無効なlog_typeが指定されました。


	
処置: DBMS_CUBE_LOGパッケージに含まれる有効なロギング・タイプを指定してください。









	 ORA-37562: ロギング・ターゲットが不明です 
	
原因: 無効なlog_targetが指定されました。


	
処置: DBMS_CUBE_LOGパッケージに含まれる有効なロギング・ターゲットを指定してください。









	 ORA-37563: ログ詳細が無効です 
	
原因: 無効なlog_verbosityが指定されました。


	
処置: DBMS_CUBE_LOGパッケージに含まれる有効なログ詳細を指定してください。









	 ORA-37564: ログ表のバージョンが不明です 
	
原因: 指定されたログ表のバージョンを判別できませんでした。


	
処置: 有効なターゲット表を指定するか、またはDBMS_CUBE_LOG.TABLE_CREATEを使用してターゲット表を作成してください。









	 ORA-37565: 指定したログ・タイプのパラメータが無効です 
	
原因: 指定されたlog_typeでは、DBMS_CUBE_LOG.MAX_ERRORSなどの指定されたパラメータがサポートされていません。


	
処置: log_typeとlog_paramの有効な組合せを指定してください。









	 ORA-37566: ログの場所が無効です 
	
原因: 指定されたログの場所の形式が無効です。ファイル・ターゲットの場合は、'directory_alias/filename'の形式にしてください。


	
処置: 有効なログの場所を指定してください。









	 ORA-37567: ログの場所が指定されていません 
	
原因: ログの場所を必要とするログ・ターゲットに、ログの場所が指定されていません。


	
処置: 有効なログの場所を指定してください。









	 ORA-37568: 無効なログ・パラメータです 
	
原因: dbms_cube_log.set_parameterまたはget_parameterに無効なlog_paramが渡されました。


	
処置: 有効なパラメータを指定してください。









	 ORA-37569: 無効なログ・パラメータ値です 
	
原因: dbms_cube_log.set_parameterに無効な値が渡されました。


	
処置: 有効な値を指定してください。









	 ORA-37570: ログ指定が無効です 
	
原因: DBMS_CUBE_LOG.SET_LOG_SPECで無効なログ指定が行われました。


	
処置: 指定した構文を修正してください。









	 ORA-37571: SQL IDが無効です 
	
原因: 指定されたSQL IDが無効であるか、または関連するロギング情報を取得できませんでした。


	
処置: 有効なSQL IDを指定してください。









	 ORA-37572: IDが無効です 
	
原因: 指定されたSQL IDが無効なIDです。


	
処置: 指定されたSQL IDに有効なIDを指定してください。









	 ORA-37573: 制限が記録されていません 
	
原因: 指定された情報に対応するOLAPフィルタがありません。


	
処置: 元の問合せで述語を指定するか、または新しいSQL IDあるいはIDを指定してください。









	 ORA-37574: 表"string.string"へのロギング中にエラーが発生しました 
	
原因: 指定された表へのログ・レコードの書込み中にエラーが発生しました。


	
処置: 表に対する書込み権限があることを確認してください。









	 ORA-37575: キューブ操作のログ・コンポーネント"string"が無効です。 
	
原因: 無効なキューブ操作のログ・コンポーネント値です。


	
処置: 有効なキューブ操作のログ・コンポーネントを指定するか、パラメータを未指定のまま残し、デフォルト値を使用してください。









	 ORA-37576: キューブ操作のログ・ハンドルIDが無効です。 
	
原因: 無効なキューブ操作ログ・ハンドルのIDが指定されました。oplogHandleIdパラメータのoplogハンドルがありません。


	
処置: oplogHandleIdに対して有効なキューブ操作ログ・ハンドルIDを指定してください。DBMS_CUBE_LOG.START_OPLOGを使用して、有効なハンドルIDを取得してください。









	 ORA-37577: キューブ操作のログ・メッセージ名が無効です。 
	
原因: キューブ操作のログ・メッセージ名の値がNULLです。


	
処置: 有効な、NULLでないキューブ操作のログ・メッセージ名を指定してください。









	 ORA-37578: キューブ操作のログ操作値が無効です。 
	
原因: キューブ操作のログ操作値がNULLです。


	
処置: 有効な、NULLでないキューブ操作のログ操作値を指定してください。









	 ORA-37580: EXPRESS AWは存在しません。 
	
原因: EXPRESS AWが存在しません。


	
処置: OracleがOLAPオプション付きで適切にインストールされていることを確認してください。RDBMSにパッチを適用した場合は、パッチ・ログでエラーを確認してください。問題が繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-37581: EXPRESS AWが正しくインストールされていません。 
	
原因: EXPRESS AWが正しくインストールされていません。


	
処置: OracleがOLAPオプション付きで適切にインストールされていることを確認してください。RDBMSにパッチを適用した場合は、パッチ・ログでエラーを確認してください。問題が繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-37582: EXPRESS AWバージョンstringはOracleバージョンstringとは異なります。 
	
原因: EXPRESS AWバージョンが現在のOracleバージョンと一致していません。


	
処置: OracleがOLAPオプション付きで適切にインストールされていることを確認してください。RDBMSにパッチを適用した場合は、パッチ・ログでエラーを確認してください。問題が繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-37600: (XSPGERRPERMDETACH) アナリティック・ワークスペースstringの更新中に表領域記憶域を使い果たしました 
	
原因: LOBセグメント領域が不足しています。


	
処置: 表領域の記憶域を増やしてください。AWの連結解除を必要とする場合があります。









	 ORA-37601: (XSPGERRTEMP) ID=numberを使用してアナリティック・ワークスペースへの書込み中に一時記憶域を使い果たしました。一時記憶域の一部をすぐに解放してください。そのためには、アナリティック・ワークスペースを連結解除します。 
	
原因: 表領域の一時記憶域が不足しています。


	
処置: 表領域の一時記憶域を増やしてください。









	 ORA-37602: (XSPGERRTEMPUSER)アナリティック・ワークスペースstringへの書込み中に一時記憶域を使い果たしました。一時記憶域の一部をすぐに解放してください。そのためには、アナリティック・ワークスペースを連結解除します。 
	
原因: 表領域の一時記憶域が不足しています。


	
処置: 表領域の一時記憶域を増やしてください。









	 ORA-37603: (XSPGERRTEMPSYSTEM) システム一時アナリティック・ワークスペースへの書込み中に一時記憶域を使い果たしました。一時記憶域の一部をすぐに解放してください。そのためには、アナリティック・ワークスペースを連結解除します。 
	
原因: 表領域の一時記憶域が不足しています。


	
処置: 表領域の一時記憶域を増やしてください。









	 ORA-37604: (XSPGERRPQUPD) アナリティック・ワークスペースstringのパラレル更新が失敗しました 
	
原因: サーバーのパラレル更新に予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 問題の原因を記述するエラーを確認し、それに応じて処理を実行してください。AWの連結解除を必要とする場合があります。









	 ORA-37605: OLAP AW UPDATE中にエラーが発生しました 
	
原因: UPDATEプロセスでエラーが発生しました。


	
処置: エラー・スタックにある後続のエラーを参照してください。









	 ORA-37999: 重大なOLAPエラー: string。オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。 
	
原因: OLAPシステムに予期しないエラーが発生しました。


	
処置: Oracleテクニカル・サポートに連絡してください。














21 ORA-38029からORA-39964



	 ORA-38029: オブジェクト統計はロックされています 
	
原因: オブジェクトのオプティマイザ統計情報を変更しようとしました。


	
処置: 実表でDBMS_STATS.UNLOCK_TABLE_STATSプロシージャを使用して統計情報のロックを解除してください。統計情報を更新できる場合は、操作を再試行してください。









	 ORA-38101: INSERT VALUES句の列が無効です: string 
	
原因: INSERT VALUES句が宛先表の列を参照しています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-38102: INSERT WHERE句の列が無効です: string 
	
原因: INSERT WHERE句が宛先表の列を参照しています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-38103: UPDATE SET句の列が無効です: string 
	
原因: UPDATE SET句が、選択述語左辺(LHS)のソース表の列を参照しています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-38104: ON句で参照する列は更新できません: string 
	
原因: UPDATE SETの選択述語左辺(LHS)に、ON句で参照される列があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-38105: 行移行の更新が可能な場合、削除はサポートされていません 
	
原因: 行移行の更新が可能な場合、MERGE内のDELETEはサポートされません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-38106: MERGEは結合ビューまたはINSTEAD OFトリガーのあるビューではサポートされていません。 
	
原因: MERGE操作に、結合ビューまたはINSTEAD OFトリガーのあるビューが含まれていましたが、これらはサポートされていません。


	
処置: MERGEを使用してビューを変更する場合、ビュー内の単一の表を指定すれば十分であり、そのビューはINSTEAD OFトリガーを持つことができません。









	 ORA-38131: 指定したSQLハンドルstringは存在しません 
	
原因: 指定したSQLハンドルはリポジトリに存在しません。


	
処置: 正しいSQLハンドルを指定してください。









	 ORA-38132: 指定したSQL ID stringは存在しません 
	
原因: SQL IDのSQL文はカーソル・キャッシュに存在しません。


	
処置: 正しいSQL IDを指定してください。









	 ORA-38133: 無効なパラメータ名stringが指定されました 
	
原因: 無効なパラメータ名を指定しました。


	
処置: パラメータの名前を確認してください。









	 ORA-38134: 無効なパラメータ値stringが指定されました 
	
原因: 無効なパラメータ値を指定しました。


	
処置: パラメータ値を確認してください。









	 ORA-38135: 無効な固定ステータス値が指定されました 
	
原因: 固定ステータスの値がYESまたはNOで指定されていません。


	
処置: 'YES'または'NO'を指定してください。









	 ORA-38136: 無効な属性名stringが指定されました 
	
原因: 無効な属性名を指定しました。


	
処置: 属性の名前を確認してください。









	 ORA-38137: 無効な属性値stringが指定されました 
	
原因: 無効な属性値を指定しました。


	
処置: 属性値を確認してください。









	 ORA-38138: プラン名が見つからないか、NULLです 
	
原因: 有効なプラン名が指定されていません。


	
処置: 有効なプラン名を指定してください。









	 ORA-38139: プランのロード操作で、同時DDLにエラーが発生しました 
	
原因: プランのロード操作を実行中に、DDL操作を同時実行しました。


	
処置: 操作を再試行してください。









	 ORA-38140: SQL計画ベースラインが見つかりませんでした 
	
原因: 圧縮または解凍操作時に、SQL計画ベースラインが見つかりませんでした。


	
処置: 正しい選択基準を指定してください。









	 ORA-38141: SQL計画ベースラインstringは存在しません 
	
原因: 指定したSQL計画ベースライン名は存在しません。


	
処置: SQL計画ベースライン名を確認してください。









	 ORA-38142: stringという名前のSQL計画ベースラインはすでに存在します 
	
原因: SQL計画ベースラインが、指定された名前ですでに存在します。


	
処置: 異なる名前を指定するか、または既存のSQL計画ベースラインを削除してください。









	 ORA-38143: 無効な有効ステータス値が指定されました 
	
原因: 有効ステータスの値がYESまたはNOで指定されていません。


	
処置: 'YES'または'NO'を指定してください。









	 ORA-38144: 指定されたプラン名stringは存在しません 
	
原因: 指定したプラン名はリポジトリに存在しません。


	
処置: 正しいプラン名を指定してください。









	 ORA-38145: SQLハンドルおよびプラン名が指定されていません 
	
原因: SQLハンドルまたはプラン名が指定されていません。SQLハンドルまたはプラン名は必須です。


	
処置: SQLハンドルまたはプラン名、あるいは両方を指定してください。









	 ORA-38146: 無効な検証値が指定されました 
	
原因: 検証値がYESまたはNOで指定されていません。


	
処置: 'YES'または'NO'を指定してください。









	 ORA-38147: 無効なコミット値が指定されました 
	
原因: コミット値がYESまたはNOで指定されていません。


	
処置: 'YES'または'NO'を指定してください。









	 ORA-38148: 無効な時間制限が指定されました 
	
原因: 指定された時間制限の値が正の整数ではありません。


	
処置: 正の整数値を指定してください。









	 ORA-38171: SQL管理オブジェクト操作に対する権限が不十分です 
	
原因: 適切な権限のないセッションでSQL管理オブジェクトのDDLを操作しようとしました。


	
処置: 適切な権限を付与してください。









	 ORA-38172: 指定されたフィルタに合致するSQL管理オブジェクトがありません 
	
原因: フィルタを指定して操作を実行しようとしましたが、指定したフィルタのターゲットとなるSQL管理オブジェクトがありません。


	
処置: 別のフィルタを指定してください。









	 ORA-38173: 無効な値stringがSQL管理オブジェクト属性stringに指定されました 
	
原因: 無効な属性値を指定しました。


	
処置: 有効な属性値を指定します。









	 ORA-38301: リサイクルビンのオブジェクトにDDL/DMLを実行できません 
	
原因: Recycle BinオブジェクトにDDLまたはDML操作を実行しようとしました。


	
処置: Recycle Binオブジェクトに対するDDLまたはDML操作は許可されません。









	 ORA-38302: PURGEオプションが無効です 
	
原因: 無効なPURGEオプションを指定しました。


	
処置: 有効なPURGEオプションを指定してください。









	 ORA-38303: PURGE TABLESPACEのオプションが無効です 
	
原因: 表領域名の後にUSER以外のトークンが指定されていたか、USER <user name>の後にテキストが指定されています。


	
処置: 表領域名の後には、何も指定しないかUSER <user name>を指定してください。









	 ORA-38304: ユーザー名が指定されていないか、または無効です 
	
原因: 有効なユーザー名が必要です。


	
処置: 有効なユーザー名を指定してください。









	 ORA-38305: RECYCLE BINにオブジェクトがありません 
	
原因: RecycleBinにないオブジェクトをフラッシュバックで元に戻そうとしました。


	
処置: フラッシュバックによって元に戻せるのはRecycleBin内のオブジェクトのみです。









	 ORA-38306: このオブジェクトはリカバリ可能なスタンドアロンではありません 
	
原因: TABLE型以外のオブジェクトをフラッシュバックで元に戻そうとしました。


	
処置: リカバリ可能なのは表のみです。









	 ORA-38307: RECYCLE BINにオブジェクトがありません 
	
原因: RecycleBinにないオブジェクトを削除しようとしました。


	
処置: 削除できるのはRecycleBin内のオブジェクトのみです。









	 ORA-38308: FLASHBACK DROPオプションが無効です 
	
原因: 無効なFLASHBACK DROPオプションを指定しました。


	
処置: 有効なFLASHBACK DROPオプションを指定してください。









	 ORA-38309: オブジェクトは削除できません 
	
原因: 削除可能でないオブジェクト、あるいは他のオブジェクトに依存しているオブジェクトを削除しようとしました。


	
処置: このオブジェクトは削除できません。









	 ORA-38310: 他のユーザーの表領域は削除できません 
	
原因: システムDBA権限を持たないユーザーが、異なるユーザーの表領域を削除しようとしました。


	
処置: 他のユーザーの表領域は削除できません。









	 ORA-38311: 他のユーザーが所有するオブジェクトは削除できません 
	
原因: 他のユーザーが所有するオブジェクトを削除しようとしました。


	
処置: このオブジェクトは削除できません。









	 ORA-38312: 元の名前は既存のオブジェクトで使用されています 
	
原因: オブジェクトを元の名前のままリカバリしようとしましたが、その名前は他のオブジェクトに使用されています。


	
処置: RENAME句を使用し、別の名前でオブジェクトをリカバリしてください。









	 ORA-38401: シノニムstringは使用できません 
	
原因: 属性または表の別名のデータ型にシノニムを使用しようとしました。


	
処置: シノニムのかわりにオブジェクト名を使用してください。









	 ORA-38402: 名前は無効です: 名前に空の文字列か空白があります 
	
原因: 名前の中に空白がありました。


	
処置: 名前の空白を削除するか、名前を引用符で囲んでください。









	 ORA-38403: 属性セット名は22文字を超えることができません 
	
原因: 属性セット名が22文字を超えていました。


	
処置: 22文字以下の名前を選択してください。









	 ORA-38404: 属性セット名にスキーマ拡張は使用できません 
	
原因: 属性セット名にスキーマ拡張があります。属性は常に現在のスキーマに作成されるので、スキーマ拡張名は使用できません。


	
処置: 適切なスキーマから属性セットを作成してください。









	 ORA-38405: 属性セット名に引用符は使用できません 
	
原因: 属性セット名に引用符が含まれています。


	
処置: 属性セット名の引用符を削除してください。









	 ORA-38406: 属性セットstringはすでに存在します 
	
原因: 一致する名前を持つ属性セット名が、すでに現行のスキーマに存在します。


	
処置: 既存の属性セットを削除するか、別の名前を選択してください。









	 ORA-38407: 属性セットに関連付けられたADTはすでに存在します。 
	
原因: 同じ名前を持つ抽象型(ADT)の属性セットが、現行のスキーマにすでに存在します。


	
処置: 既存ADTの属性セットを作成するか、ADTを削除してください。









	 ORA-38408: ADT "string"は現行スキーマに存在しません。 
	
原因: 存在しないADTから属性セットを作成しようとしました。


	
処置: 同じ名前を持つADTが現行のスキーマに存在する属性セットと同じであることを確認してください。









	 ORA-38409: 属性セットの名前またはオプションが無効です: string 
	
原因: 無効な名前またはオプションが属性セットに使用されました。


	
処置: 追加情報は、サーバー出力をONに設定して操作を繰り返してください。









	 ORA-38410: 表名にスキーマ拡張は使用できません 
	
原因: 式を保存する表にスキーマ拡張名を使用しようとしました。


	
処置: 式を保存する表および対応する属性セットは、同じスキーマ内に作成してください。









	 ORA-38411: 式を格納する列のデータ型が無効です 
	
原因: 無効なデータ型の列から式の列を作成しようとしました。


	
処置: VARCHAR2またはCHAR列を作成して表に式を保存してください。









	 ORA-38412: 式セット列stringは存在しません。 
	
原因: 式を保存している列が存在しません。


	
処置: 式を保存する列に有効な名前を渡してください。









	 ORA-38413: 基本属性名は32文字を超えることができません 
	
原因: 33文字以上の名前を持つ基本属性を作成しようとしました。


	
処置: 基本属性に短い名前を使用してください。









	 ORA-38414: 属性stringのデータ型が無効です 
	
原因: 属性に指定されたデータ型が無効です。


	
処置: データ型がADTである場合は、そのADTが存在し、現行のユーザーがそれに対する実行権限を持つことを確認してください。









	 ORA-38415: 属性の名前またはデータ型が無効です: string 
	
原因: 無効な名前またはデータ型が属性に使用されました。


	
処置: 追加情報は、サーバー出力をONに設定して操作を繰り返してください。









	 ORA-38416: 格納された属性は300文字を超えることができません。 
	
原因: 301文字以上の格納された属性または索引属性を作成しようとしました。


	
処置: このような属性を持つ述語には索引付けできません。スパース述語として評価されます。









	 ORA-38417: 属性セットstringは存在しません 
	
原因: 存在しない属性セットを使用しようとしました。


	
処置: 属性セットを作成するか、既存の属性セットを選択してください。









	 ORA-38418: 属性セットstringに関連付けられたADTは存在しません 
	
原因: 同じ名前を持つADTの属性セットが現行のスキーマに見つかりませんでした。


	
処置: 属性セットを削除してから再作成してください。









	 ORA-38419: 属性に無効な識別子があります: string 
	
原因: 格納された属性または索引属性の副次式に使用される識別子が定義されていないか、または無効でした。


	
処置: 必要なすべての基本属性とユーザー定義関数を作成して、再試行してください。









	 ORA-38420: 格納された属性の副次式が無効です: string 
	
原因: 保存された式に使用される副次式が無効でした。


	
処置: 追加情報は、サーバー出力をONに設定して操作を繰り返してください。









	 ORA-38421: 属性stringはすでに存在します 
	
原因: 一致する名前(またはフォーム)を持つ属性が、属性セットに存在します。


	
処置: 既存の属性を削除するか、または新規属性に異なる名前を選択してください。









	 ORA-38422: 属性のデータ型が無効です: string 
	
原因: 無効なデータ型を持つ属性を作成しようとしました。


	
処置: 属性のデータ型がADTである場合は、その型が存在することを確認してください。









	 ORA-38423: ADTから作成された属性セットは拡張できません。 
	
原因: ADTから作成された属性セットに基本属性を追加しようとしました。


	
処置: 新規属性セットを作成して、必要なすべての基本属性を1つずつ追加してください。









	 ORA-38424: 式セットに現在割り当てられた属性セットはありません 
	
原因: 属性セットが式セットに割り当てられていないときに、属性セットを式セットから割当て解除しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-38425: 索引オブジェクトで使用する属性セットは割当て解除できません 
	
原因: 列に式フィルタ索引が定義されているときに、属性セットを式セットから割当て解除しようとしました。


	
処置: 索引を削除してから属性セットの割当てを解除してください。









	 ORA-38426: 式セットに割り当てられた属性セットは削除できません 
	
原因: 属性セットが式セットに対応付けされているときに、属性セットを削除しようとしました。


	
処置: 属性セットを式セットから割当解除してから、属性セットを削除してください。









	 ORA-38427: 属性stringは存在しません 
	
原因: 存在しない属性セットを使用しようとしました。


	
処置: 属性セットを作成してください。









	 ORA-38428: 索引付けで選択された属性が多すぎます 
	
原因: 490を超える索引属性を持つ式フィルタ索引を作成しようとしました。


	
処置: 索引属性の一部を削除してください。属性セットに対応付けされたデフォルトの索引属性とCREATE INDEX PARAMETERES句に指定された索引属性の合計が490以下であることを確認してください。









	 ORA-38429: 格納された属性のデータ型が無効です: string 
	
原因: 結果の属性セットのデータ型が保存に適していませんでした。


	
処置: 結果のデータ型NUMBER、VARCHAR2、CHARまたはDATEを持つ格納された属性を選択してください。









	 ORA-38430: 操作"string"は現行リリースでサポートされていません 
	
原因: サポートされていない操作を実行しようとしました。


	
処置: この操作を使用しないでください。









	 ORA-38431: 副次式"string"(行ID"string")を評価できません 
	
原因: 式が有効なSQL-WHERE句形式でないか、または式が存在しないスキーマ・オブジェクトを参照しています。


	
処置: 式を修正してください。









	 ORA-38432: EVALUATE演算子は式列でのみ使用できます 
	
原因: 式を保存する列として構成されていない列でEVALUATE演算子を使用しようとしました。


	
処置: 列に属性セットを割り当ててください。









	 ORA-38433: 索引"string"は、"string"のために保持できませんでした 
	
原因: エラーが再帰的操作によって発生しました。


	
処置: エラーを修正して、再試行してください。









	 ORA-38434: 式"string"を評価できませんでした 
	
原因: 式が有効なSQL-WHERE句形式でないか、式が存在しないスキーマ・オブジェクトを参照しているか、または属性値が欠落しています。


	
処置: 詳細はサーバー出力をONに設定してください。









	 ORA-38435: 基本属性値が指定されていないか、または名前/値のペアが無効です 
	
原因: EVALUATE演算子に対する2番目の引数に、欠落した属性があるか、または属性に対する無効な値があります。


	
処置: エラーを修正した後、再試行してください。









	 ORA-38436: 式セットで使用する属性セットは変更できません。 
	
原因: 式セットに割り当てられた属性セットに基本属性を追加しようとしました。


	
処置: 属性セットの割当てを解除して、再試行してください。









	 ORA-38437: ADT "string"にユーザー・メソッドを含めることはできません。 
	
原因: 1つ以上のユーザー・メソッドを持つADTから属性セットを作成しようとしました。


	
処置: ADTを削除して、ユーザー・メソッドなしで再作成してください。









	 ORA-38438: 属性セットに"string"データ型があるため、getVarcharは使用できません 
	
原因: 属性セットが1つ以上の非スカラー型を持つ場合に、getVarchar APIを使用しようとしました。


	
処置: AnyData変換を使用して、データ項目をエンコードしてください。









	 ORA-38439: 操作"string"が無効です 
	
原因: 無効な操作を使用しようとしました。


	
処置: ADDまたはDROPの操作のうち1つを使用してください。









	 ORA-38440: 属性セットstringは存在しません 
	
原因: 現行のスキーマからアクセスできない属性セットをコピーしようとしました。


	
処置: 対応するADTの実行権限を現行のユーザーに付与して、再試行してください。









	 ORA-38441: システムでSTOREDおよびINDEXED属性のリストを導出できません。 
	
原因: 属性セットが、デフォルト索引パラメータなしで作成されました。


	
処置: 属性セットにデフォルト索引パラメータを指定するか、CREATE INDEXコマンドの有効なPARAMETERS句を入れてください。









	 ORA-38442: ADT "string"は無効な状態です。 
	
原因: 有効な状態でないADTを使用しようとしました。


	
処置: user_typesカタログ・ビューのINCOMPLETEフィールドでADTが有効な状態であることを確認してください。無効なADTを削除して、対応する属性セットを再作成してください。









	 ORA-38443: 属性セットは、統計収集の式セットに割り当てる必要があります。 
	
原因: 属性セットが割り当てられていない式セットの統計情報を収集しようとしました。


	
処置: 属性セットを式セットに割り当ててから統計情報を収集してください。









	 ORA-38444: 式セットに対する統計が存在しません 
	
原因: 存在しない統計情報を消去しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-38445: 統計がない場合、TOP句は使用できません 
	
原因: 式セットに使用できる統計情報がない場合にTOPパラメータ句を使用しようとしました。


	
処置: 式セットの統計情報を収集して、再試行してください。









	 ORA-38446: 属性セットの埋込みADT "string"でエラーが発生しました。 
	
原因: 埋込みADTにエラーが発生しました。


	
処置: 追加情報はサーバー出力をONに設定してください。









	 ORA-38447: 埋込みADT属性"string"で必要な型が指定されていません 
	
原因: 埋込みADTに必要なオブジェクトの型が欠落しています。


	
処置: 追加情報はサーバー出力をONに設定してください。









	 ORA-38448: "string"演算子を使用した、述語の索引付けはサポートされていません。 
	
原因: サポートされていない演算子がexf$indexoper配列で使用されました。


	
処置: =、<、>、<=、>=、!=、is null、is not null、nvlおよびbetweenから演算子を選択してください。









	 ORA-38449: 表"string"は存在しないか、またはアクセスできません 
	
原因: 存在しないかアクセスできない表に対して表の別名を作成しようとしました。


	
処置: 表の選択権限を現行のユーザーに付与してください。









	 ORA-38450: 式セットに対して格納された属性の計算中にエラーが発生しました。 
	
原因: 属性のいずれかの値が正しくないか、または依存性が破損しているために格納された属性が無効でした。


	
処置: 入力を修正してください。









	 ORA-38451: 索引は矛盾した状態にあります 
	
原因: 索引の保持に使用される1つ以上の2次オブジェクトが存在しませんでした。


	
処置: 索引を削除して再作成してください。









	 ORA-38452: 式フィルタ索引の名前は25文字を超えることができません 
	
原因: 式フィルタ索引に26文字以上の名前を使用しようとしました。


	
処置: 25文字以下の名前を選択してください。









	 ORA-38453: 式フィルタ索引は、実表と同じスキーマで作成する必要があります。 
	
原因: 実表以外のスキーマの式フィルタ索引を作成しようとしました。


	
処置: 同じスキーマに実表として索引を作成してください。









	 ORA-38454: 属性セットは、索引付けされた列に対して定義されていません 
	
原因: 属性セットが対応付けされていない列に式フィルタ索引を作成しようとしました。


	
処置: 索引付けされている式セット列に属性セットを割り当ててください。









	 ORA-38455: 式フィルタ索引は所有者が作成する必要があります。 
	
原因: 索引の所有者でないユーザーが、式フィルタ索引を作成しようとしました。


	
処置: 所有者の権限を使用して索引を作成してください。









	 ORA-38456: 属性セット"string"は矛盾した状態にあります。 
	
原因: 依存性が破損していることにより、属性セットが一貫性のない状態でした。


	
処置: 詳細はサーバー出力をONに設定してください。このエラーの後では属性セットを再使用できません。









	 ORA-38457: 属性"string"は有効なXMLType属性ではありません。 
	
原因: 非XMLType属性を使用してXPathフィルタ処理を構成しようとしました。


	
処置: sys.XMLTypeデータ型を使用してXpathフィルタ処理を構成してください。









	 ORA-38458: XPATH_FILTER_PARAMETERSの操作"string"が無効です 
	
原因: 無効な操作を使用しようとしました。


	
処置: ADDまたはDROPの操作のうち1つを使用してください。









	 ORA-38459: XMLタグ"string"(XMLType属性"string")が見つかりません 
	
原因: 存在しないXMLタグを削除しようとしました。


	
処置: XMLタグまたはXMLType属性の名前を修正してください。









	 ORA-38460: データ型"string"に基づくフィルタは、XMLタグに対してサポートされていません 
	
原因: サポートされていないデータ型のXMLタグを使用してXpathフィルタ処理を構成しようとしました。


	
処置: XMLタグはフィルタ・パラメータ内に入れないでください。スパース述語として処理されます。









	 ORA-38461: XMLタグ"string"(XMLType属性"string")はすでに存在します 
	
原因: 重複するXMLタグを作成しようとしました。


	
処置: 異なるXMLタグを選択してください。









	 ORA-38462: 属性リストが無効です 
	
原因: 入力に属性リストがないか、または属性名がNULL値でした。


	
処置: 入力を修正してください。









	 ORA-38463: XMLタグ・リストが無効です 
	
原因: 入力のタグ・リストがないか、またはタグ名がNULL値でした。


	
処置: 入力を修正してください。









	 ORA-38464: 式セットが空ではありません。 
	
原因: 属性セットを空でない式セットに割り当てようとしました。


	
処置: FORCE = 'TRUE'を使用して、既存の式をすべて確認してください。









	 ORA-38465: 権限チェック・トリガーの作成は次のエラーのために失敗しました: string 
	
原因: メッセージにリストされたエラーが原因で、トリガーの作成に失敗しました。


	
処置: 詳細はサーバー出力をONに設定してください。









	 ORA-38466: ユーザーにはCREATE/MODIFY式に対する権限がありません 
	
原因: 適切な権限を使用せずに式を保存する列をINSERTまたはUPDATEしようとしました。


	
処置: 式セットの所有者が、式セットに対する適切な権限を付与してください。









	 ORA-38467: ユーザーは自分自身に権限をGRANT/REVOKEできません 
	
原因: 現行のユーザーからまたは現行のユーザーへのGRANT権限またはREVOKE権限を作成しようとしました。


	
処置: to_userまたはfrom_userフィールドには、操作を実行しているユーザーと異なるユーザーを指定してください。









	 ORA-38468: 列"string"は式を格納する列として識別されません。 
	
原因: 存在しない式セットの権限を付与しようとしました。


	
処置: 表と列が存在すること、および属性セットがその列に対応付けられていることを確認してください。









	 ORA-38469: 式セットに対する権限が無効です: string 
	
原因: 無効な権限を使用しようとしました。


	
処置: 有効な権限はドキュメントを参照してください。









	 ORA-38470: 付与されていない権限を取り消すことはできません。 
	
原因: 付与されていない権限を取り消そうとしました。


	
処置: ユーザーが権限を持っているかどうかをカタログ・ビューで確認してください。









	 ORA-38471: 表の別名のROWIDはNULLにできません 
	
原因: データ項目内の表の別名属性に対してNULL値を渡そうとしました。これは許可されていません。


	
処置: 表の別名に有効なROWID値を渡してください。









	 ORA-38472: データ項目のVARCHAR表現が長すぎます。 
	
原因: データ項目のVARCHARの表現が長すぎました。


	
処置: かわりにEVALUATE演算子をAnyData引数とともに使用してください。









	 ORA-38473: 式フィルタの属性セットで使用されている型は削除できません 
	
原因: 式フィルタの属性セット保持に使用されているADTを削除しようとしました。


	
処置: USER_EXPFIL_ATTRIBUTE_SETSビューを問い合せて依存性を確認してください。









	 ORA-38474: 属性セットにTABLE COLLECTION型の属性を含めることはできません。 
	
原因: TABLE COLLECTION型を持つ属性を作成しようとしました。


	
処置: 可能であれば、TABLE COLLECTIONのかわりにVARRAYを使用してください。









	 ORA-38475: 属性セットが関連するADTと同期していません。 
	
原因: ADTがCREATEまたはALTER操作によって直接変更されました。


	
処置: 属性セットを削除して、スクラッチから再作成してください。









	 ORA-38476: 属性セットで使用している抽象型は変更できません。 
	
原因: 式セットの属性保持に使用されている型(ADT)を変更しようとしました。


	
処置: ADTを直接変更しないでください。かわりにDBMS_EXPFIL APIを使用してください。









	 ORA-38477: 属性セットを発展型またはサブタイプから導出できません。 
	
原因: 発展したADTまたはサブタイプから属性を作成しようとしました。


	
処置: 属性セットのADTは、発展型またはサブタイプにできません。









	 ORA-38478: システム・トリガーEXPFIL_DROPOBJ_MAINTの作成に失敗しました 
	
原因: EXPFIL_DROPOBJ_MAINTシステム・トリガーの作成に失敗しました。式フィルタ・ディクショナリ表がないことが原因です。


	
処置: 正しいインストールを再試行してください。このエラーが無視されると、式フィルタ・ディクショナリが失効したエントリを持つ可能性があります。









	 ORA-38479: システム・トリガーEXPFIL_RESTRICT_TYPEEVOLVEの作成に失敗しました 
	
原因: EXPFIL_RESTRICT_TYPEEVOLVEシステム・トリガーの作成に失敗しました。式フィルタ・ディクショナリ表がないことが原因です。


	
処置: 正しいインストールを再試行してください。このエラーが無視されると、ユーザーは属性セットに関連付けられたADTを展開できるようになるので、重大なエラーが発生します。









	 ORA-38480: システム・トリガーEXPFIL_ALTEREXPTAB_MAINTの作成に失敗しました。 
	
原因: EXPFIL_ALTEREXPTAB_MAINTシステム・トリガーの作成に失敗しました。SYS.EXF$DBMS_EXPFIL_SYSPACKパッケージのエラーが原因です。


	
処置: 正しいインストールを再試行してください。このエラーが無視されると、式の表のRENAMEによりEVALUATE問合せが失敗する可能性があります。









	 ORA-38481: ADT "string"は依存オブジェクトで使用されます。 
	
原因: 1つ以上の依存オブジェクトによって使用されるADTから属性セットを作成しようとしました。


	
処置: かわりに新規ADTを使用してください。









	 ORA-38482: 属性セットに定義されている基本属性はありません 
	
原因: 空の属性セットを使用しようとしました。


	
処置: 属性セットに1つ以上の基本属性を作成してください。









	 ORA-38483: FUNCTION/PACKAGE/TYPE名が無効です: "string" 
	
原因: 無効な名前形式を使用しようとしました。


	
処置: function/package/typeの名前は、[owner.]object_nameの形式で指定してください。









	 ORA-38484: FUNCTION/PACKAGE/TYPE stringは存在しません 
	
原因: 存在しないオブジェクトを使用しようとしました。


	
処置: ALL_OBJECTビューを問い合せて、オブジェクトが存在することを確認してください。









	 ORA-38485: ユーザー定義ファンクションのオブジェクト型が無効です 
	
原因: 無効なオブジェクトをファンクションとして使用しようとしました。


	
処置: 有効なオブジェクト型はFUNCTION / PACKAGE / TYPEです。









	 ORA-38486: 属性セットのFUNCTION/PACKAGE/TYPEはすでに存在します 
	
原因: リストに重複するファンクションを追加しようとしました。


	
処置: 別のオブジェクト名を使用してください。









	 ORA-38487: FUNCTION/PACKAGE/TYPE "string"は式内で使用できません 
	
原因: 式に承認されていない関数を使用しようとしました。


	
処置: 関数を対応する属性セットに追加してください。









	 ORA-38488: 属性セットは、式を格納する列にすでに割り当てられています 
	
原因: 式の列に属性セットを再割当てしようとしました。


	
処置: USER_EXPFIL_EXPRESSION_SETSビューを問い合せて、式セットに割り当てられた属性セットを検索してください。









	 ORA-38489: 述語表の作成が次のエラーのために失敗しました: ORAstring 
	
原因: レポートされたエラーにより、条件表の作成に失敗しました。


	
処置: 追加情報はサーバー出力をONに設定してください。









	 ORA-38490: 名前が無効です: 引用符が一致しません 
	
原因: 名前の引用符が一致しません。


	
処置: 引用符が一致するように名前を修正してください。









	 ORA-38491: ROWID "string"の副次式を評価できませんでした 
	
原因: 式が有効なSQL-WHERE句形式でないか、または式が存在しないスキーマ・オブジェクトを参照しています。


	
処置: 式を修正してください。









	 ORA-38492: ALTER INDEXのパラメータ句"string"が無効です 
	
原因: ALTER INDEXコマンドに無効なパラメータ句が指定されました。


	
処置: 有効なパラメータのリストは、ドキュメントを参照してください。









	 ORA-38493: 機能を使用できません : 式フィルタ索引 
	
原因: Standard Editionで式フィルタ索引を作成しようとしました。


	
処置: この機能は使用しないでください。









	 ORA-38494: 表の別名の列と属性の名前が同じです 
	
原因: セットの属性名の1つが、表の別名に構成された表の列名の1つと同じです。


	
処置: 可能であれば、属性に別の名前を使用してください。









	 ORA-38495: 格納された属性stringのデータ型に一貫性がありません。 
	
原因: 式フィルタ索引オブジェクトに構成された格納された属性の実際のデータ型が、式フィルタディクショナリに記録されているデータ型と一致しませんでした。


	
処置: デフォルト索引属性から属性を削除して、再作成してください。









	 ORA-38496: 式フィルタ索引は無効な状態です 
	
原因: 無効な式フィルタ索引をREBUILDしようとしました。


	
処置: パラメータ句にDEFAULTキーワードを使用してデフォルトから索引を再構築するか、または索引を削除してから再作成してください。









	 ORA-38497: 式フィルタ索引は存在しません 
	
原因: 一致する名前を持つ索引が存在しないか、索引が式フィルタ索引タイプを使用して作成されていません。


	
処置: 式フィルタ・カタログ・ビューを使用して、正しい索引を確認してください。









	 ORA-38498: 索引オブジェクトに対して格納された属性が無効です : string 
	
原因: 式フィルタの索引オブジェクトに、依存性が破損した格納された属性または索引属性があります。


	
処置: 属性で使用されるすべての識別子が有効であることを確認してください。









	 ORA-38499: 式セットは、格納/索引付けされた属性に対してすでに構成されています 
	
原因: 式セットに格納された属性と索引属性のリストがありました。CREATE INDEXパラメータ句に追加の属性を指定できません。


	
処置: TOP、STOREATTRSおよびINDEXATTRS句をパラメータ句から削除するか、またはDBMS_EXPFIL.INDEX_PARAMETERS APIを使用して式セットの統計情報を消去してください。









	 ORA-38500: string 
	
原因: 一般的なエラーが発生しました。


	
処置: 詳細はドキュメントを参照してください。









	 ORA-38501: 副問合せは式内で使用できません 
	
原因: 式内に副問合せを作成しようとしました。


	
処置: 式内に副問合せを作成しないでください。









	 ORA-38502: XMLタグ: stringが無効です 
	
原因: 索引に無効なXMLタグを使用しようとしました。


	
処置: XMLタグを修正して、再試行してください。









	 ORA-38503: 索引はパラメータを使用してすでに定義されています 
	
原因: 索引の作成後に索引パラメータを変更しようとしました。


	
処置: 索引を削除して再試行してください。









	 ORA-38504: この演算子は構成済属性セットには使用できません 
	
原因: 表の別名の属性を1つ以上含む属性セットとともに演算子バインディングを使用しようとしました。これは許可されません。


	
処置: 別の演算子バインディングを使用してください。









	 ORA-38505: 属性のデフォルト値が無効です 
	
原因: 無効なデフォルト値または100文字を超えるデフォルトを使用しようとしました。


	
処置: 正しいデフォルト値を指定してください。









	 ORA-38506: テキスト述語の属性タイプが無効です 
	
原因: テキスト述語として構成された属性に無効な型が使用されました。


	
処置: VARCHARまたはCLOB属性を使用してください。









	 ORA-38507: stringデータ型の属性は索引付けする必要があります 
	
原因: 空間またはテキスト・データ型の属性をストアド述語グループとして構成しようとしました。


	
処置: 索引付き述語グループとして構成してください。









	 ORA-38601: FI 頻度の高い項目セット件数を数えるためのメモリーが足りません: string 
	
原因: メモリーのサイズが、必要最小限のメモリー要件を満たしませんでした。


	
処置: workarea_size_policy='manual'モードでは、_fic_area_sizeの値を増やしてください。あるいは、workarea_size_policy='auto' モードではこのエラーは発生しません。









	 ORA-38602: FI 入力カーソルが無効です 
	
原因: 入力カーソルがトランザクションの入力フォーマットに2列を戻さなかったか、入力カーソルに水平入力フォーマットと一貫性があるデータ型がありませんでした。


	
処置: トランザクションの入力フォーマットに対しては、入力カーソルがトランザクションID用に1列、項目ID用に1列、合計2列を戻すように指定してください。水平入力フォーマットに対しては、入力カーソルの列が同じデータ型を持つように指定してください。









	 ORA-38603: FI インクルードおよびエクスクルード・カーソルが戻すのは1列のみです 
	
原因: インクルードおよびエクスクルード・カーソルで、1列が戻されませんでした。


	
処置: カーソルが項目IDの1列のみを戻すように指定してください。









	 ORA-38604: FI インクルードおよびエクスクルード・カーソルの項目ID型は、入力カーソルの項目ID型と一致する必要があります 
	
原因: インクルードおよびエクスクルード・カーソルの項目ID型が入力カーソルの項目ID型と一致しませんでした。


	
処置: カーソルの項目ID型が相互に一致するように指定してください。









	 ORA-38605: FI メモリー(stringKB)は、候補生成に必要なメモリー量(stringKB)より不足しています 
	
原因: 候補の生成に十分なメモリーがありませんでした。


	
処置: workarea_size_policy='manual'モードでは、_fic_area_sizeの値を増やしてください。workarea_size_policy='auto'モードでは、pga_aggregate_targetの値を増やしてください。









	 ORA-38606: FI サポートしきい値の範囲が[0, 1]ではありません 
	
原因: [0, 1]の範囲外のサポートしきい値を入力しました。


	
処置: [0, 1]の範囲になるように入力値を調整してください。









	 ORA-38607: FI 項目セットの最小長と最大長が[1, string]ではありません 
	
原因: 入力された最小または最大の項目セット長が、内部の最大項目セット長を超えているか1未満です。


	
処置: 入力値が内部の最大項目セット長以下かつ1以上になるように調整してください。









	 ORA-38608: FI 項目セットの最小長(string)は最大長(string)より大きく指定できません 
	
原因: 入力された最小の長さが、最大長を超えています。


	
処置: 最小の長さが最大長以下になるように入力値を調整してください。









	 ORA-38609: FI ツリー数を数えるためのメモリーが不足しています。stringKB以上必要です 
	
原因: メモリーのサイズが、ツリーのカウントに必要な最小限のメモリーに足りませんでした。


	
処置: workarea_size_policy='manual'モードでは、_fic_area_sizeの値を増やしてください。あるいは、workarea_size_policy='auto' モードではこのエラーは発生しません。









	 ORA-38610: 名前の接頭辞FI "string"は、頻度の高い項目セットのカウント用に予約されています 
	
原因: DBMS_FREQUENT_ITEMSETおよび接頭辞ORA_FIがDBMS_FREQUENT_ITEMSETパッケージの内部使用に予約されていることにより、エラーが発生しました。


	
処置: DBMS_FREQUENT_ITEMSETパッケージまたはORA_FIで始まる名前を使用してファンクションを再定義しないでください。









	 ORA-38611: FI 入力カーソルの項目タイプはサポートされていません 
	
原因: 入力カーソルの項目型が数値型または文字列型でありません。


	
処置: 項目型が数値型または文字列型になるように入力カーソルを再定義してください。









	 ORA-38612: FI 項目の長さは1つのデータベース・ブロックの半分を超えることはできません。 
	
原因: 項目の長さが、1つのデータベース・ブロックの2分の1を超えていました。


	
処置: 最大長が1つのデータベース・ブロックの2分の1未満になるように項目列のデータ型を再定義してください。









	 ORA-38613: FIカーソルによって2未満の列が戻されています。 
	
原因: カーソル・パラメータが2未満の列を戻しています。


	
処置: 2列を戻すようにカーソル引数を変更してください。









	 ORA-38620: 入力カーソルのDT式に別名がありません 
	
原因: 入力カーソルの式に別名がありません。


	
処置: 式の別名を追加してください。









	 ORA-38621: ディシジョン・ツリーの最大深さ設定が[2、20]の範囲内ではありません 
	
原因: 指定されたツリーの最大の深さが[2, 20]の範囲外でした。


	
処置: [2, 20]の範囲内になるように入力値を調整してください。









	 ORA-38622: ディシジョン・ツリーがメモリー不足です。stringKB以上必要です 
	
原因: メモリーのサイズが、Decision Treeの作成に必要な最小限のメモリーに達していません。


	
処置: workarea_size_policy='manual'モードでは、_dtree_area_sizeの値を増やしてください。workarea_size_policy='auto'モードでは、pga_aggregate_targetの値を増やしてください。









	 ORA-38700: stringフラッシュバック・データベース・ログの制限数を超えました。 
	
原因: フラッシュバック・データベースのログ・ファイルの最大数を超えました。


	
処置: DB_FLASHBACK_RETENTION_TARGETが高く設定されている可能性があります。より小さい値に変更してください。









	 ORA-38701: フラッシュバック・データベース・ログstring 順序string スレッドstring: "string" 
	
原因: このメッセージは、別のメッセージの詳細のためのファイル名をレポートします。


	
処置: このメッセージに付随して、別のメッセージが表示されます。適切な処置については、関連するエラー・メッセージを参照してください。









	 ORA-38702: フラッシュバック・データベース・ログ・ファイルのヘッダーを更新できませんでした。 
	
原因: フラッシュバック・データベースのログ・ファイルに書き込めませんでした。


	
処置: ファイルへのアクセス権限を正しく設定してください。









	 ORA-38703: ヘッダー内の型stringは、フラッシュバック・データベース・ログ・ファイルではありません。 
	
原因: 読み込まれたフラッシュバック・データベースのログ・ファイルのヘッダーが破損していました。


	
処置: FLASHBACK DATABASEを使用している場合は、ログが破損しているためにフラッシュバックを実行できません。かわりに、リストアと不完全リカバリを実行する必要があります。









	 ORA-38704: フラッシュバック・データベース・ログ・ファイルのヘッダーでチェックサム・エラーが発生しました。 
	
原因: フラッシュバック・データベースのログ・ファイルのヘッダーに、ディスクから読み込んだファイル・ヘッダーから計算した値と一致しないチェックサムが含まれています。これは、ファイル・ヘッダーが破損したことを意味します。


	
処置: FLASHBACK DATABASEを使用している場合は、ログが破損しているためにフラッシュバックを実行できません。かわりに、リストアと不完全リカバリを実行する必要があります。









	 ORA-38705: ログ・ヘッダーでブロック・サイズstringとstringが一致しません。 
	
原因: フラッシュバック・ログのファイル・ヘッダーが読み込まれたときに、制御ファイルのブロック・サイズがヘッダーに含まれるブロック・サイズと一致しませんでした。


	
処置: FLASHBACK DATABASEを使用している場合は、ログが破損しているためにフラッシュバックを実行できません。かわりに、リストアと不完全リカバリを実行する必要があります。









	 ORA-38706: FLASHBACK DATABASEロギングをオンにできません。 
	
原因: ALTER DATABASE FLASHBACK ONコマンドが失敗しました。アラート・ログ内の他のメッセージで問題を説明します。


	
処置: 問題を修正して、再試行してください。









	 ORA-38707: メディア・リカバリを使用できません。 
	
原因: メディア・リカバリが使用可能でなかったことにより、ALTER DATABASE FLASHBACK ONコマンドが失敗しました。


	
処置: ALTER DATABASE ARCHIVELOGコマンドを使用してメディア・リカバリをオンにしてから、コマンドを再試行してください。









	 ORA-38708: 最初のフラッシュバック・データベース・ログ・ファイル用の領域が不足しています 
	
原因: ALTER DATABASE FLASHBACK ONコマンドが失敗しました。最初のフラッシュバック・データベースのログ・ファイルに、リカバリ領域のための十分な領域がなかったためです。


	
処置: リカバリ領域の領域を増やしてください。たとえば、DB_RECOVERY_FILE_DEST_SIZEの値を増やします。









	 ORA-38709: リカバリ領域を使用できません。 
	
原因: リカバリ領域が使用可能でなかったことにより、ALTER DATABASE FLASHBACK ONコマンドが失敗しました。


	
処置: DB_RECOVERY_FILE_DESTを位置に設定して、再試行してください。









	 ORA-38710: フラッシュバック・ログのバージョンstringは、ORACLEバージョンstringと互換性がありません。 
	
原因: フラッシュバック・データベースのログ・ファイルが拒否されました。互換性のないOracleのバージョンによって書き込まれた可能性があるためです。


	
処置: FLASHBACK DATABASEを使用している場合は、ログが破損しているためにフラッシュバックを実行できません。かわりに、リストアと不完全リカバリを実行する必要があります。









	 ORA-38711: フラッシュバック・ログのブロック・ヘッダーが破損しています: ブロックstring 
	
原因: 読み込まれたフラッシュバック・データベースのログ・ファイル・ブロック・ヘッダーが破損していました。詳細はトレース・ファイルにダンプされました。


	
処置: FLASHBACK DATABASEを使用している場合は、ログが破損しているためにフラッシュバックを実行できません。かわりに、リストアと不完全リカバリを実行する必要があります。









	 ORA-38712: フラッシュバック・ログのレコード・ヘッダーが破損しています: string、オフセットstring。 
	
原因: 読み込まれたフラッシュバック・データベースのログ・レコードのヘッダーが破損していました。レコードの型または長さが誤っていました。詳細はトレース・ファイルにダンプされました。


	
処置: FLASHBACK DATABASEを使用している場合は、ログが破損しているためにフラッシュバックを実行できません。かわりに、リストアと不完全リカバリを実行する必要があります。









	 ORA-38713: フラッシュバック・データベースのロギングはすでにオンになっています。 
	
原因: ALTER DATABASE FLASHBACK ONコマンドの効果がありませんでした。フラッシュバック・データベースのロギングがすでにオンになっていたためです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-38714: インスタンスのリカバリが必要です。 
	
原因: ALTER DATABASE FLASHBACK ONコマンドが失敗しました。データベースがクラッシュしたか、ABORTオプションにより停止したためです。


	
処置: データベースをオープンしてから、NORMALまたはIMMEDIATEを指定してSHUTDOWNコマンドを入力してください。









	 ORA-38715: DUMP FLASHBACKコマンドに指定したログ番号が無効です。 
	
原因: フラッシュバック・データベースのログ・ファイルをダンプ中に無効なログ番号を使用しました。


	
処置: フラッシュバック・データベースの有効なログ番号を指定してください。









	 ORA-38716: TYPEオプションには整数を指定する必要があります。 
	
原因: DUMP FLASHBACKコマンドのTYPEに無効な値を指定しました。


	
処置: 整数値を指定してください。









	 ORA-38717: DUMP FLASHBACKオプションが無効です。 
	
原因: DUMP FLASHBACKコマンドに無効なオプションが指定されました。現在使用できるオプションは、DBA、TYPEおよびLOGICALです。


	
処置: 正しいオプションでコマンドを再試行してください。









	 ORA-38718: DUMP FLASHBACKコマンドに無効なスレッド番号が指定されました。 
	
原因: スレッドにフラッシュバック・データベースのログ・ファイルをダンプ中に、無効なスレッド番号が使用されました。


	
処置: 有効なスレッド番号を指定してください。









	 ORA-38719: DUMP FLASHBACKオブジェクトが無効です。 
	
原因: DUMP FLASHBACKコマンドに無効なオブジェクトが指定されました。現在使用できるオブジェクトはLOGFILEまたはTHREADです。


	
処置: 正しいオプションでコマンドを再試行してください。









	 ORA-38720: ログ・ファイル名または番号が指定されていません。 
	
原因: DUMP FLASHBACK LOGFILEコマンドのログ・ファイル名または番号が指定されていません。


	
処置: 有効なログ・ファイル名または番号を指定してください。









	 ORA-38721: ファイル番号が無効です。 
	
原因: DUMP FLASHBACKコマンドのDBA句に無効なファイル番号が指定されました。


	
処置: 有効なファイル番号を指定してください。









	 ORA-38722: ONまたはOFFキーワードが必要です。 
	
原因: ALTER DATABASE FLASHBACKコマンドの指定でONまたはOFFキーワードが使用されませんでした。


	
処置: ONまたはOFFキーワードを使用してコマンドを再試行してください。









	 ORA-38723: SCN式が無効です。 
	
原因: FLASHBACK DATABASEコマンドにSCNキーワードが指定されましたが、SCN式が無効でした。


	
処置: 有効なSCN番号を使用してコマンドを再試行してください。









	 ORA-38724: FLASHBACK DATABASEコマンドに指定されたオプションが無効です。 
	
原因: FLASHBACK DATABASEコマンドに無効なオプションが指定されました。有効なオプションはSCNまたはTIMESTAMPです。


	
処置: 構文を修正して、コマンドを再試行してください。









	 ORA-38725: 指定した名前"string"が実際の名前"string"と一致しません 
	
原因: FLASHBACK DATABASEコマンドに指定したデータベース名が、現在マウントされているデータベース名と一致しません。


	
処置: データベース名を修正するか、またはマウントされたデータベースをディスマウントして正しいデータベースをマウントしてください。









	 ORA-38726: フラッシュバック・データベースのロギングはオンになっていません。 
	
原因: FLASHBACK DATABASEコマンドを試行しましたが、フラッシュバック・データベースのロギングが使用できませんでした。


	
処置: ALTER DATABASE FLASHBACK ONコマンドを使用してフラッシュバック・データベースのロギングを使用可能にしてから、FLASHBACK DATABASEコマンドを試行してください。データベースを戻す必要がある場合は、リストアと不完全リカバリを実行してください。









	 ORA-38727: FLASHBACK DATABASEでは現行の制御ファイルが必要です。 
	
原因: 使用中の制御ファイルがバックアップ制御ファイルです。


	
処置: FLASHBACK DATABASEは、バックアップ制御ファイルといっしょに使用できません。データベースを戻す必要がある場合は、リストアと不完全リカバリを実行してください。









	 ORA-38728: FLASHBACK DATABASEは将来の日付で実行できません。 
	
原因: FLASHBACK DATABASEコマンドに指定されたSCNまたはタイムスタンプが将来の日付でした。


	
処置: 適切なSCNまたはタイムスタンプを指定して、コマンドを再試行してください。









	 ORA-38729: FLASHBACKを行うには、フラッシュバック・データベース・ログ・データが不十分です。 
	
原因: FLASHBACK DATABASEの実行に十分なフラッシュバック・データベースのログ・データがありません。


	
処置: データベースを戻す必要がある場合は、リストアと不完全リカバリを実行してください。









	 ORA-38730: SCN/TIMESTAMP式が無効です。 
	
原因: FLASHBACK DATABASEコマンドに指定された式が無効でした。


	
処置: 有効な数値またはタイムスタンプ式を使用してコマンドを再試行してください。









	 ORA-38731: ログ・ヘッダーでバージョンstringとstringが一致しません。 
	
原因: フラッシュバック・データベースのログ・ファイル・ヘッダーのバージョンが破損していました。


	
処置: FLASHBACK DATABASEを使用している場合は、ログが破損しているためにフラッシュバックを実行できません。かわりに、リストアと不完全リカバリを実行する必要があります。









	 ORA-38732: ファイル・サイズstringとstringが一致しません。 
	
原因: 制御ファイルに示されたファイル・サイズが、フラッシュバック・ログ・ファイルのヘッダー内のファイル・サイズと一致しません。フラッシュバック・データベースのログ・ファイルが破損しました。


	
処置: FLASHBACK DATABASEを使用している場合は、ログが破損しているためにフラッシュバックを実行できません。かわりに、リストアと不完全リカバリを実行する必要があります。









	 ORA-38733: 物理サイズstringは必要なstringを下回っています。 
	
原因: フラッシュバック・データベースのログ・ファイルのサイズが縮小しました。演算子またはオペレーティング・システムのエラーが原因である可能性があります。


	
処置: FLASHBACK DATABASEを使用している場合は、ログが破損しているためにフラッシュバックを実行できません。かわりに、リストアと不完全リカバリを実行する必要があります。









	 ORA-38734: フラッシュバック・ログが一貫していません; 別のデータベースに属しています。 
	
原因: フラッシュバック・データベースのログ・ファイル中のデータベースIDが、制御ファイル内のデータベースIDと一致しませんでした。


	
処置: FLASHBACK DATABASEを使用している場合は、ログが破損しているためにフラッシュバックを実行できません。かわりに、リストアと不完全リカバリを実行する必要があります。









	 ORA-38735: フラッシュバック・ログ・ファイルのヘッダーのログ番号stringが無効です。 
	
原因: フラッシュバック・データベースのログ・ファイル内のログ・ファイル番号が、制御ファイルと一致しませんでした。


	
処置: FLASHBACK DATABASEを使用している場合は、ログが破損しているためにフラッシュバックを実行できません。かわりに、リストアと不完全リカバリを実行する必要があります。









	 ORA-38736: フラッシュバック・ログ・ファイルのヘッダーのスレッド番号stringが無効です。 
	
原因: フラッシュバック・データベースのログ・ファイル内のスレッド番号が、制御ファイルと一致しませんでした。


	
処置: FLASHBACK DATABASEを使用している場合は、ログが破損しているためにフラッシュバックを実行できません。かわりに、リストアと不完全リカバリを実行する必要があります。









	 ORA-38737: 順序番号stringとstringが一致しません 
	
原因: フラッシュバック・データベース・ログが破損しているか、または古いバージョンのファイルです。


	
処置: FLASHBACK DATABASEを使用している場合は、ログが破損しているためにフラッシュバックを実行できません。かわりに、リストアと不完全リカバリを実行する必要があります。









	 ORA-38738: フラッシュバック・ログ・ファイルは現行のコピーではありません。 
	
原因: オープンしたデータベースでフラッシュバック・データベースのログ・ファイル・ヘッダーをチェックした結果、フラッシュバック・データベースのログは、誤ってリストアされたバックアップであることが判明しました。フラッシュバック・データベースのログ・ファイルは、バックアップおよびリストアできません。


	
処置: FLASHBACK DATABASEを使用している場合は、ログが破損しているためにフラッシュバックを実行できません。かわりに、リストアと不完全リカバリを実行する必要があります。









	 ORA-38739: フラッシュバック・ログ・ファイルは制御ファイルよりも新しいものです。 
	
原因: フラッシュバック・データベースのログ・ファイル内の制御ファイル変更順序番号が、制御ファイル内の番号より大きくなっています。これは、誤った制御ファイルが使用されたことを示しています。このエラーが繰り返されると、実際の問題を修正しなくてもエラーが発生しなくなることに注意してください。データベースをオープンしようとするたびに、制御ファイル変更順序番号は十分な大きさになるまで更新されます。


	
処置: FLASHBACK DATABASEは、現行の制御ファイルとともに使用する場合のみ使用できます。使用できない場合は、かわりにリストアと不完全リカバリを実行する必要があります。









	 ORA-38740: 使用可能なブロック値stringが無効です。 
	
原因: フラッシュバック・データベースのログ・ファイルに、ファイル・サイズより大きい使用可能ブロック値がありました。フラッシュバック・データベースのログ・ファイルが破損しています。


	
処置: FLASHBACK DATABASEを使用している場合は、ログが破損しているためにフラッシュバックを実行できません。かわりに、リストアと不完全リカバリを実行する必要があります。









	 ORA-38741: フォーマットされたブロック値stringが無効です。 
	
原因: フラッシュバック・データベースのログ・ファイル内のフォーマットされたブロック値がファイル・サイズを超えています。フラッシュバック・データベースのログ・ファイルが破損しました。


	
処置: FLASHBACK DATABASEを使用している場合は、ログが破損しているためにフラッシュバックを実行できません。かわりに、リストアと不完全リカバリを実行する必要があります。









	 ORA-38742: フラッシュバック・ログ・ファイルが不適切なログ・リセット状態です。 
	
原因: フラッシュバック・データベースのログ・ファイル・ヘッダーに、制御ファイルと異なるログ・リセット・データがありました。ログが誤ってリストアされたバックアップである可能性があります。フラッシュバック・データベースのログはバックアップできません。


	
処置: FLASHBACK DATABASEを使用している場合は、ログが破損しているためにフラッシュバックを実行できません。かわりに、リストアと不完全リカバリを実行する必要があります。









	 ORA-38743: 時間/SCNがデータベースの未来の時間です。 
	
原因: FLASHBACK DATABASEコマンドのTime/SCNに、データベースの将来の時間が指定されました。


	
処置: 正しいTime/SCNを使用してコマンドを再試行するか、データベースをリカバリしてください。









	 ORA-38744: ファイルstringはフラッシュバックの開始時に存在したファイルと異なります 
	
原因: FLASHBACK DATABASEによって最後に参照したファイル・ヘッダーのファイルと異なるファイルにアクセスしました。ファイルのバックアップがリストアされたか、またはFLASHBACK DATABASE中にファイル名の意味が変更されました。


	
処置: 正しいファイルが使用可能であることを確認し、FLASHBACK DATABASEを再試行してください。









	 ORA-38746: データ・ブロックのリストア中にエラーが発生しました(ファイル番号string、ブロック番号string) 
	
原因: FLASHBACK DATABASEコマンドを実行中にエラーが発生しました。エラー・スタック上の他のエラーを参照してください。


	
処置: エラーの発生した原因を調べてください。フラッシュバック・データベースのログ・データが破損している可能性があります。破損している場合は、かわりにリストアと不完全リカバリを実行する必要があります。









	 ORA-38747: イメージの前に破損があります(ファイル番号string、ブロック番号string) 
	
原因: イメージの前のデータ・ブロックが破損していることが、FLASHBACK DATABASEコマンド中に見つかりました。


	
処置: フラッシュバックのログ・データが破損している可能性があります。破損している場合は、かわりにリストアと不完全リカバリを実行する必要があります。









	 ORA-38748: データファイルstringをフラッシュバックできません - ファイルが使用中またはリカバリ中です 
	
原因: FLASHBACK DATABASEを試行しましたが、ファイルをリカバリできませんでした。オンラインで他のインスタンスがデータベースをオープンしているか、または他のプロセスがファイルのメディア・リカバリまたはフラッシュバックを行っています。


	
処置: FLASHBACK DATABASEを実行しないでください。









	 ORA-38749: メディア・リカバリはすでに起動しています。 
	
原因: 同一のセッションでFLASHBACK DATABASEをメディア・リカバリとして開始しようとしました。


	
処置: 最初のメディア・リカバリのセッションを完了するか取り消してください。









	 ORA-38750: FLASHBACK DATABASEはディスパッチャを使用して実行できません。 
	
原因: FLASHBACK DATABASEにディスパッチャ・プロセスを使用しようとしました。メモリー要件によって、メディア・リカバリを実行するときにディスパッチャ・プロセス接続は使用できません。


	
処置: 専用サーバー・プロセスを介してインスタンスに接続し、FLASHBACK DATABASEを実行してください。









	 ORA-38751: フラッシュバック・データベース・ログ: "string" 
	
原因: このメッセージは、別のメッセージの詳細のためのファイル名をレポートします。


	
処置: このメッセージに付随して、別のメッセージが表示されます。適切な処置については、関連するエラー・メッセージを参照してください。









	 ORA-38752: ファイルstringは存在しません。 
	
原因: RMAN FLASHBACK DATABASE対話中にデータベースの一部でないファイルがリストされました。RMANの対話が異常終了しました。


	
処置: 適切なファイル番号を使用して対話を再試行してください。









	 ORA-38753: データファイルstringをフラッシュバックできません; フラッシュバック・ログ・データがありません。 
	
原因: FLASHBACK DATABASEを試行しましたが、フラッシュバックの時間をカバーするのに十分なフラッシュバック・ログ・データがファイルにないため失敗しました。ファイルがフラッシュバック生成に対応していなかったか、フラッシュバックの時間範囲中のいずれかの時間にフラッシュバック生成がオフになっていました。


	
処置: ファイルをフラッシュバックできません。ファイルをオフラインにするか表領域を削除してから、FLASHBACK DATABASEコマンドを続行してください。









	 ORA-38754: FLASHBACK DATABASEが起動していません; 必要なREDOログを使用できません 
	
原因: FLASHBACK DATABASEコマンドが開始しませんでした。FLASHBACK DATABASEのリカバリ部分に必要なREDOログが見つからないか、REDOログにアクセスできませんでした。


	
処置: 問題の詳細は、トレース・ファイルを参照してください。









	 ORA-38755: この表領域ではフラッシュバックはすでにオンになっています。 
	
原因: フラッシュバックがオンになっている表領域に対して、フラッシュバック・データベースのロギングをオンにしようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-38756: この表領域ではフラッシュバックはすでにオフになっています。 
	
原因: フラッシュバックがオフになっている表領域に対してフラッシュバック・データベースのロギングをオフにしようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-38757: データベースがマウントされ、FLASHBACKするようにオープンされていません。 
	
原因: データベースがマウントされていないか、すでにオープンされている状態で、データベースをフラッシュバックしようとしました。


	
処置: データベースをマウントし、FLASHBACKコマンドを再試行してください。









	 ORA-38758: データファイルstringをフラッシュバックできません; 最後のリカバリ以降にリストアされています 
	
原因: FLASHBACK DATABASEを試行しましたが、最後のスタンバイ・リカバリ以後にファイルをリストアしていました。ファイルをフラッシュバックできません。


	
処置: ファイルをオフラインにしてから、FLASHBACK DATABASEコマンドを続行してください。









	 ORA-38759: データベースは、1つのインスタンスのみでマウントし、オープンしない必要があります。 
	
原因: データベースがオープンされているか、複数のインスタンスでマウントされている状態で、フラッシュバック・データベースのロギングをオンまたはオフにしようとしました。


	
処置: データベースを1つのインスタンスのみでマウントし、コマンドを再試行してください。









	 ORA-38760: このデータベース・インスタンスでは、データベースのフラッシュバックをオンにできませんでした 
	
原因: データベースのフラッシュバックがオンになっていますが、インスタンスがフラッシュバック・データの生成開始に失敗しました。他にエラーがないかアラート・ログを調べてください。


	
処置: エラーを修正するか、データベースのフラッシュバックをオフにしてください。









	 ORA-38761: REDOログ(順序番号string、スレッドstring、インカネーションstring)にアクセスできませんでした 
	
原因: FLASHBACKのリカバリ部分に必要なREDOログが読み込めないか、オープンできませんでした。FLASHBACKは失敗しました。


	
処置: ログをリストアして、FLASHBACKコマンドを再試行してください。









	 ORA-38762: SCN stringからSCN stringに対してREDOログが必要です 
	
原因: FLASHBACK DATABASE操作に失敗しました。FLASHBACK DATABASEのリカバリ部分で最初のSCNから2番目のSCNに対してREDOが必要でしたが、範囲内で1つ以上のREDOログが読み込めないか、オープンできませんでした。


	
処置: FLASHBACK DATABASEコマンドのトレース・ファイルで、アクセスできないREDOログの説明を確認し、それらのREDOログへのアクセス権限を正しく設定してから、FLASHBACK DATABASEコマンドを再試行してください。









	 ORA-38763: フラッシュバックが開始されていません; 使用可能なスレッドが変更されました 
	
原因: FLASHBACK DATABASEコマンドが開始しませんでした。使用可能なスレッドのセットが、フラッシュバック時間中に変更されました。


	
処置: このフラッシュバックは実行できません。かわりに、リストアと不完全リカバリを実行してください。









	 ORA-38764: フラッシュバックが開始されていません; データファイルstring対応のスレッドが異なります 
	
原因: FLASHBACK DATABASEコマンドが開始しませんでした。データファイルがバックアップからリストアされたとき、使用可能なスレッドがフラッシュバック時点と異なっていました。


	
処置: このフラッシュバックは実行できません。かわりに、リストアと不完全リカバリを実行してください。









	 ORA-38765: フラッシュバック・データベースを読取り専用でオープンできません。 
	
原因: データベースのフラッシュバック後に完全リカバリを実行しましたが、データベースを読取り/書込み両用アクセスでオープンできないか、FLASHBACK DATABASEコマンドが失敗しました。


	
処置: データベースのフラッシュバック後に完全リカバリを実行した場合は、データベースを読取り/書込み両用アクセスでオープンしてください。FLASHBACK DATABASEコマンドが失敗する場合は、コマンドの失敗の原因を修正してコマンドを再試行するか、リカバリしてデータベースを読取り/書込み両用アクセスでオープンしてください。









	 ORA-38766: データファイルstringをフラッシュバックできません; ファイルはサイズ変更されて小さくなりました 
	
原因: FLASHBACK DATABASEを試行しましたが、フラッシュバック中にファイルが縮小しました。


	
処置: ファイルをフラッシュバックできません。ファイルをオフラインにするか表領域を削除してから、FLASHBACK DATABASEコマンドを続行してください。









	 ORA-38767: フラッシュバック・リテンションのターゲット・パラメータが一致しません 
	
原因: DB_FLASHBACK_RETENTION_TARGETパラメータの値はすべてのインスタンスに対して同じにする必要があります。すべてのデータベースには、同じフラッシュバック・リテンションのターゲット・パラメータがある必要があります。


	
処置: すべてのインスタンスのDB_FLASHBACK_RETENTION_TARGET値を確認してください。









	 ORA-38768: データファイルstringのサイズ変更に失敗しました 
	
原因: フラッシュバック・データベースによってデータファイルを縮小(サイズ変更)しようとしたときに、オペレーティング・システム・エラーが発生しました。ファイルの自動拡張などのファイル拡張を元に戻すために、フラッシュバックによってファイルが縮小されました。


	
処置: データベースをリカバリして以前の状態に戻すか、オペレーティング・システム・エラーの原因を修正してフラッシュバックを再試行してください。それが不可能な場合は、ファイルをオフラインにしてFLASHBACKコマンドを再試行できます。バックアップからファイルをリストアしてロールフォワードする必要があります。









	 ORA-38769: FLASHBACK DATABASEはデータの変更後に失敗しました。 
	
原因: データベースの変更後にFLASHBACK DATABASEコマンドが失敗しました。障害の詳細はアラート・ログを調べてください。


	
処置: データベースをリカバリして以前の状態に戻すか、エラーの原因を修正してフラッシュバックを再試行してください。









	 ORA-38770: FLASHBACK DATABASEはリカバリ中に失敗しました。 
	
原因: FLASHBACK DATABASEコマンドがデータベースを正常にリストアしましたが、リカバリ・ステップ中に失敗しました。障害の詳細はアラート・ログを調べてください。


	
処置: エラーを修正してから、同じSCNまたはタイムスタンプがFLASHBACK DATABASEコマンドで使用されるようにデータベースをリカバリしてください。









	 ORA-38771: フラッシュバック・リカバリによって、名前の付いていないデータファイルが制御ファイルに追加されました 
	
原因: FLASHBACK DATABASEのリカバリ・ステップ時にデータファイルを作成しましたが、制御ファイルに追加できませんでした。新しいデータフェイルのエントリが制御ファイルに追加されましたが、ファイル名はUNNAMEDnnnnで、nnnnはファイル番号です。関連するエラー・メッセージには、最初にファイルの作成に使用されたファイル名が示されます。


	
処置: 制御ファイルのファイル名を変更するか、ALTER ALTER DATABASE CREATE DATAFILEコマンドを使用してリカバリに適したファイルを作成してください。ファイルをリカバリしない場合は、FOR DROPオプションを指定してそのファイルをオフラインにしてください。フラッシュバックのリカバリ・ステップを再開するには、FLASHBACK DATABASEコマンドと同じSCNまたはタイムスタンプを使用してRECOVERYコマンドを入力してください。たとえば、RECOVER AUTOMTAIC DATABASE UNTIL CHANGE <flashback-scn>です。









	 ORA-38772: データファイル'string'を追加できません - ファイルを作成できませんでした 
	
原因: FLASHBACK DATABASEのリカバリ・ステップ時にデータファイルを作成しましたが、そのファイルを再作成できませんでした。作成しようとして発生したエラーが、別のメッセージに表示されます。そのファイルに対する制御ファイルのエントリは「UNNAMEDnnnnn」という書式で出力されます。


	
処置: ALTER DATABASE CREATE DATAFILE文を使用してファイルを作成してください。









	 ORA-38773: データファイル'string'を追加できません - すでにデータベースの一部として存在します 
	
原因: データベースのFLASHBACKのリカバリ・ステップ時にデータファイルを作成しようとしましたが、そのファイル名がすでにデータベースで使用されているためにファイルを作成できませんでした。そのファイルに対する制御ファイルのエントリは「UNNAMEDnnnnn」という書式で出力されます。


	
処置: ALTER DATABASE CREATE DATAFILE文を使用して、別の名前のファイルを作成してください。









	 ORA-38774: メディア・リカバリを使用不可にできません - フラッシュバック・データベースが使用可能です 
	
原因: フラッシュバック・データベースが使用可能のときに、メディア・リカバリを使用不可にしようとしました。


	
処置: ALTER DATABASE FLASHBACK OFF文でフラッシュバック・データベースを使用不可にしてから、メディア・リカバリを使用不可にしてください。









	 ORA-38775: リカバリ領域を無効化できません - フラッシュバック・データベースが有効です 
	
原因: フラッシュバック・データベースが使用可能のときに、DB_RECOVERY_FILE_DESTをNULLに設定しようとしました。フラッシュバック・データベースでは、DB_RECOVERY_FILE_DESTを設定する必要があります。


	
処置: ALTER DATABASE FLASHBACK OFF文でフラッシュバック・データベースを使用不可にしてから、リカバリ領域を使用不可にしてください。









	 ORA-38776: フラッシュバック生成を開始できません - リカバリ領域が使用不可です 
	
原因: データベースのマウント時に、RVWRプロセスはリカバリ領域が使用不可であることを検出しました。DB_RECOVERY_FILE_DESTは、データベースがマウントされていないときに、NULLに設定するか、INIT.ORAファイルから削除する必要があります。


	
処置: フラッシュバック・データベースでは、リカバリ領域が使用可能である必要があります。DB_RECOVERY_FILE_DESTとDB_RECOVERY_FILE_DEST_SIZE初期化パラメータを設定してリカバリ領域を使用可能にするか、ALTER DATABASE FLASHBACK OFFコマンドでフラッシュバック・データベースをオフにします。









	 ORA-38777: 他のインスタンスでデータベースを起動しないでください 
	
原因: コマンドを試行しましたが、コマンドを実行するには、データベースがこのインスタンスにマウントされ、その他のインスタンスで起動されないことが必要です。フラッシュバック・データベース・ロギングが有効な場合、ALTER DATABASE OPEN RESETLOGSでは、データベースが1つのインスタンスでのみ起動されることが必要です。


	
処置: 他に起動されるインスタンスがないことを確認してください。その後、コマンドを再試行してください。









	 ORA-38778: リストア・ポイント'string'がすでに存在します。 
	
原因: CREATE RESTORE POINTコマンドのリストア・ポイント名がすでに存在します。リストア・ポイント名は一意であることが必要です。


	
処置: 異なる名前を使用するか、同じ名前を持つ既存のリストア・ポイントを削除してください。









	 ORA-38779: リストア・ポイントを作成できません - リストア・ポイントが多すぎます。 
	
原因: 最大数のリストア・ポイントがすでに作成されています。


	
処置: 既存のリストア・ポイントの一部を削除し、操作を再試行してください。









	 ORA-38780: リストア・ポイント'string'が存在しません。 
	
原因: DROP RESTORE POINTコマンドのリストア・ポイント名が存在しません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-38781: メディア・リカバリを使用不可にできません - リストア・ポイントが保証されています 
	
原因: 保証付きリストア・ポイントが少なくとも1つ存在する状況で、メディア・リカバリを使用不可にしようとしました。


	
処置: すべての保証付きリストア・ポイントを削除した後、メディア・リカバリを使用不可にしてください。









	 ORA-38782: データベースを保証されていないリストア・ポイント'string'にフラッシュバックできません 
	
原因: フラッシュバック・データベースがオフの状態で、保証されていないリストア・ポイントにデータベースをフラッシュバックしようとしました。データベースのフラッシュバックは、フラッシュバック・データベースがオンのときに、保証付きリストア・ポイントにのみ行えます。


	
処置: 保証付きリストア・ポイントが存在する場合は、データベースのフラッシュバック先となる保証付きリストア・ポイントの選択を考慮してください。









	 ORA-38783: インスタンスのリカバリが必要です。 
	
原因: データベースがマウント前に正しく停止されずにマウント・モードになった状態で、リストア・ポイントを作成しようとしました。データベースのマウント時にリストア・ポイントを作成するには、マウント前にデータベースを正しく停止する必要があります。


	
処置: 次のいずれかの処置を行ってください。
1. データベースをオープンしてからリストア・ポイントを作成する。

2. データベースをオープンして正しく停止させ、データベースをマウントしてからリストア・ポイントの作成を再試行する。











	 ORA-38784: リストア・ポイント'string'を作成できません。 
	
原因: リストア・ポイントとを作成しようとして失敗しました。原因の詳細は、エラー・スタックおよびアラート・ログで他のエラーを確認してください。


	
処置: 問題を修正して、再試行してください。









	 ORA-38785: 保証されたリストア・ポイントについてメディア・リカバリを有効にする必要があります。 
	
原因: メディア・リカバリが有効ではありません。保証付きリストア・ポイントを作成するには、メディア・リカバリを有効にする必要があります。


	
処置: ALTER DATABASE ARCHIVELOG文を使用してメディア・リカバリをオンにしてから、コマンドを再試行してください。









	 ORA-38786: リカバリ領域を使用できません。 
	
原因: コマンドを実行しようとしましたが、このコマンドを実行するにはフラッシュ・リカバリ領域を有効にする必要があります。


	
処置: DB_RECOVERY_FILE_DESTを適切な位置に設定して、再試行してください。









	 ORA-38787: フラッシュバック・データベースがオフの場合、最初に保証されたリストア・ポイントを作成するには、マウント・モードが必要です。 
	
原因: フラッシュバック・データベースがオンになっておらず、データベースがオープンの状態で、最初の保証付きリストア・ポイントを作成しようとしました。


	
処置: データベースをマウントして再試行してください。









	 ORA-38788: 追加のスタンバイ・データベース・リカバリが必要です 
	
原因: 物理スタンバイ・データベースのチェックポイントが正しく実行されていない状態で、リストア・ポイントまたは保証付きリストア・ポイントを作成しようとしました。


	
処置: 管理スタンバイ・データベース・リカバリを介して、追加のスタンバイ・データベース・リカバリを実行してください。管理リカバリを取り消し、コマンドを再試行してください。









	 ORA-38789: ファイル名が長すぎます。 
	
原因: コマンドに指定されたファイル名は、許可される最大長を超えています。


	
処置: ファイル名を短くしてください。









	 ORA-38790: BEFOREはRESETLOGSに指定する必要があります 
	
原因: FLASHBACK DATABASEコマンドにRESETLOGSパラメータが含まれており、BEFOREパラメータが含まれていません。


	
処置: TO BEFORE RESETLOGSを使用してコマンドを再試行してください。









	 ORA-38791: ファイルstringが有効なインカネーションにないため、フラッシュバックは起動しませんでした 
	
原因: リストア・ターゲットへのリストアやリカバリができないポイントで、ファイルがチェックポイント実行済またはファジーの状態だったため、フラッシュバックが起動しませんでした。ファイルをリストア・ターゲットに移動するには、ファイルが現行のインカネーションからリストア・インカネーションへの祖先のパスに沿うインカネーションの1つにあることが必要です。


	
処置: 現行のインカネーションからリストア・インカネーションへの祖先のパスに沿うインカネーションの1つにあるポイントに、手動でファイルをリストアまたはリカバリしてください。









	 ORA-38792: リリースstringから不明なフラッシュバック・レコードが見つかりました 
	
原因: フラッシュバック・データベースのログ・ファイルに、このリリースで認識されない、Oracleの以降のリリースによって書き込まれたレコードが含まれています。


	
処置: これらのフラッシュバック・データベース・ログ・ファイルを使用するには、指定されたOracleのリリースをインストールする必要があります。









	 ORA-38793: データベースを将来のSCN/時間にFLASHBACKできません 
	
原因: フラッシュバック・データベース・ターゲットのSCNまたはタイムスタンプの値が現行データベースのものより大きく、データベース・インカネーションが最後にオープンされたものではありません。


	
処置: ターゲットのSCNまたはタイムスタンプが、現行のインカネーションか、ブランチ・ポイントが現行データベースのSCNより後の子インカネーションにある場合、ターゲットのSCNまたは時間にRECOVER DATABASEを使用してください。ターゲットのSCNまたはタイムスタンプが、ブランチ・ポイントが現行データベースのSCNより前の子インカネーションにある場合、ブランチ・ポイントより前でFLASHBACK DATABASEを使用してください。次に、RMANを使用してデータベースを子インカネーションにリセットしてください。最後に、ターゲットのSCN/時間にRECOVER DATABASEを使用してください。









	 ORA-38794: フラッシュバックのターゲット時間は現行のインカネーションにありません 
	
原因: フラッシュバック・データベースのターゲット・タイムスタンプが、データベースの現行インカネーションまたはその祖先のいずれかにありません。


	
処置: 異なるターゲット・タイムスタンプを使用するか、RMANを使用してデータベースを適切なインカネーションにリセットしてください。









	 ORA-38795: 警告: FLASHBACKは成功しましたがOPEN RESETLOGSが次のエラーを受け取りました 
	
原因: フラッシュバック・データベースはエラーなしで終了しました。ただし、現時点でALTER DATABASE OPEN RESETLOGSコマンドを実行しようとすると指定のエラーで失敗します。フラッシュバック・データベースが制御ファイルにファイルを追加して戻す必要がありましたが、ファイルの内容をリストアできなかった可能性があります。


	
処置: バックアップが使用可能な場合はバックアップをリストアし、ファイルをオンライン状態にして、データベースを元のフラッシュバック・ターゲットのSCNまたはタイムスタンプにリカバリしてください。バックアップが使用不可でも、ファイル作成からターゲットのSCNまたはタイムスタンプへの再実行が可能な場合は、ALTER DATABASE CREATE DATAFILEコマンドを使用してファイルを作成し、ファイルをオンライン状態にして、データベースを元のフラッシュバック・ターゲットのSCNまたはタイムスタンプにリカバリしてください。









	 ORA-38796: FLASHBACKを取り消すには、フラッシュバック・データベース・ログ・データが不十分です。 
	
原因: フラッシュバックを取り消すために十分なフラッシュバック・ログ・データがなかったため、フラッシュバックを起動できませんでした。


	
処置: この状況でも、リストア・ターゲットのリセットログ・ブランチ・ポイントに到達するまでフラッシュバックを行うことで、リストア・ターゲットに到達できます。これを行うには、リセット・ログの前にフラッシュバックするコマンドを複数回実行するか、目的のリセット・ログ・ブランチ・ポイントの正確な時間またはSCNへのフラッシュバックを行います。このフラッシュバックは、エラーが発生した場合に取消しできないため注意してください。フラッシュバックを完了させるしか方法はありません。









	 ORA-38797: データベースをフラッシュ・バックした後はフル・データベース・リカバリが必要です 
	
原因: データベースのフラッシュバック後に、データベースの一部のデータファイルまたは表領域をリカバリしようとしました。データベースのフラッシュバック後に制御ファイルとすべてのデータファイルを正しくリカバリするには、フル・データベース・リカバリが必要です。


	
処置: データベース全体をリカバリしてください。









	 ORA-38798: 部分的データベース・リカバリを実行できません 
	
原因: 原因は、エラー・スタックにあるその他のメッセージを参照してください。


	
処置: 処置は、エラー・スタックにあるその他のメッセージを参照してください。









	 ORA-38799: スナップショット・スタンバイに対して内部作成された、保証されたリストア・ポイントを削除できません 
	
原因: スナップショット・スタンバイのためにOracleで内部的に作成された、保証されたリストア・ポイントを削除しようとしました。


	
処置: ALTER DATABASE CONVERT TO PHYSICAL STANDBYコマンドを使用して、スナップショット・スタンバイを標準のフィジカル・スタンバイに変換してください。これによりデータベースが自動的にフラッシュバックされ、この保証されたリストア・ポイントが削除されます。









	 ORA-38800: オープンされているフィジカル・スタンバイ・データベースでREDO Applyを開始できません 
	
原因: オープンされているフィジカル・スタンバイ・データベース・インスタンスでREDO Applyを開始しようとしました。


	
処置: プライマリ・データベースの互換性が11.0.0以上であることを確認してください。オープンされているフィジカル・スタンバイ・データベースでリカバリするREDOログは、11.0.0以上の互換性で生成されている必要があります。11.0.0未満のREDOをスタンバイに適用する場合は、ログ形式が11.0.0以上に到達しているときに、マウントされているスタンバイにREDOを適用してからオープンされているスタンバイでリカバリを再開する必要があります。RACスタンバイ・データベースの場合は、ACTIVE_INSTANCE_COUNTパラメータが設定されていないことを確認してください。









	 ORA-38801: ORA_EDITIONの値が不適切です 
	
原因: ログイン時に使用するエディションを指定しようとして、ORA_EDITIONに不適切な値が使用されました。値は識別子として理解可能でないか、長すぎます。


	
処置: ORA_EDITIONの値を修正して再試行してください。









	 ORA-38802: エディションが存在しません 
	
原因: 参照したエディションが存在しないか、現行のユーザーに権限がないため、このエラーが発生しました。


	
処置: エディション名を確認し、エディションに対する現行のユーザーの権限が適切かどうかを確認してください。









	 ORA-38803: エディションは使用不可です 
	
原因: 使用不可のエディションを参照したため、このエラーが発生しました。


	
処置: 別のエディションを使用してください。









	 ORA-38804: エディション名が無効です 
	
原因: 作成しようとしたエディションの名前がORA$BASE、DATABASE_DEFAULTまたはUSER_DEFAULTであるため、このエラーが発生しました。これらは有効なエディション名ではありません。または、エディション名として指定した値が、識別子として理解可能でないか、長すぎます。


	
処置: 別のエディション名を選択してください。









	 ORA-38805: エディションが使用中です 
	
原因: 別のセッションで使用中のエディション、またはデータベースのデフォルト・エディションをALTERまたはDROPしようとしました。


	
処置: エディションが使用中でないとき、およびデータベースのデフォルト・エディションでない場合に再試行してください。









	 ORA-38806: エディションは変更または削除中です 
	
原因: 使用しようとしたエディションは、変更中または削除中でした。


	
処置: 別のエディションを使用してください。









	 ORA-38807: 実装制限: エディションが持てる子は1つのみです 
	
原因: 親エディションに対して複数の子エディションを作成しようとしたため、このエラーが発生しました。


	
処置: エディションをリーフ・エディションの子として作成してください。









	 ORA-38808: エディションに使用可能な親子があります 
	
原因: 使用可能な親と子を持つエディション使用不可にしようとしました。


	
処置: 使用可能な親と子を持つエディションを使用不可にすることはできません。親または子を使用不可にしてから、再試行してください。









	 ORA-38809: エディションを使用不可にする必要があります 
	
原因: 使用可能なエディションを削除しようとしたため、このエラーが発生しました。


	
処置: エディションを使用不可に変更してから、再試行してください。









	 ORA-38810: 実装制限: 親子を持つエディションは削除できません 
	
原因: 削除しようとしたエディションには親および子エディションが存在するため、このエラーが発生しました。


	
処置: 親または子エディションを削除してから、再試行してください。









	 ORA-38811: 実際のオブジェクトを持つエディションを削除するには、CASCADEオプションが必要です 
	
原因: 実際のオブジェクトを持つエディションを削除しようとしたため、このエラーが発生しました。


	
処置: 削除コマンドにCASCADEオプションを指定してください。









	 ORA-38812: エディションの最大数に達しました 
	
原因: エディション数が制限に達しました。


	
処置: 新しいエディションを作成する前に、一部のエディションを削除してください。









	 ORA-38813: エディションはスキーマstringでサポートされていません 
	
原因: Oracleで提供されたスキーマが、エディションをサポートしていません。


	
処置: 指定したOracle提供のスキーマではエディションを使用可能にしないでください。









	 ORA-38814: ALTER SESSION SET EDITIONはトランザクションの最初の文である必要があります 
	
原因: オープン・トランザクション内でエディションの切替えを実行しようとしました。


	
処置: トランザクションをコミットまたはロールバックし、文を再実行するか、その遅延効果が適切である場合は、DBMS_SESSION.SET_EDITION_DEFERREDを使用してください。









	 ORA-38815: ALTER SESSION SET EDITIONはトップレベルのSQL文である必要があります 
	
原因: エディションの切替えをPL/SQLブロックから実行したか、再帰的SQLを使用して実行したため、失敗しました。


	
処置: トップレベルのOCIコールから文を実行してください。または、その遅延効果が適切である場合は、dbms_session.set_editionを使用してください。









	 ORA-38816: エディションに、エディションからオブジェクトを継承する子があります 
	
原因: 削除しようとしたエディションには、エディションからオブジェクトを継承する子があるため、このエラーが発生しました。


	
処置: 子エディションの継承オブジェクトがなくなってから、再試行してください。









	 ORA-38817: 権限が不足しています 
	
原因: サブプログラム・パッケージDBMS_EDITIONS_UTILを実行するための十分な権限がありません。


	
処置: 必要な権限を取得してください。詳細は、パッケージの仕様を参照してください。









	 ORA-38818: 編集済オブジェクトstring.stringへの参照は無効です 
	
原因: 「未編集のオブジェクトは編集済オブジェクトに依存できない」というルールに違反しようとしました。


	
処置: このオブジェクトを編集済にするか、または無効な参照を行わないでください。









	 ORA-38819: ユーザーstringは、タイプが編集可能であり、未編集の依存オブジェクトのオブジェクトを所有しています 
	
原因: 「未編集のオブジェクトは編集済オブジェクトに依存できない」というルールに違反しようとしました。


	
処置: このユーザーの所有する編集可能タイプのオブジェクトが未編集の依存オブジェクトを持たないことを確認するか、またはFORCEオプションを使用してください。









	 ORA-38820: ユーザーによってオブジェクト・タイプが展開されました 
	
原因: ユーザーがオブジェクト・タイプを展開した場合は、そのユーザーをエディション対応にできません。


	
処置: 展開されたオブジェクト・タイプを最初にリセットしてください。









	 ORA-38821: サポートされていないDBMS_SQLエディション操作です 
	
原因: 指定したエディションが現在のエディションと異なる場合は、ADT、VARRAY、ネストした表またはREFデータ型をバインドまたは定義できません。


	
処置: 現在のエディションを使用してください。









	 ORA-38822: 編集ビューでは参照整合性制約は許可されていません 
	
原因: 編集ビューとの間での参照整合性制約を作成しようとしたか、または参照整合制約のあるビューを持つユーザーのエディションを有効にしようとしました。


	
処置: 参照整合制約のある編集ビューは作成しないでください。









	 ORA-38823: ルート・エディションを削除する際には、クロスエディション・トリガーが存在することは許可されません 
	
原因: 有効なクロスエディション・トリガーが存在するルート・エディションを削除しようとしました。


	
処置: ルート・エディションを削除する前に、すべてのクロスエディション・トリガーを削除するか、無効にしてください。









	 ORA-38850: 有効なスレッドが制御ファイルから欠落しています 
	
原因: CREATE CONTROLFILE文が指定されましたが、それはデータベースで使用可能なすべてのスレッドをリストしていません。


	
処置: 使用可能なすべてのスレッドを含めて、CREATE CONTROLFILE文を再発行してください。









	 ORA-38851: 現行のインスタンス(REDOスレッド)を無効としてマークできません 
	
原因: 現行のインスタンス(REDOスレッド)を無効としてマークする必要があるため、スタンバイ・スイッチオーバーまたはフェイルオーバーの操作が失敗しました。


	
処置: このインスタンスを停止し、異なるインスタンス名またはREDOスレッド番号を使用して起動し、再試行してください。









	 ORA-38852: 現行のインスタンス(REDOスレッド)を無効としてマークできません 
	
原因: 現行のインスタンス(REDOスレッド)と異なるインスタンス(REDOスレッド)を使用してデータベースをオープンする必要があるため、リセット・ログのオープンまたはスタンバイ・アクティブ化の操作が失敗しました。


	
処置: このインスタンスを停止し、異なるインスタンス名またはREDOスレッド番号を使用して起動し、再試行してください。









	 ORA-38853: インスタンスstring(REDOスレッドstring)を無効としてマークできません 
	
原因: インスタンス(REDOスレッド)を無効としてマークする必要があるため、スタンバイ・スイッチオーバーまたはフェイルオーバーの操作が失敗しました。このインスタンスが稼働していたため、インスタンスを無効化できませんでした。


	
処置: 指定されたインスタンスを停止し、このコマンドを再試行してください。









	 ORA-38854: インスタンスstring(REDOスレッドstring)を無効としてマークできません 
	
原因: インスタンス(REDOスレッド)を無効としてマークする必要があるため、リセット・ログのオープンまたはスタンバイ・アクティブ化の操作が失敗しました。このインスタンスが稼働していたため、インスタンスを無効化できませんでした。


	
処置: 指定されたインスタンスを停止し、このコマンドを再試行してください。









	 ORA-38855: インスタンスstring(REDOスレッドstring)を有効としてマークできません 
	
原因: インスタンス(REDOスレッド)を有効としてマークする必要があるため、スタンバイ・スイッチオーバーまたはフェイルオーバーの操作が失敗しました。このインスタンスには2つ未満のオンラインREDOログが存在したため、インスタンスを有効化できませんでした。


	
処置: 指定されたインスタンスにログ・ファイルを追加し、コマンドを再試行してください。









	 ORA-38856: インスタンスstring(REDOスレッドstring)を有効としてマークできません 
	
原因: インスタンス(REDOスレッド)を有効としてマークする必要があるため、リセット・ログのオープンまたはスタンバイ・アクティブ化の操作が失敗しました。このインスタンスには2つ未満のオンラインREDOログが存在したため、インスタンスを有効化できませんでした。


	
処置: 指定されたインスタンスにログ・ファイルを追加し、コマンドを再試行してください。









	 ORA-38857: REDOスレッドstringを有効としてマークできません 
	
原因: REDOスレッドを有効としてマークする必要があるため、スタンバイ・スイッチオーバーまたはフェイルオーバーの操作が失敗しました。ただし、REDOスレッドのスレッド番号より小さいMAXINSTANCES値を使用して、制御ファイルが再作成されました。


	
処置: MAXINSTANCESの値を大きくして、制御ファイルを作成しなおしてください。









	 ORA-38858: REDOスレッドstringを有効としてマークできません 
	
原因: REDOスレッドを有効としてマークする必要があるため、リセット・ログのオープンまたはスタンバイ・アクティブ化の操作が失敗しました。ただし、REDOスレッドのスレッド番号より小さいMAXINSTANCES値を使用して、制御ファイルが再作成されました。


	
処置: MAXINSTANCESの値を大きくして、制御ファイルを作成しなおしてください。









	 ORA-38859: インスタンスstring(スレッドstring)は、使用不可にできる状態ではありません 
	
原因: コマンドが、インスタンス(スレッド)を無効にする前に、新しいログに切り替えようとしました。すべての適格なオンライン・ログが、作成中かアーカイブ完了前の状態だったため、切替えに失敗しました。


	
処置: 数分間待ってから再試行してください。









	 ORA-38860: ロジカル・スタンバイのインスタンス化中はデータベースをフラッシュバックできません 
	
原因: データベースをロジカル・スタンバイ・データベースする処理が進行中で、制御ファイルの変換が完了していないことを制御ファイルが示しているため、コマンドが許可されませんでした。


	
処置: ロジカル・スタンバイ・データベースの作成中の場合は、残りのインスタンス化プロシージャを実行して完了させてください。このフラッシュバック操作の前のData Guardが失敗だった場合は、問題のData Guard操作を正常に完了させてください。インスタンス化が完了した後、フラッシュバック操作を再発行してください。









	 ORA-38861: フラッシュバック・リカバリがリカバリ・ターゲットに到達する前に停止しました 
	
原因: REDOログが存在しないSCNまたは時間にフラッシュバックしようとしたため、スタンバイでのフラッシュバック・リカバリが早く終了しました。データベースによるリカバリが行われていない、データベースの将来の時間にフラッシュバックしようとした可能性があります。アラート・ログで、データベースがどのSCNにリカバリされたかを確認してください。


	
処置: より古いSCNにフラッシュバックするか、必要なREDOログを取得してください。









	 ORA-38862: フラッシュバック・データベース・ログは使用中です。 
	
原因: フラッシュバック・データベース・ログがFLASHBACK DATABASEまたはV$FLASHBACK_DATABASE_LOGの問合せなどの別の操作によってロックされたため、コマンドを実行できません。


	
処置: 他の操作が完了するまで待機してください。









	 ORA-38863: データファイルstringは最適化されたRMANバックアップからリストアされました。 
	
原因: オブジェクトの割当てが解除された、最適化されたRMANバックアップからリストアされたファイルであるため、フラッシュバック・データベースはファイルをフラッシュバックできませんでした。フラッシュバックでは、前回のデータファイル・バックアップの割当て解除より前の時点まで、ファイルを戻すことはできません。


	
処置: フラッシュバック・ターゲットのSCNまたは時間より前のバックアップからファイルをリストアし、コマンドを再実行してください。









	 ORA-38864: ユーザー指定のSCNまたは時間を使用して、保証されたリストア・ポイントを作成できません。 
	
原因: 保証されたリストア・ポイントを作成するとき、SCNまたはタイムスタンプを指定しました。これはサポートされていません。保証されたリストア・ポイントは、現時点に関してのみ作成できます。


	
処置: このオプションの組合せをリストア・ポイントの作成に使用しないでください。









	 ORA-38865: リストア・ポイントは、将来のSCNまたは時間に対して作成できません。 
	
原因: 将来のSCNまたはタイムスタンプを指定してリストア・ポイントを作成しようとしました。


	
処置: SCNまたはタイムスタンプを変更して、過去のSCNまたはタイムスタンプを指定してください。









	 ORA-38866: リストア・ポイントは、現行データベース・インカネーションの前のSCNまたは時間に対して作成できません。 
	
原因: 現行データベース・インカネーションの開始以前のSCNまたはタイムスタンプを指定してリストア・ポイントを作成しようとしました。


	
処置: 現行データベース・インカネーションの範囲内になるように、SCNまたはタイムスタンプの指定を修正してください。









	 ORA-38867: データベースがオープンしていません。指定したタイムスタンプでリストア・ポイントを作成できません 
	
原因: データベースがオープンしていないとき、指定されたタイムスタンプでリストア・ポイントを作成しようとしました。タイムスタンプをSCNにマップするには、データベースがオープンしている必要があります。


	
処置: 最初にデータベースをオープンするか、別の方法でリストア・ポイントを作成してください。









	 ORA-38868: 警告: 制御ファイルのデータ・ファイル構造が不正である可能性があります 
	
原因: この制御ファイルは、データベースとは異なる時間の制御ファイルに基づいて作成または変換されました。


	
処置: データベースを読取り専用でオープンして、制御ファイルとデータベース・ディクショナリを同期してください。また、リカバリを再起動して、リカバリを続行することもできます。









	 ORA-38869: データファイルstringはUNDOブロック圧縮を使用してRMANバックアップからリストアされました。 
	
原因: UNDOブロック圧縮を使用したRMANバックアップからファイルがリストアされ、データベースをオープンするために必要となるUNDOがない時間へのフラッシュバックが指定されているため、フラッシュバック・データベースはデータベースをフラッシュバックできませんでした。


	
処置: 以前のファイルのバックアップをリストアしてコマンドを再実行するか、これより後の時間へのフラッシュバックを指定してください。









	 ORA-38870: データ・ファイル構造が不正確なため、制御ファイルをバックアップできません 
	
原因: この制御ファイルは、データベースとは異なる時間の制御ファイルに基づいて作成または変換されました。


	
処置: データベースを読取り専用でオープンし、制御ファイルとデータベース・ディクショナリを同期して制御ファイルを修正してください。









	 ORA-38871: 不完全リカバリの後でリセット・ログをオープンせずに、フラッシュバックを有効化することはできません。 
	
原因: プライマリ・データベースでフラッシュバックを有効化するには、プライマリ・データベースがリセット・ログのオープンを必要としなくてもクリーンである必要があります。


	
処置: 最初にリセット・ログをオープンしてからフラッシュバック・データベースを有効にします。









	 ORA-38872: フラッシュバック・データベースが有効な場合、バックアップ制御ファイル・リカバリは実行できません。 
	
原因: フラッシュバック・データベースが有効であったか、または保証されたリストア・ポイントがあったため、BACKUP CONTROLFILEオプションを指定したRECOVER DATABASE、または制御ファイルのバックアップ・ファイルを作成する必要のあるデータベース・リカバリに失敗しました。


	
処置: フラッシュバック・データベースを無効にするか、または保証されたリストア・ポイントを削除してから、コマンドを再試行してください。









	 ORA-38873: インカネーション情報がありません 
	
原因: インカネーション情報が制御ファイル内にないため、フラッシュバック・データベースが失敗しました。フラッシュバック・ターゲット・インカネーションが制御ファイル内にないか、または親インカネーションが欠落しています。


	
処置: 欠落しているインカネーションのログを登録してから、コマンドを再試行してください。









	 ORA-38874: データファイルstringをフラッシュバックできません - インカネーション情報がありません 
	
原因: ファイルのオフライン範囲の開始に関するインカネーション情報が制御ファイル内にないため、フラッシュバック・データベースが失敗しました。フラッシュバックでは、欠落しているインカネーションのRESETLOGS情報でファイルのヘッダーを更新できません。


	
処置: トレース・ログでデータファイルのオフライン範囲を確認してください。欠落しているインカネーションのREDOログがある場合は、そのログを制御ファイルに登録してからコマンドを再試行してください。









	 ORA-38875: FLASHBACK DATABASEは開始されていません。テスト・モードです 
	
原因: FLASHBACK DATABASEコマンドはテスト・モードで開始されたため、実行されませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-38876: REDOログは必要ありません 
	
原因: FLASHBACK DATABASEコマンドがテスト・モードで実行され、テストされたFLASHBACK DATABASEコマンドを実行するためにREDOログは不要であると判断されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-38877: 必要なREDOログを使用できます 
	
原因: FLASHBACK DATABASEコマンドがテスト・モードで実行され、テストされたFLASHBACK DATABASEコマンドを実行するために必要なREDOログがすべてあることが判断されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-38878: 必要なREDOログを使用できません 
	
原因: FLASHBACK DATABASEのリカバリ部分に必要なREDOログが見つからないか、REDOログにアクセスできませんでした。


	
処置: 問題の詳細は、トレース・ファイルを参照してください。









	 ORA-38879: データ・ファイルstring;をフラッシュバックできません。すべての変更をUNDOできない場合があります。 
	
原因: 保証付きリストア・ポイントがあるときにデータ・ファイルが差し込まれましたが、フラッシュバック・データベースは有効ではありませんでした。データ・ファイルへの変更は、変換後、フラッシュバック・データベース・ログに記録されなかった可能性があります。


	
処置: FLASHBACK DATABASEコマンドを使用して、ファイルがプラグインされる前の状態にデータベースを巻き戻すには、データファイルをオフラインにしてからコマンドを再試行してください。FLASHBACK DATABASEコマンドを使用して、ファイルがプラグインされた後の状態にデータベースを巻き戻すには、プラグインされたファイルの元のバージョンをリストアしてからコマンドを再試行してください。









	 ORA-38880: リストア・ポイントが保証されているため、stringからstringに互換性を拡張できません 
	
原因: フラッシュバック・データベースは、データベース互換性の繰上げを元に戻すことができません。このため、データベースのリストア・ポイントが保証されている場合、データベース互換性を繰り上げることができません。


	
処置: 先に保証されたリストア・ポイントをすべて削除して再試行するか、データベース互換性の繰上げを先の時刻まで遅らせてください。









	 ORA-38881: リストア・ポイントが保証されているため、プライマリ・データベースの表領域stringを削除できません。 
	
原因: 保証付きリストア・ポイントがありながら、プライマリ・データベースの表領域を削除しようとしました。フラッシュバック・データベースが表領域の削除を元に戻すことができないため、これを行うことはできません。


	
処置: 先に保証付きリストア・ポイントを削除してから再試行するか、保証付きリストア・ポイントをすべて削除するまで表領域の削除を遅延させます。









	 ORA-38882: リストア・ポイントが保証されているため、スタンバイ・データベースの表領域stringを削除できません。 
	
原因: 保証付きリストア・ポイントがありながら、スタンバイ・データベースの表領域を削除しようとしました。フラッシュバック・データベースが表領域の削除を元に戻すことができないため、これを行うことはできません。


	
処置: 保証付きリストア・ポイントをすべて削除して、スタンバイ・データベースでリカバリを再実行します。









	 ORA-38883: リストア・ポイントが保証されているため、プライマリ・データベースのデータファイルstringを縮小できません。 
	
原因: 保証付きリストア・ポイントがありながら、プライマリ・データベースのデータ・ファイルを縮小しようとしました。フラッシュバック・データベースがデータ・ファイルの縮小を元に戻すことができないため、これを行うことはできません。


	
処置: 先に保証付きリストア・ポイントを削除してから再試行するか、保証付きリストア・ポイントをすべて削除するまでデータ・ファイルのサイズ変更を遅延させます。









	 ORA-38884: リストア・ポイントが保証されているため、スタンバイ・データベースのデータファイルstringを縮小できません。 
	
原因: 保証付きリストア・ポイントがありながら、スタンバイ・データベースのデータ・ファイルを縮小しようとしました。フラッシュバック・データベースがデータ・ファイルの縮小を元に戻すことができないため、これを行うことはできません。


	
処置: 保証付きリストア・ポイントをすべて削除して、スタンバイ・データベースでリカバリを再実行します。









	 ORA-38900: 必須の列"string"がエラー・ログ表"string"にありません 
	
原因: エラー・ログ表の必須列がありません。


	
処置: 名前付きの列をエラー・ログ表に追加してください。正しいデータ型は、Oracleマニュアルを参照してください。









	 ORA-38901: 列"string"(表"string")は最初の"string"列のいずれかである必要があります 
	
原因: エラー・ログ表の必須情報列が存在しますが、行頭に必要です。


	
処置: エラー・ログ表を正しく作成してください。エラー・ログ表の正しい形式は、Oracleマニュアルを参照してください。









	 ORA-38902: 配列DMLのエラーがstringを超えています 
	
原因: 配列DMLのエラーが、バッチ・エラーで内部的に格納できる数を超えているため、操作が失敗しました。


	
処置: 配列DMLのエラー行がエラーで指定された数を超える場合は、バッチ・エラー・モードを使用しないでください。









	 ORA-38903: 抽象列"string"では、DMLエラー・ロギングがサポートされていません 
	
原因: ADT、REF、VARRAY、またはネストされた表の列型でDMLエラー・ロギング操作を試行し、エラー・ロギング表が指定された列を参照しました。


	
処置: そのような表でDMLエラー・ロギングを使用しないか、またはエラー・ロギング表から問題の列を削除します。スカラー列は記録できますが、抽象列タイプはできません。









	 ORA-38904: LOB列"string"では、DMLエラー・ロギングがサポートされていません 
	
原因: CLOB、NCLOB、またはBLOBの列型を含む表でDMLエラー・ロギング操作を試行し、エラー・ロギング表が指定された列を参照しました。


	
処置: そのような表でDMLエラー・ロギングを使用しないか、またはエラー・ロギング表から問題の列を削除します。スカラー列は記録できますが、LOB列タイプはできません。









	 ORA-38905: LONG列"string"では、DMLエラー・ロギングがサポートされていません 
	
原因: LONGまたはLONG RAWの列型を含む表でDMLエラー・ロギング操作を試行し、エラー・ロギング表が指定された列を参照しました。


	
処置: そのような表でDMLエラー・ロギングを使用しないか、またはエラー・ロギング表から問題の列を削除します。スカラー列は記録できますが、LONG列タイプはできません。









	 ORA-38906: DMLエラー・ロギング表"string"への挿入に失敗しました 
	
原因: DMLエラー・ロギング句のかわりにDMLエラーをログに記録しようとしてエラーが発生しました。このエラーは、エラーの表(これも特定の状況ではエラーの原因になります)でトリガーが定義されている場合が対象です。


	
処置: エラーの根本的な原因を(エラー・スタックで)確認してください。









	 ORA-38907: FILE列"string"では、DMLエラー・ロギングがサポートされていません 
	
原因: BFILE列を含む表でDMLエラー・ロギング操作を試行し、エラー・ロギング表が指定された列を参照しました。


	
処置: そのような表でDMLエラー・ロギングを使用しないか、またはエラー・ロギング表から問題の列を削除します。スカラー列は記録できますが、BFILE列タイプはできません。









	 ORA-38908: DMLエラー・ロギング中に内部エラーが発生しました 
	
原因: DMLエラー・ロギング表に行を挿入する再帰SQLの実行中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポートにこのエラーを報告してください。









	 ORA-38909: BATCH ERRORモードでは、DMLエラー・ロギングがサポートされていません 
	
原因: BATCH ERRORモードが指定された表でDMLエラー・ロギング操作を実行しようとしました。


	
処置: 同一の表に対してDMLエラー・ロギングとBATCH ERRORモードの両方を使用しないでください。









	 ORA-38910: この操作では、BATCH ERRORモードがサポートされていません 
	
原因: この操作にBATCH ERRORモードが指定されています。


	
処置: この操作ではBATCH ERRORモードを使用しないでください。









	 ORA-38911: 一意制約(string.string)に反しています 
	
原因: CHANGE_DUPKEY_ERROR_INDEXヒントを指定したINSERT文が重複するキーを表に挿入しようとしました。


	
処置: 重複しないように値を変更するか、索引の一意性の制約を取り消してください。









	 ORA-38912: 索引を索引ヒント内で指定する必要があります 
	
原因: IGNORE_ROW_ON_DUPKEY_INDEXヒントまたはCHANGE_DUPKEY_ERROR_INDEXヒントの索引指定が欠落しています。


	
処置: ヒントには、表に存在している一意の索引を指定してください。









	 ORA-38913: 索引ヒント内で指定されている索引が無効です 
	
原因: IGNORE_ROW_ON_DUPKEY_INDEXヒントまたはCHANGE_DUPKEY_ERROR_INDEXヒントに指定された索引が見つかりませんでした。


	
処置: 表に存在する一意の索引を指定してください。一意でない索引やビットマップ索引は指定できません。









	 ORA-38914: エラーの変更または一意違反の列の無視のいずれかを指定してください 
	
原因: IGNORE_ROW_ON_DUPKEY_INDEXとCHANGE_DUPKEY_ERROR_INDEXの両方が同じ文に指定されました。


	
処置: 同じ文には両方のヒントを指定できません。どちらか1つのヒント、または両方のヒントを文から削除してください。









	 ORA-38915: 重複キーの変更または無視のヒントに複数の索引があります 
	
原因: IGNORE_ROW_ON_DUPKEY_INDEXヒントまたはCHANGE_DUPKEY_ERROR_INDEXヒントに複数の索引が指定されました。


	
処置: ヒントには1つの索引のみ指定してください。









	 ORA-38916: CHANGE_DUPKEY_ERROR_INDEXヒントは、この操作では許可されていません 
	
原因: CHANGE_DUPKEY_ERROR_INDEXヒントがこの操作に指定されました。


	
処置: この操作に対してこのヒントを指定することはできません。ヒントを文から削除してください。









	 ORA-38917: IGNORE_ROW_ON_DUPKEY_INDEXヒントは、この操作では許可されていません 
	
原因: IGNORE_ROW_ON_DUPKEY_INDEXヒントがこの操作に指定されました。


	
処置: この操作に対してこのヒントを指定することはできません。ヒントを文から削除してください。









	 ORA-38918: RETRY_ON_ROW_CHANGEヒントは、この操作では許可されていません 
	
原因: RETRY_ON_ROW_CHANGEヒントがこの操作に指定されました。


	
処置: この操作に対してこのヒントを指定することはできません。ヒントを文から削除してください。









	 ORA-38919: DMLエラー・ロギングではリモート表はサポートされていません 
	
原因: エラー・ロギング句内でリモート表が指定されています。


	
処置: エラーが記録されるリモート表は指定できません。ローカル表のみを指定してください。









	 ORA-38950: ソース・プラットフォームstringはクロス・プラットフォームに準拠していません 
	
原因: クロス・プラットフォーム転送は、このプラットフォームに許可されていません。


	
処置: サポートされているプラットフォームのリストは、SYS.V$TRANSPORTABLE_PLATFORM固定ビューを参照してください。









	 ORA-38951: ターゲット・プラットフォームstringはクロス・プラットフォームに準拠していません 
	
原因: クロス・プラットフォーム転送は、このプラットフォームに許可されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-38952: ソース・データベースは10.0.0.0と互換性がありません 
	
原因: クロス・プラットフォーム転送は、データベースの互換性が10.0.0.0以上に到達しないかぎりサポートされません。


	
処置: 互換性パラメータを使用してソース・データベースの互換性を高くし、転送を再実行してください。









	 ORA-38954: クロス・プラットフォーム・トランスポートは、ソース・プラットフォーム識別子stringとターゲット・プラットフォーム識別子stringの間でサポートされていません 
	
原因: 転送されたファイルのプラットフォーム識別子が、データファイル形式がターゲット・データベースのデータファイル形式と異なることを示しました。


	
処置: サポートされているプラットフォームのリストは、SYS.V$TRANSPORTABLE_PLATFORM固定ビューを参照してください。両方のプラットフォームが存在する場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-38955: ソース・プラットフォームstringはクロス・プラットフォームに準拠していません 
	
原因: 転送されたファイルのプラットフォーム識別子が、クロス・プラットフォーム転送でこのファイルがサポートされないことを示しました。


	
処置: サポートされているプラットフォームのリストは、SYS.V$TRANSPORTABLE_PLATFORM固定ビューを参照してください。









	 ORA-38956: ターゲット・プラットフォームstringはクロス・プラットフォームに準拠していません 
	
原因: クロス・プラットフォーム転送は、このプラットフォームに許可されていません。


	
処置: サポートされているプラットフォームのリストは、SYS.V$TRANSPORTABLE_PLATFORM固定ビューを参照してください。









	 ORA-38958: ソース・プラットフォームstringとターゲット・プラットフォームstringのバイト・オーダーが異なります 
	
原因: 転送のインポート・フェーズ前に変換が実行されなかった可能性があります。


	
処置: RMANのCONVERT機能を使用してendianオーダーを変換してください。









	 ORA-38959: ブロック0を新規バージョンの10形式に更新するのに失敗しました 
	
原因: ブロック0をバージョン10形式に更新しようとしました。


	
処置: 追加エラー・メッセージを確認して、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-38960: ファイルstring(プラットフォームstring)には、現在のプラットフォームstringとの互換性がありません 
	
原因: ファイルが、プラットフォームからこのプラットフォームへ異なるエンディアン・オーダーで直接的にコピーされました。


	
処置: RMANのCONVERT機能を使用してendianオーダーを変換してください。









	 ORA-39000: ダンプ・ファイル指定が無効です 
	
原因: 現行のジョブで使用できないダンプ・ファイルが指定されました。後続のエラー・メッセージに、不適切なダンプ・ファイルの箇所が記載されています。


	
処置: ジョブに使用できるダンプ・ファイルを指定してください。









	 ORA-39001: 引数値が無効です 
	
原因: 誤まった型または値の範囲でAPIパラメータを指定しました。DBMS_DATAPUMP.GET_STATUSによって表示される後続のメッセージに、エラーが記載されています。


	
処置: 無効な引数を修正して、APIを再試行してください。









	 ORA-39002: 操作が無効です 
	
原因: 現行のAPIを実行できません。APIとジョブの現在の定義の間に非一貫性があるためです。DBMS_DATAPUMP.GET_STATUSによって表示される後続のメッセージに、エラーが記載されています。


	
処置: 現行のジョブと一致するようにAPIコールを変更するか、指定されたAPIをサポートするようにジョブを再定義してください。









	 ORA-39003: 稼働中のワーカーの合計数を取得できません 
	
原因: 稼働中ワーカープロセスの合計数を取得できませんでした。


	
処置: 他のエラー・メッセージで障害の原因を確認してください。可能であれば、エラーを修正し、操作を再試行してください。エラーがData Pumpクライアント(expdpやimpdpなど)から発生する場合は、操作を再試行してください。エラーが再度発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラーを報告してください。









	 ORA-39004: 状態が無効です 
	
原因: ジョブの状態が原因で、APIを実行できません。


	
処置: ジョブが適切な状態であるときに、ジョブを再実行してAPIを指定してください。









	 ORA-39005: 引数が一貫していません 
	
原因: 現行のAPIを実行できません。APIコールの引数の間に非一貫性があるためです。DBMS_DATAPUMP.GET_STATUSによって表示される後続のメッセージに、エラーが記載されています。


	
処置: 一致するようにAPIコールを変更してください。









	 ORA-39006: 内部エラー 
	
原因: Data Pumpジョブを処理中に予期せぬエラーが発生しました。DBMS_DATAPUMP.GET_STATUSによって表示される後続のメッセージに、エラーが記載されています。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-39012: ジョブを起動する前にクライアントが連結解除されました。 
	
原因: Data Pumpジョブが開始する前に、クライアントがセッションを切断または終了しました。


	
処置: 新規ジョブを作成し、ジョブが開始されるまでジョブにアタッチしたままにしてください。









	 ORA-39013: SYSTEMスキーマの再マッピングはサポートされていません。 
	
原因: SYSTEMスキーマを使用してremap_schema変換を指定しました。


	
処置: SYSTEMスキーマの再マッピングを指定せずにインポート・コマンドを再実行してください。









	 ORA-39014: 1つ以上のワーカーが早期に終了しました。 
	
原因: ジョブが完了する前に1つ以上のワーカー・プロセスが終了しました。ワーカー・プロセスがないと、マスター・プロセスはジョブを終了します。


	
処置: ジョブを再実行してください。問題が解決されない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-39015: ジョブは実行中ではありません 
	
原因: ジョブの実行が必要なAPIが実行されましたが、ジョブがアクティブでありませんでした。


	
処置: APIを再試行してください。問題が解決されない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-39016: ジョブがstring状態の場合、この操作はサポートされていません。 
	
原因: ジョブの状態が原因で、APIを実行できません。


	
処置: ジョブが適切な状態であるときに、ジョブを再実行してAPIを指定してください。









	 ORA-39017: ジョブがstring状態の場合、ワーカー・リクエストはサポートされていません。 
	
原因: ジョブの状態が原因で、ワーカー要求を実行できません。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-39018: マスター・プロセスで無効なメッセージ番号stringを受信しました 
	
原因: 内部エラーです。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-39019: 操作タイプstringが無効です 
	
原因: DBMS_DATAPUMP.OPEN APIに無効な操作名が指定されたか、またはAPI再起動のマスター表に無効な操作名が指定されました。


	
処置: 操作名を修正して、ジョブを再作成してください。









	 ORA-39020: モード・タイプstringが無効です 
	
原因: DBMS_DATAPUMP.OPEN APIに無効なモードが指定されたか、またはAPI再起動のマスター表に無効なモードが指定されました。


	
処置: モードを修正して、ジョブを再作成してください。









	 ORA-39021: データベースの互換バージョンstringはサポートされていません。 
	
原因: DBMS_DATAPUMP.OPEN APIのバージョンとしてCOMPATIBLEを選択しましたが、現行のデータベースの互換バージョンがData Pump APIによってサポートされていません。9.2より前のデータベース・バージョンはData Pumpでサポートされていません。


	
処置: サポートされているバージョンを指定して、ジョブを再作成してください。









	 ORA-39022: データベース・バージョンstringはサポートされていません。 
	
原因: DBMS_DATAPUMP.OPEN APIのバージョンとしてLATESTを選択しましたが、現行のデータベース・バージョンがData Pump APIによってサポートされていません。9.2より前のデータベース・バージョンはData Pumpでサポートされていません。


	
処置: サポートされているバージョンを指定して、ジョブを再作成してください。









	 ORA-39023: バージョンstringはサポートされていません。 
	
原因: DBMS_DATAPUMP.OPEN APIに明示的なバージョンを指定しましたが、現行のデータベースのバージョンがData Pump APIによってサポートされていません。9.2より前のデータベース・バージョンはData Pumpでサポートされていません。


	
処置: サポートされているバージョンを指定して、ジョブを再作成してください。









	 ORA-39024: ジョブに対して誤ったスキーマが指定されました 
	
原因: ジョブに指定されたスキーマの間に一貫性がないことをマスター・プロセスが見つけたため、内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-39025: タイプstringのジョブは再起動できません 
	
原因: 再起動できないジョブを再起動しようとしました。


	
処置: オープンAPIを介してジョブを再作成してください。









	 ORA-39026: 検証stringでマスター表が一貫していません 
	
原因: 検証チェックに失敗したため、ジョブを再起動できません。検証チェックは-xx.yという形式で、-xxはエラーが検出されたマスター表のPROCESS_ORDER列の値で、yは行の実際の妥当性チェックです。


	
処置: ジョブを再作成してください。マスター表が変更されず、問題が解決しない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-39027: マスター表のバージョンが無効です 
	
原因: ジョブを再起動できません。ジョブを起動したデータベースのバージョンが現行のデータベース・バージョンと異なっており、マスター表の形式がバージョン間で異なるためです。


	
処置: ジョブを再作成してください。









	 ORA-39028: string状態からジョブを再起動できません 
	
原因: ジョブが再起動に適した状態ではありませんでした。ジョブの実行を開始してからジョブを再起動する必要があります。


	
処置: ジョブを再作成してください。









	 ORA-39029: ワーカーstring(プロセス名"string")が早期に終了しました 
	
原因: 指定されたワーカー・プロセスが突然終了しました。終了の理由を後続のメッセージで示します。


	
処置: 多くの場合、データ・ポンプによってワーカーが自動的に再起動されます。問題が解決されない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-39030: ファイル・タイプstringが無効です 
	
原因: DBMS_DATAPUMP.ADD_FILE APIコールに無効なファイル・タイプが指定されています。


	
処置: ファイル・タイプ・パラメータを修正して、API要求を再発行してください。









	 ORA-39031: フィルタ名stringが無効です 
	
原因: DBMS_DATAPUMP.DATA_FILTERで無効なフィルタ名が指定されています。


	
処置: フィルタ名のパラメータを修正して、API要求を再発行してください。









	 ORA-39032: ファンクションstringはstringジョブでサポートされていません 
	
原因: 指定されたAPIは、指定されたジョブ・クラスに対してサポートされていません。


	
処置: 適切なモードまたは操作の型を使用してジョブを再作成してください。









	 ORA-39033: ダイレクト・パス・アクセス・メソッドではデータをフィルタ処理できません。 
	
原因: ジョブに指定したデータ・アクセス・メソッドがダイレクトだったため、特定のデータ・フィルタを使用できませんでした。


	
処置: 自動データ・アクセス・メソッドでSUBQUERYまたはSAMPLEのデータ・フィルタを使用してください。









	 ORA-39034: 表stringは存在しません。 
	
原因: 存在しないAPI内の表を参照しました。


	
処置: 表名を修正してAPIを再試行してください。









	 ORA-39035: データ・フィルタstringはすでに指定されています。 
	
原因: 一致するデータ・フィルタをフィルタ名、スキーマ名および表に指定済です。


	
処置: 別のデータ・フィルタを指定してください。









	 ORA-39036: メタデータ・フィルタ名stringが無効です 
	
原因: 無効なメタデータ・フィルタ名がDBMS_DATAPUMP.METADATA_FILTER APIコールに指定されました。


	
処置: メタデータ・フィルタ名のパラメータを修正して、API要求を再発行してください。









	 ORA-39037: オブジェクト型パスはstringメタデータ・フィルタでサポートされていません。 
	
原因: オブジェクト型のパスがフィルタに指定されましたが、そのフィルタはオブジェクト型のパスのパラメータをサポートしていません。


	
処置: オブジェクト型のパスのパラメータを削除してください。









	 ORA-39038: オブジェクト・パス"string"はstringジョブでサポートされていません。 
	
原因: 指定されたオブジェクト型のパスがジョブ・モードに対して無効です。


	
処置: オブジェクト型のパスを修正してください。









	 ORA-39039: スキーマ式"string"には有効なスキーマがありません。 
	
原因: 指定したSCHEMA_EXPRフィルタに選択されたスキーマがありませんでした。


	
処置: SCHEMA_EXPRフィルタの指定を修正してください。









	 ORA-39040: スキーマ式"string"は1つのスキーマを正確に識別する必要があります。 
	
原因: TABLEモードのジョブでは、SCHEMA_EXPRフィルタが1つのスキーマを特定する必要があります。


	
処置: SCHEMA_EXPRフィルタの指定を修正してください。









	 ORA-39041: フィルタ"string"はすべてのオブジェクト型を識別するか、オブジェクト型をまったく識別しません。 
	
原因: パス名を指定するメタデータ・フィルタが、ジョブ内のすべてのオブジェクトを戻したか、オブジェクトをまったく戻しませんでした。


	
処置: メタデータ・フィルタの指定を修正してください。









	 ORA-39042: 変換名stringが無効です 
	
原因: 無効な変換名がDBMS_DATAPUMP.METADATA_TRANSFORM APIコールに指定されました。


	
処置: 変換名のパラメータを修正して、API要求を再発行してください。









	 ORA-39043: オブジェクト型stringはstringでサポートされていません。 
	
原因: 指定されたオブジェクト型は、指定された変換または再マップで無効です。


	
処置: オブジェクトの型を修正してください。









	 ORA-39044: メタデータ変換stringはすでに指定されています。 
	
原因: オブジェクト型の同じクラスにメタデータ変換がすでに指定されています。


	
処置: 別のobject_typeを変換に指定してください。









	 ORA-39045: メタデータ再マップ名stringが無効です 
	
原因: 無効なメタデータ再マップ名がDBMS_DATAPUMP.METADATA_REMAP APIコールに指定されました。


	
処置: メタデータ再マップ名のパラメータを修正して、API要求を再発行してください。









	 ORA-39046: メタデータ再マップstringはすでに指定されています。 
	
原因: 再マップ名および元の値と一致するメタデータの再マップがすでに指定されています。


	
処置: 元の値を変更して指定してください。









	 ORA-39047: タイプstringのジョブは複数の実行ストリームを使用できません。 
	
原因: ジョブの操作型またはモードが混在する並列度が指定されました。


	
処置: この型のジョブには1の並列度のみを指定してください。









	 ORA-39048: すべてのワーカーを起動できません; stringワーカーのみ使用可能です。 
	
原因: プロセス制限、リソース宣言または他の内部エラーによって、並列度を完全に実行できませんでした。


	
処置: ジョブのプロセス制限またはリソース制限を増やしてください。









	 ORA-39049: パラメータ名stringが無効です 
	
原因: 無効なパラメータ名がDBMS_DATAPUMP.SET_PARAMETER APIコールに指定されました。


	
処置: パラメータ名を修正して、API要求を再発行してください。









	 ORA-39050: パラメータstringがパラメータstringと一貫性がありません 
	
原因: 2つのパラメータが設定されており、相互に互換性がありません。1番目のパラメータ設定のみが使用されます。


	
処置: 使用するパラメータを決定して、それに従ってください。









	 ORA-39051: パラメータstringが複数回指定されました 
	
原因: 名前が一致するパラメータがすでに指定されており、そのパラメータでは複数の定義はサポートされません。


	
処置: 繰り返せないパラメータを1度のみ指定してください。









	 ORA-39052: ジョブの最初の起動ではSKIP_CURRENTを指定できません。 
	
原因: 実行されていないジョブに対して、SKIP_CURRENTを指定しました。


	
処置: ジョブを再起動する場合にのみSKIP_CURRENTを指定してください。









	 ORA-39053: パラメータまたは属性stringはstringジョブに対して定義する必要があります 
	
原因: 指定された定義がないため、定義されているジョブを起動できません。


	
処置: 省略されたパラメータまたは属性を指定してからジョブを起動してください。









	 ORA-39054: SQL出力ファイルの定義が欠落しているか、または無効です。 
	
原因: 定義されているジョブを開始できません。ジョブのSQL出力を受け取るファイルがないか、または定義が使用できないためです。


	
処置: SQLファイルに有効なディレクトリ名とファイル名を指定してください。









	 ORA-39055: バージョンstringでは、string機能がサポートされていません。 
	
原因: 現行ジョブに対して指定されたデータベース・バージョンでは使用できない機能を使用しようとしました。通常、このエラーは、データベースの互換性レベルがデータベースの現在のバージョンより低い場合か、ユーザーがデータ・ポンプ・ジョブ用のバージョンを明示的に指定する場合に発生します。


	
処置: 現在のデータベース・バージョンを、このジョブのバージョン・パラメータとして指定してください。









	 ORA-39056: 無効なログ・ファイルが指定されました。 
	
原因: ジョブのログ・ファイルが誤って指定されました。


	
処置: ログ・ファイルに有効なディレクトリ名とファイル名を指定してください。









	 ORA-39057: ワーカー・リクエストstring(stringジョブ)が無効です。 
	
原因: ワーカー・プロセスにより、現行のジョブでサポートされないメッセージが送信されました。


	
処置: 内部エラーです。Oracleカスタマ・サポートにエラーを連絡してください。









	 ORA-39058: 現行オブジェクトをスキップしました: string(タイプstring) 
	
原因: ジョブを再起動するときにSKIP_CURRENTが指定されました。これは、オブジェクトがインポートされないことを確認するメッセージです。


	
処置: ターゲット・データベースのオブジェクトを手動で定義する必要があります。









	 ORA-39059: ダンプ・ファイル・セットが不完全です 
	
原因: IMPORTまたはSQL_FILE操作が実行されましたが、EXPORTダンプ・ファイルのセットから一部のファイルが組み込まれませんでした。


	
処置: エクスポート・ログ・ファイルで、現行のジョブにエクスポートされたすべてのファイルが組み込まれていることを確認してください。









	 ORA-39060: マスター表との競合のために表は削除されました 
	
原因: ジョブによって指定された表が組み込まれませんでした。その定義が、現行のジョブのマスター表の定義と競合するためです。


	
処置: ジョブの完了後、競合している表を一意のジョブ名を使用してインポートして、通常のユーザー表との競合を回避します。









	 ORA-39061: インポート・モードstringがエクスポート・モードstringと競合しています 
	
原因: インポートに使用されたモードが、指定されたモードのダンプ・ファイル・セットと一緒に使用できません。転送可能なジョブは、他のモードと互換性がありません。


	
処置: エクスポートと互換性のあるモードを使用してインポートを実行してください。









	 ORA-39062: マスター・プロセスstringの作成中にエラーが発生しました 
	
原因: リストされたマスター・プロセスを作成しようとして失敗しました。


	
処置: 実行可能な処置は、次のエラー・メッセージのいずれかを参照してください。障害が発生した処理がないかトレース・ログでチェックして、障害に関する情報があるかどうかを確認してください。可能であれば、エラーを修正し、操作を再試行してください。エラーが再度発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラーを報告してください。









	 ORA-39064: ログ・ファイルに書き込めません 
	
原因: ログ・ファイルへの書込み中にエラーが検出されました。後続のメッセージで問題の詳細を示します。


	
処置: 2番目のメッセージに記載された問題を修正してください。









	 ORA-39065: stringでマスター・プロセスの予期しない例外が発生しました 
	
原因: データ・ポンプ・ジョブのマスター制御プロセス内に未処理の例外が内部的に検出されました。これは内部エラーです。メッセージで問題の詳細を示します。


	
処置: 問題が解決されない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-39067: ログ・ファイルをクローズできません。 
	
原因: ログ・ファイルのクローズ中にエラーが検出されました。後続のメッセージで問題の詳細を示します。


	
処置: 2番目のメッセージに記載された問題を修正してください。









	 ORA-39068: PROCESS_ORDER=stringの行に無効なマスター表データがあります 
	
原因: マスター表の指定行に破損が検出されました。行が見つからないか、列がないか、または行の列に無効な値があります。


	
処置: 破損していないマスター表を使用してジョブを再実行してください。









	 ORA-39070: ログ・ファイルをオープンできません。 
	
原因: ログ・ファイルのオープン中にエラーが検出されました。後続のメッセージで問題の詳細を示します。


	
処置: 2番目のメッセージに記載された問題を修正してください。









	 ORA-39071: stringの値の形式が正しくありません。 
	
原因: ユーザー指定フィルタの値に正当なSQL句がありません。後続のメッセージで問題の詳細を示します。


	
処置: 2番目のメッセージに記載された問題を修正してください。









	 ORA-39076: ジョブstring(ユーザーstring)を削除できません 
	
原因: ジョブを削除できません。説明は、前後のエラー・メッセージのいずれかを参照してください。


	
処置: 示された問題を解決してください。









	 ORA-39077: エージェントstringをキュー"string"にサブスクライブできません 
	
原因: Data Pumpの通信レイヤーが、制御キューまたは状態キューへのプロセスの1つにアタッチできませんでした。後続のメッセージで問題の詳細を示します。


	
処置: 可能であれば、問題を修正してください。修正できない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-39078: エージェントstringのメッセージをキュー"string"からデキューできません 
	
原因: Data Pumpの通信レイヤーが、制御キューまたは状態キューからのメッセージを取得できませんでした。後続のメッセージで問題の詳細を示します。


	
処置: 可能であれば、問題を修正してください。修正できない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-39079: メッセージstringをエンキューできません 
	
原因: Data Pumpの通信レイヤーが、制御キューまたは状態キューの指定されたメッセージを送信できませんでした。後続のメッセージで問題の詳細を示します。


	
処置: 可能であれば、問題を修正してください。修正できない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-39080: Data Pumpジョブのキュー"string"および"string"の作成に失敗しました 
	
原因: Data Pumpの通信レイヤーが、プロセス間通信に必要な制御キューまたは状態キューを作成できませんでした。後続のメッセージで問題の詳細を示します。


	
処置: 可能であれば、問題を修正してください。修正できない場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-39081: エージェントstringをキュー"string"からサブスクライブ解除するのに失敗しました 
	
原因: Data Pumpの通信レイヤーが、制御キューまたは状態キューからプロセスをサブスクライブ解除できませんでした。後続のメッセージで問題の詳細を示します。


	
処置: 可能であれば、問題を修正してください。修正できない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-39082: オブジェクト型stringの作成の際、コンパイル・エラーが発生しました 
	
原因: このエラーに続くSQL文のオブジェクトを作成する際に、コンパイル・エラーが発生しました。ビューに対してこのエラーが発生した場合は、ビューの実表が欠落していた可能性があります。


	
処置: これは警告メッセージです。そのオブジェクトは、使用前に再コンパイルしてください。









	 ORA-39083: オブジェクト型stringの作成が次のエラーで失敗しました: string エラー文は次のとおりです: string 
	
原因: 元のエラー・コードを調べて実際の原因を特定してください。


	
処置: 元のエラー・コードに詳細が示されます。









	 ORA-39084: ジョブstring(ユーザーstring)を連結解除できません 
	
原因: ジョブをセッションから切断できません。説明は、次のエラー・メッセージのいずれかを参照してください。


	
処置: 示された問題を解決してください。









	 ORA-39085: ジョブstring(ユーザーstring)を更新できません 
	
原因: ジョブの固定された表情報を更新できませんでした。説明は、前後のエラー・メッセージのいずれかを参照してください。


	
処置: 示された問題を解決してください。









	 ORA-39086: ジョブ情報を取得できません 
	
原因: ジョブの固定された表情報を取得できませんでした。説明は、この後に続く2番目のエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: 2番目のエラーによって示される問題を解消してください。









	 ORA-39087: ディレクトリ名stringは無効です 
	
原因: 対応するディレクトリ・オブジェクトは存在しません。


	
処置: ディレクトリ・オブジェクト・パラメータを修正するか、またはCREATE DIRECTORYコマンドを使用して対応するディレクトリ・オブジェクトを作成してください。









	 ORA-39088: ファイル名にパス指定を含めることはできません 
	
原因: ダンプ・ファイル、ログ・ファイルまたはSQLファイルの名前にパス指定が含まれていました。


	
処置: ディレクトリ・オブジェクトの名前を使用して、ファイルを格納する場所を指定してください。









	 ORA-39090: デバイスをファイル指向のジョブに追加できません 
	
原因: すでに複数のディスク・ファイルを含んでいるジョブにデバイスを追加しようとしました。


	
処置: シーケンシャル・デバイスを含むジョブにはファイルを1つのみ指定してください。









	 ORA-39091: ロジカル・スタンバイおよびストリーム・ステータスを判断できません 
	
原因: Data Pumpジョブが論理スタンバイまたはストリームをサポートする必要があるかどうかを確認中にエラーが発生しました。


	
処置: 後続のメッセージに検出されたエラーが記載されています。指定された問題を修正して、ジョブを再起動してください。









	 ORA-39092: オブジェクト"string.string"(型string)のSCNメタデータを設定できません 
	
原因: 論理スタンバイまたはストリームをサポートするために指定されたオブジェクトにSCNを適用中に、エラーが発生しました。


	
処置: 後続のメッセージに検出されたエラーが記載されています。指定された問題を修正して、ジョブを再起動してください。









	 ORA-39093: FLASHBACKでは、データベース整合性が自動的に維持されます。 
	
原因: 論理スタンバイまたはストリームのインスタンス化の一貫性を維持するために、Data PumpジョブでSCNに対してフラッシュバックをサポートする必要がありました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-39094: パラレル実行はこのデータベース・エディションではサポートされていません。 
	
原因: Data Pumpジョブのパラレル実行は、このデータベース・エディションではサポートされません。


	
処置: Enterprise Editionデータベースで実行中でないジョブに対して並行度の1を指定してください。









	 ORA-39095: ダンプ・ファイル領域を使い果たしました: stringバイトを割り当てられません 
	
原因: エクスポート・ジョブが完了する前に、ジョブによってダンプ・ファイルの領域が不足しました。


	
処置: ジョブに再アタッチして、ジョブを再起動しているジョブにダンプ・ファイルを追加してください。









	 ORA-39096: 入力値stringは、パラメータstringには無効です 
	
原因: パラメータに対してNULLまたは無効な値が指定されました。


	
処置: 入力値を修正して、コールを再試行してください。









	 ORA-39097: Data Pumpジョブで予期しないエラーstringが見つかりました 
	
原因: Data Pumpジョブを処理中に予期せぬ致命的でないエラーが発生した可能性があります。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-39098: ワーカー・プロセスで、メタデータのロード中にデータ・オブジェクトを受信しました。無効なプロセス・オーダー範囲はstring..stringです 
	
原因: これは内部エラーです。メッセージで問題の詳細を示します。


	
処置: 問題が解決されない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-39099: "string"の索引をマスター表stringに作成できません 
	
原因: 1つ以上の索引がマスター表に作成できませんでした。後続のエラー・メッセージに障害の説明があります。


	
処置: 索引を作成できない原因を修正してください。









	 ORA-39102: マスター・プロセスstringが初期化を終了する前にタイムアウトしました。マスター・エラー: 
	
原因: 名前がリストされているマスター・プロセスが起動しましたが、許可されている制限時間内に初期化を完了しませんでした。


	
処置: 実行可能な処置は、次のエラー・メッセージのいずれかを参照してください。また、失敗したプロセスのトレース・ログが作成されていたらチェックして、エラーについての追加情報があるかどうかを確認します。可能であれば、エラーを修正し、操作を再試行してください。エラーが再度発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラーを報告してください。









	 ORA-39103: ワーカー・プロセスstringが初期化を終了する前にタイムアウトしました。ワーカー・エラー: 
	
原因: 名前がリストされているワーカー・プロセスが起動しましたが、許可されている制限時間内に初期化を完了しませんでした。


	
処置: 実行可能な処置は、次のエラー・メッセージのいずれかを参照してください。また、失敗したプロセスのトレース・ログが作成されていたらチェックして、エラーについての追加情報があるかどうかを確認します。可能であれば、エラーを修正し、操作を再試行してください。エラーが再度発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラーを報告してください。









	 ORA-39104: SQLパラレル問合せスレーブ・プロセスからこの関数をコールできません 
	
原因: Data Pumpプロセス・モデル・ファンクションをSQLパラレル問合せのスレーブ・プロセスからコールしました。


	
処置: SQLパラレル問合せのスレーブ・プロセスはData Pumpマスター・プロセスを作成できません。これはサポートされていません。このエラーがData Pumpクライアント(expdpやimpdpなど)から発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートにエラーを連絡してください。









	 ORA-39105: マスター・プロセスstringが起動中に失敗しました。マスター・エラー: 
	
原因: 名前がリストされているマスター・プロセスの起動に失敗しました。


	
処置: 実行可能な処置は、次のエラー・メッセージのいずれかを参照してください。また、失敗したプロセスのトレース・ログが作成されていたらチェックして、エラーについての追加情報があるかどうかを確認します。可能であれば、エラーを修正し、操作を再試行してください。エラーが再度発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラーを報告してください。









	 ORA-39106: ワーカー・プロセスstringが起動中に失敗しました。ワーカー・エラー: 
	
原因: 名前がリストされているマスター・プロセスが、起動時に失敗しました。


	
処置: 実行可能な処置は、次のエラー・メッセージのいずれかを参照してください。また、失敗したプロセスのトレース・ログが作成されていたらチェックして、エラーについての追加情報があるかどうかを確認します。可能であれば、エラーを修正し、操作を再試行してください。エラーが再度発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラーを報告してください。









	 ORA-39107: マスター・プロセスstringは起動プロトコルに違反しました。マスター・エラー: 
	
原因: 名前がリストされているマスター・プロセスが起動しましたが、作成中のプロセスが初期化を終了したことを通知する前に終了しました。


	
処置: 実行可能な処置は、次のエラー・メッセージのいずれかを参照してください。また、失敗したプロセスのトレース・ログが作成されていたらチェックして、エラーについての追加情報があるかどうかを確認します。可能であれば、エラーを修正し、操作を再試行してください。エラーが再度発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラーを報告してください。









	 ORA-39108: ワーカー・プロセスstringが起動プロトコルに違反しました。ワーカー・エラー: 
	
原因: 名前がリストされているワーカー・プロセスが起動しましたが、作成中のプロセスが初期化を終了したことを通知する前に終了しました。


	
処置: 実行可能な処置は、次のエラー・メッセージのいずれかを参照してください。また、失敗したプロセスのトレース・ログが作成されていたらチェックして、エラーについての追加情報があるかどうかを確認します。可能であれば、エラーを修正し、操作を再試行してください。エラーが再度発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラーを報告してください。









	 ORA-39109: 権限が与えられていないユーザーは他のユーザーのスキーマ上で操作できません 
	
原因: 権限を持たないユーザーが、Data Pump操作中に別のユーザーのスキーマを参照しようとしました。このため、ジョブにスキーマが選択されませんでした。


	
処置: スキーマを所有しているユーザー名で操作を再試行してください。









	 ORA-39110: ワーカー・プロセスの削除中にエラーが発生しました 
	
原因: ワーカー・プロセスを削除しようとして失敗しました。


	
処置: 実行可能な処置は、次のエラー・メッセージのいずれかを参照してください。可能であれば、エラーを修正し、操作を再試行してください。エラーが再度発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラーを報告してください。









	 ORA-39111: 依存オブジェクト型stringはスキップされ、ベース・オブジェクト型stringはすでに存在します。 
	
原因: ベース・オブジェクトがすでに存在するため、Data Pumpインポート・ジョブの実行中に依存オブジェクトがスキップされています。


	
処置: ダンプ・ファイルからのオブジェクトを必要とする場合は、ベース・オブジェクトと依存オブジェクトを削除し、適切なフィルタを使用してインポートを再試行してください。









	 ORA-39112: 依存オブジェクト型stringはスキップされ、ベース・オブジェクト型stringの作成に失敗しました。 
	
原因: ベース・オブジェクトの作成が失敗したため、Data Pumpインポート・ジョブ時に依存オブジェクトがスキップされています。


	
処置: ダンプ・ファイルからのオブジェクトを必要とする場合は、ベース・オブジェクトと依存オブジェクトを削除し、適切なフィルタを使用してインポートを再試行してください。









	 ORA-39113: データベース・バージョンを判別できません 
	
原因: Data Pumpが、SYS.DBMS_UTILITY.DB_VERSIONを使用して現行のデータベースと互換性のあるレベルおよびバージョンを確認できませんでした。


	
処置: DBMS_UTILITYパッケージへのアクセス権限を持っていることを確認してください。ネットワーク・ジョブの場合は、リモート・インスタンスでDBMS_UTILITYパッケージにアクセスする権限が必要です。









	 ORA-39114: ネットワーク・ジョブではダンプ・ファイルはサポートされていません 
	
原因: ソース・データベースへのネットワーク・リンクを使用するインポート・ジョブに、ダンプ・ファイルを追加しようとしました。


	
処置: ダンプ・ファイルを必要としないジョブにダンプ・ファイルを指定しないでください。









	 ORA-39115: stringはネットワーク・リンク上でサポートされていません 
	
原因: PARTITION_LISTフィルタなどネットワーク・リンク上でサポートされていない操作を使用しようとしました。


	
処置: ネットワーク上でジョブと互換性がない場合は、ネットワーク・ジョブにData Pump機能を使用しないでください。









	 ORA-39116: 変更中の表string.stringに無効なトリガー操作です 
	
原因: Data Pumpロード操作が失敗しました。変更中に表のトリガーを開始しようとしたためです。


	
処置: 指定された表のトリガーを使用不可にしてください。ORA-004091も参照してください。









	 ORA-39117: 表の作成に必要な型がこの操作に含まれていません。エラー文は次のとおりです: string 
	
原因: 表を作成しようとしましたが、依存型がダンプ・ファイルまたはターゲット・データベースに存在しません。エクスポート/インポートData Pumpジョブは表モードのジョブであり、型が表モードのジョブに含まれていません。


	
処置: 欠落している型を確認し、ターゲット・システム上に型を作成し、Data Pumpインポート・ジョブを再実行してください。









	 ORA-39119: マスター・プロセスによるワーカー・プロセス・コールを削除するためのワーカー・プロセス割込み 
	
原因: このワーカー・プロセスを作成したマスター・プロセスがワーカー・プロセスの削除をコールしたことにより、現行の操作が異常終了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報エラー・メッセージです。









	 ORA-39120: 表stringを切り捨てられないため、データはスキップされます。エラーは次のとおりです: string 
	
原因: 表データをすでに存在する表にロードしようとし、table_exists_actionパラメータを切り捨てましたが、表を切り捨てることができませんでした。


	
処置: ベース・エラーを参照して、実際の原因を確認してください。









	 ORA-39121: 表stringを置換できないため、データはスキップされます。エラーは次のとおりです: string 
	
原因: 表データをすでに存在する表にロードしようとし、table_exists_actionパラメータを置換しましたが、表を削除できませんでした。


	
処置: ベース・エラーを参照して、実際の原因を確認してください。









	 ORA-39122: 権限が与えられていないユーザーは、string再マッピングを実行できません。 
	
原因: インポート中にオブジェクトを再マップしようとしましたが、IMPORT_FULL_DATABASE権限がありませんでした。


	
処置: IMPORT_FULL_DATABASE権限を所有するスキーマからジョブを再試行してください。









	 ORA-39123: Data Pumpトランスポータブル表領域ジョブが異常終了しました。string 
	
原因: DBMS_PLUGTSプロシージャが失敗してData Pump操作を続行できなかったために、異常終了しました。リストされるDBMS_PLUGTSの失敗には、元のエラーが記述されています。


	
処置: DBMS_PLUGTSエラーで実際の原因を確認してください。









	 ORA-39124: ダンプ・ファイル名"string"に無効な置換変数が含まれています 
	
原因: 置換変数%の後に、「%」、「u」または「U」が続く必要があります。


	
処置: ダンプ・ファイル名の置換変数を修正して、コマンドを再入力してください。









	 ORA-39125: string [string]をコール中に、stringでワーカーに予期しない致命的なエラーが発生しました 
	
原因: 指定された外部ルーチンをコール中に、Data Pumpジョブのワーカー・プロセス内に未処理の例外が内部的に検出されました。これは内部エラーです。追加情報が提供される場合があります。


	
処置: 問題が解決されない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-39126: string [string]でワーカーに予期しない致命的なエラーが発生しました string 
	
原因: Data Pumpジョブのワーカー・プロセス内に未処理の例外が内部的に検出されました。これは内部エラーです。追加情報が提供される場合があります。


	
処置: 問題が解決されない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-39127: コールからstringで予期しないエラーが発生しました string 
	
原因: エクスポートの手続き型操作の拡張であるファンクション起動によって例外が発生しました。


	
処置: 付随するメッセージを記録し、Data Pumpの内部エラーとしてカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-39128: 予期しないDbmsJavaエラーnumberが文stringから発生しました 
	
原因: エラーが、DbmsJavaプロシージャ・コールから戻されました。


	
処置: 付随するメッセージを記録し、Data Pumpの内部エラーとしてカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-39129: オブジェクト型stringはインポートされません。マスター表と名前が競合しています 
	
原因: リモート・インスタンスからインポートする表が、このData Pumpジョブを実行しているマスター表と同じ名前です。


	
処置: Data Pumpジョブを競合しない名前で再実行してください。









	 ORA-39130: オブジェクト型stringはインポートされません。マスター表とベース・オブジェクト名が競合しています 
	
原因: リモート・インスタンスからインポートするオブジェクトが、このData Pumpジョブを実行しているマスター表と同じ名前のオブジェクトに依存しています。


	
処置: Data Pumpジョブを競合しない名前で再実行してください。









	 ORA-39132: オブジェクト型"string"."string"は、別のハッシュコードですでに存在します 
	
原因: オブジェクト型はすでにターゲット・システムに存在していますが、異なるハッシュコードを持つため作成できませんでした。このオブジェクト型を使用するトランスポータブル表領域セットの表は、読み込めません。


	
処置: ターゲット・システムからこのオブジェクト型を削除して、操作を再試行してください。









	 ORA-39133: オブジェクト型"string"."string"は、別のタイプIDですでに存在します 
	
原因: トランスポータブル表領域セットのオブジェクト型は、すでにターゲット・システムに存在していますが、別のタイプIDです。タイプIDは、既存の表で使用されているため変更できませんでした。このオブジェクト型を使用するトランスポータブル表領域セットの表は、読み込めません。


	
処置: ターゲット・システムからこのオブジェクト型を削除して、操作を再試行してください。









	 ORA-39134: "string"表領域をトランスポータブル表領域として含めることはできません 
	
原因: ユーザーは現行のジョブで、SYSAUX表領域またはSYSTEM表領域をトランスポータブル表領域リストのメンバーに指定しようとしました。これらの表領域は、データベース間で転送できません。


	
処置: 別の表領域を指定して転送してください。









	 ORA-39135: ファイル"string"はすでにこのダンプ・セットのメンバーです 
	
原因: エクスポート・ジョブに新しいファイルを追加しようとしましたが、ジョブのダンプ・セットに同じ名前のファイルがすでに存在します。


	
処置: 別のファイル名を使用して新しいファイル情報を再入力してください。









	 ORA-39136: トランスポータブル・ジョブとしてSCNを指定できません 
	
原因: トランスポータブル・ジョブで、ストリームまたは論理スタンバイ・コンポーネントによってターゲットSCNが表に指定されましたが、表のデフォルトのSCNではありませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポートに報告してください。









	 ORA-39137: メタデータのないジョブに対して、stringのTABLE_EXISTS_ACTIONを指定できません 
	
原因: TABLE_EXISTS_ACTIONパラメータをREPLACEまたはSKIPに設定してジョブが定義されましたが、メタデータがありません。メタデータがないため、要求された表の処置に必要なデータをロードできませんでした。


	
処置: TABLE_EXISTS_ACTIONパラメータの設定をAPPENDまたはTRUNCATEに変更するか、データにメタデータを指定してください。









	 ORA-39138: 自分のスキーマ以外にデータをロードする権限が不十分です 
	
原因: 権限を持たないユーザーがデータを別のスキーマにロードしようとしました。


	
処置: データを自分のスキーマにロードする必要がある場合は、権限のあるアカウントを使用してください。









	 ORA-39139: Data Pumpは、バージョンstringではXMLTypeオブジェクトをサポートしていません。stringはスキップされます。 
	
原因: オブジェクトのXMLType列で、オブジェクト・リレーショナルまたはバイナリ・ストレージ・フォーマットが使用されていますが、これはターゲット・バージョンのData Pumpではサポートされていません。


	
処置: オリジナルのエクスポート・ユーティリティとインポート・ユーティリティを使用して、このオブジェクトを移動してください。









	 ORA-39140: ダンプ・ファイル"string"は、ジョブstringに属しています 
	
原因: ダンプ・ファイル・セットが複数のファイルで構成されている場合、インポート操作ではそれらすべてのファイルを指定する必要があり、どのファイルも同じエクスポート・ジョブで作成されたものである必要があります。指定されたファイルの1つが元のダンプ・ファイル・セットに属していません。たとえば、その他のファイルとは異なるエクスポート・ジョブで作成されたファイルの場合などです。


	
処置: メッセージで示されたダンプ・ファイルを削除し、特定のエクスポート・ジョブで作成されたダンプ・ファイルの完全なセットのみを指定して、インポート操作を再試行してください。









	 ORA-39141: ダンプ・ファイル"string"は、ダンプ・ファイル"string"の複製です 
	
原因: ダンプ・ファイル・セットが複数のファイルで構成されている場合、インポート操作ではそれらすべてのファイルを指定する必要があります。指定されたファイルの1つが、セット内の別のダンプ・ファイルの複製であることが判明しました。これは、ダンプ・セットのファイルがオペレーティング・システム・ユーティリティでコピーされた場合や名前が変更された場合、また同じダンプ・ファイルが誤って別のコピー先に2回以上コピーされた場合などに発生します。


	
処置: メッセージで示されたダンプ・ファイルを削除し、特定のエクスポート・ジョブで作成されたダンプ・ファイルの完全なセットのみを指定して、インポート操作を再試行してください。









	 ORA-39142: 互換性のないバージョン番号stringが、ダンプ・ファイル"string"内にあります 
	
原因: インポート操作に指定されたダンプ・ファイルのバージョン番号と、現在システムで実行中のData Pump製品のダンプ・ファイルのバージョンに互換性がありません。通常このメッセージは、ダンプ・ファイルが新しいバージョンのData Pumpエクスポート・ユーティリティで作成されたことを示します。


	
処置: ファイルを作成したエクスポート・ユーティリティと同じバージョン番号のData Pumpインポート・ユーティリティを使用して、このダンプ・ファイルをインポートしてください。









	 ORA-39143: ダンプ・ファイル"string"は、元のエクスポート・ダンプ・ファイルである場合があります 
	
原因: 元のエクスポート・ユーティリティを使用して作成した可能性のあるダンプ・ファイルがインポート操作に指定されました。これらのダンプ・ファイルは、Data Pumpインポート・ユーティリティで処理できません。


	
処置: このダンプ・ファイルは、元のインポート・ユーティリティを使用して処理してください。









	 ORA-39144: ファイル名パラメータにNULL以外を指定する必要があります 
	
原因: DBMS_DATAPUMP.ADD_FILE APIコールでファイル名が指定されませんでした。


	
処置: ファイル名のパラメータを修正して、API要求を再発行してください。









	 ORA-39145: ディレクトリ・オブジェクト・パラメータに、NULL以外を指定する必要があります 
	
原因: DBMS_DATAPUMP.ADD_FILE APIコールで、またはData Pumpコマンドラインのクライアントが使用するディレクトリ・パラメータに対して、ディレクトリ・オブジェクトが指定されませんでした。


	
処置: ディレクトリ・オブジェクトのパラメータを修正して、操作を再試行してください。









	 ORA-39146: スキーマ"string"は存在しません 
	
原因: 指定されたスキーマはREMAP_SCHEMAパラメータのソースとして参照されましたが、ダンプ・ファイルにありませんでした。


	
処置: 再マップするスキーマの正しい名前を指定します。









	 ORA-39147: Data Pumpキュー表の所有権をこのインスタンスに移行できません 
	
原因: RACの別のインスタンスで実行中のアクティブなData Pumpジョブがあります。同時に実行されるアクティブなすべてのData Pumpジョブは、同じインスタンスで実行する必要があります。


	
処置: 他のアクティブなData Pumpジョブが実行しているインスタンスと同じインスタンスでこのジョブを起動してください。またはそれらのジョブが終了するまで待機してください。









	 ORA-39148: 既存のキュー表stringにデータをインポートできません。この表に対するstringのTable_exists_actionは無視されます 
	
原因: Data Pumpインポートは、インポートするキュー表がすでに存在することを検出しました。すでにあるキュー表へのデータのインポートはサポートされていません。


	
処置: ダンプ・ファイルのデータが必要な場合は、キュー表を削除してから再度インポートを実行してください。または、インポート・パラメータtable_exists_action=replaceを使用してください。









	 ORA-39149: 権限のあるユーザーを権限の付与されていないユーザーにリンクできません 
	
原因: EXPORT_FULL_DATABASE/IMPORT_FULL_DATABASEロールを持つユーザーが起動したData Pumpジョブが、リモート・データベースで同等のロールを持つユーザーに対応していないネットワーク・リンクを指定しました。


	
処置: ユーザーをリモート・データベースで同じ権限を持つユーザーにマップするネットワークを指定してください。









	 ORA-39150: 不正なフラッシュバック時間です 
	
原因: Data Pumpジョブに指定されたフラッシュバック時間が解析できないか、システム変更番号(SCN)に変換できませんでした。これは通常次の場合に発生します。


	
処置: 必要なフラッシュバックに、時間ではなく明示的なSCNを指定してください。









	 ORA-39154: 外部スキーマのオブジェクトがインポートから削除されました 
	
原因: 権限を持たないユーザーが、このユーザー以外のスキーマにオブジェクトをインポートしようとしました。


	
処置: 権限のあるスキーマからインポートを実行するか、エクスポートされたすべてのスキーマをインポートを実行するユーザー名に再マップしてください。









	 ORA-39155: ダンプ・ファイル名"string"の拡張中にエラーが発生しました 
	
原因: エクスポート時に、ディレクトリ・オブジェクトとダンプ・ファイル名を絶対パスによるファイル名に拡張できませんでした。後続のメッセージで問題の詳細を示します。


	
処置: 2番目のメッセージに記載された問題を修正してください。









	 ORA-39156: ダンプ・ファイル名"string"の解析中にエラーが発生しました 
	
原因: エクスポート時にダンプ・ファイル名を解析できませんでした。後続のメッセージで問題の詳細を示します。


	
処置: 2番目のメッセージに記載された問題を修正してください。









	 ORA-39157: ファイル"string"への拡張子の追加中にエラーが発生しました 
	
原因: エクスポートまたはインポート時に、ファイル名を作成するためのデフォルト拡張子を追加できませんでした。指定したファイル名が長すぎるか、ファイル名に無効な文字が含まれている可能性があります。後続のメッセージで問題の詳細を示します。


	
処置: 2番目のメッセージに記載された問題を修正してください。









	 ORA-39159: Data Pump以外のプロセスからは、この関数をコールできません 
	
原因: Data Pumpプロセス以外のプロセスからData Pumpプロセス・モデルの関数がコールされました。


	
処置: 追加情報は、その他のエラー・メッセージを参照してください。エラーがData Pumpクライアント(expdpやimpdpなど)から発生する場合は、操作を再試行してください。エラーが再度発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラーを報告してください。









	 ORA-39160: whats my nameコールでエラーが発生しました 
	
原因: Data Pumpプロセス名を取得しようとして失敗しました。


	
処置: 追加情報は、次のエラー・メッセージのいずれかを参照してください。エラーがData Pumpクライアント(expdpやimpdpなど)から発生する場合は、操作を再試行してください。エラーが再度発生する場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラーを報告してください。









	 ORA-39161: 全データベース・ジョブは権限が必要です 
	
原因: EXP_FULL_DATABASEロールなしでデータベースの全体エクスポートを実行しようとしたか、IMP_FULL_DATABASEロールなしで、ネットワーク・リンク上でデータベースの全体インポートを実行しようとしました。


	
処置: 必要なロールがあるスキーマで操作を再試行してください。









	 ORA-39162: トランスポータブル表領域ジョブは権限が必要です 
	
原因: 適切なEXP_FULL_DATABASEロールまたはIMP_FULL_DATABASEロールなしで、トランスポータブル表領域ジョブを実行しようとしました。


	
処置: 必要なロールがあるスキーマで操作を再試行してください。









	 ORA-39163: サンプル・サイズstringは無効です。 
	
原因: 0から100の範囲外の値を含む表で、データ・サンプリングを行おうとしました。


	
処置: 0より大きく100未満のサンプリング番号を使用して、フィルタリング処理を再試行してください。









	 ORA-39164: パーティションstringが見つかりません。 
	
原因: ネットワーク上でエクスポートまたはインポートしている場合は、ソース・データベースで検出されないパーティション名をユーザーが指定しました。ファイルからインポートしている場合は、ダンプ・ファイル・セットで検出されないパーティション名をユーザーが指定しました。


	
処置: 正しいパーティション名を使用して、操作を再試行してください。









	 ORA-39165: スキーマstringが見つかりません。 
	
原因: ネットワーク上でエクスポートまたはインポートしている場合は、ソース・データベースで検出されないスキーマ名をユーザーが指定したか、別のスキーマにアクセスするための適切なEXP_FULL_DATABASEロールまたはIMP_FULL_DATABASEロールをユーザーが持っていません。ファイルからインポートしている場合は、ダンプ・ファイル・セットで検出されないスキーマ名をユーザーが指定しました。


	
処置: 正しいスキーマ名を使用して、操作を再試行してください。









	 ORA-39166: オブジェクトstringが見つかりません。 
	
原因: ネットワーク上でエクスポートまたはインポートしている場合は、ソース・データベースで検出されないオブジェクト名をユーザーが指定したか、別のスキーマにあるオブジェクトにアクセスするための適切なEXP_FULL_DATABASEロールまたはIMP_FULL_DATABASEロールをユーザーが持っていません。ファイルからインポートしている場合は、ダンプ・ファイル・セットで検出されないスキーマ名をユーザーが指定しました。


	
処置: 正しいオブジェクト名を使用して、操作を再試行してください。









	 ORA-39168: オブジェクト・パスstringが見つかりません。 
	
原因: ネットワーク上でエクスポートまたはインポートしている場合は、ソース・データベースで検出されないオブジェクト型パス名をユーザーが指定しました。ファイルからインポートしている場合は、ダンプ・ファイル・セットで検出されないオブジェクト型パス名をユーザーが指定しました。


	
処置: 正しいオブジェクト型パス名を使用して、操作を再試行してください。









	 ORA-39169: ローカル・バージョンstringはリモート・バージョンstringと連動できません。 
	
原因: データ・ポンプ・ジョブによってネットワーク・リンクが指定されましたが、リモート・データベースでのバージョンをローカル・データベースでのバージョンと相互運用できません。


	
処置: データベースの異なるバージョンを実行するインスタンス間のネットワーク・リンクを指定しないでください。









	 ORA-39170: スキーマ式stringがどのスキーマにも対応していません。 
	
原因: データ・ポンプ・ジョブに対して、ソース・データベースのいずれのスキーマも識別しないスキーマ式またはスキーマ・リストが提供されました。


	
処置: スキーマの指定を修正し、ジョブを再試行してください。









	 ORA-39171: ジョブは再開可能な状態で待機中です。string 
	
原因: データ・ポンプ・ジョブは、1つ以上のセッションで停滞しており、再開可能な状態で待機中です。再開可能な状態での待機は、通常、領域が不足している拡張不可の表領域によって発生します。待機の詳細は、後続のメッセージを参照してください。


	
処置: 待機の原因となる状況を修正してください。通常、一杯になっている表領域へのデータファイルの追加が関与しています。









	 ORA-39172: 互換性がstringのトランスポータブル表領域名を再マップできません。 
	
原因: 互換性レベルが10.1より低く設定された状態で、トランスポータブル表領域ジョブ内の表領域名を再マップしようとしました。


	
処置: データベースの互換性レベルをより新しいバージョンにリセットしてください。









	 ORA-39173: 暗号化データがダンプ・ファイル・セットに暗号化されずに格納されました。 
	
原因: データベース内で暗号化されたデータが関与するエクスポート・ジョブに対し、暗号化パスワードが指定されませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。これは、ダンプ・ファイル・セット内から保護データが読み取られる可能性があることを警告するメッセージです。









	 ORA-39174: 暗号化のパスワードを指定する必要があります。 
	
原因: 暗号化のパスワードを使用して作成されたダンプ・ファイル・セットをインポートするための暗号化のパスワードが提供されませんでした。


	
処置: ダンプ・ファイル・セットの暗号化のパスワードを指定してください。









	 ORA-39175: 暗号化のパスワードは不要です。 
	
原因: 暗号化のパスワードを使用して作成されていないダンプ・ファイル・セットをインポートするための暗号化のパスワードが提供されました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは単なる警告メッセージです。









	 ORA-39176: 暗号化のパスワードが正しくありません。 
	
原因: ダンプ・ファイル・セットをインポートするために提供された暗号化のパスワードが不正でした。


	
処置: ダンプ・ファイル・セット用の正しい暗号化のパスワードを使用して、ジョブを再発行してください。









	 ORA-39177: 圧縮値stringが無効です 
	
原因: 圧縮に無効な値が指定されました。


	
処置: 値を修正して、ジョブを再作成してください。









	 ORA-39178: メタデータのみのジョブでは見積りを実行できません 
	
原因: ESTIMATEまたはESTIMATE_ONLYパラメータを指定して、ジョブの見積りが要求されました。ただし、定義により、ジョブにはデータがありません。これらの指定は互いに競合しています。


	
処置: 競合するジョブの指定の一方を削除してください。









	 ORA-39179: OID変換のため、表"string"."string"をロードできません 
	
原因: ジョブのOID変換がFALSEに設定されており、識別された表に、NOT FINAL型のVARRAYまたは有効範囲なしのREF列が含まれます。これらの列タイプの両方に埋込みOIDが含まれています。


	
処置: OIDが保持されていない場合は、指定された表のデータを手動で移動する必要があります。









	 ORA-39180: ENCRYPTION_PASSWORDを暗号化できません 
	
原因: 指定された暗号化のパスワードは、マスター表内に配置する際に暗号化できなかったか、マスター表からリストアする際に復号化できませんでした。暗号化失敗の原因となった実際のエラーの詳細は、後続のメッセージを参照してください。


	
処置: 後続のメッセージで示されている問題を修正してください。暗号化失敗の最も一般的な原因は、セキュリティ・ウォレットの不足です。









	 ORA-39181: stringのファイングレイン・アクセス・コントロールのため、表データの一部のみをエクスポートできます 
	
原因: 権限を持たないユーザーが、ファイングレイン・アクセス・コントロールが設定されている表をエクスポートしようとしました。表の所有者はアクセス制御の対象であるため、表内のすべての行をエクスポートできません。ユーザーが参照できる行のみがエクスポートされます。表の統合を保つために、表をインポートするユーザーは、インポート時にセキュリティ・ポリシーを使用して表を再作成するのに十分な権限を持つ必要があります。


	
処置: この表のエクスポートは、データベース管理者が処理することを強くお薦めします。









	 ORA-39182: 圧縮フェーズstring中に内部エラーstringが発生しました 
	
原因: データ・バッファの圧縮中に予期しないエラーが発生しました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-39183: 解凍フェーズstring中に内部エラーstringが発生しました 
	
原因: データ・バッファの解凍中に予期しないエラーが発生しました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-39184: トランスポータブルData PumpジョブはPLUGTSオブジェクトを除外できません 
	
原因: トランスポータブルData PumpジョブにはすべてのPLUGTS%オブジェクトが必要ですが、ユーザーが指定した対象外フィルタによって、これらのオブジェクトが除外されています。


	
処置: PLUGTS%オブジェクトを除外せずにコマンドを再入力してください。









	 ORA-39185: トランスポータブル表領域の障害リストは 
	
原因: このジョブに指定された表領域の一部をエクスポートできませんでした。


	
処置: 各表領域の特定のエラーを参照して問題を修正し、再実行してください。









	 ORA-39186: 指定したリストに表領域がありません。 
	
原因: EXPORTコマンドに指定した表領域は存在しません。


	
処置: 表領域のリストを確認し、正しい表領域のセットを指定してコマンドを再入力してください。









	 ORA-39187: トランスポータブル・セットは自己完結型ではありません。違反リストは 
	
原因: このジョブに指定された表領域は、閉包検査を満たしませんでした。違反リストに、各閉包違反が指定されました。


	
処置: 違反の具体的なエラーを参照して問題を修正するか、コマンドラインの表領域を変更して再試行してください。









	 ORA-39188: ダンプ・ファイル・セットを暗号化できません 
	
原因: データ・ポンプは暗号化されたダンプ・ファイル・セットを作成できませんでした。このメッセージは、暗号化されたダンプ・ファイル・セットを作成できなかった理由の詳細を示す別のメッセージと一緒に表示されます。一般的な原因として、透過的に復号化できるダンプ・ファイル・セットを作成しようとして、データベース外部セキュリティ・デバイスがオープンしていないことが考えられます。


	
処置: 外部セキュリティ・デバイスがオープンしていない場合は、オープンしてください。外部セキュリティ・デバイスが未構成の場合、作成できる暗号化されたダンプ・ファイル・セットのタイプは、パスワードベースのダンプ・ファイル・セットのみになります。









	 ORA-39189: ダンプ・ファイル・セットを復号化できません 
	
原因: ダンプ・ファイル・セットを復号化できませんでした。原因としては、無効なパスワードが入力されたか、透過的な復号化の使用時にデータベースの外部セキュリティ・デバイスがオープンされていなかったことが考えられます。


	
処置: このダンプ・ファイル・セットに対してパスワードベースのインポートが有効になっている場合は、正しいパスワードを指定してください。このダンプ・ファイル・セットに対して透過的インポートが有効になっている場合は、データベース外部セキュリティ・デバイスがオープンしているかどうかを確認してください。









	 ORA-39190: 暗号化フェーズstring中に内部エラーが発生しました 
	
原因: データ・バッファの暗号化中に予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 2番目のエラーで詳細を確認し、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-39191: 復号化フェーズstring中に内部エラーが発生しました 
	
原因: データ・バッファの復号化中に予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 2番目のエラーで詳細を確認し、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 ORA-39192: 常時トランスポータブルの表モード・ジョブおよびパーティション・フィルタでは、1つの表からのオブジェクトのみが許可されます 
	
原因: トランスポータブル表モードの使用時にパーティションを指定する場合、複数の表はサポートされません。


	
処置: 1つの表のみを指定してジョブを再試行してください。









	 ORA-39193: 表モードのジョブではスキーマをワイルドカードにできません。 
	
原因: 表のフィルタに%ワイルドカードを使用したスキーマ式が含まれています。


	
処置: 実際のスキーマを指定してジョブを再試行してください。









	 ORA-39194:表モードのジョブでは表をカンマで区切る必要があります。 
	
原因: 表モードのジョブで表を記述している文字列がカンマで区切られていません。


	
処置: 表をカンマで区切って指定し、ジョブを再試行してください。









	 ORA-39195: TABLE_FILTERの少なくとも1つのスキーマが存在しません。 
	
原因: 指定したTABLE_FITERに、存在しないスキーマが含まれています。


	
処置: 存在するスキーマのみを指定して再試行してください。









	 ORA-39200: リンク名"string"が無効です。 
	
原因: データ・ポンプ・ジョブ用に提供されたネットワーク・リンクの名前を使用できませんでした。続いて表示されるメッセージで、問題が特定されています。


	
処置: 有効なネットワーク・リンクを使用して、ジョブを再実行してください。









	 ORA-39201: 見積りのみのジョブではダンプ・ファイルはサポートされていません。 
	
原因: ファイルの見積りのみが要求されるエクスポート・ジョブに、ダンプ・ファイルを追加しようとしました。


	
処置: ダンプ・ファイルを必要としないジョブにダンプ・ファイルを指定しないでください。









	 ORA-39202: stringジョブではデータをフィルタ処理または選択できません。 
	
原因: 指定されたジョブ・タイプに対してデータ・フィルタが提供されましたが、このフィルタが指定のジョブ・タイプでサポートされていません。コマンドラインから、CONTENT、TABLES(パーティションの指定)、SAMPLEおよびQUERYの各パラメータによって、データ・フィルタを指定できます。


	
処置: データのフィルタ処理をサポートしないジョブでは、データ処理を制限しないでください。









	 ORA-39203: ネットワーク・リンクではパーティション選択はサポートされていません。 
	
原因: ネットワーク・リンク上で動作するジョブに対し、特定のパーティションが選択されました。


	
処置: パーティションの指定を削除し、ジョブを再実行してください。









	 ORA-39204: トランスポータブル・インポートでは表領域のサブセット化はできません。 
	
原因: ネットワーク・リンク上で実行されないトランスポータブル・インポート・ジョブに、表領域フィルタが適用されました。この場合、この表領域は、エクスポート時の指定から変更できません。


	
処置: 表領域フィルタを指定せずにジョブを再実行してください。









	 ORA-39205: トランスポータブル・ジョブでは変換はサポートされていません。 
	
原因: トランスポータブル・データ・ポンプ・ジョブに対し、STORAGEまたはSEGMENT_ATTRIBUTESなどのメタデータ変換が指定されています。


	
処置: 変換を指定せずにジョブを再実行してください。









	 ORA-39206: 並列度stringが無効です。 
	
原因: データ・ポンプ・ジョブ内で使用される並列性を指定するために提供された数値が無効です。並列度は、0より大きい整数で指定する必要があります。


	
処置: 並列度を正しく指定し、並列性の設定を再試行してください。









	 ORA-39207: 値stringはパラメータstringには無効です。 
	
原因: データ・ポンプ・ジョブのパラメータが、NULLまたは無効な値で設定されました。


	
処置: ドキュメントを参照して、各パラメータの有効な値を確認してください。有効な値を指定して操作を再試行してください。









	 ORA-39208: パラメータstringはstringジョブには無効です。 
	
原因: 指定された型のData Pumpではサポートされていないパラメータが指定されました。


	
処置: パラメータの指定を削除して操作を再試行してください。









	 ORA-39209: パラメータstringは権限が必要です。 
	
原因: 指定された権限を使用するには、インポート・ジョブ用のIMP_FULL_DATABASEロールまたはエクスポート・ジョブ用のEXP_FULL_DATABASEロールが必要です。


	
処置: パラメータの指定を削除して操作を再試行してください。









	 ORA-39210: PCTSPACE設定stringが無効です。 
	
原因: 範囲外の記憶域変換を指定しました。PCTSPACEの値はゼロより大きく設定してください。


	
処置: 有効なPCTSPACE値を指定して操作を再試行してください。









	 ORA-39211: ダンプ・ファイル情報を指定どおりに取得できません 
	
原因: ファイル名およびディレクトリ・オブジェクトを指定して、無効なファイルまたはアクセス不可能のファイルを指定しました。


	
処置: 有効なディレクトリとファイル名を指定して、操作を再試行してください。









	 ORA-39212: インストール・エラー: XSLスタイルシートが正しくロードされませんでした 
	
原因: Data PumpメタデータAPIで使用されるXSLスタイルシートがOracleディクショナリ表"sys.metastylesheet"に正しくロードされませんでした。スタイルシートがまったくロードされなかったか、データベース・キャラクタ・セットに変換されませんでした。


	
処置: AS SYSDBAで接続し、dbms_metadata_util.load_stylesheetsを実行してスタイルシートをリロードしてください。









	 ORA-39213: メタデータ処理は使用できません 
	
原因: Data PumpでメタデータAPIを使用できませんでした。通常、このエラーは、XSLスタイルシートが正しく設定されていないために発生します。


	
処置: AS SYSDBAで接続し、dbms_metadata_util.load_stylesheetsを実行してスタイルシートをリロードしてください。









	 ORA-39214: Data Pumpは暗号化された列がある外部表はサポートしません。stringはエクスポートされません 
	
原因: オブジェクトは暗号化された列を含む外部表ですが、これはData Pumpでサポートされていません。


	
処置: ターゲット・システムで、手動で外部表を再作成する必要があります。









	 ORA-39216: オブジェクト型"string"."string"のハッシュコードが一致しません 
	
原因: 同じ名前の型がターゲット・システムに存在しますが、ハッシュコード(および型の定義)が異なるため、トランスポータブル表領域セットのオブジェクト型を使用できません。このオブジェクト型を使用するトランスポータブル表領域セットの表を作成できません。


	
処置: ターゲット・システムからこのオブジェクト型と依存オブジェクトを削除して、操作を再試行してください。









	 ORA-39217: オブジェクト型"string"."string"のタイプIDが一致しません 
	
原因: トランスポータブル表領域セットのオブジェクト型は、すでにターゲット・システムに存在していますが、別のタイプIDです。型または依存する型が既存の表で使用されているため、タイプIDを変更できませんでした。このオブジェクトを使用するトランスポータブル表領域セットの表が作成されます。


	
処置: ターゲット・システムからこのオブジェクト型と依存オブジェクトを削除して、操作を再試行してください。









	 ORA-39218: オブジェクト型"string"."string"の型チェックに失敗しました 
	
原因: 型チェックに失敗しました。そのため、その型を使用する表の作成も失敗しました。


	
処置: 追加情報は、次のエラー・メッセージのいずれかを参照してください。可能であれば、エラーを修正し、操作を再試行してください。









	 ORA-39219: ディレクトリ・オブジェクト名が長すぎます 
	
原因: データ・ポンプ・ジョブに提供されたディレクトリ・オブジェクト名が、30文字より長いため無効です。


	
処置: 有効なディレクトリ・オブジェクト名を指定して、操作を再試行してください。









	 ORA-39220: ファイル名が長すぎます。 
	
原因: データ・ポンプ・ジョブに提供されたファイル名が、4000文字より長いため無効です。


	
処置: 有効なファイル名を指定して、操作を再試行してください。









	 ORA-39221: ダンプ・ファイルに表データが含まれていない場合、データ・フィルタの指定は無効です。 
	
原因: インポート・ジョブでデータ・フィルタを指定しましたが、ダンプ・ファイルに表データが含まれていません。エクスポート・コマンドで、メタデータのみのダンプ・ファイルが作成されました。表データは含まれていません。コマンドラインから、CONTENT、SAMPLEおよびQUERYパラメータによってデータ・フィルタを指定できます。


	
処置: データのフィルタ処理をサポートしないジョブでは、データ処理を制限しないでください。









	 ORA-39222: グローバル一時マスター表stringを作成できません 
	
原因: データ・ポンプがグローバル一時マスター表を作成しようとしましたが、作成できませんでした。表を作成できなかった原因の詳細は、後続のエラーを参照してください。


	
処置: 追加のエラーに示された問題を確認して修正してください。









	 ORA-39223: データ・ポンプ内部エラー。バージョンstringのマスター表情報が見つかりません。 
	
原因: ジョブの処理中に予期しないエラーが発生しました。内部の表データが見つかりません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-39224: string行が次のエラーで拒否されました: string 
	
原因: 制約違反または索引違反のため、これらの行はロードされませんでした。


	
処置: 行データを修正してから操作を再試行してください。









	 ORA-39228: デフォルトでは、string string.string:stringに対する非パーティション化された一意のオブジェクト名を構成できません。 
	
原因: ジョブのすべての(サブ)パーティションを個別のオブジェクトとして作成し、デフォルトで名前を変更しようとしました。ジョブが一意のオブジェクト名を作成しようとしましたが、名前作成のアルゴリズムでは、指定された(サブ)パーティションのための一意のオブジェクト名が見つかりませんでした。


	
処置: 使用するrename_table変換を指定するか、名前の競合の原因となった既存オブジェクトのどれかを削除してください。









	 ORA-39230: サービス名stringは使用できません 
	
原因: データ・ポンプ・ジョブに対して指定されたリソース・サービス名


	
処置: ユーザーによる使用が認められているサービス名を選択してください。









	 ORA-39231: 無効なデータ再マップ名: string 
	
原因: 指定されたデータ再マッピングのタイプはサポートされていません。


	
処置: COLUMN_FUNCTIONデータ再マップのみサポートされています。サポートされているデータ再マップ名を使用して操作を再試行してください。









	 ORA-39232: 無効な再マップ・ファンクション: string 
	
原因: データの再マッピングのために指定したパッケージ・ファンクションが見つかりません。


	
処置: 指定したパッケージ・ファンクションを作成するか、ユーザーにファンクションへのアクセス権を付与してください。









	 ORA-39233: 無効な再マップ列名: string 
	
原因: データの再マッピングに指定された列名が、指定された表に存在しません。


	
処置: 再マップする表内のスカラー列名を指定してください。









	 ORA-39234: ダイレクト・パス・アクセス・メソッドではデータを再マップできません。 
	
原因: ダイレクト・パス・アクセス・メソッドが必要なジョブで、データ再マッピングを要求しました。データの再マッピングには、外部表アクセス・メソッドのみ使用できます。


	
処置: アクセス・メソッドを指定せずにジョブを再試行してください。









	 ORA-39235: データ再マップstringはすでに指定されています 
	
原因: 示された列のデータ再マップはすでに指定されています。列にはデータ再マップを1つのみ定義できます。


	
処置: ジョブに指定されたデータ再マップの一方を削除してください。









	 ORA-39237: XML文書stringのロードに失敗しました。比較プロセスが中断されました。 
	
原因: XML差分解析の実行中にエラーが発生しました。


	
処置: 有効な文書を指定して、XML比較リクエストを再実行してください。









	 ORA-39238: XMLノード属性の差分はサポートされていません。 
	
原因: MDAPI XML差分解析ではノード属性はサポートされていません。


	
処置: 有効な文書を指定して、XML比較リクエストを再実行してください。









	 ORA-39239: 差分が見つかりません。 
	
原因: 比較したXML文書は一致していました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-39240: 差分ドキュメントの処理中にエラーが発生しました。 
	
原因: MDAPI差分ライターでエラーが発生しました。


	
処置: 追加情報は、次のエラー・メッセージのいずれかを参照してください。可能であれば、エラーを修正し、操作を再試行してください。









	 ORA-39242: 表属性のため、stringをエクスポート/インポートできません。 
	
原因: エクスポートまたはインポートの成功を妨げる表属性の詳細はデータ・ポンプのマニュアルを参照してください。


	
処置: 表属性の競合を解決してください。









	 ORA-39243: インポート・ジョブには'TRANSPORT_DATAFILES'パラメータが必要です。 
	
原因: エクスポート・ジョブで'TRANSPORTABLE=ALWAYS'を使用しました。インポート・ジョブにはTRANSPORT_DATAFILESを指定する必要があります。


	
処置: このジョブに関連するデータファイルのトランスポートを指定してください。









	 ORA-39245: インポート・ジョブにはエクスポート・ダンプ・ファイル"string"が必要です 
	
原因: データ・ポンプのIMPORTまたはSQL_FILE操作が実行されましたが、データ・ポンプ・エクスポート・ダンプ・ファイルのセットから一部のファイルが組み込まれませんでした。


	
処置: エクスポート・ログ・ファイルで、現行のジョブにエクスポートされたすべてのファイルが組み込まれていることを確認してください。インポート・ログ・ファイルにも、欠落しているファイルのエクスポート名が一覧表示されます。









	 ORA-39246: 指定したダンプ・ファイル内でマスター表を検出できません 
	
原因: データ・ポンプのIMPORTまたはSQL_FILE操作が実行されましたが、データ・ポンプ・エクスポート・ダンプ・ファイルのセットから一部のファイルが組み込まれませんでした。具体的には、エクスポート・ジョブのマスター表が含まれているダンプ・ファイルが指定されませんでした。


	
処置: エクスポート・ログ・ファイルで、現行のジョブにエクスポートされたすべてのファイルが組み込まれていることを確認してください。









	 ORA-39251: SecureFile LOBのメタデータを含むスカラー、列stringへのインポートは許可されていません。 
	
原因: メタデータを含むSecureFile LOBをスカラー列にインポートしようとしました。


	
処置: スカラー列をSecureFile LOBに変更してください。









	 ORA-39252: SecureFile LOBのメタデータまたはアーカイブ済SecureFile LOBを含むBasicFile LOBへのインポートは許可されていません 
	
原因: メタデータを含むSecureFile LOB、またはエクスポート時にアーカイブされたSecureFile LOBを、BasicFile LOBにインポートしようとしました。


	
処置: 別の表へのインポートを実行し、すべてのアーカイブ済SecureFile LOBでDBMS_LOB.ARCHIVE_GETを実行してから、INSERT AS SELECTを使用してSecureFile LOBのデータをBasicFile LOBに移行してください。









	 ORA-39253: 指定の表は存在しません。 
	
原因: このエクスポート・ジョブに指定した表が存在しません。


	
処置: 指定した表のリストをチェックし、表がリストにあることを確認してください。









	 ORA-39254: 列にデフォルト値があり、ロードされていない既存の表には、直接パスをロードできません。表string、列string 
	
原因: デフォルト値のある列があり、その列にロードされない既存の表には、直接パスのアクセス・メソッドを使用してロードできません。


	
処置: インポートのコマンドラインからACCESS_METHODパラメータを削除してください。









	 ORA-39255: PLUGTS_BLKのフェッチに失敗しました。 
	
原因: データ・ポンプはPLUGTS_BLKオブジェクトがエクスポートされると予期しましたが、エクスポートされたものはありませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-39256: 読取り専用データベースからのトランスポータブル表領域データ・ポンプ・ジョブはサポートされていません。 
	
原因: リモート・データベースが読取り専用ですが、ネットワーク・リンク経由でトランスポータブル表領域を使用するデータ・ポンプのエクスポート・ジョブには、リモート・データベースが読取り/書込みであることが必要です。


	
処置: トランスポータブル表領域なしでデータ・ポンプを使用するか、リモート・データベースを読取り/書込みにします。









	 ORA-39257: 10を超える列にデータを再マップすることはできません。 
	
原因: REMAP_DATAを使用して10より多い列を再マップしようとしました。


	
処置: REMAP_DATAを使用して、10より多い列を再マップしないでください。









	 ORA-39258: クラスタ名を変更できません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、名前の異なる2つのクラスタを比較しました。クラスタの名前を変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39259: クラスタに列を追加できません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、列リストの異なる2つのクラスタを比較しました。クラスタに列を追加するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39260: クラスタから列を削除できません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、列リストの異なる2つのクラスタを比較しました。クラスタから列を削除するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39261: クラスタの列を変更できません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、列リストの異なる2つのクラスタを比較しました。クラスタで列を変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39262: ハッシュ・クラスタのサイズを変更できません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、サイズの異なる2つのハッシュ・クラスタを比較しました。クラスタでハッシュ・クラスタのサイズを変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39263: PARALLEL INSTANCESを変更できません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFは、どちらにもPARALLELがあるが、INSTANCES値が異なる2つのオブジェクトを比較していました。PARALLEL INSTANCESを変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39264: 表: stringのタイプを変更できません 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、異なるタイプの表を比較していました(リレーショナル表、オブジェクト表またはXMLType表)。表のタイプを変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39265: オブジェクト表: stringのobject_typeを変更できません 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、異なるオブジェクト・タイプに基づいてオブジェクト表を比較していました。オブジェクト表のオブジェクト・タイプを変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39266: パーティション化されていない表をパーティション表に変更することはできません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFは、未パーティションとパーティション化済の2つの表を比較していました。パーティション化されていない表をパーティション化するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39267: 表の列からデフォルトを削除できません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFは、デフォルト値を持つ列と、持たない列の、2つの表の列を比較していました。列デフォルトを削除するためのSQL ALTER構文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39268: 実際の列の仮想列への変更(またはその逆)はできません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFは、仮想列と実際の列の、2つの表の列を比較していました。仮想列を実際の列にしたり、その逆を行ったりするためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39269: LONG型の列をLOB以外に変更することはできません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFは、LONG型と、LOB以外のデータ型の、2つの表の列を比較していました。LONGデータ型を、CLOBまたはNCLOB以外の型に変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39270:LOB列をその他のデータ型に変更することはできません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFは、CLOB、NCLOBまたはBLOB型と、それ以外のデータ型の、2つの表の列を比較していました。LOB列のデータ型を変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39271: 列: stringの代替性を変更することはできません 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、2つの表の列を比較していました。このエラーは、1列目が置換可能で2列目が置換可能でないため、または、1列めがOF TYPEで、2列目が置換可能であるために発生する場合があります。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39272: ネストした表の列: stringの編成を変更することはできません 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、ネストした2つの表の列を比較していました。片方はヒープ表で、片方は索引構成表でした。ネストした表の編成を変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39273: XMLType列: stringの格納タイプを変更することはできません 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、格納タイプ(CLOB、BINARY、OBJECT RELATIONAL)の異なる2つのXMLType列を比較していました。XMLType列の格納タイプを変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39274: 表の物理編成を変更することはできません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、物理編成(ヒープ、索引構成、外部またはクラスタ)の異なる2つの表を比較していました。表の物理編成を変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39275: INITIAL記憶域オプションを変更することはできません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、FREELIST GROUPS記憶域オプションの異なる2つの表を比較していました。表のINITIAL記憶域オプションを変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39276: MINEXTENTS記憶域オプションを変更することはできません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、MINEXTENTS記憶域オプションの異なる2つの表を比較していました。表のMINEXTENTS記憶域オプションを変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39277: FREELIST GROUPS記憶域オプションを変更することはできません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、FREELIST GROUPS記憶域オプションの異なる2つの表を比較していました。表のFREELIST GROUPS記憶域オプションを変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39278: セグメントのある表をセグメント作成の異なる表に変更することはできません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、割当て済セグメントを持つ第1の表と、遅延セグメントを持つ第2の表の、2つの表を比較していました。すでにセグメントのある表を、セグメント作成が遅延される表に変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39279: オーバーフロー・セグメントの表領域は変更できません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、オーバーフロー・セグメントの異なる表領域がある、2つの索引構成表を比較していました。オーバーフロー・セグメントの表領域を変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39280: オーバーフロー・セグメントは削除できません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが2つの索引構成表を比較していましたが、片方にはオーバーフロー・セグメントがあり、片方にはありませんでした。オーバーフロー・セグメントを削除するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39281: 索引構成マテリアライズド・ビューのCOMPRESSは変更できません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、キー圧縮値の異なる2つの索引構成マテリアライズド・ビューを比較していました。索引構成マテリアライズド・ビューのキー圧縮を変更するSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39282: パーティション表のパーティションのデフォルト表領域は変更できません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、デフォルト表領域の異なる2つのパーティション表を比較していました。パーティション表のデフォルト表領域を変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39283: ハッシュ・パーティション: stringは削除、分割またはマージできません 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、ハッシュによってパーティション化またはサブパーティション化された2つの表または索引を比較していましたが、1つめのオブジェクトの(サブ)パーティションが2つめのオブジェクトに存在しませんでした。削除、分割またはマージなどのパーティション・メンテナンス操作は、リスト(サブ)パーティション・オブジェクト、またはレンジ(サブ)パーティション・オブジェクトでのみ実行できます。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39284: リスト・サブパーティション: stringのリスト値は変更できません 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、リストによりサブパーティション化された2つの表を比較していましたが、片方のサブパーティションが、もう一方のサブパーティションと、名前が同じで値リストが異なっていました。リスト・サブパーティションのリスト値を変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39285: 索引キー圧縮は変更できません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、キー圧縮値の異なる2つの索引を比較していました。索引キー圧縮を変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39286: 索引タイプ間の変換はできません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、タイプの異なる(たとえば表索引、ドメイン索引、クラスタ索引、ビットマップ索引またはビットマップ結合索引)2つの索引を比較していました。索引のタイプを変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39287: 索引列リストは変更できません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、列リストの異なる2つの索引を比較していました。索引の列を変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39288: 索引ベース表は変更できません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、異なる表上で定義された2つの表索引を比較していました。索引のベース表を変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39289: ローカル索引パーティションやサブパーティション: stringは追加または削除できません 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、パーティションまたはサブパーティションの異なる2つのローカル・パーティション索引を比較していました。ローカル・パーティション索引のパーティションまたはサブパーティションの追加や削除をするためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39290: グローバルなパーティション索引のパーティションは削除できません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、2つのグローバル・パーティション索引を比較していましたが、1つめの索引のパーティションが2つめの索引に存在しません。グローバル・パーティション索引のパーティションを削除するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39291: 索引記憶域オプション: stringは変更できません 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、指定された記憶域オプションの値が異なる2つの索引を比較していました。この記憶域オプションを変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39292: ビットマップ結合索引の結合表は変更できません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、結合表が異なる、2つのビットマップ結合索引を比較していました。ビットマップ結合索引の結合表を変更するSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39293: ビットマップ結合索引の結合条件は変更できません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、結合条件が異なる、2つのビットマップ結合索引を比較していました。ビットマップ結合索引の結合条件を変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39294: ドメイン索引の索引タイプは変更できません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、索引タイプの異なる2つのビットマップ・ドメイン索引を比較していました。ドメイン索引の索引タイプを変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39295: 索引ベース・クラスタは変更できません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、異なるクラスタ上で定義された2つのクラスタ索引を比較していました。クラスタ索引のベース・クラスタを変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39296: 索引のパーティション化タイプまたはパーティション化列は変更できません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、非互換のパーティショニングを持つ2つの索引を比較していました: (1)片方がパーティション化済で片方が未パーティション (2)どちらもパーティション化済だが、方法が異なる(ローカルvsグローバル、ハッシュvsレンジ)(3)どちらもパーティション化済だが、列が異なる。索引のパーティション化方法を変更するSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39297: マテリアライズド・ビュー属性: stringは変更できません 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、非互換の属性を持つ2つのマテリアライズド・ビューを比較していました。マテリアライズド・ビューのこの属性を変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39298: マテリアライズド・ビューのパーティション化タイプまたはパーティション化列は変更できません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、非互換のパーティショニングを持つ2つのマテリアライズド・ビューを比較していました: (1)片方がパーティション化済で片方が未パーティション (2)どちらもパーティション化済だが、方法が異なる(ローカルvsグローバル、ハッシュvsレンジ)(3)どちらもパーティション化済だが、列が異なる。マテリアライズド・ビューのパーティション化方法を変更するSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39299: マテリアライズド・ビューの物理編成は変更できません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、物理編成(ヒープ、索引構成など)の異なる2つのマテリアライズド・ビューを比較していました。マテリアライズド・ビューの索引構成を変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39300: マテリアライズド・ビュー・ログのパーティション化タイプまたはパーティション化列は変更できません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、非互換のパーティショニングを持つ2つのマテリアライズド・ビュー・ログを比較していました: (1)片方がパーティション化済で片方が未パーティション (2)どちらもパーティション化済だが、方法が異なる(ローカルvsグローバル、ハッシュvsレンジ)(3)どちらもパーティション化済だが、列が異なる。マテリアライズド・ビュー・ログのパーティション化方法を変更するSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39301: マテリアライズド・ビュー・ログ: stringに記録された値は変更できません 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、異なる値を記録している2つのマテリアライズド・ビュー・ログを比較しており、1つめのマテリアライズド・ビュー・ログで設定されている値の組を、2つめののマテリアライズド・ビュー・ログのものに変更できません。個別の問題内容は、エラー・メッセージを参照してください。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39302: マテリアライズド・ビュー・ログの表領域は変更できません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、異なる表領域を持つ2つのマテリアライズド・ビュー・ログを比較していました。マテリアライズド・ビューの表領域を変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39303: キュー: stringの属性は変更できません 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、調整できない属性の相違がある2つのアドバンスト・キューを比較していました。個別の問題内容は、エラー・メッセージを参照してください。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39304: キュー表: stringの属性は変更できません 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、調整できない属性の相違がある2つのAQキュー表を比較していました。個別の問題内容は、エラー・メッセージを参照してください。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39305: 順序: stringの属性は変更できません 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、調整できない属性の相違がある2つの順序を比較していました。個別の問題内容は、エラー・メッセージを参照してください。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39306: トリガー: stringの属性は変更できません 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、調整できない相違がある2つのトリガーを比較していました。個別の問題内容は、エラー・メッセージを参照してください。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39307: タイプ: stringの属性は変更できません 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、調整できない相違がある2つのタイプを比較していました。個別の問題内容は、エラー・メッセージを参照してください。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39308: ビュー: stringの属性は変更できません 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、調整できない相違がある2つのビューを比較していました。個別の問題内容は、エラー・メッセージを参照してください。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39309: BIGFILEとSMALLFILE間の表領域の変更はできません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、片方がBIGFILEで片方がSMALLFILEの2つの表領域を比較していました。SMALLFILEからBIGFILEに、またはその逆に表領域を変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39310: 表領域タイプは変更できません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、タイプ(永続、一時またはUNDO)の異なる2つの表領域を比較していました:。表領域のタイプを変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39311: 表領域のブロックサイズは変更できません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、ブロックサイズの異なる2つの表領域を比較していました。表領域のブロックサイズを変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39312: 表領域の暗号化は変更できません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、暗号化済と未暗号化の、2つの表領域を比較していました。暗号化プロパティを変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39313: 表領域のフラッシュバック・モードは変更できません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、片方がフラッシュバック・モードで、片方がそうでない2つの表領域を比較していました。表領域のフラッシュバック方法を変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39314: 表領域のextent_managementは変更できません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、エクステント管理プロパティの異なる2つの表領域を比較していました。表領域のエクステント管理プロパティを変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39315: 永続表領域またはUNDO表領域の最初のデータファイルは削除できません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、2つの永続またはUNDO表領域を比較していました。1つめの表領域の最初のデータ・ファイルが、2つめの表領域にありません。永続またはUNDO表領域から1つめのデータ・ファイルを削除するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39316: SMALLFILE表領域のデータファイルのサイズは変更できません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、2つのSMALLFILE表領域を比較していました。1つめの表領域のデータ・ファイルのサイズが、2つめの表領域の対応するデータ・ファイルのサイズと異なります。SMALLFILE表領域でデータ・ファイルの大きさを変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39317: 表領域のセグメント領域管理は変更できません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、セグメント領域管理の異なる2つの表領域を比較していました。表領域のセグメント領域管理を変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39318: ユーザー名は変更できません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが、名前の異なる2人のユーザーを比較しました。ユーザー名を変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39319: パスワードの有効期限は元に戻せません。 
	
原因: DBMS_METADATA_DIFFが2人のユーザーを比較していましたが、第1のユーザーのパスワードが期限切れでした。ユーザー・パスワードの有効期限を元に戻すためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39320: エクスポート・データベースとインポート・データベースで列名が一致しません。 
	
原因: インポートされている表の列名が、既存の表の列名と一致しませんでした。


	
処置: エクスポート・データベースとインポート・データベースで列名が一致することを確認してください。









	 ORA-39321: ファンクション索引または仮想式の列は変更できません: string 
	
原因: 変更された列が、仮想列またはファンクション索引式で参照されました。このタイプの式の、参照される列を変更するためのSQL ALTER文がありません。


	
処置: SQL ALTER文では相違点を除去できません。









	 ORA-39322: タイムゾーンによるタイムスタンプ列と別のタイムゾーン・バージョンを使用するトランスポータブル表領域は使用できません。 
	
原因: ソース・データベースのタイムゾーンのバージョンがターゲット・データベースとは異なり、タイムゾーン列によるタイムスタンプがあるダンプ・ファイルに表が存在しました。


	
処置: ターゲット・データベースをソース・データベースと同じタイムゾーン・バージョンに変換するか、トランスポータブル表領域なしのデータ・ポンプを使用してください。









	 ORA-39323: 外部表ダンプ・ファイル"string"からデータをロードできません 
	
原因: ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバを使用して外部表で作成されたダンプ・ファイルがインポート操作に指定されました。このタイプのダンプ・ファイルは、Data Pumpインポート・ユーティリティを使用して処理できません。


	
処置: この外部表によるダンプ・ファイル内のデータには、ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバを使用してアクセスします。









	 ORA-39324: データ・ポンプ・ダンプ・ファイル"string"からデータをロードできません 
	
原因: データ・ポンプを使用して作成されたダンプ・ファイルが、ロード操作に対して指定されました。このタイプのダンプ・ファイルは、ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバを使用して外部表で処理できません。


	
処置: このダンプ・ファイル内のデータにはデータ・ポンプを使用してアクセスします。









	 ORA-39325: TABLE_EXISTS_ACTIONはstringに適用できません。 
	
原因: この表と共通の名前を使用するオブジェクトがすでに存在します。表名、制約、LOB記憶域表、または表定義の他の何かで、名前の競合がある可能性があります。


	
処置: データ・ダンプを実行する前に既存のオブジェクトを削除してください。









	 ORA-39328: 暗号化パスワードが長すぎます 
	
原因: データ・ポンプ・ジョブに対して指定された暗号化パスワードは、その長さが最大許容の長さを超えていたため、無効でした。ダンプ・ファイル・セットを暗号化するためにパスワードを使用する場合、その最大長は1000バイトです。暗号化済の列を再暗号化するためにのみパスワードを使用する場合、その最大長は30バイトです。


	
処置: 有効な暗号化パスワードを使用して操作を再試行してください。









	 ORA-39329: 表領域stringはローカルで管理されることが必要です。 
	
原因: TRANSPORTABLE=ALWAYSパラメータを指定してOracle Data Pumpジョブを実行しようとしました。FULL=YおよびTRANSPORTABLE=ALWAYSパラメータを指定して実行するOracle Data PumpジョブでEARLY_OPTIONSのデータを含む表領域は、ローカルで管理される必要があります。


	
処置: TRANSPORTABLEパラメータをALWAYSに設定せずに、Oracle Data Pumpジョブを実行してください。









	 ORA-39331: ウォレットがリモート・ノードでオープンしていません 
	
原因: セキュリティ・モジュール・ウォレットがリモート・ノードでオープンしていません。


	
処置: ウォレットをリモート・ノードでオープンしてください。









	 ORA-39339: 表stringは、タイムゾーン・バージョンの不一致によるトランスポータブル・インポートおよびTSTZの問題でスキップされました。 
	
原因: ソース・データベースのタイムゾーン・バージョンがターゲット・データベースとは異なり、この表にはTIMESTAMP WITH TIME ZONEデータが含まれます。


	
処置: ターゲット・データベースをソース・データベースと同じタイムゾーン・バージョンに変換するか、この表をエクスポートし、その後インポートする従来のデータ移動にOracle Data Pumpを使用します。









	 ORA-39353: stringに対するデータはインポートされませんでした。タイム・ゾーン・バージョンstringファイルが見つかりません。 
	
原因: この表にTIMESTAMP WITH TIME ZONEデータが含まれ、Oracle Data Pumpではタイムゾーン・ファイルのソース・バージョンをロードする必要がありました。このバージョンが見つかりません。


	
処置: 最新のタイム・ゾーン・バージョン・ファイルをインストールしてください。









	 ORA-39359: ソース・タイムゾーン・バージョンはstringで、ターゲット・タイムゾーン・バージョンはstringです。 
	
原因: ソース・データベースのタイム・ゾーン・バージョンが、ターゲット・データベースのタイム・ゾーン・バージョンとは異なります。


	
処置: タイム・ゾーン・バージョンがエクスポートおよびターゲット・データベースで異なる場合、TIMESTAMP WITH TIME ZONEデータを含む表は、トランスポータブル表領域テクノロジを使用してインポートできません。影響を受けるすべての表は、インポート・ジョブ中に報告され、作成はされません。報告されるものがある場合、ターゲット・データベースをソースと同じタイムゾーン・バージョンに変換するか、影響を受ける表をエクスポートし、その後インポートする従来のデータ移動にOracle Data Pumpを使用します。









	 ORA-39360: 表stringは、タイムゾーン・バージョンの不一致によるトランスポータブル・インポートおよびTSLTZの問題でスキップされました。 
	
原因: ソース・データベースのタイム・ゾーンがターゲット・データベースとは異なり、この表にはTIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONEデータが含まれます。


	
処置: ターゲット・データベースをソース・データベースと同じタイムゾーンに変換するか、この表をエクスポートし、その後インポートする従来のデータ移動にOracle Data Pumpを使用します。









	 ORA-39361: ソース・タイムゾーンはstringで、ターゲット・タイムゾーンはstringです。 
	
原因: ソース・データベースのタイム・ゾーン・バージョンが、ターゲット・データベースのタイム・ゾーンと異なります。


	
処置: タイム・ゾーンがエクスポートおよびターゲット・データベースで異なる場合、TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONEデータを含む表は、トランスポータブル表領域テクノロジを使用してインポートできません。影響を受けるすべての表は、インポート・ジョブ中に報告され、作成はされません。報告されるものがある場合、ターゲット・データベースをソースと同じタイムゾーンに変換するか、影響を受ける表をエクスポートし、その後インポートする従来のデータ移動にOracle Data Pumpを使用します。









	 ORA-39363: バージョンアップした型をstringに対して保存できませんでした 
	
原因: インポート時に型の各バージョンを適用しようとすると、コンパイル・エラーが発生します。型は最新のバージョンに対してのみ正常に再作成されました。


	
処置: このタイプの以前のバージョンを含むエクスポート・ダンプ・ファイル、およびにトランスポータブル表領域は、この型定義の上にインポートすることはできません。









	 ORA-39500: CRSへの起動/シャットダウン・イベント(データベース"string"、インスタンス"string")の通知に失敗しました(無視されます) 
	
原因: インスタンスが、CRSフレームワークの通知に必要なコンテキストまたは情報を取得できませんでした。


	
処置: 必要ありません。エラーは無視されます。









	 ORA-39501: CRSへの起動/シャットダウン・イベント[string]の通知に失敗しました(無視されます) 
	
原因: インスタンスがCRSフレームワークと通信できませんでした。


	
処置: 必要ありません。エラーは無視されます。









	 ORA-39502: CRSへの起動/シャットダウン・イベント[string]の通知に失敗しました(無視されます) 
	
原因: インスタンスが環境コンテキストを作成できませんでした。


	
処置: 必要ありません。エラーは無視されます。









	 ORA-39503: CRSへの起動/シャットダウン・イベント[string]の通知に失敗しました(無視されます) 
	
原因: インスタンスが環境コンテキストを移入できませんでした。


	
処置: 必要ありません。エラーは無視されます。









	 ORA-39504: CRSへの起動/シャットダウン・イベント[string]の通知に失敗しました(無視されます) 
	
原因: インスタンスがアラート・ファイルの位置を見つけることができませんでした。


	
処置: 必要ありません。エラーは無視されます。









	 ORA-39510: string(string 'string'、'string')の実行時にCRSエラーが発生しましたstring 
	
原因: 関連付けられているCRSリソースでアクションを実行できません。


	
処置: 詳細は続いて表示されるエラー・メッセージを参照してください。エラーを修正して、再試行してください。









	 ORA-39600: キュー・キーは、クラスタ・キーの接尾辞である必要があります。 
	
原因: クラスタ・キーの接尾辞以外からキュー・キー列を指定しようとしました。


	
処置: キュー・キー列はクラスタ・キーの接尾辞としてのみ指定してください。









	 ORA-39601: ハッシュ・キーは必須です。 
	
原因: クラスタ・キーの指定にハッシュ・キーがありません。


	
処置: 1つ以上のハッシュ・キー列を指定してください。









	 ORA-39700: データベースは、UPGRADEオプションを使用してオープンしてください 
	
原因: 通常のデータベースのオープンを試みましたが、データベースが現在のサーバーのバージョンにアップグレードされていません。


	
処置: catupgrd.sql(データベースのアップグレード用)またはcatalog.sqlとcatproc.sql(最初のデータベース作成後)を実行するためにデータベースをオープンする場合、UPGRADEオプションを使用してください。









	 ORA-39701: データベースをUPGRADEまたはDOWNGRADE用にEXCLUSIVEでマウントしてください 
	
原因: データベースは、SHAREDクラスタ・アクセス用にマウントされていました。


	
処置: CLUSTER_DATABASE初期化パラメータをFALSEに設定して、UPGRADEまたはDOWNGRADEオプションを使用してサーバーを再起動してください。









	 ORA-39702: データベースがUPGRADEまたはDOWNGRADE用にオープンしていません 
	
原因: アップグレード、ダウングレード、再ロードまたはパッチのスクリプトが起動されたときに、データベースがUPGRADEまたはDOWNGRADEでオープンされていませんでした。


	
処置: STARTUP UPGRADEを使用して、アップグレードのために、またはパッチ・セットを適用するためにデータベースをオープンしてください。ダウングレード・スクリプトまたは再ロード・スクリプトの実行では、STARTUP DOWNGRADEを使用してください。









	 ORA-39703: サーバーのバージョンとスクリプトのバージョンが一致していません 
	
原因: アップグレード、ダウングレード、再ロードまたはパッチのスクリプトが起動されましたが、データベース・インスタンスのバージョンがスクリプトで指定したバージョンではありませんでした。


	
処置: 正しいORACLE_HOMEおよびORACLE_SID環境変数が設定されていることを確認してください。SQLスクリプトが正しいORACLE_HOMEから起動されていることも確認してください。









	 ORA-39704: コンポーネントのレジストリ・エントリを変更する権限が拒否されました 
	
原因: コンポーネント・レジストリ内のエントリを変更しようとしましたが、セッションのユーザーが許可されませんでした。コンポーネントのCONTROLまたはSCHEMAユーザーのみがコンポーネント・レジストリのエントリの変更を許可されます。


	
処置: コンポーネントのCONTROLまたはSCHEMAユーザーとして接続してください。









	 ORA-39705: コンポーネント'string'がレジストリ内で見つかりません 
	
原因: コンポーネント・レジストリ内に指定したコンポーネントのエントリがありませんでした。


	
処置: コンポーネントIDの綴りを確認して、DBA_REGISTRYビューを使用して既存コンポーネントをリストしてください。









	 ORA-39706: スキーマ'string'が見つかりません 
	
原因: 指定されたスキーマ名がデータベースで見つかりません。


	
処置: スキーマを作成してからコンポーネントをロードしてください。









	 ORA-39707: 互換性のあるパラメータstringは、stringへダウングレードするには高すぎます 
	
原因: ダウングレードを試行しましたが、互換性のある初期化パラメータ値が、ダウングレードのリリース・バージョンより高いバージョンでした。


	
処置: 互換値を上げてしまうと、以前のリリースへのダウングレードはサポートされません。









	 ORA-39708: コンポーネント'string'はstringコンポーネントではありません 
	
原因: コンポーネントが、指定された名前空間のコンポーネントでありませんでした。


	
処置: 名前空間に有効なコンポーネント識別子を入力するか、セッションの名前空間を正しいコンポーネントの名前空間に設定してください。









	 ORA-39709: コンポーネントのダウングレードが不完全です; stringのダウングレードは中断されました 
	
原因: 1つ以上のコンポーネントがDOWNGRADEDの状態でありませんでした。


	
処置: コンポーネントの問題を修正して、ダウングレード・スクリプトを再実行してください。









	 ORA-39710: UPGRADEモードでOPENする場合、AS SYSDBAでの接続のみ可能です 
	
原因: データベースがアップグレードまたはダウングレードのためにオープンのときに、データベースに接続しようとしました。


	
処置: データベースのアップグレードまたはダウングレードが完了した後、接続を再試行してください。









	 ORA-39711: クリティカル・パッチ番号が最後にインストールされたCPU番号より小さい値です 
	
原因: データベースに最後にインストールされたクリティカル・パッチ・アップデート(CPU)より小さい番号のCPUスクリプトが起動されました。


	
処置: DBA_REGISTRY_HISTORYビューで、データベースの最後のCPUを特定し、最新のCPUをインストールしてください。









	 ORA-39712: XEエディション・サーバーはデータベースを開くことができません 
	
原因: Express Editionのサーバーを使用して、Standard EditionまたはEnterprise Editionのデータベースをオープンしようとしました。


	
処置: Express Editionサーバーは、Express Editionデータベースでのみ使用してください。









	 ORA-39714: スクリプトutlmmig.sqlのアップグレードに失敗しました 
	
原因: 通常のデータベースのオープンを試みましたが、アップグレード・スクリプトutlmmig.sqlを完了できませんでした。


	
処置: データベースをオープンするときにUPGRADEオプションを使用し、utlmmig.sqlを実行してください。









	 ORA-39726: 圧縮表での列の追加/削除操作はサポートされていません 
	
原因: サポートされていない列の追加または削除操作を圧縮表に対して試行しました。


	
処置: 列を追加する場合は、デフォルト値を指定しないでください。DROP列はSET UNUSED列(メタデータ削除列)の形式でのみサポートされます。









	 ORA-39727: COMPATIBLEは10.0.0.0.0以上に設定する必要があります 
	
原因: 圧縮表に対する列の追加または削除操作をデータベース上で実行しました。これには、9.2から10i以上のリリースへのアップグレード中にCOMPATIBLEが10.0.0.0.0以上に設定されている必要があります。


	
処置: COMPATIBLEを10.0.0.0.0に設定して、アップグレードを再試行してください。









	 ORA-39751: PARTITIONED OUTER JOINの両側でのパーティション表は、サポートされていません 
	
原因: PARTITIONED OUTER JOINの両側でパーティションを実行しようとしました。


	
処置: PARTITIONED OUTER JOINの片側でのみ、パーティション表を指定します。









	 ORA-39752: 重複している列は、パーティション化と結合列では使用できません 
	
原因: NATURALまたは指定された列PARTITIONED OUTER JOINのパーティション化と結合列で、重複している列を指定しようとしました。


	
処置: パーティション化と結合列で重複している列を指定しないでください。









	 ORA-39753: PARTITIONED OUTER JOIN条件で、副問合せがサポートされない方法で使用されています 
	
原因: PARTITIONED OUTER JOIN条件で副問合せを使用しようとしました。


	
処置: 結合条件から副問合せを削除してください。









	 ORA-39754: FULL PARTITIONED OUTER JOINはサポートされていません 
	
原因: FULL PARTITIONED OUTER JOINを使用しようとしました。


	
処置: FULL PARTITIONED OUTER JOINは、LEFTおよびRIGHT PARITTION OUTER JOINのUNIONから指定してください。









	 ORA-39761: ストリームを再ロードする前に、このストリームをリセットする必要があります 
	
原因: 前にロード済でまだリセットされていないストリームをロードしようとしました。


	
処置: 指定されたストリームをリセットし、列配列データを変換してからロードを再試行してください。









	 ORA-39762: ストリームは変換順序に従ってロードされる必要があります 
	
原因: 変換順序に従わずにストリームをロードしようとしました。


	
処置: 変換時と同じ順序でストリームをロードしてください。









	 ORA-39763: ストリームはリセットされる前に完全にロードされる必要があります 
	
原因: 変換された列配列データを含み、ロードが完了していないストリームをリセットしようとしました。


	
処置: ストリームをリセットする前に、OCI_SUCCESS、OCI_NO_DATAまたはOCI_NEED_DATAのステータスが戻されるまで、ストリームをロードしてください。









	 ORA-39764: 指定されたストリームは指定されたダイレクト・パス・コンテキストに含まれません 
	
原因: 指定されたダイレクト・パス・コンテキストで作成されていないストリームを使用して、ダイレクト・パス操作が試行されました。


	
処置: 指定されたダイレクト・パス・コンテキストで作成されたストリームのみを使用してください。









	 ORA-39765: ストリームは列配列変換で使用される前に再設定される必要があります 
	
原因: ストリームは完全にロード済ですが、まだリセットされていません。


	
処置: ロードによってOCI_SUCCESS、OCI_NO_DATAまたはOCI_NEED_DATAが戻された後、ロードされたストリームをリセットしてください。その後、ストリームを使用して、列配列からストリームへの変換が行えます。









	 ORA-39766: 列配列変換に指定されたストリームが無効です 
	
原因: 列配列からストリームへの変換に再びストリームを使用する前に、ストリームをロードしてリセットする必要があります。このエラーが発行されるのは、指定されたストリームがロードされる前に別のストリームが続いて変換された場合か、このストリームの最後のロードでOCI_ERRORが戻された場合です。


	
処置: ストリームをロードする前に、前のストリームに変換しないでください。また、ロード・ストリームでOCI_ERRORが戻された場合は、ストリーム内に残っているすべての情報がロードされるように、ストリームを再びロードする必要があります。ストリームのロードは、最後の行のみがエラーになった場合でも行ってください。サーバーへの送信が必要なエラー情報がストリームに含まれる可能性があります。









	 ORA-39767: アンロードされたストリーム・データが存在する場合、完了できません 
	
原因: 少なくとも1つのストリーム・バッファが完全にロードされていない状態で、ダイレクト・パスを終了しようとしました。


	
処置: 列配列からストリームへの変換後、ロード・ストリームによってOCI_SUCCESSまたはOCI_NO_DATAのステータスが戻されるまで、すべてのストリームをロードする必要があります。その後でロードを終了できます。









	 ORA-39768: 使用できるダイレクト・パス・コンテキストのトップレベル列配列は1つのみです 
	
原因: ダイレクト・パス・コンテキストで複数のトップレベル列配列を作成しようとしましたが、1つしか許可されていません。


	
処置: 追加のトップレベル列配列が必要な場合は、別のダイレクト・パス・コンテキストを作成してください。









	 ORA-39769: 最終行が完全にロードされていない場合、完了できません 
	
原因: 行の一部はロードされましたが、完全ではありません。


	
処置: ロード・ストリームによってOCI_ERRORまたはOCI_NEED_DATAが戻された場合は、現行の行のロードを完了してください。









	 ORA-39771: ストリームはハンドルが解放される前にロードされる必要があります 
	
原因: 変換後にストリーム・ハンドルを開放しようとしましたが、ストリームはまだロードされていません。


	
処置: ストリーム・ハンドルを開放する前に、OCI_SUCCESS、OCI_NEED_DATAまたはOCI_NO_DATAが戻されるまで、ストリームをロードしてください。OCI_NEED_DATAが戻された場合は、別のストリームをロードして最後の行を完了する必要があります。









	 ORA-39772: OCI_CONTINUEまたはOCI_NEED_DATAの後では、列配列のリセットはできません 
	
原因: 行変換の進行中に列配列をリセットしようとしました。


	
処置: 列配列をリセットする前に現在の行を完了してください。戻されたOCI_NEED_DATAを変換するときに、現在の行を無視するには、現在の行のフラグをOCI_DIRPATH_COL_ERRORに設定します。この後に変換が続く必要があり、元に戻されて行が無視されます。列配列はリセットできるようになりました。









	 ORA-39773: メタデータ・ストリームの解析に失敗しました 
	
原因: ロード中の表のメタデータ・ストリームを解析しようとして、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-39774: 次のエラーによりメタデータ・ストリームの解析に失敗しました: string 
	
原因: メタデータ・ストリームの解析中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、続いて表示されるエラー・メッセージを参照してください。









	 ORA-39775: 前の致命的エラーにより、ダイレクト・パスAPIコミットは許可されません 
	
原因: 致命的なエラーの後で、ダイレクト・パス・コンテキストをコミットしようとしました。


	
処置: エラーを修正して再試行してください。









	 ORA-39776: 表stringのロード中に、致命的なダイレクト・パスAPIエラーが発生しました 
	
原因: 指定された表または前の表のロード中に、致命的なエラーが検出されました。


	
処置: エラーを修正して再試行してください。









	 ORA-39777: LOB列のロード中は、データ保管を使用できません 
	
原因: LOB列またはLOBとして格納された列(VARRAY型やXML型など)のロード中に、データを保管しようとしました。


	
処置: LOB列のロード時には、データの保管や部分保管を試行しないでください。完全な保管は許可されます。









	 ORA-39778: LOB列のロード中は、パラレル・ロード・オプションを使用できません 
	
原因: 属性OCI_ATTR_DIRPATH_PARALLELを使用して、LOB列をロードしようとしました。このエラーは、LOBとして格納された列(VARRAY型やXML型など)のロード時にも発行されます。


	
処置: LOB列のロード時に、パラレル属性を使用しないでください。









	 ORA-39779: 型"string"."string"が見つからない、または、最新バージョンへの変換が不可能です 
	
原因: 指定された型を使用して表データをインポートできません。この型がデータベースに存在しないか、入力の型を既存の型に変換できませんでした。変換できない理由は次のとおりです。
1. 1つ以上の属性が型に追加されたか、型から削除されたため、データベースに含まれる型のバージョンがエクスポート時の型のバージョンより新しくなっていました。

2. インポート操作の前に型がデータベースに存在していた場合は、型の内部識別子がエクスポート・データベースの型の内部識別子と一致しない可能性があります。インポートが正常に行われるには、識別子が一致する必要があります。




	
処置: データベースに含まれる型が、エクスポート時の型と一致することを確認してください。









	 ORA-39780: ダイレクト・パス・コンテキストは、コンテキストの異常終了後または完了後は操作できません 
	
原因: 指定されたダイレクト・パス・コンテキストが中断されたか、終了しました。


	
処置: 終了したダイレクト・パス・コンテキストをダイレクト・パス関数に追加しないでください。









	 ORA-39781: ダイレクト・パス・ストリームは、同じ表をロードする別のコンテキストの終了後はロードできません 
	
原因: 同じ表をロードする別のコンテキストの終了後に、1つのコンテキストでストリームをロードしようとしました。


	
処置: 同じ表を同じセッションの前のコンテキストとしてロードする別のコンテキストを作成する前に、すべてのコンテキストをクローズしてください。









	 ORA-39782: ダイレクト・パスは、同じ表をロードする別のコンテキストの終了後は準備できません 
	
原因: 同じ表をロードするコンテキストの後でコールされたダイレクト・パスの準備が終了しました。


	
処置: 同じ表を同じセッションの前のコンテキストとしてロードする別のコンテキストを作成する前に、すべてのコンテキストをクローズしてください。









	 ORA-39783: 無効なダイレクト・パス・トランザクションがアクティブです 
	
原因: 最初のOCIDirPathPrepareコールによって起動されたトランザクションで、ダイレクト・パス操作が実行されませんでした。


	
処置: ダイレクト・パスAPI操作をコールする前に、正しいトランザクションがアクティブになっていることを確認してください。









	 ORA-39784: 別の操作が進行中の間は、このダイレクト・パス操作は許可されません 
	
原因: 別のダイレクト・パス操作がアクティブでした。


	
処置: 進行中のすべてのダイレクト・パス操作が完了してから、この操作を試行してください。









	 ORA-39785: ADTオブジェクトを戻すSQL式は、ダイレクト・パスでは許可されません 
	
原因: 渡されたSQL式によって、サポートされていないユーザー定義のADTが戻されました。


	
処置: SQL式を削除してください。









	 ORA-39786: エクスポート・データベースとインポート・データベースで列数が一致しません 
	
原因: 外部表を列の一致しない表にインポートできませんでした。


	
処置: エクスポート・データベースとインポート・データベースの列数が一致しているかどうかを確認してください。









	 ORA-39787: 列stringのサブタイプ"string"."string"はインスタンス化できません。 
	
原因: 指定されたサブタイプをインスタンス化できませんでした。


	
処置: 指定したすべてのサブタイプのインスタンス化が可能であるかどうかを確認してください。









	 ORA-39788: 列stringに対してサブタイプ"string"."string"が複数回指定されています。 
	
原因: 指定されたサブタイプは一意ではありません。


	
処置: 指定したすべてのサブタイプが一意であることを確認してください。









	 ORA-39789: "string"."string"は列stringに対して有効なタイプではありません。 
	
原因: 指定したサブタイプは、ロードする列に対して有効なタイプではありません。


	
処置: 指定したすべてのサブタイプが、ロードする列に対して有効なタイプであることを確認してください。









	 ORA-39790: 列stringに対して属性"string"が複数回指定されています。 
	
原因: 属性が複数回指定されています。


	
処置: 指定したすべての属性が一意であることを確認してください。









	 ORA-39791: 列stringの属性"string"がサブタイプ"string"."string"にありません。 
	
原因: 属性は示されたサブタイプに含まれていません。


	
処置: 指定したサブタイプ索引によって示されたサブタイプに、属性が含まれているかどうかを確認してください。









	 ORA-39792: 属性"string"は列stringにロードされたサブタイプに対して有効ではありません。 
	
原因: 指定した属性は、列に対して指定したサブタイプまたは列に対して定義されたサブタイプに含まれていません。


	
処置: 列にロードされるサブタイプのうち、1つ以上に属性が含まれていることを確認してください。









	 ORA-39793: 属性"string"はロード中の階層内で一意ではありません。 
	
原因: ロード中の階層の複数の系列に属性が定義されています。


	
処置: 属性を記述する場合、ロードされる属性を一意に識別するサブタイプ索引を指定する必要があります。









	 ORA-39794: サブタイプ"string"."string"に対してロードされた属性がありません。 
	
原因: ロードされた属性が示されたタイプに含まれていません。


	
処置: 指定されたサブタイプごとに1つ以上の属性をロードする必要があります。









	 ORA-39795: サブタイプ索引はオブジェクト表または列に対する最初の属性ではありません。string。 
	
原因: 複数のサブタイプを持つオブジェクト列またはオブジェクト表の属性の記述で、サブタイプ索引が最初の属性ではありませんでした。


	
処置: サブタイプ索引をオブジェクト列またはオブジェクト表の最初の属性として記述してください。









	 ORA-39796: stringの列配列エントリは現在のサブタイプに対して有効ではありません 
	
原因: この列は、このオブジェクト列または表に対してロード中の現在のサブタイプの一部ではありません。したがって、このエントリは列配列でNULLである必要があります。


	
処置: 列配列エントリをNULLに設定してください。









	 ORA-39797: サブタイプ索引の値が有効ではありません。 
	
原因: 列配列のサブタイプ索引値は、オブジェクト列またはオブジェクト表に対して有効ではありません。


	
処置: 列配列のサブタイプ索引を、この表または列に対する有効な値に設定してください。









	 ORA-39798: 列配列の行オフセットnumberが範囲外です(最大値: number)。 
	
原因: 指定した行オフセットは、列配列に対して大きすぎます。


	
処置: 行オフセットが範囲内かどうかを確認してください。









	 ORA-39799: 列索引numberが範囲外です(最大値: number)。 
	
原因: 指定した列索引は、列配列に対して大きすぎます。


	
処置: 列索引が範囲内かどうかを確認してください。









	 ORA-39800: データベース・バージョンnumberは複数のサブタイプのロードをサポートしていません。 
	
原因: オブジェクト表または列の複数のサブタイプをロードするダイレクト・パスAPIは、Oracle 11以上のリリースでのみサポートされています。


	
処置: Oracle 11以上にデータベースをアップグレードしてください。









	 ORA-39801: サブタイプ"string"."string"は列stringに対して有効なサブタイプではありません。 
	
原因: 指定したサブタイプは、宣言されたタイプではなく、また宣言されたタイプから導出していません。


	
処置: 指定したすべてのサブタイプが、宣言されたタイプであるか、宣言されたタイプから導出されているかどうかを確認してください。









	 ORA-39802: ADTオブジェクト列stringにダイレクト・パス・モードで許可されないSQL式が指定されました。 
	
原因: エラーで報告されたADT列に、ADTを戻したSQL式が指定されています。これはサポートされていません。


	
処置: SQL式を削除してください。









	 ORA-39803: データの保存はパーティション化参照制約のある表では許可されていません。 
	
原因: パーティション化参照制約の親表と子表の両方をロードする場合、データの保存(およびsqlldr ROWSパラメータ)は許可されません。


	
処置: パーティション化参照制約の親表と子表の両方をロードする場合は、データの保存を試みないでください。









	 ORA-39804: 親stringと子stringの両方をロード中にエラーが発生したためロードは中断されました。 
	
原因: パーティション化参照制約の親表と子表のロード中にエラーが発生しました。パーティション化参照制約に違反しないようにロードが中断されました。


	
処置: ロードを中断させたエラーを修正して再試行してください。









	 ORA-39805: 親子をロードする場合、パラレル・ロードは使用できません。 
	
原因: パーティション化参照制約の親子をロードするとき、パラレル・ロードを要求しました。これは許可されていません。


	
処置: パラレル・オプションを削除してください。









	 ORA-39806: string親表string string stringのロックに失敗しました。 
	
原因: パーティション化参照制約の子表のロード時は、親表をSHAREモードでロックする必要があります。


	
処置: 親表をロックできなかった原因を調べて、再試行してください。









	 ORA-39807: 子stringでのデータの部分保存は無視されました。 
	
原因: パーティション化参照制約の親子のロード時、またはドメイン索引を持つ表のロード時に、データの部分保存を試みました。


	
処置: 部分ロードの原因となったエラーを修正して、再試行してください。









	 ORA-39808: SINGLEROWオプションを親表stringに指定する必要があります。 
	
原因: パーティション化参照制約の親表と子表をロードするとき、SINGLEROWオプションを指定しませんでした。


	
処置: パーティション化参照制約の親子をロードする場合は、親に対してSINGLEROWオプションを指定してください。









	 ORA-39809: データの保存はドメイン索引のある表では許可されていません。 
	
原因: ドメイン索引のある表をロードするとき、データの保存(およびsqlldr ROWSパラメータ)は許可されません。


	
処置: ドメイン索引のある表をロードする場合は、データの保存を試みないでください。









	 ORA-39810: データの保存はNO_INDEX_ERRORSが指定されている場合許可されません。 
	
原因: データの保存(およびsqlldr ROWSパラメータ)は、NO_INDEX_ERRORSオプションを指定してロードする場合は許可されません。


	
処置: NO_INDEX_ERRORSオプションを指定して表をロードする場合は、データの保存を試みないでください。









	 ORA-39811: 索引string.stringには次のエラーがありました 
	
原因: 索引で次のエラーが発生しました。


	
処置: エラーを修正して、再試行してください。









	 ORA-39812: 索引string.string、パーティションstringには次のエラーがありました 
	
原因: 索引で次のエラーが発生しました。


	
処置: エラーを修正して、再試行してください。









	 ORA-39813: 索引string.stringにはstringパーティション・エラーがありました 
	
原因: 論理索引エラーがパーティション索引で発生し、このメッセージの下に表示される1つ以上の索引パーティションが影響を受けました。


	
処置: エラーを修正して、再試行してください。









	 ORA-39814: SKIP_INDEX_MAINTENANCEオプションはNO_INDEX_ERRORSとともに使用できません。 
	
原因: SKIP_INDEX_MAINTENANCEオプションがNO_INDEX_ERRORSオプションとともに使用されました。


	
処置: SKIP_INDEX_MAINTENANCEはNO_INDEX_ERRORSとともに使用しないでください。









	 ORA-39815: 外部表のダイレクト・パスのアンロードは許可されません。 
	
原因: ダイレクト・パスAPIのアンロードを使用して外部表をアンロードしようとしました。


	
処置: ダイレクト・パスのアンロードを使用して外部表をアンロードしないでください。









	 ORA-39816: 暗号化された列(string.string)のある表のダイレクト・パスのアンロードは許可されません。 
	
原因: ダイレクト・パスAPIのアンロードを使用して、暗号化された列のある表をアンロードしようとしました。


	
処置: ダイレクト・パスのアンロードを使用して暗号化された列のある表をアンロードしないでください。









	 ORA-39817: 索引string.stringは次の理由により無視されました 
	
原因: 索引をロードの開始時に使用できず、使用できない索引はスキップするように指定されていました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-39818: 索引string.string、パーティションstringは次の理由により無視されました 
	
原因: 索引をロードの開始時に使用できず、使用できない索引はスキップするように指定されていました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-39819: ダイレクト・パス・パラレル・ロードで、OCI_ATTR_DIRPATH_NO_INDEX_ERRORS属性をTRUEに設定することはできません。 
	
原因: ダイレクト・パス・パラレル・ロードでOCI_ATTR_DIRPATH_NO_INDEX_ERRORS属性をTRUEに設定しようとしました。


	
処置: ダイレクト・パス・パラレル・ロードの場合、OCI_ATTR_DIRPATH_NO_INDEX_ERRORSをTRUEに設定しないでください。









	 ORA-39820: 列string、行stringで長さがゼロのLONGが検出されました。 
	
原因: LONG列に、長さがゼロの部分が検出されました。


	
処置: LONG列をロードする場合、長さゼロを使用しないでください。









	 ORA-39822: 新しいダイレクト・パス操作は現在のトランザクションでは許可されません。 
	
原因: すべての以前のダイレクト・パス・コンテキストは終了し、現在のトランザクションはこれらの変更をコミットまたは中止する準備ができていました。


	
処置: 現在のトランザクションをコミットまたは中止し、次のダイレクト・パス・コンテキスト用の新しいトランザクションを開始してください。









	 ORA-39823: 属性OCI_ATTR_DIRPATH_USE_ACTIVE_TRANSはロード操作に対してのみ許可されます。 
	
原因: 属性OCI_ATTR_DIRPATH_USE_ACTIVE_TRANSはロード以外の操作に対して設定されています。


	
処置: OCI_ATTR_DIRPATH_USE_ACTIVE_TRANSはロード操作に対してのみ使用してください。









	 ORA-39824: OCI_ATTR_DIRPATH_USE_ACTIVE_TRANS属性はアクティブなトランザクションがないときに設定されました。 
	
原因: 使用するアクティブなトランザクションがありません。


	
処置: トランザクションを開始するか、属性OCI_ATTR_DIRPATH_USE_ACTIVE_TRANSをTRUEに設定しないでください。









	 ORA-39825: 複数の依存性があるビューまたはシノニム(string.string)のダイレクト・パス・ロードは許可されません。 
	
原因: 複数の依存性があるビューまたはシノニムをロードしようとしました。


	
処置: ダイレクト・パスAPIによりロードされるビューまたはシノニムは1つのオブジェクトに解決される必要があります。









	 ORA-39826: ビューまたはシノニム(string.string)のダイレクト・パス・ロードを解決できませんでした。 
	
原因: シノニムまたはビューが変換できませんでした。


	
処置: ビューまたはシノニムが有効かどうかを確認してください。









	 ORA-39827: PL/SQL関数のダイレクト・パス・ロードは許可されません。 
	
原因: PL/SQL関数をダイレクト・パスAPIでロードしようとしました。


	
処置: PL/SQL関数のダイレクト・パス・ロードを削除してください。









	 ORA-39828: 制約stringは索引string.stringのエラーのため無効でした。 
	
原因: 制約に使用される索引が使用不可に設定されています。


	
処置: 索引が使用不可に設定されている原因のエラーを修正してください。









	 ORA-39829: 列データのファンクション索引が使用不可になりました 
	
原因: SQL*Loaderダイレクト・パス・ロードを使用するファンクション索引で列表をロードしようとしました。


	
処置: ロードが完了してからファンクション索引を再構築してください。









	ORA-39830: XML解析に失敗しましたstring 
	
原因: 文書解析時に、XML Parserがエラーを戻しました。


	
処置: ドキュメントが無効になっている原因のエラーを修正してください。









	 ORA-39901: パーティション表string.stringの一部がトランスポータブル・セットに含まれています。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: SYS.DBA_TAB_PARTITIONSの問合せを実行して表のパーティションを確認してください。









	 ORA-39902: サブパーティション表string.stringの一部がトランスポータブル・セットに含まれています。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: SYS.DBA_TAB_SUBPARTITIONSの問合せを実行して表のサブパーティションを確認してください。









	 ORA-39903: IOTパーティションstring.stringの一部がトランスポータブル・セットに含まれています。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: SYS.DBA_IND_PARTITIONSの問合せを実行して表のパーティションを確認してください。









	 ORA-39904: パーティション・オブジェクトstring.stringの一部がトランスポータブル・セットに含まれています。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: SYS.DBA_IND_PARTITIONSおよびSYS.DBA_TAB_PARTITIONSの問合せを実行してパーティションおよびオーバーフロー・セグメントを確認してください。









	 ORA-39905: 表string.string(表領域string)が、LOBセグメントstring.string(表領域string)を指定しています。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: 必要ありません。









	 ORA-39906: stringは、表string.string(表領域string)と表string.string(表領域string)の間の制約です。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: 必要ありません。









	 ORA-39907: 索引string.string(表領域string)は、表string.string(表領域string)を指定しています。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: 必要ありません。









	 ORA-39908: 索引string.string(表領域string)では主制約string(表string.string、表領域string)が強制されます。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: 必要ありません。









	 ORA-39909: 索引string.string(表領域string)は、表またはクラスタstring.string(表領域string)を指定しています。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: 必要ありません。









	 ORA-39910: パーティションのグローバル索引string.string(表領域string)は、トランスポータブル・セット外のパーティションstring(表string.string、表領域string)を指定しています。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: 必要ありません。









	 ORA-39911: 索引string.string(表領域string)は、トランスポータブル・セット外のパーティションstring(表string.string、表領域string)を指定しています。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: 必要ありません。









	 ORA-39912: パーティション索引string.string(表領域string)は、トランスポータブル・セット外の表string.string(表領域string)を指定しています。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: 必要ありません。









	 ORA-39913: string string.string(表領域string)はトランスポータブル・セットでは使用できません。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: 必要ありません。









	 ORA-39914: 索引string.string(表領域string)は、トランスポータブル・セット外のサブパーティションstring(表string.string、表領域string)を指定しています。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: 必要ありません。









	 ORA-39915: パーティションstring(表string.string、表領域string)は、LOBセグメントstring.string(表領域string)を指定しています。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: 必要ありません。









	 ORA-39916: サブパーティションstring(表string.string、表領域string)は、LOBセグメントstring.string(表領域string)を指定しています。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: 必要ありません。









	 ORA-39917: SYSが所有するオブジェクトstring(表領域string)は、プラガブル・セットでは使用できません 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: 必要ありません。









	 ORA-39918: PLSQLファンクション索引string.string(表領域string)はトランスポータブル・セットでは使用できません。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: 必要ありません。









	 ORA-39919: オブジェクトstring.string(表領域string)は、トランスポータブル・セット内に含まれていません。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: SYS.DBA_OBJECTSを確認してください。









	 ORA-39920: ロールバック・セグメントstring(表領域string)は、トランスポータブル・セットでは使用できません。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: 必要ありません。









	 ORA-39921: デフォルト・パーティション(表)の表領域string(string)は、トランスポータブル・セットに含まれていません。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: 必要ありません。









	 ORA-39922: デフォルト・パーティション(索引)の表領域string(string)は、トランスポータブル・セットに含まれていません。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: 必要ありません。









	 ORA-39923: デフォルト・コンポジット・パーティション(表)の表領域string(string)は、トランスポータブル・セットに含まれていません。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: 必要ありません。









	 ORA-39924: デフォルト・コンポジット・パーティション(索引)の表領域string(string)は、トランスポータブル・セットに含まれていません。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: 必要ありません。









	 ORA-39925: LOBセグメントstring.string(表領域string)が、表string.string(表領域string)を指定しています。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: 必要ありません。









	 ORA-39926: 表string.string(表領域string)と表string.string(表領域string)の間の結合索引です。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: 必要ありません。









	 ORA-39927: 表string.string(表領域string)と表string.string(表領域string)の間の有効範囲REF制約です。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: 必要ありません。









	 ORA-39928: string string.string(表領域string)には、アップグレードされていない発展型のデータが含まれています。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: 必要ありません。









	 ORA-39929: 表string.string(表領域string)には、サポートされていない暗号化列が含まれています。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: 必要ありません。









	 ORA-39930: 違反string。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-39931: XMLスキーマstringの所有者: stringはトランスポータブル・セットに完全には含まれていません。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: 関連する要素を特定し、自己包含を解決してください。









	 ORA-39932: 拡張可能索引string.stringは、トランスポータブル・セットに完全には含まれていません。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: 関連する表および2次オブジェクトのリストを特定し、自己包含を解決してください。









	 ORA-39933: 親表string.stringおよびネストした表の列は、トランスポート・セットに完全には含まれていません。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: DBA_NESTED_TABLESビューを使用してネストした表を特定し、自己包含を解決してください。









	 ORA-39934: マテリアライズド・ビュー・ログstring.string(表領域string)およびマスター表string.string(表領域string)は、トランスポータブル・セットに完全には含まれていません。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: 必要ありません。









	 ORA-39935: 更新可能なマテリアライズド・ビュー・ログstring.string(表領域string)およびマテリアライズド・ビューstring.string(表領域string)は、トランスポータブル・セットに完全には含まれていません。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: 必要ありません。









	 ORA-39936: CSX表領域stringのトークン・マネージャは、トランスポータブル・セットに完全には含まれていません。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: 指定された表領域をトランスポータブル・セットに含めてください。









	 ORA-39937: サポートされていない操作です。バイナリXMLデータに使用するデフォルト・トークン表です。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: DBMS_CSX_ADMINパッケージを使用して、デフォルトのトークン表を新しいトークン表にコピーしてください。









	 ORA-39938: サポートされていない操作です。表領域stringにはバイナリのXMLデータが含まれています。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: 必要ありません。









	 ORA-39939: 複数セットのトークン表が表領域stringで使用されています。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。


	
処置: 指定された表領域に表を再マップして同じトークン表を使用してください。









	 ORA-39940: 子の参照パーティション表string.string (表領域string)か親表string.string (表領域string)のいずれかが含まれていますが、両方は含まれていません。 
	
原因: トランスポータブルの包含チェック時のエラーを説明するための情報メッセージです。親および子参照パーティション表を含める必要があります。


	
処置: 参照パーティション表を確認してください。









	 ORA-39945: トークンが既存のトークンと競合しています。 
	
原因: インポートされた表領域に含まれるバイナリXMLトークンが、既存のトークンと競合していました。


	
処置: トランスポータブル表領域の代わりに、ダンプ・ファイルのエクスポートまたはインポートを使用します。









	 ORA-39946: デフォルト以外のトークン表が見つかりました。 
	
原因: トランスポータブル表領域のインポート時に、デフォルト以外のトークン表が見つかりました。


	
処置: トランスポータブル表領域の代わりに、ダンプ・ファイルのエクスポートまたはインポートを使用します。









	 ORA-39950: PL/SQL警告フラグのパラメータが無効です 
	
原因: 無効な値をPLSQL_WARNINGSフラグに入力したか、またはフラグの値が他の値と競合しています。


	
処置: スイッチに正しい値を入力してください。









	 ORA-39951: PL/SQL警告設定で指定された値が不完全です 
	
原因: 設定に値を入力しなかったか、不完全な値を入力しました。


	
処置: スイッチに正しい構文を入力してください。









	 ORA-39952: 範囲値として指定できるのは数値のみです 
	
原因: 範囲の値に数値以外が指定されました。


	
処置: 数値のみを入力してください。









	 ORA-39953: 指定した範囲値は許容範囲を超えています 
	
原因: 範囲の値が低すぎるか高すぎます。


	
処置: 許可された範囲の値のみを指定してください。









	 ORA-39954: このシステム・パラメータにはDEFERREDが必要です 
	
原因: PLSQL_WARNINGSのALTER SYSTEMコマンドにDEFERREDキーワードがありませんでした。


	
処置: コマンドを変更してDEFERREDキーワードを使用してください。









	 ORA-39955: PL/SQL警告メッセージ番号が無効です 
	
原因: 指定されたPL/SQLメッセージ番号が、有効な範囲内にありませんでした。


	
処置: 有効な範囲内のPL/SQL警告メッセージ番号を指定してください。









	 ORA-39956: PL/SQLコンパイラ・パラメータstringの設定が重複しています 
	
原因: PL/SQLコンパイラ・パラメータを2回以上設定しました。


	
処置: 重複するPL/SQLコンパイラ設定を削除してください。









	 ORA-39957: 警告カテゴリが無効です 
	
原因: メッセージのカテゴリが正しくありません。


	
処置: 有効なカテゴリを指定してください。









	 ORA-39958: 警告カテゴリ修飾子が無効です 
	
原因: カテゴリ修飾子が正しくありません。


	
処置: 有効なカテゴリ修飾子を指定してください。









	 ORA-39959: 警告番号(string)が無効です 
	
原因: 警告番号が正しくありません。


	
処置: 有効な警告番号を指定してください。









	 ORA-39960: スコープはSYSTEMまたはSESSIONのみに設定できます 
	
原因: 指定した有効範囲が設定されませんでした。


	
処置: 有効範囲であるSESSIONまたはSYSTEMを指定してください。









	 ORA-39961: 指定されたメッセージが見つかりません 
	
原因: 指定したメッセージ番号が設定されませんでした。


	
処置: 特定の範囲内に設定されているメッセージ番号を指定してください。









	 ORA-39962: PLSQL_CCFLAGSのパラメータが無効です 
	
原因: PLSQL_CCFLAGSパラメータの値が無効です。


	
処置: PLSQL_CCFLAGSパラメータの有効な値を指定してください。









	 ORA-39964: _PLSQL_MAX_STACK_SIZE(string)に指定した値は使用可能なメモリー(string)を超えています 
	
原因: _PLSQL_MAX_STACK_SIZEパラメータに指定した値が、プロセスで使用できるスタック・サイズを超えています。


	
処置: _PLSQL_MAX_STACK_SIZEパラメータに指定する値を小さくしてください。














22 ORA-40001からORA-40392



	 ORA-40001: stringの値は、0(ゼロ)より大きい必要があります 
	
原因: 入力パラメータの値が0以下です。


	
処置: パラメータに0より大きい値を指定してください。









	 ORA-40002: ワード・サイズは、string以上である必要があります 
	
原因: 入力ワード・サイズがBLAST MatchまたはAlignアルゴリズムに対して決められた限度を下回っています。


	
処置: ワード・サイズを決められた値以上にしてください。









	 ORA-40003: ワード・サイズは、BLAST-Pのstring - stringの範囲内である必要があります 
	
原因: 入力ワード・サイズが決められた範囲外の値です。


	
処置: ワード・サイズを、BLAST-Pに対して決められた範囲内の値にしてください。









	 ORA-40004: ペナルティは、BLAST-Nに対して負数である必要があります 
	
原因: ペナルティに対して指定された入力値が0以上です。


	
処置: 負のペナルティ値を指定してください。









	 ORA-40021: stringという名前の列はトレーニング表stringにありません 
	
原因: 指定された列がトレーニング表にありません。


	
処置: トレーニング表に存在するケースID列またはターゲット列を指定してください。









	 ORA-40022: ケースID列がNULLです - stringの行診断を指定できません 
	
原因: 行診断表名を指定しましたが、対応するケースID列または行ID列がビルド・データにありません。


	
処置: 行診断表の行を識別するNULL以外のケースID列をビルド・データに指定してください。









	 ORA-40023: 指定された属性数では十分なメモリーを割当てできませんでした 
	
原因: ビルド・データに属性が多すぎるか、カテゴリ属性のカーディナリティが高い(あるいはその両方)のため、予測の信頼限界を出力するモデルを作成するための十分なメモリーの割当てができません。


	
処置: 属性の数(特に、カーディナリティの高いカテゴリ)を減らすか、リッジ回帰を有効にしてください。









	 ORA-40024: 最小二乗問題の解法が見つかりませんでした 
	
原因: 予測子の共分散行列が特異であるため、解法が見つかりません。


	
処置: リッジ回帰を有効にするか、厳密な多重共線性をビルド・データから削除してください。









	 ORA-40025: 構成データに参照クラス名が見つかりません 
	
原因: 指定した参照クラス名が構成データに見つかりません。


	
処置: 既存のターゲット値を参照クラス名として指定してください。









	 ORA-40026: 重み表に参照クラス名が見つかりません 
	
原因: 指定した参照クラス名に対応するエントリが重み表にありません。


	
処置: 参照クラス名と重み表の指定を一致させてください。









	 ORA-40027: ターゲット属性に複数の個別値が指定されています 
	
原因: 一般化線形モデルでは、バイナリ分類のみサポートされています。


	
処置: ターゲット値を2つの異なるカテゴリに整理統合してください。









	 ORA-40028: 最小二乗問題の解法が見つかりませんでした 
	
原因: 予測子のビルド・データのスケールが適切でないため、解法が見つかりません。


	
処置: auto prepを有効にして、予測子のビルド・データを標準化してください。









	 ORA-40029: 指定した診断表の名前はすでに存在します 
	
原因: 既存の表と一致する診断表の名前が指定されました。


	
処置: 既存のユーザー表と一致しない表名を選択してください。









	 ORA-40101: Data Miningシステムのエラーstring - string - string 
	
原因: データ・マイニング操作時に内部システム・エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-40102: stringは無効な入力です(Data Mining操作string用) 
	
原因: 入力パラメータがNULLか、指定された操作に対して無効です。


	
処置: 有効な値を指定してください。NUMBERパラメータの範囲を確認してください。









	 ORA-40103: ケースID列: stringが無効です 
	
原因: ケースID列が無効です。ケースID列を指定している場合、入力データ・ソース中に存在する必要があります。ケースID列はターゲット列と同一にはできず、診断表を使用してGLMモデルを作成する場合、列のデータ型はNUMBER、CHARおよびVARCHAR2に制限されます。


	
処置: 入力データのスキーマを変更して、適切なデータ型または長さ(あるいはその両方)のケースID列を指定してください。









	 ORA-40104: 作成したモデルの研修データが無効です 
	
原因: 通知された表に指定されているトレーニング・データは、空か、不適切なデータか、表のスキーマが入力仕様と一致していないかのいずれかの理由で、ビルドには適していません。


	
処置: トレーニング・データを検査し、内容とスキーマを必要に応じて修正してください。









	 ORA-40105: 入力データにはモデル署名との互換性がありません 
	
原因: このビルド後の操作のために指定されたデータの形式が、モデル作成に使用された形式とは異なっています。


	
処置: ビルド・データと一致する属性データ型を持つデータを指定してください。入力データ属性は、モデルのモデル署名に記述されているデータ型と同じデータ型を持っている必要があります。









	 ORA-40106: リフト計算用の正数のターゲット値が指定されていません 
	
原因: 正のターゲット値がLIFTに指定されていません。


	
処置: LIFT操作に正のターゲット値を指定してください。









	 ORA-40107: 操作にはstringオプションのインストールが必要です 
	
原因: 指定されたオプションは、RDBMSにインストールされていません。


	
処置: レポートされたオプションをインストールして、操作を再試行してください。









	 ORA-40108: 入力データに含まれる個別ターゲット(string)値が少なすぎます 
	
原因: BUILDには、2つ以上の異なるターゲット値が必要です。


	
処置: 入力データに、反例のターゲット値を指定してください。









	 ORA-40109: ロジカル・データ・レコードに一貫性がありません 
	
原因: ネストされた列に、レコード識別子の繰返しインスタンスまたは繰返し属性があります。


	
処置: 繰返しインスタンスを削除するか、ラベル付けをやりなおして、非一貫性を解決してください。









	 ORA-40110: 表タイプstringのモデル表が複数見つかりました 
	
原因: 操作はモデル表タイプの重複を生じます。重複はサポートされていません。


	
処置: 重複するエントリを削除してください。









	 ORA-40111: 構成データにマイニング属性が見つかりませんでした 
	
原因: 特殊または空の列のみが存在するため、モデルを作成できませんでした。特殊な列には、ターゲット、行の重みおよびケースIDの列が含まれます。


	
処置: マイニング属性データを入力してください。









	 ORA-40112: 有効なデータ行数が不足しています 
	
原因: ビルド・データにある有効なデータ行が1行以下です。


	
処置: ビルド・データに2行以上の有効なデータ行を入力してください。モデルが分類または回帰モデルの場合、有効な行にはNULLでないターゲットが必要です。重み列の場合、有効な行には正の行の重み値が必要です。また、欠落している値の処理にDELETE_ROWが使用されている場合は、削除を検討してください。









	 ORA-40113: 個別ターゲット値の数が不足しています 
	
原因: ビルド・データに1つ以下の個別ターゲット値が見つかりました。


	
処置: 分類ビルド・データに、2つ以上の個別ターゲット値が含まれている有効な行を入力してください。有効な行にはNULL以外のターゲットが必要です。重み列の場合、有効な行には正の行の重み値が必要です。また、欠落している値の処理にDELETE_ROWが使用されている場合は、削除を検討してください。









	 ORA-40114: 重み表のターゲット値が構成データと一致しませんでした 
	
原因: 重み表のエントリが構成データのターゲット値に対応していません。


	
処置: 重み表のエントリを確認してください。









	 ORA-40115: 重み表のスキーマが正しくありません 
	
原因: 重み表に、必要なスキーマがありません。


	
処置: 重み表にスキーマを入力してください: (target_value, weight)。この場合、最初の列はターゲット列のタイプに対応し(CHAR、VARCHAR2またはNUMBER)、2番目の列のタイプはNUMBERです。









	 ORA-40116: 重み表にNULL値が見つかりました 
	
原因: 重み表にNULLエントリがあります。


	
処置: 重み表のNULLエントリをすべて置換または削除してください。









	 ORA-40117: 重み表にターゲット値の繰返しが見つかりました 
	
原因: 重み表にターゲット値の繰返しがあります。


	
処置: ターゲット値の繰返しを重み表から削除してください。









	 ORA-40118: 重み表のターゲット値の数が不足しています 
	
原因: 重み表のターゲット値が1つ以下です。


	
処置: 重み表に2つ以上のターゲット値を入力してください。









	 ORA-40119: ネストされた列は欠落している値の処理とは互換性がありません 
	
原因: 欠落している値の処理delete_rowは、ネストした列ではサポートされていません。


	
処置: ネストしない2Dデータ表現を使用するか、NULL値を使用して行を手動で削除し、欠落している値の処理delete_rowを無効にしてください。









	 ORA-40120: 重み表の重みの値が無効です 
	
原因: 重み表に負数または0の重み値が見つかりました。


	
処置: 重み表の重み値が正の数であることを確認してください。









	 ORA-40121: 異なるスキーマでの削除モデルには、FORCEオプションは許可されません。 
	
原因: FORCEオプションが指定されましたが、モデルは異なるスキーマにあります。


	
処置: FORCEオプションが必要な場合は、所有スキーマから削除モデルを実行してください。FORCEオプションが不要な場合は、FORCEパラメータをFALSEに設定してください。









	 ORA-40122: 行の重み列stringに対するデータ型が無効です。 
	
原因: 行の重み列に使用可能なデータ型が割り当てられませんでした。


	
処置: データ型がNUMBERまたはFLOATの行の重み列を選択してください。









	 ORA-40181: 列stringに対する変換定義が無効です 
	
原因: 変換定義の列が重複しているかNULLです。


	
処置: 有効な変換定義を指定してください。









	 ORA-40182: 列参照が無効です 
	
原因: 変換式に列参照がないか、複数の参照がある、または参照が修飾されています。


	
処置: 有効な式を指定してください。









	 ORA-40183: 属性stringに対するスタック定義が無効です 
	
原因: スタック定義の式、または反対の式に構文にエラーがあるか、式が変換定義と一致していません。


	
処置: 有効な式を指定してください。









	 ORA-40184: 変換定義がデータと一致しません 
	
原因: 変換定義で、ネストしていないデータに対してネストした変換を指定したか、すべての列が削除されるように指定されています。


	
処置: 有効なデータを指定してください。









	 ORA-40201: 入力パラメータstringは無効です 
	
原因: 入力パラメータがNULLまたは無効です。


	
処置: 入力パラメータに有効な値を指定してください。









	 ORA-40202: 列stringが入力表stringに存在しません 
	
原因: この列が表から欠落しています。


	
処置: 表スキーマを修正するか、正しい列名を指定してください。またはその両方を実行してください。









	 ORA-40203: モデルstringが存在しません 
	
原因: モデルが存在しません。


	
処置: 有効なモデル名を指定してください。









	 ORA-40204: モデルstringは、すでに存在しています 
	
原因: 同じ名前のモデルが存在しています。


	
処置: モデルに一意の別の名前を指定してください。









	 ORA-40205: 設定名stringは無効です 
	
原因: 入力設定名が無効です。


	
処置: 設定表に関する資料を参照し、有効な設定名を指定してください。









	 ORA-40206: 設定名stringに対する設定値が無効です 
	
原因: 指定された設定名に対する入力値が無効です。


	
処置: 設定表に関する資料を参照し、有効な設定値を指定してください。









	 ORA-40207: 機能設定が重複しているか、複数あります 
	
原因: 入力設定表に複数のマイニング関数の設定が含まれています。


	
処置: 設定表には1つの機能に対する設定を指定してください。









	 ORA-40208: 機能stringに対するアルゴリズム設定が重複しているか、複数あります 
	
原因: 入力設定表に、1つのマイニング関数に対する重複するアルゴリズム設定または複数のアルゴリズム設定が含まれています。


	
処置: このマイニング関数に対して適切なアルゴリズム設定を1つのみ指定してください。









	 ORA-40209: 設定stringは、string機能には無効です 
	
原因: 指定された設定は、指定されたマイニング関数に対してサポートされていません。


	
処置: 関数とアルゴリズムの設定の適切な組合せを指定してください。









	 ORA-40210: コスト・マトリックスが指定されている場合に無効なスコア基準タイプです 
	
原因: コスト・マトリックスが指定されている場合のスコア基準タイプがPROBABILITYでない可能性があります。


	
処置: スコア基準タイプをCOSTに設定するか、またはコスト・マトリックスを指定しないでください。









	 ORA-40211: アルゴリズム名stringは無効です 
	
原因: モデルのアルゴリズム名が無効か、操作がアルゴリズムに対して無効です。


	
処置: モデルのアルゴリズム名を確認し、操作が有効であることを確認してください。









	 ORA-40212: string機能の入力データのターゲット・データ型が無効です 
	
原因: ターゲット・データ型が無効です。


	
処置: 分類関数は、CHAR、VARCHAR2およびNUMBERターゲットを受け入れます。回帰関数はNUMBERターゲットのみを受け入れます。









	 ORA-40213: 設定の値が矛盾しています: string、string 
	
原因: 設定値に互換性がありません。


	
処置: ドキュメントを確認し、設定値を変更してください。









	 ORA-40214: 重複した設定: string 
	
原因: 設定表に重複している設定があります。


	
処置: 設定表から重複している設定を削除してください。









	 ORA-40215: モデルstringは現行の操作と互換性がありません 
	
原因: 現在の操作は、モデルが対応するマイニング関数に対してサポートされていません。


	
処置: 現在の操作に適したモデル名を指定してください。









	 ORA-40216: 機能がサポートされていません 
	
原因: この機能はAPIではサポートされていません。


	
処置: この機能を使用しないようにコードを変更してください。









	 ORA-40217: 前の表がトレーニング・データと一致しません 
	
原因: 前の表のエントリが、トレーニング・データのターゲットと一致しません。


	
処置: 前の表のエントリを確認してください。









	 ORA-40218: 前の表と重み表の両方が指定されています 
	
原因: 前の表と重み表の両方がSVMモデル作成用に指定されました。


	
処置: 前の表はクラスの重みを指定するための古い(11g以前)メカニズムで、クラスの重み表はクラスの重みを指定するための新しい(および正しい)方法です。設定表から前の表のエントリを削除します(可能な場合、クラスの重み設定の転送後)。今後は、前の表はNBモデルにのみ有効になる予定です。SVMにはクラスの重みを使用してください。









	 ORA-40219: 適用結果表stringは現行の操作と互換性がありません 
	
原因: 現在の操作は、指定された適用結果表に対して許可されていません。


	
処置: 実行中の操作が、モデル(適用結果表の作成に使用したモデル)をビルドするために使用するマイニング関数に対して有効であることを確認してください。









	 ORA-40220: 属性の最大数を超えています 
	
原因: データの属性が多すぎます。


	
処置: データのディメンションを減らしてください。









	 ORA-40221: 最大ターゲット・カーディナリティを超えています 
	
原因: トレーニング・データのターゲット・カーディナリティが高すぎます。


	
処置: ターゲット・カーディナリティを減らしてください。









	 ORA-40222: データ・マイニング・モデルのエクスポートに失敗しました。ジョブ名=string、エラー=string 
	
原因: モデル・エクスポート・ジョブが失敗しました。


	
処置: DataPumpで必要なエクスポート・ジョブ設定を確認してください。









	 ORA-40223: データ・マイニング・モデルのインポートに失敗しました。ジョブ名=string、エラー=string 
	
原因: モデル・インポート・ジョブが失敗しました。


	
処置: DataPumpで必要なインポート・ジョブ設定を確認してください。









	 ORA-40224: トランザクション入力 - 値列stringに一致するIDがありません 
	
原因: トレーニング・データはトランザクションであり、値列が対応するID指定なしで指定されました。


	
処置: 有効なIDの列名を入力として指定してください。









	 ORA-40225: モデルは現在、別のプロセスで使用中です 
	
原因: モデルは現在他のプロセスで使用されています。


	
処置: 必要に応じて再試行してください。









	 ORA-40226: モデルのアップグレード/ダウングレードは、SYSによって実行する必要があります 
	
原因: 十分な権限を持たないユーザーによって、アップグレードまたはダウングレードのルーチンが起動されようとしています。


	
処置: 移行時には、SYSとしてルーチンを実行してください。









	 ORA-40227: 変換属性が無効です 
	
原因: CREATE_MODELに指定した変換リストは、属性が重複しているかNULLです。ケースIDまたはターゲット属性のattribute_subnameがNULLではありません。ALTER_REVERSE_EXPRESSIONに指定した属性は、モデルに存在しません。


	
処置: NULLおよび重複を削除し、ケースIDおよびターゲット属性を修正してください。または、指定したモデルに対する有効な属性を指定してください。









	 ORA-40228: スコアリング・コスト・マトリックスはすでに存在します 
	
原因: モデルには、スコアリング・コスト・マトリックスがすでに存在します。


	
処置: 新しいスコアリング・コスト・マトリックスを追加するには、最初に既存のスコアリング・コスト・マトリックスを削除してください。









	 ORA-40229: スコアリング・コスト・マトリックスが見つかりません 
	
原因: モデルのスコアリング・コスト・マトリックスがありません。


	
処置: 削除するには、モデルのスコアリング・コスト・マトリックスが必要です。









	 ORA-40230: 変換式が無効です 
	
原因: 式に構文エラーまたはセマンティクス・エラーがあります。


	
処置: 有効な式を指定してください。









	 ORA-40231: トランザクション入力は指定したアルゴリズムと互換性がありません 
	
原因: トランザクション・フォーマットのトレーニング・データは、指定したマイニング・アルゴリズムを使用するモデル作成では受け入れられません。


	
処置: データを2Dの表形式にピボットするか、ネストした表の列からトランザクション入力を指定してください。









	 ORA-40232: トランザクション入力 - 列stringのデータ型に互換性がありません 
	
原因: 入力トレーニング・データの列のデータ型がサポートされていません。


	
処置: 列のデータ型をCHAR、VARCHAR、NUMBERまたはFLOATのいずれか1つにキャストまたは変更してください。









	 ORA-40233: トランザクション入力 - ケースIDをIDstringで指定する必要があります 
	
原因: トレーニング・データはアイテムIDが存在するトランザクションですが、ケースID指定がありません。


	
処置: 有効なケースIDの列名を入力として指定してください。









	 ORA-40251: サポート・ベクトルが見つかりません 
	
原因: 入力データがその性質上予測できないものであるか、入力設定の1つが不正または入力データと不適合です。


	
処置: 追加データを指定するか、モデル設定値を変更してください。









	 ORA-40252: ターゲット値が見つかりません 
	
原因: ロード中に識別されたターゲット値がありません。


	
処置: ターゲットが正しく指定されているか確認してください。









	 ORA-40253: ターゲット・カウンタの例が見つかりません 
	
原因: 正例のみを持つターゲット・クラスが1つ以上あります。


	
処置: 反例を指定するか、そのターゲット・クラスを削除してください。









	 ORA-40254: 1クラス・モデルには事前指定できません 
	
原因: 事前指定が行われました。


	
処置: 1クラス・モデルには事前指定を行わないでください。









	 ORA-40255: 指定された前の表または重み表のスキーマが正しくありません 
	
原因: 設定に指定された前の表またはクラスの重み表に、決められたスキーマがありません。前の表のスキーマはtarget_value、prior_probability、クラスの重み表のスキーマはtarget_value、class_weightであることが必要です。


	
処置: 前述(およびマニュアルに記載)のスキーマと一致するように、入力の前の表またはクラスの重み表のスキーマを変更してください。









	 ORA-40261: モデル作成用の入力データに負の値が含まれています 
	
原因: 入力データに負の値が含まれていますが、これは負以外の行列分解モデルでは無効です。


	
処置: 負の値のないビルド用クリーン・データを指定してください。









	 ORA-40262: NMF: 機能の数は[1, string]の間ではありません 
	
原因: 要求された機能の数は1より大きく、データセット内の属性数またはケース数のいずれか小さいほうの値より小さくする必要があります。


	
処置: 必要な機能の数を許容域内で指定してください。









	 ORA-40263: 意味のあるマトリックス因数分解が見つかりません 
	
原因: 入力データは、0と有意差がありません。


	
処置: データに問題がないかどうか確認してください。または、すべての数値属性に正の定数を追加してください。









	 ORA-40264: マイニング属性(string)の数が最大数(string)を超えました 
	
原因: 入力データに、最大許容数を超える数のマイニング属性が含まれていました。


	
処置: カーディナリティの高いカテゴリ・フィールドの場合は、入力データを確認してください。









	 ORA-40271: 統計的に重要な機能は見つかりませんでした 
	
原因: 入力データが量的または質的(あるいはその両方)に不適切であるため、データ・マイニング・モデルのビルドに統計的に有意な予測子を導くことができません。


	
処置: 十分に準備されたトレーニング・データ・セットを指定してください。









	 ORA-40272: このモデル・モードでは、適用ルールは禁止されています 
	
原因: Adaptive Bayes Networkルールは、SingleFeature ABNモデル用にのみ生成されます。


	
処置: SingleFeatureモードでモデルを再ビルドし、ルール付きで適用してください。









	 ORA-40273: 動的なベイズ・ネットワーク・アルゴリズムのモデル型stringが無効です 
	
原因: abns_model_type設定に有効な値は、abns_multi_feature、abns_single_feature、abns_naive_bayesです。


	
処置: abns_model_type設定に有効な値を使用してください。









	 ORA-40281: モデル名が無効です 
	
原因: モデル名が無効または存在しません。


	
処置: 綴りを確認してください。有効なモデル名は、アルファベット文字で始まり、英数字と特殊文字$、_および#のみで構成されます。名前は30文字以下にする必要があり、予約語は使用できません。









	 ORA-40282: コスト・マトリックスが無効です 
	
原因: コスト・マトリックスの指定が無効です。


	
処置: 有効なコスト・マトリックス指定を提供してください。データ・マイニング関数の構文を確認してください。









	 ORA-40283: コスト・マトリックスがありません 
	
原因: コスト・マトリックスの指定がありません。


	
処置: 有効なコスト・マトリックス指定を提供してください。データ・マイニング関数の構文を確認してください。









	 ORA-40284: モデルが存在しません 
	
原因: 入力されたモデルは存在しません。


	
処置: 綴りを確認してください。









	 ORA-40285: ラベルがモデル内にありません 
	
原因: ユーザー指定のラベルがモデルにありませんでした。


	
処置: 有効なラベルを提供してください。有効なラベルのセットは、PREDICTION_SETを起動することによって分類モデルから、CLUSTER_SETを起動することによってクラスタ・モデルから、FEATURE_SETを起動することによって機能抽出モデルから取得できます。









	 ORA-40286: マイニング・モデルでは、リモート操作は許可されません 
	
原因: ローカル・マイニング・モデルを使用して、リモート表で問合せまたはDML操作を実行しようとしました。


	
処置: リモート表への参照を文から削除してください。









	 ORA-40287: モデルに対するデータが無効です - コサイン距離が有効範囲外です 
	
原因: コサイン・モデルの入力行からの属性値を使用して計算された平均値が、0から1の範囲外です。


	
処置: 無効な行のデータを削除するか、修正してください。









	 ORA-40289: 重複した属性がデータ・マイニング関数に指定されています 
	
原因: データ・マイニング関数への入力として、重複する、ネストされていない属性が提供されました。重複する属性は、モデル署名内に存在し、表名の展開後にUSING句内で複数回出現しており、なおかつネストされた表列内のコレクション要素ではありません。


	
処置: 重複する属性を排除してください。









	 ORA-40290: データ・マイニング関数と互換性のないモデル 
	
原因: 提供されたモデルは、マイニング関数用に作成されているか、関数と互換性のないアルゴリズムに基づいているか、もしくはその両方であるため、データ・マイニング関数で操作できません。


	
処置: 関数に適したモデルの名前を提供してください。









	 ORA-40291: モデル・コストは使用できません 
	
原因: 指定されたモデルは、コスト・マトリックス指定を使用して作成されているとみなされていましたが、実際にはそうではありませんでした。


	
処置: 適切なコスト・マトリックス指定を使用して作成されたモデルに対応するモデル名を提供してください。









	 ORA-40292: 信頼水準は0より大きく1より小さい値である必要があります 
	
原因: 指定した信頼水準値は範囲外です。


	
処置: 信頼水準の値を0<水準<1の範囲で指定してください。









	 ORA-40293: 入力クラスは指定した予測モデルに対して無効です 
	
原因: 指定したモデルは、分類モデルでないか、入力クラス・ラベルがターゲット値として指定されていません。


	
処置: 正しいターゲット値(クラス・ラベル)を指定するか、ターゲット属性のいずれかの値に指定したクラス・ラベルを持つ適切な分類モデルを指定してください。









	 ORA-40301: コスト・マトリックス指定が無効です 
	
原因: 有効なコスト・マトリックスが指定されていません。


	
処置: ドキュメントを参照して、有効なコスト・マトリックス指定を確認してください。









	 ORA-40302: コスト・マトリックス指定のクラス名stringは無効です 
	
原因: 指定された実際のクラス名または予想クラス名が、トレーニング・データに含まれていません。


	
処置: コスト・マトリックス指定で有効なクラス名を提供してください。









	 ORA-40303: 確立の事前指定が無効です 
	
原因: 有効な事前確率が指定されていません。有効な確率は、0から1の間で指定する必要があります。


	
処置: ドキュメントを参照して、有効な事前確率の指定を確認してください。









	 ORA-40304: 確率の事前指定のクラス名stringは無効です 
	
原因: 指定された実際のクラス名または予想クラス名が、トレーニング・データに含まれていません。


	
処置: 事前確率の指定で有効なクラス名を提供してください。









	 ORA-40305: 無効な不純メトリックが指定されています 
	
原因: 指定された不純メトリックは無効です。有効なメトリックには、TREE_IMPURITY_GINI、TREE_IMPURITY_ENTROPYなどがあります。


	
処置: ドキュメントを参照して、有効な不純メトリックおよび指定を確認してください。









	 ORA-40306: このアルゴリズムではdm_nestedタイプはサポートされていません 
	
原因: CREATE_MODELルーチンに入力したトレーニングには、dm_nestedタイプ(DM_NESTED_NUMERICALSまたはDM_NESTED_CATEGORICALS、あるいはその両方)の列が1つ以上あります。現在、Decision Tree、O-ClusterおよびAdaptive Bayes Networkアルゴリズムでは、これらの列はサポートされていません。


	
処置: これらのデータ型の列を入力データ・ソースから削除してください。









	 ORA-40321: ビン番号が無効です。値がゼロまたはマイナスです 
	
原因: 入力ビン番号が、ゼロまたは負の値です。


	
処置: ビン番号は1から始まる正数で指定してください。









	 ORA-40322: ビン番号が大きすぎます 
	
原因: ビン番号が大きすぎます。


	
処置: より小さいビン番号を選択して、データ作成処理をやりなおしてください。









	 ORA-40323: 属性stringの個別値が多すぎます(string) 
	
原因: 属性に許可される個別値の最大数を超過しました。


	
処置: 1024未満のビンを使用して数値データをビン化するか、1024未満の一意の値を使用してカテゴリ・データを再コードします。









	 ORA-40324: すべての行に同じデータが含まれます 
	
原因: すべての行に同じデータが含まれているため、コサイン距離メトリックのk-means法を使用してクラスタ化できません。


	
処置: ユークリッド距離メトリックを使用してください。









	 ORA-40341: モデル記憶域オブジェクトへのアクセス違反 
	
原因: モデルのメタデータとコンテンツを格納するスキーマ・オブジェクトに直接アクセス、またはスキーマ・オブジェクトを変更しようとしました。


	
処置: すべてのマイニング操作(データ・マイニング関数を使用した作成、削除、変更および選択)は、名前付きモデル・オブジェクトに対して実行してください。孤立したスキーマ・オブジェクトであると思われる場合は、担当のDBAまたはOracleサポートまで連絡してください。









	 ORA-40350: 1つ以上の11gモデルが存在します 
	
原因: データベースに11gデータ・マイニング・モデルが存在します。


	
処置: 10gにダウングレードする前に、11gデータ・マイニング・モデルを削除してください。









	 ORA-40361: マイニング・モデルではSELECTおよびALTERのみ有効です 
	
原因: マイニング・モデルに対して無効な権限を付与または取消ししようとしました。


	
処置: マイニング・モデルにSELECTまたはALTER以外の権限の付与または取消しを試みないでください。









	 ORA-40381: stringのフィールドの指定が無効です 
	
原因: 派生フィールドの定義が不正確です。


	
処置: PMMLドキュメントで、フィールドの定義が正確であることを確認してください。









	 ORA-40382: モデルに1つ以上のリニア回帰方程式があります 
	
原因: モデルに1つ以上のリニア回帰方程式がありました。


	
処置: モデルにリニア回帰方程式が1つしかないことを確認してください。









	 ORA-40383: PMMLドキュメントにモデルがありません 
	
原因: PMMLドキュメントにモデルがありませんでした。


	
処置: PMMLドキュメントにモデル・セクションが含まれていることを確認してください。









	 ORA-40384: PMMLドキュメントに使用できるモデルは1つのみです 
	
原因: PMMLドキュメントに複数のモデルが存在しました。


	
処置: PMMLドキュメント・インポートでは、1つのPMMLドキュメントにつき1つのモデルのみサポートされます。PMMLドキュメントにモデルが1つだけ存在することを確認してください。









	 ORA-40385: ターゲットには3つ以上のカテゴリがあります 
	
原因: ターゲットに2つより多い数のカテゴリが含まれていました。


	
処置: PMMLドキュメント・インポートでは、バイナリ・ロジスティック回帰のみサポートされます。ターゲットに2つより多い数のカテゴリが含まれないことを確認してください。









	 ORA-40386: NormContinuousには少なくとも2つのLinearNorm要素が必要です 
	
原因: NormContinuousに2つ未満のLinearNorm要素が含まれていました。


	
処置: NormContinuousには少なくとも2つのLinearNorm要素が必要です。少なくとも2つのLinearNorm要素が含まれることを確認してください。









	 ORA-40387: 離散フィールド: stringの間隔が無効です 
	
原因: 間隔が不正確です。


	
処置: 両方のマージンが欠落していないことを確認してください。









	 ORA-40388: PMMLドキュメント: stringでサポートされていない機能です 
	
原因: この機能はPMMLモデル・インポートでサポートされていませんでした。


	
処置: サポートされている機能を使用してください。









	 ORA-40389: サポートされていないPMML変換: string 
	
原因: この変換はサポートされていませんでした。


	
処置: サポートされている変換を使用してください。









	 ORA-40390: PMML DerivedFieldには一意の名前を指定する必要があります: string 
	
原因: DerivedFieldが別の定義済フィールドを参照していませんでした。


	
処置: DerivedFieldに、一意の名前が指定されていませんでした。各DerivedFieldに一意の名前を指定してください。









	 ORA-40391: PMML DerivedFieldは未定義のフィールドに依存します: string 
	
原因: DerivedFieldでは、他の定義済フィールドのみ参照できます。


	
処置: DerivedFieldsが他の定義済フィールドを参照していることを確認してください。









	 ORA-40392: PMML回帰方程式が未定義のフィールドを参照しています: string 
	
原因: 回帰方程式が定義済フィールドを参照していませんでした。


	
処置: 回帰方程式は定義済フィールドのみ参照できます。すべてのフィールドが定義済であることを確認してください。














23 ORA-41001からORA-42803



	 ORA-41001: セッションIDリストが指定されていません 
	
原因: 指定されたセッションIDリストがNULLであったため、移行に失敗しました。


	
処置: セッションIDリストを確認し、有効な値で再試行してください。









	 ORA-41002: 宛先インスタンスが指定されていません 
	
原因: 指定された宛先インスタンスがNULLであったため、移行に失敗しました。


	
処置: 宛先インスタンスを確認し、有効な値で再試行してください。









	 ORA-41003: クライアントIDが指定されていません 
	
原因: 指定されたクライアントIDがNULLであったため、移行に失敗しました。


	
処置: クライアントIDを確認し、有効な値で再試行してください。









	 ORA-41004: 割合が指定されていません 
	
原因: 指定された割合がNULLであったため、移行に失敗しました。


	
処置: 割合を確認し、有効な値で再試行してください。









	 ORA-41005: セッションIDリストが指定されていません 
	
原因: 指定されたセッションIDリストがNULLであったため、移行の取消に失敗しました。


	
処置: セッションIDリストを確認し、有効な値で再試行してください。









	 ORA-41006: セッションIDが指定されていません 
	
原因: 指定されたセッションIDがNULLであったため、移行ステータスの取得に失敗しました。


	
処置: セッションIDを確認し、有効な値で再試行してください。









	 ORA-41007: SIDフィールドがNULLです 
	
原因: dbms_tsmプロシージャまたはファンクションに渡されたセッションIDインスタンスのSIDフィールドがNULLです。


	
処置: セッションIDを確認し、有効な値で再試行してください。









	 ORA-41008: シリアル番号フィールドがNULLです 
	
原因: dbms_tsmプロシージャまたはファンクションに渡されたセッションIDインスタンスのシリアル番号フィールドがNULLです。


	
処置: セッションIDを確認し、有効な値で再試行してください。









	 ORA-41009: セッション番号string、シリアル番号stringのセッションが存在しません 
	
原因: セッション番号またはシリアル番号(あるいはその両方)が無効であったため、移行に失敗しました。


	
処置: セッション番号およびシリアル番号を確認して再試行してください。









	 ORA-41010: 接続状態の情報を保持するためのメモリーはこれ以上ありません 
	
原因: 構成されている以上の接続を参照しようとしました。


	
処置: 接続情報を確認して再試行してください。









	 ORA-41011: セッションIDstring、シリアル番号stringで操作に失敗しました 
	
原因: セッション間の競合が原因で、移行関連の操作に失敗しました。


	
処置: 追加エラー・コードで詳細を確認し、後で操作を再試行してください。









	 ORA-41012: セッション番号string、シリアル番号stringでは移行できません 
	
原因: 指定されたセッションは移行できないため、移行に失敗しました。


	
処置: セッション番号およびシリアル番号を確認して再試行してください。









	 ORA-41013: インスタンス名が指定されていません 
	
原因: 指定されたインスタンス名がNULLであったため、移行に失敗しました。


	
処置: インスタンス名を確認し、有効な値で再試行してください。









	 ORA-41014: セッション番号string、シリアル番号stringは現在移行中です 
	
原因: 指定されたセッションは現在移行中であるため、移行に失敗しました。


	
処置: セッション番号およびシリアル番号を確認して再試行してください。









	 ORA-41015: 宛先接続文字列が指定されていません 
	
原因: 指定された接続文字列がNULLであったため、移行に失敗しました。


	
処置: 接続文字列を確認して再試行してください。









	 ORA-41016: セッションの再作成に失敗しました 
	
原因: 宛先インスタンスでのセッションの再作成に失敗しました。


	
処置: セッションの状態を確認して再試行してください。









	 ORA-41017: セッション番号string、シリアル番号stringでセッションの準備に失敗しました 
	
原因: セッションの準備に失敗したため、移行に失敗しました。


	
処置: すべての引数を確認した後、移行を再試行してください。









	 ORA-41019: 宛先インスタンスでのセッション開始に失敗しました 
	
原因: シャドウ接続を確立できなかったため、宛先インスタンスでのセッション開始に失敗しました。


	
処置: 接続文字列を確認してセッション開始を再試行してください。









	 ORA-41020: 無効な値"string"がパラメータ"string"に指定されました 
	
原因: パラメータに対して指定された値が無効です。


	
処置: パラメータに対して指定した値を修正してください。









	 ORA-41021: 透過的セッション移行中にOCIエラーが発生しました 
	
原因: 透過的セッション移行中にOCI操作に失敗しました。


	
処置: OCIエラー信号を確認し、正しい解決方法を実行してください。









	 ORA-41022: インスタンス名が指定されていません 
	
原因: 指定されたインスタンス名がNULLであったため、インスタンス停止後のリカバリに失敗しました。


	
処置: インスタンス名を確認し、有効な値で再試行してください。









	 ORA-41023: 停止時間が指定されていません 
	
原因: 指定された停止時間がNULLであったため、インスタンス停止後のリカバリに失敗しました。


	
処置: 停止時間を確認し、有効な値で再試行してください。









	 ORA-41024: カーソルを再度解析する必要があります 
	
原因: カーソル状態が失われたため、SQL操作に失敗しました。


	
処置: 解析以降のすべての操作を再発行してください。









	 ORA-41025: SIDフィールドstringは無効です 
	
原因: dbms_tsmプロシージャまたはファンクションに渡されたセッションIDインスタンスのSIDフィールドが無効です。


	
処置: セッションIDを確認し、有効な値で再試行してください。









	 ORA-41026: シリアル番号フィールドstringは無効です 
	
原因: dbms_tsmプロシージャまたはファンクションに渡されたセッションIDインスタンスのシリアル番号が無効です。


	
処置: シリアル番号を確認し、有効な値で再試行してください。









	 ORA-41027: エラー状況stringがstringでのOCI操作で検出されました 
	
原因: 透過的セッション移行中にOCI操作に失敗しました。


	
処置: OCIエラー信号を確認し、正しい解決方法を実行してください。









	 ORA-41028: セッションIDが指定されていません 
	
原因: クライアントによって指定されたセッションIDがNULLであったため、移行に失敗しました。


	
処置: セッションIDを確認し、有効な値で再試行してください。









	 ORA-41029: sid string、シリアル番号stringの宛先セッションIDが指定されていません 
	
原因: クライアントによって指定された宛先セッションIDがNULLであったため、移行に失敗しました。


	
処置: セッションIDを確認し、有効な値で再試行してください。









	 ORA-41030: セッションIDが指定されていません 
	
原因: クライアントによって指定されたセッションIDがNULLであったため、移行に失敗しました。


	
処置: セッションIDを確認し、有効な値で再試行してください。









	 ORA-41031: sid string、シリアル番号stringの宛先セッション・キーが指定されていません 
	
原因: クライアントによって指定された宛先セッション・キーがNULLであったため、移行に失敗しました。


	
処置: セッションIDを確認し、有効な値で再試行してください。









	 ORA-41100: Oracle Cluster Registryの処理がイベントstringで失敗しました。 
	
原因: Portable Clusterware/Oracle Cluster Registryスタックによってエラーが戻されました。


	
処置: Portable Clusterwareスタックが正しく起動されているかどうかを確認してください。









	 ORA-41101: データベース: stringはすでにCluster Directorとして指定されています。 
	
原因: 複数のデータベースをCluster Directorとして指定しようとしました。


	
処置: 新しいCluster Directorを指定する前に既存のCluster Directorの指定を解除してください。









	 ORA-41102: Cluster Directorとして現在指定されているデータベースがありません。 
	
原因: Cluster Directorとして指定されているデータベースがないときにCluster Directorを問合せまたは指定解除しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-41103: 指定されたCluster Director: stringのみがその指定を解除できます。 
	
原因: Cluster Directorではないデータベースが現在のCluster Directorを指定解除しようとしました。


	
処置: 現在指定されているCluster Directorにログインして指定解除を実行してください。









	 ORA-41104: データベース: stringはCluster Directorです。 
	
原因: Cluster Directorではないデータベース上でCluster Directorを制御しようとしました。


	
処置: 現在指定されているCluster Directorにログインして制御操作を実行してください。









	 ORA-41105: Cluster Directorは停止していません。 
	
原因: Cluster Directorが停止する前にCluster Directorを制御しようとしました。


	
処置: dbms_cluster_director.stopを使用してCluster Directorを停止し、制御操作を再試行してください。









	 ORA-41106: 引数stringが無効です: 値がNULLです 
	
原因: スキャン・ホスト名またはポートの読取りに失敗しました。


	
処置: pcwが実行されており、スキャンが構成されていることを確認してください。grdcscan read_configを実行してスキャン名およびポートを検証するか、grdcscan set_config host:portを実行してスキャン名およびポートを設定してください。









	 ORA-41107: 引数が無効です: サービスstringが見つかりません 
	
原因: プログラムが、存在しないか削除されたサービスにアクセスしようとしました。


	
処置: サービスが正しく作成されていることを確認してください。









	 ORA-41108: システム・アラートの転記はreason_id stringにより失敗しました(コード[string] [string]) 
	
原因: 内部エラー: システム・アラートの転記に失敗しました。


	
処置: この問題が繰り返し生じる場合には、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-41109: システム・アラートの更新はreason_id stringにより失敗しました。以前のアラートが見つかりません 
	
原因: システム・エラー: システム・アラートの更新に失敗しました。アラートがWRI$_ALERT_OUTSTANDINGから不正に消去されました。


	
処置: WRI$_ALERT_OUTSTANDINGからは削除しないでください。この問題が繰り返し生じる場合には、Oracleサポートに連絡してください。









	 ORA-41110: Directorがこのインスタンスをブロックしました。[string]を起動できません 
	
原因: 停止されるインスタンスのサービスを起動しようとしました。


	
処置: 使用可能な別のインスタンスでサービスを起動してください。









	 ORA-41201: 理由(string, string)により、セッション状態が取得不可能です 
	
原因: セッション状態を取得できないときにセッション状態の取得を開始しました。


	
処置: セッション状態ステータスを確認し、セッション状態が取得可能であることを確認してください。









	 ORA-41202: セッション状態の取得またはリストアに失敗しました 
	
原因: 取得またはリストア操作に失敗しました。


	
処置: セッション状態ステータスおよび失敗理由の詳細を確認してください。









	 ORA-41203: セッション状態の操作が無効です 
	
原因: 無効なセッション状態の操作が発行されました。


	
処置: 現行の操作についてセッション・ステータスが有効かどうかを確認してください。









	 ORA-41204: セッションの取得が進行中です 
	
原因: セッション状態の取得が開始されましたが、要求された操作を実行できませんでした。


	
処置: 現在の取得の終了を待つか、中断してください。









	 ORA-41205: セッション状態の取得またはリストアのパラメータが無効です 
	
原因: セッション状態の取得またはリストア用インタフェースに無効なパラメータが渡されました。


	
処置: 無効なパラメータを修正してください。









	 ORA-41206: セッションの取得またはリストアの内部エラーKPCSFR-stringです 
	
原因: 内部操作エラーが発生しました。


	
処置: 詳細を調べるため、関連するトレースをオンにし、バグとして報告してください。









	 ORA-41207: 理由(string, string)により、セッション状態がリストアできません 
	
原因: セッションのリストアの準備ができていないときにセッション状態のリストアが開始されました。


	
処置: セッションへのログイン直後にセッション状態をリストアするか、セッションのリストアを準備するために必要な操作を実行してください(現在のトランザクションのコミットやBFILEのクローズなど)。









	 ORA-41208: セッション状態の取得およびリストア中にOCIエラーが発生しました 
	
原因: セッション状態の取得およびリストアの内部操作中にOCI操作に失敗しました。


	
処置: OCIエラー信号を確認し、正しい解決方法を実行してください。









	 ORA-41209: stringでのOCI操作がORA-stringのため失敗しました 
	
原因: セッション状態の取得およびリストアの内部操作中にOCI操作に失敗しました。


	
処置: OCIエラー信号を確認し、正しい解決方法を実行してください。









	 ORA-41210: セッション状態ディレクトリ・オブジェクトの解決に失敗しました 
	
原因: 取得またはリストアのために渡されたセッション状態ディレクトリ・オブジェクトが正しくありません。


	
処置: セッション状態ディレクトリ・オブジェクトを確認し、再試行してください。









	 ORA-41211: 取得レコードまたはリストア・レコードの挿入に失敗しました 
	
原因: 取得レコードまたはリストア・レコードをデータベースに格納中にエラーが発生しました。


	
処置: エラー信号を確認し、正しい解決方法を実行してください。









	 ORA-41251: ファイルからのセッション状態のリストアに失敗しました(エラー・コードnumber) 
	
原因: セッション状態ファイルが破損しています。


	
処置: ファイルがセッション状態ファイルであることを確認してください。









	 ORA-41252: SSCRの新規セッションへの切替えに失敗しました 
	
原因: これは、SSCRの例外に対する一括内部エラー番号です。SSCRで例外条件が検出されたことを示します。


	
処置: この問題はバグとしてOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-41253: セッション状態ファイルへのアクセスに失敗しました 
	
原因: セッション状態の取得ファイルからの読込みまたはセッション状態の取得ファイルへの書込み中に、エラーが発生しました。


	
処置: 実際のエラー番号についてエラー・スタックを確認し、必要に応じてトレースをオンにしてください。









	 ORA-41254: 無効なセッション状態ファイル: string 
	
原因: セッション状態のリストア操作で無効なセッション状態ファイルが使用されました。


	
処置: セッション状態ファイルが、セッションの取得によって作成された有効なファイルであることを確認してください。









	ORA-41255: パッケージはサポートされていません: string 
	
原因: 指定されたパッケージはサポートされていません。


	
処置: パッケージ・ファンクションやプロシージャを呼び出さないでください。









	 ORA-41300: ファイル・ドライバが初期化されていません 
	
原因: 初期化されていないファイル・ドライバを操作しようとしました。


	
処置: OCIServerAttachファンクションを使用してファイル・ドライバを初期化してください。









	 ORA-41301: ファイルへのデータの書込みに失敗しました 
	
原因: このアクションを実行するために十分な権限または割当て制限がありません。


	
処置: このアクションを実行するために十分な権限および割当て制限があることを確認してください。









	 ORA-41302: ファイルからのデータの読取りに失敗しました 
	
原因: ファイルが存在していないか、このアクションの権限がありません。


	
処置: ファイルが存在し、このアクションを実行するために十分な権限があることを確認してください。









	 ORA-41303: ファイルからデータの一部を受信しました 
	
原因: これは、ファイル・ドライバの例外に対する一括内部エラー番号です。このエラーは、ファイル・ドライバが例外条件を検出したことを示しています。


	
処置: この問題はバグとしてOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-41304: ファイル・ドライバへの接続に失敗しました 
	
原因: 接続文字列が正しくない可能性があります。


	
処置: 接続文字列が正しいことを確認してください。









	 ORA-41305: ファイルのオープンに失敗しました。 
	
原因: このアクションを実行するために十分な権限がありません。


	
処置: ファイルが存在し、このアクションを実行するために十分な権限があることを確認してください。









	 ORA-41400: バインド・キャラクタ・セット(string)とデータベース・キャラクタ・セット(string)が一致していません 
	
原因: この再帰的OCIコールのバインド・キャラクタ・セットは、現行のデータベース・キャラクタ・セットと異なります。通常、これはデータベース・キャラクタ・セットの変更によって生じます。


	
処置: データベース・キャラクタ・セットのバインド・データを取得し、現行の環境で再バインドしてください。









	 ORA-41401: 定義キャラクタ・セット(string)とデータベース・キャラクタ・セット(string)が一致していません 
	
原因: この再帰的OCIコールの定義キャラクタ・セットは、現行のデータベース・キャラクタ・セットと異なります。通常、これはデータベース・キャラクタ・セットの変更によって生じます。


	
処置: 現行の環境で再定義してください。









	 ORA-41601: ルール・クラスのプロパティが無効です 
	
原因: ルール・クラスに対して指定されたプロパティが無効です。


	
処置: ルール・クラス・プロパティを修正して再試行してください。









	 ORA-41602: 権限が不足しています 
	
原因: このオブジェクトに必要な権限がありません。


	
処置: 必要な権限を取得して再試行してください。









	 ORA-41603: 権限タイプが無効です 
	
原因: ルール・クラスに対して無効な権限を付与しようとしました。


	
処置: 権限名を修正して再試行してください。









	 ORA-41604: 付与されていない権限は取消しできません 
	
原因: 付与されていない権限を取り消そうとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-41605: スキーマ拡張名は使用できません: string 
	
原因: イベント構造、ルール・クラスまたはアクション・コールバック・プロシージャに対してスキーマ拡張名を指定しようとしました。


	
処置: スキーマ拡張子なしでオブジェクト名を指定してください。









	 ORA-41606: ルール・クラス名はすでに既存のオブジェクトで使用されています 
	
原因: 既存のオブジェクトですでに使用されている名前を持つルール・クラスを作成しようとしました。


	
処置: ルール・クラスに別の名前を指定して再試行してください。









	 ORA-41607: stringでルール・クラスの作成に失敗しました 
	
原因: 再帰的エラーによってルール・クラスの作成に失敗しました。


	
処置: ルール・クラスの指定を修正して再試行してください。









	 ORA-41608: ルール・クラスが存在しません 
	
原因: 存在しないかアクセスできないルール・クラスにアクセスしようとしました。


	
処置: ルール・クラス名を修正して再試行してください。









	 ORA-41609: ルール・クラス名が無効です 
	
原因: ルール・クラスに対して指定された名前が無効です。


	
処置: ルール・クラス名を修正して再試行してください。









	 ORA-41610: コールバック・プロシージャ名がすでに既存のオブジェクトに使用されています 
	
原因: 既存のオブジェクトですでに使用されている名前を持つコールバック・プロシージャを作成しようとしました。


	
処置: コールバック・プロシージャには別の名前を選択してください。









	 ORA-41611: ルール・クラスではルール識別子"string"が一意ではありません 
	
原因: 重複するルール識別子を使用しようとしました。


	
処置: ルールに一意の識別子を選択して再試行してください。









	 ORA-41612: アクション・プリファレンスにはスカラー値が必要です 
	
原因: アクション・プリファレンスに指定された値が正しくありません。


	
処置: アクション・プリファレンス値を修正して再試行してください。









	 ORA-41613: ルール・クラスのアクション・プリファレンスが無効です: string 
	
原因: 無効なアクション・プリファレンスを使用しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-41614: アクション・プリファレンス値がありません 
	
原因: 1つ以上のアクション・プリファレンスの値が指定されていません。


	
処置: 関連するすべてのアクション・プリファレンスに値を指定してください。









	 ORA-41615: アクション・プリファレンス・リストの値が多すぎます 
	
原因: アクション・プリファレンスの値リストに指定されたエントリが多すぎます。アクション・プリファレンスの値リストのエントリはアクション・プリファレンスの名前リストより少なくする必要があります。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-41616: ルール・クラスのアクション・コールバック・プロシージャにエラーが発生した可能性があります 
	
原因: ルール・クラスに関連付けられたアクション・コールバック・プロシージャにコンパイル・エラーがあるため、操作に失敗しました。


	
処置: アクション・コールバック・プロシージャを再コンパイルして操作を再試行してください。









	 ORA-41617: アクション・プリファレンス名"string"はイベント属性名と相反します 
	
原因: イベント構造の属性と同じ名前を持つアクション・プリファレンスを作成しようとしました。


	
処置: アクション・プリファレンスの別の名前を選択して再試行してください。









	 ORA-41618: 指定されたルールが存在しません 
	
原因: 無効なルール識別子を使用してルール定義を操作しようとしました。


	
処置: 有効なルール識別子を使用してください。









	 ORA-41619: ルール・マネージャ機能は現在サポートされていません 
	
原因: 現在サポートされていないルール・マネージャ機能を使用しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 ORA-41620: ルール・クラスの順序付けプロパティが無効です 
	
原因: ルール・クラスに対して無効な順序付けプロパティを付与しようとしました。


	
処置: 順序付けプロパティにリストされているすべての属性が、適切な拡張名を持つルール・クラス/イベント構造定義の一部であることを確認してください。









	 ORA-41621: 順序付けプロパティにエラーが発生しました: string 
	
原因: ルール・クラスに対して無効な順序付けプロパティを付与しようとしました。


	
処置: 順序付けプロパティにリストされているすべての属性が、適切な拡張名を持つルール・クラス/イベント構造定義の一部であることを確認してください。









	 ORA-41622: ルール・クラス・プロパティのプリミティブ・イベント・オブジェクトが無効です: string 
	
原因: ルール・クラス・プロパティで、プリミティブ・イベント・オブジェクトの1つに使用されている名前が、対応するコンポジット・イベント構造にありません。


	
処置: ルール・クラス・プロパティでプリミティブ・イベント・オブジェクトの名前を修正して再試行してください。









	 ORA-41623: 自動コミット・プロパティおよび継続時間プロパティの値が競合しています 
	
原因: イベントの継続時間がTRANSACTIONに設定されているときに、自動コミットが有効なルール・クラスを作成しようとしました。


	
処置: 自動コミットをオフにするか、別の継続時間ポリシーを選択してください。









	 ORA-41624: コンポジット・イベントのプリミティブ・オブジェクトの継続時間ポリシーが無効です 
	
原因: プリミティブ・オブジェクトに対してSESSIONまたはTRANSACTION継続時間ポリシーを指定しようとしました。


	
処置: ルール・クラス・プロパティを修正して再試行してください。









	 ORA-41625: イベント構造stringが存在しません 
	
原因: イベント構造を表すオブジェクト型がユーザーのスキーマに作成されていません。


	
処置: イベント構造の名前を使用してオブジェクト型を作成し、再試行してください。









	 ORA-41626: ルール・クラス・プロパティのXML要素"string"が無効です 
	
原因: ルール・クラス・プロパティ指定で使用されたXML要素が無効です。


	
処置: プロパティで正しい(大/小文字が区別された)タグを使用してください。









	 ORA-41627: イベント構造オブジェクト型が一貫性のない状態です 
	
原因: イベント構造に指定されたオブジェクト型が一貫性のない状態です。


	
処置: オブジェクト型を修正して再試行してください。









	 ORA-41628: "string"属性の"string"要素での使用が無効です 
	
原因: ルール・クラス・プロパティで使用されたXML属性が無効であるか、サポートされていません。


	
処置: プロパティで正しい(大/小文字が区別された)タグを使用してください。









	 ORA-41629: 単一イベントのイベント構造はコンポジット・イベントに再利用できません 
	
原因: すでに単一イベント用として構成されているコンポジット・イベントのオブジェクト型(イベント構造)を再利用しようとしました。


	
処置: オブジェクトに関連付けられている属性セットを削除して再試行してください。









	 ORA-41630: ルール・クラス・プロパティでの"string"属性の値が無効です 
	
原因: ルール・クラス・プロパティの属性に指定された値が無効です。


	
処置: 値を修正して再試行してください。









	 ORA-41631: プロパティのテキスト・ノードまたは"string"要素の子要素が無効です 
	
原因: ルール・クラス・プロパティ指定の無効な位置でテキスト・ノードまたは子要素を指定しようとしました。


	
処置: ルール・クラス・プロパティを修正して再試行してください。









	 ORA-41632: "string"属性の値が無効です 
	
原因: ルール・クラス・プロパティの属性に無効な値を割り当てようとしました。


	
処置: ドキュメントを参照してください。









	 ORA-41633: 指定されたルール・クラス構成はサポートされていません: "string" 
	
原因: ルール・クラスに対してサポートされていない構成を使用しようとしました。


	
処置: プロパティに指定されているタグを削除して再試行してください。









	 ORA-41634: ルール・プロパティの継続時間指定が無効です: "string" 
	
原因: ルール・クラス・プロパティの継続時間属性に指定された値が無効です。


	
処置: 値を修正して再試行してください。









	 ORA-41635: 継続時間指定に使用されている時間の単位が無効です 
	
原因: ルール・クラスの継続時間指定に対して無効な時間の単位を使用しようとしました。有効な単位は、分、時および日です。


	
処置: 継続時間指定を修正して再試行してください。









	 ORA-41636: プリミティブ・イベント・レベルでの継続時間指定が無効です 
	
原因: コンポジット・イベントがTRANSACTIONまたはSESSION継続時間ポリシーを使用して構成されているときに、プリミティブ・イベントに継続時間ポリシーを指定しようとしました。


	
処置: ルール・クラス・プロパティを修正して再試行してください。









	 ORA-41637: プリミティブ・イベント名がありません 
	
原因: ルール・クラス・プロパティでオブジェクト要素の名前属性が指定されていません。これは必須値です。


	
処置: プリミティブ・イベントの名前を指定して再試行してください。









	 ORA-41638: ルール条件の"string"要素の属性が無効です 
	
原因: ルール条件のXML要素に無効な属性を指定しようとしました。


	
処置: ルール条件を修正して再試行してください。









	 ORA-41639: "string"要素の子ノードが無効です 
	
原因: ルール条件のXML要素に無効な子要素またはテキスト・ノードを指定しようとしました。


	
処置: ルール条件を修正して再試行してください。









	 ORA-41640: ルール条件の要素"string"が無効です 
	
原因: ルール条件の無効な位置で有効な要素または無効な要素を使用しようとしました。


	
処置: ルール条件を修正して再試行してください。









	 ORA-41641: ルール条件が無効または空です 
	
原因: 無効または空のルール条件を指定しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-41642: ルール条件の"string"要素がありません 
	
原因: 必須要素なしでルール条件を指定しました。


	
処置: ルール条件を修正して再試行してください。









	 ORA-41643: ルール条件の"string"要素の属性が無効です 
	
原因: ルール条件の要素に無効な属性を指定しようとしました。


	
処置: ルール条件を修正して再試行してください。









	 ORA-41644: ルール条件の"string"属性の使用が無効です 
	
原因: ルール条件の要素に無効な属性を指定しようとしました。


	
処置: ルール条件を修正して再試行してください。









	 ORA-41645: ルール条件のタグ"string"が重複しています 
	
原因: 単一ルール条件内の複数の位置で同じXMLタグを指定しようとしました。


	
処置: タグに対して重複している参照を削除して再試行してください。









	 ORA-41646: ルール条件の"string"属性("string"要素)がありません 
	
原因: ルール条件の必須属性の1つが指定されていません。


	
処置: ルール条件を修正して再試行してください。









	 ORA-41647: すべてのセマンティクスのルール条件で否定を使用できません 
	
原因: ルール条件のany要素内でnot要素を指定しようとしました。


	
処置: ルール条件を修正して再試行してください。









	 ORA-41648: "string"要素の子要素の順序が無効です 
	
原因: 親要素内で無効な要素の順序を指定しようとしました。


	
処置: ルール条件を修正して再試行してください。









	 ORA-41649: コンポジット・イベントに関連するルール・クラスのルール条件が無効です 
	
原因: コンポジット・イベントに定義されているルール・セットに無効なルール条件を追加しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-41650: コンポジット・イベント構造が無効です 
	
原因: コンポジット・イベント構造に使用できるのは、表の別名である属性か、所有者のスキーマに定義されているオブジェクト型の属性のみです。


	
処置: イベント構造にスカラー属性がなく、イベント構造のすべての埋込み型が所有者のスキーマに定義されていることを確認してください。









	 ORA-41651: イベント構造オブジェクト型に1つ以上の依存オブジェクトがあります 
	
原因: 1つ以上の依存オブジェクトがあるオブジェクト型をイベント構造として構成しようとしました。依存オブジェクトが原因でオブジェクト型を変更できません。


	
処置: イベント構造に新しいオブジェクト型を作成して再試行してください。









	 ORA-41652: ルール条件の等価属性の値が無効です 
	
原因: ルール条件のequal属性に割り当てられた値が無効です。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-41653: すべての要素の"カウント"属性の値に一貫性がありません 
	
原因: any要素のcount属性に指定された値が、ルール条件に現れるプリミティブ・イベントの数以上になっています。


	
処置: any要素のcount属性の値としてより小さい値を指定してください。









	 ORA-41654: "順序"の使用に関してプリミティブ・イベント数が不足しています 
	
原因: ルール条件のプリミティブ・イベント数が不足しているときにsequence属性を使用しようとしました。


	
処置: sequence指定を削除してください。









	 ORA-41655: ルール条件の構成がサポートされていません: string 
	
原因: 現在のリリースではサポートされていないルール条件の構成を使用しようとしました。


	
処置: ルール条件を変更してください。









	 ORA-41656: "string"要素の子要素数が不足しています。 
	
原因: andおよびnotany要素内で2つ未満の要素を使用しようとしました。


	
処置: 親要素内で少なくとも2つの要素を指定してください。









	 ORA-41657: ルール・クラスの内部オブジェクトは削除できません 
	
原因: ルール・クラスに必要な内部オブジェクトを削除しようとしました。


	
処置: このオブジェクトに関連付けられているルール・クラスを削除してください。









	 ORA-41658: すべての要素の"カウント"属性の値が無効です 
	
原因: ルール条件のcount属性に割り当てられた値が無効です。この値は、any要素内のオブジェクト要素数より小さい正の整数である必要があります。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-41659: ルール・クラスのプリミティブ・イベント"string"が無効です 
	
原因: ルール条件で無効なプリミティブ・イベントを使用しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-41660: ルール・クラスの順序付けプロパティが長すぎます 
	
原因: 240文字を超える順序付けプロパティを持つルール・クラスを構成しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-41661: システム生成ルール・クラス・パッケージにエラーが発生しました 
	
原因: サポートされていないルール・クラス構成を使用しようとしました。


	
処置: バグを報告してください。









	 ORA-41662: コンポジット・イベントのプリミティブ・イベント数が最大制限数を超えています 
	
原因: 32のプリミティブ・イベントを超えるコンポジット・イベント構造を作成しようとしました。


	
処置: より少ないプリミティブ・イベントで構成されるコンポジット・イベントを使用してください。









	 ORA-41663: 単一イベントでの"等価"または"順序"属性の使用が無効です 
	
原因: anyセマンティックを持つルール条件のcount属性が1に設定されているときにequalまたはsequence属性を使用しようとしました。


	
処置: equalまたはsequence指定を削除してください。









	 ORA-41664: プリミティブ・イベントの使用率ポリシーが無効です 
	
原因: コンポジット・イベントがRULE使用率ポリシーで構成されているときにプリミティブ・イベントにEXCLUSIVE使用率ポリシーを使用しようとしました。


	
処置: ルール・クラス・プロパティを修正して再試行してください。









	 ORA-41665: 継続時間、使用率および自動コミット・ポリシーの値が競合しています 
	
原因: TRANSACTIONまたはSESSION以外の継続時間ポリシーを使用して、自動コミットなしでEXCLUSIVE使用率ポリシーを使用しようとしました。


	
処置: ルール・クラス・プロパティを変更して再試行してください。使用率ポリシーがEXCLUSIVEである場合、自動コミットはYESに設定する必要があります。









	 ORA-41666: XMLスキーマ検証は、stringに対する検証時に失敗しました 
	
原因: ユーザー入力により、指定されたXMLスキーマ定義に応じて要素または属性が定義されていません。


	
処置: ユーザー入力を修正して再試行してください。









	 ORA-41667: ルール・クラス結果のビュー名はすでに既存のオブジェクトに使用されています 
	
原因: ルール・クラス結果のビューに対して重複する名前を使用しようとしました。


	
処置: ルール・クラス結果のビューに別の名前を使用してください。









	 ORA-41668: ルール・クラスに対する操作が無効です 
	
原因: ルール・クラスに対して無効な操作を使用しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 ORA-41669: プリミティブ・イベント識別子のリストが無効です 
	
原因: CONSUME_PRIM_EVENTS APIに対して空のプリミティブ・イベント識別子のリストを渡そうとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-41670: 同じ指定でイベント名が重複しているか無効です 
	
原因: ルール・クラスのequalプロパティに対して重複したまたは無効なプリミティブ・イベントを指定しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-41671: 表の別名を持つイベント構造で表名が重複しています 
	
原因: イベント構造に使用されている表の名前が、イベント構造の別の表またはプリミティブ・イベント型の名前と同じです。


	
処置: 表の別名とは別の表名を持つイベント構造を使用してください。









	 ORA-41672: "string"表に無効なROWIDが渡されました 
	
原因: イベント構造の表にNULLまたは無効のROWIDを渡そうとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-41673: 表の別名を使用したルール条件では順序属性は使用できません 
	
原因: 表の別名を使用して定義されたルール条件でsequence属性を使用しようとしました。タイムスタンプ属性がないためにsequenceを使用することはできません。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-41674: DMLイベント・ポリシーは表の別名を持つイベント構造にのみ使用できます 
	
原因: 表の別名構造を持たないイベント構造にDMLイベント・ポリシーを使用しようとしました。


	
処置: ルール・クラス・プロパティを修正して再試行してください。









	 ORA-41675: データ表のスキーマはルール・クラスのスキーマと一致しません 
	
原因: 別のスキーマにある表を参照するルール・クラスにDMLイベント・ポリシーを使用しようとしました。DMLイベント・ポリシーを使用するには、イベント構造とルール・クラスの表の別名に関連付けられた表が同じスキーマ内にある必要があります。


	
処置: DMLイベント指定をクラス・プロパティから削除してください。









	 ORA-41676: プリミティブ・イベントのDMLイベント・ポリシーの使用が無効です 
	
原因: 複数の表の別名属性を使用して定義されたプリミティブ・イベントにDMLイベント・ポリシーを使用しようとしました。


	
処置: DMLイベント指定をクラス・プロパティから削除してください。









	 ORA-41677: DMLイベント・トリガーの作成がstringにより失敗しました 
	
原因: DMLイベントを追跡するためにデータ表でトリガーを作成できませんでした。


	
処置: DMLイベント指定をクラス・プロパティから削除してください。









	 ORA-41678: 自動コミット・ポリシーおよびDMLイベント・ポリシーの値が競合しています 
	
原因: YESに設定された自動コミット・ポリシーとともにDMLイベント・ポリシーを使用しようとしました。この組合せは許可されません。


	
処置: 自動コミットをNOに設定して再試行してください。









	 ORA-41679: 表の別名属性ではDMLイベント指定のみ使用できます 
	
原因: 表の別名属性が含まれないイベント構造にDMLイベント・ポリシーを使用しようとしました。


	
処置: DMLイベント指定をクラス・プロパティから削除してください。









	 ORA-41680: Rules Managerバックグラウンド・プロセスstringは存在しません 
	
原因: 存在しないスケジューラ・プロセスを使用しようとしました。


	
処置: 権限のあるユーザーとしてEXFSYS.RLM$CREATE_SCHEDULER_JOBSプロシージャを実行してください。









	 ORA-41681: 期限切れイベントのクリーンアップに失敗しました 
	
原因: ルール・クラスで期限切れイベントをクリーンアップするバックグラウンド・プロセスに失敗しました。


	
処置: EXFSYS.DBMS_RLMGR_UTL.CLEANUP_EVENTS APIを起動して問題の原因を調べてください。









	 ORA-41682: ルール・クラス・パッケージが無効です 
	
原因: 無効な署名または権限でルール・クラス・パッケージを使用しようとしました。


	
処置: ルール・クラスを削除してから再作成してください。









	 ORA-41683: ルールをルール・クラスにロックできません 
	
原因: 現在のイベントと一致するルールが別のセッションによってロックされています。


	
処置: 別のセッションをコミットしてからこのコマンドを再発行してください。









	 ORA-41684: RLM$ENABLED列の値が無効です 
	
原因: ルール・クラス表のRLM$ENABLED列にYまたはN以外の値を挿入または更新しようとしました。


	
処置: RLM$ENABLED列に対してYまたはNの値を使用してDML文を再試行してください。









	 ORA-41685: コレクション要素のウィンドウ指定が無効です 
	
原因: windowlenまたはwindowsize属性に指定された値が無効です。windowlen属性に指定する値は、日数または1日のうちの時間帯を示す数値である必要があります。windowsize属性に指定する値は、コレクション内の項目数を示す整数である必要があります。ウィンドウ指定で使用可能な最大値は64000です。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-41686: プリミティブ・イベントに対する"collection"の使用が無効です 
	
原因: イベントのコレクションに対応するイベントが構成されていないときにcollection要素を持つルール条件を定義しようとしました。


	
処置: ルール条件を修正して再試行してください。









	 ORA-41687: "groupby"指定では属性"string"を使用できません 
	
原因: ルール条件のgroupby指定にリストされている属性が、ルール・クラス・プロパティに指定されている属性のサブセットではありませんでした。


	
処置: ルール条件のgroupby指定を修正して再試行してください。









	 ORA-41688: "groupby"属性の値が無効です 
	
原因: groupby属性に対して指定された値が無効です。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-41689: ルール条件のコレクション指定が無効です 
	
原因: 無効なコレクション要素指定を使用してルール条件を挿入しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-41690: ルール・クラスに対するグループ化式の最大数を超えています 
	
原因: ルール・クラス・プロパティのgroupby句に32を超える式を指定しようとしました。


	
処置: groupby句には32未満の式を使用してください。









	 ORA-41691: 無効な集計指定: string 
	
原因: ルール条件に指定された集計操作が無効です。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-41692: HAVING/COMPUTE句でサポートされない集計演算子: string 
	
原因: ルール条件のHAVING/COMPUTE句でサポートされない集計演算子を使用しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-41693: 集計演算子に対する属性またはデータ型が無効です: string 
	
原因: 無効な属性、または集計演算子で無効なデータ型またはサポートされないデータ型を持つ属性に対して集計演算子を適用しようとしました。集計演算子で使用可能なのはNUMBERおよびDATE属性のみです。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-41694: 無効な等価指定が存在します: string 
	
原因: ルール条件またはルール・クラス・プロパティに対して無効なequal句を指定しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-41695: 等価指定は2つの要素の最小値を含む必要があります 
	
原因: ルール条件またはルール・クラス・プロパティのequal句に2つ未満の要素を指定しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-41696: HAVING句の演算子が無効です: string 
	
原因: ルール条件のHAVING句で無効な関係演算子を使用しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-41697: 集計指定に属性の接頭辞がありません: string 
	
原因: 属性の接頭辞を使用せずに複数のプリミティブ・イベント型に対して集計条件を指定しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-41698: 集計条件の"string"属性の使用が無効です 
	
原因: ルール条件の集計条件でリテラルが必要とされるときに属性を使用しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-41699: 1ルール条件当たりの集計演算子の最大数を超えています 
	
原因: ルール条件に5を超える集計演算子を指定しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-41700: イベント構造に対する条件表はすでに存在します 
	
原因: プリミティブ・ルール条件が格納された表はすでにイベント構造に割り当てられています。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 ORA-41701: ルール・クラスの関連付けがある条件表は切捨てまたは削除できません 
	
原因: イベント構造を介して1つ以上のルール・クラスが関連付けられているときに条件表を切捨てまたは削除しようとしました。


	
処置: 条件表を切捨てまたは削除する前にルール・クラスを削除してください。









	 ORA-41702: 条件表が無効です 
	
原因: 無効な条件表を使用しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-41703: "ref"属性を持つ"object"要素の子ノードが無効です 
	
原因: object要素でcondition属性とref属性の両方を使用しようとしました。


	
処置: ref属性を削除してください。









	 ORA-41704: 無効な条件参照: "string" 
	
原因: 存在しない条件表または条件に対する参照を使用しようとしました。


	
処置: プリミティブ・イベントに条件表が存在し、object要素のref属性に指定されている値が有効であることを確認してください。









	 ORA-41705: DROP TABLEコマンドでは条件表を削除できません 
	
原因: DROP TABLEコマンドを使用して条件表を削除しようとしました。


	
処置: かわりにDBMS_RLMGR.DROP_CONDITIONS_TABLEを使用してください。









	 ORA-41706: ルール条件で参照される条件は削除できません 
	
原因: 1つ以上のルール条件によって参照される条件を削除しようとしました。


	
処置: 条件を削除する前にルールを削除してください。









	 ORA-41707: コレクション・イベントでサポートされない構成メンバー: "string" 
	
原因: サポートされない構成メンバーを使用してコレクション・ルール条件を定義しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-41708: 共有条件の識別子は変更できません 
	
原因: 条件表に格納されている行の識別子を更新しようとしました。


	
処置: かわりに新しい識別子で行を挿入してください。









	 ORA-41710: コレクション以外のイベントにおける集計演算子の使用が無効です 
	
原因: コレクションとして識別されないイベントに対して集計演算子を指定しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-41711: ルール条件のHAVING句の属性が無効です 
	
原因: ルール条件のHAVING句の指定で無効な属性が使用されています。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-41712: コレクション"string"にgroupby指定がありません 
	
原因: ルール条件でgroupby指定がないコレクション要素を使用しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-41713: "windowlen"および"windowsize"属性の使用が無効です 
	
原因: 同じコレクション要素内でwindowlenおよびwindowsize属性を使用しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-41714: SESSION/TRANSACTION期間のあるウィンドウ指定の使用が無効です 
	
原因: イベントがSESSIONまたはTRANSACTION継続期間で構成されているときにwindowlenおよびwindowsize属性を使用しようとしました。


	
処置: ウィンドウ指定を削除して再試行してください。









	 ORA-41721: ルール・クラス・プロパティでのDMLEVENTSおよびCNFEVENTSの使用が無効です 
	
原因: 同じルール・クラスに対してDMLEVENTSとCNFEVENTSを両方指定しようとしました。


	
処置: DMLEVENTS指定またはCNFEVENTS指定のいずれかを削除してください。









	 ORA-41722: データベース変更通知に対する権限が不足しています 
	
原因: 十分な権限がなくCNFEVENTSプロパティを使用しようとしました。


	
処置: DBMS_CHANGE_NOTIFICATIONに対するCHANGE NOTIFICATION権限およびEXECUTE権限をユーザーに付与して再試行してください。









	 ORA-42000: 表"string"."string"のオンライン再定義列マッピングが無効です 
	
原因: オンライン再定義時にNULL列以外のマッピングを指定し、マテリアライズド・ビュー・ログ、キュー表またはパーティションの論理構造を変更しようとしました。


	
処置: NULL列マッピング・パラメータを渡してください。









	 ORA-42001: オンライン再定義オプションではCOMPATIBLEパラメータがstring以上である必要があります 
	
原因: 次のタイプの再定義では、互換性設定を10.2以上にすることが必要です。
o マテリアライズド・ビュー・ログの再定義

o オブジェクトがある表の再定義

o クラスタ化された表の再定義

o AQキュー表の再定義

o 表パーティションの再定義 次のタイプの再定義では、互換性設定を11.0以上にすることが必要です。

o マテリアライズド・ビュー・ログがある表の再定義

o 依存マテリアライズド・ビューがある表の再定義




	
処置: 停止してから適切な互換性設定で再起動してください。









	 ORA-42002: パーティション"string"(表"string"."string")が再定義されていません 
	
原因: この再定義に含まれないパーティションを再定義しようとしました。


	
処置: 有効なパーティション名を渡してください。









	 ORA-42003: この再定義にはパーティションを指定する必要があります 
	
原因: この再定義にはパーティションが含まれていましたが、指定されていませんでした。


	
処置: この再定義に含まれるパーティションを指定してください。









	 ORA-42004: 再定義がインスタンス化されていません 
	
原因: dbms_redefinition.sync_interim_tableを起動せずにインスタンス化遅延再定義を完了しようとしました。


	
処置: dbms_redefinition.sync_interm_tableを起動してこの再定義をインスタンス化してください。









	 ORA-42005: 再定義メソッドの型が無効です 
	
原因: 不明な再定義メソッドが使用されました。


	
処置: サポートされている再定義メソッドの1つを使用してください: o dbms_redefinition.cons_use_pk o dbms_redefinition.cons_use_rowid









	 ORA-42006: パーティションの再定義では依存オブジェクト登録はサポートされていません 
	
原因: パーティションの再定義時に依存オブジェクトを登録しようとしました。


	
処置: パーティションの再定義時にdbms_redefinition.register_dependent_objectを起動しないでください。









	 ORA-42007: パーティションの再定義では依存オブジェクトの登録解除はサポートされていません 
	
原因: パーティションの再定義時に依存オブジェクトを登録解除しようとしました。


	
処置: パーティションの再定義時にdbms_redefinition.unregister_dependent_objectを起動しないでください。









	 ORA-42008: 再定義のインスタンス化中にエラーが発生しました 
	
原因: オンライン再定義のインスタンス化中にエラーが発生したため、再定義を中断する必要があります。


	
処置: エラーを修正し、オンライン再定義を中断して再起動してください。









	 ORA-42009: 再定義の同期化中にエラーが発生しました 
	
原因: オンライン再定義の同期化中にエラーが発生しました。


	
処置: エラーを修正し、オンライン再定義を続行してください。









	 ORA-42010: 再定義の同期化中にエラーが発生しました 
	
原因: オンライン再定義の同期化中にエラーが発生したため、再定義を中断する必要があります。


	
処置: エラーを修正し、オンライン再定義を中断して再起動してください。









	 ORA-42011: 再定義の完了中にエラーが発生しました 
	
原因: オンライン再定義の完了中にエラーが発生しました。


	
処置: エラーを修正し、オンライン再定義を続行してください。









	 ORA-42012: 再定義の完了中にエラーが発生しました 
	
原因: オンライン再定義の完了中にエラーが発生したため、再定義を中断する必要があります。


	
処置: エラーを修正し、オンライン再定義を中断して再起動してください。









	 ORA-42013: AQ IOT表の暫定表は、IOT表にする必要があります。 
	
原因: 索引構成表(IOT)でない表をAQ IOT表(履歴、時間管理またはデキュー)の暫定表として作成しようとしました。


	
処置: 暫定表がIOT表として作成されていることを確認してください。









	 ORA-42014: オンラインの再定義ではAQオブジェクトをロックできません 
	
原因: AQ表のオンライン再定義では、関連するすべてのAQオブジェクトをロックできませんでした。


	
処置: 中断して再定義を再試行してください。









	 ORA-42015: オンラインの再定義ではAQ表に対する変更を記録できません 
	
原因: AQ表のオンライン再定義では、再定義時にAQ表に対する変更を記録できませんでした。


	
処置: 中断して再定義を再試行してください。









	 ORA-42016: 暫定表の形式が、指定された列マッピングと一致しません 
	
原因: 暫定表の列の数、型または長さのセマンティクスが、指定された列マッピングと一致しません。


	
処置: 列マッピング文字列を変更するか、暫定表の列定義を変更し、暫定表が列マッピングと一致していることを確認してください。









	 ORA-42017: AQ表の暫定表は、AQ表以外にする必要があります 
	
原因: オンラインで再定義したAQ表の暫定表としてAQ表を作成しようとしました。


	
処置: 暫定表がAQ表として作成されていないことを確認してください。









	 ORA-42018: 索引構成に互換性がないため、オンラインではパーティションを再定義できません 
	
原因: 次の1つ以上の条件に該当するため、暫定表と再定義対象のパーティションには互換性がありません。
- 一方が索引構成だがもう一方が索引構成ではない

- 一方にはIOTオーバーフロー・セグメントがあるが、もう一方にはない

- 一方にはIOTマッピング表があるが、もう一方にはない




	
処置: 暫定表と再定義対象のパーティションに互換性があることを確認してください。









	 ORA-42019: 暫定表が互換性のない状態でパーティション化されているため、オンラインではパーティションを再定義できません 
	
原因: 元の表と暫定表の両方がパーティション化されているか、元の表がコンポジット・パーティション化されているが暫定表がパーティション化されていません。


	
処置: 暫定表が元の表と互換性のある状態でパーティション化されていることを確認してください。たとえば、元の表がパーティション化されている場合、暫定表はパーティション化されていない必要があります。元の表がコンポジット・パーティション化されている場合、暫定表はパーティション化されている必要があります。









	 ORA-42020: サポートされていないタイプの暫定表のため、オンラインではパーティションを再定義できません 
	
原因: パーティションの再定義時に、サポートされていないタイプの暫定表が指定されました。現在、次のタイプの暫定表はサポートされていません。
- ネストした表、またはネストした列がある表

- 外部表

- クラスタの一部である表

- LOB共有セグメントが含まれる表




	
処置: サポートされていないタイプの暫定表は使用しないでください。









	 ORA-42021: 行の依存性に互換性がないため、オンラインではパーティションを再定義できません 
	
原因: 元/暫定表は行の依存性がある状態で作成されましたが、暫定/元表は行の依存性がない状態で作成されました。


	
処置: これらの表が両方とも同じ行の依存性プロパティを使用して作成されていることを確認してください。









	 ORA-42022: ネストされた列が存在するため、オンラインではパーティションを再定義できません 
	
原因: ネストされた表列があるパーティションをオンラインで再定義しようとしました。


	
処置: ネストされた表列があるパーティションはオンラインで再定義しないでください。









	 ORA-42023: AQ表の互換性はリリース8.1.x以上である必要があります 
	
原因: リリース8.1.x未満の互換性を使用して作成されたAQ表に対してオンライン再定義を実行しようとしました。


	
処置: オンライン再定義を試行する前に、COMPATIBLEパラメータが8.1.x以上に設定された状態でAQ表が作成されていることを確認してください。









	 ORA-42024: AQ表の暫定表は、パーティション表にできません 
	
原因: パーティション化された表を暫定表として使用しようとしました。


	
処置: 暫定表がパーティション化された表でないことを確認してください。









	 ORA-42025: CONS_USE_ROWIDメソッドの再定義は、AQ IOT表の再定義に使用できません 
	
原因: DBMS_REDEFINITION.CONS_USE_ROWIDのメソッドを使用してAQ IOT表を再定義しようとしました。


	
処置: DBMS_REDEFINITION.CONS_USE_PKのメソッドを使用してAQ IOT表を再定義するようにしてください。









	 ORA-42026: 再定義のインスタンス化中に重複した行が検出されました 
	
原因: 再定義のインスタンス化中に重複した行が検出されました。


	
処置: 再定義を中断し、昇順SCNの最適化をオフにし、再定義を再起動してください。









	 ORA-42027: 表以外のオブジェクトはオンラインで再定義できません 
	
原因: 表以外のオブジェクトをオンラインで再定義しようとしました。


	
処置: オンラインで再定義するオブジェクトが表であることを確認してください。









	 ORA-42028: マテリアライズド・ビュー・ログ"string"."string"は存在しません 
	
原因: 存在しないマテリアライズド・ビュー・ログを依存オブジェクトとして登録しようとしました。


	
処置: 有効なマテリアライズド・ビュー・ログに対してDBMS_REDEFINITION.REGISTER_DEPENDENT_OBJECTを起動してください。









	 ORA-42029: 現時点では、表"string"."string"のオンラインの再定義はできません 
	
原因: 別の進行中の再定義と互換性のない表を再定義しようとしました。


	
処置: この表に対して再定義操作を実行しないか、互換性のない進行中の再定義が終了するまで待ってください。









	 ORA-42030: コミットSCNベースMVログのある表"string"."string"のオンラインの再定義はできません 
	
原因: コミットSCNベース・マテリアライズド・ビュー・ログが定義されている表を再定義しようとしました。


	
処置: コミットSCNベース・マテリアライズド・ビュー・ログが定義されている表をオンラインで再定義しないでください。









	 ORA-42031: 中間表にはコミットSCNベースMVログを定義できません 
	
原因: コミットSCNベース・マテリアライズド・ビュー・ログが定義されている中間表を使用しようとしました。


	
処置: 中間表にコミットSCNベース・マテリアライズド・ビュー・ログが定義されていないことを確認してください。









	 ORA-42032:フラッシュバック・データ・アーカイブが有効な表"string"."string"のオンラインの再定義はできません 
	
原因: フラッシュバック・データ・アーカイブが有効な表を再定義しようとしました。


	
処置: フラッシュバック・データ・アーカイブが有効な表をオンライン再定義しないでください。









	 ORA-42033: 暫定表"string"."string"ではフラッシュバック・データ・アーカイブを有効にできません 
	
原因: フラッシュバック・データ・アーカイブが有効な暫定表がある表を再定義しようとしました。


	
処置: フラッシュバック・データ・アーカイブが有効な暫定表がある表を再定義しないでください。









	 ORA-42034: CDC表だった表"string"."string"のオンラインの再定義はできません 
	
原因: CDC表だった表を再定義しようとしました。


	
処置: CDC表だった表をオンライン再定義しないでください。









	 ORA-42035: CONS_USE_ROWIDのあるIOT表"string"."string"のオンラインの再定義はできません 
	
原因: CONS_USE_ROWIDのあるIOT表を再定義しようとしました。


	
処置: CONS_USE_ROWIDのあるIOT表をオンライン再定義しないでください。









	 ORA-42036: 一時表"string"."string"のオンラインの再定義はできません 
	
原因: 一時表を再定義しようとしました。


	
処置: 一時表をオンライン再定義しないでください。









	 ORA-42037: IOTオーバーフロー・セグメントのある表"string"."string"のオンラインの再定義はできません 
	
原因: IOTオーバーフロー・セグメントのある表を再定義しようとしました。


	
処置: IOTオーバーフロー・セグメントのある表をオンライン再定義しないでください。









	 ORA-42038: CDCログが定義されている表"string"."string"のオンラインの再定義はできません 
	
原因: CDCログが定義されている表を再定義しようとしました。


	
処置: CDCログが定義されている表をオンライン再定義しないでください。









	 ORA-42039:FGAまたはRLSが有効な表"string"."string"のオンラインの再定義はできません 
	
原因: FGAまたはRLSが有効な表を再定義しようとしました。


	
処置: FGAまたはRLSが有効な表をオンライン再定義しないでください。









	 ORA-42040: バイナリXML型の列のある表"string"."string"のオンラインの再定義はできません 
	
原因: バイナリXML型の列のある表を再定義しようとしました。


	
処置: バイナリXML型の列のある表をオンライン再定義しないでください。









	 ORA-42041: ネストされた表の列のある表"string"."string"のオンラインの再定義はできません 
	
原因: ネストされた表の列のある表を再定義しようとしました。


	
処置: ネストされた表の列のある表をオンライン再定義しないでください。









	 ORA-42287: 表が依存するタイプのユーザー名は変更できません 
	
原因: 一部の表が依存しているタイプが含まれるスキーマを持つユーザーの名前を変更しようとしました。表が無効になり、データが失われる可能性があるため、操作が中断されました。


	
処置: 名前を変更するユーザーのスキーマに属するタイプに依存する表を削除してください。









	 ORA-42288: 指定されたスキーマにスキーマ・シノニムを作成できません 
	
原因: 予約済スキーマ(SYS、SYSTEMなど)のいずれかに、スキーマ・シノニムを作成しようとしました。


	
処置: このスキーマのスキーマ・シノニムは作成できません。









	 ORA-42289: 指定されたユーザー名を変更できません 
	
原因: 予約済ユーザー(SYS、SYSTEMなど)のいずれかの名前または管理ユーザーを変更しようとしました。


	
処置: このユーザーの名前は変更できません。









	 ORA-42290: 指定されたスキーマは存在しません 
	
原因: 存在しないスキーマに対してスキーマ・シノニムを作成しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-42291: スキーマ・シノニム'string'は存在しません 
	
原因: 名前付きスキーマ・シノニムがありません。


	
処置: 正しいスキーマ・シノニム名を使用しているかどうかを確認してください。









	 ORA-42292: RENAME TOはすでに指定されています 
	
原因: RENAME TO句が2回指定されました。


	
処置: RENAME TO句は1つのみ使用してください。









	 ORA-42293: ユーザー名が他のユーザー、ロールまたはスキーマ・シノニム名と競合しています 
	
原因: 指定した名前を持つユーザー、ロールまたはスキーマ・シノニムがすでに存在していました。


	
処置: 異なるユーザー名を指定してください。









	 ORA-42294: ロール名が他のユーザー、ロールまたはスキーマ・シノニム名と競合しています 
	
原因: 指定した名前を持つユーザー、ロールまたはスキーマ・シノニムがすでに存在していました。


	
処置: 異なるロール名を指定してください。









	 ORA-42295: スキーマ・シノニム名が他のユーザー、ロールまたはスキーマ・シノニム名と競合しています 
	
原因: 指定した名前を持つユーザー、ロールまたはスキーマ・シノニムがすでに存在していました。


	
処置: 異なるスキーマ・シノニムを指定するか、CREATE OR REPLACE SCHEMA SYNONYMを使用してください。









	 ORA-42296: ユーザー、ロールまたはスキーマ・シノニム'string'は存在しません 
	
原因: 指定した名前を持つユーザー、ロールまたはスキーマ・シノニムはありません。


	
処置: 名前を指定しなおしてください。









	 ORA-42297: 現在接続しているユーザーのスキーマのスキーマ・シノニムは削除できません 
	
原因: ログオンしているユーザーのスキーマのスキーマ・シノニムを削除しようとしました。


	
処置: ユーザーがログオフしていることを確認して、コマンドを再実行してください。









	 ORA-42298 現在接続中のユーザーの名前を変更することはできません。 
	
原因: ログオンしているユーザーの名前を変更しようとしました。


	
処置: ユーザーがログオフしていることを確認して、コマンドを再実行してください。









	 ORA-42300: エディショニング・ビューはこの表にすでに定義されています 
	
原因: 同じエディションの別のエディショニング・ビューがすでに定義されている表でエディショニング・ビューを作成しようとしました。これは、特定のエディションの実表に関連付けることができるのは最大で1つのエディショニング・ビューであるという制約に違反します。


	
処置: 新しいビューを通常のビューとして作成してください。また、この表に関連付けるエディショニング・ビューとしてビューを作成する必要がある場合は、既存のエディショニング・ビューを削除してから新しいビューを作成してください。









	 ORA-42301: エディショニング・ビューの定義はシノニムを参照できません 
	
原因: シノニムを参照するエディショニング・ビューを作成しようとしましたが、この操作はサポートされていません。


	
処置: ビューがシノニムを参照するように設定する場合は、エディショニング・ビューを作成しないでください。









	 ORA-42302: エディショニング・ビューの定義はリモート表を参照できません 
	
原因: リモート表を参照するエディショニング・ビューを作成しようとしましたが、これはサポートされていません。


	
処置: ビューがリモート表を参照するようにする場合、エディショニング・ビューは作成しないでください。









	 ORA-42303: エディショニング・ビューの定義で列参照が重複しています 
	
原因: 実表の同じ列を複数回参照するエディショニング・ビューを作成しようとしましたが、これはサポートされていません。


	
処置: 実表の同じ列を参照する列が複数存在する場合、エディショニング・ビューは作成しないでください。









	 ORA-42304: 実表とエディショニング・ビューは同じスキーマに属している必要があります 
	
原因: 実表とは異なるスキーマでエディショニング・ビューを作成しようとしました。


	
処置: 実表と同じスキーマでエディショニング・ビューを作成してください。









	 ORA-42305: エディショニング・ビューに置換えできるのはエディショニング・ビューのみです 
	
原因: エディショニング・ビューではないビューでエディショニング・ビューを置き換えようとしました(またはこの逆)。


	
処置: 置換え対象のビューが両方ともエディショニング・ビューであるか、どちらもエディショニング・ビューでないことを確認してください。









	 ORA-42306: CrossEditionトリガーは、エディショニング・ビューに作成できません 
	
原因: エディショニング・ビューでCrossEditionトリガーを作成しようとしましたが、これはサポートされていません。


	
処置: エディショニング・ビューでCrossEditionトリガーを作成するのではなく、エディショニング・ビューの基礎となる表で作成してください。









	 ORA-42307: エディショニング・ビューの列は、実表の列しか参照できません 
	
原因: 実表の列以外のエンティティを参照する列が含まれるエディショニング・ビューを定義しようとしましたが(パラメータのないPL/SQLファンクションなど)、これはサポートされていません。


	
処置: エディショニング・ビューのすべての列が実表の列を参照していることを確認してください。









	 ORA-42308: ビューstring.stringはすでに読取り専用モードです 
	
原因: 読取り専用モードで読取り専用表を設定しようとしました。


	
処置: このDDLは、読取り/書込みビューでのみ実行できます。









	 ORA-42309: ビューstring.stringはすでに読取り/書込みモードです 
	
原因: 読取り/書込みモードで読取り/書込みビューを設定しようとしました。


	
処置: このDDLは、読取り専用ビューでのみ実行できます。









	 ORA-42310: 実装制限: この操作はエディショニング・ビューでのみ実行できます 
	
原因: 変更対象のビューがエディショニング・ビューではありません。このリリースでは、ALTER VIEW READ ONLYまたはALTER VIEW READ WRITE操作はエディショニング・ビューでのみ実行できます。


	
処置: ビューがエディショニング・ビューであることを確認してください。









	 ORA-42311: この操作は、コンパイル・エラーのあるエディショニング・ビューでは実行できません 
	
原因: ALTER VIEW READ ONLYおよびALTER VIEW READ WRITEは、コンパイル・エラーのあるエディショニング・ビューでは実行できません。


	
処置: コンパイル・エラーを解決してください。









	 ORA-42313: この操作は、無効とマークされているエディショニング・ビューではサポートされていません 
	
原因: ALTER VIEW READ ONLYおよびALTER VIEW READ WRITEは、無効とマークされているエディショニング・ビューでは実行できません。


	
処置: エディショニング・ビューを再コンパイルして、そのビューを有効にしてください。









	 ORA-42314: エディショニング・ビューは、非エディション化ユーザーには所有できません 
	
原因: エディショニング・ビューを未編集のスキーマで作成しようとしました。


	
処置: ユーザーの編集を使用可能にしてから、エディショニング・ビューを作成してください。









	 ORA-42399: 読取り専用ビューではDML操作を実行できません 
	
原因: 読取り専用オプションを使用して作成されたビューの行を挿入、削除または更新しようとしました。このようなビューに対するDML操作は明示的に禁止されています。


	
処置: ビューの基礎となる実表に対して目的のDML操作を実行するか、ALTER VIEW ... READ WRITEコマンドを発行してビューを更新可能にしてください。









	 ORA-42803: オブジェクトに行レベル・セキュリティ(RLS)ポリシーが定義されている場合、VERSIONS句でバインド変数を使用できません。 
	
原因: アクセスされたオブジェクトに行レベル・セキュリティ(RLS)ポリシーが定義されており、VERSIONS句にバインド変数が含まれていました。


	
処置: VERSIONS句でバインド変数を使用せずに問合せを書き直してください。














24 NZE-43000からNZE-43021



	 NZE-43000: PKCS11ライブラリが見つかりません 
	
原因: PKCS11ライブラリが見つかりません。


	
処置: ウォレットの指定された場所にPKCS11ライブラリがあるかどうかを確認してください。









	 NZE-43001: PKCS11トークンが見つかりません 
	
原因: PKCS11トークンが見つかりません。


	
処置: 正しいラベルのトークンがスロットに存在することを確認してください。









	 NZE-43002: PKCS11パスワードが無効です 
	
原因: PKCS11パスワードが無効です。


	
処置: 指定したトークン・パスワードが正しいかどうかを確認してください。









	 NZE-43005: PKCS11: トークンがありません 
	
原因: スロットにトークンがありません。


	
処置: スロットにPKCS11トークンを配置してください。









	 NZE-43011: PKCS11: トークンのログインに失敗しました 
	
原因: PKCS11トークンにログインするには、正しいパスワードが必要です。


	
処置: トークン・パスワードを確認してください。









	 NZE-43014: PKCS11: トークン上のプライベート・キーの検索中にエラーが発生しました 
	
原因: トークン上のプライベート・キーの検索中にエラーが発生しました。


	
処置: ウォレットの証明書に対応するプライベート・キーがトークン上にあることを確認してください。トレース・メッセージを確認してください。









	 NZE-43015: PKCS11: 鍵のペアの生成でエラーが発生しました 
	
原因: HSMを使用して鍵のペアを生成中にエラーが発生しました。


	
処置: トレース・メッセージを確認してください。









	 NZE-43017: pkcs11: スマートカード/HSMで証明書が見つかりません 
	
原因: スマートカード/HSMで証明書が見つかりませんでした。


	
処置: スマートカード/HSMベンダーのマニュアルを参照して、スマートカード/HSMに証明書を移入してください。









	 NZE-43018: pkcs11: スマートカード/HSMでユーザー証明書が見つかりません 
	
原因: スマートカード/HSMでユーザー証明書が見つかりませんでした。


	
処置: スマートカード/HSMベンダーのマニュアルを参照して、スマートカード/HSMに証明書および秘密鍵を移入してください。









	 NZE-43019: pkcs11: 指定された証明書ラベル付きのスマートカード/HSMで証明書が見つかりません 
	
原因: ウォレットに指定された証明書ラベルに一致するスマートカード/HSM上の証明書ラベルがありません。


	
処置: スマートカード/HSMベンダーのマニュアルを参照して、スマートカード/HSMに証明書ラベルを設定してください。









	 NZE-43020: pkcs11: 指定された証明書ラベル付きのスマートカード/HSMで複数の証明書が見つかりました 
	
原因: スマートカード/HSMに同じラベルが付けられた複数の証明書が見つかりました。


	
処置: スマートカード/HSMベンダーのマニュアルを参照して、証明書に一意の証明書ラベルを割り当ててください。









	 NZE-43021: pkcs11: 指定された証明書ラベルの証明書はユーザー証明書ではありません 
	
原因: 指定した証明書ラベルが付けられた証明書は、スマートカード/HSM上に一致する秘密鍵がありません。


	
処置: スマートカード/HSMベンダーの説明に従って、スマートカード/HSMに資格証明(証明書/秘密鍵)を作成してください。














25 ORA-43750からORA-45907



	 ORA-43750: COMMIT WRITEオプションの組合せが無効です 
	
原因: COMMIT WRITE SQL文に、オプションの無効な組合せが指定されました。


	
処置: COMMIT WRITE文に、オプションの有効な組合せを指定してください。









	 ORA-43751: パラメータstringの値が無効です 
	
原因: 無効な値がパラメータに指定されました。


	
処置: パラメータに有効な値を指定してください。









	 ORA-43807: ORA_ROWSCNの索引は許可されていません 
	
原因: 直接または式の中で、ORA_ROWSCN擬似列を参照する索引を作成しようとしました。


	
処置: 表の索引を定義する際にORA_ROWSCNを使用しないでください。









	 ORA-43814: DROP INDEXはハッシュ・クラスタ索引に対して無効です 
	
原因: ハッシュ・クラスタに対して定義されている索引を削除しようとしました。ハッシュ・クラスタ索引は削除できません。


	
処置: ハッシュ・クラスタに対して定義されている索引を削除しないでください。









	 ORA-43850: 拡張圧縮オプションのパラメータは有効にする必要があります 
	
原因: 拡張圧縮オプション(ACO)機能が指定されましたが、ACOパラメータが有効になっていません。


	
処置: ACOパラメータ(enable_option_advanced_compression)を設定または更新してTRUEにしてください。









	 ORA-43851: 11.0.0より前との互換ではLOB機能はサポートされていません 
	
原因: 11g LOB機能は、RDBMSが11.0.0より下位の互換設定で動作する場合に指定されました。


	
処置: RDBMS互換設定を11.0.0以上にアップグレードして、必要な新機能を利用できるようにしてください。









	 ORA-43852: SECUREFILEとBASICFILEは同時に使用できません 
	
原因: SECUREFILEとBASICFILEが両方とも指定されました。


	
処置: SQL文を変更して、SECUREFILEまたはBASICFILEのいずれかを指定してください。









	 ORA-43853: SECUREFILE LOBはASSM以外の表領域"string"では使用できません 
	
原因: SECUREFILE LOBにはASSMが必要です。


	
処置: SECUREFILE LOBのASSM表領域を指定してください。43854, 0000, "非推奨"









	 ORA-43856: SECUREFILE LOB操作でサポートされていないLOBタイプ 
	
原因: SECUREFILE LOBが要求される場面で、SECUREFILE以外のLOBがSQL文またはコールで使用されました。


	
処置: LOBをSECUREFILE LOBに変換するか、このキーワードまたはコールを使用しないでください。









	 ORA-43857: パラメータ・エラー 
	
原因: 無効なパラメータでLOBを変更しようとしました。


	
処置: パラメータを修正して操作を再試行してください。









	 ORA-43859: CONTENTTYPE文字列が長すぎます 
	
原因: CONTENTTYPE文字列の長さが定義されている最大長を超えています。


	
処置: CONTENTTYPE文字列の長さを変更して、操作を再試行してください。









	 ORA-43862: CONTENTTYPEのバッファ長が正しくありません 
	
原因: CONTENTTYPEバッファの長さが定義されている定数よりも短くなっています。


	
処置: CONTENTTYPEバッファの長さを変更して、操作を再試行してください。









	 ORA-43878: 11.2.0より前との互換設定ではLOB機能はサポートされていません 
	
原因: データベースが11.2.0より下位の互換設定で動作中に、11.2のLOB機能が指定されました。


	
処置: データベースの互換設定を11.2.0以上にアップグレードして、必要な新機能を利用できるようにしてください。









	 ORA-43883: SECUREFILE LOBデルタ更新操作が無効です 
	
原因: 無効なデルタ更新操作がLOBで発行されました。これには、LOBの長さを超える操作、移動間隔の中に宛先オフセットを含む移動操作が含まれます。


	
処置: 操作パラメータの妥当性を確認してください。









	 ORA-44001: スキーマが無効です 
	
原因: 指定されたスキーマ名のスキーマは存在しません。


	
処置: 有効なスキーマ名を指定してください。









	 ORA-44002: オブジェクト名が無効です 
	
原因: 入力パラメータ文字列が、既存のSQLオブジェクトの修飾SQL識別子ではありませんでした。


	
処置: 文字列が、現行のスキーマによってアクセス可能な既存のSQLオブジェクトに一致することを確認してください。









	 ORA-44003: SQL名が無効です 
	
原因: 入力パラメータが、有効な簡易SQL名ではありませんでした。


	
処置: DBMS_ASSERT仕様で確認して、パラメータ文字列が有効な簡易SQL名であることを検証してください。









	 ORA-44004: 修飾SQL名が無効です 
	
原因: 入力パラメータが、有効な修飾SQL名ではありませんでした。


	
処置: DBMS_ASSERT仕様で確認して、パラメータ文字列が有効な修飾SQL名であることを検証してください。









	 ORA-44101: 優先度が無効です 
	
原因: ユーザーによって指定された優先度のレベルが無効でした。


	
処置: 有効な優先度値のUTL_MAILを確認し、それに応じて優先度パラメータを変更してください。









	 ORA-44203: カーソルでロックのタイムアウト待機中 
	
原因: コンパイルされるカーソルの待機中にタイムアウトが発生しました。このタイムアウトは、通常、同時実行セッションによってロックされるシステム・リソースへのアクセスを必要とするSQL解析が原因で発生します。


	
処置: リソース競合の原因を調査してください。必要に応じて、Oracleサポート・サービスに連絡し、この問題の診断方法についての追加情報を入手してください。









	 ORA-44204:ライブラリ・キャッシュ・オブジェクトstring.stringがインフラックス状態であることが検出されました 
	
原因: pseudo-cursorは、ライブラリ・キャッシュ・オブジェクトのメタデータが無効であるために古いことが検出された表に依存します。


	
処置: 詳細は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-44301: NULLのサービス名は許可されていません 
	
原因: サービス名の引数がNULLであることがわかりました。


	
処置: NULL以外のサービス名を指定してください。









	 ORA-44302: NULLのネットワーク名は許可されていません 
	
原因: ネットワーク名の引数がNULLであることがわかりました。


	
処置: NULL以外のネットワーク名を指定してください。









	 ORA-44303: サービス名が存在しています 
	
原因: このサービス名はすでに存在しています。


	
処置: 一意のサービス名を新たに指定してください。









	 ORA-44304: サービスstringが存在しません 
	
原因: 指定されたサービスが存在しません。


	
処置: 有効なサービス名を指定してください。









	 ORA-44305: サービスstringは実行中です 
	
原因: 指定されたサービスは実行中でした。


	
処置: これは情報メッセージです。









	 ORA-44306: サービス名がstringの長さの最大値を超えています 
	
原因: サービス名が長すぎました。


	
処置: サービス名を短くしてください。









	 ORA-44307: ネットワーク名が長すぎます 
	
原因: ドメインを除くネットワーク名が長すぎました。


	
処置: ネットワーク名を短くしてください。









	 ORA-44310: 最大サービス数を超えました 
	
原因: 最大サービス数に達しています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-44311: サービスstringは実行されていません 
	
原因: 指定されたサービスは実行されていませんでした。


	
処置: これは情報メッセージです。









	 ORA-44312: データベースがクローズしました 
	
原因: データベースがクローズしました。


	
処置: データベースをオープンしてから操作を再試行してください。









	 ORA-44313: インスタンス名が無効です 
	
原因: インスタンス名の引数が無効でした。


	
処置: 有効なインスタンス名を指定してください。









	 ORA-44314: ネットワーク名はすでに存在します 
	
原因: このネットワーク名はすでに存在しています。


	
処置: 別のネットワーク名を使用してください。









	 ORA-44315: すべてのサービス属性がNULLです 
	
原因: 指定された属性がすべてNULLです。


	
処置: 1つ以上の属性がNULL以外である必要があります。









	 ORA-44316: 引数が無効です。 
	
原因: 無効な引数が指定されました。


	
処置: 有効な引数を指定してください。









	 ORA-44317: データベースは読取り専用でオープンされています 
	
原因: データベースは読取り専用でオープンされています。


	
処置: データベースをクローズし、読取り/書込みで再オープンしてから再試行してください。









	 ORA-44318: SERVICE_NAMESの最大長を超えています 
	
原因: 実行中のサービス・ネットワーク名の合計長が許容最大長を超えています。


	
処置: 別のサービスを停止して、このサービスを起動してください。









	 ORA-44319: AQサービスを削除できません 
	
原因: 指定したAQサービスはキューに属しています。


	
処置: キューを削除してください。









	 ORA-44321: トレース・ファイルstringからコマンドラインを読み取れません 
	
原因: トレース・ファイルを読み取れませんでした。


	
処置: トレース・ファイルが存在し、有効なロー・トレース・データが含まれていることを確認してください。









	 ORA-44322: 無効なファイル名'string' 
	
原因: NULLまたは0(ゼロ)の長さのファイル名が指定されました。


	
処置: ファイル名を0(ゼロ)ではない長さの文字列に修正してください。









	 ORA-44323: 負の<count> 'string' (stringオプションに対する) 
	
原因: 指定された件数が正の数ではありませんでした。


	
処置: 正の件数を指定してください。









	 ORA-44324: stringオプションに対する<count>引数がありません 
	
原因: オプションには件数がありませんでした。


	
処置: オプションに件数を指定してください。









	 ORA-44325: トレース・ファイルstringにエントリ・ポイントが見つかりません 
	
原因: 指定されたトレース記号が見つかりません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-44326: stringオプションに対する<symbol>引数がありません 
	
原因: -[un]traceオプションへの<symbol>引数がありませんでした。


	
処置: -[un]traceオプションへの<symbol>引数を指定してください。









	 ORA-44327: stringオプションに対する<filename>引数がありません 
	
原因: オプションへの<filename>引数がありませんでした。


	
処置: オプションへの<filename>引数を指定してください。









	 ORA-44328: サポートされていないバージョン番号: string 
	
原因: トレース・ファイルのバージョンがサポートされていません。


	
処置: サポートされるバージョンのトレース・ファイルを指定してください。









	 ORA-44403: フラグ・パラメータに無効な値が指定されました。 
	
原因: 相互に排他的な値がフラグ・パラメータに指定されました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-44404: upicui2クライアント関数はOracleサーバー10.2以上を必要とします 
	
原因: 10.2以上のクライアントが古いOracleサーバーで使用されています。


	
処置: クライアントと同じバージョンのOracleサーバーを使用してください。









	 ORA-44411: 無効なACL: すべてのACEでSTART_DATEはEND_DATEより大きくできません 
	
原因: このACLのACEの1つで、END_DATEがSTART_DATEより小さくなりました。


	
処置: このACLのACEそれぞれで、すべてのEND_DATEをSTART_DATE以上に設定してください。









	 ORA-44412: 無効なACL: 循環ACL継承は許可されていません 
	
原因: 循環がACL継承によって形成されました。


	
処置: ACL継承を確認し、いくつかのACL継承を削除することによって循環を中断します。GG機能がシステム制限を超えています。









	 ORA-44413: 無効なACL: 親ACLのセキュリティ・クラスは子ACLのセキュリティ・クラスの祖先にする必要があります 
	
原因: 親ACLのセキュリティ・クラスは、子ACLのセキュリティ・クラスの祖先ではありませんでした。


	
処置: 親ACLのセキュリティ・クラスを、子ACLのセキュリティ・クラスの祖先になるように変更してください。









	 ORA-44414: 無効なACL: 親ACL 'string'が存在しません 
	
原因: 親ACLへのパスが有効なリソースではありませんでした。


	
処置: このリソースの親ACLを変更するか、または指定された場所で親ACLを作成してください。









	 ORA-44415: 無効なACL: 権限が定義されていません 
	
原因: 未定義の特権がACLのACEで見つかりました。


	
処置: ACLで指定されたとおりに、セキュリティ・クラスで特権が定義されることを確認してください。









	 ORA-44416: 無効なACL: プリンシパル'string'が解決されていません 
	
原因: 未解決のプリンシパルがACLのACEで見つかりました。


	
処置: プリンシパルがシステムで有効なユーザーまたはロールであることを確認してください。









	 ORA-44417: 無効なACL: ACLIDが無効です 
	
原因: 指定されたACLIDが有効なACLドキュメントを示しませんでした。


	
処置: ACLIDが有効なACLドキュメントを示すことを確認してください。









	 ORA-44418: 無効なACL: string 
	
原因: 指定したACLは、制約ACLの妥当性要件を満たしていません。


	
処置: ACLが制約ACLの妥当性要件を満たすようにしてください。









	 ORA-44421: SCHEMA句なしでDISALLOW NONSCHEMAを実行できません 
	
原因: SCHEMA句(明示的スキーマまたはANYSCHEMA)が指定されなかった場合、非スキーマ・データを禁止できません。


	
処置: DISALLOW NONSCHEMAを削除してください。または、SCHEMA句を追加してください。









	 ORA-44422: この列では非スキーマXMLは許可されません 
	
原因: 非スキーマ・データを許可しないバイナリXML列でXML文書に基づく非スキーマを挿入しようとしました。


	
処置: スキーマ・ベースの文書のみ挿入するか、列をALLOW NONSCHEMAデータに変更してください。









	 ORA-44423: BINARY用に登録されたXMLスキーマはCLOB/OBJ-REL用に使用できません 
	
原因: CLOB句またはOBJ-REL句の一部としてバイナリ使用のために登録されたXMLスキーマを使用しようとしました。


	
処置: CLOBまたはOBJ-REL用に登録されたスキーマを指定してください。または、列に対してBINARY XMLの格納を指定してください。









	 ORA-44424: BINARY XMLの格納にはBINARY用に登録されたXMLスキーマが必要です 
	
原因: BINARYに対して登録されていないXMLスキーマを使用して、BINARY XMLの格納を指定しようとしました。


	
処置: BINARY用に登録されたスキーマを指定してください。または、列に対してCLOBまたはOBJ-RELの格納を指定してください。









	 ORA-44425: XMLType表または列を作成するには、XML DBがインストールされている必要があります 
	
原因: XML DBをインストールせずに、XMLTypeの表または列を作成しようとしました。


	
処置: XML DBをインストールしてください。









	 ORA-44501: QMEL: 同時実行性が多すぎます。 
	
原因: 同時実行性が多すぎます。


	
処置: 一時エラーです。再試行してください。









	 ORA-44502: QMEL: ロックが見つかりません。 
	
原因: ロックが見つかりません。


	
処置: 引数を確認してください。









	 ORA-44503: QMEL: ロックが拒否されました。 
	
原因: ロックが拒否されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-44504: 暗黙的ロックによってリソースがロックされました 
	
原因: 暗黙的ロックによってリソースがロックされています。


	
処置: 通常、暗黙的ロックはNFSロックによって発生します。暗黙的ロックに関する情報の削除/取得については、XDB Protocol guideを参照してください。









	 ORA-44505: QMEL: 引数が無効です。 
	
原因: QMELへの引数が正しくありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-44700: 言語'string'は翻訳用に有効な言語ではありません 
	
原因: 無効な言語です。


	
処置: 言語はIETF RFC 3066に準拠する必要があります。









	 ORA-44701: 翻訳用の言語が見つかりません 
	
原因: ドキュメントには複数の翻訳があり、そのうちの1つがxml:lang属性を持っていませんでした。


	
処置: 複数の翻訳がある場合は、すべての翻訳にxml:lang属性が必要です。









	 ORA-44702: 言語'string'の翻訳が複数見つかりました 
	
原因: ドキュメントには1つの言語に対して複数の翻訳がありました。


	
処置: ドキュメントは、すべての翻訳された要素に対して、言語ごとに1つの翻訳のみを含む必要があります。









	 ORA-44703: ソース言語の翻訳が複数見つかりました 
	
原因: ドキュメントには複数のソース言語の翻訳がありました。


	
処置: ドキュメントには、すべての翻訳された要素に対して、1つのソース言語の翻訳のみが含まれている必要があります。









	 ORA-44704: XPath 'string'は翻訳された要素を一意に識別しません 
	
原因: 指定されたXPathは、複数の翻訳された要素を示していました。


	
処置: 指定されたXPathは、翻訳された要素を一意に識別する必要があります。









	 ORA-44705: 翻訳された要素にはxdb:maxOccurs='1'が必要です 
	
原因: xdb:maxOccursの値が、翻訳された要素に対して'1'ではありませんでした。


	
処置: xdb:maxOccursの値は、翻訳された要素に対して'1'であることが必要です。









	 ORA-44706: 翻訳された要素にはxsd:maxOccurs='unbounded'が必要です 
	
原因: xsd:maxOccursの値が、翻訳された要素に対して'unbounded'ではありませんでした。


	
処置: xsd:maxOccursの値は、翻訳された要素に対して'unbounded'であることが必要です。









	 ORA-44707: ソース言語の翻訳が見つかりません 
	
原因: ドキュメントには、翻訳された要素に対するソース言語の翻訳がありませんでした。


	
処置: ドキュメントには、すべての翻訳された要素に対して、1つのソース言語の翻訳が正確に含まれている必要があります。









	 ORA-44708: 翻訳はオブジェクト・リレーショナルの格納に対してサポートされていません 
	
原因: スキーマの格納タイプがオブジェクト・リレーショナルでした。


	
処置: CLOBまたはBINARY XMLの格納タイプでスキーマを登録してください。









	 ORA-44709: 翻訳された要素に対するスキーマ定義が無効です 
	
原因: 翻訳された要素のスキーマ定義が無効でした。


	
処置: 翻訳された要素は、xs:stringの制限または拡張である単純コンテンツを持つ複合型定義であることが必要です。









	 ORA-44710: 不正なXLIFFドキュメント: string 
	
原因: XLIFFドキュメントが無効でした。


	
処置: Oracleエラーを修正して再試行してください。









	 ORA-44711: XPathは翻訳不可能な要素を参照しています 
	
原因: XPathは翻訳不可能な要素を参照しました。


	
処置: この操作に対するXPathは、翻訳可能な要素を参照する必要があります。









	 ORA-44712: マージに使用されるXLIFFドキュメントのXPathが無効です 
	
原因: trans-unit/id属性内のXPathが無効でした。


	
処置: trans-unit/id属性内のXPathは、特定の翻訳ではなく翻訳のセットを指定する必要があります。









	 ORA-44713: XPathはすべての翻訳を選択していません 
	
原因: XPathは、特定の要素に対してすべての翻訳を選択しませんでした。


	
処置: XPathは、特定の翻訳ではなく翻訳のセットを指定する必要があります。









	 ORA-44730: XML索引stringは現在使用できません 
	
原因: Oracleは問合せを受付け中でないため、非同期のXML索引を使用できませんでした。


	
処置: Oracleが問合せを受付け中のときに同じ問合せを再試行するか、NO_XMLINDEX_REWRITEヒントを使用してください。









	 ORA-44731: パスstringはリポジトリのXML索引から削除できません 
	
原因: リポジトリのXML索引により、指定したパスで識別されるリソースの親フォルダの1つが索引付けされています。


	
処置: リポジトリのXML索引から親フォルダを削除してください。









	 ORA-44732: パスstringはリポジトリのXML索引から削除できません 
	
原因: 指定したパスで識別されるリソースは、リポジトリのXML索引によって索引付けされていません。


	
処置: リポジトリのXML索引によって索引付けされたリソースを削除してください。









	 ORA-44733: リポジトリのXML索引は直接削除できません 
	
原因: DROP INDEXは、リポジトリのXML索引には使用できません。


	
処置: DBMS_XDB_ADMIN.DROPREPOSITORYXMLINDEXを使用してください。









	 ORA-44734: 類似の子があるノードでの述語索引は許可されていません 
	
原因: 複数の類似の子があるノードが少なくとも1つ文書にあり、そのノードが述語索引で使用されています。


	
処置: 複数の類似の子があるノードでの述語索引を削除してください。









	 ORA-44735: 述語が多すぎます 
	
原因: 述語の数が制限を超えています。


	
処置: 述語の数を少なくしてください。









	 ORA-44736: グループ名がすでに存在していました 
	
原因: 指定したグループ名はすでに存在します。


	
処置: 別のグループ名を指定してください。









	 ORA-44737: パラメータstringは存在しませんでした。 
	
原因: 指定したパラメータ名は存在しませんでした。


	
処置: パラメータ名を確認してください。









	 ORA-44738: グループstringは存在しませんでした。 
	
原因: 指定したグループ名は存在しませんでした。


	
処置: グループ名を確認してください。









	 ORA-44739: 最後のグループを削除できません。 
	
原因: 索引の最後にあるグループを削除しようとしました。


	
処置: かわりにDROP INDEX文を使用してください。









	 ORA-44740: パラメータstringはすでに登録されています。 
	
原因: 指定したパラメータ名はすでに登録されています。


	
処置: 既存のパラメータを削除するか、別のパラメータ名を指定してください。









	 ORA-44741: 表が他のグループと共有されているグループは削除できません。 
	
原因: 表が他のグループと共有されているグループを削除しようとしました。


	
処置: 先に、このグループから、共有表のあるグループを削除してください。









	 ORA-44742: 他のグループと共有されている表の列は変更できません。 
	
原因: 他のグループにより共有されている表で、列を追加、変更または削除しようとしました。


	
処置: 先に、このグループから、共有表のあるグループを削除してから、操作してください。









	 ORA-44743: 依存共有表の列は変更できません。 
	
原因: 依存共有表で、列を追加、変更または削除しようとしました。元の共有表に対してのみ、列の追加、変更または削除ができます。


	
処置: この操作を行う際に、元の共有表のグループ名を使用してください。









	 ORA-44744:ALTER INDEX文で削除、追加または変更操作を複数回使用することはできません。 
	
原因: ALTER INDEX文で列やグループの追加、変更または削除操作を複数回使用しようとしました。


	
処置: かわりに複数のALTER INDEX文を使用してください。









	 ORA-44745: 複数の表での列の追加または削除は実行できません。 
	
原因: 1つのALTER INDEX文で、複数の表に対して列の追加または削除を実行しようとしました。


	
処置: かわりに複数のALTER INDEX文を使用してください。









	 ORA-44746: GROUP句にXMLTABLEがありません。 
	
原因: XMLTABLEのないグループを作成または追加しようとしました。


	
処置: 必要なXMLTABLE句をGROUP句に追加してください。









	 ORA-44747: ASYNCを使用して構造化コンポーネントを持つXMLIndexは指定できません。 
	
原因: 構造化コンポーネントを持つXMLIndexに対してASYNCパラメータを指定しようとしました。


	
処置: 構造化コンポーネントを持つXMLIndexに有効なパラメータを指定してください。









	 ORA-44748: GROUPに対する名前が無効です。 
	
原因: 無効な名前を持つGROUPを作成しようとしました。


	
処置: GROUPに有効な名前を使用してください。









	 ORA-44749: COLUMNのPATHがありません。 
	
原因: PATHのないCOLUMNを作成しようとしました。


	
処置: COLUMN定義用のPATHを指定してください。









	 ORA-44750: XMLIndexの非構造化コンポーネントに2次索引は作成できません。 
	
原因: XMLIndexに非構造化コンポーネントがない状況で、XMLIndexの非構造化コンポーネントに2次索引を作成しようとしました。


	
処置: XMLIndexを変更して非構造化コンポーネントを追加してください。









	 ORA-44751: XMLスキーマの列挙索引が範囲外です 
	
原因: 列挙索引に対応する列挙項目がXMLスキーマに見つかりませんでした。


	
処置: XMLスキーマが進化している場合は、進化を実行したクライアントを再起動してください。









	 ORA-44752: 新規要素'string' (複合型'string')の修飾名が別の要素と同じです 
	
原因: インプレースXML Schema Evolutionによって複合型に追加された新規要素は、同じ複合型またはその祖先の複合型のいずれかに、同じ修飾名を持つ別の要素があります。


	
処置: 異なる修飾名を付けて要素を追加してください。









	 ORA-44753: 要素'string'のminOccurs属性の変更が不正です 
	
原因: インプレースXML Schema Evolutionが要素のminOccurs属性の値を増加できませんでした。


	
処置: minOccurs属性の値を増加しないでください。









	 ORA-44754: 要素'string'のmaxOccurs属性の変更が不正です 
	
原因: インプレースXML Schema Evolutionが要素のmaxOccurs属性の値を減少できませんでした。


	
処置: maxOccurs属性の値を減少しないでください。









	 ORA-44755: 要素'string'のcomplexTypeプロパティの変更が不正です 
	
原因: インプレースXML Schema Evolutionが要素のcomplexTypeプロパティを変更できませんでした。


	
処置: complexTypeプロパティを変更しないでください。









	 ORA-44756: 要素'string'のSQLType属性の変更が不正です 
	
原因: バイナリXMLスキーマで要素のSQLTypeプロパティをインプレースXML Schema Evolutionによって変更できませんでした。


	
処置: SQLTypeプロパティを変更しないでください。









	 ORA-44800: 分類子の数はNULLにできません 
	
原因: num_classifiers引数がNULLであることがわかりました。


	
処置: NULL以外のnum_classifiersを指定してください。









	 ORA-44801: NULLの分類子リストは使用できません 
	
原因: wlm_classifiers引数がNULLであることがわかりました。


	
処置: NULL以外のwlm_classifiersを指定してください。









	 ORA-44802: 新規プラン(分類子リスト)が発行されていません 
	
原因: 発行前に新規プランが作成されませんでした。


	
処置: 新規プランを作成して、その後に分類子およびPCのリストを追加してください。









	 ORA-44803: プランを翻訳中です(まもなくアクティブ化されます) 
	
原因: 現行プランをアクティブ化する前に、新規プランを作成しようとしました。


	
処置: 現行プランを完全に発行し、アクティブ化してください。









	 ORA-44804: プランはまだ作成されていません 
	
原因: 新規プランは、分類子リストおよびパフォーマンス・クラス・リストの発行前に作成されませんでした。


	
処置: 最初にdbms_wlm.create_planをコールして、プランを作成してください。









	 ORA-44805: 分類子が存在しません 
	
原因: 分類子リストには分類子が含まれていませんでした。


	
処置: 分類子リストの構文を確認してください。









	 ORA-44806: リストに余分な分類子があります 
	
原因: 指定された分類子より多くの分類子がリストに存在しています。


	
処置: dbms_wlm.create_planで示される、num_classifiers以下の数の分類子のみを含むようにしてください。









	 ORA-44807: パフォーマンス・クラス名が長すぎます 
	
原因: パフォーマンス・クラス名が32バイトより長くなりました。


	
処置: パフォーマンス・クラス名を変更して、32バイト以内の名前を指定してください。









	 ORA-44808: 作業リクエスト・クラス名が長すぎます 
	
原因: 作業リクエスト・クラス名が32バイトより長くなりました。


	
処置: 作業リクエスト・クラス名を変更して、32バイト以内の名前を指定してください。









	 ORA-44809: 分類子の式が存在しません 
	
原因: この分類子には式が含まれていません。1つ以上の式を含める必要があります。


	
処置: 分類子リストの構文を確認してください。









	 ORA-44810: 式のパラメータが存在しません 
	
原因: この式にパラメータまたは属性値が含まれていません。1つ以上の属性値を含める必要があります。属性は、SERVICE、MODULE、ACTION、PROGRAMまたはUSERになります。


	
処置: 分類子リストの構文を確認してください。









	 ORA-44811: サービス名が長すぎます 
	
原因: パラメータ・リストに示されたサービス名が長すぎました。


	
処置: サービス名を確認してください。









	 ORA-44812: モジュール名が長すぎます 
	
原因: パラメータ・リストに示されたモジュール名が長すぎました。


	
処置: モジュール名を確認してください。









	 ORA-44813: アクション名が長すぎます 
	
原因: パラメータ・リストに示されたアクション名が長すぎました。


	
処置: アクション名を確認してください。









	 ORA-44814: プログラム名が長すぎます 
	
原因: パラメータ・リストに示されたプログラム名が長すぎました。


	
処置: プログラム名を確認してください。









	 ORA-44815: ユーザー名が長すぎます 
	
原因: パラメータ・リストに示されたユーザー名が長すぎました。


	
処置: ユーザー名を確認してください。









	 ORA-44816: パフォーマンス・クラスの数が、指定された値を下回っています 
	
原因: 実行されたパフォーマンス・クラスの数が、指定された値を下回っていました。


	
処置: パフォーマンス・クラスの完全なリストを発行してください。









	 ORA-44817: 分類子リストが大きすぎます 
	
原因: 分類子リストの長さが4000バイトを上回っていました。


	
処置: 実行前にリストを2つのリストに分割してください。









	 ORA-44818: 一般エラー 
	
原因: 不明な失敗がありました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-44819: このWLM関数の実行は拒否されました 
	
原因: WLMプランが別のインスタンスからロードされようとしていたか、PL/SQLコールがWLMプランのロードのための厳密な順序に従っていませんでした。


	
処置: 別のセッションも同時にWLMプランのロードを試みていないか確認してください。別のセッションが実行されていない場合、WLMプランのロードに対するこれらのPL/SQLコールの順序を確認してください。









	 ORA-44820: 作業リクエスト・クラスの数が、指定された値を下回っています 
	
原因: 発行された作業リクエスト・クラスの数が指定された値を下回っていました。


	
処置: 作業リクエスト・クラスの完全なリストを発行してください。









	 ORA-44821: 分類子の数が大きすぎます 
	
原因: 多数(> 1024)の分類子を要求しました。


	
処置: 分類子の数を減らしてください(< 1024)。









	 ORA-44822: QoSリソース・マネージャ計画はデータベース"string"に存在しません 
	
原因: QoSリソース・マネージャ計画はこのデータベースに存在しません。


	
処置: CATPROC.SQLを再実行して計画を作成してください。









	 ORA-44823: QoSリソース・マネージャ計画は使用されていません 
	
原因: QoSリソース・マネージャ計画は使用されていません。


	
処置: 現在のリソース・マネージャ計画の設定を修正して、再試行してください。









	 ORA-44824: リソース・マネージャが無効です 
	
原因: リソース・マネージャがオフになっています。


	
処置: リソース・マネージャを再度有効にして、操作を再試行してください。









	 ORA-44825: 分類子計画がインスタンス間で一致しません 
	
原因: 分類子計画がインスタンス間で一致していません。


	
処置: 分類子計画を再発行して、再試行してください。









	 ORA-44826: パフォーマンス・クラスの数が、指定された値を上回っています。 
	
原因: 実行されたパフォーマンス・クラスの数が、指定された値を上回っていました。


	
処置: 指定された数のパフォーマンス・クラスのみ実行してください。









	 ORA-44827: パフォーマンス・クラスの数が多すぎです 
	
原因: 多くの(50以上の)パフォーマンス・クラスがリクエストされました。


	
処置: これより少ない数(50未満)のパフォーマンス・クラスを発行してください。









	 ORA-44901: シンボリック・リンク"string"を解決できません 
	
原因: システムでは、指定されたシンボリック・リンクを解決できません。


	
処置: シンボリック・リンクの定義を確認し、これが有効なリソースを参照していることを確認してください。









	 ORA-44902: シンボリック・リンク"string"の解決手順が多すぎます 
	
原因: このエラーは、妥当な数の手順内で、シンボリック・リンクを含むパスを完全に解決できない場合に発生します。原因として、シンボリック・リンクの定義のサイクル、またはシンボリック・リンクへのシンボリック・リンクのチェーンが長すぎることが考えられます。


	
処置: シンボリック・リンク定義内の任意の循環を削除してください。循環がない場合は、シンボリック・リンクへのシンボリック・リンクのチェーンを短くしてください。









	 ORA-44903: 指定されたリソースに対するハード・リンクを作成できません 
	
原因: システムでは、指定されたリソースへのハード・リンクを作成できません。


	
処置: 構成パラメータを確認して、フォルダまたは非フォルダ・リソースへのハード・リンクの作成に関する制限を検証してください。









	 ORA-44904: ドキュメント・リンクのターゲット・パスが最大長を超えています 
	
原因: ターゲット・パスの長さが、ディスクに格納できる最大値を超えています。


	
処置: ターゲット・パスの長さを短くしてください。









	 ORA-44905: 拡張リンク・タイプはサポートされていません 
	
原因: XLinkタイプ属性が拡張されています。


	
処置: 拡張されたリンクを削除するか、簡易リンクに変更してください。









	 ORA-44906: ドキュメント・リンクのターゲットを解決できません 
	
原因: ターゲット・パスは有効リソースに変換しません。


	
処置: ターゲット・パスの妥当性を確認してください。









	 ORA-44907: 受信ハード・ドキュメント・リンクでは削除できません 
	
原因: このリソースをターゲットとして持つハード・ドキュメント・リンクがあります。


	
処置: DOCUMENT_LINKSビューを問い合せて、このリソースへのハード・リンクを持つリソースを確認してください。それに応じて、ソース・リソースのドキュメント・リンクを変更してください。









	 ORA-44908: stringの拡張中に、XInclude要素内にループが見つかりました 
	
原因: ドキュメント内のXInclude要素内にループがあります。


	
処置: XInclude要素内のループを削除してください。









	 ORA-44909: XInclude要素内にhref属性が必要です 
	
原因: href属性がXInclude要素内にありません。


	
処置: href属性を追加してください。









	 ORA-44910: XInclude要素内ではXPointerはサポートされません 
	
原因: xpointer属性がXInclude要素内で指定されます。


	
処置: xpointer属性を削除してください。









	 ORA-44911: ネストされたXInclude拡張の最大深度を超えました 
	
原因: ネストされたXinclude拡張の深度がシステムの制限を超えています。


	
処置: ネストされたXinclude拡張の深度を減らしてください。









	 ORA-44912: XPath式stringが無効であるか、サポートされていません 
	
原因: 指定されたXpathは、このコンテキストでは無効であるか、サポートされていません。


	
処置: Xpath式を変更してください。









	 ORA-44913: XInclude stringの処理中にエラーが発生しました 
	
原因: 指定されたXIncludeの処理中にエラーが発生しました。


	
処置: XInclude属性が正しいことを確認してください。









	 ORA-45000: 11.2.0.0.0より前との互換ではSecureFile機能はサポートされていません 
	
原因: 11gR2のLOB機能が、データベースが11.2.0.0.0より下位の互換設定で動作している場合に指定されました。


	
処置: データベースの互換設定を11.2.0.0.0以上にアップグレードして、必要な新機能を利用できるようにしてください。









	 ORA-45001: SecureFileアーカイブの暗黙的操作は許可されません 
	
原因: SecureFileがアーカイブされましたが、暗黙的な取得は許可されていません。


	
処置: Get操作を使用してSecureFileを取得してください。









	 ORA-45002: コンテンツIDがDBFS HSに見つかりません 
	
原因: コンテンツIDが無効であるか、またはすでに削除されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-45003: DBFS HS: チェックサムが無効です。データが破損している可能性があります 
	
原因: データが破損している可能性があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-45004: DBFS HS SBTエラー 
	
原因: SBTテープ・ライブラリに関連するエラーです。


	
処置: 詳細は、エラー・ログを参照してください。









	 ORA-45005: DBFS HSの無効なストア 
	
原因: DBFS HSストアに関連するエラーです。


	
処置: ストア名とストア・パラメータの値が有効であることを確認してください。









	 ORA-45902: データ・ファイル'string'の名前を変更できません。ファイルは即時リストアされています。 
	
原因: ALTER DATABASE RENAMEまたはRMANコマンドのSWITCHコマンド中に、即時リストアされたファイルに対し名前変更が指定されました。


	
処置: 即時リストアされていないファイルの名前を変更するか、再移入作業が完了するまで待機し、コマンドを再実行します。









	 ORA-45903: 即時リストアされたデータ・ファイル・コピーstringのカタログ作成はサポートされていません 
	
原因: データ・ファイル・コピーが即座リストアされました。そのようなファイルのカタログ作成はサポートされていません。


	
処置: 即座リストアされたデータ・ファイル・コピーのカタログ化はリクエストしないでください。









	 ORA-45904: データ・ファイル・コピーstringの即時リストアはサポートされていません 
	
原因: 即時リストア・モードで、データ・ファイルのコピーの作成が試行されました。これはサポートされていません。


	
処置: 即時リストア・モードでデータ・ファイル・コピーの作成をリクエストしないでください。









	 ORA-45905: 即時リストアされたデータ・ファイルstringの削除はサポートされていません 
	
原因: このデータ・ファイルは、完全オプションで即時リストアされました。そのようなファイルの削除はサポートされていません。


	
処置: 即時リストアされたデータ・ファイルの削除はリクエストしないでください。









	 ORA-45906: 即時リストアされたデータ・ファイルstringの移動はサポートされていません 
	
原因: このデータ・ファイルは即時リストアされました。そのようなファイルの移動はサポートされていません。


	
処置: 即時リストアされたデータ・ファイルの移動はリクエストしないでください。









	 ORA-45907: データ・ファイルstringの即時リストアが失敗しました 
	
原因: 即時リストア中に、宛先のデータ・ファイルを初期化できませんでした。障害が発生した具体的な理由を示す他のメッセージが、エラー・スタック、アラート・ログ、トレース・ファイルにある場合があります。このメッセージの一般的な原因の1つは、即時リストア機能がデータベースで無効になっていることです。


	
処置: その他のメッセージも確認してください。状況を解決できない場合、即時ではなく通常のリストアをリクエストしてください。














26 ORA-46000からORA-46342



	 ORA-46000: 拡張可能データ・セキュリティを有効にするイベント 
	
原因: 入力値はXDSを使用可能にするために有効なオプションではありませんでした。


	
処置: 有効なオプションを使用してXDSを使用可能にしてください。









	 ORA-46001: stringは拡張可能データ・セキュリティ・ポリシーに対して有効ではありません 
	
原因: XDSを使用可能にするためにDBMS_RLSで無効な引数値が使用されました。


	
処置: DBMS_XDSを使用してXDSを使用可能にしてください。









	 ORA-46002: "string"のデータ・セキュリティ・ドキュメントで、権限"string"が有効ではありません 
	
原因: データ・セキュリティ・ドキュメントで無効な権限が指定されました。


	
処置: ドキュメントの権限要素を修正してください。









	 ORA-46003: "string"のデータ・セキュリティ・ドキュメントで、列"string"が有効ではありません 
	
原因: データ・セキュリティ・ドキュメントで無効な列が指定されました。


	
処置: ドキュメントの列要素を修正してください。









	 ORA-46004: 述語"string"はデータ・セキュリティ・ドキュメントで有効ではありません 
	
原因: データ・セキュリティ・ドキュメントで無効な述語が指定されました。


	
処置: ドキュメントの述語を修正してください。









	 ORA-46005: ドキュメントが見つかりません。スキーマの位置を修正してください。 
	
原因: CreateResourceに失敗したか、または無効なスキーマの位置が指定されました。


	
処置: リソースがリソース・ビューにある場合は、スキーマの位置を修正してください。それ以外の場合は、リソースの作成に関するマニュアルを参照してください。









	 ORA-46006: VPD列とFusion列のセキュリティ・ポリシーは混在できません 
	
原因: VPD列とFusion列の両方のセキュリティ・ポリシーで、オブジェクトが保護されています。


	
処置: VPD列とFusion列のいずれかのセキュリティ・ポリシーを無効化または削除してください。









	 ORA-46007: inheritedFrom要素"string"にcolName foreignKeyがありません。 
	
原因: データ・セキュリティ・ポリシー・ドキュメントで、inheritedFrom要素にcolName foreignKeyが指定されていません。


	
処置: inheritedFrom要素を修正してください。colName要素によって、inheritedFrom要素の1つ以上のforeignKey要素を指定する必要があります。









	 ORA-46008: instanceSet "string"内のmemberEvaluationRuleが長すぎます。 
	
原因: データ・セキュリティ・ポリシー・ドキュメントで、instanceSet要素のmemberEvaluationRule要素に指定された長さが4000を超えています。


	
処置: instanceSetのmemberEvaluationRuleの長さを4000に制限してください。









	 ORA-46009: inheritedFrom "string"の"when"述語が長すぎます。 
	
原因: データ・セキュリティ・ポリシー・ドキュメントで、inheritedFrom要素のwhen述語要素に指定された長さが4000を超えています。


	
処置: inheritedFrom要素のwhen述語の長さを4000に制限してください。









	 ORA-46010: inheritedFrom "string"のforeignKeyのcolValueが長すぎます。 
	
原因: データ・セキュリティ・ポリシー・ドキュメントで、inheritedFrom要素のforeignKey要素のcolValue要素に指定された長さが32767を超えています。


	
処置: inheritedFrom要素のforeignKey要素のcolValue要素の長さを32767に制限してください。









	 ORA-46011: "selectPrivilege"要素の値が長すぎます。 
	
原因: データ・セキュリティ・ポリシー・ドキュメントで、selectPrivilege要素に指定された長さが32767を超えています。


	
処置: selectPrivilege要素の長さを32767に制限してください。









	 ORA-46012: "privilege"要素の値が長すぎます。 
	
原因: データ・セキュリティ・ポリシー・ドキュメントで、attributeSec要素のprivilege要素に指定された長さが32767を超えています。


	
処置: privilege要素の長さを32767に制限してください。









	 ORA-46013: "aclDirectory"要素の値が長すぎます。 
	
原因: データ・セキュリティ・ポリシー・ドキュメントで、acls要素のaclDirectory要素に指定された長さが32767を超えています。


	
処置: aclDirectory要素の長さを32767に制限してください。









	 ORA-46014: "aclFile"要素の値が長すぎます。 
	
原因: データ・セキュリティ・ポリシー・ドキュメントで、aclFiles要素のaclFile要素に指定された長さが32767を超えています。


	
処置: aclFile要素の長さを32767に制限してください。









	 ORA-46015: "paramDatatype"要素の値が長すぎます。 
	
原因: データ・セキュリティ・ポリシー・ドキュメントで、instanceSet要素のparamDatatype要素に指定された長さが100を超えています。


	
処置: paramDatatype要素の長さを100に制限してください。









	 ORA-46016: foreignKeyの列数がprimaryKeyと一致しません。 
	
原因: データ・セキュリティ・ポリシー・ドキュメントで、foreignKey要素内の列要素の数がinheritedFrom要素のprimaryKey要素内の列要素の数と一致しません。foreignKeyの列要素は、colNameまたはcolValue要素を使用して指定できます。primaryKeyの列要素は、colName要素のみを使用して指定できます。


	
処置: foreignKeyの列数がprimaryKeyの列数と一致していることを確認してください。









	 ORA-46017: OBJECT_IDが無効です。 
	
原因: 無効なOBJECT_IDを使用して、PL/SQL API DBMS_XDSUTL.INVALIDATE_DSD_CACHEがコールされました。


	
処置: PL/SQL API DBMS_XDSUTL.INVALIDATE_DSD_CACHEに渡すOBJECT_IDの長さを32に変更し、XDBリポジトリ内にある既存のデータ・セキュリティ・ドキュメントのXMLRefオブジェクト識別子とOBJECT_IDの値が正確に一致していることを確認してください。









	 ORA-46018: データ・セキュリティ・ドキュメント"string"のXDBオブジェクトIDが見つかりませんでした。 
	
原因: データ・セキュリティ・ドキュメントのパス(エラー・メッセージに記載)に対応するXDBオブジェクトIDが見つかりませんでした。エラー・メッセージには、データ・セキュリティ・ドキュメントのパスの最初の256文字のみが表示されます。


	
処置: 前のエラー・フレームに表示されるエラーを解決してください。









	 ORA-46050: Tritonセキュリティの内部エラーです。 
	
原因: Tritonセキュリティの内部エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-46051: 無効なXSユーザーが指定されました 
	
原因: 無効な拡張可能セキュリティ・ユーザーが指定されました。


	
処置: ユーザー名を確認してファンクションまたはプロシージャを再実行してください。









	 ORA-46052: 無効なセッションIDが指定されました 
	
原因: 無効な拡張可能セキュリティ・セッションIDが指定されました。


	
処置: セッションIDを確認してファンクションまたはプロシージャを再実行してください。









	 ORA-46053: 無効なCookieが指定されました 
	
原因: 無効な拡張可能セキュリティ・セッションCookieが指定されました。


	
処置: セッションCookieを確認してファンクションまたはプロシージャを再実行してください。









	 ORA-46054: 無効なネームスペースが指定されました 
	
原因: 無効な拡張可能セキュリティ・アプリケーション・ネームスペースが指定されました。


	
処置: ネームスペースを確認してファンクションまたはプロシージャを再実行してください。









	 ORA-46055: 無効なロールが指定されました 
	
原因: 無効な拡張可能セキュリティ・ロールが指定されました。


	
処置: ロールを確認してファンクションまたはプロシージャを再実行してください。









	 ORA-46056: 無効なネームスペースまたは属性が指定されました 
	
原因: 無効な拡張可能セキュリティ・アプリケーション・ネームスペースまたは属性が指定されました。


	
処置: ネームスペースおよび属性を確認してファンクションまたはプロシージャを再実行してください。









	 ORA-46057: ネームスペースはすでに存在します 
	
原因: 指定された拡張可能セキュリティ・アプリケーション・ネームスペースはすでに存在しています。


	
処置: 別のネームスペースを指定してファンクションまたはプロシージャを実行してください。









	 ORA-46058: 無効な属性が指定されました 
	
原因: 無効な拡張可能セキュリティ・アプリケーション・ネームスペース属性が指定されました。


	
処置: 属性を確認してファンクションまたはプロシージャを実行してください。









	 ORA-46059: 無効なACL識別子が指定されました 
	
原因: 指定されたACL識別子は無効です。


	
処置: ACL識別子を確認し、有効なACL IDを指定してファンクションまたはプロシージャを再実行してください。









	 ORA-46060: ユーザー名が指定されていません 
	
原因: 拡張可能セキュリティ・ユーザー名が指定されていません。


	
処置: ユーザー名を指定してファンクションまたはプロシージャを実行してください。









	 ORA-46061: セッションIDが指定されていません 
	
原因: 拡張可能セキュリティ・セッションIDが指定されていません。


	
処置: セッションIDを指定してファンクションまたはプロシージャを実行してください。









	 ORA-46062: ネームスペースが指定されていません 
	
原因: 拡張可能セキュリティ・アプリケーション・ネームスペースが指定されていません。


	
処置: ネームスペースを指定してファンクションまたはプロシージャを実行してください。









	 ORA-46063: XSセッションに連結されていません 
	
原因: 拡張可能セキュリティ・セッションに連結されていません。


	
処置: XSセッションに連結してファンクションまたはプロシージャを実行してください。









	 ORA-46064: 属性名が指定されていません 
	
原因: 拡張可能セキュリティ・アプリケーション・ネームスペース属性名が指定されていません。


	
処置: 属性名を指定してファンクションまたはプロシージャを実行してください。









	 ORA-46065: 属性値が指定されていません 
	
原因: 拡張可能セキュリティ・アプリケーション・ネームスペース属性値が指定されていません。


	
処置: 属性値を指定してファンクションまたはプロシージャを実行してください。









	 ORA-46066: 非アクティブのタイムアウトが指定されていません 
	
原因: 拡張可能セキュリティ・セッションの非アクティブのタイムアウトが指定されていません。


	
処置: 非アクティブのタイムアウト値を指定してファンクションまたはプロシージャを実行してください。









	 ORA-46067: Cookieが指定されていません 
	
原因: 拡張可能セキュリティ・セッションCookieが指定されていません。


	
処置: Cookie値を指定してファンクションまたはプロシージャを実行してください。









	 ORA-46068: ロールが指定されていません 
	
原因: 拡張可能セキュリティ・ロールが指定されていません。


	
処置: ロール値を指定してファンクションまたはプロシージャを実行してください。









	 ORA-46070: 権限が不足しています 
	
原因: 適切な権限なしで拡張可能セキュリティ・セッションのファンクションまたはプロシージャを実行しようとしました。


	
処置: 管理者に操作の実行を依頼するか、適切な権限の付与を依頼してください。









	 ORA-46071: イベント・ハンドラの実行中にエラーが発生しました 
	
原因: 現行操作の一環として起動されたエラー処理関数によってエラーまたは例外が戻されました。


	
処置: トレース・ファイルを確認してイベント処理関数でのエラーの発生源を特定してください。エラーを解決した後に、操作を再試行してください。









	 ORA-46072: 列の幅が小さすぎます 
	
原因: このファンクションまたはプロシージャの出力の保存に使用した列または変数のサイズが小さすぎます。


	
処置: 列または変数のサイズを増やして再試行してください。









	 ORA-46073: Cookieは別のセッションですでに使用されています 
	
原因: 指定された拡張可能セキュリティ・セッションCookieは、別の拡張可能セキュリティ・セッションによって使用されています。


	
処置: 別のCookieを指定してファンクションまたはプロシージャを実行してください。









	 ORA-46074: セッションIDが一致しません 
	
原因: 指定されたセッションIDが連結されているセッションIDと一致しません。


	
処置: セッションIDを指定せず、または一致する連結セッションを指定して、ファンクションまたはプロシージャを実行してください。









	 ORA-46075: 軽量ユーザー・セッションにすでに連結されています 
	
原因: 現行データベース・セッションは、軽量ユーザー・セッションにすでに連結されています。


	
処置: 現行の軽量ユーザー・セッションから連結解除した後で、新しい軽量ユーザー・セッションに連結してください。









	 ORA-46076: 指定された名前文字列が長すぎます 
	
原因: 名前の長さが許容限度を超えています。


	
処置: 許容長より短い長さで名前を指定して再試行してください。ドキュメントを参照して、現行の操作の名前の最大長を確認してください。









	 ORA-46077: 値の長さが大きすぎます 
	
原因: 指定された属性値が大きすぎます。


	
処置: 小さい属性値を指定して、ファンクションまたはプロシージャを再実行してください。









	 ORA-46078: 無効なイベント・タイプが指定されました 
	
原因: 指定したイベント・タイプは無効です。


	
処置: 無効なイベント・タイプを使用して操作を再試行してください。









	 ORA-46080: ユーザー・ステータスは現在アクティブではありません 
	
原因: ユーザーが非アクティブとマークされています。


	
処置: エンタープライズ・ディレクトリでステータスをアクティブに変更して再試行してください。









	 ORA-46081: ユーザーのパスワードが期限切れです 
	
原因: ユーザー・パスワードが期限切れです。


	
処置: ユーザーのパスワードを変更し、ステータスをアクティブに更新してください。









	 ORA-46082: ユーザーのアカウントがロックされています 
	
原因: ユーザーのアカウントがロックされています。


	
処置: エンタープライズ・ディレクトリでユーザーのステータスをアクティブに更新して再試行してください。









	 ORA-46083: システムの動的ロールを作成できません 
	
原因: システムの動的ロールを作成しようとしました。


	
処置: システム属性を指定せずに、またはFALSEに設定して、操作を実行してください。









	 ORA-46084: システムでシードされたプリンシパルは削除できません 
	
原因: システムでシードされたプリンシパルを削除しようとしました。


	
処置: システムでシードされたプリンシパルは削除しないでください。









	 ORA-46085: 動的ロールのシステム属性は変更できません 
	
原因: 動的ロールのシステム属性を変更しようとしました。


	
処置: システムの値を変更せずに操作を実行してください。









	 ORA-46086: 直接ログインのXSセッションから連結解除できません 
	
原因: 直接パスワード・ログインによって作成されたXSセッションを連結解除しようとしました。


	
処置: XSセッションを連結解除して破棄するには、DBセッションからログアウトしてください。









	 ORA-46087: プロキシ・セッションではユーザーの切替えは許可されません 
	
原因: プロキシ・セッション内でユーザーを切り替えようとしました。


	
処置: 元のユーザーに戻して再試行してください。









	 ORA-46088: プリンシパルはすでに存在します 
	
原因: 指定された軽量プリンシパルはすでに存在します。


	
処置: 別の名前を指定してファンクションまたはプロシージャを実行してください。









	 ORA-46089: サポートされていないベリファイア・タイプです 
	
原因: このベリファイアは現在サポートされていません。


	
処置: 異なるベリファイア・タイプを指定して再実行してください。









	 ORA-46090: リクエストされたイベント・ハンドラはイベントに登録されていません 
	
原因: 登録されていないイベント・ハンドラを更新または削除しようとしました。


	
処置: イベント・ハンドラ名を確認してください。









	 ORA-46091: リクエストされたイベント・ハンドラはイベントにすでに登録されています 
	
原因: イベント・ハンドラを再登録しようとしました。


	
処置: イベント・ハンドラ名を確認してください。









	 ORA-46092: リクエストされたイベント・ハンドラは存在しません 
	
原因: 存在しないイベント・ハンドラを登録しようとしました。


	
処置: イベント・ハンドラ名を確認するか、またはイベント・ハンドラを作成してください。









	 ORA-46093: 直接ログインのXSセッションは破棄できません 
	
原因: 直接パスワード・ログインによって作成されたXSセッションを破棄しようとしました。


	
処置: XSセッションを破棄するには、DBセッションからログアウトしてください。









	 ORA-46095: 無効なエラー・コードが指定されました 
	
原因: 無効な値を持つエラー・コードが指定されました。


	
処置: 有効な値の範囲のエラー・コードを使用してください。









	 ORA-46101: セキュリティ・クラスstringの集計権限stringに対する循環定義 
	
原因: 集計権限の定義にそれ自体が含まれています。


	
処置: 集計権限の定義を修正してください。









	 ORA-46102: セキュリティ・クラスstringで集計された権限stringが見つかりません 
	
原因: 集計された権限の定義には、このセキュリティ・クラスまたは親セキュリティ・クラスに定義されていない権限が含まれています。


	
処置: 集計権限の定義を修正してください。









	 ORA-46103: セキュリティ・クラスstringに対する循環定義 
	
原因: 循環定義を介してセキュリティ・クラス自体から継承したセキュリティ・クラスの定義です。


	
処置: セキュリティ・クラスの定義を修正してください。









	 ORA-46104: セキュリティ・クラスstringはベース・セキュリティ・クラスから継承できません 
	
原因: 内部ベース・セキュリティ・クラスを親セキュリティ・クラスとして指定したセキュリティ・クラスの定義です。


	
処置: 継承元リストから内部ベース・セキュリティ・クラスを削除してください。









	 ORA-46105: セキュリティ・クラスstringをロードできません 
	
原因: 指定されたセキュリティ・クラスが存在しません。


	
処置: セキュリティ・クラスのリソースを作成してください。









	 ORA-46106: セキュリティ・クラスstringの親セキュリティ・クラスがありません 
	
原因: 指定されたセキュリティ・クラスには親セキュリティ・クラスがありません。


	
処置: 継承元タグを使用して親セキュリティ・クラスを追加してください。









	 ORA-46107: 権限stringは、関連付けられたセキュリティ・クラスに見つかりません 
	
原因: 指定された権限は、ACLに関連付けられたセキュリティ・クラスに存在しません。


	
処置: 指定された権限が含まれるセキュリティ・クラスを使用してください。









	 ORA-46108: セキュリティ・クラスのtargetNamespaceまたは名前が無効です。 
	
原因: セキュリティ・クラスのtargetNamespace属性がNULLであるか、4000文字より長くなっています。または、セキュリティ・クラス名属性がNULLであるか、1024文字より長くなっています。


	
処置: 有効なtargetNamespaceおよび名前属性を指定してください。









	 ORA-46109: 権限string(セキュリティ・クラスstring)の定義が重複しています。 
	
原因: セキュリティ・クラスの権限名は、別のセキュリティ・クラスですでに定義されています。


	
処置: 権限に一意の名前を指定してください。









	 ORA-46112: セキュリティ・クラス名string(targetnamespace string)が重複しています 
	
原因: targetnamespceにあるセキュリティ・クラス名は、別のセキュリティ・クラスでも使用されています。


	
処置: セキュリティ・クラスに一意の名前を指定してください。









	 ORA-46250: 引数'string'の値が無効です 
	
原因: プロシージャの入力値が無効です。


	
処置: 有効なオプションを指定してください。









	 ORA-46251: 引数'string'の値が範囲外です 
	
原因: 入力値が範囲外でした。


	
処置: 許容範囲内の値を使用してください。









	 ORA-46252: 操作を終了できません、重複するジョブがすでに存在します 
	
原因: 指定した監査証跡タイプを対象に含むクリーンアップ・ジョブがすでに存在します。


	
処置: 既存のジョブを削除してください。









	 ORA-46253: 操作を終了できません、重複するプロパティがすでに存在します 
	
原因: 指定した監査証跡タイプを対象に含むプロパティがすでに存在します。


	
処置: 既存のプロパティを消去してください。









	 ORA-46254: 'string'はすでに存在しています 
	
原因: 設定する値はすでに存在します。


	
処置: 既存のエントリを削除してください。









	 ORA-46255: 無効なジョブ名が指定されました 
	
原因: ジョブが存在しないか、DBMS_AUDIT_MGMTパッケージによって作成されていません。


	
処置: DBMS_AUDIT_MGMTパッケージを使用してジョブを作成します。









	 ORA-46256: 内部エラー: 監査表がパーティション化されていません 
	
原因: 非パーティション表での操作は無効です。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-46257: プロパティ'string'はクリアできません 
	
原因: プロパティをクリアできませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。このプロパティは設定またはリセットのみが可能です。









	 ORA-46258: 監査証跡のためのクリーンアップが初期化されていません 
	
原因: エラーのある監査証跡でDBMS_AUDIT_MGMT.INIT_CLEANUPがコールされませんでした。


	
処置: プロシージャDBMS_AUDIT_MGMT.INIT_CLEANUPを起動してください。









	 ORA-46260: 監査証跡をクリーンアップ中のエラー 
	
原因: 監査証跡のクリーンアップ操作を完了できませんでした。


	
処置: UNIXエラー番号を確認して、オペレーティング・システム・エラーの可能性について確認してください。エラーがない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-46261: 監査証跡をクリーンアップ中のエラー、内部エラーです 
	
原因: 内部エラーのために監査証跡のクリーンアップを完了できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-46262: 監査表を'string'表領域に移動できません 
	
原因: 表領域が使用できないか、移動する監査表の格納に必要な空き領域が不足しています。


	
処置: 表領域がオンラインであり、移動する監査表に対して十分な領域があることを確認してください。









	 ORA-46263: 監査証跡がクリーンアップのためにすでに初期化されています 
	
原因: この監査証跡タイプに対してDBMS_AUDIT_MGMT.INIT_CLEANUPがすでに起動しています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-46264: DBMS_AUDIT_MGMT操作中にエラーが発生しました 
	
原因: DBMS_AUDIT_MGMT操作を完了できませんでした。


	
処置: PL/SQLエラー・スタックとトレース・ファイルで可能性のあるエラーを確認してください。原因を修正して、操作を再試行してください。内部エラーの場合、またはエラーがない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-46265: 監査証跡のサブセットはすでに初期化されています 
	
原因: 指定した監査証跡タイプを対象に含む監査証跡が初期化されています。


	
処置: DBMS_AUDIT_MGMT.DEINIT_CLEANUPを使用して、競合する監査証跡タイプを消去してください。









	 ORA-46266: Oracle RAC対応データベースで引数'string'の値が見つかりません 
	
原因: Oracle RAC対応データベースでDBMS_AUDIT_MGMT APIが実行され、AUDIT_TRAIL_TYPEはAUDIT_TRAIL_OSまたはAUDIT_TRAIL_XMLのいずれかになっています。ただし、DBMS_AUDIT_MGMT APIが実行されたOracle RACインスタンス番号が指定されていません。


	
処置: 構成を必要とする有効なOracle RACインスタンス番号を入力してください。









	 ORA-46267: 'string'表領域が不足しているため、操作を完了できません 
	
原因: DBMS_AUDIT_MGMT APIで1つ以上の監査表を移動しようとしましたが、移動先の表領域が不足しているため、操作を完了できませんでした。


	
処置: DBMS_AUDIT_MGMT.SET_DEBUG_LEVELを使用してトレースをオンにし、必要な領域を調べてください。次に、移動先の表領域データファイルでAUTOEXTENDオプションがオンになっていても、その領域を移動先の表領域に割り当ててください。その後で、操作を再試行してください。









	 ORA-46268: 監査表で操作が競合しています 
	
原因: 監査表が、異なるセッションの複数のDBMS_AUDIT_MGMT APIで操作されています。INIT_CLEANUP、DEINIT_CLEANUP、SET_AUDIT_TRAIL_LOCATIONおよびMOVE_DBAUDIT_TABLESの各APIを複数実行すると(同じAPIの場合も含め)、競合の原因となることがあります。


	
処置: いずれかのAPIの実行が完了するまで待機してから、APIを再実行してください。









	 ORA-46269: 監査ファイルで操作が競合しています 
	
原因: 監査ファイルが、異なるセッションの複数のDBMS_AUDIT_MGMT APIで操作されています。CLEAN_AUDIT_TRAIL APIの同時実行が、競合の原因となることがあります。


	
処置: いずれかのAPIの実行が完了するまで待機してから、APIを再実行してください。









	 ORA-46271: DBMS_AUDIT_MGMT操作中にエラーが発生しました; データベースI/Oが一時停止されています 
	
原因: DBMS_AUDIT_MGMT操作中にI/O試行が発生したため、データベースI/Oが一時停止されました。


	
処置: データベースI/Oの一時停止を再開してから操作を再試行してください。データベースI/Oが一時停止されていない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-46272: 監査証跡のサブセットはすでに初期化解除されています 
	
原因: 指定した監査証跡タイプを対象に含む監査証跡が初期化されています。


	
処置: DBMS_AUDIT_MGMT.INIT_CLEANUPを使用して、競合する監査証跡タイプを初期化してください。









	 ORA-46340: コマンドにはBY <user-list>句とIN SESSION <session-information>句の両方を同時に使用できません 
	
原因: コマンドに、BY <user-list>句がIN SESSION <session-information>句とともに指定されています。


	
処置: BY <user-list>句またはIN SESSION <session-information>句のどちらかを使用してください。









	 ORA-46341: ALL STATEMENTSオプションはBY SESSION句とともには指定できません 
	
原因: BY SESSION句でALL STATEMENTS監査オプションを指定しようとしました。ALL STATEMENTS監査オプションは、BY ACCESSでのみ構成できます。


	
処置: BY SESSIONのかわりにBY ACCESSを指定してください。









	 ORA-46342: NOAUDITコマンドはIN SESSION句とともには指定できません 
	
原因: NOAUDITコマンドでIN SESSION <session-information>句を指定しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。














27 ORA-47000からORA-47999



	 ORA-47000: ファクタ・タイプstringはすでに定義されています 
	
原因: この名前のオブジェクトはすでに存在しています。


	
処置: 一意のオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47001: ファクタ・タイプstringが見つかりません 
	
原因: 要求されたオブジェクトは存在しません。


	
処置: 存在するオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47002: ファクタ・タイプstring作成中にエラーが発生しました。string 
	
原因: ファクタ・タイプの作成中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義を確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47003: ファクタ・タイプstringの削除中にエラーが発生しました。string 
	
原因: ファクタ・タイプの削除中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義を確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47004: ファクタ・タイプstringの更新中にエラーが発生しました。string 
	
原因: ファクタ・タイプの更新中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義を確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47005: ファクタ・タイプstringの名前の変更中にエラーが発生しました。string 
	
原因: ファクタ・タイプの名前の変更中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義を確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47020: ファクタstringはすでに定義されています 
	
原因: この名前のオブジェクトはすでに存在しています。


	
処置: 一意のオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47021: ファクタstringが見つかりません 
	
原因: 要求されたオブジェクトは存在しません。


	
処置: 存在するオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47022: ファクタstringの作成中にエラーが発生しました。string 
	
原因: ファクタの作成中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47023: ファクタstringの削除中にエラーが発生しました。string 
	
原因: ファクタの削除中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47024: ファクタstringの更新中にエラーが発生しました。string 
	
原因: ファクタの更新中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47025: stringおよびstringにはファクタ・リンクがすでに存在します 
	
原因: この名前のオブジェクトはすでに存在しています。


	
処置: 一意のオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47026: stringおよびstringに対するファクタ・リンクの作成中にエラーが発生しました。string 
	
原因: ファクタ・リンクの作成中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47027: stringおよびstringにはファクタ・リンクが存在しません 
	
原因: 参照されたファクタ・リンクが存在しません。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47028: stringおよびstringに対するファクタ・リンクの削除中にエラーが発生しました。string 
	
原因: ファクタ・リンクの削除中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47029: ファクタ・タイプstringは1つ以上のファクタが使用中です。 
	
原因: 指定したファクタ・タイプが既存のファクタにより使用されていました。


	
処置: 依存ファクタを削除して操作を再試行してください。









	 ORA-47030: ファクタstringは1つ以上のファクタ・リンクが参照中です。 
	
原因: 指定したファクタが既存のファクタ・リンクにより参照されていました。


	
処置: 依存ファクタ・リンクを削除して操作を再試行してください。









	 ORA-47031: ファクタstringは1つ以上のポリシー・ファクタが使用中です。 
	
原因: 指定したファクタが既存のポリシー・ファクタにより使用されていました。


	
処置: 依存ポリシー・ファクタを削除して操作を再試行してください。









	 ORA-47032: ファクタstringは1つ以上のアイデンティティが参照中です。 
	
原因: 指定したファクタが、既存のアイデンティティにより参照されていました。


	
処置: 依存アイデンティティを削除して操作を再試行してください。









	 ORA-47033: stringおよびstringのファクタ・リンクは、1つ以上のアイデンティティ・マップが参照中です。 
	
原因: 指定したファクタ・リンクが、既存のアイデンティティ・マップにより参照されていました。


	
処置: 依存アイデンティティ・マップを削除して操作を再試行してください。









	 ORA-47040: アイデンティティstring(ファクタstring)はすでに定義されています 
	
原因: この名前のオブジェクトはすでに存在しています。


	
処置: 一意のオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47041: アイデンティティstring(ファクタstring)が見つかりません 
	
原因: 要求されたオブジェクトは存在しません。


	
処置: 存在するオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47042: アイデンティティstring(ファクタstring)の作成中にエラーが発生しました。string 
	
原因: アイデンティティの作成中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47043: アイデンティティstring(ファクタstring)の削除中にエラーが発生しました。string 
	
原因: アイデンティティの削除中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47044: アイデンティティstring(ファクタstring)の更新中にエラーが発生しました。string 
	
原因: アイデンティティの更新中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47045: アイデンティティstring(ファクタstring)は、1つ以上のアイデンティティ・マップが使用中です。 
	
原因: 指定したアイデンティティが、既存のアイデンティティ・マップにより使用されていました。


	
処置: 依存アイデンティティ・マップを削除して操作を再試行してください。









	 ORA-47046: アイデンティティstring(ファクタstring)は、1つ以上のポリシー・ラベルが参照中です。 
	
原因: 指定したアイデンティティが、既存のポリシー・ラベルにより使用されていました。


	
処置: 依存ポリシー・ラベルを削除して操作を再試行してください。









	 ORA-47060: アイデンティティstring.string、ファクタ・リンクstringのアイデンティティ・マップstringは、オペレーションstring(stringに対する)にすでに定義されています 
	
原因: この名前のオブジェクトはすでに存在しています。


	
処置: 一意のオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47061: アイデンティティstring.string、ファクタ・リンクstringのアイデンティティ・マップstringが、オペレーションstring(stringに対する)に見つかりません 
	
原因: 要求されたオブジェクトは存在しません。


	
処置: 存在するオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47062: アイデンティティstring.string、ファクタ・リンクstringのアイデンティティ・マップの作成中にエラーが発生しました。stringは、オペレーションstring(stringに対する)にすでに定義されています 
	
原因: この名前のオブジェクトはすでに存在しています。


	
処置: 一意のオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47063: アイデンティティstring.string、ファクタ・リンクstringのアイデンティティ・マップの削除中にエラーが発生しました。stringは、オペレーションstring(stringに対する)にすでに定義されています 
	
原因: この名前のオブジェクトはすでに存在しています。


	
処置: 一意のオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47080: コードstringはグループstringにすでに定義されています 
	
原因: この名前のオブジェクトはすでに存在しています。


	
処置: 一意のオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47081: コードstringがグループstringに見つかりません 
	
原因: 要求されたオブジェクトは存在しません。


	
処置: 存在するオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47100: コマンド・ルールstringはstring.stringにすでに定義されています 
	
原因: この名前のオブジェクトはすでに存在しています。


	
処置: 一意のオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47101: コマンド・ルールstringがstring.stringに見つかりません 
	
原因: 要求されたオブジェクトは存在しません。


	
処置: 存在するオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47102: コマンド・ルールstring(string.stringに対する)の作成中にエラーが発生しました。string 
	
原因: コマンド・ルールの作成中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47103: コマンド・ルールstring(string.stringに対する)の削除中にエラーが発生しました。string 
	
原因: コマンド・ルールの削除中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47104: コマンド・ルールstring(string.stringに対する)の更新中にエラーが発生しました。string 
	
原因: コマンド・ルールの更新中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47105: オブジェクト所有者string(コマンドstring)が無効です 
	
原因: オブジェクト所有者は、このコマンドには無効です。


	
処置: このコマンドには、SYS以外のオブジェクト所有者またはワイルドカードを選択してください。









	 ORA-47120: ドキュメントstringはすでに定義されています 
	
原因: この名前のオブジェクトはすでに存在しています。


	
処置: 一意のオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47121: ドキュメントstringが見つかりません 
	
原因: 要求されたオブジェクトは存在しません。


	
処置: 存在するオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47140: ファクタ式stringはすでに定義されています 
	
原因: この名前のオブジェクトはすでに存在しています。


	
処置: 一意のオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47141: ファクタ式stringが見つかりません 
	
原因: 要求されたオブジェクトは存在しません。


	
処置: 存在するオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47160: ファクタ・リンクstringはすでに定義されています 
	
原因: この名前のオブジェクトはすでに存在しています。


	
処置: 一意のオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47161: ファクタ・リンクstringが見つかりません 
	
原因: 要求されたオブジェクトは存在しません。


	
処置: 存在するオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47180: OLSポリシーstringの統合ポリシーはすでに定義されています 
	
原因: この名前のオブジェクトはすでに存在しています。


	
処置: 一意のオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47181: OLSポリシーstringの統合ポリシーが見つかりません 
	
原因: 要求されたオブジェクトは存在しません。


	
処置: 存在するオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47182: ラベル・アルゴリズムstringが見つかりません 
	
原因: 要求されたオブジェクトは存在しません。


	
処置: 存在するオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47183: OLSポリシーstringに対する統合ポリシーの作成中にエラーが発生しました。string 
	
原因: 統合ポリシーの作成中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47184: OLSポリシーstringに対する統合ポリシーの更新中にエラーが発生しました。string 
	
原因: 統合ポリシーの更新中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47185: OLSポリシーstringに対する統合ポリシーの削除中にエラーが発生しました。string 
	
原因: 統合ポリシーの削除中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47200: ファクタstringおよびポリシーstringの統合ポリシー・ファクタは、すでに定義されています 
	
原因: この名前のオブジェクトはすでに存在しています。


	
処置: 一意のオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47201: ファクタstringおよびポリシーstringの統合ポリシー・ファクタが見つかりません 
	
原因: 要求されたオブジェクトは存在しません。


	
処置: 存在するオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47202: ファクタstringおよびポリシーstringに対する統合ポリシー・ファクタの作成中にエラーが発生しました。string 
	
原因: 統合ポリシー・ファクタの作成中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47203: ファクタstringおよびポリシーstringの統合ポリシー・ファクタの削除中にエラーが発生しました。string 
	
原因: 統合ポリシー・ファクタの削除中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47220: ラベルstring(アイデンティティstring.string、OLSポリシーstring下)は、すでに定義されています 
	
原因: この名前のオブジェクトはすでに存在しています。


	
処置: 一意のオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47221: ラベルstring(アイデンティティstring.string、OLSポリシーstring下)が見つかりません 
	
原因: 要求されたオブジェクトは存在しません。


	
処置: 存在するオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47222: ラベルstring(アイデンティティstring.string)(OLSポリシーstring下)の作成中にエラーが発生しました。string 
	
原因: アイデンティティ・ラベルの作成中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47223: ラベルstring(アイデンティティstring.string、OLSポリシーstring下)の削除中にエラーが発生しました。string 
	
原因: アイデンティティ・ラベルの削除中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47240: レルムstringはすでに定義されています 
	
原因: この名前のオブジェクトはすでに存在しています。


	
処置: 一意のオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47241: レルムstringが見つかりません 
	
原因: 要求されたオブジェクトは存在しません。


	
処置: 存在するオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47242: レルムstringの作成中にエラーが発生しました。string 
	
原因: レルムの作成中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47243: レルムstringの削除中にエラーが発生しました。string 
	
原因: レルムの削除中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47244: レルムstringの更新中にエラーが発生しました。string 
	
原因: レルムの更新中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47245: レルムstringの名前の変更中にエラーが発生しました。string 
	
原因: レルムの名前の変更中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47260: stringへのレルム認可(レルムstringに対する)はすでに定義されています 
	
原因: この名前のオブジェクトはすでに存在しています。


	
処置: 一意のオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47261: stringへのレルム認可(レルムstringに対する)が見つかりません 
	
原因: 要求されたオブジェクトは存在しません。


	
処置: 存在するオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47262: stringへのレルム認可(レルムstringに対する)の作成中にエラーが発生しました。string 
	
原因: レルム認可の作成中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47263: stringへのレルム認可(レルムstringに対する)の削除中にエラーが発生しました。string 
	
原因: レルム認可の削除中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47264: stringへのレルム認可(レルムstringに対する)の更新中にエラーが発生しました。string 
	
原因: レルム認可の更新中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47280: レルム・オブジェクトstring,string.stringは、レルムstringにすでに定義されています 
	
原因: この名前のオブジェクトはすでに存在しています。


	
処置: 一意のオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47281: レルム・オブジェクトstring,string.stringが、レルムstringで見つかりません 
	
原因: 要求されたオブジェクトは存在しません。


	
処置: 存在するオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47282: レルム・オブジェクトstring,string.stringをレルムstringに追加中にエラーが発生しました。string 
	
原因: レルム・オブジェクトの作成中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47283: レルム・オブジェクトstring,string.stringをレルムstringから削除中にエラーが発生しました。string 
	
原因: レルム・オブジェクトの削除中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47284: レルム・オブジェクトstring.stringの追加中にエラーが発生しました。stringは有効なオブジェクト型ではありません。 
	
原因: 指定されたオブジェクト型は無効です。


	
処置: 指定されたオブジェクト名に有効なオブジェクト型を入力してください。または、%と入力すると、指定された名前および指定された所有者を持つすべてのオブジェクトがレルムに追加されます。









	 ORA-47290: レルムstringのVPDポリシーの作成中にエラーが発生しました。string 
	
原因: VPDポリシーの作成中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47300: ロールstringはすでに定義されています 
	
原因: この名前のオブジェクトはすでに存在しています。


	
処置: 一意のオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47301: ロールstringが見つかりません 
	
原因: 要求されたオブジェクトは存在しません。


	
処置: 存在するオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47302: ロールstringの作成中にエラーが発生しました。string 
	
原因: ロールの作成中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47303: ロールstringの削除中にエラーが発生しました。string 
	
原因: ロールの削除中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47304: ロールstringの更新中にエラーが発生しました。string 
	
原因: ロールの更新中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47305: string (string)でルール・セット違反が発生しました 
	
原因: 実行しようとした操作は、ルール・セット違反のため失敗しました。


	
処置: この操作に必要な権限があることを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47320: ルールstringはすでに定義されています 
	
原因: この名前のオブジェクトはすでに存在しています。


	
処置: 一意のオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47321: ルールstringが見つかりません 
	
原因: 要求されたオブジェクトは存在しません。


	
処置: 存在するオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47322: ルールstringの作成中にエラーが発生しました。string 
	
原因: ルールの作成中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47323: ルールstringの削除中にエラーが発生しました。string 
	
原因: ルールの削除中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47324: ルールstringの更新中にエラーが発生しました。string 
	
原因: ルールの更新中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47325: ルールstringは1つ以上のルール・セットが使用中です。 
	
原因: 指定したルールが既存のルール・セットにより使用されていました。


	
処置: 依存ルール・セットを削除して操作を再試行してください。









	 ORA-47340: ルール・セットstringはすでに定義されています 
	
原因: この名前のオブジェクトはすでに存在しています。


	
処置: 一意のオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47341: ルール・セットstringが見つかりません 
	
原因: 要求されたオブジェクトは存在しません。


	
処置: 存在するオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47342: ルール・セットstringの作成中にエラーが発生しました。string 
	
原因: ルール・セットの作成中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47343: ルール・セットstringの削除中にエラーが発生しました。string 
	
原因: ルール・セットの削除中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47344: ルール・セットstringの更新中にエラーが発生しました。string 
	
原因: ルール・セットの更新中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47345: ルール・セットstringは、1つ以上のレルム認可が使用中です。 
	
原因: 指定したルール・セットが既存のレルム認可により使用されていました。


	
処置: 依存レルム認可を削除して操作を再試行してください。









	 ORA-47346: ルール・セットstringは、1つ以上のコマンド・ルールが使用中です。 
	
原因: 指定したルール・セットが既存のコマンド・ルールにより使用されていました。


	
処置: 依存コマンド・ルールを削除して操作を再試行してください。









	 ORA-47347: ルール・セットstringは、1つ以上のソース・アプリケーション・ロールが使用中です。 
	
原因: 指定したルール・セットが既存のセキュア・アプリケーション・ロールにより使用されていました。


	
処置: 依存セキュア・アプリケーション・ロールを削除して操作を再試行してください。









	 ORA-47348: ルール・セットstringは、1つ以上のファクタが使用中です。 
	
原因: 指定したルール・セットが既存のファクタにより使用されていました。


	
処置: 依存ファクタを削除して操作を再試行してください。









	 ORA-47360: ルールstringは、ルール・セットstringにすでに追加されています 
	
原因: この名前のオブジェクトはすでに存在しています。


	
処置: 一意のオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47361: ルールstringは、ルール・セットstringに関連付けられていません 
	
原因: 指定されたルールは、ルール・セットに関連付けられていません。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47362: ルールstringをルール・セットstringに追加中にエラーが発生しました。string 
	
原因: ルール・セットへのルールの追加中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47363: ルールstringをルール・セットstringから削除中にエラーが発生しました。string 
	
原因: ルール・セットからのルールの削除中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47381: OLSポリシーstringが見つかりません 
	
原因: 要求されたオブジェクトは存在しません。


	
処置: 存在するオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47382: OLSポリシー・ラベルstringがポリシーstringに見つかりません 
	
原因: 要求されたオブジェクトは存在しません。


	
処置: 存在するオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47383: セッションのステート情報の取得中にエラーが発生しました 
	
原因: セッションのステートの取得中に、内部エラーが発生しました。


	
処置: 可能であれば、操作を再試行してください。









	 ORA-47390: イベントの監査に失敗しました。string 
	
原因: 操作の監査中に、内部エラーが発生しました。


	
処置: 可能であれば、操作を再試行してください。









	 ORA-47391: ファクタstringを設定しようとすると、ルール・セットstringに違反します 
	
原因: ファクタを設定しようとしたときに、関連付けられているルール・セットに違反しました。


	
処置: ファクタを設定する権限があることを確認してください。









	 ORA-47392: ファクタstringを設定できません 
	
原因: このファクタの設定は許可されません。


	
処置: このファクタは設定できないため、対処措置はありません。









	 ORA-47393: ファクタstring値は許可されません 
	
原因: ファクタに割り当てようとしている値は許可されません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-47394: ファクタ割当てルール・セットが定義されていません 
	
原因: ファクタに関連付けようとしているルール・セットは存在しません。


	
処置: 定義が正しいかどうかを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47395: ファクタstringの評価式stringでエラーが返されました 
	
原因: ファクタ取得メソッドでエラーが発生しました。


	
処置: 取得メソッドの定義が正しいかどうかを確認して、必要に応じて修正してください。









	 ORA-47396: ファクタstringの検証式stringでエラーが返されました 
	
原因: ファクタ取得メソッドで、無効な値が発生しました。


	
処置: ファクタの定義を確認して、必要に応じて修正してください。









	 ORA-47397: ファクタstringのidentified by値が不正です 
	
原因: ファクタのidentified by値が不正です。


	
処置: ファクタの定義を確認して、必要に応じて修正してください。









	 ORA-47398: ファクタstringのアイデンティティが複数回定義されています 
	
原因: ファクタに複数のアイデンティティが定義されています。


	
処置: ファクタの定義を確認して、必要に応じて修正してください。









	 ORA-47399: ファクタstringのlabeled by値が不正です 
	
原因: ファクタのlabeled by値が不正です。


	
処置: ファクタの定義を確認して、必要に応じて修正してください。









	 ORA-47400: string(stringに対する)のコマンド・ルール違反です 
	
原因: 実行しようとした操作は、コマンド・ルール違反のため失敗しました。


	
処置: この操作に必要な権限があることを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47401: string(string.stringに対する)のレルム違反です 
	
原因: 実行しようとした操作は、レルム保護のため失敗しました。


	
処置: この操作に必要な権限があることを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47402: ファクタstringのevaluation options値が不正です 
	
原因: ファクタのevaluations options値が不正です。


	
処置: ファクタの定義を確認して、必要に応じて修正してください。









	 ORA-47403: ファクタstringの評価式stringでNULLが返されました 
	
原因: ファクタがNULL値と評価されました。


	
処置: ファクタの定義を確認して、必要に応じて修正してください。









	 ORA-47404: ファクタstringの信頼レベルがNULLです 
	
原因: ファクタの信頼レベルがNULLです。


	
処置: ファクタの定義を確認して、必要に応じて修正してください。









	 ORA-47405: ファクタstringの信頼レベルが負の値です 
	
原因: ファクタの信頼レベルが負の値です。


	
処置: ファクタの定義を確認して、必要に応じて修正してください。









	 ORA-47406: ファクタstringのオプション・セットを常に監査 
	
原因: ファクタの監査オプションが常に監査に設定されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-47407: ルール・セットstringのオプション・セットを常に監査 
	
原因: ルール・セットの監査オプションが常に監査に設定されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-47408: EXECUTEコマンドのレルム違反 
	
原因: レルムで保護されたストアド・プロシージャにレルム違反が発生しました。


	
処置: レルムで保護されたプロシージャを起動するには、プロシージャを実行するGRANT権限を持っているか、プロシージャのレルムでの操作を認可されている必要があります。









	 ORA-47409: EXECUTEコマンドのコマンド・ルール違反 
	
原因: コマンド・ルールで保護されているストアド・プロシージャにEXECUTEコマンドを実行しようとしたときに、コマンド・ルール違反が発生しました。


	
処置: Database Vaultの管理者に操作の実行を依頼するか、保護されているストアド・プロシージャのコマンド・ルールを削除してください。









	 ORA-47410: string(stringに対する)のレルム違反です 
	
原因: 現在有効になっており施行されているDatabase Vaultレルムのセキュリティ・ポリシーに違反するため、実行しようとした操作は権限不足で失敗しました。


	
処置: この操作に必要な権限があることを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-47411: Oracle Database Vaultのポリシーのためstringを使用できません。 
	
原因: Database Vaultのポリシーによって、現在、関連機能が使用できなくなっているため、試行された操作に失敗しました。


	
処置: 機能を使用できるようにするようDatabase Vault管理者に依頼してください。









	 ORA-47901: OLSポリシーが指定されていません 
	
原因: この操作にはOLSポリシー名が必要です。


	
処置: ポリシー名を指定して操作を再試行してください。









	 ORA-47902: OLSポリシー・ラベルが指定されていません 
	
原因: この操作にはOLSポリシー・ラベルが必要です。


	
処置: ポリシー・ラベルを指定して操作を再試行してください。









	 ORA-47903: OLSポリシー・ラベルstringがポリシーstringに見つかりません 
	
原因: 要求されたポリシー・ラベルは存在しません。


	
処置: 存在するオブジェクト名を選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47904: OLSセッション・ラベルが存在しません 
	
原因: 指定されたポリシー・ラベルは存在しません。


	
処置: 有効なポリシー・ラベルを選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47905: OLSポリシー・ラベルstringは、ポリシーstringに許可されていません 
	
原因: 指定されたポリシー・ラベルは、このポリシーには有効ではありません。


	
処置: このポリシーに有効なポリシー・ラベルを選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47906: アイデンティティstring.string(ポリシーstring下)に、OLSポリシー・ラベルが指定されていません 
	
原因: この操作にはポリシー・ラベルが必要です。


	
処置: このポリシーに有効なポリシー・ラベルを選択して操作を再試行してください。









	 ORA-47920: ユーザーstringがこの操作を実行する際の認可に失敗しました 
	
原因: 実行しようとした操作は、このユーザーには許可されていません。


	
処置: この操作を実行する権限があることを確認してください。









	 ORA-47921: ホストstringをドメインstringに追加中にエラーが発生しました。string 
	
原因: 指定されたドメインへの指定されたホストの追加中に、エラーが発生しました。


	
処置: ホストおよびドメインの定義を確認して、必要に応じて修正してください。









	 ORA-47922: ホストstringをドメインstringから削除中にエラーが発生しました。string 
	
原因: 指定されたドメインからの指定されたホストの削除中に、エラーが発生しました。


	
処置: ホストおよびドメインの定義を確認して、必要に応じて修正してください。









	 ORA-47950: 必須パラメータstringに値が定義されていません 
	
原因: この操作では、このパラメータに値が必要です。


	
処置: 未指定のパラメータを指定して操作を再試行してください。









	 ORA-47951: パラメータ'string'に対する入力の値または長さが無効です 
	
原因: このパラメータに対して指定された値が無効または大きすぎます。


	
処置: 有効なパラメータを指定して操作を再試行してください。









	 ORA-47952: stringへのOracle Database Vault用のOracle Data Pumpの認可はすでに存在しています 
	
原因: Oracle Database Vault用のOracle Data Pumpの認可はすでに指定の権限受領者に付与されています。


	
処置: 別の権限受領者を選択して、操作を再試行してください。









	 ORA-47953: string(スキーマstring)へのOracle Database Vault用のOracle Data Pumpの認可はすでに存在しています 
	
原因: 指定のスキーマに対するOracle Database Vault用のOracle Data Pumpの認可はすでに指定の権限受領者に付与されています。


	
処置: 別の権限受領者またはスキーマを選択して、操作を再試行してください。









	 ORA-47954: string(オブジェクトstring.string)へのOracle Database Vault用のOracle Data Pumpの認可はすでに存在しています 
	
原因: 指定のオブジェクトに対するOracle Database Vault用のOracle Data Pumpの認可はすでに指定の権限受領者に付与されています。


	
処置: 別の権限受領者またはオブジェクトを選択して、操作を再試行してください。









	 ORA-47955: stringへのOracle Database Vault用のOracle Data Pumpの認可が見つかりません 
	
原因: Oracle Database Vault用のOracle Data Pumpの認可が指定のユーザーに付与されませんでした。


	
処置: Oracle Database Vault用のOracle Data Pumpの認可を持つユーザーを選択して、操作を再試行してください。









	 ORA-47956: string(スキーマstring)へのOracle Database Vault用のOracle Data Pumpの認可が見つかりません 
	
原因: Oracle Database Vault用のOracle Data Pumpの認可が指定のスキーマで指定のユーザーに付与されませんでした。


	
処置: 別のユーザーまたはスキーマを選択して、操作を再試行してください。









	 ORA-47957: string(オブジェクトstring.string)へのOracle Database Vault用のOracle Data Pumpの認可が見つかりません 
	
原因: Oracle Database Vault用のOracle Data Pumpの認可が指定のオブジェクトで指定のユーザーに付与されませんでした。


	
処置: 別のユーザーまたはオブジェクトを選択して、操作を再試行してください。









	 ORA-47958: Oracle Database Vaultが有効化されている場合、直接パス・オプション付きのEXPは実行できません。 
	
原因: Oracle Database Vaultが有効化されているときに、direct=yオプションを指定してEXPを実行しようとしました。


	
処置: オプションをdirect=nに変更するかOracle Database Vaultを無効化して、操作を再試行してください。









	 ORA-47961: stringへのOracle Database Vault用のOracle Scheduler Jobの認可はすでに存在しています 
	
原因: Oracle Database Vault用のOracle Scheduler Jobの認可はすでに指定の権限受領者に付与されています。


	
処置: 別の権限受領者を選択して、操作を再試行してください。









	 ORA-47962: string(スキーマstring)へのOracle Database Vault用のOracle Scheduler Jobの認可はすでに存在しています 
	
原因: 指定のスキーマに対するOracle Database Vault用のOracle Scheduler Jobの認可はすでに指定の権限受領者に付与されています。


	
処置: 別の権限受領者またはスキーマを選択して、操作を再試行してください。









	 ORA-47963: stringへのOracle Database Vault用のOracle Scheduler Jobの認可が見つかりません 
	
原因: Oracle Database Vault用のOracle Scheduler Jobの認可が指定のユーザーに付与されませんでした。


	
処置: Oracle Database Vault用のOracle Scheduler Jobの認可を持つユーザーを選択して、操作を再試行してください。









	 ORA-47964: string(スキーマstring)へのOracle Database Vault用のOracle Scheduler Jobの認可が見つかりません 
	
原因: Oracle Database Vault用のOracle Scheduler Jobの認可が指定のスキーマで指定のユーザーに付与されませんでした。


	
処置: 別のユーザーまたはスキーマを選択して、操作を再試行してください。









	 ORA-47985: パスワードがユーザー名と同じか、類似しています 
	
原因: ユーザー・アカウント名に類似したパスワードが指定されたため、セキュアでありません。


	
処置: より複雑なパスワードを指定して操作を再試行してください。









	 ORA-47986: パスワードは、8文字以上の長さにする必要があります 
	
原因: 指定されたパスワードが短すぎるため、セキュアでありません。


	
処置: より長いパスワードを指定して操作を再試行してください。









	 ORA-47987: パスワードが単純すぎます 
	
原因: 指定されたパスワードは辞書の語句に基づいて推測できるため、セキュアでありません。


	
処置: 辞書の語句に基づかないパスワードを指定して操作を再試行してください。









	 ORA-47988: パスワードには数字とアルファベットを最低1つずつ含める必要があります 
	
原因: パスワードに数値およびアルファベットが1つ以上含まれていません。


	
処置: 数値およびアルファベットを1つ以上含むパスワードを指定して操作を再試行してください。









	 ORA-47989: パスワードは、3文字以上異なっている必要があります 
	
原因: 指定されたパスワードと前のパスワードとの違いが2文字以下です。


	
処置: 前のパスワードと4文字以上異なっているパスワードを指定して操作を再試行してください。









	 ORA-47994: Database Vault削除スクリプトをSYSとして実行する必要があります 
	
原因: Database Vault削除スクリプトがSYSとして実行されていません。


	
処置: Database Vault削除スクリプトをSYSとして実行してください。









	 ORA-47995: Database Vaultは削除前にリンクをオフにし、無効にする必要があります 
	
原因: Database Vaultは、リンクがオフになっておらず無効化されていません。


	
処置: Database Vaultのリンクをオフにし、DBMS_MACADM.DISABLE_DV_CHECKをDV_OWNERとして実行してください。









	 ORA-47996: RECYCLEBINがオンにされています 
	
原因: RECYCLEBINがオンになっています。


	
処置: RECYCLEBINをオフにしてDatabase Vault削除スクリプトを実行してください。









	 ORA-47997: Database Vault保護スキーマは存在しません 
	
原因: Database Vault DVSYS保護スキーマは存在しません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-47999: Database Vault内部エラー: string エラー: string 
	
原因: Database Vaultフレームワークの内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。














28 ORA-48001からORA-51705



	 ORA-48001: 内部エラー・コード、引数: [string],[string],[string],[string],[string],[string],[string],[string] 
	
原因: これは、プログラムの例外に対する一括内部エラー番号です。プロセスで例外条件が検出されたことを示します。


	
処置: このエラーをバグとして報告してください。最初の引数は内部エラー番号です。









	 ORA-48002: 致命的エラーによりスレッドが終了しました 
	
原因: スレッドはリカバリ不能の状態にあります。


	
処置: 詳細は、スレッドのトレース・ファイルを調べてください。









	 ORA-48003: stringバイト(string,string)を割り当てようとしてプロセス・メモリーが不足しました。 
	
原因: オペレーティング・システム・プロセスのプライベート・メモリーを使い果しています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-48004: 共有メモリーのstringバイトを割当てできません("string","string","string","string") 
	
原因: 共有プールに割り当てられた共有メモリーより多くの共有メモリーが必要です。


	
処置: 共有メモリーの使用量を減らすか、使用可能な共有メモリーの量を増やしてください。









	 ORA-48007: 名前は既存の製品タイプですでに使用されています 
	
原因: 製品タイプに既存の製品タイプと同じ名前を指定しようとしました。


	
処置: 指定された名前の既存の製品タイプを使用するか、製品タイプに別の名前を使用してください。









	 ORA-48008: IDは既存の製品タイプですでに使用されています 
	
原因: 製品タイプに既存の製品タイプと同じIDを指定しようとしました。


	
処置: 別の製品タイプ名を選択してください。









	 ORA-48100: ファイルのオープン中にエラーが発生しました 
	
原因: ADRファイル・インタフェースを使用したファイルのオープン中にエラーが発生しました。


	
処置: 指定したディレクトリ名、ファイル名およびオープン・オプションが有効であることを確認してください。









	 ORA-48101: ファイルの読取り中にエラーが発生しました[string] [string] [string] 
	
原因: ADRファイル・インタフェースを使用したファイルの読取り中にエラーが発生しました。


	
処置: 読取りインタフェースに指定した引数を確認してください。









	 ORA-48102: ファイルの読取り時にend-of-fileが発生しました 
	
原因: ADRファイル・インタフェースで、ファイルの読取り中にend-of-fileが発生しました。


	
処置: end-of-file条件を処理してください。









	 ORA-48103: ファイルの書込み中にエラーが発生しました[string] [string] [string] 
	
原因: ADRファイル・インタフェースを使用したファイルの書込み中にエラーが発生しました。


	
処置: 書込みインタフェースに指定した引数を確認してください。









	 ORA-48104: リクエストしたブロックと返されたブロックの読取りが一致しません。[string]、[string] 
	
原因: 読取りのために要求したブロック数と実際に返されたブロック数が一致しません。


	
処置: ファイルを確認して、部分ブロックがないことを確認してください。









	 ORA-48105: リクエストしたブロックと返されたブロックの書込みが一致しません。[string]、[string] 
	
原因: 書込みのために要求したブロック数と実際に書き込まれたブロック数が一致しません。


	
処置: 要求したブロック数を書き込むために十分な領域がデバイスにあることを確認してください。









	 ORA-48106: ADR stringオブジェクトの初期化中にエラーが発生しました 
	
原因: ADRファイル・オブジェクトの1つの初期化中にエラーが発生しました。


	
処置: 指定したディレクトリ名およびファイル名の妥当性を確認してください。









	 ORA-48107: BFILE入力が無効です。[string] 
	
原因: BFILEをファイル・ハンドルに変換するために無効なBFILEがルーチンに渡されました。


	
処置: 指定したBFILEの内容を確認してください。









	 ORA-48108: diagnostic_dest init.oraパラメータに指定した値が無効です 
	
原因: diagnostic_destディレクトリに指定された値は有効なディレクトリではありません。ディレクトリが存在しないか、プロセスにそのディレクトリに対する読取り/書込み権限がありません。


	
処置: diagnostic_destには、適切な読取りおよび書込み権限がある有効なディレクトリの値を使用してください。









	 ORA-48109: ファイル記述子のロック・モードが無効です。[string] 
	
原因: ルーチンのコンテキストでファイル記述子に関連付けられているロック・モードが無効です。


	
処置: ファイルが複数のロックを取得しようとしていないことと、ロックを解放しようとするときにロックを保持していることを確認してください。









	 ORA-48110: ファイル・ロックの取得中にエラーが発生しました[string] [string] 
	
原因: ファイル・ロックの取得中にエラーが発生しました。


	
処置: ファイルおよびオペレーティング・システムの状態を調べてください。









	 ORA-48111: ファイル・ロックの解放中にエラーが発生しました[string] 
	
原因: ファイル・ロックの解放中にエラーが発生しました。


	
処置: ファイルおよびオペレーティング・システムの状態を調べてください。









	 ORA-48112: オープン・ファイルのフラグが無効です。string 
	
原因: オープン・ファイル・ルーチンに無効なフラグが渡されました。


	
処置: フラグの組合せが有効であるかどうかを調べてください。









	 ORA-48113: 領域が足りないため、ストリーム・ファイルに書込みできません 
	
原因: 要求したバイト数をストリーム・ファイルに書き込めません。これは領域が不足しているためです。書き込まれなかったバイト数については追加情報を参照してください。


	
処置: 要求したバイト数を書き込むために十分な領域がデバイスにあることを確認してください。









	 ORA-48114: ファイルのクローズ中にエラーが発生しました 
	
原因: ADRファイル・インタフェースを使用したファイルのクローズ中にエラーが発生しました。


	
処置: ファイル記述子の妥当性を調べてください。









	 ORA-48115: ファイル位置のシーク中にエラーが発生しました 
	
原因: ファイル位置のシーク中にエラーが発生しました。


	
処置: 要求したファイル位置がファイル範囲内にあることを確認してください。









	 ORA-48116: ディレクトリの作成中にエラーが発生しました[string] 
	
原因: ディレクトリの作成中にエラーが発生しました。


	
処置: ディレクトリ名を確認してください。









	 ORA-48117: ディレクトリの削除中にエラーが発生しました[string] 
	
原因: ディレクトリの削除中にエラーが発生しました。


	
処置: ディレクトリ名を確認してください。









	 ORA-48118: リスト・ディレクトリでエラーが発生しました[string] 
	
原因: ディレクトリの要素のリストでエラーが発生しました。


	
処置: オペレーティング・システムの状態を調べてください。









	 ORA-48119: ファイルの削除中にエラーが発生しました[string] [string] 
	
原因: ADRファイル・インタフェースを使用したファイルの削除中にエラーが発生しました。


	
処置: ディレクトリ名およびファイル名を確認してください。









	 ORA-48120: ファイル・サイズの取得中にエラーが発生しました[string] [string] 
	
原因: ADRファイル・インタフェースを使用したファイル・サイズの取得中にエラーが発生しました。


	
処置: ディレクトリ名およびファイル名を確認してください。









	 ORA-48121: ADRストリーム・ファイルのオープン中にエラーが発生しました[string] [string] 
	
原因: ADRストリーム・ファイルをオープンしようとしてエラーが発生しました。


	
処置: エラー・スタックの残りを調べて、実際に発生したエラーの詳細を確認してください。









	 ORA-48122: ADRブロック・ファイルのオープン中にエラーが発生しました[string] [string] 
	
原因: ADRブロック・ファイルをオープンしようとしてエラーが発生しました。


	
処置: エラー・スタックの残りを調べて、実際に発生したエラーの詳細を確認してください。









	 ORA-48123: ファイルのフラッシュ中にエラーが発生しました 
	
原因: ADRファイル・インタフェースを使用したファイルのフラッシュ中にエラーが発生しました。


	
処置: ファイルの状態を調べてください。









	 ORA-48124: ファイルへの書込み中にデバイスが一杯になりました 
	
原因: ファイルへの書込み中にデバイスが一杯になるエラーが発生しました。


	
処置: デバイスの空き領域量を確認してください。









	 ORA-48125: 識別子の長さが無効です。argn:string、len:string、lim:string 
	
原因: 最大長を超える長さの入力識別子が渡されました。


	
処置: 入力識別子の長さが最大長を超えていないことを確認してください。









	 ORA-48126: 作成するファイルはすでに存在しています 
	
原因: クライアントがすでに存在するファイルを作成しようとしました。


	
処置: ファイルを削除するか、ファイルがすでに存在していても問題ないかどうかを確認してください。









	 ORA-48127: オープンするファイルが存在しません 
	
原因: 存在しないファイルをオープンしようとしました。


	
処置: ファイルを作成するか、ファイルが存在しない理由を確認してください。









	 ORA-48128: シンボリック・リンクはオープンできません 
	
原因: シンボリック・リンクであるファイルをオープンしようとしてエラーが発生しました。ユーザーによるシンボリック・リンクのオープンは許可されていません。


	
処置: 指定したファイル名を確認してください。









	 ORA-48129: フル・パス指定の入力が無効です 
	
原因: フル・パス指定の入力が正しく指定されなかったか、デフォルトの拡張子が正しく指定されなかった可能性があります。または、フル・パスに対して空の文字列が渡されました。


	
処置: フル・パスの文字列がNULLでないことを確認してください。フル・パス指定としてADRホームからの相対パスを指定する場合、ADRホームの実際のパスのかわりに'<ADR_HOME>'を使用してください。ADRベースの場合、'<ADR_BASE>'を使用してください。









	 ORA-48130: ファイル・ロック取得のロック・パラメータが無効です[string] 
	
原因: ファイル・ロック取得ルーチンに無効なロック・パラメータが渡されました。ファイルはロック・タイプとして渡す必要があります。または、ロック・モードが一致していません。読取り専用モードでは排他ロックは使用できず、書込み専用モードでは共有ロックは使用できません。


	
処置: 正しいロック・タイプが指定されており、オープン・フラグが指定されたファイルに要求したロック・モードが正しいことを確認してください。









	 ORA-48131: ファイル位置を指定中にエラーが発生しました 
	
原因: ADRファイル・インタフェースを使用したファイル位置の指定中にエラーが発生しました。


	
処置: オープン状態のファイルのディレクトリ名およびファイル名を確認してください。









	 ORA-48132: リクエストされたファイル・ロックはビジーです。[string] [string] 
	
原因: 別のプロセスがファイル・ロックを保持しているため、要求したファイル・ロックはビジーです。


	
処置: 後でファイル・ロックの取得を再試行してください。









	 ORA-48133: ファイル記述子はすでにオープンされています[string] [string] 
	
原因: 指定されたファイル記述子はすでにオープンされています。


	
処置: すでにオープンされているファイルはオープンしないでください。または、再使用されているファイル記述子が正しくクリーン・アップされるかどうかコードを確認してください。









	 ORA-48134: 操作のファイル記述子の状態が無効です。string、string、string 
	
原因: 要求した操作のファイル記述子の状態が無効です。たとえば、読取り用にオープンされたファイルに対して書込み操作が要求されている場合があります。


	
処置: ファイル記述子の状態を確認して、操作と合っていること確認してください。









	 ORA-48135: ファイル記述子が初期化されていません 
	
原因: 指定されたファイル記述子が初期化されていません。


	
処置: ファイル記述子がルーチンに渡される前に初期化されていることを確認してください。









	 ORA-48136: ディレクトリはすでに存在しています[string] 
	
原因: 指定されたディレクトリがすでに存在しているため、操作は失敗しました。


	
処置: ディレクトリを削除するか、このエラーを無視してください。









	 ORA-48137: ファイル・ハンドルが初期化されていません 
	
原因: 指定されたファイル・ハンドルが初期化されていません。


	
処置: ファイル・ハンドルがルーチンに渡される前に初期化されていることを確認してください。









	 ORA-48138: クライアント・アドレスに無効なディレクトリ名が入力されました 
	
原因: アドレス・パス指定の一環として無効なディレクトリ名が指定されました。


	
処置: ディレクトリ名がNULLでなく、ディレクトリ名の長さが最大長を超えていないことを確認してください。









	 ORA-48139: ADR初期化ルーチンへの入力が無効です 
	
原因: ADR初期化ルーチンへの入力が無効です。


	
処置: ADRベース、製品IDおよびインスタンスIDの入力引数の長さを確認してください。









	 ORA-48140: 指定されたADRベース・ディレクトリが存在しません[string] 
	
原因: 指定されたADRベース・ディレクトリが存在しません。


	
処置: 指定されたADRベース・ディレクトリが有効なパス名であり、このディレクトリが存在していることを確認してください。









	 ORA-48141: ADR初期化中にディレクトリ作成でエラーが発生しました[string] 
	
原因: ADRサブシステムの初期化中にディレクトリ作成でエラーが発生しました。


	
処置: ADR初期化ルーチンの入力引数とオペレーティング・システムの状態を確認してください。









	 ORA-48142: 権限変更に対する権限の入力が無効です 
	
原因: 権限変更ルーチンに無効な権限が渡されました。


	
処置: 入力した権限の値を確認してください。









	 ORA-48143: ファイルの権限を変更中にエラーが発生しました 
	
原因: ファイルの権限を変更中にエラーが発生しました。


	
処置: 指定したディレクトリおよびファイルとオペレーティング・システムの状態を調べてください。









	 ORA-48144: 標準ファイルのI/O実行中にエラーが発生しました 
	
原因: 標準ファイルのI/O実行中にエラーが発生しました。


	
処置: 標準I/Oおよびエラーの妥当性を確認してください。









	 ORA-48145: シーク場所が無効です。[string]、[string] 
	
原因: ルーチンに指定したシーク場所が無効です。


	
処置: 指定したシーク場所の妥当性を調べてください。









	 ORA-48146: ADRの初期化中にディレクトリに対する読取り権限、書込み権限または実行権限がありませんでした[string] [string] 
	
原因: ADRサブシステムで必要なディレクトリに対する読取り、書込み、実行権限がプロセスにあるかどうかを確認中にエラーが発生しました。このエラーは、ADRサブシステムの初期化中に発生します。


	
処置: ADR初期化ルーチンの入力引数とオペレーティング・システムの状態を確認してください。ユーザーにADRディレクトリに対する適切な権限があることを確認してください。









	 ORA-48147: ADRのホームの場所の指定が無効です。[string]、[string]、[string] 
	
原因: ADRの読取りまたは書込みのホームの場所の指定が無効です。


	
処置: ADRの読取りまたは書込みのホームの場所として無効なホームが指定されました。









	 ORA-48148: ファイルの移動中にエラーが発生しました 
	
原因: ADRファイル・インタフェースを使用したファイルの移動中にエラーが発生しました。


	
処置: ディレクトリ名およびファイル名を確認してください。









	 ORA-48149: ファイルのコピー中にエラーが発生しました 
	
原因: ADRファイル・インタフェースを使用したファイルのコピー中にエラーが発生しました。


	
処置: ディレクトリ名およびファイル名を確認してください。









	 ORA-48150: 現在の作業ディレクトリの設定でエラーが発生しました 
	
原因: 現在の作業ディレクトリの設定でエラーが発生しました。


	
処置: 使用されているパスか、オペレーティング・システムの状態を調べてください。









	 ORA-48151: ファイルのオペレーティング・システム時間を取得中にエラーが発生しました 
	
原因: ファイルのオペレーティング・システム時間を取得中にエラーが発生しました。


	
処置: 指定したディレクトリおよびファイルとオペレーティング・システムの状態を調べてください。









	 ORA-48152: ロック表が一杯です 
	
原因: ロック表が一杯です。許可されているロックが多すぎます。


	
処置: 後で再実行してください。









	 ORA-48153: ADRベース・ディレクトリのデフォルトの取得中にエラーが発生しました 
	
原因: ADRベース・ディレクトリのデフォルト値の取得中にエラーが発生しました。


	
処置: $ORACLE_BASEおよび$ORACLE_HOME環境変数が設定されているかどうかについて環境を確認してください。









	 ORA-48154: アラート・ログでend-of-fileに達しました 
	
原因: アラート・ログの読取りでend-of-fileに達しました。アラート・ログにはこれ以上読取り可能なメッセージはありません。


	
処置: アラート・ログから読み取らないでください。









	 ORA-48155: アラート・ログの読取り中にエラーが発生しました[string] 
	
原因: アラート・ログからのメッセージの読取り中にエラーが発生しました。


	
処置: エラー・メッセージとアラート・メッセージの内容を確認してください。









	 ORA-48156: アラート・ログのパージが発生しました - 再試行操作 
	
原因: アラート・ログのパージが発生しました。


	
処置: 操作を再試行してください。









	 ORA-48157: ADR初期化に対してNULLが入力されました 
	
原因: ADR初期化ルーチンへの入力がNULLです。


	
処置: ADRベース、製品IDおよびインスタンスIDの入力引数を確認してください。









	 ORA-48158: ADRベース・ディレクトリの入力が無効です 
	
原因: ADRベース・ディレクトリ名として渡された入力が無効です。ADRベース・ディレクトリ名がNULLであるか、文字列が長すぎます。


	
処置: ADRベース・ディレクトリの入力引数を確認してください。









	 ORA-48159: ADR製品タイプの入力が無効です 
	
原因: ADR製品タイプとして渡された入力が無効です。ADR製品タイプが範囲外です。


	
処置: ADR製品タイプの入力引数を確認してください。









	 ORA-48160: ADR製品IDの入力が無効です 
	
原因: ADR製品IDの入力として渡された入力が無効です。ADR製品IDがNULLであるか、文字列が長すぎます。


	
処置: ADR製品IDの入力引数を確認してください。









	 ORA-48161: ADRインスタンスIDの入力が無効です 
	
原因: ADRインスタンスIDの入力として渡された入力が無効です。ADRインスタンスIDがNULLであるか、文字列が長すぎます。


	
処置: ADRインスタンスIDの入力引数を確認してください。









	 ORA-48162: 文字列バッファが小さすぎて入力を保持できません。[string]、[string]、[string] 
	
原因: 文字列バッファが小さすぎてコピーした入力文字列を保持できません。


	
処置: 文字列バッファおよび入力文字列のサイズを確認してください。エラーが発生したコードの位置にある引数を調べてください。









	 ORA-48163: パスにディレクトリを連結中にエラーが発生しました。[string]、[string]、[string] 
	
原因: パス名にディレクトリを連結中にエラーが発生しました。


	
処置: OSから戻されたエラーと、入力および出力バッファのサイズを確認してください。









	 ORA-48164: パスにファイルを連結中にエラーが発生しました。[string]、[string]、[string] 
	
原因: パス名にディレクトリを連結中にエラーが発生しました。


	
処置: OSから戻されたエラーと、入力および出力バッファのサイズを確認してください。









	 ORA-48165: ユーザーには、指定したADRベース・ディレクトリにおける読取り権限、書込み権限または実行権限がありません[string] 
	
原因: 指定されたADRベース・ディレクトリには正しい権限がありません。


	
処置: 指定したADRベース・ディレクトリにおける読取り権限、書込み権限または実行権限を確認してください。









	 ORA-48166: ファイルが存在しないため、ADRブロック・ファイルのオープン中にエラーが発生しました[string] [string] 
	
原因: ファイルが存在しないため、ADRブロック・ファイルのオープン中にエラーが発生しました。


	
処置: ADRブロック・ファイルが存在するかどうか調べてください。









	 ORA-48167: ADR初期化チェック用の引数が無効です 
	
原因: ADR初期化チェック用のルーチンに指定された引数が無効です。


	
処置: ADR初期化ルーチンに対する入力を確認してください。









	 ORA-48168: ADRサブシステムが初期化されていません 
	
原因: ADRサブシステムが初期化されていません。要求した操作は実行できません。


	
処置: ADRサービスのコールの使用方法を確認してください。コールを機能させるには、ADRサブシステムを初期化する必要があります。









	 ORA-48169: ADR遅延初期化に対する引数が正しくありません 
	
原因: ADR遅延初期化に対する引数が正しくありません。


	
処置: 入力引数を確認してください。製品が遅延初期化用に設定されていない可能性があります。









	 ORA-48170: ファイルをロックできません - すでに使用されています。 
	
原因: ファイルが別のプロセスにロックされています。このファイルは、別のプロセスによって現在使用されています。


	
処置: どのプロセスが本来このファイルを所有しているかを確認してください。









	 ORA-48171: 共有ロックを取得できません。- ファイルが読取り可能ではありません。 
	
原因: 読込みアクセス用にオープンされていないファイルに対して共有ロックが要求されました。


	
処置: 共有ロックを取得するには、ファイルを読込み専用または書込み専用でオープンしてください。









	 ORA-48172: 有効なADRベースが見つかりません 
	
原因: 有効なADRベースが見つかりません。ORACLE_BASE、ORACLE_HOME、ホームおよびtmpディレクトリについて試行しましたが、どのディレクトリも読取り/書込みアクセスに存在していませんでした。


	
処置: ORACLE_BASE、ORACLE_HOME、ホームおよびtmpディレクトリの妥当性を確認してください。









	 ORA-48173: ADR初期化中にディレクトリの存在チェックでエラーが発生しました[string] 
	
原因: ADRサブシステムの初期化中にディレクトリの存在チェックでエラーが発生しました。DIAGまたは製品タイプのディレクトリのいずれかがADRベース下に存在していません。


	
処置: ADRの初期化を成功させるには、エラー・メッセージ内のディレクトリが存在している必要があります。ディレクトリが存在することを確認してください。









	 ORA-48174: 現在の作業ディレクトリの取得中にエラーが発生しました 
	
原因: 現在の作業ディレクトリの取得でエラーが発生しました。


	
処置: オペレーティング・システムの状態またはパス・バッファのサイズを確認してください。









	 ORA-48175: パス名に文字列'..'は使用できません。 
	
原因: 指定したパス名に'..'が含まれています。


	
処置: パス名を修正し、操作を再試行してください。









	 ORA-48176: パス名をフル・パス名に変換中のエラー 
	
原因: パス名をフル・パス名に変換中にエラーが発生しました。


	
処置: 入力したパス名が有効な相対パスであることを確認してください。









	 ORA-48177: フル・パス情報[string]付きのファイル名は許可されていません 
	
原因: ファイル名として指定された入力が正しくありませんでした。入力されたファイル名が最大長を超えているか、ファイル名にパス情報があります。この場合はファイル名にパス情報を含められません。パス情報は別の引数に指定する必要があります。


	
処置: ファイル名の文字列が長すぎず、パス情報がないことを確認してください。









	 ORA-48178: ADR初期化中のADRブロック・ファイルの読取り時にエラーが発生しました[string] 
	
原因: ADRサブシステムの初期化中のADRブロック・ファイルの読取り時にエラーが発生しました。


	
処置: ファイルシステムの状態を調べてください。









	 ORA-48179: OSファイルの同期が失敗しました 
	
原因: ファイルに対する変更をオペレーティング・システムと同期するOSコマンドが失敗しました。


	
処置: ファイルシステムの状態とデバイスの空き領域量を調べてください。









	 ORA-48180: OSオープン・システム・コールに障害が発生しました 
	
原因: OSオープン・システム・コールに失敗しました。要求されたモードでファイルをオープンまたは作成できませんでした。


	
処置: OSエラー・コードを確認してください。









	 ORA-48181: OS書込みシステム・コールに障害が発生しました 
	
原因: OS書込みシステム・コールに失敗しました。ファイルの書込みに失敗しました。


	
処置: OSエラー・コードを確認してください。









	 ORA-48182: OS読取りシステム・コールに障害が発生しました 
	
原因: OS読取りシステム・コールに失敗しました。ファイルの読取りに失敗しました。


	
処置: OSエラー・コードを確認してください。









	 ORA-48183: OSクローズ・システム・コールに障害が発生しました 
	
原因: OSクローズ・システム・コールに失敗しました。ファイルのクローズに失敗しました。


	
処置: OSエラー・コードを確認してください。









	 ORA-48184: OSシーク・システム・コールに障害が発生しました 
	
原因: OSシーク・システム・コールに失敗しました。ファイル内の位置のシークに失敗しました。


	
処置: OSエラー・コードを確認してください。









	 ORA-48185: OSファイル・サイズ・システム・コールに障害が発生しました 
	
原因: OSファイル・サイズ・コールに失敗しました。ファイルのサイズを取得できませんでした。


	
処置: OSエラー・コードを確認してください。









	 ORA-48186: OSのファイル存在チェック・システム・コールに障害が発生しました 
	
原因: OSのファイル存在チェック・システム・コールに失敗しました。ファイルの存在をチェックするコマンドの実行に失敗しました。


	
処置: OSエラー・コードを確認してください。









	 ORA-48187: 指定されたディレクトリが存在しません 
	
原因: 指定したディレクトリは存在しません。


	
処置: ディレクトリ名を確認してください。









	 ORA-48188: ユーザーには、指定されたディレクトリにおける読取り権限、書込み権限または実行権限がありません 
	
原因: 指定したディレクトリに対する有効な権限がありません。読取り権限、書込み権限または実行権限がありません。


	
処置: 指定したディレクトリの権限を確認してください。









	 ORA-48189: ディレクトリを作成するOSコマンドが失敗しました 
	
原因: ディレクトリを作成するOSコマンドが失敗しました。


	
処置: ディレクトリの作成の失敗に関連するエラー番号を確認してください。









	 ORA-48190: OSリンク解除システム・コールに障害が発生しました 
	
原因: OSリンク解除システム・コールに失敗しました。指定したファイルでのリンク解除の実行に失敗しました。


	
処置: OSエラー・コードを確認してください。









	 ORA-48191: ユーザーには、指定したファイルに対する読取りまたは書込み権限がありません 
	
原因: 指定したファイルに対する有効な権限がありません。読取り権限または書込み権限がありません。


	
処置: 指定したファイルの権限を確認してください。









	 ORA-48192: ファイルを移動するOSコマンドが失敗しました 
	
原因: ファイルを移動するOSコマンドが失敗しました。


	
処置: ファイルの移動に関連するエラー番号を確認してください。









	 ORA-48193: ディレクトリをオープンするOSコマンドが失敗しました 
	
原因: ディレクトリをオープンするOSコマンドが失敗しました。


	
処置: ディレクトリのオープンの失敗に関連するOSエラーを確認してください。









	 ORA-48194: ディレクトリをクローズするOSコマンドが失敗しました 
	
原因: ディレクトリをクローズするOSコマンドが失敗しました。


	
処置: ディレクトリのクローズの失敗に関連するOSエラーを確認してください。









	 ORA-48195: ディレクトリを削除するOSコマンドが失敗しました 
	
原因: ディレクトリを削除するOSコマンドが失敗しました。


	
処置: ディレクトリの削除の失敗に関連するOSエラーを確認してください。









	 ORA-48196: アドバイザ・ロックを解放するOSコマンドが失敗しました 
	
原因: アドバイザ・ロックを解放するOSコマンドが失敗しました。


	
処置: アドバイザ・ロックの解放の失敗に関連するOSエラーを確認してください。









	 ORA-48197: ファイル・ステータスを取得するOSコマンドが失敗しました 
	
原因: ファイル・ステータスを取得するOSコマンドが失敗しました。これは、ファイルがオープンされていないか、ファイル・ディスクリプタが無効である可能性があります。


	
処置: ファイル・ステータスの取得の失敗に関連するOSエラーを確認してください。









	 ORA-48198: ファイル権限を変更するOSコマンドが失敗しました 
	
原因: ファイル権限を変更するOSコマンドが失敗しました。


	
処置: この失敗に関連するOSエラーを確認してください。









	 ORA-48199: ファイルをコピーするOSコマンドが失敗しました 
	
原因: ファイルをコピーするOSコマンドが失敗しました。


	
処置: ファイルのコピーに関連するエラー番号を確認してください。









	 ORA-48200: 入力引数[string]が無効です 
	
原因: 無効な引数が渡されました。


	
処置: コールを修正してください。









	 ORA-48201: フィールドの長さが最大長を超えています[string] [string] [string] 
	
原因: 無効なフィールドの長さが使用されました。


	
処置: コールを修正してください。









	 ORA-48202: 識別子が無効です[string] [string] 
	
原因: 指定した識別子が無効です。


	
処置: 有効な識別子を使用してください。









	 ORA-48203: データ・タイプが無効です[string] 
	
原因: 指定したデータ型が無効です。


	
処置: 有効なデータ型を使用してください。









	 ORA-48204: 識別子の長さが無効です[string] [string] [string] 
	
原因: 入力識別子が長すぎます。


	
処置: より短い識別子を指定してください。









	 ORA-48205: レコード長が長すぎます[string] [string] [string] 
	
原因: すべてのフィールドの最大長の合計が、サポートされている最大レコード長を超えました。


	
処置: 一部のフィールドを削除するか短くしてください。









	 ORA-48206: フィールド数が無効です[string] [string] [string] 
	
原因: 指定したフィールド数が、サポートされている最大数を超えました。


	
処置: リレーション内のフィールドの一部を削除してください。









	 ORA-48207: フィールド名が無効です[string] 
	
原因: フィールド名が無効です。


	
処置: 有効なフィールド名を指定してください。









	 ORA-48208: 重複するフィールド名[string] 
	
原因: 指定したフィールドのリストに重複フィールドが含まれます。


	
処置: 重複フィールドを削除してください。









	 ORA-48209: リレーションはすでに存在しています 
	
原因: リレーションはすでに存在しています。


	
処置: リレーションを削除してください。









	 ORA-48210: リレーションが見つかりません 
	
原因: リレーションが見つかりません。


	
処置: 有効なリレーション名を指定するか、その名前でリレーションを作成してください。









	 ORA-48211: アクセス・モードが無効です[string] [string] 
	
原因: 指定したアクセス・モードが認識されていません。


	
処置: 有効なモードを指定してください。









	 ORA-48212: オープン・レコード・アクセスが実行されません 
	
原因: オープン・レコード・アクセス・コールが実行されませんでした。


	
処置: このコールを実行する前にオープン・レコード・アクセス・コールが必要です。









	 ORA-48213: 操作のアクセス・モードが正しくありません[string] [string] 
	
原因: 実行対象の操作と互換性のないモードでリレーションをオープンしました。


	
処置: リレーションを正しいモードで再度オープンしてください。









	 ORA-48214: 順序がオーバーフローしました[string] [string] [string] 
	
原因: 順序番号がシステムの最大値を超えています。


	
処置: 順序番号をリセットしてください。









	 ORA-48215: 順序の無効な操作です[string] [string] 
	
原因: 指定した順序操作が無効です。


	
処置: 有効な操作を指定してください。









	 ORA-48216: フィールド長が最大フィールド長を超えています[string] [string] [string] [string] 
	
原因: 指定したフィールド長が、フィールドに定義された最大長を超えています。


	
処置: 指定するフィールド長を短くしてください。









	 ORA-48217: デバイスの領域不足です 
	
原因: 記憶域サブシステムの領域が不足しています。


	
処置: 記憶域サブシステムの領域を増やしてください。









	 ORA-48218: キー名が重複しています[string] [string] 
	
原因: このキー名はすでに存在しています。


	
処置: 異なるキー名を指定してください。









	 ORA-48219: キー名が既存のキーと一致しません 
	
原因: 指定したキー名が既存のキーと一致しません。


	
処置: 存在するキー名を指定してください。









	 ORA-48220: 定義されたキー数が多すぎます[string] [string] 
	
原因: サポートされているキーの最大数を超えるキーを作成しようとしました。


	
処置: 別のキーを削除してください。









	 ORA-48221: キーが最大許容長を超えています[string] [string] [string] 
	
原因: キーのフィールドの長さ合計が、サポートされている最大長を超えています。


	
処置: キーから1つ以上のフィールドを削除してください。









	 ORA-48222: Predicate/Order Byは使用できません 
	
原因: フェッチの開始後はPredicateまたはOrder Byを追加できません。


	
処置: 最初のフェッチの前にPredicateまたはOrder Byコールを指定してください。









	 ORA-48223: 割込みがリクエストされました - フェッチを中断しました - リターン・コード[string] [string] 
	
原因: ユーザー割込みが発生しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-48224: 解析時以降にDDLが発生しました - 再解析[string] [string] [string] 
	
原因: 別のセッションによってDDL(フィールドの追加、キーの作成、キーの削除)が実行され、このセッションを続行できなくなりました。


	
処置: オープン・レコード・アクセスを再コールしてください。









	 ORA-48225: バッファ順で領域が不足しています 
	
原因: ソート・バッファのサイズが行数に十分な大きさではありません。


	
処置: 指定したソート・バッファのサイズを大きくしてください。









	 ORA-48226: 進行中のフェッチはありません 
	
原因: フェッチせずに更新または削除しようとしました。


	
処置: 最初にフェッチを実行する必要があります。









	 ORA-48227: リレーション・ファイルが無効です - [string] [string] [string] [string] 
	
原因: AMSファイルが無効であるか、破損しています。


	
処置: リレーション修復を実行してください。









	 ORA-48228: 定義のコールがありません[string] 
	
原因: フェッチを実行する前に定義のコールが実行されませんでした。


	
処置: フェッチの前に定義サービスをコールしてください。









	 ORA-48229: 無効なリレーション・ハンドラが指定されました[string] [string] 
	
原因: 無効なリレーション・ハンドルまたは破損したリレーション・ハンドルが使用されました。


	
処置: メモリーが破損している可能性があります。









	 ORA-48230: 式の引数はタイプと一致する必要があります 
	
原因: 述語のフィールドのタイプ・セマンティクスが正しくありません。


	
処置: 述語を修正してください。









	 ORA-48231: 述語の構文エラーです 
	
原因: 述語文字列の構文エラーがあります。


	
処置: 述語を修正してください。









	 ORA-48232: デバッグ・コマンドの構文エラーです[string] 
	
原因: 無効なデバッグ・コマンドが指定されています。


	
処置: デバッグ・コマンドを修正してください。









	 ORA-48233: フィールド・ハンドラが無効です[string] [string] [string] 
	
原因: フィールド・ハンドルが無効です。


	
処置: メモリーが破損している可能性があります。









	 ORA-48238: 無効なサロゲート長が指定されました[string] [string] 
	
原因: フィールドの作成中に無効な長さが指定されました。


	
処置: 正しい長さを指定してください。









	 ORA-48239: 無効な述語ハンドラが指定されました[string] [string] 
	
原因: 無効なリレーション・ハンドルまたは破損したリレーション・ハンドルが使用されました。


	
処置: メモリーが破損している可能性があります。









	 ORA-48240: フィールドはNULLを許可していませんが、NULL値が指定されました 
	
原因: NULLを許可しないと宣言されたフィールド[%s]にNULL値が含まれます。


	
処置: 正しい値を指定してください。









	 ORA-48242: NULLを許可しないフィールドではサロゲートを使用できません 
	
原因: NULLを許可しないフィールドではサロゲートを指定できません。


	
処置: 制約またはサロゲートのいずれかを削除してください。









	 ORA-48243: 追加のフィールドには、NULLを許可するように宣言する必要があります 
	
原因: NULLを許可しないと定義されたフィールドはリレーションに追加できません。


	
処置: NULLを許可しないと指定しないでください。









	 ORA-48244: 問合せ中に保存のパージはコールできません 
	
原因: 問合せはすでに実行されています。保存のパージは起動できません。


	
処置: コール順を修正してください。









	 ORA-48245: EOFで更新または削除しています 
	
原因: フェッチ操作はEOFにあります。更新/削除できません。


	
処置: フェッチによってEOFが戻された後に更新/削除をコールしないでください。









	 ORA-48246: 外部リレーションでの操作が無効です 
	
原因: 外部リレーションを使用して実行されたコールが無効です。


	
処置: APIコールを実行しないでください。









	 ORA-48247: 述語変換エラーです string 
	
原因: 時間変換に失敗しました。


	
処置: 入力を修正してください。









	 ORA-48248: 関数stringのタイプ・チェック・エラーです。ityp = string typ = string arg = string 
	
原因: 指定した関数の入力が無効です。


	
処置: 入力を変更してください。









	 ORA-48251: 次のエラーのため、リレーションのオープンに失敗しました 
	
原因: エラー・スタック上の次のエラーを参照してください。


	
処置: エラー・スタック上の次のエラーを参照してください。









	 ORA-48252: リレーションに移行は必要ありません 
	
原因: ディスク上のリレーションは現行のコードと互換性があります。


	
処置: 移行サービスを実行しないでください。









	 ORA-48258: AMS破損ページが見つかりました - リレーションを再作成してください 
	
原因: 破損ページが見つかりました。


	
処置: リレーションを再作成してください。









	 ORA-48259: AMSリレーションが正しく作成されませんでした 
	
原因: リレーションの作成が失敗しました。


	
処置: リレーションを再作成してください。









	 ORA-48260: ファンクションstringが見つかりません 
	
原因: 無効なファンクションへの参照が見つかりました。


	
処置: ファンクション名を修正してください。









	 ORA-48262: 順序参照は条件では使用できません 
	
原因: currvalまたはnextvalは参照できません。


	
処置: これらの参照を削除してください。









	 ORA-48263: currvalはまだ設定されていません - nextvalを使用してください 
	
原因: nextvalが完了するまではcurrvalを参照できません。


	
処置: 参照を削除してください。









	 ORA-48265: 指定した引数の数(string)が正しくありません - 予想(string) 
	
原因: 関数に対する引数の数が正しくありません。


	
処置: 正しい数の引数を指定してください。









	 ORA-48291: フィールド名stringは一意に解決できません 
	
原因: 複数のリレーションにフィールド名が表示されています。


	
処置: リレーション名をフィールド名の接頭辞として指定してください。









	 ORA-48292: 外部結合構文は内部結合構文と混合して使用できません 
	
原因: 内部結合要素と外部結合要素の両方を使用して、結合条件が指定されました。


	
処置: 結合条件を正しく指定してください。









	 ORA-48293: 外部結合構文は結合なしでは使用できません 
	
原因: 結合なしの外部結合構文を述語で使用しています。


	
処置: 述語を修正してください。









	 ORA-48300: インシデント・レコードはすでに存在しています 
	
原因: すでに存在するインシデントを作成しようとしました。


	
処置: 新しいインシデントIDを使用して操作を再試行してください。









	 ORA-48301: 無効なインシデントIDが指定されました 
	
原因: 指定されたインシデントIDは無効です。


	
処置: 正しいインシデントIDを使用して操作を再試行してください。









	 ORA-48302: インシデント・ディレクトリが存在しません 
	
原因: インシデント・ディレクトリが見つかりません。


	
処置: 別のインシデントIDを使用して操作を再試行してください。









	 ORA-48303: 最大インシデント順序値を超えました 
	
原因: サポートされている最大インシデント順序値を超えました。


	
処置: インシデント順序をリセットして操作を再試行してください。









	 ORA-48304: インシデントのステージング・ファイルが見つかりません 
	
原因: インシデントのステージング・ファイルがありません。


	
処置: 別のインシデントIDを使用して再試行してください。









	 ORA-48305: インシデントIDの範囲が大きすぎます 
	
原因: 最大インシデント順序値を超えました。


	
処置: 範囲を狭めて操作を再試行してください。









	 ORA-48309: インシデント状態推移が無効です。[string]から[string] 
	
原因: インシデントを新しい状態に推移できません。


	
処置: 有効なインシデント・ステータスを使用して操作を再試行してください。









	 ORA-48310: インシデントstringのステージング・ファイルが見つかりません 
	
原因: インシデントのステージング・ファイルが存在しません。


	
処置: 有効なインシデントIDを使用して操作を再試行してください。









	 ORA-48311: フィールド名が無効です[string] 
	
原因: 指定したフィールド名が無効です。


	
処置: 有効なフィールド名を使用して操作を再試行してください。









	 ORA-48312: ステージング・ファイルのインシデントstringのスイープに失敗しました 
	
原因: インシデントのステージング・ファイルのスイープに失敗しました。


	
処置: インシデントIDを確認して再試行してください。









	 ORA-48313: ADRリレーション[string] (バージョン=string)では更新が許可されていません 
	
原因: このバージョンのADRリレーションでは更新操作はサポートされていません。


	
処置: ADRのバージョンを確認して再試行してください。









	 ORA-48314: ADR制御パラメータが無効です[string] 
	
原因: 指定した制御パラメータが無効です。


	
処置: パラメータを確認してコマンドを再発行してください。









	 ORA-48315: ADRは使用できません 
	
原因: ADRディレクトリを使用できません。


	
処置: ADRを有効にして操作を再試行してください。









	 ORA-48316: リレーション[string]を使用できないか、作成できません 
	
原因: ADRリレーションを使用できません。


	
処置: ADRディレクトリを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-48317: ADRリレーション[string] (バージョン=string)は廃止されています 
	
原因: ADRリレーションのバージョンが古すぎ、サポートされていません。


	
処置: ADRのバージョンを確認して再試行してください。









	 ORA-48318: ADRリレーション[string] (バージョン=string)はサポートされません 
	
原因: ADRリレーションのバージョンが新しすぎ、サポートできません。


	
処置: ADRにアクセスするために、新しいリリースが必要です。









	 ORA-48319: ADRリレーション[string]では更新操作が許可されていません 
	
原因: 外部ADRリレーションの更新はサポートできません。


	
処置: ADRの場所を確認してコマンドを再発行してください。









	 ORA-48320: レポートするインシデントが多すぎます 
	
原因: インシデントの結果セットが大きすぎるため処理できません。


	
処置: 述語を使用してインシデントの数を減らしてから再試行してください。









	 ORA-48321: ADRリレーション[string]が見つかりません 
	
原因: 必要なADRリレーションが欠落し、ADRが破損している可能性があります。


	
処置: ADRディレクトリを確認して再試行してください。









	 ORA-48322: リレーション[string](ADR V[string])はV[string]ツールと互換性がありません 
	
原因: ツールのバージョンはADRのバージョンと互換性がありません。


	
処置: 別のバージョンのツールを使用して再試行してください。









	 ORA-48323: 指定されたパス名[string]は現行ADRホームの内部に存在する必要があります 
	
原因: ADRホームの外部にあるファイルはインシデント・ファイルとして使用できません。


	
処置: ファイル名を確認し、再試行してください。









	 ORA-48324: 互換性のないステージング・ファイルが見つかりました 
	
原因: ステージング・ファイルに互換性がないため、インシデントのスイープに失敗しました。


	
処置: インシデントIDおよびADRのバージョンを確認し、再試行してください。









	 ORA-48339: ビュー[string]が存在しません 
	
原因: ビューが作成されていません。


	
処置: ビュー名を確認して、コマンドを再発行してください。









	 ORA-48340: 操作はビュー[string]でサポートされません 
	
原因: ビューでサポートされていない操作(DML)です。


	
処置: リレーション名を確認して、コマンドを再発行してください。









	 ORA-48341: フィールド[string]はグループ・フィールドではありません 
	
原因: 指定したフィールド名は、グループ・フィールドではありません。


	
処置: フィールド名とgroupby句を確認して、コマンドを再発行してください。









	 ORA-48342: フィールド[string]はstringフィールドと混合できません 
	
原因: 指定したフィールドは他のグループ・フィールドと互換性がありません。処置: このフィールドの名前と他のフィールドの名前を確認して、コマンドを再発行してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-48343: string句のフィールド[string]参照が無効です 
	
原因: 指定の句で指定されたフィールドが無効です。


	
処置: このフィールド名を確認して、コマンドを再発行してください。









	 ORA-48344: 無効な名前[string]が指定されました 
	
原因: 名前が既存のオブジェクトを参照しているか、予約ネームスペースのルールに違反しています。


	
処置: 別の名前を選択してください。









	 ORA-48345: 操作中にタイムアウトが発生しました 
	
原因: すでに実行中の他の操作と競合する操作を試行しました。


	
処置: しばらく待ってから操作を再試行してください。









	 ORA-48400: ADRCIの初期化に失敗しました 
	
原因: ADRベース・ディレクトリが存在しません。


	
処置: ADRベース・ディレクトリを作成するか、既存のディレクトリを示してください。









	 ORA-48401: SETコマンドには引数が必要です 
	
原因: SETコマンドに引数が入力されていません。


	
処置: 引数を入力してください。









	 ORA-48402: 変数が定義されていません 
	
原因: 置換値が入力されていません。


	
処置: 変数名の後ろに置換値を入力してください。









	 ORA-48403: DEFINEコマンドまたはUNDEFINEコマンドには引数がありません 
	
原因: DEFINEコマンドおよびUNDEFINEコマンドには置換変数名を入力する必要があります。


	
処置: DEFINEまたはUNDEFINEの後ろに変数名を入力してください。









	 ORA-48404: RUNコマンドまたは@コマンドには引数がありません 
	
原因: RUNコマンドおよび@コマンドにはスクリプト・ファイル名を入力する必要があります。


	
処置: RUNコマンドおよび@コマンドの後ろにスクリプト・ファイル名を入力してください。









	 ORA-48405: コマンドのオプションが無効です 
	
原因: コマンドにオプションは使用できません。


	
処置: コマンド構文を確認してください。









	 ORA-48406: ECHOステータスまたはTERMOUTステータスは、ONまたはOFFに設定される必要があります 
	
原因: ECHOステータスまたはTERMOUTステータスは、ONまたはOFFに設定される必要があります。


	
処置: ONまたはOFFを入力してください。









	 ORA-48407: DESCRIBEコマンドおよびQUERYコマンドには、少なくともリレーション名の引数が必要です 
	
原因: 引数として入力されたリレーション名がありません。


	
処置: 少なくともリレーション名を入力する必要があります。









	 ORA-48408: インシデント数が最大数[string]を超えています 
	
原因: インシデント数の入力数が最大数を超えています。


	
処置: 入力するインシデントを減らしてください。









	 ORA-48409: ADRホームが最大数[string]を超えています 
	
原因: ADRホームの入力数が最大数を超えています。


	
処置: 入力するADRホーム文字列を減らしてください。









	 ORA-48410: トレース・パスが最大数[string]を超えています 
	
原因: トレース・パスの入力数が最大数を超えています。


	
処置: 入力するトレース・パスを減らしてください。









	 ORA-48411: トレース・ファイルが最大数[string]を超えています 
	
原因: トレース・ファイル・パスの入力数が最大数を超えています。


	
処置: 入力するトレース・ファイル・パスを減らしてください。









	 ORA-48412: パラメータが最大数[string]を超えています 
	
原因: パラメータ数の入力数が最大数を超えています。


	
処置: 入力するパラメータ数を減らすか、上限を大きくしてください。









	 ORA-48413: orderbyフィールド数が最大数[string]を超えています 
	
原因: orderbyフィールド数が最大数を超えています。


	
処置: 入力するフィールドを減らしてください。









	 ORA-48414: 実行オプションの文字列が最大長[string]を超えています 
	
原因: 文字列長が長すぎます。


	
処置: コマンドを2つに分割するか、ADRCIスクリプトを使用してください。









	 ORA-48415: 文字列[string](列[string])に構文エラーが見つかりました 
	
原因: ユーザー入力文字列に解析エラーが見つかりました。


	
処置: 入力文字列を確認してください。









	 ORA-48419: 無効な引数です 
	
原因: 入力引数が無効です。


	
処置: 入力引数がNULLでないことを確認してください。









	 ORA-48421: コマンドの述語文字列は一重引用符または二重引用符で囲む必要があります 
	
原因: 述語文字列が一重引用符または二重引用符で囲まれていません。


	
処置: 述語文字列を一重引用符または二重引用符で囲んでください。









	 ORA-48423: IMPORTコマンドにはファイル名を指定する必要があります 
	
原因: コマンドにファイル名が欠落しています。


	
処置: IMPORTキーワードの後ろにインポート・ファイル名を入力してください。









	 ORA-48424: SHOW TRACEコマンドには引数が必要です 
	
原因: SHOW TRACEコマンドには引数が必要です。


	
処置: 引数を入力してください。









	 ORA-48426: 初期化ファイル名が長すぎます 
	
原因: 初期化ファイル名の長さが最大長を超えています。


	
処置: これは確かにADRCIの内部設定パラメータです。バグとして報告してください。または、初期化ファイルを現在の作業ディレクトリに移動してください。









	 ORA-48428: 入力コマンド文字列が最大長[string]を超えています 
	
原因: 現在のコマンド文字列が長すぎ、制限を超えています。


	
処置: 入力する文字を減らしてください。









	 ORA-48429: 変数名[string]は無効な識別子です 
	
原因: 置換変数名が無効な識別子です。


	
処置: ADRCIによって定義されている有効な識別子を入力してください。









	 ORA-48431: ADRホーム・パスを1つ以上指定する必要があります 
	
原因: コマンド構文では、ADRホーム・パスを1つ以上入力する必要があります。


	
処置: コマンド構文を確認し、ホーム・パスを入力してください。









	 ORA-48432: ADRホーム・パス[string]が無効です 
	
原因: ADRホームのユーザー入力が無効です。パスが存在しないことが原因である可能性があります。


	
処置: 入力したホーム・パスが存在するかどうかを確認してください。









	 ORA-48433: ヘルプ・トピックが不明です 
	
原因: 入力したトピックが無効です。


	
処置: トピックが有効かどうかを確認してください。









	 ORA-48434: DDEコマンドが入力されていません 
	
原因: DDEコマンドが入力されていません。


	
処置: DDEコマンドを入力してください。









	 ORA-48435: トレース・ファイルを入力してください 
	
原因: SHOW TRACEにはトレース・ファイルが必要です。


	
処置: トレース・ファイルを入力してください。









	 ORA-48436: ファイル[string]は存在しません 
	
原因: ファイルが存在しません。


	
処置: トレース・ファイル名を確認してください。









	 ORA-48437: IPSコマンドが入力されていません 
	
原因: IPSコマンドが入力されていません。


	
処置: IPSコマンドを入力してください。









	 ORA-48438: [string]は有効な数値ではありません 
	
原因: 入力された数値が無効です。


	
処置: 入力された数値を確認してください。









	 ORA-48439: 入力パス名が最大長[string]を超えています 
	
原因: 入力パス名が長すぎます。


	
処置: バグとして報告し、制限を変更してください。









	 ORA-48440: 変数[string]はすでに定義されています 
	
原因: 変数名はすでに定義されています。


	
処置: 別の変数名を使用してください。









	 ORA-48441: 関数パラメータ数が最大数[string]を超えています 
	
原因: 関数パラメータ数が最大数を超えています。


	
処置: このエラーをバグとして報告し、最大数を変更してください。









	 ORA-48442: 制御パラメータ数が最大数[string]を超えています 
	
原因: 制御パラメータ数が最大数を超えています。


	
処置: このエラーをバグとして報告し、最大数を変更してください。









	 ORA-48443: トレース・レコード・タイプがパスの中に示されます 
	
原因: トレース・レコードをパスの中に入れることはできません。


	
処置: 入力を確認してください。









	 ORA-48444: 単一の"."および"*"をパスの中に示すことはできません 
	
原因: 単一の「.」および「*」がパスの中にあります。


	
処置: 入力を確認してください。









	 ORA-48445: パス式では1つのバケット・ダンプ・タイプのみサポートされます 
	
原因: パス式では1つのバケット・ダンプのみサポートされます。


	
処置: パス式の構文を変更してください。









	 ORA-48446: コマンドにパスの入力が必要です 
	
原因: パラメータとしてパスが入力されていません。


	
処置: パスを入力してください。









	 ORA-48447: 入力パス[string]にADRホームが含まれていません 
	
原因: 入力パスにADRホームが含まれていません。


	
処置: パスを確認してください。









	 ORA-48448: このコマンドは、複数のADRホームをサポートしていません 
	
原因: 現在のADR設定には複数のホームがあります。


	
処置: SET HOMEPATHコマンドを使用して単一のホームを設定してください。









	 ORA-48449: アラート末尾の参照は、単一のADRホームに対してのみ適用できます 
	
原因: 現在の設定には複数のホームがあります。


	
処置: SET HOMEPATHコマンドを使用して単一のホームを設定してください。









	 ORA-48457: ADRCIコア・ダンプ 
	
原因: ADRCIの内部エラーです。


	
処置: オラクル社に報告してください。









	 ORA-48458: 次のエラーのため、"show incident"に失敗しました 
	
原因: バグであるか、ユーザーにアクセス権限がない可能性があります。


	
処置: エラーの原因がADR権限の設定以外の場合は、オラクル社に報告してください。









	 ORA-48459: "describe"コマンドは1つのADRホーム・パスのみをサポートします 
	
原因: コマンドに複数のADRホーム・パスがあります。


	
処置: ADRホーム・パスを1つ設定してください。









	 ORA-48460: ホーム・パス[string]が無効です 
	
原因: 入力したホーム・パスが有効なホーム・パスではありません。


	
処置: ホーム・パスを確認してください。









	 ORA-48461: 次のエラーのため、"describe"に失敗しました 
	
原因: 基礎となるコードが失敗しました。


	
処置: 原因が権限の問題以外の場合は、オラクル社に報告してください。









	 ORA-48462: [string]で致命的なエラーが発生しました 
	
原因: 致命的なエラーが発生しました。


	
処置: オラクル社に報告してください。









	 ORA-48463: 値のバッファが最大長に達しました[string] 
	
原因: 値のバッファが一杯です。


	
処置: オラクル社に報告してください。









	 ORA-48464: 述語のバッファが最大長に達しました[string] 
	
原因: 述語のバッファが小さすぎます。


	
処置: オラクル社に報告してください。









	 ORA-48465: 指定されたタイプ[string]は未定義です 
	
原因: 指定されたパージ・タイプは未定義です。


	
処置: タイプ名を確認してください。









	 ORA-48466: 内部エラー、レポート・コンテキストが初期化されていません 
	
原因: 内部の問題によるエラーです。


	
処置: オラクル社に報告してください。









	 ORA-48467: "string"(キーワード: "string")は有効な数値ではありません 
	
原因: このキーワード値は、有効な数値ではありません。


	
処置: 値を確認してください。









	 ORA-48468: "string"は無効なキーワードです 
	
原因: コマンドに対してキーワードが定義されていません。


	
処置: 使用可能なキーワードを確認してください。









	 ORA-48469: キーワード"string"は重複できません 
	
原因: コマンドでは名前のキーが1つのみ許可されます。


	
処置: コマンドからキーワード名を1つ削除してください。









	 ORA-48470: 不明な"string"コマンドです 
	
原因: コマンドが有効ではありません。


	
処置: ヘルプ・マニュアルでコマンドの構文を確認してください。









	 ORA-48472: 無効な製品名 
	
原因: 指定された製品名が存在しません。


	
処置: 製品名を指定してください。HELP SHOW BASEを参照してください。









	 ORA-48473: 内部障害の不明なリターン・コード[string] 
	
原因: 内部プログラムの障害です。


	
処置: オラクル社に報告してください。









	 ORA-48474: 製品指定時の構文エラー。NULLにできません 
	
原因: 製品句が使用されていますが、製品名が指定されていません。


	
処置: 製品名を指定してください。









	 ORA-48475: [string]は有効なタイムスタンプではありません 
	
原因: 入力したタイムスタンプ文字列のフォーマットが無効です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-48476: 結果をファイルに書き出せません。環境変数TMPDIRが 設定されているか、またはカレント・ディレクトリが書込み不可で ないかを確認してください 
	
原因: 現在のパスは書込み不可である可能性があります。


	
処置: 現在のパスが書込み可能である場合、オラクル社に報告してください。









	 ORA-48477: 入力パスに有効なADRホームが含まれていません 
	
原因: 入力パスに有効なADRホームが含まれていません。


	
処置: パスが有効かどうかを確認してください。









	 ORA-48478: アラート・メッセージは作成されません 
	
原因: アラート・メッセージが作成されません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-48479: HM実行は作成されません 
	
原因: HM実行がありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-48480: インシデントは作成されません 
	
原因: インシデントがありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-48481: レポートは使用できません 
	
原因: 要求されたレポートが存在しません。


	
処置: レポートIDを確認してください。









	 ORA-48482: レポートは生成されません 
	
原因: 要求されたレポートは生成できる状態にありません。


	
処置: レポートIDを確認してください。









	 ORA-48483: スプールに失敗しました。権限の問題により、スプール・ファイルを作成できないことが原因である可能性があります 
	
原因: スプールのファイル名が有効でないか、ファイルを作成できません。


	
処置: ターゲット・ディレクトリの権限を確認し、ファイル名を確認してください。









	 ORA-48484: スクリプトの実行に失敗しました。スクリプト・ファイルがないことが原因である可能性があります 
	
原因: スクリプト・ファイルが存在しない可能性があります。


	
処置: スクリプト・ファイルが存在するかどうかを確認してください。









	 ORA-48485: ファイルが最大長[string]を超えています 
	
原因: ファイル名が長すぎます。


	
処置: オラクル社に報告してください。









	 ORA-48486: ファイル[string]が最大長[string]を超えています 
	
原因: ファイル名が長すぎます。


	
処置: オラクル社に報告してください。









	 ORA-48487: 内部述語文字列が最大長[string]を超えています 
	
原因: 述語文字列が最大長を超えています。


	
処置: オラクル社に報告してください。









	 ORA-48488: 述語文字列が最大長[string]を超えています 
	
原因: 入力した述語文字列が最大長を超えています。


	
処置: オラクル社に報告してください。









	 ORA-48489: 入力が最大長[string]を超えています 
	
原因: 入力が最大長を超えています。


	
処置: オラクル社に報告してください。









	 ORA-48490: フィールド数が最大数[string]を超えています 
	
原因: 入力したフィールド数が最大数を超えています。


	
処置: 入力するフィールド名を減らしてください。









	 ORA-48491: プログラム名が長すぎます。最大長[string]を超えています 
	
原因: プログラム名の長さが最大長の設定を超えています。


	
処置: オラクル社に報告してください。









	 ORA-48492: レポート・コンポーネント名が定義されていません 
	
原因: レポート・コンポーネント名が存在しません。


	
処置: コンポーネント名が登録されていることを確認してください。









	 ORA-48493: Sweepコマンドにはパラメータが必要です 
	
原因: Sweepコマンドにはパラメータが必要です。


	
処置: コマンドの構文を確認してください。









	 ORA-48494: ADRホームが設定されていません。対応する操作を実行できません 
	
原因: 現在のADRCIセッションにADRホームが設定されていません。


	
処置: ADRCIコマンドのSET BASEおよびSET HOMEPATHを使用してADRホームを設定してください。









	 ORA-48495: 割込みがリクエストされました 
	
原因: 現行のアクションの割込みが要求されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-48496: "string"はコマンドの必須キーワードです 
	
原因: コマンドに対してキーワードが指定されていません。


	
処置: キーワードを入力してください。









	 ORA-48497: "string"は無効な製品タイプです 
	
原因: 製品タイプが登録されていません。


	
処置: 製品タイプを確認してください。









	 ORA-48499: キーワード"string"の値が最大長stringを超えています 
	
原因: キーワードの値が長すぎます。


	
処置: 上限を確認して再入力してください。









	 ORA-48500: ファイルの書込みエラーです[string] [string] 
	
原因: 書き込まれたバイト数が要求数と異なります。ディスク領域の不足が原因である可能性があります。


	
処置: ディスク領域が十分であることを確認してください。









	 ORA-48501: ファイル読込みエラーです[string] [string] 
	
原因: 読み込まれたバイト数が要求数と異なります。ファイルの破損が原因である可能性があります。


	
処置: ファイルを再作成してください。









	 ORA-48502: コマンドラインが無効です - 必要な要素が欠落しています 
	
原因: 必要なコマンドライン引数が不足しています。


	
処置: ヘルプ・メッセージを確認し、必要な引数を指定してください。









	 ORA-48503: 無効なパラメータが指定されました 
	
原因: 無効な入力パラメータが指定されました。


	
処置: ヘルプ・メッセージを確認し、無効な入力パラメータを修正してください。









	 ORA-48504: リレーション・パラメータを指定する必要があります 
	
原因: ADREXPの実行時のリレーション・パラメータを指定する必要があります。


	
処置: リレーション・パラメータを指定してください。









	 ORA-48505: ファイル・パラメータを指定する必要があります 
	
原因: ADRIMPの実行時のファイル・パラメータを指定する必要があります。


	
処置: ファイル・パラメータを指定してください。









	 ORA-48506: エクスポートとは異なるバージョンのリレーションが存在します[string] [string] 
	
原因: 既存のリレーションにインポートしようとしましたが、このリレーションのスキーマのバージョンが、エクスポートしたリレーションのスキーマと異なります。


	
処置: リレーションをインポートするには、既存のリレーションを削除してください。









	 ORA-48507: インポート中に述語は許可されません 
	
原因: ADRIMPの実行時に述語オプションは使用できません。


	
処置: 述語引数を削除してください。









	 ORA-48508: エクスポート・ファイルのバージョン[string]はインポート[string]で使用できません 
	
原因: エクスポート・ファイルのバージョンは、このバージョンのADRIMPでは読み込むことができません。


	
処置: 現行バージョンのADREXPを使用してエクスポートを再実行してください。









	 ORA-48509: 操作中にエラーが発生しました。次のエラーを参照してください 
	
原因: 根本的なエラーが発生しました。


	
処置: 根本的なエラーを確認して修正してください。









	 ORA-48510: メモリー内のリレーションはエクスポートできません 
	
原因: メモリー内のリレーションはエクスポートできません。


	
処置: 別のリレーションを選択してください。









	 ORA-48600: 名前[string]のHM実行はすでに存在しています 
	
原因: 指定した実行名はすでに存在しています。


	
処置: 別の実行名を指定し、チェックを再実行してください。









	 ORA-48615: パラメータ[string]の値が指定されていません 
	
原因: パラメータおよびその値を指定せずに実行が起動されました。


	
処置: 必要なパラメータおよびその値を指定してください。









	 ORA-48800: "string"(キーワード: "string")が正しいタイムスタンプの書式ではありません 
	
原因: 値の書式が正しくありません。


	
処置: ADRCIでサポートされる書式を確認してください。









	 ORA-48801: オプション"string"が重複しています 
	
原因: オプションが2回以上指定されています。


	
処置: 入力を確認してください。









	 ORA-48802: オプション"string"と"string"は相互に排他的です 
	
原因: これら2つのオプションは同時に指定できません。


	
処置: これらのうち、いずれか1つを指定します。









	 ORA-48803: キーワード"string"がこのコマンドに定義されていません 
	
原因: このキーワードは無効です。


	
処置: コマンドに対して有効なキーワードを確認してください。









	 ORA-48804: コマンドに1つ以上のファイルの入力が必要です 
	
原因: 表示するファイルが指定されていません。


	
処置: ファイルを入力してください。









	 ORA-48805: BEGIN BACKUPがすでに発行されています - 最初にEND BACKUPを実行する必要があります 
	
原因: BEGIN BACKUPがすでに発行されています。


	
処置: END BACKUPを発行してください。









	 ORA-48806: ファンクション参照(string)が不明です 
	
原因: ファンクション参照は有効なファンクションではありません。


	
処置: 参照を変更してください。









	 ORA-48900: 入力引数[string]が無効です 
	
原因: 入力引数が無効です。


	
処置: 入力パラメータを確認してください。









	 ORA-48906: パーサー・コンテキストが無効です 
	
原因: パーサー・コンテキストが初期化されていません。


	
処置: コンテキストを使用する前に初期化ルーチンをコールしてください。









	 ORA-48907: end-of-fileに達しました 
	
原因: end-of-fileに達しました。


	
処置: end-of-fileを処理してください。









	 ORA-48908: トレース・ファイルが見つかりません 
	
原因: ナビゲータ・コンテキストにファイルがありません。解析が終了しているか、ファイルがプッシュされていません。


	
処置: コンテキストにファイルが追加されていることを確認してください。









	 ORA-48909: スキャン・コンテキストが初期化されていません 
	
原因: スキャン・コンテキストが初期化されていません。


	
処置: スキャン・コンテキストの初期化ルーチンをコールしてください。









	 ORA-48912: 指定されたトレース・ファイル名は長すぎます 
	
原因: 指定されたトレース・ファイル名の長さが最大長を超えています。


	
処置: トレース・ファイル名の接尾辞を短くするか、ディレクトリ階層の上位にあるADRを移動してください。









	 ORA-48913: トレース・ファイルへの書込みに失敗しました。ファイル・サイズ制限[string]に達しています 
	
原因: トレースのファイル・サイズ制限を超えるトレース・ファイルに書き込もうとしました。


	
処置: トレースのファイル・サイズ制限を増やしてください。









	 ORA-48914: File位置が正しいフォーマットではありません 
	
原因: ファイル位置の書式が正しくありません。


	
処置: ファイル形式の文字列が正しいかどうかを確認してください。









	 ORA-48928: 述語が上限のstringを超えています 
	
原因: 述語が長すぎ、上限を超えています。


	
処置: 述語を短くしてください。









	 ORA-48929: トレース・レコードのサイズが読取り可能な最大サイズを超えました[string] 
	
原因: トレース・レコードが大きすぎるため、ADRビューアで読み取れません。


	
処置: オラクル社に報告してください。









	 ORA-48930: トレースの処理に必要なメモリーを割り当てることができません 
	
原因: メモリーの割当て要求が失敗しました。


	
処置: オラクル社に報告してください。









	 ORA-48934: ファイル名識別子に対する入力が無効です 
	
原因: ファイル名識別子に対して無効な入力が行われました。ファイル名には、スラッシュ(''、'/')を使用できません。また、'..'の文字を使用して親ディレクトリを参照できません。


	
処置: ファイル名を確認し、有効な入力を指定してください。









	 ORA-48936: 関連数が最大数[string]を超えています 
	
原因: リストにあるリレーションの数が多すぎます。


	
処置: 数を減らしてください。









	 ORA-48937: 機能(string)はSELECTに対して現在使用不可能です 
	
原因: 機能は使用できません。


	
処置: 機能を削除してください。









	 ORA-48938: ビュー選択列数が別名選択リストと異なります 
	
原因: ビューの別名リストに、選択リストと異なる数のフィールドが含まれています。


	
処置: 別名リストまたはビューのSELECT文を変更してください。









	 ORA-48939: select *はCREATE VIEWでは使用できません 
	
原因: *はCREATE VIEW選択リストで現在使用できません。


	
処置: フィールドを明示的にリストしてください。









	 ORA-49315: 無効なインシデント・タイプが指定されました[string] 
	
原因: 指定されたインシデント・タイプがこのADRに定義されていません。


	
処置: 使用可能なインシデント・タイプを指定してください。









	 ORA-49404: 該当するパッケージがありません[string] 
	
原因: 指定したパッケージは存在しません。


	
処置: 既存のパッケージを指定してください。









	 ORA-49405: パッケージ名を変更できません[string] [string] 
	
原因: パッケージの生成後にパッケージ名を変更しようとしました。


	
処置: 現行の名前を使用するか、目的の名前で新しいパッケージを作成してください。









	 ORA-49406: 未定義の構成パラメータが指定されました[string] 
	
原因: 指定した構成パラメータがADRで見つかりません。


	
処置: 既存のパラメータを指定してください。必要に応じて、パラメータを再移入してください。









	 ORA-49407: このホームには解凍する履歴がありません 
	
原因: このホームにはパッケージが解凍されていません。


	
処置: 現行のホームを確認してください。必要に応じて、パッケージを解凍してください。









	 ORA-49408: 無効なホームが指定されました[string] 
	
原因: 指定されたADR_HOMEが無効です。


	
処置: ディレクトリが存在し、その構造が正しいことを確認してください。









	 ORA-49409: 予想される完了時に増分パッケージが指定されました 
	
原因: このホームにはパッケージが解凍されていません。


	
処置: 完全なパッケージを指定するか、FORCEオプションを使用してください。









	 ORA-49410: IPSパッケージではありません 
	
原因: 指定したファイルがIPSパッケージではありません。


	
処置: ファイルが有効な圧縮ファイルで、必要な内容が含まれていることを確認してください。









	 ORA-49412: パッケージIDは既存のIDと一致しません[string] [string] 
	
原因: パッケージ・ファイルのパッケージIDが、以前に解凍したパッケージと一致しません。


	
処置: パッケージの解凍に適した場所を使用してください。









	 ORA-49413: パッケージ名は既存の名前と一致しません[string] [string] 
	
原因: パッケージ・ファイルのパッケージ名が、以前に解凍したパッケージと一致しません。


	
処置: パッケージの解凍に適した場所を使用してください。









	 ORA-49414: パッケージ順序が必要な順序より後です[string] [string] 
	
原因: パッケージ・ファイルのパッケージ順序が必要な順序より後です。


	
処置: パッケージを正しい順序で適用するか、FORCEオプションを使用してください。









	 ORA-49415: パッケージ順序が必要な順序より前です[string] [string] 
	
原因: パッケージ・ファイルのパッケージ順序が必要な順序より前です。


	
処置: パッケージを正しい順序で適用するか、FORCEオプションを使用してください。









	 ORA-49416: より前のパッケージ順序がFORCEオプションを使用して適用されました[string] [string] 
	
原因: より前のパッケージ順序がFORCEオプションを使用して適用されました。


	
処置: すでに適用されている順序より後の完全な順序を適用するか、FORCEオプションを使用して増分パッケージを適用してください。









	 ORA-49417: 生成済のパッケージは変更できません 
	
原因: パッケージの生成後にパッケージの属性を変更しようとしました。


	
処置: 目的の名前で新しいパッケージを作成してください。









	 ORA-49420: パッケージが長すぎます[string] [string] 
	
原因: パッケージが長すぎます。


	
処置: パッケージから一部のファイルまたはインシデントを削除するか、増分モードを使用してください。









	 ORA-49421: 最大パッケージ・ファイル数が生成されました[string] 
	
原因: このコマンドによって最大パッケージ・ファイル数が生成されました。


	
処置: パッケージから一部のファイルまたはインシデントを削除するか、増分モードを使用して追加ファイルを生成してください。









	 ORA-49423: ADR外部のファイルは許可されません 
	
原因: 指定されたファイルがADRディレクトリ構造内にありません。


	
処置: ADR内部のファイルを指定してください。









	 ORA-49424: ADR外部のディレクトリは許可されません 
	
原因: 指定されたディレクトリがADRディレクトリ構造内にありません。


	
処置: ADR内部のディレクトリを指定してください。









	 ORA-49425: ADR内部のファイルは許可されません 
	
原因: 指定されたファイルがADRディレクトリ構造内にあります。


	
処置: ADRの外部のファイルを指定してください。









	 ORA-49426: ADR内部のディレクトリは許可されません 
	
原因: 指定されたディレクトリがADRディレクトリ構造内にあります。


	
処置: ADRの外部のディレクトリを指定してください。









	 ORA-49427: 該当するファイルが存在しないか、またはアクセスできません[string] 
	
原因: 指定されたファイルが存在しないか、アクセスできません。


	
処置: ファイルを作成するか、ファイルの権限を確認してください。









	 ORA-49428: 該当するディレクトリが存在しないか、またはディレクトリにアクセスできません[string] 
	
原因: 指定されたディレクトリが存在しないか、アクセスできません。


	
処置: ディレクトリを作成するか、ディレクトリの権限を確認してください。









	 ORA-49429: ファイルがすでに存在しており、OVERWRITEオプションが指定されていません[string] 
	
原因: クライアントがすでに存在するファイルを作成しようとしました。


	
処置: ファイルを削除するか、OVERWRITEオプションを使用してください。









	 ORA-49430: 該当する問題がありません[string] 
	
原因: 指定した問題は存在しません。


	
処置: このリポジトリに存在する問題を指定してください。









	 ORA-49431: 該当するインシデントがありません[string] 
	
原因: 指定したインシデントは存在しません。


	
処置: このリポジトリに存在するインシデントを指定してください。









	 ORA-49432: 問題はパッケージの一部ではありません[string] 
	
原因: 指定された問題がこのパッケージに含まれていません。


	
処置: このパッケージに含まれている問題を指定してください。









	 ORA-49433: インシデントはパッケージの一部ではありません[string] 
	
原因: 指定されたインシデントがこのパッケージに含まれていません。


	
処置: このパッケージに含まれているインシデントを指定してください。









	 ORA-49434: 日付書式が無効です 
	
原因: 日付の指定に無効な書式が使用されました。


	
処置: サポートされている書式で日付を指定してください。









	 ORA-49435: フラッド制御されたインシデントはここでは使用できません[string] 
	
原因: フラッド制御されたインシデントはパッケージに含めることができません。


	
処置: フラッド制御されていないインシデントを指定してください。









	 ORA-49436: 日付変換エラー[string] 
	
原因: 日付の指定に無効な書式が使用されました。


	
処置: サポートされている書式で日付を指定してください。









	 ORA-49440: パッケージの解凍中の警告、詳細はファイルstringにあります 
	
原因: パッケージの解凍中に致命的でないエラーが発生しました。


	
処置: 指定された解凍ログ・ファイルを確認してください。









	 ORA-49441: パッケージのファイナライズ中の警告、詳細はファイルstringにあります 
	
原因: パッケージのファイナライズ中に致命的でないエラーが発生しました。


	
処置: 指定されたファイナライズ・ログ・ファイルを確認してください。









	 ORA-49450: アーカイブ・ユーティリティからのゼロ以外のリターン・コードです[string] [string] 
	
原因: アーカイブ・ユーティリティ(圧縮/解凍)から警告またはエラーが戻されました。


	
処置: ファイルおよびディレクトリが存在していて読込み可能であり、このファイルが有効な圧縮ファイルであることを確認してください。









	 ORA-49451: アーカイブ・ファイルの構造エラーです[string] [string] 
	
原因: アーカイブ・ユーティリティ(圧縮/解凍)から、アーカイブ・ファイル構造が正しくないことを示すエラーが戻されました。


	
処置: ファイルが正しく送信されたものであるとともに、有効な圧縮ファイルであることを確認してください。









	 ORA-49452: アーカイブ・ユーティリティでメモリーが不足しました[string] [string] 
	
原因: アーカイブ・ユーティリティ(圧縮/解凍)から、十分なメモリーを割り当てることができなかったことを示すエラーが戻されました。


	
処置: プロセス・メモリー使用量に関するオペレーティング・システムの制限を確認してください。









	 ORA-49453: アーカイブ・ユーティリティを起動するコマンドが無効です[string] [string] 
	
原因: アーカイブ・ユーティリティ(圧縮/解凍)が無効なコマンドラインまたは無効なオプションを使用して起動されました。


	
処置: アーカイブ・ユーティリティの動作に影響するオペレーティング・システムの設定がないことを確認してください。









	 ORA-49454: アーカイブが見つからないか、空です[string] [string] 
	
原因: 指定したアーカイブが存在しないか、空です。


	
処置: 指定したアーカイブが存在するかどうかを確認してください。









	 ORA-49455: アーカイブI/Oが失敗しました[string] [string] 
	
原因: アーカイブからの作成、書込みまたは読込みに失敗しました。


	
処置: オペレーティング・システムのI/O操作が正しく動作していることを確認してください。









	 ORA-49456: ディスク領域不足のため、操作に失敗しました[string] [string] 
	
原因: ディスク領域不足のため、アーカイブに対する操作に失敗しました。


	
処置: 十分なディスク領域があることを確認してください。オペレーティング・システムの割当てまたは他の制限を確認してください。









	 ORA-49601: 構文エラー: "string"が見つかりました: 次の1つが入ります: "string"など 
	
原因: イベント指定の処理時に構文エラーを検出しました。


	
処置: 正しいイベント指定を入力してください。









	 ORA-51001: HMカタログにチェック[string]が見つかりません 
	
原因: チェッカー名の綴りが誤っている可能性があります。


	
処置: 正しいチェッカー名を使用してチェックを再実行してください。









	 ORA-51003: 実行パラメータの書式が正しくありません 
	
原因: 実行パラメータの書式が正しくありません。


	
処置: 実行パラメータのテキストを修正して再試行してください。









	 ORA-51004: チェックは入力パラメータを取りません 
	
原因: 入力パラメータを取らないチェックに実行パラメータが渡されました。


	
処置: 実行パラメータを渡さずに再試行してください。









	 ORA-51006: 実行パラメータ・テキストに不要なデリミタ';'があります 
	
原因: 実行パラメータの書式が正しくありません。


	
処置: 実行パラメータの書式を修正して再試行してください。









	 ORA-51007: パラメータ[string]はこのチェックに登録されていません 
	
原因: このチェックの入力が誤っています。


	
処置: 実行パラメータを修正してチェックを再試行してください。









	 ORA-51008: パラメータ[string]の値は有効な数値ではありません 
	
原因: 指定したパラメータの値は有効な数値ではありません。


	
処置: 実行パラメータを修正して再試行してください。









	 ORA-51025: チェック名にはNULLでない値が必要です 
	
原因: チェック名にNULL値が渡されました。


	
処置: 正しいチェック名を指定して再試行してください。









	 ORA-51035: タイムアウト値が無効です 
	
原因: 無効なタイムアウト値を指定しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-51036: チェック[string]は、データベース・インスタンス内でのみ実行できます 
	
原因: ASM環境でデータベース固有のチェックを実行しようとしました。


	
処置: ASM環境ではチェックを実行しないでください。









	 ORA-51037: チェック[string]は、ASMインスタンス内でのみ実行できます 
	
原因: データベース環境でASM固有のチェックを実行しようとしました。


	
処置: データベース環境ではチェックを実行しないでください。









	 ORA-51102: クリティカルの障害stringの優先度を変更できません 
	
原因: クリティカルの障害の優先度を変更しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-51103: クローズした障害stringの優先度を変更できません 
	
原因: クローズした障害の優先度を変更しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-51105: 障害の優先度をクリティカルに変更できません 
	
原因: 障害の優先度をクリティカルに変更しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-51106: エラーが発生したため、チェックの完了に失敗しました。次のエラーを参照してください 
	
原因: チェックの実行中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 次のエラーを確認し、チェックを再実行してください。









	 ORA-51107: 障害の変更が速すぎます - コマンドを再試行してください 
	
原因: データ・リカバリ・アドバイザ・コマンドの実行中に障害が追加またはクローズされました。


	
処置: コマンドを再試行してください。









	 ORA-51108: 診断リポジトリにアクセスできません - コマンドを再試行してください 
	
原因: 自動診断リポジトリからの障害の読取りまたはデータ修復中に、ロックまたはタイムアウトのエラーが発生しました。


	
処置: コマンドを再試行してください。









	 ORA-51109: 修復スクリプト・ファイルが大きすぎます 
	
原因: データ・リカバリ・アドバイザで生成された修復スクリプト・ファイルが大きすぎます。


	
処置: 選択する障害の件数を減らして、コマンドを再試行してください。









	 DIA-51110: バッファ・サイズ[string]が小さすぎます - [string]が必要です 
	
原因: 内部バッファが小さすぎます。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-51111: 障害の再検証がタイムアウトしました 
	
原因: データ・リカバリ・マネージャはタイムアウト前にすべての障害を再検証できませんでした。


	
処置: タイムアウトまでの値を増やしてコマンドを再試行してください。









	 ORA-51190: DBMS_IRからの内部エラー[string]、[string] 
	
原因: DBMS_IRパッケージ内のルーチンの実行中に予期しないエラーが発生しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-51191: 開いているファイルが多すぎます 
	
原因: データ・リカバリ・アドバイザで、DBMS_IRパッケージを使用して開こうとしたファイルの数が多すぎます。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-51192: ファイルが開かれていません 
	
原因: データ・リカバリ・アドバイザで、開いていないファイルに対する読取りまたは書込みが試行されました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-51193: 無効なパラメータ値です 
	
原因: DBMS_IRパッケージに対するコールで、無効なパラメータ値が指定されました。


	
処置: パラメータ値を修正して、コールを再試行してください。









	 ORA-51303: 無効なチェック・マスク値が指定されました 
	
原因: 無効なチェック・マスク値が指定されました。


	
処置: 適用な値としてCOLUMN_CHECKS、ROW_CHECKS、REFERENTIAL_CHECKSまたはALLのいずれかを指定してください。









	 ORA-51316: 指定された表stringにチェック・メタデータが見つかりません 
	
原因: オブジェクトのチェック・メタデータが見つかりません。


	
処置: 表が存在しないか、現在、表にチェックが定義されていない可能性があります。









	 ORA-51700: ファイルURLが無効です 
	
原因: 関数について直接、あるいはXML IMPORTまたはINCLUDEを介して、無効な構文のURLが指定されました。


	
処置: URLを確認してください。









	 ORA-51701: ファイルURLまたはパス接頭辞が無効です 
	
原因: 無効な構文のURLまたはパス接頭辞が指定されました。


	
処置: URLを確認してください。









	 ORA-51702: 指定されたURLでファイルが見つかりませんでした 
	
原因: 要求されたファイルが指定された場所にありません。


	
処置: 指定されたURLを確認してください。









	 ORA-51703: HTMLから<body>タグが欠落しています 
	
原因: <body>タグが欠落したHTMLドキュメントが関数に渡されました。


	
処置: HTMLソースを確認してください。









	 ORA-51704: XPathエンジンからエラー\stringが返されました 
	
原因: XPath操作中にXPathライブラリからエラーを受け取りました。


	
処置: xmlerr.hを確認してエラーの原因を認識し、関連するクライアント・コードを訂正してください。









	 ORA-51705: XMLエラーstring: string「string」 
	
原因: 基盤となるXDK APIからエラーを受信し、再表示中です。


	
処置: xmlerr.hを確認してエラーの原因を認識し、関連するクライアント・コードを訂正してください。














29 ORA-53000からORA-54038



	 ORA-53000: ドキュメント・タイプ"string"は無効です 
	
原因: 無効なドキュメント・タイプが指定されました。


	
処置: 有効なドキュメント・タイプのリストは、ORDDCM_DOCUMENT_TYPESビューを参照してください。









	 ORA-53001: <TAG>および<TAG_RANGE>タグの値がNULLです 
	
原因: プライベート・ディクショナリ・ドキュメントに無効な属性が設定されています。<TAG>および<TAG_RANGE>タグで指定された値はNULLでした。


	
処置: プライベート属性定義には、NULL以外の<TAG>値またはNULL以外の<TAG_RANGE>値が含まれている必要があります。値を修正して操作を再試行してください。詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルにリストされたプライベート・ディクショナリ・スキーマ(ordcmpv.xsd)を参照してください。









	 ORA-53002: ドキュメント名"string"はすでに挿入されています 
	
原因: 指定されたドキュメント名がリポジトリ内で見つかりました。


	
処置: 一意のドキュメント名を指定して再試行してください。ドキュメント名のリストは、ORDDCM_DOCUMENTSビューを参照してください。









	 ORA-53003: ドキュメントstringは存在しません 
	
原因: 指定されたドキュメント名がリポジトリ内で見つかりませんでした。


	
処置: 値を修正して再試行してください。リポジトリ内のドキュメントのリストは、ORDDCM_DOCUMENTSビューを参照してください。









	 ORA-53004: タグ<VR> "string"の値が無効です。 
	
原因: ディクショナリ・ドキュメントに<VR>タグの無効な値が設定されています。


	
処置: 値を修正して再試行してください。<VR>タグの値は、DICOMで定義された値またはOracleの拡張機能である必要があります。有効な<VR>タグの値のリストは、Oracle Multimediaのマニュアルにリストされたデータ型スキーマ(ordcmdt.xsd)を参照してください。









	 ORA-53005: ドキュメントにタグの参照が見つかりました: string 
	
原因: リストされたドキュメントによってディクショナリ・ドキュメント内の一部のタグが参照されていたため、削除操作が失敗しました。


	
処置: 削除操作を実行するには、次の手順を実行してください。
1. リストされたドキュメントをファイルにエクスポートします。

2. リストされたドキュメントをリポジトリから削除します。

3. エクスポートしたドキュメントから参照タグを削除します。

4. 更新したドキュメントをリポジトリに挿入します。

5. 削除操作を再試行します。











	 ORA-53006: <TAG_RANGE>タグではワイルド・カード文字を使用できません 
	
原因: ワイルド・カード文字xまたはXを含む<TAG_RANGE>タグが、ディクショナリ・ドキュメントに見つかりました。


	
処置: ワイルド・カード文字を<TAG_RANGE>タグから削除して再試行してください。プライベート・ディクショナリ・スキーマ(ordcmpv.xsd)の詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 ORA-53007: ドキュメント・タイプSTANDARD_DICTIONARYはロードされていません。 
	
原因: 標準ディクショナリ・ドキュメントが見つかりませんでした。


	
処置: 標準ディクショナリ・ドキュメント(ordcmsd.xml)をロードしてください。これはインストール・エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-53008: <NAMESPACE>タグの値は登録済のスキーマではありません。 
	
原因: <NAMESPACE>タグの値で指定されたスキーマURLは、登録済のOracle XML DBスキーマではありません。


	
処置: 登録済のスキーマURL値を指定してください。登録済のスキーマのリストは、ALL_XML_SCHEMASビューを参照してください。スキーマの登録方法の詳細は、『Oracle XML DB開発者ガイド』を参照してください。マッピング・ドキュメント・スキーマ(ordcmmp.xsd)の詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 ORA-53009: <ROOT_ELEM_TAG>タグの値がメタデータ・スキーマに見つかりません 
	
原因: <ROOT_ELEM_TAG>タグの値が、<NAMESPACE>タグの値で指定されたメタデータ・スキーマで見つかりませんでした。


	
処置: 値を修正して再試行してください。<ROOT_ELEM_TAG>タグに有効な値を指定するか、<NAMESPACE>タグの値を消去できます。マッピング・ドキュメント・スキーマ(ordcmmp.xsd)の詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 ORA-53010: <VR>タグの値がNULLです。 
	
原因: ディクショナリ・ドキュメントにNULLの<VR>タグが見つかりました。


	
処置: 値を修正して再試行してください。<VR>タグの値がNULLの場合、<RETIRED>タグの値はtrueに設定される必要があります。標準ディクショナリ・スキーマ(ordcmsd.xsd)およびプライベート・ディクショナリ・スキーマ(ordcmpv.xsd)の詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 ORA-53011: <MAPPED_ELEM>タグの値がメタデータ・スキーマに見つかりません 
	
原因: <MAPPED_ELEM>タグの値が、<NAMESPACE>タグの値で指定されたメタデータ・スキーマで見つかりませんでした。


	
処置: 値を修正して再試行してください。<MAPPED_ELEM>タグに有効な値を指定するか、<NAMESPACE>タグの値を消去できます。マッピング・ドキュメント・スキーマ(ordcmmp.xsd)の詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 ORA-53012: <UNMAPPED_ELEM>タグの値がメタデータ・スキーマに見つかりません 
	
原因: <UNMAPPED_ELEM>タグの値が、<NAMESPACE>タグの値で指定されたメタデータ・スキーマで見つかりませんでした。


	
処置: 値を修正して再試行してください。<UNMAPPED_ELEM>タグに有効な値を指定するか、<NAMESPACE>タグの値を消去できます。マッピング・ドキュメント・スキーマ(ordcmmp.xsd)の詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 ORA-53013: <ATTRIBUTE_TAG>の値: stringがディクショナリに見つかりません 
	
原因: 指定された<ATTRIBUTE_TAG>タグの値が標準またはプライベート・ディクショナリで見つかりませんでした。


	
処置: タグや定義者名の値を修正して再試行してください。<ATTRIBUTE_TAG>タグの値は、データ・ディクショナリで指定されているタグおよび定義者名を参照する必要があります。









	 ORA-53014: ランタイム・プリファレンス表が空ではありません 
	
原因: 内部エラーのため処理できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-53015: 内部ディクショナリ属性表が空です 
	
原因: このドキュメントは、内部エラーのため処理できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-53016: 入力引数がNULLです: string 
	
原因: 内部エラーのため処理できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-53017: インストール・ファイルstringに不適切なドキュメント・タイプがあります 
	
原因: インストール中にこのファイルに不適切なドキュメント・タイプが指定されました。内部エラーのため処理できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-53018: ドキュメントstringに、サポートされていない暗号化アクション属性が含まれています 
	
原因: サポートされていない暗号化アクションのため、操作が失敗しました。


	
処置: アクション属性の値を、noneに変更する、削除する、または置換してください。









	 ORA-53019: インストール・ドキュメントを削除できません: string 
	
原因: このドキュメントは、インストール・ドキュメントであるため削除できませんでした。


	
処置: リポジトリ内のドキュメントのリストは、ORDDCM_DOCUMENTSビューを参照してください。









	 ORA-53020: 制約ドキュメント内の外部参照が無効です: string 
	
原因: 参照された外部ルールまたはマクロがリポジトリ内で見つかりませんでした。


	
処置: まず参照されたドキュメントを挿入してから、再試行してください。









	 ORA-53021: すでに挿入されたルールまたはマクロstringは挿入できません 
	
原因: ルールまたはマクロがリポジトリ内に存在しています。


	
処置: 新しいルールまたはマクロを挿入してください。









	 ORA-53022: 制約ドキュメントstringにルールまたはマクロは存在しません 
	
原因: ルールまたはマクロがリポジトリ内に存在していません。


	
処置: 既存のルールまたはマクロを削除または更新してください。









	 ORA-53023: 参照先のルールまたはマクロstringを削除または更新できません 
	
原因: ルールまたはマクロは、他のルールまたはマクロによって参照されていたため、削除または更新できませんでした。


	
処置: まず参照ルールまたはマクロを削除してから、再試行してください。









	 ORA-53024: 制約ドキュメントの処理中にエラーが発生しました: string 
	
原因: 制約ドキュメントの処理中にエラーが発生しました。


	
処置: メッセージに表示されるエラーが修正できる場合は、修正してください。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-53025: 制約ドキュメントが無効です: string 
	
原因: 制約ドキュメントが無効でした。


	
処置: メッセージに表示されるエラーを修正して再試行してください。









	 ORA-53026: データベースへの制約stringの挿入に失敗しました 
	
原因: 制約ドキュメントをデータベースに挿入しようとしたときに、エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-53027: 部分的に定義されたマクロstringの起動が無効です 
	
原因: 部分的に定義された制約マクロを、制約ルールで起動できませんでした。


	
処置: 依存するすべての制約マクロがリポジトリに挿入されていることを確認して操作を再試行してください。









	 ORA-53031: データ・モデルをエクスポートまたはインポートできません: string 
	
原因: データ・モデルのエクスポートまたはインポート中に、エラーが発生しました。


	
処置: メッセージに表示されるエラーが修正できる場合は、修正してください。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-53032: デフォルトのプリファレンス・ドキュメントが見つかりません。 
	
原因: 内部エラーのため、削除操作が失敗しました。


	
処置: ユーザー定義のプリファレンス・ドキュメントを削除すると、デフォルト値はデフォルトのOracleプリファレンス・ドキュメントからリストアされます。デフォルトのプリファレンス・ドキュメントは、インストール中にロードされます。このドキュメントが見つからない場合、リカバリ不能なエラーになります。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-53033: デフォルトのUID定義ドキュメントが見つかりません。 
	
原因: 内部エラーのため、削除操作が失敗しました。


	
処置: ユーザー定義のUID定義ドキュメントを削除すると、デフォルト値はデフォルトのOracle UID定義ドキュメントからリストアされます。デフォルトのUID定義ドキュメントは、インストール中にロードされます。このドキュメントが見つからない場合、リカバリ不能なエラーになります。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-53034: ドキュメントstringに、サポートされていないアクション属性が含まれています 
	
原因: サポートされていないアクション属性が指定された匿名ドキュメントで見つかったため、操作が失敗しました。


	
処置: アクション属性の値を、noneに変更する、削除する、または置換してください。









	 ORA-53035: マッピング・ドキュメント(string)の行が存在しません。 
	
原因: 内部エラーのため、削除操作が失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-53036: マッピング・ドキュメント(string)の内部表が空です。 
	
原因: 内部エラーのため、機能が失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-53037: 範囲タグが無効です。<START_TAG> stringは<END_TAG> string未満にする必要があります 
	
原因: 無効な範囲タグが指定されたため、操作が失敗しました。


	
処置: 値を修正して操作を再試行してください。









	 ORA-53038: タグ: stringのデータ型名が見つかりません。 
	
原因: 内部エラーのため、機能が失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-53039: ユーザー定義のプリファレンス・ドキュメント: stringはすでに存在します 
	
原因: ユーザー定義のプリファレンス・ドキュメントは1つのみ許可されるため、挿入操作が失敗しました。


	
処置: 既存のユーザー定義のプリファレンス・ドキュメントを変更するには、次の手順を実行してください。
1. 指定されたドキュメントをファイルにエクスポートします。

2. 指定されたドキュメントをリポジトリから削除します。

3. エクスポートしたドキュメントを変更します。

4. 更新したドキュメントをリポジトリに挿入します。新しいユーザー定義のプリファレンス・ドキュメントを追加するには、次の手順を実行してください。

1. 指定されたドキュメントをリポジトリから削除します。

2. 新しいドキュメントをリポジトリに挿入します。











	 ORA-53040: ユーザー定義のUID定義ドキュメント: stringはすでに存在します 
	
原因: ユーザー定義のUID定義ドキュメントは1つのみ許可されるため、挿入操作が失敗しました。


	
処置: 既存のユーザー定義のUID定義ドキュメントを変更するには、次の手順を実行してください。
1. 指定されたドキュメントをファイルにエクスポートします。

2. 指定されたドキュメントをリポジトリから削除します。

3. エクスポートしたドキュメントを変更します。

4. 更新したドキュメントをリポジトリに挿入します。新しいユーザー定義のUID定義ドキュメントを追加するには、次の手順を実行してください。

1. 指定されたドキュメントをリポジトリから削除します。

2. 新しいドキュメントをリポジトリに挿入します。











	 ORA-53041: 置換アクション属性のタグ値がNULLです。 
	
原因: 匿名ドキュメントで置換アクション属性にNULLのタグ値が見つかったため、操作が失敗しました。


	
処置: 各置換アクション属性にNULL以外のタグ値を追加してください。









	 ORA-53042: タグstringはドキュメントによって参照されています: string 
	
原因: リストされたドキュメントによってディクショナリ・ドキュメント内の指定されたタグが参照されていたため、挿入操作が失敗しました。


	
処置: 挿入操作を実行するには、次の手順を実行してください。
1. リストされたドキュメントをファイルにエクスポートします。

2. リストされたドキュメントをリポジトリから削除します。

3. エクスポートしたドキュメントから指定されたタグを削除します。

4. 更新したドキュメントをリポジトリに挿入します。

5. 挿入操作を再試行します。











	 ORA-53043: タグstringは不明なドキュメントによって参照されています 
	
原因: 指定されたディクショナリ・ドキュメント内のタグがリポジトリ内の別のドキュメントによって参照されていたため、操作が失敗しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-53044: 無効なタグ: string 
	
原因: 指定されたタグが無効であるため、操作が失敗しました。


	
処置: タグは正規表現([0-9a-fA-FxX]{8})である必要があります。タグ形式を修正して操作を再試行してください。詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルにリストされたディクショナリ・スキーマ(ordcmsd.xsd、ordcmpv.xsd)を参照してください。









	 ORA-53045: 無効なタグ: string 
	
原因: 指定されたタグが無効であるため、操作が失敗しました。


	
処置: タグは正規表現([0-9a-fA-F]{8})である必要があります。タグ形式を修正して操作を再試行してください。詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルにリストされたディクショナリ・スキーマ(ordcmsd.xsd、ordcmpv.xsd)を参照してください。









	 ORA-53046: ドキュメント: string内でタグ: stringが既存のタグ: stringと競合しています 
	
原因: 指定されたタグが競合したため、操作が失敗しました。


	
処置: ディクショナリ・ドキュメントでは、タグの競合は許可されません。ドキュメント内の指定されたタグを修正して操作を再試行してください。









	 ORA-53047: 内部エラーstring: 
	
原因: このドキュメントは、内部エラーのため処理できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-53048: 定義者名DICOMはプライベート・ディクショナリで使用できません 
	
原因: 定義者名DICOMがプライベート・ディクショナリで見つかったため、操作が失敗しました。


	
処置: 定義者名を修正して操作を再試行してください。









	 ORA-53049: <ATTRIBUTE_TAG>タグの値: stringはサポートされていません 
	
原因: FIELD_TAGを指定したロケータ・パスは匿名ドキュメントの<ATTRIBUTE_TAG>タグでサポートされていないため、操作が失敗しました。


	
処置: ロケータ・パスでFIELD_TAGを削除して操作を再試行してください。ロケータ・パスの詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 ORA-53050: データ・モデルは他のユーザーが編集しています。 
	
原因: データ・モデルは他のユーザーが編集していたため、操作が失敗しました。


	
処置: データ・モデルを編集できるのは、一度に1人の管理者のみです。









	 ORA-53051: editDataModelセッションが見つかりません 
	
原因: editDataModelセッションがないため、操作が失敗しました。


	
処置: まずeditDataModelプロシージャをコールしてから、操作を再試行してください。









	 ORA-53052: ロックの解放中にエラーが返されました: string 
	
原因: 操作は成功しましたが、ロックの解放中にエラーが発生しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-53053: ロックのリクエスト・エラー: string 
	
原因: 排他ロックを取得できなかったため、操作が失敗しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-53054: editDataModelセッションはすでに存在します。 
	
原因: editDataModelプロシージャが同じセッションで複数回コールされました。


	
処置: 挿入または削除操作を続行するか、rollbackDataModelをコールしてデータ・モデルの変更をロールバックするか、またはpublishDataModelをコールしてデータ・モデルの変更を公開してください。









	 ORA-53055: 空のデータ・モデル表 
	
原因: データ・モデル表が空であるため、操作が失敗しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-53056: 認識できないプリファレンス・パラメータ名: string 
	
原因: パラメータ名が無効であるため、操作が失敗しました。


	
処置: 値を修正して操作を再試行してください。詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルにリストされたプリファレンス・スキーマ(ordcmpf.xsd)を参照してください。









	 ORA-53057: 無効なプリファレンス・パラメータ値: string 
	
原因: パラメータ値が無効であるため、操作が失敗しました。


	
処置: 値を修正して操作を再試行してください。詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルにリストされたプリファレンス・スキーマ(ordcmpf.xsd)を参照してください。









	 ORA-53058: <ATTRIBUTE_TAG>の値: stringは単純タグではありません。 
	
原因: 指定された<ATTRIBUTE_TAG>タグの値にワイルド・カード文字'x'または'X'が含まれていたため、操作が失敗しました。


	
処置: <ATTRIBUTE_TAG>タグでは、正規表現([0-9A-F]{8}(\(.*\))?)である単純タグのみが許可されます。(例: 00080096(DICOM)、00080096など。)タグ形式を修正して操作を再試行してください。詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルにリストされたスキーマordcmdt.xsd、ordcmmp.xsdおよびordcman.xsdを参照してください。









	 ORA-53059: ドキュメント名: stringが長すぎます 
	
原因: 100文字を超えるドキュメント名が指定されました。


	
処置: 短いドキュメント名を使用して操作を再試行してください。









	 ORA-53060: stringは標準の属性タグではありません 
	
原因: 指定された標準ディクショナリ属性タグのグループ番号が偶数でなかったため、操作が失敗しました。


	
処置: 標準ディクショナリ属性タグは、2バイトの16進数(グループ番号の後に要素番号が続く)を表し、正規表現([0-9a-fA-FxX]{3}[02468aceACExX]{1}[0-9a-fA-FxX]{4})である必要があります。属性タグ形式を修正して操作を再試行してください。









	 ORA-53061: ドキュメント名stringに予約済の接頭辞が含まれています - ORD 
	
原因: 指定されたドキュメント名に、Oracle Multimediaドキュメント用に予約されているORD接頭辞が含まれていたため、操作が失敗しました。


	
処置: ドキュメント名からORD接頭辞を削除し、操作を再試行してください。









	 ORA-53062: 無効なモデル名: string 
	
原因: 指定されたモデル名が無効であるため、操作が失敗しました。


	
処置: このリリースでサポートされているモデル名は、値DEFAULTのみです。モデル名を削除するか、または値DEFAULTに置き換えてから操作を再試行してください。









	 ORA-53063: exportOptionが無効です: string 
	
原因: exportOptionパラメータに指定された値が無効です。


	
処置: exportOptionパラメータの有効な値は、USER、ALLまたはORACLEです。デフォルト値はUSERです。exportOptionパラメータに指定した値を削除するか、またはこのパラメータに有効な値で置き換えてください。









	 ORA-53064: エクスポートするユーザー定義ドキュメントがありません 
	
原因: exportOptionパラメータに値USERが指定されましたが、リポジトリにユーザー定義ドキュメントがありません。


	
処置: exportOptionパラメータの有効な値は、USER、ALLまたはORACLEです。exportOptionパラメータに別の有効な値を指定してください。









	 ORA-53065: 格納したタグ・リスト・ドキュメント: stringはすでに存在します 
	
原因: 格納したタグ・リスト・ドキュメントは1つのみ許可されるため、操作が失敗しました。


	
処置: 既存の格納したタグ・リスト・ドキュメントを変更するには、次の手順を実行してください。
1. 指定されたドキュメントをファイルにエクスポートします。

2. 指定されたドキュメントをリポジトリから削除します。

3. エクスポートしたドキュメントを変更します。

4. 更新したドキュメントをリポジトリに挿入します。新しい格納したタグ・リスト・ドキュメントを追加するには、次の手順を実行してください。

1. 指定されたドキュメントをリポジトリから削除します。

2. 新しいドキュメントをリポジトリに挿入します。











	 ORA-53066: マニフェスト・ファイル: stringまたはディレクトリ: stringが無効です 
	
原因: 指定されたマニフェスト・ファイル名またはディレクトリ名が無効です。


	
処置: マニフェスト・ファイルおよびディレクトリが存在し、名前が有効であることを確認してください。









	 ORA-53067: マニフェスト・ファイル: stringの検証に失敗しました 
	
原因: 指定されたマニフェスト・ファイルは、XMLスキーマordcmmft.xsdに準拠していません。


	
処置: マニフェスト・ファイルがXMLスキーマordcmmft.xsdに準拠していることを確認してください。









	 ORA-53068: ユーザー定義ドキュメントが存在するため、データ・モデルをインポートできません 
	
原因: ユーザー定義ドキュメントがリポジトリで見つかりました。


	
処置: まずリポジトリにあるすべてのユーザー定義ドキュメントを保存できるようにエクスポートしてから、データ・モデルをインポートする前にリポジトリ内のすべてのユーザー定義ドキュメントを削除してください。









	 ORA-53069: ドキュメント・バージョン: string (string)はリポジトリ・バージョン: string以下ではありません 
	
原因: 指定されたドキュメントのドキュメント・バージョンは、リポジトリ・バージョンと互換性がありません。


	
処置: このデータ・モデルは、このバージョンのリポジトリにインポートできません。データ・モデルをアップグレードするか、またはリポジトリのバージョンと互換性のあるデータ・モデルをインポートしてください。importDataModelプロシージャのドキュメントのバージョニングに関する注意事項の詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 ORA-53070: マニフェスト・ファイル: stringにすべてのOracleドキュメントが含まれません 
	
原因: 指定されたマニフェスト・ファイルに、データベース・リリースに含まれるすべてのOracle定義ドキュメントがありません。


	
処置: マニフェスト・ファイルには、すべてのユーザー定義ドキュメント、すべてのOracle定義ドキュメント、またはその両方を含めることができます。マニフェスト・ファイルに、orddcm_dbrelease_docs情報ビューに表示されるすべてのドキュメントが含まれているか、またはOracle定義ドキュメントがまったく含まれていないことを確認してください。マニフェスト・ファイルの詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 ORA-53071: 格納されているタグ・リスト・ドキュメントにタグ: string(string)がリストされていません 
	
原因: 指定されたドキュメントに、格納されたタグ・リスト・ドキュメントに含まれないタグがあります。


	
処置: プリファレンス・パラメータMANDATE_ATTR_TAGS_IN_STLがTRUEに設定されている場合、制約ドキュメントおよびマッピング・ドキュメントで使用されるすべてのタグが、格納されたタグ・リスト・ドキュメントに含まれている必要があります。プリファレンス・パラメータの値をFALSEに変更するか、またはリストされているタグを格納されたタグ・リスト・ドキュメントに追加してください。格納されたタグ・リスト・ドキュメントの詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 ORA-53072: プライベート・タグ: stringでは偶数のグループ番号は使用できません 
	
原因: 指定されたプライベート・ディクショナリ属性タグに偶数のグループ番号が含まれていたため、操作が失敗しました。


	
処置: ディクショナリ属性タグは、2バイトの16進数(グループ番号の後に要素番号が続く)を表します。偶数のグループ番号は、DICOM標準ディクショナリ用に予約されています。したがって、プライベート・ディクショナリ属性タグのグループ番号は奇数である必要があります。指定された属性タグの偶数のグループ番号を奇数に置き換えて操作を再試行してください。









	 ORA-53073: docSet: stringが無効です 
	
原因: docSetパラメータに指定された値は無効です。


	
処置: docSetパラメータの有効な値は、USER、ALLまたはORACLEです。デフォルト値はUSERです。docSetパラメータに指定した値を削除するか、または有効な値で置き換えてください。









	 ORA-53074: ネームスペースの値が長すぎます 
	
原因: マッピング・ドキュメントで、700文字を超えるネームスペース値が指定されました。


	
処置: 短いネームスペース値を使用して操作を再試行してください。









	 ORA-53075: ROOT_ELEM_TAGタグの値がNULLです 
	
原因: ROOT_ELEM_TAGタグの値がNULLまたはすべて空白でした。


	
処置: 値を修正して再試行してください。









	 ORA-53100: リポジトリ・データ・モデルの状態が無効です。 
	
原因: リポジトリからのデータ・モデルのロード中に、エラーが検出されました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-53111: リポジトリ・データ・モデルがロードされていません。 
	
原因: リポジトリ・データ・モデルをロードするためのord_dicom.setDataModelプロシージャがコールされなかったため、操作が失敗しました。


	
処置: まずord_dicom.setDataModelプロシージャをコールしてから、操作を再試行してください。









	 ORA-53112: リポジトリをロードできません: string 
	
原因: リストされたエラーのため、ord_dicom.setDataModelプロシージャでリポジトリをロードできませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-53122: 無効なドキュメント・タイプ: string 
	
原因: 無効なドキュメント・タイプが見つかったため、ord_dicom.setDataModelプロシージャでリポジトリをロードできませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-53124: データ型のVR番号が見つかりません: string 
	
原因: リストされたデータ型のVR番号が参照表で見つかりませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-53125: 無効な範囲タグ: string 
	
原因: 無効な範囲タグがディクショナリ表で見つかったため、ord_dicom.setDataModelプロシージャでリポジトリをロードできませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-53126: アサーションでエラーが発生しました: string 
	
原因: アサーション・エラーが発生したため、操作が失敗しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-53200: 引数stringがNULLです。 
	
原因: 引数に予期される値はNULL以外の値ですが、転送された引数値はNULLでした。


	
処置: プログラムを確認し、ルーチンのコール元がNULLの引数値を転送しないようにしてください。









	 ORA-53201: 引数stringがNULLまたは無効です。 
	
原因: 引数に予期される値はNULL以外の有効な値ですが、転送された引数値はNULLまたは無効でした。


	
処置: プログラムを確認し、ルーチンのコール元がNULLまたは無効な引数値を転送しないようにしてください。









	 ORA-53202: 内部エラー、引数[string] 
	
原因: 内部引数が無効です。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-53203: セキュリティ違反です。 
	
原因: セキュリティ違反の可能性が検出されました。


	
処置: 詳細は、アラート・ログおよびトレース・ファイルを確認してください。









	 ORA-53210: 空のDICOMオブジェクトは読み取れません 
	
原因: 指定されたDICOMオブジェクトにデータがありませんでした。


	
処置: DICOMオブジェクト・データをデータベースにロードする方法の詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 ORA-53211: 無効なORDDicomオブジェクトは読み取れません 
	
原因: ORDDicomオブジェクトのソース属性または拡張属性の値がNULLです。


	
処置: 有効なORDDicomオブジェクトの作成方法の詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 ORA-53212: 無効なORDImageオブジェクトは読み取れません: 属性stringはNULLです 
	
原因: ORDImageオブジェクトが無効でした。


	
処置: 有効なORDImageオブジェクトの作成方法の詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 ORA-53213: 無効なソース・タイプを持つDICOMデータにはアクセスできません 
	
原因: ORDDicomオブジェクトのソース属性に無効なソース・タイプが格納されています。


	
処置: DICOMデータにサポートされているソース・タイプの詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 ORA-53214: 無効なソース・タイプを持つDICOMイメージ・データにはアクセスできません 
	
原因: ORDImageオブジェクトのソース属性に無効なソース・タイプが格納されています。


	
処置: DICOMイメージ・データにサポートされているソース・タイプの詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 ORA-53215: 無効なソース・タイプを持つORDDataSourceオブジェクトにはアクセスできません 
	
原因: ORDDataSourceオブジェクトに無効なソース・タイプが格納されています。または、オブジェクトのステータスがローカルである間にBFILEを取得しようとしたときに、エラーが発生しました。


	
処置: サポートされているソース・タイプの詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 ORA-53216: 外部ソースを持つORDDataSourceオブジェクトはエクスポートできません 
	
原因: ORDDataSourceオブジェクトのソースがローカルではありませんでした。


	
処置: エクスポート・プロシージャをコールする前に、データをインポートしてください。または、データを外部ソースから直接取得してください。









	 ORA-53217: ソースLOBロケータがNULLです。 
	
原因: ソースBLOBロケータまたはBFILEロケータがNULLです。


	
処置: 文を修正し、初期化されたLOBロケータを渡してください。









	 ORA-53230: 無効な宛先ORDDicomオブジェクトには書き込めません 
	
原因: 宛先ORDDicomオブジェクトのソース属性または拡張属性の値がNULLです。


	
処置: 有効なORDDicomオブジェクトの構成方法の詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 ORA-53231: ローカル以外の宛先ORDDicomオブジェクトには書き込めません 
	
原因: 宛先ORDDicomオブジェクトのソース属性がローカルではありませんでした。


	
処置: ローカルORDDicomオブジェクトの構成方法の詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 ORA-53232: 無効な宛先ORDImageオブジェクトには書き込めません 
	
原因: 宛先ORDImageオブジェクトのソース属性の値がNULLです。


	
処置: 有効なORDImageオブジェクトの構成方法の詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 ORA-53233: ローカル以外の宛先ORDImageオブジェクトには書き込めません 
	
原因: 宛先ORDImageオブジェクトのソース属性がローカルではありませんでした。


	
処置: ローカルORDImageオブジェクトの構成方法の詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 ORA-53234: 宛先BLOBロケータがNULLです。 
	
原因: 宛先BLOBロケータがNULLです。


	
処置: 文を修正し、初期化されたBLOBロケータを渡してください。









	 ORA-53250: マッピング・ドキュメントが存在しません。 
	
原因: 指定されたマッピング・ドキュメントは存在しませんでした。


	
処置: インストールされているマッピング・ドキュメントを確認して、そのうちの1つのドキュメントの名前を渡すように文を修正してください。









	 ORA-53251: 匿名ドキュメントが存在しません。 
	
原因: 指定された匿名ドキュメントは存在しませんでした。


	
処置: インストールされている匿名定義ドキュメントを確認して、そのうちの1つのドキュメントの名前を渡すように文を修正してください。









	 ORA-53252: 制約が存在しません。 
	
原因: 指定された制約は存在しませんでした。


	
処置: インストールされている制約を確認して、そのうちの1つの制約の名前を渡すように文を修正してください。









	 ORA-53253: 新規DICOMオブジェクトのメタデータが無効です。 
	
原因: 新規DICOMオブジェクトのメタデータがデフォルトのメタデータ・スキーマ(ordcmmd.xsd)に準拠していません。


	
処置: メタデータの引数で、ネームスペースが正しいことと、デフォルトのメタデータ・スキーマ(ordcmmd.xsd)に準拠していることを確認してください。デフォルトのメタデータ・スキーマ(ordcmmd.xsd)の詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 ORA-53254: 新規DICOMオブジェクトのSOP INSTANCE UIDが無効です。 
	
原因: 新規DICOMオブジェクトのSOP INSTANCE UIDが無効です。


	
処置: 有効なSOP INSTANCE UIDの作成方法の詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 ORA-53255: NULLまたは無効のソース・タイプからはインポートできません 
	
原因: インポート・プロシージャでNULLまたは無効なソース・タイプが指定されました。


	
処置: DICOMオブジェクトにサポートされているソース・タイプの詳細は、のマニュアルを参照してください。









	 ORA-53256: NULLまたは無効の宛先データ型にはエクスポートできません 
	
原因: エクスポート・プロシージャでNULLまたは無効な宛先データ型が指定されました。


	
処置: DICOMオブジェクトにサポートされている宛先データ型の詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 ORA-53257: 属性が存在しません。 
	
原因: 指定された属性は存在しませんでした。


	
処置: 属性名が有効であることを確認してください。









	 ORA-53258: メタデータ属性がありません。 
	
原因: ORDDicomオブジェクトのメタデータ属性の値がNULLです。


	
処置: 最初にsetPropertiesメソッドをコールしてください。









	 ORA-53259: スキーマ定義に準拠しているメタデータを抽出できません 
	
原因: 抽出されたメタデータはそのスキーマ定義に準拠していません。


	
処置: メタデータのスキーマ定義、マッピング・ドキュメントおよびextractMetadataメソッドのパラメータが正しいことを確認してください。リポジトリ・ドキュメントの作成方法およびメタデータの抽出方法の詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 ORA-53400: DICOMマジック番号がありません。 
	
原因: DICOMオブジェクトに、DICOM標準のパート10で必須とされているDICOMマジック番号dicmが含まれていませんでした。


	
処置: 可能であれば、DICOMオブジェクトまたはDICOMオブジェクト・ソースを修正してください。あるいは、このカテゴリのエラーを無視するようにDICOMプリファレンス・ドキュメントを更新してください。









	 ORA-53402: DICOMヘッダーがありません。 
	
原因: DICOMオブジェクトにファイルのプリアンブルが含まれていませんでした。


	
処置: 可能であれば、DICOMオブジェクトまたはDICOMオブジェクト・ソースを修正してください。あるいは、このカテゴリのエラーを無視するようにDICOMプリファレンス・ドキュメントを更新してください。









	 ORA-53404: 必須DICOM属性stringがありません。 
	
原因: DICOMオブジェクトに1つ以上の必須DICOM属性がありません。


	
処置: 可能であれば、DICOMオブジェクトまたはDICOMオブジェクト・ソースを修正してください。あるいは、このカテゴリのエラーを無視するようにDICOMプリファレンス・ドキュメントを更新してください。









	 ORA-53406: DICOMオブジェクトに無効な属性値stringが含まれています。 
	
原因: DICOMオブジェクトがDICOM標準に準拠せず、無効な属性値が含まれていました。


	
処置: 可能であれば、DICOMオブジェクトまたはDICOMオブジェクト・ソースを修正してください。あるいは、このカテゴリのエラーを無視するようにDICOMプリファレンス・ドキュメントを更新してください。









	 ORA-53408: DICOMオブジェクトのエンコーディングが不正なstringです。 
	
原因: DICOMオブジェクトがDICOM標準のバイナリ・エンコーディング・ルールに準拠していませんでした。


	
処置: DICOMオブジェクトが破損しているかどうかを確認してください。DICOMオブジェクトが破損していない場合は、DICOM標準のバイナリ・エンコーディング・ルールに準拠しているかどうかを確認してください。DICOMオブジェクトが破損している場合は、可能であれば修正してください。あるいは、このカテゴリのエラーを無視するようにDICOMプリファレンス・ドキュメントを更新してください。









	 ORA-53410: 属性stringはVMルールに準拠していません。 
	
原因: DICOMオブジェクトに、DICOM値の多重度ルールに準拠していない属性が含まれていたか、DICOM標準で必須とされている属性が含まれていませんでした。


	
処置: DICOMオブジェクトがDICOM標準に準拠しているかどうかを確認してください。準拠している場合は、データ・ディクショナリがDICOMオブジェクトと同じ、またはDICOMオブジェクトより新しいかどうかを確認してください。データ・ディクショナリが古い場合は、可能であれば、ORD_DICOM_ADMINリポジトリAPIを使用して更新してください。あるいは、このカテゴリのエラーを無視するようにDICOMプリファレンス・ドキュメントを更新してください。









	 ORA-53412: DICOMオブジェクトに無効なVRルールstringが含まれています。 
	
原因: 明示的なVR(値の表現方法)のエンコーディングが行われるDICOMオブジェクトに、データ・ディクショナリ内のそのオブジェクトの定義に一致しない属性VR値が含まれていました。


	
処置: DICOMオブジェクトがDICOM標準に準拠しているかどうかを確認してください。準拠している場合は、データ・ディクショナリがDICOMオブジェクトと同じ、またはDICOMオブジェクトより新しいかどうかを確認してください。データ・ディクショナリが古い場合は、可能であれば、ORD_DICOM_ADMINリポジトリAPIを使用して更新してください。あるいは、このカテゴリのエラーを無視するようにDICOMプリファレンス・ドキュメントを更新してください。









	 ORA-53414: DICOMオブジェクトに未定義の値stringが含まれています。 
	
原因: DICOMオブジェクトにデータ・モデルの一部と想定される属性値が含まれています。


	
処置: DICOMオブジェクトがDICOM標準に準拠しているかどうかを確認してください。準拠している場合は、データ・モデルがDICOMオブジェクトと同じ、またはDICOMオブジェクトより新しいかどうかを確認してください。データ・モデルが古い場合は、可能であれば、ORD_DICOM_ADMINリポジトリAPIを使用して更新してください。あるいは、このカテゴリのエラーを無視するようにDICOMプリファレンス・ドキュメントを更新してください。









	 ORA-53430: DICOMオブジェクトにサポートされていない値stringが含まれています。 
	
原因: このタイプのDICOMオブジェクトは、現在のリリースではサポートされていません。


	
処置: ソフトウェアの更新があるかどうかを確認し、機能の拡張の詳細はOracleサポート・サービスにお問い合せください。









	 ORA-53432: DICOMオブジェクト属性stringに無効な定義者名があります。 
	
原因: このDICOMオブジェクトに含まれているプライベート属性のプライベート属性定義者に無効な文字が含まれています。


	
処置: DICOMオブジェクトが破損しているかどうかを確認してください。DICOMオブジェクトがDICOM標準に準拠している場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-53434: DICOMオブジェクトではありません。 
	
原因: このバイナリ・オブジェクトはDICOMオブジェクトではありません。


	
処置: DICOMオブジェクトが破損しているかどうかを確認してください。DICOMオブジェクトがDICOM標準に準拠している場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-53500: DICOMイメージではありません。 
	
原因: このバイナリ・オブジェクトはDICOMイメージではありません。


	
処置: DICOMオブジェクトがイメージかどうかを確認してください。イメージ処理機能では、DICOMイメージのみを処理できます。









	 ORA-53502: イメージの処理に失敗しました。 
	
原因: DICOMイメージの処理時にエラーが発生しました。


	
処置: DICOMイメージが破損しているかどうか、および現在のリリースでサポートされているかどうかを確認してください。









	 ORA-53800: DICOMオブジェクトに属性stringが含まれていません。 
	
原因: 準拠検証に必要な属性がDICOMオブジェクトに含まれていませんでした。


	
処置: ロケータ・パスが正しい構造になっているかどうかを確認してください。ロケータ・パスで使用されるすべての属性は、DICOM標準で定義されている必要があり、廃止されていない必要があります。ロケータ・パスの最終属性以外のすべての属性は、順序型である必要があります。ロケータ・パスが正しい場合は、DICOMデータ・ディクショナリが最新かどうかを確認してください。データ・ディクショナリが古い場合は、ORD_DICOM_ADMINリポジトリAPIを使用して更新してください。









	 ORA-53801: DICOM属性stringには準拠検証を適用できません。 
	
原因: 属性のコンテンツ長が、プリファレンス・ドキュメントに定義されたXML_SKIP_ATTRパラメータの値を超えました。


	
処置: 制約ルールから属性を削除するか、またはプリファレンス・ドキュメントに定義されたXML_SKIP_ATTRパラメータの値を増やしてください。その後で操作を再試行してください。









	 ORA-53802: 再帰レベルがMAX_RECURSION_DEPTHを超えているため、準拠検証を実行できません 
	
原因: DICOMオブジェクトで再帰制約を評価する際、再帰レベル数がプリファレンス・ドキュメントに定義されたMAX_RECURSION_DEPTHパラメータの値を超えました。


	
処置: 制約定義が正しいことを確認してください。必要に応じて、プリファレンス・ドキュメントに定義されたMAX_RECURSION_DEPTHパラメータの値を増やしてください。その後で操作を再試行してください。









	 ORA-53810: 準拠検証メッセージのロギング中にエラーが発生しました 
	
原因: 準拠検証メッセージをロギングしようとしたときに、エラーが発生しました。


	
処置: isConformanceValidメソッドがSQL問合せからコールされる場合は、制約ルール定義にACTION要素が含まれていないことを確認してください。このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-53820: ロケータ・パスstringが無効です 
	
原因: 属性のロケータ・パスが無効です。


	
処置: ロケータ・パスが正しい構造になっていることを確認してください。ロケータ・パスで使用されるすべての属性は、DICOM標準で定義されている必要があり、廃止されていない必要があります。ロケータ・パスの最終属性以外の属性は、順序型である必要があります。ロケータ・パスが正しい場合は、DICOMデータ・ディクショナリが最新かどうかを確認してください。データ・ディクショナリが古い場合は、ORD_DICOM_ADMIN APIを使用してデータ・ディクショナリを更新してください。









	 ORA-53900: I/O障害string。 
	
原因: DICOMオブジェクトの読取りおよびDICOMオブジェクトへの書込みを実行しようとしたときに、デバイスのI/O障害が発生しました。


	
処置: I/O操作に付与されている権限を確認してください。









	 ORA-53910: SQLエラーstring。 
	
原因: SQLコマンドを実行しようとしたときに、エラーが発生しました。


	
処置: JDBC接続文字列を使用している場合は、接続文字列が有効であることを確認してください。ユーザー・アカウントがロックされているかどうかを確認してください。リスナーおよびデータベース・サーバーが実行されていることを確認してください。さらに、setDataModel()関数が、他のDICOM関数がコールされる前に起動されていることを確認してください。









	 ORA-53920: XMLエラーstring。 
	
原因: XMLメタデータの読取りおよびXMLメタデータへの書込みを実行しようとしたときに、エラーが発生しました。


	
処置: Oracle XDBおよび関連するすべてのスキーマが正しくインストールされていることを確認してください。









	 ORA-53930: XSLTエラーstring。 
	
原因: XMLメタデータを処理しようとしたときに、エラーが発生しました。


	
処置: Oracle XDBおよび関連するすべてのスキーマが正しくインストールされていることを確認してください。また、マッピング・ドキュメントおよび匿名ドキュメントが有効であることを確認してください。









	 ORA-53940: 匿名化エラーstring。 
	
原因: DICOMオブジェクトを匿名化しようとしているときにエラーが発生しました。


	
処置: 匿名ドキュメントの内容が有効であることを確認してください。









	 ORA-53980: 実装されていない機能: string 
	
原因: 指定された機能は実装されていません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-53990: 内部エラーstring。 
	
原因: DICOMオブジェクトを処理しようとしたときに、内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡して、複製可能なスクリプトおよびこのエラーの原因となったDICOMオブジェクトを提示してください。









	 ORA-53991: 表が使用中のため、表領域は移動できません 
	
原因: Oracle Multimediaの表が使用中のため、操作が失敗しました。


	
処置: Oracle Multimediaの表を使用するセッションをすべて終了して再試行してください。









	 ORA-54000: 仮想列機能はまだ実装されていません 
	
原因: 機能は実装されていません。


	
処置: 機能は近日実装予定です。









	 ORA-54001: string: 仮想列式に無効な識別子が指定されました 
	
原因: 列式で、表に存在しない列を参照しました。


	
処置: 表のスカラー列のみを参照するように列式を書き換えてください。









	 ORA-54002: 仮想列式には純関数のみ指定できます 
	
原因: 列式に、評価がDETERMINISTICでない関数が含まれていました。


	
処置: 純関数のみを参照するように列式を書き換えてください。









	 ORA-54003: 指定したデータ型は仮想列でサポートされていません 
	
原因: 仮想列ではスカラー・データ型のみがサポートされています。LONG、BLOB、REFおよびBFILEデータ型は仮想列ではサポートされていません。


	
処置: サポートされているスカラー・データ型を使用して式列を指定してください。









	 ORA-54004: 仮想列の結果データ型はサポートされていません 
	
原因: 基礎となる式のデータ型は、サポートされていません。仮想列ではスカラー・データ型のみがサポートされています。LONG、BLOB、REFおよびBFILEデータ型は仮想列ではサポートされていません。


	
処置: サポートされているスカラー・データ型を戻す仮想列の式を指定してください。









	 ORA-54005: キーワードVIRTUALはここでは指定できません 
	
原因: キーワードVIRTUALが繰り返されたか、誤って指定されました。


	
処置: 指定された構文からキーワードを削除してください。









	 ORA-54006: キーワードVISIBLEはここでは指定できません 
	
原因: キーワードVISIBLEが繰り返されたか、誤って指定されました。


	
処置: 指定された構文からキーワードを削除してください。









	 ORA-54007: キーワードHIDDENはここでは指定できません 
	
原因: キーワードHIDDENが繰り返されたか、誤って指定されました。


	
処置: 指定された構文からキーワードを削除してください。









	 ORA-54008: 索引構成表では式列はサポートされていません 
	
原因: 式列を使用して索引構成表を作成または変更しようとしました。


	
処置: これらの列はサポートされていません。DDLを変更してください。









	 ORA-54009: 外部表では式列はサポートされていません 
	
原因: 式列を使用して外部表を作成または変更しようとしました。


	
処置: これらの列はサポートされていません。DDLを変更してください。









	 ORA-54010: 一時表では式列はサポートされていません 
	
原因: 式列を使用して一時表を作成または変更しようとしました。


	
処置: これらの列はサポートされていません。DDLを変更してください。









	 ORA-54011: クラスタ表では式列はサポートされていません 
	
原因: 式列を使用してクラスタ表を作成または変更しようとしました。


	
処置: これらの列はサポートされていません。DDLを変更してください。









	 ORA-54012: 列式で仮想列が参照されています 
	
原因: この仮想列は、別の仮想列の式で参照されました。


	
処置: どの仮想列の列式定義でも、いずれかの仮想列が参照されないようにしてください。









	 ORA-54013: 仮想列ではINSERT操作は許可されていません 
	
原因: 値を仮想列に挿入しようとしました。


	
処置: 仮想列の値を指定せずに文を再発行してください。









	 ORA-54014: CTAS操作の結果表に仮想列が含まれています 
	
原因: CTAS操作で作成中の表に仮想列定義が含まれています。


	
処置: 作成中の表から仮想列定義を削除してください。









	 ORA-54015: 複数の列式が指定されました 
	
原因: 追加または作成中の仮想列の式が、既存または以前に指定されたファンクション索引式または仮想列式と競合しています。


	
処置: 式が重複しないように仮想列の式を変更してください。









	 ORA-54016: 無効な列式が指定されました 
	
原因: 仮想列式が有効な算術式ではなく、表の別の列を参照している可能性があります。


	
処置: 仮想列の式を変更してください。









	 ORA-54017: 仮想列ではUPDATE操作は許可されていません 
	
原因: 仮想列の値を更新しようとしました。


	
処置: 仮想列の値を設定せずに文を再発行してください。









	 ORA-54018: この式には仮想列が存在します 
	
原因: 指定された索引式は既存の仮想列に一致します。


	
処置: 索引式を一致する仮想列と置換して、文を再発行してください。









	 ORA-54019: 仮想列式はパーティション化列のため変更できません 
	
原因: パーティション化列でもある仮想列の式を変更しようとしました。


	
処置: これはサポートされていません。









	 ORA-54020: 仮想列式はサブパーティション化列のため変更できません 
	
原因: サブパーティション化列でもある仮想列の式を変更しようとしました。


	
処置: これはサポートされていません。









	 ORA-54021: パーティション化列またはサブパーティション化列ではPL/SQL式を使用できません 
	
原因: PL/SQL式が含まれている仮想列で表をパーティション化しようとしました。


	
処置: これはサポートされていません。









	 ORA-54022: 列に索引が定義されているため仮想列式を変更できません 
	
原因: 索引が作成されている仮想列の式を変更しようとしました。


	
処置: 索引を使用禁止状態に変更してください。式を変更してから、索引を再作成してください。









	 ORA-54023: 列に制約が定義されているため仮想列式を変更できません 
	
原因: 制約が定義されている仮想列の式を変更しようとしました。


	
処置: 制約を削除してから、式を変更してください。









	 ORA-54024: 組織キューブ表では式列はサポートされていません 
	
原因: 式列を使用して組織キューブ表を作成または変更しようとしました。


	
処置: これらの列はサポートされていません。DDLを変更してください。









	 ORA-54025: 仮想列にはデフォルト値を含めることができません 
	
原因: 仮想列を変更してデフォルト値を含めようとしました。


	
処置: これは有効ではありません。DDLを変更してください。









	 ORA-54026: 実際の列には式を含めることができません 
	
原因: 実際の列を変更して式を含めようとしました。


	
処置: これは有効ではありません。DDLを変更してください。









	 ORA-54027: 仮想列のデータ型は変更できません 
	
原因: 基礎となる式を変更せずに仮想列のデータ型を変更しようとしました。


	
処置: 基礎となる式を、データ型の変更に適合するように変更してください。









	 ORA-54028: 仮想列のHIDDEN/VISIBLEプロパティは変更できません 
	
原因: 仮想列のHIDDEN/VISIBLEプロパティを変更しようとしました。


	
処置: 仮想列のプロパティを変更せずにDDLを再発行してください。









	 ORA-54029: 仮想列はトリガー本体では更新できません 
	
原因: 仮想列の値をトリガー本体で変更しようとしました。


	
処置: これは有効ではありません。トリガー定義を変更してください。









	 ORA-54030: 仮想列と式のデータ型が一致しません 
	
原因: 列の作成後に仮想列式が変更されました。


	
処置: 仮想列に対応するデータ型を返すよう、基礎となる式を変更してください。









	 ORA-54031: 削除または変更する列は、仮想列式で使用されています 
	
原因: 仮想列式で使用されている列を削除または変更しようとしました。


	
処置: 最初に仮想列を削除するか、または削除する列への依存性をなくすように仮想列式を変更してください。









	 ORA-54032: 名前を変更する列は、仮想列式で使用されています 
	
原因: 仮想列式で使用されている列の名前を変更しようとしました。


	
処置: 最初に仮想列を削除するか、または名前を変更する列への依存性をなくすように仮想列式を変更してください。









	 ORA-54033: 変更する列は、仮想列式で使用されています 
	
原因: 仮想列式で使用されている列のデータ型を変更しようとしました。


	
処置: 最初に仮想列を削除するか、または変更する列への依存性をなくすように仮想列式を変更してください。









	 ORA-54034: 仮想列は、ファンクション索引式に対しては使用できません 
	
原因: 1つ以上の仮想列に対して定義された式を使用してファンクション索引を作成しようとしました。


	
処置: 通常の列のみを使用して索引式を指定してください。









	 ORA-54035: キーワードHIDDENはここでは指定できません 
	
原因: 仮想列に対してHIDDENキーワードを指定しようとしました。


	
処置: これはサポートされていません。









	 ORA-54036: ON DELETE SET NULL句が指定された参照制約を仮想列に定義することはできません 
	
原因: 仮想列の参照整合性制約に対してON DELETE SET NULL句を指定しようとしました。


	
処置: ON DELETE SET NULL句を指定せずに文を再発行してください。









	 ORA-54037: 表には、仮想ではない列が少なくとも1列必要です 
	
原因: 仮想列のみで表を作成しようとしました。


	
処置: 作成中の表に仮想でない列を少なくとも1列含めます。









	 ORA-54038: 仮想列は暗号化できません 
	
原因: 仮想列を作成または変更して暗号化しようとしました。


	
処置: データがディスクに格納されないため、仮想列には暗号化は必要ありません。














30 ORA-54500からORA-56974



	 ORA-54500: 要素の組合せが無効です 
	
原因: ジオメトリが階層内の正しいレベルから始まっていません。


	
処置: ジオメトリ内の階層を修正してください。









	 ORA-54501: ホールは不要です 
	
原因: ジオメトリに1つまたは複数の予期しないホールが含まれています。


	
処置: ジオメトリ内のホールをすべて削除してください。









	 ORA-54502: ソリッドが閉じられていません 
	
原因: ソリッド・ジオメトリが閉じられていません。すなわち、線セグメントの定義、方向またはトラバースが正しくないため、ソリッドのフェイスが2次元多様体になっていません。ソリッドの各エッジは、ある方向に1回、その逆方向にもう1回と、必ず2回トラバースされている必要があります。


	
処置: 隣接するポリゴンのエッジの方向を修正してください。









	 ORA-54503: ソリッドの方向が正しくありません 
	
原因: ソリッドの方向が正しくありません。


	
処置: 該当するソリッドのジオメトリ・ルールに従って、外部または内部のソリッド・ジオメトリの方向または仕様を修正してください。









	 ORA-54504: 複数の外部ジオメトリ 
	
原因: ジオメトリに、外部ジオメトリが複数含まれています。


	
処置: 外部ジオメトリを、1つ残し、他をすべて削除してください。









	 ORA-54505: リングは平面上にありません 
	
原因: リングがフラットではありません。


	
処置: リングの頂点がすべて同じ平面上にあることを確認してください。









	 ORA-54506: 3-Dジオメトリで複合曲線はサポートされていません 
	
原因: 3-Dジオメトリに1つまたは複数の複合曲線が含まれています。これは3-Dジオメトリではサポートされていません。


	
処置: ジオメトリから複合曲線をすべて削除してください。









	 ORA-54507: マルチポイント・ジオメトリの重複ポイント 
	
原因: マルチポイント・ジオメトリに含まれる2つのポイントが、ジオメトリの許容差を考慮すると、同じ座標か、同一ポイントになっています。


	
処置: 許容差を考慮し、すべてのポイントを異なるものにしてください。









	 ORA-54508: マルチソリッド・ジオメトリの重なった表面 
	
原因: マルチソリッド・ジオメトリに含まれる1つまたは複数の表面が、全部または一部重なっています。


	
処置: マルチソリッド・ジオメトリに、重なる領域が含まれないようにしてください。









	 ORA-54509: ソリッドが合成ソリッドにアタッチされていません 
	
原因: 合成ソリッド・ジオメトリ内の一連のソリッドを連結するには、1つのソリッドの少なくとも1つのフェイス(全部または一部)を、他の1つのソリッドのみと共有する必要があります。しかし、この合成ソリッドでは、1つ以上のフェイスが、2つのソリッドのみによって共有された状態になっていません。


	
処置: 合成ソリッドの1つ以上のフェイスが、2つのソリッドによって共有された状態にしてください。









	 ORA-54510: 外部ジオメトリは不要です 
	
原因: 内部ジオメトリしか期待されていないときに、外部ジオメトリが検出されました。


	
処置: 外部ジオメトリをすべて削除してください。









	 ORA-54511: 内部ソリッドと外部ソリッドのエッジが交差しています 
	
原因: 内部ソリッドと外部ソリッドが共通のエッジを1つ持っています。


	
処置: 内部ソリッドと外部ソリッドのエッジが交差しないようにしてください。









	 ORA-54512: 内部ソリッドの頂点が対応する外部ソリッドの外側にあります 
	
原因: 内部ソリッドに含まれるソリッド・ジオメトリの頂点の少なくとも1つが、対応する外部ソリッドの外部にあります。


	
処置: 内部ソリッドのすべての頂点が、対応する外部ソリッドの外部にないようにしてください。









	 ORA-54513: 内部ソリッド表面が外部ソリッド表面と重なっています 
	
原因: 内部ソリッド表面の1つまたは複数のフェイスが、外部ソリッド表面と全部または一部重なっています。


	
処置: 内部表面と外部表面がフェイスを共有していない(全部または一部が重なっていない)ことを確認してください。









	 ORA-54514: マルチポリゴンの重なった領域 
	
原因: マルチポリゴン・ジオメトリに、1つまたは複数の共通のポリゴン(全部または一部が重なった共有のポリゴン)が含まれています。


	
処置: マルチポリゴン内のポリゴンが重ならないようにしてください。









	 ORA-54515: 合成表面の外部リングが交差しています 
	
原因: 合成表面内の外輪どうし(同じ平面上に存在しているかどうかは無関係)が交差しています。


	
処置: 外輪どうしが交差しないようにしてください。外輪どうしがエッジを共有することは問題ありません。









	 ORA-54516: 合成表面の隣接する外部リングは同じ平面上に置くことができません 
	
原因: 条件付きフラグが設定されており、合成表面内の2つ以上の外輪が、同一平面上で1つの共通のエッジを共有しています。


	
処置: 該当する複数の外輪を、1つの大きな外輪に変更してください。









	 ORA-54517: 外部リングが同じ平面上にあり、別の外部リングと重なっています 
	
原因: 合成表面内の外輪が、別の外輪と共通の領域を共有しています。


	
処置: 外輪どうしの全体または一部が重ならないようにしてください。









	 ORA-54518: 合成表面の共有エッジの方向が正しくありません 
	
原因: 合成表面内の共有エッジ(2つのポリゴンによって共有されているエッジ)の方向が正しくありません。各共有エッジでは、共有元の第1ポリゴンと第2ポリゴンについて、それぞれ方向が逆である必要があります。


	
処置: 共有元の各ポリゴンに対応するよう、共有エッジのいずれか一方の方向を逆向きにしてください。









	 ORA-54519: ポリゴン(表面)が合成表面にアタッチされていません 
	
原因: 表面を構成するポリゴンの中に、共通のエッジ(全部または一部が共有されているエッジ)を持っていないものがあります。


	
処置: 各ポリゴンがそのいずれかのエッジによって合成表面にアタッチされている状態にしてください。









	 ORA-54520: 内部リングが外部リングと同じ平面上にありません 
	
原因: 内輪が外輪と同じ平面上にありません。


	
処置: 各内輪がその外輪と同じ平面上に存在する状態にしてください。









	 ORA-54521: 内部リングが内部にないか、外部リングに2回以上接しています 
	
原因: 内輪が外輪の内側にないか、外輪に2回以上接しています。


	
処置: 内輪が外輪の内側にあり、外輪に2回以上接していない状態にしてください。内輪が外輪に2回以上接していると、外輪はトポロジ的に単純でなくなり、単連結ポリゴン(リング)でなくなります。









	 ORA-54522: 同じ外部リングの内部リングは、交差したり境界を共有できません 
	
原因: 同じ外輪に属する内輪は、交差したり境界を共有できません。


	
処置: 内輪の線セグメントが、同じ外輪を共有する別の内輪の線セグメントと交差または一致(全体か一部かにかかわらず)しないようにしてください。









	 ORA-54523: 同じ外部リングの内部リングは、2回以上接することはできません 
	
原因: 同じ外輪に属する2つの内輪は、2回以上接することはできません。


	
処置: 同じ外輪に属する内輪どうしが複数のポイントで接しないようにしてください。









	 ORA-54524: 内部リングは、同じ外部リングの別の内部リングの内側に置くことはできません 
	
原因: 同じ外輪内にある別の内輪の内側に位置している内輪があります。


	
処置: いずれの内輪も、同じ外輪内にある別の内輪の内側に位置しないようにしてください。









	 ORA-54525: 縦座標が間違っているため、ボックスのボリュームが正しくありません 
	
原因: ショートカット形式の四角形ボックスの第1 x、y、z座標値が第2 x、y、z座標値よりすべて大きいかすべて小さくなっていません。


	
処置: 第1 x、y、z座標値を第2 x、y、z座標値よりすべて大きくするか、すべて小さくしてください。









	 ORA-54526: マルチ・ジオメトリや合成ジオメトリは、抽出の前に分解する必要があります 
	
原因: マルチ・ジオメトリまたは合成ジオメトリはまず単純なジオメトリ(内部ジオメトリの有無とは無関係)に分解しなければならないため、抽出を実行できませんでした。マルチ・ジオメトリまたは合成ジオメトリのgtypeがGTYPE_MULTISOLID、GTYPE_MULTISURFACE、GTYPE_MULTICURVE、GTYPE_MULTIPOINTまたはGTYPE_COLLECTIONであるか、ジオメトリが線ストリングでした。


	
処置: 要素抽出に対してMULTICOMP_TOSIMPLEパラメータを指定し、マルチ・ジオメトリまたは合成ジオメトリを単純なジオメトリに分解してください。









	 ORA-54527: 単純ジオメトリでは許可されていない操作です 
	
原因: すでに単純なジオメトリに対し、要素エクストラクタに対するMULTICOMP_TOSIMPLEパラメータが試行されました。


	
処置: 単純なジオメトリに対し、要素エクストラクタに対するMULTICOMP_TOSIMPLEパラメータを指定しないでください。









	 ORA-54528: 内部合成表面または内部リングを持つ表面が必要です 
	
原因: 単純な表面でも合成表面でもない表面に対し、要素エクストラクタに対するINNER_OUTERパラメータが試行されました。


	
処置: 要素エクストラクタに対するINNER_OUTERパラメータのジオメトリのetypeがETYPE_SURFACEまたはETYPE_COMPOSITESURFACEであることを確認してください。









	 ORA-54529: ジオメトリは、複数レベルの階層(三角形など)を持つ必要があります 
	
原因: ジオメトリは、この操作に必要な複数レベルの階層を保持していませんでした。たとえば、要素エクストラクタ(階層レベル)のパラメータがLOWER_LEVELではなくとも、ジオメトリのetypeがETYPE_SOLIDでgtypeがGTYPE_SOLIDの場合、抽出操作は許可されません。これは、簡単なソリッドは、合成表面などの下位レベルのジオメトリにのみ分解できるからです。


	
処置: ジオメトリに適切な階層があることを確認してください。たとえば、ジオメトリのetypeがETYPE_SOLID、gtypeがGTYPE_SOLIDの場合、要素エクストラクタに対するパラメータ(階層レベル)はLOWER_LEVELである必要があります。









	 ORA-54530: 要素のオフセットで要素のetypeが無効です 
	
原因: 無効なetypeが検出されました。


	
処置: ジオメトリのetypeを修正してください。









	 ORA-54531: 要素のオフセットで、要素の方向が無効です 
	
原因: 現行のジオメトリの方向が無効です。


	
処置: ジオメトリの方向を逆にしてください。









	 ORA-54532: 合成表面が不完全です 
	
原因: 必要な表面がすべて定義される前に、合成表面の末尾に到達しました。


	
処置: ジオメトリの定義に一致する表面を追加するか、表面の指定数を減らしてください。









	 ORA-54533: ソリッドの合成表面のetypeが無効です 
	
原因: ソリッドの合成表面のetypeが無効です。


	
処置: etypeがorient*1000+ETYPE_SOLID(orientは、外部ソリッドの場合は1、内部ソリッドの場合は2)であることを確認してください。









	 ORA-54534: 仕様が誤っているため、ボックス表面が正しくありません 
	
原因: 軸に沿ったボックスの表面に対して、elemInfoの定義が正しくありません。


	
処置: elemInfoの定義で解釈値を3に変更してください。









	 ORA-54535: 任意の平面上にあるため、ボックス表面が正しくありません 
	
原因: 軸に沿ったボックス表面がyz平面、xz平面およびxy平面上にありません。


	
処置: 第1座標と第4座標、第2座標と第5座標、または第3座標と第6座標が同じであることを確認してください。そうすれば、表面はそれぞれyz平面、xz平面またはxy平面上にあります。









	 ORA-54536: 軸に沿ったボックス表面が正しく定義されていません 
	
原因: 内部ジオメトリのetypeが2から始まっていないか、外部ジオメトリのetypeが1から始まっていないか、あるいはその両方が原因です。


	
処置: 内部ジオメトリおよび外部ジオメトリに適した正しいetypeを使用してください。









	 ORA-54537: 方向が誤っているため、ボックス表面が正しくありません 
	
原因: ショートカット形式の四角形表面の第1 x、y、z座標がすべて、その第2 x、y、z座標以上または以下になっていません。


	
処置: 第1 x、y、z座標がすべて、第2 x、y、z座標以上または以下になっていることを確認してください。









	 ORA-54538: 予期しないgtype 
	
原因: ジオメトリのgtypeがGTYPE_SOLID、GTYPE_SURFACE、GTYPE_CURVEまたはGTYPE_POINTではありません。


	
処置: elemInfo配列を修正し、ジオメトリの階層に違反する無効なgtypeおよびetypeをすべて訂正してください。









	 ORA-54539: この操作のジオメトリを処理できません 
	
原因: ジオメトリの中にエラーがあります。


	
処置: ジオメトリを、検証してそれぞれが有効であることを確認してください。









	 ORA-54540: 少なくとも1つの要素が表面またはソリッドである必要があります 
	
原因: ジオメトリの1つにホールがありますが、ジオメトリは(A)単純、合成、またはマルチ表面でも、(B)単純、合成、またはマルチソリッドでもありません。(ホールを持つことができるジオメトリは、表面とソリッドのみです。ポイントおよびカーブはホールを持つことができません。)


	
処置: ホールを持つ各ジオメトリが表面またはソリッド(単純、合成またはマルチ)であることを確認してください。









	 ORA-54545: ホールが正しく定義されていません 
	
原因: 不正なetypeを使用してホールが定義されています。


	
処置: 内部ジオメトリの定義内でetypeが正しいことを確認してください。









	 ORA-54546: ソリッドのボリュームは0以下にできません 
	
原因: 外部ジオメトリを1つと内部ジオメトリを複数持つソリッド・ジオメトリのボリュームが、負またはゼロです。


	
処置: 外部ジオメトリのルールに従って外部ソリッド・ジオメトリの方向または仕様を修正し、外部ジオメトリのボリュームが正になるようにしてください。また、内部ジオメトリのルールに従って内部ソリッド・ジオメトリの方向または仕様を修正し、各内部ジオメトリのボリュームが負になるようにしてください。









	 ORA-54547: COUNT_SHARED_EDGESの入力が正しくありません 
	
原因: COUNT_SHARED_EDGESパラメータの値が1または2ではありません。


	
処置: COUNT_SHARED_EDGESパラメータの値を1または2にしてください。









	 ORA-54548: 押出し用の入力ジオメトリgtypeは、GTYPE_POLYGONである必要があります 
	
原因: 入力ジオメトリのgtypeがGTYPE_POLYGONではありません。


	
処置: 入力ポリゴンのgtypeがGTYPE_POLYGONであることを確認してください。









	 ORA-54549: 入力ジオメトリに不正なelemInfoがあります 
	
原因: 入力2-Dポリゴンの外輪が1つのみではありません。


	
処置: 入力2-Dポリゴンの外輪が1つのみであることを確認してください。









	 ORA-54550: 入力2-Dポリゴンは無効です 
	
原因: 2-Dポリゴンが、ポリゴンおよびリング用のルールに違反しています。


	
処置: ポリゴンの定義を修正してください。









	 ORA-54551: grdHeightまたはHeight配列(あるいはその両方)のサイズが正しくありません 
	
原因: grdHeight配列およびHeight配列のサイズが、入力2-Dポリゴンの縦座標配列のサイズの半分に等しくありません。その結果、2-Dポリゴン内の各ポイントを、grdHeightエントリからHeightエントリに押し出すことができませんでした。


	
処置: grdHeight配列およびHeight配列のサイズが入力2-Dポリゴンの縦座標配列の半分であることを確認してください。









	 ORA-54552: 高さのエントリは地上高エントリ以上である必要があります 
	
原因: ソリッドの定義で、高さの値が地上高未満です。


	
処置: 高さの値が地上高の値以上であることを確認してください。









	 ORA-54553: 追加するジオメトリが正しくありません 
	
原因: ジオメトリを、同種のコレクション(マルチ・ジオメトリなど)にも、異種のジオメトリ(コレクションなど)にも追加できませんでした。つまり、追加しようとしたジオメトリのgtypeがGYTPE_COLLECTIONでもGTYPE_MULTI-X(Xはpoint、curve、surfaceまたはsolid)でもありませんでした。


	
処置: 追加操作に関与するジオメトリのgtypeを適切なものにしてください。









	 ORA-54554: 定義されたアークはサポートされていません 
	
原因: アークが、アークをサポートしていないジオメトリ・タイプで定義されました。アークは、2-D(円)ポリゴン、2-D複合ポリゴン、2-D単一アーク、および2-D複合(合成)カーブでのみサポートされています。


	
処置: アークを、削除するか単純にしてください。









	 ORA-54555: ジオメトリ・ディメンションが無効です 
	
原因: ジオメトリが3次元ではありません。


	
処置: ジオメトリを3次元にしてください。









	 ORA-54556: 操作で3-Dジオメトリがサポートされていません 
	
原因: 2-Dジオメトリのみをサポートしている操作に、3-Dジオメトリが渡されました。


	
処置: 3-Dジオメトリに対する操作のサポート状況については、Oracle Spatialの資料を参照してください。









	 ORA-54557: 合成ソリッドが不完全です 
	
原因: 必要なソリッドがすべて定義される前に、合成ソリッドの末尾に到達しました。


	
処置: ジオメトリの定義に一致するようソリッドを追加するか、ソリッドの指定数を減らしてください。









	 ORA-54558: 3D SRIDが対応する2D SRIDに見つかりません 
	
原因: 2Dポリゴンを3Dジオメトリに押し出すときに、2D SRIDに対応する3D SRIDがSRID変換ファンクションで見つかりませんでした。


	
処置: 対応する3Dのある2D SRIDを指定してください。









	 ORA-54559: 問合せ要素とソース・ジオメトリは同じにできません 
	
原因: 問合せ要素ジオメトリとソース・ジオメトリが同じであるため、ソース・ジオメトリの問合せ要素を指すラベルを出力できませんでした。


	
処置: ラベルを出力できるように、問合せ要素またはソース・ジオメトリを再定義してください。









	 ORA-54560: 問合せ要素はコレクション・ジオメトリまたはマルチタイプ・ジオメトリにできません 
	
原因: 問合せ要素が、コレクション・ジオメトリまたはマルチタイプ・ジオメトリになっています。このようなジオメトリはジオメトリ階層の最上位にあるため、問合せ要素では指定できません。問合せ要素は、ソース・ジオメトリの一部である必要があります。


	
処置: ラベルを出力できるように、問合せ要素またはソース・ジオメトリを再定義してください。









	 ORA-54601: CREATE_PC: 点群の作成には無効なパラメータです 
	
原因: 点群の作成で、無効なパラメータまたは不明なパラメータが指定されました。


	
処置: パラメータの設定を有効な内容にしてください。









	 ORA-54602: CREATE_PC: 入力点表stringは存在しません 
	
原因: 点を点群にロードするために指定した表が存在しません。


	
処置: 適切な列を持つ点表を作成した後、点群を作成してください。









	 ORA-54603: CREATE_PC: 指定した総次元は8を超えることはできません 
	
原因: 点群に対して指定した総次元が、最大制限値8を超えています。


	
処置: 作成する点群の次元数を減らしてください。残りは出力点表に保存できます。









	 ORA-54604: CREATE_PC: 入力点表は空にできません 
	
原因: 入力点表にデータがありません。


	
処置: 入力点表にデータを挿入した後、点群を作成してください。









	 ORA-54605: CREATE_PC: スクラッチ表/ビュー(string)が存在し、削除の必要があります 
	
原因: 以前のCREATE_PC操作で作成された一時表/ビューがまだ存在しています。


	
処置: 無効な点群を実表から削除(スクラッチ表のクリーンアップが目的)した後、点群を初期化し、作成しなおしてください。削除には、oidstringをパラメータとして、SDO_UTIL.DROP_WORK_TABLESを使用してください。









	 ORA-54607: CREATE_PC: 入力点表からデータをフェッチ中のエラー 
	
原因: 点群の作成中に内部の読取りエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにエラー番号を連絡してください。









	 ORA-54608: CREATE_PC: 点群LOBの書込み中のエラー 
	
原因: 点群の作成中に内部のLOB書込みエラーが発生しました。表領域の不足が原因の場合もあります。


	
処置: スタック内の他のエラーを調べるか、Oracleサポート・サービスにエラー番号を連絡してください。









	 ORA-54609: CREATE_PC: 入力範囲はNULLにできません 
	
原因: 点群の入力範囲がNULLです。


	
処置: 点群の入力範囲をNULL以外にしてください。









	 ORA-54610: CREATE_PC: 測地データの入力範囲は、2-Dより大きくできません 
	
原因: 測地データの点群の入力範囲が2-Dを超えています。


	
処置: 入力範囲を2-D(経度、緯度)に変更してください。









	 ORA-54611: INIT: ベース表/スキーマが無効であるか存在しません 
	
原因: 実表またはスキーマ(あるいはその両方)が無効な文字列であるか、実表とスキーマの組合せが存在しません。


	
処置: 初期化操作を実行する前に、指定したスキーマ内に指定した実表が存在していることを確認してください。









	 ORA-54613: INIT: DMLトリガー作成中の内部エラー 
	
原因: トリガーの作成に必要な権限が付与されていません。


	
処置: トリガーの作成に必要な権限を付与してください。トリガーの作成に必要な権限について、必要であればOracleサポート・サービスに問い合せてください。









	 ORA-54614: INIT: ブロック表名は一意である必要があります 
	
原因: 指定したブロック表名が一意ではありません。たとえば、別のブロック表で使用されています。


	
処置: 別のブロック表名を指定してください。









	 ORA-54616: INIT: 内部エラー[number, string] 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-54617: CLIP_PC: 無効な点群です。範囲が空です 
	
原因: CLIP_PC操作の入力点群が無効です。


	
処置: CREATE_PCプロシージャを使用して作成した点群を指定してください。









	 ORA-54618: CLIP_PC: 問合せのSRIDと点群に互換性がありません 
	
原因: 点群と問合せジオメトリのSRID値に互換性がありません。


	
処置: 点群のSRIDと互換性があるように、問合せのSRIDを変更してください。









	 ORA-54619: CLIP_PC: 問合せとBLKIDパラメータの両方をNULLにすることはできません 
	
原因: CLIP_PC操作へのコールで問合せとBLKIDパラメータの両方がNULLです。


	
処置: NULLでない問合せジオメトリを指定するか、問合せとして使用するBLKIDを指定してください。









	 ORA-54620: CLIP_PC: 内部エラー[number, string] 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-54621: TO_GEOMETRY: TOTAL_DIMENSIONALITYがINIT操作で指定した値と異なります 
	
原因: 指定したTOTAL_DIMENSIONALITYが無効です。


	
処置: 初期化操作へのコールで指定したものにTOTAL_DIMENSIONALITYが一致していることを確認してください。









	 ORA-54622: TO_GEOMETRY: 内部エラー[number, string] 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-54623: CREATE_PC: 内部エラー[number, string] 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-54640: PARTITION_TABLEユーティリティ: 無効な入力パラメータ[number, string] 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-54641: PARTITION_TABLEユーティリティ: oidstr = stringのスクラッチ表が存在します 
	
原因: スクラッチ表/ビューは、すでに存在しているため、作成できませんでした。


	
処置: 指定されたoidstrパラメータとともにSDO_UTIL.DROP_WORK_TABLESを使用して、スクラッチ表をクリーンアップしてください。









	 ORA-54642: PARTITION_TABLEユーティリティ: 指定したSORT_DIMENSIONが無効です 
	
原因: SORT_DIMENSIONに対して指定した文字列が無効です。


	
処置: SORT_DIMENSIONを'BEST_DIM'、'DIMENSION_1'、'DIMENSION_2'または'DIMENSION_3'として指定してください。









	 ORA-54643: PARTITION_TABLEユーティリティ: WORKTABLESPACEパラメータが無効です 
	
原因: WORKTABLESPACEパラメータに無効な文字列が指定されました。


	
処置: WORKTABLESPACEに対して既存の有効な表領域を指定してください(スクラッチ表の保持が目的)。









	 ORA-54644: PARTITION_TABLEユーティリティ: 入力表、出力表を読取り中のエラー 
	
原因: 入力表/出力表の名前が無効であるか、入力表/出力表が存在しないか、その構造が正しくありません。


	
処置: PARTITION_TABLEについては、Oracle Spatialの資料を参照してください。









	 ORA-54651: CREATE_TIN: TINの作成で無効なパラメータが指定されました 
	
原因: TINの作成で無効なパラメータまたは不明なパラメータが指定されました。


	
処置: CREATE_TINについては、Oracle Spatialの資料を参照してください。









	 ORA-54652: CREATE_TIN: 入力点表stringが存在しません 
	
原因: 点をTINにロードするために指定した表が存在しません。


	
処置: 適切な列を持つ点表を作成した後、TINを作成してください。









	 ORA-54653: CREATE_TIN: 指定した総次元は8を超えることはできません 
	
原因: TINに対して指定した総次元が、最大制限値8を超えています。


	
処置: 作成するTINの次元数を減らしてください。残りは出力点表に保存できます。









	 ORA-54654: CREATE_TIN: 入力点表は空にできません 
	
原因: 入力点表にデータがありません。


	
処置: 入力点表にデータを挿入した後、TINを作成してください。









	 ORA-54655: CREATE_TIN: スクラッチ表/ビュー(string)が存在し、削除の必要があります 
	
原因: 以前のCREATE_TIN操作で作成された一時表がまだ存在しています。


	
処置: 無効なTINを実表から削除(スクラッチ表のクリーンアップが目的)した後、TINを初期化し、作成しなおしてください。削除には、oidstringをパラメータとして、SDO_UTIL.DROP_WORK_TABLESを使用してください。









	 ORA-54656: CREATE_TIN: 入力点表からデータをフェッチ中のエラー 
	
原因: TINの作成中に内部の読取りエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにエラー番号を連絡してください。









	 ORA-54657: CREATE_TIN: TIN LOBの書込み中のエラー 
	
原因: TINの作成中に内部のLOB書込みエラーが発生しました。表領域の不足が原因の場合もあります。


	
処置: スタック内の他のエラーを調べるか、Oracleサポート・サービスにエラー番号を連絡してください。









	 ORA-54658: CREATE_TIN: 入力範囲はNULLにできません 
	
原因: TINの入力範囲がNULLです。


	
処置: TINの入力範囲をNULL以外にしてください。









	 ORA-54659: CREATE_TIN: 測地データの入力範囲は、2-Dである必要があります 
	
原因: 測地データのTINの入力範囲が2-Dを超えています。


	
処置: 入力範囲を2-D(経度、緯度)に変更してください。









	 ORA-54660: CLIP_TIN: 無効な点群です。範囲が空です 
	
原因: CLIP_TIN操作の入力TINが無効です。


	
処置: CREATE_TIN操作を使用して作成したTINを指定してください。









	 ORA-54661: CLIP_TIN: 問合せのSRIDとTINに互換性がありません 
	
原因: TINと問合せジオメトリのSRID値に互換性がありません。


	
処置: TINのSRIDと互換性があるように、問合せジオメトリのSRIDを変更してください。









	 ORA-54662: CLIP_TIN: 問合せとblkidパラメータの両方をNULLにすることはできません 
	
原因: CLIP_TIN操作へのコールで問合せとblkidパラメータの両方がNULLです。


	
処置: NULLでない問合せジオメトリを指定するか、問合せとして使用するblkidを指定してください。









	 ORA-54663: CLIP_TIN: 内部エラー[number, string] 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-54664: TO_GEOMETRY: 内部エラー[number, string] 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-54665: CREATE_TIN: 内部エラー[number, string] 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-54666: 問合せgtypeはソース・ジオメトリのスーパーセットです 
	
原因: 問合せ要素ジオメトリが、ジオメトリ階層でソース・ジオメトリよりも高いレベルにあります。


	
処置: ソース・ジオメトリと問合せジオメトリを置き換えてください。









	 ORA-54667: 問合せ要素はソース・ジオメトリ(string)の要素と同じにできません 
	
原因: 問合せ要素ジオメトリが、ソース・ジオメトリの一部ではありません。


	
処置: 問合せ要素またはソース・ジオメトリを再定義してください。









	 ORA-54668: 2D SRIDを3Dジオメトリとともに使用できません 
	
原因: 2D SRIDが3Dジオメトリとともに使用されました。


	
処置: 2D SRIDを適切な3D SRIDで置き換えてください。









	 ORA-55200: タグ・データ翻訳JavaスタックからのJava例外 
	
原因: Java例外です。


	
処置: dbms_java.set_output(OUTPUT_SIZE)をコールしてJava出力をオンにし、MGD_ID_UTL.setJavaLoggingLevel('INFO')をコールしてJavaロギング・レベルを設定し、Javaロギング・メッセージを分析してください。









	 ORA-55201: タグ・データ翻訳カテゴリが見つかりません 
	
原因: 一致するカテゴリIDが見つかりませんでした。


	
処置: 入力したカテゴリの名前、バージョンまたはIDが正しいことを確認してください。









	 ORA-55202: タグ・データ翻訳スキームが見つかりません 
	
原因: 入力データ形式に一致するスキームが見つかりませんでした。


	
処置: 入力データ形式がサポートされていて正しいことを確認してください。









	 ORA-55203: タグ・データ翻訳レベルが見つかりません 
	
原因: 入力データ形式に一致するレベルが見つかりませんでした。


	
処置: 入力データ形式がサポートされていて正しいことを確認してください。









	 ORA-55204: タグ・データ翻訳オプションが見つかりません 
	
原因: 入力データ形式に一致するオプションが見つかりませんでした。


	
処置: 入力データ形式がサポートされていて正しいことを確認してください。









	 ORA-55205: タグ・データ翻訳フィールドの検証が見つかりません 
	
原因: 無効なフィールド値です。


	
処置: 入力データのフィールド値はタグ・データ翻訳XMLで指定された範囲内にしてください。









	 ORA-55206: タグ・データ翻訳フィールドが見つかりません 
	
原因: 無効な入力フィールドです。


	
処置: 入力フィールドのスペルが正しいことを確認してください。









	 ORA-55207: タグ・データ翻訳ルールの評価に失敗しました 
	
原因: タグ・データ翻訳XMLで指定されたルールをidcodeトランスレータが評価しようとしたときに、エラーが発生しました。


	
処置: マネージャ参照ルールを評価するには、Javaプロキシを設定する必要があります。MGD_ID_UTL.setProxy(PROXY_HOST, PROXY_PORT)をコールして、Javaプロキシを有効にしてください。









	 ORA-55208: 入力データに一致するレベルが多すぎます 
	
原因: 必要なフィールド値がありませんでした。


	
処置: 一意の一致レベルを判断するために必要なフィールド値のペアを追加してください。









	 ORA-55300: モデルstringが存在しません 
	
原因: 指定されたモデルが見つかりませんでした。


	
処置: モデルが作成されていることを確認してください。









	 ORA-55301: ルールベースstringが存在しません 
	
原因: 指定されたルールベースが見つかりませんでした。


	
処置: ルールベースが作成されていることを確認してください。









	 ORA-55302: 権限stringが不足しています 
	
原因: 十分な権限が付与されていません。


	
処置: 必要な権限の付与をデータベース管理者に依頼してください。









	 ORA-55303: SDO_RDF_TRIPLE_Sコンストラクタが失敗しました: string 
	
原因: SDO_RDF_TRIPLE_Sコンストラクタが失敗しました。


	
処置: 詳細は、スタック・トレースを確認してください。









	 ORA-55304: 指定されたreuse-bNode model-id string != target model-id string 
	
原因: SDO_RDF_TRIPLE_Sコンストラクタに指定されたreuse-bNode model-idが0でなく、ターゲット・モデルのモデルIDでもありません。


	
処置: reuse-bNodeモデルは0またはターゲット・モデルのモデルIDにしてください。









	 ORA-55305: 具体化コンストラクタのファンクションはサポートされていません 
	
原因: サポートされていない具体化コンストラクタのファンクションが使用されました。


	
処置: 各トリプルを具体化クワッドに個別に挿入してください。詳細はドキュメントを参照してください。









	 ORA-55306: 内部エラー: stringが無効です: value_name=string value_type=string 
	
原因: RDFトリプルのこのコンポーネントの値の型が無効です。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-55307: 字句の値の型が無効です: string 
	
原因: この字句の値の型が無効です。


	
処置: 字句の値の形式が正しいことを確認してください。ステージング表からのバルク・ロード中にこのエラーが発生した場合は、内部エラーの可能性があります。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-55308: 無効なタイム・ゾーンstringが字句の値stringに指定されています 
	
原因: この字句の値のタイム・ゾーンが無効です。


	
処置: 字句の値の形式が正しいことを確認してください。ステージング表からのバルク・ロード中にこのエラーが発生した場合は、内部エラーの可能性があります。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-55309: 字句の値stringのハッシュ衝突の解決に失敗しました 
	
原因: ハッシュ衝突解決の再試行が最大数を超えました。


	
処置: これは内部エラーの可能性があります。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-55310: stringの字句の値の解析に失敗しました: string 
	
原因: 指定された字句の値を挿入できませんでした。


	
処置: これは内部エラーの可能性があります。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-55311: 無効な値タイプstringが長い字句の値stringに使用されています 
	
原因: この長い字句(4000より長い字句)の値の値タイプが無効です。


	
処置: 長い値の値タイプが有効であることを確認してください。









	 ORA-55312: トリプルの解析に失敗しました: ID形式: string string string 
	
原因: トリプルを挿入できませんでした。


	
処置: これは内部エラーの可能性があります。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-55313: SDO_RDF_TRIPLE_Sコンストラクタは、bNodeを含むトリプルの処理に失敗しました 
	
原因: bNodeを含むトリプルには、bNode再使用オプションのないSDO_RDF_TRIPLE_Sコンストラクタは無効です。


	
処置: bNodeの再使用を許可するSDO_RDF_TRIPLE_Sコンストラクタを使用してください。









	 ORA-55314: バッチ・ロードで使用されている一時表の名前(string)が無効です 
	
原因: 指定された一時表の名前は無効です。


	
処置: 有効な一時表の名前のルールは、ドキュメントを参照してください。









	 ORA-55315: バッチ・ロードに失敗しました: string 
	
原因: バッチ・ロード操作が失敗しました。


	
処置: これは内部エラーの可能性があります。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-55316: 表および列のモデルstringがモデルstringと一致しません 
	
原因: 表のこの列は、指定されたモデルと関連付けられていません。


	
処置: 正しいターゲット・モデルを使用してください。









	 ORA-55317: モデルstringは、すでに存在しています 
	
原因: 指定された名前のモデルが、すでに存在しています。


	
処置: 別のモデル名を選択するか、既存のモデルを削除して、指定された名前の新しいモデルを作成してください。









	 ORA-55318: 列string(表string)にはすでにデータが含まれています 
	
原因: モデル作成時に、表の列にデータが含まれていました。


	
処置: 表の列には、モデルの作成前にデータが含まれないようにしてください。









	 ORA-55319: モデルstringの作成に失敗しました: string 
	
原因: 指定されたモデルを作成できませんでした。


	
処置: これは内部エラーの可能性があります。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-55320: モデルstringの削除に失敗しました: string 
	
原因: 指定されたモデルを削除できませんでした。


	
処置: これは内部エラーの可能性があります。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-55321: ネットワークはすでに存在します 
	
原因: ネットワークはすでに存在するため、ネットワークを作成できませんでした。


	
処置: 必要に応じて、ネットワークを再作成する前にネットワークを削除してください。









	 ORA-55322: モデルが存在します 
	
原因: 1つ以上のモデルが含まれているネットワークを削除しようとしました。


	
処置: すべてのモデルを削除して操作を再試行してください。









	 ORA-55323: ルールベースが存在します 
	
原因: 1つ以上のルールベースが含まれているむネットワークを削除しようとしました。


	
処置: すべてのルールベースを削除して操作を再試行してください。









	 ORA-55324: ルールベースが指定されていません 
	
原因: 操作のルールベースが指定されませんでした。


	
処置: ルールベースを1つ以上指定してください。









	 ORA-55325: ルールベースまたはルール索引stringがすでに存在します。string 
	
原因: 指定された名前のルールベースまたはルール索引がすでに存在します。


	
処置: 別の名前を選択するか、既存のルールベースまたはルール索引を削除してください。









	 ORA-55326: ルール索引(string)の作成に失敗しました: string 
	
原因: 指定されたルール索引を作成できませんでした。


	
処置: これは内部エラーの可能性があります。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-55327: ルールstringにより、リテラルの主語や述語を持つトリプルが作成されます 
	
原因: 指定されたルールにより、主語または述語の位置にリテラルを含む無効なトリプルが作成されました。


	
処置: ルールを確認して、無効なトリプルが作成されないように変更してください。









	 ORA-55328: リテラル値stringの挿入に失敗しました 
	
原因: 指定されたリテラル値を作成できませんでした。


	
処置: これは内部エラーの可能性があります。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-55329: モデル・リストで同じモデルstringが2回以上指定されています 
	
原因: 指定されたモデルがモデル・リストに複数含まれています。


	
処置: 重複しているモデルをモデル・リストから削除してください。









	 ORA-55330: ルールベースまたはルール索引stringはビジーです 
	
原因: 指定されたルールベースまたはルール索引はビジーであり、使用できませんでした。


	
処置: しばらく待ってから操作を再試行してください。









	 ORA-55331: ユーザーはRDFオブジェクトを所有しています 
	
原因: このユーザーは、RDFオブジェクトを所有しているため削除できませんでした。


	
処置: RDFオブジェクトを削除してから、再試行してください。









	 ORA-55332: 現コンテキストは仮想モデルで使用できません 
	
原因: モデルではなく仮想モデルが入力として使用されました。


	
処置: モデルを入力として使用してください。









	 ORA-55333: 仮想モデルstringが存在しません 
	
原因: 指定された仮想モデルが見つかりませんでした。


	
処置: 仮想モデルが作成されていることを確認してください。









	 ORA-55334: 仮想モデル名stringが無効です 
	
原因: 指定された仮想モデル名は無効です。


	
処置: 有効な仮想モデル名については、Oracleのドキュメントで調べてください。









	 ORA-55335: 少なくとも1つはモデルを指定してください 
	
原因: 仮想モデルのモデル・セットとして、空のモデル・リストが指定されました。


	
処置: 仮想モデルの作成に使用するモデル・セットには、少なくとも1つのモデルを指定してください。









	 ORA-55336: モデルとルール索引を使用する権限が不足しています 
	
原因: 適切な権限なしで仮想モデルを作成しようとしました。


	
処置: この操作を実行するか、または必要な権限を付与するようデータベース管理者(DBA)に依頼してください。









	 ORA-55337: 名前stringの仮想モデルまたはルール索引がすでに存在します 
	
原因: 指定された名前の仮想モデルまたはルール索引が、すでに存在しています。


	
処置: 別の仮想モデル名を選択してください。









	 ORA-55338: 名前stringのモデルはすでに存在します 
	
原因: 指定された名前のモデルが、すでに存在しています。


	
処置: 別の仮想モデル名を選択してください。









	 ORA-55339: 指定したモデルとルールベース組合せに仮想モデルがすでに存在します 
	
原因: 同じコンポーネントを持つ仮想モデルが、すでに存在しています。


	
処置: 新しい仮想モデルに対して、異なるセットのコンポーネントを選択してください。









	 ORA-55340: 指定したモデルとルールベース組合せにルール索引がありません 
	
原因: 指定されたモデルとルールベースのセットにルール索引がありませんでした。


	
処置: 指定されたモデルとルールベースのセットに対して、ルール索引が作成されていることを確認してください。









	 ORA-55341: ラベル索引が範囲外です 
	
原因: 範囲外の索引を使用してラベルを取得しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-55342: ポリシー内にラベルが定義されていません 
	
原因: 未定義のラベルを使用しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-55343: カスタム・ラベル・ジェネレータの依存コンポーネントが無効です 
	
原因: ラベル・ジェネレータに無効な依存コンポーネントを指定しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-55344: 無効なラベル・ジェネレータの実装または使用 
	
原因: 無効なラベル・ジェネレータを使用して推測データのラベルを生成しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-55345: OLSポリシーのないラベル・ジェネレータの使用は無効です 
	
原因: Resource Definition Framework(RDF)データに対してOracle Label Security(OLS)が有効になっていない状態で、ラベル・ジェネレータを使用しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55346: ユーザー・ルールのラベル生成オプションが無効です 
	
原因: ユーザー・ルールが関与する伴意に対して、無効なラベル生成オプションを指定しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-55347: 指定したラベル生成オプションの証明がありません 
	
原因: 選択されたラベル生成オプションには証明が必要ですが、伴意にはありませんでした。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-55348: ラベル・ジェネレータ・エラー: RDFデータがstringで有効化されていません 
	
原因: 伴意に対して無効なラベル・ジェネレータ・オプションが選択されました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-55349: OLSがインストールされていないか、無効な状態です 
	
原因: Resource Definition Framework(RDF)用のOracle Label Security(OLS)サポートがインストールされていません。


	
処置: Oracleのドキュメントを参照し、Oracle Label Security(OLS)サポートをインストールしてください。









	 ORA-55350: RDF-OLS表オプションstringがサポートされていません 
	
原因: Resource Definition Framework(RDF)データに対して、サポートされていないOracle Label Security(OLS)オプションを使用しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-55351: RDFセキュア・アクセス・オプションがサポートされていないか無効です 
	
原因: Resource Definition Framework(RDF)に対して、サポートされていないセキュア・アクセス・オプションを使用しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-55352: ポリシー管理の権限が不足しています 
	
原因: Resource Definition Framework(RDF)に対するOracle Label Security(OLS)またはOracle Virtual Private Database(VPD)ポリシーの管理に必要な権限が指定されませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55353: ラベル列stringの列名が無効です 
	
原因: 無効な列を使用してResource Definition Framework(RDF)データのラベルをメンテナンスしようとしました。


	
処置: ラベル列としてCTXT2を使用してください。









	 ORA-55354: ポリシーstringが存在しないか、またはアクセス不能です 
	
原因: 存在しないポリシーを使用しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-55355: RDFネットワークは存在しません 
	
原因: Resource Definition Framework(RDF)ネットワークが存在する必要のある操作を実行しようとしました。


	
処置: Resource Definition Framework(RDF)ネットワークを作成してください。









	 ORA-55356: OLSがRDFデータで有効化されていません 
	
原因: Resource Definition Framework(RDF)データに対してOracle Label Security(OLS)が有効になっていない状態で、RDF-OLS固有の操作を実行しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55357: 現在の操作に対する権限が不十分です 
	
原因: 限定された権限でResource Definition Framework(RDF)セキュア・アクセス操作を実行しようとしました。


	
処置: Oracleのドキュメントを参照してください。









	 ORA-55358: モデル"string"が空です 
	
原因: データが存在するモデルに対して、Oracle Label Security(OLS)ラベルをリセットしようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55359: ポリシーstring - stringへの権限のない操作です 
	
原因: OLS対応のResource Definition Framework(RDF)リポジトリで、権限のないDML操作を実行しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55360: リソース・ポジション - stringの値が無効です 
	
原因: ラベルの設定時に、リソース・ポジションに無効な値が指定されました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-55361: ネームスペースで指定の重複が見つかりました 
	
原因: 重複する指定が1つ以上あるネームスペース・マップを使用しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-55362: RDF VPDポリシーはSYSスキーマには作成できません 
	
原因: SYSスキーマで、Oracle Virtual Private Database(VPD)ポリシーを作成しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55363: コンテキストstringは存在しません 
	
原因: Oracle Virtual Private Database(VPD)ポリシーに対して、存在しないコンテキストを指定しようとしました。


	
処置: CREATE CONTEXTコマンドを使用してコンテキストを作成してください。









	 ORA-55364: VPDポリシーの操作タイプstringが無効です 
	
原因: Oracle Virtual Private Database(VPD)ポリシーのアプリケーションに対して、無効な操作を指定しようとしました。


	
処置: 操作タイプにALL、QUERYまたはDMLを指定してください。









	 ORA-55365: VPDポリシーのメタデータが無効です 
	
原因: Oracle Virtual Private Database(VPD)ポリシーに対して、無効なメタデータ要素を定義しようとしました。


	
処置: Oracleのドキュメントでメタデータ要素の有効なセットを確認してください。









	 ORA-55366: 不明なネームスペースの接頭辞"string"です 
	
原因: Oracle Virtual Private Database(VPD)メタデータで、未定義のネームスペースの接頭辞を使用しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-55367: VPDメタデータのメンテナンス操作が無効です 
	
原因: Oracle Virtual Private Database(VPD)メタデータで、無効なメンテナンス操作を実行しようとしました。


	
処置: VPDメタデータのメンテナンスにはADDまたはDELETEを指定してください。









	 ORA-55368: VPD制約では空の一致または適用パターンは使用できません 
	
原因: Oracle Virtual Private Database(VPD)制約に対して、空の一致または適用パターンを指定しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-55369: 制約グループに無効な識別子が指定されました 
	
原因: 制約グループに無効なSQL識別子が指定されました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-55370: 入力パラメータがゼロまたは正の整数ではありません 
	
原因: 入力パラメータがゼロまたは正の整数ではありませんでした。


	
処置: 入力パラメータをゼロまたは正の整数に変更してください。









	 ORA-55371: RDFルール索引'string'はモデルとルールベースの別の組合せに存在します 
	
原因: 指定された名前のルール索引は、モデルとルールベースの別の組合せ用にすでに作成されています。


	
処置: 別のルール索引名を選択するか、既存のルール索引を削除した後に、その名前の新しいルール索引を作成してください。









	 ORA-55372: 伴意(ルール索引) 'string'がすでに存在します 
	
原因: 伴意グラフ(ルール索引)がすでに存在します。


	
処置: 別のルール索引名を選択するか、既存のルール索引を削除した後に、その名前の新しいルール索引を作成してください。









	 ORA-55373: 推論の内部エラー: string 
	
原因: 予期しない内部エラー状態が発生しました。


	
処置: エラー・メッセージおよびスタック・トレースを確認してください。









	 ORA-55374: 問合せの定数がデータベースにありません。行が選択されていません 
	
原因: 問合せで使用されたURIまたはリテラルがデータベースに存在しません。


	
処置: 問合せを確認し、URIまたはリテラルが存在することを確認してください。









	 ORA-55375: 表'string'にはRDFオブジェクトが含まれるため、この表を削除できません 
	
原因: RDFデータを含む表は、そのRDFモデルを先に削除していなかったため、削除できませんでした。


	
処置: 対応するRDFモデルを削除した後で、表を削除してください。









	 ORA-55376: 列'string'にはRDFオブジェクトが含まれるため、この列を変更または削除できません 
	
原因: RDFデータを含む表の列は、そのRDFモデルを先に削除していなかったため、変更または削除できませんでした。


	
処置: 対応するRDFモデルを削除した後で、列を変更または削除してください。









	 ORA-55377: トリプルの数が0以下か、エラー指摘マーカーがNULLです 
	
原因: 検証中に内部エラーが発生しました。トリプルの数が0以下か、エラー指摘マーカーがNULLでした。


	
処置: 入力パラメータを確認して、トリプルの数を1以上にし、エラー指摘マーカーをNULL以外にするか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-55378: 無効なエラー・コードです 
	
原因: 検証中に無効なエラー・コードが渡されました。


	
処置: 有効なエラー・コードを指定してください。









	 ORA-55379: トリプルが多すぎます 
	
原因: 検証中に内部エラーが発生しました。渡されたトリプルが多すぎます。


	
処置: 操作に有効なトリプルの数を指定するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-55430: 問合せパターンがNULLです 
	
原因: SEM_MATCH問合せで指定された問合せパターンがNULLでした。


	
処置: 問合せパターンをNULL以外に変更してください。









	 ORA-55441: 仮想モデルstringを削除する権限が不十分です 
	
原因: 適切な権限なしで仮想モデルを削除しようとしました。


	
処置: この操作を実行するか、または必要な権限を付与するようデータベース管理者(DBA)に依頼してください。









	 ORA-55442: SEM_MATCH問合せでは仮想モデルは他のモデルと同時に使用できません 
	
原因: SEM_MATCH問合せへの入力として使用したモデル・セットに仮想モデルが含まれていました。


	
処置: 指定したSEM_MATCHモデル・セットと同様のコンテンツで新しい仮想モデルを作成し、新しい仮想モデルに対して問合せを行ってください。









	 ORA-55443: SEM_MATCH問合せでは仮想モデルはルールベースと同時に使用できません 
	
原因: SEM_MATCH問合せへの入力として、仮想モデルとともにルールベースが指定されました。


	
処置: 指定した仮想モデルを拡張して指定したルールベースが含まれる新しい仮想モデルを作成し、新しい仮想モデルに対して問合せを行ってください。









	 ORA-55450: 継続リフレッシュ・ワークスペースはRDFでサポートされていません 
	
原因: Resource Definition Framework(RDF)データで、継続リフレッシュ・ワークスペースを使用しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55451: 複数の親ワークスペースはRDFでサポートされていません 
	
原因: Resource Definition Framework(RDF)データで、複数の親ワークスペースを使用しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55452: バージョン対応モデルではバッチ・モードは使用できません 
	
原因: バージョン対応のResource Definition Framework(RDF)モデルに、データをバッチ・ロードしようとしました。これはサポートされていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55453: OLS/VPD対応索引をCREATE_ENTAILMENT APIで作成する必要があります 
	
原因: サポートされていないAPIを使用して、OLS/VPD対応モデルに伴意を作成しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-55454: バージョン対応索引をCREATE_ENTAILMENT APIで作成する必要があります 
	
原因: サポートされていないAPIを使用して、バージョン対応モデルに伴意を作成しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-55455: ルール索引ステータスを認識できません( string ) 
	
原因: 指定されたルール索引ステータスが認識されませんでした。


	
処置: ルール索引ステータスをVALID、INCOMPLETEまたはINVALIDにして、操作を再試行してください。









	 ORA-55456: モデルとルールベースのこの組合せに有効なルール索引がありません 
	
原因: モデルとルールベースの指定された組合せに有効なルール索引がありませんでした。


	
処置: モデルとルールベースの指定された組合せ用のルール索引を作成するか、ルール索引が存在するモデルとルールベースの組合せを使用して、操作を再試行してください。また、ルール索引ステータスが、問合せで指定されたルール索引のステータスに一致するようにしてください。









	 ORA-55457: モデルに述語が見つかりません 
	
原因: 引数としてセマンティクスの演算子に渡された述語の値がモデルに存在しませんでした。


	
処置: セマンティクスの演算子を使用した問合せで、モデルに存在する述語の値を使用して、操作を再試行してください。









	 ORA-55458: モデルに目的語が見つかりません 
	
原因: 引数としてセマンティクスの演算子に渡された目的語の値がモデルに存在しませんでした。


	
処置: セマンティクスの演算子を使用した問合せで、モデルに存在する目的語の値を使用して、操作を再試行してください。









	 ORA-55459: 無効なパラメータ文字列です 
	
原因: タイプSEM_INDEXTYPEの索引の作成で使用されたパラメータ文字列に、無効または形式が不正なパラメータが含まれていました。


	
処置: 有効なパラメータ文字列の指定方法の詳細は、ドキュメントを参照してください。









	 ORA-55460: セマンティクスの演算子の使用方法が正しくありません 
	
原因: SEM_RELATED演算子に対するコールに構文エラーがありました。


	
処置: SEM_RELATED演算子の使用方法の詳細は、ドキュメントを参照してください。SEM_RELATEDによって戻された値が1または0と比較されていることを確認してください。









	 ORA-55461: 使用可能な距離情報がありません 
	
原因: ルール索引の作成中に距離情報が生成されませんでした。


	
処置: SEM_DISTANCE演算子や、SEM_RELATED演算子での範囲の指定なしに、問合せを再試行してください。距離情報が生成されるタイミングの詳細は、ドキュメントを参照してください。









	 ORA-55462: 内部エラー 
	
原因: セマンティクスの演算子の問合せ中またはタイプSEM_INDEXTYPEの索引の作成中に内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-55463: MDSYSスキーマ(OLS対応伴意)の権限がありません 
	
原因: MDSYSスキーマに対する権限が不十分な状態で、伴意を実行しようとしました。


	
処置: EXEMPT ACCESS POLICYをMDSYSに付与してください。









	 ORA-55464: モデル"string"が存在しません 
	
原因: 存在しないResource Definition Framework(RDF)モデルを使用しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-55465: リソース・ポジションstringはOLSポリシーではセキュアではありません 
	
原因: Oracle Label Security(OLS)で保護されていないリソース・ポジションにラベルを関連付けようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-55466: 1つ以上のトリプルの重要度ラベルに互換性がありません 
	
原因: 複数のトリプルの一部であるリソースのラベルを、互換性のないラベルでリセットしようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-55467: リソースのモデル指定ラベルに互換性がありません 
	
原因: 互換性のないモデル指定ラベルがすでに存在する場合に、リソースのグローバル・ラベルを設定しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-55468: ルール・ベース"string"が存在しないか、アクセスできません 
	
原因: 存在しないルール・ベースを指定しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-55469: ルール"string"は存在しないか、アクセスできません 
	
原因: 存在しないルールに対して、ラベルを設定しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-55470: OLSはVPD対応のモデルに適用できません 
	
原因: 1つ以上のモデルがVPD対応である場合に、Resource Definition Framework(RDF)リポジトリをOLS対応にしようとしました。


	
処置: Oracle Label Security(OLS)とOracle Virtual Private Database(VPD)は、同時に使用できません。









	 ORA-55471: OLSはバージョン対応RDFリポジトリに適用できません 
	
原因: 1つ以上のモデルがバージョン対応である場合に、Resource Definition Framework(RDF)リポジトリをOLS対応にしようとしました。


	
処置: 1つ以上のモデルがバージョン対応である場合には、Oracle Label Security(OLS)を有効化できません。









	 ORA-55472: セキュア・アクセス・ポリシーはすでにRDFデータに割り当てられています 
	
原因: 他のポリシーがすでに有効になっている場合に、Oracle Label Security(OLS)ポリシーをResource Definition Framework(RDF)データに割り当てようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55473: 仮想モデルでのRDFモデル・パーティション化はバージョン対応にできません 
	
原因: 仮想モデルの一部となっているResource Definition Framework(RDF)モデルをバージョン対応にしようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55474: 内部エラー: [string],[string],[string] 
	
原因: Resource Definition Framework(RDF)のOLS/VPSサポートで内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-55475: 名前の一致するポリシーがすでに存在します 
	
原因: 重複するOracle Virtual Private Database(VPD)ポリシー名を指定しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-55476: ポリシー"string"が存在しません 
	
原因: 存在しないOracle Virtual Private Database(VPD)ポリシーを使用しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-55477: 依存モデルのあるポリシーは削除できません 
	
原因: 依存モデルのあるOracle Virtual Private Database(VPD)ポリシーを削除しようとしました。


	
処置: モデルからVPDポリシーを削除して再試行してください。









	 ORA-55478: 複数のRDFモデルのあるアプリケーション表がVPDに適していません 
	
原因: 別のモデルとアプリケーション表を共有するモデルをVPD対応にしようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55479: ポリシーはRDFモデルにすでに割り当てられています 
	
原因: VPDポリシーがすでに有効になっているモデルにOracle Virtual Private Database(VPD)ポリシーを割り当てようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55480: 仮想モデルのモデルのパーティション化はVPD対応にできません 
	
原因: 仮想モデルの一部となっているモデルをVPD対応にしようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55481: VPDポリシーはOLS対応RDFリポジトリに適用できません 
	
原因: Oracle Label Security(OLS)ポリシーがすでに有効になっているモデルをVPD対応にしようとしました。


	
処置: OLSとVPDは同時に使用できません。









	 ORA-55482: VPDはバージョン対応RDFリポジトリに適用できません 
	
原因: バージョン対応のResource Definition Framework(RDF)リポジトリをVPD対応にしようとしました。これはサポートされていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55483: ポリシー"string"がモデルに割り当てられていません 
	
原因: モデルに割り当てられていないOracle Virtual Private Database(VPD)ポリシーを削除しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55484: RDFメタデータでは循環依存関係は許可されません 
	
原因: Oracle Virtual Private Database(VPD)ポリシーに対して、循環依存関係を持つメタデータ要素を定義しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-55485: メタデータは等価プロパティには直接割り当てられません 
	
原因: 別のプロパティと等価であると宣言されたプロパティに、メタデータを直接割り当てようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55486: 等価プロパティにメタデータが存在します 
	
原因: プロパティにメタデータがすでに存在する場合に、このプロパティを別のプロパティの等価プロパティにしようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55487: 等価プロパティにVPD制約があります 
	
原因: プロパティにOracle Virtual Private Database(VPD)制約がすでに存在する場合に、このプロパティを別のプロパティの等価プロパティにしようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-55488: メタデータ定義はポリシーにすでに存在します 
	
原因: Oracle Virtual Private Database(VPD)ポリシーに対して、重複するメタデータ定義を追加しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55489: ポリシーに競合するメタデータ定義が存在します 
	
原因: Oracle Virtual Private Database(VPD)ポリシーに対して、競合するメタデータ定義を定義しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-55490: 等価プロパティにはVPD制約は割り当てられません 
	
原因: 別のプロパティの等価プロパティとして宣言されたプロパティに、Oracle Virtual Private Database(VPD)制約を割り当てようとしました。


	
処置: 等価プロパティのターゲットであるプロパティにVPD制約を割り当ててください。









	 ORA-55491: 名前が一致するVPDポリシー制約がすでに存在します 
	
原因: Oracle Virtual Private Database(VPD)ポリシーに対して、重複する名前を指定しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-55492: VPDポリシー制約の作成中にエラーが発生しました: string 
	
原因: Oracle Virtual Private Database(VPD)制約でエラーが発生しました。


	
処置: Oracleのドキュメントを参照してください。









	 ORA-55493: 指定のVPDポリシー制約が存在しません 
	
原因: 存在しないOracle Virtual Private Database(VPD)制約を操作しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55494: 入力モデル・セットには一意のVPDポリシーのみ可能です 
	
原因: セットとしてのモデルに一意のOracle Virtual Private Database(VPD)ポリシーが存在しない複数モデルの問合せを実行しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-55495: 複数モデルのあるアプリケーション表はバージョン対応にはできません 
	
原因: 複数のResource Definition Framework(RDF)モデルと関連付けられているアプリケーション表をバージョン対応にしようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-55496: RDFデータのバージョニング設定(履歴/有効時間)はサポートされていません 
	
原因: Resource Definition Framework(RDF)のバージョニングに対して、サポートされていない構成を使用しようとしました。


	
処置: 入力を修正して再試行してください。









	 ORA-55497: OLSポリシーのあるRDFリポジトリはバージョン対応にできません 
	
原因: Oracle Label Security(OLS)ポリシー対応のモデルをバージョン対応にしようとしました。


	
処置: OLS対応のResource Definition Framework(RDF)リポジトリのバージョニングはサポートされていません。









	 ORA-55498: VPD対応RDFモデルはバージョン対応にできません 
	
原因: Oracle Virtual Private Database(VPD)ポリシーが有効になっているモデルをバージョン対応にしようとしました。


	
処置: VPD対応のResource Definition Framework(RDF)モデルのバージョニングはサポートされていません。









	 ORA-55501: 存続するトランザクションのバック・アウト 
	
原因: まだコミットされていないトランザクションでフラッシュバック・トランザクション・バック・アウトが要求されました。


	
処置: この機能を使用する前に、トランザクションをコミットしてください。









	 ORA-55502: 名前で指定した入力トランザクションにはSCNヒントがありません 
	
原因: フラッシュバック・トランザクション・バック・アウトに指定されたトランザクション名にSCNヒントがありませんでした。


	
処置: SCNヒントを指定し、指定されたトランザクションが、指定されたSCNの前に開始されるようにしてください。









	 ORA-55503: 指定したトランザクションが開始せずにマイニングが終了しました 
	
原因: 渡されたSCNヒントが正しくありません。入力トランザクションの開始後、SCNヒントがきます。


	
処置: 重要度が低く保守的なSCNヒントを指定し、トランザクションの開始が検出される可能性を高めてください。









	 ORA-55504: トランザクションがNOCASCADEモードで競合しています 
	
原因: 指定されたトランザクションではないトランザクションが、指定されたトランザクションと競合しています。


	
処置: NONCONFLICT_ONLY、CASCADE、NOCASCADE_FORCEなどの別のオプションを使用して再試行してください。









	 ORA-55505: 開始SCNのマイニング後に関連オブジェクトでDDLが実行されました 
	
原因: トランザクションのフラッシュバックのバックアウト・プロセスで、マイニングの開始時間後に最後のDDL操作が実行されたオブジェクトが見つかりました。これは、指定のトランザクションか、それらと依存状態にあるトランザクションのいずれかで変更済のオブジェクトです。


	
処置: 関連するすべてのオブジェクト上で最後のDDLが実行された後にコミットされたトランザクションを指定してください。









	 ORA-55506: サポートされていない変更がトランザクションで実行されました 
	
原因: 依存DAGのトランザクションが部分的に実行されました。


	
処置: 指定されたトランザクションはバック・アウトできません。









	 ORA-55507: フラッシュバック・トランザクション・バックアウト中にマイニング・エラーが発生しました。ファンクション:string 
	
原因: マイニング・エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55508: フラッシュバック・トランザクション・バック・アウトへの入力が無効です 
	
原因: NULLのVARRAYが渡されたか、無効な入力が指定されました。


	
処置: 正しい形式のVARRAYおよび有効なオプションを指定してください。









	 ORA-55509: 依存性の作成を完了できませんでした 
	
原因: 1つ以上の入力トランザクションまたはそのいずれかの依存がコミットされていないか、バック・アウト関数のコールが1分を超えた後に中断されました。


	
処置: この表に関連付けられているすべてのアクティブなトランザクションをコミットして、再試行してください。









	 ORA-55510: マイニングを開始できませんでした 
	
原因: 次の理由でマイニングを開始できませんでした。
1. LogMinerセッションが処理中だったため

2. データベースがマウントされていないか、読取りおよび書込み用にオープンされていなかったため

3. 最小サプリメンタル・ロギングが有効でなかったため

4. アーカイブが有効でなかったため




	
処置: これらの問題を修正して再試行してください。サプリメンタル・ロギングをここで有効にする場合、サプリメンタル・ロギングなしでコミットされたトランザクションは削除できません。









	 ORA-55511: フラッシュバック・トランザクションでUNDO SQLの実行中にエラーが発生しました 
	
原因: NOCASCADE_FORCEモードでの実行中に制約違反例外が発生しました。適切なサプリメンタル・ロギングが有効でないために制約の依存性が認識されない場合も、このエラーが発生することがあります。


	
処置: CASCADEまたはNONCONFLICT_ONLYオプションを使用するか、サプリメンタル・ロギングに適切なレベルを追加してください。









	 ORA-55512: PDMLまたはXA-RACトランザクションのバック・アウト 
	
原因: 依存グラフのトランザクションの1つがPDMLトランザクションであるか、グローバルXAトランザクションの一部であるローカル・トランザクションであり、複数のRACインスタンスにわたっています。現在、フラッシュバック・トランザクションでは、このタイプのトランザクションはサポートしていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55513: AQトランザクションのバック・アウト 
	
原因: 依存グラフのいずれかのトランザクションがAQ表に影響しました。AQはデータベース情報を外面化するため、これらのトランザクションはバックアウトされません。トランザクションによる影響全体をデータベース内部から確認することはできません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55514: DDLトランザクションのバック・アウト 
	
原因: 依存グラフのトランザクションの1つがDDLトランザクションであるため、バック・アウトできません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55515: マイニングにより、トランザクションの開始前に入力トランザクションの変更が順序付けられていることが検出されています。 
	
原因: 指定された開始SCNは、トランザクションの開始より大きく、トランザクションのコミットより小さい番号です。結果は、指定されたトランザクションに対して部分的な変更にすぎませんでした。


	
処置: より小さいSCNヒントを指定して、トランザクションをフラッシュバックしてください。









	 ORA-55518: リセット・ログ全体のマイニング 
	
原因: フラッシュバック・トランザクション・バックアウトは、変更が失われている場合、使用できません。このエラーは、リセットログ・ブランチ(変更が失われた場所)に入るとスローされます。


	
処置: 現行のリセット・ログ・ブランチでトランザクションが発生したことをユーザーが知っている場合、SCNヒントが正しくない可能性があります。現行のリセット・ログ・ブランチ内のSCNを指定してください。









	 ORA-55519: SCN範囲のマイニングでサプリメンタル・ロギングが使用できません 
	
原因: サプリメンタル・ロギングが無効なリージョンがマイニング範囲内にあると、フラッシュバック・トランザクションが機能しません。


	
処置: 指定したSCN/時間ヒントが、指定したトランザクションの開始時刻に近いにもかかわらず、その時刻をはるかに超えている場合は、SCNヒントを再調整し、再試行してください。トランザクションの開始時刻をシステムが把握している場合または範囲が確かな場合、指定したトランザクションをバック・アウトすることはできません。









	 ORA-55520: ログ・レコードの互換性が11.0未満です 
	
原因: マイニングされたREDOの互換性がバージョン11.0未満であることを、論理変更レコードが示しています。フラッシュバック・トランザクションは、バージョン11.0以上のREDOに対してのみ機能します。


	
処置: 互換性を更新し、互換性更新後に発生したトランザクションのバック・アウトを再試行してください。









	 ORA-55557: トリガー4144が破損しています 
	
原因: このイベントは破損パスのテストに使用されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55558: stringは破損したトランザクションではありません 
	
原因: 指定されたトランザクションは、破損リストv$corrupt_xid_listには含まれていません。


	
処置: v$corrupt_xid_listを確認してください。









	 ORA-55563: numberは有効なUNDOセグメント番号ではありません 
	
原因: 指定したusnが無効です。


	
処置: undo$を確認してください。









	 ORA-55564: stringは有効なトランザクションIDではありません 
	
原因: 指定したtxnが無効です。


	
処置: txn idを確認してください。









	 ORA-55565: stringは有効なUNDOセグメント番号ではありません 
	
原因: 指定したusnが無効です。


	
処置: undo$を確認してください。









	 ORA-55566: データベースが問合せ用にオープンされていないときに、SQL問合せが発行されました 
	
原因: データベースが問合せ用にオープンされていないときに、SMONのタイムゾーン情報にアクセスしようとしました。


	
処置: 問合せ用にデータベースをオープンした後で、SQL文を再発行してください。









	 ORA-55567: _highthreshold_undoretention値は、現在のUNDO保存時間設定に基づいて少なくともstringである必要があります。 
	
原因: _highthreshold_undoretention値が、UNDO保存時間の調整に使用されるUNDO_RETENTION設定および低しきい値以上ではありません。


	
処置: 高い値を指定してSQL文を再発行してください。









	 ORA-55568: 最大問合せ長(mql)値は、現在の_highthreshold_undoretention設定に基づいて最大でもstringである必要があります。 
	
原因: 最大問合せ長(分単位のmql)が、_highthreshold_undoretentionパラメータ設定の半分以下ではありません。


	
処置: 低い値のmqlを指定してSQL文を再発行するか、_highthreshold_undoretentionパラメータの値を増やしてください。









	 ORA-55569: UNDO_RETENTIONパラメータ値は、最大でもstring(_highthreshold_undoretention設定)である必要があります。 
	
原因: UNDO_RETENTIONパラメータ値が、_highthreshold_undoretentionパラメータ設定以下ではありません。


	
処置: 低い値のUNDO_RETENTIONパラメータを指定してSQL文を再発行するか、_highthreshold_undoretentionパラメータの値を増やしてください。









	 ORA-55600: 表"string"."string"はフラッシュバック・アーカイブに対してすでに有効化されています 
	
原因: 指定された表は、フラッシュバック・アーカイブに対してすでに有効化されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55601: 表"string"."string"はフラッシュバック・アーカイブに対して有効化できません 
	
原因: フラッシュバック・アーカイブを有効化できない表に対してフラッシュバック・アーカイブを有効化しようとしました。


	
処置: 表名を確認してください。









	 ORA-55602: 表"string"."string"はフラッシュバック・アーカイブに対して有効化されていません 
	
原因: フラッシュバック・アーカイブが有効化されていない表でフラッシュバック・アーカイブ操作を実行しようとしました。


	
処置: 表名を確認してください。









	 ORA-55603: フラッシュバック・アーカイブ・コマンドが無効です 
	
原因: 無効なフラッシュバック・アーカイブ・コマンドが指定されました。


	
処置: SQL文を確認してください。









	 ORA-55604: 不適切な表領域が指定されています 
	
原因: フラッシュバック・アーカイブに対して不適切な表領域が指定されています。


	
処置: SQL文を確認し、考えられる次の3つの原因を確認してください。1. フラッシュバック・アーカイブによってすでに使用されている表領域。2. 表領域がフラッシュバック・アーカイブによって使用されていない。3. 表領域のブロック・サイズが8K未満。









	 ORA-55605: 不適切なフラッシュバック・アーカイブが指定されています 
	
原因: 存在しないフラッシュバック・アーカイブの操作またはすでに存在するフラッシュバック・アーカイブの作成を行おうとしました。


	
処置: SQL文を確認してください。









	 ORA-55606: アーカイバ・スリープ時間を秒単位で変更するイベント 
	
原因: テストでは、アーカイバ・スリープ時間を30秒に設定することをお薦めします。


	
処置: デフォルトのアーカイバ・スリープ時間は300秒です。









	 ORA-55607: アーカイバのデバッグを有効にするイベント 
	
原因: このイベントはデバッグを目的としています。


	
処置: 指定されたプロセスに連結してください。









	 ORA-55608: デフォルトのフラッシュバック・アーカイブが存在しません 
	
原因: デフォルトのフラッシュバック・アーカイブは存在しませんでした。


	
処置: まず、デフォルトのフラッシュバック・アーカイブを作成してください。









	 ORA-55609: デフォルトのフラッシュバック・アーカイブを複数作成しようとしました 
	
原因: デフォルトのフラッシュバック・アーカイブがすでに存在する状態で、別のデフォルトのフラッシュバック・アーカイブを作成しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55610: 履歴追跡表のDDL文が無効です 
	
原因: フラッシュバック・アーカイブが有効化されている表で許可されていない特定のDDL文を実行しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55611: デフォルトのフラッシュバック・アーカイブを管理する権限がありません 
	
原因: デフォルトのフラッシュバック・アーカイブを作成、変更または削除しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55612: フラッシュバック・アーカイブの管理権限がありません 
	
原因: フラッシュバック・アーカイブを作成、変更または削除しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55613: フラッシュバック・アーカイブの割当てサイズが無効です 
	
原因: 無効なフラッシュバック・アーカイブの割当てサイズを指定しようとしました。


	
処置: MB、GB、TB、PBまたはEB単位でサイズを指定してください。









	 ORA-55614: 追跡された表のトランザクションにはAUMが必要です 
	
原因: 自動UNDO管理を有効にせずに、追跡された表でDMLを実行しようとしました。


	
処置: 表の追跡を無効にするか、自動UNDO管理を有効にしてください。









	 ORA-55615: アーカイバでスケジュールされた内部タスクをテストするイベント 
	
原因: このイベントはテストを目的としています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55616: トランザクション表にはフラッシュバック・アーカイバ処理が必要です 
	
原因: 追跡された表のトランザクションで使用されていたトランザクション表スロットが多すぎます。


	
処置: しばらく待機してから、追跡されたトランザクションを実行してください。









	 ORA-55617: フラッシュバック・アーカイブ"string"の領域が不足しているため、"string"のトラッキングは一時停止されました 
	
原因: フラッシュバック・アーカイブの表領域の割当て領域が不足しています。


	
処置: 表領域を追加するか、フラッシュバック・アーカイブの表領域の割当て領域を増やしてください。









	 ORA-55618: フラッシュバック・アーカイブ権限を付与するには権限が十分でありません 
	
原因: フラッシュバック・アーカイブ権限の付与が試行されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55619: フラッシュバック・アーカイブに対して付与される権限が無効です 
	
原因: フラッシュバック・アーカイブ・オブジェクトに対する無効な権限の付与が試行されました。


	
処置: 有効な権限を指定してください。









	 ORA-55620: フラッシュバック・アーカイブの使用権限がありません 
	
原因: 該当する権限のない表に対するフラッシュバック・アーカイブの有効化が試行されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55621: 表領域"string"のユーザー割当て制限は、フラッシュバック・アーカイブに対して十分でありません 
	
原因: ユーザーの割当て領域より大きなフラッシュバック・アーカイブ割当て領域の作成または変更が試行されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55622: DML、ALTERおよびCREATE UNIQUE INDEX操作は表"string"."string"では許可されていません 
	
原因: フラッシュバック・アーカイブ内部表の一意な索引に対する書込み、変更、またはそのような索引の作成が試行されました。


	
処置: 処置は必要ありません。フラッシュバック・アーカイブ内部表に対するそのようなオペレーションの実行は、Oracleにのみ許可されています。









	 ORA-55623: フラッシュバック・アーカイブ"string"がブロックしているため、すべての表のトラッキングは一時停止されました 
	
原因: フラッシュバック・アーカイブ表領域の領域が不足しています。


	
処置: 表領域を追加するか、フラッシュバック・アーカイブの表領域の割当て領域を増やしてください。









	 ORA-55624: 表"string"."string"はこの時点でフラッシュバック・アーカイブに対して有効化できません 
	
原因: 無効化したばかりの表に対してフラッシュバック・アーカイブを再度有効にする試行が実行されました。


	
処置: 後で再実行してください。









	 ORA-55625: フラッシュバック・アーカイブ権限はロールには付与できません 
	
原因: ロールに対するフラッシュバック・アーカイブ権限の付与または取消しが試行されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55626: フラッシュバック・アーカイブのプライマリ表領域は削除できません 
	
原因: フラッシュバック・アーカイブのプライマリ表領域の削除が試行されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55627: フラッシュバック・アーカイブ表領域はASSM表領域である必要があります 
	
原因: ASSM表領域ではない表領域の追加が試行されました。


	
処置: SEGMENT SPACE MANAGEMENT AUTOを指定して作成した表領域を追加してください。









	 ORA-55628: フラッシュバック・アーカイブはOracle 11g以上をサポートしています 
	
原因: 正しくない互換モードを指定したか、または自動UNDO管理を指定しないでフラッシュバック・アーカイブの作成が試行されました。


	
処置: 11.0以上の互換モードを使用し、自動UNDO管理を使用してください。









	 ORA-55629: フラッシュバック・アーカイバの内部管理タスクをテストするイベント 
	
原因: このイベントはテストを目的としています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55630: フラッシュバック・データ・アーカイブはこのオブジェクトでは有効にできません 
	
原因: フラッシュバック・データ・アーカイブによってサポートされていないオブジェクトに対するフラッシュバック・データ・アーカイブの有効化が試行されました。


	
処置: 該当するオブジェクトに対してFlashback Archive句を使用しないでください。









	 ORA-55631: フラッシュバック・データ・アーカイブでサポートされていないデータ型の列が表にあります 
	
原因: フラッシュバック・データ・アーカイブによってサポートされていないデータ型の列の追加が試行されました。または、フラッシュバック・データ・アーカイブが有効になっている表の列のデータ型が、フラッシュバック・データ・アーカイブによってサポートされていません。


	
処置: 該当するオブジェクトに対してFLASHBACK ARCHIVE句を使用しないでください。列を追加する場合は、LONGまたはネストした表列のデータ型を使用しないでください。









	 ORA-55632: 表領域にフラッシュバック・アーカイブ表があります 
	
原因: フラッシュバック・アーカイブ表のある表領域の削除が試行されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55633: フラッシュバック・データ・アーカイブが有効な表ではDDLを実行できません 
	
原因: 1つのDDLの実行中に、追跡された表でDDLを実行しようとしました。


	
処置: しばらく待ってからDDLを再試行してください。









	 ORA-55634: フラッシュバック・データ・アーカイブ表"string"."string"の関連付けを解除すること、または再度関連付けることができません 
	
原因: 正しくない表名が使用されたか、表で排他ロックを取得できませんでした。


	
処置: 表名を確認し、表のロックを解放してください。









	 ORA-55635: フラッシュバック・データ・アーカイブが有効化されている表"string"."string"の関連付けが解除されています 
	
原因: フラッシュバック・データ・アーカイブが有効化されDDLの関連付けが現在解除されている表で操作を実行しようとしました。


	
処置: しばらく待ってから操作を再試行してください。









	 ORA-55636: フラッシュバック・データ・アーカイブが有効化されている表"string"."string"には、履歴表の別の定義があります 
	
原因: フラッシュバック・データ・アーカイブが有効化されている表に、履歴表と異なる表定義があります。


	
処置: 表定義を修正してください。









	 ORA-55637: フラッシュバック・データ・アーカイブが有効化されている表"string"."string"は、この操作に対して正しいコンプライアンス・モードではありません 
	
原因: フラッシュバック・データ・アーカイブが有効化されているコンプライアンス・モードの表で、関連付けの解除操作を実行しようとしました。または、DDLが非コンプライアンス・モードの表ではサポートされていません。


	
処置: 関連付けの解除操作を実行する前に、コンプライアンス・モードを無効化してください。









	 ORA-55638: フラッシュバック・データ・アーカイブ対応表のDDL操作は、この時点では実行できません 
	
原因: Oracle RACで操作を完了するためのリソースを、フラッシュバック・データ・アーカイブで取得できませんでした。


	
処置: しばらく待ってからDDLを再試行してください。









	 ORA-55639: フラッシュバック・データ・アーカイブの内部SQLエラー 
	
原因: フラッシュバック・データ・アーカイブで内部SQLエラーが発生しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55640: フラッシュバック・データ・アーカイブ操作を実行するには権限が十分でありません 
	
原因: フラッシュバック・データ・アーカイブに対して有効化されている表の関連付けを解除しようとしましたが、必要な権限がありませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-55641: フラッシュバック・データ・アーカイブによって使用されている表領域は削除できません 
	
原因: フラッシュバック・データ・アーカイブ表領域を削除しようとしました。


	
処置: フラッシュバック・データ・アーカイブから表領域を削除してから操作を再試行してください。









	 ORA-55642: フラッシュバック・データ・アーカイブによって予約されている列名が表にあります 
	
原因: フラッシュバック・データ・アーカイブが有効化されている表に、フラッシュバック・データ・アーカイブによって予約されている名前を持つ列が含まれています。


	
処置: 列の名前を変更してから、再試行してください。









	 ORA-55710: この時点ではシステム・パラメータGLOBAL_TXN_PROCESSESを変更できません 
	
原因: グローバル・トランザクション・バックグラウンド・プロセスの数の調整中でした。


	
処置: しばらく待ってから操作を再試行してください。









	 ORA-55711: クラスタワイド・グローバル・トランザクションを互換性のあるUNDOに対してバインドできません 
	
原因: 自動UNDO管理に対してUNDO表領域がオンラインではありません。


	
処置: UNDO表領域が未作成の場合は、UNDO表領域を作成してください。









	 ORA-55712: RAC上のXAトランザクションは、GLOBAL_TXN_PROCESSESが0に設定されているとサポートされません 
	
原因: 初期化パラメータGLOBAL_TXN_PROCESSESが0に設定されています。


	
処置: 初期化パラメータGLOBAL_TXN_PROCESSESに0より大きな値を設定してください。









	 ORA-55713: GLOBAL_TXN_PROCESSESはランタイムでは0に設定できません 
	
原因: 初期化パラメータGLOBAL_TXN_PROCESSESに0をランタイムに設定する処理が試行されました。


	
処置: RACインスタンスを起動する前に初期化パラメータGLOBAL_TXN_PROCESSESに0を設定し、GTXバックグラウンド・プロセスを無効にしてください。GTXバックグラウンド・プロセスが無効な場合、XAトランザクションはRACデータベース上でサポートされません。









	 ORA-55714: セーブポイント'string'はOracle RACインスタンス間で変更がインターリーブされた状態で無効化されています 
	
原因: セーブポイントの確立後、クラスタワイド・グローバル・トランザクション内のOracle RACインスタンス間にインターリーブされた変更が加えられました。


	
処置: セーブポイントの確立後には、Oracle RACインスタンス間にインターリーブされた変更を加えないでください。









	 ORA-55800: Oracle数値を処理中のNLSエラー 
	
原因: Oracle数値を整数に変換中にエラーが発生しました。


	
処置: 入力パラメータを確認してください。









	 ORA-55801: CRアクティビティを制御するイベント 
	
原因: 考慮するビット値は次のとおりです。0x1: バグ3514835の修正を削除します。これにより8177エラーが増える可能性があります。索引内のサービス・トランザクションと進行中のトランザクションとの間に依存性が生じる可能性のある、一部のシリアル化エラーがブロックされています。


	
処置: イベント55801を1に設定してバグ修正を無効化し、8177エラーを削減してください。ただし、いくつかの内部エラーが発生する可能性があります。









	 ORA-56500: DRCP: プールが見つかりません 
	
原因: 渡されたプール名がNULLまたは無効です。


	
処置: 有効なプール名を入力してください。









	 ORA-56501: DRCP: プールの起動に失敗しました 
	
原因: 接続プールの起動に失敗しました。


	
処置: 詳細は、ログを確認してください。









	 ORA-56502: DRCP: プールがアクティブではありません 
	
原因: 操作は、アクティブなプールでのみサポートされています。


	
処置: プールを起動してください。









	 ORA-56503: DRCP: プールがアクティブです 
	
原因: 操作は、非アクティブのプールでのみサポートされています。


	
処置: プールを停止してください。









	 ORA-56504: DRCP: 無効なプール構成パラメータ名です 
	
原因: 構成パラメータ名がNULLまたは入力が無効です。


	
処置: 有効な構成パラメータ名を入力してください。









	 ORA-56505: DRCP: 無効なプール構成パラメータ値です 
	
原因: 構成パラメータ値がNULLまたは無効な入力です。


	
処置: 有効な構成パラメータ値を入力してください。









	 ORA-56506: DRCP: プールの停止に失敗しました 
	
原因: 接続プールの停止に失敗しました。


	
処置: 詳細は、ログを確認してください。









	 ORA-56507: DRCP: プールの変更構成に失敗しました 
	
原因: 接続プールの構成に失敗しました。


	
処置: 詳細は、ログを確認してください。









	 ORA-56508: DRCP: プールの起動に失敗しました 
	
原因: 接続ブローカがプールの起動に失敗しました。


	
処置: 詳細は、ログを確認してください。









	 ORA-56509: DRCP: プールの停止に失敗しました 
	
原因: 接続ブローカがプールの停止に失敗しました。


	
処置: 詳細は、ログを確認してください。









	 ORA-56510: DRCP: プールの変更構成に失敗しました 
	
原因: 接続ブローカがプールの構成に失敗しました。


	
処置: 詳細は、ログを確認してください。









	 ORA-56511: DRCP: インスタンス間の同期に失敗しました 
	
原因: すべてのRACインスタンスへメッセージを公開できませんでした。


	
処置: 詳細は、ログを確認してください。









	 ORA-56512: DRCP: RACインスタンスの同期に失敗しました[string] 
	
原因: 一部のRACインスタンスは同期されませんでした。


	
処置: 失敗したすべてのインスタンスで同じ操作を実行してください。









	 ORA-56513: DRCP: プール接続を使用して、リクエストされた操作を実行できません 
	
原因: プールからの接続を使用して該当する操作を実行することができません。


	
処置: 通常の接続を使用して、該当する操作を実行してください。









	 ORA-56514: DRCP: 接続ブローカへの最大接続数の値が無効です 
	
原因: 渡された値が最大値を超えています。


	
処置: 処置は必要ありません。最大接続数は、自動的に最大値に設定されます。









	 ORA-56600: DRCP: 無効なコールです[string] 
	
原因: 無効なOCI関数コールが発行されました。


	
処置: データベース常駐接続プール(DRCP)の使用方法は、ドキュメントを参照してください。









	 ORA-56601: DRCP: 無効な接続クラスです 
	
原因: 接続クラスに無効な値が指定されました。


	
処置: データベース常駐接続プールの使用方法は、ドキュメントを参照してください。









	 ORA-56602: DRCP: 無効な純正値です 
	
原因: 無効な純粋値が指定されました。


	
処置: データベース常駐接続プールの使用方法は、ドキュメントを参照してください。









	 ORA-56603: DRCP: 内部エラー 
	
原因: 無効な形式の入力値です。


	
処置: 有効な形式の値を入力してください。









	 ORA-56604: DRCP: 長さ[string](string)が最大許容長を超えています 
	
原因: 長さが値の最大長を超えています。


	
処置: 最大許容範囲内の値を使用してください。









	 ORA-56605: DRCP: セッションの切替えおよび移行はできません 
	
原因: 複数の接続間でセッションの切替えまたは移行を行おうとしました。


	
処置: この使用方法は、データベース常駐接続プールのコンテキストでは不適切であり、サポートされていません。既存のセッションを解放してください。









	 ORA-56606: DRCP: クライアント・バージョンは機能をサポートしていません 
	
原因: クライアント・バージョンは11gより前です。


	
処置: クライアント・バージョンをアップグレードするか、接続文字列でオフ(SERVER=POOLED)にしてください。









	 ORA-56607: DRCP: 接続はすでに認証されています 
	
原因: 認証されている接続を再認証しようとしました。


	
処置: 再認証の前に、接続からログオフしてください。









	 ORA-56608: DRCP: サーバー・グループ機能はサポートされていません 
	
原因: サーバー・グループ属性が、サーバー・ハンドル上で設定されており、データベース常駐接続プールに接続されています。


	
処置: データベース常駐接続プールの使用中にサーバー・ハンドル上でサーバー・グループ属性を設定しないでください。









	 ORA-56609: DRCPでサポートされていない使用方法 
	
原因: この使用方法は、DRCP接続ではサポートされていません。


	
処置: 専用の接続を使用して、該当するタスクを実行してください。









	 ORA-56700: プランstringはサブプランです。SUB_PLAN属性は変更できません 
	
原因: 指定されたプランのSUB_PLAN属性を変更しようとしました。


	
処置: SUB_PLAN属性は変更しないでください。









	 ORA-56701: コンシューマ・グループstringのINTERNAL_USE属性は変更できません 
	
原因: 指定されたコンシューマ・グループのINTERNAL_USE属性を変更しようとしました。


	
処置: INTERNAL_USE属性は変更しないでください。









	 ORA-56702: コンシューマ・グループstringは内部使用専用であり、切替えターゲットにできません 
	
原因: INTERNAL_USEコンシューマ・グループを切替えターゲットとして指定しようとしました。


	
処置: INTERNAL_USEコンシューマ・グループには切り替えないでください。









	 ORA-56703: VKTMプロセスが予期せず終了しました 
	
原因: 明示的な中断または内部エラーにより、VKTMバックグラウンド・プロセスが停止されました。


	
処置: インスタンスを再起動してください。









	 ORA-56704: EXPLICITコンシューマ・グループ・マッピングの優先度は1に設定する必要があります 
	
原因: EXPLICITマッピングの優先度を1以外の値に設定しようとしました。


	
処置: ドキュメントに指定された範囲内の一意の整数になるようにマッピングの優先度を設定して、EXPLICTの優先度を1に設定してください。









	 ORA-56705: I/O測定がすでに進行中です 
	
原因: I/O測定の2番目のインスタンスを実行しようとしました。


	
処置: I/O測定の最初の実行が完了するまで待機してから、操作を再試行してください。









	 ORA-56706: 指定したリソース・マネージャ計画はサブプランであり、最上位プランに設定できません 
	
原因: サブプランを最上位プランとして設定しようとしました。


	
処置: サブプランを最上位プランとして設定しないでください。









	 ORA-56707: INTERNAL_QUIESCEプランは、最上位のリソース・マネージャ計画に指定できません 
	
原因: INTERNAL_QUIESCEを最上位のリソース・マネージャ計画として指定しようとしました。


	
処置: INTERNAL_QUIESCEをリソース・マネージャ計画として設定しないでください。









	 ORA-56708: 非同期I/O機能を持つデータファイルが見つかりませんでした 
	
原因: 非同期I/O対応のデータファイルがありません。


	
処置: 非同期I/Oがデータファイルに許可されていることを確認してください。









	 ORA-56709: timed_statisticsがFALSEに設定されています 
	
原因: データベースのtimed_statisticsパラメータがFALSEに設定されています。測定を行うには、有効にする必要があります。


	
処置: init.oraでtimed_statistics=TRUEと設定するか、alter system set timed_statistics=TRUEと設定してください。









	 ORA-56710: DBRMプロセスが予期せず終了しました 
	
原因: 明示的な中断または内部エラーにより、DBRMバックグラウンド・プロセスが停止されました。


	
処置: インスタンスを再起動してください。









	 ORA-56711: stringは無効なstring引数です 
	
原因: 名前付き引数が無効です。


	
処置: このプロシージャに有効な引数を指定してください。









	 ORA-56713: リソース・マネージャ権限が十分ではありません 
	
原因: 適切な権限を持たないでユーザーのコンシューマ・グループを切り替える処理が試行されました。


	
処置: 切替え操作の実行あるいはユーザーに対する切替え権限またはシステム権限の付与を実行するよう、データベース管理者に依頼してください。









	 ORA-56714: プラン名stringは、許可された最大長を超えています 
	
原因: プラン名が30文字を超えています。


	
処置: リソース・プランの命名時、30文字を超えないでください。









	 ORA-56715: stringリソース・プランに予約語が含まれています 
	
原因: 指定したプラン名に、FORCEやSCHEDなどの予約されている接頭辞が付いています。


	
処置: FORCEまたはSCHEDの接頭辞をリソース・プラン名に付けないでください。









	 ORA-56716: カテゴリstringは存在しません 
	
原因: パッケージDBMS_RESOURCE_MANAGER内のプロシージャに対する引数として、存在しないカテゴリが指定されています。


	
処置: 存在するカテゴリ名を指定するか、この名前を使用して新しいカテゴリを作成してください。









	 ORA-56717: SWITCH_GROUPを指定せずにSWITCH_TIMEが設定されています 
	
原因: プラン・ディレクティブで、SWITCH_GROUPを指定せずに、SWITCH_TIMEを指定しています。


	
処置: プラン・ディレクティブでSWITCH_GROUPパラメータを指定してください。









	 ORA-56718: リソース・プランの設定中にタイムアウトが発生しました 
	
原因: 1つまたは複数のRACインスタンスによってリソース・プランが設定されるのを待っている間に、タイムアウトが発生しました。


	
処置: リソース・プランは実際には正常に設定されている場合もあるので、gv$rsrc_planに対する問合せを実行し、各インスタンスの現行のリソース・プランをまず確認してください。すべてのインスタンスでリソース・プランが正常に設定されていない場合は、操作を再試行してください。









	 ORA-56719: 測定スレーブで生成中または通信中のエラー 
	
原因: 測定スレーブ・プロセスでエラーが発生し、測定プロセスが異常終了しました。


	
処置: トレース・ファイル内のエラーを確認してください。









	 ORA-56720: I/Oデータ制限を超えました - コールは異常終了しました 
	
原因: Resource Manager SWITCH_IO_MEGABYTES制限を超えました。


	
処置: 更新または問合せをより単純にしてください。またはデータベース管理者に詳細を問い合せてください。









	 ORA-56721: I/Oデータ制限を超えました - セッションが終了しました 
	
原因: Resource Manager SWITCH_IO_MEGABYTES制限を超えました。


	
処置: 更新または問合せをより単純にしてください。またはデータベース管理者に詳細を問い合せてください。









	 ORA-56722: I/Oリクエスト制限を超えました - コールは異常終了しました 
	
原因: Resource Manager SWITCH_IO_REQS制限を超えました。


	
処置: 更新または問合せをより単純にしてください。またはデータベース管理者に詳細を問い合せてください。









	 ORA-56723: I/Oリクエスト制限を超えました - セッションが終了しました 
	
原因: Resource Manager SWITCH_IO_REQS制限を超えました。


	
処置: 更新または問合せをより単純にしてください。またはデータベース管理者に詳細を問い合せてください。









	 ORA-56725: 追加的な測定スレーブを生成できませんでした 
	
原因: 測定スレーブ・プロセスの起動時にエラーが発生し、測定プロセスが異常終了しました。


	
処置: プロセスの起動に必要なOSのリソースを確認してください。









	 ORA-56726: カテゴリstringはコンシューマ・グループに参照されているので削除できません 
	
原因: コンシューマ・グループが参照しているカテゴリを削除しようとしました。


	
処置: このカテゴリを使用するすべてのコンシューマ・グループを変更または削除して、再試行してください。









	 ORA-56727: Orion (string)は完全な絶対パスを使用して起動する必要があります 
	
原因: Orionが子プロセスを作成しましたが、実行可能ファイルの場所を判別できません。


	
処置: Orionに対する完全な絶対パスを使用してください。









	 ORA-56728: SQLブロックをネストすることはできません 
	
原因: すでにSQLブロック内部であるのに、DBMS_RESOURCE_MANAGER.BEGIN_SQL_BLOCK()を使用してSQLブロックを開始しようとしました。


	
処置: DBMS_RESOURCE_MANAGER.BEGIN_SQL_BLOCK()を使用して既存のSQLブロックを閉じるか、このコールを削除してください。









	 ORA-56729: データベース・インスタンスをプロセッサ・グループstringにバインドできませんでした 
	
原因: PROCESSOR_GROUP_NAMEパラメータで指定されたプロセッサ・グループにデータベース・インスタンスをバインドできませんでした。


	
処置: PROCESSOR_GROUP_NAMEを、有効な構成済プロセッサ・グループに設定し、データベース・インスタンスを再起動してください。









	 ORA-56800: DSKMプロセスが予期せず終了しました 
	
原因: 明示的な中断または内部エラーにより、DSKMバックグラウンド・プロセスが停止されました。


	
処置: インスタンスを再起動してください。









	 ORA-56840: マスターDiskmonのLIBCELL APIエラー 
	
原因: マスターDiskmonのLIBCELL操作が失敗しました。


	
処置: エラーの追加情報は、$ORA_CRS_HOME/log/<hostname>/diskmon/diskmon.logファイルを調べてください。









	 ORA-56841: マスターDiskmonはCELLに接続できません 
	
原因: ターゲットCELLへのネットワーク接続を作成するための、マスターDiskmonのLIBCELL操作が失敗しました。


	
処置: エラーの追加情報は、$ORA_CRS_HOME/log/<hostname>/diskmon/diskmon.logファイルを調べてください。









	 ORA-56842: マスターDiskmonのLIBCELL操作ネットワーク・エラー 
	
原因: ネットワーク・エラーのため、マスターDiskmonのLIBCELL操作が失敗しました。


	
処置: エラーの追加情報は、$ORA_CRS_HOME/log/<hostname>/diskmon/diskmon.logファイルを調べてください。









	 ORA-56843: マスターDiskmonのLIBCELL SKGXPエラー 
	
原因: SKGXPネットワーク・レイヤー・エラーのため、マスターDiskmonのLIBCELL操作が失敗しました。


	
処置: エラーの追加情報は、$ORA_CRS_HOME/log/<hostname>/diskmon/diskmon.logファイルを調べてください。









	 ORA-56864: LIBCELLネットワーク・エラーのため、マスターDiskmon "stringstring"操作を完了できません 
	
原因: ネットワーク・エラーのため、マスターDiskmonとCELL間のLIBCELL操作が失敗しました。


	
処置: エラーの追加情報は、$ORA_CRS_HOME/log/<hostname>/diskmon/diskmon.logファイルを調べてください。









	 ORA-56865: CELLINIT.ORAのIPアドレスが無効です 
	
原因: CELLINIT.ORAに指定された1つ以上のIPアドレスが無効です。


	
処置: CELLINIT.ORAのすべてのIPアドレスが有効であることを確認してください。









	 ORA-56866: IPパラメータがありません 
	
原因: CELLINIT.ORAにIPアドレスが設定されていません。


	
処置: CELLINIT.ORAに1つ以上の有効なIPアドレスが設定されていることを確認してください。









	 ORA-56867: パイプ"string"のマスターDiskmonに接続できません 
	
原因: マスターDiskmonが実行されていないか、またはリスニング・パイプが削除されました。


	
処置: エラーの追加情報は、$ORA_CRS_HOME/log/<hostname>/diskmon/diskmon.log、$ORA_CRS_HOME/log/<hostname>/hasmsgs.logおよび$ORA_CRS_HOME/log/<hostname>/alert<hostname>.logを調べてください。









	 ORA-56868: CELLINIT.ORAに重複したIPアドレスがあります 
	
原因: CELLINIT.ORAに指定された1つ以上のIPアドレスが重複しています。


	
処置: CELLINIT.ORAのすべてのIPアドレスが一意であることを確認してください。









	 ORA-56870: マスターDiskmonでデッド・セルを登録しようとしました 
	
原因: 停止することがわかっているセルを登録するプロセスが行われました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-56900: バインド変数は、ピボット|アンピボット操作でサポートされていません 
	
原因: バインド変数をピボット|アンピボット操作で使用しようとしました。


	
処置: これはサポートされていません。









	 ORA-56901: ピボット|アンピボットの値に非定数式は使用できません 
	
原因: ピボット|アンピボットの値に非定数式を使用しようとしました。


	
処置: ピボット|アンピボットの値には定数を使用してください。









	 ORA-56902: ピボット操作では集計関数を使用する必要があります 
	
原因: ピボット操作で集計以外の式を使用しようとしました。


	
処置: 集計関数を使用してください。









	 ORA-56903: ここではsys_op_pivot関数を使用できません 
	
原因: sys_op_pivot関数の使用は無効です。


	
処置: sys_op_pivot関数を削除してください。









	 ORA-56904: ピボット値には、ピボット列に変換可能なデータ型が必要です 
	
原因: ピボット値のデータ型がピボット列のデータ型に変換できません。


	
処置: ピボット値を、確認し、修正してください。









	 ORA-56920: 準備またはアップグレード・ウィンドウ、または2次タイムゾーン・データ・ファイルのオンデマンド・ロードまたはデータポンプ・ジョブ・ロードがアクティブ状態です 
	
原因: 準備ウィンドウまたはアップグレード・ウィンドウが起動されたか、または2次タイムゾーン・データファイルのオンデマンド・ロードまたはデータポンプ・ジョブ・ロードが実行されました。


	
処置: アクティブな準備ウィンドウまたはアップグレード・ウィンドウ、およびアクティブな2次タイムゾーン・データファイルのオンデマンド・ロードまたはデータポンプ・ジョブ・ロードが存在しないことを確認してください。









	 ORA-56921: タイムゾーンのバージョンが無効です 
	
原因: 無効なタイムゾーンのバージョンが渡されました。


	
処置: タイムゾーンのバージョンを確認して修正してください。









	 ORA-56922: 準備ウィンドウの起動に失敗しました 
	
原因: 準備ウィンドウの起動時にエラーが発生しました。


	
処置: アラート・ファイルまたはトレース・ファイルでエラーを確認してください。









	 ORA-56923: タイムゾーン・バージョンに関連するデータベース・プロパティが適切に設定されていません 
	
原因: タイムゾーン・バージョンに関連するデータベース・プロパティが、ディクショナリ表sys.props$にありません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-56924: 準備ウィンドウが存在しません 
	
原因: アクティブな準備ウィンドウがありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-56925: 準備ウィンドウの終了が失敗しました 
	
原因: 準備ウィンドウの終了時にエラーが発生しました。


	
処置: アラート・ファイルまたはトレース・ファイルでエラーを確認してください。









	 ORA-56926: アップグレード・ウインドウを起動するには、データベースはUPGRADEモードである必要があります 
	
原因: データベースがUPGRADEモードではありません。


	
処置: UPGRADEモードでデータベースを再起動してください。









	 ORA-56927: アップグレード・ウィンドウの起動に失敗しました 
	
原因: アップグレード・ウィンドウの起動時にエラーが発生しました。


	
処置: アラート・ファイルまたはトレース・ファイルでエラーを確認してください。









	 ORA-56928: アップグレード・ウィンドウが存在しません 
	
原因: アクティブなアップグレード・ウィンドウがありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-56929: アップグレード・ウィンドウの終了に失敗しました 
	
原因: アップグレード・ウィンドウの終了に失敗したか、またはアップグレードされていないTSTZデータを含む表があります。


	
処置: アラート・ファイルまたはトレース・ファイルでエラーを確認するか、またはTSTZデータを含む表のアップグレードを完了してください。









	 ORA-56930: ユーザー表のアップグレードを実行する前にデータベースを再起動する必要があります 
	
原因: アップグレード・ウィンドウを起動した後に、データベースが再起動されませんでした。


	
処置: データベースを再起動してください。









	 ORA-56931: 矛盾するDSTパッチ適用状態が見つかりました 
	
原因: DSTパッチが矛盾する状態にあります。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-56932: "string"."string"は存在しません 
	
原因: 指定された表名は無効です。


	
処置: 指定された表名が存在するかどうかを確認してください。









	 ORA-56933: 表の作成に失敗しました 
	
原因: 表の作成時にエラーが発生しました。


	
処置: エラーを確認してください。









	 ORA-56934: データポンプ・ジョブのデータベース・プロパティDST_UPGRADE_STATEが矛盾した状態になっています 
	
原因: データベース・プロパティDST_UPRGRADE_STATEが正しく記録されませんでした。


	
処置: アラート・ファイルを調べてください。









	 ORA-56935: 既存のデータポンプ・ジョブは別のバージョンのタイムゾーン・データ・ファイルを使用しています 
	
原因: データポンプ・ジョブで、既存のデータポンプ・ジョブで使用されているものとバージョンの異なるタイムゾーン・データファイルを要求しようとしました。


	
処置: 既存のデータポンプ・ジョブが2次タイムゾーン・データファイルをアンロードするまで待ってください。









	 ORA-56936: データポンプ・ジョブは2次タイムゾーン・データ・ファイルを使用しています 
	
原因: 既存のデータポンプ・ジョブによって利用されるデータベースに2次タイムゾーン・データファイルがすでにロードされている場合に、2次タイムゾーン・データファイルのオンデマンド・ロードが要求されました。


	
処置: 既存のデータポンプ・ジョブが2次タイムゾーン・データファイルをアンロードするまで待ってください。









	 ORA-56937: 2次タイムゾーン・データ・ファイルのロードに失敗しました 
	
原因: 2次タイムゾーン・データファイルをロードしようとして失敗しました。


	
処置: アラート・ファイルまたはトレース・ファイルでエラーを確認してください。









	 ORA-56938: オンデマンドまたはデータポンプ・ジョブによってロードされている2次タイムゾーン・データ・ファイルはありません 
	
原因: オンデマンドまたはデータポンプ・ジョブによってロードされている2次タイムゾーン・データファイルはありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-56939: 2次タイムゾーン・データファイルのアンロードに失敗しました 
	
原因: 2次タイムゾーン・データファイルのアンロードに失敗しました。


	
処置: アラート・ファイルまたはトレース・ファイルでエラーを確認してください。









	 ORA-56950: インシデント識別子の値が無効です 
	
原因: 無効なインシデント識別子の引数が渡されました。


	
処置: 識別子を確認して修正してください。









	 ORA-56971: エクスポート・オプションのセットが無効です 
	
原因: 指定されたオプションが一環していません。


	
処置: オプション・パラメータを確認して、一貫したセットを指定してください。









	 ORA-56972: 参照ファイルが見つかりません 
	
原因: テスト・ケース・パッケージで指定されたファイルの1つがありません。


	
処置: SQLテスト・ケースを再作成するか、すべての参照ファイルを読取り可能にし、SQLテスト・ケース・マニフェストと同じディレクトリに配置してください。









	 ORA-56973: インポート・オプションとエクスポート・オプションが一致しません 
	
原因: 指定されているインポート・オプションが、エクスポート・オプションと一致しません。


	
処置: export environment、export data、export metadataのようなオプションと同じ値を指定してインポートが起動されていることを確認してください。









	 ORA-56974: インポート・オプションのセットが無効です 
	
原因: 指定されたインポート・オプションが一環していません。


	
処置: インポート・オプションが一環していて、有効な値であることを確認してください。














31 ORA-57000からORA-57000



	 ORA-57000: TimesTen IMDBエラー: string 
	
原因: TimesTen操作中にエラーが発生しました。


	
処置: 診断のためTimesTenエラー・ドキュメントでエラー・コードを検索してください。














32 ORA-60001からORA-64621



	 ORA-60001: MAXSIZE (string)のある表領域stringのロールバック・セグメントに(string)ブロックを追加 
	
原因: セグメントMAXSIZEでオフライン表領域のUNDOを保存します。


	
処置: SYSTEM表領域の記憶域パラメータを確認してください。表領域は、UNDOが適用できるようにオンラインに戻す必要があります。









	 ORA-60002: MAXSIZE (string)のある表領域stringの一時セグメントに(string)ブロックを追加 
	
原因: 一時セグメントの拡張が、MAXSIZE制限を超えています。


	
処置: MAXSIZE制限を増やしてコマンドを再試行してください。









	 ORA-60003: MAXSIZE (string)のある表string.stringのパーティションstringに(string)ブロックを追加 
	
原因: 表のパーティションの拡張が、MAXSIZE制限を超えています。


	
処置: MAXSIZE制限を増やしてコマンドを再試行してください。









	 ORA-60004: MAXSIZE (string) のある表string.stringに(string)ブロックを追加 
	
原因: 表の拡張が、MAXSIZE制限を超えています。


	
処置: MAXSIZE制限を増やしてコマンドを再試行してください。









	 ORA-60005: MAXSIZE (string)のあるクラスタstring.stringに(string)ブロックを追加 
	
原因: クラスタの拡張が、MAXSIZE制限を超えています。


	
処置: MAXSIZE制限を増やしてコマンドを再試行してください。









	 ORA-60006: MAXSIZE (string)のある索引string.stringのパーティションstringに(string)ブロックを追加 
	
原因: 索引のパーティションの拡張が、MAXSIZE制限を超えています。


	
処置: MAXSIZE制限を増やしてコマンドを再試行してください。









	 ORA-60007: MAXSIZE (string)のある索引string.stringのサブパーティションstringに(string)ブロックを追加 
	
原因: 索引のサブパーティションの拡張が、MAXSIZE制限を超えています。


	
処置: MAXSIZE制限を増やしてコマンドを再試行してください。









	 ORA-60008: MAXSIZE (string)のある索引string.stringに(string)ブロックを追加 
	
原因: 索引の拡張が、MAXSIZE制限を超えています。


	
処置: MAXSIZE制限を増やしてコマンドを再試行してください。









	 ORA-60009: MAXSIZE (string)のあるLOBセグメントstring.stringのパーティションstringに(string)ブロックを追加 
	
原因: LOBセグメントの拡張が、MAXSIZE制限を超えています。


	
処置: MAXSIZE制限を増やしてコマンドを再試行してください。









	 ORA-60010: MAXSIZE (string)のあるLOBセグメントstring.stringに(string)ブロックを追加 
	
原因: LOBセグメントの拡張が、MAXSIZE制限を超えています。


	
処置: MAXSIZE制限を増やしてコマンドを再試行してください。









	 ORA-60011: MAXSIZE (string)のあるLOBセグメントstring.stringのサブパーティションstringに(string)ブロックを追加 
	
原因: LOBセグメントの拡張が、MAXSIZE制限を超えています。


	
処置: MAXSIZE制限を増やしてコマンドを再試行してください。









	 ORA-60012: MAXSIZE (string)のある表string.stringのサブパーティションstringに(string)ブロックを追加 
	
原因: 表のサブパーティションの拡張が、MAXSIZE制限を超えています。


	
処置: MAXSIZE制限を増やしてコマンドを再試行してください。









	 ORA-60013: MAXSIZE記憶域オプションの値が無効です 
	
原因: MAXSIZE記憶域句に指定された値が無効です。


	
処置: 値を修正してコマンドを再試行してください。









	 ORA-60014: MAXSIZE記憶域オプションの値が無効です 
	
原因: MAXSIZE記憶域句に対して1M以上を指定しておく必要があります。


	
処置: 値を修正してコマンドを再試行してください。









	 ORA-60015: RETENTION記憶域オプションの値が無効です 
	
原因: MIN保存値は0(ゼロ)以外にする必要があります。


	
処置: 値を修正してコマンドを再試行してください。









	 ORA-60016: SECUREFILEセグメントでは操作がサポートされていません 
	
原因: ALTER FREELIST/RETENTIONへの操作は、SECUREFILEセグメントではサポートされていません。


	
処置: LOBの型を確認してから、文を再発行してください。









	 ORA-60018: MAXSIZE (string)のあるロールバック・セグメントstringにstringブロックを追加 
	
原因: ロールバック・セグメントの拡張が、MAXSIZE制限を超えています。


	
処置: MAXSIZE制限を増やしてコマンドを再試行してください。









	 ORA-60019: エクステント・サイズstringの表領域にサイズstringの初期エクステントを作成 
	
原因: 表領域のエクステント・サイズが小さいため、SECUREFILEセグメントの作成に失敗しました。


	
処置: エクステント・サイズを大きくした表領域を作成してコマンドを再発行してください。









	 ORA-60025: 一時セグメント・クリーンアップのイベントが一時LOBで使用されています 
	
原因: 一時LOBに使用される一時LOBセグメントは、セッション終了時にのみ削除されるため、複数のセッションで大量のメモリーが保持される状態を導く可能性があります。


	
処置: このイベントを設定すると、一時LOBセグメントは、セッション内にアクティブな一時LOBがない場合に開放されます。このイベントを設定した場合、一時LOBセグメントの割当てと削除が1セッションにつき1回ではなく、1セッション中に何度も行われる可能性があるため、パフォーマンスに重大な影響があります。このイベントは、一時LOBセグメントのメモリー使用が問題となる場合にのみ使用してください。









	 ORA-62001: パラメータの値にはカンマを使用できません 
	
原因: パラメータの値にカンマが含まれています。


	
処置: パラメータの値からカンマを削除してください。









	 ORA-62007: XPathのサポートされていない型またはサイズの値が見つかりました (string) 
	
原因: サポートされていない型の値がSQL/XML演算子で検出されました。updateXMLなどのSQL/XML演算子では、VARCHAR2およびXMLTYPE型の値オペランドが予測されます。XML DMLレプリケーションは、サポートされていない型の値や、サポートされている型でも非常に大きな値の場合、SQL/XML DML演算子でサポートされていません。


	
処置: イベント19027レベル1を使用して、REDOログのXML差分ではなくXML文書をダンプしてください。









	 ORA-62008: XML REDO差分のより新しいバージョンをリライトできません(検出: string、サポート: string) 
	
原因: サポートされていない新しいバージョンのXML REDO差分が検出されました。


	
処置: 指定バージョンのXML REDO差分のリライトをサポートするRDBMSバージョンを使用してください。









	 ORA-63000: 処理不可: データ・ファイルstringが移動されます 
	
原因: 指定されたデータファイルは移動中です。


	
処置: 移動操作の完了を待って、コマンドを再試行してください。









	 ORA-63001: 移動操作中にファイル・エラーが発生しました 
	
原因: 移動操作中に、移動するデータファイルのエラーが発生しました。エラーは、ファイルがオフラインになったためか、I/Oエラーのために発生した可能性があります。詳細は、すべてのインスタンスのアラートまたはトレース・ファイルを参照してください。


	
処置: 移動コマンドを再試行してください。









	 ORA-63002: データ・ファイル・コピーは現行のものではありません 
	
原因: データファイルの移動操作で残ったデータファイルの古いコピーが、CREATE CONTROLFILEコマンドまたはファイル・ヘッダーの読取りに使用されました。


	
処置: 有効なファイルを渡すか、またはファイルでメディア・リカバリを実行してください。









	 ORA-63003: データ・ファイル・コピーが不完全です 
	
原因: 以前のデータファイルの移動操作で作成されたデータファイルの不完全なコピーが、CREATE CONTROLFILEコマンドまたはファイル・ヘッダーの読取りに使用されました。


	
処置: ファイル・ヘッダーを確認して、有効なファイルのみを渡してください。









	 ORA-63997: ファイル・サイズのリフレッシュに失敗しました 
	
原因: ファイルのサイズを取得するときにオペレーティング・システム・エラーまたはデバイス・エラーが発生しました。


	
処置: エラー・スタックに記載されたオペレーティング・システム・エラーまたはデバイス・エラーに対処してから、クラッシュ・リカバリを実行してください。









	 ORA-63998: UNDO表領域ファイルにメディア障害が発生しました 
	
原因: UNDO表領域ファイルが、メディア障害によってアクセス不能であることが判明しました。


	
処置: エラー・スタック内の該当ファイルのアクセス権限を正しく設定し、インスタンスを再起動してください。









	 ORA-63999: データファイルにメディア障害が起こりました 
	
原因: データファイルが、メディア障害によってアクセス不能であることが判明しました。


	
処置: エラー・スタック内の該当ファイルのアクセス権限を正しく設定し、インスタンスを再起動してください。









	 ORA-64000: 指定されたパスはすでに存在しています 
	
原因: DBFS API操作で指定された新しい項目のパス名はすでに存在します。


	
処置: 有効な新しいパス名を操作に指定してください。









	 ORA-64001: 指定されたパスの親ディレクトリが無効です 
	
原因: DBFS API操作で指定された項目のパス名に、1つ以上の無効な親コンポーネントがあります。


	
処置: 有効な親コンポーネントを持つ有効なパス名を操作に指定してください。









	 ORA-64002: 指定されたパスは無効です 
	
原因: DBFS API操作で指定された項目のパス名が無効です。


	
処置: 有効なパス名を操作に指定してください。









	 ORA-64003: サポートされていない操作が起動されました 
	
原因: 現在のDBFS API操作は、プロバイダによりサポートされていません。


	
処置: プロバイダの機能セットを使用して、サポートされている操作のみを起動してください。









	 ORA-64004: 無効な引数の組合せが指定されました 
	
原因: 現在のDBFS API操作では、指定されたパス名および操作に無効な組合せの引数が指定されています。


	
処置: 有効な組合せのパス名および引数を指定してください。









	 ORA-64005: アクセス制御チェックに失敗しました 
	
原因: 現在のDBFS API操作が、アクセス中のパス名のアクセス制御チェックに失敗しました。


	
処置: 有効なパス名およびプリンシパルを操作に指定するか、ストア固有の処置を実行してアクセスを可能にしてください。









	 ORA-64006: 現在の操作でロックが競合しています 
	
原因: ロック・プロトコルに競合が存在するため、DBFS APIロック操作を完了できませんでした。


	
処置: プロバイダの機能セットに対応した正しいロック/ロック解除プロトコルに従ってください。









	 ORA-64007: 指定されたストアは無効です 
	
原因: 現在の操作で無効なストア名が指定されています。


	
処置: 有効なストア名を操作に指定してください。









	 ORA-64008: 指定されたマウント・ポイントは無効です 
	
原因: 現在の操作で無効なマウント・ポイントが指定されています。


	
処置: 有効なマウント・ポイントを操作に指定してください。









	 ORA-64009: 指定されたプロバイダは無効です 
	
原因: 現在の操作が無効、不完全または不一致なストア・プロバイダ・パッケージを参照しています。


	
処置: 有効で、完全かつ一致するストア・プロバイダ・パッケージを(dbms_dbfs_content_spiごとに)指定してください。









	 ORA-64010: 読取り専用マウントを介してストアは変更できません 
	
原因: 現在の操作が読取り専用マウントを介してストアを変更しようとしています(または、読取り専用ストアを指定しています)。


	
処置: 有効で変更可能なストア/マウントを操作に指定してください。









	 ORA-64011: クロス・ストア操作 
	
原因: 現在の操作が2つ以上の異なるストアにまたがり、DBFS APIで全体を実装できません。


	
処置: 操作をアプリケーションレベルで複数のサブ操作に分割して、同じ機能全体を実装してください。









	 ORA-64012: 指定したパスはディレクトリです 
	
原因: ディレクトリ以外の要素が予測される場合に、現在の操作でディレクトリ要素になるパスを指定しています。


	
処置: 操作に適切な型のパスを指定してください。









	 ORA-64013: 指定したパスはディレクトリではありません 
	
原因: ディレクトリ要素が予測される場合に、現在の操作でディレクトリ要素ではないパスを指定しています。


	
処置: 操作に適切な型のパスを指定してください。









	 ORA-64014: ディレクトリが空ではありません 
	
原因: 現在の操作で空ではないディレクトリ要素を必要に応じて指定しています。


	
処置: 空のディレクトリ要素を指定してください。









	 ORA-64101: 同じALTER INDEX文でXMLIndexの構造化コンポーネントと非構造化コンポーネントの両方は変更できません。 
	
原因: XMLIndexの非構造化コンポーネントと構造化コンポーネントを同時に変更しようとしました。


	
処置: 別々のALTER INDEX文を使用して、XMLIndexの非構造化コンポーネントと構造化コンポーネントを変更してください。









	 ORA-64102: オブジェクトリレーショナルの記憶域モデル内のCLOB列で構造化コンポーネントを持つXMLIndexは作成できません。 
	
原因: オブジェクトリレーショナルの記憶域モデル内のCLOB列で、構造化コンポーネントを持つXMLIndexを作成しようとしました。


	
処置: オブジェクトリレーショナルの記憶域モデル内のCLOB列で作成できるのは、非構造化XML索引のみです。









	 ORA-64103: オブジェクトリレーショナルのXMLタイプ表または列でXMLIndexは作成できません。 
	
原因: オブジェクトリレーショナルの記憶域モデルを使用するXMLタイプ表または列で、XMLIndexを作成しようとしました。


	
処置: オブジェクトリレーショナルの記憶域モデルでは、XMLIndexはサポートされていません。









	 ORA-64104: 列名はXMLIndexの構造化コンポーネントの内部列によってすでに使用されています。 
	
原因: XMLIndexの構造化コンポーネントの内部列によってすでに使用されている列名を使用しようとしました。


	
処置: 別の列名を選択してください。









	 ORA-64105: XMLIndex内部表にドメイン索引は作成できません。 
	
原因: XMLIndexの内部表にドメイン索引を作成しようとしました。


	
処置: ドメイン索引は実表に作成してください。









	 ORA-64106: COLUMN定義のカンマ(,)句読点の使用が不正です。 
	
原因: カンマ句読点を不正に使用してCOLUMNを定義しようとしました。


	
処置: COLUMN定義をカンマ句読点で正しく分けてください。









	 ORA-64107: XMLIndexが変更されましたが、メタデータは更新されていません。 
	
原因: 索引メタデータの更新時に内部エラーが発生しました。dbms_metadata.get_ddl関数が不適切なメタデータを返す可能性があります。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-64108: 内部表がOracle Textで索引化されているXMLIndexのある表は切り捨てられません。 
	
原因: 内部表がOracle Textで索引化されているXMLIndexのある表を切り捨てようとしました。


	
処置: XMLIndex内部表のOracle Text索引を削除してください。









	 ORA-64109: XMLIndex: 統計の削除中に問題が発生しました 
	
原因: 関連するエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: エラーを修正して、コマンドを再実行してください。









	 ORA-64110: XMLIndex: 統計の収集中に問題が発生しました 
	
原因: 関連するエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: エラーを修正して、コマンドを再実行してください。









	 ORA-64111: XMLIndex: EXPORT中に問題が発生しました 
	
原因: 関連するエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: エラーを修正して、コマンドを再実行してください。









	 ORA-64112: XMLIndex: IMPORT中に問題が発生しました 
	
原因: 関連するエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: エラーを修正して、コマンドを再実行してください。









	 ORA-64113: XMLIndex: XDB.XDB$XIDX_IMP_Tに"string"."string"の不正データが残っています 
	
原因: 関連するエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: 指定されたschema_name.index_nameに属するすべての行をシステム表XDB.XDB$XIDX_IMP_T.から削除するように、DBAに依頼してください。









	 ORA-64115: XMLIndexパーティションの交換: 表にXMLIndexがありません 
	
原因: パーティション化されていない表にXMLIndexがありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-64116: XMLIndexパーティションの交換: XPathサブセットの互換性がありません 
	
原因: 2つの表のXMLIndexのパス・サブセットが異なっています。


	
処置: エラーを修正して、コマンドを再実行してください。









	 ORA-64117: XMLIndexパーティションの交換: 非同期DMLのモードに互換性がありません 
	
原因: 2つの表のXMLIndexの遅延DMLモードが異なっています。


	
処置: エラーを修正して、コマンドを再実行してください。









	 ORA-64118: XMLIndexパーティション交換: 非構造化コンポーネントに互換性がありません 
	
原因: XMLIndexの1つに非構造化コンポーネントがありません。


	
処置: エラーを修正して、コマンドを再実行してください。









	 ORA-64119: XMLIndexパーティション交換: 構造化コンポーネントに互換性がありません 
	
原因: XMLIndexの1つに構造化コンポーネントがありません。


	
処置: エラーを修正して、コマンドを再実行してください。









	 ORA-64120: XMLIndexパーティション交換: 構造化コンポーネントに互換性がありません 
	
原因: XMLIndexの構造化コンポーネントが異なっています。


	
処置: エラーを修正して、コマンドを再実行してください。









	 ORA-64121: XMLIndex DDL: 内部"string"エラー 
	
原因: 関連するエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: エラーを修正して、コマンドを再実行してください。









	 ORA-64122: XMLIndex DDL: 再帰"string"エラー 
	
原因: 関連するエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: エラーを修正して、コマンドを再実行してください。









	 ORA-64123: XMLIndex DDL: 再帰DDLエラー 
	
原因: 関連するエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: エラーを修正して、コマンドを再実行してください。









	 ORA-64124: XMLIndex: イベント設定中エラー 
	
原因: 関連するエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: エラーを修正して、コマンドを再実行してください。









	 ORA-64125: XMLIndex: イベント・リセット中エラー 
	
原因: 関連するエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: エラーを修正して、コマンドを再実行してください。









	 ORA-64126: XMLIndex表関数: 関数開始時にエラーが発生しました 
	
原因: 関連するエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: エラー・メッセージを参照して、適切な処置を行ってください。









	 ORA-64127: XMLIndex表関数: 関数の最初にエラーが発生しました 
	
原因: 関連するエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: エラー・メッセージを参照して、適切な処置を行ってください。









	 ORA-64128: XMLIndex表関数: 関数の評価中にエラーが発生しました 
	
原因: 関連するエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: エラー・メッセージを参照して、適切な処置を行ってください。









	 ORA-64129: XMLIndex表関数: 関数の最後にエラーが発生しました 
	
原因: 関連するエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: エラー・メッセージを参照して、適切な処置を行ってください。









	 ORA-64130: XMLIndex: ネームスペース・マッピング"string"が無効です 
	
原因: ネームスペース・マッピングが無効です。構文はXMLNS="string"です。


	
処置: ネームスペース文字列を確認し、エラーを修正してコマンドを再実行してください。









	 ORA-64131: XMLIndexメタデータ: ディクショナリの参照中にエラーが発生しました 
	
原因: 関連するエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: エラーを修正して、コマンドを再実行してください。









	 ORA-64132: XMLIndexメタデータ: ディクショナリの更新中にエラーが発生しました 
	
原因: 関連するエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: エラーを修正して、コマンドを再実行してください。









	 ORA-64133: XMLIndex DML: 内部"string"エラー 
	
原因: 関連するエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: エラーを修正して、コマンドを再実行してください。









	 ORA-64134: XMLIndex DML: 再帰"string"エラー 
	
原因: 関連するエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: エラーを修正して、コマンドを再実行してください。









	 ORA-64135: XMLIndex DML: 再帰DMLエラー 
	
原因: 関連するエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: エラーを修正して、コマンドを再実行してください。









	 ORA-64136: XMLIndex非同期DML: 同期が失敗しました 
	
原因: 関連するエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: エラーを修正して、コマンドを再実行してください。









	 ORA-64137: 内部表がOracle Textで索引化されているXMLIndexは削除できません。 
	
原因: 内部表がOracle Textで索引化されているXMLIndexを削除しようとしました。


	
処置: XMLIndex内部表のOracle Text索引を削除してください。









	 ORA-64138: 内部表がOracle Textで索引化されているXMLIndexからグループを削除できません。 
	
原因: 内部表がOracle Textで索引化されているXMLIndexからグループを削除しようとしました。


	
処置: XMLIndex内部表のOracle Text索引を削除してください。









	 ORA-64139: VIRTUAL列のタイプがXMLTYPEではありません 
	
原因: XMLTYPEではないVIRTUAL列を指定してXML索引を作成しようとしました。


	
処置: VIRTUAL列のタイプをXMLTYPEに指定してください。









	 ORA-64140: 索引内でVIRTUAL列のチェーンXMLTABLEが見つかりません 
	
原因: VIRTUAL列を指定してXML索引を作成しようとしましたが、必要なチェーンXMLTABLEが指定されていません。


	
処置: VIRTUAL列の後にチェーンXMLTABLEを指定してください。









	 ORA-64141: 表を共有している場合、XMLType列は1つのみ保持できます。 
	
原因: 複数の列を持つ共有表を作成しようとしました。


	
処置: XMLType列を1つのみ持つ、正しい共有表定義を指定してください。









	 ORA-64142: 共有表では同じ切捨てセマンティクスを保持する必要があります。 
	
原因: 一貫性のない切捨てセマンティクスを使用して共有表を作成しようとしました。すべての共有表が、(TRUNCATE)キーワードをすべて持つか、すべて持たないようにしてください。


	
処置: 共有表を定義する場合は、(TRUNCATE)キーワードと一貫性を維持してください。









	 ORA-64143: 既存のXMLIndex表のみをXMLTYPE列と共有できます。 
	
原因: XMLTYPE列を持たない表を共有しようとしました。


	
処置: XMLTYPE列のないXMLIndex表を含むグループを削除し、新しい定義を使用してグループを再作成してください。









	 ORA-64144: 共有表では等価パスを保持する必要があります。 
	
原因: 複数の異なるパスを持つ表を共有しようとしました。


	
処置: 適切なパスを持つ正しい共有表定義を指定してください。









	 ORA-64146: 非ブロック化ALTER XMLIndexエラー 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-64147: NONBLOCKING COMPLETEまたはABORTの使用が無効です。 
	
原因: NONBLOCKING COMPLETEまたはABORTは、NONBLOCKING ADD_GROUPまたはADD_COLUMNを使用して変更されるXMLIndexにのみ許可されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-64148: 非ブロック化ALTER INDEX操作を完了できません。 
	
原因: NONBLOCKING COMPLETEは、NONBLOCKING ADD_GROUPまたはADD_COLUMNを使用して変更されるXMLIndexにのみ許可されます。保留中の列は残りません。


	
処置: DBMS_XMLINDEX.PROCESS_PENDINGを呼び出して、保留中の作業を完了してください。









	 ORA-64149: ALTER XMLIndex操作が無効です。 
	
原因: NONBLOCKING ADD_GROUPまたはADD_COLUMNを使用して、すでに変更される予定のXMLIndexを変更しようとしました。NONBLOCKING COMPLETEまたはABORTによるインデックス変更操作のみが許可されます。また、NONBLOCKING操作は、ALTER INDEX REBUILDと一緒に使用できません。


	
処置: DBMS_XMLINDEX.PROCESS_PENDINGを呼び出して保留中の作業を完了してから、NONBLOCKING COMPLETEを実行して、既存のNONBLOCKING操作を正常に完了してください。NONBLOCKING ABORTを実行して、既存のNONBLOCKING操作をキャンセルします。









	 ORA-64151: DBMS_XMLINDEX.PROCESS_PENDINGの使用が無効です。 
	
原因: DBMS_XMLINDEX.PROCESS_PENDINGが、NONBLOCKING ADD_GROUPまたはADD_COLUMNを使用して変更されなかった索引に対して呼び出されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 ORA-64152: 処理する保留中の列が存在しません。 
	
原因: DBMS_XMLINDEX.PROCESS_PENDINGが、処理する保留中の列がない索引に対して呼び出されました。


	
処置: NONBLOCKING COMPLETE操作を実行して、非ブロック化ALTER INDEX操作を完了してください。









	 ORA-64201: 未登録のLOB値が見つかりました 
	
原因: 入力ロケータに関連付けられたLOB値が、クライアント側の参照表に存在しません。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 ORA-64202: リモートの一時LOBまたは抽象LOBロケータが見つかりました 
	
原因: ローカル・データベースに、リモート・データベースで作成された一時または抽象LOBが検出されました。一時または抽象LOBへのリモート・アクセスはサポートされていません。


	
処置: 一時または抽象LOBを戻すリモート問合せは使用しないでください。









	 ORA-64203: 宛先バッファは、キャラクタ・セット変換後のCLOBデータを保持するには小さすぎます。 
	
原因: CLOBをCHARに変換しようとしましたが、LOBサイズがCHAR型のバッファ制限より大きかったか、CHARバッファが、キャラクタ・セット変換後にすべてのデータを保持するには小さすぎました。


	
処置: 次のいずれかの処置を行ってください。
* SUBSTRまたはCLOBを使用するなどして、LOBを小さくしてから変換を実行する

* DBMS_LOB.SUBSTRを使用してCLOBをCHARに変換する。











	 ORA-64204: 不完全なマルチバイト文字が見つかりました 
	
原因: 入力の最後に不完全なマルチバイト文字が見つかったため、要求された操作を完了できません。


	
処置: 入力バッファが完全なマルチバイト文字で終わることを確認し、操作を再試行してください。









	 ORA-64300: 指定された圧縮レベルが無効です 
	
原因: 指定されたアーカイブ圧縮レベルの値が無効です。有効な値はLOWまたはHIGHです。


	
処置: 有効なレベルを選択して、操作を再試行してください。









	 ORA-64307: Exadataハイブリッド・コラム圧縮は、このストレージ・タイプの表領域ではサポートされていません 
	
原因: サポートされていない記憶域タイプでExadataハイブリッド・コラム圧縮を使用しようとしました。


	
処置: Oracle Exadata、Oracle's Sun ZFSまたはPillar Axiom記憶域タイプに存在する表領域でこの表を作成するか、別の圧縮タイプを使用してください。









	 ORA-64308: ハイブリッド・コラム圧縮表には、LONGデータ型の列を使用できません 
	
原因: 次の1つを試行しました。
- LONGデータ型を指定してハイブリッド・コラム圧縮表を作成する。

- LONGデータ型を指定した既存の表をハイブリッド・コラム圧縮に変更する。

- LONGデータ型の列をハイブリッド・コラム圧縮表に追加する。




	
処置: LONGデータ型は、ハイブリッド・コラム圧縮表ではサポートされていません。LONG列のない表を作成するか、表をハイブリッド・コラム圧縮以外に変更してください。列を追加する場合は、LONGデータ型を使用しないでください。列の属性を修正してデータ型をLONGに変更する場合、表をハイブリッド・コラム圧縮にすることはできません。









	 ORA-64477: 複数のトークン表はサポートされていません。 
	
原因: 新しいトークン表を作成しようとしました。インポート中に発生した場合、クリティカル・パッチはおそらくエクスポート・データベースで欠落しました。


	
処置: デフォルトのトークン表を使用してください。インポート中に発生した場合、エクスポート・データベースに適切なパッチを適用して、再度、エクスポートとインポートを試行してください。









	 ORA-64621: SQL文の長さ(string)が許容される最大長(string)を超えています 
	
原因: 文に許可されている最大長を超過するSQL文の発行が試行されました。


	
処置: SQL文またはそれが参照しているビューを修正して、最大長内に収まるようにするか、SQL文を分割します。














33 EXP-00000からEXP-00114



	 EXP-00000: エラーが発生したためエクスポートを終了します。 
	
原因: エクスポートでOracleエラーを検出しました。


	
処置: 付随するOracleメッセージを、このドキュメントのORAメッセージの章で調べ、適切な処置を行ってください。









	 EXP-00001: データ・フィールドを切り捨てました - 列の長さ=number、バッファ・サイズ=number、実際のサイズ=number 
	
原因: エクスポートは、列をデータ・バッファ内に収めることができませんでした。


	
処置: 表示されたサイズ・パラメータと付随するメッセージを記録し、エクスポートの内部エラーとしてカスタマ・サポートに連絡してください。(表の一部はすでにエクスポートされています。次の表からエクスポートが続行されます。)









	 EXP-00002: エクスポート・ファイルへ書込み中にエラーが発生しました 
	
原因: デバイス・エラーが発生したため、エクスポートは、エクスポート・ファイルに書き込めなかった可能性があります。通常、このメッセージの次に、オペレーティング・システムからのデバイス・メッセージが続きます。


	
処置: 適切な処置を行ってデバイスをリストアしてください。









	 EXP-00003: セグメントに対する記憶域定義がありません(number,number) 
	
原因: エクスポートは、クラスタ、索引または表の領域定義を見つけられませんでした。


	
処置: 付随するメッセージを記録し、エクスポートの内部エラーとしてカスタマ・サポートに連絡してください。









	 EXP-00004: ユーザー名またはパスワードが無効です。 
	
原因: 無効なユーザー名またはパスワードが指定されました。


	
処置: 有効なユーザー名またはパスワードを指定して再試行してください。









	 EXP-00005: ログオンに失敗しました 
	
原因: 無効なユーザー名またはパスワードで繰り返しログオンしようとしました。


	
処置: ユーティリティを停止した後、有効なユーザー名またはパスワードを指定してから再起動し、再試行してください。









	 EXP-00006: 内部矛盾エラーが発生しました。 
	
原因: エクスポートのデータ構造が破損しています。


	
処置: 付随するメッセージを記録し、エクスポートの内部エラーとしてカスタマ・サポートに連絡してください。









	 EXP-00007: ディクショナリにはstring.stringに対する列がありません。 
	
原因: エクスポートは、データ・ディクショナリから適切に列の情報を収集できませんでした。表が削除されている可能性があります。


	
処置: エクスポート処理を再実行してください。このエラーが繰り返される場合は、エクスポートの内部エラーとしてカスタマ・サポートに連絡してください。









	 EXP-00008: Oracleエラーnumberが発生しました。 
	
原因: エクスポートは、示されたOracleエラーを検出しました。


	
処置: このOracleメッセージを、このドキュメントのORAメッセージの章で調べ、適切な処置を行ってください。









	 EXP-00009: stringの表stringをエクスポートする権限がありません。 
	
原因: 別のユーザーの表をエクスポートしようとしました。別のユーザーの表をエクスポートできるのは、データベース管理者(DBA)のみです。


	
処置: エクスポートの実行をデータベース管理者(DBA)に依頼してください。









	 EXP-00010: stringは無効なユーザー名です 
	
原因: 指定されたユーザー名が無効です。


	
処置: ユーティリティを停止した後、有効なユーザー名を指定してから再起動し、再試行してください。









	 EXP-00011: string.stringは存在しません。 
	
原因: エクスポートは、指定された表を見つけられませんでした。


	
処置: 正しい表名を指定して再試行してください。









	 EXP-00012: stringは有効なエクスポート・モードではありません 
	
原因: 無効なエクスポート・モードが指定されました。


	
処置: 有効なエクスポート・モードを指定して再試行してください。









	 EXP-00013: 'Yes'、'No'、[Enter]のいずれかで応答してください('.'で終了します) 
	
原因: 無効な応答が入力されました。


	
処置: メッセージ中に示された応答のいずれかを入力してください。









	 EXP-00014: 行number(表string)でエラーが発生しました。 
	
原因: エクスポートは、行のフェッチ中に、Oracleエラーを検出しました。


	
処置: 付随するOracleメッセージを、このドキュメントのORAメッセージの章で調べ、適切な処置を行ってください。









	 EXP-00015: 行number(表string, 列string, データ型number)でエラーが発生しました。 
	
原因: エクスポートは、列のフェッチ中または書込み中に、Oracleエラーを検出しました。詳細は、付随するOracleメッセージを参照してください。


	
処置: Oracleエラーを修正して再試行してください。









	 EXP-00016: デフォルト監査オプションの読取り中にOracleエラーが発生しました 
	
原因: エクスポートは、デフォルト監査オプション(更新用オプション、削除用オプションなど)の読込み中に、Oracleエラーを検出しました。


	
処置: 付随するOracleメッセージを、このドキュメントのORAメッセージの章で調べ、適切な処置を行ってください。









	 EXP-00017: 機能"string"が必要ですが、データベースにありません。 
	
原因: 入力したコマンドには、指定された機能が必要です。機能がインストールされていないか、機能を記述する行が表V$OPTIONにありません。


	
処置: メッセージに指定されている機能を追加してOracleを再インストールしてください。









	 EXP-00018: データ型number(列string, 表string.string)はサポートされていません。 
	
原因: エクスポートは、示されたデータ型をサポートしていません。


	
処置: 条件に合うデータ型(CHAR、NUMBER、DATE、LONGまたはRAW)を使用して、再試行してください。









	 EXP-00019: パラメータ処理に失敗しました。ヘルプを表示するには'EXP HELP=Y'を入力してください 
	
原因: 無効なコマンドライン・パラメータが指定されました。


	
処置: オンライン・ヘルプ画面で有効なパラメータ値を調べて、再試行してください。









	 EXP-00020: サイズnumberのメモリーの割当てに失敗しました。 
	
原因: エクスポートは、必要なメモリーを適切に割当てできませんでした。


	
処置: メモリーを消費しないようにエクスポート・バッファ・サイズを減らすか、またはエクスポート用に実行時のメモリー・サイズを増やしてください。









	 EXP-00021: 全データベース・モードでのみ増分エクスポートは実行可能です。 
	
原因: 増分エクスポートを実行するときに、USERモードまたはTABLEモードが指定されました。


	
処置: 全データベース・モード(FULL=Y)を指定し、再試行してください。









	 EXP-00022: 増分エクスポートを行うにはSYSまたはSYSTEMである必要があります 
	
原因: 増分エクスポートの実行に必要な権限がありません。増分エクスポートを実行できるのは、データベース管理者(DBA)のみです。


	
処置: 増分エクスポートの実行をデータベース管理者(DBA)に依頼してください。









	 EXP-00023: 全データベースまたは表領域のエクスポートを行うにはDBAである必要があります。 
	
原因: 全データベースのエクスポートの実行に必要な権限がありません。全データベースのエクスポートを実行できるのは、データベース管理者(DBA)のみです。


	
処置: 全データベースのエクスポートの実行をデータベース管理者(DBA)に依頼してください。









	 EXP-00024: エクスポート・ビューがインストールされていません。DBAに連絡してください。 
	
原因: 必要なエクスポート・ビューがインストールされていません。


	
処置: データベース管理者(DBA)に、必要なエクスポート・ビューをインストールするように依頼してください。









	 EXP-00025: ディクショナリに制約string.numberに対する列がありません。 
	
原因: エクスポートは、示された制約に関する列の情報を、データ・ディクショナリから適切に収集できませんでした。この制約は、変更された可能性があります。


	
処置: エクスポート処理を再実行してください。このエラーが繰り返される場合は、エクスポートの内部エラーとしてカスタマ・サポートに連絡してください。









	 EXP-00026: 競合するエクスポート・モードが指定されました。 
	
原因: 競合するエクスポート・モードが指定されました。


	
処置: パラメータを1つのみ指定し、再試行してください。









	 EXP-00027: Oracleブロック・サイズの計算に失敗しました。 
	
原因: エクスポートは、Oracleブロック・サイズを適切に計算できませんでした。


	
処置: エクスポートの内部エラーとして、カスタマ・サポートに連絡してください。









	 EXP-00028: 書込み用のstringのオープンに失敗しました 
	
原因: エクスポートは、書込み用のエクスポート・ファイルを適切にオープンできませんでした。通常、このメッセージに続いてオペレーティング・システムからのデバイス・メッセージが表示されます。


	
処置: 適切な処置を行ってデバイスをリストアしてください。









	 EXP-00029: 増分モードと一貫性モードの両方を指定することはできません。 
	
原因: 一貫性と増分の両方のモードが指定されました。


	
処置: 処置は必要ありません。一貫性モードがオフになります。









	 EXP-00030: 入力データの読取り中に予期しないファイルの終りになりました 
	
原因: ユーザー入力の読込み中にファイルの終わり(EOF)を検出しました。


	
処置: エクスポートする入力をリダイレクトするときに、ファイルにエラーがないかどうかを確認してください。









	 EXP-00031: 配列サイズが有効範囲外です。使用している配列サイズ=number 
	
原因: 指定した配列サイズの値が有効な範囲に入っていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 EXP-00032: DBA以外は他のユーザー・オブジェクトをエクスポートできません。 
	
原因: 他のユーザーへエクスポートできるのは、データベース管理者(DBA)のみです。データベース管理者(DBA)以外が、そのユーザー以外のユーザーをOWNERに指定しようとしました。


	
処置: この操作の実行をデータベース管理者(DBA)に依頼してください。









	 EXP-00033: キャラクタ・セットが見つかりません 
	
原因: キャラクタ・セットの環境変数が設定されていないか、設定が誤っています。


	
処置: キャラクタ・セットの環境変数が正確に設定され、存在することを確認してください。









	 EXP-00034: ROWIDでエラーが発生しました: ファイル番号number ブロック番号number スロット番号number 
	
原因: エラーが発生したROWIDを識別しました。


	
処置: これは情報メッセージです。処置は必要ありません。









	 EXP-00035: QUERYパラメータは表モードのエクスポートにのみ有効です 
	
原因: エクスポート・コマンド内でQUERYパラメータを指定しましたが、表モード・エクスポートを実行していません。QUERYパラメータは、ユーザー・モード・エクスポート、全体エクスポート、Point-in-Timeリカバリ・エクスポートでは使用できません。


	
処置: 表に行のサブセットを選択する場合は、表を表モード・エクスポートで別にエクスポートする必要があります。エクスポート中に実行する表の名前および問合せを指定する表モード・エクスポート・コマンドを実行してください。









	 EXP-00036: オブジェクトnumberはディクショナリに存在していません。 
	
原因: 指定されたオブジェクトがディクショナリ内にありません。オブジェクトは、エクスポート中に削除された可能性があります。


	
処置: オブジェクトは存在しないため、処置は必要ありません。









	 EXP-00037: エクスポート・ビューはデータベースのバージョンと互換性がありません。 
	
原因: エクスポートは、データベース・バージョンより高いバージョンになるため、互換性がありません。


	
処置: データベースと同じバージョンのエクスポートを使用してください。









	 EXP-00038: clu$のハッシュ・クラスタIDが無効です。 
	
原因: clu$のファンクションIDは無効な数値です。clu$は破損しています。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 EXP-00039: エクスポート・ファイルstringはディスク上にある必要があります 
	
原因: プラットフォームによっては、エクスポートによってテープからファイルを読み込むことができます。エクスポート・ファイルの最初のファイルがディスクに設定され、2番目以降のファイルにテープ・デバイスが設定されている場合、このメッセージが表示されます。


	
処置: エクスポート・ファイルに正しいファイル名が指定されていることを確認してください。すべてのエクスポート・ファイルはディスク上またはテープ上のいずれかにありますが、両方に同時にないようにしてください。









	 EXP-00040: ダンプ・ファイルとログ・ファイルは異なっている必要があります 
	
原因: ダンプ・ファイルとログ・ファイルを同一ファイルにすることはできません。


	
処置: ダンプ・ファイルとログ・ファイルに対して異なるファイル名を指定して、操作を再試行してください。









	 EXP-00041: INCTYPEパラメータは廃止されています 
	
原因: エクスポートは、エクスポート・オプションの解析中にINCTYPEパラメータを検出しました。増分エクスポートは現在サポートされていません。


	
処置: Oracleのバックアップおよびリカバリ・ガイドを参照してください。エクスポートが続行されます。









	 EXP-00042: props$にNLS_CHARACTERSET/NLS_NCHAR_CHARACTERSETがありません。 
	
原因: NLS_CHARACTERSET/NLS_NCHAR_CHARACTERSETの値はprops$表に入力されませんでした。


	
処置: 内部エラー。









	 EXP-00043: 列"string"が"string"(表string)である行に、無効なデータ・ディクショナリ情報が入っています 
	
原因: エクスポートは、データ・ディクショナリから無効なデータを取得しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 EXP-00044: Point-in-Timeリカバリまたはトランスポータブル表領域のインポートを実行するには、'AS SYSDBA'での接続が必要です 
	
原因: トランスポータブル表領域のインポートまたはPoint-in-Timeリカバリのインポートを行う場合、ユーザーは「as SYSDBA」でログインする必要があります。


	
処置: トランスポータブル表領域のインポートまたは表領域のPoint-in-Timeリカバリのインポートを実行するように、データベース管理者(DBA)に依頼してください。









	 EXP-00045: Point-in-Timeリカバリやトランスポータブル表領域に対するSYSTEM表領域はエクスポートできません。 
	
原因: SYSTEM表領域は、リカバリ・セットまたはトランスポータブル表領域セットの一部にできません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 EXP-00046: stringという名前の表領域は存在しません。 
	
原因: 指定された表領域がディクショナリに存在しません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 EXP-00047: 表領域名がありません。 
	
原因: 表領域名が入力されていません。


	
処置: 表領域名を指定してください。









	 EXP-00048: Point-in-Timeリカバリやトランスポータブル表領域に対するSYSAUX表領域はエクスポートできません 
	
原因: SYSAUX表領域は、リカバリ・セットまたはトランスポータブル表領域セットの一部にできません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 EXP-00049: stringオプションには、ポイント・イン・タイム・リカバリやトランスポータブル表領域のエクスポートとの互換性はありません。 
	
原因: 示されたオプションには、Point-in-Timeリカバリやトランスポータブル表領域のエクスポートとの互換性はありません。


	
処置: 示されたオプションなしで、エクスポートを再試行してください。









	 EXP-00050: パーティション・エクスポート"string"は非パーティション表"string"では実行できません 
	
原因: パーティション・エクスポートで指定された表は、パーティション表ではありません。


	
処置: 表モードを使用するか、非パーティション表を指定してください。









	 EXP-00051: "string" - 指定されたパーティションまたはサブパーティション名は、"string"表にありません 
	
原因: 指定したパーティションまたはサブパーティション名が、指定した表にありません。


	
処置: 正しい表、パーティションまたはサブパーティション名を指定したかどうかを確認してください。









	 EXP-00052: 行number(パーティションstring)でエラーが発生しました。 
	
原因: エクスポートは、行のフェッチ中に、示されたOracleエラーを検出しました。


	
処置: このOracleメッセージを、このドキュメントのORAメッセージの章で調べ、適切な処置を行ってください。









	 EXP-00053: 表stringは、内部にネストした表があるためQUERYを指定することはできません 
	
原因: 1つまたは複数のネストした表を内部に持つ表でQUERYパラメータを指定しました。QUERYパラメータは、内部にネストした表を持つ表で指定することはできません。


	
処置: QUERYパラメータを指定せずに、表全体をエクスポートしてください。









	 EXP-00054: 行number(サブパーティションstring)でエラーが発生しました。 
	
原因: エクスポートは、行のフェッチ中に、示されたOracleエラーを検出しました。


	
処置: このOracleメッセージを、このドキュメントのORAメッセージの章で調べ、適切な処置を行ってください。









	 EXP-00055: string.stringはエクスポート不可とマークされています。 
	
原因: オブジェクトは、NOEXP$表でエクスポート不可とマークされています。


	
処置: データベース管理者(DBA)に連絡してください。









	 EXP-00057: パラメータ・マネージャの初期化に失敗しました。 
	
原因: パラメータ・マネージャの初期化に失敗しました。


	
処置: エラー・メッセージを記録して、エクスポートの内部エラーとしてOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 EXP-00058: stringプロファイルのパスワード検証機能がありません。 
	
原因: プロファイル用の機能が見つかりません。


	
処置: プロファイルが正しく作成されているかどうかを確認してください。









	 EXP-00059: オブジェクト型識別子を文字に変換中にエラーが発生しました 
	
原因: オブジェクト型識別子が無効な長さであるため変換できません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 EXP-00060: オブジェクト型に複数のTYPE BODYがあります 
	
原因: 1個のオブジェクト型に対して複数のTYPE BODYが検出されました。


	
処置: TYPE BODYを削除してください。削除できない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 EXP-00061: ネストした表の外部の表の名前が見つかりません 
	
原因: 内部のネストした表のビットマップ索引、または事後処理アクションのエクスポート中に、NTAB$表を使用して外部の表の名前を見つけることができませんでした。


	
処置: 表が適切に定義されていることを確認してください。









	 EXP-00062: オブジェクト型には無効なソースです 
	
原因: オブジェクト型のSOURCE$の文でTYPEが見つかりませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 EXP-00063: 言語ハンドルの変更中にエラーが発生しました 
	
原因: 言語ハンドルを変更できません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 EXP-00064: stringは内部にネストされている表であるためエクスポートできません。 
	
原因: 内部のネストした表を、親表なしでエクスポートしようとしました。


	
処置: 内部のネストした表の親表をエクスポートしてください。









	 EXP-00065: ダンプ・ファイルにLOBを書込み中にエラーが発生しました。 
	
原因: 現行のLOBは、ダンプ・ファイルに書き込めません。


	
処置: 書込み失敗の原因を特定し、修正してください。









	 EXP-00066: オブジェクト表stringにオブジェクト識別子の索引がありません 
	
原因: すべてのオブジェクト表にはオブジェクト識別子の索引がある必要がありますが、指定された表は、オブジェクト識別子列に索引がありません。


	
処置: 型表を再作成し、操作を再試行してください。









	 EXP-00068: 表領域stringはオフラインです。 
	
原因: エクスポートは、表領域のエクスポートに失敗しました(表領域はオフライン)。


	
処置: 表領域をオンラインにして再エクスポートしてください。









	 EXP-00070: 割り当てられていないメモリーを解放しようとしました 
	
原因: 割り当てられていないメモリーを解放しようとしました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 EXP-00071: QUERYパラメータはダイレクト・パス・エクスポートと互換性がありません 
	
原因: ダイレクト・パス・エクスポートのQUERYパラメータに値を指定しました。QUERYパラメータはダイレクト・パス・エクスポートとともに使用することはできません。


	
処置: DIRECT=Nを指定してエクスポート・コマンドを再実行するか、コマンドラインからDIRECTパラメータを削除してください。









	 EXP-00072: エクスポート・ファイルstringのクローズ中にエラーが発生しました。 
	
原因: エクスポート・ファイルをクローズしようとしてエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 EXP-00073: ダンプ・ファイルのサイズが小さすぎます。 
	
原因: FILESIZEパラメータかVOLSIZEパラメータを指定しました(プラットフォームがVOLSIZEパラメータをサポートしている場合)が、パラメータの値が小さすぎるため、エクスポート・ファイルのヘッダー情報とデータを保持できません。


	
処置: FILESIZEパラメータかVOLSIZEパラメータの値を増やしてください。









	 EXP-00074: VOLSIZEの値を切り下げました。新しい値はstringです。 
	
原因: VOLSIZEパラメータは、RECORDLENGTHの倍数に設定する必要がありますが、VOLSIZEに指定された値はこの条件を満たしていません。VOLSIZEの値が端数を切り捨てられ、ダンプ・ファイルに使用されるRECORDLENGTHの倍数になりました。


	
処置: 処置は必要ありません。VOLSIZEパラメータまたはRECORDLENGTHパラメータを変更し、メッセージを表示しないようにできます。このファイルをインポートするときは、このメッセージが通知するVOLSIZE値を指定してください。









	 EXP-00075: FILESIZEの値を切り下げました。新しい値はstringです。 
	
原因: FILESIZEパラメータは、RECORDLENGTHの倍数に設定する必要がありますが、FILESIZEに指定された値はこの条件を満たしていません。FILESIZEの値が端数を切り捨てられ、ダンプ・ファイルに使用されるRECORDLENGTHの倍数になりました。


	
処置: 処置は必要ありません。FILESIZEパラメータまたはRECORDLENGTHパラメータを変更し、メッセージを表示しないようにできます。このファイルをインポートするときは、このメッセージが通知するFILESIZE値を指定してください。









	 EXP-00076: テープ出力用のデバイスが複数指定されました。 
	
原因: テープ・デバイスへのエクスポートを実行するときに、複数のファイル名が指定されました。エクスポートは、要求されたテープ・ボリュームの数にかかわらず、すべてのファイルの書込みに同じデバイスを使用します。このため、エクスポートではテープに書き込むとき、FILEパラメータの値を1つのみ指定します。


	
処置: FILEパラメータにテープ・デバイスを1つのみ指定して、EXPORTコマンドを再入力してください。









	 EXP-00077: 無制限のエクスポート・ファイル用の出力ファイルが複数指定されました。 
	
原因: エクスポートを実行するときに複数のファイル名が指定され、FILESIZEパラメータに0(ゼロ)の値も指定されました。0(ゼロ)は、FILESIZEがコマンドラインに指定されていない場合に使用される値であることに注意してください。FILESIZEに0(ゼロ)を指定した場合は、1つのファイルのみが書き込まれ、そのファイルにはサイズ制限がないことを意味するため、FILEパラメータに指定したその他のファイルは使用されません。


	
処置: 複数のファイルを書き込む場合は、FILESIZEを使用してエクスポートが各ファイルに書き込む最大バイト数を指定してください。サイズに制限のないファイル1つのみを書き込む場合は、FILEパラメータにファイル名を1つのみ指定して、EXPORTコマンドを再実行してください。









	 EXP-00078: 索引stringに対するメタデータのエクスポート中にエラーが発生しました。索引の作成はスキップされます。 
	
原因: ドメイン索引は、CREATE INDEX文の前に、無名PL/SQLブロックを使用してプライベート・メタデータをエクスポートします。索引に関連した実装タイプのODCIIndexGetMetadataメソッドをコールして、エクスポートを実施します。このルーチン内で問題が発生しました。メタデータは索引の必須の部分とみなされているため、CREATE INDEX文がダンプ・ファイルに書き込まれませんでした。


	
処置: 索引の実装タイプについては、開発者に連絡してください。Oracle提供の索引(データ・カートリッジを使用した)の場合、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 EXP-00079: 表"string"のデータは保護されています。従来型パスでは表の一部のみエクスポートできます。 
	
原因: アクセス制御パッケージであるDBMS_RLSに対する実行権限のないユーザーが、アクセス制御のある表をエクスポートしようとしました。表の所有者もアクセス制御を受けているため、すべての行をエクスポートできるわけではなく、参照できる行のみをエクスポートできます。また、表の統合を保つために、表をエクスポートするユーザーには、インポート時にセキュリティ・ポリシーで表を再作成するための十分な権限が必要です。このため、データベース管理者(DBA)がこの表のエクスポートを操作することをお薦めします。表の所有者に実行権限を付与しても、このセキュリティ・チェックを満たしますが、その他の暗黙のセキュリティがある可能性があります。表にオブジェクトがない場合は、ダイレクト・モードを使用できます。


	
処置: この表およびビューのエクスポートおよびインポートは、データベース管理者(DBA)に依頼してください。









	 EXP-00080: 表"string"のデータは保護されています。従来型モードを使用しています。 
	
原因: アクセス制御パッケージであるDBMS_RLSに対する実行権限のないユーザーが、アクセス制御可能な表を直接エクスポートしようとしました。かわりに従来型エクスポート・モードを使用しています。アクセス制御のために、一部の表のみがエクスポートされることに注意してください。


	
処置: この表およびビューのエクスポートおよびインポートは、データベース管理者(DBA)に依頼してください。









	 EXP-00081: 表/ビュー"string"に対するアクセス制御を非DBAとしてエクスポートしています。 
	
原因: データベース管理者(DBA)ではないユーザーが、表とビューおよび関連するファイングレイン・アクセス・コントロール・ポリシーをエクスポートしようとしています。このユーザーには、表およびビューをインポートするときに、アクセス・コントロール・ポリシーを再作成するための十分な権限がない可能性があります。このようなイベントによって、表またはビューのセキュリティ・モデルに不一致が発生する可能性があります。


	
処置: この表およびビューのエクスポートおよびインポートは、データベース管理者(DBA)に依頼してください。









	 EXP-00082: 無効な関数名がプロシージャ型オブジェクト・サポートに渡されました: string 
	
原因: 内部の非一貫性エラーです。リストされた関数は、エクスポートの手続き型オブジェクト・インタフェース指定に対するメソッドではありません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 EXP-00083: string.string.stringをコール中に前の問題が発生しました。 
	
原因: リストされたパッケージは、手続き型操作に対するエクスポートおよびインポートをサポートします。前に表示されたエラーが、指定されたファンクションのコール中に発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。ほとんどのパッケージは、Oracle内部カートリッジまたはサーバー開発グループによって提供されています。パッケージ名は、Oracleサポート・サービスが、問題のある所有者を確認する際に役立ちます。









	 EXP-00084: 予期しないDbmsJavaエラーnumberがステップnumberで発生しました。 
	
原因: エラーが、DbmsJavaプロシージャ・コールから戻されました。


	
処置: 付随するメッセージを記録し、エクスポートの内部エラーとしてカスタマ・サポートに連絡してください。









	 EXP-00085: string.string.string(オブジェクトnumber)をコール中に前の問題が発生しました。 
	
原因: リストされたパッケージは、手続き型オブジェクト(DDLがストアド・プロシージャによって提供される)に対するエクスポートおよびインポートをサポートします。前に表示されたエラーが、指定されたファンクションのコール中に発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。ほとんどのパッケージは、Oracle内部カートリッジまたはサーバー開発グループによって提供されています。パッケージ名は、Oracleサポート・サービスが、問題のある所有者を確認する際に役立ちます。









	 EXP-00086: 表"string"の主キー参照はインポート時に無効になる可能性があります 
	
原因: 指定された表には、インポート・データベースでは無効になる可能性のある主キーREFが含まれます。


	
処置: エクスポートおよびインポートを使用して、異なるキャラクタ・セットを持つデータベース間で主キーREFを移動させないでください。









	 EXP-00087: スキーマ/表名の内部ハッシュ表で問題が発生しました。 
	
原因: ハッシュ表エントリに対するメモリーの割当てで、問題が発生している可能性があります。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 EXP-00089: FILE_FORMAT指定が無効です。 
	
原因: FILE_FORMAT指定に、"%s"のインスタンスが含まれていませんでした。ワイルド・カード文字列は必須です。


	
処置: エラーを修正して、EXPORTコマンドを再入力してください。









	 EXP-00090: タイプ"string"."string"を確保できません。 
	
原因: エクスポートは、オブジェクト・キャッシュの指定したタイプを固定できませんでした。これは、通常、タイプを有効にできないために発生します(たとえば、サブタイプへのアクセス時の認可違反など)。


	
処置: タイプが正常にコンパイルされるまで、無効なタイプを修正してください。









	 EXP-00091: 不審な統計をエクスポートしています。 
	
原因: エクスポートは、統計をエクスポートできましたが、その統計は使用できない可能性があります。エクスポート中に、行エラーが発生したか、クライアント・キャラクタ・セットまたはNCHARSETがサーバーと一致しなかったか、問合せ句がエクスポートに指定されたか、特定のパーティションまたはサブパーティションのみがエクスポートされたか、または表の処理中に致命的エラーが発生したため、この統計は不審です。


	
処置: 正常な統計をエクスポートするには、クライアント・キャラクタ・セットまたはNCHARSETをサーバーと一致させるか、問合せ句なしでエクスポートするか、または完全な表をエクスポートしてください。必要に応じて、インポート・パラメータを使用して、正常な統計のみをインポートし、不審な統計を再計算してください。









	 EXP-00092: NLS_NUMERIC_CHARACTERSを必須のデフォルトにセットできません。 
	
原因: エクスポートはNLS_NUMERIC_CHARACTERSを「.,」に設定できませんでした。


	
処置: 付随するメッセージを記録し、エクスポートの内部エラーとしてカスタマ・サポートに連絡してください。









	 EXP-00093: サーバーのキャラクタ・セットのハンドルに変換できませんでした 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 EXP-00094: サーバーの各国キャラクタ・セットのハンドルに変換できませんでした 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 EXP-00095: Flashback_timeとFlashback_scnには互換性がありません 
	
原因: flashback_timeパラメータとflashback_scnパラメータの両方が指定されました。


	
処置: flashbackパラメータを1つのみ指定して、コマンドを再発行してください。









	 EXP-00097: オブジェクト型"string"."string"が有効な状態ではありません。型はエクスポートされません 
	
原因: オブジェクト型の状態が有効ではありません。変更を波及させずに、依存型を変更(または削除)した可能性があります。


	
処置: ALTER TYPE COMPILEを使用して、型を再コンパイルしてください。









	 EXP-00098: 表のデータがアップグレードされていません。表はエクスポートされません 
	
原因: エクスポートが、拡張された型を参照する表を処理しようとしました。エクスポートに正常に表を処理させるには、各表のすべてのデータを各参照型の最新の状態に更新する必要があります。


	
処置: ALTER TABLE UPGRADE DATAを使用して、表を更新してください。









	 EXP-00099: 表"string"."string"が有効な状態ではありません。表はエクスポートされません 
	
原因: 表または表内の依存型が、変更を波及されずに、変更されています。このため、表は無効な状態です。


	
処置: ALTER TABLE UPDATEを使用して、表を更新してください。









	 EXP-00100: オブジェクト型のハッシュコードを文字に変換中にエラーが発生しました 
	
原因: オブジェクト型識別子が無効な長さであるため変換できません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 EXP-00101: バージョン1の拡張可能索引"string"."string"はトランスポータブル表領域のエクスポートでは使用できません 
	
原因: トランスポータブル表領域の拡張可能索引は、バージョン2以上である必要があります。


	
処置: 拡張可能索引の実装をバージョン2の仕様にアップグレードしてください。









	 EXP-00102: 再開可能パラメータが無視されました -- 現行のセッションは再開可能ではありません 
	
原因: 現行のセッションは再開可能ではありません。


	
処置: RESUMABLE_NAMEパラメータおよびRESUMABLE_TIMEOUTパラメータを有効にするには、RESUMABLE=Yを指定して再開可能セッションを使用可能にします。









	 EXP-00103: FLASHBACK_TIMEパラメータが無効です 
	
原因: FLASHBACK_TIMEに、有効なタイムスタンプ、または有効なタイムスタンプを生成する式が含まれていません。


	
処置: タイムスタンプの値をYYYY-MM-DD HH24:MI:SSの書式で指定するか、または有効なタイムスタンプが算出される式を指定してください。









	 EXP-00104: データ型(string)(列string、表string.string)がサポートされていないため、表はエクスポートされません 
	
原因: 列のデータ型は、必要なサポートが含まれていないデータ型です。表はエクスポートされません。


	
処置: この表をエクスポートするには、Data Pumpバージョンのエクスポートを使用してください。









	 EXP-00105: パラメータstringは、このユーザーにはサポートされていません 
	
原因: sysdbaで接続しているときにCONSISTENTまたはOBJECT_CONSISTENTを指定しようとしました。


	
処置: consistent exportが必要な場合は、別のユーザーとして接続してください。









	 EXP-00106: データベース・リンクのパスワードが無効です 
	
原因: データベース・リンクに対して無効な、エンコードされたパスワードです。


	
処置: データベース・リンクを削除し、インポート後に再作成してください。









	 EXP-00107: 機能(string)(列string、表string.string)がサポートされていません。表はエクスポートされません。 
	
原因: エクスポートには、この機能に必要なサポートが含まれていません。表はエクスポートされません。


	
処置: この表をエクスポートするには、Data Pumpバージョンのエクスポートを使用してください。









	 EXP-00108: NULLのLOBがフェッチされました 
	
原因: 内部エラー


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 EXP-00109: XSLデリミタが見つかりません 
	
原因: 内部エラー


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 EXP-00110: 表領域stringは暗号化されており、エクスポートされません 
	
原因: 暗号化表領域機能は、従来型のエクスポートではサポートされていません。


	
処置: この表領域はDATAPUMPユーティリティを使用してエクスポートしてください。









	 EXP-00111: 表stringは暗号化された表領域stringにあり、エクスポートされません 
	
原因: 暗号化表領域機能は、従来型のエクスポートではサポートされていません。


	
処置: この表はDATAPUMPユーティリティを使用してエクスポートしてください。









	 EXP-00112: 索引stringはXMLTypeであり、エクスポートできません 
	
原因: エクスポートには、この機能に必要なサポートが含まれていません。索引をエクスポートできませんでした。


	
処置: この索引はOracle Data Pump Utilityを使用してエクスポートしてください。









	 EXP-00113: 機能stringはサポートされていません。string string.stringはエクスポートできません 
	
原因: エクスポートには、この機能に必要なサポートが含まれていません。


	
処置: Oracle Data Pump Utilityを使用してください。









	 EXP-00114: string stringの長さが最大値を超えています 
	
原因: 指定した長さが許容範囲の上限を超えています。


	
処置: 入力値を確認し、正しい値を入力してください。














34 IMP-00000からIMP-00402



	 IMP-00000: エラーが発生したためインポートを終了します。 
	
原因: インポートは、Oracleエラーを検出しました。


	
処置: 付随するOracleメッセージを、このドキュメントのORAメッセージの章で調べ、適切な処置を行ってください。









	 IMP-00001: string、string、[Enter]のいずれかで応答してください('.'で終了します) 
	
原因: 無効な応答が入力されました。


	
処置: メッセージ中に示された応答のいずれかを入力してください。









	 IMP-00002: 読取り用のstringのオープンに失敗しました。 
	
原因: インポートは、読込み用のエクスポート・ファイルのオープンに失敗しました。通常、このメッセージの次に、オペレーティング・システムからのデバイス・メッセージが続きます。


	
処置: 適切な処置を行ってデバイスをリストアしてください。









	 IMP-00003: Oracleエラーnumberが発生しました。 
	
原因: インポートは、示されたOracleエラーを検出しました。


	
処置: このOracleメッセージを、このドキュメントのORAメッセージの章で調べ、適切な処置を行ってください。









	 IMP-00004: ユーザー名またはパスワードが無効です。 
	
原因: 無効なユーザー名またはパスワードが指定されました。


	
処置: 有効なユーザー名またはパスワードを指定して再試行してください。









	 IMP-00005: ログオンに失敗しました 
	
原因: 無効なユーザー名またはパスワードで繰り返しログオンしようとしました。


	
処置: 有効なユーザー名またはパスワードを指定して再試行してください。









	 IMP-00006: サイズnumberのメモリーの割当てに失敗しました。 
	
原因: インポートは、必要なメモリーの割当てに失敗しました。


	
処置: メモリーを消費しないようにインポート・バッファ・サイズを減らすか、またはインポート用の実行時のメモリー・サイズを増やしてください。









	 IMP-00007: 別のユーザーのアカウントにオブジェクトのインポートを行うにはDBAである必要があります 
	
原因: 別のユーザーのアカウントにオブジェクトをインポートするために必要な権限がありません。別のユーザー・アカウントにインポートできるのは、データベース管理者(DBA)のみです。


	
処置: データベース管理者(DBA)にインポートの実行を依頼してください。









	 IMP-00008: エクスポート・ファイルで不明な文が見つかりました。string 
	
原因: インポートは、エクスポート・ファイルの文を認識できませんでした。エクスポート・ファイルが破損したか、インポートの内部エラーが発生した可能性があります。


	
処置: エクスポート・ファイルが不正な場合、新規のエクスポート・ファイルで再試行してください。そうでない場合は、インポートの内部エラーとしてカスタマ・サポートに連絡し、エクスポート・ファイルを送付してください。









	 IMP-00009: エクスポート・ファイルの終わりが異常です 
	
原因: このエクスポート・ファイルは、異常終了したエクスポート・セッションで作成された可能性があります。


	
処置: その場合は、エクスポートおよびインポートを再実行してください。そうでない場合は、これをインポートの内部エラーとしてカスタマ・サポートに連絡し、エラーの原因となったエクスポート・ファイルを送付してください。









	 IMP-00010: 有効なエクスポート・ファイルではありません。ヘッダーは検証に失敗しました。 
	
原因: エクスポートによって生成されたファイルではないか、またはファイルが破損したかのいずれかです。


	
処置: ファイルが実際にエクスポートによって生成されたものである場合は、これをインポートの内部エラーとしてカスタマ・サポートに連絡し、エクスポート・ファイルを送付してください。









	 IMP-00011: フォーマットされた表データは現在サポートされていません。 
	
原因: フォーマットされた表データを含むエクスポート・ファイルをインポート処理しようとしました。インポートは、バイナリ表データを含むエクスポート・ファイルのみをサポートしています。


	
処置: バイナリ表データのみを含むエクスポート・ファイルを使用して、再試行してください。









	 IMP-00012: ヘッダー中のエクスポート・モード(character)が無効です 
	
原因: エクスポート・ファイル・ヘッダーに指定されているエクスポート・モードが無効です。


	
処置: エクスポート・ファイルが破損しているかどうかを確認してください。破損していない場合は、これをインポートの内部エラーとしてカスタマ・サポートに連絡し、エクスポート・ファイルを送付してください。









	 IMP-00013: DBAのみ別のDBAがエクスポートしたファイルをインポートできます。 
	
原因: データベース管理者(DBA)によって生成されたエクスポート・ファイルをインポートするために必要な権限がありません。そうしたファイルをインポートできるのは、データベース管理者(DBA)のみです。


	
処置: データベース管理者(DBA)にインポートの実行を依頼してください。









	 IMP-00014: オプション "string"が必要ですが、データベースにありません。 
	
原因: 入力したコマンドには、指定されたオプションが必要です。オプションがインストールされていないか、またはオプションを記述する行が表V$OPTIONにありません。


	
処置: メッセージで指定されたオプションとともにOracleを再インストールしてください。









	 IMP-00015: 次の文は、オブジェクトがすでに存在するため失敗しました: 
	
原因: オブジェクトがすでに存在しているため、インポートはオブジェクトを作成できませんでした。


	
処置: すでに表が存在しているため表が作成されない場合でも、このようなエラーを無視して行をインポートするには、IGNORE=Yを指定してください。









	 IMP-00016: 要求されたキャラクタ・セットの変換(numberからnumber)はサポートされていません。 
	
原因: インポートは、エクスポート・ファイルの文字形式をシステム固有の文字形式に変換できませんでした。


	
処置: エクスポート・ファイルのキャラクタ・セットと一致させるためには、環境変数NLS_LANGを設定して、ユーザーのキャラクタ・セットを変更してください。









	 IMP-00017: 次の文は、Oracleエラーnumberで失敗しました 
	
原因: Oracleエラーが発生したために、インポートはエクスポート・ファイルの文の実行に失敗しました。


	
処置: 付随するOracleメッセージを、このドキュメントのORAメッセージの章で調べ、適切な処置を行ってください。









	 IMP-00018: 表のインポートが部分的に完了しました: number行インポートされました 
	
原因: Oracleエラーが発生したために、表は一部のみインポートされました。


	
処置: 付随するOracleメッセージを、このドキュメントのORAメッセージの章で調べ、適切な処置を行ってください。









	 IMP-00019: Oracleエラーnumberにより、行のインポートは拒否されました 
	
原因: インポートは、ある行をインポートしようとして、示されたOracleエラーを検出しました。


	
処置: 付随するOracleメッセージを、このドキュメントのORAメッセージの章で調べ、適切な処置を行ってください。









	 IMP-00020: LONG列は列バッファ・サイズ(number)に対して大きすぎます。 
	
原因: 列のバッファが小さすぎます。通常、このエラーはLONGデータをインポートするときに発生します。


	
処置: 入力バッファ・サイズを一度に10,000バイトずつ増やしてください(これは一例です)。バッファ・サイズが大きすぎると、同じような問題が発生する可能性があるため、この段階的な方法を行ってください。









	 IMP-00021: INCTYPEパラメータは廃止されています 
	
原因: インポートは、インポート・オプションの解析中にINCTYPEパラメータを検出しました。増分インポートは現在サポートされていません。


	
処置: Oracleのバックアップおよびリカバリ・ガイドを参照してください。インポートが続行されます。









	 IMP-00022: パラメータ処理に失敗しました。ヘルプを表示するには'IMP HELP=Y'を入力してください 
	
原因: 無効なコマンドライン・パラメータが指定されました。


	
処置: オンライン・ヘルプ画面で有効なパラメータ値を調べて、再試行してください。









	 IMP-00023: インポート・ビューがインストールされていません。DBAに連絡してください。 
	
原因: 必要なインポート・ビューがインストールされていません。


	
処置: データベース管理者(DBA)に、必要なインポート・ビューをインストールするように依頼してください。









	 IMP-00024: モードは1つのみ(TABLES、FROMUSERまたはFULL)指定できます。 
	
原因: インポート指定のFULL=Yと矛盾するパラメータが指定されました。


	
処置: FULL=Yを指定せずに、再試行してください。









	 IMP-00025: DBAのエクスポート・ファイルには、FROMUSERをTOUSERオプションとともに指定する必要があります 
	
原因: データベース管理者(DBA)のエクスポート・ファイルをインポートするときに、TOUSERパラメータのみを指定して、FROMUSERパラメータを指定しませんでした。


	
処置: どのユーザーのオブジェクトをインポートするかをインポートが認識できるように、FROMUSERパラメータを指定してください。









	 IMP-00027: 部分的にインポートされた表のロールバックに失敗しました 
	
原因: インポートは、部分インポートをロールバックしようとして、Oracleエラーを検出しました。


	
処置: 付随するOracleメッセージを、このドキュメントのORAメッセージの章で調べ、適切な処置を行ってください。次にOracleにログオンして、部分インポートがコミットされなかったことを確認してください。









	 IMP-00028: 表のインポート部分がロールバックされました: number行ロールバックされました 
	
原因: インポートは、表をインポートしようとして、Oracleエラーを検出しました。


	
処置: 付随するOracleメッセージを、このドキュメントのORAメッセージの章で調べ、適切な処置を行ってください。必要に応じて、表を再インポートしてください。









	 IMP-00029: 所有者(string)から表名を特定できません。FROMUSERパラメータを使用してください 
	
原因: 次の例に示すように、表名が所有者名で修飾されました。これは許可されていません。IMP SYSTEM/MANAGER TABLES=(SCOTT.EMP)


	
処置: 次の例に示すように、FROMUSERパラメータを使用して表の所有者を指定してください。IMP SYSTEM/MANAGER FROMUSER=SCOTT TABLES=(EMP, DEPT)









	 IMP-00030: 書込み用のファイルstringの作成に失敗しました。 
	
原因: インポートは、指定した書込み可能なファイルを作成できませんでした。


	
処置: ファイル名とファイルシステムを確認して、エラーの原因を探してください。









	 IMP-00031: FULL=Yを指定するか、引数FROMUSER/TOUSERまたはTABLEを指定する必要があります 
	
原因: データベース管理者(DBA)は、全体インポートか部分インポートかを指定しませんでした。


	
処置: データベース管理者(DBA)は、全体インポートでない場合は、FROMUSER/TOUSERまたはTABLE引数を指定してください。









	 IMP-00032: SQL文がバッファ長を超えました 
	
原因: バッファが、読み込まれるSQL文に対して小さすぎます。


	
処置: バッファを大きくして再実行してください。また、インポート・データファイルが破損している可能性もあります。









	 IMP-00033: 警告: 表"string"がエクスポート・ファイルにありません 
	
原因: 指定された表の名前がエクスポート・ファイルにありませんでした。


	
処置: 表の指定を修正してください。









	 IMP-00034: 警告: FROMUSER"string"がエクスポート・ファイルにありません 
	
原因: 指定されたFROMUSER名がエクスポート・ファイルにありませんでした。


	
処置: FROMUSER指定を修正してください。









	 IMP-00035: 入力ファイルstringはディスク上にある必要があります 
	
原因: プラットフォームによっては、インポートによってテープからファイルを読み込むことができます。エクスポート・ファイルの最初のファイルがディスクに設定され、2番目以降のファイルにテープ・デバイスが設定されている場合、このメッセージが表示されます。


	
処置: インポート・ファイルに正しいファイル名が指定されていることを確認してください。すべてのインポート・ファイルはディスク上またはテープ上のいずれかにありますが、両方に同時にないようにしてください。









	 IMP-00036: キャラクタ・セットが見つかりません 
	
原因: インポートが認識しないキャラクタ・セットが環境変数に指定されました。


	
処置: コマンドライン・パラメータCHARSET(バージョン6の場合のみ)または環境変数NLS_LANGに指定されたキャラクタ・セットの綴りが正しいことを確認してください。









	 IMP-00037: キャラクタ・セット・マーカーが不明です。 
	
原因: エクスポート・ファイルが破損しています。


	
処置: エクスポート・ファイルの破損していないバージョンを入手してください。エクスポート・ファイルが破損していない場合は、インポートの内部エラーとしてカスタマ・サポートに連絡し、エクスポート・ファイルを送付してください。









	 IMP-00038: キャラクタ・セットのハンドルに変換できません 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 IMP-00039: VOLSIZEがエクスポート: stringで使用されている値と一致しません。 
	
原因: VOLSIZEに指定された値が、エクスポート・ファイルの作成中に指定された値と一致しません。


	
処置: 指定したVOLSIZE値が正しいと思われる場合、インポートに正しいファイルを指定したことを確認してください。正しいファイルを指定したとしても、値が正しいかどうかが不確かな場合は、インポート・コマンドを再実行してください。ただし、VOLSIZE=0を指定します。









	 IMP-00040: FILESIZEがエクスポート: stringで使用されている値と一致しません。 
	
原因: FILESIZEに指定された値が、エクスポート・ファイルの作成中に指定された値と一致しません。


	
処置: 指定したFILESIZE値が正しいと思われる場合、インポートに正しいファイルを指定したことを確認してください。正しいファイルを指定したとしても、値が正しいかどうかが不確かな場合は、インポート・コマンドを再実行してください。ただし、FILESIZE=0を指定します。









	 IMP-00041: 警告: オブジェクト作成の際、コンパイル・エラーが発生しました。 
	
原因: このエラーに続くSQL文のオブジェクトを作成する際に、コンパイル・エラーが発生しました。ビューに対してこのエラーが発生した場合は、ビューの実表が欠落していた可能性があります。


	
処置: これは警告メッセージです。そのオブジェクトは、使用前に再コンパイルしてください。









	 IMP-00042: CHARSETを使用しましたが、エクスポート・ファイルにはすでに特定のキャラクタ・セットがあります 
	
原因: ユーザーは、特定の埋込みキャラクタ・セットIDを持つエクスポート・ファイルの処理に、特定のキャラクタ・セットを使用するよう要求しました。正確なエクスポート・ファイルのIDを使用する必要があります。


	
処置: コマンドラインからCHARSETキーワードを削除してください。









	 IMP-00043: エクスポート・ファイルのキャラクタ・セットが矛盾しています 
	
原因: エクスポート・ファイルのキャラクタ・セットと環境変数のキャラクタ・セット(またはCHARSETキーワードで指定されるキャラクタ・セット)が矛盾しています。たとえば、一方のキャラクタ・セットがASCIIベースであり、他方はEBCDICベースである場合です。


	
処置: CHARSETキーワードで正しいキャラクタ・セットを指定してください。









	 IMP-00044: 文に十分なメモリーを割当てできません。 
	
原因: インポートは、指定された文を読み込んで実行するために十分なメモリーを割当てできませんでした。


	
処置: データベース・バッファの割当てを増やし、インスタンスを再起動し、インポート・コマンドを再実行してください。









	 IMP-00045: VOLSIZEの値はエクスポート・ファイルstringから使用します。 
	
原因: IMPORTコマンド内でVOLSIZEパラメータが指定されていないか、またはVOLSIZE=0を指定しましたが、エクスポート・ファイルは0(ゼロ)以外の値のVOLSIZEで作成されました。インポートは、エクスポート・ファイルで指定された値を使用します。


	
処置: 必要ありません。









	 IMP-00046: FILESIZEの値はエクスポート・ファイルstringから使用します。 
	
原因: IMPORTコマンドでFILESIZEパラメータが指定されていないか、またはFILESIZE=0を指定しましたが、エクスポート・ファイルは0(ゼロ)以外の値のFILESIZEで作成されました。インポートは、エクスポート・ファイルで指定された値を使用します。


	
処置: 必要ありません。









	 IMP-00047: 予期しないファイル順序番号です。numberであるべきですがnumberを検出しました 
	
原因: エクスポート・ファイルのヘッダーには、複数のエクスポート・ファイルが書かれている順番の追跡に使用される順序番号が含まれています。最初のエクスポート・ファイルは1番、2番目のファイルは2番というように順序番号が割り当てられています。このメッセージは、予期されない番号がファイル・ヘッダーに見つかったときに表示されます。


	
処置: インポート・コマンドを再実行してください。ただし、エクスポートがファイルを書いた順にファイルを指定してください。









	 IMP-00048: ファイル・ヘッダーが不一致です。 
	
原因: 複数ファイルのエクスポートで、2番目以降のファイルの検証中に、インポートが最初のファイルの値に一致しないヘッダー・フィールドを見つけました。


	
処置: エクスポートが作成したファイル名を確認し、そのファイルを正しくインポート操作に指定したかどうかを確認してください。









	 IMP-00049: CHARSETに指定された言語が不明です。 
	
原因: CHARSETオプションに示された言語が不明です。


	
処置: 認識可能なキャラクタ・セットを使用してください。









	 IMP-00050: ダンプ・ファイルとログ・ファイルを同一のものにできません。 
	
原因: 同一の名前がダンプ・ファイルとログ・ファイルに指定されました。


	
処置: ダンプ・ファイルとログ・ファイルに対して異なる名前を指定して、操作を再試行してください。









	 IMP-00051: ダンプ・ファイルをエクスポートしたダイレクト・パスには無効な列長が入っています。 
	
原因: 列のピースの処理中に無効な列長が見つかりました。


	
処置: エクスポート・ファイルが破損していないことを確認してください。あるいは、インポートまたはエクスポートの内部エラーとしてOracleサポート・サービスに連絡し、エクスポート・ファイルを送付してください。









	 IMP-00052: 警告: サーバーとの空きリスト通信にイベントを設定できません。 
	
原因: 現行のセッションにイベントを設定できません。


	
処置: インポートに失敗した場合、インポートするユーザーにALTER SESSION権限を付与し、操作を再試行してください。









	 IMP-00053: インポート・モードがエクスポート・ダンプ・ファイルと互換性がありません。 
	
原因: 指定されたインポート・オプションは、Point-in-Timeリカバリのダンプ・ファイルと互換性がありません。


	
処置: 適切なダンプ・ファイルを生成するか、Point-in-Timeリカバリのインポート・モードを使用してください。









	 IMP-00054: Point-in-Timeリカバリまたはトランスポータブル表領域のインポートを実行するには、'AS SYSDBA'での接続が必要です 
	
原因: トランスポータブル表領域のインポートまたはPoint-in-Timeリカバリのインポートを行う場合、ユーザーは「as SYSDBA」でログインする必要があります。


	
処置: トランスポータブル表領域のインポートまたは表領域のPoint-in-Timeリカバリのインポートを実行するように、データベース管理者(DBA)に依頼してください。









	 IMP-00055: 警告: エクスポート・ファイルでパーティションまたはサブパーティション "string":"string"が見つかりません。 
	
原因: 指定されたパーティションまたはサブパーティション名がエクスポート・ファイルにありませんでした。


	
処置: パーティション名およびサブパーティション名が表に属していることを確認してください。









	 IMP-00056: テープ入力用のデバイスが複数指定されました。 
	
原因: テープ・デバイスからのインポートを実行するときに、複数のファイル名が指定されました。インポートは、要求されたテープ・ボリュームの数にかかわらず、すべてのテープの読込みに同じデバイスを使用します。このため、エクスポートではテープに書き込むとき、FILEパラメータの値を1つのみ指定します。


	
処置: インポート・コマンドを再入力してください。ただし、FILEパラメータにテープ・デバイスを1つのみ指定してください。









	 IMP-00057: 警告: ダンプ・ファイルに表の全パーティション・データが含まれない可能性があります 
	
原因: この表モード・インポートに使用されたダンプ・ファイルは、エクスポートされた表に属するすべてのデータを含まない可能性があります。


	
処置: すべての必要なデータがエクスポートされたことを確認するか、パーティション・インポートを試行してください。









	 IMP-00059: パラメータ・マネージャの初期化に失敗しました。 
	
原因: パラメータ・マネージャの初期化に失敗しました。


	
処置: インポートの内部エラーとして、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 IMP-00060: 警告: 表"string"."string"をスキップしています。オブジェクト型"string"."string"が存在しない、または識別子が違っています 
	
原因: 表が必要とするオブジェクト型がターゲット・システムに存在していないか、
または存在していても異なるオブジェクト識別子を持っています。




	
処置: ターゲット・システムに、有効な識別子を持つオブジェクト型を
作成してください。











	 IMP-00061: 警告: オブジェクト型"string"."string"は、別の識別子ですでに存在します 
	
原因: オブジェクト型は、すでにターゲット・システムに存在していますが、
異なる識別子を持つため作成できません。




	
処置: ターゲット・システムからこのオブジェクト型を削除して、操作を再試行してください。









	 IMP-00062: 警告: オブジェクト型"string"."string"のダンプ・ファイルの識別子が無効です 
	
原因: オブジェクト型の識別子を表す文字列を
オブジェクト識別子に変換できません。




	
処置: これは内部エラーです。









	 IMP-00063: 警告: 表"string"."string"をスキップしています。オブジェクト型"string"."string"が作成不可または識別子が違っています 
	
原因: 表で使用しているオブジェクト型の作成中に
エラーが発生しました。




	
処置: インポート・ログを確認して、オブジェクト型が作成できない理由を
判断してください。異なるオブジェクト識別子を持つオブジェクト型が

すでに存在している場合は、そのオブジェクト型を削除して

インポートを再試行してください。











	 IMP-00064: エクスポートにより、LOBの定義が切り捨てられました 
	
原因: ダンプ・ファイルの作成で、エクスポートがLOBのすべての内容を
書き込むことができませんでした。そのため、インポートはLOBの内容を

再構成できません。現行の表の

インポートの残りはスキップされます。




	
処置: エクスポートしたデータベースで無効な行を削除し、
操作を再試行してください。











	 IMP-00065: インポートしたオブジェクト内のLOBの再生成はできません 
	
原因: インポートしたオブジェクト内のLOBの再作成でエラーが発生しました。


	
処置: インポートの内部エラーとして、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 IMP-00066: PROPS$にNLS_CHARACTERSETがありません。 
	
原因: PROPS$内のNLS_CHARACTERSETに対する値がありません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 IMP-00067: サーバーのキャラクタ・セットのハンドルに変換できませんでした 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 IMP-00068: 各国語キャラクタ・セットが見つかりません 
	
原因: インポートが認識しない各国語キャラクタ・セットが環境変数に指定されました。


	
処置: 環境変数NLS_NCHARで指定された各国語キャラクタ・セットの綴りが正しいことを確認してください。









	 IMP-00069: 各国語キャラクタ・セットのハンドルに変換できません 
	
原因: 内部エラー。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 IMP-00070: ダンプ・ファイル内のLOBの定義がデータベースと矛盾しています。 
	
原因: ダンプ・ファイルの1行当たりのLOBの数が、
挿入先の表の1行当たりのLOBの数と異なります。




	
処置: インポートする表を、エクスポートした表の列の属性レイアウトと
一致するように修正してください。











	 IMP-00071: インポートされた表と既存の表のオブジェクト識別子が一致しません。 
	
原因: エクスポートしたオブジェクト表で使用されているオブジェクト識別子と異なるオブジェクト識別子で再作成された表にデータをインポートしようとしました。この状況では、ダンプ・ファイルに含まれているこの表に対するREFも無効となります。


	
処置: インポートの前に問題のオブジェクト表を削除してください。









	 IMP-00072: 警告: オブジェクト表のオブジェクト識別子が無効です。 
	
原因: 表のオブジェクト識別子を表す文字列を内部オブジェクト識別子に変換できません。


	
処置: これは内部エラーです。









	 IMP-00073: FILEロケータ"string" "string"はサーバーのキャラクタ・セットで"string" "string"に切り捨てられます 
	
原因: エクスポート・サーバーのキャラクタ・セットからインポート・サーバーのキャラクタ・セットへの変換で、ファイルの属性または列に対して指定されたディレクトリと名前の文字列が、FILE記述子内で許可されている最大文字列長を超えています。文字列はサポートされている最大長に切り捨てられます。


	
処置: ディレクトリの別名と外部ファイル名を、指定されたFILE列または属性の切り捨てられた名前と一致するように変更してください。









	 IMP-00074: ALL_CONSTRAINTS.BADによる制約フラグは西暦2000年にブレークします 
	
原因: 制約がデータベースに存在し、年を完全に指定せずに日付値を指定しています。こうした制約は西暦2000年にブレークします。


	
処置: ALL_CONSTRAINTSに問い合せ、不正とマークされた制約を修正してください。









	 IMP-00075: 警告: ネストした表に行の一部または重複する行が含まれている可能性があります。 
	
原因: 外部または内部のネストした表へのデータの挿入中にエラーが発生しました。エラーが外部表で発生した場合、行はまだ内部表に挿入されたままです。エラーが内部表で発生した場合、データはまだ外部表および他の内部表に挿入されたままです。この結果、重複した内部表または部分的論理行が発生する可能性があります。


	
処置: 表のデータを調べてください。不正な行または表全体を削除し、インポートを再実行してください。









	 IMP-00076: PROPS$にNLS_NCHAR_CHARACTERSETがありません。 
	
原因: PROPS$内のNLS_NCHAR_CHARACTERSETに対する値がありません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 IMP-00077: サーバーの各国キャラクタ・セットのハンドルに変換できませんでした 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 IMP-00078: FILEロケータをサーバーのキャラクタ・セットにある"string" "string"に変換できません 
	
原因: (1) 現在のエクスポート・ダンプ・ファイルがOracle8.0のBeta-2を使用して生成されました。(2) 表の列内でADTの属性として表示されたファイルがありました。(3) エクスポート・サーバーのデータベースのキャラクタ・セットが、インポート・サーバーのデータベースのキャラクタ・セットと異なっています。(4) ファイルのファイル名または別名のサイズが、インポート・サーバーのキャラクタ・セットに変換されたときに大きくなりました。これらの条件がすべて当てはまる場合、文字列の変換により、列のデータが破損した可能性があります。インポートでは、変換は続行されず、ファイルの文字列は古いキャラクタ・セットのままになります。


	
処置: インポートの完了後、ディレクトリの別名と外部ファイル名を、ターゲット・データベースの実名と一致するように変更してください。









	 IMP-00079: 警告: この表にある各国語キャラクタ・セットのデータは不適切な場合があります 
	
原因: リリース8.0.2のエクスポートでの問題のため、NCHARおよびNVARCHAR2列の各国語キャラクタ・データがエクスポート・サーバーのデータベース・キャラクタ・セットにあると不正に仮定され、エクスポート・クライアントのデータベース・キャラクタ・セットに変換されました。この変換が正しいのは、エクスポート・サーバーのデータベース・キャラクタ・セットがエクスポート・サーバーの各国語キャラクタ・セットと同じで、エクスポート・クライアントのデータベース・キャラクタ・セットがエクスポート・クライアントの各国語キャラクタ・セットと同じ場合です。これ以外のすべての組合せは不正です。このエクスポート・ダンプ・ファイルはリリース8.0.2のエクスポートにより生成されたため、エクスポート・クライアントおよびサーバーのキャラクタ・セットはその基準に一致しません。


	
処置: 各国語キャラクタ・データを調べてください。不正な場合、正しいデータでデータを更新してください。









	 IMP-00080: LONG列またはLONGコマンドの文字変換中にエラーが発生しました。 
	
原因: LONG列またはLONGコマンドでのデータのピース単位の文字変換中に、致命的な変換エラーが発生しました。文字の切捨てが発生したか、または無効なキャラクタ・セット・ハンドルが使用されました。


	
処置: 異なるキャラクタ・セットでインポートを再試行してください。









	 IMP-00081: 割り当てられていないメモリーを解放しようとしました 
	
原因: 割り当てられていないメモリーを解放しようとしました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 IMP-00082: ROWIDを文字列形式から内部形式に変換中にエラーが発生しました。 
	
原因: ROWIDをエクスポート・ダンプ・ファイルから内部形式に変更しているときに、エラーが発生しました。


	
処置: インポートの内部エラーとして、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 IMP-00083: ダンプ・ファイルに増分エクスポートは含まれていません。 
	
原因: 増分インポートが要求され、インポート・コマンドに指定されたダンプ・ファイルがユーザーまたは表のエクスポートのどちらかです。


	
処置: インポート・コマンドを再実行してください。その場合、増分エクスポートを含んだダンプ・ファイル名を指定してください。









	 IMP-00084: 増分インポートをユーザーまたは表のインポートと混在しようとしました。 
	
原因: 増分インポートがFROMUSER、TOUSERまたはTABLE修飾子で要求されました。増分インポートは、別の修飾子が同時に指定されていると実行できません。


	
処置: 実行するインポートが、増分インポートか、全体インポートか、ユーザー・インポートか、または表インポートかを判断し、適切な修飾子でインポート・コマンドを再作成してください。









	 IMP-00085: 無制限のエクスポート・ファイル用の入力ファイルが複数指定されました。 
	
原因: インポート中に、FILEパラメータに対して複数のファイル名が指定されましたが、エクスポート・ファイルのヘッダーは、エクスポート操作がファイルを1つのみ作成できたことを示しています。ユーザーがFILESIZEパラメータを0(ゼロ)以外の値に指定したエクスポート操作でエクスポート・ファイルが作成された場合にのみ、インポート操作で複数のファイル名の指定が有効です。


	
処置: エクスポートに複数のファイルが含まれると思われる場合、正しいファイルを指定したことを確認してください。エクスポートが1つのファイルのみにあると思われる場合、インポート操作を再試行してください。ただし、FILEパラメータに指定するのは1つの値のみです。









	 IMP-00086: TOID "string"がエクスポート・ファイルに見つかりません。 
	
原因: インポートは、TOID_NOVALIDATEパラメータで指定された型識別子を見つけられませんでした。指定された型識別子は、エクスポート・ファイルに存在しません。


	
処置: TOID_NOVALIDATEパラメータを修正するか、または指定しないでください。









	 IMP-00087: スキーマ/表名の内部ハッシュ表で問題が発生しました。 
	
原因: ハッシュ表エントリに対するメモリーの割当てで、問題が発生している可能性があります。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 EXP-00088: 索引stringに対するメタデータのインポート中に問題が発生しました。索引の作成はスキップされます。 
	
原因: ドメイン索引は、CREATE INDEX文の前に無名PL/SQLブロックを介してプライベート・メタデータをインポートします。このPL/SQLブロックのうち1つが実行に失敗しました。メタデータは索引の必須の部分と考えられるため、後続のCREATE INDEX文はスキップされました。


	
処置: 索引の実装タイプについては、開発者に連絡してください。Oracle提供の索引(データ・カートリッジを使用した)の場合、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 IMP-00089: ファイングレイン・ポリシー"string"が表/ビュー"string"に再作成されていません 
	
原因: インポートしているユーザーが、インポート中の表またはビューのファイングレイン・ポリシーの再作成に失敗しました。そのポリシーを再作成するには、インポートを実行するユーザーが、アクセス・ポリシーに対してはDBMS_RLSパッケージ、監査ポリシーに対してはDBMS_FGAパッケージの実行権限を持っている必要があります。


	
処置: この表およびビューのエクスポートおよびインポートの実行は、データベース管理者(DBA)に依頼してください。









	 IMP-00090: 予期しないDbmsJavaエラーnumberがステップnumber(stringの作成中)で発生しました。 
	
原因: エラーが、DbmsJavaプロシージャ・コールから戻されました。


	
処置: 付随するメッセージを記録し、インポートの内部エラーとしてカスタマ・サポートに連絡してください。









	 IMP-00091: 次のファンクションおよびオブジェクトでエラーが発生しました: string。オブジェクトの残りのPL/SQLブロックはスキップされます。 
	
原因: 示されたファンクションおよびプロシージャのオブジェクトに対して、DDLを実装するPL/SQLブロックを実行中にエラーが発生しました。プロシージャのオブジェクトとは、そのDDLが標準のSQL文としてではなく、ストアド・プロシージャとして実装されるオブジェクトです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。エラーのあったパッケージ担当の開発グループが判断できる可能性があります。









	 IMP-00092: Javaオブジェクト"string"."string"はすでに存在するため、作成できません 
	
原因: インポートは、Javaのソース、クラスまたはリソース・オブジェクトがすでに存在しているため、それらの作成に失敗しました。


	
処置: ターゲット・システムからこのオブジェクト型を削除して、操作を再試行してください。









	 IMP-00093: 表stringのダンプ・ファイル制約の定義と列(string)が矛盾しています 
	
原因: インポートは、ダンプ・ファイルで定義されている制約の実表の格納に失敗し、統計がインポートされませんでした。


	
処置: 表および制約が存在するかどうかを確認してください。表および制約が存在する場合は、インポートの内部エラーとしてOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 IMP-00094: 警告: オブジェクト型"string"."string"のダンプ・ファイルの識別子が無効です 
	
原因: オブジェクト型の識別子を表す文字列を
変換できませんでした。




	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 IMP-00095: 再開可能パラメータが無視されました -- 現行のセッションは再開可能ではありません 
	
原因: 現行のセッションは再開可能ではありません。


	
処置: RESUMABLE_NAMEパラメータおよびRESUMABLE_TIMEOUTパラメータを有効にするには、RESUMABLE=Yを指定して再開可能セッションを使用可能にします。









	 IMP-00096: 警告: 表"string"."string"をスキップ中です(タイプ・シノニム"string"."string"を作成できないため) 
	
原因: 表で使用しているタイプのシノニムの作成中に
エラーが発生しました。




	
処置: インポート・ログを確認して、タイプ・シノニムが作成できない理由を
判断してください。すでに存在しているシノニムが不要な場合は、

そのシノニムを削除してからインポートを再試行してください。シノニムは

PUBLICだが、インポートを実行するユーザーに

CREATE PUBLIC SYNONYMシステム権限がない場合は、

権限を所有する別のユーザーがインポートを実行するか、

ユーザーに権限を付与する必要があります。











	 IMP-00097: STREAMS_CONFIGURATION=Yが無視されました。FULL=Yの場合のみ有効です。 
	
原因: STREAMS_CONFIGURATION=Yを使用できるのは、
コマンドラインでFULL=Yを指定した場合のみです。




	
処置: 競合しているコマンド引数を削除します。









	 IMP-00098: 内部エラー: string 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 IMP-00099: 警告: オブジェクト・タイプ"string"."string"のダンプ・ファイルのタイプIDが無効です 
	
原因: オブジェクト型の識別子を表す文字列を
変換できませんでした。




	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 IMP-00400: 警告: オブジェクト・タイプ"string"."string"は、別のタイプIDですでに存在します 
	
原因: オブジェクト型は、すでにターゲット・システムに存在していますが、
異なるタイプIDを持つため作成できません。




	
処置: ターゲット・システムからこのオブジェクト型を削除して、操作を再試行してください。









	 IMP-00401: ダンプ・ファイル"string"は、Data Pumpエクスポート・ダンプ・ファイルの場合があります 
	
原因: インポート操作用にダンプ・ファイルが指定されましたが、このファイルはData Pumpエクスポート・ユーティリティを使用して作成された可能性があります。この種のダンプ・ファイルは、元のインポート・ユーティリティでは処理できません。


	
処置: Data Pumpインポート・ユーティリティを使用して、このダンプ・ファイルの処理を再試行してください。









	 IMP-00402: data_onlyモードのパラメータ"string"が無効です 
	
原因: 指定したdata_onlyモードのパラメータが無効です。


	
処置: 無効なパラメータをコマンドラインから削除してください。














35 SQL*Loader-00100からSQL*Loader-03120



	 SQL*Loader-00100: コマンドラインの構文エラーが発生しました。 
	
原因: このエラーの原因には、位置引数がキーワード引数の後にある、キーワードの綴りが正しくない、カッコや引用符が正しく対応していない、演算子=と引数の間に空白があるなどが考えられます。


	
処置: コマンドの構文と綴りを調べて、再実行してください。









	 SQL*Loader-00101: ユーザー名/パスワードの引数が無効です。 
	
原因: コマンドラインで指定したユーザー名/パスワード引数が認識されませんでした。ユーザー名/パスワードが想定されている位置に別の引数(キーワードによって識別されない)がある可能性があります。


	
処置: 引数がキーワードなしで指定されている場合は、コマンドラインの最初の引数である、ユーザー名/パスワード引数の形式を調べてください。









	 SQL*Loader-00102: コマンドラインで指定した制御ファイル名が無効です。 
	
原因: ユーザー名とパスワードとの間に空白があった可能性があります。前述のエラーSQL*Loader-00101を参照してください。


	
処置: コマンドラインの引数の綴りと位置を確認してください。









	 SQL*Loader-00103: コマンドラインで指定したログ・ファイル名が無効です。 
	
原因: コマンドラインで指定したログ・ファイル名が認識されませんでした。綴りに誤りがあるか、別の引数(キーワードによって認識されない)がこの場所にある可能性があります。


	
処置: コマンドラインの引数の綴りと位置を確認してください。









	 SQL*Loader-00104: コマンドラインで指定した不良ファイル名が無効です。 
	
原因: コマンドラインで指定した不正なファイル名が認識されませんでした。綴りに誤りがあるか、別の引数(キーワードによって認識されない)がこの場所にある可能性があります。


	
処置: 誤りを修正してください。









	 SQL*Loader-00105: コマンドラインで指定したデータ・ファイル名が無効です。 
	
原因: コマンドラインで指定したデータファイル名が認識されませんでした。綴りに誤りがあるか、別の引数(キーワードによって認識されない)がこの場所にある可能性があります。


	
処置: コマンドラインの引数の綴りと位置を確認してください。









	 SQL*Loader-00106: コマンドラインで指定した廃棄ファイル名が無効です。 
	
原因: コマンドラインで指定した廃棄ファイル名が認識されませんでした。綴りに誤りがあるか、別の引数(キーワードによって認識されない)がこの場所にある可能性があります。


	
処置: コマンドラインの引数の綴りと位置を確認してください。









	 SQL*Loader-00107: 最大廃棄件数が無効です 
	
原因: 引数の値が不適切であるか、またはその位置に別の引数(キーワードによって識別されない)があります。


	
処置: 入力を変更して、ロードを再度行ってください。









	 SQL*Loader-00108: ロードする論理レコード数が無効です。 
	
原因: 引数の値が不適切であるか、またはその位置に別の引数(キーワードによって識別されない)があります。


	
処置: 入力を変更して、ロードを再度行ってください。









	 SQL*Loader-00109: スキップされる論理レコード数が無効です 
	
原因: 引数の値が不適切であるか、またはその位置に別の引数(キーワードによって識別されない)があります。


	
処置: 入力を変更して、ロードを再度行ってください。









	 SQL*Loader-00110: 最大エラー件数が無効です 
	
原因: 引数の値が不適切であるか、またはその位置に別の引数(キーワードによって識別されない)があります。


	
処置: 入力を変更して、ロードを再度行ってください。









	 SQL*Loader-00111: バインド配列またはデータ保管の行数が無効です。 
	
原因: 引数の値が不適切であるか、またはその位置に別の引数(キーワードによって識別されない)があります。


	
処置: 入力を変更して、ロードを再度行ってください。









	 SQL*Loader-00112: 最大バインド配列サイズが無効です 
	
原因: 引数の値が不適切であるか、またはその位置に別の引数(キーワードによって識別されない)があります。


	
処置: 入力を変更して、ロードを再度行ってください。









	 SQL*Loader-00113: SILENTキーワードのオプションが無効です 
	
原因: SILENTコマンドライン引数の有効なオプションは、ALL、ERROR、FEEDBACK、HEADERのいずれかのみです。引数の綴りに誤りがあるか、別の引数(キーワードによって認識されない)がこの場所にある可能性があります。


	
処置: 入力を変更して、ロードを再度行ってください。









	 SQL*Loader-00114: OPTIONS句で構文エラーが発生しました 
	
原因: OPTIONS句を使用してSQL*Loader制御ファイルに指定したコマンドライン・オプションが誤っていることが判明しました。


	
処置: SQL*Loader制御ファイルのOPTIONS句の書式を確認してください。









	 SQL*Loader-00115: DIRECTキーワードのオプションが無効です 
	
原因: コマンドライン引数DIRECTにはTRUEまたはFALSEのみが許可されます。引数の綴りに誤りがあるか、別の引数(キーワードによって認識されない)がこの場所にある可能性があります。


	
処置: 入力を変更して、ロードを再度行ってください。









	 SQL*Loader-00116: パスワードの入力時にエラーが発生しました 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 SQL*Loader-00118: 無効なパラレル・ロード・オプションです 
	
原因: パラレル・ロードに使用されたコマンドラインの引数が誤っています。


	
処置: TRUEまたはFALSEのみをパラレル・ロード・オプションの値として使用してください。









	 SQL*Loader-00119: コマンドラインのパラレル・ファイル(データ・ファイル)名が無効です 
	
原因: パラレル・ファイルに入力されたコマンドライン引数が誤っています。


	
処置: コマンドライン引数を確認して、操作を再試行してください。









	 SQL*Loader-00120: Invalid _synchro option string 
	
原因: コマンドライン引数_synchroが誤っています。


	
処置: 許可されるモードを1つのみ使用してください。ulminv[]を参照してください。









	 SQL*Loader-00121: 無効なskip_unusable_indexesオプションです 
	
原因: skip_unusable_indexesのコマンドライン引数が誤っています。


	
処置: TRUEまたはFALSEのみをskip_unusable_indexesオプションの値として使用してください。









	 SQL*Loader-00122: 無効なskip_index_maintenanceオプションです 
	
原因: skip_index_maintenanceのコマンドライン引数が誤っています。


	
処置: TRUEまたはFALSEのみをskip_index_maintenanceオプションの値として使用してください。(注意: ダイレクト・ロードのときのみ。)









	 SQL*Loader-00123: bindsize(number)に指定した値がreadsize(number)よりも小さくなっています 
	
原因: bindsizeに指定されたコマンドライン引数が、readsizeの値未満でした。


	
処置: 処置は必要ありません。SQL*Loaderは、自動的にbindsizeの値をreadsizeの値に合せます。









	 SQL*Loader-00124: readsize(number)に指定した値がbindsize(number)よりも小さくなっています 
	
原因: readsizeに指定されたコマンドライン引数が、bindsizeの値未満でした。


	
処置: 処置は必要ありません。SQL*Loaderは、自動的にreadsizeの値をbindsizeの値に合せます。









	 SQL*Loader-00125: READSIZEに指定された値(number)がMAX_RECORD_SIZE(number)以下です 
	
原因: readsizeに指定されたコマンドライン引数が、max_record_sizeの値以下でした。


	
処置: 処置は必要ありません。SQL*Loaderは、自動的にreadsizeの値をmax_record_sizeの値に合せます。









	 SQL*Loader-00126: 読取りサイズが無効です 
	
原因: 引数の値が不適切であるか、またはその位置に別の引数(キーワードによって識別されない)があります。


	
処置: 入力を変更して、ロードを再度行ってください。









	 SQL*Loader-00127: 最大レコード・サイズが無効です。 
	
原因: 引数の値が不適切であるか、またはその位置に別の引数(キーワードによって識別されない)があります。


	
処置: 入力を変更して、ロードを再度行ってください。









	 SQL*Loader-00128: セッションを開始できません 
	
原因: データベースでセッションを開始しようとしたときに、エラーが発生しました。


	
処置: エラーの原因については、続いて表示されるメッセージを参照してください。









	 SQL*Loader-00129: ダイレクト・パス列の配列の行数が無効です 
	
原因: 引数の値が不適切です。


	
処置: 入力を変更して、ロードを再度行ってください。









	 SQL*Loader-00130: ダイレクト・パス・ストリームのサイズが無効です 
	
原因: 引数の値が不適切です。


	
処置: 入力を変更して、ロードを再度行ってください。









	 SQL*Loader-00131: マルチスレッド・オプションが無効です 
	
原因: コマンドライン引数MULTITHREADINGにはTRUEまたはFALSEのみが許可されます。引数の綴りに誤りがあるか、別の引数(キーワードによって認識されない)がこの場所にある可能性があります。


	
処置: 入力を変更して、ロードを再度行ってください。









	 SQL*Loader-00132: 外部表オプションの引数が無効ですn 
	
原因: 外部表に指定したコマンドライン引数が、TRUEまたはFALSEではありません。


	
処置: 入力を変更して、ロードを再度行ってください。









	 SQL*Loader-00133: ダイレクト・パスと外部表の両方を指定できません 
	
原因: ダイレクト・パスおよび外部表の両方のオプションが指定されました。一度に指定できるのは、片方のみです。


	
処置: 片方のみを使用するように、パラメータを変更してください。









	 SQL*Loader-00134: EXTERNAL_TABLEパラメータに指定されたオプションが無効です 
	
原因: EXTERNAL_TABLEパラメータに無効な値が指定されました。


	
処置: 次の値のいずれかの処置を行ってください。NOT_USEDを指定して、外部表を使用禁止にします。GENERATE_ONLYを指定して、データのロードに外部表を使用するSQL文を生成します。EXECUTEを指定して、SQL文を生成し、それを実行します。









	 SQL*Loader-00135: RESUMABLEの引数が無効です 
	
原因: RESUMABLEに指定したコマンドライン引数が、TRUEまたはFALSEではありません。


	
処置: 入力を変更して、ロードを再度行ってください。









	 SQL*Loader-00136: RESUMABLE_NAMEの引数が無効です 
	
原因: RESUMABLE_NAMEに指定したコマンドライン引数が、有効な文字列ではありません。


	
処置: 入力を変更して、ロードを再度行ってください。









	 SQL*Loader-00137: RESUMABLE_TIMEOUTの値が無効です 
	
原因: RESUMABLE_TIMEOUTに指定したコマンドライン引数が、有効な正の整数ではありません。


	
処置: 入力を変更して、ロードを再度行ってください。









	 SQL*Loader-00138: DATE_CACHEの値が無効です 
	
原因: DATE_CACHEに指定したコマンドライン引数が、有効な正の整数ではありません。


	
処置: 入力を変更して、ロードを再度行ってください。









	 SQL*Loader-00144: ロード・メソッドが競合しています: string/stringが指定されました。 
	
原因: 外部表モードおよびダイレクト・パス・モードの両方が指定されました。


	
処置: ロード・メソッドを1つのみ指定してください。









	 SQL*Loader-00145: NO_INDEX_ERRORSの値が無効です 
	
原因: 指定したコマンドライン引数が、有効なブール値ではありません。


	
処置: 入力を変更して、ロードを再度行ってください。









	 SQL*Loader-00146: _PARTITION_MEMORYの値が無効です 
	
原因: 指定したコマンドライン引数が、-1、0または正の数ではありません。


	
処置: 入力を変更して、ロードを再度行ってください。









	 SQL*Loader-00147: 警告: ダイレクト・パス・パラレル・ロードのNO_INDEX_ERRORSパラメータは無視されました。 
	
原因: パラレル・ロードに対してNO_INDEX_ERRORSパラメータが指定されました。


	
処置: パラレル・ロードにはNO_INDEX_ERRORSパラメータを使用しないでください。









	 SQL*Loader-00200: FORMAT句は指定できません - フラット・データ・ファイルのみです 
	
原因: SQL*Loaderは、SQL/DS FORMAT句をサポートしていません。


	
処置: SQL*Loader制御ファイルからFORMATコマンドを削除してください。









	 SQL*Loader-00250: SQL*Loaderはワーク・データ・セットを使用できません 
	
原因: SQL*Loader制御ファイルにWRKDDN文が記述されています。SQL*Loaderはこれを無視します。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 SQL*Loader-00251: SQL*Loaderはソート・デバイスを使用できません。 
	
原因: SQL*Loader制御ファイルにSORTDEVT文が記述されています。SQL*Loaderはこれを無視します。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 SQL*Loader-00252: SQL*Loaderはソート・データ・セットを使用できません。 
	
原因: SQL*Loader制御ファイルにSORTNUM文が記述されています。SQL*Loaderはこれを無視します。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 SQL*Loader-00253: DB2パーティション番号は無視されました 
	
原因: SQL*Loader制御ファイルにPART文が記述されています。SQL*Loaderはこれを無視します。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 SQL*Loader-00254: 複数のデータファイルに対してDISCARDFILEを指定することはできません 
	
原因: SQL*Loader制御ファイルに複数のINFILE文が含まれており、DISCARDFILE文がRESUME句の下にありました。


	
処置: DISCARDFILE文をRESUME句の上に移動させて、DISCARDFILE文がINFILE文の1つと隣接するようにしてください。









	 SQL*Loader-00255: SQL*Loaderはエラー・リカバリ用のログ・ファイルを使用できません 
	
原因: SQL*Loader制御ファイルにLOG文が記述されています。SQL*Loaderはこれを無視します。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 SQL*Loader-00256: SORTED INDEXESオプションはダイレクト・パスでのみ使用できます 
	
原因: SQL*Loader制御ファイルにSORTED INDEXES文が含まれていますが、ダイレクト・パス・ロードが使用されていませんでした。


	
処置: コマンドラインにDIRECT=TRUEでダイレクト・パス・ロードを指定して、SQL*Loader制御ファイルからその文を削除してください。









	 SQL*Loader-00257: TERMINATED BY EOFオプションはENCLOSED BYオプションと同時に使用できません 
	
原因: SQL*Loader制御ファイルのフィールドの説明には、TERMINATED BY EOFおよびENCLOSED BYオプションがあります。これらのオプションは相互に排他的です。


	
処置: これらの句の一方または両方を削除してください。









	 SQL*Loader-00258: SORTED INDEXESの最大数(number)を超えました(表string) 
	
原因: SORTED INDEX句で指定された索引が多すぎます。メッセージ中の数値は、許可される索引の最大数を示します。


	
処置: SORTED INDEX句に指定する索引数を少なくするか、ダイレクト・パス・ロードではなく、従来型パス・ロードを使用してください。









	 SQL*Loader-00259: 表stringでDDL共有ロックを排他ロックに拡張できません 
	
原因: このエラーは、他のユーザーによって表に解析ロックがかけられている状態で発生します。たとえば、他のユーザーが表に対してSELECT文を実行しているときなどです。解析ロックはただちに解除されます。


	
処置: 解析ロックが解除されてから再試行するか、従来型パス・ロードを使用してください。









	 SQL*Loader-00260: TERMINATED BY EOFオプションは、LOBFILEオプションがある場合のみ使用できます 
	
原因: TERMINATED BY EOFオプションは、データを説明するデータがLOBFILEからロードされたときのみ使用できます。それを表レベルで指定することはできません。また、標準データファイルのデータに対して指定できません。


	
処置: TERMINATED BYに正しいオプションを指定したかどうか、TERMINATED BYオプションを正しいフィールドに指定したかどうかを確認してください。









	 SQL*Loader-00261: RAWフィールドにTERMINATED BYは使用できません。 
	
原因: TERMINATED BYオプションは、データファイルのRAW型データのロードには使用できません。ただし、LOBFILEからRAWデータをロードするときは例外です。その場合は、TERMINATED BY EOFオプションの指定ができます。


	
処置: SQL*Loader制御ファイルのRAWフィールドからTERMINATED BYオプションを削除してください。









	 SQL*Loader-00262: PIECEDキーワード(列string)はダイレクト・パスでのみ使用できます 
	
原因: PIECEDキーワードは、従来型パス・ロードでは使用できません。


	
処置: PIECEDキーワードを削除するか、ダイレクト・パス・ロードを使用してください。









	 SQL*Loader-00263: PIECED列stringは、表stringの列で最後に指定される必要があります 
	
原因: 最後の列ではない列がPIECEDとして指定されました。


	
処置: PIECEDキーワードを削除するか、またはその列を最後に配置してください。









	 SQL*Loader-00264: ファイル・モード・トークンstringが解析されましたが無視されました。 
	
原因: 古いファイル・モード・トークンがSQL*Loader制御ファイルで使用されました。SQL*Loaderのリリース1.1では、ファイル処理オプション文字列は、STREAM、RECORD、FIXED、VARIABLEなどのキーワードの制御ではなく、ファイル処理の制御に使用されます。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。キーワードを削除すると、データファイルの処理方法を変更しなくても、このメッセージは表示されなくなります。









	 SQL*Loader-00265: デフォルトのキャラクタ・セット名を取得できません。 
	
原因: SQL*Loaderがその環境用のデフォルトのキャラクタ・セット名を取得できませんでした。


	
処置: CHARACTERSETキーワードを持つキャラクタ・セット名を指定してください。









	 SQL*Loader-00266: stringに対するキャラクタ・セット・ハンドルが見つかりません。 
	
原因: SQL*Loaderが、指定されたキャラクタ・セットに対してキャラクタ・セット・ハンドルを見つけられませんでした。


	
処置: キャラクタ・セット名を修正してください。









	 SQL*Loader-00267: 制御ファイルは最初のデータファイルである必要があります。 
	
原因: INFILE "*"句を使用するデータが含まれているとSQL*Loader制御ファイルが指定されますが、他のデータファイルが最初に指定されました。


	
処置: INFILE "*"句を移動し、SQL*Loader制御ファイル中のデータが先頭に指定されるように変更してください。









	 SQL*Loader-00268: UNRECOVERABLEキーワードはダイレクト・パスでのみ使用できます。 
	
原因: UNRECOVERABLEキーワードは、ダイレクト・パス・ロードでのみ指定できます。


	
処置: ダイレクト・パス・ロードを使用するか、キーワードを削除してください。(従来型パスによるロードは常にリカバリ可能です)。









	 SQL*Loader-00269: NULL文字列とテキスト句との比較はできません。 
	
原因: 句がNULL文字列と比較されています。


	
処置: 句が1つ以上の文字と比較されるように変更してください。









	 SQL*Loader-00270: TERMINATED BY EOFは、CHARまたはRAWデータ型にのみ有効です 
	
原因: SQL*Loader制御ファイルのフィールドの説明により、データ型がRAWまたはCHARではないときに、TERMINATED BY EOFオプションが使用されました。


	
処置: SQL*Loader制御ファイルを変更して、TERMINATED BY EOF句を削除するか、フィールドのデータ型をCHARまたはRAWに変更してください。









	 SQL*Loader-00271: パラレル・ロードではありません。表レベルOPTIONS文は無視されました。 
	
原因: 表レベルOPTIONS文が、非パラレル・ロードに指定されています。


	
処置: SQL*Loader制御ファイルからOPTIONS文を削除してください。









	 SQL*Loader-00272: 表レベルOPTIONS文は無視されました。 
	
原因: パラレル・ロード・オプションでは、コマンドラインに指定されたファイルは、SQL*Loader制御ファイル内で指定されたファイルが上書きされます。


	
処置: SQL*Loader制御ファイルからOPTIONS文を削除してください。









	 SQL*Loader-00273: READBUFFERSはダイレクト・パスにのみ使用されます。 
	
原因: READBUFFERSの指定がダイレクト・パスの一部として入力されませんでした。


	
処置: ダイレクト・パスを使用するか、SQL*Loader制御ファイルからREADBUFFERS指定を削除してください。









	 SQL*Loader-00274: 2以上の読取りバッファを指定する必要があります。 
	
原因: 指定されているバッファは1つのみです。


	
処置: SQL*Loader制御ファイルのREADBUFFERS文には、2つ以上の読取りバッファを指定してください。









	 SQL*Loader-00275: 制御ファイルにデータが入っていますが、"INFILE *"が指定されていません。 
	
原因: INFILE指定がSQL*Loader制御ファイルに入力されませんでした。


	
処置: SQL*Loader制御ファイル内のデータを読み取る場合は、SQL*Loader制御ファイルにINFILE *を指定してください。









	 SQL*Loader-00276: ローカル記憶域オプションでグローバル記憶域を上書きします。 
	
原因: 記憶域句が、表レベルのオプション文、およびグローバルのオプション文で指定されています。


	
処置: これは単なる警告メッセージです。表レベルのオプションは、グローバルのオプションに優先します。表レベルのオプション文が必要なければ削除してください。









	 SQL*Loader-00277: ローカルのファイル指定でグローバルのファイル指定を上書きします。 
	
原因: ファイル名が、表レベルのオプション文、およびグローバルのオプション文で指定されています。


	
処置: これは単なる警告メッセージです。表レベルのオプションは、グローバルのオプションに優先します。表レベルのオプション文が必要なければ削除してください。









	 SQL*Loader-00278: パラレル・ロードに対するファイルの指定が無効です。 
	
原因: パラレル・ロードを実行するために使用するファイル名が、正しく入力されていません。


	
処置: ファイル名を修正し、パラレル・ローダーを再起動してください。









	 SQL*Loader-00279: パラレル・ロードが指定されている場合、APPENDモードのみ有効です。 
	
原因: パラレル・ロードが指定されている場合、APPENDモードのみが有効です。


	
処置: APPENDキーワードを使用するようにSQL*Loader制御ファイルを変更して、パラレル・ローダーを再起動してください。









	 SQL*Loader-00280: 表stringは、一時表です。 
	
原因: sqlldrユーティリティは、一時表をロードしません。sqlldrが一時表をロードした場合は、ロード終了後にデータが消失することに注意してください。


	
処置: データを非一時表にロードしてください。









	 SQL*Loader-00281: 警告: パラレル・モードのROWSパラメータは無視されました。 
	
原因: ROWSパラメータを使用した保存ポイントの指定は、パラレル・ロードではサポートされていません。


	
処置: コマンドライン引数からROWSパラメータを削除するか、または非パラレル・ダイレクト・ロードを指定して保存ポイントを実行してください。









	 SQL*Loader-00282: キャラクタ・セットID(number)のキャラクタ・セット・ハンドルが見つかりません。 
	
原因: SQL*Loaderが、指定されたキャラクタ・セットIDのキャラクタ・セット・ハンドルを見つけられませんでした。


	
処置: キャラクタ・セットIDをデータベース・サーバーから取得しましたが、SQL*Loaderクライアントは指定されたキャラクタ・セットIDの情報を持っていません。クライアント側とサーバー側のNLSデータが一致するようにしてください。









	 SQL*Loader-00283: INFILE *に対してファイル処理文字列"string"は無視されました 
	
原因: SQL*Loader制御ファイルが、オプションのファイル処理文字列とともにロード・データファイルにINFILE *を指定しました。これは、データのレコード形式がSQL*Loader制御ファイルのレコード形式と同じであるとSQLLDRが予期するため、ファイル処理文字列が無視されることを警告するメッセージです。


	
処置: SQL*Loader制御ファイルのデータが同じファイル内のその他のデータと同じ形式である場合、処置は必要ありません。ファイル処理文字列を削除すると、このエラー・メッセージは表示されません。SQL*Loader制御ファイルのデータのレコード形式が異なる場合、データを別のファイルにコピーして、INFILE句のそのファイル名を使用してください。









	 SQL*Loader-00284: 警告: 入力データファイルstringが複数回指定されました 
	
原因: 同一の入力データファイルが複数回ロードされました。これは、INFILEキーワードが構文のロード文の中で不適切な位置に指定された場合に発生します。これによって、デフォルトで最初にロードされたデータファイルのファイル名が、DATという拡張子またはファイル・タイプの制御ファイルの名前になります。


	
処置: INFILEキーワードが、BADFILE/BADDN/DISCARDFILE/DISCARDDN/DISCARDSのいずれかの後に指定されていないことを確認してください。









	 SQL*Loader-00285: stringは従来型パスのみで使用される場合があります。 
	
原因: HIDDENは、従来型パスによるロードでのみ指定できます。


	
処置: 従来型パスによるロードを使用してください。









	 SQL*Loader-00286: IOTをロードする場合、ROWSパラメータはサポートされません。 
	
原因: ROWSパラメータを使用した保存ポイントの指定は、IOTのロード時にはサポートされていません。


	
処置: コマンドライン引数からROWSパラメータを削除してください。









	 SQL*Loader-00287: 制御ファイル名が指定されていません。 
	
原因: 制御プロンプトで、制御ファイル名が指定されていません。


	
処置: プロンプトまたはコマンドラインで、有効な制御ファイル名を指定してください。









	 SQL*Loader-00288: SDFに格納されているコレクションにはデリミタを指定できません。 
	
原因: TERMINATED BYまたはENCLOSED BY句が、ネストした表またはVARRAYフィールドのSDF(セカンダリ・データファイル)句とともに使用されています。


	
処置: TERMINATED BYまたはENCLOSED BY句は、ネストした表またはVARRAYデータがメイン・データファイルのレコードに格納されている場合にのみ指定できます。ネストした表またはVARRAYデータをSDFからロードする場合は、COUNTを使用して、ファイルに格納されたSDFの要素数を指定してください。









	 SQL*Loader-00289: 列stringのSQL文字列は列stringのSQL文字列を見えなくします。 
	
原因: SQL文字列は、制御ファイルの列オブジェクトとその属性の1つと関連しています。列オブジェクトのSQL文字列が、INSERT文のVALUE句の列オブジェクト全体を置換するため、属性のSQL文字列は無視されます。これによって、予期しない値または誤った値がロードされます。


	
処置: 列オブジェクトまたはその属性のいずれかがSQL文字列を持つように、制御ファイルを修正してください。









	 SQL*Loader-00290: PIECEDキーワード(列string)はlobまたはlong列のみで使用できます 
	
原因: PIECEDキーワードは、lobまたはlong列以外では、使用できません。


	
処置: PIECEDキーワードを削除するか、lobまたはlong列型を使用してください。









	 SQL*Loader-00291: SQL文字列のバインド変数stringは列stringに対して無効です。 
	
原因: バインド変数が、FILLERフィールドまたは存在しないフィールドを参照していない可能性があります。また、ダイレクト・パス・モードで実行している場合、バインド変数が、セカンダリ・ファイルまたはコレクションに格納されたLOB型のフィールドを参照していない可能性があります。


	
処置: SQL文字列から無効なバインド変数を削除してください。









	 SQL*Loader-00292: XML、LOBまたはVARRAY列のロード時は、ROWSパラメータは無視されます 
	
原因: コマンドライン引数にROWSパラメータが含まれています。ROWSパラメータを使用したセーブポイントの指定は、ロードする表にLOBまたはLOBとして格納される列が含まれている場合にはサポートされていません。XMLおよびVARRAY列はLOBとして格納される場合があります。


	
処置: コマンドライン引数からROWSパラメータを削除してください。









	 SQL*Loader-00293: 表stringの制御ファイル内のXMLTYPEディレクティブが欠落しています 
	
原因: sys.xmltypeの表ではXMLTYPEディレクティブを指定する必要があります。


	
処置: 制御ファイルにXMLTYPEディレクティブを追加してください。









	 SQL*Loader-00294: TREAT AS句に無効な名前%が指定されています 
	
原因: TREAT AS句に指定された型名が無効です。クライアント・キャラクタ・セットで有効でない文字が含まれているか、引用符付き文字列に閉じ引用符がないか、または名前が長すぎて有効なスキーマ名と型名が含まれていない可能性があります。


	
処置: 型名が有効な文字で、長すぎないことを確認してください。また、引用符付き文字列すべてに閉じ引用符があることを確認してください。









	 SQL*Loader-00295: 警告: 表string、列string - オブジェクト属性バインド変数の引用ルールが変更されました。 
	
原因: 必要なオブジェクト属性名すべてを引用していたバインド変数の引用ルールが変更されました。古い引用ルールは、列参照が不明瞭になるので不正確です。現行ロードは、不明瞭な列参照が検出されないかぎり、下位互換性のため使用し続けられます。


	
処置: これは単なる警告メッセージです。オブジェクト属性バインド変数への引用ルールが変更されたので、制御ファイルを新しいルールに置き換えることをお薦めします。新しいルールでは、すべてのオブジェクト属性名から構成されるバインド変数名はその前後を二重引用符で囲みません。かわりに、バインド変数の各属性名を必要に応じて単独で引用します。各属性名は実際には独立した識別子なので、識別子の引用ルールに従います。たとえば、バインド変数':A.B.C'は、この場合3つの属性名(つまり識別子)、'A'、'B'、および'C'から構成されます。









	 SQL*Loader-00296: バインド変数string(列string)が不明瞭です。 
	
原因: バインド変数が参照できるのは制御ファイルの1つの列のみです。列参照が不明瞭なので現行ロードは続けて使用できません。


	
処置: バインド変数を修正してください。このバインド変数が引用で構成される場合は、引用が正しく使用されているか調べます。たとえば、必要なすべてのオブジェクト属性名をバインド変数に引用していた古い引用ルールは、列参照が不明瞭になるので不正確でした。"LTRIM(:"A.B.C")"という式があるとします。古い引用ルールを使用すると、このバインド変数は、オブジェクト属性列、'"A"."B"."C"'、'"A.B".C'、および'"A"."B.C"'を参照できます。この混乱を避けるため、オブジェクト属性バインド変数の新しい引用ルールを使用します。このルールでは、必要に応じて各属性名を単独で引用します。前の例では、目的のオブジェクト属性列が'A.B.C'であるとすると、その式を"LTRIM(:A.B.C)"または"LTRIM(:"A"."B"."C")としてリライトすれば、不明瞭になりません。









	 SQL*Loader-00297: SQL文字列の構文またはバインド変数は列stringに対して無効です。 
	
原因: 詳細は、次のエラー・メッセージを参照してください。SQL文には適切に閉じられていない引用符付き文字列を含めることはできません。SQL文のバインド変数は、長さが0であったり、最大長の30文字を超えることはできません。二重引用符も省略できません。


	
処置: SQL文字列を修正してください。詳細は続いて表示されるエラーを参照してください。









	 SQL*Loader-00298: フィラー・フィールド名が長すぎます 
	
原因: 指定されたフィラー・フィールド名が、最大の30文字を超えています。


	
処置: 30文字以内で指定してください。









	 SQL*Loader-00299: 仮想列string (表string.string)をロードできません。 
	
原因: 制御ファイル内に仮想列が指定されました。


	
処置: 仮想列を制御ファイル内に指定することはできません。SQL*Loader制御ファイルから仮想列を削除してください。









	 SQL*Loader-00300: トレースの有効化中にエラーが発生しました 
	
原因: トレースを有効化するためにALTER SESSION文を実行している最中にエラーが発生しました。このメッセージの後、ALTER SESSIONから返されたメッセージが表示されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 SQL*Loader-00301: TERMINATED BY句またはENCLOSED BY句の文字列がnumberバイトを超えています 
	
原因: 文字列リテラルのサイズが、ENCLOSED BYまたはTERMINATED BY文字列に対して許可される最大バイト数を超えています。このエラーは、文字列がデータファイルのキャラクタ・セットに変換される必要がある場合に、変換後の文字列が長すぎる場合にも発生します。


	
処置: ENCLOSED BYおよびTERMINATED BY句に、より短い文字列を使用してください。









	 SQL*Loader-00303: 16進数が予想される場所で、16進以外の文字が見つかりました。 
	
原因: 16進文字列で16進以外の文字が検出されました。


	
処置: その文字を16進文字に変更してください。









	 SQL*Loader-00304: 英数字以外の無効な文字列があります 
	
原因: SQL*Loader制御ファイルには、SQL*Loaderが認識できない英数字以外の文字の組合せが含まれています。たとえば、!=の組合せは「等しくない」と認識されますが、=!の組合せは無効です。


	
処置: 制御ファイルから認識できない文字を削除してください。









	 SQL*Loader-00305: end-of-fileを示す文字が複数見つかりました 
	
原因: 制御ファイルの中にend-of-file(EOF)を示す文字が複数あります。


	
処置: 不要なEOF文字を削除してください。









	 SQL*Loader-00306: トークンが有効最大長number文字を超えています 
	
原因: SQL*Loader制御ファイルの中で、許容最大長を超える単一文字または文字の組合せ(トークン)が見つかりました。使用できる最大値が示されます。このエラーは、空白が欠落しているため、複数のトークンが結合されて発生する場合もあります。


	
処置: 適切なSQL*Loader制御ファイルが実行されていることを確認してください。トークンが結合されている場合は分離してください。またはトークンを短くしてください。









	 SQL*Loader-00307: 警告: 長さnumberとnumber(列string、表stringで指定)が矛盾しています。 
	
原因: SQL*Loader制御ファイルで指定した列に、2つの異なったフィールド長を指定しています。フィールド長の指定方法には、次の3通りがあります。-- POSITIONキーワードで指定します: POSITION(1:3) -- 長さ指定子で指定します: CHAR(6) -- データ型の暗黙的な長さで決まります: INTEGER -- 競合はこれらのうち、どの2つの間でも発生する可能性があります(3つ全部の間でも発生しますが、その場合も2つのみが示されます)。よくある例として、数値データにおいて外部形式(INTEGER EXTERNAL型)を指定すべきところにINTEGER型を指定してしまう場合があります。また、文字データで構成される外部形式の場合、バイナリ・データを含む数値形式よりも非常に長くなります。


	
処置: SQL*Loaderはいずれかの長さのみを使用するため、処置は必要ありません。表記述セクションにある見出し「Len」のログ・ファイルを確認して、どの長さが使用されたかを確認してください。SQL*Loader制御ファイルを調整して、長さ指定の方法を同じにすると、警告は表示されなくなります。









	 SQL*Loader-00308: stringSQL文字列(列string)は二重引用符の中にある必要があります。 
	
原因: 二重引用符で囲まれていないSQL文字列があります。


	
処置: SQL文字列は一重引用符ではなく、二重引用符で囲んでください。









	 SQL*Loader-00309: stringフィールド指定の一部として使用できるSQL文字列はありません 
	
原因: 特定のフィールド型では、SQL文字列をそのフィールド指定(たとえば、LOB列に対応するフィールドなど)の一部として使用できません。これは制約に違反しており、修正する必要があります。


	
処置: SQL文字列をそのフィールド指定から削除してください。









	 SQL*Loader-00310: 表stringの時間隔パーティション値は二重引用符で囲む必要があります。 
	
原因: 時間隔パーティションに指定されている文字列に、二重引用符で囲まれていないものがあります。


	
処置: 時間隔パーティション値の文字列は一重引用符ではなく、二重引用符で囲んでください。









	 SQL*Loader-00350: 行numberに構文エラーがあります。 
	
原因: numは、エラーが発生したSQL*Loader制御ファイル内の行を示します。このメッセージの後には、次の形式のメッセージが表示されます。-- Expecting str1, found str2 ここで、str1は、SQL*LoaderがSQL*Loader制御ファイル内に存在すると予想した内容で、str2は実際に見つかったものです。次に、SQL*LoaderはSQL*Loader制御ファイルからエラーが発生した行を表示し、行のどの場所でエラーが発生したかを、カレット(^)またはアスタリスク(*)で示します。次に例を示します。-- SQL*Loader-350: Syntax error at line 28 -- Expecting column name, found keyword CHAR -- col3 ENCLOSED BY '"', CHAR ENCLOSED "'",


	
処置: DDL構文を『Oracle Databaseユーティリティ』の構文図と比較し、必要に応じて修正してください。









	 SQL*Loader-00401: フィールドの終了値numberは開始値number以上である必要があります 
	
原因: 指定されたフィールドに、終了値が開始値より小さい(start:end)句が含まれています。


	
処置: 終了値が開始値以上になるように、その句を変更してください。









	 SQL*Loader-00402: 指定から列stringの長さを決定できません 
	
原因: 指定したデータ型は暗黙の長さ(たとえば、外部数値またはRAW型)を持っておらず、デリミタとともには指定されていません。長さが指定されていないため、POSITION句から長さは判別できません。


	
処置: POSITION句が指定されている場合は、終わり位置を追加すると、長さ指定が作成されます。この句はPOSITION(start:end)のような形式になっています。INTEGER EXTERNAL (6)のように、長さをデータ型の後に指定することもできます。最後に、デリミタとともにフィールドを指定したり、暗黙の長さを持つデータ型にデータ型を変更できます。









	 SQL*Loader-00403: 参照した列stringが表stringの中に存在しません。 
	
原因: 指定した列が指定した表に存在しません。


	
処置: 列名または表名を修正してください。









	 SQL*Loader-00404: 列stringがstringのINTO TABLE文に複数個存在します。 
	
原因: 指定した列が、1つのINTO TABLE文の中に複数回指定されています。


	
処置: 関係のない列指定を削除してください。









	 SQL*Loader-00405: オプションの囲みデリミタには終了デリミタが必要です: 列string、表string 
	
原因: 指定された列は、オプションの囲みデリミタで指定されていますが、終了デリミタで指定されていません。終了デリミタが存在する場合は、囲みデリミタはオプションになります。


	
処置: 終了デリミタを指定するか、または囲みデリミタを非オプションにしてください。









	 SQL*Loader-00406: データがすべて生成されている場合、ロード数にALLを指定できません 
	
原因: 生成されるデータのみがロードされる場合、ロード数を指定します。これによって、SQL*Loaderはロードを途中で停止できます。


	
処置: ロード数を指定してください。









	 SQL*Loader-00407: データをすべて生成する場合、スキップ数を指定できません 
	
原因: データをすべて生成する場合は、読み取られるファイルがなく、スキップ数を指定できません。


	
処置: スキップ数の指定を削除してください。









	 SQL*Loader-00408: 物理レコードのスタックがオーバーフローしました 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 SQL*Loader-00409: 継続ロードではスキップ数はロード・レベルでなく表レベルにする必要があります 
	
原因: コマンドラインまたはOPTIONS文からSKIPパラメータが指定されましたが、ロードの続行がCONTINUE_LOADで指定されています。複数の表のダイレクト・ロードが中断された場合は、個々の表に異なった数のレコードがロードされた可能性があります。したがって、ロードを続行する場合は、スキップするレコード数を表ごとに指定する必要があります。この場合、CONTINUE_LOADを指定して、各表でスキップさせるレコード数は、対応するINTO TABLE文で指定します。詳細は、SQL*Loader-00410およびSQL*Loader-00411のエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: ログ・ファイルを調べて、それぞれの表でスキップするレコードの適切な数を判断し、継続ロードのそれぞれの表にINTO TABLE文で、または通常ロードのコマンドラインSKIPパラメータで、この数を指定してください。









	 SQL*Loader-00410: スキップ数は表レベルでなくロード・レベルにする必要があります 
	
原因: 通常の(継続でない)ロードで、INTO TABLE文にSKIP句が指定されています。LOAD DATAで始まる通常のロードにおいては、表ごとにスキップするレコード数を指定できません。ロード全体にスキップ数を指定する場合は、コマンドラインからSKIPパラメータを使用するか、OPTION句によって指定します。複数の表に異なったレコード数をロードさせるなど、表レベルでロードする必要がある場合は(ダイレクト・ロードのみ可能ですが)、CONTINUE_LOAD文を使用できます。詳細は、SQL*Loader-00409およびSQL*Loader-00411のエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: ロードが複数の表のダイレクト・パス・ロードでない場合は、SKIP句をINTO TABLE文からコマンドラインまたはOPTIONS句に移動してください。複数の表へロードする場合は、CONTINUE_LOADでロードの続行を指定してください。









	 SQL*Loader-00411: ダイレクト・パス・ロードのみ続行できます。 
	
原因: ロードの続行がCONTINUE_LOADを指定し、かつDIRECT_FALSEの状態で実行されました。CONTINUE_LOADは、ダイレクト・パス・ロードでのみ使用可能で、すでに複数の表に対して異なったレコード数のデータがロードされているとき続行処理を行うためのものです。詳細は、SQL*Loader-00409およびSQL*Loader-00410のエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: CONTINUE_LOADが必要な場合、ダイレクト・ロードを指定して、それぞれのINTO TABLE文にスキップするレコード数を指定してください。CONTINUE_LOADを使用しないで済む場合は、コマンドラインまたはOPTIONS句でスキップするレコード数を指定し、CONTINUE_LOADのかわりにLOAD DATAを使用してください。









	 SQL*Loader-00412: 表stringに最大値(number)より多い列が指定されています 
	
原因: データベースで表に対して許可される列数を超えて列が指定されました。


	
処置: 関係のない列を削除してください。









	 SQL*Loader-00413: フィラー・フィールドstring(表string)にNULLIFまたはDEFAULTIF句が指定されています。 
	
原因: SQL*Loader制御ファイル内で、指定されたFILLERフィールドにNULLIFまたはDEFAULTIF句が指定されました。これらのオプションは、FILLERフィールドに指定できません。


	
処置: フィールドの定義からNULLIFまたはDEFAULTIF句を削除してください。









	 SQL*Loader-00414: 表stringにロードする列がありません。 
	
原因: 表にロードするフィールドがデータファイルにありません。すべてのフィールドが、FILLERフィールドとして識別された可能性があります。


	
処置: FILLERの属性がフィールドに正しく設定されたかどうかを確認してください。









	 SQL*Loader-00415: 列string(表string)は、SDFまたはLOBFILEのオブジェクトになることも、使用することもできません 
	
原因: 指定された列は、SDFまたはLOBFILE句のターゲットとして識別されます。ただし、列はSDFまたはLOBFILEからも値を取得します。フィールド名がSDFまたはLOBFILE句で指定された場合、そのフィールドにはSDFまたはLOBFILE句が存在できません。


	
処置: SQL*Loader制御ファイルのSDFおよびLOBFILE句が正しいフィールドを指定したかどうかを確認してください。また、SDFおよびLOBFILE句が正しいフィールドに指定されたかどうかも確認してください。









	 SQL*Loader-00416: フィールドstring(表string)のSDF句は、実在しないフィールドを参照しています。 
	
原因: フィールドのSDF句が、SQL*Loader制御ファイルの表定義に存在しないフィールドを指定しました。


	
処置: セカンダリ・データファイルの定義を検証して、それが対象フィールドを指定するか確認してください。









	 SQL*Loader-00417: SQL文字列(列string)はダイレクト・パスでは使用できません。 
	
原因: SQL文字列は、ダイレクト・パスでは省略されるため使用できません。


	
処置: SQL文字列を削除するか、従来型パスを使用してください。









	 SQL*Loader-00418: 列stringに対するデータファイルのデータ型が正しくありません 
	
原因: 列に指定されたデータファイルのデータ型は、列のロードに使用できません。このメッセージは、特殊な機能でのロードが必要な列に対して表示されます。たとえば、BFILE列は、制御ファイルのBFILEディレクティブを経由してのみ、REFフィールドにロードできます。SQL*Loader制御ファイルのREFフィールドに対しても同様です。同様に、REF列は、SQL*Loader制御ファイルのREFデータ型のみでロードされます。


	
処置: データベースの列のデータ型を判断し、その型の列のロードに使用する正しいメカニズムをドキュメントで確認してください。









	 SQL*Loader-00419: VARRAYのロード時に、列stringのデータ型はサポートされません。 
	
原因: 列に対するSQL*Loader制御ファイルのデータ型を使用して、VARRAYのデータをロードすることはできません。


	
処置: 別のデータ型を使用してください。









	 SQL*Loader-00420: 列string(表string)に対してサポートされていないデータ型変換がリクエストされました。 
	
原因: データをロードする前に、列には別の型に変換されたデータが必要です。sqlldrでは、要求された変換を行うことはできません。


	
処置: 列に正しいデータ型が指定されたかどうかを確認してください。









	 SQL*Loader-00421: データの変換でエラーが発生しました。 
	
原因: 行を拒否する原因の1つとして、このメッセージが表示されます。sqlldrユーティリティは、列のデータをデータファイルのデータ型からデータベースの列のデータ型に変換しようとしました。このメッセージの後には、変換エラーを説明する別のメッセージが続きます。


	
処置: データを変換できるように、データファイルのデータを修正してください。









	 SQL*Loader-00422: 固定要素数number(列string)が最大数numberを超えています 
	
原因: 表のVARRAY列に指定された要素数が、VARRAY列の型の許容最大要素数を超えています。


	
処置: その型の許容要素数を増やすか、データファイルから不要な要素を削除してください。









	 SQL*Loader-00423: 要素数が、列に対して許可される最大数を超えています 
	
原因: データファイルからVARRAYを作成中、SQL_Loaderが列に許可される以上のVARRAY要素を見つけました。


	
処置: 不正なデータを持つ列の名前および行数を含む、前のエラー・メッセージを確認してください。









	 SQL*Loader-00424: 表stringは、コレクション・フィールドstringを不正に参照しています。 
	
原因: 表のWHEN、OIDまたはSID句は、コレクション内で宣言されたフィールドを参照します。


	
処置: SIDまたはOID句の値を持つデータを、コレクションの定義の外に移動してください。









	 SQL*Loader-00425: 列stringは、コレクション・フィールドstringを不正に参照しています。 
	
原因: NULLIFやBFILE句など列の句は、コレクション内で宣言されたフィールドを参照します。


	
処置: SIDまたはOID句の値を持つデータを、コレクションの定義の外に移動してください。









	 SQL*Loader-00426: VARRAYstringの要素数は、VARRAYに対するデータに従います 
	
原因: VARRAYフィールドのCOUNT句は、VARRAYの要素数が別のデータ・フィールドに格納されていることを示します。ただし、そのデータ・フィールドは、データファイルのVARRAYデータより後に指定されています。SQL_Loaderは、VARRAYの要素数を知るために件数のフィールドを見つける必要があります。そのため、件数のフィールドはVARRAYのデータより前にある必要があります。


	
処置: データファイルのコレクション・データの前に、件数のフィールドを移動してください。









	 SQL*Loader-00427: フィールド条件は、非スカラー・フィールドまたはLOBフィールドstringを参照します 
	
原因: フィールド条件は、ネストした表、VARRAY、列のオブジェクト、LOBまたはBILEフィールドのいずれかを参照しています。その他のフィールドには、これらの型のフィールドを参照できません。


	
処置: NULLIF、DEFAULTIFまたはWHEN句を修正して、非LOBスカラー・データ・フィールドのみを参照するようにしてください。









	 SQL*Loader-00428: フィールドstringの件数が、文字フィールドまたは整数フィールドに格納されていません。 
	
原因: 件数のフィールドの句は、別のフィールドを参照しますが、参照されたフィールドは文字または整数のデータ型ではありません。


	
処置: フィールドの件数を変更して、整数または文字形式で件数を持つデータ・フィールドを参照するようにしてください。









	 SQL*Loader-00429: VARRAYの要素数が少なすぎます 
	
原因: COUNTディレクティブがVARRAYに対して指定されましたが、見つかった要素数がCOUNTディレクティブの指定以下です。


	
処置: 件数が要素数に一致するように、データを修正してください。









	 SQL*Loader-00430: ネストした表でNULLは使用できません 
	
原因: ネストした表の行がNULLに設定されました。ネストした表は、NULLフィールドを持つことができません。


	
処置: ネストした表にNULL行がないように、データを修正してください。









	 SQL*Loader-00431: ネストした表の列stringに無効なNULLIF句またはDEFAULTIF句が指定されました 
	
原因: ネストした表の行は、NULLに設定できません。ネストした表を形成する行を定義する要素に、NULLIF句が指定されると、SQLLDRがこのエラーを表示します。また、DEFAULTIF句が、名前の付いた型の要素に指定された場合も、このエラーが表示されます。これは、DEFAULTIFがTRUEと評価すると、SQLLDRがNULLに名前付きの型を設定するためです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 SQL*Loader-00432: 変換したデータが大きすぎます。 
	
原因: このメッセージの前のメッセージに、行および列が表示されます。入力ファイルのデータ型から、データベースの列のデータ型に変換するための十分な領域がない場合、このメッセージが表示されます。


	
処置: データベース・フィールドに合うように、データを変更してください。









	 SQL*Loader-00433: 列オブジェクトstring(表string)の属性が見つかりません。 
	
原因: 制御ファイルで名前が付けられた列オブジェクトの属性がロードされていません。これは、制御ファイルの列オブジェクトの定義にあるすべてのフィールドが、FILLERフィールドとして作成されている場合に発生します。


	
処置: 列オブジェクトにロードする属性を指定するか、または制御ファイルから列オブジェクトを削除してください。









	 SQL*Loader-00434: LOB/XMLを親表とともにネストした表にロードすることはできません。 
	
原因: LOBおよびXMLデータを親表とともにネストした表にロードすることは、サポートされていません。


	
処置: LOBまたはXML列を親表とは別に、ネストした表にロードしてください。









	 SQL*Loader-00435: 無効な定数値stringがネストした表の列stringにあります 
	
原因: ネストした表の列のSETIDに対して定数値が指定されました。文字定数をSETIDに変換する間にエラーが発生しました。


	
処置: 定数文字列に有効な16進文字が含まれていることと、16進文字が32文字あることを確認してください。









	 SQL*Loader-00436: GUIDの変換でエラーが発生しました 
	
原因: メッセージが示すフィールドの値が、メッセージが示す列の移入に使用されました。列はSet IDまたはObject IDのため、フィールドを変換する必要があります。このメッセージは、変換エラーが発生したことを示します。文字フィールドの場合は、16進の文字数が多すぎるか少なすぎることが原因で変換エラーが発生した可能性があります。また、フィールドの1文字以上が有効な16進文字でない可能性があります。フィールドにRAWデータが含まれている場合は、フィールドに対して指定されたバイト数が多すぎるか、または少なすぎます。


	
処置: データを修正して行を再ロードしてください。









	 SQL*Loader-00440: REFの有効範囲に指定された表が無効です 
	
原因: REFディレクティブの一部が、表名またはREFが参照する表の名前を含む別のフィールド名を指定します。


	
処置: 参照する表の名前を正しく指定してください。









	 SQL*Loader-00456: number個の要素の後、コレクションの終わりが見つかりました(number個の要素の検索時)。 
	
原因: VARRAYまたはネストした表の列に件数の値が指定され、行数は指定した行数以下です。


	
処置: フィールドの件数の値が正しいか、コレクションに欠落したデータがないかどうかを確認してください。









	 SQL*Loader-00457: CONTINUEIF LASTの比較テキストの長さはnumberではなく1にする必要があります 
	
原因: 比較するテキストが長すぎます。1文字にする必要があります。


	
処置: 比較するテキストを1文字に削減してください。









	 SQL*Loader-00458: CONTINUEIF LASTの比較テキスト('string')は空白にはできません 
	
原因: 比較するテキストが空白文字(空白やタブ)になっています。


	
処置: 比較するテキストを空白文字以外に変更してください。









	 SQL*Loader-00459: 列(string)で順序の数値をフェッチ中にエラーが発生しました。 
	
原因: 順次列で数値以外の値を取得しようとしました。


	
処置: 順次列のデータが数値であることを確認してください。その後で、操作を再試行してください。









	 SQL*Loader-00460: 列(string)、使用フォーム(number)が、(number)のキャラクタ・セットIDと一致しません。 
	
原因: 使用フォームを持つ列が、同じ使用フォームを持つ前の列と同じキャラクタ・セットIDを持っていません。


	
処置: これは発生してはならないエラーです。Oracleサポートに連絡し、ロードされている表のDDL、SQL*Loaderの制御ファイルに関する情報を提供してください。8.1で追加されました。









	 SQL*Loader-00461: 列stringのデータ型は、ダイレクト・パス・ロードがサポートされていません 
	
原因: 指定した列のデータ型は、ダイレクト・パス・ロードで使用できない型です。


	
処置: データ型が、従来型パスでサポートされる場合は、それを使用して表をロードしてください。









	 SQL*Loader-00462: 列: string、行: number(表: string)へのLOBの挿入でエラーが発生しました 
	
原因: 行にLOBを書き込もうとしている間に、エラーが発生しました。


	
処置: LOBがロードされなかった原因、sqlldrの動作(ある場合)およびエラーが発生した場所については、付随するメッセージを参照してください。









	 SQL*Loader-00463: LOBのセカンダリ・データファイルはstringです 
	
原因: エラーが発生したとき、LOBの移入に使用されていたセカンダリ・データファイルです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 SQL*Loader-00464: LOBの開始のためのファイル・オフセットはstringです 
	
原因: エラーが発生したときに書き込まれたLOBの起動を含む、セカンダリ・データファイルへのオフセットを示します。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 SQL*Loader-00465: stringディレクティブの引数はnumber個ですが、number個見つかりました 
	
原因: COUNT()やBFILE()などのディレクティブが、SQL*Loader制御ファイルに指定されました。このディレクティブは固定数の引数を指定しますが、SQL*Loader制御ファイルには異なる数の引数があります。


	
処置: ディレクティブが正しい数の引数を含むように、SQL*Loader制御ファイルを修正してください。









	 SQL*Loader-00466: 列stringが表stringにありません。 
	
原因: SQL*Loader制御ファイルが、存在しない表の列を指定しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 SQL*Loader-00467: 属性stringは型string(表string)に存在しません。 
	
原因: SQL*Loader制御ファイルが、指定された型には存在しない属性を指定しました。その型を持つ表も、エラー・メッセージに示されます。


	
処置: SQL*Loader制御ファイルで、正しいスキーマの正しい表が指定されているかどうかを確認してください。また、列名の綴りが正しいかどうかも確認してください。









	 SQL*Loader-00468: OID句の引数は1つですが、number見つかりました。 
	
原因: 複数の引数がOID句に指定されました。


	
処置: OIDに使用する値を含むフィールドの名前を指定してください。表のOIDがユーザー定義の場合は、制御ファイルでOID句を使用しないでください。









	 SQL*Loader-00469: SID句の引数は1つですが、number見つかりました。 
	
原因: 複数の引数がSID句に指定されました。


	
処置: SID句でSIDに使用する値を含むフィールドの名前のみを指定してください。









	 SQL*Loader-00470: 表stringにはシステム生成のOIDがありません。 
	
原因: OID句を表に指定しましたが、表がオブジェクト表ではないか、またはオブジェクト表であるが、行のOIDが生成されたシステムではないかのいずれかです。


	
処置: 正しい表をロードしているかどうかを確認してください。ロードしている場合、この表にOID句を指定する必要はありません。表がオブジェクト表で、システムがOIDを生成し、表の各行に割り当てるOIDを指定する場合にのみ、OIDを使用してください。









	 SQL*Loader-00471: OIDまたはSID句にCONSTANT引数があります 
	
原因: オブジェクト表のOID句またはネストした表の列のSID句で、引数としてCONSTANTを指定しました。これらの列の値は一意である必要があるため、値に定数を指定できません。


	
処置: FILLERフィールドの各行にOIDを格納して、そのFILLERフィールドの名前を引数として指定してください。









	 SQL*Loader-00472: コレクションは、FILLERフィールド以外の指定を1つのみ包むことができます 
	
原因: 複数のFILLERフィールドでない指定が、コレクション・フィールドのメンバー・フィールド・リストで見つかりました。


	
処置: 『Oracle Databaseユーティリティ』で正しい構文を参照してください。特定のコレクションを形成する複数の属性がある場合、これは、COLUMN OBJECTのフィールド指定の構文を使用して指定されるオブジェクト型のコレクションです。









	 SQL*Loader-00473: コレクションはネストできません。 
	
原因: 1つのコレクション型のフィールド説明を、別のフィールドにネストできません。


	
処置: コレクションのネストがSQL*Loader制御ファイルで試行されているかどうかを確認してください。誤りを修正してください。









	 SQL*Loader-00474: 列string、表string、行numberの動的ファイルに値が設定されていません。 
	
原因: 指定した列のデータが、動的LOBFILEまたはSDFにあります。このフィールドのデータを持つファイルの名前があるフィールドが設定されていないか、NULLのとき、このメッセージが戻されます。これは、データファイルのレコードが、SQL*Loader制御ファイルによって記述された形式と一致しないためです。


	
処置: データファイルまたはSQL*Loader制御ファイルのエラーを修正してください。









	 SQL*Loader-00475: 動的ファイル名のフィールドは、string(表string)です。 
	
原因: このメッセージは、SQL*Loader-00474のメッセージの後に、常に表示されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 SQL*Loader-00476: コレクションの要素数が設定されていないか、NULLまたは0(ゼロ)が使用されています。 
	
原因: このメッセージは、問題のある列および行を指定するメッセージに続いて表示されます。このメッセージは、前のメッセージのコレクション・フィールドが、別のフィールドに格納されたコレクションに要素数を持っていることを示します。件数を含むフィールドが値を持っていないか、NULLに設定される場合に、このメッセージが表示されます。その場合、SQL*Loaderは0(ゼロ)を要素数として使用します。


	
処置: 0(ゼロ)がコレクションに対する要素数ではない場合、データファイルのデータを修正してください。









	 SQL*Loader-00477: フィールドstringのREFディレクティブには、引数が少なくとも2つ必要です 
	
原因: SQL*Loader制御ファイルに、フィールドのREFディレクティブがありますが、ディレクティブに指定された引数は1つのみです。REFディレクティブには、常に2つ以上の引数が必要です。


	
処置: REFディレクティブに足りない引数を指定してください。REFが有効範囲付きであっても、REFディレクティブには、常に表名を指定する必要があります。









	 SQL*Loader-00478: LOBFILEまたはSDFのファイル名が欠落しているため、続行できません。 
	
原因: LOBFILEまたはSDF名が欠落しているか、現行の行のNULLになっています。SQL*Loaderが、次の行へのLOBの取得方法を判断できないため、ロードを続行できません。


	
処置: LOBFILEおよびSDF名を含むすべてのフィールドに有効値が存在するように、データファイルを修正してください。









	 SQL*Loader-00479: 列stringのREFディレクティブではnumber個の引数を予想していますが、number個が検出されました。 
	
原因: 列のREFディレクティブにある引数の数に誤りがあります。


	
処置: REFの引数の正しい数を指定してください。REFディレクティブには常に表名が必要であることに注意してください。また、主キーのREFには、主キーの各フィールドに1つの引数が必要であることにも注意してください。









	 SQL*Loader-00480: EXPRESSIONはコレクションの要素とともに使用されない場合があります。 
	
原因: EXPRESSIONキーワードには、必要なSQL文字列式が続き、入力データファイルの値のかわりに、SQL文字列式の結果を含む列のロードに使用されます。ただし、この機能は、コレクション要素では使用できません。


	
処置: 制御ファイルのコレクション要素から、EXPRESSIONキーワードおよび関連するSQL文字列を削除してください。









	 SQL*Loader-00481: HIDDENは非スカラー・フィールドとともに使用されない場合があります。 
	
原因: HIDDENキーワードは、スカラー・フィールドでのみ使用できます。


	
処置: 制御ファイルの非スカラー・フィールドから、HIDDENキーワードを削除してください。









	 SQL*Loader-00486: SQL文字列はコレクション・フィールドstringには指定できません 
	
原因: ネストした表またはVARRAYのフィールドの記述の一部として、SQL文字列が指定されました。VARRAYまたはネストした表へのフィールドのロードには、SQL文字列を使用できません。


	
処置: フィールド記述からSQL文字列を削除してください。コレクションの列にロードする値を含むように、データファイルを変更してください。









	 SQL*Loader-00487: コレクションstringにはCOUNT句が必要です 
	
原因: SQL*Loader制御ファイルにVARRAYまたはネストした表が定義されており、VARRAYまたはネストした表のフィールドはすべてSQL*Loaderにより生成され、データファイルからは取り込まれません。SQL*Loaderでは、行ごとにVARRAYまたはネストした表に追加する要素数が認識されるように、COUNT句を指定する必要があります。


	
処置: VARRAYまたはネストした表の定義に、COUNT句を追加してください。









	 SQL*Loader-00488: stringは、フィラー・フィールドstringの名前付きコレクション型ではありません 
	
原因: SQL*Loader制御ファイルのVARRAYまたはNESTED TABLEフィールドに対して、FILLERオプションが指定されました。ただし、フィールドに指定された型名は、VARRAY型またはNESTED TABLE型の名前ではありません。


	
処置: 正しい型名が指定されていることを確認してください。型が異なるスキーマ内で定義されている場合は、正しいスキーマ名が指定されていることも確認してください。









	 SQL*Loader-00489: オブジェクト表string、行numberにNULLオブジェクトは挿入できません 
	
原因: このオブジェクト列用に指定したデータが、制御ファイル、LOBファイルまたはセカンダリ・データファイルにありません。


	
処置: この列用の有効なデータを当該のファイルに入れてから、SQL*Loaderを起動してこの表にデータをロードしてください。









	 SQL*Loader-00490: インライン・コレクションの絶対位置は許可されません 
	
原因: インライン・コレクションに絶対位置指定が使用されました。インライン・コレクションに対する絶対位置の指定はサポートされていません。


	
処置: インライン・コレクションに相対位置指定を使用してください。









	 SQL*Loader-00500: ファイル(string)をオープンできません 
	
原因: SQL*Loaderが、指定されたファイルを開けませんでした。


	
処置: ログ・ファイルに記録されたオペレーティング・システムのエラー・メッセージを確認してください。









	 SQL*Loader-00501: ファイル(string)を読み込めません 
	
原因: SQL*Loaderが、指定されたファイルを読み込めませんでした。


	
処置: ログ・ファイルに記録されたこのメッセージに続く、オペレーティング・システムのエラー・メッセージを確認してください。









	 SQL*Loader-00502: データファイル'string'(フィールドstring、表string)をオープンできません 
	
原因: LOBFILEまたはセカンダリ・データファイルのオープンに失敗しました。


	
処置: オープンに失敗した理由については、このメッセージに続く、オペレーティング・システムのエラー・メッセージを確認してください。正しい名前が、LOBFILEまたはSDFに指定されたかどうかを確認してください。









	 SQL*Loader-00503: ファイルstringに拡張子を追加中にエラーが発生しました 
	
原因: SQL*Loaderがデフォルトの拡張子を追加して、ファイル名を作成できませんでした。指定したファイル名が長すぎるか、ファイル名に無効な文字が含まれている可能性があります。


	
処置: 指定したファイル名を確認してください。









	 SQL*Loader-00504: ファイルstringのレコードをスキップ中にエラーが発生しました 
	
原因: SQL*Loaderが、ファイルをオープンできなかったか、ファイルからの読取りに失敗しました。


	
処置: ファイルが想定されている位置にあること、および読込みアクセス権が付与されていることを確認してください。









	 SQL*Loader-00505: LOBFILE読取り中にエラーが発生しました 
	
原因: セカンダリ・データファイルの読取りに失敗しました。


	
処置: 詳細は、このメッセージに続く、オペレーティング・システムのエラー・メッセージを確認してください。









	 SQL*Loader-00506: SDFまたはLOBFILEstring(列string、表string)の読取り中にフォーマット・エラーが発生しました 
	
原因: 指定されたLOBFILEまたはSDFファイルのレコード形式に誤りがあります。


	
処置: ファイルのレコード形式の問題を修正してください。









	 SQL*Loader-00507: SDFまたはLOBFILEstringの読取り(列string、表string)で予期しないEOFが読み込まれました 
	
原因: 現行の行のデータが見つかる前に、セカンダリ・データファイルまたはLOBFILEのEOFに達しました。


	
処置: ファイルがLOBFILEの場合、フィールドに正しいデータ型が指定されたかどうかを確認してください。ファイルがセカンダリ・データファイルの場合、レコード形式がSQL*Loader制御ファイルで、正しく指定されたかどうかを確認してください。









	 SQL*Loader-00508: データファイルstringのレコード・フォーマットでエラーが発生しました 
	
原因: データファイルで見つかったデータが、SQL*Loader制御ファイルのレコード形式に対応していません。


	
処置: データファイルのすべてのレコードが、SQL*Loader制御ファイルに記述されている形式と一致するかどうかを確認してください。









	 SQL*Loader-00509: システム・エラー: string 
	
原因: 処理中に、プラットフォーム固有のエラーが戻されました。このメッセージは、エラーのテキストを表示します。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 SQL*Loader-00510: データファイル(string)の物理レコードが最大長(number)を超えています 
	
原因: データファイル内の物理レコードが長すぎます。


	
処置: CONCATENATEまたはCONTINUEIFを使用してください。物理レコードを分割してください。









	 SQL*Loader-00511: read関数を初期化できません。 
	
原因: SQL*Loaderが、read関数を初期化できませんでした。


	
処置: 詳細は、ログ・ファイルに記録されたこのメッセージの下のエラーを確認してください。









	 SQL*Loader-00512: 読取りバッファを解放できません 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 SQL*Loader-00513: ファイル(string)をクローズできません 
	
原因: SQL*Loaderが、指定されたファイルをクローズできませんでした。


	
処置: 詳細は、ログ・ファイルに記録されたこのメッセージの下のエラーを確認してください。









	 SQL*Loader-00514: 経過時間の取得に失敗しました。 
	
原因: SQL*Loaderが、システムからの経過時間の取得に失敗しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 SQL*Loader-00515: CPUタイムの取得に失敗しました。 
	
原因: SQL*Loaderが、システムからのCPUタイムの取得に失敗しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 SQL*Loader-00516: 制御ファイル(string)の内容が空です 
	
原因: 指定されたファイルの内容が空でした。


	
処置: 意図したファイルが参照され、そのファイルが空ではないかどうかを確認してください。









	 SQL*Loader-00517: ファイル名(string)の分解に失敗しました 
	
原因: SQL*Loaderが、ファイル名を複数の部分に分解できませんでした。


	
処置: ファイル名に無効な文字が含まれていないかどうかを確認してください。









	 SQL*Loader-00518: ファイル名(string)の再構成に失敗しました 
	
原因: SQL*Loaderが、複数の部分を再構成してファイル名を作成できませんでした。


	
処置: ファイル名に無効な文字が含まれていないかどうかを確認してください。









	 SQL*Loader-00520: ファイル(string)でlfimknamに失敗しました。 
	
原因: LFIが、ファイルの名前オブジェクト作成に失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 SQL*Loader-00521: ファイル(string)でlfiliniに失敗しました。 
	
原因: LFIが、ファイルのファイル・オブジェクトの作成または初期化に失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 SQL*Loader-00522: ファイル(string)でlfiopnに失敗しました。 
	
原因: LFIがファイルのオープンに失敗しました。


	
処置: オペレーティング・システムのエラーまたはメモリーの問題(あるいはその両方)を確認してください。









	 SQL*Loader-00523: エラーnumberが、ファイル(string)への書込み中に発生しました 
	
原因: 指定したファイルに書き込めませんでした。


	
処置: 次の点を確認してください。ファイルが指定された位置に常駐していること。そのファイルへの書込み権限があること。ディスク領域が十分あること。ディスクの割当て制限を超えていないこと。これらの条件がすべて満たされている場合は、操作を再試行してください。









	 SQL*Loader-00524: データファイル(string)の終わりで不完全なレコードが見つかりました。 
	
原因: 指示されたデータファイルの終わりで、不完全なレコードが見つかりました。


	
処置: データファイルの最後のレコードが完全で、正しい終了文字を持っているかどうかを確認してください。また、固定長レコードが使用中の場合、1つのレコードに対するプラットフォーム固有の長さを超えるレコードがないかどうかを確認してください。









	 SQL*Loader-00525: OCIリターン状態: 成功。 
	
原因: OCIコールによって戻された状態コードが表示されます。


	
処置: 詳細は、前後のメッセージを参照してください。









	 SQL*Loader-00526: OCIリターン状態: 成功(戻り情報あり)。 
	
原因: OCIコールによって戻された状態コードが表示されます。


	
処置: 詳細は、前後のメッセージを参照してください。









	 SQL*Loader-00527: OCIリターン状態: データがありません。 
	
原因: OCIコールによって戻された状態コードが表示されます。


	
処置: 詳細は、前後のメッセージを参照してください。









	 SQL*Loader-00528: OCIリターン状態: エラー。 
	
原因: OCIコールによって戻された状態コードが表示されます。


	
処置: 詳細は、前後のメッセージを参照してください。









	 SQL*Loader-00529: OCIリターン状態: 無効なハンドル。 
	
原因: OCIコールによって戻された状態コードが表示されます。


	
処置: 詳細は、前後のメッセージを参照してください。









	 SQL*Loader-00530: OCIリターン状態: データが必要です。 
	
原因: OCIコールによって戻された状態コードが表示されます。


	
処置: 詳細は、前後のメッセージを参照してください。









	 SQL*Loader-00531: OCIリターン状態: 実行中。 
	
原因: OCIコールによって戻された状態コードが表示されます。


	
処置: 詳細は、前後のメッセージを参照してください。









	 SQL*Loader-00532: OCIリターン状態: 続行 
	
原因: OCIコールによって戻された状態コードが表示されます。


	
処置: 詳細は、前後のメッセージを参照してください。









	 SQL*Loader-00533: OCIリターン状態: 不明、値はnumber 
	
原因: 不明の状態がOCIコールによって戻されました。


	
処置: 詳細は、前後のメッセージを参照してください。









	 SQL*Loader-00551: 内部エラー: slfの初期化エラーです。 
	
原因: ファイルI/Oコンポーネントを初期化しようとしましたが、内部エラーが発生しました。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 SQL*Loader-00552: ファイルをオープンする権限がありません。 
	
原因: SQL*Loaderが、ファイルをオープンするために必要な権限を持っていません。


	
処置: 適切なファイルが指定されたかどうか、およびファイルが適切な権限を持っているかどうかを確認してください。









	 SQL*Loader-00553: ファイルが見つかりません。 
	
原因: 指定されたファイルが見つかりません。


	
処置: ファイル名および位置が正しいかどうかを確認してください。









	 SQL*Loader-00554: ファイルのオープンでエラーが発生しました。 
	
原因: ファイルのオープン中にエラーが発生しました。他に情報はありません。


	
処置: ファイルがアクセス可能であることを確認してください。









	 SQL*Loader-00555: 認識できない処理オプションです。 
	
原因: ファイルに指定された処理オプションを処理できません。


	
処置: ファイルに指定された処理オプションの構文が、SQL*Loaderを実行するプラットフォームで有効であることを確認してください。









	 SQL*Loader-00556: 読取りバッファを割当てできません。 
	
原因: 読込みバッファの割当てに失敗しました。


	
処置: 可能な場合は、読込みバッファに小さいサイズを指定してください。









	 SQL*Loader-00557: メモリーを割当てできません。 
	
原因: ファイルのI/Oを追跡するためのメモリーの割当てに失敗しました。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 SQL*Loader-00558: リンクされたローダーにSKIPパラメータを使用しようとしました 
	
原因: リンクされたファイル・プロセッサにSKIPパラメータが指定されました。


	
処置: この場合、SKIPパラメータを使用しないでください。









	 SQL*Loader-00559: ファイルのクローズでエラーが発生しました。 
	
原因: ファイルのクローズ中に、エラーが発生しました。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 SQL*Loader-00560: ファイルの読取りでエラーが発生しました。 
	
原因: ファイルの読込み中に、エラーが発生しました。


	
処置: ファイルがアクセス可能であることを確認してください。









	 SQL*Loader-00561: end-of-file 
	
原因: end-of-fileに達しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 SQL*Loader-00562: レコードが大きすぎます。 
	
原因: ファイルのレコードが、読取りバッファよりも大きいです。


	
処置: ファイルが破損していないことを確認してください。破損していない場合、読込みバッファに大きいサイズを指定してください。









	 SQL*Loader-00563: VARレコードの長さが正しくありません。 
	
原因: VARレコードの長さ部分が、数値でないデータを含んでいます。


	
処置: ファイルのデータを修正してください。









	 SQL*Loader-00564: レコード・デリミタに無効な16進リテラルが指定されました 
	
原因: ファイルにレコード・デリミタを含む16進リテラルは、有効な16進文字列を含んでいません。


	
処置: ファイルの処理オプションに、適切な16進値が指定されていることを確認してください。









	 SQL*Loader-00565: スキップ中に予期しないエラーが発生しました 
	
原因: レコードのスキップ中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: このエラーに続いて、エラーの詳細を表示するメッセージが表示されます。









	 SQL*Loader-00566: データファイルの終わりで不完全なレコードが見つかりました 
	
原因: ファイルの終わりで、不完全なレコードが見つかりました。


	
処置: データファイルの最後のレコードが完全で、正しい終了文字を持っているかどうかを確認してください。









	 SQL*Loader-00567: ファイル名を導出できません 
	
原因: データファイル、不良ファイル、廃棄ファイルまたはログ・ファイルの名前の作成中にエラーが発生しました。


	
処置: SQL*Loaderを使用してこれらのファイル名を作成するのではなく、制御ファイル上またはSQL*Loaderコマンドライン上で完全なファイル指定を行ってください。









	 SQL*Loader-00568: ファイルへの書込み中にエラーが発生しました 
	
原因: ファイルへの書込み中に予期しないエラーが発生しました。このメッセージに続いて、エラーの詳細を示すメッセージが表示されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 SQL*Loader-00569: READSIZEパラメータがプラットフォームの最大値stringを超えています 
	
原因: SQL*LoaderコマンドラインのREADSIZEパラメータに指定された値が、SQL*Loaderコマンドライン実行中のプラットフォームで許容されている最大値を超えています。


	
処置: プラットフォームで許容された最大値より小さくなるようにREADSIZEパラメータのサイズを減らしてください。









	 SQL*Loader-00600: numberバイトのバインド・サイズは、1行を保持するためにnumberバイト増加しました。 
	
原因: 単一行を格納するために必要な領域が、指定されたバインド・サイズを超えています。バインド・サイズに使用されている値は、より大きいサイズの領域を処理できるように増加します。


	
処置: 処置は必要ありません。このエラー・メッセージの新しい値がバインド・サイズに指定されると、このメッセージは表示されなくなります。









	 SQL*Loader-00601: INSERTオプションの場合、表は空である必要があります。表stringでエラーが発生しました。 
	
原因: INSERTオプションで、空ではない表がロードされています。


	
処置: REPLACEキーワードを使用して古い表を空にしてから、その位置に新しいデータを格納してください。APPENDキーワードを使用して、表の内容を保持したまま、新しいデータを追加してください。









	 SQL*Loader-00602: 最大変換長number(列string)がバインド配列に対して大きすぎます。 
	
原因: この列は、指定されたキャラクタ・セット変換を実行できず、システムの連続したメモリー領域に格納されたままになっています。


	
処置: より短いデータ列を指定するか、またはキャラクタ・セット変換を削除してください。









	 SQL*Loader-00603: 最大長number(列string)がバインド配列に対して大きすぎます。 
	
原因: 指定された列をシステムの連続したメモリー領域に格納できません。


	
処置: 短いデータ列を指定してください。









	 SQL*Loader-00604: コミットの実行時にエラーが発生しました。 
	
原因: 変更点をデータベースにコミットしようとしたときに、エラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、ログ・ファイル内のメッセージを参照してください。









	 SQL*Loader-00605: データに依存しないOracleエラーが発生しました -- ロードが停止しました。 
	
原因: データに関係なくエラーが発生しました。たとえば、領域不足の場合などです。この時点より後のデータは拒否されるため、ロードは停止します(このエラーがデータに依存していた場合は、残りの行は正常にロードされるはずです)。


	
処置: 詳細は、ログ・ファイル内のメッセージを参照してください。









	 SQL*Loader-00606: INTO TABLE句のオブジェクトstringはローカル表ではありません。 
	
原因: SQL*Loader制御ファイル内のINTO TABLE句で指定されているシノニムは、データベース・リンクを使用してリモート・オブジェクトを指定しています。既存のローカル表に使用されるシノニムのみが、INTO TABLE句で指定できます。


	
処置: ローカルの表名またはローカル表に使用されるシノニムを、INTO TABLE句で完全に指定してください。表はすでに存在している必要があります。









	 SQL*Loader-00607: INSERTオプションのパーティションが空ではありません(表string、パーティションstring)。 
	
原因: 空でないパーティションに対してINSERTオプションを使用しようとしました。


	
処置: パーティションを空にするか、REPLACEまたはTRUNCATEオプションを使用してください。









	 SQL*Loader-00608: INSERTオプションのサブパーティションが空ではありません(表string、サブパーティションstring)。 
	
原因: 空でないサブパーティションに対してINSERTオプションを使用しようとしました。


	
処置: サブパーティションを空にするか、REPLACEまたはTRUNCATEオプションを使用してください。









	 SQL*Loader-00609: ROWSパラメータに使用される値がnumberからnumberに変更されました 
	
原因: SQL*Loaderが、ROWSパラメータに使用していた値を、レポートされた新規の値に調整しました。これは、エラーではなく情報メッセージです。BINDSIZEで指定されたメモリーが小さいために指定された行数のデータを保持できない場合、SQL*LoaderはROWSパラメータの値を調整します。また、従来型パスによるロードの場合、値が65535以上であればROWSパラメータの値を変更します。従来型パスによるロードの場合、一度にロードできる最大行数は65534行です。


	
処置: 従来型パスによるロードに関する65534行という制限に達していない場合は、BINDSIZEの値を増やしてみてください。









	 SQL*Loader-00610: システム・パーティション表stringをロードできません。必要なパーティション名 
	
原因: SQL*Loader制御ファイル内にパーティション句を指定することなくシステム・パーティション表のロードが試行されました。


	
処置: SQL*Loader制御ファイルにパーティション名を指定してください。









	 SQL*Loader-00620: 先頭の囲み文字が見つかりません 
	
原因: 必須の左囲みデリミタがありません。現行のフィールドの左囲みデリミタが欠落しているか、または前のフィールドの同一の右デリミタが欠落しています。


	
処置: 不足しているデリミタを指定してください。









	 SQL*Loader-00621: データ・ファイルのフィールドが最大長を超えています 
	
原因: フィールドが、許可される最大長を超えました。最大長は、SQL*Loader制御ファイルで指定されている長さか、または長さが指定されずデリミタで区切ることができるフィールドについては、デフォルトの最大長(255バイト)になります。


	
処置: 欠落しているデリミタを調べてください。またはフィールドを短縮してください。必要な場合は、両方を行ってください。









	 SQL*Loader-00622: 論理レコードが終了する前に列が見つかりませんでした。(TRAILING NULLCOLSを使用) 
	
原因: 指定したすべてのフィールドが検出される前に、論理レコードが終了しました。


	
処置: 欠落フィールドをNULLでロードする場合は、TRAILING NULLCOLS句を使用してください。または、データを修正してください。









	 SQL*Loader-00623: 2番目の囲み文字列がありません 
	
原因: 右側の囲みデリミタが検出される前に、レコードの論理的終了またはLOBFILEの終わりに達しました。


	
処置: データファイルを修正して、欠落しているデリミタを入れてください。









	 SQL*Loader-00624: TERMINATEDとENCLOSEDフィールドに続く終了記号がありません。 
	
原因: 囲みフィールドが終了した後に終了デリミタがありませんでした。


	
処置: 欠落している終了デリミタを入れてください。









	 SQL*Loader-00625: 制御ファイル内でマルチバイト・キャラクタ・エラーが発生しました。 
	
原因: SQL*Loader制御ファイル内で、不完全なマルチバイト・キャラクタ文字列が検出されました。


	
処置: SQL*Loader制御ファイルを編集して、すべてのマルチバイト・キャラクタ・データが有効であるかどうかを確認してください。









	 SQL*Loader-00626: キャラクタ・セット変換バッファがオーバーフローしました。 
	
原因: データファイル・キャラクタ・セットからクライアント・キャラクタ・セットへの変換には、変換バッファに割り当てられていたものより多くの領域が必要でした。変換バッファのサイズは、VARCHAR2列の最大サイズによって制限されます。


	
処置: 入力レコードが拒否されました。データが列に収まりません。









	 SQL*Loader-00627: キャラクタ・セット変換グラフは使用不可です。 
	
原因: データファイル・キャラクタ・セットからクライアント・キャラクタ・セットへの変換は、変換グラフが使用不可なために失敗しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。NLSRTLインストールを確認してください。









	 SQL*Loader-00628: キャラクタ・セット変換エラーです。 
	
原因: キャラクタ・セット変換エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。NLSRTLインストールを確認してください。エラーが出力される、再現可能なテスト・ケースを提供してください。









	 SQL*Loader-00640: 可変長フィールドが切り捨てられました。 
	
原因: 可変長フィールドの終わりになる前に、論理レコードの終わりに達しました。それぞれの可変長フィールドの長さはフィールドに埋め込まれているため、SQL*Loaderはこの後にもデータが続くことを認識しています。


	
処置: データを調べて不注意による切捨てを確認し、ログ・ファイルに対するSQL*Loader制御ファイル指定を確認してください。フィールドが誤った場所で起動している可能性があります。









	 SQL*Loader-00641: 無効なパック10進数ニブルです。 
	
原因: パック10進数フィールドのそれぞれのバイトは、2つのニブル(4ビット)で構成されています。各ニブルは、有効な値を持つ必要があります。


	
処置: ログ・ファイルに対するSQL*Loader制御ファイルの指定を確認し、フィールド位置を正しく指定してください。また、フィールドの内容も確認してください。









	 SQL*Loader-00642: フィールド相対開始位置の方が絶対終了位置よりも大きいです。 
	
原因: POSITION(*+n:y)として指定されたフィールドが、絶対位置yの後に発生しています。


	
処置: デリミタが欠落していないことと、nとyの値が正しいことを確認してください。









	 SQL*Loader-00643: 表stringに対してINSERT文の実行中にエラーが発生しました。 
	
原因: 表にデータを入力中に、致命的エラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、続いて表示されるエラー・メッセージを参照してください。いずれかの列にSQL文字列を指定した場合、文字列が正しいかどうかを確認してください。特に、カッコおよび引用符が正しく使用されているかどうかを確認してください。別の形式エラーです。









	 SQL*Loader-00644: 可変長フィールドの長さの読取り中に論理レコードの終わりを検出しました。 
	
原因: 可変長フィールドの長さの読込み中に、論理レコードの終わりに達しました。


	
処置: SQL*Loader制御ファイルにデータが正しく記述されているかどうかと、データファイルのデータがSQL*Loader制御ファイルの記述と一致するかどうかを確認してください。









	 SQL*Loader-00645: 文字長フィールドの数値への変換中にエラーが発生しました 
	
原因: VARCHARCまたはVARRAWCフィールドのカウント部分を含む文字の変換中に、エラーが発生しました。


	
処置: 列に対するカウント部分の値が正しいかを確認してください。









	 SQL*Loader-00646: 列: string、行: number (表: string )でLOBがEMPTYに設定されました。 
	
原因: LOBのロード中に、エラー(LOBFILEの解析エラーなど)が発生しました。行は表に残留し、LOB列はEMPTYに初期化されます。別のレコードのロードは続行します。


	
処置: 付随するメッセージを参照してデータファイルを修正し、再ロードしてください。









	 SQL*Loader-00647: 整数から数値への変換エラー 
	
原因: 整数からOracleの数値書式への変換中にエラーが発生しました。


	
処置: データファイルの整数フィールドが、有効な整数であることを確認してください。INTEGER(N)構文が使用されている場合は、指定した長さが有効であることを確認してください。









	 SQL*Loader-00649: 引用符付き文字列に閉じる引用符がありません。 
	
原因: 制御ファイルで、引用符付き文字列の閉じる引用符がありません。


	
処置: 閉じる引用符を挿入してください。









	 SQL*Loader-00650: 列string、行number、表stringに対して不完全なLOBデータが書き込まれました 
	
原因: ダイレクト・パスを使用してLOBをロード中に、エラー(LOBFILEの解析エラーなど)が発生しました。行は表に残り、LOB列は不完全です。別のレコードのロードは続行します。


	
処置: 付随するメッセージを参照してデータファイルを修正し、再ロードしてください。









	 SQL*Loader-00651: 列string、行number、表stringに対するLOBをスキップ中にエラーが発生しました 
	
原因: LOBのスキップ中に、エラー(LOBFILEの解析エラーなど)が発生しました。


	
処置: 付随するメッセージを参照してデータファイルを修正し、再ロードしてください。









	 SQL*Loader-00652: 無効なゾーン10進数バイトです。 
	
原因: ゾーン10進数フィールドのそれぞれのバイトは、使用されるキャラクタ・セット・エンコーディングに基づく有効な値を持っている必要があります。ASCIIに準拠したゾーン10進数は、『VAX Architecture Reference Manual』で指定された書式に従う必要があります。EBCDICに準拠したゾーン10進数は、『ESA/390 Principles of Operations, version 8.1』で指定された書式に従う必要があります。


	
処置: ログ・ファイルに対するSQL*Loader制御ファイルの指定を確認し、フィールド位置を正しく指定してください。また、フィールドの内容も確認してください。









	 SQL*Loader-00653: XMLデータが列string、行number、表stringでNULLに設定されました 
	
原因: XML列へのLOBのロード中に、エラー(LOBFILEの解析エラーなど)が発生しました。行は表に残り、XML列はNULLに初期化されます。別のレコードのロードは続行します。


	
処置: 付随するメッセージを参照してデータファイルを修正し、再ロードしてください。









	 SQL*Loader-00654: 可変長フィールドが最大長を超えています。 
	
原因: 可変長フィールド(先頭に長さサブフィールドが付いている)が最大長を超えています。最大長は、SQL*Loader制御ファイルで指定されている長さか、または指定されていない場合はデフォルト(4KB)になります。


	
処置: フィールドとその長さを短くしてください。









	 SQL*Loader-00655: ダイレクト・パスを使用するオブジェクト・リレーショナルXML属性はロードできません 
	
原因: ロードする表に、オブジェクト・リレーショナル格納タイプのXML属性を含む列オブジェクトがあります。この種の属性は、ダイレクト・パスでロードできません。


	
処置: 従来型パス・モードでロードを実行してください。









	 SQL*Loader-00656: 列stringの位置指定は外部表のロードでは許可されていません 
	
原因: 外部表のロードに位置指定が使用されました。


	
処置: 位置指定を削除するか、位置指定をフィールド名参照に変更するか、ダイレクト・パスを使用するか、または従来型パスを使用してください。









	 SQL*Loader-00700: 必須割当て中にメモリー不足が発生しました[number] 
	
原因: SQL*Loaderは、必要なメモリーを割当てできませんでした。


	
処置: オペレーティング・システムとプロセス・メモリーを確認してください。可能な場合は、SQL*Loaderに使用可能なメモリーを増やしてください。ダイレクト・パスを使用している場合は、ログ・ファイルで現在のデフォルト値を参照して、columnarrayrowsオプションの値を小さくしてください。









	 SQL*Loader-00702: 内部エラー - string 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: メッセージを記録して、カスタマ・サポートに連絡してください。









	 SQL*Loader-00703: 内部エラー: 引数number 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: メッセージおよびエラー番号を記録して、カスタマ・サポートに連絡してください。









	 SQL*Loader-00704: 内部エラー: string [number] 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: メッセージおよびエラー番号を記録して、カスタマ・サポートに連絡してください。









	 SQL*Loader-00705: 内部エラー 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 SQL*Loader-00706: ulerr[number]に不正な引数があります。 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 SQL*Loader-00708: 内部エラー: 不明なステータスnumberがSLLFレイヤーから戻りました 
	
原因: SLLFレイヤーのコールによって、不明なステータスが戻されました。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 SQL*Loader-00709: SLTSレイヤー: stringのコールが失敗した内部エラーです。 
	
原因: SLTSレイヤーのコールが失敗したというステータスが戻されました。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 SQL*Loader-00710: 内部エラー: ダイレクト・パス・ストリーム・バッファがロードされません。 
	
原因: ダイレクト・パス・ストリーム・バッファが構築されましたが、ロードされません。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 SQL*Loader-00711: 内部エラー: UTF16(リトル・エンディアン)変換のアドレスが正しくありません 
	
原因: little endian UTF16データのアドレスが、有効なバッファにありません。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 SQL*Loader-00712: 内部エラー: UTF16(ビッグ・エンディアン)変換のアドレスが正しくありません 
	
原因: big endian UTF16データのアドレスが、有効なバッファにありません。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 SQL*Loader-00713: SLTSレイヤー: stringのコールがリターン・コード[number]で失敗した内部エラーです。 
	
原因: SLTSレイヤーのコールが失敗したというステータスが戻されました。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 SQL*Loader-00800: stringが指定され、無視されました 
	
原因: 外部表のロードでサポートされていないオプションが指定されました。


	
処置: サポートされていないオプションを指定しないか、外部表のロードを使用しないでください。









	 SQL*Loader-00801: すべてのINTO TABLE句に同じオプション(string)が含まれている必要があります 
	
原因: 複数のINTO TABLE句に異なるオプションが設定されています。


	
処置: 同じオプションを設定するか、別々にロードしてください。









	 SQL*Loader-00802: DEFAULTIF句で指定した数値EXTERNALは外部表でサポートされていません 
	
原因: DEFAULTIF句で数値型EXTERNALが指定されましたが、外部表のロードではサポートされていません。


	
処置: 句を削除するか(可能な場合)、外部表のロードを使用しないでください。









	 SQL*Loader-00803: stringフィールド・タイプは外部表でサポートされていません 
	
原因: 指定されたフィールド・タイプは、外部表のロードではサポートされていません。


	
処置: 指定したフィールド・タイプを削除するか、外部表のロードを使用しないでください。









	 SQL*Loader-00804: 間隔で指定されるSEQUENCESは外部表のロードでサポートされていません。 
	
原因: 間隔で順序が指定されましたが、外部表のロードではサポートされていません。


	
処置: 順序から間隔または順序自体を削除するか、外部表のロードを使用しないでください。









	 SQL*Loader-00805: stringは外部表でサポートされていません 
	
原因: 指定されたオプションは、外部表のロードではサポートされていません。


	
処置: 指定したオプションを削除するか、外部表のロードを使用しないでください。









	 SQL*Loader-00806: データ・ファイルに不明のレコード形式が指定されました 
	
原因: 制御ファイルのファイル処理オプションを含むosd文字列に、不明のファイル処理オプションが指定されました。


	
処置: 使用しているプラットフォームに適したオプションが指定されているかどうかを確認してください。









	 SQL*Loader-00807: 表をロード中にエラーが発生しました 
	
原因: 外部表または一時内部表からの表のロードに使用されたINSERT文が失敗しました。このメッセージの直前に、失敗した文が表示されます。


	
処置: エラーの詳細は、続いて表示されるメッセージを参照してください。









	 SQL*Loader-00808: 順序: stringを作成中にエラーが発生しました 
	
原因: ロードに必要な順序の作成に失敗しました。


	
処置: エラーの詳細は、続いて表示されるメッセージを参照してください。









	 SQL*Loader-00809: 順序: stringを削除中にエラーが発生しました 
	
原因: 作成する順序と同じ名前の順序が存在するか、ロードの最初の方で作成された順序がクリーン・アップ中であるため、順序を削除する必要があります。


	
処置: エラーの原因の詳細は、続いて表示されるメッセージを参照してください。









	 SQL*Loader-00810: 外部表: stringを作成中にエラーが発生しました 
	
原因: ロードに必要な外部表の作成に失敗しました。


	
処置: エラーの詳細は、続いて表示されるメッセージを参照してください。









	 SQL*Loader-00811: 外部表: stringを削除中にエラーが発生しました 
	
原因: 外部表の削除中にエラーが発生しました。前回のロードから表が残っていた可能性があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 SQL*Loader-00812: 内部表: stringを作成中にエラーが発生しました 
	
原因: 一時内部表の作成中にエラーが発生しました。内部表は、複数の表を同じデータファイルからロードする場合にのみ使用されます。内部表が一度ロードされ、ターゲット表が内部表からロードされました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 SQL*Loader-00813: 内部表: stringを削除中にエラーが発生しました 
	
原因: 一時内部表の削除中にエラーが発生しました。内部表は、複数の表を同じデータファイルからロードする場合にのみ使用されます。内部表が一度ロードされ、ターゲット表が内部表からロードされました。前回の作成から表が残っていた可能性があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 SQL*Loader-00816: 一時ディレクトリ・オブジェクトstringをファイルstringに対して作成中にエラーが発生しました 
	
原因: ファイルを含むディレクトリのデータベースに、ディレクトリ・オブジェクトがありません。外部表によってロードされるすべてのファイルは、ディレクトリ・オブジェクトによって名前を付けられたディレクトリに存在する必要があるため、SQL*Loaderは、ファイルのディレクトリ・オブジェクトを作成しようとします。


	
処置: 詳細は、続いて表示されるエラー・メッセージを参照してください。









	 SQL*Loader-00817: ディレクトリ・オブジェクトstringを削除中にエラーが発生しました 
	
原因: SQL*Loaderが、外部表のロードの一部として、ディレクトリ・オブジェクトを作成しました。ディレクトリ・オブジェクトのクリーンアップに失敗しました。


	
処置: エラーの詳細は、続いて表示されるメッセージを参照してください。









	SQL*Loader-00820: 表stringの範囲でWHERE句を作成できません 
	
原因: EXTERNAL_TABLEパラメータが複数の表のロードに指定され、その表のいずれか1つのWHEN句に、レコードのバイト範囲への参照が含まれています。SQL*Loaderは、制御ファイルのWHEN句を使用して、INSERT文のWHERE句を生成します。WHERE句に表のバイト範囲への参照が含まれると、有効なWHERE句は生成されません。SQL*Loaderは、EXTERNAL_TABLEパラメータにGENERATE_ONLYが指定されているように処理を続行します。


	
処置: WHEN句のフィールド参照のみを使用するように、制御ファイルを変更してください。FILLERフィールドの作成が必要な場合もあります。ロードされる各表に制御ファイルを作成して、表を別々にロードする方法もあります。









	 SQL*Loader-00821: GENERATE_ONLYに切り替えます 
	
原因: SQL*Loaderは、外部表を使用してデータをロードするために生成されたSQL文を実行できません。詳細は、前のメッセージを参照してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 SQL*Loader-00822: 外部構成表で操作がサポートされていません 
	
原因: サポートされていない外部表での操作を試行しました。


	
処置: この操作は実行しないでください。









	 SQL*Loader-00823: オブジェクト表に対するTREAT AS句は、外部表ではサポートされていません 
	
原因: SQL*Loader制御ファイル内でオブジェクト表のINTO TABLE句にTREAT AS句が指定され、EXTERNAL_TABLESコマンドライン・パラメータがEXECUTEまたはGENERATE_ONLYに設定されました。外部表はデータのロードに使用できますが、SQL*Loaderではそのための正しいSQL文が生成されません。


	
処置: SQL*Loaderのダイレクト・パスまたは従来型パスを使用して、表をロードしてください。









	 SQL*Loader-00901: Oracleにログオン中にエラーが発生しました。 
	
原因: ダイレクト・パス・ロード・モードでOracleにログオンしようとしました。


	
処置: インスタンスが起動されていることを確認してください。詳細は、ログ・ファイルに記録されたこのメッセージの下のOracleメッセージを参照してください。









	 SQL*Loader-00902: カーソルのオープンでエラーが発生しました: [number] 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、ログ・ファイルに記録されたこのメッセージの下のOracleメッセージを確認し、カスタマ・サポートに連絡してください。









	 SQL*Loader-00903: バージョンnumber.number.number.number.number以上のデータベースは、ダイレクト・パスに対応しています 
	
原因: 互換性のないデータベースでダイレクト・パス・ロード・モードを使用しています。


	
処置: 指定されたバージョンにデータベースをアップグレードするか、従来型パス・ロードを使用してください。









	 SQL*Loader-00904: データベースV5にリンクしている場合、ダイレクト・パスは使用できません 
	
原因: データベース・バージョン5にSQL*Loaderがリンクした後、ダイレクト・パスが使用されています。


	
処置: 従来型パスを使用してください。









	 SQL*Loader-00905: UPIでのSQL文解析でエラーが発生しました: [number] 
	
原因: ヘッダー・メッセージです。


	
処置: 詳細は、ログ・ファイルに記録されたこのメッセージの下のメッセージを確認してください。









	 SQL*Loader-00906: UPIでのSQL文実行でエラーが発生しました: [number] 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、ログ・ファイルに記録されたこのメッセージの下のメッセージを確認してください。









	 SQL*Loader-00909: ダイレクト・パスを使用するにはローダー・ビューを(SYSで)ロードする必要があります 
	
原因: ダイレクト・パス・ロードで必要なデータベース・ビューが存在しません。


	
処置: 必要なビューをロードするために、ユーザーSYSとして必要なスクリプトを実行する方法については、『Oracle Database管理者ガイド』を参照してください。









	 SQL*Loader-00910: UPIの入力変数のバインドでエラーが発生しました: [number] 
	
原因: ヘッダー・メッセージです。


	
処置: 詳細は、ログ・ファイルに記録されたこのメッセージの下のメッセージを確認してください。









	 SQL*Loader-00911: UPIの出力変数の定義でエラーが発生しました: [number] 
	
原因: ヘッダー・メッセージです。


	
処置: 詳細は、ログ・ファイルに記録されたこのメッセージの下のメッセージを確認してください。









	 SQL*Loader-00913: SELECT文(UPI)の結果をフェッチ中にエラーが発生しました: [number] 
	
原因: ヘッダー・メッセージです。


	
処置: 詳細は、ログ・ファイルに記録されたこのメッセージの下のメッセージを確認してください。









	 SQL*Loader-00914: 表stringを排他モードでロックしようとしてエラーが発生しました。 
	
原因: 指定した表をダイレクト・パス・ロード・モードでロックすることはできません。


	
処置: 詳細は、ログ・ファイルに記録されたこのメッセージの下のメッセージを確認してください。必要な権限が付与されていることを確認してください。









	 SQL*Loader-00915: カーソルのクローズでエラーが発生しました: [number] 
	
原因: ヘッダー・メッセージです。


	
処置: 詳細は、ログ・ファイルに記録されたこのメッセージの下のメッセージを確認してください。









	 SQL*Loader-00916: パスの同質性の検査でエラーが発生しました 
	
原因: データベースのフロントエンドおよびバックエンドが別個のハードウェア・システム上にある場合にダイレクト・パス・ロードを行うには、相手のシステムが自分のシステムと同一である必要があります。このエラーは、SQL*Loaderがシステム間の違いを検出した場合に発生し、これが解決されないとダイレクト・ロードは正常に実行されません。


	
処置: 従来型パス・ロードをこの構成に使用してください。









	 SQL*Loader-00918: SQL*Loaderを使用するには、カタログを(SYSで)ロードする必要があります 
	
原因: カタログがロードされていません。


	
処置: ユーザーSYSとしてログオンし、Oracle7のカタログおよびスクリプトULVIEW.SQL内にあるビューをロードしてください。









	 SQL*Loader-00919: UPIをフェッチ中にエラーが発生しました: [number] 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、ログ・ファイルに記録されたこのメッセージの下のメッセージを確認してください。









	 SQL*Loader-00925: string実行時にエラーが発生しました。 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、ログ・ファイルに記録されたこのメッセージの下のメッセージを確認してください。参照している表または列がアクセス不可能である可能性があります。









	 SQL*Loader-00926: string(表string)でOCIエラーが発生しました 
	
原因: OCIエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、ログ・ファイルに記録されたこのメッセージの下のメッセージを確認してください。参照している表または列がアクセス不可能である可能性があります。









	 SQL*Loader-00929: 表stringに対するINSERT文の解析でエラーが発生しました。 
	
原因: 表のINSERT文の解析でエラーが発生しました。


	
処置: 使用されたすべてのSQL文字列を確認してください。









	 SQL*Loader-00930: 表string、列stringに対するINSERT文の解析でエラーが発生しました。 
	
原因: 指定された列に対するINSERT文の解析でエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、ログ・ファイルに記録されたこのメッセージの下のメッセージを確認してください。この列にSQL文字列が使用されているときは、その文字列を確認してください。









	 SQL*Loader-00931: 列string(表string)に対する変数をバインド中にOCIエラーが発生しました 
	
原因: OCIエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、続いて表示されるエラーを確認してください。この列に対するSQL文字列に問題がある可能性があります。









	 SQL*Loader-00932: 表stringの切捨てに失敗しました。 
	
原因: 表を切り捨てようとしましたが、失敗しました。


	
処置: 詳細は、続いて表示されるエラーを確認してください。参照制約による切捨ては発生しないはずです。









	 SQL*Loader-00933: 指定したファイルstringは、データベースにありません。 
	
原因: 表をロードしようとして指定したファイル名は、データベースにはありません。


	
処置: 有効なデータファイルを指定してください。









	 SQL*Loader-00934: データファイルstring(表string)は無効です。 
	
原因: 表が常駐している表領域の一部ではない表をロードするために、データファイル名が指定されました。


	
処置: 有効なデータファイルを指定してください。









	 SQL*Loader-00935: パラレル・ロードに必要なオプションの検査中にエラーが発生しました。 
	
原因: 必要なオプションが見つからないかまたは無効だったため、エラーが発生しました。


	
処置: 付随するOracleメッセージの記述に従って問題を修正してください。









	 SQL*Loader-00937: パラレル・ロードがリクエストされましたが、stringではトリガーまたは制約を有効にしています。 
	
原因: パラレル・ダイレクト・ロードを要求しましたが、ロードするオブジェクトに使用可能な制約(確認、参照用)または使用可能なトリガー(あるいはその両方)があります。


	
処置: 使用可能になっている制約またはトリガー(あるいはその両方)を使用不可にして、パラレル・ダイレクト・ロードを再試行してください。









	 SQL*Loader-00938: パーティション・ロードがリクエストされましたが、stringではトリガーまたは制約を有効にしています 
	
原因: シングル・パーティションのダイレクト・ロードを要求しましたが、ロードするオブジェクトに使用可能な制約(確認、参照用)または使用可能なトリガー(あるいはその両方)があります。


	
処置: 使用可能になっている制約またはトリガー(あるいはその両方)を使用不可にして、パラレル・ダイレクト・ロードを再試行してください。









	 SQL*Loader-00939: string(表string、パーティションstring)でOCIエラーが発生しました 
	
原因: ヘッダー・メッセージです。


	
処置: 詳細は、続いて表示されるエラーを確認してください。参照している表またはパーティションがアクセス不能である可能性があります。









	 SQL*Loader-00940: NCHARバインド属性(列string、表string)を設定中にUPIエラーが発生しました。 
	
原因: NCHAR列のCHARSETFORM属性を設定中に、エラーが発生しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 SQL*Loader-00941: 表stringの記述中にエラーが発生しました。 
	
原因: 指定された表でSELECT構文のリストのDESCRIBEを実行中に、エラーが発生しました。このエラーの直前のエラーを確認してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 SQL*Loader-00942: パーティションstringは、表stringの一部ではありません。 
	
原因: 指定されたパーティションが、指定された表の一部ではありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 SQL*Loader-00943: 指定されたデータファイルstringが表stringのパーティションstringにありません。 
	
原因: 指定されたデータファイルが、指定されたパーティションの表領域にありません。パーティション表でFILE=キーワードを使用したために、このエラーが発生しました。パーティション表のパーティションをすべてロードするときは、パーティションは同じ表領域にする必要があります。パーティションを1つロードするときは、ロードされるパーティションの表領域は、指定されたデータファイルが常駐する表領域と同じである必要があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 SQL*Loader-00944: 表stringに対して文の挿入の準備中にエラーが発生しました。 
	
原因: 表の挿入文に対するOCIStmtPrepareへのコールでエラーが戻されました。


	
処置: OCIStmtPrepareによって戻されたエラーの詳細は、続いて表示されるメッセージを参照してください。SQL*Loader制御ファイル内で指定されたすべてのSQL文字列に対する構文が正しいことを確認してください。









	 SQL*Loader-00945: レコード・サイズnumberはダイレクト・パスには大きすぎます 
	
原因: データファイルの最大レコード・サイズが、ダイレクト・パスがサポートする最大サイズ(65535)より大きいです。


	
処置: 従来型パスを使用して、データファイルをロードしてください。









	 SQL*Loader-00946: string(表string、サブパーティションstring)でOCIエラーが発生しました 
	
原因: ヘッダー・メッセージです。


	
処置: 詳細は、続いて表示されるエラーを確認してください。参照している表またはサブパーティションがアクセス不能である可能性があります。









	 SQL*Loader-00947: サブパーティション・ロードがリクエストされましたが、stringではトリガーまたは制約を有効にしています 
	
原因: 1つのサブパーティションのダイレクト・ロードが要求されましたが、ロードするオブジェクトに使用可能な制約(確認、参照用)または使用可能なトリガー(あるいはその両方)があります。


	
処置: 使用可能になっている制約またはトリガー(あるいはその両方)を使用不可にして、パラレル・ダイレクト・ロードを再試行してください。









	 SQL*Loader-00948: サブパーティションstringは、表stringの一部ではありません。 
	
原因: 指定されたサブパーティションが、指定された表の一部ではありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 SQL*Loader-00949: 不適切なデータファイルstringが表stringのサブパーティションstringに指定されました 
	
原因: 指定されたデータファイルが、指定されたサブパーティションの表領域にありません。サブパーティション表でFILE=キーワードを使用したために、このエラーが発生しました。サブパーティション表のサブパーティションをすべてロードするときは、サブパーティションは同じ表領域にする必要があります。サブパーティションを1つロードするときは、ロードされるサブパーティションの表領域は、指定されたデータファイルが常駐する表領域と同じにする必要があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 SQL*Loader-00950: 2タスク間でのデータ構造体の受渡しでエラーが発生しました。 
	
原因: ヘッダー・メッセージです。


	
処置: 詳細は、続いて表示されるエラーを確認してください。









	 SQL*Loader-00951: once/load初期化呼出しでエラーが発生しました 
	
原因: ヘッダー・メッセージです。


	
処置: 詳細は、続いて表示されるエラーを確認してください。









	 SQL*Loader-00952: once/dataファイル初期化呼出しでエラーが発生しました 
	
原因: ヘッダー・メッセージです。


	
処置: 詳細は、続いて表示されるエラーを確認してください。









	 SQL*Loader-00953: 2タスク間での読取りバッファの受渡しでエラーが発生しました 
	
原因: ヘッダー・メッセージです。


	
処置: 詳細は、続いて表示されるエラーを確認してください。









	 SQL*Loader-00954: 2タスク間での索引の読取りバッファの受渡しでエラーが発生しました 
	
原因: ヘッダー・メッセージです。


	
処置: 詳細は、続いて表示されるエラーを確認してください。









	 SQL*Loader-00955: 列配列の構築でブロック・フォーマッタの呼出しでエラーが発生しました 
	
原因: ヘッダー・メッセージです。


	
処置: 詳細は、続いて表示されるエラーを確認してください。









	 SQL*Loader-00956: once/dataファイル終了呼出しでエラーが発生しました 
	
原因: ヘッダー・メッセージです。


	
処置: 詳細は、続いて表示されるエラーを確認してください。









	 SQL*Loader-00957: 2タスク間での文字列の受渡しでエラーが発生しました 
	
原因: ヘッダー・メッセージです。


	
処置: 詳細は、続いて表示されるエラーを確認してください。









	 SQL*Loader-00958: データ再配置でアドレス・スタックのポップ中にエラーが発生しました 
	
原因: ヘッダー・メッセージです。


	
処置: 詳細は、続いて表示されるエラーを確認してください。









	 SQL*Loader-00959: 2タスク間でのバッファの受渡しでエラーが発生しました 
	
原因: ヘッダー・メッセージです。


	
処置: 詳細は、続いて表示されるエラーを確認してください。









	 SQL*Loader-00961: 表stringのonce/load終了呼出しでエラーが発生しました。 
	
原因: ヘッダー・メッセージです。


	
処置: 詳細は、続いて表示されるエラーを確認してください。









	 SQL*Loader-00962: ユーザー側Ctrl-Cハンドラの設定でエラーが発生しました 
	
原因: ヘッダー・メッセージです。


	
処置: 詳細は、続いて表示されるエラーを確認してください。









	 SQL*Loader-00963: ユーザー側Ctrl-Cハンドラの解除でエラーが発生しました 
	
原因: ヘッダー・メッセージです。


	
処置: 詳細は、続いて表示されるエラーを確認してください。









	 SQL*Loader-00965: エラーnumberが発生したため、制約stringを表stringに対して適用できません 
	
原因: ヘッダー・メッセージです。


	
処置: 詳細は、続いて表示されるエラーを確認してください。









	 SQL*Loader-00966: エラーnumberが発生したため、すべてのトリガーを表stringに対して適用できません 
	
原因: ヘッダー・メッセージです。


	
処置: 詳細は、続いて表示されるエラーを確認してください。









	 SQL*Loader-00969: カーネル・サイドでファイル名解釈の実行中にエラーが発生しました 
	
原因: パラレル・ロードに指定されたファイルが、有効なデータベース・ファイルではない可能性があります。


	
処置: 有効なデータベース・ファイルを指定してください。









	 SQL*Loader-00970: XML列の有効な制約はダイレクト・パスでは使用できません 
	
原因: XML列に有効なチェック制約があります。


	
処置: チェック制約を無効にしてから、ダイレクト・パス・モードで表のデータをロードするか、または制約は有効なままでかわりに従来型パス・モードを使用します。









	 SQL*Loader-00971: LOB列をロードする場合、パラレル・ロードは使用できません 
	
原因: parallel=trueを使用してLOB列をロードしようとしました。このエラーは、LOBとして格納されたVARRAY型およびXML型などの列をロードする際にも発行されます。


	
処置: LOB列のロード時にPARALLELオプションを使用しないでください。









	 SQL*Loader-00972: 警告: NO_INDEX_ERRORSが使用されている場合ROWSパラメータは無視されます。 
	
原因: ROWSパラメータを使用した保存ポイントの指定は、NO_INDEX_ERRORS=TRUEを指定した場合にはサポートされません。


	
処置: コマンドライン引数からROWSパラメータを削除するか、NO_INDEX_ERRORS=TRUEを指定しないでください。









	 SQL*Loader-00973: 警告: PARTITION_MEMORYが使用されている場合ROWSパラメータは無視されます。 
	
原因: ROWSパラメータを使用した保存ポイントの指定は、PARTITION_MEMORY=nを指定した場合にはサポートされません。


	
処置: コマンドライン引数からROWSパラメータを削除するか、PARTITION_MEMORY=nを指定しないでください。









	 SQL*Loader-02026: SQLローダーが続行できないため、ロードは異常終了しました。 
	
原因: ロードを続行できません。エラーの原因については、このメッセージの前に表示される
エラー・メッセージを参照してください。




	
処置: このメッセージの前に表示されるエラー・メッセージに対する処置を参照してください。









	 SQL*Loader-02050: マルチバイト・キャラクタでエラーが発生しました。 
	
原因: POSITIONによって指定されたテキスト、または改行で終了したテキストが無効です。


	
処置: SQL*Loader制御ファイルまたはデータファイルを編集して、列の配置を修正してください。









	 SQL*Loader-03120: 再開可能パラメータが無視されました -- 現行のセッションは再開可能ではありません 
	
原因: 現行のセッションは再開可能ではありません。


	
処置: RESUMABLE_NAMEおよびRESUMABLE_TIMEOUTパラメータを有効にするには、RESUMABLE=TRUEを指定して再開可能セッションを使用可能にします。














36 KUP-00552からKUP-11024



	 KUP-00552: 内部XADパッケージがロードに失敗しました。 
	
原因: XADパッケージの初期化を試行中にエラーが発生しました。


	
処置: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。









	 KUP-00554: アクセス・パラメータの解析中にエラーが発生しました。 
	
原因: パーサーが構文エラーを見つけました。


	
処置: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。









	 KUP-00561: 2進整数フィールドstringの長さが無効です 
	
原因: 無効な長さの整数フィールドが指定されました。2進整数フィールドでサポートされている長さは、1、2、4および8のみです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 KUP-00562: エスケープ・順序が不明です 
	
原因: 不明なエスケープ・順序がパーサーに指定されました。エスケープ・順序ではバックスラッシュの後に文字を指定します。


	
処置: 使用可能な制御文字のリストについては、ドキュメントを参照してください。









	 KUP-00600: internal error, arguments [string] [string] [string] [string] [string] 
	
原因: 内部XADエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 KUP-00601: fatal XAD error 
	
原因: 致命的なエラーが発生しました。


	
処置: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。









	 KUP-01006: アクセス・パラメータの解析中にエラー信号が出されました。 
	
原因: アクセス・パラメータの解析中にエラー・シグナルが出されました。


	
処置: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。









	 KUP-01007: 行number 列number 
	
原因: これは構文エラーが検出された行と列を示す情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 KUP-01008: 不正な識別子: string 
	
原因: これは構文エラーの原因となった識別子トークンを示す情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 KUP-02000: メッセージ・ファイルのバージョンが違います(メッセージnumberが見つかりません)。 
	
原因: kupxx.msbファイルのバージョンが正しくありません。


	
処置: インストールが正しく行われていることを確認してください。









	 KUP-02001: 句読点記号"string"が認識できません。 
	
原因: 無効な句読点記号が見つかりました。


	
処置: 無効な文字を削除してください。









	 KUP-02002: 予期しない入力ファイルの終了に達しました。 
	
原因: 引用符付き文字列の右引用符が入力されていないことが原因である可能性があります。


	
処置: 入力を修正してください。









	 KUP-02003: 認識できない文字: string 
	
原因: 英字、数字、句読点以外の入力文字が見つかりました。


	
処置: 該当の文字を削除してください。









	 KUP-02004: 引用符で囲んだ文字列が長すぎます。 
	
原因: 2000バイトより長い引用符付き文字列が見つかりました。


	
処置: このエラーは、右引用符の欠落により発生することがあります。その場合は欠落している引用符を追加し、そうでない場合は文字列を短くしてください。









	 KUP-02005: トークンが長すぎます。 
	
原因: 1000バイトより長いトークンが見つかりました。


	
処置: トークンは空白または句読点で分ける必要があります。欠落している空白または句読点を追加するか、またはトークンを短くしてください。









	 KUP-02006: スクリプト行が長すぎます。 
	
原因: 500バイトより長い行が見つかりました。


	
処置: その行を短い行に分けてください。









	 KUP-03001: ライブラリ・キャッシュの事前ロードで致命的エラーが発生しました。 
	
原因: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 KUP-03002: 終了位置(number) <= 開始位置(number)(フィールド: string) 
	
原因: アクセス・パラメータのフィールドの位置の指定にエラーがありました。


	
処置: 指定の終了位置が指定の開始位置よりも大きいことを確認してください。









	 KUP-03003: 絶対終了(number) - 開始(number) != フィールド長(number)( フィールドstring) 
	
原因: フィールドの開始オフセットと終了オフセットで指定された、フィールドが占有するバイト数が、フィールドのデータ型に対して指定されたバイト数と異なります。


	
処置: 絶対開始位置と絶対終了位置の指定がフィールドの長さと一致することを確認してください。









	 KUP-03004: 絶対終了(number)が相対開始(number)でフィールドstringに指定されました 
	
原因: 相対開始と絶対終了によってフィールドの位置が指定されました。


	
処置: 相対開始に対しては相対終了を使用してください。









	 KUP-03005: 指定された相対終了(number)がfieldlen(number)(フィールドstring)と一致しません 
	
原因: フィールドの相対終了位置によって指定されたバイト数が、データ型のバイト数と一致しません。


	
処置: データ型の長さまたは相対終了位置のどちらかを修正してください。









	 KUP-03006: キャラクタ・セットstringのハンドルの初期化中にエラーが発生しました。 
	
原因: キャラクタ・セットの情報を取得しようとしているときにエラーが発生しました。


	
処置: キャラクタ・セット名が有効であることを確認してください。









	 KUP-03007: 終了位置(number)が範囲の開始位置(number)より小さい値です。 
	
原因: バイト範囲によって指定された開始位置が、終了位置より後になっています。


	
処置: 開始位置と終了位置の指定が正しいことを確認してください。









	 KUP-03008: 列パラメータを取得中にOCIエラーが発生しました。 
	
原因: 列パラメータを取得しようとしているときにエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 KUP-03009: 列名を取得中にOCIエラーが発生しました。 
	
原因: 列名を取得しようとしているときにエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 KUP-03010: データベースの列の型を取得中にOCIエラーが発生しました。 
	
原因: データベース列の型を取得しようとしているときにエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 KUP-03011: データベースの列のサイズを取得中にOCIエラーが発生しました。 
	
原因: データベース列のサイズを取得しようとしているときにエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 KUP-03012: データベースの列の精度を取得中にOCIエラーが発生しました。 
	
原因: データベース列の精度を取得しようとしているときにエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 KUP-03013: データベースの列のスケールを取得中にOCIエラーが発生しました。 
	
原因: データベース列のスケールを取得しようとしているときにエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 KUP-03014: 日時のfsprecisionを取得中にOCIエラーが発生しました。 
	
原因: datetime列の精度値を取得しようとしているときにエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 KUP-03015: 日時のlfprecisionを取得中にOCIエラーが発生しました。 
	
原因: データベース列の精度を取得しようとしているときにエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 KUP-03016: FIXEDレコードに指定する長さは、0より大きい必要があります 
	
原因: FIXEDのレコード・フォーマットが長さ0(ゼロ)で指定されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 KUP-03017: VARIABLEレコードに指定する長さは、0より大きい必要があります 
	
原因: VARIABLEのレコード・フォーマットが長さ0(ゼロ)で指定されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 KUP-03018: 無効な日付マスク"string"が列stringに指定されました 
	
原因: 指定された列の日付マスクが無効です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 KUP-03019: フィールドstringのLOBFILE句に、ディレクトリ・オブジェクトが指定されていません 
	
原因: フィールドに対してLOBFILE句が指定されましたが、ディレクトリ・オブジェクトが指定されていません。ディレクトリ・オブジェクトが指定されていない場合は、外部表に対して指定されたデフォルト・ディレクトリが使用されますが、デフォルト・ディレクトリが指定されていません。


	
処置: LOBFILE句でディレクトリ・オブジェクトを指定するか、外部表に対するデフォルト・ディレクトリを指定してください。









	 KUP-03020: レコードに空のデリミタが指定されました 
	
原因: レコード・デリミタに空のデリミタ文字列が指定されました。


	
処置: レコード・デリミタに使用できる文字列を指定してください。









	 KUP-03021: 句で、不明フィールドstringを参照しています 
	
原因: WHEN、NULLIFまたはDEFAULTIF句で、データファイルに存在しないフィールドが参照されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 KUP-03022: フィールドstringでLOBデータが見つかりません 
	
原因: データ・ソース内で指定され、レコードに対するLOBファイルの名前を含むフィールドが識別できませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 KUP-03023: レコードに対するTERMINATED BY句またはENCLOSED BY句の文字列が最大長numberを超えています 
	
原因: TERMINATED BY句またはENCLOSED BY句の文字列値が、許可される最大バイト数を超えています。データファイルのキャラクタ・セットがデータベースのキャラクタ・セットと異なる場合、文字列はデータ・セットのキャラクタ・セットに変換されます。変換された文字列のバイト長が大きすぎる場合にも、このエラーが返されます。


	
処置: データファイルとアクセス・パラメータに、より短いデリミタを使用してください。









	 KUP-03024: 列stringに対するTERMINATED BY句またはENCLOSED BY句の文字列が最大長numberを超えています 
	
原因: 列に対するTERMINATED BY句またはENCLOSED BY句の文字列値が、許可される最大バイト数を超えています。データファイルのキャラクタ・セットがデータベースのキャラクタ・セットと異なる場合、文字列はデータ・セットのキャラクタ・セットに変換されます。変換された文字列のバイト長が大きすぎる場合にも、このエラーが返されます。


	
処置: データファイルとアクセス・パラメータに、より短いデリミタを使用してください。









	 KUP-03998: エラーnumber (KUPメッセージnumberのフォーマット時) 
	
原因: KUPメッセージのフォーマット中にエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 KUP-03999 日付書式を処理中にエラーが発生しました。: ORA-number: string 
	
原因: 日付書式文字列を内部表現に変換しようとしてエラーが発生しました。


	
処置: アクセス・パラメータに指定した日付書式文字列が有効であることを確認してください。









	 KUP-04000: ファイルstringのIO状態をstringで初期化中にエラーが発生しました 
	
原因: ファイルを準備しているときに予期しないエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 KUP-04001: ファイルstringのオープン中にエラーが発生しました 
	
原因: 指定のファイルをオープンしようとしているときにエラーが発生しました。このメッセージに続いて、エラーの詳細を示すメッセージが表示されます。


	
処置: 後続のエラーを参照して適切な処置を行ってください。









	 KUP-04002: ファイルstringのファイル・サイズの取得中にエラーが発生しました 
	
原因: 指定ファイルのバイト数を取得しているときにエラーが発生しました。


	
処置: 後続のエラーを参照して適切な処置を行ってください。









	 KUP-04003: ファイルstringのクローズ中にエラーが発生しました 
	
原因: 指定のファイルのクローズ中に、エラーが発生しました。


	
処置: 後続のエラーを参照して適切な処置を行ってください。









	 KUP-04004: ファイルstringの読取り中にエラーが発生しました 
	
原因: 指定のファイルの読込み中に、エラーが発生しました。


	
処置: 後続のエラーを参照して適切な処置を行ってください。









	 KUP-04005: ファイル操作が成功しました。 
	
原因: ファイル操作が正しく完了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 KUP-04006: ファイル操作が失敗しました。 
	
原因: ファイルの操作に失敗しました。このファイルの名前は直前のメッセージに示されています。


	
処置: エラーの詳細は、続いて表示されるメッセージを参照してください。









	 KUP-04007: end-of-fileに達しました 
	
原因: end-of-fileに達しました。このファイルの名前は直前のメッセージに示されています。


	
処置: 詳細は、続いて表示されるメッセージを参照してください。









	 KUP-04008: ファイルへのアクセスが制限されました 
	
原因: ファイルへのアクセスが拒否されました。このファイルの名前は直前のメッセージに示されています。


	
処置: 詳細は、続いて表示されるメッセージを参照してください。正しいファイルを使用していること、ファイルに対して適切なアクセスが許可されていることを確認してください。









	 KUP-04009: SLFの処理が無効です。 
	
原因: このファイルに関連するデータ構造が内部エラーのために破損しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 KUP-04010: ファイルが存在しません。 
	
原因: ファイルが存在していないため、ファイル操作に失敗しました。このファイルの名前は直前のメッセージに示されています。


	
処置: 正しいファイル名が指定されていることを確認してください。









	 KUP-04011: ファイル・システムが一杯です。 
	
原因: ファイルシステムが一杯であるため、ファイル操作に失敗しました。このファイルの名前は直前のメッセージに示されています。


	
処置: ファイルシステムの領域を解放するか、ファイルを別のファイルシステムに移動してください。









	 KUP-04012: ファイルの長さが出力フィールドに対して長すぎます。 
	
原因: ファイル・サイズが大きすぎます。


	
処置: ファイルを小さなファイルに分けてください。









	 KUP-04013: 他のシステムのエラーです。 
	
原因: システム・エラーのために内部コンポーネントSLFが操作を完了できませんでした。


	
処置: 直前のメッセージで、エラーが発生したときに実行していた操作が説明されます。









	 KUP-04014: SLFパラメータが無効です。 
	
原因: 内部コンポーネントSLFへのコールで渡されたパラメータが無効です。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 KUP-04015: 内部SLFがエラーです。 
	
原因: 内部コンポーネントSLFで内部エラーが見つかりました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 KUP-04016: SLFステータス・コードnumberが不明です。 
	
原因: 内部コンポーネントSLFから戻されたエラー・コードが不明です。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 KUP-04017: OSメッセージ: string 
	
原因: エラーが発生しました。このメッセージには、オペレーティング・システムから戻されたこのエラーに関連するメッセージが含まれています。直前のメッセージに、失敗した操作が示されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 KUP-04018: ファイルstringの終わりに不完全なレコードが見つかりました 
	
原因: ファイルの終わりで、不完全なレコードが見つかりました。


	
処置: ファイルが破損していない、またはデータが失われていないことを確認してください。









	 KUP-04019: ファイルstringのVARレコードに無効な長さが見つかりました。 
	
原因: VARファイルのレコードに、数字を含まない、または数字以外の文字を含む長さフィールドがあります。


	
処置: ファイルのレコードの長さが正しく指定されていることを確認してください。









	 KUP-04020: サポートされているバッファ・サイズnumberより長いレコードがstringで見つかりました 
	
原因: データ・ソースのレコードの長さが、サポートされる最大データ・サイズを超えました。数値は、サポートされるレコードの最大サイズです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 KUP-04021: フィールドstringのフィールド・フォーマット・エラー 
	
原因: 指定されたフィールドの内容をレコードで検索しているときにエラーが発生しました。


	
処置: このエラーに続いて、エラー原因の詳細を表示するメッセージが表示されます。









	 KUP-04022: フィールドの開始がレコードの開始よりも先にあります。 
	
原因: フィールドの開始位置がレコードの開始位置よりも先にあります。フィールドの相対開始位置を指定するために負の数を使用した場合に、このエラーが発生する可能性があります。


	
処置: データファイルのフィールドのレイアウト定義が正しいことを確認してください。









	 KUP-04023: フィールドの開始がレコードの終了よりも後にあります。 
	
原因: フィールドについて絶対的または相対的な位置指定を行った場合に、このエラーが発生する可能性があります。


	
処置: データファイルのフィールドのレイアウト定義が正しいことを確認してください。レコードの終わりのフィールドがなくても有効な場合は、アクセス・パラメータでMISSING FIELD VALUES ARE NULL句を使用します。









	 KUP-04024: フィールドの終了がフィールドの開始よりも先にあります。 
	
原因: フィールドの終了位置はフィールドの開始位置よりも後にある必要があります。相対開始位置と絶対終了位置によってフィールドを定義した場合に、このエラーが発生する可能性があります。


	
処置: データファイルのフィールドのレイアウト定義が正しいことを確認してください。









	 KUP-04025: フィールドがレコードの終了を超えています。 
	
原因: フィールドについて絶対的または相対的な位置指定を行った場合に、このエラーが発生する可能性があります。


	
処置: データファイルのフィールドのレイアウト定義が正しいことを確認してください。









	 KUP-04026: フィールドがデータ型に対して長すぎます。 
	
原因: レコードの文字フィールドが、指定された最大長を超えています。


	
処置: データファイルのフィールドのレイアウト定義が正しいことを確認してください。文字データ型に対して指定された最大サイズが正しいことも確認してください。









	 KUP-04027: ファイル名のチェックに失敗しました: string 
	
原因: ファイル名の確認が失敗しました。これらのチェックはプラットフォーム固有ですが、ファイル・パスにハード・リンクが含まれていないことの確認、ファイルがソフト・リンクでないことの確認、ファイル指定に親参照(Unixでは"../")が含まれていることの確認、またはチェックの実行時とファイルのオープン時の間にファイルが変更されたことの確認が含まれる場合があります。


	
処置: いずれのチェックにも違反しないファイル位置を使用してください。









	 KUP-04028: 文字の長さの数値への変換が失敗しました。 
	
原因: フィールドの文字の長さ部分を数値に変換できませんでした。このメッセージに続いて、変換に失敗した原因の詳細を示すメッセージが表示されます。


	
処置: データが正しいかどうかを確認してください。フィールドに指定されたデータ型が正しいことも確認してください。









	 KUP-04029: 数値フィールドがオーバーフローしました。 
	
原因: 文字列内の数値が大きすぎたため、文字列から数値への変換に失敗しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 KUP-04030: 数値データが無効です。 
	
原因: 数字以外の文字が検出されたため、文字列から数値への変換に失敗しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 KUP-04031: 列stringでLOBファイルに空のファイル名が指定されました 
	
原因: データファイルのLOBファイル名フィールドが空でした。


	
処置: データを修正して有効なファイル名を入力します。









	 KUP-04032: 内部エラーstringがフィールドstringの解析中に発生しました。 
	
原因: フィールドの解析中に内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 KUP-04035: 囲みデリミタの開始が見つかりません。 
	
原因: デリミタで囲まれたフィールドの囲みの開始位置が見つかりませんでした。


	
処置: データが正しいことを確認してください。また、囲みデリミタが正しく指定されているかどうか、囲みデリミタがオプションかどうかも確認してください。









	 KUP-04037: 終了記号が見つかりません。 
	
原因: フィールドの終了記号がありません。


	
処置: レコードのフォーマットが正しいことを確認してください。









	 KUP-04038: 内部エラー: string 
	
原因: 予期しないエラー条件が検出されました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 KUP-04039: ファイルstringをstringで検索中に予期しないエラーが発生しました 
	
原因: ファイルを含むパスを検索しようとしてエラーが発生しました。


	
処置: このメッセージに続いて、エラーの詳細を示すメッセージが表示されます。









	 KUP-04040: ファイルstringがstringで見つかりません 
	
原因: 指定されたディレクトリでファイルが見つかりません。


	
処置: 正しいファイル名とディレクトリ名が指定されていることを確認してください。









	 KUP-04041: stringの絶対パスによるファイル名をstringに作成中にエラーが発生しました 
	
原因: ファイル名を構成しようとして予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 KUP-04043 表列が外部ソース: stringに見つかりません 
	
原因: データ・ソースの内容を定義するアクセス・パラメータに、外部表の列がありませんでした。


	
処置: 外部表が正しく定義されていること、抽象パラメータが正しいことを確認してください。









	 KUP-04044: ファイルstringの位置指定でエラーが発生しました 
	
原因: 絶対ファイル・オフセットへのファイルの位置指定に失敗しました。


	
処置: 詳細は、続いて表示されるメッセージを参照してください。









	 KUP-04045: 予期しないOCIの状態string 
	
原因: OCIコールから戻された状態を処理できません。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 KUP-04047: 外部データ・ソースからのレコードを解析中にエラーが発生しました 
	
原因: データ・ソースからデータを抽出しようとしてエラーが発生しました。


	
処置: ログ・ファイルで、このエラーについての詳細なメッセージを調べてください。









	 KUP-04048: 外部データ・ソースからのレコードを解析中に内部エラーが発生しました 
	
原因: データ・ソースからデータを取得しようとして、予期しないエラーまたは未処理のエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 KUP-04049: レコードnumberはファイルstringから廃棄されました 
	
原因: WHEN句の条件が満たされたときに必ず表示される情報メッセージです。この操作でDISCARDファイルが指定されていた場合は、レコードがそのファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 KUP-04050: numberバイトのメモリーを割当て中にエラーが発生しました 
	
原因: メモリーが不足しています。


	
処置: インスタンスに再接続して、操作を再試行してください。









	 KUP-04051: 列string、行numberでデータファイルstringを処理中にエラーが発生しました 
	
原因: データファイルのデータを外部表の列の型に変換しようとして、エラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、続いて表示されるメッセージを参照してください。









	 KUP-04052: 列stringをデータファイルstringの行内で処理中にエラーが発生しました 
	
原因: データファイルのデータを外部表の列の型に変換しようとして、エラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、続いて表示されるメッセージを参照してください。









	 KUP-04053: レコード番号number 
	
原因: このメッセージは、エラーが発生したレコードについて、ファイル内のレコード番号を示します。エラーおよびファイル名の情報は、直前のメッセージに示されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 KUP-04054: 内部エラー: 無効な不良行numberで不良列numberが識別されました 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 KUP-04055: 列stringは、データファイルと列変換のフィールドの両方です 
	
原因: 指定した列が、データファイルのフィールドのリストと列変換のリストにありました。列はいずれか一方のリストに存在する必要があり、両方に存在しないようにしてください。


	
処置: データファイルのフィールドの値と列変換のフィールドの値のいずれを表にロードするかを決定してください。データファイルの値をロードする場合は、列変換を削除してください。列変換の値をロードする場合は、表内のフィールド名と一致しないように、データファイル内のフィールド名を変更してください。









	 KUP-04056: 内部エラー: レコード: numberをフェッチ中にOCIエラーが発生しました 
	
原因: グラニュルの処理中にOCIエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 KUP-04057: 内部エラー: レコードをフェッチ中にOCIエラーが発生しました。 
	
原因: グラニュルの処理中にOCIエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 KUP-04058: リカバリ不能なエラーが発生しました。操作は異常終了しました。 
	
原因: 処理中にリカバリ不能エラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、直前のエラー・メッセージを参照してください。









	 KUP-04059: ファイルstringのVARIABLEレコードの長さ部分でEOFが見つかりました 
	
原因: レコード・パーサーはファイル中のVARIABLEレコード形式のサイズ部分を検索していました。長さに対応するすべてのバイトを検出する前にEOFが検出されました。


	
処置: ファイルの破損を修正してください。









	 KUP-04060: フィールドstring(LOBFILE列stringで参照)が見つかりません 
	
原因: 指定された列に対するLOBFILE変換で、ディレクトリ・オブジェクト部分またはLOBFILEの名前部分のいずれかに対するフィールドが参照されました。しかし、そのフィールドはデータファイル定義に存在していません。


	
処置: LOBFILE句が正しく指定されていることを確認してください。データファイルのフィールド定義が正しいことも確認してください。









	 KUP-04061: ディレクトリ・オブジェクトstring(LOBFILE列stringに対して指定)が無効です 
	
原因: LOBFILEからロードされる列がデータファイル内の別のフィールドを介して、LOBFILEが含まれるディレクトリ・オブジェクトを指定しました。この場合、アクセス・パラメータのLOBFILE句で、このフィールドに対して使用されるすべてのディレクトリ・オブジェクトのリストを指定する必要があります。このエラーは、このリストにないディレクトリ・オブジェクト名がフィールドに含まれているために発生します。


	
処置: データファイルに正しいディレクトリ・オブジェクトが含まれていることを確認し、この列に対するLOBFILE句の有効なディレクトリ・オブジェクトのリストが完全であることを確認してください。









	 KUP-04062: データ・ソースが指定されていません 
	
原因: 外部表を作成するときに、外部表のデータ・ソースの場所が指定されていませんでした。空の文字列は無効です。


	
処置: 外部表を作成するときはLOCATION句にデータ・ソースの名前を指定してください。









	 KUP-04063: ログ・ファイルstringをオープンできません OSエラーstring 
	
原因: ログ・ファイルをオープンしようとして失敗しました。


	
処置: 別のログ・ファイルを指定するか、NO LOGFILEを使用してロギングを無効にしてください。









	 KUP-04064: 初期化中に致命的なエラーが発生しましたn 
	
原因: 外部表へのアクセスの初期化中に予期しないエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 KUP-04065: フィールドstringのLOBFILE処理中にエラーが発生しました 
	
原因: 行で、列に対するLOBFILEのオープンまたは読込み中にエラーが発生しました。


	
処置: エラーの詳細は、ログ・ファイル内のメッセージを参照してください。









	 KUP-04066: 外部表ソースへのアクセスを初期化中にエラーが発生しました 
	
原因: データ・ソースに関する情報の取得中にエラーが発生しました。


	
処置: エラーの詳細は、直前に表示されたメッセージを参照してください。









	 KUP-04067: ハンドル・タイプstringを割当て中に内部エラーが発生しました 
	
原因: 内部オブジェクトの作成に失敗しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 KUP-04068: 属性stringをフェッチ中に内部エラーが発生しました 
	
原因: 内部オブジェクトの情報のフェッチに失敗しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 KUP-04069: 外部表のデータをフェッチ中にエラーが発生しました 
	
原因: 外部表のデータのフェッチ中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、直前に表示されたメッセージを参照してください。









	 KUP-04070: フィールドstring(列変換stringで参照)が見つかりません 
	
原因: 指定された列に対する列変換で、データファイル定義に存在していないフィールドが参照されました。


	
処置: 列変換の句が正しく指定されていることを確認してください。データファイルのフィールド定義が正しいことも確認してください。









	 KUP-04071: レコードはファイルstringから廃棄されました 
	
原因: WHEN句の条件が満たされたときに必ず表示される情報メッセージです。この操作でDISCARDファイルが指定されていた場合は、レコードがそのファイルに書き込まれます。複数のサーバーがファイルをロードしているため、ソース・データファイルのレコード番号が不明です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 KUP-04072: ファイルstringへの書込み中にエラーが発生しました 
	
原因: 指定のファイルに書き込もうとしてエラーが発生しました。


	
処置: エラーの詳細は、続いて表示されるメッセージを参照してください。









	 KUP-04073: レコードに対するすべての参照フィールドがNULLであるため、レコードは無視されました 
	
原因: 問合せが参照するデータファイルのすべてのフィールドがNULLであるため、レコードが拒否されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 KUP-04074: ディレクトリ・オブジェクトstringへの書込みアクセスがありません 
	
原因: ログ・ファイル、不良ファイルまたは拒否ファイルに使用されているディレクトリ・オブジェクトへの書込みアクセスがユーザーにありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 KUP-04075: ディレクトリ・オブジェクトstringへの読取りアクセスがありません 
	
原因: データファイルに使用されているディレクトリ・オブジェクトへの読込みアクセスがユーザーにありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 KUP-04076: ファイル名にパス指定: stringを含めることができません 
	
原因: データファイル、ログ・ファイル、不良ファイルまたは拒否ファイルの名前にパス指定が含まれています。


	
処置: ディレクトリ・オブジェクトの名前を使用して、ファイルを格納する場所を指定してください。









	 KUP-04077: ファイル名stringに不明のフォーマット指定子があります 
	
原因: フォーマット指定子ではパーセント記号の後に文字を指定します。パーセント記号と文字が値で置き換えられ、値は文字によって異なります。パーセント記号の後の文字に値が定義されていない場合、このエラーが発生します。


	
処置: 有効なフォーマット指定子の詳細は、ドキュメントを参照してください。オープンするファイルの名前にパーセント記号が含まれる場合は、パーセント記号を2つ使用してください。ファイル名では1つのパーセント記号に置き換えられます。









	 KUP-04078: 無効なファイル名が指定されました: string 
	
原因: ファイル名の解析に失敗しました。


	
処置: 有効なファイル名を指定してください。









	 KUP-04079: 有効なディレクトリのリストをフェッチ中にエラーが発生しました 
	
原因: ユーザーがファイルをオープンするために使用できる有効なディレクトリ・リストの取得に失敗しました。詳細は、続いて表示されるメッセージを参照してください。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。回避方法としては、ログ・ファイル、廃棄ファイルおよび不良ファイルを指定しないようにしてください。









	 KUP-04080: ディレクトリ・オブジェクトstringが見つかりません 
	
原因: 入力ファイル(ログ・ファイル、不良ファイルまたは廃棄ファイル)に指定したディレクトリ・オブジェクトがデータベースに存在していません。あるいは、このディレクトリにアクセスする権限がユーザーにありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 KUP-04081: フィールドstring(列stringの連結で使用)は、キャラクタ・タイプではありません 
	
原因: 指定したフィールドは、名前列の値の作成に使用される文字列の連結の一部です。しかし、フィールドが文字データ型ではありません。連結フィールドの一部として使用できるのは、文字フィールドのみです。


	
処置: CONCAT句に正しいフィールドが使用されていることを確認してください。フィールド・リストのフィールドに正しいデータ型が指定されていることも確認してください。









	 KUP-04082: フィールドstring(LOBFILE列string)の変換中にエラーが発生しました 
	
原因: LOBFILE列に、データファイル内のフィールドによって指定されたディレクトリ・オブジェクト名またはファイル名のいずれかがあり、そのフィールドは、使用する前にサーバーのキャラクタ・セットに変換する必要があります。このメッセージは、フィールドの変換に失敗したことを示しています。


	
処置: フィールドに対するデータファイルの値が正しいことを確認してください。データファイルに正しいキャラクタ・セットが指定されていることも確認してください。









	 KUP-04083: 列stringのLOBFILE句にディレクトリ・オブジェクトが指定されていません 
	
原因: 指定した列への移入に使用されるLOBファイルのディレクトリ・オブジェクトが指定されていません。また、外部表に対するデフォルトのディレクトリが指定されていません。


	
処置: ディレクトリ名、またはファイルが含まれるディレクトリ・オブジェクト名を含んだデータ・フィールド名を指定してください。









	 KUP-04084: ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバではROWID列をサポートしていません。 
	
原因: ORACLE_DATAPUMP型の外部表の問合せで、ROWID列を参照しようとしました。ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバではROWIDをサポートしていません。


	
処置: ROWIDを問合せから削除してください。削除できない場合は、外部表と同じ列が含まれる表をデータベース内に作成し、新しく作成した表に外部表からデータをコピーして、問合せにその新しい表を使用してください。









	 KUP-04085: 重複するディレクトリ・オブジェクトstringとファイルstringがアンロードに指定されました 
	
原因: ORACLE_DATAPUMP型の外部表に対してCREATE TABLE AS SELECT文が実行され、同じディレクトリ・オブジェクトとファイル名の組合せが複数回指定されました。


	
処置: ディレクトリ・オブジェクトとファイル名の組合せを一意にして、CREATE TABLE AS SELECTコマンドを再度発行してください。









	 KUP-04086: ファイル名の長さがnumberのプラットフォームの最大長を超えています 
	
原因: ファイル名の長さが、サーバー・プラットフォーム上でサポートされている最大長を超えています。


	
処置: 名前が正しいことを確認してください。正しい場合は、ファイル名を短くしてください。









	 KUP-04087: ディレクトリ・オブジェクトstringへの実行アクセスがありません 
	
原因: プリプロセッサ・ファイルに使用されているディレクトリ・オブジェクトへの実行アクセスが付与されていません。


	
処置: ディレクトリ・オブジェクトに対する実行権限を付与するか、すでに実行権限が有効化されている別のディレクトリを指定してください。









	 KUP-04088: データ・サンプリングはこのアクセス・ドライバでサポートされていません 
	
原因: 外部表の問合せが、戻されたデータのサンプルを要求しています。外部表のアクセス・ドライバはサンプリングをサポートしていません。


	
処置: この外部表ではサンプリングを使用しないでください。









	 KUP-04089: 列変換stringは、表列の名前ではありません 
	
原因: 指定した列は列変換のリストにありますが、その名前の列が表に存在しません。


	
処置: 列変換に正しい名前が指定されたかどうかを確認してください。









	 KUP-04090: stringにはリトル・エンディアンが必要ですが、ビッグ・エンディアンのバイト・オーダー・マークが見つかりました 
	
原因: 指定のファイルの先頭でビッグ・エンディアンのバイト・オーダー・マークが見つかりました。データがリトル・エンディアン・オーダーであることがアクセス・パラメータによって指定されたか、前のファイルのバイト・オーダー・マークがリトル・エンディアンでした。


	
処置: ファイルは別々にロードする必要があります。バイト・オーダーがアクセス・パラメータで指定されている場合は、指定をビッグ・エンディアンに変更してください。









	 KUP-04091: stringにはビッグ・エンディアンが必要ですが、リトル・エンディアンのバイト・オーダー・マークが見つかりました。 
	
原因: 指定のファイルの先頭でリトル・エンディアンのバイト・オーダー・マークが見つかりました。データがビッグ・エンディアン・オーダーであることがアクセス・パラメータによって指定されたか、前のファイルのバイト・オーダー・マークがビッグ・エンディアンでした。


	
処置: ファイルは別々にロードする必要があります。バイト・オーダーがアクセス・パラメータで指定されている場合は、指定をリトル・エンディアンに変更してください。









	 KUP-04092: ディレクトリ・オブジェクトnumberの監査の試行で、内部エラーnumberが返されました 
	
原因: 指定されたディレクトリ・オブジェクトの監査を有効化しようとしているときにエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 KUP-04094: Database Vaultがインストールされている場合、前処理は実行できません 
	
原因: Database Vaultオプションでは、Oracleディレクトリ・オブジェクトからのプログラムの実行が許可されませんでした。


	
処置: 前処理の実行が必要な場合は、Database Vaultオプションがインストールされないようにする必要があります。









	 KUP-04095: プリプロセッサ・コマンドstringでエラー"string"が発生しました 
	
原因: 指定されたプリプロセッサ・コマンドの実行中にエラーが発生しました。


	
処置: 引数とともにプリプロセッサ・コマンドが正しいことを確認してください。









	 KUP-04097: RECORDS句がレコード・フォーマットなしで指定されました 
	
原因: RECORDS句は外部表アクセス・パラメータの一部ですが、レコード・フォーマット・タイプが指定されていません。


	
処置: RECORDS句を使用する場合は、VARIABLE句、FIXED句またはDELIMITED BY句のいずれかを続けて指定する必要があります。









	 KUP-04100: レコードがファイルstringで拒否されました 
	
原因: レコードのフィールドの検索中にエラーが発生したため、データファイルのレコードが表にロードされませんでした。詳細は直前のエラーを参照してください。不良ファイルが使用されている場合、レコードは不良ファイルに書き込まれます。複数のサーバーがファイルをロードしているため、ソース・データファイルのレコード番号が不明です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 KUP-04101: レコードnumberがファイルstringで拒否されました 
	
原因: レコードのフィールドの検索中にエラーが発生したため、データファイルのレコードが表にロードされませんでした。詳細は直前のエラーを参照してください。不良ファイルが使用されている場合、レコードは不良ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 KUP-04102: レコードnumberはファイルstringから廃棄されました 
	
原因: WHEN句の条件が満たされたときに必ず表示される情報メッセージです。この操作でDISCARDファイルが指定されていた場合は、レコードがそのファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 KUP-04103: ゾーン10進数フィールドをstringに対する数字に変換中にエラーが発生しました 
	
原因: ゾーン10進数をOracleの数値に変換しようとしてエラーが発生しました。


	
処置: ゾーン10進数のフォーマットが正しいことを確認してください。









	 KUP-04104: ゾーン10進数フィールドにはstringに対して無効な値が含まれています 
	
原因: ゾーン10進数のフォーマットが無効です。


	
処置: ゾーン10進数のフォーマットが正しいことを確認してください。









	 KUP-04105: ゾーン10進数を数字に変換したため、stringのオーバーフローが発生しました 
	
原因: ゾーン10進数の値がOracleの数値に対して大きすぎたため、変換できませんでした。


	
処置: ゾーン10進数のフォーマットが正しいことを確認してください。









	 KUP-04106: stringに対するゾーン10進数の精度が大きすぎます 
	
原因: ゾーン10進数の精度が、Oracleの数値に格納できる精度よりも大きいです。


	
処置: ゾーン10進数のフォーマットが正しいことを確認してください。









	 KUP-04108: ファイルstringの再読取りができません。 
	
原因: 実行している問合せでは、外部表のデータ・ソースが複数回読み込まれることが必要です。しかし、データ・ソースは再読込み不可能なシーケンシャル・デバイスです。このようなデータ・ソースとしてはテープまたはパイプがあります。


	
処置: この問題に対処する方法はいくつかあります。1つは、外部表を1度のみ参照するように問合せを作成しなおす方法です。もう1つは、ディスク・ファイルなど再読込み可能なデバイスにデータ・ソースを移動することです。さらにもう1つの方法は、外部表のデータを一時表にロードして、問合せが一時表を参照するように変更することです。









	 KUP-04109: ディレクトリ・オブジェクト"string"に対して指定したパスは無効です 
	
原因: 入力データ・ファイル、出力ダンプ、ログ、不良ファイル、または廃棄ファイルで指定したデフォルト・ディレクトリまたはディレクトリ・オブジェクトが、データベースにないか、無効なパス名が含まれていました。


	
処置: ディレクトリ・オブジェクトとして有効なパス名を指定してください。









	 KUP-05004: 警告: パラレル選択がリクエストされなかったため、ソース内同時実行性は無効です。 
	
原因: ソース内同時実行性は、パラレル選択がリクエストされたときにのみ使用できます。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 KUP-05005: 警告: タイプRECNUMのフィールドが存在するため、ソース内同時実行性は無効です。 
	
原因: ソース内同時実行性はRECNUMフィールドで使用できません。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 KUP-05006: 警告: 複雑な終了記号文字列が使用されているため、ソース内同時実行性は無効です。 
	
原因: ソース内同時実行性は、終了記号のレプリケートされた部分文字列がレコードの解析中にあいまいさを引き起こす可能性のある終了記号と使用することはできません。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 KUP-05007: 警告: プリプロセッサ・オプションが使用されているため、ソース内同時実行性は無効です。 
	
原因: ソース内同時実行性はPREPROCESSORオプションで使用できません。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 KUP-05008: 警告: 入力データがDELIMITEDレコード形式で、文字セットが固定幅でもUTF8でもないため、ソース内同時実行性は無効です。 
	
原因: 文字セットが固定幅でもUTF8でもない場合は、ソース内同時実行性はDELIMITEDレコード形式で使用することはできません。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 KUP-05009: 警告: 入力データがVARIABLEレコード形式のため、ソース内同時実行性は無効です。 
	
原因: ソース内同時実行性はVARIABLEレコード形式で使用できません。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 KUP-11000: ファイルの切捨てエラー 
	
原因: 切り捨てられたファイルがロード操作に使用されました。


	
処置: アンロード操作が正常に完了したかどうかを確認してください。









	 KUP-11001: 同じアンロード操作が行われなかったファイル 
	
原因: ロード操作に使用されたファイルは、対応するアンロード操作に使用されたファイルではありません。


	
処置: 使用されたファイルが、対応するアンロード操作に使用されたファイルかどうかを確認してください。









	 KUP-11002: データ・チャンクstringを読み込むことができません 
	
原因: データ・チャンクの読込みまたは検索ができません。このチャンクが存在していない可能性があります。


	
処置: ロード操作に使用されたファイルが正しいことを確認してください。









	 KUP-11003: ファイルstringからの読取りで不正なデータが見つかりました 
	
原因: データファイルのデータを外部表の列のデータ型に変換しようとして、データ型変換エラーが発生しました。続いて表示されるメッセージに、列名および変換できなかった列のデータの開始位置が表示されます。不正なデータが含まれる行は拒否され、外部表に行として組み込まれません。


	
処置: 不正なデータが含まれている行を除外できない場合は、外部表の列のデータ型がデータファイル内のフィールドのデータ型と一致するように、外部表の定義を変更してください。









	 KUP-11004: 要求されたバージョンstringは、ORACLE_DATAPUMPではサポートされていません 
	
原因: このデータベース・バージョン(ユーザー指定されていない場合、デフォルトでCOMPATIBLEに設定される)は、ORACLE_DATAPUMP外部表アクセス・ドライバでサポートされていません。注意: バージョン9.2より前のデータベースはサポートされていません。


	
処置: サポートされているバージョンを指定して操作を再実行してください。









	 KUP-11005: ファイル: stringでシーク・エラーが発生しました 
	
原因: ファイルで指定された位置を検索しようとして失敗しました。


	
処置: エラー・メッセージを確認してください。問題を解決し、操作を再試行してください。問題を解決できない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 KUP-11006: stringでファイルの切捨てエラーが発生しました 
	
原因: 切り捨てられたか不完全なファイルがロード操作に使用されました。


	
処置: アンロード操作が正常に完了したかどうかを確認してください。









	 KUP-11007: 表string.stringのロードで変換エラーが発生しました 
	
原因: 表に行をロードできませんでした。行内の1つ以上の列に変換エラーが発生しています。


	
処置: ロードできない行の詳細は、続いて表示されるメッセージを参照してください。このエラーが発生しないようにするには、ロードされる表の定義が、アンロードされる表の定義と一致するようにしてください。









	 KUP-11008: 表string.string、パーティションstringのロードで変換エラーが発生しました 
	
原因: 表に行をロードできませんでした。行内の1つ以上の列に変換エラーが発生しています。


	
処置: ロードできない行の詳細は、続いて表示されるメッセージを参照してください。このエラーが発生しないようにするには、ロードされる表の定義が、アンロードされる表の定義と一致するようにしてください。









	 KUP-11009: 行のデータ: string 
	
原因: 表にデータをロード中に、変換エラーが発生しました。このメッセージには、変換エラーを起こした行内のフィールド値が表示されます。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 KUP-11010: フェッチで少なくとも1つのダンプ・ファイルをオープンできません 
	
原因: LOCATION句内のいずれのファイルも外部表でのフェッチ用にオープンできませんでした。


	
処置: 外部表に対するSQLモードのフェッチ操作では、1つ以上のファイルをオープンできる必要があります。ダンプ・ファイルのディレクトリ・オブジェクトおよびファイル名が正しいことを確認してください。









	 KUP-11011: 次のファイルはこのロード操作には無効です 
	
原因: このファイルはこのロード操作に使用できません。詳細は続いて表示されるメッセージを参照してください。


	
処置: LOCATION句内のすべてのファイルが、同じアンロード操作が行われたファイルであることと、アンロードが正常終了していることを確認してください。









	 KUP-11012: ファイルstring(string内)はすでに存在します 
	
原因: 既存のファイルが上書きされるため、指定したファイルはこのアンロードに使用できません。


	
処置: 現在、存在していないファイルを指定してください。









	 KUP-11013: ファイルstringのヘッダーの内部番号が無効です 
	
原因: ヘッダー内の内部番号が有効でないため、指定したファイルはこの操作に使用できません。


	
処置: ダンプ・ファイルが転送された場合は、転送操作が正常に行われたことを確認してください。









	 KUP-11014: ファイルstringの内部メタデータが無効です 
	
原因: このファイルに格納されている内部メタデータが最初のファイル・ピース・セットに格納されているメタデータと一致しないため、指定されたファイルをこの操作に使用できませんでした。


	
処置: LOCATION句内のすべてのファイルが正しいダンプ・ファイルであることを確認してください。









	 KUP-11015: データをアンロード中またはロード中にエラーが発生しました 
	
原因: ストリームのアンロードまたはロード操作でエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 KUP-11016: ファイルstringのデータベース・バージョンが無効です 
	
原因: 指定されたファイルは、データベース・バージョンがLOCATION句内の他のファイルのデータベース・バージョンと非互換であるため、このフェッチに使用できませんでした。


	
処置: LOCATION句内のすべてのファイルが、互換性のあるデータベース・バージョンで移入されたことを確認してください。









	 KUP-11017: ファイルstringが見つかりません 
	
原因: ファイルが見つかりません。


	
処置: 正しいファイル(パスとファイル名)が指定されていることを確認してください。









	 KUP-11018: ファイルstringは有効なダンプ・ファイルではありません 
	
原因: このファイルのファイル形式が正しくありません。外部表のフェッチ操作には使用できません。


	
処置: このファイルがSQLモードの外部表移入操作によって生成されたものであることと、その操作が正常に終了したことを確認してください。









	 KUP-11019: 次のファイルはこのフェッチ操作には無効です 
	
原因: ファイルをこのロード操作に使用できませんでした。詳細は続いて表示されるメッセージを参照してください。


	
処置: LOCATION句内のすべてのファイルが、正常な移入操作によって生成されたファイルであることを確認してください。ファイルによって生成元の移入操作が異なる場合は、それらの操作が共通の属性(同じ表、互換性のあるデータベース・バージョンなど)を使用して実行されたことを確認してください。









	 KUP-11020: ファイルstringのヘッダーに正しい情報が含まれていません 
	
原因: ヘッダーが破損している可能性があります。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 KUP-11021: ファイルstringのヘッダーに互換性のないバージョン番号があります 
	
原因: ロード操作に指定されたダンプ・ファイルのバージョン番号と、現在システム上でOracleサーバーによって作成されているダンプ・ファイルのバージョンに互換性がありません。通常このメッセージは、ダンプ・ファイルが新しいバージョンのOracleサーバーで作成されたことを示します。


	
処置: このダンプ・ファイルを、作成時と同じバージョンのOracleサーバーを使用してロードしてください。









	 KUP-11022: 指定したファイル名"string"は無効です 
	
原因: ダンプまたはログ・ファイルに指定したファイル名が無効かNULLです。


	
処置: ダンプまたはログ・ファイルに有効なファイル名を指定してください。









	 KUP-11023: ディレクトリ・オブジェクト"string"に対して指定したパスは無効です 
	
原因: ダンプまたはログ・ファイルに指定したデフォルト・ディレクトリまたはディレクトリ・オブジェクトに、無効なパス名かNULLが含まれていました。


	
処置: ディレクトリ・オブジェクトとして有効なパス名を指定してください。









	 KUP-11024: この外部表は、データ・ポンプ・ジョブ内からのみアクセスできます。 
	
原因: エクスポートまたはインポート・ジョブ中に、データ・ポンプにより内部的に使用するために作成された一時外部表にアクセスしようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。














37 UDE-00001からUDE-00054



	 UDE-00001: ユーザーによって現行の操作の取消しが要求されました 
	
原因: ユーザーによって現行のジョブの取消しが要求されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 UDE-00002: ユーザー名またはパスワードが無効です 
	
原因: 無効なユーザー名またはパスワードが指定されました。


	
処置: 有効なユーザー名またはパスワードを指定して再試行してください。









	 UDE-00003: ログオンに失敗しました 
	
原因: 無効なユーザー名またはパスワードで繰り返しログオンしようとしました。


	
処置: ユーティリティを停止した後、有効なユーザー名またはパスワードを指定してから再起動し、再試行してください。









	 UDE-00004: 操作でOracleエラーnumberが発生しました 
	
原因: 操作で指定のエラーが予期せずに生成されました。詳細は、そのエラーの記述を参照してください。


	
処置: 詳細は、そのエラーの記述を参照してください。









	 UDE-00005: 入力データの読取り中に予期しないファイルの終わりになりました 
	
原因: ユーザー入力の読込み中にファイルの終わり(EOF)を検出しました。


	
処置: エクスポートする入力をリダイレクトするときに、ファイルにエラーがないかどうかを確認してください。









	 UDE-00006: サイズnumberのメモリーの割当てに失敗しました 
	
原因: 必要なメモリーを適切に割当てできませんでした。


	
処置: 付随するメッセージを記録し、エクスポートの内部エラーとしてOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 UDE-00007: 割り当てられていないメモリーを解放しようとしました 
	
原因: 割り当てられていないメモリーを解放しようとしました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 UDE-00010: 複数のジョブ・モードがリクエストされました(stringおよびstring)。 
	
原因: 複数のジョブ・モードが指定されています。


	
処置: 有効なモードを1つのみ指定して、再試行してください。









	 UDE-00011: パラメータstringがパラメータstringと一貫性がありません 
	
原因: パラメータの無効な組合せが指定されています。


	
処置: 有効なモードの設定をドキュメントで確認して、再試行してください。









	 UDE-00012: 表モードのエクスポートでは1つのスキーマからのオブジェクトのみが許可されます 
	
原因: エクスポート用に複数のスキーマが選択されています。


	
処置: スキーマを1つのみ指定して、エクスポートを再試行してください。









	 UDE-00013: 内部expdpエラー。 
	
原因: Data Pumpクライアント内部の致命的エラーです。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 UDE-00014: パラメータ'string'の値が無効です。 
	
原因: 指定されたパラメータまたはパラメータ値を解析できませんでした。


	
処置: 有効なパラメータ値については、ドキュメントを参照してください。









	 UDE-00015: パラメータ'string'のコンテキスト状態またはジョブ状態は無効です。 
	
原因: 指定されたパラメータのジョブ・ステータスまたはコンテキストが無効です。


	
処置: パラメータの正しい使用方法については、ドキュメントを参照してください。









	 UDE-00016: 'string'パラメータには値が必要です。 
	
原因: パラメータが指定されましたが値が指定されていません。


	
処置: パラメータの正しい使用方法については、ドキュメントを参照してください。









	 UDE-00017: Data Pumpジョブはすでに実行中です。 
	
原因: 要求された操作にはData Pumpジョブのステータスが正しくありません。


	
処置: 正しい使用方法については、ドキュメントを参照してください。









	 UDE-00018: Data Pumpクライアントはデータベース・バージョンstringと互換性がありません 
	
原因: エクスポートは、データベース・バージョンより高いバージョンになるため、互換性がありません。


	
処置: データベースと同じバージョンのエクスポートを使用してください。









	 UDE-00019: 'string'パラメータ・リストが長すぎます。 
	
原因: 要求されたパラメータ・リストが4,000文字の最大値を超えています。


	
処置: 指定したパラメータ値の数を減らしてから再実行してください。









	 UDE-00020: Data PumpクライアントはData Pump APIと互換性がありません。 
	
原因: エクスポートは、Data Pumpサーバーより高いバージョンになるため、互換性がありません。


	
処置: サーバーと同じバージョンのエクスポートを使用してください。









	 UDE-00050: パラメータ処理を設定できません。 
	
原因: パラメータ・マネージャの初期化中に予期せぬエラーが発生しました。


	
処置: 付随するメッセージを記録し、エクスポートの内部エラーとしてOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 UDE-00051: NLS_NUMERIC_CHARACTERSを必須のデフォルトにセットできません。 
	
原因: エクスポートはNLS_NUMERIC_CHARACTERSを「.,」に設定できませんでした。


	
処置: 付随するメッセージを記録し、エクスポートの内部エラーとしてOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 UDE-00052: 操作のData Pumpクライアントが不適切です: string 
	
原因: エクスポート・クライアントがインポート・ジョブにアタッチしようとしました。


	
処置: 既存のジョブにアタッチするときには適切なクライアントを使用してください。









	 UDE-00053: クライアント・コマンド'string'を認識できません 
	
原因: 無効な対話型クライアント・コマンドです。


	
処置: 有効なクライアント・コマンドについては、ドキュメントを参照してください。









	 UDE-00054: 使用不可のレガシー・モード・パラメータ'string'が次で指定されました: string 
	
原因: 指定されたレガシー・モード・パラメータに、対応するデータ・ポンプ・マッピングがありません。


	
処置: エラー・メッセージに示されている場所(コマンドライン、パラメータ・ファイルまたは環境変数)を確認して、パラメータを削除してください。














38 UDI-00001からUDI-00054



	 UDI-00001: ユーザーによって現行の操作の取消しが要求されました 
	
原因: ユーザーによって現行のジョブの取消しが要求されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 UDI-00002: ユーザー名またはパスワードが無効です 
	
原因: 無効なユーザー名またはパスワードが指定されました。


	
処置: 有効なユーザー名またはパスワードを指定して再試行してください。









	 UDI-00003: ログオンに失敗しました 
	
原因: 無効なユーザー名またはパスワードで繰り返しログオンしようとしました。


	
処置: ユーティリティを停止した後、有効なユーザー名またはパスワードを指定してから再起動し、再試行してください。









	 UDI-00004: 操作でOracleエラーnumberが発生しました 
	
原因: 操作で指定のエラーが予期せずに生成されました。詳細は、そのエラーの記述を参照してください。


	
処置: 詳細は、そのエラーの記述を参照してください。









	 UDI-00005: 入力データの読取り中に予期しないファイルの終わりになりました 
	
原因: ユーザー入力の読込み中にファイルの終わり(EOF)を検出しました。


	
処置: インポートする入力をリダイレクトするときに、ファイルにエラーがないかどうかを確認してください。









	 UDI-00006: サイズnumberのメモリーの割当てに失敗しました 
	
原因: 必要なメモリーを適切に割当てできませんでした。


	
処置: 付随するメッセージを記録し、インポートの内部エラーとしてOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 UDI-00007: 割り当てられていないメモリーを解放しようとしました 
	
原因: 割り当てられていないメモリーを解放しようとしました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 UDI-00010: 複数のジョブ・モードがリクエストされました(stringおよびstring)。 
	
原因: 無効なジョブ・モードが指定されました。


	
処置: 有効なモードを1つのみ指定して、再試行してください。









	 UDI-00011: パラメータstringがパラメータstringと一貫性がありません 
	
原因: パラメータの無効な組合せが指定されています。


	
処置: 有効なモードの設定をドキュメントで確認して、再試行してください。









	 UDI-00012: 表モードのインポートでは1つのスキーマからのオブジェクトのみが許可されます 
	
原因: インポート用に複数のスキーマが選択されています。


	
処置: スキーマを1つのみ指定して、インポートを再試行してください。









	 UDI-00013: 内部impdpエラー。 
	
原因: Data Pumpクライアント内部の致命的エラーです。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 UDI-00014: パラメータ'string'の値が無効です 
	
原因: 指定されたパラメータまたはパラメータ値を解析できませんでした。


	
処置: 有効なパラメータ値については、ドキュメントを参照してください。









	 UDI-00015: パラメータ'string'のコンテキスト状態またはジョブ状態は無効です。 
	
原因: 指定されたパラメータのジョブ・ステータスまたはコンテキストが無効です。


	
処置: パラメータの正しい使用方法については、ドキュメントを参照してください。









	 UDI-00016: 'string'パラメータには値が必要です。 
	
原因: パラメータが指定されましたが値が指定されていません。


	
処置: パラメータの正しい使用方法については、ドキュメントを参照してください。









	 UDI-00017: Data Pumpジョブはすでに実行中です。 
	
原因: 要求された操作にはData Pumpジョブのステータスが正しくありません。


	
処置: 正しい使用方法については、ドキュメントを参照してください。









	 UDI-00018: Data Pumpクライアントはデータベース・バージョンstringと互換性がありません 
	
原因: インポートは、データベース・バージョンより高いバージョンになるため、互換性がありません。


	
処置: データベースと同じバージョンのインポートを使用してください。









	 UDI-00019: 'string'パラメータ・リストが長すぎます。 
	
原因: 要求されたパラメータ・リストが4,000文字の最大値を超えています。


	
処置: 指定したパラメータ値の数を減らしてから再実行してください。









	 UDI-00020: Data PumpクライアントはData Pump APIと互換性がありません。 
	
原因: エクスポートは、Data Pumpサーバーより高いバージョンになるため、互換性がありません。


	
処置: サーバーと同じバージョンのエクスポートを使用してください。









	 UDI-00050: パラメータ処理を設定できません。 
	
原因: パラメータ・マネージャの初期化中に予期せぬエラーが発生しました。


	
処置: 付随するメッセージを記録し、インポートの内部エラーとしてOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 UDI-00051: NLS_NUMERIC_CHARACTERSを必須のデフォルトにセットできません。 
	
原因: インポートはNLS_NUMERIC_CHARACTERSを「.,」に設定できませんでした。


	
処置: 付随するメッセージを記録し、インポートの内部エラーとしてOracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 UDI-00052: 操作のData Pumpクライアントが不適切です: string 
	
原因: インポート・クライアントがエクスポート・ジョブにアタッチしようとしました。


	
処置: 既存のジョブにアタッチするときには適切なクライアントを使用してください。









	 UDI-00053: クライアント・コマンド'string'を認識できません 
	
原因: 無効な対話型クライアント・コマンドです。


	
処置: 有効なクライアント・コマンドについては、ドキュメントを参照してください。









	 UDI-00054: 使用不可のレガシー・モード・パラメータ'string'が次で指定されました: string 
	
原因: 指定されたレガシー・モード・パラメータに、対応するデータ・ポンプ・マッピングがありません。


	
処置: エラー・メッセージに示されている場所(コマンドライン、パラメータ・ファイルまたは環境変数)を確認して、パラメータを削除してください。














39 DBV-00200からDBV-00201



	 DBV-00200: ブロック、DBAnumber、はすでに破損とマークされています 
	
原因: ブロックが以前に破損しました。これは、Oracleデータベース・サーバーによって破損とマークされています。


	
処置: ブロックがデータベース・オブジェクトに現在割り当てられていない場合は、処置は不要です。ブロックが割り当てられている場合は、オプションおよび必須の処置は、そのブロックを所有するオブジェクトの種類と特性によって異なります。割り当てられているブロックを修正するには、ブロックまたはファイルのメディア・リカバリを実行してください。









	 DBV-00201: ブロック、DBA number、は無効なREDOアプリケーションのため破損とマークされています 
	
原因: このブロックは、無効なREDO適用のため、Oracleデータベース・サーバーによって「破損」とマークされました。例: NOLOGGINGオブジェクトまたはダイレクト・ロード・データのメディア・リカバリ。


	
処置: ブロックがデータベース・オブジェクトに現在割り当てられていない場合は、処置は不要です。ブロックが割り当てられている場合は、オブジェクトを再作成するか、データを再ロードする必要があります。














40 NID-00001からNID-00604



	 NID-00001: コマンドラインの構文が正しくありません - 解析エラー = (number) 
	
原因: コマンドラインのオペランドが無効です。


	
処置: 無効なオペランドを削除してください。









	 NID-00002: 解析エラー: string 
	
原因: コマンドラインの解析中に発生したエラーです。


	
処置: 無効なオペランドを削除してください。









	 NID-00010: パスワード: 
	
原因: コマンドラインにパスワードが指定されていません。


	
処置: このプロンプトでパスワードを入力してください。









	 NID-00100: データファイル"string"をオープンできません 
	
原因: 指定されたファイルシステムをオープンできません。


	
処置: 指定のファイルシステムが存在し、かつ書込み可能であることを確認してください。









	 NID-00101: LOGFILE(string)にアクセスできません 
	
原因: 指定されたログ・ファイルをオープンできません。


	
処置: 書込み可能なログ・ファイルを指定してください。









	 NID-00102: ターゲット文字列に誤りがあります 
	
原因: 指定された接続文字列を解析できませんでした。接続文字列のフォーマットが正しくありません。


	
処置: 『Oracle Database概要』を参照してください。









	 NID-00103: 接続文字列"string"にパスワードがありません 
	
原因: 指定された接続文字列にパスワードが見つかりませんでした。接続文字列のフォーマットが正しくありません。


	
処置: 『Oracle Database概要』を参照してください。









	 NID-00104: コマンドラインに、TARGET接続パラメータを指定する必要があります 
	
原因: 必須パラメータTARGETが指定されていません。


	
処置: このユーティリティを起動するときは、TARGET<username>/<password>と指定してください。









	 NID-00105: APPEND=YESオプションの使用時には、"LOGFILE=<logfile>"を指定する必要があります 
	
原因: APPENDパラメータが指定されていますが、LOGFILEがありません。


	
処置: LOGFILEが指定されている場合にのみAPPEND=YESを指定してください。









	 NID-00106: ターゲット・データベースへのLOGINが、Oracleエラーで失敗しました: string 
	
原因: ターゲット・データベースにログインしようとしてOracleエラーが発生しました。


	
処置: 指定されたOracleエラーの処置方法に従ってください。









	 NID-00107: データファイル"string"でstring操作(number/string)中に、ファイルI/Oエラーが発生しました 
	
原因: 指定のファイルで指定の操作を実行しているときに、オペレーティング・システム・エラーが発生しました。


	
処置: ファイルシステムを確認して、オペレーティング・システム・エラーを調べてください。









	 NID-00109: DBNAMEの文字列長numberが最大長numberを超えています 
	
原因: 指定した新規データベース名が最大サイズを超えています。


	
処置: 短い有効な名前を指定してください。









	 NID-00110: REVERTを使用して同時にデータベース名を指定することはできません 
	
原因: コマンドラインに競合するオプションが指定されました。


	
処置: 1つのオプションのみを選択してください。









	 NID-00111: 実行中に、ターゲット・データベースからOracleエラーが報告されました string string 
	
原因: OCIの操作の実行中にOracleエラーが発生しました。


	
処置: 指定されたOracleエラーの処置方法に従ってください。









	 NID-00113: 応答読取り中にエラーが発生しました - 強制終了します 
	
原因: 応答によってエラーが発生しました。


	
処置: 操作を再試行してください。









	 NID-00114: SETNAMEの使用時には、新規データベース名を指定する必要があります 
	
原因: SETNAME=YESが指定されていますが、DBNAMEがありません。


	
処置: DBNAMEを指定するか、SETNAME=YESオプションを削除してください。









	 NID-00115: データベースをマウントしてください 
	
原因: データベースがマウントされていません。


	
処置: データベースをマウントしてください。









	 NID-00120: データベースを排他的にマウントしてください 
	
原因: データベースがパラレル・モードで開始されています。DBIDを変更するには、データベースを排他的にマウントする必要があります。


	
処置: データベースを停止して、排他モードで開始してください。









	 NID-00121: データベースをオープンしないでください 
	
原因: データベースがオープンしています。DBIDを変更するには、データベースを排他的にマウントする必要があります。


	
処置: データベースを停止して、排他モードでマウントしてください。









	 NID-00122: データベースに、オフライン即時のファイルシステムは格納できません 
	
原因: OFFLINE IMMEDIATEモードの1つ以上のファイルシステムがデータベースにあります。


	
処置: データファイルを削除するか、リカバリしてオンラインにしてください。









	 NID-00123: データファイル"string"のマジック番号が正しくありません 
	
原因: 指定されたファイルシステムのブロック0(ゼロ)ヘッダーのマジック番号が正しくありません。


	
処置: ファイルシステムが正しいことを確認し、操作を再試行してください。









	 NID-00124: データファイルstringのDBIDが一致しません。numberの予想でしたがnumberでした 
	
原因: ファイルシステムのdbidが古いDBIDまたは新しいDBIDと一致しません。


	
処置: このファイルシステムがデータベースに属していることを確認してください。場合によってはファイルシステムのバックアップをリストアする必要があります。









	 NID-00125: データベースに、使用不可のデータ・ファイルは格納できません 
	
原因: データベースの1つ以上のファイルシステムが無効になっています。


	
処置: データファイルを削除するか、リカバリしてオンラインにしてください。









	 NID-00126: データベースに、不明な状態のデータ・ファイルは格納できません 
	
原因: データベースの1つ以上のファイルシステムの状態が不明です。


	
処置: データファイルを削除するか、リカバリしてオンラインにしてください。









	 NID-00127: データベースのすべてのオンライン・ファイルに、同一のチェックポイントSCNが必要です 
	
原因: データベースの1つ以上のファイルシステムに、データベースのチェックポイントSCNと一致しないチェックポイントSCNがあります。


	
処置: データベースを再起動して正常に停止してから、操作を再試行してください。









	 NID-00128: データベースの変更は回復できません。変更は進行していません 
	
原因: REVERTオプションが使用されていますが、制御ファイルでは、DBIDの変更が進行中と示されていません。


	
処置: REVERTオプションを使用しないでください。使用すると、ユーティリティを開始したときの制御ファイルがリストアされます。









	 NID-00129: データファイル"string"のDBIDが無効です。numberの予想でしたがnumberでした 
	
原因: ファイルシステム・ヘッダーに表示されているDBIDがその他のデータベース・ファイルのものと異なります。


	
処置: ファイルがこのデータベースに属していることを確認してください。









	 NID-00130: データファイル"string"のCHECKPOINT_CHANGE#が一致しません。stringの予想でしたがstringでした 
	
原因: ファイルシステム・ヘッダーが制御ファイルの情報と一致していません。


	
処置: 変更を回復し、データベースをオープンし、すべてのファイルシステムに一貫性があることを確認します。その後でデータベースを停止し、操作を再試行してください。









	 NID-00131: 制御ファイルが現行のものではありません。 
	
原因: 古い制御ファイルが現在マウントされています。


	
処置: 必要な処置を実行し制御ファイルを現行のものにして、再試行してください。









	 NID-00132: データファイル"string"のCHECKPOINT_CHANGE#: string - 今後の制御ファイルでは: string 
	
原因: ファイルシステム・ヘッダーのチェックポイントが、制御ファイルのチェックポイントより先のものです。


	
処置: データベースの一貫性を保持して再試行してください。









	 NID-00133: データベースには、一貫性のあるデータ・ファイルのみ格納できます 
	
原因: 制御ファイルでファジーとマークされた1つ以上のファイルシステムがデータベースにあります。


	
処置: データベースを再起動して正常に停止してから、操作を再試行してください。









	 NID-00134: データファイル"string"に一貫性がありません 
	
原因: ファイルシステムがヘッダーでファジーとマークされています。


	
処置: データベースを再起動して正常に停止してから、操作を再試行してください。









	 NID-00135: number個のアクティブ・スレッドがあります 
	
原因: データベースにアクティブ・スレッドがあります。最も可能性の高い原因として、最後にデータベースを停止したときにクラッシュしたことが考えられます。


	
処置: すべてのスレッドがクローズしたことを確認してから、操作を再試行してください。データベースを開始しオープンして、クラッシュ・リカバリを実行し、NORMALまたはIMMEDIATEオプションを使用して正常に停止します。最後に、ユーティリティの実行を再試行してください。









	 NID-00137: 削除されないデータ・ファイルはすべて、読取り可能である必要があります 
	
原因: 読み込めないファイルがデータベースに1つ以上あります。


	
処置: 欠落しているファイルをリストアして、操作を再試行してください。









	 NID-00138: データファイルstring(number)のブロック検証に失敗しました 
	
原因: 指定されたファイルシステムのブロック・ヘッダーのチェックサムが0(ゼロ)以外の値になります。


	
処置: ファイルシステムが正しいことを確認し、操作を再試行してください。









	 NID-00139: データファイルstringのDB名が一致しません。stringの予想でしたがstringでした 
	
原因: ファイルシステムのdbnameが古いdbnameまたは新しいdbnameと一致しません。


	
処置: このファイルシステムがデータベースに属していることを確認してください。場合によってはファイルシステムのバックアップをリストアする必要があります。









	 NID-00140: 指定したデータベース名stringは、以前に使用された名前stringと一致しません 
	
原因: 失敗した操作を続行しています。ただし、失敗した操作では、データベース名が直前の操作で使用されたものと異なります。


	
処置: 元のデータベース名を使用してコマンドを再試行してください。









	 NID-00141: データベース名が指定されていません。以前の試行ではstringが使用されました 
	
原因: 失敗した操作を続行しています。ただし、失敗した操作では、データベース名が指定されていました。


	
処置: 元のデータベース名を使用してコマンドを再試行してください。









	 NID-00142: データベース名のみが変更されています。以前の試行では、DBIDがnumberに変更されました 
	
原因: 失敗した操作を続行しています。ただし、失敗した操作では、データベースidも変更されていました。


	
処置: SETNAME=YESを削除してコマンドを再試行してください。









	 NID-00143: 制御ファイルstringが一致しません 
	
原因: 制御ファイルの状態が正しくありません。


	
処置: データベースを停止し、一致しない制御ファイルを削除し、データベースをマウントして、操作を再試行してください。









	 NID-00144: データベースstringの新規名が現在の名前stringと同じです 
	
原因: 指定された名前は、データベースの現在の名前と同じです。


	
処置: 別の名前を指定するか、DBNAMEオプションを使用しないでください。









	 NID-00145: NLSサブシステムの初期化に失敗しました: product=string、facility=string 
	
原因: NLS product/facilityエラー・メッセージ・ファイルが見つからないか、または正しく初期設定されていませんでした。


	
処置: エラー・メッセージのディレクトリとファイルが正しくインストールされていることを確認してください。









	 NID-00300: データベースstring(DBID=number)に接続しました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00301: データファイルstring - DBIDが変更されました。新規名が書き込まれました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00302: データファイルstring - DBIDが変更されました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00303: データファイルstring - 新規名が書き込まれました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00304: データファイルstring - 回復済です 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00305: データファイルstring - すでに変更済です 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00306: データファイルstring - 回復は不要です 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00307: 制御ファイルstring - DBIDが変更されました。新規名が書き込まれました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00308: 制御ファイルstring - DBIDが変更されました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00309: 制御ファイルstring - 新規名が書き込まれました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00310: 制御ファイルstring - 回復済です 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00311: 制御ファイルstring - 変更済です 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00312: サーバー・バージョンstringに接続しました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00315: 操作はすでに進行中です。続行します 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00320: ユーザー要求によって操作が取り消されました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00321: 操作続行中 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00330: 次のデータ・ファイルはオフライン即時のものです: 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00331: 次のデータ・ファイルは使用不可です: 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00332: 次のデータ・ファイルは不明な状態です: 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00333: 次のデータ・ファイルのヘッダーを読み込むことができません: 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00334: 次のデータファイルは、stringまでのチェックポイントが実行されていません 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00335: 次のデータ・ファイルには一貫性がありません: 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00336: 次のデータ・ファイルはオフライン・クリーンです: 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00337: 次のデータ・ファイルは読取り専用です: 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00338: データベースの制御ファイル: 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00350: string (number) string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00351: string (number) 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00352: string (number)、エラー: number 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00353: string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00354: インスタンスが停止しました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00370: データベースstringのデータベースIDを変更しますか。(Y/[N]) => 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00371: データベースstringのデータベース名をstringに変更しますか。(Y/[N]) => 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00372: データベースIDと、データベース名stringをstringに変更しますか。(Y/[N]) => 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00373: データベースstringの変更を元に戻しますか(Y/[N]) => 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00390: これらのファイルは、このユーティリティで書込み可能にする必要があります 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00395: データベース名をstringからstringに戻しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00396: データベースIDをnumberからnumberに戻しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00397: データベース名をstringからstringに変更しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00398: データベースIDをnumberからnumberに変更しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00400: DBNEWID - 終了しましたが、エラーがあります。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00401: データベース操作を試行する前に、変更のREVERTを終了する必要があります。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00402: データベース操作を試行する前に、変更または変更のREVERTを終了する必要があります。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00403: DBNEWID - 完了しましたが、検証エラーがあります。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00404: DBNEWID - 正常に完了しました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00405: データベース名とデータベースIDの回復に失敗しました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00406: データベース名の回復に失敗しました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00407: データベースIDの回復に失敗しました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00410: データベース変更の回復は、検証中に失敗しました - データベースは変更されていません。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00415: データベース名とデータベースIDの変更に失敗しました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00416: データベース名の変更に失敗しました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00417: データベースIDの変更に失敗しました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00420: データベース名とIDの変更は、検証中に失敗しました - データベースは変更されていません。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00421: データベース名の変更は、検証中に失敗しました - データベースは変更されていません。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00422: データベースIDの変更は、検証中に失敗しました - データベースは変更されていません。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00425: データベース名はstringにリストアされました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00426: データベースstringのデータベースIDが、numberにリストアされました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00430: データベースのオープンまたは停止の準備が完了しています。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00431: DBNEWID - 回復が完了しました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00435: データベース名がstringに変更されました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00436: 再起動の前に、パラメータ・ファイルを変更し、新規パスワード・ファイルを生成してください。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00440: データベースstringのデータベースIDが、numberに変更されました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00441: このデータベースに関する以前のすべてのバックアップとアーカイブREDOログは使用できません。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00442: データベースが停止しています。RESETLOGSオプションを指定してオープンしてください。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00450: データベース名とIDの変更が正常に終了しました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00451: データベース名の変更が正常に終了しました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00452: データベースIDの変更が正常に終了しました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00480: データベースは変更されていません - データベースのオープンまたは停止の準備が完了しています。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00481: DBNEWID - 取り消されました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00482: データベースは、リカバリ領域内の以前のバックアップおよびアーカイブ・ログを認識していません。 
	
原因: データベースIDが変更されたため、リカバリ領域内の以前のバックアップおよびアーカイブREDOログは、このデータベースによって管理されていません。


	
処置: これは情報メッセージです。









	 NID-00490: エラーのため、LOGをSTDERRにリダイレクトします。 
	
原因: メッセージをログ・ファイルに書き込めませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00500: キーワード 説明 (デフォルト) 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00501: ---------------------------------------------------- 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00502: TARGET ユーザー名/パスワード (NONE) 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00503: DBNAME 新規データベース名 (NONE) 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00504: LOGFILE 出力ログ (NONE) 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00505: REVERT 失敗した変更を回復 NO 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00506: SETNAME 新規データベース名のみを設定 NO 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00507: APPEND 出力ログに追加 NO 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00508: HELP これらのメッセージを表示 NO 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NID-00600: 内部エラー - [number] [number] [number] [number] 
	
原因: これは、プログラムの例外に対する一括内部エラー番号です。プログラムで例外条件が検出されたことを示します。


	
処置: このエラーをバグとして報告してください。最初の引数は内部エラー番号です。









	 NID-00601: 内部エラー - [number] [string] [number] [number] 
	
原因: これは、プログラムの例外に対する一括内部エラー番号です。プログラムで例外条件が検出されたことを示します。


	
処置: このエラーをバグとして報告してください。最初の引数は内部エラー番号です。









	 NID-00602: numberバイトを"string"に割り当てることができません 
	
原因: メモリーの割当てに失敗しました。


	
処置: オペレーティング・システム・レベルでメモリーを解放し、操作を再試行してください。









	 NID-00603: データベースにデータ・ファイルが見つかりません 
	
原因: 制御ファイルにデータファイルが記録されていません。


	
処置: このエラーをバグとして報告してください。最初の引数は内部エラー番号です。









	 NID-00604: データベースに制御ファイルが見つかりません 
	
原因: インスタンスに制御ファイルが記録されていません。


	
処置: このエラーをバグとして報告してください。最初の引数は内部エラー番号です。














41 DGM-16900からDGM-17017



	 DGM-16900: クライアントを初期化できません 
	
原因: クライアントを初期化できませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 DGM-16901: 環境を初期化できません 
	
原因: データベース環境を割当ておよび初期化できませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 DGM-16902: ハンドルを割当てできません 
	
原因: データベース・ハンドルを割当てできませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 DGM-16903: データベースに接続できません 
	
原因: 指定されたデータベースが存在しないか、または起動されていないために接続できませんでした。


	
処置: データベースを起動するかまたはネットワーク接続を確認してから、再試行してください。









	 DGM-16904: 属性を設定できません 
	
原因: サーバー属性を設定できません。


	
処置: 追加エラー・メッセージを調べてください。









	 DGM-16905: 失敗しました。 
	
原因: コマンドは実行できませんでした。


	
処置: 追加エラー・メッセージを調べてください。









	 DGM-16906: コマンドを受け入れることができません: メモリー不足です 
	
原因: 実行しようとした操作に使用可能なメモリーがありませんでした。


	
処置: システムをチェックしてからコマンドを再試行してください。









	 DGM-16909: 致命的エラー。終了中 
	
原因: 致命的なエラーが発生しました。


	
処置: 追加エラー・メッセージを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 DGM-16910: コマンドをサーバーに対して発行できません 
	
原因: サーバーへのコマンドを発行できません。


	
処置: 追加エラー・メッセージを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 DGM-16912: 不明なコマンドです("string")。"help"を試行してください 
	
原因: 不明なコマンドが発行されました。


	
処置: 有効なコマンドを使用して再試行してください。









	 DGM-16916: サイト名が欠落しています。"help"を試行してください 
	
原因: コマンドにサイト名が欠落しています。


	
処置: 正しい構文を使用して、コマンドを再試行してください。









	 DGM-16934: インスタンス"string"(データベース"string")を起動します 
	
原因: 操作が正常に終了したため、指定されたインスタンスを再起動する必要があります。DGMGRLはインスタンスを再起動しようとしましたができませんでした。


	
処置: 指定されたインスタンスを手動で起動してください。









	 DGM-16943: インスタンス"string"(データベース"string")に接続します 
	
原因: この操作ではDGMGRLが特定のインスタンスへの接続を完了する必要がありますが、DGMGRLでは指定のインスタンスに自動的に接続できません。


	
処置: 指定のインスタンスに接続し、コマンドを再発行してください。









	 DGM-16944: フェイルオーバーに成功しました。新規プライマリは"string"です 
	
原因: フェイルオーバー・コマンドは正常に終了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DGM-16945: "string"以前に構文エラーがあります 
	
原因: 指定したトークンで構文エラーが発生したために、コマンドが処理されませんでした。


	
処置: 有効な構文を使用して、コマンドを再試行してください。









	 DGM-16946: サイト"string"が見つかりません 
	
原因: 指定されたサイトが見つかりませんでした。


	
処置: 有効なサイト名を使用してコマンドを再試行してください。









	 DGM-16948: スイッチオーバーできません。プライマリ・データベースはまだ"string"です 
	
原因: このエラー・メッセージでレポートされたエラーが原因で、スイッチオーバー操作が実行できませんでした。プライマリ・ロールは変更されていません。


	
処置: エラーを修正してSWITCHOVERコマンドを再試行してください。









	 DGM-16949: オブジェクト"string"は見つかりませんでした 
	
原因: 指定されたオブジェクトが見つかりません。


	
処置: 有効なデータベース名を使用して、コマンドを再試行してください。









	 DGM-16951: フェイルオーバーできません 
	
原因: このエラー・メッセージでレポートされたエラーが原因で、フェイルオーバー操作が実行できませんでした。


	
処置: エラーを修正してFAILOVERコマンドを再試行してください。









	 DGM-16952: 構成詳細は、DGMGRLでは決定できません 
	
原因: ブローカ構成が見つかりません。


	
処置: 1) Data Guard Brokerプロセス(DMON)に接続できませんでした。DMONプロセスが実行されていることを確認してください。 2) 現在、ブローカ構成が存在しません。それを作成する必要があります。 3) 無効化または削除されているブローカ構成内のスタンバイ・データベースに接続しています。スタンバイ・データベースがこの状態にある間、ブローカ構成の詳細はスタンバイ・データベースで使用できません。プライマリ・データベースに接続して、コマンドを再発行してください。 4) 修復または再インスタンス化する必要があるブローカ構成内のデータベースに接続しています。この状態にある間、ブローカ構成の詳細は使用できません。データベースを修復または再インスタンス化してコマンドを再発行するか、プライマリ・データベースに接続してコマンドを再発行してください。









	 DGM-16953: XML文書が長すぎます 
	
原因: XML文書の長さが内部制限を超えています。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 DGM-16954: オブザーバ構成ファイルを開いてロックできません 
	
原因: オブザーバ構成ファイルは、排他アクセスのため開いたりロックしたりできません。


	
処置: オブザーバにファイル書込みの正しいオペレーティング・システム権限があること、同じファイルを使用するオブザーバが他にないことを確認します。コマンドを再試行してください。









	 DGM-16959: ブローカ・サーバー・プロセスからレスポンスがありません 
	
原因: ブローカ・サーバー・プロセス(DMON)からレスポンスがありません。


	
処置: Data Guard Brokerプロセス(DMON)が使用できません。DMONプロセスが実行中であることを確認してからコマンドを再試行してください。









	 DGM-16960: ステータスは使用できません 
	
原因: ステータスを取得できませんでした。


	
処置: Data Guard Brokerプロセス(DMON)が使用できません。DMONプロセスが実行中であることを確認してからコマンドを再試行してください。









	 DGM-16979: プライマリまたはスタンバイ・データベースにSYSDBAとしてログオンできません 
	
原因: プライマリ・データベースおよびファスト・スタート・フェイルオーバーのターゲット・スタンバイ・データベースにログオンするためにオブザーバが使用するユーザー名/パスワードに、有効なSYSDBA資格証明がありません。


	
処置: プライマリ・データベースおよびファスト・スタート・フェイルオーバーのターゲット・スタンバイ・データベースが、リモート・ログイン・パスワード・ファイルを使用していることを確認します。SYSDBAパスワードが両方のデータベースで同じであり、かつこのパスワードがCONNECTコマンドで使用されていることを確認します。オブザーバを再起動してください。









	 DGM-16991: 複数のリソースで名前"string"が使用されています 
	
原因: 指定したリソースが1つよりも多いサイトで存在します。


	
処置: ON SITE句を使用してコマンドを再発行してください。









	 DGM-16999: インスタンス"string"が見つかりませんでした 
	
原因: 指定されたインスタンスが見つかりませんでした。


	
処置: 有効なインスタンス名を使用して、コマンドを再試行してください。









	 DGM-17000: 複数のインスタンスで、名前"string"が使用されています 
	
原因: 指定したインスタンスが複数のデータベースに存在します。


	
処置: ON DATABASE句を使用してコマンドを再発行してください。









	 DGM-17002: プライマリ・データベースは削除できません 
	
原因: 削除するように指定されたデータベースはプライマリ・データベースです。


	
処置: かわりに、ブローカ構成を削除してください。









	 DGM-17007: サポートされていないプラットフォームです。オブザーバを起動できません 
	
原因: オブザーバが、マルチスレッドをサポートしないオペレーティング・システム上で起動されました。


	
処置: マルチスレッドをサポートするオペレーティング・システム上でオブザーバを起動してください。









	 DGM-17009: 新しいプライマリ・データベース"string"がオープン中です 
	
原因: Data Guard Brokerが、指定された新しいプライマリ・データベースをオープン中です。オープンされると、新しいプライマリ・データベースはトランザクションを受入れ可能な状態になります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DGM-17016: データベース"string"のステータスの取得に失敗しました 
	
原因: DGMGRLは指定のデータベースからStatusReportプロパティを取得できなかったため、データベースのステータスを報告できませんでした。


	
処置: 詳細は、付随するメッセージを参照してください。









	 DGM-17017: 構成ステータスを判別できません 
	
原因: Data Guard Brokerがその時点でヘルス・チェックを実行できなかったため、構成ステータスを判別できませんでした。


	
処置: 詳細は、付随するメッセージを参照してください。














42 DIA-48001からDIA-51705



	 DIA-48001: 内部エラー・コード、引数: [string],[string],[string],[string],[string],[string],[string],[string] 
	
原因: これは、プログラムの例外に対する一括内部エラー番号です。プロセスで例外条件が検出されたことを示します。


	
処置: このエラーをバグとして報告してください。最初の引数は内部エラー番号です。









	 DIA-48002: 致命的エラーによりスレッドが終了しました 
	
原因: スレッドはリカバリ不能の状態にあります。


	
処置: 詳細は、スレッドのトレース・ファイルを調べてください。









	 DIA-48003: stringバイト(string,string)を割り当てようとしてプロセス・メモリーが不足しました。 
	
原因: オペレーティング・システム・プロセスのプライベート・メモリーを使い果しています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DIA-48004: 共有メモリーのstringバイトを割当てできません("string","string","string","string") 
	
原因: 共有プールに割り当てられた共有メモリーより多くの共有メモリーが必要です。


	
処置: 共有メモリーの使用量を減らすか、使用可能な共有メモリーの量を増やしてください。









	 DIA-48007: 名前は既存の製品タイプですでに使用されています 
	
原因: 製品タイプに既存の製品タイプと同じ名前を指定しようとしました。


	
処置: 指定された名前の既存の製品タイプを使用するか、製品タイプに別の名前を使用してください。









	 DIA-48008: IDは既存の製品タイプですでに使用されています 
	
原因: 製品タイプに既存の製品タイプと同じIDを指定しようとしました。


	
処置: 別の製品タイプ名を選択してください。









	 DIA-48100: ファイルのオープン中にエラーが発生しました 
	
原因: ADRファイル・インタフェースを使用したファイルのオープン中にエラーが発生しました。


	
処置: 指定したディレクトリ名、ファイル名およびオープン・オプションが有効であることを確認してください。









	 DIA-48101: ファイルの読取り中にエラーが発生しました[string] [string] [string] 
	
原因: ADRファイル・インタフェースを使用したファイルの読取り中にエラーが発生しました。


	
処置: 読取りインタフェースに指定した引数を確認してください。









	 DIA-48102: ファイルの読取り時にend-of-fileが発生しました 
	
原因: ADRファイル・インタフェースで、ファイルの読取り中にend-of-fileが発生しました。


	
処置: end-of-file条件を処理してください。









	 DIA-48103: ファイルの書込み中にエラーが発生しました[string] [string] [string] 
	
原因: ADRファイル・インタフェースを使用したファイルの書込み中にエラーが発生しました。


	
処置: 書込みインタフェースに指定した引数を確認してください。









	 DIA-48104: リクエストしたブロックと返されたブロックの読取りが一致しません。[string]、[string] 
	
原因: 読取りのために要求したブロック数と実際に返されたブロック数が一致しません。


	
処置: ファイルを確認して、部分ブロックがないことを確認してください。









	 DIA-48105: リクエストしたブロックと返されたブロックの書込みが一致しません。[string]、[string] 
	
原因: 書込みのために要求したブロック数と実際に書き込まれたブロック数が一致しません。


	
処置: 要求したブロック数を書き込むために十分な領域がデバイスにあることを確認してください。









	 DIA-48106: ADR stringオブジェクトの初期化中にエラーが発生しました 
	
原因: ADRファイル・オブジェクトの1つの初期化中にエラーが発生しました。


	
処置: 指定したディレクトリ名およびファイル名の妥当性を確認してください。









	 DIA-48107: BFILE入力が無効です。[string] 
	
原因: BFILEをファイル・ハンドルに変換するために無効なBFILEがルーチンに渡されました。


	
処置: 指定したBFILEの内容を確認してください。









	 DIA-48108: diagnostic_dest init.oraパラメータに指定した値が無効です 
	
原因: diagnostic_destディレクトリに指定された値は有効なディレクトリではありません。ディレクトリが存在しないか、プロセスにそのディレクトリに対する読取り/書込み権限がありません。


	
処置: diagnostic_destには、適切な読取りおよび書込み権限がある有効なディレクトリの値を使用してください。









	 DIA-48109: ファイル記述子のロック・モードが無効です。[string] 
	
原因: ルーチンのコンテキストでファイル記述子に関連付けられているロック・モードが無効です。


	
処置: ファイルが複数のロックを取得しようとしていないことと、ロックを解放しようとするときにロックを保持していることを確認してください。









	 DIA-48110: ファイル・ロックの取得中にエラーが発生しました[string] [string] 
	
原因: ファイル・ロックの取得中にエラーが発生しました。


	
処置: ファイルおよびオペレーティング・システムの状態を調べてください。









	 DIA-48111: ファイル・ロックの解放中にエラーが発生しました[string] 
	
原因: ファイル・ロックの解放中にエラーが発生しました。


	
処置: ファイルおよびオペレーティング・システムの状態を調べてください。









	 DIA-48112: オープン・ファイルのフラグが無効です。string 
	
原因: オープン・ファイル・ルーチンに無効なフラグが渡されました。


	
処置: フラグの組合せが有効であるかどうかを調べてください。









	 DIA-48113: 領域が足りないため、ストリーム・ファイルに書込みできません 
	
原因: 要求したバイト数をストリーム・ファイルに書き込めません。これは領域が不足しているためです。書き込まれなかったバイト数については追加情報を参照してください。


	
処置: 要求したバイト数を書き込むために十分な領域がデバイスにあることを確認してください。









	 DIA-48114: ファイルのクローズ中にエラーが発生しました 
	
原因: ADRファイル・インタフェースを使用したファイルのクローズ中にエラーが発生しました。


	
処置: ファイル記述子の妥当性を調べてください。









	 DIA-48115: ファイル位置のシーク中にエラーが発生しました 
	
原因: ファイル位置のシーク中にエラーが発生しました。


	
処置: 要求したファイル位置がファイル範囲内にあることを確認してください。









	 DIA-48116: ディレクトリの作成中にエラーが発生しました[string] 
	
原因: ディレクトリの作成中にエラーが発生しました。


	
処置: ディレクトリ名を確認してください。









	 DIA-48117: ディレクトリの削除中にエラーが発生しました[string] 
	
原因: ディレクトリの削除中にエラーが発生しました。


	
処置: ディレクトリ名を確認してください。









	 DIA-48118: リスト・ディレクトリでエラーが発生しました[string] 
	
原因: ディレクトリの要素のリストでエラーが発生しました。


	
処置: オペレーティング・システムの状態を調べてください。









	 DIA-48119: ファイルの削除中にエラーが発生しました[string] [string] 
	
原因: ADRファイル・インタフェースを使用したファイルの削除中にエラーが発生しました。


	
処置: ディレクトリ名およびファイル名を確認してください。









	 DIA-48120: ファイル・サイズの取得中にエラーが発生しました[string] [string] 
	
原因: ADRファイル・インタフェースを使用したファイル・サイズの取得中にエラーが発生しました。


	
処置: ディレクトリ名およびファイル名を確認してください。









	 DIA-48121: ADRストリーム・ファイルのオープン中にエラーが発生しました[string] [string] 
	
原因: ADRストリーム・ファイルをオープンしようとしてエラーが発生しました。


	
処置: エラー・スタックの残りを調べて、実際に発生したエラーの詳細を確認してください。









	 DIA-48122: ADRブロック・ファイルのオープン中にエラーが発生しました[string] [string] 
	
原因: ADRブロック・ファイルをオープンしようとしてエラーが発生しました。


	
処置: エラー・スタックの残りを調べて、実際に発生したエラーの詳細を確認してください。









	 DIA-48123: ファイルのフラッシュ中にエラーが発生しました 
	
原因: ADRファイル・インタフェースを使用したファイルのフラッシュ中にエラーが発生しました。


	
処置: ファイルの状態を調べてください。









	 DIA-48124: ファイルへの書込み中にデバイスが一杯になりました 
	
原因: ファイルへの書込み中にデバイスが一杯になるエラーが発生しました。


	
処置: デバイスの空き領域量を確認してください。









	 DIA-48125: 識別子の長さが無効です。argn:string、len:string、lim:string 
	
原因: 最大長を超える長さの入力識別子が渡されました。


	
処置: 入力識別子の長さが最大長を超えていないことを確認してください。









	 DIA-48126: 作成するファイルはすでに存在しています 
	
原因: クライアントがすでに存在するファイルを作成しようとしました。


	
処置: ファイルを削除するか、ファイルがすでに存在していても問題ないかどうかを確認してください。









	 DIA-48127: オープンするファイルが存在しません 
	
原因: 存在しないファイルをオープンしようとしました。


	
処置: ファイルを作成するか、ファイルが存在しない理由を確認してください。









	 DIA-48128: シンボリック・リンクはオープンできません 
	
原因: シンボリック・リンクであるファイルをオープンしようとしてエラーが発生しました。ユーザーによるシンボリック・リンクのオープンは許可されていません。


	
処置: 指定したファイル名を確認してください。









	 DIA-48129: フル・パス指定の入力が無効です 
	
原因: フル・パス指定の入力が正しく指定されなかったか、デフォルトの拡張子が正しく指定されなかった可能性があります。または、フル・パスに対して空の文字列が渡されました。


	
処置: フル・パスの文字列がNULLでないことを確認してください。フル・パス指定としてADRホームからの相対パスを指定する場合、ADRホームの実際のパスのかわりに'<ADR_HOME>'を使用してください。ADRベースの場合、'<ADR_BASE>'を使用してください。









	 DIA-48130: ファイル・ロック取得のロック・パラメータが無効です[string] 
	
原因: ファイル・ロック取得ルーチンに無効なロック・パラメータが渡されました。ファイルはロック・タイプとして渡す必要があります。または、ロック・モードが一致していません。読取り専用モードでは排他ロックは使用できず、書込み専用モードでは共有ロックは使用できません。


	
処置: 正しいロック・タイプが指定されており、オープン・フラグが指定されたファイルに要求したロック・モードが正しいことを確認してください。









	 DIA-48131: ファイル位置を指定中にエラーが発生しました 
	
原因: ADRファイル・インタフェースを使用したファイル位置の指定中にエラーが発生しました。


	
処置: オープン状態のファイルのディレクトリ名およびファイル名を確認してください。









	 DIA-48132: リクエストされたファイル・ロックはビジーです。[string] [string] 
	
原因: 別のプロセスがファイル・ロックを保持しているため、要求したファイル・ロックはビジーです。


	
処置: 後でファイル・ロックの取得を再試行してください。









	 DIA-48133: ファイル記述子はすでにオープンされています[string] [string] 
	
原因: 指定されたファイル記述子はすでにオープンされています。


	
処置: すでにオープンされているファイルはオープンしないでください。または、再使用されているファイル記述子が正しくクリーン・アップされるかどうかコードを確認してください。









	 DIA-48134: 操作のファイル記述子の状態が無効です。string、string、string 
	
原因: 要求した操作のファイル記述子の状態が無効です。たとえば、読取り用にオープンされたファイルに対して書込み操作が要求されている場合があります。


	
処置: ファイル記述子の状態を確認して、操作と合っていること確認してください。









	 DIA-48135: ファイル記述子が初期化されていません 
	
原因: 指定されたファイル記述子が初期化されていません。


	
処置: ファイル記述子がルーチンに渡される前に初期化されていることを確認してください。









	 DIA-48136: ディレクトリはすでに存在しています[string] 
	
原因: 指定されたディレクトリがすでに存在しているため、操作は失敗しました。


	
処置: ディレクトリを削除するか、このエラーを無視してください。









	 DIA-48137: ファイル・ハンドルが初期化されていません 
	
原因: 指定されたファイル・ハンドルが初期化されていません。


	
処置: ファイル・ハンドルがルーチンに渡される前に初期化されていることを確認してください。









	 DIA-48138: クライアント・アドレスに無効なディレクトリ名が入力されました 
	
原因: アドレス・パス指定の一環として無効なディレクトリ名が指定されました。


	
処置: ディレクトリ名がNULLでなく、ディレクトリ名の長さが最大長を超えていないことを確認してください。









	 DIA-48139: ADR初期化ルーチンへの入力が無効です 
	
原因: ADR初期化ルーチンへの入力が無効です。


	
処置: ADRベース、製品IDおよびインスタンスIDの入力引数の長さを確認してください。









	 DIA-48140: 指定されたADRベース・ディレクトリが存在しません[string] 
	
原因: 指定されたADRベース・ディレクトリが存在しません。


	
処置: 指定されたADRベース・ディレクトリが有効なパス名であり、このディレクトリが存在していることを確認してください。









	 DIA-48141: ADR初期化中にディレクトリ作成でエラーが発生しました[string] 
	
原因: ADRサブシステムの初期化中にディレクトリ作成でエラーが発生しました。


	
処置: ADR初期化ルーチンの入力引数とオペレーティング・システムの状態を確認してください。









	 DIA-48142: 権限変更に対する権限の入力が無効です 
	
原因: 権限変更ルーチンに無効な権限が渡されました。


	
処置: 入力した権限の値を確認してください。









	 DIA-48143: ファイルの権限を変更中にエラーが発生しました 
	
原因: ファイルの権限を変更中にエラーが発生しました。


	
処置: 指定したディレクトリおよびファイルとオペレーティング・システムの状態を調べてください。









	 DIA-48144: 標準ファイルのI/O実行中にエラーが発生しました 
	
原因: 標準ファイルのI/O実行中にエラーが発生しました。


	
処置: 標準I/Oおよびエラーの妥当性を確認してください。









	 DIA-48145: シーク場所が無効です。[string]、[string] 
	
原因: ルーチンに指定したシーク場所が無効です。


	
処置: 指定したシーク場所の妥当性を調べてください。









	 DIA-48146: ADRの初期化中にディレクトリに対する読取り権限、書込み権限または実行権限がありませんでした[string] [string] 
	
原因: ADRサブシステムで必要なディレクトリに対する読取り、書込み、実行権限がプロセスにあるかどうかを確認中にエラーが発生しました。このエラーは、ADRサブシステムの初期化中に発生します。


	
処置: ADR初期化ルーチンの入力引数とオペレーティング・システムの状態を確認してください。ユーザーにADRディレクトリに対する適切な権限があることを確認してください。









	 DIA-48147: ADRのホームの場所の指定が無効です。[string]、[string]、[string] 
	
原因: ADRの読取りまたは書込みのホームの場所の指定が無効です。


	
処置: ADRの読取りまたは書込みのホームの場所として無効なホームが指定されました。









	 DIA-48148: ファイルの移動中にエラーが発生しました 
	
原因: ADRファイル・インタフェースを使用したファイルの移動中にエラーが発生しました。


	
処置: ディレクトリ名およびファイル名を確認してください。









	 DIA-48149: ファイルのコピー中にエラーが発生しました 
	
原因: ADRファイル・インタフェースを使用したファイルのコピー中にエラーが発生しました。


	
処置: ディレクトリ名およびファイル名を確認してください。









	 DIA-48150: 現在の作業ディレクトリの設定でエラーが発生しました 
	
原因: 現在の作業ディレクトリの設定でエラーが発生しました。


	
処置: 使用されているパスか、オペレーティング・システムの状態を調べてください。









	 DIA-48151: ファイルのオペレーティング・システム時間を取得中にエラーが発生しました 
	
原因: ファイルのオペレーティング・システム時間を取得中にエラーが発生しました。


	
処置: 指定したディレクトリおよびファイルとオペレーティング・システムの状態を調べてください。









	 DIA-48152: ロック表が一杯です 
	
原因: ロック表が一杯です。許可されているロックが多すぎます。


	
処置: 後で再実行してください。









	 DIA-48153: ADRベース・ディレクトリのデフォルトの取得中にエラーが発生しました 
	
原因: ADRベース・ディレクトリのデフォルト値の取得中にエラーが発生しました。


	
処置: $ORACLE_BASEおよび$ORACLE_HOME環境変数が設定されているかどうかについて環境を確認してください。









	 DIA-48154: アラート・ログでend-of-fileに達しました 
	
原因: アラート・ログの読取りでend-of-fileに達しました。アラート・ログにはこれ以上読取り可能なメッセージはありません。


	
処置: アラート・ログから読み取らないでください。









	 DIA-48155: アラート・ログの読取り中にエラーが発生しました[string] 
	
原因: アラート・ログからのメッセージの読取り中にエラーが発生しました。


	
処置: エラー・メッセージとアラート・メッセージの内容を確認してください。









	 DIA-48156: アラート・ログのパージが発生しました - 再試行操作 
	
原因: アラート・ログのパージが発生しました。


	
処置: 操作を再試行してください。









	 DIA-48157: ADR初期化に対してNULLが入力されました 
	
原因: ADR初期化ルーチンへの入力がNULLです。


	
処置: ADRベース、製品IDおよびインスタンスIDの入力引数を確認してください。









	 DIA-48158: ADRベース・ディレクトリの入力が無効です 
	
原因: ADRベース・ディレクトリ名として渡された入力が無効です。ADRベース・ディレクトリ名がNULLであるか、文字列が長すぎます。


	
処置: ADRベース・ディレクトリの入力引数を確認してください。









	 DIA-48159: ADR製品タイプの入力が無効です 
	
原因: ADR製品タイプとして渡された入力が無効です。ADR製品タイプが範囲外です。


	
処置: ADR製品タイプの入力引数を確認してください。









	 DIA-48160: ADR製品IDの入力が無効です 
	
原因: ADR製品IDの入力として渡された入力が無効です。ADR製品IDがNULLであるか、文字列が長すぎます。


	
処置: ADR製品IDの入力引数を確認してください。









	 DIA-48161: ADRインスタンスIDの入力が無効です 
	
原因: ADRインスタンスIDの入力として渡された入力が無効です。ADRインスタンスIDがNULLであるか、文字列が長すぎます。


	
処置: ADRインスタンスIDの入力引数を確認してください。









	 DIA-48162: 文字列バッファが小さすぎて入力を保持できません。[string]、[string]、[string] 
	
原因: 文字列バッファが小さすぎてコピーした入力文字列を保持できません。


	
処置: 文字列バッファおよび入力文字列のサイズを確認してください。エラーが発生したコードの位置にある引数を調べてください。









	 DIA-48163: パスにディレクトリを連結中にエラーが発生しました。[string]、[string]、[string] 
	
原因: パス名にディレクトリを連結中にエラーが発生しました。


	
処置: OSから戻されたエラーと、入力および出力バッファのサイズを確認してください。









	 DIA-48164: パスにファイルを連結中にエラーが発生しました。[string]、[string]、[string] 
	
原因: パス名にディレクトリを連結中にエラーが発生しました。


	
処置: OSから戻されたエラーと、入力および出力バッファのサイズを確認してください。









	 DIA-48165: ユーザーには、指定したADRベース・ディレクトリにおける読取り権限、書込み権限または実行権限がありません[string] 
	
原因: 指定されたADRベース・ディレクトリには正しい権限がありません。


	
処置: 指定したADRベース・ディレクトリにおける読取り権限、書込み権限または実行権限を確認してください。









	 DIA-48166: ファイルが存在しないため、ADRブロック・ファイルのオープン中にエラーが発生しました[string] [string] 
	
原因: ファイルが存在しないため、ADRブロック・ファイルのオープン中にエラーが発生しました。


	
処置: ADRブロック・ファイルが存在するかどうか調べてください。









	 DIA-48167: ADR初期化チェック用の引数が無効です 
	
原因: ADR初期化チェック用のルーチンに指定された引数が無効です。


	
処置: ADR初期化ルーチンに対する入力を確認してください。









	 DIA-48168: ADRサブシステムが初期化されていません 
	
原因: ADRサブシステムが初期化されていません。要求した操作は実行できません。


	
処置: ADRサービスのコールの使用方法を確認してください。コールを機能させるには、ADRサブシステムを初期化する必要があります。









	 DIA-48169: ADR遅延初期化に対する引数が正しくありません 
	
原因: ADR遅延初期化に対する引数が正しくありません。


	
処置: 入力引数を確認してください。製品が遅延初期化用に設定されていない可能性があります。









	 DIA-48170: ファイルをロックできません - すでに使用されています。 
	
原因: ファイルが別のプロセスにロックされています。このファイルは、別のプロセスによって現在使用されています。


	
処置: どのプロセスが本来このファイルを所有しているかを確認してください。









	 DIA-48171: 共有ロックを取得できません。- ファイルが読取り可能ではありません。 
	
原因: 読込みアクセス用にオープンされていないファイルに対して共有ロックが要求されました。


	
処置: 共有ロックを取得するには、ファイルを読込み専用または書込み専用でオープンしてください。









	 DIA-48172: 有効なADRベースが見つかりません 
	
原因: 有効なADRベースが見つかりません。ORACLE_BASE、ORACLE_HOME、ホームおよびtmpディレクトリについて試行しましたが、どのディレクトリも読取り/書込みアクセスに存在していませんでした。


	
処置: ORACLE_BASE、ORACLE_HOME、ホームおよびtmpディレクトリの妥当性を確認してください。









	 DIA-48173: ADR初期化中にディレクトリの存在チェックでエラーが発生しました[string] 
	
原因: ADRサブシステムの初期化中にディレクトリの存在チェックでエラーが発生しました。DIAGまたは製品タイプのディレクトリのいずれかがADRベース下に存在していません。


	
処置: ADRの初期化を成功させるには、エラー・メッセージ内のディレクトリが存在している必要があります。ディレクトリが存在することを確認してください。









	 DIA-48174: 現在の作業ディレクトリの取得中にエラーが発生しました 
	
原因: 現在の作業ディレクトリの取得でエラーが発生しました。


	
処置: オペレーティング・システムの状態またはパス・バッファのサイズを確認してください。









	 DIA-48175: パス名に文字列'..'は使用できません。 
	
原因: 指定したパス名に'..'が含まれています。


	
処置: パス名を修正し、操作を再試行してください。









	 DIA-48176: パス名をフル・パス名に変換中のエラー 
	
原因: パス名をフル・パス名に変換中にエラーが発生しました。


	
処置: 入力したパス名が有効な相対パスであることを確認してください。









	 DIA-48177: フル・パス情報[string]付きのファイル名は許可されていません 
	
原因: ファイル名として指定された入力が正しくありませんでした。入力されたファイル名が最大長を超えているか、ファイル名にパス情報があります。この場合はファイル名にパス情報を含められません。パス情報は別の引数に指定する必要があります。


	
処置: ファイル名の文字列が長すぎず、パス情報がないことを確認してください。









	 DIA-48178: ADR初期化中のADRブロック・ファイルの読取り時にエラーが発生しました[string] 
	
原因: ADRサブシステムの初期化中のADRブロック・ファイルの読取り時にエラーが発生しました。


	
処置: ファイルシステムの状態を調べてください。









	 DIA-48179: OSファイルの同期が失敗しました 
	
原因: ファイルに対する変更をオペレーティング・システムと同期するOSコマンドが失敗しました。


	
処置: ファイルシステムの状態とデバイスの空き領域量を調べてください。









	 DIA-48180: OSオープン・システム・コールに障害が発生しました 
	
原因: OSオープン・システム・コールに失敗しました。要求されたモードでファイルをオープンまたは作成できませんでした。


	
処置: OSエラー・コードを確認してください。









	 DIA-48181: OS書込みシステム・コールに障害が発生しました 
	
原因: OS書込みシステム・コールに失敗しました。ファイルの書込みに失敗しました。


	
処置: OSエラー・コードを確認してください。









	 DIA-48182: OS読取りシステム・コールに障害が発生しました 
	
原因: OS読取りシステム・コールに失敗しました。ファイルの読取りに失敗しました。


	
処置: OSエラー・コードを確認してください。









	 DIA-48183: OSクローズ・システム・コールに障害が発生しました 
	
原因: OSクローズ・システム・コールに失敗しました。ファイルのクローズに失敗しました。


	
処置: OSエラー・コードを確認してください。









	 DIA-48184: OSシーク・システム・コールに障害が発生しました 
	
原因: OSシーク・システム・コールに失敗しました。ファイル内の位置のシークに失敗しました。


	
処置: OSエラー・コードを確認してください。









	 DIA-48185: OSファイル・サイズ・システム・コールに障害が発生しました 
	
原因: OSファイル・サイズ・コールに失敗しました。ファイルのサイズを取得できませんでした。


	
処置: OSエラー・コードを確認してください。









	 DIA-48186: OSのファイル存在チェック・システム・コールに障害が発生しました 
	
原因: OSのファイル存在チェック・システム・コールに失敗しました。ファイルの存在をチェックするコマンドの実行に失敗しました。


	
処置: OSエラー・コードを確認してください。









	 DIA-48187: 指定されたディレクトリが存在しません 
	
原因: 指定したディレクトリは存在しません。


	
処置: ディレクトリ名を確認してください。









	 DIA-48188: ユーザーには、指定されたディレクトリにおける読取り権限、書込み権限または実行権限がありません 
	
原因: 指定したディレクトリに対する有効な権限がありません。読取り権限、書込み権限または実行権限がありません。


	
処置: 指定したディレクトリの権限を確認してください。









	 DIA-48189: ディレクトリを作成するOSコマンドが失敗しました 
	
原因: ディレクトリを作成するOSコマンドが失敗しました。


	
処置: ディレクトリの作成の失敗に関連するエラー番号を確認してください。









	 DIA-48190: OSリンク解除システム・コールに障害が発生しました 
	
原因: OSリンク解除システム・コールに失敗しました。指定したファイルでのリンク解除の実行に失敗しました。


	
処置: OSエラー・コードを確認してください。









	 DIA-48191: ユーザーには、指定したファイルに対する読取りまたは書込み権限がありません 
	
原因: 指定したファイルに対する有効な権限がありません。読取り権限または書込み権限がありません。


	
処置: 指定したファイルの権限を確認してください。









	 DIA-48192: ファイルを移動するOSコマンドが失敗しました 
	
原因: ファイルを移動するOSコマンドが失敗しました。


	
処置: ファイルの移動に関連するエラー番号を確認してください。









	 DIA-48193: ディレクトリをオープンするOSコマンドが失敗しました 
	
原因: ディレクトリをオープンするOSコマンドが失敗しました。


	
処置: ディレクトリのオープンの失敗に関連するOSエラーを確認してください。









	 DIA-48194: ディレクトリをクローズするOSコマンドが失敗しました 
	
原因: ディレクトリをクローズするOSコマンドが失敗しました。


	
処置: ディレクトリのクローズの失敗に関連するOSエラーを確認してください。









	 DIA-48195: ディレクトリを削除するOSコマンドが失敗しました 
	
原因: ディレクトリを削除するOSコマンドが失敗しました。


	
処置: ディレクトリの削除の失敗に関連するOSエラーを確認してください。









	 DIA-48196: アドバイザ・ロックを解放するOSコマンドが失敗しました 
	
原因: アドバイザ・ロックを解放するOSコマンドが失敗しました。


	
処置: アドバイザ・ロックの解放の失敗に関連するOSエラーを確認してください。









	 DIA-48197: ファイル・ステータスを取得するOSコマンドが失敗しました 
	
原因: ファイル・ステータスを取得するOSコマンドが失敗しました。これは、ファイルがオープンされていないか、ファイル・ディスクリプタが無効である可能性があります。


	
処置: ファイル・ステータスの取得の失敗に関連するOSエラーを確認してください。









	 DIA-48198: ファイル権限を変更するOSコマンドが失敗しました 
	
原因: ファイル権限を変更するOSコマンドが失敗しました。


	
処置: この失敗に関連するOSエラーを確認してください。









	 DIA-48199: ファイルをコピーするOSコマンドが失敗しました 
	
原因: ファイルをコピーするOSコマンドが失敗しました。


	
処置: ファイルのコピーに関連するエラー番号を確認してください。









	 DIA-48200: 入力引数[string]が無効です 
	
原因: 無効な引数が渡されました。


	
処置: コールを修正してください。









	 DIA-48201: フィールドの長さが最大長を超えています[string] [string] [string] 
	
原因: 無効なフィールドの長さが使用されました。


	
処置: コールを修正してください。









	 DIA-48202: 識別子が無効です[string] [string] 
	
原因: 指定した識別子が無効です。


	
処置: 有効な識別子を使用してください。









	 DIA-48203: データ・タイプが無効です[string] 
	
原因: 指定したデータ型が無効です。


	
処置: 有効なデータ型を使用してください。









	 DIA-48204: 識別子の長さが無効です[string] [string] [string] 
	
原因: 入力識別子が長すぎます。


	
処置: より短い識別子を指定してください。









	 DIA-48205: レコード長が長すぎます[string] [string] [string] 
	
原因: すべてのフィールドの最大長の合計が、サポートされている最大レコード長を超えました。


	
処置: 一部のフィールドを削除するか短くしてください。









	 DIA-48206: フィールド数が無効です[string] [string] [string] 
	
原因: 指定したフィールド数が、サポートされている最大数を超えました。


	
処置: リレーション内のフィールドの一部を削除してください。









	 DIA-48207: フィールド名が無効です[string] 
	
原因: フィールド名が無効です。


	
処置: 有効なフィールド名を指定してください。









	 DIA-48208: 重複するフィールド名[string] 
	
原因: 指定したフィールドのリストに重複フィールドが含まれます。


	
処置: 重複フィールドを削除してください。









	 DIA-48209: リレーションはすでに存在しています 
	
原因: リレーションはすでに存在しています。


	
処置: リレーションを削除してください。









	 DIA-48210: リレーションが見つかりません 
	
原因: リレーションが見つかりません。


	
処置: 有効なリレーション名を指定するか、その名前でリレーションを作成してください。









	 DIA-48211: アクセス・モードが無効です[string] [string] 
	
原因: 指定したアクセス・モードが認識されていません。


	
処置: 有効なモードを指定してください。









	 DIA-48212: オープン・レコード・アクセスが実行されません 
	
原因: オープン・レコード・アクセス・コールが実行されませんでした。


	
処置: このコールを実行する前にオープン・レコード・アクセス・コールが必要です。









	 DIA-48213: 操作のアクセス・モードが正しくありません[string] [string] 
	
原因: 実行対象の操作と互換性のないモードでリレーションをオープンしました。


	
処置: リレーションを正しいモードで再度オープンしてください。









	 DIA-48214: 順序がオーバーフローしました[string] [string] [string] 
	
原因: 順序番号がシステムの最大値を超えています。


	
処置: 順序番号をリセットしてください。









	 DIA-48215: 順序の無効な操作です[string] [string] 
	
原因: 指定した順序操作が無効です。


	
処置: 有効な操作を指定してください。









	 DIA-48216: フィールド長が最大フィールド長を超えています[string] [string] [string] [string] 
	
原因: 指定したフィールド長が、フィールドに定義された最大長を超えています。


	
処置: 指定するフィールド長を短くしてください。









	 DIA-48217: デバイスの領域不足です 
	
原因: 記憶域サブシステムの領域が不足しています。


	
処置: 記憶域サブシステムの領域を増やしてください。









	 DIA-48218: キー名が重複しています[string] [string] 
	
原因: このキー名はすでに存在しています。


	
処置: 異なるキー名を指定してください。









	 DIA-48219: キー名が既存のキーと一致しません 
	
原因: 指定したキー名が既存のキーと一致しません。


	
処置: 存在するキー名を指定してください。









	 DIA-48220: 定義されたキー数が多すぎます[string] [string] 
	
原因: サポートされているキーの最大数を超えるキーを作成しようとしました。


	
処置: 別のキーを削除してください。









	 DIA-48221: キーが最大許容長を超えています[string] [string] [string] 
	
原因: キーのフィールドの長さ合計が、サポートされている最大長を超えています。


	
処置: キーから1つ以上のフィールドを削除してください。









	 DIA-48222: Predicate/Order Byは使用できません 
	
原因: フェッチの開始後はPredicateまたはOrder Byを追加できません。


	
処置: 最初のフェッチの前にPredicateまたはOrder Byコールを指定してください。









	 DIA-48223: 割込みがリクエストされました - フェッチを中断しました - リターン・コード[string] [string] 
	
原因: ユーザー割込みが発生しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DIA-48224: 解析時以降にDDLが発生しました - 再解析[string] [string] [string] 
	
原因: 別のセッションによってDDL(フィールドの追加、キーの作成、キーの削除)が実行され、このセッションを続行できなくなりました。


	
処置: オープン・レコード・アクセスを再コールしてください。









	 DIA-48225: バッファ順で領域が不足しています 
	
原因: ソート・バッファのサイズが行数に十分な大きさではありません。


	
処置: 指定したソート・バッファのサイズを大きくしてください。









	 DIA-48226: 進行中のフェッチはありません 
	
原因: フェッチせずに更新または削除しようとしました。


	
処置: 最初にフェッチを実行する必要があります。









	 DIA-48227: リレーション・ファイルが無効です - [string] [string] [string] [string] 
	
原因: AMSファイルが無効であるか、破損しています。


	
処置: リレーション修復を実行してください。









	 DIA-48228: 定義のコールがありません[string] 
	
原因: フェッチを実行する前に定義のコールが実行されませんでした。


	
処置: フェッチの前に定義サービスをコールしてください。









	 DIA-48229: 無効なリレーション・ハンドラが指定されました[string] [string] 
	
原因: 無効なリレーション・ハンドルまたは破損したリレーション・ハンドルが使用されました。


	
処置: メモリーが破損している可能性があります。









	 DIA-48230: 式の引数はタイプと一致する必要があります 
	
原因: 述語のフィールドのタイプ・セマンティクスが正しくありません。


	
処置: 述語を修正してください。









	 DIA-48231: 述語の構文エラーです 
	
原因: 述語文字列の構文エラーがあります。


	
処置: 述語を修正してください。









	 DIA-48232: デバッグ・コマンドの構文エラーです[string] 
	
原因: 無効なデバッグ・コマンドが指定されています。


	
処置: デバッグ・コマンドを修正してください。









	 DIA-48233: フィールド・ハンドラが無効です[string] [string] [string] 
	
原因: フィールド・ハンドルが無効です。


	
処置: メモリーが破損している可能性があります。









	 DIA-48238: 無効なサロゲート長が指定されました[string] [string] 
	
原因: フィールドの作成中に無効な長さが指定されました。


	
処置: 正しい長さを指定してください。









	 DIA-48239: 無効な述語ハンドラが指定されました[string] [string] 
	
原因: 無効なリレーション・ハンドルまたは破損したリレーション・ハンドルが使用されました。


	
処置: メモリーが破損している可能性があります。









	 DIA-48240: フィールドはNULLを許可していませんが、NULL値が指定されました 
	
原因: NULLを許可しないと宣言されたフィールド[%s]にNULL値が含まれます。


	
処置: 正しい値を指定してください。









	 DIA-48242: NULLを許可しないフィールドではサロゲートを使用できません 
	
原因: NULLを許可しないフィールドではサロゲートを指定できません。


	
処置: 制約またはサロゲートのいずれかを削除してください。









	 DIA-48243: 追加のフィールドには、NULLを許可するように宣言する必要があります 
	
原因: NULLを許可しないと定義されたフィールドはリレーションに追加できません。


	
処置: NULLを許可しないと指定しないでください。









	 DIA-48244: 問合せ中に保存のパージはコールできません 
	
原因: 問合せはすでに実行されています。保存のパージは起動できません。


	
処置: コール順を修正してください。









	 DIA-48245: EOFで更新または削除しています 
	
原因: フェッチ操作はEOFにあります。更新/削除できません。


	
処置: フェッチによってEOFが戻された後に更新/削除をコールしないでください。









	 DIA-48246: 外部リレーションでの操作が無効です 
	
原因: 外部リレーションを使用して実行されたコールが無効です。


	
処置: APIコールを実行しないでください。









	 DIA-48247: 述語変換エラーです string 
	
原因: 時間変換に失敗しました。


	
処置: 入力を修正してください。









	 DIA-48248: 関数stringのタイプ・チェック・エラーです。ityp = string typ = string arg = string 
	
原因: 指定した関数の入力が無効です。


	
処置: 入力を変更してください。









	 DIA-48251: 次のエラーのため、リレーションのオープンに失敗しました 
	
原因: エラー・スタック上の次のエラーを参照してください。


	
処置: エラー・スタック上の次のエラーを参照してください。









	 DIA-48252: リレーションに移行は必要ありません 
	
原因: ディスク上のリレーションは現行のコードと互換性があります。


	
処置: 移行サービスを実行しないでください。









	 DIA-48258: AMS破損ページが見つかりました - リレーションを再作成してください 
	
原因: 破損ページが見つかりました。


	
処置: リレーションを再作成してください。









	 DIA-48259: AMSリレーションが正しく作成されませんでした 
	
原因: リレーションの作成が失敗しました。


	
処置: リレーションを再作成してください。









	 DIA-48260: ファンクションstringが見つかりません 
	
原因: 無効なファンクションへの参照が見つかりました。


	
処置: ファンクション名を修正してください。









	 DIA-48262: 順序参照は条件では使用できません 
	
原因: currvalまたはnextvalは参照できません。


	
処置: これらの参照を削除してください。









	 DIA-48263: currvalはまだ設定されていません - nextvalを使用してください 
	
原因: nextvalが完了するまではcurrvalを参照できません。


	
処置: 参照を削除してください。









	 DIA-48265: 指定した引数の数(string)が正しくありません - 予想(string) 
	
原因: 関数に対する引数の数が正しくありません。


	
処置: 正しい数の引数を指定してください。









	 DIA-48291: フィールド名stringは一意に解決できません 
	
原因: 複数のリレーションにフィールド名が表示されています。


	
処置: リレーション名をフィールド名の接頭辞として指定してください。









	 DIA-48292: 外部結合構文は内部結合構文と混合して使用できません 
	
原因: 内部結合要素と外部結合要素の両方を使用して、結合条件が指定されました。


	
処置: 結合条件を正しく指定してください。









	 DIA-48293: 外部結合構文は結合なしでは使用できません 
	
原因: 結合なしの外部結合構文を述語で使用しています。


	
処置: 述語を修正してください。









	 DIA-48300: インシデント・レコードはすでに存在しています 
	
原因: すでに存在するインシデントを作成しようとしました。


	
処置: 新しいインシデントIDを使用して操作を再試行してください。









	 DIA-48301: 無効なインシデントIDが指定されました 
	
原因: 指定されたインシデントIDは無効です。


	
処置: 正しいインシデントIDを使用して操作を再試行してください。









	 DIA-48302: インシデント・ディレクトリが存在しません 
	
原因: インシデント・ディレクトリが見つかりません。


	
処置: 別のインシデントIDを使用して操作を再試行してください。









	 DIA-48303: 最大インシデント順序値を超えました 
	
原因: サポートされている最大インシデント順序値を超えました。


	
処置: インシデント順序をリセットして操作を再試行してください。









	 DIA-48304: インシデントのステージング・ファイルが見つかりません 
	
原因: インシデントのステージング・ファイルがありません。


	
処置: 別のインシデントIDを使用して再試行してください。









	 DIA-48305: インシデントIDの範囲が大きすぎます 
	
原因: 最大インシデント順序値を超えました。


	
処置: 範囲を狭めて操作を再試行してください。









	 DIA-48309: インシデント状態推移が無効です。[string]から[string] 
	
原因: インシデントを新しい状態に推移できません。


	
処置: 有効なインシデント・ステータスを使用して操作を再試行してください。









	 DIA-48310: インシデントstringのステージング・ファイルが見つかりません 
	
原因: インシデントのステージング・ファイルが存在しません。


	
処置: 有効なインシデントIDを使用して操作を再試行してください。









	 DIA-48311: フィールド名が無効です[string] 
	
原因: 指定したフィールド名が無効です。


	
処置: 有効なフィールド名を使用して操作を再試行してください。









	 DIA-48312: ステージング・ファイルのインシデントstringのスイープに失敗しました 
	
原因: インシデントのステージング・ファイルのスイープに失敗しました。


	
処置: インシデントIDを確認して再試行してください。









	 DIA-48313: ADRリレーション[string] (バージョン=string)では更新が許可されていません 
	
原因: このバージョンのADRリレーションでは更新操作はサポートされていません。


	
処置: ADRのバージョンを確認して再試行してください。









	 DIA-48314: ADR制御パラメータが無効です[string] 
	
原因: 指定した制御パラメータが無効です。


	
処置: パラメータを確認してコマンドを再発行してください。









	 DIA-48315: ADRは使用できません 
	
原因: ADRディレクトリを使用できません。


	
処置: ADRを有効にして操作を再試行してください。









	 DIA-48316: リレーション[string]を使用できないか、作成できません 
	
原因: ADRリレーションを使用できません。


	
処置: ADRディレクトリを確認して操作を再試行してください。









	 DIA-48317: ADRリレーション[string] (バージョン=string)は廃止されています 
	
原因: ADRリレーションのバージョンが古すぎ、サポートされていません。


	
処置: ADRのバージョンを確認して再試行してください。









	 DIA-48318: ADRリレーション[string] (バージョン=string)はサポートされません 
	
原因: ADRリレーションのバージョンが新しすぎ、サポートできません。


	
処置: ADRにアクセスするために、新しいリリースが必要です。









	 DIA-48319: ADRリレーション[string]では更新操作が許可されていません 
	
原因: 外部ADRリレーションの更新はサポートできません。


	
処置: ADRの場所を確認してコマンドを再発行してください。









	 DIA-48320: レポートするインシデントが多すぎます 
	
原因: インシデントの結果セットが大きすぎるため処理できません。


	
処置: 述語を使用してインシデントの数を減らしてから再試行してください。









	 DIA-48321: ADRリレーション[string]が見つかりません 
	
原因: 必要なADRリレーションが欠落し、ADRが破損している可能性があります。


	
処置: ADRディレクトリを確認して再試行してください。









	 DIA-48322: リレーション[string](ADR V[string])はV[string]ツールと互換性がありません 
	
原因: ツールのバージョンはADRのバージョンと互換性がありません。


	
処置: 別のバージョンのツールを使用して再試行してください。









	 DIA-48323: 指定されたパス名[string]は現行ADRホームの内部に存在する必要があります 
	
原因: ADRホームの外部にあるファイルはインシデント・ファイルとして使用できません。


	
処置: ファイル名を確認し、再試行してください。









	 DIA-48324: 互換性のないステージング・ファイルが見つかりました 
	
原因: ステージング・ファイルに互換性がないため、インシデントのスイープに失敗しました。


	
処置: インシデントIDおよびADRのバージョンを確認し、再試行してください。









	 DIA-48339: ビュー[string]が存在しません 
	
原因: ビューが作成されていません。


	
処置: ビュー名を確認して、コマンドを再発行してください。









	 DIA-48340: 操作はビュー[string]でサポートされません 
	
原因: ビューでサポートされていない操作(DML)です。


	
処置: リレーション名を確認して、コマンドを再発行してください。









	 DIA-48341: フィールド[string]はグループ・フィールドではありません 
	
原因: 指定したフィールド名は、グループ・フィールドではありません。


	
処置: フィールド名とgroupby句を確認して、コマンドを再発行してください。









	 DIA-48342: フィールド[string]はstringフィールドと混合できません 
	
原因: 指定したフィールドは他のグループ・フィールドと互換性がありません。処置: このフィールドの名前と他のフィールドの名前を確認して、コマンドを再発行してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DIA-48343: string句のフィールド[string]参照が無効です 
	
原因: 指定の句で指定されたフィールドが無効です。


	
処置: このフィールド名を確認して、コマンドを再発行してください。









	 DIA-48344: 無効な名前[string]が指定されました 
	
原因: 名前が既存のオブジェクトを参照しているか、予約ネームスペースのルールに違反しています。


	
処置: 別の名前を選択してください。









	 DIA-48345: 操作中にタイムアウトが発生しました 
	
原因: すでに実行中の他の操作と競合する操作を試行しました。


	
処置: しばらく待ってから操作を再試行してください。









	 DIA-48400: ADRCIの初期化に失敗しました 
	
原因: ADRベース・ディレクトリが存在しません。


	
処置: ADRベース・ディレクトリを作成するか、既存のディレクトリを示してください。









	 DIA-48401: SETコマンドには引数が必要です 
	
原因: SETコマンドに引数が入力されていません。


	
処置: 引数を入力してください。









	 DIA-48402: 変数が定義されていません 
	
原因: 置換値が入力されていません。


	
処置: 変数名の後ろに置換値を入力してください。









	 DIA-48403: DEFINEコマンドまたはUNDEFINEコマンドには引数がありません 
	
原因: DEFINEコマンドおよびUNDEFINEコマンドには置換変数名を入力する必要があります。


	
処置: DEFINEまたはUNDEFINEの後ろに変数名を入力してください。









	 DIA-48404: RUNコマンドまたは@コマンドには引数がありません 
	
原因: RUNコマンドおよび@コマンドにはスクリプト・ファイル名を入力する必要があります。


	
処置: RUNコマンドおよび@コマンドの後ろにスクリプト・ファイル名を入力してください。









	 DIA-48405: コマンドのオプションが無効です 
	
原因: コマンドにオプションは使用できません。


	
処置: コマンド構文を確認してください。









	 DIA-48406: ECHOステータスまたはTERMOUTステータスは、ONまたはOFFに設定される必要があります 
	
原因: ECHOステータスまたはTERMOUTステータスは、ONまたはOFFに設定される必要があります。


	
処置: ONまたはOFFを入力してください。









	 DIA-48407: DESCRIBEコマンドおよびQUERYコマンドには、少なくともリレーション名の引数が必要です 
	
原因: 引数として入力されたリレーション名がありません。


	
処置: 少なくともリレーション名を入力する必要があります。









	 DIA-48408: インシデント数が最大数[string]を超えています 
	
原因: インシデント数の入力数が最大数を超えています。


	
処置: 入力するインシデントを減らしてください。









	 DIA-48409: ADRホームが最大数[string]を超えています 
	
原因: ADRホームの入力数が最大数を超えています。


	
処置: 入力するADRホーム文字列を減らしてください。









	 DIA-48410: トレース・パスが最大数[string]を超えています 
	
原因: トレース・パスの入力数が最大数を超えています。


	
処置: 入力するトレース・パスを減らしてください。









	 DIA-48411: トレース・ファイルが最大数[string]を超えています 
	
原因: トレース・ファイル・パスの入力数が最大数を超えています。


	
処置: 入力するトレース・ファイル・パスを減らしてください。









	 DIA-48412: パラメータが最大数[string]を超えています 
	
原因: パラメータ数の入力数が最大数を超えています。


	
処置: 入力するパラメータ数を減らすか、上限を大きくしてください。









	 DIA-48413: orderbyフィールド数が最大数[string]を超えています 
	
原因: orderbyフィールド数が最大数を超えています。


	
処置: 入力するフィールドを減らしてください。









	 DIA-48414: 実行オプションの文字列が最大長[string]を超えています 
	
原因: 文字列長が長すぎます。


	
処置: コマンドを2つに分割するか、ADRCIスクリプトを使用してください。









	 DIA-48415: 文字列[string](列[string])に構文エラーが見つかりました 
	
原因: ユーザー入力文字列に解析エラーが見つかりました。


	
処置: 入力文字列を確認してください。









	 DIA-48419: 無効な引数です 
	
原因: 入力引数が無効です。


	
処置: 入力引数がNULLでないことを確認してください。









	 DIA-48421: コマンドの述語文字列は一重引用符または二重引用符で囲む必要があります 
	
原因: 述語文字列が一重引用符または二重引用符で囲まれていません。


	
処置: 述語文字列を一重引用符または二重引用符で囲んでください。









	 DIA-48423: IMPORTコマンドにはファイル名を指定する必要があります 
	
原因: コマンドにファイル名が欠落しています。


	
処置: IMPORTキーワードの後ろにインポート・ファイル名を入力してください。









	 DIA-48424: SHOW TRACEコマンドには引数が必要です 
	
原因: SHOW TRACEコマンドには引数が必要です。


	
処置: 引数を入力してください。









	 DIA-48426: 初期化ファイル名が長すぎます 
	
原因: 初期化ファイル名の長さが最大長を超えています。


	
処置: これは確かにADRCIの内部設定パラメータです。バグとして報告してください。または、初期化ファイルを現在の作業ディレクトリに移動してください。









	 DIA-48428: 入力コマンド文字列が最大長[string]を超えています 
	
原因: 現在のコマンド文字列が長すぎ、制限を超えています。


	
処置: 入力する文字を減らしてください。









	 DIA-48429: 変数名[string]は無効な識別子です 
	
原因: 置換変数名が無効な識別子です。


	
処置: ADRCIによって定義されている有効な識別子を入力してください。









	 DIA-48431: ADRホーム・パスを1つ以上指定する必要があります 
	
原因: コマンド構文では、ADRホーム・パスを1つ以上入力する必要があります。


	
処置: コマンド構文を確認し、ホーム・パスを入力してください。









	 DIA-48432: ADRホーム・パス[string]が無効です 
	
原因: ADRホームのユーザー入力が無効です。パスが存在しないことが原因である可能性があります。


	
処置: 入力したホーム・パスが存在するかどうかを確認してください。









	 DIA-48433: ヘルプ・トピックが不明です 
	
原因: 入力したトピックが無効です。


	
処置: トピックが有効かどうかを確認してください。









	 DIA-48434: DDEコマンドが入力されていません 
	
原因: DDEコマンドが入力されていません。


	
処置: DDEコマンドを入力してください。









	 DIA-48435: トレース・ファイルを入力してください 
	
原因: SHOW TRACEにはトレース・ファイルが必要です。


	
処置: トレース・ファイルを入力してください。









	 DIA-48436: ファイル[string]は存在しません 
	
原因: ファイルが存在しません。


	
処置: トレース・ファイル名を確認してください。









	 DIA-48437: IPSコマンドが入力されていません 
	
原因: IPSコマンドが入力されていません。


	
処置: IPSコマンドを入力してください。









	 DIA-48438: [string]は有効な数値ではありません 
	
原因: 入力された数値が無効です。


	
処置: 入力された数値を確認してください。









	 DIA-48439: 入力パス名が最大長[string]を超えています 
	
原因: 入力パス名が長すぎます。


	
処置: バグとして報告し、制限を変更してください。









	 DIA-48440: 変数[string]はすでに定義されています 
	
原因: 変数名はすでに定義されています。


	
処置: 別の変数名を使用してください。









	 DIA-48441: 関数パラメータ数が最大数[string]を超えています 
	
原因: 関数パラメータ数が最大数を超えています。


	
処置: このエラーをバグとして報告し、最大数を変更してください。









	 DIA-48442: 制御パラメータ数が最大数[string]を超えています 
	
原因: 制御パラメータ数が最大数を超えています。


	
処置: このエラーをバグとして報告し、最大数を変更してください。









	 DIA-48443: トレース・レコード・タイプがパスの中に示されます 
	
原因: トレース・レコードをパスの中に入れることはできません。


	
処置: 入力を確認してください。









	 DIA-48444: 単一の"."および"*"をパスの中に示すことはできません 
	
原因: 単一の「.」および「*」がパスの中にあります。


	
処置: 入力を確認してください。









	 DIA-48445: パス式では1つのバケット・ダンプ・タイプのみサポートされます 
	
原因: パス式では1つのバケット・ダンプのみサポートされます。


	
処置: パス式の構文を変更してください。









	 DIA-48446: コマンドにパスの入力が必要です 
	
原因: パラメータとしてパスが入力されていません。


	
処置: パスを入力してください。









	 DIA-48447: 入力パス[string]にADRホームが含まれていません 
	
原因: 入力パスにADRホームが含まれていません。


	
処置: パスを確認してください。









	 DIA-48448: このコマンドは、複数のADRホームをサポートしていません 
	
原因: 現在のADR設定には複数のホームがあります。


	
処置: SET HOMEPATHコマンドを使用して単一のホームを設定してください。









	 DIA-48449: アラート末尾の参照は、単一のADRホームに対してのみ適用できます 
	
原因: 現在の設定には複数のホームがあります。


	
処置: SET HOMEPATHコマンドを使用して単一のホームを設定してください。









	 DIA-48457: ADRCIコア・ダンプ 
	
原因: ADRCIの内部エラーです。


	
処置: オラクル社に報告してください。









	 DIA-48458: 次のエラーのため、"show incident"に失敗しました 
	
原因: バグであるか、ユーザーにアクセス権限がない可能性があります。


	
処置: エラーの原因がADR権限の設定以外の場合は、オラクル社に報告してください。









	 DIA-48459: "describe"コマンドは1つのADRホーム・パスのみをサポートします 
	
原因: コマンドに複数のADRホーム・パスがあります。


	
処置: ADRホーム・パスを1つ設定してください。









	 DIA-48460: ホーム・パス[string]が無効です 
	
原因: 入力したホーム・パスが有効なホーム・パスではありません。


	
処置: ホーム・パスを確認してください。









	 DIA-48461: 次のエラーのため、"describe"に失敗しました 
	
原因: 基礎となるコードが失敗しました。


	
処置: 原因が権限の問題以外の場合は、オラクル社に報告してください。









	 DIA-48462: [string]で致命的なエラーが発生しました 
	
原因: 致命的なエラーが発生しました。


	
処置: オラクル社に報告してください。









	 DIA-48463: 値のバッファが最大長に達しました[string] 
	
原因: 値のバッファが一杯です。


	
処置: オラクル社に報告してください。









	 DIA-48464: 述語のバッファが最大長に達しました[string] 
	
原因: 述語のバッファが小さすぎます。


	
処置: オラクル社に報告してください。









	 DIA-48465: 指定されたタイプ[string]は未定義です 
	
原因: 指定されたパージ・タイプは未定義です。


	
処置: タイプ名を確認してください。









	 DIA-48466: 内部エラー、レポート・コンテキストが初期化されていません 
	
原因: 内部の問題によるエラーです。


	
処置: オラクル社に報告してください。









	 DIA-48467: "string"(キーワード: "string")は有効な数値ではありません 
	
原因: このキーワード値は、有効な数値ではありません。


	
処置: 値を確認してください。









	 DIA-48468: "string"は無効なキーワードです 
	
原因: コマンドに対してキーワードが定義されていません。


	
処置: 使用可能なキーワードを確認してください。









	 DIA-48469: キーワード"string"は重複できません 
	
原因: コマンドでは名前のキーが1つのみ許可されます。


	
処置: コマンドからキーワード名を1つ削除してください。









	 DIA-48470: 不明な"string"コマンドです 
	
原因: コマンドが有効ではありません。


	
処置: ヘルプ・マニュアルでコマンドの構文を確認してください。









	 DIA-48472: 無効な製品名 
	
原因: 指定された製品名が存在しません。


	
処置: 製品名を指定してください。HELP SHOW BASEを参照してください。









	 DIA-48473: 内部障害の不明なリターン・コード[string] 
	
原因: 内部プログラムの障害です。


	
処置: オラクル社に報告してください。









	 DIA-48474: 製品指定時の構文エラー。NULLにできません 
	
原因: 製品句が使用されていますが、製品名が指定されていません。


	
処置: 製品名を指定してください。









	 DIA-48475: [string]は有効なタイムスタンプではありません 
	
原因: 入力したタイムスタンプ文字列のフォーマットが無効です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DIA-48476: 結果をファイルに書き出せません。環境変数TMPDIRが 設定されているか、またはカレント・ディレクトリが書込み不可で ないかを確認してください 
	
原因: 現在のパスは書込み不可である可能性があります。


	
処置: 現在のパスが書込み可能である場合、オラクル社に報告してください。









	 DIA-48477: 入力パスに有効なADRホームが含まれていません 
	
原因: 入力パスに有効なADRホームが含まれていません。


	
処置: パスが有効かどうかを確認してください。









	 DIA-48478: アラート・メッセージは作成されません 
	
原因: アラート・メッセージが作成されません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DIA-48479: HM実行は作成されません 
	
原因: HM実行がありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DIA-48480: インシデントは作成されません 
	
原因: インシデントがありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DIA-48481: レポートは使用できません 
	
原因: 要求されたレポートが存在しません。


	
処置: レポートIDを確認してください。









	 DIA-48482: レポートは生成されません 
	
原因: 要求されたレポートは生成できる状態にありません。


	
処置: レポートIDを確認してください。









	 DIA-48483: スプールに失敗しました。権限の問題により、スプール・ファイルを作成できないことが原因である可能性があります 
	
原因: スプールのファイル名が有効でないか、ファイルを作成できません。


	
処置: ターゲット・ディレクトリの権限を確認し、ファイル名を確認してください。









	 DIA-48484: スクリプトの実行に失敗しました。スクリプト・ファイルがないことが原因である可能性があります 
	
原因: スクリプト・ファイルが存在しない可能性があります。


	
処置: スクリプト・ファイルが存在するかどうかを確認してください。









	 DIA-48485: ファイルが最大長[string]を超えています 
	
原因: ファイル名が長すぎます。


	
処置: オラクル社に報告してください。









	 DIA-48486: ファイル[string]が最大長[string]を超えています 
	
原因: ファイル名が長すぎます。


	
処置: オラクル社に報告してください。









	 DIA-48487: 内部述語文字列が最大長[string]を超えています 
	
原因: 述語文字列が最大長を超えています。


	
処置: オラクル社に報告してください。









	 DIA-48488: 述語文字列が最大長[string]を超えています 
	
原因: 入力した述語文字列が最大長を超えています。


	
処置: オラクル社に報告してください。









	 DIA-48489: 入力が最大長[string]を超えています 
	
原因: 入力が最大長を超えています。


	
処置: オラクル社に報告してください。









	 DIA-48490: フィールド数が最大数[string]を超えています 
	
原因: 入力したフィールド数が最大数を超えています。


	
処置: 入力するフィールド名を減らしてください。









	 DIA-48491: プログラム名が長すぎます。最大長[string]を超えています 
	
原因: プログラム名の長さが最大長の設定を超えています。


	
処置: オラクル社に報告してください。









	 DIA-48492: レポート・コンポーネント名が定義されていません 
	
原因: レポート・コンポーネント名が存在しません。


	
処置: コンポーネント名が登録されていることを確認してください。









	 DIA-48493: Sweepコマンドにはパラメータが必要です 
	
原因: Sweepコマンドにはパラメータが必要です。


	
処置: コマンドの構文を確認してください。









	 DIA-48494: ADRホームが設定されていません。対応する操作を実行できません 
	
原因: 現在のADRCIセッションにADRホームが設定されていません。


	
処置: ADRCIコマンドのSET BASEおよびSET HOMEPATHを使用してADRホームを設定してください。









	 DIA-48495: 割込みがリクエストされました 
	
原因: 現行のアクションの割込みが要求されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DIA-48496: "string"はコマンドの必須キーワードです 
	
原因: コマンドに対してキーワードが指定されていません。


	
処置: キーワードを入力してください。









	 DIA-48497: "string"は無効な製品タイプです 
	
原因: 製品タイプが登録されていません。


	
処置: 製品タイプを確認してください。









	 DIA-48499: キーワード"string"の値が最大長stringを超えています 
	
原因: キーワードの値が長すぎます。


	
処置: 上限を確認して再入力してください。









	 DIA-48500: ファイルの書込みエラーです[string] [string] 
	
原因: 書き込まれたバイト数が要求数と異なります。ディスク領域の不足が原因である可能性があります。


	
処置: ディスク領域が十分であることを確認してください。









	 DIA-48501: ファイル読込みエラーです[string] [string] 
	
原因: 読み込まれたバイト数が要求数と異なります。ファイルの破損が原因である可能性があります。


	
処置: ファイルを再作成してください。









	 DIA-48502: コマンドラインが無効です - 必要な要素が欠落しています 
	
原因: 必要なコマンドライン引数が不足しています。


	
処置: ヘルプ・メッセージを確認し、必要な引数を指定してください。









	 DIA-48503: 無効なパラメータが指定されました 
	
原因: 無効な入力パラメータが指定されました。


	
処置: ヘルプ・メッセージを確認し、無効な入力パラメータを修正してください。









	 DIA-48504: リレーション・パラメータを指定する必要があります 
	
原因: ADREXPの実行時のリレーション・パラメータを指定する必要があります。


	
処置: リレーション・パラメータを指定してください。









	 DIA-48505: ファイル・パラメータを指定する必要があります 
	
原因: ADRIMPの実行時のファイル・パラメータを指定する必要があります。


	
処置: ファイル・パラメータを指定してください。









	 DIA-48506: エクスポートとは異なるバージョンのリレーションが存在します[string] [string] 
	
原因: 既存のリレーションにインポートしようとしましたが、このリレーションのスキーマのバージョンが、エクスポートしたリレーションのスキーマと異なります。


	
処置: リレーションをインポートするには、既存のリレーションを削除してください。









	 DIA-48507: インポート中に述語は許可されません 
	
原因: ADRIMPの実行時に述語オプションは使用できません。


	
処置: 述語引数を削除してください。









	 DIA-48508: エクスポート・ファイルのバージョン[string]はインポート[string]で使用できません 
	
原因: エクスポート・ファイルのバージョンは、このバージョンのADRIMPでは読み込むことができません。


	
処置: 現行バージョンのADREXPを使用してエクスポートを再実行してください。









	 DIA-48509: 操作中にエラーが発生しました。次のエラーを参照してください 
	
原因: 根本的なエラーが発生しました。


	
処置: 根本的なエラーを確認して修正してください。









	 DIA-48510: メモリー内のリレーションはエクスポートできません 
	
原因: メモリー内のリレーションはエクスポートできません。


	
処置: 別のリレーションを選択してください。









	 DIA-48600: 名前[string]のHM実行はすでに存在しています 
	
原因: 指定した実行名はすでに存在しています。


	
処置: 別の実行名を指定し、チェックを再実行してください。









	 DIA-48615: パラメータ[string]の値が指定されていません 
	
原因: パラメータおよびその値を指定せずに実行が起動されました。


	
処置: 必要なパラメータおよびその値を指定してください。









	 DIA-48800: "string"(キーワード: "string")が正しいタイムスタンプの書式ではありません 
	
原因: 値の書式が正しくありません。


	
処置: ADRCIでサポートされる書式を確認してください。









	 DIA-48801: オプション"string"が重複しています 
	
原因: オプションが2回以上指定されています。


	
処置: 入力を確認してください。









	 DIA-48802: オプション"string"と"string"は相互に排他的です 
	
原因: これら2つのオプションは同時に指定できません。


	
処置: これらのうち、いずれか1つを指定します。









	 DIA-48803: キーワード"string"がこのコマンドに定義されていません 
	
原因: このキーワードは無効です。


	
処置: コマンドに対して有効なキーワードを確認してください。









	 DIA-48804: コマンドに1つ以上のファイルの入力が必要です 
	
原因: 表示するファイルが指定されていません。


	
処置: ファイルを入力してください。









	 DIA-48805: BEGIN BACKUPがすでに発行されています - 最初にEND BACKUPを実行する必要があります 
	
原因: BEGIN BACKUPがすでに発行されています。


	
処置: END BACKUPを発行してください。









	 DIA-48806: ファンクション参照(string)が不明です 
	
原因: ファンクション参照は有効なファンクションではありません。


	
処置: 参照を変更してください。









	 DIA-48900: 入力引数[string]が無効です 
	
原因: 入力引数が無効です。


	
処置: 入力パラメータを確認してください。









	 DIA-48906: パーサー・コンテキストが無効です 
	
原因: パーサー・コンテキストが初期化されていません。


	
処置: コンテキストを使用する前に初期化ルーチンをコールしてください。









	 DIA-48907: end-of-fileに達しました 
	
原因: end-of-fileに達しました。


	
処置: end-of-fileを処理してください。









	 DIA-48908: トレース・ファイルが見つかりません 
	
原因: ナビゲータ・コンテキストにファイルがありません。解析が終了しているか、ファイルがプッシュされていません。


	
処置: コンテキストにファイルが追加されていることを確認してください。









	 DIA-48909: スキャン・コンテキストが初期化されていません 
	
原因: スキャン・コンテキストが初期化されていません。


	
処置: スキャン・コンテキストの初期化ルーチンをコールしてください。









	 DIA-48912: 指定されたトレース・ファイル名は長すぎます 
	
原因: 指定されたトレース・ファイル名の長さが最大長を超えています。


	
処置: トレース・ファイル名の接尾辞を短くするか、ディレクトリ階層の上位にあるADRを移動してください。









	 DIA-48913: トレース・ファイルへの書込みに失敗しました。ファイル・サイズ制限[string]に達しています 
	
原因: トレースのファイル・サイズ制限を超えるトレース・ファイルに書き込もうとしました。


	
処置: トレースのファイル・サイズ制限を増やしてください。









	 DIA-48914: File位置が正しいフォーマットではありません 
	
原因: ファイル位置の書式が正しくありません。


	
処置: ファイル形式の文字列が正しいかどうかを確認してください。









	 DIA-48928: 述語が上限のstringを超えています 
	
原因: 述語が長すぎ、上限を超えています。


	
処置: 述語を短くしてください。









	 DIA-48929: トレース・レコードのサイズが読取り可能な最大サイズを超えました[string] 
	
原因: トレース・レコードが大きすぎるため、ADRビューアで読み取れません。


	
処置: オラクル社に報告してください。









	 DIA-48930: トレースの処理に必要なメモリーを割り当てることができません 
	
原因: メモリーの割当て要求が失敗しました。


	
処置: オラクル社に報告してください。









	 DIA-48934: ファイル名識別子に対する入力が無効です 
	
原因: ファイル名識別子に対して無効な入力が行われました。ファイル名には、スラッシュ(''、'/')を使用できません。また、'..'の文字を使用して親ディレクトリを参照できません。


	
処置: ファイル名を確認し、有効な入力を指定してください。









	 DIA-48936: 関連数が最大数[string]を超えています 
	
原因: リストにあるリレーションの数が多すぎます。


	
処置: 数を減らしてください。









	 DIA-48937: 機能(string)はSELECTに対して現在使用不可能です 
	
原因: 機能は使用できません。


	
処置: 機能を削除してください。









	 DIA-48938: ビュー選択列数が別名選択リストと異なります 
	
原因: ビューの別名リストに、選択リストと異なる数のフィールドが含まれています。


	
処置: 別名リストまたはビューのSELECT文を変更してください。









	 DIA-48939: select *はCREATE VIEWでは使用できません 
	
原因: *はCREATE VIEW選択リストで現在使用できません。


	
処置: フィールドを明示的にリストしてください。









	 DIA-49315: 無効なインシデント・タイプが指定されました[string] 
	
原因: 指定されたインシデント・タイプがこのADRに定義されていません。


	
処置: 使用可能なインシデント・タイプを指定してください。









	 DIA-49404: 該当するパッケージがありません[string] 
	
原因: 指定したパッケージは存在しません。


	
処置: 既存のパッケージを指定してください。









	 DIA-49405: パッケージ名を変更できません[string] [string] 
	
原因: パッケージの生成後にパッケージ名を変更しようとしました。


	
処置: 現行の名前を使用するか、目的の名前で新しいパッケージを作成してください。









	 DIA-49406: 未定義の構成パラメータが指定されました[string] 
	
原因: 指定した構成パラメータがADRで見つかりません。


	
処置: 既存のパラメータを指定してください。必要に応じて、パラメータを再移入してください。









	 DIA-49407: このホームには解凍する履歴がありません 
	
原因: このホームにはパッケージが解凍されていません。


	
処置: 現行のホームを確認してください。必要に応じて、パッケージを解凍してください。









	 DIA-49408: 無効なホームが指定されました[string] 
	
原因: 指定されたADR_HOMEが無効です。


	
処置: ディレクトリが存在し、その構造が正しいことを確認してください。









	 DIA-49409: 予想される完了時に増分パッケージが指定されました 
	
原因: このホームにはパッケージが解凍されていません。


	
処置: 完全なパッケージを指定するか、FORCEオプションを使用してください。









	 DIA-49410: IPSパッケージではありません 
	
原因: 指定したファイルがIPSパッケージではありません。


	
処置: ファイルが有効な圧縮ファイルで、必要な内容が含まれていることを確認してください。









	 DIA-49412: パッケージIDは既存のIDと一致しません[string] [string] 
	
原因: パッケージ・ファイルのパッケージIDが、以前に解凍したパッケージと一致しません。


	
処置: パッケージの解凍に適した場所を使用してください。









	 DIA-49413: パッケージ名は既存の名前と一致しません[string] [string] 
	
原因: パッケージ・ファイルのパッケージ名が、以前に解凍したパッケージと一致しません。


	
処置: パッケージの解凍に適した場所を使用してください。









	 DIA-49414: パッケージ順序が必要な順序より後です[string] [string] 
	
原因: パッケージ・ファイルのパッケージ順序が必要な順序より後です。


	
処置: パッケージを正しい順序で適用するか、FORCEオプションを使用してください。









	 DIA-49415: パッケージ順序が必要な順序より前です[string] [string] 
	
原因: パッケージ・ファイルのパッケージ順序が必要な順序より前です。


	
処置: パッケージを正しい順序で適用するか、FORCEオプションを使用してください。









	 DIA-49416: より前のパッケージ順序がFORCEオプションを使用して適用されました[string] [string] 
	
原因: より前のパッケージ順序がFORCEオプションを使用して適用されました。


	
処置: すでに適用されている順序より後の完全な順序を適用するか、FORCEオプションを使用して増分パッケージを適用してください。









	 DIA-49417: 生成済のパッケージは変更できません 
	
原因: パッケージの生成後にパッケージの属性を変更しようとしました。


	
処置: 目的の名前で新しいパッケージを作成してください。









	 DIA-49420: パッケージが長すぎます[string] [string] 
	
原因: パッケージが長すぎます。


	
処置: パッケージから一部のファイルまたはインシデントを削除するか、増分モードを使用してください。









	 DIA-49421: 最大パッケージ・ファイル数が生成されました[string] 
	
原因: このコマンドによって最大パッケージ・ファイル数が生成されました。


	
処置: パッケージから一部のファイルまたはインシデントを削除するか、増分モードを使用して追加ファイルを生成してください。









	 DIA-49423: ADR外部のファイルは許可されません 
	
原因: 指定されたファイルがADRディレクトリ構造内にありません。


	
処置: ADR内部のファイルを指定してください。









	 DIA-49424: ADR外部のディレクトリは許可されません 
	
原因: 指定されたディレクトリがADRディレクトリ構造内にありません。


	
処置: ADR内部のディレクトリを指定してください。









	 DIA-49425: ADR内部のファイルは許可されません 
	
原因: 指定されたファイルがADRディレクトリ構造内にあります。


	
処置: ADRの外部のファイルを指定してください。









	 DIA-49426: ADR内部のディレクトリは許可されません 
	
原因: 指定されたディレクトリがADRディレクトリ構造内にあります。


	
処置: ADRの外部のディレクトリを指定してください。









	 DIA-49427: 該当するファイルが存在しないか、またはアクセスできません[string] 
	
原因: 指定されたファイルが存在しないか、アクセスできません。


	
処置: ファイルを作成するか、ファイルの権限を確認してください。









	 DIA-49428: 該当するディレクトリが存在しないか、またはディレクトリにアクセスできません[string] 
	
原因: 指定されたディレクトリが存在しないか、アクセスできません。


	
処置: ディレクトリを作成するか、ディレクトリの権限を確認してください。









	 DIA-49429: ファイルがすでに存在しており、OVERWRITEオプションが指定されていません[string] 
	
原因: クライアントがすでに存在するファイルを作成しようとしました。


	
処置: ファイルを削除するか、OVERWRITEオプションを使用してください。









	 DIA-49430: 該当する問題がありません[string] 
	
原因: 指定した問題は存在しません。


	
処置: このリポジトリに存在する問題を指定してください。









	 DIA-49431: 該当するインシデントがありません[string] 
	
原因: 指定したインシデントは存在しません。


	
処置: このリポジトリに存在するインシデントを指定してください。









	 DIA-49432: 問題はパッケージの一部ではありません[string] 
	
原因: 指定された問題がこのパッケージに含まれていません。


	
処置: このパッケージに含まれている問題を指定してください。









	 DIA-49433: インシデントはパッケージの一部ではありません[string] 
	
原因: 指定されたインシデントがこのパッケージに含まれていません。


	
処置: このパッケージに含まれているインシデントを指定してください。









	 DIA-49434: 日付書式が無効です 
	
原因: 日付の指定に無効な書式が使用されました。


	
処置: サポートされている書式で日付を指定してください。









	 DIA-49435: フラッド制御されたインシデントはここでは使用できません[string] 
	
原因: フラッド制御されたインシデントはパッケージに含めることができません。


	
処置: フラッド制御されていないインシデントを指定してください。









	 DIA-49436: 日付変換エラー[string] 
	
原因: 日付の指定に無効な書式が使用されました。


	
処置: サポートされている書式で日付を指定してください。









	 DIA-49440: パッケージの解凍中の警告、詳細はファイルstringにあります 
	
原因: パッケージの解凍中に致命的でないエラーが発生しました。


	
処置: 指定された解凍ログ・ファイルを確認してください。









	 DIA-49441: パッケージのファイナライズ中の警告、詳細はファイルstringにあります 
	
原因: パッケージのファイナライズ中に致命的でないエラーが発生しました。


	
処置: 指定されたファイナライズ・ログ・ファイルを確認してください。









	 DIA-49450: アーカイブ・ユーティリティからのゼロ以外のリターン・コードです[string] [string] 
	
原因: アーカイブ・ユーティリティ(圧縮/解凍)から警告またはエラーが戻されました。


	
処置: ファイルおよびディレクトリが存在していて読込み可能であり、このファイルが有効な圧縮ファイルであることを確認してください。









	 DIA-49451: アーカイブ・ファイルの構造エラーです[string] [string] 
	
原因: アーカイブ・ユーティリティ(圧縮/解凍)から、アーカイブ・ファイル構造が正しくないことを示すエラーが戻されました。


	
処置: ファイルが正しく送信されたものであるとともに、有効な圧縮ファイルであることを確認してください。









	 DIA-49452: アーカイブ・ユーティリティでメモリーが不足しました[string] [string] 
	
原因: アーカイブ・ユーティリティ(圧縮/解凍)から、十分なメモリーを割り当てることができなかったことを示すエラーが戻されました。


	
処置: プロセス・メモリー使用量に関するオペレーティング・システムの制限を確認してください。









	 DIA-49453: アーカイブ・ユーティリティを起動するコマンドが無効です[string] [string] 
	
原因: アーカイブ・ユーティリティ(圧縮/解凍)が無効なコマンドラインまたは無効なオプションを使用して起動されました。


	
処置: アーカイブ・ユーティリティの動作に影響するオペレーティング・システムの設定がないことを確認してください。









	 DIA-49454: アーカイブが見つからないか、空です[string] [string] 
	
原因: 指定したアーカイブが存在しないか、空です。


	
処置: 指定したアーカイブが存在するかどうかを確認してください。









	 DIA-49455: アーカイブI/Oが失敗しました[string] [string] 
	
原因: アーカイブからの作成、書込みまたは読込みに失敗しました。


	
処置: オペレーティング・システムのI/O操作が正しく動作していることを確認してください。









	 DIA-49456: ディスク領域不足のため、操作に失敗しました[string] [string] 
	
原因: ディスク領域不足のため、アーカイブに対する操作に失敗しました。


	
処置: 十分なディスク領域があることを確認してください。オペレーティング・システムの割当てまたは他の制限を確認してください。









	 DIA-49601: 構文エラー: "string"が見つかりました: 次の1つが入ります: "string"など 
	
原因: イベント指定の処理時に構文エラーを検出しました。


	
処置: 正しいイベント指定を入力してください。









	 DIA-51001: HMカタログにチェック[string]が見つかりません 
	
原因: チェッカー名の綴りが誤っている可能性があります。


	
処置: 正しいチェッカー名を使用してチェックを再実行してください。









	 DIA-51003: 実行パラメータの書式が正しくありません 
	
原因: 実行パラメータの書式が正しくありません。


	
処置: 実行パラメータのテキストを修正して再試行してください。









	 DIA-51004: チェックは入力パラメータを取りません 
	
原因: 入力パラメータを取らないチェックに実行パラメータが渡されました。


	
処置: 実行パラメータを渡さずに再試行してください。









	 DIA-51006: 実行パラメータ・テキストに不要なデリミタ';'があります 
	
原因: 実行パラメータの書式が正しくありません。


	
処置: 実行パラメータの書式を修正して再試行してください。









	 DIA-51007: パラメータ[string]はこのチェックに登録されていません 
	
原因: このチェックの入力が誤っています。


	
処置: 実行パラメータを修正してチェックを再試行してください。









	 DIA-51008: パラメータ[string]の値は有効な数値ではありません 
	
原因: 指定したパラメータの値は有効な数値ではありません。


	
処置: 実行パラメータを修正して再試行してください。









	 DIA-51025: チェック名にはNULLでない値が必要です 
	
原因: チェック名にNULL値が渡されました。


	
処置: 正しいチェック名を指定して再試行してください。









	 DIA-51035: タイムアウト値が無効です 
	
原因: 無効なタイムアウト値を指定しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DIA-51036: チェック[string]は、データベース・インスタンス内でのみ実行できます 
	
原因: ASM環境でデータベース固有のチェックを実行しようとしました。


	
処置: ASM環境ではチェックを実行しないでください。









	 DIA-51037: チェック[string]は、ASMインスタンス内でのみ実行できます 
	
原因: データベース環境でASM固有のチェックを実行しようとしました。


	
処置: データベース環境ではチェックを実行しないでください。









	 DIA-51102: クリティカルの障害stringの優先度を変更できません 
	
原因: クリティカルの障害の優先度を変更しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DIA-51103: クローズした障害stringの優先度を変更できません 
	
原因: クローズした障害の優先度を変更しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DIA-51105: 障害の優先度をクリティカルに変更できません 
	
原因: 障害の優先度をクリティカルに変更しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DIA-51106: エラーが発生したため、チェックの完了に失敗しました。次のエラーを参照してください 
	
原因: チェックの実行中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 次のエラーを確認し、チェックを再実行してください。









	 DIA-51107: 障害の変更が速すぎます - コマンドを再試行してください 
	
原因: データ・リカバリ・アドバイザ・コマンドの実行中に障害が追加またはクローズされました。


	
処置: コマンドを再試行してください。









	 DIA-51108: 診断リポジトリにアクセスできません - コマンドを再試行してください 
	
原因: 自動診断リポジトリからの障害の読取りまたはデータ修復中に、ロックまたはタイムアウトのエラーが発生しました。


	
処置: コマンドを再試行してください。









	 DIA-51109: 修復スクリプト・ファイルが大きすぎます 
	
原因: データ・リカバリ・アドバイザで生成された修復スクリプト・ファイルが大きすぎます。


	
処置: 選択する障害の件数を減らして、コマンドを再試行してください。









	 DIA-51110: バッファ・サイズ[string]が小さすぎます - [string]が必要です 
	
原因: 内部バッファが小さすぎます。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 DIA-51111: 障害の再検証がタイムアウトしました 
	
原因: データ・リカバリ・マネージャはタイムアウト前にすべての障害を再検証できませんでした。


	
処置: タイムアウトまでの値を増やしてコマンドを再試行してください。









	 DIA-51190: DBMS_IRからの内部エラー[string]、[string] 
	
原因: DBMS_IRパッケージ内のルーチンの実行中に予期しないエラーが発生しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 DIA-51191: 開いているファイルが多すぎます 
	
原因: データ・リカバリ・アドバイザで、DBMS_IRパッケージを使用して開こうとしたファイルの数が多すぎます。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 DIA-51192: ファイルが開かれていません 
	
原因: データ・リカバリ・アドバイザで、開いていないファイルに対する読取りまたは書込みが試行されました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 DIA-51193: 無効なパラメータ値です 
	
原因: DBMS_IRパッケージに対するコールで、無効なパラメータ値が指定されました。


	
処置: パラメータ値を修正して、コールを再試行してください。









	 DIA-51303: 無効なチェック・マスク値が指定されました 
	
原因: 無効なチェック・マスク値が指定されました。


	
処置: 適用な値としてCOLUMN_CHECKS、ROW_CHECKS、REFERENTIAL_CHECKSまたはALLのいずれかを指定してください。









	 DIA-51316: 指定された表stringにチェック・メタデータが見つかりません 
	
原因: オブジェクトのチェック・メタデータが見つかりません。


	
処置: 表が存在しないか、現在、表にチェックが定義されていない可能性があります。









	 DIA-51700: ファイルURLが無効です 
	
原因: 関数について直接、あるいはXML IMPORTまたはINCLUDEを介して、無効な構文のURLが指定されました。


	
処置: URLを確認してください。









	 DIA-51701: ファイルURLまたはパス接頭辞が無効です 
	
原因: 無効な構文のURLまたはパス接頭辞が指定されました。


	
処置: URLを確認してください。









	 DIA-51702: 指定されたURLでファイルが見つかりませんでした 
	
原因: 要求されたファイルが指定された場所にありません。


	
処置: 指定されたURLを確認してください。









	 DIA-51703: HTMLから<body>タグが欠落しています 
	
原因: <body>タグが欠落したHTMLドキュメントが関数に渡されました。


	
処置: HTMLソースを確認してください。









	 DIA-51704: XPathエンジンからエラー\\stringが返されました 
	
原因: XPath操作中にXPathライブラリからエラーを受け取りました。


	
処置: xmlerr.hを確認してエラーの原因を認識し、関連するクライアント・コードを訂正してください。









	 DIA-51705: XMLエラーstring: string「string」 
	
原因: 基盤となるXDK APIからエラーを受信し、再表示中です。


	
処置: xmlerr.hを確認してエラーの原因を認識し、関連するクライアント・コードを訂正してください。














43 LCD-00100からLCD-00219



	 LCD-00100: 内部エラー、引数[number] 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: エラーの内容をシステム管理者にただちに連絡してください。









	 LCD-00111: 値が有効範囲外です[string] 
	
原因: パラメータの値が範囲内にありません。


	
処置: このパラメータの範囲については、ドキュメントを参照してください。









	 LCD-00112: 整数の位取り指定[string]が正しくありません 
	
原因: 自明


	
処置: d、h、DおよびHのみを指定してください。









	 LCD-00113: 整数変換エラーまたは負の整数です[string] 
	
原因: 不正な値または負の整数が、整数パラメータに割り当てられました。


	
処置: 自明









	 LCD-00114: ブールのレスポンスが正しくありません[string] 
	
原因: TRUEまたはFALSE以外の値をブール・パラメータに割り当てようとしました。


	
処置: ブール・パラメータに指定できるのはTRUEまたはFALSEのみです。









	 LCD-00122: 認識できないキーワードです[string] 
	
原因: パラメータ名の綴りが誤っています。


	
処置: パラメータ名の綴りを修正してください。









	 LCD-00128: 位置パラメータの値[string]が無効です 
	
原因: 無効な位置パラメータが入力されています。


	
処置: 無効な位置パラメータを削除してください。









	 LCD-00161: Oracleエラー (構文エラーの可能性があります) パラメータ [string] 
	
原因: 構文エラーの可能性があります。追加メッセージが表示されます。


	
処置: エラーのパラメータを修正してください。









	 LCD-00201: 指定されたファイル[string]をオープンできません。 
	
原因: 指定したファイルが存在しません。


	
処置: 適切なパラメータ・ファイルを作成してください。









	 LCD-00203: キーワード[string]が不足しています。 
	
原因: キーワードが必要ですが見つかりません。


	
処置: 等号(=)およびパラメータ値が後に続くキーワードを追加してください。









	 LCD-00204: 左カッコのみで、パラメータが指定されていません[string] 
	
原因: パラメータ・リストが開始されましたが、パラメータが指定されていませんでした。


	
処置: 適切な値リストを追加して、パラメータ・リストをクローズしてください。









	 LCD-00205: カッコの指定が正しくありません[string] 
	
原因: 自明


	
処置: カッコを正しく指定してください。









	 LCD-00206: キーワード[string]の後に位置パラメータが入力されました。 
	
原因: 等号(=)が不足しています。


	
処置: すべてのキーワードの後には等号(=)を続けてください。









	 LCD-00207: ネストしたカッコがあります [string] 
	
原因: カッコは1組のみ使用できます。


	
処置: ネストしたカッコを削除してください。









	 LCD-00208: 値リストに予期しないキーワードが指定されています[string] 
	
原因: 値のかわりにキーワードがあります。


	
処置: 指定されたパラメータに適切な値を挿入してください。









	 LCD-00209: 文字列の最後にキーワードが不足しています [string] 
	
原因: 値を指定せずにキーワードを指定しました。


	
処置: キーワードに有効な値を指定してください。









	 LCD-00210: 演算子[string]の割当てが正しくありません 
	
原因: 等号(=)以外の符号がキーワード値の割当てに使用されました。


	
処置: 等号(=)のみを使用してください。









	 LCD-00211: デリミタ[string]が正しくありません 
	
原因: 値の間に無効なデリミタが見つかりました。


	
処置: 有効なデリミタ(カンマ(,)または空白)を指定してください。









	 LCD-00212: [string]の右側の引用符がありません。 
	
原因: パラメータの値の左側には引用符がありますが、右側にはありません。


	
処置: パラメータの値の両側に引用符を指定してください。









	 LCD-00215: パラメータ・ファイルのネスト・レベルが深すぎます。[string] 
	
原因: パラメータ・ファイルのネスト・レベルが深すぎます。最大値は3です。


	
処置: ネスト・レベルを3以下にしてください。









	 LCD-00217: ファイル・パラメータ[string]の処理中にエラーが発生しました。 
	
原因: 指定されたファイル・パラメータの処理中にエラーが発生しました。


	
処置: その他のメッセージに表示される詳細を確認してください。









	 LCD-00218: ファイル[string]でエラーが発生しました。 
	
原因: 特定のファイルにエラーが発生しました。


	
処置: 固有のエラーについては、それらのメッセージを参照してください。









	 LCD-00219: ネストしたインクルード・ファイル[string]が大きすぎます。 
	
原因: パラメータ・ファイルのサイズに制限があり、それを超えています。サイズ制限は8192バイトです。


	
処置: ファイルから文字を削除して、ファイルのサイズを小さくするか、ネストのレベルを変更してください。














44 OCI-00601からOCI-31199



	 OCI-00601: クリーンアップ・ロックの競合が発生しました。 
	
原因: プロセスのリカバリ中に、PMONプロセスでロックの競合が発生しました。


	
処置: これは内部で検出されます。処置は必要ありません。









	 OCI-00602: 内部プログラミング例外が発生しました。 
	
原因: 内部プログラミング例外が発生しました。


	
処置: この問題はバグとしてOracleサポート・サービスに連絡してください。注意: 次のエラー・コードは再配置できません。









	 OCI-00972: 識別子が長すぎます。 
	
原因: 指定した識別子が30文字を超えています。


	
処置: 30文字以内で指定してください。









	 OCI-01841: (周)年は-4713と+9999の間の0以外の数字を指定する必要があります 
	
原因: 無効な年が入力されました。


	
処置: 指定された範囲内の年を入力してください。









	 OCI-01854: ユリウス日は1から5373484の間で指定する必要があります 
	
原因: 無効なユリウス日が入力されました。


	
処置: 1から5373484の間の有効なユリウス日を入力してください。









	 OCI-01858: 数値を指定する箇所に数値でないものが指定されています 
	
原因: 日付書式モデルを使用して変換すべき入力データが不適切です。入力データには、書式モデルが数値を必要とする箇所に数値が含まれていませんでした。


	
処置: 入力データまたは日付書式モデルを修正して、各要素の数値と型を一致させてください。その後で、操作を再試行してください。









	 OCI-01859: アルファベットを指定する箇所にアルファベットでないものが指定されています 
	
原因: 日付書式モデルを使用して変換すべき入力データが不適切です。入力データには、書式モデルがアルファベットを必要とする箇所にアルファベットが含まれていませんでした。


	
処置: 入力データまたは日付書式モデルを修正して、各要素の数値と型を一致させてください。その後で、操作を再試行してください。









	 OCI-01861: リテラルが書式文字列と一致しません 
	
原因: 入力内のリテラルは、書式文字列内のリテラルと同じ長さである必要があります(先行の空白文字は除く)。FX修飾子が指定されている場合は、余分な空白文字なしで、リテラルを完全に一致させる必要があります。


	
処置: 書式文字列を修正して、リテラルを一致させてください。









	 OCI-01862: 桁数がこの書式項目に一致しません 
	
原因: この書式項目に使用されている桁数が、この項目のFormat eXact(FX)指定時にこの書式に必要な桁数とは異なります。


	
処置: この書式項目に、この書式に必要な桁数まで先行0(ゼロ)を入力してください。(これは通常、書式コードの文字数です。たとえば--DDの場合2桁必要です。例外は、必要桁数が2桁のHH24およびHH12と、9桁のJです。)









	 OCI-01864: 指定した日付は現行カレンダの有効範囲外です 
	
原因: 現行カレンダは、指定された日付まで拡張しません。


	
処置: このカレンダに有効な日付を指定してください。









	 OCI-01865: 年代が無効です 
	
原因: 入力した年代が不明です。


	
処置: 有効な年代を入力してください。









	 OCI-01867: 間隔が無効です 
	
原因: 指定した文字列は有効な間隔ではありません。


	
処置: 有効な間隔を指定してください。









	 OCI-01868: 間隔の先行精度が小さすぎます 
	
原因: 間隔の先行精度が小さすぎるため、指定された間隔を格納できません。


	
処置: 間隔の先行精度を大きくするか、先行精度が小さい間隔を指定してください。









	 OCI-01870: 間隔または日付時間を互いに比較できません 
	
原因: 間隔または日付時刻は相互に比較できません。


	
処置: 相互に比較できる対の間隔または日付時刻を指定してください。









	 OCI-01871: 秒数は60より小さい必要があります 
	
原因: 指定した秒数が、60以上でした。


	
処置: 59以下の秒の値を指定してください。









	 OCI-01873: 間隔の先行精度が小さすぎます 
	
原因: 間隔の先行精度が小さすぎるため、指定された間隔を格納できません。


	
処置: 間隔の先行精度を大きくするか、先行精度が小さい間隔を指定してください。









	 OCI-01874: タイムゾーンの時は、-12から14の間で指定する必要があります 
	
原因: 指定した時間帯の時が無効な範囲でした。


	
処置: -12から14の間の時間帯の時を指定してください。









	 OCI-01875: タイムゾーンの分は、-59から59の間で指定する必要があります 
	
原因: 指定した時間帯の分が無効な範囲でした。


	
処置: -59から59の間の時間帯の分を指定してください。









	 OCI-01876: 年の値は、-4713以上にする必要があります 
	
原因: 指定した年が範囲外でした。


	
処置: -4713以上の数値を指定してください。









	 OCI-01878: 指定したフィールドが日付時間または間隔で見つかりません 
	
原因: 指定したフィールドが、日付時刻または間隔で見つかりませんでした。


	
処置: 指定したフィールドが、日付時刻または間隔内にあることを確認してください。









	 OCI-01879: hh25フィールドは、0から24の間で指定する必要があります 
	
原因: 指定したhh25フィールドが無効な範囲でした。


	
処置: 0から24の間でhh25フィールドを指定してください。









	 OCI-01880: 小数秒は、0から999999999の間で指定する必要があります 
	
原因: 指定した小数秒が無効な範囲でした。


	
処置: 0から999999999の間の小数秒の値を指定してください。









	 OCI-01881: タイムゾーンのリージョンIDが無効です 
	
原因: リージョンIDが無効なリージョンを参照しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 OCI-01882: タイムゾーンのリージョンが見つかりません 
	
原因: 指定されたリージョン名が見つかりません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 OCI-01883: リージョン推移中にオーバーラップが無効化されました 
	
原因: リージョンが変更中の状態で、オーバーラップ・フラグが無効化されました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 OCI-01884: 除数がゼロです 
	
原因: ゼロで除算しようとしました。


	
処置: 除数にゼロを使用しないでください。









	 OCI-01890: NLSエラーが検出されました 
	
原因: NLSエラーが検出されました。


	
処置: 追加のエラー・メッセージを検索して、適切な処置を行ってください。追加のエラーがない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 OCI-01898: 指定した精度が多すぎます 
	
原因: 日付を簡潔にしようとしたところ、日付書式ピクチャに不要なデータが見つかりました。


	
処置: 日付書式ピクチャの構文を調べて、再試行してください。









	 OCI-02083: データベース名に無効な文字'string'が含まれています。 
	
原因: データベース名に使用できる文字は、AからZ、0から9、'_'、'#'、'$'、'.'、'@'のみです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 OCI-02084: データベース名の一部に間違いがあります 
	
原因: データベース名の先頭文字を'.'にしたり、末尾文字を'.'または'@'にしたり、1行に'.'または'@'を2つ含めたりすることはできません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 OCI-04020: オブジェクトstringstringstringstringstringをロックしようとしてデッドロックを検出しました。 
	
原因: ライブラリ・オブジェクトをロックしようとして、デッドロックが検出されました。


	
処置: しばらく待ってから操作を再試行してください。









	 OCI-04021: オブジェクトstringstringstringstringstringをロック待ちしていてタイムアウトが発生しました。 
	
原因: ライブラリ・オブジェクトをロックしようと待っている間、タイムアウトが発生しました。


	
処置: しばらく待ってから操作を再試行してください。









	 OCI-04022: 待機なしが要求されましたが、ディクショナリ・オブジェクトのロックで待機が必要です。 
	
原因: 待機なしが要求されている間、ライブラリ・オブジェクトのロックを待つ必要があります。


	
処置: しばらく待ってから操作を再試行してください。









	 OCI-04028: オブジェクトstringstringstringstringstringのダイアナを生成できません。 
	
原因: ロックが競合しているため、オブジェクトにダイアナを生成できません。


	
処置: このエラーをOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 OCI-04029: エラー ORA-stringが問合せstringstringstring中に発生しました 
	
原因: 問合せ対象の表またはビューがありません。エラー番号がそのエラーを示しています。


	
処置: エラーを修正してください。









	 OCI-04030: stringバイト(string,string)を割り当てようとしてプロセス・メモリーが不足しました。 
	
原因: オペレーティング・システム・プロセスのプライベート・メモリーを使い果しています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 OCI-04031: 共有メモリーのstringバイトを割当てできません("string","string","string") 
	
原因: 共有プールに割り当てられた共有メモリーより多くの共有メモリーが必要です。


	
処置: 大きいパッケージを確保するためにDBMS_SHARED_POOLパッケージを使用するか、共有メモリーの使用量を減らすか、またはINIT.ORAパラメータSHARED_POOL_SIZEの値を増やして使用可能な共有メモリー量を増やしてください。









	 OCI-04054: データベース・リンクstringが存在しません。 
	
原因: PL/SQLブロックのコンパイル中に、存在しないデータベース・リンクを使用しようとしました。


	
処置: 別のデータベース・リンクを使用するか、またはデータベース・リンクを作成してください。









	 OCI-04060: stringを実行する権限が不十分です。 
	
原因: 十分な権限なしに、ストアド・プロシージャを実行しようとしました。


	
処置: 必要な権限を取得してください。









	 OCI-04061: stringの既存状態は無効になりました。 
	
原因: プロシージャが変更または削除されたため、無効になった既存状態またはストアド・プロシージャと矛盾が発生した既存状態を使用して、ストアド・プロシージャの実行を再開しようとしました。


	
処置: 再試行してください。このエラーでは、すべてのパッケージの既存状態に再初期化が必要です。









	 OCI-04062: タイムスタンプstringは変更されました 
	
原因: ストアド・プロシージャを実行して、プロシージャの現行のタイムスタンプとは異なるタイムスタンプを指定するRPCスタブを扱おうとしました。


	
処置: 新しいタイムスタンプを取得するために、コール元のプログラムを再コンパイルしてください。









	 OCI-04063: stringにエラーがあります。 
	
原因: ストアド・プロシージャを実行しようとしたか、またはエラーのあるビューを使用しようとしました。ストアド・プロシージャの場合は、問題は構文エラーか、または他の存在していないプロシージャへの参照にある可能性があります。ビューの場合は、ビューが定義する問合せで、参照先の表が存在していない可能性があります。


	
処置: エラーを修正するか、または必要に応じて参照されるオブジェクトを作成(あるいはその両方)してください。









	 OCI-04064: stringは無効になったので、実行できません 
	
原因: 無効になったストアド・プロシージャを実行しようとしました。


	
処置: 再コンパイルしてください。









	 OCI-04065: stringは変更/削除されているので、実行できません 
	
原因: 変更または削除されたストアド・プロシージャを実行しようとしたため、コール元プロシージャからのコールができません。


	
処置: その依存関係を再コンパイルしてください。









	 OCI-04066: stringは実行不可能なオブジェクトです 
	
原因: 非プロシージャを実行しようとしています。


	
処置: 正しい名前が指定されているかどうかを確認してください。









	 OCI-04067: stringは存在していないので、実行できません 
	
原因: 存在していないプロシージャを実行しようとしています。


	
処置: 正しい名前が指定されているかどうかを確認してください。









	 OCI-04068: パッケージstringstringstringの既存状態は廃棄されました。 
	
原因: ストアド・プロシージャを実行しようとして、4060から4067のいずれかのエラーが発生しました。


	
処置: アプリケーション状態を完全に再初期化してから、プロシージャを再試行してください。









	 OCI-19200: 列指定が無効です。 
	
原因: すべての入力引数は有効な列である必要があります。


	
処置: 有効な列のリストを指定してください。









	 OCI-19201: データ型がサポートされていません。 
	
原因: 特定のデータ型はXMLGEN演算子にはサポートされていません。


	
処置: XMLGEN演算子への引数としてサポートされているデータ型のみを指定してください。









	 OCI-19202: XML処理stringでエラーが発生しました。 
	
原因: XML関数の処理時にエラーが発生しました。


	
処置: 表示されたエラー・メッセージを確認して、問題を適切に修正してください。









	 OCI-19203: DBMS_XMLGEN処理stringでエラーが発生しました。 
	
原因: DBMS_XMLGEN関数の処理時にエラーが発生しました。


	
処置: 表示されたエラー・メッセージを確認して、問題を適切に修正してください。









	 OCI-19204: 非スカラー値'string'がXML属性としてマークされています。 
	
原因: 「@」が接頭辞のXML属性としてマークできるのは、スカラー値(オブジェクトまたはコレクション型ではない値)のみです。この場合、非スカラー値に「@」の接頭辞が付けられています。


	
処置: 「@」記号を削除するか、値をスカラー値にしてください。









	 OCI-19205: 属性'string'で選択リストの非スカラー値を修飾します。 
	
原因: 選択リストまたは型定義のオブジェクトまたはコレクション型の値の直後には、属性が続きます。


	
処置: 「@」記号を削除するか、直前の値をスカラー値にしてください。









	 OCI-19206: 問合せまたはREF CURSORパラメータの値が無効です。 
	
原因: DBMS_XMLGEN.newContextに渡されたqueryString引数が、無効な問合せまたはREF CURSORになっています。


	
処置: 問合せを修正して、queryString引数を有効な問合せまたはREF CURSORにしてください。









	 OCI-19207: XMLELEMENTのスカラー・パラメータstringには別名を作成できません。 
	
原因: XMLELEMENTのスカラー・パラメータには別名を作成できません。


	
処置: スカラー要素のAS句を削除してください。









	 OCI-19208: パラメータstring(関数string)に別名を作成する必要があります。 
	
原因: XML生成関数の指定されたパラメータの式に別名が指定されていません。


	
処置: AS句を使用して式に別名を指定してください。









	 OCI-19209: 引数の書式設定が無効かまたはサポートされていません。 
	
原因: 無効かまたはサポートされない書式設定引数が指定されました。


	
処置: 書式設定引数をサポートされる有効な値に変更してください。









	 OCI-19210: DBMS_XMLSTOREのキー列または更新列として指定された列'string'は、表'string'に存在しません。 
	
原因: setKeyColumn()/setUpdateColumn()で指定された列が表内にありません。


	
処置: 指定した列を、表内に存在する列に変更してください。









	 OCI-19211: DBMS_XMLSTORE.setKeyColumn()を使用するキーとして指定された列'string'は、スカラー型である必要があります 
	
原因: setKeyColumn()で指定された列が非スカラー型の列ではありません。


	
処置: 指定した列を、表内に存在するスカラー列に変更してください。









	 OCI-19212: DBMS_XMLSTORE.updateXML()のコールの前にキー列が指定されていません 
	
原因: キー列となる列が指定されていない状態で、DBMS_XMLSTORE.updateXMLがコールされました。


	
処置: DBMS_XMLSTORE.setKeyColumn()を使用して、キー列を指定してください。









	 OCI-21300: オブジェクト・オプションがインストールされていません。 
	
原因: このサイトには、オブジェクト・オプションがインストールされていません。したがって、オブジェクト型およびその他のオブジェクト機能は使用できません。


	
処置: オブジェクト・オプションをインストールしてください。オブジェクト・オプションは、Oracleデータベース製品の一部ではないため、別個に購入する必要があります。オブジェクト・オプションを購入する必要がある場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 OCI-21301: オブジェクト・モードで初期化されていません。 
	
原因: この関数には、オブジェクト・モードで初期化されたOCIプロセスが必要です。


	
処置: OCIInitialize()をコールするときにOCI_OBJECTモードを指定してください。









	 OCI-21500: 内部エラー・コード、引数: [string],[string],[string],[string],[string],[string],[string],[string] 
	
原因: OCI環境(クライアント・サイド)内部エラーの一括エラー番号です。OCI環境で例外条件が検出されたことを示します。


	
処置: このエラーをバグとして報告してください。最初の引数は内部エラー番号です。









	 OCI-21501: プログラムで必要なメモリーを割当てできません 
	
原因: オペレーティング・システムのメモリーが不足しています。


	
処置: メモリーの量を増やしてプログラムが使用できるようにしてください。









	 OCI-21503: 致命的エラーによりプログラムが終了しました。 
	
原因: プログラムはリカバリ不能なエラー状態にあります。


	
処置: この問題はバグとしてOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 OCI-21520: データベース・サーバー・ドライバがインストールされていません。 
	
原因: ユーザーが、オブジェクト・モードのOCI環境でデータベース・サーバーにアクセスしようとしましたが、データベース・サーバーへのアクセスをサポートするために必要なドライバがインストールされていないか、リンクされていません。


	
処置: データベース・サーバーに対応したドライバがインストール/リンクされているかどうか、またサーバー・ドライバ表に入力されているかどうかを確認してください。









	 OCI-21521: OCIの最大接続数を超えています(オブジェクト・モードのみ) 
	
原因: ユーザーがオブジェクト・モードのOCI環境でサポートできる最大接続数(225)を超えています。


	
処置: 既存の接続と未使用の接続をいくつかクローズしてから、追加の接続をオープンしてください。









	 OCI-21522: OCIで無効な接続を使用しました(オブジェクト・モードのみ) 
	
原因: ユーザーが無効な接続またはOCI環境(オブジェクト・モード)で終了された接続を使用したか、または終了した接続から取得したREFの参照を解除しようとしました。


	
処置: 接続が存在し、かつ有効であることを確認してください。









	 OCI-21523: サーバーがサポートしていない機能です。(オブジェクト・モードのみ) 
	
原因: サーバーがサポートしていない機能を使用しようとしました。


	
処置: サーバーをアップグレードしてください。









	 OCI-21524: オブジェクト型が一致しません。 
	
原因: オブジェクトのオブジェクト型が指定されたものと異なります。


	
処置: オブジェクト型を確認し、修正してください。









	 OCI-21525: 属性番号(または索引のコレクション要素)stringが制約に違反しました。 
	
原因: 属性番号またはコレクション要素の値が制約に違反しています。


	
処置: 属性値またはコレクション要素値を制約に合せて変更してください。制約は、属性またはコレクション要素のスキーマ情報の一部として指定されます。









	 OCI-21526: 初期化に失敗しました 
	
原因: 初期化に失敗しました。これは、NLS_DATE_FORMATなどの環境変数が無効な値に設定されている場合に発生することがあります。


	
処置: すべてのNLS環境変数が正しいことを確認してください。









	 OCI-21527: 内部OMSドライバ・エラーです 
	
原因: プロセスで例外条件が検出されました。これは、Oracleオブジェクト管理サービスの例外に対する一括内部エラー番号です。


	
処置: このエラーをバグとして、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 OCI-21560: 引数stringがNULL、無効または範囲外です 
	
原因: 引数に予期される値はNULL以外の有効な値ですが、転送された引数値はNULL、無効または範囲外です。このエラーは、たとえば、LOB/FILEの定位置引数またはサイズ引数の値が1から(4GB-1)までの範囲外であるときや、無効なオープン・モードでファイルをオープンしたときなどに発生します。


	
処置: プログラムを確認し、NULL、無効または範囲外の引数値を転送しないよう、ルーチンのコール元を修正してください。









	 OCI-21562: 列stringにサポートされていないデータ型stringがあります 
	
原因: 現在サポートされていないデータ型が指定されました。


	
処置: サポートされている別のデータ型を選択してください。









	 OCI-21563: エラーstringが、string(列string、データ型string)のコール中に発生しました 
	
原因: データ型の変換中にOCIエラーが発生しました。


	
処置: OCIエラー・コードを確認してください。









	 OCI-21570: 現在のstring LCRには未受信のチャンク・データがあります 
	
原因: 現在のLCRのためのチャンク・データをすべて受信してはいません。


	
処置: プログラムでOCIXStreamOutLCRCallbackReceiveを使用している場合、OCI_XSTREAM_MORE_ROW_DATAフラグが設定されているときは、コールバック関数を修正してOCI_CONTINUEを戻します。それ以外の場合は、プログラムを修正して、すべてのチャンクを受信するまで、OCIXStreamOutChunkReceiveをコールします(OCIXStreamOutChunkReceive APIが戻すフラグにはOCI_XSTREAM_MORE_ROW_DATAビットが設定されていません)。









	 OCI-21571: LOB WRITE、LOB TRIMまたはLOB ERASE LCRをstringコールに指定する必要があります(入力LCR=string) 
	
原因: 指定した関数を、ピース単位のLOB LCR(たとえば、LOB WRITE、LOB TRIMまたはLOB ERASE LCR)を指定しないで起動しようとしました。


	
処置: コール内のrow_lcrp引数を修正してください。









	 OCI-21572: stringコールに無効なLCRタイプ(string)があります。 
	
原因: 無効な論理変更レコード(LCR)タイプで指定された関数を起動をしようとしました。


	
処置: 正しいタイプのLCRを指定してください。









	 OCI-21573: チャンクの送信時のコマンド・タイプ(string)が無効です。 
	
原因: 現在のLCRに対するコマンド・タイプがINSERT、UPDATEまたはLOB WRITEでないチャンクを送信しようとしました。


	
処置: プログラムを確認し、有効なコマンド・タイプを持つLCRを、OCIXStreamInChunkSendコールまたはOCICallbackXStreamInChunkCreateコールバックに指定してください。









	 OCI-21574: LOBチャンクに指定されたデータ型(string)が無効です。 
	
原因: OCIXStreamInChunkSendコールで、LOBチャンクに対して無効なデータ型が指定されました。


	
処置: プログラムを確認し、OCIXStreamInChunkSendコールのcoldty』引数に、SQLT_CHRまたはSQLT_BINを指定してください。









	 OCI-21577: 入力string LCRにLOB列がありません。 
	
原因: LOB列を持たないLCRを使用してOCILCRLobInfoGetコールを起動しようとしました。


	
処置: OCILCRLobInfoGetコールへの入力LCRに置換してください。









	 OCI-21578: 1つのstring LCRにつき1つのLOB列のみ許可されます。 
	
原因: ピース単位のLOB LCRで、複数のLOB列を設定しようとしました。


	
処置: プログラムを確認し、ピース単位のLOB LCR1つにつき1列に対してのみOCIXStreamInChunkSendがコールされるようにしてください。









	 OCI-21579: 入力LCRには、1つ以上の古い列または新しい列が必要です 
	
原因: 空の列リストがあるLCRを使用して、OCIXStreamInChunkSendをコールしようとしました。


	
処置: OCIXStreamInChunkSendをコールする前に、OCILCRRowColumnInfoSetを使用して入力LCRに1つ以上の列を追加してください。









	 OCI-21580: LOB操作の長さの値'string'(列'string')は、偶数のバイト数である必要があります。 
	
原因: AL16UTF16またはNCLOBのフラグが設定されている列に対して、奇数のバイト数を使用して、OCIXStreamInChunkSendをコールしようとしました。


	
処置: OCIXStreamInChunkSendコールに渡すLOB列の長さ、またはcolumn_flag引数を修正してください。









	 OCI-21583: XStreamサーバー名'string'が無効です 
	
原因: 存在しないサーバー名を持つXStreamサーバーにアタッチしようとしました。


	
処置: アタッチ・コールのサーバー名を修正してください。









	 OCI-21600: パス式が長すぎます。 
	
原因: 指定したパス式が長すぎます。パスは、オブジェクト内での属性の位置を指定するために使用されます。このエラーは、パスの中間要素の1つが組込み型の属性を参照するとき発生します。したがって、OCI関数はパスの残りの要素の処理を進めることができません。


	
処置: 属性を位置づけるために、正しいパスを渡してください。









	 OCI-21601: 属性がオブジェクトではありません。 
	
原因: 操作(オブジェクトのみに有効な操作)を組込み型の属性に実行しようとしました。そのような不正な操作の例としては、NULL構造体を動的に組込み型の属性に設定することがあげられます。


	
処置: 組込み型の属性にそのような操作を行わないでください。









	 OCI-21602: 指定されたタイプ・コードがサポートされていません。 
	
原因: 実行しようとした操作では、指定されたタイプ・コードがサポートされていません。


	
処置: この操作でサポートされた有効なタイプ・コード範囲を使用してください。









	 OCI-21603: プロパティID[string]は無効です。 
	
原因: このプロパティIDは無効です。


	
処置: 有効なプロパティIDを指定してください。有効なプロパティIDは、OCIObjectPropIdで数え上げが可能です。









	 OCI-21604: プロパティ[string]は、一時または値のインスタンスのプロパティではありません。 
	
原因: 永続オブジェクトのみに適応するプロパティを取得しようとしました。


	
処置: 存続期間を確認し、このプロパティは永続オブジェクトに取得してください。









	 OCI-21605: プロパティ[string]は、値インスタンスのプロパティではありません。 
	
原因: 永続オブジェクトおよび一時オブジェクトのみに適応するプロパティを取得しようとしました。


	
処置: 存続期間を確認し、このプロパティは永続オブジェクトおよび一時オブジェクトに取得してください。









	 OCI-21606: このオブジェクトを解放できません。 
	
原因: 永続および使用済のオブジェクトを解放しようとしましたが、OCI_OBJECTFREE_FORCEフラグが指定されていません。


	
処置: 永続オブジェクトをフラッシュするか、OCI_OBJECTFREE_FORCEフラグを設定してください。









	 OCI-21607: メモリー・カートリッジ・サービス・ハンドルが初期化されていません。 
	
原因: ハンドルを初期化せずに使用しようとしました。


	
処置: メモリー・カートリッジ・サービス・ハンドルを初期化してください。









	 OCI-21608: 継続期間はこの関数には無効です。 
	
原因: この関数で有効でない継続期間を使用しようとしました。


	
処置: 有効な期間(以前に作成した継続期間、あるいはOCI_DURATION_STATEMENTまたはOCI_DURATION_SESSION)を使用してください。継続期間または外部プロシージャ期間を設定するには、OCIExtProcAllocCallMemoryを使用してください。









	 OCI-21609: 最初にメモリーを割り当ててから、サイズを変更してください。 
	
原因: メモリーを割り当てずにサイズを変更しようとしました。


	
処置: メモリーをまず割り当ててから、サイズを変更してください。









	 OCI-21610: サイズ[string]が無効です。 
	
原因: 無効なサイズでサイズを変更しようとしました。


	
処置: 有効なサイズ(正の整数)で指定してください。









	 OCI-21611: キーの長さ[string]が無効です。 
	
原因: 無効なキーの長さを使用しようとしました。


	
処置: キーの長さが無効です。有効な範囲は0から64です。









	 OCI-21612: キーはすでに使用されています。 
	
原因: すでに使用されているキーを使用しようとしました。


	
処置: まだ使用されていない新しいキーを使用してください。









	 OCI-21613: キーが存在しません。 
	
原因: 存在しないキーを使用しようとしました。


	
処置: すでに存在するキーを使用してください。









	 OCI-21700: オブジェクトが存在しないか、削除マークが設定されています。 
	
原因: 存在しないか削除マークが設定されたオブジェクトに対して、不適切な操作を実行しようとしました。存在しないか削除マークが設定されたオブジェクトに対して、確保、削除、更新などの操作は実行できません。


	
処置: 存在するオブジェクトを参照するために参照を再初期化するか、オブジェクトのマークを外してください。









	 OCI-21701: 異なるサーバーにオブジェクトをフラッシュしようとしました。 
	
原因: 1つの関数コールで異なるサーバーにオブジェクトをフラッシュしようとしました。それらのオブジェクトは、プログラムにより提供されるコールバック関数のコールによって取得されます。


	
処置: そのような操作は実行できません。









	 OCI-21702: オブジェクトがインスタンス化されていないか、またはキャッシュ内でインスタンス化解除されています 
	
原因: オブジェクト・キャッシュにインスタンス化されていない一時オブジェクトに対して、不適切な操作を実行しようとしました。インスタンス化されていない一時オブジェクトに適用できない操作には、この種のオブジェクトの削除や確保などがあります。


	
処置: オブジェクトをインスタンス化せずに操作が行われているかどうか、またはオブジェクトの割当ての期限が切れた後にそのような操作が行われているかどうか、コードを確認してください。









	 OCI-21703: 変更されていないオブジェクトはフラッシュできません。 
	
原因: エラー・メッセージを参照してください。


	
処置: オブジェクトをフラッシュしないでください。









	 OCI-21704: フラッシュを実行しないとキャッシュまたは接続を終了できません。 
	
原因: エラー・メッセージを参照してください。


	
処置: トランザクションを中断またはコミットしてから、キャッシュまたは接続を終了してください。









	 OCI-21705: サービス・コンテキストが無効です。 
	
原因: 指定されたサービス・コンテキストが有効でありません。


	
処置: サービス・コンテキストを確立してください。









	 OCI-21706: 継続時間が存在しないか、または無効です 
	
原因: 指定された継続時間が有効でありません。


	
処置: 継続時間を設定するか、または正しい定義済継続時間を使用してください。









	 OCI-21707: 確保継続時間は割当て時間を超えています 
	
原因: ユーザーが指定した確保継続時間は割当て時間を超えています。これは、確保またはデフォルト・パラメータの設定などの操作に影響します。


	
処置: 確保継続時間を短くするか、NULL継続時間を使用してください。









	 OCI-21708: 一時オブジェクトで不適切な操作が行われました。 
	
原因: 一時オブジェクトに対して、不適切な操作を実行しようとしました。一時オブジェクトに適用できない操作には、フラッシュおよびロッキングなどがあります。


	
処置: 一時オブジェクトにそのような操作を実行しないでください。









	 OCI-21709: 変更されたオブジェクトをリフレッシュできません。 
	
原因: 削除、更新または挿入(新規)のマークが設定されたオブジェクトをリフレッシュしようとしました。


	
処置: オブジェクトのマークを外してから、リフレッシュしてください。









	 OCI-21710: 引数にはオブジェクトの有効なメモリー・アドレスが必要です。 
	
原因: ユーザーが指定したオブジェクト・メモリー・アドレスが有効でありません。不正なメモリー・アドレスをオブジェクトの有効なメモリー・アドレスを予期している関数へ渡した可能性があります。


	
処置: オブジェクトの有効なメモリー・アドレスを関数へ渡してください。









	 OCI-21779: 継続時間がアクティブではありません 
	
原因: すでに終了した継続時間を使用しようとしました。


	
処置: そのような操作は実行できません。









	 OCI-22053: オーバーフロー・エラー 
	
原因: この操作の結果がOracleの上限値を超えています。


	
処置: 入力値を下げて、結果が有効範囲内になるようにしてください。









	 OCI-22054: アンダーフロー・エラー 
	
原因: この操作の結果がOracleの下限値を下回っています。


	
処置: 入力値を上げて、結果が有効範囲内になるようにしてください。









	 OCI-22055: 符号フラグ値[string]が不明です。 
	
原因: 使用される符号フラグがOCI_NUMBER_SIGNEDまたはOCI_NUMBER_UNSIGNEDではありません。


	
処置: OCI_NUMBER_SIGNEDまたはOCI_NUMBER_UNSIGNEDのいずれかを符号フラグとして使用してください。









	 OCI-22056: 値[string]が0(ゼロ)で除算されています。 
	
原因: 示された値が0(ゼロ)で除算されています。


	
処置: 除数値を0(ゼロ)以外に変更してください。









	 OCI-22057: 整数の長さ[string]が無効です。 
	
原因: Oracle数値に変換(またはその逆変換)される整数の長さ(バイト数)が無効です。


	
処置: 1、2、4または8バイト長の整数のみを使用してください。









	 OCI-22059: バッファ・サイズ[string]が小さすぎます - [string]が必要です 
	
原因: 結果テキスト文字列を保持するバッファが小さすぎます。


	
処置: 必要なサイズのバッファを提供してください。









	 OCI-22060: 引数[string]が無効か、または初期化されていません。 
	
原因: 無効または初期化されていない数値が渡されます。


	
処置: 有効な数値を使用してください。数値を初期化するには、OCINumberSetZero()をコールしてください。









	 OCI-22061: 書式テキスト[string]が無効です。 
	
原因: 文字をOracle数値に変換(またはその逆変換)するときに使用された数値書式文字列が無効です。


	
処置: 『Oracle Call Interfaceプログラマーズ・ガイド』に説明されている有効な書式を使用してください。









	 OCI-22062: 入力文字列[string]が無効です。 
	
原因: 数値への変換に使用されたテキスト文字列が無効です。


	
処置: 『Oracle Call Interfaceプログラマーズ・ガイド』に説明されている有効な入力文字列を使用してください。









	 OCI-22063: 負の値[string]が符号なしで読み込まれました。 
	
原因: 負数を符号なし整数に変換しようとしました。


	
処置: 符号付きの数値を変換するには、符号フラグORLTSBを使用してください。









	 OCI-22064: NLSパラメータ文字列[string]が無効です。 
	
原因: 文字をOracle数値に変換(またはその逆変換)するときに使用されたNLSパラメータ文字列が無効です。


	
処置: 『Oracle Call Interfaceプログラマーズ・ガイド』に説明されている有効な書式を使用してください。









	 OCI-22065: 与えられた書式の数値をテキストに変換するときにオーバーフローが発生しました 
	
原因: 与えられた文字列書式に丸めると、オーバーフローが発生します。


	
処置: オーバーフローが発生しないように書式を変更してください。









	 OCI-22130: バッファ・サイズ[string]が必要サイズ[string]よりも小さいです。 
	
原因: 16進REF文字列が書き込まれるバッファが小さすぎます。


	
処置: 必要なサイズのバッファを提供してください。









	 OCI-22131: 16進文字列長が0(ゼロ)です 
	
原因: 指定される16進文字列が0(ゼロ)より大きい必要があります。


	
処置: 0(ゼロ)より大きい長さを指定してください。









	 OCI-22132: 16進文字列が有効なREFに一致しません。 
	
原因: 16進文字列が無効です。


	
処置: OCIRefToHex()へのコールによって戻された有効な16進文字列を指定してください。









	 OCI-22140: 与えられたサイズ[string]は、0から[string]の範囲に設定する必要があります。 
	
原因: サイズ変更されたサイズは無効です。


	
処置: 与えられたサイズが要求された範囲内であることを確認してください。









	 OCI-22141: 与えられたサイズ[string]は、UTF-16環境で偶数である必要があります 
	
原因: サイズ変更されたサイズは奇数です。UTF-16環境では、すべての文字の長さは2バイトです。


	
処置: 与えられたサイズが偶数であることを確認してください。









	 OCI-22150: 可変長配列が初期化されていません。 
	
原因: 初期化されていない可変長配列に対して操作を試行しました。


	
処置: この関数をコールする前に、可変長配列を初期化してください。









	 OCI-22151: 0(ゼロ)以外の可変長配列は、0(ゼロ)要素にサイズ変更できません。 
	
原因: 0(ゼロ)以外の可変長配列を0(ゼロ)要素にサイズ変更しようとしました。


	
処置: 0(ゼロ)以外のサイズを指定してください。









	 OCI-22152: 宛先の可変長配列が初期化されていません 
	
原因: 割当ての右辺の可変長配列または結合の接続先配列が初期化されていません。


	
処置: この関数をコールする前に、接続先可変長配列を初期化してください。









	 OCI-22153: ソースの可変長配列が初期化されていません。 
	
原因: 割当ての左辺の可変長配列または結合のソース配列が初期化されていません。


	
処置: この関数をコールする前に、接続先可変長配列を初期化してください。









	 OCI-22160: 索引[string]の要素が存在しません 
	
原因: 与えられた索引でのコレクション要素が存在しません。


	
処置: 存在する要素の索引を指定してください。









	 OCI-22161: 型コード[string]が無効です 
	
原因: 与えられた型コードが無効です。


	
処置: OCITypeCodeで列挙された型コードの1つを使用してください。









	 OCI-22162: 索引[string]の要素はすでに削除されています。 
	
原因: 存在しないコレクション要素を削除しようとしました。


	
処置: この関数をコールする前に、要素が存在するかどうかを確認してください。









	 OCI-22163: 左側と右側のコレクションが同一型ではありません 
	
原因: 左側と右側のコレクションの型が異なります。


	
処置: この関数の左辺と右辺に同じコレクション型が転送されていることを確認してください。









	 OCI-22164: 可変長配列に対して要素削除の操作はできません。 
	
原因: 可変長配列の要素を削除しようとしました。


	
処置: この関数をコールする前に、コレクションの型が可変長配列でないことを確認してください。









	 OCI-22165: 与えられた索引[string]は、[string]から[string]の範囲に設定する必要があります 
	
原因: 与えられた索引が必要な範囲内ではありません。


	
処置: 与えられた索引が必要な範囲内であることを確認してください。









	 OCI-22166: コレクションが空です。 
	
原因: 指定されたコレクションが空です。


	
処置: コレクションが空であるかどうかをテストしてから、この関数を呼び出してください。









	 OCI-22167: 与えられた切捨てサイズ[string]は、[string]以下に設定する必要があります。 
	
原因: 与えられた切捨てサイズが現行のコレクション・サイズを超えています。


	
処置: 与えられたコレクション・サイズ以下であることを確認して、この関数を再試行してください。









	 OCI-22275: 指定されたLOBロケータが無効です 
	
原因: 原因は次のいずれかです。(1)LOBロケータが初期化されていない。(2)ロケータはBFILE用だが、ルーチンはBLOB/CLOB/NCLOBロケータを要求。(3)ロケータはBLOB/CLOB/NCLOB用だが、ルーチンはBFILEロケータを要求。(4)トリガー本体でLOBを更新しようとしたが、トリガー本体でのLOBは読込み専用。


	
処置: (1)の場合、変数ロケータを選択するか、またはLOBロケータを空に設定することにより、LOBロケータを初期化してください。(2)および(3)の場合、正しいタイプのロケータをルーチンに移してください。(4)の場合、LOB値を更新するトリガー本体コードを削除してください。









	 OCI-22276: LOBバッファリング用のロケータが無効です。 
	
原因: 原因は次のいずれかです。(1)ロケータがバッファリングに対して使用可能になっていない。(2)更新済ロケータではなく、書込み/フラッシュ操作のために使用されている。


	
処置: (1)の場合、ロケータをバッファリングに対して使用可能にしてください。(2)の場合、更新済ロケータのみが確実にLOB更新操作に使用されるようにしてください。









	 OCI-22277: 同一LOBの変更に、2つの異なるロケータは使用できません。 
	
原因: LOBバッファリングが使用可能で、2つの異なるLOBロケータを使用してLOBを変更しようとしました。


	
処置: LOBバッファリングを使用するときは、1つのLOBロケータのみでLOBを変更してください。









	 OCI-22278: LOBは、そのLOBバッファのみを使用して更新する必要があります。 
	
原因: このLOBに対するLOBバッファリングが可能となり、バッファ・プールの中に、このLOBに対してバッファが存在します。したがって、LOBバッファ以外の方法でLOBを更新することはできません。


	
処置: LOBバッファリングが可能となったロケータを使用して、LOBバッファによりLOBを更新してください。この操作が必須の場合は、このLOBに関連したバッファは必要なものとしてフラッシュされるか、または、バッファリングが不可能となります。これが済んだら、コマンドを再実行してください。









	 OCI-22279: LOBバッファリングが使用可能な状態では、操作を実行できません 
	
原因: LOBバッファリングが使用可能な状態では、操作できません。


	
処置: この操作が必須の場合は、LOBバッファリングを使用しないでください。この場合は、入力LOBロケータに関連したバッファを必要なものとしてフラッシュし、入力LOBロケータ上でのバッファリングを不可能にしたうえで、コマンドを再実行してください。









	 OCI-22280: 操作に使用可能なバッファは、これ以上ありません 
	
原因: これには次の2つの原因があります。(1)バッファ・プールの中にあるバッファがすべて前の操作で使用された。(2)前にバッファされた更新操作をせずに、LOBをフラッシュさせた。


	
処置: (1)の場合、LOBを更新するために使用されているロケータによって、LOBをフラッシュさせてください。(2)の場合、バッファをフラッシュさせる前に、バッファリング可能となったロケータによって、最初にLOBに書き込んでください。









	 OCI-22281: 更新済ロケータでこの操作は実行できません。 
	
原因: 入力ロケータはバッファリングを有効にし、LOBバッファリング・サブシステムを介してLOB値を更新するのに使用されました。入力ロケータにより実行された書込み以降、変更されたバッファはフラッシュされていません。そのため、入力ロケータは更新済ロケータと見なされます。更新済ロケータはコピー操作のソースにはなりません。LOBバッファリング・サブシステムを介してLOB値を修正するのに使用できるのは、1つのLOBに対して1つのロケータだけです。


	
処置: 入力ロケータによってLOBバッファリング・サブシステムに行われた変更がサーバーに書き込まれるかどうかによって、変更書込みのためにバッファをフラッシュさせるか、または変更を廃棄するためにロケータ上でのバッファリングを使用禁止にしてください。その後、コマンドを再実行してください。









	 OCI-22282: バッファリング使用可能なLOBに対する不連続な追加はできません 
	
原因: バッファされた書込み操作は、LOBの終わりを過ぎた1バイトまたは1文字以上の入力オフセット値を保持しています。


	
処置: バッファされた書込み操作によって更新しようとしているLOBの長さより厳密に1文字または1バイト大きい入力オフセット値を指定してください。









	 OCI-22285: string操作に対するディレクトリまたはファイルが存在しません 
	
原因: 存在しないディレクトリにアクセスしようとしたか、またはアクセスしようとしたファイルのディレクトリが存在しません。


	
処置: 指定したディレクトリに対応するシステム・オブジェクトがデータベース・ディクショナリに存在することを確認してください。または、ディレクトリ名が正しいことを確認してください。









	 OCI-22286: string操作を実行するためのディレクトリまたはファイルに対する権限が不十分です 
	
原因: 操作を実行するために必要なディレクトリ別名またはファイルへのアクセス権限がありません。


	
処置: ディレクトリ別名またはファイル(あるいはその両方)で必要な権限を付与するよう、データベース/システム管理者に依頼してください。









	 OCI-22287: string操作中に無効または修正されたディレクトリがあります。 
	
原因: このディレクトリに初めてアクセスしている場合は、現在の操作で使用されたディレクトリ別名が無効です。以前にアクセスしている場合は、DBAによってこのディレクトリが変更されています。


	
処置: このディレクトリに初めてアクセスしている場合は、有効なディレクトリ名を指定してください。このエラーが発生する前に、このディレクトリ下でファイルのオープンに成功している場合は、一度ファイルをクローズしてから、DBAによって変更された有効なディレクトリ別名で操作を再試行してください。Oracleではディレクトリの変更を静止期間中にのみ行うことをお薦めします。









	 OCI-22288: ファイル操作stringに失敗しました。string 
	
原因: ファイルに対する操作に失敗しました。


	
処置: 詳細は、次のエラー・メッセージを参照してください。また、ファイルが存在するかどうか、および指定された操作の実行のために必要な権限が設定されているかどうかを確認してください。エラーが繰り返される場合は、DBAに連絡してください。









	 OCI-22289: 操作stringは、オープンしていないファイルでは実行できません。 
	
原因: ファイルがオープンしていないため、必要な操作を実行できません。


	
処置: 現行の操作の前にファイルのオープン操作が正常に実行されていることを確認してください。









	 OCI-22290: 操作によって、オープン済ファイルの最大数を超えます 
	
原因: オープンされているファイル数が、最大限度に達しました。


	
処置: いくつかのオープン・ファイルをクローズしてから、操作を再試行してください。









	 OCI-22303: 型"string"."string"が見つかりません。 
	
原因: 型の情報を取得しようとしましたが、その型が見つかりません。


	
処置: スキーマが正しくて、型が正しく作成されていることを確認してください。









	 OCI-22305: 属性/メソッド/パラメータ"string"が見つかりません 
	
原因: 示された名前の型要素が型の中にありません。


	
処置: 型要素が存在するかどうかを確認してください。









	 OCI-22306: 型"string"."string"はすでに存在します 
	
原因: すでに存在している型を作成しようとしました。


	
処置: この前に作成された型が存在するかどうかを確認してください。









	 OCI-22307: 変更する型はユーザー定義型ではありません。 
	
原因: 組込み型を変更しようとしました。


	
処置: ユーザー定義型のみを変更するようにしてください。









	 OCI-22309: "string"という名前の属性はすでに存在しています 
	
原因: 2つ以上の属性が同一の名前を持つオブジェクトを作成しようとしました。


	
処置: 属性名がすべて一意であることを確認してください。









	 OCI-22311: 属性"string"の型が存在しません。 
	
原因: 属性の型が存在しません。


	
処置: このDDLトランザクションでは、型が1つも作成/変更されていません。DDLトランザクションを再実行して、属性型の作成をDDLトランザクションに追加してください。









	 OCI-22313: 同一の型"string"の2つのバージョンは使用できません。 
	
原因: この型のバージョンが、アプリケーションとリンクされた別のライブラリで使用されている同一型のバージョンと一致しません。アプリケーションで使用できるのは、1つの型につき1バージョンのみです。


	
処置: このアプリケーションとリンクされているライブラリを確認して、同一型のバージョンを使用していることを確認してください。









	 OCI-22314: メソッド情報がALTER TYPE内で一致しません。 
	
原因: メソッド数またはメソッドのシグネチャが、オリジナルの型宣言のものと一致しません。これはサポートされていません。


	
処置: メソッドのシグネチャが、前に宣言されたメソッドに対するものと同一のままであるかどうかを確認してください。既存メソッドを削除しないでください。









	 OCI-22315: 型"string"にはマップまたは順序関数がありません。 
	
原因: 入力した型にはマップまたは順序関数が含まれていないため、値を戻せません。


	
処置: 型にマップ関数または順序関数を挿入するか、このエラーを受け取ってください。









	 OCI-22316: 入力型がコレクション型ではありません。 
	
原因: 名前のないコレクション型でコレクション型の情報を取得しようとしました。


	
処置: 名前の付いたコレクション型を関数に使用してください。









	 OCI-22317: タイプ・コードnumberは数値型として有効ではありません。 
	
原因: 使用しようとした数値のタイプ・コードが無効です。


	
処置: OCI_TYPECODE_SMALLINT、OCI_TYPECODE_INTEGER、OCI_TYPECODE_REAL、OCI_TYPECODE_DOUBLE、OCI_TYPECODE_FLOAT、OCI_TYPECODE_NUMBERまたはOCI_TYPECODE_DECIMALのみを使用してください。









	 OCI-22318: 入力型が配列型ではありません。 
	
原因: 配列型以外から要素数を取得しようとしました。


	
処置: 配列である、名前の付いたコレクション型のみを転送してください。









	 OCI-22319: ALTER TYPEでタイプ属性情報が変更されました。 
	
原因: 型属性情報は、型変更時のオリジナルの型宣言の型属性情報と一致しません。ALTER TYPE中は、属性を変更できません。新しいメソッドのみを追加できます。


	
処置: すべての型の変更が正しいことを確認してください。









	 OCI-22321: メソッドは結果を戻しません。 
	
原因: メソッドに対してOCITypeResult()コールが行われましたが、メソッドから結果が戻されません。


	
処置: 正しいメソッド記述子が転送されているかどうか、またはメソッドの作成が正しく行われているかどうかを確認してください。









	 OCI-22337: アクセスしたオブジェクトの型が展開されています 
	
原因: アクセスしたオブジェクトの型が変更されました。また、クライアントのオブジェクトは以前の型定義に基づいています。


	
処置: アプリケーションを終了し、アプリケーションを変更して、型の変更を保存してください。SQL/Plusから再接続して、文を再送信してください。









	 OCI-22369: stringメソッドに無効なパラメータがあります。 
	
原因: 無効なパラメータがSYS.RowTypeまたはSYS.RowSetのこのメソッドに渡されています。


	
処置: このメソッドに渡されているパラメータを確認し、パラメータが許可されていることを確認してください。









	 OCI-22370: stringメソッドの使用方法が正しくありません。 
	
原因: SYS.RowTypeまたはSYS.RowSetのこのメソッドが不適切に使用されています。


	
処置: 修正方法については、ドキュメントを参照してください。









	 OCI-22600: 処理できない8.0.2(ベータ)VARRAYデータが見つかりました。 
	
原因: Oracle8(リリース8.0.3以上)で、Oracle8リリース8.0.2(ベータ2)によって作成および保存されたVARRAYデータが見つかりました。Oracle8では、そのようなVARRAYデータを理解または処理できません。


	
処置: 表の削除、行の削除またはVARRAY列をNULLにすることにより、表からVARRAYデータを削除して、VARRAYデータを再挿入します。この変換を自動化するためのスクリプトまたはツールはありません。









	 OCI-22601: pickler TDSコンテキスト[string]が初期化されていません。 
	
原因: pickler TDSコンテキストを初期化せずに使用しようとしました。


	
処置: OCIPicklerTdsCtxInitを使用して、コンテキストを初期化してください。









	 OCI-22602: pickler TDSハンドル[string]が正しく形成されていません。 
	
原因: pickler TDSハンドルを初期化または形成せずに使用しようとしました。


	
処置: 形成する前に、OCIPicklerTdsInitを使用してハンドルを初期化してください。また、OCIPicklerTdsGenerateを使用して、TDSを形成してから属性をアクセス可能にしてください。









	 OCI-22603: 生成済のTDSハンドルに属性は追加できません。 
	
原因: 生成済のTDSに属性を追加しようとしました。


	
処置: まだ生成されていない初期化済TDSハンドルを使用してください。









	 OCI-22604: TDSハンドルはすでに生成されています。 
	
原因: すでに生成されているTDSを生成しようとしました。


	
処置: まだ生成されていない初期化済TDSハンドルを使用してください。









	 OCI-22605: FDOハンドル[string]が初期化されていません。 
	
原因: 初期化されていないFDOハンドルを使用しようとしました。


	
処置: OCIPicklerFdoInitを使用して、FDOハンドルを初期化してください。









	 OCI-22606: picklerイメージ・ハンドル[string]が正しく形成されていません。 
	
原因: イメージ・ハンドルを初期化または形成せずに使用しようとしました。


	
処置: 構成する前に、OCIPicklerTdsInitを使用してハンドルを初期化してください。また、OCIPicklerImageGenerateを使用して、イメージを構成してから属性をアクセス可能にしてください。









	 OCI-22607: イメージ・ハンドルはすでに生成されています。 
	
原因: すでに生成されているイメージを生成しようとしました。


	
処置: まだ生成されていない初期化済イメージ・ハンドルを使用してください。









	 OCI-22608: 生成済のイメージ・ハンドルに属性は追加できません。 
	
原因: 生成済のイメージに属性を追加しようとしました。


	
処置: まだ生成されていない初期化済イメージ・ハンドルを使用してください。









	 OCI-22609: FDOの初期化中にエラーstringが発生しました。 
	
原因: FDOの初期化中にエラーが発生しました。


	
処置: 指定エラーに基づいた処置を行ってください。









	 OCI-22626: OCIAnyDataの構成またはアクセス中に型の不一致が発生しました。 
	
原因: 提供された型がAnyDataの型と一致していません。ピース・ワイズ構成またはアクセスを実行しようとした場合は、提供された型が現在の属性の型と一致しません。


	
処置: 提供された型が構成またはアクセスするオブジェクトの型と一致することを確認してください。









	 OCI-22975: このオブジェクト・ビューに対してPRIMARY KEYに基づいたREFは作成できません。 
	
原因: MAKE_REF関数で指定されたオブジェクト・ビューに、PRIMARY KEYに基づいたオブジェクト識別子がありません。このようなビューでは、PRIMARY KEYに基づいたREFを作成できません。


	
処置: MAKE_REF関数のPRIMARY KEYに基づいたオブジェクト識別子を保持するオブジェクト・ビューを指定してください。









	 OCI-22976: MAKE_REFに対する引数の数が正しくありません 
	
原因: MAKE_REFに対する引数の数が、オブジェクト・ビューのPRIMARY KEY属性の数と異なります。


	
処置: MAKE_REFに対して必要なすべての引数を指定してください。









	 OCI-30100: 内部エラー[number] 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡し、エラーを報告してください。









	 OCI-30101: 不明なパラメータ名です。'string' 
	
原因: パラメータ名の綴りが誤っています。


	
処置: パラメータ名の綴りを修正してください。









	 OCI-30102: 'string'は'string'に対して有効な範囲内にありません。 
	
原因: パラメータの値が有効範囲内にありません。


	
処置: このパラメータの有効値については、ドキュメントを参照してください。









	 OCI-30103: string'は'string'に対して無効な整数基数です 
	
原因: 無効な整数基数の指定が見つかりました。


	
処置: 整数基数の指定は、d、h、DおよびHのみで行ってください。









	 OCI-30104: 'string'は'string'に対して無効な整数です。 
	
原因: 値が有効な整数ではありません。


	
処置: このパラメータに有効な整数のみを指定してください。









	 OCI-30105: string'は'string'に対して無効なブール値です 
	
原因: 値が有効なブール値ではありません。


	
処置: 有効なブール値については、ドキュメントを参照してください。









	 OCI-30107: パラメータ名の略称'string'が一意ではありません。 
	
原因: 指定された略称が一意ではありませんでした。


	
処置: より長い略称を使用して、パラメータ名を一意にしてください。









	 OCI-30108: 位置パラメータ値stringが無効です。 
	
原因: 無効な位置パラメータが入力されています。


	
処置: 無効な位置パラメータを削除してください。









	 OCI-30109: パラメータ・ファイル'string'をオープンできませんでした 
	
原因: パラメータ・ファイルが存在しません。


	
処置: 適切なパラメータ・ファイルを作成してください。









	 OCI-30110: 'string'で構文エラーが発生しました。 
	
原因: 構文エラーが検出されました。


	
処置: 正しい構文が使用されるように入力を変更してください。









	 OCI-30111: 値'string'の右引用符がありません。 
	
原因: 引用符付き文字列が開始されましたが、終了されていません。


	
処置: 正しい位置に終了の引用符を記述してください。









	 OCI-30112: パラメータ'string'に複数の値を指定できません 
	
原因: 1つの値のみをとるパラメータに複数の値を指定しようとしました。


	
処置: このパラメータには複数の値を指定しないでください。









	 OCI-30113: ファイル'string'の処理中にエラーが発生しました 
	
原因: このファイルの処理中に問題が発生しました。


	
処置: 追加のエラー・メッセージを調べ、その問題を修正してください。









	 OCI-30114: コマンドラインの処理中にエラーが発生しました。 
	
原因: コマンドラインの処理中に問題が発生しました。


	
処置: 追加のエラー・メッセージを調べ、その問題を修正してください。









	 OCI-30115: 環境変数の処理中にエラーが発生しました。 
	
原因: 環境変数の処理中に問題が発生しました。


	
処置: 追加のエラー・メッセージを調べ、その問題を修正してください。









	 OCI-30116: string'('string'に続く)で構文エラーが発生しました 
	
原因: 構文エラーが検出されました。


	
処置: 正しい構文が使用されるように入力を変更してください。









	 OCI-30117: 入力の開始で'string'に構文エラーが発生しました。 
	
原因: 構文エラーが検出されました。


	
処置: 正しい構文が使用されるように入力を変更してください。









	 OCI-30118: 入力の終わりで'string'に構文エラーが発生しました。 
	
原因: 構文エラーが検出されました。


	
処置: 正しい構文が使用されるように入力を変更してください。









	 OCI-30119: 'string'に対する有効な値が取得できません。 
	
原因: このパラメータに有効な値が取得できませんでした。


	
処置: アプリケーションを再実行し、有効な値を入力してください。









	 OCI-30120: 'string'は'string'に対して有効なOracle番号ではありません 
	
原因: この値は、有効なOracle番号ではありません。


	
処置: 有効なOracle番号値については、ドキュメントを参照してください。









	 OCI-30121: 'string'は'string'の値に使用できません。 
	
原因: パラメータの値が有効ではありません。


	
処置: 有効な値については、ドキュメントを参照してください。









	 OCI-30122: 値'string'('string')は、'number'から'number'の間に設定する必要があります。 
	
原因: パラメータの値が有効範囲内にありません。


	
処置: 有効範囲内の値を指定してください。









	 OCI-30129: 無効な関数の引数を受け取りました。 
	
原因: 関数に無効な引数が渡されました。


	
処置: 関数コールを確認して、正しい引数が渡されるようにしてください。









	 OCI-30130: 無効なパラメータ・キーの型を受け取りました。 
	
原因: 関数に無効なパラメータ・キーの型が渡されました。


	
処置: 関数コールのパラメータ・キーの型を確認してください。









	 OCI-30131: 設定されたキーの数が割当てを超えています 
	
原因: 設定中のパラメータ・キーの数が割当て数を超えています。


	
処置: 設定するキーの数を減らすか、割当て数を増やしてください。









	 OCI-30132: 無効なキー索引が指定されました。 
	
原因: バウンド内にないキー索引が指定されました。


	
処置: バウンド内になるように、キー索引を変更してください。









	 OCI-30135: OCIスレッド操作に失敗しました 
	
原因: OCIスレッド関数コールに失敗しました。


	
処置: 関数コールを調べて正しいパラメータが渡されることを確認し、必要な処置を行ってください。









	 OCI-30150: OCIFile関数に無効な引数が渡されました。 
	
原因: OCIFile関数に無効な引数が渡されました。最も一般的な原因は、非NULLポインタが渡されるべきところにNULLポインタが渡されたことです。


	
処置: 引数として渡された値が有効かどうかを確認してください。特にNULLポインタを重点的にチェックしてください。









	 OCI-30151: ファイルがすでに存在します 
	
原因: OCI_FILE_EXCLフラグを指定して、すでに存在しているファイルを開こうとしました。


	
処置: この場合、OCIFileがこの例外を投げたと考えられます。









	 OCI-30152: ファイルが存在しません 
	
原因: OCIFile関数にはファイルが必要ですが、ファイルが存在しません。


	
処置: ファイルが存在するかどうかを確認してください。









	 OCI-30153: 無効なファイル・オブジェクトがOCIFile関数に渡されました。 
	
原因: OCIFile関数に無効なファイル・オブジェクトが渡されました。


	
処置: ファイル・オブジェクトが有効なものであることを確認してください。必要に応じて、OCIFileOpenをコールして、新しいファイル・オブジェクトを作成してください。









	 OCI-30154: OCIFileRead/Writeのバッファとして指定されたメモリー・アドレスが無効です。 
	
原因: 無効なメモリー・アドレスがバッファ・ポインタとしてOCIFileRead/Writeに渡されました。


	
処置: 必要なメモリーが割り当てられているかどうかを確認して、有効なメモリー・アドレスをバッファ・ポインタとして渡してください。









	 OCI-30155: OCIFile関数コール中にI/Oエラーが発生しました。 
	
原因: システム・レベルでI/Oエラーが発生しました。


	
処置: これはシステム・エラーで、処置はエラーによって異なります。









	 OCI-30156: ディスク領域不足 
	
原因: 使用しているファイルシステムのディスクが一杯です。


	
処置: ディスク領域を増加してください。









	 OCI-30157: 無効な引数がオペレーティング・システム・コールに渡されました。 
	
原因: 無効な引数を指定してOSコールが実行されました。


	
処置: 渡された値を確認してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 OCI-30158: OCIFileWriteでファイルが最大許容サイズを超えました 
	
原因: ファイルに書き込む領域がありません。サイズが最大限度に達しました。


	
処置: ユーザーの責任で処置を行ってください。









	 OCI-30159: OCIFileOpen: ファイルを作成できないか、要求されたモードでオープンできません。 
	
原因: OCIFileOpenでファイル作成のための作成フラグが指定されました。しかし、作成できません。または、指定のファイルがすでに存在しているが、そのファイルを指定されたオープン・モードで開く権限がありません。


	
処置: ユーザーに指定されたファイルを作成する権限があるかどうか、またファイルが存在する場合は、その権限が要求されたオープン・モードを許可しているかどうかを確認してください。









	 OCI-30160: ファイルにアクセスできません。 
	
原因: この関数は、既存のファイルにアクセスできませんでした。


	
処置: ユーザーにファイルに要求される権限があることを確認してください。









	 OCI-30161: OCIFile関数コール中にシステム・エラーが発生しました。 
	
原因: OCIFile関数の実行中にシステム・エラーが発生しました。


	
処置: エラーによって異なります。









	 OCI-30162: OCIFileコンテキストが初期化されていません。 
	
原因: OCIFile関数をコールする前に、関数OCIFileInitをコールして、OCIFileコンテキストを初期化する必要があります。


	
処置: その他のOCIFile関数をコールする前に、関数OCIFileInitをコールしてください。









	 OCI-30163: スレッド・セーフティの初期化に失敗しました。 
	
原因: SlgInitへのコールがOCIFileInitで失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 OCI-30175: 引数に無効な型があります。 
	
原因: 引数リストに無効な型の引数があります。


	
処置: 引数に正しい型ラッパーを使用してください。









	 OCI-30176: 書式文字列に無効な書式コードがあります 
	
原因: 書式文字列に無効な書式コードがあります。


	
処置: 無効な書式コードを有効な書式コードに置き換えてください。









	 OCI-30177: フォーマット指定に無効なフラグがあります 
	
原因: フォーマット指定に無効なフラグがあります。


	
処置: 無効なフラグを有効なフラグに置き換えてください。









	 OCI-30178: フォーマット指定に重複しているフラグがあります 
	
原因: フォーマット指定に重複しているフラグがあります。


	
処置: 重複するフラグを削除してください。









	 OCI-30179: 書式コードに無効な引数索引があります。 
	
原因: 0(ゼロ)、または負の引数索引または索引が「(」の前にあります。


	
処置: 無効な引数を有効な引数に置き換えてください。









	 OCI-30180: 引数の索引が大きすぎます。 
	
原因: 引数の索引が、指定された引数の実際の数を超えています。


	
処置: 書式文字列を修正して、追加の引数を渡してください。









	 OCI-30181: 引数の索引中の整数の直後に')'がありません 
	
原因: 引数の索引に閉じカッコがありません。


	
処置: 書式指定を修正してください。









	 OCI-30182: 精度指定子が無効です。 
	
原因: 有効な書式が後に続かないピリオドが書式指定にあります。


	
処置: 無効な精度指定子を有効な精度指定子に置き換えてください。









	 OCI-30183: フィールド幅指定子が無効です。 
	
原因: 無効なフィールド幅指定が指定されました。


	
処置: 無効なフィールド幅を有効なフィールド幅に置き換えてください。









	 OCI-30184: 引数型が書式コードと矛盾します。 
	
原因: 書式コードに不正な引数の型が指定されました。


	
処置: 書式および引数を互換性があるようにしてください。









	 OCI-30185: 出力が大きすぎるためバッファに格納できません。 
	
原因: バッファが出力文字列全体を保持できるほど大きくありません。


	
処置: 渡されたバッファのサイズおよび長さを修正してください。









	 OCI-30191: 引数リストが見つかりません。 
	
原因: 引数リストが指定されていません。


	
処置: 引数リストを変更して、少なくともそれにOCIFormatEndがあるようにしてください。









	 OCI-30930: XMLノード 'string' (型=string) はこの操作をサポートしていません 
	
原因: 指定されたノードの型は、この操作ではサポートされていません。たとえば、属性ノードに子を追加したり、子として文書ノードに渡したりする操作は、サポートされていません。


	
処置: 有効なノード型を操作に使用してください。









	 OCI-30931: 要素'string'に複合テキストを含めることはできません 
	
原因: 複数のテキスト・ノードを設定するには、XML要素をMIXEDとして宣言する必要があります。


	
処置: スキーマで、この要素の型をMIXEDとして宣言してください。









	 OCI-30932: 参照ノード'string'は指定された親ノード'string'に含まれていません 
	
原因: 参照ノードを使用するには、そのノードが指定の親ノードを持つことが必要です。


	
処置: 指定の親ノード内のノードを参照ノードとして使用してください。









	 OCI-30933: 要素'string'は、この時点では親'string'内にありません 
	
原因: 親の内容モデルで指定された順序に従っていないため、この要素をこの位置で使用することはできません。


	
処置: 親要素の内容モデルに従って、子要素の順序を変更してください。









	 OCI-30934: 'string'(stringノード)を親'string'(stringノード)に挿入できません 
	
原因: この型の子ノードをこの型の親ノードに挿入することは、このスキーマでは許可されていません。たとえば、文書に挿入できるのは要素ノードに限られます。


	
処置: ノード型に合った子ノードのみを挿入してください。









	 OCI-30935: XML maxoccurs値(string)を超えました 
	
原因: スキーマ・ベースのXML文書にmaxOccursを超える値を挿入しようとしました。


	
処置: maxOccursを超える値を文書に挿入しないでください。









	 OCI-30936: 最大数(string)('string' XMLノード要素)を超えました 
	
原因: XML文書に許可された数(MAXOCCURS FACETで指定)を超える要素を挿入しようとしました。


	
処置: XML文書には最大数を超える要素を追加しないでください。









	 OCI-30937: 'string'(名前空間'string')のスキーマ定義が親'string'にありません 
	
原因: 処理対象親ノードのスキーマ定義では、内容モデルに指定された子ノードを挿入することは許可されていません。新しい型のスキーマ定義を使用するには、xsi:typeによる型キャストが必要です。


	
処置: スキーマで宣言された要素と属性のみを挿入してください。xsi:typeが指定されている場合は、先頭に指定されていることを確認してください。









	 OCI-30938: 名前空間'string'(パーティクルstring)の接頭辞が定義されていません 
	
原因: XML名前空間マッピング(xmlns:<prefix>=<namespace URL>)は、スキーマで制約されたXMLType文書に格納されたパーティクル(要素または属性)ごとに定義する必要があります。


	
処置: xmlns属性定義(attribute name="xmlns:prefix" and value="namespace URL")を現行のXMLType文書に追加してください。マッピングが有効範囲内になることを保証するため、この属性は文書のルート・ノードに追加するのが最も安全です。









	 OCI-30939: 順序違反: 要素'string'を要素'string'の後に続けることはできません 
	
原因: XML Schemaがシーケンシャルな内容モデルを指定しています。シーケンシャルな内容モデルでは、インスタンス内のノードの順序がスキーマが指定する順序どおりであることが必要です。また、このインスタンスはスキーマの妥当性に依拠します。これはインスタンスの順序情報の保守を不要にするためです。


	
処置: 要素は必ずスキーマで指定された順序で挿入してください。









	 OCI-30940: 接頭辞'string'(QNameノード'string')を解決できません 
	
原因: 接尾辞の有効範囲で有効な名前空間を持たないQName値を格納しようとしました。


	
処置: 使用されている接頭辞に対応する名前空間を宣言してください。









	 OCI-30941: デフォルトでない名前空間'string'に空のURIは指定できません 
	
原因: 空のURI文字列を使用して、デフォルト以外の名前空間に対する名前空間宣言を挿入しようとしました。


	
処置: 空でないURIを、デフォルトの名前空間でない名前空間に対して指定してください。









	 OCI-30942: XML Schema Evolutionエラーです。スキーマ'string'、表string、列'string' 
	
原因: 展開中に、スキーマに準拠したXMLType表/列でエラーが発生しました。詳細は、続いて出力される個別のエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: スキーマ、このエラー・メッセージにある表および列情報、続いて出力される個別のエラー・メッセージに基づいて、処置を行ってください。









	 OCI-30943: XML Schema 'string'は、XML Schema 'string'に依存しています 
	
原因: 指定されていない依存スキーマがあるか、スキーマが依存順序に従って指定されていません(スキーマS1がスキーマSに依存している場合、SはS1の前に指定する必要があります)。


	
処置: 指定されていないスキーマをスキーマ・リストに追加するか、スキーマの指定順序を修正してください。その後で、操作を再試行してください。









	 OCI-30944: XML Schema 'string'(表string、列'string')のロールバック中にエラーが発生しました 
	
原因: XML Schema Evolutionのロールバック中に、スキーマに準拠したXMLType表/列でエラーが発生しました。詳細は、続いて出力される個別のエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: スキーマ、このエラー・メッセージにある表および列情報、続いて出力される個別のエラー・メッセージに基づいて、処置を行ってください。









	 OCI-30945: マッピング表'string'を作成できませんでした 
	
原因: XML Schema Evolutionで、マッピング表が作成できませんでした。詳細は、続いて出力される個別のエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: 指定した名前の表が存在していないことを確認し、操作を再試行してください。









	 OCI-30946: XML Schema Evolutionの警告: 一時表がクリーンアップされていません 
	
原因: スキーマの展開後、一時表のクリーンアップでエラーが発生しました。Schema Evolutionは成功しました。


	
処置: 一時表を削除する必要がある場合は、マッピング表を使用して一時表名を取得して削除してください。









	 OCI-30951: XPathでの要素または属性stringが、最大長を超えています 
	
原因: XML文書に最大長(maxLengthファセットで指定)を超える長さのノードを挿入しようとしました。


	
処置: XML文書に最大長を超えるノードを追加しないでください。









	 OCI-30990: リソースstringの所有者を変更するには権限が不足しています 
	
原因: 必要な権限なしで、XML DBリソースの<Owner>フィールドを変更しようとしました。


	
処置: SYSに切り替えてから所有権の変更を実行するか、想定されているリソース受信者に権限の委譲を依頼してください。









	 OCI-30991: DOMは、スキーマベースの親に特別属性を追加するために使用できません 
	
原因: DOMを使用して、xsi:schemaLocation、xsi:noNamespaceSchemaLocation、xsi:type、xsi:nil属性のいずれかを、スキーマ・ベースのXMLノードに追加、あるいはスキーマ・ベースのXMLノードから削除しようとしました。


	
処置: DOMのかわりにupdateXML演算子を使用してください。









	 OCI-31000: リソース'string'はXDBスキーマ・ドキュメントではありません 
	
原因: 指定されたスキーマURLは、登録済のOracle XML DBスキーマを参照していません。


	
処置: 指定されたスキーマがOracle XML DBに登録済であることを確認してください。









	 OCI-31001: リソース・ハンドルまたはパス名"string"が無効です 
	
原因: 無効なリソース・ハンドルまたはパス名がOracle XML DB階層リゾルバに渡されました。


	
処置: 階層リゾルバに有効なリソース・ハンドルまたはパス名を渡してください。









	 OCI-31002: パス名stringはコンテナではありません 
	
原因: Oracle XML DBには、コンテナを示すパス名が必要です。


	
処置: コンテナを示すパス名またはリソース・ハンドルを渡してください。









	 OCI-31003: 親のstringにはすでに子エントリstringが含まれています 
	
原因: Oracle XML DB階層リゾルバに重複する子を挿入しようとしました。


	
処置: コンテナに一意の名前を挿入してください。









	 OCI-31004: XDB$H_INDEXのBLOBの長さstringは最小値string未満です 
	
原因: XDB$H_INDEX表で、CHILDREN列(BLOB型の列)は、連鎖していない状態で所定の最小値以上の長さであることが必要です。計算されたLOBの長さは、示された最小値未満でした。


	
処置: init.oraパラメータdb_block_sizeの値を2K以上に設定してください。Oracle XML DBの処理速度を最高にするには、db_block_sizeを8Kに設定してください。









	 OCI-31005: パス名の長さstringが最大長stringを超えています 
	
原因: Oracle XML DB階層リゾルバに渡すパス名の長さが最大長を超えました。


	
処置: 短いパス名を指定してください。









	 OCI-31006: パス名セグメントの長さstringが最大長stringを超えています 
	
原因: Oracle XML DB階層リゾルバに渡すパス名セグメントの長さが、パス名セグメントの最大長を超えました。


	
処置: 短いパス名セグメントを指定してください。









	 OCI-31007: 空ではないコンテナstring/stringを削除しようとしました 
	
原因: Oracle XML DB階層リゾルバの空ではないコンテナを削除しようとしました。


	
処置: 再帰的な削除を実行するか、コンテナの内容を削除してください。









	 OCI-31009: プロパティstringへのアクセスは拒否されました 
	
原因: アクセス権限のないプロパティにアクセスしようとしました。


	
処置: ACLを調べて、このプロパティに関する権限を確認してください。









	 OCI-31010: XML要素の索引stringは最大挿入索引stringを超えています 
	
原因: ノードの無効な索引位置にXML要素を挿入しようとしました。


	
処置: 許可された範囲内に新しい索引を指定してください。









	 OCI-31011: XML解析に失敗しました 
	
原因: 文書解析時に、XML Parserがエラーを戻しました。


	
処置: 解析される文書が有効であるかどうかを確認してください。









	 OCI-31012: 指定されたXPATH式はサポートされていません 
	
原因: 関数に渡されるXPATH式は、現在、サポートされていません。


	
処置: XPATH式を確認して、サポートされている式を使用するように変更してください。









	 OCI-31013: 無効なXPATH式です 
	
原因: 関数に渡されるXPATH式が無効です。


	
処置: XPATH式に構文エラーがないかどうかを確認してください。









	 OCI-31014: ルート・コンテナを削除しようとしました 
	
原因: 階層索引のルート・コンテナを削除しようとしました。


	
処置: ルート・コンテナは削除しないでください。









	 OCI-31015: 名前なしのエントリを挿入しようとしました 
	
原因: 階層リゾルバに子の名前なしのエントリを挿入しようとしました。


	
処置: 子の名前を指定して、挿入を再試行してください。









	 OCI-31016: 名前なしのエントリを削除しようとしました 
	
原因: 階層リゾルバから子の名前なしのエントリを削除しようとしました。


	
処置: 子の名前を指定して、削除を再試行してください。









	 OCI-31017: XML文書の一意のOIDを生成中にエラーが発生しました 
	
原因: XML文書の格納に使用されるグローバルな一意OIDの生成中にエラーが発生しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 OCI-31018: XML文書を削除中にエラーが発生しました 
	
原因: 指定されたREFにより参照されるXMLTypeオブジェクトは、REFが無効であるか、または存在しない表が参照されているため削除できません。


	
処置: FORCEを使用して削除を実行するか、または有効なREFを指定してください。









	 OCI-31019: 再帰的削除のスナップショットがstring/stringに対して古すぎます 
	
原因: 再帰的削除の実行中に、ディレクトリの構造が変更されました。


	
処置: ディレクトリの削除を再試行してください。









	 OCI-31020: 操作できません。理由: string 
	
原因: 実行しようとした操作は許可されていません。


	
処置: 理由を参照して有効な操作に変更してください。









	 OCI-31021: 要素の定義が見つかりません 
	
原因: 要素の定義が見つかりません。


	
処置: 要素の定義を指定するか、または定義済の要素を使用してください。









	 OCI-31022: 要素が見つかりません 
	
原因: 要素が見つかりません。


	
処置: 指定した要素が存在することを確認してください。









	 OCI-31023: 索引サイズのエラー 
	
原因: 索引サイズが許可された値を超えています。


	
処置: 索引サイズが許可された値未満であることを確認してください。









	 OCI-31025: ドキュメント要素が無効です 
	
原因: XML文書内にある無効な索引番号のデータを置換しようとしました。


	
処置: 有効な出現番号を指定して操作を再試行してください。









	 OCI-31027: パス名またはハンドルstringがリソースを示していません 
	
原因: リソース以外の実体を示すパス名またはリソース・ハンドルに基づいてリソースを取得しようとしました。


	
処置: このようなパス名またはリソース・ハンドルに基づいてリソースを取得しないでください。









	 OCI-31028: リソース・メタデータの長さstringが最大長stringを超えました 
	
原因: 挿入しようとしたリソース・メタデータの長さが、そのメタデータ型の最大長を超えています。


	
処置: リソース・メタデータの長さを最大長以下にしてください。









	 OCI-31029: 未保存のリソースにはバインドできません 
	
原因: ディスクに保存されていないリソースをバインドしようとしました。


	
処置: 保存済のリソースのみをバインドしてください。









	 OCI-31030: XML文書を取得できません 
	
原因: XML文書に対する無効な(参照先がない)REFがリソースに含まれています。


	
処置: 有効なXMLType REFを使用してリソースをリバインドしてください。









	 OCI-31033: リクエストされたXMLの子の数stringが最大数stringを超えています 
	
原因: XML要素の許可された最大数を超える子を追加しようとしました。


	
処置: スキーマを再定義して、兄弟関係になるよう子を分割してください。









	 OCI-31035: ロック・リソースをパスstring/stringにバインドできませんでした 
	
原因: 階層内の新しい位置に既存のリソースをバインドしようとしましたが、リソースのロックを取得できませんでした。


	
処置: リソースのロックを保持しているトランザクションをコミットまたはロールバックしてください。









	 OCI-31037: XML属性名stringは無効です 
	
原因: XML文書の属性名が関連付けられたスキーマの名前と一致しません。


	
処置: スキーマに定義されている属性か、またはXML標準属性のみ指定してください。









	 OCI-31038: string値"string"は無効です 
	
原因: XML文書のテキストが、スキーマのデータ型および他の制約で指定されている有効な値ではありません。


	
処置: XML文書で指定した値が、スキーマのデータ型および他の制約に関して有効であることを確認してください。









	 OCI-31039: XMLの名前空間の長さstringが最大長stringを超えています 
	
原因: ディスク・フォーマットされたXML名前空間の長さが最大長を超えています。


	
処置: XML名前空間宣言が最大長を超えないようにしてください。









	 OCI-31040: プロパティstring: XML型(string)は内部メモリー型(string)と互換性がありません。 
	
原因: 指定されたXMLデータ型がデータベースのデータ型と互換でないため、変換できません。


	
処置: これは内部エラーです。通常コンパイル済のXML Schemaが破損したことにより発生します。スキーマを再登録するか、またはOracleサポートに連絡してください。









	 OCI-31041: プロパティstring: メモリー型(string)はデータベース型(string)と互換性がありません。 
	
原因: このプロパティに関連するメモリー型が互換でないデータベース型にマップされたため、変換できません。


	
処置: これは内部エラーです。通常コンパイル済のXML Schemaが破損したことにより発生します。スキーマを再登録するか、またはOracleサポートに連絡してください。









	 OCI-31042: 'string'型内にプロパティが多すぎます 
	
原因: この型には、表の列と同じ数のプロパティ(要素および属性)のみ含めることができます。


	
処置: XML Schemaを変更して、プロパティをインラインではないサブ要素に移動してください。









	 OCI-31043: 要素'string'はスキーマ'string'でグローバルに定義されていません 
	
原因: 指定された要素名は、XML Schemaのトップレベルで(グローバルに)定義されていません。要素は、XMLTypeオブジェクトのルートになるようグローバルに定義される必要があります。


	
処置: XML Schema定義を調べ、示された要素名がトップレベルで定義されていることを確認してください。









	 OCI-31044: トップレベルの接頭辞の長さstringが最大長stringを超えています 
	
原因: 最大長を超える長さのトップレベルのXML名前空間接頭辞をディスクに保存しようとしました。


	
処置: 最大長を超える長さのXML名前空間接頭辞を定義しないでください。









	 OCI-31045: ルートXMLノード外にstringより多くのものは格納できません 
	
原因: 文書のルート・ノードの前後いずれかに、XMLの最大数を超える数のデータ(コメントまたは処理命令など)を格納しようとしました。


	
処置: ルート・ノード外のデータ数が最大数を超えないようにしてください。









	 OCI-31046: 演算子に指定された引数が正しくありません 
	
原因: 問合せの演算子に指定された引数が1つ以上正しくありません。


	
処置: 演算子に指定された引数を修正してください。









	 OCI-31047: パスstringでリソース・データを取得できませんでした 
	
原因: リソースの内容またはリソースのメタデータ(あるいはその両方)の取得中にエラーが発生しました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 OCI-31048: 未保存のリソースは更新できません 
	
原因: ディスクに1度も保存していないリソースを更新しようとしました。


	
処置: かわりにリソースの挿入を実行してください。









	 OCI-31050: アクセスが拒否されました 
	
原因: 要求されたアクセス権限は現在のユーザーに付与されていません。リソースにアクセスするには、ユーザーに権限を付与する必要があります。


	
処置: 要求されたアクセス権限のセットを調べ、それらがユーザーに付与されたアクセス権限のセットに含まれていることを確認してください。









	 OCI-31051: リクエストされたアクセス権限はサポートされていません 
	
原因: 要求されたアクセス権限は指定されたリソースでサポートされていません。


	
処置: 要求されたアクセス権限が、指定されたリソースの有効なアクセス権限であることを確認してください。









	 OCI-31052: 他の参照のあるACLは削除できません 
	
原因: 要求されたACLリソースは削除できません。このACLは他のリソースにより使用されています。


	
処置: ACLを参照しているリソースを削除して、再試行してください。









	 OCI-31053: 演算子の深度引数値は負の値にはできません 
	
原因: 主演算子に渡された深度引数値が正の整数ではありませんでした。


	
処置: 深度引数値には正の値を渡してください。









	 OCI-31054: string演算子には補助演算子を含むことができません 
	
原因: 副演算子が、それをサポートしない演算子とともに使用されました。


	
処置: 問合せの副演算子を削除してください。









	 OCI-31055: NULLのXMLType要素はRESOURCE_VIEWに挿入できません 
	
原因: RESOURCE_VIEWに挿入中の要素がNULLです。


	
処置: 非NULLのXMLType要素を指定して、RESOURCE_VIEWに挿入してください。









	 OCI-31056: 挿入中のドキュメントがstringに適合していません 
	
原因: RESOURCE_VIEWに挿入中のXMLType要素が指定のスキーマに適合していません。


	
処置: 指定されたスキーマに適合する要素を挿入してください。









	 OCI-31057: 挿入中の要素の表示名はNULLです 
	
原因: RESOURCE_VIEWに挿入中の要素の表示名がNULLです。


	
処置: 表示名を指定してRESOURCE_VIEWに要素を挿入してください。









	 OCI-31058: 読取り専用XOBは変更できません 
	
原因: 読込み専用XOBは変更できません。


	
処置: このXOBには読込み操作のみ実行してください。









	 OCI-31059: ルートXML文書ノードは、すでに存在する場合は挿入できません 
	
原因: すでにルート・ノードが存在するXML文書にルート・ノードを挿入しようとしました。


	
処置: 新しいノードを挿入するかわりに、ノードを置換する適切な置換ファンクションをコールしてください。









	 OCI-31060: パスstringのリソースは削除できません 
	
原因: 名前付きリソースの削除中にエラーが発生しました。エラー・スタックの1つ下の階層に特定のエラーが見つかりました。


	
処置: スタック上の次のエラーを参照して、適切に処置してください。









	OCI-31061: XDBエラー: string 
	
原因: 表示されたエラーがXDBで発生しました。


	
処置: エラーを修正するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 OCI-31062: 未保存のリソースは削除できません 
	
原因: ディスクに保存されていないリソースを削除しようとしました。


	
処置: 保存済のリソースのみを削除してください。









	 OCI-31065: 読取り専用プロパティ[string]は変更できません 
	
原因: 不変なXMLノードを変更しようとしました。


	
処置: このプロパティには読込み操作のみ実行してください。









	 OCI-31066: stringをstringに挿入するとサイクルが作成されます 
	
原因: Oracle XML DB階層にリンクを挿入しようとしましたが、この操作を実行するとツリーにサイクルが作成されます。


	
処置: 既存のリソースへのリンクがサイクルを作成しないことを確認してください。









	 OCI-31067: XMLノードは、同じタイプのノードを使用して更新する必要があります 
	
原因: updateXMLを使用して、別の型のノードでXMLノードを更新しようとしました。


	
処置: XPathで指定されたノードが、指定された新しいデータの型に一致していることを確認してください。









	 OCI-31068: updateXMLの予測されるデータ形式は[string]で、[string]ではありません 
	
原因: updateXMLを使用して、不適切な型のノードでデータを更新しようとしました。テキスト・ノードおよび属性ノードは文字列データで更新する必要があり、要素ノードはXMLTypeデータで更新する必要があります。


	
処置: CREATEXMLまたはgetStringValを使用して、新しいデータを適切なフォーマットに強制変換してください。









	 OCI-31069: 型指定の変更を、非スキーマ・ベースのXMLTypeノードに適用できません 
	
原因: XML Schema定義を使用して、非スキーマ・ベースのXMLTypeノードを挿入、削除または更新しようとしました。


	
処置: 型のないノードを変更するには、タグ名で参照してください。









	 OCI-31070: データベース・ユーザーID stringは無効です 
	
原因: Oracle XML DBリソース・メタデータ・プロパティに無効なユーザーIDを設定しようとしました。


	
処置: ユーザーIDの妥当性を確認して再試行してください。









	 OCI-31071: データベース・ユーザー名またはGUID stringは無効です 
	
原因: Oracle XML DBリソース・メタデータ・プロパティに無効なユーザー名またはGUIDを設定しようとしました。


	
処置: ユーザー名またはGUIDの妥当性を確認して再試行してください。









	 OCI-31072: updateXMLのXMLType断片部分に子ノードが多すぎます 
	
原因: updateXML演算子の新しいデータとして、複数の子を含むXMLTypeフラグメントを渡そうとしました。


	
処置: 新しいXMLノードとしてupdateXMLに子を渡す前に、XMLTypeから指定する子を抽出してください。









	 OCI-31073: パス名を使用してリソースが取得されませんでした 
	
原因: ディスクに1度も保存していないか、またはパス名以外の方法を使用してロードしたリソースのパス名にアクセスしようとしました。


	
処置: パス名操作は、パス名を使用して取得したリソースにのみ実行してください。









	 OCI-31075: XML Schemaのstring宣言は無効です 
	
原因: メッセージにより識別される無効な宣言がXML Schemaに含まれています。


	
処置: 識別されたエラーを修正して再試行してください。









	 OCI-31076: 要求された属性"string"は指定されていません 
	
原因: 要求された属性がXML Schemaで指定されていません。


	
処置: 要求された属性の値を指定してください。









	 OCI-31077: 指定された属性"string"は無効です 
	
原因: 無効な属性がXML Schemaで指定されています。


	
処置: 無効な属性の指定を削除してください。









	 OCI-31078: SQLのマッピング情報でエラーが発生しました 
	
原因: XML Schema内のSQL型および表の指定にエラーがあります。


	
処置: 指定したすべてのSQL型および表が有効であり、対応するXML型と一致することを確認してください。









	 OCI-31079: 参照をstring "string"に変換できません 
	
原因: この型、属性または要素は解決できません。


	
処置: 名前が有効なXML(単純/複合)型、属性または要素に対応していることを確認して、再試行してください。









	 OCI-31080: 属性または要素"string"に対して型が指定されていません 
	
原因: 識別された属性または要素に型がありません。


	
処置: すべての属性および要素に有効な型指定があることを確認してください。









	 OCI-31081: グローバル宣言に対して名前が指定されていません 
	
原因: XML Schemaで、属性、要素、simpleTypeまたはcomplexTypeのグローバル宣言に名前が指定されていません。


	
処置: すべてのグローバル宣言に対して名前を指定してください。









	 OCI-31082: 属性"string"("string"の宣言内)は無効です 
	
原因: 無効な属性がXML Schemaで指定されています。


	
処置: 無効な属性の指定を削除してください。









	 OCI-31083: SQL型"string"."string"の作成中にエラーが発生しました 
	
原因: 複合型の指定に基づいたSQL型の作成中にエラーが発生しました。


	
処置: 識別されたエラーを修正して再試行してください。









	 OCI-31084: 表"string"."string"(要素"string"用)の作成中にエラーが発生しました 
	
原因: 識別された要素の宣言に基づいて表を作成しようとしたときに、エラーが発生しました。


	
処置: 識別されたエラーを修正して再試行してください。









	 OCI-31085: スキーマ"string"はすでに登録されています 
	
原因: 以前に登録したスキーマと同じURLのスキーマを登録しようとしました。


	
処置: 別のURLのスキーマを登録してください。









	 OCI-31086: グローバル・スキーマ"string"登録のための権限が不足しています 
	
原因: 十分な権限がない状態でグローバル・スキーマを登録しようとしました。


	
処置: グローバル・スキーマを登録する権限があることを確認してください。









	 OCI-31087: スキーマ"string"削除のための権限が不足しています 
	
原因: 十分な権限がない状態でスキーマ・リソースを削除しようとしました。


	
処置: スキーマを削除する権限があることを確認してください。









	 OCI-31088: オブジェクト"string"."string"はスキーマによって異なります 
	
原因: 依存オブジェクトのあるスキーマを削除しようとしました。


	
処置: 依存オブジェクトを削除してからスキーマを削除するか、CASCADEまたはFORCEオプションを使用してください。









	 OCI-31089: スキーマ"string"は名前空間"string"をターゲットにしていません 
	
原因: スキーマ文書に、有効な名前空間に属していない他のスキーマへの(include定義およびimport定義を介した)参照が含まれています。


	
処置: include定義を介して参照されるすべてのスキーマが、親スキーマと同じ名前空間をターゲットにしていることを確認してください。さらに、import定義で指定された名前空間が、指定されたスキーマの実ターゲット名前空間と一致していることを確認してください。









	 OCI-31090: データベースのスキーマ名"string"は無効です 
	
原因: XML Schema文書に無効なデータベース・スキーマ名があります。たとえば、SQLSchema属性の値が無効なデータベース・スキーマ名です。


	
処置: XML Schema文書にあるデータベース・ユーザー名およびスキーマ名の参照先が、すべて既存のデータベース・ユーザーおよびスキーマであることを確認してください。









	 OCI-31091: SQL名として指定された文字列が空です 
	
原因: XML Schema文書にNULLのSQL名があります。たとえば、SQLName、SQLType、defaultTable属性の値がNULLです。


	
処置: XML Schema文書にあるSQLスキーマ・オブジェクトの名前が、すべて有効なSQL名であることを確認してください。または、スキーマからこれらの属性を削除して再試行してください。









	 OCI-31092: SQL名"string"は無効です 
	
原因: XML Schema文書に無効なSQL名があります。たとえば、SQLName、SQLType、defaultTable属性の値がNULLです。


	
処置: XML Schema文書にあるSQLスキーマ・オブジェクトの名前が、すべて有効なSQL名であることを確認してください。データベース名の長さまたは名前に関する他の制限が、文書の条件を満たしていることを確認してください。









	 OCI-31093: パラメータに対して指定された値がNULLまたは無効です: string 
	
原因: パラメータに対して渡された引数の値がNULLまたは無効です。


	
処置: すべての入力引数の値が有効であることを確認してください。









	 OCI-31094: SQL型"string"(属性または要素"string"用)は互換性がありません 
	
原因: XML Schemaで指定されているSQL型の情報が、指定された属性または要素に対するXMLデータ型と一致しません。


	
処置: 指定されたSQL型が、宣言済のXMLデータ型と一致していることを確認してください。









	 OCI-31095: stringは生成できません: "string.string"がすでに存在します 
	
原因: XML Schema文書で指定されている型名または表名は、すでに使用されているため生成できません。


	
処置: 型または表に別の名前を使用するか、またはNOGENモードを使用して、スキーマ・コンパイラで新しい型または表を生成しないようにしてください。









	 OCI-31096: スキーマの検証に失敗しました 
	
原因: XML Schemaの妥当性を検証できませんでした。


	
処置: SQLTypeおよび他のデータ型マッピングが有効であることを確認してください。









	 OCI-31097: 階層索引は空ではありません 
	
原因: 空ではない階層索引を再作成しようとしました。


	
処置: 階層索引のすべての行を削除して再作成してください。









	 OCI-31099: XDBセキュリティの内部エラー 
	
原因: Oracle XML DBセキュリティに内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 OCI-31100: XDBロックの内部エラー 
	
原因: Oracle XML DBロックに内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 OCI-31101: "string"トークンはリソース"string"のロック中には取得されません 
	
原因: プリンシパルでこのトークンによるロックがすでに保持されているときに、リソースにロックが試行されました。


	
処置: このトークンでロックを再試行してください。









	 OCI-31102: すでに排他モードでロックされています。ロックの追加はできません。 
	
原因: リソースはすでに排他モードでロックされています。別のロックの追加はできません。


	
処置: 既存のロックを解除してください。









	 OCI-31103: リソースは共有モードでロックされています。排他ロックの追加はできません 
	
原因: リソースは共有モードでロックされています。共有ロックの追加はできません。


	
処置: 共有モードでロックを試行するか、または既存のロックを解除してください。









	 OCI-31104: "string"トークンのあるロックはロック解除用の"string"では見つかりません 
	
原因: ロックはすでに解除されているか、または期限が切れている可能性があります。


	
処置: 処置は必要ありません。ロックはすでに正常に解除されています。









	 OCI-31105: ユーザーはロック"string"を所有していません 
	
原因: ユーザーは解除するロックを所有していません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 OCI-31107: リソース"string"が名前ロックでロックされているため処置に失敗しました 
	
原因: ロック要求により要求URI全体がロックされます。


	
処置: ロック・トークンを指定するか、またはロックを解除してください。









	 OCI-31108: リソースstringがロックされているため処置に失敗しました 
	
原因: 既存のロックが存在するため、削除または名前の変更に失敗しました。


	
処置: lockdiscoveryを使用してロックを検索し、削除してください。









	 OCI-31109: 親リソースstringがロックされているため処置に失敗しました 
	
原因: 親リソースがロックされているため、削除または名前の変更に失敗しました。


	
処置: lockdiscoveryを使用してロックを検索し、削除してください。









	 OCI-31110: リソースstringが名前でロックされているため処置に失敗しました 
	
原因: 子の1つがロックされているため、削除または名前の変更に失敗しました。


	
処置: lockdiscoveryを使用してロックを検索し、削除してください。









	 OCI-31111: 表stringは、階層的に使用できません 
	
原因: トリガー<tabname>_xdb_pitriggerはすでに存在しています。


	
処置: 階層索引のすべての行を削除して再作成してください。









	 OCI-31112: XDB構成を使用したstring(stringポートに対して)に失敗しました 
	
原因: 定義済プレゼンテーションのポート番号が無効です。


	
処置: ポート番号はすでに使用されているか、または保護されています。別のポート番号を指定してください。









	 OCI-31113: XDB構成は、スキーマに準拠しないデータを使用して更新できません 
	
原因: 非スキーマまたは非スキーマ準拠データを使用して、Oracle XML DB構成を更新しようとしました。


	
処置: 文書がスキーマ・ベースであること、およびスキーマ準拠であることを確認してください。









	 OCI-31114: XDB構成は削除されたか、または破損しています 
	
原因: Oracle XML DB構成リソースは削除されたか、または破損しました。


	
処置: Oracle XML DBを再インストールするか、または有効な構成文書を再挿入してください。









	 OCI-31115: XDB構成エラー: string 
	
原因: Oracle XML DB構成に関連するエラーが発生しました。


	
処置: 構成リソースに有効なデータが含まれていることを確認してください。









	 OCI-31116: 表領域が正しく指定されていません 
	
原因: 指定された表領域にXDBを移動できません。


	
処置: 有効な表領域を指定してください。









	 OCI-31121: string演算子にはFALSEを指定できません 
	
原因: 指定された演算子の値がFALSEです。


	
処置: TRUEになる演算子を指定してください。









	 OCI-31122: string演算子に不適切なRHS値が指定されています 
	
原因: 演算子に指定された右辺の値がTRUEではありません。


	
処置: TRUEになる値を右辺に指定してください。









	 OCI-31151: stringに対して循環定義が検出されました: "string" 
	
原因: この型に対するスキーマ定義は循環しています。


	
処置: 循環定義を削除してスキーマを再コンパイルしてください。









	 OCI-31153: 予約済接頭辞"http://xmlns.oracle.com/xdb/schemas/" 
	
原因: この接頭辞は、Oracle XML DB拡張スキーマURL用に予約されているため、ユーザー指定URLでは使用できません。


	
処置: 別の接頭辞に変更してください。









	 OCI-31154: 無効なXML文書 
	
原因: XML文書がXML Schemaに関して無効です。


	
処置: 識別されたエラーを修正して再試行してください。









	 OCI-31155: 属性stringはXDB名前空間にありません 
	
原因: 指定された属性は、Oracle XML DBの名前空間接頭辞が必要です。


	
処置: Oracle XML DBで指定されたすべての属性に名前空間接頭辞があることを確認して再試行してください。









	 OCI-31157: コンテンツ・タイプのキャラクタ・セットが無効です 
	
原因: HTTP Content-Typeヘッダーに、Oracleが認識しないキャラクタ・セットがありました。


	
処置: HTTP要求のContent-Typeヘッダーを修正してください。









	 OCI-31158: スキーマ"string"は、現在参照されています 
	
原因: 指定されたスキーマURLは、現在同じセッションで参照されています。PLSQL XMLType変数が範囲内にあることが原因の可能性があります。


	
処置: このセッションでのこのスキーマに対するすべての参照を解除して、操作を再試行してください。









	 OCI-31159: XML DBは無効な状態です 
	
原因: XML DBの内部表が無効な状態です。データベースがアップグレードされていないか、またはアップグレードが正常に完了しなかった可能性があります。


	
処置: データベースが正常にアップグレードされていることを確認してください。問題が解決されない場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 OCI-31160: 置換グループ最大サイズstringが、"string"(string)の分だけ先頭要素"string"(string)で超えています 
	
原因: 要素が、ネストされている置換グループの最大限度を超えました。


	
処置: 違反している置換要素を削除した後、指定されたスキーマを削除して再登録してください。









	 OCI-31161: 要素または属性"string"は表外に格納できません 
	
原因: 単純型の要素または属性にSQLInline=falseがあります。


	
処置: 違反している要素または属性のSQLInline=false修飾子を削除してください。









	 OCI-31162: 要素または属性"string"にはSQLTypeが指定されていません 
	
原因: 要素または属性にSQLTypeを指定せずに、GENTYPES=falseによってスキーマの登録が呼び出されました。


	
処置: 違反している要素または属性にSQLTypeを指定して、スキーマを再度登録してください。









	 OCI-31163: 要素または属性"string"に無効な属性値"string"があります("string"である必要があります) 
	
原因: 制限によって導かれるcomplexTypeの要素または属性に、ベース型と異なる値の属性があります。


	
処置: 一致していない属性を違反している要素または属性から削除してください。









	 OCI-31164: ダイレクト・パスを使用するオブジェクト・リレーショナルXML属性はロードできません 
	
原因: ロード中の表に、オブジェクト・リレーショナル記憶領域のXML列があります。XMLType列にサブタイプの型があります。この種の属性は、ダイレクト・パスでロードできません。


	
処置: 従来型パス・モードでロードを実行してください。









	 OCI-31165: ダイレクト・パスを使用するオブジェクト・リレーショナルXML属性はロードできません 
	
原因: ロード中の表に、オブジェクト・リレーショナル記憶領域のXML列があります。XMLType列に表外パーティション表があるか、またはそれ自体がXMLType属性の1つによってパーティション化されている表があります。この型の表は、ダイレクト・パスを使用してロードできません。


	
処置: 従来型パス・モードでロードを実行してください。









	 OCI-31167: サイズが64Kを超えるXMLノードは挿入できません 
	
原因: 64Kを超えるサイズのXML Text Nodeを挿入しようとしました。これはサポートされていません。


	
処置: 64K未満でテキスト・ノードを作成してください。









	 OCI-31168: ノードのlocalnameおよびnamespace値は64Kより小さくする必要があります 
	
原因: 64K以上のlocalnameまたはnamespace値でXMLノードを指定しようとしました。これはサポートされていません。


	
処置: ノードのlocalnameおよびnamespaceの値は、64Kより小さくする必要があります。









	 OCI-31180: 無効なPL/SQL DOMハンドルでDOM型が一致していません 
	
原因: 指定されたPL/SQL DOMハンドルが、セッションで使用できないDOM型のDOMノードを参照しています。PL/SQLハンドルが再使用されたか、または元の文書が使用できなくなったことが原因である可能性があります。


	
処置: ターゲット・ノードのPL/SQLハンドルが有効であることを確認して、操作を再試行してください。









	 OCI-31181: PL/SQL DOMハンドルは、すでに使用できないノードにアクセスしています 
	
原因: 指定されたPL/SQLハンドルが、使用できなくなったDOM文書のノードを参照しています。


	
処置: ターゲット・ノードのPL/SQLハンドルが有効であることを確認して、操作を再試行してください。









	 OCI-31182: 指定されたPL/SQL DOMハンドルが多すぎます 
	
原因: PL/SQL DOMハンドルの最大数を超えてPL/SQL DOMハンドルを作成しようとしました。


	
処置: PL/SQL DOMハンドルを開放し、操作を再試行してください。









	 OCI-31185: DOMノードは同じDOM文書に属していません 
	
原因: 指定されたPL/SQL DOMノードは、参照しているDOMノードの親DOM文書に属していません。


	
処置: 両方のDOMノードを同じDOM文書の一部としてください。









	 OCI-31190: リソースstringはバージョン制御リソースではありません 
	
原因: 原因は次のいずれかです。
- バージョン制御管理されていないリソースにチェックアウトが要求されました。チェックアウトできるのは、バージョン制御リソースのみです。

- バージョンのない表の行にチェックアウトが要求されました。




	
処置: チェックアウトする前に、リソースをバージョン制御管理してください。









	 OCI-31191: リソースstringはすでにチェックアウトされています 
	
原因: 原因は次のいずれかです。
- 同じユーザーまたは別のユーザーにより作業領域にチェックアウトされているリソースに、チェックアウトが要求されました。




	
処置: チェックアウトする前に、リソースを作業領域からチェックインしてください。









	 OCI-31192: リソースstringはチェックアウトされていません 
	
原因: 原因は次のいずれかです。
- 作業領域のどのユーザーにも作業領域にチェックアウトされていないリソースに、チェックインまたはチェックアウト解除が要求されました。




	
処置: チェックアウトする前に、リソースを作業領域からチェックインしてください。









	 OCI-31193: このバージョニング機能は、リソースstringに対してはサポートされていません。 
	
原因: 原因は次のいずれかです。
- コンテナはバージョン制御管理できません。




	
処置: これらの機能は使用しないでください。









	 OCI-31194: stringはすでに削除されています。 
	
原因: すでに削除されているバージョン制御リソースにアクセスしました。


	
処置: 型の循環定義を削除してコンパイルを再試行してください。









	 OCI-31195: XMLノード 'string' (型=string) はこの操作をサポートしていません 
	
原因: 指定されたノードの型は、この操作ではサポートされていません。たとえば、属性ノードに子を追加したり、子として文書ノードに渡したりする操作は、サポートされていません。


	
処置: 有効なノード型を操作に使用してください。









	 OCI-31196: サイズがstringを超えているXMLノードは印刷できません 
	
原因: 64Kを超えるサイズのXML Text Node、または4Kを超えるサイズのXML Comment Nodeを使用しようとしました。これらは、出力できません。たとえば、属性ノードに子を追加したり、子として文書ノードに渡したりする操作は、サポートされていません。


	
処置: getClobVal()またはgetStringVal()を使用して文書を出力してください。









	 OCI-31197: ファイルstringの処理中にエラーが発生しました 
	
原因: 指定のファイルの操作中に、エラーが発生しました。考えられる原因はファイル・ヘッダーの破損です。またはスタックの次のエラーを確認してください。


	
処置: 指定ファイルが正しいことを確認してください。スタック上の次のエラーを参照して、適切に処置してください。









	 OCI-31198: 非バイナリ・モードであるため、送信されたバイト数が一致していません 
	
原因: 指定のファイルの読込み中に、エラーが発生しました。最も可能性の高い原因は、転送がASCIIモードで開始されたことです。


	
処置: 転送モードがBINARYに設定されていることを確認してください。









	 OCI-31199: ファイルstringの処理中に警告が発生しました 
	
原因: 指定のファイルの操作中に、警告が発生しました。ただし、現在の操作は正常に完了しました。


	
処置: これは主に情報提供のためのメッセージです。詳細は、スタック上の次のエラーを参照してください。














45 QSM-00501からQSM-03120



	 QSM-00501: サマリー・アドバイザ環境の初期化ができません。 
	
原因: サマリー・アドバイザの外部プロシージャの初期化プロセスに失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 QSM-00502: OCIエラー 
	
原因: OCIコールバック・ルーチンでエラーがレポートされました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 QSM-00503: メモリー不足です。 
	
原因: サマリー・アドバイザは、必要なメモリーの割当てに失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 QSM-00504: 内部エラー 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 QSM-00505: 構文エラー 
	
原因: 構文エラーが発生しました。


	
処置: 構文エラーを修正するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 QSM-00506: ファクト表が見つかりません 
	
原因: ファクト・フィルタが指定されておらず、ウェアハウスにファクト表がありません。ファクト表とは、データ・ウェアハウスの1つ以上のディメンション表に対する外部キー制約を持つ表です。


	
処置: ファクト・フィルタが正しく指定されていること、適切な制約が存在していること、およびユーザーが表へのアクセス権を持っていることを確認してください。









	 QSM-00507: ディメンションが見つかりません。 
	
原因: データベースにディメンションがありません。


	
処置: 現行のウェアハウスにディメンションを作成してください。









	 QSM-00508: 統計表示が表/列にありません。 
	
原因: システム・メタデータが、1つ以上の表または列に統計を含んでいません。アドバイザには、すべてのファクト表のカーディナリティおよびデータ・ウェアハウスにあるすべてのディメンションのレベル・キーのカーディナリティが必要です。


	
処置: ウェアハウスにある表およびサマリーでANALYZEを実行し、統計を収集してください。









	 QSM-00509: 無効なパラメータ 
	
原因: 指定されたパラメータの値が無効です。


	
処置: 適切な範囲内の値を指定してください。









	 QSM-00510: 統計表示がマテリアライズド・ビューにありません 
	
原因: 1つ以上のマテリアライズド・ビューで、システム・メタデータに統計が含まれていません。アドバイザには、データ・ウェアハウスにあるすべてのマテリアライズド・ビューのカーディナリティが必要です。


	
処置: ウェアハウスにある表およびマテリアライズド・ビューでANALYZEを実行し、統計を収集してください。









	 QSM-00511: 無効なファクト表がファクト・フィルタで指定されています 
	
原因: ファクト・フィルタに指定された表は有効なファクト表ではありません。ファクト表には、データ・ウェアハウスの1つ以上のディメンション表に対する外部キー制約が必要です。


	
処置: ファクト・フィルタが正しく指定されていること、適切な制約が存在していること、およびユーザーが表へのアクセス権を持っていることを確認してください。









	 QSM-00512: 無効なサマリーがリテンション・リストに指定されています。 
	
原因: リテンション・リストに指定されたサマリーが無効です。


	
処置: サマリー名の綴り、サマリー名が有効かどうか、およびユーザーにサマリー名へのアクセス権があるかどうかを確認してください。









	 QSM-00513: ワークロード表が1つ以上不足しています 
	
原因: ワークロード表の1つまたは両方がありません。ユーザーのスキーマに存在している必要のある2つのワークロード表は、V_192216243_F_5_E_14_8_1およびV_192216243_F_5_E_15_8_1で、前者はWORK$_IDEAL_MVIEWに、後者はWORK$_MVIEW_USAGEにマップされています。ワークロード表は、データ収集ファイル(oraclesm.dat)がユーザーによってフォーマット化されるときに、Oracle Trace Formatterにより作成されます。


	
処置: Formatterが正常にデータ・コレクションをフォーマットしたかどうかを確認してください。他の表が作成されても、V_192216243_F_5_E_14_8_1(WORK$_IDEAL_MVIEW)は作成されない場合があります。多くの場合MVIEWリライトを起動するために必要なinit.oraパラメータが有効でない可能性があります。MVIEWリライトが行われるように設定する必要のあるinit.oraパラメータすべてについて、ドキュメントを確認します。別の可能性は、データ収集時にGROUP BY問合せが発行されていないことで、その場合は、より長い時間トレース収集を実行して、データ・ウェアハウス内で発行された問合せの代表的なサンプルを取得します。









	 QSM-00514: 保持必須なサマリーのサイズが指定した領域制限を超えています 
	
原因: 保持必須なサマリーのサイズが指定した領域制限を超えています。


	
処置: 保持必須なサマリー数を減らすか、領域制限を増やしてください。









	 QSM-00515: 操作はユーザーによって取り消されました。 
	
原因: ユーザーによって、操作が取り消されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-00516: 実行について無効なステータスが検出されました。 
	
原因: 実行について、mview$_adv_log表のステータス・フィールドで無効な値が検出されました。内部エラーまたはアプリケーション・エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 QSM-00517: サマリー・アドバイザには8.1.0.0以上のCOMPATIBLE設定が必要です 
	
原因: 現行データベースの互換性の設定が、サポートされるサーバーのバージョンより前です。


	
処置: COMPATIBLEインスタンス・パラメータを8.1.0.0以上に調整してください。









	 QSM-00518: Javaが有効ではありません。INITJVM.SQLおよびINITQSMA.SQLを実行してください 
	
原因: 現行データベースが、Javaストアド・プロシージャをサポートするように作成またはアップグレードされていません。サマリー・アドバイザには、Javaストアド・プロシージャが必要です。


	
処置: SYSDBA権限を使用してデータベースにログインしてください。ORACLEホーム・ディレクトリのJAVAVMサブディレクトリにあるINITJVM.SQLスクリプトを実行してください。次に、ORACLEホームのADMINディレクトリにあるINITQSMA.SQLスクリプトを実行してください。









	 QSM-00519: サマリー・アドバイザがインストールされていません。INITQSMA.SQLを実行してください。 
	
原因: 現行データベースが、サマリー・アドバイザをサポートするように作成またはアップグレードされていません。サマリー・アドバイザには、いくつかのJavaストアド・プロシージャが必要です。


	
処置: SYSDBA権限を使用してデータベースにログインしてください。ORACLEホームのADMINディレクトリにあるINITQSMA.SQLスクリプトを実行してください。 **** **** メッセージ520-700は9iサマリー・アドバイザにあり、Javaモジュール701-708は仮想ワークロード・ジェネレータ・ジャーナル・メッセージです









	 QSM-00710: モジュールstringでデータ・アクセス・エラーが発生しました 
	
原因: SQL Access Advisorで、アドバイザ・リポジトリへのアクセス中に重大なエラーが検出されました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで適切な処置を調べてください。









	 QSM-00750: 指定した値string(パラメータstring)が無効か、または無効な項目が含まれています 
	
原因: 無効なデータを使用してタスク・パラメータを設定しようとしました。


	
処置: データ値を調整して、操作を再試行してください。









	 QSM-00751: ファイルstringを書込みアクセスでオープンできませんでした 
	
原因: Access Advisorは、ファイルシステム・エラーのためスクリプトまたはレポートを作成できません。


	
処置: ファイルの書込みアクセスの位置を確認して、操作を再試行してください。









	 QSM-00752: パラメータstringにオプションstringの無効な組合せが含まれています 
	
原因: 正しいオプション・キーワードを指定しましたが、Access Advisorでサポートされていない組合せで入力しました。


	
処置: 正しいオプション使用方法を確認し、操作を再試行してください。









	 QSM-00753: 指定した値stringは、stringからstringの許容域外です(パラメータstring) 
	
原因: 無効なデータを使用してタスク・パラメータを設定しようとしました。


	
処置: データ値を調整して、操作を再試行してください。









	 QSM-00754: タスクstringが有効なワークロードを参照していないため実行できません 
	
原因: ワークロードを必要とするアドバイザ・タスクを実行しようとしました。


	
処置: タスクのワークロードを指定して、操作を再試行してください。









	 QSM-00755: ワークロードstringに対するワークロード文のセットはすでに存在します 
	
原因: すでにデータが含まれている既存のワークロードに、APPENDまたはREPLACEを指定せずにワークロード・データを保存しようとしました。


	
処置: インポート・モードを確認して、操作を再試行してください。









	 QSM-00756: 指定したワークロードstringは1つ以上のアドバイザ・タスクによって使用されています 
	
原因: 他のタスクで使用中のワークロードを変更または削除しようとしました。


	
処置: アドバイザ・タスクからワークロード参照を削除して、操作を再試行してください。









	 QSM-00757: 指定したワークロードstringはタスクstringによって参照されません 
	
原因: タスクから無効なワークロード参照を削除しようとしました。


	
処置: ワークロード参照を確認し、操作を再試行してください。









	 QSM-00758: 指定したパラメータstringはワークロードstringに有効ではありません 
	
原因: 指定したワークロードには存在しないワークロード・パラメータにアクセスしようとしました。パラメータの綴りに誤りがあるか、特定のアドバイザでサポートされないパラメータを選択した可能性があります。


	
処置: パラメータ名を確認して、操作を再試行してください。









	 QSM-00759: 指定したワークロード文にユーザーstringは存在しません 
	
原因: 無効なユーザー名で新規のSQL文を追加しようとしました。


	
処置: 名前を変更し、操作を再試行してください。









	 QSM-00760: インポート・モードstringは現在の操作には無効です 
	
原因: 無効なインポート・モードを指定して、リポジトリにデータを格納しようとしました。


	
処置: 有効な値NEW、APPENDまたはREPLACEを使用してください。









	 QSM-00761: 優先度stringは現在の操作には無効です 
	
原因: 無効な優先順位を指定して、リポジトリにデータを格納しようとしました。


	
処置: 有効な値1、2または3を使用してください。









	 QSM-00762: 指定したサマリー・アドバイザ・ワークロードstringは存在しません 
	
原因: 無効または存在しないサマリー・アドバイザ・ワークロードから、アドバイザ・ワークロードをインポートしようとしました。


	
処置: サマリー・アドバイザのワークロード識別子を確認して、操作を再試行してください。









	 QSM-00763: 所有者stringは、検証中のユーザー定義ワークロードstring.stringを見つけられませんでした。 
	
原因: 表へのアクセス権がないユーザーから、アドバイザ・ワークロードをインポートしようとしました。


	
処置: ユーザー定義ワークロードの位置を確認してください。









	 QSM-00764: 列stringはユーザー定義ワークロード表string.stringにありません 
	
原因: 必要な列を含んでいないユーザー表から、アドバイザ・ワークロードをインポートしようとしました。


	
処置: ユーザー定義のワークロード表を確認して、操作を再試行してください。









	 QSM-00765: 表string.stringが無効なため、ユーザー定義ワークロードの検証ができません。 
	
原因: アクセスできない表から、アドバイザ・ワークロードをインポートしようとしました。


	
処置: ユーザー定義ワークロードの位置を確認してください。









	 QSM-00766: 現行のワークロード操作にはSQL文が必要です 
	
原因: SQL文を指定せずに、ワークロード・コレクションにエントリを作成しようとしました。


	
処置: SQL文を確認し、操作を再試行してください。









	 QSM-00767: SQLキャッシュはユーザーstringに対して使用可能にできません 
	
原因: 認可なしでSQLからワークロードを収集しようとしました。


	
処置: ユーザー・アカウントを確認し、操作を再試行してください。









	 QSM-00768: 要求された操作に対する検索条件が無効です 
	
原因: Access Advisorのワークロード操作に、無効なSEARCH引数を指定しました。検索条件は、プロシージャ・ドキュメントに指定されている列名のみを使用した有効なSQL検索条件であることが必要です。


	
処置: 検索条件を修正して、操作を再試行してください。









	 QSM-00769: SQL文string(ワークロードstringに対する)は見つかりませんでした 
	
原因: ワークロードに存在しないSQL文にアクセスしようとしました。


	
処置: SQL文の識別子を確認し、操作を再試行してください。









	 QSM-00770: 指定したワークロードstringは、タスクstringがすでに参照しています 
	
原因: すでに参照が含まれているタスクに、ワークロード参照を追加しようとしました。


	
処置: ワークロード参照を確認し、操作を再試行してください。









	 QSM-00771: 有効な表参照がないため、指定されたSQL文をワークロードに格納できません 
	
原因: ワークロード文を追加しようとしましたが、システム指定またはユーザー指定の無効な表である表参照が含まれています。


	
処置: ワークロード文を確認し、操作を再試行してください。









	 QSM-00772: 文にエラーがあるため、指定されたSQL文をワークロードに格納できません 
	
原因: 無効なSQL構文または無効な列参照を含むワークロード文を追加しようとしました。


	
処置: ワークロード文を確認し、操作を再試行してください。









	 QSM-00773: パラメータstringに無効なstring名stringが含まれています 
	
原因: タスクまたはワークロードのパラメータに含まれている名前が長すぎるか、またはデータベースに存在しません。


	
処置: パラメータ値を確認して、操作を再試行してください。









	 QSM-00774: タスクstringを処理するためのSQL文がありません 
	
原因: 実行中に、指定されたタスクに分析対象として有効なSQL文が見つかりませんでした。可能性のある原因として、ワークロードが空であるか、表またはユーザー名のフィルタ処理を行ったことが考えられます。


	
処置: ワークロードと適切なタスク・パラメータを確認し、操作を再試行してください。









	 QSM-00775: 表参照が無効なため、指定されたSQL文をワークロードに格納できません 
	
原因: 解析ユーザーに対し、無効な識別子を1つ以上含むワークロード文を追加しようとしました。


	
処置: ワークロード文を確認し、操作を再試行してください。









	 QSM-00776: ユーザー定義ワークロードstringの次の列が欠落しています: string 
	
原因: 外部表からワークロードをインポートしようとしましたが、表には含まれていない必須列があります。


	
処置: ターゲット・ワークロード表を調整して、操作を再試行してください。









	 QSM-00777: 指定したディレクティブstringは現時点ではサポートされません 
	
原因: 現在はサポートされていないディレクティブを作成しようとしました。


	
処置: アドバイザ・ドキュメントで有効なディレクティブを確認してください。









	 QSM-00778: 指定した出力ファイル名stringが無効か、またはアクセスできません 
	
原因: 書込みまたは作成できないファイルに、レポートまたはスクリプトを作成しようとしました。


	
処置: ファイル名またはディレクトリを調整して、操作を再試行してください。









	 QSM-00779: 指定したディレクティブは既存のディレクティブstringと競合します 
	
原因: 既存のディレクティブとともに操作できないディレクティブを追加しようとしました。


	
処置: アドバイザ・ドキュメントで有効なディレクティブを確認してください。









	 QSM-00780: タスクstringを実行できません(ワークロードstringを変更中のため) 
	
原因: タスクの実行中に、Access Advisorは参照されるすべてのワークロードへの排他アクセスを調べます。予約できない場合は、実行エラーになります。


	
処置: 参照されるワークロードが排他アクセス用に解放されるまで待ってから、操作を再試行してください。









	 QSM-00781: 指定した値stringがパラメータstringには無効です。有効なキーワードはstringです 
	
原因: 無効なデータを使用してタスク・パラメータを設定しようとしました。


	
処置: データ値を調整して、操作を再試行してください。









	 QSM-00782: 指定された値stringは、パラメータstringに対して無効な日付形式です 
	
原因: 無効な日付フォーマット・ディレクティブを使用してタスク・パラメータを設定しようとしました。


	
処置: 有効な日付書式をOracleドキュメントで確認し、操作を再試行してください。









	 QSM-00783: 指定された値stringには、パラメータstringに対する無効な日付が含まれています 
	
原因: 無効な日付書式を使用してタスク・パラメータを設定しようとしました。


	
処置: 日付リテラルには書式DD/MM/YYYY HH24:MI:SSを使用する必要があります。









	 QSM-00784: stringstring(リストstringで参照)は、パラメータstringに対して無効です 
	
原因: 無効なユーザー名または表を指定してタスク・パラメータを設定しようとしました。


	
処置: オブジェクト名を確認して、操作を再試行してください。









	 QSM-00785: ディレクティブstringは、現時点ではタスクstringに対してサポートされません 
	
原因: 現行のタスクに無効なディレクティブを追加しようとしました。


	
処置: ディレクティブを確認し、操作を再試行してください。









	 QSM-00786: 名前stringはディレクティブstringには無効です 
	
原因: 空または無効なオブジェクト名を含むディレクティブを追加しようとしました。


	
処置: 名前を修正し、操作を再試行してください。









	 QSM-00787: 表領域stringはディレクティブstringには無効です 
	
原因: 空または無効な表領域名を含むディレクティブを追加しようとしました。


	
処置: 名前を修正し、操作を再試行してください。









	 QSM-00788: リクエストされた推奨事項は直接の実装をサポートしていません 
	
原因: 複雑なため実装できないSQLアクセス・アドバイザの推奨事項を、DBMS_ADVISOR.IMPLEMENT_TASKプロシージャを使用して実装しようとしました。


	
処置: スクリプトを生成して、SQLアクセス・アドバイザの外部から推奨事項を実装してください。









	 QSM-00789: リクエストされた推奨事項にはユーザーの編集が必要であり、実装できません 
	
原因: DBMS_ADVISOR.IMPLEMENT_TASKプロシージャを使用してSQLアクセス・アドバイザの推奨事項を実装しようとしましたが、この推奨事項は、ユーザーからの追加のスクリプト情報が必要なため実装できません。


	
処置: スクリプトを生成して、結果を編集してください。









	 QSM-00790: ワークロードstringを変更できません(タスクstringが使用中のため) 
	
原因: アクティブなタスクが参照しているワークロードを変更または削除しようとしました。


	
処置: タスクが初期タスク状態にある場合を除き、ワークロードを参照しているタスクから、そのワークロードの参照を削除してください。









	 QSM-00791: 指定されたSQL文にはサポートされない文タイプが含まれているため、ワークロードに格納できません 
	
原因: 無効な文の型を含むワークロード文を追加しようとしました。サポートされている文の型は、INSERT、DELETE、UPDATE、SELECTおよびMERGEです。


	
処置: ワークロード文を確認し、操作を再試行してください。









	 QSM-00792: 1つ以上の表で統計情報が欠落しているため、指定されたSQL文をワークロードに格納できません 
	
原因: 統計のない表を含むワークロード文を追加しようとしました。Access Advisorでは、参照されるすべての表に有効な統計が必要です。


	
処置: ワークロード文を確認し、操作を再試行してください。









	 QSM-00793: 指定されたSQLチューニング・セットstringがありません 
	
原因: SQL Tuning Setリポジトリに定義されていないSQL Tuning Setを指定しました。


	
処置: SQL Tuning Set名を修正して、操作を再試行してください。









	 QSM-00794: stringフィルタに違反しているため、文を格納できません 
	
原因: フィルタ・テストに失敗したワークロード文を手動で追加しようとしました。手動の文は、インポートされる文と同じフィルタ処理ガイドラインを満たす必要があります。


	
処置: 属性またはフィルタを調整して、操作を再試行してください。









	 QSM-00795: SQLチューニング・セットのリポジトリが実装されていません 
	
原因: 実装されていないか、使用可能になっていないSQL Tuning Setリポジトリから、ワークロードを収集しようとしました。


	
処置: リポジトリが存在することを確認し、操作を再試行してください。









	 QSM-00796: 表stringには有効な統計情報がないため、指定されたSQL文をワークロードに格納できません 
	
原因: 統計のない表を参照するワークロード文を追加しようとしました。


	
処置: 参照される表の統計を収集し、操作を再試行してください。









	 QSM-00797: 指定されたワークロードstringは、現行ユーザーには存在しません 
	
原因: アドバイザ・リポジトリに存在しない名前を使用して、Access Advisorのワークロードを参照しようとしました。


	
処置: 名前を変更し、操作を再試行してください。









	 QSM-00798: 指定されたワークロードstringはすでに存在します 
	
原因: アドバイザ・リポジトリに存在する名前を使用して、指定したワークロードを作成しようとしました。タスク名は、データベース・ユーザーに対して一意である必要があります。


	
処置: 名前を変更し、操作を再試行してください。









	 QSM-00799: ユーザー定義ワークロード表stringが見つかりません 
	
原因: 存在しない外部表またはアクセスできない外部表から、ワークロードをインポートしようとしました。


	
処置: ターゲット・ワークロード表を調整して、操作を再試行してください。









	 QSM-00800: 指定されたワークロード名stringは無効です 
	
原因: 無効なワークロード名を指定しました。


	
処置: ターゲット・ワークロード名を変更して、操作を再試行してください。









	 QSM-00801: 指定されたユーザー名stringは無効です 
	
原因: 無効なユーザー名を指定しました。


	
処置: ターゲット・ユーザー名を変更し、操作を再試行してください。









	 QSM-00802: アクションstring (string)の実装中にエラーが発生しました string。 
	
原因: IMPLEMENT_TASKの実行中に、特定の処置の操作に失敗しました。


	
処置: 2番目のメッセージに従って必要な調整を実行してから、操作を再試行してください。









	 QSM-00803: STORAGE_CHANGEパラメータ値stringを、部分ワークロードに対してゼロまたは負の数にはできません。 
	
原因: EXECUTE_TASKの実行中に、ユーザーがワークロード・データの型と互換性のないSTORAGE_CHANGE値を指定しました。


	
処置: 正のSTORAGE_CHANGE値を設定してください。









	 QSM-00804: 必須アクセス構造用の領域が不足しています 
	
原因: EXECUTE_TASKの実行中に、ユーザーがSTORAGE_CHANGE値を指定しましたが、主キー索引など、必須アクセス構造のための領域が残りません。


	
処置: より大きいSTORAGE_CHANGE値を設定してください。









	 QSM-00805: 指定された推奨stringの値stringは無効です 
	
原因: ユーザーが、推奨事項の属性を変更する際に無効な値を指定しています。


	
処置: ターゲットの属性値を調整して、操作を再試行してください。









	 QSM-00806: STORAGE_MODEがTOTALに設定されている場合、パラメータ値stringを指定する必要があります 
	
原因: EXECUTE_TASKの実行時に、ユーザーはTOTALに対してSTORAGE_MODEを設定しましたが、DEF_MVIEW_OWNERおよびDEF_INDEX_OWNERを有効な所有者名に設定しませんでした。


	
処置: 指定した所有者を有効な名前に設定してください。









	 QSM-00807: ANALYSIS_SCOPEパラメータ値には、オプションの不完全または無効な組合せが含まれています。 
	
原因: ANALYSIS_SCOPEパラメータは複数のオプションをサポートしていますが、組合せによってはサポートできない場合があります。


	
処置: 有効な組合せでオプションを指定してください。









	 QSM-00808: パラメータstringには単一のキーワードのみを指定できます。次のうちの1つを選択してください: string 
	
原因: 複数のキーワードを使用してタスク・パラメータを設定しようとしました。


	
処置: データ値を調整して、操作を再試行してください。









	 QSM-00809: 選択した推奨事項の数が最大値stringを超えています 
	
原因: GET_TASK_SCRIPTの実行時に、推奨事項が多すぎるスクリプトをフェッチしようとしました。パフォーマンスおよびメモリー不足のエラーを回避するために制限が設定されています。


	
処置: スクリプトをフェッチする前に少数の推奨事項を選択してください。









	 QSM-00999: アドバイザ機能は現在実装されていません 
	
原因: サポートされていないアドバイザ操作を実行しようとしました。


	
処置: 操作の可用性を確認してください。









	 QSM-01001: 問合せのリライトは使用可能ではありません 
	
原因: クエリー・リライトが使用禁止の場合、クエリー・リライトは行われません。


	
処置: ALTER SESSION SET QUERY_REWRITE ENABLEコマンドで、クエリー・リライトを使用可能にしてください。









	 QSM-01002: OPTIMIZER_MODEがルール・ベースの場合、問合せのリライトはありません。 
	
原因: OPTIMIZER_MODEがRULEに設定されている場合、クエリー・リライトは行われません。


	
処置: OPTIMIZER_MODEパラメータを使用して、オプティマイザ・モードを変更してください。









	 QSM-01003: DDL問合せで問合せのリライトはありません。 
	
原因: 問合せがデータ定義操作を含む場合、クエリー・リライトは行われません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01004: ビューのマージの前に問合せのリライトはありません。 
	
原因: 内部セッション・パラメータ_QUERY_REWRITE_2がFALSEに設定されています。


	
処置: ALTER SESSIONコマンドを使用してセッション・パラメータを変更してください。









	 QSM-01005: 問合せがスレーブSQLを持つ場合、問合せのリライトはありません。 
	
原因: 現行のプロセスはkxfx slaveです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01006: この問合せブロックについて問合せのリライトは使用禁止です。 
	
原因: クエリー・リライト中には、特定のビューの問合せブロックをリライトできません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01007: 問合せにNOREWRITEヒントがあります。 
	
原因: 問合せにNOREWRITEヒントが含まれる場合、問合せブロックに対するクエリー・リライトは行われません。


	
処置: NOREWRITEヒントを問合せから削除してください。









	 QSM-01008: 更新問合せについて問合せのリライトはありません。 
	
原因: 問合せまたはその一部がDML更新操作を含む場合、クエリー・リライトは行われません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01009: テキスト一致アルゴリズムを使用して、マテリアライズド・ビューstringで問合せがリライトされました 
	
原因: マテリアライズド・ビューの定義が問合せテキストと一致したため、マテリアライズド・ビューを使用して問合せがリライトされました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01010: マテリアライズド・ビューstringに問合せの表が見つかりません。 
	
原因: マテリアライズド・ビューが問合せにある実表を参照していない場合、リライトには使用できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01011: 経験則リライトが設定されていない場合、リライト・ヒントが必須です。 
	
原因: ストアド・アウトラインを使用する場合、クエリー・リライトにはリライト・ヒントが必須です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01012: FROM内にSAMPLE句があります。 
	
原因: 問合せがSAMPLE句を含む場合、クエリー・リライトは行われません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01013: ネストされた集計またはCONNECT BY/START WITH句があります。 
	
原因: 問合せが、ネストされた集計、CONNECT BY句またはSTART WITH句を含む場合、クエリー・リライトは行われません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01014: 問合せのWHERE句でのトップレベルの演算子はORです。 
	
原因: WHERE句のトップレベルの演算子がORで、FROMリストに複数の表がある場合、クエリー・リライトは行われません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01015: GROUP BY句には列ではないものがあります。 
	
原因: GROUP BY句に有効な列がない場合、クエリー・リライトは行われません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01016: 問合せのリライトでは集計stringをサポートしていません 
	
原因: 問合せがCOUNT、MINまたはMAX以外のDISTINCT集計を含む場合、クエリー・リライトは行われません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01017: 集計の引数は正規形に変換できません。 
	
原因: 問合せの各集計の引数は、クエリー・リライトのために標準書式に変換できる必要があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01018: 単一表のマテリアライズド結合ビューのリライトは必須ではありません。 
	
原因: リライトの場合、マテリアライズド結合ビューの方が、実表を使用するよりも高コストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01019: このクエリー・リライトのための適切なマテリアライズド・ビューが見つかりません。 
	
原因: このクエリー・リライトに使用できるマテリアライズド・ビューがデータ・ウェアハウスに存在しません。


	
処置: 新しいマテリアライズド・ビューの作成を考慮してください。









	 QSM-01020: マテリアライズド・ビューstringは適切ではありません。 
	
原因: マテリアライズド・ビューが使用禁止または失効しています。


	
処置: マテリアライズド・ビューをリライトまたはリフレッシュに使用可能にすることを考慮してください。









	 QSM-01021: マテリアライズド・ビューstringがヒント・リストの中に見つかりません。 
	
原因: 問合せで指定されたリライト・ヒント・リストはありますが、このマテリアライズド・ビューはヒント・リストに含まれていません。


	
処置: このマテリアライズド・ビューをリライト・ヒント・リストに追加してください。









	 QSM-01022: stringよりも最適なマテリアライズド・ビューがリライトに使用されました。 
	
原因: クエリー・リライトは、常に、特定のパラメータに基づく最適なマテリアライズド・ビューを選択します。たとえば、マテリアライズド・ビューのカーディナリティ、結合数などです。指定されたマテリアライズド・ビューは、最適ではありません。


	
処置: マテリアライズド・ビューを強制的に使用するには、リライト・ヒントの使用について考慮してください。









	 QSM-01023: マテリアライズド・ビューstringにGRANTエラーがあります。 
	
原因: マテリアライズド・ビューになんらかのメタデータ・エラーがある可能性があります。


	
処置: 再作成を考慮してください。









	 QSM-01024: マテリアライズド・ビューstringに不明なコンパイル・エラーがあります。 
	
原因: マテリアライズド・ビューになんらかのメタデータ・エラーがある可能性があります。


	
処置: 再作成を考慮してください。









	 QSM-01025: マテリアライズド・ビューstringが見つかりません。 
	
原因: 指定されたマテリアライズド・ビューがデータベースに存在しません。


	
処置: 綴りを確認するか、新しいマテリアライズド・ビューを作成してください。









	 QSM-01026: stringについて問合せのリライトが使用禁止になっています。 
	
原因: このマテリアライズド・ビューは、クエリー・リライトが使用禁止であるため、使用できません。


	
処置: ALTER MATERIALIZED VIEW "mv" ENABLE QUERY REWRITEコマンドで、このマテリアライズド・ビューに対してクエリー・リライトを使用可能にしてください。"mv"には、マテリアライズド・ビュー名が入ります。









	 QSM-01027: マテリアライズド・ビューstringは使用に適しません。 
	
原因: マテリアライズド・ビューになんらかのメタデータ・エラーがある可能性があります。


	
処置: 再作成を考慮してください。









	 QSM-01028: マテリアライズド・ビューstringは現在リフレッシュされています。 
	
原因: リフレッシュ中のマテリアライズド・ビューは、クエリー・リライトで使用できません。


	
処置: リフレッシュ処理の終了後、問合せを再実行してください。









	 QSM-01029: マテリアライズド・ビューstringはENFORCED整合性モードで失効しています。 
	
原因: クエリー・リライトの整合性モードがENFORCEDに設定されている場合、失効したマテリアライズド・ビューは、クエリー・リライトで使用できません。


	
処置: マテリアライズド・ビューをリフレッシュするか、ALTER SESSION QUERY_REWRITE_INTEGRITY = STALE TOLERATEDコマンドで、リライトの整合性モードを変更してください。









	 QSM-01030: マテリアライズド・ビューstringにはENFORCED整合性モードでPL/SQLファンクションがあります。 
	
原因: 問合せの整合性がENFORCEDに設定されている場合、定義にPL/SQLファンクションを使用したマテリアライズド・ビューは、クエリー・リライトで使用できません。


	
処置: STALE TOLERATEDモードでの問合せの実行を考慮してください。









	 QSM-01031: マテリアライズド・ビューstringはTRUSTED整合性モードで失効しています。 
	
原因: クエリー・リライトの整合性モードがTRUSTEDに設定されている場合、失効したマテリアライズド・ビューは、クエリー・リライトで使用できません。


	
処置: マテリアライズド・ビューをリフレッシュするか、ALTER SESSION QUERY_REWRITE_INTEGRITY = STALE TOLERATEDコマンドで、リライトの整合性モードを変更してください。









	 QSM-01032: マテリアライズド・ビューstringが見つかりません。 
	
原因: マテリアライズド・ビューに関連するメタデータがありません。


	
処置: 綴りを確認するか、問合せを再実行してください。









	 QSM-01033: マテリアライズド・ビューstringで問合せがリライトされました。 
	
原因: 指定されたマテリアライズド・ビューを使用して、問合せがリライトされました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01034: マテリアライズド・ビューstringには表stringを結合させるためのディメンション・レベルが必要です。 
	
原因: 表に1つ以上の階層関係が構築されませんでした。


	
処置: ディメンションのレベルを追加して、内部の表の関係を構築することを考慮してください。









	 QSM-01035: この表には行レベルのセキュリティ・ポリシーが存在します。 
	
原因: 実表に存在する行レベルのセキュリティ・ポリシーのため、テキストの完全一致のクエリー・リライトを実行できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01036: 一致しない列stringがビューのマージの後の問合せにあります。 
	
原因: なんらかの原因で、ビューをマージした後の列の消去に失敗しました。バグの可能性があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01037: 問合せのリライトが必要な問合せ図形結合の割当てに失敗しました。 
	
原因: 問合せ式に認識できないオペランドがあったため、図形結合の割当ておよび初期化に失敗しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01038: 論理演算子を処理できませんでした。 
	
原因: 問合せ述語の1つ以上の論理演算子を処理できません。演算子が無効の可能性があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01039: 外部結合の右側に選択が提示されています。 
	
原因: 外部結合の右側に選択を含む述語がある場合、クエリー・リライトは行われません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01040: マテリアライズド・ビュー(string)と問合せ図形結合との間の一致が失敗しました。 
	
原因: 問合せの結合とマテリアライズド・ビューが一致しない場合、クエリー・リライトは行われません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01041: マテリアライズド・ビューstringが問合せ内の基準と一致しません。 
	
原因: 問合せ内の基準(SUM、AVERAGEなど)がマテリアライズド・ビューと一致しない、またはマテリアライズド・ビューから算出できなかった場合、リライトでは使用されません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01042: stringについてアンカーと一致結合アーク・チェックが失敗しました。 
	
原因: 問合せに存在しないマテリアライズド・ビューに非可逆式結合が含まれる場合、クエリー・リライトは行われません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01043: stringのセミジョインまたは逆結合のRHSへの後戻り結合が表で試みられました。 
	
原因: セミ結合または逆結合の右側の表に後戻り結合が必要な場合、クエリー・リライトは行われません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01044: 後戻り結合がstringのビューで試みられました。 
	
原因: 不足した列の検出に表への後戻り結合が必要な場合、クエリー・リライトは行われません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01046: 相関列での複合の後戻り結合はできません(string)。 
	
原因: 副問合せで参照される列で後戻り結合が必要な場合、クエリー・リライトは行われません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01047: 非MAVリライトでの複合の後戻り結合はできません(string)。 
	
原因: 複合の後戻り結合によってクエリー・リライトを行えるのは、MAVリライト中のみです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01048: 後戻り結合レベルがありません(string)。 
	
原因: クエリー・リライトには、不足した情報を検出するために、ディメンションのレベルで後戻り結合が必要です。


	
処置: ディメンションの作成を考慮してください。









	 QSM-01049: マテリアライズド・ビューstringについて半結合チェックが失敗しました。 
	
原因: 問合せに半結合がある場合、クエリー・リライトにより、個別の<pk-list>、<ref-col>が作成(mivから選択)されます(<pk-list>は、半結合の右側に対応しないすべてのmjv表のrowids/pkのリスト、<ref-col>はそれらの列です)。マテリアライズド・ビューの結合が問合せの半結合と一致しない場合、クエリ・リライトは行われません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01050: マテリアライズド・ビューstringに対するロールアップ・チェックに失敗しました 
	
原因: 問合せに含まれる列が、マテリアライズド・ビューから算出できません。


	
処置: 不足した情報を提供するディメンションの作成を考慮してください。









	 QSM-01051: 列にウィンドウ機能が提示されているとき、ロールアップのサポートはありません。 
	
原因: 基準を算出するロールアップを必要とする列にウィンドウ機能がある場合、クエリー・リライトは行われません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01052: ENFORCED整合性モードでは、表stringの参照整合性制約はVALIDではありません。 
	
原因: マテリアライズド・ビュー内の結合には、クエリー・リライトのENFORCED整合性モードに有効な主キーまたは外部キー制約が必要です。


	
処置: 制約を確認するか、ALTER SESSION SET QUERY_REWRITE_INTEGRITY = STALE_TOLERATEDコマンドで整合性モードを変更してください。









	 QSM-01053: TRUSTED/STALE TOLERATED整合性モードでの表stringのNORELY参照整合性制約 
	
原因: マテリアライズド・ビュー内の結合には、主キーまたは外部キー制約にRELYモードを設定する必要があります。


	
処置: ALTER TABLE <table> MODIFY CONSTRAINT <constraint> RELYコマンドで、RELYモードを設定してください。また、ALTER TABLE <table> VALIDATE CONSTRAINT <constraint>で、制約を検証してください。









	 QSM-01054: 問合せとサマリーstringの間で結合が一致しません。 
	
原因: 問合せとマテリアライズド・ビューの間に共通する結合がありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01055: 問合せのリライトが必要なマテリアライズド・ビュー図形結合の割当てに失敗しました。 
	
原因: 認識できないオペランドがあったため、図形結合の割当ておよび初期化に失敗しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01056: このDDL式に問合せのリライトはありません。 
	
原因: DDL式の一部であるSELECT文には、リライト可能なものがあります。これには、CREATE AS SELECTおよびCREATE OUTLINE文が含まれます。指定された問合せ式は、このカテゴリに入らないDDL式です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01057: このDML式に問合せのリライトはありません。 
	
原因: このDMLは、更新可能なビューを使用して実行されたため、リライトはできません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01058: MV、stringには後戻り結合に対する列stringがありません 
	
原因: 問合せに含まれるGROUP BY列は、マテリアライズド・ビューのGROUP BY句にありません。通常、3番目の表への後戻り結合が必要になります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01059: 問合せブロックのHAVING句は形式に合っていません。 
	
原因: 不適切なHAVING句が問合せに指定されています。


	
処置: 問合せ構文を修正し、問合せを再実行してください。









	 QSM-01060: HAVING句の中の副問合せが無効です。 
	
原因: HAVING句に副問合せがある場合、外部問合せで参照できる表は、GROUP BY句の中の表のみになります。


	
処置: 構文エラーを修正し、問合せを再実行してください。









	 QSM-01061: 問合せ式が無効です。 
	
原因: 無効な問合せが指定されました。具体的には、次の基準のうち1つが満たされていません: (a)問合せ内のすべての(非定数、非集計) SELECT式は、グループ式で構成されている必要があります。(b)HAVING句内のすべての列参照は、GROUP BY式からのものである必要があります。(c)ORDER BY句がある場合、問合せがDISTINCTを選択するかどうかによって、すべての列参照は、GROUP BY句またはSELECT句からのものである必要があります。


	
処置: 構文エラーを修正し、問合せを再実行してください。









	 QSM-01062: 問合せは1つ以上の手動パーティションを持っています。 
	
原因: 問合せが手動パーティションを含む場合、クエリー・リライトは行えません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01063: 問合せはディクショナリ表またはディクショナリ・ビューを持っています。 
	
原因: 問合せがディクショナリ表またはディクショナリ・ビューを参照する場合、クエリー・リライトは行えません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01064: 問合せは固定表または固定ビューを持っています。 
	
原因: 問合せが固定表または固定ビューを参照する場合、クエリー・リライトは行えません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01065: マテリアライズド・ビューstringは、問合せで基準stringを計算できません。 
	
原因: 定義で基準を使用する問合せで、マテリアライズド・ビューが基準を算出できない場合、クエリー・リライトは行われません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01066: マテリアライズド・ビューstringには問合せからの列stringがありません 
	
原因: マテリアライズド・ビューが問合せに含まれるすべての列を参照できない場合、クエリー・リライトは行われません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01067: マテリアライズド・ビューstringは問合せ基準stringをサポートできません。 
	
原因: 基準を変換する問合せで指定した式を使用して、グループ関数を送信しようとしました。この変換に失敗すると、クエリー・リライトは行われません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01068: ディメンションがありません。 
	
原因: データ・ウェアハウスからディメンションをロードしようとしましたが、ディメンションがありませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01069: stringのサマリー結合グラフには表stringがありません 
	
原因: 結合の一部であるオブジェクトの検出に失敗しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01070: 同値化クラス・マネージャが見つかりませんでした。 
	
原因: 同値化クラスの列の推移閉包を計算するには、同値化クラス・マネージャが必要です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01071: マテリアライズド・ビュー%と表%の結合では問合せで見つかった一部の列が排除されたため、問合せをリライトできません 
	
原因: マテリアライズド・ビューのすべての非可逆式結合が問合せにない場合、問合せのリライトは行われません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01072: マテリアライズド・ビューstringと問合せは表stringの間で異なる結合を持っています。 
	
原因: マテリアライズド・ビューのアンカー(存在する場合)と問合せが一致しています。しかし、これらのアンカーの結合と問合せが一致しません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01073: マテリアライズド・ビューstringには問合せで見つからなかった結合があるため、問合せをリライトできません 
	
原因: マテリアライズド・ビューに、問合せにない結合がある場合、クエリー・リライトが行われない場合があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01074: マテリアライズド・ビューstringと問合せには、表stringの間で異なる数の結合があるため、問合せをリライトできません 
	
原因: マテリアライズド・ビューにない表との結合が問合せに含まれる場合、クエリー・リライトが行われない場合があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01075: マテリアライズド・ビューstringは集計関数stringをサポートしません。 
	
原因: 指定された集計関数がマテリアライズド・ビューにありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01076: マテリアライズド結合ビューが見つかりませんでした。 
	
原因: マテリアライズド結合ビューのリライトをサポートするには、マテリアライズド結合ビューが必要です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01077: マテリアライズド・ビューstringは問合せよりも高いレベルでグループ化しています。 
	
原因: マテリアライズド・ビューにない問合せ列が、マテリアライズド・ビューのロールアップによって取得された場合、マテリアライズド・ビューより高いレベルでグループ化される必要があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01078: マテリアライズド・ビューstringは無効とマークされています。 
	
原因: マテリアライズド・ビューのkglobstaフィールドにKGLSINVビットが設定されています。


	
処置: なし









	 QSM-01079: マテリアライズド・ビューstringが参照する表でDML操作が発生しました。 
	
原因: マテリアライズド・ビューの依存表でDML操作が発生した場合、クエリー・リライトは、セッションのクエリー・リライトの整合性モードによって制限される場合があります。この場合、リライトの整合性モードがSTALE_TOLERATEDである場合にのみ、クエリー・リライトが行われます。


	
処置: リライトの整合性モードをSTALE_TOLERATEDに変更してマテリアライズド・ビューをリフレッシュすることについて考慮してください。









	 QSM-01080: ディメンションstringが無効です。 
	
原因: このディメンション表には、認可またはコンパイルの問題があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01081: 表、string(MV、string)の主キーまたはROWIDが見つかりません。 
	
原因: 不足した列を取得するために、マテリアライズド・ビューをこの表と後戻り結合する必要があります。しかし、表に主キーまたはROWIDがありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01082: マテリアライズド・ビューstringと表stringの結合は不可能です。 
	
原因: 問合せの列がサマリーにありません。列を取得するには、主キー、外部キーまたは表のROWIDを使用して、マテリアライズド・ビューをこの表に後戻り結合する必要があります。指定されたマテリアライズド・ビューは、結合処理を行う主キー、外部キーまたは表のROWIDを持っていません。


	
処置: 不足した情報を提供するディメンション表の構築を考慮してください。









	 QSM-01083: 問合せテキストは使用不能です - 可能なインライン・ビュー 
	
原因: クエリー・リライトの変換中に、元の問合せがインライン・ビューに変換されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01084: マテリアライズド・ビューstringには問合せで見つからなかったアンカー表stringがあります 
	
原因: (a)別の表と結合されていない場合、(b)または別の表と結合されているが、それぞれの結合が子側の表の非可逆式または可逆式のいずれかである場合、マテリアライズド・ビューの表はアンカーです。マテリアライズド・ビューのアンカーが問合せで見つからない場合、クエリー・リライトは行われません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01085: マテリアライズド・ビューstringは表stringの間で非可逆式結合を持っています。 
	
原因: これらの表の間で、主キー制約または外部キー制約がありません。ただし、問合せに、表間の非可逆式結合があれば、クエリー・リライトを行うことができます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01086: ディメンションがENFORCED整合性モードにないか使用されていません。 
	
原因: クエリー・リライトは、クエリー・リライトの整合性モードがENFORCEDであるディメンションは使用しません。適切なディメンションがあれば、ALTER SESSION SET QUERY_REWRITE_INTEGRITY =コマンドで、現行の整合性モードをTRUSTEDまたはSTALE_ TOLERATEDに変更することを考慮してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01087: マテリアライズド・ビューstringから導出できない列での問合せのグループ化 
	
原因: 認識できない列で、問合せがグループ化されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01089: 問合せのインライン・ビューはマテリアライズド・ビューを持っていません。 
	
原因: 問合せのインライン・ビューと一致するマテリアライズド・ビューがメタデータにない場合、通常のクエリー・リライトは行えません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01090: ビューのマージの後で問合せのリライトはありません。 
	
原因: _QUERY_REWRITE_1内部セッション・パラメータがFALSEに設定されています。


	
処置: ALTER SESSIONコマンドを使用してセッション・パラメータを変更してください。









	 QSM-01091: コスト・ベース・オプティマイザが、クエリー・リライトはよりコストが高いと判定しました。 
	
原因: コストベースのオプティマイザがONである場合、クエリー・リライトを使用せずにリライトされたカーソルのコストと生成されたカーソルのコストが比較され、コストの低い方が実行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01092: マテリアライズド結合ビューがセミジョインをリライトしようとします。主キーまたはROWIDがありません。 
	
原因: マテリアライズド結合ビューがセミ結合(IN副問合せ)をリライトしようとしましたが、セミ結合の左側の表の主キーまたはROWIDがマテリアライズド結合ビューにありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01093: 逆結合マーカーがマテリアライズド結合ビューの中に見つかりません。 
	
原因: 問合せが内部結合を含んでいますが、マテリアライズド結合ビューが外部結合を持ちます。正常にリライトするためには、マテリアライズド・ビューが、外部結合の右側の表のROWIDや主キーなどの逆結合マーカーを持つ必要があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01094: 外部結合フィルタがマテリアライズド結合ビューの中に見つかりません。 
	
原因: 問合せが内部結合を含んでいますが、マテリアライズド結合ビューが外部結合を持ちます。正常にリライトするためには、マテリアライズド・ビューが、外部結合の右側の表のROWIDや主キーなどの逆結合マーカーを持つ必要があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01095: 適切なgrouping_idがグループ化設定を持つマテリアライズド・ビューの中に見つかりません。 
	
原因: マテリアライズド集計ビューがグループ化設定を含む場合、grouping_id()関数を含む必要があります。この関数には、MV GROUP BYに含まれるすべての列を含める必要があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01096: グループ化設定を持つマテリアライズド・ビューはコピーを含んでいます。 
	
原因: グループ化設定を持つマテリアライズド・ビューには、コピーが含まれ、リライトはサポートされていません。たとえば、GROUP BY GROUPING SET ((a), (a))のリライトはサポートされていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01097: グループ化設定を持つマテリアライズド・ビューがロング・キーを持っています。 
	
原因: グループ化設定を持つマテリアライズド・ビューのGROUP BYに、65以上の異なるキーが含まれています。その場合、リライトはサポートされていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01098: マテリアライズド・ビューstring句は問合せstring句よりも制限します。 
	
原因: 要求の問合せ文の選択条件より、マテリアライズド・ビューに含まれるWHERE句またはHAVING句の選択条件は制限されます。


	
処置: 要求の問合せの選択基準をマテリアライズド・ビューの基準と同じ制限に変更するか、マテリアライズド・ビューを削除して、制限の少ない選択基準のマテリアライズド・ビューを再作成してください。









	 QSM-01099: 表stringのマテリアライズド・ビューの失効部分への非許容参照 
	
原因: マテリアライズド・ビューが一部失効しています。1つ以上の詳細表の1つ以上のパーティションに関して失効しています。要求問合せは、そのような詳細パーティションの1つ以上を参照します。


	
処置: 次のいずれかを実行してください。(1)要求の選択基準を変更して、問合せ対象をマテリアライズド・ビューの最新部分のみに限定する。(2)ALTER {SYSTEM|SESSION} QUERY_REWRITE_INTEGRITY = STALE_TOLERATEDコマンドを実行する。(3)マテリアライズド・ビューをリフレッシュする。









	 QSM-01100: mv stringの包含チェックに失敗しました 
	
原因: 要求の問合せ文の選択条件より、マテリアライズド・ビューに含まれるWHERE句またはHAVING句の選択条件は制限されます。


	
処置: 要求の問合せの選択基準をマテリアライズド・ビューの基準と同じ制限に変更するか、マテリアライズド・ビューを削除して、制限の少ない選択基準のマテリアライズド・ビューを再作成してください。









	 QSM-01101: mv stringでロールアップが実行されました 
	
原因: 問合せのGROUP BYがマテリアライズド・ビューの高いレベルの列を含む場合、正しい結果を算出するために、マテリアライズド・ビューの低いレベルの列はロールアップされます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01102: マテリアライズド・ビューstringには表string(列string)への後戻り結合が必要です 
	
原因: 問合せに含まれる列がマテリアライズド・ビューにありません。クエリー・リライトは、列を含むマテリアライズド・ビューを後戻り結合して、実表からこの列を取得します。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01103: 問合せで参照されるリモート表stringがあります 
	
原因: クエリー・リライトは、リモート表を含む問合せはサポートしていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01104: 問合せがフラッシュバックを使用しています 
	
原因: クエリー・リライトは、フラッシュバックはサポートしていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01105: MVstringの主キーまたは行IDは表stringにありません 
	
原因: 不足した列を取得するために、マテリアライズド・ビューをこの表と後戻り結合する必要があります。しかし、表に主キーまたはROWIDがありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01106: マテリアライズド・ビューstringは、実表の一部のパーティションに関して失効しています 
	
原因: 問合せはマテリアライズド・ビューからのデータを要求していますが、そのデータはなんらかの更新により実表の一部のパーティションに関して失効しています。


	
処置: 失効したパーティションをリフレッシュし、問合せを再実行してください。









	 QSM-01107: パーティション格納トラッキング(PCT)のリライトは許可されません 
	
原因: セッション・パラメータを介したPCTのクエリー・リライトは使用禁止です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01108: 問合せstringで最大分割数を超過しました 
	
原因: WHERE句での分割(OR)数が最大許容数を超えている場合、クエリー・リライト・エンジンは問合せを処理できません。問合せでの分割数と最大許容分割数は、メッセージの末尾に(問合せでの分割数、最大許容分割数)の形式で指定されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01109: MVstringでのリライト中、表stringが問合せデルタに移行されました 
	
原因: マテリアライズド・ビューに一致する結合がないため、結合に関連する表は、問合せがリライト可能かどうかを調べるために、問合せデルタにプッシュされました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01110: 問合せに存在しない表、および問合せにより必要な行が削除されている可能性がある表(string)間の結合を含むため、マテリアライズド・ビューstringでは問合せをリライトできません 
	
原因: マテリアライズド・ビューのすべての非可逆式結合が問合せにない場合、問合せのリライトは行われません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01111: パーティション・キーまたはパーティション・マーカーがMVstringにありません 
	
原因: マテリアライズド・ビューの最新パーティションでクエリー・リライトを行うためには、パーティション・キーまたはパーティション・マーカーが必要です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01112: MVstringのWHERE句は、問合せのWHERE句より限定的です 
	
原因: 要求の問合せ文の選択条件より、マテリアライズド・ビューに含まれるWHERE句の選択条件は制限されます。


	
処置: 要求の問合せの選択基準をマテリアライズド・ビューの基準と同じ制限に変更するか、マテリアライズド・ビューを削除して、制限の少ない選択基準のマテリアライズド・ビューを再作成してください。









	 QSM-01113: MVstringのHAVING句は、問合せのHAVING句より限定的です 
	
原因: 要求の問合せ文の選択条件より、マテリアライズド・ビューに含まれるHAVING句の選択条件は制限されます。


	
処置: 要求の問合せの選択基準をマテリアライズド・ビューの基準と同じ制限に変更するか、マテリアライズド・ビューを削除して、制限の少ない選択基準のマテリアライズド・ビューを再作成してください。









	 QSM-01115: ウィンドウ機能を持つ列でロールアップが実行されました 
	
原因: ウィンドウ機能を使用して列のデータを集計するためのロールアップがありました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01116: ウィンドウ機能の計算可能性チェックに失敗しました 
	
原因: 問合せのウィンドウ機能をマテリアライズド・ビューから計算できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01120: 再帰的リライトはここでは許可されません 
	
原因: この問合せは、それ以上のリライトを許可しない同値化でリライトされた可能性があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01121: マテリアライズド・ビューstringはENFORCED整合性モードでTRUSTEDです 
	
原因: クエリー・リライトの整合性モードがENFORCEDに設定されている場合、USING TRUSTED CONSTRAINTS句で作成された失効マテリアライズド・ビューは使用できません。


	
処置: マテリアライズド・ビューを、ENFORCED CONSTRAINTS ALTER MATERIALIZED VIEW <mv> REFRESH USING ENFORCED CONSTRAINTSとなるように変更してください。









	 QSM-01123: 自己結合アルゴリズムで複数のインスタンスを解決できませんでした 
	
原因: 汎用化された自己結合アルゴリズムでは、複数のインスタンスを解決できません。これは、結合またはメジャーの不一致が原因の可能性があります。


	
処置: マテリアライズド・ビューの別名と一致する別名を問合せに使用することを考慮してください。









	 QSM-01124: 集合演算子マテリアライズド・ビューstringにマーカー列がありません 
	
原因: 指定された集合演算子のマテリアライズド・ビューには、マーカー列がありません。


	
処置: 指定したマテリアライズド・ビューにマーカー列を追加してください。









	 QSM-01125: stringよりも適切な集合演算子マテリアライズド・ビューがリライトに使用されました 
	
原因: クエリー・リライトでは、パラメータに基づいて常に最適の集合演算子マテリアライズド・ビューが選択されます。たとえば、集合演算子マテリアライズド・ビューのカーディナリティ、集合演算子マテリアライズド・ビューがリライトできる分岐数などです。指定された集合演算子マテリアライズド・ビューは最適ではありません。


	
処置: 集合演算子マテリアライズド・ビューを強制的に使用するには、リライト・ヒントの使用について考慮してください。









	 QSM-01126: 集合演算子マテリアライズド・ビューstringで問合せがリライトされました 
	
原因: 指定された集合演算子マテリアライズド・ビューを使用して、指定の問合せがリライトされました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01127: マテリアライズド・ビューstringで問合せがリライトされました 
	
原因: 問合せは複数のマテリアライズド・ビューで正常にリライトされました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01128: 複数のマテリアライズド・ビューのリライトは使用禁止です 
	
原因: multimvクエリー・リライトが使用禁止の場合、multimvクエリー・リライトは行われません。


	
処置: ALTER SESSION SET "_MULTIMV_QUERY_REWRITE_ENABLED" = trueに設定して、multimvクエリー・リライトを使用可能にしてください。









	 QSM-01129: 問合せにNO_MULTIMV_REWRITEヒントがあります 
	
原因: 問合せにこのヒントがあると、この問合せにはmultimvリライトが試行されません。


	
処置: 問合せからヒントを削除してください。









	 QSM-01130: マテリアライズド・ビューのない問合せブロックが1つでもある場合、複数のマテリアライズド・ビューのリライトはできません 
	
原因: multimvクエリー・リライトのみが使用可能な場合は、すべての問合せブロックのFROM句に1つ以上のマテリアライズド・ビューを指定する必要があります。


	
処置: ALTER SESSION SET "_ONLY_MULTIMV_QUERY_REWRITE_ENABLED" = falseに設定して、multimvクエリー・リライトを使用不可にしてください。









	 QSM-01131: 問合せにONLY_MULTIMV_REWRITEヒントがあります 
	
原因: 問合せにこのヒントがある場合は、問合せの問合せブロックのFROM句にマテリアライズド・ビューが指定されていないと、multimvリライトは実行されません。


	
処置: 問合せからヒントを削除してください。









	 QSM-01132: 問合せに名前付き配列型の列があります 
	
原因: 問合せに名前付き配列型の列がある場合、クエリー・リライトは実行できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01133: 問合せにADT列があります 
	
原因: 問合せにADT型の列がある場合、クエリー・リライトは実行できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01134: 問合せに非表示またはネストされた表の列があります 
	
原因: 問合せに非表示またはネストされた表の列がある場合、クエリー・リライトは実行できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01135: 問合せにLOB列があります 
	
原因: 問合せの列がLOBに格納される場合、クエリー・リライトは実行できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01136: 問合せにネストされた表の列があります 
	
原因: 問合せにネストされた表の列がある場合、クエリー・リライトは実行できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01137: ディメンション・レベルstringがSKIP WHEN NULLとしてマークされています 
	
原因: ディメンション内のSKIP WHEN NULLとしてマークされたレベルでは、後戻り結合はできません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01150: 問合せをリライトしませんでした 
	
原因: 説明については、explain_rewrite()からの他のメッセージを参照してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01168: ファイングレイン監査が実表に関して存在する場合、問合せをリライトできません 
	
原因: 問合せにファイングレイン監査(FGA)が実表に関して存在するため、クエリー・リライトは行えません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01169: CREATEまたはALTER VIEW文に対しては問合せをリライトできません 
	
原因: 着信する問合せがCREATEまたはALTER VIEW文であるため、クエリー・リライトは行えません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01202: OPTIMIZER_MODEがルール・ベースの場合、複数のマテリアライズド・ビューの問合せをリライトできません 
	
原因: OPTIMIZER_MODEがRULEに設定されている場合、クエリー・リライトは行われません。


	
処置: OPTIMIZER_MODEパラメータを使用して、オプティマイザ・モードを変更してください。









	 QSM-01203: DDL問合せで問合せをリライトできません 
	
原因: 問合せがデータ定義操作を含む場合、クエリー・リライトは行われません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01204: ビューのマージの前に問合せをリライトできません 
	
原因: 内部セッション・パラメータ_QUERY_REWRITE_2がFALSEに設定されています。


	
処置: ALTER SESSIONコマンドを使用してセッション・パラメータを変更してください。









	 QSM-01205: 問合せにスレーブSQLがある場合、問合せをリライトできません 
	
原因: 現行のプロセスはkxfx slaveです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01207: 問合せにNOREWRITEヒントがある場合、問合せをリライトできません 
	
原因: 問合せにNOREWRITEヒントが含まれる場合、問合せブロックに対するクエリー・リライトは行われません。


	
処置: NOREWRITEヒントを問合せから削除してください。









	 QSM-01208: 更新問合せについて問合せをリライトできません 
	
原因: 問合せまたはその一部がDML更新操作を含む場合、クエリー・リライトは行われません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01209: テキスト一致アルゴリズムを使用して、マテリアライズド・ビューstringで問合せがリライトされました 
	
原因: マテリアライズド・ビューの定義が問合せテキストと一致したため、マテリアライズド・ビューを使用して問合せがリライトされました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01210: マテリアライズド・ビューstringと問合せの間に共通の表がないため、問合せをリライトできません 
	
原因: マテリアライズド・ビューが問合せにある実表を参照していない場合、リライトには使用できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01211: 格納されたアウトラインにリライト・ヒントがない場合、問合せをリライトできません 
	
原因: ストアド・アウトラインを使用する場合、クエリー・リライトにはリライト・ヒントが必須です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01212: FROM内にSAMPLE句がある場合、問合せをリライトできません 
	
原因: 問合せがSAMPLE句を含む場合、クエリー・リライトは行われません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01213: ネストされた集計、またはCONNECT BY句、START WITH句、または再帰WITH句がある場合、問合せをリライトできません 
	
原因: 問合せが、ネストされた集計、CONNECT BY句またはSTART WITH句、または再帰WITH句を含む場合、クエリー・リライトは行われません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01214: ORが問合せWHERE句のトップレベルの演算子である場合、問合せをリライトできません 
	
原因: WHERE句のトップレベルの演算子がORで、FROMリストに複数の表がある場合、クエリー・リライトは行われません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01215: 問合せGROUP BY句に列ではないものがある場合、問合せをリライトできません 
	
原因: GROUP BY句に有効な列がない場合、クエリー・リライトは行われません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01218: マテリアライズド・ビューと問合せ間の単一表の一致により、問合せのリライトはよりコストが高い可能性があります 
	
原因: リライトの場合、マテリアライズド結合ビューの方が、実表を使用するよりも高コストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01219: このクエリー・リライトのための適切なマテリアライズド・ビューが見つかりません。 
	
原因: このクエリー・リライトに使用できるマテリアライズド・ビューがデータベースに存在しません。


	
処置: 新しいマテリアライズド・ビューの作成を考慮してください。









	 QSM-01220: マテリアライズド・ビューstringは無効か、失効しているか使用不可です 
	
原因: マテリアライズド・ビューが使用禁止または失効しています。


	
処置: マテリアライズド・ビューをリライトまたはリフレッシュに使用可能にすることを考慮してください。









	 QSM-01222: マテリアライズド・ビューstringは、stringほど最適ではありません 
	
原因: クエリー・リライトは、常に、特定のパラメータに基づく最適なマテリアライズド・ビューを選択します。たとえば、マテリアライズド・ビューのカーディナリティ、結合数などです。指定されたマテリアライズド・ビューは、最適ではありません。


	
処置: マテリアライズド・ビューを強制的に使用するには、リライト・ヒントの使用について考慮してください。









	 QSM-01241: 問合せ基準は、マテリアライズド・ビューstringから導出できません 
	
原因: 問合せ内の基準(SUM、AVERAGEなど)がマテリアライズド・ビューと一致しない、またはマテリアライズド・ビューから算出できなかった場合、リライトでは使用されません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01244: stringのビューでは後戻り結合ができませんでした 
	
原因: 不足した列の検出に表への後戻り結合が必要な場合、クエリー・リライトは行われません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01246: 相関列での後戻り結合はできません(string) 
	
原因: 副問合せで参照される列で後戻り結合が必要な場合、クエリー・リライトは行われません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01247: 集計のないマテリアライズド・ビューで後戻り結合はできません(string) 
	
原因: 複合の後戻り結合によってクエリー・リライトを行えるのは、MAVリライト中のみです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01248: マテリアライズド・ビューには後戻り結合レベルがありません(string) 
	
原因: クエリー・リライトには、不足した情報を検出するために、ディメンションのレベルで後戻り結合が必要です。


	
処置: ディメンションの作成を考慮してください。









	 QSM-01251: ウィンドウ機能があるため、問合せのリライトはロールアップを実行できません 
	
原因: 基準を算出するロールアップを必要とする列にウィンドウ機能がある場合、クエリー・リライトは行われません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01256: このDDL文では問合せをリライトできません 
	
原因: DDL式の一部であるSELECT文には、リライト可能なものがあります。これには、CREATE AS SELECTおよびCREATE OUTLINE文が含まれます。指定された問合せ式は、このカテゴリに入らないDDL式です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01257: このDML文では問合せをリライトできません 
	
原因: このDMLは、更新可能なビューを使用して実行されたため、リライトはできません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01263: 問合せでディクショナリ表またはディクショナリ・ビューを参照する場合、問合せをリライトできません 
	
原因: 問合せがディクショナリ表またはディクショナリ・ビューを参照する場合、クエリー・リライトは行えません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01271: マテリアライズド・ビューstringと表stringの結合では問合せで見つかった一部の列が排除されたため、問合せをリライトできません 
	
原因: 一部の行を排除するマテリアライズド・ビューから表への結合を、問合せに指定する必要があります。そうしないと、クエリー・リライトは行われません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01273: マテリアライズド・ビューstringには問合せで見つからなかった結合があるため、問合せをリライトできません 
	
原因: マテリアライズド・ビューに、問合せにない結合がある場合、クエリー・リライトが行われない場合があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01274: マテリアライズド・ビューstringと問合せには、表stringの間で異なる数の結合があるため、問合せをリライトできません 
	
原因: マテリアライズド・ビューにない表との結合が問合せに含まれる場合、クエリー・リライトが行われない場合があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01279: マテリアライズド・ビューstringが参照する表でDML操作が発生したため、問合せをリライトできません 
	
原因: マテリアライズド・ビューの依存表でDML操作が発生した場合、クエリー・リライトは、セッションのクエリー・リライトの整合性モードによって制限される場合があります。この場合、リライトの整合性モードがSTALE_TOLERATEDである場合にのみ、クエリー・リライトが行われます。


	
処置: リライトの整合性モードをSTALE_TOLERATEDに変更してマテリアライズド・ビューをリフレッシュすることについて考慮してください。









	 QSM-01281: 表stringとMV stringの結合には主キーや行IDが必要なため、問合せをリライトできません 
	
原因: 不足した列を取得するために、マテリアライズド・ビューをこの表と後戻り結合する必要があります。しかし、表に主キーまたはROWIDがありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01284: マテリアライズド・ビューstringには問合せで見つからなかったアンカー表stringがあります 
	
原因: (a)別の表と結合されていない場合、(b)あるいは別の表と結合されているが、それぞれの結合がすべての列を表示するよう保証されていないか、または子側の上の表と結合している場合、マテリアライズド・ビューの表はアンカーです。マテリアライズド・ビューのアンカーが問合せで見つからない場合、クエリー・リライトは行われません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01293: 逆結合マーカーが結合のあるマテリアライズド・ビューで見つかりません 
	
原因: 問合せが内部結合を持ちますが、マテリアライズド・ビューが外部結合を持ちます。正常にリライトするためには、マテリアライズド・ビューが、外部結合の右側の表のROWIDや主キーなどの逆結合マーカーを持つ必要があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01295: 適切なgrouping_idがグループ化設定を持つマテリアライズド・ビューに見つかりません 
	
原因: マテリアライズド・ビューにグループ化設定が含まれている場合は、grouping_id()関数も含める必要があります。この関数には、MV GROUP BYに含まれるすべての列を含める必要があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01296: マテリアライズド・ビューに重複したグループ化設定が含まれているため、問合せをリライトできません 
	
原因: グループ化設定を持つマテリアライズド・ビューには、コピーが含まれ、リライトはサポートされていません。たとえば、GROUP BY GROUPING SET ((a), (a))のリライトはサポートされていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01297: グループ化設定のあるマテリアライズド・ビューには177以上のキーがあるため、問合せをリライトできません 
	
原因: グループ化設定を持つマテリアライズド・ビューのGROUP BYに、177以上の異なるキーが含まれています。その場合、リライトはサポートされていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01298: マテリアライズド・ビューstring句は問合せstring句よりも限定的です 
	
原因: 要求の問合せ文の選択条件より、マテリアライズド・ビューに含まれるWHERE句またはHAVING句の選択条件は制限されます。


	
処置: 要求の問合せの選択基準をマテリアライズド・ビューの基準と同じ制限に変更するか、マテリアライズド・ビューを削除して、制限の少ない選択基準のマテリアライズド・ビューを再作成してください。









	 QSM-01299: マテリアライズド・ビューstringは部分的に失効しているため、問合せをリライトできません 
	
原因: マテリアライズド・ビューが一部失効しています。1つ以上の詳細表の1つ以上のパーティションに関して失効しています。要求問合せは、そのような詳細パーティションの1つ以上を参照します。


	
処置: 次のいずれかを実行してください。(1)要求の選択基準を変更して、問合せ対象をマテリアライズド・ビューの最新部分のみに限定する。(2)ALTER {SYSTEM|SESSION} QUERY_REWRITE_INTEGRITY = STALE_TOLERATEDコマンドを実行する。(3)マテリアライズド・ビューをリフレッシュする。









	 QSM-01303: 問合せでリモート表stringを参照しているため、問合せをリライトできません 
	
原因: クエリー・リライトは、リモート表を含む問合せはサポートしていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01304: 問合せでフラッシュバックを使用しているため、問合せをリライトできません 
	
原因: クエリー・リライトは、フラッシュバックはサポートしていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01307: パーティション格納トラッキング(PCT)のリライトは許可されません 
	
原因: セッション・パラメータを介したPCTのクエリー・リライトは使用禁止です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01308: 問合せでの'OR'の数が最大値stringを超えました 
	
原因: WHERE句での分割(OR)数が最大許容数を超えている場合、クエリー・リライト・エンジンは問合せを処理できません。問合せでの分割数と最大許容分割数は、メッセージの末尾に(問合せでの分割数、最大許容分割数)の形式で指定されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01316: マテリアライズド・ビューstringからウィンドウ機能を計算できませんでした 
	
原因: 問合せのウィンドウ機能をマテリアライズド・ビューから計算できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01321: マテリアライズド・ビューstringにはENFORCED整合性モードにトラステッド制約があるため、問合せをリライトできません 
	
原因: クエリー・リライトの整合性モードがENFORCEDに設定されている場合、USING TRUSTED CONSTRAINTS句で作成された失効マテリアライズド・ビューは使用できません。


	
処置: マテリアライズド・ビューを、ENFORCED CONSTRAINTS ALTER MATERIALIZED VIEW <mv> REFRESH USING ENFORCED CONSTRAINTSとなるように変更してください。









	 QSM-01332: 問合せに名前付き配列型の列があるため、問合せをリライトできません 
	
原因: 問合せに名前付き配列型の列がある場合、クエリー・リライトは実行できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01333: 問合せにADT列があるため、問合せをリライトできません 
	
原因: 問合せにADT型の列がある場合、クエリー・リライトは実行できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01334: 問合せに非表示またはネストされた表の列があるため、問合せをリライトできません 
	
原因: 問合せに非表示またはネストされた表の列がある場合、クエリー・リライトは実行できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01335: 問合せにLOB列があるため、問合せをリライトできません 
	
原因: 問合せの列がLOBに格納される場合、クエリー・リライトは実行できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01336: 指定したマテリアライズド・ビュー(string)は問合せのリライトに使用されませんでした 
	
原因: 入力でユーザーによって指定されたマテリアライズド・ビューは、クエリー・リライトに使用されませんでした。クエリー・リライトが失敗したか、または別のより最適なマテリアライズド・ビューがリライトに使用されたためです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01339: リライトはインライン・ビュー集計でサポートされていません 
	
原因: 問合せに、集計を使用するインライン・ビューが含まれています。このようなインライン・ビューは、マテリアライズド・ビュー内のどのインライン・ビューにもマッチングできません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01340: 問合せとマテリアライズド・ビューの間でインライン・ビューの一致が見つかりませんでした 
	
原因: 問合せのインライン・ビューが、マテリアライズド・ビュー内のどのインライン・ビューにも一致しません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01341: マテリアライズド・ビューstringと問合せのインライン・ビュー間の結合が異なります 
	
原因: 問合せのインライン・ビューと、マテリアライズド・ビューのインライン・ビューとの間で、結合に不一致があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01342: 問合せに完全外部結合があるため、問合せをリライトできません 
	
原因: 完全外部結合に関与する表が問合せブロックに含まれている場合、クエリー・リライトは実行できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01343: リモート・オブジェクトでは、通常のインライン・ビューのリライトができません 
	
原因: 問合せにリモート・オブジェクトが含まれているため、インライン・ビューの一般リライトを実行できませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01344: このWHERE句の構成では、通常のインライン・ビューのリライトができません 
	
原因: このWHERE句の構成では、インライン・ビューの一般リライトをサポートできませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01345: インライン・ビューに副問合せが含まれる場合、通常のインライン・ビューのリライトができません 
	
原因: 副問合せがあるため、インライン・ビューの一般リライトを実行できませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01346: ネストされたインライン・ビューでは、通常のインライン・ビューのリライトができません 
	
原因: ネストされたインライン・ビューについては、一般インライン・ビュー・リライトを実行できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01347: 問合せのインライン・ビューと一致するマテリアライズド・ビューのインライン・ビューがありませんでした 
	
原因: マテリアライズド・ビューのインライン・ビューが、いずれも問合せのインライン・ビューに一致しませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01348: インライン・ビューに無効な述語が見つかりました 
	
原因: 問合せのインライン・ビューに、無効なWHERE句の述語が含まれていました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01349: このインライン・ビューでは通常のインライン・ビューがサポートされません 
	
原因: インライン・ビューによっては、一般インライン・ビュー・リライトでサポートされないものがあります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01350: このインライン・ビューでは、問合せのリライトがサポートされていません 
	
原因: インライン・ビューによっては、一般インライン・ビュー・リライトでサポートされないものがあります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01351: 問合せのインライン・ビューにはマテリアライズド・ビューのインライン・ビューと一致するオブジェクトがありません 
	
原因: 問合せのインライン・ビューと、マテリアライズド・ビューのインライン・ビューとの間で一致するオブジェクトがありませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01352: 問合せのSELECTリストとマテリアライズド・ビューのインライン・ビューが一致しません 
	
原因: 問合せのインライン・ビューと、マテリアライズド・ビューのインライン・ビューとの間で、SELECTリストの項目が一致しませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01353: 整合性モードがstale_toleratedに設定されていない場合、リモート・オブジェクトでは問合せがリライトされません 
	
原因: リモート・オブジェクトを含む問合せに対してクエリー・リライトが実行されるようにするには、クエリー・リライトの整合性モードをstale_toleratedに設定する必要があります。


	
処置: QUERY_REWRITE_INTEGRITYセッション・パラメータをstale_toleratedに設定してください。









	 QSM-01354: リモート・オブジェクトでは、問合せのリライトが無効です 
	
原因: リモート・オブジェクトを参照する問合せに対して、クエリー・リライトが内部的に無効にされました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01355: リモート・オブジェクトが存在する場合、複数のマテリアライズド・ビューのリライトができません 
	
原因: リモート・オブジェクトを参照する問合せに対しては、複数のマテリアライズド・ビューによるリライトは実行できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01356: OLAPオプションが無効の場合、キューブ構成マテリアライズド・ビューに対する問合せリライトはできません 
	
原因: OLAPオプションが無効だったため、キューブ構成マテリアライズド・ビューに対する問合せリライトはできませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01509: 同値化stringが問合せテキストと一致しました 
	
原因: 問合せテキストがこの同値化のソース文と一致したため、問合せは同値化を使用してリライトされました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01522: stringよりも最適な同値化がリライトに使用されました 
	
原因: クエリー・リライトは、常に、特定のパラメータに基づく最適な同値化を選択します。たとえば、同値化のカーディナリティ、結合数などです。指定された同値化ビューは、最適ではありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01526: 同値化stringの問合せリライトは使用禁止になっています 
	
原因: この同値化は使用禁止として作成されたため、クエリー・リライトでは使用できません。


	
処置: dbms_advanced_rewriteパッケージのalter_rewrite_equivalenceプロシージャを使用して、この同値化を使用可能にしてください。









	 QSM-01533: 同値化stringで問合せがリライトされました 
	
原因: 指定された同値化を使用して、指定の問合せがリライトされました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01565: 同値化stringは、問合せで基準stringを計算できません 
	
原因: 同値化のメジャーを使用して問合せのメジャーを計算できない場合、クエリー・リライトは行われません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01567: 同値化stringは、問合せ基準stringをサポートできません 
	
原因: 基準を変換する問合せで指定した式を使用して、グループ関数を送信しようとしました。この変換に失敗すると、クエリー・リライトは行われません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01572: 同値化stringと問合せは表stringの間で異なる結合を持っています 
	
原因: 同値化のアンカー(存在する場合)と問合せが一致しています。しかし、これらのアンカーの結合と問合せが一致しません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01582: 同値化stringと表stringの結合は不可能です 
	
原因: 問合せの列が同値化にありません。列を取得するには、主キー、外部キーまたは表のROWIDを使用して、同値化をこの表に後戻り結合する必要があります。ただし、同値化のリライトには、後戻り結合は許可されません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01584: 同値化stringには問合せで見つからなかったアンカーstringがあります 
	
原因: 同値化のアンカーが問合せで見つからない場合、クエリー・リライトは行われません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01601: 同値化stringでロールアップが実行されました 
	
原因: 問合せのGROUP BYが同値化の高いレベルの列を含む場合、正しい結果を算出するために、同値化の低いレベルの列はロールアップされます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01602: 同値化stringには表string(列string)への後戻り結合が必要です 
	
原因: 問合せの列が同値化にありません。クエリー・リライトは、列を含むマテリアライズド・ビューを後戻り結合して、実表からこの列を取得します。ただし、必要な制約が同値化の宛先となる文の表で見つかる保証はないため、同値化のリライトでは後戻り結合は許可されません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01610: 同値化stringと表stringとの間の非可逆式結合は問合せで見つかりません 
	
原因: 同値化のすべての非可逆式結合が問合せにない場合、クエリー・リライトは行われません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01617: 同値化の定義は使用禁止になっています 
	
原因: クエリー・リライトで、問合せをリライトするために同値化定義が使用された可能性があります。しかし、この同値化は使用禁止です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01618: 同値化stringは、テキスト一致リライトに対してのみ有効です 
	
原因: この同値化は、テキスト一致リライト専用に作成されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01619: 同値化はENFORCED整合性モードでは使用できません 
	
原因: クエリー・リライトの整合性モードがENFORCEDに設定されている場合、同値化はクエリー・リライトで使用できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01621: 同値化を使用した実表への後戻り結合は許可されません 
	
原因: クエリー・リライトでは、この問合せに答えるために実表の列に後戻り結合する必要があります。しかし、同値化のリライトには後戻り結合は許可されません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01709: テキスト一致アルゴリズムを使用して、同値化stringで問合せがリライトされました 
	
原因: 問合せテキストが同値化の定義と一致したため、問合せは同値化を使用してリライトされました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01784: 同値化stringには問合せで見つからなかったアンカー表stringがあります 
	
原因: (a)別の表と結合されていない場合、(b)あるいは別の表と結合されているが、それぞれの結合がすべての列を表示するよう保証されていないか、または子側の上の表と結合している場合、同値化の表はアンカーです。同値化のアンカーが問合せで見つからない場合、クエリー・リライトは行われません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01837: 同値化stringの再起的問合せのリライトは許可されません 
	
原因: この同値化マテリアライズド・ビューのソース文と宛先文は同一である可能性があります。この同値化に対する再帰的リライトは、無限ループを引き起こす可能性があるため許可されません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-01838: セミ結合変換は同値化でサポートされていません 
	
原因: 同値化リライトに対してセミ結合変換を実行しようとしました。現在、これは許可されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-02001: クラスタ化マテリアライズド・ビューのコンテナ表 
	
原因: 問合せの機能は、クラスタ化コンテナ表を含むマテリアライズド・ビューではサポートされていません。


	
処置: 従来のコンテナ表を使用して、マテリアライズド・ビューを再作成してください。









	 QSM-02002: SELECTリストの中の集計関数にDISTINCT修飾子が記述されています。 
	
原因: マテリアライズド・ビューが、集計関数にDISTINCT修飾子を使用する場合の問合せの機能は、サポートされていません。


	
処置: DISTINCT修飾子を削除してください。









	 QSM-02003: 式の中にネストされる集計関数 
	
原因: マテリアライズド・ビューが、別の式でネストされる集計関数のコールを含む場合の問合せの機能は、サポートされていません。


	
処置: 集計関数のコールがネストされないように、式を修正してください。









	 QSM-02004: SELECTリストから省略されたグループ化列 
	
原因: マテリアライズド・ビューが、出力選択式のリストにないGROUP BY句の列または式を含む場合の問合せの機能は、サポートされていません。


	
処置: 出力選択リストにすべてのGROUP BYを含めてください。









	 QSM-02005: FROMリストの名前付きビュー 
	
原因: FROMリストの名前付きビューにおいて、問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: FROMリストから名前付きビューを削除してください。









	 QSM-02006: FROMリストの副問合せ 
	
原因: FROMリストの副問合せにおいて、問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: FROMリストから副問合せを削除してください。









	 QSM-02007: 同じ表またはビューの複数インスタンス 
	
原因: FROMリストの同じ表またはビューについて、問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 同じ表の複数インスタンスがないように、問合せを修正してください。次に例を示します。









	 QSM-02008: WHEREまたはHAVING句の非結合フィルタ条件 
	
原因: マテリアライズド・ビューが、WHERE句またはHAVING句で選択条件(結合されていない式)を指定する場合の問合せの機能は、サポートされていません。


	
処置: 選択フィルタ式を削除してください。









	 QSM-02009: 非内部結合 
	
原因: 問合せの機能は、内部結合でのみサポートされています。


	
処置: 内部結合を使用した問合せに修正してください。その他の外部結合を削除してください。









	 QSM-02010: 等号(=)以外の演算子を含む述語結合 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、WHERE句の結合で等号(=)以外の関係演算子を使用する問合せの機能はサポートされていません。これは非等価結合として知られています。


	
処置: 非等価結合がないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02011: HAVING句があります。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、HAVING句を使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: HAVING句を削除してください。









	 QSM-02012: CONNECT BY句があります。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、CONNECT BY句を使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: CONNECT BY句を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02013: SELECTリストはRAWデータ型の式を含みます。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、式にRAW型を使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: RAW型の式への参照を削除してください。









	 QSM-02014: 列以外のGROUP BY式 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、GROUP BY句で1つの列の参照以外の式を使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: GROUP BY句で列の式を1つのみ使用するように問合せを修正してください。









	 QSM-02015: FROMリストの索引構成表(IOT) 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、FROMリストの索引構成表を参照する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 索引構成表への参照を削除してください。









	 QSM-02016: FROMリストのクラスタ表 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、FROMリストのクラスタ化表を参照する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: FROMリストのクラスタ化された表への参照を削除してください。









	 QSM-02017: HAVING句の副問合せ 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、HAVING句で副問合せを使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 副問合せでHAVING句を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02018: WHERE句の副問合せ 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、WHERE句で副問合せを使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 副問合せでWHERE句を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02019: マテリアライズド・ビューがFROM句の別のマテリアライズド・ビューを参照します。 
	
原因: マテリアライズド・ビューがネストされている(FROMリストで別のマテリアライズド・ビューを参照している)場合の問合せの機能は、サポートされていません。


	
処置: 別のマテリアライズド・ビューへの参照がないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02020: NOT NULL制約を持つSELECTリストにないコンテナ列 
	
原因: マテリアライズド・ビューのコンテナ表が、選択リストの出力式に対応付けられていない列を含み、その列にNOT NULL制約が指定されている場合の問合せの機能は、サポートされていません。この場合、マテリアライズド・ビューに挿入された新しい行の列がNULLに設定されるため、リフレッシュ中に問題が発生します。


	
処置: NOT NULL制約を使用禁止にするか、削除してください。









	 QSM-02021: マテリアライズド・ビューで見つかった集合演算子 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、UNION、UNION ALL、MINUSなどの集合演算子を使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 集合演算子を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02022: 一括選択 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、HAVING句で集計の式を使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: HAVING句で集計を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02023: ネストされたカーソル 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、ネストされたカーソルの式を使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: ネストされたカーソルの式を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02024: GROUP BY句はありません。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、GROUP BY句で集計の式を使用しない問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: GROUP BY句を使用するように、問合せを修正してください。









	 QSM-02025: 集計関数はありません。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、集計関数を使用しない問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 集計関数を使用するように、問合せを修正してください。









	 QSM-02026: WHERE句の非AND結合 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、WHERE句でAND結合以外(ORなど)を使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 非AND結合を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02027: ROLLUP別グループ 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、GROUP BY句でROLLUP演算子を使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: ROLLUP演算子を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02028: CUBE別グループ 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、GROUP BY句でCUBE演算子を使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: CUBE演算子を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02029: PL/SQLファンクション起動 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、PL/SQLファンクションを起動する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: PL/SQLファンクションを使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02030: 低下した精度がビルトイン・マテリアライズド・ビューに指定されました。 
	
原因: WITH REDUCED PRECISION句を指定して作成されたマテリアライズド・ビューでは、問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: マテリアライズド・ビューを削除し、WITH REDUCED PRECISION句を使用せずに再作成してください。









	 QSM-02031: マテリアライズド・ビューはどのタイプのクエリー・リライトもサポートできません。 
	
原因: 問題の


	
処置: 別のメッセージおよびドキュメントを確認して、そのエラーの原因を判別してください。









	 QSM-02032: WHERE句には結合はありません。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、WHERE句で結合条件を含まない問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 結合を含むように、問合せを修正してください。









	 QSM-02033: WHERE句にはフィルタ条件はありません。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、WHERE句でフィルタ選択条件を含まない問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: フィルタ条件を追加してください。









	 QSM-02034: HAVING句には結合はありません。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、HAVING句で結合条件を含まない問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 結合を含むように、問合せを修正してください。









	 QSM-02035: HAVING句にはフィルタ条件はありません。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、HAVING句でフィルタ条件を含まない問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 結合を含むように、問合せを修正してください。









	 QSM-02036: マテリアライズド・ビューにあるINリスト 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、INリストを使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: INリストを使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02037: コンパイル時に定数式を評価できません。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、WHERE句またはHAVING句のフィルタ条件で、コンパイル時非定数式を使用する問合せの機能はサポートされていません。たとえば、WHERE X=1は、フィルタ条件でコンパイル時定数式を使用しています。WHERE X=MY_PLSQL_FUNCTION()は、フィルタ条件でコンパイル時非定数式を使用しています。


	
処置: フィルタ条件でコンパイル時非定数式を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02038: パーティション変更のトラッキング (PCT)が使用可能です 
	
原因: このマテリアライズド・ビューでは、PCT機能がサポートされています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-02039: トップレベルのマテリアライズド・ビュー問合せはグループ化設定を使用します。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、グループ化設定を使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: グループ化設定を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02040: トップレベルの問合せにGSetsが含まれており、キーが長すぎてリライトできません 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、キーが長すぎるグループ化設定を使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: グループ化設定キーの数を減らしてください。









	 QSM-02041: ネストされた集計関数 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、別の集計関数の引数として集計関数のコールをネストする問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 集計関数のコールをネストしないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02042: fromリストのビューまたは副問合せ 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、FROMリストのビューまたは副問合せを参照する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: FROMリストでビューまたは副問合せを使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02044: マテリアライズド・ビューのORDER BY句 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、ORDER BYを含む問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: ORDER BY句を削除してください。









	 QSM-02045: マテリアライズド・ビューのSTART WITH句 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、START WITH句を含む問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: START WITH句を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02047: マテリアライズド・ビューのウィンドウ機能 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、ウィンドウ機能を使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: ウィンドウ機能を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02048: マテリアライズド・ビューの外部結合 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、外部結合を使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 外部結合を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02049: マテリアライズド・ビューのANY句を使用した副問合せ 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、副問合せでANY句を使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: ANY句を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02050: マテリアライズド・ビューのALL句を使用した副問合せ 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、副問合せでALL句を使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: ALL句を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02051: マテリアライズド・ビューのNOT EXISTS句を使用した副問合せ 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、副問合せでNOT EXISTSを使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: NOT EXITS句を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02052: マテリアライズド・ビューの選択リストを使用した副問合せ 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、選択リストを使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 選択リストを使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02053: マテリアライズド・ビューのコレクション副問合せ 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、コレクション副問合せを使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: コレクション副問合せを使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02054: マテリアライズド・ビューの選択リストのDISTINCT句 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、選択リストでDISTINCT句を使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: DISTINCT句を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02055: マテリアライズド・ビューは圧縮されたオブジェクト表またはビューを参照します。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、圧縮されたオブジェクト表またはビューを参照する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 圧縮されたオブジェクト表またはビューを使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02056: マテリアライズド・ビューの相関変数と外部結合 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、相関変数および外部結合を使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 相関変数または外部結合を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02057: マテリアライズド・ビューで参照されたROWNUM 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、ROWNUMファンクションを参照する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: ROWNUMファンクションを使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02058: mvの演算子を設定します。互換性モードは9.0未満です 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、集合演算子および9.0未満の互換性モードを使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 集合演算子を使用しない問合せまたは互換性モードが9.0以上の問合せに修正してください。









	 QSM-02059: 結合はマテリアライズド・ビューに重複行を作成する場合があります。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、マテリアライズド・ビューに重複行を作成する結合条件を含む問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: マテリアライズド・ビューに重複行が作成されないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02061: マテリアライズド・ビューにある1つ以上の結合 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、結合を含む問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 結合を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02062: マテリアライズド・ビューのGROUP BY句 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、GROUP BY句を使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: GROUP BY句を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02063: マテリアライズド・ビューの集計関数 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、集計関数を使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 集計関数を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02064: マテリアライズド・ビューの副問合せ 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、副問合せを使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 副問合せを使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02066: Oracleエラー: 詳細はRELATED_NUMおよびRELATED_TEXTを参照してください 
	
原因: マテリアライズド・ビューを作成しようとするとエラーが発生するため、問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: RELATED_NUM列の関連するOracleエラー・コードおよびRELATED_TEXT列のOracleエラー・テキストを確認して、問題を解決してください。









	 QSM-02067: 選択リストにパーティション・キー、PMARKERまたは結合依存式がありません 
	
原因: マテリアライズド・ビューの選択リスト(GROUP BY句がある場合は、group byリストも)に、問合せの表のパーティション・キー、問合せの表へのPMARKERファンクション参照、または問合せの表のパーティション化列に依存する式の結合のいずれも含まれない場合、問合せ機能はサポートされていません。


	
処置: 選択リスト(該当する場合はGROUP BY句も)に、パーティション・キー、PMARKERファンクション参照または結合依存式を追加してください。









	 QSM-02068: 表示された表がパーティション化されていません。 
	
原因: 問合せのリレーションがパーティション表でない場合の問合せの機能は、サポートされていません。


	
処置: パーティション表を参照するように、問合せを修正してください。









	 QSM-02069: PCTでは複数列で構成されるパーティション・キーをサポートしていません 
	
原因: 問合せの表が、複数列で構成されるキーでパーティション化されている場合の問合せの機能は、サポートされていません。


	
処置: 1つの列で構成されるキーでパーティション化された表を参照するように、問合せを修正してください。









	 QSM-02070: PCTではこのタイプのパーティション化をサポートしていません 
	
原因: 問合せの表が、このタイプのパーティション化を使用する問合せの機能は、サポートされていません。


	
処置: この機能でサポートされているタイプのパーティション化を使用する表を参照するように、問合せを修正してください。









	 QSM-02071: 内部エラー: PCT障害コードが定義されていません 
	
原因: Oracleの内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 QSM-02072: ネストされたマテリアライズド・ビューの高速リフレッシュのための要件は満たされていません。 
	
原因: この機能の1つ以上の要件が満たされていないため、問合せの機能はサポートされません。


	
処置: 『Oracleデータ・ウェアハウス・ガイド』でネストされたマテリアライズド・ビューに関連する記述を調べて、問題を解決してください。









	 QSM-02073: 主キーでないRepAPIマテリアライズド・ビューは高速リフレッシュできません。 
	
原因: RepAPIマテリアライズド・ビューの高速リフレッシュは、主キーであるマテリアライズド・ビューでのみサポートされています。


	
処置: マテリアライズド・ビューが主キーであるマテリアライズド・ビューになるように、再設計してください。









	 QSM-02074: 異機種間サービスのリンクにまたがるマテリアライズド・ビュー 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、異機種間リンクを使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 異機種間リンクを使用しないように、マテリアライズド・ビューを再設計してください。









	 QSM-02075: シノニムのマテリアライズド・ビュー 
	
原因: 互換性パラメータが10.2.0より前の場合、マテリアライズド・ビューがシノニムを参照するとき、当該の機能はサポートされません。


	
処置: シノニムを使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02076: MVログの順序番号が最後のリフレッシュよりも新しくなっています 
	
原因: マテリアライズド・ビュー・ログの順序番号のタイムスタンプが、最後のリフレッシュ時刻よりも後になっています。


	
処置: 次の高速リフレッシュの前に、完全リフレッシュを実行する必要があります。









	 QSM-02077: マテリアライズド・ビュー・ログは最新の全体リフレッシュよりも新しいです。 
	
原因: マテリアライズド・ビューの作成または最新の完全リフレッシュ後に、関連するマテリアライズド・ビュー・ログが作成された場合の問合せの機能は、サポートされていません。


	
処置: マテリアライズド・ビューの完全リフレッシュを実行してください。









	 QSM-02078: マテリアライズド・ビュー・ログは新しい値を持つ必要があります。 
	
原因: 関連するマテリアライズド・ビュー・ログが、新しい値を持たない場合の問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: NEW VALUES句を使用して、マテリアライズド・ビューを再作成してください。









	 QSM-02079: マテリアライズド・ビュー・ログはROWIDを持つ必要があります。 
	
原因: 関連するマテリアライズド・ビュー・ログが、ROWIDを持たない場合の問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: ROWID句を使用して、マテリアライズド・ビューを再作成してください。









	 QSM-02080: マテリアライズド・ビュー・ログは主キーを持つ必要があります。 
	
原因: 関連するマテリアライズド・ビュー・ログが、主キーを持たない場合の問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: PRIMARY KEY句を使用して、マテリアライズド・ビューを再作成してください。









	 QSM-02081: マテリアライズド・ビュー・ログは必要な列をすべて持っているわけではありません。 
	
原因: 関連するマテリアライズド・ビュー・ログが、マテリアライズド・ビューの選択リストで参照する列を持たない場合の問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: マテリアライズド・ビュー・ログを再作成し、選択リストで参照するすべての列を含めてください。









	 QSM-02082: マテリアライズド・ビュー・ログの問題 
	
原因: 問合せのマテリアライズド・ビュー・ログに問題があるため、問合せの機能はサポートされません。


	
処置: ウェアハウスのマニュアルで、ネストされたマテリアライズド・ビューのログと高速リフレッシュに関連する記述を調べて、問題を解決してください。









	 QSM-02083: マテリアライズド・ビューは状態をメンテナンスするPL/SQLファンクションを参照します。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、状態をメンテナンスし、起動するたびに同じ行が同じ値を戻すとはかぎらないPL/SQLファンクションを参照する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: この種のPL/SQLファンクションを使用しないように、問合せを修正してください。または、状態をメンテナンスしないようにPL/SQLファンクションを修正し、それに応じて宣言を変更してください。









	 QSM-02084: 重複を識別する集計関数のDISTINCT句 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、このコンテキストでDISTINCT句を使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: DISTINCT句を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02086: マテリアライズド・ビューでMINまたはMAX集計関数を使用しています。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、MINまたはMAX関数を使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: MINまたはMAX関数を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02088: マテリアライズド・ビューは選択リストから少なくとも1つのグループ化キーを無視します。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、選択リストのグループ化の式を無視する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 選択リストにすべてのGROUP BYを含めてください。









	 QSM-02090: SELECTは単なる列ではない式を含みます。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、単純な列参照ではない選択リストの式を使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 単純な列参照ではない式を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02091: マテリアライズド・ビューは非リピータブルまたはセッションを識別する式を参照しています。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、起動するたびに同じ行に対して同じ値を戻すとはかぎらない式、または戻す値がセッション・パラメータによって異なる式を使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: このような式を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02092: マテリアライズド・ビューは順序番号を参照しています。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、順序番号を参照する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 順序番号を参照しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02093: マテリアライズド・ビューはオブジェクトREF句を使用しています。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、オブジェクトREF句を使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: オブジェクトREF句を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02096: マテリアライズド・ビューは名前付きビューを参照しています。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、ビューを参照する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: ビューを参照しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02099: マテリアライズド・ビューはFROMリストのリモート表またはビューを参照しています。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、FROMリストのリモート表またはビューを参照する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: リモート表またはビューを参照しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02101: マテリアライズド・ビューはFROMリストのシノニムを参照しています。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、FROMリストのシノニムを参照する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: シノニムを参照しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02102: マテリアライズド・ビューのFROMリストはSYSスキーマのオブジェクトを参照しています。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、SYSスキーマのオブジェクトを参照する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: SYSスキーマを参照しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02104: HAVING句のフィルタ条件の集計関数 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、HAVING句のフィルタ条件で集計関数を参照する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: HAVING句のフィルタ条件で集計関数を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02106: マテリアライズド・ビューはWHEREまたはHAVING句のフィルタ条件を使用しています。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、WHERE句またはHAVING句にフィルタ条件を含む問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: WHERE句またはHAVING句でフィルタ条件を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02112: トップレベルの問合せはLEFT OUTER、RIGHT OUTERまたはFULL OUTER結合を持っています。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、これらの種類の結合を使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: これらの種類の結合を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02113: 選択リストの式は複数の表またはビューを参照しています。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、複数の表またはビューを参照する選択リストの式を使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: このような式を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02114: GROUP BY句、集計がありません。9.0以上の互換性ではありません 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、GROUP BY句および集計がなく、互換性モードが8.1以下の問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: GROUP BY句または集計関数を含まないように問合せを修正してください。または、互換性モードを9.0以上に設定してください。









	 QSM-02115: マテリアライズド・ビューはリモート・オブジェクトを参照し、ON COMMITでリフレッシュされます。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、リモート・オブジェクトを参照し、ON COMMITでリフレッシュされる問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: リモート・オブジェクトを参照しないように、問合せを修正するか、マテリアライズド・ビューがON DEMANDでリフレッシュされるようにしてください。









	 QSM-02116: 複数のマスター・サイトを使用しています。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、異なるリモート・インスタンスにある複数のリモート・オブジェクトを参照する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 複数のマスター・サイトを使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02117: GROUP BY列にGROUPING_IDまたはGROUPINGファンクションがありません。 
	
原因: マテリアライズド・ビューにグループ化セットが使用されていますが、関連するGROUPING_IDまたはGROUPING関数が省略されているため、この機能はサポートされません。


	
処置: 問合せを修正して、適切なGROUPING_IDまたはGROUPING関数を含めてください。









	 QSM-02118: 重複したグループ化設定 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、グループ化設定を重複して参照する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: グループ化設定を重複して使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02119: 必須のサポート集計の分析中に内部エラーが発生しました。 
	
原因: Oracleの内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 QSM-02120: 互換性モードは9.0以上である必要があります。 
	
原因: 互換性モードが8.1以下の問合せはサポートされていません。


	
処置: 互換性モードを9.0以上に設定してください。









	 QSM-02121: コンテキストの集合演算子が高速リフレッシュのためにサポートされていません。 
	
原因: マテリアライズド・ビューが、このコンテキストで集合演算子を使用する場合の問合せの機能は、サポートされていません。


	
処置: 集合演算子を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02122: 互換性モードは8.1以上である必要があります。 
	
原因: 互換性モードが8.0以下の問合せはサポートされていません。


	
処置: 互換性モードを8.1以上に設定してください。









	 QSM-02123: 副問合せおよびUNIONマテリアライズド・ビューは主キー・マテリアライズド・ビューである必要があります。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、主キー・マテリアライズド・ビューでなく、副問合せまたはUNION演算子をコンテキストで使用する問合せはサポートされていません。


	
処置: マテリアライズド・ビューが主キー・マテリアライズド・ビューになるように、再設計してください。









	 QSM-02124: WHERE句のオブジェクト型 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、WHERE句のオブジェクト型を参照する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: オブジェクト型を参照しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02125: 副問合せ結合条件は機能の要件を満たしません。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、このような結合で副問合せを使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 副問合せマテリアライズド・ビューに関連するレプリケーション・ドキュメントを調べて、問題を解決してください。









	 QSM-02126: マスター・サイトにROWIDがありません。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、ROWIDをサポートしないリモート・サイトを参照する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: リモート・サイトを参照しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02127: マスター・サイトのOracleバージョンにおいて、このタイプ、マテリアライズド・ビューに対してサポートされていません 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、特定の構造体を使用し、古いバージョンのリモートOracleインスタンスを使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 構造体を使用しないように問合せを修正するか、リモートOracleインスタンスをアップグレードしてください。









	 QSM-02128: 主キー・マテリアライズド・ビューの要件を満たしません。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、主キー・マテリアライズド・ビューの要件を満たさない問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 主キー・マテリアライズド・ビューのレプリケーションに関連するドキュメントを調べて、問題を解決してください。









	 QSM-02129: 結合またはフィルタ条件が複合しています。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、複合している結合およびフィルタ条件を使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 結合またはフィルタ条件が単一になるように、問合せを修正してください。









	 QSM-02130: 式が高速リフレッシュのためにサポートされていません。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、特定の複合式を参照する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 単純な式を使用するように、問合せを修正してください。









	 QSM-02131: agg(expr)は対応するSUM(expr)関数を必要とします。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、集計関数を使用していますが、同じ引数でSUM関数をコールしない問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 選択リストにSUM関数を追加してください。









	 QSM-02132: agg(expr)は対応するCOUNT(expr)関数を必要とします。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、集計関数を使用していますが、同じ引数でCOUNT関数をコールしない問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 選択リストにCOUNT関数を追加してください。









	 QSM-02133: agg(expr)は対応するMIN(expr)関数を必要とします。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、集計関数を使用していますが、同じ引数でMIN関数をコールしない問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 選択リストにMIN関数を追加してください。









	 QSM-02134: agg(expr)は対応するMAX(expr)関数を必要とします。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、集計関数を使用していますが、同じ引数でMAX関数をコールしない問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 選択リストにMAX関数を追加してください。









	 QSM-02135: agg(expr)は対応するAVG(expr)関数を必要とします。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、集計関数を使用していますが、同じ引数でAVG関数をコールしない問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 選択リストにAVG関数を追加してください。









	 QSM-02136: agg(expr)は対応するVARIANCE(expr)関数を必要とします。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、集計関数を使用していますが、同じ引数でVARIANCE関数をコールしない問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 選択リストにVARIANCE関数を追加してください。









	 QSM-02137: agg(expr)は対応するSTDDEV(expr)関数を必要とします。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、集計関数を使用していますが、同じ引数でSTDDEV関数をコールしない問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 選択リストにSTDDEV関数を追加してください。









	 QSM-02138: agg(expr)は対応するagg(expr*expr)関数を必要とします。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、集計関数を使用していますが、同じ引数の2乗で同じ集計関数をコールしない問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 同じ引数の2乗(引数*引数)で同じ集計関数の起動を追加してください。









	 QSM-02139: agg(expr)は対応するagg(expr+expr)関数を必要とします。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、集計関数を使用していますが、同じ引数を足した引数で同じ集計関数をコールしない問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 選択リストに指定した集計関数を追加してください。









	 QSM-02140: agg(expr)は対応するSUM(expr*expr)関数を必要とします。 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、集計関数を使用していますが、同じ引数の2乗(引数*引数)でSUM関数をコールしない問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 引数の2乗でSUM関数を追加してください。









	 QSM-02141: 機能が無効化された原因は判別不可能です。 
	
原因: EXPLAIN_MV分析エンジンが、指定された機能が無効化された理由の取得に失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 QSM-02142: 選択リストにCOUNT(*)が存在しません。 
	
原因: マテリアライズド・ビューの問合せの選択リストCOUNT(*)がありません。


	
処置: 選択リストにCOUNT(*)を追加してください。









	 QSM-02143: COUNT(expr)のないSUM(expr) 
	
原因: 選択リストに、対応するCOUNT(expr)のないSUM(expr)があります。


	
処置: 選択リストにCOUNT(expr)を追加してください。









	 QSM-02144: 集計関数がGROUP BY句なしで提示されています。 
	
原因: 選択リストに1つ以上の集計関数がありますが、GROUP BY句が使用されていません。


	
処置: GROUP BY句を追加してください。









	 QSM-02145: GROUP BY句が提示されていますが、集計関数が使用されていません。 
	
原因: GROUP BY句が使用されていますが、選択リストに集計関数がありません。


	
処置: 選択リストに集計関数を追加してください。









	 QSM-02146: REFRESH_FAST_AFTER_INSERTを使用できない理由を参照してください 
	
原因: REFRESH_FAST_AFTER_INSERTが使用できないのと同じ理由で、REFRESH_FAST_AFTER_ONETAB_DMLが使用できません。


	
処置: REFRESH_FAST_AFTER_INSERTを修正してください。









	 QSM-02147: デフォルトの日付書式はセッションの設定によります。 
	
原因: デフォルトの書式または不完全な書式のいずれかを使用して、日付変換操作を指定しました。デフォルトの日付書式または不完全な書式は、セッションの設定に敏感なため、異なる環境間では再生できない場合があります。


	
処置: 完全な日付書式文字列を指定してください。









	 QSM-02148: 多対多副問合せ結合には9.0以上の互換性が必要です 
	
原因: 8.1以下の互換性モードで実行中に、多対多副問合せ結合がマテリアライズド・ビューに指定されました。


	
処置: 互換性モードを9.0以上に設定するか、マテリアライズド・ビューの問合せを再作成してください。









	 QSM-02149: このMVを使用するON COMMITには9.0以上の互換性が必要です 
	
原因: 8.1以下の互換性モードで実行中に、WHERE句の集計フィルタ条件の結合、FROMリストのリモート・リレーション、COUNT(x)関数と対応付けられていないSUM(x)関数、COUNT(*)を指定していない集計関数、MIN()またはMAX()集計関数のいずれかの組合せと、REFRESH ON COMMITオプションを組み合せて使用するマテリアライズド・ビューが指定されました。


	
処置: 互換性モードを9.0以上に設定するか、マテリアライズド・ビューの問合せを再作成してください。









	 QSM-02150: 選択リストはUNION演算子を超えて同一である必要があります 
	
原因: UNION演算子を使用するマテリアライズド・ビューが指定され、UNION演算子の両側の問合せがそれぞれ異なる選択リストを持っています。RELATED_NAME列に、最初の異なる選択リスト項目の別名が示されます。RELATED_NUM列に、SELECTキーワードから選択リスト項目の始めまでのオフセットが示されます。


	
処置: UNION演算子の両側に、それぞれ同じ選択リストを持つように、マテリアライズド・ビューの問合せを再作成してください。









	 QSM-02151: FROMリストの副問合せまたは名前付きビュー、9.0未満の互換性です 
	
原因: 9.0未満の互換性モードで実行中に、トップレベルのFROMリストで、副問合せまたは名前付きビューを参照するマテリアライズド・ビューが指定されました。


	
処置: 互換性モードを9.0以上に設定するか、マテリアライズド・ビューの問合せを再作成してください。









	 QSM-02152: ビューのマージ直後のFROMリストの副問合せまたは名前付きビュー 
	
原因: ビューのマージ中に、マージできないトップレベルのFROMリストで、副問合せまたは名前付きビューを参照するマテリアライズド・ビューが指定されました。


	
処置: マテリアライズド・ビューの問合せを再作成してください。









	 QSM-02153: FROMリストのインライン・ビューまたは副問合せはこのタイプのマテリアライズド・ビューのためにサポートされません。 
	
原因: インライン・ビューまたは副問合せを参照するマテリアライズド・ビューが指定されました。指定された機能は、このタイプのマテリアライズド・ビューではサポートされていません。


	
処置: マテリアライズド・ビューの問合せを再作成してください。









	 QSM-02154: マテリアライズド・ビューは、ビュー・マージを使用しても高速でリフレッシュできません 
	
原因: FROM句のビューにマテリアライズド・ビューが指定されていますが、ビューのマージの後では高速リフレッシュの基準を満たしません。


	
処置: 無効なビューや、ビュー内の複雑な構造を削除して、マテリアライズド・ビューの問合せを再作成してください。









	 QSM-02161: REFRESH_FAST_AFTER_ONETAB_DMLを使用できない理由を参照してください 
	
原因: REFRESH_FAST_AFTER_ONETAB_DMLが使用できないのと同じ理由で、REFRESH_FAST_AFTER_ANY_DMLが使用できません。


	
処置: REFRESH_FAST_AFTER_ONETAB_DMLを修正してください。









	 QSM-02162: ディテール表にはマテリアライズド・ビュー・ログがありません 
	
原因: マスター表にマテリアライズド・ビュー・ログが格納されていないため、高速リフレッシュを実行できません。


	
処置: CREATE MATERIALIZED VIEW LOGコマンドを使用してマスター表にマテリアライズド・ビュー・ログを作成してください。









	 QSM-02163: マテリアライズド・ビュー・ログからのオブジェクトID列を使用できません 
	
原因: マテリアライズド・ビュー・ログに記録されたオブジェクトID列がないか、オブジェクトID列に関連付けられたタイムスタンプが前回のリフレッシュ時刻より最近です。


	
処置: 次の高速リフレッシュの前に、完全リフレッシュを実行する必要があります。必要に応じて、マテリアライズド・ビュー・ログにオブジェクトID列を追加してください。









	 QSM-02169: マテリアライズド・ビューには表名が拡張されたパーティションが含まれています 
	
原因: マテリアライズド集計ビューまたはマテリアライズド結合ビュー(あるいはその両方)の高速リフレッシュは、これらのビューがパーティション拡張表名を使用して定義されている場合はサポートされません。


	
処置: パーティション拡張表名を使用しないで高速リフレッシュ可能なマテリアライズド・ビューを作成するか、または完全リフレッシュ・マテリアライズド・ビューとしてマテリアライズド・ビューを作成してください。









	 QSM-02170: 表はUNION演算子間で同じである必要があります 
	
原因: UNION演算子を使用するマテリアライズド・ビューが指定され、UNION演算子の両側の表が一致しません。このコンテキストでは高速リフレッシュはサポートされていません。


	
処置: UNION演算子の両側に同じ表を指定するように、マテリアライズド・ビューの問合せを再作成してください。









	 QSM-02171: マテリアライズド・ビューでは外部UNIONブロックに結合操作が含まれます。 
	
原因: 結合操作を含むUNION演算子がマテリアライズド・ビューに指定されている場合は、高速リフレッシュはサポートされません。


	
処置: 結合を省いてマテリアライズド・ビューの問合せを再作成してください。









	 QSM-02173: 一意制約は内部表の結合列には存在しません 
	
原因: 外部結合がある場合には、内部表の結合列に一意制約が存在する必要があります。存在しない場合は、マテリアライズド・ビューは高速リフレッシュできません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-02174: マテリアライズド・ビューにはUNION ALLマーカー列はありません 
	
原因: UNION ALLを含むマテリアライズド・ビューを高速リフレッシュするためには、UNION ALLマーカー列が必要です。これは、各問合せブロックの同じ序数位置にある定数列で、問合せブロックごとに個別の値を含む必要があります。


	
処置: マテリアライズド・ビューを定義するUNION ALL問合せの各問合せブロックにUNION ALLマーカー列を追加してください。









	 QSM-02175: UNION ALL MVの問合せブロックには高速でリフレッシュできないものもあります 
	
原因: UNION ALLを含むマテリアライズド・ビューを高速リフレッシュするには、各問合せブロックが、高速リフレッシュ可能マテリアライズド結合ビューまたはマテリアライズド集計ビューに準拠する必要があります。


	
処置: UNION ALLの各問合せブロックを調べて、結合または集計を含むマテリアライズド・ビューであることを確認してください。









	 QSM-02176: ビュー内のUNION ALLを持つマテリアライズド・ビューが複雑すぎます 
	
原因: マテリアライズド・ビューに含まれるビューの定義がUNION ALL問合せに関連する場合は、マテリアライズド・ビューを定義する問合せは、SELECTとFROM以外の句を含むことができません。WHERE、HAVING、CONNECT BYまたはGROUP BYなどの句は使用できません。また、FROM句に指定できる項目は1つのみになります。


	
処置: マテリアライズド・ビューを定義する問合せから、SELECTとFROM以外の句を削除してください。









	 QSM-02177: ビュー内のUNION ALLを持つマテリアライズド・ビューは、ビューのSELECTリストと一致する必要があります 
	
原因: マテリアライズド・ビューにUNION ALL問合せが定義に含まれるビューがある場合、マテリアライズド・ビューの選択リストは、基礎となるビューの選択リストと正確に一致する必要があります。式が含まれていないことと、基礎となるビューの追加/削除/再注文の列がないことが必要です。


	
処置: ビューにUNION ALLを含むマテリアライズド・ビューを定義するときは、SELECT*を使用してください。









	 QSM-02178: マテリアライズド・ビューには、高速でリフレッシュできないUNION ALLを持つビューがあります 
	
原因: マテリアライズド・ビューに含まれるビューの定義に関連するUNION ALL問合せが、高速リフレッシュの要件を満たしていません。


	
処置: マテリアライズド・ビューで参照されるビューの定義問合せが、UNION ALLマテリアライズド・ビューの高速リフレッシュの条件を満たすことを確認してください。









	 QSM-02179: UNION ALLを持つマテリアライズド・ビューには、9.2以上との互換性が必要です。 
	
原因: COMPATIBLE初期化パラメータの設定が、9.2.0未満です。


	
処置: COMPATIBLEを9.2.0以上に設定してください。









	 QSM-02180: マスター表に主キー制約がありません。 
	
原因: explain_mviewでは、マテリアライズド・ビューが主キー・マテリアライズド・ビューとして作成されると仮定しています。実表に主キー制約がない場合は、主キー・マテリアライズド・ビューは作成できません。


	
処置: ベース表に主キー制約を追加するか、WITH ROWIDオプションを指定して、マテリアライズド・ビューをRowid MVとして作成してください。マテリアライズド・ビューがRowid MVの場合、マスター表に関するマテリアライズド・ビュー・ログにrowidがあれば、完全リフレッシュや高速リフレッシュができます。









	 QSM-02181: SPREADSHEET句があります 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、SPREADSHEET句を使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: SPREADSHEET句の指定を削除してください。









	 QSM-02182: PCTは結合依存性を介して使用できます 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、選択リストに問合せのリレーションのパーティション化キーに依存する式の結合が含まれていない場合、問合せ機能はサポートされていません。結合依存性の定義については、Oracleマニュアルで調べてください。


	
処置: パーティション化キーを含むように、問合せを変更してください。









	 QSM-02183: PCTを使用可能にする式が分析関数のPARTITION BYまたはSPREADSHEETにありません 
	
原因: PARTITION BY句にない式において、問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 式がPARTITION BYに含まれるように、問合せを変更してください。









	 QSM-02184: PCTを使用可能にする式はロールアップできません 
	
原因: ロールアップされる式において、問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 式がロールアップされないように、問合せを変更してください。









	 QSM-02185: 選択リストにパーティション・キーまたはPMARKERがありません。 
	
原因: マテリアライズド・ビューの選択リスト(GROUP BY句がある場合は、group byリストも)に、問合せの表のパーティション・キー、または問合せの表へのPMARKERファンクション参照のいずれも含まれない場合、問合せ機能はサポートされていません。


	
処置: 選択リスト(ある場合はGROUP BY句も)に、パーティション・キーまたはPMARKERファンクション参照を追加してください。









	 QSM-02186: PARTITIONED OUTER JOINがあります 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、PARTITIONED OUTER JOINを使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: PARTITIONED OUTER JOINを削除してください。









	 QSM-02187: 外部表のマテリアライズド・ビュー 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、外部表を参照する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 外部表を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02188: FROMリストの名前付きビューは、このタイプのMVではサポートされません 
	
原因: 名前付きビューを参照するマテリアライズド・ビューが指定されました。指定された機能は、このタイプのマテリアライズド・ビューではサポートされていません。


	
処置: マテリアライズド・ビューの問合せを再作成してください。









	 QSM-02189: マテリアライズド・ビューの定義変更 
	
原因: マテリアライズド・ビューの定義が変更されています。通常、定義のシノニムまたは表を再定義するとこうなります。マテリアライズド・ビューは高速リフレッシュできません。


	
処置: リフレッシュを完了するか、またはマテリアライズド・ビューを再作成してください。









	 QSM-02190: SQL PIVOTまたはUNPIVOTがあります 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、SQL PIVOTまたはUNPIVOTのある問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: SQL PIVOTまたはUNPIVOTを削除してください。









	 QSM-02191: MVログのタイプに互換性がありません 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、すべてのタイムスタンプ・ベースまたはコミットSCNベースで互換性のあるマテリアライズド・ビュー・ログのタイプがないディテール表でマテリアライズド・ビューが定義されている場合の問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: リフレッシュを完了するか、またはマテリアライズド・ビュー・ログを再作成してください。









	 QSM-02192: コミットSCMベースMVログは一貫性のある状態ではありません 
	
原因: SYS.SNAP_XCMT$のマッピング表の移入時の失敗が原因で関連するマテリアライズド・ビュー・ログが一貫性のある状態でない場合の問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: マテリアライズド・ビューの完全リフレッシュを実行してください。









	 QSM-02193: コミットSCNベースMVログではMVはサポートされていません 
	
原因: 関連するマテリアライズド・ビューが、コミットSCNベースMVログがないディテール表で定義できるようサポートされていない場合の問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-02194: CASE式はマテリアライズド・ビューに存在します 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、CASE式を含む問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: CASE式を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02195: 問合せに名前付きビューが含まれていると、PCT FAST REFRESHはできません 
	
原因: マテリアライズド・ビュー問合せに名前付きビューが含まれていたため、問題の機能がサポートされませんでした。


	
処置: 名前付きビューを使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02196: 問合せにインライン・ビューが含まれていると、PCT FAST REFRESHはできません 
	
原因: マテリアライズド・ビュー問合せにインライン・ビューが含まれていたため、問題の機能がサポートされませんでした。


	
処置: インライン・ビューを使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02197: 問合せにリモート表が含まれていると、PCT FAST REFRESHはできません 
	
原因: マテリアライズド・ビュー問合せにリモート表が含まれていたため、問題の機能がサポートされませんでした。


	
処置: リモート表を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02198: HAVING句に副問合せが含まれていると、PCT FAST REFRESHはできません 
	
原因: マテリアライズド・ビュー問合せのHAVING句に副問合せが含まれていたため、問題の機能がサポートされませんでした。


	
処置: HAVING句で副問合せを使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02199: WHERE句に副問合せが含まれていると、PCT FAST REFRESHはできません 
	
原因: マテリアライズド・ビュー問合せのWHERE句に副問合せが含まれていたため、問題の機能がサポートされませんでした。


	
処置: WHERE句で副問合せを使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02200: 問合せにLEFT OUTER、RIGHT OUTERまたはFULL OUTER JOINが含まれていると、PCT FAST REFRESHはできません 
	
原因: マテリアライズド・ビュー問合せにLEFT OUTER、RIGHT OUTERまたはFULL OUTER JOINが含まれていたため、問題の機能がサポートされませんでした。


	
処置: LEFT OUTER、RIGHT OUTERまたはFULL OUTER JOINを使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02201: 問合せに自己結合または自己デカルト積があると、PCT FAST REFRESHはできません 
	
原因: マテリアライズド・ビュー問合せに自己結合または自己デカルト積が含まれていたため、問題の機能がサポートされませんでした。


	
処置: 問合せ内で自己結合または自己デカルト積を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02202: 問合せにORDER BY句があると、PCT FAST REFRESHはできません 
	
原因: マテリアライズド・ビュー問合せにORDER BY句が含まれていたため、問題の機能がサポートされませんでした。


	
処置: ORDER BY句を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02203: 問合せにオペランド問合せブロックが設定されていると、PCT FAST REFRESHはできません 
	
原因: マテリアライズド・ビュー問合せに、設定済のオペランド問合せブロックが含まれていたため、問題の機能がサポートされませんでした。


	
処置: 設定済のオペランド問合せブロックを使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02204: 問合せに内部問合せがあると、PCT FAST REFRESHはできません 
	
原因: マテリアライズド・ビュー問合せに内部問合せが含まれていたため、問題の機能がサポートされませんでした。


	
処置: 内部問合せを使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02205: 選択リスト内に副問合せがあると、PCT FAST REFRESHはできません 
	
原因: マテリアライズド・ビュー問合せに選択リスト内の副問合せが含まれていたため、問題の機能がサポートされませんでした。


	
処置: 選択リスト内の副問合せを使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02206: この問合せ結合により余分な重複行が作成されるため、PCT FAST REFRESHはできません 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、マテリアライズド・ビューに重複行を作成する結合条件を含む問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: マテリアライズド・ビューに重複行が作成されないように、問合せを修正してください。









	 QSM-02207: 複合問合せではPCT FAST REFRESHはできません 
	
原因: マテリアライズド・ビュー問合せが複雑すぎたため、問題の機能がサポートされませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-02208: マテリアライズド・ビューのNOT IN句を使用した副問合せ 
	
原因: マテリアライズド・ビューでは、副問合せでNOT INを使用する問合せの機能はサポートされていません。


	
処置: NOT IN句を使用しないように、問合せを修正してください。









	 QSM-03112: CREATE MATERIALIZED VIEW文が無効です string 
	
原因: プロシージャに渡されたCREATE MATERIALIZED VIEW文は、無効な文です。


	
処置: エラーの後に続く理由を確認して、操作を再試行してください。









	 QSM-03113: MATERIALIZED VIEW文をチューニングできません string 
	
原因: MATERIALIZED VIEW文をチューニングできませんでした。


	
処置: エラーの後に続く理由を確認して、操作を再試行してください。









	 QSM-03114: FOR UPDATEマテリアライズド・ビューをチューニングできません 
	
原因: マテリアライズド・ビューは、FOR UPDATEオプションを使用して作成されています。


	
処置: FOR UPDATEオプションを使用しないように文を修正してください。









	 QSM-03115: PREBUILT表に関するマテリアライズド・ビューをチューニングできません 
	
原因: マテリアライズド・ビューは、事前作成表上に作成されています。


	
処置: ON PREBUILTオプションを使用しないように文を修正してください。









	 QSM-03116: マテリアライズド・ビューはすでに最適であり、これ以上チューニングできません 
	
原因: マテリアライズド・ビューには、当該文で指定された機能があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 QSM-03117: マテリアライズド・ビューは高速リフレッシュ可能にチューニングできません 
	
原因: マテリアライズド・ビューは、高速リフレッシュ可能になるようにチューニングまたは分解できません。


	
処置: dbms_mview.explain_mviewを実行して原因を検出してください。









	 QSM-03118: マテリアライズド・ビューは一般的なリライト用にチューニングできません 
	
原因: マテリアライズド・ビューは一般的なリライトをサポートできるようにチューニングできませんでした。


	
処置: dbms_mview.explain_mviewを実行して原因を検出してください。









	 QSM-03119: WHERE/HAVING句は、一般問合せリライトには複雑すぎます 
	
原因: WHERE/HAVING句は、一般問合せリライトには複雑すぎます。


	
処置: マテリアライズド・ビューを定義する問合せ内のWHERE/HAVING句を簡素化するようにしてください。









	 QSM-03120: 暗号化された列にマテリアライズド・ビュー・ログは作成できません 
	
原因: マテリアライズド・ビューを定義する問合せに暗号化された列があります。


	
処置: マテリアライズド・ビューを定義する問合せから暗号化された列を削除するようにしてください。
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	 RMAN-00201: この修復を実行しますか(YESまたはNOを入力してください)。 
	
原因: これはユーザー・プロンプトです。


	
処置: 質問に応答して処理を進めてください。









	 RMAN-00202: データベースをオープンしますか(YESまたはNOを入力してください)。 
	
原因: これはユーザー・プロンプトです。


	
処置: 質問に応答して処理を進めてください。









	 RMAN-00203: データベースのリセット・ログをオープンしますか(YESまたはNOを入力してください)。 
	
原因: これはユーザー・プロンプトです。


	
処置: 質問に応答して処理を進めてください。









	 RMAN-00204: このオブジェクトを削除しますか(YESまたはNOを入力してください)。 
	
原因: これはユーザー・プロンプトです。


	
処置: 質問に応答して処理を進めてください。









	 RMAN-00205: すべてのバックアップおよびデータベースを削除しますか(YESまたはNOを入力してください)。 
	
原因: これはユーザー・プロンプトです。


	
処置: 質問に応答して処理を進めてください。









	 RMAN-00206: データベースを削除しますか(YESまたはNOを入力してください)。 
	
原因: これはユーザー・プロンプトです。


	
処置: 質問に応答して処理を進めてください。









	 RMAN-00207: データベースを登録解除しますか(YESまたはNOを入力してください)。 
	
原因: これはユーザー・プロンプトです。


	
処置: 質問に応答して処理を進めてください。









	 RMAN-00208: ターゲットdb_unique_nameを使用するデータベースを登録解除しますか(YESまたはNOを入力してください)。 
	
原因: これはユーザー・プロンプトです。


	
処置: 質問に応答して処理を進めてください。









	 RMAN-00209: この障害を変更しますか(YESまたはNOを入力してください)。 
	
原因: これはユーザー・プロンプトです。


	
処置: 質問に応答して処理を進めてください。









	 RMAN-00210: これらのファイルをカタログに追加しますか(YESまたはNOを入力してください)。 
	
原因: これはユーザー・プロンプトです。


	
処置: 質問に応答して処理を進めてください。









	 RMAN-00211: レスポンス取得中にエラーが発生しました - レスポンスなしとします 
	
原因: ユーザーの応答の読込み中にエラーが発生しました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-00212: "string"は無効な回答です - 再度入力してください。 
	
原因: 不適切な応答が入力されました。


	
処置: 適切な応答を入力してください。









	 RMAN-00550: パーサー・パッケージがロードに失敗しました 
	
原因: lpmloadpkg()でエラーが戻されました。


	
処置: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。









	 RMAN-00551: パーサー・パッケージの初期化が失敗しました 
	
原因: パーサー・パッケージの初期化ルーチンでエラーが戻されました。


	
処置: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。









	 RMAN-00552: コマンドライン引数に構文エラーがあります。 
	
原因: RMANに入力された引数が解析できないか、または引数が入力されていません。


	
処置: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。









	 RMAN-00553: 内部Recovery Managerパッケージのロードに失敗しました。 
	
原因: lpmloadpkg()でエラーが戻されました。


	
処置: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。









	 RMAN-00554: 内部Recovery Managerパッケージの初期化に失敗しました。 
	
原因: 内部パッケージの初期化ルーチンでエラーが戻されました。


	
処置: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。









	 RMAN-00555: ターゲット・データベース接続文字列を指定する必要があります。 
	
原因: TARGETパラメータが指定されていません。


	
処置: 必要なパラメータを入力してください。









	 RMAN-00556: CMDFILE "string"をオープンできませんでした。 
	
原因: ファイルのオープン中にエラーが発生しました。


	
処置: ファイル名が正しく指定されていること、ファイルが存在していること、およびRMANを実行するユーザーにファイルの読込み権限があることを確認してください。









	 RMAN-00557: MSGLOG "string"をオープンできませんでした。 
	
原因: ファイルのオープン中にエラーが発生しました。


	
処置: ファイル名が正しく指定されていること、ファイルが存在していること、およびRMANを実行するユーザーにファイルの書込み権限があることを確認してください。









	 RMAN-00558: 入力コマンド解析中にエラーが見つかりました。 
	
原因: パーサーが構文エラーを見つけました。


	
処置: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。









	 RMAN-00562: ユーザー名が長すぎます。 
	
原因: 指定されたユーザー名が、ユーザー名に許可される最大長を超えています。


	
処置: ユーザー名を修正してください。









	 RMAN-00563: パスワードが長すぎます。 
	
原因: 指定されたパスワードが、パスワードに許可される最大長を超えています。


	
処置: パスワードを修正してください。









	 RMAN-00564: ホスト・データが長すぎます。 
	
原因: SQL*NETホストの接続文字列が、最大許容長を超えています。


	
処置: ホストの文字列を修正してください。









	 RMAN-00565: 入力ファイルが読み込めません。 
	
原因: STDINまたはCMDFILEから読み込もうとして、エラーが発生しました。


	
処置: CMDFILEが読込み可能であることを確認してください。CMDFILEは、1レコードにつき1行のテキスト・ファイルである必要があります。









	 RMAN-00566: TRACE "string"をオープンできませんでした。 
	
原因: ファイルのオープン中にエラーが発生しました。


	
処置: ファイル名が正しく指定されていること、およびRMANを実行するユーザーにファイルの書込み権限があることを確認してください。









	 RMAN-00567: Recovery Managerで印刷できなかったエラー・メッセージがあります 
	
原因: エラー・メッセージ・スタックを出力しようとして、エラーが発生しました。


	
処置: 関連するエラー・メッセージに修正可能な状態が示されている場合は修正を実行し、そうでない場合はOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 RMAN-00568: ユーザーによる割込みを受け取りました。 
	
原因: [Ctrl]+[C](^C)またはATTNがユーザーにより入力されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-00569: =============== ERROR MESSAGE STACK FOLLOWS =============== 
	
原因: このメッセージに続いて、エラー・メッセージ・スタックが表示されます。


	
処置: エラーは最後から順に出力されます。正しく解釈するには、一番下から上に向かって読んでください。









	 RMAN-00570: **end-of-file** 
	
原因: インラインcmdfileのend-of-fileに達しました。これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-00570: =========================================================== 
	
原因: エラー・メッセージ・スタックを強調するために表示されます。


	
処置: エラーは最後から順に出力されます。正しく解釈するには、一番下から上に向かって読んでください。









	 RMAN-00572: DBMS_PIPE入力を待機しています 
	
原因: このメッセージは、PIPEオプションが指定されたときのみ表示されます。


	
処置: パイプにRMAN入力をエンキューしてください。









	 RMAN-00573: DBMS_PIPE.NEXT_ITEM_TIMEから不明なタイプのコードが戻りました: number 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 RMAN-00574: DBMS_PIPEの読取り/書込みエラーのため、Recovery Managerを中止します 
	
原因: DBMS_PIPEへ送信中の入出力とともにRMANが実行されました。パイプからの読込みまたはパイプへの書込み中に、エラーが発生しました。エラーの詳細な説明の後に、このエラーが表示されます。


	
処置: RMANが終了します。先行して発生したエラーの原因/処置を参照してください。









	 RMAN-00575: DBMS_PIPEへ書込み中にタイムアウトになりました 
	
原因: RMANと対話中のプロセスが停止しました。


	
処置: RMANが異常終了します。









	 RMAN-00576: PIPEはCMDFILEと一緒には使用できません。 
	
原因: PIPEオプションとCMDFILEオプションは、一緒に使用できません。PIPEオプションを使用する場合、RMANは、入力パイプから入力を受け取る必要があります。


	
処置: PIPEオプションまたはCMDFILEオプションのいずれかを削除してください。









	 RMAN-00577: PIPEを使用するにはTARGETがコマンドラインに指定されている必要があります。 
	
原因: PIPEオプションは、ターゲット・データベースのOracleデータベース・パイプから入力を取得し、出力を書き込みます。このため、RMANがターゲット・データベースに接続して、パイプから入力を受け取ることができるように、コマンドラインでターゲット・データベース接続が指定されている必要があります。


	
処置: RMANコマンドラインでTARGETオプションを指定してください。









	 RMAN-00578: パイプstringはプライベートではなく、SYSに所有されています。 
	
原因: RMANが入出力に必要とするパイプは、パブリック・パイプまたはSYSに所有されていないプライベート・パイプのいずれかです。SYSユーザー以外のユーザーがRMANにコマンドを発行したり、RMANの出力を取得したりできるため、これは潜在的なセキュリティの問題です。


	
処置: Recovery Managerの起動前にRMAN入力パイプにデータを入力し、起動直後にデータを処理させる場合は、SYSで接続し、DBMS_PIPE.CREATE_PIPEファンクションを使用してプライベート・パイプとしてパイプを明示的に作成する必要があります。









	 RMAN-00579: SCRIPTはCMDFILEと一緒には使用できません 
	
原因: SCRIPTオプションとCMDFILEオプションは、一緒に使用できません。SCRIPTオプションを使用すると、指定したスクリプトのみが実行されます。


	
処置: SCRIPTオプションまたはCMDFILEオプションのいずれかを削除してください。









	 RMAN-00600: internal error, arguments [string] [string] [string] [string] [string] 
	
原因: Recovery Managerで内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 RMAN-00601: fatal error in recovery manager 
	
原因: 致命的なエラーが発生しました。


	
処置: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。









	 RMAN-00700: SCRIPTを使用するにはTARGETがコマンドラインに指定されている必要があります 
	
原因: RMANコマンドラインでSCRIPTオプションが指定されましたが、TARGETデータベースが指定されていません。


	
処置: RMANコマンドラインでTARGETオプションを指定してください。









	 RMAN-00701: SCRIPTを使用するにはCATALOGがコマンドラインに指定されている必要があります 
	
原因: RMANコマンドラインでSCRIPTオプションが指定されましたが、CATALOGリカバリ・カタログが指定されていません。


	
処置: RMANコマンドラインでCATALOGオプションを指定してください。









	 RMAN-00702: コマンドに構文エラーはありません 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-00703: cmdfileに構文エラーはありません 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-01006: 解析中にエラー信号が出されました。 
	
原因: 解析中にエラー信号が出されました。


	
処置: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。









	 RMAN-01007: 行: number、列: number、ファイル: string 
	
原因: これは構文エラーが検出された行と列を示す情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-01008: 不良識別子は次のとおりでした: string 
	
原因: これは構文エラーの原因となった識別子トークンを示す情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-01009: 構文エラー: "string"が見つかりました: 次の1つが入ります: "string" 
	
原因: 解析中に構文エラーの信号が出されました。


	
処置: 入力を修正してください。









	 RMAN-02000: メッセージ・ファイルのバージョンが正しくありません(メッセージnumberが見つかりません) 
	
原因: rmanxx.msbファイルは正しいバージョンではありません。


	
処置: インストールが正しく行われていることを確認してください。RMANバイナリ(使用しているオペレーティング・システムで呼び方は異なりますが、実行可能なロード・モジュールのこと)およびrmanxx.msbファイルは、必ず同じバージョン、リリース、パッチ・レベルである必要があります。









	 RMAN-02001: 句読点記号"string"が認識できません 
	
原因: 無効な句読点記号が見つかりました。


	
処置: 無効な文字を削除してください。









	 RMAN-02002: 入力ファイルの終了部分が不正です。 
	
原因: 引用符付き文字列の右引用符が入力されていないことが原因である可能性があります。


	
処置: 入力を修正してください。









	 RMAN-02003: 文字: stringが認識できません。 
	
原因: 英字、数字、句読点以外の入力文字が見つかりました。


	
処置: 該当の文字を削除してください。









	 RMAN-02004: 引用符付き文字列が長すぎます。 
	
原因: 2000バイトより長い引用符付き文字列が見つかりました。


	
処置: このエラーは、右引用符の欠落により発生することがあります。その場合は欠落している引用符を追加し、そうでない場合は文字列を短くしてください。









	 RMAN-02005: トークンが長すぎます。 
	
原因: 1000バイトより長いトークンが見つかりました。


	
処置: トークンは空白または句読点で分ける必要があります。欠落している空白または句読点を追加するか、またはトークンを短くしてください。









	 RMAN-02006: スクリプト行が長すぎます。 
	
原因: 500バイトより長い行が見つかりました。


	
処置: その行を短い行に分けてください。









	 RMAN-02007: 整数値オーバーフロー 
	
原因: パーサーが、入力文字列の整数への変換に失敗しました。


	
処置: 有効な整数値は、0から2147483648です。有効な整数値を使用して、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-02008: 変数"string"に対する値はありません 
	
原因: 指定されたRMAN変数が未定義またはNULLです。


	
処置: 該当する変数に適切な値が設定されていることを確認してください。









	 RMAN-02009: 予期しないコマンド・ファイルの終了に達しました。 
	
原因: コマンド・ファイル内のストアド・スクリプトに閉じカッコが入力されていないことが原因である可能性があります。


	
処置: 入力を修正してください。









	 RMAN-03000: Recovery Managerのコンパイラ・コンポーネントの初期化に失敗しました。 
	
原因: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 RMAN-03001: Recovery Managerのコマンド・シーケンサ・コンポーネントの初期化に失敗しました。 
	
原因: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 RMAN-03002: stringコマンドがstringで失敗しました 
	
原因: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 RMAN-03003: コマンドはまだ実装されていません: string 
	
原因: コマンドは、現在のリリースに実装されていません。


	
処置: このコマンドを使用しないでください。









	 RMAN-03004: コマンドの実行中に致命的エラーが発生しました 
	
原因: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 RMAN-03008: リカバリ・カタログの自動再同期を実行中にエラーが発生しました。 
	
原因: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 RMAN-03009: stringコマンド(stringチャネル上)がstringで失敗しました 
	
原因: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 RMAN-03010: ライブラリ・キャッシュの事前ロード中に致命的エラーが発生しました 
	
原因: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 RMAN-03011: Recovery Managerstring 
	
原因: これはRMANのバナーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-03012: コマンドのコンパイル中に致命的エラーが発生しました 
	
原因: コマンドのコンパイル中に致命的エラーが発生しました。


	
処置: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。









	 RMAN-03013: Copyright (c) 1995, 2003, Oracle Corporation. All rights reserved. 
	
原因: これは著作権のバナーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-03014: リカバリ・カタログの暗黙的再同期に失敗しました 
	
原因: 障害。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-03015: ストアド・スクリプトstringにエラーが発生しました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-03017: ストアド・スクリプトstringに再帰が検出されました 
	
原因: ストアド・スクリプトが自身をコールしています。または、それ自身をコールしている別のスクリプトをコールしています。


	
処置: 再帰を削除してください。









	 RMAN-03018: 非同期RPCは正常に作動しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-03019: 非同期RPCが作動していません 
	
原因: RPCTESTコマンドは、RPCが非同期に実行していないと判断しました。かわりに、RPCはブロックしています。これは、非ブロック操作UPIをサポートしていないSQL*NETドライバの使用により発生します。


	
処置: 別のSQL*NETドライバを使用してください。









	 RMAN-03020: 非同期RPCテストには1分かかります 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-03023: 実行コマンド: string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-03028: コマンドstringに対して致命的なエラーが発生しました: number 
	
原因: これは情報メッセージです。これは、エラー3012より前に表示されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-03029: エコーが設定されました。 
	
原因: SET ECHO ONコマンドが発行されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-03030: エコーが取消されました。 
	
原因: SET ECHO OFFコマンドが発行されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-03031: setコマンドのこのオプションは実行ブロックの内部で使用する必要があります。 
	
原因: setコマンドのこのオプションは、実行ブロックの外部では使用できません。


	
処置: setコマンドを変更するか、実行ブロックの内部に移動してください。









	 RMAN-03032: setコマンドのこのオプションは実行ブロックの外部で使用する必要があります。 
	
原因: setコマンドのこのオプションは、実行ブロックの内部では使用できません。


	
処置: setコマンドを変更するか、実行ブロックの外部に移動してください。









	 RMAN-03033: 現在のログがアーカイブされました。 
	
原因: ALTER SYSTEM ARCHIVE LOG CURRENTコマンドが正常に実行されました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-03034: LEVEL numberは無効です。LEVELはstringからstringの間で設定する必要があります 
	
原因: 無効なDEBUG LEVELが使用されました。


	
処置: DEBUG LEVEL引数を変更してください。









	 RMAN-03035: デバッグがオフになりました 
	
原因: DEBUG OFFコマンドが発行されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-03036: デバッグのレベルがnumberに、タイプがstringに設定されました 
	
原因: DEBUGコマンドが発行されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-03037: ログ・ファイル: stringでスプールが開始されました 
	
原因: SPOOL LOG TO ...コマンドが発行されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-03038: トレース・ファイル: stringでスプールが開始されました 
	
原因: SPOOL TRACE TO ...コマンドが発行されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-03039: ログのスプールがオフになりました 
	
原因: SPOOL LOG OFFコマンドが発行されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-03040: トレースのスプールがオフになりました 
	
原因: SPOOL TRACE TO ...コマンドが発行されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-03042: 自動修復オプションの分析中にエラーが発生しました 
	
原因: 障害。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-03090: stringが開始されました(開始時間: string) 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-03091: stringが完了しました(完了時間: string) 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-03098: stringRMAN-number: stringstring 
	
原因: これはメッセージの接頭辞で、インデントが入る場合もあります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-03099: ユーザー要求でジョブが取り消されました。 
	
原因: ユーザーが現行のジョブに割り込みました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-03999: 日付の変換中にOracleエラーが発生しました: ORA-number: string 
	
原因: 日付の変換中に内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 RMAN-04000: メモリーの割当てに失敗しました。 
	
原因: メモリーの割当て要求を満たすことができません。


	
処置: RMANに使用可能なメモリー量を増やしてください。









	 RMAN-04001: ヒープの初期化に失敗しました。 
	
原因: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 RMAN-04002: OCIPIに失敗しました。ORA-string 
	
原因: OCIプロセス・レベルの初期化に失敗しました。


	
処置: 通常、このエラーは発生しません。









	 RMAN-04003: OCIINITに失敗しました 
	
原因: OCIEnvInitへのコールは失敗しました。


	
処置: 通常、このエラーは発生しません。Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RMAN-04004: リカバリ・カタログ・データベースのエラー: string 
	
原因: カタログ・データベースからのOracleエラー。このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 RMAN-04005: ターゲット・データベースからのエラー: string 
	
原因: ターゲット・データベースからのOracleエラー。このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 RMAN-04006: 補助データベースのエラー: string 
	
原因: 補助データベースからのOracleエラー。このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 RMAN-04007: リカバリ・カタログ・データベースからの警告: string 
	
原因: カタログ・データベースからの致命的でないOracleエラー。このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 RMAN-04008: ターゲット・データベースからの警告: string 
	
原因: ターゲット・データベースからの致命的でないOracleエラー。このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 RMAN-04009: 補助データベースからの警告: string 
	
原因: 補助データベースからの致命的でないOracleエラー。このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 RMAN-04010: ターゲット・データベースのパスワード: 
	
原因: ターゲット・データベースのパスワードが入力されていません。


	
処置: ターゲット・データベースのパスワードを入力してください。









	 RMAN-04011: リカバリ・カタログ・データベースのパスワード: 
	
原因: リカバリ・カタログ・データベースのパスワードが入力されていません。


	
処置: リカバリ・カタログ・データベースのパスワードを入力してください。









	 RMAN-04012: 補助データベースのパスワード: 
	
原因: 補助データベースのパスワードが入力されていません。


	
処置: 補助データベースのパスワードを入力してください。









	 RMAN-04013: 起動前に接続する必要があります。 
	
原因: データベースへの接続前にSTARTUPコマンドが試行されました。


	
処置: STARTUPコマンドを実行する前にデータベースに接続してください。









	 RMAN-04014: 起動に失敗しました: string 
	
原因: データベースが起動に失敗しました。


	
処置: 障害の原因はエラー・メッセージに表示されます。障害の原因を修正して、STARTUPコマンドを再実行してください。









	 RMAN-04015: stringへのターゲット・データベース・キャラクタ・セットの設定でエラーが発生しました。 
	
原因: ターゲット・データベースのセッション・キャラクタ・セットの設定で、エラーが発生しました。


	
処置: 通常、このエラーは発生しません。Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RMAN-04016: OCIエラー・ハンドルを取得できませんでした。 
	
原因: OCIレイヤーの初期化中に、エラーが発生しました。


	
処置: 通常、このエラーは発生しません。Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RMAN-04017: 起動エラーの説明: string 
	
原因: 障害。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-04020: ターゲット・データベース名"string"がチャネルの名前: "string"と一致しません 
	
原因: ALLOCATEコマンドのCONNECT句によって、ターゲット・データベースの接続に使用されたデータベースと異なるデータベースに接続されました。


	
処置: CONNECT文字列が、CONNECTコマンドのTARGET接続で指定したデータベースと同じデータベースを指定しているかどうかを確認してください。









	 RMAN-04021: ターゲット・データベースDBID stringがチャネルのDBID stringと一致しません 
	
原因: ALLOCATEコマンドのCONNECT句によって、ターゲット・データベースの接続に使用されたデータベースと異なるデータベースに接続されました。


	
処置: CONNECT文字列が、CONNECTコマンドのTARGET接続で指定したデータベースと同じデータベースを指定しているかどうかを確認してください。









	 RMAN-04022: ターゲット・データベースのマウントID stringがチャネルのマウントID stringと一致しません 
	
原因: ALLOCATEコマンドのCONNECT句によって、ターゲット・データベースの接続に使用されたデータベースと異なるデータベースに接続されました。


	
処置: CONNECT文字列が、CONNECTコマンドのTARGET接続で指定したデータベースと同じデータベースを指定しているかどうかを確認してください。









	 RMAN-04024: SPFILE取得用のパラメータ・ファイルのないOracleインスタンスを起動しています 
	
原因: デフォルトのパラメータ・ファイル(PFILEまたはSPFILE)が見つからないためインスタンスが起動できません。デフォルト・パラメータではインスタンスが制限モードで起動されます。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-04025: 一時ファイルを生成できません 
	
原因: 一時ファイルの作成に失敗しました。システムのリソース(ディスク領域またはメモリーなど)が不足している可能性があります。


	
処置: システム・リソース・メモリーを確認して一部解放し、再試行してください。









	 RMAN-04026: 一時ファイルをオープンできません: "string" 
	
原因: 一時ファイルのオープンに失敗しました。システムのリソース(ディスク領域またはメモリーなど)が不足している可能性があります。


	
処置: システム・リソース・メモリーを確認して一部解放し、再試行してください。









	 RMAN-04027: 一時ファイルに書込みができません: "string" 
	
原因: 一時ファイルの書込みに失敗しました。システムのリソース(ディスク領域またはメモリーなど)が不足している可能性があります。


	
処置: システム・リソース・メモリーを確認して一部解放し、再試行してください。









	 RMAN-04031: 自動インスタンスに使用される初期化パラメータ: string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-04032: ファイルstringの内容を使用しています 
	
原因: 指定されたファイルは、補助データベース・パラメータ・ファイルの一部として組み込まれています。これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-04033: 補助パラメータ・ファイルstringをオープンできません 
	
原因: SET AUXILIARY INSTANCE PARAMETER FILEコマンドで補助パラメータ・ファイルが指定されましたが、このファイルが見つかりません。


	
処置: パラメータ・ファイルを既存のファイルに設定するか、AUXILIARY INSTANCE PARAMETER FILEを設定せずにコマンドを再試行してください。









	 RMAN-04034: ソース・リカバリ・カタログ・データベースのパスワード: 
	
原因: ソース・リカバリ・カタログ・データベースのパスワードが入力されていません。


	
処置: ソース・リカバリ・カタログ・データベースのパスワードを入力してください。









	 RMAN-04035: ソース・リカバリ・カタログ・データベースのエラー: string 
	
原因: ソース・リカバリ・カタログ・データベースからのOracleエラー。このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 RMAN-04036: ソース・リカバリ・カタログ・データベースからの警告: string 
	
原因: ソース・リカバリ・カタログ・データベースからの致命的でないOracleエラー。このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 RMAN-05000: データファイルstringにはCONFIGURE AUXNAMEが必要です 
	
原因: 原因は次のいずれかです。-) 補助データベースにマウントされた制御ファイルが、このデータファイルのエントリを持っていないため、ファイル名変換ができません。-) COPY DATAFILE TO AUXNAMEコマンドが発行されましたが、このデータファイルには補助名が設定されていません。


	
処置: CONFIGURE AUXNAMEコマンドを使用して、ファイル名を指定してください。そのファイル名は、リストア先として補助データベースを使用できるものです。









	 RMAN-05001: 補助ファイル名stringは、ターゲット・データベースによって使用されているファイルと競合しています 
	
原因: RMANが、指定されたファイル名を補助データベースでリストア先として使用しようとしていますが、この名前はターゲット・データベースにすでに存在します。


	
処置: CONFIGURE AUXNAMEコマンドを使用して、ターゲット・データベースに使用されているファイル名と競合しない名前をデータファイルに指定してください。









	 RMAN-05002: 表領域のポイント・イン・タイム・リカバリを中止します 
	
原因: 前に検出されたエラーは、対処措置が必要です。


	
処置: エラーを解消し、RECOVERコマンドを再発行してください。









	 RMAN-05003: 表領域stringに対する表領域のポイント・イン・タイム・リカバリは許可されません 
	
原因: SYSTEM、SYSUAXまたはロールバック・セグメントを含む表領域は、表領域のPoint-in-Timeリカバリで許可されていません。


	
処置: 指定された表領域をリカバリ・セットから削除し、操作を再試行してください。









	 RMAN-05004: ターゲット・データベースのログ・モードはNOARCHIVELOGです。 
	
原因: 表領域のPoint-in-TimeリカバリをNOARCHIVELOGモードのデータベースに適用しようとしました。


	
処置: 必要なすべてのアーカイブ・ログ・ファイルが表領域のPoint-in-Timeリカバリで使用可能な場合、ターゲット・データベース・ログ・モードをARCHIVELOGに変更し、表領域のPoint-in-Timeリカバリ操作を再試行してください。そうでない場合、表領域のPoint-in-Timeリカバリはこのデータベースに適用できません。









	 RMAN-05005: 再作成した表領域stringに対する表領域のポイント・イン・タイム・リカバリは許可されません 
	
原因: 要求された表領域は再作成されており、Point-in-Timeリカバリでは許可されません。


	
処置: 指定された表領域をリカバリ・セットから削除し、操作を再試行してください。









	 RMAN-05006: クローン・スタンバイ・シングル表領域をリカバリできません。 
	
原因: スタンバイ・リカバリは、データベース全体に対してのみ行えます。


	
処置: 表領域リストをデータベース指定に変更してください。









	 RMAN-05007: チャネルが割り当てられていません。 
	
原因: チャネルを要求するコマンドが入力されていますが、チャネルは割り当てられていません。


	
処置: コマンドを使用する前に、ALLOCATE CHANNELを使用してください。









	 RMAN-05009: ブロック・メディア・リカバリにはEnterprise Editionが必要です 
	
原因: RECOVER...BLOCKコマンドが指定されています。


	
処置: RECOVER...BLOCKコマンドを削除してください。









	 RMAN-05010: ターゲット・データベースは表領域のポイント・イン・タイム・リカバリに対してREAD WRITEモードでオープンする必要があります 
	
原因: ターゲット・データベースがREAD WRITEモードでオープンされていません。


	
処置: データベースをREAD WRITEモードでオープンしてください。









	 RMAN-05011: 補助インスタンスは表領域のポイント・イン・タイム・リカバリに対してノーマウントの状態である必要があります 
	
原因: 補助インスタンスがノーマウント状態ではありません。


	
処置: 補助インスタンスをノーマウント状態でオープンしてください。









	 RMAN-05013: 補助制御ファイル名stringは、ターゲット・データベースによって使用されているファイルと競合しています 
	
原因: RMANが、表領域のPoint-in-Timeリカバリに対して指定された制御ファイル名を補助データベースでリストア先として使用しようとしていますが、この名前はターゲット・データベースによってすでに使用されています。


	
処置: 補助インスタンスのcontrol_filesパラメータを、ターゲット・データベースで使用中のファイル名と競合しない名前に設定してください。









	 RMAN-05014: リカバリ・カタログでUNDOセグメントのある表領域が見つかりませんでした 
	
原因: リカバリ・カタログには、UNDOセグメントのある表領域の情報がありませんでした。


	
処置: オプションのRECOVERコマンドのUNDO TABLESPACES句を使用して、UNDOセグメントのある表領域を手動で指定してください。









	 RMAN-05015: 警告: 指定したPoint-in-Timeリカバリに対する十分な情報がリカバリ・カタログにありません 
	
原因: リカバリ・カタログには、指定したPoint-in-TimeにおけるUNDOセグメントのある表領域の情報がありませんでした。これは、指定したPoint-in-Timeで現在のリカバリ・カタログが使用されていなかったことが原因です。UNDOセグメントのある表領域のリストが示されました。


	
処置: RMANでは、UNDOセグメントのある表領域の現在のセットは、指定したPoint-in-Timeで使用されたセットと同じであることが前提です。UNDOセグメントのある表領域のセットが変更されると、リカバリは失敗します。リカバリが失敗した場合は、オプションのRECOVERコマンドのUNDO TABLESPACE句を使用して、正しい表領域のセットを指定してください。









	 RMAN-05016: 以前のバックアップへのフェイルオーバー 
	
原因: これは、RMANが指定されたバックアップを使用してファイルを正常にリストアできなかったことを示す情報メッセージです。前の既存のバックアップを使用して、データファイル/アーカイブ・ログ/制御ファイル/SPFILEをリストアしようとしました。


	
処置: 付随する追加エラー・メッセージで、フェイルオーバーの原因を確認してください。









	 RMAN-05017: リカバリするためのデータファイルnumberのコピーが見つかりません 
	
原因: リカバリ対象として指定されたファイルのコピーが見つからなかったため、RECOVER COPYコマンドを処理できませんでした。次の原因が考えられます。
1. ユーザーのリカバリ・オペランドに指定された基準を満たすディスクに、指定されたファイルのコピーが存在しません。

2. 指定されたデータファイルのコピーはディスクに存在しますが、そのコピーを適用する増分バックアップが見つかりませんでした。




	
処置: 次のいずれかの処置を行ってください。
1. TAG指定を使用または修正して、異なるデータファイル・コピーをリカバリしてください。

2. BACKUP FOR RECOVER OF COPYコマンドを使用して、必要な増分バックアップまたはコピーを作成してください。











	 RMAN-05018: リカバリできないデータファイル・コピーがあるため、RECOVERコマンドを中止します 
	
原因: このエラー・メッセージに続いてRMAN-5017またはRMAN-5019エラー・メッセージが1つ以上表示されることがあります。


	
処置: 詳細は、RMAN-5017またはRMAN-5019エラー・メッセージのドキュメントを参照してください。









	 RMAN-05019: 警告: データファイルnumberのコピーのリカバリに必要なタイプのチャネルが割り当てられていません 
	
原因: 増分バックアップ・セットが割り当てられていないデバイス・タイプに存在するため、RECOVER COPYコマンドを処理できません。


	
処置: LISTコマンドを使用して、どのデバイス・タイプが必要かを判断し、そのタイプのチャネルを割り当ててください。









	 RMAN-05020: 標準リカバリにはAUXILIARY DESTINATIONオプションを指定できません 
	
原因: 標準リカバリにAUXILIARY DESTINATIONオプションが指定されました。表領域に対するポイント・イン・タイム・リカバリにのみ許可されます。


	
処置: AUXILIARY DESTINATIONオプションを削除して、RECOVERコマンドを再実行してください。









	 RMAN-05021: この構成はBACKUPまたはSTANDBY制御ファイル用に変更できません 
	
原因: マウントされた制御ファイルがBACKUPまたはSTANDBYである場合にBACKUPまたはSTANDBY制御ファイル用に変更できない構成を変更しようとしました。CURRENT/CREATED制御ファイル・タイプを持つプライマリ・データベース・インスタンスに接続する場合のみ、次の構成を変更できます: CONFIGURE RETENTION POLICY CONFIGURE EXCLUDE CONFIGURE ENCRYPTION CONFIGURE DB_UNIQUE_NAME


	
処置: プライマリ・データベース・インスタンスに接続し、コマンドを実行してください。









	 RMAN-05022: TRANSPORT TABLESPACEはユーザー管理補助インスタンスでは使用できません 
	
原因: ユーザー管理補助インスタンスが指定されました。


	
処置: RMAN管理の補助インスタンスで操作を再試行してください。









	 RMAN-05023: TABLESPACE DESTINATIONが必要です 
	
原因: 必要なTABLESPACE DESTINATIONが指定されていません。


	
処置: TABLESPACE DESTINATIONを指定して、操作を再試行してください。









	 RMAN-05024: UNDOセグメントがあると想定される表領域のリスト 
	
原因: 5015に付随するメッセージです。


	
処置: 5015のメッセージの処置を参照してください。









	 RMAN-05025: 表領域string 
	
原因: 5015に付随するメッセージです。


	
処置: 5015のメッセージの処置を参照してください。









	 RMAN-05026: 警告: 次の表領域のセットは、指定したPoint-in-Timeへの適用が想定されています 
	
原因: RMANでは、UNDOセグメントのある表領域の現在のセットは、指定したPoint-in-Timeで使用されたセットと同じであることが前提です。UNDOセグメントのある表領域のセットが変更されると、リカバリは失敗します。リカバリが失敗した場合は、オプションのRECOVERコマンドのUNDO TABLESPACE句を使用して、正しい表領域のセットを指定してください。


	
処置: RMANでは、UNDOセグメントのある表領域の現在のセットは、指定したPoint-in-Timeで使用されたセットと同じであることが前提です。UNDOセグメントのある表領域のセットが変更されると、リカバリは失敗します。リカバリが失敗した場合は、オプションのRECOVERコマンドのUNDO TABLESPACE句を使用して、正しい表領域のセットを指定してください。









	 RMAN-05027: UNDOセグメントがあると予測される表領域のリスト 
	
原因: 5026に付随するメッセージです。


	
処置: 5026のメッセージの処置を参照してください。









	 RMAN-05028: 表領域string 
	
原因: 5026に付随するメッセージです。


	
処置: 5026のメッセージの処置を参照してください。









	 RMAN-05029: UNDO TABLESPACE句は、表領域ポイント・イン・タイム・リカバリに対してのみ有効です 
	
原因: UNDO TABLESPACE句が、表領域ポイント・イン・タイム・リカバリ以外について指定されました。


	
処置: UNDO TABLESPACE句を削除してください。









	 RMAN-05030: CLONE句は、表領域ポイント・イン・タイム・リカバリとともに使用できません 
	
原因: CLONE句が、表領域ポイント・イン・タイム・リカバリについて指定されました。


	
処置: CLONE句を削除してください。









	 RMAN-05031: 標準リカバリにはUNDO TABLESPACES句を指定できません 
	
原因: UNDO TABLESPACE句が、標準リカバリにについて指定されました。表領域に対するポイント・イン・タイム・リカバリにのみ許可されます。


	
処置: UNDO TABLESPACES句を削除して、RECOVERコマンドを再実行してください。









	 RMAN-05032: データファイルstringは、リストア操作中に自動的に作成されます 
	
原因: 指定したデータファイルには使用可能なバックアップがありません。


	
処置: 処置は必要ありません。これはRESTOREコマンドのVALIDATEまたはPREVIEWオプションに表示された情報メッセージです。









	 RMAN-05033: メディア・リカバリ開始SCNはstringです 
	
原因: 指定されたファイルがリストアされる場合、前述のシステム変更番号(SCN)はメディア・リカバリ開始SCNとなります。


	
処置: 処置は必要ありません。これはRESTOREコマンドのPREVIEWオプションに表示された情報メッセージです。









	 RMAN-05034: データファイルのあいまいさをなくすには、SCN stringを超えてリカバリを行う必要があります 
	
原因: 前述のシステム変更番号(SCN)は最小のSCNとなり、全データファイルにおけるメディア・リカバリのあいまいさをなくすには、このSCNを超えて特定のデータファイルでメディア・リカバリを実行する必要があります。


	
処置: 処置は必要ありません。これはRESTOREコマンドのPREVIEWオプションに表示された情報メッセージです。









	 RMAN-05035: SCN string後に生成されたアーカイブ・ログがリポジトリに見つかりません 
	
原因: リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルには、指定されたシステム変更番号(SCN)後に生成されたREDOを含むアーカイブ・ログの記録がありません。


	
処置: 処置は必要ありません。このメッセージを回避するには、データベースがオープン・モードの場合、ログ・スイッチを実行してください。









	 RMAN-05036: FOR DB_UNIQUE_NAMEオプションはこの構成には使用できません 
	
原因: FOR DB_UNIQUE_NAMEオプションとともには使用できない構成を設定しようとしました。


	
処置: FOR DB_UNIQUE_NAMEオプションを削除した後、コマンドを実行してください。









	 RMAN-05037: FOR DB_UNIQUE_NAMEオプションはnocatalogモードでは使用できません 
	
原因: リモート構成をnocatalogモードで設定しようとしました。


	
処置: リカバリ・カタログに接続したうえでコマンドを実行してください。









	 RMAN-05038: TRANSPORT用UNTIL SCNを特定できません 
	
原因: アーカイブ・ログが制御ファイル内に見つかりません。


	
処置: TRANSPORTコマンドにUNTIL句を追加して、再試行してください。









	 RMAN-05039: 1つ以上の補助セット・データファイルを削除できませんでした 
	
原因: 表領域のポイント・イン・タイム・リカバリの実行中にエラーが発生しました。リストアされたデータファイルの一部は、OMF名が含まれているため、削除されませんでした。


	
処置: 削除されなかった補助セット・データファイルを手動で削除してください。









	 RMAN-05040: ターゲット・データベースから削除された表領域のリスト: 
	
原因: リカバリ・セットの1つ以上の表領域が、ターゲット・データベースの制御ファイルで見つかりませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-05041: メタデータのエクスポート中にエラーが発生しました 
	
原因: メタデータのエクスポートが、データ・ポンプからエラーを受け取りました。


	
処置: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。









	 RMAN-05042: メタデータのインポート中にエラーが発生しました 
	
原因: メタデータのインポートが、データ・ポンプからエラーを受け取りました。


	
処置: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。









	 RMAN-05043: 表領域string 
	
原因: 5040に付随するメッセージです。


	
処置: 5040のメッセージの処置を参照してください。









	 RMAN-05044: メタデータのエクスポートを実行しています... 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-05045: メタデータのインポートを実行しています... 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-05046: エクスポートが完了しました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-05047: インポートが完了しました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-05048: 指定したファイル名stringがターゲット・データベースで使用されるファイルと競合します 
	
原因: 指定したファイル名は、データベースの別のデータファイルですでに使用中です。


	
処置: SET NEWNAMEコマンドを使用して、ターゲット・データベースに使用されているファイル名と競合しない別の名前をデータファイルに指定してください。









	 RMAN-05049: データファイルstringはOracle Managed Fileです。ターゲットでDB_CREATE_FILE_DESTが設定されていません 
	
原因: 表領域のPoint-in-Timeリカバリが試行されましたが、データファイルはOracle Managed Fileであり、DB_FILE_CREATE_DESTは現在ターゲット・データベースに対して設定されていません。


	
処置: ターゲット・データベースに対してDB_FILE_CREATE_DESTを指定するか、指定のデータファイルに対してNEWNAMEを与えます。









	 RMAN-05050: SCN stringへの制御ファイルのフラッシュ・バック中 
	
原因: SET UNTIL句を指定し、フラッシュバック・データベースを有効にしてRESTOREコマンドが発行されました。制御ファイルはSET UNTILの時点までフラッシュバックされます。


	
処置: これは情報メッセージです。









	 RMAN-05051: 自動修復オプションを分析中です。これには少し時間がかかる場合があります 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-05052: 修復stringはこのRecovery Managerバージョンとの互換性がありません。 
	
原因: 指定された修復は、このバージョンのRecovery Manager(RMAN)との互換性がありません。


	
処置: 新しいバージョンのRMAN実行可能ファイルを使用してください。









	 RMAN-05053: RMAN管理補助インスタンスを使用する場合のみAUXILIARY DESTINATIONは有効です 
	
原因: ユーザー管理補助インスタンスを使用しているときにAUXILIARY DESTINATION句が指定されました。


	
処置: AUXILIARY DESTINATION句を指定せずに操作を再試行するか、RMAN管理補助インスタンスを使用してください。









	 RMAN-05054: データファイルをリカバリするために、リカバリ・ブロック・オペランドstringを使用できません 
	
原因: 指定したオペランドは、RECOVER DATAFILEコマンドとともに使用することができません。


	
処置: 無効なオペランドを削除して、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-05055: ブロックをリカバリするために、リカバリ・データファイル・オペランドstringを使用できません 
	
原因: 指定したオペランドは、RECOVER BLOCKコマンドとともに使用することができません。


	
処置: 無効なオペランドを削除して、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-05060: ブロックをリカバリするために、ブロック指定子を指定する必要があります 
	
原因: コマンド内でブロック指定子が指定されていません。


	
処置: ブロック指定子を指定し、コマンドを再実行してください。









	 RMAN-05061: 自動修復オプションの分析が完了しました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-05062: イメージ・コピーにロール・フォワードは必要ありません 
	
原因: RECOVER COPYコマンドでロール・フォワードされるイメージ・コピーは、指定されたUNTIL TIMEまたはシステム変更番号(SCN)よりも新しいものです。


	
処置: 通常、これは最近のOPEN RESETLOGS操作の結果で、日次バックアップ計画でロール・フォワードに十分な時間が経過した後にこのコピーのロール・フォワードを開始するため、処置は必要ありません。コピーを強制的にロール・フォワードするには、より新しいUNTIL TIMEまたはシステム変更番号(SCN)を指定してください。









	 RMAN-05070: リカバリ・セット表領域で TRANSPORT_SET_CHECKの実行中 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-05071: TRANSPORT_SET_CHECKは正常に終了しました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-05072: TRANSPORT_SET_CHECKに失敗しました 
	
原因: リカバリ・セット表領域に対してSYS.TS_PITR_CHECKが空ではありませんでした。


	
処置: TSPITRを再試行する前に依存性を修正してください。









	 RMAN-05073: 表領域stringの作成SCN stringがPoint-in-Time SCN stringより前です 
	
原因: 制御ファイルで表領域が見つかりましたが、データファイルの作成システム変更番号(SCN)が、指定したPoint-in-Timeよりも後です。これは、その表領域に対して以前の表領域Point-in-Timeリカバリが実行された場合に発生する可能性があります。


	
処置: 以前のTSPITRが実行された場合は、表領域を削除してコマンドを再試行してください。それ以外の場合は、表領域の名前またはPoint-in-Time(あるいはその両方)を確認し、コマンドを再発行してください。









	 RMAN-05074: 表領域stringは指定されたPoint-in-Time SCN stringに存在しません 
	
原因: 制御ファイルで表領域が見つかりましたが、データファイルの作成システム変更番号(SCN)が、指定したPoint-in-Timeよりも後です。


	
処置: 表領域の名前またはPoint-in-Time(あるいはその両方)を確認し、コマンドを再発行してください。









	 RMAN-05115: プラットフォームをまたぐ即時リストアはサポートされていません。 
	
原因: 別のプラットフォームのデータ・ファイル・コピーを使用した即時リストアが指定されました。


	
処置: リストアが実行されている同じプラットフォーム用にフォーマットされた別のデータ・ファイル・コピーを指定します。









	 RMAN-05116: 機能が無効でした: string 
	
原因: 指定された機能は使用できません。


	
処置: この機能は使用しないでください。









	 RMAN-05500: DUPLICATEコマンド発行時には、補助データベースがアンマウントされている必要があります 
	
原因: DUPLICATEコマンドが発行されましたが、補助データベースがマウントされています。


	
処置: 補助データベースをアンマウントしてください。









	 RMAN-05501: ターゲット・データベースのコピーを中止します 
	
原因: 前に検出されたエラーは、対処措置が必要です。


	
処置: エラーを解消し、DUPLICATEコマンドを再発行してください。









	 RMAN-05502: DUPLICATEコマンド発行時には、ターゲット・データベースがマウントされている必要があります 
	
原因: DUPLICATEコマンドが発行されましたが、ターゲット・データベース制御ファイルがマウントされていません。


	
処置: Enterprise ManagerまたはServer Managerを介してALTER DATABASE MOUNTを発行して、ターゲット・データベース制御ファイルをマウントしてください。









	 RMAN-05503: このコマンドの実行には、少なくとも1つの補助チャネルを割り当てる必要があります 
	
原因: 補助チャネルが割り当てられていません。


	
処置: 補助チャネルを割り当ててください。









	 RMAN-05504: 少なくとも2つのREDOログ・ファイルまたはグループをこのコマンドに指定する必要があります 
	
原因: 指定されているREDOログ・ファイルまたはグループが1つのみです。


	
処置: 1つ以上のREDOログ・ファイルまたはグループを追加指定してください。









	 RMAN-05505: 'string'の補助ファイル名の変換で、stringの最大長を超えています 
	
原因: 指定されたファイル名を補助データベースで使用される名前に変換するとき、変換された名前がファイル名の許容最大長を超えています。


	
処置: 有効なファイル名に変換されるよう、初期化パラメータDB_FILE_NAME_CONVERTを変更してください。









	 RMAN-05506: 再帰的実行中にエラーが発生しました 
	
原因: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 RMAN-05507: スタンバイ制御ファイル・チェックポイント(string)は、重複Point-in-Time(string)より新しいものです 
	
原因: DUPLICATE FOR STANDBYコマンドが発行されましたが、制御ファイルのチェックポイントが最新のアーカイブ・ログまたは示されたPoint-in-Timeより新しいものです。


	
処置: 明示的なPoint-in-Timeが指定されている場合は、制御ファイルのチェックポイント以前に変更してください。それ以外の場合は、現行のログをアーカイブ(およびバックアップ/コピー)してください。









	 RMAN-05510: コピーが完了しました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-05511: データファイルstringはリクエストによってスキップされました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-05512: 表領域stringを複製からスキップできません 
	
原因: SYSTEM表領域とSYSAUX表領域が、複製データベースに含まれていません。この2つの表領域が存在する必要があります。


	
処置: SYSTEM表領域、SYSAUX表領域またはその両方をSKIPリストから削除して、操作を再試行してください。









	 RMAN-05513: 複製できません。制御ファイルが現行またはスタンバイではありません 
	
原因: ターゲット・データベースに現行またはスタンバイ制御ファイルがありませんでした。複製では、ターゲット・データベースに現行またはスタンバイ制御ファイルが含まれている必要があります。


	
処置: データベースをオープンして制御ファイルを現行にするか、別のデータベースに接続してからコマンドを再試行してください。









	 RMAN-05514: 表領域stringにはUNDO情報があります。スキップできません 
	
原因: UNDO情報を含むすべての表領域は複製に含まれる必要があります。


	
処置: 指定の表領域をSKIPリストから削除して、操作を再試行してください。









	 RMAN-05515: スタンバイ用の複製ではSET UNTILを使用できません 
	
原因: コマンドに対してSET UNTIL句が指定されています。


	
処置: SET UNTIL句を削除して、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-05516: 重複するオペランドが指定されました: string 
	
原因: 指定されたオペランドは、同じ重複オプション・リストで複数指定されています。


	
処置: 重複したオペランドを削除してください。









	 RMAN-05517: 一時ファイルstringはターゲット・データベースで使用されているファイルと競合しています 
	
原因: RMANが、指定された一時ファイル名を補助データベースでリストア先として使用しようとしていますが、この名前はターゲット・データベースですでに使用中です。


	
処置: SET NEWNAME FOR TEMPFILEコマンドを使用して、ターゲット・データベースに使用されているファイル名と競合しない新しい名前を、指定の一時ファイルに指定してください。または、DB_FILE_NAME_CONVERTを指定し、コマンドを再実行してください。









	 RMAN-05518: 自動的に表領域stringを追加します 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-05519: 警告: 表領域stringは複製中に常に含まれています 
	
原因: SYSTEM表領域とSYSAUX表領域が、DUPLICATE TABLESPACEコマンドに含まれています。これらはコマンドによって自動的に指定されるため、明示的に指定する必要はありません。


	
処置: この警告が表示されないようにするには、SYSTEM表領域またはSYSAUX表領域(あるいはその両方)を表領域リストから削除し、操作を再試行してください。









	 RMAN-05520: データベース名が一致しません。補助インスタンスにはstringがあり、コマンドstringが指定されています 
	
原因: 初期化パラメータで指定されたデータベース名が、DUPLICATEコマンドで指定されたデータベース名と同じではありません。


	
処置: コマンドのデータベース名を修正するか、補助インスタンスのデータベース名を一致させてください。









	 RMAN-05521: DUPLICATEにCATALOGがなく、TARGETがオープンではない場合、UNDO TABLESPACEを指定する必要があります 
	
原因: リカバリ・カタログに接続しないでターゲット・データベースをオープンしなかった場合にDUPLICATEが試行されました。UNDOセグメントのある表領域のリストがUNDO TABLESPACE句で指定されている必要があります。


	
処置: UNDO TABLESPACE句を使用してUNDOセグメントのある表領域のリストを指定し、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-05522: 表領域stringをスキップします 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-05523: 表領域stringは読取り専用で、SKIP READONLYが指定されました 
	
原因: 競合するパラメータが指定されています。


	
処置: SKIP READONLYを削除するか、複製対象の表領域のリストから読取り専用の表領域を削除してください。









	 RMAN-05524: 表領域stringはオフラインです 
	
原因: オフラインの表領域を複製できませんでした。


	
処置: オフラインの表領域をリストから削除するか、表領域をオンライン状態にしたうえで複製を実行してください。









	 RMAN-05525: DUPLICATE TABLESPACEの使用中に、SKIP TABLESPACEを使用できません 
	
原因: コマンドに対してSKIP TABLESPACE句が指定されています。


	
処置: SKIP TABLESPACE句を削除して、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-05526: ファイルがオフライン即時のため、データファイルnumberは処理されません 
	
原因: 指定したデータファイルにはOFFLINE IMMEDIATEが指定されているため、DUPLICATEコマンドはこのデータファイルの処理を省略しました。このデータファイルが属する表領域も、処理には含まれません。メッセージ5528を参照してください。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-05527: 表領域stringには、1つ以上のオフライン即時のデータファイルがあります 
	
原因: 即時オフラインの表領域が含まれる表領域を複製できませんでした。


	
処置: 問題の表領域をリストから削除するか、表領域内にある即時オフラインのデータファイルをリカバリしてから、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-05528: データファイルnumberは処理されません(ファイルが1つ以上のオフライン即時のデータファイル(string)を使用する表領域に属しているため) 
	
原因: 指定したデータファイルは即時オフラインのデータファイルを含む表領域の一部であるため、DUPLICATEコマンドはこのデータファイルの処理を省略しました。メッセージ5526を参照してください。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-05529: 警告: DB_FILE_NAME_CONVERTは無効なASM名になりました。名前がディスク・グループにのみ変更されます。 
	
原因: DB_FILE_NAME_CONVERTパラメータを使用してASM Oracle Managed File名を変換できませんでした。RMANは、これらの無効な名前を、変換後のディスク・グループ名に変更しました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。自動変更が正しくない場合は、ASM Oracle Managed Filesに対してLOG_FILE_NAME_CONVERTを使用するかわりに、次のいずれか1つのオプションを使用します: 1)各Oracle Managed Fileに対してRMANコマンドSET NEWNAMEを使用する。2)補助インスタンスのDB_CREATE_FILE_DEST初期化パラメータを設定して、DB_FILE_NAME_CONVERTを指定しない。









	 RMAN-05530: UNTIL TIMEまたはSCNは、FROM ACTIVE DATABASEと一緒に指定できません 
	
原因: FROM ACTIVE DATABASEによるDUPLICATEが、コマンド上でSET UNTIL文またはUNTIL句とともに指定されています。これはサポートされていません。DUPLICATE FROM ACTIVE DATABASEは常に、現時点のコピーを1つ作成します。


	
処置: 文をチェックし、UNTILの使用を削除してください。









	 RMAN-05531: データファイルがファジーの場合、マウントされたデータベースを複製できません 
	
原因: FROM ACTIVE DATABASEコマンドによるDUPLICATEが、データベースのマウント中か、またはデータベースが読取り専用でオープンされているときに指定されました。データベースが読取り/書込み用にオープンされているとき以外は、データファイルがファジーであってはいけません。


	
処置: データベースを、読取り/書込み用にオープンし、正常に停止した後、マウントを実行してください。









	 RMAN-05532: FROM ACTIVE DATABASEのないPASSWORD FILEが指定されました 
	
原因: DUPLICATEコマンドのPASSWORD FILE句は指定されていますが、FROM ACTIVE DATABASE句が指定されていません。パスワード・ファイルを複製できるのは、FROM ACTIVE DATABASE句が指定されている場合だけです。


	
処置: コマンドからPASSWORD FILE句を省略するか、またはFROM ACTIVE DATABASE句を指定した後でデータベースのオンライン複製を実行してください。









	 RMAN-05533: stringはstringのデータベースではサポートされていません 
	
原因: 指定したコマンドは、このタイプのデータベースでサポートされていません。可能なタイプのデータベースは、STANDBY、CLONEまたはRACです。


	
処置: 指定したコマンドをこのデータベースに対して使用しないでください。









	 RMAN-05534: 警告: LOG_FILE_NAME_CONVERTは無効なASM名になりました。名前の変更はディスク・グループにのみ適用されます。 
	
原因: LOG_FILE_NAME_CONVERTパラメータを使用してASM Oracle Managed File名を変換できませんでした。RMANは、これらの無効な名前を、変換後のディスク・グループ名に変更しました。


	
処置: 自動変更が正しくない場合は、ASM Oracle Managed Filesに対してLOG_FILE_NAME_CONVERTを使用するかわりに、次のいずれか1つのオプションを使用します。1)オンライン・ログ・ファイルに対してLOGFILE句を使用する。2)DUPLICATEの完了後、SQL ALTER DATABASE ADD STANDBY LOGFILEコマンドを使用してスタンバイ・ログ・ファイルを作成する。









	 RMAN-05535: WARNING: 全REDOログ・ファイルが正しく定義されていません。 
	
原因: すべてのREDOログ・ファイルを定義できませんでした。これは、LOG_FILE_NAME_CONVERT初期化パラメータが定義されている場合に、すべての名前の一致に失敗したか、有効なディレクトリに含まれていない名前が作成されたときに発生する可能性があります。


	
処置: V$LOGFILEビューを問い合せて、DUPLICATEの完了後に定義されたREDOログ・ファイルを確認します。ALTER DATABASE RENAME FILE SQLコマンドを使用して、既存のREDOログ・ファイルに正しい名前を付けます。









	 RMAN-05536: 補助ログ・ファイル名stringは、ターゲット・データベースによって使用されているファイルと競合しています 
	
原因: RMANが、指定されたログ・ファイル名を補助データベースでスタンバイREDOログ・ファイルとして使用しようとしていますが、この名前はターゲット・データベースですでに使用中です。


	
処置: 一意なログ・ファイル名を生成できるように、LOG_FILE_NAME_CONVERTを使用または変更します。または、コマンドが完了した後に、SQL ALTER DATABASE ADD STANDBY LOGFILEコマンドを使用してスタンバイ・ログ・ファイルを作成してください。









	 RMAN-05537: 補助インスタンスの起動時TARGETに接続していないDUPLICATEでは、SPFILE句を使用できません 
	
原因: サーバー・パラメータ・ファイルを使用して補助データベースが起動され、SPFILE副次句が指定されたときに、DUPLICATEが試行されました。RMANでは、サーバー・パラメータ・ファイルを使用して補助データベースがすでに起動している場合、サーバー・パラメータ・ファイルをリストアできません。


	
処置: クライアント・パラメータ・ファイルを使用して補助データベースを起動するか、SPFILE副次句を指定せずに再試行してください。









	 RMAN-05538: 警告: DB_FILE_NAME_CONVERTを暗黙的に使用しています 
	
原因: 複製されたSPFILEにDB_FILE_NAME_CONVERTが設定されており、新しいデータベースのデータファイル名の作成に使用されています。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。この動作を意図していない場合は、サーバー・パラメータ・ファイルを複製しないか、DUPLICATEコマンドにDB_FILE_NAME_CONVERTを明示的に設定して操作を再試行してください。









	 RMAN-05539: DUPLICATE TARGET DATABASEは、TARGETに接続しないで使用することはできません 
	
原因: DUPLICATE TARGET DATABASEが試行されましたが、TARGETデータベースへの接続が確立していません。


	
処置: TARGETに接続するか、DATABASE <db_name>句を使用してください。









	 RMAN-05540: データベースstringのリポジトリにアーカイブ・ログが見つかりません 
	
原因: リカバリ・カタログに、指定したデータベースのアーカイブ・ログ・レコードがありませんでした。データベースがNOARCHIVELOGモードで実行している場合は、NOREDOを指定してください。


	
処置: NOARCHIVELOGデータベースには、NOREDOを指定してください。リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルにデータベースに関するアーカイブREDOログ情報が含まれていないかぎり、ARCHIVELOGデータベースを複製することはできません。









	 RMAN-05541: ターゲット・データベースにアーカイブ・ログが見つかりません 
	
原因: ターゲット・データベースがアーカイブ・ログ・モードで実行されていますが、制御ファイルにアーカイブ・ログ・レコードがありませんでした。


	
処置: 現在のログをアーカイブしてからコマンドを再試行してください。









	 RMAN-05542: TARGETおよびCATALOGに接続せずに、UNTIL TIMEのみをDUPLICATEで使用できます 
	
原因: TIMEベースでないUNTIL句を指定して、TARGETまたはCATALOGに接続していないDUPLICATEが試行されました。


	
処置: UNTIL TIME句を指定するか、UNTIL句を指定せずに、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-05543: TARGETに接続していないDUPLICATEでは、DATABASEを指定する必要があります 
	
原因: 複製するデータベースを指定せずに、TARGETに接続していないDUPLICATEが試行されました。


	
処置: 複製するDATABASEを指定して、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-05544: ターゲット・データベースに接続されていない場合ACTIVE DATABASEを指定できません 
	
原因: ACTIVE DATABASEからのDUPLICATEでは、ターゲット・データベースへの接続が必要です。


	
処置: ターゲット・データベースに接続するか、ACTIVE DATABASEからターゲット・データベースを削除して、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-05545: 警告: UNTIL SCN stringがリカバリ・カタログの最後の完全再同期のSCNより前です: string 
	
原因: ターゲット接続なしの複製に指定したPoint-in-Timeが、データファイル情報がリカバリ・カタログに最後に再同期されたときよりも前です。オフラインおよび読取り専用データファイルに関する情報が正しくない可能性があります。


	
処置: オフラインまたは読取り専用データファイルが誤って識別されたために複製が失敗した場合は、リカバリ・カタログの最後の再同期より前のPoint-in-Timeを指定して、コマンドを再試行してください。または、ターゲット・データベースの完全再同期を実行して、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-05546: TARGETおよびCATALOGに接続していないDUPLICATEでは、BACKUP LOCATIONを指定する必要があります 
	
原因: BACKUP LOCATIONを指定せずに、TARGETおよびCATALOGに接続していないDUPLICATEが試行されました。


	
処置: BACKUP LOCATIONを指定してコマンドを再試行してください。









	 RMAN-05547: 複製された表領域が自己完結型であるかのチェック中 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-05548: 複製された表領域のセットは自己完結型ではありません 
	
原因: DUPLICATE TABLESPACEに、単独では機能できない表領域のセットが指定されました。


	
処置: 不完全な表領域を指定せずに、または他の表領域を追加して表領域のセットを自己完結型にして、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-05549: 次のSYSオブジェクトが、スキップされた表領域内に見つかりました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-05550: TARGETデータベースはオープンしていないため、複製中の表領域のセットにSYSオブジェクトがないかどうかを検証できません 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-05551: TARGETに接続されていないため、複製中の表領域のセットにSYSオブジェクトがないかどうかを検証できません 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-05552: オブジェクトstring(表領域string) 
	
原因: スキップされた表領域の1つにSYSオブジェクトが見つかりました。


	
処置: 可能であればオブジェクトを削除するか、複製された表領域に表領域を含めてください。









	 RMAN-05553: スキップされた表領域のSYSオブジェクトは複製されません 
	
原因: 複製されない表領域に、SYSが所有するオブジェクトが見つかりました。


	
処置: SKIP TABLESPACEを使用する場合は、SYSオブジェクトを含む表領域をスキップしないでください。DUPLICATE TABLESPACEを使用する場合は、SYSオブジェクトを含む表領域がすべて指定されていることを確認してください。









	 RMAN-05554: TARGETおよびCATALOGに接続せずに複製する際、INCARNATIONは指定できません 
	
原因: INCARNATIONも指定されているときに、TARGETおよびCATALOGに接続していないDUPLICATEが試行されました。


	
処置: INCARNATIONを指定せずにコマンドを再試行してください。









	 RMAN-05555: TARGETに接続されていないかTARGETがオープンされていないため、表領域のサブセットが自己完結型であるかどうかを検証できません 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-05556: SCN stringにリカバリ可能なバックアップがないデータファイルがあります 
	
原因: 複製されている1つ以上のデータファイルに使用可能なバックアップが見つからないため、これらのデータファイルをリストアできませんでした。


	
処置: システム変更番号(SCN)を変更して指定したデータファイルのバックアップを使用可能にし、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-05557: ターゲット・インスタンスがサーバー・パラメータ・ファイルを使用して起動されていません 
	
原因: SPFILE句が使用されましたが、ターゲット・インスタンスがサーバー・パラメータ・ファイルを使用して起動されていません。


	
処置: SPFILE句を指定しないか、サーバー・パラメータ・ファイルを使用してターゲット・インスタンスを再起動してください。









	 RMAN-05558: FOR STANDBY句を使用してDB_UNIQUE_NAMEを指定する必要があります 
	
原因: DUPLICATE FOR STANDBY ... SPFILEコマンドが発行されましたが、スタンバイ・データベースにDB_UNIQUE_NAMEが指定されていません。


	
処置: スタンバイ・データベースのSPFILE句にDB_UNIQUE_NAMEを指定してください。









	 RMAN-05559: パラメータstringの変換中にエラーが発生しました、numberより大きい文字列です 
	
原因: 指定したパラメータ値にPARAMETER_VALUE_CONVERTを適用しようとしましたが、変換後の文字列が値の最大長を超えています。


	
処置: パラメータを変換したときに最大長に達しないようにPARAMETER_VALUE_CONVERTを変更してください。









	 RMAN-05560: 前の重複ファイルstring (データファイルnumber、チェックポイントSCN string)を使用しています 
	
原因: 指定したデータファイルに、要求された重複名と一致する前の重複試行からのデータファイル・コピーが見つかったため、バックアップからデータファイルをリストアするかわりにこのファイルが使用されます。


	
処置: この動作を望んでいない場合を除き、処置は必要ありません。この動作を望まない場合は、データファイルに対して別の名前を使用するか、NORESUMEを使用してすべてのデータファイルに対して前のデータファイルのコピーが使用されないようにします。









	 RMAN-05561: CATALOGによってUNDOセグメントを持つ表領域に関する情報が戻されませんでした 
	
原因: ターゲット接続のないDUPLICATEが試行されましたが、リカバリ・カタログに特定の時点のUNDOセグメントを持つ表領域の情報がありませんでした。UNDOセグメントのある表領域のリストがUNDO TABLESPACE句で指定されている必要があります。


	
処置: UNDO TABLESPACE句を使用してUNDOセグメントのある表領域のリストを指定し、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-05562: データベースstring(DBID number)に、string(string)の前に作成されたSPFILEバックアップが見つかりません 
	
原因: RMANでは、指定されたパラメータを満たしているSPFILEのバックアップが指定された場所に見つかりませんでした。


	
処置: パラメータを変更するか、別の場所を指定してコマンドを再試行してください。









	 RMAN-05563: データベース(DBID number)に、string(string)の前に作成されたSPFILEバックアップが見つかりません 
	
原因: RMANでは、指定されたパラメータを満たしているSPFILEのバックアップが指定された場所に見つかりませんでした。


	
処置: パラメータを変更するか、別の場所を指定してコマンドを再試行してください。









	 RMAN-05564: データベースstringに、string(string)の前に作成されたSPFILEバックアップが見つかりません 
	
原因: RMANでは、指定されたパラメータを満たしているSPFILEのバックアップが指定された場所に見つかりませんでした。


	
処置: パラメータを変更するか、別の場所を指定してコマンドを再試行してください。









	 RMAN-05565: stringの前に作成されたSPFILEバックアップがstringにありません 
	
原因: RMANでは、指定されたパラメータを満たしているSPFILEのバックアップが指定された場所に見つかりませんでした。


	
処置: パラメータを変更するか、別の場所を指定してコマンドを再試行してください。









	 RMAN-05566: データベースstring(DBID number(string))のSPFILEバックアップが見つかりません 
	
原因: RMANでは、指定されたパラメータを満たしているSPFILEのバックアップが指定された場所に見つかりませんでした。


	
処置: パラメータを変更するか、別の場所を指定してコマンドを再試行してください。









	 RMAN-05567: DBID number(string)のデータベースのSPFILEバックアップが見つかりません 
	
原因: RMANでは、指定されたパラメータを満たしているSPFILEのバックアップが指定された場所に見つかりませんでした。


	
処置: パラメータを変更するか、別の場所を指定してコマンドを再試行してください。









	 RMAN-05568: データベースstring(string)にSPFILEバックアップが見つかりません 
	
原因: RMANでは、指定されたパラメータを満たしているSPFILEのバックアップが指定された場所に見つかりませんでした。


	
処置: パラメータを変更するか、別の場所を指定してコマンドを再試行してください。









	 RMAN-05569: SPFILEバックアップがstringにありません 
	
原因: RMANでは、指定された場所にSPFILEのバックアップが見つかりませんでした。


	
処置: 別の場所を指定して、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-05570: スタンバイ用の複製ではLOGFILEを使用できません 
	
原因: コマンドに対してLOGFILE句が指定されています。


	
処置: LOGFILE句を削除して、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-05571: 非スタンバイ複製にDORECOVERが指定されました 
	
原因: DORECOVER句が指定されていますが、複製にFOR STANDBYが指定されていません。


	
処置: DORECOVER句を削除するか、FOR STANDBYを追加して再試行してください。









	 RMAN-05572: データベースstring(DBID number)に、string(string)の前に作成された制御ファイル・バックアップが見つかりません 
	
原因: RMANでは、指定されたパラメータを満たしている制御ファイルのバックアップが指定された場所に見つかりませんでした。


	
処置: パラメータを変更するか、別の場所を指定してコマンドを再試行してください。









	 RMAN-05573: データベース(DBID number)に、string(string)の前に作成されたCONTROLFILEバックアップが見つかりません 
	
原因: RMANでは、指定されたパラメータを満たしている制御ファイルのバックアップが指定された場所に見つかりませんでした。


	
処置: パラメータを変更するか、別の場所を指定してコマンドを再試行してください。









	 RMAN-05574: データベースstringに、string(string)の前に作成されたCONTROLFILEバックアップが見つかりません 
	
原因: RMANでは、指定されたパラメータを満たしている制御ファイルのバックアップが指定された場所に見つかりませんでした。


	
処置: パラメータを変更するか、別の場所を指定してコマンドを再試行してください。









	 RMAN-05575: stringの前に作成されたCONTROLFILEバックアップがstringにありません 
	
原因: RMANでは、指定されたパラメータを満たしている制御ファイルのバックアップが指定された場所に見つかりませんでした。


	
処置: パラメータを変更するか、別の場所を指定してコマンドを再試行してください。









	 RMAN-05576: データベースstring(DBID number(string))のCONTROLFILEバックアップが見つかりません 
	
原因: RMANでは、指定されたパラメータを満たしている制御ファイルのバックアップが指定された場所に見つかりませんでした。


	
処置: パラメータを変更するか、別の場所を指定してコマンドを再試行してください。









	 RMAN-05577: DBID number(string)のデータベースのCONTROLFILEバックアップが見つかりません 
	
原因: RMANでは、指定されたパラメータを満たしている制御ファイルのバックアップが指定された場所に見つかりませんでした。


	
処置: パラメータを変更するか、別の場所を指定してコマンドを再試行してください。









	 RMAN-05578: データベースstring(string)にCONTROLFILEバックアップが見つかりません 
	
原因: RMANでは、指定されたパラメータを満たしている制御ファイルのバックアップが指定された場所に見つかりませんでした。


	
処置: パラメータを変更するか、別の場所を指定してコマンドを再試行してください。









	 RMAN-05579: CONTROLFILEバックアップがstringにありません 
	
原因: RMANでは、指定された場所に制御ファイルのバックアップが見つかりませんでした。


	
処置: 別の場所を指定して、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-05580: スタンバイ用の複製ではSKIP READONLYを使用できません 
	
原因: コマンドに対してSKIP READONLY句が指定されています。


	
処置: SKIP READONLY句を削除して、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-05581: スタンバイ用の複製ではSKIP TABLESPACEを使用できません 
	
原因: コマンドに対してSKIP TABLESPACE句が指定されています。


	
処置: SKIP TABLESPACE句を削除して、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-05582: スタンバイ用の複製ではOPEN RESTRICTEDを使用できません 
	
原因: コマンドに対してOPEN RESTRICTED句が指定されています。


	
処置: OPEN RESTRICTED句を削除して、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-05583: スタンバイ用の複製ではTABLESPACEを使用できません 
	
原因: コマンドに対してTABLESPACE句が指定されています。


	
処置: TABLESPACE句を削除して、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-05584: スタンバイ用の複製ではNOREDOを使用できません 
	
原因: コマンドに対してNOREDO句が指定されています。


	
処置: NOREDO句を削除して、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-05585: スタンバイ用の複製ではUNDO TABLESPACEを使用できません 
	
原因: コマンドに対してUNDO TABLESPACE句が指定されています。


	
処置: UNDO TABLESPACE句を削除して、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-05586: 次のマテリアライズド・オブジェクトが、スキップされた表領域内に見つかりました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-05587: マテリアライズド表string(表領域string) 
	
原因: スキップされた表領域の1つにマテリアライズド表が見つかりました。


	
処置: 可能であればオブジェクトを削除するか、複製された表領域に表領域を含めてください。









	 RMAN-05588: マテリアライズド索引string(表領域string) 
	
原因: スキップされた表領域の1つにマテリアライズド索引が見つかりました。


	
処置: 可能であればオブジェクトを削除するか、複製された表領域に表領域を含めてください。









	 RMAN-05589: スキップされた表領域のマテリアライズド・オブジェクトは複製されません 
	
原因: 複製されない表領域に、マテリアライズド・オブジェクトが見つかりました。


	
処置: SKIP TABLESPACEを使用する場合は、マテリアライズド・オブジェクトを含む表領域をスキップしないでください。DUPLICATE TABLESPACEを使用する場合は、SYSオブジェクトを含む表領域がすべて指定されていることを確認してください。









	 RMAN-05590: 補助データベースの制御ファイル・オプションを再度有効にします 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-05591: エラーを無視しています。コピーの終了後にコマンドを再試行してください 
	
原因: コマンドの実行中にSQLエラーを受け取りました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 RMAN-05592: オフラインのスキップされた表領域を削除します 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-05593: 制約のために表領域stringを削除できませんでした。他の表領域が削除された後に削除を再試行します 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-05594: 制約のために表領域stringを削除できませんでした 
	
原因: 数回にわたって表領域の削除に失敗しました。これ以上は試行しません。


	
処置: 複製が完了した後で、手動で表領域を削除してください。









	 RMAN-05595: リクエストに従ってデータベースを閉じたままにします 
	
原因: ユーザーが、新しいデータベースが開かれないようにリクエストしました。


	
処置: リセット・ログでデータベースをオープンした後で、次の操作を実行できます。
- 読取り専用データファイルのカタログ・データファイル・コピー

- 読取り専用データファイルをカタログ化されたデータファイル・コピーに切替え

- 読取り専用表領域をオンライン化

- スキップされた表領域を削除

- サプリメンタル・ロギングを有効化

- 強制ロギングを有効化

- 変更トラッキングを有効化











	 RMAN-05596: 作成したサーバー・パラメータ・ファイルの削除中にエラーが発生しました 
	
原因: サーバー・パラメータ・ファイルを削除できませんでした。このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。ファイルを手動で削除してください。









	 RMAN-05597: データベースは、サーバー・パラメータ・ファイルと、コマンドで使用したPFILE句により起動しました 
	
原因: 複製コマンドに対してPFILE句が指定されましたが、競合の原因となっているサーバー・パラメータ・ファイルによりデータベースが開始されました。


	
処置: コマンドからPFILE句を削除するか、サーバー・パラメータ・ファイルを使用しないでデータベースを再起動してください。









	 RMAN-05598: コマンドで指定されたSPFILE句とPFILE句 
	
原因: 複製コマンドに対してSPFILEおよびPFILE句が指定されたことが、競合の原因となっています。


	
処置: いずれかの句を削除して、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-05599: アクティブなデータベースからスタンバイ・データベースを複製する際にPASSWORD句は必要ありません 
	
原因: アクティブなデータベースからスタンバイ・データベースを作成する際にPASSWORD句が指定されました。これは不要で自動です。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-05600: アクティブなデータベースから複製する際にUNTIL句は指定できません 
	
原因: アクティブなデータベース複製で、コマンド内のUNTIL句、またはSET UNTILとともに使用されるUNTIL句が有効でした。


	
処置: UNTIL句削除して、複製を再試行してください。









	 RMAN-05601: サーバー・パラメータ・ファイルへの元の設定のリストアに失敗しました 
	
原因: サーバー・パラメータ・ファイルがRMANによって変更された後で、データベースの複製中に、エラーを受け取りました。元の設定をサーバー・パラメータ・ファイルにリストアしようとしましたが、元のエラーは設定をリストアできない種類のものでした。


	
処置: データベース複製を再試行する前に、手動でサーバー・パラメータ・ファイルを元の値に修正する必要があります。









	 RMAN-05602: サーバー・パラメータ・ファイルのない補助データベースを再起動しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-05621: パスワード・ファイルの場所が、ターゲット・データベースで見つかりませんでした 
	
原因: ターゲット・データベース・インスタンスのパスワード・ファイルの場所が存在しませんでした。


	
処置: ターゲット・データベース・インスタンスのパスワード・ファイルの場所を指定してください。









	 RMAN-05622: パスワード・ファイルの場所が、補助データベースで見つかりませんでした 
	
原因: パスワード・ファイルの場所が補助データベース・インスタンスで存在しませんでした。


	
処置: パスワード・ファイルの場所を補助データベース・インスタンスで指定してください。









	 RMAN-06000: Recovery Managerライブラリ・ファイル: stringをオープンできませんでした 
	
原因: recover.bsqファイルをオープンできません。


	
処置: ファイルが正しくインストールされていること、およびRMANを実行するユーザーにファイルの読込み権限があることを確認してください。









	 RMAN-06001: ジョブ・ステップ・ライブラリの解析中にエラーが発生しました。 
	
原因: recover.bsqの解析中に構文エラーが見つかりました。


	
処置: 正しいバージョンのファイルがインストールされていること、およびそのファイルが変更されていないことを確認してください。









	 RMAN-06002: リカバリ・カタログに接続されていない場合、コマンドは使用できません。 
	
原因: リカバリ・カタログ接続文字列が入力されている場合にのみ許可されているコマンドを使用しようとしました。


	
処置: コマンドを使用しないか、またはRMANを再起動して、CATALOGパラメータを使用してリカバリ・カタログ接続文字列を入力してください。









	 RMAN-06003: ターゲット・データベースからのORACLEエラー: string 
	
原因: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 RMAN-06004: リカバリ・カタログ・データベースでのOracleエラー: string 
	
原因: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 RMAN-06005: ターゲット・データベース: string (データベースID=string)に接続されました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06006: ターゲット・データベース: stringに接続されました(マウントされていません) 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06007: ターゲット・データベースがマウントされず、db_nameがinit.oraに設定されていません 
	
原因: ターゲット・データベースは制御ファイルをマウントしておらず、そのinit.oraファイルにDB_NAMEパラメータが指定されていません。


	
処置: ターゲット・データベースをマウントするか、またはそのinit.oraファイルにDB_NAMEパラメータを追加してインスタンスを再起動してください。









	 RMAN-06008: リカバリ・カタログ・データベースに接続されました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06009: リカバリ・カタログのかわりにターゲット・データベース制御ファイルを使用しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06010: データファイル: stringを検索中にエラーが発生しました 
	
原因: リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルで、このデータファイルを検索中に、エラーが発生しました。


	
処置: このエラーに付随して、障害の理由を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。ファイル名が正しく入力されていることを確認してください。データファイルを最近追加した場合は、RESYNC CATALOGを実行してリカバリ・カタログを更新してください。









	 RMAN-06011: 無効なレベルが指定されました: number 
	
原因: 無効な増分バックアップ・レベルが指定されました。


	
処置: 増分バックアップ・レベルは0から4の間で指定してください。









	 RMAN-06012: チャネル: stringは割り当てられていません 
	
原因: まだ割り当てられていないチャネル識別子に、RELEASEコマンドが見つかりました。


	
処置: チャネル識別子を修正するか、またはALLOCATE CHANNELコマンドを追加してください。









	 RMAN-06013: チャネル識別子が重複しています: string 
	
原因: チャネルをリリースする前に、チャネル識別子が再利用されました。


	
処置: RELEASE CHANNELコマンドを追加してください。









	 RMAN-06014: コマンドはまだ実装されていません: string 
	
原因: ベータ・リリースには実装されていないコマンドがあります。


	
処置: このコマンドを使用しないでください。









	 RMAN-06015: データファイル・コピー名: stringを検索中にエラーが発生しました 
	
原因: リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルで、指定されたデータファイル・コピー名を検索中に、エラーが発生しました。


	
処置: このエラーに付随して、障害の理由を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。ファイル名が正しく入力されていることを確認してください。リカバリ・カタログが使用禁止のときにデータファイル・コピーを作成した場合は、RESYNC CATALOGを実行してリカバリ・カタログを更新してください。









	 RMAN-06016: バックアップ・オペランドが重複指定されています: string 
	
原因: 指定されたオペランドは、同じバックアップ指定子またはバックアップ・コマンドで複数指定されています。


	
処置: 重複したオペランドを削除してください。









	 RMAN-06017: パーサーの初期化が失敗しました 
	
原因: パーサー・パッケージの初期化ルーチンでエラーが戻されました。


	
処置: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。









	 RMAN-06018: バックアップ指定でオペランドが重複指定されています: string 
	
原因: 1つのバックアップ指定に、複数のバックアップ指定オペランドが指定されています。


	
処置: 重複したオペランドを削除してください。









	 RMAN-06019: 表領域名"string"を変換できませんでした 
	
原因: リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルで、この表領域名を検索中に、エラーが発生しました。


	
処置: このエラーに付随して、障害の理由を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。表領域が正しく入力されていることを確認してください。表領域を最近追加した場合は、RESYNC CATALOGを実行してリカバリ・カタログを更新してください。









	 RMAN-06020: 補助データベースに接続されました(開始されていません) 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06021: FROM DATAFILECCOPY/BACKUPSETはアーカイブ・ログでは指定できません 
	
原因: FROM DATAFILECCOPY/BACKUPSETオプションは、データファイルおよび制御ファイルのリストアにのみ適用されます。


	
処置: このオプションは、データファイルおよび制御ファイルのリストアにのみ使用してください。









	 RMAN-06022: イメージ・コピーに無効なレベルが指定されました: number 
	
原因: イメージ・コピーに対して無効な増分バックアップ・レベルが指定されています。


	
処置: イメージ・コピーの増分バックアップ・レベルには0を指定してください。









	 RMAN-06023: データファイルnumberをリストアするためのバックアップまたはコピーが見つかりません 
	
原因: 示されたファイルのバックアップまたはコピーが見つからなかったため、データファイル、表領域またはデータベースをリストアできません。このファイルのバックアップまたはコピーは存在するが、ユーザーのリストア・オペランドで指定された基準を満たしていない可能性があります。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。詳細は、メッセージ6026を参照してください。









	 RMAN-06024: 制御ファイルをリストアするためのバックアップまたはコピーが見つかりません。 
	
原因: 制御ファイルのバックアップまたはコピーが見つからなかったため、制御ファイルをリストアできません。このファイルのバックアップまたはコピーは存在するが、ユーザーのリストア・オペランドで指定された基準を満たしていない可能性があります。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。詳細は、メッセージ6026を参照してください。









	 RMAN-06025: スレッドnumber (順序number)のアーカイブ・ログのバックアップがなく、リストアするためのstringの起動SCNが見つかりました 
	
原因: 示されたアーカイブ・ログのバックアップが見つからなかったため、アーカイブ・ログをリストアできません。このファイルのバックアップは存在するが、ユーザーのリストア・オペランドで指定された基準を満たしていない可能性があります。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。詳細は、メッセージ6026を参照してください。









	 RMAN-06026: 見つからないターゲットがあります - リストアを中止します 
	
原因: リストアに指定されたファイルで見つからないものがあります。どのファイルが見つからないかを示すために、メッセージRMAN-06023、RMAN-06024またはRMAN-06025が発行されます。ファイルをリストアできない一般的な理由として、Recovery Managerで確認されているファイルのバックアップまたはコピーがない、RESTOREコマンドで指定されている基準を満たすバックアップまたはコピーがない、作成されているがカタログ化されていないデータファイルのコピーがあるなどが考えられます。


	
処置: Recovery ManagerのLISTコマンドを使用してRecovery Managerで確認されているバックアップおよびコピーを表示できます。そのリストからリストアするファイルを指定してください。









	 RMAN-06027: 指定に一致するアーカイブ・ログが見つかりません 
	
原因: アーカイブ・ログのレコード指定子が、リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルのどのアーカイブ・ログとも一致しません。


	
処置: 異なるアーカイブ・ログのレコード指定子でコマンドを再発行してください。Recovery Manager(RMAN)LISTコマンドを使用して、RMANで確認されているアーカイブ・ログをすべて表示できます。









	 RMAN-06028: リストア指定でオペランドが重複指定されています: string 
	
原因: CHANNEL、TAG、FROM、PARMS、VALIDATE、DEVICE TYPE、CHECK READONLYまたはDB_UNIQUE_NAMEオプションが、リストア・コマンドで、あるいはリストア指定の1つで、複数回指定されています。


	
処置: コマンドを修正して再発行してください。









	 RMAN-06029: 制御ファイルを組み込めるのは、データファイル・バックアップ・セット内のみです 
	
原因: include current/standby control fileオプションが、アーカイブ・ログのバックアップ・セットに指定されました。


	
処置: このオプションは、データファイル・バックアップ・セットにのみ使用してください。









	 RMAN-06030: DELETE [ALL] INPUTオプションはデータファイル・バックアップ・セットでは使用できません 
	
原因: 現行の制御ファイルまたはデータファイルを含むバックアップに対して、DELETE [ALL] INPUTオプションが指定されました。


	
処置: オプションを削除してコマンドを再発行してください。









	 RMAN-06031: データベース・キーワードを変換できませんでした。 
	
原因: DBMS_RCVMANのコール時にエラーが返されました。


	
処置: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。









	 RMAN-06032: COPYコマンドの実行には、少なくとも1つのTYPE DISKのチャネルを割り当てる必要があります 
	
原因: TYPE DISKのチャネルが割り当てられていません。


	
処置: TYPE DISKのチャネルを割り当てて、コマンドを再発行してください。









	 RMAN-06033: チャネルstringは割り当てられていません。 
	
原因: RMANコマンドは特定のチャネルを要求しますが、その要求されたチャネルは割り当てられていません。


	
処置: チャネルを割り当てるか、またはチャネル識別子を修正してください。









	 RMAN-06034: このコマンドの実行には少なくとも1つのチャネルを割り当てる必要があります 
	
原因: チャネルが割り当てられていません。


	
処置: チャネルを割り当ててください。









	 RMAN-06035: recover.bsqのバージョンが間違っています。正しくはstringですが、stringを認識しました 
	
原因: recover.bsqファイルは、RMAN実行可能ファイルと互換性がありません。


	
処置: 正しいバージョンのrecover.bsqをインストールしてください。









	 RMAN-06036: データファイルnumberはすでにファイルstringにリストアされています 
	
原因: SET NEWNAMEコマンドが発行されて、元のデータファイル以外の位置にデータファイルがリストアされました。Recovery Managerでファイルのリストアに最適な候補は同じ名前のデータファイル・コピーであると判断されました。そのため、ファイルはすでにリストア済で、処置は必要ありません。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06038: リカバリ・カタログ・パッケージでエラーが検出されました。 
	
原因: DBMS_RCVMANをコールした結果、エラーが返されました。


	
処置: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。









	 RMAN-06039: データファイルstringへのSET NEWNAMEコマンドが発行されていません 
	
原因: SWITCHコマンドがデータファイルに指定されましたが、切替え先が指定されておらず、そのデータファイルに対して事前にSET NEWNAMEコマンドも発行されていません。SET NEWNAMEコマンドが発行されていない場合は、切替え先のファイルを明示的に指定する必要があります。


	
処置: SWITCHコマンドを修正して再発行してください。









	 RMAN-06040: 制御ファイルはすでにファイルstringにリストアされています 
	
原因: リストアに最適な候補である制御ファイルは、RESTORE CONTROLFILEコマンドで名前を付けられたものであるため、処置は必要ありません。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06041: ファイルnumberからファイルnumberのコピーへの切替えができません 
	
原因: データファイルを、異なるデータファイルのコピーに切り替えようとしました。


	
処置: SWITCHコマンドを修正して再発行してください。









	 RMAN-06042: PLUS ARCHIVELOGオプションは非データファイル・バックアップとともにはサポートされていません。 
	
原因: PLUS ARCHIVELOGオプションが入力されましたが、このタイプのバックアップには適用されません。


	
処置: PLUS ARCHIVELOGオペランドを削除してコマンドを再入力してください。









	 RMAN-06043: TAGオプションはアーカイブ・ログのコピーに対してサポートされていません 
	
原因: TAGオプションが入力されましたが、このタイプのバックアップには適用されません。


	
処置: TAGオペランドを削除してコマンドを再入力してください。









	 RMAN-06045: LEVELオプションがアーカイブ・ログ、または現行/スタンバイ制御ファイルのコピーに対してサポートされていません 
	
原因: LEVELオプションが入力されましたが、このタイプのバックアップには適用されません。


	
処置: LEVELオペランドを削除してコマンドを再入力してください。









	 RMAN-06046: アーカイブ・ログ名: string 
	
原因: アーカイブ・ログ名をそのリカバリ・カタログRECID/タイムスタンプに変換する際に、エラーが発生しました。このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 RMAN-06047: コピーからのリストアで、データファイルnumberが重複して指定されました 
	
原因: このデータファイルは、同じリストア・コマンドで複数回指定されています。


	
処置: RESTOREコマンドを修正して再発行してください。









	 RMAN-06048: コピーからのリストアで、制御ファイルが重複して指定されました 
	
原因: 制御ファイルが、同じRESTOREコマンドで複数回指定されています。


	
処置: RESTOREコマンドを修正して再発行してください。









	 RMAN-06049: CHECK LOGICALオプションが、アーカイブ・ログまたは現行/スタンバイ制御ファイルのコピーに対してサポートされていません 
	
原因: CHECK LOGICALオプションが指定されましたが、このタイプのコピーには適用されません。


	
処置: CHECK LOGICALオペランドを削除してコマンドを再入力してください。









	 RMAN-06050: スレッドnumber (順序number)のアーカイブ・ログは、ファイルstringとしてディスクに存在します 
	
原因: リストアするように(明示的に、または範囲指定を使用して)要求されたアーカイブ・ログは、すでにディスクに存在しているため、リストアする必要がありません。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06051: DELETE INPUTオプションはまだ実装されていません。 
	
原因: このオプションはバックアップ指定で指定されました。


	
処置: DELETE INPUTオプションを削除してください。









	 RMAN-06052: データファイルnumberの親バックアップまたはコピーが見つかりません 
	
原因: レベル1以上での増分バックアップで、このデータファイルの親バックアップまたはコピーが見つかりませんでした。レベル0(ゼロ)のデータファイルのバックアップは、自動的に行われます。


	
処置: これは情報メッセージです。









	 RMAN-06053: ログが見つからないためメディア・リカバリが実行できません 
	
原因: このメッセージには欠落したログを識別する別のメッセージが付随します。メディア・リカバリの実行にはログが必要ですが、ログがディスクになく、そのログを含むバックアップが使用不可です。


	
処置: そのログを含むバックアップが使用可能かどうかを判断してください。可能な場合は、CHANGEコマンドを使用してバックアップ・セットを使用可能にし、コマンドを再実行してください。そうでない場合は、欠落したログまでのPoint-in-Timeリカバリを行ってください。









	 RMAN-06054: メディア・リカバリがスレッドstring (順序string)の不明なアーカイブ・ログおよびstringの起動SCNをリクエストしています 
	
原因: リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルに存在が記録されていないログが、メディア・リカバリで要求されています。


	
処置: ログのコピーを使用できる場合、CATALOGコマンドを介してリカバリ・カタログまたは制御ファイルおよび両方に追加して、RECOVERコマンドを再試行してください。そうでない場合は、欠落したログまでのPoint-in-Timeリカバリを行って、ALTER DATABASE OPEN RESETLOGSコマンドを使用してデータベースをオープンできます。









	 RMAN-06055: アーカイブ・ログ(順序string、スレッドstring)が見つかりませんでした 
	
原因: メディア・リカバリの開始時にディスクにあったログ、またはバックアップ・セットからリストアされているはずのログが見つかりません。


	
処置: Recovery Managerのメッセージ・ログを確認し、ログが前のジョブ・ステップでリストアされたことを確認してください。リストアされている場合は、V$ARCHIVED_LOGビューをチェックし、該当ログが制御ファイルにリストされていることを確認してください。また、ログがディスクに存在し、読込み可能なことを確認してください。該当ログがリストアされていない場合、またはリストアされていても該当ログのレコードがV$ARCHIVED_LOGに存在しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 RMAN-06056: データファイルnumberにアクセスできませんでした 
	
原因: データファイル・ヘッダーが読み込めないか、またはヘッダーが無効であるため、バックアップまたはコピーは処理できません。


	
処置: データファイルをアクセス可能にするか、またはスキップしてください。









	 RMAN-06057: スタンバイ制御ファイルを現行の制御ファイルと一緒に組み込むことはできません 
	
原因: 現行の制御ファイルがスタンバイ制御ファイルとともに指定されています。


	
処置: バックアップの指定から、現行の制御ファイルまたはスタンバイ制御ファイルを削除してください。









	 RMAN-06058: 現行の制御ファイルをスタンバイ制御ファイルと一緒に組み込むことはできません 
	
原因: スタンバイ制御ファイルが現行の制御ファイルとともに指定されています。


	
処置: バックアップの指定から、スタンバイ制御ファイルまたは現行の制御ファイルを削除してください。









	 RMAN-06059: 必要なアーカイブ・ログが見つかりません。アーカイブ・ログの損失のためリカバリ可能性が損なわれます 
	
原因: アーカイブ・ログが見つかりません。リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルでは、アーカイブ・ログが存在すると仮定しています。実際にアーカイブ・ログが失われており、バックアップもない場合、データベースは、そのアーカイブ・ログの対象となる期間についてリカバリ不能になります。アーカイブ・ログが外部ユーティリティによって削除され、リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルが更新されていない場合に、このエラーが発生する可能性があります。


	
処置: アーカイブ・ログが外部ユーティリティによって削除されており、アーカイブ・ログのバックアップが取得されている場合は、CROSSCHECK ARCHIVELOG ALLを実行してリカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルを同期化できます。アーカイブ・ログが事前にバックアップされていない場合は、データベースとアーカイブ・ログの全体バックアップを取ってリカバリ可能性を保ちます。以前のバックアップは完全にリカバリ可能ではありません。









	 RMAN-06060: 警告: データファイルをスキップすると、表領域stringのリカバリ可能性が損なわれます 
	
原因: SKIP INACCESSIBLEまたはSKIP OFFLINEオプションによって、バックアップ時にデータファイルがスキップされました。実際にデータファイルがなくなっており、バックアップもない場合は、データファイル作成以降のすべてのアーカイブ・ログがないかぎり、表領域はリカバリ不能になります。データファイルが外部ユーティリティに削除された場合、またはデータファイルがOFFLINE [DROP]になっている場合に、このエラーが発生する可能性があります。


	
処置: スキップされたデータファイルのバックアップがない場合に、データファイル作成以降のすべてのアーカイブ・ログなしで表領域をリカバリ可能にする必要があるときは、それらのデータファイルをバックアップに対して使用可能にしてください。









	 RMAN-06061: 警告: アーカイブ・ログをスキップするとリカバリ可能性が損なわれます 
	
原因: SKIP INACCESSIBLEオプションによって、バックアップ時にアーカイブ・ログがスキップされました。実際にアーカイブ・ログが失われており、バックアップもない場合、データベースは、そのアーカイブ・ログの対象となる期間についてリカバリ不能になります。アーカイブ・ログが外部ユーティリティによって削除され、リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルが更新されていない場合に、このエラーが発生する可能性があります。


	
処置: アーカイブ・ログが外部ユーティリティによって削除されており、アーカイブ・ログのバックアップが取得されている場合は、CROSSCHECK ARCHIVELOG ALLを実行してリカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルを同期化できます。アーカイブ・ログが事前にバックアップされていない場合は、データベースとアーカイブ・ログの全体バックアップを取ってリカバリ可能性を保ちます。以前のバックアップは完全にリカバリ可能ではありません。









	 RMAN-06062: SPFILEを使用してインスタンスを起動しなかったため、SPFILEのバックアップはできません 
	
原因: バックアップ・コマンドによってSPFILEのバックアップが要求されましたが、インスタンスを起動するためにSPFILEは使用されていません。


	
処置: SPFILEを作成し、そのSPFILEを使用してインスタンスを再起動してください。または、コマンドを変更してください。









	 RMAN-06063: DBIDがリカバリ・カタログで見つかりません 
	
原因: リカバリ・カタログにDBIDが見つかりません。


	
処置: DBIDが正しいことを確認し、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-06064: データファイル(ファイル番号=string 名前=string)を作成しています 
	
原因: RESTORE/RECOVERコマンドが発行されましたが、データファイルに使用可能なバックアップがありませんでした。


	
処置: これは情報メッセージです。









	 RMAN-06065: バックアップ・オペランド[string]が別の指定オペランドと競合します。 
	
原因: 同じ文で2つ(以上)の競合するオペランドを使用しようとしました。


	
処置: 競合するオペランドの一方または両方を削除してください。









	 RMAN-06066: RECOVERコマンド発行時には、ターゲット・データベースがマウントされている必要があります 
	
原因: RECOVERコマンドが発行されましたが、ターゲット・データベース制御ファイルがマウントされていません。


	
処置: Enterprise ManagerまたはServer Managerを介してALTER DATABASE MOUNTを発行して、ターゲット・データベース制御ファイルをマウントしてください。









	 RMAN-06067: バックアップまたは作成された制御ファイルには、RECOVER DATABASEが必要です 
	
原因: 制御ファイルがバックアップからリストアされたか、またはALTER DATABASE CREATE CONTROLFILEで作成されました。


	
処置: RECOVER DATABASEコマンドを使用してリカバリを実行してください。









	 RMAN-06068: データファイルが見つからないため、リカバリが異常終了しました。 
	
原因: このエラーに付随して、メッセージORA-06094が1つ以上表示されます。


	
処置: メッセージORA-06094を参照してください。









	 RMAN-06069: データファイルstringのファイル名が制御ファイルにありません 
	
原因: バックアップ制御ファイルのメディア・リカバリは、このデータファイルを制御ファイルに追加しましたが、安全でないためにファイル名は設定していません。


	
処置: データファイルがディスクにある場合は、ALTER DATABASE RENAMEを発行して制御ファイルを修正してください。そうでない場合は、RESTOREでデータファイルをリストアし、SWITCHを使用してそれを制御ファイルに対して識別してください。このデータファイルを含む表領域が削除される場合は、SKIP句を指定したRECOVERコマンドを再発行し、この表領域のリカバリをスキップしてください。









	 RMAN-06070: DBWRでデータファイル stringを識別できませんでした。 
	
原因: DBWRが指定されたデータファイルを見つけることができません。


	
処置: データファイルが存在し、かつアクセス可能であることを確認してください。









	 RMAN-06071: データファイルstringをオープンできませんでした 
	
原因: このデータファイルをオープンしようとしてエラーが見つかりました。


	
処置: データファイルが存在し、かつアクセス可能であることを確認してください。









	 RMAN-06073: データファイルstringのファイル・ヘッダーが破損しています 
	
原因: Oracleがファイル・ヘッダーで破損を検出しました。メディア障害が発生している可能性があります。


	
処置: RESTOREコマンドでデータファイルを新しい位置にリストアし、SWITCHを実行して、RECOVERコマンドを再実行してください。









	 RMAN-06074: ファイルstringはOracleデータファイルではありません 
	
原因: ファイル・ヘッダーは、このファイルがデータファイルでないことを示しています。ファイルは上書きされたか破損している可能性があります。


	
処置: RESTOREコマンドでデータファイルを新しい位置にリストアし、SWITCHを実行して、RECOVERコマンドを再実行してください。









	 RMAN-06075: データファイルstringはこのデータベースには属していません 
	
原因: ファイル・ヘッダーは、このファイルが他のOracleデータベースに属していることを示しています。


	
処置: RESTOREコマンドでデータファイルを新しい位置にリストアし、SWITCHを実行して、RECOVERコマンドを再実行してください。









	 RMAN-06076: データファイルstringに不正なデータファイルが含まれています 
	
原因: データファイル・ヘッダーは、ファイルが異なるデータファイル番号を含むことを示しています。


	
処置: RESTOREコマンドでデータファイルをリストアし、RECOVERコマンドを再実行してください。









	 RMAN-06077: データファイルstringが、制御ファイルにあるバージョンと異なっています 
	
原因: このデータファイルへの制御ファイル入力で、このデータファイルの別のバージョンが指定されています。表領域の削除時に、データファイルの異なるバージョンが存在可能で、同じデータファイル番号を再利用する新規の表領域が作成されます。


	
処置: データファイルが正しい場合、SWITCHコマンドを使用して制御ファイルを修正してください。そうでない場合は、RESTOREコマンドでこのデータファイルの正しいバージョンをリストアし、RECOVERコマンドを再実行してください。









	 RMAN-06078: 制御ファイルがデータファイルstringより古いです 
	
原因: 制御ファイルが指定されたデータファイルより古いが、バックアップ制御ファイルとしてマークされていません。これは、制御ファイルが古いバージョンに置き換えられていることを示しています。Recovery ManagerまたはALTER DATABASE BACKUP CONTROLFILEコマンドを介して作成されたバックアップ制御ファイルがリストアされる場合、そのような制御ファイルはバックアップとしてマークされるため、このエラーは発生しません。


	
処置: 制御ファイルをリストアし、RECOVER DATABASEを実行してください。









	 RMAN-06079: リカバリを実行するには、データベースがマウントされている必要があります 
	
原因: RECOVERコマンドが発行されましたが、ターゲット・データベースがマウントされていません。


	
処置: ALTER DATABASE MOUNTを発行してください。









	 RMAN-06080: データファイルstringにSWITCHが必要です 
	
原因: このデータファイルの制御ファイル・レコードは、古いデータファイルのインカネーションです。RECOVERを実行する前に、SWITCHコマンドを発行して、制御ファイルを更新してください。


	
処置: SWITCHコマンドを発行してからRECOVERを再試行してください。









	 RMAN-06081: データファイルstring、コードstringのデータファイル・ヘッダーを読取り中にエラーが発生しました 
	
原因: このデータファイルについて問い合せたときに、X$KCVFHはHXERR列にこのコードを戻しました。


	
処置: データファイルが存在し、読込み可能であることを確認してください。Recovery Managerの最新リリースでは、より重要なエラー・メッセージが戻されます。Recovery Managerの新しいバージョンがない場合、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 RMAN-06082: データファイル・コピー・タグstringが不明瞭です 
	
原因: このタグは、異なるデータファイルに属する複数のデータファイル・コピーを参照しています。


	
処置: タグではなく、ファイル名でデータファイル・コピーを指定してください。









	 RMAN-06083: ストアド・スクリプトstringをロード中にエラーが発生しました 
	
原因: リカバリ・カタログ・データベースによってエラーが戻されました。このエラーは問題の原因を説明しています。


	
処置: 問題を修正して、再試行してください。









	 RMAN-06084: REPLICATE発行時にはターゲット・データベースはマウントできません 
	
原因: REPLICATEコマンドが発行されましたが、ターゲット・データベースがすでにマウントされています。


	
処置: Enterprise ManagerまたはServer Managerを介してALTER DATABASE CLOSEおよびALTER DATABASE DISMOUNTを発行して、ターゲット・データベース制御ファイルをディスマウントしてください。









	 RMAN-06085: データファイルstringのリストアには、SET NEWNAMEコマンドを使用する必要があります 
	
原因: このデータファイルに対するRESTOREコマンドで、このデータファイルに対する宛先名が見つかりませんでした。


	
処置: RESTOREコマンドの前にSET NEWNAMEコマンドを追加して、このファイルのリストア先を指定してください。









	 RMAN-06086: オフライン・ファイルはデータファイル・バックアップ・セット内でのみスキップされます 
	
原因: SKIP OFFLINEオプションが、アーカイブ・ログのバックアップ・セットに指定されました。


	
処置: このオプションは、データファイル・バックアップ・セットにのみ使用してください。









	 RMAN-06087: 読取り専用ファイルはデータファイル・バックアップ・セット内でのみスキップされます 
	
原因: SKIP READONLYオプションが、アーカイブ・ログのバックアップ・セットに指定されました。


	
処置: このオプションは、データファイル・バックアップ・セットにのみ使用してください。









	 RMAN-06088: データファイル・コピーstringが見つからない、またはカタログと同期していません 
	
原因: 示されたファイルが見つからないか、見つかっていてもリカバリ・カタログで仮定されているファイルではありません。Recovery Managerの外部の操作でファイルが変更されたか、Recovery Managerがターゲット・データベースと再同期していない可能性があります。


	
処置: ファイルを再カタログして、操作を再試行してください。









	 RMAN-06089: アーカイブ・ログstringが見つからない、またはカタログと同期していません 
	
原因: 示されたファイルが見つからないか、見つかっていてもリカバリ・カタログで仮定されているファイルではありません。Recovery Managerの外部の操作でファイルが変更されたか、Recovery Managerがターゲット・データベースと再同期していない可能性があります。


	
処置: ファイルを再カタログして、操作を再試行してください。









	 RMAN-06090: 制御ファイル・コピー: stringを検索中にエラーが発生しました 
	
原因: リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルで、この制御ファイル・コピーを検索中に、エラーが発生しました。


	
処置: このエラーに付随して、障害の理由を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。ファイル名が正しく入力されていることを確認してください。リカバリ・カタログが使用不可のときに制御ファイルのコピーを作成した場合は、RESYNC CATALOGを実行してリカバリ・カタログを更新する必要があります。









	 RMAN-06091: (適切なタイプの)メンテナンスのチャネルが割り当てられていません。 
	
原因: メンテナンス・チャネルを要求するコマンドが入力されていますが、メンテナンス・チャネルが割り当てられていないか、適切なメンテナンス・チャネルではありません。


	
処置: バックアップ・ピースを削除する前、あるいはCROSSCHECKコマンドまたはDELETE EXPIREDコマンドを使用する前に、ALLOCATE CHANNEL FOR MAINTENANCEを使用してください。プロキシ・コピーには、非DISKチャネルが必要です。









	 RMAN-06092: バックアップ・ピースを検索中にエラーが発生しました。 
	
原因: リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルで、このバックアップ・ピースを検索中に、エラーが発生しました。


	
処置: このエラーに付随して、障害の理由を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。名前またはキーが正しく入力されていることを確認してください。リカバリ・カタログが使用不可のときにバックアップ・ピースを作成した場合は、RESYNC CATALOGを実行してリカバリ・カタログを更新する必要があります。









	 RMAN-06093: リカバリ・カタログに旧バージョンのデータファイルstringが含まれています 
	
原因: このデータファイル番号が削除され、再利用されました。ターゲット・データベースでマウントされた制御ファイルには、データファイルの新しいバージョンが含まれていますが、リカバリ・カタログは古いバージョンについての情報のみを含んでいます。


	
処置: RESYNCコマンドを発行してリカバリ・カタログを更新し、失敗したコマンドを再発行してください。このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 RMAN-06094: データファイルstringをリストアする必要があります 
	
原因: RECOVERコマンドが発行され、リカバリ・カタログはこのデータファイルがリカバリの一部と示していますが、このデータファイルは制御ファイルにリストされておらず、ディスクにも見つかりません。


	
処置: RECOVERコマンド(ある場合)に指定された同じUNTIL句を使用して、このデータファイルにRESTOREコマンドを発行し、RECOVERを再発行してください。









	 RMAN-06095: データファイルstringのリカバリにはバックアップ制御ファイルのリストアが必要です 
	
原因: ターゲット・データベースによって現在マウントされている制御ファイルは、リカバリするPoint-in-Timeに適しているとリカバリ・カタログで示されているデータファイルより、新しいデータファイルを含んでいます。


	
処置: 失敗したRECOVERコマンドで指定された同じUNTIL句を使用して、制御ファイルをリストアし、コマンドを再発行してください。制御ファイルがリストアできない場合は、CREATE CONTROLFILEコマンドを発行してください。









	 RMAN-06096: データファイルstringの新規名を有効にするためにはSWITCHコマンドが必要です 
	
原因: SET NEWNAMEがこのデータファイルに発行されましたが、RECOVERコマンドの前にSWITCHコマンドが発行されていません。


	
処置: SWITCHコマンドを発行して、RECOVERを実行する前に新規名を有効にしてください。









	 RMAN-06098: BACKUPコマンド発行時には、ターゲット・データベースがマウントされている必要があります 
	
原因: BACKUPコマンドが発行されましたが、ターゲット・データベース制御ファイルがマウントされていません。


	
処置: Enterprise ManagerまたはServer Managerを介してALTER DATABASE MOUNTを発行して、ターゲット・データベース制御ファイルをマウントしてください。









	 RMAN-06099: ソース・ファイル:string、行: numberでエラーが発生しました 
	
原因: 付随するエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを参照してください。









	 RMAN-06100: データファイルnumberのバックアップまたはコピーをリストアするためのチャネルがありません 
	
原因: このファイルのバックアップが、リストア用に割り当てられていないデバイス・タイプに存在するため、データファイル、表領域またはデータベースをリストアできません。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。詳細は、メッセージ6026を参照してください。









	 RMAN-06101: 制御ファイルのバックアップまたはコピーをリストアするためのチャネルがありません 
	
原因: このファイルのバックアップが、リストア用に割り当てられていないデバイス・タイプに存在するため、制御ファイルをリストアできません。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。詳細は、メッセージ6026を参照してください。









	 RMAN-06102: スレッドnumber (順序number)のアーカイブ・ログのバックアップとコピーおよびstringの起動SCNをリストアするためのチャネルがありません 
	
原因: このファイルのバックアップが、リストア用に割り当てられていないデバイス・タイプに存在するため、アーカイブ・ログをリストアできません。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。詳細は、メッセージ6026を参照してください。









	 RMAN-06103: REPORTコマンド: stringで修飾子が重複しています。 
	
原因: REPORT修飾子リストに、この修飾子が複数回指定されています。


	
処置: 重複した修飾子を削除してください。









	 RMAN-06105: LISTコマンド: stringで修飾子が重複しています。 
	
原因: LIST修飾子リストに、この修飾子が複数回指定されています。


	
処置: 重複した修飾子を削除してください。









	 RMAN-06106: このコマンドには、ターゲット・データベースのマウントが必要です。 
	
原因: ターゲット・データベースのマウントを必要とするコマンドが発行されましたが、ターゲット・データベースがマウントされていません。


	
処置: Enterprise ManagerまたはServer Managerを介してALTER DATABASE MOUNTを発行して、ターゲット・データベース制御ファイルをマウントしてください。









	 RMAN-06107: 警告: 制御ファイルがREPORT NEED BACKUP DAYSに対して現行のものではありません。 
	
原因: REPORT NEED BACKUP DAYSコマンドで、実際は必要でなくても、ファイルのバックアップが必要であると報告される場合があります。これは、現行の制御ファイルがマウントされないかぎり、ファイルの現行のオンライン・ステータスを確認できないためです。


	
処置: 処置は必要ありませんが、可能であれば現行の制御ファイルをマウントし、最も正確なREPORT出力を入手してください。









	 RMAN-06108: データファイル・コピーが使用不可に変更されました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06109: アーカイブ・ログが使用不可に変更されました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06110: 制御ファイル・コピーが使用不可に変更されました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06111: バックアップ・ピースが使用不可に変更されました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06112: データファイル・コピーが使用可に変更されました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06113: アーカイブ・ログが使用可に変更されました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06114: 制御ファイル・コピーが使用可に変更されました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06115: バックアップ・ピースが使用可に変更されました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06116: 使用不可能なオブジェクトをクロスチェックできません。 
	
原因: クロスチェックしようとしたオブジェクトが使用不可能でした。


	
処置: オブジェクトを使用可能にして再試行するか、クロスチェックを使用しないでください。









	 RMAN-06117: 期限切れではないオブジェクトでDELETE EXPIREDはできません。 
	
原因: 期限切れではないオブジェクトに対してDELETE EXPIREDを試行しました。


	
処置: EXPIREDキーワードを削除するか、オブジェクトをクロスチェックするか、またはオブジェクトをDELETEしないでください。









	 RMAN-06118: このリカバリにはSCN stringよりも古いバックアップ制御ファイルを使用する必要があります 
	
原因: データベースをリカバリしようとしましたが、一部のファイルにはバックアップがなく、リストアの開始時に制御ファイル内に存在しませんでした。このエラーが発生するのは、バックアップのない一部のファイルの作成前に取得されたバックアップ制御ファイルが、リカバリ中に使用された場合です。この場合は、使用する制御ファイルを取得してから、バックアップのないすべてのファイルを作成する必要があります。これにより、RMANではバックアップのないファイルすべてが自動的に再作成されます。


	
処置: 指定されたシステム変更番号(SCN)の前にバックアップされた制御ファイルをリストアしてください。これを実行するには、次のRMANコマンドを使用できます: SET UNTIL SCN <x>; (<x>はメッセージに表示されるSCNです) RESTORE CONTROLFILE;









	 RMAN-06119: データファイル・コピーがカタログ除去されました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06120: アーカイブ・ログがカタログ除去されました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06121: 制御ファイル・コピーがカタログ除去されました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06122: change ..UNCATALOGは使用できません。 
	
原因: CHANGE BACKUPSET ..UNCATALOGコマンドが入力されました。バックアップ・セットでUNCATALOG操作はサポートされていません。


	
処置: かわりに、CHANGE BACKUPSET ..DELETEを使用してください。









	 RMAN-06123: リカバリ・カタログまたはマウントされた制御ファイルなしでは操作はサポートされません。 
	
原因: リカバリ・カタログ・データベース、またはマウントされるターゲット・データベースへの接続を要求するコマンドが使用されました。バックアップ・リポジトリが有効でない場合、コマンドは使用できません。


	
処置: リカバリ・カタログ・データベースが使用可能な場合、リカバリ・カタログに接続し、コマンドを再実行してください。そうでない場合、別のコマンドを入力してください。









	 RMAN-06124: データファイル・コピー・キー: numberを検索中にエラーが発生しました 
	
原因: リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルで、指定されたデータファイル・コピー・キーを検索中に、エラーが発生しました。


	
処置: このエラーに付随して、障害の理由を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。









	 RMAN-06125: アーカイブ・ログ・キー: numberを検索中にエラーが発生しました 
	
原因: リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルで、指定されたアーカイブ・ログ・キーを検索中に、エラーが発生しました。


	
処置: このエラーに付随して、障害の理由を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。









	 RMAN-06126: オフライン・ファイルstringをスキップします 
	
原因: このファイルは、オフラインの状態でSKIP OFFLINEオプションが指定されたために、バックアップ・セットには組み込まれません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06127: 読取り専用ファイルstringをスキップします 
	
原因: このファイルは、読込み専用でSKIP READONLYオプションが指定されたために、バックアップ・セットには組み込まれません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06128: アクセス不可ファイルstringをスキップします 
	
原因: このファイルは読込み不可でSKIP INACCESSIBLEオプションが指定されたために、バックアップ・セットには組み込まれません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06129: 確保されているチャネルID: stringが無効です。 
	
原因: このチャネルIDは無効です。DELETEおよびDEFAULTは確保されているチャネル名であり、ユーザーが指定できない場合があります。


	
処置: 異なるチャネルIDを指定してください。









	 RMAN-06131: SKIP OFFLINE/READONLYは現行の制御ファイルにのみ使用できます 
	
原因: SKIP OFFLINEおよびSKIP READONLYオプションは、ターゲット・データベース制御ファイルが現行である場合にのみ許可されています。ターゲット制御ファイルが現行でない場合は、データファイルのオフライン/読取り専用ステータスは取得できません。


	
処置: SKIPオプションを削除するか、またはターゲット・データベースに現行の制御ファイルをマウントしてください。









	 RMAN-06132: データファイルstringは制御ファイルにないためバックアップできません 
	
原因: このデータファイルを含むバックアップ・コマンドが発行されましたが、データファイルが制御ファイルにリストされていません。制御ファイルが現行ではありません(バックアップまたは作成済の制御ファイルです)。


	
処置: 制御ファイルをリカバリして現行にし、バックアップ・コマンドを再試行してください。









	 RMAN-06133: リカバリ・カタログにデータファイルstringの古いデータが含まれている可能性があります 
	
原因: RESTORE UNTILが発行されましたが、リカバリ・カタログが、制御ファイルにリストされているデータファイルより古いインカネーションを選択しました。


	
処置: リカバリ・カタログがデータファイルに正しいデータを持っている場合は、同じUNTIL句を使用してバックアップ制御ファイルをリストアし、データファイルのリストアを再試行してください。そうでない場合は、制御ファイルにリストされたデータファイルのバックアップをリストアしてください。









	 RMAN-06134: ホスト・コマンドが完了しました。 
	
原因: オペレーティング・システム・コマンドが完了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06135: ホスト・コマンド: stringの実行中にエラーが発生しました 
	
原因: ホスト・コマンドで、0(ゼロ)以外のリターン・コードが戻されました。


	
処置: 無効なコマンドを修正してください。









	 RMAN-06136: 補助データベース: stringからのOracleエラーです。 
	
原因: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 RMAN-06137: REPORT SCHEMA AT TIMEにはリカバリ・カタログが必要です。 
	
原因: REPORT SCHEMA at_clauseコマンドが発行されましたが、リカバリ・カタログ・データベースがありません。


	
処置: リカバリ・カタログを使用していない場合、at_clauseのないREPORT SCHEMAコマンドを発行してください。









	 RMAN-06138: 制御ファイルがマウントされていません - REPORTコマンドにAT句の指定が必要です。 
	
原因: at_clauseのないREPORT SCHEMAが発行されましたが、リカバリ・カタログがありません。制御ファイルがターゲット・データベースでマウントされていないため、データベースを構成しているファイルの現行のリストの情報を取得する場所がありません。


	
処置: リカバリ・カタログを使用するか、ターゲット・データベースで制御ファイルをマウントしてください。









	 RMAN-06139: 警告: 制御ファイルがREPORT SCHEMAに対して現行のものではありません。 
	
原因: at_clauseのないREPORT SCHEMAが発行されましたが、リカバリ・カタログがありません。ターゲット・インスタンスでマウントされた制御ファイルが現行でないため、データファイルの現行のリストの情報は現行でない可能性があります。


	
処置: リカバリ・カタログを使用するか、現行の制御ファイルをマウントしてください。









	 RMAN-06140: LIST INCARNATIONでTAGオプションは指定できません。 
	
原因: TAGオプションがLIST INCARNATIONで指定されました。データベース・インカネーションと関連するTAGがないため、これは許可されません。


	
処置: TAGオプションを削除して、LISTコマンドを再実行してください。









	 RMAN-06141: RESTOREを使用してARCHIVELOG LIKEオプションを指定できません 
	
原因: ARCHIVELOG LIKEオプションがRESTOREを使用して指定されました。リカバリ・カタログに含まれるのはディスクから削除されないレコードのみであるため、この指定はできません。


	
処置: ARCHIVELOG LIKEオプションを削除して、コマンドを再実行してください。









	 RMAN-06142: DEVICE TYPEはこのコマンドでは指定できません 
	
原因: DEVICE TYPEオプションが、それをサポートしていないコマンドで指定されました。


	
処置: DEVICE TYPEオプションを削除して、コマンドを再実行してください。









	 RMAN-06143: LIKEを指定できるのはCOPYのみです。 
	
原因: LIKEオプションがRMANコマンドで指定されました。LIKEオペランドを使用してテストできるファイル名があるのは、データファイル、制御ファイルまたはアーカイブ・ログのコピーのみであるため、この操作は許可されません。


	
処置: LIKEオプションを削除して、RMANコマンドを再実行してください。









	 RMAN-06144: FROMまたはUNTILは、LIST INCARNATIONには指定できません。 
	
原因: FROMまたはUNTILオプションがLIST INCARNATIONで指定されました。データベース・インカネーションと関連する時間がないため、これは許可されません。


	
処置: FROMまたはUNTILオプションを削除して、LISTコマンドを再実行してください。









	 RMAN-06145: 制御ファイルが現行のものではありません。- 古いファイル・リストは不完全です。 
	
原因: CHANGEまたはREPORTコマンドは、削除される可能性のある不要なバックアップのリストを計算する必要があります。マウントされている制御ファイルが現行でない場合は、最後のOPEN RESETLOGS以降オフラインになっているファイルに問題のないバックアップが存在するかどうかの判断が不可能な場合があります。


	
処置: 処置は必要ありません - これは情報メッセージです。古いバックアップの完全なレポートを確認するには、現行の制御ファイルをマウントしてください。









	 RMAN-06146: ファイルnumberに対する変更がオフラインSCNを超えて見つかりました 
	
原因: CHANGEまたはREPORTコマンドは、削除される可能性のある不要なバックアップのリストを計算する必要があります。ターゲット・データベース制御ファイルにオフラインとして表示されているファイルのバックアップが見つかりましたが、ファイルがオフラインになった場合にバックアップにシステム変更番号(SCN)を超える変更が含まれています。この最も高い可能性は、ターゲット・データベース制御ファイルが現行のものではなく、古い制御ファイルのリストアされたコピーであることです。


	
処置: 現行の制御ファイルまたはバックアップ制御ファイルをマウントしてください。









	 RMAN-06147: 古いバックアップはありません。 
	
原因: CHANGEまたはREPORTコマンドは、指定された廃棄基準を満たすファイルを見つけられませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06148: 冗長性件数はゼロより大きくする必要があります。 
	
原因: CHANGEまたはREPORT OBSOLETEコマンドに指定されたREDUNDANCYオペランドが0(ゼロ)でした。


	
処置: 1以上のREDUNDANCYオペランドを指定してください。









	 RMAN-06150: データファイルnumberの補助名が設定されました: number 
	
原因: このメッセージは、CONFIGURE AUXNAMEコマンドに応答して発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06151: データファイルstringの作成(SCN string) 
	
原因: これは情報メッセージです。その他のエラー・メッセージが付随します。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06153: データファイルのコピーで妥当性チェックに失敗しました。 
	
原因: CHANGE DATAFILECOPY VALIDATEコマンドで、データファイル・コピーが見つからないか、または同じデータを含まないことが検出されたため、このレコードがリカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルから削除されました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06154: データファイルのコピーで妥当性チェックが正常終了しました 
	
原因: CHANGE DATAFILECOPY VALIDATEコマンドで、データファイル・コピーがリカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルのデータと一致することが検出されました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06155: 制御ファイルのコピーの検証に失敗しました。 
	
原因: CHANGE CONTROLFILECOPY VALIDATEコマンドで、制御ファイル・コピーが見つからないか、または同じデータを含まないことが検出されたため、このレコードがリカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルから削除されました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06156: 制御ファイルのコピーの検証が正常終了しました 
	
原因: CHANGE CONTROLFILECOPY VALIDATEコマンドで、制御ファイル・コピーがリカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルのデータと一致することが検出されました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06157: アーカイブ・ログの妥当性チェックに失敗しました 
	
原因: CROSSCHECK ARCHIVELOGコマンドが、アーカイブ・ログが見つからないか、または同じデータを含まないことを確認したため、このレコードが期限切れとしてマークされました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06158: アーカイブ・ログの妥当性チェックが正常終了しました 
	
原因: CROSSCHECK ARCHIVELOGコマンドまたはVALIDATE HEADERオプションが、アーカイブ・ログがそのデータと現在も一致することを確認しました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06159: バックアップ・セットを検索中にエラーが発生しました 
	
原因: リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルで、このバックアップ・セットを検索中に、エラーが発生しました。


	
処置: このエラーに付随して、障害の理由を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。確実に、キーを正しく入力してください。リカバリ・カタログが使用禁止であるときにバックアップ・セットを作成した場合は、RESYNC CATALOGを実行してリカバリ・カタログを更新してください。









	 RMAN-06160: バックアップ・セット・キー: numberに対するバックアップ・ピースがありません 
	
原因: 要求されたバックアップ・セットに対するバックアップ・ピースが、リカバリ・カタログ、またはターゲット・データベース制御ファイルで見つかりませんでした。


	
処置: 既存のバックアップ・セットを指定してください。









	 RMAN-06161: 補助ファイル名: stringの検査中にエラーが発生しました 
	
原因: このエラーに付随して、原因を説明するその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 補助ファイル名がCONFIGURE AUXNAMEコマンド経由で無効な場合、修正してください。









	 RMAN-06162: SQL文: string 
	
原因: SQLコマンドに実行されようとしているSQL文です。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06163: リカバリできないデータファイルがあるため、RECOVERコマンドを中止します 
	
原因: このメッセージに付随して、RMAN-06162またはRMAN-06164メッセージが1つ以上表示されます。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 RMAN-06164: 警告: データファイルnumberのリカバリに必要なタイプのチャネルが割り当てられていません 
	
原因: 増分バックアップ・セットまたはアーカイブ・ログ・バックアップ・セットが割り当てられていないデバイス・タイプに存在するため、RECOVERコマンドを処理できません。


	
処置: LISTコマンドを使用して、どのデバイス・タイプが必要かを判断し、そのタイプのチャネルを割り当ててください。









	 RMAN-06165: データファイルstringはリカバリには古すぎます。より新しいコピーをリストアしてください 
	
原因: データファイルのリカバリに必要なアーカイブ・ログまたは増分バックアップ・セット(あるいはその両方)がありませんが、データファイルの最新のバックアップがあるため、リカバリは可能です。


	
処置: データファイルのRESTOREコマンドを発行して、RECOVERコマンドを再発行してください。









	 RMAN-06166: データファイルstringをリカバリできません 
	
原因: データファイルのリカバリに必要な増分バックアップまたはアーカイブREDOログが見つかりません。リカバリ可能な全体バックアップまたはデータファイルのコピーも存在しません。


	
処置: LISTコマンドを使用して、使用可能にできるバックアップ・セットまたはデータファイル・コピーがあるかどうか調べてください。これらのファイルやコピーがない場合は、データファイルはリカバリできません。全体またはデータファイルのコピーがある場合は、Point-in-Timeリカバリを行うことができます。









	 RMAN-06167: すでに接続されています。 
	
原因: CONNECTコマンドが発行されましたが、指定されたデータベースにはすでにRMANが接続しています。


	
処置: RMANにはDISCONNECTコマンドがありません。別のインスタンスに接続するには、RMANを終了して、再起動してください。









	 RMAN-06168: このタグのバックアップ・ピースが見つかりません: string 
	
原因: バックアップ・リストの一部を指定するためにタグが使用されていますが、このタグのバックアップ・ピースが見つかりません。


	
処置: タグの指定が正しいかどうかを確認してください。









	 RMAN-06169: データファイルstringのファイル・ヘッダーを読み込めません。エラー理由: string 
	
原因: 指定されたデータファイルにアクセスできません。理由コードは、次のとおりです: 1 - ファイル名が制御ファイルに見つからない 2 - ファイルがオフラインである 3 - ファイルが検証されていない 4 - DBWRがファイルを見つけられない 5 - ファイルをオープンできない 6 - 読取り中のI/Oエラー 7 - ファイル・ヘッダーが破損している 8 - ファイルがデータファイルではない 9 - ファイルがこのデータベースに属していない 10 - ファイル番号が正しくない 12 - 不正なファイル・バージョン 15 - 制御ファイルが現行のものではない


	
処置: エラーが修正できる場合は、修正して操作を再試行してください。バックアップ時にこのエラーを無視する場合には、SKIPオプションを使用してください。









	 RMAN-06170: レコードID string、スタンプstring、データファイルstringのオフライン範囲で制御ファイルのコピーが見つかりません 
	
原因: 指定されたデータファイルのリカバリにはこのオフライン範囲が必要ですが、オフライン範囲レコードが現行の制御ファイルより古く、レコードの制御ファイルのコピーにアクセスできません。オフライン範囲を含む1つ以上の制御ファイルのコピーが、リカバリ・カタログにあり、使用可能な状態です。


	
処置: 制御ファイルのコピーの名前すべてに対してRC_CONTROLFILE_COPYビューを問い合せ、CHANGE CONTROLFILECOPY... VALIDATE;コマンドを発行してください。その後で、RECOVERコマンドを再実行してください。









	 RMAN-06171: ターゲット・データベースに接続されていません 
	
原因: コマンドが実行されましたが、ターゲット・データベースとの接続が確立されていませんでした。


	
処置: CONNECT TARGETコマンドを実行して、ターゲットのデータベースに接続してください。









	 RMAN-06172: 自動バックアップが見つからないか、指定したハンドルが有効なコピーまたはピースではありません 
	
原因: 自動バックアップが見つからない、または指定されたハンドルが有効なコピーまたはバックアップ・ピースではないため、リストアできません。自動バックアップからのリストアの場合は、バックアップは存在するが、ユーザーのリストア・オペランドで指定された基準を満たしていない可能性があります。ハンドルからのリストアの場合は、ハンドルがバックアップ・ピースまたは制御ファイル・コピーでない可能性があります。ハンドルが存在しない可能性もあります。


	
処置: 自動バックアップ検索基準を変更するか、ハンドルを確認してください。









	 RMAN-06173: 補助リストア時に、データファイルstringに対するSET NEWNAMEコマンドが発行されていません 
	
原因: 制御ファイルに補助型が指定されましたが、データファイルにSET NEWNAMEコマンドが発行されていません。


	
処置: リカバリ・セットの各データファイルにSET NEWNAMEコマンドを発行してください。









	 RMAN-06174: 補助データベースに接続されていません。 
	
原因: 補助コマンドが実行されましたが、補助データベースとの接続が確立されていませんでした。


	
処置: CONNECT AUXILIARYコマンドを実行して、補助データベースに接続してください。









	 RMAN-06175: スクリプト: stringは削除されました。 
	
原因: DELETE SCRIPTコマンドが実行されました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06176: リカバリは不要です。全ファイルが読取り専用またはオフラインです 
	
原因: リカバリしようとするすべてのファイルがオフラインまたは読込み専用であるため、RECOVER DATABASEコマンドでどのファイルもリカバリする必要はありません。これは、SKIP句がSYSTEM表領域を含むときのみ発生します。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06177: リストアが実行されませんでした。全ファイルが読取り専用、オフライン、またはすでにリストア済です 
	
原因: リストア使用とするすべてのファイルがオフラインであるか、読込み専用であるか、またはすでに正しい位置にリストアされているため、RESTOREコマンドはどのファイルもリストアする必要がありません。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06178: ファイルがオフラインのため、データファイルnumberは処理されません 
	
原因: 要求されたPoint-in-Timeではオフライン・クリーンであるため、RESTORE DATABASEまたはRECOVER DATABASEコマンドは、指定されたデータファイルの処理を省略しました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06179: ファイルが読取り専用のため、データファイル numberは処理されません 
	
原因: 要求されたPoint-in-Timeでは読取り専用表領域であるため、RESTORE DATABASEまたはRECOVER DATABASEコマンドは指定されたデータファイルの処理を省略しました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06180: 増分バックアップにはEnterprise Editionが必要です 
	
原因: INCREMENTAL LEVEL > 0でBACKUPコマンドが指定されました。


	
処置: FULLまたはINCREMENTAL LEVEL = 0を使用してください。









	 RMAN-06181: 複数チャネルにはEnterprise Editionが必要です 
	
原因: ジョブに2つ以上のチャネルを割り当てようとしています。


	
処置: ALLOCATE CHANNELコマンドを1つ残して、他をすべて削除してください。









	 RMAN-06182: アーカイブ・ログstring (スレッドstring、順序string)がMAXSETSIZEを超えています 
	
原因: BACKUP ARCHIVELOGコマンドが設定したMAXSETSIZEオペランドが小さすぎます。指定したアーカイブ・ログのサイズは、MAXSETSIZEが許可するサイズを超えています。


	
処置: MAXSETSIZEの制限を大きくしてください。









	 RMAN-06183: データファイルまたはデータファイル・コピーstring (ファイル番号string)がMAXSETSIZEを超えています 
	
原因: 指定したBACKUP DATAFILE(コピー)コマンドが設定したMAXSETSIZEオペランドが小さすぎます。指定したデータファイルのサイズは、MAXSETSIZEが許可するサイズを超えています。


	
処置: MAXSETSIZEの制限を大きくしてください。









	 RMAN-06184: バックアップ指定子内のオブジェクトが重複しています。: string string 
	
原因: BACKUPコマンドが、同じデータファイルまたはデータファイル・コピーを複数回指定しています。


	
処置: 重複を排除してください。









	 RMAN-06185: Recovery Managerがstringデータベースと非互換です: RMAN string.string.string.stringからstring.string.string.stringが必要です 
	
原因: このバージョンのRecovery Managerが、このデータベースまたはこのデータベースにインストールされているDBMS_BACKUP_RESTOREパッケージと非互換です。


	
処置: データベースが前のバージョンからアップグレードされた場合、catxxxx.sqlスクリプトが正常に実行されることを確認してください。必要に応じて、dbmsbkrs.sqlおよびprvtbkrs.plbを再インストールしてください。そうでない場合、エラー・メッセージで指定された範囲内で、RMANのバージョンを使用してください。









	 RMAN-06186: PL/SQLパッケージstring.stringバージョンstring(stringデータベース内)が古すぎます 
	
原因: 指定されたPL/SQLパッケージのバージョンは古すぎるため、このバージョンのRecovery Manager(RMAN)とともには動作できません。


	
処置: 指定したデータベースがCATALOGの場合、UPGRADE CATALOGコマンドを使用して、リカバリ・カタログを最新のバージョンにアップグレードできます。データベースがTARGETまたはAUXILIARYの場合、このデータベースをアップグレードするか、またはRMANの古いバージョンを使用してください。









	 RMAN-06187: 制御ファイル・コピーstringが見つからない、またはカタログと同期していません 
	
原因: 示されたファイルが見つからないか、見つかっていてもリカバリ・カタログで仮定されているファイルではありません。Recovery Managerの外部の操作でファイルが変更されたか、Recovery Managerがターゲット・データベースと再同期していない可能性があります。


	
処置: ファイルを再カタログして、操作を再試行してください。









	 RMAN-06188: マウントされたターゲット・データベースへの接続時にコマンドは使用できません 
	
原因: ターゲット・データベースに接続がないとき、またはターゲット・データベースがマウントされていないときにのみ使用できるコマンドが、実行されようとしています。


	
処置: データベースをディスマウントするか、またはRMANを再起動して、ターゲット・データベースに接続する前にコマンドを使用してください。









	 RMAN-06189: 現行のDBID numberはマウントしたターゲット・データベース(number)と一致しません。 
	
原因: SET DBIDが使用され、RMANが接続しているデータベースのDBIDと一致しないDBIDを設定しました。


	
処置: 現行の操作がデータベースをコピーするリストアの場合、データベースをマウントしないでください。そうでない場合、SET DBIDコマンドを使用しないか、またはRMANを再起動してください。









	 RMAN-06190: PL/SQLパッケージstring.stringバージョンstring(stringデータベース内)が現行のものではありません 
	
原因: RMANは、指定されたパッケージの古いバージョンを検出しました。RMANは下位互換モードで実行します。


	
処置: 処置は必要ありませんが、下位互換モードで実行する特定の機能、およびエラー修正が使用できない場合があります。データベースがCATALOGの場合、UPGRADE CATALOGコマンドを使用して、リカバリ・カタログを最新のバージョンにアップグレードできます。データベースがTARGETまたはAUXILIARYの場合、このデータベースをアップグレードするか、またはRMANの古いバージョンを使用してください。ターゲット・データベースまたは補助データベースをアップグレードするために実行する必要のあるファイルは、dbmsrman.sqlおよびprvtrman.plbです。









	 RMAN-06191: PL/SQLパッケージstring.stringバージョンstring(stringデータベース内)が新しすぎます 
	
原因: RMANは、指定されたパッケージで互換性のないバージョンを検出しました。


	
処置: Recovery Managerの新しいバージョンを使用してください。メッセージRMAN-06439で最低限必要なRecovery Managerのバージョンが表示されます。









	 RMAN-06192: MAXPIECESIZEまたはMAXSETSIZEの最大値は1KBから2048GBの間で設定する必要があります 
	
原因: 入力したMAXPIECESIZEまたはMAXSETSIZEのサイズが有効範囲外です。


	
処置: 有効なサイズの値を指定して、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-06193: ターゲット・データベースに接続しました(起動していません)。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 他のRMANコマンドを実行する前に、データベースを起動する必要があります。









	 RMAN-06194: ターゲット・データベースのインスタンスが起動していません。 
	
原因: ターゲット・データベースのインスタンスの起動を要求するコマンドが実行されました。


	
処置: STARTUPコマンドを実行して、そのインスタンスを起動してください。









	 RMAN-06195: 補助データベースが起動していません 
	
原因: 補助データベースのインスタンスの起動を要求するコマンドが発行されました。


	
処置: STARTUP AUXILIARYコマンドを実行してください。









	 RMAN-06196: Oracleインスタンスが起動しました 
	
原因: 正常にSTARTUPコマンドの実行を完了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06197: システム・グローバル領域の合計は、stringバイトです。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06198: string stringバイト 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06199: データベースがマウントされました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06200: stringオブジェクトをAVAILABLEステータスに変更しました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06201: stringオブジェクトを削除しました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06202: stringEXPIREDオブジェクトを削除しました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06203: stringオブジェクトのKEEPオプションを変更しました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06204: stringオブジェクトをUNAVAILABLEステータスに変更しました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06205: stringオブジェクトをカタログから削除しました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06206: stringオブジェクトをクロスチェックしました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06207: 警告: stringチャネルに対してstringオブジェクトを削除できませんでした 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06208: 一致しないステータスのため。CROSSCHECKコマンドを使用してステータスを修正してください 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06209: 障害オブジェクトのリスト 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06210: 一致しないオブジェクトのリスト 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06211: ========================== 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06212: オブジェクト型 ファイル名/ハンドル 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06213: --------------- --------------------------------------------------- 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06214: string string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06215: 他のデータベースで同じ操作を実行する必要があるオブジェクトのリスト 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 指定された一連のオブジェクトは、接続されたターゲット・データベースでアクセスできませんでした。指定したオブジェクトの出力にDB_UNIQUE_NAMEと表示されたデータベースに接続した後、CROSSCHECKコマンドを再実行してください。









	 RMAN-06216: 警告: db_unique_name mismatch - stringオブジェクトを更新できませんでした 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 指定したオブジェクトにアクセス可能なプライマリ・データベースまたは物理スタンバイ・データベースに接続した後、CROSSCHECKコマンドを実行してください。









	 RMAN-06217: Netサービス名で補助データベースに接続されていません 
	
原因: ターゲット・インスタンスから補助インスタンスにファイルを移動するコマンドが要求されました。そのようなコマンドの場合は、補助インスタンスに接続するのに使用する接続文字列の中でNetサービス名を指定する必要があります。


	
処置: CONNECT AUXILIARYコマンドを発行して、接続文字列にNetサービス名を含めてください。サービス名をターゲット・インスタンスで有効にする必要があります。









	 RMAN-06218: データベースdb_unique_name stringで同じ操作を必要とするオブジェクトのリスト 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 指定された一連のオブジェクトは、ターゲット・データベースからアクセスできませんでした。指定したオブジェクトの出力にDB_UNIQUE_NAMEと表示されたデータベースに接続した後、同じコマンドを再実行してください。









	 RMAN-06219: すべての既知のdb_unique_namesに関連付けられていないオブジェクトのリスト 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 指定された一連のオブジェクトは、ターゲット・データベースからアクセスできませんでした。指定したオブジェクトにアクセス可能なプライマリ・データベースまたは物理スタンバイ・データベースに接続した後、同じコマンドを再実行してください。









	 RMAN-06220: 自動インスタンスを作成しています(SID='string') 
	
原因: 補助インスタンスへの接続が指定されていませんが、コマンドには補助インスタンスを指定する必要があります。


	
処置: 永続データベースを作成する場合を除き、処置は必要ありません。永続データベースを作成する場合は、コマンドを停止し、補助インスタンス接続を指定して再実行してください。









	 RMAN-06221: 自動インスタンスを削除しています 
	
原因: このコマンド用に作成された自動補助インスタンスを削除しています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06223: 自動インスタンスstringを起動しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06224: 自動インスタンスが作成されました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06225: 自動インスタンスstringを停止しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06226: 自動インスタンスが削除されました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06230: リカバリ・カタログ内のストアド・スクリプトのリスト 
	
原因: このメッセージは、LIST SCRIPT NAMESコマンドに応答して発行されます。リカバリ・カタログに格納されている各スクリプトに、次のフィールドが表示されます: スクリプトが属するデータベースを示すヘッダー。スクリプト名: スクリプトの名前。説明: このスクリプトに関連付けられているコメント。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06238: データベースのリスト 
	
原因: このメッセージは、LIST DB_UNIQUE_NAMEコマンドに応答して発行されます。リカバリ・カタログに認識されている各データベースに、次のフィールドが表示されます: DBキー: これは、リカバリ・カタログのこのデータベースを識別する一意のキーです。データベース名: データベースの名前。DB ID: データベースID。これは、データベース名が変更されてもデータベースの存続期間は同じままの番号です。データベースのDB_UNIQUE_NAME: db_unique_name値。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06246: データベース・インカネーション・リスト 
	
原因: このメッセージは、LIST INCARNATION OF DATABASEコマンドに応答して発行されます。リカバリ・カタログに登録されている各データベースに、次のフィールドが表示されます: DBキー: これは、リカバリ・カタログのこのデータベースを識別する一意のキーです。Inc Key: これは、リカバリ・カタログのデータベースのこのインカネーションを識別する一意のキーです。データベース名: データベースの名前。DB ID: データベースID。これは、データベース名が変更されてもデータベースの存続期間は同じままの番号です。ステータス: このデータベースの現行インカネーションの場合は'YES'、それ以外の場合は'NO'です。Reset SCN: 最新のRESETLOGS操作のシステム変更番号(SCN)。Reset Time: 最新のRESETLOGS操作の時間。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06250: リカバリ不能な操作のためバックアップの必要なファイルのレポート 
	
原因: このファイルに、記録されない(create table unrecoverableなど)変更が発生しました。ファイルの最新バックアップは、その変更を含んでいません。


	
処置: このファイルのバックアップを行ってください。バックアップする前にこのファイルが消失した場合、記録されていない変更も消失します。このメッセージは、全体バックアップが必要かどうか、または増分バックアップが十分であるかどうかを示しています。









	 RMAN-06263: string string string 
	
原因: このメッセージは、リカバリ時に指定より多い数の増分バックアップを使用するファイルのために、REPORT NEED BACKUP INCREMENTALコマンドに応答して発行されます。


	
処置: このデータファイルのリカバリ時に使用される増分バックアップの数を減らすため、このファイルの全体バックアップをここで新しく行ってください。









	 RMAN-06270: リカバリにnumberより多い日数のアーカイブ・ログが必要なファイルのレポート 
	
原因: このメッセージは、リカバリ時に指定より多い日数のアーカイブ・ログを必要とするファイルのために、REPORT NEED BACKUP DAYSコマンドに応答して発行されます。


	
処置: このデータファイルのリカバリに必要なログ・ファイルの数を減らすために、全体バックアップまたは増分バックアップをここで新しく行ってください。









	 RMAN-06274: number日間のリカバリ・ウィンドウを満たすためにバックアップが必要なファイルのレポート 
	
原因: このメッセージは、指定された保存ポリシーに従うためバックアップが必要なファイルのために、REPORT NEED RECOVERY WINDOW OF n DAYSコマンドに応答して発行されます。


	
処置: このデータファイルに対する指定リカバリ・ウィンドウを満たすため、全体バックアップまたは増分バックアップをここで新たに実行してください。









	 RMAN-06275: レポートに指定された日数が無効です : string日 
	
原因: このメッセージは、無効な日数が入力コマンドで指定されたときに、REPORT NEED RECOVERY WINDOW OF n DAYSまたはREPORT NEED BACKUP DAYS nコマンドに応答して発行されます。


	
処置: REPORTコマンドで指定する日数は0(ゼロ)より大きい値である必要があります。









	 RMAN-06280: 古いバックアップおよびコピーのレポート 
	
原因: このメッセージは、REPORT OBSOLETEコマンドに応答して発行されます。REPORTコマンドで指定された冗長レベルを超えているため、リストされた各ファイルは廃棄されます。


	
処置: ニーズによっては、新規バックアップの作成が必要な場合があります。









	 RMAN-06290: データベースdb_unique_name stringのデータベース・スキーマのレポート 
	
原因: このメッセージは、REPORT SCHEMAコマンドに応答して発行されます。レポートに示された時間のデータベースの物理スキーマが示されます。各データファイルおよび一時ファイルに、次のフィールドが表示されます: ファイル: ファイル番号。サイズ(MB): MB単位のファイルのサイズ。表領域: このファイルを含む表領域の名前。RB segs: このファイルがロールバック・セグメントを含む表領域の一部である場合はYES、それ以外の場合はNOです。データファイル/一時ファイルの名前: ファイル名。Maxsize(MB): ファイルを拡張できる最大ファイル・サイズ。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06300: numberより小さい冗長バックアップを持つファイルのレポート 
	
原因: このメッセージは、リカバリに使用されるバックアップが指定数より少ないファイルに対してREPORT NEED BACKUP REDUNDANCYコマンドが使用されるときに実行されます。


	
処置: リストされたファイルの別のバックアップを行ってください。









	 RMAN-06306: ==================== 
	
原因: PROXYオプションを使用して一部のバックアップを取得した場合、このメッセージは、LIST BACKUP DATABASE/TABLESPACE/DATAFILEコマンドに応答して発行されます。リカバリ・カタログが使用中の場合、情報はリカバリ・カタログから取得され、それ以外の場合はターゲット・データベース制御ファイルから取得されます。各プロキシ・データファイル・バックアップに、次のフィールドが表示されます。キー: これは、リカバリ・カタログのこのプロキシ・バックアップを識別する一意のキーです。ステータスを変更するため、この値をCHANGEコマンドで使用できます。ターゲット・データベース制御ファイルがリカバリ・カタログとして使用されている場合、このフィールドは、制御ファイルのこのコピーを一意に識別します。ファイル: このファイルのコピー元のファイル番号。ステータス: これは、ファイルのステータスです。考えられる値は、次のとおりです: A - 使用可能 U - 使用不可 D - 削除済 X - 期限切れステータス ターゲット・データベース制御ファイルがリカバリ・カタログとして使用されている場合、'U'は使用されません。終了時間: これは、バックアップが作成された日時です。NLS_DATE_FORMAT環境変数で上書きされないかぎり、この列は、デフォルトのOracle日付書式で出力されます。Ckp SCN: これは、バックアップのチェックポイントのシステム変更番号(SCN)です。ファイルには、このSCNまたはそれ以前に行われたすべての変更が含まれます。Ckp時間: これは、ファイルの最後のチェックポイントが実行された時間です。ハンドル: これは、プロキシ・バックアップのメディア・マネージャ・ハンドルです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06378: バックアップ・セットのリスト 
	
原因: このメッセージは、LIST BACKUPコマンドに応答して発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06400: データベースがオープンしました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06401: データベースはすでに起動しています 
	
原因: FORCEオプションを使用せずにSTARTUPコマンドが実行されましたが、ターゲット・データベースはすでに起動しています。


	
処置: データベースを再起動する場合、FORCEオプションを使用してください。









	 RMAN-06402: Oracleインスタンスがシャットダウンしました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06403: 完全に認可されたセッションを取得できません 
	
原因: このエラーの最も可能性の高い原因として、RMANが以前に接続していたデータベースの1つが起動していないか、停止しています。他のエラー・メッセージは、どのデータベースに問題があるのかを確実に識別します。


	
処置: 問題の原因となっているデータベースを起動してください。









	 RMAN-06404: データベースがディスマウントされました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06405: データベースがクローズしました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06406: アーカイブ・ログを削除しました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06407: 補助インスタンス・ファイルstringを削除しました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06408: リカバリ・カタログがバージョンstringにアップグレードしました 
	
原因: これはUPGRADE CATALOGコマンドで発行された情報メッセージです。リカバリ・カタログがアップグレードされたリカバリ・カタログ・スキーマのバージョンを示します。リカバリ・カタログ・スキーマが各Oracleリリースとともに変更されないため、このバージョン番号がRMAN実行可能ファイルまたはターゲット・データベースのバージョン番号を反映しない場合があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06409: LIST BACKUP OF ARCHIVELOGでLIKE句はサポートされません。 
	
原因: サポートされないLIST BACKUP OF ARCHIVELOG LIKEが使用されました。


	
処置: コマンドからLIKE句を削除してください。









	 RMAN-06410: チャネルが割り当てられているときは、コマンドを使用できません 
	
原因: チャネルが割り当てられないときのみ使用できるコマンドが、実行されようとしています。


	
処置: そのコマンドを使用しないか、またはチャネルの割当てを解除して、チャネルが割り当てられないときにそのコマンドを使用してください。









	 RMAN-06411: バックアップ・コピーの設定が範囲(1から4)外です: number 
	
原因: バックアップ・コピーを無効な値に設定しようとしています。


	
処置: 指定された範囲内の値を使用してください。









	 RMAN-06412: プロキシ・コピー・チャネルが見つかりません。 
	
原因: プロキシ・コピーが起動されましたが、割り当てられたチャネルはプロキシ・コピーをサポートしていません。これは、ターゲット・データベースに使用されるメディア管理ソフトウェアがプロキシ・コピーをサポートしないか、またはすべての割当てチャネルがDISK型で、プロキシ・コピーをサポートしないことが原因である可能性があります。


	
処置: これがバックアップの場合、DISK型でないチャネルを割り当てるか、またはPROXYオプションを使用しないでください。これがリストアの場合、プロキシ・バックアップを作成するのと同じ型のチャネルが割り当てられましたが、現在はプロキシ・コピーをサポートしません。プロキシ・コピーがターゲット・データベースのメディア管理ソフトウェアでサポートされなくなった場合、バックアップがこれ以降のリストアで使用されないように、CROSSCHECKまたはCHANGEコマンドを実行してください。









	 RMAN-06413: チャネルstringは、プロキシ・コピーをサポートしません。 
	
原因: このバックアップまたはリストアに指定されたチャネルは、プロキシ・コピーをサポートしません。これは、ターゲット・データベースに使用されるメディア管理ソフトウェアがプロキシ・コピーをサポートしないか、またはチャネルがDISK型で、プロキシ・コピーをサポートしないことが原因である可能性があります。


	
処置: これがバックアップの場合、DISK型でないチャネルを割り当てるか、またはPROXYオプションを使用しないでください。これがリストアの場合、プロキシ・バックアップを作成するのと同じ型のチャネルが割り当てられましたが、現在はプロキシ・コピーをサポートしません。プロキシ・コピーがターゲット・データベースのメディア管理ソフトウェアでサポートされなくなった場合、バックアップがこれ以降のリストアで使用されないように、CROSSCHECKコマンドを使用してください。









	 RMAN-06414: ターゲット・データベースCOMPATIBLEオプションは、プロキシ・コピーをサポートしません。 
	
原因: PROXYが指定され、ターゲット・データベースがプロキシ・コピーをサポートするメディア・マネージャを使用していますが、プロキシ・バックアップを作成するにはターゲット・データベースのCOMPATIBLE初期化パラメータは8.1.0以上に設定する必要があります。データベースがCOMPATIBLEパラメータで指定された以前のリリースにダウングレードされる場合、そのデータベースはプロキシ・バックアップをリストアできなくなります。


	
処置: プロキシでないバックアップを行うか、またはターゲット・データベースのCOMPATIBLEパラメータを変更してください。









	 RMAN-06415: ファイルstring は、プロキシ・バックアップができません。 
	
原因: PROXYオプションが指定されましたが、ターゲット・データベースに使用されるメディア管理ソフトウェアは、プロキシ・コピーを使用している指定されたファイルをバックアップできません。PROXY ONLYが指定された場合、バックアップは強制終了されます。PROXYが指定された場合、このファイルはプロキシでないバックアップ・セットに置かれます。


	
処置: ONLYオプションを削除してファイルを標準のバックアップ・セットに置くか、またはメディア管理ソフトウェアがこのファイルのプロキシ・コピーをサポートする必要があると思われる場合、メディア管理製品のベンダーに連絡してください。









	 RMAN-06416: PROXY ONLYが指定されたため、プロキシ・コピーのできないファイルがあります 
	
原因: PROXY ONLYが指定され、バックアップすべきいくつかのファイルは、ターゲット・データベースに使用されるメディア管理ソフトウェアでバックアップできません。メッセージRMAN-06415がプロキシ・コピーできない各ファイルに表示されます。


	
処置: ONLYオプションを削除してファイルを標準のバックアップ・セットに置くか、またはメディア管理ソフトウェアがこのファイルのプロキシ・コピーをサポートする必要があると思われる場合、メディア管理製品のベンダーに連絡してください。









	 RMAN-06417: 仮想プライベート・カタログに接続されている場合、コマンドは使用できません 
	
原因: 入力したコマンドは、仮想プライベート・カタログに接続されている間、使用できません。


	
処置: ベース・カタログに接続し、コマンドを再実行してください。









	 RMAN-06418: プロキシの増分バックアップでレベル > 0 はサポートされていません。 
	
原因: レベルが0(ゼロ)でない増分バックアップにPROXYが指定されました。プロキシ・バックアップは完全またはレベルが0(ゼロ)のバックアップである必要があります。


	
処置: いずれか1つを削除してください。









	 RMAN-06419: ファイルstringは、ハンドルstringからプロキシをリストアできません 
	
原因: ターゲット・データベースで使用するメディア管理ソフトウェアは、このファイルを指定されたバックアップ・ハンドルからリストアできないことを示しています。


	
処置: メディア管理ソフトウェアのドキュメントを参照して、この制限事項が存在する理由を見つけるか、またはメディア管理製品のベンダーに連絡してください。









	 RMAN-06420: プロキシ・リストアができないファイルがあります - リストアを中止します 
	
原因: リストアされるべきファイルのいくつかは、ターゲット・データベースに使用されるメディア管理ソフトウェアではリストアできません。メッセージRMAN-06419がリストアできない各ファイルに表示されます。


	
処置: メディア管理ソフトウェアがこれらのファイルのプロキシ・コピーをサポートする必要があると思われる場合、メディア管理製品のベンダーに連絡してください。RESTOREコマンドがこれらのプロキシ・コピーからのリストアを試行しないようにするには、CROSSCHECKまたはCHANGEコマンドを使用して、カタログからプロキシ・コピーを削除してください。









	 RMAN-06421: コマンドをチャネル: stringへ送信しました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06422: SENDコマンドのチャネルが見つかりません。 
	
原因: 指定された名前またはデバイス型で、チャネルが見つかりませんでした。チャネルの識別子が指定されない場合、チャネルは割り当てられません。


	
処置: 別のチャネル型を指定するか、または要求にあった型のチャネルを割り当ててください。









	 RMAN-06423: リクエストされた制限numberは、ベンダー制限numberを超えています 
	
原因: バックアップ・ピースのサイズを設定するためにコマンドが使用されましたが、ターゲット・データベースに使用されるメディア管理ソフトウェアは、その大きさのバックアップ・ピースを作成できません。


	
処置: バックアップ・ピースの制限を小さく指定してください。









	 RMAN-06424: プロキシ・コピーを検索中にエラーが発生しました 
	
原因: リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルでこのプロキシ・コピーを検索中に、エラーが発生しました。


	
処置: このエラーに付随して、障害の理由を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。名前またはキーが正しく入力されていることを確認してください。リカバリ・カタログが使用禁止のときにプロキシ・コピーを作成した場合は、RESYNC CATALOGを実行してリカバリ・カタログを更新してください。









	 RMAN-06425: <データファイルのパス名は利用できません。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06426: RECOVERY_CATALOG_OWNERロールをユーザーstringに付与する必要があります。 
	
原因: CREATE CATALOGまたはUPGRADE CATALOGコマンドが使用されましたが、CATALOGの接続文字列にあるユーザーIDは、DEFAULTロールとして付与されたRECOVERY_CATALOG_OWNERロールを所持していません。


	
処置: RECOVERY_CATALOG_OWNERロールをリカバリ・カタログの所有者に付与してください。









	 RMAN-06427: リカバリ・カタログはすでに存在します 
	
原因: リカバリ・カタログがすでに存在する場合、CREATE CATALOGコマンドは使用できません。


	
処置: UPGRADE CATALOGコマンドを使用して、既存のバックアップ・データを失うことなく、ご使用のリカバリ・カタログを最新リリースにアップグレードしてください。既存のリカバリ・カタログを削除するには、DROP CATALOGコマンドを使用してください。









	 RMAN-06428: リカバリ・カタログがインストールされていません。 
	
原因: リカバリ・カタログ・データベースへの接続が行われましたが、リカバリ・カタログの表およびビューはまだインストールされていません。


	
処置: リカバリ・カタログ所有者のユーザーIDを正しく入力しなかった場合、不適切なユーザーIDを修正し、リカバリ・カタログに再接続してください。このリカバリ・カタログの所有者のユーザーIDでRecovery Managerに初めてサインオンした場合、CREATE CATALOGコマンドを使用してリカバリ・カタログ・スキーマを作成してください。もしくは、RMANを終了して、リカバリ・カタログ接続を指定しないで接続してください。









	 RMAN-06429: stringデータベースはこのRecovery Managerバージョンとの互換性がありません。 
	
原因: 指定されたデータべースは、このバージョンのRecovery Manager(RMAN)との互換性がありません。エラーの原因の詳細を記した他のメッセージも表示されます。


	
処置: 他のメッセージを参照してください。データべースがCATALOGの場合、問題を修正するために、CREATE CATALOGまたはUPGRADE CATALOGコマンドを使用できる可能性があります。データベースがTARGETまたはAUXILIARYの場合、ターゲット・データベースをアップグレードするか、またはRMAN実行ファイルの新しいバージョンを使用してください。









	 RMAN-06430: リカバリ・カタログのユーザーIDをSYSにすることはできません 
	
原因: リカバリ・カタログがSYSというユーザーIDに接続されました。リカバリ・カタログをSYS以外のユーザーIDで作成する必要があります。


	
処置: CATALOGの接続文字列に別のユーザーIDを指定してください。









	 RMAN-06431: リカバリ・カタログが作成されました。 
	
原因: これはCREATE CATALOGコマンドで発行された情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06432: リカバリ・カタログが削除されました。 
	
原因: これはDROP CATALOGコマンドで発行された情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06433: リカバリ・カタログのインストール中にエラーが発生しました。 
	
原因: リカバリ・カタログ・データベースでインストール中にエラーが発生しました。別のエラー・メッセージがサーバーのエラー・メッセージを示します。


	
処置: リカバリ・カタログのインストールで発生する障害の最も一般的な理由は、次のとおりです。
リカバリ・カタログ・データベースの領域不足: さらに領域を割り当て、DROP CATALOGコマンドを使用して部分的にインストールされたリカバリ・カタログを削除し、コマンドを再実行してください。

オブジェクトがすでに存在している: これはリカバリ・カタログの部分的インストールによるものです。DROP CATALOGコマンドを使用して部分的にインストールされたリカバリ・カタログを削除し、コマンドを再実行してください。











	 RMAN-06434: リカバリ・カタログの削除中になんらかのエラーが発生しました。 
	
原因: リカバリ・カタログを削除中に、リカバリ・カタログからなんらかのエラーが発生しました。


	
処置: エラーを修正して、コマンドを再実行してください。Recovery Managerは、部分的にインストールされたリカバリ・カタログの削除中に発生する可能性がある'オブジェクトが見つかりません'などの共通のエラーを捕捉して無視します。リカバリ・カタログの削除中に重大なエラーのみ表示されます。









	 RMAN-06435: リカバリ・カタログの所有者はstringです。 
	
原因: これは、UPGRADE CATALOGおよびDROP CATALOGコマンドで発行された情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06436: DROP CATALOGコマンドを再入力して、カタログの削除を確認してください。 
	
原因: DROP CATALOGコマンドは、データベースのバックアップすべてを使用不可能にしてリカバリ・カタログを削除するため、十分注意が必要です。この動作を本当に実行するかどうかを確認するために、コマンドを2回入力する必要があります。


	
処置: リカバリ・カタログを削除する場合は、DROP CATALOGコマンドを再入力してください。









	 RMAN-06437: カタログを削除できません - Recovery Managerよりもカタログの方が最新です。 
	
原因: DROP CATALOGコマンドは入力されましたが、リカバリ・カタログはRecovery Manager(RMAN)の最新バージョンで作成されました。RMANのこのバージョンは全体のリカバリ・カタログを削除できない可能性があります。


	
処置: リカバリ・カタログを最近作成またはアップグレードしたRMANのバージョンを使用してください。









	 RMAN-06438: stringデータベースのパッケージDBMS_RCVMANを実行中にエラーが発生しました。 
	
原因: Recovery Managerは、このデータベースのSYSスキーマのパッケージDBMS_RCVMANを必要としています。通常、このパッケージは、データベース作成中にインストールされます。パッケージを再作成するには、dbmsrman.sqlおよびprvtrmns.plbファイルを実行してください。


	
処置: SYSスキーマにDBMS_RCVMANパッケージを再作成してください。









	 RMAN-06439: このパッケージで作業するには、Recovery Managerをバージョンstringにアップグレードする必要があります。 
	
原因: このメッセージは、メッセージRMAN-06191に指定されたパッケージを使用するよう要求されたRecovery Managerの最低限必要なバージョンを表示しています。


	
処置: このパッケージでは、RMANの最新バージョンを使用してください。









	 RMAN-06440: 仮想カタログが削除されました 
	
原因: これは、仮想プライベート・カタログへの接続時にDROP CATALOGコマンドによって発行される情報メッセージです。カタログ・データはベース・カタログによって所有されているので、仮想プライベート・カタログを削除してもデータは削除されません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06441: カタログをアップグレードできません - カタログはすでにRecovery Managerよりも最新です 
	
原因: リカバリ・カタログは、すでにこのバージョンのRecovery Managerより大きいバージョン・レベルです。UPGRADE CATALOGコマンドは必要ありません。


	
処置: さらに新しいRecovery Managerにアップグレードするか、または現行のバージョンをそのまま使用してください。リカバリ・カタログが新しすぎるために、このバージョンのRecovery Managerで作業できない場合、メッセージRMAN-06191が発行されます。









	 RMAN-06442: UPGRADE CATALOGコマンドを再入力して、カタログのアップグレードを確認してください 
	
原因: UPGRADE CATALOGコマンドはリカバリ・カタログ・スキーマを変更します。リカバリ・カタログは、古いバージョンのRecovery Manager(RMAN)と互換性があるように設計されていますが、アップグレードをすることによってRMANの古いバージョンのサポートを削除する可能性があります。


	
処置: リカバリ・カタログをアップグレードする場合、UPGRADE CATALOGコマンドを再入力してください。このリカバリ・カタログで古いバージョンのRMANを使用しない場合、互換性の問題はありません。リカバリ・カタログで古いバージョンのRMANをそのまま使用する予定がある場合、アップグレードする前に、現行のOracleリリースの移行ガイドを参照して、リカバリ・カタログの現行バージョンのアップグレードが、古いバージョンのサポートを削除するかどうかを判断してください。









	 RMAN-06443: リカバリ・カタログのアップグレード中にエラーが発生しました。 
	
原因: リカバリ・カタログをアップグレード中に、エラーが発生しました。


	
処置: エラーを修正して、コマンドを再実行してください。Recovery Managerは、リカバリ・カタログがすでに部分的にアップグレードされている場合に発生する可能性がある'列がすでに存在します'などの共通のエラーを捕捉して無視します。リカバリ・カタログのアップグレード中に重大なエラーのみ表示されます。









	 RMAN-06444: stringを作成中にエラーが発生しました 
	
原因: CREATE CATALOGコマンドまたはUPGRADE CATALOGコマンドの実行時、エラーが原因で該当オブジェクトを作成できませんでした。


	
処置: RECOVER.BSQファイルが変更または破損していないことを確認して、このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポートに連絡してください。エラーがRMAN PL/SQLパッケージの1つを参照している場合は、リカバリ・カタログの所有者に接続してUSER_ERRORSビューに問い合せ、コンパイル・エラーの詳細を調べてください。









	 RMAN-06445: NOCATALOGが使用された後はリカバリ・カタログに接続できません。 
	
原因: ユーザーがNOCATALOGオプションをすでに指定した後で、CONNECT CATALOGコマンドが使用されました。


	
処置: リカバリ・カタログを使用する場合、RMANを再起動させてください。









	 RMAN-06446: プロキシ・コピーが使用不可に変更されました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06447: プロキシ・コピーが使用可に変更されました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06448: プロキシ・コピーがカタログ除去されました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06449: プロキシ・コピーが削除されました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06450: プロキシ・コピーがクロスチェックされました: 'string'が検出されました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06451: プロキシ・コピー・ハンドル=string レコードID=string スタンプ=string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06452: stringパッケージはバージョンstringにアップグレードされました 
	
原因: これはUPGRADE CATALOGコマンドで発行された情報メッセージです。示されたパッケージがアップグレードされたバージョンを示します。リカバリ・カタログ・パッケージが各Oracleリリースとともに変更されないため、このバージョン番号がRMAN実行可能ファイルまたはターゲット・データベースのバージョン番号を反映しない場合があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06453: RECOVERABLEはデータファイル・オブジェクトのみで使用できます 
	
原因: LIST ... RECOVERABLE ..を、OF CONTROLFILEまたはOF ARCHIVELOGで使用しようとしました。


	
処置: RECOVERABLEキーワードを削除して、文を再実行してください。









	 RMAN-06454: 二重化バックアップにはEnterprise Editionが必要です 
	
原因: SET COPIESまたはCONFIGURE BACKUP COPIESコマンドを使用して、各バックアップ・ピースの複数のコピーを作成しようとしましたが、Enterprise Editionがインストールされていません。


	
処置: 各バックアップ・ピースのコピーを複数作成しないでください。









	 RMAN-06455: 表領域のポイント・イン・タイム・リカバリにはEnterprise Editionが必要です 
	
原因: 表領域のPoint-in-Timeリカバリが試行されましたが、Enterprise Editionがインストールされていません。


	
処置: 表領域のPoint-in-Timeリカバリを試行しないでください。









	 RMAN-06456: 古いコマンドです 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06457: UNTIL SCN (string)はアーカイブ・ログ(string)の前回SCNより前です 
	
原因: UNTIL SCNが、前回のアーカイブ・ログの前回のシステム変更番号(SCN)を超えることはできません。


	
処置: UNTIL SCNを確認してください。









	 RMAN-06458: AS COPYオプションは、RECOVERY FILES、RECOVERY AREAまたはDB_RECOVERY_FILE_DESTとともに使用できません 
	
原因: RECOVERY FILES、RECOVERY AREAまたはDB_RECOVERY_FILE_DESTが、AS COPYとともに指定されました。


	
処置: AS COPYオプションを削除してコマンドを再発行してください。









	 RMAN-06459: BACKUP <VALIDATE|DURATION>はPROXYとともに使用できません。 
	
原因: BACKUP <VALIDATE|DURATION>とPROXYが同じバックアップ・コマンドに指定されています。


	
処置: 互換性のないオプションを削除してください。









	 RMAN-06460: 制御ファイルのコピーstringをプロキシでバックアップすることはできません。 
	
原因: PROXYオプションが指定されていますが、制御ファイルのプロキシ・コピーはサポートされていません。このファイルは非プロキシ・バックアップ・セットに置かれます。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06461: 現行の制御ファイルをプロキシでバックアップすることはできません。 
	
原因: PROXYオプションが指定されていますが、制御ファイルのプロキシ・コピーはサポートされていません。このファイルは非プロキシ・バックアップ・セットに置かれます。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06462: バックアップ・セットが指定に一致するデバイスDISKで見つかりません 
	
原因: バックアップ・セットのレコード指定子が、リカバリ・カタログのデバイスDISKのバックアップ・セットと一致していません。


	
処置: 異なるバックアップ・セットのレコード指定子でコマンドを再発行してください。Recovery Manager(RMAN)LISTコマンドを使用して、RMANで確認されているバックアップ・セットをすべて表示できます。









	 RMAN-06463: バックアップ・セット・キーstringをプロキシでバックアップすることはできません。 
	
原因: PROXYオプションが指定されていますが、バックアップ・セットのプロキシ・コピーはサポートされていません。このファイルは非プロキシ・バックアップ・セットに置かれます。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06464: BACKUP BACKUPSETがVALIDATEオプションとともにサポートされていません。 
	
原因: BACKUP BACKUPSETとVALIDATEが同じバックアップ・コマンドに指定されています。


	
処置: VALIDATE BACKUPSETを実行するには、validateコマンドまたはrestore validateコマンドを使用してください。









	 RMAN-06465: 構成が実装されていません: string 
	
原因: 構成が、現在のリリースに実装されていません。


	
処置: このコマンドを使用しないでください。









	 RMAN-06466: 構成文字列(string)の解析でエラーが発生しました。 
	
原因: サポートされていない構成文字列が、リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルに格納されています。


	
処置: 互換性のマトリックスでrman実行可能ファイル、ターゲット・データベース、リカバリ・カタログを調べます。DBMS_BACKUP_RESTORE.DELETECONFIGを使用して、問題の構成を削除してください。









	 RMAN-06467: DBA: numberを変換できませんでした。 
	
原因: DBMS_RCVMANのコール時にエラーが返されました。


	
処置: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。









	 RMAN-06468: データ・ブロックのアドレス: numberが無効です。 
	
原因: 指定されたデータベース管理者(DBA)が、記述されている表領域に属していません。


	
処置: データベース管理者(DBA)を確認してください。









	 RMAN-06469: 破損リストを変換できませんでした。 
	
原因: DBMS_RCVMANのコール時にエラーが返されました。


	
処置: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。









	 RMAN-06470: 自動チャネルが使用されている場合にのみDEVICE TYPEがサポートされます。 
	
原因: DEVICE TYPEオプションが、BACKUP、RESTORE、RECOVER、DUPLICATE、CHANGE、VALIDATE、CROSSCHECKまたはDELETE EXPIREDコマンドで指定されています。このオプションを指定できるのは、自動的に割り当てられたチャネルが使用されている場合のみです。


	
処置: DEVICE TYPEオプションを削除して、コマンドを再実行してください。あるいは、すべてのALLOCATEコマンドを削除して、チャネルの自動割当てを行うようにスクリプトを再実行してください。









	 RMAN-06471: stringにチャネルを割り当てるための構成が見つかりません。 
	
原因: デバイス・タイプの構成がリカバリ・カタログで見つかりません。


	
処置: 必要なデバイス・タイプについて、configureコマンドを使用してデバイス・タイプの構成を設定してください。









	 RMAN-06472: チャネルID stringは自動的に割り当てられます。 
	
原因: チャネルIDがALLOCATE/RELEASEコマンドで使用されています。


	
処置: 予約済のチャネルIDのネームスペースに属さない、他のチャネルIDを使用してください。









	 RMAN-06473: SET DATABASEは、TARGETが接続されていないDUPLICATEでのみ使用できます。 
	
原因: ターゲット・データベースに接続しているとき、または補助インスタンスに接続していないときに、SET DATABASEコマンドが指定されました。


	
処置: このコマンドは、TARGETに接続しないDUPLICATEの準備として、ターゲット・データベースに接続せずに補助インスタンスに接続しているときにのみ指定してください。









	 RMAN-06474: メンテナンス・チャネルが割り当てられていません。 
	
原因: メンテナンス・チャネルを割り当てずにRELEASE CHANNELが使用されています。


	
処置: このコマンドを実行する前にメンテナンス・チャネルを割り当ててください。









	 RMAN-06475: パラレル化の設定が範囲(1から254)外です: number 
	
原因: CONFIGURE PARALLELISMコマンドでのデバイス・タイプのパラレル化が範囲外です。


	
処置: 指定可能な範囲内のパラレル化の値を入力してください。









	 RMAN-06476: チャネル数が範囲(1から254)外です: number 
	
原因: CONFIGURE CHANNELコマンドで入力したチャネル番号が範囲外です。


	
処置: このデバイスで可能な範囲のチャネル番号を入力して、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-06477: 構成値の長さが1024を超えました 
	
原因: 入力されたCONFIGURE CHANNELコマンドの構成値が1024バイトを超えています。


	
処置: CONFIGURE CHANNELコマンドのオプションの長さを短くしてください。









	 RMAN-06478: 警告: データファイルのコピー'string'がディスク上に見つかりませんでした。 
	
原因: CHANGE DATAFILECOPY AVAILABLEコマンドは発行されましたが、データファイル・コピーがディスクにありません。


	
処置: ホストからデータファイル・コピーを含む領域が削除された場合、その領域をリストアしてコマンドを再実行してください。データファイル・コピーが永久に存在しない場合、このデータファイルに対してCHANGE DATAFILECOPY DELETEコマンドを発行してください。









	 RMAN-06479: 警告: 制御ファイルのコピー'string'がディスク上に見つかりませんでした。 
	
原因: CHANGE CONTROLFILECOPY AVAILABLEコマンドは発行されましたが、制御ファイル・コピーがディスクにありません。


	
処置: ホストから制御ファイル・コピーを含む領域が削除された場合、その領域をリストアしてコマンドを再実行してください。制御ファイル・コピーが永久に存在しない場合、この制御ファイルに対してCHANGE CONTROLFILECOPY DELETEコマンドを発行してください。









	 RMAN-06480: 警告: アーカイブ・ログ'string'がディスク上に見つかりませんでした 
	
原因: CHANGE ARCHIVELOG AVAILABLEコマンドは発行されましたが、アーカイブ・ログがディスクにありません。


	
処置: ホストからアーカイブ・ログを含む領域が削除された場合、その領域をリストアしてコマンドを再実行してください。アーカイブ・ログが永久に存在しない場合、このアーカイブ・ログに対してCHANGE ARCHIVELOG DELETEコマンドを発行してください。









	 RMAN-06481: 警告: バックアップ・ピース'string'がストレージ・メディア上に見つかりませんでした。 
	
原因: CHANGE BACKUPPIECE AVAILABLEコマンドは発行されましたが、バックアップ・ピースがストレージ・メディアにありません。


	
処置: ホストからバックアップ・ピースを含む領域が削除された場合、その領域をリストアしてコマンドを再実行してください。バックアップ・ピースが永久に存在しない場合、このバックアップ・ピースに対してCHANGE BACKUPPIECE DELETEコマンドを発行してください。









	 RMAN-06482: 警告: プロキシ・コピー'string'がストレージ・メディア上に見つかりませんでした。 
	
原因: CHANGE PROXY AVAILABLEコマンドは発行されましたが、プロキシ・コピーがディスクにありません。


	
処置: ホストからプロキシ・コピーを含む領域が削除された場合、その領域をリストアしてコマンドを再実行してください。プロキシ・コピーが永久に存在しない場合、このプロキシ・コピーに対してCHANGE PROXY DELETEコマンドを発行してください。









	 RMAN-06483: 変更されたデータファイルのコピーが期限切れになりました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06484: 変更された制御ファイル・コピーが期限切れになりました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06485: 変更されたアーカイブ・ログが期限切れになりました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06486: 変更されたバックアップ・ピースが期限切れになりました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06487: 変更されたプロキシ・コピーが期限切れになりました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06488: 自動バックアップからリストアすると、他のすべての修飾子を使用できません 
	
原因: 自動バックアップからの制御ファイルまたはSPFILEのリストアが試行され、他のリストア・オプションが使用されています。


	
処置: 制御ファイルの自動バックアップ・リストアではその他のオプションは指定しないでください。









	 RMAN-06489: クローン・チャネルnumberをデバイス・タイプstringに割り当てるための構成が見つかりません 
	
原因: CONNECTオプションが含まれているため、クローン・チャネルについてターゲット・チャネル構成が使用できませんでした。


	
処置: チャネルの必要な番号とタイプについてCONFIGURE CLONEコマンドを使用して、クローン・チャネル構成を設定してください。









	 RMAN-06490: 警告: 1日の自動バックアップの上限に達しています 
	
原因: 制御ファイルの自動バックアップは、この日はもう実行できません。


	
処置: これは警告メッセージです。処置は必要ありません。









	 RMAN-06491: 制御ファイルの自動バックアップ形式"string"には複数の"string"フォーマット指定子が含まれます 
	
原因: CONTROLFILE AUTOBACKUP FORMATでは、複数の予約済フォーマット指定子は使用できません。


	
処置: 予約済フォーマット指定子を1つのみ指定するか、代替フォーマットを使用してください。









	 RMAN-06492: 制御ファイルの自動バックアップ形式"string"は"string"フォーマット指定子を指定する必要があります 
	
原因: 予約済フォーマット指定子が、CONTROLFILE AUTOBACKUP FORMATに指定されていません。


	
処置: CONTROLFILE AUTOBACKUP FORMATに指定子を追加してください。









	 RMAN-06493: 自動バックアップからリストアを実行する場合は、UNTIL TIME句のみ使用できます。次のものが見つかりました: string 
	
原因: 制御ファイルの自動バックアップをリストアするには、SET UNTIL TIMEのみ使用できます。その他は正確な日に変換できません。


	
処置: SET UNTIL TIMEを使用して、制御ファイルの自動バックアップのリストアを開始する日付を指定してください。









	 RMAN-06494: string = stringが範囲(stringからstring)外です。 
	
原因: 制御ファイルの自動バックアップをリストアする際に指定されたパラメータが有効範囲外です。


	
処置: パラメータの値を有効な数値に変更するか、パラメータを指定しないでください。









	 RMAN-06495: SET DBIDコマンドとともにDBIDを明示的に指定する必要があります。 
	
原因: データベースがマウントされていないときに、制御ファイルAUTOBACKUPまたはADVISE FAILUREのリストアが試行されました。


	
処置: SET DBIDを使用してデータベースのDBIDを指定するか、データベースをマウントしてください。









	 RMAN-06496: データベースがマウントまたはオープンされるときは、TO句を使用する必要があります。 
	
原因: 制御ファイルをリストアしようとしましたが、データベースがマウントまたはオープンされており、別の宛先が指定されていませんでした。


	
処置: TO句を使用して別の宛先を指定するか、データベースをディスマウントしてください。









	 RMAN-06497: 警告: 警告: 制御ファイルが現行のものではないため、制御ファイルの自動バックアップがスキップされました 
	
原因: 現行の制御ファイルがないため、制御ファイルの自動バックアップは不可能です。


	
処置: これは警告メッセージです。処置は必要ありません。









	 RMAN-06498: データファイルstringをスキップします。すでにstring回バックアップされています 
	
原因: 示されたデータファイルがバックアップ・セットに含まれていません。リクエストされたデバイスにすでにバックアップされ、ファイルがオフライン/読取り専用のデータファイルです。FORCEオプションを使用して、バックアップ最適化を上書きしてください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06499: アーカイブ・ログ・ファイルstringをスキップします。すでにstring回バックアップされています 
	
原因: このログ・ファイルは、要求されたデバイスですでにバックアップされているために、バックアップ・セットには組み込まれません。FORCEオプションを使用して、バックアップ最適化を上書きしてください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06500: バックアップ・セット・キーstringをスキップします。すでにstring回バックアップされています 
	
原因: このバックアップ・セットは、要求されたデバイス上ですでにバックアップ済であるため、コピーされません。FORCEオプションを使用して、バックアップ最適化を上書きしてください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06501: データファイルstringをスキップします。すでにstringでバックアップされています 
	
原因: 示されたデータファイルがバックアップ・セットに含まれていません。指定された時間の前に一度すでにバックアップされています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06502: アーカイブ・ログ・ファイルstringをスキップします。すでにstringでバックアップされています 
	
原因: 示されたログ・ファイルがバックアップ・セットに含まれていません。指定された時間の前に一度すでにバックアップされています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06503: バックアップ・セット・キーstringをスキップします。すでにstringでバックアップされています 
	
原因: 示されたバックアップ・セットがバックアップされません。指定された時間の前に一度すでにバックアップされています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06504: 複数バックアップ・コピーのPROXYオプションはサポートされていません。 
	
原因: 複数バックアップ・コピーとPROXYオプションがBACKUPコマンドに指定されています。


	
処置: 競合を解決してください。









	 RMAN-06505: 指定されたDATABASE: stringが前のDATABASE: stringと一致しません 
	
原因: SET DBIDを使用して、新しく指定されたデータベース名に一致しないデータベース名に変換されたDBIDが設定されたか、前のSET DATABASEによって別のデータベース名が設定されました。


	
処置: 正しいDBIDが指定されていることを確認するか、SET DATABASEコマンドを使用しないでください。









	 RMAN-06506: MAXSETSIZEオプションはバックアップのバックアップ・セットでは使用できません 
	
原因: MAXSETSIZEオプションが、バックアップのバックアップ・セット・コマンドで指定されました。


	
処置: オプションを削除してコマンドを再発行してください。









	 RMAN-06507: スレッドnumber、順序numberのアーカイブ・ログのための代替ファイルを試しています 
	
原因: これは情報メッセージです。アーカイブ・ログがカタログ・データベースと同期していないことが検出された場合に表示されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06508: MAXSETSIZE stringKBはブロック・サイズのstringバイトより大きくしてください 
	
原因: バックアップ・コマンドに構成または指定されるMAXSETSIZEは、データベースのブロック・サイズよりも大きいことが必要です。


	
処置: MAXSETSIZEの制限を大きくしてください。









	 RMAN-06509: SPFILEまたは制御ファイルのみが自動バックアップからリストアできます 
	
原因: 自動バックアップからのデータファイルまたはアーカイブ・ログのリストアが試行されました。


	
処置: 自動バックアップからのリストアでは、DATAFILEまたはARCHIVELOGは指定しないでください。









	 RMAN-06510: Recovery Manager保存ポリシーがnumber日間のリカバリ・ウィンドウに設定されます 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06511: Recovery Manager保存ポリシーが冗長性numberに設定されます。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06512: コピーは日付stringに廃止になります 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06513: コピーは廃止になりません。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06514: このコピーからのリカバリを要求されたアーカイブ・ログは保存されません。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06515: このコピーからのリカバリを要求されたアーカイブ・ログはこのコピーが期限切れになるときに期限切れになります。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06516: KEEP UNTIL句で指定される時間は明日以降である必要があります 
	
原因: KEEP UNTILでサポートされるのは将来の時刻のみです。


	
処置: 時刻を修正して、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-06517: KEEPオプションはアーカイブ・ログ・バックアップに対してサポートされていません 
	
原因: KEEPオプションはアーカイブ・ログではサポートされません。


	
処置: KEEPオプションを削除してコマンドを再試行するか、このバックアップでアーカイブ・ログを指定しないでください。









	 RMAN-06518: バックアップは日付stringに廃止になります 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06519: バックアップは廃止になりません。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06520: アーカイブ・ログは保存またはバックアップされません 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06521: このバックアップからのリカバリを要求されたアーカイブ・ログはこのバックアップが期限切れになるときに期限切れになります。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06522: KEEP FOREVERオプションはリカバリ・カタログなしではサポートされません。 
	
原因: KEEP FOREVERオプションが使用されましたが、リカバリ・カタログ・データベースへの接続が必要です。バックアップ・リポジトリがターゲット・データベース制御ファイルである場合は、KEEP FOREVERオプションは使用できません。このバックアップの情報を永続的に格納できないためです。(情報は、制御ファイルのみに格納される場合、CONTROL_FILE_RECORD_KEEP_TIME初期化パラメータに応じてエージ・アウトされます。)


	
処置: リカバリ・カタログ・データベースが使用可能な場合、リカバリ・カタログに接続し、コマンドを再実行してください。そうでない場合、別のKEEPオプションを入力してください。6523, 1, "未使用"









	 RMAN-06524: Recovery Managerリテンション・ポリシーがコマンドに適用されます。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06525: Recovery Managerリテンション・ポリシーがなしに設定されます 
	
原因: コマンドDELETE OBSOLETEおよびREPORT OBSOLETEでは次のいずれかの条件を満たす必要があります。
* Recovery Managerリテンション・ポリシーがNONEでない。

* Recovery Managerリテンション・ポリシーがREPORT/DELETEコマンドで指定されている。




	
処置: Recovery Manager保存ポリシーをCONFIGUREコマンドで構成するか、DELETE/REPORTコマンドの最後にRecovery Manager保存ポリシーを指定してください。









	 RMAN-06526: KEEPオプションは増分バックアップでは使用できません 
	
原因: KEEPオプションが増分バックアップで指定されています。


	
処置: オプションを削除してコマンドを再発行してください。









	 RMAN-06527: KEEPオプションはバックアップ・セットのバックアップにはサポートされません。 
	
原因: KEEPオプションはバックアップ・セットのバックアップにはサポートされません。


	
処置: KEEPオプションを削除してコマンドを再試行するか、このバックアップでバックアップ・セットを指定しないでください。









	 RMAN-06528: CHANGE ... KEEPはBACKUPPIECEにはサポートされません。 
	
原因: CHANGE BACKUPPIECE ... KEEPコマンドが入力されました。KEEP属性はバックアップ・ピースに対して指定できません。


	
処置: かわりに、CHANGE BACKUPSET ... KEEPを使用してください。









	 RMAN-06529: CHANGE ... KEEPはARCHIVELOGにはサポートされません 
	
原因: CHANGE ARCHIVELOG ... KEEPコマンドが入力されました。KEEP属性はアーカイブ・ログに対して指定できません。


	
処置: かわりに、CHANGE BACKUPSET ... KEEPを使用してください。









	 RMAN-06530: CHANGE ... KEEPログはアーカイブ・ログを含むバックアップ・セットにはサポートされません 
	
原因: CHANGE BACKUPSET ... KEEPコマンドが入力されましたが、BACKUPSETにアーカイブ・ログが含まれています。アーカイブ・ログを含むバックアップ・セットにはKEEP属性は指定できません。


	
処置: CHANGE BACKUPSET ... KEEPコマンドでは、アーカイブ・ログのあるバックアップ・セットを指定しないでください。









	 RMAN-06531: CHANGE ... KEEPは増分BACKUPSETにはサポートされません 
	
原因: CHANGE BACKUPSET ... KEEPコマンドが入力されましたが、BACKUPSETが増分バックアップ・セットです。増分バックアップ・セットにはKEEP属性は指定できません。


	
処置: CHANGE BACKUPSET ... KEEPコマンドでは、アーカイブ・ログのあるバックアップ・セットを指定しないでください。









	 RMAN-06532: 冗長性件数はゼロより大きくする必要があります。 
	
原因: 保存ポリシーに対して指定されたREDUNDANCYオペランドが0(ゼロ)です。


	
処置: 1以上のREDUNDANCYオペランドを指定してください。









	 RMAN-06533: KEEP ... NOLOGSオプションは、データファイルがファジーの場合には使用できません 
	
原因: ファジー状態のファイルのバックアップまたはコピーにKEEP ... NOLOGSオプションが指定されました。この種類のバックアップはリカバリ用のアーカイブ・ログが必要なため、アーカイブ・ログを保存する必要があります。


	
処置: KEEP ... NOLOGSオプションを削除するか、ファイルがファジー状態ではないようにしてから、コマンドを再発行してください。









	 RMAN-06534: このバックアップからのリカバリを要求されたアーカイブ・ログはバックアップされません 
	
原因: これは情報メッセージです。指定したバックアップを一貫した状態にリカバリできるように、アーカイブ・ログのバックアップが作成され、保存されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06535: LIST COPY OF SPFILEはサポートされていません 
	
原因: LIST COPY OF SPFILEが使用されていますが、SPFILEはイメージ・コピーに含むことができないためサポートされません。


	
処置: コマンドからSPFILEを削除してください。









	 RMAN-06536: BACKED UP ... TIMESオプションは、アーカイブ・ログにのみサポートされます。 
	
原因: BACKUP UP ... TIMESオプションが修飾子として使用されています。このオプションは、アーカイブ・ログにのみサポートされます。


	
処置: オプションを削除してコマンドを再発行してください。









	 RMAN-06537: CHANGE ... KEEPはBACKUPにはサポートされません 
	
原因: CHANGE BACKUP... KEEPコマンドが入力されました。KEEP属性を1つのコマンドでコピーとバックアップ・ピースに対して指定することはできません。


	
処置: かわりに、CHANGE BACKUPSET ... KEEPを使用してください。









	 RMAN-06538: 予期されたDB_UNIQUE_NAMEはstringですが、stringが検出されました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: このメッセージに関連する他のエラー・メッセージを確認してください。









	 RMAN-06540: 表領域stringは将来のデータベース全体のバックアップから除外されます 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06541: 表領域stringは将来のデータベース全体のバックアップに含まれます 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06542: ファイルstringはデータベース全体のバックアップから除外されています。 
	
原因: 表領域がバックアップから除外されるように構成されているため、このファイルはバックアップ・セットに組み込まれません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06543: 重複または競合するLISTオプション: stringとstring 
	
原因: LISTコマンドのオプションが競合しているか、重複しています。


	
処置: 重複または競合しているオプションをコマンドから削除してください。









	 RMAN-06547: 表領域SYSTEMは将来のデータベース全体のバックアップから除外できません 
	
原因: SYSTEM表領域はデータベース全体のバックアップに含まれる必要があります。


	
処置: SYSTEM表領域をCONFIGURE ... EXCLUDEから削除して、操作を再試行してください。









	 RMAN-06548: 補助データベース: string (DBID=string)に接続されました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06549: 補助データベース: stringに接続されました(マウントされていません) 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06550: クローン・データベースがマウントされなかったためdb_nameがinit.oraに設定されていません 
	
原因: クローン・データベースのinit.oraファイルでDB_NAMEパラメータが指定されていません。


	
処置: DB_NAMEパラメータをクローン・データベースのinit.oraファイルに追加して、インスタンスを再起動してください。









	 RMAN-06551: ファイル番号: stringのデータファイル・コピーを参照中にエラーが発生しました 
	
原因: リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルで、このデータファイル・コピーを検索中に、エラーが発生しました。


	
処置: このエラーに付随して、障害の理由を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。RESTORE中にデータファイル・コピーが新しい名前で作成された場合は、RESTOREが正常に終了したことを確認してください。









	 RMAN-06552: データファイルnumberの新しい名前はNEWに設定されましたが、ファイルはリストアされませんでした 
	
原因: データファイルにSWITCHコマンドが指定されましたが、新しい名前がNEWに設定され、ファイルはリストアされませんでした。新しい名前がNEWに設定されている場合、SWITCHコマンドを発行する前に、ファイルをリストアする必要があります。


	
処置: SWITCHコマンドを修正して再発行してください。









	 RMAN-06553: DB_CREATE_FILE_DESTがSET NEWNAME ... TO NEWに対して設定される必要があります。 
	
原因: SET NEWNAME ... TO NEWオプションは指定されていますが、OMF接続先初期化パラメータDB_CREATE_FILE_DESTが設定されていません。


	
処置: SET NEWNAMEコマンドにフルネームを指定するか、ターゲット・データベースでDB_CREATE_FILE_DESTを設定してください。









	 RMAN-06554: 警告: ファイルstringがバックアップ・モードです 
	
原因: バックアップまたはコピーされるファイルが、バックアップ・モードになっています。このときもRMANによるファイルのバックアップが行われますが、RMANでバックアップする前にファイルをバックアップ・モードにする必要はありません。


	
処置: ファイルのバックアップ・モードを停止するには、ターゲット・データベース・サーバーでALTER TABLESPACE ... END BACKUP文を使用してください。









	 RMAN-06555: データファイルstringは、stringの前に作成されたバックアップからリストアする必要があります 
	
原因: 不完全リカバリ・セッションが開始しましたが、ファイルがUNTIL TIME句よりも新しいものです。


	
処置: UNTIL TIME句を調べるか、十分に古いバックアップからファイルをリストアしてください。









	 RMAN-06556: データファイルstringは、SCN stringより古いバックアップからリストアする必要があります 
	
原因: 不完全リカバリ・セッションが開始しましたが、ファイルがUNTIL句よりも新しいものです。


	
処置: UNTIL句を調べるか、十分に古いバックアップからファイルをリストアしてください。









	 RMAN-06557: アーカイブ・ログ(スレッドnumber、順序number)をリストアできません 
	
原因: 指定されたアーカイブ・ログのサイズが、使用可能なディスク領域よりも大きいため、アーカイブ・ログのリストアに失敗しました。


	
処置: 次のいずれかの処置を行ってください。1) MAXSIZEパラメータを増やして、コマンドを再試行してください。2) リカバリ領域のディスク領域を解放してください。









	 RMAN-06558: numberKBのアーカイブ・ログ・サイズは、numberKBの使用可能な領域を超えています 
	
原因: このメッセージに付随して、RMAN-06557メッセージが1つ以上表示されます。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 RMAN-06559: MAXSIZEは1KBを超えている必要があります 
	
原因: MAXSIZEパラメータが範囲外です。


	
処置: 有効なサイズの値を指定して、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-06560: 警告: キーnumberを持つバックアップ・セットはnumber回読み込まれます 
	
原因: このメッセージに付随して、RMAN-06562メッセージが1つ以上表示されます。


	
処置: 付随するメッセージを確認してください。









	 RMAN-06561: 使用可能な領域は、numberKBを超えている必要があります 
	
原因: 追加のディスク領域が必要なため、リカバリに失敗しました。このエラーの原因は、次のいずれかである可能性があります: 1) MAXSIZEオプションが使用されているが、ファイルのリストアに十分なサイズではない。2) ファイルをリカバリ領域にリストアする必要があるが、使用可能なディスク領域がファイルのリストアに十分なサイズではない。


	
処置: 次のいずれかの処置を行ってください。1) MAXSIZEパラメータを増やして、コマンドを再試行してください。2) リカバリ領域のディスク領域を解放してください。









	 RMAN-06562: バックアップ・セットの重複読取りを回避するため、使用可能な領域としてnumberKBが必要です 
	
原因: バックアップ・セットが複数回読み取られています。バックアップ・セットを何度も読み取ると、リストアのパフォーマンスが低下する可能性があります。この原因は、次のいずれかである可能性があります: 1) MAXSIZEオプションが使用されているが、ファイルのリストアに十分なサイズではない。2) ファイルをリカバリ領域にリストアする必要があるが、使用可能なディスク領域がファイルのリストアに十分なサイズではない。


	
処置: 次のいずれかの処置を行ってください。1) MAXSIZEパラメータを増やして、コマンドを再試行してください。2) リカバリ領域のディスク領域を解放してください。









	 RMAN-06563: 制御ファイルまたはSPFILEは、FROM AUTOBACKUPを使用してリストアする必要があります 
	
原因: RMANがリカバリ・カタログに接続していないときに、FROM AUTOBACKUPオプションなしでRESTORE CONTROLFILEまたはRESTORE SPFILEが指定されました。


	
処置: リカバリ・カタログが使用できる場合は、リカバリ・カタログに接続してリストアを再試行してください。リカバリ・カタログが使用できない場合は、次の手順で制御ファイルまたはSPFILEをリストアしてください。
1. SET DBIDコマンドでデータベースのDBIDを指定します。

2. 自動バックアップがデフォルト以外の自動バックアップ形式で作成された場合には、SET CONTROLFILE AUTOBACKUP FORMATコマンドを使用して自動バックアップ形式を指定します。

3. SBTデバイスでバックアップが作成された場合には、ALLOCATE CHANNELコマンドを使用してSBTチャネルを割り当てます。

4. RESTORE ... FROM AUTOBACKUPコマンドを開始して、制御ファイルまたはSPFILEをリストアします。











	 RMAN-06564: インスタンスがSPFILEで起動されている場合は、TO句を使用する必要があります 
	
原因: 自動バックアップからSPFILEのリストアが試行されましたが、インスタンスがSPFILEで起動されており、別の宛先が指定されていませんでした。


	
処置: TO句を使用して別の宛先を指定してください。









	 RMAN-06565: 警告: string: SQLコード numberが見つかりました。自動的に#numberを再試行します。 
	
原因: RMANクライアントによって一時エラーが検出されました。自動的に数回再試行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06566: ターゲット・データベース・インカネーションが制御ファイルで見つかりません 
	
原因: ターゲット・データベースのRESETLOGS CHANGE番号または時刻(あるいはその両方)が、制御ファイルのどのデータベース・インカネーションとも一致しません。


	
処置: 次のいずれかの処置を実行して、このエラーを解決してください。1)インカネーションから制御ファイルをリストアします。2) 新規インカネーションを移入するために、ターゲット・インカネーションからアーカイブ・ログ/データファイル/データファイル・コピー/バックアップ・セットを検査またはリストアします。









	 RMAN-06567: 補助データベース: string(DBID=string、未オープン)に接続されました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06568: ターゲット・データベース: string(DBID=string、未オープン)に接続されました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06569: DATABASE: stringは前のDATABASE: stringと一致しません 
	
原因: SET DBIDまたはSET DATABASEを使用して、DUPLICATEコマンドで指定されたデータベース名に一致しないターゲット・データベース名を指定しました。


	
処置: 正しいDBIDまたは正しいDATABASEが指定されていることを確認するか、DUPLICATEコマンドにDATABASEを指定しないでください。









	 RMAN-06570: データファイルnumberはデータファイル・コピー"string"に切り替えられました 
	
原因: このメッセージは、SWITCHコマンドに応答して発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06571: データファイルnumberにはリカバリ可能なコピーがありません 
	
原因: SWITCHコマンドでTO COPYオプションが指定されていますが、データファイルには切替え先となる有効なコピーがありません。


	
処置: データファイルに有効なデータファイル・コピーがあるかどうかを確認してください。









	 RMAN-06572: データベースがオープンされたため、データファイルnumberはオフラインではありません 
	
原因: SWITCHコマンドでTO COPYオプションが指定されていますが、データファイルはオフライン化されておらず、データベースはオープンしています。


	
処置: データファイルがオフラインであること、またはデータベースがマウント済でオープンされていないことを確認してください。









	 RMAN-06573: 指定されたDBID: stringが前のDBID: stringと一致しません 
	
原因: DUPLICATEコマンドのDBIDが、SET DBIDコマンドに以前に指定されたDBIDと一致しません。


	
処置: 正しいDBIDが指定されていることを確認するか、DUPLICATEコマンドでDBIDを使用しないでください。









	 RMAN-06575: プラットフォームIDnumber(データファイルstringのヘッダー内)は、有効なプラットフォームIDではありません 
	
原因: データファイル・ヘッダーに見つかったプラットフォームIDが認識されませんでした。


	
処置: これが有効なデータファイルであることを確認してください。









	 RMAN-06576: プラットフォーム'string'(number)(データファイルstringのヘッダー内)は、指定されたプラットフォーム名'string'(number)と一致しません 
	
原因: コマンドで指定されたプラットフォームが、データファイル・ヘッダーに指定されているプラットフォームと一致しません。


	
処置: 正しいプラットフォーム名を指定して、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-06577: FROM TAGオプションは、データファイルのコピーでのみ使用できます 
	
原因: データファイルに対してFROM TAGオプションが指定されています。


	
処置: オプションを削除してコマンドを再発行してください。









	 RMAN-06578: INCREMENTAL LEVEL > 0はFOR RECOVER OFに指定する必要があります 
	
原因: FOR RECOVER OFオプションが指定されていますが、INCREMENTAL LEVEL > 0が指定されていません。


	
処置: INCREMENTAL LEVEL > 0を指定して、コマンドを再発行してください。









	 RMAN-06580: stringオプションはAS COPYと一緒には使用できません 
	
原因: 指定のオプションがBACKUP AS COPYコマンドに対して指定されています。


	
処置: オプションを削除してコマンドを再発行してください。









	 RMAN-06581: オプションstringはサポートされません 
	
原因: このオプションが指定されましたが、サポートされません。


	
処置: 指定したオプションを削除してください。









	 RMAN-06582: AS COPYオプションはバックアップ・セットのバックアップでは使用できません 
	
原因: AS COPYでバックアップ・セットが指定されています。


	
処置: AS COPYオプションを削除するか、バックアップ・セットを削除してください。









	 RMAN-06583: TYPE DISKの少なくとも1つのチャネルをAS COPYオプション用に割り当てる必要があります 
	
原因: TYPE DISKのチャネルが割り当てられていません。


	
処置: TYPE DISKのチャネルを割り当ててコマンドを再発行するか、AS COPYを削除してください。









	 RMAN-06584: 警告: 複数のチャネル・タイプを割り当てるためにAS BACKUPSETオプションが追加されました 
	
原因: BACKUPコマンドに対してDISKチャネルと非DISKチャネルが割り当てられています。構成はDISKにイメージ・コピーを生成することを示していますが、チャネル・タイプが混在しているため、BACKUPSETはDISKに作成されます。


	
処置: 非DISKチャネルを割り当てずにイメージ・コピーをDISKに生成するか、または非DISKチャネルのみを割り当ててBACKUPSETのみを生成してください。









	 RMAN-06585: データファイルnumberのコピーが見つかりません 
	
原因: 指定されたデータファイルに使用可能なデータファイル・コピーが見つかりません。


	
処置: 指定したデータファイルすべてに、使用可能なコピーがあることを確認してください。









	 RMAN-06586: データファイルnumberのコピー(タグstringを持つ)が見つかりません 
	
原因: 指定されたデータファイルに使用可能なデータファイル・コピーが見つかりません。


	
処置: 指定したデータファイルすべてに、使用可能なコピーがあることを確認してください。









	 RMAN-06587: 1つ以上のデータファイル・コピーが見つかりませんでした 
	
原因: このエラー・メッセージに付随して、エラーの原因を示す1つ以上の追加エラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 追加エラー・メッセージで推奨された処置方法に従ってください。









	 RMAN-06588: DB_FILE_NAME_CONVERTに対するパターン数(number)は偶数を指定してください 
	
原因: 奇数個のパターンが指定されました。


	
処置: パターンを1つ増やすか、または減らしてください。









	 RMAN-06589: DB_FILE_NAME_CONVERTオプションはAS COPYなしでは指定できません 
	
原因: DB_FILE_NAME_CONVERTオプションがAS COPYなしで指定されています。この指定は、複数のファイルを1つのセットに結合するバックアップ・セットのバックアップには許可されません。


	
処置: DB_FILE_NAME_CONVERTオプションを削除して、BACKUPコマンドを再実行してください。









	 RMAN-06590: 表領域stringを変換できません 
	
原因: SYSTEM表領域は他のプラットフォームにトランスポートできません。


	
処置: 指定の表領域をCONVERTコマンドから削除して、操作を再試行してください。









	 RMAN-06593: FROM PLATFORMに指定したプラットフォーム名'string'は有効ではありません 
	
原因: プラットフォーム名が認識されませんでした。


	
処置: 有効なプラットフォーム名を指定してください。









	 RMAN-06594: TO PLATFORMに指定したプラットフォーム名'string'は有効ではありません 
	
原因: プラットフォーム名が認識されませんでした。


	
処置: 有効なプラットフォーム名を指定してください。









	 RMAN-06595: プラットフォーム名'string'はデータベース・プラットフォーム名'string'と一致しません 
	
原因: 指定されたプラットフォーム名は、変換を実行するデータベースの名前と一致しません。


	
処置: 正しいプラットフォーム名を指定してください。









	 RMAN-06596: stringではターゲット・データベースの互換性がstring必要です。現在の設定はstringです 
	
原因: ターゲット・データベースで現在設定されているものより上位のデータベースとの互換性を必要とするコマンドまたはオプションが使用されました。


	
処置: データベースの互換性レベルを上げてから、このコマンドを再試行してください。









	 RMAN-06597: プラットフォーム'string'と'string'間の変換は実装されていません 
	
原因: 指定されたプラットフォーム間でのOracleデータファイルの変換はサポートされません。


	
処置: 変換を実行しないでください。









	 RMAN-06599: 表領域stringは読取り専用ではありません 
	
原因: 読取り専用でない表領域を変換しようとしました。


	
処置: 表領域を読取り専用に変更して、操作を再試行してください。









	 RMAN-06600: 古いRMAN構成パラメータ: 
	
原因: このメッセージは、CONFIGUREコマンドに応答して発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06601: 新しいRMAN構成パラメータ: 
	
原因: このメッセージは、CONFIGUREコマンドに応答して発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06602: TO DESTINATIONオプションはディスク・デバイスについてのみ使用できます 
	
原因: 非ディスク・デバイスに対してTO DESTINATIONオプションが指定されています。


	
処置: TO DESTINATIONオプションを削除してコマンドを再発行してください。









	 RMAN-06603: TO DESTINATIONオプションは、ディスク・デバイスに対するRECOVERY AREA、RECOVERY FILESまたはDB_RECOVERY_FILE_DESTでのみ指定する必要があります 
	
原因: ディスク・デバイスに対するBACKUPコマンドにRECOVERY FILES、RECOVERY AREAまたはDB_RECOVERY_FILE_DESTオプションが指定されていますが、TO DESTINATIONオプションが指定されていません。


	
処置: TO DESTINATIONオプションを指定して、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-06604: 新しいRMAN構成パラメータが格納できました 
	
原因: このメッセージは、CONFIGUREコマンドに応答して発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06605: 古いRMAN構成パラメータが削除できました 
	
原因: このメッセージは、CONFIGUREコマンドに応答して発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06606: RMAN構成パラメータをデフォルトの値にリセットできました 
	
原因: このメッセージは、CONFIGUREコマンドに応答して発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06607: db_unique_name stringのデータベースにおけるRMAN構成パラメータ 
	
原因: このメッセージは、SHOWコマンドに応答して発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06608: Recovery Manager構成には格納されたパラメータもデフォルトのパラメータもありません 
	
原因: このメッセージは、SHOWコマンドに応答して発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06609: AS COPYはディスク・デバイスに対してのみ構成できます 
	
原因: 非ディスク・デバイスに対してAS COPYオプションが指定されています。


	
処置: AS COPYオプションを削除してコマンドを再発行してください。









	 RMAN-06610: レコード・タイプstringの場合、numberからnumberまでのレコードIDが再同期前に再使用されます 
	
原因: 制御ファイル・レコードがカタログ・データベースに再同期される前に再使用されると、このメッセージが発行されます。


	
処置: control_file_keep_record_timeの設定値を増やすか、生成される制御ファイルのレコード数が少なくなるようなBACKUPコマンド(1つのBACKUPコマンドでデータベース全体のバックアップを実行するのではなく、少数の表領域をバックアップするなど)を発行してください。









	 RMAN-06611: 次のRecovery Manager構成はログの削除前に適用されました 
	
原因: このメッセージは、DELETEコマンドに応答して発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06612: 非互換のオプションがアーカイブ・ログの削除ポリシーに指定されました 
	
原因: CONFIGURE ARCHIVELOG DELETION POLICYコマンドで、互換性のないオプションが指定されています。


	
処置: 互換性のないオプションを削除して、コマンドを再試行してください。BACKED UPオプションを個別に使用するか、SHIPPEDまたはAPPLIEDオプションと結合できます。無効な組合せのオプションは、次のとおりです: a) TO NONEは、他のオプションとともに使用できませんb) SHIPPED ON STANDBYおよびSHIPPED ON ALL STANDBYを一緒に使用できません。c) APPLIED ON STANDBYおよびAPPLIED ON ALL STANDBYを一緒に使用できません。d) SHIPPEDおよびAPPLIEDを一緒に使用できません。









	 RMAN-06613: DB_UNIQUE_NAME stringの接続識別子が構成されていません 
	
原因: 指定されているDB_UNIQUE_NAME初期化パラメータの接続識別子が構成されていません。


	
処置: 次のいずれかの処置を行ってください。
- DB_UNIQUE_NAMEが接続済のターゲット・データベースに属している場合、再同期を実行する場所から見てリモートのデータベースで、LOG_ARCHIVE_DEST_nにDB_UNIQUE_NAMEパラメータを定義してください。それ以外の場合は、ターゲット・データベースのLOG_ARCHIVE_DEST_nにDB_UNIQUE_NAMEパラメータを定義してください。あるいは、

- CONFIGURE DB_UNIQUE_NAME RMANコマンドを使用して適切な接続識別子を構成し、コマンドを再実行してください。











	 RMAN-06614: DB_UNIQUE_NAME文字列が長すぎます 
	
原因: DB_UNIQUE_NAME初期化パラメータ文字列が長すぎます。


	
処置: 適切なDB_UNIQUE_NAME初期化パラメータ文字列を構成し、コマンドを再実行してください。









	 RMAN-06615: データベースDB_UNIQUE_NAME stringから再同期しています 
	
原因: 指定されたDB_UNIQUE_NAME初期化パラメータに対して、ターゲット・データベースに接続することなく、再同期がリモートに実行されました。このタイプのリモート再同期には、制限があります。たとえば、RMANの出力を再同期することはできません。制限の詳細は、RMANのドキュメントを参照してください。


	
処置: これは情報メッセージです。









	 RMAN-06616: Recovery Managerの出力はデータベースDB_UNIQUE_NAME stringに対して再同期しませんでした 
	
原因: RESYNC CATALOG FROM DB_UNIQUE_NAMEコマンドの実行時、V$RMAN_OUTPUTのコンテンツは再同期されませんでした。


	
処置: これは情報メッセージです。









	 RMAN-06617: UNTIL TIME (string)はアーカイブ・ログ(string)のNEXT TIMEより前です 
	
原因: UNTIL TIMEが、前回のアーカイブ・ログの前回のNEXT TIMEを超えています。


	
処置: UNTIL SCNを確認してください。









	 RMAN-06700: ファイルstringのテキスト・スクリプトの解析でエラーが発生しました 
	
原因: 不正な構文または無効なコマンドが見つかりました。


	
処置: テキスト・スクリプトを修正して、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-06701: ファイル: "string"のパスを構成することができませんでした 
	
原因: 指定されたファイルのフルパス名を構成しようとしてエラーが発生しました。


	
処置: パスが正しいことを確認してください。









	 RMAN-06702: 入力ファイル: "string"用に初期化することができませんでした 
	
原因: 指定されたファイルを入力用に初期化しようとしてエラーが発生しました。


	
処置: ファイルが存在することを確認してください。









	 RMAN-06703: ファイル: "string"をオープンできませんでした(理由 = string) 
	
原因: 指定されたファイルをオープンしようとしてエラーが発生しました。


	
処置: ファイルに適切なアクセス権があることを確認してください。









	 RMAN-06705: テキスト・スクリプト行が長すぎます(>1024) 
	
原因: テキスト・スクリプトの1行が、許可される最大長を超えています。


	
処置: 行を許可される長さの複数行に分割し、操作を再試行してください。









	 RMAN-06706: ファイル: "string"をクローズできませんでした(理由 = string) 
	
原因: 指定されたファイルをクローズしようとしてエラーが発生しました。


	
処置: ファイルに適切なアクセス権があり、ファイルがまだ存在していることを確認してください。









	 RMAN-06707: 出力ファイル: "string"用に初期化することができませんでした 
	
原因: 指定されたファイルを出力用に初期化しようとしてエラーが発生しました。


	
処置: ファイルが存在することを確認してください。









	 RMAN-06708: ファイル"string"書込み中のショート書込みがstringバイトをstringバイトのかわりに書き込みました 
	
原因: いっぱいになっているファイルシステムに書き込もうとしました。


	
処置: ファイルシステムに、このファイル分の領域があることを確認してください。システムのログを調べてください。









	 RMAN-06709: リカバリ・カタログにスクリプトがありません 
	
原因: カタログ内のスクリプトを出力しようとしましたが、指定されたリカバリ・カタログにはスクリプトが見つかりません。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06710: カタログにスクリプトstringが見つかりません 
	
原因: スクリプトをコールしようとしましたが、ターゲット・データベース内で見つからないか、または指定のカタログ内でグローバル・スクリプトとして指定されています。


	
処置: スクリプト名を確認して、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-06711: グローバル・スクリプトにはTARGET接続が必要です 
	
原因: TARGETデータベースへの接続が指定されていません。


	
処置: TARGET接続を指定して、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-06716: データファイルnumberをスキップしています。ファイルstringにすでにリストアされています 
	
原因: Recovery Managerは、このファイルがすでにリストアされていると判断しました。FORCEオプションを使用して、この最適化を上書きしてください。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06717: 補助インスタンス・ファイルstringを削除できませんでした 
	
原因: 補助インスタンス・ファイルを削除できませんでした。このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 RMAN-06724: バックアップは行われません。すべてのファイルはすでにバックアップされています 
	
原因: バックアップしようとするすべてのファイルがすでにバックアップされているため、BACKUPコマンドでどのファイルもバックアップする必要はありません。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06725: データベースはオープンしていません: ソート領域のサイズが小さすぎます 
	
原因: ソート領域のサイズが小さすぎるため、RMANコマンドを実行できません。


	
処置: データベースをオープンするか、sort_area_sizeの値を増やしてください。









	 RMAN-06726: アーカイブ・ログstringを検索できませんでした 
	
原因: 指定されたアーカイブ・ログが、割り当てられたチャネルでは見つかりませんでした。


	
処置: クラスタの他のノードに追加のチャネルを割り当ててください。または、アーカイブ・ログが削除されている場合は、CROSSCHECK ARCHIVELOGコマンドを使用して、リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルのエントリを修正してください。









	 RMAN-06727: データファイル・コピーstringが見つかりませんでした 
	
原因: 指定されたデータファイル・コピーが、割り当てられたチャネルでは見つかりませんでした。


	
処置: クラスタの他のノードに追加のチャネルを割り当ててください。または、データファイル・コピーが削除されている場合は、CROSSCHECK DATAFILECOPYコマンドを使用して、リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルのエントリを修正してください。









	 RMAN-06728: 制御ファイル・コピーstringが見つかりませんでした 
	
原因: 指定された制御ファイル・コピーが、割り当てられたチャネルでは見つかりませんでした。


	
処置: クラスタの他のノードに追加のチャネルを割り当ててください。または、制御ファイル・コピーが削除されている場合は、CROSSCHECK CONTROLFILECOPYコマンドを使用して、リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルのエントリを修正してください。









	 RMAN-06729: リストアするSPFILEのバックアップが見つかりませんでした 
	
原因: SPFILEのバックアップが見つからなかったため、SPFILEをリストアできませんでした。このファイルのバックアップは存在するが、ユーザーのリストア・オペランドで指定された基準を満たしていない可能性があります。


	
処置: SPFILEリストアのオプションを変更してください。









	 RMAN-06730: SPFILEのバックアップをリストアするチャネルはありません 
	
原因: リストア用に割り当てられていないデバイス・タイプ上のバックアップのために、SPFILEをリストアできませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。詳細は、メッセージ6026を参照してください。









	 RMAN-06731: コマンドstring:string%%が完了です。残り時間はnumber:number:numberです 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06732: データベースが削除されました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06733: データベースはリカバリ・ログから登録解除されました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06737: データベース名"string"はターゲット・データベース名"string"と一致しません 
	
原因: UNREGISTER DATABASEコマンドで指定されたデータベース名が、Recovery Managerの接続先データベース名と一致しません。


	
処置: ターゲット・データベースへの接続時には、正しいデータベース名を指定するか、またはデータベース名を指定しないでください。









	 RMAN-06738: データベース名"string"がリカバリ・カタログ内で一意ではありません 
	
原因: UNREGISTER DATABASEコマンドで指定されたデータベース名が不明瞭です。


	
処置: SET DBIDコマンドを使用してデータベースIDを指定し、不明瞭な部分を解決してください。









	 RMAN-06739: データベース"string"がリカバリ・カタログで見つかりません 
	
原因: UNREGISTER DATABASEコマンドで指定されたデータベース名が、リカバリ・カタログ内で見つかりません。


	
処置: DROP DATABASEコマンド構文で指定したデータベース名が正しいことを確認してください。









	 RMAN-06740: データベース名が指定されていません 
	
原因: コマンドが、次のいずれかの原因で失敗しました。
o Recovery Managerがターゲット・データベースに接続されていません。

o コマンドでデータベース名が指定されていません。

o SET DBIDコマンドでDBIDが設定されていません。




	
処置: 次のいずれかの処置を実行して問題を解決してください。o ターゲット・データベースに接続します。o データベース名を指定します。o SET DBIDコマンドでDBIDを設定します。









	 RMAN-06741: データベース名は"string"、DBIDはstringです 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06742: プラットフォーム名'string'がnumberを超えています 
	
原因: 指定されたプラットフォーム名が、プラットフォーム名に許可される最大長を超えています。


	
処置: プラットフォーム名を修正してください。









	 RMAN-06743: 指定がリポジトリのどのバックアップ・セットとも一致しません 
	
原因: 指定されたバックアップ・セットが、リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルで見つかりませんでした。


	
処置: バックアップ・セットが存在することを確認し、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-06744: 指定がリポジトリ内のどのデータファイル・コピーとも一致しません 
	
原因: 指定されたデータファイル・コピーが、リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルで見つかりませんでした。


	
処置: データファイル・コピーが存在することを確認し、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-06745: データファイル・コピーstringをスキップします。すでにstring回バックアップされています 
	
原因: このデータファイル・コピーは、要求されたデバイスですでにバックアップされているために、バックアップ・セットには組み込まれません。


	
処置: FORCEオプションを使用して、バックアップ最適化を上書きしてください。









	 RMAN-06746: バックアップ対象のファイルがないため、バックアップは取り消されました 
	
原因: ファイルがないか、このバックアップ・セットに対する全ファイルがスキップされたため、バックアップ・セットは作成されませんでした。


	
処置: これは情報メッセージです。









	 RMAN-06747: このコマンドを実行するには、3次記憶装置の最低1チャネルを割り当てる必要があります 
	
原因: 実行されたコマンドにはSBTチャネルが必要ですが、SBTタイプのチャネルが構成されていないか、または割り当てられていません。


	
処置: SBTチャネルをALLOCATEまたはCONFIGUREしてください。









	 RMAN-06748: 複数のチャネル・タイプが割り当てられています 
	
原因: BACKUPコマンドにRECOVERY FILES、RECOVERY AREAまたはDB_RECOVERY_FILE_DESTオプションが指定されていますが、複数のチャネル・タイプが使用され、DEVICE TYPEまたはCHANNELオプションが指定されていません。


	
処置: CHANNELまたはDEVICE TYPEオプションを指定して、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-06749: リストア・ポイントstringが存在しません。 
	
原因: 指定されたリストア・ポイントが、ターゲット・データベースのv$restore_point表に存在しません。


	
処置: リストア・ポイントの名前を確認して、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-06750: SPFILEをプロキシでバックアップすることはできません。 
	
原因: PROXYオプションが指定されていますが、SPFILEのプロキシ・コピーはサポートされていません。このファイルは非プロキシ・バックアップ・セットに置かれます。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06751: ASMファイルstringは、プロキシ・バックアップできません。 
	
原因: PROXYオプションが指定されていますが、ASMファイルのプロキシ・コピーはサポートされていません。このファイルは非プロキシ・バックアップ・セットに置かれます。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06752: 一時ファイル: stringを検索中にエラーが発生しました 
	
原因: リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルで、この一時ファイルを検索中に、エラーが発生しました。


	
処置: このエラーには、失敗の理由を説明する別のメッセージが付随しています。詳細は、それらのエラー・メッセージを参照してください。一時ファイル名が正しく入力されなかった問題の可能性があります。









	 RMAN-06753: 一時ファイルがリポジトリに見つかりません 
	
原因: 指定された一時ファイルが、制御ファイルまたはリカバリ・カタログにありません。


	
処置: 正しい一時ファイル名にしてから、再試行してください。









	 RMAN-06754: INCREMENTAL FROM SCNオプションは[string]ではサポートされていません 
	
原因: INCREMENTAL FROM SCNオプションが入力されましたが、このタイプのバックアップには適用されません。


	
処置: INCREMENTAL FROM SCNオペランドを削除してコマンドを再入力してください。









	 RMAN-06755: 警告: データファイルstring: 増分起動SCNが新しすぎます。かわりにチェックポイントSCN stringを使用しています 
	
原因: データファイルの増分バックアップの起動時に指定された増分起動システム変更番号(SCN)は、データファイルのチェックポイントSCNより大きいため、数ブロックが欠如する可能性があります。


	
処置: 増分起動システム変更番号(SCN)を小さく指定してください。









	 RMAN-06756: フラッシュバックがオフの場合、保証されていないリストア・ポイントstringにデータベースをフラッシュバックできません 
	
原因: 指定されたリストア・ポイントは保証されてなく、フラッシュバックも無効です。フラッシュバックが無効の場合、Oracleでは保証されているリストア・ポイントのみにフラッシュバックが可能です。


	
処置: 保証されたリストア・ポイントを指定するかフラッシュバックを有効にしてから、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-06757: DB_UNIQUE_NAME "string"はターゲット・データベース("string")と一致しません 
	
原因: FOR DB_UNIQUE_NAMEオプションで指定した値が、ターゲット・データベースのDB_UNIQUE_NAMEパラメータの設定値と一致しません。


	
処置: パラメータ・ファイル・オプションなしでRMAN STARTUPコマンドを使用して、ターゲット・データベースをパラメータ・ファイルなしで起動してから、再度RESTORE SPFILEコマンドを実行してください。









	 RMAN-06758: DB_UNIQUE_NAMEはリカバリ・カタログで一意ではありません 
	
原因: RMANではこのターゲット・データベースに対してリストアするSPFILEを特定できませんでした。これは、このデータベースの2つ以上のインスタンスがリカバリ・カタログ内にあり、それぞれが異なるDB_UNIQUE_NAME値を持っているためです。


	
処置: FOR DB_UNIQUE_NAMEオプションを使用して、パラメータ・ファイルがリストアの対象となるインスタンスの名前を指定してください。









	 RMAN-06759: バックアップ済のデータファイル・コピーをスキップします 
	
原因: 一部のデータファイル・コピーは、要求されたデバイスですでにバックアップされているため、バックアップされません。


	
処置: 処置は必要ありません。FORCEオプションを使用してバックアップ最適化を上書きし、これらのファイルを強制的にバックアップすることもできます。









	 RMAN-06760: バックアップ済のアーカイブ・ログをスキップします 
	
原因: 一部のアーカイブ・ログは、要求されたデバイスですでにバックアップされているため、バックアップされません。


	
処置: 処置は必要ありません。FORCEオプションを使用してバックアップ最適化を上書きし、これらのファイルを強制的にバックアップすることもできます。









	 RMAN-06761: バックアップ済のバックアップ・セットをスキップします 
	
原因: 一部のバックアップ・セットは、要求されたデバイスですでにバックアップされているため、バックアップされません。


	
処置: 処置は必要ありません。FORCEオプションを使用してバックアップ最適化を上書きし、これらのファイルを強制的にバックアップすることもできます。









	 RMAN-06762: プロキシまたはイメージ・コピーの暗号化を無視 
	
原因: この情報メッセージは、RMANクライアントがプロキシまたはイメージ・コピーを生成中に暗号化が入力ファイルに対して有効な場合に、表示されます。


	
処置: これは情報メッセージです。









	 RMAN-06763: 指定された暗号化アルゴリズムはサポートされていません 
	
原因: データベースでサポートされていない暗号化アルゴリズムが、バックアップ中に指定されています。


	
処置: サポートされている暗号化アルゴリズムのリストについては、v$rman_encryption_algorithmsビューの内容を参照してください。有効な暗号化アルゴリズムを指定して、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-06764: string 
	
原因: ユーザー要求の処理中にエラーが発生しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06765: 表領域stringは将来のバックアップ・セットで暗号化されます 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06766: 表領域stringは将来のバックアップ・セットで暗号化されません 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06767: 表領域stringはデフォルトでデータベース暗号化構成となります 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06768: 重複または競合するオプションが指定されました: stringとstring 
	
原因: 2つの重複したオプション、または一緒に使用できない2つのオプションが指定されたため、コマンドの処理中にエラーが発生しました。


	
処置: 前述のオプションの1つを削除して、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-06769: パスワードの長さはゼロより大きくする必要があります 
	
原因: 暗号化バックアップで長さ0(ゼロ)のパスワードが指定されました。


	
処置: ゼロ以外の長さのパスワードを使用してコマンドを再試行してください。









	 RMAN-06770: バックアップ暗号化には、Enterprise Editionが必要です。 
	
原因: バックアップ・コマンドが暗号化バックアップを作成しようとしましたが、Enterprise Editionがインストールされていません。


	
処置: 暗号化バックアップを作成しないでください。









	 RMAN-06771: NOCATALOGの使用後にIMPORT CATALOGを実行できません 
	
原因: NOCATALOGオプションがすでに指定されている後でIMPORT CATALOGコマンドが使用されました。


	
処置: IMPORT CATALOGを実行する場合は、RMANを再起動した後、リカバリ・カタログに接続してください。









	 RMAN-06772: リカバリ・カタログに接続する前にIMPORT CATALOGを実行できません 
	
原因: リカバリ・カタログに接続する前に、IMPORT CATALOGコマンドが使用されました。


	
処置: IMPORT CATALOGを実行する場合は、CONNECT CATALOGコマンドを使用して、リカバリ・カタログに接続してください。









	 RMAN-06773: ソース・リカバリ・カタログ・データベースに接続されました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06774: ソース・リカバリ・カタログ・データベースのTNSサービス名を指定する必要があります 
	
原因: 接続文字列にTNSサービス名が含まれていません。TNSサービス名のないIMPORT CATALOGは、サポートされていません。


	
処置: サービス名を指定して、コマンドを再実行してください。









	 RMAN-06775: ソース・リカバリ・カタログ・データベースに接続されませんでした 
	
原因: IMPORT CATALOGコマンドが発行されましたが、ソース・リカバリ・カタログ・データベースに対する接続が確立されていません。


	
処置: 正しい接続文字列を指定して、IMPORT CATALOGコマンドを再実行してください。









	 RMAN-06776: ソース・リカバリ・カタログ・データベースが起動されていません 
	
原因: ソース・リカバリ・カタログがオープンされない状態でIMPORT CATALOGコマンドが発行されました。


	
処置: ソース・リカバリ・カタログ・データベースをオープンしてから、コマンドを再実行してください。









	 RMAN-06777: ソース・リカバリ・カタログ・データベースのORACLEエラー: string 
	
原因: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 RMAN-06778: 警告: string: SQLコード numberが見つかりました。自動的に#stringを再試行します 
	
原因: IMPORT CATALOGコマンド用のリソースの一時割当て時にRMANクライアントによって一時エラーが検出されました。自動的に数回再試行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06779: インポートの検証が完了しました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06780: データベースはソース・リカバリ・カタログから登録解除されました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06781: ソース・データベースのstringパッケージ・バージョンstringはバージョンstringではありません 
	
原因: ソース・リカバリ・カタログのカタログ・スキーマのバージョンが、ターゲット・リカバリ・カタログと異なっています。2つのカタログ


	
処置: ソース・リカバリ・カタログ・スキーマとリカバリ・カタログ・スキーマを同一バージョンにアップグレードし、コマンドを再実行してください。









	 RMAN-06782: ローカル管理データファイルのデータファイル・ヘッダーを更新する必要があります。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06783: ローカル管理データファイルのデータファイル・ヘッダーの更新が終了しました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06784: ローカル管理データファイルの1つ以上のデータファイル・ヘッダーは更新されませんでした。 
	
原因: エラーにより、1つまたは複数のデータファイル・ヘッダーが更新されませんでした。


	
処置: エラーの詳細は、トレース・ファイルを参照してください。









	 RMAN-06785: この操作には少し時間がかかる場合があります。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06786: FLASHBACKを行うためのデータファイルstringのファイル・ヘッダーを読み取れません。 
	
原因: 指定されたデータファイル・ヘッダーを読み取ってFLASHBACK DATABASEを実行することができませんでした。


	
処置: データベースを戻す必要がある場合は、リストアと不完全リカバリを実行してください。









	 RMAN-06787: 警告: TAG stringオプションは無視されます; バックアップにはstringがタグ付けされます 
	
原因: WITH TAGオプションとTAGオプションが、同時に使用されました。WITH TAGオプションを使用すると、コマンドによって作成されたすべてのバックアップに、WITH TAGオプションで指定されたタグが付けられます。


	
処置: TAGオプションを削除すると、このメッセージは表示されなくなります。









	 RMAN-06791: DB_UNIQUE_NAMEの値をstringからstringに変更しました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06792: データベースdb_unique_nameは"string"です。db_nameは"string"で、DBIDはstringです 
	
原因: UNREGISTER DB_UNIQUE_NAMEコマンドまたはCHANGE DB_UNIQUE_NAMEコマンドが実行されました。そのため、リカバリ・カタログ内でメタデータDB_UNIQUE_NAMEの削除/名前変更が実行されるデータベースの情報がRMANによって表示されています。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06793: データベースdb_unique_name stringはリカバリ・ログから登録解除されました 
	
原因: UNREGISTER DB_UNIQUE_NAMEコマンドが実行されました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 ORA-06795: フラッシュバック・データベースのロギングはオンになっていません。 
	
原因: FLASHBACK DATABASEコマンドを試行しましたが、フラッシュバック・データベースのロギングが使用できませんでした。


	
処置: ALTER DATABASE FLASHBACK ONコマンドを使用してフラッシュバック・データベースのロギングを使用可能にしてから、FLASHBACK DATABASEコマンドを試行してください。データベースを戻す必要がある場合は、リストアと不完全リカバリを実行してください。









	 ORA-06796: FLASHBACKを行うには、フラッシュバック・データベース・ログ・データが不十分です。 
	
原因: FLASHBACK DATABASEの実行に十分なフラッシュバック・データベースのログ・データがありません。


	
処置: データベースを戻す必要がある場合は、リストアと不完全リカバリを実行してください。









	 RMAN-06797: 権限付与が成功しました。 
	
原因: この情報メッセージは、GRANTコマンドに応答して発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06798: 取消しが成功しました。 
	
原因: この情報メッセージは、REVOKEコマンドに応答して発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06799: stringが所有する適格なベース・カタログが見つかりました 
	
原因: 仮想プライベート・カタログの作成時に、指定ユーザーが所有する11gベース・カタログが見つかりました。そのため、現在接続されているカタログ・ユーザーは、そのカタログに対する権限が付与されているので、該当するベース・カタログを使用して仮想プライベート・カタログを作成できます。この情報メッセージは、CREATE VIRTUAL CATALOGコマンドに応答して発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06800: stringが所有する不適格なベース・カタログが見つかりました 
	
原因: 仮想プライベート・カタログの作成時に、指定ユーザーが所有する11gベース・カタログが見つかりました。現在接続されているカタログ・ユーザーは、そのカタログに対する権限が付与されていません。この情報メッセージは、CREATE VIRTUAL CATALOGコマンドに応答して発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06801: ベース・カタログが見つかりません 
	
原因: 仮想カタログを作成しようとする際、ベース・カタログが見つからないか、既存のベース・カタログに対して仮想カタログを作成する権限を該当ユーザーが所持していません。


	
処置: 適切な権限を確立し、仮想カタログを再作成してください。









	 RMAN-06802: 検出された適格なベース・カタログが多すぎます 
	
原因: 仮想カタログを作成しようとする際、その仮想カタログのベース・カタログとして適格なベース・カタログが複数見つかりました。


	
処置: 現在のカタログ・ユーザーが1つのベース・カタログに対してのみ権限を持つように権限を取り消し、CREATE VIRTUAL CATALOGコマンドを再実行してください。









	 RMAN-06803: stringが所有するベース・カタログに対して仮想カタログが作成されました 
	
原因: ベース・カタログ・データが指定ユーザーによって所有される仮想プライベート・カタログが作成されました。この情報メッセージは、CREATE VIRTUAL CATALOGコマンドに応答して発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06804: stringに値を入力してください 
	
原因: これはユーザー・プロンプトです。


	
処置: 置換値を入力し、次に進んでください。









	 RMAN-06805: 一時ファイルstringに対してSET NEWNAMEコマンドが発行されませんでした 
	
原因: SWITCHコマンドが一時ファイルに指定されましたが、切替え先が指定されておらず、その一時ファイルに対して事前にSET NEWNAMEコマンドも発行されていません。SET NEWNAMEコマンドが発行されていない場合は、切替え先のファイルを明示的に指定する必要があります。


	
処置: SWITCHコマンドを修正して再発行してください。









	 RMAN-06806: 圧縮アルゴリズム'string' (リリースstring)が見つかりません 
	
原因: サポートされていない圧縮アルゴリズムが、バックアップで指定されています。


	
処置: サポートされている圧縮アルゴリズムのリストについては、V$RMAN_COMPRESSION_ALGORITHMビューに問い合せてください。有効な圧縮アルゴリズムを指定して、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-06807: データベースの互換性がstringより低いため、圧縮アルゴリズム'string' (リリースstring)は使用できません 
	
原因: データベースの現在の互換性レベルが低すぎるため、圧縮アルゴリズムはサポートされていません。


	
処置: サポートされている圧縮アルゴリズムのリストについては、V$RMAN_COMPRESSION_ALGORITHMビューに問い合せてください。有効な圧縮アルゴリズムを指定して、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-06808: ピース制限が有効な場合、SECTION SIZEは使用できません 
	
原因: SECTION SIZEバックアップ・オプションがMAXPIECESIZEチャネル制限とともに使用されています。これらのオプションは、1つのバックアップ・コマンドでバックアップ・ピースを複数作成するそれぞれ独立した方法であるため、相互排他です。


	
処置: いずれか1つのオプションを使用してください。両方は指定しないでください。









	 RMAN-06809: 圧縮アルゴリズム'string' (リリースstring)には拡張圧縮オプションが必要です 
	
原因: この圧縮アルゴリズムは拡張圧縮オプションを有効にする必要があるため、サポートされませんでした。


	
処置: advanced_compression_option_usable=trueを設定して拡張圧縮オプションを有効にするか、別の圧縮アルゴリズムを指定してください。









	 RMAN-06810: 指定がリポジトリ内のどのデータファイル・コピーとも一致しません 
	
原因: リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイル内の指定に一致するデータファイル・コピーが見つかりませんでした。


	
処置: 指定子を確認してください。









	 RMAN-06811: 指定がリポジトリ内のどの制御ファイル・コピーとも一致しません 
	
原因: リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイル内の指定に一致する制御ファイル・コピーが見つかりませんでした。


	
処置: 指定子を確認してください。









	 RMAN-06812: 指定がリポジトリ内のどのバックアップとも一致しません 
	
原因: リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイル内の指定に一致するバックアップが見つかりませんでした。


	
処置: 指定子を確認してください。









	 RMAN-06818: 警告: プライマリ・データベースから最後にアーカイブされたログをスタンバイ・データベースで受信していません 
	
原因: バックアップ中に、プライマリ・データベースでのアーカイブ・ログがスタンバイ・データベースに切り替わり、ログがスタンバイ・データベースに送信されませんでした。スタンバイ・データベースで作成されたバックアップをリカバリするにはさらに多くのログが必要です。


	
処置: ログをプライマリ・データベースから受信するようにスタンバイ・データベースが正しく構成されていることを確認してください。









	 RMAN-06819: 現在のログがプライマリ・データベースでアーカイブされました 
	
原因: 接続されているターゲット・インスタンスが物理スタンバイ・データベースであったため、ALTER SYSTEM ARCHIVE LOG CURRENTコマンドがプライマリ・データベースで正常に完了しました。バックアップ・ファイルを一貫性のあるPoint-in-Timeにリカバリできるように、切り替えられたアーカイブ・ログがバックアップに含まれていました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-06820: 警告: 現在のログのプライマリ・データベースでのアーカイブに失敗しました 
	
原因: アーカイブ・ログをプライマリ・データベースに切り替えようとして失敗しました。


	
処置: このメッセージに関連するエラー・メッセージを解決して、この警告が発生しないようにしてください。









	 RMAN-06898: リカバリ・カタログはstringに部分的にアップグレードされています 
	
原因: リカバリ・カタログ・データベースは、指定されたバージョンに完全にアップグレードされませんでした。UPGRADE CATALOGの実行中にエラーが発生したか、完了する前にUPGRADE CATALOGが取り消されました。


	
処置: UPGRADE CATALOGを再実行してください。









	 RMAN-06899: 新しいデータベース・インカネーションでリカバリ・カタログを更新しています 
	
原因: ターゲット・データベースには、まだリカバリ・カタログで認識されていない新規インカネーションがあります。通常、このエラーの原因は、Point-in-Timeリカバリを実行したことです。Recovery Managerにより、リカバリ・カタログに対して必要な更新が実行されています。


	
処置: これは情報メッセージです。









	 RMAN-06900: 警告: V$RMAN_STATUS行またはV$RMAN_OUTPUT行を生成できません 
	
原因: ルーチンcreateRmanStatusRow()またはcreateRmanOutputRow()により、V$RMAN_STATUSまたはV$RMAN_OUTPUTに新規の行が追加された可能性があります。


	
処置: 関連するエラー・メッセージを確認してください。関連するエラー・メッセージに修正可能な状態が示されている場合は修正を実行し、そうでない場合はOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 RMAN-06901: 警告: V$RMAN_STATUS行およびV$RMAN_OUTPUT行の更新を禁止しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06902: AS COMPRESSED BACKUPSETオプションはバックアップ・セットのバックアップでは使用できません 
	
原因: AS COMPRESSED BACKUPSETでバックアップ・セットが指定されています。


	
処置: AS COMPRESSED BACKUPSETオプションを削除してください。









	 RMAN-06903: データファイルstringのバックアップは取り消されました 
	
原因: これは情報メッセージです。BACKUPコマンドでDURATIONオプションのPARTIALオプションが指定され、指定の時間内にバックアップを完了できなかった場合に表示されます。


	
処置: BACKUPコマンドを実行して取り消されたファイルをバックアップするか、次のバックアップ・ウィンドウで取り消されたファイルをバックアップしてください。現行のジョブでスキップされたファイルがDURATIONオプションを使用した次のBACKUPコマンドで他のファイルより優先されることに注意してください。









	 RMAN-06904: スレッドnumber (順序number)のアーカイブ・ログのバックアップおよびstringの起動SCNは取り消されました 
	
原因: これは情報メッセージです。BACKUPコマンドでDURATIONオプションのPARTIALオプションが指定され、指定の時間内にバックアップを完了できなかった場合に表示されます。


	
処置: BACKUPコマンドを実行して取り消されたファイルをバックアップするか、次のバックアップ・ウィンドウで取り消されたファイルをバックアップしてください。現行のジョブでスキップされたファイルがDURATIONオプションを使用した次のBACKUPコマンドで他のファイルより優先されることに注意してください。









	 RMAN-06905: バックアップ・セット・キーnumberのバックアップは取り消されました 
	
原因: これは情報メッセージです。BACKUPコマンドでDURATIONオプションのPARTIALオプションが指定され、指定の時間内にバックアップを完了できなかった場合に表示されます。


	
処置: BACKUPコマンドを実行して取り消されたファイルをバックアップするか、次のバックアップ・ウィンドウで取り消されたファイルをバックアップしてください。現行のジョブでスキップされたファイルがDURATIONオプションを使用した次のBACKUPコマンドで他のファイルより優先されることに注意してください。









	 RMAN-06906: 制御ファイルのバックアップは取り消されました 
	
原因: これは情報メッセージです。BACKUPコマンドでDURATIONオプションのPARTIALオプションが指定され、指定の時間内にバックアップを完了できなかった場合に表示されます。


	
処置: BACKUPコマンドを実行して取り消されたファイルをバックアップするか、次のバックアップ・ウィンドウで取り消されたファイルをバックアップしてください。現行のジョブでスキップされたファイルがDURATIONオプションを使用した次のBACKUPコマンドで他のファイルより優先されることに注意してください。









	 RMAN-06907: MINIMIZE LOADオプションは、指定された入力ファイルでは使用できません 
	
原因: BACKUP BACKUPSETまたはBACKUP CURRENT CONTROLFILEコマンドのバックアップ・コマンド指定で、このオプションが指定されています。


	
処置: MINIMIZE LOADオプションを削除して、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-06908: 警告: 操作は割り当てられたチャネルでパラレルに実行しません 
	
原因: Recovery Managerはジョブに対して複数のチャネルを割り当てましたが、パラレル化にはEnterprise Editionが必要であるため、ジョブはこれらのチャネルでパラレルに実行されません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06909: 警告: パラレル化にはEnterprise Editionが必要です 
	
原因: Recovery Managerはジョブに対して複数のチャネルを割り当てましたが、パラレル化にはEnterprise Editionが必要であるため、ジョブはこれらのチャネルでパラレルに実行されません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06910: テスト・リカバリに対して、パラレル・リカバリを起動できません 
	
原因: TESTおよびPARALLELオプションを指定してRECOVER DATABASEがコールされました。


	
処置: TESTまたはPARALLELオプションの一方のみを指定して、RECOVER DATABASEをコールしてください。









	 RMAN-06911: 指定可能なPARALLELまたはNOPARALLEL句は1つのみです。 
	
原因: PARALLELおよびNOPARALLELオプションを指定してRECOVER DATABASEがコールされました。


	
処置: PARALLELまたはNOPARALLELオプションの一方のみを指定して、RECOVER DATABASEをコールしてください。









	 RMAN-06912: spfileのバックアップは取り消されました 
	
原因: これは情報メッセージです。BACKUPコマンドでDURATIONオプションのPARTIALオプションが指定され、指定の時間内にバックアップを完了できなかった場合に表示されます。


	
処置: BACKUPコマンドを実行して取り消されたファイルをバックアップするか、次のバックアップ・ウィンドウで取り消されたファイルをバックアップしてください。現行のジョブでスキップされたファイルがDURATIONオプションを使用した次のBACKUPコマンドで他のファイルより優先されることに注意してください。









	 RMAN-06913: 検証するファイルがないため、検証は取り消されました 
	
原因: 該当する検証コマンドに対するすべてのファイルがスキップされたため、検証対象のファイルがありません。


	
処置: これは情報メッセージです。









	 RMAN-06914: プロックstringはブロックstring以上にする必要があります 
	
原因: TOブロック番号の値が、FROMブロック番号の値未満です。


	
処置: TOブロック番号の値をFROMブロック番号の値より大きくして、コマンドを再実行してください。









	 RMAN-06915: リストア・ポイントstringはすでに存在します 
	
原因: 指定したリストア・ポイントは、データベース上にすでに存在しています。


	
処置: LIST RESTORE POINTを使用して既存の名前を調べ、一意なリストア・ポイント名を指定してコマンドを再実行してください。









	 RMAN-06918: 警告: Oracle Availability MachineにNOCATALOGモードでSBTチャネルが割り当てられています 
	
原因: 輻輳の制御をNOCATALOGモードで有効にできなかったため、Oracle Availability Machineでリソースが不足している可能性があります。


	
処置: CATALOGモードを使用し、RMANをOracle Availability Machineインスタンスに接続します。









	 RMAN-06920: データベースstringは読取り専用でオープンされていません 
	
原因: 読取り専用でオープンされていないデータベースでCONVERT DATABASEが試行されました。


	
処置: データベースを読取り専用モードでオープンして、操作を再試行してください。









	 RMAN-06921: データベース変換チェックに失敗しました 
	
原因: DBMS_TDB.CHECK_DBからFALSEが戻されたため、データベースを転送することができませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06922: データベースに外部表string.stringが見つかりました 
	
原因: データベースで外部表が見つかりました。


	
処置: 転送されたデータベースで表を再定義してください。









	 RMAN-06923: データベースにディレクトリstring.stringが見つかりました 
	
原因: データベースでディレクトリ・オブジェクトが見つかりました。


	
処置: 転送されたデータベースでディレクトリを再定義してください。









	 RMAN-06924: データベースにBFILE string.stringが見つかりました 
	
原因: データベースでBFILEが見つかりました。


	
処置: 転送されたデータベースでBFILEを再定義してください。









	 RMAN-06925: システムでBFILEが使用されている場合、転送されたデータベースでBFILEを再定義してください 
	
原因: BFILEはデータベースに存在する場合としない場合があります。データベースが読取り専用でオープンされていて一時領域を割当てできないため、自動的に実行されたBFILEチェックが失敗しました。これはCONVERT DATABASE操作には影響しません。


	
処置: DBMS_TDB.CHECK_EXTERNALを使用して、データベースが読取り/書込みモードでオープンされているときにBFILEチェックを実行してください。









	 RMAN-06926: ユーザーstring(string権限あり)がパスワード・ファイルに見つかりました 
	
原因: パスワード・ファイルが使用されました。


	
処置: 転送されたデータベースのORAPWDを使用して、ターゲット・プラットフォームでパスワード・ファイルを再作成してください。









	 RMAN-06927: NEW DATABASE句を複数回指定できません 
	
原因: NEW DATABASE句が複数回指定されています。


	
処置: 冗長なNEW DATABASE句を削除して操作を再試行してください。









	 RMAN-06928: ON TARGET PLATFORM句を複数回指定できません 
	
原因: ON TARGET PLATFORM句が複数回指定されています。


	
処置: 冗長なON TARGET PLATFORM句を削除して、操作を再試行してください。









	 RMAN-06929: TRANSPORT SCRIPT句を複数回指定できません 
	
原因: TRANSPORT SCRIPT句が複数回指定されています。


	
処置: 冗長なON TARGET PLATFORM句を削除して、操作を再試行してください。









	 RMAN-06930: SKIP句を複数回指定できません 
	
原因: SKIP句が複数回指定されています。


	
処置: 冗長なSKIP句を削除して操作を再試行してください。









	 RMAN-06931: FROM PLATFORM句を複数回指定できません 
	
原因: CONVERT DATABASEコマンドはFROM PLATFORM句を使用できません。


	
処置: FROM PLATFORM句を変更して、再試行してください。









	 RMAN-06932: データベース名'string'の長さがnumberを超えています 
	
原因: 指定されたデータベース名が、データベース名に許可される最大長を超えています。


	
処置: データベース名を修正してください。









	 RMAN-06933: トランスポート・スクリプト名が長すぎます 
	
原因: 指定されたトランスポート・スクリプト名が、スクリプト名に許可される最大長を超えています。


	
処置: スクリプト名を修正してください。









	 RMAN-06934: 書式文字列が長すぎます 
	
原因: 指定された書式文字列が、書式文字列に許可される最大長を超えています。


	
処置: 書式文字列を修正してください。









	 RMAN-06935: 変換スクリプト名が長すぎます 
	
原因: 指定された変換スクリプト名が、スクリプト名に許可される最大長を超えています。


	
処置: スクリプト名を修正してください。









	 RMAN-06941: データベースをクローズし、EXCLUSIVEおよびRESTRICTEDでマウントする必要があります。 
	
原因: データベースがオープンしている、またはEXCLUSIVEおよびRESTRICTEDでマウントされていないときに、DROP DATABASEが試行されました。


	
処置: データベースを、EXCLUSIVEおよびRESTRICTEDでマウントされている状態に変更してください。









	 RMAN-06942: オプションnumberは無効です。オプションはstringからstringの間で設定する必要があります 
	
原因: 無効なOPTIONが使用されました。


	
処置: OPTION引数を変更してください。









	 RMAN-06943: 自動修復のOPTION numberはADVISE FAILUREでリストされていません 
	
原因: 指定したOPTIONがADVISE FAILUREによってリストされる自動修復オプションの1つでないか、ADVISE FAILUREコマンドによってリストされるオプションがありませんでした。


	
処置: OPTION引数を変更するか、別のエラー・セットを指定してADVISE FAILUREを再実行してください。









	 RMAN-06944: 修復スクリプトの内容: 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06945: REPAIRID stringの修復スクリプトはありません 
	
原因: コマンドで指定したREPAIRIDオプションが無効であるか、修復スクリプトが自動診断リポジトリから削除されています。


	
処置: 別のOPTION番号を指定して、REPAIR FAILUREコマンドを再実行してください。









	 RMAN-06946: 修復スクリプトを実行しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06947: SCN stringまでブロック・イメージのフラッシュバック・ログを検索しています 
	
原因: RECOVER...BLOCKコマンドのフラッシュバック・ログの検索が開始されます。ログは、指定されたシステム変更番号(SCN)まで検索されます。


	
処置: 処置は必要ありません。これは、RECOVER...BLOCKコマンド用に表示される情報メッセージです。









	 RMAN-06948: ブロック・イメージのフラッシュバック・ログを検索しています 
	
原因: RECOVER...BLOCKコマンドのフラッシュバック・ログの検索が開始されます。ログは、ログの末尾まで検索されます。


	
処置: 処置は必要ありません。これは、RECOVER...BLOCKコマンド用に表示される情報メッセージです。









	 RMAN-06949: フラッシュバック・ログの検索が終了し、stringブロックをリストアしました 
	
原因: RECOVER...BLOCKコマンドのフラッシュバック・ログの検索が完了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは、RECOVER...BLOCKコマンド用に表示される情報メッセージです。









	 RMAN-06950: 無効な検証オプションが指定されました: string 
	
原因: 指定したオブジェクトは、VALIDATEコマンドでは無効です。


	
処置: 無効なオペランドを削除してください。









	 RMAN-06951: 障害の修復が完了しました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06952: データベースの再起動が必要です 
	
原因: ターゲット・データベースの制御ファイルが見つかりません。


	
処置: インスタンスを再起動し、データベースを修復してください。









	 RMAN-06953: 自動修復はADVISE FAILUREでリストされていません 
	
原因: ADVISE FAILUREコマンドによってリストされる自動修復がありませんでした。


	
処置: 別の障害を選択し、ADVISE FAILUREコマンドを実行した後、REPAIR FAILUREコマンドを実行してください。









	 RMAN-06954: 同じセッション内では、REPAIRコマンドの前にADVISEコマンドがある必要があります 
	
原因: ADVISEコマンドが、REPAIRコマンドと同じセッション内で実行されませんでした。


	
処置: ADVISEコマンドを実行した後、同じセッション内でREPAIRコマンドを実行してください。









	 RMAN-06955: ネットワーク・コピーはイメージ・コピーでのみサポートされています。 
	
原因: AS COPY句を指定しないでBACKUP AUXILIARY FORMATを指定する試みが実行されました。ネットワーク・コピーはイメージ・コピーでのみサポートされています。


	
処置: 必要なファイルをコピーするための別の方法を探してください。









	 RMAN-06956: データファイルの作成に失敗しました。OSからstringを削除した後、再試行してください 
	
原因: データベース・ファイルを再作成する試みが実行されました。その試みは失敗しました。


	
処置: 指定したファイルは、すでに存在している場合、オペレーティング・システムから削除し、RMANコマンドを再実行してください。









	 RMAN-06957: スタンバイの検索が終了し、stringブロックをリストアしました 
	
原因: RECOVER...BLOCKコマンドのスタンバイの検索が完了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは、RECOVER...BLOCKコマンド用に表示される情報メッセージです。









	 RMAN-06958: 実行中: string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06959: 警告: 修復は完了しましたが、障害が修復されたかどうかを検証できませんでした 
	
原因: RMANの修復コマンドは正常に完了しましたが、障害が修復されたかどうかを確認できませんでした。


	
処置: LIST FAILUREコマンドを使用して、修復結果を確認してください。









	 RMAN-06960: EXPDP> string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06961: IMPDP> string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-06962: メタデータのエクスポート中にエラーを受信しました 
	
原因: データ・ポンプは表領域メタデータのエクスポートを実行できませんでした。


	
処置: 付随するデータ・ポンプ・メッセージで、エラーの原因を確認してください。









	 RMAN-06963: メタデータのインポート中にエラーを受信しました 
	
原因: データ・ポンプは表領域メタデータのインポートを実行できませんでした。


	
処置: 付随するデータ・ポンプ・メッセージで、エラーの原因を確認してください。









	 RMAN-06964: オプションstringはstringと同時には使用できません 
	
原因: 互換性のないオプションが指定されたため、コマンドが失敗しました。


	
処置: いずれか1つのオプションをコマンドから削除して、再試行してください。









	 RMAN-06965: データポンプ・ジョブが停止しました 
	
原因: データ・ポンプ・エラーにより、ジョブが停止しました。


	
処置: 付随するデータ・ポンプ・メッセージを確認するか、データ・ポンプ・トレース・ファイルでエラーの原因を確認してください。









	 RMAN-06966: リリース番号stringが無効です 
	
原因: 誤った書式でリリース番号が指定されました。


	
処置: n.n.n.n.nの書式で有効なリリース番号を指定してください。









	 RMAN-06967: プライマリの検索が終了し、stringブロックをリカバリしました 
	
原因: RECOVER...BLOCKコマンドのプライマリ・データベースの検索が完了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは、RECOVER...BLOCKコマンド用に表示される情報メッセージです。









	 RMAN-06970: データベースのNEWNAME 'string'には%fまたは%U形式を含める必要があります 
	
原因: SET NEWNAME FOR DATABASEに指定された新規名に、データファイルの別の新規名を作成するためのフォーマット指定子が含まれていませんでした。


	
処置: 新規名に%fまたは%Uを含めるか、SET NEWNAME FOR DATABASE TO NEWを使用してデータファイルに別のデータファイル名が指定されることを確認してください。









	 RMAN-06971: 表領域のNEWNAME 'string'には%fまたは%U形式を含める必要があります 
	
原因: SET NEWNAME FOR TABLESPACEに指定された新規名に、データファイルの別の新規名を作成するためのフォーマット指定子が含まれていませんでした。


	
処置: 新規名に%fまたは%Uを含めるか、SET NEWNAME FOR TABLESPACE ... TO NEWを使用してデータファイルに別のデータファイル名が指定されることを確認してください。









	 RMAN-06980: このコマンドを実行する前に次のエラーを修正する必要があります 
	
原因: 表領域がDBMS_TTS.TRANSPORT_SET_CHECKによる検証に失敗しました。


	
処置: 付随する違反を修正してから、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-06981: 違反: string 
	
原因: このメッセージは、DBMS_TTS.TRANSPORT_SET_CHECKによって取得された違反を示すために発行されました。


	
処置: 違反を修正してから、コマンドを再試行してください。









	 RMAN-07000: SPFILEバックアップのリスト 
	
原因: このメッセージは、LIST BACKUP OF SPFILEコマンドに応答して発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-07025: stringは外部アーカイブ・ログに対してサポートされていません 
	
原因: 指定したオプションは、外部アーカイブ・ログに対してサポートされていません。


	
処置: 指定したコマンドは、外部アーカイブ・ログに対して使用しないでください。









	 RMAN-07200: 指定に一致する障害が見つかりません 
	
原因: 障害指定子は、自動診断リポジトリ内の障害に一致しませんでした。


	
処置: 異なる障害指定子でコマンドを再発行してください。Recovery ManagerでLIST FAILURE ALLコマンドを使用すると、RMANが認識しているすべての障害が表示されます。









	 RMAN-07207: string障害を高優先度に変更しました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-07208: string障害を低優先度に変更しました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-07209: string障害をクローズしました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-07210: 最新のLIST FAILUREコマンド以後の新しい障害 
	
原因: このRMANセッションで最後に実行したLIST FAILUREコマンドより後に、新しい障害が検出されています。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-07211: 障害オプションが指定されていません 
	
原因: ALL、CRITICAL、HIGH、LOWまたは障害番号のリストが指定されていません。


	
処置: 障害オプションを指定して、コマンドを再実行してください。









	 RMAN-07212: クローズしたため、障害stringをスキップしています 
	
原因: 指定した障害がすでにクローズされています。そのため、その障害に対してADVISE FAILUREもCHANGE FAILUREも実行できません。


	
処置: これは情報メッセージです。処置は必要ありません。









	 RMAN-07213: 必須の手動アクション 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-07215: 自動修復オプション 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-07220: 使用可能な手動アクションがありません 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-07222: ======================= 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-07251: 修復スクリプト: string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-07252: ======================== 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-07253: ======================== 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-07255: 失敗した障害stringに対する優先度の変更 
	
原因: 子の障害の優先度を変更しようとしました。


	
処置: 子の障害を変更するには、親の障害IDを指定する必要があります。









	 RMAN-07256: 子の障害の優先度を変更できません 
	
原因: 子の障害の優先度を変更しようとしました。


	
処置: このメッセージに付随して、RMAN-07255メッセージが1つ以上表示されます。









	 RMAN-07259: stringのクリティカルの障害があります。ADVISE FAILUREから除外できません 
	
原因: CRITICALの障害が存在しているときに、優先度がHIGHまたはLOWの障害に対してADVISE FAILUREが実行されました。


	
処置: CRITICALまたはALLのオプションを指定して、ADVISE FAILUREを実行してください。









	 RMAN-07262: 使用可能な自動修復オプションがありません 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-07500: パターンstringと一致するすべてのファイルを検索しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-07501: リカバリ領域ですべてのファイルを検索しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-07502: データベースに対する不明なファイルのリスト 
	
原因: このメッセージは、CATALOGコマンドに応答して発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-07505: データベースに対して不明なファイルはありません 
	
原因: これはCATALOGコマンドで表示された情報メッセージです。コマンドの結果は、ファイルがまったく見つからなかったか、指定検索パターンに一致するファイルがすべてターゲット・データベース制御ファイルにすでに存在していたか、のどちらかです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-07507: ファイルをカタログに追加しています... 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-07508: カタログへの追加を終了しました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-07509: カタログに追加されたファイルのリスト 
	
原因: このメッセージは、CATALOGコマンドに応答して発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-07513: カタログに追加されなかったファイルのリスト 
	
原因: このメッセージは、CATALOGコマンドに応答して発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-07514: ======================================= 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-07515: ファイル名: string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-07516: 理由: 読取り中にエラーが発生しました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-07517: 理由: ファイル・ヘッダーが破損しています 
	
原因: ファイルがOracleファイルでないか、またはファイル・ヘッダーが破損しています。


	
処置: OSユーティリティを使用してファイルを削除してください。









	 RMAN-07518: 理由: 外部データベース・ファイル DBID: string データベース名: string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-07519: 理由: カタログへの追加中にエラーが発生しました。alert.logを参照してください。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-07520: 理由: Data Pumpダンプ・ファイルは 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-07521: データベース・バージョンstringではリカバリ・カタログを作成できません。バージョンstringが必要です 
	
原因: データベースのバージョンと互換性のないバージョンのリカバリ・カタログ・スキーマを使用しようとしました。


	
処置: カタログ・データベースを必要なバージョン以上にアップグレードするか、またはカタログ・スキーマを必要なバージョン以上の別のデータベースにインストールしてください。









	 RMAN-07522: CREATE TYPE権限をユーザーstringに付与する必要があります 
	
原因: CREATE CATALOGまたはUPGRADE CATALOGコマンドが使用されましたが、CATALOGの接続文字列にあるユーザーIDは、CREATE TYPE権限を付与されていません。


	
処置: リカバリ・カタログ所有者にCREATE TYPE権限を付与してください。









	 RMAN-07523: リカバリ領域内のファイルのリストはデータベースでは管理されません 
	
原因: このメッセージは、CATALOG RECOVERY AREAコマンドに応答して発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-07524: ========================================================== 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-07525: 理由: ファイルがリカバリ領域でサポートされているファイル・タイプではありません 
	
原因: このメッセージに付随して、リカバリ領域でサポートされていないファイルの名前を示すその他のメッセージが表示されます。現在の制御ファイル、オンライン・ログ、アーカイブ・ログ、RMANバックアップおよびフラッシュバック・ログ以外のファイルはすべて、リカバリ領域でサポートされていません。これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-07526: 理由: ファイルがOracle Managed Fileではありません 
	
原因: このメッセージに付随して、Oracle Managed Fileではないファイルの名前を示すその他のメッセージが表示されます。これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-07527: 理由: ファイルがDB_RECOVERY_FILE_DEST初期化パラメータを使用して作成されませんでした 
	
原因: このメッセージに付随して、DB_RECOVERY_FILE_DEST初期化パラメータを使用して作成されなかったファイルの名前を示すその他のメッセージが表示されます。次のシナリオのいずれかにより、このエラーが発生しました: 1) これはアーカイブ・ログ・ファイルで、LOG_ARCHIVE_DEST_n初期化パラメータがリカバリ領域の場所に明示的に設定された際に作成されました。たとえば、'+FRA'がDB_RECOVERY_FILE_DEST値でもあるLOG_ARCHIVE_DEST_1='location=+FRA'などです。2) これは、RMANバックアップ・ファイルで、BACKUPコマンドのFORMATオプションを使用してリカバリ領域に作成されました。3) これは、オンライン・ログ・ファイルまたは現行の制御ファイルで、リカバリ領域の設定前に作成されました。4) このファイルは、前述のシナリオのいずれにも一致せず、リカバリ領域でサポートされていません。


	
処置: 次のすべての処置は、今後発生するこのエラーを解決します: 1) リカバリ領域のアーカイブ・ログを作成するには、LOG_ARCHIVE_DEST_n初期化パラメータを'location=USE_DB_RECOVERY_FILE_DEST'に設定します。LOG_ARCHIVE_DEST_n初期化パラメータをリカバリ領域の場所に明示的に設定しないでください。2) リカバリ領域のRMANバックアップを作成するには、BACKUPコマンドのFORMATオプションを使用しないでください。次のすべての処置は、現行の問題を解決します: 1) これがアーカイブ・ログ・ファイルまたはRMANバックアップ・ファイルの場合、CATALOGコマンドを使用してファイルを再カタログ化してください。2) これがリカバリ領域で管理されるオンライン・ログ・ファイルまたは現行の制御ファイルの場合、DB_RECOVERY_FILE_DEST初期化パラメータを使用してファイルを再作成してください。









	 RMAN-07528: リカバリ領域で管理されないファイルの数はstringで、合計stringになります 
	
原因: このメッセージに付随して、ファイルの一覧を示すその他のメッセージが表示されます。列記されたファイルはデータベースでは不明か、リカバリ領域で管理されないかのどちらかです。ファイルの数およびサイズが示されます。これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-07529: 理由: このファイル・タイプではカタログはサポートされません 
	
原因: CATALOGコマンドで、カタログに追加できないタイプのファイルが1つ以上見つかりました。これらのファイル・タイプはオンラインREDOログ、フラッシュバック・ログ、ブロック変更トラッキング・ファイルおよびデータ・ポンプ・ファイルなどです。このメッセージに付随して、カタログに追加できないファイルの名前を示すその他のメッセージが表示されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-07530: 理由: カタログへの追加に、このファイル・タイプはリクエストされていません 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08000: チャネルstring: データファイルstringをコピーしました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08001: リストアが未完了です 
	
原因: バックアップ・ピースはすべて正常に適用されましたが、DBMS_BACKUP_RESTOREパッケージがリストアの対話が完了していないことを示しています。通常、これはバックアップ・セットが破損データを含むことを意味します。


	
処置: 可能であれば、ファイルを異なるバックアップ・セットからリストアしてください。Recovery ManagerのCHANGE BACKUPPIECE UNAVAILABLEを使用して、Recovery Managerが破損バックアップ・ピースからのリストアの試行を回避できます。









	 RMAN-08002: リカバリ・カタログの完全再同期を開始しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08003: チャネルstring: バックアップ・ピースstringから読取り中です 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08004: 完全再同期が完了しました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08005: データベースの新しいインカネーションがリカバリ・カタログに登録されました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08006: データベースがリカバリ・カタログに登録されました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08007: チャネルstring: データファイルstringのデータファイル・コピーをコピーしました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08008: チャネルstring: フル・データファイル・バックアップ・セットを開始しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08009: チャネルstring: アーカイブ・ログ・バックアップ・セットを開始しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08010: チャネルstring: バックアップ・セットにデータファイルを指定しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08011: 現行の制御ファイルをバックアップ・セットに組み込んでいます 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08012: バックアップ・セットに制御ファイルのコピーを組み込んでいます。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08013: チャネルstring: バックアップ・ピースstring 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08014: チャネルstring: バックアップ・セットにアーカイブ・ログを指定しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08015: データファイルstringはデータファイル・コピーに切り替えられました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08016: チャネルstring: データファイル・バックアップ・セットのリストアを開始しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08017: チャネルstring: デフォルトの宛先へのアーカイブ・ログのリストアを開始しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08018: チャネルstring: ユーザー指定の宛先へのアーカイブ・ログのリストアを開始しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08019: チャネルstring: データファイルstringをリストアしています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08020: バックアップ・セットにスタンバイ制御ファイルを組み込んでいます 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08021: チャネルstring: 制御ファイルをリストア中です 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08022: チャネルstring: アーカイブ・ログをリストアしています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08023: チャネルstring: バックアップ・ピースstringがリストアされました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08025: チャネルstring: 制御ファイル・コピーをコピーしました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08026: チャネルstring: アーカイブ・ログをコピーしました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08027: チャネルstring: 現行の制御ファイルをコピーしました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08028: チャネルstring: 現行の制御ファイルのコピーに失敗しました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08029: スナップショット制御ファイル名はデフォルト値: stringに設定されています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08030: チャネル: stringが割り当てられました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08031: チャネル: stringがリリースされました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08032: チャネルstring: レコードID string、スタンプstringがリカバリ・カタログに一致していません 
	
原因: コピーまたはバックアップ・データベース用のソース・ファイルを識別するレコードには、リカバリ・カタログに格納されているものと同じデータは含まれていません。


	
処置: 完全再同期を実行して、操作を再試行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 RMAN-08033: チャネルstring: データファイルstringのデータファイル・コピーをバックアップ・セットに組み込んでいます 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08034: 完全再同期をスキップしました。ターゲット・データベースがマウントされていません。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08035: 部分再同期をスキップしました。ターゲット・データベースがマウントされていません。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08036: チャネルstring: string stringに対する制御ファイル・レコードを作成できませんでした 
	
原因: このファイルを識別するレコードはすでにターゲット・データベース制御ファイルになく、レコード作成時にファイル検査を何度も試みましたが失敗しました。これは、このファイル型についての情報を保持する制御ファイルの循環再利用セクションが小さすぎ、使用可能となる前にレコードを上書きしてしまうその他のデータベース・アクティビティがあるために発生します。


	
処置: このファイル型(エラー・メッセージで示されたデータファイル・コピーまたはアーカイブ・ログ)の制御ファイルの循環再利用セクションのサイズ、またはCONTROL_FILE_RECORD_KEEP_TIME初期化パラメータを増すことをお薦めします。これらの処置がいずれも効果がない場合は、Oracleサポート・サービスに問い合せてください。









	 RMAN-08037: チャネルstring: 予期しない検証リターン・コードstringです 
	
原因: 通常、これは発行されない内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 RMAN-08038: チャネルstring: ピースstring(string)を起動します 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08039: チャネルstring: 増分データファイル・バックアップ・セットのリストアを開始しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08040: 完全再同期をスキップしました。制御ファイルが現行/バックアップではありません。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08041: 部分再同期をスキップしました。制御ファイルが現行/バックアップではありません。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08042: チャネルstring: スタンバイ制御ファイルがコピーされました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08043: チャネルstring: スタンバイ制御ファイルのコピーに失敗しました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08044: チャネルstring: ピースstring(string)が完了しました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08045: チャネルstring: ピースstring(string)が完了しました(stringコピー) 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08046: チャネルstring: 圧縮型フル・データファイル・バックアップ・セットを開始しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08047: チャネルstring: 圧縮型増分レベルstringのデータファイル・バックアップ・セットを開始しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08048: チャネルstring: 増分レベルstringのデータファイル・バックアップ・セットを開始しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08049: チャネルstring: 圧縮型アーカイブ・ログ・バックアップ・セットを開始しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08050: データファイル・コピーがカタログに入りました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08051: アーカイブ・ログがカタログに入りました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08052: 制御ファイル・コピーがカタログに入りました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08053: チャネルstring: stringコピーおよびタグstringを使用して、ピースstringをstringで完了しました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08054: メディア・リカバリを開始しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08056: データファイルstringは、変更がないためスキップします 
	
原因: このデータファイルのチェックポイントは、前のバックアップ以降進んでいません。そのため、新しい増分バックアップは不要です。


	
処置: これは情報メッセージです。









	 RMAN-08057: チャネルstring: 全ファイルがスキップされたため、バックアップは取り消されました 
	
原因: このバックアップに対する全データファイルがスキップされたため、バックアップは作成されません。


	
処置: これは情報メッセージです。









	 RMAN-08058: 制御ファイルをレプリケート中です 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08059: メディア・リカバリに失敗しました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08060: アーカイブ・ログが見つかりません 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08061: 警告: 障害ID stringの変更は失敗しました(エラーORA-stringのため) 
	
原因: 示されている障害IDのCHANGE FAILUREでエラーが検出されました。


	
処置: エラーの原因については、示されているORAエラー・メッセージを参照してください。









	 RMAN-08062: 警告: クリティカルの障害stringの優先度を変更できません 
	
原因: クリティカルの障害の優先度を変更しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08063: リカバリ・カタログは停止しているかカタログに接続されていないため、再接続しています。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08064: リカバリ・カタログとの再接続に成功しました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08065: 警告: リカバリ・カタログとの再接続に失敗したため、nocatalogモードに切り替えています。 
	
原因: RMANがリカバリ・カタログに再接続できず、nocatalogモードに切り替わりました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08066: データベースがインカネーションstringにリセットされました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08070: データファイル・コピーが削除されました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08071: チャネルstring: アーカイブ・ログを削除しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08072: 制御ファイル・コピーを削除しました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08073: バックアップ・ピースが削除されました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08074: バックアップ・ピースがクロスチェックされました: 'string'が検出されました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08085: スクリプトstringが作成されました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08086: スクリプトstringが置換されました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08087: チャネルstring: バックアップ・セットの検証を開始しました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08088: データファイルstringにオフライン範囲が適用されました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08089: チャネルstring: バックアップ・セットからリストアするデータファイルを指定しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08090: チャネルstring: プロキシのリストアを開始しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08091: チャネルstring: プロキシ・バックアップのためのデータファイルを指定しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08092: チャネルstring: プロキシ・バックアップのためのデータファイルstringのデータファイル・コピーを指定しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08093: プロキシ・バックアップのために現行の制御ファイルを指定しています。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08094: チャネルstring: プロキシ・リストアのためのデータファイルを指定しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08096: チャネルstring: データファイル・バックアップ・セットの検証を開始しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08097: チャネルstring: アーカイブ・ログ・バックアップ・セットの検証を開始しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08099: プロキシ・バックアップのためのスタンバイ制御ファイルを指定しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08100: チャネルstring: プロキシの検証を開始しています。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08101: チャネルstring: プロキシの検証が完了しました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08102: チャネルstring: バックアップ・ピース: stringが見つかりました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08103: チャネルstring: バックアップ・ピース: stringが見つかりませんでした 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08104: チャネルstring: 入力バックアップ・セット: 件数=string、スタンプ=string、ピース=string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08105: チャネルstring: ピースが見つからなかったためバックアップは取り消されました。 
	
原因: 指定されたすべてのバックアップ・セットにピースがありません。このため、バックアップ・セットは作成されません。


	
処置: これは情報メッセージです。









	 RMAN-08106: チャネルstring: ブロックをリストアしています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08107: アクセス不可能なバックアップ・セットをスキップします 件数=string スタンプ=string 
	
原因: このバックアップ・セットは、1つ以上のピースのバックアップ・セットが読込み不可で、SKIP INACCESSIBLEオプションが指定されたために、バックアップされません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08108: チャネルstring: バックアップ・セットからリストアするブロックを指定しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08109: チャネルstring: バックアップ・ピースstringからブロックをリストアしました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08110: バックアップ・ピースの次のコピーへフェイルオーバー 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08111: 一部のブロックがリカバリできませんでした。詳細はトレース・ファイルを参照してください 
	
原因: エラーが発生したため、一部のブロックがリカバリできませんでした。


	
処置: エラーの詳細は、トレース・ファイルを参照してください。









	 RMAN-08112: アーカイブ・ログのフェイルオーバーがstringで終了しました。詳細はアラート・ログを参照してください 
	
原因: これは情報メッセージです。サーバーが、アーカイブ・ログに破損ブロックを見つけ、対応する未破損ブロックを取得するために、別のアーカイブ・ログ宛先にある同じアーカイブ・ログの別のコピーに切り替える必要があったことを示します。


	
処置: DELETE INPUTオプションでバックアップが実行された場合は、何も実行する必要はありません。それ以外の場合は、破損ブロックを含むアーカイブ・ログを適用するとリカバリに失敗するため、このアーカイブ・ログを削除してください。アラート・ログには、破損ブロックを含むログの名前があります。









	 RMAN-08113: バックアップ・セットに現行のSPFILEを組み込んでいます 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08114: チャネルstring: SPFILEをPFILEにリストアしています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08115: チャネルstring: SPFILEをリストアしています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08116: 出力ファイル名は元のSPFILE場所です 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08117: チャネルstring: 自動バックアップにSPFILEは含まれません 
	
原因: 要求された自動バックアップにSPFILEが含まれていません。これは、自動バックアップが作成されたときにインスタンスがSPFILEで起動されなかったためです。


	
処置: 処置は必要ありません。Recovery Managerでは古い自動バックアップを3つ試行した後で、ORA-19687のシグナルを送信します。









	 RMAN-08118: 警告: 次のアーカイブREDOログを削除できませんでした 
	
原因: ルーチンdeleteArchivedLog()が、ターゲット・インスタンスのアーカイブREDOログを削除できませんでした。


	
処置: 付随するファイルの指定、および関連するエラー・メッセージを調べてください。ファイル指定では、RMANが削除しようとしたターゲット・インスタンス上のアーカイブREDOログが示され、エラー・メッセージではRMANが削除できなかった原因が示されます。アーカイブREDOログがバックアップされていることを確認してから問題を解決し、手動で削除を行った後で、RMANが削除を認識するようにクロスチェックしてください。









	 RMAN-08119: バックアップ・ピース・ハンドルstringをスキップします。; すでに存在します。 
	
原因: 制御ファイルの自動バックアップ・ピースのバックアップがすでに存在しているため、BACKUPコマンドはバックアップを実行する必要がありません。


	
処置: これは情報メッセージです。処置は必要ありません。









	 RMAN-08120: 警告: アーカイブ・ログが削除されていません。まだスタンバイで適用されていません 
	
原因: これは、スタンバイ・データベースに適用されていなかったために削除対象のアーカイブ・ログが削除されなかったことをユーザーに通知する情報メッセージです。次のメッセージにアーカイブ・ログが示されます


	
処置: アーカイブ・ログは、スタンバイ・データベースに適用した後で削除できます。









	 RMAN-08121: バックアップのkeep属性は削除されています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08122: バックアップのkeep属性は変更されています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08123: データファイル/制御ファイル・コピーのkeep属性は削除されています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08124: データファイル/制御ファイル・コピーのkeep属性は変更されています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08125: プロキシ・コピーのkeep属性は削除されています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08126: プロキシ・コピーのkeep属性は変更されています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08127: バックアップ・ピースがカタログに追加されました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08128: バックアップ・ピースがカタログから削除されました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08129: ピース・ハンドル=string タグ=stringへのフェイルオーバー 
	
原因: これは情報メッセージです。サーバーが、ピースに破損ブロックを見つけ、対応する未破損ブロックを取得するために、ピースの別のコピーに切り替える必要があったことを示します。


	
処置: 破損ブロックの詳細と破損ブロックを含むピースの名前を、アラート・ログで確認してください。









	 RMAN-08130: デバイス・タイプstringのコピーへのフェイルオーバー 
	
原因: これは、Recovery Managerが指定されたバックアップを使用してデータベースを正常にリストアできなかったことを示す情報メッセージです。異なるデバイス・タイプで同じバックアップ・セットを使用して、データファイル/アーカイブ・ログ/制御ファイル/SPFILEをリストアしようとしました。


	
処置: 付随する追加エラー・メッセージで、フェイルオーバーの原因を確認してください。









	 RMAN-08131: チャネルstring: リカバリするデータファイル・コピーを指定しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08132: 警告: リカバリ領域再利用可能ファイル・リストを更新できません 
	
原因: このエラーに付随して、再利用可能ファイル・リストの更新エラーの原因となる他のエラーが表示されます。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 RMAN-08133: チャネルstring: 自動バックアップにスタンバイ制御ファイルは含まれません。 
	
原因: 要求された自動バックアップにスタンバイ制御ファイルが含まれていません。


	
処置: 処置は必要ありません。RMANでは古い自動バックアップを3つ試行した後で、ORA-19687のシグナルを送信します。









	 RMAN-08135: ファイルstringの変換中に破損ブロックが見つかりました 
	
原因: 指定されたファイルをプラットフォーム間で変換中に、そのファイル内で破損ブロックが検出されました。破損の詳細は、サーバー・トレース・ファイルに書き込まれています。


	
処置: これらの破損ブロックを予期していない場合は、ソース・データベースでブロック・メディア・リカバリを使用して問題を解決し、ファイルを再変換できる可能性があります。









	 RMAN-08136: チャネルstring: 増分バックアップを削除しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08137: 警告: アーカイブ・ログ・ファイルは削除されませんでした。スタンバイまたはアップストリーム・キャプチャ処理用に必要です 
	
原因: 削除されているはずのアーカイブ・ログが、アップストリーム・キャプチャ処理またはData Guardに必要なため、削除されていません。次のメッセージにアーカイブ・ログが示されます。


	
処置: これは情報メッセージです。必要とされなくなれば、アーカイブ・ログは削除できます。アクティブなData Guardの宛先を変更するには、Data Guardのドキュメントを参照してください。アクティブなStreamsのセットを変更するには、Streamsのドキュメントを参照してください。









	 RMAN-08138: 警告: アーカイブ・ログは削除されませんでした - 追加のバックアップを作成する必要があります 
	
原因: 削除されているはずのアーカイブ・ログが、削除されていません。ログを削除する前に必要なバックアップの数に関して、ユーザー指定のアーカイブ・ログ削除ポリシーを満たしていないためです。


	
処置: これは情報メッセージです。アーカイブ・ログは、追加のバックアップを作成してアーカイブ・ログ削除ポリシーを満たすと、削除できます。









	 RMAN-08139: 警告: アーカイブREDOファイルは削除されませんでした。保証付きリストア・ポイント用に必要です 
	
原因: 削除されているはずのアーカイブ・ログは、保証付きリストア・ポイントに必要なため、削除されていません。


	
処置: これは情報メッセージです。アーカイブREDOログは、バックアップを作成するか、ログを必要とする保証付きリストア・ポイントを削除すると、削除できます。









	 RMAN-08140: チャネルstring: データファイルの検証を開始しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08141: チャネルstring: 検証のためのデータファイルを指定しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08142: 検証にスタンバイ制御ファイルを組み込んでいます 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08143: 現行の制御ファイルを検証に組み込んでいます 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08144: チャネルstring: 検証が完了しました。経過時間: string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08145: チャネルstring: アーカイブ・ログの検証を開始しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08146: チャネルstring: 検証にアーカイブ・ログを指定しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08150: グローバル・スクリプトstringが作成されました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08151: グローバル・スクリプトstringが置換されました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08152: グローバル・スクリプトstringをファイルstringに書き込みました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08153: グローバル・スクリプト: stringは削除されました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08154: スクリプト: stringは削除されました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08155: ストアド・グローバル・スクリプト: stringを印刷しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08156: ストアド・スクリプト: stringを印刷しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08157: スクリプトstringをファイルstringに書き込みました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08158: 実行スクリプト: string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08159: グローバル・スクリプト: stringを実行しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08160: スクリプト・コマンドはファイルstringからロードされます 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08161: メモリー・スクリプトの内容: 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08162: メモリー・スクリプトを実行しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08163: バックアップ・ピースの検証が正常終了しました 
	
原因: バックアップ・ピースがまだそのデータに一致していることが、VALIDATE HEADERオプションによって判断されました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-08164: プロキシのコピーの検証が正常終了しました 
	
原因: プロキシ・コピーがまだそのデータに一致していることが、VALIDATE HEADERオプションによって判断されました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-08165: プロキシ・コピーstringが見つかりませんでした 
	
原因: 指定されたプロキシ・コピーが、プロキシ・チャネルでは見つかりませんでした。


	
処置: プロキシ・コピーが削除されている場合は、CROSSCHECK BACKUPコマンドを使用して、リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルのエントリを修正してください。









	 RMAN-08166: データファイル・コピーと制御ファイル・コピーの検証が正常終了しました 
	
原因: VALIDATE HEADERオプションが、データファイル・コピーと制御ファイル・コピーがリカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルのデータと一致することを発見しました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-08167: 警告: stringにより一部が使用中だったことが検出されました 
	
原因: バックアップの一部が別のBACKUP、RESTOREまたはDELETE操作によって現在使用されています。


	
処置: LISTを使用して、バックアップが削除されたかどうかを確認してください。削除されていない場合、バックアップの一部のアクセス中にプロセスが停止しているかどうかを確認して、DELETEを再試行する前に終了してください。SBTデバイスを使用している場合、Media Managerも確認してください。または、DELETE FORCEコマンドを検討してください。









	 RMAN-08180: チャネルstring: リストアが完了しました。経過時間: string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08181: メディア・リカバリが完了しました。経過時間: string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08182: チャネルstring: 検証が完了しました。経過時間: string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08183: チャネルstring: ブロックのリストアが完了しました。経過時間: string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08184: 一時ファイルstringを制御ファイル内の表領域stringに追加しました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08185: 制御ファイルで一時ファイルstringの名前をstringに変更しました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08186: 制御ファイルで一時ファイルstringのサイズを変更しました 
	
原因: 一時ファイルのサイズ属性のAUTOEXTEND、MAXSIZEおよびNEXTSIZEの1つが変更されました。これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08187: 警告: SCN stringまでのメディア・リカバリが完了しました 
	
原因: データベースがNOARCHIVELOGモードであるため、示されたシステム変更番号(SCN)までメディア・リカバリが完了しました。


	
処置: これは情報メッセージです。処置は必要ありません。









	 RMAN-08190: 検証により1つ以上の破損したブロックが見つかりました 
	
原因: バックアップ検証によって、指定されたデータファイルで1つ以上のブロックが破損しているのが見つかりました。このメッセージの後に、RMAN-8191メッセージが表示されます。


	
処置: できるだけ早くこのブロックを修正してください。









	 RMAN-08191: 詳細はトレース・ファイルstringを参照してください 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08300: データベースを作成するにはターゲット・プラットフォーム上でSQLスクリプトstringを実行します 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08301: init.oraファイルstringを編集します。このPFILEはターゲット・プラットフォームでデータベースを作成する際に使用されます 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08302: データファイルを変換するにはターゲット・プラットフォーム上でRMANスクリプトstringを実行します 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08303: すべてのPL/SQLモジュールを再コンパイルするには、ターゲット・プラットフォームでutlirp.sqlおよびutlrp.sqlを実行してください 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 転送スクリプトによってutlirp.sqlとutlrp.sqlは起動します。









	 RMAN-08304: 内部データベース識別子を変更するには、DBNEWIDユーティリティを使用してください 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 転送スクリプトはDBNEWIDユーティリティを自動的には起動しません。









	 RMAN-08305: チャネルstring: データファイルのチェックを開始しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08306: チャネルstring: データファイルのチェックが完了しました。経過時間: string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08500: チャネルstring: SID=string デバイス・タイプ=string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08501: 出力ファイル名=string レコードID=string スタンプ=string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08503: ピース・ハンドル=string コメント=string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08504: 入力アーカイブ・ログ・スレッド=string 順序=string レコードID=string スタンプ=string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08505: 出力ファイル名=string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08506: 入力ファイル名=string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08507: 入力データファイル・コピー レコードID=string スタンプ=string ファイル名=string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08508: アーカイブ・ログの保存先=string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08509: データファイルstringのリストア先: string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08510: アーカイブ・ログ・スレッド=string 順序=string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08511: ピース・ハンドル=string タグ=string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08512: スナップショット制御ファイル・エンキューを待っています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08513: データファイル・コピーのファイル名=string レコードID=string スタンプ=string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08514: アーカイブ・ログ・ファイル名=string レコードID=string スタンプ=string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08515: アーカイブ・ログ・ファイル名=string スレッド=string 順序=string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08516: 制御ファイル・コピーのファイル名=string レコードID=string スタンプ=string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08517: バックアップ・ピース・ハンドル=string レコードID=string スタンプ=string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08518: チャネルstring: 制御ファイル・コピーstringをスキャンしています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08519: チャネルstring: データファイル・コピーstringをスキャンしています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08520: チャネルstring: アーカイブ・ログstringをスキャンしています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08521: オフライン範囲 レコードID =string スタンプ =string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08522: 入力データファイル・ファイル番号=string 名前=string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08523: データファイルstringをstringへリストア 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08524: 入力制御ファイル・コピー名=string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08525: stringからstringのブロックをバックアップしています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08526: チャネルstring: string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08527: チャネルstring: stringプロキシ・データファイルのバックアップをstringで開始しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08528: チャネルstring: プロキシ・コピーが完了しました。経過時間: string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08529: プロキシ・ファイル・ハンドル=string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08530: ピース・ハンドル=string タグ=string コメント=string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08531: チャネルstring: プロキシ・コピーstringはメディア管理カタログでstringです 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08532: チャネルstring: データファイル・コピーstringからブロックをリストアしています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08533: データファイルstringのブロックをリストアしています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08534: チャネルstring: 自動バックアップからの制御ファイルのリストアが完了しました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08535: チャネルstring: 曜日の自動バックアップを探しています: string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08536: チャネルstring: 自動バックアップが見つかりました: string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08537: チャネルstring: スキップしました。自動バックアップはすでに見つかっています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08538: チャネルstring: string曜日の自動バックアップが見つかりません 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08539: バックアップ・セット・キー=string レコードID=string スタンプ=string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08540: チャネルstring: バックアップ・セットが完了しました。経過時間: string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08541: チャネルstring: 自動バックアップからのSPFILEのリストアが完了しました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08542: チャネルstring: プロキシ・アーカイブ・ログのバックアップをstringで開始しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08543: チャネルstring: プロキシ・バックアップのためのアーカイブ・ログを指定しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08544: チャネルstring: プロキシ・リストアのアーカイブ・ログを指定しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08545: フラッシュバック・コマンドに失敗: 詳細はトレース・ファイルを参照してください 
	
原因: FLASHBACKコマンドを発行しようとしましたが、エラーのため失敗しました。詳細は、トレース・ファイルを参照してください。


	
処置: エラーの詳細は、トレース・ファイルを参照してください。









	 RMAN-08546: チャネルstring: リカバリ領域で自動バックアップstringが見つかりました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08547: チャネルstring: リカバリ領域で自動バックアップが見つかりません 
	
原因: リカバリ領域に必要な自動バックアップがありません。


	
処置: 既存の自動バックアップがRESTOREコマンドに指定されている基準を満たしている場合は、UNTIL TIMEオプションを確認してください。そうでない場合は、init.oraのパラメータDB_RECOVERY_FILE_DESTおよびDB_UNIQUE_NAMEを検証し、リカバリ領域の位置が正しく設定されているかどうかを確認してください。各パラメータはRESTOREコマンドのオプションとして指定できることに注意してください。









	 RMAN-08548: リカバリ領域の宛先: string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08549: 検索に使用するデータベース名(またはデータベース一意名): string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08550: DBIDが設定されていなかったため、フォーマット"string"で自動バックアップの検索は行われませんでした 
	
原因: 制御ファイルの自動バックアップをリストアしようとしましたが、DBIDが設定されていません。


	
処置: 示されたフォーマットを持つ自動バックアップを検索する場合は、SET DBIDを使用してデータベースのDBIDを指定し、コマンドを再実行してください。









	 RMAN-08551: リカバリしているデータファイル・コピーのファイル番号=string 名前=string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08552: バックアップ・ファイルと出力ファイルの名前が同じです: string 
	
原因: 選択したバックアップ・ファイル名が、リストア操作で指定した出力ファイルの名前と同じです。


	
処置: これは情報メッセージです。RMANは次の使用可能なバックアップにフェイルオーバーされます。









	 RMAN-08553: チャネルstring: 自動バックアップstringから制御ファイルをリストアしています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08554: チャネルstring: 自動バックアップstringからSPFILEをリストアしています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08555: チャネルstring: stringのセクションstringをリストアしています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08556: チャネルstring: バックアップ・ピースが完了しました。経過時間: string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08580: チャネルstring: データファイルのコピーを開始しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08581: チャネルstring: データファイルのコピーが終了しました。経過時間: string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08582: チャネルstring: アーカイブ・ログのコピーを開始しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08583: チャネルstring: アーカイブ・ログのコピーが完了しました。経過時間: string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08584: 現行の制御ファイルをコピー中です 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08585: スタンバイ制御ファイルをコピー中です 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08586: 出力ファイル名=string タグ=string レコードID=string スタンプ=string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08587: 入力はデータファイルstringのコピーです: string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08588: 変換済データファイル = string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08589: チャネルstring: データファイルの変換を開始しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08590: チャネルstring: データファイルの変換が完了しました。経過時間: string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08591: 警告: アーカイブ・ログ削除ポリシーが無効です 
	
原因: 無効なARCHIVELOG DELETION POLICYが指定されています。アーカイブ・ログ削除ポリシーは適用されていますが、必須のアーカイブ・ログ宛先がありません。


	
処置: 次のいずれかの処置を行ってください。1) CONFIGUREコマンドを使用して、アーカイブ・ログ削除ポリシーを変更します。2) 1つ以上のスタンバイ先をMANDATORYとして指定します。









	 RMAN-08592: 出力ファイル名=string タグ=string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08599: チャネルstring: スロットル時間: string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08600: 検索するASMディスク・グループ: string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08601: チャネルstring: 自動バックアップstringがASMディスク・グループstringで見つかりました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08602: チャネルstring: 自動バックアップがASMディスク・グループstringで見つかりません 
	
原因: 指定されたASM領域に必要な自動バックアップがありません。


	
処置: 既存の自動バックアップがRESTOREコマンドに指定されている基準を満たしている場合は、UNTIL TIMEオプションを確認してください。それ以外の場合は、CONFIGURE CONTROLFILE AUTOBACKUP FORMATコマンドおよびDB_UNIQUE_NAMEの書式に使用されている値を調べて、ASM領域の位置が正しく設定されていることを確認してください。DB_UNIQUE_NAMEはRESTOREコマンドのオプションとして指定できることに注意してください。









	 RMAN-08603: stringをスキップ。ファイルは別のプロセスで使用中です 
	
原因: 指定されたファイルは、別のリストアまたは削除操作の一部のため、バックアップに組み込まれませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。他の操作が終了するまで待ってから再試行してください。









	 RMAN-08604: stringをスキップ。ディスク・スペースを再利用するため、リカバリ領域からファイルが削除されました 
	
原因: 指定されたファイルは、他の操作へのディスク・スペースの再利用のためにリカバリ領域から削除されたため、バックアップに組み込まれませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08605: チャネルstring: SID=string インスタンス=string デバイス・タイプ=string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08606: 警告: 変更トラッキング・ファイルが無効です。 
	
原因: バックアップで、変更トラッキング・ファイルにマークされなかった変更済ブロックが見つかりました。詳細は、アラート・ログを参照してください。


	
処置: 最新の全体バックアップ以降に行われた増分バックアップは、使用しないでください。









	 RMAN-08607: リモート・バックアップ・ファイルのリスト 
	
原因: RESTOREコマンドで、1つ以上のリモート・バックアップ・ファイルがリストア操作の実行に必要なことが検知されました。


	
処置: 実際のリストア操作の前に、指定されたバックアップ・ファイルを含むメディアをリモート・サイトからリコールしてください。メッセージに付随してリモート・バックアップ・ファイルのリストが表示されます。









	 RMAN-08608: 次のリモート・バックアップ・ファイルのリストに対するリコールが開始されました 
	
原因: これは、特定のRESTOREコマンドのRECALLオプションで、1つ以上のリモート・バックアップ・ファイルがリストア操作の実行に必要なことが検知されたときに、表示される情報メッセージです。メッセージは、リモート・バックアップ・ファイルをリコールするためにRMANがSBTチャネルで要求を開始したことを示しています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08609: チャネルstring: 増分データファイル・バックアップ・セットを開始しています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08610: チャネルstring: データファイルstringをstringにリストアしています 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08611: チャネルstring: ピース・ハンドル=string タグ=string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08612: チャネルstring: デバイスstringでの重複バックアップへのフェイルオーバー 
	
原因: これは、RMANが指定されたバックアップを使用してファイルを正常にリストアできなかったことを示す情報メッセージです。前の既存のバックアップを使用して、データファイル/アーカイブ・ログ/制御ファイル/SPFILEをリストアしようとしました。


	
処置: 付随する追加エラー・メッセージで、フェイルオーバーの原因を確認してください。









	 RMAN-08613: チャネルstring: ピース・ハンドルへのフェイルオーバー=string タグ=string 
	
原因: これは情報メッセージです。サーバーが、バックアップ・ピースに破損ブロックを見つけ、同一ブロックを取得するために、ピースの別のコピーに切り替える必要があったことを示します。


	
処置: 破損ブロックの詳細と破損ブロックを含むバックアップ・ピースの名前を、アラート・ログで確認してください。









	 RMAN-08614: チャネルstring: ピース・ハンドル=stringの読取り中にエラーが見つかりました 
	
原因: これは、バックアップ・ピース内でサーバーが破損ブロックを検出したことを示す情報メッセージです。実行すべき処置は、付随するエラーによって示されます。


	
処置: 詳細は、アラート・ログを参照してください。









	 RMAN-08615: チャネルstring 
	
原因: これは、含まれるエラーが原因でサーバーがリストアを実行できなかったことを示す情報メッセージです。リストアは、最新のバックアップ・セットを使用して実行されます。


	
処置: 破損ブロックの詳細と破損ブロックを含むバックアップ・ピースの名前を、アラート・ログで確認してください。









	 RMAN-08616: ブロックstringからstringの検証 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08617: 外部アーカイブ・ログの検証に失敗しました 
	
原因: CROSSCHECK FOREIGN ARCHIVELOGコマンドが、外部アーカイブ・ログが見つからないか、または同じデータを含まないことを確認したため、このレコードが期限切れとしてマークされました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-08618: 外部アーカイブ・ログの検証が正常終了しました 
	
原因: CROSSCHECK FOREIGN ARCHIVELOGコマンドが、外部アーカイブ・ログがそのデータと現在も一致することを確認しました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-08619: 外部アーカイブ・ログ・ファイル名=string レコードID=string スタンプ=string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08620: 外部アーカイブ・ログがカタログから削除されました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08621: 外部アーカイブ・ログが削除されました 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-08629: stringチャネル用にOracle Availability Machine上のリソースを待機しています 
	
原因: この操作の完了に必要な数のチャネルが利用できませんでした。利用可能になると、チャネルが割り当てられます。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-08630: Oracle Availability Machine上の必要なリソースを割り当てています 
	
原因: Oracle Availability Machine上の必要なリソースが割り当てられました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 RMAN-10000: ターゲット・データベース接続文字列"string"の解析中にエラーが発生しました 
	
原因: 無効なターゲット接続文字列が入力されました。


	
処置: 有効な接続文字列を指定してジョブを再実行してください。









	 RMAN-10001: リカバリ・カタログ接続文字列"string"の解析中にエラーが発生しました 
	
原因: 無効なリカバリ・カタログ接続文字列が入力されました。


	
処置: 有効な接続文字列を指定してジョブを再実行してください。









	 RMAN-10002: Oracleエラー: string 
	
原因: このOracleエラーを受け取りました。このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 RMAN-10003: ターゲット・データベースに接続できません 
	
原因: Recovery Managerでターゲット・データベースへ接続できません。このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: ターゲット・データベースが開始済で、接続文字列が有効なことを確認してください。









	 RMAN-10004: リカバリ・カタログに接続できません 
	
原因: Recovery Managerでリカバリ・カタログへ接続できません。


	
処置: リカバリ・カタログが開始済で、接続文字列が有効なことを確認してください。このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。









	 RMAN-10005: カーソルのオープン時にエラーが発生しました。 
	
原因: カーソルのオープン時にエラーを受け取りました。このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 関連するOracleエラー・メッセージに修正可能な状態が示されている場合は修正を実行し、そうでない場合はOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 RMAN-10006: SQL文: stringの実行時にエラーが発生しました 
	
原因: このSQL文の実行中にエラー・メッセージを受け取りました。


	
処置: 関連するOracleエラー・メッセージに修正可能な状態が示されている場合は修正を実行し、そうでない場合はOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 RMAN-10007: カーソルのクローズ時にエラーが発生しました。 
	
原因: カーソルのクローズ時にエラーを受け取りました。このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 関連するOracleエラー・メッセージに修正可能な状態が示されている場合は修正を実行し、そうでない場合はOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 RMAN-10008: チャネル・コンテキストを作成できませんでした。 
	
原因: チャネル・コンテキストの作成時にエラーを受け取りました。このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 関連するOracleエラー・メッセージに修正可能な状態が示されている場合は修正を実行し、そうでない場合はOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 RMAN-10009: Oracleからのログオフ時にエラーが発生しました。 
	
原因: Oracleからの切断中にエラーを受け取りました。このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: これは情報メッセージです。









	 RMAN-10010: RPCの完了チェック中にエラーが発生しました 
	
原因: リモート・プロシージャ・コール完了の確認中にRecovery Managerのチャネル・コンテキストにエラーが発生しました。このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: その他のエラー・メッセージに修正可能な状態が示されている場合は修正を実行し、そうでない場合はOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 RMAN-10011: RPC numberのポーリング中に同期化エラーが発生しました。処置=string 
	
原因: Recovery Managerでリモート・プロシージャ・コールとの適切な同期化ができません。


	
処置: 通常、これは発行されない内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 RMAN-10012: KGUエラー: string 
	
原因: KGUサブシステムの初期化中にエラーが発生しました。


	
処置: 通常、これは発行されない内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 RMAN-10013: PL/SQLの初期化中にエラーが発生しました。 
	
原因: PL/SQLサブシステムの初期化中にエラーが発生しました。


	
処置: 通常、これは発行されない内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 RMAN-10014: PL/SQLエラーnumberが行number、列numberで発生しました: string 
	
原因: PL/SQLエラーです。


	
処置: このメッセージのテキストはPL/SQLサブシステムによって発行されます。PL/SQLのエラー・メッセージを参照してください。









	 RMAN-10015: PL/SQLプログラムのコンパイル中にエラーが発生しました。 
	
原因: PL/SQLプログラムのコンパイル中にエラーが発生しました。


	
処置: 通常、これは発行されない内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 RMAN-10018: チャネル・コンテキストのクリーンアップ中にエラーが発生しました。 
	
原因: チャネル・コンテキストのステップ間クリーンアップ中にエラーを受け取りました。


	
処置: 通常、これは発行されない内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 RMAN-10020: Recovery Managerの実行レイヤーを初期化中にエラーが発生しました。 
	
原因: ジョブ実行の準備で、Recovery Manager実行レイヤーの初期化中にエラーを受け取りました。このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: その他のエラー・メッセージに修正可能な状態が示されている場合は修正を実行し、そうでない場合はOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 RMAN-10022: システム依存の休眠ルーチンでエラーが発生しました 
	
原因: リモートRPCの完了待ちでエラーを受け取りました。このエラーはシステム依存のSLEEPルーチンで発生しました。


	
処置: 通常、これは発行されない内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 RMAN-10023: 認識できないパッケージに対して、RPCが行われました。 
	
原因: Recovery Managerの内部RPCルーターで認識できないパッケージ名を受け取りました。


	
処置: 通常、これは発行されない内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 RMAN-10024: RPCポーリングの設定中にエラーが発生しました。 
	
原因: Recovery ManagerでRPC完了のテストに必要なRPCポーリング・コンテキストを作成できません。このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: その他のエラー・メッセージに修正可能な状態が示されている場合は修正を実行し、そうでない場合はOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 RMAN-10025: イベントに対して接続がすでに登録されています。 
	
原因: Recovery ManagerではRPC完了をテストするためのターゲット・データベース接続を使用可能にできません。


	
処置: 通常、これは発行されない内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 RMAN-10026: ネットワーク・エラーnumber-numberが接続登録中に発生しました。 
	
原因: RPC完了をテストするためのターゲット・データベース接続の登録中にネットワーク・エラーが発生しました。


	
処置: 通常、これは発行されない内部エラーです。メッセージ番号は、Net Servicesレイヤーによって発行されます。Oracleサポートに連絡してください。









	 RMAN-10027: ネットワーク・レイヤー・コンテキストが見つかりませんでした 
	
原因: RPC完了をテストするためのターゲット・データベース接続の登録中に、Recovery Managerは必要なコンテキスト領域を検出できませんでした。


	
処置: 通常、これは発行されない内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 RMAN-10028: リモートRPC中にネットワーク・エラーnumber-numberが発生しました。 
	
原因: リモートRPCの完了待ちでネットワーク・エラーが発生しました。


	
処置: 通常、これは発行されない内部エラーです。メッセージ番号は、Net Servicesレイヤーによって発行されます。Oracleサポートに連絡してください。









	 RMAN-10029: PL/SQLの実行で予期しないリターン・コードnumberが戻されました 
	
原因: あるチャネル・プログラムの実行中に、PL/SQLによって予期しないリターン・コードが戻されました。


	
処置: 通常、これは発行されない内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 RMAN-10030: RPCコールの起動がチャネルstringで失敗しました。 
	
原因: ターゲット・データベース・インスタンスへのRPCが発行されましたが、タイムアウト5回以下の起動は確認されませんでした。


	
処置: このエラーに付随して、障害の明確な原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。









	 RMAN-10031: RPCエラー: ORA-number string.stringにコール中に発生しました 
	
原因: ターゲット・データベースまたはリカバリ・カタログ・データベースに対するRPCでエラーが検出されました。


	
処置: このエラーに付随して、エラーが発生したサーバーからのエラー・メッセージが表示されます。









	 RMAN-10032: ジョブの手順numberを実行中に未処理例外が発生しました: string 
	
原因: ジョブ・ステップ中に未処理のPL/SQL例外が発生しました。


	
処置: このエラーに付随して、例外を記述したエラー・メッセージが表示されます。









	 RMAN-10033: ジョブ・ステップnumberのコンパイル中にエラーが発生しました: string 
	
原因: PL/SQLは、ジョブ・ステップのコンパイル中に問題を検出しました。


	
処置: このエラーに付随して、問題を記述したエラー・メッセージが表示されます。









	 RMAN-10034: ジョブ・ステップnumberの実行中に未処理例外が発生しました。エラー内容は不明です 
	
原因: PL/SQLでジョブ・ステップの実行中に未処理例外が検出されましたが、この詳細は入手できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-10035: 例外がRPCで発生しました: string 
	
原因: リモート・パッケージのコールで例外が発生しました。


	
処置: 例外に問題の原因が示されています。









	 RMAN-10036: RPCコールはチャネルstringでOKです 
	
原因: これは情報メッセージです。前にメッセージ10030が表示されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-10037: チャネルstringで異常なRPCが検出されました。UPINBLT=number 
	
原因: これはデバッグ・メッセージであり、無視できます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-10038: チャネルstringに対するデータベース・セッションが予期せず終了しました。 
	
原因: このチャネルのデータベース接続は、存在しなくなっています。外部的な手段によってセッションが終了されたか、内部エラーによってチャネルが終了しました。


	
処置: セッションが終了した理由の詳細を、Oracleトレース・ファイルで確認してください。









	 RMAN-10039: チャネルstringで、RPC完了のポーリング中にエラーが発生しました。 
	
原因: このエラーに付随して、ポーリング・エラーの原因となる他のエラーが表示されます。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 RMAN-10040: 非同期サポートは検出されませんでした。Recovery Managerは同期式で実行されます 
	
原因: データベース接続で非同期操作がサポートされないため、RMANは複数チャネルでマルチ・タスクを実行しません。複数チャネルの割当ては可能ですが、同時には実行されません。


	
処置: 非同期操作をサポートする接続タイプを使用してください。









	 RMAN-10041: 障害の後にポーリング・チャネル・コンテキストを再作成できませんでした。 
	
原因: RPC完了のテストに必要なRPCポーリング・コンテキストが失敗し、Recovery Managerはこのチャネルを再作成できませんでした。このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: その他のエラー・メッセージに修正可能な状態が示されている場合は修正を実行し、そうでない場合はOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 RMAN-11000: Recovery Managerメッセージ・ファイルにメッセージ番号numberが見つかりません 
	
原因: Recovery Managerメッセージ・ファイルが現行のものではありません。


	
処置: Recovery Managerエラー・メッセージ・ファイルが現行のもので、正しい位置にインストールされていることを確認してください。









	 RMAN-11001: Oracleエラー: string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-11002: ターゲット・データベースに対してカーソルをオープンできませんでした。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-11003: SQL文: stringの解析/実行中に障害が発生しました。 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-11004: 多重化時にはフォーマットに%cが必要です 
	
原因: SET_DUPLEX=ONが指定されましたが、%cは書式の一部ではありませんでした。


	
処置: %cを書式に入れるか、または%Uを使用してください。









	 RMAN-11005: ピース"string"のメディア情報が競合しています 
	
原因: Recovery Managerは、指定のバックアップ・ピースのリストア中に、メディア管理ソフトウェアからピースの物理位置に関して競合する情報を受け取りました。これによってリストアのパフォーマンスが低下する可能性があります。


	
処置: Recovery Managerが使用可能なすべてのチャネルからのリストアをパラレル化しない場合は、メディア管理製品のベンダーに連絡する必要があります。









	 RMAN-11006: 警告: テスト・リカバリの結果: string 
	
原因: ユーザーがTESTオプションを指定してRECOVER DATABASEをコールしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-12000: 実行レイヤーの初期化が失敗しました。 
	
原因: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 RMAN-12001: チャネルstringをオープンできませんでした。 
	
原因: ALLOCATE CHANNELコマンドを処理できません。


	
処置: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。









	 RMAN-12005: チャネルのクリーンアップ中にエラーが発生しました 
	
原因: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 RMAN-12007: numberより多くのチャネルを割当てできません。 
	
原因: RMANチャネルの最大数を超えました。チャネルが1つRMANに確保されていることに注意してください。


	
処置: 割り当てるチャネル数を削減してください。1つのジョブに多くのチャネルを持つ必要がある場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 RMAN-12008: バックアップ・ピースstringが見つかりませんでした 
	
原因: 割り当てられているチャネルからはアクセスできないバックアップ・セットが1つ以上ありました。


	
処置: クラスタの別のノードに、追加チャネルを割り当ててください。









	 RMAN-12009: 見つからないバックアップ・ピースがあるため、コマンドが異常終了しました 
	
原因: 7008と同じです。


	
処置: 7008を参照してください。









	 RMAN-12010: 自動チャネル割当ての初期化が失敗しました。 
	
原因: このメッセージに付随して、エラーの原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 RMAN-12011: デフォルトのデバイス・タイプについて複数のレコードがリポジトリで見つかりました 
	
原因: デフォルト・デバイス型の構成に一貫性がありません。


	
処置: CONFIGURE DEFAULT DEVICE TYPEコマンドを再実行して、デバイス型を設定してください。









	 RMAN-12012: stringパラレル化について複数のレコードがリポジトリで見つかりました 
	
原因: デバイス・パラレル化の構成に一貫性がありません。


	
処置: デバイスにCONFIGURE PARALLELISMコマンドを再実行して、パラレル化を設定してください。









	 RMAN-12013: stringチャネルnumberについて複数のレコードがリポジトリで見つかりました 
	
原因: チャネルの構成に一貫性がありません。


	
処置: CONFIGURE CHANNELコマンドを再実行して、チャネルを構成してください。









	 RMAN-12014: stringのデフォルトのチャネル構成について複数のレコードがリポジトリで見つかりました 
	
原因: チャネルの構成に一貫性がありません。


	
処置: CONFIGURE CHANNELコマンドを再実行して、チャネルを構成してください。









	 RMAN-12015: stringチャネルnumberの構成が無視されます。 
	
原因: これは情報メッセージです。デバイスのパラレル化が、対応付けられたチャネル番号よりも小さくなっています。


	
処置: この構成を使用する場合は、デバイスのパラレル化を増やしてください。この構成を消去する場合は、CONFIGURE CHANNEL... CLEARコマンドを使用してください。









	 RMAN-12016: チャネルstringの使用 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-12017: バックアップ・セット・キーstringのピースが見つかりませんでした 
	
原因: 割り当てられたチャネルにあるバックアップ・セット・キーのコピーにアクセスできませんでした。


	
処置: クラスタの他のノードに追加のチャネルを割り当ててください。または、バックアップ・ピースが削除されている場合は、CROSSCHECK BACKUPコマンドを使用して、リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルのエントリを修正してください。









	 RMAN-12018: チャネルstringは使用禁止です。失敗したジョブは別のチャネルで実行されます 
	
原因: これは情報メッセージです。ジョブに再試行可能なエラーが発生し、このステップの実行に使用可能なチャネルがある場合に表示されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-12019: 他のジョブ・ステップを続行しています。失敗したジョブは再実行されません 
	
原因: これは情報メッセージです。ジョブに再試行不可能なエラーが発生した場合に表示されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-12020: 標準出力用にフィルタ処理されたステップでのエラー string 
	
原因: このメッセージは、チャネル・フェイルオーバーの実行後に失敗したジョブに関してエラーをスタックするときに追加されます。通常の出力からは除外されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-20000: ジョブ・ステップが異常終了しました。 
	
原因: ジョブ・ステップでエラーが見つかり、リカバリできません。このエラーに付随して、問題の原因を示すその他のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 RMAN-20001: リカバリ・カタログにターゲット・データベースが見つかりません。 
	
原因: リカバリ・カタログにターゲット・データベースが見つかりません。


	
処置: ターゲット・データベースがリカバリ・カタログに登録済であることを確認してください。









	 RMAN-20002: ターゲット・データベースはリカバリ・カタログにすでに登録されています。 
	
原因: ターゲット・データベースがリカバリ・カタログにすでに登録されています。


	
処置: ターゲット・データベースが実際に登録されている場合は、それを再度登録する必要はありません。リカバリ・カタログでは、全データベースが他と重複しないDBIDを持つことが必須であることに注意してください。既存のデータベースからファイルをコピーすることで、新しいデータベースを作成する場合は、元のデータベースと同じDBIDを持つことになるため、同じリカバリ・カタログには登録できません。









	 RMAN-20003: リカバリ・カタログにターゲット・データベース・インカネーションが見つかりませんでした。 
	
原因: ターゲット・データベースのRESETLOGS CHANGE番号または時刻(あるいはその両方)が、リカバリ・カタログのどのデータベース・インカネーションとも一致しません。


	
処置: RESETLOGSオプションを指定してターゲット・データベースをオープンした場合は、reset databaseを使用して新しいインカネーションを登録してください。









	 RMAN-20004: ターゲット・データベース名がリカバリ・カタログの名前と一致しません。 
	
原因: ターゲット・データベースの名前がリカバリ・カタログに格納されたものと一致しません。


	
処置: これは内部エラーです。









	 RMAN-20005: ターゲット・データベース名が不明瞭です 
	
原因: リカバリ・カタログの複数のデータベースが、この名前と一致しています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-20006: ターゲット・データベース名が見つかりません。 
	
原因: ターゲット・データベース・インスタンスが開始されていないか、またはdb_name初期化パラメータの値が設定されていません。


	
処置: インスタンスを起動し、db_nameパラメータが設定されていることを確認してください。









	 RMAN-20009: データベース・インカネーションはすでに登録されています。 
	
原因: このデータベースのインカネーションは、すでにリカバリ・カタログに登録されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-20010: データベース・インカネーションが見つかりません。 
	
原因: データベース・インカネーションが、リカバリ・カタログのどのデータベース・インカネーションとも一致しません。


	
処置: 有効なデータベース・インカネーション・キーを指定してください。









	 RMAN-20011: ターゲット・データベース・インカネーションがリカバリ・カタログ内の現行のものではありません 
	
原因: RESETLOGS CHANGE番号およびマウントされたターゲット・データベース制御ファイルの時刻と一致するデータベース・インカネーションは、そのデータベースの現行のインカネーションではありません。


	
処置: reset database to incarnation <key>を使用して古いインカネーションを現行のものにした場合は、バックアップからそのインカネーションと一致したターゲット・データベースをリストアし、マウントしてください。RMANを使用して制御ファイルをリストアする前に、STARTUP NOMOUNTの実行が必要となります。そうでない場合は、reset database to incarnation <key>を使用して、リカバリ・カタログで意図したインカネーションを現行にしてください。









	 RMAN-20012: 新しいデータベースの登録は許可されません 
	
原因: 新しいデータベースを該当するリカバリ・カタログに登録しようとしました。しかし、仮想プライベート・カタログを使用しているため、このデータベースを該当するリカバリ・カタログに登録する権限がカタログ管理者によって付与されていません。


	
処置: 該当するデータベースを登録するのに必要な権限を付与するようカタログ管理者に依頼してください。









	 RMAN-20013: 仮想プライベート・カタログのアップグレード中にエラーが発生しました 
	
原因: 仮想プライベート・カタログの自動アップグレード中に、エラーが発生しました。


	
処置: 仮想プライベート・カタログのユーザーIDに必要な権限がすべてそろっていること(RECOVERY_CATALOG_OWNERロールが付与されていることなど)を確認してください。









	 RMAN-20014: RECOVERY_CATALOG_OWNERロールを仮想プライベート・カタログ所有者に付与する必要があります 
	
原因: RECOVERY_CATALOG_OWNERロールが付与されていないスキーマ内で、RMANの仮想プライベート・カタログを確立する試みが実行されました。


	
処置: 仮想プライベート・カタログの所有者にRECOVERY_CATALOG_OWNERを付与してください。









	 RMAN-20015: このカタログの共有は許可されていません 
	
原因: リカバリ・カタログを共有がしようとしましたが、その実行はカタログ管理者によって許可されていません。


	
処置: 該当するカタログを共有するのに必要な権限を付与するようカタログ管理者に依頼してください。









	 RMAN-20016: 仮想プライベート・カタログ・ユーザーはグローバル・スクリプトを変更できません 
	
原因: 仮想プライベート・カタログのユーザーが、グローバル・スクリプトの作成、削除または変更を実行しようとしました。仮想プライベート・カタログのユーザーは、グローバル・スクリプトを変更することができません。


	
処置: カタログ所有者のユーザーIDに接続し、グローバル・スクリプトの操作を再実行してください。









	 RMAN-20017: スクリプト更新操作は無効です 
	
原因: 無効なスクリプト操作が実行されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-20218: リカバリ・カタログにデータベースが見つかりません 
	
原因: 名前がリカバリ・カタログに登録されていないデータベースに対するカタログ・アクセスを許可するまたは取り消す試みが実行されました。


	
処置: データベース名を修正し、GRANTコマンドまたはREVOKEコマンドを再発行してください。この試みが未登録のデータベースに対するアクセスの許可または取消しである場合は、目的のデータベースのデータベースIDを使用して、コマンドを再発行してください。









	 RMAN-20019: データベース名がリカバリ・カタログ内で一意ではありません 
	
原因: 名前がリカバリ・カタログ内で一意でないデータベースに対するカタログ・アクセスを許可するまたは取り消す試みが実行されました。


	
処置: 目的のデータベースのデータベースIDを指定して、コマンドを再発行してください。









	 RMAN-20022: ユーザーが見つかりません 
	
原因: 存在しないユーザーに権限を付与しようとしました。


	
処置: 存在するユーザーを指定しているコマンドを再発行してください。









	 RMAN-20029: スナップショット制御ファイルを作成できません。 
	
原因: スナップショット制御ファイルを必要とする別の操作が進行中です。


	
処置: 必要に応じて、再試行してください。









	 RMAN-20030: 再同期中です 
	
原因: 再同期中は、このプロシージャをコールしません。


	
処置: これは内部エラーです。









	 RMAN-20031: 再同期が開始されていません。 
	
原因: このプロシージャは、再同期でのみコールされます。


	
処置: これは内部エラーです。









	 RMAN-20032: チェックポイントの変更番号が小さすぎます 
	
原因: チェックポイントの変更番号が前の再同期より小さいか、またはチェックポイントの変更番号がNULLです。


	
処置: 正しい制御ファイルが使用されていることを確認してください。









	 RMAN-20033: 制御ファイルの順序番号が小さすぎます 
	
原因: 制御ファイルの順序番号が前の再同期より小さいです。


	
処置: 正しい制御ファイルが使用されていることを確認してください。









	 RMAN-20034: 再同期は必要ありません。 
	
原因: 制御ファイルが前の再同期から変更されていません。


	
処置: リカバリ・カタログが同期されているため、処置は必要ありません。









	 RMAN-20038: CONVERTコマンドのFORMATを指定する必要があります 
	
原因: CONVERTコマンドの使用時にFORMATが指定されていません。


	
処置: FORMAT句を指定して、コマンドを再発行してください。









	 RMAN-20039: 多重化時にはフォーマットにcharacterが必要です 
	
原因: SET_DUPLEX=ONが指定されましたが、%cは書式の一部ではありませんでした。


	
処置: %cを書式に入れるか、または%Uを使用してください。









	 RMAN-20045: BACKUP INCREMENTAL FROM SCNコマンドのFORMATを指定する必要があります 
	
原因: BACKUP INCREMENTAL FROM SCNコマンドの使用時にFORMATが指定されていません。


	
処置: FORMAT句を指定して、コマンドを再発行してください。









	 RMAN-20079: プライマリ・データベースから完全再同期が実行されません 
	
原因: スタンバイからの再同期でプライマリ・データベースからの完全再同期が必要なことが検出されました。このエラーの原因は、プライマリ・データベースの次のイベントのいずれかである可能性があります: 1) 1つ以上の表領域またはデータファイルが追加されました 2) 1つ以上の表領域またはデータファイルが削除されました 3) 1つ以上のデータファイルのステータスが変更されました


	
処置: プライマリ・データベースに接続した後、完全再同期を実行してください。









	 RMAN-20081: レコードのスタンプを変更します 
	
原因: 同じRECIDとスタンプを持つレコードがカタログによってすでに認識されています。


	
処置: 処置は必要ありません。再同期中に制御ファイル内のスタンプを変更することにより、このエラーはRMANクライアントによって自動的に処理されます。









	 RMAN-20108: リモート・データベースの制御ファイルを更新できません 
	
原因: RESYNC CATALOG FROM DB_UNIQUE_NAMEコマンドが試行されましたが、DB_UNIQUE_NAMEを持つデータベースの制御ファイルの再同期は、現在のターゲットを使用するのではなく、直接実行する必要があります。


	
処置: DB_UNIQUE_NAMEを指定してリモート・データベースにターゲットとして直接接続し、再同期を実行してください。









	 RMAN-20109: リモート・データベースには別のデータベースIDがあります 
	
原因: コマンドRESYNC CATALOG FROM DB_UNIQUE_NAMEが実行されましたが、リモート・データベースのデータベースIDが接続先ターゲット・データベースと異なっています。


	
処置: リモート・データベースは、ターゲット・データベースとして接続されるデータベースと同じデータベースIDを持つ必要があります。リモート・データベースの接続識別子を修正し、コマンドを再実行してください。









	 RMAN-20201: データファイルがリカバリ・カタログに見つかりません 
	
原因: リカバリ・カタログにこのデータファイルが見つかりません。


	
処置: データファイル名が正しく、リカバリ・カタログは最新であることを確認してください。









	 RMAN-20202: 表領域がリカバリ・カタログに見つかりません 
	
原因: リカバリ・カタログに、この表領域が見つかりません。


	
処置: 表領域名が正しく、リカバリ・カタログは最新であることを確認してください。









	 RMAN-20203: 変換中です。 
	
原因: 名前変換中は、このプロシージャをコールできません。


	
処置: これは内部エラーです。









	 RMAN-20204: 変換が開始されていません。 
	
原因: GETDATAFILEプロシージャが、TRANSLATETABLESPACEより前にコールされました。


	
処置: これは内部エラーです。









	 RMAN-20205: UNTIL句が不完全です。 
	
原因: 順序番号がNULLです。


	
処置: これは内部エラーです。









	 RMAN-20206: ログ順序がリポジトリに見つかりません。 
	
原因: このログ順序は、現行のデータベース・インカネーションのログ履歴には存在しません。


	
処置: スレッド番号と順序番号をチェックしてください。









	 RMAN-20207: UNTIL TIMEまたはRECOVERY WINDOWがRESETLOGS時刻より前になっています 
	
原因: UNTIL TIMEおよびRECOVERY WINDOWは、データベース作成時刻またはRESETLOGS時刻より後に設定する必要があります。


	
処置: UNTIL TIMEまたはRECOVERY WINDOWを確認してください。データベースを古いインカネーションにリストアする必要があれば、RESET DATABASE TO INCARNATIONコマンドを実行してください。









	 RMAN-20208: UNTIL CHANGEがRESETLOGS変更より前になっています。 
	
原因: UNTIL CHANGEは、データベースRESETLOGS変更より後に設定する必要があります。


	
処置: UNTIL CHANGEを確認してください。データベースを古いインカネーションにリストアする必要があれば、RESET DATABASE TO INCARNATIONコマンドを実行してください。









	 RMAN-20209: データファイル名が重複しています 
	
原因: 2つのデータファイルが同じ名前を持っています。


	
処置: これは内部エラーです。









	 RMAN-20211: FROM TIMEがRESETLOGS時刻より前になっています。 
	
原因: FROM TIMEは、データベース作成時刻またはRESETLOGS時刻より後に設定する必要があります。


	
処置: FROM TIMEを確認してください。データベースを古いインカネーションにリストアする必要があれば、RESET DATABASE TO INCARNATIONコマンドを実行してください。









	 RMAN-20212: UNTIL CHANGEは孤立したインカネーションです 
	
原因: 指定されたUNTIL CHANGEは孤立したインカネーションです。


	
処置: UNTIL CHANGEまたはUNTIL RESTORE POINTを確認してください。データベースを孤立したインカネーションにリストアまたはフラッシュバックする必要がある場合は、RESET DATABASE TO INCARNATIONコマンドを実行してください。









	 RMAN-20215: バックアップ・セットが見つかりません。 
	
原因: 指定されたバックアップ・セット・キーが、リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルで見つかりませんでした。


	
処置: 別のバックアップ・セット・キーを指定してください。









	 RMAN-20217: データファイルがデータベースに所属していません 
	
原因: データファイルが存在しないか、またはUNTIL TIME/SCNで存在しませんでした。


	
処置: データファイルの名前または番号を確認してください。これは、リストア・データベースまたは表領域の内部エラーです。









	 RMAN-20218: リポジトリにデータ・ファイルが見つかりません 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 RMAN-20220: リポジトリに制御ファイル・コピーが見つかりません 
	
原因: 指定された制御ファイルがリカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルにないか、または削除とマークされています。


	
処置: ファイル名を確認してください。









	 RMAN-20221: 制御ファイル・コピー名が不明瞭です 
	
原因: リカバリ・カタログの複数の制御ファイル・コピーが、この名前と一致しています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RMAN-20222: データファイル名がリカバリ・カタログに見つからない、または不明瞭です 
	
原因: 指定されたデータファイル名が、現行のターゲット・データベースに含まれているデータファイルの名前でないか、またはUNTIL句が指定され、そのファイル名が、現行のデータファイルとは異なるデータファイルの名前でした。


	
処置: データファイル番号を使用して、必要なデータファイルをRESTOREまたはRECOVERに指定してください。









	 RMAN-20223: スナップショット制御ファイルのDB_UNIQUE_NAMEが一致しません 
	
原因: スナップショット制御ファイルのDB_UNIQUE_NAME値が不正確でした。このエラーは、スナップショット制御ファイルの場所がノード全体で共有されず、RESYNC CATALOG FROM DB_UNIQUE_NAMEコマンドを使用して再同期を実行する場所から見てリモートのデータベースで仮想IPが設定されている場合に、Oracle RACで発生することがあります。


	
処置: このエラーを回避するには、次のいずれかの処置を実行できます: 1) 制御ファイルのスナップショットの場所を共有します。RMANプロンプトでSHOW SNAPSHOT CONTROLFILE NAMEを実行して、スナップショットの場所を表示できます。2) 接続識別子を定義するために使用されるサービス名に仮想IPを使用しないでください。RMANプロンプトでSHOW DB_UNIQUE_NAMEコマンドを使用して、接続識別子を表示できます。









	 RMAN-20230: データファイル・コピーがリポジトリに見つかりません 
	
原因: 指定されたデータファイルがリカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルにないか、または削除とマークされています。


	
処置: データファイル・コピーの名前またはキーを確認してください。









	 RMAN-20231: データファイル・コピー名が不明瞭です 
	
原因: リカバリ・カタログの複数の制御ファイル・コピーが、この名前と一致しています。


	
処置: データファイル・コピーのキーを使用して、一意にデータファイル・コピーを指定してください。









	 RMAN-20240: アーカイブ・ログがリポジトリに見つかりません 
	
原因: 指定されたアーカイブ・ログがリカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルにないか、または削除とマークされています。


	
処置: アーカイブ・ログの名前またはキーを確認してください。









	 RMAN-20241: アーカイブ・ログ名が不明瞭です 
	
原因: リカバリ・カタログの複数のアーカイブ・ログが、この名前と一致しています。


	
処置: アーカイブ・ログ・キーを使用してアーカイブ・ログを一意に指定してください。









	 RMAN-20242: 指定がリポジトリ内のどのアーカイブ・ログとも一致しません 
	
原因: リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイル内の指定に一致するアーカイブ・ログが見つかりませんでした。


	
処置: アーカイブ・ログ指定子を確認してください。









	 RMAN-20243: データベースdb_unique_nameがリカバリ・カタログで見つかりませんdatabase db_unique_name is not known to the recovery catalog 
	
原因: ユーザー指定のDB_UNIQUE_NAMEが、リカバリ・カタログに認識されていません。


	
処置: データベースDB_UNIQUE_NAMEを、認識されているデータベース値に変更してください。認識されているdb_unique_nameのリストを表示するには、LIST DB_UNIQUE_NAME OF DATABASEを実行してください。









	 RMAN-20244: 現在、接続しているデータベースdb_unique_nameを変更できません 
	
原因: 登録解除の対象として、現在接続しているDB_UNIQUE_NAME値をユーザーが指定しました。


	
処置: 接続されているターゲット・データベースのDB_UNIQUE_NAME値以外のDB_UNIQUE_NAMEを使用してください。









	 RMAN-20245: nocatalogモードでdb_unique_nameオプションを指定できません 
	
原因: ユーザーがNOCATALOGモードでDB_UNIQUE_NAMEを指定しました。


	
処置: DB_UNIQUE_NAMEオプションをコマンドから削除してください。









	 RMAN-20246: 新しいdb_unique_nameはすでにリカバリ・カタログに認識されています 
	
原因: リカバリ・カタログ内でDB_UNIQUE_NAMEの名前を変更する際、認識されているDB_UNIQUE_NAME値をユーザーが指定しました。


	
処置: データベースDB_UNIQUE_NAMEを認識されているDB_UNIQUE_NAME値に変更するか、データベースの古いDB_UNIQUE_NAME値の名前を変更する前に新しいDB_UNIQUE_NAMEを登録解除してください。データベースに対するすべてのDB_UNIQUE_NAMEのリストを表示するには、LIST DB_UNIQUE_NAME OF DATABASEコマンドを実行できます。









	 RMAN-20247: 指定がリポジトリ内のどの外部アーカイブ・ログとも一致しません 
	
原因: リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイル内の指定に一致する外部アーカイブ・ログが見つかりませんでした。


	
処置: 外部アーカイブ・ログ指定子を確認してください。









	 RMAN-20250: オフライン範囲がリポジトリに見つかりません 
	
原因: 指定されたオフラインが、リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルで見つかりませんでした。


	
処置: リカバリ・カタログが、現行のものであることを確認してください。









	 RMAN-20260: バックアップ・ピースがリポジトリに見つかりません 
	
原因: 指定されたバックアップ・ピースがリカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルにないか、または削除とマークされています。


	
処置: バックアップ・ピースのハンドルまたはキーを確認してください。









	 RMAN-20261: バックアップ・ピース・ハンドルが不明瞭です 
	
原因: リカバリ・カタログの複数のバックアップ・ピースが、このハンドルと一致しています。


	
処置: バックアップ・ピース・キーを使用して、バックアップ・ピースを一意に指定してください。









	 RMAN-20272: 増分バックアップに対する親バックアップが見つかりません。 
	
原因: 増分バックアップの親として使用できるバックアップまたはコピーが、リカバリ・カタログに見つかりません。


	
処置: 最初に、データファイルのレベル0(ゼロ)のバックアップまたはコピーを実行してください。









	 RMAN-20280: デバイス・タイプが多すぎます 
	
原因: 9つ以上のデバイス・タイプが割り当てられました。


	
処置: ジョブが異なるデバイス・タイプを9つ以上割り当てていないことを確認してください。









	 RMAN-20298: DBMS_RCVCATパッケージにリカバリ・カタログとの互換性がありません。 
	
原因: リカバリ・カタログ表のバージョンは、DBMS_RCVCATパッケージのこのバージョンと動作しません。


	
処置: リカバリ・カタログのパッケージおよびスキーマが、正しくインストールされていることを確認してください。リカバリ・カタログ表およびパッケージを最新バージョンにアップグレードするために、UPGRADE CATALOGコマンドを使用できます。









	 RMAN-20299: DBMS_RCVMANパッケージにリカバリ・カタログとの互換性がありません。 
	
原因: リカバリ・カタログ表のバージョンは、DBMS_RCVMANパッケージのこのバージョンと動作しません。


	
処置: リカバリ・カタログのパッケージおよびスキーマが、正しくインストールされていることを確認してください。リカバリ・カタログ表およびパッケージを最新バージョンにアップグレードするために、UPGRADE CATALOGコマンドを使用できます。









	 RMAN-20310: リポジトリにプロキシ・コピーが見つかりません 
	
原因: 指定されたプロキシ・コピーがリカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルにないか、または削除とマークされています。


	
処置: プロキシ・コピーのハンドルまたはキーを確認してください。









	 RMAN-20311: プロキシ・コピー・ハンドルが不明瞭です 
	
原因: リカバリ・カタログの複数のプロキシ・コピーが、このハンドルと一致しています。


	
処置: プロキシ・コピーのキーを使用して、一意にプロキシ・コピーを指定してください。









	 RMAN-20401: スクリプトはすでに存在します 
	
原因: CREATE SCRIPTが発行されましたが、この名前のスクリプトはすでに存在しています。


	
処置: 別の名前を使用するか、またはREPLACE SCRIPTを使用してください。









	 RMAN-20501: 親データベース・インカネーションのREDOログは適用できません 
	
原因: データファイルのRESTOREまたはRECOVERが要求されましたが、データファイルのリカバリには、最新のOPEN RESETLOGSより前に生成されたREDOログを適用する必要があります。


	
処置: 現行のデータベース・インカネーションの全体バックアップまたはデータファイル・コピーが存在する場合、AVAILABLEとマークされ、正しいデバイス・タイプのチャネルが割り当てられていることを確認してください。FROM BACKUPSETまたはFROM DATAFILECOPY、あるいはこれらが指定されている場合のFROM TAGオペランドを削除する必要がある可能性もあります。









	 RMAN-20502: DELETE EXPIREDでは現存するオブジェクトを削除できません - CROSSCHECKを実行してください。 
	
原因: DELETE EXPIREDコマンドが実行されましたが、オブジェクトが実際に存在することが検出されました。リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルが実際と同期していないことを意味します。


	
処置: CROSSCHECKを実行してください。









	 RMAN-20503: DELETEでは時間切れオブジェクトを削除できません - CROSSCHECKまたはDELETE EXPIREDを実行してください。 
	
原因: EXPIREDオプションなしでDELETEコマンドが実行されましたが、オブジェクトが存在していません。リカバリ・カタログまたはターゲット・データベース制御ファイルが実際と同期していないことを意味します。


	
処置: CROSSCHECKを実行してください。









	 RMAN-20504: 破損リストがリカバリ・カタログで見つかりません。 
	
原因: 破損リストが空です。


	
処置: v$copy_corruptionおよびv$backup_corruption内で1つまたは複数のブロックに破損のマークが付いており、リカバリ・カタログが最新のものであることを確認してください。









	 RMAN-20505: リカバリ時にデータファイルを作成します 
	
原因: アーカイブ・ログが適用されたために、リカバリを終了するデータファイルREDOエントリが作成されました。


	
処置: 処置は必要ありません。このメッセージが表示されることはありません。このケースはRecovery Managerで自動的に検出され、データファイルが作成されます。









	 RMAN-20506: アーカイブ・ログのバックアップが見つかりません 
	
原因: リカバリ・プロセス中に、アーカイブ・ログのリストア元となるバックアップが見つかりませんでした。


	
処置: このメッセージに続いて、欠落しているアーカイブ・ログのリストが表示されます。必要なアーカイブ・ログのバックアップを使用可能にして、再試行してください。









	 RMAN-20507: ターゲットがリモートです - リストアを中止します 
	
原因: リストア・プロセス中に、1つ以上のバックアップ・ファイルがリストア操作にローカルで使用できませんでした。


	
処置: このメッセージに付随してリモート・バックアップ・ファイルのリストが表示されます。これらのバックアップをリモートからリコールして、RESTOREコマンドを再試行してください。









	 RMAN-20508: 一時リソースはすでに使用されています 
	
原因: IMPORT CATALOGコマンドで割り当てた一時リソースは、すでに使用されています。


	
処置: IMPORT CATALOGコマンドを再実行してください。









	 RMAN-20509: 一時リソースが見つかりません 
	
原因: IMPORT CATALOGコマンドで割り当てた一時リソースが、見つかりません。


	
処置: IMPORT CATALOGコマンドを再実行してください。









	 RMAN-20510: データベースがソース・リカバリ・カタログ・データベースに見つかりません 
	
原因: IMPORT CATALOGコマンドで指定したデータベースが、ソース・リカバリ・カタログ・データベースに見つかりません。


	
処置: データベースがソース・リカバリ・カタログ・データベースに登録されていることを確認してください。









	 RMAN-20511: データベース名がソース・リカバリ・カタログ・データベース内で不明瞭です 
	
原因: ソース・リカバリ・カタログ・データベースの複数のデータベースが、この名前と一致しています。


	
処置: IMPORT CATALOGコマンドでDBIDオプションを指定し、ソース・データベースを指定してください。









	 RMAN-20512: ソース・データベースはリカバリ・カタログにすでに登録されています 
	
原因: ソース・データベースがリカバリ・カタログにすでに登録されています。


	
処置: ソース・データベースが実際に登録されている場合は、それを再度登録する必要はありません。リカバリ・カタログでは、全データベースが他と重複しないDBIDを持つことが必須であることに注意してください。既存のデータベースからファイルをコピーすることで、新しいデータベースを作成する場合は、元のデータベースと同じDBIDを持つことになるため、同じリカバリ・カタログには登録できません。









	 RMAN-20514: 機能で可用性マシン・リカバリ・カタログが必要です 
	
原因: 指定したコマンドには、可用性マシン・リカバリ・カタログが必要です。


	
処置: 可用性マシン・リカバリ・カタログに接続し、コマンドを再試行します。














47 KFNDG-00200からKFNDG-00701



	 KFNDG-00200: 構文が無効です 
	
原因: renamedgに無効な構文が指定されました。


	
処置: 詳細は、renamedg -helpを試行してください。









	 KFNDG-00201: 引数が無効です 
	
原因: renamedgに無効なキーまたは値が指定されました。


	
処置: 詳細は、renamedg -helpを試行してください。









	 KFNDG-00202: パラメータPHASEの値(string)が無効です 
	
原因: パラメータPHASEに無効な値が指定されました。


	
処置: パラメータPHASEに有効な値はONE、TWOおよびBOTHです。正しい値を指定して再試行してください。









	 KFNDG-00203: ディスク・グループ名(string)が最大許容長numberを超えています 
	
原因: 無効なディスク・グループ名が指定されました。


	
処置: ディスク・グループ名に使用できる文字は32文字までです。









	 KFNDG-00204: ディスク・グループ名stringに無効な文字があります 
	
原因: 無効なディスク・グループ名が指定されました。


	
処置: ディスク・グループ名で使用できる文字は、英数字とアンダースコア(_)のみです。









	 KFNDG-00205: 構成ファイル名の解析に失敗しました 
	
原因: 無効な構成ファイル名が指定されました。


	
処置: 構成ファイル名とフォルダに対するアクセス権限を確認して、renamedgを再試行してください。









	 KFNDG-00301: 新規ディスク・グループ(string)はすでに存在しているため、renamedgを無視します 
	
原因: NEWDGNAMEに指定したディスク・グループはすでに存在しています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 KFNDG-00302: ディスク(string:string)に有効なヘッダーがありません 
	
原因: デバイス・ヘッダーが見つからないか、または破損しています。


	
処置: 示されたデバイスがASMディスク・デバイスかどうか確認してください。









	 KFNDG-00303: stringのディスク・グループ名の更新に失敗しました 
	
原因: 権限が不足しているか、またはディスクへの書込みエラーが発生しました。


	
処置: ディスクに対する権限を確認してからrenamedgを再試行してください。また、ログで詳細を確認してください。









	 KFNDG-00304: デバイスstring:stringのハートビート・ブロックにアクセスできません 
	
原因: ディスクのハートビート・ブロックが破損しています。


	
処置: ASMユーティリティを使用してディスク・ヘッダーを確認してから、renamedgを再試行してください。









	 KFNDG-00305: 構成ファイルの作成に失敗しました 
	
原因: 権限が不足しているか、またはパスが無効です。


	
処置: フォルダに対する権限を確認してから、コマンドを再試行してください。









	 KFNDG-00306: 構成ファイルに書き込むことができません 
	
原因: 権限が不足しています。


	
処置: ファイルに対するアクセス権限を確認してからrenamedgを再試行してください。









	 KFNDG-00307: 構成ファイルを読み込めません 
	
原因: 権限が不足しているか、またはディスクの読取りエラーが発生しました。


	
処置: ファイルに対するアクセス権限を確認してからrenamedgを再試行してください。









	 KFNDG-00308: 構成ファイルのエントリの処理に失敗しました: string 
	
原因: 構成ファイルが破損しています。


	
処置: ファイル情報を確認してからrenamedgを再試行してください。









	 KFNDG-00401: 割当て単位サイズの競合(number、number) 
	
原因: ディスク・グループの割当て単位サイズとディスクが対応しません。


	
処置: デバイスが破損していないことを確認してから、renamedgを再試行してください。









	 KFNDG-00402: ASMメタデータ・ブロック・サイズの競合(number、number) 
	
原因: ディスク・グループのメタデータ・ブロック・サイズとディスクが対応しません。


	
処置: デバイスが破損していないことを確認してから、renamedgを再試行してください。









	 KFNDG-00403: ディスク・グループstringの一部のディスクが検出されませんでした 
	
原因: 指定したディスク・グループにオフラインのディスクがあります。


	
処置: 詳細は、『Oracle Databaseストレージ管理者ガイド』を参照してください。









	 KFNDG-00404: ディスク・グループstringはオフラインのディスクを含んでいるため、renamedgを無視します 
	
原因: オフラインのディスクを含むディスク・グループの名前は変更できません。


	
処置: 詳細は、『Oracle Databaseストレージ管理者ガイド』を参照してください。









	 KFNDG-00405: 指定したディスク・グループstringはマウント済と判明しました 
	
原因: ディスク・グループがマウントされています。


	
処置: ディスク・グループをアンマウントしてrenamedgを再試行してください。









	 KFNDG-00406: ディスク・グループ(string)がCSSで使用中です 
	
原因: 名前を変更するディスク・グループがCluster Synchronization Service(CSS)で使用されています。


	
処置: crsctlコマンドを参照して、投票ディスクをディスク・グループから移動してください。









	 KFNDG-00407: ディスク・グループstringからディスクが見つかりません 
	
原因: ディスク・グループからディスクが検出されませんでした。


	
処置: 別の検出文字列を使用してrenamedgを試行してください。









	 KFNDG-00408: ディスク(string:string)を検出できません 
	
原因: ディスクが削除または移動されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 KFNDG-00409: ディスク(string)はディスク・グループ(string)に属していません 
	
原因: ディスクは指定したディスク・グループに含まれていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 KFNDG-00410: フォルダstring内でのデバイスの検出に失敗しました 
	
原因: 権限が不足しているか、または検出文字列が無効です。


	
処置: ログで詳細を確認してください。









	 KFNDG-00600: 内部エラーstring 
	
原因: renamedgの実行中に内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 KFNDG-00601: 致命的エラーstring 
	
原因: renamedgの実行中に致命的なエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 KFNDG-00603: デバイス検出の初期化に失敗しました 
	
原因: 汎用サービス・レイヤーとの通信中にエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 KFNDG-00700: システム依存エラー(number、string、string、string)が発生しました 
	
原因: 内部システム・エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 KFNDG-00701: I/Oの実行中にエラーnumberが発生しました 
	
原因: I/O障害が発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。














48 KFED-00400からKFED-00403



	 KFED-00400: OSシステム依存操作:stringがステータス:stringで失敗しました。 
	
原因: オペレーティング・システム・コール・エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 KFED-00401: OS障害メッセージ: string 
	
原因: オペレーティング・システム・コール・エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 KFED-00402: stringで障害が発生しました。 
	
原因: オペレーティング・システム・コール・エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 KFED-00403: 追加情報: string 
	
原因: オペレーティング・システム・コール・エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。














49 KFOD-00316からKFOD-00403



	 KFOD-00316: グリッド・プラグ・アンド・プレイ・プロファイルからASMディスク検出文字列を取得中にエラーが発生しました。[string]へのコールに失敗しました。 
	
原因: グリッド・プラグ・アンド・プレイ・サービスへのコールによるディスク検出文字列のリクエストに失敗しました。


	
処置: Cluster Ready Serviceのグリッド・プラグ・アンド・プレイ・コンポーネントが使用可能であることを確認してください。グリッド・プラグ・アンド・プレイが動作していてもコマンドを実行できない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 KFOD-00400: OSシステム依存操作: stringがステータス: stringで失敗しました。 
	
原因: OSシステム・コールでエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 KFOD-00401: OS障害が発生しました。メッセージ: string 
	
原因: OSシステム・コールでエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 KFOD-00402: 障害が発生しました。場所: string 
	
原因: OSシステム・コールでエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 KFOD-00403: 追加情報: string 
	
原因: OSシステム・コールでエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。














50 LRM-00100からLRM-00123



	 LRM-00100: 内部エラー [number] 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにエラーを連絡してください。









	 LRM-00101: 不明なパラメータ名です。'string' 
	
原因: パラメータ名の綴りが誤っています。


	
処置: パラメータ名の綴りを修正してください。









	 LRM-00102: 'string'は'string'に対して有効な範囲内にありません。 
	
原因: パラメータの値が有効範囲内にありません。


	
処置: このパラメータの有効値については、ドキュメントを参照してください。









	 LRM-00103: 'string'は'string'に対して不正な整数基数です。 
	
原因: 無効な整数基数の指定が見つかりました。


	
処置: 整数基数の指定は、d、h、DおよびHのみで行ってください。









	 LRM-00104: 'string'は'string'に対して無効な整数です。 
	
原因: 値が有効な整数ではありません。


	
処置: このパラメータに有効な整数のみを指定してください。









	 LRM-00105: 'string'は'string'に対して無効なブール値です。 
	
原因: 値が有効なブール値ではありません。


	
処置: 有効なブール値については、ドキュメントを参照してください。









	 LRM-00106: メモリー不足です 
	
原因: オペレーティング・システムのメモリーが不足しています。


	
処置: メモリーの量を増やしてプログラムが使用できるようにしてください。









	 LRM-00107: パラメータ名の略称'string'が一意ではありません。 
	
原因: 指定された略称が一意ではありませんでした。


	
処置: より長い略称を使用して、パラメータ名を一意にしてください。









	 LRM-00108: 位置パラメータ値'string'が無効です。 
	
原因: 無効な位置パラメータが入力されています。


	
処置: 無効な位置パラメータを削除してください。









	 LRM-00109: パラメータ・ファイル'string'をオープンできません。 
	
原因: パラメータ・ファイルが存在しません。


	
処置: 適切なパラメータ・ファイルを作成してください。









	 LRM-00110: 'string'で構文エラーが発生しました。 
	
原因: 構文エラーが検出されました。


	
処置: 正しい構文が使用されるように入力を変更してください。









	 LRM-00111: 値'string'の右引用符がありません。 
	
原因: 引用符付き文字列が開始されましたが、終了されていません。


	
処置: 正しい位置に終了の引用符を記述してください。









	 LRM-00112: パラメータ'string'に複数の値を指定できません。 
	
原因: 1つの値のみをとるパラメータに複数の値を指定しようとしました。


	
処置: このパラメータには複数の値を指定しないでください。









	 LRM-00113: ファイル'string'の処理中にエラーが発生しました。 
	
原因: このファイルの処理中に問題が発生しました。


	
処置: 追加のエラー・メッセージを調べ、その問題を修正してください。









	 LRM-00114: コマンドラインの処理中にエラーが発生しました。 
	
原因: コマンドラインの処理中に問題が発生しました。


	
処置: 追加のエラー・メッセージを調べ、その問題を修正してください。









	 LRM-00115: 環境変数の処理中にエラーが発生しました。 
	
原因: 環境変数の処理中に問題が発生しました。


	
処置: 追加のエラー・メッセージを調べ、その問題を修正してください。









	 LRM-00116: 'string'に続く'string'で構文エラーが発生しました。 
	
原因: 構文エラーが検出されました。


	
処置: 正しい構文が使用されるように入力を変更してください。









	 LRM-00117: 入力の開始で'string'に構文エラーが発生しました。 
	
原因: 構文エラーが検出されました。


	
処置: 正しい構文が使用されるように入力を変更してください。









	 LRM-00118: 入力の終わりで'string'に構文エラーが発生しました。 
	
原因: 構文エラーが検出されました。


	
処置: 正しい構文が使用されるように入力を変更してください。









	 LRM-00119: 'string'に対する有効な値が取得できません。 
	
原因: このパラメータに有効な値が取得できませんでした。


	
処置: アプリケーションを再実行し、有効な値を入力してください。









	 LRM-00120: 'string'は'string'に対して有効なOracle番号ではありません。 
	
原因: この値は、有効なOracle番号ではありません。


	
処置: 有効なOracle番号の値については、ドキュメントを参照してください。









	 LRM-00121: 'string'は'string'の値に使用できません。 
	
原因: パラメータの値が有効ではありません。


	
処置: 有効な値については、ドキュメントを参照してください。









	 LRM-00122: 値'string'('string'の)は必ず'number'から'number'の間です。 
	
原因: パラメータの値が有効範囲内にありません。


	
処置: 有効範囲内の値を指定してください。









	 LRM-00123: 入力ファイルで無効な文字numberが見つかりました。 
	
原因: 入力ファイルで無効な文字が検出されました。


	
処置: 有効な文字のみを含む入力ファイルを指定してください。














51 LFI-00002からLFI-01525



	 LFI-00002: メモリー不足です。string 
	
原因: ファイルI/Oパッケージは、メモリーを動的に割り当てようとして失敗しました。関数名は追加コメントに使用され、どこで、いつ、どうしてエラーが発生したのかを示します。


	
処置: 実行しているプログラムで、より多くのメモリーを使用可能にするために必要な処置を行ってください。









	 LFI-00003: 内部例外コード。icode = [string], [string] 
	
原因: 不明: パラメータによって示されます。最初の'%s'は内部例外コードを示し、2番目はその他の追加コメントを示します。


	
処置: 適切な開発グループに連絡してください。









	 LFI-00004: stringの呼出しができません。 
	
原因: 関数コールに失敗しました。このエラーは一般的なメッセージで、例外が特定の関数名で発生したことを示しています。これによって、クライアントは例外スタックを調べてトレース・ランタイム・コールの順序を知ることができます。


	
処置: 詳細は、付随するエラー・メッセージを参照してください。









	 LFI-00005: stringで一部メモリーの解放に失敗しました。 
	
原因: 関数名での一部メモリーの解放の呼出しに失敗しました。


	
処置: 詳細は、付随するエラー・メッセージを参照し、ただちにOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 LFI-00006: 関数stringのパラメータが無効です。 
	
原因: 無効なパラメータで関数が呼び出されました。


	
処置: 関数コールを確認し、確実に正しいパラメータを渡してください。









	 LFI-00007: NLSRTLのコールに失敗しました。string 
	
原因: LXコールに失敗しています。


	
処置: パラメータが正しいかどうかを確認してください。パラメータが有効な場合、ただちに適切なグループに連絡してください。









	 LFI-00008: SLTSの初期化/終了が、stringで失敗しました。 
	
原因: SLTSの呼出しが、関数'%s'で失敗しています。


	
処置: 適切な開発グループに連絡してください。









	 LFI-00100: 操作を実行できません。ファイルがstringでオープンされていません。 
	
原因: 操作が行われたときに、ファイルが正常にオープンされていませんでした。


	
処置: 読込み用ファイルが存在しているか、またはプログラムがファイルへの書込みアクセス権を持っているかどうかを確認してください。ファイルが単にオープンされなかった可能性もあります。









	 LFI-00101: 書込みに失敗しました、ファイルを書き込めません。 
	
原因: バッファの書込み操作に失敗しました。無効なパラメータを渡した可能性があります。


	
処置: 詳細は、根本的なエラーを確認してください。









	 LFI-00102: 順次アクセス・ファイルではシークできません。 
	
原因: 順次ファイル操作のために、ファイルがフラグLFILFA_SEQでオープンされました。ランダム・アクセス用にLFILFA_RANDOMフラグでオープンされたファイルでのみ、シークを使用してください。


	
処置: ファイルがどのようにオープンされ、アクセスされたのかを調べ、2つの操作に一貫性があるように(両方の操作を順次またはランダムのいずれかに)してください。









	 LFI-00103: シーク操作が失敗しました。 
	
原因: バッファのシーク操作に失敗しました。不正なパラメータまたはフラグが原因である可能性があります。


	
処置: シーク・コマンドの構文を確認して、操作を再試行してください。









	 LFI-00104: 読込み操作が失敗しました。 
	
原因: バッファの読込み操作に失敗しました。不正なパラメータまたはフラグが原因である可能性があります。


	
処置: 読込みコマンドの構文を確認して、操作を再試行してください。









	 LFI-00105: パスが追加できません。 
	
原因: エラーの原因は、次のいずれかです。現行のパスが正しい形式でないか、ディレクトリが正しい形式でないか、または名前オブジェクトが正しく初期化されていません。


	
処置: 現行のパスと新規ディレクトリの形式を確認してください。名前オブジェクトが正しく初期化されたことを確認してください。









	 LFI-00106: 1つのパス・オブジェクトが複数のパスを指しています。 
	
原因: lfippth()に渡されたパス・オブジェクトが、複数のパスを保持しています。


	
処置: lfippth()で使用されるパス・オブジェクトが、パスを1つのみ保持することを確認してください。









	 LFI-00107: オープン操作で、ファイル[string][string]は存在しないことになっています。 
	
原因: オープンに指定されたフラグは、ファイルが存在しないことを示しています。ただし、ファイルは存在します。


	
処置: ファイルに指定されたオプションが正しいこと、またファイルの存在を想定していないことを確認してください。その場合は、ファイルが存在する理由を検索してください。









	 LFI-00108: オープン操作で、ファイル[string][string]が存在することになっています。 
	
原因: オープンに指定されたフラグは、ファイルが存在することを示します。ただし、ファイルは存在しません。


	
処置: ファイルに指定されたオプションが正しいこと、またファイルの存在を想定していることを確認してください。その場合は、ファイルが存在しない理由を調べてください。









	 LFI-00109: ファイル[string][string]をオープンできません。string。 
	
原因: 原因は次のいずれかです。プロセスに、ファイルのオープンに必要で適切なアクセス権がないか、またはファイルはすでにオープンされています。


	
処置: 適切なアクセス権が割り当てられていることを確認してください。この条件が満たされていてもファイルがオープンできない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 LFI-00110: Buffer Managerを初期化できません。. 
	
原因: Buffer Managerの初期化ルーチンに失敗しました。メモリーを使い果した可能性があります。


	
処置: 詳細は、付随するエラー・メッセージを参照してください。









	 LFI-00111: その他のフラグは固定長フォーマットでは使用できません。 
	
原因: 関数lfigfo()が、無効なファイルID記述子で呼び出されました。有効なファイルID記述子はLFISTDIN、LFISTDOUTおよびLFISTDERRです。


	
処置: lfigfo()の呼出しを確認し、それが正しいことを確認してください。









	 LFI-00113: 標準ファイル・オブジェクトstringを初期化できません。 
	
原因: 標準ファイル・オブジェクトをオープンする呼出しに失敗しました。


	
処置: 詳細は、根本的なエラーを確認してください。









	 LFI-00114: stringでの追加はできません。 
	
原因: あるオプションを使用して追加しようとしました。


	
処置: フラグ・オプションを確認して、使用方法を検証してください。









	 LFI-00115: バッファを解放できません。 
	
原因: バッファのフラッシュに失敗した可能性があります。


	
処置: 詳細は、付随するエラー・メッセージを参照してください。









	 LFI-00116: 操作stringではファイルをクローズできません。 
	
原因: ファイルのクローズ操作に失敗しました。


	
処置: 詳細は、付随するエラー・メッセージを参照してください。









	 LFI-00117: ファイル名を変更できません。 
	
原因: 名前の変更操作に失敗しました。一時ファイルでの操作によってファイルが保護される場合、名前の変更が呼び出されます。


	
処置: プロセスが名前の変更を実行するための正しいアクセス権を持っていることを確認してください。









	 LFI-00118: タイプを「不明」に変更できません。 
	
原因: ファイルの拡張子をLFIEXUNK(不明)に変更するために、関数lfichty()が呼び出されました。これは有効な操作ではありません。


	
処置: この操作を行う理由を確認してください。拡張子がすでに不明の場合は、必要ありません。拡張子を必要としない場合、拡張子型LFIEXNONEを使用してください。









	 LFI-00119: 未保護のファイルを強制終了できません。 
	
原因: 保護ファイルとしてオープンされなかったファイルに、強制終了関数lfiabt()が呼び出されました。このような強制終了は有効ではありません。


	
処置: 保護ファイルとしてファイルをオープンしようとしたのかどうかを確認してください。









	 LFI-00120: ルート・ファイル名stringを解析できません。 
	
原因: lfimknam()に指定されたルート・ファイル名は、このプラットフォームが認識する形式ではありません。


	
処置: ファイル名の形式を確認して、操作を再試行してください。









	 LFI-00121: オープン・タイプとして指定できるのは、REPLACE、PROTのいずれかです。 
	
原因: 次の2つ以上のオープン・タイプ・オプションがlfilini()関数に指定されました。LFILOPTY_REPLACEまたはLFILOPTY_PROT。


	
処置: これらのオプションのうち1つのみを渡すように、1つ以上のオプションを削除してください。









	 LFI-00122: 削除できるのは、作成したファイルのみです。 
	
原因: 削除ファイル・フラグが、このファイル操作で作成されていないファイルに指定されました。ファイルを削除する機能には移植性がありません。このパッケージで実行可能な削除は、ファイルを作成したときに削除することを認識している場合のみです。


	
処置: 作成したファイルのみを削除できます。作成していないファイルを削除する必要がある場合、他の方法を見つけてください。









	 LFI-00123: 順次アクセスとランダム・アクセスの両方は実行できません。 
	
原因: ファイル・オブジェクト作成中に、LFILFA_SEQ(順次)およびLFILFA_RANDOM(ランダム)フラグが指定されました。これは許可されていません。これらのうち1つのみを指定できます。


	
処置: どのようにファイルにアクセスするかを選択してください。ランダムを選択しても、再配置関数を使用せずに順次にアクセスできます。









	 LFI-00124: アクセス方法が指定されていません。デフォルトは順次アクセスです。 
	
原因: ファイル・オブジェクト作成中に、LFILFA_SEQ(順次)もLFILFA_RANDOM(ランダム)も指定されませんでした。


	
処置: デフォルトは順次ですが、これを明示的に設定してください。









	 LFI-00125: ランダム・アクセスは固定長レコードのファイルでしか行えません。 
	
原因: 固定長レコードに編成されていないファイルで、LFILFA_RANDOMフラグが指定されました。ランダム・アクセスは、固定長ファイルでのみ可能です。


	
処置: データの編成が可変長レコードにあり、ファイルにランダム・アクセスする必要があるかどうかを判断してください。両方の条件に該当する場合は、ファイル全体または十分な量をバッファして、ランダム・アクセスを不要にする必要があります。別のオプションとして、ファイルをクローズおよび再スキャンすることもできますが、これは最適な解決策ではありません。









	 LFI-00126: レコード形式は「固定」または「可変」のいずれかです。 
	
原因: ファイル・オブジェクト作成中に、LFILRF_FIXED(固定)およびLFILRF_VAR(可変)が指定されました。所定のファイルには、これらのうち1つのみが指定できます。


	
処置: ファイルの編成方法を決定し、一致するオプションを選択してください。









	 LFI-00127: レコードの形式が指定されていません。デフォルトは可変です。 
	
原因: レコード形式に、LFILRF_FIXED(固定)もLFILRF_VAR(可変)も指定されませんでした。それぞれのファイルには、どちらか一方を指定する必要があります。


	
処置: デフォルトはLFILRF_VARですが、ファイル・オブジェクト作成中に、これを明示的に設定してください。









	 LFI-00128: キャリッジ制御が有効なのは、標準ファイル・オブジェクトのみです。 
	
原因: キャリッジ制御オプションが有効なのは、標準ファイル・オブジェクト(LFISTDIN、LFISTDOUT、LFISTDERR)のみです。このオプションをその他のタイプのファイルに指定することはできません。


	
処置: レコード形式に、LFILRF_FIXEDまたはLFILRF_VARのいずれかを指定してください。









	 LFI-00129: 入力専用ファイルで無効なオプションstringが指定されました。 
	
原因: ファイルは入力専用としてオープンされましたが、出力モード・オプションLFILRF_WR_ASISまたは削除オプションLFLOPTY_DELETEが指定されました。


	
処置: ファイルのオープン方法を確認し、必要な変更を行ってください。









	 LFI-00130: 出力専用ファイルで入力オプションが指定されました。 
	
原因: ファイルは出力専用としてオープンされましたが、入力モード・オプション(LFILRF_READ_NLまたはLFILRF_FORCE_NL)のいずれかが指定されました。


	
処置: ファイルのオープン方法を確認し、必要な変更を行ってください。









	 LFI-00131: オープン・タイプが指定されていません。 
	
原因: ファイル・オブジェクトが、オープン・タイプ(LFILOPTY_INPUT、LFILOPTY_OUTPUTなど)を指定せずに作成されました。


	
処置: ファイルへのアクセス方法を決定し、オープン・タイプのうち1つを指定してください。









	 LFI-00132: レコード長stringがstringの最大長を超えています。 
	
原因: ファイルに指定されたレコード長が、このプラットフォームでサポートされる最大長を超えています。


	
処置: レコード長を短くしてください。









	 LFI-00133: 作成するファイルstringはすでに存在しています。 
	
原因: ファイル・オブジェクトが、LFILOPTY_REPLACEを使用せずにLFILOPTY_OUTPUTで初期化されましたが、この名前のファイルはすでに存在しています。


	
処置: 適切なファイルを作成していることを確認してください。存在するファイルを上書きする場合、ファイル・オブジェクトを初期化するときに置換オプションLFILOPTY_REPLACEを指定してください。









	 LFI-00134: 追加操作に関してはファイル保護はできません。 
	
原因: LFILOPTY_APPENDおよびLFILOPTY_PROTオプションの両方がファイルに指定されました。これは、オープン時にファイル全体をコピーする必要があるため、現在許可されていません。


	
処置: 追加操作に対してファイルの保護が必要であるかどうかを決定してください。必要であれば、追加する前にコピーを作成することを考えてください。









	 LFI-00135: 一時ファイルを削除できません。 
	
原因: ファイルを保護するために一時ファイルが作成されています。一時ファイルが必要でなくなったとき、LFIがそのファイルを削除しようとしましたが削除できませんでした。


	
処置: 権限と一時ファイルが作成されている場所を確認してください。









	 LFI-00136: オープンしたファイルのタイプは変更できません。 
	
原因: オープンしたファイルに関数lfichty()が呼び出されました。


	
処置: これはクライアント・コードのエラーです。この場合lfichty()は使用しないでください。









	 LFI-00137: stringは、stringであるファイル・オブジェクトで実行できません。 
	
原因: 示された理由のため、ファイル・オブジェクトでLFI操作を実行できません。


	
処置: 適切な対処法を取ってください。たとえば、操作の実行前にファイルをオープンする必要がある場合は、クライアント・コードがファイルを最初にオープンする必要があります。









	 LFI-00138: stringは、stringである名前オブジェクトで実行できません。 
	
原因: 示された理由のため、名前オブジェクトでLFI操作を実行できません。


	
処置: 適切な対処法を取ってください。









	 LFI-00139: オプションstringは、オプションstringと同時に、stringのコールで使用できません。 
	
原因: このような関数コールでは、最初のオプションと2番目のオプションは、同時に使用できません。


	
処置: コードを再確認して、必要なオプションを決定してください。









	 LFI-00140: 入出力ファイルに無効なオプションstringが指定されています。 
	
原因: ファイルが入出力用としてオープンされ、モード・オプション(LFIOPTY_DELETEまたはnon-LFIOPTY_RANDOM)のいずれかが指定されました。


	
処置: ファイルのオープン方法を確認し、必要な変更を行ってください。









	 LFI-00141: 操作stringでファイルを強制終了できません。 
	
原因: 強制終了に失敗しました。


	
処置: 詳細は、根本的なエラーを確認してください。









	 LFI-00142: 既存のファイル[string][string]はOracleが所有者ではないため削除できません。 
	
原因: そのファイルは、Oracleによって作成されていません。


	
処置: 所有者をOracleに変更するか、Oracleにそのファイルを削除するアクセス権を付与してください。









	 LFI-00143: 削除対象のファイルstringが存在しません。 
	
原因: 削除するファイルが存在しません。


	
処置: 詳細は、根本的なエラーを確認してください。









	 LFI-00144: ファイル[string][string]が存在しません。 
	
原因: 指定したファイルが存在しません。


	
処置: ファイルの存在を確認して、操作を再試行してください。









	 LFI-00145: ユーザー・バッファが小さすぎます。 
	
原因: 渡されたバッファが十分な大きさではありません。


	
処置: より大きいバッファを割り当てて、操作を再試行してください。









	 LFI-00146: コピー操作でファイルstring.stringは存在しません。 
	
原因: 宛先ファイルが存在しないと想定されていますが、存在します。


	
処置: そのファイルが存在する理由を調べてください。









	 LFI-00147: ファイルstring.stringが存在しません。 
	
原因: 指定したファイルが存在しません。


	
処置: ファイルの存在を確認して、操作を再試行してください。









	 LFI-00148: stringは、バイト・モードでオープンしたファイルに対してのみコールできます。 
	
原因: バイト・モードのファイルにのみ使用するルーチンが、レコード・モードでオープンされたファイルにコールされました。


	
処置: この関数を使用するには、そのファイルをバイト・モードでオープンしてください。









	 LFI-00149: 関数stringでハッシュ表を破棄するときにエラーが発生しました。 
	
原因: キャッシュ・パス・オブジェクトが想定されていますが、存在しません。


	
処置: この関数を使用するには、パス・オブジェクトをキャッシュ・パス・オブジェクトにしてください。









	 LFI-00150: 関数stringでハッシュ表を作成するときにエラーが発生しました。 
	
原因: ルーチンがパス・オブジェクト・ハッシュ表の作成に失敗しました。


	
処置: startsize値がLHTQMAXSLOTS値以下であることを確認してください。









	 LFI-00151: 関数stringでハッシュ表へ挿入するときにエラーが発生しました。 
	
原因: ルーチンがハッシュ表への挿入に失敗しました。


	
処置: メモリーの割当てが十分にあり、ハッシュ表が存在することを確認してください。









	 LFI-00152: 読込み操作 (バイト・モード) が失敗しました。 
	
原因: バイト・モードの読込み操作に失敗しました。不適切なパラメータまたはフラグに原因があるか、あるいはファイルの終わりを超えて読み込もうとしている可能性があります。


	
処置: 読込みコマンドの構文およびファイルのサイズを確認してください。









	 LFI-01000: ファイルに行を書き込めません。 
	
原因: 書込み先のファイルがオープンされていないか、ファイルの終わりに達しています。


	
処置: 詳細は、根本的なエラーを確認してください。









	 LFI-01001: ファイルにstringバイトを書き込めません。 
	
原因: 書込み先のファイルがオープンされていないか、ファイルの終わりに達しています。


	
処置: 詳細は、根本的なエラーを確認してください。









	 LFI-01002: ファイルから行を読み込めません。 
	
原因: 読込み元のファイルが、オープンしていない可能性があります。


	
処置: 詳細は、根本的なエラーを確認してください。









	 LFI-01003: ファイルから stringバイトを読み込めません。 
	
原因: 読込み元のファイルが、オープンしていない可能性があります。


	
処置: 詳細は、付随するエラー・メッセージを参照してください。









	 LFI-01004: バッファを空にできません。 
	
原因: バッファ・マネージャが、元のファイルへ書き込めない可能性があります。


	
処置: 詳細は、根本的なエラーを確認してください。









	 LFI-01005: バッファの埋込みができません。 
	
原因: バッファ・マネージャが、元のファイルから読み込めない可能性があります。


	
処置: 詳細は、付随するエラー・メッセージを参照してください。









	 LFI-01006: stringで、ファイルが文字の途中で終了しています。 
	
原因: 行が文字の途中で終了しています。


	
処置: 詳細は、根本的なエラーを確認してください。









	 LFI-01007: 関数stringで長すぎる行が見つかりました。 
	
原因: 行の長さが最大長を超えています。


	
処置: 詳細は、根本的なエラーを確認してください。









	 LFI-01500: OSD関数stringの呼出しでエラー状態が発生しました。 
	
原因: OSD関数の呼出しで、エラー状態が発生しました。mallocまたはfree関数の呼出しに失敗したとき、このメッセージが表示されます。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 LFI-01501: tmpnam()で一時ファイル名を生成できません。 
	
原因: オペレーティング・システムが一時ファイル名を作成できませんでした。


	
処置: 開発会社に連絡してください。









	 LFI-01502: ベースとなるファイル名が存在しません。 
	
原因: 解析されたファイル名にベース・ファイルがありません。すべてパスであるか、または拡張子であるかのいずれかです。


	
処置: 渡されるファイル名が正しいかどうかを確認してください。









	 LFI-01503: ファイル名の生成で、最大ファイル名サイズを超えました。 
	
原因: ファイル名の生成中に、新規ファイル名を保持するために割り当てられたバッファを超えました。


	
処置: 開発会社に連絡してください。









	 LFI-01504: fseek()が(OSD戻り値 = string)となり、stringで失敗しました。 
	
原因: 関数fseek()でエラーが戻されました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 LFI-01505: fclose()が(OSD戻り値 = string)となり、stringで失敗しました。 
	
原因: 関数fclose()でエラーが戻されました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 LFI-01506: fflush()が(OSD戻り値 = string)となり、失敗しました。 
	
原因: 関数fflush()でエラーが戻されました。


	
処置: 開発会社に連絡してください。









	 LFI-01507: fwrite()が(OSD戻り値 = string)となり、stringで失敗しました。 
	
原因: ファイル・ポインタがNULLであるか、または書込み用にオープンされていません。


	
処置: 開発会社に連絡してください。









	 LFI-01508: access()が失敗しました。 
	
原因: access()の呼出しに失敗しました。


	
処置: 開発会社に連絡してください。









	 LFI-01509: fopen()が(OSD戻り値 = string)となり、失敗しました。 
	
原因: fopen()の呼出しに失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 LFI-01510: fread()が(OSD戻り値 = string)となり、stringで失敗しました。 
	
原因: fread()の呼出しに失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 LFI-01511: unlink()が(OSD戻り値 = string)となり、stringで失敗しました。 
	
原因: unlink()の呼出しに失敗しました。


	
処置: 開発会社に連絡してください。









	 LFI-01512: stat()が失敗しました。 
	
原因: stat()の呼出しに失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 LFI-01514: ftell()がstringで失敗しました。 
	
原因: 関数ftell()でエラーが戻されました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 LFI-01515: truncate()が失敗しました。 
	
原因: 関数truncate()でエラーが戻されました。


	
処置: 開発会社に連絡してください。









	 LFI-01516: read()が(OSD戻り値 = string)となり、stringで失敗しました。 
	
原因: read()の呼出しに失敗しました。


	
処置: 開発会社に連絡してください。









	 LFI-01517: open()が(OSD戻り値 = string)となり、失敗しました。 
	
原因: open()の呼出しに失敗しました。


	
処置: 開発会社に連絡してください。









	 LFI-01518: write()が(OSD戻り値 = string)となり、stringで失敗しました。 
	
原因: write()の呼出しに失敗しました。


	
処置: 開発会社に連絡してください。









	 LFI-01519: llseek()が(OSD戻り値 = string)、stringで失敗しました。 
	
原因: 関数llseek()でエラーが戻されました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 LFI-01520: close()が(OSD戻り値 = string)となり、stringで失敗しました。 
	
原因: 関数close()でエラーが戻されました。


	
処置: 開発会社に連絡してください。









	 LFI-01521: fsync()が(OSD戻り値 = string)となり、stringで失敗しました。 
	
原因: 関数fsync()でエラーが戻されました。


	
処置: 開発会社に連絡してください。









	 LFI-01522: opendir()が失敗しました。 
	
原因: 関数opendir()でエラーが戻されました。


	
処置: 開発会社に連絡してください。









	 LFI-01523: rename()に失敗しました。 
	
原因: 関数rename()でエラーが戻されました。


	
処置: 開発会社に連絡してください。









	 LFI-01524: fdopen()が(OSD戻り値 = string)となり、失敗しました。 
	
原因: fdopen()の呼出しに失敗しました。


	
処置: 開発会社に連絡してください。









	 LFI-01525: setvbuf()が失敗しました。 
	
原因: lficstd()の呼出しに失敗しました。


	
処置: 開発サービスに連絡してください。














52 PLS-00049からPLS-01918



	 PLS-00049: バインド変数stringが正しくありません。 
	
原因: PL/SQLのクライアント(コール元)が解析したバインド変数が無効と通知されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-00102: ネストが深すぎるため、解析機能スタックがオーバーフローしました。 
	
原因: PL/SQL文の構文を調べる解析機能は、スタックと呼ばれるデータ構造を使用します。PL/SQLブロック内のネストのレベル数が、スタックの容量を超えました。


	
処置: ブロック構造を再編成して、深いネスティングを行わないようにしてください。たとえば、最も下のレベルのサブブロックを、それより高いレベルに移動してください。









	 PLS-00103: string 
	
原因: 解析機能が発行するエラー・メッセージです。現在のコンテキストでは不適切なトークン(言語要素)が見つかりました。


	
処置: エラー・メッセージに示されたトークンと前のトークンを調べてください。エラー・メッセージに記された行および列の番号は、誤りを含んでいる言語構造の末尾を示しています。









	 PLS-00104: プロシージャstringのコールでは、空の引数リストは省略してください。 
	
原因: サブプログラム・コールで、サブプログラム名の後に空のパラメータ・リストがあります。たとえば、プロシージャPがP()として呼び出されていました。これは許可されていません。


	
処置: 空のパラメータ・リストを削除してください。前述の例では、プロシージャ・コールをPに変更してください。









	 PLS-00105: 型stringの前方宣言は1つしか許可されていません。 
	
原因: 複数の先送り宣言は不要です。


	
処置: 先送り宣言を1つ残して、他をすべて削除してください。









	 PLS-00108: 宣言単位は、単一の変数宣言である必要があります 
	
原因: 宣言単位(BEGIN...ENDを伴わないトップレベルの宣言ブロック)の確認中に、PL/SQLはある項目が複数宣言されているか、変数の宣言ではない項目を検出しました。表は、宣言単位レベルでの共通の変数宣言です。TABLEを定義するには、DECLAREコンパイル・ユニットをコンパイルします。ただし、1度に実行できるのは1つのみです。


	
処置: 別々の宣言単位に変数を宣言してください。









	 PLS-00109: PRAGMA EXCEPTION_INITに不明な例外名stringがあります。 
	
原因: EXCEPTION_INITプラグマで参照される例外名の宣言が、プラグマの有効範囲内にありません。


	
処置: 例外宣言の後にプラグマが続いていることと、同じ有効範囲内にあることを確認してください。









	 PLS-00110: バインド変数stringはこのコンテキストでは使用できません。 
	
原因: 接頭辞としてコロンの付いた識別子であるバインド変数が、不適切なコンテキストで見つかりました。


	
処置: コロンを削除するか、バインド変数を適当なオブジェクトで置き換えてください。









	 PLS-00111: コメントの中にファイルの終わり(EOF)があります。 
	
原因: コメント開始文字(/*)でコメントが始まりましたが、コメント終了文字(*/)を見つける前にEOFに達しました。


	
処置: コメント開始文字を削除するか、コメント終了文字を追加してください。エラー・メッセージに付随する行番号と列番号は、コメント開始文字の前の最後の有効なトークンの先頭を指しています。









	 PLS-00112: 引用された識別子の中に行の終わり(EOL)があります。 
	
原因: 二重引用符で囲まれた識別子に始めの二重引用符(")はありますが、終わりを示す二重引用符(")を見つける前にEOLに達しました。


	
処置: 初めの二重引用符を削除するか、終わりを示す二重引用符を追加してください。エラー・メッセージに付随する行番号と列番号は、引用符で囲まれた識別子の先頭を示しています。









	 PLS-00113: END識別子stringは、string(行string、列string)と一致する必要があります 
	
原因: いくつかの言語構造(ループ、ブロック、ファンクション、プロシージャなど)の終わりを示すキーワードENDの後には、オプションとして構造の名前を指定できます。たとえば、ループLの定義の末尾には、END Lと指定できます。このエラーは、オプションの名前が言語構造に与えられた名前と一致しないときに発生します。通常は、識別子の綴りに誤りがあるか、ブロック構造が不完全なときに発生します。


	
処置: END識別子の綴りが言語構造に指定された名前と一致し、ブロック構造が正しいかどうかを確認してください。









	 PLS-00114: 識別子stringが長すぎます。 
	
原因: PL/SQL変数の名前が30文字を超えています。正しい識別子(引用された識別子を含む)の長さは、最大で30文字です。文字列リテラルが、誤って、引用符ではなく二重引用符で囲まれている可能性があります。その場合、PL/SQLでは引用された識別子とみなされます。


	
処置: 識別子を短くしてください。









	 PLS-00115: このPRAGMAは'string'の宣言の後に続かなければなりません。 
	
原因: プラグマが未宣言のPL/SQLオブジェクトを参照しています。または、プラグマが参照の有効範囲の中にありません。識別子をプラグマの中で使用するには、その識別子を宣言する必要があります。前方参照は許可されません。


	
処置: 識別子の綴りと宣言を確認してください。また、宣言がブロック構造内の正しい位置に置かれていることも確認してください。









	 PLS-00116: 表の式でwhere句が重複しています。 
	
原因: DELETE文、SELECT文またはUPDATE文の中で、複数のWHERE句が見つかりました。WHERE句は、表の中の行が処理される条件を指定します。条件には、ANDまたはORで結合した複数の論理式を入れることができますが、文が含むことのできるWHERE句は1つのみです。


	
処置: WHERE句の1つを削除し、必要に応じて、ANDまたはORで論理式を結合してください。









	 PLS-00117: 表の式でconnect-by句が重複しています。 
	
原因: SELECT文に複数のCONNECT BY句が見つかりました。CONNECT BY句は、行を階層的な順序で戻すために使用される関係を定義します。関係には、関係演算子(=や!=など)で区切られた2つの式を入れることができますが、文が含むことのできるCONNECT BY句は1つのみです。


	
処置: CONNECT BY句の1つを削除し、必要に応じて、関係演算子で式を分けてください。









	 PLS-00118: 表の式でgroup-by句が重複しています。 
	
原因: SELECT文に複数のGROUP BY句が見つかりました。GROUP BY句は、選択された行の各グループの集計行を作成するために使用される列の式のリストを与えます。このリストには、カンマ(,)で区切られた複数の列式を入れることができますが、文が含むことのできるGROUP BY句は1つのみです。


	
処置: GROUP BY句の1つを削除し、必要に応じて、列の式をカンマ(,)で分けてください。









	 PLS-00119: 表の式でhaving句が重複しています。 
	
原因: SELECT文に複数のHAVING句が見つかりました。HAVING句は、(GROUP BY句で作成された)行のグループを結果に入れるときの条件を指定します。条件には、ANDまたはORで結合された複数の論理式を入れることができますが、文が含むことのできるHAVING句は1つのみです。


	
処置: HAVING句の1つを削除し、必要に応じて、ANDまたはORで論理式を結合してください。









	 PLS-00120: OPEN文に不適当な引数があります。 
	
原因: COUNT以外のSQLグループ関数の引数リストで、アスタリスク(*)オプションが使用されました。たとえば、コードがSELECT SUM(*) INTO emp_count FROM emp;となっていた可能性があります。これはCOUNT(*)とする必要があります。表内の行数を戻すアスタリスク・オプションを使用できるのはCOUNTのみです。


	
処置: 引数リストからアスタリスク・オプションを削除し、1つ以上のデータベース列を参照する式と置き換えてください。









	 PLS-00122: セパレータstringは、特定の組込み関数でのみ使用できます。 
	
原因: 一部の組込み関数は、引数のセパレータとして、(カンマ(,)のかわりに)キーワードを使用します。組込み関数の引数のセパレータはCHR、TRANSLATE USING CAST AS TRIM、TRAILING、LEADING、BOTH、FROMです。それ以外の組込み関数が、セパレータとして、キーワードを使用しています。


	
処置: 引数リストを修正するか、関数名を変更してください。









	 PLS-00123: プログラムが大きすぎます(string) 
	
原因: PL/SQLは安定したトランザクション処理を実現することを重視して設計されています。こうした特殊な目的で設計された結果、PL/SQLコンパイラはブロック・サイズに制限を設けています。制限は、PL/SQLブロックの中の文の構成に依存します。この制限を超えるブロックがあると、エラーが発生します。


	
処置: 最適な解決方法は、定義するサブプログラムごとにプログラムをモジュール化し、Oracleデータベースに格納する方法です。もう1つの解決方法は、プログラムを2つのサブブロックに分割することです。最初のブロックで、2番目のブロックが必要としているデータを一時データベース表にINSERTします。2番目のブロックで、その表からデータをSELECTしてください。









	 PLS-00124: exception_initプラグマの第1引数は例外名である必要があります 
	
原因: EXCEPTION_INITプラグマに渡された第1引数が例外名ではありませんでした。この第1引数は正しく宣言された例外名を指定する必要があります。


	
処置: 第1引数を正しく宣言された例外名にしてください。









	 PLS-00125: 型名が必要です。 
	
原因: 定数または変数を宣言するときに、データ型を指定しませんでした。たとえば、コードがpi CONSTANT := 3.14159;となっていた可能性があります。これはCONSTANT REAL := 3.14159とする必要があります。すべての定数および変数にはデータ型が必要であり、データ型が格納の形式、制約および値の有効範囲を指定します。


	
処置: 型名を指定してください。









	 PLS-00126: Selector ALLは使用できません。 
	
原因: システム権限または文オプションを指定するためのALLがSQL文で使用されました。PL/SQLは、ALLショートカットをサポートしません。


	
処置: SQL文からALLショートカットを削除してください。









	 PLS-00127: プラグマstringはサポートされていません。 
	
原因: 示されたプラグマ(コンパイラ・ディレクティブ)は、PL/SQLでサポートされているものの中にはありません。プラグマ名の綴りまたはプラグマの構文に誤りがある可能性があります。


	
処置: プラグマの綴りを確認し、正しい構文が使用されていたことを確認してください。









	 PLS-00128: プラグマstringの引数の数が正しくありません。 
	
原因: 示されたプラグマ(コンパイラ・ディレクティブ)に渡された引数(実際のパラメータ)の数が誤っています。必要な引数が引数リストに入っていないか、またはプラグマの構文が誤っています(たとえば、2つのパラメータ間のカンマ(,)が欠落しています)。


	
処置: 必要な引数を指定するか、構文エラーを修正してください。









	 PLS-00129: PRAGMA INTERFACEでは、第1引数はCである必要があります 
	
原因: プラグマINTERFACEに渡された最初の引数にC以外のホスト言語が指定されました。現在、ホスト言語としてサポートされているのはC言語のみです。パラメータの綴りまたはプラグマの構文に誤りがあります(たとえば、2つのパラメータの間にカンマ(,)が欠落しています)。


	
処置: 最初のパラメータの綴りを確認し、正しい構文が使用されていたことを確認してください。最初のパラメータはCにしてください。









	 PLS-00130: プラグマstringの第1引数にはプロシージャ/関数/パッケージ/カーソルが必要です。 
	
原因: 示されたプラグマ(コンパイラ・ディレクティブ)に渡された最初の引数(実際のパラメータ)は、必要とされるサブプログラム、パッケージまたはカーソルの名前ではありませんでした。パラメータの綴りまたはプラグマの構文に誤りがあります(たとえば、2つのパラメータの間にカンマ(,)が欠落しています)。


	
処置: 最初のパラメータの綴りを確認し、正しい構文が使用されていたことを確認してください。









	 PLS-00131: PRAGMAstringの第2引数はプロシージャ/関数である必要があります 
	
原因: 示されたプラグマ(コンパイラ・ディレクティブ)に渡された2番目の引数(実際のパラメータ)は、必要とされるプロシージャまたは関数の名前ではありませんでした。パラメータに静的メソッド以外を使用できません。パラメータの綴りまたはプラグマの構文に誤りがあります(たとえば、2つのパラメータの間にカンマ(,)が欠落しています)。


	
処置: 2番目のパラメータの綴りを確認し、正しい構文が使用されていたことを確認してください。









	 PLS-00132: プラグマstringはstringをサポートしていません 
	
原因: このプラグマに渡されたパラメータの1つが、使用可能な値のリストに含まれていません。パラメータの綴りまたはプラグマの構文に誤りがあります(たとえば、2つのパラメータの間にカンマ(,)が欠落しています)。


	
処置: すべてのパラメータの綴りを確認し、正しい構文が使用されていることを確認してください。









	 PLS-00133: プラグマstringの第1引数には識別子または文字列リテラルが必要です。 
	
原因: 示されたプラグマ(コンパイラ・ディレクティブ)に渡された最初の引数(実際のパラメータ)は、必要とされる識別子または文字列リテラルではありませんでした。パラメータの綴りまたはプラグマの構文に誤りがあります(たとえば、2つのパラメータの間にカンマ(,)が欠落しています)。


	
処置: 最初のパラメータの綴りを確認し、正しい構文が使用されていたことを確認してください。









	 PLS-00134: プラグマstringの第2引数には識別子または文字列リテラルが必要です。 
	
原因: 示されたプラグマ(コンパイラ・ディレクティブ)に渡された2番目の引数(実際のパラメータ)は、必要とされる識別子または文字列リテラルではありませんでした。パラメータの綴りまたはプラグマの構文に誤りがあります(たとえば、2つのパラメータの間にカンマ(,)が欠落しています)。


	
処置: 2番目のパラメータの綴りを確認し、正しい構文が使用されていたことを確認してください。









	 PLS-00135: プラグマstringの第3引数には、識別子または文字列、リテラルが必要です。 
	
原因: 示されたプラグマ(コンパイラ・ディレクティブ)に渡された4番目の引数(実際のパラメータ)は、必要とされる数値リテラルではありませんでした。パラメータのコードまたはプラグマの構文に誤りがあります(たとえば、2つのパラメータの間にカンマ(,)が欠落しています)。


	
処置: 4番目のパラメータのコードを確認し、正しい構文が使用されていたことを確認してください。









	 PLS-00138: バイナリ型の精度は、8、16、32のいずれかである必要があります 
	
原因: 符号付きまたは符号なしのバイナリ型に対して無効な精度が指定されました。


	
処置: 8、16または32のいずれかの精度を指定してください。









	 PLS-00139: サブプログラム式で外部NAME指定が重複しています。 
	
原因: サブプログラムに外部NAME指定が2つ見つかりました。


	
処置: 外部NAME指定の1つを削除してください。









	 PLS-00140: サブプログラム式で外部LIBRARY指定が重複しています。 
	
原因: サブプログラムに外部LIBRARY指定が2つ見つかりました。


	
処置: 外部LIBRARY指定の1つを削除してください。









	 PLS-00141: サブプログラム式で外部PARAMETER STYLE指定が重複しています。 
	
原因: サブプログラムに外部PARAMETER STYLE指定が2つ見つかりました。


	
処置: 外部PARAMETER STYLE指定の1つを削除してください。









	 PLS-00142: サブプログラム式で外部PARAMETERリスト指定が重複しています。 
	
原因: サブプログラムに外部PARAMETER STYLE指定が2つ見つかりました。


	
処置: 外部PARAMETER STYLE指定の1つを削除してください。









	 PLS-00143: サブプログラム式で外部LANGUAGE指定が重複しています。 
	
原因: サブプログラムに外部LANGUAGE指定が2つ見つかりました。


	
処置: 外部LANGUAGE指定の1つを削除してください。









	 PLS-00144: サブプログラム式で外部CALLING STANDARD指定が重複しています。 
	
原因: サブプログラムに外部CALLING STANDARD指定が2つ見つかりました。


	
処置: 外部CALLING STANDARD指定の1つを削除してください。









	 PLS-00145: サブプログラム式で外部WITH CONTEXT指定が重複しています。 
	
原因: サブプログラムに外部WITH CONTEXT指定が2つ見つかりました。


	
処置: 外部WITH CONTEXT指定の1つを削除してください。









	 PLS-00146: サブプログラム式で外部TRUSTED/UNTRUSTED指定が重複しています。 
	
原因: サブプログラムに外部TRUSTED/UNTRUSTED指定が2つ見つかりました。


	
処置: 外部TRUSTED/UNTRUSTED指定の1つを削除してください。









	 PLS-00147: LIBRARYまたはASSEMBLYファイル指定の文字列が空です 
	
原因: LIBRARYまたはASSEMBLYファイル指定に長さが0(ゼロ)の文字列が見つかりました。


	
処置: LIBRARYまたはASSEMBLYファイル指定に長さが0(ゼロ)以外の文字列を指定してください。









	 PLS-00148: この型のPRAGMAはサブプログラムごとに1つしか使用できません。 
	
原因: サブプログラムにプラグマRESTRICT_REFERENCES指定が2つ見つかりました。


	
処置: プラグマRESTRICT_REFERENCESの1つを削除してください。









	 PLS-00150: INTEGERのはずですが、stringとなっています。 
	
原因: このエラーは、PL/SQL外部型[SIGNED | UNSIGNED] BINARY INTEGER(<precision>)を作成するときに発生します。これを参照できるのは、CREATE TYPE文の中のみです。このような型は問合せ不能です。INTEGER以外の型が指定されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-00151: 式または変数がPL/SQLに対して不正です:string 
	
原因: PL/SQLに属していない型が使用されました。この型は、CREATE TYPE文の中でのみ参照できる問合せ不能なデータ型です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-00152: POINTER型でできるのは、オブジェクト型の参照のみです。 
	
原因: PL/SQLに属していないPOINTER型で参照できるのは、オブジェクト型のみです。この型は、CREATE TYPE文の中でのみ参照できる問合せ不能なデータ型です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-00153: string型が使用できるのは、オブジェクト型属性としてのみです。 
	
原因: POINTERまたは[SIGNED/UNSIGNED] BINARY INTEGERは、オブジェクト型の属性としてのみ使用できます。これらの型は、CREATE TYPE文の中でのみ参照できる問合せ不能なデータ型です。これらの外部PL/SQL型のいずれかが、オブジェクト型ではありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-00154: オブジェクト型に対してはMAPメソッド1つまたはORDERメソッド1つのいずれかです。 
	
原因: 複数のMAPまたはORDERファンクションが宣言されました。1つのオブジェクト型に対して1つのMAPファンクションまたは1つのORDERファンクションを指定できますが、両方を指定することはできません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-00155: MAP、ORDERまたはCONSTRUCTORメソッドとして指定できるのは、関数のみです 
	
原因: MAP、ORDERまたはCONSTRUCTORメソッドとしてプロシージャが宣言されました。MAP、ORDERまたはCONSTRUCTORメソッドとなり得るのは、関数のみです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-00156: オブジェクト属性に対するNULL制約はサポートされていません。 
	
原因: オブジェクトの属性にNULL制約が指定されました。これはサポートされていません。


	
処置: 制約を削除してください。









	 PLS-00157: AUTHIDはスキーマ・レベルのプログラムでのみ許可されます。 
	
原因: AUTHID句がパッケージ内または型内のサブプログラムに指定されました。これらの句は、トップレベルのストアド・プロシージャ、パッケージおよび型でのみサポートされています。


	
処置: 句を削除してください。









	 PLS-00160: AUTHIDではCURRENT_USERまたはDEFINERを指定する必要があります。 
	
原因: AUTHIDに使用できるオプションは、CURRENT_USERおよびDEFINERの2つのみです。


	
処置: AUTHID句がCURRENT_USERまたはDEFINERを指定するように修正してください。









	 PLS-00161: プラグマstringの第3引数には識別子または文字列リテラルが必要です。 
	
原因: プラグマに4番目の引数があるときに、示されたプラグマ(コンパイラ・ディレクティブ)に渡された3番目の引数(実際のパラメータ)は、識別子または文字列リテラルではありませんでした。パラメータの綴りまたはプラグマの構文に誤りがあります(たとえば、2つのパラメータの間にカンマ(,)が欠落しています)。


	
処置: 3番目のパラメータの綴りを確認し、正しい構文が使用されていたことを確認してください。









	 PLS-00162: プラグマstringの第4引数には正の整数リテラルが必要です。 
	
原因: 示されたプラグマ(コンパイラ・ディレクティブ)に渡された4番目の引数(実際のパラメータ)は、必要とされる数値リテラルではありませんでした。パラメータの綴りまたはプラグマの構文に誤りがあります(たとえば、2つのパラメータの間にカンマ(,)が欠落しています)。


	
処置: 4番目のパラメータの綴りを確認し、正しい構文が使用されていたことを確認してください。









	 PLS-00164: このリリースではカーソルの副問合せはサポートされていません。 
	
原因: この機能は、まだ実装されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-00165: PL/SQLではコール文はサポートされていません。 
	
原因: PL/SQLソース内でコール文が検出されました。


	
処置: 通常のPL/SQLファンクションまたはプロシージャのコールを使用してください。









	 PLS-00166: 日付、時間、タイムスタンプまたは間隔リテラルの書式が正しくありません 
	
原因: 日付、時間、タイムスタンプまたは間隔リテラルが、正しい書式と一致していません。


	
処置: 日付、時間または間隔リテラルの書式を修正してください。









	 PLS-00167: キーワードBULKが間違ったコンテキストで使用されています。 
	
原因: キーワードBULKの使用方法が正しくありません。たとえば、INTO句を指定せずに、BULKが使用されています。


	
処置: BULKキーワードを削除してください。









	 PLS-00168: 修飾子の指定'string'が重複しています。 
	
原因: メソッドまたはオブジェクト型修飾子が2つ以上指定されています。


	
処置: 重複した修飾子を1つ残して、他をすべて削除してください。









	 PLS-00169: 修飾子'string'が前の'string'指定と競合しています。 
	
原因: 指定したメソッドまたはオブジェクト型修飾子が、以前に指定した修飾子と競合しています。たとえば、FINAL修飾子とNOT FINAL修飾子を組み合せることはできません。


	
処置: いずれかを削除してください。









	 PLS-00170: OPEN文またはFORループ内のSQL文はSELECTである必要があります。 
	
原因: OPENカーソル文またはカーソルFORループは、SELECT文をコールできますが、UPDATE文、INSERT文またはDELETE文はコールできません。


	
処置: OPENまたはカーソルFORループでは、SELECT文のみを使用してください。









	 PLS-00171: サブプログラム式の専用のAGENT指定が重複しています。 
	
原因: サブプログラムに専用のAGENT指定が2つ見つかりました。


	
処置: いずれかを削除してください。









	 PLS-00172: 文字列リテラルが長すぎます 
	
原因: 文字列リテラルが32767バイトより長くなっています。


	
処置: 32767バイト以下の文字列リテラルを使用してください。









	 PLS-00173: SPACE、TABまたはRETURNは、引用符デリミタのかわりとして使用できません 
	
原因: 代替引用符としてSPACE、TABまたはRETURNが使用されました。


	
処置: 代替引用符にはSPACE、TABまたはRETURN以外の文字を使用してください。









	 PLS-00174: 静的ブール式を使用する必要があります 
	
原因: 式に構文エラーまたはセマンティクス・エラーが含まれているか、式がブール型でない、または式の評価で例外が発生しました。


	
処置: 正しい静的ブール式を記述してください。









	 PLS-00176: 予期しないプリプロセッサ・トークン'$string' 
	
原因: プリプロセッサ・トークンが誤って使用されました。


	
処置: 誤って使用されたプリプロセッサ・トークンを削除してください。









	 PLS-00177: '$string'プリプロセッサ・ディレクティブは適切な終わりではありません 
	
原因: プリプロセッサ・ディレクティブの終了が正しくありません。


	
処置: プリプロセッサ・ディレクティブを正しく終了するには、$endを使用してください。









	 PLS-00178: 静的文字式を使用する必要があります 
	
原因: 式に構文エラーまたはセマンティクス・エラーが含まれているか、文字型がないか、または式の評価で例外が発生しました。


	
処置: 正しい静的文字式を書いてください。









	 PLS-00179: $ERROR: string 
	
原因: $ERRORディレクティブが使用されました。これは予想されるエラー・メッセージです。


	
処置: N/A









	 PLS-00180: プリプロセッサ・ディレクティブはこのコンテキストでサポートされていません 
	
原因: 条件付きコンパイルがサポートされないコンパイル・ユニットでプリプロセッサ・ディレクティブが使用されました。


	
処置: このコンパイル・ユニットではプリプロセッサ・ディレクティブを使用しないでください。









	 PLS-00181: サポートされていないプリプロセッサ・ディレクティブ'string' 
	
原因: サポートされないプリプロセッサ・ディレクティブが使用されました。


	
処置: サポートされているプリプロセッサ・ディレクティブを使用してください。









	 PLS-00182: 識別子は空の文字列にできません 
	
原因: 識別子が空の文字列を使用して宣言されました。


	
処置: 識別子の名前を空でない文字列に変更してください。









	 PLS-00201: 識別子stringを宣言してください。 
	
原因: 未宣言の変数、例外、プロシージャまたはその他の項目、あるいは権限が付与されていない項目またはロールを使用してのみ権限が付与されている項目を参照しようとしました。


	
処置: 1)参照される名前の綴りと宣言を確認してください。2)参照項目に対する宣言がブロック構造内の正しい位置に置かれていることを確認してください。3)参照項目が宣言されていても、その項目を参照する権限がない場合は、セキュリティ上の理由によって、その項目が宣言されていないことのみが通知されます。4)参照項目が宣言されており、その項目を参照する権限が付与されていると思われる場合は、権限を確認してください。ロールを使用してのみ権限が付与されている場合は、これは予測され、文書化されているとおりの動作です。ストアド・オブジェクト(パッケージ、プロシージャ、ファンクション、トリガー、ビューなど)はオブジェクト所有者のセキュリティ・ドメイン内で実行され、PUBLIC以外のロールは有効化されません。この場合も、項目が宣言されなかったことのみが通知されます。









	 PLS-00202: 型stringを宣言してください。 
	
原因: 未定義の型を参照しようとしました。型指定子を宣言しなかったか、または型指定子が参照の有効範囲内にありませんでした。


	
処置: 型指定子の綴りと宣言を確認してください。また、宣言がブロック構造内の正しい位置に置かれていることも確認してください。









	 PLS-00203: 関数DECODEのコールには3つ以上の非ブール引数が必要です。 
	
原因: 組込み関数DECODEに渡された引数が3つ未満でした。DECODEは(ブール以外の)引数の変数値をとりますが、DECODEには3つ以上の引数を渡す必要があります。


	
処置: 3つ以上の引数を指定して、DECODEをコールしてください。









	 PLS-00204: 関数または疑似列stringはSQL文の中でしか使用できません。 
	
原因: プロシージャ文で疑似列または禁止された関数が使用されています。SQL疑似列(LEVEL, ROWID, ROWNUM)は、SQL文でのみ使用できます。同様に、DECODE、DUMP、VSIZEなどの関数、およびSQLグループ関数(AVG、MIN、MAX、COUNT、SUM、STDDEVおよびVARIANCE)もSQL文でのみ使用できます。


	
処置: プロシージャ文から疑似列参照または関数コールを削除してください。または、プロシージャ文をSELECT INTO文に置き換えてください。たとえば、bonus := DECODE(rating, 1, 5000, 2, 2500, ...);文はSELECT DECODE(rating, 1, 5000, 2, 2500, ...) INTO bonus FROM dual;文に置き換えてください。









	 PLS-00205: ここでは集合体は使用できません。 
	
原因: 集合体、すなわち(7788, 'SCOTT', 20)のようなカッコで囲んだ値のリストが、不適切なコンテキストで見つかりました。


	
処置: 集合体を削除するか、位置を変えてください。









	 PLS-00206: %TYPEは変数または列、フィールド、属性に適用され、stringには適用されません。 
	
原因: %TYPEデータ型属性を使用して宣言されたプログラム・オブジェクトが、適切なクラスではありません。これは変数、列、レコード構成要素、サブプログラムの仮パラメータまたは値が代入できるその他のオブジェクトである必要があります。


	
処置: 適切なクラスのオブジェクトを宣言するか、別の方法(たとえば、%ROWTYPE)でデータ型を定義してください。









	 PLS-00207: 暗黙カーソルSQLに適用された識別子stringは正当なカーソルの属性ではありません。 
	
原因: カーソル属性ではない識別子が識別子SQLに適用されました。このエラーは、たとえばカーソル属性の綴りに誤りがある場合に発生します。


	
処置: カーソルの属性名の綴りを確認してください。属性が%NOTFOUND、%FOUND、%ROWCOUNT、%ISOPENのいずれかであることを確認してください。









	 PLS-00208: 識別子stringは正当なカーソルの属性ではありません。 
	
原因: カーソル属性として宣言されていない識別子が、カーソルとして宣言されている識別子に適用されました。このエラーは、たとえばカーソル属性の綴りに誤りがある場合に発生します。


	
処置: カーソルの属性名の綴りを確認してください。属性が%NOTFOUND、%FOUND、%ROWCOUNT、%ISOPENのいずれかであることを確認してください。









	 PLS-00209: 表stringがFROM句にありません。 
	
原因: 問合せで、SELECTリストで参照されている表の名前が、FROM句の中で指定されていません。


	
処置: 表名の綴りを確認し、SELECTリストの各列がFROM句の表を参照していることを確認してから、問合せを再実行してください。









	 PLS-00210: このCASE文にはOTHERS句が必要です。 
	
原因: CASE文の句で選択した式の型のすべての値が指定されていない場合は、CASE文の最後の句としてOTHERS句を指定する必要があります。INTEGER(またはNUMBER)型のすべての値を指定することはできません。したがって、キーワードCASEの後にある式がINTEGER(またはNUMBER)型の場合は、必ずOTHERS句が必要です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-00211: CASEラベルまたは範囲は、異なるWHEN句で重複しないようにしてください。 
	
原因: このCASE文の複数のWHEN句で同じ値が指定されました。CASE文では1つの値を1つのWHEN句のみで使用できます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-00212: CASE文のコンパイルに必要なメモリーを確保できません 
	
原因: CASE文が大きすぎます。コンパイラの記憶域が足りないため、この文は処理できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-00213: パッケージSTANDARDにアクセスできません。 
	
原因: PL/SQLコンパイラは、現行のOracleデータベースでSTANDARDパッケージを見つけられませんでした。プログラムをコンパイルするには、このパッケージが必要です。


	
処置: 現行のOracleデータベースでパッケージSTANDARDが使用可能かどうかを確認し、操作を再試行してください。









	 PLS-00214: BEGIN...ENDブロックのネストが深すぎます。 
	
原因: PL/SQLブロックのネストのレベル数が多すぎます。メモリーなどのシステム・リソースの可用性に応じて、ブロックは最大255レベルまでネストできます。


	
処置: ブロック構造を再編成して、深いネスティングを行わないようにしてください。たとえば、最も下のレベルのサブブロックを、それより高いレベルに移動してください。









	 PLS-00215: 文字列の長さは制約範囲内(1から32767)である必要があります 
	
原因: 文字変数を宣言するときに、有効な範囲外の長さを指定しました。たとえば、次の宣言は無効です。flag CHAR(0); -- illegal; zero length name VARCHAR2(-10); -- illegal; negative length


	
処置: 1から32767の範囲内になるように、長さ制約を変更してください。









	 PLS-00216: NUMBER精度は制約範囲内(1から38)である必要があります 
	
原因: 有効な範囲外の精度でNUMBER型変数を宣言しました。N NUMBER(800)やN NUMBER(123,10)などの宣言は、サポートされません。


	
処置: 1から38の範囲内になるように、不正なNUMBER精度制約を変更してください。









	 PLS-00217: NUMBERスケールは制約範囲内(-84 から127)である必要があります 
	
原因: 有効な範囲外の精度でNUMBER型変数を宣言しました。N NUMBER(10,345)やN NUMBER(10,-100)などの宣言は、サポートされません。


	
処置: -84から127の範囲内になるように、不正なNUMBERスケール制約を変更してください。









	 PLS-00218: NOT NULLで宣言した変数には初期割当てが必要です。 
	
原因: 一般に、宣言の中に初期化句がない変数は、自動的にNULLに初期化されます。NOT NULL制約の付いた変数でこれが発生することは論理的でないため、初期化句が必要です。


	
処置: 初期化の句を変数宣言に追加してください。構文的に複雑すぎるために初期化が指定できない場合は、ファンクション・コールを追加できます(今後のリリース)。









	 PLS-00219: ラベルstringの参照が有効範囲外です。 
	
原因: ブロックまたはループのラベルを使用して、宣言されていない変数またはラベルの有効範囲外の変数(outer_block.dateなど)を修飾しようとしました。変数名の綴りまたは宣言に誤りがある、あるいは宣言がブロック構造の中で誤った位置に置かれているなどの可能性があります。


	
処置: 変数名の綴りと宣言を確認してください。また、宣言がブロック構造内の正しい位置に置かれていることも確認してください。









	 PLS-00220: このコンテキストでは単純名を使用してください。 
	
原因: A.B、A.B.Cなどの修飾名は、ここでは使用できません。


	
処置: Aなどの単純名を使用してください。









	 PLS-00221: 'string'がプロシージャではないか、または未定義です。 
	
原因: プロシージャとして参照されている識別子が宣言されていないか、または識別子が実際には別のオブジェクトを表しています(たとえば、ファンクションとして宣言されている)。


	
処置: 識別子の綴りと宣言を確認してください。また、宣言がブロック構造内の正しい位置に置かれていることも確認してください。









	 PLS-00222: この有効範囲内に、名前stringの関数は存在しません。 
	
原因: 関数として参照されている識別子が宣言されていないか、または識別子が実際には別のオブジェクトを表しています(たとえば、プロシージャとして宣言されている)。


	
処置: 識別子の綴りと宣言を確認してください。また、宣言がブロック構造内の正しい位置に置かれていることも確認してください。









	 PLS-00223: パラメータのないプロシージャstringが関数として使用されています。 
	
原因: パラメータなしの関数として参照されている識別子は、実際にはプロシージャを表しています。


	
処置: 識別子の綴りと宣言を確認してください。また、宣言がブロック構造内の正しい位置に置かれていることも確認してください。必要に応じて、識別子の宣言を変更するか、参照を変更して戻り値を不要にしてください。









	 PLS-00224: ここでは、オブジェクト'string'は関数または配列である必要があります 
	
原因: 関数または配列として参照されている識別子が、この方法では参照できないオブジェクト(たとえば数値や日付)を実際には表しています。


	
処置: 識別子の綴りと宣言を確認してください。また、宣言がブロック構造内の正しい位置に置かれていることも確認してください。









	 PLS-00225: サブプログラムまたはカーソルstringの参照が有効範囲外です。 
	
原因: 修飾名の接頭辞に、有効範囲外のサブプログラムまたはカーソルが指定されています。つまり、サブプログラム名またはカーソル名が、有効範囲外(そのサブプログラム内またはカーソル内)のエンティティを参照する有効範囲修飾子として使用されています。次に例を示します。declare x number; type t1 is record (a number); function f return t1 is a number; begin x := f.a; -- legal use of function "f" as a scope qualifier; -- resolves to local variable "a" in function "f". x := f().a; -- legal reference to component "a" of returned record end; begin x := f.a; -- illegal use of function "f" as a scope qualifier x := f().a; -- legal reference to component "a" of returned record end;


	
処置: a)囲んでいない関数のローカル変数を参照しようとした場合、この指定は許可されないため、参照を削除してください。b)これがパラメータなしの関数で、この関数のコールの結果を含むフィールドにアクセスしようとした場合は、コールに空のカッコを含めてください。









	 PLS-00226: パッケージstringが変数の参照として使用されています。 
	
原因: パッケージが式の中で変数またはファンクションとして参照されました。変数またはファンクションの名前の綴りに誤りがあるか、参照が完全に修飾されていません。たとえば、my_packageパッケージに格納されているmy_functionファンクションをコールするには、... my_package.my_function ...のようにドット表記法を使用する必要があります。


	
処置: 変数またはファンクション名の綴りを修正するか、ドット表記法でパッケージ化された変数またはファンクションを参照してください。









	 PLS-00227: サブプログラムの仮パラメータstringはまだ参照できません。 
	
原因: サブプログラムの仮パラメータを宣言したときに、PROCEDURE my_proc (j NUMBER, k NUMBER := j) IS ...のように、1つのパラメータを使用して別のパラメータを初期化しようとしました。1番目のパラメータは実行時まで値を持たないため、他のパラメータの初期化には使用できません。


	
処置: 不正な仮パラメータ参照を削除してください。









	 PLS-00228: LONG型の変数は宣言できません。 
	
原因: 識別子は、同じ仮パラメータ・リストに含まれる仮パラメータのデフォルト式の値のコンテキストで使用される仮パラメータです。次に例を示します。procedure p(j number, k number := j)


	
処置: 無効な変数定義を削除してください。









	 PLS-00229: SQL式の中に属性の式があります。 
	
原因: SQL文でSQL%NOTFOUNDなどの属性式が使用されましたが、属性式はプロシージャ文でのみ使用できます。


	
処置: このような制限では、属性式を変数に代入して、SQL文においてその変数を使用してください。たとえば、INSERT INTO audits VALUES (c1%ROWCOUNT, ...);文は、row_count := c1%ROWCOUNT; INSERT INTO audits VALUES (row_count, ...);文に置き換えてください。









	 PLS-00230: OUTおよびIN OUT仮パラメータにデフォルトの式がありません。 
	
原因: プロシージャの仮パラメータを宣言したときに、PROCEDURE calc_bonus (bonus OUT REAL := 0, ...) IS ...のように、OUTまたはIN OUTパラメータがデフォルト値に初期設定されました。ただし、初期化できるのはINパラメータのみです。


	
処置: 不正なデフォルト式を削除してください。









	 PLS-00231: 関数stringはSQLでは使用できません。 
	
原因: 禁止されている関数がSQL文で使用されました。SQLCODEやSQLERRMなど、関数のうちいくつかは、プロシージャ文でのみ使用できます。


	
処置: SQL文から関数コールを削除してください。または、関数コールをローカル変数に置き換えてください。たとえば、INSERT INTO errors VALUES (SQLCODE, SQLERRM);文は無効です。ただし、SQLCODEおよびSQLERRMの値をローカル変数に割り当てて、その変数をSQL文で次のように使用できます。err_num := SQLCODE; err_msg := SQLERRM; INSERT INTO errors VALUES (err_num, err_msg);









	 PLS-00232: パッケージはネストできません。 
	
原因: あるパッケージが別のパッケージ内で宣言されましたが、パッケージの宣言は、トップレベルでのみ許可されます。つまり、パッケージはネストできません。


	
処置: パッケージの外側にパッケージ宣言を移動してください。









	 PLS-00233: when句で、関数名が例外名として使用されています。 
	
原因: 例外ハンドラ中のWHEN句で、例外名のかわりに関数コールが含まれています。例外ハンドラを適切に指定するには、例外とこの例外が呼び出されたときに実行される一連の文をWHEN句の後に指定する必要があります。


	
処置: WHEN句の識別子の綴りを確認し、関数を例外名に変更してください。









	 PLS-00234: PARAMETER STYLE SQLをPARAMATERSリストとともに指定できません。 
	
原因: PARAMETER STYLE SQLと明示的なPARAMETERSリストの両方をサブプログラムで指定することはできません。デフォルトのPARAMETERSリスト型を指定するには、PARAMETER STYLE GENERALを使用してください。


	
処置: サブプログラムの指定を変更してください。









	 PLS-00235: このパラメータに対しては、指定した外部型は不適当です。 
	
原因: パラメータを、指定された外部パラメータ型に変換しようとして失敗しました。


	
処置: 別の外部型またはパラメータ型を指定してください。









	 PLS-00236: stringに対する外部型の指定が無効です。 
	
原因: 指定した外部型が、INDICATOR、LENGTH、MAXLEN、TDO、DURATION、CHARSETIDまたはCHARSETFORMに対して無効です。


	
処置: マニュアルで確認し、適切な外部型を指定してください。









	 PLS-00237: BY VALUEによるインジケータまたは長さの指定が無効です。 
	
原因: OUTまたはIN OUTモードで渡されるインジケータまたは長さパラメータを持つBY VALUEが指定されました。値によって渡すことができるのはINモード・パラメータのみです。


	
処置: BY VALUE指定を削除するか、INモードに変更してください。









	 PLS-00238: 外部パラメータ名stringは仮パラメータ・リストにありません。 
	
原因: 仮パラメータ・リスト内の名前と一致しない外部パラメータ名が指定されました。


	
処置: 外部パラメータ名を修正してください。









	 PLS-00239: SQLCODEに対する外部型の指定が無効です。 
	
原因: SQLCODEパラメータに対して不適切な外部パラメータ型が指定されました。


	
処置: SQLCODEパラメータの指定を修正してください。









	 PLS-00240: RETURNインジケータまたは長さ、tdo、時間に対して型指定が無効です。 
	
原因: RETURNインジケータ、長さ、TDOまたは時間に対して不適切な外部パラメータ型が指定されました。


	
処置: RETURNパラメータの指定を修正してください。









	 PLS-00241: SQLSTATEに対する外部型の指定が無効です。 
	
原因: SQLSTATEパラメータに対して不適切な外部パラメータ型が指定されました。


	
処置: SQLSTATEパラメータの指定を修正してください。









	 PLS-00242: CONTEXTに対する外部型の指定が無効です。 
	
原因: CONTEXTパラメータに対して不適切な外部パラメータ型が指定されました。


	
処置: CONTEXTパラメータの指定を修正してください。









	 PLS-00243: SQLNAMEに対する外部型の指定が無効です。 
	
原因: SQLNAMEパラメータに対して不適切な外部パラメータ型が指定されました。


	
処置: SQLNAMEパラメータの指定を修正してください。









	 PLS-00244: 外部関数の仮パラメータ・リストでの宣言が重複しています。 
	
原因: FORMAL、INDICATOR、LENGTH、MAXLENGTHまたはCONTEXTのいずれかが、複数回宣言されています。PL/SQLでは、PARAMETERS句で各仮パラメータに対して前述のいずれか1つのみ宣言できます。


	
処置: PARAMETERS句を修正してください。









	 PLS-00245: 「パラメータ」句での「仮」の使用は1回のみです 
	
原因: PARAMETERS句で仮パラメータが複数回宣言されています。PL/SQLでは、PARAMETERS句で仮パラメータは1回のみ宣言できます。


	
処置: PARAMETERS句を修正してください。









	 PLS-00246: PARAMETER STYLEはサポートされていません。 
	
原因: 外部サブプログラム本体の中にPARAMETER STYLE句があります。


	
処置: PARAMETER STYLE句を削除してください。









	 PLS-00247: LIBRARYまたはASSEMBLY名を指定してください 
	
原因: LIBRARYまたはASSEMBLY名が外部サブプログラム本体から欠落しています。


	
処置: LIBRARYまたはASSEMBLY名を外部サブプログラム本体で指定してください。









	 PLS-00248: Library構文が無効です。 
	
原因: 入力されたLIBRARYの構文が誤っています。


	
処置: LIBRARYの構文を修正して再コンパイルしてください。









	 PLS-00249: WITH CONTEXT構文が無効です。 
	
原因: WITH CONTEXT句またはPARAMETERS句でCONTEXTが使用されました。これは無効です。


	
処置: PARAMETERS句にCONTEXTを指定せずにWITH CONTEXTを使用しているどうかを確認してください。PARAMETERS句は完全にする必要があります。WITH CONTEXTを指定する場合は、PARAMETERS句(ある場合)でCONTEXTを参照する必要があります。









	 PLS-00250: パラメータ句でのstringの使用方法が正しくありません。 
	
原因: PARAMETERS句でMAXLEN、LENGTH、CHARSETIDなどのキーワードが不適切に使用されています。


	
処置: PL/SQL仮パラメータや仮パラメータのモードで、MAXLEN、LENGTH、TDO、DURATION、CHARSETID、CHARSETFORMなどのキーワードが使用できないと、このエラーが発生します。たとえば、MAXLENは、PL/SQL変数CHARまたはVARCHAR2に対してのみ宣言でき、OUTまたはINOUT PL/SQL変数に対してのみ使用できます。また、RETURNがPL/SQL PROCEDURE用のPARAMETERS句内で指定されました。次に例を示します。CREATE PROCEDURE proc IS EXTERNAL NAME ... LIBRARY ... PARAMETERS(RETURN INDICATOR SHORT, RETURN);









	 PLS-00251: 実関数の戻りを指定するRETURNは、パラメータ句の最後になければなりません。 
	
原因: 実関数の戻りを指定するRETURNは、PARAMETERS句の最後にある必要があります。たとえば、次の例では、実関数の戻りを指定するRETURNがPARAMETERS句の最後にないため、エラーになっています。FUNCTION myexternalfunc (var1 BINARY_INTEGER, var2 BINARY_INTEGER) RETURN BINARY_INTEGER IS EXTERNAL NAME "myexternalfunc" LIBRARY somelib PARAMETERS (var1 LONG, var2 SHORT, RETURN INT, RETURN INDICATOR SHORT);正しい構文は、次のとおりです。実関数の戻りを指定するRETURNは、PARAMETERS句の最後にある必要があります。FUNCTION myexternalfunc (var1 BINARY_INTEGER, var2 BINARY_INTEGER) RETURN BINARY_INTEGER IS EXTERNAL NAME "myexternalfunc" LIBRARY somelib PARAMETERS (var1 LONG, var2 SHORT, RETURN INDICATOR SHORT, RETURN INT);


	
処置: PARAMETERS句のRETURNを修正してください。









	 PLS-00252: 不正なパッケージSTANDARDのコピーが参照されました。 
	
原因: データベースがオープンしているときに修正されたパッケージ・バージョンのSTANDARDが参照されたか、データベースがクローズしているときにディスク内のバージョンが参照されました。SYS.X$パッケージ名を明示的に使用すると、このようなエラーになります。データベースをクローズしてコンパイルを始めても、コンパイルが完了する前に別のセッションがオープンすると、このようなエラーが発生します。別の原因として、'ALTER DATABASE CLOSE'の実行中にSVRMGRLを介して'SET SERVEROUTPUT ON'が行われた可能性があります。


	
処置: データベースがオープンしているときには、ディスク内のパッケージ・バージョンを使用し、データベースがクローズしているときには、修正済(プリロード)のパッケージ・バージョンを使用してください。適切なセットを使用してください。SYS.X$パッケージ名を明示的に指定する場合を除いて、誤ったセットを参照することはほとんどありません。また、'ALTER DATABASE CLOSE'を実行する前に必ず'SET SERVEROUTPUT OFF'を実行してください。









	 PLS-00253: 仮パラメータstringはパラメータの句にありません。 
	
原因: PARAMETERS句に、仮パラメータ・リスト内に指定されたパラメータに一致するパラメータがありません。


	
処置: すべての仮パラメータに対して、一致するパラメータをPARAMETERS句に指定してください。









	 PLS-00254: このコンテキストではOUTおよびIN/OUTモードは使用できません。 
	
原因: 実際のパラメータ・モード(OUTまたはIN/OUT)が、USING句で正しく使用されていません。OPEN文のUSING句では、INモードのみ使用できます。


	
処置: USING句のパラメータ・モードを適切なモードに変更してください。









	 PLS-00255: CALL仕様部のパラメータにはデフォルト値を指定できません。 
	
原因: CALL仕様部の仮パラメータにはデフォルト値を指定できません。


	
処置: 仮パラメータ・リスト(仕様部または本体)のデフォルト値を削除し、再コンパイルしてください。









	 PLS-00256: stringは有効な外部ライブラリまたはアセンブリではありません 
	
原因: EXTERNAL句に指定された外部ライブラリ名またはアセンブリ名が、有効な別名ライブラリまたは別名アセンブリではありません。


	
処置: 事前に宣言される有効な別名ライブラリまたは別名アセンブリの名前を指定してください。









	 PLS-00257: TYPEまたはPACKAGE仕様部でEXTERNAL句の使用方法が不正です。 
	
原因: TYPEまたはPACKAGE仕様部で、EXTERNAL句が検出されました。


	
処置: EXTERNAL句を削除し、新しいCALL仕様構文を使用してください。









	 PLS-00258: CALL仕様部で制約されたデータ型は使用できません。 
	
原因: CまたはJavaのCALL仕様部では、PL/SQLの仮パラメータ型に制約を指定できません。制約があるPL/SQL型には、NATURAL、NATURALN、POSITIVE、POSITIVEN、SIGNTYPE、INTEGER、INT、SMALLINT、DECIMAL、NUMERICおよびDECがあります。これには、POSITIVENおよびNATURALNからのNOT NULL制約も含まれます。


	
処置: PL/SQLの仮宣言には無制約型(NUMBER、BINARY_INTEGERまたはPLS_INTEGER)を使用してください。









	 PLS-00259: 権限モデル(AUTHID)の指定が必要です。 
	
原因: PL/SQLのPROCEDURE、FUNCTION、PACKAGE OR TYPE HAS CALL仕様部の場合は、権限モデルの指定は必須です。


	
処置: 権限モデルを示すAUTHID句を追加してください。









	 PLS-00260: 日時/間隔の制約は範囲内(0 .. 9)である必要があります。 
	
原因: 日時/間隔変数または属性が有効範囲内にない制約で宣言されました。


	
処置: 無効な制約を変更してください。









	 PLS-00261: Java CALL仕様部は、まだオブジェクト型のメソッドとして使用できません。 
	
原因: Javaでの実装を宣言するCALL仕様部が、オブジェクト型または不透明型のメソッドとして使用されています。この使用方法はまだサポートされていません。


	
処置: Java以外の言語を使用するメソッドを実装してください。PL/SQLメソッドの実装は、スキーマ・レベルのプロシージャとして、またはパッケージ内で提供されるCALL仕様部を使用してJavaをコールできます。ただし、このようなCALL仕様部のターゲットはJavaの静的メソッドのみです。******300までのエラーは外部プロシージャ用に予約済です********** ******PH2エラー**********









	 PLS-00301: ラベル以外の'string'に対して無効なGOTOです 
	
原因: ラベル以外のもの(変数など)に対してGOTOを試行しました。


	
処置: 有効なラベル名を指定してください。









	 PLS-00302: コンポーネントstringを宣言してください。 
	
原因: コンポーネントへの参照で、コンポーネントが宣言されていません(たとえば、名前A.BではBがAの構成要素です)。コンポーネントの綴りまたは宣言に誤りがある、あるいは宣言がブロック構造の中で誤った位置に置かれている可能性があります。


	
処置: コンポーネントの綴りと宣言を確認してください。また、宣言がブロック構造内の正しい位置に置かれていることも確認してください。









	 PLS-00303: 修飾子stringを宣言してください。 
	
原因: A.Bというような名前では、Aが修飾子で、Bが修飾子の構成要素です。このエラーは、修飾子の宣言が見つからないときに発生します。修飾子の綴りまたは宣言に誤りがあるか、または宣言がブロック構造の中で誤った位置に置かれている可能性があります。


	
処置: 修飾子の綴りと宣言を確認してください。また、宣言がブロック構造内の正しい位置に置かれていることも確認してください。









	 PLS-00304: コンパイル済の仕様がないためstringの本体をコンパイルできません。 
	
原因: パッケージ本体をコンパイルするために必要なコンパイル済のパッケージ仕様部が見つけられませんでした。次のような原因が考えられます。-- パッケージ名の綴りに誤りがある。-- パッケージ仕様部が1度もコンパイルされていない。-- コンパイル済のパッケージの仕様部にアクセスできない。パッケージ本体をコンパイルする前にパッケージ仕様部をコンパイルする必要があります。また、コンパイラがコンパイル済の仕様部にアクセスする必要があります。


	
処置: パッケージ名の綴りを確認してください。パッケージ本体をコンパイルする前にパッケージの仕様部をコンパイルしてください。また、コンパイラがコンパイル済の仕様部にアクセスできることを確認してください。









	 PLS-00305: 'string'(行string)の以前の使用方法が、この使用方法と競合します。 
	
原因: カーソル、プロシージャ、ファンクションまたはパッケージの以前の宣言を検索しているときに、コンパイラが同じ有効範囲で同じ名前を持つ別のオブジェクトを見つけました。または、パッケージ仕様部と本体のサブプログラムのヘッダーが完全に一致していません。


	
処置: カーソル、プロシージャ、ファンクション、またはパッケージの名前の綴りを確認してください。また、同じ有効範囲の中で宣言されているすべての定数、変数、パラメータ、および例外の名前を確認してください。次に、重複する名前を持つオブジェクトを削除するか名前を変更してください。またはパッケージ・サブプログラムのヘッダーを変更して、完全に一致させてください。









	 PLS-00306: 'string'の呼出しで、引数の数または型が正しくありません。 
	
原因: このエラーは、表示されたサブプログラムの呼出しが、そのサブプログラム名の宣言と一致しないときに発生します。サブプログラム名の綴りに誤りがある、パラメータのデータ型が異なっている、宣言に誤りがある、または宣言がブロック構造の中で不適切な位置に置かれているなどの可能性があります。たとえば、組込みの平方根関数SQRTを不適切な名前で呼び出したり、不適切なデータ型のパラメータを付けて呼び出した場合、このエラーが発生します。


	
処置: サブプログラムの綴りと宣言を確認してください。また、コールが正しいこと、パラメータのデータ型が正しいこと、それが組込み関数でない場合は、その宣言がブロック構造内の正しい位置に置かれていることを確認してください。









	 PLS-00307: このコールに一致する'string'が複数宣言されています。 
	
原因: 宣言とコールが完全に一致せず、パラメータのデータ型の暗黙の変換が使用されると、複数の宣言がコールと一致するため、サブプログラム名またはカーソル名の宣言が不明確になります。サブプログラム名またはカーソル名の綴りに誤りがある、宣言に誤りがある、宣言がブロック構造の中で不適切な位置に置かれているなどの可能性があります。


	
処置: サブプログラム名またはカーソル名の綴りおよび宣言を確認してください。また、コールが正しいこと、パラメータのデータ型が正しいこと、それが組込み関数でない場合は、その宣言がブロック構造内の正しい位置に置かれていることを確認してください。









	 PLS-00308: この構成は代入元としては使用できません。 
	
原因: 構成または式が、変数に代入できるような値を表していません。たとえば、データ型名NUMBERは、X:= NUMBERのように代入文の右辺では使用できません。


	
処置: 無効な代入文を修正してください。









	 PLS-00309: %LAST属性を適用する場合'string'は数え上げ可能な型の変数である必要があります 
	
原因: %LAST属性は、数え上げ可能な型(または数え上げ可能な型のサブタイプ)の変数として宣言された識別子に適用する必要があります。そのように宣言されていない識別子の後に%LASTが付けられていると、このエラーが発生します。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-00310: %ROWTYPE属性の場合、stringは表、カーソル、カーソル変数である必要があります 
	
原因: %ROWTYPE属性は、カーソル、カーソル変数またはデータベース表として宣言された識別子に適用する必要があります。そのように宣言されていないなんらかの識別子の後に%ROWTYPEが付けられていると、このエラーが発生します。


	
処置: 宣言を変更するか、識別子に%ROWTYPE属性を適用しないでください。









	 PLS-00311: stringの宣言が不完全か、または形式が誤っています。 
	
原因: この識別子は、型が正しく定義されていないためにコンパイルできません。


	
処置: 不正なデータ型の宣言を修正してください。









	 PLS-00312: 定位置パラメータ対応が名前指定対応に準じていません。 
	
原因: パラメータのリストがサブプログラムまたはカーソルに渡されるときに、位置指定対応と名前指定対応の両方を使用する場合は、宣言された順序で、すべての位置指定対応を、すべての名前指定対応(順序は任意)の前に置く必要があります。


	
処置: この条件を満たすようにパラメータ・リストの順序を変えるか、名前指定対応のみを使用してください。









	 PLS-00313: この有効範囲内で'string'が宣言されていません。 
	
原因: 参照の有効範囲の中には、この識別子の宣言がありません。識別子の綴りが誤っている、宣言に誤りがある、または宣言がブロック構造の中で誤った位置に置かれているなどの可能性があります。


	
処置: 識別子の綴りと宣言を確認してください。また、宣言がブロック構造内の正しい位置に置かれていることも確認してください。









	 PLS-00314: TABLE宣言はPL/SQLローカル変数として使用できません。 
	
原因: プリコンパイルされたプログラムで、誤って埋込みPL/SQLブロック内にDECLARE TABLE文を使用しました。埋込みPL/SQLブロックが、まだ存在しないデータベース表を参照した場合、プリコンパイラにその表がどのようなものであるかを知らせるためにDECLARE TABLE文を使用します。ただし、DECLARE TABLE文はホスト・プログラムでのみ使用が許可されています。


	
処置: 埋込みPL/SQLブロックの外側にDECLARE TABLE文を移動してください。データベース表から選択されたデータの行全体、またはカーソルやカーソル変数から取り出されたデータの行全体を格納できる変数が必要な場合は、%ROWTYPE属性を使用してください。









	 PLS-00315: 実装制限: 表索引型はサポートされていません 
	
原因: PL/SQLのTABLE宣言のINDEX BY句で、BINARY_INTEGER、PLS_INTEGERまたはVARCHAR2以外のデータ型が指定されています。PL/SQL表は、1つの列と1つの主キーを持つことができます。列はスカラー型であればどのデータ型でもかまいませんが、主キーは2進整数型かVARCHAR2にする必要があります。


	
処置: INDEX BY句では、サポートされているキーの型を使用してください。









	 PLS-00316: 現在PL/SQLのTABLEには、単一索引を使用する必要があります 
	
原因: PL/SQLのTABLE宣言のINDEX BY句で、コンポジット主キーが指定されました。PL/SQL表の主キーは、単純で名前なしの2進整数型またはVARCHAR2型を指定する必要があります。


	
処置: INDEX BY句では、サポートされているキーの型を使用してください。









	 PLS-00317: 不完全な型stringが宣言リージョン内で完了していません。 
	
原因: 不完全な型宣言が、宣言リージョン内で完了していません。


	
処置: 型を適切に完了させた後、操作を再試行してください。









	 PLS-00318: 型stringの形式が誤っています。それは相互再帰的な非REF型です。 
	
原因: 次のような型宣言-- REF以外の再帰的な型type t is record (a t);または-- REF以外の相互に依存する型type t1; type t2 is record (a t1); type t1 is record (a t2);などが実行されました。これらの例では、型はそれ自体および他の型とREF以外の相互再帰的な関係を持つため、無効です。


	
処置: 別の型を使用して、再帰を削除してください。









	 PLS-00319: INまたはNOT IN句の副問合せの列は1つである必要があります 
	
原因: X IN (SELECT A,B ...)のような無効な式が使用されました。副問合せで[NOT]IN句を使用するときは、集合のメンバーであるかどうかは調べられません。[NOT]IN句内の式の数と副問合せのSELECTリスト内の式の数は一致する必要があります。したがって、前述の例では、副問合せで1つの列のみを指定する必要があります。


	
処置: 複数の列を選択しないように、副問合せを変更してください。









	 PLS-00320: この式の型の宣言が不完全か、または形式が誤っています。 
	
原因: 宣言の中で、変数またはカーソルの名前の綴りに誤りがあるか、宣言が前方参照を行っています。PL/SQLでは前方参照ができません。変数またはカーソルは、他の文(他の宣言部も含む)で参照する前に宣言しておく必要があります。たとえば、dept_recの宣言であるDECLARE dept_rec dept_cur%ROWTYPE; CURSOR dept_cur IS SELECT ... ...は、未宣言のカーソルを参照しているために例外を呼び出します。...


	
処置: 宣言内のすべての識別子の綴りを確認してください。必要な場合は、前方参照が発生しないように宣言を移動してください。









	 PLS-00321: 式stringは、代入文の左側の式としては不適切です。 
	
原因: この式は、値を代入できるような変数を表していません。たとえば、関数SYSDATEは、= '01-JAN-1990';のように代入文の左辺では使用できません。


	
処置: 無効な代入文を修正してください。









	 PLS-00322: 定数stringの宣言には、初期割当てが必要です。 
	
原因: 定数宣言に初期値の代入がありません。たとえば、"pi constant number := 3.14159;"の宣言「:= 3.14159」は初期化の句です。


	
処置: 必要な初期化割当てを指定して、定数の宣言を修正してください。









	 PLS-00323: パッケージ仕様部で未定義のサブプログラムまたはカーソルstringが宣言されています。 
	
原因: パッケージ仕様部にサブプログラム仕様部が置かれましたが、対応するサブプログラム本体がパッケージ本体に置かれていません。パッケージ本体は、パッケージ仕様部を実装します。したがって、パッケージ仕様部で宣言されているすべてのサブプログラムの宣言がパッケージ本体に含まれている必要があります。


	
処置: サブプログラム名の綴りを確認してください。必要に応じて、欠落しているサブプログラム本体をパッケージ本体に追加してください。









	 PLS-00324: カーソル属性は、非カーソルstringには適用されません。 
	
原因: カーソルの属性(%FOUND、%NOTFOUND、%ROWS、%IS_OPENなど)がカーソルまたはカーソル変数として宣言されていない識別子の後にあると、このエラーが発生します。たとえば、my_cur%FOUNDの変数名my_curがカーソルとして正しく宣言されていなかった場合、または変数宣言がブロック構造の中で正しい位置に置かれていなかった場合に発生します。


	
処置: 識別子の綴りと宣言を確認してください。また、宣言がブロック構造内の正しい位置に置かれていることも確認してください。









	 PLS-00325: このコンテキストでは、非整数リテラルstringは使用できません。 
	
原因: 整数(小数点以下がない数値)が必要なコンテキストで、整数ではない数値リテラルが使用されました。


	
処置: 不適切なリテラルを整数リテラルに置き換えてください。









	 PLS-00326: IN句には副問合せとして同じ数の式が必要です。 
	
原因: IN句の中の式の数が、対応する副問合せのSELECTリストの中の式の数と一致しません。たとえば、次の文はIN句に式が2つ含まれますが、副問合せのSELECTリストに含まれる式が1つのみであるため、不正な文になります。WHERE (ename, sal) IN (SELECT sal FROM emp);


	
処置: 各セットの式の数を確認し、数が一致するように式を修正してください。









	 PLS-00327: stringは、ここのSQL有効範囲にありません。 
	
原因: SQL文で、有効範囲外のデータベース・オブジェクトに対して参照が行われました。参照されたオブジェクトの綴りに誤りがある、またはCURSOR c1 IS SELECT dept.dname FROM emp;のように参照が混在している可能性があります。


	
処置: SQL文のデータベース・オブジェクトの綴りがすべて正しいかどうか、すべての参照がカーソルの有効範囲内のオブジェクトに対して行われているかどうかを確認してください。









	 PLS-00328: サブプログラム本体が、stringの前方宣言に対して定義されなければなりません。 
	
原因: サブプログラム仕様部が宣言されましたが、対応するサブプログラム本体が定義されていません。サブプログラム仕様部と本体を1つの単位として記述してください。もう1つの解決方法は、仕様部を本体から分離することです。これは相互に再帰的なサブプログラムを定義したり、サブプログラムを1つのパッケージにグループ化したりする場合に必要です。


	
処置: サブプログラム名の綴りを確認してください。必要に応じて、欠落しているサブプログラム本体を指定してください。









	 PLS-00329: スキーマ・レベル型に、stringに対する不正な参照が含まれています。 
	
原因: スキーマ・レベルの型からそれ以外の型を参照しようとしました。


	
処置: 無効な参照を置き換えて、操作を再試行してください。









	 PLS-00330: タイプ名またはサブタイプ名の使用方法に誤りがあります。 
	
原因: 定数、変数、式のかわりに、誤ってデータ型またはサブタイプ指定子が使用されました。たとえば、コードが次のようになっていた可能性があります。IF emp_count > number THEN ...-- illegal; NUMBERがデータ型指定子です。


	
処置: データ型またはサブタイプ指定子を有効な定数、変数または式で置き換えてください。









	 PLS-00331: stringに対する参照が正しくありません。 
	
原因: 原因は、次のいずれかです。
1. ユーザーSYSのオブジェクトを不正な方法で使用するための、そのオブジェクトに対する参照が無効

2. リモート・オブジェクト型に対する参照が無効




	
処置: 参照を削除してください。









	 PLS-00332: stringは、修飾名に対する有効な接頭辞ではありません。 
	
原因: 接頭辞が無効なため、修飾名に誤りがあります。


	
処置: 参照を削除または変更してください。









	 PLS-00333: stringは、このコンテキストにあるオブジェクト表の別名と一致する必要があります 
	
原因: REFまたはVALUEコンテキストで現れる名前が、オブジェクト表の別名の参照を解決していません。


	
処置: 1) 有効範囲内にオブジェクト表がない場合は、REFまたはVALUEを削除してください。そうでない場合は、必要なオブジェクト表参照を指定してください。2) 有効範囲内にオブジェクト表があり、その表を参照していない場合は、参照を追加してください。









	 PLS-00334: stringが別名のない表またはビューと一致しています。 
	
原因: 別名のない表またはビューの名前が参照されました。


	
処置: 参照をオブジェクト型の別名への参照で置き換えてください。









	 PLS-00335: パッケージ名が既存のオブジェクトと競合します。 
	
原因: CREATE PACKAGE文で、パッケージ(論理的に関連付けられているPL/SQLタイプ、オブジェクトおよびサブプログラムをグループ化するデータベース・オブジェクト)に、既存のデータベース・オブジェクトと同じ名前が指定されました。


	
処置: パッケージに固有の名前を付けてください。









	 PLS-00336: このコンテキストでは、オブジェクトのない表stringは不正です。 
	
原因: オブジェクト表以外に、REFまたはVALUE修飾子が指定されました。


	
処置: 参照をオブジェクト型の別名への参照で置き換えてください。









	 PLS-00337: stringと一致するオブジェクト表の別名が多すぎます。 
	
原因: オブジェクト表の別名に対する参照があいまいです。同じ有効範囲内に、オブジェクト表の別名が複数存在します。


	
処置: 参照を1つのみ残して他をすべて削除するか、残りの別名を変更してください。









	 PLS-00338: stringは、列または行の式として解決できません。 
	
原因: 列または行式として解決できない名前が参照されました。これは、オブジェクト表を含むUPDATEまたはINSERT文で発生します。


	
処置: UPDATE文を列参照としてコーディングする場合は、そのように修正してください。行式としてコーディングする場合は、オブジェクト表の別名を参照するように変更してください。









	 PLS-00339: stringが、REFまたはVALUE修飾子のないオブジェクト表と一致しています。 
	
原因: REFまたはVALUE修飾子を指定せずにオブジェクト表名が指定されました。


	
処置: REFまたはVALUE修飾子を付けてコーディングする場合は、修飾子を追加してください。列参照としてコーディングする場合は、適切に参照を変更してください。それ以外の場合は、参照を削除してください。









	 PLS-00341: カーソルstringの宣言が不完全か、または形式が誤っています。 
	
原因: カーソル宣言に誤りがあるか、またはカーソル宣言の中で参照されている識別子が正しく宣言されていません。既存のデータベース表または以前に宣言されたカーソルまたはカーソル変数を参照しない戻り型が指定されている可能性があります。たとえば、次のカーソル宣言はc1が完全に定義されていないため無効となります。CURSOR c1 RETURN c1%ROWTYPE IS SELECT ...-- illegal この場合、戻り型は暗黙に決定されるため、指定する必要はありません。


	
処置: カーソル名およびカーソル宣言で参照している識別子の綴りと宣言を確認してください。また、宣言がブロック構造内の正しい位置に置かれていることも確認してください。戻り型を指定する場合は、既存のデータベース表、以前に宣言されたカーソルまたはカーソル変数を参照することを確認してください。









	 PLS-00351: データベースstringにログオンしていません。 
	
原因: ログオンせずにOracleデータベースにアクセスしようとしました。不正なユーザー名またはパスワードが入力された可能性があります。


	
処置: データベースにアクセスするには、綴りの正しいユーザー名およびパスワードを入力して、Oracleにログオンしてください。









	 PLS-00352: 別のデータベースstringにアクセスできません。 
	
原因: 現行のローカルまたはリモートOracleデータベース以外のデータベース内のオブジェクトを参照しようとしました。


	
処置: 参照を修正し、現行のOracleデータベース内のオブジェクトを参照するようにしてください。









	 PLS-00353: 'string'はデータベースでユーザーを指定する必要があります 
	
原因: ユーザー名の綴りに誤りがある場合、またはユーザーがデータベースに存在しない場合に、このエラーが発生します。


	
処置: ユーザー名の綴りを確認し、そのユーザーが存在していることを確認してください。









	 PLS-00354: ユーザー名は単純識別子である必要があります 
	
原因: scott.acctsなどのように修飾されたユーザー名は、このコンテキストでは使用できません。


	
処置: scottなどのような単純ユーザー名を指定してください。









	 PLS-00355: PL/SQL表はこのコンテキストでは使用できません。 
	
原因: 不適切なコンテキストでPL/SQL表が参照されました(たとえば、リモート・リンクを使用)。


	
処置: PL/SQL表の参照を削除するか、またはコンテキストを変更してください。









	 PLS-00356: 'string'は、ユーザーがアクセスしている表名である必要があります 
	
原因: ユーザーは示された表にアクセスできません。このエラーは、表の名前またはユーザー名の綴りに誤りがある場合、表やユーザーがデータベースに存在しない場合、ユーザーが必要な権限を与えられていない場合、表の名前がローカル変数またはループ・カウンタの名前と重複している場合に発生します。


	
処置: 表の名前とユーザー名の綴りを確認してください。また、表とユーザーが存在すること、ユーザーが必要な権限を持っていること、表名がローカル変数またはループ・カウンタの名前と重複していないことも確認してください。









	 PLS-00357: 表またはビュー、順序参照stringは、このコンテキストでは使用できません。 
	
原因: データベースの表、ビューおよび順序への参照が不適切なコンテキストで見つかりました。このような参照は、SQL文または(順序を除く) %TYPEおよび%ROWTYPE宣言でのみ使用できます。次にいくつかの有効な例を示します。SELECT ename, emp.deptno, dname INTO my_ename, my_deptno, my_dept .FROM emp, dept WHERE emp.deptno = dept.deptno; DECLARE last_name emp.ename%TYPE; dept_rec dept%ROWTYPE;


	
処置: 無効な参照を削除するか、位置を変えてください。









	 PLS-00358: 列stringが複数の表にあります。修飾子を使用してください。 
	
原因: その文は、同じ列名を持つ2つ以上の表を指定しているため、不明確です。たとえば、次の文はdeptnoが両方の表の列であるためにあいまいです。SELECT deptno, loc INTO my_deptno, my_loc FROM emp, dept;


	
処置: 列参照があいまいにならないように、列名の前に表名(たとえばemp.deptno)を付けてください。









	 PLS-00359: 'string'の割当てターゲットにはコンポーネントが必要です。 
	
原因: 割当てターゲットの宣言で、代入された値を格納するために必要なコンポーネントが欠落しています。たとえば、列値の行をレコードではなく変数に代入すると、このエラーが発生します。次に例を示します。DECLARE dept_rec dept%ROWTYPE; my_deptno dept.deptno%TYPE; ... BEGIN SELECT deptno, dname, loc INTO my_deptno -- invalid FROM dept WHERE ...


	
処置: 割当てターゲットとそのすべてのコンポーネントの綴りを確認してください。割当てターゲットが必要なコンポーネントとともに宣言されていることと、その宣言がブロック構造内の正しい位置に置かれていることを確認してください。









	 PLS-00360: 本体のないカーソル宣言には戻り型が必要です。 
	
原因: カーソル宣言に、本体(SELECT文)がないか、戻り型がないかのいずれかです。カーソルの指定を本体から切り離す場合、CURSOR c1 RETURN emp%ROWTYPE;のように戻り型の入力が必要です。


	
処置: SELECT文または戻り型をカーソル宣言に追加してください。









	 PLS-00361: INカーソル'string'をOPENできません。 
	
原因: INモードのカーソル・パラメータは変更できないため、オープンできません。


	
処置: カーソル・パラメータをIN OUTまたはOUTに変更してください。









	 PLS-00362: カーソルの戻り型が無効です。'string'はレコード型である必要があります。 
	
原因: カーソルの指定またはREF CURSOR型の定義で、NUMBER、TABLEなどの非レコード型が戻り型として指定されました。これは許可されていません。次の戻り型のみが許可されています。<record_type_name> <record_name>%TYPE <table_name>%ROWTYPE <cursor_name>%ROWTYPE <cursor_variable_name>%ROWTYTPE


	
処置: 前述の戻り型を指定するように、カーソルの指定またはREF CURSOR型定義を修正してください。









	 PLS-00363: 式stringは割当てターゲットとして使用できません。 
	
原因: リテラル、定数、INパラメータ、ループ・カウンタまたはファンクション・コールが、誤って割当てターゲットとして使用されました。たとえば、次の文は、割当てターゲットの30が定数であるため不正な文です。SELECT deptno INTO 30 FROM dept WHERE ...-- illegal


	
処置: 正しい割当てターゲットを使用して、誤りのある文を修正してください。









	 PLS-00364: ループ索引変数stringの使用方法に誤りがあります。 
	
原因: OUTパラメータの値を別のパラメータまたは変数に割り当てようとしました。


	
処置: OUTパラメータのかわりにIN OUTパラメータを使用してください。Inside a









	 PLS-00366: NOT NULLタイプのサブタイプは、同様にNOT NULLである必要があります 
	
原因: サブタイプをNOT NULLとして定義した後、NULLとして定義されている別のサブタイプのベース型として使用しました。これは許可されていません。たとえば、コードが次のようになっていた可能性があります。DECLARE SUBTYPE Weekday IS INTEGER NOT NULL; SUBTYPE Weekend IS Weekday NULL; -- illegal 正しくは、次のとおりです。DECLARE SUBTYPE Weekday IS INTEGER NOT NULL; SUBTYPE Weekend IS Weekday;


	
処置: サブタイプ定義を修正して、矛盾をなくしてください。









	 PLS-00367: 例外名のないRAISE文は、例外ハンドラの内部になければなりません。 
	
原因: 例外ハンドラの外で、例外名が後に付いていないRAISE文が見つかりました。


	
処置: RAISE文を削除するか、例外ハンドラに移すか、または例外名を追加してください。









	 PLS-00368: RAISE文で、'string'は例外名である必要があります 
	
原因: RAISE文の中の識別子が正しい例外名ではありません。


	
処置: RAISE文の中の識別子が例外として宣言されていることと、ブロック構造内の正しい位置に置かれていることを確認してください。PL/SQL事前定義済例外の名前を使用している場合は、その名前の綴りを確認してください。









	 PLS-00369: 例外ハンドラで、OTHERSは単独で使用されなければなりません。 
	
原因: WHEN excep1 OR OTHERS =>形式の要素が例外ハンドラの定義内で検出されました。OTHERSハンドラは、ブロック内の最後の例外ハンドラとして単独で置く必要があります。


	
処置: OTHERSで表される識別子を削除するか、その識別子に別の例外ハンドラを作成してください。









	 PLS-00370: OTHERSハンドラは、例外ハンドラのブロックの中で最後になければなりません。 
	
原因: OTHERSハンドラの後に、1つ以上のハンドラがあります。ただし、OTHERSハンドラは、名前が具体的に指定されているすべての例外用のハンドラとして機能するため、ブロックまたはサブプログラム内の一番最後に置く必要があります。


	
処置: 特定の例外ハンドラに続くように、OTHERSハンドラを移動してください。









	 PLS-00371: stringの宣言は1回である必要があります 
	
原因: 識別子の参照は不明瞭です。識別子に対する宣言が複数ありました。ブロック、プロシージャまたは関数の宣言部では、1つの識別子に許可されるローカル変数は1つのみです。ブロックに表示できる特定の識別子のラベルは1つのみです。


	
処置: 識別子の綴りを確認してください。必要に応じて、識別子の宣言を1つ残して、他をすべて削除してください。









	 PLS-00372: プロシージャでは、RETURN文に式を入れることはできません。 
	
原因: プロシージャ中のRETURN文で式が使用されていますが、これは許可されません。その値がファンクション識別子に代入されるため、ファンクションのRETURN文に式を含む必要があります。ただし、プロシージャ内では単にRETURN文を使用してプロシージャの最後に処理が到達する前にその処理を終了させることができます。


	
処置: RETURN文から式を削除するか、ファンクションとしてプロシージャを再定義してください。









	 PLS-00373: EXIT/CONTINUEラベルstringはLOOP文のラベルである必要があります 
	
原因: EXITまたはCONTINUE文内のラベルが、LOOP文を参照しませんでした。EXITまたはCONTINUE文ではラベルの指定は不要です。ただし、ラベルが指定されている(EXIT my_labelまたはCONTINUE my_labelなど)場合は、そのラベルは、LOOP文を参照する必要があります。


	
処置: ラベル名の綴りが正しいかどうか、ラベル名がLOOP文を参照しているかどうかを確認してください。









	 PLS-00374: 無効なEXIT/CONTINUE文です。EXIT/CONTINUE文はラベル'string'のループ内になければなりません 
	
原因: EXITまたはCONTINUE文内のラベルが、LOOP文を参照しませんでした。EXITまたはCONTINUE文ではラベルの指定は不要です。ラベルが指定されている場合(EXIT my_labelまたはCONTINUE my_labelなど)、そのラベルによって指定されるLOOP文の内側にEXITまたはCONTINUE文がある必要があります。


	
処置: ラベル名の綴りが正しいかどうかを確認してください。必要であれば、ラベルが参照するLOOP文の内側にEXITまたはCONTINUE文を移動してください。









	 PLS-00375: 無効なGOTO文です。このGOTOはラベルstringに分岐できません。 
	
原因: エラー・メッセージに記された行と列の番号は、一連の文を含む構成(ループや例外ハンドラなど)の外側から、一連の文の内側のラベルに分岐しているGOTO文を示しています。このような分岐は許可されません。


	
処置: 文の順序内にGOTO文を移動するか、ラベル付きの文を文の順序の外側に移動してください。









	 PLS-00376: 無効なEXIT/CONTINUE文です。EXIT/CONTINUE文はループの内部になければなりません 
	
原因: ループ構文の外側にEXITまたはCONTINUE文があります。EXIT文はループを途中で終了するとき、またCONTINUE文はループの次の反復を開始するときに使用されるため、必ずループの内側にある必要があります。


	
処置: EXITまたはCONTINUE文を削除するか、ループの内側に入れてください。









	 PLS-00377: 内部型PLS_INTEGERは現行のリリースのPL/SQLには使用できません。 
	
原因: 型名INTEGERが宣言で使用されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-00378: 渡されたコンパイル・ユニットは、現行のリリースのPL/SQLでは無効です。 
	
原因: コンパイル・ユニットとは、コンパイラに渡されるPL/SQLソース・コードが入ったファイルのことです。コンパイル・ユニットは、ブロック、宣言、文およびサブプログラムのみを含むことができます。このエラーは、これ以外の言語構造がコンパイラに渡されたときに発生します。


	
処置: コンパイル・ユニットにブロック、宣言、文、サブプログラム以外のものがあるかどうかを調べてください。









	 PLS-00379: CASE文は現行のリリースのPL/SQLでは使用できません。 
	
原因: コンパイル・ユニットにCASE文が含まれています。ただし、現行のリリースのPL/SQLは、CASE文をサポートしていません。


	
処置: コンパイル・ユニットからCASE文を削除してください。









	 PLS-00380: 関数およびプロシージャは現行のリリースのPL/SQLでは使用できません。 
	
原因: コンパイル中のプログラムにFUNCTIONまたはPROCEDUREの宣言が含まれています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-00381: 列と、副問合せまたはINSERT文の変数で、'string'の型が一致していません。 
	
原因: 列と変数のデータ型が一致しません。この変数は、副問合せまたはINSERT文の中にあります。


	
処置: 列のデータ型に合うように、変数のデータ型を変更してください。









	 PLS-00382: 式の型が正しくありません。 
	
原因: 式のデータ型が、その式が検出されたコンテキストには正しくありません。


	
処置: 式のデータ型を変更してください。データ型変換ファンクションも使用できます。









	 PLS-00383: INまたはNOT IN句で、'string'の型が一致していません。 
	
原因: X NOT IN (SELECT Y ... )などの集合のメンバーシップの検査で、式XとYのデータ型が一致しないため、この不一致の修正に必要な暗黙的変換が不明です。


	
処置: データ型が一致するように式を変更してください。SELECTリストでデータ型変換ファンクションも使用できます。









	 PLS-00384: UPDATEのSET句で、'string'の型が一致していません。 
	
原因: UPDATE文のSET句の等号の左側にある列が、等号の右側にある列、式または副問合せとデータ型が一致しません。また、この不一致の修正に必要な暗黙変換が不明です。


	
処置: データ型が一致するように式を変更してください。SET句でデータ型変換ファンクションも使用できます。









	 PLS-00385: SELECT...INTO文で、'string'の型が一致していません。 
	
原因: SELECT...INTO文のINTO句の左右にある式のデータ型が一致しません。また、この不一致の修正に必要な暗黙変換が不明です。


	
処置: データ型が一致するように式を変更してください。SELECTリストでデータ型変換ファンクションも使用できます。









	 PLS-00386: FETCHカーソルとINTO変数で、'string'の型が一致していません。 
	
原因: FETCH文のINTOリスト内の割当てターゲットが、カーソル宣言のSELECTリスト内の対応する列とデータ型が一致しません。また、この不一致の修正に必要な暗黙変換が不明です。


	
処置: カーソル宣言を変更するか、代入先のデータ型を変更してください。カーソルに関連付けられている問合せのSELECTリストでデータ型変換ファンクションを使用することもできます。









	 PLS-00387: INTO変数はデータベース・オブジェクトにできません。 
	
原因: FETCH文またはSELECT文のINTOリストに含まれる項目がデータベース・オブジェクトでした。INTOは、出力値を代入するユーザー定義の変数のリストを与えます。このため、INTOリストではデータベース・オブジェクトが指定できません。


	
処置: INTOリスト項目の綴りを確認してください。必要に応じて、INTOリストから項目を削除するか、ユーザー定義の出力変数に置き換えてください。









	 PLS-00388: 副問合せの列stringが未定義です。 
	
原因: 副問合せに、指定された表に対して定義されていない列名が含まれています。


	
処置: 式を変更して、定義された列を指定してください。









	 PLS-00389: このコンテキストでは、表またはビュー、別名のstringは不適当です。 
	
原因: 通常(オブジェクト以外)の表に対応する表、ビューまたは別名<name>が、不適切なコンテキストにあります。


	
処置: 参照を削除するか、列参照としてコーディングする場合はそのように修正してください。









	 PLS-00390: INSERT文の列stringが未定義です。 
	
原因: 列名の綴りを確認し、定義済列のみを参照するように式を変更してください。


	
処置: 列名の綴りを確認し、定義済列のみを参照するように式を変更してください。









	 PLS-00391: UPDATE文の列stringが未定義です。 
	
原因: UPDATE文が、更新される表またはビューで定義されていない列を参照しています。


	
処置: 列名の綴りを確認し、定義済列のみを参照するように文を修正してください。









	 PLS-00392: BETWEENへ渡す引数の型が一致していません。 
	
原因: X BETWEEN Y AND Zなどの比較で、式X、YおよびZのデータ型が一致しません。また、この不一致の修正に必要な暗黙変換が不明です。


	
処置: データ型が一致するように式を変更してください。データ型変換ファンクションも使用できます。









	 PLS-00393: SELECT...INTO文の列の数が正しくありません。 
	
原因: SELECT...INTO文で選択された列数が、INTO句の変数の数と一致しません。


	
処置: SELECTリストの中の列の数またはINTO句の中の変数の数を変更して、それらの数が一致するようにしてください。









	 PLS-00394: FETCH文のINTOリストの値の数が正しくありません。 
	
原因: FETCH文のINTO句に含まれる変数の数が、カーソル宣言の列の数と一致しません。


	
処置: INTO句の変数または数かカーソル宣言の列の数を変更して、それらの数が一致するようにしてください。









	 PLS-00395: INSERT文のVALUES句の値の数が正しくありません。 
	
原因: INSERT文の列の数が、VALUES句の値の数と一致しません。たとえば、次の文は、値20に対して列が指定されていないため不正です。INSERT INTO emp (empno, ename) VALUES (7788, 'SCOTT', 20);


	
処置: 列リストの項目の数またはVALUESリストの項目の数を変更して、それらの数が一致するようにしてください。









	 PLS-00396: INSERT文の副問合せの列の数が正しくありません。 
	
原因: INSERT文の列の数が、副問合せのSELECTリストの列の数と一致しません。たとえば、次の文はcol3に対応する列が指定されていないため不正です。INSERT INTO emp (ename, empno) SELECT col1, col2, col3 FROM ...


	
処置: INSERT文の列リストの項目数またはSELECTリストの項目の数を変更して、それらの数が一致するようにしてください。









	 PLS-00397: INへ渡す引数の型が一致しません。 
	
原因: X IN (Y,Z)などの集合のメンバーシップの検査で、式X、YおよびZのデータ型が一致しません。また、この不一致の修正に必要な暗黙変換が不明です。


	
処置: データ型が一致するように式を変更してください。データ型変換ファンクションも使用できます。









	 PLS-00398: UNIONまたはINTERSECT、MINUS式で、列の数が正しくありません。 
	
原因: UNION式、INTERSECT式またはMINUS式の左右のSELECT句で選択されている列の数が違います。たとえば、次の文はSELECTリストの含む項目数が等しくないため不正です。CURSOR my_cur IS SELECT ename FROM emp INTERSECT SELECT ename, empno FROM emp;


	
処置: 項目数が一致するように、SELECTリストを変更してください。









	 PLS-00399: UNIONまたはINTERSECT、MINUS式で、列の型が一致していません。 
	
原因: UNION式、INTERSECT式またはMINUS式の左右のSELECTリストで、データ型が一致しない列が1つ以上選択されています。たとえば、次の文は定数3のデータ型がNUMBERであるのに対し、SYSDATEのデータ型はDATEであるため不正です。CURSOR my_cur IS SELECT 3 FROM emp INTERSECT SELECT SYSDATE FROM emp;


	
処置: データ型に一致するように、SELECTリストを変更してください。1つ以上の問合せのSELECTリストでデータ型変換ファンクションも使用できます。









	 PLS-00400: カーソルSELECT文と戻り値との列数が異なります。 
	
原因: カーソルの宣言で戻り型(RETURN emp%ROWTYPEなど)を指定しましたが、戻された列値の数が選択リストの項目の数と一致しません。


	
処置: カーソルの戻り型またはSELECTリストを変更して、それらの数が一致するようにしてください。









	 PLS-00401: カーソルSELECT文と'string'にある戻り値との間で列の型が異っています。 
	
原因: カーソルの宣言で戻り型(RETURN emp%ROWTYPEなど)を指定しましたが、戻された列値のデータ型が、対応するSELECTリストの項目のデータ型と異なっています。


	
処置: カーソルの戻り型またはSELECTリストを変更して、それらの型が一致するようにしてください。









	 PLS-00402: 列名の重複を避けるためにはカーソルのSELECTリストに別名が必要です。 
	
原因: 重複する列名を含むSELECT文でSQLカーソルが宣言されています。この参照は、不明確です。


	
処置: SELECTリストで重複している列名を別名で置き換えてください。









	 PLS-00403: 式'string'は、SELECT/FETCH文のINTO部には記述できません。 
	
原因: FETCH文で、代入先が正しい形式の宣言された変数ではないために、INTOリストに含まれる代入先に値を代入できません。たとえば、'Jones'は文字列で、変数ではないため、次の代入は不正です。FETCH my_cur INTO 'Jones';


	
処置: 代入先の綴りと宣言を確認してください。変数名の作成規則に従っていることを確認してください。









	 PLS-00404: CURRENT OFで使用するにはカーソル'string'をFOR UPDATEで宣言する必要があります。 
	
原因: CURRENT OF cursor_name句の使用は、cursor_nameがFOR UPDATE句で宣言された場合にのみ有効です。


	
処置: カーソルの定義にFOR UPDATE句を追加するか、CURRENT OF cursor_name句を使用しないようにしてください。









	 PLS-00405: このコンテキストで副問合せはできません。 
	
原因: if (SELECT deptno FROM emp WHERE ... ) = 20 then ...など、不適切なコンテキストで副問合せが使用されました。副問合せは、SQL文でのみ使用できます。


	
処置: 次のように一時変数を使用してください。同じ結果が得られます。SELECT deptno INTO temp_var FROM emp WHERE ...; IF temp_var = 20 THEN ...









	 PLS-00406: 副問合せのSELECTリストの長さは割当てターゲット数と一致する必要があります。 
	
原因: 問合せのSELECTリストの長さが、戻された値を受け取るターゲットのリストの長さと一致しません。たとえば、次の文は副問合せが2つの値を戻すのに対し、ターゲットが1つであるため不正です。UPDATE emp SET ename = (SELECT ename, empno FROM emp WHERE ename = 'SMITH') ...


	
処置: 項目数が一致するように、リストの1つを変更してください。









	 PLS-00407: ここでは'*'使用できません。列リストが必要です。 
	
原因: 列名のリストの省略形としてアスタリスク(*)が使用されました。ただし、このコンテキストでは列名は明示的な指定が必要です。


	
処置: アスタリスクを列名のリストで置き換えてください。









	 PLS-00408: INSERTまたはUPDATEで、重複する列'string'は許可されません。 
	
原因: UPDATE文またはINSERT文に、重複する列名がある列リストが含まれています。


	
処置: 列名の綴りを確認し、重複がないようにしてください。









	 PLS-00409: INTOリスト内で重複する変数'string'は許可されません。 
	
原因: SELECT文またはFETCH文では、INTOリストで同じ変数を2度指定できません。


	
処置: 変数のいずれかをINTOリストから削除してください。









	 PLS-00410: RECORDまたはTABLE、引数リスト内で重複するフィールドは許可されません。 
	
原因: ユーザー定義レコードを宣言するときに、2つのフィールドに同じ名前を指定しました。データベース表の列名と同様、ユーザー定義レコードのフィールド名は一意である必要があります。


	
処置: フィールド名の綴りを確認し、重複しているものがあれば削除してください。









	 PLS-00411: 集合と副問合せの値数が一致しません。 
	
原因: 集合=副問合せの形式の文で、集合の値の数と副問合せの値の数が一致していません。たとえば、コードが次のようになっていた可能性があります。WHERE (10,20,30) = (SELECT empno,deptno FROM emp WHERE...);


	
処置: 値の数が一致するように、集合と副問合せを変更してください。









	 PLS-00412: 値のリストは、この関数またはプロシージャへの引数にはできません。 
	
原因: カンマで区切ってカッコで囲んだ値リスト(集合)が不適切なコンテキストで使用されました。たとえば、次の使用方法は不正です。WHERE (col1, col2) > (SELECT col3, col4 FROM my_table ...) ただし、等号は、左側と右側の引数として、それぞれ値のリストと副問合せをとることができます。したがって、次の使用方法は有効です。WHERE (col1, col2) = (SELECT col3, col4 FROM my_table ...)


	
処置: 式を修正してください。たとえば、WHERE (col1, col2) > (SELECT col3, col4 FROM my_table ...)句は、WHERE col1 > (SELECT col3 FROM my_table ...) AND col2 > (SELECT col4 FROM my_table ...)のようにリライトできます。









	 PLS-00413: CURRENT OF句の識別子はカーソル名ではありません。 
	
原因: CURRENT OF句の識別子がカーソル以外のオブジェクトの名前です。


	
処置: 識別子の綴りを確認してください。それがDELETE文またはUPDATE文のカーソルの名前であることと、FORループ変数の名前ではなく、カーソル自体の名前であることを確認してください。









	 PLS-00414: 表に列'string'がありません。 
	
原因: 列の参照を修飾するために表の名前または別名が使用されましたが、表の中に列がありません。列が定義されていなかったか、列名の綴りに誤りがあります。


	
処置: 列が定義されているかどうかを確認し、列名の綴りが正しいかどうかを調べてください。









	 PLS-00415: 'string'はOUTパラメータなので関数では使用できません。 
	
原因: 関数の指定でOUTまたはIN OUT仮パラメータが使用されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-00416: DECODEの第3引数はNULLにできません。 
	
原因: DECODEの3番目の引数がNULLになっています。


	
処置: 適切な型および値を指定した引数を入力してください。









	 PLS-00417: stringは列として判別できません。 
	
原因: SQL文に指定されたデータベース表、ビューまたは列が存在しないか、表またはビューへのアクセスに必要な権限が付与されていません。


	
処置: 表(またはビュー)および列の名前の綴りを確認してください。また、その表および列が存在していることを確認してください。必要に応じて、その表へのアクセスに必要な権限の付与をDBAに依頼してください。









	 PLS-00418: 配列バインドの型は、PL/SQL表の行の型と一致する必要があります。 
	
原因: ホスト配列は(たとえばOracleプリコンパイラ・プログラムによって)、PL/SQL表パラメータにバインドするため、PL/SQLサブプログラムに渡されました。ただし、配列要素のデータ型とPL/SQL表の行に互換性がありません。したがって、バインドは失敗しました。


	
処置: データ型に互換性があるように、配列要素またはPL/SQL表の行のデータ型を変更してください。









	 PLS-00419: リモート属性への参照は許可されません。 
	
原因: リモート・カーソル属性を参照しようとしましたが、これは許可されません。たとえば、コードが次のようになっていた可能性があります。IF SQL%NOTFOUND@newyork THEN ...


	
処置: リモート・カーソル属性は、参照しないでください。









	 PLS-00420: リモートでビルトイン・ルーチンをコールできません。 
	
原因: ビルトインPL/SQLファンクションをリモートでコールしようとしましたが、これは許可されません。たとえば、コードが次のようになっていた可能性があります。my_sqlerrm := SQLERRM@newyork; or INSERT INTO emp VALUES (my_empno, STANDARD.RTRIM@newyork(my_ename), ...);


	
処置: ビルトイン・ファンクションは常にローカルでコールし、データベース・リンクは指定しないでください。









	 PLS-00421: 循環シノニム'string' 
	
原因: 直接的または間接的に、シノニムがそれ自体によって定義され、循環定義を作成しました。


	
処置: シノニムを再定義し、循環定義を削除してください。









	 PLS-00422: このバインド変数にはバインド型用のPL/SQL翻訳がありません。 
	
原因: ホスト変数は(たとえばOracleプリコンパイラ・プログラムによって)、バインドのため、PL/SQLに渡されました。ただし、そのデータ型はPL/SQLのデータ型と互換性がありません。したがって、バインドは失敗しました。


	
処置: PL/SQLデータ型と互換性があるように、ホスト変数のデータ型を変更してください。









	 PLS-00423: ORDER BY項目は、SELECTリスト式の数である必要があります。 
	
原因: UNION、INTERSECTまたはMINUS集合演算子を使用するSELECT文のORDER BY句で、列の別名が使用されました。これは許可されていません。このような場合、ORDER BY句の中の式は、SELECTリスト項目の元の位置を示す符号なし整数を使用する必要があります。


	
処置: ORDER BY句の別名を、問題のあるSELECTリストの起点になる符号なし整数に変更してください。









	 PLS-00424: デフォルトのRPCにはパッケージ状態を組み込めません。 
	
原因: デフォルトのパラメータが、パッケージ状態に依存するリモート・サブプログラムをコールしようとしましたが、これは許可されません。リモート・サブプログラムをコールするには、たとえ対応する仮パラメータがパッケージ状態に依存する場合であっても、実パラメータを明示的に渡す必要があります。


	
処置: それぞれの実パラメータを明示的に渡して、リモート・サブプログラムをコールしてください。









	 PLS-00425: SQLでは、関数の引数と戻りの型はSQLの型である必要があります。 
	
原因: カーソル変数をFETCHまたはCLOSE(あるいはその両方)するサブプログラムの仮パラメータとしてそのカーソル変数が宣言されたときに、OUTパラメータ・モードが指定されました。


	
処置: パラメータ・モードをOUTからINまたはIN OUTに変更してください。









	 PLS-00427: STANDARDのバージョンが異なる場合、RPCデフォルトはビルトインを使用できません。 
	
原因: デフォルトのパラメータ値がビルトインを使用して計算されるリモート・サブプログラムをコールしようとしました。コール元のシステムが、コールされる側のシステムと異なるバージョンのSTANDARDパッケージを使用している場合、デフォルトの式は、単純な数値リテラルか文字列リテラル、NULL、またはユーザー定義ファンクションへのダイレクト・コールである必要があります。


	
処置: それぞれの実パラメータ値を明示的に渡して、リモート・サブプログラムをコールしてください。









	 PLS-00428: INTO句はこのSELECT文に入ります。 
	
原因: SELECT INTO文のINTO句が省略されました。たとえば、コードが次のようになっていた可能性があります。SELECT deptno, dname, loc FROM dept WHERE ... 正しくは、次のとおりです。SELECT deptno, dname, loc INTO dept_rec FROM dept WHERE ... PL/SQLでは副問合せのみがINTO句なしで書かれます。


	
処置: 必要なINTO句を追加してください。









	 PLS-00429: RETURNING句ではサポートされていない機能です。 
	
原因:
- INTO句とRETURNING句は1つの文の中で併用することはできません。

- 現在、RETURNING句は、オブジェクト型列、LONG列、レコード、%rowtype、リモート表、および副問合せでのINSERTではサポートされていません。これは、ORA-28815と同じです。




	
処置: 値を得るために異なるSELECT文を使用してください。









	 PLS-00430: このコンテキストでFORALL反復変数stringは使用できません。 
	
原因: FORALL反復変数は、サブスクリプトとしてのみ使用できます。式に直接または式の一部として使用できません。


	
処置: FORALL反復変数は、コレクション・サブスクリプトとしてのみ使用してください。









	 PLS-00431: バルクSQL属性では単一索引を使用する必要があります 
	
原因: 複数の索引がバルクSQL属性へのアクセスに指定されました。


	
処置: 整数データ型の単一の索引を使用してください。









	 PLS-00432: 実装上の制約 SELECT文ではFORALLとBULK COLLECT INTOを一緒に使用できません。 
	
原因: SELECT文にFORALLおよびBULK COLLECT INTO句の両方が含まれています。


	
処置: SELECT文ではFORALLおよびBULK COLLECT INTOを一緒に使用しないでください。









	 PLS-00433: パッケージSTANDARDが整合していません。 
	
原因: PL/SQLコンパイラは、パッケージSTANDARDに存在するはずのエントリ(型宣言など)を見つけることができませんでした。


	
処置: 現行のOracleデータベースで正しいバージョンのパッケージSTANDARDが使用可能かどうかを確認し、再コンパイルしてください。









	 PLS-00434: レコード・フィールドにサポートされない型があります: "string" 
	
原因: レコード・フィールドに対してサポートされていない型を使用しようとしました。今回のリリースでは、レコード・フィールド内でのSQL92の日時型(時刻、タイムスタンプ、タイム・ゾーン付きの時刻、タイム・ゾーン付きのタイムスタンプ、月への間隔年および秒への間隔日)の使用はサポートされていません。


	
処置: レコード・フィールドにはサポートされた型のみを使用してください。









	 PLS-00435: BULK In-BINDのないDML文は、FORALL内で使用できません。 
	
原因: FORALL文内のDML文(SELECT/INSERT/DELETE/UPDATE)に、BULK IN-BIND変数が含まれていません。


	
処置: FORALL文内のDML文(SELECT/INSERT/DELETE/UPDATE)に、BULK IN-BIND変数を指定してください。









	 PLS-00436: 実装上の制約: BULK In-BIND表でレコードまたはオブジェクトのフィールドは参照できません 
	
原因: 現在、table(bulk_index).fieldは、サポートされません。


	
処置: かわりに、FORALL DML文(MERGE/INSERT/DELETE/UPDATE)で、FORループを使用してください。









	 PLS-00437: FORALLバルク索引はstring句に使用できません。 
	
原因: RETURNING table(bulk_index)は、サポートされません。


	
処置: かわりに、RETURNING BULK COLLECTを使用してください。









	 PLS-00438: LIMIT句の値: 'string'の使用は無効です。 
	
原因: BULK FETCHのLIMIT句の評価値が、不適切なコンテキストで見つかりました。たとえば、BULK FETCHのLIMIT句は数値を想定しているため、次の文は無効です。FETCH c1 BULK COLLECT INTO var_tab LIMIT '22333'; -- illegal


	
処置: 評価結果が数値と互換性があるように、LIMIT句の式を変更してください。









	 PLS-00439: LIMIT句は必ずBULK FETCH内で使用してください。 
	
原因: BULK FETCH以外で、LIMIT句が使用されました。


	
処置: LIMIT句は、BULK FETCH以外で使用しないでください。









	 PLS-00440: FORALLのBULK In-BIND変数はここでは使用できません 
	
原因: FORALL文のBULK In-BIND変数への参照が、その変数が許可されていないコンテキストで見つかりました。たとえば、このような変数は、動的SQL文のUSING句の式では許可されていません。forall j in 1..Users.Count() execute immediate ' insert into System_Users(Username) values :U' using Upper(Users(j));


	
処置: この場合は、次のようにしてUSING句の式をSQL文に移動します。forall j in 1..Users.Count() execute immediate ' insert into System_Users(Username) values Upper(:U)' using Users(j);









	 PLS-00441: EXIT/CONTINUE文のラベルがここにある可能性があります。'string'はラベルではありません 
	
原因: 指定した名前はラベルではありません。EXITおよびCONTINUE文ではラベルは必須ではありませんが、オプション名がある場合は、オプション名がラベルである必要があります。


	
処置: 名前の綴りを確認してください。その名前が、EXITまたはCONTINUE文がネストされているループのラベルであることを確認してください。ラベルがその文に必要ない場合は、名前を削除してください。









	 PLS-00442: CONTINUE文には接頭辞STANDARDがありません 
	
原因: STANDARDの中にプロシージャCONTINUEは含まれていますが、名前のみや、接頭辞STANDARDではコールできません。このプロシージャは、CONTINUE文の分析にのみ使用します。


	
処置: CONTINUE文に使用するのであれば、接頭辞を削除してください。他のプロシージャを意図していた場合は、接頭辞およびプロシージャ名の綴りを確認してください。









	 PLS-00450: このプライベート型の変数は、ここで宣言できません。 
	
原因: 他のコンパイル・ユニットでPRIVATEとして宣言されている型が、変数宣言で使用されています。


	
処置: この型をPRIVATE変数宣言で使用しないでください。









	 PLS-00452: サブプログラム'string'が対応付けられたプラグマに違反しています。 
	
原因: パッケージ仕様部にRESTRICT_REFERENCESプラグマをコーディングして純粋度を宣言しないかぎり、SQL文からパッケージ・ファンクションをコールすることはできません。副作用を制御するために使用されるプラグマは、データベース表またはパブリック・パッケージ変数(あるいはその両方)へのパッケージ・ファンクションの読込み/書込みアクセスを拒否するようにPL/SQLコンパイラに指示します。プラグマに違反しているSQL文をコーディングすると、コンパイル・エラーが発生します。


	
処置: ファンクションの純粋度を高めるか、プラグマの制約を少なくしてください。









	 PLS-00453: オブジェクト表またはユーザー定義型の列でリモート操作は許可されません。 
	
原因: リモート・オブジェクト表またはユーザー定義型の列への参照が見つかりました。


	
処置: 参照しないでください。









	 PLS-00454: 句に復帰する場合, 表の式はリモートまたは副問合せにはできません。 
	
原因: リモート表や副問合せへの参照がRETURNING INTO句を持つSQL文で見つかりました。


	
処置: それを参照しないか、後続のSELECT文を使用してください。









	 PLS-00455: 動的SQL OPEN文ではカーソル'string'は使用できません。 
	
原因: RETURN型を持つREF CURSORが動的にオープンされました。しかし、埋込み動的OPEN文でオープンできるのは、RETURN型を持たないREF CURSORのみです。


	
処置: RETURN型を持たないREF CURSORを定義し、この文で使用してください。









	 PLS-00456: アイテム'string'はカーソルではありません。 
	
原因: 指定された変数はカーソルではないため、OPENまたはFETCHできません。


	
処置: 指定された変数の綴りと宣言を確認してください。









	 PLS-00457: 式は必ずSQL型にしてください。 
	
原因: USING句または動的RETURNING句にある式の型が誤っています。USING句または動的RETURNING句では、式の型がBOOLEAN、INDEX TABLE、RECORDなどのSQL以外の型であってはいけません。


	
処置: 式の型をSQL型に変更してください。









	 PLS-00458: サブプログラム'string'はREPEATABLEサブプログラムからコールできません。 
	
原因: サブプログラムがREPEATABLEではなく、REPEATABLEサブプログラムからコールできません。


	
処置: コールまたはREPEATABLEを削除してください。









	 PLS-00459: この機能はREPEATABLEサブプログラムでは使用できません。 
	
原因: 動的SQL文または自律型トランザクションの機能の1つが、REPEATABLEサブプログラムで指定されました。


	
処置: 文またはREPEATABLEを削除してください。









	 PLS-00460: REPEATABLEサブプログラム'string'はRNDS、WNDS、RNPSおよびWNPSである必要があります。 
	
原因: REPEATABLEサブプログラムは、データベース状態の読込み(RNDS)、データベース状態の書込み(WNDS)、パッケージ状態の読込み(RNPS)またはパッケージ状態の書込み(WNPS)のいずれも実行できません。


	
処置: サブプログラムをRNDS、WNDS、RNPSおよびWNPSにするか、またはREPEATABLEを削除してください。









	 PLS-00461: 'string'の仕様部と本体の間でREPEATABLE情報が一致していません。 
	
原因: REPEATABLEがサブプログラムの仕様部で宣言されましたが、本体では宣言されていません。または、その逆です。


	
処置: 仕様部と本体の両方がREPEATABLEで宣言されていることを確認してください。









	 PLS-00462: ネストされたサブプログラム'string'はREPEATABLEである必要があります。 
	
原因: REPEATABLEサブプログラムのネストされたサブプログラムが、REPEATABLEとして宣言されていません。サブプログラムがREPEATABLEの場合、このネストされたすべてのサブプログラムはREPEATABLEとして宣言する必要があります。


	
処置: ネストされたサブプログラムをREPEATABLEとして宣言してください。









	 PLS-00483: 例外'string'は、このブロックの例外ハンドラで1度しか発生しない可能性があります。 
	
原因: PL/SQLブロックまたはサブプログラムの例外処理部で、同じ例外が2つのWHEN句(つまり2つの異なる例外ハンドラ)で指定されています。


	
処置: 例外への参照のうちのいずれかを削除してください。









	 PLS-00484: 不要な例外'string'と'string'が同一の例外ハンドラで発生する可能性があります。 
	
原因: EXCEPTION_INITプラグマを使用して、異なる例外が同じOracleエラー番号に初期化されています。その後、同一の例外処理部内の別の例外ハンドラで参照されました。このような参照は競合します。


	
処置: 例外の1つを削除するか、例外を別のOracleエラー番号に初期化してください。









	 PLS-00485: 例外ハンドラでは、'string'は例外名である必要があります。 
	
原因: 例外ハンドラのWHEN句に、例外として宣言されていない識別子が指定されています。WHEN句では例外の名前のみを使用できます。


	
処置: 例外名の綴りを確認し、例外が正しく宣言されているかどうかを確認してください。









	 PLS-00486: 選択リストはカッコで囲えません。 
	
原因: SELECT文で、SELECTリストがSELECT (deptno, dname, loc) FROM dept INTO ...のようにカッコで囲まれています。これはSQLの構文規則に反しています。キーワードSELECTとFROMがSELECTリストの範囲を定めるため、カッコは必要ありません。


	
処置: SELECTリストを囲んでいるカッコを削除してください。









	 PLS-00487: 変数'string'への参照が無効です。 
	
原因: 変数への参照がデータ型と矛盾しています。たとえば、次のようにスカラー変数を誤ってレコードとして参照した可能性があります。DECLARE CURSOR emp_cur IS SELECT empno, ename, sal FROM emp; emp_rec emp_cur%ROWTYPE; my_sal NUMBER(7,2); BEGIN ... total_sal := total_sal + my_sal.sal; -- invalid ...


	
処置: 変数名の綴りを確認してください。変数が正しく宣言されたことと、宣言と参照のデータ型に矛盾がないことを確認してください。









	 PLS-00488: 'string'はタイプである必要があります 
	
原因: 宣言または式の中の型指定子が正しい型を示していません。たとえば、次のように、%TYPE属性が宣言に追加されていない可能性があります。DECLARE my_sal emp.sal%TYPE; my_ename emp.ename; -- missing %TYPE ... 定数または変数を宣言するときに、列のデータ型を自動的に与えるためには%TYPE属性を使用してください。同様に、レコードの宣言で、行のデータ型を自動的に指定するときにも、%ROWTYPE属性を使用してください。


	
処置: データ型指定子が正しい型を示していることを確認してください。必要に応じて、%TYPE属性と%ROWTYPE属性を使用してください。









	 PLS-00489: 表参照が無効です。'string'はこの式にある列である必要があります。 
	
原因: 問合せでSELECTリスト項目がFROM句の表を参照しましたが、データベース列ではありませんでした。


	
処置: 列名の綴りおよびSELECTリストの各列がFROM句の表を参照していることを確認してから、問合せを再実行してください。









	 PLS-00490: 文が不適切です。 
	
原因: 文が想定されている箇所に、定数、変数、ファンクション・コール、不完全な文が使用されました。たとえば、式からファンクションをコールするかわりに、ファンクションが(プロシージャのように)文としてコールされた可能性があります。


	
処置: コマンド、識別子、演算子、デリミタ、終了記号が、完全で有効なPL/SQL文を構成しているかどうか、文を調べてください。









	 PLS-00491: 数値リテラルが必要です。 
	
原因: 数値リテラルが必要な箇所に、定数または変数が使用されました。たとえば、コードが次のようになっていた可能性があります。my_ename VARCHAR2(max_len); 正しくは、次のとおりです。my_ename VARCHAR2(15); VARCHAR2の変数の最大長を指定するときには、整数リテラルを使用する必要があります。


	
処置: 識別子を数値リテラルで置き換えてください。









	 PLS-00492: 変数または定数の初期化が、同一パッケージ内に宣言した関数で参照されない可能性があります。 
	
原因: パッケージ仕様部pで関数fが宣言されている場合、同一パッケージ仕様部の変数宣言でその関数は使用できません。これは循環インスタンス化の問題によるものです。パッケージ仕様部を完全にインスタンス化するために、変数を初期化する必要があります。変数を初期化するには、パッケージ本体中の関数本体のコードを実行する必要があります。そのためには、パッケージ本体をインスタンス化する必要があります。ただし、パッケージ仕様部が完全にインスタンス化されないとパッケージ本体はインスタンス化できません。


	
処置: 変数の初期化から関数に対する参照を削除してください。一般的に有効な方法は、パッケージ仕様部の変数宣言からパッケージ本体の初期化ブロックに変数の初期化を移動する方法です。









	 PLS-00493: ローカル・コンテキスト内のサーバー側オブジェクトまたは機能への参照が無効です。 
	
原因: PL/SQLオブジェクトのみが存在できるコンテキストで(ローカル関数のパラメータ・リスト内や、(ローカル)PL/SQL表の索引としてなど)、サーバー側オブジェクトに対する参照(たとえば、表列)または関数(SUM、AVG、MIN、MAXなどのグループ関数)が見つかりました。


	
処置: 違反している文を修正するか、または(ローカル関数コールが問題のコンテキストである場合は)関数を非ローカルにしてください(パッケージ化されたまたはトップレベルの状態で)。









	 PLS-00494: 複数レコード・ターゲットへの強制はサポートされません。 
	
原因: SELECTまたはFETCHのINTOリストで複数のレコード型ターゲットが指定されており、列型をINTOリストに一致させるためにレコードへの強制が必要です。これは型チェックでは正しいですが、まだサポートされていません。


	
処置: 列型がすべて入る新しいレコード型を作成するか、各ソース列にINTOターゲットのあるSELECTをコーディングしてください。









	 PLS-00495: レコード・ターゲットを切離し後のSELECT...INTO文で列数が多すぎます。 
	
原因: 型チェックで、SELECTまたはFETCHの中の列が、INTOリストのレコード内に収集されることが示されました。レコードは、フィールド内にバーストされます。各列に対してレコード内のフィールドが足りません。


	
処置: INTO句のレコード変数と列の数が一致するように、変更してください。









	 PLS-00496: レコード・ターゲットを切離し後のSELECT...INTO文で列数が少なすぎます。 
	
原因: 型チェックで、SELECTまたはFETCHの中の列が、INTOリストのレコード内に収集されることが示されました。レコードは、フィールド内にバーストされます。レコード内のすべてのフィールドを格納できるだけの列がありません。


	
処置: INTO句のレコード変数と列の数が一致するように、変更してください。









	 PLS-00497: INTOリスト内で単一行と複数行(BULK)は混在できません。 
	
原因: - BULK構文(たとえば、BULK COLLECT INTO)を使用してデータを取得する場合、INTOリスト内のすべての変数の型は、対応する列の型のコレクションである必要があります。
- BULKを使用しない場合、INTOリストのすべての変数の型は、対応する列と互換性がある必要があります。




	
処置: すべての変数のデータ型が正しくなるように、INTOリストを変更してください。









	 PLS-00498: 宣言する前の型の使用方法が無効です。 
	
原因: コンパイル・ユニットの後の方で宣言される型の変数または定数が宣言されたか、またはコンパイル・ユニットの後の方で宣言される型を親とする型またはサブタイプが宣言されました。


	
処置: 型の宣言が、変数/定数/型宣言の使用に先立って行われていることを確認してください。









	 PLS-00499: コレクション・レコードへの強制はサポートされません。 
	
原因: SELECTまたはFETCHで、列リストをレコードのコレクションである変数に強制する指定をしています。これは型チェックでは正しいですが、暗黙的なレイアウト変更が必要であるため、まだサポートされていません。


	
処置: 列の周囲にオブジェクト・コンストラクタのあるSELECTを使用するか、INTO変数としてオブジェクトのコレクションを使用してください。または、一度に1行ずつ各行をレコードに強制し、そのレコードが要素となるコレクションを作成します。または、コレクション・レコードを使用します。









	 PLS-00500: オペレータ・バインディングが無効です。 
	
原因: オペレータ・バインディング関数が、指定した有効範囲内で見つかりません。


	
処置: オペレータ・バインディング関数に、正しい数および型のパラメータを指定してください。または、オペレータ・バインディング関数を含むスキーマ、パッケージまたは型に正しい名前を指定してください。









	 PLS-00503: この関数からの復帰にはRETURN <value>文が必要です。 
	
原因: 関数本体で、式が含まれていないRETURN文が使用されました。プロシージャ内のRETURN文は制御をコール元へ戻すのみであるため、この文には式は含まれません。ただし、関数内のRETURN文は式を含んでいる必要があります。これは、その値が関数識別子に代入されるためです。


	
処置: RETURN文に式を追加してください。









	 PLS-00504: string_BASE型は、STANDARDパッケージ外では使用されない可能性があります。 
	
原因: たとえば、NUMBER_BASEデータ型が誤って指定されました。CHAR_BASE, DATE_BASE, MLSLABEL_BASEおよびNUMBER_BASEのデータ型は内部でのみ使用されます。


	
処置: たとえば、NUMBER_BASE型のかわりにNUMBER型を指定してください。









	 PLS-00505: ユーザー定義型は、PL/SQLの表またはレコードとしてのみ定義されている可能性があります。 
	
原因: TABLEまたはRECORD以外の型を定義しようとしましたが、PL/SQLの今回のリリースでは、ユーザー定義型のみが許可されています。たとえば、次の型定義は無効です。TYPE Byte IS INTEGER(2); -- illegal


	
処置: 型定義を削除するか、TABLEまたはRECORD型を指定するように型定義を修正してください。









	 PLS-00506: サブタイプ制約のあるユーザー定義は使用できません。 
	
原因: 制約サブタイプを定義しようとしましたが、PL/SQLの今回のリリースで許可されるのは、無制約サブタイプのみです。たとえば、次の型定義は無効です。SUBTYPE Acronym IS VARCHAR2(5); -- illegal


	
処置: 無効な型制約を削除してください。









	 PLS-00507: PL/SQL表には、コンポジット・フィールドを使用する表またはレコードを組み込めません。 
	
原因: TABLE型の定義で、ネストしたレコード型が要素型として指定されました。これは許可されていません。レコード内のすべてのフィールドは、スカラーである必要があります。


	
処置: TABLE型定義を削除するか、ネストしたレコード型を単純なレコード型に置き換えてください。









	 PLS-00508: RETURN文の式は型にできません。 
	
原因: 次の例に示すように、ユーザー定義ファンクションのRETURN文で、式ではなくデータ型指定子が使用されました。RETURN文とRETURN句を混同しないでください。RETURN文は、結果値にファンクション識別子を設定し、RETURN句は結果値のデータ型を指定します。FUNCTION credit-rating (acct_no NUMBER) RETURN BOOLEAN IS BEGIN ... RETURN NUMBER; -- should be an expression END;


	
処置: RETURN文のデータ型指定子を適切な式で置き換えてください。









	 PLS-00509: 実装上の制約: フィールドの選択前に戻しレコードを一時識別子に渡してください。 
	
原因: 1つのレコードまたは複数のレコードのPL/SQL表を戻すパラメータなしのファンクションのコールで、誤った構文が使用されました。パラメータが必要で、レコードを戻すファンクションのコールでは、構文function_name(parameters).field_nameを使用してレコード内のフィールドを参照します。ただし、PL/SQLでは空のパラメータ・リストを使用できないため、前述の構文を使用してパラメータなしのファンクションをコールできません。つまり、function_name().field_nameのような構文は、空のパラメータ・リストであるため無効です。単純に空のパラメータ・リストを削除したfunction_name.field_nameのような構文も、パラメータ・リストがないため無効となり、使用できません。


	
処置: ローカル・レコードまたはファンクションの結果を割り当てるレコードのPL/SQL表を宣言して、そのフィールドを直接参照してください。









	 PLS-00510: 浮動小数点が位取りできません。 
	
原因: 次の例で示されているように、FLOAT変数を宣言するときに、その精度と有効範囲が指定されました。DECLARE Salary FLOAT(7,2);ただし、次のように、FLOAT変数の有効範囲は指定できません。指定できるのは、精度のみです。salary FLOAT(7);


	
処置: 宣言から有効範囲指定子を削除するか、NUMBER変数を宣言してください。









	 PLS-00511: レコードをPL/SQL表に組み込めません。 
	
原因: RECORD定義で、1つのフィールドが複数のレコードのPL/SQL表として宣言されました。これは許可されていません。あるレコードが別のレコードの構成要素になる(レコードをネストする)ことはできますが、複数のレコードのPL/SQL表が1つのレコードの構成要素になることはできません。


	
処置: フィールド宣言を削除するか、単純なレコード型を指定して宣言を修正してください。









	 PLS-00512: 実装上の制限: 'string': リモート・パッケージ変数またはカーソルには直接アクセスできません。 
	
原因: リモート・パッケージ変数またはカーソルを参照しようとしました。これは許可されていません。そのかわりに、リモート・パッケージ変数またはカーソルの値を戻すファンクションをリモート・パッケージに追加してください。


	
処置: 無効な参照を削除してください。









	 PLS-00513: SQLからコールされたPL/SQLファンクションには、有効なSQL型の戻り値が必要です。 
	
原因: SQL文で、SQLで処理できない戻り型を持つPL/SQLファンクションがコールされました。たとえば、BOOLIAN型、レコード、および索引付き表はSQLではサポートされていないため、このような値を戻すファンクションは、SQLからコールできません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-00514: REF INTO句を使用するINSERT文には特定の型の表が必要です。 
	
原因: INSERT文にREF INTO句が指定されています。これは、INTO句に指定されている表がオブジェクト型である場合にのみ有効です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-00515: REF INTO変数'string'の型は、表の型へのREFである必要があります。 
	
原因: REF INTO句を指定したINSERT文では、データ項目の型は、INTO句で使用される表の型のREFである必要があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-00516: オブジェクト表とINSERT文の変数'string'の型が不一致です。 
	
原因: 一定の型の表(オブジェクトの表)を操作するINSERT文で、非集合値の型が表のオブジェクト型と一致していません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-00517: 選択リスト要素'string'と副問合せのINSERT文にある対応する表の列との間で型が不一致です。 
	
原因: 副問合せを指定したINSERT文で、SELECTリストの1つ以上の要素が、INTO句の対応する表の列と型の互換性がありません。このエラーは、副問合せをターゲット表の構造と一致するように修正する必要があることを示しています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-00518: このINSERT文には、カッコで囲んだLOVを含むVALUES句が必要です。 
	
原因: カッコで囲んだSQLデータ項目のリストを指定せずにVALUES句が入力されました。明示的な列リストを指定したすべてのINSERT文では、VALUES句の中にカッコで囲んだSQLデータ項目のリストを含める必要があります。次に例を示します。INSERT INTO my_tab (a,b,c) VALUES (1,2,my_variable);


	
処置: 文を修正してSQLデータ項目のリストをカッコで囲んでください。









	 PLS-00519: このINSERT文には、LOVではなくオブジェクト型の式を含むVALUES句が必要です。 
	
原因: 一定の型の表を指定したINSERT文で、オブジェクト型の項目が必要な箇所に集計が使用されています。


	
処置: 集計をオブジェクト・コンストラクタまたはその他のオブジェクト型の式に置き換えてください。









	 PLS-00520: MAPメソッドは、(オプションの)SELF以外はパラメータなしの宣言である必要があります。 
	
原因: パラメータを指定してMAPメンバー・ファンクションが宣言されました。MAPメンバー・ファンクションで指定できるのは、デフォルトのSELFパラメータのみです。MAPメソッドを宣言する場合は、パラメータはいっさい指定できません。コンパイラによってSELFパラメータが追加されます。


	
処置: MAPメンバー・ファンクションからパラメータを削除してください。









	 PLS-00521: ORDERメソッドは、(オプションの)SELFに加え、1つ以上のパラメータを使用して宣言する必要があります。 
	
原因: ユーザー指定パラメータがないままORDERメンバー・ファンクションが宣言されました。ORDERメンバー・ファンクションには2つのパラメータがあります。1つはデフォルトのSELFパラメータで、これはコンパイラによって追加されます。もう1つのパラメータはユーザーが追加するもので、含まれるオブジェクト型と同じ型でORDERメソッドを宣言する必要があります。


	
処置: パラメータの指定方法を調べて変更してください。









	 PLS-00522: MAPメソッドはスカラー型で戻る必要があります。 
	
原因: MAPメンバー・ファンクションが、スカラー型以外の型を戻すように書かれています。


	
処置: スカラー型を戻すようにMAPファンクションを修正してください。









	 PLS-00523: ORDERメソッドはINTEGERで戻る必要があります。 
	
原因: ORDERメンバー・ファンクションが整数型以外の型を戻すように書かれています。


	
処置: 整数型を戻すようにORDERメソッドを修正してください。









	 PLS-00524: ORDERメソッドのパラメータの型は、オブジェクト型に組み込まれている必要があります。 
	
原因: ユーザー指定パラメータがないままORDERメンバー・ファンクションが宣言されました。ORDERメンバー・ファンクションには2つのパラメータがあります。1つはデフォルトのSELFパラメータで、これはコンパイラによって追加されます。もう1つのパラメータはユーザーが追加するもので、含まれるオブジェクト型と同じ型でORDERメソッドを宣言する必要があります。


	
処置: パラメータの指定方法を調べて変更してください。









	 PLS-00525: SQL文では、オブジェクトをマップまたは順序の関数を使用せずに等価比較のみできます。 
	
原因: 関係比較用のMAPまたはORDER関数が指定されていません。MAPまたはORDER関数を指定しない場合、使用できるのは等価比較のみです。


	
処置: オブジェクトにMAPまたはORDER関数を指定してください。そうしない場合は、等価比較のみを使用するようにプログラムを変更してください。









	 PLS-00526: PL/SQLでMAPまたはORDER関数には比較オブジェクトが必要です。 
	
原因: スタンドアロンのPL/SQL内部で、MAPまたはORDER関数を指定せずにオブジェクトを比較しようとしました。


	
処置: MAPまたはORDER関数を指定して操作を再試行してください。









	 PLS-00527: MAPまたはORDER関数には、WNDSまたはWNPS、RNPS、RNDSを指定するPRAGMA RESTRICT_REFERENCESが必要です。 
	
原因: プラグマRESTRICT_REFERENCESを指定していないか、またはWNDS、WNPS、RNPS、RNDSのいずれか1つを指定していません。


	
処置: プラグマを追加または修正して、操作を再試行してください。









	 PLS-00528: ORDER関数へのパラメータは、INモードである必要があります。 
	
原因: ORDER関数のパラメータを、OUTまたはIN OUTモードとして宣言しました。


	
処置: INモードのみを使用するようにパラメータを修正してください。









	 PLS-00529: INSERT文に不正な列名'string'があります(識別子である必要があります)。 
	
原因: INSERT文で、識別子ではない列名を使用しようとしました。明示的な列リストを指定したINSERT文では、列名は単純な識別子を使用する必要があります。


	
処置: 列名に単純な識別子を使用して、INSERT文を修正してください。









	 PLS-00530: オブジェクト型の属性に無効な型が使用されています: 'string' 
	
原因: オブジェクトの型属性に、無効な型が使用されました。


	
処置: オブジェクト型属性に対してサポートされている型のみを使用してください。









	 PLS-00531: VARRAYまたはTABLE型でサポートされない型です: 'string' 
	
原因: VARRAYまたはTABLE型にサポートされていない型が使用されました。


	
処置: VARRAYまたはTABLE型でサポートされている型のみを使用してください。









	 PLS-00532: REFのターゲットは、完全または不完全なオブジェクト型である必要があります。 
	
原因: REFのターゲットは、完全または不完全なオブジェクト型のみです。


	
処置: REFを使用する場合は、型を変更してください。そうでない場合は、REFを削除してください。









	 PLS-00533: non_queryable型の表はサポートされません。 
	
原因: 問合せ不能な型の表が作成されました。このような型の表はサポートされません。


	
処置: 問合せ不能な型を含むオブジェクト型を作成してください。次に、そのオブジェクト型で構成されている表を作成してください。









	 PLS-00534: 表の型には、NESTED TABLEの型またはVARRAYは組み込めません。 
	
原因: ネストしたコレクション型を含む表型を定義しようとしたか、またはネストした別の表型またはVARRAY型を持つオブジェクト表を定義しようとしました。


	
処置: 表定義にNESTED TABLEまたはVARRAYが含まれていないことを確認してください。









	 PLS-00535: VARRAY型には、NESTED TABLEまたはVARRAY、LOBは組み込めません。 
	
原因: ネストしたコレクション型またはLOBを含むVARRAY型を定義しようとしたか、または、NESTED TABLE、VARRAYまたはLOB型のいずれかのネストした属性を持つオブジェクト型のVARRAY型を定義しようとしました。


	
処置: VARRAY定義にネストしたコレクション型、LOBまたはネストした属性を含んでいないことを確認してください。









	 PLS-00536: REF変数によるナビゲーションは、PL/SQLでサポートされません。 
	
原因: refvar.field形式の式が入力されました。これは、PL/SQLリリース8.0ではサポートされません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-00537: VARRAYには正数の制限が必要です。 
	
原因: VARRAY型が正数以外の制限で宣言されました。たとえば、VARRAY(0)。


	
処置: 正数の制限を指定してVARRAYを宣言し、操作を再試行してください。









	 PLS-00538: サブプログラムまたはカーソル'string'は、オブジェクト型指定で宣言されており、オブジェクト型本体での定義が必要です。 
	
原因: 指定されたサブプログラムが、オブジェクト型の仕様部で宣言されていますが、オブジェクト型本体で定義されていません。


	
処置: オブジェクト型本体にサブプログラムを定義するか、仕様部から宣言を削除してください。









	 PLS-00539: サブプログラム'string'はオブジェクト型本体で宣言されており、オブジェクト型指定での定義が必要です。 
	
原因: 指定されたサブプログラムが、オブジェクト型の本体で宣言されていますが、オブジェクト型仕様部で定義されていません。カーソル本体は仕様部がなくても存在できることに注意してください。


	
処置: オブジェクト型の仕様部にサブプログラムを宣言するか、本体から宣言を削除してください。









	 PLS-00540: オブジェクトはこのコンテキストでサポートされません。 
	
原因: ローカル有効範囲(ファンクション、プロシージャまたは無名ブロック)の内側またはパッケージ有効範囲内でオブジェクトが宣言されましたが、これはサポートされていません。


	
処置: グローバルまたはデータベースの有効範囲内で型を宣言してください。









	 PLS-00541: 指定したサイズまたは長さが大きすぎます。 
	
原因: データ項目に指定されたサイズまたは長さが大きすぎます。


	
処置: 指定する値を小さくして、操作を再試行してください。









	 PLS-00542: CLOBおよびNCLOBは、サーバーの可変幅キャラクタ・セットを使用できません。 
	
原因: 可変幅のキャラクタ・セットが使用される埋込みCLOBまたはNCLOB属性でサーバー型が作成されました。


	
処置: CLOBではなくVARCHAR2を使用するか、固定幅のキャラクタ・セットを使用してください。









	 PLS-00543: PL/SQL表には、NESTED TABLEの型またはVARRAYを組み込めません。 
	
原因: NESTED TABLEの型またはVARRAYを含むPL/SQL表を定義しようとしました。ネストしたコレクション型は、サポートされていません。


	
処置: 表からNESTED TABLEの型またはVARRAYを削除します。その後で、操作を再試行してください。









	 PLS-00546: SELFはREFパラメータとして宣言できません。 
	
原因: メンバー・ファンクションまたはプロシージャに対し、SELFがREFパラメータとして宣言されました。SELFはREFとしてサポートされていません。


	
処置: 値パラメータとしてSELFを再度宣言してください。









	 PLS-00548: オペレータの使用方法が無効です。 
	
原因: オペレータ名が修飾子として使用されているか、SQLコンテキストの外側にあります。


	
処置: オペレータ名を修飾子として使用しないか、SQL句内に入れてください。









	 PLS-00550: キャラクタ・セット仕様部は、この型にできません。 
	
原因: 必要のない型でキャラクタ・セット仕様部が作成されました。


	
処置: キャラクタ・セット仕様部を削除するか、型を変更してください。









	 PLS-00551: キャラクタ・セットANY_CSは、サブプログラム・パラメータのみで使用できます。 
	
原因: キャラクタ・セットANY_CSが指定されましたが、これは無効です。


	
処置: キャラクタ・セット仕様部を削除するか、変更してください。









	 PLS-00552: フレキシブル・キャラクタ・セットは、コンポーネント要素で使用できません。 
	
原因: ANY_CSまたは%CHARSETがANY_CSパラメータへの参照に使用されましたが、このパラメータは、CHAR、VARCHAR2またはCLOB型ではありません。ANY_CSまたは%CHARSETは、レコードのフィールド、オブジェクト、コレクションの要素などには使用できません。


	
処置: キャラクタ・セット仕様部を削除するか、変更してください。









	 PLS-00553: キャラクタ・セット名が認識されません。 
	
原因: キャラクタ・セット仕様部に、認識できない名前があります。


	
処置: キャラクタ・セット仕様部を削除するか、変更してください。









	 PLS-00554: キャラクタ・セットはすでに判別されています。 
	
原因: 冗長なキャラクタ・セットまたは矛盾しているキャラクタ・セットが指定されました。


	
処置: CHARACTER SETの仕様部を削除するか、指定されたキャラクタ・セットを変更してください。









	 PLS-00555: SQLオペレータではデフォルトの式は使用できません。 
	
原因: デフォルトの式がSQLオペレータに指定されています。


	
処置: オペレータからデフォルトの式を削除してください。









	 PLS-00560: キャラクタ・セットが一致しません。 
	
原因: このコンテキストに不適切なキャラクタ・セットを含む式が使用されました。


	
処置: TRANSLATE(... USING ...)を使用するか、またはロジックを再度考えて式を調整してください。









	 PLS-00561: パラメータ'string'の値でキャラクタ・セットが一致しません。 
	
原因: 不適切なキャラクタ・セットを含む式が使用されました。実際の引数でキャラクタ・セットが矛盾しています。デフォルトの引数値が使用される場合、同じキャラクタ・セットを指定する必要のある実際の引数が矛盾している可能性があります。


	
処置: TRANSLATE(... USING ...)を使用するか、またはキャラクタ・セットを変更して式を調整してください。









	 PLS-00562: 関数は型を戻さなければなりません。 
	
原因: 現在の関数は、データ型以外のものを戻すように定義されています。


	
処置: 関数がデータ型を戻すように修正してください。









	 PLS-00563: CAST式の使用方法が正しくありません。 
	
原因: CAST(PL/SQL内の)がDML有効範囲の外側で使用されました。


	
処置: DML文の外側でCASTを使用しないでください。









	 PLS-00564: LOB引数はリモート・サーバーへのコールでは許可されていません。 
	
原因: リモート・サーバーへのコールで、LOB引数を使用しました。


	
処置: リモート・サーバーへのコールで、LOB引数を使用しないでください。









	 PLS-00565: stringは、潜在的なREFターゲット(オブジェクト型)として完了する必要があります。 
	
原因: REF依存性の潜在的なターゲットになる不完全なライブラリ・ユニットは、REF依存性のターゲットの候補になるように、完成する必要があります(このライブラリ・ユニットでREF依存性を持つライブラリ・ユニットになるため)。REFターゲットの候補には、完全なオブジェクト型と不完全なオブジェクト型があります。このエラーは、REFターゲットの候補以外のものとしてREFターゲットの候補を完成させようとすると、発生します。


	
処置: このライブラリ・ユニットに別の名前を使用するか、元の不完全なライブラリ・ユニットを削除してください。









	 PLS-00566: 型名stringは制約付きにできません。 
	
原因: LOB、DATE、BOOLEAN、ROWIDまたはMLSLABEL型が長さの指定で制約を受けました。次に例を示します。X BLOB(5);


	
処置: 制約を削除してください。









	 PLS-00567: NOT NULL制約付きの仮パラメータにNULLは渡せません。 
	
原因: NULLをNOT NULL制約付きのパラメータに渡そうとしました。


	
処置: かわりにNOT NULL式を渡してください。









	 PLS-00568: ネストされていない表項目の行にはアクセスできません。 
	
原因: ネストされていない表からTABLE式を使用しようとしました。


	
処置: 正しいパラメータを渡してください。









	 PLS-00569: 数値のオーバーフローまたはアンダーフローです。 
	
原因: 定数リテラルが大きすぎるかまたは小さすぎるため、Oracle番号を格納できません。


	
処置: リテラルの値を変更してください。









	 PLS-00570: MULTISET式とCAST式の列数が異なります。 
	
原因: MULTISETで戻されたコレクション内の列数がCAST型の列数と一致しません。次に例を示します。create type tab_obj as object (n number); create type tab1 as table of tab_obj; create table tab2 (col1 number, col2 number); select CAST(MULTISET(select col1, col2 from tab2) as tab1) from tab2;


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-00571: クライアント側でデータベース・リンク経由のアクセス方法がまだサポートされていません。 
	
原因: クライアント側でリモート・リンクが使用されています。


	
処置: サーバー側でシンボリック・リンクをコールするダミー関数を作成するか、またはクライアント側でのリモート・リンクが実装されるまで待ってください。









	 PLS-00572: 不適切な制約フォームが使用されています。 
	
原因: 番号型には範囲を指定できません。ユーザー定義の集計型および整数型には位取りまたは精度を指定できません。次に例を示します。x number(5,3)は有効ですが、x number range 1..10は無効です。


	
処置: 制約を削除してください。









	 PLS-00573: アンカー型宣言のスケールまたは精度、範囲は制約できません。 
	
原因: %TYPEまたは%ROWTYPEで宣言された変数には、位取り、精度または範囲の制約を指定できません。次に例を示します。x y%TYPE(10)は無効です。NOT NULLまたは矛盾していないCHARACTER SET制約は、アンカー型宣言に追加できます。


	
処置: 制約を削除するか、アンカー型のかわりに型名を使用してください。









	 PLS-00580: スーパータイプはオブジェクト型である必要があります。 
	
原因: オブジェクト型を宣言してスーパータイプを指定しようとしましたが、指定したスーパータイプ自体がオブジェクト型ではありませんでした。オブジェクト型はその他のオブジェクト型からのみ継承できます。


	
処置: スーパータイプの指定を削除するか、オブジェクト型を参照するように変更してください。宣言が正しい場合は、スーパータイプが正しくコンパイルされたかどうかを確認してください。









	 PLS-00581: 不透明型に対して継承はサポートされていません。 
	
原因: スーパータイプで不透明型を宣言しようとしました。


	
処置: スーパータイプの指定を削除してください。









	 PLS-00582: 不透明型では属性の宣言はできません。 
	
原因: 不透明型で属性を宣言しようとしました。


	
処置: 属性の宣言を削除してください。









	 PLS-00583: 不透明型が固定長の場合、サイズを指定する必要があります。 
	
原因: 明示的なサイズを指定せずに、固定長の不透明型を宣言しようとしました。


	
処置: 明示的なサイズを指定するか、宣言を可変長に変更してください。









	 PLS-00584: 不透明型のサイズは1から4000バイトの間である必要があります。 
	
原因: 不透明型の明示的なサイズを指定しようとしましたが、指定したサイズは有効な範囲外でした。


	
処置: 明示的なサイズを1から4000バイトの範囲内の値に変更するか、宣言を明示的なサイズを指定しない可変長に変更してください。









	 PLS-00585: 不透明型に対して宣言されたサポート・ライブラリはライブラリではありません。 
	
原因: 不透明型のサポート・ライブラリに名前を付けようとしましたが、ライブラリではないオブジェクトを参照する名前でした。


	
処置: 宣言を変更して有効なライブラリの名前を付けてください。









	 PLS-00586: 静的メソッドではSELFと名づけられたパラメータは宣言できません。 
	
原因: 静的メソッドを宣言した場合にパラメータにSELFと名前を付けようとしました。SELFはメソッド内のパラメータ名として予約されており、メソッドが適用されるオブジェクト・インスタンスを保持します。静的メソッドは特定のオブジェクト・インスタンスには適用されないため、SELFという名前のパラメータは静的メソッドでは許可されません。


	
処置: 宣言でのパラメータ名を変更してください。









	 PLS-00587: インスタンス値では静的メソッドを起動できません。 
	
原因: メソッド起動の名前の修飾子として、型名ではなくオブジェクト・インスタンス値を使用しようとしましたが、静的メソッドをコールする場合に修飾子として使用できるのは型名のみです。


	
処置: メソッドが静的な場合にメソッド名を修飾するには、オブジェクト・インスタンス値ではなく型名を使用してください。









	 PLS-00588: 未修飾のインスタンス属性参照はメンバー・メソッドのみで使用可能です。 
	
原因: オブジェクト・インスタンス属性の名前を、静的メソッドの本体または別の属性の初期化デフォルト値で使用しようとしました。インスタンス属性が、値を指定する特定のオブジェクト・インスタンスで修飾されていない場合、インスタンス属性がメンバー・メソッド内部にあるときのみインスタンス属性に名前を付けることができます。


	
処置: 属性参照をオブジェクト値の名前で修飾するか、メソッドを静的メソッドではなくメンバー・メソッドに変更してください。









	 PLS-00589: オブジェクト型stringに属性がありません。 
	
原因: ユーザー定義型でない表が定義されています。


	
処置: 表の型にユーザー定義型のみを定義してください。









	 PLS-00590: サブタイプをFINAL型に作成しようとしています。 
	
原因: FINAL型にサブタイプUNDERを作成しようとしています。


	
処置: FINAL型からサブタイプを導出しないでください。









	 PLS-00591: この機能はクライアント側のプログラムではサポートされていません。 
	
原因: プラグマAUTONOMOUS_TRANSACTION、動的SQL文(たとえばEXECUTE IMMEDIATE)、バルク・バインドのうち、いずれかの機能が不適切なコンテキストで使用されました。前述の機能はサーバー側のプログラム内でのみ使用できます。クライアント側のプログラムでは使用できません。


	
処置: これを削除するか、またはこの機能を実行するサブプログラムをサーバー側に定義して、クライアントからそのサブプログラムをコールしてください。









	 PLS-00592: オブジェクト表の型はオブジェクト型である必要があります。 
	
原因: 非オブジェクト型の一定の型の表が定義されました。


	
処置: 非オブジェクト型をオブジェクト型に置き換えてください。









	 PLS-00593: 本体のパラメータstringのデフォルト値はspecのデフォルト値と一致する必要があります。 
	
原因: パッケージ本体に含まれるサブプログラム本体のパラメータのデフォルト値が、対応するパッケージ仕様部にある関連するサブプログラム仕様部のデフォルト値と一致しません。


	
処置: 本体にあるパラメータのデフォルト値を仕様部のデフォルト値と一致するように変更してください。









	 PLS-00594: SELFパラメータは、INまたはIN OUTでなければ宣言できません。 
	
原因: SELFパラメータがOUTパラメータとして宣言されました。


	
処置: SELFパラメータをINまたはIN OUTパラメータのいずれかで宣言してください。









	 PLS-00595: このコンテキストでTABLE演算子は使用できません。 
	
原因: この機能は、まだ実装されていません。


	
処置: バルク・バインドには弱い型指定のREFカーソルを使用しないでください。









	 PLS-00597: INTOリスト内の式'string'の型が正しくありません。 
	
原因: この例外は、次のエラーが原因で発生します。
- OPENまたはRETURNING文のINTO句内の式は、有効なSQLデータ型およびPL/SQLのRECORDデータ型のいずれでもない。

- レコードのコレクションが、OPENまたはRETURNING文のINTO句で使用されている。

- レコードまたはレコードのコレクションが、BULK COLLECT INTOで使用されている。




	
処置: INTO句では正確なデータ型の式を使用してください。









	 PLS-00598: NULLを含むオブジェクトはstringを使用して比較できません。 
	
原因: オブジェクトは、関係演算子を使用してNULLと比較されます。


	
処置: IS NULL比較演算子を使用してください。









	 PLS-00599: SAMPLEの割合(%)は、必ず範囲内(0.000001から100)で指定してください。 
	
原因: 割合の数値が範囲内(0.000001から100)にありません。


	
処置: 割合の数値を、範囲内(0.000001から100)で指定してください。









	 PLS-00600: SAMPLEはリモート・オブジェクトに適用できません。 
	
原因: リモート・オブジェクトへ適用するSAMPLEは、サポートされていません。


	
処置: リモート・オブジェクトにSAMPLEは使用しないでください。









	 PLS-00601: パーティション拡張オブジェクト名は、必ず表とともに使用されます。 
	
原因: 表でないオブジェクトに対してパーティション拡張オブジェクト名を使用しようとしました。


	
処置: 表以外のオブジェクトでパーティション拡張名の構文を使用しないでください。









	 PLS-00602: CUBEとROLLUPは、GROUP BY句にのみ使用します。 
	
原因: GROUP BY句の外側で、キーワードCUBEまたはROLLUPを使用しようとしました。


	
処置: キーワードCUBEおよびROLLUPをGROUP BY句の外側で使用しないでください。









	 PLS-00603: GROUPING関数はGROUP BY CUBEまたはROLLUPを伴う場合のみサポートされます。 
	
原因: GROUP BY CUBEまたはGROUP BY ROLLUPを指定せずに、GROUPING関数を使用しようとしました。


	
処置: GROUP BY CUBEまたはGROUP BY ROLLUPを指定して、GROUPING関数を使用してください。









	 PLS-00604: ここで集計関数は使用できません。 
	
原因: WHERE句またはGROUP BY句の中で、AVG、COUNT、MAX、MIN、SUM、STDDEV、VARIANCEなどの関数のいずれかが使用されました。


	
処置: WHERE句またはGROUP BY句からグループ関数を削除してください。副問合せまたはHAVING句の中に関数を指定することによって、必要な結果が得られます。









	 PLS-00605: 設定演算子はMULTISET演算子への引数として使用できません。 
	
原因: 副問合せで、MULTISET演算子への引数として設定演算子が使用されました。


	
処置: 副問合せで、MULTISET演算子への引数として設定演算子を使用しないように、SQL文を修正してください。









	 PLS-00606: クライアント側のカーソル副問合せはこのリリースではサポートされていません。 
	
原因: カーソル副問合せを含む問合せが、クライアント側で使用されました。


	
処置: この機能は、サーバー側でのみ使用してください。









	 PLS-00607: SQLJオブジェクト型にはスーパータイプまたはサブタイプとしてSQLJ型のみを含むことができます 
	
原因: 非SQLJオブジェクト型の下に、SQLJオブジェクト型を作成しようとしました。


	
処置: SQLJオブジェクト型として、オブジェクト型を再作成してください。









	 PLS-00608: USING句の値はスーパータイプの値と一致している必要があります 
	
原因: サブタイプで指定したUSING句と異なるUSING句の値で、SQLJオブジェクト型を作成しようとしました。


	
処置: スーパータイプのUSING句と一致するように、USING句の値を変更してください。









	 PLS-00609: OVERRIDING句はSQLJオブジェクト型に対しては無効です 
	
原因: 継承されたメソッドで、SQLJオブジェクト型メソッドを上書きしようとしました。


	
処置: OVERRIDINGメソッドを削除して、SQLJオブジェクト型の定義を変更してください。









	 PLS-00610: ROWはUPDATE文のSET句で1回のみ使用できます。 
	
原因: UPDATE文で、ROWを複数回使用しました。


	
処置: UPDATE文のSET句から、余分なROWを削除してください。









	 PLS-00611: 右側にはレコード型の変数のみが入ります。 
	
原因: LHSのROWでは、PL/SQLレコードまたは%ROWTYPE変数のみが右側に入ります。


	
処置: 右側にレコードまたは%ROWTYPEの変数のみが入るようにしてください。









	 PLS-00612: 属性の数がSET句の中で一致しません。 
	
原因: 列数が、RHSのレコード型の属性の数と一致しません。


	
処置: 列数が、RHSのレコード型の属性の数と一致しているかどうかを確認してください。









	 PLS-00613: レコード型の変数を使用する場合は、1項目のみ許可されます。 
	
原因: レコード型の変数が含まれているときに、VALUES句またはRETURNING INTO句に複数の項目が使用されています。


	
処置: レコード型の変数を1つのみ指定するか、レコード型の変数を使用しないでください。









	 PLS-00614: FINAL NOT INSTANTIABLE型を作成しています。 
	
原因: FINAL NOT INSTANTIABLE型を作成しようとしています。この型では、必要な操作は行われません。


	
処置: 型を作成するときに、キーワードFINALとNOT INSTANTIABLEを同時に使用しないでください。









	 PLS-00615: CASEオペランドとWHENオペランドの間の'string'で型の不一致が見つかりました。 
	
原因: 単純なCASE文または式で、CASEオペランドおよびWHENオペランドのデータ型が一致しませんでした。また、この不一致の修正に必要な暗黙変換が不明です。


	
処置: データ型が一致するようにCASEオペランドおよびWHENオペランドを変更してください。CASEオペランドまたはWHENオペランド、あるいはその両方でのデータ型変換ファンクションの使用について、考慮してください。









	 PLS-00616: CASE式の結果式間の'string'で型の不一致が見つかりました。 
	
原因: CASE文または式で、結果式のデータ型が一致しませんでした。また、この不一致の修正に必要な暗黙変換が不明です。


	
処置: データ型が一致するように結果式を変更してください。結果式でのデータ型変換ファンクションの使用について、考慮してください。









	 PLS-00617: CASE式の少なくとも1つの結果はNULLではない必要があります。 
	
原因: CASE式の結果がすべてリテラルのNULLでした。


	
処置: CASE式の結果の1つ以上がNULL以外になるように修正してください。









	 PLS-00618: NULLIF式のオペランドの間の'string'で型の不一致が見つかりました。 
	
原因: NULLIF式で、2つのオペランドのデータ型が一致しませんでした。また、この不一致の修正に必要な暗黙変換が不明です。


	
処置: データ型が一致するようにオペランドを変更してください。オペランドでのデータ型変換ファンクションの使用について、考慮してください。









	 PLS-00619: NULLIF式の最初のオペランドはNULLではない必要があります。 
	
原因: NULLIF式で、最初のオペランドがリテラルのNULLでした。


	
処置: NULLIF式の最初のオペランドをNULL以外に変更してください。









	 PLS-00620: COALESCE式のオペランド間の'string'で型の不一致が見つかりました。 
	
原因: COALESCE式で、オペランドのデータ型が一致しませんでした。また、この不一致の修正に必要な暗黙変換が不明です。


	
処置: データ型が一致するようにオペランドを変更してください。オペランドでのデータ型変換ファンクションの使用について、考慮してください。









	 PLS-00621: COALESCE式の少なくとも1つのオペランドはNULLではない必要があります。 
	
原因: COALESCE式のすべてのオペランドがリテラルのNULLでした。


	
処置: COALESCE式のオペランドの1つ以上がNULL以外になるように修正してください。









	 PLS-00622: 範囲の制約は-2147483647と2147483647の間である必要があります。 
	
原因: pls_integerまたはbinary_integerの宣言で指定された範囲の制約が、-2147483647から2147483647の範囲外でした。


	
処置: -2147483647から2147483647の範囲で指定してください。









	 PLS-00623: FLOAT精度の制約は1と126の間である必要があります。 
	
原因: FLOAT、REALまたはDOUBLE PRECISIONで指定した精度が1から126の範囲外でした。


	
処置: 1から126の間で指定してください。









	 PLS-00624: USING句は集計関数またはパイプライン関数とともに使用する必要があります。 
	
原因: USING句は、AGGREGATEまたはPIPELINEDプロパティで宣言されていない関数とともに使用できません。


	
処置: PL/SQLまたはその他の言語(外部コールアウト・コール仕様部を使用して)の関数本体で定義してください。









	 PLS-00625: PARTITION/CLUSTER/ORDER-BY句を使用するにはINパラメータが必要です。 
	
原因: PARTITION/CLUSTER/ORDER-BY句がOUTまたはIN OUT REFカーソル・パラメータとともに使用されました。


	
処置: パラメータ・モードをINに変更するか、PARTITION/CLUSTER/ORDER-BY句に別のパラメータを使用してください。









	 PLS-00626: partitioned/clustered/orderedパラメータは関数の引数である必要があります。 
	
原因: partitioning/clustering/ordering仕様部が、関数の引数ではない引数に指定されています。


	
処置: 関数のREFカーソル形式の引数に基づいたpartitioning/clustering/orderingを指定してください。









	 PLS-00627: 'string'は厳密な型指定のREFカーソルである必要があります。 
	
原因: partitioning/clustering/ordering仕様部が、厳密な型指定のREFカーソルではない引数に指定されています。


	
処置: 関数のREFカーソル形式の引数に基づいたpartitioning/clustering/orderingを指定してください。









	 PLS-00628: 'string'は有効なレコード属性である必要があります。 
	
原因: partitioning/clustering/ordering仕様部は、有効なレコード属性を使用する必要があります。


	
処置: 有効なレコード属性に基づくpartitioning/clustering/orderingを指定してください。









	 PLS-00629: PIPE文は非パイプライン関数では使用できません。 
	
原因: PIPE文が、非パイプライン関数で使用されています。


	
処置: PIPE文は、パイプライン関数でのみ使用してください。









	 PLS-00630: パイプライン関数には、サポートされているコレクション戻り型が必要です 
	
原因: パイプライン関数が、サポートされていない戻り型で指定されました。次の型は、パイプライン関数の戻り型としてサポートされていません。
- 非コレクション型

- PL/SQL表

- 結合配列

- PL/SQL型のコレクション(ROWID、MLSLABEL、LONG、LONG RAW、BOOLEAN、BINARY_INTEGER、PLS_INTEGER、STRINGおよびUROWID)。次の制限が適用されます。

- 戻り型がレコードのコレクションの場合、レコードの属性にはサポートされている型を指定する必要があります。

- レコードのコレクションには、属性としてレコード型を指定できません。




	
処置: パイプライン関数の戻り型には、サポートされているコレクション型を指定してください。









	 PLS-00631: PARTITION-BYおよびCLUSTER/ORDER-BY句は同じ関数の引数とともに使用する必要があります。 
	
原因: PARTITION-BYおよびCLUSTER/ORDER-BY句が、異なる関数の引数とともに指定されました。


	
処置: PARTITION-BYおよびCLUSTER/ORDER-BYの両方に、同じ引数を使用してください。









	 PLS-00632: NOT INSTANTIABLEメソッドは本体を持つことができません。 
	
原因: NOT INSTANTIABLEメソッドに、本体が指定されました。


	
処置: NOT INSTANTIABLEの本体を削除してください。









	 PLS-00633: パイプライン関数のRETURN文は式を含むことができません。 
	
原因: パイプライン関数のRETURN文に、式が含まれています。パイプライン関数は、PIPE文を使用して、コール元に値を戻す必要があります。


	
処置: RETURN文から式を削除し、PIPE文を使用して値を戻してください。または、パイプライン関数を非パイプライン関数に変換してください。









	 PLS-00634: NOT INSTANTIABLEメソッドを持つ型はNOT INSTANTIABLEを宣言される必要があります。 
	
原因: 作成された型は、宣言または継承されたNOT INSTANTIABLEメソッドを含みます。型は、明示的にNOT INSTANTIABLEを宣言される必要があります。


	
処置: NOT INSTANTIABLEキーワードを明示的に指定するか、すべてのNOT INSTANTIABLEメソッドを実装してください。









	 PLS-00635: メソッドは上書きしません。 
	
原因: メソッドの仕様部にOVERRIDINGキーワードが含まれていますが、メソッドは、祖先クラス型を上書きしません。


	
処置: メソッドの仕様部を確認してください。









	 PLS-00636: 上書きするメソッドにはOVERRIDINGキーワードが必要です。 
	
原因: メソッドの仕様部を上書きしようとしていますが、OVERRIDINGキーワードが指定されていません。


	
処置: メソッドの仕様部を修正し、OVERRIDINGキーワードを指定してください。









	 PLS-00637: FINALメソッドは上書きまたは非表示できません。 
	
原因: FINAL MEMBERメソッドを上書きまたはFINAL STATICメソッドを非表示にしようとしました。


	
処置: FINAL MEMBERメソッドを上書きまたはFINAL STATICメソッドを非表示にしないでください。









	 PLS-00638: MAPメソッドをオーバーロードできません。 
	
原因: MAPメソッドが継承されたメソッドを上書きします。


	
処置: 仕様部を一致させてください。









	 PLS-00639: NCHAR/NVARCHAR2はバイト長セマンティクスにできません。 
	
原因: NCHAR/NVARCHARは、コードポイント長セマンティクスのみです。BYTE修飾子はNCHARとは使用できません。nc NCHAR(7 BYTE); name NVARCHAR2(10 byte);


	
処置: BYTE修飾子を削除し、コードポイント長セマンティクスにしてください。









	 PLS-00640: パイプライン関数はPL/SQLのコンテキストからコールできません。 
	
原因: PL/SQLから、パイプライン関数をコールしています。


	
処置: SQL問合せのFROM句で、パイプライン関数を使用してください。









	 PLS-00641: このSELECT文ではINTO句は使用できません 
	
原因: カーソル定義のSELECT文、OPEN文またはカーソルFORループのINTO句にエラーがあります。


	
処置: INTO句を削除してください。









	 PLS-00642: SQL文ではローカル・コレクション型は使用できません 
	
原因: SQL文で、ローカルで定義された(スキーマ・レベルではない)コレクション型が使用されています。SQLで使用するためには、スキーマで型を定義する必要があります。


	
処置: PL/SQLサブプログラムではなく、スキーマでコレクション型を定義してください。









	 PLS-00643: SQL文ではブール、索引表、レコードおよびカーソルは使用できません 
	
原因: ブール型の項目、binary_integerのfoo索引表、レコードおよび静的カーソルは、SQL文で使用できません。


	
処置: このような式をSQL文から削除してください。









	 PLS-00644: CASE式の結果式内の'string'でキャラクタ・セットの不一致が見つかりました 
	
原因: CASE文または式で、結果式のキャラクタ・セットが一致しませんでした。また、この不一致の修正に必要な暗黙変換が不明です。


	
処置: キャラクタ・セットが一致するように結果式を変更してください。









	 PLS-00645: COALESCE式のオペランド内の'string'でキャラクタ・セットの不一致が見つかりました 
	
原因: COALESCE式で、オペランドのキャラクタ・セットが一致しませんでした。また、この不一致の修正に必要な暗黙変換が不明です。


	
処置: キャラクタ・セットが一致するようにオペランドを変更してください。









	 PLS-00646: MAPまたはORDERメソッドをサブタイプ階層のルートに定義する必要があります 
	
原因: サブタイプで、MAPまたはORDERメソッドを定義しようとしました。


	
処置: MAPまたはORDERメソッドは、サブタイプ階層のルートで定義してください。サブタイプのMAPメソッドは、上書きできます。









	 PLS-00647: stringという名前の属性は同じ名前のメソッドと競合します 
	
原因: サブタイプの作成時に、属性名とメソッド名が競合しています。


	
処置: 作成するタイプの属性名とメソッド名は異なる名前にしてください。









	 PLS-00648: スーパータイプ属性stringのタイプは、このリリースのサブタイプまたはサブタイプへの参照にできません 
	
原因: タイプTsubを別のタイプTsuperのサブタイプにしようとしました。Tsuperには、タイプTsubまたはTsubのREFタイプの属性が含まれます。これは、実装制限です。


	
処置: サブタイプ属性のタイプまたはサブタイプへのREFを使用しないように、コード設計を変更してください。









	 PLS-00649: メソッドstringは、オブジェクト型ごとに1回のみ上書きできます 
	
原因: 同じサブタイプでメソッドを複数回上書きしようとしました。


	
処置: メソッドのシグネチャが異なるOVERRIDINGキーワードを削除してください。または、引数型について考慮してください。









	 PLS-00650: PARTITION/CLUSTER/ORDER BY句のタイプが無効です 
	
原因: PARTITION/CLUSTER/ORDER BY句で無効な型を使用しようとしました。


	
処置: 許可されている有効な型を使用してください。









	 PLS-00651: 集計/表関数の実装タイプは有効なタイプである必要があります 
	
原因: 集計/テーブル関数の実装タイプを定義するために、パッケージなどその他のデータベース・オブジェクトを使用しようとしました。


	
処置: 実装タイプとしては有効なユーザー定義型を使用してください。









	 PLS-00652: 集計関数の引数は1つであることが必要です 
	
原因: 0(ゼロ)個または複数の引数を使用して集計関数を作成しようとしました。


	
処置: 0(ゼロ)個または複数の引数を使用して集計関数を作成しないでください。









	 PLS-00653: 集計/表関数はPL/SQLの有効範囲内で使用できません 
	
原因: PL/SQLの有効範囲で集計/表関数を使用しようとしました。


	
処置: PL/SQLの有効範囲では集計/表関数を使用しないでください。









	 PLS-00654: PARTITION/ORDER/CLUSTER BYは、PARALLEL_ENABLEでのみ使用できます。 
	
原因: PARALLELを使用可能にする句がテーブル関数にないときに、PARTITION BY、ORDER BYまたはCLUSTER BY句のいずれかを使用しようとしました。


	
処置: PARTITION BY、CLUSTER BYまたはORDER BY句を使用するときには、PARALLELも使用可能に指定してください。









	 PLS-00655: 関数のみが、PIPELINEDで宣言されます。 
	
原因: プロシージャをパイプライン関数として宣言しようとしました。


	
処置: パイプライン関数としてはプロシージャではなく関数を宣言してください。









	 PLS-00656: フィールド'string'は、入力引数で使用できません。 
	
原因: EXTRACT操作で、存在しないフィールドが指定されています。たとえば、TIME変数からYEARフィールドを抽出しようとしました。


	
処置: EXTRACTのコールで有効なフィールドを指定してください。









	 PLS-00657: 実装制限: VARCHAR2での結合配列を持つバルクSQLは、サポートされていません。 
	
原因: 結合配列型の変数または式が、バルクSQLバインドまたは定義として使用されました。


	
処置: バルクSQLでサポートされているコレクション型を使用してください。









	 PLS-00658: コンストラクタ・メソッド名は、型名と一致している必要があります。 
	
原因: オブジェクト型コンストラクタの名前が型名と一致していません。


	
処置: コンストラクタ・メソッドの名前が型名と一致するように変更してください。









	 PLS-00659: コンストラクタ・メソッドは、SELF AS RESULTを戻す必要があります。 
	
原因: コンストラクタ・メソッドのRETURN句にSELF AS RESULTが指定されていません。


	
処置: RETURN SELF AS RESULTを指定してRETURN句を変更してください。









	 PLS-00660: コンストラクタ・メソッドのSELFパラメータは、IN OUTである必要があります。 
	
原因: コンストラクタのSELFパラメータのモードがIN OUTではありません。


	
処置: SELFパラメータのモードをIN OUTに変更してください。









	 PLS-00661: CONSTRUCTORのRETURN文には、式を含むことはできません。 
	
原因: コンストラクタ本体のRETURN文に式を組み込もうとしました。


	
処置: RETURN文から式を削除してください。









	 PLS-00662: 外部マップ属性を含む外部でないオブジェクト型は、使用できません。 
	
原因: 外部でないオブジェクトを作成しようとしましたが、属性が外部でマップされていました。


	
処置: 外部オブジェクトとしてオブジェクトを作成してください。









	 PLS-00663: NEWキーワードは、このコンテキストでは使用できません。 
	
原因: NEWキーワードの後にコンストラクタ・メソッドのコールがありません。


	
処置: NEWキーワードを削除してください。または、キーワードの後の式がコンストラクタ・コールであることを確認してください。









	 PLS-00664: ORDER BYおよびCLUSTER BYは、同じ表ファンクションに対して指定できません。 
	
原因: 同じテーブル関数に対してORDER BYとCLUSTER BYを両方指定しようとしました。


	
処置: テーブル関数には、ORDER BYまたはCLUSTER BYのいずれか一方を指定してください。









	 PLS-00665: ORDER BY句およびCLUSTER BY句には、PARTITION BY句が必要です 
	
原因: ORDER BYまたはCLUSTER BY句を指定しようとしましたが、PARTITION BY句が指定されていません。


	
処置: PARTITION BY句を追加するか、ORDER BYまたはCLUSTER BY句を削除してください。









	 PLS-00666: ここで使用できるのは、binary_integer/pls_integerの連想配列による索引のみです 
	
原因: binary_integerまたはpls_integerで索引付けされていない索引コレクションを指定しようとしました。


	
処置: 索引コレクションの変数型を、binary_integerまたはpls_integerで索引付けされる結合配列に変更してください。









	 PLS-00667: 連想配列の要素タイプは、pls_integerまたはbinary_integerである必要があります 
	
原因: pls_integerまたはbinary_integerでない要素タイプの索引コレクションを指定しようとしました。


	
処置: 索引コレクションの変数型を、pls_integerまたはbinary_integerの要素タイプの結合配列に変更してください。









	 PLS-00668: 式のタイプは、コレクション型にする必要があります 
	
原因: コレクション型でないINDICES OFまたはVALUES OF句の後に式を指定しようとしました。


	
処置: 索引コレクションの式の型を有効なコレクション型に変更してください。









	 PLS-00669: 式のタイプは有効なコレクション変数である必要があります 
	
原因: コレクション変数でないINDICES OFまたはVALUES OF句の後に式を指定しようとしました。


	
処置: 索引コレクションの式の型を有効なコレクション変数に変更してください。









	 PLS-00670: ソート列は単純な列名である必要があります 
	
原因: PARTITION BY、CLUSTER BYまたはORDER BY句に、ソート列として式を指定しようとしました。許可されているのは単純列名のみです。


	
処置: 単純列名を指定してください。









	 PLS-00671: この式はインスタンス・メソッドでのみ使用できます 
	
原因: 一般起動構文がインスタンス・メソッドのコンテキスト内で使用されました。


	
処置: 一般起動構文は、コンストラクタ以外のインスタンス・メソッドでのみ使用できます。









	 PLS-00672: 式stringはタイプstringsのサブタイプである必要があります 
	
原因: 一般式の中の式は、そのタイプのサブタイプである必要があります。


	
処置: 式のタイプを、該当するタイプ名のサブタイプにする必要があります。









	 PLS-00673: 一般式はこのコンテキストでは使用できません 
	
原因: 一般式が不適切なコンテキストで使用されました。


	
処置: 式を修正し、一般式構文を削除してください。









	 PLS-00674: BULK In-BIND表のレコードまたはオブジェクトのフィールドへの参照には、フォームA(I).Fが含まれる必要があります 
	
原因: 実行時にサポートされるフィールド選択は、フォームtable(bulk_index).fieldのみです。


	
処置: FORALL DML文(MERGE/INSERT/DELETE/UPDATE)のかわりにFORループを使用するか、使用できるフォームに合せて参照を修正してください。









	 PLS-00675: このタイプの複合トリガーで無効なセクションです 
	
原因: BEFOREおよびAFTER行セクションは、表上で定義されている複合トリガーには使用できません。また、INSTEAD OF行セクションは、ビュー上で定義されている複合トリガーには使用できません。


	
処置: このコンテキストに対して無効なセクションを削除してください。









	 PLS-00676: 複合トリガー・セクションが重複しています 
	
原因: 各複合トリガー・セクションは、複合トリガー本体の中で一回のみ使用できます。


	
処置: 無効なセクションを削除してください。









	 PLS-00677: 複合トリガーは自律型トランザクションにできません 
	
原因: 複合トリガーにPRAGMA AUTONOMOUS_TRANSACTIONが含まれていました。


	
処置: 複合トリガーから自律型トランザクションの動作を実行する必要がある場合は、自律型の関数またはプロシージャをコールしてください。









	 PLS-00678: RETURN文は複合トリガー内では使用できません 
	
原因: 複合トリガー内にRETURN文がありました。


	
処置: RETURN文を削除し、制御の移動に別のPL/SQL構造体を使用してください。









	 PLS-00679: トリガー・バインドは文セクションの前後では使用できません 
	
原因: :newまたは:oldが、BEFOREまたはAFTERセクション内で使用されました。


	
処置: これらのセクションではトリガー・バインドを使用しないでください。









	 PLS-00680: BEFORE/AFTER ROWセクションがビュー・トリガーで使用されました 
	
原因: BEFORE/AFTER行セクションは、INSTEAD OF行トリガーとともには使用できません。


	
処置: 無効なセクションを削除してください。









	 PLS-00700: PRAGMA EXCEPTION_INITstringは、同一の宣言部分でその例外宣言の後に続く必要があります。 
	
原因: EXCEPTION_INITプラグマがその例外として同じブロックに宣言されていません。これらは同じブロック内に正しい順序で宣言されている必要があり、例外宣言の後にはプラグマ宣言が必要です。


	
処置: プラグマが参照する例外宣言の直後に、EXCEPTION_INITプラグマを置いてください。









	 PLS-00701: PRAGMA EXCEPTION_INITの無効なORACLEエラー番号stringです。 
	
原因: EXCEPTION_INITプラグマに渡されたエラー番号が範囲内にありません。エラー番号は、Oracleエラーの場合は-9999～-1の間で指定する必要があります。ただし-100は除きます。ユーザー定義エラーの場合は-20000～-20999の範囲で指定する必要があります。


	
処置: 正しいエラー番号を使用してください。









	 PLS-00702: PRAGMA EXCEPTION_INITへの第2引数は数値リテラルである必要があります。 
	
原因: EXCEPTION_INITプラグマの2番目の引数が数値リテラルではありません(たとえば、変数)。2番目の引数は数値リテラルで、Oracleエラーの場合は-9999～-1の範囲で指定する必要があります。ただし-100は除きます。ユーザー定義エラーの場合は-20000～-20999の範囲で指定する必要があります。


	
処置: 2番目の引数に正しいエラー番号を使用してください。









	 PLS-00703: リストに名前付き引数のインスタンスが複数あります。 
	
原因: サブプログラム・コールで2つ以上の実パラメータが同じ仮パラメータを参照しています。


	
処置: 重複している実パラメータを削除してください。









	 PLS-00704: 'string'は例外として宣言する必要があります。 
	
原因: EXCEPTION_INITプラグマに渡されたexception_nameパラメータの綴りに誤りがあるか、正しく宣言された例外を参照していません。または、プラグマの位置に誤りがあります。例外宣言の後の同一宣言節に置く必要があります。


	
処置: exception_nameパラメータの綴りを確認してください。次に例外宣言を確認し、例外名とキーワードEXCEPTIONが正しい綴りになっていることを確認してください。また、例外宣言の後の同一宣言節にプラグマが置かれていることも確認してください。









	 PLS-00705: 例外'string'は戻り型を必要とする式で使用されます。 
	
原因: 式で例外が参照されています。例外には名前がありますが、値はありません。したがって、式に対して値を与えることはありません。たとえば、次のRETURN文は無効です。FUNCTION credit_limit (cust_no INTEGER) RETURN NUMBER IS limit NUMBER; over_limit EXCEPTION; ... BEGIN ... RETURN over_limit; -- illegal END;


	
処置: 式の識別子の綴りを調べて、例外を参照しないように式を書き換えてください。









	 PLS-00706: 例外'string'は、選択したコンポーネントの接頭辞として使用できません。 
	
原因: コンポーネントへの参照を修飾するために、例外名が誤って使用されました。たとえば、レコード内のフィールドを指定するためにドット表記法が使用された場合、レコード名ではなく例外名がコーディングされた可能性があります。


	
処置: 有効な接頭辞(たとえば、パッケージ、レコード、スキーマなどの名前)を使用して、コンポーネント参照を書き換えてください。









	 PLS-00707: サポートされない構成または内部エラー[string]です。 
	
原因: 実行時では、これは内部エラーです。コンパイル時に発生した場合は、次のいずれかの問題を示します。-- パラメータ型を持つリモート・サブプログラムまたはコール元のサイトでサポートしていないデフォルトの式に対してコールが行われました。-- ストアド・プロシージャを持つデータベースに対して不完全なアップグレードまたはダウングレードが行われました。STANDARD.SQLのような誤ったバージョンのシステム・パッケージがインストールされたことが考えられます。-- コンパイラのエラーが検出されました。このような場合は、有効なPL/SQL構文がコンパイルできません。


	
処置: 内部エラーをOracleサポート・サービスに連絡するか、問題に応じて、次のいずれかの処置を行ってください。-- パラメータ型を使用するためのアプリケーションのロジックと、ローカル・サイトおよびリモート・サイトの両方でサポートされているデフォルトの式を修正してください。-- インストールするシステム・パッケージのバージョンがすべて正しいものであるかどうかを確認して、アップグレードまたはダウングレードを正しく完了してください。-- 構文エラーとして、Oracleサポート・サービスに連絡してください。エラー・メッセージとともに行番号や列番号が表示されている場合、手掛りを見つける際に役立つことがあります。たとえば、バグを避けるために、誤りのある行を記録するようにします。









	 PLS-00708: プラグマstringはパッケージ仕様部で宣言する必要があります 
	
原因: 指定されたプラグマがパッケージ仕様部で宣言されていません。たとえば、プラグマRESTRICT_REFERENCESはパッケージ仕様部で宣言されている必要があります。


	
処置: 位置の異なるプラグマを削除するか、または位置を変更してください。









	 PLS-00709: プラグマstringはパッケージ仕様部および本体で宣言する必要があります 
	
原因: 指定されたプラグマは、パッケージ仕様部で宣言されていますが、パッケージ本体では宣言されていません。またはその逆です。


	
処置: プラグマのないパッケージ宣言部分にプラグマを追加してください。









	 PLS-00710: PRAGMA stringはここでは指定できません 
	
原因: プラグマが不適切なコンテキストで宣言されました。


	
処置: 位置の異なるプラグマを削除するか、または位置を変更してください。ドキュメントでこのプラグマに対して適正なコンテキストを確認してください。









	 PLS-00711: PRAGMA stringは2度宣言できません 
	
原因: 同じブロックでプラグマが2度宣言されました。


	
処置: 重複したプラグマ宣言を削除してください。









	 PLS-00712: サブプログラムstringのオプションが無効です。 
	
原因: オプションDETERMINISTICまたはPARALLEL_ENABLEを使用できるのは、PACKAGEまたはTYPE仕様部のトップレベルのサブプログラムまたはサブプログラム宣言のみです。たとえば、PACKAGEまたはTYPE本体でこれらのオプションが使用されると、このエラーが発生します。


	
処置: オプションを削除してください。









	 PLS-00713: NOT INSTANTIABLEの型をインスタンス化しようとしています。 
	
原因: NOT INSTANTIABLEが定義されている型をインスタンス化しようとしています。


	
処置: NOT INSTANTIABLE型の変数をインスタンス化しないでください。かわりに、この変数からINSTANTIABLEサブタイプを導出し、サブタイプの変数をインスタンス化してください。









	 PLS-00714: スーパータイプのAUTHIDはDEFINERですが、スーパータイプとサブタイプは同じスキーマにはありません。 
	
原因: スーパータイプのAUTHIDはDEFINERですが、スーパータイプおよびサブタイプは同じスキーマに定義されていません。動的にディスパッチされたメソッドで実行されるSQL文は、2つのスキーマのデータベース表から異なる値を取り出すことができます。


	
処置: 同じスキーマにスーパータイプとしてサブタイプを作成してください。









	 PLS-00715: 'string'という名前の属性またはメソッドは存在しません。 
	
原因: 変更された型から、存在しないメソッドまたは属性を削除しようとしました。


	
処置: 属性名またはメソッド名の綴りを確認してください。また、その型にローカルで定義されており、継承されていないことを確認してください。









	 PLS-00716: 属性/メソッド'string'は、ALTER TYPE文で1回のみ使用できます 
	
原因: 1つのALTER TYPE文の属性でADD、DROPまたはMODIFYが複数使用されました。1つのALTER TYPE文のメソッドでADDまたはDROPが複数使用されました。


	
処置: 1つのALTER TYPE文の属性では、ADD、DROPまたはMODIFYは1つのみ使用してください。1つのALTER TYPE文のメソッドでは、ADDまたはDROPは1つのみ使用してください。









	 PLS-00717: メソッド'string'は既存のメソッドの中に一致する署名がありません。 
	
原因: 削除するメソッドは、存在するメソッド名と一致していますが、シグネチャが一致していません。


	
処置: 削除するメソッドのシグネチャが一致しているかどうかを確認してください。









	 PLS-00718: 属性'string'の型では属性の変更はできません。 
	
原因: 変更する属性の型がVARCHAR2、NUMBERまたはRAWではありません。


	
処置: VARCHAR2、NUMBERまたはRAW型の属性のみを変更してください。









	 PLS-00719: 属性'string'の制約の拡張のみができます。 
	
原因: 属性の変更で、制約を拡張しなかったか、属性の型を変更しようとしました。NUMBER型の属性では、小数点の前後の桁数を増やすことによって位取りおよび精度を変更できます。VARCHAR2およびRAW型の属性では、サイズを増やせます。その他の型の属性は変更できません。属性の型の変更もできません。


	
処置: 制約仕様部を変更して、既存の制約を拡張してください。制約を減らしたり、属性の型を変更する場合は、属性を削除して、新しい制約または型を指定した属性を追加してください。このとき、必要に応じて、型に基づく既存のデータを適切な手順で保持する必要があります。通常は、データのバックアップをとり、それをALTER TYPEの後でリストアします。









	 PLS-00720: 型'string'は展開されています。 
	
原因: 型が展開されています。コンパイルされたコードで使用される型のバージョンが、最新のバージョンと異なります。


	
処置: 型の最新のバージョンを使用するために、コードを再コンパイルしてください。









	 PLS-00721: 'string'により非REF相互依存サイクル('string')が生成されました 
	
原因: コンパイルされたライブラリ単位が、他のライブラリ単位と非REFの相互依存サイクルを形成しているため、コンパイルが異常終了しました。このエラーは、この型を伴うサイクルに加わる他の型の属性を持つ型とコンパイルしようとすると発生します。例: CREATE TYPE T1; CREATE TYPE T2 (A T1); CREATE TYPE T1 (A T2);


	
処置: (REFを追加するか、または別の型を使用して)サイクルを中断してください。









	 PLS-00722: スーパータイプのAUTHIDがサブタイプのAUTHIDと異なります 
	
原因: サブタイプのAUTHIDは、スーパータイプのAUTHIDと同じである必要があります。


	
処置: スーパータイプと同じAUTHIDを持つサブタイプを作成するか、AUTHIDを指定しないでください。









	 PLS-00725: タイプ'string'は、TREAT式のスーパータイプまたはサブタイプである必要があります。 
	
原因: TREAT(<expr> AS <type>)では、型は<expr>のスーパータイプかサブタイプであることが必要です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-00726: MODIFY ELEMENTは、スキーマ・レベルのVARRAYとネストした表でのみサポートされます 
	
原因: スキーマ・レベルのVARRAYでない型とネストした表の型の制限を変更しようとしました。


	
処置: これは、この型には無効なALTER TYPEコマンドです。









	 PLS-00727: MODIFY LIMITは、スキーマ・レベルのVARRAY型でのみサポートされます 
	
原因: スキーマ・レベルのVARRAY型でない型の制限を変更しようとしました。


	
処置: これは、この型には無効なALTER TYPEコマンドです。









	 PLS-00728: VARRAYの制限は増加のみ可能で、最大値は2147483647です 
	
原因: 制限を2147483646以下または2147483648以上に設定しようとしました。


	
処置: これは、この型には無効な制限です。制限を変更してください。









	 PLS-00729: コレクション要素型は拡張のみ可能です 
	
原因: コレクション要素の型の変更で、制約を拡張しなかったか、要素の型を変更しようとしました。NUMBER型では、小数点の前後の桁数を増やすことによって位取りおよび精度を変更できます。VARCHAR2およびRAW型の属性では、サイズを増やせます。


	
処置: 制約仕様部を変更して、既存の制約を拡張してください。









	 PLS-00730: コレクション要素型は変更できません 
	
原因: 変更する要素の型がVARCHAR2、NUMBERまたはRAWではありません。


	
処置: VARCHAR2、NUMBERまたはRAW型のコレクション要素のみを変更してください。









	 PLS-00731: ALTER TYPEは、スキーマ・レベル型でのみサポートされます 
	
原因: スキーマレベルでない型を変更しようとしました。


	
処置: この型には、ALTER TYPEは無効です。









	 PLS-00732: 仮パラメータ・リストでのELLIPSISのオーバーロードは無効です 
	
原因: 省略記号型と非省略記号型が、別個のオーバーロード候補の同じ位置に指定されています。現在、省略記号型を使用する場合は、仮パラメータ・リスト内の同じ位置に、同じ名前を持つ(仮パラメータの数値であるか型であるかを問わず)すべてのオーバーロード候補に指定する必要があります。


	
処置: すべてのオーバーロード候補で、省略記号型を同じ位置に指定してください。









	 PLS-00733: 変数の引数関数に対するRPCは許可されていません 
	
原因: VARARG関数(仮パラメータ・リストに省略記号を含む関数)を、RPCとしてコールしようとしました。


	
処置: VARARG関数はRPCとしてコールしないでください。









	 PLS-00734: 仮ELLIPSISに関連したパラメータの使用は無効です 
	
原因: 省略記号型の仮引数に、関連する実引数を使用しようとしました。


	
処置: 仮省略記号型に対応する関連パラメータを削除してください。









	 PLS-00735: 複数の仮ELLIPSISパラメータを宣言しようとしました 
	
原因: ファンクションまたはプロシージャの仮パラメータ仕様部で、複数の省略記号('...')が見つかりました。


	
処置: 特定のファンクションまたはプロシージャの仮パラメータ仕様部では、省略記号を1つのみ指定してください。









	 PLS-00736: ユーザー宣言による演算子は使用できません 
	
原因: 演算子(名前が一重引用符(')で囲まれている関数)を宣言しようとしました。演算子を宣言できるのは、パッケージSTANDARD内のみです。


	
処置: 関数名を囲む一重引用符を削除し、必要な場合にのみ二重引用符(")に置き換えてください。









	 PLS-00737: LIBRARYまたはASSEMBLYファイル指定が最大許容長を超えています 
	
原因: LIBRARYまたはASSEMBLYファイル仕様部で、予測文字数より多い文字列が見つかりました。


	
処置: LIBRARYまたはASSEMBLYファイル仕様部を、プラットフォームに適切なサイズに制限してください。









	 PLS-00738: コンパイル中に変更されたREFターゲットstring 
	
原因: 現行のユニットにターゲット・オブジェクトへのREFが含まれています。コンパイル中に、REFのターゲット・オブジェクトが別のセッションにより同時に変更されました。そのため、現行のユニットは無効であり、REFターゲットの最新定義を取得するために再コンパイルする必要があります。


	
処置: このエラーが発生したユニットを再コンパイルしてください。









	 PLS-00739: FORALL INSERT/UPDATE/DELETEは、リモート表ではサポートされていません 
	
原因: 現在の文はリモート・オブジェクトに対するリモート挿入/更新/削除です。


	
処置: FORALLループのかわりにFORループを使用するか、FORALL INSERT/UPDATE/DELETE文を含むリモート関数またはリモート・プロシージャをコールします。









	 PLS-00740: ASSEMBLY識別指定が最大許容長を超えています 
	
原因: ASSEMBLY識別指定で、予測文字数より多い文字列が見つかりました。


	
処置: ASSEMBLY識別指定を適切なサイズに制限してください。









	 PLS-00741: stringはサブプログラムstringの宣言および定義で指定する必要があります 
	
原因: プロパティがサブプログラムの宣言内で指定されましたが、サブプログラムの定義内では指定されていません。またはその逆です。


	
処置: 特定のサブプログラム・プロパティ(RESULT_CACHEなど)は、サブプログラムの宣言と、その定義内の両方で指定される必要があります。たとえば、プロパティRESULT_CACHEが、パッケージ指定の中に宣言されているサブプログラム内で指定された場合、そのパッケージの本体にあるサブプログラムの定義でもRESULT_CACHEが指定されている必要があります(その逆も同様)。









	 ORA-00742: フィールドstringはまだ参照できません 
	
原因: レコードのフィールドを宣言する際、次のように、1つのフィールドを使用して他のフィールドを初期化するように指定しています。TYPE my_rec IS RECORD (f1 varchar2(10), f2 varchar2(10) := f1); 最初のフィールドは実行時まで値を持たないため、他のフィールドの初期化にはまだ使用できません。


	
処置: 無効なフィールド参照を削除してください。









	 PLS-00743: ASSEMBLY IDENTITY文字列がNULLです 
	
原因: ASSEMBLYの識別句に指定した文字列がNULLです。


	
処置: ASSEMBLYに有効な識別文字列を指定してください。









	 PLS-00744: DOTNETコール仕様部のメソッド名がNULLです 
	
原因: DOTNETコール仕様部のMETHODNAME句に指定した文字列がNULLです。


	
処置: ASSEMBLYに有効なMETHODNAMEを指定してください。









	 PLS-00745: ASSEMBLY CONTEXT文字列がNULLです 
	
原因: ASSEMBLYのCONTEXT句に指定した文字列がNULLです。


	
処置: ASSEMBLYに有効なCONTEXT文字列を指定してください。









	 PLS-00746: ASSEMBLY AGENT文字列がNULLです 
	
原因: ASSEMBLYのAGENT句に指定した文字列がNULLです。


	
処置: ASSEMBLYに有効なAGENT文字列を指定してください。









	 PLS-00747: このプラットフォームでは、.NETアセンブリはサポートされていません 
	
原因: このプラットフォームでは、.NETアセンブリはサポートされていません。.NETアセンブリは32ビットおよび64ビットWindowsでのみサポートされています。


	
処置: 32ビットまたは64ビットWindows上でのみ、アセンブリ作成を試行してください。









	 PLS-00748: コンパイルは他のエラーのため終了しました 
	
原因: 他のエラーがレポートされたため、ライブラリ・ユニットのコンパイルが終了しました。


	
処置: レポートされた他のエラーを修正してください。









	 PLS-00751: PACKAGE SYS_STUB_FOR_PURITY_ANALYSISが見つかりません。 
	
原因: トップレベルのサブプログラム(ファンクションまたはプロシージャ)を作成するには、Oracleデータベースにシステム・パッケージSYS_STUB_FOR_PURITY_ANALYSISが必要です。


	
処置: データベースにパッケージがあることを確認し、再作成してください。









	 PLS-00752: 表関数stringは一貫性のない状態です。 
	
原因: 接頭辞SYS_を持つ内部生成の型がいくつか削除されています。これらの型は削除しないでください。


	
処置: テーブル関数、またはテーブル関数を含むパッケージや型を再コンパイルしてください。









	 PLS-00753: 形式が誤っているか破損してラップされた単位 
	
原因: コンパイルしようとしているラップされた単位の形式は、コンパイラが理解できません。この単位はラップされた後に編集または変更されている可能性があるためです。


	
処置: 単位を再ラップします。









	 PLS-00754: エディション付きオブジェクトstringへの参照は無効です 
	
原因: 「未編集のオブジェクトは編集済オブジェクトに依存できない」というルールに違反しようとしました。


	
処置: このオブジェクトをエディション付きにするか、または不正な参照をしないでください。









	 PLS-00755: 識別子データの保存中、SYSAUX表領域がオフラインです 
	
原因: 識別子データを保存しようとしたときに、SYSAUX表領域がオフラインでした。このlibunitについて以前に収集および保存された識別子データは無効になります。


	
処置: SYSAUX表領域をオンラインに戻し、オブジェクトを再コンパイルしてください。









	 PLS-00756: PL/SQLはこの環境では機能"string" "string"をサポートしていません 
	
原因: PL/SQLコンパイラの一部のホスト環境では、PL/SQLのすべての機能がサポートされるわけではありません。プログラム内の構造が、現在のホストの制限のいずれかに違反しています。


	
処置: このホスト環境でサポートされていない機能を使用しないようにプログラムを変更してください。PL/SQL機能の特定の変更および制限については、ホスト環境のドキュメントを参照してください。









	 PLS-00801: 内部エラー[string] 
	
原因: これは、コンパイルまたは実行時に発生する内部エラーの総称です。最初のパラメータは、内部エラー番号です。


	
処置: このエラーをバグとしてOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PLS-00900: 単位'string'の本体が見つかりません。 
	
原因: 実行時に、プログラム単位の本体が見つかりませんでした。次の2つの理由が考えられます。-- 第1に、単位aがモジュールbをコールした場合に、bの仕様部が存在し、本体が存在しなかった可能性があります。この場合は、仕様部が存在するためコンパイル時にエラーは発生しません。-- 第2に、SQL文などの適切なコンテキストの外側で順序を参照している場合、このエラーが発生する可能性があります。この場合、順序参照の仕様部は見つかりますが、次のようにSQL文の外側の順序を参照するコードを実際に実行することは有効ではありません。i := seq.nextval;


	
処置: 最初の理由でエラーが発生している場合は、参照されているオブジェクトの本体を作成してください。2番目の理由によってこのエラーが発生している場合は、順序をSQL文の中に移動してください。たとえば、i := seq.nextval;はselect seq.nextval into temp from dual; i := temp;に置き換えることができます。









	 PLS-00901: 列'string'(表'string')のデータ型はサポートされません。 
	
原因: データベースの表の列が、現在のリリースのPL/SQLではサポートされていないデータ型になっています。


	
処置: 問題のある列を表から削除するか、必要な列を別の表にコピーしてください。









	 PLS-00902: READ-ONLYバインド変数がOUTまたはIN-OUTコンテキストで使用されています。 
	
原因: 更新できないホスト変数が、更新が可能なコンテキストで使用されました。


	
処置: コンテキストを調べて、ホスト変数の使用を変更するか、ホスト変数の値をPL/SQLローカル変数に割り当ててローカル変数を使用してください。









	 PLS-00904: オブジェクト'string'にアクセスするには権限が不十分です。 
	
原因: 必要な権限を持っていないデータベース・オブジェクトを操作しようとしました。たとえば、SELECT権限のみが付与されている表をUPDATEしようとした場合に、このエラーは発生します。


	
処置: DBAに依頼して操作を実行するか、必要な権限を取得してください。









	 PLS-00905: オブジェクト'string'が無効です。 
	
原因: 無効なパッケージ仕様部またはストアド・サブプログラムが参照されました。パッケージ仕様部やストアド・サブプログラムは、それらが最後にコンパイルされた後に、ソース・コードやそれらが参照しているデータベース・オブジェクトが変更、削除されると無効になってしまいます。


	
処置: パッケージ仕様部またはストアド・サブプログラムを無効にしている原因を探し、Oracleがエラーなしで再コンパイルできるようにしてください。









	 PLS-00906: コンパイルは不可能です。 
	
原因: 稼働環境に問題があるため、PL/SQLコンパイラが正しく機能しません。たとえば、そのエラー・メッセージ・ファイルがアクセス不能である可能性があります。


	
処置: PL/SQLの稼働環境を調べ、コンパイラが必要なすべてのファイルにアクセスできるようにしてください。









	 PLS-00907: ライブラリ単位'string'(参照先'string')をロードできません。 
	
原因: PL/SQLは、以前に使用可能であったライブラリ単位を見つけてロードできませんでした。このエラーは、存在しないまたは無効な別のライブラリ単位を参照する単位をロードしようとした場合に発生します。


	
処置: 必要なライブラリ単位を用意してください。









	 PLS-00908: 格納された形式stringは、このリリースでサポートされません。 
	
原因: PL/SQLは、格納されている形式のライブラリ・ユニットを認識できませんでした。今回のバージョンでは認識できない新しいPL/SQLまたは古いPL/SQLのバージョンを使用して、コンパイルまたはシュリンク・ラップされています。


	
処置: 今回のバージョンのPL/SQLに合せて、ライブラリ・ユニットを再コンパイルしてください。









	 PLS-00909: オブジェクトstringが未宣言か、またはオブジェクトstringにアクセスする権限が不十分です。 
	
原因: 演算子宣言からのオブジェクトが宣言されていないか、または宣言されたオブジェクトにアクセスする権限が不十分です。


	
処置: オブジェクトを宣言するか、オブジェクトへのアクセスに必要な権限の付与をDBAに依頼してください。









	 PLS-00910: 型stringから継承するには権限が不十分です 
	
原因: UNDER権限なしで、型から継承しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-00920: パラメータplsql_native_library_dirが設定されていません 
	
原因: PL/SQLプログラムがネイティブにコンパイルされていますが、ネイティブ共有オブジェクト(DLL)を格納するディレクトリを指定するコンパイラ・パラメータplsql_native_library_dirが設定されていません。


	
処置: DBAは、このパラメータを設定してください。









	 PLS-00923: ネイティブ・コンパイルに失敗しました。: string:string 
	
原因: ネイティブ共有オブジェクト(DLL)が正常に作成されなかったため、PL/SQLプログラムのネイティブ・コンパイルに失敗しました。


	
処置: DBAは、spnc_commandsファイルに指定されている各コマンドが正しいかどうかを確認してください。









	 PLS-00924: ネイティブ・コンパイルはこのプラットフォームでサポートされていません 
	
原因: PL/SQLのネイティブ・コンパイルは、このプラットフォームでサポートされていません。


	
処置: plsql_compiler_flagsパラメータをINTERPRETEDに設定して、PL/SQLプログラムをバイトコードにコンパイルしてください。









	 PLS-00925: ネイティブ・コンパイルに失敗しました: ファイル(string string)を作成できません 
	
原因: ファイルを作成できなかったため、PL/SQLプログラムのネイティブ・コンパイルに失敗しました。システム・パラメータplsql_native_library_dirが書込み可能な既存のディレクトリを参照していない可能性があります。


	
処置: plsql_native_library_dirシステム・パラメータが既存の書込み可能ディレクトリを参照していることを確認してください。









	 PLS-00950: このバージョンでは、このSQL文でPL/SQL表を使用できません。 
	
原因: SQL文でPL/SQL表が正しく参照されていません。たとえば、SELECT ename_tab.COUNT INTO name_count WHERE ...のような参照があっても、PL/SQL表の属性を使用できるのはプロシージャ文の中のみです。


	
処置: 不適切な参照をSQL文から削除してください。









	 PLS-00951: 機能stringは、このリリースでサポートされません 
	
原因: インポートされたライブラリ・ユニットの中に、PL/SQLが認識できないユニットがありました。そのユニットは、このバージョンでは認識できない新しい機能または古い機能を使用しています。


	
処置: インポートされたライブラリ・ユニットをこのバージョンのPL/SQLで再コンパイルし、サポートされていない機能を探してください。









	 PLS-00960: このリリースでは、RPCはスキーマ・レベルのオブジェクト型を持つパラメータを使用できません。 
	
原因: スキーマ・レベルのオブジェクト型か、またはこのような型を再帰的に使用する型がRPCで使用されましたが、これは許可されません。次に例を示します。create type foo as object (...) create package my_pack is type my_rec is record(v foo); -- on a remote server: x my_pack.my_rec@rpc; -- illegal attempt to use type my_rec


	
処置: RPCコールにはPL/SQL定義型のみを使用してください。RPCを使用してこのようなデータを移動するには、スキーマ・レベル・タイプをローカル・タイプに要素ごとにコピーするコードを追加する必要がある場合があります。









	 PLS-00970: メソッドのクラス名は型ヘッダーのEXTERNAL NAME句のクラス名と一致する必要があります。 
	
原因: メソッドのシグネチャの一部として定義されたクラス名が、EXTERNAL NAME句の型ヘッダーで定義されたクラス名と一致していません。次に例を示します。create type foo as object EXTERNAL NAME 'foo' LANGUAGE JAVA (... MEMBER FUNCTION my (number) return number EXTERNAL NAME 'bar.func(oracle.sql.NUMBER) return oracle.sql.NUMBER', .. );


	
処置: メソッドのシグネチャからクラス名を削除するか、型ヘッダーで定義したクラス名を使用してください。









	 PLS-00989: レコードまたはオブジェクト、コレクションのカーソル変数は、このリリースでサポートされません。 
	
原因: REFカーソルの3.0実装の制限事項です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-00990: カーソル変数の索引表は許可されていません。 
	
原因: REFカーソルの2.2実装の制限事項です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-00992: カーソル変数をFETCHできません。 
	
原因: REFカーソルの2.2実装の制限事項です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-00993: カーソル変数を転送されたRPC引数または結果として渡せません。 
	
原因: リモート・サブプログラムとの間で転送RPCによるカーソル変数の受渡しが行われましたが、これは許可されていません。たとえば、クライアント側のツールから、リモート・データベース上でプロシージャを使用してカーソル変数をオープンすることはできません。リモート・サブプログラムは、カーソル変数の値を戻せないためです。


	
処置: ローカル・データベースを参照するように、サブプログラムのコールを変更してください。









	 PLS-00994: カーソル変数をパッケージの一部として宣言できません。 
	
原因: パッケージ仕様部でカーソル変数が宣言されましたが、これは許可されていません。REF CURSOR型はPL/SQLブロック、サブプログラム、パッケージで定義できますが、カーソル変数を宣言できるのは、ブロックまたはサブプログラム内のみです。


	
処置: カーソル変数の宣言をPL/SQLブロックまたはサブプログラムの中に移動してください。









	 PLS-00995: 未処理例外番号string 
	
原因: ハンドラが見つからないため、例外が発生しました。発生した例外を処理するハンドラが見つからない場合は、PL/SQLはホスト環境に未処理例外を戻します。メッセージに埋め込まれている数値はOracleのエラー・コードで、このマニュアルに記載されています。


	
処置: 例外を発生した条件を修正し、適切な例外ハンドラを作成するか、別のハンドラを使用してください。現行のブロックに適切なハンドラがある場合は、宣言または例外ハンドラで例外が発生し、囲みブロックに即座に伝播しました。









	 PLS-00996: メモリー不足 
	
原因: メモリー不足で、PL/SQLからの要求が処理できません。


	
処置: PL/SQL表の正しい行を参照しているかどうか、プログラムの再帰度が深すぎないかどうかを調べてください。









	 PLS-00997: このベータ・バージョンでは、カーソル戻り型は使用できません。 
	
原因: カーソルの戻り型にバグがあります。現状では、使用禁止にすることをお薦めします。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01400: '||'トークンの使用 
	
原因: ANSIの文法では、式で||トークンを使用できません。これは、plsql.yのCATへのbinary_add_op変換に相当します。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01401: 長さ18文字を超える識別子 
	
原因: ANSIの文法では、長さ18文字を超える識別子は使用できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01402: 引用された識別子の使用 
	
原因: 引用された識別子の使用はPL/SQLの拡張機能で、ANSIの文法では使用できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01403: コメント・デリミタ/* */ 
	
原因: Cスタイルのコメント(/および*文字で始まる)はANSIの文法ではありません。ANSIに準拠するには、コメントの前にANSIのコメント導入部--が必要です。また、コメントには改行を含むことができません。コメントをネストさせずに、このメッセージを簡素化する方法がわかれば、それにこしたことはありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01404: ANSI識別子は、文字および数字、アンダースコア文字のみで構成できます。 
	
原因: ANSI識別子は、文字、数字およびアンダースコア文字のみで構成できます。PL/SQLでは識別子に#および$を使用できますが、これらはANSIではありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01405: ANSI文法では、指数表記で示す数値データには大文字のEを使用する必要があります。 
	
原因: ANSIの文法では、指数を表す数値データは、大文字のEで表現する必要があります。たとえば、3.45E-6はANSIですが、3.45e-6はANSIではありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01406: ANSI文法のキーワード(PL/SQLではキーワードでない)と思われる識別子が見つかりました。 
	
原因: ANSI文法のキーワード(PL/SQLではキーワードでない)と思われる識別子が見つかりました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01407: 識別子CHARまたはCHARACTER、INTEGERの1つがプログラマにより再定義されました。 
	
原因: 識別子CHAR、CHARACTERまたはINTEGER(すべてANSIキーワード)の1つがプログラマによって再定義されました(前述した1406の特殊ケース)。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01408: '&'トークンの使用 
	
原因: ANSIの文法では、式で'&'トークンを使用できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01409: 'PRIOR_'トークンの使用 
	
原因: ANSIの文法では、式で'PRIOR_'トークンを使用できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01410: 'MOD'トークンの使用 
	
原因: ANSIの文法では、式で'MOD'トークンを使用できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01411: 'REM'トークンの使用 
	
原因: ANSIの文法では、式で'REM'トークンを使用できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01412: 'EXP'トークンの使用 
	
原因: ANSIの文法では、式で 'EXP'トークンを使用できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01413: NULLの式の使用 
	
原因: ANSIの文法では、NULLの式は使用できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01414: 修飾した式をここで使用 
	
原因: ANSIの文法では、修飾した式をここで使用できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01415: 集合体値をここで使用 
	
原因: ANSIの文法では、集合値をここで使用できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01416: <id> (<value>...)をここで使用 
	
原因: ANSIの文法では、<id> (<value>...)をここで使用できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01417: %attributeの使用 
	
原因: ANSIの文法では、%%attribute値をここで使用できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01418: 副問合せはANSI文法の集合演算子に組み込めません。 
	
原因: 副問合せはANSI文法の集合演算子に組み込めません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01419: 副問合せには、その選択リストに'*'または正確にカラムが1つ必要です。 
	
原因: ANSIの文法では、副問合せには、その選択リストに'*'または正確に列が1つ必要です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01420: INTERSECTおよびMINUS集合演算子はANSIではありません。 
	
原因: INTERSECTおよびMINUS集合演算子はANSIではありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01421: FOR UPDATE句 
	
原因: ANSIの文法では、FOR UPDATE句を使用できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01422: 別名 
	
原因: ANSIの文法では、別名を使用できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01423: 集合句右側の副問合せ 
	
原因: ANSIの文法では、集合句の右側で副問合せを使用できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01424: 句がANSIの順序ではありません。 
	
原因: ANSIでは、表の式の句に対して順序が指定されています。PL/SQLでは指定されていません。ANSIの順序では、(1) FROM句 (2) WHERE句 (3) GROUP-BY句 (4) HAVING句となります。PL/SQLでは、FROM句を最初に指定する必要がありますが、その後の句は(非ANSIのCONNECT-BY句を含めて)任意の順序で指定できます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01425: Connect-by句 
	
原因: ANSIでは、Connect-by句を使用できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01450: この<value expression>には標準化されていないデータ型が含まれています。 
	
原因: この<value expression>には標準化されていないデータ型が含まれています。X3H2の4.2項「Data types」では、「A nonnull value is either a character string or a number.」と示されています。STANDARDにある多くの組込み関数は、プラグマの方法によってこの警告とともにフラグ化されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01451: これら<value expressions>のデータ型は、比較可能である必要があります。 
	
原因: これらの<value expressions>のデータ型は、比較可能である必要があります。X3H2の4.2項「Data types」では、「A character string and a number are not comparable values.」と示されています。STANDARDにある多くの組込み関数は、プラグマの方法によってこの警告とともにフラグ化されます。この警告は、データ型の強制関数に対して発行されます。たとえば、非準拠のデータ型を組合せ可能にするためにOracle SQLに挿入されたTO_CHAR(<number>)などです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01452: この関数はANSI標準の部分ではありません。 
	
原因: この関数はANSI規格の部分ではありません。この警告によって、ANSI仕様に記述されていないPOWERなどの関数がフラグ化されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01453: このプロシージャはANSI標準の部分ではありません。 
	
原因: このプロシージャはANSI規格の部分ではありません。この警告によって、ANSI仕様に記述されていないSTOPなどのプロシージャがフラグ化されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01454: CHARデータ型の値を使用する演算子がありません。 
	
原因: CHARデータ型の値を使用する演算子がありません。X3H2の5.9項「<value expression>」のsyntax rule 3では、「If the data type of a <primary> is character string, then the <value expression> shall not include any operators.」と示されています。この警告は、CHAR引数を取るSTDBASEにある多くの関数に対して発生します。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01455: IS NULLとIS NOT NULL述語は、列指定のみに定義されます。 
	
原因: IS NULLおよびIS NOT NULL述語は、列指定のみに定義され、その他の式には定義されません。5.15項「<null predicate>」には、述語「x IS NULL」のxは列である必要があり、その他の種類の式であってはならないことが示されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01458: UPDATE文の集合句には、長さ 1の列名が必要です。 
	
原因: UPDATE文の集合句には、長さ1の列名が必要です。8.11および8.12項を参照してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01460: リモート・ホストのオブジェクトにはアクセスできません。 
	
原因: リモート・ホストのオブジェクトにはアクセスできません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01463: STDDEVは規格セットの関数ではありません。 
	
原因: STDDEVは規格セットの関数ではありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01464: VARIANCEは規格セットの関数ではありません。 
	
原因: VARIANCEは規格セットの関数ではありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01466: NULL文字列は使用できません。 
	
原因: NULL文字列は使用できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01467: 副問合せでない場合、IN述語の値リストにはvalue_specificationsのみを組み込む必要があります。 
	
原因: 副問合せでない場合、IN述語の値リストにはvalue_specificationsのみ(リテラル、およびPL/SQLまたは埋込み変数)を組み込む必要があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01468: like述語の第1引数は、文字列型の列である必要があります。 
	
原因: like述語の第1引数は、文字列型の列である必要があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01469: ANSI標準ではレコードを許可しません。 
	
原因: ANSI規格ではレコードを許可しません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01470: like述語のエスケープ文字は、リテラルまたはCHAR型の変数である必要があります。 
	
原因: like述語のエスケープ文字は、リテラルまたはCHAR型の変数である必要があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01471: DISTINCTキーワードはCOUNT(DISTINCT sim_expr)で記述する必要があります。 
	
原因: DISTINCTキーワードはCOUNT(DISTINCT sim_expr)で記述する必要があります。5.8項を参照してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01472: 集合関数指定にDISTINCTがある場合、式はcolumn_specificationである必要があります。 
	
原因: 集合関数指定にDISTINCTがある場合、式はcolumn_specificationである必要があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01473: !=または~=に代わる<>の使用 
	
原因: !=または~=ではなく<>を使用してください。5.11項を参照してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01474: ANYの使用はANSIではありません。 
	
原因: comparison_predicateおよびquantified_predicateの結合によって、sim_expr = ANY_ sim_exprなどが指定されている可能性があります。これは、カーネルによって受け入れられます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01500: ビューの定義に共用体は使用できません。 
	
原因: ビューの定義に共用体は使用できません。6.9項を参照してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01501: CREATE TABLE文のオプションはANSIではありません。 
	
原因: CREATE TABLEは、表の構造の定義のみ行えます。.SPACE__name. .PCTFREE__numeric_literal. .cluster.は、いずれもANSIではありません。6.2項を参照してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01502: 制約名と制約状態はANSIではありません。 
	
原因: 制約名および制約状態は、ANSIではありません。6.3項を参照してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01503: SET句の式にset関数は挿入できません。 
	
原因: SET句の式にset関数は挿入できません。8.12項を参照してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01504: CREATE TABLE文のASフェーズの使用はANSIではありません。 
	
原因: CREATE TABLEは、表の構造の定義のみ行えます。CREATE TABLE文のASフェーズの使用はANSIではありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01505: ALTERはANSIではありません。 
	
原因: ALTERはANSIではありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01506: CREATE INDEXはANSIではありません。 
	
原因: CREATE INDEXはANSIではありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01507: DROPはANSIではありません。 
	
原因: DROPはANSIではありません。


	
処置: 6.2項を参照してください。









	 PLS-01701: ROLLBACK WORK文の構文が正しくありません。 
	
原因: ROLLBACK WORK文の構文が正しくありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01702: COMMIT WORK文の構文が正しくありません。 
	
原因: COMMIT WORK文の構文が正しくありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01703: CLOSE文のカーソル名は長さが1である必要があります。 
	
原因: CLOSE文のカーソル名は長さ1である必要があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01704: ソート句の式は、ASCまたはDESCオプションを使用する列指定または符号なしの整数である必要があります。 
	
原因: ソート句の式は、ASCまたはDESCオプションが後に続く、列指定または符号なしの整数のみです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01705: カーソル仕様部にUNIONまたはORDER_BYがある場合、カーソルで指定される表は更新不可能です。 
	
原因: キーワードFROMがありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01707: 位置付けDELETEまたはUPDATE文では、表はカーソル仕様部で定義する必要があります。 
	
原因: 位置付けDELETEまたはUPDATE文では、削除または更新された表はカーソル仕様部で定義する必要があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01708: 検索DELETEまたはUPDATE、INSERTでは、検索条件の副問合せのFROM句に表は使用されません。 
	
原因: 検索DELETE、UPDATEまたはINSERT文では、検索条件の副問合せのいずれにもFROM句に変更対象となる表は使用されません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01709: INSERT文の値リストが副問合せでなく値リストで指定された場合は、値指定である必要があります。 
	
原因: INSERT文では、INSERT文の値リストが副問合せでなく値リストで指定された場合は、値指定である必要があります。つまり、複合式または列参照であってはいけません。8.7項を参照してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01710: 位置付けDELETEまたはUPDATE文では、カーソル名の長さは1である必要があります。 
	
原因: 位置付けDELETEまたはUPDATE文では、カーソル名の長さは1である必要があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01711: SELECT文にORDER_BYまたはHAVING、GROUP_BY句を挿入できません。 
	
原因: SELECT文にORDER_BY、HAVINGまたはGROUP_BY句を挿入できません。8.10項を参照してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01712: ANSIではINDICATORSとして変数をバインドできません。 
	
原因: ANSIではINDICATORSとして変数をバインドできません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01713: 型の制約が一致しません。 
	
原因: 型の制約が一致しません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01714: ANSIでは、ここにリテラルでない列名が入ります。 
	
原因: ANSIでは、ここにリテラルでない列名が入ります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLS-01900: 文字から数値への変換エラー。 
	
原因: 文字列の数値への変換に失敗しました。


	
処置: 数値の変数に割り当てられたすべての文字列に、有効な数値解釈値が指定されていることを確認してください。









	 PLS-01901: ホスト・バインド配列が小さ過ぎます。 
	
原因: 配列が小さすぎるため、PL/SQLはデータをホスト配列に転送できませんでした。


	
処置: ホスト配列のサイズを大きくしてください。









	 PLS-01902: 16進からRAWへの変換エラー。 
	
原因: 16進文字列からRAWへの変換に失敗しました。


	
処置: 変換する16進変数が有効な16進値を含んでいることを確認してください。









	 PLS-01903: エラー番号が整数ではありません。 
	
原因: SQLERRM()が整数以外の値でコールされました。


	
処置: SQLERRM()が整数値でコールされることを確認してください。









	 PLS-01904: 索引表のキー値がNULLです。 
	
原因: NULLキー値で索引表に索引を作成しようとしました。


	
処置: 索引表への索引の作成に使用されるキー値がNULLでないことを確認してください。









	 PLS-01905: 文字列バッファが小さすぎます。 
	
原因: 文字列をソースから宛先へ移動中にエラーが発生しました。このエラーは、たとえば10文字の文字列を1文字のバッファへ移動しようとすると発生します。このエラーの原因は、常に自明であるとはかぎりません。たとえば、次のような場合にエラーが発生します。a varchar2(1); b number; b := 10; a := b; 数値の10が文字列の10に暗黙的に変換され、これが変数aに割り当てられた1文字分のバッファに格納できないため、エラーが発生します。


	
処置: まず、バッファ・サイズが一致しない文字列の代入文を探してください。見つからなかった場合、次に前述の例のような暗黙変換のケースを考えてください。









	 PLS-01906: RAW変数の長さが長すぎます。 
	
原因: コピーまたは代入するRAW変数の長さが長すぎるため、宛先に格納できませんでした。


	
処置: RAW変数の長さが正しいことを確認してください。









	 PLS-01907: 数値の精度が大きすぎます。 
	
原因: コピーまたは代入する数値の小数点の左側にある桁が多すぎるため、宛先に格納できません。つまり、数値の精度が一致していません。たとえば、次のように文字列を数値に代入しようとするときにも、このエラーが発生します。a varchar2(4); b number(1,1); a := '10.1'; b := a;


	
処置: まず、明示的な数値の精度値の不一致を調べてください。見つからなかった場合、バインド中の変換を含めて、その他の型の数値への暗黙変換を考えてください。









	 PLS-01908: RETURNING INTOバッファが小さすぎます。 
	
原因: PL/SQLによって、RETURNING INTO句のあるサーバー側のDMLが、戻されるデータを保持するために十分な大きさのバッファを使用していないことが判断されました。


	
処置: RETURNING INTO句のバッファのサイズを増やしてください。









	 PLS-01909: サブタイプにスーパータイプ・インスタンスを割り当てることができません 
	
原因: 1つのサブタイプ・インスタンスのみを保持できるコンテナ(接続先)に、スーパータイプ・インスタンスを割当てまたはコピーしようとしました。


	
処置: 割当てまたはコピーするソースの実行時型が、接続先と同じ型または接続先の型のサブタイプであることを確認してください。









	 PLS-01910: 結合配列形式は、セッション・パラメータと一貫性がありません。 
	
原因: キーの比較に影響するNLSパラメータが動的に変更されています。結合配列の索引が無効です。


	
処置: NLS_COMPまたはNLS_SORTを頻繁に変更する必要があるアプリケーションでは、文字列キー付きの結合配列を使用しないでください。









	 PLS-01911: 結合配列キーは、その型制約に違反しています。 
	
原因: 結合配列に挿入される要素のキー値が、キーの型制約に違反しています。


	
処置: キー値を受け入れる場合は制約を調整してください。それ以外の場合は、要素を挿入するときに有効なキーを適用してください。









	 PLS-01912: : インスタンスはタイプ'string'である必要があります。 
	
原因: インスタンスの実行時型が宣言された型ではありません。つまり、ユーザー定義コンストラクタの戻り値が誤りです。


	
処置: 正しい型を戻してください。









	 PLS-01913: : インスタンスはタイプ'string'であるか、またはそのサブタイプの1つである必要があります。 
	
原因: インスタンスの実行時型が宣言された型、またはそのサブタイプではありません。たとえば、TREAT(supertype AS subtype)が失敗しました。


	
処置: 例外を捕捉してください。









	 PLS-01914: サブプログラム式でSECURITY指定が重複しています 
	
原因: サブプログラムにSECURITY指定が2つ見つかりました。


	
処置: SECURITY指定の1つを削除してください。









	 PLS-01915: サブプログラム式でASSEMBLY指定が重複しています 
	
原因: サブプログラムにASSEMBLY指定が2つ見つかりました。


	
処置: ASSEMBLY指定の1つを削除してください。









	 PLS-01916: SECURITYレベル指定がASSEMBLY SECURITY指定を超えています 
	
原因: callspecで指定されたSECURITYレベルが、アセンブリによって許可されている最大セキュリティ・レベルを超えています。


	
処置: アセンブリで指定された最大セキュリティ・レベルを超えないように、callspec内で指定されているSECURITYレベルを下げてください。









	 PLS-01917: パッケージSTANDARDの項目'string'の参照が正しくありません 
	
原因: この項目は内部的に使用されるものであり、ユーザー・コードでは参照できません。


	
処置: 参照を削除し、必要な機能を持つ構文を使用してください。









	 PLS-01918: 9.2以前のラップ形式は許可されません 
	
原因: 9.2以前のバージョンのラップ・ユーティリティを使用してラップされたユニットをコンパイルしようとしました。9.2以前のバージョンのラップで作成されたラップ・ソースは、このデータベースでは許可されません。


	
処置: 10g以降のバージョンのラップ・ユーティリティを使用して、ソースをラップしてください。または、初期化パラメータPERMIT_92_WRAP_FORMATをTRUEに設定してください。














53 PLW-05000からPLW-07206



	 PLW-05000: 仕様部と本体間のNOCOPY条件が一致していません 
	
原因: 指定のパラメータの宣言に、サブプログラムの仕様部ではNOCOPYヒントを使用していて本体で使用されていないか、または本体ではNOCOPYヒントを使用していて仕様部では使用されていません。


	
処置: 仕様部と本体でNOCOPYの使用が一致していることを確認してください。この不一致を訂正しないと、プログラムは本体での宣言を無視して仕様部での宣言に従います。









	 PLW-05001: string'(行string)の以前の使用方法が、この使用方法と競合します。 
	
原因: 変数、定数またはラベルの以前の宣言を検索しているときに、コンパイラが同じ有効範囲で同じ名前を持つ別の宣言を見つけました。または、パッケージの仕様部と本体で、サブプログラムのヘッダーが一致しません。


	
処置: 変数名、定数名またはラベル名の綴りを確認してください。また、同じ有効範囲の中で宣言されているすべてのパラメータおよび例外の名前を確認してください。次に、重複する名前を持つオブジェクトを削除するか名前を変更してください。または、両者が一致するように、パッケージ仕様部または本体でパッケージされたサブプログラムのヘッダーを変更してください。









	 PLW-05003: INとNOCOPYで同一の実パラメータ(stringとstring)を使用すると、他の問題が発生する可能性があります 
	
原因: 指定のパラメータの宣言に、サブプログラムの仕様部ではNOCOPYヒントを使用していて本体で使用されていないか、または本体ではNOCOPYヒントを使用していて仕様部では使用されていません。


	
処置: 仕様部と本体でNOCOPYの使用が一致していることを確認してください。この不一致を訂正しないと、プログラムは本体での宣言を無視して仕様部での宣言に従います。









	 PLW-05004: 識別子stringは、STANDARDでも宣言されているか、またはSQLビルトインです 
	
原因: 指定された識別子は、o) パッケージSTANDARDでも宣言されているか、o) SQL組込み関数であるか、またはo) 疑似列です。この状況では、SQL文のローカル宣言でSTANDARD/組込み宣言が選択されるため、名前の解決に問題が発生する可能性があります。ただし、ローカル宣言はSQL有効範囲外のSTANDARD/組込み宣言で選択されます (PL/SQLの名前解決については、ドキュメントを参照してください)。


	
処置: o) 指定した識別子の名前を変更するか、o) 識別子への参照を有効範囲名で修飾するか、o) SQL有効範囲内で識別子を使用する場合は、意図した解決が発生することを確認してください。









	 PLW-05005: サブプログラムstringは、行stringに値なしで戻ります 
	
原因: ファンクションは戻り値なしで終了しました。すべてのPL/SQLファンクションには値付きのRETURN文が必要です。


	
処置: ファンクションのソース・コードを調べ、あらゆるRETURN文が値を戻すこと、およびファンクションがEND文の実行によって終了しないことを確認してください。ファンクション・コールがインライン化されている場合、およびコールされたファンクションが正常に終了しなかった場合には、ファンクションのコール場所にこのメッセージが表示される場合があります。









	 PLW-05006: シャドウ・タイプ生成の結果の警告: string 
	
原因: 表関数のコンパイルにより、内部生成のタイプが作成されます。問題が発生したのはこのようなタイプの作成中で、このタイプの作成を妨げるほどには深刻ではありませんが、表関数の使用に影響を与える可能性があります。詳細は、付随するエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: 付随するエラー・メッセージでレポートされた問題を修正してください。









	 PLW-05007: プラグマINLINEへの最初のパラメータは、識別子である必要があります 
	
原因: プラグマINLINEへの最初のパラメータは、プロシージャまたはファンクションを示す識別子である必要があります。


	
処置: プロシージャ名またはファンクション名を使用してください。









	 PLW-05008: プラグマstringの引数の数が正しくありません 
	
原因: 示されたプラグマ(コンパイラ・ディレクティブ)に渡された引数(実際のパラメータ)の数が誤っています。必要な引数が引数リストに入っていないか、またはプラグマの構文が誤っています(たとえば、2つのパラメータ間のカンマ(,)が欠落しています)。


	
処置: 必要な引数を指定するか、構文エラーを修正してください。









	 PLW-05009: プラグマINLINEは宣言リストにありません 
	
原因: プラグマINLINEは次に続く文にのみ適用されるため、宣言の直前に記述できません。


	
処置: プラグマを削除してください。









	 PLW-05010: プロシージャ'string'のプラグマINLINEが重複しています 
	
原因: プラグマINLINEは同じ文の同じプロシージャに2度適用されました。プロシージャは、重複しているすべてで制御値'YES'が指定されている場合のみインライン化されます。


	
処置: 重複するプラグマを削除してください。









	 PLW-05011: プロシージャ'string'のプラグマINLINEはコールには適用されません 
	
原因: プラグマINLINEが指定されましたが、示されているプロシージャのコールが次の文にありません。


	
処置: 不要なプラグマを削除してください。









	 PLW-05012: プロシージャ'string'のプラグマINLINEを適用できませんでした 
	
原因: プラグマINLINE(<name>, 'yes')が使用されましたが、指定されたプロシージャをインライン化できませんでした。


	
処置: インラインをブロックしている要因を除去します。考えられる問題点については、ドキュメントを参照してください。









	 PLW-05013: プラグマINLINE 'string'への2番目のパラメータは'YES'または'NO'ではありません 
	
原因: プラグマINLINEの2番目のパラメータは、プロシージャ・コールをインライン化できるかどうかを制御します。有効な値は'YES'のみで、コンパイラはコールのインライン化を試みます。'NO'を指定すると、コンパイラはコールをインライン化しません。


	
処置: 'YES'または'NO'を適切に使用してください。









	 PLW-05014: Pragma stringはここでは指定できません 
	
原因: プラグマが不適切なコンテキストで宣言されました。


	
処置: 位置の異なるプラグマを削除するか、または位置を変更してください。ドキュメントでこのプラグマに対して適正なコンテキストを確認してください。









	 PLW-05015: 実装上の制約 - デバッグ・レコードが多すぎます 
	
原因: プログラムが大きすぎて、デバッグ・シンボル表のサイズのコンパイラ制限をオーバーフローしました。モジュールは一部のデバッグ情報を付加してコンパイルされました。


	
処置: PLSQL_DEBUG=FALSEを指定してモジュールをコンパイルするか、そのモジュールを複数のモジュールに分割してください。









	 PLW-05016: INTO句はここでは指定できません 
	
原因: INTO句がカーソル宣言で正しく指定されていません。FETCH文で指定する必要があります。


	
処置: 間違っている句の位置を変更してください。









	 PLW-05017: 式の接頭辞は無視されます 
	
原因: 明示的なSELFとピリオド付きの名前を使用して、汎用化された呼出しが型メソッドのコールに使用されたので、ピリオド付きの名前の接頭辞が無視されます。


	
処置: ピリオド付きの名前を使用して、このコンテキストの型メソッドを呼び出さないでください。









	 PLW-05018: ユニットstringはオプションのAUTHID句を省略しました。デフォルト値のDEFINERが使用されました 
	
原因: AUTHID句が欠落しています。このユニットでは、AUTHID句を指定できます。この句が欠落している場合には、デフォルトでDEFINERの権限が使用されます。AUTHID句を常に明示的に使用することをお薦めします。


	
処置: ユニットにAUTHID句を明示的に記述してください。









	 PLW-05019: キーワードstringの近くの言語要素は、バージョンstring以降では推奨されていません 
	
原因: 非推奨の言語要素が使用されました。メッセージ・テキストに指定されたバージョン番号以上のPL/SQLバージョンでは、この言語要素は非推奨になっています。


	
処置: 非推奨の言語要素を削除するか、または修正してください。PL/SQLの非推奨の言語要素は、非推奨になった1つ後のバージョンで廃止されます。廃止された言語要素はサポートされなくなり、使用するとエラーが発生するようになります。









	 PLW-05020: パラメータ名は識別子にする必要があります 
	
原因: 名前付き表記法を使用するコールで、パラメータ名として文字列リテラルが使用されました。


	
処置: パラメータ名に識別子を使用するようにコードを変更してください。









	 PLW-05022: 引数'string'は比較可能ではありません 
	
原因: IN、BETWEENまたはMEMBER OFの引数が比較可能な型ではありませんでした。または、引数がオブジェクト型の場合、MAPメソッドまたはORDERメソッドがこの型に指定されませんでした。


	
処置: 適切な引数を使用するか、MAPメソッドまたはORDERメソッドを指定してください。









	 PLW-05023: SYSAUXがオフラインのため、PL/Scopeが無効です。 
	
原因: SYSAUX表領域がコンパイル時にオフラインであったため、PL/Scopeが現行のPL/SQLユニットのコンパイルに対して無効でした。PL/ScopeはSYSAUX表領域に識別されたメタデータを格納するため、SYSAUXがオフラインのときには機能できません。


	
処置: SYSAUXがオンラインであることを確認し、PL/SQLユニットを再コンパイルしてください。









	 PLW-05024: BULK COLLECT句をカーソル宣言で使用しないでください 
	
原因: A BULK COLLECT句がカーソル宣言で指定されていました。


	
処置: BULK COLLECT句をカーソル宣言から削除し、必要に応じてFETCH文に移動してください。









	 PLW-06002: 使用不可コード 
	
原因: コンパイル時の式の評価。


	
処置: プログラム・ロジック内で可能な誤りの有無を検査してください。大部分のコードが意図的に到達不能にしてあり、警告メッセージが役立たない場合は、警告を使用禁止にします。









	 PLW-06003: 不明なディレクティブ'string' 
	
原因: 不明なディレクティブが使用されています。ディレクティブが事前定義およびユーザー定義されていません。


	
処置: 事前定義されたディレクティブを使用するか、またはディレクティブを定義してください。









	 PLW-06004: プロシージャ'string'のコールのインラインがリクエストされました 
	
原因: 指定されたプロシージャを参照するプラグマINLINE(, 'YES')が指定されています。可能な場合、コンパイラはこのコールをインライン化します。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLW-06005: プロシージャ'string'のコールのインラインが実行されました 
	
原因: プロシージャのコールがインライン化されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLW-06006: コールされていないプロシージャ"string"が削除されます 
	
原因: 静的プログラム分析により、プロシージャはコールされないか、または実行されないことが判別されました。このため、コンパイル時の時間および実行時の領域を節約するため削除されました。


	
処置: プログラム・ロジック内で可能な誤りの有無を検査してください。プロシージャは有効ですが現在使用されていないだけで、警告メッセージが役立つよりも害になる場合は、警告を無効化してください。









	 PLW-06007: 最適化でコールが削除されるため、"string"が削除されます 
	
原因: 静的プログラム分析により、プロシージャはコールされないか、または実行されないことが判別されました。このため、コンパイル時の時間および実行時の領域を節約するため削除されました。


	
処置: プログラム・ロジック内で可能な誤りの有無を検査してください。プロシージャは有効ですが現在使用されていないだけで、警告メッセージが役立つよりも害になる場合は、警告を無効化してください。









	 PLW-06008: プロシージャ'string'のコールはインラインされません 
	
原因: 指定されたプロシージャを参照するプラグマINLINE(, 'NO')が指定されています。コンパイラはこのコールをインライン化できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLW-06009: プロシージャ"string" OTHERSハンドラは、RAISEまたはRAISE_APPLICATION_ERRORでは終了しません 
	
原因: OTHERSハンドラは、RAISEまたは標準プロシージャRAISE_APPLICATION_ERRORのコールを実行せずに終了する場合があります。


	
処置: 優れたプログラミング手法として、OTHERSハンドラは常に例外を上の階層に渡す必要があることをお薦めします。プログラム・ロジックを検査して、ハンドラ・コードの修正が必要かどうかを判別してください。









	 PLW-06010: キーワード"string"が定義名として使用されました 
	
原因: PL/SQLまたはSQLキーワードが定義名として使用されました。有効ですが、これはお薦めしません。


	
処置: 定義するアイテムに対して別の名前を選択してください。









	 PLW-06011: サイズに制限があるため、依存についての詳細情報を廃棄しました 
	
原因: コンパイル・ユニットが大きすぎて、無効になった場合、そのユニットをすぐにリコンパイルするために使用できる、詳細な依存性情報を保存できませんでした。


	
処置: ユニットを小さなユニットに分けてください。









	 PLW-06012: SQL文はインラインできません。string 
	
原因: SQL文をインライン化できませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PLW-06013: 非推奨のパラメータPLSQL_DEBUGがPLSQL_OPTIMIZE_LEVEL <= 1を強制しています 
	
原因: PLSQL_DEBUGパラメータがTRUEに設定されたため、最適化レベルは、PLSQL_OPTIMIZE_LEVELパラメータがより高いレベルに設定されていても、強制的に1(またはユーザーが0を選択した場合は0)になります。


	
処置: 推奨されていないので、PLSQL_DEBUGパラメータは使用しないでください。かわりに、PLSQL_OPTIMIZE_LEVELパラメータを1に設定してください。









	 PLW-06014: PLSQL_OPTIMIZE_LEVEL <= 1はネイティブ・コードの生成を無効にします 
	
原因: 最適化が1以下に設定されたため、ネイティブ・コード生成は実行されませんでした。


	
処置: ネイティブ・コード生成の目的は高いパフォーマンスを実現することなので、最適化レベルを低くするとこの目的からはずれてしまいます。より高い最適化レベルをリクエストするか、ネイティブ・コード生成のリクエストを削除します。非推奨のパラメータPLSQL_DEBUGを使用した場合も、最適化レベルは強制的に1になることに注意してください。ネイティブ・コード生成が必要な場合は、このパラメータを使用しないでください。









	 PLW-06015: パラメータPLSQL_DEBUGは推奨されていません。PLSQL_OPTIMIZE_LEVEL = 1を使用してください 
	
原因: PLSQL_DEBUGパラメータが指定されました。


	
処置: パラメータPLSQL_DEBUGでは、PL/SQLコンパイラによるデバッグ情報の生成は制御されていません。デバッグ情報は常に生成されるので、特別なパラメータは必要ありません。









	 PLW-06016: ユニットstringが大きすぎます。ネイティブ・コードの生成が無効になりました 
	
原因: プログラムが大きすぎたために、分析に長時間または大量の領域が必要となり、ネイティブ・コンパイルが無効になりました。


	
処置: ネイティブ・コード生成の目的は高いパフォーマンスを実現することであり、コンパイラはプログラムを広範囲に分析します。可能であれば、最も大きいプロシージャのサイズを小さくするか、プログラム・ユニットを複数のユニットに分割してください。









	 PLW-06017: 操作によって例外が発生します 
	
原因: この場所の周辺での操作によって実行中に確実に例外が発生しますが、明示的なRAISEでないため、プログラミング・エラーの可能性があります。


	
処置: 実行中にこの場所の周辺での操作によって例外が確かに発生することが、コンパイラによって判別されました。これはプログラミング・エラーの可能性があります。コードの修正を検討してください。意図的に例外を発生させる場合は、明示的なRAISE文を使用してください。









	 PLW-06018: 無限大またはNaN値が計算または使用されます 
	
原因: この場所の周辺での操作によって、無限大のNUMBER、BINARY_FLOATまたはBINARY_DOUBLEの値、あるいはNaNのBINARY_FLOATまたはBINARY_DOUBLEの値が、計算または使用されます。


	
処置: この場所の周辺での操作によって無限大または非数値(NaN)のいずれかの値が計算または使用されることが、コンパイラによって判別されました。これは、プログラミング・エラーを示している可能性があります。コードの修正を検討してください。非数値のBINARY_FLOATまたはBINARY_DOUBLEの値を意図的に使用する場合は、値を計算するのではなく、STANDARDから該当する定数を使用してください。これらの値には有効な使用方法がいくつかありますが、その場合にも警告は表示されます。無限大のNUMBERの値の使用方法は明確に規定されていないため、使用しないようにしてください。









	 PLW-07202: バインド型は、列タイプとは異なる変換になります 
	
原因: 列の型とバインド型が正確に一致していません。このため、列がバインド変数の型に変換されます。この型変換により、SQLオプティマイザは列が参加する索引を使用できなくなることがあります。これにより、この文の実行パフォーマンスが低下する可能性があります。


	
処置: この列の索引を使用するには、バインド型が列の型と同じであることを確認してください。









	 PLW-07203: パラメータ'string'は、NOCOPYコンパイラ・ヒントを使用することにより、パフォーマンスを向上できる可能性があります。 
	
原因: 指定されたパラメータのモードがIN OUTまたはOUTです。NOCOPYコンパイラ・ヒントを使用すると、このサブプログラムのコールを高速化できる場合があります。


	
処置: パラメータのモードを、NOCOPYコンパイラ・ヒントを明示的に使用するように変更してください。たとえば、サブプログラム宣言がPROCEDURE proc(p1 IN OUT CLOB);の場合は、PROCEDURE proc(p1 IN OUT NOCOPY clob);に変更するとNOCOPYヒントの利点が得られます。オブジェクト型のメンバー・プロシージャまたはファンクションの場合は、次のようにSELFパラメータの明示的な宣言が必要になることがあります。MEMBER PROCEDURE proc(SELF IN OUT NOCOPY MY_TYPE);









	 PLW-07204: 列タイプと異なる変換は、最適な問合せ計画が生成されない可能性があります 
	
原因: 列の型とバインド型が正確に一致していません。このため、列がバインド変数の型に変換される可能性があります。この型変換により、SQLオプティマイザは列が参加する索引を使用できなくなることがあります。これにより、この文の実行パフォーマンスが低下する可能性があります。


	
処置: この列の索引を使用するには、バインド型が列の型と同じであることを確認してください。









	 PLW-07205: SIMPLE_INTEGERがBINARY_INTEGERまたはPLS_INTEGERと混在しています 
	
原因: 同じ算術式にSIMPLE_INTEGERと、BINARY_INTEGERまたはPLS_INTEGER引数を使用すると、特定の最適化を妨げる可能性があります。


	
処置: 式がパフォーマンス・クリティカル・パスで計算される場合のみ、SIMPLE_INTEGER値を使用するようにしてください。









	 PLW-07206: 分析の結果、'string'への割当ては必要ありません 
	
原因: この割当ては不要になる可能性があります。PL/SQLオプティマイザは、設定されている変数の使用をこれ以上検出できませんでした。特定の例外の発生などの不測の動作に対して割当てが行われていた場合、コンパイラは不測の動作を認識できない可能性があるため、この警告が適切ではないことがあります。


	
処置: その値が再び使用されない変数が割当てで設定されていて、考慮する不測の動作(例外またはコール)がない場合は、パフォーマンス向上のため割当てを削除します。特定の既知の例外を発生するための割当てである場合は、割当てをRAISE文に置き換えてください。














54 NDFN-00020からNDFN-00025



	 NDFN-00020: IPMIユーザーIDが見つかりません 
	
原因: 必要なユーザー名引数が指定されませんでした。


	
処置: 正しい引数を指定してコマンドを再発行してください。









	 NDFN-00021: ノード・リストが見つかりません 
	
原因: 必要なノード・リストが提供されませんでした。


	
処置: 正しい引数を指定してコマンドを再発行してください。









	 NDFN-00022: 認識されないコマンド・オプション: 'string' 
	
原因: 操作タイプが見つからないか、またはスペルが間違っています。


	
処置: 正しい引数を指定してコマンドを再発行してください。









	 NDFN-00023: パスワードを読み取れませんでした。リクエストを再発行してください 
	
原因: 行末を検索する前のパスワード・プロンプトで、必要な管理者パスワードを読み取れませんでした。


	
処置: コマンドを再発行し、プロンプトの直後にパスワードを入力してください。









	 NDFN-00024: I/O例外を検出しました: string 
	
原因:


	
処置: 原因となった問題を修正した後、コマンドを再発行してください。









	 NDFN-00025: ノードstringに対するstringは失敗しました 
	
原因: 指定されたノードに対して示された操作を完了できませんでした。根本的な原因は、下位レベルのエラー・メッセージで示されます。


	
処置: 原因となった問題を修正した後、コマンドを再発行してください。














55 RDJ-00001からRDJ-00136



	 RDJ-00001: OK ADDRESS 
	
原因: 操作が正しく完了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RDJ-00002: 操作が無効です: 
	
原因: 指定された操作は正しくありません。


	
処置: 有効な操作を指定してください。









	 RDJ-00003: "string"の解析でエラーが発生しました string 
	
原因: アドレスの解析中にエラーが発生しました。


	
処置: エラーに含まれるその他の情報を使用してアドレスを訂正してください。









	 RDJ-00004: トレース・レベルが無効です 
	
原因: 指定されたトレース・レベルが不正です。


	
処置: 有効なトレース・レベルを指定してください。









	 RDJ-00005: 操作: stringは失敗しました。エラー: string 
	
原因: 示されたエラーによってRD操作が失敗しました。


	
処置: 何が起こったかを確認するために、トレースが有効な状態で操作を再試行してください。









	 RDJ-00006: 無効なポート番号: number 
	
原因: サービスに対して指定されたポート番号が無効です。


	
処置: 0より大きいポート番号を入力してください。









	 RDJ-00008: 無効な番号が指定されました: 
	
原因: 指定された番号に、数字以外の文字が含まれていました。


	
処置: 数字のみを使用した番号を指定してください。









	 RDJ-00009: アドレスの書式が無効です: 
	
原因: アドレスに対して指定された形式が不正です。


	
処置: 有効な形式を指定してください。









	 RDJ-00011: 結果プロセッサはNULLにできません 
	
原因: 操作の結果を処理するためのクラスに対し、NULLオブジェクトが指定されました。


	
処置: NULL以外のオブジェクトを指定してください。









	 RDJ-00012: INSTANCEの一意性が無効です 
	
原因: インスタンスに対して指定された一意の値が無効でした。


	
処置: 有効な一意の値を指定してください。









	 RDJ-00013: サービス・インスタンス属性が無効です 
	
原因: サービス・インスタンスに対して指定された属性が不正でした。


	
処置: 正しい書式で属性を指定してください。









	 RDJ-00015: サービス・インスタンス・タグ: "string"は無効です。使用できるタグ: 
	
原因: サービス・インスタンスに対して指定されたタグ値が不正でした。


	
処置: 有効なタグ値を指定してください。









	 RDJ-00017: 無効なドメイン・タイプ: "string。使用可能なドメイン・タイプ: 
	
原因: ドメインに対して指定されたタイプが無効でした。


	
処置: 有効なドメイン・タイプを指定してください。









	 RDJ-00048: 不明なコマンド: "string" 
	
原因: 無効なコマンドが指定されました。


	
処置: 有効なコマンドを指定してください。









	 RDJ-00049: オプション: "string"が不明です 
	
原因: 無効なオプションが指定されました。


	
処置: 有効なオプションを指定してください。









	 RDJ-00052: 無効なフラグ値です: 
	
原因: フラグに指定された値が無効でした。


	
処置: 有効なフラグ値を指定してください。









	 RDJ-00053: トレース出力ファイルの削除に失敗しました 
	
原因: 新しいトレース・ファイルを作成できるよう、ツールがトレース・ファイルの削除を試行しました。ただし、その試みは失敗しました。


	
処置: 関係する例外を確認して、発生した問題の詳細を調べてください。









	 RDJ-00054: エラー・ログ・ファイルの削除に失敗しました: 
	
原因: 新しいエラー・ログを作成できるよう、ツールがエラー・ログの削除を試行しました。ただし、その試みは失敗しました。


	
処置: 関係する例外を確認して、発生した問題の詳細を調べてください。









	 RDJ-00055: トレース・ファイルはすでに存在します: 
	
原因: 指定されたトレース・ファイルはすでに存在します。


	
処置: 該当のファイルを削除するか、既存ではないファイルを指定してください。









	 RDJ-00056: エラー・ログはすでに存在します: 
	
原因: 指定されたエラー・ログはすでに存在します。


	
処置: 該当のファイルを削除するか、既存ではないファイルを指定してください。









	 RDJ-00057: トレース・ファイルはディレクトリです: 
	
原因: 指定されたトレース・ファイルは実際にはディレクトリです。


	
処置: ファイル名を指定してください。









	 RDJ-00058: エラー・ログはディレクトリです: 
	
原因: 指定されたエラー・ログは実際にはディレクトリです。


	
処置: ファイル名を指定してください。









	 RDJ-00059: トレース・ファイル"string"を作成できません 
	
原因: ツールがトレース・ファイルの作成に失敗しました。


	
処置: 関係する例外を確認して、エラーの詳細を調べてください。









	 RDJ-00060: エラー・ログ"string"を作成できません。親ディレクトリに対する権限をチェックしてください: 
	
原因: ツールがエラー・ログの作成に失敗しました。


	
処置: 関係する例外を確認して、エラーの詳細を調べてください。









	 RDJ-00061: ファイル・ストリームを作成できません: 
	
原因: ツールが、ファイルに対するJavaストリームの作成に失敗しました。


	
処置: 関係する例外を確認して、エラーの詳細を調べてください。









	 RDJ-00062: 印刷ストリームを作成できません: 
	
原因: ファイルに対するJava印刷ストリームをツールが作成しようとした際に、エラーが発生しました。


	
処置: 関係する例外を確認して、エラーの詳細を調べてください。









	 RDJ-00063: TTLが無効です: 
	
原因: TTLに対し、数値以外の値が指定されました。


	
処置: 数値を指定してください。









	 RDJ-00065: オプション・タイプは0(ゼロ)より大きい値である必要があります: 
	
原因: オプションに対して指定されたタイプが、ゼロか、またはそれより小さい値でした。


	
処置: ゼロより大きいタイプを指定してください。









	 RDJ-00134: 不明なタイプです: 
	
原因: 指定したタイプは無効です。


	
処置: 既知のタイプを指定してください。









	 RDJ-00135: ストリーム・タイプが無効です: 
	
原因: 指定したストリーム・タイプは無効です。


	
処置: 既知のタイプを指定してください。









	 RDJ-00136: 引数が無効です: 
	
原因: 指定された引数の数が無効です。


	
処置: 有効な数の引数を指定してください。














56 CLSDNSSD-00000からCLSDNSSD-03999



	 CLSDNSSD-00000: エラーはありません。 
	
原因: 操作は正常に終了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CLSDNSSD-00001: 不明なエラーが発生しました。 
	
原因: 不明なエラーが発生しました。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSDNSSD-00002: そのような名前はありません。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSDNSSD-00003: メモリーの割当てに失敗しました。 
	
原因: DNSサービス検出コンポーネントで十分なメモリーを割り当てることができませんでした。


	
処置: システムのメモリーのサイズが小さい場合、他のプロセスまたはスレッド(あるいはその両方)を終了して、操作を再試行してください。それ以外の場合、これは内部エラーです。Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSDNSSD-00004: 無効なパラメータです。 
	
原因: DNSサービス検出ライブラリのコール元により、無効な値のパラメータが渡されました。これは内部エラーです。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSDNSSD-00005: 無効な参照です。 
	
原因: 不明なDNSレコード参照が発生しました。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSDNSSD-00006: 無効な状態です。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSDNSSD-00007: 無効なフラグです。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSDNSSD-00008: サポートされていない操作です。 
	
原因: DNSサービス検出コンポーネントが、ライブラリによりサポートされない操作を実行しようとしました。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSDNSSD-00009: 初期化されていません。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSDNSSD-00010: サービスはすでに登録済です。 
	
原因: すでに登録されているサービスを登録しようとしました。


	
処置: サービスは1回のみ登録可能です。









	 CLSDNSSD-00011: サービス名が競合しています。 
	
原因: すでに存在する名前のサービスを登録しようとしました。


	
処置: 別のサービス名を使用する必要があります。









	 CLSDNSSD-00012: レコード内のデータが無効です。 
	
原因: DNSサービス検出コンポーネントが、無効なデータを含むレコードを使用しようとしました。これは内部エラーです。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSDNSSD-00013: ファイアウォールです。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSDNSSD-00014: クライアント・ソフトウェアはサーバーと互換性がありません。 
	
原因: DNSサービス検出インタフェースによって使用されているクライアント・ソフトウェアのバージョンは、サーバー・ソフトウェアのバージョンと互換性がありません。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSDNSSD-00015: インタフェース索引が無効です。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSDNSSD-00016: 更新が拒否されました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSDNSSD-00017: そのようなレコードはありません。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSDNSSD-00018: 認証がありません。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSDNSSD-00019: そのようなキーはありません。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSDNSSD-00020: NATトラバースです。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSDNSSD-00021: ダブルNATトラバースです。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSDNSSD-00022: レコード内のタイム・スタンプが無効です 
	
原因: DNSレコードに無効なタイム・スタンプが含まれていました。これは内部エラーです。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSDNSSD-00023: 無効なサービス・タイプです: "string"。 
	
原因: RFC 1034およびRFC 1123で規定された標準に準拠していないサービス・タイプが指定されました。サービス・タイプは1文字以上で、先頭と末尾には文字または数字を使用する必要があります。中間の文字には、文字、数字またはハイフンを使用できます。


	
処置: RFCに準拠したサービス・タイプを指定してください。









	 CLSDNSSD-03999: 不明なエラーです: number。 
	
原因: システムで認識されていないDNSエラー・コードが戻されました。これは内部エラーです。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。














57 CLSGN-00000からCLSGN-32767



	 CLSGN-00000: エラーはありません 
	
原因: 操作は正常に終了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CLSGN-00003: 不明なコマンド: "string" 
	
原因: 入力したコマンドは無効です。


	
処置: 有効なコマンドを指定してください。









	 CLSGN-00018: パラメータにデフォルト値がありません。 
	
原因: デフォルト値がないパラメータの値をリセットしようとしました。


	
処置: デフォルト値があるパラメータを指定してください。









	 CLSGN-00023: "string"は、インタラクティブ・モードでのみ使用可能です。 
	
原因: インタラクティブ・モードでのみ使用可能なコマンドをコマンドラインから実行しようとしたか、またはそのコマンドのヘルプを表示しようとしました。


	
処置: このコマンドを実行するには、インタラクティブ・モードに変更してください。









	 CLSGN-00024: サーバー中断例外が捕捉されました - シャットダウンしています。 
	
原因: サーバーが中断されようとしていることを示す情報メッセージです。


	
処置: アラート・ログおよびトレース・ファイルを調べて、中断が発生している原因を確認してください。









	 CLSGN-00025: 構成ファイル"string"の名前オブジェクトの作成に失敗しました。 
	
原因: 構成ファイルの名前オブジェクトを作成できませんでした。


	
処置: スタックの残りを調べて、エラーの詳しい原因を確認してください。









	 CLSGN-00026: 構成ファイル"string"は存在しません。 
	
原因: 指定された構成ファイルが見つかりませんでした。


	
処置: 存在するファイルを指定してください。









	 CLSGN-00027: 構成ファイル"string"のオブジェクトの初期化に失敗しました。 
	
原因: 指定のファイルのファイル・オブジェクトを作成できませんでした。


	
処置: エラー・スタックの残りを調べて、エラーの詳しい原因を確認してください。









	 CLSGN-00028: 構成ファイル"string"のオープンに失敗しました。 
	
原因: 構成ファイルのオープンに失敗しました。


	
処置: エラー・スタックの残りを調べて、エラーの詳しい原因を確認してください。









	 CLSGN-00029: 構成ファイル"string"の読取りに失敗しました。 
	
原因: 構成ファイルの読取りに失敗しました。


	
処置: エラー・スタックの残りを調べて、エラーの詳しい原因を確認してください。









	 CLSGN-00030: 構成ファイル"string"のクローズに失敗しました。 
	
原因: 構成ファイルをクローズできませんでした。


	
処置: エラー・スタックの残りを調べて、エラーの詳しい原因を確認してください。









	 CLSGN-00031: サーバーの起動に失敗しました: string 
	
原因: GNSサーバーがエラー発生のため起動に失敗しました。


	
処置: 詳細は、付随する他のメッセージを調べてください。また、サーバーのログ・ファイルも確認してください。









	 CLSGN-00032: レコード"string"で予期しない行末が見つかりました。 
	
原因: 行が突然終了しています。たとえば、引用符付き文字列が終わる前に終了している行が検出されました。


	
処置: 正しくフォーマットされた行を指定してください。









	 CLSGN-00033: パラメータ"string"の値に対する引数が少なすぎます。最小値: number 
	
原因: パラメータに指定された引数の数が足りません。


	
処置: 必要な数の引数を指定してください。









	 CLSGN-00034: パラメータ"string"の値に対する引数が多すぎます。最大値: number 
	
原因: パラメータに指定された引数の数が、許可される最大数を超えています。


	
処置: 必要な数の引数を指定してください。









	 CLSGN-00035: レコード"string"に含まれるフィールド数が少なすぎます。最小値: number。指定値: number。 
	
原因: 構成ファイル内のパラメータのエントリに、必要な数のフィールドが含まれていません。


	
処置: 必要な数のフィールドを含むようにエントリを修正してください。









	 CLSGN-00036: レコード"string"に含まれるフィールド数が多すぎます。最大値: number。指定値: number。 
	
原因: 構成ファイル内のパラメータのエントリに含まれているフィールドの数が最大数を超えています。


	
処置: 必要な数のフィールドを含むようにエントリを修正してください。









	 CLSGN-00039: 浮動小数点パラメータの値が無効です: "string": "string" 
	
原因: 浮動小数点パラメータに指定された値が浮動小数点ではありません。


	
処置: 正しい値を指定してください。









	 CLSGN-00040: 整数パラメータの値が無効です: "string": "string" 
	
原因: 整数パラメータに指定された値が整数ではありません。


	
処置: 10進数または16進数の正しい値を指定してください。16進数の値は、文字列「0x」で始まります。









	 CLSGN-00041: ブール・パラメータの値が無効です: "string": "string" 
	
原因: ブール・パラメータに指定された値がブール値ではありません。


	
処置: 正しい値を指定してください。正しい値には、TRUE/FALSE、YES/NO、ON/OFFおよび1/0があります。









	 CLSGN-00043:無効な構成メソッドです: "string" 
	
原因: 構成情報の格納に使用するメソッドに対して、不明なタイプが指定されました。


	
処置: 有効なタイプを指定してください。









	 CLSGN-00044:ファイル名が指定されていません。 
	
原因: リポジトリとしてファイルを使用する構成メソッドに、名前が指定されていません。


	
処置: ファイル名を指定してください。









	 CLSGN-00045: 初期化に失敗しました: string 
	
原因: GNSの初期化に失敗しました。


	
処置: 付随するメッセージを調べて、エラーの詳しい原因を確認してください。









	 CLSGN-00046: パラメータ"string"に値が見つかりませんでした。 
	
原因: パラメータに対して値が指定されていません。


	
処置: パラメータを指定してください。









	 CLSGN-00047: パラメータ"string"に複数の値が見つかりました。 
	
原因: パラメータに対して複数の値が指定されました。


	
処置: 単一の値を指定してください。









	 CLSGN-00048: タイプ"string"が一致していません。要求: string 実際: string。 
	
原因: パラメータに対して指定された値のタイプが、必要なタイプと一致していません。


	
処置: パラメータのタイプを変更してください。









	 CLSGN-00049: 不明なパラメータです: "string"。 
	
原因: 指定されたパラメータはサポートされていません。


	
処置: サポートされているパラメータを指定してください。









	 CLSGN-00050: パラメータ値"string"から"string"への変換に失敗しました。 
	
原因: パラメータの文字列値の変換に失敗しました。


	
処置: 正しいタイプの値を指定してください。









	 CLSGN-00051: サポートされていない問合せタイプです: "string" 
	
原因: 渡された問合せタイプは、GNSでサポートされていません。


	
処置: サポートされている問合せタイプを指定してください。









	 CLSGN-00052: レベルnumberでのOCRの初期化に失敗しました。string 
	
原因: 指定されたレベルへのOCRの初期化に失敗しました。


	
処置: エラー・メッセージを調べて、発生した問題を確認してください。









	 CLSGN-00054: 無効なIPアドレスです: "string" 
	
原因: 指定されたIPアドレスは、v4またはv6のどちらのフォーマットでもありません。


	
処置: 正しいアドレスを指定してください。









	 CLSGN-00056: ホスト名"string"を解決できません 
	
原因: GNSまたは指定されたホストのシステムにエントリが見つかりませんでした。


	
処置: 有効なマシンを指定してください。









	 CLSGN-00057: 無効なプロセス・タイプが指定されています。 
	
原因: コールを実行したユーザーが、不明なプロセス・タイプを指定しました。


	
処置: 有効なタイプを指定してください。









	 CLSGN-00058: 指定された引数の数が無効です: number。 
	
原因: クライアント・プログラムが、誤った数のコマンド引数を送信しました。


	
処置: 通常、このエラーは表示されません。Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSGN-00059: 不明なコマンドです: number。 
	
原因: サーバーが、クライアントから不明なコマンドを受信しました。


	
処置: これは発生してはならないエラーです。発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSGN-00060: 文字列値"string"の変換でエラーnumberが発生し、失敗しました。 
	
原因: クライアントからnumberに渡されたパラメータの値が不正です。


	
処置: 有効なパラメータ値を指定してください。









	 CLSGN-00061: 内部エラーです。 
	
原因: 予期せぬエラーが発生しました。エラーの詳細は、エラー・スタックの残りに示されます。


	
処置: これは発生してはならないエラーです。発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSGN-00062: サーバーの起動に失敗しました: サブディレクトリstring(stringの下)にアクセスできませんでした。 
	
原因: プログラムが存在するディレクトリが見つからなかったか、またはアクセスできなかったため、サーバー・プロセスを起動できませんでした。


	
処置: サーバーのディレクトリが存在し、プログラムを開始しようとしているユーザーがアクセスできることを確認してください。









	 CLSGN-00063: サーバーの起動に失敗しました: 実行可能ファイルにアクセスできません: ディレクトリ: string ファイル: string 
	
原因: サーバー・プログラムにアクセスできません。


	
処置: サーバーの実行可能ファイルが存在し、プログラムを開始しようとしているユーザーがアクセスできることを確認してください。









	 CLSGN-00064: サーバーstringの起動に失敗しました。 
	
原因: クライアントがサーバー・プロセスを起動できませんでした。


	
処置: 障害の詳細は、続いて表示されるメッセージを参照してください。









	 CLSGN-00065: 構成ファイルstringのバックアップを作成できません 
	
原因: GNSサーバーが、バックアップ構成ファイルを作成できませんでした。


	
処置: 構成ディレクトリの権限を確認してください。GNSプロセスがそのディレクトリでファイルを作成する権限があることを確認してください。









	 CLSGN-00066: サービス通知の初期化に失敗しました。 
	
原因: GNSがResource Discoveryサブシステムの初期化に失敗しました。


	
処置: 後述のメッセージを調べてください。そこに原因が示されています。それが数値である場合、rdret.hを参照してください。









	 CLSGN-00067: サービス通知の終了に失敗しました。 
	
原因: GNSがResource Discoveryサブシステムの停止に失敗しました。


	
処置: 後述のメッセージを調べてください。そこに原因が示されています。それが数値である場合、rdret.hを参照してください。









	 CLSGN-00068: サービス通知の停止に失敗しました。 
	
原因: GNSでサービス通知を停止しようとした際に、エラーが検出されました。


	
処置: 後述のメッセージを調べてください。そこに原因が示されています。それが数値である場合、rdret.hを参照してください。









	 CLSGN-00069: サービス登録に失敗しました。 
	
原因: Resource DiscoveryへのGNSの登録ができませんでした。


	
処置: 後述のメッセージを調べてください。そこに原因が示されています。それが数値である場合、rdret.hを参照してください。









	 CLSGN-00070: サービスの場所の特定に失敗しました。 
	
原因:それが数値である場合、rdret.hを参照してください。また、サーバー・プロセスが開始していることを確認してください。


	
処置: 可能性について後述のメッセージを調べてください。









	 CLSGN-00071: トランスポートの初期化に失敗しました。 
	
原因: GNSがクライアントとサーバー間の通信に使用するトランスポートを初期化できませんでした。


	
処置: 続いて表示されるメッセージに、発生したエラーの詳しい原因が示されます。









	 CLSGN-00072: サーバーへの接続に失敗しました。 
	
原因: GNSがクライアントとサーバー間の通信に使用するトランスポートを初期化できませんでした。


	
処置: 続いて表示されるメッセージに、発生したエラーの詳しい原因が示されます。









	 CLSGN-00073: 送信に失敗しました 
	
原因: GNSがクライアントからサーバーまたはサーバーからクライアントにデータを送信できませんでした。


	
処置: 続いて表示されるメッセージに、発生したエラーの詳しい原因が示されます。









	 CLSGN-00074: クライアント接続の待機に失敗しました 
	
原因: サーバーがクライアントからの接続を待機している際に、エラーが発生しました。


	
処置: 続いて表示されるメッセージに、発生したエラーの詳しい原因が示されます。









	 CLSGN-00075: 受信に失敗しました。 
	
原因: GNSがピア・プロセスからデータを受信できませんでした。


	
処置: 続いて表示されるメッセージに、発生したエラーの詳しい原因が示されます。









	 CLSGN-00076: string パケットが無視されました: string。 
	
原因: パケットが無効のためサーバーに無視されました。別のプロセスが他の無効なパケットを送信していることにより発生した可能性があります。


	
処置: システム・ツールを使用して、非GNSプロセスがサーバーにデータを送信しているかどうかを確認してください。









	 CLSGN-00077: 受信したDNSメッセージが無効です。 
	
原因: GNSサーバーがマスターDNSサーバーから誤った書式のメッセージを受信しました。サーバーによるエラーか、または不当なプロセスがGNSサーバーに無効なパケットを送信していることが、原因と考えられます。


	
処置: これは情報メッセージであり、通常、ユーザーには表示されません。表示された場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSGN-00078: パケット・バッファに領域がありません。長さ: number。残り: number 
	
原因: 内部バッファの領域が不足したため、GNSサーバーが、DNSサーバーに送信するパケットにデータを追加できませんでした。


	
処置: 通常、このエラーは、ユーザーには表示されません。表示された場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSGN-00079: Bonjourの初期化に失敗しました。 
	
原因: GNSで使用するBonjourを初期化するためにコールされた関数が失敗しました。


	
処置: 付随するBonjourエラーを調べて、対処措置をとってください。









	 CLSGN-00080: DNSサーバー・リクエストの待機に失敗しました。 
	
原因: GNSサーバーがDNSサーバーからのリクエストの到着を待機しようとしました。


	
処置: 通常、このエラーは、ユーザーには表示されません。表示された場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSGN-00081: GNSサービスが実行されていません。 
	
原因: GNSサービスは、実行されていないため、アクセスできませんでした。


	
処置: GNSサービスを開始してください。









	 CLSGN-00082: GNSサービスはすでに実行中です。 
	
原因: GNSサービスを開始しようとしましたが、すでに実行中です。


	
処置: GNSサービスを開始する前に、停止してください。









	 CLSGN-00083: 無効なオプションです: "string" 
	
原因: クライアント・プログラムまたはサーバーに対して不明なオプションが指定されました。


	
処置: サポートされているオプションを指定してください。









	 CLSGN-00084: 無効なトレース・レベルです: "string" 
	
原因: トレース・レベルに指定された値が数値ではありません。


	
処置: トレース・レベルに数値を指定してください。









	 CLSGN-00085: "string"オプションに引数を指定する必要があります。 
	
原因: 指定されたオプションに引数が指定されていません。


	
処置: オプションに引数を指定してください。









	 CLSGN-00086: サービスの場所の初期化に失敗しました。 
	
原因: GNSクライアントがResource Discoveryサブシステムの初期化に失敗しました。


	
処置: 後述のメッセージを調べてください。そこに原因が示されています。それが数値である場合、rdret.hを参照してください。









	 CLSGN-00087: エンドポイント"string"のリスニングに失敗しました。 
	
原因: 指定されたエンドポイントで、サーバーがリクエストをリスニングできませんでした。


	
処置: 付随するGIPCエラーを調べて、エラーの詳しい原因を確認してください。









	 CLSGN-00088: 権限が不足しているため、stringポートnumberのリスニングに失敗しました。 
	
原因: サーバーには、指定されたポートをリスニングする権限がありません。LinuxおよびUNIXシステムでは、ルート・ユーザーとしてサーバーを実行していない場合にこのエラーが発生することがあります。


	
処置: 必要な権限のあるユーザーとしてサーバーを実行してください。









	 CLSGN-00089: "string"オプションに十分な引数が指定されていません。指定数: number。最小数: number。 
	
原因: コマンドに指定された引数の数が足りません。


	
処置: 最低限の数の引数を指定してください。









	 CLSGN-00090: "string"オプションに指定されている引数が多すぎます。指定数: number 最大数: number。 
	
原因: コマンドに指定された引数が多すぎます。


	
処置: 必要な数の引数を指定してください。









	 CLSGN-00093: 起動時にサーバーに障害が発生しました。 
	
原因: GNSサーバーは起動しましたが、その後で突然終了しました。


	
処置: トレース・ファイルとログ・ファイルで原因を調べてください。









	 CLSGN-00094: DNSサービスの問合せに失敗しました: string。 
	
原因: 名前解決コンポーネントがクラスタ内のホスト名に対する問合せを開始できませんでした。


	
処置: どのような問題が発生したかは、続いて表示されるエラーで詳しく示されます。また、他の情報については、ログ・ファイルを調べてください。









	 CLSGN-00095: "string": "string"のIPアドレスが無効です 
	
原因: 不正な形式のIPアドレスを登録しようとしました。


	
処置: アドレスを正しい形式に変更してください。









	 CLSGN-00096: mDNSサーバーへの接続に失敗しました: string。 
	
原因: mDNSサーバーに接続できなかったため、アドレスへの操作を実行できませんでした。


	
処置: サーバーが稼働していることを確認してから、操作を再試行してください。









	 CLSGN-00097: "string"の通知に失敗しました。 
	
原因: アドレスの通知または別名の作成ができませんでした。


	
処置: 付随するメッセージを調べて、原因の詳細を確認してください。









	 CLSGN-00098: 名前はすでに存在します。 
	
原因: 名前がすでに存在するため、アドレスの通知または別名の作成ができませんでした。


	
処置: レコードを削除するか、または異なる名前を使用してください。









	 CLSGN-00099: マルチキャストDNSサーバーが起動されていません。 
	
原因: マルチキャストDNSサーバーが起動されていないため、GNSがマルチキャストDNSサーバーに問合せを送信できませんでした。


	
処置: マルチキャストDNSサーバーを起動してください。









	 CLSGN-00100: 別名"string"はすでに存在します。 
	
原因: 指定された別名はすでに存在しています。


	
処置: 存在していない別名を指定してください。









	 CLSGN-00101: 別名"string"は存在しません。 
	
原因: ホストの別名が見つかりませんでした。


	
処置: 存在する別名を指定してください。









	 CLSGN-00102: ホスト名"string"は存在しません。 
	
原因: 指定された名前のホストが見つかりませんでした。


	
処置: 存在するホスト名を指定してください。









	 CLSGN-00105: エラーによりサーバーが停止しました。 
	
原因: GNSが予期しないエラーにより終了しました。


	
処置: 詳細は、付随する例外スタックを参照してください。









	 CLSGN-00106: インタフェースの情報の取得に失敗しました。 
	
原因: ホストで使用できるインタフェースについての情報を取得する権限がGNSにありません。


	
処置: オペレーティング・システムのドキュメントを調べ、必要な権限を確認してください。









	 CLSGN-00107: インタフェース"string"の情報の取得に失敗しました。 
	
原因: 指定されたインタフェースについての情報を取得する権限がGNSにありません。


	
処置: オペレーティング・システムのドキュメントを調べ、必要な権限を確認してください。









	 CLSGN-00109: 使用可能なインタフェースがありません。 
	
原因: GNSがリクエストをリスニングできるインタフェースを見つけることができませんでした。このエラーは、GNSがリスニングしないインタフェースのリストの指定が正しくないために発生する場合があります。または、システム構成のエラーにより発生することもあります。


	
処置: 禁止されているインタフェースのリストが正しく設定されていない場合は、リストを修正してください。それ以外の場合は、システム構成を確認してください。









	 CLSGN-00110: 1つ以上のスレッドで障害が発生しました - ログを確認してください。 
	
原因: 1つ以上のGNSが予期せずに異常終了しました。


	
処置: ログ・ファイルを調べて、詳しい原因を確認してください。









	 CLSGN-00111: 操作の実行に必要な権限の取得に失敗しました。 
	
原因: 必要な権限を取得できませんでした。


	
処置: 詳細は、付随するメッセージを調べてください。









	 CLSGN-00112: プラットフォームの初期化に失敗しました。 
	
原因: GNSがシステム固有のサービスを提供するレイヤーを初期化できませんでした。


	
処置: 詳細は、付随するメッセージを調べてください。









	 CLSGN-00115: ネットワーク障害により認証に失敗しました。 
	
原因: 認証データの送受信に失敗したため、クライアントがサーバーから認証されませんでした。


	
処置: ログ・ファイルとトレース・ファイルを調べて、エラーの詳細を確認してください。









	 CLSGN-00116: 認証操作がタイムアウトになりました 
	
原因: 1つのプロセスがそのデータを時間内に送信しなかったため、クライアントがサーバーから認証されませんでした。


	
処置: 原因については、付随する理由に詳しく示されています。









	 CLSGN-00117: 認証プロトコル障害です。 
	
原因: クライアント・プログラムがサーバーに送信したデータが、サーバーが予期するフォーマットではありませんでした。


	
処置: Oracleで承認されたクライアントを使用して、接続を再試行してください。









	 CLSGN-00118: クライアントは拒否されました: string。 
	
原因: クライアントはGNSサーバーへの接続が許可されていません。


	
処置: トレース・ファイルとログ・ファイルで詳しい原因を調べてください。









	 CLSGN-00120: 構成ファイル"string"の作成に失敗しました。 
	
原因: 新しいバージョンの構成ファイルの作成に失敗しました。


	
処置: エラー・スタックの残りを調べて、エラーの詳しい原因を確認してください。









	 CLSGN-00121: トレース・レベルはnumberに設定されました。 
	
原因: これは、トレース・レベルが設定されたことを示す情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CLSGN-00122: 動的メッセージングの初期化に失敗しました - エラーnumber 
	
原因: GNSサーバーの制御に使用される機能の動的実行に失敗しました。


	
処置: このエラーは、通常の使用では発生しません。表示された場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSGN-00127: 特権ユーザー"string"は存在しません。 
	
原因: GNSを実行して特殊な権限を必要とする操作を実行できるユーザーが存在しません。


	
処置: ホストに存在するユーザーを指定してください。このユーザーには、DNSサーバーからの要求をリスニングできる権限が必要です。









	 CLSGN-00128: 非特権ユーザー"string"は存在しません。 
	
原因: 特殊な権限を必要としない操作のみを実行するためにGNSを実行できるユーザーが存在しません。


	
処置: 存在するユーザーを指定してください。









	 CLSGN-00129: 特権グループ"string"は存在しません。 
	
原因: 管理操作を実行するためにユーザーが属する必要のあるグループが存在しません。


	
処置: ホストに存在するグループを指定してください。









	 CLSGN-00130: OCRキー"string"にアクセスする権限がありません。 
	
原因: 必要な権限がユーザーにないため、指定されたキーをOCRから取得できませんでした。


	
処置: 必要な権限を持つユーザーとしてコマンドを実行するか、またはキーの取得を許可するようにOCRを構成してください。









	 CLSGN-00131: OCRキー"string"の値を取得する権限がありません。 
	
原因: 必要な権限がユーザーにないため、指定された値をOCRから取得できませんでした。


	
処置: 必要な権限を持つユーザーとしてコマンドを実行するか、またはキーの取得を許可するようにOCRを構成してください。









	 CLSGN-00132: ユーザー"string"にはコマンドを実行する権限がありません。 
	
原因: ユーザーがコマンドを実行しようとしましたが、そのための権限がありません。


	
処置: 適切な権限のあるユーザーとして、コマンドを実行してください。









	 CLSGN-00133: 例外を受け取りました: string 
	
原因: サーバー・プロセスで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は、例外を調べてください。









	 CLSGN-00134: 無効なホスト名です: "string" 
	
原因: GNS操作に使用するホスト名が無効です。名前が、ドメインを持たないか、またはGNSで処理されるサブドメインの名前で修飾されています。


	
処置: 正しいホスト名を指定してください。









	 CLSGN-00135: 必須パラメータ"string"が構成されていません。 
	
原因: 必須パラメータに対して値が構成されていません。


	
処置: パラメータ・リポジトリで値を構成してください。









	 CLSGN-00136: ホスト・アドレスの問合せに失敗しました。 
	
原因: 指定されたホストのアドレスが見つかりません。


	
処置: srvctlを使用してホストを登録してください。









	 CLSGN-00138: スレッド名が指定されていません。 
	
原因: このコマンドでは、1つ以上のスレッド名を指定する必要があります。


	
処置: スレッド名を1つ以上指定してください。









	 CLSGN-00139: 無効なスレッド名"string"です 
	
原因: GNSでスレッド名を認識できませんでした。


	
処置: 有効なスレッド名を指定してください。









	 CLSGN-00140: OCRキー"string"が存在しません。 
	
原因: 指定されたキーがOracle Cluster Registryで見つかりませんでした。


	
処置: 存在するキーを指定してください。この例外は、構成パラメータを取得するときに発生する場合があります。









	 CLSGN-00141: アドレス"string"はすでに存在します。 
	
原因: ホストへのアドレスのマッピングがすでに存在します。


	
処置: 存在しないアドレスを指定してください。









	 CLSGN-00142: OCRキー"string"のオープンに失敗しました。 
	
原因: GNSで使用されるルートOCRをオープンしようとしてエラーが発生しました。


	
処置: エラーの詳細は、付随する例外を調べてください。このエラーの原因は、構成の誤りにあります。









	 CLSGN-00143: サブドメイン"string"はすでに存在します。 
	
原因: すでに存在しているGNSサブドメインを作成しようとしました。


	
処置: 存在しないサブドメインを指定してください。









	 CLSGN-00144: サブドメイン"string"は存在しません。 
	
原因: 指定されたGNSサブドメインは存在しません。


	
処置: 存在するサブドメインを指定してください。









	 CLSGN-00145: ホスト"string"はすでに存在します。 
	
原因: 指定されたホストはすでに存在しています。


	
処置: 存在しないホストを指定してください。









	 CLSGN-00146: アドレス"string"(名前"string"に対する)は存在しません。 
	
原因: 指定したホスト・アドレスは存在しません。


	
処置: 存在するホスト・アドレスを指定してください。









	 CLSGN-00147: アドレス"string"(名前"string"に対する)がGNSで処理されません。 
	
原因: 指定されたアドレスはGNSで処理されません。


	
処置: 別のアドレスを指定するか、GNSで使用されるサブネット・マスクを変更してください。









	 CLSGN-00149: ホスト・アドレス"string"は存在しません。 
	
原因: 指定されたアドレスはGNSで認識されません。


	
処置: 有効なアドレスを指定してください。









	 CLSGN-00150: 別名"string"が無効です。 
	
原因: 通知する別名が無効です。名前が、ドメインを持たないか、またはGNSで処理されるサブドメインの名前で修飾されています。


	
処置: 正しい別名を指定してください。









	 CLSGN-00151: ホスト・ドメイン"string"がGNSサブドメイン"string"と一致しません 
	
原因: ホストに対して指定されたドメインが、GNSで処理されるサブドメインを指定していません。


	
処置: 正しいドメインを指定するか、または単にホスト名を指定してください。









	 CLSGN-00152: セルフチェックに失敗しました。 
	
原因: 初期化時にGNSで実行されるセルフチェックに失敗しました。


	
処置: 失敗の原因の詳細は、付随する例外およびログ・ファイルとトレース・ファイルを確認してください。また、GNSで使用されるドメインおよび、GNSサーバーがリスニングしようとしているIPアドレスを含む「forwarders」句を含むよう、DNSが構成されていることを確認してください。









	 CLSGN-00153: サブドメイン"string"の長さ: stringが最大値: stringを超えています。 
	
原因: GNSで処理されるサブドメインに対して指定された名前が、最大長を超えています。


	
処置: 短いサブドメイン名を指定してください。









	 CLSGN-00154: サブドメインが無効です: "string" 
	
原因: サブドメインの名前がインターネット標準に準拠していません。次の要件を満たす必要があります。
1. 英数字、ピリオドおよびハイフンのみが使用できます。

2. 先頭および末尾は英数字である必要があります。

3. 連続したピリオドは使用できません。また、".local"はマルチキャストDNS用に予約されているため、サブドメインは".local"で終わることはできません。




	
処置: サブドメインを正しい形式で指定してください。









	 CLSGN-00155: トレース・レベルnumberが最小値number未満です - 無視されます。 
	
原因: 指定されたトレース・レベルが、サポートされている最小レベルを下回っています。


	
処置: 有効なトレース・レベルを指定してください。









	 CLSGN-00156: トレース・レベルnumberが最大値numberを超えています。かわりに最大値が使用されます。 
	
原因: 指定されたトレース・レベルが、サポートされている最大レベルを上回っています。


	
処置: 有効なトレース・レベルを指定してください。









	 CLSGN-00158: 初期化中またはシャットダウン中です。 
	
原因: GNSは、起動中またはシャットダウン中であるため、コマンドを処理できませんでした。


	
処置: サーバーが起動中の場合は、数秒後にコマンドを再試行してください。サーバーがシャットダウン中の場合は、サーバーが再起動した後でコマンドを再試行してください。









	 CLSGN-00161: GNSトレース・レベル: "string"の設定に失敗しました。 
	
原因: GNSサーバーで、トレース・レベルの設定コールに失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 CLSGN-00162: 構成変更により、名前"string"およびアドレス"string"は通知されません。 
	
原因: GNSが再起動時に名前とアドレスを通知しようとしましたが、アドレスを処理できなくなったため失敗しました。このエラーは、GNSで使用されるサブネットがGNSの停止と起動の間に変更された場合に、発生することがあります。


	
処置: この結果が予想される場合は、このエラーを無視してもかまいません。それ以外の場合は、OCRでサブネットを変更し、GNSを停止および再起動する必要があります。









	 CLSGN-00163: Cluster Synchronization Servicesへの接続に失敗しました。エラー: number。 
	
原因: GNSがクラスタ名を取得するためにCluster Synchronization Servicesと通信できませんでした。


	
処置: このエラーが発生する最も多い原因は、Cluster Synchronization Servicesデーモンが停止していることです。デーモンが実行されている場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラー・コードを提供してください。









	 CLSGN-00164: クラスタ名の取得に失敗しました: エラー: number。 
	
原因: GNSがCluster Synchronization Servicesからクラスタ名を取得できませんでした。


	
処置: このエラーが発生する最も多い原因は、Cluster Synchronization Servicesデーモンが停止していることです。デーモンが実行されている場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してエラー・コードを提供してください。









	 CLSGN-00165: 非特権ユーザー"string"として実行します。 
	
原因: GNSがrootなどの特権ユーザーとして実行されていません。


	
処置: 特権ユーザーとしてGNSを起動してください。









	 CLSGN-00166: OCRキー"string"の作成に失敗しました。string 
	
原因: GNSで、指定されたOCRキーを作成できませんでした。


	
処置: 付随するエラーを調べて、発生した問題の詳細を確認してください。このエラーの原因は、構成の誤りにあります。









	 CLSGN-00167: 操作はサポートされていません。 
	
原因: GNSで現在サポートされていない操作を実行しようとしました。


	
処置: この操作を実行しないでください。









	 CLSGN-00168: 名前の通知または別名の再作成に失敗しました。 
	
原因: GNSが起動すると、シャットダウン時に存在した通知と別名を再作成します。通知または別名を再作成しようとしましたが、失敗しました。


	
処置: このエラーは、通常の使用では発生しません。Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSGN-00169: スレッド"string"の起動に失敗しました。 
	
原因: GNSがスレッドを起動できませんでした。システム・リソースの不足が原因である可能性があります。


	
処置: システムで使用中のメモリーまたはプロセスが多すぎる場合は、一方または両方を減らしてからGNSを再起動してください。それ以外の場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSGN-00170: スレッド"string"の起動に失敗しました。 
	
原因: GNSのスレッドが、起動する際に失敗しました。


	
処置: エラーの詳細は、アラート・ログおよびトレース・ファイル(存在する場合)を調べてください。









	 CLSGN-00171: 無効な別名"string"が名前"string"に対して指定されました 
	
原因: 通知する別名が無効です。名前が、ドメインを持たないようにするか、またはGNSで処理されるサブドメインの名前で修飾される必要があります。


	
処置: 名前の形式が正しい別名を指定してください。









	 CLSGN-00172: 別名"string"で指定した名前"string"に対するドメインがGNSドメイン"string"と一致しません。 
	
原因: 別名に指定されたドメインが、GNSで処理されるドメインと一致しません。


	
処置: 正しいドメインを指定するか、またはドメインを指定せずにGNSのドメインをデフォルトとして使用してください。









	 CLSGN-00173: GNSが構成されていません。 
	
原因: GNSが構成されていないため、GNSの操作に失敗しました。


	
処置: GNSを構成し、操作を再試行してください。









	 CLSGN-00174: パケットのリプレイが検出されました - 接続を削除しています。 
	
原因: GNSがクライアントから重複するパケットを受信しました。その結果、接続が削除されました。


	
処置: 詳細は、トレース・ファイルを調べてください。不当なユーザーが無効なパケットをGNSに送信しようとしている可能性があります。









	 CLSGN-00175: 無効なパケットを受信しました - 接続を削除しています。 
	
原因: パケットが無効のためサーバーに無視されました。別のプロセスが他の無効なパケットを送信していることにより発生した可能性があります。このエラーには通常、発生したエラーの詳細を説明する別のエラーが付随します。


	
処置: システム・ツールを使用して、非GNSプロセスがサーバーにデータを送信しているかどうかを確認してください。









	 CLSGN-00176: パケットのセキュリティ・チェックに失敗しました。 
	
原因: パケットのセキュリティ属性のチェックに失敗しました。


	
処置: 障害の詳細をトレース・ファイルで確認してください。不当なユーザーが無効なパケットをGNSに送信しようとしている可能性があります。









	 CLSGN-00177: 無効なパケット・タイプを受信しました。 
	
原因: GNSで、不明なタイプのパケットを受信しました。


	
処置: 障害の詳細をトレース・ファイルで確認してください。不当なユーザーが無効なパケットをGNSに送信しようとしている可能性があります。









	 CLSGN-00178: 名前"string"の解決に失敗しました。 
	
原因: GNSが、指定された名前のアドレスの取得に失敗しました。


	
処置: 名前のアドレスがGNSに登録されていることを確認してください。そのように構成されている場合は、DNSが正しく構成されていることを確認してください。









	 CLSGN-00179: "string"ドメイン内の名前についてDNSから転送された問合せはありません(DNS構成をチェックしてください) 
	
原因: GNSで処理されるサブドメインの名前に対する問合せが、DNSからGNSに転送されませんでした。


	
処置: DNSの構成を確認してください。続いて表示されるメッセージに含まれる必要な転送ディレクティブが、DNSに含まれていることを確認してください。









	 CLSGN-00180: バインドが使用されていてゾーンが転送される場合、エントリは次のようになります: 
	
原因: このメッセージは、GNSのセルフチェックに失敗したときに表示されます。


	
処置: この後の他のメッセージに表示されるエントリがDNSの構成含まれていることを確認してください。









	 CLSGN-00182: stringはセルフチェック名を解決できません。 
	
原因: これは、セルフチェックの失敗を表示する様々なメッセージに付随する情報メッセージです。


	
処置: 問題の原因の詳細は、付随するエラー・メッセージを調べてください。









	 CLSGN-00183: 再試行の回数が最大値(number)を超えました。 
	
原因: 最大数を超えた試行の後で操作に失敗しました。


	
処置: 付随するメッセージを調べて、このエラーが発生した原因を確認してください。









	 CLSGN-00184: 操作を再試行する必要があります。 
	
原因: 操作は、この時点では実行できずに失敗したため、後で再試行する必要があります。


	
処置: 実行された操作の詳細は、付随するメッセージを調べてください。









	 CLSGN-00185: 無効な引数です。 
	
原因: 関数に渡された引数に誤りがあります。たとえば、文字列の場合、NULLまたは長さがゼロであると、文字列は無効になります。


	
処置: 有効な引数を指定してください。









	 CLSGN-00186: 権限が不十分です。 
	
原因: 十分な権限を持たないユーザーが操作を実行しようとしました。


	
処置: 必要な権限を付与するようシステム管理者に依頼するか、または必要な権限を持つユーザーとして操作を再試行してください。









	 CLSGN-00187: リスニング・アドレス"string"がパブリック・ネットワークにありません。 
	
原因: GNSがリスニングを実行するアドレスとして指定されたアドレスがパブリック・ネットワーク上にありません。


	
処置: パブリック・ネットワーク上にある別のアドレスを指定してください。









	 CLSGN-00188: パラメータ"string"の値: numberはnumberからnumberの間の値であることが必要です。 
	
原因: パラメータの値が可能な値の範囲外です。


	
処置: 範囲内の値を指定してください。









	 CLSGN-00190: "string"に対するレコードが見つかりません。 
	
原因: GNSに、指定された名前に対応するレコードを見つけられませんでした。


	
処置: GNSにある名前を指定してください。









	 CLSGN-00191: レコードが登録されていません。 
	
原因: GNSに登録されている名前を問い合せましたが、見つかりませんでした。


	
処置: 名前が通知されてから問合せを再実行してください。









	 CLSGN-00192: string OCRキー"string"のオープンに失敗しました。string 
	
原因: GNSで、指定されたOCRキーをオープンできませんでした。


	
処置: 付随するエラーを調べて、発生した問題の詳細を確認してください。









	 CLSGN-00193: OCRキー"string"の削除に失敗しました。string 
	
原因: GNSで、指定されたOCRキーを削除できませんでした。


	
処置: 付随するエラーを調べて、発生した問題の詳細を確認してください。









	 CLSGN-00194: 名前"string"の解決に必要な時間: stringミリ秒が、stringミリ秒のしきい値を超えました 
	
原因: 名前の解決に予想より多くの時間がかかりました。


	
処置: ネットワークまたはDNS構成に問題がある可能性があります。各管理者に調査を依頼してください。









	 CLSGN-00196: 前回の失敗後、セルフチェックに成功しました。 
	
原因: これは、以前に失敗したセルフチェックに成功したことを示す情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CLSGN-00197: string 名前解決に失敗したため、セルフチェックが失敗しました。 
	
原因: セルフチェック名を、参照用に使用されるアドレスに解決できなかったため、セルフチェックが失敗しました。


	
処置: 原因の詳細情報については、メッセージに続くエラーを調べてください。









	 CLSGN-00201: string 最初のセルフチェック名の解決に失敗しました。 
	
原因: GNSを開始してから初めて、セルフチェックに使用する名前を解決できませんでした。


	
処置: エラーの詳細は、ログを調べてください。









	 CLSGN-00202: string 最初のセルフチェックに失敗しました。 
	
原因: GNSが開始してから初めて、セルフチェックを実行できませんでした。


	
処置: エラーの詳細は、ログを調べてください。









	 CLSGN-00205: string リカバリ状態の間のセルフチェックに失敗しました。 
	
原因: セルフチェックは、前回は失敗の後で成功しましたが、今回はまた失敗しました。


	
処置: 失敗の詳細は、ログを調べてください。









	 CLSGN-00206: ネットワーク・エンドポイントの作成に失敗しました。 
	
原因: リスニング・エンドポイントの作成に失敗しました。


	
処置: エラーの詳細は、付随するエラー・スタックを調べてください。









	 CLSGN-00207: 権限が不足しているため、ネットワーク・エンドポイントの作成に失敗しました。 
	
原因: 必要な権限がサーバーになかったため、リスニング・エンドポイントの作成に失敗しました。


	
処置: エラーの詳細は、付随するエラー・スタックを調べてください。









	 CLSGN-00208: ネットワーク・エンドポイント"string"はすでに使用されています。 
	
原因: 別のプロセスが使用中だったため、エンドポイントの作成に失敗しました。


	
処置: このエラーは別のGNSインスタンスが実行中の場合に予期されます。それ以外の場合は、アドレスを使用しているプロセスを終了するか、別のノードでGNSを開始します。









	 CLSGN-00209: DNSリクエストのリスニングに失敗しました。IPアドレスstring、ポートnumberは使用されています。 
	
原因: 別のプロセスがアドレスを使用しているため、DNSサーバーからのリクエストのリスニングに失敗しました。


	
処置: このエラーは別のGNSインスタンスが実行中の場合に予期されます。それ以外の場合は、アドレスを使用しているプロセスを終了するか、別のノードでGNSを開始します。









	 CLSGN-00210: OCRキー"string"の値の取得に失敗しました。string 
	
原因: 指定された値をOCRから取得できませんでした。


	
処置: エラーの詳細は、付随するエラー・スタックを調べてください。









	 CLSGN-00211: OCRのバッチ操作に失敗しました。string 
	
原因: Oracle Cluster Registry (OCR)キー値のセットの設定に失敗しました。


	
処置: エラーの詳細は、付随するエラー・メッセージを調べてください。









	 CLSGN-32767: 内部エラーです。 
	
原因: 予期せぬエラーが発生しました。


	
処置: 付随する他のメッセージを調べてエラーの詳細を確認し、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。














58 CLSMDNS-00000からCLSMDNS-02255



	 CLSMDNS-00000: エラーはありません 
	
原因: コマンドは正常に完了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CLSMDNS-00001: GIPCエンドポイントの作成に失敗しました。 
	
原因: マルチキャスト操作で使用するGIPCエンドポイントの作成に失敗しました。


	
処置: 操作が失敗した理由の詳細は、付随するエラー(ある場合)とログ・ファイルを調べてください。









	 CLSMDNS-00002: バインドに失敗しました。 
	
原因: GIPCエンドポイントへのアドレスのバインドに失敗しました。


	
処置: 操作が失敗した理由の詳細は、付随するエラー(ある場合)とログ・ファイルを調べてください。









	 CLSMDNS-00003: アドレスの作成に失敗しました。 
	
原因: GIPCアドレスを作成しようとして失敗しました。


	
処置: 操作が失敗した理由の詳細は、付随するエラー(ある場合)とログ・ファイルを調べてください。









	 CLSMDNS-00004: 属性の設定に失敗しました。 
	
原因: GIPCエンドポイントまたはアドレス上での属性の設定に失敗しました。


	
処置: 操作が失敗した理由の詳細は、付随するエラー(ある場合)とログ・ファイルを調べてください。









	 CLSMDNS-00005: インタフェースの登録に失敗しました。 
	
原因: mDNSへのインタフェースの登録に失敗しました。


	
処置: 操作が失敗した理由の詳細は、付随するエラー(ある場合)とログ・ファイルを調べてください。









	 CLSMDNS-00006: ネーム・サーバー・リストの取得に失敗しました。 
	
原因: 使用可能なネーム・サーバーのリストの取得に失敗しました。


	
処置: 操作が失敗した理由の詳細は、付随するエラー(ある場合)とログ・ファイルを調べてください。









	 CLSMDNS-00007: mDNSの初期化に失敗しました。 
	
原因: mDNSサブシステムの初期化に失敗しました。


	
処置: 操作が失敗した理由の詳細は、付随するエラー(ある場合)とログ・ファイルを調べてください。









	 CLSMDNS-00008: ホストの問合せの開始に失敗しました。 
	
原因: mDNSからのホストの問合せの開始に失敗しました。


	
処置: 操作が失敗した理由の詳細は、付随するエラー(ある場合)とログ・ファイルを調べてください。









	 CLSMDNS-00009: ホストの問合せの停止に失敗しました。 
	
原因: mDNSからのホストの問合せの停止に失敗しました。


	
処置: 操作が失敗した理由の詳細は、付随するエラー(ある場合)とログ・ファイルを調べてください。









	 CLSMDNS-00010: ネーム・サーバー名の取得の初期化に失敗しました。 
	
原因: マルチキャストDNSで使用するネーム・サーバー名の取得の初期化に失敗しました。


	
処置: 例外の詳細に関するプラットフォーム・エラーを詳しく説明する付随メッセージを調べてください。









	 CLSMDNS-00011: ネーム・サーバー名の取得に失敗しました。 
	
原因: マルチキャストDNSで使用するネーム・サーバー名の取得に失敗しました。


	
処置: 例外の詳細に関するプラットフォーム・エラーを詳しく説明する付随メッセージを調べてください。









	 CLSMDNS-00012: ネーム・サーバーが見つかりません。 
	
原因: マルチキャストDNSで使用できるネーム・サーバーが見つかりません。


	
処置: システム構成を確認し、1つ以上のDNSネーム・サーバーが構成されており、動作していてアクセスできることを確認してください。









	 CLSMDNS-00013: DNSサーバーへのレスポンスの送信に失敗しました。 
	
原因: DNSサーバーからの問合せのレスポンスの送信に失敗しました。


	
処置: 正確なエラーの詳細は、付随している例外を調べてください。









	 CLSMDNS-00015: 無効なレコード型: number 
	
原因: DNSサーバーから、タイプが不明なレコードが送信されました。


	
処置: このエラーはまれにしか起こらないため、この警告メッセージを無視してもかまいません。エラーが頻繁に起こる場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSMDNS-02000: 不明なエラーです。 
	
原因: 不明なエラーが発生しました。このエラーは、マルチキャストDNSサーバーが稼働していない場合に発生します。


	
処置: マルチキャスト・サーバーが実行されていない場合、起動して、操作を再試行してください。実行されている場合、これは内部エラーです。Oracleカスタマ・サポートに連絡して、エラー発生の状況やタイミングに関する詳細を報告してください。









	 CLSMDNS-02001: そのような名前は存在しません。 
	
原因: これは内部的なエラーであり、通常、ユーザーに対して表示されることはありません。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSMDNS-02002: メモリーの割当てに失敗しました 
	
原因: プロセス・メモリーの割当てに失敗しました。


	
処置: システムのメモリーのサイズが小さい場合、他のプロセスまたはスレッド(あるいはその両方)を終了して、操作を再試行してください。それ以外の場合、これは内部エラーです。Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSMDNS-02003: 無効なパラメータです。 
	
原因: これは内部的なエラーであり、通常、ユーザーに対して表示されることはありません。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSMDNS-02004: 無効な参照です。 
	
原因: これは内部的なエラーであり、通常、ユーザーに対して表示されることはありません。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSMDNS-02005: 無効な状態です。 
	
原因: これは内部的なエラーであり、通常、ユーザーに対して表示されることはありません。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSMDNS-02006: 無効なフラグです。 
	
原因: これは内部的なエラーであり、通常、ユーザーに対して表示されることはありません。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSMDNS-02007: 操作はサポートされていません。 
	
原因: これは内部的なエラーであり、通常、ユーザーに対して表示されることはありません。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSMDNS-02008: 初期化されていません。 
	
原因: これは内部的なエラーであり、通常、ユーザーに対して表示されることはありません。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSMDNS-02009: キャッシュがありません。 
	
原因: これは内部的なエラーであり、通常、ユーザーに対して表示されることはありません。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSMDNS-02010: レコードまたはサービスはすでに登録されています。 
	
原因: これは内部的なエラーであり、通常、ユーザーに対して表示されることはありません。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSMDNS-02011: 名前の競合が見つかりました。 
	
原因: これは内部的なエラーであり、通常、ユーザーに対して表示されることはありません。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSMDNS-02012: 無効です。 
	
原因: これは内部的なエラーであり、通常、ユーザーに対して表示されることはありません。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSMDNS-02013: ファイアウォールです。 
	
原因: これは内部的なエラーであり、通常、ユーザーに対して表示されることはありません。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSMDNS-02014: 互換性がありません。 
	
原因: これは内部的なエラーであり、通常、ユーザーに対して表示されることはありません。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSMDNS-02015: 無効なインタフェースです。 
	
原因: これは内部的なエラーであり、通常、ユーザーに対して表示されることはありません。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSMDNS-02016: 拒否されました。 
	
原因: これは内部的なエラーであり、通常、ユーザーに対して表示されることはありません。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSMDNS-02017: そのようなレコードはありません。 
	
原因: これは内部的なエラーであり、通常、ユーザーに対して表示されることはありません。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSMDNS-02018: 認証がありません。 
	
原因: これは内部的なエラーであり、通常、ユーザーに対して表示されることはありません。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSMDNS-02019: そのようなキーはありません。 
	
原因: これは内部的なエラーであり、通常、ユーザーに対して表示されることはありません。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSMDNS-02020: NATの処理中にエラーが発生しました。 
	
原因: これは内部的なエラーであり、通常、ユーザーに対して表示されることはありません。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSMDNS-02021: ダブルNATが発生しました。 
	
原因: これは内部的なエラーであり、通常、ユーザーに対して表示されることはありません。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSMDNS-02022: 無効な時間です。 
	
原因: これは内部的なエラーであり、通常、ユーザーに対して表示されることはありません。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSMDNS-02023: 無効な署名です。 
	
原因: これは内部的なエラーであり、通常、ユーザーに対して表示されることはありません。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSMDNS-02024: 無効なキーです。 
	
原因: これは内部的なエラーであり、通常、ユーザーに対して表示されることはありません。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSMDNS-02025: 一時的なエラーです。 
	
原因: これは内部的なエラーであり、通常、ユーザーに対して表示されることはありません。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSMDNS-02250: 接続が保留されています。 
	
原因: これは内部的なエラーであり、通常、ユーザーに対して表示されることはありません。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSMDNS-02251: 接続に失敗しました。 
	
原因: これは内部的なエラーであり、通常、ユーザーに対して表示されることはありません。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSMDNS-02252: 接続が確立されました。 
	
原因: これは内部的なエラーであり、通常、ユーザーに対して表示されることはありません。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSMDNS-02253: キャッシュ用のメモリーを増やす必要があります。 
	
原因: これは内部的なエラーであり、通常、ユーザーに対して表示されることはありません。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSMDNS-02254: 構成が変更されました。 
	
原因: これは内部的なエラーであり、通常、ユーザーに対して表示されることはありません。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSMDNS-02255: メモリーを解放する必要があります。 
	
原因: これは内部的なエラーであり、通常、ユーザーに対して表示されることはありません。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。














59 CLSR-00001からCLSR-06507



	 CLSR-00001: Oracleエラーnumberが発生しました。 
	
原因: Oracle関係のエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、アラート・ログおよびトレース・ファイルを確認してください。









	 CLSR-00002: stringを実行中にOracleエラーが発生しました。 
	
原因: 要求の実行中にOracle関係のエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、アラート・ログを確認してください。









	 CLSR-00003: 環境変数ORACLE_HOMEが設定されていません。 
	
原因: 環境変数ORACLE_HOMEが設定されていません。


	
処置: 環境変数ORACLE_HOMEが正しく設定され、エクスポートされていることを確認してください。









	 CLSR-00004: stringでエラーが発生しました(category=number、operation=string、OS error=number) 
	
原因: オペレーティング・システム・エラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、エラー・メッセージを確認してください。









	 CLSR-00005: メモリーの割当て中にエラーが発生しました。 
	
原因: システム・メモリーの量が不足しています。


	
処置: 再試行する前に、システム内のメモリーの可用性を確認してください。









	 CLSR-00006: ファイルstringの書込み時にエラーが発生しました 
	
原因: ファイルの書込み中にエラーが発生しました。


	
処置: ファイルのアクセス権およびそのパスが存在することを確認してください。









	 CLSR-00007: ファイルstringの読取り時にエラーが発生しました 
	
原因: ファイルの読込み中にエラーが発生しました。


	
処置: ファイルのアクセス権および存在を確認してください。









	 CLSR-00501: EVMデーモン接続時にエラーnumberが発生しました。 
	
原因: EVMデーモンへの接続中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、EVMデーモンのステータスおよびログ・ファイルを確認してください。









	 CLSR-00502: EVMイベントのサブスクライブ時にエラーnumberが発生しました。 
	
原因: EVMイベントのサブスクライブ中にエラーが発生しました。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSR-00503: EVMイベントの作成時にエラーnumberが発生しました。 
	
原因: EVMイベントの作成中にエラーが発生しました。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSR-00504: EVMイベントを転送時にエラーnumberが発生しました。 
	
原因: EVMイベントの転記中にエラーが発生しました。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSR-00505: 空のイベント・タイプが指定されています。 
	
原因: 空のイベント型が指定されました。


	
処置: 有効なイベント型を指定して再試行してください。









	 CLSR-00506: 指定されたリソース名の前頭辞stringが一致しません。 
	
原因: 指定されたリソース名の前頭辞が一致しません。


	
処置: 有効なリソース名の前頭辞を指定して再試行してください。









	 CLSR-00507: 機能名stringの長さは制限(number)を超えています。 
	
原因: 指定された機能名が長すぎます。


	
処置: 機能名を短くして再試行してください。









	 CLSR-00508: メッセージ番号numberは無効です。 
	
原因: 無効なメッセージ番号が指定されました。


	
処置: 正しいメッセージ番号を指定して再試行してください。









	 CLSR-00509: NLSを初期化できません。 
	
原因: NLSのコールバック構造の初期化に失敗しました。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSR-00510: NLSデータをロードできません。 
	
原因: NLSのデータ・ロードの初期化に失敗しました。


	
処置: デフォルトのデータ・ロードが使用されるため、処置は必要ありません。









	 CLSR-00511: EVMメッセージの着信処理中にエラーnumberが発生しました。 
	
原因: 受信EVMメッセージの処理中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、ログ・ファイルを確認してください。









	 CLSR-00512: CAAトリガーのイベント・タイプ[string]が無効です。 
	
原因: 無効なCAAトリガー・イベント型が指定されました。


	
処置: 有効な型を指定して再試行してください。









	 CLSR-00513: メッセージ・ファイルが見つかりません。 
	
原因: 要求されたOCIメッセージ・ファイルが見つかりません。


	
処置: メッセージ・ファイルが正しくインストールされているかどうかを確認してください。









	 CLSR-00514: PMON [pid=string]が見つかりません。 
	
原因: このPIDを持つPMONが見つかりません。


	
処置: PMONが存在することを確認してください。









	 CLSR-00515: サービスのメンバーはすでにこのノードで実行しています。 
	
原因: 同じサービスのサービス・メンバーがこのノードで実行中です。


	
処置: このサービス・メンバーは別のノードで起動するため、処置は必要ありません。









	 CLSR-00516: このノードでサービス・プロバイダが見つかりません。 
	
原因: このノードに、適切なサービス・プロバイダが見つかりません。


	
処置: このサービス・メンバーは別のノードで起動するため、処置は必要ありません。









	 CLSR-00517: サービス名の登録に失敗しました。 
	
原因: 要求されたサービス名を登録できません。


	
処置: 詳細は、ログ・ファイルを確認してください。









	 CLSR-00518: サービス名の事前接続の登録に失敗しました。 
	
原因: 要求された事前接続サービス名を登録できません。


	
処置: 詳細は、ログ・ファイルを確認してください。









	 CLSR-00519: インスタンスが見つかりません。 
	
原因: データベース・リソースに対して実行されているインスタンスが見つかりません。


	
処置: データベース・リソース自体が失敗するため、処置は必要ありません。









	 CLSR-00520: サービス・メンバーが見つかりません。 
	
原因: コンポジット・サービス・リソースに対して実行されているサービス・メンバーが見つかりません。


	
処置: コンポジット・サービス・リソース自体が失敗するため、処置は必要ありません。









	 CLSR-00521: イベントstringはEVMデーモンにより拒否されました。 
	
原因: イベントにテンプレートが登録されていないか、コールを実行したユーザーはイベントの転記を許可されていません。


	
処置: このイベントにテンプレートが登録されているか、およびイベントの転記を許可されているかどうかを確認してください。









	 CLSR-00522: リソースstringは登録されていません 
	
原因: CRSリソースが登録されていません。


	
処置: CRSリソースを登録してください。









	 CLSR-00523: リソースstringは有効ではありません 
	
原因: CRSリソースを使用できません。


	
処置: CRSリソースを使用可能にしてください。









	 CLSR-00524: リソースstringが停止中のため、リソースstringを再起動できません 
	
原因: コンポジット・リソースが停止しているため、リソースを起動できません。


	
処置: コンポジット・リソースが停止していないときに、リソースの起動を再試行してください。









	 CLSR-00525: パーサーの初期化に失敗しました 
	
原因: 関連するエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: crs_statを実行して、CSSおよびOCRが正しく動作していることを確認してください。









	 CLSR-00526: OCRでのデータベース構成の取得に失敗しました 
	
原因: 関連するエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: crs_statを実行して、CSSおよびOCRが正しく動作していること、およびOCRのデータベース構成が初期化されていることを確認してください。









	 CLSR-00527: OCR操作に失敗しました 
	
原因: OCR操作に関連するエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: 関連するエラーを修正してください。修正後、再試行してください。









	 CLSR-00528: RACGONS: ホストおよびポート番号はすでにOCR内で構成されています 
	
原因: ホスト番号とポート番号はすでにOCRに構成されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CLSR-00529: RACGONS: 削除するホストおよびポート番号が存在しません 
	
原因: 削除するホスト番号とポート番号がOCRに構成されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CLSR-00530: ユーザー名を取得できません 
	
原因: OSDレイヤーが原因でエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 CLSR-00531: 主グループ名を取得できません 
	
原因: このOSのプライマリ・グループがありません。


	
処置: 致命的なエラーではありません。処置は必要ありません。









	 CLSR-01001: 指定されたオープン・モードnumberは未サポートです。 
	
原因: サポートされていないオープン・モードがデータベースのマウントで指定されました。


	
処置: 有効なオープン・モードを指定して再試行してください。









	 CLSR-01002: インスタンスを開始できません。 
	
原因: 環境変数ORACLE_HOMEが設定されていません。


	
処置: 環境変数ORACLE_HOMEが正しく設定され、エクスポートされていることを確認してください。









	 CLSR-01003: データベースのマウント中にエラーnumberが発生しました。 
	
原因: データベースのマウント中に予期しないエラーが発生しました。


	
処置: データベースの現在のステータスを確認して再試行してください。









	 CLSR-01004: データベースのマウントに失敗しました。 
	
原因: インスタンスでデータベースをマウントできません。


	
処置: エラーの詳細は、アラート・ログを確認してください。









	 CLSR-01005: データベースのオープン・モードの変更中にエラーnumberが発生しました。 
	
原因: データベースのオープン・モードの変更中に予期しないエラーが発生しました。


	
処置: データベースの現在のステータスを確認してください。









	 CLSR-01006: インスタンスをシャットダウンできません。 
	
原因: 環境変数ORACLE_HOMEが設定されていません。


	
処置: 環境変数ORACLE_HOMEが正しく設定され、エクスポートされていることを確認してください。









	 CLSR-01007: データベースへの接続が確立されていません。 
	
原因: データベースへの接続の確立に失敗しました。


	
処置: 接続および環境が正しく設定されていることを確認してください。









	 CLSR-01008: PMONのステータスを問合せ中にエラーnumberが発生しました。 
	
原因: PMONのv$processの問合せ中に予期しないエラーが発生しました。


	
処置: アラート・ログおよびデータベースへの接続を確認してください。









	 CLSR-01009: データベース管理モジュールの開始に失敗しました。 
	
原因: データベース管理モジュールの初期化中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、前のエラー・メッセージを確認してください。









	 CLSR-01010: PMONのPIDをstringに記録できません。 
	
原因: PMONのOS PIDのファイルへの書込みに失敗しました。


	
処置: ディスク領域およびアクセス権についてファイルシステムを確認してください。









	 CLSR-01011: 指定されたインスタンス開始モード[string]は無効です。 
	
原因: 無効な起動モードが指定されました。


	
処置: 有効な起動モードを指定して再試行してください。









	 CLSR-01012: 指定されたインスタンス停止モード[string]は無効です。 
	
原因: 無効な停止モードが指定されました。


	
処置: 有効な停止モードを指定して再試行してください。









	 CLSR-06500: 入力した引数は無効です。 
	
原因: 無効な入力引数が指定されました。


	
処置: 有効な引数を指定して再試行してください。









	 CLSR-06501: 引数の数が最大を超えています。 
	
原因: 指定した入力引数が多すぎます。


	
処置: 正しい数の引数を指定して再試行してください。









	 CLSR-06502: データベースstringへのユーザーstringでの接続に失敗しました。 
	
原因: データベースに接続できません。


	
処置: 詳細は、データベースおよびログ・ファイルを確認してください。









	 CLSR-06503: サービス名はすでに登録済みです。 
	
原因: 要求されたサービス名は別のサービスによってすでに登録されています。


	
処置: 別のサービス名を選択して、登録を再試行してください。









	 CLSR-06504: サービス名はSERVICE_NAMESにはありません。 
	
原因: 要求されたサービス名は登録されていません。


	
処置: 正しいサービス名が要求に指定されていることを確認してください。









	 CLSR-06505: SERVICE_NAMESはNULLおよびFIXEDです。 
	
原因: SERVICE_NAMESパラメータは、削除操作後にNULLになります。


	
処置: SERVICE_NAMESはデフォルト値に設定されるため、処置は必要ありません。









	 CLSR-06506: エラーnumberがstringを実行中に発生しました。 
	
原因: SQL文の実行中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、アラート・ログを確認してください。









	 CLSR-06507: SERVICE_NAMESに追加できません、SERVICE_NAMESは長すぎます。 
	
原因: サービス名を追加すると、SERVICE_NAMESの制限値を超えます。


	
処置: SERVICE_NAMESが長くなりすぎないように構成を変更してください。














60 CLSS-00001からCLSS-03202



	 CLSS-00001: skgxnはアクティブではありません 
	
原因: 必要なskgxnサービスがアクティブではありません。


	
処置: クラスタウェアskgxnがアクティブであることを確認し、必要に応じて再起動してください。









	 CLSS-00002: ローカル・ノード番号を判別できません。タイプstring 
	
原因: skgxnサービスが使用できないか、OCR構成が不完全または不正確です。


	
処置: クラスタウェアskgxnがアクティブであることを確認し、必要に応じて再起動してください。さらに、クラスタウェアのインストールが正常終了していること、およびノード・リストにローカル・ノードが入力されていることを確認してください。









	 CLSS-00003: クラスタ名を判別できません。タイプstring 
	
原因: 構成からクラスタ名を確認できません。


	
処置: クラスタウェアのインストールが正常終了し、OCRレジストリが使用可能であることを確認してください。









	 CLSS-00004: メモリー・リソースを割当てられません 
	
原因: メモリー割当てルーチンが失敗しました。


	
処置: 製品を使用するためのメモリー・リソースがシステムに十分あることを確認してください。









	 CLSS-00099: stringのログファイルのオープンに失敗しました。エラーstring 
	
原因: ログ・ファイルをオープンできませんでした。エラー・タイプはerrです。


	
処置: インストール時に指定されたログ・ディレクトリが存在すること、およびocssd実行可能ファイルにそのディレクトリでファイルを作成する権限があることを確認してください。









	 CLSS-00100: キーstringの構成データへのアクセスに失敗しました 
	
原因: キーで示された構成データへのアクセスがエラー・コード・エラーで失敗しました。


	
処置: クラスタウェアのインストールが正常終了し、OCRレジストリがアクセス可能であることを確認してください。









	 CLSS-00101: Oracle Cluster Repositoryは、ノードstringと一致しません。(string != string) 
	
原因: リモート・ノードは異なる構成セットにアクセスしています。アクティブなクラスタ・ノードが存在する間に再インストールしようとしたことが原因である可能性があります。


	
処置: ローカル・ノードとリモート・ノードが同じOracle Cluster Repositoryにアクセスしていることを確認してください。









	 CLSS-00102: 初期化エラー: [string] [string] [string] [string] [string] [string] 
	
原因: 一般的な初期化エラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、Oracleカスタマ・サービスに連絡してください。









	 CLSS-00103: ノードstringの構成情報を読取りできません 
	
原因: 指定されたノードについて不完全な構成情報が見つかりました。


	
処置: 必要な場合はバックアップからリストアし、Oracle Cluster Repositoryの整合性を検証してください。









	 CLSS-00200: ローカル・ノードstringは構成にリストされていません 
	
原因: OCR構成情報にこのノードがクラスタのメンバーとしてリストされていません。


	
処置: クラスタウェアのインストールが正常終了し、インストール後にノードが追加されていないことを確認してください。









	 CLSS-01200: skgxnエラー: カテゴリstring、操作string、位置string 
	
原因: skgxnサービスでエラーが発生しました。エラー・メッセージにはベンダー提供の診断情報が含まれています。


	
処置: skgxnを提供するベンダーにこのエラーを連絡してください。









	 CLSS-02000: 再構成に成功しました。インカネーションstring (stringノード) 
	
原因: 再構成は正常に終了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CLSS-02001: ローカル・ノード番号string、マスター・ノード番号string 
	
原因: このインカネーションに関する情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CLSS-02200: アクティブ・ノードstringに対するノード削除リクエストを受信しました。 
	
原因: 停止前にノードを構成から削除しようとしました。


	
処置: 指定のノードを停止してからノード削除を再試行してください。









	 CLSS-02201: エンドポイントはすでに使用中です: string 
	
原因: 指定されたエンドポイントはすでに使用中です。他のプロセスで使用されています。


	
処置: 他方のプロセスを停止してから起動を再試行してください。









	 CLSS-02202: 投票デバイスへのアクセスに大量の時間がかかりました。(string秒) 
	
原因: 投票デバイスへの読取りまたは書込みに許容範囲を超える時間がかかりました。


	
処置: ディスク・ハードウェア・ベンダーにディスクの可用性改善に関する情報を問い合せてください。









	 CLSS-02203: 投票デバイスにアクセスできません: string 
	
原因: CSSデーモンが投票デバイスの使用中にエラーを受け取りました。


	
処置: 投票デバイスに対する権限を確認してください。このエラーがブート後に発生した場合は、投票デバイスへのアクセスが失われています。









	 CLSS-02204: 投票デバイスが構成されていません。[string] [string] 
	
原因: 構成中に投票デバイスが指定されていません。


	
処置: 投票デバイスはデータ整合性の確保に役立ち、CSSデーモンに必須です。投票デバイスを構成してクラスタを再起動してください。









	 CLSS-02205: リモート・ノードstringは、投票デバイスを介して削除信号を送りました: 原因string 
	
原因: ローカル・ノードは、ネットワーク障害またはローカルCSSデーモンのソフトウェア障害が原因で、クラスタのリモート・ノードにより削除されました。


	
処置: ローカル・ノードと指定したリモート・ノード間のプライベート・ネットワークの安定性を確認してください。









	 CLSS-02206: ローカル・ノードはベンダー・ノード・モニターによって削除されました 
	
原因: オペレーティング・システムのベンダー・ノード・モニターによってローカル・ノードが削除されました。


	
処置: ベンダー・ノード・モニターのログで関連情報を確認してください。









	 CLSS-02207: ベンダー・ノード・モニターからのステータスの取得時にエラーstringが発生しました 
	
原因: CSSデーモンはベンダー・ノード・モニターとの対話中にエラーを受け取りました。ローカル・ノードが削除されたか、ベンダー・ノード・モニターが停止している可能性があります。


	
処置: ベンダー・ノード・モニターのログで関連情報を確認してください。









	 CLSS-03000: 再構成に成功しました。インカネーションstring (stringノード) 
	
原因: 再構成は正常に終了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CLSS-03001: ローカル・ノード番号string、マスター・ノード番号string 
	
原因: このインカネーションに関する情報メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CLSS-03200: ネストされた再構成の待機がタイムアウトしました 
	
原因: 現行の再構成が停止しています。ネットワーク障害が発生した可能性があります。


	
処置: ローカル・ノード自体が終了し、リモート・ノードがネストされた再構成に入ります。これにより、クラスタが操作を続行できる場合があります。









	 CLSS-03201: ネストされた再構成の開始に失敗しました。 
	
原因: 前の再構成を取り消さなければ、新規の再構成を開始できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CLSS-03202: マスターとの同期の対象外: [string] [string] [string] [string] 
	
原因: ローカル・ノードとマスターとの一貫性チェックに失敗しました。


	
処置: ローカル・デーモン自体が終了し、残りのクラスタはすべて正常に調整されます。














61 CLST-01101からCLST-03203



	 CLST-01101: デフォルトのプライベート・インターコネクト名stringをノードstringに割り当てています 
	
原因: プライベート・インターコネクト名が指定されていません。かわりに、ノード名がデフォルトとして使用されました。


	
処置: ノード名がプライベート・インターコネクト上のIPアドレスを参照していることを確認してください。プライベートではないネットワークを使用すると、パフォーマンスおよび安定性の問題が発生します。









	 CLST-01102: デフォルトのホスト名stringをノードstringに割り当てています 
	
原因: ノードのホスト名が指定されていません。かわりに、ノード名がデフォルトとして使用されました。


	
処置: ノード名がホスト名と同一ではない場合、ホスト名をclscfgに指定する必要があります。指定しなければCluster Ready Servicesデーモンは機能しません。









	 CLST-01103: 既存の構成バージョン(string)が検出されました 
	
原因: 既存の構成が検出されました。


	
処置: これは情報メッセージです。処置は必要ありません。-forceフラグで明示的にリクエストされていない場合、clscfgは既存の構成を変更しません。









	 CLST-01104: 全コンポーネントに対する必須構成の判別に成功しました 
	
原因: clscfgが正しい構成要件の判別に成功しました。


	
処置: これは情報メッセージです。処置は必要ありません。次にclscfgは構成を書き込もうとします。









	 CLST-01105: 既存の構成が検出されました。上書きされていません。 
	
原因: 既存の構成が検出されましたが、clscfgは上書きしませんでした。


	
処置: このメッセージは、最初のノード以外のノードの起動時に表示された場合には無視してかまいません。-forceオプションはこのディシジョンをオーバーライドするのに使用できますが、アクティブなクラスタ・メンバーがあるときにこのオプションを使用する場合、エラーCLSS-0101およびデータ整合性の問題が発生する可能性があります。









	 CLST-01301: string(string構成値)の削除に成功しました 
	
原因: clscfgは削除操作の部分を完了しました。


	
処置: これは情報メッセージです。処置は必要ありません。削除されない値がある場合は、別のエラー・メッセージが詳細な情報と表示されます。









	 CLST-01302: string(string構成キー)の削除に成功しました 
	
原因: clscfgは削除操作の部分を完了しました。


	
処置: これは情報メッセージです。処置は必要ありません。削除されないキーがある場合は、別のエラー・メッセージが詳細な情報と表示されます。









	 CLST-01303: 削除操作のロールバックに成功しました 
	
原因: ノードの削除操作に失敗しましたが、構成は元の状態に正しくリストアされました。


	
処置: これは情報メッセージです。処置は必要ありません。









	 CLST-01304: ノードの削除に成功しました 
	
原因: ノードの削除操作が成功しました。


	
処置: これは情報メッセージです。処置は必要ありません。









	 CLST-01401: 投票デバイスをフォーマットしています: string 
	
原因: clscfgが投票デバイスのフォーマットを開始しました。


	
処置: これは情報メッセージです。処置は必要ありません。









	 CLST-01501: キーstringを削除しようとしましたが、見つかりませんでした 
	
原因: clscfgが削除操作の一部としてキーを削除しようとしましたが、キーはすでに削除済でした。


	
処置: これは情報メッセージです。処置は必要ありません。ただし、構成が破損している、または前回の削除操作が完了していない可能性があります。









	 CLST-01901: TCPポートstring、string、stringとstringを構成しています 
	
原因: 指定されたポートがCluster Ready Servicesデーモンで使用するために構成されました。


	
処置: これは情報メッセージです。処置は必要ありません。使用されるポートを変更するには、別の4つのポートを"-t"で指定してください。例: -t 1001,1002,1003,1004









	 CLST-01902: ノードを構成しています: ノード番号string、ノード名string 
	
原因: このノード構成がリクエストされました。


	
処置: これは情報メッセージです。処置は必要ありません。ノードのリストを変更するには、インストールを再起動し異なるノードのセットを指定するか、現在のインストールが完了した後に追加および削除のノード・インストール・オプションを使用してください。









	 CLST-01903: ノードを構成しています: ホスト名string、プライベート・インターコネクト名string 
	
原因: このノード構成がリクエストされました。


	
処置: これは情報メッセージです。処置は必要ありません。ノードのリストを変更するには、インストールを再起動し異なるノードのセットを指定するか、現在のインストールが完了した後に追加および削除のノード・インストール・オプションを使用してください。









	 CLST-01904: ユーザー(string)とグループ(string)で構成を作成しています 
	
原因: 構成が指定されたユーザーおよびグループで設定されました。


	
処置: これは情報メッセージです。処置は必要ありません。指定したグループのメンバーのみがアクセス可能な構成情報があります。注意: Windowsプラットフォームではグループは空白です。









	 CLST-01999: 警告: -forceが指定されました。既存の構成を上書きしています。 
	
原因: -forceパラメータが指定されました。


	
処置: -forceパラメータにより、clscfgが既存の構成を上書きします。Cluster Ready Servicesクラスタが実行中の場合、不安定性およびデータの整合性の問題が発生します。









	 CLST-02101: 指定されたノードが多すぎます。制限はstringです 
	
原因: コマンドラインに指定されたノードが多すぎます。


	
処置: 同時に実行する変更の数を少なくして操作を再試行してください。









	 CLST-02102: 指定されたノードstringは範囲外です。最大ノード番号はstringです。 
	
原因: ノードが範囲外のノード番号で指定されました。


	
処置: ノード番号を小さくして操作を再試行してください。









	 CLST-02103: 指定されたTCPポート・オプションを解析できません。 
	
原因: -tフラグの引数が有効なポート番号ではないか、ポート数が4でない数で指定されました。


	
処置: -tの引数を修正して、操作を再試行してください。









	 CLST-02104: TCPポートstringは範囲外です。 
	
原因: 指定されたTCPポートは有効なポート番号ではありません。


	
処置: 別のポートを指定してください。通常、TCPポートは1001から65,535の間で指定してください。









	 CLST-02105: 言語ID情報で必須パラメータ-lがありません 
	
原因: リクエストされた操作に-lパラメータが必要でした。


	
処置: 言語IDに-lパラメータを正しく指定してください。









	 CLST-02106: ORA_CRS_HOMEへのパスで必須パラメータ-oがありません 
	
原因: リクエストされた操作に-oパラメータが必要でした。


	
処置: パスに-oパラメータを正しく指定してください。









	 CLST-02107: コンポーネントstringの構成に失敗しました 
	
原因: 指定されたコンポーネントに対するOracle Cluster Repositoryの構成が失敗しました。


	
処置: 他のエラー情報を確認し、Oracleサポートに連絡してください。









	 CLST-02108: 投票デバイスへのパスで必須パラメータ-qがありません 
	
原因: リクエストされた操作に-qパラメータが必要でした。


	
処置: 投票デバイスに-qパラメータを正しく指定してください。









	 CLST-02109: クラスタ名で必須パラメータ-cがありません 
	
原因: リクエストされた操作に-cパラメータが必要でした。


	
処置: クラスタに-cパラメータを正しく指定してください。









	 CLST-02110: ノード名のリストで必須パラメータ-nnがありません 
	
原因: リクエストされた操作に-nnパラメータが必要でした。


	
処置: 次の書式でノード名のリストを指定してください。nodenameA,nodenumA,nodenameB,nodenumB,...









	 CLST-02201: ノードstringは、すでにノード番号stringでの構成に存在します 
	
原因: ノードの追加操作で指定されたノード名が既存の構成と競合しています。


	
処置: 別のノードを選択してクラスタに追加、新しいノードに一意の名前を指定、または前回のノードを削除してから再試行してください。









	 CLST-02202: プライベート・インターコネクト名stringは、すでにノード番号stringに割り当てられています 
	
原因: ノードの追加操作で指定されたプライベート・インターコネクト名が既存の構成と競合しています。


	
処置: 別のノードを選択してクラスタに追加、新しいノードに一意の名前を指定、または前回のノードを削除してから再試行してください。









	 CLST-02203: ホスト名stringは、すでにノード番号stringに割り当てられています。 
	
原因: ノードの追加操作で指定されたホスト名が既存の構成と競合しています。


	
処置: 別のノードを選択してクラスタに追加、新しいノードに一意の名前を指定、または前回のノードを削除してから再試行してください。









	 CLST-02204: ノード番号stringは、すでにノードstringに割り当てられています。 
	
原因: ノードの追加操作で指定されたノード番号が既存の構成と競合しています。


	
処置: 別のノードを選択してクラスタに追加、新しいノードに一意のノード番号を指定、または前回のノードを削除してから再試行してください。









	 CLST-02301: ノードstringの構成検証時にエラーstringが発生しました 
	
原因: clscfgが指定されたノードの既存の構成を検証できませんでした。


	
処置: ローカル・ノードのCluster Ready Servicesインストールの整合性を検証する、または別のノードを選択して削除してください。









	 CLST-02302: プライベート・インターコネクト名stringの構成検証時にエラーstringが発生しました 
	
原因: clscfgが指定されたノードの既存の構成を検証できませんでした。


	
処置: ローカル・ノードのCluster Ready Servicesインストールの整合性を検証する、または別のノードを選択して削除してください。









	 CLST-02303: ホスト名stringのノードの構成検証時にエラーstringが発生しました 
	
原因: clscfgが指定されたノードの既存の構成を検証できませんでした。


	
処置: ローカル・ノードのCluster Ready Servicesインストールの整合性を検証する、または別のノードを選択して削除してください。









	 CLST-02304: ノード名string(ノードstring)は、既存のノード名stringに一致しません 
	
原因: 削除操作で指定されたノード名が既存の構成と一致しません。


	
処置: 削除するノードを説明している情報を正しく指定してから、再試行してください。









	 CLST-02305: ノード番号string(ノードstring)は、既存のノード番号stringに一致しません 
	
原因: 削除操作で指定されたノード番号が既存の構成と一致しません。


	
処置: 削除するノードを説明している情報を正しく指定してから、再試行してください。









	 CLST-02306: プライベート・インターコネクト名string(ノードstring)は、stringに一致しません 
	
原因: 削除操作で指定されたプライベート・インターコネクト名が既存の構成と一致しません。


	
処置: 削除するノードを説明している情報を正しく指定してから、再試行してください。









	 CLST-02307: ホスト名string(ノードstring)は、既存のホスト名stringに一致しません 
	
原因: 削除操作で指定されたホスト名が既存の構成と一致しません。


	
処置: 削除するノードを説明している情報を正しく指定してから、再試行してください。









	 CLST-02308: キーstringの削除時に、コンカレント・ノードが削除された可能性があります 
	
原因: 現在の操作で削除されたキーは、削除のためにオープンしてから実際に削除するまでの短時間の間に別のプロセスによって削除されました。複数の異なる削除操作を実行しようとした可能性があり、構成が破損している可能性があります。


	
処置: Oracle Cluster Repositoryの整合性を検証して、必要な場合はバックアップからリストアしてください。クラスタでアクティブなclscfgのプロセスが1つのみの場合、これは無視してもかまいません。









	 CLST-02309: ノード削除時に構成の更新に失敗しました 
	
原因: clscfgがノード削除で既存の構成を変更できませんでした。既存の構成は破損していません。


	
処置: ローカル・ノードのCluster Ready Servicesインストールの整合性を検証して、再試行してください。









	 CLST-02310: CSSデーモンがステータスstringのノード削除を拒否しました。ロールバックを試行しています 
	
原因: Cluster Ready Servicesデーモンがノード削除を拒否しました。


	
処置: 1つ以上の指定したノードがアクティブなままです。clscfgは削除プロセスをロールバックしようとします。構成から削除しようとする前に、ノードのCluster Ready Servicesデーモンを停止する必要があります。試行が拒否された理由に関する詳細は、Cluster Synchronization Serviceのログファイルで入手できます。









	 CLST-02311: ノード削除のロールバックに失敗しました。構成をリカバリできません 
	
原因: エラーの発生後、clscfgは削除プロセスをロールバックしようとしましたが、できませんでした。構成は部分的に削除され、一貫性のない状態です。


	
処置: クラスタを停止して、Oracle Cluster Repositoryをバックアップからリストアしてください。









	 CLST-02312: ノード構成の完全削除に失敗しました 
	
原因: 大部分のノード削除が成功し、この状態では機能しています。一部の構成は正常に削除されませんでした。


	
処置: これは無視してもかまいません。Oracle Cluster Repositoryをバックアップからリストアし、削除を再試行するとより安全に処理できます。これを無視した場合、今後、削除されたノードを構成に追加して戻しても失敗します。









	 CLST-02401: 構成可能な最大ノード番号の問合せ中にエラーstringが発生しました 
	
原因: clscfgがノード番号の正当性を判別できませんでした。


	
処置: ローカル・ノードのCluster Ready Servicesインストールの整合性を検証してください。









	 CLST-02402: 既存の構成済ノード・リストの問合せ中にエラーstringが発生しました 
	
原因: clscfgが現在構成済のノードのリストを取得できませんでした。


	
処置: ローカル・ノードのCluster Ready Servicesインストールの整合性を検証してください。









	 CLST-02403: 最大ノード名サイズの問合せ中にエラーstringが発生しました 
	
原因: clscfgが最大ノード名サイズを判別できませんでした。


	
処置: ローカル・ノードのCluster Ready Servicesインストールの整合性を検証してください。









	 CLST-02404: クラスタ名の問合せ中にエラーstringが発生しました 
	
原因: clscfgが既存のクラスタ名を判別できませんでした。


	
処置: ローカル・ノードのCluster Ready Servicesインストールの整合性を検証してください。









	 CLST-02405: 投票デバイス(string)のフォーマット中にエラーが発生しました [string] [string] [string] 
	
原因: clscfgが投票デバイスをフォーマットできませんでした。


	
処置: 投票デバイスに設定されたパスおよび権限を確認してください。









	 CLST-02501: 書込み操作用の構成のオープン中にエラーstringが発生しました 
	
原因: clscfgが書込み権限の現在の構成をオープンしようとしました。


	
処置: Oracle Cluster Repositoryの整合性を検証してください。クラスタを停止して、必要な場合はOracle Cluster Repositoryをバックアップからリストアしてください。









	 CLST-02502: 新しい構成の書込み時にエラーstringが発生しました 
	
原因: clscfgが新しい構成データを書き込もうとしました。


	
処置: Oracle Cluster Repositoryの整合性を検証してください。クラスタを停止して、必要な場合はOracle Cluster Repositoryをバックアップからリストアしてください。









	 CLST-02503: 削除操作用の構成のオープン中にエラーstringが発生しました 
	
原因: clscfgが既存の構成の部分の削除中にエラーを受け取りました。


	
処置: Oracle Cluster Repositoryの整合性を検証してください。クラスタを停止して、必要な場合はOracle Cluster Repositoryをバックアップからリストアしてください。









	 CLST-02504: ディスクへの構成の書込み中にエラーstringが発生しました 
	
原因: clscfgがOracle Cluster Repositoryへの情報の書込み中にエラーを受け取りました。


	
処置: Oracle Cluster Repositoryの設定を検証して、再試行ください。









	 CLST-02901: Oracle Cluster Repositoryキーの数が制限stringを超えています。 
	
原因: インストール中にclscfgのキーの内部領域が不足しました。


	
処置: インストールを再起動して、ノードのリストを少ない数で指定してください。それが完了した後、追加オプションを使用して残りのノードを追加してください。









	 CLST-02902: Oracle Cluster Repositoryキーの数が制限stringを超えています。 
	
原因: ノードの削除中にclscfgのキーの内部領域が不足しました。


	
処置: ノードの削除操作を再起動して、一度に少ない数のノードを削除してください。









	 CLST-02903: stringバイトのメモリー(位置: string)を割当てできません 
	
原因: clscfgがサービスのリクエストに十分なメモリーを割り当てられませんでした。


	
処置: 指定されたメモリーが使用可能であることを確認して、操作を再試行してください。









	 CLST-02904: SCLS APIのstringでエラーstringが発生しました 
	
原因: clscfgがシステム設定の情報を問合せできませんでした。


	
処置: このメッセージの直後に表示される追加情報を確認して、Oracleサポートに連絡してください。









	 CLST-02905: add、install、delete、conceptsおよびlocalは相互に排他的です 
	
原因: clscfgが2つの異なるモード・フラグで実行されました。すべてのモード・フラグは相互に排他的です。


	
処置: コマンドラインを修正して再試行してください。









	 CLST-02906: クラスタ名は1文字以上string文字以下にする必要があります。 
	
原因: -c引数で指定されたクラスタ名のサイズが不正でした。


	
処置: 別のクラスタ名を正しい長さで指定してください。









	 CLST-02907: 不明なパラメータstringが指定されました 
	
原因: clscfgに不明なパラメータが指定されました。


	
処置: 詳細は、"clscfg -help"または"clscfg -concepts"を使用して確認してください。









	 CLST-02908: ローカル・ホスト名を判別できません 
	
原因: clscfgがローカル・ホスト名を判別できませんでした。


	
処置: オペレーティング・システムのホスト名構成を確認してください。









	 CLST-02909: リクエストされた操作には高可用性権限が必要です。 
	
原因: 現行ユーザーには高可用性権限がありません。


	
処置: 別のユーザーとしてログインし、操作を再試行してください。









	 CLST-02910: CRSデーモンと通信中にエラーstringが発生しました。 
	
原因: clscfgがCRSデーモンと通信できませんでした。


	
処置: 要求された操作をアクティブなクラスタ・ノードで実行してください。ローカル・マシン上の既存のインストールを検証、または別のノードから操作を実行してください。









	 CLST-02911: CSSデーモンと通信中にエラーstringが発生しました 
	
原因: clscfgがCRSデーモンと通信できませんでした。


	
処置: 要求された操作をアクティブなクラスタ・ノードで実行してください。ローカル・マシン上の既存のインストールを検証、または別のノードから操作を実行してください。









	 CLST-02999: 未変換エラー: [string] [string] [string] [string] [string] [string] 
	
原因: 未変換のエラーが発生しました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLST-03100: 使用方法に関する情報は、ドキュメントを参照してください。 
	
原因: 不正または不十分な引数がcrsuserに渡されました。


	
処置: このツールの使用方法の詳細は、ドキュメントを参照してください。









	 CLST-03101: ユーザーstringのパスワードを入力してください。 
	
原因: crsuserがユーザーを登録するためのパスワードを要求しています。


	
処置: 要求されるパスワードを入力してください。









	 CLST-03102: 操作に成功しました。 
	
原因: 操作が正しく完了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CLST-03200: 内部エラー: [string] [string] [string] [string] [string] 
	
原因: 未変換のエラーが発生しました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLST-03201: 予期しない引数: string 
	
原因: crsuserが引数の解析に失敗した、または不明な引数が渡されました。


	
処置: 正しい引数を指定して再試行してください。









	 CLST-03202: stringバイトのメモリー割当てに失敗しました。 
	
原因: crsuserがメモリーを割当てできませんでした。


	
処置: 一部のシステム・メモリーを解放し再試行してください。









	 CLST-03203: アクションに対する権限が不十分です: string 
	
原因: 現行ユーザーには十分な権限がありません。


	
処置: 別のユーザーとしてログインし、操作を再試行してください。
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	 CLSU-00100: オペレーティング・システム機能: stringが、エラー・データ: stringにより失敗しました 
	
原因: オペレーティング・システム依存のサービスまたは機能への呼出しにより、エラーが戻されました。メッセージには、機能および戻されたエラー・データの名前が含まれています。エラー・データの名前はプラットフォームによって異なりますが、通常は数値で、ほとんどのプラットフォームでは、失敗した呼出しの後にC「エラー番号」という値になります。


	
処置: このエラーには、通常、失敗に影響される操作を説明する別の(より高いレベルの)メッセージが付随しています。また、これには、追加のエラー詳細を示しているメッセージ101、103および104のうちの1つ以上が含まれています。すべてのメッセージを調べて、エラーを評価する必要があります。エラーは、指定された名前の綴りが誤っていたために入力ファイルを開けないなど、原因や修正内容はごく普通のものです。









	 CLSU-00101: オペレーティング・システム・エラー・メッセージ: string 
	
原因: このメッセージは、オペレーティング・システムに依存するエラー・データをテキスト・メッセージに変換できる場合に、メッセージ番号が100以上のメッセージに付随して表示されます。ほとんどのOracleプラットフォームでは、C「エラー番号」というテキスト表現でメッセージ100の中にレポートされます。


	
処置: メッセージ100を参照してください。









	 CLSU-00102: オペレーティング・システム・インタフェースでエラーが検出されました 
	
原因: オペレーティング・システムのインタフェースで「論理」エラー条件(オペレーティング・システムの関数コールのエラーではない)が検出された場合は、メッセージ100から101のかわりにこのメッセージが発行されます。エラー条件の詳細は、103や104などの付随するメッセージに記載されています。


	
処置: このエラーには、通常、失敗に影響される操作を説明する別の(より高いレベルの)メッセージが付随しています。ほとんどの場合、これには、エラーに関する追加の詳細を示しているメッセージ103および104も含まれています。すべてのメッセージを調べて、エラーを評価する必要があります。エラーは、必要な環境変数が欠落しているなど、原因や修正内容はごく普通のものです。









	 CLSU-00103: エラー位置: string 
	
原因: このメッセージはメッセージ100、102、または105に付随し、Oracleプログラム・コード内でエラーが発生した場所が示されます。


	
処置: メッセージ100、102、または105を参照してください。通常、この情報は、エラー条件を潜在的なコード・バグとしてOracleにレポートする場合にのみ役立ちます。









	 CLSU-00104: 追加エラー情報: string 
	
原因: このメッセージはメッセージ100、102、または105に付随し、エラー条件に関する追加情報が示されます。1つのエラーに対して、追加情報を示す複数行が表示される場合があります。


	
処置: メッセージ100、102、または105を参照してください。









	 CLSU-00105: オペレーティング・システム・インタフェースで内部障害が報告されました 
	
原因: このメッセージは、Oracleコード内のオペレーティング・システムに依存するインタフェースで内部破損または内部プログラム・エラーを示す問題が検出されたことを示します。


	
処置: このメッセージには、失敗に影響された製品の操作を示す別の(より高いレベルの)メッセージが付随する場合があります。これには、メッセージ103または104(あるいはその両方)も付随している場合があります。Oracleサポートは、解決のために、この条件をレポートしているすべての状態を参照する必要があります。









	 CLSU-00106: 不適切なオペレーティング・システム・エラー表示が試行されました 
	
原因: エラーの処理中に、オペレーティング・システムに依存するエラー・データをフォーマット/表示しようとしましたが、エラー・データ構造は「エラーなし」を示していました。


	
処置: このエラーを解決するには、Oracleサポートに連絡してください。









	 CLSU-00200: ****エラー・スタックにnumberレコードがあり、最新のものが最初にあります 
	
原因: 表示するエラーのコレクションに、付随する多数のレコードが含まれています。


	
処置: このエラーを解決するには、エラーと後続のデータをOracleサポートに報告してください。









	 CLSU-00201: ****エラー・スタック終了**** 
	
原因: これはエラーのコレクションの終了を示します。


	
処置: このエラーを解決するには、直前のデータをOracleサポートに連絡してください。









	 CLSU-00210: CLSUUSテスト・メッセージ0 
	
原因: テスト用メッセージであり、このフィールドには本来表示されません。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 CLSU-00211: CLSUUSテスト・メッセージ1: string 
	
原因: テスト用メッセージであり、このフィールドには本来表示されません。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 CLSU-00212: CLSUUSテスト・メッセージ2:string 2:string 
	
原因: テスト用メッセージであり、このフィールドには本来表示されません。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 CLSU-00213: CLSUUSテスト・メッセージ3:string 2:string 3:string 
	
原因: テスト用メッセージであり、このフィールドには本来表示されません。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 CLSU-00214: CLSUUSテスト・メッセージ4:string 2:string 3:string 4:string 
	
原因: テスト用メッセージであり、このフィールドには本来表示されません。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 CLSU-00215: CLSUUSテスト・メッセージ5:string 2:string 3:string 4:string 5:string 
	
原因: テスト用メッセージであり、このフィールドには本来表示されません。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 CLSU-00216: CLSUUSテスト・メッセージ6:string 2:string 3:string 4:string 5:string 6:string 
	
原因: テスト用メッセージであり、このフィールドには本来表示されません。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 CLSU-00217: CLSUUSテスト・メッセージ7:string 2:string 3:string 4:string 5:string 6:string 7:string 
	
原因: テスト用メッセージであり、このフィールドには本来表示されません。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 CLSU-00218: CLSUUSテスト・メッセージ8:string 2:string 3:string 4:string 5:string 6:string 7:string 8:string 
	
原因: テスト用メッセージであり、このフィールドには本来表示されません。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 CLSU-00220: clsem FATAL例外: string 
	
原因: リカバリ不能なエラーがCLSEMで発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 CLSU-00221: clsechoによるエラー出力: string 
	
原因: clsechoでエラーが出力されました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 CLSU-00222: clsechoによる警告出力: string 
	
原因: 警告


	
処置: テキストをメモしてください。









	 CLSU-00223: clsechoによる情報出力: string 
	
原因: clsechoで情報が出力されました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 CLSU-00910: 指定例外string string string string 
	
原因: プログラムからメッセージのない例外が発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 CLSU-00911: 信号stringを受信しました 
	
原因: 例外としてレポートされるOS信号をプログラムが受信しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 CLSU-00912: OSE: string string 
	
原因: 操作に固有のエラーが通知されました。


	
処置: メッセージのコンテキストを調べてください。














63 CLSW-00001からCLSW-01000



	 CLSW-00001: クラスタ・ウォレットの操作に失敗しました 
	
原因: これは、クラスタ・ウォレットの一般的な内部エラーです。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CLSW-00002: ヒープ・メモリーが不足しています。 
	
原因: プログラムがヒープ・メモリーを使い果しました。


	
処置: 使用できるメモリーを増やして操作を再試行してください。









	 CLSW-00003: クラスタ・レジストリ(OCR)レイヤーのエラーです。[number] [string] 
	
原因: クラスタ・ウォレット操作の実行中に、クラスタ・レジストリ・レイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: ocrcheckとocrdumpでOCRエラー(oerr proc <ocrerror>)を調べてクラスタ・レジストリの操作を正常に実行できるようにした後、操作を再試行してください。









	 CLSW-00004: ネットワーク・セキュリティ・レイヤーでエラーが発生しました。[number] [string] 
	
原因: クラスタ・ウォレット操作の実行中に、ネットワーク・セキュリティ・レイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: ネットワーク・セキュリティ・エラー(oerr ora <nzerr>)を調べ、エラーがある場合は対処措置を行い、操作を正常に実行できるようにしてください。









	 CLSW-00005: パラメータの1つがNULLのため、クラスタ・ウォレット操作を実行できません。 
	
原因: プログラムがNULLパラメータを使用してクラスタ・ウォレット操作を実行しようとしました。


	
処置: パラメータを確認して操作を再試行してください。









	 CLSW-00006: コンテキストが無効なため、クラスタ・ウォレット操作を実行できません。 
	
原因: 無効なクラスタ・ウォレット・コンテキストが渡されました。


	
処置: クラスタ・ウォレットを初期化して、操作を再試行してください。









	 CLSW-00007: パラメータの1つが無効なため、クラスタ・ウォレット操作を実行できません。[number] [string] 
	
原因: プログラムが無効なパラメータを使用してクラスタ・ウォレット操作を実行しようとしました。


	
処置: パラメータを確認して操作を再試行してください。









	 CLSW-00008: 作成するクラスタ・ウォレットはすでに存在します。 
	
原因: プログラムが、すでに存在するクラスタ・ウォレットを作成しようとしました。


	
処置: CLSW_FLAGS_WALLET_CREATEの設定を解除した後で操作を再試行してください。









	 CLSW-00009: 操作するクラスタ・ウォレットが存在しません。 
	
原因: プログラムが、存在しないクラスタ・ウォレットにアクセスしようとしました。


	
処置: クラスタ・ウォレットが存在することを確認し、操作を試行してください。









	 CLSW-00010: NLSサービスでエラーが発生しました。 
	
原因: クラスタ・ウォレット操作の実行中に、NLSサービスでエラーが発生しました。


	
処置: $ORACLE_HOME/has/mesg/clsw*.msbにメッセージ・ファイルが存在することを確認してください。









	 CLSW-00011: レジストリ内に格納されているデータが無効なため、クラスタ・ウォレット操作を実行できません。 
	
原因: レジストリ内に格納されているデータをウォレットに変換できません。


	
処置: ウォレットに関連付けられたレジストリ・キーを削除した後、ウォレットを再作成してください。









	 CLSW-00012: クラスタ・ウォレットの操作を実行する権限がユーザーにありません。[number] [string] 
	
原因: プログラムが、権限のないクラスタ・ウォレットに対して操作を実行しようとしました。


	
処置: プログラムが正しいユーザーとして実行されているかどうかを確認してください。









	 CLSW-00013: クラスタウェア・オペレーティング・システム(SCLS)・サービスのエラーです。[string] 
	
原因: クラスタ・ウォレット操作の実行中に、SCLSサービスでエラーが発生しました。


	
処置: NIS/LDAP(UNIXの場合)またはActive Directoryサービス(Windowsの場合)が正しく設定されていることを確認してください。









	 CLSW-01000: パスワードを入力してください: 
	
原因: ユーザーにパスワードの入力を要求するプロンプトです。


	
処置: パスワードを入力してください。














64 CRS-00001からCRS-10250



	 CRS-00001: メッセージID string-numberが見つかりません。 
	
原因: 指定されたメッセージIDのメッセージが、どの言語でも見つかりません。


	
処置: 製品がシステムで正しく設定されていることを確認してください。









	 CRS-00002: string: 内部リストの破損。トレース・ファイル: "string" 
	
原因: トレース・ファイルのフラッシュ処理中に内部エラーが検出されました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00003: ファイル"string"のオープン中にエラーが発生しました。追加の診断: string 
	
原因: 指定されたファイルのオープン中にエラーが発生しました。


	
処置: 存在する場合、追加の診断を調べ、ファイル・システムの環境に問題があることが示されている場合、修正します。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00004: プロセス・ログ・ファイルのロギングが終了しました: "string" 
	
原因: 1つ以上のファイル・システム・エラーが発生したことが原因で、このプロセスでロギングが終了しました。


	
処置: 発生したエラーの詳細は、前述のアラート・ログのメッセージを調べてください。再度ロギングを有効にするには、プロセスを再起動します。









	 CRS-00005: クローズ失敗後に、ログ・ファイル"string"は削除されました 
	
原因: このメッセージは情報を提供するものです。指定したログ・ファイルをクローズしようとして失敗しました。クローズ・エラー後のログ・ファイルのコンテンツは、定義されていません。ログ・ファイルは正常に削除されました。ログ・データは失われました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-00006: ファイルのファイル・ローテーション処理は続行します: "string" 
	
原因: このメッセージは情報を提供するものであり、前述のエラーは、ファイルのローテーションを終了させるほど深刻ではなかったことを示しています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-00007: 新しいログ・ファイルstring\のオープンに失敗しました 
	
原因: ログ・ファイルのローテーション中に指定されたファイルをオープンしようとして、ファイル・システムでエラーが発生しました。ログ・データは失われました。


	
処置: 前述のアラート・ログ・メッセージCRS-0011を確認し、ファイル・システムの環境に問題があることが示されている場合、解決します。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00008: クローズ失敗後に、新しいファイル"string"をオープンしました 
	
原因: このメッセージは情報を提供するものです。ログ・データは失われました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-00009: ログ・ファイル"string"を再オープンしました 
	
原因: ローテーションの処理中に、ログ・ファイルのローテーションを進めることができない、エラーが発生しました。クローズされた元のログ・ファイルを正常に再オープンできました。


	
処置: このメッセージの前の、ファイル・システム・エラーまたは発生したエラーを示すアラート・ログ・メッセージを確認します。前述のアラート・ログ・メッセージの追加の診断データにファイル・システムの環境の問題が示される場合、修正を試みます。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00011: ログ・ファイルのローテーション中にファイル"string"をクローズしようとしてエラーが発生しました。追加の診断: string 
	
原因: 指定されたファイルをクローズしようとしてエラーが発生しました。


	
処置: 存在する場合、追加の診断を調べ、ファイル・システムの環境に問題があることが示されている場合、修正します。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00012: ログ・ファイルのローテーション中にファイル"string"の名前を"string"に変更しようとしてエラーが発生しました。追加の診断: string 
	
原因: ソース・ファイルを宛先ファイルに名前を変更しようとしてエラーが発生しました。


	
処置: 存在する場合、追加の診断を調べ、ファイル・システムの環境に問題があることが示されている場合、修正します。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00013: ログ・ファイルのローテーション中にファイル"string"の存在をチェックしようとしてエラーが発生しました。追加の診断: string 
	
原因: 指定されたファイルが存在するかを確認しようとしてエラーが発生しました。


	
処置: 存在する場合、追加の診断を調べ、ファイル・システムの環境に問題があることが示されている場合、修正します。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00014: ログ・ファイルのローテーション中にファイル"string"を削除しようとしてエラーが発生しました。追加の診断: string 
	
原因: 指定されたファイルの削除中にエラーが発生しました。


	
処置: 存在する場合、追加の診断を調べ、ファイル・システムの環境に問題があることが示されている場合、修正します。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00015: ログ・ファイルのローテーション中にファイル"string"をフラッシュしようとしてエラーが発生しました。追加の診断: string 
	
原因: 指定されたファイルのフラッシュ中にエラーが発生しました。


	
処置: 存在する場合、追加の診断を調べ、ファイル・システムの環境に問題があることが示されている場合、修正します。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00016: ログ・ファイルのローテーション中にファイル"string"のファイル名オブジェクトを解放しようとしてエラーが発生しました。追加の診断: string 
	
原因: 指定されたファイルのファイル名オブジェクトを解放しようとしてエラーが発生しました。


	
処置: 存在する場合、追加の診断を調べ、ファイル・システムの環境に問題があることが示されている場合、修正します。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00017: ログ・ファイルのローテーション中にファイル"string"のファイル名オブジェクトを作成しようとしてエラーが発生しました。追加の診断: string 
	
原因: 指定されたファイルのファイル名オブジェクトを作成中にエラーが発生しました。


	
処置: 存在する場合、追加の診断を調べ、ファイル・システムの環境に問題があることが示されている場合、修正します。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00018: ログ・ファイルのローテーション中にファイル"string"を再オープンしようとしてエラーが発生しました。追加の診断: string 
	
原因: 指定されたファイルの再オープン中にエラーが発生しました。


	
処置: 存在する場合、追加の診断を調べ、ファイル・システムの環境に問題があることが示されている場合、修正します。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00019: ファイル・ローテーションは終了しました。ログ・ファイル: "string" 
	
原因: 1つ以上のファイル・システム・エラーが発生したことが原因で、プロセスでログ・ファイルのローテーションが終了しました。ログ・ファイルのローテーションが終了しても、ロギングは続行されます。


	
処置: このアラート・ログ・メッセージの前の、ファイル・システム・エラーまたは発生したエラーを示すアラート・ログ・メッセージを確認します。前述のアラート・ログ・メッセージの追加の診断データにファイル・システムの環境の問題が示される場合、修正を試みます。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。ファイルのローテーションを再度有効にするには、プロセスを再起動する必要があります。









	 CRS-00020: ファイルのオープン処理中にファイル"string"のファイル名オブジェクトを作成しようとしてエラーが発生しました。追加の診断: string 
	
原因: 指定されたファイルのファイル名オブジェクトを作成中にエラーが発生しました。


	
処置: 存在する場合、追加の診断を調べ、ファイル・システムの環境に問題があることが示されている場合、修正します。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00021: ファイルのオープン処理中にファイル"string"の存在をチェックしようとしてエラーが発生しました。追加の診断: string 
	
原因: 指定されたファイルが存在するかを確認しようとしてエラーが発生しました。


	
処置: 存在する場合、追加の診断を調べ、ファイル・システムの環境に問題があることが示されている場合、修正します。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00022: ファイルのオープン処理中にファイル"string"のアクセス権および権限を変更しようとしてエラーが発生しました。追加の診断: string 
	
原因: 指定されたファイルのアクセス権および権限を変更しようとしてエラーが発生しました。


	
処置: 存在する場合、追加の診断を調べ、ファイル・システムの環境に問題があることが示されている場合、修正します。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00023: ファイルのオープン処理中にファイル"string"のデフォルト権限を作成しようとしてエラーが発生しました。追加の診断: string 
	
原因: 指定されたファイルのデフォルトのファイル権限を作成しようとしてエラーが発生しました。


	
処置: 存在する場合、追加の診断を調べ、ファイル・システムの環境に問題があることが示されている場合、修正します。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00024: ファイルのオープン処理中にファイル"string"のファイル名オブジェクトを作成しようとしてエラーが発生しました。追加の診断: string 
	
原因: 指定されたファイルのファイル名オブジェクトを作成中にエラーが発生しました。


	
処置: 存在する場合、追加の診断を調べ、ファイル・システムの環境に問題があることが示されている場合、修正します。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00025: ファイルのオープン処理中にファイル"string"のファイル・オブジェクトを作成しようとしてエラーが発生しました。追加の診断: string 
	
原因: 指定されたファイルのファイル・オブジェクトを作成中にエラーが発生しました。


	
処置: 存在する場合、追加の診断を調べ、ファイル・システムの環境に問題があることが示されている場合、修正します。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00026: ファイル・ローテーション処理中に1つ以上のファイル名オブジェクトを作成して"string"から"string"に名前を変更する際に失敗しました 
	
原因: 指定されたファイルのファイル名オブジェクトを1つ以上作成しようとしてエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00027: ファイルのオープン処理中にファイル"string"のサイズを判別しようとしてエラーが発生しました。追加の診断: string 
	
原因: 指定されたファイルのサイズの判断中にエラーが発生しました。


	
処置: 存在する場合、追加の診断を調べ、ファイル・システムの環境に問題があることが示されている場合、修正します。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00036: ログ・ファイル"string"のオープン中にエラーが発生しました。 
	
原因: 指定されたファイルのオープン中にエラーが発生しました。このプロセスでは、ロギングは無効です。


	
処置: 前述のアラート・ログ・メッセージを確認し、ファイル・システムの環境に問題があることが示されている場合、解決します。または、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00184: CRSデーモンと通信できません。 
	
原因: ローカル・ノードのCRSデーモンが実行されていないか、CRSデーモンに内部通信エラーが発生しました。


	
処置: CRSデーモン・プロセスがローカル・ノードで起動していることを確認してください。









	 CRS-00210: リソース'string'が見つかりません。 
	
原因: 登録されていないリソースを操作しようとしました。


	
処置: コマンドcrsctl status resourceを使用して、リソース名が正しく指定されていることを確認してください。









	 CRS-00211: リソースstringはすでに登録されています。 
	
原因: すでに登録されているリソースを登録しようとしました。


	
処置: リソース名が正しく指定されていることを確認して、コマンドを再試行してください。









	 CRS-00213: リソースstringを登録できません。 
	
原因: リソースの登録中に内部エラーが発生しました。


	
処置: CRSデーモンのログ・ファイルを確認してください。









	 CRS-00214: リソースstringを登録解除できません。 
	
原因: リソースの登録解除中に内部エラーが発生しました。


	
処置: CRSデーモンのログ・ファイルを確認してください。









	 CRS-00215: リソースstringを開始できません。 
	
原因: リソースの起動中に内部エラーが発生しました。


	
処置: CRSデーモンのログ・ファイルを確認してください。









	 CRS-00216: リソースstringを停止できません。 
	
原因: リソースの停止中に内部エラーが発生しました。


	
処置: CRSデーモンのログ・ファイルを確認してください。









	 CRS-00217: リソースstringを移動できません。 
	
原因: リソースの移動中に内部エラーが発生しました。


	
処置: CRSデーモンのログ・ファイルを確認してください。









	 CRS-00218: 元のノードでリソースstringを再起動できません。 
	
原因: リソースの再起動中に内部エラーが発生しました。


	
処置: CRSデーモンのログ・ファイルを確認してください。









	 CRS-00219: リソースstringを更新できませんでした。 
	
原因: リソースの更新中に内部エラーが発生しました。


	
処置: CRSデーモンのログ・ファイルを確認してください。









	 CRS-00220: リソースstringには無効なリソース・プロファイルがあります。 
	
原因: リソース・プロファイルに無効な属性があります。


	
処置: コマンドcrsctl status typeを実行して、無効な属性を特定してください。コマンドcrsctl modify typeを使用して、これらの属性を変更してください。









	 CRS-00221: リソースstringのアクション・スクリプトを見つけることができません。 
	
原因: アクション・スクリプトがファイルシステムから削除されました。


	
処置: crsctl status resource -pを実行してアクション・スクリプトの位置を調べ、アクション・スクリプトが存在することを確認してください。









	 CRS-00223: リソースstringに配置エラーがあります。 
	
原因: リソースの配置ポリシーに基づいてリソースをフェイルオーバー/起動するための使用可能なホストがありません。


	
処置: リソースのターゲット・ホストを確認し、crsctl start resourceコマンドを使用してリソースを再起動してください。









	 CRS-00230: メンバーstringはクラスタ内にありません。 
	
原因: ホスト名がクラスタで見つかりません。


	
処置: クラスタのホスト名を確認してください。









	 CRS-00232: クラスタのメンバーは停止しました。操作を実行できません。 
	
原因: CRSがリソースを起動しようとしたノードが停止しました。


	
処置: ノードを起動して、操作を再試行してください。









	 CRS-00233: リソースまたはその関連は現在他の操作で必要となっています。 
	
原因: 同一のリソースで別のCRSデーモンが操作中です。


	
処置: しばらく待機してから、コマンドまたは操作を再試行してください。









	 CRS-00253: CRSの構成エラーです。CRSのデフォルト・ディレクトリがOracle Cluster Registryに設定されていません。 
	
原因: ユーザーのデフォルトCRSキーを含むOracle Cluster Registryキーが初期化されていません。


	
処置: CRSの構成を確認してください。必要に応じて、CRSを再インストールしてください。









	 CRS-00254: 認可に失敗しました 
	
原因: リソースを操作するユーザー許可が不十分です。


	
処置: crsctl getperm resourceを使用してリソースに関連する権限を確認し、crsctl setperm resourceを使用して適切なユーザー権限を設定してください。









	 CRS-00255: CRSDは権限モードで実行されていません。このコマンドを実行するには権限が不十分です。 
	
原因: CRSデーモンが権限のあるユーザーとして実行されていません。


	
処置: CRSデーモンがroot(Unix)またはAdministrator(Windows)として実行されていることを確認してください。









	 CRS-00256: ユーザー名がリソースの所有者と競合しています。 
	
原因: リソースの所有者に異なるユーザー・レベルの権限を付与しようとしました。


	
処置: リソースの所有者および権限を付与されたユーザーを確認してください。









	 CRS-00257: グループ名がリソースの主グループと競合しています。 
	
原因: リソースの主グループに異なるグループ・レベルの権限を付与しようとしました。


	
処置: リソースの主グループおよび権限を付与されたグループを確認してください。









	 CRS-00258: ACL文字列書式が無効です。 
	
原因: 無効な権限文字列(ACL)が指定されています。


	
処置: 権限文字列(ACL)の構文を確認してください。









	 CRS-00259: リソースの所有者はグループに属していません。 
	
原因: リソースの所有者が必要なグループに属していません。


	
処置: リソースの所有者がrootユーザーの場合、rootユーザーがdbaグループに属していることを確認してください。









	 CRS-00271: CRSDの停止はすでに進行中です。 
	
原因: 前回のstopコマンドの終了を待機する前に、crsctl stopコマンドが発行されました。


	
処置: 現在実行中の停止コマンドの終了を待ってから、後続のコマンドを発行してください。









	 CRS-00272: このコマンドは、下位互換性のためにのみ残されています 
	
原因: 非推奨のコマンドが発行されました。


	
処置: すべての新規ユースケースでは、新しいコマンドを使用してください。









	 CRS-00273: このコマンドは非推奨であり、stringによって置き換えられています 
	
原因: 非推奨のコマンドが発行されました。


	
処置: すべての新規ユースケースでは、新しいコマンドを使用してください。









	 CRS-00274: このコマンドは非推奨であり、この機能はstringに組み込まれています 
	
原因: 非推奨のコマンドが発行されました。


	
処置: すべての新規ユースケースでは、新しいコマンドを使用してください。









	 CRS-00402: セーフ・ディレクトリ(string)を作成できません 
	
原因: セーフ・ディレクトリを作成できませんでした。


	
処置: ディレクトリを作成するための適切な権限および十分なディスク領域があることを確認してください。









	 CRS-00403: 作業ディレクトリを安全なディレクトリ(string)に変更できませんでした 
	
原因: ディレクトリをセーフ・ディレクトリに変更できませんでした。


	
処置: セーフ・ディレクトリが存在し、適切な権限があることを確認してください。









	 CRS-00406: ロック・ディレクトリ(string)を作成できませんでした 
	
原因: ロック・ディレクトリを作成できませんでした。


	
処置: ディレクトリを作成するための適切な権限および十分なディスク領域があることを確認してください。









	 CRS-00407: 別のCRSDが実行中のため、ロック・ファイルstringを取得できません。 
	
原因: 別のCRSDが実行中のため、ロック・ファイルを取得できません。


	
処置: 既存のCRSDを中止してから、CRSDを再起動してください。









	 CRS-00413: Cluster Synchronization Servicesコンテキストを初期化できません 
	
原因: クラスタ・サービスと通信できません。


	
処置: Cluster Synchronization Servicesデーモンが適切に構成され、実行されていることを確認してください。









	 CRS-00414: Event Managerの接続を確立できません 
	
原因: Event Managerデーモンと通信できません。


	
処置: crsctl check evmdコマンドを実行して、Event Managerデーモンが適切に構成され、実行されていることを確認してください。









	 CRS-00451: CRSの構成エラーです。Oracle Cluster Registryを初期化できません。 
	
原因: CRSの構成に関する情報を含むOracle Cluster Registryが使用できません。


	
処置: ocrcheckユーティリティを使用してOCR構成を確認し、報告された問題をすべて解決してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00452: CRSの構成エラーです。CRSD接続情報がOracle Cluster Registry内で見つかりません。 
	
原因: ユーザーのデフォルトCRSD接続を含むOracle Cluster Registryキーが初期化されていません。


	
処置: ocrcheckユーティリティを使用してOCR構成を確認し、報告された問題をすべて解決してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00453: CRSの構成エラーです。インスタンス情報がOracle Cluster Registry内で見つかりません。 
	
原因: インスタンスの情報を含むOracle Cluster Registryキーが初期化されていません。


	
処置: ocrcheckユーティリティを使用してOCR構成を確認し、報告された問題をすべて解決してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00471: ノード番号が見つかりません 
	
原因: Cluster Synchronization Servicesがノード名を取得できません。


	
処置: ベンダーのクラスタウェアも含め、クラスタのインストールを確認してください。必要に応じて、クラスタを再インストールしてください。









	 CRS-00472: ノード名が見つかりません 
	
原因: クラスタ・サービスがノード名を取得できません。


	
処置: ベンダーのクラスタウェアも含め、クラスタのインストールを確認してください。必要に応じて、クラスタを再インストールしてください。









	 CRS-00700: Oracle高可用性サービスはメモリー割当ての失敗により中断されました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: メモリーの割当てに失敗しました。


	
処置: crsctl stop crs -fに続けてcrsctl start crsを使用して、Cluster Ready Serviceを再起動してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00701: Oracle高可用性サービスは実行中のプロセスのIDを取得できなかったため中断されました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: ユーザーIDを取得できませんでした。


	
処置: <crs_home>所有者を確認し、crsctl stop crs -fに続けてcrsctl start crsを使用して、Cluster Ready Serviceを再起動してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00702: Oracle高可用性サービスは特権ユーザーとしての実行に失敗したため中断されました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Oracle高可用性サービスが特権ユーザーとして実行されていませんでした。


	
処置: UNIXの場合、crsctl stop crs -fに続けてcrsctl start crsを使用して、特権ユーザーとしてCluster Ready Serviceを再起動してください。Windowsの場合、Oracle高可用性サービスの権限を確認してから、crsctl stop crs -fに続けてcrsctl start crsを使用して、Cluster Ready Serviceを再起動してください。このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00703: Oracle高可用性サービスは通信コンテキストの初期化に失敗したため中断されました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: ネットワーク・レイヤーの初期化に失敗しました。


	
処置: crsctl stop crs -fに続けてcrsctl start crsを使用して、Cluster Ready Serviceを再起動してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00704: Oracle高可用性サービスはOracle Local Registryエラー[string]により中断されました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Oracle Local Registryがエラーのため中断されました。関連するエラー・メッセージを調べ、根本的な問題を判別してください。


	
処置: 根本的な問題を解決してから、crsctl stop crs -fに続けてcrsctl start crsを使用して、Cluster Ready Serviceを再起動してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00708: Oracle高可用性サービスはORA_CRS_HOME環境変数の取得に失敗したため中断されました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: 初期化時に、Oracle高可用性サービスに必要な環境変数を設定できませんでした。


	
処置: rootcrs.pl -unlockに続けてrootcrs.pl -patchを実行してから、crsctl stop crs -fに続けてcrsctl start crsを実行して、Cluster Ready Serviceを再起動してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00709: Oracle高可用性サービスはORA_CRS_HOMEパスの初期化に失敗したため中断されました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Oracle高可用性サービスのORA_CRS_HOMEパスを初期化できませんでした。


	
処置: グリッド・インフラストラクチャ・ホームまたは<crs_home>での実行権限を確認し、crsctl stop crs -fに続けてcrsctl start crsを使用して、Cluster Ready Serviceを再起動してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00712: Oracle高可用性サービスはエラー[number]によりネットワーク・レイヤーの初期化に失敗したため中断されました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: ネットワーク・レイヤーの初期化に失敗しました。


	
処置: crsctl stop crs -fに続けてcrsctl start crsを使用して、Cluster Ready Serviceを再起動してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00713: 再起動アドバイザ・モニターの初期化中にエラーが発生しました: エラー・コード[number]。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Oracle高可用性サービスの再起動アドバイザ・モニター・コンポーネントの初期化中にエラーが発生しました。このエラーは致命的ではありません。Oracle高可用性サービスの処理は続行されます。


	
処置: クラスタウェアのアラート・ログに、エラーの詳細を説明するメッセージがあります。エラーが修正可能であれば修正し、crsctl stop crs -fに続けてcrsctl start crsを使用して、Cluster Ready Serviceを再起動してください。メッセージが見つからないか、修正する方法がわからない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00715: Oracle高可用性サービスはinit.ohasdの起動の待機中にタイムアウトしました。 
	
原因: Oracle高可用性サービスでは、正常に初期化するには、init.dがinit.ohasdを起動する必要があります。


	
処置: 1.実行レベルをチェックし、cluvfy("cluvfy stage -pre crsinst -n <nodelist>")を使用した正しい実行レベルであることを確認してください。2.実行レベルが正しい場合、init.dがinit.ohasdを起動しない理由を診断してください。









	 CRS-00800: Cluster Ready Serviceはメモリー割当ての失敗により中断されました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: メモリーの割当てに失敗しました。


	
処置: crsctl stop crs -fに続けてcrsctl start crsを使用して、Cluster Ready Serviceを再起動してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00801: Cluster Ready Serviceは実行中のプロセスのIDを取得できなかったため中断されました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: ユーザーIDを取得できませんでした。


	
処置: <crs_home>所有者を確認し、crsctl stop crs -fに続けてcrsctl start crsを使用して、Cluster Ready Serviceを再起動してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00802: Cluster Ready Serviceは特権ユーザーとしての実行に失敗したため中断されました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Cluster Ready Serviceが特権ユーザーとして実行されていませんでした。


	
処置: UNIXの場合、crsctl stop crs -fに続けてcrsctl start crsを使用して、特権ユーザーとしてCluster Ready Serviceを再起動してください。Windowsの場合、Oracle高可用性サービスの権限を確認してから、crsctl stop crs -fに続けてcrsctl start crsを使用して、Cluster Ready Serviceを再起動してください。このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00803: Cluster Ready Serviceは通信コンテキストの初期化に失敗したため中断されました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: ネットワーク・レイヤーの初期化に失敗しました。


	
処置: crsctl stop crs -fに続けてcrsctl start crsを使用して、Cluster Ready Serviceを再起動してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00804: Cluster Ready ServiceはOracle Cluster Registryエラー[string]により中断されました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Oracle Cluster Registryがエラーのため中断されました。関連するエラー・メッセージを調べ、根本的な問題を判別してください。


	
処置: 根本的な問題を解決してから、crsctl stop crs -fに続けてcrsctl start crsを使用して、Cluster Ready Serviceを再起動してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00805: Cluster Ready Serviceはエラー[number]によりCluster Synchronization Serviceとの通信に失敗したため中断されました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Cluster Synchronization Serviceに接続できません。


	
処置: crsctl stop crs -fに続けてcrsctl start crsを使用して、Cluster Ready Serviceを再起動してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00806: Cluster Ready Serviceはローカル・ノード名の取得に失敗したため中断されました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Cluster Synchronization Serviceノード名にアクセスできません。


	
処置: crsctl stop crs -fに続けてcrsctl start crsを使用して、Cluster Ready Serviceを再起動してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00807: Cluster Ready Serviceはバージョンの互換性の確認に失敗したため中断されました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Oracle Cluster Registryコンテンツは、このバージョンのCluster Ready Serviceと互換性がありません。


	
処置: 正しいバージョンのCluster Ready Serviceを開始してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00808: Cluster Ready ServiceはORA_CRS_HOME環境変数の取得に失敗したため中断されました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: 初期化時に、Cluster Ready Serviceに必要な環境変数を設定できませんでした。


	
処置: rootcrs.pl -unlockに続けてrootcrs.pl -patchを実行してから、crsctl stop crs -fに続けてcrsctl start crsを実行して、Cluster Ready Serviceを再起動してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00809: Cluster Ready ServiceはORA_CRS_HOMEパスの初期化に失敗したため中断されました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Cluster Ready ServiceのORA_CRS_HOMEパスを初期化できませんでした。


	
処置: グリッド・インフラストラクチャ・ホームまたは<crs_home>での実行権限を確認し、crsctl stop crs -fに続けてcrsctl start crsを使用して、Cluster Ready Serviceを再起動してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00810: Cluster Ready Serviceはエラー[number]によりイベント管理サービスとの通信に失敗したため中断されました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: イベント管理サービスに接続できません。


	
処置: crsctl stop crs -fに続けてcrsctl start crsを使用して、Cluster Ready Serviceを再起動してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00811: Cluster Ready Serviceは依存性グラフの作成に失敗したため中断されました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: リソースの依存関係に一貫性がありません。


	
処置: リソースの依存関係を確認してから、crsctl stop crs -fに続けてcrsctl start crsを使用して、Cluster Ready Serviceを再起動してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00812: Cluster Ready Serviceはエラー[number]によりネットワーク・レイヤーの初期化に失敗したため中断されました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: ネットワーク・レイヤーの初期化に失敗しました。


	
処置: crsctl stop crs -fに続けてcrsctl start crsを使用して、Cluster Ready Serviceを再起動してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00813: Cluster Ready Serviceはエラー[string]によりネットワーク・レイヤーの初期化に失敗したため中断されました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: ネットワーク・レイヤーの初期化に失敗しました。


	
処置: crsctl stop crs -fに続けてcrsctl start crsを使用して、Cluster Ready Serviceを再起動してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-00814: Cluster Ready Serviceはエラー[number]によりスレッドの開始に失敗したため中断されました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: スレッド作成に失敗しました。


	
処置: crsctl stop crs -fに続けてcrsctl start crsを使用して、Cluster Ready Serviceを再起動してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01001: バージョンnumberを使用してOCRがフォーマットされました。 
	
原因: OCRの場所が正常にフォーマットされました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-01002: stringからOCRがリストアされました。 
	
原因: OCRはユーザーの要求によりバックアップ・ファイルから正常にリストアされました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-01003: OCRフォーマットはバージョンnumberにダウングレードされました。 
	
原因: OCRはユーザーの要求により以前のブロック形式に正常にダウングレードされました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-01004: OCRはstringからインポートされました。 
	
原因: ユーザーの要求によりOCRコンテンツがファイルから正常にインポートされました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-01005: Oracle Clusterwareのアップグレードが完了しました。バージョンは[number, string]から[number, string]に変更されました。詳細はstringを参照してください。 
	
原因: Oracle Clusterwareは新しいバージョンに正常にアップグレードされました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-01006: OCRロケーションstringにアクセスできません。詳細はstringを参照してください。 
	
原因: OCRにアクセス中にエラーが発生しました。


	
処置: ocrcheckコマンドを実行してデバイスのアクセス権およびブロックの整合性を検証してください。エラーの発生したOCRの場所に適切なアクセス権が設定されているかどうかを調べてください。この動作が1つのノードでのみ発生するか、クラスタのすべてのノードで発生するか判別してください。-replaceオプションを指定してocrconfigコマンドを実行し、OCRの場所を置換してください。









	 CRS-01007: OCR/OCRミラー・ロケーションがstringによって置換されました。 
	
原因: OCRの場所はユーザーの要求により正常に置換されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-01008: ノードstringがOCRリクエストに応答していません。詳細はstringを参照してください。 
	
原因: ピア・ノードでOCRサーバーへの接続中にエラーが発生しました。ピアの停止の通知を指定された時間内にOCRが受け取りませんでした。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CRS-01009: OCRの構成が無効です。詳細はstringを参照してください。 
	
原因: このノードのOCR構成とクラスタの別のノードのOCR構成が一致しません。


	
処置: ocrcheckコマンドを実行して、Oracle Clusterwareが実行されているクラスタの別のノードのOCR構成を確認してください。-repairオプションを指定してocrconfigコマンドを実行し、このノードのOCR構成を修正してください。









	 CRS-01010: OCRミラー・ロケーションstringが削除されました。 
	
原因: OCRの場所はユーザーの要求により正常に削除されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-01011: OCRでは、OCRコンテンツに最新の更新が含まれるかどうかを判別できません。詳細はstringを参照してください。 
	
原因: OCRを起動できませんでした。このノードで構成されたOCRの場所に必要な投票がないか、最新に更新されていません。


	
処置: クラスタ内のこれ以外のノードに同じOCRの場所が構成されていることを確認してください。クラスタの他のノードの構成が一致しない場合、-repairオプションを指定してocrconfigコマンドを実行し、このノードの構成を修正してください。すべてのノードの構成が一致する場合、ocrdumpコマンドを実行して、既存のOCRの場所が最新に更新されていることを確認してください。-overwrirteオプションを指定してocrconfigコマンドを実行し、問題を修正してください。この手順で問題が解決されない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CRS-01012: OCRサービスがノードstringで起動されました。 
	
原因: OCRが正常に起動されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-01013: ASMディスク・グループ内のOCRロケーションにアクセスできません。詳細はstringを参照してください。 
	
原因: ASMディスク・グループ内のOCRファイルへのアクセス中にエラーが発生しました。


	
処置: asmcmdコマンドを使用して、ASMインスタンスがアクティブかどうかを確認してください。ASMインスタンスは、強制終了された場合、自動的に再起動されます。構成されているOCRの場所をocrcheck -configを使用して検出し、エラーの発生したディスク・グループがマウントされていることをasmcmdを使用して確認してください。ディスク・グループがマウントされていない場合は、マウントしてください。この動作が1つのノードでのみ発生するか、クラスタのすべてのノードで発生するか検証してください。どの処置でもエラーが解決しない場合は、ocrconfigコマンドで-replaceまたは-deleteオプションを使用して、OCRの場所を置換または削除してください。









	 CRS-01014: ファイルstringからOracle Cluster Registryをインポートするのに失敗しました 
	
原因: インポート・ファイルからデータを読み取ってクラスタ・レジストリにインポートできません。


	
処置: クラスタ・レジストリが使用可能であることを確認し、ログ・ファイルで障害の詳細を確認してください。









	 CRS-01015: ノードstringのCluster Ready Serviceを終了するリクエストは正常に完了しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: 示されたノードのCluster Ready Serviceが、先のリクエストに指定の時間内に応答しませんでした。クラスタのハングが発生するのを防ぐため、Cluster Ready Serviceは強制終了されます。


	
処置: 示されたノードのOracle Clusterwareアラート・ログで問題がないか確認してください。示されたノードでのCluster Ready Serviceの最適な実行を妨げる理由がないか確認してください。ネットワークを介してクラスタ内の他のノードから示されたノードにアクセスできるか確認してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01016: Oracle Cluster Registryフォーマットのアップグレード中に障害が検出されたため、このノードのCluster Ready Serviceは終了しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Oracle Cluster Registryフォーマットのアップグレードを調整しているノードのCluster Ready Serviceが終了しました。


	
処置: Oracle Cluster Registryフォーマットのアップグレードは、クラスタ内の別のノードによって実行されます。示されたノードのCluster Ready Serviceは自動的に再起動され、アップグレードの完了と同時に作動できるようになります。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01017: Oracle Cluster Registryフォーマットのアップグレード中にインポート・ファイルを開けなかったため、このノードのCluster Ready Serviceは終了しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: このノードのインポート・ファイルへのアクセスに失敗しました。Oracle Cluster Registryフォーマットのアップグレード中に、このノードのCluster Ready Serviceがアクティブでなかった可能性があります。


	
処置: Oracle Cluster Registryフォーマットのアップグレードは、クラスタ内の別のノードによって実行されます。このノードのCluster Ready Serviceは自動的に再起動され、アップグレードの完了と同時に作動できるようになります。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01018: このノードのOCR構成が無効なため、このノードのCluster Ready Serviceは終了しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: このノードのOCR構成とクラスタの別のノードのOCR構成が一致しませんでした。


	
処置: このノード上のOCR構成が自動的に修復され、Cluster Ready Serviceが自動的に再起動されます。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01019: OCRサービスがホストstringで終了しました。詳細はstringを参照してください。 
	
原因: OCRサービスが、内部のエラーのために終了しました。


	
処置: サービスが再起動したかどうか確認します。メッセージに示されるClusterwareアラート・ログとCRSDログを収集し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01020: Oracle Cluster Registryに無効なコンテンツがあります。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Oracle Cluster Registryのコンテンツの一部が無効でした。


	
処置: 詳細は、メッセージで示されるログ・ファイルを確認してください。ocrcheckコマンドを使用してエラーを検出し、ocrdumpコマンドを使用してレジストリ・コンテンツを確認してください。問題がある場合は、レジストリのリカバリまたはリストアが必要なことがあります。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01021: ASMディスク・グループ内のOracle Cluster Registryバックアップ・ファイルにアクセスできません。詳細はstringを参照してください。 
	
原因: Oracle Cluster Registryのバックアップの場所が存在しないか、正しくマウントされていないか、必要な権限がありません。


	
処置: このバックアップの場所が存在し、正しくマウントされており、クラスタ内のすべてのノードから参照可能であり、その権限が正しいことを確認してください。詳細は、ASMアラート・ログ・ファイルのエントリを確認してください。









	 CRS-01022: Oracle Clusterwareはノードstringをアップグレードせずに強制的にアップグレードされました。バージョンは[number, string]から[number, string]に変更されました。詳細はstringを参照してください。 
	
原因: 前述のノードがアップグレードされなかったときに、Oracle Clusterwareが強制的にアップグレードされました。


	
処置: 『Oracle Clusterware管理およびデプロイメント・ガイド』の手順に従って、前述のノードを削除してください。後でノードにアクセスできるようになったら、ノードをクラスタに追加できます。









	 CRS-01025: Oracle Clusterwareがすべてのノードで[string]にアップグレードされましたが、クラスタの操作バージョンはまだ[string]です。詳細は[string]を参照してください。 
	
原因: root upgradeスクリプトが最後のノードで失敗したためクラスタのアップグレードが完了しなかった、root upgradeスクリプトがユーザーによって割り込まれた、またはクラスタのアップグレードが進行中です。


	
処置: すべてのノードのOracle Clusterwareアラート・ログで問題がないか確認してください。最後のノードでroot upgradeスクリプトを再実行して完了し、クラスタの操作バージョンがcrsctl query crs activeversionコマンドを使用して変更されたことを確認してください。問題が解決しない場合は、diagcollection.plを実行し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01110: Oracle Clusterwareの状態が不明[number]です。 
	
原因: Oracle Clusterwareのアップグレード中に内部エラーが発生しました。


	
処置: crsctl set crs activeversionコマンドを再試行してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01111: Oracle Clusterwareのアップグレード中にエラーが発生しました。詳細は[string]を参照してください。 
	
原因: Oracle Clusterwareのアップグレード中に内部エラーが発生しました。


	
処置: crsctl check crsコマンドを使用して、CRSサービスが実行中であることを確認してください。crsctl set crs activeversionコマンドを再試行してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01112: Oracle Clusterwareの操作バージョンstringの設定に失敗しました 
	
原因: Oracle Clusterwareのアップグレード中に内部エラーが発生しました。


	
処置: crsctl set crs activeversionコマンドを再試行してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01114: 無効なアクティブ・バージョン[string]が渡されました 
	
原因: 無効なアクティブ・バージョンが渡されました。


	
処置: crsctl query crs softwareversionコマンドを使用して、有効なアクティブ・バージョンを取得してください。









	 CRS-01115: Oracleクラスタウェアはすでにアップグレードされています。 
	
原因: Oracle Clusterwareはすでに最新の操作バージョンで実行中です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-01116: Oracleクラスタウェアのアップグレードは中断されました。 
	
原因: Oracle Clusterwareコンポーネントの1つが、予期した時間内にアップグレードできませんでした。


	
処置: Oracle Clusterwareアラート・ログとCRSデーモン・ログで追加情報を確認してください。









	 CRS-01117: Oracle Clusterwareのアップグレード中にエラーが発生しました。 
	
原因: すべてのノードがアップグレードされる前に、Oracle Clusterwareの操作バージョンを変更しようとしました。


	
処置: クラスタ内のすべてのノードでroot.shスクリプトを実行してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01119: ノードstringがまだアップグレードしていない間はOracle Clusterwareのアップグレードを完了できません 
	
原因: すべてのノードがアップグレードされる前に、Oracle Clusterwareの操作バージョンを変更しようとしました。


	
処置: root.shスクリプトを実行し、クラスタ内のすべてのノードをアップグレードしてから、crsctl set crs activeversionコマンドを再試行してください。









	 CRS-01121: Oracle Clusterwareはノードstringをアップグレードせずに強制的にアップグレードされました。 
	
原因: 前述のノードがアップグレードされなかったときに、Oracle Clusterwareが強制的にアップグレードされました。


	
処置: 『Oracle Clusterware管理およびデプロイメント・ガイド』の手順に従って、前述のノードを削除してください。後でノードにアクセスできるようになったら、ノードをクラスタに追加できます。









	 CRS-01201: CRSDがノードstringで起動されました。 
	
原因: CRSの起動、ノードの再起動またはCRSDの再起動により、CRSDが起動されました。


	
処置: 必要ありません。crsctl check crsdコマンドを実行すると、CRSDの状態を検証できます。









	 CRS-01202: CRSDはノードstringで中断されました。エラー[string]。詳細はstringを参照してください。 
	
原因: これは致命的なエラーです。CRSDのログ・ファイルを調べて、原因を確認してください。


	
処置: CRSDが自動的に起動されるかどうかを確認してください。









	 CRS-01203: CRSリソースstringのフェイルオーバーに失敗しました。詳細はstringを参照してください。 
	
原因: 内部エラーのため、フェイルオーバーが失敗しました。CRSDのログ・ファイルの内容を調べて、原因を確認してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-01204: ノードstringのCRSリソースのリカバリ中です。 
	
原因: CRSリソースがリカバリされました。クラスタ・ノードがオンラインで起動している可能性があります。


	
処置: crsctl status resourceコマンドを使用して、リソースのステータスを確認してください。









	 CRS-01205: CRSリソースstringの自動起動に失敗しました。詳細はstringを参照してください。 
	
原因: クラスタ・ノードの再起動中、リソースの自動起動に失敗した場合、このメッセージが表示されます。


	
処置: crsctl start resourceコマンドを使用して、リソースを起動してください。









	 CRS-01206: リソースstringは不明状態です。リソースが完全に停止しているかどうかを確認した後、crsctl stop -fコマンドを使用してください。 
	
原因: チェックまたは停止のため、リソースが不明状態になりました。


	
処置: リソースが完全に停止しているかどうかを確認した後、crsctl stop -fコマンドを使用してください。









	 CRS-01207: リソースstringの再起動は今後試行されません。crsctlコマンドを使用して手動でリソースを再起動してください。 
	
原因: リソースが失敗しOracle Clusterwareによる再起動の試行が最大数に達したため、Oracle Clusterwareは今後リソースを再起動しようとしません。


	
処置: crsctl startコマンドを使用して、リソースを手動で再起動してください。









	 CRS-01208: Cluster Ready Serviceを終了しています(正常に起動できません)。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Cluster Ready Serviceを正常に初期化できませんでした。


	
処置: コマンドcrsctl start clusterwareを使用して、Cluster Ready Serviceを再起動してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01209: Cluster Ready Serviceを終了しています(グループ'string'への登録に失敗しました)。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Cluster Ready Serviceを正常に初期化できませんでした。


	
処置: コマンドcrsctl start clusterwareを使用して、Cluster Ready Serviceを再起動してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01210: Cluster Ready Serviceはグループ・データの更新に失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Cluster Ready Serviceは、グループのプライベート・データを新しいマスターに合せて更新できませんでした。


	
処置: コマンドcrsctl start clusterwareを使用して、Cluster Ready Serviceを再起動してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01211: Cluster Ready ServiceはCluster Synchronization Serviceによる異常終了を検出しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Cluster Synchronization Serviceレイヤーの異常終了のため、Cluster Ready Serviceを終了しています。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01212: Cluster Ready Serviceは、グループのプライベート・データに対する無効な更新を受け取りました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01213: Cluster Ready Serviceはユーザー情報の取得に失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01214: Cluster Ready ServiceはOLRコンテキストの初期化に失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Cluster Ready Serviceはローカル・レジストリにアクセスできませんでした。


	
処置: ocrcheckユーティリティを使用して、OLRのエラーを検出してください。問題がある場合は、レジストリのリカバリまたはリストアが必要なことがあります。









	 CRS-01215: Cluster Ready Serviceはローカル・ノード番号を取得できませんでした。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Cluster Ready Serviceはローカル・ノード・インカネーション番号を取得できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01216: Cluster Ready Serviceはノード・リストを決定できませんでした。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01217: Cluster Ready Serviceはノード名を取得できませんでした。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Cluster Ready Serviceはノード名を特定できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01218: 初期化中にCluster Ready Serviceエラーが発生しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Cluster Ready Serviceは基礎となるレイヤーを正常に初期化できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01219: Cluster Synchronization Serviceを利用できません。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Cluster Ready ServiceはCSSへのアクセスを初期化する必要がありましたが、できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01220: Cluster Ready Serviceはローカル・ノード番号を取得できませんでした。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Cluster Ready Serviceはローカル・ノードのノード番号を取得できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01221: Cluster Ready Serviceはローカル・ノード名の取得に失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Cluster Ready Serviceはノード名を取得できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01222: Cluster Ready Serviceは最大グループ・サイズの取得に失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Cluster Ready Serviceは最大グループ・サイズの値を取得できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01223: クラスタのアクティブ・バージョンを読取り中にCluster Ready Serviceエラーが発生しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: クラスタのアクティブ・バージョンを取得できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01224: サーバー認証例外が発生しました(例外テキストは'string')。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Cluster Ready Serviceで、ユーザー認証中にエラーが検出されました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01225: 無効なID例外が発生しました(例外テキストは'string')。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Cluster Ready ServiceはユーザーIDを検証できませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01226: ポリシー・エンジンに送るメッセージの作成に失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Cluster Ready Serviceで、通信エラーが検出されました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01227: 通信サブシステムの初期化中にエラーが発生しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Cluster Ready Serviceで、初期化中に通信エラーが検出されました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01228: ユーザー・インタフェース・サーバーの設定中にエラーが発生しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Cluster Ready Serviceで、通信エラーが検出されました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01229: イベントをリスニング中にエラーが発生しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Cluster Ready Serviceで、通信エラーが検出されました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01231: OCR内のキー'string'のオープンに失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01232: OCR内のシステム・キー'string'のセキュリティ属性を取得できませんでした。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: OCR内のシステム・キー属性の読取り中にエラーが発生しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01233: OCR用バッチ・ハンドラの初期化に失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: OCRのマルチ書込み用バッチ・ハンドラを初期化できませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01234: OCR内のキー'string'のキー値を設定中にエラーが発生しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: OCR内でバッチ書込みの実行中にエラーが発生しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01235: OCR内でマルチ書込みを行うバッチの実行中にエラーが発生しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: OCR内でバッチ書込みの実行中にエラーが発生しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01236: OCR内のキー'string'のサブキーを列挙中にエラーが発生しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: OCR内のサブキー値の読取り中にエラーが発生しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01237: OCRでサポートされる最大値の取得に失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: 最大値サイズをレジストリから読み取れませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01238: OCRのバッチにキー'string'のキー削除操作を追加しようとして失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: OCRでのキーの削除中に内部エラーが発生しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01239: Cluster Ready Serviceは予期しないエラー[string]により中断されました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: これは予期しないエラーです。関連するエラー・メッセージを調べ、根本的な問題を修正してください。


	
処置: このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01301: Oracle高可用性サービスがノードstringで起動されました。 
	
原因: Oracle高可用性サービスが起動されました。原因として、クラスタウェアの起動またはノードの再起動が考えられます。


	
処置: 必要ありません。









	 CRS-01302: Oracle高可用性サービスはノードstringで中断されました。エラー[string]。詳細はstringを参照してください。 
	
原因: これは致命的なエラーです。Oracle高可用性サービスのログ・ファイルを調べて、原因を確認してください。


	
処置: Oracle高可用性サービスが自動的に起動されるようにするかどうかを決定してください。









	 CRS-01303: OHASリソースstringのフェイルオーバーに失敗しました。詳細はstringを参照してください。 
	
原因: 指定されたリソースのフェイルオーバー処理が完了しませんでした。Oracle高可用性サービスのログ・ファイルの内容を調べて、原因を確認してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-01304: ノードstringのOHASリソースのリカバリ中です。 
	
原因: Oracle高可用性サービス・リソースがリカバリ中です。原因として、クラスタ・ノードがオンラインで起動していることが考えられます。


	
処置: crsctlコマンドを使用して、リソースのステータスを確認してください。









	 CRS-01305: OHASリソースstringの自動起動に失敗しました。詳細はstringを参照してください。 
	
原因: クラスタ・ノードの再起動中、リソースの自動起動に失敗した場合、このメッセージが表示されます。


	
処置: crsctl start resourceコマンドを使用して、リソースを起動してください。









	 CRS-01306: リソース'string'は不明状態です。リソースが完全に停止しているかどうかを確認した後、crsctl stop -fコマンドを使用してください。 
	
原因: チェックまたは停止のため、リソースが不明状態になりました。


	
処置: リソースが完全に停止しているかどうかを確認した後、crsctl stop -fコマンドを使用してください。









	 CRS-01307: リソースstringの再起動は今後試行されません。crsctlコマンドを使用して手動でリソースを再起動してください。 
	
原因: リソースが失敗しOracle Clusterwareによる再起動の試行が最大数に達したため、Oracle Clusterwareは今後リソースを再起動しようとしません。


	
処置: crsctl start resourceコマンドを使用して、リソースを手動で再起動してください。









	 CRS-01308: Oracle高可用性サービスを終了しています(正常に起動できません)。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Oracle高可用性サービスを正常に初期化できませんでした。


	
処置: クラスタウェアのインストールを再起動してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01309: Oracle高可用性サービスを終了しています(グループ'string'への登録に失敗しました)。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Oracle高可用性サービスを正常に初期化できませんでした。


	
処置: クラスタウェアのインストールを再起動してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01310: Oracle高可用性サービスはグループ・データの更新に失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Oracle高可用性サービスは、グループのプライベート・データを新しいマスターに合せて更新できませんでした。


	
処置: クラスタウェアのインストールを再起動してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01311: Oracle高可用性サービスはCluster Synchronization Serviceによる異常終了を検出しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Cluster Synchronization Serviceレイヤーの異常終了のため、Oracle高可用性サービスを終了しています。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01312: Oracle高可用性サービスは、グループのプライベート・データに対する無効な更新を受け取りました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01313: Oracle高可用性サービスはユーザー情報の取得に失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01314: Oracle高可用性サービスはOLRコンテキストの初期化に失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Oracle高可用性サービスはローカル・レジストリにアクセスできませんでした。


	
処置: ocrcheckユーティリティを使用して、OLRのエラーを検出してください。問題がある場合は、レジストリのリカバリまたはリストアが必要なことがあります。









	 CRS-01315: Oracle高可用性サービスはローカル・ノード番号を取得できませんでした。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Oracle高可用性サービスはローカル・ノード・インカネーション番号を取得できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01316: Oracle高可用性サービスはノード・リストを決定できませんでした。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01317: Oracle高可用性サービスはノード名を取得できませんでした。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Oracle高可用性サービスはノード名を決定できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01318: 初期化中にOracle高可用性サービス・エラーが発生しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Oracle高可用性サービスは基礎となるレイヤーを正常に初期化できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01319: Cluster Synchronization Serviceを利用できません。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Oracle高可用性サービスはCSSへのアクセスを初期化する必要がありましたが、できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01320: Oracle高可用性サービスはローカル・ノード番号を取得できませんでした。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Oracle高可用性サービスはローカル・ノードのノード番号を取得できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01321: Oracle高可用性サービスはローカル・ノード名の取得に失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Oracle高可用性サービスはノード名を取得できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01322: Oracle高可用性サービスは最大グループ・サイズの取得に失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Oracle高可用性サービスは最大グループ・サイズの値を取得できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01323: クラスタのアクティブ・バージョンを読取り中にOracle高可用性サービス・エラーが発生しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: クラスタのアクティブ・バージョンを取得できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01324: サーバー認証例外が発生しました(例外テキストは'string')。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Oracle高可用性サービスで、ユーザー認証中にエラーが検出されました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01325: 無効なID例外が発生しました(例外テキストは'string')。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Oracle高可用性サービスはユーザーIDを検証できませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01326: ポリシー・エンジンに送るメッセージの作成に失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Oracle高可用性サービスで、通信エラーが検出されました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01327: 通信サブシステムの初期化中にエラーが発生しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Oracle高可用性サービスで、初期化中に通信エラーが検出されました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01328: ユーザー・インタフェース・サーバーの設定中にエラーが発生しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Oracle高可用性サービスで、通信エラーが検出されました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01329: イベントをリスニング中にエラーが発生しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Oracle高可用性サービスで、通信エラーが検出されました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01330: Oracle高可用性サービスが内部エラーのため中断されました。 
	
原因: これは致命的なエラーです。Oracle高可用性サービスのログ・ファイルを調べて、原因を確認してください。


	
処置: Oracle高可用性サービスが自動的に起動されるようにするかどうかを決定してください。









	 CRS-01331: OLR内のキー'string'のオープンに失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01332: OLR内のシステム・キー'string'のセキュリティ属性を取得できませんでした。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: OLR内のシステム・キー属性の読取り中にエラーが発生しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01333: OLR用バッチ・ハンドラの初期化に失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: OLRのマルチ書込み用バッチ・ハンドラを初期化できませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01334: OLR内のキー'string'のキー値を設定中にエラーが発生しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: OLR内でバッチ書込みの実行中にエラーが発生しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01335: OLR内でマルチ書込みを行うバッチの実行中にエラーが発生しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: OLR内でバッチ書込みの実行中にエラーが発生しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01336: OLR内のキー'string'のサブキーを列挙中にエラーが発生しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: OLR内のサブキー値の読取り中にエラーが発生しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01337: OLRでサポートされる最大値の取得に失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: 最大値サイズをレジストリから読み取れませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01338: OLRのバッチにキー'string'のキー削除操作を追加しようとして失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: OLRでのキーの削除中に内部エラーが発生しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01339: Oracle高可用性サービスは予期しないエラー[string]により中断されました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: 関連するエラー・メッセージを調べ、根本的な問題を修正してください。


	
処置: このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01401: EVMDがノードstringで起動されました。 
	
原因: CRSの起動、ノードの再起動またはEVMDの再起動により、EVMDが起動されました。


	
処置: 必要ありません。crsctl check evmd'コマンドを実行すると、EVMDの状態を検証できます。









	 CRS-01402: EVMDはノードstringで中断されました。エラー[string]。詳細はstringを参照してください。 
	
原因: 内部エラーのため、EVMDが中断されました。EVMDのログ・ファイルを調べて、原因を確認してください。


	
処置: EVMDが自動的に起動されるようにするかどうかを決定し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01403: ノードstringのイベント管理サービスが終了しました。リスニング・ポートnumberが他のアプリケーションで使用されています。詳細はstringを参照してください。 
	
原因: 構成されているリスニング・ポートがこのノードの別のアプリケーションで使用されているため、イベント管理サービスが中断されました。


	
処置: 示されたリスニング・ポートを使用可能にしてください。crsctl start crsまたはcrsctl start clusterコマンドを使用して、イベント管理サービスを再起動してください。









	 CRS-01601: CSSDの再構成が完了しました。アクティブ・ノードはstringです。 
	
原因: ノードが結合しているか、クラスタから切り離されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-01602: CSSDはノードstringで中断されました。エラー[string]。詳細はstringを参照してください。 
	
原因: 示されたノードのCSSデーモンが示されたリターン・コードで中断されました。


	
処置: すべてのノードのCSSデーモン・ログおよびいずれかのCSSデーモン・コア・ファイルを収集し、Oracleサポートに連絡してください。









	 CRS-01603: ノードstringのCSSDがユーザーによってシャットダウンされました。 
	
原因: 示されたノードのCSSデーモンはユーザーによって終了されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-01604: CSSD投票ファイルがオフラインです: string。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: 示される投票ファイルがローカル・ノードで使用できません。


	
処置: 示される投票ファイルがローカル・ノードで使用可能か検証してください。









	 CRS-01605: CSSD投票ファイルがオンラインです: string。詳細はstringを参照してください。 
	
原因: CSSデーモンが有効に構成された投票ファイルを検知しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-01606: 使用可能な投票ファイル数numberは必要な投票ファイル数の下限を下回っています。CSSD中断の結果、numberによりデータの整合性が保たれます。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: 投票ファイルの数が減少したためにファイル数が不十分です。


	
処置: メッセージの指示どおりに実行してください。









	 CRS-01607: ノードstringはクラスタ・インカーネーションnumberによって削除されました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: ローカル・ノードは、示されたノードがまだアクティブであっても自身と通信できないことを検出したため、示されたノードをクラスタから強制的に削除しようとしています。


	
処置: すべてのノードのCSSデーモン・ログおよびいずれかのCSSデーモン・コア・ファイルを収集し、Oracleサポートに連絡してください。









	 CRS-01608: このノードはノードnumber、stringによって削除されました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: ローカル・ノードが示されるノードによって削除されました。


	
処置: すべてのノードのCSSデーモン・ログおよびいずれかのCSSデーモン・コア・ファイルを収集し、Oracleサポートに連絡してください。









	 CRS-01609: このノードはクラスタ内の他のノードとは通信できず、クラスタ整合性を保つため停止します。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: クラスタの一部のノードとの通信が切断され、このノードは、存続するサブクラスタとして別のサブクラスタが指定されていることを検出しました。このノードは、データの整合性を維持するために停止しました。


	
処置: クラスタ・ノード間のすべてのネットワーク接続を検証し、問題のある接続を修正してください。ネットワークに問題が見つからない場合、次の手順に従ってください。
1. すべてのノードからCSSデーモン・ログ、システム・メッセージおよびいずれかのCSSデーモン・コア・ファイルを収集してください。

2. Oracleサポートに連絡してください。











	 CRS-01610: タイムアウト間隔の90%で、ノードstring(number)のネットワーク通信がありません。クラスタからこのノードをnumber.number秒内に削除します 
	
原因: ノードからハートビート・メッセージを受け取りませんでした。ネットワークに問題があるか、示されたノードでエラーが発生したと考えられます。


	
処置: クラスタで使用しているプライベート・インターコネクト・ネットワークが正常に機能しているか確認してください。このノードと示されたノード間のすべてのケーブル、ネットワーク・カード、スイッチ/ルーターその他も確認してください。問題が発見された場合、問題を修正してください。









	 CRS-01611: タイムアウト間隔の75%で、ノードstring(number)のネットワーク通信がありません。クラスタからこのノードをnumber.number秒内に削除します 
	
原因: ノードからハートビート・メッセージを受け取りませんでした。ネットワークに問題があるか、示されたノードでエラーが発生したと考えられます。


	
処置: クラスタで使用しているプライベート・インターコネクト・ネットワークが正常に機能しているか確認してください。このノードと示されたノード間のすべてのケーブル、ネットワーク・カード、スイッチ/ルーターその他も確認してください。問題が発見された場合、問題を修正してください。









	 CRS-01612: タイムアウト間隔の50%で、ノードstring(number)のネットワーク通信がありません。クラスタからこのノードをnumber.number秒内に削除します 
	
原因: ノードからハートビート・メッセージを受け取りませんでした。ネットワークに問題があるか、示されたノードでエラーが発生したと考えられます。


	
処置: クラスタで使用しているプライベート・インターコネクト・ネットワークが正常に機能しているか確認してください。このノードと示されたノード間のすべてのケーブル、ネットワーク・カード、スイッチ/ルーターその他も確認してください。問題が発見された場合、問題を修正してください。









	 CRS-01613: 間隔上限の90%以降に完了したI/Oがありません。投票ファイルstringはnumberミリ秒間機能しないとみなされます 
	
原因: 投票ディスクI/O操作が長い時間が経過しても完了しませんでした。これは、デバイス投票ファイルにエラーが発生したか、デバイスへのI/Oパスの要素に問題があると考えられます。


	
処置: デバイスおよびI/Oパスのすべての要素が正常に動作していることを確認してください。示された投票ファイルは指定されたミリ秒の間、非アクティブであるとみなされます。ほとんどのデバイスのエラーは、ノードを再起動する必要があります。









	 CRS-01614: 間隔上限の75%以降に完了したI/Oがありません。投票ファイルstringはnumberミリ秒間機能しないとみなされます 
	
原因: 投票ディスクI/O操作が長い時間が経過しても完了しませんでした。これは、デバイス投票ファイルにエラーが発生したか、デバイスへのI/Oパスの要素に問題があると考えられます。


	
処置: デバイスおよびI/Oパスのすべての要素が正常に動作していることを確認してください。示された投票ファイルは指定されたミリ秒の間、非アクティブであるとみなされます。ほとんどのデバイスのエラーは、ノードを再起動する必要があります。









	 CRS-01615: 間隔上限の50%以降に完了したI/Oがありません。投票ファイルstringはnumberミリ秒間機能しないとみなされます 
	
原因: 投票ディスクI/O操作が長い時間が経過しても完了しませんでした。これは、デバイス投票ファイルにエラーが発生したか、デバイスへのI/Oパスの要素に問題があると考えられます。


	
処置: デバイスおよびI/Oパスのすべての要素が正常に動作していることを確認してください。示された投票ファイルは指定されたミリ秒の間、非アクティブであるとみなされます。ほとんどのデバイスのエラーは、ノードを再起動する必要があります。









	 CRS-01616: IPアドレスstringのIPMIで使用されるBMCデバイスが、ADMINアクセス用に正しく構成されていません。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: IPMI BMCは、Oracle Clusterwareで必要とされるADMINアクセス・メソッドをサポートするように構成されていません。


	
処置: BMCを構成する適切な手順は、クラスタウェア管理マニュアルを参照してください。BMC構成ツール(ipmitoolまたはipmiutil)のコマンドを使用して、現在の構成がADMINアクセス用のMD5またはパスワード検証をサポートしていることを確認してください。









	 CRS-01617: ノードstringのnodekillの実行に必要な情報が不完全です。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: Cluster Registryに格納されているnodekillの構成情報が不完全です。


	
処置: nodekillメソッドに関連するすべての情報を確認してください。









	 CRS-01618: リクエストされたnodekill情報の変更が、ノードstringで検証されていません。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: このノードのnodekill情報を検証できません。


	
処置: 追加情報は、検証を実行したノードのCRSアラート・ログに記録されています。









	 CRS-01619: IPMIデバイスへの接続に失敗したため、ノードstringのnodekill情報がこのノードで検証されていません。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: このノードのnodekill情報を検証できません。


	
処置: 追加情報は、CSSDログに記録されています。









	 CRS-01620: 権限情報が無効のため、ノードstringのnodekill情報がこのノードで検証されていません。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: このノードのkillinfo情報を検証できません。


	
処置: 追加情報は、CSSDログに記録されています。









	 CRS-01621: Oracleレジストリに格納されているこのノードのIPMI構成データが不完全です。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: IPMIのユーザー名、パスワードおよびIPアドレスなどの必要な情報が揃っていません。


	
処置: すべての情報(BMC IPMIのユーザー名、パスワードおよびIPアドレス)が揃っていることを確認してください。これには、コマンドcrsctl set css ipmiaddrおよびcrsctl set css ipmiadminを使用してください。









	 CRS-01622: 指定されたBMC IPアドレスstringのIPMIデバイスに接続できなかったため、IPMI node kill情報が検証されていません。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: 指定されたBMC IPMI IPアドレスを検証できません。


	
処置: 追加情報は、CSSDログに記録されています。









	 CRS-01623: 権限情報が無効のため、IPアドレスstringのBMCのIPMIノード停止情報が検証されていません。指定されたBMCユーザー名は'string'です。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: 指定されたBMC IPMIユーザー名およびパスワードを検証できません。


	
処置: 追加情報は、CSSDログに記録されています。









	 CRS-01624: 検証対象の他のノードがクラスタ内にないため、リクエストされたNodekill情報が変更されました。 
	
原因: これがクラスタ内の唯一のノードであるため、資格証明を検証できません。


	
処置: 検証を完了するには、このノードのクラスタウェア・スタックを停止し、別のノードを起動してからこのノードのスタックを再起動してください。









	 CRS-01625: ノードstring、番号numberが手動で停止されました 
	
原因: クラスタウェア・スタック停止コマンドがクラスタのノードに対して発行され、このノードによって確認されました。


	
処置: 必要ありません。









	 CRS-01626: 構成変更リクエストは正常に完了しました 
	
原因: 構成変更リクエストは正常に完了しました。


	
処置: 必要ありません。









	 CRS-01627: 別の構成変更を実行中のため、構成変更リクエストに失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: 別の構成変更がまだ実行中です。


	
処置: 他のコマンドが完了するまで待機し、必要に応じてコマンドを再発行してください。コマンドが成功すると、メッセージ1626が出力されます。









	 CRS-01628: 既存の投票ファイルの読取りに失敗したため、構成変更リクエストが失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: CSSDで大半の投票ファイルのリース・ブロックを読み取れませんでした。これは、投票ファイルに問題があることを示しています。


	
処置: コマンドcrsctl query css votediskを実行して、現在動作している投票ファイルのリストを取得してください。問題のある投票ファイルを削除するか、別のセットを使用できます。









	 CRS-01629: 新規投票ファイルへの書込みに失敗したため、構成変更リクエストが失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: 投票ファイルへの書込みに失敗したため、関連する構成変更が失敗しました。これは、1つ以上のノードからアクセスできない投票ファイルを追加した場合によく発生します。


	
処置: 構成変更で追加した投票ファイルがすべてのクラスタ・ノードからアクセスおよび書込みが可能であることを確認してください。可能である場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CRS-01630: 検出されない新規投票ファイルがあったため、構成変更リクエストが失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: 追加している投票ファイルの1つ以上が検出されませんでした。メッセージ1638には、見つからなかったファイルの一意IDが示されます。


	
処置: 検出文字列が新しい投票ファイルを検出するために十分かどうかを確認してください。十分でない場合は、コマンドcrsctl replace discoverystring xxxxxを使用して検出文字列を変更してください。









	 CRS-01631: 1つ以上のノードが十分なClusterwareバージョン・レベルでないため、構成変更リクエストが失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: 1つ以上のノードのバージョン・レベルが要件を満たしていません。


	
処置: すべてのノードが最新バージョンでないと、構成変更は成功しません。すべてのノードをアップグレードしてから再試行してください。









	 CRS-01632: ノードstringがクラスタ・インカーネーションnumberのクラスタから削除されています 
	
原因: 示されたノードは停止していると思われるため、ローカル・ノードがそのノードをクラスタから削除しています。


	
処置: 削除されたノードまたはそのノード上のOracle Clusterwareが停止していることを確認してください。削除されたノードのCRSアラート・ログには、そのノードまたはそのノード上のクラスタウェアがアクティブでなくなった理由に関する情報が記録されています。ノードがまだ稼働していて、そのノード上のOracle Clusterwareがまだアクティブな場合は、すべてのノードのCSSデーモン・ログおよびいずれかのCSSデーモン・コア・ファイルを収集し、Oracleサポートに連絡してください。









	 CRS-01633: CSSDがベンダー・クラスタウェアでのグループstringの登録に失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: ローカル・ノードでベンダー・クラスタウェアのグループを登録できません。


	
処置: ベンダー・クラスタウェアが正しくインストールおよび構成されていることを確認してください。









	 CRS-01634: CSSDでクラスタ名を判別できません。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: 構成からクラスタ名を確認できません。


	
処置: Oracle Clusterwareが正しくインストールされていることを確認してください。









	 CRS-01635: CSSSDでのベンダー・クラスタウェアの初期化に失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: ローカル・ノードでベンダー・クラスタウェアを追加できません。


	
処置: ベンダー・クラスタウェアが正しくインストールおよび構成されていることを確認してください。









	 CRS-01636: CSSデーモンが排他モードで開始されましたが、ノードstringにアクティブCSSがあることが判明したため終了します。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: CSSデーモンが排他モードで開始されましたが、この場合、データ整合性を保つため、他のすべてのノードでクラスタウェア・スタックが停止している必要があります。CSSデーモンが別のノードで検出されたため、このノードのCSSデーモンは終了します。


	
処置: 示されたノードで実行中のOracle Clusterwareスタックを停止してください。









	 CRS-01637: ID stringの構成済投票ファイルの位置を特定できません。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: メッセージに示された一意IDの投票ファイルが、CSS初期化の投票ファイル検出フェーズで見つかりませんでした。


	
処置: すべての構成済投票ファイルがこのノードでアクセス可能であることを確認してください。アクセスできない投票ファイルがある場合、そのファイルを削除し、適切なcrsctlコマンドを使用して、アクセス可能な投票ファイルに置き換えてください。









	 CRS-01638: 構成済投票ファイルのリストに追加されるID stringの投票ファイルの位置を特定できません。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: メッセージに示された一意IDの投票ファイルが、CSS初期化の投票ファイル検出フェーズで見つかりませんでした。この投票ファイルは、構成済投票ファイルのリストへの追加処理中です。


	
処置: 追加するすべての投票ファイルがこのノードでアクセス可能であることを確認してください。アクセスできない投票ファイルがある場合、そのファイルを削除し、適切なcrsctlコマンドを使用して、アクセス可能な投票ファイルに置き換えてください。









	 CRS-01639: 別の構成変更がすでに処理中のため、構成変更number:numberが拒否されます。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: 構成変更がリクエストされましたが、別の構成変更がすでに進行中であり、一度に処理できる構成変更は1つのみです。


	
処置: 現在の構成変更が完了するまで待機してから、この構成変更を再実行してください。









	 CRS-01640: 新規構成で1つ以上の新規投票ファイルがなかったため、構成変更number:numberが拒否されます。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: 新しい投票ファイルの一部が見つからないため、投票ファイルの追加が必要な構成変更は拒否されます。


	
処置: 投票ファイルがASMで管理されていない場合は、投票ファイル名が正しく、このノードでアクセス可能であることを確認してください。メッセージ番号1638には詳細が示されます。









	 CRS-01641: 新規構成の必要なnumberの投票ファイルのうち、位置が特定されたファイルはnumberのみのため、構成変更number:numberが拒否されました。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: 投票ファイルのリストを変更する必要がある構成変更が拒否されます。新規構成内の必要な数の投票ファイルが見つからないためです。


	
処置: 新規構成のすべての投票ファイルがこのノードでアクセス可能であることを確認してください。









	 CRS-01642: ノードnumberはこのノードで使用されているものとは異なる構成を使用しています。整合性を保つためにこのノードを停止中です。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: クラスタ内の別のノードが異なるCSS構成値のセット(ミスカウント、投票ファイルなど)を使用しています。不一致によってデータが破損する可能性があるため、データの破損を防ぐためにこのノードを停止中です。


	
処置: メッセージに示されたClusterwareアラート・ログおよびCSSDログと、クラスタ内の他のすべてのノードのCSSデーモン・ログを収集し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01643: CSS投票ディスクstringのフォーマットに失敗しました 
	
原因: 投票ファイルにアクセスしようとした際に問題が発生しました。


	
処置: 投票ファイルが存在し、適切な所有権や権限が設定されており、アクセス可能であることなどを確認してください。









	 CRS-01644: EXADATAフェンシング機能の初期化がORA-numberエラーで開始できませんでした。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: EXADATAフェンシング機能の初期化の開始が、示されたエラー・コードで失敗しました。


	
処置: 示されるエラー・メッセージの処置の項を参照してください。









	 CRS-01645: EXADATAフェンシング機能の初期化がORA-numberエラーで完了できませんでした。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: EXADATAフェンシング機能の初期化の完了が、示されたエラー・コードで失敗しました。


	
処置: 示されるエラー・メッセージの処置の項を参照してください。









	 CRS-01646: EXADATAフェンス識別子の作成がORA-numberエラーで失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: EXADATAデバイスへのフェンスの識別子の作成が、示されたエラー・コードで失敗しました。


	
処置: 示されるエラー・メッセージの処置の項を参照してください。









	 CRS-01647: EXADATAフェンスの初期化がORA-numberエラーで失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: EXADATAデバイスへのフェンスの開始が、示されたエラー・コードで失敗しました。


	
処置: 示されるエラー・メッセージの処置の項を参照してください。









	 CRS-01648: キューに入っていたEXADATAフェンス・リクエストがORA-numberエラーで完了できませんでした。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: キューに入っていた、EXADATAデバイスへのフェンスのリクエストが、示されたエラー・コードで失敗しました。


	
処置: 示されるエラー・メッセージの処置の項を参照してください。









	 CRS-01649: 投票ファイルでI/Oエラーが発生しました: string。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: 示された投票ファイルはアクセス不可能になりました。


	
処置: 示される投票ファイルがローカル・ノードで使用可能か検証してください。









	 CRS-01650: 構成変更number:numberが、ノードnumber stringによって拒否されました。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: 別のノードが変更を拒否したため、このノードからの新しい構成変更リクエストが受け入れられませんでした。


	
処置: 詳細は、この構成変更を拒否しているノードのCRSアラート・ログを確認してください。









	 CRS-01651: 構成変更number:numberが拒否されました(ノードnumberのアクティブ・バージョンが、このノードの現在の設定stringより低くなるため)。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: リクエストに含まれる新しいアクティブ・バージョンがこのノードのアクティブ・バージョンより低いため、別のノードからの新しい構成変更リクエストが受け入れられませんでした。


	
処置: 新しいアクティブ・バージョンが、クラスタ内のノードの現在のアクティブ・バージョン以上であることを確認してください。









	 CRS-01652: CRSDリソースのクリーンアップを開始しています。 
	
原因: CRSDに登録されたリソースのクリーンアップが開始されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-01653: CRSDリソースのクリーンアップに失敗しました。 
	
原因: CRSDに登録されたリソースのクリーンアップに失敗しました。


	
処置: CRSアラート・ログを調べてください。









	 CRS-01654: CRSDリソースのクリーンアップが正常に完了しました。 
	
原因: CRSDに登録されたリソースのクリーンアップが完了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-01655: ノードstringのCSSDで問題を検出し、停止を開始しました。 
	
原因: 示されたノード上のCSSデーモンが、問題を検出したためシャットダウンを開始しました。


	
処置: CRSアラート・ログを調べてください。









	 CRS-01656: 致命的なエラーのためCSSデーモンを停止中です。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: CSSデーモンの処理中に致命的なエラーが発生しました。


	
処置: アラート・ログに記録されている、その前に起きたエラーを確認してください。修正できるエラーをすべて修正します。エラーが表示されていないか、エラーを解決できない場合、Oracleサポートに連絡してください。









	 CRS-01657: 投票ファイルの検出文字列を取得できません。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: プロファイルから投票ファイル検出文字列を取得できず、そのためCSSデーモンが失敗しました。


	
処置: このノードのClusterwareアラート・ログおよびCSSDログと、クラスタ内の他のすべてのノードのすべてのCSSデーモン・ログを収集し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01658: クラスタ・ノード間の初期クラスタ・インカーネーションが一致していません。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: このノードのClusterwareアラート・ログおよびCSSDログと、クラスタ内の他のすべてのノードのすべてのCSSデーモン・ログを収集し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01659: ノードstringの停止に失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: データ整合性を保護するために示されたノードのnodekillを試みましたが、失敗しました。


	
処置: このノードのClusterwareアラート・ログおよびCSSDログと、クラスタ内の他のすべてのノードのCSSデーモン・ログを収集し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01660: CSSデーモンの停止が完了しました 
	
原因: ユーザーによりCSSデーモンのシャットダウン・コマンドが発行され、シャットダウン処理が完了しました。CSSデーモンが終了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-01661: CSSデーモンが応答していません。numberミリ秒以内に再起動します。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: CSSデーモンが応答に失敗しています。


	
処置: このノードのClusterwareアラート・ログおよびCSSDログと、クラスタ内の他のすべてのノードのCSSデーモン・ログを収集し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01662: ノードstringによりメンバー番号number、グループstringに対するメンバー停止がリクエストされました 
	
原因: 指定したノード上のプロセスによって、指定したグループのメンバーを停止するリクエストが発行されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-01663: PID stringによりnumberメンバー、グループstringに対するメンバー停止が発行されました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: 指定したグループに属するメンバーの指定したプロセスによって、メンバー停止のリクエストが発行されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-01701: 必要なコンポーネントGIPCの初期化に失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: 通信コンポーネントGIPCの初期化に失敗したため、CSSDの起動が失敗しました。


	
処置: メッセージに示されるアラート・ログとCSSDログを収集し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01702: 必要なコンポーネントOLRの初期化に失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: ローカル・リポジトリ・コンポーネントOLRの初期化に失敗したため、CSSDの起動が失敗しました。


	
処置: クラスタウェア・アラート・ログとデーモン・ログを収集し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01703: GPNPサーバー・デーモンが起動していないため、必須コンポーネントGPNPの初期化に失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: 関連するサーバーが起動していないため、構成プロファイル・サービスの初期化が失敗しました。この結果、CSSDの起動が失敗しました。


	
処置: クラスタウェア・アラート・ログとデーモン・ログを収集し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01704: 必要なコンポーネントstringの初期化に失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: CSSデーモンに必要なコンポーネントの初期化に失敗したことが原因で、CSSDの起動が失敗しました。


	
処置: クラスタウェア・アラート・ログとデーモン・ログを収集し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01705: numberの構成済投票ファイルがありましたが、numberの投票ファイルが必要です。データ整合性を保つため中断します。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: 投票ファイルの検出で、データ整合性を保つために必要な数の、有効な投票ファイルが見つかりませんでした。データの破損を回避するため、検出を中断します。


	
処置: メッセージ番号1637に従い、適切なcrsctlコマンドを使用して、見つからなかった投票ファイルを削除します。コマンドは、クラスタウェア・スタックがアクティブな別のノードで実行するか、クラスタウェア・スタックを排他モードで起動して実行してください。









	 CRS-01706: numberの投票ファイルのうち、numberが構成変更保留状態ですが、numberの投票ファイルが必要です。データ整合性を保つため中断します。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: 投票ファイルを追加または削除する構成変更の進行中に、投票ファイルの検出で、必要な数の投票ファイルが新規構成から見つかりませんでした。データの破損を回避するため、CSSデーモンを終了します。


	
処置: メッセージ番号1638に従い、適切なcrsctlコマンドを使用して、見つからなかった投票ファイルを削除します。コマンドは、クラスタウェア・スタックがアクティブな別のノードで実行するか、クラスタウェア・スタックを排他モードで起動して実行してください。









	 CRS-01707: ノードstring、番号numberのリース取得が完了しました 
	
原因: CSSDで、リース取得手順でノード番号を取得しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-01708: すべてのリース・スロットが使用中のため、ノードstringのリース取得に失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: ノードはリースの取得に失敗しました。すべてのリース・スロットが別のノードによって占有されていることが判明したためです。


	
処置: olsnodesコマンドを使用して、リースされているノードのリストを取得してください。適切なcrsctlコマンドを使用して、未使用のノードを削除してください。









	 CRS-01709: 投票ファイルが構成されていないため、ノードstringのリース取得に失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: CSSDが適切に機能するには、1つ以上の投票ファイルが必要です。構成済の投票ファイルがありません。


	
処置: 適切なcrsctlコマンドを使用して、1つ以上の投票ファイルを追加してください。









	 CRS-01710: CSSDでほとんどの投票ファイルへのアクセスに失敗したため、ノードstringのリース取得に失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: ほとんどの投票ファイルにノードからアクセスできません。


	
処置: メッセージ番号1637に従い、適切なcrsctlコマンドを使用して、見つからなかった投票ファイルを削除します。コマンドは、クラスタウェア・スタックがアクティブな別のノードで実行するか、クラスタウェア・スタックを排他モードで起動して実行してください。









	 CRS-01711: 新規ノードで使用可能なリース数がnumberからnumberへ増加しています 
	
原因: 現在使用可能なすべてのリースが使用中です。このため、使用可能なリース数の増加が行われます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-01712: ノードstringで取得したノード番号の保存に失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: CSSDは、起動中に取得したノード番号の保存に失敗しました。ノード番号は、次回以降の起動を高速化するために保存されます。このため、これは現時点では問題ではありませんが、次の起動時にパフォーマンスが低下します。


	
処置: メッセージに示されるクラスタウェア・アラート・ログ、CSSDログおよびOHASDログを収集し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01713: CSSDデーモンがstringモードで起動しています 
	
原因: CSSDがノードで起動されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-01714: 投票ファイルを検出できません。number秒間、検出を再試行します。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: 投票ファイルが検出されませんでした。次の理由が考えられます。
-投票ファイルがあるファイルシステムが利用できない

-投票ファイルが削除されている

-投票ファイルが破損している




	
処置: 投票ファイルがあるファイルシステムがアクティブで、投票ファイルが破損していないことを確認してください。必要に応じて、crsctl start crs -exclを使用して排他モードでclusterwareスタックを開始し、crsctl add css votediskを使用して投票ファイルを追加してください。









	 CRS-01715: 初期化中にCSSデーモンでエラーが発生しました。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: CSSデーモンの初期化中に致命的なエラーが発生しました。


	
処置: アラート・ログに記録されている、その前に起きたエラーを確認してください。修正できるエラーをすべて修正します。エラーが表示されていないか、エラーを解決できない場合、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01716: ソフトウェア・バージョンstringはアクティブ・バージョンstringより低いため、CSSデーモンをクラスタに追加できません。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: メッセージに示されているアクティブなバージョンにクラスタがアップグレードされましたが、メッセージに示されているとおり、このノードはより低いソフトウェア・バージョンです。


	
処置: このノードを、メッセージに示されるアクティブ・バージョンにアップグレードしてください。









	 CRS-01717: CSSデーモンが起動中に投票ファイルの追加を検出し、追加の完了を待機しています。詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: このCSSデーモンの起動中に、別のノード上で開始された投票ファイルの追加が進行しています。データ破損を防止するには、このノード上のCSSデーモンが、追加の完了を待機する必要があります。


	
処置: これは通常、自動的に解決される一時的な状況です。どのノードでもclusterwareスタックを開始できない場合、いずれかのノードで、crsctl start crs -exclに続いてcrsctl stop crsを実行して排他モードでclusterwareスタックを開始することで、この状況が修正される場合があります。これにより自動的に状況が修正され、すべてのノードでclusterwareを成城に開始できます。









	 CRS-01805: CSSデーモンに接続できません。リターン・コードnumber 
	
原因: CSS接続を初期化できませんでした。


	
処置: CSSデーモンが実行中であることを確認し、起動していない場合は再起動してください。操作を再試行してください。









	 CRS-01806: このホストのノード番号の取得中にエラーが発生しました。リターン・コードnumber 
	
原因: このノードのノード番号のリクエストに失敗しました。


	
処置: CSSデーモンが実行中であることを確認し、再起動後に失敗した操作を再試行していない場合はCSSデーモンを再起動してください。問題を示しているアラート・ログで、CSSデーモンからのエラー・メッセージを確認してください。









	 CRS-01807: 内部クラスタ構成コマンドがOCR/OLR操作に失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-01809: クラスタ構成コマンドがOCRまたはOLRのキーstringのオープンに失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: 構成の予期される部分または必須の部分が、クラスタまたはローカル・レジストリにありません。


	
処置: ocrcheckユーティリティを使用してエラーを検出し、ocrdumpユーティリティを使用してレジストリ・コンテンツを確認してください。問題がある場合は、レジストリのリカバリまたはリストアが必要なことがあります。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02001: 接続の開始時のメモリー割当てエラー 
	
原因: ターゲット・プロセスとの接続にメモリーを割り当てられませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02002: ユーザーstringによるstringへの接続が拒否されました 
	
原因: ユーザー・コマンドがターゲット・プロセスに接続できませんでした。


	
処置: 現行ユーザーに接続に十分な権限がない可能性があります。









	 CRS-02003: エラーnumberがstringへの接続時に発生しました 
	
原因: ターゲット・プロセスに接続できませんでした。


	
処置: 正しく接続されていることを確認してください。必要な場合、しばらく待ってから再試行してください。









	 CRS-02004: エラーnumberが、stringへのメッセージの送信時に発生しました 
	
原因: ユーザー・コマンドがターゲット・プロセスと正常に通信できませんでした。


	
処置: しばらく待ってから再試行してください。









	 CRS-02005: stringからのレスポンス待機中にタイム・アウトになりました 
	
原因: 時間内にターゲット・プロセスから通知が戻りませんでした。


	
処置: しばらく待ってから再試行してください。









	 CRS-02006: エラーnumberが、stringからのメッセージの受信時に発生しました 
	
原因: ターゲット・プロセスからメタ・メッセージまたはレスポンス・メッセージを受信しませんでした。


	
処置: しばらく待ってから再試行してください。









	 CRS-02007: 無効なコンポーネント・キー名<string>が使用されています 
	
原因: 指定されたコンポーネント・キー名が認識されませんでした。


	
処置: 有効なコンポーネント・キー名を指定して、コマンドを再実行してください。









	 CRS-02008: 無効なメッセージ・タイプ<number>が使用されています 
	
原因: 未認識のメッセージ・タイプが送信されました。


	
処置: 有効なコマンドを指定して再試行してください。









	 CRS-02009: ユーザーstringの認証を取得できません 
	
原因: 現行ユーザーの接続は認証されていません。


	
処置: 別のユーザーとしてログインし、操作を再試行してください。









	 CRS-02010: stringからのレスポンス・メッセージが無効です 
	
原因: レスポンス・メッセージの書式が正しくありません。


	
処置: しばらく待ってから再試行してください。









	 CRS-02011: 索引numberのレスポンスがstringからのレスポンス・メッセージにありません 
	
原因: レスポンス・メッセージの指定の索引にレスポンスが含まれていませんでした。


	
処置: これが予期しない結果である場合は、しばらく待ってから再試行してください。









	 CRS-02012: コマンドで構文エラーがあります 
	
原因: コマンド構文が無効です。


	
処置: crsctl debug -hを発行して、コマンド構文の詳細を確認してください。,と;の違いに注意してください。









	 CRS-02101: バージョンnumberを使用してOLRがフォーマットされました。 
	
原因: OLRの場所が正常にフォーマットされました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02102: OLRはファイルstringからリストアされました。 
	
原因: OLRはユーザーの要求によりバックアップ・ファイルから正常にリストアされました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02103: OLRフォーマットはバージョンnumberにダウングレードされました。 
	
原因: OLRはユーザーのリクエストにより以前のブロック形式に正常にダウングレードされました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02104: OLRはstringからインポートされました。 
	
原因: ユーザーのリクエストによりOLRコンテンツがファイルから正常にインポートされました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02105: OLRのアップグレードが完了しました。バージョンはnumberからnumberに変更されました。詳細はstringを参照してください。 
	
原因: OLRは新しいブロック形式に正常にアップグレードされました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02106: OLRロケーションstringにアクセスできません。詳細はstringを参照してください。 
	
原因: OLRにアクセス中にエラーが発生しました。


	
処置: ocrcheck -localコマンドを使用してデバイスのアクセス権およびブロックの整合性を検証してください。エラーの発生したOLRの場所に適切なアクセス権が設定されているかどうかを調べてください。









	 CRS-02112: OLRサービスがノードstringで起動されました。 
	
原因: OLRが正常に起動されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02114: ファイルstringからOracle Local Registryのインポートに失敗しました 
	
原因: インポート・ファイルからデータを読み取ってローカル・レジストリにインポートできません。


	
処置: ローカル・レジストリが使用可能であることを確認し、ログ・ファイルで障害の詳細を確認してください。









	 CRS-02120: Oracle Local Registryに無効なコンテンツがあります。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: Oracle Local Registryコンテンツの一部が無効でした。


	
処置: 詳細は、メッセージで示されるログ・ファイルを確認してください。ocrcheck -localコマンドを使用してエラーを検出し、ocrdump -localコマンドを使用してレジストリ・コンテンツを確認してください。問題がある場合は、レジストリのリカバリまたはリストアが必要なことがあります。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02301: GPnP: string 
	
原因: これは、GPnPレイヤーからアラート・ログに送られるメッセージです。


	
処置: 示されているメッセージを確認し、適切に対応してください。









	 CRS-02302: GPnPプロファイルを取得できません。エラーstring (string)。 
	
原因: GPnPプロファイルの取得操作に失敗しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02303: GPNPDはローカル・ノードで実行されていません。 
	
原因: GPNPDはローカル・ノードで実行されていません。GPnPリクエストは完了できません。


	
処置: GPNPDが実行中であることを確認し、操作を再試行してください。









	 CRS-02304: GPnPプロファイルの署名の検証に失敗しました。stringリクエストは中断されました。 
	
原因: GPnPのリクエストまたはリクエスト結果で使用されるGPnPプロファイルに、有効な署名がありません。


	
処置: このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02305: GPnPリソース検出(MDNSD)はローカル・ノードで実行されていません。 
	
原因: GPnPリソース検出に失敗しました。


	
処置: リソース検出サービス(MDNSD)がローカル・ノードで実行されることを確認してください。









	 CRS-02306: ホスト"string"のGPnPサービスが見つかりません。 
	
原因: リクエストされたホスト上のリモートGPnPサービスが、リソース検出結果に検出されませんでした。


	
処置: ホストが起動しており、clusterware GPnPサービス(MDNSDおよびGPNPD)が起動し、実行中で、ネットワーク接続が利用できることを確認してください。









	 CRS-02310: 致命的エラー: NZセキュリティ機能の初期化に失敗しました。 
	
原因: GPnPセキュリティ・コンポーネントの初期化中にエラーが発生しました。


	
処置: このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02311: 致命的エラー: リソース検出の初期化に失敗しました。RDエラー: string(number)。RDプロバイダが正しくインストールされていることを確認してください。 
	
原因: GPnPリソース検出(RD)の初期化中にエラーが発生しました。


	
処置: このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02312: 致命的エラー: XDKの初期化に失敗しました。XDKエラーstring(number)。 
	
原因: Xml Development Kitコンポーネント(XDK)の初期化中にエラーが発生しました。


	
処置: このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02313: 致命的エラー: GIPC通信レイヤーの初期化に失敗しました。GIPCエラー: string(number)。 
	
原因: GIPC通信レイヤーの初期化中にエラーが発生しました。


	
処置: このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02314: 致命的エラー: サブシステムのロックを初期化できません。 
	
原因: サブシステムのロックの初期化中にエラーが発生しました。


	
処置: このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02315: 致命的エラー: GPnPの証明書鍵プロバイダの初期化に失敗しました。 
	
原因: GPnPの証明書鍵プロバイダのデータが見つからないか、破損しています。


	
処置: このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02316: 致命的エラー: GPnP string (string)を初期化できません。 
	
原因: 一般的なGPnP初期化エラー。


	
処置: このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02317: 致命的エラー: ローカルGPnPセキュリティ・キー(ウォレット)を取得できません。 
	
原因: GPnPウォレットのディレクトリまたはファイルが見つからないか、破損しています。


	
処置: このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02318: GPNPDが見つかりません。 
	
原因: ローカルGPnPサービスが見つかりません。


	
処置: 必ずGPNPDを実行してください。









	 CRS-02319: GPnPプロファイルでクラスタ名が見つかりません。 
	
原因: プロファイルが無効です。必須のclusternameパラメータを指定する必要があります。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02322: 致命的エラー: ローカルGPnPプロファイルを取得できません。GPnPプロファイル・キャッシュ・プロバイダの初期化中にエラーが発生しました。 
	
原因: ローカルGPnPの設定が無効です。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02323: GPnPプロファイル・キャッシュ・プロバイダの1つを初期化中にエラーが発生しました。 
	
原因: ローカルGPnPの設定が無効です。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02324: GPnPプロファイルのプッシュ中にエラーが発生しました。 
	
原因: GPnPプロファイルの更新が部分的に失敗しました。


	
処置: 更新を再試行してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02325: リクエストされたクラスタ・ノードからGPnPプロファイルを取得できません。 
	
原因: リモート・ノードからのGPnPプロファイルの取得に失敗しました。


	
処置: 更新を再試行してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02326: GPnPプロファイルがクラスタ・ノード間で異なっています。string 
	
原因: GPnPプロファイルがクラスタ・ノード間で異なっています。


	
処置: 更新を再試行してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02327: GPNPDはすでにノードstringで実行中です。終了しています。 
	
原因: GPnPサービス・インスタンスはすでにノードで実行中です。


	
処置: 既存のGPNPDインスタンスをまず停止してください。









	 CRS-02328: GPNPDがノードstringで起動されました。 
	
原因: GPnPサービスがノードで起動されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02329: ノードstringのGPNPDは停止されました。 
	
原因: GPnPサービスがリクエストによって停止されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02330: GPNPDはGPnPピアのリスニングの開始に失敗しました。 
	
原因: GPnPサービスでサーバー・エンドポイントを開けませんでした。


	
処置: GPNPDログで原因を確認してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02331: "string"からGPnPプロファイルを取得中にエラーが発生しました。 
	
原因: リモート・ノードからのリモートGPnPプロファイルの取得操作に失敗しました。


	
処置: リクエストを再試行してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02332: "string"へのGPnPプロファイルのプッシュ中にエラーが発生しました 
	
原因: リモート・ノードへのGPnPプロファイルのプッシュ操作に失敗しました。


	
処置: リクエストを再試行してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02333: GPnPプロファイルをローカル・キャッシュに書き込めませんでした。 
	
原因: GPNPDサービスでGPnPプロファイルをローカル・キャッシュに保存できませんでした。


	
処置: クラスタウェア・ホームに10MB以上のディスク空き領域があることを確認してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02334: 保留中のGPnPプロファイルをローカル・キャッシュから削除できませんでした。 
	
原因: GPNPDサービスでGPnPプロファイルをローカル・キャッシュから削除できませんでした。


	
処置: このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02335: 保留中のGPnPプロファイルをローカル・キャッシュに書き込めませんでした。 
	
原因: GPNPDサービスでGPnPプロファイルをローカル・キャッシュに保存できませんでした。


	
処置: クラスタウェア・ホームに10MB以上のディスク空き領域があることを確認してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02340: 受信したgpnpメッセージの処理中にエラーが発生しました。 
	
原因: 無効なGPnPメッセージを受信しました。


	
処置: gpnpクライアントおよびGPNPDのログで詳細を確認してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02341: ノードstringのGPNPDは信号numberにより停止されています。 
	
原因: 受信した信号が原因で、GPnPサービスを停止しています。


	
処置: クラスタ管理者に連絡してください。









	 CRS-02342: GPnPメッセージングがエラーを受信しました: string(string)。 
	
原因: GPnPメッセージ・エラーを受信しました。


	
処置: このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02401: クラスタ時刻同期化サービスがホストstringで起動されました。 
	
原因: 示されたノードでクラスタ時刻同期化サービスが正常に起動されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02402: クラスタ時刻同期化サービスがホストstringで中断されました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: 内部エラーによりクラスタ時刻同期化サービスが中断されました。クラスタ時刻同期化サービスのログ・ファイルを調べて、原因を確認してください。


	
処置: クラスタ時刻同期化サービスが自動的に起動されるようにするかどうかを決定してください。









	 CRS-02403: ホストstringのクラスタ時刻同期化サービスはオブザーバ・モードになっています。 
	
原因: クラスタ時刻同期化サービスが、クラスタの1つ以上のノードでベンダーのアクティブな時刻同期化サービスを検出しました。


	
処置: Oracle Clusterwareでは、時刻同期化サービスがアクティブ・モードであることが必要です。Oracle Clusterwareは、ベンダーの時刻同期化サービスまたはOracle Cluster Time Synchronization Serviceと連携します。クラスタ時刻同期化サービスをアクティブ・モードに変更するには、すべてのノードでベンダーの時刻同期化サービスの停止と構成解除を行ってください。









	 CRS-02404: クラスタ時刻同期化サービスは、ローカル時刻が平均クラスタ時刻と大きく異なることを検知しました。詳細はstringを参照してください。 
	
原因: ローカル時刻と参照ノードの時刻の差が大きすぎて修正できませんでした。


	
処置: ローカル・ノードのOracle Clusterwareを停止してください。ネイティブ・プラットフォームまたはOSのメソッドを使用して時計を調整してください。ローカル・ノードのOracle Clusterwareを再起動してください。









	 CRS-02405: ホストstringのクラスタ時刻同期化サービスがユーザーによって停止されました 
	
原因: 示されたノードのクラスタ時刻同期化サービスがユーザーによって終了されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02406: クラスタ時刻同期化サービスがホストstringでタイムアウトになりました。詳細はstringを参照してください。 
	
原因: クラスタ時刻同期化サービスのアクションが失敗しました。参照ノードからの情報は破棄されました。


	
処置: クラスタ・ノード間のすべてのネットワーク接続を検証し、問題のある接続を修正してください。ネットワークの問題が見つからない場合は、次の処置を実行してください。
1. diagcollection.plを実行してください。

2. Oracleサポート・サービスに連絡してください。











	 CRS-02407: 新しいクラスタ時刻同期化サービスの参照ノードはホストstringです。 
	
原因: 新しいクラスタ時刻同期化サービスの参照ノードが選択されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02408: ホストstringの時計は、平均クラスタ時刻と同期化するために、クラスタ時刻同期化サービスによって更新されました。 
	
原因: 時計が更新されて平均クラスタ時刻と同期化されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02409: ホストstringの時計は平均クラスタ時刻と同期化されていません。クラスタ時刻同期化サービスがオブザーバ・モードで実行されているため、アクションは実行されていません。 
	
原因: 時計が平均クラスタ時刻と同期化されていませんでした。クラスタ時刻同期化サービスがオブザーバ・モードで実行されているため、アクションは実行されていません。


	
処置: ノード上のベンダーの時刻同期化サービスを正しく操作するようにしてください。









	 CRS-02410: ホストstringのクラスタ時刻同期化サービスはアクティブ・モードになっています。 
	
原因: クラスタ時刻同期化サービスが、クラスタのどのノードでもベンダーのアクティブな時刻同期化サービスを検出しませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。クラスタ時刻同期化サービスよりもベンダーの時刻同期化サービスを優先する場合は、すべてのノードでベンダーの時刻同期化サービスを構成して起動し、クラスタ時刻同期化サービスをオブザーバ・モードに変更してください。









	 CRS-02411: ローカル時刻が平均クラスタ時刻と大きく異なるため、クラスタ時刻同期化サービスによる時刻の同期化に長い時間がかかります。詳細はstringを参照してください。 
	
原因: ローカル時刻と参照ノードの時刻の差が大きすぎて、短時間で同期化できませんでした。


	
処置: (オプション)時刻を参照ノードと瞬時に同期化するには、このノードのOracle Clusterwareを停止して再起動してください。









	 CRS-02412: クラスタ時刻同期化サービスは、ローカル時刻が平均クラスタ時刻と大きく異なることを検知しました。詳細はstringを参照してください。 
	
原因: ローカル時刻と参照ノードの時刻の差が大きすぎました。クラスタ時刻同期化サービスがオブザーバ・モードで実行されていたため、アクションは実行されていません。


	
処置: ノード上のベンダーの時刻同期化サービスを正しく操作するようにしてください。または、クラスタ時刻同期化サービスをアクティブ・モードに変更するには、すべてのノードでベンダーの時刻同期化サービスの停止と構成解除を行ってください。









	 CRS-02413: 参照ノードのネットワーク待機時間が長かったため、クラスタ時刻同期化サービスがステップ時間を同期できませんでした。ローカル時刻は平均クラスタ時刻と大きく異なりません。クラスタ時刻同期化サービスはslew時刻同期モードに入っています。 
	
原因: クラスタ時刻同期化サービスは、ネットワーク待機時間が長くなりました。ローカル時刻は平均クラスタ時刻と大きく異なりませんでした。そのため、クラスタ時刻同期化サービスは、slew時刻同期でシステム時間を維持します。


	
処置: 大幅なネットワーク遅延の根本原因を判別し、必要に応じて適切な修復を実行してください。









	 CRS-02414: 参照ノードのネットワーク待機時間が長かったため、クラスタ時刻同期化サービスがステップ時間を同期できませんでした。ローカル時刻が平均クラスタ時刻と大きく異なります。クラスタ時刻同期化サービスを中断しています。 
	
原因: クラスタ時刻同期化サービスは、ネットワーク待機時間が長くなりました。ローカル時刻は平均クラスタ時刻と大きく異なりませんでした。そのため、クラスタ時刻同期化サービスを中断しています。


	
処置: ローカル・ノードのOracle Clusterwareを停止します。大幅なネットワーク遅延の根本原因を判別します。必要に応じて適切な修復を実行してから、ローカル・ノードのOracle Clusterwareを再起動してください。









	 CRS-02500: リソース'string'は実行されていないため、停止できません 
	
原因: 実行されていないリソースを停止するリクエストが受信されました。


	
処置: リソースの現在の状態(すでに実行されていないかどうか)を確認してください。









	 CRS-02501: リソース'string'は無効です 
	
原因: リソースは現在無効であるため、操作できない可能性があります。


	
処置: リソースを有効化し、リクエストを再実行してください。









	 CRS-02502: リソース'string'には、リソース'string'のため依存性エラーがあります 
	
原因: 指定されたリソースの依存性が原因で、実行しようとした操作に失敗しました。


	
処置: 実行しようとした操作が今も必要かどうかを確認してください。必要な場合は、指定されたリソースとその状態を評価し、対処措置を決定してください。









	 CRS-02503: リソース'string'は不明状態であり、先に停止する必要があります 
	
原因: リソースは、不明状態の間は操作できません。


	
処置: リソースを手動で停止し、リソースがオフラインであることを確認してから、リクエストを再実行してください。









	 CRS-02504: リソース'string'は、配置ポリシーを満たすオンライン・サーバー上のいずれにも配置できません 
	
原因: リソースの配置ポリシーによる制約のため、リソースを配置できません。


	
処置: リソースの配置ポリシーを変更するか、リクエストを再確認してください。









	 CRS-02505: 'string'に対しては別の操作が実行されています。後で再試行してください 
	
原因: 指定されたオブジェクトに対して別の操作が実行中です。


	
処置: 通常は、待機してから再試行するか、リクエストをキューに入れるかのいずれかを実行します。









	 CRS-02506: 'string'の操作は取り消されました 
	
原因: スケジュール済または実行中の操作は取り消されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02507: 修飾子'string'(依存性'string')はサポートされていません 
	
原因: 修飾子が無効です。


	
処置: 依存性の指定を確認し、示された問題を修正して、リクエストを再実行してください。









	 CRS-02508: 依存性'string'の指定が不完全です 
	
原因: 指定された依存オブジェクトは、依存性の指定に含まれていません。


	
処置: 依存性の指定を確認し、示された問題を修正して、リクエストを再実行してください。









	 CRS-02509: リソース・タイプ'string'(依存性'string' で使用)が存在しないか、登録されていません 
	
原因: 依存性の指定で参照されるリソース・タイプが見つかりません。


	
処置: 依存性の指定を確認し、示された問題を修正して、リクエストを再実行してください。









	 CRS-02510: リソース'string'(依存性'string' で使用)は存在しないか、登録されていません 
	
原因: 依存性の指定で参照されるリソースが見つかりません。


	
処置: 依存性の指定を確認し、示された問題を修正して、リクエストを再実行してください。









	 CRS-02511: 属性'string'は、リソース'string'についてper-X基準で指定できません 
	
原因: 指定された属性がper-X基準で指定されましたが、この属性にはこの指定は許可されていません。


	
処置: 指定を削除してください。









	 CRS-02512: 'string'の属性形式はリソース'string'では無効です 
	
原因: 指定が有効な形式に従っていません。


	
処置: 指定を修正し、リクエストを再実行してください。









	 CRS-02513: 'string'の属性形式は無効です 
	
原因: 指定が有効な形式に従っていません。


	
処置: 指定を修正し、リクエストを再実行してください。









	 CRS-02514: 依存性属性の指定'string'は、リソース'string'では無効です 
	
原因: リレーションの指定が有効な形式に従っていません。


	
処置: 指定を修正し、リクエストを再実行してください。









	 CRS-02515: リソース'string'に循環依存が見つかりました 
	
原因: リソースの依存性の指定に循環依存があります。


	
処置: 循環依存は許可されていません。プロファイルを変更し、再実行してください。









	 CRS-02516: サーバー・プールは、リソース'string'に指定されていません 
	
原因: リソース・プロファイルにはサーバー・プールが指定されていません。


	
処置: 既存のサーバー・プールまたはHOSTING_MEMBERSをプロファイルで指定し、リクエストを再実行してください。









	 CRS-02517: 必須の属性'string'がリソース'string'に指定されていません 
	
原因: 必須の属性がリソース・プロファイルにありません。


	
処置: 属性をプロファイルに追加し、リクエストを再実行してください。









	 CRS-02519: 'string'または'string'のいずれかを、'string'が'string'の場合指定する必要があります 
	
原因: 両方のパラメータが指定されたか、どちらのパラメータも指定されませんでした。


	
処置: 2つのうちの1つのみを指定し、再実行してください。









	 CRS-02520: 値'string'(属性'string')が無効です 
	
原因: 属性に指定された値が不適切または無効です。


	
処置: 値を確認し、問題を修正して、リクエストを再実行してください。









	 CRS-02521: 読取り専用属性'string'は変更できません 
	
原因: 読取り専用の属性を変更しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02522: 値が指定されていません 
	
原因: 値に何も指定されていません。


	
処置: 有効な値を指定してください。









	 CRS-02523: 値の指定で無効な文字が使用されています 
	
原因: 値の指定に使用された1つ以上の文字が不適切です。


	
処置: 有効な値を指定してください。









	 CRS-02524: 値の指定には'string'/'string'/'string'/'string'/'string'/'string'のみを含めることができます 
	
原因: 指定された値は、許可されている値ではありません。


	
処置: 値は、示された許可されている値のいずれかである必要があります。有効な値を指定してください。









	 CRS-02525: リソース'string'のすべてのインスタンスはすでに実行中です。強制オプションが指定されていないため移動は許可されません 
	
原因: リソースのすべてのインスタンスは実行中であり、起動リクエストに強制オプションが指定されていません。


	
処置: 強制オプションを指定するか、リクエストの必要性を判断してください。









	 CRS-02526: リソース'string'('string'で起動)の使用可能なインスタンスがありません 
	
原因: リソースのすべてのインスタンスはすでに実行中であるか、指定されたサーバーで起動できません。


	
処置: 追加のインスタンスを作成するか、リクエストの必要性を判断してください。









	 CRS-02527: 'string'を起動できません。'string'依存性が'string'にあります 
	
原因: リソースが、依存している別のエンティティにより起動を阻止され、起動/移動できません。


	
処置: このメッセージは通常、依存先リソースの問題の詳細を示す別のメッセージと対になっています。そのメッセージで推奨される処置に従ってください。









	 CRS-02528: 可能性のあるすべてのサーバーはリソースによって占有されているため、'string'のインスタンスを配置できません 
	
原因: リソースを配置できるすべてのサーバーは、リソースのインスタンスをすでにホストしています。


	
処置: 別のサーバーを追加するか、リソースの配置パラメータを変更して、追加サーバーへの配置を可能にしてください。









	 CRS-02529: 'string'は、強制オプションが指定されていない場合、'string'の停止または移動が必要であるため処理できません 
	
原因: リソースを操作するには他のリソースを停止または移動する必要があり、このためには強制オプションが指定されている必要がありますが、このオプションが未指定です。


	
処置: リクエストを再確認し、リクエストが適切な場合は、強制オプションを設定して再実行してください。









	 CRS-02530: 'string'は、'string'にそれに対する停止時刻'string'依存性があるため、停止できません 
	
原因: リソースは別のリソースに依存していて、その別のリソースに問題があるため、リソースを停止できません。


	
処置: このメッセージは通常、依存先リソースの問題の詳細を示す別のメッセージと対になっています。そのメッセージで推奨される処置に従ってください。









	 CRS-02531: 'string'の操作中に内部エラーが発生しました 
	
原因: これは、まったく予期しない内部エラーに対する汎用的メッセージです。


	
処置: このメッセージは通常、問題をより詳細に説明した別のメッセージの後に発行されます。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02532: 'string'のOCR書込みに失敗しました 
	
原因: 原因は不明ですが、このメッセージは通常、OCRが破損している、または使用不可であること、キーを更新する権限がないこと、あるいはOCRコードのソフトウェアに不具合があることを示します。


	
処置: OCRにアクセスできることを検証し、キーに対する権限が適合することを確認してください。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02533: サーバー'string'は停止しています。'string'の操作を実行できません 
	
原因: サーバーが停止しているため、操作を実行できません。


	
処置: 別のサーバーを使用してください。









	 CRS-02534: リソース・タイプ'string'は登録されていません 
	
原因: 指定されたリソース・タイプは登録されていません。


	
処置: リクエストを再確認してください。









	 CRS-02535: リソース・タイプ'string'には属性'string'がないため、更新できません 
	
原因: 存在しない属性は変更できません。


	
処置: リクエストを再確認してください。









	 CRS-02536: 必須の属性'string'が'string'に指定されていません 
	
原因: 必須の属性がエンティティのプロファイルにありません。


	
処置: 属性をプロファイルに追加し、リクエストを再実行してください。









	 CRS-02537: リソース・タイプ'string'は直接拡張できません。かわりにその拡張を使用してください 
	
原因: このタイプは拡張できません。


	
処置: このタイプの拡張であるタイプを使用してください。









	 CRS-02538: 属性'string'の値のタイプが正しくありません(文字列である必要があります) 
	
原因: 値のタイプが正しくありません。


	
処置: 値を適切なタイプとして指定して、リクエストを再実行してください。









	 CRS-02539: 'string'という名前のリソースはすでに登録されています 
	
原因: 指定された名前のリソースはすでに登録されています。


	
処置: 新しいリソースには一意の名前を使用してください。









	 CRS-02540: 属性'string'の値のタイプが正しくありません(整数である必要があります) 
	
原因: 値のタイプが正しくありません。


	
処置: 値を適切なタイプとして指定して、リクエストを再実行してください。









	 CRS-02541: サーバー・プール'string'は登録されていません 
	
原因: 指定されたサーバー・プールは登録されていません。


	
処置: リクエストを再確認してください。









	 CRS-02542: タグ'string'が、競合する'string'および'string'の両方の属性で指定されています 
	
原因: 同じタグが排他サーバー・プールの指定と重複サーバー・プールの指定に使用されています。これらの要件は同時に満足できません。


	
処置: いずれかの属性からタグを削除してください。









	 CRS-02543: 属性'string'にタイプが指定されていません 
	
原因: 属性に値のタイプが指定されていません。


	
処置: 適切なタイプを指定して再実行してください。









	 CRS-02544: 名前'string'は、許可されている最大文字数'number'を超えています 
	
原因: 名前が長すぎます。


	
処置: より短い名前を使用してください。









	 CRS-02545: 'string'で操作できません。string 
	
原因: 指定されたエンティティは、別の操作の一部として現在ロックされています。


	
処置: しばらく待ってからリクエストを再実行してください。









	 CRS-02546: サーバー'string'がオンラインではありません 
	
原因: 指定されたサーバーはオンラインではないため、操作は無効です。


	
処置: オンラインのサーバーの名前を指定してください。









	 CRS-02547: 内部または読取り専用属性'string'(リソース'string')の更新は許可されていません 
	
原因: 内部または読取り専用属性は更新できません。


	
処置: 内部および読取り専用属性をリクエストから除外してください。









	 CRS-02548: 'string'の循環依存が'string'から検出されました 
	
原因: 依存性グラフの循環があります。循環は許可されていません。


	
処置: 依存性グラフを再確認してください。









	 CRS-02549: リソース'string'は配置ポリシーに対して有効な候補ではないため、'string'に配置できません 
	
原因: リソースの配置ポリシーによる制約のため、リソースを配置できません。


	
処置: リソースの配置ポリシーを変更するか、リクエストを再確認してください。









	 CRS-02550: リソース'string'には、サーバー'string'にオフライン以外のインスタンスがあるため、フェイルオーバーできません 
	
原因: リソースを、指定されたサーバーからフェイルオーバーできません。これは、指定されたサーバー上にまだ使用可能な、オフラインでないリソースのインスタンスが他にもあるためです。フェイルオーバーはサーバー上のリソースのインスタンス全体に対してしか実行できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02551: リソース'string'は、移動できないタイプ'string'であるためフェイルオーバーできません 
	
原因: ローカル・リソースは、あるサーバーから別のサーバーに移動できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02552: 起動するリソース'string'の使用可能なインスタンスがありません。 
	
原因: リソースのすべてのインスタンスが、ONLINE状態またはUNKNOWN状態です。


	
処置: リクエストの必要性を判断してください。









	 CRS-02553: サーバー・プール'string'は、存在しないため登録解除できません 
	
原因: 削除しようとしているサーバー・ブールが存在しません。


	
処置: 削除しようとしているサーバー・ブールが存在することを確認してください。









	 CRS-02554: サーバー・プール'string'は、リソース'string'によって参照されているため登録解除できません 
	
原因: 削除しようとしているサーバー・ブールは、他から参照されています。


	
処置: 削除しようとしているサーバー・ブールが他のエンティティから参照されていないことを確認してください。









	 CRS-02555: リソース'string'は、ローカル・リソースであるため移動できません 
	
原因: ローカル・リソースが移動できないため、リクエストは完了できません。


	
処置: リクエストを再確認してください。









	 CRS-02556: リソース'string'は、移動の試行の失敗後、元の状態にリストアできません 
	
原因: リソースの移動の失敗後、crsdでリソースをリストアできませんでした。


	
処置: 手動の操作が必要な場合があります。リソースの起動を再試行してください。









	 CRS-02557: サーバー・プール'string'は、サーバー・プール'string'によって参照されているため、登録解除できません 
	
原因: 削除しようとしているサーバー・ブールは、他から参照されています。


	
処置: 削除しようとしているサーバー・ブールが他のエンティティから参照されていないことを確認してください。









	 CRS-02558: リソース・タイプ'string'は、これに基づくタイプが存在するため登録解除できません。 
	
原因: タイプに派生タイプがある場合、そのタイプは登録解除できません。


	
処置: 派生タイプを削除してから、このタイプを削除してください。









	 CRS-02559: リソース・タイプ'string'には、次のリソースがあるため登録解除できません: string 
	
原因: タイプにリソースが登録されている場合、そのタイプは登録解除できません。


	
処置: 示されたリソースを削除してから、このタイプを削除してください。









	 CRS-02560: リソース・タイプ'string'は存在しません 
	
原因: 参照されたリソース・タイプが存在しません。


	
処置: 正しいタイプを指定してください。









	 CRS-02561: リソース・タイプ'string'は、リソース'string'によって参照されているため登録解除できません 
	
原因: タイプがリソースの依存性で参照されている場合、そのタイプは登録解除できません。


	
処置: 依存性内でこのタイプを参照している既存のリソースがないようにしてください。









	 CRS-02562: リソース'string'は、実行されていないため移動できません 
	
原因: 現在実行中のリソースのみを移動できます。


	
処置: リクエストを発行する前に、リソースが実行中であることを確認してください。









	 CRS-02563: リソース'string'('string')を起動しようとしましたが失敗しました。'string'で再試行します。 
	
原因: サーバーで、対象(ターゲット・メンバー)を指定せずにリソースを起動しようとしましたが失敗しました。再試行中です。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 CRS-02564: リソース'string'の移動に失敗しました。'string'でこのリソースのリストアを試行します。 
	
原因: リソース移動操作で、使用可能ないずれのサーバーにもリソースを移動できませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 CRS-02565: リソース'string'を'string'に移動しようとしましたが失敗しました。'string'で再試行します。 
	
原因: サーバーで、対象(ターゲット・メンバー)を指定せずにリソースを移動しようとしましたが失敗しました。再試行中です。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 CRS-02566: ユーザー'string'に、リソース'string'を操作するための権限が十分にありません。これは、依存性の指定に含まれます。 
	
原因: ユーザーにはリソースを操作する権限がありません。この操作を許可すると、現在のリソースが将来起動できなくなるかオンライン状態を続行できなくなるためです。


	
処置: この操作を実行するユーザーには、リソース依存性ツリーの全体を操作するアクセス権限が必要です。依存リソースのアクセス権を変更してユーザーにこの権限を付与するか、権限を持つ別のユーザーがこの操作を実行する必要があります。









	 CRS-02567: 属性'string'のデフォルト値の解析中にエラーが発生しました 
	
原因: 指定されたデフォルト値が適切ではありません。


	
処置: 値がそのタイプに適切であることを確認してください。









	 CRS-02568: ベース・リソース・タイプ名'string'が存在しません 
	
原因: 使用されたベース・タイプの名前が無効です。


	
処置: ベースとして既存のタイプを使用してください。









	 CRS-02569: サポートされていない値タイプが属性'string'で使用されています 
	
原因: サポートされていない値タイプが属性の定義で指定されました。


	
処置: サポートされているタイプを使用してください。









	 CRS-02570: 内部エラー: オブジェクトの数'number'がリストの数'number'と異なります 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02571: 依存性の種類'string'がリソース'string'に対して複数回指定されています 
	
原因: 依存性の種類がリソースのプロファイルで複数回使用されています。


	
処置: 複数回指定された同じ依存性の種類を、単一の句として結合してください。









	 CRS-02572: 'string'は、サポートされている特別な値ではありません 
	
原因: 指定された識別子は、有効な特別な値ではありません。


	
処置: 値が正しいかどうかを確認してください。









	 CRS-02573: 所有者フィールドのACLエントリがありません。 
	
原因: ACL属性の値全体が指定されましたが、所有者の権限を指定する必須エントリがありません。


	
処置: 所有者の権限をACL属性の値に追加してください。









	 CRS-02574: 主グループ・フィールドのACLエントリがありません。 
	
原因: ACL属性の値全体が指定されましたが、主グループの権限を指定する必須エントリがありません。


	
処置: 主グループの権限をACL属性の値に追加してください。









	 CRS-02575: 所有者以外のユーザーおよび主グループに属しているユーザーのACLエントリがありません。 
	
原因: ACL属性に、所有者以外のユーザーおよびプライマリ・グループに属するユーザーの権限を指定する必須エントリがありません。


	
処置: 他のユーザーの権限をACL属性の値に追加してください。









	 CRS-02576: ユーザー'string'はグループ'string'のメンバーではありません 
	
原因: コール元ユーザーがメンバーであると主張するグループの構成にそのユーザーが含まれていません。


	
処置: コール元ユーザーをメンバーとして含むようにグループを構成してください。









	 CRS-02577: 属性および値での'string'の使用は許可されていません 
	
原因: 許可されていない文字が検出されました。


	
処置: 許可されていない文字を使用せずに再試行してください。









	 CRS-02578: 'string'(number)の値は、'string'(number)の値よりも大きい値にできません 
	
原因: 指定された値が無効です。一方に他方より小さい値を指定することはできません。


	
処置: 有効な値を使用してください。









	 CRS-02579: 値'number'は'number'より小さい値にできません 
	
原因: 最小許容値より小さい値です。


	
処置: 正しい値を使用してください。









	 CRS-02580: 値'number'は'number'でも'number'でもありません 
	
原因: 値は示された2つの値のいずれかである必要がありますが、いずれでもありません。


	
処置: 正しい値を使用してください。









	 CRS-02581: 値'string'は、'string'、'string'または'string'のいずれでもありません 
	
原因: 値は指定された値のいずれかである必要がありますが、いずれでもありません。


	
処置: 正しい値を使用してください。









	 CRS-02582: 値'string'は指定された形式: <n>[s|d|m|w|h]に従っていません 
	
原因: 値の指定が必要な形式に従っていません。


	
処置: 正しい値を使用してください。









	 CRS-02583: 値'number'は'number'から'number'の範囲にあることが必要です 
	
原因: 値が指定可能な範囲内にありません。


	
処置: 正しい値を使用してください。









	 CRS-02584: 値'string'はここでは許可されません 
	
原因: 値はこのコンテキストでは正しくありません。


	
処置: 正しい値を使用してください。









	 CRS-02585: 組込みリソース・タイプの削除は許可されません 
	
原因: 組込みリソース・タイプを削除しようとしました。


	
処置: 組込みタイプの削除は許可されません。









	 CRS-02586: 実行中のリソース'string'を削除するには、強制オプションが必要です 
	
原因: まだ実行中のリソースを削除しようとしました。


	
処置: crsctl stop resourceを使用して、先にリソースを停止します。リソースを停止できない場合、crsctl deleteコマンドに強制オプションを指定してください。









	 CRS-02587: 属性'string'は内部にあるため、タイプ'string'で上書きできません 
	
原因: サブシステムの内部にある組込みリソース・タイプに定義されている属性は、ユーザー定義のリソース・タイプ内で上書きできません。


	
処置: 新しいユーザー定義のタイプでは、この属性を指定しないでください。









	 CRS-02588: 'string'の循環依存は'string'からタイプ'string'を介して検出されます 
	
原因: リソース・タイプを介して、依存性グラフの循環が検出されました。循環は許可されていません。


	
処置: 依存性グラフを再確認してください。









	 CRS-02589: リレーション修飾子'string'は、リレーションの種類'string'に対して無効です 
	
原因: 予期しないリレーション修飾子が指定されています。


	
処置: 定義済の修飾子のみを使用してください。









	 CRS-02590: リソース名を空にしたり、空白を含めることはできません 
	
原因: 名前を空にしたり、空白文字を含めることはできません。


	
処置: 有効な名前を指定してください。









	 CRS-02591: サーバー・プール名を空にしたり、空白を含めることはできません 
	
原因: 名前を空にしたり、空白文字を含めることはできません。


	
処置: 有効な名前を指定してください。









	 CRS-02592: タイプ名を空にしたり、空白を含めることはできません 
	
原因: 名前を空にしたり、空白文字を含めることはできません。


	
処置: 有効な名前を指定してください。









	 CRS-02593: フィルタ指定内のコンパレータ値'string'はサポートされていません 
	
原因: サポートされていないコンパレータが指定されました。


	
処置: サポートされている値を使用してください。









	 CRS-02594: フィルタ指定'string'は無効です 
	
原因: フィルタ指定が無効または空です。


	
処置: 有効なフィルタを指定するか、フィルタ指定がすでにある場合はフィルタを指定しないでください。









	 CRS-02595: サーバー・プール'string'はすでに登録されています 
	
原因: この名前のサーバー・プールはすでに登録されています。


	
処置: 現在使用されていない名前を指定してください。









	 CRS-02596: サーバー・プールの'string'属性の変更はサポートされていません 
	
原因: 属性の値は変更できません。


	
処置: 目的の値を持つ別のプールを作成し、そのプールを使用してください。









	 CRS-02597: サーバー'string'はプール'string'に移動できません 
	
原因: 現在、1つ以上の構成関連の制約があるため、サーバーの移動は有効な操作ではありません。


	
処置: エラー・スタック全体のコンテキストでリクエストの妥当性を判断してください。









	 CRS-02598: サーバー・プール'string'は最大サイズ'number'にすでに達しています 
	
原因: プールはすでに最大値に達しています。


	
処置: リクエストは実行できません。









	 CRS-02599: サーバー'string' は'string'の親プールにありません 
	
原因: サーバーが、問題のプールの親プールにありません。


	
処置: リクエストは実行できません。









	 CRS-02600: サーバー'string'はすでに別の最上位のサーバー・プール内にあります 
	
原因: サーバーはすでに別の最上位プールで使用されており、最上位プールはすべて排他的なサーバー所有権を持ちます。


	
処置: リクエストは実行できません。









	 CRS-02601: サーバーstring'は候補としてサーバー・プール'string'によって明示的に示されていません 
	
原因: サーバーは、プールによって候補として許可されている名前のリストに示されていません。


	
処置: 指定されたグループにあるサーバーを使用してください。









	 CRS-02602: サーバー'string'はサーバー・プール'string'(サーバー・プール'string'に排他的)内にあります 
	
原因: サーバーはすでに、現在のプールのみが排他的に使用できるように構成されているプール内にあります。


	
処置: リクエストは実行できません。









	 CRS-02603: サーバー'string'をサーバー・プール'string'に割り当てられません(最上位のサーバー・プールではないため) 
	
原因: サーバーの移動は、最上位のサーバー・プール間でのみ可能です。


	
処置: このようなアクションはサポートされていないため、リクエストは実行できません。









	 CRS-02604: サーバー'string'はサーバー・プール'string'にすでに割り当てられています 
	
原因: サーバーの移動は無意味です。サーバーはすでにターゲット・プール内にあります。


	
処置: リクエストの妥当性を確認してください。









	 CRS-02605: サーバー'string'をサーバー・プール'string'からを移動できません。サーバー・プール で転送が許可されていません 
	
原因: サーバー・プールは、サーバーの移動を許可しないように構成されています。


	
処置: リクエストの妥当性を確認してください。









	 CRS-02606: サーバー・プール'string'が最小サイズを超えていないため、サーバー'string'をサーバー・プールから移動できません 
	
原因: 重要度が同等以上のサーバー・プールからは、最小サイズを超えていない場合、サーバーを移動できません。


	
処置: サーバー・プールの構成を更新し、重要度または最小サイズ、あるいはその両方を変更してから、リクエストを再実行してください。









	 CRS-02607: 属性'string'はリソース'string'に対してper-X基準で指定されていません 
	
原因: このリソースに指定された属性は、per-X基準で指定されていません。


	
処置: リソースのper-X属性を確認し、修正して再実行してください。









	 CRS-02608: 属性'string'はper-X値ではなく、削除できません 
	
原因: 指定された属性は、per-X値ではありません。


	
処置: リソースのper-X属性を確認し、修正して再実行してください。









	 CRS-02609: サーバー'string'をサーバー・プール'string' に移動できません。サーバー・プールで転送が許可されていません 
	
原因: サーバー・プールは、サーバーの移動を許可しないように構成されています。


	
処置: リクエストの妥当性を確認してください。









	 CRS-02610: サーバー'string'は使用できません 
	
原因: サーバーが、現在利用できません。


	
処置: 利用できるサーバーを確認し、アクティブなサーバーでリクエストを再実行してください。









	 CRS-02611: サーバー・プール'string'は組込みのサーバー・プールであり、削除できません 
	
原因: 組込みのサーバー・プールは削除できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02612: サーバー・プールには、'string'という名前の属性はありません 
	
原因: サポートされていない属性が、登録または更新リクエストの一部として指定されました。


	
処置: 指定した属性を再確認してください。









	 CRS-02613: リソース'string'が見つかりません。 
	
原因: 登録されていないリソースを操作しようとしました。


	
処置: リソースが登録されていることを確認してください。









	 CRS-02614: リソース・タイプ'string'が見つかりません。 
	
原因: 登録されていないリソース・タイプを操作しようとしました。


	
処置: リソース・タイプが登録されていることを確認してください。









	 CRS-02615: サーバー・プール'string'が見つかりません。 
	
原因: 登録されていないサーバー・プールを操作しようとしました。


	
処置: サーバー・プールが登録されていることを確認してください。









	 CRS-02616: リソース・タイプ'string'の所有者には、直接的または間接的な導出元であるリソース・タイプ'string'を操作するための権限が十分にありません。 
	
原因: リソース・タイプを現在の方法で更新することは許可されていません。この方法では、現在のリソース・タイプに対する操作が著しく制限され、派生タイプのリソースが将来起動できなくなるかオンライン状態を続行できなくなる可能性があるためです。


	
処置: アクセス権限を変更する場合は、依存性を下から上に変更する必要があります。









	 CRS-02617: 属性stringに指定されている属性フラグの値が正しくありません。タイプ属性では、読取り専用フラグのみ変更できます。 
	
原因: リソース・タイプ属性のフラグを更新しようとしました。変更できるのは、属性の読取り専用プロパティのみです。


	
処置: 属性フラグの適切な値を指定してください。









	 CRS-02618: データ・タイプstring(既存の属性string)をタイプstringに変更できません。 
	
原因: 属性値のデータ・タイプを更新しようとしました。


	
処置: 属性のデータ・タイプは変更できません。









	 CRS-02619: サーバー・プール'string'を編集できません 
	
原因: プールの属性は編集できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02620: 属性'string'(サーバー・プール'string')を編集できません 
	
原因: サーバー・プールの属性の編集は許可されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02621: サーバー'string'は、権限のない'string'に割り当てられています。この操作は許可されません。 
	
原因: この操作を行うには、指定されたサーバーを、リクエスト・ユーザーが所有しているリソースの配置候補にする必要があります。しかし、サーバーを使用する権限がユーザーにないため、これは不可能です。


	
処置: 使用する権限のあるプール内の別のサーバーを指定するか、サーバーが現在割り当てられているプールへのアクセス権を付与するようクラスタ管理者にリクエストしてください。









	 CRS-02622: サーバー'string'はどのサーバー・プールにも割り当てられていないため、クラスタ管理者による指定のみ可能です 
	
原因: この操作ではサーバー・プールに現在割り当てられていないサーバーを使用しており、リクエスト・ユーザーがクラスタ管理者ではありません。このため、サーバーの使用は現時点では認可されません。


	
処置: クラスタ管理者に操作の代行をリクエストするか、サーバーがクラスタに参加し、ユーザー自身に実行権限があるプールに割り当てられるまで待機してください。









	 CRS-02623: サーバー・プール'string'はサーバー'string'を受け入れられません。このサーバーの名前が'string'で指定されていないためです 
	
原因: 名前が属性で指定されているサーバーのみをプールに割り当てることができます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02624: 'string'または'string'のいずれかを、'string'が'string'の場合指定する必要があります 
	
原因: どちらのパラメータも指定されませんでした。


	
処置: いずれかを指定し、再実行してください。









	 CRS-02625: リソース'string'の所有者にはプール'string'に対する実行権限がなく、使用できません 
	
原因: リソース・プロファイルで、リソースの所有者が実行権限を持たないサーバー・プールを参照しています。


	
処置: プールの権限を適切に変更するか、別のプールを使用してください。









	 CRS-02626: サーバー・プール'string'の所有者には親サーバー・プール'string'に対する実行権限がありません 
	
原因: 親プールに、プールの親に対する実行権限がありません。


	
処置: 目的の親プールの権限を適切に変更するか、別のプールを使用してください。









	 CRS-02627: プール'string'についての実行権限が、サーバー'string'を移動するには必要です 
	
原因: 操作をリクエストしているクライアントに、指定されたプールに対する適切な権限がありません。


	
処置: 必要な権限を取得するか、別のサーバーまたはプールを使用してください。権限を追加するには、認可されたユーザーがcrsctl setpermコマンドを使用します。









	 CRS-02628: サーバー・プール'string'をそれ自体の親にできません 
	
原因: サーバー・プールをそれ自体の親にしようとしました。


	
処置: サーバー・プールの依存性を再確認してください。









	 CRS-02629: 最上位のサーバー・プールの作成はクラスタ管理者にのみ許可されています 
	
原因: 親プールを持たないサーバー・プールを作成しようとしました。そのようなプールの作成は、クラスタ管理者にのみ許可されています。


	
処置: クラスタ管理者のロールを取得するか、クラスタ管理者にプールの作成を依頼してください。









	 CRS-02630: ローカル・リソースの作成はクラスタ管理者にのみ許可されています。 
	
原因: ローカル・リソースを作成しようとしましたが、この作成はクラスタ管理者にのみ許可されています。


	
処置: クラスタ管理者のロールを取得するか、クラスタ管理者にリソースの作成を依頼してください。









	 CRS-02631: クラスタ内の任意の場所で実行できるクラスタ・リソースの作成は、クラスタ管理者にのみ許可されています 
	
原因: クラスタ内の任意の場所で実行できるクラスタ・リソースを作成しようとしましたが、この作成はクラスタ管理者にのみ許可されています。


	
処置: クラスタ管理者のロールを取得するか、クラスタ管理者にリソースの作成を依頼してください。









	 CRS-02632: 配置ポリシーを満たす場所へのリソース'string'の配置を試行するサーバーはありません 
	
原因: 1回以上の試行の後、配置ポリシーを満たしてリソースを配置できるサーバーがなくなりました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02640: 必須リソース'string'がありません。 
	
原因: 必須として構成されているリソースが登録されていません。


	
処置: 未登録のリソースを登録するか、未登録のリソースが起動に不要となるように依存性の指定を更新してください。









	 CRS-02641: 'string'の値は、リソース・タイプ: 'string'で定義された値を上書きできません 
	
原因: エージェント・ファイル名はリソース単位では上書きできません。


	
処置: エージェントを使用するサブタイプを定義してください。次に、この新しいタイプのリソースを作成してください。









	 CRS-02642: リソースの移動は、この構成では有効なコマンドではありません 
	
原因: 移動が基本的に不可能な構成において、移動コマンドが発行されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02643: リソース'string'が実行可能なサーバー・プールに、サーバーがありません 
	
原因: リソースが使用する(および使用権限がある)どのサーバー・プールにも、サーバーが割り当てられていません。


	
処置: プールにアクティブなサーバーがあることを確認するか、リソースに対して別のプールを使用してください。









	 CRS-02644: 'string'には、オンラインであるホスティング・メンバーまたはリソースによる使用が許可されたホスティング・メンバーはありません 
	
原因: ホスティング・メンバーとして列挙されたサーバーの中にオンラインのサーバーがないか、または、オンラインのサーバーがある場合は、そのサーバーがリソースで使用できません。


	
処置: 他のサーバーをクラスタに追加するか、現在使用可能なサーバーに割り当てられているプールに対する権限をリクエストしてください。









	 CRS-02645: タイプ'string'のリソースを作成できません 
	
原因: タイプが抽象です。


	
処置: タイプの具体拡張のみを作成できます。









	 CRS-02646: 指定されている場合、'string'にはデフォルト値が必要です 
	
原因: 指定されている場合、この属性にはデフォルト値が必要です。


	
処置: 属性が削除されるように、または属性が有効なデフォルト値を持つように、タイプの定義を変更してください。









	 CRS-02647: 属性'string'には負の値を指定できません 
	
原因: 負でない値のみを受け入れる属性に、負の値を指定しました。


	
処置: 負でない数値を指定してください。









	 CRS-02649: 属性'string'('string')は内部で管理されているため指定できません 
	
原因: 内部属性が追加/変更リクエストの一部として指定されました。


	
処置: 内部属性を指定せずにリクエストを再実行してください。









	 CRS-02650: リソース'string'は'string'でのみ実行するよう構成されているため、'string'で起動できません 
	
原因: 配置構成のためリソースを実行できないサーバーで、リソースを起動しようとしました。


	
処置: リソースが実行できるよう構成されている場所で、リソースを起動してください。









	 CRS-02651: リソース別名'string'には、各サーバーで一意となるように特別な値を使用する必要があります 
	
原因: リソース別名は、クラスタ内の各サーバーに対して一意の識別子に解決される必要があります。このためには、サーバーごとに異なる値を生成する特別な値を使用する必要があります。


	
処置: 特別な変数を使用して別名を指定し、別名が各サーバーに対して一意になるようにしてください。









	 CRS-02652: stringはリソースであり、リソース・インスタンスのみ移動できます。 
	
原因: リソースを移動しようとしました。


	
処置: リソースではなくリソース・インスタンスを指定してください。









	 CRS-02653: 特別な値の評価はリソース・インスタンスと関連付けられている必要があります 
	
原因: 一部の特別な値はサーバー別であるため、特別な値の評価の各リクエストは、リソース・インスタンスと関連付けられている必要があります。


	
処置: -kまたは-nを使用して、リソースのサーバーを指定してください。









	 CRS-02660: リソース'string'またはそのインスタンスのすべてが無効化されています 
	
原因: これは、リソースが無効化されているために実行できないリクエストに対するAPIリターン・コードです。


	
処置: このエラーに必ず付随する詳細なエラー・メッセージを参照してください。









	 CRS-02661: リソース'string'のすべてのインスタンスが無効化されています 
	
原因: リソース・インスタンスのすべてのインスタンスが無効化されています。


	
処置: CRSを使用してリソースの状態を変更するには、リソースのインスタンスを有効化する必要があります。









	 CRS-02662: リソース'string'はサーバー'string'で無効化されています 
	
原因: リソースは、指定されたサーバーで無効化されています。


	
処置: 再度有効化するか、別のサーバーを使用してください。









	 CRS-02663: 'string'のリソース・インスタンス(string=number、string=number)は無効化されています 
	
原因: カーディナリティ/程度が指定されたリソース・インスタンスは、無効化されています。


	
処置: 再度有効化するか、別のリソース・インスタンスを使用してください。









	 CRS-02664: リソース'string'は'string'ですでに実行中です 
	
原因: リソースは、実行可能な任意の場所ですでに実行中です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02665: リソース'string'は'string'で無効化されています 
	
原因: リソースは、実行されるように構成されているすべてのサーバーで無効化されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02666: リソース'string'は'string'で無効化されており、'string'ですでに実行中です 
	
原因: リソースは、実行されるように構成されているすべてのサーバーで無効化されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02667: リソース'string'(string=string)は、stringおよびstringに割り当てられているサーバーでのみ実行できますが、いずれも空です 
	
原因: リソースの配置ポリシーでは、指定されたプールに割り当てられているサーバーでのみリソースの実行を許可していますが、プールもどのサーバーも空です。


	
処置: リソースの配置ポリシーを変更するか、プール内にサーバーが存在するようにクラスタ構成を変更してください。









	 CRS-02668: 属性'string'(number)の値は、'number'を超えることはできません 
	
原因: 指定された属性値は、最大許容値を超えています。


	
処置: 指定された最大値より小さい値を使用してください。









	 CRS-02669: 値が範囲外です。最大許容値は'number'です 
	
原因: 属性値が有効範囲外です。


	
処置: 値は有効範囲内である必要があります。









	 CRS-02670: 'string'を起動/移動できません。'string'にはそれに対する停止時刻'string'依存性があるためです 
	
原因: リソースは起動/移動できません。別のリソースがこのリソースに対して停止時刻依存性を持っており、このアクションを行うにはそのリソースを停止する必要があるためです。


	
処置: このメッセージは通常、依存先リソースの問題の詳細を示す別のメッセージと対になっています。そのメッセージで推奨される処置に従ってください。









	 CRS-02671: 属性'string'の処理中にエラーが発生しました: string 
	
原因: 属性に指定された値が不適切または無効です。


	
処置: 値を確認し、問題を修正して、リクエストを再実行してください。









	 CRS-02672: 'string'('string')の起動を試行しています 
	
原因: これはステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02673: 'string'('string')の停止を試行しています 
	
原因: これはステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02674: 'string'('string')の起動に失敗しました 
	
原因: これはステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02675: 'string'('string')の停止に失敗しました 
	
原因: これはステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02676: 'string'('string')の起動が成功しました 
	
原因: これはステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02677: 'string'('string')の停止が成功しました 
	
原因: これはステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02678: 'string'('string')で、リカバリ不能なエラーが発生しました 
	
原因: これはステータス・メッセージです。


	
処置: 状態のリセットに必要な手順を実行してください。









	 CRS-02679: 'string'('string')のクリーニングを試行しています 
	
原因: これはステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02680: 'string'('string')のクリーニングに失敗しました 
	
原因: これはステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02681: 'string'('string')のクリーニングが成功しました 
	
原因: これはステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02682: 'string'によってコマンド'string'('string'から発行)のためにロックされています 
	
原因: このメッセージは、ロックの競合がある操作に対して生成されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02683: 'string'によってコマンド'string'のためにロックされています 
	
原因: このメッセージは、ロックの競合がある操作に対して生成されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02714: 'string'は、'string'('string')で複数回指定されています 
	
原因: 指定された値は、複数回指定されています。


	
処置: 重複を削除して再試行してください。









	 CRS-02715: 属性AGENT_FILENAMEの更新は現在サポートされていません。新しい値でリソース・タイプを再作成してください。 
	
原因: AGENT_FILENAME属性を更新しようとしました。


	
処置: 既存のリソース・タイプを削除し、新しい値を使用して再度追加してください。









	 CRS-02716: リソース'string'の失敗のしきい値を超えています 
	
原因: リソース・インスタンスの失敗回数が、指定時間内で許容されている回数を超えました。このコンポーネントは自動的に再開されません。


	
処置: 問題を特定して修正してください。その後、リソースを手動で再起動してください。









	 CRS-02717: サーバー'string'はリソース'string'をホストするいずれのサーバー・プールにも含まれていません 
	
原因: リソースのどのサーバー・プールでも現在アクティブでないサーバーで、リソースを起動しようとしました。


	
処置: リソースのサーバー・プールで現在アクティブなサーバーの名前を使用してください。









	 CRS-02718: サーバー'string'は、リソース'string'のホスティング・メンバーではありません 
	
原因: リソースのホスティング・メンバーとしてリストされていないサーバーで、リソースを起動しようとしました。


	
処置: ホスティング・メンバーとしてリストされているサーバーの名前を使用してください。









	 CRS-02719: リソース'string'はサーバー'string'で起動できません。サーバーが'string'または'string'のいずれのサーバー・プールにも含まれていないためです 
	
原因: リソースの配置ポリシーでは、指定されたサーバー・プール内でのみリソースの実行を許可しています。別のプールに割り当てられているサーバーで、リソースを起動しようとしました。


	
処置: 別のサーバーを使用します。または、SERVER_POOLSの値を*に設定してください。この設定により、リソースをどのサーバーでも実行できるようになります。









	 CRS-02720: 'string'は'string'のリソース別名であり、更新できません 
	
原因: リソース別名をリソースと同様に更新しようとしました。


	
処置: かわりに、この別名が参照するリソースを更新してください。









	 CRS-02721: 'string'は'string'のリソース別名であり、登録解除できません 
	
原因: リソース別名をリソースと同様に登録解除しようとしました。


	
処置: この別名が参照するリソースを登録解除するか、リソースのALIAS_NAME属性を変更してリソース別名を持たないようにしてください。









	 CRS-02722: リソース'string'のインスタンスは'string'でのみ実行できます。'string'のチェックは必要ありません 
	
原因: 特定のサーバーでのみ実行できるリソース・インスタンスに対するチェックが、サーバーで発行されました。


	
処置: リソース・インスタンスを実行するサーバーで、チェックを発行してください。









	 CRS-02723: リソース'string'のインスタンスは、'string'に見つかりませんでした 
	
原因: リソースに対するチェックがサーバーで発行されましたが、このリソースにはオフライン・インスタンスがなく、そのサーバーで実行中のインスタンスもありません。


	
処置: リソース・インスタンスが実行中の可能性のあるサーバーで、チェックを発行してください。









	 CRS-02724: 組込みリソース・タイプ'string'への変更は許可されません 
	
原因: 組込みリソース・タイプを変更しようとしました。


	
処置: 組込みリソース・タイプの変更は許可されていません。









	 CRS-02725: ユーザーstringには、リソースstringを操作するための権限がありません。 
	
原因: リソースのアクセス制御リストでは、リソースの操作をこのユーザーに許可していません。


	
処置: リソースに対するアクセス権限を守るか、このユーザーに適切な権限を付与してください。









	 CRS-02726: アクセス制御のために指定された権限が無効です。 
	
原因: アクセス権限はr(読取り)、w(書込み)、x(実行)および-の文字を使用して指定されます。-は、どのアクセス権限もないことを示します。


	
処置: 権限文字列の形式を確認し、正しい文字列を使用してコマンドを再実行してください。









	 CRS-02727: ACLエントリ'string'が複数回指定されています。 
	
原因: エントリに対するアクセス権限が複数回指定されました。


	
処置: 各エントリに対する権限を1度のみ指定し、コマンドを再実行してください。









	 CRS-02728: 'string'という名前のリソース・タイプはすでに登録されています 
	
原因: この名前のリソース・タイプはすでに登録されています。


	
処置: 新しいリソース・タイプには一意の名前を使用してください。









	 CRS-02729: 1つのリソース・タイプで属性'string'は上書きできません 
	
原因: リソース・タイプで許可されていない属性が指定されました。


	
処置: エラー・メッセージに示された属性はリソース・タイプに使用しないでください。









	 CRS-02730: リソース'string'はリソース'string'に依存しています 
	
原因: 依存性の指定で別のリソースから参照されているリソースを登録解除しようとしました。


	
処置: このリソースへの参照を削除するか、その別のリソース自体を削除してください。または、この操作を強制オプションで再試行することもできます。









	 CRS-02731: リソース'string'はサーバー'string'ですでに実行中です 
	
原因: リソースはサーバーですでに実行中です。移動はできません。


	
処置: 別のサーバーを選択してください。









	 CRS-02732: リソース'string'はサーバー'string'ですでに起動中です 
	
原因: リソースはサーバーで現在起動中です。


	
処置: リクエストが完了するまで待機してください。









	 CRS-02733: 'string'の必須リソースすべての停止に失敗しました。サーバーは元のサーバー・プールにリストアされます 
	
原因: サーバーを正常に移動するには、新しいサーバー・プールで実行できないすべてのリソースを停止する必要があります。これが行われなかったため、サーバーは元のサーバー・プールに再配置されました。


	
処置: リソースを手動で停止する必要があります。その後で、操作を再試行できます。または、別のサーバーを使用することもできます。









	 CRS-02734: 'string'の必須リソースすべての停止に失敗しました。サーバーはRECONFIGURING状態のままになります 
	
原因: サーバーを正常に移動するには、新しいサーバー・プールで実行できないすべてのリソースを停止する必要があります。これが行われなかったため、停止しなかったリソースが停止または登録解除されるまで、サーバーはRECONFIGURING状態のままになります。


	
処置: 停止しなかったリソースを手動で停止するか、登録解除してください。









	 CRS-02735: 操作にはリソース'string'のサーバー'string'からの移動が必要です 
	
原因: この操作ではリソースを移動しますが、強制オプションが指定されていません。


	
処置: クラスタにサーバーを追加する、リソースを停止または移動する、あるいは同じコマンドで強制オプションを使用してください。









	 CRS-02736: 操作にはリソース'string'のサーバー'string'での停止が必要です 
	
原因: この操作ではリソースを停止しますが、強制オプションが指定されていません。


	
処置: クラスタにサーバーを追加する、リソースを停止または移動する、あるいは同じコマンドで強制オプションを使用してください。









	 CRS-02737: サーバー・プール'string'はリソースの実行に影響しますが、強制オプションが指定されていないため登録できません 
	
原因: 1つ以上の実行中のリソースがこの操作に影響されます。


	
処置: クラスタにサーバーを追加するか、このエラーの直前に示されたリソースを停止または移動するか、あるいは同じコマンドで強制オプションを使用してください。









	 CRS-02738: サーバー・プール'string'はリソースの実行に影響しますが、強制オプションが指定されていないため変更できません 
	
原因: 1つ以上の実行中のリソースがこの操作に影響されます。


	
処置: クラスタにサーバーを追加するか、このエラーの直前に示されたリソースを停止または移動するか、あるいは同じコマンドで強制オプションを使用してください。









	 CRS-02739: サーバー・プール'string'はリソースの実行に影響しますが、強制オプションが指定されていないため移動できません 
	
原因: 1つ以上の実行中のリソースがこの操作に影響されます。


	
処置: クラスタにサーバーを追加する、このエラーの直前に示されたリソースを停止または移動する、別のサーバーを使用する、あるいは同じコマンドで強制オプションを使用してください。









	 CRS-02740: サーバー'string'のサーバー・プール'string'への移動に失敗しました。サーバーは元のサーバー・プールにリストアされています。 
	
原因: サーバーを正常に移動するには、新しいサーバー・プールで実行できないすべてのリソースを停止する必要があります。これが行われなかったため、サーバーは元のサーバー・プールに再配置されました。


	
処置: リソースを手動で停止または登録解除する必要があります。その後で、操作を再試行できます。または、別のサーバーを使用することもできます。









	 CRS-02741: 属性'string'に値を指定する必要があります 
	
原因: 属性に値がありません。


	
処置: 値を指定して再試行してください。









	 CRS-02742: リソース'string'のアップデートにより、実行中の1つ以上のインスタンスを追跡できなくなります 
	
原因: リソースの構成を変更しようとしましたが、この変更により、1つ以上の現在実行中のインスタンスを追跡できなくなります(新規構成では、リソースのインスタンス数が削減されます)。


	
処置: リソースを停止して再送信してください。









	 CRS-02743: リソース'string'の登録はリソースの実行に影響しますが、強制オプションが指定されていないため登録できません 
	
原因: 1つ以上の実行中のリソースがこの操作に影響されます。


	
処置: クラスタにサーバーを追加するか、このエラーの直前に示されたリソースを停止または移動するか、あるいは同じコマンドで強制オプションを使用してください。









	 CRS-02744: リソース'string'の変更はリソースの実行に影響しますが、強制オプションが指定されていないため変更できません 
	
原因: 1つ以上の実行中のリソースがこの操作に影響されます。


	
処置: クラスタにサーバーを追加するか、このエラーの直前に示されたリソースを停止または移動するか、あるいは同じコマンドで強制オプションを使用してください。









	 CRS-02745: リソースstringの移動は、プールstringの制約に違反することになるため移動できません 
	
原因: リクエストされた移動が拒否されました。これは、メッセージに示されているように、ソースまたはターゲット(あるいはその両方)のプールがプール・サイズ制約を超えるためです。


	
処置: この移動に対応できるようにプール・サイズ制約を変更するか、別のサーバーを選択して移動してください。









	 CRS-02746: リソース'string'はCluster Ready Servicesが適切に機能していない'string'上で最後に稼働したリソースと認識されているため、このリソースのインスタンス上では動作させることができません 
	
原因: リソースは以前このサーバー上で実行されていましたが、Cluster Ready Servicesデーモンがサーバー上で実行されていないため、現在もここでリソースが実行されているかを確認する方法がありません。構成違反の可能性を回避するため、別のサーバー上でこのリソース・インスタンスを起動しようとしても拒否されます。


	
処置: サーバー上のCluster Resource Servicesが適切に機能しなくなる根本的な問題に対処する必要があります。そのときのみ、そこで実行するのに使用されたリソースを再度操作できます。あるいは、サーバーを停止したり、またはサーバー上のクラスタウェア・スタックを完全に停止する方法もあります。









	 CRS-02747: サーバー構成は、リソース'string'(サーバー'string'上)の停止に失敗しました。停止されなかったリソースは、手動で停止または登録解除する必要があります。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: 指定されたリソースを停止できませんでした。


	
処置: 指定されたリソースを手動で停止し、直前のアクションを再試行してください。









	 CRS-02748: リソース'string'の停止に失敗しました(サーバー'string'でのサーバー構成中に)。 
	
原因: 指定されたリソースを停止できませんでした。


	
処置: 指定されたリソースを手動で停止し、直前のアクションを再試行してください。









	 CRS-02749: OCRサーバー・データ'string'の書込みに失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: データをOCRに永続化できませんでした。


	
処置: ocrconfigおよびocrcheckユーティリティを使用して、OCRのエラーを検出してください。問題がある場合は、レジストリのリカバリまたはリストアが必要なことがあります。









	 CRS-02750: サーバー'string'でカーディナリティ違反が検出されました。リソース'string'が不明状態です。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: 指定されたリソースは不明状態にあります。


	
処置: リソースを手動で再起動してください。









	 CRS-02751: 新しいリソースを作成できません。リソース・タイプ'string'はサポートされていません。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: 指定されたリソースのベース・タイプが正しくありません。


	
処置: リソースの属性を確認し、crsctlを使用して再度追加してください。









	 CRS-02752: イベント・順序番号をOCRに書き込めません。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: OCRをイベント・順序番号で更新できませんでした。


	
処置: ocrconfigおよびocrcheckユーティリティを使用して、OCRのエラーを検出してください。問題がある場合は、レジストリのリカバリまたはリストアが必要なことがあります。









	 CRS-02753: サーバー・プールが解凍されるのを待機していてタイムアウトになりました。 
	
原因: クライアントによって圧縮されたプールがクライアントによって解凍されるのを待機していてタイムアウトになりました。


	
処置: このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02754: 実行中の操作'string'に対するロックを変更できません。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02755: タイプ'string'のタイプ定義を読取り中にエラーが発生しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02756: コマンド'string'に対して無効なタグです。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: 無効なコマンドがCRSデーモンで受信されました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02757: コマンド'string'は、リソース'string'からの応答を待機中にタイムアウトしました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: 指定されたコマンドへのレスポンスを待機中にタイムアウトが発生しました。


	
処置: コマンドで対象としたサーバーがオンライン状態であり、応答可能であることを確認してください。









	 CRS-02758: リソース'string'は不明状態です。 
	
原因: 指定されたリソースの現在の状態を判別できません。


	
処置: リソースを手動で再起動してください。









	 CRS-02759: NLS言語'string'のリポジトリ・キーの読取りに失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: 指定された言語のキーをOCRから読み取れませんでした。


	
処置: ocrconfigおよびocrcheckユーティリティを使用して、OCRのエラーを検出してください。問題がある場合は、レジストリのリカバリまたはリストアが必要なことがあります。









	 CRS-02760: ポリシー・エンジンは内部タイプの初期化に失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: 内部データの初期化中にエラーが発生しました。


	
処置: このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02761: リソース'string'を処理中に、レジストリに一貫性の問題が発生しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02762: レジストリにタイプ'string'を見つけることができません(リソース'string'の処理中に)。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02763: リソースを読取り中にエラーが発生しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02764: CRSADMINキーとCRSUSERキーがリポジトリにありません。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: リポジトリでエラーが発生しました。必須のキーがありません。


	
処置: ocrconfigおよびocrcheckユーティリティを使用して、OCRのエラーを検出してください。問題がある場合は、レジストリのリカバリまたはリストアが必要なことがあります。









	 CRS-02765: リソース'string'がサーバー'string'上で失敗しました。 
	
原因: 指定されたリソースがすでに実行されていませんでした。


	
処置: リソースは自動的にオンライン状態に戻ります。crsctlを使用して、オンラインであることを確認してください。









	 CRS-02766: 無効化されたリソース'string'の状態変更をサーバー'string'から受信しました。 
	
原因: 無効化されたリソースの状態を変更するコマンドを受信しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02767: ターゲットの状態がオフラインであるため、'string'に対するリソース状態のリカバリは試行されませんでした 
	
原因: リソースのターゲット状態がOFFLINEでした。クラスタウェアはオフラインのターゲット・リソースをリカバリしません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02768: リソース'string'によって、失敗の回数がしきい値を超えました。 
	
原因: 指定されたリソースの失敗回数が多すぎます。再起動はこれ以上試行されません。


	
処置: リソースの失敗の根本的な原因を修正し、リソースを手動で再起動してください。









	 CRS-02769: リソースstringをフェイルオーバーできません。 
	
原因: 指定されたリソースをフェイルオーバーできませんでした。


	
処置: リソースを手動で再起動してください。









	 CRS-02770: リソース・ターゲット'string'はオフラインであり、再起動しません。 
	
原因: 指定されたリソースのターゲットの状態がオフラインでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02771: リソース'string'は再起動の最大試行回数に達したため再起動しません。 
	
原因: 指定されたリソースの再起動回数が多すぎます。


	
処置: リソースの再起動の最大数パラメータを変更し、手動で再起動してください。









	 CRS-02772: サーバー'string'はプール'string'に割り当てられています。 
	
原因: 指定されたサーバーは、サーバー・プールに割り当てられています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02773: サーバー'string'はプール'string'から削除されました。 
	
原因: 指定されたサーバーは、サーバー・プールから削除されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02774: リソース'string'をリポジトリに保存できませんでした。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: リポジトリをリソース詳細で更新できませんでした。


	
処置: ocrcheckユーティリティを使用して、OCRのエラーを検出してください。問題がある場合は、レジストリのリカバリまたはリストアが必要なことがあります。









	 CRS-02775: リソース'string'の更新に失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: リポジトリをリソース詳細で更新できませんでした。


	
処置: ocrcheckユーティリティを使用して、OCRのエラーを検出してください。問題がある場合は、レジストリのリカバリまたはリストアが必要なことがあります。









	 CRS-02776: サーバー・プール'string'の更新に失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: リポジトリをサーバー・プール詳細で更新できませんでした。


	
処置: ocrcheckユーティリティを使用して、OCRのエラーを検出してください。問題がある場合は、レジストリのリカバリまたはリストアが必要なことがあります。









	 CRS-02777: リソース'string'をリポジトリから削除できませんでした。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: リポジトリのリソース詳細を更新できませんでした。


	
処置: ocrcheckユーティリティを使用して、OCRのエラーを検出してください。問題がある場合は、レジストリのリカバリまたはリストアが必要なことがあります。









	 CRS-02778: サーバー・プール'string'をリポジトリから削除できませんでした。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: リポジトリをサーバー・プール詳細で更新できませんでした。


	
処置: ocrcheckユーティリティを使用して、OCRのエラーを検出してください。問題がある場合は、レジストリのリカバリまたはリストアが必要なことがあります。









	 CRS-02779: タイプ'string'をリポジトリから削除できませんでした。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: リポジトリの更新に失敗しました。


	
処置: ocrcheckユーティリティを使用して、OCRのエラーを検出してください。問題がある場合は、レジストリのリカバリまたはリストアが必要なことがあります。









	 CRS-02780: リソース'string'のアクセス制御リストが見つかりませんでした。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02781: リソース'string'の登録中にエラーが発生しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: 新しいリソースの登録コールバック中にエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02782: リソース'string'の属性が見つかりませんでした。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02783: リソース'string'のローカル配置ポリシーに内部エラーがあります。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: CRSポリシー・エンジンで内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02784: 内部エラー。ローカル配置ポリシー内に無効なサーバー'string'があります。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: CRSポリシー・エンジンで内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02785: リソース'string'の登録に失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: リポジトリをリソース詳細で更新できませんでした。


	
処置: ocrcheckユーティリティを使用して、OCRのエラーを検出してください。問題がある場合は、レジストリのリカバリまたはリストアが必要なことがあります。









	 CRS-02786: サーバー・プール'string'の登録に失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: リポジトリをサーバー・プール詳細で更新できませんでした。


	
処置: ocrcheckユーティリティを使用して、OCRのエラーを検出してください。問題がある場合は、レジストリのリカバリまたはリストアが必要なことがあります。









	 CRS-02787: サーバー・プール'string'が最小サイズを下回りました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: 指定されたサーバー・プールがその最小サイズを下回ったため、再構成されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02788: サーバー構成はリソース'string'の停止に失敗しました。サーバー'string'は元のプール内にリストアされました。 
	
原因: 指定されたリソースを停止できませんでした。


	
処置: 指定されたリソースを手動で停止し、直前のアクションを再試行してください。









	 CRS-02789: リソース'string'はサーバー'string'で実行されていないため、停止できません 
	
原因: リソースが実行されていないサーバーでそのリソースを停止するリクエストが受信されました。


	
処置: リソースの現在の状態(そのサーバーですでに実行されていないかどうか)を確認してください。









	 CRS-02790: 'string'上にある、Cluster Ready Services管理下のリソースのシャットダウンを開始しています 
	
原因: 示されたサーバーで、Cluster Ready Servicesとその管理下のリソースのシャットダウンが開始されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02791: 'string'上にある、Oracle高可用性サービス管理下のリソースのシャットダウンを開始しています 
	
原因: 示されたサーバーで、Oracle高可用性サービスとその管理下のリソースのシャットダウンが開始されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02792: 'string'上にある、Cluster Ready Services管理下のリソースのシャットダウンが完了しました 
	
原因: 示されたサーバーでのCluster Ready Servicesとその管理下のリソースのシャットダウンが完了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02793: 'string'上にある、Oracle高可用性サービス管理下のリソースのシャットダウンが完了しました 
	
原因: 示されたサーバーで、Oracle高可用性サービスとその管理下のリソースのシャットダウンが完了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02794: 'string'上にある、Cluster Ready Services管理下のリソースのシャットダウンに失敗しました 
	
原因: この失敗は、示されたサーバー上でこのコマンドに影響される1つ以上のリソースに関連しています。


	
処置: このメッセージに先行するエラー・メッセージに、シャットダウンを拒否したリソースの詳細が示されています。それらのリソースを手動で停止するか、強制オプションを使用して再試行してください。









	 CRS-02795: 'string'上にある、Oracle高可用性サービス管理下のリソースのシャットダウンに失敗しました 
	
原因: この失敗は、示されたサーバー上でこのコマンドに影響される1つ以上のリソースに関連しています。


	
処置: このメッセージに先行するエラー・メッセージに、シャットダウンを拒否したリソースの詳細が示されています。それらのリソースを手動で停止するか、強制オプションを使用して再試行してください。









	 CRS-02796: このコマンドの動作は、Cluster Ready Servicesが実行中でないときには進行しないことがあります 
	
原因: このコマンドは、Cluster Ready Services管理のリソースを停止する必要があります。ただし、Cluster Ready Servicesが実行されていないことは、そのリソースが実行されていないことを示すわけではありません。


	
処置: Cluster Ready Servicesが実行されていない根本的な原因を解明し、コマンドを再試行する必要があります。または、このコマンドを強制オプションで再試行することもできます。









	 CRS-02797: シャットダウンは'string'に対してすでに進行中です(完了を待機中です) 
	
原因: 示されたサーバーに対して別のシャットダウン・コマンドが先に発行されており、そのコマンドが現在処理中です。このコマンドは、最初のコマンドが完了するまで待機してから、同様に完了されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-02798: リソース'string'に対して予期しないサーバー'string'から状態変更を受信しました。詳細は'string'('string')を参照してください。 
	
原因: リソースのインスタンスに対する状態変更が、そのリソースが起動されたことのないサーバーから報告されました。


	
処置: 予期しないサーバーでリソースを停止してください。









	 CRS-02799: 'string'のリソース'string'を停止できませんでした 
	
原因: 示されたリソースを停止できなかったため、シャットダウンに失敗しました。


	
処置: このメッセージに先行するエラー・メッセージに、シャットダウンを拒否したリソースの詳細が示されています。それらのリソースを手動で停止するか、強制オプションを使用して再試行してください。









	 CRS-02800: サーバー'string'ですでに実行中の状態であるため、リソース'string'を開始できません 
	
原因: すでにINTERMEDIATE状態にあるリソースの実行を開始しようとしました。


	
処置: STATE_DETAILS属性の値に基づいて、リソースがINTERMEDIATE状態にある理由を判別します。確認のタイムアウトによる場合、処置は必要ありません。それ以外の場合は、リソースを手動でINTERMEDIATE状態でなくす必要があります。









	 CRS-02801: リソース'string'のインスタンスは実行されていません 
	
原因: リソースの移動を試みましたが、移動されるリソースのインスタンスがTARGET=OFFLINEになっています。


	
処置: リソースを再起動して、ターゲット属性の値をONLINEに変更します。INTERNAL_STATE属性の値を調べることで、インスタンスが現在、操作されているかどうかを判別できます。









	 CRS-02802: この15分間にパージ・イベントは公開されていません 
	
原因: Event Managerデーモンが停止しているか、公開時のエラーのため、Event Managerデーモンに対してイベントを公開できませんでした。


	
処置: Event Managerデーモンのステータスを確認してください。









	 CRS-02803: 属性'string'は、すでに導出タイプ'string'で宣言されています 
	
原因: 1つ以上の派生タイプですでに定義されている属性を持つリソース・タイプに、同名の新しい属性定義を追加しようとしました。派生タイプ内で、ベース・タイプで宣言された属性を上書きすることはできますが、逆はできません。


	
処置: 異なる属性名を選択するか、派生タイプを削除して再送信してから派生タイプを追加しなおしてください。









	 CRS-02805: 'string'を起動できません。'string'依存性がリソース・タイプ'string'にあるが、依存性を満たすそのタイプのリソースがないためです 
	
原因: リソースを開始または移動できません。そのリソースが依存しているリソース・タイプのリソースに、依存性を満たすために現在使用できるものがないためです。


	
処置: このメッセージは通常、そのタイプの既存の各リソースに関する問題の性質の詳細を説明する、1つ以上の他のメッセージとともに表示されます。









	 CRS-02806: リソース'string'の停止操作の作成に失敗しました 
	
原因: 停止操作の作成は正常に完了しませんでした。


	
処置: これに先行するエラー・メッセージに、問題の詳細を示す必要があります。リソースのシャットダウンを手動で試行するか、強制オプションで再試行してください。









	 CRS-02807: リソース'string'は自動起動に失敗しました。 
	
原因: クラスタ・ノードの再起動中またはクラスタウェア・スタックの再起動中にリソースの自動起動に失敗した場合に、このメッセージが表示されます。詳細は、前のリソース固有のメッセージを参照してください。


	
処置: crsctl start resourceを使用して、リソースを手動で起動してください。









	 CRS-02847: 認可に失敗しました: オペレーティング・システム・ユーザー'string'はサーバー'string'に存在しません 
	
原因: 指定されたオペレーティング・システム・ユーザーまたはグループは、指定されたサーバーに存在しません。Cluster Ready Servicesでは、これが管理するリソースによって使用されるすべてのユーザーまたはグループがクラスタの各サーバーに存在している必要があります。


	
処置: 指定されたオペレーティング・システム・ユーザーまたはグループを指定されたサーバーに追加してください。









	 CRS-02848: リソースの読取り中にエラーが発生しました: リソース: 'string'。エラー: string詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-02849: 認可に失敗しました: リソース'string' 
	
原因: 認可に失敗したため、リソース操作を実行できませんでした。クラスタ・ノード間でグループIDに不一致があることが原因である可能性があります。


	
処置: リソースに関連付けられている所有権、グループおよび権限を確認し、関連付けられているオペレーティング・システム・ユーザー定義およびグループ定義がすべてのクラスタ・ノードで一貫性があることを確認してください。









	 CRS-02878: リソース'string'の再起動に失敗しました 
	
原因: リソースを起動しようとして失敗しました。


	
処置: フェイルオーバーが有効になっていない場合、別のサーバーでリソースを手動で起動してください。フェイルオーバーが有効になっている場合、リソースがフェイルオーバーされ、問題が次のメッセージにレポートされます。









	 CRS-02879: 入力が無効なため、ALERT_TEMPLATE属性を更新できません 
	
原因: 入力値が無効なため、リソース更新操作を実行できませんでした。


	
処置: 有効な属性が空白区切りのリストで指定されていることを確認してください。









	 CRS-02907: リソース'string'は完全に構成されていないため、操作を実行できません。 
	
原因: PID_FILESまたはEXECUTABLE_NAMES属性を指定せずにリクエストされました。


	
処置: PID_FILESまたはEXECUTABLE_NAMES属性の値を指定するか、STOP_PROGRAM、CHECK_PROGRAMおよびCLEAN_PROGRAMSの属性の値を指定してください。









	 CRS-04000: コマンドstringは失敗したか、またはエラーのある状態で完了しました。 
	
原因: 指定されたコマンドは正常に完了しませんでした。コマンドが複数の操作を内部で実行している場合は、それらの操作の1つ以上で、前のメッセージで報告されているエラーが発生しています。


	
処置: このメッセージに先行するエラー・メッセージを確認して、示されている問題を修正してください。









	 CRS-04016: OCRにキー'string'がありません。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-04017: OCRからのキー'string'の値の取得に失敗しました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-04038: 無効なユーザー'string'をCRS管理者リストから削除できません。 
	
原因: 無効なユーザー名をCRS管理者リストから削除しようとしました。


	
処置: 有効なユーザー名を指定してコマンドを再発行してください。









	 CRS-04044: CRS管理者リスト: string 
	
原因: 出力メッセージであり、エラーではありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-04046: 無効なOracleクラスタウェア構成です。 
	
原因: Oracle Clusterware構成が無効です。


	
処置: Oracle ClusterwareまたはOracle Restartを構成してください。









	 CRS-04047: Oracleクラスタウェア・コンポーネントが構成されていません。 
	
原因: Oracle Clusterwareコンポーネントが構成されていません。


	
処置: Oracle ClusterwareまたはOracle Restartを構成してください。









	 CRS-04200: ウォレットIPMI資格証明の作成中にセキュリティ・コンテキストの初期化に失敗しました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CRS-04201: ウォレットIPMI資格証明の作成中にハッシュ・コンテキストの初期化に失敗しました 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CRS-04202: ウォレット資格証明の作成中に文字列のハッシュに失敗しました 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CRS-04203: ウォレット資格証明の作成中にハッシュ作成エラーが発生しました 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CRS-04204: IPMI資格証明ウォレットの初期化に失敗しました: string 
	
原因: IPMI資格証明ウォレットの初期化中に、クラスタ・ウォレット・サブシステムによって予期しないエラーが戻されました。エラーはこのメッセージに示されています。


	
処置: ドキュメントを参照し、表示されたエラーに対する指示に従ってください。









	 CRS-04205: IPMI資格証明ウォレットのオープンに失敗しました。このウォレットは存在しません。 
	
原因: ウォレットが存在しません。


	
処置: 'crsctl set'\n"を使用して、IPMIデバイスのウォレットを構成してください。









	 CRS-04206: IPMI資格証明ウォレットの読取り中にエラーが発生しました: 'string' 
	
原因: IPMI資格証明ウォレットの読取り中に、クラスタ・ウォレット・サブシステムによって予期しないエラーが戻されました。エラーはこのメッセージに示されています。


	
処置: ドキュメントを参照し、表示されたエラーに対する指示に従ってください。









	 CRS-04207: IPMI資格証明ウォレットの書込み中にエラーが発生しました: 'string' 
	
原因: IPMI資格証明ウォレットの書込み中に、クラスタ・ウォレット・サブシステムによって予期しないエラーが戻されました。エラーはこのメッセージに示されています。


	
処置: ドキュメントを参照し、表示されたエラーに対する指示に従ってください。









	 CRS-04208: ウォレット内のIPMI資格証明の参照中に予期しないエラーが発生しました 
	
原因: ウォレットが破損している可能性があるか、内部エラーです。


	
処置: crsctl setを使用してIPMIウォレットを再構成してから、操作を再試行してください。再試行が失敗した場合は、カスタマ・サポートに連絡してください。









	 CRS-04209: IPMI資格証明はウォレット内に含まれていません 
	
原因: ウォレットが構成されていません。


	
処置: 'crsctl set'\nを使用して、IPMIデバイスのウォレットを構成してください。









	 CRS-04210: ウォレットへのアクセス中、IPMI資格証明の長さの取得に失敗しました。 
	
原因: ウォレットが破損している可能性があるか、内部エラーです。


	
処置: crsctl setを使用してIPMIウォレットを再構成してから、操作を再試行してください。再試行が失敗した場合は、カスタマ・サポートに連絡してください。









	 CRS-04211: メモリーの割当てに失敗しました 
	
原因: システム・メモリー・リソースが不足しています。


	
処置: システム・メモリー・リソースの問題を修正し、再試行してください。









	 CRS-04212: ウォレットからのシークレットの取得に失敗しました。 
	
原因: ウォレットが破損している可能性があるか、内部エラーです。


	
処置: crsctl setを使用してIPMIウォレットを再構成してから、操作を再試行してください。再試行が失敗した場合は、カスタマ・サポートに連絡してください。









	 CRS-04213: ウォレットのシークレットのサイズが正しくありません 
	
原因: ウォレットが破損している可能性があるか、内部エラーです。


	
処置: crsctl setを使用してIPMIウォレットを再構成してから、操作を再試行してください。再試行が失敗した場合は、カスタマ・サポートに連絡してください。









	 CRS-04214: IPMIのcrsctl stringとstringウォレットのバージョンが一致しません 
	
原因: crsctlとCluster Synchronization ServicesデーモンのIPMIバージョンが一致しませんでした。


	
処置: crsctlとCluster Synchronization Servicesデーモンのインストールと構成が正しいかどうかを確認してください。









	 CRS-04215: ウォレット・シークレットのエンコーディング・エラーが発生しました 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 CRS-04216: ウォレット・コンテンツの構成中に予期しないエラーが発生しました 
	
原因: ウォレットが破損している可能性があるか、内部エラーです。


	
処置: crsctl setを使用してIPMIウォレットを再構成してから、操作を再試行してください。再試行が失敗した場合は、カスタマ・サポートに連絡してください。









	 CRS-04217: IPMI資格証明ウォレットの保存中に予期しないエラーが発生しました: string 
	
原因: IPMI資格証明ウォレットの保存中に、クラスタ・ウォレット・サブシステムによって予期しないエラーが戻されました。エラーはこのメッセージに示されています。


	
処置: ドキュメントを参照し、表示されたエラーに対する指示に従ってください。









	 CRS-04218: このシステムのIPMIデバイスにアクセスできません 
	
原因:IPMIデバイスの可用性テストが失敗しました。次の原因が考えられます。
- IPMIデバイス・ドライバがインストールされていない

-インストールされたデバイス・ドライバをOracleがサポートしていない

- このプラットフォームまたはオペレーティング・システム上でIPMIがサポートされていない

- IPMIデバイスがない、

- IPMIデバイスはあるが構成されていない、のいずれかです。




	
処置: IPMIバージョン1.5以上をサポートしているIPMIハードウェアが存在し、このサーバーでサポートされていること、IPMIデバイスが構成済で、デバイス・ドライバが正しくインストールされていることを確認してください









	 CRS-04219: ウォレットのオープンに失敗しました。ユーザーはウォレットの作成者である必要があります: string 
	
原因: ウォレットの所有者/作成者ではありません。このメッセージとともにエラーがクラスタ・ウォレット・サブシステムにより戻されています。


	
処置: ウォレットの所有者/作成者として再試行してください。必要に応じて、ドキュメントも参照し、表示されたエラーに対する指示に従ってください。









	 CRS-04221: パスワードを指定する必要があります 
	
原因: パスワード・プロンプトに対し、パスワードが入力されませんでした。


	
処置: ローカル・サーバーのIPMI BMCパスワードに一致するパスワードを指定してください。









	 CRS-04222: 指定したパスワードがnumberバイトを超えていました 
	
原因: 指定したIPMIデバイスのパスワードは長すぎます。


	
処置: 指定するパスワードは、示されたサイズ以内である必要があります。このパスワードは、IPMIデバイスを構成する際に使用したパスワードに一致している必要があります。再試行してください。









	 CRS-04223: ユーザー名がnumberバイトを超えています 
	
原因: 指定したIPMIデバイスのユーザー名は長すぎます。


	
処置: 指定するユーザー名は、示されたサイズ以内である必要があります。このユーザー名は、IPMIデバイスを構成する際に使用したユーザー名に一致している必要があります。再試行してください。









	 CRS-04224: IPMI値を更新するためのCluster Synchronization Servicesデーモンと通信できません。 
	
原因: crsctlがIPMI資格証明ウォレットを変更しましたが、Cluster Synchronization Servicesデーモンに通知できませんでした。


	
処置: csscheckを実行してCluster Synchronization Servicesデーモンが機能していることを確認した後で、再試行してください。









	 CRS-04225: IPMI資格証明ウォレットの作成中に予期しない認証エラーが発生しました: string 
	
原因: IPMI資格証明ウォレットの作成中にエラーが発生しました。クラスタ・ウォレット・サブシステムによって予期しないエラーが戻されました。エラーはこのメッセージに示されています。


	
処置: ドキュメントを参照し、表示されたエラーに対する指示に従ってから、再試行してください。









	 CRS-04226: IPMI資格証明ウォレットの保存中に予期しない認証エラーが発生しました: string 
	
原因: IPMI資格証明ウォレットの保存を試行中に、クラスタ・ウォレット・サブシステムは認証エラーを戻しました。認証エラー・テキストのテキストは、このメッセージに示されています。ウォレットの作成をすべてのユーザーに認可する必要があるため、このエラーは予期しないもので、内部エラーによる可能性があります。また、ウォレットがすでに存在する場合、ウォレットは適切な認証チェックの後にすでに読み取られました。


	
処置: 示されたメッセージについてドキュメントを調べ、認可エラーの根本的な原因を調査し、set操作を再試行してください(指示されている場合)。これが失敗した場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 CRS-04227: 構成データが保存されましたが、変更を完了するにはIPMI IPアドレスが必要です。情報が完全になるまで変更は検証されません。 
	
原因: IPMIユーザー名、パスワード、IPアドレスなどの情報がすべて揃っている必要があるため、クライアントのIPMIログイン変更リクエストは続行されません。


	
処置: crsctl内のcrsctl set css ipmiaddrを実行してください。









	 CRS-04228: 属性'string'の値がありません 
	
原因: ユーザーは属性の値を指定しませんでした。


	
処置: <attrName>=<value>という形式で値を指定してください(<value>には一重引用符で囲んだ空白を指定することも可能です)。









	 CRS-04229: IPMI情報変更が完了しました 
	
原因: IPMIアドレスおよび権限情報が検証され、変更が完了しました。


	
処置: 必要ありません。









	 CRS-04230: IPMIデバイスを配置する場所でデバイスが検出されましたが、このデバイスはIPMIデバイスではありません 
	
原因: IPMIドライバが構成されていないか、このホストでサポートされていない可能性があります。


	
処置: IPMIドライバの構成をチェックし、IPMIバージョン1.5以上のデバイスがサーバーでサポートされているかどうかを確認してください。









	 CRS-04231: IPMIデバイスまたはドライバ(あるいはその両方)が検出されました 
	
原因: マシン上でIPMIデバイスやデバイス・ドライバが特定されました。IPMIハードウェアの検出メカニズムはプラットフォームによって異なります。


	
処置: 必要ありません。









	 CRS-04232: 構成データが保存されましたが、変更を完了するにはIPMI権限情報が必要です。情報が完全になるまで変更は検証されません。 
	
原因: すべての情報(IPMIユーザー名、パスワードおよびIPアドレス)が揃っている必要があるため、クライアントのIPMIログイン変更リクエストは続行されません。


	
処置: crsctl内のcrsctl set css ipmiadminを実行してください。









	 CRS-04233: 新しいIPMI構成データが格納されましたが、リモート・ノードによる検証に失敗しました。 
	
原因: 入力した構成データがOracleレジストリに格納されましたが、その結果の構成をリモート・ノードがIPMIアクセスのために使用できませんでした。格納されたIPアドレスやIPMI管理資格証明が不正確です。


	
処置: 検証しているノードは、CRSアラート・ログで識別され、詳細は、そのノードのアラート・ログで確認できます。ローカルIPMIデバイスの資格証明を確認し、コマンドcrsctl set css ipmiadminおよびcrsctl set css ipmiaddrを使用して、構成をリセットしてください。









	 CRS-04234: IPMI構成の設定が解除され、レジストリ・エントリが削除されました。 
	
原因: リクエストした操作が成功しました。ただし、CRSスタックが削除された構成データにアクセスし、使用できる場合、その状態が再起動まで続きます。


	
処置: 必要ありません。新しい構成データを入力するか、必要に応じてCRSスタックを再起動してください。









	 CRS-04235: OracleレジストリからIPMI構成を削除できませんでした: 'string' 
	
原因: IPMI構成のクリアとIPMI構成エントリの削除を試行の際に、Oracleレジストリ・サブシステムでエラーが発生しました。詳細なエラー・メッセージはこのメッセージに含まれます。


	
処置: ドキュメントを参照し、表示されたエラーに対する指示に従ってください。









	 CRS-04236: Oracle ClusterwareはIPMIを使用するように構成されています 
	
原因: Oracleレジストリには、IPMIの完全な構成データが含まれます。


	
処置: 必要ありません。









	 CRS-04237: Oracle ClusterwareはIPMIを使用するよう完全に構成されていません 
	
原因: Oracleレジストリには、IPMIの完全な構成データが含まれません。


	
処置: 必要ありません。









	 CRS-04251: 検出文字列の変更に失敗しました 
	
原因: この操作中に内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-04252: 新しい検出文字列を使用したプロファイルの更新に失敗しました 
	
原因: プロファイル内の検出文字列の更新時に内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-04253: 投票ファイルがASMにあるため、検出文字列は変更できません 
	
原因: 検出文字列の変更は、投票ファイルがASMにない場合にのみ許可されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-04254: 検出文字列はすでにこの値に設定されています 
	
原因: 渡そうとした値は、現在の検出文字列と同じです。


	
処置: 必要に応じて、別の検出文字列を渡してください。









	 CRS-04255: 指定された検出文字列では現在の構成済投票ファイルを検出できません 
	
原因: 指定された検出文字列では、現在構成されている投票ファイルが検出されません。


	
処置: 現在構成されている投票ファイルの場所を含む、別の検出文字列を渡してください。









	 CRS-04256: プロファイルを更新しています 
	
原因: プロファイルの更新を実行中です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-04257: 投票ファイルの検出文字列が正常に置換されました 
	
原因: 検出文字列を置換するリクエストが完了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-04258: 投票ファイルがASMにあるため、投票ファイルの追加および削除は許可されません 
	
原因: 投票ファイルの追加または削除リクエストが発行されましたが、投票ファイルはASMストレージ上で構成されています。投票ファイルがASM用に構成されると、crsctl replace votediskだけを使用して構成を変更できます。


	
処置: crsctl replace votediskを使用して、投票ファイルの構成を変更してください。









	 CRS-04259: ASMグループは1つのみ指定できます 
	
原因: 投票ファイルがASMにある場合、ただ1つのディスクグループのみを指定できます。


	
処置: 正しいASMディスクグループを指定してください。









	 CRS-04260: 投票ファイルstringはすでに構成されています 
	
原因: 指定された場所のファイルは、投票ファイルとしてすでに構成されています。


	
処置: 現在の投票ファイルではない別の場所を指定してください。









	 CRS-04261: ディスクグループstringはすでに投票ファイルとともに構成されています 
	
原因: 指定されたディスクグループ名は、すでに投票ファイルの使用向けに構成されています。


	
処置: 別の場所を投票ファイル用に指定してください。









	 CRS-04262: GPnPプロファイルからの情報の取得に失敗しました 
	
原因: GPnPプロファイルへのアクセス時に内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-04263: この操作は許可されません 
	
原因: ASMにない投票ファイルのリストは、別の投票ファイルのリストと置換できません。


	
処置: ASMにない投票ファイルのリストを変更して新しい投票ファイルを追加するには、crsctl add css votedisk <vfile> ... <vfile>を使用してください。









	 CRS-04264: 操作は検証されていません 
	
原因: 検出文字列の検証中に内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-04265: プロファイルが別の操作でビジー状態のため、この操作は実行できません 
	
原因: プロファイルに対する別の操作を実行中です。


	
処置: 他の操作が終了してから再試行してください。









	 CRS-04266: 投票ファイルが正常に置換されました 
	
原因: 投票ファイルを置換するリクエストが完了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-04267: ASM検出文字列を使用したプロファイルの更新中にエラーが発生しました 
	
原因: ASM検出文字列の更新時に、内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-04268: '-name'オプションがサポートされているのは、APPQOSDBタイプのウォレットのみです 
	
原因: APPQOSDBタイプ・ウォレットのためのウォレット・コマンドで、-nameオプションが指定されました。


	
処置: '-name'オプションは、APPQOSDBタイプのウォレット上の処置にのみ使用してください。









	 CRS-04269: Cluster Synchronization Servicesの優先度numberstringを正常に取得しました。 
	
原因: get操作が正常に実行されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-04402: CSSデーモンが排他モードで開始されましたが、ノードstring、番号stringのアクティブCSSデーモンが検出されたため中断します 
	
原因: CSSデーモンが排他モードで開始されましたが、この場合、データ整合性を保つため、他のすべてのノードでクラスタウェア・スタックが停止している必要があります。CSSデーモンが別のノードで検出されたため、このノードのCSSデーモンは終了します。


	
処置: 必要です。それ以外の場合、示されたノードで実行中のOracleクラスタウェア・スタックを停止してください。アクティブ・ノードの名前および番号が不明になることがあります。









	 CRS-04404: 次のノードは、割り当てられた時間内に応答しませんでした: string 
	
原因: 指定されたノードがクラスタ化されたコマンドに応答する前に、コマンドがタイムアウトしました。


	
処置: ノードがオンラインであるかを確認してください。通信に問題がないかについても確認してください。指定されたノードでコマンドをローカルに発行することを検討してください。









	 CRS-04405: 次のノードは、Oracle高可用性サービスに認識されていません: string 
	
原因: ローカルのOracle高可用性サービスは、指定されたノードのOracle高可用性サービスに接続していません。


	
処置: ノードがオンラインで、Oracle高可用性サービスが実行されているかどうか確認してください。通信に問題がないかを確認し、指定されたノードでコマンドをローカルに発行することを検討してください。









	 CRS-04481: プロセスを起動できません 
	
原因: プロセスの起動中に内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポートにエラーを報告してください。









	 CRS-04482: 子プロセスが異常終了しました。 
	
原因: 内部エラーのため、子プロセスが終了しました。


	
処置: Oracleサポートにエラーを報告してください。









	 CRS-04602: エラーnumberが投票ファイルstringの追加中に発生しました。 
	
原因: 投票ファイルを追加しようとして失敗しました。"Failed"に続く番号はリターン・コードで、次のことを示します: 1 - 内部OCSSDサーバー・エラー。 8 - OCSSDによって拒否されました。 15 - この操作に対して権限が不十分です。 19 - クライアントとサーバー間でバージョンの互換性がありません。


	
処置: リターン・コードに応じて、次のように対応してください。15 - 権限を調整するか、別のユーザーIDを使用してください。19 - 互換性のあるバージョンをインストールしてください。その他 - Oracleサポート・サービスに報告してください。









	 CRS-04608: 投票ディスクの削除中にCluster Synchronization Servicesにエラーnumberが発生しました。 
	
原因: 投票ディスクを削除しようとして失敗しました。"Failed"に続く番号はリターン・コードで、次のことを示します: 1 - 内部OCSSDサーバー・エラー。 8 - OCSSDによって拒否されました。 15 - この操作に対して権限が不十分です。 16 - 指定した投票ディスクが存在しないか、投票ディスクの大部分を削除しようとしました。 19 - クライアントとサーバー間でバージョンの互換性がありません。


	
処置: リターン・コードに応じて、次のように対応してください。15 - 権限を調整するか、別のユーザーIDを使用してください。16- crsctl query css votediskで表示される投票ディスク構成を確認し、構成に従ってリクエストを修正してください。19 - 互換性のあるバージョンをインストールしてください。その他 - Oracleサポート・サービスに報告してください。









	 CRS-04615: エラーnumberがノードstringのclsvswversionにあります 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-04625: ユーザ名にnumberバイトの割当てができませんでした 
	
原因: システムのメモリーが不足しています。


	
処置: システムのメモリーを解放して再試行してください。









	 CRS-04626: リクエスト時の設定はnumberからnumberの間である必要があります。 
	
原因: 設定を範囲外の値に変更しようとしました。


	
処置: 適切な範囲内の設定で再試行してください。









	 CRS-04627: 変更前の構成をロックできません。number 
	
原因: CSS APIがロック取得に失敗しました。


	
処置: 再試行するか、エラー・コードの情報を調べてOracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-04628: 構成の変更に失敗しましたが、正常にロールバックされました。 
	
原因: 原因の説明は、付随するメッセージを参照してください。


	
処置: 処置は必要ありません。これは何も破損されていないことを示しています。









	 CRS-04629: numberはフォーマットされていない投票ファイル情報stringをマークできません 
	
原因: 読取り不可/書込み不可の投票ファイルが削除された可能性があります。


	
処置: 原因が正しい場合、これは無視できますが望ましくはありません。









	 CRS-04630: 正しい権限を新しい投票ファイルstringに適用できません。 
	
原因: 新しい投票ファイルに権限を設定できませんでした。このメッセージには、OS固有のエラーを詳しく説明する他のメッセージが付随します。


	
処置: OS固有のエラーを調べ、可能なら修正してください。修正できない場合は、異なる投票ファイルを指定してください。









	 CRS-04631: numberは投票ファイルの初期化を取消しできません。 
	
原因: 投票ファイルの形式をロールバックできませんでした。


	
処置: ディスクをクリーンアップしてから、追加を再試行してください。









	 CRS-04632: numberは投票ファイル用のOCR設定をロールバックできません。 
	
原因: 投票ファイルを追加するOCRへの一時的な変更を削除できませんでした。


	
処置: クラスタを停止して、再起動してください。新しい投票ファイルをcrsctl delete css votediskを実行して削除してください。









	 CRS-04633: これには数分間かかる場合があります。 
	
原因: 時間がかかる可能性のあるアクティビティをCRSデーモンが実行しています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-04634: リソースの停止を再試行しています。 
	
原因: crsctlコマンドがリソースの停止を再試行しています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-04635: シャットダウン・リクエストの送信試行中に内部エラー'number'が発生しました 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 再試行してもエラーが発生する場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 CRS-04636: clsvrelversionでエラーnumberが発生しました 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-04637: ローカル・ノードのOracle高可用性サービスのリリース・バージョンは[string]です 
	
原因: 出力メッセージであり、エラーではありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-04651: サーバー'string'でリソースが見つかりませんでした。 
	
原因: サーバーに関連付けられているリソースがありません。


	
処置: リソースが実行されているサーバーを指定してください。









	 CRS-04652: エラーnumberがローカル・ノードのclsvswversionにあります 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-04653: サーバー名'string'に無効な文字が含まれています。 
	
原因: 指定された名前に無効な文字が含まれています。


	
処置: 英数字文字のみを使用してサーバー名を指定してください。









	 CRS-04654: サーバー'string'が見つかりませんでした。 
	
原因: 指定された名前は既知のサーバーの名前ではありません。


	
処置: 既知のサーバーの名前を使用してください。









	 CRS-04655: リソース'string'が見つかりませんでした。 
	
原因: 指定された名前は既知のリソースの名前ではありません。


	
処置: 既知のリソースの名前を使用してください。









	 CRS-04656: リソース'string'はサーバー'string'で実行されていません。 
	
原因: リソースは、ユーザーが指定したサーバー上にありません。


	
処置: 既知のサーバーを入力してください。









	 CRS-04657: ソースのサーバーと宛先のサーバーが同じです。 
	
原因: ソースのサーバーと宛先のサーバーを同じにすることはできません。


	
処置: 異なる宛先サーバーを指定してください。









	 CRS-04658: ノードstringのクラスタウェア・スタックは完全に停止していません。 
	
原因: クラスタウェア・スタックがまだ起動している兆候があります。


	
処置: ノードを削除する前に、クラスタウェア・スタック全体を停止してください。









	 CRS-04659: ノードstringの固定解除中にエラーが発生しました。 
	
原因: この操作中に内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-04660: 削除するノードstringが見つかりませんでした。 
	
原因: 削除するノードは、最近このクラスタのメンバーではなくなったため、見つかりませんでした。


	
処置: 指定された名前を確認してください。名前が正しい場合、ノードは長時間非アクティブであったため、自動的に削除され、クラスタからノードを削除するために処置は必要ありません。









	 CRS-04661: ノードstringは正常に削除されました。 
	
原因: ノードを削除するリクエストが完了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-04662: ノードstringの削除中にエラーが発生しました。 
	
原因: この操作中に内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-04663: 固定するノードstringが見つかりませんでした。 
	
原因: 示されたノードは、クラスタ内のアクティブ・ノードではありません。


	
処置: ノード名が正しく、Oracle Clusterwareがノードで実行中であることを確認してください。









	 CRS-04664: ノードstringは正常に固定されました。 
	
原因: ノードを固定するリクエストが完了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-04665: ノードstringの固定中にエラーが発生しました。 
	
原因: この操作中に内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-04666: 固定解除するノードstringが見つかりませんでした。 
	
原因: 示されたノードは、クラスタ内のアクティブ・ノードではありません。


	
処置: ノード名が正しく、Oracle Clusterwareがノードで実行中であることを確認してください。









	 CRS-04667: ノードstringは正常に固定解除されました。 
	
原因: ノードを固定解除するリクエストが完了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-04668: このASMディスクグループには、削除する投票ディスクがありません 
	
原因: 指定されたASMディスクグループ名には、投票ファイルがありません。


	
処置: 正しいASMディスクグループ名を指定してください。









	 CRS-04669: パラメータstringをnumberに設定できませんでした(競合するパラメータstringが原因)。stringの新しい値はnumberより小さい必要があります。 
	
原因: 構成パラメータに新しい値を設定しようとしましたが、別のパラメータの現在の値と競合しています。


	
処置: このパラメータの値を、メッセージに示された値より小さい値に設定してください。









	 CRS-04670: パラメータstringは、パラメータstringの現在numberに設定されていることによる競合のため、設定を解除できませんでした。 
	
原因: 構成パラメータの設定を解除しようとしましたが、別のパラメータの現在の値と競合しています。


	
処置: このパラメータ変更を実行する前に、競合するパラメータを、設定するパラメータ変更と共存できる値に設定してください。









	 CRS-04671: このコマンドはASMディスクグループではサポートされていません。 
	
原因: コマンドcrsctl add css votediskに、投票ファイルのリスト内の1つ以上のASMディスクグループが指定されています。投票ファイルはASMの内外に移動できますが、ディスクグループの追加または削除はできません。


	
処置: ASMディスクグループを追加するには、適切なcrsctl setコマンドを使用してください。投票ファイルをASMに移動する場合は、crsctl replace votediskコマンドを使用してください。









	 CRS-04672: Cluster Synchronization Serviceの投票ファイルのバックアップに成功しました。 
	
原因: 投票ファイルのバックアップが正常に完了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-04673: ローカル・ノードのOracle高可用性サービスのバージョンは[string]です 
	
原因: 出力メッセージであり、エラーではありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-04674: 無効なユーザー'string'をCRS管理者リストに追加できません。 
	
原因: 無効なユーザー名をCRS管理者リストに追加しようとしました。


	
処置: 有効なユーザー名を指定してコマンドを再発行してください。









	 CRS-04675: Cluster Synchronization Servicesのログファイルサイズを取得できませんでした。 
	
原因: Cluster Synchronization Servicesに対してこの操作を行っている際に、内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-04676: Cluster Synchronization Servicesのログファイルサイズnumberを正常に取得しました。 
	
原因: Cluster Synchronization Servicesに対し、操作が正常に完了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-04677: Cluster Synchronization Servicesのstringを取得できませんでした。 
	
原因: Cluster Synchronization Servicesに対してこの操作を行っている際に、内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-04678: Cluster Synchronization Servicesのstring numberを正常に取得しました。 
	
原因: get操作が正常に実行されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-04679: Cluster Synchronization Servicesのログファイルサイズを設定解除できませんでした。 
	
原因: Cluster Synchronization Servicesに対してこの操作を行っている際に、内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-04680: Cluster Synchronization Servicesのログファイルサイズを正常に設定解除しました。 
	
原因: unset操作が正常に実行されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-04681: Cluster Synchronization Servicesの優先度を設定解除できませんでした。 
	
原因: Cluster Synchronization Servicesに対してこの操作を行っている際に、内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-04682: Cluster Synchronization Servicesの優先度を正常に設定解除しました。 
	
原因: unset操作が正常に実行されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-04683: Cluster Synchronization Servicesのパラメータstringをnumberに設定できませんでした。 
	
原因: Cluster Synchronization Servicesに対してこの操作を行っている際に、内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-04684: Cluster Synchronization Servicesのパラメータstringをnumberに正常に設定しました。 
	
原因: Cluster Synchronization Servicesに対し、set操作が正常に実行されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-04685: Cluster Synchronization Servicesのログファイルサイズnumberを設定できませんでした。 
	
原因: Cluster Synchronization Servicesに対してこの操作を行っている際に、内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-04686: Cluster Synchronization Servicesのログファイルサイズnumberを正常に設定しました。 
	
原因: Cluster Synchronization Servicesに対し、set操作が正常に実行されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-04687: shutdownコマンドはエラーのある状態で完了しました。 
	
原因: シャットダウン・コマンドの処理が、エラーのある状態で完了しました。


	
処置: 発生したエラーの詳細は、先行するエラー・メッセージを参照してください。









	 CRS-04688: Oracleクラスタウェアはサーバー'string'上ではすでに停止しています 
	
原因: Oracle Clusterwareは、示されたサーバーでは実行されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-04689: Oracleクラスタウェアはすでに停止しています 
	
原因: Oracle Clusterwareが実行されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-04690: Oracleクラスタウェアは'string'上ですでに実行中です 
	
原因: Oracle Clusterwareは、示されたサーバー上ですでに実行中です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-04691: Oracleクラスタウェアはすでに実行中です 
	
原因: Oracle Clusterwareはすでに実行中です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-04692: Cluster Ready Servicesが排他モードでオンラインです 
	
原因: Cluster Ready Servicesは、他のOracle Clusterwareコンポーネントへの内部サービスのみを提供できます。外部用のCluster Ready Servicesは使用できません。


	
処置: 排他モードでは、Oracle Clusterwareコンポーネントは、Oracle Cluster Registryまたは投票ファイル、あるいはこの両方の修正または再構成に主に使用されます。他のすべてのクラスタ・ノードでは、Oracle Clusterwareを停止するか停止したままにする必要があります。発行できるのは、スタックをチェックまたは停止するコマンド、Cluster Synchronization Servicesと対話するコマンド、あるいはクラスタウェアの修正または再構成に役立つコマンドのみです。









	 CRS-04693: Cluster Synchronization Serviceの投票ファイルをバックアップできませんでした。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-04694: 投票ファイル数をnumberより多くすることはできません。投票ファイルを追加できませんでした。 
	
原因: この投票ファイル追加リクエストを実行すると、上限値を超過します。


	
処置: 上限を超過しないように、追加する投票ファイル数を少なく指定するか、crsctl add css votediskに-purgeオプションを含めて、既存のファイル・セットを、許容される数の新しいファイルに置き換えてください。









	 CRS-04695: このディスクstringは、ファイル・ユニバーサルID stringが一致する既存の投票ディスクの複製であるため、投票ディスクを追加できませんでした。 
	
原因: このディスクは、すでに現在のクラスタの一部です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-04696: パラメータstringをnumberに設定できませんでした(競合するパラメータstringが原因)。stringの新しい値はnumberより大きい必要があります。 
	
原因: 構成パラメータに新しい値を設定しようとしましたが、別のパラメータの現在の値と競合しています。


	
処置: このパラメータの値を、メッセージに示される値より大きい値に設定してください。









	 CRS-04697: このコマンドは、オペレーティング・システム・ユーザー'string'が実行する必要があります。 
	
原因: crsctlコマンドが、誤ったオペレーティング・システム・ユーザーによって実行されました。


	
処置: 指定されたオペレーティング・システム・ユーザーが、コマンドを実行してください。









	 CRS-04700: クラスタ時刻同期化サービスはオブザーバ・モードになっています。 
	
原因: ベンダーの時刻同期化ソフトウェアがクラスタ内の1つ以上のノードに存在します。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-04701: クラスタ時刻同期化サービスはアクティブ・モードになっています。 
	
原因: クラスタ内のどのノードからも、ベンダーの時刻同期化ソフトウェアは検出されませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-04703: クラスタ時刻同期化サービスは現在オフラインです。 
	
原因: クラスタ時刻同期化サービスは、このノードでは実行されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-04704: ノードstringでClusterwareの停止に失敗しました。 
	
原因: シャットダウンは正常に完了しませんでした。1つより多くの内部操作に、前のメッセージで報告されたエラーが発生しました。


	
処置: このメッセージに先行するエラー・メッセージを確認して、示されている問題を修正してください。









	 CRS-04705: ノードstringでClusterwareの起動に失敗しました。 
	
原因: 開始は正常に完了しませんでした。1つより多くの内部操作に、前のメッセージで報告されたエラーが発生しました。


	
処置: このメッセージに先行するエラー・メッセージを確認して、示されている問題を修正してください。









	 CRS-04730: 内部エラーによりコマンドが中断されました 
	
原因: 一貫性がない内部状態が検出されました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-04731: 指定されたファイルstringを作成できませんでした。 
	
原因: OC4Jコンテナで必要とされるJAZN構成ファイルを作成できませんでした。


	
処置: ディレクトリ・パスが存在し、そのディレクトリに設定されている権限では、クラスタウェア・ホームのOracle所有者がファイルを作成することが許可されていることを確認してください。









	 CRS-04732: ファイルstringを開けませんでした。 
	
原因: OC4Jコンテナで必要とされるJAZN構成ファイルを開けませんでした。


	
処置: ディレクトリ・パスが存在し、そのディレクトリに設定されている権限では、クラスタウェア・ホームのOracle所有者がファイルを作成することが許可されていることを確認してください。









	 CRS-04733: ファイルstringは存在しません。 
	
原因: OC4Jコンテナで必要とされるJAZN構成ファイルが存在しません。


	
処置: ディレクトリ・パスが存在し、そのディレクトリに設定されている権限では、クラスタウェア・ホームのOracle所有者がファイルを作成することが許可されていることを確認してください。









	 CRS-04734: ファイル名が指定されていません。 
	
原因: ファイル名が指定されていないか、空の文字列でした。


	
処置: 有効なJAZN構成ファイル名を指定して、コマンドを再試行してください。









	 CRS-04735: 必要なOCRキーが存在しません 
	
原因: 必要なOCRキーがないため、インフラストラクチャ・エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-04736: OCRキーの操作が失敗しました 
	
原因: OCRエラーのため、OCRキーの操作が失敗しました。


	
処置: クラスタウェア・ホームのOracle所有者としてコマンドを再発行してください。









	 CRS-04737: メモリーのnumberバイトの割当てに失敗しました 
	
原因: システム・メモリー・リソースが不足しているため、内部バッファにメモリーを割り当てられませんでした。


	
処置: システム・メモリー・リソースの問題を修正し、コマンドを再試行してください。









	 CRS-04738: ファイルstringのサイズが大きすぎます 
	
原因: 指定されたファイル・サイズが65536バイトを超えています。


	
処置: ファイルのサイズを削減した後、コマンドを再発行してください。









	 CRS-04739: ファイルstringを閉じることができませんでした 
	
原因: 内部エラーのため、指定されたファイルを閉じることができませんでした。


	
処置: ディスク領域、権限およびパスを検証した後、コマンドを再発行してください。









	 CRS-04740: ファイルstringのI/O操作が失敗しました。 
	
原因: 内部エラーのため、指定されたファイルのI/O操作が失敗しました。


	
処置: 問題が解決されない場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 CRS-04741: OCRキーに対する権限が不十分です 
	
原因: 権限が不十分なため、OCRキーの操作に失敗しました。


	
処置: クラスタウェア・ホームのOracle所有者としてコマンドを再発行してください。









	 CRS-04742: OCRがstringの内容で更新されました (新 = number、旧 = numberバイト) 
	
原因: set jaznコマンドが発行され、OCRキーが更新されました。


	
処置: 必要ありません。









	 CRS-04743: ファイルstringはOCR(サイズ: number(新)、number(旧)バイト)から更新されました 
	
原因: get jaznコマンドが発行され、指定されたファイルがOCRキーの内容で更新されました。


	
処置: 必要ありません。









	 CRS-04922: stringモジュール: stringは無視されました。モジュール・レベルが範囲外です(範囲0から65535) 
	
原因: モジュールのログ/トレース・レベルが範囲外です(範囲0から65535)。


	
処置: ログ/トレース・レベルを有効な範囲(0から65535)内で指定してください。









	 CRS-04923: stringモジュール: stringは無視されました。モジュール・レベルが無効です(範囲0から65535) 
	
原因: モジュールのログ/トレース・レベルが無効です(範囲0から65535)。


	
処置: ログ/トレース・レベルを有効な範囲(0から65535)内で指定してください。









	 CRS-04925: 他のモジュール名で、'all'モジュール・キーワードが指定されています 
	
原因: モジュール・キーワードallは、すべてのモジュール名前をすでに参照しています。


	
処置: すべてのモジュールを参照する場合は、他のモジュール名に対する重複参照がない状態でallを使用してください。









	 CRS-04980: リソース属性stringに重複した値stringが指定されました 
	
原因: リソース属性に重複値が指定されました。


	
処置: 1つのリソース属性には1つの値だけを指定してください。









	 CRS-04981: タイプ属性キーワードstringに重複した値stringが指定されました 
	
原因: タイプ属性キーワードに重複値が指定されました。


	
処置: DEFAULT_VALUE、FLAGS、TYPEの各タイプ属性には1つの値だけを指定してください。









	 CRS-04982: 有効なタイプ属性キーワードstringが、タイプ属性外に指定されました 
	
原因: 有効なタイプ属性キーワードが、タイプ属性の外部で指定されました。


	
処置: ATTRIBUTEタイプ属性キーワードを指定してから、DEFAULT_VALUE、FLAGSまたはTYPEの各タイプ属性キーワードを指定してください。









	 CRS-04983: 無効なタイプ属性キーワードstringが指定されました 
	
原因: 無効なタイプ属性キーワードが指定されました。


	
処置: 有効なタイプ属性キーワード、ATTRIBUTE、DEFAULT_VALUE、FLAGSおよびTYPEだけを指定してください。









	 CRS-04984: タイプ属性stringの重複した定義 
	
原因: 複数のATTRIBUTEキーワード上で同じタイプ属性に名前が付けられました。


	
処置: タイプ属性は一度だけ定義してください。









	 CRS-05000: 必要なリソースstringはエージェント・プロセスに存在しません 
	
原因: 必要なリソースは、Oracle構成ツールで作成済である必要があります。


	
処置: リソースが手動で削除されていないことを確認してください。削除されている場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 CRS-05001: 必要なリソースstringの依存性(タイプstringのリソースに対する)が存在しません 
	
原因: 必要なリソースの依存性は、Oracle構成ツールで作成済である必要があります。


	
処置: リソースの依存性が手動で削除されていないことを確認してください。









	 CRS-05002: エージェントのアクションが中断されました 
	
原因: エージェントのアクションが中断された原因は、アクションのタイムアウトのため、またはユーザーがアクションを取り消したためです。


	
処置: 操作を再試行してください。









	 CRS-05003: 属性値: 'string'(属性string)が無効です 
	
原因: エージェントに渡された属性値はNULLまたは無効です。


	
処置: 正しい値を属性に渡して再試行してください。









	 CRS-05004: リスナーstringのリスナー・エンドポイントが見つかりません 
	
原因: リスナー・エンドポイントが見つかりませんでした。


	
処置: listener.oraでそのリスナーがあるか確認してください。









	 CRS-05005: IPアドレス: stringは、ネットワーク内ですでに使用されています 
	
原因: VIPリソースが、ネットワーク内ですでに使用されているIPアドレスを使用しようとしました。


	
処置: srvctlを使用して、ネットワーク内で使用されていないIPアドレスを指定するvipまたはscanvipを再作成し、操作を再試行してください。









	 CRS-05006: サブネット・マスクがstring、サブネット番号がstringであるネットワーク・インタフェースを自動選択できません 
	
原因: リソースに構成されているサブネット・マスクおよびサブネット番号が、このノード上のどのネットワーク・インタフェースのサブネット・マスクおよびサブネット番号とも一致しませんでした。


	
処置: srvctl removeおよびsrvctl add vipを使用して、1つ以上のネットワーク・インタフェースのサブネット・マスクおよびサブネット番号に一致するサブネット・マスクおよびサブネット番号を指定し、操作を再試行してください。









	 CRS-05007: プライマリIPstringをネットワーク・インタフェースから削除できません 
	
原因: ネットワーク・インタフェースのプライマリIPがVIPとして正しく構成されていませんでした。


	
処置: srvctl removeとsrvctl add vipまたはsrvctl removeとsrvctl add scanを使用して、VIPに正しいIPアドレスを指定し、操作を再試行してください。









	 CRS-05008: ネットワーク・インタフェースの属性値: stringが無効です 
	
原因: ネットワーク・インタフェース値が、ノード上のどのネットワーク・インタフェースのサブネット・マスクおよびサブネット番号とも一致しませんでした。


	
処置: srvctl removeおよびsrvctl add vipを使用して、ノード上の1つ以上のネットワーク・インタフェースのサブネット・マスクおよびサブネット番号にサブネット・マスクおよびサブネット番号が一致するようにネットワーク・インタフェースの値を変更し、操作を再試行してください。









	 CRS-05009: VIPアドレスstringはサブネットstringに属していません 
	
原因: VIPのサブネット番号とネットワーク・インタフェースのサブネット番号が一致しませんでした。


	
処置: srvctl removeとsrvctl add vipまたはsrvctl removeとsrvctl add scanを使用して、VIPのサブネット番号をネットワーク・インタフェースのサブネット番号に一致させ、操作を再試行してください。









	 CRS-05010: 構成ファイル"string"の更新に失敗しました: 詳細はstring(string)を参照してください 
	
原因: 指定されたファイルをオープンしようとして失敗しました。一般的な原因は、ファイルが存在しないか、ファイルの権限でアクセスが禁止されていることです。


	
処置: ファイルが存在し、適切な権限が設定されていることを確認してください。









	 CRS-05011: リソース"string"のチェックが失敗しました: 詳細は"string"("string")を参照してください 
	
原因: データベースまたはAutomatic Storage Managementのインスタンスのチェックが失敗しました。


	
処置: データベースまたはASMのインスタンスのアラート・ログと、参照先として示されているOracle Clusterwareトレース・ファイルで、追加情報を確認してください。必要に応じて、インスタンスをリカバリしてください。









	 CRS-05012: サービス・リソース"string"のチェックが失敗しました: 詳細は"string"("string")を参照してください 
	
原因: 事前接続サービスをメイン・サービスと同じノードで実行できなかったため、事前接続サービスのチェックが失敗しました。


	
処置: 参照先として示されているOracle Clusterwareのトレース・ファイルで追加情報を確認してください。事前接続サービスを別のノードで起動してください。









	 CRS-05013: エージェント"string"はプロセス"string"をアクション"string"に対して開始できませんでした: 詳細は"string"("string")を参照してください 
	
原因: 指定されたエージェントは、指定されたプロセスを指定されたアクションに対して開始できませんでした。


	
処置: 参照先として示されているOracle Clusterwareのトレース・ファイルで、オペレーティング・システム固有の追加情報を確認してください。オペレーティング・システムのドキュメントを参照してエラーを修正してください。









	 CRS-05014: エージェント"string"は、プロセス"string"をアクション"string"に対して開始する際にタイムアウトしました: 詳細は"string"("string")を参照してください 
	
原因: 指定されたエージェントは、指定されたプロセスがタイムアウト期間内に応答できなかったため、そのプロセスを中断しました。


	
処置: 詳細は、エージェントのログ・ファイルを確認してください。









	 CRS-05015: DHCPサーバーからのレスポンス待機中にエージェントがタイム・アウトしました 
	
原因: エージェントとDHCPサーバーは相互に通信できませんでした。このエラーの一般的な原因は、DHCPサーバーが実行中でないか、DHCPサーバーの構成が正しくないか、またはDHCPサーバーのDHCPリースが不足していることです。


	
処置: DHCPサーバーのログ・ファイルで問題の原因を特定してください。問題の原因がDHCPサーバーのリースの不足である場合は、DHCPサーバーが対応できるアドレスの数を増やしてください。









	 CRS-05016: プロセス"string"(エージェント"string"によりアクション"string"に対して生成)が失敗しました: 詳細は"string"("string")を参照してください 
	
原因: 指定されたプロセスが正常に完了できませんでした。


	
処置: 起動されたプロセスのエラー情報の詳細をエージェント・ログで確認してください。









	 CRS-05017: リソース・アクション"string string"に次のエラーが発生しました: string。詳細は"string"("string")を参照してください。 
	
原因: リソース・アクション中に次のエラーが発生しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認し、適切に対処してください。









	 CRS-05018: 使用されていないHAIPルートが削除されました(string): string / string / string / string 
	
原因: HAIPアドレスと同じサブネットで、競合の可能性があるルートが検出され、ルーティングの競合を防止するために削除されました。


	
処置: 記載されたルートが実際には使用中でなかったことを検証してください。









	 CRS-05019: すべてのOCRロケーションがASMディスク・グループ[string]上に存在し、どのディスク・グループもマウントされていません。詳細は"string" ("string")にあります。 
	
原因: ASMディスク・グループ上でOCRが構成され、リストされたすべてのディスク・グループがマウントに失敗しました。考えられる原因は次のとおりです。
1. ディスクにアクセスできませんでした。

2. 標準または高い冗長性のディスク・グループ内のディスクが、最新のディスマウント後に失敗しました。

3. SPFILEまたはGPnPプロファイル内のASM_DISKSTRINGが正しくありませんでした。




	
処置: 詳細は、ASMアラート・ログを確認してください。ディスク・アクセスや障害の問題を修正するには、次のいずれかを実行します: a) ディスク・グループ内のディスクへのアクセス権限を正しく設定し、(ASMCMDまたはSQLを介して)ディスク・グループをマウントします。 b) オフラインの欠落しているディスクにディスク・グループへの強制マウントを発行し、標準または高い冗長性のディスク・グループをマウントします。SPFILE内のASM_DISKSTRINGを修正し、GPnPプロファイルに変更を伝播するには、sqlplusで、SQLコマンド"ALTER SYSTEM SET ASM_DISKSTRING <discovery_string> SCOPE=BOTH"を発行します。









	 CRS-05020: すべてのエンドポイントがリスナーstringに登録されているわけではありません 
	
原因: リスナー・エージェントは、リスナーへのすべてのエンドポイントの登録に失敗しました。


	
処置: リスナー・ログ・ファイルでそのリスナーがあるかを確認してください。









	 CRS-05021: ストレージのチェックが失敗しました: 詳細はstring (string)を参照してください 
	
原因: ストレージにアクセスできなかったため、ASMストレージのチェックに失敗しました。


	
処置: Oracle Clusterwareのアラート・ログと、参照先として示されているOracle Clusterwareトレース・ファイルで、追加情報を確認してください。









	 CRS-05022: リソースstringの停止に失敗しました: 現在の状態はstringです 
	
原因: 名前を付けられたリソースを停止できませんでした。


	
処置: このリソースを使用しているユーザーがいないことを確認し、停止を再発行してください。









	 CRS-05023: ファイル・システムstringのアンマウントに失敗しました。詳細はstring (string)を参照してください 
	
原因: 名前を付けられたファイル・システム・リソースをアンマウントできませんでした。


	
処置: UNIXベースのプラットフォームでは、'fuser'や'lsof'、Windowsでは'handle'などのオペレーティング・システム・コマンドを使用し、どのオペレーティング・システム・プロセスがマウント・ポイントにアクセスしようとしているか判断します。マウント・ポイントにアクセスしているアプリケーションおよびプロセスをクローズ、停止または終了してから再試行してください。









	 CRS-05024: ファイル・システムstringをアンマウントしています 
	
原因: 示されたパスにマウントされたファイル・システム・リソースの'stop'が起動されました。


	
処置: これは情報メッセージです。









	 CRS-05025: ファイル・システムstringをアンマウントしました 
	
原因: 示されたパスにマウントされたファイル・システム・リソースの'stop'が正常に完了しました。


	
処置: これは情報メッセージです。









	 CRS-05026: マウント・ポイントstringのクリーニングに失敗しました。詳細はstring (string)を参照してください 
	
原因: システム上の1つ以上のプロセスがマウント・ポイントにアクセスしているため、ボリュームのクリーニングに失敗しました。


	
処置: UNIXベースのプラットフォームでは、'fuser'や'lsof'、Windowsでは'handle'などのオペレーティング・システム・コマンドを使用し、どのオペレーティング・システム・プロセスがマウント・ポイントにアクセスしようとしているか判断します。マウント・ポイントにアクセスしているアプリケーションおよびプロセスをクローズ、停止または終了してから再試行してください。









	 CRS-05027: エージェントがHAIPリソースの起動に必要なARPデバイスの初期化に失敗しました 
	
原因: 同じノードでARPデバイスが起動に失敗したため、リソースは起動されませんでした。


	
処置: 手動で同じノードのARPデバイスを確認し、リソースを起動してください。









	 CRS-05501: ポートnumberのeONSサーバーに接続できません 
	
原因: eONSサーバーがアクティブでないか、別のポートでリスニングしている可能性があります。


	
処置: eONSリソースがオンラインであり、このポートでリスニングしていることを確認してください。









	 CRS-05502: 無効なイベント・テンプレートstringです 
	
原因: 指定されたイベント・テンプレートは無効です。


	
処置: イベント・テンプレートの形式は<PROPERTY|ELEMENT>(<attribute name>=<literal|%resource attribute name%>) ...である必要があります。









	 CRS-05503: eONSサブスクライバの作成中にエラーが発生しました 
	
原因: eONSサーバーがアクティブでない可能性があります。


	
処置: CRS eONSリソースがONLINE状態であることを確認してください。









	 CRS-05504: ノード'string'について、ノード・ダウン・イベントが報告されました。 
	
原因: 示されたノードが応答しませんでした。


	
処置: 示されたノードを再起動してください。









	 CRS-05601: MDNS: string 
	
原因: なし。汎用的なバイパスmdnsメッセージ。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-05602: リクエストによってmDNSサービスを停止しています。 
	
原因: OHASDリクエストによってMDNSDを停止しています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-05705: 必須リソースの取得に失敗しました。 
	
原因: 対象リソースの必須リソースの評価中に内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-05706: 考慮するメンバーはこれ以上ありません。 
	
原因: 配置ポリシーに基づいてリソースを起動するためのホストが見つかりません。


	
処置: 配置ポリシーおよび対象リソースの必須リソースを確認してください。









	 CRS-05707: 依存性の考慮に成功後、失敗しました。 
	
原因: 配置ポリシーに基づいてリソースを起動するためのホストが見つかりません。


	
処置: 配置ポリシーおよび対象リソースの必須リソースを確認してください。









	 CRS-05709: リソース'string'はメンバー'string'ですでに実行中です 
	
原因: ホストですでに実行されているリソースをホストで起動しようとしました。


	
処置: これは重大なエラーではありません。実行されている操作を確認してください。









	 CRS-05801: エージェント・パスがNULLであるか、またはファイルシステム・パスと異なっています 
	
原因: エージェント・パスが正しくないため、エージェント・プログラムを起動できませんでした。


	
処置: crsctl modify typeを使用して、エージェント・パスを修正してください。









	 CRS-05802: エージェント・プロセスを開始できません 
	
原因: エージェント・プロセスを起動しようとして失敗しました。


	
処置: エージェント・パスが正しく、適切な権限があることを確認してから、コマンドを再試行してください。









	 CRS-05805: 必要なアクションのコールバックがエージェントにありません 
	
原因: リソースのコマンドを実行できませんでした。


	
処置: エージェントの実行可能ファイルまたはアクション・スクリプトに必要な関数が含まれていることを確認してください。









	 CRS-05809: 'string'値('string'、'string')の実行に失敗しました。エラー情報'string'、カテゴリ: number、OSエラー: number 
	
原因: 不正なパス値または不正な権限あるいは他のOSエラーのため、リソースのアクション・スクリプトを起動できませんでした。


	
処置: アクション・スクリプトのパスおよび権限を修正するか、レポートされたOSエラーを確認して修正してください。









	 CRS-05810: リソース'string'を重複して追加しようとしています。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: 同一のリソースがすでに監視されていました。


	
処置: リソースの名前を変更して、操作を再試行してください。









	 CRS-05811: 環境からORA_CRS_HOMEを読み取れませんでした。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: ORA_CRS_HOME環境変数が正しく設定されていませんでした。


	
処置: この変数は、CRSのインストール時に設定します。必要に応じて、CRSを再インストールしてください。









	 CRS-05812: ローカル・ホスト名を取得できませんでした。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: ホスト名を読み取れませんでした。


	
処置: ローカル・マシンのホスト名が有効であることを確認してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-05813: ディレクトリを'string'に変更できませんでした。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: 指定したパスはエージェント・プロセスからアクセスできません。


	
処置: 指定したパスが存在することを確認してください。









	 CRS-05814: エージェント'string'は無効な引数を使用して起動されました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: 無効なパラメータがエージェントに渡されました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-05815: エージェント'string'はタイプ'string'のベース・タイプ・エントリ・ポイントを検出できませんでした。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: このエージェントにはアクション・エントリ・ポイントが定義されていませんでした。


	
処置: これがスクリプト・エージェントの場合、処置は必要ありません。スクリプト・エージェントでない場合は、エージェントのコード内にアクション・ポイントを定義してください。









	 CRS-05816: エージェント'string'はリソース'string'の暗黙的監視を開始できませんでした。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: リソースはそれまで無効化されていたため、監視できませんでした。


	
処置: リソースを有効化してください。









	 CRS-05817: コマンド'string'のユーザー・コードから例外をキャッチしました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: アクション・エントリ・ポイントのコール時にユーザー・コードから例外がスローされました。


	
処置: これは、エージェントのユーザー・コード内のエラーが原因です。エージェントのコードを変更して、エラーを解決してください。









	 CRS-05818: コマンド'string'を中断しました(リソース'string'に対して)。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: 指定されたコマンドの実行は、タイムアウトのために中断されました。


	
処置: リソースを手動で再起動してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-05819: コマンド'string'を中断できませんでした(リソース'string'に対して)。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: 指定されたコマンドを中断しようとして失敗しました。


	
処置: エージェントの中断アクション・エントリ・ポイントを定義してください。









	 CRS-05820: エージェント'string'はサーバー・プロセス・アドレスの初期化に失敗しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: エージェントがサーバー・プロセスに接続できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-05821: エージェント'string'は間違ったユーザー(string)で起動されました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: エージェント用に無効な所有者が指定されました。


	
処置: ACL属性にownerとして指定されている値としてプログラムを起動する権限がCRSDに設定されていることを確認してください。









	 CRS-05822: エージェント'string'はサーバーから切断されました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: エージェントがサーバー・プロセスに接続できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-05823: エージェント・フレームワークを初期化できませんでした。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: エージェントの初期化に失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-05824: サーバー接続文字列'string'を初期化できませんでした。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: 無効なサーバー接続文字列がこの環境で指定されています。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-05825: エージェント'string'は応答していないため再起動されません。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: 指定されたエージェントは応答しませんでしたが、自動的に再起動されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-05826: エージェント'string'は環境変数'string'を読み取れませんでした。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: エージェントは必要な環境変数を読み取れませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-05827: リソース'string'の情報が見つかりませんでした。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: 指定されたリソースが内部のリソース・リストで見つかりませんでした。


	
処置: エージェント・パラメータを確認して、リソースを手動で再起動してください。









	 CRS-05828: エージェント'string'を起動できませんでした。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: エージェント・プロセスの作成に失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-05829: リソース'string'の定義を取得できませんでした。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: リソースの定義を特定できませんでした。


	
処置: リソースを削除してから、crsctlコマンドを使用して再度追加してください。









	 CRS-05830: エージェント・ファイル名に無効なパス'string'が指定されました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: エージェントに指定されたパスが正しくありません。


	
処置: パスが存在し、読取り可能であることを確認してください。









	 CRS-05831: エージェント'string'は失敗回数の上限を超えたため無効にされました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: 指定されたエージェントの失敗回数が多すぎます。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-05832: エージェント'string'はコマンドを処理できませんでした。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: エージェントはコマンドを処理できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-05833: リソース'string'のクリーニングが再起動なしノード・フェンシングの一環として失敗しました。 
	
原因: 再起動なしノード削除に関連したリソースのクリーニング・アクションでエラーが発生しました。これは、ほとんどの場合、予期される状況です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-05837: 環境ファイル'string'をオープンできません。 
	
原因: 指定した環境ファイルをオープンできませんでした。


	
処置: ファイル名、その場所およびその権限が正しいことを確認してください。









	 CRS-05838: 環境ファイル'string'に構文エラーがあります。 
	
原因: 指定された環境ファイルのキーと値のペアが正しい書式ではありませんでした。


	
処置: キーと値の書式を修正して再試行してください。正しい書式は、クラスタウェアの管理ドキュメントを参照してください。









	 CRS-06001: ユーザーにCRSDを起動する権限がありません。 
	
原因: 権限が不十分なため、CRSDを起動できません。


	
処置: 権限のあるユーザーとしてCRSDを起動してください。









	 CRS-06007: Event Managerと通信できません。 
	
原因: Event Managerデーモンと通信できません。


	
処置: crsctl check evmdコマンドを実行して、Event Managerデーモンが適切に構成され、実行されていることを確認してください。









	 CRS-06015: Oracle Clusterwareで内部エラーが発生しました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-06021: Clusterwareのシステム・リソース制限を設定できません: "ulimit -string string"。 
	
原因: システム・リソースの限界値を設定するために内部的に発行されるulimitコマンドが失敗しました。


	
処置: ユーザー・プロファイルおよびlimits.confで正しいリソース制限値が設定されていることを確認してください。









	 CRS-08000: 再起動アドバイザのログ・ファイル・スキャン用のローカル・ホスト名を取得できません 
	
原因: ローカル・ホスト名を取得しようとして失敗しました。再起動アドバイザ・ファイルのスキャンではホスト名基準を使用しないため、このノードのみでなく他のノードの発生も報告される可能性があります。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 CRS-08001: 再起動アドバイザのログ・ファイルの場所へアクセスする際にエラーが発生しました: string 
	
原因: 再起動アドバイザのログ・ファイルのスキャンで、示されたファイルシステムの場所にアクセスできませんでした。この場所はスキップされたため、この場所に含まれる再起動アドバイザ・ファイルは報告されません。このメッセージには、アクセス・エラーの詳細を示すCLSU-で始まるメッセージが付随します。


	
処置: 付随するCLSU-メッセージに示されるエラーに基づいて対応してください。対応としては、ディレクトリの再作成やその権限の変更が必要な場合があります。









	 CRS-08002: 再起動アドバイザのログ・ファイルの場所を検索中にエラーが発生しました: string 
	
原因: 再起動アドバイザ・ログ・ファイルのスキャンで、示されたファイルシステムの場所からその次のファイル名を読み取れませんでした。この場所における後続の再起動アドバイザ・ファイルの処理は中止されます。このメッセージには、アクセス・エラーの詳細を示すCLSU-で始まるメッセージが付随します。


	
処置: 付随するCLSU-メッセージに示されるエラーに基づいて対応してください。









	 CRS-08003: 再起動アドバイザのログ・ファイル: stringは空です 
	
原因: 一連の再起動アドバイザ・ログ・ファイルをスキャンしている際に、空のファイルが見つかりました。これは、(ごくまれに)コンポーネントがスキャンの実行と同時に再起動アドバイザの使用を初期化する場合に発生します。この場所における他のファイルの処理は続行されます。


	
処置: このメッセージが頻繁に発生する場合は、Oracleサポート・サービスに報告してください。









	 CRS-08004: 再起動アドバイザのログ・ファイルを読取り中にエラーが発生しました: string 
	
原因: 一連の再起動アドバイザ・ログ・ファイルをスキャンしている際に、特定の再起動アドバイザ・ファイルで読取りエラーが発生しました。このファイルの処理はこれ以上は実行されませんが、他のファイルのスキャンは続行されます。このメッセージには、読取りエラーの詳細を示すCLSU-で始まるメッセージが付随します。


	
処置: 付随するCLSU-メッセージに基づいて対応してください。









	 CRS-08005: 再起動アドバイザのログ・ファイルをクローズ中にエラーが発生しました: string 
	
原因: 再起動アドバイザのログ・ファイルのスキャンで、再起動アドバイザ・ファイルのクローズ・エラーが発生しました。他のファイルのスキャンは続行されます。このメッセージには、クローズ・エラーの詳細を示すCLSU-で始まるメッセージが付随します。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 CRS-08006: 再起動アドバイザのログ・ファイルをオープン中にエラーが発生しました: string 
	
原因: 一連の再起動アドバイザ・ログ・ファイルをスキャンしている際、特定の再起動アドバイザ・ファイルをオープンしたときにエラーが発生しました。他のファイルのスキャンは続行されます。このメッセージには、オープン・エラーの詳細を示すCLSU-で始まるメッセージが付随します。


	
処置: 付随するCLSU-メッセージに示されているエラーが修正できる場合は、修正してください。修正できない場合は、このエラーをOracleサポート・サービスに報告してください。









	 CRS-08007: 再起動アドバイザのログ・ファイルの場所をクローズ中にエラーが発生しました: string 
	
原因: 一連の再起動アドバイザ・ログ・ファイルをスキャンしている際、示されたファイルシステムの場所をクローズしたときにエラーが発生しました。再起動アドバイザの場所が他にもある場合、それらの場所の処理は通常どおり続行されます。このメッセージには、クローズ・エラーの詳細を示すCLSU-で始まるメッセージが付随します。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 CRS-08008: string 
	
原因: 再起動アドバイザ・ファイルの処理に関連するオペレーティング・システム・エラー・データが戻されました。エラー・データは、CRS-08008:に付随する1つのCLSUメッセージに示されます。エラー状態を通知するメッセージの後に、このようなメッセージが1つまたは複数、続きます。


	
処置: 付随するCLSU-メッセージで、オペレーティング・システム・エラー・データの説明を参照してください。CLSU-メッセージIDが表示されていない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-08009: 再起動アドバイザのログ・ファイル: stringに無効なデータが含まれています(長さnumber、エラー・コードnumber) 
	
原因: 示されたファイルから読み取られた再起動アドバイザ・ログ・レコードに、無効なデータが含まれていました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 CRS-08010: 無効なネットワーク再起動アドバイザ・メッセージが検出されました(長さnumber、エラー・コードnumber) 
	
原因: ネットワークを介して受信された再起動アドバイザ・レコードの形式が正しくないか、無効なデータを含んでいます。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 CRS-08011: ホストからの再起動アドバイザ・メッセージ: string、コンポーネント: string、タイム・スタンプ: string 
	
原因: 影響を受けたホストをリセットまたは再起動し、適切に対応してください。詳細な手順は、Oracle Clusterwareの管理ドキュメントで再起動アドバイザに関する説明を参照してください。


	
処置: 再起動アドバイザ・メッセージで、Oracle Clusterwareのエラーの原因を特定してください。









	 CRS-08012: より新しいOracleクラスタウェア・バージョンからの再起動アドバイザ・メッセージが検出されました 
	
原因: より新しいバージョンのOracle Clusterwareインストールからの再起動アドバイザ・メッセージが検出されました。これは、ネットワーク再起動アドバイザで予期される状況で、このノードより新しいOracle Clusterwareバージョンのノードがある場合(アップグレード中など)に検出されます。ファイル再起動アドバイザでは予期されない状況です。


	
処置: 再起動アドバイザ・メッセージは、次のCRS-08013メッセージにRAWテキスト形式で表示されます。ネットワーク再起動アドバイザの場合は、説明メッセージ・テキストが表示され、ノードの再起動の原因の特定に役立ちます。ファイルからの再起動アドバイザ・メッセージの場合は、このメッセージをOracleサポート・サービスに報告してください。









	 CRS-08013: 再起動アドバイザ・メッセージ・テキスト: string 
	
原因: 前述のCRS-08011またはCRS-08012メッセージに記載されている再起動アドバイザ関連の説明テキスト・メッセージが表示されました。このテキスト・メッセージは常に米国英語ロケールで示されます。


	
処置: メッセージCRS-08011およびCRS-08012の説明と、再起動アドバイザに関するOracle Clusterwareのドキュメントを参照してください。









	 CRS-08014: 再起動アドバイザのバイナリ・データ(number バイトstring) 
	
原因: 再起動アドバイザ・メッセージに関連するバイナリ・データが表示されました。この後に、16進形式のバイナリ・データを含む1行以上のCRS-08015メッセージが続きます。カッコで囲まれたアスタリスクが表示された場合は、無効なデータ長が検出されています。


	
処置: メッセージCRS-08011およびCRS-08012の説明と、再起動アドバイザに関するOracle Clusterwareのドキュメントを参照してください。









	 CRS-08015: number string 
	
原因: 再起動アドバイザ・ログ・メッセージに含まれるバイナリ・データが16進形式で表示されました。最初の数値はオフセットであり、その後に最大16バイトのデータが続きます。


	
処置: メッセージCRS-08011およびCRS-08012の説明と、再起動アドバイザに関するOracle Clusterwareのドキュメントを参照してください。









	 CRS-08016: 再起動アドバイザのログ・ファイルの場所を決定中にエラーが発生しました 
	
原因: 再起動アドバイザ・ログ・ファイルの検索で、それらのファイルに使用されているファイルシステムの場所を決定できませんでした。再起動アドバイザ・ファイルの処理はスキップされます。このメッセージには、エラーの詳細を示すCLSU-で始まるメッセージが付随します。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 CRS-08017: 場所: stringにnumber件の再起動アドバイザ・ログ・ファイルがあります(numberが通知され、number件のエラーが発生しました) 
	
原因: このサマリー・メッセージは、Oracle Clusterwareの起動中に、1つ以上の再起動アドバイザ・ログ・ファイルが見つかって検査された場合に表示されます。


	
処置: これは情報メッセージですが、エラー件数がゼロでない場合は、関連するメッセージ(アラート・ログでこれより前にあるメッセージ)を調べてください。









	 CRS-08018: 警告: 再起動アドバイザ・メッセージ検証用のクラスタIDデータが見つかりません 
	
原因: Oracle Clusterwareの起動中に、クラスタのIDを取得しようとして失敗しました。処理は通常どおり続行されますが、他のクラスタ内のノードからのネットワーク再起動アドバイザがこのクラスタのアラート・ログで報告される場合があります。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 CRS-08019: CSSエージェントstringの再起動アドバイザの初期化により警告が生成されました 
	
原因: 再起動アドバイザの初期化時に警告が生成されました


	
処置: Oracleサポート・サービスにこの警告を報告してください。









	 CRS-08020: CSSエージェントstringの再起動アドバイザの初期化によりエラーが生成されました 
	
原因: 再起動アドバイザの初期化時にエラーが生成されました


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 CRS-09000: メモリーの割当てに失敗しました 
	
原因: 初期化時にメモリーを割り当てることができませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 CRS-09001: 内部エラー 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 CRS-09004: 標準入力からの読取り中にエラーが発生しました 
	
原因: コマンドラインからコマンドを読み取れませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 CRS-09005: 引用符付き文字列が終了していません 
	
原因: 入力されたコマンドに、引用符の不一致が見つかりました。


	
処置: 対応する引用符を入れるか、一致しない引用符を削除してください。









	 CRS-09008: stringは不明な動詞です 
	
原因: oclumonに、不明または無効な動詞が渡されました。


	
処置: サポートされている動詞を参照するには、コマンドラインでoclumon -hを使用するか、インタラクティブ・モードでhelpコマンドを使用してください。









	 CRS-09009: エラーstring: 解析エラー。無効な引数が指定されました。 
	
原因: 無効または不明な引数を渡しました。


	
処置: 動詞および引数の説明は、製品ドキュメントまたはコマンドのオンライン・ヘルプを参照してください。









	 CRS-09010: エラーstring: 必須データが指定されていません 
	
原因: 必須データをコマンドに入力していません。


	
処置: 動詞および引数の説明は、製品ドキュメントまたはコマンドのオンライン・ヘルプを参照してください。









	 CRS-09011: エラーstring: クラスタ・ロガー・サービスへの接続の初期化に失敗しました 
	
原因: Cluster Logger Serviceへの接続中にエラーが発生しました。


	
処置: Cluster Logger Serviceが実行されていて、クライアント・ノードから接続できることを、所定のノードに対してpingコマンドを使用することにより確認してください。









	 CRS-09012: エラーstring: クラスタ・ロガー・サービスへの問合せの送信中にエラーが発生しました 
	
原因: Cluster Logger Serviceへの問合せ送信中にエラーが発生しました。


	
処置: Cluster Logger Serviceが実行されていて、クライアント・ノードから接続できることを、所定のノードに対してpingコマンドを使用することにより確認してください。









	 CRS-09013: エラーstring: クラスタ・ロガー・サービスから無効なデータを受信しました 
	
原因: Cluster Logger Serviceから無効または不明なデータを受信しました。


	
処置: Cluster Logger Serviceが実行されていて、クライアント・ノードから接続できることを、所定のノードに対してpingコマンドを使用することにより確認してください。









	 CRS-09014: エラー: クラスタ・ロガー・サービスの応答が破損しています 
	
原因: Cluster Logger Serviceから無効または不明なデータを受信しました。


	
処置: マスターおよびクライアント両方のインストールのバージョンが同じであることを確認します。また、pingを使用して、マスターとクライアントの間の接続性を確認してください。









	 CRS-09017: エラー: クラスタ・ロガー・サービスから無効または不明な応答を受信しました 
	
原因: 受信したデータでエラーが発生しました。


	
処置: マスターおよびクライアント両方のインストールのバージョンが同じであることを確認します。また、マスターとクライアントの間の接続性を確認してください。









	 CRS-09018: エラーstring: 引数が指定されていません 
	
原因: 引数がコマンドとともに入力されませんでした。


	
処置: 一部のコマンドは引数を必要とします。製品ドキュメントまたはオンライン・ヘルプ表示を参照してください。









	 CRS-09019: エラーstring: パラメータstringはサポートされていません 
	
原因: 誤ったパラメータが、コマンドとともに渡されました。


	
処置: コマンドのヘルプを参照して正しいパラメータを渡してください。









	 CRS-09020: エラーstring: マスター・ノード名が指定されていません 
	
原因: コマンドでマスター・ノード名が渡されませんでした。


	
処置: コマンドで適切なマスター・ノード名を渡してください。









	 CRS-09021: エラーstring: 無効な開始時間が指定されたか、開始時間が指定されていません 
	
原因: 開始時刻を指定しなかったか、誤った書式で渡しました。


	
処置: 正確な開始時刻を渡してください。正しい書式については、コマンドのヘルプを参照してください。









	 CRS-09022: エラーstring: 無効な終了時間が指定されたか、終了時間が指定されていません 
	
原因: 終了時刻を指定しなかったか、誤った書式で渡しました。


	
処置: 正確な終了時刻を渡してください。正しい書式については、コマンドのヘルプを参照してください。









	 CRS-09023: エラーstring: 時間が指定されていない、または書式が正しくないか無効です 
	
原因: 時刻を指定しなかったか、無効でした。


	
処置: 正確で有効な時刻を渡してください。正しい書式については、コマンドのヘルプを参照してください。









	 CRS-09024: エラーstring: ノード名が指定されていません 
	
原因: ノード名を指定していません。


	
処置: コマンドでノード名を指定してください。詳細は、製品ドキュメントまたはコマンドのオンライン・ヘルプ表示を参照してください。









	 CRS-09025: エラーstring: ディスクID名が指定されていません 
	
原因: コマンドで-diskidを使用してディスクIDを指定しませんでした。


	
処置: -diskidオプションを使用して有効なディスクIDを渡してください。









	 CRS-09026: エラーstring: パラメータが指定されていません 
	
原因: 問合せでパラメータが渡されませんでした。


	
処置: 問合せの適切なパラメータを渡します。詳細は、製品ドキュメントまたはコマンドのオンライン・ヘルプ表示を参照してください。









	 CRS-09027: エラーstring: パラメータstringはこの動詞ではサポートされていません 
	
原因: 無効または不明なパラメータを渡しました。


	
処置: 正しいパラメータを渡してください。詳細は、製品ドキュメントまたはコマンドのオンライン・ヘルプ表示を参照してください。









	 CRS-09028: エラーstring: NIC IDが指定されていません 
	
原因: コマンドで-nicidを使用してNIC IDを指定しませんでした。


	
処置: -nicオプションを使用して有効なNIC IDを渡してください。









	 CRS-09029: エラーstring: PIDが指定されていません 
	
原因: コマンドで-pidを使用してPIDを指定しませんでした。


	
処置: -pidオプションを使用して有効なPIDを渡してください。









	 CRS-09030: エラーstring: リージョンが指定されていません 
	
原因: -cオプションで不正確な地域を指定したか、地域を指定していません。


	
処置: -cオプションを使用して有効な地域を渡してください。詳細は、製品ドキュメントまたはコマンドのオンライン・ヘルプ表示を参照してください。









	 CRS-09031: 引数stringはこの動詞stringではサポートされていません。ヘルプは-hです。 
	
原因: コマンドとともに不明または無効な引数を渡しました。


	
処置: サポートされている引数の詳細は、製品ドキュメントまたはコマンドのオンライン・ヘルプ表示を参照してください。









	 CRS-09032: 時間引数に無効な時間が指定されています 
	
原因: time文字列で無効な時刻(時)を渡しました。


	
処置: 書式に応じて有効なtime文字列を渡します。サポートされている引数の詳細は、製品ドキュメントまたはコマンドのオンライン・ヘルプ表示を参照してください。









	 CRS-09033: 時間引数に無効な分が指定されています 
	
原因: time文字列で無効な時刻(分)を渡しました。


	
処置: 書式に応じて有効なtime文字列を渡します。サポートされている引数の詳細は、製品ドキュメントまたはコマンドのオンライン・ヘルプ表示を参照してください。









	 CRS-09034: 時間引数に無効な秒が指定されています 
	
原因: time文字列で無効な時刻(秒)を渡しました。


	
処置: 書式に応じて有効なtime文字列を渡します。サポートされている引数の詳細は、製品ドキュメントまたはコマンドのオンライン・ヘルプ表示を参照してください。









	 CRS-09035: 引数が正しい書式でないか、無効です 
	
原因: 無効な引数を指定しました。


	
処置: 有効な動詞と、それに対応する正しい引数を渡します。サポートされている引数の詳細は、製品ドキュメントまたはコマンドのオンライン・ヘルプ表示を参照してください。









	 CRS-09036: 無効なクラスタ状態モニター・リポジトリ・サイズが指定されました 
	
原因: クラスタ状態モニター・リポジトリ・サイズに、数値でない値、または範囲外の値を指定しました。


	
処置: 有効な範囲内のクラスタ状態モニター・リポジトリ・サイズを指定してください。サポートされている引数の詳細は、製品ドキュメントまたはコマンドのオンライン・ヘルプ表示を参照してください。









	 CRS-09037: stringエラー: ノード名が指定されていません。-disk、-nicおよび-procにはノード名が必要です 
	
原因: -disk、-nicおよび-procに必須のノード名を指定しませんでした。


	
処置: -nオプションを使用してノード名を指定します。サポートされている引数の詳細は、製品ドキュメントまたはコマンドのオンライン・ヘルプ表示を参照してください。









	 CRS-09038: エラー: -sおよび-eは一緒に指定する必要があります 
	
原因: -sまたは-eが欠落しています。


	
処置: 範囲問合せには、開始時間と終了時間を一緒に指定する必要があり、無制限にすることはできません。サポートされている引数の詳細は、製品ドキュメントまたはコマンドのオンライン・ヘルプ表示を参照してください。









	 CRS-09039: エラーstring: -iは範囲問合せには使用できません 
	
原因: oclumon範囲問合せに-iオプションが指定されました。


	
処置: -iは連続モードでのみ使用してください。詳細は、コマンドのインライン・ヘルプまたは製品のドキュメントを参照してください。









	 CRS-09040: エラーstring: バンド値が指定されていないか、正しくありません 
	
原因: -tオプションを使用してバンド値を渡さなかったか、バンド値が無効でした。


	
処置: 有効なバンド値を指定してください。コマンドのヘルプを参照してください。









	 CRS-09041: エラーstring: -repos引数がオプションなしで指定されました。 
	
原因: -reposにオプションが指定されなかったため、解析エラーが生成されました。


	
処置: -reposに有効なオプションを指定します。サポートされている引数の詳細は、製品ドキュメントまたはコマンドのオンライン・ヘルプ表示を参照してください。









	 CRS-09042: エラーstring: サイズ変更でサイズが指定されていません 
	
原因: resizeで、有効な値を指定しませんでした。


	
処置: resizeを使用して、有効な数値を指定します。サポートされている引数の詳細は、製品ドキュメントまたはコマンドのオンライン・ヘルプ表示を参照してください。









	 CRS-09043: エラーstring: サイズ: stringの値が数値以外であるか無効です 
	
原因: sizeに、無効であるか数値でない値を指定しました。


	
処置: 有効な数値でサイズを指定します。サポートされている引数の詳細は、製品ドキュメントまたはコマンドのオンライン・ヘルプ表示を参照してください。









	 CRS-09044: -getkeyにキーが指定されていません 
	
原因: -getkeyにオプションが指定されていません。


	
処置: -getkeyのオプションとして、有効なキーを指定してください。









	 CRS-09045: -getにキーが指定されていません 
	
原因: -getにオプションが指定されていません。


	
処置: -getに有効なオプションを指定します。サポートされている引数の詳細は、製品ドキュメントまたはコマンドのオンライン・ヘルプ表示を参照してください。









	 CRS-09046: 無効なキーが指定されました 
	
原因: -getに不明なキーを指定しました。


	
処置: -getにサポートされているオプションを指定します。サポートされている引数の詳細は、製品ドキュメントまたはコマンドのオンライン・ヘルプ表示を参照してください。









	 CRS-09047: エラーstring: ログ(リターン・コード:number)をダンプ中にエラーが発生しました(ノードstring) 
	
原因: ローカル・ログのダンプ中にエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。クラスタ状態モニター・リポジトリ・ディレクトリは、接続できないか、読み取れないか、正しくない可能性があります。









	 CRS-09048: エラーstring: number回試行しましたがクラスタ・ロガー・サービスからデータを受信できませんでした 
	
原因: 指定した回数試行しても、Cluster Logger Serviceからデータを受信できなかったか、利用できるデータがありませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-09049: エラーstring: 環境変数CRFHOMEを取得できません 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 CRS-09050: エラーstring: ホスト名が多すぎます 
	
原因: 指定したホスト名が多すぎます。


	
処置: 有効な数のホスト名を指定します。詳細は、製品ドキュメントまたはコマンドのオンライン・ヘルプ表示を参照してください。









	 CRS-09051: エラーstring: 無効な間隔サイズが指定されました 
	
原因: 数値でないか無効な間隔を指定しました。


	
処置: 間隔サイズとして有効な数値を指定してください。詳細は、製品ドキュメントまたはコマンドのオンライン・ヘルプ表示を参照してください。









	 CRS-09052: エラーstring: stringコントロールはサポートされていません 
	
原因: 指定したデバッグ制御はサポートされていません。


	
処置: サポートされている管理を指定します。詳細は、製品ドキュメントまたはコマンドのオンライン・ヘルプ表示を参照してください。









	 CRS-09053: key:valueのペアがありません 
	
原因: 必須のキー:値ペアがありませんでした。


	
処置: 有効なキー:値ペアを指定してください。詳細は、製品ドキュメントまたはコマンドのオンライン・ヘルプ表示を参照してください。









	 CRS-09054: パラメータstringが不完全か無効です 
	
原因: 不完全または無効なパラメータを指定しました。


	
処置: 完全で正しいパラメータを指定してください。詳細は、製品ドキュメントまたはコマンドのオンライン・ヘルプ表示を参照してください。









	 CRS-09055: module:levelが無効な書式で指定されたか、値が無効です 
	
原因: モジュール:レベルに指定した書式または値が無効です。


	
処置: 正しいモジュール:レベルを指定してください。詳細は、製品ドキュメントまたはコマンドのオンライン・ヘルプ表示を参照してください。









	 CRS-09056: エラーstring: 無効なクラスタ状態モニター・リポジトリの場所が指定されました 
	
原因: 無効なクラスタ状態モニター・リポジトリの場所を指定しました。


	
処置: クラスタ状態モニター・リポジトリの場所に対する読取りおよび書込み権限を持つディレクトリを指定してください。詳細は、製品ドキュメントまたはコマンドのオンライン・ヘルプ表示を参照してください。









	 CRS-09057: エラーstring: クラスタ・ロガー・サービスからレスポンスを受信できませんでした 
	
原因: 問合せに対してCluster Logger Serviceからデータを受信しませんでした。


	
処置: Cluster Logger Serviceが実行されていて、クライアント・ノードから接続できることを、所定のノードに対してpingコマンドを使用することにより確認してください。









	 CRS-09058: エラーstring: 認証に失敗したため、ログ・レベルを変更できませんでした 
	
原因: 認証障害のため、ログ・レベルを変更できませんでした。


	
処置: このコマンドがrootとして実行されていることを確認してください。









	 CRS-09059: エラーstring: 接続に失敗したため、ログ・レベルを変更できませんでした 
	
原因: ログの変更中に、接続障害が発生しました。


	
処置: デーモンが実行されていて、クライアント・ノードから接続できることを、所定のノードに対してpingコマンドを使用することにより確認してください。









	 CRS-09060: エラーstring: メモリー割当てに失敗したため、メッセージを送信できませんでした 
	
原因: デバッグ・メッセージにメモリーを割り当てることができませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 CRS-09061: エラーstring: レスポンス・タイムアウトのため、ログ・レベルを変更できませんでした 
	
原因: 応答を待機中にタイムアウトが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 CRS-09062: エラーstring: ログ・レベルの変更中にエラーが発生しました 
	
原因: ログ・レベルの変更中にエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 CRS-09065: ディスクIDが見つかりません 
	
原因: 指定したディスクIDを検出できなかったか、関連リストにありませんでした。


	
処置: 問合せ範囲の先頭で利用できるディスクIDを指定してください。









	 CRS-09066: プロセスIDが見つかりません 
	
原因: 指定したプロセスIDが検出されませんでした。


	
処置: 問合せ範囲の先頭で利用できるプロセスIDを指定してください。









	 CRS-09067: NIC IDが見つかりません 
	
原因: 指定したNIC IDが検出されませんでした。


	
処置: 正しいNIC IDを指定してください。









	 CRS-09068: エラーstring: -allnodesおよび-nは一緒に使用できません 
	
原因: dumpnodeviewコマンドで、-allnodesと-nの両方が指定されました。


	
処置: 特定のノードで-allnodesまたは-nのいずれかを指定してください。









	 CRS-09069: 新しいクラスタ状態モニター・リポジトリの場所はstringです。 
	
原因: クラスタ状態モニター・リポジトリの場所は正常に置換されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-09070: 新しいクラスタ状態モニター・リポジトリの保存時間はnumber秒です。 
	
原因: クラスタ状態モニター・リポジトリの保存時間は正常に変更されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-09100: クラスタ状態モニター・リポジトリ・サイズの設定中にエラーが発生しました 
	
原因: Cluster Logger Serviceでクラスタ状態モニター・リポジトリ・サイズを設定中にエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 CRS-09101: 構成ファイルのクラスタ状態モニター・リポジトリ・サイズの更新中にエラーが発生しました。 
	
原因: 構成ファイルにクラスタ状態モニター・リポジトリ・サイズを書き込む際に、エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 CRS-09102: 指定された期間にノードのデータはありませんでした 
	
原因: 指定のノードにはデータがありません。


	
処置: これは情報メッセージです。









	 CRS-09103: 選択した時間枠で使用できるデータはありません。 
	
原因: 問合せに対するデータが利用できませんでした。


	
処置: 指定したノード上でシステム・モニター・サービスが実行されていることを確認してください。









	 CRS-09104: 指定されたノードに対して使用可能なデータはありません 
	
原因: 指定したノードのデータを利用できませんでした。


	
処置: 指定したノード上でシステム・モニター・サービスが実行されていることを確認してください。









	 CRS-09105: マスターで内部エラーが発生しました 
	
原因: このエラーは、マスター上の内部エラーが原因で発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 CRS-09106: リクエストされたデータは、クラスタ状態モニターの保存時間の範囲外でした。 
	
原因: このエラーは、クラスタ状態モニター・リポジトリ制限外のデータをリクエストしたことが原因で発生しました。


	
処置: 適切なクラスタ状態モニター・リポジトリ制限内で、データをリクエストする必要があります。詳細は、製品ドキュメントを参照してください。









	 CRS-09107: 開始時間が終了時間を超えています 
	
原因: 開始時刻が終了時刻より大きいため、エラーが発生しました。


	
処置: 指定した範囲の問合せにする開始時刻が終了時刻より小さい値であることを確認してください。









	 CRS-09108: しきい値が許容範囲を超えています 
	
原因: 許容範囲外のしきい値が指定されました。


	
処置: しきい値が許容範囲内にあることを確認してください。詳細は、ドキュメントまたはオンライン・ヘルプを参照してください。









	 CRS-09109: 新しいクラスタ状態モニター・リポジトリの場所は、ノードstringの以前の場所と同じです 
	
原因: クラスタ状態モニター・リポジトリに指定した新しい場所は、以前の場所と同じです。


	
処置: クラスタ状態モニター・リポジトリの場所として別の場所を指定します。詳細は、ドキュメントまたはオンライン・ヘルプを参照してください。









	 CRS-09110: 指定された場所がノードstringに存在しないため、クラスタ状態モニター・リポジトリの場所は変更されません。 
	
原因: クラスタ状態モニター・リポジトリに指定した新しい場所が存在しません。


	
処置: クラスタ状態モニター・リポジトリの場所として別の場所を指定します。詳細は、ドキュメントまたはオンライン・ヘルプを参照してください。









	 CRS-09111: 構成ファイルのクラスタ状態モニター・リポジトリの場所stringの更新中にエラーが発生しました。 
	
原因: 構成ファイルにクラスタ状態モニター・リポジトリの場所を書き込む際に、エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 CRS-09114: 1つまたは複数のノードでクラスタ状態モニター・リポジトリの場所の変更が失敗しました。場所の変更を中断しています。 
	
原因: Cluster Logger Serviceでクラスタ状態モニター・リポジトリの場所を設定中にエラーが発生しました。


	
処置: 有効な場所を指定して再試行してください。









	 CRS-09116: 1つまたは複数のノードでクラスタ状態モニター・リポジトリの保存の変更が失敗しました。保存の変更を中断しています。 
	
原因: Cluster Logger Serviceでクラスタ状態モニター・リポジトリ・サイズを設定中にエラーが発生しました。


	
処置: 有効な場所を指定して再試行してください。









	 CRS-09500: システム監視サービスがホストstringで中断されました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: 内部エラーによりシステム監視サービスが中断されました。


	
処置: このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-09501: クラスタ・ロガー・サービスがホストstringで中断されました。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: 内部エラーによりクラスタ・ロガー・サービスが中断されました。


	
処置: このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-09502: クラスタ状態モニター・リポジトリ・ロケーションstringにアクセスできません。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: クラスタ状態リポジトリにアクセスする際に、エラーが発生しました。


	
処置: 問題のクラスタ状態モニター・リポジトリの場所に適切な権限が設定されていることを確認してください。この動作が1つのノードでのみ発生するか、クラスタのすべてのノードで発生するか判別してください。'oclumon manage -repos reploc <location>'コマンドを使用して、クラスタ状態モニター・リポジトリの場所を置換します。









	 CRS-09503: このホストでのシステム監視サービスがホストstringでのクラスタ・ロガー・サービスと通信できないため、データはローカル・リポジトリに記録されます。 
	
原因: クラスタ・ロガー・サービス・ノードとの通信が切断されました。


	
処置: クラスタ・ノード間のすべてのネットワーク接続を検証し、問題のある接続を修正してください。ネットワークの問題が見つからない場合は、次の処置を実行してください。
1. diagcollection.plを実行してください。

2. Oracleサポート・サービスに連絡してください。











	 CRS-09504: クラスタ・ロガー・サービスがホストstringでクラスタ状態モニター・ノード・ビューを削除しています。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: クラスタ・ロガー・サービスは、クラスタ状態モニター・ノード・ビューをクラスタ状態モニター・リポジトリに挿入できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-09505: クラスタ状態モニター・リポジトリが破損のため削除されたので、クラスタ・ロガー・サービスはstringで無効になっています。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: クラスタ状態モニター・リポジトリでの操作中に、クリティカル・エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-09506: システム監視サービスのローカル・リポジトリがホストstringで無効になっています。詳細はstring(string)を参照してください。 
	
原因: システム監視サービスのローカル・リポジトリに書き込む際に、内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-09507: クラスタ状態モニター・リポジトリの最大保存時間に達しました。経過時間順で最も古いクラスタ状態モニター・ノード・ビューを削除しています。 
	
原因: 最も古いクラスタ状態モニター・ノード・ビューがクラスタ状態モニター・リポジトリで使用できる最大時間に達しました。


	
処置: 必要に応じて、'oclumon manage -repos resize <size>'コマンドを使用して、保存時間を変更してください。









	 CRS-09508: ノードstringのディスク領域不足のため、クラスタ状態モニター・リポジトリの保存時間を変更できません。 
	
原因: クラスタ状態モニター・リポジトリでは、リポジトリの場所の実行時のディスク領域が不足していたため、クラスタ状態モニターの保存時間の条件を満たすことができませんでした。


	
処置: 'oclumon manage -repos reploc <location>'コマンドを使用して、クラスタ状態モニター・リポジトリを、クラスタ・ノードにつき少なくとも1GBの使用可能領域があるディスクの場所で置換します。









	 CRS-09509: 新しいクラスタ・ロガー・サービス・マスターはstringです。 
	
原因: 新しいクラスタ・ロガー・サービス・マスター・ノードが選択されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-09510: 新しいクラスタ・ロガー・サービス・レプリカはstringです。 
	
原因: 新しいクラスタ・ロガー・サービス・レプリカ・ノードが選択されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-09520: グリッド・インフラストラクチャ管理リポジトリのストレージはnumberフルです。ストレージの場所は'string'です。 
	
原因: グリッド・インフラストラクチャ管理リポジトリのストレージがフルに近づきました。このストレージは、共有ファイルシステムまたはOracle ASMディスク・グループにできます。


	
処置: リポジトリの場所に十分な空き領域があることを確認してください。









	 CRS-09600: stringデーモンの初期化に失敗しました 
	
原因: 初期化中にエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 CRS-09603: 構成ファイルの読取りに失敗しました 
	
原因: 構成ファイルから情報を取得中にエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 CRS-09607: stringにスレッドを起動できません 
	
原因: スレッド作成中にエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 CRS-09608: ASMディスク・メソッドが失敗しました 
	
原因: ASMディスク構成にエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 CRS-09609: cssdエラーが発生しました。CSSDレイヤーを再度初期化しています。 
	
原因: 情報を取得中に、CSSDレイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 CRS-09610: 致命的な内部エラーが発生しました。デーモンstringを終了しています。 
	
原因: CSSDレイヤーで致命的なエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 CRS-09611: stringディスクでエラーが発生したことをマークしてください 
	
原因: ディスク・アクセス中にエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 CRS-09612: stringディスクが失敗したことをマークしてください 
	
原因: ディスク・アクセス中に致命的なエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 CRS-09615: ディスク・メソッド・エラー : string 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 CRS-09616: デーモンが起動されました: string 
	
原因: デーモン・プロセスが、正常に開始されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-09617: 無効なメッセージ・タイプが見つかりました 
	
原因: 無効か破損したメッセージを受信しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 CRS-09618: デーモンが停止しました: string 
	
原因: デーモン・プロセスが、正常に停止しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 CRS-10002: メモリーの割当てに失敗しました 
	
原因: メモリーの割当てに失敗しました。


	
処置: システム・メモリーの問題を修正し、再試行してください。









	 CRS-10004: ローカル・ノードからstringアドレスに到達できません 
	
原因: 指定したIPアドレスに接続できませんでした。


	
処置: 指定されたIPアドレスが有効なIPアドレスで、インタフェースに割り当てられていることを確認してください。ローカル・ノードと、指定したIPアドレスがホスティングされているノードの間に、ファイアウォールがないことを確認してください。









	 CRS-10005: ローカル・ホスト名を判別できません 
	
原因: ホスト名を読み取れませんでした。


	
処置: ローカル・マシンのホスト名が有効であることを確認してください。付随するメッセージを参照してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-10006: APPVIPタイプにはVIP名が必要です。-vipコマンド・オプションを使用してVIP名を指定してください 
	
原因: APPVIPタイプに対応するVIPリソース名が、コマンドラインにありませんでした。


	
処置: -vipオプションを使用してVIP名を指定してください。









	 CRS-10008: VIPタイプstring、クラスタ名string、VIPリソース名stringのクライアントIDを生成できません 
	
原因: 指定されたクラスタ名、VIPタイプおよびリソース名に対応するクライアントIDを生成できませんでした。


	
処置: クラスタ名およびVIPリソース名が252文字を超えていないことを確認してください。VIPタイプが有効なVIPタイプであることを確認します。詳細は、crsctl get clientid -helpを参照してください。









	 CRS-10010: ポートnumber(クライアントID string)をリスニングしているネットワークでDHCPサーバーを検出できません 
	
原因: 指定したポートでリスニングしているDHCPサーバーを検出できませんでした。


	
処置: DHCPサーバーがネットワークに存在し、指定したポートでリスニングしていることを確認してください。異なるポートでリスニングしている場合は、-portオプションを使用してそのポートを指定してください。詳細は、crsctl discover dhcpのヘルプを参照してください。









	 CRS-10011: クライアントID string(ポートnumber)のDHCPリースをリクエストできません 
	
原因: 指定したポートで、指定したクライアントIDのDHCPリースをリクエストできませんでした。


	
処置: ネットワーク上にあるIPアドレスを持つDHCPサーバーが存在することを確認してください。異なるポートでリスニングしている他のDHCPサーバーを利用できる場合は、-portオプションを使用して代替ポートを指定します。詳細は、crsctl request dhcpのヘルプを参照してください。









	 CRS-10013: クライアントID string(ポートnumber)のDHCPリースを解放できませんでした 
	
原因: 指定したポートで、指定したクライアントIDのDHCPリースを解放できませんでした。


	
処置: 指定したポートでリスニングしているDHCPサーバーが存在することを確認してください。DHCPサーバーが異なるポートでリスニングしている場合は、-portオプションを使用して代替ポートを指定します。詳細は、crsctl release dhcpのヘルプを参照してください。









	 CRS-10014: HOSTVIPタイプにはノード名が必要です。-nオプションを使用してノード名を指定してください 
	
原因: HOSTVIPタイプに対応するノード名が、コマンドラインにありませんでした。


	
処置: HOSTVIPタイプでは、-nオプションを使用してノード名を指定する必要があります。









	 CRS-10015: VIPタイプstringは無効です 
	
原因: DHCPクライアントID生成に対して、無効なVIPタイプを指定しました。


	
処置: VIPタイプが有効なVIPタイプであることを確認します。詳細は、crsctl get clientid -helpを参照してください。









	 CRS-10016: ローカル・ホストDNSのリゾルバ構成の取得中にエラーが発生しました 
	
原因: ローカル・ホストDNS構成を取得できませんでした。


	
処置: コマンドを実行するユーザーが、ローカル・システム構成を読み取れる権限を持っていることを確認してください。









	 CRS-10017: このシステムに構成されたnumberの名前サーバーは、許可された最大数numberを超えています 
	
原因: このオペレーティング・システム上の上限より多い数のネーム・サーバーが検出されたため、ローカル・ホストDNS構成を取得できませんでした。


	
処置: 構成されるネーム・サーバーの数を上限まで減らしてください。









	 CRS-10023: 名前stringのドメイン名参照に失敗しました。オペレーティング・システム・エラー: string 
	
原因: 指定した名前をDNSサーバーに問い合せようとしましたが、失敗しました。


	
処置: 障害の詳細は、付随するメッセージを参照してください。









	 CRS-10029: ポートnumber(アドレスstring)が使用されているかどうかを確認できません 
	
原因: 指定したアドレスのポートが使用中かどうか確認できませんでした。


	
処置: 指定したポートでソケットを作成する権限がユーザーにあることを確認してください。<1024のポートの場合、ユーザーはrootである必要があります。また、詳細は、付随するメッセージも確認してください。









	 CRS-10030: ローカル・ノードのポートnumberが使用されているかどうかを確認できません 
	
原因: ローカル・ノード上の指定したポートが使用中かどうか確認できませんでした。


	
処置: 指定したポートでソケットを作成する権限がユーザーにあることを確認してください。<1024のポートの場合、ユーザーはrootである必要があります。また、詳細は、付随するメッセージも確認してください。









	 CRS-10033: ポートnumber(アドレスstring)で実行されているDNSリスニング・デーモンを停止できませんでした 
	
原因: 指定したポートおよびアドレス上で実行されているデーモンをリスニングしているおよびDNSを停止できませんでした。


	
処置: 指定したポートにパケットを送信する権限がユーザーにあることを確認してください。<1024のポートの場合、ユーザーはrootである必要があります。また、詳細は、付随するメッセージも確認してください。









	 CRS-10034: ローカル・ノードのポートnumberで実行されているDNSリスニング・デーモンを停止できませんでした 
	
原因: ローカル・ノードの指定したポート上で実行されているデーモンをリスニングしているおよびDNSを停止できませんでした。


	
処置: 指定したポートにパケットを送信する権限がユーザーにあることを確認してください。<1024のポートの場合、ユーザーはrootである必要があります。また、詳細は、付随するメッセージも確認してください。









	 CRS-10035: コマンドラインで無効なネーム・サーバー'string'が指定されました 
	
原因: コマンドラインで、-dnsserverオプションに無効なIPv4アドレスを指定しました。


	
処置: コマンドラインで有効なIPv4アドレスを指定してください。









	 CRS-10036: コマンドライン・パラメータの値'string'は整数ではありません 
	
原因: 指定したコマンドライン・パラメータに無効な値を指定しました。


	
処置: 整数値を使用してリクエストを再送信してください。









	 CRS-10038: 指定したIPアドレス'string'は無効です 
	
原因: 無効なIPアドレスがコマンドラインで指定されました。


	
処置: IETF RFC-791に準拠するIPアドレスを指定してください。









	 CRS-10039: 指定したサブネット'string'は無効です 
	
原因: 無効なサブネットがcrsctlに指定されました。


	
処置: IETF RFC-950に準拠するサブネット・アドレスを指定してください。









	 CRS-10040: ネットワーク・インタフェースのリストを取得できません 
	
原因: ネットワーク・インタフェースのリストを取得しようとして失敗しました。


	
処置: 詳細は、付随するメッセージを確認してください。









	 CRS-10041: サブネット'string'がノードで構成されていません 
	
原因: 指定されたサブネットがこのノードのどのネットワーク・インタフェースのサブネットとも一致しませんでした。


	
処置: このノードの少なくとも1つのネットワーク・インタフェースのサブネットと一致するサブネットを指定してください。









	 CRS-10043: DNSデーモンはポートnumber(アドレスstring)でリスニングしていません 
	
原因: 指定したポートおよびアドレス上でDNSデーモンがリスニングしているかどうかを確認しようとして失敗しました。


	
処置: 指定されたアドレスにアクセスできることを確認してください。このコマンドが実行されたノードと指定されたアドレスの間にファイアウォールがないことを確認してください。また、詳細は、付随するメッセージも確認してください。









	 CRS-10051: CVUにより、Clusterwareの設定に次のエラーが見つかりました: string 
	
原因: Clusterware Verification Utility(CVU)によってリソース固有のエラーが検出されました。このメッセージには、エラー状況の詳細が示されたその他のメッセージが付随しています。


	
処置: 付随するメッセージに基づいて対応してください。









	 CRS-10100: 引数'string'を使用したcrswrapexece.plスクリプトの実行に失敗しました。 
	
原因: 固有の引数を使用して実行したcrswrapexece.plスクリプトが失敗しました。


	
処置: 詳細は、システム・ログおよびcrswrapexece.logを確認してください。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-10101: 内部エラー 
	
原因: 引数がないため、crswrapexece.plスクリプトを実行できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-10102: 環境ファイルstringのオープンに失敗しました。 
	
原因: crswrapexece.plスクリプトが環境ファイルを開けませんでした。ホスト名の変更やユーザー編集が原因として考えられます。


	
処置: 環境ファイルが存在し、権限があることを確認してください。









	 CRS-10103: stringの構文エラーが環境ファイルstringに見つかりました。 
	
原因: crswrapexece.plにより、指定した環境ファイルに構文エラーが検出されました。


	
処置: 示された環境ファイルで構文エラーを確認、修正してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-10131: 名前付きパイプstringの作成に失敗しました。詳細は[string]を参照してください。 
	
原因: 指定した名前付きパイプを作成できませんでした。クラッシュしたときにOracle高可用性サービスが再起動できなくなります。


	
処置: 名前付きパイプが作成された親ディレクトリが存在し、権限があることを確認してください。









	 CRS-10132: Oracle高可用性サービスは、string回以上、過去string秒間に再起動されました。Oracle高可用性サービスの自動再起動を停止します。 
	
原因: Oracle高可用性サービスが、短時間にあまりに速く再起動されました。


	
処置: Oracle高可用性サービスのログ・ファイルを調べて、原因を確認してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 CRS-10250: データベース・ウォレットにアクセスするにはデータベース名が必要です。-nameオプションを使用して、データベース名を指定してください。 
	
原因: オプション-nameが、コマンドラインにありませんでした。


	
処置: APPQOSDBウォレット・タイプの場合、-nameは必須パラメータです。-nameオプションを指定して、コマンドを再試行してください。














65 EVM-00001からEVM-00901



	 EVM-00001: RAWイベントを端末に書込めません。 
	
原因: 端末にバイナリ・イベントをリダイレクトしようとしました。


	
処置: evmshowを使用してイベントを表示用にフォーマットしてください。









	 EVM-00002: evmshowを使用してイベントを表示用にフォマットします 
	
原因: 端末にバイナリ・イベントをリダイレクトしようとしました。


	
処置: かわりにevmshowを使用してください。









	 EVM-00003: ファイル"string": stringを開くことに失敗しました 
	
原因: ファイル名、パスまたは権限が有効ではありません。


	
処置: 有効なパスワードおよびファイル名を使用し、権限を確認してください。または、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 EVM-00004: チャネル構成ファイル"string"のオープンに失敗しました。 
	
原因: 構成ファイル名、パスまたは権限が有効ではありません。


	
処置: 有効なパスワードおよびファイル名を使用し、権限を確認してください。または、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 EVM-00006: 一時ファイルの作成に失敗しました。 
	
原因: evmsortの一時ファイルとして使用しているファイルのファイル名、パスまたは権限のいずれかが有効ではありません。


	
処置: 有効なパスワードおよびファイル名を使用し、権限を確認してください。または、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 EVM-00007: 一時ファイルの書込みに失敗しました。 
	
原因: evmsortの一時ファイルとして使用しているファイルのファイル名、パスまたは権限のいずれかが有効ではありません。


	
処置: 有効なパスワードおよびファイル名を使用し、権限を確認してください。または、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 EVM-00008: 一時ファイルの読取りに失敗しました。 
	
原因: evmsortの一時ファイルとして使用しているファイルのファイル名、パスまたは権限のいずれかが有効ではありません。


	
処置: 有効なパスワードおよびファイル名を使用し、権限を確認してください。または、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 EVM-00009: EVM通知接続の作成に失敗しました。 
	
原因: EVMデーモンへの接続中にエラーが発生しました。


	
処置: EVMデーモンのログおよびステータスを確認してください。









	 EVM-00010: EVM通知接続の読取りに失敗しました。 
	
原因: EVMデーモンへの接続中にエラーが発生しました。


	
処置: EVMデーモンのログおよびステータスを確認してください。









	 EVM-00011: EVM通知接続の書込みに失敗しました。 
	
原因: EVMデーモンへの接続中にエラーが発生しました。


	
処置: EVMデーモンのログおよびステータスを確認してください。









	 EVM-00012: EVMリスニング接続の作成に失敗しました。 
	
原因: EVMデーモンへの接続中にエラーが発生しました。


	
処置: EVMデーモンのログおよびステータスを確認してください。









	 EVM-00013: EVMリスニング接続の読取りに失敗しました。 
	
原因: EVMデーモンへの接続中にエラーが発生しました。


	
処置: EVMデーモンのログおよびステータスを確認してください。









	 EVM-00014: EVMリスニング接続の書込みに失敗しました。 
	
原因: EVMデーモンへの接続中にエラーが発生しました。


	
処置: EVMデーモンのログおよびステータスを確認してください。









	 EVM-00015: EVMサービス接続の作成に失敗しました。 
	
原因: EVMデーモンへの接続中にエラーが発生しました。


	
処置: EVMデーモンのログおよびステータスを確認してください。









	 EVM-00016: EVMサービス接続からの読取りに失敗しました。 
	
原因: EVMデーモンへの接続中にエラーが発生しました。


	
処置: EVMデーモンのログおよびステータスを確認してください。









	 EVM-00017: EVMサービス"string"の開始に失敗しました 
	
原因: EVMデーモンの起動に失敗しました。


	
処置: EVMデーモンのログを確認してください。









	 EVM-00018: 出力ストリームへの書込みに失敗しました。 
	
原因: 標準出力への書込みに失敗しました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 EVM-00019: 入力ストリームからイベントの読取りに失敗しました。 
	
原因: evmshowへの入力ファイルが不正です。evmsortのEOFがありません。


	
処置: 入力ファイルを確認してください。









	 EVM-00020: イベント・サブスクリプションの作成に失敗しました。 
	
原因: サブスクライバとEVMデーモンの間のネットワーク接続が正しくありません。


	
処置: ネットワーク接続およびフィルタ文字列を確認してください。









	 EVM-00021: フィルタの作成に失敗しました。 
	
原因: NULLのフィルタ文字列が使用されたか、メモリーの割当てに失敗しました。


	
処置: NULLでないフィルタ文字列を使用してください。









	 EVM-00022: フィルタの文字列が無効です。 
	
原因: NULLまたは無効なフィルタ文字列が使用されました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 EVM-00023: フィルタ・テストの操作に失敗しました。 
	
原因: NULLまたは無効なフィルタ文字列が使用されました。


	
処置: NULLでないフィルタ文字列を使用してください。または、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 EVM-00024: EVMデーモンへの接続が失われました。 
	
原因: evmloggerのevmdaemonへの接続が失われました。


	
処置: evmlogger、EVMデーモンおよびログのステータスを確認してください。









	 CRS-00025: データベース認証エラー 
	
原因: 特定のイベントの通知/リスニングが許可されていません。


	
処置: evm.authファイルを調べて、特定のイベントの通知/リスニングが現行ユーザーに許可されていることを確認してください。









	 EVM-00026: イベント"string"の通知に失敗しました 
	
原因: evmpostがイベントの通知に失敗しました。


	
処置: EVMデーモンのステータスおよびログを確認してください。









	 EVM-00027: メモリーの割当てに失敗しました 
	
原因: システムのメモリーが不足しています。


	
処置: システム内のメモリーの可用性を確認してください。









	 EVM-00029: イベントに無効な値が含まれています。 
	
原因: イベントに無効な値が指定されました。


	
処置: 有効な構文をイベントに使用してください。









	 EVM-00030: イベント名が見つかりません。 
	
原因: イベントの名前が見つかりません。


	
処置: 有効な構文をイベントに使用してください。









	 EVM-00031: イベント名はコンポーネントが少なすぎます。 
	
原因: イベントに無効な値が指定されました。


	
処置: 有効な構文をイベントに使用してください。









	 EVM-00032: イベントの書込みに失敗しました。 
	
原因: 出力ファイルへのイベントの書込みに失敗しました。


	
処置: ファイルの権限を調べてください。または、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 EVM-00033: 入力ファイル"string"の行numberでエラーが発生しました 
	
原因: 入力ファイルの解析に失敗しました。


	
処置: 入力ファイルと行を確認して考えられるエラーを特定してください。または、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 EVM-00034: エラー: string 
	
原因: エラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、エラー・メッセージを参照してください。









	 EVM-00035: EVMサービス"string"は終了コードnumberで終了しました 
	
原因: EVMデーモンが停止しました。


	
処置: EVMデーモンのログを確認してください。









	 EVM-00036: ホスト"string"が不明です 
	
原因: EVMデーモンに接続を作成中に無効なホスト名が見つかりました。


	
処置: EVMデーモンが実行中のホスト名を確認してください。または、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 EVM-00037: "string"のEVMデーモンへの接続に失敗しました 
	
原因: EVMデーモンが停止中または応答していません。


	
処置: EVMデーモンおよびログのステータスを確認してください。









	 EVM-00038: EVMイベントの作成に失敗しました。 
	
原因: EVMイベントの作成に失敗しました。


	
処置: EVMデーモンのログを確認してください。









	 EVM-00039: ホスト名 "string"のポート番号が無効です 
	
原因: 無効なポート番号が指定されました。


	
処置: 有効なまたは別のポート番号を使用してください。









	 EVM-00040: "string"を読取り中にエラーが発生しました 
	
原因: evmshowの入力ファイルからの読込み中にエラーが発生しました。


	
処置: 入力ファイルを確認してください。









	 EVM-00042: "string -A"を使用してイベントをフォーマットするか、evmshowにパイプ出力します 
	
原因: evmshowコマンドの使用が無効です。


	
処置: 指示に従ってevmshowコマンドを使用してください。









	 EVM-00043: EVMデーモンへの再接続を試行しています 
	
原因: evmwatchがEVMデーモンへ再接続しようとしました。


	
処置: エラー・メッセージではありません。









	 EVM-00044: "string"のEVMデーモンへの再接続を試行しています 
	
原因: evmwatchがこのホストのEVMデーモンに再接続しようとしました。


	
処置: エラー・メッセージではありません。









	 EVM-00045: EVM接続が再確立されました 
	
原因: evmwatchがEVMデーモンへの再接続に成功しました。


	
処置: エラー・メッセージではありません。









	 EVM-00104: 予期しないEOFに到達しました。 
	
原因: イベント・テンプレート・ファイルが予期しないEOFに到達しました。


	
処置: evm/adminのイベント・テンプレート・ファイルを確認してください。









	 EVM-00105: グループの終了文字が見つかりません。 
	
原因: イベント・テンプレート・ファイルでグループの終了文字が見つかりません。


	
処置: evm/adminのイベント・テンプレート・ファイルを確認してください。









	 EVM-00106: 文字列の終了文字が見つかりません。 
	
原因: イベント・テンプレート・ファイルで文字列の終了文字が見つかりません。


	
処置: evm/adminのイベント・テンプレート・ファイルを確認してください。









	 EVM-00107: 値"string"は無効です 
	
原因: イベント・テンプレート・ファイルで無効な値が見つかりました。


	
処置: evm/adminのイベント・テンプレート・ファイルを確認してください。









	 EVM-00108: キーワード"string"は無効です 
	
原因: イベント・テンプレート・ファイルで無効なキーワードが見つかりました。


	
処置: evm/adminのイベント・テンプレート・ファイルを確認してください。









	 EVM-00201: アプリケーション・オブジェクトの領域の割当てに失敗しました。 
	
原因: システムのメモリーが不足しています。


	
処置: システム内のメモリーの可用性を確認してください。









	 EVM-00202: ローカル・ロック・パス名の領域の割当てに失敗しました。 
	
原因: システムのメモリーが不足しています。


	
処置: システム内のメモリーの可用性を確認してください。









	 EVM-00301: loggerの構成ファイル"string"のオープンに失敗しました 
	
原因: 構成ファイルのファイル名、パスまたは権限のいずれかが有効ではありません。


	
処置: パスおよび権限が有効かどうかを確認してください。または、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 EVM-00302: 構成エラー - デフォルトの構成を使用 
	
原因: 構成ファイルに無効な構成の詳細があります。


	
処置: 構成ファイルを確認してください。









	 EVM-00303: キーワード"string"はこの位置では無効です 
	
原因: 有効なキーワードが構成ファイルの無効な位置で使用されました。


	
処置: 正しい構文を使用してください。









	 EVM-00304: ファイルstringの行numberに構成エラーがあります 
	
原因: 構成ファイルに構成エラーがあります。


	
処置: 構成ファイルを確認してください。









	 EVM-00305: "string"のメモリー割当てに失敗しました 
	
原因: システムのメモリーが不足しています。


	
処置: システム内のメモリーの可用性を確認してください。









	 EVM-00306: "string"のフィルタの作成に失敗しました 
	
原因: evmloggerのイベントのフィルタの作成に失敗しました。


	
処置: メモリーの可用性を確認してください。









	 EVM-00307: "string"のフィルタ文字列が無効です 
	
原因: NULLのフィルタ文字列が使用されたか、メモリーの割当てに失敗しました。


	
処置: NULLでないフィルタ文字列を使用してください。









	 EVM-00308: イベントログ"string": stringのオープンに失敗しました 
	
原因: イベントログ・ファイルのファイル名、パスまたは権限のいずれかが有効ではありません。


	
処置: パスおよび権限が有効かどうかを確認してください。または、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 EVM-00309: イベントログ"string"の書込みに失敗しました 
	
原因: イベントログ・ファイルのサイズまたは権限が有効ではありません。


	
処置: イベントログ・ファイルの権限およびサイズを確認してください。または、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 EVM-00310: イベントログ "string"のフィルタの削除は無効です 
	
原因: 無効なフィルタが使用されました。


	
処置: NULLでないフィルタを使用してください。または、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 EVM-00311: イベントログ"string"のエントリが無効です(numberはOKです) 
	
原因: evmloggerによりイベントログで無効なエントリが見つかりました。


	
処置: イベントログ・ファイルを確認してください。









	 EVM-00312: イベントログ"string"は無効です 
	
原因: イベントをイベントログ・ファイルに書き込めませんでした。


	
処置: ログ・ファイルの権限および最大サイズを確認してください。









	 EVM-00313: イベントログ"string"は再度有効になりました 
	
原因: イベント・ロギングが再度有効になりました。


	
処置: エラー・メッセージではありません。









	 EVM-00314: 転送先"string"は無効です 
	
原因: evmloggerによって転送が無効になりました。


	
処置: エラー・メッセージではありません。









	 EVM-00315: 転送先"string"再度有効になりました 
	
原因: evmloggerによって転送が無効になりました。


	
処置: エラー・メッセージではありません。









	 EVM-00316: "string"の削除機能は無効です 
	
原因: この文字列でエラー・メッセージのフィルタリング削除が無効になりました。


	
処置: エラー・メッセージではありません。









	 EVM-00317: "string"の削除機能は再度有効になりました 
	
原因: この文字列でエラー・メッセージのフィルタリング削除が再度有効になりました。


	
処置: エラー・メッセージではありません。









	 EVM-00318: 構成情報ファイル"string"のオープンに失敗しました 
	
原因: 構成ファイルのファイル名、パスまたは権限のいずれかが有効ではありません。


	
処置: パスおよび権限が有効かどうかを確認してください。または、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 EVM-00319: キーワード"string"は2次構成ファイルでは許可されていません 
	
原因: 無効なキーワードが使用されました。


	
処置: 有効なキーワードを使用してください。









	 EVM-00323: 構成ファイル"string"は書込み権限の設定が正しくありません 
	
原因: 構成ファイルにグループ「other」への書込み権限があります。


	
処置: 構成ファイルの書込み権限を変更してください。









	 EVM-00324: 構成ファイル"string"の所有者が正しくありません 
	
原因: 構成ファイルはrootまたはbinが所有する必要があります。


	
処置: 構成ファイルの所有者をrootまたはbinに変更してください。









	 EVM-00325: 構成ファイル"string"は正規ファイルではありません 
	
原因: 構成ファイルが正規ファイルではありません。


	
処置: 構成ファイルを確認してください。









	 EVM-00401: バイナリ・イベント・ライブラリ・ファイルのオープンに失敗しました。 
	
原因: バイナリ・イベント・ファイルのファイル名、パスまたは権限のいずれかが有効ではありません。


	
処置: パスおよび権限が有効かどうかを確認してください。または、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 EVM-00601: 入力ストリームから読み取られたデータは有効なEVMイベントではありません。 
	
原因: evmshowが無効なEVMイベントを読み取ろうとしました。


	
処置: EVMデーモンのログを確認してください。









	 EVM-00701: イベントが登録され認証が通知されたかチェックします。 
	
原因: 特定のイベントの通知が許可されていません。


	
処置: evm.authファイルを調べて、特定のイベントの通知が現行ユーザーに許可されていることを確認してください。









	EVM-00702: 優先度は0からnumberまでの範囲の整数である必要があります。 
	
原因: 優先度の範囲外の整数が使用されました。


	
処置: 有効な整数を使用してください。









	 EVM-00801: subscribed-toイベントnumberが見つかりません。 
	
原因: 接続設定のフェーズ中に見つからないイベントがあります。


	
処置: エラー・メッセージではありません。









	 EVM-00802: number秒以内の再接続に失敗しました - 終了しています 
	
原因: EVMデーモンへの接続の確立に失敗しました。


	
処置: EVMデーモンのログを確認してください。









	 EVM-00901: ソート指定"string"が無効です 
	
原因: 無効なソート指定がevnsortで使用されました。


	
処置: 有効なソート指定を使用してください。evmsortのドキュメントでevmsort -hの使用方法を参照してください。














66 GIPC-00000からGIPC-00020



	 GIPC-00000: 正常に終了しました。 
	
原因: 操作が正しく完了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 GIPC-00001: 一般エラーが発生しました。 
	
原因: GIPC操作に失敗しました。


	
処置: トレース・ファイルとログ・ファイルで詳しい原因を調べてください。









	 GIPC-00002: GIPCを初期化する必要があります。 
	
原因: アプリケーションは、操作を実行する前にGIPCを初期化できませんでした。


	
処置: GIPCを初期化してください。









	 GIPC-00014: バッファ・サイズが不足しているためデータを格納できません。 
	
原因: アプリケーションで指定されたバッファが小さいため、受信データを保持できません。


	
処置: バッファを大きくしてください。









	 GIPC-00016: リクエストの待機中にタイムアウトしました。 
	
原因: 時間切れとなったため、待機コールが終了しました。


	
処置: このエラーは、きわめて一般的に発生します。このエラーが予想外である場合は、原因をトレース・ファイルとログ・ファイルで調べてください。









	 GIPC-00017: 待機コールがポストされました。 
	
原因: 別のスレッドが待機コールをポストしたことによって、その待機コールが中断されました。


	
処置: このエラーは、きわめて一般的に発生します。このエラーが予想外である場合は、原因をトレース・ファイルとログ・ファイルで調べてください。









	 GIPC-00020: バインド・アドレスはすでに使用中です。 
	
原因: アプリケーションが、すでにバインドされているアドレスにエンドポイントをバインドしようとしました。


	
処置: 別のアドレスを指定してください。














67 RDE-00000からRDE-06020



	 RDE-00000: エラーはありません 
	
原因: 操作は正常に終了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RDE-00001: 不特定のエラー 
	
原因: 不明なエラーが発生しました。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡して、エラー発生の詳細を報告してください。









	 RDE-00002: プロバイダがビジー状態です 
	
原因: プロバイダは要求を処理しています。


	
処置: これはエラーではありません。









	 RDE-00003: サービス・タグstringに値が見つかりません。 
	
原因: 指定したサービス・タグに値が見つかりませんでした。


	
処置: 通常、これはエラーではありません。









	 RDE-00004: 操作タイムアウト 
	
原因: FINDまたはREGISTER操作中にタイムアウトになりました。


	
処置: FIND操作については、サービスを正常に見つける必要があった場合にのみエラーになります。









	 RDE-00005: 無効な汎用です: "string" 
	
原因: アドレスに対して不明な汎用が指定されました。


	
処置: 有効な汎用を指定してください。









	 RDE-00006: 無効なプロトコルです: "string" 
	
原因: アドレスに無効なプロトコルが指定されました。


	
処置: 有効なプロトコルを指定してください。









	 RDE-00009: バッファに対してデータが大きすぎます。バッファ長: number。必須: number。 
	
原因: このエラーは内部でのみ使用され、通常、ユーザーには表示されません。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-00010: 見つかりません 
	
原因: リストで値が見つかりませんでした。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-00011: 無効なタイプです: number 
	
原因: 1つのデータに指定されたタイプが無効です。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-00012: リスト名が指定されていません。 
	
原因: リストの名前が指定されていません。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-00013: 名前がビジー状態です。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-00014: 操作が中断されました。 
	
原因: 操作が中断されました。


	
処置: 処置は必要ありません。通常、これはエラーではありません。









	 RDE-00015: プロバイダ・ライブラリのロードに失敗しました。 
	
原因: プロバイダのインタフェースを実装するライブラリのロードに失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、発生したエラーの原因を調べてください。









	 RDE-00016: プロバイダ・ライブラリが見つかりません。 
	
原因: プロバイダ・ライブラリが見つかりませんでした。


	
処置: プロバイダ・ライブラリを事前にインストールしておいてください。









	 RDE-00017: プロバイダ・エラーです。 
	
原因: プロバイダでエラーが生成されました。


	
処置: 続いてエラーが表示される場合は、それらのエラーを調べて原因を確認してください。そうでない場合は、トレースを使用可能にして、エラーの原因を調べてください。









	 RDE-00018: 正規表現のコンパイルに失敗しました。パターン"string" エラー: number。 
	
原因: 比較で使用するパターンの作成に失敗しました。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-00019: パターン一致に失敗しました。文字列: "string" パターン: "string" エラー: number。 
	
原因: 正規表現と一致しませんでした。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-00020: ホスト名またはIPアドレスがありません。 
	
原因: アドレスには、サーバーの名前またはそのIPアドレスのいずれかが含まれている必要があります。


	
処置: アドレスにホスト名またはIPアドレスを指定してください。









	 RDE-00021: 汎用"string"にプロバイダが見つかりません。 
	
原因: 指定された汎用にプロバイダが見つかりませんでした。


	
処置: 別の汎用を指定するか、この汎用のプロバイダ・ライブラリを取得してください。その他のエラーがある場合は、そのメッセージを参照して詳細を確認してください。









	 RDE-00022: プロパティが見つかりません。 
	
原因: プロバイダのプロパティが見つかりませんでした。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-00023: プロバイダが見つかりません。汎用"string"。 
	
原因: 指定された汎用にプロバイダが見つかりませんでした。


	
処置: 別の汎用を指定するか、この汎用のプロバイダ・ライブラリを取得してください。









	 RDE-00024: アドレスが無効です 
	
原因: アドレスの形式が正しくありません。


	
処置: 正しい形式でアドレスを指定してください。構文はrd.hを参照してください。









	 RDE-00025: サービス・タイプが指定されていません。 
	
原因: アドレスにサービス・タイプが指定されていません。


	
処置: アドレスとともにサービス・タイプを指定してください。









	 RDE-00026: 必要なデリミタが見つかりません。必要なデリミタ: "string" 検出されたデリミタ: "string" 
	
原因: アドレスに必要なデリミタが見つかりません。


	
処置: アドレスを修正してデリミタを含めてください。









	 RDE-00027: ポート番号が見つかりません。 
	
原因: ホスト名の後にコロン(:)が続く場合、その後にポート番号を指定する必要があります。


	
処置: ポート番号を指定してください。









	 RDE-00028: 初期化に失敗しました。 
	
原因: RDの初期化に失敗しました。


	
処置: 続いて表示されるエラーを調べて、エラーの原因となった問題を特定してください。









	 RDE-00029: サーバーが見つかりません。 
	
原因: 指定されたプロバイダのサーバーが見つからず、目的の操作を実行できません。


	
処置: 目的のプロバイダのサーバーを起動するか、別のプロバイダを使用してください。









	 RDE-00030: メモリー割当てに失敗しました 
	
原因: 十分なプロセス・メモリーを割り当てられなかったため、操作に失敗しました。


	
処置: システムのメモリーのサイズが小さい場合、他のプロセスまたはスレッド(あるいはその両方)を終了して、操作を再試行してください。それ以外の場合、これは内部エラーです。Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-00031: 無効なドメインです: number。 
	
原因: アプリケーションが無効なドメイン番号を指定しました。


	
処置: 正しいドメインを指定してください。使用可能な値は、rd.hを調べてください。









	 RDE-00032: サービス・タイプ"string"の長さ(number)が最大許容長: numberを超えています 
	
原因: ユーザーが指定したサービス・タイプが、プロバイダで許可されている長さを超えています。


	
処置: サービス・タイプを短くしてください。









	 RDE-00033: 汎用が指定されていません。 
	
原因: アドレスに汎用が指定されませんでした。


	
処置: 汎用を指定してください。









	 RDE-00034: アドレスが登録されていません: "string" 
	
原因: アプリケーションが、存在していないアドレスを使用しようとしました。


	
処置: 登録されているアドレスを指定してください。









	 RDE-00037: 無効なサービス・インスタンス・タグです: number 
	
原因: サービス・インスタンス・タグの値が正しくありません。


	
処置: 有効なタグを指定してください。有効なタグはrd.hにリストされています。









	 RDE-00038: 無効なプロトコル・タイプ: "string" 有効なプロトコル: string 
	
原因: プロバイダでサポートされていないプロトコルが指定されました。


	
処置: 有効なプロトコルを指定してください。プロトコルは、ピリオド(.)以外の1文字以上である必要があります。









	 RDE-00039: 無効なホスト名です: "string" 
	
原因: 指定されたホスト名の書式が正しくありませんでした。


	
処置: 正しいホスト名の書式を使用してください。ホスト名は、次のいずれかである必要があります。
1. マシンの名前

2. 有効なIPv4アドレス(N.N.N.N)

3. 有効なIPv6アドレス(N[:N]*)











	 RDE-00040: 無効な検索ドメインです: "string" 
	
原因: サービスによって検索されたドメインの名前が、正しい書式ではありませんでした。


	
処置: 正しいドメイン名の書式を使用してください。ドメインは、1つ以上の英数字からなります。









	 RDE-00041: プロトコルまたはドメインが指定されていません 
	
原因: サービス名の後にピリオド・セパレータが入力されましたが、その後にプロトコルまたはドメインがありません。


	
処置: 有効なプロトコルまたはドメイン(あるいはその両方)を指定してください。









	 RDE-00042: 無効なポート番号です: "string" 
	
原因: サービス・アドレスに指定されたポートが無効です。ポート番号には正の10進数のみを指定できます。


	
処置: 有効なポート番号を指定してください。









	 RDE-00043: 検索ドメインが指定されていません。 
	
原因: ピリオド・セパレータの後に検索ドメインが指定されていません。


	
処置: 有効な検索ドメインを指定してください。









	 RDE-00044: プロトコルが指定されていません。 
	
原因: サービスのプロトコルが指定されていません。


	
処置: 有効なプロトコルを指定してください。









	 RDE-00045: 汎用アドレスで登録するにはポート番号が必要です。 
	
原因: 一部のプロバイダの要件により、汎用アドレスを使用して登録する場合はポート番号を指定する必要があります。


	
処置: ポート番号を指定してください。









	 RDE-00046: 無効な属性です 
	
原因: 無効な書式を使用して属性が指定されました。


	
処置: 属性は、name=value[, name1=value1 ...]の書式を使用して指定する必要があります。









	 RDE-00047: 属性に名前が指定されていません。 
	
原因: 属性値は指定されましたが、属性名が指定されていません。


	
処置: 属性の名前を指定してください。









	 RDE-00048: 属性が指定されていません。 
	
原因: 必要な属性がアドレスにありません。


	
処置: 有効な属性を指定してください。属性は、順に名前、等号(=)、オプションの値で構成されます。名前と値には空白を含めることができます。









	 RDE-00049: 必要なセパレータが見つかりません。必要なデリミタ: "string" 検出されたデリミタ: "string" 
	
原因: アドレスの必須セクションとオプションのセクションの間に入力されている必要のあるセパレータが見つかりません。


	
処置: セパレータを指定してください。









	 RDE-00050: 汎用"string"のプロバイダの初期化に失敗しました。 
	
原因: 指定された汎用に対してプロバイダを初期化できなかったため、操作に失敗しました。


	
処置: 続いて表示されるメッセージに、プロバイダで発生したエラーの説明が示されます。









	 RDE-00051: プロバイダ"string"エラーです。 
	
原因: 指定されたプロバイダが操作の実行に失敗しました。


	
処置: 続いて表示されるメッセージに、プロバイダで発生したエラーの説明が示されます。









	 RDE-00052: 無効な数値が指定されました: "string"。 
	
原因: 数値として指定された値が無効です。


	
処置: 有効な数値を指定してください。









	 RDE-00053: サービス・インスタンスが無効またはNULLです。 
	
原因: 操作で使用されたサービス・インスタンスが無効またはNULLです。


	
処置: 有効なサービス・インスタンスを指定してください。









	 RDE-00054: 無効な操作です: number。 
	
原因: 指定された操作は無効です。


	
処置: 有効な操作を指定してください。









	 RDE-00055: 使用可能なプロバイダがありません。 
	
原因: 操作で使用可能なプロバイダがありませんでした。これは、プロバイダによって必要とされるプロセスまたはサービス(mDNSサービスなど)の失敗が原因である可能性があります。


	
処置: トレース・ファイルとログ・ファイルで詳細を調べてください。プロセスまたはプロセスで必要とされるサービスが事前に実行されていることを確認してください。









	 RDE-00056: サービス・インスタンス"string"の登録に失敗しました。 
	
原因: 指定されたサービス・インスタンスは登録できませんでした。


	
処置: 続いて表示されるエラーを確認して、エラーの詳細を調べてください。









	 RDE-00057: サービス・インスタンス"string"の登録解除に失敗しました。 
	
原因: 指定されたサービス・インスタンスの登録を解除できませんでした。


	
処置: 続いて表示されるエラーを確認して、エラーの詳細を調べてください。









	 RDE-00058: サービス・インスタンス"string"の確認に失敗しました。 
	
原因: 指定されたサービス・インスタンスの確認に失敗しました。


	
処置: 続いて表示されるエラーを確認して、エラーの詳細を調べてください。









	 RDE-00059: サービス・タイプ"string"の場所の特定に失敗しました。 
	
原因: リソース検出でサポートされているサービス・タイプを取得できませんでした。


	
処置: 続いて表示されるエラーを確認して、エラーの詳細を調べてください。









	 RDE-00060: サービス・インスタンス"string"が見つかりませんでした。 
	
原因: 指定されたサービスの場所。


	
処置: 続いて表示されるエラーを確認して、エラーの詳細を調べてください。









	 RDE-00061: サービス・インスタンス"string"の詳細の取得に失敗しました。 
	
原因: 指定されたサービス・インスタンスの詳細を取得できませんでした。


	
処置: 続いて表示されるエラーを確認して、エラーの詳細を調べてください。









	 RDE-00062: 終了に失敗しました。 
	
原因: リソース検出の使用を終了するコールが失敗しました。


	
処置: 続いて表示されるエラーを確認して、エラーの詳細を調べてください。









	 RDE-00063: 操作に失敗しました。 
	
原因: FINDまたはREGISTER操作に失敗しました。


	
処置: 続いて表示されるエラーを確認して、エラーの詳細を調べてください。









	 RDE-00064: 汎用"string"のプロバイダの取得に失敗しました。 
	
原因: 指定された汎用のプロバイダ記述子を取得できませんでした。


	
処置: 続いて表示されるエラーを確認して、エラーの詳細を調べてください。









	 RDE-00065: サービス・インスタンスの作成に失敗しました。 
	
原因: コンポーネントを使用してサービス・インスタンスをアセンブルしようとして、エラーが発生しました。


	
処置: 続いて表示されるエラーを確認して、エラーの詳細を調べてください。









	 RDE-00066: サービス・インスタンス"string"の解析に失敗しました。 
	
原因: 指定されたアドレスの解析中にエラーが発生しました。


	
処置: 続いて表示されるエラーを確認して、エラーの詳細を調べてください。









	 RDE-00067: ドメインの場所の特定に失敗しました。 
	
原因: 指定されたタイプのドメインを特定しようとしているときにエラーが発生しました。


	
処置: 続いて表示されるエラーを確認して、エラーの詳細を調べてください。









	 RDE-00068: 汎用コンポーネント"string"の長さ(number)が最大長: numberを超えています。 
	
原因: サービス・インスタンスの汎用固有の部分に対して指定された文字列が、プロバイダで許可されている最大長を超えています。


	
処置: 最大長より短い汎用コンポーネントを指定してください。汎用固有の部分を指定していないときにこのエラーが発生した場合は、プロバイダが汎用固有コンポーネントのサービス・タイプを使用している可能性があります。この場合、サービス・タイプの長さが最大長を超えていないことを確認してください。









	 RDE-01999: 内部エラー 
	
原因: 予期できない理由により、RDが失敗しました。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-02000: 無効なサービス・タイプです: "string" 
	
原因: RFC 1034およびRFC 1123で規定された標準に準拠していないサービス・タイプが指定されました。サービス・タイプは1文字以上で、先頭と末尾には文字または数字を使用する必要があります。中間の文字には、文字、数字またはハイフンを使用できます。


	
処置: RFCに準拠したサービス・タイプを指定してください。









	 RDE-02001: mDNSレスポンダへの接続に失敗しました。 
	
原因: プロバイダがmDNSレスポンダに接続できませんでした。


	
処置: レスポンダが確実に実行されていることを確認してください。その場合、これは内部エラーであるため、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-04000: クライアントは待機中です 
	
原因: クライアントはこのエラーを使用して、問合せ結果を待機していることをサーバーに通知します。


	
処置: このエラーは、クライアントとDNSサーバー間の送信のために使用されます。これはユーザーに対して表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください









	 RDE-04001: エラーはありません 
	
原因: 操作は正常に終了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 RDE-04002: 不明なエラーが発生しました 
	
原因: 不明なエラーが発生しました。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-04003: そのような名前はありません。 
	
原因: 指定された名前のレコードが見つかりません。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-04004: メモリーの割当てに失敗しました 
	
原因: 十分なプロセス・メモリーを割り当てられなかったため、操作に失敗しました。


	
処置: システムのメモリーのサイズが小さい場合、他のプロセスまたはスレッド(あるいはその両方)を終了して、操作を再試行してください。それ以外の場合、これは内部エラーです。Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-04005: 無効なパラメータです 
	
原因: レコードに不正であるか存在しない値が含まれています。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-04006: 無効な参照です 
	
原因: 不明なDNSレコードが見つかりました。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-04007: 無効な状態です 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-04008: 無効なフラグです 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-04009: サポートされない操作です 
	
原因: プロバイダ・インタフェースが、プロバイダでサポートされていない操作を実行しようとしました。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-04010: 初期化されていません 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-04011: キャッシュが割り当てられていません 
	
原因: キャッシュが割り当てられていないため、DNS問合せに失敗しました。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-04012: サービスはすでに登録済です 
	
原因: すでに登録されているサービスを登録しようとしました。


	
処置: サービスは1回のみ登録可能です。









	 RDE-04013: サービス名が競合しています 
	
原因: すでに存在する名前のサービスを登録しようとしました。


	
処置: サービスは1回のみ登録可能です。









	 RDE-04014: 無効なレコード・エントリです 
	
原因: プロバイダ・インタフェースが、無効であるか存在しないデータが含まれるレコードへの操作を実行しようとしました。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-04015: クライアント・ソフトウェアはサーバーと互換性がありません 
	
原因: プロバイダ・インタフェースによって使用されるクライアント・ソフトウェアのバージョンが、サーバー・ソフトウェアのバージョンと互換性がありません。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-04016: 無効なインタフェースです 
	
原因: プロバイダ・インタフェースが不明なインタフェースを使用しようとしました。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-04017: キャッシュ・サイズを増やす必要があります 
	
原因: プロバイダ・インタフェースで保持するキャッシュのサイズを増やす必要があります。


	
処置: このエラーは、ステータス・インジケータとして使用されます。これはユーザーに対して表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-04018: 構成が変更されました 
	
原因: 操作中にサーバー構成が変更されました。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-04019: クライアントはリソースを解放する必要があります 
	
原因: このエラーは、通常はプロバイダ以外に表示されず、内部状態インジケータとして使用されます。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-06000: データがありません 
	
原因: このエラーは、SLPプロバイダによって渡されるデータがこれ以上ないことを示すために内部的に使用されます。


	
処置: このエラーが示された場合でも、状況は正常です。処置は必要ありません。









	 RDE-06001: エラーはありません 
	
原因: 操作は正常に終了しました。


	
処置: このエラーが示された場合でも、状況は正常です。処置は必要ありません。









	 RDE-06002: 言語がサポートされていません 
	
原因: 必要な言語をサポートするサービスが見つかりません。


	
処置: サービスを追加するか修正して、リクエストした言語がサポートされるようにします。









	 RDE-06003: 解析エラー 
	
原因: SLPメッセージがリモートSLPエージェントによって拒否されました。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-06004: 登録が無効です 
	
原因: SLPプロバイダが不正なURLを登録しようとしました。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-06005: スコープはサポートされていません 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-06006: 認証者が指定されていません 
	
原因: SLPプロバイダが自己認証に失敗しました。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-06007: 認証に失敗しました 
	
原因: SLPプロバイダが自己認証に失敗しました。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-06008: 無効な更新です 
	
原因: 存在しない登録に対する更新を発行したか、更新に初期登録とは異なるサービス・タイプまたはスコープが含まれています。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-06009: リフレッシュが拒否されました 
	
原因: リフレッシュの最小間隔よりも頻繁に登録をリフレッシュしようとしました。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-06010: 機能が実装されていません 
	
原因: 実装されていない機能が使用されました。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-06011: バッファのオーバーフローです 
	
原因: 送信リクエストにより、ネットワークの最大MTUサイズに対するオーバーフローが発生しました。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-06012: ネットワークがタイムアウトになりました 
	
原因: SLPリクエストへの応答が、構成されたタイムアウト間隔内に着信しませんでした。


	
処置: ネットワーク接続を確認し、要求を再試行してください。









	 RDE-06013: ネットワークの初期化に失敗しました 
	
原因: ネットワークを正常に初期化できませんでした。


	
処置: ネットワーク接続を確認し、要求を再試行してください。









	 RDE-06014: メモリーの割当てに失敗しました 
	
原因: SLPプロバイダが十分なプロセス・メモリーを割り当てられませんでした。


	
処置: システムのメモリーのサイズが小さい場合、他のプロセスまたはスレッド(あるいはその両方)を終了して、操作を再試行してください。それ以外の場合、これは内部エラーです。Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-06015: 無効なパラメータです 
	
原因: プロバイダが無効なパラメータを渡そうとしました。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-06016: ネットワーク・エラー 
	
原因: ネットワークを正常に初期化できませんでした。


	
処置: ネットワーク接続を確認し、要求を再試行してください。









	 RDE-06017: 内部システム・エラー 
	
原因: 理由は不明ですが、SLPサブシステムが失敗しました。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-06018: ハンドルは使用中です 
	
原因: SLPプロバイダがハンドルを繰り返し使用しようとしました。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-06019: 一般的なエラー 
	
原因: 理由は不明ですが、プロバイダが失敗しました。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 RDE-06020: ユニキャスト問合せを送信する必要があります。 
	
原因: プロバイダはユニキャスト問合せを送信する必要があります。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。














68 PRKU-01001からPRKU-01057



	 PRKU-01001: 予期しない引数{0}です。 
	
原因: 前述のエラー・メッセージで報告されたコマンドライン引数は、ツールでは予想されていません。


	
処置: ツールのインライン・ヘルプ表示を参照するかコマンドライン・ツールの製品ドキュメントを参照して有効なオプションおよび引数を確認し、ツールを再実行してください。









	 PRKU-01002: オプション{0}は必須です。 
	
原因: 前述のエラー・メッセージで報告されたコマンドライン・オプションは、ツールに必要な必須オプションです。


	
処置: ツールのインライン・ヘルプ表示を参照するかコマンドライン・ツールの製品ドキュメントを参照してこのオプションに必要な値のタイプを確認してください。その後、コマンドライン・オプションで前述のオプションを指定するコマンドを再実行してください。









	 PRKU-01003: パラメータ{0}では、引数が必須です。 
	
原因: エラー・メッセージで報告されたコマンドライン・パラメータには、値が必要です。


	
処置: ツールのインライン・ヘルプ表示を参照するかコマンドライン・ツールの製品ドキュメントを参照してこのオプションに必要な値のタイプを確認してください。その後、コマンドライン・オプションで前述のオプションを指定するコマンドを再実行してください。









	 PRKU-01015: Oracleクラスタウェアはノード"{0}"で正しく停止および構成解除されていません。ファイル"{1}"が構成済の状態で存在しています。 
	
原因: init.ohasdファイル、またはocr.locおよび/またはscls_scrディレクトリがまだこのノード上に存在しているため、ツールでは、クラスタウェア・スタックが正しく停止されていないとみなされています。


	
処置: Oracle Clusterwareの構成解除ユーティリティを実行し、構成を完全にクリーン・アップしてください。クラスタウェアの構成解除ツールは、Oracle ClusterwareホームやOracle OTN(Technology Network)ページで入手できます。









	 PRKU-01016: ノード"{0}"でOracleクラスタウェアの停止に失敗しました。問題を修正してからコマンド"{1}"を実行してください。 
	
原因: クラスタウェア構成解除ツールは、Oracle Clusterwareスタックの停止に失敗しました。失敗の原因は、Oracle Clusterwareのlog/<hostname>/alert<hostname>.logディレクトリにあるクラスタウェアのアラート・ログを参照して確認できます。


	
処置: Oracle Clusterewareホームのlog/<hostname>にあるデーモン・ログを参照し、問題を手動で修正し、クラスタウェア・スタックを停止してください。その後、前述のエラー・メッセージに指定されているコマンドを再実行してください。









	 PRKU-01018: ノード"{0}"のrootユーザーとして次のコマンドを実行します。 
	
原因: ルート以外のユーザーとして実行されるクラスタウェア構成解除では、前述のメッセージに指定されたコマンドを自動的に実行できません。


	
処置: 権限のあるユーザーとして別のセッションにログインし、前述のメッセージに指定されているコマンドを実行してください。









	 PRKU-01019: 管理者として次のコマンドを実行します。 
	
原因: ルート以外のユーザーとして実行されるクラスタウェア構成解除では、前述のメッセージに指定されたコマンドを自動的に実行できません。


	
処置: 権限のあるユーザーとして別のセッションにログインし、前述のメッセージに指定されているコマンドを実行してください。









	 PRKU-01021: 権限のあるユーザーとして、このクラスタ内のこのノードを除く各ノードに対して"{0}"を実行し、このノードに対して"{1}"を実行してOracleクラスタウェアの構成を削除し、Oracleソフトウェアを完全に削除します 
	
原因: これは、Oracle Clusterware構成解除ツールが非対話(またはサイレント)モードで実行されたときに報告されるメッセージです。


	
処置: 識別されたスクリプトを記述どおりに実行します。Oracle Clusterwareをサイレント・モードで構成解除するには、すべてのノードに対する1セットの操作が必要ですが、その最後には、最終ノードに対する特別セットの操作が続く必要があります。









	 PRKU-01023: エラー"{1}"のため、Oracleクラスタウェアはノード"{0}"で停止および構成解除されていません 
	
原因: 前述のメッセージに報告されているエラーが原因で、ノードでのOracle Clusterwareスタックの構成解除ツールに失敗しました。


	
処置: 前述のメッセージに報告されているエラー・メッセージを確認して修正処理を実行してから、ツールを再実行する必要があります。









	 PRKU-01024: Oracleクラスタウェアの停止および構成解除が一部のノードで失敗しました。問題を修正し、このツールを再実行して、Oracleクラスタウェアの構成とソフトウェアを完全に削除してください 
	
原因: これは、クラスタ内の一部のノードでOracle Clusterwareの構成解除が実行されなかったことを示すために報告されたメッセージです。


	
処置: 各ノードでクラスタウェア・スタックの構成解除に失敗した旨について報告されたエラー・メッセージを確認し、エラー・メッセージを確認した後、修正処理を実行してからツールを再実行し、Oracle Clusterwareスタックを完全に構成解除してください。









	 PRKU-01025: Oracleクラスタウェア・ホームの削除を試行する前に、クラスタウェア管理Oracleデータベースを削除またはダウングレードし、クラスタウェア管理Oracleホームをアンインストールする必要があります。 
	
原因: 1つ以上のクラスタウェア管理Oracleホームがある場合に、Oracleクラスタウェアを構成解除しようとしました。


	
処置: クラスタウェア管理のOracleホームからOracle Clusterware構成解除ツールを実行し、Oracleデータベースを削除、構成解除またはダウングレードしてから、Oracle Clusterwareホームから同じツールを実行し、クラスタウェアの構成を解除してください。









	 PRKU-01029: ノード"{0}"は現在応答していません。 
	
原因: 前述のメッセージで報告されたホストが再起動したかハングしている可能性があります。


	
処置: 可能な場合は、ホストにログインし、システム・ログを確認し、問題を修正してください。









	 PRKU-01035: Oracle Restartの停止および構成解除が失敗しました。問題を修正し、このツールを再実行して、Oracle Restartの構成とソフトウェアを完全に削除してください 
	
原因: Oracle Restartスタックは構成解除前に正常に停止できませんでした。


	
処置: Oracle Restartスタックの構成解除に失敗した旨について報告されたエラー・メッセージを確認し、エラー・メッセージを確認した後、修正処理を実行してからツールを再実行し、Oracle Restartスタックを完全に構成解除してください。









	 PRKU-01036: 削除ツールは、エラー"{1}"のため、サイレント・モードで実行する必要のあるスクリプト・ファイル"{0}"の作成に失敗しました 
	
原因: 前述のメッセージに報告されているエラーが原因で、ツールは、サイレント・モード・スクリプト・ファイルの作成に失敗しました。


	
処置: 前述のメッセージに報告されているエラー・メッセージを確認して修正処理を実行してから、ツールを再実行する必要があります。









	PRKU-01037: 権限のあるユーザーとして、"{0}"を実行し、このノードに対して"{1}"を実行してOracle Restartの構成を削除し、Oracleソフトウェアを完全に削除します 
	
原因: これは、Oracle Restart構成解除ツールが非対話(またはサイレント)モードで実行されたときに報告されるメッセージです。


	
処置: 識別されたスクリプトを記述どおりに実行します。









	 PRKU-01039: 管理対象のOracleデータベースを削除またはダウングレードする前に、Oracle Restartを構成解除できません。 
	
原因: Oracle Restartの構成解除をリクエストしましたが、1つ以上の管理対象のOracleデータベース・ホームが検出されたため、リクエストは拒否されました。


	
処置: Oracleデータベース・ホームからOracle構成解除ツールを実行し、Oracleデータベースを削除、構成解除またはダウングレードしてから、Oracle Restartホームから同じツールを実行し、Restartスタックの構成を解除してください。









	 PRKU-01057: 構成を解除しようとしているホームは構成済のグリッド・インフラストラクチャ・ホーム({0})ではありません 
	
原因: 構成解除されたホームのパスが構成済インフラストラクチャ・ホームのパスと異なります。


	
処置: アクティブなCRSホームを構成解除する必要がある場合は、deinstallコマンド引数に構成済のCRSホームを指定するか、構成済のCRSホームからdeinstallを実行します。














69 PRKH-01014からPRKH-03450



	 PRKH-01014: 現在のユーザー"{0}"は、Oracleホーム"{2}"のOracle所有者ユーザー"{1}"ではありません 
	
原因: Oracleホーム・パスの所有者ユーザー以外のユーザーとしてコマンドが実行されました。


	
処置: 指定したOracleホームを所有するユーザーとしてコマンドを再試行してください。









	 PRKH-01016: CSSモードの取得に失敗しました 
	
原因: Cluster Synchronization Servicesリクエストでエラーが発生しました。このメッセージには、特定の問題を示す別のメッセージが付随する場合があります。


	
処置: 可能な場合は、付随するメッセージが示す問題を修正してください。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKH-01050: バッファが小さすぎます 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKH-01051: クラスタ・ソフトウェア(skgxn)のエラー 
	
原因: Cluster Synchronization ServicesがOracle以外のベンダーのクラスタウェアを使用しようとしてエラーが発生しました。このメッセージには、特定の問題を示す別のメッセージが付随する場合があります。


	
処置: 可能な場合は、付随するメッセージが示す問題を修正してください。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKH-01052: 引数が無効です 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKH-01053: Cluster Synchronization Servicesはアクティブではありません 
	
原因: CSSデーモンは実行されていないか、CSSデーモンを使用して認証できません。


	
処置: crsctl check cssを使用して、CSSデーモンが実行されていることを確認してください。CSSデーモンが実行されていない場合は、crsctl start crsコマンドを実行します。









	 PRKH-01054: 通信エラー 
	
原因: ローカル・ノード上でCSSデーモンが実行されていないか、CSSデーモンを使用して認証できません。


	
処置: crsctl check cssを使用して、CSSデーモンが実行されていることを確認してください。CSSデーモンが実行されていない場合は、crsctl start crsコマンドを実行します。









	 PRKH-01055: Oracle Cluster Registryエラー 
	
原因: CSSリクエストの処理中にOCRでエラーが返されました。


	
処置: たとえば、crsctl check clusterwareを使用して、CRSDデーモンが実行されていることを確認します。









	 PRKH-01056: 予期しないCSSエラー 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKH-01057: ノード番号0のノードの確認に失敗しました。 
	
原因: ローカル・ノード上でCSSデーモンが実行されていないか、CSSデーモンを使用して認証できません。


	
処置: crsctl check cssを使用して、CSSデーモンが実行されていることを確認してください。CSSデーモンが実行されていない場合は、crsctl start crsコマンドを実行します。









	 PRKH-01058: ノード名参照に対して指定されたノード番号は、ノード番号の許容範囲を超えています 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKH-03002: Cluster Synchronization Servicesでベンダーのクラスタ・ソフトウェア・エラーが発生しました 
	
原因: Cluster Synchronization ServicesがOracle以外のベンダーのクラスタウェアを使用しようとしてエラーが発生しました。このメッセージには、特定の問題を示す別のメッセージが付随する場合があります。


	
処置: 可能な場合は、付随するメッセージが示す問題を修正してください。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKH-03003: CSSデーモンと通信しようとして失敗しました 
	
原因: CSSデーモンは停止中です。


	
処置: CSSデーモンが実行されていることを確認します。









	 PRKH-03004: Cluster Synchronization Servicesのメモリーが十分でないため失敗しました 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRKH-03005: エンティティ{0}はCSSに登録されていません 
	
原因: 指定したエンティティ(たとえば、インスタンス)がCSSに登録されていません。


	
処置: エンティティを起動してから操作を再試行してください。









	 PRKH-03009: Cluster Synchronization Servicesで、保持していないロックを解放しようとしました 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKH-03011: Cluster Synchronization Servicesが起動されましたが、起動が完了していません 
	
原因: 初期化がまだ進行中なので、CSSに接続できませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PRKH-03013: Cluster Synchronization Servicesに不適切なバッファ引数が指定されました 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKH-03016: 引数が無効です 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRKH-03050: Cluster Synchronization Servicesから予期しないエラー({0})が返されました 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKH-03101: DHCPモジュールからGIPCエラーが返されました 
	
原因: DHCPの操作で通信エラーが発生しました。このメッセージには、特定の問題を示す別のメッセージが付随する場合があります。


	
処置: 可能な場合は、付随するメッセージが示す問題を修正してください。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRKH-03150: DHCPモジュールから予期しないエラー({0})が返されました 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKH-03202: オペレーティング・システムの関数コールまたはリクエスト中に、Oracleクラスタウェアでエラーが発生しました 
	
原因: Oracleクラスタウェアでエラーが発生しました。このメッセージには、特定の問題を示す別のメッセージが付随する場合があります。


	
処置: 可能な場合は、付随するメッセージが示す問題を修正してください。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKH-03203: 必須のパスワードが指定されていません 
	
原因: リクエストした操作にはパスワードが必要ですが、入力されていません。このメッセージには、特定の問題を示す別のメッセージが付随する場合があります。


	
処置: 可能な場合は、付随するメッセージが示す問題を修正してください。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKH-03204: Oracleクラスタウェアに不適切なバッファ引数が指定されました 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKH-03205: Oracleクラスタウェアの内部エラーです 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRKH-03250: Oracleクラスタウェアから予期しないエラー({0})が返されました 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKH-03301: 引数が無効です 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKH-03302: Oracleクラスタウェア・データベースのサポート・レイヤーでOCRエラーが返されました 
	
原因: このメッセージには、特定の問題を示す別のメッセージが付随する場合があります。


	
処置: 可能な場合は、付随するメッセージが示す問題を修正してください。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKH-03303: Oracleクラスタウェア・データベースのサポート・レイヤーでOSDエラーが返されました 
	
原因: このメッセージには、特定の問題を示す別のメッセージが付随する場合があります。


	
処置: 可能な場合は、付随するメッセージが示す問題を修正してください。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKH-03304: Oracleクラスタウェア・データベースのサポート・レイヤーから内部エラーが返されました 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKH-03306: Oracleクラスタウェア・データベースのサポート・レイヤーから内部エラーが返されました 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKH-03307: Oracleクラスタウェア・データベースのサポート・レイヤーから内部エラーが返されました 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKH-03340: Oracleクラスタウェア・データベースのサポート・レイヤーで次のVIPエラーが発生しました 
	
原因: VIPリクエストの処理中にエラーが発生しました。このメッセージには、特定の問題を示す別のメッセージが付随する場合があります。


	
処置: 可能な場合は、付随するメッセージが示す問題を修正してください。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKH-03350: Oracleクラスタウェア・データベースのサポート・レイヤーから予期しないエラーが返されました 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKH-03401: 内部インタフェースに不適切なバッファ引数が指定されました 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKH-03402: 内部インタフェースからOCRエラーが返されました 
	
原因: OCR処理で、内部インタフェースにエラーが発生しました。このメッセージには、特定の問題を示す別のメッセージが付随する場合があります。


	
処置: 可能な場合は、付随するメッセージが示す問題を修正してください。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRKH-03450: 内部インタフェースから予期しないエラー({0})が返されました 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。














70 PRKA-02001からPRKA-02005



	 PRKA-02001: GSDはすでに存在します 
	
原因: 実行中のGSDアプリケーションがある一方で、Global Services Daemon(GSD)アプリケーションを作成しようとしました。


	
処置: GSDを停止および削除し、srvctl add nodeappsを使用して再度GSDアプリケーションを作成してください。









	 PRKA-02002: リスナーはすでに存在します 
	
原因: 実行中のリスナー・アプリケーションがある一方で、リスナー・アプリケーションを作成しようとしました。


	
処置: 実行中のリスナーを停止および削除し、srvctl add nodeappsを使用して再度リスナー・アプリケーションを作成してください。









	 PRKA-02003: EMエージェントはすでに存在します 
	
原因: 実行中のエージェント・アプリケーションがある一方で、エージェント・アプリケーションを作成しようとしました。


	
処置: 実行中のエージェントを停止し、srvctl add nodeappsを使用して再度エージェント・アプリケーションを作成してください。









	 PRKA-02005: IPアドレスを開始および終了するネットマスクは異なります 
	
原因: クラスタに無効なVIPアドレスの範囲が指定されました。


	
処置: VIP範囲の開始アドレスおよび終了アドレスが同じネットマスクに属しているかどうかを確認してください。














71 PRKC-01000からPRKC-01168



	 PRKC-01000: クラスタ内にアクティブなノードが検出できません 
	
原因: クラスタのアクティブ・ノード・リストを取得できませんでした。これは、オペレーティング・システムに依存するクラスタウェアがクラスタの1つ以上のノードで正常に動作していない場合、またはシステムにクラスタウェアがインストールされていない場合に発生することがあります。


	
処置: ORACLE_HOME/binからlsnodesバイナリを実行してクラスタの状態をチェックし、ノード・リストが正常に出力されるかどうかを確認してください。









	 PRKC-01001: バッファ内のコマンドを送信中にエラーが発生しました 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKC-01002: 送信されたコマンドで正常に実行されなかったコマンドがあります 
	
原因: 管理性操作の途中でノードに障害が発生したか、ノード間の通信が中断しました。


	
処置: ORACLE_HOME/binからlsnodesバイナリを実行してクラスタの状態をチェックし、ノード・リストが正常に出力されるかどうかを確認してください。









	 PRKC-01004: ノードへのファイルのコピーで問題が発生しました 
	
原因: ローカル・ノードからクラスタの1つ以上のノードにファイルのコピー操作を試行し、それらの操作のうち1つ以上が失敗しました。考えられる原因: 1)クラスタのノードへの1つ以上のファイルのコピー操作が失敗しました。2)1つ以上のノードの宛先ディレクトリでユーザーの書込み権限が設定されていませんでした。ソース・ファイルが存在しません。3)UNIXプラットフォームで1つ以上のノードへのrcpコマンドが失敗しました。


	
処置: 1)ソース・ファイルが存在することを確認してください。2)クラスタのすべてのノードが稼働していることを確認してください。3)宛先ディレクトリにユーザーの書込み権限が設定されていることを確認してください。4)UNIXベースのプラットフォームで、ユーザーがすべてのノードへのrcpを実行できることを確認してください。









	 PRKC-01005: ノードからのファイルの削除で問題が発生しました 
	
原因: ローカル・ノードからクラスタの1つ以上のノードへのファイルの削除操作を試行し、それらの操作のうち1つ以上が失敗しました。考えられる原因: 1)操作中に1つ以上のノードで障害が発生しました。2)1つ以上のノードの宛先ディレクトリでユーザーの書込み権限が設定されていませんでした。3)ソース・ファイルが存在していません。4)UNIXfプラットフォームで1つ以上のノードへのrcpコマンドが失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を確認してください。









	 PRKC-01006: ノードへのファイルの移動で問題が発生しました 
	
原因: ローカル・ノードからクラスタの1つ以上のノードへのファイルの移動操作を試行し、それらの操作のうち1つ以上が失敗しました。考えられる原因: 1)操作中に1つ以上のノードで障害が発生しました。2)1つ以上のノードの宛先ディレクトリでユーザーの書込み権限が設定されていませんでした。3)ソース・ファイルが存在していません。4)UNIXfプラットフォームで1つ以上のノードへのrcpコマンドが失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を確認してください。









	 PRKC-01007: ノードへのディレクトリの作成で問題が発生しました 
	
原因: ローカル・ノードからクラスタの1つ以上のノードへのディレクトリの作成操作を試行し、それらの操作のうち1つ以上が失敗しました。考えられる原因: 1)操作中に1つ以上のノードで障害が発生しました。2)1つ以上のノードの宛先ディレクトリでユーザーの書込み権限が設定されていませんでした。3) UNIXプラットフォームで1つ以上のノードへのrcpコマンドが失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を確認してください。









	 PRKC-01009: すべてのノードでサービスの開始に失敗しました 
	
原因: クラスタの1つ以上のノードでサービスの開始に失敗しました。


	
処置: クラスタのすべてのノードが稼働しているかどうかを確認し、クラスタウェアのアラート・ログを参照してください。









	 PRKC-01010: すべてのノードでサービスの停止に失敗しました 
	
原因: クラスタの1つ以上のノードでサービスの停止に失敗しました。


	
処置: クラスタのすべてのノードが稼働していること、および失敗したノードでサービスが現時点で稼働していることを確認してください。クラスタウェアのアラート・ログを参照してください。









	 PRKC-01011: すべてのノードからのサービスの削除に失敗しました 
	
原因: クラスタの1つ以上のノードでサービスの削除に失敗しました。


	
処置: クラスタのすべてのノードが稼働していること、およびサービスが現時点で登録されていることを確認してください。クラスタウェアのアラート・ログを参照してください。









	 PRKC-01012: すべてのノードでサービスの作成に失敗しました 
	
原因: クラスタの1つ以上のノードでサービスの作成に失敗しました。


	
処置: クラスタのすべてのノードが稼働していることを確認してください。クラスタウェアのアラート・ログを参照してください。









	PRKC-01016: 環境変数"{0}"、{1}の値の取得に失敗しました 
	
原因: 定義されていない環境変数の値を取得しようとしました。


	
処置: 環境変数を定義してください。









	 PRKC-01017: GSDの再起動に問題が発生しました 
	
原因: ローカル・ノードでGlobal Services Daemon(GSD)を起動できませんでした。これは、オペレーティング・システムに依存するクラスタウェアが正しく動作していない場合、または実行中のGSDがすでにある場合に発生することがあります。


	
処置: ORACLE_HOME/binからlsnodesを実行してクラスタウェアの状態をチェックしてください。クラスタのノードのリストが表示されます。gsdctl stopを試行してから、再度gsdctl startを試行してください。









	 PRKC-01018: 座標ノードの取得中にエラーが発生しました 
	
原因: これは、オペレーティング・システムに依存するクラスタウェアが正しく動作していない場合に発生することがあります。


	
処置: 各ノードでgsdctl stopを使用してGSDを停止してください。クラスタの各ノードでgsdctl startを使用してください。









	 PRKC-01019: ノード{0}のGSDデーモンへのハンドルの作成中にエラーが発生しました 
	
原因: ノードでGlobal Services Daemonが実行されていませんでした。


	
処置: gsdctl statを使用してデーモンの状態を確認してください。gsdctl startを使用してデーモンを起動してください。









	 PRKC-01020: リモート・ノード{0}でのオペレーションの実行中に例外が発生しました 
	
原因: リモート・ノード{0}でGlobal Services Daemonが稼働していないときに、リモート・ノードで操作を実行しようとしました。


	
処置: gsdctl startを使用し、リモート・ノードでGlobal Services Daemonを起動してください。









	 PRKC-01021: クラスタウェアで問題が発生しました 
	
原因: オペレーティング・システムに依存するクラスタウェアに接続できませんでした。これは、オペレーティング・システムに依存するクラスタウェアが正しく動作していないために発生することがあります。


	
処置: オペレーティング・システムに依存するクラスタウェアの状態を確認してください。









	 PRKC-01022: {1}でノード{0}のノード名を取得できませんでした 
	
原因: オペレーティング・システムに依存するクラスタウェアに接続できませんでした。これは、オペレーティング・システムに依存するクラスタウェアが正しく動作していないために発生することがあります。


	
処置: lsnodes -nを使用し、オペレーティング・システムに依存するクラスタウェアの状態を確認してください。









	PRKC-01025: ファイル・パスが実行可能または書込み可能ではないため、ファイルパス{0}の下にファイルを作成できませんでした 
	
原因: 指定したファイルパスのディレクトリには、実行権限または書込み権限が設定されていませんでした。そのため、ファイルパスがノード間で共有されているかどうかをテストするための一時ファイルを作成できませんでした。


	
処置: 指定したファイルパスのディレクトリを実行可能および書込み可能にしてください。









	 PRKC-01141: Oracle Restartはバージョン{0}ではサポートされていません。バージョン{1}以上ではサポートされています 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRKC-01144: ファイル"{0}"が見つかりません。 
	
原因: ファイルシステムにファイルが見つかりません。


	
処置: ファイルシステムにファイルが存在することを確認してください。









	 PRKC-01148: ローカル・コンピュータのホスト名の取得に失敗しました 
	
原因: TCP/IPホスト名の取得を試行中にエラーが発生しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージに示された問題を修正してください。









	 PRKC-01149: OCRの場所の取得に失敗しました 
	
原因: OCRの場所ファイルの欠落または不正、不完全なOCR構成、またはSRVM共有ライブラリの欠落または不正が原因の可能性があるため、OCRの場所の取得を試行中にエラーが発生しました。


	
処置: クラスタウェアが正しくインストールおよび構成されていることを確認してください。プラットフォームの適切な場所にocr.locファイルが存在し、読取り可能であることを確認してください。









	 PRKC-01150: 次のノードで使用されているドライブ文字の取得に失敗しました: "{0}" 
	
原因: 1つ以上のノードで使用されているドライブ文字の取得を試行中にエラーが発生しました。


	
処置: 付随するメッセージを確認して、エラーを修正してください。メッセージは通常、アクセス不可能なノード、ノードで実行されていないリモート実行サービス、またはリモート・ノードでリモート実行サービスを使用しようとした場合のいくつかの権限の問題に関連しています。









	PRKC-01151: 指定したパス"{0}"は存在しません 
	
原因: 指定したパスが作成されていないか、間違ったパスが指定されています。


	
処置: 正しい既存のパスを指定し、指定したパスが存在していることを確認してください。









	PRKC-01152: 指定されたパス"{0}"はディレクトリではありません 
	
原因: 指定したパスがディレクトリではなくファイルであるか、間違ったパスが指定されています。


	
処置: 有効なディレクトリ・パスをパスに指定していることを確認してください。









	PRKC-01153: バイナリRemoteExecService.exeをコピーするディレクトリがリモート・ノード"{0}"にありません 
	
原因: レジストリ・キーHKEY_LOCAL_MACHINE/System/CurrentControlSet/Services/OracleRemExecServiceの値で定義されているパスがリモート・ノードで使用可能になっていないか、指定したリモート・ノードのc:/temp/ディレクトリが使用可能でないかまたはアクセスできません。


	
処置: 必要なパスがリモート・ノードで使用可能になっていることを確認してください。









	 PRKC-01155: 指定したノード・リストには、1つのエントリしか含まれていないか、単一のノード名エントリの重複である複数のエントリがあります。 
	
原因: 共有パスのチェック用に指定したノード・リストには、ノードが1つしか含まれていないか、同じ単一ノードの重複であるエントリが含まれています。


	
処置: 確認対象のクラスタの正しいノードリストを指定し、少なくとも2つの異なるエントリが含まれていることを確認してください。









	 PRKC-01156: RAWデバイス"{0}"の検証に失敗しました -- 詳細: {1} 
	
原因: RAWデバイスが、OSがオープンしてraw/characterデバイス・タイプとして認識できる既存のデバイスではありませんでした。


	
処置: 指定した値が、raw/characterデバイス・タイプとしてオープンできる、有効なRAWデバイスを特定していることを確認してください。









	 PRKC-01157: RAWデバイス"{0}"の検証に失敗しました 
	
原因: RAWデバイスが、OSがオープンしてraw/characterデバイス・タイプとして認識できる既存のデバイスではありませんでした。


	
処置: 指定した値が、raw/characterデバイス・タイプとしてオープンできる、有効なRAWデバイスを特定していることを確認してください。









	 PRKC-01158: RAWデバイス"{0}"の検証に失敗しました -- 詳細: {1} 
	
原因: RAWデバイスが、OSがオープンして、raw/characterまたはblockデバイス・タイプとして認識できる既存のデバイスではありませんでした。


	
処置: 指定した値が、raw/characterまたはblockデバイス・タイプとしてオープンできる、有効なデバイスを特定していることを確認してください。









	 PRKC-01159: デバイス"{0}"の検証に失敗しました 
	
原因: RAWデバイスが、OSがオープンして、raw/characterまたはblockデバイス・タイプとして認識できる既存のデバイスではありませんでした。


	
処置: 指定した値が、raw/characterまたはblockデバイス・タイプとしてオープンできる、有効なデバイスを特定していることを確認してください。









	 PRKC-01160: 次のノードで環境変数"{0}"の値の取得に失敗しました: "{1}"、[{2}] 
	
原因: ノードにアクセスできなかったためか、リモート実行サービスがノードで実行されていなかったためか、リモート・ノードでリモート実行サービスを使用しようとした場合のいくつかの権限の問題のために、1つ以上のノードで環境変数の値の取得を試行中にエラーが発生しました。


	
処置: 付随するメッセージを確認し、適切に対応してください。









	 PRKC-01161: 次のノードでWindowsドメインの取得に失敗しました: "{0}" 
	
原因: 1つ以上のノードでWindowsドメインの取得を試行中にエラーが発生しました。考えられる原因は次のとおりです。
- ノードにアクセスできない。

- ノード上でリモート実行サービスが実行されていない。

- 権限の問題のために、ノードでリモート実行サービスを使用できない。




	
処置: 付随するメッセージを確認し、適切に対応してください。









	PRKC-01162: "{0}"はファイルではありません 
	
原因: 示されたオブジェクトはファイルであると予期されましたが、ファイルではありませんでした。


	
処置: 示されたオブジェクトがファイルであってディレクトリでないことを確認してください。









	PRKC-01163: 記憶域タイプの有効性を判別中に{0}例外が発生しました。 
	
原因: 指定したパスの記憶域タイプを取得中にエラーが発生しました。NULL引数が渡された可能性があります。


	
処置: ネイティブAPIがNULLでない引数を渡していることを確認してください。









	 PRKC-01164: 無効なコマンドまたは引数 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKC-01165: WindowsサービスOracleRemoteExecServiceのノード''{0}''での設定に失敗しました 
	
原因: 指定したノードでOracleRemoteExecServiceを設定中にエラーが発生しました。


	
処置: 付随するメッセージを確認し、適切に対応してください。









	 PRKC-01166: 記憶域は部分的に共有されています。詳細: {0} 
	
原因: 指定したノードのサブセットは、指定のファイルシステム・パスをローカル・ノードと共有していました。


	
処置: ファイルシステム・パスを共有していないノードにNFSファイルシステムをマウントしてください。









	 PRKC-01167: 次のノードで、指定したパス"{0}"の物理パスへの解決に失敗しました: "{1}"、[{2}] 
	
原因: 1つ以上のノードでパスを解決しようとしたときに、ノードにアクセスできないこと、ノードでリモート実行サービスが実行されていないこと、またはリモート・ノードでリモート実行サービスを使用しようとした場合の権限の問題が原因で、エラーが発生しました。


	
処置: 付随するメッセージを確認し、適切に対応してください。









	 PRKC-01168: レジストリ・キー{0}のサブ・キーの取得に失敗しました 
	
原因: 特定のレジストリ・キーのサブキーを見つけることができません。


	
処置: 手動でregeditを使用してレジストリ・キーが存在し、その下にサブ・キーがあることを確認します。その場合、再試行してください。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。














72 PRKE-01008からPRKE-01011



	 PRKE-01008: クラスタウェアからのアクティブ・ノードのリストの取得に失敗しました 
	
原因: 考えられる原因: 1)クラスタ・モードで動作していません。2)SRVMライブラリのロードに失敗しました。3)クラスタウェア・コンテキストの初期化に失敗しました。


	
処置: クラスタのアクティブ・ノードのリストを取得するため、lsnodesユーティリティを使用してクラスタウェアの状況を確認してください。また、ロード・ライブラリ・パスにsrvmライブラリが存在するかどうかを確認してください。これらの2つのチェックで問題がない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKE-01009: ローカル・ノードでのGSDの起動に失敗しました 
	
原因: GSDはすでにローカル・ノードで実行されているか、その他の原因により起動できませんでした。


	
処置: gsdctl statを実行して、デーモンがすでにローカル・ノードで実行されているかどうかを確認してください。デーモンがローカル・ノードで実行されていない場合は、失敗の他の原因をチェックするため、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKE-01010: ローカル・ノードでのGSDの停止に失敗しました 
	
原因: GSDはローカル・ノードで実行されていないか、GSDを正常に停止できませんでした。


	
処置: gsdctl statを実行して、GSDがローカル・ノードで実行されているかどうかを確認してください。GSDが実行されている場合は、失敗の他の原因をチェックするため、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKE-01011: ローカル・ノードでのGSDのステータスの取得に失敗しました 
	
原因: クラスタからのアクティブ・ノードのリストの取得に失敗したか、クラスタウェアからの活性デーモンのリストの問合せに失敗しました。


	
処置: lsnodesを実行してクラスタウェアの状況を確認してください。クラスタウェアが正常に動作している場合は、ロード・ライブラリ・パスにSRVMライブラリが存在するかどうかを確認してください。ライブラリが存在する場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。














73 PRKN-01031からPRKN-01040



	 PRKN-01031: ローカル・ホスト名の取得に失敗しました 
	
原因: Javaネットワーク機能を使用してローカル・ホスト名を取得しようとして失敗しました。


	
処置: ホスト構成ファイルに'localhost'エントリがあることを確認してください。









	PRKN-01032: コンソールからの入力の読取り中にエラーが発生しました 
	
原因: コンソールからの入力を読み取ろうとして失敗しました。


	
処置: xtermやWindowsコンソールなどの端末ウィンドウを使用し、コマンドを実行します。









	PRKN-01033: 次のノードは、ファイルシステム・パス"{0}"をノード{1}と共有していません: {2} 
	
原因: 指定したノードのサブセットは、指定のファイルシステム・パスをローカル・ノードと共有していました。


	
処置: ファイルシステム・パスを共有していないノードにNFSファイルシステムをマウントしてください。









	 PRKN-01034: ホスト"{0}"のIPアドレスの取得に失敗しました 
	
原因: 指定されたホストのIPアドレスを取得しようとして失敗しました。


	
処置: ホスト名に対してnslookupを実行して、名前が解決されることを確認するか、OSホスト・ファイルにホスト名を追加してください。









	 PRKN-01035: ホスト"{0}"にアクセスできません 
	
原因: IPを介して指定したホストに接続しようとして失敗しました。


	
処置: ホストが起動されていて、ローカル・ノードとリモート・ホストの間の接続をブロックするファイアウォールがないことを確認してください。









	 PRKN-01036: Windowsのレジストリ・キー"{0}"がノード"{1}"に見つかりません 
	
原因: 指定されたノードで指定されたWindowsのレジストリ・キーが見つかりませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKN-01037: ノード{0}での予期しないコマンド出力です: "{1}" 
	
原因: 何も予期していなかったときに、リモートで実行されたコマンドによって出力が生成されました。


	
処置: ターゲット・ノードでsshまたはrshが正しく構成されていることを確認してください。その場合、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKN-01038: ノード"{1}"で実行されるコマンド"{0}"で予期しない出力が発生しました: "{2}" 
	
原因: 何も予期していなかったときに、リモート・シェル・コマンドによって出力が生成されました。


	
処置: 指定されたノードでsshまたはrshが正しく構成されていることを確認してください。その場合、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKN-01039: ノード"{1}"でディレクトリ"{0}"の作成に失敗しました 
	
原因: 指定されたディレクトリを指定のノードで作成できませんでした。


	
処置: ユーザーが指定されたノードの管理者であること、指定したドライブにデフォルト共有が構成されていること、指定した場所に十分な領域があることを確認してください。付随するエラー・メッセージを調べて、適切に対応してください。









	 PRKN-01040: ノード"{1}"でディレクトリ"{0}"の削除に失敗しました 
	
原因: 指定されたディレクトリを指定のノードで削除できませんでした。


	
処置: ユーザーが指定されたノードの管理者であること、指定したドライブにデフォルト共有が構成されていることを確認してください。付随するエラー・メッセージを調べて、適切に対応してください。














74 PRKP-01000からPRKP-01088



	 PRKP-01000: クラスタ・データベース{0}の構成を取り出せません 
	
原因: リポジトリからクラスタ・データベース構成を取り出せませんでした。これは、データベースが登録されていなかったか、リポジトリ自体が作成されていなかったために発生した可能性があります。


	
処置: srvctl configを使用してすべてのクラスタ・データベースのリストを出力することにより、データベースが構成されているかどうかを確認してください。リポジトリが作成されていなかった場合は、srvconfig -initを使用して作成します。









	 PRKP-01001: ノード{1}でのデータベース・インスタンス{0}の開始でエラーが発生しました 
	
原因: SQL*Plusの起動コマンドを使用してインスタンスを起動できませんでした。


	
処置: 失敗した原因を確認するため、指定したインスタンスをSQL*Plusを使用して手動で起動し、データベース・インスタンスのアラート・ログを調べてください。









	 PRKP-01002: ノード{1}でのデータベース・インスタンス{0}の停止でエラーが発生しました 
	
原因: インスタンスの停止中にSQL*Plusの停止コマンドでエラーが返されました。


	
処置: 失敗した原因を確認するため、指定したインスタンスをSQL*Plusを使用して手動で停止し、データベース・インスタンスのアラート・ログを調べてください。









	 PRKP-01003: 起動操作が一部失敗しました 
	
原因: クラスタ・データベースの一部のコンポーネントを起動できませんでした。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を確認してください。









	 PRKP-01004: シャットダウン操作が一部失敗しました 
	
原因: 停止中にクラスタ・データベースの一部のコンポーネントでエラーが報告されました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を確認してください。









	 PRKP-01005: クラスタ・データベース{0}の起動に失敗しました 
	
原因: クラスタ・データベースを起動できませんでした。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を確認してください。









	 PRKP-01006: クラスタ・データベース{0}のシャットダウンに失敗しました 
	
原因: 停止中にクラスタ・データベースでエラーが報告されました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を確認してください。









	 PRKP-01007: クラスタ・データベース{0}のすべてのインスタンスに対応付けられたすべてのリスナーの起動に失敗しました 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKP-01008: ノード{1}のインスタンス{0}に対応付けられたリスナーの開始に失敗しました 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKP-01009: クラスタ・データベース{0}のすべてのインスタンスに対応付けられたすべてのリスナーの停止に失敗しました 
	
原因: インスタンスに関連付けられたリスナー名が判別できなかったか、リスナーに対してlsnrctl stopが失敗しました。


	
処置: 指定したデータベースの各インスタンスのSID_LISTエントリにlistener.oraが含まれ、そのリスナーに対してlsnrctl stopコマンドが成功することを確認してください。









	 PRKP-01010: ノード{1}のインスタンス{0}に関連付けられたすべてのリスナーの停止に失敗しました 
	
原因: インスタンスに関連付けられたリスナー名が判別できなかったか、リスナーに対してlsnrctl stopが失敗しました。


	
処置: 指定したデータベースの各インスタンスのSID_LISTエントリにlistener.oraが含まれ、そのリスナーに対してlsnrctl stopコマンドが成功することを確認してください。









	 PRKP-01011: ノード{1}のインスタンス{0}に関連付けられたすべてのリスナーの取得に失敗しました 
	
原因: インスタンスに関連付けられたリスナー名を判別できませんでした。


	
処置: listener.oraが指定したインスタンスのSID_LISTエントリに含まれていることを確認してください。









	 PRKP-01012: クラスタ・データベース{1}に対する環境変数{0}の設定が無効です 
	
原因: -tオプションに対する引数が<name>=<value>の形式になっていなかったか、特殊文字が含まれていました。


	
処置: -tオプションの引数が<name>=<value>の形式で指定されていることを確認してください。-tフラグに対する引数は引用符で囲んでください。









	 PRKP-01013: {0}: クラスタ・データベース{1}に対する未定義の環境変数 
	
原因: 指定したクラスタ・データベースに対して指定した環境変数が定義されていません。


	
処置: srvctl setenvを使用して変数に値を設定してください。









	 PRKP-01014: {0}: クラスタ・データベース{2}のインスタンス{1}に対する未定義の環境変数 
	
原因: 指定したインスタンスに対して指定した環境変数が定義されていません。


	
処置: srvctl setenvを使用して変数に値を設定してください。









	PRKP-01015: {0}: 未定義の環境変数 
	
原因: 指定した環境変数が定義されていません。


	
処置: srvctl setenvを使用して、指定した環境変数に値を設定してください。









	PRKP-01084: データベース"{0}"は"{1}"より多くのサービスを持てません 
	
原因: データベースが最大サービス制限にすでに到達しているため、データベースへの新しいサービスの追加が拒否されました。


	
処置: srvctl remove serviceコマンドを使用してこのデータベースのサービスを削除してから再試行するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKP-01088: クラスタ・データベース{0}の構成の取得に失敗しました 
	
原因: クラスタ・データベースの構成を取得しようとして失敗しました。この失敗の原因として、ユーザーが、データベースの構成のバージョンとは異なるバージョンのツール(SRVCTLなど)を誤って使用していることが考えられます。


	
処置: データベースのバージョンとは異なるバージョンのSRVCTLをユーザーが使用していることがエラーの原因である場合、エラー・メッセージで報告されているORACLE_HOMEからSRVCTLツールを実行してください。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。














75 PRKR-01001からPRKR-01082



	PRKR-01001: クラスタ・データベース{0}は存在しません 
	
原因: クラスタ・データベースがリポジトリに登録されていませんでした。


	
処置: srvctl configを使用してすべてのクラスタ・データベースのリストを出力することにより、データベースが構成されているかどうかを確認してください。









	PRKR-01002: クラスタ・データベース{0}はすでに存在しています 
	
原因: リポジトリにすでに存在するクラスタ・データベースを登録しようとしました。


	
処置: srvctl configを使用してすべてのクラスタ・データベースのリストを出力することにより、データベースがすでに構成されているかどうかを確認してください。









	PRKR-01003: インスタンス{0}は存在しません 
	
原因: 指定したインスタンスがリポジトリに登録されていませんでした。


	
処置: srvctl config instanceを使用して、インスタンスがリポジトリに登録されているかどうかを確認してください。









	 PRKR-01005: クラスタ・データベース{0}の構成の追加に失敗しました、{1} 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKR-01006: クラスタ・データベース{0}の構成の削除に失敗しました、{1} 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKR-01007: クラスタ・データベース{0}の構成の取得に失敗しました、{1} 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRKR-01008: クラスタ・データベース{2}へのノード{1}のインスタンス{0}の追加に失敗しました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKR-01009: クラスタ・データベース{1}からのインスタンス{0}の削除に失敗しました、{2} 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRKR-01010: クラスタ・データベース{2}のインスタンス{0}のノード{1}への移動に失敗しました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKR-01011: クラスタ・データベース{2}のインスタンス{1}の名前へのインスタンス{0}の名前の変更に失敗しました、{3} 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKR-01012: クラスタ・データベース{1}の構成のシリアル化中にエラー{0}が発生しました 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKR-01013: クラスタ・データベース{1}の構成のデシリアライズ中にエラー{0}が発生しました 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRKR-01014: ディレクトリのシリアル化中にエラー{0}が発生しました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRKR-01015: ディレクトリのデシリアライズ中にエラー{0}が発生しました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKR-01016: クラスタ・データベース{0}の構成の読取りに失敗しました、{1}、{2} 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKR-01017: クラスタ・データベース{0}の構成の書込みに失敗しました、{1}、{2} 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKR-01018: ディレクトリの読取りに失敗しました、{0}、{1} 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKR-01019: ディレクトリの書込みに失敗しました、{0}、{1} 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKR-01020: バージョン情報の読取りに失敗しました、{0}、{1} 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKR-01021: バージョン情報の書込みに失敗しました、{0}、{1} 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKR-01022: クラスタ・レジストリ{0}は、互換性のないバージョンを含んでいます、{1} != {2} 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRKR-01023: ファイル{0}は存在しません 
	
原因: 指定したファイルは存在しませんでした。


	
処置: 存在するファイルを指定してください。









	PRKR-01024: ファイル{0}には{1}権限がありません 
	
原因: 指定したファイルには、指定された権限がありませんでした。


	
処置: ファイルの権限を指定された権限に変更してください。









	 PRKR-01025: ファイル{0}にはプロパティ{1}が含まれていません 
	
原因: ファイルには指定されたプロパティが含まれていませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKR-01026: プロパティ{0}はファイル{1}に設定されていません 
	
原因: ファイルには指定されたプロパティが含まれていませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKR-01027: クラスタ・データベースのリストの取得に失敗しました 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRKR-01028: クラスタ・レジストリ{0}が無効です [ヒント: srvconfigツールを使用して、クラスタ・レジストリを初期化してください] 
	
原因: 管理リポジトリが初期化されていませんでした。


	
処置: srvconfig -initを使用してリポジトリを初期化してください。









	PRKR-01039: 無効なオプション{0}が指定されました 
	
原因: 指定したオプションが無効でした。


	
処置: 使用方法について、コマンド・ドキュメントまたはインライン・ヘルプ表示を確認してください。









	PRKR-01040: {0}オプションの<file>引数が不明です 
	
原因: srvconfigに対して指定したオプションが無効でした。


	
処置: 使用方法について、コマンド・ドキュメントまたはインライン・ヘルプ表示を確認してください。









	PRKR-01050: {1}ディレクトリでファイル{0}の作成に失敗しました 
	
原因: ディレクトリが存在しなかったか、必要な権限がありませんでした。


	
処置: ディレクトリが存在しなかった場合は作成するか、ディレクトリの権限を変更してください。









	PRKR-01051: ファイル{0}にはdbname {1}へのエントリが含まれていません 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRKR-01052: ファイル名{0}は<cluster database name>.confフォームではありません 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKR-01053: node_list = {1}に無効な範囲{0}が指定されました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKR-01054: inst_oracle_sid = {1}に無効なパラメータ{0}が指定されました 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRKR-01055: 無効な余分の引数{0}が{1}オプションに指定されました 
	
原因: srvconfigに対して無効な引数が指定されました。


	
処置: 使用方法について、コマンド・ドキュメントまたはインライン・ヘルプ表示を確認してください。









	 PRKR-01056: 無効なレジストリ・エントリ{0}が見つかりました。{1}の形式にしてください 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRKR-01057: 環境変数は存在しません 
	
原因: 存在しない環境変数を取得しようとしました。


	
処置: 環境変数を設定してください。









	 PRKR-01078: バージョン{1}のデータベース{0}は、srvctlの現行バージョンでは管理できません。srvctlを{2}から実行してください 
	
原因: データベースのバージョンとは異なるバージョンのsrvctlを使用して、データベースの構成にアクセスしようとしました。


	
処置: エラー・メッセージに示されているORACLE_HOMEからsrvctlを使用して操作を実行してください。









	 PRKR-01082: OCRの場所の取得に失敗しました 
	
原因: OCRの場所ファイルの欠落または不正、不完全なOCR構成、またはSRVM共有ライブラリの欠落または不正が原因の可能性があるため、OCRの場所の取得を試行中にエラーが発生しました。


	
処置: クラスタウェアが正しくインストールおよび構成されていることを確認してください。プラットフォームの適切な場所にocr.locファイルが存在し、読取り可能であることを確認してください。














76 PRKO-00371からPRKO-09068



	 PRKO-00371: "modify gns"にオプションが指定されていません 
	
原因: modify gnsコマンドにオプションが指定されていません。


	
処置: オプションを1つ以上指定してください。









	PRKO-00372: "-{0}"オプションには、"-{1}"オプションの仕様が必要です。 
	
原因: 別のオプションを同時に指定する必要があるオプションが指定されました。


	
処置: 必要なオプションを指定してください。









	 PRKO-00373: ホスト名またはアドレス"{0}"は無効です。 
	
原因: GNSがリスニングするアドレスに指定されたホスト名またはアドレスが、有効ではありませんでした。


	
処置: 有効なホスト名またはIPアドレスを指定してください。IPアドレスを使用する場合、以下のいずれかである必要があります。
1. 有効なIPv4アドレス(N.N.N.N)

2. 有効なIPv6アドレス(N[:N]*)











	PRKO-00374: "-{0}"オプションは"-{1}"オプションでは使用できません。 
	
原因: この2つのオプションは、同時に使用できません。


	
処置: 各オプションを別々に指定して、srvctlを実行してください。









	 PRKO-00375: GNS "modify"コマンドにオプションが指定されていませんでした。 
	
原因: modifyコマンドにオプションが指定されていませんでした。


	
処置: オプションを指定してください。









	 PRKO-00376: ASMが停止しません: 推奨されないオプション'-i'は使用できません。 
	
原因: -iオプションを指定したsrvctlを使用してASMを停止しようとしました。


	
処置: -nオプションを使用してASMインスタンスを停止するノードを指定してください。









	PRKO-00377: "-{0}"オプションには、"-{1}"または"-{2}"オプションの指定が必要です。 
	
原因: 可能な他のオプションのいずれかを同時に指定する必要があるオプションが指定されました。


	
処置: 他のオプションのいずれかを指定してください。









	PRKO-00378: "-{0}"オプションおよび"-{1}"オプションは、"-{2}"オプションとともに指定できません。 
	
原因: オプションの無効な組合せが指定されています。


	
処置: 可能な他のオプションのどちらか一方を指定してください。









	 PRKO-00380: "-l"オプションを指定する場合は、他のオプションは使用できません。 
	
原因: -lオプションを指定する場合、他のオプションは指定できません。


	
処置: -lオプションだけを指定してください。









	PRKO-00381: "-g"オプションと"-x"オプションの両方で、クラスタの単一インスタンス・データベース{1}に対してサーバー・プール{0}を設定する必要があります。 
	
原因: クラスタ上の単一インスタンス・データベースに対して、srvctl modify databaseコマンドでオプション-xが指定されていません。


	
処置: srvctl modify databaseで-gおよび-xオプションを指定して再試行してください。









	 PRKO-00382: 単一インスタンス・データベース{2}では、サーバー・プール{1}の候補サーバー{0}の数を1にする必要があります 
	
原因: srvctl modify databaseコマンドで単一インスタンス・データベースに対して指定したサーバー・プールに、複数の候補サーバーが含まれています。


	
処置: srvctl modify srvpoolコマンドを使用して、-x引数で指定した1台の候補サーバーだけを含むように指定のサーバー・プールを変更するか、-x引数で指定した候補サーバーだけを含む別のサーバー・プールを指定してください。









	 PRKO-02000: 単一インスタンス・データベースのコマンドライン構文が無効です 
	
原因: 無効なコマンドライン構文が指定されました。


	
処置: このコマンドの使用方法を確認し、必須オプションをすべて指定してください。









	 PRKO-02001: コマンドライン構文が無効です。 
	
原因: コマンドの構文が正しくありません。


	
処置: このコマンドの使用方法を確認し、正しい構文を使用してください。









	 PRKO-02002: コマンドライン・オプションが無効です: 
	
原因: 無効なコマンドライン・オプションが指定されました。


	
処置: 例外とともに出力された値を確認し、正しい値を指定してください。









	 PRKO-02003: コマンドラインのオプション値が無効です: 
	
原因: 無効なコマンドライン・オプションが指定されました。


	
処置: 例外とともに出力された値を確認し、正しい値を指定してください。









	 PRKO-02004: コマンドライン・オプションが重複しています: 
	
原因: 例外とともに出力されたコマンドライン・オプションが繰り返されました。


	
処置: 繰り返されたコマンドライン・オプションを削除し、コマンドを再試行してください。









	 PRKO-02005: クラスタ・データベース構成の取得で障害が発生しました: 
	
原因: 指定したデータベースは存在しません。


	
処置: 指定したデータベース名を確認し、再試行してください。









	 PRKO-02006: 無効なノード名: {0} 
	
原因: 指定したノード/マシン名のホスト名を取得できません。


	
処置: ノード名を確認し、再試行してください。









	 PRKO-02007: インスタンス名: {0}が無効です 
	
原因: 指定したインスタンス名が実行されているノード名を取得できません。


	
処置: 指定したインスタンス名を確認し、再試行してください。









	 PRKO-02008: 接続文字列が無効です: 
	
原因: 指定した接続文字列がユーザー名/パスワードの書式[{SYSDBA|SYSOPER}など]ではありませんでした。


	
処置: 接続文字列を確認して再試行してください。









	 PRKO-02009: 名前/値文字列が無効です: {0} 
	
原因: 名前値文字列の形式は、名前=値にする必要があります。


	
処置: 名前/値ペアの入力を確認し、再試行してください。









	 PRKO-02010: コマンドラインに指定したコマンドが無効です: {0} 
	
原因: コマンドラインに指定した<command>は認識されませんでした。


	
処置: 有効なコマンドは、enable|disable|start|stop|relocate|status|add|remove|modify|getenv|setenv|unsetenv|configです。このエラーとともにsrvctlの使用方法が出力されます。使用方法を確認し、有効なコマンドを指定してください。









	 PRKO-02011: コマンドラインで指定したオブジェクトは無効です: {0} 
	
原因: コマンドラインに指定した<object>は認識されませんでした。


	
処置: 有効なオブジェクトは、database|instance|service|nodeapps|vip|network|asm|diskgroup|listener|srvpool|scan|scan_listener|oc4j|home|filesystem|gns|cvuです。この例外とともにsrvctlの使用方法が出力されます。このエラーとともに出力された使用方法を確認し、有効なオブジェクトを使用してください。









	PRKO-02012: {0}オブジェクトはOracle Restartではサポートされていません 
	
原因: コマンドラインで指定した<object>は、Oracle Restartモードの有効なオブジェクトではありませんでした。


	
処置: Oracle Restartモードの有効なオブジェクトは、database|service|asm|diskgroup|listener|home|onsです。この例外とともにsrvctlの使用方法が出力されます。このエラーとともに出力された使用方法を確認し、有効なオブジェクトを使用してください。









	PRKO-02013: {0}オブジェクトはOracleクラスタウェアではサポートされていません 
	
原因: コマンドラインで指定した<object>は、Oracle Clusterwareモードの有効なオブジェクトではありませんでした。


	
処置: Oracle Clusterwareの有効なオブジェクトは、database|instance|service|nodeapps|vip|network|asm|diskgroup|listener| srvpool|scan|scan_listener|oc4j|home|filesystem|gns|cvuです。この例外とともにsrvctlの使用方法が出力されます。このエラーとともに出力された使用方法を確認し、有効なオブジェクトを使用してください。









	 PRKO-02014: srvctl config databaseコマンドでは、-aオプションは-d <dbunique_name>オプションとともに指定する必要があります 
	
原因: 構成を取得するデータベースを指定するために必要な-dオプションを指定せずに-aオプションが指定されました。


	
処置: データベースの完全な構成を取得するには、srvctl config databaseコマンドに-dオプションと-aオプションの両方を指定してください。









	PRKO-02016: データベース{0}にサービスが構成されていません 
	
原因: srvctl config databaseリクエストで、データベースに対して構成されたサービスが検出されませんでした。


	
処置: srvctl add serviceコマンドを使用して、データベースに対してサービスを構成してから再試行してください。









	 PRKO-02017: データベース{1}にサービス{0}は存在しません。 
	
原因: 更新中のサービスは指定したデータベースに対して定義されていません。


	
処置: サービスを追加する必要がある場合は、srvctl modify serviceコマンドで-uオプションを使用しないでください。オプション-uは既存のサービスの更新用です。









	 PRKO-02018: データベースが構成されていません 
	
原因: データベースが構成されていませんでした。


	
処置: srvctl add databaseコマンドを使用して、データベースを構成してください。









	 PRKO-02049: 名前-値文字列が無効です: {0} 
	
原因: 指定した名前=値文字列は有効な形式ではありません。


	
処置: 文字列の形式は名前=値である必要があります。入力を確認し、エラーを修正してください。









	 PRKO-02050: ノード{0}でのASMインスタンスの有効化でエラーが発生しました。{1} 
	
原因: ASMを有効化できませんでした。


	
処置: ノード名が正しく、指定したノードにASMが存在し、このノードでまだ有効化されていないことを確認してください。ASMの現在の状態は、srvctl status asmコマンドを使用して確認できます。ASMが構成されているかどうかを確認するには、srvctl config asmコマンドを使用します。









	 PRKO-02053: ノード{0}でのASMインスタンスの無効化でエラーが発生しました。{1} 
	
原因: ASMを無効化できませんでした。


	
処置: ノード名が正しく、指定したノードにASMが存在し、このノードでまだ無効化されていないことを確認してください。ASMの現在の状態は、srvctl status asmコマンドを使用して確認できます。ASMが構成されているかどうかを確認するには、srvctl config asmコマンドを使用します。









	 PRKO-02054: 無効なコマンドライン構文です。必須オプションは{0}または{1}ですが、どちらでもありません。 
	
原因: このコマンドには、必須コマンドライン・オプションのセットが1つだけ必要です。しかし、セット内の一部のオプションが欠落しているか、両方のセットのオプションが指定されています。


	
処置: 入力したコマンドライン・オプションを確認し、1セット内の必須オプションがすべて指定されていることを確認してください。









	 PRKO-02056: ネットワーク{0}での依存リソースの確認中にエラーが発生しました。ネットワークは削除されていません。 
	
原因: 指定したネットワークでリソースが依存しているかどうか確認しようとしましたが失敗しました。


	
処置: ネットワークが起動していることを確認してください。ネットワークを削除するために十分な権限がユーザーにあることを確認してください。削除コマンドに強制フラグが指定されていなかった場合、強制フラグを指定し、コマンドを再試行してください。









	 PRKO-02058: スキャン名{0}はクラスタ・ノード名と同じにできません: {1} 
	
原因: スキャン名がクラスタ・ノード名と同じです。


	
処置: 別のスキャン名を選択し、コマンドを発行してください。









	 PRKO-02065: クラスタ上の単一インスタンス・データベースに指定するサーバー・プールは1つのみにする必要があります 
	
原因: 1つ以上のサーバー・プールを指定したため、単一インスタンス・データベースの作成に失敗しました。


	
処置: 単一インスタンス・データベースを作成する際、サーバー・プールを1つのみ指定してください。









	 PRKO-02067: 単一インスタンス・データベースではサーバー・プールのサイズは1つにする必要があります 
	
原因: 1つ以上のサーバーが含まれるサーバー・プールを指定したため、単一インスタンス・データベースの作成に失敗しました。


	
処置: 単一インスタンス・データベースを作成する際、サーバーを1つのみ含むサーバー・プールを指定してください。









	 PRKO-02069: OC4Jは、すでに存在するため作成できませんでした 
	
原因: OC4Jの既存のインスタンスが存在するため、新規OC4Jインスタンスを作成できませんでした。


	
処置: 任意の時点で存在できるOC4Jのインスタンスは1つのみです。









	 PRKO-02070: OC4Jの作成に失敗しました 
	
原因: OC4J例外のために新規OC4Jインスタンスを追加できませんでした。


	
処置: OC4J例外を解決してからOC4Jの追加を再試行してください。









	 PRKO-02072: OC4Jは構成されていません 
	
原因: OC4Jはクラスタで構成されていません。


	
処置: このメッセージとともに出力された例外を確認してください。OC4Jが構成されていない場合、srvctl add oc4jを使用してOC4Jインスタンスを作成できます。このエラーとともに他のエラーが表示されている場合、根本的な例外の原因/処置メッセージを確認してください。









	 PRKO-02074: OC4Jはまだ実行中です。削除する前に停止する必要があります。 
	
原因: OC4Jインスタンスの実行中にsrvctl remove oc4jが発行されました。


	
処置: srvctl stop oc4jを使用してOC4Jインスタンスを停止してから削除を再試行してください。









	 PRKO-02075: OC4Jを削除できませんでした 
	
原因: OC4Jインスタンスは存在しないため、削除できませんでした。


	
処置: 現在のOC4J構成は、srvctl config oc4jコマンドを使用して確認できます。このポートでOC4Jインスタンスが実行されていることを確認してください。他の根本的なエラーが出力されている場合、このエラーとともに表示された根本的なエラーの原因/処置を確認してください。









	 PRKO-02077: OC4J RMIポートを変更できませんでした 
	
原因: OC4J RMIポートを変更できませんでした。


	
処置: srvctl config oc4jコマンドを使用して、OC4Jインスタンスが存在し、ポートが使用されていないことを確認してから再試行してください。









	 PRKO-02079: OC4Jを起動できませんでした 
	
原因: OC4Jインスタンスの起動に失敗しました。


	
処置: OC4Jインスタンスが存在し、まだ起動されていないことを確認してください。









	 PRKO-02081: OC4Jの停止に失敗しました 
	
原因: OC4Jインスタンスを停止できませんでした。


	
処置: OC4Jインスタンスが存在し、まだ停止されていないことを確認してください。









	 PRKO-02082: 必須オプション{0}がありません 
	
原因: 指定された必須コマンド・オプションが欠落しています。


	
処置: srvctlを-hオプションとともに使用してコマンドのオプションの詳細を表示し、必須オプションがすべて指定されていることを確認してください。









	 PRKO-02087: OC4Jを有効化できませんでした 
	
原因: OC4Jインスタンスを有効化できませんでした。


	
処置: ノード名が正しく、OC4Jインスタンスが存在し、まだ有効化されていないことを確認してください。OC4Jインスタンスの現在の状態は、srvctl status oc4jコマンドを使用して確認できます。OC4Jインスタンスが構成されているかどうかを確認するには、srvctl config oc4jコマンドを使用します。









	 PRKO-02090: OC4Jを無効化できませんでした 
	
原因: OC4Jインスタンスを無効化できませんでした。


	
処置: ノード名が正しく、OC4Jインスタンスが存在し、まだ無効化されていないことを確認してください。OC4Jインスタンスの現在の状態は、srvctl status oc4jコマンドを使用して確認できます。OC4Jインスタンスが構成されているかどうかを確認するには、srvctl config oc4jコマンドを使用します。









	 PRKO-02093: OC4Jを再配置できませんでした 
	
原因: 指定したノードにOC4Jインスタンスを再配置できませんでした。


	
処置: ノード名がコマンドラインに渡されている場合、ノード名が有効であることを確認してください。また、クラスタ上にOC4Jインスタンスが存在し、実行されていることを確認してください。









	 PRKO-02100: {1}は管理者管理ではないため、サービス{0}を更新できません 
	
原因: -uオプションは管理者管理データベースとのみ使用できるため、このオプションを使用してサービスを更新しようとして失敗しました。


	
処置: srvctl add serviceコマンドに対して正しいオプションが指定されていることを確認してください。









	 PRKO-02102: サーバー・プール{0}の作成に失敗しました: {1} 
	
原因: 付随するエラーが発生したため、指定したサーバー・プールを作成しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRKO-02103: '-a'および'-r'オプションの両方を、'-u'とともに指定できません 
	
原因: オプション-aと-rの両方が指定されたため、-uオプションを指定したコマンドsrvctl add serviceは失敗しました。


	
処置: オプションを修正し、コマンドを再発行してください。









	 PRKO-02104: オプション'-a'または'-r'を、'-u'とともに指定する必要があります 
	
原因: オプション-aまたは-rを指定する必要があるため、オプション-uを指定したコマンドsrvctl add serviceは失敗しました。


	
処置: オプションを修正し、コマンドを再発行してください。









	 PRKO-02105: オプション'-g'は、オプション'-r'、'-a'または'-P'とともには使用できません 
	
原因: -gオプションの使用方法が間違っています。


	
処置: オプションを修正し、コマンドを再発行してください。









	 PRKO-02106: データベース{0}にサーバー・プールが関連付けられていません 
	
原因: 指定したデータベースには関連付けられたサーバー・プールがないため、コマンドsrvctl add serviceは失敗しました。


	
処置: これはOracleの内部エラーです。カスタマ・サポートに連絡してください。









	 PRKO-02108: コマンドライン・オプション-iと-nは同時に使用できません 
	
原因: -iオプションと-nオプションの使用方法が間違っています。


	
処置: オプションを修正し、コマンドを再発行してください。









	 PRKO-02109: オプション'-e'、'-i'または'-w'をオプション'-c'とともに指定する必要があります。 
	
原因: -e、-iおよび-wオプションの使用方法が間違っています。


	
処置: オプションを修正し、コマンドを再発行してください。









	PRKO-02110: オプション''-c''は、管理者管理データベース{0}でのサービスの作成に使用できません 
	
原因: -cオプションの使用方法が間違っています。


	
処置: -cオプションを削除し、コマンドを再発行してください。









	 PRKO-02111: コマンドライン・オプション{1}の数値{0}が無効です 
	
原因: 一定範囲内の数値が必要なコマンドライン・オプションに指定した値が無効です。


	
処置: 出力された値を確認し、必要な範囲内の数値を指定してください。









	PRKO-02112: オプション''x''および''-y''は、RAC One Nodeデータベース{0}の作成に使用できません 
	
原因: -xおよび-yオプションの使用方法が間違っています。


	
処置: -xおよび-yオプションを削除して、コマンドを再発行してください。









	 PRKO-02115: OC4Jはすでに無効です 
	
原因: OC4Jインスタンスはすでに無効であるため、無効化できませんでした。


	
処置: これが予想される状態である場合、エラーではありません。予想される状態でない場合は、srvctl enable oc4jコマンドを使用してOC4Jインスタンスを有効化してください。









	 PRKO-02116: OC4Jはすでに有効です 
	
原因: OC4Jインスタンスはすでに有効であるため、有効化できませんでした。


	
処置: これが予想される状態である場合、エラーではありません。予想される状態でない場合は、srvctl disable oc4jコマンドを使用してOC4Jインスタンスを無効化してください。









	 PRKO-02117: オプション'-g'と'-e'は同時に使用できません 
	
原因: オプション-gおよび-eの使用方法が間違っています。


	
処置: オプションを修正し、コマンドを再発行してください。









	 PRKO-02118: オプション'-g'と'-i'は同時に使用できません 
	
原因: -gおよび-iオプションの使用方法が間違っています。


	
処置: オプションを修正し、コマンドを再発行してください。









	 PRKO-02119: RAC One Nodeデータベースに対しては-gオプションで1つのサーバー・プールのみ指定できます 
	
原因: 間違った数のserverpoolsが-gオプションで指定されました。


	
処置: -gオプションで1つのサーバー・プールを指定して、コマンドを再発行してください。









	 PRKO-02120: オプション'-x'および'-y'を使用してRAC One Nodeデータベースを変更することはできません 
	
原因: オプション-xおよび-yの使用方法が間違っています。


	
処置: -xおよび-yオプションを削除して、コマンドを再発行してください。









	 PRKO-02121: オプション'-e'および'-w'を使用して、RAC One Nodeでないデータベースを変更することはできません 
	
原因: オプション-eおよび-wの使用方法が間違っています。


	
処置: -eおよび-wオプションを削除して、コマンドを再発行してください。









	 PRKO-02122: データベース・タイプは、'RAC'または'RACONENODE'のみにすることができます 
	
原因: srvctl convert databaseコマンドに対して指定したデータベース・タイプが間違っています。


	
処置: srvctl convert databaseコマンドを実行している場合、RACまたはRACONENODEを指定してください。









	 PRKO-02126: オプション'-n'および'-w'は、どちらもオプション'-a'および'-r'とともには使用できません 
	
原因: オプション-n、-w、-aおよび-rの使用方法が間違っています。


	
処置: オプションを修正し、コマンドを再発行してください。









	 PRKO-02127: RAC One Nodeデータベースを追加するには、オプション'-e'または'-g'を指定する必要があります 
	
原因: RAC One Nodeデータベースを追加するときに、オプション-eおよび-gが指定されませんでした。


	
処置: srvctl add databaseコマンドを、-eまたは-gオプションとともに使用してください。









	 PRKO-02128: 指定したカーディナリティ{0}は、ポリシー管理RAC One Nodeサービス{1}に対して有効ではありません 
	
原因: 指定のカーディナリティを、RAC One Nodeサービスに適用できませんでした。


	
処置: srvctl add serviceコマンドを-cオプションなしで使用するか、-cオプションに対してSINGLETON値を指定してください。









	 PRKO-02129: オンライン再配置タイムアウト値{0}が{1}から{2}の範囲内にありません 
	
原因: オンライン再配置タイムアウト値が、必要な範囲内にありませんでした。


	
処置: 必要な範囲内の値を指定してください。









	 PRKO-02130: 指定したノード{0}は、管理者管理データベース{1}の候補リストにある必要があります 
	
原因: 指定したノード名が、管理者管理データベースの候補リストにありませんでした。


	
処置: データベースの候補リストのノードを指定して、srvctl start databaseコマンドを再実行してください。









	 PRKO-02131: 指定したノード{0}は、ポリシー管理データベース{1}のサーバー・プールにある必要があります 
	
原因: 指定したノード名が、ポリシー管理データベースのサーバー・プールにありませんでした。


	
処置: データベースのサーバー・プールにあるノードを指定して、srvctl start databaseコマンドを再実行してください。









	PRKO-02132: オプション''-g''、''-r''および''-a''は、RAC One Nodeデータベース{0}のサービスの追加には使用できません 
	
原因: 指定したオプションを使用してRAC One Nodeデータベース用のサービスを追加できないため、指定したサービスを追加することができませんでした。


	
処置: オプション-g、-rまたは-aを指定しないで、srvctl add serviceコマンドを使用してください。









	PRKO-02133: オプション''-g''、''-r''および''-a''は、RAC One Nodeデータベース{0}のサービスの変更には使用できません 
	
原因: 指定したオプションを使用してRAC One Nodeデータベース用のサービスを変更できないため、指定したサービスを変更することができませんでした。


	
処置: オプション-g、-rまたは-aを指定しないで、srvctl modify serviceコマンドを使用してください。









	 PRKO-02134: 'srvctl add instance'コマンドは、RAC One Nodeデータベースではサポートされていません 
	
原因: 指定したデータベースは、srvctl add instanceコマンドをサポートしていません。


	
処置: srvctl convert databaseコマンドを使用してRAC One NodeデータベースをRACデータベースに変換してから、srvctl add instanceコマンドを再実行してください。









	 PRKO-02135: 'srvctl remove instance'コマンドは、RAC One Nodeデータベースではサポートされていません 
	
原因: RAC One Nodeデータベースの1つのインスタンスを、srvctl remove instanceコマンドで削除することができません。


	
処置: srvctl remove databaseコマンドを実行してください。









	 PRKO-02136: 'srvctl start/stop/enable/disable/modify/status/setenv/getenv/unsetenv instance'コマンドは、RAC One Nodeデータベースではサポートされていません 
	
原因: 指定したインスタンス・コマンドが、RAC One Nodeデータベースでサポートされていません。


	
処置: RAC One Nodeデータベースでは、instanceではなくdatabaseという名詞上で、srvctl操作を実行してください。









	 PRKO-02137: ポリシー管理RAC One NodeデータベースをRACデータベースに変換するには、オプション'-n'を指定しないでください。 
	
原因: 指定したオプションを使用してポリシー管理RAC One Nodeデータベースを変換することができないため、データベースを変換できませんでした。


	
処置: srvctl convert databaseコマンドを-nオプションなしで使用してください。









	PRKO-02138: データベース{0}は、RAC One Nodeデータベース・タイプではありません 
	
原因: 指定したデータベースはRAC One Nodeデータベースでありません。


	
処置: タイプRAC One Nodeのデータベースに対して、srvctl convert databaseコマンドを実行してください。









	PRKO-02139: 指定したノード{0}に、データベース{1}がすでに実行されているノード{1}が含まれている必要があります 
	
原因: 指定したノードに、データベースが実行されていたノードが含まれませんでした。


	
処置: 指定のノードが、データベースが実行されているノードを含んでいることを確認してください。









	 PRKO-02140: 単一インスタンス・データベースを追加する場合は、オプション'-x'を指定する必要があります 
	
原因: 単一インスタンス・データベースを追加する場合には、オプション-xは指定されませんでした。


	
処置: -xオプションを指定して、コマンドを再発行してください。









	 PRKO-02141: オプション'-r'にはオプション'-a'が必要です 
	
原因: オプション-aを指定する必要があるため、オプション-rを指定したコマンドsrvctl relocate databaseは失敗しました。


	
処置: オプションを修正し、コマンドを再発行してください。









	 PRKO-02142: データベースのオンライン再配置リクエストがすでにアクティブなときは、RAC One Nodeデータベースを起動できません 
	
原因: アクティブなオンライン再配置リクエストがすでにあるため、指定したRAC One Nodeデータベースを起動できません。


	
処置: 起動する別のデータベースを指定してください。









	 PRKO-02143: データベースのオンライン再配置リクエストがすでにアクティブなときは、RAC One Nodeデータベースを停止できません 
	
原因: アクティブなオンライン再配置リクエストがすでにあるため、指定したRAC One Nodeデータベースを停止できません。


	
処置: オンライン再配置リクエストが完了するのを待つか、停止する別のデータベースを指定してください。









	PRKO-02144: オプション''-e''は、RAC One Nodeポリシー管理データベース{0}で使用できません 
	
原因: RAC One Nodeポリシー管理データベースの候補サーバー・リストを変更するために、-eオプションが指定されました。


	
処置: srvctl modify srvpoolを使用して候補サーバー・リストを変更するか、srvctl modify databaseで-gを指定してサーバー・プールを変更してください。









	 PRKO-02145: 'srvctl remove instance'コマンドは、単一インスタンス・データベースではサポートされていません 
	
原因: 単一インスタンス・データベースを、srvctl remove instanceコマンドで削除することはできません。


	
処置: srvctl remove databaseコマンドを実行してください。









	 PRKO-02147: 'srvctl add database'コマンドで、Oracle RAC One Nodeではないデータベースに対して'-e'、'-i'または'-w'オプションが指定されました 
	
原因: 追加されるデータベースはOracle RAC One Nodeであることを指定する、'-e'、'-i'または'-w'オプションは含むが'-c'オプションは含まない'srvctl add database'コマンドが発行されました。これらのオプションは、Oracle RAC One Nodeデータベースのみで許可されています。


	
処置: '-e'、'-i'または'-w'オプションを指定しないか、タイプOracle RAC One Nodeで'-c'オプションを指定します。









	 PRKO-02148: 管理者管理RAC One Nodeデータベースに対して'srvctl relocate database'を実行する場合は、オプション'-n'を指定する必要があります 
	
原因: 管理者管理RAC One Nodeデータベース上で再配置を実行するときに、オプション-nを指定しませんでした。


	
処置: srvctl relocate databaseコマンドを-nオプションとともに使用してください。









	 PRKO-02149: オプション'-i'は、RACデータベースのインスタンス名の変更に使用できません 
	
原因: srvctl modify databaseコマンドのオプション-iは、単一インスタンス・データベースのインスタンス名またはRAC One Nodeデータベースのインスタンス名接頭辞の変更に使用できます。


	
処置: srvctl modify instanceコマンドを使用してください。









	PRKO-02156: インスタンス名{0}は有効な値ではありません 
	
原因: 指定したインスタンス名は、RAC One Nodeデータベースでの正しい書式ではありません。


	
処置: インスタンス名が書式<instance_name_prefix>_1または<instance_name_prefix>_2になっていることを確認してください。インスタンス名を修正するには、crsctl modify resourceを使用します。









	 PRKO-02157: ポリシー管理RACデータベースからRAC One Nodeデータベースへの変換では、オプション'-i'を指定できません 
	
原因: 指定したオプションを使用してポリシー管理RACデータベースをRAC One Nodeデータベースに変換することができないため、データベースを変換できませんでした。


	
処置: srvctl convert databaseコマンドを-iオプションなしで使用してください。









	 PRKO-02158: RACデータベースからRAC One Nodeデータベースへの変換では、オプション'-n'を指定できません 
	
原因: RACデータベースをRAC One Nodeデータベースに変換する場合には指定したオプション-nを指定できないため、データベースを変換できませんでした。


	
処置: srvctl convert databaseコマンドを-nオプションなしで使用してください。









	 PRKO-02159: 管理者管理RACデータベースから同等のRAC One Nodeデータベース構成への変換では、オプション'-i'を指定する必要があります 
	
原因: 管理者管理RACデータベースを同等のRAC One Nodeデータベース構成に変換するときにオプション-iが指定されなかったため、データベースを変換できませんでした。


	
処置: srvctl convert databaseコマンドを-iオプションとともに使用してください。









	 PRKO-02160: RAC One Nodeデータベースから同等のRACデータベース構成への変換ではオプション'-w'を指定できません 
	
原因: RAC One Nodeデータベースを同等のRACデータベース構成に変換するときにオプション-wを指定したため、データベースを変換できませんでした。


	
処置: srvctl convert databaseコマンドを-wオプションなしで使用してください。









	 PRKO-02165: VIPはノードに存在しません : {0} 
	
原因: VIPはノードに構成されていませんでした。


	
処置: srvctl add nodeappsまたはsrvctl add vipを使用してVIPを追加し、このコマンドを再試行してください。









	 PRKO-02166: GSDはノードに存在しません: {0} 
	
原因: GSDはノードに構成されていませんでした。


	
処置: srvctl add nodeappsを使用してGSDを追加し、このコマンドを再試行してください。









	 PRKO-02167: VIP{0}が存在しません。 
	
原因: 指定した名前を持つVIPは構成されていませんでした。


	
処置: srvctl add nodeappsまたはsrvctl add vipを使用してVIPを追加し、このコマンドを再試行してください。









	 PRKO-02168: ノード・アプリケーションはノードで実行中です: 
	
原因: 削除しようとしたときにノード・アプリケーションはまだノードで実行されていました。


	
処置: 削除する前にノード・アプリケーションを停止するか、削除しようとするときに強制フラグを使用してください。









	 PRKO-02172: 一部のまたはすべてのノード・アプリケーションをノードで正常に削除できませんでした: 
	
原因: すべてのノード・アプリケーションがノードで削除されていませんでした。


	
処置: ノード・アプリケーションを削除しようとする前に、ノード・アプリケーションに依存するすべてのリソースが停止されていることを確認してください。また、強制フラグが指定されていなかった場合、強制フラグを指定してこのコマンドを再発行してください。









	 PRKO-02173: インスタンス{0}は、すでにサービス{1}の優先インスタンスです。 
	
原因: 指定したインスタンスは、すでにサービスの優先インスタンスです。


	
処置: このサービスの優先インスタンス以外のインスタンスを指定してください。









	 PRKO-02174: インスタンス{0}は、すでにサービス{1}で使用可能なインスタンスです。 
	
原因: 指定したインスタンスは、すでにサービスで使用可能なインスタンスです。


	
処置: このサービスで使用可能なインスタンス以外のインスタンスを指定してください。









	 PRKO-02175: サービス{0}はRAC One Nodeデータベース{1}の最後のサービスであるため、このサービスの削除に失敗しました 
	
原因: RAC One Nodeの最後のサービスを削除しようとしました。


	
処置: たとえばsrvctl add serviceコマンドを使用して別のサービスを追加してから、指定したサービスを削除してください。また、データベースを構成解除しようとしている場合は、たとえばsrvctl remove databaseコマンドを使用して直接データベースを削除してください。









	 PRKO-02176: ONSデーモンはノードに存在しません: {0} 
	
原因: ONSはノードに構成されていませんでした。


	
処置: srvctl add nodeappsコマンドを使用してONSを追加し、このコマンドを再試行してください。









	 PRKO-02182: eONSデーモンはノードに存在しません: {0} 
	
原因: eONSはノードに構成されていませんでした。


	
処置: srvctl add nodeappsコマンドを使用してeONSを追加し、このコマンドを再試行してください。









	 PRKO-02183: ノード・アプリケーションはデフォルトのネットワークでのみ実行されます。指定したネットマスク{0}は、デフォルトのネットワークのネットマスク{1}と一致しません 
	
原因: 変更コマンドに指定したネットマスクは、デフォルトのネットワークのネットマスクと一致しません。


	
処置: 最初にsrvctl modify nodeapps -S <options>を使用してデフォルトのネットワークを変更してから、VIPの変更を再試行してください。









	 PRKO-02184: ノード・アプリケーションはデフォルトのネットワークでのみ実行されます。指定したネットマスク{0}は、デフォルトのネットワークのネットマスク{1}と一致しません 
	
原因: 変更コマンドに指定したインタフェースは、デフォルトのネットワークのインタフェースと一致しません。


	
処置: 最初にsrvctl modify nodeapps -S <options>を使用してデフォルトのネットワークのインタフェースを変更してから、VIPの変更を再試行してください。









	 PRKO-02185: 指定した新規VIPアドレスは、現在のVIPアドレスと同じです 
	
原因: 変更対象として指定したVIPアドレスは、現在のVIPと同じです。このため、変更対象が存在しません。


	
処置: 変更するVIPアドレスを確認し、正しい値を指定してください。









	 PRKO-02186: コマンドライン・パラメータのホスト・ポート・リストの形式は<host>[:<port>][,<host>:[<port>]...]にする必要があります 
	
原因: コマンドライン・パラメータ-t <host_port_list>の形式が、<host>[:<port>][,<host>:[<port>]...](portは数値)ではありませんでした。


	
処置: 入力を確認し、エラーを修正し、コマンドを再試行してください。









	 PRKO-02187: ネットワーク・リソースは正常に変更されました。このリソースに依存するVIPおよび他のリソースは、変更しないと起動しない可能性があります 
	
原因: 基礎となるネットワーク・リソースが変更された場合、新しいネットワーク・リソースにあわせてVIPを更新する必要があります。これはエラーではなく、単なるステータス・メッセージです。


	
処置: srvctl modify nodeapps -A <options>を使用して、新しいネットワークにあわせてVIPを更新してください。









	 PRKO-02188: すべてのノード・アプリケーションはすでに存在します。これらは再作成されませんでした。 
	
原因: すべてのノード・アプリケーションがすでに存在するときに、srvctl add nodeappsを実行しようとしました。


	
処置: ノード・アプリケーションを変更する場合は、srvctl modify nodeappsコマンドを使用する必要があります。









	 PRKO-02190: ノード{0}のVIPは存在します。VIP名 {1} 
	
原因: 追加しようとしているVIPはすでに存在します。


	
処置: 入力を確認し、VIPを変更する必要がある場合は、srvctl modify VIPコマンドを使用してください。









	 PRKO-02199: アドレス文字列が無効です: 
	
原因: コマンドラインに渡そうとしているVIPアドレスは、有効なアドレス文字列ではありません。


	
処置: アドレス文字列の形式は、<name|ip>/<netmask>/[if1[|if2...]]である必要があります。使用方法を確認し、アドレス形式を修正してください。









	 PRKO-02200: コマンドラインに指定したインタフェースは無効です: {0} 
	
原因: コマンドライン上のVIPアドレス仕様-A <name|ip>/<netmask>[/if1[|if2|...]]またはネットワーク・アドレス仕様-S <subnet>/<netmask>[/if1[|if2|...]]にはインタフェース名が含まれますが、どちらも現在のノードには存在しません。


	
処置: アドレス文字列にリストされているインタフェースを確認し、これらが有効で稼働していることを確認してください。同じネットワークに接続するインタフェースが複数ある場合は、コマンドラインでネットワーク・インタフェース名を使用してください。









	 PRKO-02207: 警告: -{0}オプションは推奨されておらず、無視されます。 
	
原因: 非推奨のオプションがコマンドラインで使用されています。このオプションは無視されます。


	
処置: コマンドの新規構文についてドキュメントを確認してください。









	PRKO-02208: {0}コマンドは推奨されておらず、無視されます。 
	
原因: 実行しようとしているコマンドは非推奨で、何も実行されません。


	
処置: srvctlでサポートされているコマンドについてドキュメントを確認してください。









	PRKO-02209: {0}コマンドは、サーバー・プールを使用した構成用としてサポートされていません。 
	
原因: ポリシー管理データベースのインスタンスに適用できないため、指定したコマンドは失敗しました。


	
処置: ポリシー管理データベースに適用できるコマンドについてドキュメントを確認してください。









	 PRKO-02211: ASMリスナーが見つかりませんでした 
	
原因: 報告されたメッセージを確認してください。ASMリスナーは存在しない可能性があります。


	
処置: srvctl modify asm -l <lsnr_name>を使用して、ASMを登録する必要があるリスナーを設定してください。









	 PRKO-02214: 指定したサーバー・プール{0}は、単一インスタンス・データベース{1}のホスティングに使用できません 
	
原因: 指定したサーバー・プールに構成済の候補サーバーがなかったため、単一インスタンス・データベースを作成できませんでした。


	
処置: srvctl modify srvpoolを-nオプションとともに使用して、サーバー・プールに候補サーバーを構成してください。srvctl add databaseコマンドで、-nオプションで指定した候補サーバー名が、-xオプションで指定したものと一致することを確認してください。









	PRKO-02215: 指定したサーバー・プール{0}に複数の候補サーバーがあります 
	
原因: 1つ以上の候補サーバーが含まれるサーバー・プールを指定したため、単一インスタンス・データベースの作成に失敗しました。


	
処置: 単一インスタンス・データベースを作成する際、候補サーバーを1つのみ含むサーバー・プールを指定してください。









	 PRKO-02310: VIPはノード{0}に存在しません。 
	
原因: 変更を試みたノードでVIPは構成されていませんでした。


	
処置: VIPは、変更する前に、srvctl add nodeappsコマンドを使用して追加する必要があります。









	PRKO-02313: VIP {0}は存在しません。 
	
原因: 指定したVIP名を持つVIPを削除しようとしました。クラスタにこのようなVIPは構成されていませんでした。


	
処置: これが予想される状態である場合、エラーではありません。srvctl status vipコマンドを使用してVIPのステータスを確認してください。VIPは、削除する前に、srvctl add vipコマンドを使用して追加する必要があります。









	 PRKO-02318: ターゲット・インスタンス{0}はサービス{1}をすでにサポートしています。 
	
原因: 指定したデータベース・インスタンスにより、指定したサービスはすでに提供されています。


	
処置: このサービスの優先インスタンスまたは使用できるインスタンスではないインスタンスを指定してください。









	 PRKO-02331: ONSデーモンが存在しません。 
	
原因: このクラスタでONSデーモンが構成されていませんでした。


	
処置: ONSデーモンは、srvctl add nodeappsコマンドを使用して構成できます。









	 PRKO-02339: eONSデーモンが存在しません。 
	
原因: このクラスタでeONSデーモンが構成されていませんでした。


	
処置: eONSデーモンは、srvctl add nodeappsコマンドを使用して構成できます。









	 PRKO-02377: eONSはすでに{0}をリスニング・ポートとして使用しています。変更対象はありません。 
	
原因: このコマンドに指定したリスニング・ポートはすでにeONSによって使用されています。


	
処置: 入力を確認し、リスニング・ポートを変更する必要がある場合は、別のポートを指定してください。









	 PRKO-02380: VIP {0}はノードで実行中です: {1} 
	
原因: 削除しようとしているVIPはノードで実行中です。


	
処置: 削除しようとする前にVIPを停止するか、強制フラグを使用してコマンドを再試行してください。









	PRKO-02381: VIP {0}は正常に削除されていません: 
	
原因: VIPが実行中で、強制フラグが指定されていなかったか、削除中に例外が発生したため、VIPの削除処理は失敗しました。


	
処置: リスナーなどのVIPに依存するアプリケーションが停止していることを確認してください。-fオプションを使用してVIPの削除を再試行してください。forceオプションを使用してVIPを削除する場合、このVIPに依存するアプリケーションは停止します。付随する例外のヘルプ・メッセージを参照してください。









	PRKO-02383: ネットワーク{0}は正常に削除されていません: 
	
原因: ネットワークでVIPがホスティングされていないため、ネットワークを削除しようとしましたが、ネットワークの削除は失敗しました。


	
処置: デフォルトのネットワークに依存する他のすべてのアプリケーションが停止していることを確認してください。強制フラグが指定されていなかった場合、強制フラグを指定してコマンドを再試行してください。









	PRKO-02385: 指定したホスト名またはアドレス{0}は解決できません。 
	
原因: 無効なIPアドレスまたは解決不可能なホスト名が指定されました。


	
処置: IPアドレスが指定されている場合、その長さが適切であることを確認してください。ホスト名が指定されている場合、ホスト名がIPアドレスに解決されることを確認してください。









	 PRKO-02386: アドレス文字列にネットマスクがありません: 
	
原因: コマンド文字列に渡されたVIPアドレスにネットマスクがありません。


	
処置: VIPアドレスの形式は<ip_or_name>/<netmask>[/<interface1>[|<interface2>...]]です。ネットマスクを指定してください。









	 PRKO-02387: -n "<node_name>"オプションは推奨されていません。 
	
原因: -n <node_name>は、このリリースでは非推奨です。


	
処置: このコマンドでは-n <node_name>を使用しないでください。









	PRKO-02388: コマンドライン・オプション{0}の後ろには値を指定する必要があります。 
	
原因: コマンドライン・オプションによって値を指定する必要があります。


	
処置: コマンドの使用方法を確認し、適切な値を指定してください。









	 PRKO-02389: 無効なコマンドライン・オプションです。-Aまたは-nは-Sとともに指定できません。 
	
原因: ノード・アプリケーションの追加/変更コマンドに無効なオプションの組合せが指定されました。-Aはノード固有のオプションであり、-nオプションとともに使用する必要があります。-Sオプションはグローバル・オプションであり、-Aまたは-nオプションとともに使用できません。


	
処置: -Aと-nを同時に使用するか、-Aまたは-nなしで-Sを使用して、コマンドを発行してください。









	 PRKO-02390: -n <node_name>オプションは推奨されておらず、無視されます。 
	
原因: -n <node_name>オプションは推奨されておらず、このリリースから無視されます。このオプションはコマンドには影響しません。


	
処置: コマンドラインでは-n <node_name>を使用しないでください。









	 PRKO-02391: ネットワーク・リソース{0},{1}は存在します。変更対象はありません 
	
原因: 指定したサブネットはすでにデフォルトのサブネットです。


	
処置: 入力を確認し、サブネットを変更する必要がある場合は、別のサブネットを指定してください。









	 PRKO-02392: eONSはすでに{0}をマルチキャスト・アドレスとして使用しています。変更対象はありません。 
	
原因: このコマンドに指定したマルチキャスト・アドレスはすでにeONSによって使用されています。


	
処置: 入力を確認し、マルチキャスト・アドレスを変更する必要がある場合は、別のアドレスを指定してください。









	 PRKO-02393: ONSはすでに{0}をマルチキャスト・ポートとして使用しています。変更対象はありません。 
	
原因: このコマンドに指定したマルチキャスト・ポートはすでにeONSによって使用されています。


	
処置: 入力を確認し、マルチキャスト・ポートを変更する必要がある場合は、別のポートを指定してください。









	 PRKO-02394: ONSはすでに{0}をローカル接続用のポートとして使用しています。変更対象はありません。 
	
原因: ローカル接続用のONSポートはすでにローカル接続用のONSによって使用されているため、ノード・アプリケーションの変更コマンドは失敗しました。


	
処置: 入力を確認し、ローカル接続用のONSによって使用されるポートを変更する必要がある場合は、別のアドレスを指定してください。









	 PRKO-02395: ONSはすでに{0}をリモート接続用のポートとして使用しています。変更対象はありません。 
	
原因: リモート接続用のONSポートはすでにリモート接続用のONSによって使用されているため、ノード・アプリケーションの変更コマンドは失敗しました。


	
処置: 入力を確認し、リモート接続用のONSによって使用されるポートを変更する必要がある場合は、別のアドレスを指定してください。









	 PRKO-02396: リモート・ホスト/ポートONSのペアのリストは現在のリストと一致します : {0}。変更対象はありません。 
	
原因: リモート・ホスト/ポートONSのペアは現在のリストと一致するため、ノード・アプリケーションの変更コマンドは失敗しました。


	
処置: 入力を確認し、リモート・ホスト/ポートのペアを変更する必要がある場合は、別のホスト/ポート・リストを指定してください。









	 PRKO-02405: ネットワーク・リソースはクラスタ・ノードに存在しません。 
	
原因: ネットワーク・リソースはクラスタ・ノードに存在しません。


	
処置: ノード・アプリケーションは、srvctl add nodeappsコマンドを使用して追加できます。









	 PRKO-02409: GSDはノードですでに無効化されています: {0} 
	
原因: GSDはすでに無効化されているため、ノード・アプリケーションの無効化コマンドは失敗しました。


	
処置: これが予想される状態である場合、エラーではありません。予想される状態でない場合は、srvctl enable nodeappsコマンドを使用してGSDを有効化できます。









	 PRKO-02410: VIPはノードですでに無効化されています: {0} 
	
原因: VIPはすでに無効化されているため、ノード・アプリケーションの無効化コマンドは失敗しました。


	
処置: これが予想される状態である場合、エラーではありません。予想される状態でない場合は、srvctl enable nodeappsコマンドを使用してVIPを有効化できます。









	 PRKO-02411: ネットワーク・リソースはすでに無効化されています。 
	
原因: ネットワーク・リソースはすでに無効化されているため、ノード・アプリケーションの無効化コマンドは失敗しました。


	
処置: これが予想される状態である場合、エラーではありません。予想される状態でない場合は、srvctl enable nodeappsコマンドを使用してネットワーク・リソースを有効化できます。









	 PRKO-02412: ONSはノードですでに無効化されています: {0} 
	
原因: ONSはすでに無効化されているため、ノード・アプリケーションの無効化コマンドは失敗しました。


	
処置: これが予想される状態である場合、エラーではありません。予想される状態でない場合は、srvctl enable nodeappsコマンドを使用してONSを有効化できます。









	 PRKO-02413: eONSはノードですでに無効化されています: {0} 
	
原因: eONSはすでに無効化されているため、ノード・アプリケーションの無効化コマンドは失敗しました。


	
処置: これが予想される状態である場合、エラーではありません。予想される状態でない場合は、srvctl enable nodeappsコマンドを使用してeONSを有効化できます。









	 PRKO-02414: GSDはノードですでに有効化されています: {0} 
	
原因: GSDはすでに有効化されているため、ノード・アプリケーションの有効化コマンドは失敗しました。


	
処置: これが予想される状態である場合、エラーではありません。予想される状態でない場合は、srvctl disable nodeappsコマンドを使用してGSDを無効化できます。









	 PRKO-02415: VIPはノードですでに有効化されています: {0} 
	
原因: VIPはすでに有効化されているため、ノード・アプリケーションの有効化コマンドは失敗しました。


	
処置: これが予想される状態である場合、エラーではありません。予想される状態でない場合は、srvctl disable nodeappsコマンドを使用してVIPを無効化できます。









	 PRKO-02416: ネットワーク・リソースはすでに有効化されています。 
	
原因: ネットワーク・リソースはすでに有効化されているため、ノード・アプリケーションの有効化コマンドは失敗しました。


	
処置: これが予想される状態である場合、エラーではありません。予想される状態でない場合は、srvctl disable nodeappsコマンドを使用してネットワーク・リソースを無効化できます。









	 PRKO-02417: ONSはノードですでに有効化されています: {0} 
	
原因: ONSはすでに有効化されているため、ノード・アプリケーションの有効化コマンドは失敗しました。


	
処置: これが予想される状態である場合、エラーではありません。予想される状態でない場合は、srvctl disable nodeappsコマンドを使用してONSを無効化できます。









	 PRKO-02418: eONSはノードですでに有効化されています: {0} 
	
原因: eONSはすでに有効化されているため、ノード・アプリケーションの有効化コマンドは失敗しました。


	
処置: これが予想される状態である場合、エラーではありません。予想される状態でない場合は、srvctl disable nodeappsコマンドを使用してeONSを無効化できます。









	 PRKO-02419: GSDはノードですでに起動しています: {0} 
	
原因: GSDはすでに起動しているため、ノード・アプリケーションの起動コマンドは失敗しました。


	
処置: これが予想される状態である場合、エラーではありません。予想される状態でない場合は、srvctl stop nodeappsコマンドを使用してGSDを停止できます。









	 PRKO-02420: VIPはノードですでに起動しています: {0} 
	
原因: VIPはすでに起動しているため、ノード・アプリケーションの起動コマンドは失敗しました。


	
処置: これが予想される状態である場合、エラーではありません。予想される状態でない場合は、srvctl stop nodeappsコマンドを使用してVIPを停止できます。









	 PRKO-02421: ネットワーク・リソースはノードですでに起動しています: {0} 
	
原因: ネットワーク・リソースはすでに起動しているため、ノード・アプリケーションの起動コマンドは失敗しました。


	
処置: これが予想される状態である場合、エラーではありません。予想される状態でない場合は、srvctl stop nodeappsコマンドを使用してネットワーク・リソースを停止できます。起動後のネットワーク・リソースは停止できないため注意してください。









	 PRKO-02422: ONSはノードですでに起動しています: {0} 
	
原因: ONSはすでに起動しているため、ノード・アプリケーションの起動コマンドは失敗しました。


	
処置: これが予想される状態である場合、エラーではありません。予想される状態でない場合は、srvctl stop nodeappsコマンドを使用してONSを停止できます。









	 PRKO-02423: eONSはノードですでに起動しています: {0} 
	
原因: eONSはすでに起動しているため、ノード・アプリケーションの起動コマンドは失敗しました。


	
処置: これが予想される状態である場合、エラーではありません。予想される状態でない場合は、srvctl stop nodeappsコマンドを使用してeONSを停止できます。









	 PRKO-02424: GSDはノードですでに停止しています: {0} 
	
原因: GSDはすでに停止しているため、ノード・アプリケーションの停止コマンドは失敗しました。


	
処置: これが予想される状態である場合、エラーではありません。予想される状態でない場合は、srvctl start nodeappsコマンドを使用してGSDを起動できます。









	 PRKO-02425: VIPはノードですでに停止しています: {0} 
	
原因: VIPはすでに停止しているため、ノード・アプリケーションの停止コマンドは失敗しました。


	
処置: これが予想される状態である場合、エラーではありません。予想される状態でない場合は、srvctl start nodeappsコマンドを使用してVIPを起動できます。









	 PRKO-02426: ONSはノードですでに停止しています: {0} 
	
原因: ONSはすでに停止しているため、ノード・アプリケーションの停止コマンドは失敗しました。


	
処置: これが予想される状態である場合、エラーではありません。予想される状態でない場合は、srvctl start nodeappsコマンドを使用してONSを起動できます。









	 PRKO-02427: eONSはノードですでに停止しています: {0} 
	
原因: eONSはすでに停止しているため、ノード・アプリケーションの停止コマンドは失敗しました。


	
処置: これが予想される状態である場合、エラーではありません。予想される状態でない場合は、srvctl start nodeappsコマンドを使用してeONSを起動できます。









	PRKO-02428: VIPはノード{0}で実行中であり、変更できません。 
	
原因: 変更しようとしているVIPはノードで実行されているため、modify nodeappsコマンドは失敗しました。


	
処置: srvctl stop nodeappsを発行してノード・アプリケーションを停止し、変更を再試行してください。









	 PRKO-02429: VIPを変更するには、-n <node_name>を-A <name|ip>/netmask[/if1[|if2]]とともに指定する必要があります。 
	
原因: -n <node_name>オプションを指定する場合、VIPを変更するには、-Aオプションも指定する必要があります。


	
処置: VIPを変更する場合、-nと-Aオプションの両方を指定する必要があります。VIPを変更しない場合は、-n <node_name>オプションを削除してコマンドを再試行してください。









	 PRKO-02430: VIPを変更するには、-A <name|ip>/netmask[/if1[|if2]を-n <node_name>とともに指定する必要があります。 
	
原因: 変更する必要があるノードVIPを指定せずに、modify nodeappsコマンドに-A <options>が指定されました。


	
処置: -nオプションを使用して、VIPを変更する必要があるノードを指定してください。









	 PRKO-02431: 警告: -nオプションは推奨されておらず、ノード別のVIPリソースを削除するには、'srvctl remove vip'の使用をお薦めします 
	
原因: 1つ以上のノードを指定する-nオプションを使用してsrvctl remove nodeappsコマンドが発行されました。将来のリリースでは、このオプションはサポートされなくなり、その際、推奨されるコマンドsrvctl remove vip -i <vip_list>を使用する必要があります。


	
処置: このコマンドは正常に実行され、指定したノードでVIPリソースを削除しようとします。このメッセージは、将来の変更について注意を喚起することのみを目的として表示されます。srvctl remove nodeappsは、クラスタの最後のノードからすべてのノードを削除する場合に使用してください。









	 PRKO-02438: ネットワーク・リソースは存在しません。 
	
原因: 起動/停止/変更/有効化/無効化するネットワーク・リソースは存在しません。


	
処置: ネットワーク・リソースを作成するには、srvctl add nodeappsコマンドを使用します。









	 PRKO-02439: VIPが存在しません。 
	
原因: 起動/停止/変更/有効化/無効化するVIPは存在しません。


	
処置: VIPは、srvctl add nodeappsコマンドを使用して作成できます。









	 PRKO-02440: ネットワーク・リソースはすでに停止しています。 
	
原因: ネットワーク・リソースはすでに停止しているため、ノード・アプリケーションの停止コマンドは失敗しました。


	
処置: これが予想される状態である場合、エラーではありません。予想される状態でない場合は、srvctl start nodeappsコマンドを使用してネットワーク・リソースを起動できます。









	 PRKO-02452: ONSはすでに存在します 
	
原因: ONSの既存のインスタンスが存在するため、ONSデーモンの新規インスタンスを作成できませんでした。


	
処置: これが予想される状態である場合、エラーではありません。srvctl config onsコマンドを使用してONSデーモンの属性を確認し、srvctl modify onsコマンドを使用してONSの属性を変更してください。









	 PRKO-02453: eONSはすでに存在します 
	
原因: eONSの既存のインスタンスが存在するため、eONSデーモンの新規インスタンスを作成できませんでした。


	
処置: これが予想される状態である場合、エラーではありません。srvctl config eonsコマンドを使用して、eONSデーモンが構成されているかどうか確認してください。srvctl modify eonsコマンドを使用して、eONSの属性を変更してください。









	 PRKO-02458: ONSが存在しません 
	
原因: Oracle RestartのこのインスタンスではONSデーモンが構成されていません。


	
処置: srvctl add onsコマンドを使用してONSデーモンを追加し、このコマンドを再試行してください。









	 PRKO-02463: eONSが存在しません 
	
原因: Oracle RestartのこのインスタンスではeONSデーモンが構成されていません。


	
処置: srvctl add eonsコマンドを使用してeONSデーモンを追加し、このコマンドを再試行してください。









	 PRKO-02465: ONSが存在しません。 
	
原因: Oracle RestartのこのインスタンスではONSデーモンが構成されていません。


	
処置: ONSデーモンは、srvctl add onsコマンドを使用して構成できます。









	 PRKO-02567: eONSデーモンが存在しません。 
	
原因: Oracle RestartのこのインスタンスではeONSデーモンが構成されていません。


	
処置: eONSデーモンは、srvctl add eonsコマンドを使用して構成できます。









	 PRKO-02569: ONSはすでに起動しています。 
	
原因: ONSデーモンはすでに起動しているため、srvctl start onsコマンドは失敗しました。


	
処置: これが予想される状態である場合、エラーではありません。予想される状態でない場合は、srvctl stop onsコマンドを使用してONSを停止できます。









	 PRKO-02571: eONSはすでに起動しています。 
	
原因: eONSデーモンはすでに起動しているため、srvctl start eonsコマンドは失敗しました。


	
処置: これが予想される状態である場合、エラーではありません。予想される状態でない場合は、srvctl stop eonsコマンドを使用してeONSを停止できます。









	 PRKO-02573: ONSデーモンはすでに停止しています。 
	
原因: ONSデーモンはすでに停止しているため、srvctl stop onsコマンドは失敗しました。


	
処置: これが予想される状態である場合、エラーではありません。予想される状態でない場合は、srvctl start onsコマンドを使用してONSを起動できます。









	 PRKO-02575: eONSデーモンはすでに停止しています。 
	
原因: eONSデーモンはすでに停止しているため、srvctl stop eonsコマンドは失敗しました。


	
処置: これが予想される状態である場合、エラーではありません。予想される状態でない場合は、srvctl start eonsコマンドを使用してeONSを起動できます。









	 PRKO-02576: ONSはすでに有効です。 
	
原因: ONSデーモンはすでに有効であるため、srvctl enable onsコマンドは失敗しました。


	
処置: これが予想される状態である場合、エラーではありません。予想される状態でない場合は、srvctl disable onsコマンドを使用してONSを無効化できます。









	 PRKO-02579: eONSはすでに有効です。 
	
原因: eONSデーモンはすでに有効であるため、srvctl enable eonsコマンドは失敗しました。


	
処置: これが予想される状態である場合、エラーではありません。予想される状態でない場合は、srvctl disable eonsコマンドを使用してeONSを無効化できます。









	 PRKO-02581: ONSはすでに無効です。 
	
原因: ONSデーモンはすでに無効であるため、srvctl disable onsコマンドは失敗しました。


	
処置: これが予想される状態である場合、エラーではありません。予想される状態でない場合は、srvctl enable onsコマンドを使用してONSを有効化できます。









	 PRKO-02583: eONSはすでに無効です。 
	
原因: eONSデーモンはすでに無効であるため、srvctl disable eonsコマンドは失敗しました。


	
処置: これが予想される状態である場合、エラーではありません。予想される状態でない場合は、srvctl enable eonsコマンドを使用してeONSを有効化できます。









	 PRKO-02588: ONSデーモンは実行中であるため、削除できませんでした。 
	
原因: ONSデーモンは実行中であるため、srvctl remove onsコマンドは失敗しました。


	
処置: srvctl stop onsコマンドを使用してONSデーモンを停止し、削除を再試行してください。forceオプションを使用して実行中のONSデーモンを削除することもできます。









	 PRKO-02589: eONSデーモンは実行中であるため、削除できませんでした。 
	
原因: eONSデーモンは実行中であるため、srvctl remove eonsコマンドは失敗しました。


	
処置: srvctl stop eonsコマンドを使用してeONSデーモンを停止し、削除を再試行してください。forceオプションを使用して実行中のeONSデーモンを削除することもできます。









	 PRKO-02590: ONSデーモンのパラメータが1つも変更されませんでした。 
	
原因: srvctl modify onsコマンドの実行後、ONSデーモンの構成が同じままです。


	
処置: オプションの変更パラメータの少なくとも1つがコマンドラインに指定されていることを確認してください。ONSデーモンのパラメータの現在値は、srvctl config onsコマンドを使用して確認できます。srvctl modify onsコマンドを発行する場合、現在値とは異なる値を少なくとも1つ指定してください。









	 PRKO-02591: eONSデーモンのパラメータが1つも変更されませんでした。 
	
原因: srvctl modify eonsコマンドの実行後、eONSデーモンの構成が同じままです。


	
処置: オプションの変更パラメータの少なくとも1つがコマンドラインに指定されていることを確認してください。eONSデーモンのパラメータの現在値は、srvctl config eonsコマンドを使用して確認できます。srvctl modify eonsコマンドを発行する場合、現在値とは異なる値を少なくとも1つ指定してください。









	 PRKO-02593: GNSの有効化に失敗しました。 
	
原因: GNSサーバーの有効化に失敗しました。


	
処置: 付随する例外で詳細を調べてください。









	 PRKO-02595: GNSの変更に失敗しました。 
	
原因: GNSサーバーの変更に失敗しました。


	
処置: 付随する例外で詳細を調べてください。









	 PRKO-02597: GNSの無効化に失敗しました。 
	
原因: GNSサーバーの無効化に失敗しました。


	
処置: 付随する例外で詳細を調べてください。









	 PRKO-02599: GNSの再配置に失敗しました。 
	
原因: GNSサーバーの再配置に失敗しました。


	
処置: 付随する例外で詳細を調べてください。









	 PRKO-02601: GNSの削除に失敗しました。 
	
原因: GNSサーバーの削除に失敗しました。


	
処置: 付随する例外で詳細を調べてください。









	 PRKO-02603: GNSの追加に失敗しました。 
	
原因: GNSサーバーの追加に失敗しました。


	
処置: 付随する例外で詳細を調べてください。









	 PRKO-02604: GNSはすでに実行中です 
	
原因: GNSサーバーはすでに実行中です。


	
処置: 最初にGNSサーバーを削除してから、追加を再試行してください。









	 PRKO-02611: GNS VIPは存在しません。{0}オプションを指定して作成してください。 
	
原因: GNSに関連付けられたVIPが存在しないため、GNSを追加しようとしましたが、失敗しました。


	
処置: VIPを作成してください。









	PRKO-02621: ''-x <node>''オプションは、RACデータベース{0}の作成に使用できません 
	
原因: 単一インスタンス・データベースを作成するときに、RACデータベースをリクエストする-c RACとともに-xオプションが指定されました。


	
処置: '-c SINGLE'を、'-x <node>'とともに指定してください。









	 PRKO-02700: CVUリソースは構成されていません 
	
原因: CVUリソースがクラスタ上で構成されていないか、クラスタウェアにCVUリソースを問い合せているときに、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: CVUリソースが構成されていない場合、srvctl add cvuコマンドを使用して新しいリソースを作成できます。リソースが構成されている場合は、付随するエラーメッセージを参照してください。









	 PRKO-02702: CVUはすでに無効です 
	
原因: CVUリソースはすでに無効であるため、無効化できませんでした。


	
処置: これが予想される状態である場合、エラーではありません。









	 PRKO-02703: CVUはすでに有効です 
	
原因: CVUリソースはすでに有効であるため、有効化できませんでした。


	
処置: これが予想される状態である場合、エラーではありません。









	 PRKO-02707: CVUリソースは削除する前に停止する必要があります 
	
原因: CVUインスタンスの実行中にsrvctl remove cvuが発行されました。


	
処置: srvctl stop cvuを使用してCVUリソースを停止してから削除を再試行してください。









	 PRKO-02708: RAC One Nodeデータベースは、アクティブなオンライン再配置リクエストがあるため変換できません 
	
原因: データベースに対するアクティブなオンライン再配置リクエストがあったため、RAC One NodeデータベースをRACデータベースに変換できませんでした。


	
処置: オンライン再配置リクエストが完了してからsrvctl convert databaseを実行してください。









	 PRKO-02709:RAC One Nodeデータベースは、失敗したオンライン再配置リクエストがあるため変換できません 
	
原因: データベースに対する失敗したオンライン再配置リクエストがあったため、RAC One NodeデータベースをRACデータベースに変換できませんでした。


	
処置: srvctl status databaseコマンドを使用して、失敗したオンライン再配置リクエスト・プロセスのターゲット・ノードを表示してください。正しいターゲット・ノードを使用して、srvctl relocate databaseを-aオプションか-nオプションとともに実行してください。その後で、srvctl convert databaseを実行してください。









	PRKO-02710: オプション''-n''は、RACデータベース{0}の起動に使用できません 
	
原因: RACデータベースの起動に-nオプションが指定されましたが、-nはRAC One Nodeデータベースにのみ使用できます。


	
処置: srvctl start instanceを使用して指定ノードのRACデータベース・インスタンスを起動するか、または-nオプションを指定せずに'srvctl start database'を使用してRACデータベースを起動してください。









	 PRKO-03026: -nオプションを指定する場合、-i <inst_name_list>にリストできるのは1つのインスタンスのみです 
	
原因: -iオプションと-nオプションの両方を使用するときに、-iオプションに複数のインスタンスが指定されました。


	
処置: -iオプションと-nオプションの両方を使用する場合、-iオプションには1つのインスタンス名を指定してください。









	PRKO-03031: サーバー・プール{0}はすでに存在します 
	
原因: 指定したサーバー・プールはすでに存在するため、コマンドsrvctl add serverpoolは失敗しました。


	
処置: サーバー・プール名が正しく、指定した名前のサーバー・プールが存在しないことを確認してください。









	 PRKO-03032: インスタンス名が無効です: {0} 
	
原因: 指定したインスタンス名の一部がデータベース構成に存在しません。


	
処置: 有効なインスタンス名を指定して再試行してください。









	 PRKO-03077: データベース{0}の削除に失敗しました: 
	
原因: データベースの削除に失敗しました。


	
処置: 付随するメッセージでエラーの詳細を調べ、その内容に従って対応してください。









	 PRKO-03081: このような環境変数設定はありません: {0} 
	
原因: 指定したリソースの環境変数は存在しません。


	
処置: 有効な環境変数を指定してください。









	 PRKO-03085: ボリューム・デバイス: {0} 
	
原因: ボリューム・デバイス・ラベル


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PRKO-03086: マウントポイント・パス: {0} 
	
原因: マウントポイント・パス・ラベル


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PRKO-03087: ユーザー: {0} 
	
原因: ユーザー・ラベル


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PRKO-03113: 管理者管理データベース{1}は、ポリシー管理サービス{0}をサポートできません。 
	
原因: 指定したデータベースは、ポリシー管理サービスをサポートしていません。


	
処置: ポリシー管理サービスをサポートしているデータベースを指定してください。









	 PRKO-03114: ポリシー管理データベース{1}は、管理者管理サービス{0}をサポートできません。 
	
原因: 指定したデータベースは、管理者管理サービスをサポートしていません。


	
処置: 管理者管理サービスをサポートしているデータベースを指定してください。









	PRKO-03115: -Pオプションは、ポリシー管理サービス{0}とともには使用できません。 
	
原因: ポリシー管理サービスに-Pオプションが指定されました。


	
処置: -mオプションを使用して、ポリシー管理サービスのフェイルオーバー処理を指定してください。









	 PRKO-03116: '-g'または'-r'オプションを指定する必要があります 
	
原因: 指定したオプションの1つを指定する必要があります。


	
処置: 指定したオプションの1つがコマンドラインに含まれていることを確認してください。









	 PRKO-03117: サービス{0}はすでにデータベース{1}に存在します 
	
原因: 追加しようとしているサービスはすでに存在します。


	
処置: サービスを変更する必要がある場合、srvctl modify serviceコマンドを使用してください。









	 PRKO-03118: サービス{0}が存在しているかどうかの確認に失敗しました: {1} 
	
原因: サービス・データの取得に失敗しました。


	
処置: Oracle Clusterwareがアクティブであることを確認してください。









	PRKO-03119: データベース{0}は、インスタンスが構成されていないため、起動できません。 
	
原因: 指定したデータベースは管理者管理データベースであり、インスタンスが構成されていないため、起動できません。


	
処置: srvctl add instanceコマンドを使用してインスタンスを構成してから、再試行してください。









	PRKO-03120: データベース{0}は、インスタンスが構成されていないため、停止できません。 
	
原因: 指定したデータベースは管理者管理データベースであり、インスタンスが構成されていないため、停止できませんでした。


	
処置: srvctl add instanceコマンドを使用してインスタンスを構成してから、再試行してください。









	PRKO-03121: 管理者管理データベース{0}でインスタンスを起動するには、-iオプションまたは-nオプションが必要です。 
	
原因: 指定したデータベースは管理者管理データベースであり、srvctl start instanceコマンドでは、インスタンス名またはノード名を指定する必要があります。


	
処置: srvctl start instanceコマンドを-iまたは-nオプションとともに使用し、インスタンスを起動してください。









	PRKO-03122: データベース{0}のインスタンスを停止するには、-iオプションまたは-nオプションが必要です 
	
原因: srvctl stop instanceコマンドの起動中にインスタンス名とノード名のどちらも指定されませんでした。


	
処置: srvctl stop instanceコマンドを-iまたは-nオプションとともに使用し、停止するインスタンスを指定してください。









	 PRKO-03125: コマンドライン・オプション{1}の値{0}が無効です 
	
原因: コマンドライン・オプションに指定した値が無効です。


	
処置: 出力された値を確認し、正しい値を指定してください。









	 PRKO-03126: GNSロギング・レベルは無効です: "{0}" 
	
原因: 指定したロギング・レベルは正の整数ではありませんでした。


	
処置: 正の整数を指定してください。









	 PRKO-03128: ディスク・グループ{0}のリソースが見つからないため、データベースを追加できません。{1} 
	
原因: 指定したディスク・グループのリソースが見つかりません。ディスク・グループ名にスペルミスがあるか、ディスク・グループがマウントされていません。


	
処置: ディスク・グループのスペルミスを修正するか、sqlplusを使用してディスク・グループを作成してください。









	 PRKO-03129: ディスク・グループ{0}のリソースが見つからないため、データベースを変更できません。{1} 
	
原因: 指定したディスク・グループのリソースが見つかりません。ディスク・グループ名にスペルミスがあるか、ディスク・グループがマウントされていません。


	
処置: ディスク・グループのスペルミスを修正するか、sqlplusを使用してディスク・グループを作成してください。









	PRKO-03130: サーバー・プール{0}は、管理者によって管理されているデータベース構成の一部として内部管理されているため、srvpoolオブジェクトを介して直接変更できません。 
	
原因: 管理者によって管理されている構成をホストしている内部管理サーバー・プールの構成を変更しようとしました。


	
処置: srvpoolオブジェクトを介してこのサーバー・プールを直接変更しないでください。かわりに、srvctl add/remove instanceまたはsrvctl modify database/serviceを使用してこのサーバー・プールの構成を変更してください。









	PRKO-03132: データベース{0}のインスタンスのステータスを確認するには、-iオプションまたは-nオプションが必要です 
	
原因: srvctl status instanceコマンドの起動中にインスタンス名とノード名のどちらも指定されませんでした。


	
処置: srvctl status instanceコマンドを-iまたは-nオプションとともに使用し、インスタンスのステータスを確認してください。









	 PRKO-03133: データベース{0}は、ノード{1}にインスタンスがありません 
	
原因: 指定したノードにインスタンスが構成されていませんでした。


	
処置: 管理者管理データベースでインスタンスとノードのマッピングを変更するには、srvctl add instanceまたはsrvctl modify instanceコマンドを使用できます。ポリシー管理のデータベースの場合、srvctl start instanceコマンドを-nオプションとともに使用して、指定したノードでインスタンスを起動するか、srvctl modify instanceコマンドを使用してノードのインスタンスを構成します。









	 PRKO-03134: -nオプションは、-zオプションと同時に指定できません 
	
原因: srvctl modify instanceコマンドの起動中に-nオプションと-zオプションの両方が指定されました。


	
処置: データベース・インスタンスのノードとインスタンスのマッピングを変更するには、srvctl modify instanceコマンドを-nまたは-zオプションのいずれかとともに使用してください。









	PRKO-03135: -zオプションは、管理者管理データベース{0}とともには使用できません 
	
原因: 管理者管理データベースのノードからインスタンスへのマッピングを削除するときに、-zオプションが指定されました。


	
処置: 管理者管理データベースのノードとインスタンスのマッピングを削除するには、srvctl remove instanceコマンドを使用してください。









	PRKO-03136: オプション''-c''は、管理者管理サービス{0}とともには使用できません 
	
原因: 管理者管理サービスに対して-cオプションが指定されました。


	
処置: -cオプションなしでコマンドを再発行してください。









	 PRKO-03138: ノード{0}は、サービス{2}のノードを定義するサーバー・プール{1}に属していません 
	
原因: ノードは、指定したサービスの実行に使用できるノードを定義するサーバー・プールに属していません。


	
処置: 指定したサーバー・プールに属するノードを指定してください。









	PRKO-03139: オプション''-i''および''-t''は、ポリシー管理サービス{0}とともには使用できません 
	
原因: ポリシー管理サービスの再配置で、-iオプションおよび-tオプションが指定されました。


	
処置: サービスを再配置するには、オプション-cおよび-nを使用してください。









	PRKO-03140: オプション''-c''および''-n''は、管理者管理サービス{0}とともには使用できません 
	
原因: 管理者管理サービスの再配置で、-cオプションおよび-nオプションが指定されました。


	
処置: サービスを再配置するには、オプション-iおよび-tを使用してください。









	PRKO-03141: データベース{0}は、稼働中のため削除できませんでした 
	
原因: データベースが稼働中のため、srvctl remove databaseコマンドは失敗しました。


	
処置: srvctl stop databaseコマンドを使用してデータベースを停止し、削除を再試行してください。forceオプションを使用して稼働中のデータベースを削除することもできます。









	PRKO-03142: オプション''-i''は、ポリシー管理データベース{0}のサービスの有効化および無効化に使用できません 
	
原因: ポリシー管理データベース・サービスは、インスタンス別ではなく、ノード別でのみ有効または無効にできます。


	
処置: このポリシー管理データベースのサービスを有効または無効にするノードを指定するには、オプション-n <node>を使用してください。









	PRKO-03143: オプション''-i''、''-r''、''-n''および''-a''は、ポリシー管理サービス{0}の変更には使用できません 
	
原因: オプション-i、-r、-nおよび-aは、管理者管理サービスの変更にのみ使用できます。


	
処置: 変更するサービスが、管理者管理サービスであることを確認してください。









	 PRKO-03144: オプション-aには、オプション-nおよび-iを指定する必要があります 
	
原因: オプション-aは、オプション-nおよび-iを指定しないと使用できません。


	
処置: オプション-n、-iおよび-aが、srvctl modify service構文に従って指定されていることを確認してください。









	 PRKO-03145: オプション-iには、オプション-t、-r、または-nのいずれかが設定されている必要があります 
	
原因: オプション-iは、追加のオプションを指定しないと使用できません。


	
処置: srvctl modify service構文に従って必要なオプションが指定されていることを確認してください。









	 PRKO-03146: オプション-iが指定されていません 
	
原因: オプション-t、-rおよび-nには、オプション-iを設定する必要があります。


	
処置: srvctl modify service構文に従って必要なオプションが指定されていることを確認してください。









	 PRKO-03147: インスタンス{0}は、データベース{2}のサービス{1}の唯一の優先インスタンスであるため削除できません 
	
原因: 指定したサービスの唯一の優先インスタンスであるインスタンスを削除しようとしました。


	
処置: 指定したサービスに複数の優先インスタンスがあることを確認するか、サービスのそのインスタンスを非優先インスタンスに変更してください。









	 PRKO-03148: インスタンス{0}はサービス{1}をサポートしていません。 
	
原因: 指定したデータベース・インスタンスは、指定したサービスの優先インスタンスまたは使用可能インスタンスとして定義されていません。


	
処置: 指定したサービスの優先インスタンスまたは使用可能インスタンスとして定義されているインスタンスを指定してください。









	PRKO-03149: サーバー・プール{1}の候補サーバー{0}は、-xオプションで指定されたサーバー{2}と異なります 
	
原因: 指定したサーバーは、指定したサーバー・プールの候補サーバーである必要があります。


	
処置: -xオプションで指定したサーバーが、指定したサーバー・プールの候補サーバーと同じであることを確認してください。









	PRKO-03150: ''-g''で指定されたサーバー・プール{0}は、管理者管理データベースの追加に使用できません 
	
原因: 管理者管理データベースを追加するリクエストで-gオプションが指定されています。


	
処置: -gオプションを指定せずにsrvctl add databaseを使用して、管理者管理データベースを追加してください。









	 PRKO-03151: 管理者管理データベースからポリシー管理データベースへの変換では、オプション'-g'で複数のサーバー・プールを指定できません 
	
原因: 複数のサーバー・プールを指定して、管理者管理データベースをポリシー管理データベースに変換しようとしました。


	
処置: 管理者管理データベースからポリシー管理データベースへの変換では、-gオプションで1つのサーバー・プールのみを指定してください。









	PRKO-03152: -gで指定したサーバー・プール{0}は汎用のサブプールであるため、ポリシー管理データベースのサーバー・プールの値の変更には使用できません 
	
原因: 指定したサーバー・プールは、汎用のサブプールであるため、管理者管理データベースの管理用です。


	
処置: 指定したサーバー・プールが、管理者管理データベースの管理用ではないことを確認してください。srvctl modify databaseコマンドの-gオプションには、ポリシー管理データベースの管理用のサーバー・プールのみを指定してください。ポリシー管理データベースを管理する認定済サーバー・プールをリストするには、srvctl config srvpoolコマンドを使用してください。









	PRKO-03153: ポリシー管理データベース{0}でインスタンスを起動するには、-iオプションまたは-nオプション(あるいはその両方)が必要です。 
	
原因: 指定したデータベースはポリシー管理データベースであり、srvctl start instanceコマンドでは、インスタンス名またはノード名(あるいはその両方)を指定する必要があります。


	
処置: srvctl start instanceコマンドを-iまたは-nオプション(あるいはその両方)とともに使用し、インスタンスを起動してください。









	PRKO-03154: 管理者管理データベース{0}のインスタンスの起動に対して、-iおよび-nオプションの両方が指定されています。 
	
原因: 指定したデータベースは管理者管理データベースであり、srvctl start instanceコマンドにはインスタンス名またはノード名のいずれかを指定する必要がありますが、両方は指定できません。


	
処置: srvctl start instanceコマンドを-iまたは-nオプションとともに使用し、インスタンスを起動してください。









	 PRKO-03155: 指定したノード{1}が別のユーザー構成済インスタンス{2}に割り当てられているため、このノードのインスタンス{0}を起動できません 
	
原因: srvctl start instanceに指定したデータベースはポリシー管理データベースであり、-nオプションで指定されたノード名ですでに別のインスタンスが構成済です。


	
処置: 構成済インスタンスのノードと競合しないようにsrvctl start instanceコマンドを変更するか、srvctl modify instanceを使用して構成済インスタンス・ノードを変更してください。









	PRKO-03160: サーバー・プール{0}は、管理者によって管理されているデータベース構成の一部として内部管理されているため、srvpoolオブジェクトを介して直接問合せできません。 
	
原因: 管理者によって管理されている構成をホストしている内部管理サーバー・プールの構成を問い合せようとしました。


	
処置: srvpoolオブジェクトを介してこのサーバー・プールに直接問合せしないでください。かわりに、srvctl config/status database/serviceコマンドを使用して、このプールの構成の一部であるサーバーに問い合せてください。









	 PRKO-03161: サーバー・プール{0}は、管理者によって管理されているデータベース構成の一部として内部管理されているため、srvpoolオブジェクトを介して直接削除できません。 
	
原因: 管理者によって管理されている構成をホストしている内部管理サーバー・プールの構成を削除しようとしました。


	
処置: srvpoolオブジェクトを介してこのサーバー・プールを直接削除しないでください。かわりに、srvctl remove service/databaseコマンドを使用して、このサーバー・プール、およびこのサーバー・プールによってホストされているサービス/データベースを削除してください。









	 PRKO-03162: 単一クライアント・アクセス名リスナー{0}では、アクションsetenv、getenvおよびunsetenvはサポートされません 
	
原因: 指定した単一クライアント・アクセス名リスナーに対してsrvctl setenv、getenvおよびunsetenvリスナー・コマンドの使用に失敗しました。単一クライアント・アクセス名リスナーの環境変数を変更できません。


	
処置: 単一クライアント・アクセス名リスナーの環境変数を設定、取得および設定解除しないでください。









	PRKO-03163: オプション''-u''、''-r''、''-a''、''-g''および''-c''は、単一インスタンス・データベース{1}のサービス{0}の追加には使用できません 
	
原因: 指定されたオプションを使用して単一インスタンス・データベース用のサービスを追加できないため、指定したサービスを追加することができませんでした。


	
処置: オプション-u、-r、-a、-gまたは-cを指定しないで、srvctl add serviceコマンドを使用してください。









	PRKO-03164: オプション''-r''、''-f''、''-n''、''-i''、''-t''、''-a''、''-c''および''-x''は、単一インスタンス・データベース{1}のサービス{0}の変更には使用できません 
	
原因: 指定したオプションを使用して単一インスタンス・データベース用のサービスを変更できないため、指定したサービスを変更することができませんでした。


	
処置: オプション-r、-f、-n、-i、-t、-a、-cまたは-xを指定しないで、srvctl modify serviceコマンドを使用してください。









	PRKO-03165: サービス{0}は単一インスタンス・データベース{1}に対して定義されているため、再配置できません 
	
原因: 指定したオプションは、単一インスタンス・データベースのサービスの再配置には使用できないため、指定したサービスの再配置に失敗しました。


	
処置: 単一インスタンス・データベースに対して定義されていないサービスに対してsrvctl relocate serviceコマンドを発行したことを確認してください。









	 PRKO-03166: 無効なGNSパラメータ: "{0}" 
	
原因: 無効なパラメータ値を指定しました。


	
処置: パラメータ値は次の書式である必要があります: <name>:<value>。名前はコロン(:)を含まなくてもかまいません。値はコンマ(,)を含まなくてもかまいません。









	 PRKO-03167: EONSは推奨されないため、Enterprise Managerのローカル・ポートの設定および変更にはONSを使用する必要があります。 
	
原因: 実行しようとしているコマンドは非推奨で、何も実行されません。


	
処置: オンライン・ヘルプsrvctl -hを使用するか、srvctlでサポートされるコマンドをドキュメントで確認してください。









	 PRKO-03174: ''srvctl relocate service''コマンドは、RAC One Nodeデータベース・サービス{0}ではサポートされていません 
	
原因: srvctl relocate serviceコマンドを使用してRAC One Nodeデータベースサービスを再配置しようとしました。


	
処置: srvctl relocate databaseコマンドを使用して、RAC One Nodeデータベースとそのサービスをターゲット・サーバーへ再配置してください。









	 PRKO-03175: TAFポリシー''PRECONNECT''を使用して単一インスタンス・データベース{0}のサービスを追加することはできません 
	
原因: 指定したTAF仕様を単一インスタンス・データベースで使用できないため、指定したサービスを追加できませんでした。


	
処置: 'PRECONNECT' TAFポリシーを指定しないで、srvctl add serviceコマンドを使用してください。









	PRKO-03176: オプション''-g''は、管理者管理サービス{0}とともには使用できません 
	
原因: 管理者管理サービスで-gオプションを使用できないため、サービスのサーバー・プールを変更できませんでした。


	
処置: 管理者管理サービスの配置を管理するには、srvctl modify serviceコマンドを使用して、サービスの優先インスタンスと使用可能インスタンスを変更してください。









	PRKO-03226: バージョン{2}の''srvctl upgrade model''コマンドを使用したバージョン{0}から{1}へのアップグレードはサポートされていません 
	
原因: パッチ・セット・レベル以外のバージョン変更に対して、srvctl upgrade modelコマンドが発行されました。


	
処置: 指定されたバージョンが正しいことを確認してください。









	PRKO-03229: オプション''-i''は、単一インスタンス・データベース{1}のサービス{0}の有効化または無効化には使用できません 
	
原因: データベースが単一インスタンス・データベースであるため、指定したサービスを有効化/無効化できませんでした。


	
処置: オプション-iを指定しないでsrvctl enable/disable serviceコマンドを発行していることを確認してください。









	PRKO-03241: ''-o <oracle_home>''オプションの値"{0}"が、存在しないかディレクトリでないパス名に対応しています 
	
原因: <oracle_home>オプション値が、既存のディレクトリ・パス名に解決されませんでした。


	
処置: -o <oracle_home>オプション値が、既存のディレクトリ・パス名に対応していることを確認してください。









	PRKO-03242: ''-s <state_file>''オプションの値"{0}"がディレクトリです 
	
原因: -s <state_file>オプション値が、ファイル・パス名でなく既存のディレクトリ・パス名に解決されました。


	
処置: -s <state_file>オプション値がファイルに対応していることを確認してください。









	PRKO-03243: ''-s <state_file>''オプションの値"{0}"が、書込み不可のディレクトリ下のファイルです 
	
原因: -s <state_file>オプション値が、書き込み可能でないパス名に解決されました。


	
処置: 状態ファイルの親ディレクトリに書込み権限があることを確認してください。









	PRKO-03244: ''-s <state_file>''オプションの値"{0}"はすでに存在します 
	
原因: -s <state_file>オプション値が、既存のファイル・パス名に解決されました。


	
処置: -s <state_file>オプション値が、存在しないファイル・パス名に対応していることを確認してください。









	 PRKO-03245: 状態ファイル"{0}"への正規パスを判別できません 
	
原因: -s <state_file>オプション値で、正規パスを取得できないパス名を指定しました。


	
処置: -s <state_file>オプション値に対する絶対パス名を指定してください。









	PRKO-03246: ''-s <state_file>''オプションの値"{0}"が存在しないか、読み取れません 
	
原因: -s <state_file>オプション値が、存在しないか読取り不可のファイル・パス名にマップされました。


	
処置: -s <state_file>オプション値が、存在し、読取り可能なファイル・パス名に対応していることを確認してください。









	 PRKO-03249: PRECONNECT TAFポリシーには1つ以上の使用可能なインスタンスが必要であるため、PRECONNECT TAFポリシーのサービス{0}の追加に失敗しました 
	
原因: 使用可能なインスタンスが指定されていないため、PRECONNECT TAFポリシーのサービスの追加が拒否されました。


	
処置: サービスのTAFポリシーがPRECONNECTの場合、srvctl add serviceコマンドの-aオプションを使用して使用可能なインスタンスを1つ以上指定してください。









	 PRKO-03251: Oracle Restartモードでは再配置がサポートされていないため、再配置に失敗しました 
	
原因: Oracle Restartでは再配置はサポートされていないため、再配置しようとして失敗しました。


	
処置: 管理対象エンティティを再配置するためにクラスタ環境に入るようにしてください。









	 PRKO-03252: Oracle Restartモードでは変換処理がサポートされていないため、変換に失敗しました 
	
原因: 変換アクションはOracle Restartではサポートされていないため、変換しようとして失敗しました。


	
処置: 管理対象エンティティを変換するためにクラスタ環境に入るようにしてください。









	 PRKO-03253: OC4Jが実行中のため、OC4Jポートを変更しようとして失敗しました。-fを使用してOC4Jを強制的に停止して再起動してください。 
	
原因: OC4Jのポート番号を変更するにはOC4Jを停止して再起動する必要があるため、OC4Jのポート番号変更のリクエストは拒否されました。


	
処置: -fオプションを使用して、OC4Jを強制的に再起動してください。









	 PRKO-09059: リスナーの無効なコマンドライン・オプションです。-aは、-lとともに指定できません。 
	
原因: リスナー・コマンドに指定されたオプションの組合せが無効です。


	
処置: -l <listener_name>または-aのいずれかを使用してコマンドを発行してください。









	 PRKO-09063: 単一クライアント・アクセス名は、IPアドレスでないかぎり文字で始まる必要があります。 
	
原因: 文字で始まっていないSCANが指定されましたが、SCAN名は文字で始まる必要があります。


	
処置: 文字で始まるSCAN名を指定してください。









	PRKO-09066: upgrade modelコマンドのアップグレード・フェーズ''{0}''が無効です 
	
原因: アップグレード・フェーズに無効な値が指定されました。


	
処置: アップグレード・フェーズは、firstまたはlastである必要があります。









	PRKO-09067: ネットワーク・サーバー・タイプ''{0}''が無効です 
	
原因: ネットワーク・サーバー・タイプに対して無効な値が指定されました。


	
処置: ネットワーク・サーバー・タイプは、staticまたはdhcpまたはmixedである必要があります。









	PRKO-09068: ポート番号{0}が無効です 
	
原因: 指定したポート番号は、権限が付与されていない有効な範囲1024-65535内ではありません。


	
処置: 1023より大きいポート番号を指定してください。














77 PRVF-00001からPRVF-10409



	 PRVF-00001: 静的ノードリストを取得できませんでした。検証を続行できません 
	
原因: lsnodes/olsnodesの実行エラー。


	
処置: 実行可能ファイルが存在し、OSユーザーIDで実行できることを確認してください。









	 PRVF-00002: ローカル・ノード名を取得できませんでした 
	
原因: Javaネットワーク機能を使用してローカル・ホスト名を特定できません。


	
処置: hostnameコマンドを使用して、ホスト名が正しく定義されているか確認してください。









	 PRVF-00006: Oracleホーム"{0}"の存在を確認できません 
	
原因: 指定されたOracleホームの存在を検証できませんでした。


	
処置: Oracleホームの場所が存在し、自分のユーザーIDで書込み可能であることを確認してください。









	PRVF-00020: "{0}"は書込み可能ではありません 
	
原因: 指定したパスは書込み可能ではありません。


	
処置: 指定したパスに対する書込み権限があるか確認してください。









	PRVF-00040: クライアントからリクエストされたリモート・シェル"{0}"は存在しません 
	
原因: ユーザーからリクエストされたリモート・シェルが見つかりませんでした。


	
処置: 操作に関与するすべてのノードにリモート・シェルが存在することを確認してください。









	PRVF-00041: クライアントからリクエストされたリモート・シェル"{0}"は実行可能ファイルではありません 
	
原因: ユーザーからリクエストされたリモート・シェルはファイルではありません。


	
処置: 操作に関与するすべてのノードにリモート・シェルが存在し、実行権限を持つファイルであることを確認してください。









	PRVF-00042: クライアントからリクエストされたリモート・コピー・コマンド"{0}"は存在しません 
	
原因: ユーザーからリクエストされたリモート・コピー・コマンドが見つかりません。


	
処置: 操作に関与するすべてのノードにリモート・コピー・コマンドが存在することを確認してください。









	PRVF-00045: クライアントからリクエストされたセキュア・シェル"{0}"は存在しません 
	
原因: 指定されたセキュア・シェル実行可能ファイルが見つかりませんでした。


	
処置: 指定された実行可能ファイルが存在することを確認してください。









	PRVF-00046: クライアントからリクエストされたセキュア・コピー・コマンド"{0}"は存在しません 
	
原因: 指定されたセキュア・コピー実行可能ファイルが見つかりませんでした。


	
処置: 指定された実行可能ファイルが存在することを確認してください。









	PRVF-00047: クライアントからリクエストされたセキュア・シェル"{0}"を実行できません 
	
原因: 指定されたセキュア・シェルを実行できませんでした。


	
処置: 指定されたセキュア・シェルが現在のユーザーIDに対する実行権限を許可していることを確認してください。









	PRVF-00048: クライアントからリクエストされたセキュア・コピー・コマンド"{0}"を実行できません 
	
原因: 指定されたセキュア・コピーを実行できませんでした。


	
処置: 指定されたセキュア・コピーが現在のユーザーIDに対する実行権限を許可していることを確認してください。









	PRVF-00051: クライアントからリクエストされたリモート・コピー・コマンド"{0}"は、実行可能ファイルではありません 
	
原因: ユーザーからリクエストされたリモート・コピー・コマンドは、実行可能ファイルではありませんでした。


	
処置: 操作に関与するすべてのノードにリモート・コピー・コマンドが存在し、実行権限を持つファイルであることを確認してください。









	 PRVF-00054: ディレクトリ"{0}"にoifcfg実行可能ファイルが見つかりません 
	
原因: 指定されたディレクトリにoifcfg実行可能ファイルを検出できませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRVF-00055: ユーザー"{0}"にはこのコマンドを実行するための十分な権限がありません 
	
原因: ユーザーに実行権限がないため、CVUコマンドを実行できませんでした。


	
処置: このコマンドは、rootユーザー(uid=0)としてのみ実行できます。適切なユーザーとしてこれらのコマンドを実行していることを確認してください。









	PRVF-00056: ユーザー"{0}"にはこのコマンドを実行するための十分な権限がありません 
	
原因: ユーザーに実行権限がないため、CVUコマンドを実行できませんでした。


	
処置: このコマンドは、Oracleインストール所有者のみが実行できます。適切なユーザーとしてこれらのコマンドを実行していることを確認してください。









	 PRVF-02409: デバイス・ファイル"{0}"はノード"{1}"に存在しません 
	
原因: 予期したデバイス・ファイルが見つかりませんでした。


	
処置: 非同期デバイス・ドライバを使用する非同期入出力操作を有効にするには、デバイス・ファイルを作成してください。









	PRVF-02410: デバイス・ファイル"{0}"はノードに存在しません: 
	
原因: 予期したデバイス・ファイルが見つかりませんでした。


	
処置: 非同期デバイス・ドライバを使用する非同期入出力操作を有効にするには、デバイス・ファイルを作成してください。









	PRVF-02411: ファイル"{0}"はノード上のデバイス・ファイルではありません: 
	
原因: ファイルが、デバイス・ファイルではありませんでした。


	
処置: デバイス・ファイルの正しいパスとファイル名を指定したことを確認してください。









	 PRVF-02412: ファイル"{0}"はノード"{1}"上のデバイス・ファイルではありません 
	
原因: ファイルが、デバイス・ファイルではありませんでした。


	
処置: デバイス・ファイルの正しいパスとファイル名を指定したことを確認してください。









	PRVF-02413: ノード上のデバイス・ファイル"{0}"の詳細の取得に失敗しました: 
	
原因: デバイス・ファイルの属性を取得できませんでした。


	
処置: ファイルがシステムに存在し、指定したデバイス・ファイルの詳細を取得するための正しい権限をユーザーが持っていることを確認してください。









	 PRVF-02414: ノード"{1}"上のデバイス・ファイル"{0}"の詳細の取得に失敗しました 
	
原因: デバイス・ファイルの属性を取得できませんでした。


	
処置: ファイルがシステムに存在し、指定したデバイス・ファイルの詳細を取得するための正しい権限をユーザーが持っていることを確認してください。









	PRVF-02415: ノード上のデバイス・ファイル"{0}"のマイナー番号が正しくありません: 
	
原因: デバイス・ファイルのマイナー番号が、要件に対して不正確であることが検出されました。


	
処置: マイナー番号の最下位から3番目のビット(16進0x4ビット)は設定する必要があります。









	 PRVF-02416: ノード"{1}"上のデバイス・ファイル"{0}"のマイナー番号が正しくありません 
	
原因: デバイス・ファイルのマイナー番号が、要件に対して不正確であることが検出されました。


	
処置: マイナー番号の最下位から3番目のビット(16進0x4ビット)は設定する必要があります。









	 PRVF-02417: ノード"{1}"上のデバイス・ファイル"{0}"のIDの取得に失敗しました 
	
原因: ノードでデバイス・ファイルIDを取得できませんでした。


	
処置: デバイス・ファイルが指定したパスに存在し、正しいデバイスIDに設定されていることを確認してください。









	 PRVF-02418: ノード"{1}"のデバイス・ファイル"{0}"のマイナー番号値の取得に失敗しました 
	
原因: デバイス・ファイルIDが、正しいマイナー番号を含んでいません。


	
処置: デバイス・ファイルのマイナー番号の値が正しいことを確認してください。









	PRVF-03911: 環境変数"{0}"の値の長さが、ノード上の推奨される最大長"{1}"を超えています: 
	
原因: 環境変数の値の長さが、推奨される長さを上回っています。


	
処置: 環境変数の値が、標準的なオペレーティング・システム指定の限界を上回っていないことを確認してください。









	 PRVF-03912: ノード"{2}"の環境変数"{0}"の値の長さが、ノード上の推奨される最大長"{1}"を超えています 
	
原因: 環境変数の値の長さが、推奨される長さを上回っています。


	
処置: 環境変数の値が、標準的なオペレーティング・システム指定の限界を上回っていないことを確認してください。環境変数の設定を変更してから、インストーラを再起動してください。









	PRVF-03913: 環境変数名"{0}"がノードに設定されています: 
	
原因: 示されたノード上に環境変数が設定されていました。


	
処置: 環境変数がいかなる値にも設定されていないことを確認してください。









	 PRVF-03914: 環境変数名"{0}"がノード"{1}"に設定されています 
	
原因: 示されたノード上に環境変数が設定されていました。


	
処置: 環境変数がいかなる値にも設定されていないことを確認してください。環境変数の設定を変更してから、インストーラを再起動してください。









	PRVF-03915: 環境変数名"{0}"がノードに設定されていません: 
	
原因: 環境変数値を特定できませんでした。


	
処置: 環境変数が設定されており、Oracleユーザーのアクセス権限で、環境変数の読取りアクセスが可能であることを、確認してください。









	 PRVF-03916: 環境変数名"{0}"がノード"{1}"に設定されていません 
	
原因: 環境変数値を特定できませんでした。


	
処置: 環境変数が設定されており、Oracleユーザーのアクセス権限で、環境変数の読取りアクセスが可能であることを、確認してください。環境変数の設定を変更してから、インストーラを再起動してください。









	PRVF-03917: 変数"{0}"の環境変数チェックをノードで実行できません: 
	
原因: 環境変数値を特定できませんでした。


	
処置: システムまたはユーザー環境で環境変数が設定されており、Oracleユーザーのアクセス権限で、環境変数の読取りアクセスが可能であることを、確認してください。









	 PRVF-03918: 環境変数"{0}"をノード"{1}"から読み取ることができません 
	
原因: 環境変数値を特定できませんでした。


	
処置: ユーザー等価と、ノード上でユーザーに管理権限があるかどうかを確認してください。









	 PRVF-03919: 環境変数"{0}"の値の取得に失敗しました 
	
原因: 環境変数値を特定できませんでした。


	
処置: ユーザー等価と、ノード上でユーザーに管理権限があるかどうかを確認してください。









	PRVF-03920: 環境変数名"{0}"は、このオペレーティング・システムに対して無効です。 
	
原因: 環境変数名が、オペレーティング・システムの標準を満たしていません。


	
処置: 環境変数名がオペレーティング・システムの標準に従っていることを確認してください。環境変数の設定を変更してから、インストーラを再起動してください。









	 PRVF-03921: 環境変数名が指定されていません。 
	
原因: 環境変数名が、指定されませんでした。


	
処置: 有効な環境変数名が指定されていることを確認してください。









	PRVF-03928: Oracleバイナリの場所をPATH環境変数に追加すると、OSの長さ制限[ "{0}" ]を超えます。PATH環境変数で許容される最大長はノード上の["{1}"]です: 
	
原因: 環境変数PATHを更新して、値%ORACLE_HOME%/bin;が含まれるようにする必要があります。ただし、そうするとPATHがこのオペレーティング・システムで許される最大許容長を上回る原因になります。


	
処置: %ORACLE_HOME%/bin;を追加してもオペレーティング・システムでの環境変数の長さ制限を上回らないように、現在のPATH環境変数の長さが、指定された最大許容長未満であることを確認してください。









	 PRVF-03929: Oracleバイナリの場所をPATH環境変数に追加すると、OSの長さ制限[ "{0}" ]を超えます。PATH環境変数で許容される最大長はノード"{2}"上の["{1}"]です 
	
原因: インストーラによりPATH環境変数が更新され、値%ORACLE_HOME%/bin;が含まれるようにする必要があります。ただし、そうするとPATHがこのオペレーティング・システムで許される最大許容長を上回る原因になります。


	
処置: %ORACLE_HOME%/bin;を追加してもシステムでの環境変数の長さ制限を上回らないように、現在のPATH環境変数の長さが、指定された最大許容長未満であることを確認してください。環境変数の設定を変更してから、インストーラを再起動してください。









	 PRVF-04001: チェック: "{0}"で使用可能な領域 
	
原因: 指定された場所のマウント・ポイントを特定できませんでした。


	
処置: 指定した場所が使用可能になっていることを確認してください。









	 PRVF-04007: ユーザー"{0}"のユーザー等価チェックが失敗しました 
	
原因: 指定されたユーザーのユーザー等価が、操作に関与するすべてのノードの間に存在しませんでした。


	
処置: 操作に関与するすべてのノードでのユーザー等価を検証します。クラスタ・メンバー・ノードでのSSHユーザー等価関係の有効化に関するドキュメントを参照してください。









	 PRVF-04008: ユーザー等価は、指定したすべてのノードで使用できません 
	
原因: ローカル・ノードとリモート・ノード間にユーザー等価がありません。


	
処置: 指定したすべてのノードにユーザー等価があることを確認してください。









	 PRVF-04020: 矛盾したグループIDがグループ"{0}"に見つかりました 
	
原因: 指定したグループのグループIDは、すべてのノードで同じではありません。


	
処置: すべてのノードでグループのグループIDが同じであることを確認してください。









	PRVF-04025: インベントリ構成ファイル"{0}"は存在しません 
	
原因: 指定されたインベントリ構成ファイルが見つかりません。


	
処置: 正しいインベントリの場所が指定されており、その場所にインベントリ・ファイルがあることを確認してください。









	 PRVF-04037: CRSはどのノードにもインストールされていません 
	
原因: どのノードでもCRSインストールを識別できませんでした。


	
処置: 操作に関与するすべてのノードにCRSがインストールされていることを確認してください。









	 PRVF-04038: CRSは次のノードではインストールされていません: 
	
原因: 指定したノードで、Oracle Clusterwareインストールを識別できませんでした。


	
処置: 操作に関与するすべてのノードにOracle Clusterwareがインストールされていることを確認してください。









	 PRVF-04041: すべてのノードでCSSがローカル専用の非クラスタ構成で稼働している可能性があります 
	
原因: Oracle CSSが、すべてのノードのローカル専用(非クラスタ)環境で実行するように構成されていることが判明しました。


	
処置: クラスタの設定が正しいことを確認し、必要に応じて、クラスタ環境で実行する予定のノードのCluster Synchronization Services(CSS)を再構成してください。詳細は、Oracle Cluster Synchronization Servicesのドキュメントを参照してください。









	 PRVF-04042: 次のノードでCSSがローカル専用の非クラスタ構成で稼働している可能性があります: 
	
原因: Oracle CSSが、指定したノードのローカル専用(非クラスタ)環境で実行するように構成されていることが判明しました。


	
処置: クラスタの設定が正しいことを確認し、必要に応じて、クラスタ環境で実行する予定のノードのCSSを再構成してください。詳細は、localconfigスクリプトの使用方法に関するドキュメントを参照してください。









	 PRVF-04043: OCR整合性詳細をどのノードからも取得できません 
	
原因: どのノードでもOCRの状態が正常ではないことが判明しました。


	
処置: ocrcheckを使用して、各ノードでのOCRの状態を検証してください。









	 PRVF-04044: OCR整合性詳細を次のノードから取得できません: 
	
原因: 一部のノードでOCRの状態が正常ではないことが判明しました。


	
処置: ocrcheckを使用して、識別された各ノードでのOCRの状態を検証してください。









	 PRVF-04046: OCR IDがノード間で矛盾しています 
	
原因: 指定されたクラスタ・ノード間で複数のOCR IDが見つかりました。


	
処置: ocrcheckを使用して、指定された各ノードにおけるOracle Clusterwareの構成および設定を検証してください。詳細は、ocrcheckのドキュメントを参照してください。









	 PRVF-04048: OCRのバージョンが"{0}"であることが判明しました。このリリースのOCRのバージョンは"{1}"である必要があります 
	
原因: すべてのノードで、不適切なバージョンのOCRが実行中であることが判明しました。


	
処置: ocrcheckを使用して、すべてのノードで実行されているOCRのバージョンを検証してください。









	 PRVF-04049: OCRバージョンがノード間で矛盾しています 
	
原因: クラスタ・ノードで、異なるバージョンのOCRが実行中であることが判明しました。


	
処置: ocrcheckを使用して、すべてのノードで適切なバージョンのOCRが実行されていることを確認してください。









	 PRVF-04052: OCRデバイス内の合計領域がノード間で矛盾しています 
	
原因: 異なる可能性のあるデバイスがノード間で使用されていることが判明しました。


	
処置: ocrcheckを使用して、クラスタ・ノード間で同じOCRデバイスが使用されているか検証してください。









	 PRVF-04055: OCR整合性は無効です 
	
原因: クラスタ・レジストリの整合性チェックが失敗しました。


	
処置: ocrcheckを使用して、検証操作に関与するノードのクラスタ・レジストリの状態を検証してください。









	 PRVF-04056: OCR整合性結果がノード間で矛盾しています 
	
原因: クラスタ・レジストリの整合性チェックが一部のノードで失敗しました。


	
処置: ocrcheckを使用して、検証操作に関与するノードのクラスタ・レジストリの状態を検証してください。









	 PRVF-04060: 記憶域情報を取得できません。 
	
原因: 記憶域情報を取得しようとしたときに内部エラーが発生しました。


	
処置: 問題が解決しない場合は、Oracleサポートに問題を報告し、cluvfyコマンドを実行したときに生成されたトレース・ファイルを提出してください。トレース・ファイルは、<CRSHOME>/cv/logに配置されています。









	 PRVF-04079: アドレス数がノード数と一致しません 
	
原因: 各ノードのIPアドレスを特定できません。


	
処置: クラスタ内の各ノードのIPアドレスが有効であることを確認してください。









	 PRVF-04080: ネットワーク・インタフェース情報をどのノードからも取得できません 
	
原因: クラスタのどのノードにもネットワーク・インタフェースが見つかりませんでした。


	
処置: クラスタ・ノードのネットワーク・インタフェースの操作状態を検証してください。









	 PRVF-04083: ノード"{0}"からのノード到達可能性チェックが失敗しました 
	
原因: PINGを使用してターゲット・ノードへのネットワーク・リンクを検証できませんでした。


	
処置: PINGユーティリティを使用してターゲット・ノードへのネットワーク・リンクを検証してください。









	 PRVF-04084: IPアドレス"{0}"が作動しておりノード"{1}"の有効なIPアドレスであることを確認してください 
	
原因: <network interface> : <IP address> [<subnet>]の形式で識別されているネットワーク・インタフェース、IPアドレスおよびサブネットが、使用できないか、正しく機能していません。


	
処置: 識別されたネットワーク・インタフェースが意図どおりに機能していることを確認してください。









	 PRVF-04087: ノード接続性チェックが失敗しました 
	
原因: OS pingユーティリティを使用してノード接続性を検証する際にエラーが発生しました。


	
処置: OS pingユーティリティを使用して、失敗したIPアドレスにアクセスできるかどうかを確認し、そのIPアドレス/インタフェースの問題を解決してください。









	 PRVF-04090: インタフェース"{0}"のノード接続性が失敗しました 
	
原因: 指定されたインタフェースへの接続性をOS pingユーティリティを使用して確認できません。


	
処置: 指定されたインタフェースが使用可能であることを検証してください。









	 PRVF-04095: どのノードにも到達できません 
	
原因: どのノードにもOS pingコマンドを使用して到達できません。


	
処置: 指定されたノードがアクセス可能であるか確認してください。









	PRVF-04097: ノード"{0}"は到達不可能です 
	
原因: 指定されたノードにOS pingコマンドを使用して到達できません。


	
処置: 指定されたノードがアクセス可能であるか確認してください。









	 PRVF-04098: ノード"{0}"に対するユーザー等価が見つかりません 
	
原因: 指定されたノードにユーザー等価を使用してアクセスできません。


	
処置: ローカル・ノードと指定されたノードとの間にユーザー等価が設定されているか確認してください。









	 PRVF-04101: VIPに適したインタフェースのセットが見つかりませんでした 
	
原因: 仮想IP接続に適したネットワーク・インタフェース・アダプタのセットがクラスタ内に見つかりませんでした。


	
処置: ネットワーク・インタフェース・アダプタがクラスタ内の各ノードにインストールされ適切に構成されており、各インタフェースがネットワーク・ゲートウェイと通信可能であることを確認してください。









	 PRVF-04102: プライベート・インターコネクトに適したインタフェースのセットが見つかりませんでした 
	
原因: プライベート接続に適したネットワーク・インタフェース・アダプタのセットがクラスタ内に見つかりませんでした。


	
処置: ネットワーク・インタフェース・アダプタがクラスタ内の各ノードにインストールされ、RFC 1918に従って適切に構成されているか、インタフェースがパブリック・ネットワークからアクセス不可能であることを確認してください。









	PRVF-04107: ソース・ノード"{0}"はローカル・ノードから到達できません 
	
原因: 指定されたソース・ノードにOS pingコマンドを使用して到達できません。


	
処置: 指定されたソース・ノードがアクセス可能であるか確認してください。









	 PRVF-04108: ソース・ノード"{0}"のユーザー等価が見つかりません 
	
原因: 指定されたソース・ノードにユーザー等価を使用してアクセスできません。


	
処置: ローカル・ノードと指定されたソース・ノードとの間にユーザー等価が設定されているか確認してください。









	 PRVF-04112: Oracle Restartインストールを識別できません 
	
原因: Oracle Restartインストールの場所を特定できません。


	
処置: Oracle Restart環境が正しく設定されていることを確認してください。









	 PRVF-04113: ローカル・ノードからOLR整合性詳細を取得できません 
	
原因: ローカル・ノードのOLRの状態を検証できませんでした。


	
処置: コマンドocrcheck -localを使用して、ローカル・ノードのOLRの状態を確認してください。









	 PRVF-04118: ローカル・ノードからOracle Restart整合性詳細を取得できません 
	
原因: crsctl check hasを実行しようとしたときにエラーが発生したか、OHASDがオフラインであることが判明しました。


	
処置: crsctl check hasコマンドをローカル・ノードに対して使用し、Oracle Restartのステータスを確認してください。









	 PRVF-04123: 矛盾したユーザーIDがユーザー"{0}"に見つかりました 
	
原因: 指定したユーザーのユーザーIDは、すべてのノードで同じではありません。


	
処置: ユーザーのユーザーIDがすべてのノードで同じであることを確認してください。









	 PRVF-04125: "{0}"の記憶域タイプの取得に失敗しました 
	
原因: 指定した記憶域の場所が存在しないまたは無効であるか、チェックを実行するユーザーに、指定した記憶域にアクセスする権限がない可能性があります。


	
処置: 有効な既存の場所を指定し、チェックを実行するユーザーに、この場所に対する有効な読取り権限があることを確認してください。









	 PRVF-04126: 領域のチェック・コマンドの実行時にすべてのノードでグローバルな障害が発生しました 
	
原因: CVUはすべてのノードで領域のチェック・コマンドを実行しようとしましたが、完全に失敗しました。


	
処置: 指定した場所が有効な場所であり、すべてのノードで使用可能であることを確認してください。









	 PRVF-04127: OLRの場所を取得できません 
	
原因: OLRの状態を検証できませんでした。


	
処置: コマンドocrcheck -config -localを使用して、OLRのステータスを確認してください。









	PRVF-04132: UID "{1}"を持つ複数のユーザー"{0}"が"{2}"に存在します。 
	
原因: 複数のユーザーが、メッセージに指定された同じユーザーIDを持つことが判明しました。


	
処置: 2人のユーザーで同じUIDを共有していないか確認してください。









	 PRVF-04143: TCP/IPのメディア・センスがノード上で有効になっています: 
	
原因: TCP/IPのメディア・センス設定が有効になっています。


	
処置: TCP/IPのメディア・センスを無効にするには、REG_DWORDレジストリ・エントリを名前DisableDHCPMediaSenseと値1でHKEY_LOCAL_MACHINE/System/CurrentControlSet/Services/Tcpip/Parametersサブキーに追加します。変更を進める前に、Windowsレジストリをバックアップすることをお薦めします。レジストリの変更後に、システムを再起動して変更を有効にしてください。









	 PRVF-04144: TCP/IPのメディア・センス・ステータス・チェックをノードで実行できません: 
	
原因: メディア・センスのステータスを特定できませんでした。


	
処置: ノード上で、Oracleユーザーのアクセス権限でWindowsレジストリにアクセスでき、HKEY_LOCAL_MACHINE/System/CurrentControlSet/Services/Tcpip/Parametersサブ・キーの下に値1のDisableDHCPMediaSenseというREG_WORDエントリがあることを確認してください。変更を進める前に、Windowsレジストリをバックアップすることをお薦めします。レジストリの変更後に、システムを再起動して変更を有効にしてください。









	 PRVF-04145: Windowsレジストリからのレジストリ・サブ・キー'HKEY_LOCAL_MACHINE/System/CurrentControlSet/Services/Tcpip/Parameters'の読取り中にエラーが発生しました 
	
原因: Windowsレジストリ・サブ・キーHKEY_LOCAL_MACHINE/System/CurrentControlSet/Services/Tcpip/Parametersを読み取れませんでした。


	
処置: Oracleユーザーのアクセス権限でWindowsレジストリにアクセスできることを確認してください。









	 PRVF-04146: Windowsレジストリからのレジストリ・サブ・キー'HKEY_LOCAL_MACHINE/Cluster/Parameters'の読取り中にエラーが発生しました 
	
原因: Windowsレジストリ・サブ・キーHKEY_LOCAL_MACHINE/Cluster/Parametersを読み取れませんでした。


	
処置: Oracleユーザーのアクセス権限でWindowsレジストリにアクセスできることを確認してください。









	 PRVF-04147: Windowsメディア・センスのレジストリ値'DisableDHCPMediaSense'の読取り中にエラーが発生しました 
	
原因: HKEY_LOCAL_MACHINE/System/CurrentControlSet/Services/Tcpip/Parametersサブ・キーの下のWindowsレジストリ値DisableDHCPMediaSenseを読み取れませんでした。


	
処置: ノード上で、Oracleユーザーのアクセス権限でWindowsレジストリにアクセスでき、HKEY_LOCAL_MACHINE/System/CurrentControlSet/Services/Tcpip/Parametersサブ・キーの下のレジストリ値DisableDHCPMediaSenseが存在することを確認してください。









	 PRVF-04148: Windowsメディア・センスのレジストリ値'DisableClusSvcMediaSense'の読取り中にエラーが発生しました 
	
原因: HKEY_LOCAL_MACHINE/Cluster/Parametersサブ・キーの下のWindowsレジストリ値DisableClusSvcMediaSenseを読み取れませんでした。


	
処置: ノード上で、Oracleユーザーのアクセス権限でWindowsレジストリにアクセスでき、HKEY_LOCAL_MACHINE/Cluster/Parametersサブ・キーの下のレジストリ値DisableClusSvcMediaSenseが存在することを確認してください。









	 PRVF-04151: 指定したノードでの前述の記憶域の場所に対する異なるアクセス権限が見つかりました 
	
原因: 指定したパスのアクセス権限(読取り、書込み、実行)が指定したノードで異なっているか、特定できませんでした。


	
処置: アクセス権限によって、指定したすべてのノードでOracleユーザーに対してアクセスが許可されていることを確認してください。









	 PRVF-04152: 前述の記憶域の場所に対するアクセス権限では、指定したノードでのユーザー・アクセスが許可されていません 
	
原因: 指定したパスのアクセス権限(読取り、書込み、実行)では、ユーザー・アクセスが許可されていません。


	
処置: アクセス権限によって、指定したすべてのノードでOracleユーザーに対してアクセスが許可されていることを確認してください。









	 PRVF-04164: OCRの場所"{0}"のサイズが要件を満たしていません。[予想="{1}" ; 検出="{2}"] 
	
原因: OCRデバイスのサイズが要件を満たしていません。


	
処置: OCRデバイスのサイズを増やしてください。









	 PRVF-04190: ホスト構成ファイルの検証に失敗しました 
	
原因: /etc/hostsファイルに、不正な、または不完全なネットワーク・ホスト情報が含まれています。


	
処置: ノードの/etc/hostsファイルの内容を確認して、各エントリに、1つの有効なIPアドレスと指定したIPアドレスの標準ホスト名が含まれていることを確認してください。









	 PRVF-04192: ホスト・ファイルをチェックしようとしたときにエラーが検出されました 
	
原因: /etc/hostsファイルの内容を検証できませんでした。


	
処置: ノードのhostsファイルが存在すること、そのファイルに必要な権限があること、および各エントリに1つ以上のIPアドレスと、指定したIPアドレスのホスト名が含まれていることを確認してください。









	PRVF-04211: 指定したOCRの場所"{0}"はパーティションではありません 
	
原因: 指定した場所は、ディスク自体ではなくディスク・パーティションである必要があります。


	
処置: ディスク・パーティションをOCR記憶域として指定してください。









	PRVF-04212: 指定した投票ディスクの場所"{0}"はパーティションではありません 
	
原因: 指定した場所は、ディスク自体ではなくディスク・パーティションである必要があります。


	
処置: ディスク・パーティションを投票ディスクの記憶域として指定してください。









	 PRVF-04213: 次のOCRデバイス/ファイルに問題が発生しました 
	
原因: ocrcheckによって障害または警告が戻されました。デバイス/ファイルに関するメッセージがリストされています。


	
処置: ocrcheckを実行し、報告された問題を解決してください。









	 PRVF-04253: CRS整合性チェックに合格しましたが、警告が発生しました 
	
原因: CRS整合性の検証中に警告が発生しました。


	
処置: 警告を確認し、必要な場合は変更を行ってください。









	 PRVF-04309: 有効グループID"{0}"がユーザー"{2}"のプライマリ・グループID"{1}"と異なります 
	
原因: ユーザーは、ユーザーのプライマリ・グループではないグループに現在ログインしています。


	
処置: (コマンドnewgrp <primary group>を使用して)プライマリ・グループにログインしてからアプリケーションを起動してください。









	 PRVF-04314: このオペレーティング・システムにはプライマリ・グループがありません 
	
原因: プライマリ・グループのないオペレーティング・システムで、ユーザーのプライマリ・グループをチェックしようとしました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	 PRVF-04317: ユーザー"{0}"はグループ"{1}"の一部です。チェックが失敗しました 
	
原因: このチェックを実行したユーザーがルート・グループの一部であることが判明しました。


	
処置: idコマンドを使用してユーザーがルート・グループの一部であるか確認してください。usermodコマンドを使用してルート・グループからそのユーザーを削除し、再試行してください。









	 PRVF-04318: ユーザー"{0}"が"{1}"グループの一部ではないことのチェックをノード"{2}"で実行できませんでした 
	
原因: ユーザーがルート・グループの一部でないかどうかのチェック中にノード固有のエラーが発生しました。


	
処置: ノードがアクセス可能であり、コマンドを実行したノードとチェックが失敗したノードとの間にユーザー等価が存在するか確認してください。









	 PRVF-04353: ノード"{1}"でリソース"{0}"の適切な弱い制限が見つかりません[予想 = "{2}" ; 検出 = "{3}"] 
	
原因: このリソースの弱い制限は、指定されたノードでの要件を満たしていません。


	
処置: 要件を満たすようにリソース制限を変更します。









	 PRVF-04354: ノード"{1}"でリソース"{0}"の適切な強い制限が見つかりません[予想 = "{2}" ; 検出 = "{3}"] 
	
原因: このリソースの強い制限は、指定されたノードでの要件を満たしていません。


	
処置: 要件を満たすようにリソース制限を変更します。









	 PRVF-04355: ノード"{1}"で"{0}"のリソースの弱い制限のチェックに失敗しました 
	
原因: このリソースの弱い制限を特定できませんでした。


	
処置: リソース制限の構成にアクセス可能であることを確認してください。









	 PRVF-04356: ノード"{1}"で"{0}"のリソースの強い制限のチェックに失敗しました 
	
原因: このリソースの強い制限を特定できませんでした。


	
処置: リソース制限の構成にアクセス可能であることを確認してください。









	 PRVF-04363: クラスタ・ノードの永続的な構成チェックに失敗しました 
	
原因: 永続的なノードのIPアドレス構成が見つかりませんでした。


	
処置: crsctl pin cssコマンドを使用して、ノードのIPアドレス構成を永続的にしてください。詳細は、OracleドキュメントのOracle Databaseリリースのクラスタ・ノードの確保に関する項を参照してください。









	 PRVF-04528: 構成ファイル"{0}"の存在のチェックをノードで"{1}"で実行できませんでした。 
	
原因: 指定された構成ファイルの存在を検証できませんでした。


	
処置: 示されたノードに対するアクセス権があり、構成ファイルが存在することを確認してください。









	PRVF-04529: ノード"{0}"のホストGUIDが一意ではありません 
	
原因: システムGUID値が、すべてのクラスタ・ノード間で一意ではありません。


	
処置: ocrcheckを使用して、GUID値がすべてのクラスタ・ノード間で一意であることを確認してください。









	 PRVF-04530: ノードでOCFSが実行レベル3、4および5に構成されていません 
	
原因: 実行レベルのレベル3、4および5がすべてオンになるように構成されていませんでした。


	
処置: OCFSの構成をチェックし、示された実行レベルがオンになっているか確認してください。









	 PRVF-04554: ノード{1}から{0}のリソース名を取得できません。 
	
原因: 指定されたノードで、指定されたノード・アプリケーション・リソース名を識別できませんでした。


	
処置: 指定したノード・アプリケーション・リソース名が、指定したノードに対して使用可能であるか確認してください。









	 PRVF-04555: ノード・アプリケーション"{0}"はノード"{1}"に存在しません 
	
原因: 指定されたノードで、指定されたリソースを識別できませんでした。


	
処置: 指定したリソースが、指定したノードに対して使用可能であるか確認してください。









	 PRVF-04556: ノード"{1}"でノード・アプリケーション"{0}"の有無のチェックに失敗しました 
	
原因: 指定されたノードで、識別されたノード・アプリケーションの存在を検証できませんでした。


	
処置: 指定したリソースが、指定したノードで使用可能であるか確認してください。詳細は、srvctl add nodeappsを参照してください。









	 PRVF-04567: ノード"{0}"でVIPノード・アプリケーションの存在のチェックに失敗しました 
	
原因: 指定したノード上でVIPの存在を確認できませんでした。


	
処置: 失敗の原因の詳細は、付随するメッセージを参照してください。









	 PRVF-04570: ノード"{0}"でNETWORKノード・アプリケーションの存在のチェックに失敗しました 
	
原因: 指定したノード上でNETWORKノード・アプリケーションの存在を確認できませんでした。


	
処置: 失敗の原因の詳細は、付随するメッセージを参照してください。









	 PRVF-04573: ノード"{0}"でGSDノード・アプリケーションの存在のチェックに失敗しました 
	
原因: 指定したノード上でGSDノード・アプリケーションの存在を確認できませんでした。


	
処置: 失敗の原因の詳細は、付随するメッセージを参照してください。









	 PRVF-04576: ノード"{0}"でONSノード・アプリケーションの存在のチェックに失敗しました 
	
原因: 指定したノード上でONSノード・アプリケーションの存在を確認できませんでした。


	
処置: 失敗の原因の詳細は、付随するメッセージを参照してください。









	 PRVF-04578: ノード"{0}"でノード・アプリケーションの存在のチェックに失敗しました 
	
原因: 指定したノード上でノード・アプリケーションの存在を確認できませんでした。


	
処置: 失敗の原因の詳細は、付随するメッセージを参照してください。









	 PRVF-04579: ノード・アプリケーション・リソース"{1}"のコマンド"{0}"の出力の解析中にエラーが発生しました。出力: "{2}" 
	
原因: リストされたリソースに対するリストされたコマンドの出力を解析中に、エラーが発生しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRVF-04580: ノード・アプリケーションがクラスタのどのノードにも存在しません 
	
原因: ノード・アプリケーションがクラスタ・ノードで構成されていません。


	
処置: ノード・アプリケーションは、rootスクリプトが実行されたときに作成されます。コマンドsrvctl add nodeappsを使用して作成することもできます。









	 PRVF-04606: 参照ノード"{0}"のユーザー等価が見つかりません 
	
原因: ユーザー等価を使用して参照ノードにアクセスできません。


	
処置: ローカル・ノードと指定したノードとの間にユーザー等価が構成されているか確認してください。詳細は、クラスタ・メンバー・ノードでのSSHユーザー等価関係の有効化に関するドキュメントを参照してください。









	PRVF-04657: "{0}"の名前解決の設定チェック(IPアドレス: {1})に失敗しました 
	
原因: DNSを使用して定義したSCAN名と構成済の名前解決メカニズムにおいて、一貫性のないIPアドレス定義が検出されました。


	
処置: nslookupを使用してSCAN名を参照し、/etc/hostsを再構成して、/etc/nsswitch.confに構成されているとおりに、返されるIPアドレスがNISと/etc/hostsで定義された内容で矛盾がないことを確認してください。キャッシュをクリアして再起動することにより、名前サービス・キャッシュ・デーモン(/usr/sbin/nscd)をチェックしてください。









	 PRVF-04661: ノード{0}の/etc/nsswitch.confに一貫性のない''hosts:''エントリが検出されました 
	
原因: /etc/nsswitch.confファイルのhosts指定は、指定されたノードと異なります。


	
処置: hostsエントリでは、すべてのクラスタ・ノードにわたって、/etc/nsswitch.confファイルの同じ参照順序が定義されていることを確認してください。









	 PRVF-04663: /etc/nsswitch.confファイルの'hosts:'エントリの構成で問題が検出されました 
	
原因: /etc/nsswitch.confファイルのhosts指定では、名前マッピングに対して適切なIPアドレスを確保するためにnisの前にdnsが指定されている必要があります。


	
処置: クラスタ・ノード全体のhostsエントリで、nis参照の前にdns参照が定義されていることを確認してください。









	 PRVF-04664: SCAN名"{0}"に対して一貫性のない名前解決エントリが検出されました 
	
原因: nslookupユーティリティと、/etc/nsswitch.confに定義されているように構成された名前解決メカニズムで、識別されたSCAN名に対して一貫性のないIPアドレス情報が返されました。


	
処置: 名前サービス・キャッシュ・デーモン(/usr/sbin/nscd)、ドメイン名サーバー(nslookup)および/etc/hostsファイルをチェックして、SCAN名に対してIPアドレスが正しく登録されていることを確認してください。









	 PRVF-04758: lsnodesをノードで実行できませんでした 
	
原因: lsnodesの実行エラー。


	
処置: 実行可能ファイルが存在し、OSユーザーIDで実行できることを確認してください。









	 PRVF-04759: ノードでlsnodesの実行に失敗しました 
	
原因: lsnodesの実行エラー。


	
処置: 実行可能ファイル<CRSHOME>/bin/lsnodesが存在し、OSユーザーIDで実行できることを確認してください。









	 PRVF-04761: 複数のパーティションが見つかりました。クラスタは断片化されています 
	
原因: クラスタを構成するノードのリストがすべてのノードで同じであるか確認しようとしましたが、ノードごとに異なるクラスタ・ノードのリストが取得されたため、失敗しました。


	
処置: コマンドで指定されたノードがすべて同じクラスタに属しているか確認してください。すべてのノードが同じ投票ディスクを共有しているか確認してください。









	PRVF-04859: 追加するノードで場所"{0}"がアクセス可能ではありません。 
	
原因: 追加されるノードに、場所が存在しないか、作成できません。


	
処置: 追加されるノードに、場所が存在するか、作成できることを確認してください。









	PRVF-04864: パスの場所のチェックに失敗しました: "{0}" 
	
原因: 指定したパスまたはパスの親に書き込めません。


	
処置: クラスタ・ノード全体で指定した完全なパスに対するアクセスを確認してください。









	 PRVF-04866: デバイスの場所のチェックに失敗しました: "{0}" 
	
原因: 指定した場所を確認できません。


	
処置: クラスタ・ノード全体で、指定した場所がアクセス可能であることを確認してください。









	 PRVF-04868: 仮想IP (VIP) "{0}"がノード"{1}"で見つかりました 
	
原因: 識別されたVIPノード・アプリケーションが、指定したノードで見つかりました。


	
処置: 指定されたVIPノード・アプリケーションが、指定したノードから削除されます。









	 PRVF-04869: 共有OCRの場所のチェックに失敗しました 
	
原因: CRSホームの場所についてのインベントリ・ファイルの読込みの問題です。


	
処置: インベントリ・ファイルの整合性を確認してください。









	 PRVF-04950: ノード"{0}"でUniversal Storage Managerについてオペレーティング・システムのバージョン互換性をチェック中にエラーが発生しました 
	
原因: リモート・ノードでオペレーティング・システムのバージョンをチェックするリモート操作に失敗しました。


	
処置: 表示された追加のエラー・メッセージに対する処理を参照してください。









	 PRVF-04954: ノード"{1}"でACFSをインストールする場合、バージョン"{0}"はサポートされていません 
	
原因: ノードのオペレーティング・システムのバージョンは、ACFSのインストールに対して互換性がありません。


	
処置: 互換性のあるバージョンに関するドキュメントを確認し、互換性のあるバージョンをインストールしてください。









	 PRVF-05054: SCAN VIPおよびリスナー設定の検証に失敗しました 
	
原因: クラスタでSCAN、スキャン・リスナーまたはリソースを識別できませんでした。


	
処置: srvctl config scanを使用してSCAN構成を検証してください。









	PRVF-05056: スキャン・リスナー"{0}"は実行されていません 
	
原因: 識別したリスナーは実行中状態ではありませんでした。


	
処置: 識別したリスナーをsrvctl start listenerを使用して起動してください。









	PRVF-05057: リスナー"{0}"のスキャン・リスナー・ポートは他のポートと一致しません 
	
原因: 識別したリスナーに使用されているポート番号は、起動したリスナーのすべてのインスタンスで一致しませんでした。


	
処置: 識別したリスナーのすべてのポート番号が一致することを確認してください。スキャン・リソースのポート番号を調べて変更する方法の詳細は、srvctl config scanおよびsrvctl modify scanコマンドを参照してください。









	 PRVF-05059: SCAN構成の検証中にエラーが発生しました 
	
原因: SCAN情報の取得中にエラーが発生しました。


	
処置: 発生したエラーの詳細が表示された追加メッセージを確認してください。









	 PRVF-05060: SCANリスナーの処理エラー 
	
原因: SCANリスナー情報の取得中にエラーが発生しました。


	
処置: 発生したエラーの詳細が表示された追加メッセージを確認してください。









	PRVF-05061: SCAN VIP ''"{0}"''は実行されていません 
	
原因: SCAN VIPリソースは実行中状態ではありません。


	
処置: srvctl start scan -i <num>を使用してSCAN VIPリソースを起動してください。









	PRVF-05062: SCAN VIP "{0}"およびスキャン・リスナー"{1}"は実行されていません 
	
原因: SCAN VIPおよびSCANリスナー・リソースは実行中状態ではありません。


	
処置: srvctlを使用してSCAN VIPおよびSCANリスナー・リソースを起動してください。









	 PRVF-05064: SCANおよびスキャン・リスナーが正しく機能していない可能性があります 
	
原因: SCAN VIPまたはSCANリスナー(あるいはその両方)が実行中状態ではないか、リスナーに使用されているポート番号がノード間で一致しません。


	
処置: SCAN VIPまたはSCANリスナー(あるいはその両方)を起動するか、SCANリスナーに使用されているポート番号がクラスタ内のノード間で一致することを確認してください。









	 PRVF-05065: 警告: すべてのSCAN VIPおよびSCANリスナーがノード"{0}"で実行中です 
	
原因: すべてのSCAN VIPおよびSCANのリスナーが、指定したノードで実行中であることが検出されました。


	
処置: srvctl relocate scanコマンドを使用してスキャンをクラスタの異なるノードに再配置してください。









	 PRVF-05067: ノード"{1}"でSCANリスナー"{0}"のTCP接続チェックに失敗しました 
	
原因: 指定したノードから指定したSCANリスナーに接続できませんでした。


	
処置: 付随するTNSエラー・メッセージを確認し、適切に対処してください。









	 PRVF-05109: ASMの実行チェックに失敗しました。ASMは指定したすべてのノードで実行されていません 
	
原因: ASMは、指定したすべてのノードで実行されていませんでした。


	
処置: ASMが指定したすべてのノードで実行されていることを確認してください。詳細は、srvctl start asmを参照してください。









	 PRVF-05110: ASMはノードで実行されていません: "{0}" 
	
原因: ASMは、指定されたクラスタ・ノードで実行されていませんでした。


	
処置: ASMがすべてのクラスタ・ノードで実行していることを確認してください。









	 PRVF-05114: ディスク・グループのチェックに失敗しました。ディスク・グループが構成されていません 
	
原因: ASMインスタンスに対してASMディスク・グループが構成されていないことが判明しました。


	
処置: 必要なディスク・グループがASMに構成されていることを確認してください。









	 PRVF-05137: ノード"{0}"でASMステータスのチェック中にエラーが発生しました 
	
原因: 指定されたノードで実行中のASMを検証できませんでした。


	
処置: 指定したノードでASMが実行していることを確認してください。









	 PRVF-05144: ASMディスク・グループ"{0}"はノード"{1}"で使用できません 
	
原因: 示されたノードで、指定されたASMディスク・グループの存在を検証できませんでした。


	
処置: 指定したノードで、識別されたASMグループの存在を検証してください。詳細は、asmcmdを参照してください。









	PRVF-05145: ASMディスク・グループ"{0}"はすべてのノードで使用できません 
	
原因: 指定されたASMディスク・グループの存在をすべてのノードで検証できませんでした。


	
処置: クラスタ・ノードで、識別されたASMグループの存在を検証してください。









	 PRVF-05157: 投票ディスクの場所"{1}"のASMグループ"{0}"を検証できませんでした 
	
原因: 指定したASMグループが、システム上で実行中でないことが検出されました。


	
処置: ASMグループが正しく構成され、実行していること、および投票ディスクの場所が正しく構成されていることを確認してください。









	 PRVF-05174: ACFSドライバのバージョンは、ノード"{0}"のオペレーティング・システムのバージョンと互換性がありません 
	
原因: ACFSドライバのバージョンは、ノードのオペレーティング・システムのバージョンと互換性がありません。


	
処置: 互換性のあるバージョンに関するドキュメントを確認し、互換性のあるバージョンをインストールしてください。









	 PRVF-05175: ノード"{0}"でACFSドライバのバージョンの取得に失敗しました。ドライバのバージョンの互換性チェックは実行できません 
	
原因: ACFSドライバのバージョンを指定されたノードから取得できませんでした。


	
処置: ACFSドライバが各ノードにインストールされていることを確認してください。









	 PRVF-05176: ローカル・ノードでオペレーティング・システムのバージョンの取得に失敗しました。ACFSドライバのバージョンの互換性チェックは実行されません 
	
原因: ローカル・ノードのオペレーティング・システムのバージョンを特定できませんでした。


	
処置: 表示された付随するエラー・メッセージを確認し、示された問題を修正してください。









	PRVF-05177: ACFSドライバの状態オプション"{0}"の問合せ時にすべてのノードでグローバルな障害が発生しました 
	
原因: すべてのノードでACFSドライバの状態を取得できませんでした。


	
処置: このチェックを実行するユーザーに、usm_driver_stateコマンドに対する実行権限があることを確認してください。









	PRVF-05184: "{0}"の次のUdev属性のチェックに失敗しました: "{1}" 
	
原因: 指定されたデバイスに不適切な属性が見つかりました。


	
処置: デバイス属性が正しく設定されていることを確認してください。詳細は、構成可能な動的デバイス命名に関するドキュメント(udev)を参照してください。









	 PRVF-05193: 検出文字列"{0}"に一致するデバイスが見つかりません 
	
原因: テストしようとしているノードに指定したデバイスが存在しない可能性があります。


	
処置: テストしようとしているノード上の既存のデバイスに一致する正しい検出文字列を指定してください。









	 PRVF-05195: 共有デバイスが見つかりません 
	
原因: 検証に使用された検出文字列に基づいて共有記憶域が見つかりません。


	
処置: 共有記憶域チェックの失敗ごとにメッセージが表示されています。このようなメッセージごとに、そのメッセージに提案されている処理を実行してください。









	 PRVF-05196: OCRの場所の取得に失敗しました 
	
原因: OCRの場所の取得に失敗しました。これは、クラスタウェアのインストールが不適切または不完全であった、OCRの構成が不適切であった、またはOCRの場所ファイルocr.locが無効または不適切であったことが原因だと考えられます。


	
処置: クラスタウェアのインストールおよびクラスタウェアの構成が適切に完了しており、ocr.locファイルが存在してアクセス可能であることを確認してください。









	 PRVF-05197: 投票ディスクの場所の取得に失敗しました 
	
原因: 投票ディスクの場所の取得に失敗しました。これは、クラスタウェアのインストールが不適切または不完全であったか、クラスタウェアの構成が不適切であったことが原因だと考えられます。


	
処置: クラスタウェアのインストールおよびクラスタウェアの構成が適切に完了していることを確認してください。









	 PRVF-05205: GNS VIPリソースの構成チェックに失敗しました。 
	
原因: GNS VIPリソース構成情報の取得中にエラーが発生しました。


	
処置: 失敗の原因の詳細は、付随するメッセージを参照してください。









	 PRVF-05210: GNSリソースが複数ノード"{0}"で実行されています 
	
原因: GNSリソースはいつでもクラスタの1つのノードでのみ実行されている必要があります。同時に複数のノードで実行中であることが検出されました。


	
処置: srvctl stop gnsコマンドを使用して複数ノードで実行中のGNSリソースを停止し、クラスタの1つのノードでのみ実行されるようにします。









	 PRVF-05211: GNSリソースがクラスタのノードで実行されていません 
	
原因: GNSリソースはクラスタの1つのノードで実行されている必要があります。GNSリソースはいずれのノードでも実行されていませんでした。


	
処置: srvctl add gnsコマンド使用してGNSを構成できます。GNSを起動するには、srvctl start gnsコマンドを使用します。









	 PRVF-05213: GNSリソースの構成チェックに失敗しました。 
	
原因: GNSリソース構成情報の取得中にエラーが発生しました。


	
処置: 失敗の原因の詳細は、付随するメッセージを参照してください。









	 PRVF-05216: "{0}"に対する次のGNS解決IPアドレスにアクセスできません: "{1}" 
	
原因: メッセージにリストされていて、GNSで解決された完全修飾ドメイン名(FDQN)のリストされたIPアドレスにアクセスできません。


	
処置: srvctl config gnsコマンドを使用して、GNSリソースの構成が適切かどうかを確認してください。GNSが正しく構成されている場合は、ネットワーク管理者がクラスタのサブドメインに対する一連のIPアドレスを正しく指定し、ドメイン・ネーム・サーバー(DNS)がIPアドレスに対するリクエストをGNSに転送していることを確認してください。









	 PRVF-05217: "{0}"に対するIPアドレスを参照中にエラーが発生しました 
	
原因: メッセージにリストされている完全修飾ドメイン名(FDQN)をIPアドレスに変換中にエラーが発生しました。


	
処置: これらのIPアドレスのリクエストはドメイン・ネーム・サーバー(DNS)によってGNSに転送される必要があります。srvctl config gnsコマンドを使用して、GNSリソースの構成を確認してください。GNSが正しく構成されている場合は、ネットワーク管理者がクラスタのサブドメインに対する一連のIPアドレスを正しく指定し、DNSがIPアドレスに対するリクエストをGNSに転送していることを確認してください。









	PRVF-05218: "{0}"をIPアドレスに解決できませんでした 
	
原因: メッセージにリストされている完全修飾ドメイン名(FDQN)をIPアドレスに解決できませんでした。


	
処置: srvctl config gnsコマンドを使用して、GNSリソースの構成が適切かどうかを確認してください。GNSが正しく構成されている場合は、ネットワーク管理者がクラスタのサブドメインに対する一連のIPアドレスを正しく指定し、ドメイン・ネーム・サーバー(DNS)がIPアドレスに対するリクエストをGNSに転送していることを確認してください。









	 PRVF-05219: GNSリソースとGNS VIPリソースは別のノードで実行されています。GNSはノード"{1}"で実行され、GNS VIPは"{0}"で実行されています。 
	
原因: GNSリソースとGNS VIPリソースは別のノードで実行されていました。


	
処置: GNSは任意の時点でクラスタの1つのノードで実行されている必要があります。srvctl config gnsコマンドを使用して、GNSがクラスタの複数のノードで実行されていないことを確認してください。GNSが複数ノードで実行されている場合は、srvctl stop gnsコマンドを使用して1つ残してすべて停止します。









	 PRVF-05220: GNS VIPリソースがクラスタのノードで実行されていませんでした 
	
原因: GNS VIPリソースはクラスタのいずれのノードでも実行されていませんでした。


	
処置: srvctl add gnsコマンドで指定したVIP名がクラスタ・ノードのパブリック・ネットワークの1つに属する未使用のアドレスであることを確認してください。









	PRVF-05223: GNSサブドメイン名"{0}"は有効なドメイン名ではありません 
	
原因: 指定したGNSドメイン名が、有効なドメイン名ではありませんでした。


	
処置: 有効なドメイン名はアルファベットで始まり、含まれる文字は[A-Z]、[a-z]、[0-9]、「.」、「-」です。詳細は、RFC-1035を参照してください。









	PRVF-05227: GNS VIP "{0}"は有効なIPアドレスに解決されません 
	
原因: 指定したGNS VIPをIPアドレスに解決できません。


	
処置: VIP名の綴りが正しいかどうか確認してください。VIP名がDNSに登録されていることを確認してください。クラスタとDNSサーバーの間にファイアウォールがないことを確認してください。









	 PRVF-05229: クラスタウェアのインストール前にGNS VIPがアクティブになっています 
	
原因: Clusterwareインストールの前に、GNS VIPがパブリック・ネットワーク上でアクティブになっていることが検出されました。


	
処置: Clusterwareの以前のリリースをアップグレードする場合、これはエラーでありません。新規インストールの場合、GNS VIPは、Clusterwareインストールの後GNSリソースによって起動されます。GNS VIPが未使用のIPアドレスになるように構成されていることを確認してください。









	 PRVF-05230: クラスタウェアのインストール後にGNS VIPが非アクティブになっています 
	
原因: Clusterwareインストールの後、GNS VIPに接続できませんでした。


	
処置: srvctl start gnsコマンドを使用して、GNSリソースをオンラインにしてください。









	PRVF-05232: GNSサブドメインの修飾されたホスト名"{0}"はIPアドレスに解決されました 
	
原因: 指定したGNSサブドメインの修飾されたホスト名が、Clusterwareインストールの前にIPアドレスに解決されました。


	
処置: GNSサブドメインで、DNSが名前を(解決でなく)転送するように構成されていることを確認してください。









	 PRVF-05233: GNS VIP "{0}"に一致するパブリック・ネットワークがありません 
	
原因: GNS VIPサブネット番号が、ノード上のパブリック・ネットワークのいずれにも一致しませんでした。


	
処置: GNS VIPのパブリック・サブネット番号と一致するアドレスを指定してください。









	PRVF-05253: GPNPリソースのステータスを取得するために実行されたコマンド"{0}"は、すべてのノードで失敗しました 
	
原因: 表示されたコマンドを実行しようとしてすべてのノードで失敗しました。


	
処置: 現在のノードからクラスタのノードにアクセスできることを確認してください。sshを使用して、チェックを実行するユーザーに、ノードでコマンドを実行する権限があることを確認してください。









	PRVF-05254: ノード"{1}"で実行したコマンド"{0}"では、出力は生成されませんでした 
	
原因: リストされているノードで、リストされたコマンドを実行しようとして出力が生成されませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRVF-05255: GPNPリソースは次のノードでONLINEステータスではありません: {0} 
	
原因: GPNPリソースは、リストされているノードでOFFLINE状態またはUNKNOWN状態であることが検出されました。


	
処置: GPNPリソースが停止されていた場合、エラーではありません。予想される状態でない場合は、コマンドcrsctl start res ora.gpnpd -initを使用してGPNPリソースを起動してください。









	 PRVF-05256: GPNPリソースのステータスを取得するために実行されたコマンド"{0}"は、次のノードで失敗しました: {1} 
	
原因: リストされているノードで、リストされたコマンドを実行しようとして失敗しました。


	
処置: 現在のノードからリストされているノードにアクセスできることを確認してください。sshを使用して、チェックを実行するユーザーに、リストされているノードでコマンドを実行する権限があることを確認してください。









	 PRVF-05300: このノードでCRSのアクティブなバージョンの取得に失敗しました 
	
原因: CRSホームの場所を識別できませんでした。


	
処置: CRSの正しいインストールが存在することを確認してください。









	 PRVF-05301: CRSホームの検出に失敗しました 
	
原因: CRSホームを検出できませんでした。


	
処置: CRSのインストールが正常に完了し、CRSホームが正しく設定されていることを確認してください。









	 PRVF-05302: ノード"{0}"でexectaskコマンドの実行に失敗しました 
	
原因: リストされたノードに対して、指定されたコマンドを実行できませんでした。


	
処置: リストされたノードで、指定したコマンドが実行可能であるか確認してください。









	 PRVF-05305: Oracleクラスタウェアはノード"{0}"で正常ではありません 
	
原因: 指定されたノードでOracle Clusterwareにエラーが見つかりました。


	
処置: 報告されたエラーを確認して、特定された問題を解決してください。









	 PRVF-05307: Oracle Restartホームの取得に失敗しました 
	
原因: Oracle Restartホームの場所を識別できませんでした。


	
処置: Oracle Local Repository(OLR)が正しく作成されていることを確認してください。詳細は、Oracle Local Repositoryのドキュメントを参照してください。









	 PRVF-05308: OHASDは実行されていないか、ノード"{0}"で接続できませんでした 
	
原因: CRSCTLは、OHASがオンラインであることを報告しませんでした。


	
処置: 表示されたエラー情報を確認し、識別されたノードでのOHASの状態を検証してください。









	 PRVF-05311: ファイル"{0}"は存在しないか、ノード"{1}"でアクセスできません。 
	
原因: 指定されたファイルにアクセスできません。


	
処置: 指定したファイルが存在し、識別されたノードでアクセス可能であることを確認してください。









	 PRVF-05312: OHASDエントリが/etc/inittabファイルで見つかりませんでした 
	
原因: /etc/inittabファイルにrespawn:/etc/init.d/init.ohasd行が見つかりませんでした。


	
処置: OHASD環境が正しく設定されていることを確認してください。









	 PRVF-05313: ノード"{0}"上の/etc/inittabファイルでのOHASDエントリの検索に失敗しました 
	
原因: /etc/inittabのOHASD情報の検索中にエラーが発生しました。


	
処置: OHASD環境が正しく設定されており、指定したノードの/etc/inittabがアクセス可能であることを確認してください。









	 PRVF-05314: ローカル・ノードにインストールされているCRSまたはOracle Restartが見つかりませんでした 
	
原因: ローカル・ノードからCRSまたはOracle Restartのインストールを検出できませんでした。


	
処置: CRSまたはOracle Restartのインストールが正常に完了し、CRSまたはOracle Restartのホームが正しく設定されていることを確認してください。









	 PRVF-05316: ノード"{0}"にインストールされているCRSのバージョンの取得に失敗しました 
	
原因: CRSホームの場所を識別できませんでした。


	
処置: 識別したノードでCRSのインストールを検証してください。









	 PRVF-05317: クラスタウェアは現在次のバージョンまでアップグレード中です: "{0}"。次のノードはアップグレードされておらず、クラスタウェアの次のバージョンで実行されています: "{1}"。"{2}" 
	
原因: CRSの整合性により、Oracle Clusterwareスタックが部分的にアップグレードされていることが検出された可能性があります。


	
処置: 警告を確認し、必要な場合は変更を行ってください。Oracle Clusterwareスタックの部分的なアップグレードが警告の原因である場合、アップグレードを続行して完了してください。









	 PRVF-05318: ローカル・ノードにOracle Restartが構成されていないことが判明しました 
	
原因: 指定したノードでOracle Restartの構成を見つけることができませんでした。


	
処置: Oracle Restartのインストールが正常に完了し、Oracle Restartホームが正しく設定されていることを確認してください。









	 PRVF-05319: Oracle Cluster Synchronization Servicesはオンラインではないようです。 
	
原因: Oracle Cluster Synchronization Servicesのステータスの検証中にエラーが発生しました。


	
処置: crsctl check clusterを使用して、Oracle Cluster Synchronization Servicesの状態を検証してください。









	 PRVF-05321: CRSまたはOracle Restartホームの取得に失敗しました 
	
原因: CRSまたはOracle Restartホームを検出できませんでした。


	
処置: CRSまたはOracle Restartのインストールが正常に完了し、CRSまたはOracle Restartのホームが正しく設定されていることを確認してください。









	 PRVF-05322: CRSホーム"{0}"のCRSユーザー名の取得に失敗しました 
	
原因: CRSホームからClusterwareの所有者情報を入手できませんでした。


	
処置: CVUチェックを実行しているユーザーが、CRSまたはOracle Restartホームの読取り権限を持っていることを確認してください。









	 PRVF-05323: ファイル"{0}"の情報の取得に失敗しました 
	
原因: ファイルの情報の読込みに失敗しました。


	
処置: CVUチェックを実行しているユーザーがファイルの読取り権限を持っていて、指定したパスにファイルが存在することを確認してください。









	 PRVF-05324: ノード"{0}"にインストールされているCRSが見つかりませんでした 
	
原因: 指定したノードでCRSインストールを見つけることができませんでした。


	
処置: CRSのインストールが正常に完了し、CRSホームが正しく設定されていることを確認してください。









	 PRVF-05325: Oracle Restartのリリース・バージョンの取得に失敗しました 
	
原因: Oracle Restartのリリース・バージョンを取得できませんでした。


	
処置: Oracle Restartのインストールが正常に完了したことを確認してください。









	 PRVF-05401: ネットワーク・タイム・プロトコル(NTP)を使用したクロック同期のチェックに失敗しました 
	
原因: 1つ以上のクロック同期のチェックに失敗しました。


	
処置: 表示された他の障害メッセージと関連付け、これらの障害を修正してください。









	 PRVF-05402: 警告: ノード"{1}"でNTP構成ファイル"{0}"が見つかりませんでした 
	
原因: ノードでNTPが構成されていないか、指定されたものとは異なる構成ファイルを使用してNTPが構成されている可能性があります。


	
処置: ノードでNTPが構成されていない場合、NTPを構成してください。詳細は、NTPベンダーのドキュメントを参照してください。









	 PRVF-05403: ノード"{1}"でNTP構成ファイル"{0}"の有無をチェックする操作が失敗しました 
	
原因: 示されたノードでNTP構成ファイルのチェックの操作が失敗しました。失敗の原因としては、構成ファイルの不適切な権限、ノードの通信エラー、ノード上のリモート実行バイナリの欠落またはアクセス不能などが考えられます。


	
処置: このメッセージに続くエラー・メッセージを確認し、指定された問題を修正してください。









	PRVF-05405: NTP構成ファイル"{0}"はすべてのノードに存在しません 
	
原因: 指定したノードで、指定した構成ファイルは使用不可能またはアクセス不可能でした。


	
処置: 時間同期にNTPを使用する場合、ベンダーのNTPドキュメントに説明されているように、このファイルを作成して構成を設定します。時間同期にCTSSを使用する場合は、クラスタ内のすべてのノードでNTP構成をアンインストールする必要があります。『Oracle Database 2日でReal Application Clustersガイド』のクラスタの準備に関する項を参照してください。









	 PRVF-05406: NTP構成ファイルのチェックに失敗しました 
	
原因: 1つ以上のノードで構成ファイルの有無のチェックに失敗しました。


	
処置: 関連するエラー・メッセージを参照し、これらを修正してください。









	 PRVF-05408: NTPタイム・サーバー"{0}"は、次のノード"{1}"でのみ共通です 
	
原因: クラスタ内の1つ以上のノードが、指定したNTPタイム・サーバーと同期しません。


	
処置: クロック同期のチェックを正常に行うには、少なくとも1つの共通NTPタイム・サーバーが必要です。NTPタイム・サーバーが存在しない場合、クラスタ内のすべてのノードを再構成し、少なくとも1つの共通NTPタイム・サーバーと同期化してください。









	 PRVF-05410: 共通NTPタイム・サーバーのチェックに失敗しました 
	
原因: NTP問合せコマンドの結果、クラスタ内のすべてのノード間に共通タイム・サーバーがないことが判明しました。


	
処置: クロック同期のチェックを正常に行うには、少なくとも1つの共通NTPタイム・サーバーが必要です。クラスタ内のすべてのノードを再構成し、少なくとも1つの共通NTPタイム・サーバーと同期化してください。時間同期にCTSSを使用する場合は、クラスタ内のすべてのノードでNTP構成をアンインストールする必要があります。『Oracle Database 2日でReal Application Clustersガイド』のクラスタの準備に関する項を参照してください。









	 PRVF-05411: NTPデーモンが実行されているすべてのノードでNTPデーモンの問合せに失敗しました 
	
原因: ntpqコマンドを検出できなかったため、クラスタのすべてのノードでNTPデーモンの問合せに失敗しました。


	
処置: NTP問合せコマンドntpqをすべてのノードで使用できることを確認し、CVUチェックを実行するユーザーに実行権限があることを確認してください。









	 PRVF-05413: ノード"{0}"には、NTPタイム・サーバー"{3}"の{2}の許容制限を超える{1}の時間オフセットがあります 
	
原因: 指定したNTPタイム・サーバーと特定のノード・クロックとの時間オフセットは許容制限を超えています。これは、クロック・ドリフトが原因か、タイム・サーバーが正しく機能していないことが原因だと考えられます。


	
処置: タイム・サーバーが正しく機能していることを確認し、正しく機能している場合、オフセットが制限内に収まるようにシステム・クロックを調整してください。









	 PRVF-05414: すべてのノードでNTP構成ファイルのチェックに失敗しました。NTPテストはこれ以上続行できません 
	
原因: すべてのノードで構成ファイルの有無のチェックに失敗しました。


	
処置: 各ノードに表示された個々のエラー・メッセージと全体的な結果に関するメッセージを確認し、適切な処置を実行してください。









	 PRVF-05415: NTPデーモンまたはサービスが実行されているかどうか確認するチェックに失敗しました 
	
原因: クラスタのノードでNTPデーモンが実行されているかどうかをチェックしようとして失敗しました。


	
処置: チェックに失敗したノードに付随するエラー・メッセージを参照し、問題を修正してください。時間同期にCTSSを使用する場合は、クラスタ内のすべてのノードでNTP構成をアンインストールする必要があります。『Oracle Database 2日でReal Application Clustersガイド』のクラスタの準備に関する項を参照してください。









	 PRVF-05416: すべてのノードでNTPデーモンの問合せに失敗しました 
	
原因: ntpqコマンドを使用したNTPデーモンの問合せにすべてのノードで失敗しました。


	
処置: NTP問合せコマンドntpqをすべてのノードで使用できることを確認し、CVUチェックを実行するユーザーに実行権限があることを確認してください。









	 PRVF-05421: NTP構成ファイルのチェックは次のノードで失敗しました: 
	
原因: NTPがリストされているノードで構成されていなかったため、これらのノードでNTP構成ファイルの有無のチェックに失敗しました。


	
処置: クラスタのノード全体で時間同期にNTPを使用する場合、すべてのノードでNTPを構成してください。時間同期にCTSSを使用する場合は、クラスタ内のすべてのノードでNTP構成をアンインストールする必要があります。『Oracle Database 2日でReal Application Clustersガイド』のクラスタの準備に関する項を参照してください。









	 PRVF-05424: クロック時間オフセットのチェックに失敗しました 
	
原因: 任意のタイム・サーバーについてクラスタ内のすべてのノードのオフセットが制限内ではありません。


	
処置: 表示された個々のメッセージを確認し、示された問題を修正してください。









	 PRVF-05428: ネットワーク・タイム・プロトコル(NTP)構成ファイルがどのノードにも見つかりません。クラスタ・ノードでの時刻同期化にはNTPのかわりにOracle Cluster Time Synchronization Service (CTSS)を使用できます 
	
原因: NTPがクラスタ・ノードで構成されていません。


	
処置: システム管理者がクラスタのクロック同期にOracle Cluster Time Synchronization Service(CTSS)を意図的に使用する場合、エラーではありません。そうでない場合は、NTPベンダーのドキュメントに従ってクラスタのすべてのノードでNTPをインストールしてください。









	 PRVF-05430: 投票ディスクの場所を3箇所用意するというOracleの推奨を投票ディスク構成が満たしていません 
	
原因: 高可用性を維持するために、投票ディスクの場所を少なくとも3箇所用意することをお薦めします。


	
処置: 投票ディスクを3つ用意するというOracleの推奨を満たすために投票ディスクの場所を追加してください。









	 PRVF-05431: Oracleクラスタ投票ディスク構成のチェックに失敗しました 
	
原因: 投票ディスク構成がOracleの推奨を満たしていません。


	
処置: クラスタウェアおよび投票ディスク構成を確認してください。









	 PRVF-05433: 現在の投票ディスクは危険性の高い状態にあります 
	
原因: 現在の投票ディスクの場所は、1つのディスクの場所が失われるとクラスタに障害が発生しやすい状況にあります。


	
処置: 投票ディスクの場所を追加するか、既存の場所をオンラインにし、1つの投票ディスクの場所が失われるリスクを軽減してください。









	 PRVF-05434: 現在のCRSソフトウェアのバージョンを特定できません 
	
原因: CRSCTLからCRSバージョンを取得できません。


	
処置: 確認対象のノードでCRSCTLにアクセスできることを確認してください。









	 PRVF-05435: 投票ディスク構成がOracleの推奨を満たしていません 
	
原因: 高可用性を維持するために、投票ディスクの場所を3箇所以上用意することをお薦めします。


	
処置: 追加投票ディスクの場所を追加してください。









	 PRVF-05436: 1つ以上のノードで実行されているNTPデーモンに、slewオプション"{0}"がありません 
	
原因: 1つ以上のノードのNTPデーモンでslewオプションが欠けています。


	
処置: 次のようにslewオプションを設定した後、NTPデーモンを停止し再起動してください: Linuxの場合、/etc/sysconfig/ntpdを編集し、コマンドライン・オプションに-xを追加します。SUSE Linuxの場合、/etc/sysconfig/ntpを編集し、-xをOPTIONS変数に追加します。AIXの場合、/etc/rc.tcpipを編集し、-xをコマンドライン・オプションに追加します。HP-UXの場合、/etc/rc.config.d/netdaemonsを編集し、-xをコマンドライン・オプションに追加します。Solarisリリース10またはそれ以前の場合は/etc/inet/ntp.confを編集し、slewalways yesおよびdisable pllをファイルに追加してください。Solarisリリース11およびそれ以降の場合は、ルート・ユーザーとしてログオンし、次のコマンド/usr/sbin/svccfg -s svc:/network/ntp:default setprop config/slew_always = trueを発行して設定を変更し、その後でsvcadm refresh svc:/network/ntp:defaultを発行してサービスをリフレッシュします。









	 PRVF-05439: ノード"{1}"のNTPデーモンでslewオプション"{0}"が設定されていません 
	
原因: 指定したノードのNTPデーモンでは、slewオプションが設定されていません。


	
処置: slewオプションを設定してNTPデーモンをシャットダウンし、再起動してください。各事例で、ntpdコマンドライン・オプションに-xを追加してください。









	 PRVF-05440: NTPデーモンのslewオプション"{0}"のチェックをノード "{1}"で実行できませんでした 
	
原因: NTPデーモンのコマンドライン・オプションを取得しようとして失敗しました。


	
処置: NTPデーモンがノードで実行されていることを確認してください。また、このメッセージに付随するその他のメッセージを確認してください。









	 PRVF-05442: すべてのノードでNTPデーモンのコマンド・ラインを取得できませんでした 
	
原因: NTPデーモンのコマンドライン・オプションを取得しようとしましたが、すべてのノードで失敗しました。


	
処置: NTPデーモンがすべてのノードで実行されていることを確認してください。クラスタのすべてのノードでslewオプションが設定されていることを確認してください。









	 PRVF-05447: Oracleクラスタ投票ディスク構成の共有状態を確認できませんでした 
	
原因: CRSがインストールされているノードのリストを入手できませんでした。


	
処置: Clusterwareが起動しており実行中であること、および投票ディスクの構成を確認してください。









	PRVF-05448: 投票ディスクの場所"{0}"がクラスタ・ノード間で共有されていません 
	
原因: 指定した投票ディスクの場所が、すべてのクラスタ・ノードにわたって共有されていません。


	
処置: 投票ディスク構成を確認し、すべての投票ディスクの場所がすべてのクラスタ・ノードにわたって共有されており、同じ記憶域タイプであることを確認してください。









	PRVF-05449: 投票ディスクの場所"{0}"のチェックは次のノードで失敗しました: 
	
原因: 識別されたノードで、指定した投票ディスク場所にアクセスできません。


	
処置: 示された場所の所有者、グループおよび権限設定を確認してください。









	 PRVF-05450: 制約タイプが一致しません 
	
原因: 指定した制約は領域チェックとは関係ありません。


	
処置: 領域制約データが整形式であり、制約XMLで一貫していることを確認してください。









	 PRVF-05451: キー・データ"{0}"が欠落しています 
	
原因: 制約チェックに必要なデータが欠落しています。


	
処置: 領域制約データが制約XMLに正しく指定されていることを確認してください。









	 PRVF-05452: キー参照データ"{0}"が欠落しています 
	
原因: 制約チェックに必要な参照データが欠落しています。


	
処置: 「以上」比較の場合、参照データが必要です。領域制約チェック参照データが制約XMLに正しく指定されていることを確認してください。









	 PRVF-05453: "{0}"に設定されているデータが無効です、予想: "{1}"、検出: "{2}" 
	
原因: 実行しようとしている領域制約チェックに指定したデータが無効です。


	
処置: メッセージに示された値を使用して、正しいデータが指定されていることを確認してください。









	 PRVF-05454: "{1}"では修飾子"{0}"はサポートされていません 
	
原因: メッセージに示されるクラスでは、指定した修飾子はサポートされていません。


	
処置: 正しい修飾子が指定されていることを確認してください。









	 PRVF-05455: 無効な制約は適用できません 
	
原因: 指定した制約は無効です。


	
処置: 正しい制約を指定してください。









	 PRVF-05456: 無効な制約です。互換性チェックを続行できません 
	
原因: 指定した制約は無効です。


	
処置: 互換性チェックの正しい制約を指定してください。









	 PRVF-05461: 内部変数"{0}"の無効な設定が見つかりました 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 PRVF-05470: 1つ以上のノードのNTPデーモンのブート時構成(ファイル"{0}")で、slewオプション"{1}"がありません 
	
原因: 1つ以上のノードのNTPデーモン・ブート時構成にslewオプションがありませんでした。


	
処置: リストされているファイルでslewオプションが指定されていることを確認してください。このチェックに失敗したノードのリストについては、付随するエラー・メッセージを確認してください。









	 PRVF-05472: ノード"{1}"のNTPデーモンのブート時構成にslewオプション"{0}"が設定されていません。 
	
原因: 指定したノードのNTPデーモンのブート時構成には、slewオプションが設定されていません。


	
処置: NTPデーモンのブート時構成ファイルは、このメッセージに付随するメッセージにリストされています。slewオプションが構成ファイルに設定されていることを確認してください。NTPデーモンのslewオプションの詳細は、NTPデーモンのメイン・ページを参照してください。









	 PRVF-05473: NTPデーモンのブート時構成のチェックがノード"{0}"で実行できませんでした 
	
原因: 指定したノードでNTPデーモンのブート時構成ファイルを取得しようとして失敗しました。


	
処置: NTPデーモンがノードで構成されており、ノードのブート時にNTPデーモンが起動されることを確認してください。このチェックを実行するユーザーに、指定した構成ファイルへのアクセス権限があることを確認してください。また、このメッセージに付随するその他のメッセージを確認してください。









	 PRVF-05475: NTPデーモンのブート時構成をすべてのノードで取得できませんでした 
	
原因: NTPデーモンのコマンドライン・オプションを取得しようとしましたが、すべてのノードで失敗しました。


	
処置: NTPデーモンがすべてのノードで実行されていることを確認してください。クラスタのすべてのノードでslewオプションが設定されていることを確認してください。









	 PRVF-05478: TZ値がノード"{1}"の構成ファイル"{0}"にありません。 
	
原因: タイム・ゾーン値が、指定した構成ファイルに存在しません。


	
処置: 示されたノード上で、指定した構成ファイルに適切なタイム・ゾーン値を入力してください。









	 PRVF-05479: タイムゾーンがすべてのクラスタ・ノードで同じではありません。 
	
原因: ノード間で異なるタイムゾーン設定があります。


	
処置: タイムゾーンがすべてのノードで同じであることを確認してください。









	 PRVF-05486: 指定されたノードのNTPデーモンがUDPポート123を使用していません 
	
原因: UDP用のポート123が、NTPデーモンまたはサービスのためにオープンされていません。


	
処置: UNIXの場合は、/etc/servicesファイルを適切に編集してください。









	 PRVF-05492: 警告: ノード"{0}"で実行されているNTPデーモンまたはサービスが見つかりませんでした。 
	
原因: NTPデーモンが中断されているか、シャットダウンしたか、インストールされていない可能性があります。


	
処置: 示されたノード上でNTPデーモンを再起動するか、必要に応じてインストールしてください。









	 PRVF-05493: ノード"{0}"でNTPデーモンまたはサービスの有無をチェックする操作が失敗しました。 
	
原因: 示されたノードでNTPデーモンまたはサービスのチェックの操作が失敗しました。失敗の原因としては、不適切な設定、ノードの通信エラー、ノード上のリモート実行バイナリの欠落またはアクセス不能などが考えられます。


	
処置: このメッセージに続くエラー・メッセージを確認し、指定された問題を修正してください。









	 PRVF-05494: NTPデーモンまたはサービスが全ノードで動作していませんでした 
	
原因: NTPデーモンが全ノードで動作していませんでした。


	
処置: このメッセージの後、示された各ノード上でntpのステータスを調べ、デーモンを再起動するか、必要に応じてNTPソフトウェアをインストールしてください。









	 PRVF-05495: NTPデーモンまたはサービスのステータスのチェックが一部のノードで失敗しました 
	
原因: NTPデーモンがアクセス不能であったか、チェックでなんらかの不明な失敗が発生しました。失敗の原因としては、不適切な設定、ノードの通信エラー、ノード上のリモート実行バイナリの欠落またはアクセス不能などが考えられます。


	
処置: このメッセージに続くエラーを確認し、示されたノードで問題を修正してください。









	 PRVF-05498: ノード"{1}"にタイムゾーン・ファイル"{0}"がありません。 
	
原因: 示されたタイムゾーン・ファイルのチェックで、表示されたノードにファイルがありませんでした。


	
処置: オペレーティング・システムに対応するタイムゾーン・パッチを再インストールすることによって、示されたノード上でファイルを復元してください。









	 PRVF-05499: 複数のNTPデーモンまたはサービスがクラスタの様々なノードで実行中です 
	
原因: NTPデーモンまたはサービスがクラスタのノード上で実行されていたかどうか確認しようとしましたが、1つ以上のNTPデーモンまたはサービスがアクティブでした。


	
処置: 付随するメッセージに、NTPデーモンまたはサービス名と、それが実行されているノードがリストされます。どの時刻でもクラスタのすべてのノードで1つの時刻同期サービスだけがアクティブになるように、他の時刻同期サービスをシャットダウンしてください。









	PRVF-05501: ユーザー"{0}"は現在、ユーザーのプライマリ・グループではないグループ"{1}"にログインしています 
	
原因: ユーザーは、ユーザーのプライマリ・グループではないグループに現在ログインしています。


	
処置: (コマンドnewgrp <primary group>を使用して)プライマリ・グループにログインしてからアプリケーションを起動してください。









	 PRVF-05502: 現行のグループIDのチェックを実行できません 
	
原因: 現行のグループIDがプライマリ・グループIDと一致しているかチェックしようとして失敗しました。


	
処置: 表示された付随するエラー・メッセージを確認し、示された問題を修正してください。









	 PRVF-05505: ノード"{0}"のNTPデーモンがUDPポート123を使用していません 
	
原因: UDP用のポート123が、NTPデーモンまたはサービスにより使用されていませんでした。


	
処置: UNIXの場合は、/etc/servicesファイルを適切に編集してください。









	 PRVF-05506: NTPデーモンまたはサービスで使用しているUDPポート123のチェックをノード"{0}"で実行できませんでした 
	
原因: NTPデーモンまたはサービスによって使用されているUDPポート123を確認できませんでした。


	
処置: 表示された付随するエラー・メッセージを確認し、示された問題を修正してください。









	 PRVF-05507: NTPデーモンまたはサービスはどのノードでも実行されていませんが、NTP構成ファイルが次のノードに存在します: 
	
原因: NTPデーモンまたはサービスは実行されていませんでしたが、1つ以上のノードで構成ファイルが検出されました。


	
処置: 時間同期にCTSSを使用する場合は、クラスタ内のすべてのノードでNTP構成をアンインストールする必要があります。









	 PRVF-05508: NTPデーモンまたはサービスが実行されていない、少なくとも1つのノードにNTP構成ファイルが存在します。 
	
原因: NTPデーモンまたはサービスが実行されていない1つ以上のノードで、NTP構成ファイルが検出されました。


	
処置: クラスタのすべてのノード上でNTP構成をアンインストールする必要があります。









	 PRVF-05555: ノードの自動マウント機能は無効です: 
	
原因: 新しいボリュームの自動マウント機能が無効です。


	
処置: 新しいボリュームの自動マウント機能を有効にするには、mountvol /e、またはdiskpartユーティリティのautomount enableコマンドを使用してください。自動マウント機能の有効化に関する変更を有効にするには、システムを再起動してください。









	 PRVF-05556: ノード"{0}"の自動マウント機能は無効です 
	
原因: 指定したノードで新しいボリュームの自動マウント機能が無効です。


	
処置: 新しいボリュームの自動マウント機能を有効にするには、mountvol /e、またはdiskpartユーティリティのautomount enableコマンドを使用してください。自動マウント機能の有効化に関する変更を有効にするには、システムを再起動してください。









	 PRVF-05557: ノード"{1}"のWindowsレジストリからレジストリ・サブキー"{0}"の読取り中にエラーが発生しました 
	
原因: 指定したノードでWindowsレジストリ・サブキーHKEY_LOCAL_MACHINE\\System\\CurrentControlSet\\Services\\MountMgrを読み取ることができませんでした。


	
処置: 指定したサブキーがレジストリに存在し、Oracleユーザーのアクセス権限でWindowsレジストリにアクセスできることを確認してください。レジストリを変更した後に変更を有効にするには、システムを再起動してください。









	 PRVF-05558: 自動マウント機能のステータスのチェックをノードで実行できません: 
	
原因: Windowsレジストリ・サブキーHKEY_LOCAL_MACHINE\\System\\CurrentControlSet\\Services\\MountMgrを読み取ることができませんでした。


	
処置: 指定したサブキーがレジストリに存在し、Oracleユーザーのアクセス権限でWindowsレジストリにアクセスできることを確認してください。レジストリを変更した後に変更を有効にするには、システムを再起動してください。









	 PRVF-05559: 自動マウントのステータス検証の実行に失敗しました。 
	
原因: 自動マウント機能に関する情報の取得中にエラーが発生しました。


	
処置: 付随するメッセージを確認し、適切に対応してください。









	 PRVF-05600: ノード"{0}"で、ファイル"{1}"の次の行は正しい形式でないために解析できませんでした: {2} 
	
原因: 示されたノードのファイルresolv.confの示された位置で無効な行が見つかりました。


	
処置: 示されたエラーを訂正してください。UNIXの場合、ファイルresolv.confの一般的な書式は、「<キーワード> <値>」です。詳細は、resolv.confのmanページを参照してください。









	 PRVF-05603: ノード上のファイル"{0}"に''domain''エントリが存在しません: "{1}" 
	
原因: 示されたノードのresolv.confファイルにdomainが存在しませんでした。他のノードでは存在します。


	
処置: すべてのノード上の指定したファイルを確認してください。すべてのノードでdomainエントリが定義されるか、どのノードでも定義されないようにしてください。









	PRVF-05604: ノード"{1}"のファイル"{0}"の'domain'エントリは"{2}"であり、参照ノードとは異なります 
	
原因: 指定したノード上のdomainエントリが、上で指定した参照ノードのdomainオプションと同じでありませんでした。


	
処置: クラスタのすべてのノードが、指定したファイル内に同じdomainエントリを持つことを確認してください。









	 PRVF-05605: ファイル"{0}"は次のノードに存在しません: {1} 
	
原因: 指定したファイルが、リストされたノードには存在しないが、他のノードには存在します。


	
処置: ファイルがすべてのノードに存在するか、どのノードにも存在しないようにしてください。









	 PRVF-05607: 次のノードのファイル"{0}"には"{1}"個を超える''nameserver''エントリがあります: {2} 
	
原因: 指定したファイルに、可能な数より多くのnameserverエントリがありました。


	
処置: 指定したノードで、nameserverエントリの数を可能な数まで減らしてください。









	 PRVF-05608: 次のノードのファイル"{0}"に複数の''attempts''エントリがあります: {1} 
	
原因: 指定したノードで、複数のoption attempts:エントリが検出されました。


	
処置: 指定したファイルに、option attempts:エントリは1つだけ存在するようにしてください。









	 PRVF-05609: 次のノードでは、ファイル"{0}"に複数の''domain''エントリが定義されています: {1} 
	
原因: 指定したノードの指定したファイルで、複数のdomainエントリが定義されています。


	
処置: 指定したファイルに、domainエントリが1つだけ存在するようにしてください。









	 PRVF-05610: 次のノードのファイル"{0}"に、複数の''search''エントリがあります: {1} 
	
原因: 指定したノードの指定したファイルで、複数のsearchエントリが検出されました。


	
処置: 指定したファイルに、searchエントリは1つだけ存在するようにしてください。同じsearchエントリに複数のドメインをリストできます。









	 PRVF-05613: ノード上のファイル"{0}"に''nameserver''エントリが存在しません: "{1}" 
	
原因: 示されたノードにnameserverエントリが存在しませんでした。他のノードでは存在します。


	
処置: すべてのノード上の指定したファイルを確認してください。すべてのノードでnameserverエントリが定義されるか、どのノードでも定義されないようにしてください。









	PRVF-05614: ノード"{1}"のファイル"{0}"の''nameserver''エントリは"{2}"であり、参照ノードとは異なります 
	
原因: 指定したノード上のnameserverエントリが、上で指定した参照ノードのnameserverオプションと同じでありませんでした。


	
処置: クラスタのすべてのノードが、指定したファイル内に同じnameserverエントリを持つことを確認してください。









	 PRVF-05622: ノード: "{1}"のファイル"{0}"に''search''エントリが存在しません 
	
原因: 示されたノードにsearchエントリが存在しませんでした。他のノードでは存在します。


	
処置: すべてのノード上の指定したファイルを確認してください。すべてのノードでsearchエントリが定義されるか、どのノードでも定義されないようにしてください。









	PRVF-05623: ノード"{1}"のファイル"{0}"の''search''エントリは"{2}"であり、参照ノードとは異なります 
	
原因: 指定したノード上のsearchエントリが、上で指定した参照ノードのsearchオプションと同じでありませんでした。


	
処置: クラスタのすべてのノードが、指定したファイル内に同じsearchエントリを持つことを確認してください。









	 PRVF-05629: ノード{1}からローカル・スクラッチ領域にコピーされたファイル"{0}"を読み取れません 
	
原因: 指定したファイルの読込み中にエラーが発生しました。


	
処置: CV_DESTLOC領域が別のプロセスによって使用されていなかったことを確認してください。CV_DESTLOCが十分な権限を持っていることを確認してください。また、このメッセージに付随するその他のメッセージで詳細を確認してください。









	 PRVF-05636: 次のノードでアクセスできないノードのDNSレスポンス時間が"{0}"ミリ秒を超えました: {1} 
	
原因: 接続できないノードのDNSレスポンス時間が、指定したノードで指定した値を上回りました。


	
処置: ファイルresolv.confの、options timeout、options attemptsおよびnameserverエントリが適切であることを確認してください。HPUX上では、これらのエントリは、retrans、retryおよびnameserverの各エントリになります。Solarisでは、options retrans、options retryおよびnameserverの各エントリになります。DNSサーバーが、不明のホスト名の参照時に、指定時間内に名前参照要求を返送したことを確認してください。









	 PRVF-05637: 次のノードでDNSレスポンス時間をチェックできませんでした: {0} 
	
原因: 指定したノードで、接続できないノードのDNSレスポンス時間を確認できませんでした。


	
処置: リストされたノードにnslookupコマンドが存在し、CVUチェックを実行しているユーザーに、それを実行する権限があることを確認してください。









	 PRVF-05640: ''search''エントリと''domain''エントリの両方が次のノードのファイル"{0}"に存在します: {1} 
	
原因: searchとdomainの両エントリが、指定したノードのresolv.confファイルに検出されました。


	
処置: これらのエントリの1つのみがresolv.confファイルに存在することを確認してください。resolv.confではエントリsearchを使用することをお薦めします。









	 PRVF-05642: ディレクトリ"{0}"を作成できません 
	
原因: ローカル・ノードに指定したディレクトリを作成できませんでした。


	
処置: CVUを実行しているユーザーが、指定したディレクトリで読み書き権限を持っていることを確認するか、CV_DESTLOC環境変数を使用して、ユーザーが書込み権限を持っている別の作業領域を指定してください。









	 PRVF-05643: ディレクトリ"{0}"からファイルを削除できません 
	
原因: 指定したディレクトリからファイルを削除できませんでした。


	
処置: CVUを実行しているユーザーが、指定したディレクトリで読み書き権限を持っていることを確認するか、CV_DESTLOC環境変数を使用して、このチェックを実行しているユーザーが書込み権限を持っている別の作業領域を指定してください。









	 PRVF-05704: ポート{0}でリスニングしているDHCPサーバーがパブリック・ネットワークに検出されませんでした 
	
原因: 指定したポート上で送信されたDHCP検出パケットに対して応答が受信されませんでした。


	
処置: ネットワーク管理者に連絡して、DHCPサーバーがネットワークに存在することを確認してください。DHCPサーバーが異なるポートをリスニングしている場合は、-portオプションを使用してそのポートを指定します。









	 PRVF-05707: DHCPサーバーは、十分な数のIPアドレスを提供できませんでした(必要な数は"{1}"、提供された数は"{0}") 
	
原因: DHCPサーバーが、十分な数のIPアドレスを指定することができませんでした。


	
処置: 各ノードVIPごとに1つのIPが必要です。SCAN VIPには、3つのIPアドレスが必要です。指定された各アプリケーションVIPごとに1つのIPアドレスが必要です。上のメッセージで指定されたたポートでリスニングしているDHCPサーバーが、十分な数のIPアドレスを提供できることを確認してください。









	 PRVF-05711: DHCPサーバーのレスポンス時間を測定できませんでした 
	
原因: crsctl discoverコマンドを使用して、DHCPサーバーのレスポンス時間を測定できませんでした。


	
処置: 詳細は、このメッセージに付随するメッセージを参照してください。









	PRVF-05712: 警告: {0}秒のDHCPサーバー・レスポンス時間は、VIPリソースのSCRIPT_TIMEOUT属性である{1}秒を超えています 
	
原因: DHCPリースの入手に、VIPリソースのSCRIPT_TIMEOUT属性より多くの時間がかかりました。


	
処置: このチェックはネットワーク負荷に左右されるため、毎回、結果が異なることがあります。DHCPサーバーおよびネットワークが過負荷になっていないことを確認してください。SCRIPT_TIMEOUT値を大きくすることも考慮してください。









	PRVF-05713: ノード"{1}"で実行したコマンド"{0}"では、出力は生成されませんでした 
	
原因: リストされているノードで、リストされたコマンドを実行しようとして出力が生成されませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRVF-05714: コマンド"{0}"の出力の解析中にエラーが発生しました。出力: "{1}" 
	
原因: リストされたコマンドの出力を解析できませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRVF-05715: ネットワーク・インタフェース"{0}"に割り当てられているIPアドレスの数は、推奨値を超えています(推奨は{1}、実際は{2}) 
	
原因: 指定したインタフェースに割り当てられたIPアドレスが多すぎました。


	
処置: 必要でないIPアドレスがある場合、オペレーティング・システム固有の方法で停止してください。このノード上で実行されているリソースが多すぎる場合は、srvctl relocateコマンドを使用してクラスタの他のノードに再配置してください。









	 PRVF-05716: ローカル・ノードでネットワーク・インタフェースの詳細を取得できません 
	
原因: ローカル・ノード上のネットワーク・インタフェースの詳細を入手できませんでした。


	
処置: CVUを実行しているユーザーが、ノード上のネットワーク・インタフェースを問い合せる権限を持っていることを確認してください。付随するメッセージを参照し、そのメッセージに従って対処してください。









	 PRVF-05718: ノード"{1}"でのコマンド"{0}"の実行に失敗しました。コマンドによって生成された出力: "{2}" 
	
原因: 指定したノードで指定したコマンドを実行できませんでした。


	
処置: 指定した出力を参照してエラーを修正してください。









	PRVF-05801: すべてのノードでコマンド"{0}"の実行に失敗しました 
	
原因: すべてのノードで、指定されたコマンドをCVUが実行できませんでした。


	
処置: 各ノードに表示されたメッセージを調べ、これらのメッセージに従って処置を実行してください。









	 PRVF-05803: ノード"{1}"でのIPアドレス"{0}"の起動中にエラーが発生しました 
	
原因: 指定したノードで指定したIPアドレスを開始できませんでした。


	
処置: 詳細は、このメッセージに付随するメッセージを参照してください。









	 PRVF-05805: テストDNSサーバーを起動できません 
	
原因: テストDNSサーバーを開始する試みが、エラーのため失敗しました。


	
処置: 詳細は、このメッセージに付随するメッセージを参照してください。









	 PRVF-05809: ポート: {1}でリスニングしているアドレス: "{0}"でテストDNSサーバーを起動できません 
	
原因: テストDNSサーバーを開始する試みが、エラーのため失敗しました。


	
処置: 詳細は、このメッセージに付随するメッセージを参照してください。









	 PRVF-05810: ポート: {1}でリスニングしているアドレス: "{0}"でテストDNSサーバーを停止できません 
	
原因: テストDNSサーバーを停止する試みが、エラーのため失敗しました。


	
処置: 詳細は、このメッセージに付随するメッセージを参照してください。









	 PRVF-05811: ノード"{1}"のIPアドレス"{0}"を停止できません 
	
原因: 指定したノードで指定したIPアドレスを停止できませんでした。


	
処置: 詳細は、このメッセージに付随するメッセージを参照してください。









	PRVF-05813: ローカル・ノードからIPアドレス"{0}"にアクセスできません 
	
原因: 現在のノードから指定したIPアドレスに接続できませんでした。


	
処置: 指定したIPアドレスが有効なIPアドレスであることを確認してください。cluvfy comp dns -serverインスタンスのメッセージを確認して、エラーがないことを確認してください。アドレスが開始されている場合、ローカル・ノードと、このIPアドレスが開始されたノードの間に、ファイアウォールがないことを確認してください。









	 PRVF-05816: ポート{1}でリスニングしているアドレス"{0}"で起動されたテストDNSサーバーに問合せできません 
	
原因: 指定したアドレスおよびポートで開始されたテストDNSサーバーを問い合せることができませんでした。


	
処置: cluvfy comp dns -serverインスタンス上のメッセージを参照して、テストDNSサーバーが開始されたことを確認してください。また、このメッセージに付随するその他のメッセージを確認してください。









	 PRVF-05819: GNSサブドメイン"{0}"のDNS委任の検証に失敗しました 
	
原因: DNSがテストDNSサーバーにリクエストを転送しなかったため、nodename.<gns_subdomain>の名前の解決を実行できませんでした。


	
処置: 詳細は、このメッセージに付随するメッセージを参照してください。CVUに対してcluvfy comp dns -serverを起動した場合のメッセージも参照してください。









	PRVF-05821: ローカル・ノードからIPアドレス"{0}"にアクセスできません 
	
原因: 指定したIPアドレスに接続できませんでした。


	
処置: 指定したIPアドレスが有効なIPアドレスで、cluvfy comp dns -serverが実行されているノード上でインタフェースに割り当てられることを確認してください。ローカル・ノードと、指定したIPアドレスが割り当てられているノードの間に、ファイアウォールがないことを確認してください。









	 PRVF-05822: ポート{2}でリスニングしているアドレス"{1}"で実行されているテストDNSサーバーで、FDQN "{0}"の名前参照に失敗しました 
	
原因: 指定したアドレスおよびポートで実行されているテストDNSサーバー上で、指定したFDQNを問い合せることができませんでした。


	
処置: 指定したアドレスおよびポートが正しいことを確認してください。cluvfy comp dns -serverが実行されたノードとこのコマンドが実行されたノードの間にファイアウォールがないことを確認してください。cluvfy comp dns -serverが実行されたノードのエラー・メッセージも参照してください。









	PRVF-05823: FDQN "{0}"の名前参照に失敗しました 
	
原因: 指定したFDQNをDNSサーバーに問い合せようとしましたが、失敗しました。


	
処置: ローカル・ノードとDNSの間にファイアウォールがないことを確認してください。DNSと、cluvfy comp dns -serverが実行されたノードの間に、ファイアウォールがないことを確認してください。GNSサブドメイン委任が、DNSで正しく設定されていることを確認してください。cluvfy comp dns -serverが実行されたノードのエラー・メッセージも参照してください。









	PRVF-05826: ドメイン名"{0}"は有効ではありません 
	
原因: 指定したGNSドメイン名が、業界標準に従っていませんでした。


	
処置: 有効なドメイン名はアルファベットで始まり、含まれる文字は[A-Z]、[a-z]、[0-9]、「.」、「-」のみです。詳細は、RFC-1035の標準を参照してください。









	PRVF-05827: 名前"{1}"の名前参照のレスポンス時間が{0}秒を超えています 
	
原因: 指定した名前のDNSレスポンス時間が、指定した値を上回りました。


	
処置: LinuxおよびAIXでは、ファイルresolv.confの、options timeout、options attemptsおよびnameserverエントリが適切であることを確認してください。HPUX上では、これらのエントリは、retrans、retryおよびnameserverの各エントリになります。Solarisでは、options retrans、options retryおよびnameserverの各エントリになります。Windowsでは、レジストリ・キーHKEY_LOCAL_MACHINE\\System\\CurrentControlSet\\Services\\VxD\\MSTCPの、値BcastQueryTimeoutおよびMaxConnectRetriesを参照してください。









	 PRVF-06001: インタフェース"{0}"についての必須情報を取得できませんでした 
	
原因: 指定されたインタフェースのインタフェース情報を取得できませんでした。


	
処置: クラスタのノードにインタフェースがインストールされておりオンラインであることを確認してください。









	PRVF-06002: インタフェース"{0}"に関する情報を次のノードで取得できません: 
	
原因: リストされたノードの指定されたインタフェースについて、インタフェース情報を取得できませんでした。


	
処置: 指定したノードにインタフェースがインストールされておりオンラインであることを確認してください。









	 PRVF-06003: 次のノードからネットワーク情報を取得できません: {0} 
	
原因: 指定されたノードからネットワーク・インタフェース情報を取得できませんでした。


	
処置: 指定したノードのネットワーク・インタフェース・アダプタの状態を検証してください。









	 PRVF-06005: すべてのノードを対象とする完全接続サブネットが見つかりませんでした 
	
原因: クラスタの各ノードの同じサブネットに存在するネットワーク・インタフェース・アダプタが見つかりませんでした。


	
処置: ネットワーク・インタフェース・アダプタがクラスタ内の各ノードにインストールされ適切に構成されていることを確認してください。









	 PRVF-06006: どのノードにも到達できません 
	
原因: どのノードにもOS pingコマンドを使用して到達できません。


	
処置: OS pingユーティリティを使用して、指定したノードにアクセス可能であることを確認してください。









	 PRVF-06011: ノード"{0}"でネットワーク・インタフェースを使用できません 
	
原因: ノードにネットワーク・インタフェースが見つかりませんでした。


	
処置: 識別されたノードのネットワーク・インタフェースの操作ステータスを検証してください。









	PRVF-06019: インタフェース・サブネット"{0}"にはゲートウェイが定義されていません 
	
原因: 識別されたサブネットのゲートウェイを識別できませんでした。


	
処置: 指定したサブネットのゲートウェイを定義してください。









	 PRVF-06020: サブネット"{0}"のネットワーク・インタフェース全体で、異なるMTU値が使用されています 
	
原因: 指定したサブネット全体のクラスタ・ノード間で使用されているネットワーク・アダプタで、異なるMTU値が見つかりました。


	
処置: クラスタの各ノードでネットワーク・アダプタ/サブネットに対してMTUを同じ値に設定してください。









	 PRVF-06402: コア・ファイル名パターンがすべてのノードで同じではありません。 
	
原因: コア・ファイル名パターンがすべてのノードで同じではありません。


	
処置: コア・ファイルのネーミング・メカニズムがすべてのノードで一貫して動作していることを確認してください。通常、Linuxの場合、検索する要素は2つのファイル/proc/sys/kernel/core_patternまたは/proc/sys/kernel/core_uses_pidの内容です。プラットフォームAIX、HP-UXおよびSolaris用のOSベンダーのドキュメントを参照してください。









	 PRVF-06407: ノード"{0}"からコア・ファイル名パターンを取得できません。 
	
原因: 指定したノードでコマンドを実行できません。


	
処置: 指定したノードとの通信およびこのノードに対するコマンドの実行が可能であるか確認してください。









	 PRVF-07017: パッケージcvuqdiskがインストールされていません 
	
原因: この操作の実行に必要なcvuqdiskパッケージが見つかりませんでした。


	
処置: 操作に関与するすべてのノードに必要なcvuqdiskパッケージ・バージョンがインストールされていることを確認してください。









	 PRVF-07019: OCFSファイルシステムが場所"{0}"に存在しません 
	
原因: 指定した場所に、OCFSファイルシステムが検出されませんでした。


	
処置: OCFSファイル・システムが、指定した場所に正しく作成されていることを確認してください。









	 PRVF-07020: ノードでのデバイス{0}の共有可能性を判定できません: 
	
原因: デバイスのUUIDを取得しようとしましたが、失敗しました。または、指定したノード上でUUIDが一致していません。


	
処置: デバイスのUUIDが取得できること、およびUUID値が指定されたすべてのノードにわたって一致していることを確認してください。









	PRVF-07037: Reserve_policy設定により、ノードで{0}を共有できません: 
	
原因: デバイスのreserve_policy設定が原因で、示されたノードでデバイスを共有できません。


	
処置: デバイスのreserve_policy設定を変更してください。詳細はchdevコマンドを参照してください。









	PRVF-07038: Reserve_lock設定により、ノードで{0}を共有できません: 
	
原因: デバイスのreserve_lock設定が原因で、示されたノードでデバイスを共有できません。


	
処置: デバイスのreserve_lock設定を変更してください。詳細はchdevコマンドを参照してください。









	 PRVF-07039: ファイルシステムが場所"{0}"に存在します 
	
原因: 指定した場所に、既存のファイル・システムが検出されました。


	
処置: 指定した場所に既存のファイル・システムがないことを確認してください。









	 PRVF-07501: ノード"{1}"の場所"{0}"には十分な領域がありません[必要な領域 = {2}] 
	
原因: 指定された場所の空き領域が十分ではありません。


	
処置: 空き領域を増やすか、別の場所を選択してください。









	 PRVF-07524: すべてのノード間でカーネル・バージョンの一貫性がありません。 
	
原因: オペレーティング・システムのカーネル・バージョンがクラスタ・ノード間で一致していません。


	
処置: 必要に応じてカーネル・バージョンを更新し、すべてのクラスタ・ノードで同じカーネル・バージョンを実行してください。









	 PRVF-07530: ノード"{0}"に十分な物理メモリーがありません[必要な物理メモリー = {1}] 
	
原因: 検出された物理メモリー(RAM)量が最小メモリー要件を満たしていません。


	
処置: 指定したノードに物理メモリー(RAM)を追加してください。









	 PRVF-07531: ノード"{0}"で物理メモリーのチェックを実行できません 
	
原因: 示されたノードで物理メモリーのチェックを実行できませんでした。


	
処置: 指定したノードへのアクセスが可能であることを確認し、メモリー情報を表示してください。









	 PRVF-07532: パッケージ"{0}"がノード"{1}"にありません 
	
原因: 必要なパッケージがインストールされていないか、またはパッケージがカーネル・モジュールの場合、指定したノードにパッケージがロードされていません。


	
処置: 必要なパッケージがインストールされており、使用可能であることを確認してください。









	 PRVF-07533: パッケージ"{0}"の正しいバージョンがノード"{1}"で見つかりません[必要 = "{2}" ; 検出 = "{3}"]。 
	
原因: パッケージが要件を満たしていません。


	
処置: 要件を満たすようにパッケージをアップグレードしてください。









	 PRVF-07534: ノード"{0}"でパッケージのチェックを実行できません 
	
原因: パッケージの構成を特定できませんでした。


	
処置: パッケージの構成がアクセス可能であるか確認してください。









	 PRVF-07535: 正しいアーキテクチャがノード"{0}"で見つかりません[予想 = "{1}" ; 検出 = "{2}"] 
	
原因: システム・アーキテクチャが要件を満たしていません。


	
処置: 正しいソフトウェア・バンドルが使用されているか確認してください。









	 PRVF-07536: アーキテクチャのチェックをノード"{0}"で実行できません 
	
原因: システム・アーキテクチャを特定できませんでした。


	
処置: 正しいソフトウェア・バンドルが使用されているか確認してください。









	 PRVF-07537: ユーザー''{0}''がノード"{1}"に存在しません 
	
原因: 指定したユーザーは、指定したノードに存在しません。


	
処置: 指定したノードにユーザーを作成してください。









	 PRVF-07538: ユーザーの存在チェックをノード"{0}"で実行できません 
	
原因: 指定されたノードでユーザーの存在をチェックしようとして失敗しました。


	
処置: 表示された付随するエラー・メッセージを確認し、示された問題を修正してください。









	 PRVF-07539: グループ''{0}''がノード"{1}"に存在しません 
	
原因: 指定したグループは、指定したノードに存在しません。


	
処置: 指定したノードにグループを作成してください。









	 PRVF-07540: グループの存在チェックをノード"{0}"で実行できません 
	
原因: 指定されたノードでグループの存在をチェックしようとして失敗しました。


	
処置: 表示された付随するエラー・メッセージを確認し、示された問題を修正してください。









	 PRVF-07542: カーネルのバージョンのチェックをノード"{0}"で実行できません 
	
原因: 指定されたノードでコマンドを実行できません。


	
処置: 指定したノードとの通信およびこのノードに対するコマンドの実行が可能であるか確認してください。









	 PRVF-07543: OS カーネル・パラメータ"{0}"の正しい値がノード"{1}"にありません[予想 = "{2}" ; 検出 = "{3}"]。 
	
原因: カーネル・パラメータ値が要件を満たしていません。


	
処置: 要件を満たすようにカーネル・パラメータ値を変更してください。









	 PRVF-07544: カーネル・パラメータ"{0}"のチェックをノード"{1}"で実行できません 
	
原因: カーネル・パラメータ値を特定できませんでした。


	
処置: 正しいソフトウェア・バンドルが使用されているか確認してください。









	 PRVF-07562: ノード"{0}"に十分な使用可能メモリーがありません[必要な使用可能メモリー = {1}] 
	
原因: 使用可能なメモリー(RAM)量が最小メモリー要件を満たしていません。


	
処置: 指定したノードに物理メモリー(RAM)を追加するか、使用中のメモリーを解放してください。









	 PRVF-07563: 使用可能メモリーのチェックをノード"{0}"で実行できません 
	
原因: 示されたノードで、使用可能なメモリーのチェックを実行できませんでした。


	
処置: 指定したノードへのアクセスが可能であることを確認し、メモリー情報を表示してください。









	 PRVF-07564: ノード"{0}"に設定されている実行レベルが正しくありません[必要な実行レベル = {1}] 
	
原因: 指定したノードで不適切な実行レベルが見つかりました。


	
処置: 指定したノードを正しい実行レベルで再起動してください。









	 PRVF-07565: 実行レベルのチェックをノード"{0}"で実行できません 
	
原因: 実行レベルの特定中にエラーが発生しました。


	
処置: 指定したノードで実行レベルの値を取得できるか確認してください。









	 PRVF-07566: ユーザー"{0}"はノード"{2}"のグループ"{1}"には属していません 
	
原因: 指定したユーザーは、指定したノードの指定したグループのメンバーではありません。


	
処置: このユーザーを、指定したノードのグループのメンバーにしてください。









	 PRVF-07567: グループ"{0}"はノード"{2}"のユーザー"{1}"のプライマリ・グループではありません 
	
原因: 指定したグループは、指定したユーザーのプライマリ・グループではありません。


	
処置: 指定したグループを、ユーザーのプライマリ・グループにしてください。









	 PRVF-07568: ノード"{2}"のグループ"{1}"でユーザー"{0}"のメンバーシップのチェックを実行できません 
	
原因: 指定されたノードでユーザーのグループ・メンバーシップをチェックしようとして失敗しました。


	
処置: 表示された付随するエラー・メッセージを確認し、示された問題を修正してください。









	 PRVF-07571: プロセス"{0}"はノード"{1}"で実行されていません 
	
原因: 指定したノードで必要なプロセスが実行されていません。


	
処置: 識別されたプロセスがこのノードで開始できるか確認してください。









	 PRVF-07572: プロセスの実行チェックをノード"{0}"で実行できません 
	
原因: 指定されたノードからプロセス情報を収集できませんでした。


	
処置: 指定したノードに対するアクセス権があり、プロセス情報の表示が可能であることを確認してください。









	 PRVF-07573: 十分なスワップ・サイズがノード"{0}"にありません[必要 = "{1}" ; 検出 = "{2}"] 
	
原因: 検出されたスワップ・サイズは最小要件を満たしていません。


	
処置: 少なくともスワップ領域の最小要件を満たすようにスワップ・サイズを増加してください。









	 PRVF-07574: スワップ・サイズ・チェックをノード"{0}"で実行できません 
	
原因: 示されたノードでスワップ領域のチェックを実行できませんでした。


	
処置: 指定したノードへのアクセスが可能であることを確認し、スワップ領域情報を表示してください。









	 PRVF-07575: 内部エラーが発生しました。スワップ・サイズを検証するための参照データの範囲が正しく定義されていません 
	
原因: 使用可能な物理メモリーに基づいてスワップ・サイズを特定できませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポートに連絡する必要があります。









	 PRVF-07584: パッケージ"{0}"の複数のバージョンがノード{1}に見つかりました: {2} 
	
原因: パッケージの予想されるバージョン数は1つでしたが、複数のバージョンが見つかりました。


	
処置: 指定したパッケージが正しくインストールされていることを確認してください。









	 PRVF-07590: "{0}"はノード{1}で実行されていません 
	
原因: 識別されたプロセスは、指定したノードで実行されていません。


	
処置: 識別されたプロセスが、指定したノードで開始され実行中であることを確認してください。プロセスがクラスタウェア・デーモンの1つである場合は、crsctl checkコマンドを使用してステータスをチェックできます。









	 PRVF-07591: "{0}"のステータスのチェックをノード"{1}"で実行できません 
	
原因: 識別されたプロセスが指定したノードで実行中かどうかの確認中にエラーが発生しました。


	
処置: 指定したノードとの通信が可能であるか確認してください。クラスタウェア・デーモンのステータスは、crsctl checkコマンドを使用してこのノードでチェックできます。









	 PRVF-07592: 場所"{0}"の領域可用性チェックをノード"{1}"で実行できません 
	
原因: 識別されたノードでは、指定した場所の使用可能な空き領域量を特定できません。


	
処置: 指定したノードとの通信が可能であり、識別された場所へのアクセスが可能であることを確認してください。









	 PRVF-07593: インストールするCRSがノード"{0}"で見つかりません 
	
原因: 指定したノードでCRSインストールを特定できませんでした。


	
処置: CRSが指定したノードにインストールされているか確認してください。









	 PRVF-07594: {0}は実行されていますが、ノード"{1}"で効率的に稼働していません 
	
原因: 識別されたノードでは、指定されたプロセスと通信できませんでした。


	
処置: crsctl checkコマンドを使用して、識別されたノードのCRSの状態を検証してください。









	 PRVF-07595: CRSのステータス・チェックをノード"{0}"で実行できません 
	
原因: 識別されたノードでは、crsctl checkを使用してCRSのステータスを検証できませんでした。


	
処置: 指定したノードとの通信が可能であるか確認してください。psコマンドを使用して、クラスタウェア・デーモンが実行中であることを確認してください。クラスタウェア・スタックが起動していることを確認してください。









	 PRVF-07596: ノード"{0}"でCSSがローカル専用の非クラスタ構成で稼働している可能性があります: 
	
原因: Oracle CSSが、指定したノードのローカル専用(非クラスタ)環境で実行するように構成されていることが判明しました。


	
処置: クラスタの設定が正しいことを確認し、必要に応じて、クラスタ環境で実行する予定のノードのCluster Synchronization Services(CSS)を再構成してください。詳細は、Oracle Cluster Synchronization Servicesのドキュメントを参照してください。









	 PRVF-07597: OCR整合性詳細をノード"{0}"から取得できません: 
	
原因: 指定したノードでOCRの状態が正常ではないことが判明しました。


	
処置: ocrcheckを使用して、指定したノードでのOCRの状態を検証してください。









	 PRVF-07610: 既存のクラスタ・ノードでユーザー等価/到達可能性を検証できません 
	
原因: ユーザー等価またはノードの到達可能性を検証しようとしましたが、すべての既存のクラスタ・ノードで失敗しました。


	
処置: すべてのクラスタ・ノードにユーザー等価があり、到達可能であることを検証してください。









	 PRVF-07611: ノード"{1}"でユーザー"{0}"の適切なユーザー・ファイル作成マスク(umask)が見つかりません[予想 = "{2}" ; 検出 = "{3}"] 
	
原因: ユーザーのOSファイル作成マスク(umask)が必要な設定になっていませんでした。


	
処置: 適切なユーザー・ファイル作成マスクを設定してください。必要なumaskを含むようにユーザー.profile、.cshrcまたは.bashrcを変更してください。









	 PRVF-07612: ノード"{1}"でユーザー"{0}"に対してユーザー・ファイル作成マスク・チェックを実行できません 
	
原因: 指定されたノードでユーザーのファイル作成マスクをチェックしようとして失敗しました。


	
処置: 表示された付随するエラー・メッセージを確認し、示された問題を修正してください。









	 PRVF-07615: Oracleクラスタウェアからネットワーク・インタフェース・リストを取得できません 
	
原因: oifcfg実行可能ファイルで問題が発生した可能性があります。


	
処置: oifcfg getifコマンドでこれを確認してください。









	 PRVF-07616: "{1}"と"{2}"の間のサブネット"{0}"のノード接続性が失敗しました 
	
原因: 識別された2つのインタフェースの間で、参照されている<subnet>のノード接続性が確認されませんでした(<node> - <interface> : <IP addr>)。


	
処置: ipconfigまたはpingのようなユーティリティを使用して、示されたノード上で識別されているネットワーク・インタフェースのインタフェース構成を確認してください。









	PRVF-07617: "{0}"と"{1}"の間のノード接続性が失敗しました 
	
原因: 識別された2つのインタフェースの間のノード接続性が確認されませんでした(<node> : <IP addr>)。


	
処置: ipconfigまたはpingのようなユーティリティを使用して、示されたノード上で識別されているネットワーク・インタフェースのインタフェース構成を確認してください。









	PRVF-07650: リモート実行ファイルを、次のノードの"{0}"にコピーできませんでした: 
	
原因: 指定したディレクトリにファイルをコピーできませんでした。


	
処置: CVUを実行しているユーザーが、指定したディレクトリで読み書き権限を持っていることを確認するか、CV_DESTLOC環境変数を使用して、このチェックを実行しているユーザーが書込み権限を持っている別の作業領域を指定してください。









	 PRVF-07700: 修正ルート・ディレクトリのパスがnullまたは空の文字列です 
	
原因: 指定した修正ルート・ディレクトリのパスがnullまたは空の文字列です。


	
処置: 適切な絶対パスを修正ルート・ディレクトリに指定してください。









	 PRVF-07701: 修正ルート・ディレクトリのパス"{0}"が無効です。絶対パス名として指定する必要があります 
	
原因: 修正ルート・ディレクトリが絶対パス名として指定されていませんでした。


	
処置: 修正ルート・ディレクトリを絶対パス名として再指定してください。









	PRVF-07702: 修正ルート・ディレクトリのパス"{0}"は有効なディレクトリではありません 
	
原因: 修正ルート・ディレクトリのパスが有効なディレクトリではありませんでした。


	
処置: 修正ルート・パスを、ファイルの作成および実行が可能な有効なディレクトリとして再指定してください。









	PRVF-07703: 修正ルート・ディレクトリ"{0}"は書込み可能ではありません 
	
原因: 識別されたディレクトリは書込み可能ではありません。


	
処置: 指定したディレクトリに対する書込み権限を確認してください。









	PRVF-07704: 修正ルート・ディレクトリ"{0}"は作成できません 
	
原因: 指定された修正ルート・ディレクトリを作成できませんでした。


	
処置: 指定したディレクトリのパスに対する書込み権限があるか確認してください。









	PRVF-07705: ディレクトリ"{0}"は作成できません 
	
原因: 指定されたディレクトリを作成できませんでした。


	
処置: 指定したディレクトリのパスに対する書込み権限があるか確認してください。









	PRVF-07706: ファイル"{0}"は作成できません 
	
原因: 指定されたファイルを作成できませんでした。


	
処置: ファイルの場所に対する書込み権限があるか確認してください。









	 PRVF-07709: ファイル"{0}"はノード"{2}"のファイル"{1}"にコピーできません 
	
原因: 指定されたソース・ファイルを、識別されたノードの指定されたターゲット・ファイルにコピーできませんでした。


	
処置: 識別されたノードおよび指定したファイルのターゲットの場所にアクセス可能であることを確認してください。









	 PRVF-07710: 修正ルート・ディレクトリに無効なパスが指定されています 
	
原因: 修正ルート・ディレクトリに指定されたパスは正しくありません。


	
処置: 検証を実行するユーザーによる書込みが可能で存在するディレクトリの絶対パスを指定してください。









	 PRVF-07720: ノード"{1}"でグループ"{0}"を作成するための修正を生成できません 
	
原因: 指定されたノードでグループ作成用の修正を生成しようとして失敗しました。


	
処置: 表示された付随するエラー・メッセージを確認し、示された問題を修正してください。









	 PRVF-07721: ノード"{1}"でユーザー"{0}"を作成するための修正を生成できません 
	
原因: 指定されたノードでユーザー作成用の修正を生成しようとして失敗しました。


	
処置: 表示された付随するエラー・メッセージを確認し、示された問題を修正してください。









	 PRVF-07722: ノード"{1}"でカーネル・パラメータ"{0}"を設定するための修正を生成できません 
	
原因: 指定されたノードでカーネル・パラメータの修正を生成しようとして失敗しました。


	
処置: 表示された付随するエラー・メッセージを確認し、示された問題を修正してください。









	 PRVF-07723: ノード"{1}"でリソース"{0}"の弱い制限を設定するための修正を生成できません 
	
原因: 指定されたノードでリソースの弱い制限の修正を生成しようとして失敗しました。


	
処置: 表示された付随するエラー・メッセージを確認し、示された問題を修正してください。









	 PRVF-07724: ノード"{1}"でリソース"{0}"の強い制限を設定するための修正を生成できません 
	
原因: 指定されたノードでリソースの強い制限の修正を生成しようとして失敗しました。


	
処置: 表示された付随するエラー・メッセージを確認し、示された問題を修正してください。









	 PRVF-07725: ノード"{1}"で実行レベル"{0}"を設定するための修正を生成できません 
	
原因: 指定されたノードで実行レベルの修正を生成しようとして失敗しました。


	
処置: 表示された付随するエラー・メッセージを確認し、示された問題を修正してください。









	 PRVF-07726: ノード"{2}"でグループ"{1}"のユーザー"{0}"のメンバーシップを設定するための修正を生成できません 
	
原因: 指定されたノードでグループ・メンバーシップの修正を生成しようとして失敗しました。


	
処置: 表示された付随するエラー・メッセージを確認し、示された問題を修正してください。









	 PRVF-07728: トレース・ファイル・パス"{0}"のアクセスまたは作成ができませんでした。トレース情報を収集できませんでした 
	
原因: トレース・ファイルの場所は、作成できなかったか、書込み可能ではありません。


	
処置: 指定した場所に対する書込みアクセス権がユーザーにあることを確認するか、環境変数CV_TRACELOCを使用して別の場所を指定してください。









	PRVF-07729: ユーザーがノードでローカルに定義されていないため、ノード"{2}"で、グループ{1}のユーザー"{0}"のための修正を生成できませんでした 
	
原因: 指定したノードでユーザーがローカルに定義されていなかったため、グループ・メンバーシップの修正を生成できませんでした。


	
処置: 修正を手動で行う必要があります。ユーザーは、ネットワーク・インフォメーション・サービス(NIS)ユーザーまたはLightweight Directory Access Protocol(LDAP)ユーザーです。ユーザーが定義されている場所に基づき、適切なツールを使用してユーザー・アカウントを修正してください。









	PRVF-07730: グループがノードでローカルに定義されていないため、ノード"{2}"で、グループ"{1}"のユーザー"{0}"のための修正を生成できませんでした 
	
原因: 指定したノードでグループがローカルに定義されていなかったため、グループ・メンバーシップの修正を生成できませんでした。


	
処置: 修正を手動で行う必要があります。グループは、ネットワーク・インフォメーション・サービス(NIS)ユーザーまたはLightweight Directory Access Protocol(LDAP)ユーザーです。グループが定義されている場所に基づき、適切なツールを使用してユーザー・アカウントを修正してください。









	 PRVF-09041: 文字列の形式が不正です: "{0}" 
	
原因: 解析の例外が発生し、表示された文字列を解析できませんでした。


	
処置: このメッセージは1つ以上の他のメッセージの一部です。これらのメッセージを確認し、適切な処置を実行してください。









	 PRVF-09105: ノードのLinux RPMパッケージのバージョンが、必要な最小バージョン<"{0}">より低いことが検出されました 
	
原因: Linux RPMパッケージのバージョンが、推奨バージョンより古いことが検出されました。


	
処置: システム上にインストールされたるLinux RPMパッケージのバージョンが、バージョン4.4.2.3以上であることを確認してください。









	 PRVF-09106: ノード"{2}"のLinux RPMパッケージのバージョンは予想値より小さい値でした。[予想 = "{0}" ; 検出 = "{1}"] 
	
原因: Linux RPMパッケージのバージョンが、推奨バージョンより古いことが検出されました。


	
処置: システム上にインストールされたるLinux RPMパッケージのバージョンが、バージョン4.4.2.3以上であることを確認してください。









	 PRVF-09107: ノードのLinux RPMパッケージのバージョンを取得できませんでした: 
	
原因: Linux RPMパッケージの現在のバージョンを特定するためにシステムでrpmコマンドを実行しているときに、エラーが発生しました。


	
処置: Linux RPMパッケージが正しくインストールされ、現在のユーザーがアクセスできることを確認してください。









	 PRVF-09108: ノード"{0}"のLinux RPMパッケージのバージョンを取得できませんでした: 
	
原因: Linux RPMパッケージの現在のバージョンを特定するためにシステムでrpmコマンドを実行しているときに、エラーが発生しました。


	
処置: Linux RPMパッケージが正しくインストールされ、現在のユーザーがアクセスできることを確認してください。









	 PRVF-09306: すべてのノードでOCFS2が実行レベル3、4および5に構成されていません 
	
原因: 実行レベルのレベル3、4および5がすべてオンになるように構成されていませんでした。


	
処置: OCFS2の構成をチェックし、示された実行レベルがオンになっているか確認してください。









	 PRVF-09555: 現在のインストール・ユーザー"{0}"は、既存のCRSインストールの所有者"{1}"ではありません 
	
原因: 現在のユーザーが、既存のCRSインストールの所有者でないことが検出されました。


	
処置: CRSインストールをアップグレードしているユーザーが、すでに存在するインストールの所有者であることを確認してください。









	 PRVF-09556: 既存のCRSインストールのCRSユーザー名の取得に失敗しました 
	
原因: 既存のCRSインストールからClusterwareの所有者情報を入手できませんでした。


	
処置: CVUチェックを実行しているユーザーが、CRSまたはOracle Restartホームの読取り権限を持っていることを確認してください。









	PRVF-09653: CTSSステータスをチェックするコマンド"{0}"がすべてのノードで失敗しました 
	
原因: 表示されたコマンドを実行するCVU試行がすべてのノードで失敗しました。


	
処置: 各ノードに表示されたメッセージを調べ、これらのメッセージに従って処置を実行してください。









	PRVF-09654: CTSSステータスのチェック・コマンド"{0}"はノード"{1}"で正常に実行されましたが、このコマンドの出力の取得に失敗しました 
	
原因: 出力取得の失敗は、不適切な実行が原因である可能性があります。


	
処置: ノードでコマンドを手動で試行して適切な実行を確認し、これが原因で発生する問題を修正してください。









	 PRVF-09655: 時間オフセットおよび参照についてのCTSSの問合せにより、ノード"{0}"で無効な出力が生成されました 出力: "{1}" 
	
原因: 出力を正確に解析できないのは、不適切な実行が原因である可能性があります。


	
処置: ノードでコマンドを手動で試行して適切な実行を確認し、これが原因で発生する問題を修正してください。









	 PRVF-09656: 時間オフセットおよび参照を問い合せるCTSSコマンドはノード"{0}"で失敗し、エラー・メッセージ"{1}"が出力されました 
	
原因: 出力を取得できないのは、不適切な実行が原因である可能性があります。


	
処置: ノードでコマンドを手動で試行して適切な実行を確認し、これが原因で発生する問題を修正してください。









	PRVF-09657: CTSSコマンド"{0}"は、すべてのノードで適切に実行できなかったか有効な出力を生成できませんでした 
	
原因: 失敗は不適切な実行が原因である可能性があります。


	
処置: 各ノードについて個々のメッセージを確認し、これらのメッセージに従って処置を実行してください。









	PRVF-09659: 参照ノード"{3}"に対するノード"{0}"の時間オフセット"{1}"は、指定した"{2}"ミリ秒の制限内に収まっていません 
	
原因: 現在のノードまたは参照ノード上のクロックの1つが制限を超えました。


	
処置: 長期間にわたってオフセットを監視し、この期間中にオフセットが減少してしきい値制限内に収まるかどうか検証してください。Oracle Time Synchronization Serviceでは、クロックをしきい値制限内に収めるためにクロックが定期的に調整されます。大幅な偏差またはずれが原因で一定期間にわたってしきい値が制限内に収まらない場合、このノード上のOracleプロセスを停止し、問題のあるノードでクロックを適切に調整することをお薦めします。クロックを逆方向に設定することはお薦めしません。









	 PRVF-09661: ノード"{0}"の時間オフセットは許容制限より大きい値です[実際 = "{1}", 許容可能 = "{2}" ] 
	
原因: 指定した一連のノードでシステム・クロックが参照ノードのクロックからずれています。


	
処置: 各ノードについて個々のメッセージを確認し、これらのメッセージに従って処置を実行してください。









	 PRVF-09664: CTSSは、オブザーバ状態の一部のノードおよびアクティブ状態の一部のノードと矛盾した状態にあります。すべてのノードは、オブザーバ状態またはアクティブ状態である必要があります。アクティブ状態にあるCTSSを持つノード:"{0}" オブザーバ状態にあるCTSSを持つノード: "{1}" 
	
原因: 一部ノードにはNTPが構成されており、一部ノードにはNTPが構成されていない可能性があるため、CTSSの状態が矛盾しています。


	
処置: すべてのノードでOracle CTSSサービスを停止して再起動してください。NTPがすべてのノードで構成されているか、どのノードでも構成されていないことを確認してください。









	 PRVF-09665: 一部のノードでクラスタウェアのインストールのチェックが失敗しました。クロック同期のチェックは残りのノードで続行されます。 
	
原因: 1つ以上のノードで有効なCRSHomeが見つかりません。このメッセージの前に表示されたメッセージは、有効なクラスタウェアのインストールが見つからなかったノードのリストを示しています。


	
処置: 有効なクラスタウェアのインストールが含まれる一連の正しいノードを指定するか、これらのノードでクラスタウェアのインストールを完了し、このCVU検証を繰り返してください。









	 PRVF-09666: CTSSはオブザーバ状態にあります。NTPを使用したクロック同期のチェックにスイッチオーバー中 
	
原因: すべてのノードでCTSSの状態について問い合せた結果、これらのノードはオブザーバ状態にあることが判明しました。オブザーバ状態の場合、CTSSではアクティブなクロック同期調整が行われませんが、基礎となるNTPでこの処理を実行しています。


	
処置: 処置は必要ありません。これは通常の状態です。









	 PRVF-09667: CTSSはオブザーバ状態にあります。Windows固有の時刻同期化のチェックにスイッチオーバー中 
	
原因: すべてのノードでCTSSの状態について問い合せた結果、これらのノードはオブザーバ状態にあることが判明しました。オブザーバ状態の場合、CTSSではアクティブなクロック同期調整が行われませんが、基礎となるWindowsの時間同期メカニズムでこの処理を実行しています。


	
処置: このメッセージの後に表示されるWindowsの時間同期チェックの結果を確認してください。エラーが報告された場合は、これらのエラー・メッセージで提案された処置を実行してください。









	PRVF-09668: CTSSリソースのステータスを取得するために実行されたコマンド"{0}"は、すべてのノードで失敗しました 
	
原因: 表示されたコマンドを実行するCVU試行がすべてのノードで失敗しました。


	
処置: 各ノードに表示されたメッセージを調べ、これらのメッセージに従って処置を実行してください。









	 PRVF-09669: クラスタ内のすべてのノードでCTSSリソースの問合せに失敗しました 
	
原因: クラスタ内のすべてのノードでCTSSリソースの問合せ試行に失敗しました。ノードでクラスタウェアが実行されていないことが原因だと考えられます。


	
処置: 各ノードに報告された特定のエラー・メッセージを確認し、これらのメッセージに従って処置を実行してください。









	 PRVF-09670: ノード"{1}"でコマンド"{0}"を使用したCTSSのステータスのチェックに失敗しました 
	
原因: CTSSがオフラインでないか、実行されていないか、またはリモート・ノードがアクセス可能でない可能性があります。


	
処置: 指定したコマンドを指定したノードで直接実行してみて、ノードが起動しており実行中であることを確認し、リモート・ノードをチェックし、ユーザー等価をチェックしてください。









	 PRVF-09671: コマンド"{0}"を使用してチェックした際、ノード"{1}"のCTSSはオンライン状態ではありません 
	
原因: CTSSデーモンはノードで実行されていないか、終了したか、停止している可能性があります。


	
処置: 指定したノードでCTSSデーモンを再起動してください。









	 PRVF-09672: CTSSの状態をチェックしたすべてのノードでチェックが失敗しました: ノード: "{0}" 
	
原因: どのノードでも、ノードのアクセシビリティが原因でCTSSがオンライン状態ではないか、停止しています。


	
処置: 各ノードに表示された個々のメッセージを確認し、これらのメッセージで提案された処置を実行してください。









	 PRVF-09676: チェックしたすべてのノードでクラスタウェアがインストールされていません : "{0}" 
	
原因: これらのノードで有効なクラスタウェアのインストールが見つかりませんでした。


	
処置: このチェックで適切なノードが指定されていることを確認するか、これらのノードについてこのチェックを実行する前にクラスタウェアがノードに完全にインストールされていることを確認してください。









	 PRVF-09691: Oracle Cluster Time Synchronization Service (CTSS)なしのクロック同期チェックは、このプラットフォームではサポートされていません 
	
原因: コマンドライン・パラメータ-noctssがコマンドラインで指定されており、これはOracle Cluster Time Synchronization Service(CTSS)なしでクロック同期チェックを実行することを意味します。この指定は、このプラットフォームではサポートされていません。


	
処置: -noctssフラグを指定せずにクロック同期チェックを実行してください。









	 PRVF-09692: CRSのアクティブなバージョンは11.2より小さいです。NTPのチェックを実行中 
	
原因: CTSSはリリース11.2以上でのみサポートされます。このため、clocksyncコンポーネントのチェックではNTPのチェックのみを実行できます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PRVF-09695: ノード"{0}"でオペレーティング・システム・パッチのステータスを特定できませんでした 
	
原因: オペレーティング・システム・パッチのステータスを特定できませんでした。


	
処置: オペレーティング・システムの構成がアクセス可能であることを確認してください。









	 PRVF-09800: 場所"{0}"の記憶域タイプを判別しようとして例外が発生しました 
	
原因: 示された場所は、ノードで使用できないか、CVUチェックを実行するユーザーのアクセス権が十分でない可能性があります。


	
処置: この場所がノードで使用可能であり、CVUチェックを実行するユーザーが属性を読み込むことを許可するために十分な権限があることを確認してください。









	PRVF-09801: 記憶域の場所"{0}"はデバイスでないため、Udev権限のチェックの実行用として無効です 
	
原因: UDev権限のチェックは、記憶域デバイスでのみ有効であり、いかなる種類のファイルシステムでも有効ではありません。


	
処置: 有効な記憶域デバイスの場所が指定されていることを確認してください。場所がASM検出文字列から導出される場合、指定した検出文字列がファイルシステムではなく1つ以上の記憶域デバイスを指し示していることを確認してください。









	PRVF-09802: ノード"{0}"からudev情報を取得しようとして失敗しました 
	
原因: udev権限ファイルの読取りに失敗しました。これは、権限ディレクトリの欠落、権限ファイルの欠落または無効、またはチェックを実行するアカウントを使用するための権限ファイルへのアクセス不可能が原因であると考えられます。


	
処置: udev権限ディレクトリが作成されており、udev権限ファイルが使用可能であり、チェックを実行するユーザーに適切なアクセス用の読取り権限があることを確認してください。









	 PRVF-09806: 中断されたudev属性チェックに対してudev属性を比較するための記憶域属性の取得に失敗しました 
	
原因: 特定の記憶域の場所についてUdev属性を比較するには、比較対象として予想される記憶域属性が必要です。これは、クラスタウェアのインストールが存在しないために無効であることが原因だと考えられます。


	
処置: ノードに有効なクラスタウェアのインストールが存在することを確認してください。









	 PRVF-09807: 内部エラーが発生しました。カーネル・パラメータ"{0}"を検証するための参照データの範囲がノード"{1}"に正しく定義されていません 
	
原因: 予想値を計算するために使用される参照範囲が定義されていません。


	
処置: 参照範囲を定義してください。









	 PRVF-09809: 正しいOSパッチがノード"{0}"で見つかりません[予想 = "{1}" ; 検出 = "{2}"] 
	
原因: 必要なOSパッチが適用されていません。


	
処置: 必要なOSパッチを適用してください。









	 PRVF-09810: 前提条件ファイルが定義されていません 
	
原因: 前提条件ファイルが設定されていませんでした。


	
処置: 前提条件ファイルを設定してください。









	 PRVF-09811: このオペレーティング・システムのディストリビューションの前提条件の検証に参照データを使用できません 
	
原因: このオペレーティング・システムのディストリビューションの参照データが見つかりませんでした。


	
処置: この製品でサポートされているオペレーティング・システムのディストリビューションのリストについてドキュメントを確認してください。









	 PRVF-09903: 一部のノードでクラスタウェアのインストールのチェックが失敗しました。Oracleパッチのチェックは残りのノードで続行されます 
	
原因: 1つ以上のノードで有効なCRSホームが見つかりません。このメッセージの前に表示されたメッセージは、有効なクラスタウェアのインストールが見つからなかったノードのリストを示しています。


	
処置: 有効なクラスタウェアのインストールが含まれる一連の正しいノードを指定するか、これらのノードでクラスタウェアのインストールを完了し、このCVU検証を繰り返してください。









	 PRVF-09905: 次のノードでクラスタウェアがインストールされていません: "{0}" 
	
原因: これらのノードで有効なクラスタウェアのインストールが見つかりませんでした。


	
処置: 適切なノードが指定されていることを確認し、これらのノードについてこのチェックを実行する前にクラスタウェアがノードに完全にインストールされていることを確認してください。









	 PRVF-09907: OPatchインベントリからのパッチ情報の問合せに失敗しました 
	
原因: opatch lsinventoryコマンドの実行に失敗しました。


	
処置: ユーザーによるインストール・インベントリの読取りが可能であることを確認してください。









	 PRVF-09908: Oracle実行可能ファイルからのパッチ情報の問合せに失敗しました 
	
原因: Oracle実行可能ファイルでパッチ情報を問い合せることができませんでした。


	
処置: Oracle実行可能ファイルが存在し、CVUを実行するユーザーによる読取りが可能であることを確認してください。









	 PRVF-09909: OPatchからのパッチ情報がOracle実行可能ファイルからのパッチ情報と一致しませんでした 
	
原因: OPatchインベントリからのバグ情報が、Oracle実行可能ファイルに記録されたパッチ情報と一致しません。


	
処置: すべてのパッチが正しく適用されていることを確認し、パッチ適用に関する情報はOPatchユーザー・ガイドを参照してください。Oracle実行可能ファイルが再リンクされていることを確認し、Oracle実行可能ファイルの再リンクの詳細はOracle管理者ガイドを参照してください。









	 PRVF-09910: ノード間でパッチ情報の一貫性がありません 
	
原因: OPatchからのバグ情報がノード間で一致しません。


	
処置: すべてのノード間ですべてのパッチが正しく適用されていることを確認し、パッチ適用に関する情報はOPatchユーザー・ガイドを参照してください。









	 PRVF-09913: 次のノードでOPatchからのパッチ情報がOracle実行可能ファイルからのパッチ情報と一致しませんでした: 
	
原因: OPatchインベントリからのバグ情報が、Oracle実行可能ファイルに記録されたパッチ情報と一致しません。


	
処置: すべてのパッチが正しく適用されていることを確認し、パッチ適用に関する情報はOPatchユーザー・ガイドを参照してください。Oracle実行可能ファイルが再リンクされていることを確認し、Oracle実行可能ファイルの再リンクの詳細はOracle管理者ガイドを参照してください。









	 PRVF-09914: 次のノードでバグ・リストがノード間で一致しませんでした 
	
原因: OPatchからのバグ情報がノード間で一致しません。


	
処置: すべてのノード間ですべてのパッチが正しく適用されていることを確認し、パッチ適用に関する情報はOPatchユーザー・ガイドを参照してください。









	 PRVF-09990: ウィルス対策ソフトウェアが実行されています 
	
原因: 実行中のウィルス対策ソフトウェアが検出されました。


	
処置: ウィルス対策ソフトウェアを無効にすることをお薦めします。ウィルス対策が時間により区別されるクラスタ操作に影響を与えて実行が遅くなる可能性があります。









	PRVF-09991: デバイス"{0}"の所有者は予想した所有者と一致しませんでした。ノード: {3}の[予想 = "{1}" ; 検出 = "{2}"] 
	
原因: リストされているデバイスの所有者が、必要な所有者と異なりました。


	
処置: リストされているデバイスの所有者を変更するか、別のデバイスを指定してください。









	PRVF-09992: デバイス"{0}"のグループは予想したグループと一致しませんでした。ノード: {3}の[予想 = "{1}" ; 検出 = "{2}"] 
	
原因: リストされているデバイスのグループが、必要なグループと異なりました。


	
処置: リストされているデバイスのグループを変更するか、別のデバイスを指定してください。









	PRVF-09993: デバイス"{0}"の権限は予想した権限と一致しませんでした。ノード: {3}の[予想 = "{1}" ; 検出 = "{2}"] 
	
原因: リストされているデバイスの権限が、必要な権限と異なりました。


	
処置: リストされているデバイスの権限を変更するか、別のデバイスを指定してください。









	 PRVF-09994: ノード"{1}"のデバイス"{0}"の所有者、グループ、権限情報を取得できませんでした 
	
原因: リストされているノード上のリストされているデバイスの所有者、グループ、権限の情報を取得できませんでした。


	
処置: 正しいデバイスが指定されており、示されたノード上に作成されていることを確認してください。パスが存在し、ユーザーがアクセス可能であることを確認してください。









	 PRVF-09995: ノード"{1}"のすべてのデバイスの所有者、グループ、権限情報を取得できませんでした 
	
原因: リストされているノード上の全デバイスの所有者、グループ、権限の情報を取得できませんでした。


	
処置: ノードが起動していることを確認してください。リストされているノードにユーザー等価があることを確認してください。









	 PRVF-09998: ユーザー"{0}"は、ドメイン・ユーザーとして検証できませんでした。ドメイン"{1}"は、無効なドメインであるか、接続できません 
	
原因: 現在のユーザーは、ドメイン・ユーザーとして検証できませんでした。識別されたドメイン名は無効なドメイン名であったか、ドメインに接続できませんでした。


	
処置: Windowsドメイン・サーバーにアクセス可能であることを確認し、ドメイン・ユーザーとしてOSにログインしてください。









	PRVF-10002: ノード"{0}"は、Oracleインベントリのノード・リストからまだ削除されていません 
	
原因: OracleインベントリにあるCRSホームのノードのリストに、示されたノードがまだ存在しています。


	
処置: runInstaller -updateNodeListを使用して、示されたノードをCRSホームのノード・リストから削除してください。









	 PRVF-10014: クラスタウェア・ホーム"{0}"は、ノード"{2}"のOracleベース・ディレクトリ"{1}"の下にあります 
	
原因: Clusterwareホーム・ディレクトリが、ORACLE_BASEのサブディレクトリにあることが検出されました。


	
処置: ORACLE_BASEのサブディレクトリでないClusterwareホーム・ディレクトリを選択してください。Clusterwareインストールの後、所有者はClusterwareホームより上のすべてのディレクトリでrootに変更されます。









	 PRVF-10015: クラスタウェア・ホーム"{0}"は、ノード"{2}"のOracleベース・ディレクトリ"{1}"の下にあります 
	
原因: Clusterwareホーム・ディレクトリが、ORACLE_BASEのサブディレクトリにあることが検出されました。


	
処置: ORACLE_BASEのサブディレクトリでないClusterwareホーム・ディレクトリを選択してください。Clusterwareインストールの後、所有者はClusterwareホームより上のすべてのディレクトリでrootに変更されます。









	 PRVF-10016: ノード"{0}"のクラスタウェア・ホームおよびOracleベース・ディレクトリの場所をチェックできません 
	
原因: ClusterwareホームまたはOracleベースは、アクセスできないか、存在しません。


	
処置: OracleベースまたはClusterwareホームが、存在し、アクセスできることを確認してください。









	 PRVF-10017: ノード"{0}"のクラスタウェア・ホームおよびOracleベース・ディレクトリの場所をチェックできません 
	
原因: ClusterwareホームまたはOracleベースは、アクセスできないか、存在しません。


	
処置: OracleベースまたはClusterwareホームが、存在し、アクセスできることを確認してください。









	 PRVF-10018: クラスタウェア・ホーム"{0}"は、Oracleベース・ディレクトリ"{1}"の下にあります 
	
原因: Clusterwareホーム・ディレクトリがOracleベース・ディレクトリのサブディレクトリであることが検出されました。


	
処置: Oracleベース・ディレクトリのサブディレクトリでないClusterwareホーム・ディレクトリを選択してください。Clusterwareインストールの後、所有者はClusterwareホームより上のすべてのディレクトリでrootに変更されます。









	 PRVF-10035: OCRの場所がクラスタ・ノード間で同じではありません 
	
原因: 複数のOCRの場所がクラスタ・ノード間に見つかりました。


	
処置: OCRの場所がクラスタ・ノード間で同じであることを確実にしてください。









	 PRVF-10037: ノード"{1}"の"{0}"の記憶域タイプの取得に失敗しました 
	
原因: 指定した記憶域の場所が存在しないまたは無効であるか、チェックを実行するユーザーに、指定した記憶域にアクセスする権限がない可能性があります。


	
処置: 有効な既存の場所を指定し、チェックを実行するユーザーに、この場所に対する有効な読取り権限があることを確認してください。









	 PRVF-10038: OCRの場所が見つかりませんでした 
	
原因: OCRの場所が、チェックに渡されませんでした。


	
処置: Oracleの場所をチェックに渡してください。









	 PRVF-10105: ASMLibはノードにインストールされていません: 
	
原因: 1つ以上のノードで、ASMLibインストール・ファイル/etc/init.d/oracleasmが、検出されなかったか、アクセスできませんでした。


	
処置: ASMLibがすべてのノード上に正しくインストールされているか、どのノード上にもインストールされていないことを確認してください。









	 PRVF-10106: ASMLibはノード"{0}"にインストールされていません: 
	
原因: 示されたノードで、ASMLibインストール・ファイル/etc/init.d/oracleasmが、検出されなかったか、アクセスできませんでした。


	
処置: ASMLibが示されたノード上に正しくインストールされているか、どのノード上にもインストールされていないことを確認してください。









	 PRVF-10107: ノードでASMLib情報の取得に失敗しました: 
	
原因: ASMLibインストールのチェック中に、1つ以上のノードで必要な情報を取得できませんでした。


	
処置: ASMLibがすべてのノード上に正しくインストールされていて、ユーザーが必要なアクセス権を持っていることを確認してください。









	 PRVF-10108: ノード"{0}"でASMLib情報の取得に失敗しました: 
	
原因: ASMLibインストールのチェック中に、示されたノードで必要な情報を取得できませんでした。


	
処置: ASMLibがすべてのノード上に正しくインストールされていて、ユーザーが必要なアクセス権を持っていることを確認してください。









	 PRVF-10109: ASMLibは、ノードで正しく構成されていません: 
	
原因: ASMLibが、一部のノードでは構成されているが、リストされたノードでは構成されていないことが検出されました。


	
処置: ASMLibがすべてのノードで正しく構成され、有効化されているか、どのノード上でも構成されていないことを確認してください。









	 PRVF-10110: ASMLibは、ノード"{0}"で正しく構成されていません 
	
原因: ASMLibが、一部のノードでは構成されているが、示されたノードでは構成されていないことが検出されました。


	
処置: ASMLibがすべてのノードで正しく構成され、有効化されているか、どのノード上でも構成されていないことを確認してください。









	PRVF-10111: ASMLibでノード上のディスク"{0}"が識別されません: 
	
原因: 1つ以上のノードで、ASMLibがすべてのディスクをリストできませんでした。


	
処置: ASMLibが正しく構成され、すべての作成されたディスクをリストできることを確認してください。/etc/init.d/oracleasm scandisksを実行して、ディスクのリストをリフレッシュしてください。









	 PRVF-10112: ASMLibでノード"{1}"上のディスク"{0}"が識別されません 
	
原因: 示されたノードで、ASMLibがすべてのディスクをリストできませんでした。


	
処置: ASMLibが正しく構成され、すべての作成されたディスクをリストできることを確認してください。/etc/init.d/oracleasm scandisksを実行して、ディスクのリストをリフレッシュしてください。









	 PRVF-10208: VIPサブネット構成のチェック中に次のエラーが発生しました 
	
原因: VIPサブネットのチェックを実行中に、エラーが発生しました。


	
処置: 失敗の原因の詳細は、付随するメッセージを参照してください。









	PRVF-10209: クラスタウェアのインストール前にVIP "{0}"がアクティブになっています 
	
原因: Clusterwareインストールの前に、ノードVIPがパブリック・ネットワーク上でアクティブになっていることが検出されました。


	
処置: Clusterwareの以前のリリースをアップグレードする場合、これはエラーでありません。新規インストールの場合、VIPとして構成されたIPアドレスが現在未使用であることを確認してください。









	PRVF-10210: クラスタウェアのインストール後にVIP "{0}"がアクティブになっていません 
	
原因: Clusterwareインストールの後で、ノードVIPがパブリック・ネットワーク上でアクティブになっていないことが検出されました。


	
処置: コマンドsrvctl start nodeappsを実行して、VIPを起動してください









	 PRVF-10211: ホスト"{0}"のIPアドレスの参照に失敗しました 
	
原因: ノードVIP名のIPアドレスを取得するときに、エラーが発生しました。


	
処置: 名前に対してnslookupを実行して、名前が解決されることを確認するか、OSホスト・ファイルにノードVIP名を追加してください。









	 PRVF-10304: IPMIデバイス・ドライバがノード{0}に存在しません 
	
原因: Open IPMIデバイス・ドライバが、ノード上にインストールされません。


	
処置: Open IPMIデバイス・ドライバをインストールしてください。









	PRVF-10306: ノード{0}でIPMIデバイスのIPアドレスを取得中にエラーが発生しました 
	
原因: ノード上で、内部的に発行されたcrsctl get css ipmiaddrが、失敗しました。


	
処置: LAN経由でIPMIデバイスを構成し、ノード上でcrsctl set css ipmiaddrコマンドを実行してIPアドレスを設定してください。









	PRVF-10307: ノード{1}のIPMIのIPアドレス{0}は到達できません 
	
原因: IPMI ping応答を受信中に、タイムアウトが発生しました。これは通常、IPアドレスが誤っているために発生します。


	
処置: crsctl set css ipmiaddrコマンドを実行して、正しいIPアドレスを設定してください。









	PRVF-10308: 格納されている資格証明を使用したノード{0}のBMCデバイスへのログインが失敗しました 
	
原因: IPMIウォレットに存在するユーザー名およびパスワードを使用して、ノード上のBMCにログインすることができませんでした。


	
処置: crsctl set css ipmiadminコマンドを実行して、正しい資格証明を設定してください。









	PRVF-10405: パス"{0}"はRACデータベース・ソフトウェアとしての使用に適していません 
	
原因: 指定したパスが、RACデータベース・ソフトウェアとしての使用に不適切です。


	
処置: 目的の使用に対して適切なパスを選択したことを確認してください。









	PRVF-10406: パス"{0}"はRACデータベース・ファイルとしての使用に適していません 
	
原因: 指定したパスが、RACデータベース・ファイルとしての使用に不適切です。


	
処置: 目的の使用に対して適切なパスを選択したことを確認してください。









	PRVF-10407: パス"{0}"はOracle Clusterware記憶域としての使用に適していません 
	
原因: 指定したパスが、Oracle Clusterware記憶域(OCRまたは投票ディスク)としての使用に不適切です。


	
処置: 目的の使用に対して適切なパスを選択したことを確認してください。









	PRVF-10408: パス"{0}"は単一インスタンス・データベース・ソフトウェアとしての使用に適していません 
	
原因: 指定したパスが、単一インスタンス・データベース・ソフトウェアとしての使用に不適切です。


	
処置: 目的の使用に対して適切なパスを選択したことを確認してください。









	PRVF-10409: パス"{0}"は単一インスタンス・データベース・ファイルとしての使用に適していません 
	
原因: 指定したパスが、単一インスタンス・データベース・ファイルとしての使用に不適切です。


	
処置: 目的の使用に対して適切なパスを選択したことを確認してください。














78 PRVP-01044からPRVP-01044



	 PRVP-01044: 構成ファイル"{0}"のオープン中にエラーが発生しました 
	
原因: 構成ファイルを開くことができません。構成ファイルが存在しないか、読み取りアクセスが許可されていません。


	
処置: 使用できる構成ファイルを指定してください。














79 PRCW-01001からPRCW-01014



	 PRCW-01001: 新規メモリーを割当てできませんでした 
	
原因: 新規メモリーを割当てできませんでした。


	
処置: 使用可能なメモリーを増やした後に再試行してください。









	 PRCW-01002: ネットワーク・セキュリティのエラー・コード{0} 
	
原因: ネットワーク・セキュリティ操作の実行に失敗しました。


	
処置: 適切な処置を実行するために、ネットワーク・セキュリティのエラーを確認してください。









	 PRCW-01003: クラスタ・ウォレット操作{0}の実行に失敗しました 
	
原因: クラスタ・ウォレット操作の実行に失敗しました。


	
処置: 適切な処置を実行するために、クラスタ・ウォレットのエラーを確認してください。









	 PRCW-01004: エラー{1}のために、ウォレット{0}を開けませんでした : {2} 
	
原因: クラスタ・ウォレットを開けませんでした。


	
処置: 適切な処置を実行するために、クラスタ・ウォレットのエラーを確認してください。









	 PRCW-01005: エラー・コード{1}のために、ウォレット{1}が存在しませんでした 
	
原因: クラスタ・ウォレットが存在しませんでした。


	
処置: クラスタ・ウォレットを作成する必要があります。









	PRCW-01006: ウォレット{1}内のエイリアス{0}が存在しませんでした 
	
原因: クラスタ・ウォレット内のエイリアスが存在しませんでした。


	
処置: クラスタ・ウォレット内にエイリアスを作成する必要があります。









	 PRCW-01007: エラー{2}のために、ウォレット{1}内のエイリアス{0}を読み込めませんでした 
	
原因: クラスタ・ウォレット内のエイリアスを読み込めませんでした。


	
処置: 適切な処置を実行するために、ネットワーク・セキュリティのエラーを確認してください。









	 PRCW-01008: エラー・コード{2}のために、ウォレット{1}内のエイリアス{0}を書き込めませんでした 
	
原因: エイリアスのシークレットをクラスタ・ウォレットに書き込めませんでした。


	
処置: 適切な処置を実行するために、ネットワーク・セキュリティのエラーを確認してください。









	 PRCW-01009: エラー・コード{1}のために、ウォレット{0}を保存できませんでした 
	
原因: クラスタ・ウォレットを保存できませんでした。


	
処置: 適切な処置を実行するために、クラスタ・ウォレットのエラーを確認してください。









	 PRCW-01010: エラー{1}のために、ウォレット{0}を作成できませんでした: {2} 
	
原因: クラスタ・ウォレットを作成できませんでした。


	
処置: 適切な処置を実行するために、クラスタ・ウォレットのエラーを確認してください。









	 PRCW-01011: エラー・コード{1}のために、ウォレット{0}にアクセスできませんでした 
	
原因: クラスタ・ウォレットにアクセスできませんでした。


	
処置: 正しいクラスタ・ウォレット・パスワードを使用してください。









	 PRCW-01012: エラー・コード{1}のために、ウォレット{0}を削除できませんでした 
	
原因: クラスタ・ウォレットを削除できませんでした。


	
処置: 適切な処置を実行するために、クラスタ・ウォレットのエラーを確認してください。









	 PRCW-01013: エラー・コード{0}のために、クラスタ・ウォレット・コンテキストの初期化に失敗しました 
	
原因: クラスタ・ウォレット・コンテキストを初期化できませんでした。


	
処置: 適切な処置を実行するために、クラスタ・ウォレットのエラーを確認してください。









	 PRCW-01014: エラー・コード{0}のために、クラスタ・ウォレット・コンテキストの終了に失敗しました 
	
原因: クラスタ・ウォレット・コンテキストを終了できませんでした。


	
処置: 適切な処置を実行するために、クラスタ・ウォレットのエラーを確認してください。














80 PRCA-01000からPRCA-01056



	PRCA-01000: ASMディスク・グループ{0}は存在しません 
	
原因: 構成されていないASMディスク・グループを取得しようとして失敗しました。


	
処置: 指定したディスク・グループが存在しない場合、sqlplusを使用してディスク・グループを作成してください。ディスク・グループをCRSに登録するASMにディスク・グループをマウントしてください。









	 PRCA-01001: ASMディスク・グループのリソースが存在しません 
	
原因: CRSに登録されているディスク・グループ・リソースはありませんでした。


	
処置: sqlplusを使用してディスク・グループを作成し、ディスク・グループをCRSに登録するASMのディスク・グループをマウントしてください。









	 PRCA-01002: ASMディスク・グループ{1}のCRSリソース{0}の削除に失敗しました 
	
原因: 指定したASMディスク・グループのCRSリソースを削除しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCA-01003: ASM {0}のリソース{1}の作成に失敗しました 
	
原因: ASMのCRSリソースを追加しようとして失敗しました。


	
処置: CRSスタックが実行中であること、およびsrvctl add asmを実行するユーザーがCRSホームの所有者でもあることを確認してください。付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCA-01005: ASM {0}のサーバー・パラメータ・ファイルの取得に失敗しました 
	
原因: ASMサーバー・パラメータ・ファイルを取得できません。


	
処置: CRSスタックが実行中であること、ASMリソースが構成済であること、およびユーザーにASMリソースの読取り権限があることを確認してから、リクエストを再試行してください。









	 PRCA-01006: ASM {1}のサーバー・パラメータ・ファイル{0}の更新に失敗しました 
	
原因: ASMのサーバー・パラメータ・ファイルを更新できません。


	
処置: CRSスタックが実行中であること、ASMリソースが構成済であること、およびユーザーにASMリソースの更新権限があることを確認してから、リクエストを再試行してください。









	 PRCA-01007: ASM {0}は、次の初期化パラメータを使用していません: {1} 
	
原因: 指定したASMインスタンスは、示された初期化パラメータを使用していません。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCA-01016: ASMインスタンス{1}のASMリソース{0}の削除に失敗しました 
	
原因: 指定されたASM構成を削除しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	PRCA-01017: ASM {0}は存在しません 
	
原因: ASMがまだ構成されていません。


	
処置: ASMを構成してから、再試行してください。









	 PRCA-01018: ASM {0}のASMインスタンス・リストの取得に失敗しました 
	
原因: ASMインスタンスのリストの取得に失敗しました。


	
処置: CRSスタックが起動しており、ASMリソースが構成済であることを確認してください。









	PRCA-01019: ASM {0}は実行されていません 
	
原因: ASMリソースに実行中のインスタンスがありません。


	
処置: srvctl start asmコマンドを使用して、ASMリソースを起動してください。









	 PRCA-01020: ボリューム・デバイス{1}のACFSファイルシステム・リソース{0}を作成できません 
	
原因: 指定したボリューム・デバイス・パスのACFSファイルシステム・リソースを作成できませんでした。考えられる原因: 1)CRSスタックが使用不可でした。2)ASMインスタンスが実行されていませんでした。3)ユーザーが管理者アクセス権限のあるアカウント(root、Administratorなど)で実行していませんでした。4)ユーザーが使用するリソースをリクエストしたマウント・ポイントを識別できませんでした。


	
処置: 1)CRSスタックが使用可能であることを確認してください(crsctl check crs)。2)ASMが実行中であることを確認してください(srvctl status asm)。3)ユーザーが管理者アクセス権限のあるアカウントで実行していることを確認してください。4)リソース作成コマンドに指定されたマウント・ポイントが存在することを確認してください。









	 PRCA-01021: ボリューム・デバイス{0}のACFSファイルシステムを取得できません 
	
原因: 指定したボリューム・デバイス・パスのACFSファイルシステム・リソースを取得できませんでした。考えられる原因: 1)CRSスタックが使用不可でした。2)ASMインスタンスが実行されていませんでした。3)ユーザーが管理者アクセス権限のあるアカウント(root、Administratorなど)で実行していませんでした。4)ユーザーが使用するリソースをリクエストしたマウント・ポイントを識別できませんでした。


	
処置: 1)CRSスタックが使用可能であることを確認してください(crsctl check crs)。2)ASMが実行中であることを確認してください(srvctl status asm)。3)ユーザーが管理者アクセス権限のあるアカウントで実行していることを確認してください。4)リソース作成コマンドに指定されたマウント・ポイントが存在することを確認してください。









	 PRCA-01022: ACFSファイルシステム・リソースは、ディスク・グループ{0}およびボリューム{1}にすでに存在します 
	
原因: ACFSファイルシステム・リソースは、指定したディスク・グループおよびボリューム名にすでに作成されています。


	
処置: 1)srvctl add filesystemに別のボリューム・デバイス・パスを指定して、別のACFSファイルシステム・リソースを作成してください。または、2)前のリソースを削除して(srvctl remove filesystem -d <volume device> )、コマンドを再実行してください。









	 PRCA-01023: ディスク・グループ{1}およびボリューム{2}のACFSファイルシステム・リソース{0}を追加できません 
	
原因: 指定したボリューム・デバイス・パスのACFSファイルシステム・リソースを追加できませんでした。考えられる原因: 1)CRSスタックが使用不可でした。2)ASMインスタンスが実行されていませんでした。3)ユーザーが管理者アクセス権限のあるアカウント(root、Administratorなど)で実行していませんでした。4)ユーザーが使用するリソースをリクエストしたマウント・ポイントを識別できませんでした。


	
処置: 1)CRSスタックが使用可能であることを確認してください(crsctl check crs)。2)ASMが実行中であることを確認してください(srvctl status asm)。3)ユーザーが管理者アクセス権限のあるアカウントで実行していることを確認してください。4)リソース作成コマンドに指定されたマウント・ポイントが存在することを確認してください。









	 PRCA-01024: ディスク・グループ{0}およびボリューム{1}のボリュームを取得できません 
	
原因: 指定したボリューム・デバイス・パスのACFSファイルシステム・リソースを取得できませんでした。考えられる原因: 1)CRSスタックが使用不可でした。2)ASMインスタンスが実行されていませんでした。3)ユーザーが管理者アクセス権限のあるアカウント(root、Administratorなど)で実行していませんでした。


	
処置: 1)CRSスタックが使用可能であることを確認してください(crsctl check crs)。2)ASMが実行中であることを確認してください(srvctl status asm)。3)ユーザーが管理者アクセス権限のあるアカウントで実行していることを確認してください。









	 PRCA-01025: ディスク・グループ{0}およびボリューム{1}のマウント・ポイント・パスを取得できません 
	
原因: 指定したボリューム・デバイス・パスのACFSファイルシステム・リソースを取得できませんでした。考えられる原因: 1)CRSスタックが使用不可でした。2)ASMインスタンスが実行されていませんでした。3)ユーザーが管理者アクセス権限のあるアカウント(root、Administratorなど)で実行していませんでした。


	
処置: 1)CRSスタックが使用可能であることを確認してください(crsctl check crs)。2)ASMが実行中であることを確認してください(srvctl status asm)。3)ユーザーが管理者アクセス権限のあるアカウントで実行していることを確認してください。









	 PRCA-01026: ディスク・グループ{0}およびボリューム{1}のACFSファイルシステムのユーザーを設定できません 
	
原因: 指定したディスク・グループおよびボリュームのACFSファイルシステム・リソースのユーザーを変更できませんでした。考えられる原因: 1)CRSスタックが使用不可でした。2)ASMインスタンスが実行されていませんでした。3)ユーザーが管理者アクセス権限のあるアカウント(root、Administratorなど)で実行していませんでした。


	
処置: 1)CRSスタックが使用可能であることを確認してください(crsctl check crs)。2)ASMが実行中であることを確認してください(srvctl status asm)。3)ユーザーが管理者アクセス権限のあるアカウントで実行していることを確認してください。









	 PRCA-01027: ディスク・グループ{0}およびボリューム{1}のACFSファイルシステム構成の削除に失敗しました 
	
原因: 指定されたディスク・グループおよびボリュームのACFSファイルシステム構成を削除できません。


	
処置: 1)CRSスタックが使用可能であることを確認してください(crsctl check crs)。2)ASMが実行中であることを確認してください(srvctl status asm)。3)ユーザーが管理者アクセス権限のあるアカウントで実行していることを確認してください。









	 PRCA-01028: ASM {0}に関連付けられたリスナーの取得に失敗しました 
	
原因: ASMに関連付けられたリスナーの取得に失敗しました。


	
処置: ユーザーにASMリソースに対する読取り権限があることを確認し、再試行してください。また、ASMリソースの起動依存性に指定されたリスナーが存在することも確認してください。









	 PRCA-01029: リスナー{0}とASM{1}の関連付けに失敗しました 
	
原因: 指定されたリスナーとASMの関連付けに失敗しました。


	
処置: ユーザーにASMリソースに対する更新権限があることを確認し、再試行してください。









	 PRCA-01030: ボリューム・デバイス{0}に関連付けられたディスク・グループの取得に失敗しました 
	
原因: 指定したボリューム・デバイスに関連付けられたディスク・グループをasmcmd volinfo -g <volume_name>コマンドで取得できません。


	
処置: ASMインスタンスが実行中であること、さらにasmcmdユーティリティが存在し、基礎となるofsデバイスがアクセス可能であることを確認してください。









	 PRCA-01031: ボリューム・デバイス{1}に関連付けられたディスク・グループ{0}を取得できません 
	
原因: 指定したボリューム・デバイス・パスのACFSファイルシステム・リソースを取得できませんでした。考えられる原因: 1)CRSスタックが使用不可でした。2)ASMインスタンスが実行されていませんでした。3)ユーザーが管理者アクセス権限のあるアカウント(root、Administratorなど)で実行していませんでした。4)ディスク・グループがマウントされていません。


	
処置: 1)CRSスタックが使用可能であることを確認してください(crsctl check crs)。2)ASMが実行中であることを確認してください(srvctl status asm)。3)ユーザーが管理者アクセス権限のあるアカウントで実行していることを確認してください。4)ディスク・グループがマウントされていることを確認してください。









	PRCA-01032: ASMリスナー{0}は存在しません 
	
原因: ASMリスナーはOracle Clusterwareに登録されていません。


	
処置: エラー・メッセージに示された名前を<lsnr_name>に指定してsrvctl add listener -l <lsnr_name>コマンドを実行するか、Oracle Clusterwareに別のリスナーが登録されている場合は、srvctl modify asm -l <lsnr_name>を試行してください。









	 PRCA-01033: ACFSファイルシステム・リソースがボリューム・デバイス{0}に存在しません 
	
原因: 指定したボリューム・デバイスのACFSファイルシステム・リソースが、Oracle Clusterwareに登録されていませんでした。


	
処置: srvctl add filesystemコマンドを使用して、ACFSファイルシステム・リソースを作成してください。









	 PRCA-01034: ACFSファイルシステム・リソースがOracleクラスタウェア内に存在しません 
	
原因: Oracle Clusterwareに登録されているACFSファイルシステム・リソースはありません。


	
処置: srvctl add filesystemコマンドを使用して、ACFSファイルシステム・リソースを作成してください。









	 PRCA-01035: ディスク・グループ{0}を使用するデータベースを特定できません 
	
原因: ディスク・グループに依存性のあるデータベースを取得できません。


	
処置: CRSスタックが起動していること、およびユーザーにデータベースのCRSリソースの読取り権限があることを確認し、再試行してください。









	 PRCA-01036: Oracle Restart環境固有のAPIがOracleクラスタウェア環境で起動されました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRCA-01037: ASM {0}のディスク・グループ検出文字列の取得に失敗しました 
	
原因: ASMのディスク・グループ検出文字列を取得しようとして失敗しました。


	
処置: CRSスタックが実行中であること、ASMリソースが構成済であること、およびユーザーにASMリソースの読取り権限があることを確認してから、リクエストを再試行してください。









	 PRCA-01038: ASM {1}のディスク・グループ検出文字列{0}の更新に失敗しました 
	
原因: ASMのディスク・グループ検出文字列を更新しようとして失敗しました。


	
処置: CRSスタックが実行中であること、ASMリソースが構成済であること、およびユーザーにASMリソースの更新権限があることを確認してから、リクエストを再試行してください。









	PRCA-01039: ボリューム・デバイス{0}は存在しません 
	
原因: 指定したボリューム・デバイスは存在しません。


	
処置: asmcaを使用してボリューム・デバイスを作成してから、srvctl add filesystemコマンドを再実行してください。









	 PRCA-01040: ボリューム・デバイス{0}の有無のチェックに失敗しました 
	
原因: 指定されたボリューム・デバイスの有無をチェックするacfsutilコマンドの実行に失敗しました。


	
処置: acfsutilの実行の失敗理由の詳細が示された根本的なエラー・メッセージを確認してください。報告された問題を解決し、コマンドを再試行してください。









	 PRCA-01041: ボリューム・デバイス{1}のディスク・グループ{0}の検証に失敗しました 
	
原因: ボリューム・デバイスのディスク・グループを検証するacfsutilコマンドの実行に失敗しました。


	
処置: acfsutilの実行の失敗理由の詳細が示された根本的なエラー・メッセージを確認してください。報告された問題を解決し、srvctl add filesystemコマンドを再試行してください。









	 PRCA-01042: ディスク・グループ{0}は、ボリューム・デバイス{1}に対して有効ではありません 
	
原因: 指定したディスク・グループは、指定したボリューム・デバイスに作成された基礎となるディスク・グループと一致しません。


	
処置: 正しいディスク・グループ値を指定してsrvctl add filesystemコマンドを実行してください。









	 PRCA-01043: ボリューム・デバイス{1}のボリューム{0}の検証に失敗しました 
	
原因: ボリューム・デバイスのボリュームを検証するacfsutilコマンドの実行に失敗しました。


	
処置: acfsutilの実行の失敗理由の詳細が示された根本的なエラー・メッセージを確認してください。報告された問題を解決し、srvctl add filesystemコマンドを再試行してください。









	 PRCA-01044: ボリューム{0}はボリューム・デバイス{1}に対して有効ではありません 
	
原因: 指定したボリュームは、指定したボリューム・デバイスに作成された基礎となるボリュームと一致しません。


	
処置: 正しいボリューム値を指定してsrvctl add filesystemコマンドを実行してください。









	 PRCA-01045: このプラットフォームでは、ACFSがサポートされていません 
	
原因: サポートされていないプラットフォームで、ファイルシステムの操作がリクエストされました。


	
処置: サポートされているプラットフォームでsrvctlファイルシステム・コマンドを実行してください。









	PRCA-01046: ボリューム・デバイス{0}のファイルシステムがACFSレジストリ内に存在します 
	
原因: 指定したボリューム・デバイスのファイルシステムがACFSレジストリに登録されました。ファイル・システムは、ACFSレジストリに存在するか、CRSリソースに登録されるかのいずれかが可能ですが、両方は不可能です。


	
処置: acfsutil registry -dを実行してACFSレジストリからボリューム・デバイスを削除するか、異なるボリューム・デバイスを使用してsrvctl add filesystemを実行します。









	 PRCA-01047: ボリューム・デバイス{0}の正規フォームを取得できないため、このボリューム・デバイスのACFSファイルシステム・リソースを検出できません 
	
原因: 内部的に発行されたadvmutil canonicalコマンドが失敗しました。また、ACFSファイルシステム・リソースに記録されているボリューム・デバイスが、指定されたボリューム・デバイスと一致しませんでした。


	
処置: advmutil実行の失敗理由の詳細が示された根本的なエラー・メッセージを確認してください。報告された問題を解決して、再試行してください。









	 PRCA-01048: ユーザー"{0}"がクラスタに見つかりませんでした 
	
原因: ファイルシステムの所有者/ユーザーとして指定されたユーザーが見つかりませんでした。


	
処置: 指定したファイルシステムの存在するユーザーまたは所有者の名前を入力してください。









	 PRCA-01049: 指定したマウント・ポイント・パスがリモート・パスであるため、マウント・ポイント・パス{0}は無効です 
	
原因: 指定したマウント・ポイント・パスがリモート・パスでした。


	
処置: マウント・ポイント・パスがリモート・パスではないことを確認してください。









	PRCA-01050: ディスク・グループ{0}およびボリューム{1}のボリューム・デバイスの正規フォームを取得できません 
	
原因: ボリューム・デバイス・パスの指定した正規フォームのACFSファイルシステム・リソースが取得されませんでした。


	
処置: 1) CRSスタックが使用可能であることを確認してください('crsctl check crs')。2)失敗の詳細は、付随するエラー・メッセージを確認してください。問題を解決したら再試行してください。









	PRCA-01056: バージョン{0}からバージョン{1}へACFSをアップグレードできません 
	
原因: ACFSのバージョンをアップグレードできませんでした。


	
処置: 失敗の詳細は、付随するエラー・メッセージを確認してください。問題を解決したら再試行してください。














81 PRCC-01000からPRCC-01020



	PRCC-01000: パラメータ{0}の値が無効です 
	
原因: これは内部エラーです。指定したパラメータの値がNULLか空の文字列です。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRCC-01001: インストール・グループの取得に失敗しました: {0} 
	
原因: インストール・グループを取得しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCC-01002: インストール・グループの更新に失敗しました: {0} 
	
原因: インストール・グループを設定しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	PRCC-01003: モジュール{0}のバージョンは使用できません 
	
原因: 指定したモジュールのバージョン情報を取得しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	PRCC-01004: 操作の結果をチェックするために指定された識別子{0}が不明です 
	
原因: 指定した識別子を使用して例外データからの結果の取得に失敗しました。指定した識別子は例外に含まれていませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCC-01005: パラメータ{0}は絶対パスではありません 
	
原因: 指定したパラメータは、絶対ディレクトリ・パスではありません。


	
処置: 絶対ディレクトリ・パスを指定してください。









	PRCC-01006: パス{0}はディレクトリではありません。 
	
原因: 指定したパスは、ディレクトリではありません。


	
処置: ディレクトリ・パスを指定してください。









	PRCC-01007: パス{0}は存在しません 
	
原因: 指定したパスは存在しませんでした。


	
処置: 既存のディレクトリ・パスを指定してください。









	 PRCC-01008: 列挙タイプ{0}には、{1}の対応する値を持つメンバーがありません 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCC-01009: パラメータ{0}の値はnullにできません 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRCC-01010: {0}はすでに有効化されています 
	
原因: 指定したエンティティはすでに有効化されています。


	
処置: 処置は必要ありません。エンティティを再度有効化にするには、まず無効化してから再試行してください。









	 PRCC-01011: {0}は、{1}ですでに有効化されています 
	
原因: 指定したエンティティは、指定したノードですでに有効化されています。


	
処置: 処置は必要ありません。指定のノードでエンティティを再度有効化するには、該当のノード上でエンティティを無効化してから再試行してください。









	PRCC-01012: {0}はすでに無効化されています 
	
原因: 指定したエンティティはすでに無効化されています。


	
処置: 処置は必要ありません。エンティティを再度無効化にするには、まず有効化してから再試行してください。









	 PRCC-01013: {0}は、{1}ですでに無効化されています 
	
原因: 指定したエンティティは、指定したノードですでに無効化されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	PRCC-01014: {0}はすでに実行中です 
	
原因: 指定したエンティティはすでに実行中です。


	
処置: 処置は必要ありません。エンティティを再度起動するには、まず停止してから再試行してください。









	 PRCC-01015: {0}は{1}ですでに実行中です 
	
原因: 指定したエンティティは、指定したノードですでに実行中です。


	
処置: 処置は必要ありません。指定のノードでエンティティを再度起動するには、該当のノードでエンティティを停止してから再試行してください。









	PRCC-01016: {0}はすでに停止しています 
	
原因: 指定したエンティティはすでに停止しています。


	
処置: 処置は必要ありません。エンティティを再度停止するには、まず起動してから再試行してください。









	 PRCC-01017: {0}は{1}ですでに停止しています 
	
原因: 指定したエンティティは、指定したノードですでに停止しています。


	
処置: 処置は必要ありません。指定のノードでエンティティを再度停止するには、まず該当のノードで起動してから再試行してください。









	PRCC-01018: ノード{0}のプライベート・ネットワーク・アドレスを取得するリクエストを実行しましたが、アドレスが見つかりませんでした 
	
原因: olsnodes -pによりプライベート・ネットワーク・アドレスを取得するリクエストを実行しましたが、返されたプライベートIPアドレスはありませんでした。


	
処置: cluster_interconnectネットワークの'oifcfg getif'をチェックし、このノードにcluster_interconnectネットワーク上のIPアドレスがあることを確認してください。









	PRCC-01019: パラメータ{0}の値が無効です 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCC-01020: バージョン{0}を使用してバージョン{1}以降のリソース構成を管理することはできません 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。














82 PRCD-01000からPRCD-01246



	PRCD-01000: データベース{0}はすでに存在しています 
	
原因: 指定したデータベース・リソースは、Oracle Clusterwareにすでに登録されていました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	PRCD-01001: データベース{0}は存在しません 
	
原因: 指定したデータベース・リソースは、Oracle Clusterwareに登録されていませんでした。


	
処置: srvctl add databaseを使用して、データベース・リソースを登録してください。









	 PRCD-01002: データベース{0}はサーバー・プール{1}に依存しています 
	
原因: 指定したサーバー・プールを削除しようとして失敗しました。サーバー・プールは使用中です。


	
処置: 指定したデータベースを削除してから、サーバー・プールを削除してください。









	PRCD-01003: サービス{0}はすでに存在しています 
	
原因: 指定したサービスは、すでにOracle Clusterwareに作成および登録されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PRCD-01004: サービス{0}はサーバー・プール{1}に依存しています 
	
原因: 指定したサーバー・プールを削除しようとして失敗しました。サーバー・プールは使用中です。


	
処置: 指定したサービスを削除してから、サーバー・プールを削除してください。









	PRCD-01005: データベース{1}のサーバー・プール{0}は存在しません 
	
原因: データベースで使用する指定したサーバー・プールが、強制的に削除されました。


	
処置: srvctl add srvpoolを使用して、サーバー・プールを作成してください。









	 PRCD-01007: データベース名の取得に失敗しました 
	
原因: DB_NAMEリソース属性の取得に失敗しました。


	
処置: 失敗の詳細は、付随するエラー・メッセージを確認してください。問題を解決したら再試行してください。









	 PRCD-01008: サーバー・パラメータ・ファイルがデータベース{0}に存在しません 
	
原因: SPFILEリソース属性の取得に失敗しました。


	
処置: 失敗の詳細は、付随するエラー・メッセージを確認してください。問題を解決したら再試行してください。









	 PRCD-01009: データベース{0}のサーバー・パラメータ・ファイルの取得に失敗しました 
	
原因: 指定したデータベースのサーバー・パラメータ・ファイルを取得できません。


	
処置: CRSスタックが実行中であること、データベース・リソースが構成済であること、およびユーザーにデータベース・リソースの読取り権限があることを確認してから、リクエストを再試行してください。









	 PRCD-01010: データベース{1}のサーバー・パラメータ・ファイル{0}の更新に失敗しました 
	
原因: 指定したデータベースのサーバー・パラメータ・ファイルを更新できません。


	
処置: CRSスタックが実行中であること、データベース・リソースが構成済であること、およびユーザーにデータベース・リソースの更新権限があることを確認してから、リクエストを再試行してください。









	PRCD-01011: このデータベース{0}が複数インスタンスのデータベースであるかどうかの識別に失敗しました 
	
原因: CLUSTER_DATABASEリソース属性の取得に失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCD-01012: データベース{0}のディスク・グループ・リストの取得に失敗しました。 
	
原因: 指定したデータベースの起動依存性からのディスク・グループの取得に失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。指定したディスク・グループが存在しない場合、sqlplusを使用してディスク・グループを作成してください。ディスク・グループをOracle Clusterwareに登録するデータベースのディスク・グループをマウントしてください。









	 PRCD-01014: データベース{0}のデータベース・ドメインの取得に失敗しました 
	
原因: 指定したデータベースのUSR_ORA_DOMAIN属性からドメインを取得できませんでした。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCD-01015: サービス・カーディナリティ{0}とTAF {1}の組合せは、サービス{2}に対して許可されていません 
	
原因: 指定したサービス・カーディナリティは、指定したTAFポリシーとともに使用できません。


	
処置: カーディナリティを変更するか、一致するTAFポリシーを検索してください。PRECONNECTと併用できるのは、SINGLETONカーディナリティのみです。









	 PRCD-01016: データベース{1}のサーバー・プール{0}へのアクセス中に障害が発生しました 
	
原因: データベースのSERVER_POOLS属性によって参照されるサーバー・プールを参照しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCD-01019: データベース{0}のOracleホームの取得に失敗しました 
	
原因: 指定したデータベースのTAF_POLICY属性を取得しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCD-01020: サービス{0}のTAFポリシーの取得に失敗しました 
	
原因: 指定したデータベースのORACLE_HOME属性を取得しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCD-01021: サービス{1}のTAFポリシー{0}の更新に失敗しました 
	
原因: 指定したデータベースのTAF_POLICY属性を設定しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCD-01022: 単一インスタンス・データベースに2つ目のインスタンスを追加できません 
	
原因: 単一インスタンス・データベースにはインスタンスを追加できません。


	
処置: 単一インスタンス・データベースでは複数のインスタンスはサポートされません。複数のインスタンスが必要な場合は、RACデータベースに変換してください。









	 PRCD-01023: インスタンスは、データベース{1}のノード{0}にすでに追加されています。 
	
原因: 指定したノードにはすでに別のインスタンスが追加されているため、そのノードのデータベースにはインスタンスを追加できません。


	
処置: srvctl modify instanceコマンドを使用して、指定したノードのインスタンス名を変更してください。









	 PRCD-01024: データベース{0}のインスタンス・リストの取得に失敗しました 
	
原因: 指定したデータベースのインスタンスのリストを取得しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCD-01025: データベース{0}の作成に失敗しました 
	
原因: 指定したデータベースのクラスタウェア・リソースを作成しようとして失敗しました。リクエストが不正なOSユーザーIDで発行されたか、Oracle Clusterware内で問題が検出されました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。Oracleホームのユーザーとしてログインし、コマンドsrvctl add databaseを発行してください。









	 PRCD-01026: データベース{1}のサービス{0}の作成に失敗しました 
	
原因: 指定したサービスを作成しようとしましたが、コマンドsrvctl add serviceがOracleホームの所有者によって発行されなかったために失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。Oracleホームのユーザーとしてログインし、コマンドsrvctl add serviceを発行してください。









	 PRCD-01027: データベース{0}の取得に失敗しました 
	
原因: 指定したデータベースを取得しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCD-01028: データベース{1}のサービス・リソース{0}の取得に失敗しました 
	
原因: 指定したサービスを取得しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	PRCD-01029: データベース{1}のディスク・グループ{0}は存在しません 
	
原因: 指定したデータベースのディスク・グループは存在しません。


	
処置: srvctl add diskgroupを使用して指定したディスク・グループを追加してください。









	PRCD-01030: データベース{0}にカーディナリティがあるかどうかの判別に失敗しました 
	
原因: 指定したデータベースがカーディナリティに基づいているか、またはそのVERSION属性に基づいていないかの判別に失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	PRCD-01031: サービス{0}にカーディナリティがあるかどうかの判別に失敗しました 
	
原因: 指定したサービスがカーディナリティに基づいているかどうかの確認に失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCD-01032: データベース・リソース{0}の削除に失敗しました 
	
原因: 指定したデータベースの削除に失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCD-01033: サービス{0}のサーバー・プールはデータベース{1}のサーバー・プールと異なります 
	
原因: 指定したサーバー・プールは、データベースのサーバー・プールの子ではありません。


	
処置: データベースのサーバー・プールの子であるサーバー・プールを使用してください。









	PRCD-01034: データベース{0}は単一インスタンス・データベースではありません。クラスタ・データベースです 
	
原因: 指定したデータベースは単一インスタンス・データベースではありません。


	
処置: 単一インスタンス・データベースのデータベース名を指定してください。









	PRCD-01035: データベース{0}はクラスタ・データベースではありません 
	
原因: 指定したデータベースはクラスタ・データベースではありません。


	
処置: RACデータベースのデータベース名を指定してください。









	 PRCD-01036: データベース{1}のOracleホーム{0}の設定に失敗しました 
	
原因: 指定したデータベースのOracleホームを更新しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCD-01037: ノード{2}のデータベース{1}に対するOracleホーム{0}の設定に失敗しました 
	
原因: 指定したノードの指定したデータベースのOracleホームを更新しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	PRCD-01038: 非クラスタ環境にはRACデータベース{0}を作成できません 
	
原因: Oracle Clusterwareがインストールおよび構成されていないため、指定したRACデータベースの作成に失敗しました。


	
処置: RACデータベースを作成する前に、Oracle Clusterwareをインストールおよび構成してください。









	 PRCD-01039: サービス{0}のデータベースの取得に失敗しました 
	
原因: 指定したサービスが依存するデータベースを取得しようとして失敗しました。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRCD-01040: 指定した{1}のサーバー・プール{0}は、データベース{2}およびサービス{3}の管理者管理構成をすでにホストしています 
	
原因: サーバー・プールは、管理者管理データベースおよびサービスをホストしています。


	
処置: 管理者管理データベースおよびサービスをホストしていないサーバー・プールを指定してください。









	 PRCD-01041: 管理者管理データベース{0}には、1つのサーバー・プール{1}のみ設定できます 
	
原因: 管理者管理データベースには複数のサーバー・プールを構成できません。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	PRCD-01042: データベース{1}は管理者管理データベースであり、ポリシー管理サービス{0}は作成できません。 
	
原因: 指定したデータベースは、ポリシー管理サービスをサポートしていません。


	
処置: ポリシー管理サービスをサポートしているデータベースを指定してください。









	PRCD-01043: サービス{0}は、UNIFORMまたはSINGLETONサービスではないため、ポリシー管理サービスとして作成できません。このサービスは、優先およびオプションの使用可能インスタンス・リストを使用して管理者管理サービスとしてのみ作成できます。 
	
原因: 作成するサービスは管理者管理サービスであり、サービスが依存するデータベースはポリシー管理データベースでした。


	
処置: 優先および使用可能なインスタンスのリストを使用して、管理者管理データベースの管理者管理サービスを作成してください。









	 PRCD-01044: データベース{0}にインスタンスが構成されているノード・リストの取得に失敗しました 
	
原因: 指定したデータベースのインスタンスが構成されたノードのリストを取得しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	PRCD-01045: データベース{0}はポリシー管理データベースであり、インスタンスの追加オプションをサポートしていません 
	
原因: 指定したデータベースは、インスタンスの追加オプションをサポートしていません。


	
処置: 1)管理者管理データベースを指定してください。または2)ポリシー管理データベースに対し、srvctl modify srvpoolまたはsrvctl relocate serverを使用して、データベースを管理するサーバー・プールにサーバーを追加してください。









	PRCD-01046: データベース{0}はポリシー管理データベースであり、インスタンスの削除オプションをサポートしていません 
	
原因: 指定したデータベースは、インスタンスの削除オプションをサポートしていません。


	
処置: 1)管理者管理データベースを指定してください。または2)ポリシー管理データベースに対し、サーバー上のデータベースを停止してからsrvctl modify srvpoolまたはsrvctl relocate serverを使用して、データベースを管理するサーバー・プールからそのサーバーを削除してください。









	 PRCD-01047: データベース{0}のサービス・リストの取得に失敗しました 
	
原因: 指定したデータベースのサービスのリストを取得しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCD-01048: 単一インスタンス・データベース{0}からインスタンスを削除できません 
	
原因: 単一インスタンス・データベースからインスタンスを削除しようとして失敗しました。


	
処置: srvctl remove databaseを使用してデータベースを削除してください。









	 PRCD-01049: データベース{1}のサーバー・プール{0}の更新に失敗しました 
	
原因: 指定したサーバー・プールを更新しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCD-01050: サービス{0}の自動開始値の更新に失敗しました 
	
原因: 指定したサービスの自動開始値を更新しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCD-01051: データベース{0}へのインスタンスの追加に失敗しました 
	
原因: インスタンスのノードがクラスタのノードではないため、またはその他のエラーのため、指定したデータベースにインスタンスを追加しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCD-01052: データベース{0}からのインスタンスの削除に失敗しました 
	
原因: サービスがインスタンスに依存していたため、またはその他のエラーのため、指定したインスタンスを削除しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCD-01053: サービス{0}を提供するデータベース・インスタンスの取得に失敗しました 
	
原因: 指定したサービスを提供するデータベース・インスタンスを取得しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCD-01054: データベース名がnullです 
	
原因: ユーザーが指定したデータベース名はNULLです。


	
処置: NULL文字列ではない有効なデータベース名を指定してください。









	 PRCD-01055: インスタンス名がnullです 
	
原因: ユーザーが指定したインスタンス名はNULLです。


	
処置: NULL文字列ではない有効なインスタンス名を指定してください。









	PRCD-01056: データベース名{0}に無効な文字が含まれています 
	
原因: 指定したデータベース名に無効な文字が含まれています。


	
処置: 有効なデータベース名を指定してください。データベース名に有効なキャラクタ・セットは[a-zA-Z0-9$#_]です。









	PRCD-01057: インスタンス名{0}は有効な値ではありません 
	
原因: 指定したインスタンス名の形式が有効ではありません。


	
処置: 有効なインスタンス名を指定してください。インスタンス名の有効なキャラクタ・セットは[a-zA-Z0-9_-]です。









	 PRCD-01058: 単一インスタンス・データベース{1}に無効なサーバー・プール・リスト{0}が指定されています 
	
原因: クラスタ上に単一インスタンス・データベースを作成した際のサーバー・プール・サイズが1ではありませんでした。


	
処置: 単一インスタンス・データベースを作成する際には、サーバーを1つのみ含む1つのサーバー・プールを使用してください。









	 PRCD-01059: インスタンス名接頭辞{0}に無効な文字が含まれています 
	
原因: 指定したインスタンス名の接頭辞に、英数字以外の文字が含まれていました。


	
処置: 英数字(a-z、A-Z、0-9)で構成されるインスタンス名の接頭辞を指定してください。









	 PRCD-01060: データベース{1}のクラスタ・サービス{0}を作成するためのサーバー・プールが指定されていません 
	
原因: クラスタ・データベースを構成する際のサーバー・プールの引数が指定されていません。


	
処置: クラスタ・データベースを構成する際、既存のサーバー・プールを指定してください。









	 PRCD-01061: データベースが存在しません 
	
原因: 構成されているデータベースがありません。


	
処置: データベースを構成して再試行してください。









	 PRCD-01062: 無効なサービス・カーディナリティ{0}です 
	
原因: 指定したサービス・カーディナリティが無効です。


	
処置: 有効なサービス・カーディナリティを指定してください。









	 PRCD-01063: 無効なサービスTAFポリシー{0}です 
	
原因: 指定したサービスTAFポリシーが無効です。


	
処置: 有効なサービスTAFポリシーを指定してください。









	 PRCD-01064: 無効なデータベース・ロール{0}です 
	
原因: 指定したデータベース・ロールが無効です。


	
処置: 有効なデータベース・ロールを指定してください。









	 PRCD-01065: 無効な管理ポリシー{0}です 
	
原因: 指定した管理ポリシーが無効です。


	
処置: 有効な管理ポリシーを指定してください。管理ポリシーは自動または手動である必要があります。









	 PRCD-01066: 無効な開始オプション{0}です 
	
原因: 指定した開始オプションが無効です。


	
処置: 有効な開始オプションを指定してください。









	 PRCD-01067: 無効な停止オプション{0}です 
	
原因: 指定した停止オプションが無効です。


	
処置: 有効な停止オプションを指定してください。









	 PRCD-01068: データベース{2}のノード{1}でのインスタンス{0}の変更に失敗しました 
	
原因: 指定したノードのインスタンスは、データベースに存在しません。


	
処置: srvctl add instanceを使用してper-Xインスタンスを追加してください。









	 PRCD-01069: データベース{2}のノード{1}でのインスタンス{0}の変更に失敗しました 
	
原因: 指定したノードのインスタンスを更新できません。


	
処置: CRSスタックが起動しており実行中であること、およびOracleユーザーにインスタンスの変更権限があることを確認し、再試行してください。









	 PRCD-01070: データベース{0}の起動オプションの取得に失敗しました 
	
原因: データベースの起動オプションを取得できません。


	
処置: CRSスタックが起動しており実行中であることを確認し、再試行してください。









	 PRCD-01071: データベース{0}の起動オプションの更新に失敗しました 
	
原因: データベースの起動オプションを更新できません。


	
処置: CRSスタックが起動しており実行中であることを確認し、再試行してください。









	 PRCD-01072: データベース{0}の停止オプションの取得に失敗しました 
	
原因: データベースの停止オプションを取得できません。


	
処置: CRSスタックが起動しており実行中であることを確認し、再試行してください。









	 PRCD-01073: データベース{0}の停止オプションの更新に失敗しました 
	
原因: データベースの停止オプションを更新できません。


	
処置: CRSスタックが起動しており実行中であることを確認し、再試行してください。









	 PRCD-01074: データベース{0}のデータベース・ロールの取得に失敗しました 
	
原因: データベースのデータベース・ロールを取得できません。


	
処置: CRSスタックが起動しており実行中であることを確認し、再試行してください。









	 PRCD-01075: データベース{0}のデータベース・ロール{1}の設定に失敗しました 
	
原因: データベースのデータベース・ロールを更新できません。


	
処置: CRSスタックが起動しており実行中であることを確認し、再試行してください。









	 PRCD-01076: データベース{0}の管理ポリシーの取得に失敗しました 
	
原因: データベースの管理ポリシーを取得できません。


	
処置: CRSスタックが起動しており実行中であることを確認し、再試行してください。









	 PRCD-01077: データベース{0}の管理ポリシーの更新に失敗しました 
	
原因: データベースの管理ポリシーを更新できません。


	
処置: CRSスタックが起動しており実行中であることを確認し、再試行してください。









	 PRCD-01078: データベース{1}のデータベース名{0}の更新に失敗しました 
	
原因: データベースのデータベース名を更新できません。


	
処置: CRSスタックが起動しており実行中であることを確認し、再試行してください。









	 PRCD-01079: サービス{0}のプルアップの更新に失敗しました: {1} 
	
原因: サービスのプルアップ修飾子の更新に失敗しました。


	
処置: CRSスタックが起動しており実行中であることを確認し、再試行してください。









	 PRCD-01080: サービス{0}の属性の取得に失敗しました 
	
原因: サービスの属性の取得に失敗しました。


	
処置: CRSスタックが起動しており実行中であることを確認し、再試行してください。









	 PRCD-01081: サービス{0}の属性の設定に失敗しました 
	
原因: サービスの属性の設定に失敗しました。


	
処置: CRSスタックが起動しており実行中であることを確認し、再試行してください。









	 PRCD-01082: サービス{0}の変更に失敗しました: 属性{1}はサポートされていません 
	
原因: 属性変更の操作がサポートされていません。


	
処置: アプリケーションを修正してください。









	 PRCD-01083: サービス{0}の変更に失敗しました 
	
原因: サービスの変更に失敗しました。


	
処置: CRSスタックが起動しており実行中であることを確認し、再試行してください。









	 PRCD-01084: サービス{0}の開始に失敗しました 
	
原因: サービスの開始に失敗しました。


	
処置: CRSスタックが起動しており実行中であることを確認し、再試行してください。









	 PRCD-01085: サービス{0}の停止に失敗しました 
	
原因: サービスの停止に失敗しました。


	
処置: CRSスタックが起動しておりサービスが実行中であることを確認し、再試行してください。









	 PRCD-01086: 無効なランタイム・ロード・バランシング目標{0}です 
	
原因: 指定したランライム・ロード・バランシングの目標が無効です。


	
処置: 有効なランタイム・ロード・バランシング目標を指定してください。









	 PRCD-01087: 無効なフェイルオーバー・タイプ{0}です 
	
原因: 指定したフェイルオーバー・タイプは無効です。


	
処置: 有効なフェイルオーバー・タイプを指定してください。









	 PRCD-01088: 無効な接続ロード・バランシング目標{0}です 
	
原因: 指定した接続ロード・バランシングの目標は無効です。


	
処置: 有効な接続ロード・バランシング目標を指定してください。









	 PRCD-01089: 無効なフェイルオーバー・メソッド{0}です 
	
原因: 指定したフェイルオーバー・メソッドは無効です。


	
処置: 有効なフェイルオーバー・メソッドを指定してください。









	 PRCD-01090: ノード{1}上のデータベース{0}のOracleホームの取得に失敗しました 
	
原因: データベースのOracleホームは、指定したノードに設定されていません。


	
処置: 指定したノードにデータベースのOracleホームを設定してください。









	 PRCD-01091: データベース{1}のデータベース・インスタンス{0}の作成に失敗しました 
	
原因: 指定したインスタンス名のデータベース・インスタンスを作成できませんでした。


	
処置: ローカル・ノードをデータベース・インスタンスの作成に使用できること、および指定したインスタンス名が有効であることを確認してください。インスタンス名の有効なキャラクタ・セットは[a-zA-Z0-9_-]です。









	 PRCD-01092: ノード{2}上のデータベース{1}のデータベース・インスタンス{0}の作成に失敗しました 
	
原因: 指定したインスタンス名およびノード名のデータベース・インスタンスを作成できません。


	
処置: 指定したノードをデータベースの作成に使用できること、および指定したインスタンス名が有効であることを確認してください。インスタンス名の有効なキャラクタ・セットは[a-zA-Z0-9_-]です。









	 PRCD-01093: データベース{1}のドメイン{0}の更新に失敗しました 
	
原因: データベースのドメインを更新できません。


	
処置: CRSスタックが起動しており実行中であることを確認し、再試行してください。









	PRCD-01094: ACFSパス{1}が存在するASMクラスタ・ファイルシステム上のデータベース{0}の起動依存性の作成に失敗しました 
	
原因: ACFSパスのASMクラスタ・ファイルシステム上の起動依存性を含めるようにデータベース・リソースを変更できません。


	
処置: ASMインスタンスが実行中であること、OFSドライバがドライバ・ディレクトリに存在すること、および基礎となるofsデバイスにアクセス可能であることを確認してください。









	 PRCD-01095: バージョン11.1以前のデータベースの取得に失敗しました 
	
原因: バージョン11.1以前のデータベースを取得するためのOCR構成を読み取れません。


	
処置: Oracle Clusterwareが起動しており実行中であること、およびsrvctlを実行しているユーザーのプライマリ・グループが、Oracle Clusterwareホームをインストールしたユーザーのプライマリ・グループと同じであることを確認してください。また、11.1 srvctl configを実行して、データベース構成がOCR内に存在していることを検証してください。









	 PRCD-01096: 一意のデータベース名の取得に失敗しました 
	
原因: 一意のデータベース名の属性値を読み取れません。


	
処置: Oracle Clusterwareが起動しており実行中であることを確認し、再試行してください。









	 PRCD-01097: データベース{1}のサーバー・プール{0}に含まれるアクティブ・サーバーの取得に失敗しました 
	
原因: データベースの基礎となるサーバー・プールのアクティブ・サーバーの属性値を読み取れません。


	
処置: Oracle Clusterwareが起動しており実行中であること、データベースの基礎となるサーバー・プールが存在すること、およびそのデータベースの基礎となるサーバー・プールに対するアクセス権限がユーザーにあることを確認し、再試行してください。









	 PRCD-01098: データベース{1}のサーバー・プール{0}に含まれる構成済サーバーの取得に失敗しました 
	
原因: データベースの基礎となるサーバー・プールのサーバー属性値を読み取れません。


	
処置: Oracle Clusterwareが起動しており実行中であること、およびデータベースの基礎となるサーバー・プールが存在することを確認し、再試行してください。









	 PRCD-01099: {0}列挙値メンバーに、指定した値{1}に変更できない定数値が含まれています 
	
原因: 読取り専用の列挙値メンバーの値を変更しようとしました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRCD-01100: 無効な再配置オプション{0}です 
	
原因: 指定した再配置オプションが不明です。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRCD-01101: データベース{1}の実行中のインスタンス{0}の削除に失敗しました 
	
原因: インスタンスは実行中であるため、データベースのインスタンス構成を削除できません。


	
処置: srvctl stop instanceコマンドを使用して、実行中のインスタンスを停止してから、再試行してください。









	 PRCD-01102: サービス{0}の事前接続サービスの作成に失敗しました 
	
原因: サービスの事前接続サービスの登録に失敗したため、サービスの登録に失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRCD-01103: データベース{0}の最大カーディナリティの取得に失敗しました 
	
原因: データベースの管理に使用するサーバー・プール内のサーバー数を問合せできません。


	
処置: Oracle Clusterwareが起動しており実行中であること、およびデータベースの基礎となるサーバー・プールが存在することを確認し、再試行してください。









	 PRCD-01104: クラスタ・データベース{0}を再配置するには、ソース・サーバーを指定する必要があります 
	
原因: インスタンスの再配置元となるソース・サーバーが指定されていないため、クラスタ・データベースを再配置できません。


	
処置: データベースを再配置するソース・サーバーとターゲット・サーバーを指定してください。









	 PRCD-01105: サービス{0}を再配置するにはソース・サーバーを指定する必要があります 
	
原因: サービス・メンバーの再配置元であるソース・サーバーが指定されていないため、クラスタ・データベース・サービスを再配置できません。


	
処置: サービスを再配置するソース・サーバーとターゲット・サーバーを指定してください。









	PRCD-01106: サービス{0}の削除に失敗しました: 基礎となるサーバー・プールのデータを取得できませんでした 
	
原因: サーバー・プールのデータが見つかりません。


	
処置: Oracle Clusterwareが起動しており実行中であること、およびサービスの基礎となるサーバー・プールが存在することを確認してください。









	 PRCD-01107: サービス{0}は削除されましたが、その基礎となるサーバー・プール{1}の削除に失敗しました 
	
原因: サーバー・プールの削除に失敗しました。


	
処置: Oracle Clusterwareが実行中であることを確認し、サーバー・プールを手動で削除してください。









	PRCD-01108: データベース{0}が管理者管理データベースであるかどうかの識別に失敗しました 
	
原因: データベース属性の取得に失敗しました。


	
処置: Oracle Clusterwareが起動しており実行中であること、およびデータベースが存在することを確認してください。









	PRCD-01109: データベース{1}は、ポリシー管理データベースであるため、データベースの管理者管理サービス{0}の検出に失敗しました。 
	
原因: データベースは、管理者管理サービスをサポートしていません。


	
処置: 管理者管理データベースを指定して、そのデータベース内にサービスが存在することを確認してください。









	 PRCD-01110: データベース{0}にインスタンス{1}はありません 
	
原因: メッセージに示されたインスタンスは、データベースにありません。


	
処置: データベース名が正しいこと、およびリクエストしたインスタンスがデータベースにあることを確認してください。









	 PRCD-01111: この操作のサービス・カーディナリティのタイプは、{0}ではなく{1}である必要があります 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRCD-01112: サービス{0}の優先インスタンスの取得に失敗しました 
	
原因: サービスが存在しないか、Oracle Clusterwareが停止中です。


	
処置: Oracle Clusterwareが起動しており実行中であること、およびサービスが存在することを確認してください。









	 PRCD-01113: サービス{0}の変更に失敗しました 
	
原因: サービスが存在しないか、Oracle Clusterwareが停止中です。


	
処置: Oracle Clusterwareが起動しており実行中であること、およびサービスが存在することを確認してください。









	PRCD-01114: 1つ以上のインスタンスでサービス{0}の有効化に失敗しました 
	
原因: サービスが存在しないか、すべてのデータベース・インスタンスで有効化されています。Oracle Clusterwareは停止中です。


	
処置: Oracle Clusterwareが起動しており実行中であること、およびサービスが存在しており少なくとも1つのデータベース・インスタンスで無効化されていることを確認してください。









	PRCD-01115: 1つ以上のインスタンスでサービス{0}の無効化に失敗しました 
	
原因: サービスが存在しないか、すべてのデータベース・インスタンスで無効化されています。Oracle Clusterwareは停止中です。


	
処置: Oracle Clusterwareが起動しており実行中であること、およびサービスが存在しており少なくとも1つのデータベース・インスタンスで有効化されていることを確認してください。









	 PRCD-01116: サービス{0}の使用可能なインスタンスの取得に失敗しました 
	
原因: サービスが存在しないか、Oracle Clusterwareが停止中です。


	
処置: Oracle Clusterwareが起動しており実行中であること、およびサービスが存在することを確認してください。









	PRCD-01117: サービス{0}の変更に失敗しました。サービスには少なくとも1つの優先インスタンスが必要です 
	
原因: サービスのすべての優先インスタンスを削除しようとしました。


	
処置: サービスの優先インスタンス・リストには少なくとも1つのインスタンスが指定されていることを確認してください。









	PRCD-01118: サービス{0}は、複数のノードで実行されるため、{1}に設定できませんでした 
	
原因: サービスは複数のノードで実行されていました。


	
処置: サービスが実行されていないか、1つのノードでのみ実行されていることを確認してください。









	PRCD-01119: データベース{0}の作成に失敗しました。このデータベースの一意の名前の先頭8文字が、データベース{1}の一意の名前の先頭8文字と一致しています 
	
原因: データベースの一意の名前の先頭8文字が一意ではありません。この名前はORACLE_SIDの生成に使用されるため、一意である必要があります。


	
処置: データベースの作成時にDBCAまたはsrvctlに指定した名前が一意であることを確認し、コマンドを再試行してください。









	PRCD-01120: データベース{0}のリソースが見つかりませんでした。 
	
原因: 指定したデータベース名のリソースが見つかりませんでした。データベース名にスペルミスがあるか、データベースが作成されていません。


	
処置: データベース名のスペルミスを修正するか、srvctl add databaseコマンドを使用してデータベース構成を作成してください。









	 PRCD-01121: {1}の指定したサーバー・プール{0}は、データベース{2}の管理者管理構成をすでにホストしています 
	
原因: サーバー・プールは管理者管理データベースをホストしています。


	
処置: 管理者管理データベースをホストしていないサーバー・プールを指定してください。









	 PRCD-01122: {1}の指定したサーバー・プール{0}は、サービス{2}の管理者管理構成をすでにホストしています 
	
原因: サーバー・プールは管理者管理サービスをホストしています。


	
処置: 管理者管理サービスをホストしていないサーバー・プールを指定してください。









	PRCD-01123: Oracleクラスタウェアのリソースが、ボリューム・デバイス{0}のACFSファイルシステムに存在しません。ACFSパス{1}を含むファイルシステムにはリソースが必要です。 
	
原因: ACFSパスへの依存性があるデータベースについて、ファイルシステムのリソースが存在しませんでした。Oracle Clusterwareがデータベースのファイルシステムへの依存性を追跡できるように、ACFSファイルシステム上でデータベースが使用するパスのリソースが必要です。ACFSレジストリを介してデータベースの依存ACFSパスをマウントすることはできません。


	
処置: srvctl add filesystemを使用して、リソースを追加してください。









	PRCD-01124: データベース{0}とそのサービスの停止に失敗しました 
	
原因: データベースを停止しようとして失敗しました。


	
処置: データベースを停止しようとするユーザーに、データベース・リソースの実行権限があることを確認してください。また、データベース停止の失敗に関する詳細を付随するエラー・メッセージで確認してください。問題を解決し再試行するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCD-01125: データベース{0}から、ASMクラスタ・ファイルシステムに配置されているそのOracleホーム{1}への依存性の作成に失敗しました 
	
原因: データベースのOracleホームのASMクラスタ・ファイルシステム上の停止依存性を含めるようにデータベース・リソースを変更しようとして失敗しました。


	
処置: ASMインスタンスが実行中であること、ACFSドライバがドライバ・ディレクトリに存在すること、および基礎となるACFSデバイスにアクセス可能であることを確認してください。









	 PRCD-01126: インスタンス{0}は、データベース{2}のサービス{1}の唯一の優先インスタンスであるため削除できません 
	
原因: 指定したサービスの唯一の優先インスタンスであるインスタンスを削除しようとしました。


	
処置: 指定したサービスに複数の優先インスタンスがあることを確認するか、サービスのそのインスタンスを非優先インスタンスに変更してください。









	PRCD-01127: インスタンス{0}がサービスの唯一の優先インスタンスであるかどうかの検証に失敗しました 
	
原因: インスタンスがサービスの唯一の優先インスタンスであるかどうかを検証しようとして失敗しました。


	
処置: Oracle Clusterwareが起動しており実行中であることを確認してください。また、失敗の詳細を付随するエラー・メッセージで確認してください。問題を解決したら再試行してください。









	 PRCD-01128: データベース{0}に構成されているすべてのサービスの削除に失敗しました 
	
原因: データベースに構成されているすべてのサービスを削除しようとしました。


	
処置: 失敗の詳細は、付随するエラー・メッセージを確認してください。問題を解決したら再試行してください。









	 PRCD-01129: データベース{1}のインスタンス{0}の起動に失敗しました 
	
原因: 指定した名前でインスタンスを起動しようとして失敗しました。


	
処置: 失敗の詳細は、付随するエラー・メッセージを確認してください。問題を解決したら再試行してください。









	 PRCD-01130: サーバー・プール{1}を使用するための、管理者管理データベース{0}のポリシー管理データベースへの変換に失敗しました 
	
原因: データベースを管理者管理構成からポリシー管理構成に変換しようとして失敗しました。


	
処置: 失敗の詳細は、付随するエラー・メッセージを確認してください。問題を解決したら再試行してください。









	 PRCD-01131: ノード{1}のデータベース{0}とそのサービスの停止に失敗しました 
	
原因: 指定したノードのデータベースを停止しようとして失敗しました。


	
処置: データベースを停止しようとするユーザーに、データベース・リソースの実行権限があることを確認してください。また、データベース停止の失敗に関する詳細を付随するエラー・メッセージで確認してください。問題を解決し再試行するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRCD-01132: データベース{0}には定義済サービス{1}がありません 
	
原因: 指定したデータベースでサービスを開始/停止しようとして失敗しました。


	
処置: 開始または停止するすべてのサービスが指定したデータベースで構成済であることを確認してください。









	 PRCD-01133: データベース{0}でサービスの開始に失敗しました 
	
原因: 指定したサービスが指定したデータベースで構成されていないため、データベースでサービスを開始しようとして失敗しました。


	
処置: 失敗の詳細は、付随するエラー・メッセージを確認してください。問題を解決したら再試行してください。









	 PRCD-01134: ネットワーク{0}に対して定義されているリスナーが見つかりませんでした 
	
原因: 指定したネットワークに対して定義されたリスナーを見つけられませんでした。


	
処置: 失敗の詳細は、付随するエラー・メッセージを確認してください。問題を解決したら再試行してください。









	 PRCD-01135: ネットワーク{0}に対してサービス{1}で使用するリスナーは定義されていません 
	
原因: 指定したネットワークに、そのネットワーク上にサービスを公開するためのリスナーがないため、サービスを作成できませんでした。


	
処置: 指定したネットワークにリスナーがあることを確認してください。









	 PRCD-01136: データベース{0}のタイプの取得に失敗しました 
	
原因: データベースのタイプを問い合せることができませんでした。


	
処置: 失敗の詳細は、付随するエラー・メッセージを確認してください。問題を解決したら再試行してください。









	 PRCD-01137: RAC One Nodeデータベース{0}のオンライン再配置タイムアウトの取得に失敗しました 
	
原因: RAC One Nodeデータベースの現在のオンライン再配置タイムアウトを問い合せることができませんでした。


	
処置: 失敗の詳細は、付随するエラー・メッセージを確認してください。問題を解決したら再試行してください。









	 PRCD-01138: RAC One Nodeデータベース{1}のオンライン再配置タイムアウトを{0}に設定できませんでした 
	
原因: RAC One Nodeデータベースのオンライン再配置タイムアウトを更新できませんでした。


	
処置: 失敗の詳細は、付随するエラー・メッセージを確認してください。問題を解決したら再試行してください。









	 PRCD-01139: RAC One Nodeデータベース{1}が実行されている現在のサーバー{0}は、指定された候補サーバー・リスト{2}にありません 
	
原因: このデータベースが実行されている現在のサーバーが指定の候補サーバー・リストにないため、RAC One Nodeデータベースをホスティングしているサーバー・プールの候補サーバーを更新できませんでした。


	
処置: このデータベースが実行されている現在のサーバーを指定の候補サーバー・リストに含めるか、データベースを停止した後に、操作を再試行してください。









	 PRCD-01140: RAC One Nodeデータベース{1}をホストしているサーバー・プールの候補サーバーを{0}に更新できませんでした 
	
原因: RAC One Nodeデータベースをホスティングしているサーバー・プールの候補サーバーを更新できませんでした。


	
処置: 失敗の詳細は、付随するエラー・メッセージを確認してください。問題を解決したら再試行してください。









	 PRCD-01141: データベース{0}はサーバー・プールによってホストされていません 
	
原因: このデータベースがサーバー・プールによってホスティングされていないため、指定のデータベースのサーバー・プールを問い合せることができませんでした。最も可能性の高い原因は、Oracle Restart環境でプログラムがクラスタ環境APIをコールしていることです。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを調べ、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRCD-01142: {0} TAFポリシーは、RAC One Nodeサービス{1}に対して有効ではありません 
	
原因: RAC One Nodeサービスに対して、BASICまたはNONE以外のA TAFポリシーが指定されました。


	
処置: BASICまたはNONE TAFポリシーを指定して、操作を再試行してください。









	 PRCD-01143: {0}のカーディナリティは、RAC One Nodeデータベースまたはサービス{1}に対して有効ではありません 
	
原因: RAC One Nodeのデータベースまたはサービスに対して、無効なカーディナリティが指定されました。


	
処置: SINGLETONカーディナリティを指定して、操作を再試行してください。









	 PRCD-01144: {0}管理ポリシーは、RAC One Nodeデータベース{1}に対して有効ではありません 
	
原因: RAC One Nodeデータベースに対して、AUTOMATIC以外の管理ポリシーが指定されました。


	
処置: AUTOMATIC管理ポリシーを指定して、操作を再試行してください。









	PRCD-01145: {0} APIは、RAC One Nodeデータベース環境ではサポートされていません 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCD-01146: データベース{0}はRAC One Nodeデータベースではありません 
	
原因: 指定したデータベースはRAC One Nodeデータベースでありません。


	
処置: RAC One Nodeデータベースのデータベース名を指定してください。









	PRCD-01147: 管理者管理データベース{1}のサーバー・プール{0}には候補サーバーがありません 
	
原因: データベースに追加されたインスタンスがなかったか、このデータベースのサーバー・プールが不適切に変更されました。


	
処置: インスタンスがまだデータベースに追加されていない場合、たとえばsrvctl add instanceコマンドを使用してこのデータベースにインスタンスを追加してから、再試行してください。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCD-01148: RAC One Nodeデータベース{0}からRACデータベースの同等の構成への変換に失敗しました 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認して、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRCD-01149: データベース{1}がAUTOMATICでない場合は、AUTOMATIC管理ポリシーをサービス{0}に使用することはできません 
	
原因: サービスに指定された管理ポリシーはAUTOMATICですが、データベースの管理ポリシーはAUTOMATICではないため、サービスを作成/変更しようとして失敗しました。


	
処置: srvctl add serviceコマンドまたはsrvctl modify serviceコマンドの実行時に、指定されたサービスの管理ポリシーがMANUALまたはNORESTARTであることを確認してください。









	 PRCD-01150: サービス{0}のEDITIONの取得に失敗しました 
	
原因: 指定したデータベースのEDITION属性を取得しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCD-01151: RAC One Nodeデータベース{0}の構成から同等のRACデータベース構成への変換は、RAC One Nodeデータベースが指定したターゲット・サーバー{2}以外のサーバー{1}で実行されているため失敗しました 
	
原因: RAC One Nodeデータベースが実行されているサーバーと異なるターゲット・サーバーが指定されました。


	
処置: RAC One Nodeデータベースが現在ターゲット・サーバーとして実行されているサーバーを入力するか、データベースを停止して再試行してください。









	 PRCD-01152: データベース{1}のインスタンス名{0}の更新に失敗しました 
	
原因: 指定したデータベースのインスタンス名を更新しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	PRCD-01153: クラスタ・データベース{0}の構成から同等のRAC One Nodeデータベース構成への変換に失敗しました 
	
原因: 指定したクラスタ・データベースをRAC One Nodeデータベースに変換できませんでした。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認し、エラーを解決した後に再試行するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRCD-01154: クラスタ・データベース{0}から同等のRAC One Nodeデータベース構成への変換は、クラスタ・データベースが複数のサーバー{1}で実行されているために失敗しました 
	
原因: ユーザーが、複数のサーバー上で実行されていたクラスタ・データベースを、RAC One Nodeデータベースに変換しようとしました。


	
処置: 1台を除くすべてのサーバー上でこのデータベースを停止してから再試行してください。









	PRCD-01155: クラスタ・データベース{0}の構成から同等のRAC One Nodeデータベース構成への変換は、クラスタ・データベースにその配置を制御するための複数のサーバー・プール{1}があるために失敗しました 
	
原因: 配置を制御するためのサーバー・プールが複数あるクラスタ・データベースの変換をユーザーが試みました。


	
処置: srvctl modify databaseを実行してこのデータベースの構成を更新してください。ただし、このデータベースが、固有のサーバー・プール内にあるサービスを複数持っている場合は、srvctl remove serviceを実行してそれらのサービスを削除してから再試行します。









	PRCD-01156: クラスタ・データベース{0}の構成からRAC One Nodeデータベースの同等の構成への変換は、そのサービス{1}に{2} TAFポリシーがあるために失敗しました 
	
原因: このデータベースに、RAC One NodeデータベースによってサポートされないTAFポリシー(たとえばPRECONNECT)を持つサービスがあります。


	
処置: srvctl modify serviceを使用してこれらのサービスのTAFポリシーをBASICまたはNONEに変更するか、srvctl remove serviceを使用してこれらのサービスを削除してから、再試行してください。









	PRCD-01157: クラスタ・データベース{0}の構成からRAC One Nodeデータベースの同等の構成への変換は、そのサービスのいずれにも{1}管理ポリシーがないために失敗しました 
	
原因: 指定のデータベースのすべてのサービスにMANUAL管理ポリシーがあるため、クラスタ・データベースの構成の、RAC One Nodeデータベースの同等の構成への変換が拒否されました。


	
処置: srvctl modify service ... -y AUTOMATICコマンドを使用して、1つ以上のサービスの管理ポリシーをAUTOMATICに変更してから、再試行してください。









	 PRCD-01158: 無効なデータベース・タイプ{0} 
	
原因: 指定したデータベース・タイプが無効です。


	
処置: 有効なデータベース・タイプを指定してください。









	 PRCD-01159: 管理者管理RAC One Nodeデータベース{0}のオンライン再配置を開始する場合は、ターゲット・ノードを指定する必要があります 
	
原因: 管理者管理RAC One Nodeデータベース上でオンライン再配置をリクエストするときに、ターゲット・ノードを指定しませんでした。


	
処置: srvctl relocate databaseコマンドを-nオプションとともに使用してください。









	PRCD-01160: RAC One Nodeデータベース{0}に対するオンライン再配置リクエストは、このデータベースが実行中ではないため拒否されました 
	
原因: RAC One Nodeデータベースが実行されていませんでした。


	
処置: srvctl start databaseコマンドを発行してデータベースを開始し、それから再試行してください。









	 PRCD-01161: RAC One Nodeデータベース{0}のオンライン再配置に失敗しました 
	
原因: 指定のデータベースのオンライン再配置に失敗しました。


	
処置: srvctl relocate database -a'コマンドを実行してオンライン再配置を中断するか、srvctl relocate database -nコマンドを実行して、指定のターゲットノードへのデータベースのオンライン再配置を実行してください。









	 PRCD-01162: 無効なオンライン再配置ステータス{0} 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認して、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRCD-01163: データベース{0}の変更に失敗しました。 
	
原因: データベースの変更に失敗しました。


	
処置: CRSスタックが起動しており実行中であることを確認し、再試行してください。









	PRCD-01164: RAC One Nodeデータベース{0}のオンライン再配置リクエストがすでにアクティブです 
	
原因: 指定のデータベースに、すでにアクティブなオンライン再配置リクエストがあります。


	
処置: srvctl relocate databaseコマンドで別のデータベースを指定するか、srvctl relocate database -aコマンドで進行中のリクエストを中断してください。









	PRCD-01165: RAC One Nodeデータベース{0}のオンライン再配置リクエストが失敗しました 
	
原因: データベースのオンライン再配置リクエストが失敗しました。入力したターゲット・ノードが、失敗したリクエストのものと同じでありませんでした。


	
処置: srvctl status databaseコマンドを使用して、失敗したオンライン再配置リクエストのターゲット・ノードを問い合わせてください。srvctl relocate database -aコマンドを実行して失敗したリクエストを中断するか、正しいターゲット・ノードを指定してsrvctl relocate database -nコマンドを実行してしてください。









	PRCD-01166: 指定したノード{0}は、{1}サーバー・プールで使用可能ではありません 
	
原因: 指定したノードがFreeサーバー・プールではありませんでした。


	
処置: Freeサーバー・プールのノードを指定してください。









	 PRCD-01175: RAC One Nodeデータベース{0}のオンライン再配置リクエストのステータスの判別に失敗しました 
	
原因: 指定したRAC One Nodeデータベースのオンライン再配置リクエストのステータスを判別できませんでした。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCD-01176: 無効なオンライン再配置状態{0} 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認して、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRCD-01177: RAC One Nodeデータベース{0}のオンライン再配置リクエストの中止に失敗しました 
	
原因: RAC One Nodeデータベースのオンライン再配置を中断できませんでした。


	
処置: 失敗の詳細は、付随するエラー・メッセージを確認してください。問題を解決したら再試行してください。









	PRCD-01178: RAC One Nodeデータベース{0}の失敗したオンライン再配置リクエストが存在しません 
	
原因: 指定したRAC One Nodeデータベースには、失敗したオンライン再配置リクエストがありません。


	
処置: 失敗したオンライン再配置リクエストがあるRAC One Nodeデータベースを指定してください。









	 PRCD-01179: オンライン再配置タイムアウト値{0}は、{1}から{2}までの範囲にありません 
	
原因: 指定したオンライン再配置タイムアウト値が、必要な範囲内にありませんでした。


	
処置: 必要な範囲内の値を指定してください。









	 PRCD-01180: データベース{0}の構成はバージョン{1}にすでにアップグレードされています 
	
原因: 指定したデータベースは、すでにアップグレードされています。


	
処置: 低いバージョンのデータベースを指定してください。









	 PRCD-01181: サービス{0}の構成のバージョン{1}へのアップグレードに失敗しました 
	
原因: サービス構成をアップグレードできませんでした。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。問題を解決できない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRCD-01182: データベース{0}の構成のバージョン{1}へのアップグレードに失敗しました 
	
原因: データベース構成をアップグレードできませんでした。


	
処置: 失敗の詳細は、付随するエラー・メッセージを確認してください。問題を解決したら再試行してください。









	 PRCD-01183: サービス・タイプの構成のバージョン{0}へのアップグレードに失敗しました 
	
原因: サービス・タイプ構成をアップグレードできませんでした。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認して、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRCD-01184: データベース・タイプの構成のバージョン{0}へのアップグレードに失敗しました 
	
原因: データベース・タイプ構成をアップグレードできませんでした。


	
処置: 失敗の詳細は、付随するエラー・メッセージを確認してください。問題を解決したら再試行してください。









	 PRCD-01185: 非クラスタ・データベース{1}のサービス・リソース{0}の取得に失敗しました 
	
原因: 指定したデータベースが単一インスタンス・データベースであり、クラスタ・データベースではないため、指定したサービスを取得できませんでした。


	
処置: Oracle Clusterwareが構成されていることを確認し、クラスタ・データベースに対して定義されたサービスを指定してから再試行してください。









	 PRCD-01186: TAFポリシー''PRECONNECT''を使用して単一インスタンス・データベース{0}のサービスを追加することはできません 
	
原因: 指定したTAF仕様を単一インスタンス・データベースで使用できないため、サービスを作成できませんでした。


	
処置: 'PRECONNECT' TAFポリシーを削除した後に、再試行してください。









	 PRCD-01187: 非クラスタ単一インスタンス・データベース{1}に対する特定のノードでのサービス{0}の有効化または無効化に失敗しました 
	
原因: 単一インスタンス・データベースに対して、特定のノードでサービスを有効または無効にできませんでした。Oracle Restartの単一インスタンス・データベースに対して定義されたサービスに、そのような有効化または無効化操作は適用できません。


	
処置: クラスタ上で実行されているデータベースに対して定義されてるサービスを指定するか、ノードを指定しないでください。









	PRCD-01188: スタンバイ・データベース{0}でData Guard保護モードがサポートされるかどうかの検出に失敗しました 
	
原因: スタンバイ・データベースで構成済Data Guard保護モードがサポートされたかどうか判別できませんでした。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで障害の詳細について確認して、問題点を解決した後で、コマンドを再試行してください。









	 PRCD-01189: RAC One Nodeデータベース・サービス{1}のサーバー・プールを{0}に更新できません 
	
原因: 基礎となるデータベースをホスティングしているサーバー・プールによってこのサービスの配置が制御されるため、RAC One Nodeデータベース・サービスのサーバー・プールの更新が拒否されました。


	
処置: srvctl modify databaseコマンドまたはその同等のものを使用して、データベースの配置を制御しているサーバー・プールを更新してください。









	 PRCD-01190: 単一インスタンス・データベース・サービス{1}のサーバー・プールを{0}に更新できません 
	
原因: 基礎となるデータベースをホスティングしているサーバー・プールによってこのサービスの配置が制御されるため、単一インスタンスの(RACでない)データベース・サービスのサーバー・プールの更新が拒否されました。


	
処置: srvctl modify databaseコマンドまたはその同等のものを使用して、データベースの配置を制御しているサーバー・プールを更新してください。









	 PRCD-01191: データベース・サービス{1}のサーバー・プールを{0}に更新できません 
	
原因: サブプール・サーバー・プールが指定されたため、データベース・サービスのサーバー・プールの更新が拒否されました。


	
処置: 他のサーバー・プールのサブプールでない第1レベルのサーバー・プールを指定して、操作を再試行してください。









	 PRCD-01192: カーディナリティ{0}は、単一インスタンス・データベース・サービス{1}に対して有効ではありません 
	
原因: 単一インスタンスの(RACでない)データベースに対して、無効なカーディナリティが指定されました。


	
処置: srvctl modify serviceコマンドまたはその同等のコマンドでSINGLETONカーディナリティを指定してから、再試行してください。









	PRCD-01193: RAC One Nodeデータベース{1}に対して定義されているサービス{0}は、複数のノードで起動できません 
	
原因: RAC One Nodeサービスを複数のノードで開始することはできないため、指定したサービスを開始できませんでした。


	
処置: サービスを開始するノードを指定してから、再試行してください。









	 PRCD-01194: データベース{0}のバージョンの取得に失敗しました 
	
原因: VERSIONリソースの属性を取得できませんでした。


	
処置: 失敗の詳細は、付随するエラー・メッセージを確認してください。問題を解決したら再試行してください。









	 PRCD-01195: ポリシー管理RAC One Nodeデータベース{0}のオンライン再配置の中止に対して、ターゲット・ノードを削除するオプションは許可されていません 
	
原因: ポリシー管理されているRAC One Nodeデータベースのオンライン再配置を中断するリクエストで、オプション-rが指定されました。


	
処置: srvctl relocate database -aコマンドを-rオプションなしで使用してください。









	 PRCD-01196: ''PRECONNECT'' TAFポリシーを使用してポリシー管理データベース{1}にサービス{0}を作成することはできません 
	
原因: ポリシー管理されたデータベースはPRECONNECT TAFポリシーを持つサービスを持てないため、サービスを作成できませんでした。


	
処置: 'BASIC'または'NONE' TAFポリシーを指定してから、再試行してください。









	PRCD-01197: データベース{0}はポリシー管理データベースであり、管理者管理サービス{1}は作成できません。 
	
原因: 指定したデータベースは、管理者管理サービスをサポートしていません。


	
処置: 管理者管理サービスをサポートしているデータベースを指定してください。









	 PRCD-01198: データベース{1}へのサービス{0}の追加に失敗しました。このデータベースはすでに{2}の最大サービス制限に達しています 
	
原因: データベースが最大サービス制限にすでに到達しているため、データベースへの新しいサービスの追加が拒否されました。


	
処置: srvctl remove serviceコマンドを使用してこのデータベースからサービスを削除してから再試行するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCD-01199: スタンバイ・データベース{1}のインスタンス{0}の停止リクエストは、プライマリ・データベースが終了しないようにするため、拒否されました 
	
原因: 構成済Data Guard保護モードでは、このインスタンスが実行されてプライマリ・データベースの終了を防止することが必要であるため、スタンバイ・データベースによるこのインスタンスの停止が拒否されました。


	
処置: プライマリ・データベースを停止した後または保護モードをダウングレードした後に、停止リクエストを再試行してください。









	 PRCD-01200: データベース{0}の構成は、データベース{2}のバージョン{1}にすでにダウングレードされています 
	
原因: 指定したデータベースは、すでにダウングレードされています。


	
処置: 高いバージョンのデータベースを指定してください。









	 PRCD-01201: データベース{2}の現行バージョン{0}からバージョン{1}へのダウングレードはサポートされていません 
	
原因: データベースのダウングレードで、サポートされていないバージョンが指定されました。


	
処置: 指定されたバージョンが正しいことを確認してください。









	 PRCD-01202: サービス{0}の構成のバージョン{1}へのダウングレードに失敗しました 
	
原因: サービス構成をダウングレードするリクエストが失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認してください。問題を解決できない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRCD-01203: データベース{0}の構成のバージョン{1}へのダウングレードに失敗しました 
	
原因: データベース構成をダウングレードするリクエストが失敗しました。


	
処置: 失敗の詳細は、付随するエラー・メッセージを確認してください。問題を解決したら再試行してください。









	 PRCD-01204: サーバー・プール{1}を使用するための、管理者管理データベース{0}の更新に失敗しました 
	
原因: 管理者管理データベースを別のサブプールへ移動できないため、管理者管理データベースの更新が拒否されました。


	
処置: srvctl modify databaseコマンドで第1レベル・サーバー・プールを指定して、管理者管理データベースをポリシー管理されたデータベースに変換してから、再試行してください。









	PRCD-01205: サーバー・プール{1}を使用するための、ポリシー管理データベース{0}の更新に失敗しました 
	
原因: このデータベースのサーバー・プール・ホスティング・サービスに、指定したサーバー・プールに含まれないものがあるため、ポリシー管理データベースの更新が拒否されました。


	
処置: 指定したサーバー・プール・リストに、このデータベースのすべてのサーバー・プール・ホスティング・プールを含めるか、srvctl modify databaseコマンドでいずれかのサーバー・プールを指定し、1つのサーバー・プールにすべてのサービスを移動してから再試行してください。









	 PRCD-01206: RAC One Nodeデータベース{1}のサービス{0}の優先インスタンスの取得に失敗しました 
	
原因: データベースが失敗されたオンライン再配置状態にあるか、オンライン再配置が進行中であるため、RAC One Nodeデータベースに属するサービスの優先インスタンスを取得できませんでした。


	
処置: srvctl status databaseコマンドを使用してオンライン再配置のステータスを確認してください。オンライン再配置ステータスがアクティブであると報告された場合、オンライン再配置が完了してから再試行してください。オンライン再配置ステータスが失敗したと報告された場合、srvctl relocate database ... -aコマンドを使用して構成を修復してから再試行してください。









	 PRCD-01207: サービス{0}とそのデータベース{1}の起動中に開始オプション{2}は使用できません 
	
原因: データベースが実行されていないときは、指定した開始オプションをサービスで使用できないため、サービス開始が拒否されました。


	
処置: 指定した開始オプションを削除してから再試行してください。









	 PRCD-01208: データベース{0}のサービスの起動中に開始オプション{1}は使用できません 
	
原因: データベースが実行されていないときは、指定した開始オプションをサービスで使用できないため、サービス開始が拒否されました。


	
処置: 指定した開始オプションを削除してから再試行してください。









	PRCD-01209: RAC One Nodeデータベース{0}のサーバー・プール{1}に、オンライン再配置を開始するための十分なサーバーがありません 
	
原因: 指定したRAC One Nodeデータベースのサーバー・プールにサーバーが2台未満しかなかったため、オンライン再配置リクエストが拒否されました。


	
処置: サーバー・プールの最小および最大サイズが正しく設定されていることを確認してください。









	 PRCD-01210: サービス名{0}は、データベースのデフォルトのサービス名{1}と同じにはできません 
	
原因: 指定のサービス名がデータベース・デフォルトのサービス名と同じであるため、サービス作成が拒否されました。


	
処置: データベース・デフォルトのサービス名と異なるサービス名を指定してから、再試行してください。









	PRCD-01211: 以前に失敗したオンライン再配置のクリーンアップを試行中に障害が発生したため、RAC One Nodeデータベース{0}を起動できません 
	
原因: 以前に失敗したオンライン再配置のクリーンアップを試行中に障害が発生したため、RAC One Nodeデータベースの起動が拒否されました。


	
処置: srvctl status databaseコマンドを使用して、失敗したオンライン再配置プロセスのターゲット・ノードを問い合わせてください。そのようにして検出されたターゲット・ノードを使用して、srvctl relocate databaseを-aオプションか-nオプションとともに実行してください。









	 PRCD-01212: 名前"{0}"を持つインスタンスはノード{1}にすでに存在します 
	
原因: 同じ名前を持つインスタンスが別のノードで検出されたため、指定したノード上のデータベースにインスタンスを追加できません。


	
処置: srvctl modify instanceコマンドを使用して、既存のインスタンスの名前を変更するか、srvctl add instance -i <inst>コマンドで、異なるインスタンス名を使用してください。









	PRCD-01213: データベース{1}のサービス{0}は実行中です 
	
原因: 指定のサービスがまだ実行されていたため、RAC One Nodeサービスを削除できませんでした。


	
処置: サービスを停止してからコマンドを再試行してください。









	PRCD-01214: 管理者管理RACデータベース{0}に複数のインスタンスがあります 
	
原因: 複数のインスタンスがあったため、RACデータベースをRAC One Nodeデータベースに変換できませんでした。


	
処置: srvct remove instanceコマンドを使用して、1つのインスタンスを残してすべて削除してから、srvctl convert database -c RACONENODEを実行してください。









	 PRCD-01215: RAC One Nodeデータベース{0}をダウングレードできません 
	
原因: 旧バージョンにRAC One Node固有の構成がなかったため、RAC One Nodeデータベースを旧バージョンにダウングレードできませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	PRCD-01222: データベース"{0}"のオンライン再配置は失敗しましたが、データベースは元の状態にリストアされました 
	
原因: 指定のデータベースのオンライン再配置に失敗したため、データベースは元の状態にリストアされました。


	
処置: オンライン再配置の失敗については、付随するメッセージを参照してください。









	 PRCD-01223: サービス名{0}に無効な文字{1}が含まれています 
	
原因: 指定のサービス名に無効な文字が含まれるため、サービスの作成が拒否されました。


	
処置: それぞれの文字セットの文字を含むサービス名を指定して、再試行してください(必要に応じてベース名の場合は{a-zA-Z0-9_}、ドメインの場合は{a-zA-Z0-9_$#})。









	 PRCD-01224: {0}管理ポリシーは、RAC One Nodeデータベース・サービス{1}に対して有効ではありません 
	
原因: RAC One Nodeデータベース・サービスに対して、AUTOMATIC以外の管理ポリシーが指定されました。


	
処置: このサービスに対してAUTOMATIC管理ポリシーを指定するか、このデータベースの別のサービスの管理ポリシーを(たとえばsrvctl modify serviceコマンドで)AUTOMATICに変更してから 、現在の操作を再試行してください。









	PRCD-01225: データベース{1}のサービス{0}の削除は、このサービスが{2}管理ポリシーがある最後のサービスであるため、拒否されました。RAC One Nodeデータベースでは、少なくとも1つのサービスに{2}管理ポリシーが必要です。 
	
原因: AUTOMATIC管理ポリシーがあるRAC One Nodeデータベースの最後のサービスを削除しようとしました。


	
処置: たとえばsrvctl add service ... -y AUTOMATICコマンドを使用して、AUTOMATIC管理ポリシーを持つ別のサービスを追加するか、srvctl modify serviceコマンドを使用して既存のサービスの管理ポリシーをAUTOMATICに変更してから、指定のサービスを削除してください。









	 PRCD-01226: データベース{1}のASMクラスタ・ファイルシステム・リソース{0}の取得に失敗しました。 
	
原因: ASMクラスタ・ファイルシステム・リソースがOracle Clusterwareに登録されていませんでした。


	
処置: srvctl add filesystemコマンドを使用してASMクラスタ・ファイルシステム・リソースを作成してから、再試行してください。









	 PRCD-01227: データベース{0}のASMクラスタ・ファイルシステム・リストの取得に失敗しました。 
	
原因: 指定したデータベースのASMクラスタ・ファイルシステムを取得できませんでした。


	
処置: 失敗の詳細は、付随するエラー・メッセージを確認してください。問題を解決したら再試行してください。









	PRCD-01228: 管理者管理RACデータベース{0}のRAC One Nodeデータベースへの変換は、データベースにインスタンスが追加されていなかったために失敗しました 
	
原因: データベースに追加されたインスタンスがなかったため、RAC One NodeデータベースのRACデータベースへの変換が拒否されました。


	
処置: srvct add instanceコマンドを使用して、インスタンスを追加してから、srvctl convert database -c RACONENODEを実行してください。









	PRCD-01229: データベース{0}の構成にアクセスしようとしましたが、そのバージョン{1}がプログラムのバージョン{2}とは異なるため拒否されました。プログラムを{3}から実行してください。 
	
原因: プログラムのバージョンとは異なるバージョンを使用して、データベースの構成にアクセスしようとしました。


	
処置: データベース構成のバージョンとプログラムのバージョンが同じであることを確認してから再試行してください。たとえば、エラー・メッセージに示されているORACLE_HOMEからsrvctlを使用して操作を実行してください。









	 PRCD-01230: サーバー・プール{1}を使用するためのデータベース{0}の変更に失敗しました 
	
原因: 指定のサーバー・プールを使用するためにデータベースを変更することができませんでした。


	
処置: 失敗の詳細は、付随するエラー・メッセージを確認してください。たとえば、データベースの所有者に指定のサーバー・プール上での実行権限がない場合に、障害が発生することがあります。この場合、srvctl config database -d <db_unqiue_name>コマンドを使用してデータベース所有者のユーザー名を検索し、そのユーザーとしてサーバー・プールを作成してから、そのサーバー・プールを引数として指定してコマンドを再試行してください。









	 PRCD-01231: 新しいOracleホーム{2}でデータベース{0}の構成をバージョン{1}にアップグレードできませんでした 
	
原因: データベース構成をアップグレードできませんでした。


	
処置: 失敗の詳細は、付随するエラー・メッセージを確認してください。問題を解決したら再試行してください。









	PRCD-01232: データベース・バージョン{1}はアップグレードの対象とならないバージョンであるため、データベース{0}の構成のアップグレードに失敗しました 
	
原因: データベースのバージョンがアップグレードに対してサポートされていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PRCD-01233: 新しいOracleホーム{2}でデータベース{0}の構成をバージョン{1}にダウングレードできませんでした 
	
原因: データベース構成をダウングレードできませんでした。


	
処置: 失敗の詳細は、付随するエラー・メッセージを確認してください。問題を解決したら再試行してください。









	PRCD-01234: 指定したバージョンはダウングレードの対象ではないため、データベース{0}の構成をバージョン{1}にダウングレードできませんでした 
	
原因: 指定したバージョンがダウングレードに対してサポートされていません。


	
処置: 10.1以上のバージョンを指定してください。









	 PRCD-01235: 単一インスタンス・データベース{0}の構成をバージョン{1}にダウングレードできませんでした 
	
原因: 単一インスタンスのデータベースが指定されました。


	
処置: 単一インスタンス・データベースの構成を削除してください。11.2 Clusterwareでは、11.2より前の単一インスタンス・データベースを管理できません。









	 PRCD-01236: RAC One Nodeデータベース{0}の構成をバージョン{1}にダウングレードできませんでした 
	
原因: RAC One Nodeデータベースが指定されました。


	
処置: srvctl convert databaseコマンドを使用して管理者管理RAC One Nodeデータベースを管理者管理RACデータベースに変換してから、再試行してください。









	 PRCD-01237: ポリシー管理のRACデータベース{0}の構成をバージョン{1}にダウングレードできませんでした 
	
原因: ポリシー管理RACデータベースが指定されました。


	
処置: 11.のデータベース構成を削除して、11.2より前のsrvctlを使用して構成を作成しなおしてください。









	 PRCD-01238: データベース{0}の属性の取得に失敗しました 
	
原因: データベースの属性の取得に失敗しました。


	
処置: CRSスタックが起動しており実行中であることを確認し、再試行してください。









	PRCD-01239: データベース{0}の構成をバージョン{1}にダウングレードできませんでした。データベースにASMクラスタ・ファイルシステムへの依存性が存在します 
	
原因: 指定したデータベースが、ASMクラスタ・ファイルシステムに依存していました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PRCD-01240: データベース・ロール{1}はバージョン{2}でサポートされていないため、データベース{0}の構成をダウングレードできませんでした 
	
原因: 指定したデータベースのデータベース・ロールは、指定したバージョンでサポートされていません。


	
処置: srvctl modify databaseコマンドを使用してデータベース・ロールを変更してから、このコマンドを再試行してください。









	PRCD-01241: 新しいOracleホーム{2}でデータベース{0}の構成をバージョン{1}にアップグレードできませんでした。また、内部サーバー・プール構成を削除できませんでした。 
	
原因: データベース構成をアップグレードできませんでした。


	
処置: 失敗の詳細は、付随するエラー・メッセージを確認してください。問題を解決したら再試行してください。









	 PRCD-01242: RACデータベース{0}のRAC One Nodeデータベースへの変換は、データベースにサービスが追加されていなかったために実行できませんでした 
	
原因: RACデータベースのRAC One Nodeデータベースへの変換は、データベースにサービスが構成されていなかったために拒否されました。RAC One Nodeデータベースには、1つのサービスが常に必要です。


	
処置: 'srvct add service'コマンドを使用してサービスを追加してから、'srvctl convert database -c RACONENODE'を実行してください。









	PRCD-01243: 同じ名前を持つインスタンスが、ノード{2}ですでに実行されていたため、データベース{1}のインスタンス{0}を起動できませんでした 
	
原因: 同じ名前の別のインスタンスが別のノードですでに実行されていたため、指定した名前のインスタンスの起動は拒否されました。


	
処置: 別のインスタンス名を指定するか、または同じ名前のインスタンスの実行を停止してから再試行してください。









	PRCD-01244: RAC One Nodeデータベース{1}はノード{3}で実行されていたため、指定したノード{2}のRAC One Nodeデータベースのサービス{0}を起動できませんでした 
	
原因: 指定ノードで指定サービスを起動しようとしましたが、RAC One Nodeデータベースは指定ノード以外のノードで実行されているため拒否されました。


	
処置: ノード・オプションを省略するか、データベースが実行されているノードを指定してください。









	PRCD-01245: srvctlバージョン{1}を使用したデータベース・バージョン{0}の追加は許可されていません 
	
原因: 使用するsrvctlのバージョンと作成されるデータベースが一致しませんでした。


	
処置: データベースと同じsrvctlバージョンを使用してください。









	 PRCD-01246: RAC One Node Data Guardのスタンバイ・データベース"{0}"のオンライン再配置は、データベースがData Guardの最大保護モードであったため拒否されました 
	
原因: 指定したデータベースは、Data Guardの最大保護モードで動作しているため、オンライン再配置リクエストは拒否されました。


	
処置: 保護モードを最大可用性にダウングレードし、オンライン再配置を再試行してください。














83 PRCH-01000からPRCH-01060



	 PRCH-01000: Oracleホーム{0}から実行されているリソースの停止に失敗しました 
	
原因: 指定したOracleホームの1つ以上のリソースを停止しようとして失敗しました。


	
処置: 個々のリソース停止障害について、停止できなかった各リソース用の手順を実行してください。









	 PRCH-01001: Oracleホーム{0}のリソースの起動に失敗しました 
	
原因: 指定したOracleホームで1つ以上のリソースを起動しようとして失敗しました。


	
処置: 個々のリソース起動障害について、起動できなかった各リソース用の手順を実行してください。









	 PRCH-01002: CRSホーム{0}から実行されているリソースの停止に失敗しました 
	
原因: 指定したCRSホームで1つ以上のリソースを停止しようとして失敗しました。


	
処置: 個々のリソース停止障害について、停止できなかった各リソース用の手順を実行してください。









	 PRCH-01003: CRSホーム{0}のリソースの起動に失敗しました 
	
原因: 指定したCRSホームの1つ以上のリソースを起動しようとして失敗しました。


	
処置: 個々のリソース起動障害について、起動できなかった各リソース用の手順を実行してください。









	 PRCH-01004: サービスの停止に失敗しました 
	
原因: 指定したOracleホームのサービス・リソースの停止に失敗しました。


	
処置: 考えられる原因についてエラー・メッセージを確認し、必要に応じてsrvctl stop service -d <db_unique_name>を使用しサービスを停止してください。









	 PRCH-01005: データベースの停止に失敗しました 
	
原因: 指定したOracleホームのデータベース・リソースを停止しようとして失敗しました。


	
処置: 考えられる原因についてエラー・メッセージを確認し、エラーを修正してから、srvctl stop database -d <db_unique_name>を使用してデータベースを停止してください。









	 PRCH-01006: リスナーの停止に失敗しました 
	
原因: 指定したOracleホームのリスナー・リソースを停止しようとして失敗しました。


	
処置: 考えられる原因についてエラー・メッセージを確認し、エラーを修正してから、srvctl stop listenerを使用しリスナーを停止してください。









	 PRCH-01007: リスナーの停止に失敗しました 
	
原因: CRSホームのリスナー・リソースを停止しようとして失敗しました。


	
処置: 考えられる原因についてエラー・メッセージを確認し、エラーを修正してから、srvctl stop listenerを使用しリスナーを停止してください。









	 PRCH-01008: サービスの開始に失敗しました。 
	
原因: 指定したOracleホームのサービス・リソースを起動しようとして失敗しました。


	
処置: 考えられる原因についてエラー・メッセージを確認し、エラーを修正してから、srvctl start service -d <db_unique_name>を使用しサービスを開始してください。









	 PRCH-01009: データベースの起動に失敗しました 
	
原因: 指定したOracleホームのデータベース・リソースを起動しようとして失敗しました。


	
処置: 考えられる原因についてエラー・メッセージを確認し、エラーを修正してから、srvctl start database -d <db_unique_name>を使用しデータベースを起動してください。









	 PRCH-01010: リスナーの起動に失敗しました 
	
原因: 指定したOracleホームのリスナー・リソースを起動しようとして失敗しました。


	
処置: 考えられる原因についてエラー・メッセージを確認し、エラーを修正してから、srvctl start listenerを使用しリスナーを起動してください。









	 PRCH-01011: リスナーの起動に失敗しました 
	
原因: 指定したCRSホームのリスナー・リソースを起動しようとして失敗しました。


	
処置: 考えられる原因についてエラー・メッセージを確認し、エラーを修正してから、srvctl start listenerを使用しリスナーを起動してください。









	 PRCH-01012: EONSの停止に失敗しました 
	
原因: 指定したCRSホームのEONSリソースを停止しようとして失敗しました。


	
処置: 考えられる原因についてエラー・メッセージを確認し、エラーを修正してから、srvctl stop nodeappsを使用しEONSリソースを停止してください。









	 PRCH-01013: EONSの起動に失敗しました 
	
原因: 指定したCRSホームのEONSリソースを起動しようとして失敗しました。


	
処置: 考えられる原因についてエラー・メッセージを確認し、エラーを修正してから、srvctl start nodeappsを使用しEONSリソースを起動してください。









	 PRCH-01014: ONSの停止に失敗しました 
	
原因: 指定したCRSホームのONSリソースを停止しようとして失敗しました。


	
処置: 考えられる原因についてエラー・メッセージを確認し、エラーを修正してから、srvctl stop nodeappsを使用しONSリソースを停止してください。









	 PRCH-01015: ONSの起動に失敗しました 
	
原因: 指定したCRSホームのONSリソースを起動しようとして失敗しました。


	
処置: 考えられる原因についてエラー・メッセージを確認し、エラーを修正してから、srvctl start nodeappsを使用しONSリソースを起動してください。









	 PRCH-01016: GSDリソースの停止に失敗しました 
	
原因: 指定したCRSホームのGSDリソースを停止しようとして失敗しました。


	
処置: 考えられる原因についてエラー・メッセージを確認し、エラーを修正してから、srvctl stop nodeappsを使用しGSDリソースを停止してください。









	 PRCH-01017: GSDリソースの起動に失敗しました 
	
原因: 指定したCRSホームのGSDリソースを起動しようとして失敗しました。


	
処置: 考えられる原因についてエラー・メッセージを確認し、エラーを修正してから、srvctl start nodeappsを使用しGSDリソースを起動してください。









	 PRCH-01018: VIPリソースの停止に失敗しました 
	
原因: 指定したCRSホームのVIPリソースを停止しようとして失敗しました。


	
処置: 考えられる原因についてエラー・メッセージを確認し、エラーを修正してから、srvctl stop vip -n <node_name>を使用しVIPリソースを停止してください。









	 PRCH-01019: VIPリソースの起動に失敗しました 
	
原因: 指定したCRSホームのVIPリソースを起動しようとして失敗しました。


	
処置: 考えられる原因についてエラー・メッセージを確認し、エラーを修正してから、srvctl start vip -n <node_name>を使用しVIPリソースを起動してください。









	 PRCH-01020: ネットワーク・リソースの停止に失敗しました 
	
原因: 指定したCRSホームのネットワーク・リソースを停止しようとして失敗しました。


	
処置: 考えられる原因についてエラー・メッセージを確認し、エラーを修正してから、srvctl stop nodeappsを使用しネットワーク・リソースを停止してください。









	 PRCH-01021: ネットワーク・リソースの起動に失敗しました 
	
原因: 指定したCRSホームのネットワーク・リソースを起動しようとして失敗しました。


	
処置: 考えられる原因についてエラー・メッセージを確認し、エラーを修正してから、srvctl start nodeappsを使用しネットワーク・リソースを起動してください。









	 PRCH-01022: SCAN VIPリソースの停止に失敗しました 
	
原因: 指定したCRSホームのSCAN VIPリソースを停止しようとして失敗しました。


	
処置: 考えられる原因についてエラー・メッセージを確認し、エラーを修正してから、srvctl stop scanを使用しSCAN VIPリソースを停止してください。









	 PRCH-01023: SCAN VIPリソースの起動に失敗しました 
	
原因: 指定したCRSホームのSCAN VIPリソースを起動しようとして失敗しました。


	
処置: 考えられる原因についてエラー・メッセージを確認し、エラーを修正してから、srvctl start scanを使用しSCAN VIPリソースを起動してください。









	 PRCH-01024: SCANリスナー・リソースの停止に失敗しました 
	
原因: 指定したCRSホームのSCANリスナー・リソースを停止しようとして失敗しました。


	
処置: 考えられる原因についてエラー・メッセージを確認し、エラーを修正してから、srvctl stop scan_listenerを使用しSCANリスナー・リソースを停止してください。









	 PRCH-01025: SCANリスナーの起動に失敗しました 
	
原因: 指定したCRSホームのSCANリスナー・リソースを起動しようとして失敗しました。


	
処置: 考えられる原因についてエラー・メッセージを確認し、エラーを修正してから、srvctl start scan_listenerを使用しSCANリスナー・リソースを起動してください。









	 PRCH-01026: ASMの停止に失敗しました 
	
原因: 指定したCRSホームのASMリソースを停止しようとして失敗しました。


	
処置: 考えられる原因についてエラー・メッセージを確認し、エラーを修正してから、srvctl stop asmを使用しASMリソースを停止してください。









	 PRCH-01027: ASMの起動に失敗しました 
	
原因: 指定したCRSホームのASMリソースを起動しようとして失敗しました。


	
処置: 考えられる原因について付随するエラー・メッセージを確認し、エラーを修正してから、srvctl start asmを使用しASMリソースを起動してください。









	 PRCH-01028: 1つ以上のリソースが起動に失敗しました: {0} 
	
原因: 指定したOracleホームで1つ以上のリソースを起動しようとして失敗しました。


	
処置: 個々のリソース起動障害について、起動できなかった各リソース用の手順を実行してください。









	 PRCH-01029: 1つ以上のリソースが停止に失敗しました: {0} 
	
原因: 指定したOracleホームの1つ以上のリソースを停止しようとして失敗しました。


	
処置: 個々のリソース停止障害について、停止できなかった各リソース用の手順を実行してください。









	 PRCH-01030: 1つ以上のリソースが停止に失敗しました: {0} 
	
原因: 指定したCRSホームの1つ以上のリソースを停止しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するリソース・エラー・メッセージおよび関連ドキュメントを確認し、示された問題を修正してください。









	 PRCH-01031: 1つ以上のリソースが起動に失敗しました: {0} 
	
原因: 指定したCRSホームの1つ以上のリソースを起動しようとして失敗しました。


	
処置: 個々のリソース起動障害について、起動できなかった各リソース用の手順を実行してください。









	 PRCH-01032: GNSリソースの停止に失敗しました 
	
原因: 指定したCRSホームのGNSリソースを停止しようとして失敗しました。


	
処置: 考えられる原因についてエラー・メッセージを確認し、エラーを修正してから、srvctl stop gnsを使用しGNSリソースを停止してください。









	 PRCH-01033: GNSリソースの起動に失敗しました 
	
原因: 指定したCRSホームのGNSリソースを起動しようとして失敗しました。


	
処置: 考えられる原因についてエラー・メッセージを確認し、エラーを修正してから、srvctl start gnsを使用しGNSリソースを起動してください。









	 PRCH-01034: ディスク・グループ・リソースの停止に失敗しました 
	
原因: 指定したホームのディスク・グループ・リソースを停止しようとして失敗しました。


	
処置: 考えられる原因について付随するエラー・メッセージを確認し、エラーを修正してから、srvctl stop diskgroup -g <dg_name>を使用しディスク・グループ・リソースを停止してください。









	 PRCH-01035: ディスク・グループ・リソースの起動に失敗しました 
	
原因: 指定したホームのディスク・グループ・リソースを起動しようとして失敗しました。


	
処置: 考えられる原因について付随するエラー・メッセージを確認し、エラーを修正してから、srvctl start diskgroup -g <dg_name>を使用しディスク・グループ・リソースを起動してください。









	PRCH-01036: 状態ファイル"{0}"は存在しません 
	
原因: 現行の操作に必要な状態ファイルが見つかりませんでした。


	
処置: 指定したファイルがファイルシステム内に存在することを確認してください。









	PRCH-01037: ファイルシステム・オブジェクト"{0}"はファイルではありません 
	
原因: ファイルと想定されていたコンテンツがファイルではないことが判明しました。


	
処置: srvctl stop homeを再試行して、このファイルを生成してください。問題が解決されない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCH-01038: "{0}"は読取り不可のファイルです 
	
原因: ユーザーに、ファイルを開くための読取り権限がありません。


	
処置: ファイルを読み取れるようにファイルの権限を変更するか、必要な権限を持つOSユーザーIDでコマンドを実行してください。









	 PRCH-01039: CVUリソースの停止に失敗しました 
	
原因: CVUリソースを停止できませんでした。


	
処置: 考えられる原因について付随するエラー・メッセージを確認し、エラーを修正してから、srvctl stop gnsを使用しCVUリソースを停止してください。









	 PRCH-01040: CVUリソースの起動に失敗しました 
	
原因: CVUリソースを起動できませんでした。


	
処置: 考えられる原因について付随するエラー・メッセージを確認し、エラーを修正してから、srvctl start asmを使用しCVUリソースを起動してください。









	 PRCH-01041: サービス"{0}"のステータスのチェック中に失敗しました 
	
原因: リストされたサービスのステータスを確認できませんでした。


	
処置: 考えられる原因について付随するエラー・メッセージを確認し、エラーを修正して、再試行してください。









	 PRCH-01042: データベース"{0}"のステータスのチェック中に失敗しました 
	
原因: リストされたデータベースのステータスを確認できませんでした。


	
処置: 考えられる原因について付随するエラー・メッセージを確認し、エラーを修正して、再試行してください。









	 PRCH-01043: データベース・インスタンス"{0}"のステータスのチェック中に失敗しました 
	
原因: リストされたデータベース・インスタンスのステータスを確認できませんでした。


	
処置: 考えられる原因について付随するエラー・メッセージを確認し、エラーを修正して、再試行してください。









	 PRCH-01044: リスナー"{0}"のステータスのチェック中に失敗しました 
	
原因: リストされたリスナーのステータスを確認できませんでした。


	
処置: 考えられる原因について付随するエラー・メッセージを確認し、エラーを修正して、再試行してください。









	 PRCH-01045: VIP "{0}"のステータスのチェック中に失敗しました 
	
原因: リストされたVIPのステータスを確認できませんでした。


	
処置: 考えられる原因について付随するエラー・メッセージを確認し、エラーを修正して、再試行してください。









	 PRCH-01046: SCAN VIP "{0}"のステータスのチェック中に失敗しました 
	
原因: リストされたSCAN VIPのステータスを確認できませんでした。


	
処置: 考えられる原因について付随するエラー・メッセージを確認し、エラーを修正して、再試行してください。









	 PRCH-01047: SCANリスナー"{0}"のステータスのチェック中に失敗しました 
	
原因: リストされたSCANリスナーのステータスを確認できませんでした。


	
処置: 考えられる原因について付随するエラー・メッセージを確認し、エラーを修正して、再試行してください。









	 PRCH-01048: CVUリソース"{0}"のステータスのチェック中に失敗しました 
	
原因: リストされたCVUリソースのステータスを確認できませんでした。


	
処置: 考えられる原因について付随するエラー・メッセージを確認し、エラーを修正して、再試行してください。









	 PRCH-01049: ディスク・グループ"{0}"のステータスのチェック中に失敗しました 
	
原因: リストされたディスク・グループのステータスを確認できませんでした。


	
処置: 考えられる原因について付随するエラー・メッセージを確認し、エラーを修正して、再試行してください。









	 PRCH-01050: ASM "{0}"のステータスのチェック中に失敗しました 
	
原因: リストされたASMのステータスを確認できませんでした。


	
処置: 考えられる原因について付随するエラー・メッセージを確認し、エラーを修正して、再試行してください。









	 PRCH-01051: GNS "{0}"のステータスのチェック中に失敗しました 
	
原因: リストされたGNSのステータスを確認できませんでした。


	
処置: 考えられる原因について付随するエラー・メッセージを確認し、エラーを修正して、再試行してください。









	 PRCH-01052: GSD "{0}"のステータスのチェック中に失敗しました 
	
原因: リストされたGSDのステータスを確認できませんでした。


	
処置: 考えられる原因について付随するエラー・メッセージを確認し、エラーを修正して、再試行してください。









	 PRCH-01053: ネットワーク"{0}"のステータスのチェック中に失敗しました 
	
原因: リストされたネットワークのステータスを確認できませんでした。


	
処置: 考えられる原因について付随するエラー・メッセージを確認し、エラーを修正して、再試行してください。









	 PRCH-01054: ONS "{0}"のステータスのチェック中に失敗しました 
	
原因: リストされたONSのステータスを確認できませんでした。


	
処置: 考えられる原因について付随するエラー・メッセージを確認し、エラーを修正して、再試行してください。









	 PRCH-01055: ファイル"{0}"の作成またはオープンに失敗しました 
	
原因: 状態ファイル処理は、次のいずれかの理由で失敗しました: 指定されたファイルがファイルでなくディレクトリである、ファイルが存在せず作成もできなかった、または、ファイルが存在するがオープンできなかった。


	
処置: 次のいずれかの方法で、状態ファイル処理を有効化してください: ディレクトリ名を指定しない、ディレクトリが書込み可能であることを確認する、または、既存の状態ファイルが上書き可能であることを確認する。









	 PRCH-01056: ファイル"{0}"への書込みに失敗しました 
	
原因: 指定したファイルへの書込みが失敗しました。


	
処置: 状態ファイルがすでに存在する場合、書込み可能であることを確認してください。それ以外の場合は、状態ファイル・パスの親ディレクトリが書込み可能であることを確認してください。









	PRCH-01057: データベース"{0}"のクラスタウェア・リソースが存在しません。 
	
原因: 指定した名前を持つデータベースに対するクラスタウェア・リソースが存在しませんでした。


	
処置: 指定した名前を持つデータベースに対するクラスタウェア・リソースが存在することを確認してください。









	 PRCH-01058: CRSホーム{0}のステータスのチェック中に失敗しました 
	
原因: CRSホームのステータスを確認できませんでした。


	
処置: 考えられる原因について付随するエラー・メッセージを確認し、エラーを修正して、再試行してください。









	 PRCH-01059: Oracleホーム{0}のステータスのチェック中に失敗しました 
	
原因: Oracleホームのステータスを確認できませんでした。


	
処置: 考えられる原因について付随するエラー・メッセージを確認し、エラーを修正して、再試行してください。









	 PRCH-01060: 1つ以上のリソースのステータス・チェックが失敗しました: {0} 
	
原因: 指定したOracleホームで1つ以上のリソースのステータスを確認しようとして失敗しました。


	
処置: ステータスの問合せに失敗したリソースの詳細が示された根本的なエラー・メッセージを確認し、リソース起動の失敗のそれぞれの原因と処置をチェックして、起動に失敗した各リソースの手順を実行してください。














84 PRCI-01000からPRCI-01145



	 PRCI-01000: OUIの場所{0}を使用したローカル・ノードのインストール情報の取得に失敗しました 
	
原因: 指定した場所からローカル・ノードのインストール情報を取得しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCI-01001: OUIの場所{1}を使用したリモート・ノード{0}のインストール情報の取得に失敗しました 
	
原因: 指定した場所からリモート・ノードのインストール情報を取得しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCI-01100: CRSホーム{0}のベンダー・クラスタの取得に失敗しました 
	
原因: ベンダー・クラスタ・ライブラリの検出またはlsnodesの実行ができません。


	
処置: ベンダー・クラスタウェアをインストールしてください。次にlsnodesを再実行してください。









	 PRCI-01101: ノード{1}のCRSホーム{0}のベンダー・クラスタの取得に失敗しました 
	
原因: 指定したノードでベンダー・クラスタ・ライブラリの検出またはlsnodesの実行ができません。


	
処置: 指定したノードにベンダー・クラスタウェアをインストールしてください。次にlsnodesを再実行してください。









	 PRCI-01102: CRSホーム{0}のOracleCMクラスタの取得に失敗しました 
	
原因: 指定されたCRSホームを使用したローカル・ノードのOracleCMクラスタの取得に失敗しました。


	
処置: Oracle 9iをインストールし、/etc/ORCLclusterが存在することを確認してください。









	 PRCI-01103: ノード{1}のCRSホーム{0}のOracleCMクラスタの取得に失敗しました 
	
原因: 指定したCRSホームを使用した指定したノードのOracleCMクラスタの取得に失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCI-01104: Oracle Restartホーム{0}のOracle Restartの実行状態の確認に失敗しました 
	
原因: ローカル・ノードの指定したホームからOracle Restartが実行中かどうかの確認に失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCI-01105: ノード{1}のOracle Restartホーム{0}のOracle Restartの実行状態の確認に失敗しました 
	
原因: 指定したノードの指定したホームからOracle Restartが実行中かどうかの確認に失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCI-01106: ノード{1}のOracle Restartホーム{0}のOracle Restart構成の状態の確認に失敗しました 
	
原因: Oracle Restartが指定したノードの指定したホームで構成されているかどうかの確認に失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCI-01107: CRSホーム{0}のCRS実行状態の確認に失敗しました 
	
原因: Oracle Clusterwareがローカル・ノードの指定したホームから実行されているかどうかの確認に失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCI-01108: ノード{1}のCRSホーム{0}のCRS実行状態の確認に失敗しました 
	
原因: Oracle Clusterwareが指定したノードの指定したホームから実行されているかどうかの確認に失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCI-01109: CRSホーム{0}のCRS構成の状態の確認に失敗しました 
	
原因: Oracle Clusterwareが指定したノードの指定したホームで構成されているかどうかの確認に失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCI-01110: ノード{1}のCRSホーム{0}のCRS構成の状態の確認に失敗しました 
	
原因: Oracle Clusterwareがローカル・ノードの指定したホームで構成されているかどうかの確認に失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCI-01111: ファイル・パスがnullです 
	
原因: 指定したファイルがNULLまたは空の文字列です。


	
処置: NULLではない有効なファイル・パスを指定してください。









	 PRCI-01112: NULLのディレクトリ名が渡されました 
	
原因: 指定したディレクトリ名がNULLまたは空の文字列です。


	
処置: NULLではない有効なディレクトリ名を指定してください。









	PRCI-01113: ディレクトリ{0}が存在しません 
	
原因: 指定したディレクトリが見つからないか、ディレクトリではなくファイルでした。


	
処置: 既存のディレクトリ名を指定してください。









	 PRCI-01114: ノード名がnullです 
	
原因: 指定したノード名がNULLまたは空の文字列です。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRCI-01115: 渡された引数がnullです 
	
原因: 指定したデータベース名がNULLまたは空の文字列です。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCI-01116: {0}という名前のデータベースが存在するかどうかの確認に失敗しました 
	
原因: 指定したデータベースが存在するかどうか判断するコマンドcrsctl stat resource <database_resource_name>の実行に失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCI-01117: 高可用性管理で管理されているデータベースのリストの取得に失敗しました 
	
原因: Oracle Restartによって管理されているデータベースのリストを取得するためのcrsctl stat resource -w TYPE=ora.database.type <filter>コマンドの実行に失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	PRCI-01118: データベース{0}がAutomatic Storage Managementに依存しているかどうかの特定に失敗しました 
	
原因: 指定したデータベースがAutomatic Storage Management(ASM)に依存しているかどうかを判断するcrsctlコマンドの実行に失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCI-01119: {0}という名前のデータベースがノード{1}に存在しているかどうかの確認に失敗しました 
	
原因: 指定したノードがNULLまたは無効なノードであるか、crsctlコマンドの実行に失敗したため、指定したノードに指定したデータベースが存在するかどうかの判断に失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCI-01120: ノード{0}の高可用性管理で管理されているデータベースのリストの取得に失敗しました 
	
原因: 指定したノードがNULLまたは無効なノードであるか、crsctlコマンドの実行に失敗したため、指定したノードのOracle Restartで管理されているデータベースのリストの取得に失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCI-01121: データベース{0}がノード{1}のAutomatic Storage Managementに依存しているかどうかの特定に失敗しました 
	
原因: 指定したノードがNULLまたは無効なノードであるか、crsctlコマンドの実行に失敗したため、指定したデータベースが指定したノードのAutomatic Storage Management(ASM)に依存しているかどうかを判断するcrsctlコマンドの実行に失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCI-01122: パブリック・ネットワークで動的なアドレス割当て(DHCP)が使用されているかどうかの特定に失敗しました 
	
原因: パブリック・ネットワークで動的なアドレス割当て(DHCP)が使用されているかどうかを特定しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCI-01123: CRSホームはローカル・ノードに存在しません 
	
原因: CRSホームはローカル・ノードにインストールされていません。


	
処置: Oracle Universal Installerを使用してCRSホームをインストールしてください。









	 PRCI-01124: Oracle Restartホームはローカル・ノードに存在しません 
	
原因: Oracle Restartホームがインストールされていません。


	
処置: Oracle Universal Installerを使用してOracle Restartホームをインストールしてください。









	 PRCI-01125: CRSホームはノード{0}に存在しません 
	
原因: 指定したノードにCRSホームがインストールされていません。


	
処置: Oracle Universal Installerを使用してCRSホームをインストールしてください。









	 PRCI-01126: Oracle Restartホームがノード{0}に存在しません 
	
原因: 指定したノードにOracle Restartホームがインストールされていません。


	
処置: Oracle Universal Installerを使用してOracle Restartホームをインストールしてください。









	 PRCI-01127: 非クラスタ環境では、CRSのアクティブなバージョンを問合せできません 
	
原因: クラスタウェアが構成されていません。


	
処置: クラスタウェアが構成されていることを確認してください。









	 PRCI-01128: Oracle Restart構成の状態の確認に失敗しました 
	
原因: Oracle Restartが構成されていない可能性があります。


	
処置: Oracle Restartがインストールされ構成されていることを確認してください。









	 PRCI-01129: ノード{1}のOracle Restart構成の状態の確認に失敗しました 
	
原因: Oracle Restartが構成されていない可能性があります。


	
処置: Oracle Restartがインストールされ構成されていることを確認してください。









	 PRCI-01130: CRS構成の状態の確認に失敗しました 
	
原因: クラスタウェアCRSが構成されていない可能性があります。


	
処置: クラスタウェアCRSがインストールされ構成されていることを確認してください。









	 PRCI-01131: ノード{1}のCRS構成の状態の確認に失敗しました 
	
原因: クラスタウェアCRSが構成されていない可能性があります。


	
処置: クラスタウェアCRSがインストールされ構成されていることを確認してください。









	 PRCI-01132: CRSホーム{0}、バージョン{1}のクラスタ名の取得に失敗しました 
	
原因: クラスタウェアが構成されておらず、CRSスタックは起動していません。


	
処置: クラスタウェアCRSがインストールおよび構成されていて、スタックが起動していることを確認してください。









	 PRCI-01133: IPアドレス{0}とサブネット・マスク{1}のフィールド数が異なっています 
	
原因: IPアドレスはIPv4アドレス・フォーマットで、サブネット・マスクがIPv6アドレス・フォーマットであるか、またはその逆です。


	
処置: IPアドレスとサブネット・マスクの両方が同じフォーマット(IPv4とIPv6のうち、必要性の高いもの)を使用していることを確認してください。









	PRCI-01134: サブネット・マスク{0}をIPアドレス{1}に適用すると、IPアドレス・フォーマットが無効になります 
	
原因: これは実際には発生しません。万が一の場合に備えて追加されたメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	PRCI-01135: ノード{1}のパス{0}がACFS上にあるかどうかの確認に失敗しました 
	
原因: 指定したパスがACFS上にあるかどうかの特定に失敗しました。次の原因が考えられます。
1. 指定したノードでクラスタウェア・スタックが停止中です。

2. 指定したノードでASMが停止中です。

3. パスに関連付けられたディスク・グループがオンラインではありません。

4. パスがマウントされていません。




	
処置: 各原因に対応するチェックを実行してください。
1. 指定したノードでクラスタウェア・スタックが実行中であることを確認してください。

2. 指定したノードでASMが実行中であることを確認してください。

3. パスに関連付けられているディスク・グループがオンラインであることを確認してください。

4. ノードにファイルシステムがマウントされていることを確認してください。











	PRCI-01136: 指定したパス{0}がOracle ASMクラスタ・ファイルシステム(ACFS)にありません 
	
原因: 指定したパスがACFSにありません。


	
処置: ACFSのパスを指定してください。このチェックではACFSのパスのみが使用できます。









	PRCI-01137: パス{0}がACFS上にあるかどうかの確認に失敗しました 
	
原因: 指定したパスがACFS上にあるかどうかの特定に失敗しました。次の原因が考えられます。
1. 指定したノードでクラスタウェア・スタックが停止中です。

2. 指定したノードでASMが停止中です。

3. パスに関連付けられたディスク・グループがオンラインではありません。

4. パスがマウントされていません。




	
処置: 各原因に対応するチェックを実行してください。
1. 指定したノードでクラスタウェア・スタックが実行中であることを確認してください。

2. 指定したノードでASMが実行中であることを確認してください。

3. パスに関連付けられているディスク・グループがオンラインであることを確認してください。

4. ノードにファイルシステムがマウントされていることを確認してください。











	 PRCI-01140: コンソールからの入力の読取り中にエラーが発生しました 
	
原因: コンソールからの入力を読み取ろうとして失敗しました。


	
処置: このプログラムを実行する処理に有効な標準入力(stdin)が指定されていることを確認してください。









	PRCI-01141: パス{0}のボリューム・デバイスの取得に失敗しました 
	
原因: 指定したACFSパスのボリューム・デバイスの取得に失敗しました。次の原因が考えられます。
1. ノードでクラスタウェア・スタックが停止中です。

2. ノードでASMが停止中です。

3. パスに関連付けられたディスク・グループがオンラインではありません。

4. パスがマウントされていません。




	
処置: 各原因に対応するチェックを実行してください。
1. ノードでクラスタウェア・スタックが実行中であることを確認してください。

2. ノードでASMが実行中であることを確認してください。

3. パスに関連付けられているディスク・グループがマウントされていることを確認してください。

4. ノードにファイルシステムがマウントされていることを確認してください。











	PRCI-01142: ノード{1}のパス{0}のボリューム・デバイスの取得に失敗しました 
	
原因: 指定したACFSパスのボリューム・デバイスの取得に失敗しました。次の原因が考えられます。
1. 指定したノードでクラスタウェア・スタックが停止中です。

2. 指定したノードでASMが停止中です。

3. パスに関連付けられたディスク・グループがオンラインではありません。

4. パスがマウントされていません。




	
処置: 各原因に対応するチェックを実行してください。
1. 指定したノードでクラスタウェア・スタックが実行中であることを確認してください。

2. 指定したノードでASMが実行中であることを確認してください。

3. パスに関連付けられているディスク・グループがマウントされていることを確認してください。

4. 指定したノードにファイルシステムがマウントされていることを確認してください。











	PRCI-01143: ノード{1}でスクリプト{0}の実行中にエラーが発生しました 
	
原因: 示されたノードのリストでスクリプトの実行中にエラーが発生しました。このメッセージには、エラーの詳細が示されたその他のメッセージが付随しています。


	
処置: 付随するメッセージが示す問題を修正して、再試行してください。









	 PRCI-01144: Oracle Grid Infrastructureホーム・パスの取得に失敗しました 
	
原因: OLR構成ファイルまたはレジストリ・エントリからのグリッド・インフラストラクチャ・ホーム・パスの読取りに失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。
1. グリッド・インフラストラクチャがOracle ClusterwareまたはOracle Restartとして構成されていること、および起動ユーザーが構成を読み取れることを確認してください。

2. コマンド'<GI home>/srvm/admin/getcrshome'を発行して、出力結果を調べてください。











	PRCI-01145: ノード{0}のOracle Grid Infrastructureホーム・パスの取得に失敗しました 
	
原因: 指定したノードのOLR構成ファイルまたはレジストリ・エントリからのグリッド・インフラストラクチャ・ホーム・パスの読取りに失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。
1. グリッド・インフラストラクチャがOracle ClusterwareまたはOracle Restartとして構成されていること、および起動ユーザーが構成を読み取れることを確認してください。

2. コマンド'<GI home>/srvm/admin/getcrshome'を発行して、出力結果を調べてください。
















85 PRCN-02018からPRCN-03018



	PRCN-02018: 現在のユーザー{0}は、権限のあるユーザーではありません 
	
原因: 現在のユーザーには、この操作を実行するための十分な権限がありませんでした。


	
処置: ユーザーにLinux/Unixのroot権限、およびWindowsのAdministrator権限があることを確認してください。









	PRCN-02030: リソース{0}にサブネットが存在しません 
	
原因: Oracle Clusterwareで構成されているネットワーク・リソースのサブネットを問い合せましたが、見つかりませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	PRCN-02031: リソース{1}に不明のDHCPサーバー名{0}が見つかりました 
	
原因: ネットワーク・リソースに対して取得されたDHCPサーバー・タイプは有効なサーバー・タイプではありません。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	PRCN-02032: DHCPサーバー・タイプ{0}の取得に失敗しました 
	
原因: ネットワーク・リソースのDHCPサーバー・タイプを問い合せましたが、Oracle Clusterwareのリソース属性からその値を取得できなかったため失敗しました。


	
処置: Oracle Clusterwareが起動しており実行中であることを確認し、付随するCRSエラー・メッセージのヘルプも確認してください。









	PRCN-02033: DHCPサーバー・タイプの{0}への更新に失敗しました {1} 
	
原因: ネットワーク・リソースのDHCPサーバー・タイプを更新しようとしましたが、Oracle Clusterwareのリソース属性でその値を更新できなかったため失敗しました。


	
処置: クラスタウェア・スタックが起動していることを確認してください。ノード・アプリケーションを変更するために十分な権限がユーザーにあることを確認してください。付随するメッセージで詳細を調べてください。









	PRCN-02034: リソース{1}の依存リソース{0}を見つけられませんでした: {2} 
	
原因: 指定したリソースに関連付けられたリソースを取得できませんでした。指定したASMディスク・グループのリソースに関連付けられたASMリソースを取得できませんでした。


	
処置: クラスタウェア・スタックが起動していることを確認してください。このリソースに関連付けられているネットワーク・リソースが削除されていないことを確認してください。ユーザーに、この操作を実行する権限があることを確認してください。









	PRCN-02035: ポート{0}はノードまたは仮想ホストで使用できません: {1} 
	
原因: 指定したポートは、指定したノードまたは仮想ホスト上の他のアプリケーションですでに使用されています。


	
処置: このポートを使用しているアプリケーションを停止するか、別のポートを指定してこのコマンドを再試行してください。









	PRCN-02036: {0}のポート番号の取得に失敗しました 
	
原因: クラスタ・リソースのポート番号を取得しようとして失敗しました。


	
処置: クラスタウェア・スタックが起動していることを確認してください。問い合せているリソースが構成済であることを確認してください。また、付随するエラー・メッセージのヘルプも確認してください。









	PRCN-02037: {0}のOracleホームの取得に失敗しました 
	
原因: リスナー・リソースのOracleホームの値を取得しようとして失敗しました。


	
処置: クラスタウェア・スタックが起動していることを確認してください。リスナーが構成済であることを確認してください。コマンドラインでノード名を指定している場合、ノード名が有効なノード名であることを確認してください。また、付随するエラー・メッセージのヘルプも確認してください。









	PRCN-02038: リスナー{1}のOracleホーム{0}の更新に失敗しました 
	
原因: リスナー・リソースのOracleホームの値を更新しようとして失敗しました。


	
処置: クラスタウェア・スタックが起動していることを確認してください。リスナーが構成済であることを確認してください。コマンドラインでノード名を指定している場合、ノード名が有効なノード名であることを確認してください。ユーザーが所有者であるか、ユーザーにリスナー・リソースを変更するための書込み権限があることを確認してください。また、エラー・スタックにリストされているその他のエラーのヘルプも確認してください。









	PRCN-02039: ノード{0}の{1}のOracleホームの取得に失敗しました 
	
原因: 指定したノードのリスナー・リソースのOracleホームの値を取得しようとして失敗しました。


	
処置: クラスタウェア・スタックが起動していることを確認してください。リスナーがノードで構成済であることを確認してください。コマンドラインで渡されているノード名が有効なノード名であることを確認してください。また、付随するエラー・メッセージのヘルプも確認してください。









	PRCN-02040: ノード{2}の{1}のOracleホーム{0}の更新に失敗しました 
	
原因: 指定したノードのリスナー・リソースのOracleホームの属性値を取得しようとして失敗しました。


	
処置: クラスタウェア・スタックが起動していることを確認してください。リスナーがノードで構成済であることを確認してください。ユーザーに、リスナーを変更するための十分な権限があることを確認してください。コマンドラインで渡されているノード名が有効なノード名であることを確認してください。また、エラー・スタックにリストされているその他のエラーのヘルプも確認してください。









	PRCN-02041: {0}のプロパティの取得に失敗しました 
	
原因: 指定されたエンティティのプロパティの取得に失敗しました。


	
処置: ユーザーに、リソース属性の読取り権限があることを確認してください。









	PRCN-02042: {1}のプロパティ{0}の設定に失敗しました 
	
原因: 指定されたエンティティのプロパティの更新に失敗しました。


	
処置: ユーザーに、リソース属性の更新権限があることを確認してください。









	PRCN-02043: 複数のネットワーク・リソース{0}がクラスタに存在しています 
	
原因: 1つ以上のネットワーク・リソースが構成されており、このリソースの作成に使用するネットワークが指定されていません。


	
処置: コマンドライン・オプション-k <net_num>引数を指定して使用するネットワークを指定し、コマンドを再試行してください。









	 PRCN-02044: リスナーが存在しません 
	
原因: リスナーが構成されていません。


	
処置: netcaまたはsrvctlを使用して、リスナーを追加/構成してください。









	 PRCN-02045: ネットワークが存在しません 
	
原因: ネットワークが構成されていません。


	
処置: srvctl add nodeappsを使用して、ネットワーク・リソースを追加/構成してください。









	PRCN-02046: ネットマスクが、リソース{0}に存在しません 
	
原因: ネットワーク・リソースのサブネット情報を取得しようとしましたが、サブネット・マスクが見つかりませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポートに連絡してください。









	PRCN-02047: VIP {0}が存在します 
	
原因: 指定した名前のVIPはCRSに登録されています。


	
処置: 再度登録する前に既存のVIPを削除してください。









	PRCN-02048: ネットワーク番号{0}はサブネット''{3}''およびアダプタ''{4}''に対してすでに登録されています。指定したサブネット''{1}''およびアダプタ''{2}''にはネットワーク番号{0}を追加できません。 
	
原因: ネットワーク番号が、登録済のネットワーク・リソースで使用されています。


	
処置: 異なるネットワーク番号を使用して、指定されたサブネットおよびアダプタを持つ新しいネットワーク・リソースを追加するか、srvctl modify nodeappsを使用して既存のネットワークを変更してください。









	PRCN-02049: 指定したネットワーク属性(ネットワーク番号: {0}、サブネット: {1}、アダプタ: {2})は、すでに登録済のネットワーク (ネットワーク番号: {3}、サブネット: {4}、アダプタ: {5})と競合しています 
	
原因: ネットワーク・リソースは別のネットワーク番号に登録されています。


	
処置: 登録されているネットワーク・リソースを登録されているネットワーク番号で使用するか、別のサブネットまたはアダプタを使用してください。









	PRCN-02050: リクエストしたVIP(ノード名: {0}、VIP名: {1}、ネットワーク番号: {2})は、登録済のVIP(ノード名: {3}、VIP名: {4}、ネットワーク番号: {5})とVIP名が同じですが、ネットワーク番号または優先ノードが異なります。 
	
原因: 同じノード上のネットワーク番号が同じである1つのVIPでは1つのVIP名(およびIPアドレス)のみ使用できます。


	
処置: 別のVIP名またはIPアドレスを使用してください。









	PRCN-02051: リクエストしたVIP(ノード名: {0}、VIP名: {1}、ネットワーク番号: {2})は、登録済のVIP(ノード名: {3}、VIP名: {4}、ネットワーク番号: {5})とネットワーク番号と優先ノードが同じですが、VIP名が異なります。 
	
原因: 1つの優先ノードの1つのネットワーク・リソースには、1つのクラスタVIPのみ設定できます。


	
処置: 別のネットワーク番号または優先ノードを使用して別のVIPを登録してください。









	PRCN-02052: 属性(サブネット: {1}、ネットマスク: {2}、アダプタ: {3})を使用するネットワーク・リソース(ネットワーク番号: {0})の変更に失敗しました。 
	
原因: CRSは、新しいサブネット/ネットマスク/インタフェースを使用するネットワーク・リソースを変更できませんでした。


	
処置: クラスタウェア・スタックが起動していることを確認してください。サブネット、ネットマスクおよびアダプタの値が正しいことを確認してください。参照されているインタフェースが実行中であることを確認してください。ネットワーク・リソースを変更しようとしているユーザーにroot権限があることを確認してください。付随するメッセージで詳細を調べてください。









	PRCN-02053: {0}へのローカル・クライアント接続用のONSリスニング・ポートの変更に失敗しました 
	
原因: CRSは、ローカル接続用のONSリスニング・ポートを変更できません。


	
処置: クラスタウェア・スタックが起動していることを確認してください。ポートが他のアプリケーションによって使用中である場合、別のポートの使用を試してください。









	PRCN-02054: {0}へのリモート・クライアント接続のONSリスニング・ポートの変更に失敗しました 
	
原因: CRSは、リモート・クライアント接続のONSリスニング・ポートを変更できません。


	
処置: クラスタウェア・スタックが起動していることを確認してください。ポートが他のアプリケーションによって使用中である場合、別のポートの使用を試してください。









	PRCN-02055: {1}の{0}へのポート番号の更新に失敗しました 
	
原因: クラスタ・ノードに対するリスナー・ポートを更新しようとして失敗しました。


	
処置: ポートは使用中だった可能性があります。別のポートの使用を試してください。コマンドラインでノード名を指定した場合は、ノード名が有効なノード名であることを確認してください。また、付随するエラー・メッセージのヘルプも確認してください。









	PRCN-02056: 無効なリスナー・プロトコル・タイプ{0}です 
	
原因: 指定したリスナー・プロトコル・タイプが無効です。


	
処置: 有効なリスナー・プロトコル・タイプを指定してください。有効なタイプは、TCP、TCPS、IPC、NMPまたはSDPのいずれかです。









	PRCN-02057: 無効なリスナー・プロトコル値{0}です 
	
原因: 指定したリスナー・プロトコル値は無効です。


	
処置: 有効なリスナー・プロトコル値を指定してください。特殊文字':,/'を含めることはできません。









	PRCN-02058: 無効なリスナー・プロトコルENDPOINTS{0}です。デリミタは"{1}"で、無効な部分は"{2}"です。 
	
原因: 指定したリスナーENDPOINTSが無効です。


	
処置: 有効なリスナー・プロトコルENDPOINTSを指定してください。無効な部分を含めることはできません。









	PRCN-02059: 無効なリスナー・ポート番号{0}です 
	
原因: 指定したリスナー・ポート番号は無効です。


	
処置: 有効なリスナー・ポート番号を指定してください。









	PRCN-02060: リスナー・プロトコル値{0}が重複しています 
	
原因: 指定したリスナー・プロトコル値が他のリスナー・プロトコル値と重複しています。


	
処置: 重複しているリスナー・プロトコル値を削除してください。









	PRCN-02061: リスナー{0}の追加に失敗しました 
	
原因: エンドポイントが正しく指定されていないか、またはその他の理由により、リスナーの追加に失敗しました。


	
処置: 作成できなかったリソースの詳細が示された根本的なエラー・メッセージを確認してください。各リソースを作成できなかった原因とそれに対する処置を確認してください。エンドポイントが正しく指定されていない場合は、エンドポイントを修正してください。









	PRCN-02062: 指定したホスト名またはアドレス{0}は解決できません。 
	
原因: 無効なIPアドレスまたは解決不可能なホスト名が指定されました。


	
処置: IPアドレスが指定されている場合、その長さが適切であることを確認してください。ホスト名が指定されている場合、ホスト名がIPアドレスに解決されることを確認してください。









	PRCN-02063: OC4Jリスニング・ポートの{0}への変更に失敗しました 
	
原因: CRSは、OC4Jインスタンスのリスニング・ポートを変更できません。


	
処置: クラスタウェア・スタックが起動していることを確認してください。ポートが他のアプリケーションによって使用中である場合、別のポートの使用を試してください。









	PRCN-02064: {1}の{0} VIPが見つかりました 
	
原因: VIPリソース定義に競合が見つかりました。1つ以上のVIPが同じ名前またはアドレスを使用しているか、あるいは、VIPが実際のホストと同じ名前またはアドレスを使用しているかのいずれかです。


	
処置: 各VIPが、ネットワーク内の他のVIPおよびホストに対して一意の名前およびアドレスで定義されていることを確認してください。









	PRCN-02065: ポート{0}は、指定したノードでは使用できません 
	
原因: 指定したポートは、指定したノードのその他のアプリケーションによってすでに使用されています。


	
処置: このポートを使用しているアプリケーションを停止するか、別のポートを指定してコマンドを再試行してください。









	PRCN-02066: {0}のクラスタ・リスナーのタイプが単一クライアント・アクセス名リスナーであるため取得に失敗しました 
	
原因: 指定したリスナーに対するクラスタ・リスナーAPIまたはsrvctlコマンドの使用に失敗しました。


	
処置: 指定したリスナー名に、単一クライアント・アクセス名リスナー(SCANリスナー)APIまたはsrvctlコマンド(srvctl <verb> scan_listener)を使用してください。









	PRCN-02067: ポート{0}はノード"{1}"間で使用できません 
	
原因: 指定したポートは、指定したノード間でその他のアプリケーションによってすでに使用されています。


	
処置: このポートを使用しているアプリケーションを停止するか、別のポートを指定してコマンドを再試行してください。









	 PRCN-02068: ポートの可用性のチェックに失敗しました 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRCN-02069: ノードのリストを取得できません 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRCN-02070: ネットワークの検証に失敗しました。{0}には、要求されたネットワーク(サブネット: {1}、ネットマスク: {2}、アダプタ: {3})に一致するインタフェースがありません。 
	
原因: ノードに、必須ネットワークのための構成がありません。


	
処置: すべてのノードに存在するサブネットを指定するか、ノードを再構成して、指定したサブネットがすべてのノードに存在するようにしてください。









	PRCN-02071: 属性USE_EVMを{0}に更新しようとして失敗しました 
	
原因: USE_EVMの属性値をONS用に更新できませんでした。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認し、適切に対処してください。









	 PRCN-02072: EONSからのイベントのマルチキャスト・ポートの取得に失敗しました 
	
原因: イベントのマルチキャスト・ポートをEONSから取得できませんでした。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認し、適切に対処してください。









	 PRCN-02073: EONSの削除に失敗しました 
	
原因: EONSを削除しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認し、適切に対処してください。









	PRCN-02074: 指定した{0}分のチェック間隔は、最小チェック間隔である{1}分を下回っています 
	
原因: 指定したCVUリソース・チェック間隔が、最小チェック間隔を下回っていました。


	
処置: 最小チェック間隔以上の間隔で、操作を再試行してください。









	PRCN-02075: CVU CHECK_INTERVAL属性を{0}に変更しようとして失敗しました 
	
原因: CRSが、CVU CHECK_INTERVAL属性を変更できませんでした。


	
処置: クラスタウェア・スタックが起動していることを確認してください。ユーザーが所有者であるか、ユーザーにCVUリソースを変更するための書込み権限があることを確認してください。付随するエラーメッセージを確認し、対処してください。









	PRCN-02076: "{0}"のCVU CHECK_INTERVAL属性の取得に失敗しました 
	
原因: CVUクラスタ・リソースのCHECK_INTERVALを取得できませんでした。


	
処置: クラスタウェア・スタックが起動していることを確認してください。CVUリソースが構成されていることを確認してください。付随するエラーメッセージを確認し、対処してください。









	PRCN-02077: CVU CHECK_RESULTS属性を"{0}"に変更しようとして失敗しました 
	
原因: CRSが、CVU CHECK_RESULTS属性を変更できませんでした。


	
処置: クラスタウェア・スタックが起動していることを確認してください。CVUリソースが構成されていることを確認してください。付随するエラーメッセージを確認し、対処してください。









	PRCN-02078: "{0}"のCVU CHECK_RESULTSの取得に失敗しました 
	
原因: CVUクラスタ・リソースのCHECK_RESULTS属性を取得できませんでした。


	
処置: クラスタウェア・スタックが起動していることを確認してください。CVUリソースが構成されていることを確認してください。付随するエラーメッセージを確認し、対処してください。









	PRCN-02079: ポート{0}は、1から65535までの有効範囲になく、指定されたどのノードでも使用できません 
	
原因: 指定したポート番号が1未満または65535超でした。


	
処置: 指定したポートが1から65535の値を持つことを確認してください。









	 PRCN-03000: すべてのノードでIPMI構成が失敗しました 
	
原因: ノード名が無効だったか、有効だったがIPMIデバイスがありませんでした。


	
処置: すべてのノードに接続でき、それらのノードにIPMIデバイスが存在することを確認してください。









	 PRCN-03001: 1つ以上のノードでIPMI構成が失敗しました 
	
原因: 1つ以上のノードで、名前が無効か、IPMIデバイスがありませんでした。


	
処置: すべてのノードに接続でき、それらのノードにIPMIデバイスが存在することを確認してください。









	 PRCN-03002: クラスタにネットワーク・リソースが構成されていません 
	
原因: ネットワーク・リソースがないため、リスナーを追加するリクエストが拒否されました。


	
処置: コマンドsrvctl add networkを使用して先にネットワークを構成してから、コマンドを再試行してください。









	 PRCN-03003: EONSリソース・タイプの登録解除に失敗しました 
	
原因: EONSリソース・タイプの登録解除リクエストが失敗しました。理由は付随する例外メッセージを参照してください。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	PRCN-03004: リスナー{0}はすでに存在します 
	
原因: 指定したリスナーは、すでに作成されています。


	
処置: 必要に応じてsrvctl modify listenerを使用し、属性を変更してください。









	PRCN-03005: 登録済のネットワーク{0}をネットワーク・インタフェース''{1}''で追加または使用できませんでした。そのネットワークはすでにネットワーク・インタフェース''{2}''に登録されています 
	
原因: ネットワーク・リソースが、異なるインタフェースにすでに登録されています。


	
処置: ネットワーク・リソースに登録したのと同じネットワーク・インタフェースを使用してください。









	PRCN-03006: 登録済のネットワーク{0}をネットワーク・インタフェース''{1}''で追加または使用できませんでした。そのネットワークはすでにインタフェースの指定なしで登録されています 
	
原因: ネットワーク・リソースが、ユーザー指定されたインタフェースなしで、すでに登録されています。


	
処置: システムがネットワーク・インタフェースを決定するので、ネットワーク・インタフェースを指定しないでください。









	PRCN-03007: 登録済のネットワーク{0}をネットワーク・マスク''{1}''で追加または使用できませんでした。そのネットワークはすでにネットワーク・マスク''{2}''に登録されています 
	
原因: ネットワーク・リソースが、異なるネットワーク・マスクにすでに登録されています。


	
処置: ネットワーク・リソースに登録したのと同じネットワーク・マスクを使用してください。









	PRCN-03008: 登録済のネットワーク{0}をネットワーク・サブネット''{1}''で追加または使用できませんでした。そのネットワークはすでにネットワーク・サブネット''{2}''に登録されています 
	
原因: ネットワーク・リソースが、異なるネットワーク・サブネットにすでに登録されています。


	
処置: ネットワーク・リソースに登録したのと同じネットワーク・サブネットを使用してください。









	 PRCN-03009: {0}リソースのログ・ファイル属性の取得に失敗しました 
	
原因: クラスタ・リソースのログ・ファイル属性を取得しようとして失敗しました。


	
処置: クラスタウェア・スタックが起動していることを確認してください。問い合せているリソースが構成済であることを確認してください。また、詳細は、付随するエラー・メッセージも確認してください。









	 PRCN-03010: {0}リソースのログ・コンポーネント属性の取得に失敗しました 
	
原因: クラスタ・リソースのログ・コンポーネント属性を取得しようとして失敗しました。


	
処置: クラスタウェア・スタックが起動していることを確認してください。問い合せているリソースが構成済であることを確認してください。また、詳細は、付随するエラー・メッセージも確認してください。









	 PRCN-03011: {0}リソースのデバッグ・ファイル属性の取得に失敗しました 
	
原因: クラスタ・リソースのデバッグ・ファイル属性を取得しようとして失敗しました。


	
処置: クラスタウェア・スタックが起動していることを確認してください。問い合せているリソースが構成済であることを確認してください。また、詳細は、付随するエラー・メッセージも確認してください。









	 PRCN-03012: {0}リソースのデバッグ・コンポーネント属性の取得に失敗しました 
	
原因: クラスタ・リソースのデバッグ・コンポーネント属性を取得しようとして失敗しました。


	
処置: クラスタウェア・スタックが起動していることを確認してください。問い合せているリソースが構成済であることを確認してください。また、詳細は、付随するエラー・メッセージも確認してください。









	 PRCN-03013: {0}リソースのログ・ファイル属性の更新に失敗しました 
	
原因: ONSのLOG_FILEの属性値を更新しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認し、適切に対処してください。









	 PRCN-03014: {0}リソースのログ・コンポーネント属性の更新に失敗しました 
	
原因: ONSのLOG_COMPの属性値を更新しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認し、適切に対処してください。









	 PRCN-03015:{0}リソースのデバッグ・ファイル属性の更新に失敗しました 
	
原因: ONSのDEBUG_FILEの属性値を更新しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認し、適切に対処してください。









	 PRCN-03016: {0}リソースのデバッグ・コンポーネント属性の更新に失敗しました 
	
原因: ONSのDEBUG_COMPの属性値を更新しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認し、適切に対処してください。









	 PRCN-03017: 指定した{0}分のチェック間隔は、最大チェック間隔である{1}分を超えています 
	
原因: 指定したCVUリソース・チェック間隔が最大チェック間隔を上回っていました。


	
処置: 最大チェック間隔以下の間隔で操作を再試行してください。









	PRCN-03018: srvctlバージョン{1}を使用したリスナー・バージョン{0}の追加は許可されていません 
	
原因: 使用するsrvctlのバージョンと作成されるリスナーが一致しませんでした。


	
処置: リスナーと同じsrvctlバージョンを使用してください。














86 PRCR-01000からPRCR-01135



	PRCR-01000: リソース{0}はすでに存在します 
	
原因: すでに存在しているリソースを作成しようとしました。


	
処置: srvctl config <object>コマンドを使用してリソースを確認し、このリソースが存在しないようにする場合は、srvctl remove <object>コマンドを使用して削除してください。









	PRCR-01001: リソース{0}は存在しません 
	
原因: 存在しないリソースを操作しようとしました。


	
処置: srvctl config <object>コマンドを使用してリソースを確認し、このリソースが存在しない場合は、srvcl add <object>コマンドを使用して作成してください。









	PRCR-01002: リソース{0}はすでに有効化されています 
	
原因: すでに有効化されているリソースを有効化しようとしました。


	
処置: リソースがすでに有効化されている場合、処置は必要ありません。srvctl status <object>コマンドを使用して、リソースが有効化されているかどうかを確認してください。









	PRCR-01003: リソース{0}はすでに無効化されています 
	
原因: すでに無効化されているリソースを無効化しようとしました。


	
処置: リソースがすでに無効化されている場合、処置は必要ありません。srvctl status <object>コマンドを使用して、リソースが無効化されているかどうかを確認してください。









	PRCR-01004: リソース{0}はすでに実行中です 
	
原因: すでに実行されているリソースの実行を開始しようとしました。


	
処置: リソースがすでに実行されている場合、処置は必要ありません。srvctl status <object>コマンドを使用して、リソースが実行されているかどうかを確認してください。









	PRCR-01005: リソース{0}はすでに停止しています 
	
原因: すでに停止しているリソースを停止しようとしました。


	
処置: リソースがすでに停止している場合、処置は必要ありません。srvctl status <object>コマンドを使用して、リソースが停止しているかどうかを確認してください。









	PRCR-01006: {1}のリソース{0}の追加に失敗しました 
	
原因: 指定されたリソースを追加しようとして失敗しました。


	
処置: 失敗の原因である例外を確認して解決してください。









	PRCR-01007: リソース{0}のステータスの確認に失敗しました 
	
原因: 指定されたリソースのステータスを確認しようとして失敗しました。


	
処置: 失敗の原因である例外のヘルプを確認してください。









	PRCR-01008: リソース{0}のバージョンの取得に失敗しました 
	
原因: 指定されたリソースのバージョンを取得しようとして失敗しました。


	
処置: 失敗の原因である例外のヘルプを確認してください。









	PRCR-01009: リソース{0}、ACL {1}の権限の取得に失敗しました 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCR-01010: リソース{0}の権限の更新に失敗しました 
	
原因: 指定されたリソースの権限を更新しようとして失敗しました。


	
処置: 失敗の原因である例外のヘルプを確認してください。









	PRCR-01011: リソース{0}の有効化に失敗しました 
	
原因: 指定されたリソースを有効化しようとして失敗しました。


	
処置: 失敗の原因である例外のヘルプを確認してください。









	PRCR-01012: リソース{0}の無効化に失敗しました 
	
原因: 指定されたリソースを無効化しようとして失敗しました。


	
処置: 失敗の原因である例外のヘルプを確認してください。









	PRCR-01013: リソース{0}の起動に失敗しました 
	
原因: 複数のノードで指定されたリソースを起動しようとして失敗しました。


	
処置: 失敗の原因である例外のヘルプを確認してください。









	PRCR-01014: リソース{0}の停止に失敗しました 
	
原因: 複数のノードで指定されたリソースを停止しようとして失敗しました。


	
処置: 失敗の原因である例外のヘルプを確認してください。









	PRCR-01015: リソース{0}の移動に失敗しました 
	
原因: 指定されたリソースを移動しようとして失敗しました。


	
処置: 失敗の原因である例外のヘルプを確認してください。









	PRCR-01016: リソース{0}の変更に失敗しました 
	
原因: 指定されたリソースを変更しようとして失敗しました。


	
処置: 失敗の原因である例外のヘルプを確認してください。









	PRCR-01024: ノード{1}のリソース{0}の削除に失敗しました 
	
原因: 指定されたノードでリソースを削除しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を確認してください。









	PRCR-01025: リソース{0}はまだ実行中です 
	
原因: 指定されたリソースは停止していません。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認し、指定されたリソースを停止するかどうかを判断してください。









	PRCR-01026: リソース{0}は実行されていません 
	
原因: 指定されたリソースは起動していません。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認し、指定されたリソースを起動するかどうかを判断してください。









	PRCR-01028: リソース{0}の削除に失敗しました 
	
原因: 指定されたリソースを削除しようとして失敗しました。


	
処置: 失敗の原因であるCRS例外のヘルプを確認してください。









	PRCR-01029: 属性{0}は、リソース{1}の定義内に存在しません 
	
原因: このリソース・タイプに定義されていない属性を取得しようとしました。


	
処置: 属性がリソース定義に存在することを確認してください。









	PRCR-01030: リソース属性名{0}は有効ではありません 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCR-01031: リソース属性{0}の値{1}は有効ではありません 
	
原因: 指定されたリソース属性値は無効です。


	
処置: srvm APIを使用してリソース属性値を再作成するか、srvctlコマンドを使用してリソースを再作成してください。









	PRCR-01032: リソース{0}の現在の状態が有効ではありません 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCR-01033: リソース・タイプ{0}は存在しません 
	
原因: タイプを取得しようとして失敗しました。


	
処置: タイプが存在することを確認してください。









	PRCR-01035: {1}のCRSリソース{0}の参照に失敗しました 
	
原因: 指定されたリソースにアクセスしようとしましたが、リソースは存在しないため、失敗しました。


	
処置: 指定された名前およびリソース・タイプが正しいことを確認してください。









	PRCR-01036: リソース{0}のカーディナリティの取得に失敗しました 
	
原因: リソースのカーディナリティを取得しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを調べ、対応方法を決定してください。









	PRCR-01037: {1}へのリソース{0}のカーディナリティの更新に失敗しました 
	
原因: リソースのカーディナリティを設定しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを調べ、対応方法を決定してください。









	PRCR-01039: サーバー・プール{0}は存在しません 
	
原因: 存在しないサーバー・プールを取得しようとしました。


	
処置: リクエストしたサーバー・プールが存在することを確認してください。









	PRCR-01040: リソース{0}は、ノード{1}ですでに有効化されています 
	
原因: ノードですでに有効化されているリソースを有効化しようとしました。


	
処置: リソースのステータスは、srvctl status <object>コマンドを使用して確認できます。









	PRCR-01041: リソース{0}はノード{1}ですでに無効化されています 
	
原因: ノードですでに無効化されているリソースを無効化しようとしました。


	
処置: リソースのステータスは、srvctl status <object>コマンドを使用して確認できます。









	PRCR-01042: リソース{1}の依存リソース{0}の取得に失敗しました: {2} 
	
原因: 指定されたリソースの依存リソースの取得に失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを調べ、対応方法を決定してください。









	PRCR-01043: リソース{1}からリソース{2}への依存リソース{0}の更新に失敗しました 
	
原因: 指定されたリソースの依存リソースの更新に失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを調べ、対応方法を決定してください。









	PRCR-01050: リソース{0}はOracleクラスタ環境では構成されていません 
	
原因: 指定されたリソースの環境はOracle Clusterwareではありません。


	
処置: Oracle Clusterwareが実行されているときに使用できるのは、指定されたコマンドまたはAPIのみです。環境がOracle Restartとして構成されている場合、Oracle Restart用のコマンドおよびAPIを使用してください。









	PRCR-01051: OracleCMクラスタがノード{0}に見つかりません 
	
原因: OracleCMクラスタのライブラリが見つからないため、指定されたノードでOracleCMクラスタが見つかりませんでした。


	
処置: 指定されたノードでOracleCMクラスタをインストールしてください。









	PRCR-01052: ノード{0}でのOracleCMクラスタ・ライブラリの検出に失敗しました 
	
原因: ファイル/etc/ORCLcluster/oracm/lib/libskgxn2.soを検出するコマンドの実行でエラーが発生したため、OracleCMクラスタの確認に失敗しました。


	
処置: コール元にライブラリ・ファイルの読取りおよび実行権限があることを確認してください。









	PRCR-01053: ベンダー・クラスタがノード{0}に見つかりません 
	
原因: 指定されたノードでベンダー・クラスタがインストールおよび構成されていません。


	
処置: 指定されたノードでベンダー・クラスタをインストールおよび構成してください。









	PRCR-01054: ノード{0}でのベンダー・クラスタ・ライブラリの検出に失敗しました 
	
原因: ファイル/etc/ORCLcluster/lib/libskgxn2.soを検出するコマンドの実行でエラーが発生したため、OracleCMクラスタの確認に失敗しました。


	
処置: コール元にライブラリ・ファイルの読取りおよび実行権限があることを確認してください。









	PRCR-01055: ノード{0}のクラスタ・メンバーシップ・チェックが失敗しました 
	
原因: 指定されたノードがクラスタに属していません。


	
処置: ノード名が正しいかどうかを確認してください。









	 PRCR-01061: ユーザー権限が不十分です 
	
原因: リソース/タイプを登録するには、ユーザー権限が不十分です。


	
処置: ユーザーがCRSユーザーかrootユーザーであることを確認してください。









	PRCR-01062: ノード{1}のリソース{0}の属性の取得に失敗しました 
	
原因: リソースの属性を取得しようとして失敗しました。


	
処置: リソースが存在することを確認してください。









	 PRCR-01063: コンテキストの作成に失敗しました 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCR-01064: ノード{1}でリソース{0}の起動に失敗しました 
	
原因: リソースを起動しようとして失敗しました。


	
処置: リソースを起動する前に、ノード上でリソース起動の準備が完了していることを確認してください。









	PRCR-01065: リソース{0}の停止に失敗しました 
	
原因: リソースが実行されていなかったか、または実行中のリソースに実行中の依存リソースがあったため、リソースの停止に失敗しました。


	
処置: 付随するメッセージを確認して、依存リソースを特定し停止してください。リソースを停止する前にそのリソースが実行中であることを確認してください。









	 PRCR-01067: フィルタの作成に失敗しました 
	
原因: フィルタを作成しようとして失敗しました。


	
処置: 失敗の原因である例外のヘルプを確認してください。









	 PRCR-01068: リソースの問合せに失敗しました 
	
原因: リソースを問い合せようとして失敗しました。


	
処置: 失敗の原因である例外のヘルプを確認してください。









	PRCR-01069: {1} {2}の属性{0}が見つかりません 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCR-01070: {0} {1}が登録されているかどうかの確認に失敗しました 
	
原因: リソースが登録されているかどうかの確認に失敗しました。


	
処置: 失敗の原因である例外のヘルプを確認してください。









	PRCR-01071: {0} {1}の登録または更新に失敗しました 
	
原因: リソースを登録または更新しようとして失敗しました。


	
処置: 失敗の原因である例外のヘルプを確認してください。









	PRCR-01072: {0} {1}の登録解除に失敗しました 
	
原因: 指定されたOracleクラスタウェア・エンティティを登録解除しようとして失敗しました。


	
処置: 失敗の原因である例外のヘルプを確認してください。









	PRCR-01074: {0} {1}の属性の取得に失敗しました 
	
原因: 指定されたリソースの属性の取得に失敗しました。


	
処置: 失敗の原因である例外のヘルプを確認してください。









	PRCR-01075: リソース{0}のステータスの取得に失敗しました 
	
原因: 指定されたリソースのステータスの取得に失敗しました。


	
処置: 失敗の原因である例外のヘルプを確認してください。









	PRCR-01076: {0}のリソースのステータスの取得に失敗しました: {1}がありません 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCR-01077: リソース{0}のステータスの計算に失敗しました: {1}/{2} 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCR-01078: リソース{0}の属性の取得に失敗しました 
	
原因: リソースの属性を取得しようとして失敗しました。


	
処置: リソースが存在することを確認してください。









	PRCR-01079: リソース{0}の起動に失敗しました 
	
原因: リソースを起動しようとして失敗しました。


	
処置: リソースを起動する前に、リソース起動の準備が完了していることを確認してください。









	PRCR-01085: 不明なtypeAsStringです: {0} 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCR-01086: {0} {1}はすでに登録されています 
	
原因: 指定されたリソースを登録しようとして失敗しました。


	
処置: リソースを登録する前に、リソースが登録されていないことを確認してください。









	PRCR-01087: リソース{0}のインスタンスの取得に失敗しました 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCR-01088: リソース{0}の停止に失敗しました: リソースはノード{1}で起動されていませんでした 
	
原因: リソースはノードで起動されていませんでした。


	
処置: リソースを停止する前にそのリソースが起動されていることを確認してください。









	 PRCR-01089: リソース{0}の移動に失敗しました。 
	
原因: 指定されたリソースを移動しようとして失敗しました。


	
処置: 失敗の原因である例外のヘルプを確認してください。









	 PRCR-01090: リソース{0}の移動に失敗しました。リソースは実行されていません。 
	
原因: リソースが起動されていませんでした。


	
処置: リソースを移動する前にそのリソースが起動されていることを確認してください。









	 PRCR-01091: リソース{0}の移動に失敗しました。リソースはノード{1}で実行されていません。 
	
原因: リソースはノードで起動されていませんでした。


	
処置: リソースを移動する前にそのリソースが起動されていることを確認してください。









	 PRCR-01092: リソース{0}の移動に失敗しました。リソースは1つ以上のノードで実行されています 
	
原因: リソースが複数のノードで実行されています。


	
処置: リソースを移動する前にそのリソースが1つのノードのみで実行中であることを確認してください。









	 PRCR-01093: リソース{0}の移動に失敗しました。リソースはノード{1}ですでに実行されています 
	
原因: リソースはこのノードで実行されています。


	
処置: リソースを移動する前にそのリソースがノードで実行中でないことを確認してください。









	PRCR-01094: ノード{0}でリソースの起動に失敗しました: {1} 
	
原因: フィルタに定義されているリソースはノードで起動できません。


	
処置: リソースを起動する前に、リソースが実行されていないこと、および実行準備が完了していることを確認してください。ノードがオンラインであることを確認してください。









	PRCR-01095: フィルタ{0}を使用したリソースの起動に失敗しました 
	
原因: フィルタに定義されているリソースは起動できません。


	
処置: リソースを起動する前に、リソースが実行されていないこと、および実行準備が完了していることを確認してください。









	 PRCR-01096: フィルタはnullにできません 
	
原因: フィルタを使用しようとして失敗しました。


	
処置: フィルタが指定されていることを確認してください。









	PRCR-01097: リソース属性が見つかりません: {0} 
	
原因: リクエストされたリソース属性が見つかりません。


	
処置: リクエストした属性がリソースにあることを確認してください。









	PRCR-01098: ローリング・アップグレード・モード{0}を設定できませんでした 
	
原因: ローリング・アップグレード・モードのリソースを起動しようとして失敗しました。


	
処置: 正しいLD_LIBRARY_PATHが設定されており、すべての共有ライブラリが存在していることを確認してください。









	PRCR-01099: リソース・カーディナリティ{2}を超えるため、{1}追加ノードでリソース{0}を起動できません。リソースは{3}ノードですでに実行されています 
	
原因: リソースのカーディナリティ制限により、リソースを起動できません。


	
処置: 追加ノード数がリソース・カーディナリティを超えていないことを確認してください。









	PRCR-01100: リソース・カーディナリティ{2}を超えるため、{1}ノードでリソース{0}を起動できません 
	
原因: リソースのカーディナリティ制限により、リソースを起動できません。


	
処置: ノード数がリソース・カーディナリティを超えていないことを確認してください。









	 PRCR-01101: リソース{0}を{1}ノードで停止できません。{2}ノードで実行されています。 
	
原因: リソースに、停止対象の実行中のインスタンスが十分にありません。


	
処置: リソースに停止対象の実行中のインスタンスが十分にあることを確認してください。









	PRCR-01102: ユーザー{0}にCRS管理者ロールがあるかどうかの検証に失敗しました 
	
原因: ユーザーにCRS管理者ロールがあるかどうかの検証に失敗しました。


	
処置: 報告されたエラー・メッセージを解決して再試行してください。









	PRCR-01104: サポートされていない移動オプション{0}です 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCR-01105: ノード{1}へのリソース{0}の移動に失敗しました 
	
原因: 指定されたノードでリソースを移動しようとして失敗しました。


	
処置: エラーの詳細が示された付随するメッセージを調べ、その内容に従って対応してください。









	PRCR-01106: ノード{1}からノード{2}へのリソース{0}の移動に失敗しました 
	
原因: 指定されたノードから別のノードへリソースを移動しようとして失敗しました。


	
処置: 失敗の原因である例外のヘルプを確認してください。









	PRCR-01107: デフォルト・ネットワークを{0}の依存リソースとして設定する際にエラーが発生しました 
	
原因: 指定されたリソースにデフォルト・ネットワーク依存関係を設定しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCR-01108: デフォルト・ネットワークが構成されていないため、ONSを作成できません。 
	
原因: 依存デフォルト・ネットワーク・リソースを作成せずに、ONSリソースを作成しようとしました。


	
処置: ネットワーク・リソースを作成するには、srvctl add nodeappsコマンドを使用します。ネットワーク・リソースを作成して、このコマンドを再試行してください。









	PRCR-01109: リソース{0}からの属性"{1}"の削除に失敗しました 
	
原因: 原因として、Oracle Clusterwareスタックがアクティブではない、CRSリソースが存在していない、またはCRSリソースに指定の属性セットがないなどが考えられます。


	
処置: Oracle Clusterwareがアクティブであること、CRSリソースが存在すること、CRSリソースに指定の属性セットがあることを確認してください。









	PRCR-01110: ノード{1}のリソース{0}の処理済属性の取得に失敗しました 
	
原因: Oracle Clusterwareスタックがアクティブではなかったか、CRSリソースが存在していませんでした。


	
処置: Oracle Clusterwareがアクティブであること、CRSリソースが存在することを確認してください。









	PRCR-01111: ノード{1}のリソース{0}の処理済属性の取得に失敗しました 
	
原因: リクエストされたCRSリソースは存在しませんでした。


	
処置: CRSリソースが存在することを確認してください。









	 PRCR-01112: 現在のイベント順序番号の取得に失敗しました 
	
原因: Oracle Clusterwareスタックはアクティブではありませんでした。


	
処置: Oracle Clusterwareがアクティブであることを確認してください。









	PRCR-01113: 詳細なエラー・メッセージの作成に失敗しました。rc = {0} 
	
原因: 内部エラー


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCR-01114: サーバー{0}のサーバー・プール{1}への再配置に失敗しました 
	
原因: 指定されたサーバー・プールへのサーバーの再配置に失敗しました。このメッセージには、詳細が示されたその他のメッセージが付随している場合があります。失敗の原因として、プールのMIN_SIZE、SERVER_NAMESなどの、定義された構成属性に対する違反が考えられます。


	
処置: 問題の原因が構成属性の違反である場合、属性を変更するか、リクエストの内容を変更してください。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCR-01115: フィルタ{1}に一致し、属性{2}を含むタイプ{0}のエンティティの検出に失敗しました 
	
原因: 指定されたフィルタに一致する指定されたタイプのエンティティの参照に失敗しました。このメッセージには、詳細が示されたその他のメッセージが付随している場合があります。失敗の原因として、現在のユーザーに、指定されたタイプのエンティティの属性を読み取る権限がないことが考えられます。


	
処置: 権限がないことがこの失敗の原因である場合、srvctl config <object> -aコマンドを使用してエンティティの現在の所有者を特定し、その所有者ユーザーとして問合せを再試行してください。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCR-01116: 現在、{0} {1}は作成または登録できません 
	
原因: Oracle Clusterwareスタックはオブジェクトを作成および登録できませんでした。


	
処置: 失敗の原因である例外のヘルプを確認してください。









	PRCR-01117: フィルタ{0}を使用したリソースの停止に失敗しました 
	
原因: 指定されたフィルタを使用してリソースを停止しようとしましたが失敗しました。


	
処置: 付随する例外メッセージに基づいて対応してください。









	 PRCR-01118: リソースのリソース権限の生成に失敗しました 
	
原因: リソースのアクセス制御リスト(権限)構造の作成に失敗しました。このメッセージには、エラーの詳細が示されたその他のメッセージが付随しています。


	
処置: 付随する例外メッセージに基づいて対応してください。









	PRCR-01119: {0}タイプのCRSリソースの参照に失敗しました 
	
原因: 指定されたリソース・タイプのリソースが存在しなかったため、そのリソースを検出しようとして失敗しました。


	
処置: そのタイプのリソースを作成してください。









	PRCR-01120: リソースはすでに実行中です: {0} 
	
原因: リソースを起動しようとしましたが、すでに実行中だったため、失敗しました。リソースの付随するエラー・メッセージで詳細を確認してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	PRCR-01121: パラメータ"{0}"の値はNULLまたは空にできません 
	
原因: 示されたパラメータがNULLまたは空の値であるため、ACFSリソース名を作成しようとして失敗しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCR-01122: リソース・タイプ{0}はOracleクラスタウェアに登録されていません 
	
原因: 指定したリソース・タイプが登録されていませんでした。


	
処置: 必要なリソース・タイプが登録されていることを確認してください。









	PRCR-01123: リソース・タイプ{0}の名前変更に失敗しました 
	
原因: 指定したリソース・タイプの名前を変更しようとしました。リソース・タイプの名前を変更できませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	PRCR-01124: リソース{0}のチェックに失敗しました 
	
原因: リソースを確認しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するメッセージで報告されている問題をすべて修正します。リソースがOracleクラスタウェアに登録されていることを確認してください。









	PRCR-01125: ノード{1}のリソース{0}のチェックに失敗しました 
	
原因: 指定されたノードでリソースを確認しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するメッセージで報告されている問題をすべて修正します。リソースがOracleクラスタウェアに登録されていることを確認してください。









	PRCR-01126: ノード{1}からのリソース{0}の移動に失敗しました 
	
原因: 指定されたノードからリソースを移動しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認し、適切に対処してください。









	PRCR-01127: リソース{0}には、ノード単位の属性{1}がありません 
	
原因: 属性がノード単位で存在しなかったため、指定した属性の削除に失敗しました。


	
処置: ノード単位で存在する属性を指定してから、再試行してください。









	PRCR-01128: リソース{0}はノード{2}に属性{1}を持ちません 
	
原因: 指定したノードに属性が存在しなかったため、指定した属性の削除に失敗しました。


	
処置: ノードに存在する属性を指定してから、再試行してください。









	PRCR-01129: リソース・タイプ{0}のアップグレードに失敗しました 
	
原因: 指定されたリソース・タイプをアップグレードしようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを確認し、適切に対処してください。









	PRCR-01130: リソース・タイプ列挙クラスからのリソース・タイプ{0}の名前の取得に失敗しました 
	
原因: 指定したリソース・タイプenumクラスに対するリソース・タイプの名前を取得できませんでした。


	
処置: リソース・タイプenumクラスに、正しいリソース・タイプ名が含まれていることを確認してください。









	 PRCR-01131: デフォルト・ネットワークが構成されていないため、CVUリソースを作成できません。 
	
原因: 依存デフォルト・ネットワーク・リソースを作成せずに、CVUリソースを作成しようとしました。


	
処置: ネットワーク・リソースを作成するには、srvctl add nodeappsコマンドを使用します。ネットワーク・リソースを作成して、このコマンドを再試行してください。









	 PRCR-01132: フィルタを使用したリソースの停止に失敗しました 
	
原因: リソースが実行されていなかったか、実行されているリソース、やはり実行されている依存リソースがあったため、リソースを停止できませんでした。


	
処置: 付随するメッセージを確認して、依存リソースを特定し停止してください。リソースを停止する前にそのリソースが実行中であることを確認してください。









	PRCR-01133: データベース{0}およびその実行中のサービスの停止に失敗しました 
	
原因: 指定したデータベースと、その実行中のサービスを停止できませんでした。


	
処置: 付随するメッセージで報告されている問題をすべて修正します。









	PRCR-01134: データベース{0}およびノード{1}にあるその実行中のサービスの停止に失敗しました 
	
原因: 指定したノードで、指定したデータベースと、その実行中のサービスを停止できませんでした。


	
処置: 付随するメッセージで報告されている問題をすべて修正します。









	 PRCR-01135: ノード番号0のノードが存在するかどうかの確認に失敗しました 
	
原因: ノード番号0のノードが存在するかどうか確認できませんでした。


	
処置: 付随するメッセージに示された処置に従ってください。














87 PRCS-01000からPRCS-01077



	PRCS-01000: {0}の有効ステータスの取得に失敗しました 
	
原因: サーバーが有効化されているかどうかを確認しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	PRCS-01001: {0}の有効化に失敗しました 
	
原因: 指定されたサーバーを有効化しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	PRCS-01002: {0}の無効化に失敗しました 
	
原因: 指定されたサーバーを無効化しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	PRCS-01005: サーバー{0}の作成に失敗しました 
	
原因: 指定されたサーバーを作成しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	PRCS-01006: ノード{0}のサーバーの取得に失敗しました 
	
原因: 指定されたノードのサーバーを取得しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	PRCS-01007: サーバー・プール{0}はすでに存在します 
	
原因: 指定されたサーバー・プールはすでに存在します。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCS-01008: サーバー・プール{0}は存在しません 
	
原因: 指定されたサーバー・プールは存在しません。


	
処置: srvctlコマンドを使用してサーバー・プールを作成してください。









	PRCS-01009: サーバー・プール{0}の作成に失敗しました 
	
原因: 指定されたサーバー・プールを作成しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	PRCS-01010: サーバー・プール{1}の{0}の取得に失敗しました 
	
原因: 指定されたサーバー・プールの属性値を取得しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	PRCS-01011: サーバー・プール{0}の変更に失敗しました 
	
原因: 指定されたサーバー・プールを変更しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	PRCS-01012: サーバー・プール{0}の削除に失敗しました 
	
原因: サーバー・プールの登録解除に失敗しました。このメッセージの後に失敗の理由が続きます。


	
処置: 失敗のメッセージで報告された問題を解決し、再試行してください。









	PRCS-01013: サーバー・プール{0}の参照に失敗しました 
	
原因: 指定されたサーバー・プールを取得しようとして失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	PRCS-01014: サーバー{0}はすでにサーバー・プール{1}の一部です 
	
原因: 指定したサーバー・プールの候補としてサーバーを追加しようとしましたが、そのサーバーがすでにプールのSERVER_NAME属性に存在しているため失敗しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	PRCS-01015: サーバー{0}はサーバー・プール{1}の一部ではありません 
	
原因: サーバー・プールのSERVER_NAMES属性からサーバーを削除しようとしましたが、指定したサーバーがプールのSERVER_NAME属性に存在しないため失敗しました。


	
処置: サーバーをサーバー・プールに追加してください。









	PRCS-01016: 単一クライアント・アクセス名{0}の解決に失敗しました 
	
原因: 指定された単一クライアント・アクセス名をIPアドレスのリストに変換しようとしましたが、nslookupまたはその他の参照メソッドを使用してDNS内で単一クライアント・アクセス名を解決できなかったため失敗しました。


	
処置: 正しい単一クライアント・アクセス名を指定してください。解決できなかったリソースの詳細が示された根本的なエラー・メッセージを確認してください。各エラーの原因と処置を確認してください。単一クライアント・アクセス名をDNS内で解決するには、DNS内の単一クライアント・アクセス名の構成を確認してください。









	PRCS-01017: 単一クライアント・アクセス名{0}の構成に失敗しました 
	
原因: 単一クライアント・アクセス名のクラスタ構成を追加しようとして失敗しました。


	
処置: 作成できなかったリソースの詳細が示された根本的なエラー・メッセージを確認してください。各リソースを作成できなかった原因とそれに対する処置を確認してください。









	PRCS-01018: 単一クライアント・アクセス名リスナー{0}のクラスタ構成の追加に失敗しました 
	
原因: 単一クライアント・アクセス名リスナーを構成しようとしましたが、エンドポイントが正しく指定されていない、またはその他の理由により失敗しました。


	
処置: 作成できなかったリソースの詳細が示された根本的なエラー・メッセージを確認してください。各リソースを作成できなかった原因とそれに対する処置を確認してください。エンドポイントが正しく指定されていない場合は、エンドポイントを修正してください。









	PRCS-01019: 単一クライアント・アクセス名リスナー{0}の構成の削除に失敗しました 
	
原因: 単一クライアント・アクセス名リスナーの構成を削除しようとしましたが、これに依存しているリソースがあるなどの理由により失敗しました。


	
処置: 削除できなかったリソースの詳細が示された根本的なエラー・メッセージを確認してください。単一クライアント・アクセス名リスナー・リソースを削除する前に停止してください。単一クライアント・アクセス名リスナーに他のリソースが依存していない場合、強制フラグを使用して単一クライアント・アクセス名リスナー・リソースを削除できます。









	PRCS-01020: 単一クライアント・アクセス名リソース{0}の有効化に失敗しました 
	
原因: 単一クライアント・アクセス名リソースを有効化しようとして失敗しました。


	
処置: 有効化できなかったリソースの詳細が示された根本的なエラー・メッセージを確認してください。各リソースを作成できなかった原因とそれに対する処置を確認してください。









	PRCS-01021: 単一クライアント・アクセス名リソース{0}の無効化に失敗しました 
	
原因: 単一クライアント・アクセス名リソースを無効化しようとしましたが、現在のユーザーにこの操作を実行するための十分な権限がない、またはその他の理由により失敗しました。


	
処置: 無効化できなかったリソースの詳細が示された根本的なエラー・メッセージを確認してください。各リソースの失敗の原因と処置を確認してください。ユーザーにLinux/Unixのroot権限、およびWindowsのAdministrator権限があることを確認してください。









	PRCS-01022: 単一クライアント・アクセス名リソース{0}の起動に失敗しました 
	
原因: 単一クライアント・アクセス名リソースを起動しようとして失敗しました。


	
処置: 起動に失敗したリソースの詳細が示された根本的なエラー・メッセージを確認してください。









	PRCS-01023: 単一クライアント・アクセス名リソース{0}の停止に失敗しました 
	
原因: 単一クライアント・アクセス名リソースを停止しようとしましたが、単一クライアント・アクセス名リスナーが停止/移動されていない、またはその他の理由により失敗しました。


	
処置: 停止できなかったリソースの詳細が示された根本的なエラー・メッセージを確認してください。各リソースを作成できなかった原因とそれに対する処置を確認してください。先に、単一クライアント・アクセス名リスナーを停止するか、または、単一クライアント・アクセス名の仮想インターネット・プロトコル(VIP)・リソースに他のリソースが依存していない場合は、強制フラグを使用してVIPリソースを停止してください。









	PRCS-01024: 単一クライアント・アクセス名の仮想インターネット・プロトコル(VIP)・リソース{0}の削除に失敗しました 
	
原因: 単一クライアント・アクセス名の仮想インターネット・プロトコル(VIP)・リソースは、実行中であるか、または単一クライアント・アクセス名リスナーによって依存されているなどの理由により削除できませんでした。


	
処置: 削除できなかったリソースの詳細が示された根本的なエラー・メッセージを確認してください。単一クライアント・アクセス名のVIPおよび単一クライアント・アクセス名リスナーを停止してから、単一クライアント・アクセス名リスナーを削除してください。または、単一クライアント・アクセス名の仮想インターネット・プロトコル(VIP)・リソースに他のリソースが依存していない場合は、強制フラグを使用してVIPリソースを削除してください。









	PRCS-01025: 単一クライアント・アクセス名の仮想インターネット・プロトコル(VIP)リソース{0}が見つかりませんでした 
	
原因: 単一クライアント・アクセス名の仮想インターネット・プロトコル(VIP)・リソースが見つかりませんでした。


	
処置: リソース名を確認し、検出できなかったリソースの詳細が示された根本的なエラー・メッセージを確認してください。









	PRCS-01026: 単一クライアント・アクセス名リスナー・リソース{0}が見つかりませんでした 
	
原因: 単一クライアント・アクセス名リスナー・リソースを検出しようとして失敗しました。


	
処置: リソース名を確認してください。検出できなかったリソースの詳細が示された根本的なエラー・メッセージを確認してください。









	PRCS-01027: 序数が{0}である単一クライアント・アクセス名リスナーが見つかりませんでした 
	
原因: 指定した序数の単一クライアント・アクセス名リスナーが見つかりませんでした。


	
処置: srvctl config scan_listenerを使用して、使用可能な序数を確認してください。









	 PRCS-01028: 単一クライアント・アクセス名リスナーはすでに存在します 
	
原因: 単一クライアント・アクセス名リスナーはすでに作成されています。


	
処置: 必要に応じて、srvctl modify scan_listenerを使用し属性を変更してください。









	PRCS-01031: エンドポイント{0}を使用して単一クライアント・アクセス名リスナーを変更できませんでした 
	
原因: 単一クライアント・アクセス名リスナーを変更しようとして失敗しました。


	
処置: 指定されたエンドポイントが有効かどうかを確認してください。









	PRCS-01032: 問合せ{0}に一致するサーバー・プールが見つかりませんでした 
	
原因: 指定された問合せに一致するサーバー・プールを検出しようとしましたが、一致するサーバー・プールは見つかりませんでした。


	
処置: srvctl add srvpoolコマンドを使用してサーバー・プールを構成するか、問合せに一致するようにsrvctl modify srvpoolコマンドを使用して既存のサーバー・プールを変更してから、リクエストを再試行してください。









	PRCS-01034: 単一クライアント・アクセス名{0}の変更に失敗しました 
	
原因: エンドポイントが正しく指定されていない、または余分な単一クライアント・アクセス名VIPを削除できなかった、あるいはその他の理由により、単一クライアント・アクセス名の構成を変更できませんでした。


	
処置: 変更できなかったリソースの詳細が示された根本的なエラー・メッセージを確認してください。報告された問題を解決して、再試行してください。エンドポイントを変更する場合は、正しいエンドポイントを指定してください。単一クライアント・アクセス名VIPの数を更新する場合は、これらに依存している単一クライアント・アクセス名リスナーを停止してください。









	PRCS-01035: SCANリスナーに対するTCPポート数({0})が無効です 
	
原因: ポートが指定されていないか、1つ以上のポートが指定されていました。


	
処置: SCANリスナーのTCPプロトコルにポート番号を1つのみ指定してください。









	 PRCS-01037: 単一クライアント・アクセス名VIPはすでに存在します 
	
原因: すでに構成されているSCAN VIPを追加しようとしました。SCANは1クラスタ当たり1つのみ構成できます。


	
処置: 既存のSCANを削除して、新しいSCANを追加してください。または、新しいSCAN名を使用するようにSCANを変更するか、既存のSCAN名を別のSCAN VIPにマップしてください。









	PRCS-01038: リスナー{0}に関連付けられている単一クライアント・アクセス名の仮想インターネット・プロトコル(VIP)の検出に失敗しました 
	
原因: 指定されたリスナーに関連付けられている単一クライアント・アクセス名の仮想インターネット・プロトコル(VIP)が見つかりません。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを調べ、対応方法を決定してください。









	PRCS-01039: 指定した仮想インターネット・プロトコル(VIP) {0}に関連付けられている単一クライアント・アクセス名リスナーの検出に失敗しました 
	
原因: 指定された仮想インターネット・プロトコル(VIP)に関連付けられている単一クライアント・アクセス名リスナーが見つかりません。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを調べ、対応方法を決定してください。









	PRCS-01040: ユーザー{0}にはCRS管理者ロールがありません 
	
原因: 指定したユーザーには、CRS管理者ロールがありませんでした。


	
処置: crsctl add crs administrator -u <user_name>コマンドを使用してCRS管理者ロールをユーザーに付与し、再試行してください。









	PRCS-01041: 無効なビルトイン・サーバー・プール名{0}です 
	
原因: 指定したビルトイン・サーバー・プール名は無効です。


	
処置: 有効なビルトイン・サーバー・プール名を指定してください。汎用サーバー・プールまたは空きサーバー・プールのいずれかになります。









	PRCS-01042: 現在、サーバー・プール{0}がホストしているデータベースはありません 
	
原因: 指定したサーバー・プールを参照しているデータベースはありませんでした。


	
処置: srvctl add database ... -g <server_pool>コマンドを使用してデータベース構成を作成し、再試行してください。









	PRCS-01043: 現在、サーバー・プール{0}がホストしているデータベース・サービスはありません 
	
原因: 指定したサーバー・プールを参照しているサービスはありません。


	
処置: srvctl add service ... -g <server_pool>コマンドを使用してサービス構成を作成し、再試行してください。









	PRCS-01046: 名前{0}は無効です 
	
原因: 指定した名前が無効でした。


	
処置: 有効な文字列名を指定して、再試行してください。









	PRCS-01047: {0}の最小サイズが無効です 
	
原因: 指定した最小サイズが無効でした。


	
処置: 最小サイズに、ゼロ以上で最大サイズより小さい整数(-1以外)を指定し、再試行してください。









	PRCS-01048: {0}の最大サイズが無効です 
	
原因: 指定した最大サイズが無効でした。


	
処置: 最大サイズに-1以上の整数を指定し、再試行してください。









	PRCS-01049: {0}の重要度が無効です 
	
原因: 指定した重要度が無効でした。


	
処置: 重要度の値に0以上の整数を指定し、再試行してください。









	PRCS-01050: {1}という名前のGNS VIPがすでに存在するため、GNS VIP {0}を追加できませんでした 
	
原因: 追加しようとしているGNS VIPの名前が、すでに存在するGNS VIPと一致しています。


	
処置: 別の名前を指定してください。









	PRCS-01051: ネットワーク{1}を使用する登録済の別のGNS VIPがすでに存在するため、ネットワーク{0}を使用するGNS VIPを追加できませんでした 
	
原因: 追加しようとしているGNS VIPに指定されたネットワークが、すでに存在するGNS VIPと一致しています。


	
処置: 別のネットワークを指定してください。









	PRCS-01053: グリッド・ネーミング・サービス(GNS) VIP {0}のアドレスの解決に失敗しました: {1} 
	
原因: GNS VIPに指定されているアドレスを解決できませんでした。


	
処置: 有効なアドレスを指定してください。









	PRCS-01054: グリッド・ネーミング・サービス(GNS) VIP {0}の構成に失敗しました 
	
原因: GNS VIPの作成に失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	PRCS-01055: グリッド・ネーミング・サービス(GNS) VIP {0}の変更に失敗しました 
	
原因: GNS VIPの変更に失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	PRCS-01056: グリッド・ネーミング・サービス(GNS)仮想インターネット・プロトコル(VIP) {0}のリソースが見つかりませんでした 
	
原因: 指定されたGNS VIPは存在していません。


	
処置: 有効なGNS VIP名を指定してください。









	 PRCS-01057: 内部エラー: 属性が指定されていません。 
	
原因: GNSを変更するための属性がメソッドに渡されませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	PRCS-01058: 内部エラー: サポートされていない問合せタイプです: "${0}" 
	
原因: GNSに対し実行される問合せのタイプが認識されません。


	
処置: これは内部エラーであり、通常は表示されません。Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	PRCS-01059: サーバー・プール{0}のサブサーバー・プールの取得に失敗しました 
	
原因: 指定したサーバー・プール名を含むサーバー・プールのPARENT_POOLS属性の参照に失敗しました。現在のユーザーに、指定したサーバー・プールとそのサブサーバー・プールに対する読取り権限があるかどうかを確認してください。


	
処置: 指定したサーバー・プールとそのサブサーバー・プールに対する読取り権限を付与してください。









	PRCS-01060: サーバー{0}のサーバー・プール{1}への再配置に失敗しました 
	
原因: 指定されたサーバー・プールへのサーバーの再配置に失敗しました。このメッセージには、詳細が示されたその他のメッセージが付随している場合があります。失敗の原因として、プールのMIN_SIZE、SERVER_NAMESなどの、定義された構成属性に対する違反が考えられます。


	
処置: 問題の原因が構成属性の違反である場合、属性を変更するか、リクエストの内容を変更してください。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCS-01061: サーバー・プール{0}によってホストされている実行中のデータベース・インスタンスの検出に失敗しました 
	
原因: 指定したサーバー・プールのサーバーによってホストされている実行中のデータベース・インスタンスの検出に失敗しました。このメッセージには、詳細が示されたその他のメッセージが付随しています。失敗の原因として、現在のユーザーに、指定したサーバー・プールによってホストされているデータベースのプロファイルを問い合せる権限がない可能性が考えられます。


	
処置: 権限がないことがこの失敗の原因である場合、srvctl config <object> -aコマンドを使用してエンティティの現在の所有者を特定し、その所有者ユーザーとして問合せを再試行してください。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCS-01062: サーバー・プール{0}に親または子があるかどうかの特定に失敗しました 
	
原因: 指定したサーバー・プールの親または子の検出に失敗しました。原因として、現在のユーザーに、指定したサーバー・プールのプロファイル、またはPARENT_POOLS属性にこのサーバー・プール名が含まれるその他のサーバー・プールのプロファイルを問い合せる権限がないことが考えられます。


	
処置: 権限がないことがこの失敗の原因である場合、srvctl config serverpool <serverpool> -aコマンドを使用してサーバー・プールの現在の所有者を特定し、その所有者ユーザーとして問合せを再試行してください。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCS-01063: 最小サイズ{1}、最大サイズ{2}、重要度{3}、サーバー・リスト ({4})のサーバー・プール{0}を作成できません 
	
原因: 付随する例外メッセージに示された理由により、指定したサーバー・プールを作成できません。


	
処置: 付随する例外メッセージに基づいて対応してください。









	PRCS-01064: サーバー{0}はサーバー・プールに割り当てられていません 
	
原因: 指定したサーバーは、Oracle Clusterwareによってまだ認識されていないため、サーバー・プール内でアクティブではありません。


	
処置: crsctl stat server <server> -fを使用してサーバーの状態を確認し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRCS-01065: GNSは構成されていません。 
	
原因: GNSはクラスタで構成されていません。


	
処置: srvctl add gnsを実行してGNSを構成してください。









	PRCS-01066: サーバー・リスト({1})を持つサーバー・グループ{0}は作成できません 
	
原因: 付随する例外メッセージに示された理由により、指定したサーバー・グループを作成できません。


	
処置: 付随する例外メッセージに基づいて対応してください。









	PRCS-01067: サーバー・プール{0}によってホストされているオンライン・データベース・インスタンスの検出に失敗しました 
	
原因: 指定したサーバー・プールのサーバーによってホストされているオンラインのデータベース・インスタンスの検出に失敗しました。このメッセージには、詳細が示されたその他のメッセージが付随しています。失敗の原因として、現在のユーザーに、指定したサーバー・プールによってホストされているデータベースのプロファイルを問い合せる権限がない可能性が考えられます。


	
処置: 権限がないことがこの失敗の原因である場合、srvctl config <object> -aコマンドを使用してエンティティの現在の所有者を特定し、その所有者ユーザーとして問合せを再試行してください。それ以外の場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCS-01068: ノード{0}に対するOracleクラスタウェア・サーバー・エンティティが存在しません 
	
原因: 指定したノードのサーバー・エンティティは存在しません。


	
処置: 指定したノードでOracleクラスタウェアを起動してから、再試行してください。









	PRCS-01069: GNSドメイン名{1}のラベル{0}がRFC-1035表記規則に従っていません 
	
原因: GNSドメイン名の指定した部分がRFC-1035のラベル表記規則に従っていません。


	
処置: RFC-1035表記規則に従ったドメイン名を指定してください。RFC-1035表記規則では、ドメイン名は「.」で区切られた1組のラベルで構成されます。ラベルはアルファベットで始まり、英数字と「-」(ダッシュまたはマイナス記号)のみを含み、英数字で終わり、63文字を超えない長さである必要があります。









	PRCS-01070: GNSドメイン名{1}のラベル{0}部分が長すぎます 
	
原因: GNSドメイン名の指定した部分がRFC-1035のラベル表記規則に従っていません。63文字を超えています。


	
処置: RFC-1035表記規則に従ったドメイン名を指定してください。ドメイン名は「.」で区切られた1組のラベルで構成されます。ラベルはアルファベットで始まり、英数字と「-」(ダッシュまたはマイナス記号)のみを含み、英数字で終わり、63文字を超えない長さである必要があります。









	PRCS-01071: ドメイン名{0}に対するIPアドレスを参照中にエラーが発生しました 
	
原因: 示された完全修飾ドメイン名(FDQN)をIPアドレスに変換中にエラーが発生しました。


	
処置: ローカル・ノード上のネーム・サーバーが正しく構成されていることを確認してください。FDQNのドメインがGNSドメインの場合は、GNSへのリクエストを転送するようにDNSが設定されていて、GNSリソースがオンラインであることを確認してください。ローカル・ノードとネーム・サーバーの間にファイアウォールがないことを確認してください。









	PRCS-01072: 予約名{0}でのサーバー・プールの作成に失敗しました 
	
原因: 指定したサーバー・プール名が、Oracleクラスタウェアのビルトイン・サーバー・プールの名前であるため、指定したサーバー・プールを作成するリクエストが拒否されました。


	
処置: Oracleクラスタウェアのビルトイン・サーバー・プール名(GenericまたはFree)以外のサーバー・プール名を指定して、再試行してください。









	PRCS-01073: 指定したGNSロギング・レベル{0}は、予想される{1}から{2}の範囲外でした 
	
原因: srvctl start gns -l <log_level>コマンドのlog_level値が、下限を下回っています。


	
処置: log_level値が有効範囲内にあることを確認してください。









	PRCS-01074: 指定したGNSロギング・レベル{0}は、予想される{1}から{2}の範囲外でした 
	
原因: srvctl start gns -l <log_level>コマンドのlog_level値が、上限を上回っています。


	
処置: log_level値が有効範囲内にあることを確認してください。









	PRCS-01075: GNSドメイン名{0}の末尾に無効な文字{1}があります 
	
原因: 指定したGNSドメイン名の末尾が無効な文字で、RFC-1035ラベル表記規則に従っていません。


	
処置: RFC-1035表記規則に従ったドメイン名を指定してください。RFC-1035表記規則では、ドメイン名は「.」で区切られた1組のラベルで構成されます。ラベルはアルファベットで始まり、英数字と「-」(ダッシュまたはマイナス記号)のみを含み、英数字で終わり、63文字を超えない長さである必要があります。









	PRCS-01076: 単一クライアント・アクセス名{0}が無効です。SCAN VIP {2}のサブネット{1}がネットワーク{4}のサブネット{3}と異なります 
	
原因: 指定した単一クライアント・アクセス名から解決されたSCAN VIPが、ネットワークのサブネットと異なるサブネットにあります。


	
処置: ネットワーク・リソースの同一サブネットにあるSCAN VIPに解決できるSCAN名を使用してください。









	PRCS-01077: 指定したトレース・レベル{0}は、予想される{1}から{2}の範囲外でした 
	
原因: トレース・レベルの値が最小制限より小さいか、最大制限より大きい値でした。


	
処置: トレース・レベル値が有効範囲内にあることを確認してください。














88 PRCT-01000からPRCT-01415



	 PRCT-01000: ファイル・パスがnullです 
	
原因: 指定したパスがnullに設定されています。


	
処置: これはOracleの内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRCT-01001: ノード名がnullです 
	
原因: 指定したノード名がnullに設定されています。


	
処置: これはOracleの内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCT-01003: ノード"{1}"での"{0}"の実行に失敗しました 
	
原因: 指定されたノードで指定されたコマンドの実行に失敗しました。


	
処置: これはOracleの内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRCT-01004: NULLのディレクトリ名が渡されました 
	
原因: 指定したディレクトリ名がnullに設定されています。


	
処置: これはOracleの内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCT-01005: ディレクトリ{0}が存在しません 
	
原因: 指定したディレクトリ・パスは存在しません。


	
処置: これはOracleの内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRCT-01006: ノード"{0}"からのクラスタ名の取得に失敗しました 
	
原因: olsnodes -cを使用して、指定したノードからクラスタ名を取得できませんでした。


	
処置: 指定のノードからolsnodes -cを実行し、コマンドの出力を確認してください。コマンド出力にあるエラー・メッセージに応じて問題を修正してください。









	 PRCT-01007: ローカル・ノード名の取得に失敗しました 
	
原因: ローカル・ホスト名を取得するための基礎となるコールが失敗しました。


	
処置: 根本的なエラー・メッセージを確認してください。









	 PRCT-01008: ノード名の取得に失敗しました 
	
原因: olsnodesコマンドを使用したノード名の取得に失敗しました。


	
処置: olsnodesコマンドを実行し、コマンドの出力を確認してください。コマンド出力にあるエラー・メッセージに応じて問題を修正してください。









	 PRCT-01009: crsctlの実行に失敗しました。エラーの詳細: {0} 
	
原因: crsctlコマンドの実行に失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	PRCT-01010: ノード{0}でのcrsctlの実行に失敗しました。エラーの詳細: {1} 
	
原因: 指定されたノードでcrsctlコマンドの実行に失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	PRCT-01011: "{0}"の実行に失敗しました。エラーの詳細: {1} 
	
原因: ローカル・ノードで、指定されたコマンドの実行に失敗しました。


	
処置: 指定のコマンドをコンソールから実行し、結果を確認してください。コマンド出力にあるエラー・メッセージに応じて問題を修正してください。









	PRCT-01012: 無効なファイル・パス{0}です 
	
原因: 指定したパスは存在しません。


	
処置: これはOracleの内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRCT-01013: ローカル・ノードでのリモート実行サーバーの開始に失敗しました。 
	
原因: このプラットフォームではリモート実行サーバーが必要ですが、このノードでの起動に失敗しました。このメッセージには、この失敗の詳細が示されたその他のメッセージが付随しています。


	
処置: 付随するエラー・メッセージに示された問題を修正してください。Windowsシステムで、現在のユーザーに、一時ディレクトリ内のディレクトリおよびファイルを削除および作成する権限、ならびにレジストリ・エントリを作成および削除する権限があることを確認してください。









	PRCT-01014: 内部エラー: {0} 
	
原因: 内部エラーが発生しました。含まれた値が内部識別子でした。


	
処置: これはOracleの内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRCT-01015: 指定したバージョンがnullです 
	
原因: 指定したバージョンがnullに設定されていました。


	
処置: これはOracleの内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCT-01050: 場所{0}でkfodの実行中にkfodによって返された出力の解析に失敗しました 
	
原因: 出力文字列がnullであるかまたは必要より少ない行数しか含んでいないため、kfodの実行によって返された出力の解析に失敗しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCT-01051: 場所{1}でkfodの実行中にノード{0}のkfodによって返された出力の解析に失敗しました 
	
原因: 出力文字列がnullであるかまたは必要より少ない行数しか含んでいないため、指定されたノードでのkfodの実行によって返された出力の解析に失敗しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCT-01052: 場所{1}でkfodの実行中にkfodによって返された出力{0}の解析に失敗しました 
	
原因: 出力が必要より少ない列数しか含んでいないため、kfodの実行によって返された出力の解析に失敗しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCT-01053: 場所{2}でkfodの実行中にノード{1}のkfodによって返された出力{0}の解析に失敗しました 
	
原因: 出力が必要より少ない行数しか含んでいないため、指定されたノードでのkfodの実行によって返された出力の解析に失敗しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRCT-01054: ローカル・ノードのASMのアクティブなバージョンの取得に失敗しました 
	
原因: kfod nohdr=true op=version hostlist=<hostlist>の実行によるASMのアクティブなバージョンの取得に失敗しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCT-01055: ノード{0}のASMのアクティブなバージョンの取得に失敗しました。場所{1}でkfodの実行に失敗しました。 エラーの詳細: {2} 
	
原因: 指定されたノードでのkfod nohdr=true op=version hostlist=<hostlist>の実行によるASMのアクティブなバージョンの取得に失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	PRCT-01056: ASMインスタンス・タイプの取得に失敗しました。場所{0}でkfodの実行に失敗しました。エラーの詳細: {1} 
	
原因: kfod nohdr=true op=versionの実行によるASMインスタンスのインスタンス・タイプの取得に失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	PRCT-01057: ASMインスタンス・タイプ{0}の値が正しくありません 
	
原因: ASMインスタンス・タイプの値が無効です。


	
処置: ASMのインスタンス・タイプは「YES」または「NO」のいずれかのみです。









	PRCT-01058: ASMがノード{0}で実行中であるかどうかの確認に失敗しました。kfodの実行が場所{1}で失敗しました。エラーの詳細: {2} 
	
原因: kfod nohdr=true op=insts hostlist=<hostlist>の実行によるASMの実行の確認に失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	PRCT-01059: ノード{0}のディスク・グループ名のリストの取得に失敗しました。場所{1}でkfodの実行に失敗しました。エラーの詳細: {2} 
	
原因: kfod nohdr=true op=groups hostlist=<hostlist>の実行によるディスク・グループ名の取得に失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	PRCT-01060: ASMがローリング移行中であるかどうかの確認に失敗しました。kfodの実行が場所{1}で失敗しました。エラーの詳細: {2} 
	
原因: 'kfod nohdr=true op=rm'の実行によるASMがローリング移行中かどうかの確認に失敗しました。


	
処置: 付随するエラー・メッセージで詳細を調べてください。









	 PRCT-01100: ローカル・ノードのACFSのアクティブなバージョンの取得に失敗しました 
	
原因: ローカル・ノードのACFSのアクティブなバージョンを取得するためのacfsutilの実行に失敗しました。


	
処置: acfsutil実行の失敗理由の詳細が示された根本的なエラー・メッセージを確認してください。報告された問題を解決して、再試行してください。









	PRCT-01101: ノード{0}のACFSのアクティブなバージョンの取得に失敗しました。ファイルの場所{1}でacfsutilの実行に失敗しました。エラーの詳細: {2} 
	
原因: 指定されたノードのACFSのアクティブなバージョンを取得するためのacfsutilの実行に失敗しました。


	
処置: acfsutil実行の失敗理由の詳細が示された根本的なエラー・メッセージを確認してください。報告された問題を解決して、再試行してください。









	PRCT-01102: 場所{0}でのacfsutilの実行時、出力の解析に失敗しました 
	
原因: acfsutilによって返された出力を解析できません。


	
処置: これはOracleの内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCT-01103: ファイルの場所{1}でのacfsutilの実行時、ノード{0}に対する出力の解析に失敗しました 
	
原因: 指定したノードでacfsutilによって返された出力を解析できません。


	
処置: これはOracleの内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCT-01104: ファイルの場所{1}でのacfsutilの実行時、出力{0}の解析に失敗しました 
	
原因: 指定した場所でacfsutilによって返された出力を解析できません。


	
処置: これはOracleの内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCT-01105: ファイルの場所{2}でのacfsutilの実行時、ノード{1}に対する出力{0}の解析に失敗しました 
	
原因: 指定したノードの指定した場所でacfsutilによって返された出力を解析できません。


	
処置: これはOracleの内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCT-01109: ノード{0}のディスク・グループ名の取得に失敗しました 
	
原因: 指定したノードでacfsutilによって返されたディスク・グループ名を解析できません。


	
処置: これはOracleの内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCT-01111: ノード{1}のACFSマウント・ポイントの取得中に空の結果を受け取りました 
	
原因: acfsutilによって返された出力は空です。


	
処置: これはOracleの内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCT-01114: ノード{0}の場所{1}でacfsutilコマンドの実行に失敗しました 
	
原因: 指定したノードの指定した場所でacfsutilの実行に失敗しました。


	
処置: acfsutil実行の失敗理由の詳細が示された根本的なエラー・メッセージを確認してください。報告された問題を解決して、再試行してください。









	PRCT-01115: ノード{0}でacfsutilの実行に失敗し、結果{1}が返されました 
	
原因: 指定したノードでacfsutilの実行に失敗しました。


	
処置: acfsutil実行の失敗理由の詳細が示された根本的なエラー・メッセージを確認してください。報告された問題を解決して、再試行してください。









	PRCT-01116: ノード{1}のacfsutilに無効なパーティション・パス{0}が指定されました 
	
原因: 指定したパスは存在しません。


	
処置: 有効なパーティション・パスを指定して、再試行してください。









	PRCT-01117: ノード{1}のACFSディスク・グループの取得中に空の結果を受け取りました 
	
原因: acfsutilによって返された出力は空です。


	
処置: これはOracleの内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCT-01118: ノード{1}のファイルの場所{0}の合計領域の取得中に空の結果を受け取りました 
	
原因: acfsutilによって返された出力は空です。


	
処置: これはOracleの内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCT-01119: ノード{1}のファイルの場所{0}の空き領域の取得中に空の結果を受け取りました 
	
原因: acfsutilによって返された出力は空です。


	
処置: これはOracleの内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCT-01120: ノード{0}の場所にNULLのパスが指定されています 
	
原因: 場所にnullのパスが指定されました。


	
処置: これはOracleの内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCT-01121: ローカル・ノードでacfsutilの実行に失敗し、結果{0}が返されました 
	
原因: ローカル・ノードでacfsutilの実行に失敗しました。


	
処置: acfsutil実行の失敗理由の詳細が示された根本的なエラー・メッセージを確認してください。報告された問題を解決して、再試行してください。









	PRCT-01122: ローカル・ノードのパス{0}のマウント・ポイントの取得中に空の結果を受け取りました 
	
原因: 指定したパスのマウント・ポイントの問合せ中に、acfsutilによって空の値が返されました。


	
処置: これはOracleの内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRCT-01123: マウントポイントがnullに設定されているか空です 
	
原因: 指定したマウントポイントが空の文字列か、またはnullに設定されています。


	
処置: これはOracleの内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCT-01124: ローカル・ノードのマウントポイント{0}のボリューム・デバイスの取得中に空の結果を受け取りました 
	
原因: 指定したマウントポイントのボリューム・デバイスの問合せ中に、acfsutilから空の値が返されました。


	
処置: これはOracleの内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRCT-01125: ボリューム・デバイスがnullに設定されているか空です 
	
原因: 指定したボリューム・デバイスが空の文字列か、またはnullに設定されています。


	
処置: これはOracleの内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCT-01126: ローカル・ノードのボリューム・デバイス{0}のマウントポイントの取得中に空の結果を受け取りました 
	
原因: 指定したマウントポイントのボリューム・デバイスの問合せ中に、acfsutilから空の値が返されました。


	
処置: これはOracleの内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRCT-01127: ローカル・ノードのすべてのボリューム・デバイスの取得中に、空の結果を受け取りました 
	
原因: 作成済のACFSボリューム・デバイスはありません。


	
処置: usmcaを使用してACFSボリューム・デバイスを作成してください。









	 PRCT-01128: ACFSはこのオペレーティング・システムではサポートされていません 
	
原因: ACFSは、基礎となるオペレーティング・システムでサポートされていません。


	
処置: サポートされているオペレーティング・システムでsrvctlファイルシステム・コマンドを実行してください。









	PRCT-01129: ローカル・ノードでACFSドライバの状態確認の実行に失敗し、結果{0}が返されました 
	
原因: ACFSドライバの状態確認の実行がローカル・ノードで失敗しました。


	
処置: ACFSドライバの状態確認の実行の失敗理由の詳細が示された根本的なエラー・メッセージを確認してください。報告された問題を解決して、再試行してください。









	PRCT-01130: ローカル・ノードでadvmutilの実行が失敗し、結果{0}が返されました 
	
原因: advmutilの実行がローカル・ノードで失敗しました。


	
処置: advmutil実行の失敗理由の詳細が示された根本的なエラー・メッセージを確認してください。報告された問題を解決して、再試行してください。









	PRCT-01131: ボリューム・デバイス{0}のマウント・ポイントの取得に失敗しました 
	
原因: 指定したボリューム・デバイスに、ACFSファイルシステムがマウントされていません。


	
処置: ファイルシステムをマウントして再試行してください。









	 PRCT-01132: ローカル・ノードで、"{0}"オプションを指定してACFSドライバの状態を確認する際に、出力の表示に失敗しました 
	
原因: オプションを指定してACFSドライバの状態確認をローカル・ノードで実行する際に出力が取得されませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRCT-01133: ノード{1}で、"{0}"オプションを指定してACFSドライバの状態を確認する際に、出力の表示に失敗しました 
	
原因: オプションを指定してACFSドライバの状態確認を指定ノードで実行する際に出力が取得されませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCT-01134: ノード{0}でACFSドライバの状態確認の実行に失敗し、結果{1}が返されました 
	
原因: ACFSドライバの状態確認の実行が指定ノードで失敗しました。


	
処置: ACFSドライバの状態確認の実行の失敗理由の詳細が示された根本的なエラー・メッセージを確認してください。報告された問題を解決して、再試行してください。









	 PRCT-01135: このプラットフォームでは、"{0}"のデフォルトの場所はサポートされません 
	
原因: 'acfsutil'コマンドの実行の試行でこのバイナリの場所が指定されませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRCT-01149: クラスタ名の取得に失敗しました 
	
原因: olsnodesコマンドは正常に実行されましたが、出力がありませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRCT-01150: クラスタ名の取得に失敗しました 
	
原因: クラスタウェアが実行されていません。


	
処置: クラスタウェアが実行されていることを確認してください。









	 PRCT-01151: クラスタ・ノード・ステータスの取得に失敗しました 
	
原因: クラスタウェアが実行されていません。


	
処置: クラスタウェアが実行されていることを確認してください。









	 PRCT-01152: クラスタ・ノードのステータス・マップの取得中に空の結果を受け取りました 
	
原因: olsnodesコマンドは正常に実行されましたが、出力がありませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRCT-01153: クラスタの確保または確保解除されたノードのリストを取得中に、空の結果を受け取りました 
	
原因: olsnodesコマンドは正常に実行されましたが、出力がありませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRCT-01154: すべてのクラスタ・ノードのプライベートホスト名の取得に失敗しました。エラーの詳細: {0} 
	
原因: クラスタウェアが実行されていません。


	
処置: クラスタウェアが実行されていることを確認してください。









	 PRCT-01155: クラスタのノードのプライベート・インターコネクトの取得中に、空の結果を受け取りました 
	
原因: olsnodesコマンドは正常に実行されましたが、出力がありませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCT-01200: ボリューム・デバイス{0}のディスク・グループ名の取得に失敗しました。場所{1}でasmcmdの実行に失敗しました。エラーの詳細: {2} 
	
原因: 指定したボリューム・デバイスのディスク・グループ名を取得できません。


	
処置: ASMインスタンスがローカル・ノードで実行されていることを確認してください。









	PRCT-01201: ボリューム・デバイス{0}のボリューム名の取得に失敗しました。場所{1}でasmcmdの実行に失敗しました。エラーの詳細: {2} 
	
原因: 指定したボリューム・デバイスのボリューム名を取得できません。


	
処置: ASMインスタンスがローカル・ノードで実行されていることを確認してください。









	PRCT-01202: 場所{0}でasmcmdの実行中にasmcmdから返された出力の解析に失敗しました 
	
原因: asmcmdによって返された出力を解析できません。


	
処置: これはOracleの内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCT-01203: 場所{1}でasmcmdの実行中にノード{0}のasmcmdから返された出力の解析に失敗しました 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCT-01204: ボリューム・デバイス{0}の検出に失敗しました。場所{1}でasmcmdの実行に失敗しました。エラーの詳細: {2} 
	
原因: ボリューム・デバイスが存在しません。


	
処置: asmツールを使用してボリューム・デバイスを作成してください。









	PRCT-01205: 場所{1}でasmcmdの実行中にasmcmdから返された出力{0}の解析に失敗しました 
	
原因: asmcmdから返された指定の出力を解析できません。


	
処置: これはOracleの内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCT-01206: 場所{2}でasmcmdの実行中にノード{1}のasmcmdから返された出力{0}の解析に失敗しました 
	
原因: 指定したノードでasmcmdから返された指定の出力を解析できません。


	
処置: これはOracleの内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCT-01207: CRSホームの場所{0}からasmcmdを実行するためのORACLE_SIDの設定に失敗しました 
	
原因: ORACLE_SIDの値を生成するための、ASMインスタンス名をローカル・ノードで取得できません。


	
処置: crsctlを使用して、CRSスタックが起動していることを確認してください。srvctl status asmを使用して、ASMリソースがローカル・ノードで実行されていることを確認してください。









	 PRCT-01300: oifcfgの実行に失敗しました。エラーの詳細: {0} 
	
原因: ローカル・ノードでのoifcfgコマンドの実行に失敗しました。詳細は、根本的なエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: oifcfgコマンドを手動で実行してください。









	PRCT-01301: ノード{0}でoifcfgの実行に失敗しました。エラーの詳細: {1} 
	
原因: リモート・ノードに対するoifcfgコマンドの実行に失敗しました。詳細は、根本的なエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: oifcfgコマンドを手動で実行してください。









	PRCT-01302: "{0}"に無効なIPアドレス・フォーマットが含まれています 
	
原因: サブネット番号またはサブネット・マスク(あるいはその両方)のフォーマットが、無効なIPアドレス・フォーマットです。


	
処置: サブネット番号とサブネット・マスクのIPアドレス・フォーマットが有効であることを確認してください。









	PRCT-01303: oifcfgコマンドによって、4フィールド未満の行"{0}"が結果として返されました 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PRCT-01400: getcrshomeの実行に失敗しました。エラーの詳細: {0} 
	
原因: getcrshomeコマンドの実行に失敗しました。詳細は、根本的なエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: getcrshomeコマンドを手動で実行してください。









	PRCT-01401: ノード{0}でgetcrshomeの実行に失敗しました。エラーの詳細: {1} 
	
原因: getcrshomeコマンドの実行に失敗しました。詳細は、根本的なエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: getcrshomeコマンドを手動で実行してください。









	PRCT-01402: Oracleホーム{0}からSRVCTLのバージョンを取得しようとして失敗しました。エラーの詳細: {1} 
	
原因: 'srvctl -V'コマンドの実行に失敗しました。詳細は、根本的なエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: 指定したOracleホームの下の'bin'ディレクトリに'srvctl'バイナリが含まれていることを確認し、そのOracleホームで'srvctl -V'の実行を手動で確認してください。









	PRCT-01403: Oracleホーム{0}でコマンドの実行中にsrvctl -Vによって返された出力の解析に失敗しました 
	
原因: 出力文字列がnullであるか、予期しない結果であったため、'srvctl -V'の実行によって返された出力の解析に失敗しました。


	
処置: Oracleホームで'srvctl -V'の実行を手動で確認するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCT-01404: Oracleホーム{0}からSRVCTLのバージョンを取得しようとして失敗しました。エラーの詳細: {2} 
	
原因: 'srvctl -V'コマンドの実行に失敗しました。詳細は、根本的なエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: 指定したOracleホームの下の指定ノードの'bin'ディレクトリに'srvctl'バイナリが含まれていることを確認し、そのOracleホームで'srvctl -V'の実行を手動で確認してください。









	PRCT-01405: ノード{0}およびOracleホーム{1}でコマンドの実行中にsrvctl -Vによって返された出力の解析に失敗しました 
	
原因: 出力文字列がnullであるか、予期しない結果であったため、指定されたノードでの'srvctl -V'の実行によって返された出力の解析に失敗しました。


	
処置: 指定ノードおよびOracleホームで'srvctl -V'の実行を手動で確認するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PRCT-01406: Oracleホームの場所: {0}に{1}が含まれていません 
	
原因: 現在のOracleホーム・ディレクトリには、指定したユーティリティが含まれていません。


	
処置: 正しいOracleホーム・ディレクトリを指定してください。









	PRCT-01415: マウント・ポイント・パス{0}で複数のACFSリソースが見つかりました 
	
原因: マウント・ポイントのACFSリソースを検索しているときに、複数のリソースが見つかりました。


	
処置: 重複するマウント・ポイント・パスを含んでいるACFSリソースを、1つを除きすべて削除してください。














89 SCLC-01000からSCLC-01037



	SCLC-01000: {0}, {1}のアドレスの取得に失敗しました 
	
原因: リソースの現在のアドレスの取得に失敗しました。


	
処置: リソースが実行されていること、およびユーザーにリソース・プロファイルの読取り権限があることを確認し、再試行してください。









	SCLC-01003: {0}、{1}に登録されている層名の取得に失敗しました 
	
原因: 層名の取得に失敗しました。


	
処置: リソースが実行されていることを確認し、再試行してください。









	SCLC-01004: {1}、{2}に登録されている層{0}のメンバーの取得に失敗しました 
	
原因: 層のメンバーの取得に失敗しました。


	
処置: リソースが実行されていることを確認し、再試行してください。









	SCLC-01005: メンバー層{0}の取得に失敗しました 
	
原因: メンバー層の取得に失敗しました。


	
処置: 層固有の代表が実行されていることを確認し、再試行してください。









	SCLC-01006: クラスタ層のインスタンス{0}の取得に失敗しました。 
	
原因: クラスタ層のインスタンスの取得に失敗しました。


	
処置: クラスタ層が構成されていることを確認して、再試行してください。









	SCLC-01007: 層{0}、{1}の検出情報の取得に失敗しました 
	
原因: 層の検出情報の取得に失敗しました。


	
処置: メッセージに示された原因を解決してから、再試行してください。









	SCLC-01008: 階層{1}の場所{0}のフィルタの取得に失敗しました 
	
原因: 階層の指定の場所で登録されているフィルタの取得に失敗しました。


	
処置: メッセージに示された原因を解決してから、再試行してください。









	SCLC-01009: 階層{2}、{3}の場所{1}のフィルタ{0}の設定に失敗しました 
	
原因: 層の指定の場所でのフィルタの設定に失敗しました。


	
処置: メッセージに示された原因を解決してから、再試行してください。









	SCLC-01010: 検出サーバー{0}の作成に失敗しました 
	
原因: 検出サーバーの初期化に失敗しました。


	
処置: メッセージに示された原因を解決してから、再試行してください。









	SCLC-01011: 検出サーバー参照{0}の取得に失敗しました 
	
原因: 検出サーバー参照の取得に失敗しました。


	
処置: 検出サーバーが適切に構成されていません。Oracleサポートに連絡してください。









	SCLC-01013: スーパー・クラスタ代表参照{0}の取得に失敗しました 
	
原因: スーパー・クラスタ代表参照の取得に失敗しました。


	
処置: スーパー・クラスタ代表が実行されていません。起動して、再試行してください。









	 SCLC-01014: アドレス{0}は、マルチキャスト・アドレスではありません 
	
原因: 指定したIPアドレスは、マルチキャスト・アドレスではないため、マルチキャスト検出には使用できません。


	
処置: マルチキャストIPアドレスを指定して、再試行してください。









	SCLC-01015: 層{0}の構成済マルチキャスト・アドレスの取得に失敗しました 
	
原因: マルチキャスト・アドレスの取得に失敗しました。


	
処置: メッセージに示された原因を解決してから、再試行してください。









	SCLC-01016: 層{0}の検出メソッドの取得に失敗しました 
	
原因: 指定した層の検出メソッドの取得に失敗しました。


	
処置: メッセージに示された原因を解決してから、再試行してください。









	SCLC-01017: マルチキャスト検出メソッドは層{0}、{1}には構成されていません 
	
原因: マルチキャスト検出メソッドが構成されていません。


	
処置: この操作は、マルチキャスト検出メソッドにのみ適用可能です。この層にマルチキャスト検出メソッドを構成してから操作を試行してください。









	SCLC-01018: 検出サーバーの検出メソッドが、層{0}、{1}に対して構成されていません 
	
原因: 検出サーバーの検出メソッドが構成されていません。


	
処置: この操作は、検出サーバーの検出メソッドにのみ適用可能です。









	SCLC-01019: 層{0}、{1}のメンバー・リストの取得に失敗しました 
	
原因: 層の現在のメンバー・リストの取得に失敗しました。


	
処置: メッセージに示された原因を解決してから、再試行してください。









	SCLC-01021: 層{0}の名前を取得できませんでした 
	
原因: 層の名前を取得できませんでした。


	
処置: メッセージに示された原因を解決してから、再試行してください。









	SCLC-01022: 層{0}、{1}の名前の更新に失敗しました 
	
原因: 層の名前の更新に失敗しました。


	
処置: メッセージに示された原因を解決してから、再試行してください。









	SCLC-01025: 層{0}の代表の数の取得に失敗しました 
	
原因: 指定した層に構成されている代表の数の取得に失敗しました。


	
処置: メッセージに示された原因を解決してから、再試行してください。









	SCLC-01026: 層{0}、{1}の代表の数の更新に失敗しました 
	
原因: 指定した層の代表の数の更新に失敗しました。


	
処置: メッセージに示された原因を解決してから、再試行してください。









	SCLC-01027: {0}、{1}の起動に失敗しました 
	
原因: 指定したサーバーの起動に失敗しました。


	
処置: メッセージに示された原因を解決してから、再試行してください。









	SCLC-01028: {0}、{1}の停止に失敗しました 
	
原因: 指定したサーバーの停止に失敗しました。


	
処置: メッセージに示された原因を解決してから、再試行してください。









	SCLC-01029: {0}、{1}のステータスのチェックに失敗しました 
	
原因: 指定したサーバーのステータスのチェックに失敗しました。


	
処置: メッセージに示された原因を解決してから、再試行してください。









	 SCLC-01030: {0}サーバーは停止中です 
	
原因: サーバーは停止中です。


	
処置: サーバーの起動後に再試行してください。









	SCLC-01031: 不正な引数です: {0} 
	
原因: 指定した引数は不正です。


	
処置: コマンドの使用方法を参照してください。









	SCLC-01032: 使用方法: {0} {1} {2} 
	
原因: 指定したアクション・スクリプトの使用方法を印刷します。


	
処置: 処置は必要ありません。









	SCLC-01033: 層{0}、{1}のスーパー・クラスタのクライアントの作成に失敗しました 
	
原因: 層のスーパー・クラスタのクライアントの作成に失敗しました。


	
処置: メッセージに示された原因を解決してから、再試行してください。









	SCLC-01034: {0}に引数が指定されていません 
	
原因: 引数を指定せずにツールを起動しました。使用方法を参照してください。


	
処置: 使用方法に記述されている引数を指定してツールを起動してください。









	SCLC-01035: {0}のログ出力の構成に失敗しました 
	
原因: 指定したプログラムのログ出力の構成中にエラーが発生しました。このメッセージには、詳細が示された例外メッセージが付随しています。最も多いエラー原因は、<crs_home>/log/<hostname>/srvmディレクトリ内のファイルを作成/更新する権限がないことです。


	
処置: 現在のユーザーに<crs_home>/log/<hostname>/srvmディレクトリ内のファイルを作成/更新する権限を付与し、例外メッセージに報告されているエラーを修正してください。









	SCLC-01036: EONSサーバー{0},{1}のステータス・リスナーの起動に失敗しました 
	
原因: 指定したEONSサーバーは、使用可能なポートの取得、またはステータス・リスナー・スレッドの作成に失敗しました。


	
処置: このシステムに使用可能なポートがあるかどうかを確認してください。









	SCLC-01037: EONSサーバー{0},{1}のポート・ファイルの作成に失敗しました 
	
原因: <crs_home>/eons/initディレクトリ内へのファイルの作成中にエラーが発生しました。


	
処置: ファイルシステムの権限が正しいこと、および十分なディスク領域があることを確認してください。














90 SCLS-01000からSCLS-01005



	SCLS-01000: 層{0}、{1}のスーパー・クラスタの代表サーバーの作成に失敗しました 
	
原因: 指定した層のスーパー・クラスタの代表サーバーの作成に失敗しました。


	
処置: メッセージに示された原因を解決してから、再試行してください。









	SCLS-01001: {0}のONSランタイムの取得に失敗しました 
	
原因: 指定したサーバーのONSランタイムの取得に失敗しました。


	
処置: メッセージに示された原因を解決してから、再試行してください。









	SCLS-01002: 層{0}の現在のメンバー・リストの取得に失敗しました 
	
原因: 指定した層の現在のメンバー・リストの取得に失敗しました。


	
処置: メッセージに示された原因を解決してから、再試行してください。









	SCLS-01003: eONSランタイムは層{0}に対して実行されていませんでした 
	
原因: eONSランタイムは異常終了しました。


	
処置: クラスタ環境で、srvctl stop nodeapps -n <node>およびsrvctl start nodeapps -n <node>を試行してください。Oracle Restart環境で、srvctl stop eonsおよびsrvctl start eonsを試行してください。









	SCLS-01004: {1}の{0}へのリスニング・ポートの設定に失敗しました 
	
原因: この層のeONSランタイムのリスニング・ポートの更新に失敗しました。


	
処置: ユーザーに、リソース属性の更新権限があることを確認してください。クラスタ環境で、クラスタウェア・スタックが起動していることを確認してください。









	 SCLS-01005: eONSに無効なリスニング・ポート{0}が指定されました 
	
原因: 指定したeONSリスニング・ポート番号が無効です。


	
処置: UNIXで有効なポート番号は1025から65535です。リスニングするeONSの有効なポート番号を指定してください。














91 PRCO-00001からPRCO-00019



	 PRCO-00001: olsnodeの初期化に失敗しました 
	
原因: olsnodeを初期化して起動できません。


	
処置: クラスタウェアが実行中であることを確認してください。









	 PRCO-00002: クラスタウェアと通信できません 
	
原因: クラスタウェアと通信できません。


	
処置: クラスタウェアが実行中であることを確認してください。









	PRCO-00003: OCR操作に失敗しました string 
	
原因: OCR操作に失敗しました。


	
処置: OCRエラー・メッセージを参照してください。









	PRCO-00004: OCRの初期化に失敗しました string 
	
原因: OCRの初期化に失敗しました。


	
処置: OCRエラー・メッセージを参照してください。









	 PRCO-00008: ローカル・ノード番号を取得できませんでした 
	
原因: クラスタウェアからローカル・ノード番号を取得できません。


	
処置: クラスタウェアが実行中であることを確認してください。









	 PRCO-00009: ローカル・ノード名を取得できませんでした 
	
原因: クラスタウェアからローカル・ノード名を取得できません。


	
処置: クラスタウェアが実行中であることを確認してください。









	 PRCO-00010: 最大ノード数を取得できませんでした 
	
原因: クラスタウェアから最大ノード数を取得できません。


	
処置: クラスタウェアが実行中であることを確認してください。









	 PRCO-00011: ノード名を取得できませんでした 
	
原因: クラスタウェアからノード名を取得できません。


	
処置: クラスタウェアが実行中であることを確認してください。









	 PRCO-00012: ノード番号を取得できませんでした 
	
原因: クラスタウェアからノード番号を取得できません。


	
処置: クラスタウェアが実行中であることを確認してください。









	 PRCO-00013: プライベート・インターコネクト名を取得できませんでした 
	
原因: クラスタウェアからプライベート・インターコネクト名を取得できません。


	
処置: クラスタウェアが実行中であることを確認してください。









	 PRCO-00014: ノードの仮想IPを取得できませんでした 
	
原因: クラスタウェアからノードの仮想IPを取得できません。


	
処置: クラスタウェアが実行中であることを確認してください。









	 PRCO-00015: クラスタのメンバーではありません 
	
原因: 指定したノードがクラスタのメンバーではありません。


	
処置: クラスタのメンバー・ノードを指定してください。









	PRCO-00016: ノード・リストを取得するためのクラスタ・ノード・メンバーシップ・インタフェースによってエラー・コードnumberが戻されました 
	
原因: 戻り値として示されたエラーによってCSSノードリスト・サービスのコールが失敗しました。


	
処置: クラスタウェアが実行中であることを確認し、クラスタウェアのログ・ファイルを参照してください。









	 PRCO-00017: 最大ノード長を取得するためのクラスタ属性取得インタフェースが失敗しました 
	
原因: 属性の最大ノード長に対する、CSS属性フェッチ・サービスのコールが失敗しました。


	
処置: クラスタウェアが実行中であることを確認し、クラスタウェアのログ・ファイルを参照してください。









	 PRCO-00018: クラスタ名を取得できませんでした 
	
原因: クラスタウェアからクラスタ名を取得できません。


	
処置: クラスタウェアが実行中であることを確認してください。









	 PRCO-00019: クラスタのノード・リストの取得に失敗しました 
	
原因: クラスタのノード・リストを判断できませんでした。問題の詳細は、付随するメッセージに記載されています。


	
処置: 付随するメッセージに基づいて処置を実行してください。
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	 PRIF-00001: ネットワーク・インタフェースに無効な書式です 
	
原因: 無効なネットワーク・インタフェースが指定されました。


	
処置: <if_name>/<subnet>:<if_type>という書式でネットワーク・インタフェースを指定してください。









	 PRIF-00002: 無効なネットワーク・インタフェース・タイプです 
	
原因: 無効なネットワーク・インタフェース・タイプが指定されました。


	
処置: 有効なインタフェース・タイプであるpublicまたはcluster_interconnectのどちらかを指定してください。









	 PRIF-00003: 構成された入力インタフェースが見つかりません 
	
原因: 構成されていないインタフェースにアクセスしようとしました。


	
処置: getifコマンド・オプションを使用して入力インタフェースが構成されているかどうかを確認してください。









	 PRIF-00004: 指定のインタフェースに対する構成の削除中に、OCRエラーが発生しました 
	
原因: OCRが正しく構成されていないために、OCR APIが失敗した可能性があります。


	
処置: ocrdumpを実行してOCRが正しく構成されているかどうかを確認してください。









	 PRIF-00005: setifコマンド・オプションの構文が無効です 
	
原因: oifcfg setifコマンド・オプションとして指定された構文は無効です。


	
処置: setifの構文がoifcfg setif {-node <nodename> | *-global} {<if_name>/<subnet>:<if_type>}...となるようにしてください。









	 PRIF-00006: getifコマンド・オプションの構文が無効です 
	
原因: oifcfg getifコマンド・オプションとして指定された構文は無効です。


	
処置: getifの構文がoifcfg getif [-node <nodename> | -global] [ -if <if_name>[/<subnet>] [-type <if_type>] ]となるようにしてください。









	 PRIF-00007: delifコマンド・オプションの構文が無効です 
	
原因: oifcfg delifコマンド・オプションとして指定された構文は無効です。


	
処置: delifの構文がoifcfg delif {{-node <nodename> | -global} [<if_name>[/<subnet>]] [-force] | -force}になっていることを確認してください。









	 PRIF-00008: prifcgコンテキストの初期化に失敗しました 
	
原因: システム・エラーが発生しました。


	
処置: ログ・ファイルoifcfg.log内のメッセージを確認してください。









	PRIF-00009: 不適当な使用方法 
	
原因: oifcfgツールに指定されたコマンドライン・オプションは無効です。


	
処置: oifcfg -helpを実行し、oifcfgツールの使用方法を確認してください。









	 PRIF-00010: クラスタ・レジストリの初期化に失敗しました 
	
原因: クラスタ・レジストリが正しく構成されていません。


	
処置: ocrdumpを実行し、クラスタ・レジストリが正しく構成されているかどうかを確認してください。









	 PRIF-00011: クラスタ・レジストリのエラー 
	
原因: クラスタ・レジストリの操作中に内部エラーが発生しました。


	
処置: ログ・ファイルoifcfg.log内のメッセージを確認してください。









	 PRIF-00012: クラスタ・サポート・サービスの初期化に失敗しました 
	
原因: クラスタ・サポート・サービス・モジュールが正しく構成されていません。


	
処置: ログ・ファイルoifcfg.log内のメッセージを確認してください。









	 PRIF-00013: クラスタ・サポート・サービス・エラー 
	
原因: クラスタ・サポート・サービスへのアクセス中に内部エラーが発生しました。


	
処置: クラスタ・サポート・サービスが正しく実行されているかどうかを確認してください。









	 PRIF-00014: 無効なノード名 
	
原因: ノード名が、構成されているノードと一致しません。


	
処置: olsnodesによって戻されたノード名の1つを指定してください。









	 PRIF-00015: 無効なサブネット形式 
	
原因: 無効なサブネットが指定されました。


	
処置: a.b.c.dという書式のサブネットを指定してください。a、b、c、dは0から255(両端を含む)の値です。









	 PRIF-00016: iflistコマンド・オプションの構文が無効です 
	
原因: oifcfg iflistコマンド・オプションとして指定された構文は無効です。


	
処置: iflistの構文がoifcfg iflist [-p [-n]]となるようにしてください。









	 PRIF-00017: クラスタ内のホスト名を取得中にエラーが発生しました 
	
原因: clsgpnp_crs_getcsshostsのコール中に内部エラーが発生しました。


	
処置: このエラーとともに表示される根本的なエラーを確認してください。









	 PRIF-00018: GPnPプロファイルからネットワーク情報を削除中にエラーが発生しました 
	
原因: clsgpnpx_prfDelHostNetInfoのコール中に内部エラーが発生しました。


	
処置: このエラーとともに表示される根本的なエラーを確認してください。









	 PRIF-00019: GPnPプロファイルからネットワーク属性値を取得中にエラーが発生しました 
	
原因: clsgpnpx_prfGetNetAttrValのコール中に内部エラーが発生しました。


	
処置: このエラーとともに表示される根本的なエラーを確認してください。









	 PRIF-00020: GPnPプロファイルのロックを取得中にエラーが発生しました 
	
原因: clsgpnp_crs_cssLockUpdatesのコール中に内部エラーが発生しました。


	
処置: このエラーとともに表示される根本的なエラーを確認してください。









	 PRIF-00021: GPnPプロファイルを取得中にエラーが発生しました 
	
原因: clsgpnp_getProfileのコール中に内部エラーが発生しました。


	
処置: このエラーとともに表示される根本的なエラーを確認してください。









	 PRIF-00022: GPnPプロファイルをクローニング中にエラーが発生しました 
	
原因: clsgpnp_getProfileのコール中に内部エラーが発生しました。


	
処置: このエラーとともに表示される根本的なエラーを確認してください。









	 PRIF-00023: GPnPプロファイルからネットワーク・インタフェースを取得中にエラーが発生しました 
	
原因: clsgpnpx_prfGetHostNetInfoのコール中に内部エラーが発生しました。


	
処置: このエラーとともに表示される根本的なエラーを確認してください。









	 PRIF-00024: GPnPプロファイルからネットワーク・インタフェースを取得中にエラーが発生しました 
	
原因: 背後にある根本的なエラーにより、ネットワーク・インタフェース情報の取得に失敗しました。


	
処置: このエラーとともに表示される根本的なエラーを確認してください。









	 PRIF-00025: GPnPプロファイルでネットワーク属性値を設定中にエラーが発生しました 
	
原因: clsgpnpx_prfSetNetAttrValのコール中に内部エラーが発生しました。


	
処置: このエラーとともに表示される根本的なエラーを確認してください。









	 PRIF-00026: クラスタでプロファイルを更新中にエラーが発生しました 
	
原因: clsgpnp_crs_ensuredSignAndPushのコール中に内部エラーが発生しました。


	
処置: このエラーとともに表示される根本的なエラーを確認してください。









	 PRIF-00027: GPnPプロファイルのメモリー内プレゼンテーションをリリース中にエラーが発生しました 
	
原因: clsgpnp_profileDestroyのコール中に内部エラーが発生しました。


	
処置: このエラーとともに表示される根本的なエラーを確認してください。









	 PRIF-00028: GPnPプロファイルのロックを解除中にエラーが発生しました 
	
原因: clsgpnp_crs_cssUnlockUpdatesのコール中に内部エラーが発生しました。


	
処置: このエラーとともに表示される根本的なエラーを確認してください。









	 PRIF-00029: 警告: ネットワーク・パラメータのワイルドカードが原因で、GPnPプロファイル、OCRおよびシステム間で不一致が生じる可能性があります 
	
原因: 1つ以上のネットワーク関連パラメータでワイルドカード構文が検出されました。ワイルドカード構文自体は許可されていますが、ネットワークの詳細(インタフェース名やサブネットなど)がクラスタのすべてのノードで同一である必要があります。ネットワーク・パラメータでワイルドカード構文を使用する場合、ノード間でネットワーク構成が異ならないようにする必要があります。


	
処置: ワイルドカードが原因で問題が発生する場合は、ワイルドカードなしでインタフェース名およびサブネットを指定してください。









	 PRIF-00030: OCRおよびGPnPのプロファイルのネットワーク情報が異なります 
	
原因: OCRに、一致しないネットワーク情報があります。


	
処置: oifcfg setifを使用して、GPnPプロファイルのネットワーク情報をOCRと同期してください。









	 PRIF-00031: 指定したネットワーク・インタフェースの削除は、これが最後のプライベート・インタフェースであるために失敗しました 
	
原因: forceを指定しなかったため、唯一のプライベート・インタフェースを削除するリクエストが拒否されました。


	
処置: 最後のプライベート・インタフェースを削除するには-forceオプションを指定します。ただし、そうするとOracleクラスタウェアが無反応になることがあります。









	PRIF-00032: ホストstringのプロファイルの可用性のチェック中にエラーが発生しました string 
	
原因: 指定したノードでプロファイルを使用できなかったため、インタフェースの設定または削除が失敗しました。


	
処置: クラスタ・ノードでプロファイルが使用可能であることを確認してから、インタフェースを設定または削除してください。付随するエラー・メッセージを確認し、適切に対処してください。









	PRIF-00033: ホストを検出できなかったため、インタフェースの設定または削除に失敗しました string 
	
原因: ホストを検出できなかったか、ホストのGPnPプロファイルにアクセスできなかったため、インタフェースを設定または削除できませんでした。


	
処置: Oracle GPnPデーモンおよびmDNSデーモンがすべてのクラスタ・ノード上で実行されていることを確認し、付随するエラー・メッセージで報告された他の問題点をすべて解決してください。









	 PRIF-00034: クラスタ・インターコネクトまたはOracle ASMネットワークでは、IPv6のサブネットはサポートされていません 
	
原因: IPv6サブネットをOracle ASMネットワークまたはクラスタ・インターコネクトとして分類しようとしました。


	
処置: Oracle ASMネットワークおよびクラスタ・インターコネクト用のIPv4サブネットを使用してください。









	 PRIF-00035: グローバル・インタフェース[string]のOCRレジストリ・キー[string]の取得に失敗しました 
	
原因: 指定されたグローバル・インタフェースのレジストリ・キーをOCRから取得しようとしましたが、失敗しました。


	
処置: 無効なキーのあるインタフェースを、'oifcfg delif -global <if_name> [-force]'を使用して削除してください。'oifcfg setif -global <if_name>/<subnet>:<if_type>'.を使用して、インタフェースをリセットしてください。









	 PRIF-00036: ノードstring上で、インタフェースstringのOCRレジストリ・キー[string]の取得に失敗しました 
	
原因: 指定されたインタフェースのレジストリ・キーをOCRから取得しようとしましたが、失敗しました。


	
処置: 無効なキーのあるインタフェースを、'oifcfg delif -node <nodename> <if_name> [-force]'を使用して削除してください。'oifcfg setif -node <nodename> <if_name>/<subnet>:<if_type>'を使用して、インタフェースをリセットしてください。









	 PRIF-00050: 重複したインタフェースが入力されています 
	
原因: 重複したインタフェースが入力されています。


	
処置: 警告: <if_name>/<subnet>:<if_type>という書式でネットワーク・インタフェースを指定してください。同じコマンドラインで複数の入力を行う場合や、エントリがすでに存在する場合は、<if_name>/<subnet>:<if_type>の組合せが一意になるようにしてください。









	 PRIF-00051: インタフェース[string]がパブリックとクラスタ・インターコネクト両方に設定されています 
	
原因: インタフェースがパブリックとクラスタ・インターコネクト両方に設定されています。


	
処置: 警告: インタフェースをパブリックとクラスタ・インターコネクトの両方に設定しないでください。









	 PRIF-00052: GPnPプロファイルを即時ロックできませんでした。ロックを取得するまでお待ちください... 
	
原因: このコマンドで待機なしオプションを使用してCSSの排他ロックを取得できませんでした。


	
処置: 待機時間が長すぎる場合は、[Ctrl]キーを押しながら[C]キーを押してください。クラスタウェアの設定を確認してください。














93 PROCL-00001からPROCL-00109



	 PROCL-00001: Oracle Local Registryを初期化できません。 
	
原因: Oracle Local Registryを初期化するために渡された初期化レベルが無効です。


	
処置: 有効な初期化レベルを指定してOracle Local Registryを初期化してください。









	 PROCL-00002: 現在の初期化レベルではローカル・レジストリ操作を実行できません。 
	
原因: プログラムは、初期化レベルで許可されていないローカル・レジストリ操作を実行しようとしました。


	
処置: 適切な初期化レベルを指定してOracle Local Registryを初期化してください。









	 PROCL-00003: コンテキストが無効なため、ローカル・レジストリ操作を実行できません。 
	
原因: 無効なOracle Local Registryコンテキストが渡されました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROCL-00004: 操作するローカル・レジストリ・キーが存在しません。 
	
原因: プログラムが、存在しないキーに対してローカル・レジストリ操作を実行しようとしました。


	
処置: キーが存在することを確認し、操作を再試行してください。









	 PROCL-00005: ユーザーに、このキーでローカル・レジストリ操作を実行する権限がありません。 
	
原因: プログラムが、権限のないローカル・レジストリ・キーに対して操作を実行しようとしました。


	
処置: プログラムが正しいユーザーとして実行されているかどうかを確認してください。









	 PROCL-00006: ユーザーに、このキーでローカル・レジストリ操作を実行する権限がありません。 
	
原因: プログラムが、権限のないキーに対してローカル・レジストリ操作を実行しようとしました。


	
処置: プログラムが正しいユーザーとして実行されているかどうかを確認してください。









	 PROCL-00007: キーまたはバッチ・ハンドルが無効なため、ローカル・レジストリ操作を実行できません。 
	
原因: 無効なローカル・レジストリ・キーまたはバッチ・ハンドルが渡されました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROCL-00008: パラメータの1つが無効なため、ローカル・レジストリ操作を実行できません。 
	
原因: プログラムが無効なパラメータを使用してローカル・レジストリ操作を実行しようとしました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROCL-00009: 渡されたバッファが小さすぎるため、ローカル・レジストリ操作を実行できません。 
	
原因: バッファに十分なメモリーが割り当てられていません。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROCL-00010: サブキーが存在するためローカル・レジストリ・キーを削除できません。 
	
原因: プログラムが、サブキーを持つキーを削除しようとしました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROCL-00011: キーがNULLのためローカル・レジストリ操作を実行できません。 
	
原因: ローカル・レジストリ・キーとしてNULLが渡されました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROCL-00012: ヒープ・メモリーが不足しています。 
	
原因: プログラムがヒープ・メモリーを使い果しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROCL-00013: パラメータの1つがNULLのため、ローカル・レジストリ操作を実行できません。 
	
原因: プログラムがNULLパラメータを使用してローカル・レジストリ操作を実行しようとしました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROCL-00014: 不明なエラーが発生しました 
	
原因: これはOracle Local Registryの内部エラーの総称です。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROCL-00015: ローカル・レジストリの初期化に失敗しました 
	
原因: Oracle Local Registryにアクセスできません。考えられる原因は次のとおりです。
1. ローカル・レジストリがフォーマットされていません。

2. ローカル・レジストリ・ファイルにアクセスできません。

3. ローカル・レジストリ・ファイルの権限が正しくありません。

4. Oracle Clusterwareが実行されていません。




	
処置:
1. ocrcheck -localコマンドを実行し、OLRがフォーマットされていて使用可能であることを確認してください。

2. ocrcheck -local -configコマンドを実行して構成ファイルを取得し、ファイルがアクセス可能であり、ネイティブ・プラットフォームまたはOSメソッドを介した適切なアクセス権があることを確認してください。

3. crsctl check crsコマンドを実行し、Oracle Clusterwareが実行されていることを確認してください。











	 PROCL-00016: 指定のキーハンドルにこれ以上サブキーを取得できません 
	
原因: キーには他に列挙するサブキーがありません。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PROCL-00017: 実装されていない機能 
	
原因: 要求された機能は、現行のリリースには実装されていません。


	
処置: その機能を今後のOracleリリースで再試行してください。









	 PROCL-00018: 渡された値サイズが大きすぎます 
	
原因: 指定されたサイズの値を設定できません。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROCL-00019: キーに対してこれ以上サブキーを作成できません 
	
原因: キーの下位に、ローカル・レジストリで許可されているよりも多いサブキーを作成しようとしました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROCL-00020: ORACLE_HOME環境変数が設定されていません 
	
原因: ORACLE_HOME環境が設定されていません。


	
処置: 環境変数ORACLE_HOMEが正しく設定され、エクスポートされていることを確認してください。









	 PROCL-00021: 許容されたOLRツリーの最大の深さに達しました 
	
原因: 深さがPROCR_MAX_KEY_DEPTHに達しているキーの下位にサブキーを作成しようとしました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROCL-00022: OLRバックエンドに無効な形式があります 
	
原因: OLRを初期化する前に使用しようとしました。


	
処置: root.shスクリプトを使用してください。ocrconfig -local -upgradeコマンドによってOLRが初期化されます。









	 PROCL-00023: ホスト名の取得中にエラーが発生しました 
	
原因: ホスト名の取得中にエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROCL-00024: メッセージ・レイヤーでエラーが発生しました 
	
原因: ローカル・レジストリ操作の実行中に、メッセージ・レイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROCL-00025: NLSサービスでエラーが発生しました 
	
原因: ローカル・レジストリ操作の実行中に、NLSサービスにエラーが発生しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROCL-00026: 物理記憶域にアクセス中にエラーが発生しました 
	
原因: Oracle Local Registryにアクセスできません。考えられる原因は次のとおりです。
1. ローカル・レジストリがフォーマットされていません。

2. ローカル・レジストリ・ファイルにアクセスできません。

3. ローカル・レジストリ・ファイルの権限が正しくありません。




	
処置:
1. ocrcheck -localコマンドを実行し、OLRがフォーマットされていて使用可能であることを確認してください。

2. ocrcheck -local -configコマンドを実行して構成ファイルを取得し、ファイルがアクセス可能であり、ネイティブ・プラットフォームまたはOSメソッドを介した適切なアクセス権があることを確認してください。











	 PROCL-00027: 認証レイヤーでエラーが発生しました 
	
原因: ローカル・レジストリ操作の実行中に、認証レイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROCL-00028: Oracle Local Registryはすでに現行バージョンです 
	
原因: アップグレード済のローカル・レジストリをアップグレードしようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PROCL-00029: ロギング・レイヤーでエラーが発生しました 
	
原因: ローカル・レジストリ操作の実行中に、ロギング・レイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROCL-00031: ローカル・レジストリの記憶デバイスが小さすぎます 
	
原因: ローカル・レジストリ用に構成されているストレージ・デバイスが小さすぎます。


	
処置: ドキュメントを参照して、ローカル・レジストリに使用できる十分な大きさのストレージ・デバイスを構成してください。









	 PROCL-00032: ローカル・ノードのOracle高可用性サービスが実行されていません 
	
原因: ローカル・ノードのOracle高可用性サービスが実行されていませんでした。


	
処置: crsctl start crsコマンドを実行し、ローカル・ノードでOracle高可用性サービスを起動してください。









	 PROCL-00033: Oracle Local Registryが構成されていません 
	
原因: ノードにOracle Local Registry構成が存在しません。


	
処置: Oracle Clusterwareをインストールして構成してください。









	 PROCL-00035: バージョンが無効なため、ローカル・レジストリ操作を実行できません 
	
原因: このローカルのアクティブなバージョンに対してこの操作を実行できません。


	
処置: アップグレードを完了してから操作を再試行してください。









	 PROCL-00036: この操作の実行に必要な空き領域がありません 
	
原因: 要求された操作の実行に必要な空き領域が残されていません。


	
処置: 領域を解放してから操作を再試行してください。









	 PROCL-00037: Oracle Local Registryは、構成された記憶域タイプをサポートしません 
	
原因: ローカル・レジストリ用に構成された記憶域タイプがサポートされていません。


	
処置: ローカル・レジストリの構成をサポートされている記憶域タイプに変更します。プラットフォームごとの完全なリストについては、Oracleマニュアルを参照してください。









	 PROCL-00038: リクエストされたブロック番号がOracle Local Registryから割り当てられません 
	
原因: リクエストされたブロック番号がOracle Local Registryから割り当てられませんでした。


	
処置: 別のブロック番号を指定して操作を再試行してください。









	 PROCL-00039: リクエストされたブロックに無効なヘッダーがあります 
	
原因: リクエストされたブロックに無効なヘッダーがありました。


	
処置: 別のブロック番号を指定して操作を再試行してください。









	 PROCL-00040: バッチに操作を追加できません 
	
原因: すでに操作数が最大許容数に達しているバッチに操作を追加しようとしました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROCL-00041: Oracle Local Registryが正しく構成されていません 
	
原因: ローカル・レジストリが正しく構成されていません。


	
処置: ローカル・レジストリ構成を修正してください。









	 PROCL-00042: ユーザーはOracle Local Registry構成にアクセスできません 
	
原因: ローカル・レジストリ構成へのアクセス中にプログラムでエラーが発生しました。


	
処置: プログラムが正しいユーザーとして実行されているかどうかを確認してください。ローカル・レジストリ構成に適切なアクセス権が設定されているかどうかを調べてください。









	 PROCL-00044: ネットワーク・アドレスおよびインタフェース操作中にエラーが発生しました 
	
原因: ローカル・レジストリ操作の実行中に、ネットワーク・アドレスおよびインタフェース操作レイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROCL-00046: バッチが空のためローカル・レジストリ操作を実行できません。 
	
原因: 操作が含まれないバッチを実行しようとしました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROCL-00048: 一時的なエラーにより、Oracle Local Registry操作を実行できません。 
	
原因: リクエストされたOracle Local Registry操作の実行中に一時的なエラーが発生しました。クライアントのリクエストにより、操作は再試行なしで強制終了されました。


	
処置: 操作を再試行してください。









	 PROCL-00049: 指定されたOracle Local Registryのバックアップ場所にローカル・ノードでアクセスできません。 
	
原因: バックアップの場所が存在しないか、必要な権限が与えられていません。


	
処置: 場所が存在し、必要なファイル作成権限が与えられていることを確認してください。









	 PROCL-00101: オペレーティング・システム・エラー [string] 
	
原因: ローカル・レジストリ操作の実行中に、オペレーティング・システム・レイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROCL-00102: クラスタ・サービス・エラー [string] 
	
原因: ローカル・レジストリ操作の実行中に、クラスタ・サービス・レイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROCL-00103: メッセージ・エラー[string] 
	
原因: ローカル・レジストリ操作の実行中に、メッセージ・レイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROCL-00104: 認証エラー [string] 
	
原因: ローカル・レジストリ操作の実行中に、認証レイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PROCL-00105: ロギング・エラー 
	
原因: ローカル・レジストリ操作の実行中に、ロギング・レイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROCL-00106: 未確認コンポーネント・エラー 
	
原因: ローカル・レジストリ操作の実行中に、未確認のレイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROCL-00107: 記憶域レイヤー・エラー[string] 
	
原因: ローカル・レジストリ操作の実行中に、記憶域レイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROCL-00109: ネットワーク・アドレスおよびインタフェース操作のエラー 
	
原因: ローカル・レジストリ操作の実行中に、ネットワーク・アドレスおよびインタフェース操作レイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。














94 PROC-00001からPROC-00109



	 PROC-00001: Oracle Cluster Registryを初期化できません。 
	
原因: Oracle Cluster Registryを初期化するために渡された初期化レベルが無効です。


	
処置: 有効な初期化レベルを指定してOracle Cluster Registryを初期化してください。









	 PROC-00002: 現在の初期化レベルではクラスタ・レジストリ操作を実行できません。 
	
原因: プログラムは、初期化レベルで許可されていないクラスタ・レジストリ操作を実行しようとしました。


	
処置: 適切な初期化レベルを指定してOracle Cluster Registryを初期化してください。









	 PROC-00003: コンテキストが無効なため、クラスタ・レジストリ操作を実行できません。 
	
原因: 無効なOracle Cluster Registryコンテキストが渡されました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROC-00004: 操作するクラスタ・レジストリ・キーが存在しません。 
	
原因: プログラムが、存在しないキーに対してクラスタ・レジストリ操作を実行しようとしました。


	
処置: キーが存在することを確認し、操作を再試行してください。









	 PROC-00005: ユーザーに、このキーでクラスタ・レジストリ操作を実行する権限がありません。 
	
原因: プログラムが、権限のないクラスタ・レジストリ・キーに対して操作を実行しようとしました。


	
処置: プログラムが正しいユーザーとして実行されているかどうかを確認してください。









	 PROC-00006: ユーザーに、このキーでクラスタ・レジストリ操作を実行する権限がありません。 
	
原因: プログラムが、権限のないキーに対してクラスタ・レジストリ操作を実行しようとしました。


	
処置: プログラムが正しいユーザーとして実行されているかどうかを確認してください。









	 PROC-00007: キーまたはバッチ・ハンドルが無効なため、クラスタ・レジストリ操作を実行できません。 
	
原因: 無効なクラスタ・レジストリ・キーまたはバッチ・ハンドルが渡されました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROC-00008: パラメータの1つが無効なため、クラスタ・レジストリを実行できません。 
	
原因: プログラムが無効なパラメータを使用してクラスタ・レジストリ操作を実行しようとしました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROC-00009: 渡されたバッファが小さすぎるため、クラスタ・レジストリ操作を実行できません。 
	
原因: バッファに十分なメモリーが割り当てられていません。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROC-00010: サブキーが存在するためクラスタ・レジストリ・キーを削除できません。 
	
原因: プログラムが、サブキーを持つキーを削除しようとしました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROC-00011: キーがNULLのためクラスタ・レジストリ操作を実行できません。 
	
原因: クラスタ・レジストリ・キーとしてNULLが渡されました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROC-00012: ヒープ・メモリーが不足しています。 
	
原因: プログラムがヒープ・メモリーを使い果しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROC-00013: パラメータの1つがNULLのため、クラスタ・レジストリ操作を実行できません。 
	
原因: プログラムがNULLパラメータを使用してクラスタ・レジストリ操作を実行しようとしました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROC-00014: 不明なエラーが発生しました 
	
原因: これはOracle Cluster Registryの内部エラーの総称です。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROC-00015: クラスタ・レジストリの初期化に失敗しました 
	
原因: Oracle Cluster Registryにアクセスできません。考えられる原因は次のとおりです。
1. クラスタ・レジストリがフォーマットされていません。

2. クラスタ・レジストリの場所にアクセスできません。

3. クラスタ・レジストリの場所の権限が正しくありません。

4. Oracle Clusterwareが実行されていません。




	
処置:
1. ocrcheckコマンドを実行し、OCRがフォーマットされていて使用可能であることを確認してください。

2. ocrcheck -configコマンドを実行して構成された場所を取得し、各場所がアクセス可能であり、ネイティブ・プラットフォームまたはOSメソッドを介した適切なアクセス権があることを確認してください。場所がASMディスク・グループである場合、このディスク・グループが存在していてマウントされていることを確認してください。

3. crsctl check crsコマンドを実行し、Oracle Clusterwareが実行されていることを確認してください。











	 PROC-00016: 指定のキーハンドルにこれ以上サブキーを取得できません 
	
原因: キーには他に列挙するサブキーがありません。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PROC-00017: 実装されていない機能 
	
原因: 要求された機能は、現行のリリースには実装されていません。


	
処置: その機能を今後のOracleリリースで再試行してください。









	 PROC-00018: 渡された値サイズが大きすぎます 
	
原因: 指定されたサイズの値を設定できません。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROC-00019: キーに対してこれ以上サブキーを作成できません 
	
原因: キーの下位に、クラスタ・レジストリで許可されているよりも多いサブキーを作成しようとしました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROC-00020: ORACLE_HOME環境変数が設定されていません 
	
原因: ORACLE_HOME環境が設定されていません。


	
処置: 環境変数ORACLE_HOMEが正しく設定され、エクスポートされていることを確認してください。









	 PROC-00021: 許容されたOCRツリーの最大の深さに達しました 
	
原因: 深さがPROCR_MAX_KEY_DEPTHに達しているキーの下位にサブキーを作成しようとしました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROC-00022: OCRバックエンドに無効な形式があります 
	
原因: OCRを初期化する前に使用しようとしました。


	
処置: root.shスクリプトを使用してください。ocrconfig -upgradeコマンドによってOCRが初期化されます。









	 PROC-00023: クラスタ・サービス・レイヤーでエラーが発生しました 
	
原因: クラスタ・レジストリ操作の実行中に、クラスタ・サービス・レイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROC-00024: メッセージ・レイヤーでエラーが発生しました 
	
原因: クラスタ・レジストリ操作の実行中に、メッセージ・レイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROC-00025: NLSサービスでエラーが発生しました 
	
原因: クラスタ・レジストリ操作の実行中に、NLSサービスにエラーが発生しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROC-00026: 物理記憶域にアクセス中にエラーが発生しました 
	
原因: Oracle Cluster Registryにアクセスできません。考えられる原因は次のとおりです。
1. クラスタ・レジストリがフォーマットされていません。

2. クラスタ・レジストリの場所にアクセスできません。

3. クラスタ・レジストリの場所の権限が正しくありません。

4. Oracle Clusterwareが実行されていません。




	
処置:
1. ocrcheckコマンドを実行し、OCRがフォーマットされていて使用可能であることを確認してください。

2. ocrcheck -configコマンドを実行して構成された場所を取得し、各場所がアクセス可能であり、ネイティブ・プラットフォームまたはOSメソッドを介した適切なアクセス権があることを確認してください。場所がASMディスク・グループである場合、このディスク・グループが存在していてマウントされていることを確認してください。

3. crsctl check crsコマンドを実行し、Oracle Clusterwareが実行されていることを確認してください。











	 PROC-00027: 認証レイヤーでエラーが発生しました 
	
原因: クラスタ・レジストリ操作の実行中に、認証レイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROC-00028: Oracle Cluster Registryはすでに現行バージョンです 
	
原因: アップグレード済のクラスタ・レジストリをアップグレードしようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PROC-00029: ロギング・レイヤーでエラーが発生しました 
	
原因: クラスタ・レジストリ操作の実行中に、ロギング・レイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROC-00030: Oracle Cluster RegistryのIDが一致しません 
	
原因: クライアントが参照するクラスタ・レジストリ記憶域が、サーバーが参照する記憶域と一致しません。このエラーの原因は、構成の誤りにあります。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROC-00031: クラスタ・レジストリの記憶デバイスが小さすぎます 
	
原因: 構成されているストレージ・デバイスか、クラスタ・レジストリに新しく追加されるストレージ・デバイスが小さすぎます。


	
処置: ドキュメントを参照して、クラスタ・レジストリに使用できる十分な大きさのストレージ・デバイスを構成してください。クラスタ・レジストリがすでに構成されている場合、ocrcheckコマンドを実行して合計サイズを取得し、追加するデバイスのサイズがクラスタ・レジストリに使用できる十分な大きさであることを確認してください。









	 PROC-00032: ローカル・ノードのCluster Ready Servicesが実行されていません 
	
原因: ローカル・ノードのCluster Ready Servicesが実行されていません。


	
処置: crsctl start crsコマンドを使用し、ローカル・ノードでCluster Ready Servicesを起動してください。









	 PROC-00033: Oracle Cluster Registryが構成されていません 
	
原因: ノードにOracle Cluster Registry構成が存在しません。


	
処置: Oracle Clusterwareをインストールして構成してください。









	 PROC-00034: Oracle Cluster Registry構成に互換性がありません 
	
原因: このノードのクラスタ・レジストリ構成がクラスタの別のノードと一致しません。


	
処置: クラスタ内のすべてのノードでocrcheck -configコマンドを使用してクラスタ・レジストリ構成を取得してください。ocrconfig -repairコマンドを使用してこのノードの構成を修正し、一貫したものにしてください。









	 PROC-00035: バージョンが無効なため、クラスタ・レジストリ操作を実行できません 
	
原因: このクラスタのアクティブなバージョンに対してこの操作を実行できません。


	
処置: アップグレードを完了してから操作を再試行してください。









	 PROC-00036: この操作の実行に必要な空き領域がありません 
	
原因: 要求された操作の実行に必要な空き領域が残されていません。


	
処置: 領域を解放してから操作を再試行してください。









	 PROC-00037: Oracle Cluster Registryは、構成された記憶域タイプをサポートしません 
	
原因: クラスタ・レジストリ用に構成された記憶域タイプがサポートされていません。


	
処置: クラスタ・レジストリの構成をサポートされている記憶域タイプに変更します。プラットフォームごとの完全なリストについては、Oracleマニュアルを参照してください。









	 PROC-00038: リクエストされたブロック番号がOracle Cluster Registryから割り当てられません 
	
原因: リクエストされたブロック番号がOracle Cluster Registryから割り当てられませんでした。


	
処置: 別のブロック番号を指定して操作を再試行してください。









	 PROC-00039: リクエストされたブロックに無効なヘッダーがあります 
	
原因: リクエストされたブロックに無効なヘッダーがありました。


	
処置: 別のブロック番号を指定して操作を再試行してください。









	 PROC-00040: バッチに操作を追加できません 
	
原因: すでに操作数が最大許容数に達しているバッチに操作を追加しようとしました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROC-00041: Oracle Cluster Registryが正しく構成されていません 
	
原因: クラスタ・レジストリが正しく構成されていません。


	
処置: クラスタ・レジストリ構成を修正してください。









	 PROC-00042: ユーザーはOracle Cluster Registry構成にアクセスできません 
	
原因: クラスタ・レジストリ構成へのアクセス中にプログラムでエラーが発生しました。


	
処置: プログラムが正しいユーザーとして実行されているかどうかを確認してください。クラスタ・レジストリ構成に適切なアクセス権が設定されているかどうかを調べてください。









	 PROC-00043: ASMアクセス・レイヤーにエラーが発生しました 
	
原因: ASM管理の記憶域で構成されているときに、OCRへのアクセスに使用されるレイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROC-00044: ネットワーク・アドレスおよびインタフェース操作中にエラーが発生しました 
	
原因: クラスタ・レジストリ操作の実行中に、ネットワーク・アドレスおよびインタフェース操作レイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROC-00045: OracleクラスタウェアのAPIレイヤーのエラー 
	
原因: Oracle ClusterwareのAPIレイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROC-00046: バッチが空のため、クラスタ・レジストリ操作を実行できません。 
	
原因: 操作が含まれないバッチを実行しようとしました。


	
処置: これは内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROC-00047: Oracle Cluster Registryのフォーマット・アップグレードの実行中は先へ進めません。 
	
原因: Oracle Cluster Registry操作が要求されましたが、Oracle Cluster Registryフォーマットのアップグレードが進行中でした。


	
処置: フォーマットのアップグレードが完了してから操作を再試行してください。









	 PROC-00048: 一時的なエラーにより、Oracle Cluster Registry操作を実行できません。 
	
原因: リクエストされたOracle Cluster Registry操作の実行中に一時的なエラーが発生しました。クライアントのリクエストにより、操作は再試行なしで強制終了されました。


	
処置: 操作を再試行してください。









	 PROC-00049: 指定されたOracle Cluster Registryのバックアップ場所にノードstringでアクセスできません。 
	
原因: Oracle Cluster Registryのバックアップの場所が存在しないか、正しくマウントされていないか、前述のノードに対する必要な権限がありません。


	
処置: バックアップの場所が存在し、前述のノードに対する適切な権限があることを確認してください。バックアップの場所がASMディスク・グループである場合、このディスク・グループが正しくマウントされている必要があり、詳細は、ASMアラート・ログ・ファイルのエントリをチェックしてください。









	 PROC-00050: 追加されるOracle Cluster Registryの場所に、ノードstring上ではアクセスできません。 
	
原因: 追加されるOracle Cluster Registryの場所が存在しない、正しくマウントされていない、または前述のノード上で必要なアクセス権がありません。


	
処置: 適切なアクセス権を持つ場所が前述のノードに存在していることを確認してください。場所がASMディスク・グループである場合、ディスク・グループが正しくマウントされている必要があります。詳細は、ASMアラート・ログ・ファイルも参照してください。









	 PROC-00101: オペレーティング・システム・エラー [string] 
	
原因: クラスタ・レジストリ操作の実行中に、オペレーティング・システム・レイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROC-00102: クラスタ・サービス・エラー [string] 
	
原因: クラスタ・レジストリ操作の実行中に、クラスタ・サービス・レイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROC-00103: メッセージ・エラー[string] 
	
原因: クラスタ・レジストリ操作の実行中に、メッセージ・レイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROC-00104: 認証エラー [string] 
	
原因: クラスタ・レジストリ操作の実行中に、認証レイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PROC-00105: ロギング・エラー 
	
原因: クラスタ・レジストリ操作の実行中に、ロギング・レイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROC-00106: 未確認コンポーネント・エラー 
	
原因: クラスタ・レジストリ操作の実行中に、未確認のレイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROC-00107: 記憶域レイヤー・エラー[string] 
	
原因: クラスタ・レジストリ操作の実行中に、記憶域レイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROC-00108: ASMエラー[string] 
	
原因: クラスタ・レジストリ操作の実行中に、ASMレイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROC-00109: ネットワーク・アドレスおよびインタフェース操作のエラー 
	
原因: クラスタ・レジストリ操作の実行中に、ネットワーク・アドレスおよびインタフェース操作レイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。














95 PROTL-00001からPROTL-00811



	 PROTL-00001: ocrconfigの初期化に失敗しました 
	
原因: ocrconfigを初期化して起動できません。


	
処置: 障害の詳細をログ・ファイルで確認してください。









	 PROTL-00002: エクスポート・ファイル'string'はすでに存在します 
	
原因: 要求されたエクスポート・ファイルは指定されたパスに存在します。


	
処置: エクスポート・ファイルの位置を変更するか、古いエクスポート・ファイルを削除してください。









	 PROTL-00003: エクスポート・ファイル'string'の作成に失敗しました 
	
原因: ローカル・レジストリ・データのエクスポートに使用するファイルを作成できないか、または開けません。


	
処置: 要求したパスのアクセス権またはディスク領域を確認してください。









	 PROTL-00004: ローカル・レジストリからのデータの取得に失敗しました 
	
原因: ローカル・レジストリから必要な情報を取得できません。


	
処置: ローカル・レジストリが使用可能であることを確認し、ログ・ファイルで障害の詳細を確認してください。









	 PROTL-00006: 指定されたインポート・ファイル'string'が見つかりません 
	
原因: インポート・ファイルは存在しませんでした。


	
処置: ファイルとそのパスが正しいことを確認して再試行してください。









	 PROTL-00007: 指定されたインポート・ファイル'string'のオープンに失敗しました 
	
原因: 指定したインポート・ファイルにアクセスできません。


	
処置: インポート・ファイルのアクセス権を確認してください。









	 PROTL-00008: 指定されたファイルからローカル・レジストリへのデータのインポートに失敗しました 
	
原因: インポート・ファイルからデータを読み取ってローカル・レジストリにインポートできません。


	
処置: ローカル・レジストリが使用可能であることを確認し、ログ・ファイルで障害の詳細を確認してください。









	 PROTL-00010: 指定されたソース・ローカル・レジストリのオープンに失敗しました 
	
原因: 指定したソース・ローカル・レジストリにアクセスできません。


	
処置: ソース・ローカル・レジストリのアクセス権と位置を確認し、ログ・ファイルで詳細を確認してください。









	 PROTL-00011: 指定された宛先ローカル・レジストリのオープンに失敗しました 
	
原因: 指定した宛先ローカル・レジストリにアクセスできません。


	
処置: 宛先ローカル・レジストリのアクセス権と位置を確認してください。また、トレース・ファイルでも詳細を確認してください。









	 PROTL-00012: アップグレードするOracle Local Registryには、サポートされないバージョンがあります 
	
原因: アップグレードするOracle Local Registryは、サポートされていないバージョンです。


	
処置: Oracle Local Registryを、サポートされているバージョンにアップグレードしてください。









	 PROTL-00013: Oracle Local Registryは現在のバージョンです 
	
原因: Oracle Local Registryは現行のバージョンです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	PROTL-00015: 実装されていない機能 
	
原因: 要求された機能は、現行のリリースには実装されていません。


	
処置: その機能を次のリリースで再試行してください。









	PROTL-00016: 内部エラー 
	
原因: これはocrconfigの内部エラーの総称です。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PROTL-00017: 致命的エラー 
	
原因: これはocrconfigの致命的エラーの総称です。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROTL-00018: 指定したバックアップ・ファイル'string'を開くのに失敗しました 
	
原因: ファイルが存在しないか、ユーザーはそのファイルを開く権限がありません。


	
処置: ファイルが存在し、適切なアクセス権があることを確認してください。また、トレース・ファイルでも詳細を確認してください。









	 PROTL-00019: Oracle高可用性サービスの実行中は先へ進めません 
	
原因: Oracle高可用性サービスが実行中です。


	
処置: crsctl stop crsコマンドを使用し、ローカル・ノードでOracle高可用性サービスを停止してください。









	 PROTL-00020: 続行するための十分な権限がありません。権限のあるユーザーが必要です 
	
原因: 権限のあるユーザーではありません。


	
処置: 権限のあるユーザーを使用してコマンドを再度実行してください。









	PROTL-00021: 無効なパラメータ 
	
原因: 入力パラメータが無効です。


	
処置: 詳細はログ・ファイルを確認してください。









	 PROTL-00025: Oracle Local Registryの手動バックアップは使用できません 
	
原因: Oracle Local Registryの手動バックアップはまだ作成されていません。


	
処置: 手動バックアップはocrconfig -local -manualbackupコマンドを使用して作成できます。









	 PROTL-00035: 構成されたOLRの場所にアクセスできません 
	
原因: 構成されたOracle Local Registry (OLR)の場所が存在しないか、必要なアクセス権がないか、十分なディスク領域がありません。


	
処置: 場所が存在すること、適切なアクセス権があること、十分なディスク領域があることを確認してください。詳細は、クラスタウェアのアラート・ログ・ファイルも確認してください。









	 PROTL-00039: 指定したファイル'string'の形式が無効です 
	
原因: 指定したファイルが有効なOracle Local Registryエクスポート/インポート・ファイルではありません。


	
処置: ocrconfig -local -exportコマンドを使用して作成された有効なOracle Local Registryファイルを指定してください。









	 PROTL-00040: 指定したファイル'string'の形式が無効です 
	
原因: 指定したファイルが有効なOracle Local Registryバックアップ・ファイルではありません。


	
処置: ocrconfig -local -showbackupコマンドを使用して、すべての使用可能なバックアップを表示してください。前述のコマンドで表示された有効なOracle Local Registryバックアップ・ファイルの1つを指定してください。









	 PROTL-00041: 指定したバックアップ場所'string'にアクセスできません 
	
原因: バックアップの場所が存在しないか、必要な権限が与えられていません。


	
処置: 場所が存在し、必要なファイル作成権限が与えられていることを確認してください。









	 PROTL-00042: 指定したバックアップ場所'string'はディレクトリではありません 
	
原因: 指定したバックアップの場所はディレクトリではありません。


	
処置: ディレクトリを指定してください。









	 PROTL-00049: Oracle Local Registry (OLR)整合性チェックが失敗しました。 
	
原因: 構成されたOracle Local Registryの場所の整合性チェックが失敗しました。


	
処置: ocrconfig -local -showbackupコマンドを使用して、バックアップの可用性をチェックし、互換性のあるバックアップをリストアしてください。問題を解決できない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROTL-00124: * 操作がOracle Local Registryに対して実行されることを示すには、オプション'-local'を使用します。 
	
原因: ocrconfigがコールされましたが、オプションが不正か、または指定されていません。


	
処置: 正しいオプションを指定してocrconfigを使用してください。









	 PROTL-00302: ocrdumpの初期化に失敗しました 
	
原因: ocrdumpを初期化して起動できません。


	
処置: 障害の詳細をログ・ファイルで確認してください。









	 PROTL-00303: ダンプ・ファイルはすでに存在します [string] 
	
原因: 要求されたダンプ・ファイルは指定されたパスに存在します。


	
処置: ダンプ・ファイルの位置を変更するか、古いダンプ・ファイルを削除してください。









	 PROTL-00304: ダンプ・ファイルの作成に失敗しました [string] 
	
原因: ローカル・レジストリ・データのダンプに使用するファイルを作成できないか、開くことができません。


	
処置: 要求したパスのアクセス権またはディスク領域を確認してください。









	 PROTL-00305: ダンプ・ファイルへの書込みに失敗しました[string] 
	
原因: ローカル・レジストリ・データのダンプ中にダンプ・ファイルへの書込みはできません。


	
処置: 要求したパスのアクセス権またはディスク領域を確認してください。









	 PROTL-00306: ローカル・レジストリ・データの取得に失敗しました 
	
原因: ローカル・レジストリ・データを読み込めません。


	
処置: 障害の詳細をログ・ファイルで確認してください。









	 PROTL-00307: 指定したキーがローカル・レジストリに存在しません 
	
原因: 指定されたキーをローカル・レジストリから取得できません。


	
処置: ログ・ファイルでキー名を確認してください。









	 PROTL-00309: Oracle Local Registryのバックアップ・ファイルへのアクセスに失敗しました。 
	
原因: Oracle Local Registryバックアップ・ファイルが存在しないか、ユーザーにそのファイルを開く権限がありません。


	
処置: ファイルが存在し、適切なアクセス権があることを確認してください。









	 PROTL-00418: 操作がOracle Local Registryに対して実行されることを示すには、オプション'-local'を使用します。 
	
原因: ocrdumpがコールされましたが、オプションが不正か、または指定されていません。


	
処置: 正しいオプションを指定してocrdumpを使用してください。









	 PROTL-00601: ocrcheckの初期化に失敗しました 
	
原因: ocrcheckを初期化して起動できません。


	
処置: 障害の詳細をログ・ファイルで確認してください。









	 PROTL-00602: ローカル・レジストリからのデータの取得に失敗しました 
	
原因: ローカル・レジストリから必要な情報を取得できません。


	
処置: ローカル・レジストリが使用可能であることを確認し、ログ・ファイルで障害の詳細を確認してください。









	 PROTL-00603: Oracle Local Registryが論理的に破損しています 
	
原因: Oracle Local Registryで論理的な破損が検出されました。


	
処置: 詳細は、ログ・ファイルを確認してください。









	 PROTL-00604: 構成されているローカル・レジストリの場所の取得に失敗しました 
	
原因: ローカル・レジストリの場所を取得できません。


	
処置: 障害の詳細をログ・ファイルで確認してください。









	 PROTL-00724: Oracle Local Registry構成は次のとおりです: 
	
原因: ocrcheckがコールされました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PROTL-00811: \\(このツールの実行時) 
	
原因: ocrcheckがコールされましたが、オプションが不正か、または指定されていません。


	
処置: 正しいオプションを指定してocrcheckを使用してください。














96 PROT-00001からPROT-00811



	 PROT-00001: ocrconfigの初期化に失敗しました 
	
原因: ocrconfigを初期化して起動できません。


	
処置: 障害の詳細をログ・ファイルで確認してください。









	 PROT-00002: エクスポート・ファイル'string'はすでに存在します 
	
原因: 要求されたエクスポート・ファイルは指定されたパスに存在します。


	
処置: エクスポート・ファイルの位置を変更するか、古いエクスポート・ファイルを削除してください。









	 PROT-00003: エクスポート・ファイル'string'の作成に失敗しました 
	
原因: クラスタ・レジストリ・データのエクスポートに使用するファイルを作成できないか、または開けません。


	
処置: 要求したパスのアクセス権またはディスク領域を確認してください。









	 PROT-00004: クラスタ・レジストリからのデータの取得に失敗しました 
	
原因: クラスタ・レジストリから必要な情報を取得できません。


	
処置: クラスタ・レジストリが使用可能であることを確認し、ログ・ファイルで障害の詳細を確認してください。









	 PROT-00005: クラスタウェアが正常に稼働していません 
	
原因: クラスタ・レジストリへのアクセスをクラスタウェアに登録できません。


	
処置: マシンで実行されているクラスタウェアのステータスを確認してください。









	 PROT-00006: 指定されたインポート・ファイル'string'が見つかりません 
	
原因: インポート・ファイルは存在しませんでした。


	
処置: ファイルとそのパスが正しいことを確認して再試行してください。









	 PROT-00007: 指定されたインポート・ファイル'string'のオープンに失敗しました 
	
原因: 指定したインポート・ファイルにアクセスできません。


	
処置: インポート・ファイルのアクセス権を確認してください。









	 PROT-00008: 指定されたファイルからクラスタ・レジストリへのデータのインポートに失敗しました 
	
原因: インポート・ファイルからデータを読み取ってクラスタ・レジストリにインポートできません。


	
処置: クラスタ・レジストリが使用可能であることを確認し、ログ・ファイルで障害の詳細を確認してください。









	 PROT-00010: 指定されたソース・クラスタ・レジストリのオープンに失敗しました 
	
原因: 指定したソース・クラスタ・レジストリにアクセスできません。


	
処置: ソース・クラスタ・レジストリのアクセス権と位置を確認し、ログ・ファイルで詳細を確認してください。









	 PROT-00011: 指定された宛先クラスタ・レジストリのオープンに失敗しました 
	
原因: 指定した宛先クラスタ・レジストリにアクセスできません。


	
処置: 宛先クラスタ・レジストリのアクセス権と位置を確認してください。また、トレース・ファイルでも詳細を確認してください。









	 PROT-00012: アップグレードするOracle Cluster Registryには、サポートされないバージョンがあります 
	
原因: アップグレードするOracle Cluster Registryは、サポートされていないバージョンです。


	
処置: Oracle Cluster Registryを、サポートされているバージョンにアップグレードしてください。









	 PROT-00013: Oracle Cluster Registryは現在のバージョンです 
	
原因: Oracle Cluster Registryは現行のバージョンです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PROT-00014: ダウングレードするOracle Cluster Registryには、前のバージョンがあります 
	
原因: ダウングレードするOracle Cluster Registryは、以前のバージョンです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	PROT-00015: 実装されていない機能 
	
原因: 要求された機能は、現行のリリースには実装されていません。


	
処置: その機能を次のリリースで再試行してください。









	PROT-00016: 内部エラー 
	
原因: これはocrconfigの内部エラーの総称です。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PROT-00017: 致命的なエラー 
	
原因: これはocrconfigの致命的エラーの総称です。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROT-00018: 指定したバックアップ・ファイル'string'を開くのに失敗しました 
	
原因: ファイルが存在しないか、ユーザーはそのファイルを開く権限がありません。


	
処置: ファイルが存在し、適切なアクセス権があることを確認してください。また、トレース・ファイルでも詳細を確認してください。









	 PROT-00019: Cluster Ready Serviceの実行中は先へ進めません 
	
原因: Cluster Ready Serviceは実行中でした。


	
処置: crsctl stop crsコマンドを使用し、ローカル・ノードでCluster Ready Serviceを停止してください。









	 PROT-00020: 続行するための十分な権限がありません。権限のあるユーザーが必要です 
	
原因: 権限のあるユーザーではありません。


	
処置: 権限のあるユーザーを使用してコマンドを再度実行してください。









	PROT-00021: 無効なパラメータです。 
	
原因: 入力パラメータが無効です。


	
処置: 詳細はログ・ファイルを確認してください。









	 PROT-00022: 記憶域が小さすぎます。 
	
原因: 指定された記憶域が小さすぎてOCRの内容をミラー化できません。


	
処置: ocrcheckコマンドを実行して合計サイズを取得し、追加するデバイスのサイズがクラスタ・レジストリに使用できる十分な大きさであることを確認してください。









	 PROT-00023: OCRのバックアップに失敗しました 
	
原因: OCRのバックアップを実行できません。


	
処置: クラスタ・レジストリが使用可能で、手動バックアップを格納するファイルシステムに使用可能な空き領域があることを確認してください。必要に応じてocrconfig -backuplocを実行して新しいバックアップの場所を指定してください。詳細はCRSログ・ファイルを確認してください。









	 PROT-00024: Oracle Cluster Registryの自動バックアップは使用できません 
	
原因: Oracle Cluster Registryの自動バックアップはまだ作成されていません。これらは4時間ごとに作成されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PROT-00025: Oracle Cluster Registryの手動バックアップは使用できません 
	
原因: Oracle Cluster Registryの手動バックアップはまだ作成されていません。


	
処置: 手動バックアップはocrconfig -manualbackupコマンドを使用して作成できます。









	 PROT-00026: Oracle Cluster Registryのバックアップの場所はローカル・コピーから取得されました 
	
原因: Oracle Cluster Registryファイルにアクセスできません。クラスタ・レジストリのバックアップに関する情報もOracle Local Registryに保持されます。表示された情報は、Oracle Local Registryから取得されました。この情報は古い可能性があります。


	
処置: クラスタ内の別のノードからocrconfig -showbackupコマンドを実行してください。このノードでのocrconfig -showbackupの出力と、クラスタ内の他のノードでの同じコマンドの出力を比較し、最新のバックアップ・コピーを確認してください。









	 PROT-00027: 最大数のOracle Cluster Registryの場所(5)が構成されているため、別のOracle Cluster Registryを構成できません 
	
原因: 最大数のOracle Cluster Registryの場所(5)が構成されています。


	
処置: (オプション)ocrcheck -configコマンドを使用して構成を検証してください。ocrconfig -delete <existing location>コマンドを実行してOracle Cluster Registryデバイスを削除して、操作を再試行してください。









	 PROT-00028: 唯一の構成されたOracle Cluster Registryの場所を削除または置換できません 
	
原因: 構成されたOracle Cluster Registryの場所が1つしかないときに、削除または置換操作を実行しました。前述の操作を実行できるのは、Oracle Cluster Registryの場所が少なくとも2つ構成されている場合のみです。


	
処置: ocrconfig -add <new location>を実行して新しいOracle Cluster Registryの場所を追加してから、ocrconfig -delete <existing location>コマンドを実行してください。









	 PROT-00029: Oracle Cluster Registryの場所はすでに構成されています 
	
原因: 追加する場所が、構成されたOracle Cluster Registryの場所と同じです。


	
処置: ocrcheck -configコマンドを使用して構成を検証してください。追加する場所がすでに構成されていないことを確認してください。









	 PROT-00030: 追加されるOracle Cluster Registryの場所は使用できません 
	
原因: 追加するOracle Cluster Registryの場所が存在しないか、正しくマウントされていないか、必要な権限がないか、十分なディスク領域がありません。


	
処置: この場所が存在し、正しくマウントされており、クラスタ内のすべてのノードから参照可能であり、その権限が正しく、ディスク領域が十分であることを確認してください。ASM Oracle Cluster Registryの場所を追加する場合、詳細はASMアラート・ログ・ファイルの関連エントリをチェックしてください。









	 PROT-00031: 追加されたOracle Cluster Registryの場所はASMディスクです 
	
原因: 追加するOracle Cluster Registryの場所はすでにASMディスクで使用されています。


	
処置: 現在使用されていないOracle Cluster Registryの場所を指定します。crsctl query css votediskコマンドを使用して、CSSによって使用されている投票ファイルのリストを取得します。asmcmd lsdsk --memberコマンドを使用して、ASMによって使用されているディスクのリストを取得します。どちらのリストにも含まれない場所を指定してください。









	 PROT-00032: 追加されたOracle Cluster Registryの場所はCSS投票ファイルです 
	
原因: 追加するOracle Cluster Registryの場所はすでにCSS投票ファイルとして構成されています。


	
処置: 現在使用されていないOracle Cluster Registryの場所を指定します。crsctl query css votediskコマンドを使用して、CSSによって使用されている投票ファイルのリストを取得します。asmcmd lsdsk --memberコマンドを使用して、ASMによって使用されているディスクのリストを取得します。どちらのリストにも含まれない場所を指定してください。









	 PROT-00032: ローカル・ノードのOracle高可用性サービスが実行されていません 
	
原因: ローカル・ノードのOracle高可用性サービスが実行されていませんでした。


	
処置: crsctl start crsコマンドを実行し、ローカル・ノードでOracle高可用性サービスを起動してください。









	 PROT-00034: 削除するOracle Cluster Registryの場所が構成されていません 
	
原因: 削除する場所が、Oracle Cluster Registryの場所としてまだ構成されていません。


	
処置: ocrcheck -configコマンドを実行して、構成済のOracle Cluster Registryの場所のリストを取得してください。削除する場所がすでに構成されていないことを確認してください。









	 PROT-00035: 構成されたOCRの場所にアクセスできません 
	
原因: 構成されたOracle Cluster Registry (OCR)の場所が存在しない、正しくマウントされていない、必要なアクセス権がない、または十分なディスク領域がありません。


	
処置: この場所が存在し、正しくマウントされており、クラスタ内のすべてのノードから参照可能であり、そのアクセス権が正しく、ディスク領域が十分であることを確認してください。Oracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)のOCRの場所を使用している場合は、Oracle ASMアラート・ログ・ファイルで詳細を確認してください。









	 PROT-00036: 重複しているか以前に使用していたOracle Cluster Registryの場所stringを追加できません 
	
原因: 追加するOracle Cluster Registryの場所に、現在構成済の場所と同じ内容が含まれています。追加する場所が、異なるパスを持つ現在構成済の場所または以前に使用されていた場所のいずれかと重複している可能性があります。


	
処置: 追加する場所が、異なるパスで現在構成されていないことを確認してください。Oracle Cluster Registryの場所として以前に使用されていた場所の場合は、内容が消去されていることを確認してから、もう一度追加してください。









	 PROT-00037: Oracle Cluster Registryの場所stringは、使用可能にするOCRに必要であるため削除できません 
	
原因: 最小構成されたOracle Cluster Registryの場所が使用できるときに、削除操作をリクエストしました。上記リストにある操作を実行できるのは、構成済のOracle Cluster Registryの場所の大部分が、アクセス可能かつオンラインである場合だけです。


	
処置: ocrcheckコマンドを実行して、構成済のOracle Cluster Registryの場所の現在のステータスを取得してください。ocrconfig -add <new location>を実行して新しいOracle Cluster Registryの場所を追加してから、ocrconfig -delete <existing location>コマンドを実行してください。









	 PROT-00038: Oracle Cluster Registryの場所は、場所stringがオフラインであるため追加できません 
	
原因: アクセスできないかオンラインでない、1つ以上の構成済のOracle Cluster Registryの場所が存在するときに、追加または置換操作をリクエストしました。上記リストにある操作を実行できるのは、アクセスできないOracle Cluster Registryの場所が、削除または置換された場合だけです。


	
処置: ocrcheckコマンドを実行して、構成済のOracle Cluster Registryの場所の現在のステータスを取得してください。ocrconfig -delete <offline location>を実行してアクセスできないOracle Cluster Registryの場所を削除してから、ocrconfig -add <new location>コマンドを実行してください。









	 PROT-00039: 指定したファイル'string'の形式が無効です 
	
原因: 指定したファイルが有効なOracle Cluster Registryエクスポート/インポート・ファイルではありません。


	
処置: ocrconfig -exportコマンドを使用して作成された有効なOracle Cluster Registryファイルを指定してください。









	 PROT-00040: 指定したファイル'string'の形式が無効です 
	
原因: 指定したファイルが有効なOracle Cluster Registryバックアップ・ファイルではありません。


	
処置: ocrconfig -showbackupコマンドを使用して、すべての使用可能なバックアップを表示してください。前述のコマンドで表示された有効なOracle Cluster Registryバックアップ・ファイルの1つを指定してください。









	 PROT-00041: 指定したバックアップ場所'string'にアクセスできません 
	
原因: バックアップの場所が存在しないか、必要な権限が与えられていません。


	
処置: 場所が存在し、必要なファイル作成権限が与えられていることを確認してください。









	 PROT-00042: 指定したバックアップ場所'string'はディレクトリまたはASMディスク・グループではありません 
	
原因: 指定したバックアップの場所は、ディレクトリまたはASMディスク・グループではありません。


	
処置: ディレクトリまたはASMディスク・グループを指定してください。









	 PROT-00044: Oracle Cluster Registryのバックアップ場所をASMディスク・グループに変更できません。 
	
原因: Oracle Cluster RegistryがASMで構成されていないときに、Oracle Cluster Registryのバックアップの場所をASMディスク・グループに変更しようとしました。


	
処置: Oracle Cluster Registryのバックアップの場所をASMディスク・グループに変更する前に、Oracle Cluster RegistryをASMに移行してください。









	 PROT-00045: 指定されたOracle Cluster Registryのバックアップ場所stringにアクセスできません。 
	
原因: Oracle Cluster Registryのバックアップの場所が存在しないか、正しくマウントされていないか、必要な権限がありません。


	
処置: このバックアップの場所が存在し、正しくマウントされており、その権限が正しいことを確認してください。詳細は、ASMアラート・ログ・ファイルのエントリを確認してください。









	 PROT-00046: ローカル・ノードで場所'string'を追加する際Oracle Cluster Registry構成の修復に失敗しました。 
	
原因: 追加するOracle Cluster Registryの場所が存在しないか、正しくマウントされていないか、必要な権限がないか、ディスク・グループにOCRファイルが存在していません。


	
処置: その場所が適切な権限を設定されて存在することを確認してください。バックアップの場所がASMディスク・グループである場合、このディスク・グループにOCRファイルがすでに存在し、このディスク・グループが正しくマウントされている必要があり、詳細は、ASMアラート・ログ・ファイルのエントリをチェックしてください。









	 PROT-00047: Oracle Cluster Registryのバックアップの場所を指定されたASMディスク・グループstringに変更できません。 
	
原因: Oracle Cluster Registryのバックアップの場所を、唯一構成されたASM Oraclea Cluster Registryの場所と同じであるASMディスク・グループに変更しようとしました。


	
処置: Oracle Cluster Registryのバックアップの場所を指定したASMディスク・グループに変更する前に、別のASM Oracle Cluster Registryの場所を追加するか、Oracle Cluster Registryのバックアップの場所に別のASMディスク・グループを指定してください。









	 PROT-00049: Oracle Cluster Registry (OCR)整合性チェックが失敗しました。 
	
原因: 1つ以上の構成されたOracle Cluster Registryの場所の整合性チェックが失敗しました。


	
処置: ocrcheckコマンドを使用して、構成されたOracle Cluster Registryの場所のブロック整合性を検証してください。ocrconfig -delete <corrupt location>コマンドを使用して、破損した場所を削除します。構成されたOracle Cluster Registryの場所がすべて破損している場合は、ocrconfig -showbackupコマンドを使用してバックアップの可用性をチェックし、互換性のあるバックアップをリストアしてください。問題を解決できない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PROT-00124: * 操作がOracle Local Registryに対して実行されることを示すには、オプション'-local'を使用します。 
	
原因: ocrconfigがコールされましたが、オプションが不正か、または指定されていません。


	
処置: 正しいオプションを指定してocrconfigを使用してください。









	 PROT-00301: クラスタウェアが稼働中はダンプを実行できません 
	
原因: クラスタウェアの実行中はクラスタ・レジストリ・データをダンプできません。


	
処置: クラスタウェアを停止してからocrdumpを再試行してください。









	 PROT-00302: ocrdumpの初期化に失敗しました 
	
原因: ocrdumpを初期化して起動できません。


	
処置: 障害の詳細をログ・ファイルで確認してください。









	 PROT-00303: ダンプ・ファイルはすでに存在します [string] 
	
原因: 要求されたダンプ・ファイルは指定されたパスに存在します。


	
処置: ダンプ・ファイルの位置を変更するか、古いダンプ・ファイルを削除してください。









	 PROT-00304: ダンプ・ファイルの作成に失敗しました [string] 
	
原因: クラスタ・レジストリ・データのダンプに使用するファイルを作成できないか、開くことができません。


	
処置: 要求したパスのアクセス権またはディスク領域を確認してください。









	 PROT-00305: ダンプ・ファイルへの書込みに失敗しました[string] 
	
原因: クラスタ・レジストリ・データのダンプ中にダンプ・ファイルへの書込みはできません。


	
処置: 要求したパスのアクセス権またはディスク領域を確認してください。









	 PROT-00306: クラスタ・レジストリのデータの取得に失敗しました 
	
原因: クラスタ・レジストリ・データを読み込めません。


	
処置: 障害の詳細をログ・ファイルで確認してください。









	 PROT-00307: 指定したキーがクラスタ・レジストリに存在しません 
	
原因: 指定されたキーをクラスタ・レジストリから取得できません。


	
処置: ログ・ファイルでキー名を確認してください。









	 PROT-00309: Oracle Cluster Registryのバックアップ・ファイルへのアクセスに失敗しました。 
	
原因: Oracle Cluster Registryバックアップ・ファイルが存在しないか、ユーザーにそのファイルを開く権限がありません。


	
処置: ファイルが存在し、適切なアクセス権があることを確認してください。









	 PROT-00418: 操作がOracle Local Registryに対して実行されることを示すには、オプション'-local'を使用します。 
	
原因: ocrdumpがコールされましたが、オプションが不正か、または指定されていません。


	
処置: 正しいオプションを指定してocrdumpを使用してください。









	 PROT-00601: ocrcheckの初期化に失敗しました 
	
原因: ocrcheckを初期化して起動できません。


	
処置: 障害の詳細をログ・ファイルで確認してください。









	 PROT-00602: クラスタ・レジストリからのデータの取得に失敗しました 
	
原因: クラスタ・レジストリから必要な情報を取得できません。


	
処置: クラスタ・レジストリが使用可能であることを確認し、ログ・ファイルで障害の詳細を確認してください。









	 PROT-00603: Oracle Cluster Registryが論理的に破損しています 
	
原因: Oracle Cluster Registryで論理的な破損が検出されました。


	
処置: 詳細は、ログ・ファイルを確認してください。ocrconfig -showbackupコマンドを使用して、バックアップが使用可能であることを確認してください。互換性のあるバックアップをリストアし、ocrcheckを使用して確認してください。









	 PROT-00604: 構成されているクラスタ・レジストリの場所の取得に失敗しました。 
	
原因: 構成されているクラスタ・レジストリの場所を取得できません。


	
処置: 障害の詳細をログ・ファイルで確認してください。









	 PROT-00724: Oracle Cluster Registry構成は次のとおりです: 
	
原因: ocrcheckがコールされました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PROT-00811: \\(このツールの実行時) 
	
原因: ocrcheckがコールされましたが、オプションが不正か、または指定されていません。


	
処置: 正しいオプションを指定してocrcheckを使用してください。
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	 TNS-00000: エラーではありません。 
	
原因: すべて正常に動作しています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00001: INTCTL: 端末からコマンドラインを獲得するときにエラーが発生しました 
	
原因: 端末からの標準入力接続が不正です。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。INTCTLプログラムを再起動してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00002: INTCTL: Interchangeを起動中にエラーが発生しました。 
	
原因: 問題の問題が解決した後、確実にトレースをオフにしてください。


	
処置: Interchange構成ファイル(INTCHG.ORA、TNSNET.ORAおよびTNSNAV.ORA)にエラーがないかどうかを確認し、指定されたADDRESSを使用しているプログラムが他にないことを確認してください。エラーが繰り返される場合は、Interchangeコンポーネントでトレースをオンにし、トレース・ファイルを調べて問題の原因を判断してください。









	 TNS-00003: INTCTL: Interchangeに要求を送信中にエラーが発生しました。 
	
原因: Interchangeに不正なコマンドが送信されたか、またはInterchangeが応答していません。通常、ユーザーには表示されません。


	
処置: Interchangeに送信されたコマンドが有効であることを確認してください。INTCTL STATUSコマンドを使用して、Interchangeが実行中であることも確認してください。必要に応じて、INTCTL STARTコマンドを使用してInterchangeを起動してください。









	 TNS-00004: INTCTL: Navigatorを起動中にエラーが発生しました。 
	
原因: Navigatorを起動できませんでした。


	
処置: Navigator(navgatr)の実行可能ファイルが、プラットフォームのORACLE実行可能ディレクトリに存在することを確認してください。構成ファイルTNSNET.ORAおよびTNSNAV.ORAを確認して、エラーを見つけてください。エラーが繰り返される場合は、Interchangeコンポーネントでトレースをオンにし、トレース・ファイルを調べて問題の原因を判断してください。問題が解決した後、確実にトレースをオフにしてください。









	 TNS-00005: INTCTL: Navigatorに要求を送信中にエラーが発生しました。 
	
原因: Navigatorが応答していません。Navigatorが実行中でないか、または別のプロセスが応答しています。


	
処置: Interchange Control UtilityのSTATUSコマンドを使用して 、Navigatorが実行中であることを確認してください。TNSNAMES.ORA、TNSNET.ORAおよびTNSNAV.ORA構成ファイルに、正しいアドレスがリストされていることを確認してください。









	 TNS-00006: INTCTL: HOST変数が定義されていません。 
	
原因: HOST変数が設定されませんでした。


	
処置: HOST変数を正しく設定し、INTCTLプログラムを再起動してください。









	 TNS-00007: INTCTL: ホストが不明です。 
	
原因: ポインタ・ホストに不明なホスト名が設定されています。


	
処置: ポインタ・ホストを正しく設定し、INTCTLプログラムを再起動してください。









	 TNS-00008: INTCTL: 接続先Navigatorに接続できません。 
	
原因: Navigatorとの接続を正しく確立できませんでした。指定されたNavigatorが実行中でないか、またはNavigatorアドレスが不正である可能性があります。


	
処置: Interchange Control UtilityのSTATUSコマンドを使用して、Navigatorが実行中であることを確認してください。必要に応じて、Interchange Control UtilityのSTARTコマンドを使用して、Navigatorを起動してください。実行中であるにもかかわらずエラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00009: INTCTL: Connection Managerに接続できません。 
	
原因: Connection Managerとの接続を正しく確立できませんでした。指定されたConnection Manager(Interchange)が実行中でないか、またはConnection Managerのアドレスが不正である可能性があります。


	
処置: Interchange Control UtilityのSTATUSコマンドを使用して、Connection Managerが実行中であることを確認してください。必要に応じて、Interchange Control UtilityのSTARTコマンドを使用して、Connection Managerを起動してください。実行中であるにもかかわらずエラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00010: NSコンテキストをフラッシュ中にエラーが発生しました。 
	
原因: 内部NSエラーです。接続が失われた可能性があります。


	
処置: 接続が正しく確立されていることを確認してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00011: INTCTL: Connection Managerを起動中にエラーが発生しました。 
	
原因: Connection Managerを起動できませんでした。


	
処置: 実行可能ファイルが、標準のOracle実行可能領域に存在することを確認してください。構成ファイルINTCHG.ORAにエラーがないかどうかを確認し、他にTNSNET.ORAで指定されているConnection ManagerのADDRESSを使用しているプロセスがないことを確認してください。Connection Managerのトレースをオンにすると、エラーの発生理由を確認できます。トレースをオンにする方法については、『Oracle MultiProtocol Interchange管理者ガイド』およびこのマニュアルの第2章を参照してください。









	 TNS-00012: INTCTL: Connection Managerの要求を処理中にエラーが発生しました。 
	
原因: 不正なコマンドがConnection Managerに送信されたか、またはConnection Managerが応答していません。通常、ユーザーには表示されません。


	
処置: TNSNAMES.ORA、TNSNET.ORAおよびTNSNAV.ORA構成ファイルに、正しいアドレスがリストされていることを確認してください。Interchange Control UtilityのSTATUSコマンドを使用して、Connection Managerが実行中であることを確認してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00013: INTCTL: NS切断コマンドを実行中にエラーが発生しました。 
	
原因: 内部NSエラーです。接続のクローズ中に、エラーが発生しました。


	
処置: 使用するネットワーク・プロトコルが、マシンに正しくインストールされていることを確認してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00014: INTCTL: 端末入力チャネルをオープン中にエラーが発生しました。 
	
原因: 標準端末入力をオープンできませんでした。これは内部エラーです。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。INTCTLプログラムを再起動してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00015: INTCTL: 端末入力チャネルをクローズ中にエラーが発生しました。 
	
原因: 端末入力チャネルをクローズできませんでした。これは内部エラーです。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。INTCTLプログラムを再起動してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00016: INTCTL: NS送信コマンドを実行中にエラーが発生しました。 
	
原因: 内部NSエラーです。接続が失われた可能性があります。


	
処置: エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00017: INTCTL: NS受信コマンドを実行中にエラーが発生しました。 
	
原因: 内部NSエラーです。接続が失われた可能性があります。


	
処置: エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00018: INTCTL: TNS_ADMINが定義されていません。 
	
原因: TNS_ADMINポインタが正しく設定されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。異なるネットワーク環境を使用する場合にのみ、TNS_ADMINを設定してください。









	 TNS-00019: INTCTL: 各国語インタフェースの初期化中にエラーが発生しました。 
	
原因: メッセージ・ファイルが見つかりませんでした。


	
処置: ORACLE環境が設定され、メッセージ・ファイルが正しい位置にあることを確認してください。









	 TNS-00020: INTCTL: TNSNAV.ORAにNAVIGATOR_DATAがありません。 
	
原因: TNSNAV.ORAにはNAVIGATOR_DATAコンポーネントがありません。


	
処置: NavigatorにADDRESSを定義し、INTCTLプログラムを再起動してください。









	 TNS-00021: INTCTL: INTCHG.ORAにINTERCHANGE_DATAがありません。 
	
原因: INTCHG.ORAにはINTERCHANGE_DATAコンポーネントがありません。


	
処置: Connection Managerに正しいデータを定義し、INTCTLプログラムを再起動してください。









	 TNS-00022: INTCTL: INTCHG.ORAにCMANAGER_NAMEがありません。 
	
原因: INTCHG.ORAにはCMANAGER_NAMEコンポーネントがありません。


	
処置: CMANAGER_NAMEに名前を定義し、INTCTLプログラムを再起動してください。









	 TNS-00023: INTCTL: 構成ファイルにADDRESSが見つかりません。 
	
原因: 構成ファイルにADDRESS/ADDRESS_LISTコンポーネントがありません。


	
処置: TNSNET.ORAファイルにConnection ManagerのADDRESSを定義し、TNSNAV.ORAファイルのNavigatorのADDRESSを確認して、INTCTLプログラムを再起動してください。









	 TNS-00024: INTCTL: Connection Managerのアドレスを取得するNavigatorに接続できません。 
	
原因: Navigatorが実行されていません。


	
処置: Navigatorでステータス要求を行って、Navigatorが実行中であることを確認してください(Interchange Control UtilityのSTATUSコマンドを使用してください)。必要に応じて、Interchange Control Utilityを使用してNavigatorを起動してください。ネットワークが正しく構成されていることを確認してください。エラーが繰り返される場合は、世界各地のカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00025: INTCTL: Oracle環境が正しく設定されていません。 
	
原因: ORACLE環境が正しく設定されていません。


	
処置: ORACLE環境の設定方法については、プラットフォームのオペレーティング・システム固有のOracleマニュアルを参照してください。修正して、INTCTLを再実行してください。ORACLE環境に正しいディレクトリが含まれていることを確認してください。









	 TNS-00026: INTCTL: TNS_ADMINディレクトリを設定し、それを使用中です。 
	
原因: TNS_ADMIN環境変数が正しく設定されています。INTCTLは、TNS_ADMINディレクトリを使用します。これは、情報メッセージです。TNS_ADMINディレクトリではなくデフォルト・ディレクトリを使用する場合は、TNS_ADMINを再設定し再実行してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00027: INTCTL: Navigator名/アドレスを解決できません。 
	
原因: アドレス定義に対するNavigatorの名前がありません。


	
処置: TNSNAMES.ORAファイルを調べて、指定された名前の定義が含まれていることを確認してください。









	 TNS-00028: INTCTL: Connection Manager名/アドレスが不明です。 
	
原因: Connection Managerの名前にNavigatorが認識する定義がないか、またはTNSNAMES.ORAファイルで使用可能な名前/アドレスではありません。INTCHG.ORAファイルで名前が不正である可能性もあります。


	
処置: Connection Managerの名前が、Navigatorに読み取られるTNSNET.ORAファイルにあるか、またはTNSNAMES.ORAファイルにあることを確認してください。INTCHG.ORAが正しいことを確認してください。









	 TNS-00031: INTCTL: 内部NTエラーです。 
	
原因: インストールされたプロトコル・アダプタへのインタフェースで、問題が発生しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。INTCTLを再起動してください。エラーが繰り返される場合は、製品が正しくインストールされているか確認してください。製品のインストールに問題がない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00032: INTCTL: 内部NSエラーです。 
	
原因: TNSに問題が発生しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。INTCTLを再起動してください。エラーが繰り返される場合は、製品が正しくインストールされているか確認してください。製品のインストールに問題がない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00033: INTCTL: 内部NLエラーです。 
	
原因: 内部TNSモジュールNLの問題です。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。INTCTLを再起動してください。エラーが繰り返される場合は、製品が正しくインストールされているか確認してください。製品のインストールに問題がない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00034: INTCTL: 内部NRエラーです。 
	
原因: 内部Interchangeルーチンの問題です。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。INTCTLを再起動してください。エラーが繰り返される場合は、製品が正しくインストールされているか確認してください。製品のインストールに問題がない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00035: INTCTL: 完全ファイル名を作成中にエラーが発生しました。 
	
原因: ファイルのパス名または環境変数が不正なため、ファイル名のフルパスを作成中に問題が発生しました。検索されたファイルは、TNSNAMES.ORA、TNSNAV.ORA、INTCHG.ORA、およびNavigatorとConnection Managerのエラー・ファイルです。


	
処置: すべての環境変数が正しく定義され、すべての構成ファイルが正しい場所に存在することを確認してください。









	 TNS-00036: INTCTL: NavigatorまたはConnection Managerのエラー・ファイル読込みエラー 
	
原因: NavigatorまたはConnection Managerが起動に失敗したときに生成したエラー・ファイルを読み込むときに、問題が発生しました。


	
処置: 標準ネットワーク・エラー・ディレクトリが存在し、ディレクトリのすべての権限が適切であることを確認してください。









	 TNS-00037: INTCTL: Navigator/Connection Managerのエラー・ファイルのオープン・エラー。 
	
原因: NavigatorまたはConnection Managerが起動に失敗したときのエラー・ファイルのオープンに失敗しました。


	
処置: ネットワーク・エラー・ディレクトリが存在し、ディレクトリのすべての権限が適切であることを確認してください。









	 TNS-00038: INTCTL: アドレスまたはコマンド文字列の構成に不備があります。 
	
原因: NavigatorまたはConnection Managerのいずれかにメッセージを送信しようとして、受け入れられない文字列が検出されました。NavigatorまたはConnection Managerのいずれかに指定されたアドレスが、正しく記述されていない可能性があります。


	
処置: 構成ファイル(TNSNAMES.ORA、TNSNAV.ORAまたはTNSNET.ORA)のすべてのアドレス文字列を調べ、形式が正しいことを確認してください。可能な場合、ファイルを再生成してください。これらのすべてに問題がない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 TNS-00039: INTCTL: プロセスを生成中にエラーが発生しました。 
	
原因: 内部オペレーティング・システム依存の問題のため、処理を生成中にエラーが検出されました。マシン・リソースが制限されている可能性があります。


	
処置: コマンドを再試行してください。Interchangeを実行できる権限および検索パスの現行の設定を確認してください。必要に応じて、その他のアプリケーションを終了して、マシン・リソースを解放してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00040: INTCTL: トレース・コンテキストの初期化に失敗しましたが、続行中です。 
	
原因: INTCHG.ORAのエラーのため、ユーザーの権限が不正であるため、またはファイルが存在しないために、指定されたトレース・ファイルのオープン中に問題が発生しました。


	
処置: 構成ファイルの権限を確認し、確実にすべてが正しい場所に存在するようにしてください。









	 TNS-00041: INTCTL: Navigatorはすでに実行されています。開始操作は取り消されました。 
	
原因: Navigatorはすでに実行され、同じアドレスでリスニングしています。


	
処置: 処置は必要ありません。Navigatorはすでに実行されています。









	 TNS-00042: INTCTL: CMANAGERはすでに実行されています。開始操作は取り消されました。 
	
原因: Connection Managerはすでに実行され、同じアドレスにリスニングしています。


	
処置: 処置は必要ありません。Connection Managerはすでに実行されています。









	 TNS-00043: CMANAGERは接続されたままですが、それでも停止しますか(y/n) 
	
原因: 停止しようとしているCMANAGERは接続されたままです。これは確認メッセージです。


	
処置: yまたはnを押して、応答してください。yを押すと、アクティブなデータベース接続は削除されます。通常、これはお薦めしません。









	 TNS-00044: INTCTL: Connection ManagerとコンタクトするにはINTCHG.ORAファイルが必要です。 
	
原因: 正しいディレクトリにINTCHG.ORAが存在しないにもかかわらず、デフォルトのConnection Manager(Interchange)とコンタクトしようとしました。


	
処置: INTCHG.ORAファイルを作成してください。INTCHG.ORAファイルが正しいディレクトリにあり、コンタクトするConnection Managerの正しい名前を含んでいることを確認してください。









	 TNS-00045: INTCTL: そのアドレスではNavigatorとコンタクトできません。 
	
原因: 応答しないアドレスで、Navigatorとコンタクトしようとしました。


	
処置: TNSNAV.ORAファイルでアドレスを確認してください。Navigatorが、実際にそのアドレスでリスニングしていることを確認してください。









	 TNS-00046: INTCTL: そのアドレスではCMANAGERとコンタクトできません。 
	
原因: 応答しないアドレスで、CMANAGERとコンタクトしようとしました。


	
処置: TNSNET.ORAファイルに、そのアドレスが含まれていることを確認してください。INTCTL STATUSコマンドを使用して、CMANAGERが、実際にそのアドレスでリスニングしていることも確認してください。必要に応じて、INTCTL STARTコマンドを使用してConnection Managerを起動してください。









	 TNS-00060: INTCTL: 不適切なコマンド: リモートInterchangeで使用できるのはSTATUSのみです。 
	
原因: 存在しないコマンドが入力されました。または、リモートInterchangeにSTATUS以外を要求しようとしました。


	
処置: INTCTLコマンドのリストについては、『Oracle MultiProtocol Interchange管理者ガイド』を参照してください。有効なコマンドのリストを参照するには、HELPと入力してください。









	 TNS-00061: INTCTL: 不正なコマンドまたは構文エラー: トレース・レベルの指定が必要です。 
	
原因: トレース・レベルが指定されませんでした。


	
処置: トレース・レベルを指定して、コマンドを再実行してください。









	 TNS-00062: INTCTL: 不正なコマンドまたは構文エラー: ヘルプにはhelp/h/?とタイプします。 
	
原因: 無効なコマンドが入力されました。


	
処置: 有効なコマンドのリストについては、『Oracle MultiProtocol Interchange管理者ガイド』を参照するか、HELPと入力してください。









	 TNS-00063: INTCTL: バッファに対するメモリーの割当てに失敗しました 
	
原因: INTCTLが内部バッファに対するメモリーの割当てに失敗しました。


	
処置: マシンの使用可能なメモリー量を確認し、この実行に十分なメモリーがあることを確認してください。必要に応じて、実行するプログラム数を少なくしてメモリーを解放し、再試行してください。









	 TNS-00064: INTCTL: INTCHG.ORAにCMANAGER_NAMEが見つかりませんでした。 
	
原因: INTCTLはINTCHG.ORAにCMANAGER_NAMEパラメータを見つけることができませんでした。


	
処置: INTCHG.ORAファイルが正しい構造になっているかどうかを確認してください。









	 TNS-00065: INTCTL: コマンドはリモートでは実行できません。 
	
原因: STATUSおよびVERSION以外のコマンドがリモートから実行されました。


	
処置: STATUSおよびVERSION以外のコマンドを実行する必要がある場合は、InterchangeマシンでINTCTLを実行してください。









	 TNS-00070: INTCTL使用方法: [intctl] <command> <process_name> [引数] 
	
原因: INTCTLで表示されたヘルプ・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00071: <command>は次の1つです 
	
原因: INTCTLで表示されたヘルプ・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00072: * start - process_nameを起動します。 
	
原因: INTCTLで表示されたヘルプ・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00073: * stop/abort - process_nameを停止します。 
	
原因: INTCTLで表示されたヘルプ・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00074: * status - process_nameから統計表示を取得します。 
	
原因: INTCTLで表示されたヘルプ・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00075: 注意: 引数フィールドにコンポーネント名を指定して 
	
原因: INTCTLで表示されたヘルプ・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00076: リモート・コンポーネントのステータス情報を 
	
原因: INTCTLで表示されたヘルプ・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00077: 獲得することもできます。 
	
原因: INTCTLで表示されたヘルプ・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00078: * log_on - ログをONにするprocess_nameを尋ねます。 
	
原因: INTCTLで表示されたヘルプ・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00079: * log_off - ログをOFFにするprocess_nameを尋ねます。 
	
原因: INTCTLで表示されたヘルプ・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00080: * force_log - ステータスをダンプするprocess_nameを尋ねます。 
	
原因: INTCTLで表示されたヘルプ・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00081: * trace_on - トレースをONにするprocess_nameを尋ねます。 
	
原因: INTCTLで表示されたヘルプ・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00082: 注意: 引数フィールドでトレース・レベル(USERまたは 
	
原因: INTCTLで表示されたヘルプ・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00083: ADMIN)を指定する必要があります。 
	
原因: INTCTLで表示されたヘルプ・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00084: * trace_off - トレースをOFFにするprocess_nameを尋ねます。 
	
原因: INTCTLで表示されたヘルプ・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00085: * reread - パラメータ・ファイルを再読込みするprocess_nameを尋ねます 
	
原因: INTCTLで表示されたヘルプ・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00086: * reload - TNSNET.ORAをリロードするNavigatorを尋ねます。 
	
原因: INTCTLで表示されたヘルプ・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00087: * version - バージョン番号を表示するprocess_nameを尋ねます。 
	
原因: INTCTLで表示されたヘルプ・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00088: * exit - Interchangeコントローラを終了します。 
	
原因: INTCTLで表示されたヘルプ・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00089: process_nameは、InterchangeまたはCMANAGER、Navigatorのいずれかです。 
	
原因: INTCTLで表示されたヘルプ・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00090: * Interchange - Interchangeに尋ねます。 
	
原因: INTCTLで表示されたヘルプ・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00091: * Navigator(またはnavgatr) - Navigatorのみに尋ねます 
	
原因: INTCTLで表示されたヘルプ・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00092: * CMANAGER(またはintlsnr) - Cmanagerのみに尋ねます。 
	
原因: INTCTLで表示されたヘルプ・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00093: 引数は、statusまたはtrace_onの場合のみに指定します。 
	
原因: INTCTLで表示されたヘルプ・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00094: * statusでは - 引数はリモートprocess_nameとみなされます 
	
原因: INTCTLで表示されたヘルプ・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00095: * trace_onでは - 引数はトレース・レベルとみなされます 
	
原因: INTCTLで表示されたヘルプ・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00100: メモリーを割当てできません 
	
原因: マシン上のメモリー不足です。


	
処置: メモリーを追加するか、または実行するプロセスを減らしてください。









	 TNS-00101: ファイル操作エラーです。 
	
原因: 特定のファイルの読込みまたは書込みアクセス中に、エラーが発生しました。


	
処置: ログおよびトレース・ファイルの位置に対して、オペレーティング・システム・アクセスがあるかどうかを確認してください。









	 TNS-00102: キーワード値のバインディング操作エラーです。 
	
原因: 通常、ユーザーには表示されません。メモリー不足の可能性があります。


	
処置: エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00103: パラメータ・ファイルのロード・エラーです。 
	
原因: パラメータ・ファイル・プロセスに失敗しました。


	
処置: Interchangeに必要なすべてのパラメータ・ファイル(TNSNAV.ORA、TNSNET.ORAおよびINTCHG.ORA)が存在するかどうかを確認してください。これらのファイルが存在し、正しく構成されている場合は、トレースをオンにして、操作を繰り返してください。トレースが完了したら、トレースをオフにしてください。トレース・ファイルでパラメータ・ロード・プロセスでのエラーを調べてください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00104: データ・ストリームのオープン/アクセス・エラーです。 
	
原因: Interchangeのログまたはトレース・ファイルのデータ・ストリームがオープンまたはアクセスできません。


	
処置: Oracleファイルおよびディレクトリに対する読込み/書込み権限を確認してください。









	 TNS-00105: トレースを初期化できません。 
	
原因: INTCHG.ORAファイルが正しく構成されていません。指定されたトレース・パラメータを調べてください。


	
処置: エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00106: ログ・ファイルのオープンに失敗しました 
	
原因: アクセスまたは書込み権限が取得できないため、ログ・ファイルが作成できません。


	
処置: ログ・ファイルのディレクトリが存在するかどうか、アクセス可能かどうかを確認してください。









	 TNS-00107: TNSグローバル・データを初期化できません。 
	
原因: 通常、ユーザーには表示されません。


	
処置: エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00108: TNS_ADMINが定義されていません。 
	
原因: TNS_ADMINポインタが設定されていません。


	
処置: TNS_ADMINポインタを設定してから、アプリケーションを実行してください。









	 TNS-00109: メッセージを印刷できません; メモリー不足です 
	
原因: メモリー不足のため、メッセージの出力に失敗しました。通常、ユーザーには表示されません。


	
処置: マシンのリソースを増やしてください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00110: TNSNET.ORAファイルからネットワークを初期化できません。 
	
原因: ネットワーク・ファイルのネットワーク情報が不十分です。


	
処置: 1つ以上のInterchangeがTNSNET.ORAに定義されるように、ネットワーク構成データを修正してください。









	 TNS-00111: ファイルから構成データの取得に失敗しました。 
	
原因: ネットワーク・ファイルTNSNET.ORAまたはTNSNAV.ORAの構成情報が不十分です。


	
処置: TNSNET.ORAおよびTNSNAV.ORAが正しいかどうかを確認してください。









	 TNS-00112: 構成ファイル名の検索に失敗しました。 
	
原因: 指定された構成ファイル名が正しくありません。


	
処置: 構成ファイルが存在するかどうかを確認してください。









	 TNS-00113: エラー・ログ・ファイルのオープンに失敗しました 
	
原因: NavigatorまたはConnection Managerの起動時に、ログ・ファイルがオープンできませんでした。読込みまたは書込み権限に問題があるか、ディレクトリが存在しません。


	
処置: 標準エラー・ディレクトリを作成するか、ディレクトリが存在する場合は、Interchange実行プロセスが書き込めるように設定してください。









	 TNS-00114: 内部エラー - アドレスの割当てが実施されませんでした。 
	
原因: これは内部エラーです。通常、このエラーは発生しません。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00115: ポンプのグローバル・バッファを割当てできませんでした 
	
原因: メモリー不足のため、ポンプ・バッファを割当てできません。


	
処置: INTCHG.ORAのPUMP_BUFFERSの数を少なくしてください。









	 TNS-00116: ポンプの初期配分に失敗しました。 
	
原因: マシンのリソース不足が原因で発生しました。


	
処置: 再接続してください。このような障害が発生した場合、ポンプをリカバリする必要があります。マシン・リソースに問題がある場合は、リソースを追加するか、アクティブなアプリケーションをいくつか停止してください。問題が解決されない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00117: 内部エラー - ポンプにデータが渡されませんでした。 
	
原因: これは内部エラーです。予想されたデータが渡されていません。


	
処置: エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00119: INTCHG.ORAにPUMP_CONNECTIONSがありません。 
	
原因: INTCHG.ORAにPUMP_CONNECTIONSパラメータが指定されていません。


	
処置: INTCHG.ORAにPUMP_CONNECTIONSパラメータを追加してください。









	 TNS-00120: INTCHG.ORAにPUMPSがありません。 
	
原因: PUMPSパラメータが指定されていません。


	
処置: 適切な数のPUMPSをINTCHG.ORAに追加してください。









	 TNS-00121: INTCHG.ORAにCMANAGER_NAMEがありません。 
	
原因: CMANAGER_NAMEパラメータが指定されていません。


	
処置: INTCHG.ORAにCMANAGER_NAMEパラメータを定義してください。そのInterchangeのTNSNET.ORAで使用されたCMANAGER_NAMEパラメータと一致させる必要があります。









	 TNS-00122: TNSNET.ORAファイルにADDRESSがありません。 
	
原因: ADDRESSまたはADDRESS_LISTパラメータがTNSNET.ORAで指定されていません。


	
処置: TNSNET.ORAファイルでConnection Managerに有効なADDRESSのセットを定義してください。









	 TNS-00123: 構成されたADDRESSではリスニングを実施できません。 
	
原因: 別のプロセスがすでにこのアドレスでリスニングしているか、またはADDRESSが正しく定義されていません。


	
処置: TNSNET.ORAで(Connection Managerのために)定義されたADDRESSを調べて、エラーを見つけてください。別のプログラムがそのアドレスを使用していないことを確認してください。









	 TNS-00124: 内部エラー - 空のアドレスは作成できません。 
	
原因: これは内部エラーです。通常、このエラーは発生しません。


	
処置: 問題が解決されない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00125: TNSNET.ORAのInterchange番号の取得に失敗しました。 
	
原因: TNSNET.ORAファイルでエラーが発生しました。


	
処置: TNSNET.ORAの内容と出力されたエラーを確認してください。構成ファイルを再生成してください。









	 TNS-00126: TNSNET.ORAにConnection Manager名およびアドレスがありません。 
	
原因: INTCHG.ORAで指定されているInterchange名がTNSNET.ORAファイルに定義されていません。


	
処置: Connection Manager名を1つとアドレス・セットを、ネットワーク内の各Interchangeに定義してください。構成ファイルを再生成してください。









	 TNS-00127: TNSNET.ORAにConnection Manager名がありません。 
	
原因: 1つ以上のConnection Managerがありません。


	
処置: Connection Manager名をTNSNET.ORAに定義してください。TNSNET.ORAを再生成してください。









	 TNS-00128: TNSNET.ORAにCOMMUNITYがありません。 
	
原因: 1つ以上のADDRESSに、COMMUNITYが割り当てられていません。


	
処置: ADDRESSに、TNSNET.ORAで定義したCOMMUNITYを割り当ててください。









	 TNS-00129: 内部エラー - コミュニティの新規作成に失敗しました。 
	
原因: これは内部エラーです。通常、このエラーは発生しません。マシンにリソース制限の問題がある可能性があります。


	
処置: Interchangeを停止して、再起動してください。可能な場合、マシンに使用可能なメモリーを増やしてください。問題が解決されない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00130: Interchangeの内部アドレスの作成に失敗しました。 
	
原因: TNSNET.ORAでリストされたアドレスの1つにエラーがあります。


	
処置: このファイルのInterchange定義のエラーを調べてください。









	 TNS-00131: TNSNET.ORAのCOMMUNITY_COST_LISTにCOMMUNITYがありません。 
	
原因: TNSNET.ORAのCOMMUNITY_COST_LIST内に、COMMUNITYのキーワード値ペアがありません。


	
処置: COMMUNITY名および対応するCOMMUNITY_COST_LISTのCOSTでコミュニティを定義してください。









	 TNS-00132: COST値にはゼロより大きい整数が必要です。 
	
原因: コミュニティがCOST値0(ゼロ)でTNSNET.ORAに定義されました。


	
処置: 0(ゼロ)より大きい代替値を割り当ててください。









	 TNS-00133: TNSNAV.ORAにLOCAL_COMMUNITIESフィールドがありません。 
	
原因: TNSNAV.ORAファイルが正しく構成されていません。


	
処置: TNSNAV.ORAに正しくLOCAL_COMMUNITIESフィールドを定義してください。









	 TNS-00134: TNSNAV.ORAで、NavigatorのアドレスにCOMMUNITYコンポーネントがありません。 
	
原因: Navigatorに指定されたアドレスにCOMMUNITY名がありません。


	
処置: NAVIGATOR_ADDRESSESフィールドのすべてのアドレスが、TNSNAV.ORAファイルのCOMMUNITYエントリを持つようにしてください。









	 TNS-00135: TNSエラー・メッセージ・ファイルがありません。 
	
原因: エラー・メッセージ・ファイルがありません。


	
処置: ORACLE環境がプラットフォームに正しく設定され、正しいエラー・メッセージ・ファイルを含むメッセージ・ディレクトリがあるようにしてください。









	 TNS-00136: TNSエラー・メッセージの製品/機能が登録されませんでした。 
	
原因: エラー・メッセージ・ファイルのエラーです。


	
処置: ORACLE環境がプラットフォームに正しく設定され、正しいエラー・メッセージ・ファイルを含むメッセージ・ディレクトリがあるようにしてください。









	 TNS-00137: TNSエラー・メッセージ・ファイルの登録に失敗しました。 
	
原因: TNSエラー・メッセージ・ファイルがありません。


	
処置: ORACLE環境がプラットフォームに正しく設定され、正しいエラー・メッセージ・ファイルを含むメッセージ・ディレクトリがあるようにしてください。









	 TNS-00138: ORACLE実行ディレクトリの検索に失敗しました。 
	
原因: ORACLE環境が正しく設定されていません。


	
処置: ORACLE環境が正しく設定され、エラー・メッセージが正しい位置にあるようにしてください。









	 TNS-00139: 内部 - Interchangeリスナから渡されたデータは不完全な形式です。 
	
原因: これはInterchangeの内部エラーです。


	
処置: INTCTL VERSIONコマンドを使用して、Interchange製品の互換性のあるコンポーネントを使用していることを確認してください。問題が解決されない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00140: 指定されたInterchangeは、ネットワーク表で見つかりません。 
	
原因: 制御要求に指定されたInterchangeが見つかりませんでした。


	
処置: 指定されたInterchangeがTNSNET.ORAにあることを確認してください。









	 TNS-00141: ファイル・ストリーム情報の取得に失敗しました。 
	
原因: ファイル・ストリーム・パッケージでエラーが発生しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00142: TNSNAV.ORAのコミュニティが不適当です。 
	
原因: TNSNAV.ORAのLOCAL_COMMUNITIESエントリのコミュニティが、NAVIGATOR_ADDRESSESエントリのすべてのコミュニティと一致しません。


	
処置: NAVIGATOR_ADDRESSESのすべてのコミュニティが、LOCAL_COMMUNITIESコンポーネントのコミュニティと一致するようにしてください。









	 TNS-00143: TNSNAV.ORAにあるPREFERRED_CMANAGERS登録が不適当です。 
	
原因: Connection Managerに使用されるTNSNAV.ORAに、PREFERRED_CMANAGERSエントリがあります。PREFERRED_NAVIGATORSエントリが存在するのは、InterchangeのTNSNAV.ORAのみである必要があります。


	
処置: TNSNAV.ORAからPREFERRED_CMANAGERSエントリを削除してPREFERRED_NAVIGATORSエントリをなくすか、または、InterchangeのTNSNAV.ORAにのみエントリが存在するようにしてください。









	 TNS-00144: INTCHG.ORAで指定されているPUMP_CONNECTIONS値が大きすぎます。 
	
原因: INTCHG.ORAで指定されているPUMP_CONNECTIONSの値が大きすぎるため、このプラットフォームではサポートできません。


	
処置: PUMP_CONNECTIONSの最大値については、オペレーティング・システム固有のOracleマニュアルを参照してください。









	 TNS-00145: INTCHG.ORAで指定されているPUMPS値が大きすぎます。 
	
原因: INTCHG.ORAで指定されているPUMPSの値が大きすぎるため、このプラットフォームではサポートできません。


	
処置: PUMPSの最大値については、オペレーティング・システム固有のOracleマニュアルを参照してください。









	 TNS-00146: 内部-- ポンプの範囲内でデータリクエストを再試行してください。 
	
原因: ポンプからデータを受け取るためのデータ領域が小さすぎます。


	
処置: 大きなバッファを指定して、操作を再試行する必要があります。









	 TNS-00147: あらかじめ生成されているポンプの開始に失敗しました。 
	
原因: Connection Managerが、起動時にポンプを開始できませんでした。


	
処置: すべての構成パラメータを調べて、正しいことを確認してください。トレースをオンにして、ポンプの開始に失敗した領域を確認してください。









	TNS-00200: コンテキストでnsanswerを実行できません。 結果 = 文字列 
	
原因: サービスのリクエスタが異常終了したか、またはオプションのネゴシエーションに失敗した可能性があります。


	
処置: 接続を再試行してください。問題が解決されない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00201: 応答接続データを読込みできません :string 
	
原因: 不正な形式の接続データがInterchangeリスナーに送信されました。


	
処置: エラーが繰り返される場合は、Interchangeを使用するアプリケーションを調べてください(アプリケーションがクローズまたはクラッシュしている可能性があります)。問題を特定できない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	TNS-00202: リダイレクト・コールに失敗しました: オリジナル: string リダイレクト: string 
	
原因: これは内部エラーです。ポンプまたはその他のInterchangeリスナーにコールをリダイレクトできませんでした。不十分なネットワークまたはマシン・リソースが原因である可能性があります。


	
処置: リソースを追加するか、実行しているアプリケーションをいくつかクローズして、リソースを解放してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00203: intlsnrでトレースを開始できません。 
	
原因: Interchangeリスナーにトレースを設定中に失敗しました。


	
処置: Networkトレース・ディレクトリのファイル権限を調べ、トレース・ファイル名およびディレクトリがINTCHG.ORAに指定されている場合は、それらが正しいことを確認してください。









	 TNS-00204: intlsnrでトレースを開始しました。 
	
原因: 内部メッセージです。トレースの開始に成功しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00205: intlsnrでトレースがOFFに切り換わりました。 
	
原因: 内部メッセージです。Interchangeリスナーのトレースをオフにしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00206: Interchangeのステータス情報: string 
	
原因: Interchangeからステータス要求のヘッダーとして戻されるメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00207: 稼働時間 : number日 number時間 number分 number秒 
	
原因: ステータス要求の一部です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00208: ロギング : string 
	
原因: ステータス要求の一部です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00209: トレース : string 
	
原因: ステータス要求Interchangeの一部です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00210: 使用可能ポンプ数合計 : number 
	
原因: Connection Managerに対するステータス要求の一部です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00211: アクティブ・ポンプ数合計 : number 
	
原因: Connection Managerに対するステータス要求の一部です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00212: 開始済ポンプ数合計 : number 
	
原因: Connection Managerに対するステータス要求の一部です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00213: 使用可能な接続数 : number 
	
原因: Connection Managerに対するステータス要求の一部です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00214: 使用中の接続数合計 : number 
	
原因: Connection Managerに対するステータス要求の一部です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00215: 正常接続数合計 : number 
	
原因: Connection Managerに対するステータス要求の一部です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00216: 接続障害数合計 : number 
	
原因: Connection Managerに対するステータス要求の一部です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00217: データのバイト数合計 : number 
	
原因: Connection Managerに対するステータス要求の一部です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00218: 現在のバイト/秒 : number 
	
原因: Connection Managerに対するステータス要求の一部です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00219: ポンプ方針 : string 
	
原因: ステータス要求の一部です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00220: ポンプ内訳 ---------- 
	
原因: ステータス要求の一部です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00221: ポンプ 接続 合計データ バイト/秒 
	
原因: ステータス要求の一部です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00222: ------------------------------------------------------------------- 
	
原因: ステータス要求の一部です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00223: numbernumbernumbernumber 
	
原因: ステータス要求の一部です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00224: これ以上接続できません。 
	
原因: INTCHG.ORAに設定されている接続数より多くInterchangeに接続しようとしています。


	
処置: Interchangeがビジーでなくなるまで待機するか、またはINTCHG.ORAの許可される接続数を変更してInterchangeを再起動してください。









	 TNS-00225: ポンプへの接続を配分できません。 
	
原因: 実行可能ポンプが見つからないか、またはマシンで現在実行しているプロセスが多すぎるために、ポンプを開始できません。


	
処置: マシンのプロセス数を減らすか、またはマシンのリソースを増やしてください。









	TNS-00226: ポンプnumberとコンタクトできず、ブロードキャスト・メッセージ stringを送信できません。 
	
原因: ポンプをコールできません。


	
処置: 処置は必要ありませんが、問題が解決されない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00227: ポンプとコンタクト不能。Connection Managerでポンプ休止が宣言されました。 
	
原因: ポンプが親なしプロセスになりました。プロトコル・アダプタが正しく動作していないか、マシンのネットワーク・リソースが使用されすぎです。


	
処置: 致命的なエラーではありません。親なしポンプが動作し続ける可能性があります。必要に応じて、Interchangeを再起動してください。問題が解決されない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00228: ポンプ・データの検索中に障害が発生しました。 
	
原因: ポンプから渡されたデータの内部エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00229: コール中のエラー: メッセージを送達できません。:string: string string string 
	
原因: コールの宛先が使用不可です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00230: 新規ポンプ・プロセスを開始不能。string string プロトコル・アダプタ・エラー: number 
	
原因: 新規プロセスを作成できません。マシンにプロセスが多すぎる可能性があります。


	
処置: Interchangeマシンでその他のアプリケーションを終了して、マシンのリソースを解放してください。エラーが繰り返される場合は、マシンにメモリーがさらに必要である可能性があります。マシンにリソースが十分にあるにもかかわらず、エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00231: ポンプは稼働中です。 
	
原因: ポンプのログ・メッセージがInterchangeリスナーに送信されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00232: 接続を設定できません。 
	
原因: エラー・ログ・メッセージがポンプから送信され、コール文字列のエラーによって接続の初期化に失敗したことを示しています。ネットワークの問題かリソースの制限です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00233: 接続先のエラーでInterchangeはコンタクト確立に失敗しました。string string string 
	
原因: ポンプの接続先のコールに失敗しました。


	
処置: 接続先を確認してください。









	 TNS-00234: コール失敗の接続データ: コール・データ = string 受取りデータ = :string 
	
原因: エラーTNS-00233を補足する接続データです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00235: 接続を強制終了中: プロトコル・アダプタ・エラー: string;number,number string;number,number 
	
原因: 接続時間が長すぎるか、またはその他のネットワーク・エラーのため、ポンプが接続を強制終了しています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00236: トレースの初期化に失敗しました。 
	
原因: ポンプがトレースの初期化に失敗しました。


	
処置: INTCHG.ORAが正しく構成されていることを確認してください。









	 TNS-00237: 接続の拒否に失敗しました。 
	
原因: ポンプでエラーが発生する前に、接続が異常終了した可能性があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00238: ポンプ number @: string: 
	
原因: すべてのポンプ・ログ・メッセージに付加されるメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00239: Connection Managerは停止しています。 
	
原因: Interchangeから制御プログラムに戻されるメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00240: Connection Manager: ロギングはONです。 
	
原因: Interchangeから制御プログラムに戻されるメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00241: Connection Manager: ロギングはOFFです。 
	
原因: Interchangeから制御プログラムに戻されるメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00242: Connection Manager: トレースはONです。 
	
原因: Interchangeから制御プログラムに戻されるメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00243: Connection Manager: トレースはOFFです。 
	
原因: Interchangeから制御プログラムに戻されるメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00244: Connection Manager: 要求に失敗しました。 
	
原因: Interchangeから制御プログラムに戻されるメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00245: Connection Manager: ログ・ファイルのオープンに失敗しました。 
	
原因: Interchangeから制御プログラムに戻されるメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00246: Connection Manager: トレースの開始に失敗しました。 
	
原因: Interchangeから制御プログラムに戻されるメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00247: TNSNET.ORAファイルからの構成データをメモリーに割当てできません 
	
原因: ナビゲータは、TNSNET.ORA構成ファイルのための十分なメモリー割当てに失敗しました。


	
処置: Interchangeの実行に使用可能なマシン・リソースを増やすか、または実行中のその他のアプリケーションをマシンから削除してください。









	TNS-00248: ファイル: stringから情報を取得できません。NRエラー: numberで終了します。 
	
原因: TNSNAV.ORAの構成が不正か、または指定されたアドレスが別のアプリケーションで使用されています。


	
処置: TNSNAV.ORAファイルの構文を調べてください。必要に応じて、新しいアドレスを割り当ててください。









	TNS-00249: ファイル stringからネットワーク構成データを読込みできません。エラー: string 
	
原因: ネットワーク構成ファイルTNSNET.ORAがないか、またはその構成が不正です。


	
処置: TNSNET.ORAが正しく構成されているかどうかを確認してください。









	 TNS-00250: Navigatorはすでに起動しています。 
	
原因: Navigator起動時のログ・ファイルへのメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00251: nstestで障害が発生しました。 
	
原因: 内部エラーのため、nstest操作に失敗しました。


	
処置: 問題が繰り返される場合は、ネットワークの問題またはマシンのリソース制限がある可能性があります。これらが問題の原因でない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	TNS-00252: ルート・リクエストをハンドルできません。string 
	
原因: 要求されたコマンドが存在しません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00253: ファイルstringからのネットワーク構成データ読込みでエラーが発生しました エラー string 
	
原因: TNSNET.ORAの構成が不正か、または存在しません。


	
処置: TNSNET.ORAが正しく構成されているかどうかを確認してください。









	 TNS-00254: Navigatorは停止しています。 
	
原因: Navigatorが停止していることを確認したときに、Interchange制御プログラムに送信されるメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00255: ログをクローズし、Navigatorを停止しています。 
	
原因: Navigatorが停止している場合のログ・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00256: Navigatorのステータス: 
	
原因: Navigatorステータス・メッセージの一部です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00257: 正常終了したリクエスト件数 : number 
	
原因: Navigatorステータス・メッセージの一部です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00258: 失敗したリクエスト件数 : number 
	
原因: Navigatorステータス・メッセージの一部です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00259: 使用禁止Interchangeリスト: 
	
原因: Navigatorステータス・メッセージの一部です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00260: ------------------------------------------------------------------- 
	
原因: Navigatorステータス・メッセージの一部です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00261: Interchange名 コミュニティ・リンク ダウン時間残(秒) 
	
原因: Navigatorステータス・メッセージの一部です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00262: stringstringnumber 
	
原因: Navigatorステータス・メッセージの一部です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00263: Navigator: 要求に失敗しました。 
	
原因: 要求に失敗したときの、Navigatorからの応答です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00264: Navigator: 構成データのリロードに失敗しました。 
	
原因: ネットワーク構成のリロードに失敗したときに、Interchange制御プログラムに送信されるメッセージです。TNSNET.ORAの構成が不正か、またはファイルがありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00265: Navigator: ネットワーク構成データをリロードしました。 
	
原因: ネットワークのリロードに成功したときに、Interchange制御プログラムに送信されるメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00266: Navigator: 不明な要求です。 
	
原因: Navigatorに認識されない要求を送信しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00267: Navigator: 内部エラーです。 
	
原因: このエラーは、Navigatorに認識されない要求を送信した場合に生成されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00268: オン 
	
原因: メッセージの一部です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00269: オフ 
	
原因: メッセージの一部です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00270: string: 端末エラー string 
	
原因: 起動に失敗したときに、実行可能なエラー・ファイルに出力されるメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00271: Connection Manager 
	
原因: Connection Manager名です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00272: Navigator 
	
原因: Navigator名です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00273: Navigator: ロギングはONです。 
	
原因: Navigatorから制御プログラムに戻されるメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00274: Navigator: ロギングはOFFです。 
	
原因: Navigatorから制御プログラムに戻されるメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00275: Navigator: トレースはONです。 
	
原因: Navigatorから制御プログラムに戻されるメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00276: Navigator: トレースはOFFです。 
	
原因: Navigatorから制御プログラムに戻されるメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00277: Navigator: 要求に失敗しました。 
	
原因: Navigatorから制御プログラムに戻されるメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00278: Navigator: ログ・ファイルのオープンに失敗しました。 
	
原因: Navigatorから制御プログラムに戻されるメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00279: Navigator: トレースの開始に失敗しました。 
	
原因: Navigatorから制御プログラムに戻されるメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00280: 最大平均バイト/秒 : number 
	
原因: Connection Managerに対するステータス要求の一部です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00281: Connection Manager: ログの出力を強制しました。 
	
原因: Connection Managerから制御プログラムに戻されるメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00282: Connection Manager: ログの強制に失敗しました。ロギングはOFFです。 
	
原因: Connection Managerから制御プログラムに戻されるメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00283: TNSアドレスに続くリスニング: 
	
原因: Connection Managerから制御プログラムに戻されるメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00284: Imm最大平均バイト/秒 : number 
	
原因: Connection Managerに対するステータス要求の一部です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00285: 平均接続時間 : number 
	
原因: Connection Managerに対するステータス要求の一部です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00286: 最大接続時間 : number 
	
原因: Connection Managerに対するステータス要求の一部です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00287: 最小接続時間 : number 
	
原因: Connection Managerに対するステータス要求の一部です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00288: Navigator: Interchangeを使用禁止にできませんでした。 
	
原因: Navigatorから制御プログラムに戻されるメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00289: Navigator: Interchangeを使用禁止にしました。 
	
原因: Navigatorから制御プログラムに戻されるメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00290: Navigator: Interchangeを使用可能にできませんでした。 
	
原因: Navigatorから制御プログラムに戻されるメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00291: Navigator: Interchangeを使用可能にしました。 
	
原因: Navigatorから制御プログラムに戻されるメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00292: ログ・ファイル名 : string 
	
原因: 制御プログラムに戻されたログ・ファイル名を示すメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00293: トレース・ファイル名 : string 
	
原因: 制御プログラムに戻されたトレース・ファイル名を示すメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00294: Connection Manager: セキュリティは使用可能です。Interchangeを停止できません。 
	
原因: Connection Managerがセキュリティで保護されていることを示す、制御プログラムに戻されたメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00295: Navigator: セキュリティは使用可能です。Navigatorを停止できません。 
	
原因: Navigatorがセキュリティで保護されていることを示す、制御プログラムに戻されたメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00296: 停止可能 : string 
	
原因: プログラムを停止できるかどうかを示す、制御プログラムに戻されたメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00297: ロギング・レベル : string 
	
原因: プログラムを停止できるかどうかを示す、制御プログラムに戻されたメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00298: Navigatorへのリクエスト: string 
	
原因: Navigatorに対する要求のログ・エントリです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00299: Navigatorからのレスポンス: string 
	
原因: Navigatorに対する要求のログ・エントリです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00300: ***Interchangeを使用禁止にしています : string 
	
原因: Interchangeを使用禁止にするログ・エントリです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00301: ***Interchangeを使用可能にしています : string 
	
原因: Interchangeを使用禁止にするログ・エントリです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00302: Connection Manager: 不明なリクエストです。 
	
原因: Interchange制御プログラムから送信された要求が不明です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00303: Connection Manager: パラメータ・データを再読込みしました 
	
原因: パラメータ・データが読み込まれたことを示す、制御マネージャから制御プログラムに送信された要求です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00304: Connection Managerのステータス情報: 
	
原因: Interchangeからステータス要求のヘッダーとして戻されるメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00305: Navigatorは無効な/不明なトレース・レベルに直面しました。 
	
原因: 無効なトレース・レベルを示す、Navigatorから戻されたメッセージです。


	
処置: 正しいトレース・レベルで要求を再試行してください。









	 TNS-00306: Connection Managerは無効な/不明なトレース・レベルに直面しました。 
	
原因: 無効なトレース・レベルを示す、Connection Managerから戻されたメッセージです。


	
処置: 正しいトレース・レベルで要求を再試行してください。









	 TNS-00307: Navigator: パラメータ・データを再読込みしました 
	
原因: パラメータ・データが読み込まれたことを示す、Navigatorから制御プログラムに送信された要求です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00308: Navigator: パラメータ・データを再読込み中、ログのオープンに失敗しました 
	
原因: パラメータ・データの再読込み後、ログ・ファイルを再オープンできなかったことを示す、Navigatorから制御プログラムに送信された要求です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00309: Connection Manager: パラメータ・データを再読込み中、ログのオープンに失敗しました 
	
原因: パラメータ・データの再読込み後、ログ・ファイルを再オープンできなかったことを示す、Connection Managerから制御プログラムに送信された要求です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00310: Navigator: パラメータ・データを再読込み後、トレースの開始に失敗しました 
	
原因: Navigatorから制御プログラムに戻されるメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00311: Connection Manager: パラメータ・データを再読込み後、トレースの開始に失敗しました 
	
原因: Connection Managerから制御プログラムに戻されるメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00312: Connection Manager: バージョン情報の取得に失敗しました。 
	
原因: Connection Managerから制御プログラムに戻されるメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00313: Navigator: バージョン情報の取得に失敗しました。 
	
原因: Connection Managerから制御プログラムに戻されるメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00314: プロトコル・アダプタ・エラー: number,number 
	
原因: メッセージTNS-00233とともに表示されるプロトコル・アダプタ・エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-00315: ポンプ・データ取得用の広範な接続データ領域の割当てに失敗しました: number 
	
原因: ポンプの統計情報取得に十分な領域を割当てできませんでした。領域を無視して、操作を続行します。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-00316: ポンプのデータ・バッファを使い果たしました。 
	
原因: ポンプにデータ・バッファが少なすぎるため、Interchangeはリソースが制限されています。


	
処置: エラーが繰り返される場合(ログ・メッセージが多数ある場合)は、INTCHG.ORAのパラメータPUMP_BUFFERSの値を増加して、ポンプ・バッファの数を増やしてください。その後、停止してInterchangeを再起動し、変更を有効にしてください。









	 TNS-00317: Connection Managerとのコンタクトに失敗しました。 
	
原因: Connection Managerが実行されていません。


	
処置: Connection Managerを起動して、再試行してください。









	 TNS-00501: メモリーを割当てできません 
	
原因: 要求されたアクティビティを稼働する十分なメモリーを割当てできませんでした。


	
処置: TNS用のリソースを解放するか、マシンにメモリーを追加してください。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。









	TNS-00502: 無効な引数です 
	
原因: 内部機能が無効パラメータを受信しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00503: 不適当なADDRESSパラメータです。 
	
原因: 無効なプロトコル・アダプタ・パラメータが指定されました。


	
処置: TNSNAMES.ORAファイルのADDRESSセクション内のパラメータを確認してください。トレースをオンにして、トレース・ファイルに指定されたアドレスを調べ、綴りまたはエラーを確認できます。トレースが完了したら、必ずトレースをオフにしてください。









	 TNS-00504: サポートされない操作です。 
	
原因: 内部機能が、(このマシン上で)サポートされていない操作の実行要求を受信しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00505: 操作タイムアウトです。 
	
原因: 要求された操作は、タイムアウト期限内に完了できませんでした。


	
処置: 詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。









	 TNS-00506: この操作を行うと現行のプロセスがブロックされます。 
	
原因: 非ブロックでの操作が指定されている現行のプロセスをブロックしようとしたため、内部操作は開始されませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	TNS-00507: 接続をクローズしました。 
	
原因: 標準のファイル終わり条件に達したため、パートナが切断されました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 TNS-00508: そのようなプロトコル・アダプタはありません。 
	
原因: この接続に要求されたプロトコル・アダプタは存在しません。


	
処置: プロトコル・アダプタをインストールするか、使用可能なプロトコル・アダプタを使用してください。正しいプロトコルが構成ファイルにリストされていることを確認してください。









	TNS-00509: バッファが桁溢れしました。 
	
原因: バッファに対してデータが多すぎます。


	
処置: より大きな受信バッファまたはより小さな送信バッファで、再実行してください。









	 TNS-00510: 内部制限を超えました。 
	
原因: 多数のファイルまたはソケットが同時にオープンしています(または、その他のリソースが使い果されました)。


	
処置: 詳細は、操作をトレースしてプロトコルの詳細を参照してください。









	TNS-00511: リスナーがありません。 
	
原因: アプリケーションが指定されたアドレスでリスニングしていないか、またはアプリケーションが適切なタイミングで接続要求をサービスできないため、接続要求を完了できませんでした。


	
処置: 指定された接続先アドレスが、リスナーが使用するアドレスの1つと一致しているかどうかを確認してください。TNSNAMES.ORAエントリと該当するLISTENER.ORAファイル(接続がConnection Managerを介している場合は、TNSNAV.ORA)を比較してください。リモート・マシン上のリスナーを開始してください。









	 TNS-00512: そのアドレスはすでに使用中です。 
	
原因: 指定されたリスナー・アドレスがすでに使用されています。


	
処置: 未使用のアドレスでリスナーを起動してください。









	 TNS-00513: 接続先ホストに到達できません。 
	
原因: 接続先ホストに到達できません。


	
処置: ネットワーク・ドライバが機能し、ネットワークが稼働しているかどうかを確認してください。









	 TNS-00514: コンテキストの待機/テスト関数が異なります。 
	
原因: 2つのプロトコル・アダプタに、矛盾する待機/テスト関数があります。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00515: 接続に失敗しました。ターゲット・ホストまたはオブジェクトが存在しません。 
	
原因: 指定されたアドレスが有効でないか、接続先のプログラムがありません。


	
処置: ADDRESSパラメータが正しく入力されていることを確認してください。ノード名のパラメータが正しくない可能性があります。サーバーの実行可能プログラムが存在しているかどうかを確認してください(「oracle」が欠落している可能性があります)。









	TNS-00516: 許可されません。 
	
原因: 権限が不足しているため、ユーザーが要求した操作を実行できません。


	
処置: 必要な権限を取得して、再試行してください。









	TNS-00517: コンタクトがなくなりました。 
	
原因: パートナが消失しました。


	
処置: 異常終了したパートナ・アプリケーションを調べてください。









	 TNS-00518: 読込みまたは書込みが不完全です 
	
原因: データの受信または送信に失敗しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00519: オペレーティング・システムのリソース割当て制限を超えました。 
	
原因: 現行のユーザーが、オペレーティング・システム内に割り当てられたリソースを超えました。


	
処置: より多くのオペレーティング・システムのリソースを取得するか、異なる機能を実行してください。









	TNS-00520: 構文エラーです。 
	
原因: 指定された接続記述子に不正な構文があります。


	
処置: 接続記述子の構文が正しいかどうかを確認してください。









	TNS-00521: キーワードが欠落しています。 
	
原因: 指定された接続記述子に1つ以上のTNSキーワードがありません。


	
処置: 構文を確認して、すべての必須キーワードが指定されているかどうかを確認してください。









	 TNS-00522: 操作が中断されました。 
	
原因: 内部操作が中断され、操作を完了できませんでした。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00523: 前の操作はビジーでした。 
	
原因: 要求されたリソースがビジーであるため、試行された操作が正常に完了できませんでした。


	
処置: 操作を再試行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00524: 現行の操作が進行中です。 
	
原因: 内部操作が進行中ですが、まもなく終了します。


	
処置: 処置は必要ありません。操作が終了するまで待ってください。









	 TNS-00525: 操作するには権限が不十分です。 
	
原因: ユーザーに十分な権限がないため、オペレーティング・システムが操作の完了に失敗しました。


	
処置: プラットフォーム固有の権限を確認してください。









	 TNS-00526: 発呼者がいません(偽の非同期イベントです)。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。









	 TNS-00527: プロトコル・アダプタがロード不能です。 
	
原因: プラットフォーム(OS/2など)によっては、プロトコル・アダプタが実行時にロードされます。プロトコル・アダプタの共有ライブラリ(DLL)が欠落しているか、サポートしているライブラリが欠落している場合に、このエラーが戻されます。


	
処置: 詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。トレース・ファイルには、ロードされていない共有ライブラリ(またはDLL)の名前が記述されています。









	 TNS-00528: プロトコル・アダプタがロードされませんでした。 
	
原因: プラットフォーム(OS/2など)によっては、プロトコル・アダプタが実行時にロードされます。プロトコル・アダプタの共有ライブラリ(またはDLL)がロードされていない場合に、このエラーが戻されます。


	
処置: 詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。トレース・ファイルには、ロードされていない共有ライブラリ(またはDLL)の名前が記述されています。









	 TNS-00530: プロトコル・アダプタ・エラーです。 
	
原因: 一般的なプロトコル・アダプタ・エラーが発生しました。


	
処置: 詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。









	 TNS-00532: 以前から待機中の非同期操作はありません。 
	
原因: 内部プロトコル・アダプタ・エラーです。


	
処置: 詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00533: 接続が解除済みか、またはまだ接続されていません。 
	
原因: 内部プロトコル・アダプタ・エラーです。


	
処置: 詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00534: 接続所有権の子への権限付与に失敗しました。 
	
原因: 内部プロトコル・アダプタ・エラーです。


	
処置: 詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00535: 切断メッセージの送信または受信に失敗しました。 
	
原因: 内部プロトコル・アダプタ・エラーです。


	
処置: 詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00536: 不適切な状態で接続が登録されました。 
	
原因: 内部プロトコル・アダプタ・エラーです。


	
処置: 詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00537: プロトコル・アダプタ表の索引は有効範囲を逸脱しています。 
	
原因: 内部プロトコル・アダプタ・エラーです。


	
処置: 詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00539: ネットワークまたはプロトコル・サービスはダウンしています。 
	
原因: ノードのネットワーク・サービスまたはノードからのネットワーク・サービスが実行されていないか、あるいは実行が停止されました。


	
処置: このプラットフォームで、ネットワークまたはプロトコル・サービスを再起動してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00540: SSLプロトコル・アダプタに障害があります。 
	
原因: SSLプロトコル・アダプタでエラーが発生しました。


	
処置: ほとんどの場合、このエラーは、重要なORA-エラーと対になっています。









	 TNS-00541: 基礎となる移送がありません。 
	
原因: SSLプロトコル・アダプタが、データのトランスポートに使用するプロトコルのアダプタの位置を識別できませんでした。


	
処置: ほとんどの場合、基礎となるトランスポートはTCPです。Oracle Net TCP/IPアダプタがインストールされていることを確認してください。









	 TNS-00542: SSLハンド・シェイクに失敗しました。 
	
原因: SSLプロトコル・アダプタが、他のプロセスに接続できませんでした。


	
処置: ピア・プロセスの終了を含む様々な問題が原因である可能性があります。Oracle Netトレースを使用可能にし、再接続してください。トレース・ファイルに、問題を特定する手がかりが含まれています。









	TNS-00543: 内部エラー 
	
原因: SSLプロトコル・アダプタで予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 通常、このエラーは、ユーザーには表示されません。Oracle Netトレースを使用可能にし、エラーを再現してください。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	TNS-00544: サポートされない操作です。 
	
原因: SSLプロトコル・アダプタが、コマンドを実行できませんでした。


	
処置: 通常、このエラーは、ユーザーには表示されません。Oracle Netトレースを使用可能にし、エラーを再現してください。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00545: パラメータの取出しに失敗しました。 
	
原因: SSLプロトコル・アダプタが、なんらかの理由で構成パラメータを取得できませんでした。


	
処置: 通常、このエラーは、ユーザーには表示されません。Oracle Netトレースを使用可能にし、エラーを再現してください。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	TNS-00546: 制御に失敗しました。 
	
原因: SSLプロトコル・アダプタが、コマンドを実行できませんでした。


	
処置: 通常、このエラーは、ユーザーには表示されません。Oracle Netトレースを使用可能にし、エラーを再現してください。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00547: ユーザー情報の取出しに失敗しました。 
	
原因: SSLプロトコル・アダプタが、リモート・ユーザーの情報を取得できませんでした。


	
処置: エラー・スタックの最初のエラーを参照してください。エラーの詳細が記述されています。









	 TNS-00548: クライアント認証パラメータに指定した値はブールではありません。 
	
原因: SSLクライアント認証パラメータに指定した値はブールではありません。


	
処置: パラメータに適切な値を指定してください。









	 TNS-00549: SSLバージョンに指定した値が無効です。 
	
原因: SSLバージョンに指定した値が無効です。


	
処置: SSLバージョンに有効な値を指定してください。









	TNS-00550: 切断エラーです。 
	
原因: 基礎となるトランスポートの切断時に、SSLプロトコル・アダプタでエラーが発生しました。


	
処置: 通常、このエラーは、ユーザーには表示されません。Oracle Netトレースを使用可能にし、エラーを再現してください。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00551: 基礎となる移送接続に失敗しました。 
	
原因: SSLアダプタが使用する基礎となるトランスポート・アダプタが、接続に失敗しました。


	
処置: Oracle Netトレースを使用可能にし、再接続してください。接続できなかった場合は、トレース・ファイルを参照して、原因を判断してください。









	 TNS-00552: 無効な暗号スイートが指定されました。 
	
原因: 無効なSSL暗号スイートが指定されました。


	
処置: 適切な暗号スイートを指定してください。









	TNS-00553: 読込みに失敗しました 
	
原因: SSLアダプタが、接続先からのデータの読込みに失敗しました。


	
処置: 詳細は、sqlnet.logの内容を参照してください。Oracle Netトレースを使用可能にし、再接続してください。接続できなかった場合は、トレース・ファイルを参照して、原因を判断してください。









	TNS-00554: 書込みに失敗しました。 
	
原因: SSLアダプタが、接続先へのデータの書込みに失敗しました。


	
処置: 詳細は、sqlnet.logの内容を参照してください。Oracle Netトレースを使用可能にし、再接続してください。接続できなかった場合は、トレース・ファイルを参照して、原因を判断してください。









	 TNS-00555: ウォレット・リソース・ロケータにディレクトリが指定されていません。 
	
原因: ウォレットの取得に使用されるファイルが指定されましたが、ウォレットのディレクトリが指定されていません。


	
処置: ウォレットが存在するディレクトリを指定してください。









	 TNS-00556: ウォレットの取出しにメソッドが指定されていません。 
	
原因: ウォレットのリソース・ロケータが指定されましたが、ウォレットの取得にメソッドが指定されていません。


	
処置: ウォレットの取得に使用するメソッドを指定してください。









	 TNS-00557: ウォレットの検索メソッドはサポートされていません。 
	
原因: ウォレットの取得に指定したメソッドは、サポートされていません。現在、ウォレットの取得にはファイルのみがサポートされています。


	
処置: ウォレットの取得メソッドには、「FILE」を指定してください。









	 TNS-00558: 委任ログインに失敗しました。 
	
原因: 委任で指定したユーザー名、パスワードまたはプロファイル名(あるいはそのすべて)の認証に失敗しました。


	
処置: 正しいユーザー名、パスワードまたはプロファイル名を指定してください。データがプロンプトに表示されない場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 TNS-00559: 委任証明書のロードに失敗しました。 
	
原因: 指定された委任証明書を検証しようとしてエラーが発生しました。


	
処置: 通常、このエラーは、ユーザーには表示されません。Oracle Netトレースを使用可能にし、エラーを再現してください。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00560: 委任証明書からの名前の抽出に失敗しました。 
	
原因: 委任証明書から名前を抽出しようとしてエラーが発生しました。


	
処置: 通常、このエラーは、ユーザーには表示されません。Oracle Netトレースを使用可能にし、エラーを再現してください。エラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-00580: 移送接続がクローズされているか、または無効なため、読込みに失敗しました。 
	
原因: すでに切断されたかまたはなんらかの理由で無効とみなされる移送接続上で、読込みが試みられました。


	
処置: 移送レベルでの重大な失敗を表します。O/Sの構成をチェックして特定の移送を探すか、移送のプロバイダに問い合せてください。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。









	 TNS-00581: タイムアウトしたため、送信に失敗しました 
	
原因: 送信操作が許容時間内に完了しませんでした。


	
処置: このエラー・メッセージは情報メッセージです。このエラーを繰り返し受け取る場合は、DoS攻撃が試みられている可能性があります。また、このエラーを受信することによりカスタマの通常業務に支障をきたす場合は、タイムアウト時間を長くできます。









	 TNS-00582: タイムアウトしたため、受信に失敗しました 
	
原因: 受信操作が許容時間内に完了しませんでした。


	
処置: このエラー・メッセージは情報メッセージです。このエラーを繰り返し受け取る場合は、DoS攻撃が試みられている可能性があります。また、このエラーを受信することによりカスタマの通常業務に支障をきたす場合は、タイムアウト時間を長くできます。









	 TNS-00583: 有効なノードの確認: 構成パラメータを解析できません 
	
原因: 有効なノードの確認では、構文エラーのために構成を解析できませんでした。


	
処置: 構成の構文がOracleのリファレンス・マニュアルに記載の構文と一致するかどうかを確認してください。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。









	 TNS-00584: 有効なノードの確認中に発生した構成エラー 
	
原因: 有効なノード確認に固有のOracle Net構成が無効です。


	
処置: "invited_nodes"および"excluded_nodes"に指定したホストが有効であることを確認してください。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。









	 TNS-01000: spawn [<listener_name>] <spawn_alias> [<(ARGUMENTS='arg0, arg1,...')>] 
	
原因: 制御プログラムの使用方法のメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01001: start [<listener_name>] : start listener 
	
原因: 制御プログラムの使用方法のメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01002: stop [<listener_name>] : stop listener 
	
原因: 制御プログラムの使用方法のメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01003: status [<listener_name>] : get the status of listener 
	
原因: 制御プログラムの使用方法のメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01004: reload [<listener_name>] : reload the parameter files and SIDs 
	
原因: 制御プログラムの使用方法のメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01005: trace OFF | USER | ADMIN | SUPPORT [<listener_name>] : set tracing to the specified level 
	
原因: 制御プログラムの使用方法のメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01006: set password : set the password for subsequent calls 
	
原因: 制御プログラムの使用方法のメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01007: quit | exit : exit LSNRCTL 
	
原因: 制御プログラムの使用方法のメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01008: version [<listener_name>] : get the version information of the listener 
	
原因: 制御プログラムの使用方法のメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01009: service [<listener_name>] : get the service information of the listener 
	
原因: 制御プログラムの使用方法のメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01013: set|show trc_{ } [<value>]: set|show trace parameters of current listener 
	
原因: 制御プログラムの使用方法のメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01014: set|show log_{ } [<value>]: set|show log parameters of current listener 
	
原因: 制御プログラムの使用方法のメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01015: set|show parm_name [<value>]: sets|shows current listener parm values 
	
原因: 制御プログラムの使用方法のメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01016: change_password [<listener_name>]: changes the password of the listener 
	
原因: 制御プログラムの使用方法のメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01017: set|show current_listener [<listener_name>]: sets|shows current listener 
	
原因: 制御プログラムの使用方法のメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01018: save_config [<listener_name>]: saves configuration changes to parameter file 
	
原因: 制御プログラムの使用方法のメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01019: set rawmode ON | OFF: set output mode for services and status commands 
	
原因: 制御プログラムの使用方法のメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01020: リスナーのステータス 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01021: ------------------------ 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01022: 別名 string 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01023: バージョン: string 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01024: トレース・レベル string 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01025: セキュリティ string 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01026: 開始日 string 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01027: トレース・ファイル string 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01028: ログ・ファイル string 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01029: サービスのサマリー... 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01030: リスナーはサービスをサポートしていません。 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01033: パラメータ・ファイル string 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01034: 稼働時間 number 日 number 時間 number 分 number 秒 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01036: string 確立:string 拒否:string 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01037: "string" 確立:string 拒否:string 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01038: string 確立:string 拒否:string 現行:string 最大:string 状態:string 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01039: stringには、string件のサービス・ハンドラがあります。 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01040: SNMP string 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01041: string - パラメータ"string"はstringに設定されています。 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01042: 現行のリスナーは、stringです。 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01043: stringのパスワードが変更されました。 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01044: string(登録済)には、string件のサービス・ハンドラがあります。 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01045: string(未登録)には、string件のサービス・ハンドラがあります。 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01046: string個の構成パラメータを保存しました。 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01047: 旧パラメータ・ファイル string 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01048: stringに対して保存すべき変更はありません。 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01049: string(string)には、stringサービス・ハンドラがあります。 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01050: string 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01052: コマンドは正常に終了しました。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01053: stringに接続中 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01054: リスナーに正常にコンタクトされました。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01055: リスナーを正常に停止しました。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01057: プログラム名: string 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01058: 引数 : string 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01059: 環境 : string 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01060: パスワードはすでに設定されています: string 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01061: パスワードは設定されていません。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01062: データベース・サブエージェントはすでに実行されています。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01063: データベース・サブエージェントは起動されていません。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01064: リスナー構成の変更は永続的ではありません。 
	
原因: チェック・ポイントがLISTENER.ORAでオフにされた状態でリスナーが再起動すると、リスナーへの構成変更は表示されません。


	
処置: LISTENER.ORAを編集してUSE_CKPFILE_LISTENER=trueを指定してください。









	TNS-01065: ロー・モードはstringです。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01066: プレゼンテーション: string 
	
原因: リスナー開始メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01067: サービス表示モードはstringです。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01070: stringを起動しています。お待ちください 
	
原因: リスナー開始メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01071: stringは、stringに設定されました。 
	
原因: リスナー開始メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01072: stringで起動しました。 
	
原因: リスナー開始メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01073: リスニングしています: string 
	
原因: リスナー開始メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01074: リスニング・エラーです: string 
	
原因: リスナー開始メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01075: ログ・ファイルがオープンされました: string 
	
原因: リスナー開始メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01076: トレース・ファイルがオープンされました: string 
	
原因: リスナー開始メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01077: パラメータ・ファイルがオープンされました: string 
	
原因: リスナー開始メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01078: 名前参照ファイルがオープンされました: string 
	
原因: リスナー開始メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01079: 配分が試行されました: string 
	
原因: リスナー開始メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01080: リスナーが起動に失敗しました。前述のエラー・メッセージを参照してください 
	
原因: リスナー開始メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01081: pid=stringで起動しました 
	
原因: リスナー開始メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01082: PROXYモードで実行中 
	
原因: リスナー開始メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01090: リスニングしていません: string 
	
原因: リスナー・ロギング・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01091: リスナー(VNCRオプションnumber)が宛先stringからの登録リクエストを拒否しました 
	
原因: リスナー・ロギング・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01093: string * string * number 
	
原因: リスナー・ロギング・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01094: string * number 
	
原因: リスナー・ロギング・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01095: string * string * string * number 
	
原因: リスナー・ロギング・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01096: string * string * string * string * string * number 
	
原因: リスナー・ロギング・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01097: TIMESTAMP *CONNECT DATA [* PROTOCOL INFO] *EVENT [* SID] *RETURN CODE 
	
原因: リスナー・ロギング・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01098: TIMESTAMP *CONNECT DATA *ADDRESS *[PRESENTATION *] COMMAND *ERROR TIMESTAMP *[INSTANCE NAME *] [ADDRESS *] [PRESENTATION *] COMMAND *ERROR ------------------------------------------------------------------------------- 
	
原因: リスナー・ロギング・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01099: string * string * string * string * number 
	
原因: リスナー・ロギング・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01100: リスナーの起動を試行中に、TNSによってエラーnumberが戻されました。 
	
原因: LSNRCTLがリスナーの起動に使用するBequeath(BEQ)メカニズムに、失敗しました。LSNRCTLによって表示される実行可能TNSLSNRのフルパス名が正しいことを確認してください。


	
処置: NSエラー・コード12538も戻される場合は、BEQドライバがインストールされていません。BEQドライバのインストールは必須のため、Oracleサポート・サービスに連絡してください。これが問題でない場合は、エラーの可能性があります。









	TNS-01101: サービス名stringが見つかりません。 
	
原因: サービス名が名前参照で解決できませんでした。


	
処置: LSNRCTLに指定されたリスナー名またはサービス名が、LISTENER.ORAまたはTNSNAMES.ORAで定義された正しい名前およびアドレスであることを確認してください。









	 TNS-01102: コンタクトしたTNSアプリケーションは、リスナーではありません。 
	
原因: 別のTNSアプリケーション(Interchangeなど)がコンタクトされたアドレスでリスニングしています。コンタクトされたアドレスで別のTNSアプリケーションがリスニングし、戻されたデータ形式が適切でない可能性があります。


	
処置: LSNRCTLに指定されたリスナー名またはサービス名が、LISTENER.ORAまたはTNSNAMES.ORAで定義された正しい名前およびアドレスであることを確認してください。









	 TNS-01103: プロトコル固有のコンポーネント・アドレスが正しく指定されていません。 
	
原因: リスナーとのコンタクトに使用されたADDRESSが、正しく指定されていません。このエラーは、アドレスがリスナーの接続先の指定に失敗するために発生します。アドレスの形式は正しいのですが(たとえば、カッコが欠落していない)、プロトコル固有のコンポーネントがありません。たとえば、これは、HOSTコンポーネントがTCP/IPアドレス文字列から欠落している場合に発生するエラーです。


	
処置: LISTENER.ORAのADDRESSを編集して、要求されたプロトコル固有のキーワードを含めてください。異なるプロトコル・アダプタに要求されたキーワードに関する情報については、ご使用のプラットフォームのオペレーティング・システム固有のOracleマニュアルを参照してください。









	 TNS-01106: リスナー名stringを使用するリスナーは、すでに起動されています。 
	
原因: 別のリスナーが、指定されたADDRESSの1つですでにリスニングしています。


	
処置: このリスナーを起動する前に、そのリスナー名で指定された前のリスナーを停止してください。









	 TNS-01107: 有効なトレース・レベルが指定されませんでした。 
	
原因: LSNRCTLトレース・コマンドへの有効なトレース・レベルの指定に失敗しました。


	
処置: OFF、USER、ADMINまたはSUPPORTのいずれかを指定してください。詳細は、「LSNRCTL help trace」と入力してください。トレースの概念は、このマニュアルの第2章を参照してください。









	 TNS-01108: リスナー・パスワードの指示に失敗しました。 
	
原因: パスワードがttyを介して入力されていません。


	
処置: リスナー・パスワードをttyデバイスに入力してください。









	 TNS-01109: リスナー・パスワードの暗号化に失敗しました。 
	
原因: 不明瞭なパスワードが入力された可能性があります。


	
処置: 有効なASCII文字を使用して、リスナー・パスワードを再入力してください。問題が解決されない場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-01110: 不適当 - パスワードは変更されていません。 
	
原因: 新しいパスワードと再入力されたパスワードが異なります。


	
処置: リスナー・パスワードを再入力して、新しいパスワードと再入力された新しいパスワードが同じであることを確認してください。









	 TNS-01111: ログ・ステータスは、ONまたはOFFのどちらかです。 
	
原因: LSNRCTL log_statusコマンドへのログ・ステータスの指定に失敗しました。


	
処置: ONまたはOFFのどちらかを指定してください。詳細は、「LSNRCTL help set log_status」と入力してください。ロギングの概念は、このマニュアルの第2章を参照してください。









	 TNS-01112: 「プラグおよび再生」はONまたはOFFのどちらかです。 
	
原因: LSNRCTL use_plugandplayコマンドへの有効な値の指定に失敗しました。


	
処置: ONまたはOFFのどちらかを指定してください。詳細は、「LSNRCTL help set use_plugandplay」と入力してください。









	 TNS-01113: save_config_on_stopはONまたはOFFのどちらかです。 
	
原因: LSNRCTL save_config_on_stopコマンドへの有効な値の指定に失敗しました。


	
処置: ONまたはOFFのどちらかを指定してください。詳細は、「LSNRCTL help set save_config_on_stop」と入力してください。









	 TNS-01114: LSNRCTLはリスナーでローカルOS認証を実行できません。 
	
原因: LSNRCTLは、リスナーでのローカルOS認証の実行に必要なシステム・リソース(ヒープ・メモリーまたは共有メモリー)を取得できませんでした。


	
処置: LSNRCTLツールが正常に実行されるように、共有メモリーやヒープ・メモリーなどのシステム・リソースが使用可能かどうかを確認してください。









	 TNS-01115: OSエラーstringが、共有メモリー・セグメント(stringバイト)を鍵stringを使用して作成中に発生 
	
原因: 指定した共有メモリー・セグメントを作成できません。たとえば、指定された鍵を持つセグメントがすでに存在するか、またはサイズがシステム許容範囲を超えている可能性があります。


	
処置: エラー・コードを使用して、その問題の正確な原因を確認してください。許容共有メモリー・セグメントの最大数や、同セグメントの最大サイズと最小サイズなど、システム上の制限を調整することにより、問題を解決できる場合があります。解決できない場合は、操作を成功させるために、最初にリソースを解放する必要があります。









	 TNS-01116: 接続識別子として指定されたリスナーの別名が長すぎます 
	
原因: 解決しようとしているリスナーの別名が長すぎます。


	
処置: リスナーの別名の最大長は255バイトですが、この制限を超えました。リスナーに使用する別名をより短くしてください。









	 TNS-01150: 指定されたリスナー名のアドレスが正しくありません。 
	
原因: リスナーがリスニングしようとしたアドレスには、構文エラーがあります。


	
処置: LSNRCTLに指定されたリスナー名またはサービス名のアドレスまたは接続記述子の形式が正しいことを確認してください。リスナー名はLISTENER.ORAにあります。また、サービス名TNSNAMES.ORAを使用してリスナーにアクセスできます。









	 TNS-01151: LISTENER.ORAにリスナー名stringはありません。 
	
原因: リスナーが、指定されたリスナー名を見つけられませんでした。


	
処置: リスニングする有効なアドレスが、LISTENER.ORAでリスナー名に指定されていることを確認してください。









	 TNS-01152: リスナー名stringに指定されたアドレスではすべて失敗しました。 
	
原因: リスナーは指定されたアドレスでのリスニングに失敗しました。


	
処置: 別のアプリケーションが指定されたアドレスでリスニングしていないこと、または適切なプロトコル・アダプタがインストールされていることを確認してください。詳細は、トレースをオンにして再実行してください。









	TNS-01153: 文字列: stringの処理に失敗しました。 
	
原因: 指定された文字列の書式が正しくありません。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-01154: サポートされない旧式のSIDが検出されました。 
	
原因: SIDの1つが廃止された形式で指定されました。


	
処置: <sid> = (SID=(ORACLE_HOME=<oracle_home>))または<sid> = (SID_DESC=(ORACLE_HOME=<oracle_home>))形式の行のLISTENER.ORAを確認してください。この形式はサポートされていません。『Oracle Net Servicesリファレンス・ガイド』に記述されているSID_LIST_<listener_name>形式を使用してください。たとえば、次のような形式になります。SID_LIST_LISTENER = (SID_LIST=(SID_DESC=(SID_NAME=<sid>)(ORACLE_HOME=<oracle_home>)))









	 TNS-01155: LISTENER.ORAに指定されたSID_LIST_stringパラメータが正しくありません。 
	
原因: LISTENER.ORAのSID_LIST_<listener_name>にエラーがあります。


	
処置: このパラメータが、『Oracle Net Servicesリファレンス・ガイド』の説明のとおりに指定されるようにしてください。たとえば、次のような形式になります。SID_LIST_LISTENER = (SID_LIST=(SID_DESC=(SID_NAME=<sid>)(ORACLE_HOME=<oracle_home>)))









	 TNS-01156: PRESPAWN_DESCのPROTOCOLまたはTIMEOUT、POOL_SIZEパラメータが欠落/不適切。 
	
原因: 各SID_DESCのPRESPAWN_DESCが、要求されたフィールドを持っていません。


	
処置: PRESPAWN_DESCに要求されたパラメータが、各SID_DESCに指定されていることを確認してください。たとえば、次のような形式になります。SID_LIST_LISTENER = (SID_LIST=(SID_DESC=(SID_NAME=<sid>)(PRESPAWN_MAX=5)(ORACLE_HOME=<oracle_home>)(PRESPAWN_DESC=(PROTOCOL=tcp)(POOL_SIZE=10)(TIMEOUT=30)))) LISTENER.ORAファイルでこれらのパラメータを追加するか、または修正してください。









	TNS-01157: アドレスnumberのみでリスニングできます - stringは無視されます。 
	
原因: リスニングに指定されたアドレスが多すぎます。


	
処置: リスニングするアドレス数を減らし、残ったアドレスを別のリスナーを使用してリスニングしてください。









	 TNS-01158: 内部的な接続制限に達しました。ディスパッチャにより接続が防止されています。 
	
原因: 内部Oracle Net接続リストが一杯です。リスナーに接続されているディスパッチャが多すぎます。そのため、これ以上ディスパッチャを接続できません。


	
処置: 詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-01159: 内部的な接続制限にすでに達しています。リスナーはシャットダウンされました。 
	
原因: 内部Oracle Net接続リストが一杯です。リスナーが多くのOracle Net接続に使用されるように構成されています。


	
処置: リスナーに接続されたリスニング・アドレスまたはサービスの数を減らしてください。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-01160: トレース・レベルが指定されませんでした。 
	
原因: トレース・コマンドへのトレース・レベルの指定に失敗しました。


	
処置: OFF、USER、ADMINまたはSUPPORTのいずれかを指定してください。このエラーは、LSNRCTLを使用している場合には表示されません。









	 TNS-01161: 生成別名stringがありません。リスナー・パラメータ・ファイルのチェックが必要。 
	
原因: プログラムを作成するために指定された別名が、LISTENER.ORAで見つかりません。


	
処置: これは、Oracle Netの通常の使用時には表示されません。









	TNS-01162: 生成別名: stringから決定されるアドレスに構文エラーがあります。 
	
原因: プログラムを作成するために指定された別名が、有効なNV文字列ではありませんでした。


	
処置: これは、Oracle Netの通常の使用時には表示されません。









	TNS-01163: プロセス: stringの生成に失敗しました。 
	
原因: プロセスの正常な起動に失敗しました。


	
処置: これは、Oracle Netの通常の使用時には表示されません。









	 TNS-01164: 生成別名がリスナーに送られませんでした。 
	
原因: SPAWNコマンドが発行されましたが、別名が指定されていません。


	
処置: これは、Oracle Netの通常の使用時には表示されません。









	 TNS-01165: 生成別名にプログラム名が設定されていません。 
	
原因: LISTENER.ORAにSPAWN別名が正しく指定されていません。


	
処置: これは、Oracle Netの通常の使用時には表示されません。









	 TNS-01167: コマンドstringはコンタクトしているリスナーではサポートされません。 
	
原因: リスナーはコマンドを認識しません。


	
処置: LSNRCTLの新しいバージョンが旧リスナーとコンタクトするときに、このエラーが発生します。このコマンドを実行する必要がある場合は、リスナーをアップグレードしてください。









	 TNS-01168: メモリーを割当てできません 
	
原因: 要求されたアクティビティを稼働する十分なメモリーを割当てできませんでした。


	
処置: TNS用のリソースを解放するか、マシン上にメモリーを追加してください。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。









	 TNS-01169: リスナーでパスワードは認識されません。 
	
原因: リスナーのパスワード・セキュリティ・メカニズムが有効にされており、VERSION以外のコマンドを実行するには正しいパスワードが必要です。ユーザーは権限のある管理コマンドの1つを発行しようとしましたが、入力したパスワードでは正常に認証を取得できませんでした。


	
処置: 認可されたユーザーがコマンドを試行した場合は、LSNRCTLプロンプトでリスナー・パスワードとともにSET PASSWORDコマンドを使用してください。パスワードが不明な場合は、不適切なコマンドを再試行してください。









	TNS-01170: アドレス: stringのイベント検出は中止されました。 
	
原因: 指定されたアドレスのイベント検出メカニズムから、エラーが戻されました。


	
処置: 今後、このアドレスでイベントを検出しようとしても失敗します。リスナーは、このリスニング・アドレスの割当てを解除し、このアドレスではもう接続を受け入れられません。通常、このエラーは、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	TNS-01171: ディスパッチャ: stringのイベント検出は中止されました。 
	
原因: 指定されたディスパッチャのイベント検出メカニズムから、エラーが戻されました。


	
処置: 今後、このディスパッチャでイベントを検出しようとしても失敗します。リスナーはディスパッチャの割当てを解除し、接続はこのディスパッチャにはリダイレクトされません。通常、このエラーは、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-01172: 全リスニング・アドレスが割当て解除され、リスナーはシャットダウン済みです。 
	
原因: イベント検出メカニズムが中止され、その結果、全リスニング・アドレスが削除されました。


	
処置: エラーTNS-01170が発生し、全リスニング・アドレスの割当てが解除されました。全リスニング・アドレスが削除されたため、このリスナーにはこれ以上接続が確立されないため停止します。通常、このエラーは、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-01173: SID_DESCのPRESPAWN_MAXパラメータが欠落または不適切です。 
	
原因: 各SID_DESCのPRESPAWN_MAXが、要求されたフィールドを持っていません。


	
処置: PRESPAWN_DESCに要求されたパラメータが、各SID_DESCに指定されていることを確認してください。たとえば、次のような形式になります。SID_LIST_LISTENER = (SID_LIST=(SID_DESC=(SID_NAME=<sid>)(PRESPAWN_MAX=15)(ORACLE_HOME=<oracle_home>)(PRESPAWN_DESC=(PROTOCOL=tcp)(POOL_SIZE=10)(TIMEOUT=30)))) LISTENER.ORAファイルでこれらのパラメータを追加するか、または修正してください。









	 TNS-01174: 各PRESPAWN_DESCのPOOL_SIZE合計がPRESPAWN_MAXを超えています 
	
原因: PRESPAWN_MAXの最小値は、POOL_SIZE合計である必要があります。


	
処置: PRESPAWN_DESCに要求されたパラメータが、各SID_DESCに指定されていることを確認してください。たとえば、次のような形式になります。SID_LIST_LISTENER = (SID_LIST=(SID_DESC=(SID_NAME=<sid>)(PRESPAWN_MAX=15)(ORACLE_HOME=<oracle_home>)(PRESPAWN_DESC=(PROTOCOL=tcp)(POOL_SIZE=10)(TIMEOUT=30))(PRESPAWN_DESC=(PROTOCOL=ipc)(POOL_SIZE=5)(TIMEOUT=15)))) LISTENER.ORAファイルでこれらのパラメータを追加するか、または修正してください。









	TNS-01175: パスワードが変更されませんでした。 
	
原因: 新しいパスワードを設定できません。


	
処置: 新しいパスワードのASCII文字が有効であることを確認してください。パスワードの設定を再試行してください。









	 TNS-01176: 新規パラメータ値をロード中にエラーが発生しました。 
	
原因: パラメータに無効な値が指定されました。


	
処置: パラメータ値が有効であることを確認してください。パラメータの有効な値については、ドキュメントを参照してください。









	 TNS-01177: ログ・ステータスはOFF。ログ・ファイル/ディレクトリは変更されていません。 
	
原因: ログ・ファイルを変更するには、ログ・ステータスをONに設定する必要があります。


	
処置: コマンド・セットlog_status ONを使用して、リスナーのログ・ステータスをONに設定してください。









	 TNS-01178: トレース・レベルはゼロ(0)。トレース・ファイル/ディレクトリは未変更です。 
	
原因: トレース・ファイル/ディレクトリを変更するには、トレース・レベルを設定する必要があります。


	
処置: コマンド・セットtrc_level ONを使用して、トレース・レベルを設定してください。









	 TNS-01179: インスタンス・クラス "string" をリスナーがロードできません。 
	
原因: インスタンスが、リスナーに使用できないクラスを登録しようとしました。


	
処置: LISTENER.ORAまたはインスタンス構成、およびプラットフォーム固有のドキュメントを参照し、このプラットフォームのリスナーに使用可能なインスタンス・クラスを確認してください。









	 TNS-01180: ディレクトリ・サーバーでリスナー・オブジェクトstringが欠落しています。 
	
原因: リスナーが、指定されたリスナー・オブジェクトを見つけられませんでした。


	
処置: リスナー・オブジェクトがディレクトリ・サーバーにあることを確認してください。









	 TNS-01181: 内部登録接続制限を超えました 
	
原因: 登録接続数が最大数に達しています。既存の登録接続をいくつか完了するまで、それ以上の登録は許可されません。


	
処置: 不要になった場合は、既存の登録接続を切断してください。









	 TNS-01182: リスナーからサービス"string"の登録を拒否されました 
	
原因: 受け取った登録情報が無効なため処理できないか、または内部エラーが発生しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、インスタンスを再起動してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-01183: リスナーからインスタンス"string"の登録または更新を拒否されました 
	
原因: 受け取った登録または更新情報が無効なため処理できないか、または内部エラーが発生しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、インスタンスを再起動してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-01184: リスナーからサービス・ハンドラ"string"の登録または更新を拒否されました 
	
原因: 受け取った登録または更新情報が無効なため処理できないか、または内部エラーが発生しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、インスタンスを再起動してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-01185: リモート・ノードから登録しようとしました 
	
原因: 登録するインスタンスがリスナーと同じノード上にないものと判別されました。このタイプのサービス登録では、インスタンスがリスナーと同じ位置に存在する必要があります。


	
処置: 登録するインスタンスの構成をチェックしてください。local_listenerパラメータでローカル・リスナーのみが指定されていることを確認してください。リモート・リスナーを指定するにはremote_listenerパラメータを使用してください。









	 TNS-01186: クライアント接続はフィルタ処理ルールに基づいて削除されました 
	
原因: リスナーの構成に使用されているフィルタ・ルールで、クライアントにエラーを戻さずにクライアント接続を終了するように明示的に指定されています。


	
処置: 要求されたサービスへのアクセスをクライアントに許可する必要がある場合は、フィルタ・ルールを変更してください。









	 TNS-01187: プロキシ・サービス・ハンドラがありません 
	
原因: 次のいずれかの条件が発生しました。
- プロキシ・サービスが登録されていません。

- プロキシ・サービスは登録されていますが、新規接続をブロックしています。

- 登録されている全プロキシ・サービスのハンドラが新規接続をブロックしています。




	
処置: プロキシ・サービスが登録されていない場合は、再起動する必要があります。プロキシ・サービス・ハンドラがビジーで、新規接続を受け入れない場合は、負荷を処理するために追加のプロキシ・サービスの起動が必要になる可能性があります。









	 TNS-01188: リスナーは、互換性のないトランスポートのプロトコルでは動作できません 
	
原因: リスナーが、非互換の異なるトランスポート・プロトコルと複数のリスニング・アドレスで構成されています。この種の構成では、リスナーは有効に操作できません。


	
処置: 既存のリスナー構成を変更し、エラーの原因となったリスニング・アドレスを削除してください。このアドレスでのリスニング用に別のリスナーを構成してください。









	 TNS-01189: リスナーはユーザーを認証できません。 
	
原因: ユーザーは権限のある管理コマンドを発行しようとしましたが、リスナーはローカルOS認証メカニズムを使用して正常に認証できませんでした。このエラーは次のいずれかの原因で発生した可能性があります。
1. ユーザーが実行中のLSNRCTLのバージョンが、リスナーのバージョンよりも下位である。

2. ユーザーがリモート・ノードからリスナーを管理しようとしている。

3. リスナーが、認証の実行に必要なシステム・リソースを取得できない。

4. LSNRCTLプログラムが突然異常終了した場合など、認証メッセージの交換中に、リスナーとLSNRCTL間のローカル・ネットワーク接続が突然終了した。

5. リスナーとLSNRCTLとの通信が不当なユーザーによって阻止されている。

6. ユーザーが実行中のソフトウェアが、認証プロトコルに従っておらず、不当なユーザーを示す。




	
処置: 管理コマンドの発行に使用しているLSNRCTLツールのバージョンがリスナーのバージョン以上であることと、ツールおよびリスナーが同じノード上で実行されていることを確認してください。VERSIONコマンドを発行すると、リスナーのバージョンを確認できます。不当なユーザーが原因と考えられる場合は、リスナー・ログ・ファイルで提供される情報を使用して、要求のソースと性質を判断します。リスナーのトレースを使用可能にして詳細を調べてください。このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 TNS-01190: ユーザーは要求したリスナー・コマンドの実行を認可されていません。 
	
原因: リスナー管理コマンドの多くは、DBAやシステム管理者など、権限のあるユーザーによって発行されることのみを意図しています。リスナー・パスワードが設定されていない場合、リスナーは同じOS資格証明を使用して実行中またはローカル管理者(スーパーユーザー)として実行中のLSNRCTLからの管理要求のみを受け入れます。


	
処置: 認可されたユーザーがコマンドを試行している場合は、LSNRCTLが実行中のリスナーまたはローカル管理者と同じOSユーザー資格証明を使用して実行されているかどうかを確認してください。









	 TNS-01191: ローカルOS認証サブシステムの初期化に失敗しました。 
	
原因: リスナーの起動またはリロード中に、セキュリティ・サブシステムの初期化に失敗しました。リスナーは、ローカルOS認証セキュリティ・メカニズムに必要なシステム・リソース(メモリーまたはファイル記述子)を取得できませんでした。


	
処置: リスナーが正常に実行されるように、共有メモリーやヒープ・メモリーなどのシステム・リソースが使用可能かどうかを確認してください。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 TNS-01192: LISTENER.ORAのSID記述で、等式の左側のSID_LIST_値がありません 
	
原因: LISTENER.ORAのSID記述にエラーがあります。


	
処置: LISTENER.ORAにおいて、SID_DESCまたはSIDを含むコード行で、等式の左側の先頭がSID_LIST_<listener_name>になっていることを確認します。たとえば、次のような形式になります。SID_LIST_LISTENER = (SID_LIST=(SID_DESC=(SID_NAME=<sid>)(ORACLE_HOME=<oracle_home>)))









	 TNS-01193: リスナーは、指定されたセキュアなトランスポートで動作できません 
	
原因: リスナーの構成で、指定されたトランスポート・プロトコルが無効であるか、またはリスニング・アドレスにセキュア・トランスポート・プロトコルが含まれていません。


	
処置: 既存のリスナー構成を変更して、セキュア・トランスポートのリストに含まれる、有効なトランスポート・プロトコルを指定してください。









	 TNS-01194: リスナー・コマンドがセキュア・トランスポートに到達していません 
	
原因: リスナー管理コマンドの多くは、常にセキュア・トランスポートで発行されることを想定しています。使用するセキュア・トランスポートは、secure_control_パラメータ内で指定されます。このパラメータが設定されている場合、リスナーはそれらのセキュア・トランスポートで送られた管理要求のみを受け入れます。


	
処置: コマンドが、セキュア・トランスポートのリストで指定されているトランスポートを使用して発行されるように構成してください。









	 TNS-01196: リスナーが有効なノード・リストの初期化に失敗しました 
	
原因: VNCRオプションがlistener.oraで正しく初期化されていないか、OS APIが失敗しました。


	
処置: listener.oraでVNCRオプション、すなわちvalid_node_checking_for_regisrtation、registration_invited_nodes、registation_excluded_nodesを確認してください。詳細を調べるには、トレースをオンにしてください。









	 TNS-01197: リスナーがエンドポイントの作成に失敗しました 
	
原因: これは内部エラーです。IPアドレスのサブネット・マスクを取得できません。


	
処置: OSの障害です。トレースをオンにして詳細を調べてください。









	 TNS-01200: リスナーはsuidルートでなくてはなりません。 
	
原因: 実行可能TNSLSNRの所有者権限が不正です。


	
処置: DBAまたはシステム管理者に連絡し、ファイルの所有者をsuidルートに変更して、リスナーを再起動してください。プロセスを開始したユーザーが所有者を要求するため、この処置が必要になります。









	TNS-01201: リスナーでは、実行可能なstring(SID string)を検索できません。 
	
原因: 実行可能なOracle専用サーバー・プロセスが見つかりませんでした。


	
処置: LISTENER.ORAの適切なSID_DESCを調べて、ORACLE_HOMEコンポーネントが有効な位置にポイントしていることを確認してください。このコンポーネントが設定されていない場合は、ORACLE_HOME環境変数の値を確認してください。









	 TNS-01202: SID_DESCのDBA_GROUPで指定されるDBAグループ(string)がありません。 
	
原因: 指定されたDBAグループが/ETC/GROUPから欠落しています。


	
処置: LISTENER.ORAのSID_DESCでDBA_GROUPパラメータを確認し、このパラメータが/ETC/GROUPで有効なエントリを持っていることを確認してください。









	 TNS-01203: SID_DESCのDEFAULT_USER_ACCOUNTで指定されるアカウント(string)がありません。 
	
原因: 非特権オペレーティング・システム・アカウントが/etc/passwdから欠落しています。


	
処置: LISTENER.ORAのSID_DESCでDEFAULT_USER_ACCOUNTパラメータを確認し、このパラメータが/etc/passwdで有効なエントリを持っていることを確認してください。これは、接続するクライアントにデータベース権限があるか、またはこのマシンに存在しない場合に、Oracleシャドウ・プロセスが起動に使用するアカウントです。









	 TNS-01204: 非特権アカウント(string)は、DBAグループ(string)にあります。 
	
原因: 非特権アカウントにDBA権限があります。LISTENER.ORAのSID_DESCのDEFAULT_USER_ACCOUNTで指定される非特権アカウントは、SID_DESCでDBA_GROUPで指定されるDBAグループのメンバーです。OPS$ログインのセキュリティ違反のため、非特権アカウントはDBAグループに所属できません。


	
処置: 非特権アカウントをDBAグループから削除してください。









	 TNS-01250: トレース/アラート・ディレクトリのADRパスの取得に失敗しました 
	
原因: サービス・パスを取得するDiagnosability APIからエラーが戻されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01251: ADRにトレース/ログ・ディレクトリを設定できません 
	
原因: ADRトレースおよびログ・ディレクトリはユーザーによって設定できません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01300: stringでエラーが発生しました。 
	
原因: リスナー・ロギング・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01301: TNSエラーです。構造体: 
	
原因: リスナー・ロギング・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01302: nrエラー・コード: number 
	
原因: リスナー・ロギング・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01303: nsメイン・エラー・コード: number 
	
原因: リスナー・ロギング・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01304: ns二次エラー・コード: number 
	
原因: リスナー・ロギング・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01305: ntメイン・エラー・コード: number 
	
原因: リスナー・ロギング・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01306: nt二次エラー・コード: number 
	
原因: リスナー・ロギング・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01307: nt OSエラー・コード: number 
	
原因: リスナー・ロギング・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01400: インスタンス"string" にはnumber個のハンドラがあります。 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01401: クラス: string 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01402: TYPE: string 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01403: ロード: string 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01404: 最大ロード: string 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01405: ホスト: string 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01406: ID: string 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01407: 状態: string 合計ハンドラ: string 関連ハンドラ: string 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01408: インスタンス"string"、状態stringには、このサービスに対するstring件のハンドラがあります 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01409: インスタンス"string" 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01410: サービス"string" にはnumber個のインスタンスがあります。 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01411: サービス"string"には、number件のインスタンスがあります。 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01412: ハンドラ: 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01413: "string" 確立:string 拒否:string 現行:string 最大:string 状態:string 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01414: "string"、状態 string、確立 string、拒否 string、現行 string、最大 string 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01415: リスニング・エンドポイントのサマリー... 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01416: プロセスID string 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01417: "string" 確立:string 拒否:string 状態:string 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01418: プロキシ・サービス"string"には、number個のインスタンスがあります。 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01420: プレゼンテーション: string 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01421: セッション: string 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01422: デフォルト・サービス string 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-01441: 現在有効なフィルタ処理ルールの数: number 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-01442: 現在有効なフィルタ処理ルールはありません。 
	
原因: 制御プログラム・ステータス・メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-02020: set displaymode RAW | COMPAT | NORMAL | VERBOSE: output mode for lsnrctl display 
	
原因: 制御プログラムの使用方法のメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-02021: DIRECT_HANDOFF can be either ON or OFF. 
	
原因: LSNRCTL direct_handoffパラメータの値が無効です。


	
処置: ONまたはOFFのどちらかを指定してください。









	 TNS-02022: show rules: 現在有効なルールを表示します 
	
原因: 制御プログラムの使用方法のメッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-02401: gbname stringが長すぎます。number文字までです。 
	
原因: gbnameまたはドメイン名が長すぎます。


	
処置: LISTENER.ORAのgbnameパラメータを確認して、短くしてください。









	 TNS-02402: TNSNAMES.ORAのCLBGNAMESパラメータが不正です。 
	
原因: TNSNAMES.ORAのCLBGNAMESパラメータが不正です。


	
処置: CLBGNAMESのパラメータ書式を調べて修正してください。TNSNAMES.ORAファイルがあることを確認してください。









	 TNS-02403: TNSNAMES.ORAに、別名stringが不正、または別名が提示されていません。 
	
原因: TNSNAMES.ORAに必要な別名が見つかりません。または、正しい書式ではありません。


	
処置: TNSNAMES.ORAの別名を調べ、正しい書式であることを確認してください。









	 TNS-02404: サービスstringに、ローカル・ハンドラは含まれていません。 
	
原因: リスナーはリダイレクトに適したハンドラを見つけることができませんでした。


	
処置: このノードに、ハンドラが1つ以上あることを確認してください。









	 TNS-02405: GMSコールに失敗しました。GMSログをチェックしてください。 
	
原因: リスナーによるGMSコールに失敗しました。


	
処置: GMSが起動していることを確認してください。詳細は、GMSクライアント・トレース・ファイルを参照してください。









	 TNS-02501: 認証: ロールがありません 
	
原因: プロセスが認証サービスからロールを取得しようとしましたが、使用可能なロールはありません。


	
処置: 処置は必要ありません。このエラーは内部で使用され、イベントの通常の進行中に表示されます。









	 TNS-02502: 認証: 初期化関数が見つかりません 
	
原因: 指定されたサービスの初期化関数が存在しないため、システム固有の認証サービスはそれをコールできませんでした。


	
処置: このサービス・アダプタがOracle製品のサービスである場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください(これは発生してはならないエラーです)。そうでない場合は、使用されるサービスの初期化関数を追加してください。









	 TNS-02503: パラメータの取出しに失敗しました 
	
原因: ネイティブ・サービス・レイヤーが、構成ファイルからパラメータを取得できませんでした。


	
処置: 可能な場合、トレースを使用可能にし、問題を再現してください。また、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-02504: パラメータ件数の取出しに失敗しました 
	
原因: ネイティブ・サービス・レイヤーが、構成パラメータに指定された引数の数を判断できませんでした。


	
処置: 可能な場合、トレースを使用可能にし、問題を再現してください。また、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-02505: 認証: NULLコンテキスト・ポインタが指定されました 
	
原因: NAU_INI()関数に使用するコンテキストへのポインタとしてNULLポインタが渡されました。


	
処置: NAU_INI()に、コンテキスト構造体へのポインタを指定してコールしてください。









	 TNS-02506: 認証: 型文字列がありません 
	
原因: 認証コンテキスト構造体には、使用されている認証サービスを記述する文字列がありません。


	
処置: 可能な場合、トレースを使用可能にし、問題を再現してください。また、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-02507: 暗号化: アルゴリズムがインストールされていません 
	
原因: アルゴリズムを選択した後、サーバーはアルゴリズム表でその索引を見つけられませんでした。アルゴリズムは(間接的に)そのリストから選択されたものであるため、このエラーが発生することはありません。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-02508: 暗号化: サーバー・ネゴシエーションの応答エラーです 
	
原因: ネゴシエーション中のサーバーの応答にエラーが発生しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-02509: 認証: 無効なプロセス状態です 
	
原因: 実行中のプロセスの状態が、有効な値のいずれとも一致しません。


	
処置: 可能な場合、トレースを使用可能にし、問題を再現してください。また、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-02510: 無効な数値データ型です 
	
原因: 受け取られた数値データ型が、有効な値の数値データ型と一致しません。


	
処置: 可能な場合、トレースを使用可能にし、問題を再現してください。また、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-02511: 無効なデータ型です 
	
原因: 受け取られたデータ型または送信されるデータ型が、正しい値のいずれとも一致しません。


	
処置: 可能な場合、トレースを使用可能にし、問題を再現してください。また、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-02512: 無効なステータスを受信しました 
	
原因: プロセスが、不明なステータス・フラグの値を受け取りました。


	
処置: 可能な場合、トレースを使用可能にし、問題を再現してください。また、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-02513: 要求したデータ型が取り出した型と一致しません 
	
原因: サービスが、その他のプロセスから送信されたセグメントの型と一致しない型のデータを要求しました。


	
処置: 可能な場合、トレースを使用可能にし、問題を再現してください。また、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-02514: 無効なパケットを受信しました 
	
原因: プロセスが、ネイティブ・サービス・レイヤーが受け取るものではないデータ・パケットを受け取りました。


	
処置: 可能な場合、トレースを使用可能にし、問題を再現してください。また、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-02515: 暗号化/暗号チェックサム: コントロール・タイプが不明です 
	
原因: 暗号化または暗号チェックサム・アルゴリズムcontrol関数がコールされましたが、それに指定されたtype引数を認識しませんでした。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-02516: 使用可能なデータがありません 
	
原因: ネイティブ・サービスがデータを取得しようとしましたが、受取り可能なデータがありませんでした。


	
処置: 通常、このエラーは、データ・ストリームの終了の通知に使用されるため、ユーザーには表示されません。エラーが表示される場合は、トレースを使用可能にして問題を再現し、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-02517: 要求したサイズより小さいサイズのキーです 
	
原因: ネゴシエーションによって戻されたキーが、(暗号化または暗号チェックサムの)サービスで要求されたサイズより小さくなっています。


	
処置: 通常、このエラーは、ユーザーには表示されません。エラーが繰り返される場合は、トレースを使用可能にして問題を再現し、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-02518: キー・ネゴシエーション・エラーが発生しました 
	
原因: 接続の両側が暗号化または暗号チェックサム・キーをネゴシエーションしているときに、エラーが発生しました。


	
処置: 通常、このエラーは、ユーザーには表示されません。エラーが繰り返される場合は、トレースを使用可能にして問題を再現し、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-02519: 適切なキー・ネゴシエーション・パラメータがありません 
	
原因: 暗号化または暗号チェックサムのいずれかで要求されたキー・サイズに使用できる、適切なキー・ネゴシエーション・パラメータがありません。


	
処置: 通常、このエラーは、ユーザーには表示されません。トレースを使用可能にして問題を再現し、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-02520: 暗号化/暗号チェックサム: Diffie-Hellmanシードがありません 
	
原因: Oracle Advanced SecurityのSQLNET.ORAパラメータ・ファイルに、sqlnet.crypto_seedパラメータがありません。


	
処置: SQLNET.ORAにsqlnet.crypto_seed = "randomly-chosen text"の1行を追加してください。









	 TNS-02521: 暗号化/暗号チェックサム: Diffie-Hellmanシードが小さすぎます。 
	
原因: Oracle NetのSQLNET.ORAパラメータ・ファイルのsqlnet.crypto_seedパラメータが小さすぎます。


	
処置: パラメータに無作為選択テキストをさらに追加してください。









	 TNS-02524: 認証: 権限チェックに失敗しました 
	
原因: Oracle Advanced Security認証サービスが、ユーザーに特定のデータベース権限があることを検証しようとしたときに、エラーが発生しました。


	
処置: 通常、このエラーは発生しません。トレースを使用可能にし、エラーを再現してください。カスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-02525: 暗号化/暗号チェックサム: セルフ・テストに失敗しました 
	
原因: アクティブな暗号化またはチェックサム・アルゴリズムのテストの実行中に、Oracle Advanced Security暗号化/暗号チェックサム・サービスがエラーを検出しました。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-02526: サーバー・プロキシの型がクライアント型と一致しません 
	
原因: サーバーで選択された認証の型が、クライアントで選択された型と一致しません。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	TNS-03501: OK 
	
原因: 操作が正しく完了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-03502: 引数が足りません。使用方法: tnsping <address> [<count>] 
	
原因: 必要なコマンドライン引数が不足しています。


	
処置: 正しい引数を指定して、コマンドを再入力してください。









	 TNS-03503: NLを初期化できません。 
	
原因: ネットワーク・ライブラリを初期化できませんでした。


	
処置: 通常、これは表示されない内部エラーです。アプリケーションの実行に使用できるメモリーがあり、オペレーティング・システムにその他の問題がないことを確認し、コマンドを再実行してください。









	 TNS-03504: サービス名が長すぎます。 
	
原因: pingしようとしているサービス名が長すぎます。


	
処置: 正しいサービス名を指定して、コマンドを再入力してください。









	 TNS-03505: 名前の決定に失敗しました。 
	
原因: 入力したサービス名が、TNSNAMES.ORA、Oracle Names Serverまたはネイティブ・ネーミング・サービスで見つかりませんでした。


	
処置: サービス名を正しく入力したことを確認してください。名前はネットワーク構成に正しく入力されている必要があります。









	 TNS-03506: アドレス・バインディングの作成に失敗しました。 
	
原因: TNSPINGユーティリティが要求されたアドレスまたはサービス名を見つけましたが、使用時に、内部エラーを受け取りました。


	
処置: 通常、これは表示されない内部エラーです。アプリケーションの実行に使用できるメモリーがあり、オペレーティング・システムにその他の問題がないことを確認し、コマンドを再実行してください。









	 TNS-03507: ADDRESSキーワードの検索に失敗しました。 
	
原因: TNSアドレスにADDRESSキーワードがありませんでした。


	
処置: TNSアドレスをコマンドラインに入力した場合は、構文が正しいことを確認してください。サービス名をコマンドラインに入力した場合は、アドレスは誤った情報を含んでいます。情報が正しく入力されたことを確認してください。









	 TNS-03508: アドレス文字列の作成に失敗しました。 
	
原因: アドレスの生成中に、TNSPINGユーティリティが内部エラーを受け取りました。


	
処置: 通常、これは表示されない内部エラーです。アプリケーションの実行に使用できるメモリーがあり、オペレーティング・システムにその他の問題がないことを確認し、コマンドを再実行してください。









	 TNS-03509: OK (numberミリ秒) 
	
原因: 操作が時間内に正常に完了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-03510: I/Oエラーで失敗しました。 
	
原因: リソース不足またはウィンドウの終了が早すぎたため、I/O操作に失敗しました。


	
処置: 通常、これは表示されない内部エラーです。I/O操作が完了してから、TNSPINGウィンドウをクローズしてください。









	TNS-03511: パラメータ・ファイルを使用しました: string 
	
原因: 名前の解決処理で使用するパラメータ・ファイル(sqlnet.ora、tnsnames.ora)のパスが表示されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-03512: エイリアスを解決するためにstringアダプタを使用しました。 
	
原因: TNSエイリアスを解決するアダプタ名が表示されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-03513: stringに接続の試行中 
	
原因: 指定されたTNSアドレスへの接続を試行しています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-03601: ルート情報の収集に失敗しました。 
	
原因: ルートが接続できなかったか、またはOracle Netのサポートされていないバージョンを検出しました。


	
処置: すべてのノードのOracle Netが、バージョン2.3以上であることを確認してください。









	TNS-03602: 引数が足りません。使用方法: trcroute <address> 
	
原因: 必要なコマンドライン引数が不足しています。


	
処置: 正しい引数を指定して、コマンドを再入力してください。









	 TNS-03603: SQL*Netの2.3より前のバージョンのノードに直面しました。 
	
原因: リリース2.3より前のSQL*Netはtrcrouteをサポートしていません。


	
処置: trcrouteに応答していないノードを検索してください。









	TNS-04001: string 
	
原因: CMCTLの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-04002: コマンドは正常に終了しました。 
	
原因: 該当しません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-04003: 構文エラーです。 
	
原因: 発行されたコマンドの構文に誤りがあります。


	
処置: コマンド発行構文を確認し、問題を修正してください。









	 TNS-04004: 指定されたパスワードを暗号化できません。 
	
原因: ADMINISTERコマンドにパスワードが指定されましたが、暗号化できませんでした。


	
処置: 受入れ可能なパスワードに変更してください。有効なパスワード値については、Oracle Net Servicesのドキュメントを参照してください。









	 TNS-04005: stringのアドレスを解決できません。 
	
原因: ADMINISTERコマンドで指定された別名をOracle Connection Managerアドレスに解決できませんでした。


	
処置: 別名のエントリがCMAN.ORAファイルまたはTNSNAMES.ORAファイルに存在することを確認してください。









	TNS-04006: 無効なパスワードです 
	
原因: ADMINISTERコマンドで指定されたパスワードを、Oracle Connection Managerインスタンスで検証できませんでした。


	
処置: 正しいパスワードを指定して再試行してください。









	 TNS-04007: 内部エラーnumber。 
	
原因: 通常、ユーザーには表示されません。


	
処置: このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	TNS-04008: string | string 
	
原因: 文字列のパラメータ値。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-04009: string * number 
	
原因: 整数のパラメータ値。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-04010: ADMINISTERコマンドより前にコマンドを発行することはできません。 
	
原因: Oracle Connection Managerインスタンスを管理する前に、コマンドが発行されました。


	
処置: ADMINISTERコマンドを入力してから、このコマンドを再試行してください。









	 TNS-04011: Oracle Connection Managerのインスタンスをまだ開始していません。 
	
原因: Oracle Connection Managerが起動されていないとき、またはすでに停止しているときに、コマンドが発行されました。


	
処置: Oracle Connection Managerを起動してください。









	 TNS-04012: Oracle Connection Managerのインスタンスを開始できません。 
	
原因: CMCTLはOracle Connection Managerインスタンスを起動できませんでした。次のような理由が考えられます。ORACLE_HOME/binにcmadminが存在しません。構成リポジトリ内のパラメータが無効です。パラメータ値に誤りがあります。またはログ・ディレクトリが存在しません。


	
処置: 1.ログ・ディレクトリが存在し、書込み可能であることを確認してください。ログ・ディレクトリは、ORACLE_HOME/network/logにあります。または、CMAN.ORAのLOG_DIRECTORYパラメータで指定できます。
2. ロギングまたはトレースをオンにして、このエラーの詳細情報を取得します。

3. パラメータ・エラー(またはカッコの不一致)があれば修正し、Oracle Connection Managerの起動を再試行します。

4. このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。











	 TNS-04013: Oracle Connection Managerの起動を待機中にCMCTLがタイム・アウトしました 
	
原因: Oracle Connection Managerの内部登録が完了しませんでした。


	
処置: ロギングまたはトレースをオンにして、このエラーの詳細情報を取得します。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 TNS-04014: 現行のインスタンスstringはすでに開始しています 
	
原因: すでに起動しているOracle Connection Managerインスタンスを管理するために、ADMINISTERコマンドが発行されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-04015: 現行のインスタンスstringはまだ開始していません 
	
原因: 起動していないインスタンスに対して、ADMINISTERコマンドが発行されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-04016: stringに接続中 
	
原因: CMCTLは、指定されたOracle Connection Managerアドレスに接続しています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-04017: お待ちください。シャットダウンが進行中です。 
	
原因: Oracle Connection Managerの停止中には使用できないコマンドが発行されました。


	
処置: 少し待機してからコマンドを再試行してください。









	 TNS-04018: インスタンスはすでに開始済です 
	
原因: すでに起動しているインスタンスに対してSTARTUPコマンドが発行されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-04019: Oracle Connection Managerのインスタンスstringを開始しています。お待ちください.. 
	
原因: Oracle Connection Managerインスタンスに対してSTARTUPコマンドが発行されました。CMCTLはインスタンスが起動するまで待機します。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-04021: パラメータstringでSETコマンドが失敗しました。 
	
原因: パラメータに範囲外の値が設定されています。


	
処置: このパラメータの値の範囲は、Oracle Net Servicesのドキュメントを参照してください。









	 TNS-04022: stringパラメータstringはstringに設定されています。 
	
原因: パラメータ値が正常に設定されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	TNS-04023: コマンドが失敗しました。 
	
原因: 発行されたコマンドは正常に完了しませんでした。


	
処置: コマンドを再試行してください。このエラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 TNS-04037: 接続はstringを参照しています。 
	
原因: ADMINISTERコマンドで、アドレスが指定のメッセージ文字列に解決されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-04044: 指定されたゲートウェイは存在しません。 
	
原因: 指定された1つ以上のゲートウェイIDが存在しません。


	
処置: 正しいゲートウェイIDを指定してください。









	 TNS-04045: 時間の指定が無効です 
	
原因: GT(より大きい)オプションで指定された時刻が無効です。


	
処置: 有効な時間指定については、Oracle Net Servicesのドキュメントで確認してください。









	 TNS-04046: ソースの指定が無効です 
	
原因: FROMオプションで指定されたソースが無効です。


	
処置: 有効なソース指定については、Oracle Net Servicesのドキュメントで確認してください。









	 TNS-04047: 接続先の指定が無効です 
	
原因: TOオプションで指定された宛先が無効です。


	
処置: 有効な宛先指定については、Oracle Net Servicesのドキュメントで確認してください。









	 TNS-04048: 指定されたサービスは存在しません。 
	
原因: FORオプションで指定されたサービスが存在しません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-04049: 指定された接続は存在しません 
	
原因: 1つ以上の接続IDが存在しません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-04050: ゲートウェイIDの指定が無効です。 
	
原因: 指定されたゲートウェイIDが無効です。


	
処置: 有効なゲートウェイID指定については、Oracle Net Servicesのドキュメントで確認してください。









	 TNS-04063: Oracle Connection Managerのインスタンスではリモート管理を使用できません。 
	
原因: CMCTLは、リモート管理が使用禁止になっているリモートOracle Connection Managerインスタンスに接続しようとしました。


	
処置: リモート・インスタンスのremote_admin_onパラメータを設定してから、起動してください。









	 TNS-04064: CMCTLセッションの数がMAX_CMCTL_SESSIONSを超えています。 
	
原因: Oracle Connection Managerインスタンスには、すでにMAX_CMCTL_SESSIONSのCMCTLが接続しています。


	
処置: 接続済CMCTLを使用するか、またはCMAN.ORAファイルのMAX_CMCTL_SESSIONSパラメータの値を大きくしてください。









	 TNS-04065: リモートCMCTLセッションの数が(MAX_CMCTL_SESSIONS-1)を超えています 
	
原因: Oracle Connection Managerインスタンスには、すでに(MAX_CMCTL_SESSIONS-1)のリモートCMCTLセッションが接続しています。


	
処置: 接続済CMCTLを使用するか、またはCMAN.ORAファイルのMAX_CMCTL_SESSIONSパラメータの値を大きくしてください。









	 TNS-04067: 接続数: number。 
	
原因: SHOW CONNECTIONSコマンドに情報修飾子(COUNT/DETAIL)がないか、または情報修飾子としてCOUNTが使用されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-04068: Oracle Connection Managerのインスタンスをリモートで開始することはできません。 
	
原因: リモート・ホストでOracle Connection Managerインスタンスを起動するためにCMCTLが使用されました。


	
処置: ローカルCMCTLを使用してOracle Connection Managerを起動してください。









	 TNS-04069: number秒スリープします 
	
原因: CMCTLが指定の秒数だけアイドル状態になっています。この機能はあくまでもテストのために用意されています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-04070: まだ開始されていないリモートのOracle Connection Managerのインスタンスを管理することはできません。 
	
原因: まだ起動していないリモートOracle Connection Managerインスタンスを管理しようとしました。


	
処置: Oracle Connection ManagerインスタンスをローカルCMCTLセッションで起動してから、リモートで管理してください。









	 TNS-04071: 接続が正常にクローズされました。クローズされた数: number。 
	
原因: 指定の接続は正常にクローズされました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-04072: 一時停止できないゲートウェイが少なくとも1つあります。 
	
原因: CMCTLは1つ以上のゲートウェイを一時停止できませんでした。すでに一時停止しているゲートウェイまたは存在しないゲートウェイを一時停止しようとした可能性があります。


	
処置: トレースとロギングをオンにして、操作を再試行してください。ログ・ファイルの情報を参照してください。









	 TNS-04073: パスワードが一致しません。 
	
原因: 新規パスワードと確認用に再入力したパスワードが一致しません。


	
処置: SET PASSWORDを再度使用してください。









	 TNS-04074: パラメータstringの値が無効です。 
	
原因: SETコマンドを使用して設定されたパラメータ値が無効です。


	
処置: このパラメータの有効な値は、Oracle Net Servicesのドキュメントを参照してください。









	 TNS-04075: コマンドラインから直接ADMINISTERを使用することはできません。 
	
原因: ADMINISTERはCMCTL>プロンプトから発行する必要があります。


	
処置: ADMINISTERのかわりに、必要なコマンドで-cオプションを使用してください。









	 TNS-04076: 状態の指定が無効です。 
	
原因: inオプションで指定された状態が無効です。


	
処置: 有効な状態については、Oracle Net Servicesのドキュメントで確認してください。









	 TNS-04077: 警告: Oracle Connection Managerのインスタンスにパスワードが設定されていません。 
	
原因: Oracle Connection Managerインスタンスへの接続が、ユーザーからのパスワードなしで確立されました。


	
処置: Oracle Connection Managerが十分にセキュアな場合は、この警告を無視してください。それ以外の場合は、SET PASSWORDコマンドを使用して、インスタンス用の新規パスワードを設定してください。









	 TNS-04078: 再開できないゲートウェイが少なくとも1つあります。 
	
原因: CMCTLは1つ以上のゲートウェイを再開できませんでした。すでに接続準備が完了しているゲートウェイまたは存在しないゲートウェイを再開しようとした可能性があります。


	
処置: トレースとロギングをオンにして、操作を再試行してください。ログ・ファイルの情報を参照してください。









	 TNS-04079: CMAN.ORAを使用せず、ポート = numberでOracle Connection Managerを管理することはできません。 
	
原因: CMAN.ORAが存在しないか、CMAN.ORAでアドレスが構成されておらず、TNSNAMES.ORAのネット・サービス名にデフォルト以外のOracle Connection Managerポートが含まれています。


	
処置: デフォルト・ポートを使用するようにTNSNAMES.ORAのエントリを変更するか、またはOracle Connection Managerのアドレスを指定してCMAN.ORAファイルを構成してください。









	 TNS-04080: リロードに失敗しました 
	
原因: 構成ファイルにエラーがあったため、Oracle Connection Managerは新規構成のリロードに失敗しました。


	
処置: サポートするlog_levelを設定し、操作を再試行してください。発生したエラーは、CMADMINのログ・ファイルに記録されます。









	 TNS-04082: stringイベントstringはstringに設定されています。 
	
原因: イベント値が正常に設定されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-04083: パスワードの保存に失敗しました 
	
原因: Oracle Connection Managerは、構成ファイルへのパスワードの保存に失敗しました。


	
処置: 構成ファイルの権限を確認してください。このファイルにはWRITE権限が必要です。









	 TNS-04084: 警告: リロードできないパラメータに値が保持されています。 
	
原因: リロード禁止パラメータの値が変更されたか、デフォルト以外の値を持つ1つ以上のリロード禁止パラメータがパラメータ・ファイルに追加されました。


	
処置: リロード禁止パラメータのリストは、Oracle Net Servicesのドキュメントを参照してください。









	 TNS-04085: 前回の保存以来、パスワードが変更されていません。 
	
原因: パスワードが前回の保存以後に変更されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-04086: イベントstringの値が無効です。 
	
原因: SET EVENTコマンドを使用して設定されたパラメータ値が無効です。


	
処置: イベントの有効な値は、Oracle Net Servicesのドキュメントを参照してください。









	 TNS-04087: 停止できないゲートウェイが少なくとも1つあります。 
	
原因: CMCTLは1つ以上のゲートウェイを停止できませんでした。存在しないゲートウェイを停止しようとした可能性があります。


	
処置: トレースとロギングをオンにして、操作を再試行してください。ログ・ファイルの情報を参照してください。









	 TNS-04088: クローズできない接続が少なくとも1つあります。 
	
原因: CMCTLは1つ以上の接続をクローズできませんでした。存在しない接続をクローズしようとした可能性があります。


	
処置: トレースとロギングをオンにして、操作を再試行してください。ログ・ファイルの情報を参照してください。









	 TNS-04089: 別名が長すぎます。 
	
原因: 入力した別名は64文字を超えています。


	
処置: より短い別名を指定して、再試行してください。別名を65文字未満にしてください。









	 TNS-04140: 移行は正常に完了しました。 
	
原因: CMMIGRが、古いCMAN.ORAファイルから新規フォーマットへの移行を正常に完了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-04141: CMAN.ORAファイルが見つかりません。 
	
原因: CMMIGRはCMAN.ORAファイルを見つけられませんでした。


	
処置: CMAN.ORAファイルが$TNS_NAME/admin、$ORACLE_HOME/network/adminまたはコマンドラインに指定したパスに存在することを確認してください。









	 TNS-04142: CMAN.ORAファイルの形式が無効です。 
	
原因: CMMIGRはCMAN.ORAファイルのフォーマットを認識できませんでした。


	
処置: CMAN.ORAファイルの構文エラーを調べて修正してください。









	 TNS-04143: 新しいCMAN.ORAファイルの書込みができません。 
	
原因: CMMIGRは、権限不足のため新規CMAN.ORAファイルを作成できませんでした。


	
処置: CMAN.ORAファイルが書き込まれるディレクトリにWRITE権限を設定してください。









	 TNS-04144: 移行するものがありません 
	
原因: CMMIGRでは、古いCMAN.ORAファイル内で新規フォーマットと等価の値が見つかりませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-04201: Trace Assistant使用エラー: ファイル名がありません。 
	
原因: トレース・ファイル名の引数がありません。


	
処置: このツールの最後のコマンドライン引数にトレース・ファイル名を設定してください。









	 TNS-04202: Trace Assistant使用エラー: 引数が不十分です。 
	
原因: <file name>または<options>引数がありません。


	
処置: 正しい数のコマンドライン引数を設定してください。









	 TNS-04203: Trace Assistant使用エラー: オプションが無効です。 
	
原因: 指定されたオプションが無効です。


	
処置: このツールの有効なオプションを確認してください。









	 TNS-04204: トレース・アシスタントの内部エラー: トレース・ファイルをオープンできません。 
	
原因: 指定されたトレース・ファイルが存在しないか、このユーザーはアクセスできません。


	
処置: 綴りおよびトレース・ファイルのアクセス権を確認してください。









	 TNS-04205: Trace Assistant内部エラー: メモリー 
	
原因: メモリーに問題がある可能性があります。


	
処置: システムの使用可能なメモリー量を確認してください。









	 TNS-04206: Trace Assistant内部エラー: パケット・タイプのエラーです。 
	
原因: trcAsstの読み込んだパケット・タイプが無効です。


	
処置: 使用中のトレース・ファイルが破損していないことを確認してください。トレース・ファイルに不要な文字が含まれておらず、正常な場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してトレース・ファイルを提供してください。









	 TNS-04207: Trace Assistant内部エラー: パケット長のエラーです。 
	
原因: デコードしているパケットが破損しています。


	
処置: 使用中のトレース・ファイルが破損していないことを確認してください。トレース・ファイルに不要な文字が含まれておらず、正常な場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してトレース・ファイルを提供してください。









	 TNS-04208: Trace Assistant内部エラー: 重大なエラーです。 
	
原因: 致命的な内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 TNS-04209: Trace Assistant内部エラー: 型のエラーです。 
	
原因: 型の内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 TNS-04210: Trace Assistant内部エラー: ファイルの終わりです。 
	
原因: まもなくファイルの終わりに達します。トレース・ファイルをデコードできません。トレース・ファイルが切り捨てられている可能性があります。


	
処置: 別のトレース・ファイルを生成してください。このトレース・ファイルはデコードできません。









	 TNS-04211: Trace Assistant内部エラー: 中心部のエラーです。 
	
原因: システムの内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 TNS-04212: Trace Assistant内部エラー: NACOMの型エラーです。 
	
原因: ネットワーク認証情報をデコードできません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 TNS-04231: Trace Assistant警告: Oracle Traceの形式とみなされます。 
	
原因: このトレース・ファイルは、Networkトレース・ファイルではありません。デフォルト形式(Oracle Trace)とみなされます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-04232: Trace Assistant警告: すべての行を取出せません。 
	
原因: Trace Assitantは、すべての行データを取得しません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-04233: Trace Assistant警告: パケットの長さを超えてしまいます。 
	
原因: パケットの長さを超えて読み取ろうとしています。トレース・ファイルが破損しています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-04234: トレース・アシスタントの警告: TTCはデコードされません。 
	
原因: トレース・アシスタントが、TTCデータをデコードするために必要な情報を持っていません。古いトレース・ファイルまたはトレース・ファイルが認識しないプラットフォームからのものである可能性があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-04235: Trace Assistant警告: TTCプロトコルが不明です。 
	
原因: トレース・アシスタントが、TTCプロトコルの認識できない点に到達しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-12150: TNS: データを送信できません。 
	
原因: データを送信できません。接続が切断された可能性があります。


	
処置: 再接続してください。エラーが繰り返される場合は、トレースをオンにして失敗した操作を再実行してください。









	 TNS-12151: TNS: ネットワーク・レイヤーから不正なパケット型を受信しました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 TNS-12152: TNS: ブレーク・メッセージを送信できません。 
	
原因: ブレーク・メッセージを送信できません。接続が切断された可能性があります。


	
処置: 再接続してください。エラーが繰り返される場合は、トレースをオンにして失敗した操作を再実行してください。









	 TNS-12153: TNS: 接続されていません。 
	
原因: 現在、リモート・ホストに接続していません。


	
処置: 再接続してください。









	 TNS-12154: TNS: 指定された接続識別子を解決できませんでした 
	
原因: 接続識別子を使用してデータベースまたは他のサービスへの接続が要求されましたが、指定された接続識別子は構成済のネーミング・メソッドの1つを使用して接続記述子に解決できません。たとえば、使用された接続識別子のタイプがネット・サービス名の場合、そのネット・サービス名がネーミング・メソッド・リポジトリで見つからないか、またはリポジトリが見つからないか、アクセスできません。


	
処置:
- ローカル・ネーミング(TNSNAMES.ORAファイル)を使用している場合は、次のいずれかの処置を実行してください。

- Oracle Netプロファイル(SQLNET.ORA)のNAMES.DIRECTORY_PATHパラメータに、値の1つとしてTNSNAMESが指定されていることを確認してください。

- TNSNAMES.ORAファイルが、適切なディレクトリに存在し、アクセスできることを確認してください。

- 接続識別子として使用したネット・サービス名がTNSNAMES.ORAファイルに存在することを確認してください。

- TNSNAMES.ORAファイル内に構文エラーがないかどうかを確認してください。一致しないカッコまたは文字を検索してください。TNSNAMES.ORAファイル内にエラーがあると、使用できなくなります。

- ディレクトリ・ネーミングを使用している場合は、次のいずれかの処理を実行してください。

- Oracle Netプロファイル(SQLNET.ORA)のNAMES.DIRECTORY_PATHパラメータに、値の1つとしてLDAPが指定されていることを確認してください。

- LDAPディレクトリ・サーバーが稼働し、アクセスできることを確認してください。

- 接続識別子として使用したネット・サービス名またはデータベース名が、ディレクトリ内で構成されていることを確認してください。

- 接続識別子として完全修飾ネット・サービス名またはフルLDAP DNを指定して、使用するデフォルト・コンテキストが正しいことを確認してください。

- 簡易接続ネーミングを使用している場合は、次の処置を実行してください。

- Oracle Netプロファイル(SQLNET.ORA)のNAMES.DIRECTORY_PATHパラメータに、値の1つとしてEZCONNECTが指定されていることを確認してください。

- 指定したホスト、ポートおよびサービス名が正しいことを確認してください。

- 接続識別子を引用符で囲んでみてください。ネーミングの詳細は、『Oracle Net Services管理者ガイド』またはオペレーティング・システム固有のOracleマニュアルを参照してください。











	 TNS-12155: TNS: NSWMARKERパケットで不正なデータ型を受信しました。 
	
原因: ブレーク処理中の内部エラーです。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 TNS-12156: TNS: 不正確な状態から行をリセットしようとしました。 
	
原因: ブレーク処理中の内部エラーです。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 TNS-12157: TNS: ネットワーク通信の内部エラー。 
	
原因: ネットワーク通信中の内部エラーです。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 TNS-12158: TNS: パラメータ・サブシステムを初期化できませんでした。 
	
原因: パラメータ・ファイルが見つかりません。


	
処置: 読込み可能で有効なパラメータ・ファイルがあるかどうかを確認してください。









	 TNS-12159: TNS: トレース・ファイルは書込み禁止です。 
	
原因: 生成されるトレース・ファイルを書込みできません。


	
処置: ユーザーがトレース・ファイルを書き込むディレクトリに書込み権限がない場合、管理者に連絡して適切な権限を取得するか、ネット・プロファイル(SQLNET.ORAファイル)内のTRACE_DIRECTORY_CLIENTパラメータをユーザーが書込み可能なディレクトリに設定してください。









	 TNS-12160: TNS: 内部エラー: エラーの数値が不正です。 
	
原因: 不正なエラーがサブシステムにレポートされました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 TNS-12161: TNS: 内部エラー: データの一部を受信しました。 
	
原因: 接続が終了した可能性があります。


	
処置: 接続して再実行してください。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 TNS-12162: TNS: 指定されたネット・サービス名は正しくありません。 
	
原因: TNSNAMES.ORA内またはディレクトリ・サーバー(Oracle Internet Directory)内のネット・サービス名に対応する接続記述子が誤って指定されています。


	
処置: ローカル・ネーミングを使用している場合は、TNSNAMES.ORAファイル内で対応する接続記述子に構文エラーがないことを確認してください。ディレクトリ・ネーミングを使用している場合は、ディレクトリ・ネーミング用に管理を介して提供された情報を確認してください。









	 TNS-12163: TNS: 接続記述子が長すぎます。 
	
原因: 接続識別子として指定されたネット・サービス名に対応する接続記述子が長すぎます。接続記述子の最大長は512バイトですが、この制限を超えました。


	
処置: ローカル・ネーミング・ファイル(TNSNAMES.ORA)内またはディレクトリ・サーバー(Oracle Internet Directory)内で、ネット・サービス名の接続記述子を確認してください。接続記述子を短くしてください。短くできない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 TNS-12164: TNS: Sqlnet.fdfファイルがありません。 
	
原因: sqlnet.fdfファイルが$ORACLE_HOME/network/adminに存在しません。


	
処置: sqlnet.fdfファイルは、Oracle Traceを実行するために必須です。$ORACLE_HOME/network/admin内にsqlnet.fdfファイルをインストールするか、ORAファイルのトレースをオフにしてください。









	 TNS-12165: TNS: スワップ領域にトレース・ファイルを書き込もうとしました。 
	
原因: Oracle Traceがトレース情報をユーザーのスワップ領域に書くことができません。


	
処置: Oracle Traceがスワップ領域内にトレース情報を書込みできないため、トレースを使用禁止にするか、トレース・ファイルをディスクの他の領域にリダイレクトしてください。









	 TNS-12166: TNS: クライアントはHOエージェントに接続できません。 
	
原因: NV文字列にDESCRIPTION/HOが含まれています。


	
処置: 統合サーバーからHOエージェントをコールしてください。









	 TNS-12168: TNS: LDAPディレクトリ・サーバーに接続できません。 
	
原因: LDAPディレクトリ・サーバーに接続してOracle Net構成を取得できません。


	
処置: ディレクトリ・サーバーが稼働していて、ネットワークからアクセス可能であることを確認してください。ディレクトリ・アクセス構成が正しいことを確認してください。詳細は、『Oracle Internet Directory管理者ガイド』または『Oracle Net Services管理者ガイド』を参照してください。









	 TNS-12169: TNS: 接続識別子として指定されたネット・サービス名が長すぎます 
	
原因: 解決しようとしているネット・サービス名が長すぎます。


	
処置: ネット・サービス名の最大長は255バイトですが、この制限を超えました。より短いネット・サービス名を使用してください。短くできない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 TNS-12170: TNS: 接続タイムアウトが発生しました。 
	
原因: 割り当てられた時間内にクライアントとの接続確立または通信を完了できなかったため、サーバーが停止しました。ネットワークまたはシステムの遅延が原因の可能性があります。または、悪質なクライアントがサーバーでDoS攻撃しようとしていることを示しています。


	
処置: ネットワークまたはシステムの遅延が原因でエラーが発生した場合は、sqlnet.oraのパラメータSQLNET.INBOUND_CONNECT_TIMEOUT、SQLNET.SEND_TIMEOUT、SQLNET.RECV_TIMEOUTの1つまたはすべてを再構成して値を大きくしてください。不当なクライアントが原因と考えられる場合は、sqlnet.logのアドレスを使用してソースを特定し、アクセスを制限します。ログに記録されたアドレスは(TCP/IPで)偽造される可能性があるため、信頼できない場合もあります。









	TNS-12171: TNS: 接続識別子を解決できませんでした: string 
	
原因: 接続識別子を使用してデータベースまたは他のサービスへの接続が要求されましたが、指定された接続識別子は構成済のネーミング・メソッドの1つを使用して接続記述子に解決できません。たとえば、使用された接続識別子のタイプがネット・サービス名の場合、そのネット・サービス名がネーミング・メソッド・リポジトリで見つからないか、またはリポジトリが見つからないか、アクセスできません。


	
処置:
- ローカル・ネーミング(TNSNAMES.ORAファイル)を使用している場合は、次のいずれかの処置を実行してください。

- Oracle Netプロファイル(SQLNET.ORA)のNAMES.DIRECTORY_PATHパラメータに、値の1つとしてTNSNAMESが指定されていることを確認してください。

- TNSNAMES.ORAファイルが、適切なディレクトリに存在し、アクセスできることを確認してください。

- 接続識別子として使用したネット・サービス名がTNSNAMES.ORAファイルに存在することを確認してください。

- TNSNAMES.ORAファイル内に構文エラーがないかどうかを確認してください。一致しないカッコまたは文字を検索してください。TNSNAMES.ORAファイル内にエラーがあると、使用できなくなります。

- ディレクトリ・ネーミングを使用している場合は、次のいずれかの処理を実行してください。

- Oracle Netプロファイル(SQLNET.ORA)のNAMES.DIRECTORY_PATHパラメータに、値の1つとしてLDAPが指定されていることを確認してください。

- LDAPディレクトリ・サーバーが稼働し、アクセスできることを確認してください。

- 接続識別子として使用したネット・サービス名またはデータベース名が、ディレクトリ内で構成されていることを確認してください。

- 接続識別子として完全修飾ネット・サービス名またはフルLDAP DNを指定して、使用するデフォルト・コンテキストが正しいことを確認してください。

- 簡易接続ネーミングを使用している場合は、次の処置を実行してください。

- Oracle Netプロファイル(SQLNET.ORA)のNAMES.DIRECTORY_PATHパラメータに、値の1つとしてEZCONNECTが指定されていることを確認してください。

- 指定したホスト、ポートおよびサービス名が正しいことを確認してください。

- 接続識別子を引用符で囲んでみてください。ネーミングの詳細は、『Oracle Net Services管理者ガイド』またはオペレーティング・システム固有のOracleマニュアルを参照してください。











	 TNS-12196: TNS: TNSからエラーを受信しました。 
	
原因: ナビゲーション・レイヤーが、TNSからエラーを受け取りました。


	
処置: エラー・ログ・ファイルを参照して、TNSエラーを調べてください。









	 TNS-12197: TNS: キーワード解決エラー 
	
原因: ナビゲーション・レイヤーが、キーワードの値を調べようとしてエラーを受け取りました。


	
処置: 接続コマンドの構文を調べてください。









	 TNS-12198: TNS: 接続先へのパスが見つかりませんでした。 
	
原因: Interchangeを介して接続先へのパスをナビゲートできませんでした。このエラーは、アドレスの文字列内に無効なコミュニティがあるか、アドレスに使用不可のプロトコルがあるか、構成ファイルが正しいアドレスを持っていないか、Interchangeが停止している場合に発生します。


	
処置: 要求された接続先を得るために必要なInterchangeが実行されているかどうか、追加の接続に使用できる容量があるかどうかを確認してください。また、使用するアドレスに、正しいコミュニティおよびプロトコルが指定されているかどうかを確認してください。









	 TNS-12200: TNS: メモリーを割当てできませんでした 
	
原因: マシン上のメモリー不足です。


	
処置: Interchangeを実行しているときは、マシンを再構成して記憶域を増やすか、実行するアプリケーションを減らしてください。









	 TNS-12201: TNS: 接続バッファが小さすぎます。 
	
原因: アプリケーションが提供するTNS接続バッファが小さすぎるため、送信するデータを取得できません。


	
処置: 接続バッファを大きくしてください。問題が解決されない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 TNS-12202: TNS: 内部ナビゲーション・エラー。 
	
原因: 内部ナビゲーション・エラーです。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 TNS-12203: TNS: 接続先に接続できません。 
	
原因: 無効なアドレスを指定したか、接続先がリスニングしていません。このエラーは、基になるネットワークまたはネットワーク通信の問題でも発生します。


	
処置: 入力したネット・サービス名が正しいことを確認してください。ネット・サービス名に対応する接続記述子のADDRESS部が正しいことを確認してください。接続先プロセス(リスナーなど)がリモート・ノードで実行していることを確認してください。









	 TNS-12204: TNS: 受信データはアプリケーションから拒否されました。 
	
原因: Connection Managerを使用しているアプリケーションが、リスナーでの接続を拒否しました。


	
処置: 接続先のアプリケーション・リスナーが正常に機能していることを確認してください。正常に機能しているにもかかわらず、エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 TNS-12205: TNS: 障害アドレスを取得できませんでした。 
	
原因: 内部ナビゲーション・エラーです。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 TNS-12206: TNS: ナビゲーション中にTNSエラーを受信しました。 
	
原因: 予期しないTNSエラーによる内部ナビゲーションのエラーです。


	
処置: ログ・ファイルを参照して、TNSエラーを検索してください。必要に応じて、トレースをオンにして操作を繰り返してください。









	 TNS-12207: TNS: ナビゲーションを実行できません。 
	
原因: ナビゲーション・ファイルTNSNAV.ORAが正しく構成されていません。


	
処置: アプリケーション・マシン上のTNSNAV.ORAファイルの構文を確認し、正しいコミュニティをリストしていることを確認してください。









	 TNS-12208: TNS: TNSNAV.ORAファイルが見つかりませんでした。 
	
原因: 入力したORACLE環境が正しく設定されていないか、またはファイルが存在しません。


	
処置: ORACLE環境が、プラットフォーム上に適切に設定されていること、およびTNSNAV.ORAファイルが提示されていることを確認してください。









	 TNS-12209: TNS: 初期化されていないグローバル変数が見つかりました。 
	
原因: アプリケーション・コール・ナビゲーション・ルーチンにあるグローバル変数が、正しく構成されていません。使用可能なTNSNAV.ORAファイルがないか、欠落しています。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 TNS-12210: TNS: ナビゲータ・データを検索中にエラーが発生しました。 
	
原因: アプリケーション・コール・ナビゲーション・ルーチンが持つTNSNAV.ORAファイルが正しく構成されていません。


	
処置: TNSNAV.ORAファイルの構文を調べてください。









	 TNS-12211: TNS: TNSNAV.ORAではPREFERRED_CMANAGERS項目が必要です。 
	
原因: TNSNAV.ORAでPREFERRED_CMANAGERSが定義されていません。


	
処置: PREFERRED_CMANAGERSエントリをTNSNAV.ORAに追加してください。









	 TNS-12212: TNS: TNSNAV.ORAのPREFERRED_CMANAGERSバインディングが不完全です。 
	
原因: クライアントのTNSNAV.ORAファイル内のPREFERRED_CMANAGERSバインディングに、指定されたCMANAGER_NAMEがありません。


	
処置: PREFERRED_CMANAGERSのバインディングの一部として、CMANAGER_NAMEを定義してください。Oracle Network Managerを使用すると、このエラーは解決されます。









	 TNS-12213: TNS: TNSNAV.ORAのPREFERRED_CMANAGERSバインディングが不完全です。 
	
原因: クライアントのTNSNAV.ORAファイル内のPREFERRED_CMANAGERSバインディングに、指定されたADDRESSがありません。


	
処置: PREFERRED_CMANAGERSのバインディングの一部として、ADDRESSを定義してください。









	 TNS-12214: TNS: TNSNAV.ORAにローカル・コミュニティ項目がありません。 
	
原因: TNSNAV.ORA内にLOCAL_COMMUNITIESエントリがありません。


	
処置: TNSNAV.ORAのノードにLOCAL_COMMUNITIESを定義してください。









	 TNS-12215: TNS: TNSNAV.ORAのPREFERRED_NAVIGATORSアドレスが不正です。 
	
原因: PREFERRED_NAVIGATORSエントリのアドレス・バインディングが正しく入力されていません。


	
処置: PREFERRED_NAVIGATORSエントリを確認し、TNSNAV.ORA内で修正してください。









	 TNS-12216: TNS: TNSNAV.ORAのPREFERRED_CMANAGERSアドレスが不正です。 
	
原因: クライアントのTNSNAV.ORAファイル内のPREFERRED_CMANAGERSエントリのアドレス・バインディングが正しく入力されていません。


	
処置: PREFERRED_CMANAGERSのバインディングの一部として、ADDRESSを定義してください。









	 TNS-12217: TNS: TNSNAV.ORAのPREFERRED_CMANAGERSにコンタクトできませんでした。 
	
原因: PREFERRED_CMANAGERSエントリに構文エラーがあるか、指定したアドレスが誤っているか、またはConnection Managerが使用できません。


	
処置: クライアントのTNSNAV.ORAファイル内のPREFERRED_CMANAGERSエントリを確認して修正するか、ネットワーク管理者に連絡して、指定されたConnection Managersが使用可能かどうかを調べてください。INTCTL STATUSコマンドでInterchangeがアクティブになっているかどうかを確認してください。









	 TNS-12218: TNS: ネットワーク構成のデータは受け入れられません。 
	
原因: ネットワーク構成のデータの構成が不十分です。たとえば、クライアントのTNSNAV.ORAファイルのPREFERRED_CMANAGERSエントリに、誤ったCMANAGER_NAMEがある可能性があります。または、NavigatorのInterchange停止時間パラメータ(TIMEOUT_INTERVAL)が、INTCHG.ORA内で0(ゼロ)に設定されている可能性があります。


	
処置: TNSNAV.ORAの項目およびInterchange構成ファイルを調べて、修正してください。必要に応じて、ネットワーク管理者に連絡して、指定されたInterchange(Connection Managers)が使用可能で、適切に構成されているかどうかを確認してください。必要に応じて、Oracle Network Managerを使用して構成ファイルを生成してください。









	 TNS-12219: TNS: ADDRESS_LIST内のアドレスにコミュニティ名がありません。 
	
原因: このエラーは、ADDRESS_LISTの一部のADDRESSにCOMMUNITYコンポーネントがなく、他のADDRESSにCOMMUNITYコンポーネントがある場合に発生します。


	
処置: 使用している接続記述子のすべてのADDRESSにCOMMUNITYコンポーネントがあるか、またはすべてにないことを確認してください。









	 TNS-12221: TNS: ADDRESSパラメータが不正です。 
	
原因: 無効なプロトコル・アダプタ・パラメータが指定されました。このエラーは、プロトコルのトランスポートと接続できない場合に戻されます。


	
処置: 指定されたプロトコルを使用して、接続先に接続できるかどうかを確認してください。TNSNAMES.ORAのADDRESSセクション内またはディレクトリ内のパラメータを確認してください。ADDRESSパラメータの有効な書式は、オペレーティング・システム固有のOracleマニュアルまたは『Oracle Net Services管理者ガイド』を参照してください。トランスポート・レイヤーで名前を解決するプロトコルが適切に構成されていない場合や、名前の綴りが誤っている場合、このエラーが発生しやすくなります。









	 TNS-12222: TNS: 指定されたプロトコルに対するサポートはありません 
	
原因: ネット・サービス名を介して識別された接続記述子のADDRESS部で要求されたプロトコルが使用できません。指定されたADDRESSの表記が正しい場合、そのプロトコルのサポートはインストールされていません。


	
処置: プロトコルのサポートをインストールするか、表記上のエラーを修正してください。注意: 指定されたアドレスが、ネット・サービス名を解決した結果から導出された場合、該当するファイル(TNSNAMES.ORA、LISTENER.ORA)内またはディレクトリ・サーバー内のアドレスを確認してください。









	 TNS-12223: TNS: 内部制限を超えました。 
	
原因: 同時にオープンするTNS接続が多すぎます。


	
処置: 接続のクローズを待って、再試行してください。









	 TNS-12224: TNS: リスナーがありません。 
	
原因: リスナーが実行されていないため、接続要求が完了できませんでした。


	
処置: 指定された接続先アドレスが、リスナーが使用するアドレスの1つと一致しているかどうかを確認してください。TNSNAMES.ORAエントリと該当するLISTENER.ORAファイル(接続がConnection Managerを介している場合は、TNSNAV.ORA)を比較してください。リモート・マシン上のリスナーを開始してください。









	 TNS-12225: TNS: 接続先ホストに到達できません。 
	
原因: 接続先ホストに到達できません。


	
処置: ネットワーク・ドライバが機能し、ネットワークが稼働しているかどうかを確認してください。









	 TNS-12226: TNS: オペレーティング・システム・リソース割当て制限を超えました。 
	
原因: 現行のユーザーが、オペレーティング・システム内に割り当てられたリソースを超えました。


	
処置: より多くのオペレーティング・システムのリソースを取得するか、異なる機能を実行してください。









	 TNS-12227: TNS: 構文エラー 
	
原因: 指定された接続記述子に不正な構文があります。


	
処置: TNSNAMES.ORAの接続記述子の構文を調べてください。









	 TNS-12228: TNS: プロトコル・アダプタがロード不能です。 
	
原因: プラットフォーム(Windowsなど)によっては、プロトコルのサポートが実行時にロードされます。プロトコル・アダプタの共有ライブラリ(またはDLL)が欠落しているか、サポートしているライブラリが欠落している場合に、このエラーが戻されます。


	
処置: 詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。トレース・ファイルには、ロードできなかった共有ライブラリ(またはDLL)の名前が記述されています。









	 TNS-12229: TNS: Interchangeにはこれ以上使用可能な接続はありません。 
	
原因: 必要な接続先へのパスに含まれるInterchangeには、このコールにこれ以上使用できる接続はありません。


	
処置: Interchangeがビジーでないときに再試行するか、ネットワーク管理者に連絡して、使用しているInterchangeを調べ、そのInterchangeに使用可能な接続数を増やしてください。









	 TNS-12230: TNS: この接続中に重大なネットワーク・エラーが起こりました。 
	
原因: 接続先のコール中に物理的なネットワーク・エラーが発生して、接続先との接続に失敗した場合に戻されます。


	
処置: ネットワーク・サービスが修復された後で再試行するか、問題を解決できるようにネットワーク管理者に連絡してください。









	 TNS-12231: TNS: 接続先に接続できません。 
	
原因: このエラーは、接続先への可能な接続の検索に失敗した場合に戻されます。


	
処置: ネットワーク管理者に問題を連絡し、問題を修復してください。









	 TNS-12232: TNS: 接続先へのパスがありません。 
	
原因: このエラーは、接続先への可能なパスを検索できない場合に戻されます。


	
処置: ネットワーク管理者に問題を連絡し、問題を修復してください。









	 TNS-12233: TNS: 接続の受入れに失敗しました。 
	
原因: このエラーは、Interchangeが、リダイレクトの失敗が原因で接続を受け入れられなった場合に戻されます。


	
処置: Interchangeの問題を分離できるように、ネットワーク管理者に問題を連絡してください。









	 TNS-12234: TNS: 接続先にリダイレクトしました。 
	
原因: このエラーは、このInterchangeが正しいゲートウェイではなく、接続先へのパスに従って他のゲートウェイに接続をリダイレクトする必要があると判断された場合に戻されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 TNS-12235: TNS: 接続先へのリダイレクトに失敗しました。 
	
原因: このエラーは、接続先へのパスに従って別のInterchangeへの接続のリダイレクトに失敗した場合に戻されます。


	
処置: ネットワーク管理者に問題を連絡し、問題を修復してください。









	 TNS-12236: TNS: プロトコル・サポートがロードされませんでした。 
	
原因: プラットフォーム(Windowsなど)によっては、プロトコルのサポートが実行時にロードされます。プロトコル・アダプタの共有ライブラリ(またはDLL)がロードされていない場合に、このエラーが戻されます。


	
処置: 詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。トレース・ファイルには、ロードされていない共有ライブラリ(またはDLL)の名前が記述されています。









	 TNS-12500: TNS: リスナーが専用サーバー・プロセスの起動に失敗しました。 
	
原因: 専用サーバー・プロセスの起動に失敗しました。実行可能なものが検索できないか、環境が誤って設定された可能性があります。


	
処置: ADMINレベルでトレースをオンにして、操作を再実行してください。Oracleサーバーの実行可能プログラムがあり、実行権限が与えられているかどうかを確認してください。ORACLE環境が、LISTENER.ORA内に正しく設定されていることを確認してください。コールされているOracleプロトコル・アダプタは、ローカル・ハード・ドライブ上にインストールされていない可能性があります。正しいプロトコル・アダプタが正常にリンクされているかどうかを確認してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12502: TNS: リスナーがクライアントからCONNECT_DATAを受信していません。 
	
原因: リスナーにCONNECT_DATAが渡されていません。


	
処置: TNSNAMES.ORAから解決したサービス名に、接続記述子のCONNECT_DATAコンポーネントがあることを確認してください。









	 TNS-12504: TNS: リスナーはCONNECT_DATAのSIDを取得できませんでした。 
	
原因: リスナー構成にデフォルトのサービスが指定されておらず、リスナーが受け取ったCONNECT_DATAにもSERVICE_NAMEの指定がありませんでした。


	
処置: 考えられる解決方法は、次のとおりです。
- LISTENER.ORA内で、DEFAULT_SERVICEパラメータに有効なサービス名を指定します。リスナー・パラメータ・ファイルは、reload [<listener_name>]を使用してリロードしてください。これはリスナーの管理者が行ってください。

- サービス名を使用している場合は、TNSNAMES.ORAで指定したサービス名に対応する接続記述子を調べて、そのCONNECT_DATA内にSERVICE_NAMEまたはSIDコンポーネントが指定されていることを確認してください。











	 TNS-12505: TNS: リスナーは現在、接続記述子にあるSIDを認識していません。 
	
原因: リスナーが、データベースまたは他のサービスとの接続を確立するための要求を受信した。リスナーが受信した接続記述子には、リスナーに動的に登録されていないか、リスナーに対して静的に構成されていないインスタンス(通常はデータベース・インスタンス)のSIDが指定されていました。これはリスナーが起動した後、データベース・インスタンスがリスナーに登録されるまでの間に発生した場合など、一時的な状況と考えられます。


	
処置:
- 少し待って、もう一度接続してください。

- lsnrctl services <listener name>を実行して、リスナーで現在認識されているインスタンスを確認してください。

- 接続記述子のSIDパラメータで、リスナーに認識されるインスタンスが指定されていることを確認してください。

- listener.logファイルにイベントがあるか確認してください。











	 TNS-12508: TNS: リスナーは付与されたCOMMANDを解決できませんでした。 
	
原因: Oracle NetまたはNet8のバージョンに互換性がないことが原因です。エラー・マニュアルに含めないでください。


	
処置: これは、Oracle Netの通常の使用時には表示されません。









	 TNS-12509: TNS: リスナーはサービス・ハンドラへのクライアントのリダイレクトに失敗しました。 
	
原因: ディスパッチャが終了しました。


	
処置: 再接続してください。同じエラーが発生する場合は、DBAに連絡して、このSIDのディスパッチャの状態を確認してください。エラーが繰り返される場合は、リスナー内のトレースをオンにして、リダイレクトによるTNSエラーかどうかを確認してください。









	 TNS-12510: TNS: 一時データベースには要求を処理するリソースがありません。 
	
原因: ディスパッチャが他の要求の処理でビジーです。


	
処置: 再接続してください。エラーが繰り返される場合は、ディスパッチャ数および(または)ディスパッチャの接続数またはセッション数の上限を上げるように、DBAに依頼してください。









	 TNS-12511: TNS: サービス・ハンドラが見つかりましたが、接続を受け入れられません。 
	
原因: ディスパッチャが、現在、新しい接続要求を受け入れられないことをリスナーに通知しました。


	
処置: 再接続してください。エラーが繰り返される場合は、ディスパッチャの状態の確認またはディスパッチャ数の増加、あるいはその両方をDBAに依頼してください。









	 TNS-12513: TNS: サービス・ハンドラは見つかりましたが、別のプロトコル用に登録されています。 
	
原因: このサービスに登録されているディスパッチャは、クライアントのものとは異なるネットワーク・プロトコルを使用して、リスナーに接続されています。


	
処置: DBAに連絡して、使用するプロトコルのディスパッチャを登録してください。









	 TNS-12514: TNS: リスナーは現在、接続識別子で要求されているサービスを認識していません 
	
原因: リスナーが、データベースまたは他のサービスとの接続を確立するための要求を受信した。リスナーが受信した接続記述子には、リスナーに動的に登録されていないか、リスナーに対して静的に構成されていないサービス(通常はデータベース・サービス)の名前が指定されていました。これはリスナーが起動した後、データベース・インスタンスがリスナーに登録されるまでの間に発生した場合など、一時的な状況と考えられます。


	
処置:
- 少し待って、もう一度接続してください。

- lsnrctl services <listener name>を実行して、リスナーで現在認識されているサービスを確認してください。

- 使用するネット・サービス名の接続記述子のSERVICE_NAMEパラメータで、リスナーに認識されるサービスが指定されていることを確認してください。

- 簡易接続ネーミングの接続識別子を使用した場合は、指定したサービス名がリスナーに認識されるサービスであることを確認してください。

- listener.logファイルにイベントがあるか確認してください。











	 TNS-12515: TNS: リスナーはこのプレゼンテーションに対するハンドラを検索できませんでした。 
	
原因: リスナーが認識するサービス・ハンドラは、接続するクライアントが必要とするプレゼンテーション・プロトコルをサポートするものとして登録されていません。


	
処置: 接続先サービスがプレゼンテーション・プロトコルを受け入れるように構成されていることを確認してください。









	 TNS-12516: TNS: リスナーは、一致するプロトコル・スタックが使用可能なハンドラを検出できませんでした。 
	
原因: SERVICE_NAMEの既知および使用可能なサービス・ハンドラが、クライアントのプロトコル・スタック(トランスポート、セッションおよびプレゼンテーション・プロトコル)をサポートしていません。


	
処置: SERVICE_NAMEのサービス・ハンドラ(ディスパッチャなど)が、リスナーに登録されているか、接続を許可されているか、および要求されたプロトコルをサポートするために適切に構成されているかどうかを確認してください。









	 TNS-12518: TNS: リスナーはクライアント接続をハンドオフできません。 
	
原因: クライアント接続を別のプロセスにハンドオフするプロセスが失敗しました。


	
処置: トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。リスナーおよびデータベース・インスタンスが、ダイレクト・ハンドオフに対して正しく構成されていることを確認してください。問題が解決されない場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 TNS-12519: TNS: 適切なサービス・ハンドラが見つかりません。 
	
原因: リスナーが、クライアント接続に適した使用可能なサービス・ハンドラを見つけられませんでした。


	
処置: lsnrctl servicesを実行し、インスタンスがリスナーに登録され、接続を受け入れていることを確認してください。









	 TNS-12520: TNS: リスナーは、要求したサーバー・タイプに使用可能なハンドラを検出できませんでした。 
	
原因: 要求したサーバー(専用または共有)・タイプの既知および使用可能なアクセス・ハンドラが、クライアント接続に不適切でした。


	
処置: lsnrctl servicesを実行し、インスタンスがリスナーに登録され、適切なハンドラが接続を受け入れていることを確認してください。









	 TNS-12521: TNS: リスナーは現在、接続識別子で要求されているインスタンスを認識していません 
	
原因: リスナーが、データベースまたは他のサービスとの接続を確立するための要求を受信した。リスナーが受信した接続記述子には、サービス名に加えて、リスナーに動的に登録されていないか、リスナーに対して静的に構成されていないインスタンス(通常はデータベース・インスタンス)のインスタンス名が指定されていました。これはリスナーが起動した後、データベース・インスタンスがリスナーに登録されるまでの間に発生した場合など、一時的な状況と考えられます。


	
処置:
- 少し待って、もう一度接続してください。

- lsnrctl services <listener name>を実行して、リスナーで現在認識されているインスタンスを確認してください。

- 接続記述子のINSTANCE_NAMEパラメータで、リスナーに認識されるインスタンス名が指定されていることを確認してください。

- listener.logファイルにイベントがあるか確認してください。











	 TNS-12522: TNS: リスナーは、指定されたINSTANCE_ROLEに使用可能なインスタンスを検出できませんでした 
	
原因: リスナーに登録されたデータベース・インスタンスが、使用可能および適切ではありません。データベース・インスタンスは、接続記述子で指定されたSERVICE_NAMEによって識別されるサービスの一部であり、指定されたINSTANCE_ROLE(および指定されている場合はINSTANCE_NAME)を持つ必要があります。


	
処置: 指定したINSTANCE_ROLEが正しいかどうかを確認してください。lsnrctl servicesを実行し、インスタンスがリスナーに登録され、適切なハンドラが接続の受入れが可能であることを確認してください。









	 TNS-12523: TNS: リスナーは、クライアント接続に適したインスタンスを検出できませんでした 
	
原因: リスナーが、クライアント接続に適した使用可能な(データベース・)インスタンスを見つけられませんでした。


	
処置: lsnrctl servicesを実行し、インスタンスがリスナーに登録され、READYであることを確認してください。









	 TNS-12524: TNS: リスナーは接続記述子に指定されたHANDLER_NAMEを解決できませんでした 
	
原因: CONNECT_DATAのHANDLER_NAMEが、指定したSERVICE_NAMEおよびINSTANCE_NAMEのリスナーの表に見つかりませんでした。


	
処置: 指定したHANDLER_NAMEが正しいかどうかを確認してください。









	 TNS-12525: TNS:リスナーは、クライアントのリクエストを許容時間内に受信しませんでした 
	
原因: クライアントが必要な接続情報を許容時間内に提供できなかったため、リスナーはクライアントを切断しました。ネットワークまたはシステムの遅延が原因の可能性があります。または、悪質なクライアントがリスナーでDoS攻撃しようとしていることを示しています。


	
処置: ネットワークまたはシステムの遅延が原因でエラーが発生した場合は、INBOUND_CONNECT_TIMEOUTを再構成して値を大きくしてください。不当なクライアントが原因と考えられる場合は、listener.logのアドレスを使用してソースを特定し、アクセスを制限します。トレースをオンにして詳細を調べてください。









	 TNS-12526: TNS:リスナー: 該当するインスタンスはすべて限定モードになっています 
	
原因: クライアントからリクエストされたサービスをサポートしているデータベース・インスタンスが、制限モードです。リスナーは、制限モードのインスタンスへの接続を許可しません。これは一時的な状況である可能性があります。たとえば、データベース管理の実行中などです。


	
処置: 再接続してください。エラーが繰り返される場合は、データベース管理者に連絡し、必要に応じてインスタンスのモードを変更してください。









	 TNS-12527: TNS:リスナー: インスタンスはすべて限定モードになっているか、新規接続をブロックしています 
	
原因: クライアントがリクエストしたサービスをサポートしている該当データベース・インスタンスすべてから、データベース・インスタンスが制限モードであるか、新規接続をブロックしていることが通知されました。リスナーは、この種のインスタンスへの接続を許可しません。これは一時的な状況である可能性があります。たとえば、インスタンスの起動時などです。


	
処置: 再接続してください。エラーが繰り返される場合は、データベース管理者に連絡し、インスタンスのステータスを確認してください。









	 TNS-12528: TNS:リスナー: 該当するインスタンスはすべて、新規接続をブロックしています 
	
原因: クライアントが要求したサービスをサポートしている全インスタンスから、新規接続をブロックしていることが通知されました。これは一時的な状況である可能性があります。たとえば、インスタンスの起動時などです。


	
処置: 再接続してください。エラーが繰り返される場合は、管理者に連絡し、インスタンスのステータスを確認してください。









	 TNS-12529: TNS: 接続要求は現行のフィルタ処理ルールに基づいて拒否されました 
	
原因: Connection Managerとリスナーの構成に使用されたフィルタ・ルールでは、接続要求を拒否するように指定されています。


	
処置: この接続要求を許可する必要がある場合は、管理者に連絡してフィルタ・ルールを変更してください。









	 TNS-12531: TNS: メモリーを割当てできません 
	
原因: 要求されたアクティビティを稼働する十分なメモリーを割当てできませんでした。


	
処置: TNS用のリソースを解放するか、マシン上にメモリーを追加してください。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。









	 TNS-12532: TNS: 引数が無効です。 
	
原因: 内部機能が無効パラメータを受信しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12533: TNS: ADDRESSパラメータが不正です。 
	
原因: 無効なプロトコル・アダプタ・パラメータが指定されました。このエラーは、プロトコルのトランスポートと接続できない場合に戻されます。


	
処置: 指定されたプロトコルを使用して、接続先に接続できるかどうかを確認してください。TNSNAMES.ORAのADDRESSセクション内のパラメータを確認してください。有効なADDRESSパラメータの形式は、ご使用のプラットフォームのオペレーティング・システムに固有のOracleマニュアルを参照してください。トランスポート・レイヤー(DECnetオブジェクト名など)で名前を解決するプロトコルが適切に構成されていなかったり、名前の綴りが誤っている場合、このエラーが発生しやすくなります。









	 TNS-12534: TNS: サポートされない操作です。 
	
原因: 内部機能が、(このマシン上で)サポートされていない操作の実行要求を受信しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12535: TNS: 操作はタイム・アウトしました。 
	
原因: 要求された操作は、タイムアウト期限内に完了できませんでした。


	
処置: 続いて表示されるエラー・メッセージを確認して、可能な処置を調べてください。続いてエラー・メッセージが明示的に表示されない場合は、SQLNET.LOGを調べてください。トレースをオンにして詳細を調べてください。









	 TNS-12536: TNS: この操作を行うと現行プロセスがブロックされます。 
	
原因: 非ブロックでの操作が指定されている現行のプロセスをブロックしようとしたため、内部操作は開始されませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 TNS-12537: TNS: 接続がクローズされました。 
	
原因: ファイル終わり条件に達したため、パートナが切断されました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 TNS-12538: TNS: そのようなプロトコル・アダプタはありません。 
	
原因: 要求されたプロトコル・アダプタ((PROTOCOL=..)のTNSアドレス内のキーワード値の組合せ)が見つかりません。指定されたアドレスの表記が正しい場合、プロトコル・アダプタはインストールされていません。


	
処置: プロトコル・アダプタをインストールするか、表記上のエラーを修正してください。注意: 指定されたアドレスが、サービス名を解決した結果から導出された場合、該当するファイル(TNSNAMES.ORA、LISTENER.ORAまたはSQLNET.ORA)内のアドレスを確認してください。









	 TNS-12539: TNS: バッファはオーバーフローまたはアンダーフローしました。 
	
原因: 受信データのバッファが小さすぎるか、送信データのバッファが大きすぎます。


	
処置: 通常、この制限(CONNECT DATAに対応付けられる)は、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行し、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12540: TNS: 内部制限を超えました。 
	
原因: 同時にオープンするTNS接続が多すぎます。


	
処置: 接続のクローズを待って、再試行してください。









	 TNS-12541: TNS: リスナーがありません。 
	
原因: リスナーが実行されていないため、接続要求が完了できませんでした。


	
処置: 指定された接続先アドレスが、リスナーが使用するアドレスの1つと一致しているかどうかを確認してください。TNSNAMES.ORAエントリと該当するLISTENER.ORAファイル(接続がConnection Managerを介している場合は、TNSNAV.ORA)を比較してください。リモート・マシン上のリスナーを開始してください。









	 TNS-12542: TNS: アドレスがすでに使用中です。 
	
原因: 指定されたリスナー・アドレスがすでに使用されています。


	
処置: 一意のアドレスでリスナーを開始してください。









	 TNS-12543: TNS: 接続先ホストに到達できません。 
	
原因: 接続先ホストに到達できません。


	
処置: ネットワーク・ドライバが機能し、ネットワークが稼働しているかどうかを確認してください。









	 TNS-12544: TNS: コンテキストの待機/テスト関数が異なります。 
	
原因: 2つのプロトコル・アダプタに、矛盾する待機/テスト関数があります。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12545: 接続に失敗しました。ターゲット・ホストまたはオブジェクトが存在しません。 
	
原因: 指定されたアドレスが有効でないか、接続先のプログラムがありません。


	
処置: ADDRESSパラメータが正しく入力されていることを確認してください。ノード名のパラメータが正しくない可能性があります。サーバーの実行可能プログラムが存在しているかどうかを確認してください(「oracle」が欠落している可能性があります)。プロトコルがTCP/IPである場合は、TNSNAMES.ORAファイルを編集して、ホスト名をIPアドレスに変更し、再試行してください。









	 TNS-12546: TNS: 許可が拒否されました。 
	
原因: 権限が不足しているため、ユーザーが要求した操作を実行できません。


	
処置: 必要な権限を取得して、再試行してください。









	 TNS-12547: TNS: 接続を失いました。 
	
原因: プロセスの起動中に、パートナが消失しました。


	
処置: 異常終了したパートナ・アプリケーションを調べてください。Interchangeの場合、マシンの負荷が高くなるとこのエラーが発生する可能性があります。









	 TNS-12548: TNS: 読込みまたは書込みが不完全です 
	
原因: データの受信または送信に失敗しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12549: TNS: オペレーティング・システム・リソース割当て制限を超えました。 
	
原因: 現行のユーザーが、オペレーティング・システム内に割り当てられたリソースを超えました。


	
処置: より多くのオペレーティング・システムのリソースを取得するか、異なる機能を実行してください。









	 TNS-12550: TNS: 構文エラー 
	
原因: 指定された接続記述子に不正な構文があります。


	
処置: TNSNAMES.ORAの接続記述子の構文を調べてください。









	 TNS-12551: TNS: キーワードがありません。 
	
原因: 指定された接続記述子に1つ以上のTNSキーワードがありません。


	
処置: 構文を確認して、すべての必須キーワードが指定されているかどうかを確認してください。









	 TNS-12552: TNS: 操作が中断されました。 
	
原因: 内部操作が中断され、操作を完了できませんでした。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12554: TNS: 現行の操作はまだ進行中です。 
	
原因: 内部操作がまだ進行中です。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12555: TNS: 許可が拒否されました。 
	
原因: 権限が不足しているため、ユーザーが要求した操作を実行できません。


	
処置: 必要な権限を取得して、再試行してください。









	 TNS-12556: TNS: 発呼者がいません。 
	
原因: TNSが受信接続要求を検出しましたが、コール元がいませんでした。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12557: TNS: プロトコル・アダプタがロード不能です。 
	
原因: プラットフォーム(OS/2など)によっては、プロトコル・アダプタが実行時にロードされます。プロトコル・アダプタの共有ライブラリ(またはDLL)が欠落しているか、サポートしているライブラリが欠落している場合に、このエラーが戻されます。


	
処置: 詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。トレース・ファイルには、ロードできなかった共有ライブラリ(またはDLL)の名前が記述されています。









	 TNS-12558: TNS: プロトコル・アダプタがロードされませんでした。 
	
原因: プラットフォーム(OS/2など)によっては、プロトコル・アダプタが実行時にロードされます。プロトコル・アダプタの共有ライブラリ(またはDLL)がロードされていない場合に、このエラーが戻されます。


	
処置: 詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。トレース・ファイルには、ロードされていない共有ライブラリ(またはDLL)の名前が記述されています。









	 TNS-12560: TNS: プロトコル・アダプタ・エラー 
	
原因: 一般的なプロトコル・アダプタ・エラーが発生しました。


	
処置: 使用しているアドレスを調べて、正しいプロトコルが指定されているかどうかを確認してください。このエラーを報告する前に、エラー・スタックを調べて下位レベルの通信エラーを確認してください。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。操作が完了したら、トレースをオフにしてください。









	 TNS-12561: TNS: 不明なエラーです。 
	
原因: 一般的なプロトコル・エラーが発生しました。


	
処置: 詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。









	 TNS-12562: TNS: 不正なグローバル・ハンドルです。 
	
原因: 内部エラーです。コール元からTNSに無効な'gbh'引数が渡されました。システムが古いライブラリにリンクされている可能性があります。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12564: TNS: 接続が拒否されました。 
	
原因: リモート・ユーザー(またはTNSソフトウェア)によって接続要求が拒否されました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。









	 TNS-12566: TNS: プロトコル・エラー 
	
原因: 予期しないTNSプロトコル・エラーが発生しました。


	
処置: 詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12569: TNS: パケット・チェックサムに失敗しました。 
	
原因: 受信したデータが送信したデータと異なります。


	
処置: トランザクションを再実行してください。エラーが繰り返される場合は、トレースをオンにして失敗した操作を再実行してください。









	 TNS-12570: TNS: パケット・リーダーに障害が発生しました。 
	
原因: データ受信中にエラーが発生しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12571: TNS: パケット・ライターに障害が発生しました。 
	
原因: データ送信中にエラーが発生しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12574: TNS: リダイレクションが拒否されました。 
	
原因: リダイレクションが必要なときに、コール元がリダイレクションを要求しなかったため、接続要求が失敗しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12575: TNS: dhctxビジー 
	
原因: 現在進行中のハンドオフのためにdhctxがすでにビジーであるため、dhctx経由のハンドオフに失敗しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12576: TNS: ハンドオフはこのセッションでサポートされていません 
	
原因: 確立されたセッションのハンドオフが試行されましたが、トランスポートがTCPであったか、またはこのセッションに対してNAオプションが有効にされていました。


	
処置: 転送設定とNAオプションを確認してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12578: TNS: ウォレットのオープンに失敗しました 
	
原因: 指定されたウォレットのオープン中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。









	 TNS-12582: TNS: 無効な操作です。 
	
原因: 内部機能が無効な要求を受信しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12583: TNS: リーダーがありません。 
	
原因: 送信操作が要求されましたが、パートナがすでに切断されています。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12585: TNS: データが切捨てられました。 
	
原因: ユーザーの要求を満たすにはデータが不足しているため、受信操作が完了しませんでした。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12589: TNS: 接続は継承可能ではありません。 
	
原因: プロトコル・プロバイダがサポートしないため、あるプロセスから他のプロセスへ接続を継承できませんでした。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12590: TNS: I/Oバッファがありません。 
	
原因: 使用可能なバッファがないため、I/O操作の実行に失敗しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12591: TNS: イベント信号障害 
	
原因: TNSソフトウェアは、イベント発生のシグナルを発することができません。


	
処置: 詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12592: TNS: パケットが不正です。 
	
原因: 不正なフォームのパケットがTNSソフトウェアによって発見されました。


	
処置: 詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12593: TNS: 登録済み接続がありません。 
	
原因: イベント通知の接続が登録されていないため、ネットワーク・イベント・アクティビティが要求できませんでした。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12595: TNS: 確認がありません。 
	
原因: TNSがリモート・パートナから要求された確認を得られません。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12596: TNS: 内部的に矛盾があります。 
	
原因: TNSが内部の矛盾を検出しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行し、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12597: TNS: 接続記述子がすでに使用中です。 
	
原因: 内部エラーです。接続記述子の使用が無効です。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12598: TNS: バナー登録に失敗しました。 
	
原因: Oracleデータベースでの製品バナーの登録に失敗しました。


	
処置: 通常、これは外部に表示されないエラーです。トレースを使用可能にし、エラーを再現してください。再びエラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12599: TNS: チェックサムの不一致 
	
原因: 受信したデータが送信したデータと異なります。


	
処置: トランザクションを再実行してください。エラーが繰り返される場合は、物理的な接続の整合性を確認し、修正してください。









	 TNS-12600: TNS: 文字列のオープンに失敗しました。 
	
原因: ORACLE NLS書式内の文字列の作成に失敗しました。


	
処置: これは内部エラーです。トレースを使用可能にし、エラーを再現してください。再びエラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12601: TNS: 情報フラグのチェックに失敗しました。 
	
原因: 接続のネゴシエーションの前のプロセスで設定されるTNS情報フラグが、ネゴシエーション完了後も存在しません。


	
処置: これは内部エラーです。トレースを使用可能にし、エラーを再現してください。再びエラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12602: TNS: 接続プールの制限に達しました 
	
原因: 現在のアクティブな接続が最大数に達したため、操作に失敗しました。接続プーリング機能が使用可能な場合、実エラーではない可能性があります。アプリケーションが後で操作を再発行すると、接続プール・スロットを取得して処理を続行できます。


	
処置: これは内部エラーです。トレースを使用可能にし、エラーを再現してください。再びエラーが発生した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12606: TNS: アプリケーション・タイムアウトが発生しました。 
	
原因: ネットワーク・セッションが、許容時間内にアプリケーション定義ステージに到達しませんでした。


	
処置: 通常、これは、高いレベルには表示されないエラーです。より高いレベルのエラーの説明の詳細に記述されているアプリケーション固有の処理を行ってください。









	 TNS-12607: TNS: 接続タイムアウトが発生しました 
	
原因: ネットワーク・セッションが、許容時間内に事前定義済の接続ステージに到達しませんでした。


	
処置: 通常、これは、高いレベルには表示されないエラーです。より高いレベルのエラーの説明の詳細に記述されているアプリケーション固有の処理を行ってください。









	 TNS-12608: TNS: 送信タイムアウトが発生しました 
	
原因: 送信操作または書込み操作が許容時間内に完了しませんでした。


	
処置: ピア・ホストが使用可能かどうかを確認してください。必要な場合は、送信タイムアウト値を大きくしてください。









	 TNS-12609: TNS: 受信タイムアウトが発生しました 
	
原因: 受信操作または読取り操作が許容時間内に完了しませんでした。


	
処置: ピア・ホストが使用可能かどうかを確認してください。必要な場合は、受信タイムアウト値を大きくしてください。









	 TNS-12611: TNS: 操作に移植性がありません。 
	
原因: 実行した操作に移植性がありません。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12612: TNS: 接続ビジー 
	
原因: 実行中のアクションまたは接続状態と競合するため、試行した操作は失敗しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12615: TNS: 優先使用エラーです。 
	
原因: イベントの通知が転送されていないため、イベントを処理する要求が失敗しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12616: TNS: イベント信号がありません。 
	
原因: 指定されたデータ型が不明であるため、処理に失敗しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12618: TNS: バージョンに互換性がありません。 
	
原因: 2つのマシンが、互換性のないTNSのバージョンで実行されています。


	
処置: バージョン番号を確認して、バージョンの低い方のマシンをアップグレードしてください。









	 TNS-12619: TNS: 要求されたサービスに権限付与できません。 
	
原因: 要求されたサービスが、ローカルTNSソフトウェアから提供されなかったため、接続要求が失敗しました。


	
処置: 必要に応じて、サービス要件を少なくして再実行してください。









	 TNS-12620: TNS: 要求された特性は使用不可能です。 
	
原因: 要求されたトランスポート特性が、リモートTNSソフトウェアによってサポートされなかったため、接続要求が失敗しました。


	
処置: 必要に応じて、要件を少なくして再実行してください。









	 TNS-12622: TNS: イベント通知の型が同種ではありません。 
	
原因: イベント通知の型が既存の登録と矛盾するため、イベント通知の接続が登録されませんでした。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行し、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12623: TNS: この状態での操作は無効です。 
	
原因: 接続は半二重方式です。全二重方式の接続操作が行われました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12624: TNS: 接続はすでに登録済みです。 
	
原因: すでに登録されているため、イベント通知の接続が登録されませんでした。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行し、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12625: TNS: 引数が欠落しています。 
	
原因: 引数が欠落しているため、操作に失敗しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行し、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12626: TNS: イベント型が不正です。 
	
原因: イベントの型が不正なため、イベント通知の接続が登録できませんでした。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行し、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12628: TNS: イベントのコールバックがありません。 
	
原因: 非同期コールバックが使用不可のため、イベント通知の接続が登録できませんでした。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行し、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12629: TNS: イベント・テストがありません。 
	
原因: イベントをテストする機能が使用不可のため、イベント通知の接続が登録できませんでした。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行し、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12630: 固有サービス操作がサポートされていません。 
	
原因: ユーザーによって要求された操作は、ネイティブ・サービス・コンポーネントにサポートされていません。


	
処置: 操作がサポートされている場合は、内部エラーの可能性があります。









	 TNS-12631: ユーザー名の検索に失敗しました。 
	
原因: 認証サービスが、ユーザー名の取得に失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、どのルーチンが失敗しているかを確認してください。









	 TNS-12632: ロール・フェッチに失敗しました。 
	
原因: 認証サービスが、ユーザー・ロールの1つの取得に失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、どのルーチンが失敗しているかを確認してください。









	 TNS-12633: 共用認証サービスがありません。 
	
原因: ユーザーの指定した認証サービス・リストは、プロセスによってサポートされているものと一致しません。


	
処置: 他のリストを指定するか、要求されたサービスと実行可能ファイルを再リンクしてください。









	 TNS-12634: メモリーの割当てに失敗しました 
	
原因: プロセスがメモリーを割当てできませんでした。


	
処置: 他のプロセスを終了し、必要なメモリーを再要求してください。









	 TNS-12635: 使用可能な認証アダプタがありません。 
	
原因: 実行可能ファイルが認証サービス・アダプタにリンクされていませんが、認証が必要かどうかを指定するsqlnet.oraパラメータにTRUEが設定されています。


	
処置: パラメータを無効にするか、サービス・アダプタと実行可能ファイルを再リンクしてください。









	 TNS-12636: パケット送信に失敗しました。 
	
原因: プロセスが、他のプロセスにパケットを送信できませんでした。考えられる原因は次のとおりです。
1. 送信先のプロセスが終了している。

2. 送信先のプロセスが実行中のマシンが停止した。

3. その他の通信エラーが発生した。




	
処置: 原因が不明な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12637: パケット受信に失敗しました。 
	
原因: プロセスが、他のプロセスからパケットを受信できませんでした。考えられる原因は次のとおりです。
1. 送信先のプロセスが終了している。

2. 送信先のプロセスが実行中のマシンが停止した。

3. その他の通信エラーが発生した。




	
処置: 原因が不明な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12638: 資格証明の取出しに失敗しました。 
	
原因: 認証サービスが、ユーザーの資格証明の取得に失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、エラーの原因を調べてください。









	 TNS-12639: 認証サービスの折衝に失敗しました。 
	
原因: クライアントがサポートしている認証サービスのタイプとサーバーが使用している認証サービスのタイプが一致していません。


	
処置: 考えられる解決方法は、次のとおりです。
1. 使用するサービスを指定するsqlnet.oraのエントリを変更します。

2. サーバーがサポートする認証サービス・アダプタの1つでクライアントに再リンクする。

3. クライアントがサポートする認証サービス・アダプタの1つでサーバーに再リンクする。

4. クライアントおよびサーバーの両方の認証を無効にする。











	 TNS-12640: 認証アダプタの初期化に失敗しました。 
	
原因: サービスの認証表エントリに指定された機能が失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、エラーの原因を調べてください。









	 TNS-12641: 認証サービスが初期化に失敗しました。 
	
原因: 初期化中に、認証サービスが失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、エラーの原因を調べてください。









	 TNS-12642: セッション鍵がありません。 
	
原因: 使用されている認証サービスがセッション鍵を使用していないため、プロセスに対応するセッション鍵がありません。


	
処置: セッション鍵が必要な場合は、他の認証サービスを使用してください。









	 TNS-12643: クライアントがサーバーから内部エラーを受信しました。 
	
原因: クライアント・プロセスが、Oracle Netネイティブ・サービスの内部エラーが発生したことを示すエラーをサーバーから受信しました。


	
処置: 両方のプロセスのトレースをオンにして、問題を再現してください。問題が再現した場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12645: パラメータが存在しません。 
	
原因: 値が必要なsqlnet.oraパラメータがありません。


	
処置: パラメータ・ファイルのパラメータを設定してください。









	 TNS-12646: ブール・パラメータに無効な値が指定されました。 
	
原因: パラメータに、TRUE/FALSEまたはON/OFF以外の値が設定されました。


	
処置: パラメータの値を修正してください。









	TNS-12647: 認証が必要です。 
	
原因: 認証が必要かどうかを制御するパラメータにTRUEが設定されましたが、実行可能ファイルにリンクしている認証サービスがありません。


	
処置: 認証サービス・アダプタと実行可能ファイルを再リンクするか、パラメータを無効にしてください。









	 TNS-12648: 暗号化またはデータ整合性アルゴリズム・リストが空です。 
	
原因: Oracle Advanced Securityのlist-of-algorithmsパラメータが空(()など)でした。


	
処置: リストを変更して、インストールされたアルゴリズムから1つ以上を指定してください。インストールされたすべてのアルゴリズムが該当する場合は、リスト全体を削除してください。









	 TNS-12649: 不明な暗号化またはデータ整合性のアルゴリズムです。 
	
原因: Oracle Advanced Securityのlist-of-algorithmsパラメータに承認されていないアルゴリズム名が含まれています。


	
処置: アルゴリズム名を削除するか、綴りの誤りを修正するか、または欠落しているアルゴリズムのドライバをインストールしてください。









	 TNS-12650: 共通の暗号化またはデータ整合性アルゴリズムがありません。 
	
原因: クライアントとサーバーに、共通の暗号化またはデータ整合性(あるいはその両方)のアルゴリズムがありません。


	
処置: オーバーラップするアルゴリズムのセットを選択してください。サーバー・リストにクライアントのアルゴリズムを選択して追加するか、その逆を行ってください。









	 TNS-12651: 暗号化またはデータ整合性アルゴリズムが受諾不能です。 
	
原因: サーバーが暗号化またはデータの整合性に使用するために選択したアルゴリズムは、クライアントに認められる選択ではありません。これは、内部エラー、ネットワーク・データの送信エラー、または送信データが誤って書き換えられたことによるものです。


	
処置: 詳細を調べるには、トレースをオンにして操作を再実行し、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	TNS-12652: 文字列が切り捨てられました。 
	
原因: 文字列に十分なメモリーが割り当てられていないため、切り捨てられます。


	
処置: 文字列を切り捨てても問題のない場合は、エラーにはなりません。そうでない場合は、より大きなバッファでエラーを通知したルーチンを再コールしてください。









	 TNS-12653: 認証制御機能に障害が発生しました。 
	
原因: 認証サービス・ドライバによって利用される制御機能が失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、エラーの原因を調べてください。









	 TNS-12654: 認証変換に失敗しました。 
	
原因: 認証サービスが、ユーザーの資格証明を特定の書式からORACLE形式に変換できませんでした。


	
処置: トレースを使用可能にして、エラーの原因を調べてください。









	 TNS-12655: パスワード・チェックに失敗しました。 
	
原因: 使用中の認証サービスが、指定されたパスワードを検証できません。


	
処置: トレースを使用可能にして、エラーの原因を調べてください。









	 TNS-12656: 暗号チェックサムが不適当です。 
	
原因: 受入れデータのパケットで受信した暗号のチェックサムが、受信の終わりで計算したチェックサムと一致しませんでした。パケットが書き換えられたか、または通信中に破損した可能性があります。


	
処置: データが破損したソースを調べてください。誤って書き換えられている可能性があります。









	 TNS-12657: アルゴリズムがインストールされていません。 
	
原因: サービスのアルゴリズムがインストールされていないにもかかわらず、接続でそのサービス(暗号またはチェックサムのどちらか)の使用が要求されました。


	
処置: そのサービスのON要件を削除してください。









	 TNS-12658: ANOサービスが必要ですが、TNSバージョンには互換性がありません。 
	
原因: 前のバージョンのTNSを実行しているクライアント・プロセスが接続しようとしましたが、サーバー・プロセスでANOサービス(認証、暗号化など)が必要だったため、接続に失敗しました。


	
処置: コールする実行可能ファイルを再リンクして接続を再試行するか、サーバー側で使用されるサービス要件を削除してください。









	 TNS-12659: 他のプロセスからエラーを受信しました。 
	
原因: 接続の反対側のプロセスのサービスから1つ以上のエラーを受け取りました。


	
処置: トレースを使用可能にし、エラーの原因を調べてください。サーバーが生成するエラーはクライアント側では意味がなく、またクライアントが生成するエラーはサーバー側では意味がないため、エラーは直接戻されません。









	 TNS-12660: 暗号化または暗号チェックサム・パラメータに互換性がありません。 
	
原因: 接続の一方が、暗号化または暗号チェックサムに「REQUIRED」を指定していますが、もう一方は、「REJECTED」を指定しています。


	
処置: 暗号化または暗号チェックサムが必須でない場合は、「REQUIRED」側を「REQUESTED」に変更してください。そうでない場合は、「REJECTED」側を「ACCEPTED」に変更してください。









	 TNS-12661: 使用されているプロトコル認証。 
	
原因: Oracle Advanced Security認証サービスが、使用中のOracle Net通信プロトコルをユーザーのID認証に使用可能と判断しました。


	
処置: このエラーは、認証サービスとOracle Netセッション・レイヤーの間で情報を通信するためにのみ使用され、通常は表示されません。このエラー・メッセージが表示された場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 TNS-12662: プロキシ・チケットの検索に失敗しました。 
	
原因: Oracle Netに使用される認証アダプタが、データベース・リンクの認証に必要な資格証明の取得に失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、エラーの原因を調べてください。









	 TNS-12663: クライアントに必要なサービスがサーバーで使用可能ではありません。 
	
原因: サーバー・プロセスで必要なサービスが、クライアント・プロセスで使用できませんでした。


	
処置: クライアントで必要なサービスを使用できるようにサーバーを構成してください(この方法をお薦めします)。または、クライアントの構成ファイルから要件を削除してください(これは、安全性が最も低い方法です)。









	 TNS-12664: サーバーで必要なサービスがクライアントで使用可能ではありません。 
	
原因: クライアント・プロセスで必要なサービスが、サーバー・プロセスで使用できませんでした。


	
処置: サーバーで必要なサービスを使用できるようにクライアントを構成してください(この方法をお薦めします)。または、サーバーの構成ファイルから要件を削除してください(これは、安全性が最も低い方法です)。









	 TNS-12665: NLS文字列のオープンに失敗しました。 
	
原因: ネイティブ・サービスが、各国語対応コンポーネントで使用できる文字列を作成できません。


	
処置: 各国語対応コンポーネントが適切かどうかを確認してください。適切な場合は、トレースを使用可能にして、カスタマ・サポートに問題を連絡してください。









	 TNS-12666: 専用サーバー: アウトバウンド・トランスポートのプロトコルがインバウンドと異なります。 
	
原因: 専用サーバー(データベース・リンク)から外部的に同一視されるアウトバウンド接続に、インバウンド接続と異なるプロトコルが指定されています。Oracle Netは、専用サーバーとの接続で使用するプロトコルと異なるプロトコルを使用するプロキシ接続を認証できません。


	
処置: インバウンド接続に使用するプロトコルと同じプロトコルを、アウトバウンド接続のOracle Net接続記述子に指定してください。









	 TNS-12667: 共有サーバー: アウトバウンド・トランスポート・プロトコルがインバウンドと異なります。 
	
原因: 共有サーバー(データベース・リンク)から外部的に同一視されるアウトバウンド接続に、インバウンド接続と異なるプロトコルが指定されています。Oracle Netは、共有サーバーとの接続で使用するプロトコルと異なるプロトコルを使用するプロキシ接続を認証できません。


	
処置: インバウンド接続に使用するプロトコルと同じプロトコルを、アウトバウンド接続のOracle Net接続記述子に指定してください。









	 TNS-12668: 専用サーバー: アウトバウンド・プロトコルがプロキシ接続をサポートしていません。 
	
原因: 専用サーバー(データベース・リンク)から外部的に同一視されるプロキシ接続の実行に、プロキシ接続をサポートしないプロトコルが指定されました。


	
処置: Oracle Net接続記述子に、外部認証プロキシ接続をサポートする接続に使用するプロトコルを指定してください。注意: Oracle Netの制限のため、プロキシ接続では、クライアントからサーバーへの接続に使用するプロトコルと同じプロトコルを使用する必要があります。









	 TNS-12669: 共有サーバー: アウトバウンド・プロトコルがプロキシ接続をサポートしていません。 
	
原因: 共有サーバー(データベース・リンク)から外部的に同一視されるプロキシ接続の実行に、プロキシ接続をサポートしないプロトコルが指定されました。


	
処置: Oracle Net接続記述子に、外部認証プロキシ接続をサポートする接続に使用するプロトコルを指定してください。注意: Oracle Netの制限のため、プロキシ接続では、クライアントからサーバーへの接続に使用するプロトコルと同じプロトコルを使用する必要があります。









	 TNS-12670: ロール・パスワードが正しくありません。 
	
原因: ロールに指定されたパスワードは、認証サービスによって、有効と認められませんでした。


	
処置: 正しいパスワードを指定してください。









	 TNS-12671: 共有サーバー: アダプタがコンテキストの保存に失敗しました。 
	
原因: 共有サーバーを使用してプロキシ接続(データベース・リンク)に必要なデータを保存するときに、認証サービスのアダプタが失敗しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、エラーの原因を調べてください。原因が不明な場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12672: データベースのログオンに失敗しました 
	
原因: 使用中の認証サービス・アダプタが、ユーザーのログオンを検証しているときにエラーを検出しました。


	
処置: トレースを使用可能にし、アダプタが検出したエラーの原因を調べてください。









	 TNS-12673: 専用サーバー: コンテキストが保存されていません。 
	
原因: 専用サーバーからプロキシ接続(データベース・リンク)としてマークされましたが、インバウンド・コンテキストが存在しません。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12674: 共有サーバー: プロキシ・コンテキストが保存されていません。 
	
原因: 共有サーバーからプロキシ接続(データベース・リンク)としてマークされましたが、インバウンド・コンテキストが存在しません。


	
処置: 通常、このエラーはユーザーには表示されません。Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12675: 外部ユーザー名は使用できません。 
	
原因: 使用中の認証サービスがOracleサーバーのユーザーの外部名を戻しませんでした。これは、まだ外部ユーザー名がサービスに使用できないためです。


	
処置: これは単なる情報メッセージであり、通常、ユーザーには表示されません。このエラーが表示される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12676: サーバーはクライアントから内部エラーを受信しました。 
	
原因: サーバー・プロセスが、Oracle Netネイティブ・サービスの内部エラーが発生したことを示すエラーをクライアントから受信しました。


	
処置: 両方のプロセスのトレースをオンにして、問題を再現してください。問題が繰り返される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 TNS-12677: 認証サービスはデータベース・リンクでサポートされません。 
	
原因: プロキシ接続(データベース・リンク)によって使用される認証サービスが、認証メカニズムのリストからクライアントが使用するアダプタを見つけることができませんでした。


	
処置: データベース・リンクに使用されるクライアントとサーバーで共有する認証アダプタを指定してください。









	 TNS-12678: 認証は使用禁止になっていますが必要です。 
	
原因: Oracle Advanced Security認証を使用禁止にするかどうかを制御する構成パラメータが、両方ともTRUEに設定されています。


	
処置: パラメータは両方ともFALSEに設定してください。









	 TNS-12679: 他のプロセスで固有サービスが使用禁止になっていますが必要です。 
	
原因: リモート・プロセスはネイティブ・サービスを使用禁止にしましたが、ローカル・プロセスは要求しています。


	
処置: リモート・プロセス上のネイティブ・サービスを使用可能にするか、それらをローカルで使用禁止にしてください。









	 TNS-12680: 固有のサービスが使用禁止になっていますが必要です。 
	
原因: プロセスはネイティブ・サービスを使用禁止にしましたが、1つ以上のサービスが要求されています。


	
処置: ネイティブ・サービスを使用可能にするか、使用可能なサービスが要求されないように構成ファイルを変更してください。









	 TNS-12681: ログインに失敗しました: SecurIDカードにPINコードがありません。 
	
原因: Oracleへのログオンに使用されたSecurIDカードには、PINコードが割り当てられていません。


	
処置: Security Dynamics社製のプログラムの1つを使用して、カードにPINコードを割り当ててください。









	 TNS-12682: ログインに失敗しました: SecurIDカードは次のPRNモードにあります。 
	
原因: SecurIDカードとSecurIDサーバーの同期が取れていません。サーバーは、カードを再度同期化するために、次のカードコードを必要としています。


	
処置: Security Dynamics社製のプログラムの1つを使用して、SecurIDカードを再度同期化してください。









	 TNS-12683: 暗号化/暗号チェックサム: Diffie-Hellmanシードがありません 
	
原因: Oracle Advanced SecurityのSQLNET.ORAパラメータ・ファイルに、sqlnet.crypto_seedパラメータがありません。


	
処置: SQLNET.ORAにsqlnet.crypto_seed = "randomly-chosen text"の1行を追加してください。









	 TNS-12684: 暗号化/暗号チェックサム: Diffie-Hellmanシードが小さすぎます。 
	
原因: Oracle Advanced SecurityのSQLNET.ORAパラメータ・ファイルのsqlnet.crypto_seedパラメータが小さすぎます。


	
処置: Oracle Network Managerを使用するなどして、ランダムに選択したテキストをパラメータに追加してください。









	 TNS-12685: リモートで必要な固有サービスが、ローカルにありません。 
	
原因: リモート・サービスではネイティブ・サービスが要求されましたが、ネイティブ・サービスはローカルでは使用禁止になっています。


	
処置: ネイティブ・サービスをローカルで使用可能にするか、ネイティブ・サービスが要求されないように、リモート・ホスト上の構成パラメータを変更してください。









	 TNS-12686: サービスに指定されたコマンドが無効です。 
	
原因: 存在しない操作がネイティブ・サービスに指定されました。


	
処置: これはプログラム・エラーであり、通常、ユーザーには表示されません。このエラーが表示される場合は、Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	TNS-12687: 資格証明が期限切れです。 
	
原因: 要求された接続でユーザーの認証に使用された資格証明が期限切れになりました。


	
処置: 新しい資格証明を使用してください。方法は、ご使用のNetwork Authentication Adapterのドキュメントを参照してください。









	 TNS-12688: ログインに失敗しました: SecurIDサーバーが新規PINコードを拒否しました。 
	
原因: SecurIDサーバーがPINコードを拒否する場合、次の原因が考えられます。
- ユーザーに自分のPINコードを構成する権限がありません。

- PINコードが長すぎるか短かすぎます。有効なPINコードの構成は4から8文字です。

- PINコードに英数字以外の文字が含まれています。




	
処置: 操作を再実行して、これらの要件を満たすPINコードを使用しているかどうかを確認してください。エラーが繰り返される場合は、接続のOracleデータベース側のトレースをオンにし、トレース・ファイルでエラーの原因を調べてください。









	 TNS-12689: サーバー認証が必要ですが、サポートされません。 
	
原因: この接続でサーバー認証が必要になりましたが、接続の両側によってサポートされていません。


	
処置: 接続の両側に正しいバージョンのSecure Network Serviceがあることを確認してください。また、認証アダプタがサーバー認証をサポートすることを確認してください。









	 TNS-12690: サーバー認証に失敗しました。ログインは取り消されました。 
	
原因: サーバー認証が必要になりましたが、サーバーの資格証明がクライアントによって無効になっていました。


	
処置: サーバーに有効な設定の資格証明があることを確認してください。方法は、認証アダプタのドキュメントを参照してください。









	 TNS-12696: 暗号化オプションの両方がオンになっています。ログインできません。 
	
原因: ANO暗号化オプションおよび暗号化オプションがオンになっている保護プロトコル・アダプタが使用されました。


	
処置: 可能な場合、ANO暗号化オプションまたはプロトコル・アダプタ暗号化オプションをオフにしてください。方法は、『Oracle Advanced Security管理者ガイド』を参照してください。









	 TNS-12699: 固有サービスの内部エラーです。 
	
原因: ネイティブ・サービスで内部エラーが発生しました。


	
処置: トレースを使用可能にして、エラーの原因を調べてください。Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。














98 NNC-00001からNNC-00501



	 NNC-00001: 最大数の接続がすでにオープンされています 
	
原因: 使用可能なすべてのネーム・サービス接続で要求を処理しています。


	
処置: ネーム・サーバーの実行中に問題が発生した場合は、names.max_open_connectionsの値を増やしてください。クライアント・プログラムで問題が発生した場合、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	NNC-00002: ストリームstringのリスニングでエラーが発生しました。 
	
原因: ネーム・サーバーが指定されたアドレスでリスニングすることを要求されましたが、失敗しました。アドレスに誤りがあるか、インストールされていないSQL*Netプロトコル・アダプタを使用したためです。


	
処置: アドレスが正しい形式で指定され、システムにインストールされているプロトコル・アダプタを使用していることを確認してください。









	NNC-00003: ストリームstringのオープンでエラーが発生しました。 
	
原因: ネーム・サーバーまたはクライアント・プログラムで他のサーバーへの接続をオープンしようとして失敗しました。サーバーが停止しているか、サーバーへのネットワーク・パスが機能を停止しているためと考えられます。通常、このエラーは、より詳細に問題を記述するエラーに続いて表示されます。


	
処置: 接続先サーバーが正しいアドレスでリスニング中であり、2つのエンド・ポイント間にネットワーク接続があることを確認してください。









	 NNC-00004: 接続が無効です。 
	
原因: ネーム・サーバーまたはクライアント・プログラムから他のサーバーへの接続が切断されました。サーバーが停止されたか、サーバーへのネットワーク・パスが機能を停止しているためと考えられます。通常、このエラーは、より詳細に問題を記述するエラーに続いて表示されます。


	
処置: 接続先サーバーが正しいアドレスで実行中およびリスニング中であり、2つのエンド・ポイント間にネットワーク接続があることを確認してください。









	 NNC-00005: ストリーム・サブシステムを初期化できません。 
	
原因: ネーム・サービス・ストリーム・サブシステムが起動できません。TNSエラー・メッセージ・ファイルが見つからない可能性があります。


	
処置: SQL*Netが正しくインストールされ、すべてのメッセージ・ファイルが正しい位置にあることを確認してください。









	 NNC-00050: メッセージ・フォーマット・エラーです。 
	
原因: ネーム・サーバーまたはネーム・サーバーのプログラム・インタフェースから不正なネーム・サーバーのメッセージが受信されました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNC-00051: メッセージ内容エラーです。 
	
原因: ネーム・サーバーまたはネーム・サーバーのプログラム・インタフェースから不正なネーム・サーバーのメッセージが受信されました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNC-00052: クライアントとサーバー・プロトコルのバージョンが非互換です。 
	
原因: ネーム・サーバーまたはネーム・サーバーのプログラム・インタフェースが、プロトコルのバージョンに互換性がないネーム・サーバーのメッセージを受信しました。このエラーは、クライアントとサーバーが様々なプロトコルで通信しようとしている場合に発生します。


	
処置: クライアントおよびサーバーの古いソフトウェアを、互換性のある新しいソフトウェアにアップグレードしてください。









	 NNC-00053: メッセージの送受信中にASN.1エラーが発生しました。 
	
原因: ネーム・サーバーまたはネーム・サーバー・プログラム・インタフェースがメッセージを送信または受信しようとしましたが、ASN.1エラーのために失敗しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	NNC-00400: メモリーが足りません 
	
原因: プログラム・インタフェースのメモリーが足りません。


	
処置: メモリーを追加するか、または実行するプロセスを減らしてください。









	 NNC-00401: プログラム・インタフェース初期化に失敗しました。 
	
原因: ネーム・サーバーのプログラム・インタフェースを初期化できません。TNSまたはネーム・サーバーのエラー・メッセージ・ファイルの欠落が原因と考えられます。


	
処置: SQL*Netが正しくインストールされ、すべてのメッセージ・ファイルが正しい位置にあることを確認してください。









	 NNC-00402: プログラム・インタフェース初期化解除に失敗しました。 
	
原因: 内部機能によるネーム・サーバーのプログラム・インタフェースの初期化解除中に発生した内部エラーです。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNC-00403: プログラム・インタフェースが初期化されていません。 
	
原因: 内部機能が、まだ初期化されていないネーム・サービスのプログラム・インタフェースを初期化解除しようとしました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	NNC-00404: 供給されたバッファ・サイズstringが最小値stringより小さいです。 
	
原因: コール元からネーム・サーバーのプログラム・インタフェースに供給されたメモリー・バッファが、インタフェースの要件に対し小さすぎます。通常、このエラーは、より詳細に問題を記述するエラーに続いて表示されます。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	NNC-00405: ネットワーク障害が発生しました。 
	
原因: クライアント・プログラムとネーム・サーバー間のネットワーク接続に障害が発生しました。サーバーが停止されたか、サーバーへのネットワーク・パスが機能を停止しているためと考えられます。通常、このエラーは、より詳細に問題を記述するエラーに続いて表示されます。


	
処置: ネーム・サーバー管理者に連絡し、接続先サーバーが使用しているアドレスで実行中およびリスニング中であり、2つのエンド・ポイント間にネットワーク接続があることを確認してください。









	 NNC-00406: 名前"string" がありません。 
	
原因: 存在していないグローバル名に関連する情報を要求しました。


	
処置: 存在するグローバル名を使用し、失敗した操作を再試行してください。









	 NNC-00407: 名前リクエストの別名ループです。 
	
原因: グローバル名に関連する情報を取得しようとするときに、ネーム・サービスが別名ループを検出しました。別名ループは、別名Xが他の別名Yを指すとき、そのYもまた、データを含むグローバル名ではなく、Xを指している場合に発生します。


	
処置: ネーム・サーバーの管理者に連絡し、別名ループを調査および修正してください。









	 NNC-00408: 名前"string"はありますが必要なデータがありません。 
	
原因: グローバル名に関連した情報を要求しました。名前は存在しますが、必要な情報のタイプが含まれていません。


	
処置: 必要な名前が含まれているタイプを使用して、失敗した操作を再試行してください。









	 NNC-00409: 一時名前サービスは使用できません。 
	
原因: クライアントの要求を処理できるネーム・サーバーがないか、ネーム・サーバーが一時的にクライアントの要求を処理できません。通常、この状態は一時的なもので、プログラム・インタフェースがネーム・サーバー要求を発行したが、優先サーバーから適時に応答が返ってこなかった場合に発生します。このような遅延は、一時的にネットワークやネーム・サーバーの負荷が大きい場合に発生します。


	
処置: 操作を再試行してください。エラーが繰り返される場合は、クライアントおよび優先ネーム・サーバー間のネットワークが接続されていることを確認し、ネーム・サーバーの管理者に連絡して、ネーム・サーバーが実行中であることを確認してください。









	 NNC-00410: 優先サーバー・アドレス・リストが無効です。 
	
原因: sqlnet.ora内のnames.preferred_serversパラメータの形式が誤っています。


	
処置: アドレス・リストが正しい形式になっているかどうか確認してください。









	 NNC-00411: デフォルト・ゾーン名"string"が無効です。 
	
原因: sqlnet.ora内のnames.default_domainパラメータが無効です。


	
処置: パラメータの値が有効なグローバル名であることを確認してください。グローバル名で使用できる文字については、ドキュメントを参照してください。









	 NNC-00412: 名前"string"が無効です。 
	
原因: ネーム・サーバーのプログラム・インタフェースに、無効なグローバル名を処理するように指定されました。


	
処置: 有効なドメイン名を指定してください。エラーの原因が内部機能にある場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	NNC-00413: 一般障害が発生しました。 
	
原因: 特定のエラー状況には該当しないネーム・サーバーのプログラム・インタフェース・エラーが発生しました。通常、このエラーの後に、より特定された低レベルの情報が表示されます。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNC-00414: 名前-値文字列"string"が無効です。 
	
原因: 無効な名前-値文字列がネーム・サーバーのプログラム・インタフェースに渡されました。


	
処置: ネーム・サーバーの制御プログラムを使用している場合を除き、通常、ユーザーには表示されません。制御プログラムを使用するときにエラーが発生する場合、有効な名前-値文字列引数で、失敗した操作を再試行してください。そうでない場合、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNC-00415: セクション識別子stringが無効です。stringからstringの間に設定してください。 
	
原因: 内部機能が、無効な引数でネーム・サーバーのプログラム・インタフェースをコールしました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	NNC-00416: ユーザー・コールバック・ファンクションがエラー番号stringを戻しました 
	
原因: 内部機能が、無効な引数でネーム・サーバーのプログラム・インタフェースをコールしました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNC-00417: 名前"string"があります。 
	
原因: コール元が、すでに存在する名前を新しいグローバル名として作成しようとしています。


	
処置: ネーム・サーバーの制御プログラムを使用している場合を除き、通常、ユーザーには表示されません。制御プログラムを使用するときにエラーが発生する場合、まだ存在していない名前で、失敗した操作を再試行してください。そうでない場合、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNC-00418: 子がいるので、名前"string"を変更できません。 
	
原因: コール元でグローバル名を削除または変更しようとしましたが、ネーム・スペースでこの名前の下に子の名前があるため変更できません。


	
処置: ネーム・サーバーの制御プログラムを使用している場合を除き、通常、ユーザーには表示されません。制御プログラムを使用するときにエラーが発生する場合、リーフ・ノードの名前で、失敗した操作を再試行してください。そうでない場合、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNC-00419: 認可サーバーに到達できません。 
	
原因: 操作を受け取ったサーバーが要求に指定された名前を所有せず、その名前を所有するサーバーの位置が確認できないため、ネーム・サーバー要求を処理できません。通常、このエラーは一時的なもので、要求を受け取るサーバーと要求の最終的な接続先サーバー間の経路が切断されているか、または最終的な接続先が停止しているために発生します。


	
処置: ネーム・サーバーの制御プログラムを使用している場合を除き、通常、ユーザーには表示されません。通常、エラーは一時的なものであるため、通常は失敗した操作を再試行することで解決します。エラーが繰り返される場合は、失敗した操作を処理できるネーム・サーバーが停止しているか、またはアクセスできない状態である可能性があります。ネーム・サーバーの管理者に連絡し、サイトのネーム・サーバーが実行中であり、正しく構成されていることを確認してください。









	 NNC-00420: 操作できません。 
	
原因: 操作を受け取ったサーバーがそれを処理することが許可されていないため、ネーム・サーバー要求を処理できません。問題が発生するのは、通常、管理者がなんらかの理由で特定のサーバーで要求処理を使用禁止にしたためと考えられます。


	
処置: ネーム・サーバー管理者に連絡し、要求を処理できなくなっている理由を調べてください。









	 NNC-00421: 修正の指定stringが無効です。stringからstringの間に設定してください。 
	
原因: 内部機能が、無効な引数でネーム・サーバーのプログラム・インタフェースをコールしました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNC-00422: データ型名"string"が無効です。 
	
原因: ネーム・サーバーのプログラム・インタフェースへ無効なデータ型名を渡しました。


	
処置: ネーム・サーバーの制御プログラムを使用している場合を除き、通常、ユーザーには表示されません。制御プログラムを使用するときにエラーが発生する場合、有効な型の名前で、失敗した操作を再試行してください。そうでない場合、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	NNC-00423: データ・アイテム構文コードstringが無効です。 
	
原因: ネーム・サーバーのプログラム・インタフェースへ無効なデータ型コードを渡しました。


	
処置: ネーム・サーバーの制御プログラムを使用している場合を除き、通常、ユーザーには表示されません。制御プログラムを使用するときにエラーが発生する場合、有効な型の名前で、失敗した操作を再試行してください。そうでない場合、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNC-00424: アドレス"string"が無効です。 
	
原因: ネーム・サーバーのプログラム・インタフェースへ無効なアドレス値を渡しました。


	
処置: ネーム・サーバーの制御プログラムを使用している場合を除き、通常、ユーザーには表示されません。制御プログラムを使用するときにエラーが発生する場合、有効なアドレス引数で、失敗した操作を再試行してください。そうでない場合、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	NNC-00425: メタデータ違反です。 
	
原因: コール元が、ネーム・サーバーの変更要求を発行しましたが、データ型メタデータ制約に違反するため、その要求は処理されません。


	
処置: ネーム・サーバーの制御プログラムを使用している場合を除き、通常、ユーザーには表示されません。制御プログラムの使用中にエラーが発生する場合は、操作中のデータ型に対するメタデータ制約を調べ、それに違反しないでください。典型的な制約違反の例には、新規データ項目をすでに別名情報を持つ名前に追加しようとする、別名情報をすでにその他のデータを持つ名前に追加しようとする、データ項目を誤った構文を持つ他の項目で置換しようとするなどがあります。制御プログラム外でエラーが発生する場合、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNC-00426: データ型が無効です。 
	
原因: コール元でデータ項目を作成しようとしましたが、そのデータ項目の型が存在しないため作成できません。


	
処置: ネーム・サーバーの制御プログラムを使用している場合を除き、通常、ユーザーには表示されません。制御プログラムを使用するときにエラーが発生する場合、現在のデータ型で、操作を再試行してください。そうでない場合、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNC-00427: サーバーがこのバージョンのプロトコルをサポートしていません。 
	
原因: ネーム・サーバーまたはネーム・サーバーのプログラム・インタフェースが、プロトコルのバージョンに互換性がないネーム・サーバーのメッセージを受信しました。このエラーは、クライアントとサーバーが様々なプロトコルで通信しようとしている場合に発生します。


	
処置: クライアントおよびサーバーの古いソフトウェアを、互換性のある新しいソフトウェアにアップグレードしてください。









	 NNC-00428: メタデータのデータ・アイテムが無効です。 
	
原因: 無効なメタデータのデータ・アイテムが、ネーム・サーバーのプログラム・インタフェースに渡されました。


	
処置: ネーム・サーバーの制御プログラムを使用している場合を除き、通常、ユーザーには表示されません。制御プログラムを使用するときにエラーが発生する場合、有効なメタデータ引数で、失敗した操作を再試行してください。そうでない場合、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNC-00429: 8進数文字列リテラル"string"が無効です。 
	
原因: 無効な8進数文字列の値が、ネーム・サーバーのプログラム・インタフェースに渡されました。


	
処置: ネーム・サーバーの制御プログラムを使用している場合を除き、通常、ユーザーには表示されません。制御プログラムを使用するときにエラーが発生する場合、有効な8進数文字列引数で失敗した操作を再試行してください。そうでない場合、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNC-00430: データベースにアクセスできません。 
	
原因: 異なるネーム・サーバー間の一貫性のためにデータベースを使用すると、すべての変更操作では、キャッシュのみでなくデータベースも変更されます。そのとき、そのデータベースがアクセス不可であると、このエラーが発生します。


	
処置: ネーム・サーバーの制御プログラムを使用している場合を除き、通常、ユーザーには表示されません。制御プログラムを使用するときにエラーが発生する場合、データベースが使用可能なことを確認してから操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNC-00431: NSのアドレスが現行のアドレスのいずれとも一致しません。 
	
原因: ドメインを委任するとき、ネーム・サーバーのアドレスはクライアントによって渡されます。ネーム・サーバーがすでに存在する場合、対応付けられたアドレスがすでにあります。そのため、クライアントによって渡されたアドレスは、すでにあるアドレスの1つと一致している必要があります。一致しない場合、エラーが発生します。


	
処置: ネーム・サーバーの制御プログラムを使用している場合を除いて、通常、ユーザーには表示されません。制御プログラムを使用しているときにエラーが発生する場合は、ネーム・サーバーの既存のアドレスの1つを渡すか、または新しいネーム・サーバーにドメインを委任してください。









	NNC-00500: 警告: "string"パラメータ値は無効です。stringに設定します。 
	
原因: 指定されたパラメータ値が無効です。


	
処置: パラメータ値が正しい形式であることを確認してください。ブール・パラメータ値に対する有効な値はTRUE、FALSE、YES、NO、ONおよびOFFです。









	 NNC-00501: 警告: "string"パラメータ値はnumberからnumberの間で設定する必要があります。numberに設定します。 
	
原因: 指定したパラメータ値が、無効または有効な範囲境界値を超えています。


	
処置: エラー・テキストで示されたパラメータ値が、有効な最小値から最大値の間の数値であることを確認してください。














99 NNO-00050からNNO-00854



	 NNO-00050: 構成データに重大なエラーがあります。サーバーが稼働しません。 
	
原因: サーバーの構成データに問題があるため、サーバーを起動できません。


	
処置: ログ・ファイルにある前回のエラー・メッセージに、停止の実際の要因が記述されています。この問題は、ネットワーク上に複数の管理領域があり、委任ポイントが正確でない場合に頻繁に発生します。Oracle Namesのドキュメントで領域委任に関する項を参照して、その指示に従ってください。









	 NNO-00051: ドメイン数numberが最大数numberを超えました。最初のnumberがロードされます。 
	
原因: サーバーの構成に、そのサーバーでサポートできるドメイン数より多いドメインが含まれています。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00052: ドメイン記述リストが無効です。 
	
原因: サーバーの構成に、無効なドメイン記述リストが含まれています。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00053: ドメイン"string"の記述が重複しています。 
	
原因: サーバーの構成で、ドメイン記述リストの中に重複したドメインの記述がありました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00054: ドメイン名"string"が無効です。 
	
原因: サーバーの構成で、ドメイン記述に無効な名前がありました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00055: ドメインの最小合計"string"が無効です。 
	
原因: サーバーの構成で、ドメイン記述に無効な最小TTLがありました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00056: 警告: ドメインの最小TTLはnumberからnumberの間です。number秒に設定してください。 
	
原因: サーバーの構成で、ドメイン記述に無効な最小TTLがありました。このエラーは致命的ではありません。サーバーは、自動的にTTLをデフォルト値に設定します。この値は、通常の使用では標準的な値です。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00057: トポロジ・データのロードと検査を行っています。 
	
原因: サーバーが正常に起動されているときに、この情報メッセージがログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00058: 構成データベースからトポロジ・データをロードできません。 
	
原因: 構成データベースからサーバーのトポロジ・データをロードしようとして発生したエラーです。詳細な情報がある場合は、このエラーの下に表示されます。このエラーが発生すると、サーバーは停止します。


	
処置: データベースが稼働しているかどうか、Oracle Network Managerで指定されているデータベース名およびパスワードが正しいかどうかを確認してください。Oracle Names Serverとデータベースの間にSQL*Net接続が可能であることも確認してください。チェックポイント・データを使用してサーバーを強制的に起動する場合は、names.no_region_databaseパラメータをTRUEに設定し、サーバーを起動してください。チェックポイント・データが使用できない場合は、サーバーは停止します。









	 NNO-00059: トポロジ・チェックポイント・ファイル名を作成できません。 
	
原因: サーバーは、システム依存のファイル名を作成できませんでした。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。詳細を調べるには、トレースをオンにして、サーバーを再起動してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00060: チェックポイント・ファイル"string"からサーバー・トポロジをロードしています。 
	
原因: names.no_region_databaseパラメータをTRUEに設定して、最新のトポロジ・チェックポイント・ファイルがサーバーにロードされると、この情報メッセージがログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00061: ドメイン"string"にデータをロードしています。 
	
原因: サーバーが正常に起動されているときに、この情報メッセージがログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00062: 構成データベースからドメイン・データをロードできません。 
	
原因: 構成データベースからサーバーのドメイン・データをロードしようとして発生したエラーです。詳細な情報がある場合は、このエラーの下に表示されます。このエラーが発生すると、サーバーは停止します。


	
処置: データベースが稼働しているかどうか、Oracle Network Managerで指定されているデータベース名およびパスワードが正しいかどうかを確認してください。Oracle Names Serverとデータベースの間にSQL*Net接続が可能であることも確認してください。チェックポイント・データを使用してサーバーを強制的に起動する場合は、names.no_region_databaseパラメータをTRUEに設定し、サーバーを起動してください。チェックポイント・データが使用できない場合は、サーバーは停止します。









	 NNO-00063: ドメイン・チェックポイント・ファイル名を作成できません。 
	
原因: サーバーは、システム依存のファイル名を作成できませんでした。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。詳細を調べるには、トレースをオンにして、サーバーを再起動してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00064: チェックポイント・ファイル"string"からドメイン・データをロードしています。 
	
原因: names.no_region_databaseパラメータをTRUEに設定して、最新のドメイン・チェックポイント・ファイルがサーバーにロードされると、この情報メッセージがログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00065: チェックポイント・ファイル"string"からキャッシュ・データをロードしています。 
	
原因: サーバーが正常に起動されているときに、この情報メッセージがログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00066: サーバーは、管理領域のリロード・チェックをnumber秒後に行ないます。 
	
原因: この情報メッセージは、Oracle Network ManagerまたはOracle Names制御プログラムがサーバーにリロード・リクエストを送信すると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00067: サーバーのリロード・チェックのカウントダウンは異常終了しました。 
	
原因: この情報メッセージは、Oracle Names制御プログラムが事前にサーバーに送信されたリロード要求を停止すると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00068: 警告: 管理領域のリロード・チェックが失敗しました。次のチェックはnumber秒後に行われます。 
	
原因: この警告は、サーバーが構成データが変更されていないかどうかを調べるために構成データベースに接続しようとして失敗したときに、発行されます。サーバーは、リロード・チェックを自動的に再発行し、連続3日間接続に失敗すると、再発行を停止します。


	
処置: データベースが稼働しているかどうか、Oracle Network Managerで指定されているデータベース名およびパスワードが正しいかどうかを確認してください。Oracle Names Serverとデータベースの間にSQL*Net接続が可能であることも確認してください。









	 NNO-00069: 警告: 管理領域のリロード・チェックの失敗が多すぎるため、チェックは無効になりました。 
	
原因: この警告は、サーバーが連続して3日間構成データベースに接続できない場合に発行されます。サーバーは、リロード・チェックを使用不可にします。リロード・チェックは、Oracle Network ManagerまたはOracle Names制御プログラムで再び使用可能にできます。


	
処置: データベースが稼働しているかどうか、Oracle Network Managerで指定されているデータベース名およびパスワードが正しいかどうかを確認してください。Oracle Names Serverとデータベースの間にSQL*Net接続が可能であることも確認してください。チェックポイント・データを使用してサーバーを強制的に起動する場合は、names.no_region_databaseパラメータをTRUEに設定し、サーバーを起動してください。チェックポイント・データが使用できない場合は、サーバーは停止します。









	 NNO-00070: 管理領域が変更されています。ドメイン・データをリロードしています。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーの構成データが変更され、サーバーが新しい構成を構成データベースからリロードすると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00071: キャッシュ・チェックポイント・ファイル名を作成できません 
	
原因: サーバーは、システム依存のファイル名を作成できませんでした。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。詳細を調べるには、トレースをオンにして、サーバーを再起動してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00072: リージョン・データベースをロードしています 
	
原因: 異常ありません。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。詳細を調べるには、トレースをオンにして、サーバーを再起動してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00073: リージョン・データベースからサーバー構成をロードしています 
	
原因: サーバーが正常に起動されているときに、この情報メッセージがログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNO-00074: サーバーstringからリージョンをダウンロードしています 
	
原因: サーバーが正常に起動されているときに、この情報メッセージがログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00080: ドメイン"string"は、親がすでに委任されているため、委任できません 
	
原因: 内部委任エラーが発生しました。委任は、Oracle Network Managerによって制御されます。Oracle Network Managerは、正しい委任ルールを施行します。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00081: ドメイン"string"にネーム・サーバーがありません。 
	
原因: 内部構成エラーが発生しました。Oracle Network Managerは、Oracle Names Serverを正しく構成する必要があります。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00082: ドメイン"string"に自分の名前"string"がネーム・サーバーとしてありません。 
	
原因: 内部構成エラーが発生しました。Oracle Network Managerは、Oracle Names Serverを正しく構成する必要があります。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00083: ドメイン"string" サーバー"string"にアドレスがありません。 
	
原因: 内部構成エラーが発生しました。Oracle Network Managerは、Oracle Names Serverを正しく構成する必要があります。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00084: ドメイン"string"は認証ドメイン・リストにありません。 
	
原因: 内部構成エラーが発生しました。Oracle Network Managerは、Oracle Names Serverを正しく構成する必要があります。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00104: 行string: 構文エラーです。データは無視されました。 
	
原因: サーバーのドメイン・データに構文エラーがありました。このメッセージは、サーバーの内部チェックポイント・ファイルが破損している場合にも表示されます。問題のレコードはロードされませんが、サーバーはデータのロードを続行します。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00105: 行string: 名前"string"は無効です。データは無視されました。 
	
原因: サーバーのドメイン・データに無効なグローバル名がありました。問題のレコードはロードされませんが、サーバーはデータのロードを続行します。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00106: 行string: TTL"string"は無効です。データは無視されました。 
	
原因: サーバーのドメイン・データに無効なTTLがありました。問題のレコードはロードされませんが、サーバーはデータのロードを続行します。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00107: 行string: 古いチェックポイント・データは無視されます。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバー起動時に、サーバーのキャッシュ・チェックポイント・ファイルに古くなったキャッシュ・データが見つかった場合に表示されます。このメッセージは、通常のサーバー起動処理の一部です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00108: 行number: number秒のTTLはドメイン最小値numberより小さいです。最小値を使用します。 
	
原因: サーバーのドメイン・データに無効なTTL値がありました。問題のレコードはロードされませんが、サーバーはデータのロードを続行します。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00109: 行string: データ型名"string"は無効です。データは無視されました。 
	
原因: サーバーのドメイン・データに無効なデータ型名がありました。問題のレコードはロードされませんが、サーバーはデータのロードを続行します。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00110: 行string: データ型"string"が不明です。データは無視されました。 
	
原因: サーバーのドメイン・データに不明なデータ型名がありました。問題のレコードはロードされませんが、サーバーはデータのロードを続行します。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00111: 行string: データ型"string"の構文"string"は"string"です。データは無視されました。 
	
原因: サーバーのドメイン・データに無効なデータ型構文がありました。問題のレコードはロードされませんが、サーバーはデータのロードを続行します。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00112: 行string: データ型"string"が重複しています。無視されました。 
	
原因: サーバーのドメイン・データに重複したレコードがありました。問題のレコードはロードされませんが、サーバーはデータのロードを続行します。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00113: 行string: 別名データがすでに存在しています。他のデータはすべて無視されました。 
	
原因: サーバーのドメイン・データに、同じグローバル名を持つ、別名および別名以外のデータがありました。問題のレコードはロードされませんが、サーバーはデータのロードを続行します。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00114: 行string: 別のデータが存在します。別名データは無視されました。 
	
原因: サーバーのドメイン・データに、同じグローバル名を持つ、別名および別名以外のデータがありました。問題のレコードはロードされませんが、サーバーはデータのロードを続行します。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00115: 行string: 単一値のデータ型"string"です。他のインスタンスは無視されました。 
	
原因: 名前および型が同じレコードが複数見つかりましたが、この型は1つの名前にはレコードを1つのみ許可します。問題のレコードはロードされませんが、サーバーはデータのロードを続行します。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00116: 警告: データ型"string"(stringロード) 
	
原因: サーバーのドメイン・データにデータ型が無効なレコードがありました。


	
処置: 処置は必要ありません。データを調整すると、この警告はなくなります。









	 NNO-00117: 行string: データ型がありません。データは無視されました。 
	
原因: サーバーのドメイン・データにデータ型がないレコードがありました。問題のレコードはロードされませんが、サーバーはデータのロードを続行します。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00118: 行string: データ長stringが最長stringを超えています。データは無視されました。 
	
原因: 内部制限を超えた長さのレコードが見つかりました。問題のレコードはロードされませんが、サーバーはデータのロードを続行します。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00119: 行string: サーバー名"string"に対し権限がありません。データは無視されました。 
	
原因: サーバーのドメイン・データに権限のないグローバル名がありました。問題のレコードはロードされませんが、サーバーはデータのロードを続行します。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00120: 行string: トポロジ名"string"はここでは、使用できません。 
	
原因: サーバーのドメイン・データに無効なレコードがありました。問題のレコードはロードされませんが、サーバーはデータのロードを続行します。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	NNO-00121: LDIFファイルstringのオープンに失敗しました: エラー = number 
	
原因: サーバーのドメイン・データに無効なレコードがありました。問題のレコードはロードされませんが、サーバーはデータのロードを続行します。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	NNO-00122: 無効な名前、データが無視されました: エントリ: string 
	
原因: サーバーのドメイン・データに無効なグローバル名がありました。問題のレコードはロードされませんが、サーバーはデータのロードを続行します。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00123: ノード"string"には権限を持つ上位ノードがありません、データは無視されます 
	
原因: ドメイン・データのオブジェクトが、サーバーが認可するドメインにありません。問題のレコードはロードされませんが、サーバーはデータのロードを続行します。


	
処置: データの非一貫性について確認し、認可ドメイン外のトポロジ定義またはドメイン・データのエラーを修正してください。









	 NNO-00150: 警告: ヒント・リストが無効です。ヒントはロードされません。 
	
原因: サーバーの構成に、無効なヒント記述リストが含まれています。サーバーは処理を続行しますが、ヒントはロードされません。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00151: 警告: ドメイン"string"に対するヒントを無視します。サーバーは認証があります。 
	
原因: サーバーの構成に、サーバーの管理領域のドメインに対するヒントが含まれています。ヒントは無視され、サーバーは処理を続行します。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00152: 警告: ヒント数numberが最大数numberを超えました。最初のnumberがロードされます。 
	
原因: サーバーのヒント・リストにヒントが多すぎます。サーバーは、指定された最大数のヒントをロードし、残りのヒントは無視して処理を続行します。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00153: 警告: ヒント・ドメインnumberの名前"string"が無効です。ヒント・ドメインは無視されます。 
	
原因: サーバーの構成で、ヒント・ドメインに無効な名前がありました。ドメインは無視され、サーバーは処理を続行します。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00154: 警告: ヒントnumberのサーバー名"string"が無効です。ヒントは無視されます。 
	
原因: サーバーの構成で、ヒントに無効なサーバー名がありました。ヒントは無視され、サーバーは処理を続行します。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00155: 警告: ヒントnumberにアドレスがありません。ヒントは無視されます。 
	
原因: サーバーの構成で、サーバーのアドレスがないヒントがありました。ヒントは無視され、サーバーは処理を続行します。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00156: 警告: ヒントnumberのアドレス長numberが最大長numberを超えています。ヒントは無視されます。 
	
原因: サーバーの構成で、アドレス長が内部制限を超えているヒントがありました。ヒントは無視され、サーバーは処理を続行します。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00157: 警告: ヒントnumberに無効なアドレスがあります。ヒントは無視されました。 
	
原因: サーバーの構成で、アドレスが無効なヒントがありました。ヒントは無視され、サーバーは処理を続行します。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00158: 警告: ヒント・ドメイン数numberが最大数numberを超えています。最初のnumberのみロード。 
	
原因: サーバーのヒント・ドメイン・リストが長すぎます。サーバーは、指定された最大数のヒント・ドメインをロードし、残りのヒント・ドメインは無視して処理を続行します。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00159: 警告: ヒント・ドメインnumber 名前"string"は重複しているので無視されます。 
	
原因: サーバーのヒント・ドメイン・リストに重複したドメインがありました。重複は無視され、サーバーは処理を続行します。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00160: 警告: ヒント・サーバー"string"は重複しているので無視されます。 
	
原因: サーバーのヒント・サーバー・リストに重複したサーバーがありました。重複は無視され、サーバーは処理を続行します。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00250: 管理領域の記述が無効です。 
	
原因: サーバーの起動時に、無効な管理領域の記述が見つかりました。このエラーが発生すると、サーバーの起動は中止されます。管理領域の記述が、サーバーのnames.ora構成ファイルに保管されています。


	
処置: names.oraのnames.admin_regionパラメータが正しいかどうかを確認してください。names.oraファイルはOracle Network Managerによって自動的に生成されますが、管理者はファイルをいつでも編集できるので、管理者による変更がエラーの原因となることがあります。ファイルが1度も変更されていない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	NNO-00251: 管理領域パラメータstringがありません。 
	
原因: サーバーの管理領域の記述に必要なパラメータがありません。このエラーが発生すると、サーバーの起動は中止されます。管理領域の記述が、サーバーのnames.ora構成ファイルに保管されています。


	
処置: names.oraのnames.admin_regionパラメータが正しいかどうかを確認してください。names.oraファイルはOracle Network Managerによって自動的に生成されますが、管理者はファイルをいつでも編集できるので、管理者による変更がエラーの原因となることがあります。ファイルが1度も変更されていない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00252: 管理領域パラメータstringの値"string"が無効です。 
	
原因: サーバーの管理領域の記述に無効なパラメータがあります。このエラーが発生すると、サーバーの起動は中止されます。管理領域の記述が、サーバーのnames.ora構成ファイルに保管されています。


	
処置: names.oraのnames.admin_regionパラメータが正しいかどうかを確認してください。names.oraファイルはOracle Network Managerによって自動的に生成されますが、管理者はファイルをいつでも編集できるので、管理者による変更がエラーの原因となることがあります。ファイルが1度も変更されていない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00253: 管理領域パラメータstringの長さstringが最大長stringを超えています。 
	
原因: サーバーの管理領域の記述に長さが内部制限を超えているパラメータがあります。このエラーが発生すると、サーバーの起動は中止されます。管理領域の記述が、サーバーのnames.ora構成ファイルに保管されています。


	
処置: names.oraのnames.admin_regionパラメータが正しいかどうかを確認してください。names.oraファイルはOracle Network Managerによって自動的に生成されますが、管理者はファイルをいつでも編集できるので、管理者による変更がエラーの原因となることがあります。ファイルが1度も変更されていない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00254: 警告: パラメータstringの値はnumberからnumberまでです。number秒に設定します。 
	
原因: サーバーの管理領域の記述に無効な値を持つパラメータがあります。値は、多くのアプリケーションに適したデフォルト値に設定され、サーバーは処理を続行します。管理領域の記述が、サーバーのnames.ora構成ファイルに保管されています。


	
処置: names.oraのnames.admin_regionパラメータが正しいかどうかを確認してください。names.oraファイルはOracle Network Managerによって自動的に生成されますが、管理者はファイルをいつでも編集できるので、管理者による変更がエラーの原因となることがあります。ファイルが1度も変更されていない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00255: ROSを初期化できません。 
	
原因: サーバーの起動時にROSが初期化できませんでした。このエラーにより、サーバーは停止しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00256: 管理領域"string"を使用します。 
	
原因: サーバーの起動時に表示される情報メッセージです。後で管理者が診断に使用できるように、管理領域の名前が表示されます。このメッセージは、通常のサーバー起動処理の一部です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00257: 警告: リージョン・ストアからシリアル番号を取得できません 
	
原因: 構成データベースのシリアル番号を取得しようとして発生したエラーです。このエラーは、サーバーが構成データベースにアクセスできない場合に発生します。このエラーがサーバーの起動時に発生すると、サーバーは停止します。このエラーがサーバーの操作中(リロード可能かどうかを調べるために、定期的にシリアル番号をチェックしているとき)に発生すると、サーバーは一時的な障害が発生したと判断して、しばらくしてから操作を繰り返します。連続3日間失敗すると、サーバーは別のエラーを記録し、シリアル番号のロード操作を停止します。


	
処置: 最初に、Netadminプログラムがこのネーム・サーバーのサーバー構成をエクスポートしていることを確認してください。次に、データベースが稼働していること、その名前とパスワードがOracle Network Managerで指定されているとおり正しいこと、およびOracle Names Serverとデータベースの間にSQL*Net接続があることを確認してください。サーバーの起動時にエラーが発生した場合は、names.no_region_databaseパラメータをTRUEに設定すると、チェックポイント・データを使用してサーバーを強制的に起動できます。チェックポイント・データが使用できない場合は、サーバーは停止します。









	 NNO-00258: 構成データベースから構成をロードできません。 
	
原因: 構成データベースからサーバーの構成をロードしようとして発生したエラーです。詳細な情報がある場合は、このエラーの下に表示されます。このエラーが発生すると、サーバーは停止します。


	
処置: データベースが稼働しているかどうか、Oracle Network Managerで指定されているデータベース名およびパスワードが正しいかどうかを確認してください。Oracle Names Serverとデータベースの間にSQL*Net接続が可能であることも確認してください。チェックポイント・データを使用してサーバーを強制的に起動する場合は、names.no_region_databaseパラメータをTRUEに設定し、サーバーを起動してください。チェックポイント・データが使用できない場合は、サーバーは停止します。









	 NNO-00259: 構成表がインストールされていないか、アクセスできません。 
	
原因: 構成データベースが正しくインストールされていません。


	
処置: Oracle Network Managerとそのデータベースが正しくインストールされているかどうかを確認してください。









	 NNO-00260: チェックポイント・ファイル"string"から構成データをロードしています。 
	
原因: names.no_region_databaseパラメータをTRUEに設定して、最新の構成チェックポイント・ファイルがサーバーにロードされると、この情報メッセージがログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00261: 構成チェックポイント・ファイル名を作成できません。 
	
原因: サーバーは、システム依存のファイル名を作成できませんでした。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。詳細を調べるには、トレースをオンにして、サーバーを再起動してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00262: 警告: チェックポイント・ファイル"string"に書き込めません。 
	
原因: 指定されたチェックポイント・ファイルに書込みできません。この問題は、ファイルシステムの保護設定が原因で発生します。このエラーは致命的ではありませんが、サーバーでチェックポイント・データが作成されません。構成データベースが次のサーバー起動時に使用できない場合、チェックポイント・データがないと、names.no_region_databaseパラメータを使用して、サーバーを強制的に起動できません。


	
処置: エラー・メッセージに示されたファイルに対する書込み権限がサーバーにあるかどうかを確認してください。









	 NNO-00263: 構成データベースでエラーが発生しました。 
	
原因: 構成データベースへのアクセス中に発生したエラーです。データベースが使用できない場合、またはデータベースとのSQL*Net接続が切断されている場合にも、このエラーは発生します。


	
処置: データベースが稼働しているかどうか、Oracle Network Managerで指定されているデータベース名およびパスワードが正しいかどうかを確認してください。Oracle Names Serverとデータベースの間にSQL*Net接続が可能であることも確認してください。チェックポイント・データを使用してサーバーを強制的に起動する場合は、names.no_region_databaseパラメータをTRUEに設定し、サーバーを起動してください。チェックポイント・データが使用できない場合は、サーバーは停止します。









	 NNO-00264: 構成データベース問合せがデータを戻しませんでした。 
	
原因: 構成データベースからデータをフェッチしようとしましたが、データが見つかりませんでした。


	
処置: このエラーは、より具体的なエラーの下に示されます。問題の原因は、そのエラーを調べてください。









	 NNO-00265: 警告: チェックポイント・ファイルからデータをロードできません。 
	
原因: チェックポイント・データを使用してサーバーを起動しようとしましたが、チェックポイント・データが読み込めませんでした。エラー・スタック上のこの後のエラーに、問題についての詳細な説明があります。


	
処置: エラー・メッセージに示されたファイルが存在するかどうか、サーバーに、そのファイルに対する読込み権限があるかどうかを確認してください。









	 NNO-00266: 構成データベースで文書"string"が見つかりません。 
	
原因: 構成データベースからサーバーの構成IDを取得しようとして、エラーが発生しました。このエラーは、サーバーが構成データベースにアクセスできない場合に発生します。このエラーが発生すると、サーバーは停止します。


	
処置: データベースが稼働しているかどうか、Oracle Network Managerで指定されているデータベース名およびパスワードが正しいかどうかを確認してください。Oracle Names Serverとデータベースの間にSQL*Net接続が可能であることも確認してください。チェックポイント・データを使用してサーバーを強制的に起動する場合は、names.no_region_databaseパラメータをTRUEに設定し、サーバーを起動してください。チェックポイント・データが使用できない場合は、サーバーは停止します。









	 NNO-00267: 警告: サーバー: "string"に対する構成データが構成データベースにありません。 
	
原因: 構成データベースに正しく接続できましたが、このサーバー名に関連する構成情報が見つかりませんでした。名前は、サーバーのnames.ora構成ファイルに指定されています。多くの場合、このエラーはサーバーの構成がNetadminプログラムからエクスポートされていないために発生します。


	
処置: Netadminプログラムがこのネーム・サーバーのサーバー構成をエクスポートしていることを確認してください。









	 NNO-00268: 警告: 構成データベースは使用されておらず、かわりにチェックポイント・データが使用されています。 
	
原因: names.no_region_databaseパラメータをTRUEに設定して構成データベースにアクセスせずに、チェックポイント・データを使用してサーバーを起動すると、この情報メッセージが表示されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNO-00269: 構成データベースのバージョンはstringですが、サーバーには、バージョンstring以上が必要です 
	
原因: データベースのバージョンが正しくないため、サーバーは指定された構成データベースを使用できません。


	
処置: Network Manager提供のドキュメント変換ユーティリティを実行して、ネットワークを再度エクスポートしてください。変換ユーティリティは、古いドキュメントをネーム・サーバーが認識できるバージョンにアップグレードします。









	NNO-00270: Oracleエラーstring 
	
原因: 構成データベースへのアクセス中にOracleエラーが発生しました。データベースが使用できない場合、またはデータベースとのSQL*Net接続が切断されている場合にも、このエラーは発生します。


	
処置: データベースが稼働しているかどうか、Oracle Network Managerで指定されているデータベース名およびパスワードが正しいかどうかを確認してください。Oracle Names Serverとデータベースの間にSQL*Net接続が可能であることも確認してください。チェックポイント・データを使用してサーバーを強制的に起動する場合は、names.no_region_databaseパラメータをTRUEに設定し、サーバーを起動してください。チェックポイント・データが使用できない場合は、サーバーは停止します。









	NNO-00271: 警告: names.ora領域のバージョンがstringですが、ネットワーク定義のバージョンはstringです。 
	
原因: names.oraの領域記述がネットワーク定義と同期が取れていません。


	
処置: ネットワーク定義を使用してネーム・サーバーが実行できれば、処置は必要ありません。安全のため、ネットワーク定義と一貫性があるようにnames.oraを更新しておいてください。









	 NNO-00272: 行string: 無効なDIT/DNです 
	
原因: 領域の記述で、DIT/DNの構文エラーがあります。


	
処置: エラーを修正し、サーバーを再起動してください。









	 NNO-00300: リスナー・アドレスが指定されていません。1つ以上必要です。 
	
原因: サーバーの構成でリスナー・アドレスが指定されていません。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00301: number秒後にサーバーが停止します。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーがOracle Names制御プログラムから停止要求を受け取ると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNO-00302: サーバーが停止しました。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーが停止すると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNO-00303: サーバー"string"が起動しました。プロセスIDは: numberです。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーが正常に起動すると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00304: リスナー・アドレスstringの長さstringが最大長stringを超えています。 
	
原因: サーバーのリスナー・アドレスの中に、長さが内部制限を超えているものがあります。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	NNO-00305: トレース・レベルがnumberからnumberに変更されました。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーがOracle Names制御プログラムからの要求に応答してトレース・レベルを変更すると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00306: サーバーの停止までのカウントダウンは異常終了しました。 
	
原因: この情報メッセージは、Oracle Names制御プログラムが事前にサーバーに送信された停止要求を停止すると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00307: サーバー名"string"が無効です。 
	
原因: サーバーの名前が無効です。名前は、サーバーのnames.ora構成ファイルに指定されています。


	
処置: names.oraのnames.server_nameパラメータが正しいかどうかを確認してください。names.oraファイルはOracle Network Managerによって自動的に生成されますが、管理者はファイルをいつでも編集できるので、管理者による変更がエラーの原因となることがあります。ファイルが1度も変更されていない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00308: number秒後にサーバーが再起動します。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーがOracle Names制御プログラムから再起動要求を受け取ると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNO-00309: サーバーを再起動しています。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーが再起動すると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00310: サーバーの再起動までのカウントダウンは異常終了しました。 
	
原因: この情報メッセージは、Oracle Names制御プログラムが事前にサーバーに送信された再起動要求を停止すると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00311: リスナー・アドレスのリストが無効です。 
	
原因: サーバーの構成に無効なリスナー・アドレスのリストがありました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00312: リスナー・アドレスstringが無効です。 
	
原因: サーバーの構成に無効なリスナー・アドレスのリストがありました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	NNO-00313: サーバーのパスワード長stringが最大長stringを超えています。 
	
原因: サーバーのパスワード長が内部制限を超えています。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00314: トレース・レベルをnumberからnumberに変更中にエラーが発生しました。レベルは変更されません。 
	
原因: Oracle Names制御プログラムの要求に応答して、トレース・レベルを変更しようとして発生したエラーです。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。詳細を調べるには、トレースをオンにして、サーバーを再起動してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	NNO-00315: サーバーはアドレスstringでリスナーを実行しています。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーの起動中に、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00316: 統計カウンタのリセットが無効です。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーがOracle Names制御プログラムからの要求に応答して統計カウンタのリセットを無効にすると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00317: 統計カウントのリセット間隔をnumber秒に変更しました。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーがOracle Names制御プログラムからの要求に応答して統計カウンタのリセット間隔を変更すると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00318: 次の統計カウンタのリセットを上書きします。number秒後にリセットします。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーがOracle Names制御プログラムからの要求に応答して統計カウンタをリセットすると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00320: サーバー名パラメータがありません。 
	
原因: names.server_nameパラメータがありません。名前は、サーバーのnames.ora構成ファイルに指定されています。


	
処置: names.oraのnames.server_nameパラメータが正しいかどうかを確認してください。names.oraファイルはOracle Network Managerによって自動的に生成されますが、管理者はファイルをいつでも編集できるので、管理者による変更がエラーの原因となることがあります。ファイルが1度も変更されていない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00321: 統計カウンタのダンプが無効です。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーがOracle Names制御プログラムからの要求に応答して統計のダンプを無効にすると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00322: 統計カウンタのダンプ間隔をnumber秒に変更しました。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーがOracle Names制御プログラムからの要求に応答して統計カウンタのダンプ間隔を変更すると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00323: 次の統計カウンタのダンプを上書きします。number秒後にダンプを実行します。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーがOracle Names制御プログラムからの要求に応答して統計カウンタをダンプすると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00326: サーバーの統計カウンタのダンプが続きます。 
	
原因: この情報メッセージは、統計カウンタのダンプの開始時にログ・ファイルに書き込まれます。このメッセージの後には一連のサーバーの統計が表示され、最後にダンプの終了を示す別の情報メッセージが表示されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00327: サーバーの統計カウンタのダンプが終了します。 
	
原因: この情報メッセージは、統計カウンタのダンプの終了時にログ・ファイルに書き込まれます。このメッセージの前には一連のサーバーの統計が表示されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00328: サーバーが統計カウンタを0にリセットします。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーがOracle Names制御プログラムからの要求に応答して統計カウンタを0(ゼロ)にリセットすると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00329: number秒でサーバーに構成ファイルが保存されます。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーがOracle Names制御プログラムからの要求に応答して構成を構成ファイルに保存すると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00330: サーバーにconfigファイル"string"が保存されました。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーがOracle Names制御プログラムからの要求に応答して構成を構成ファイルに保存すると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00331: 新規の値stringのstringは、構成保管表への保存時にエラーが発生しました。 
	
原因: この情報メッセージは、集合演算が実行され、保存する必要がある変更を構成保管表に保存できない場合に、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNO-00332: 警告: リージョンではシリアル番号はnumberからnumberに削減して格納されます。 
	
原因: この情報メッセージは、リージョン・データベースのシリアル番号が、サーバーが前回リージョン・データをロードしたときのシリアル番号よりも小さいことをサーバーが発見すると、ログ・ファイルに書き込まれます。通常は、リージョンが更新されるたびにシリアル番号は増加するため、これは不自然な状況です。このリージョン・データベースまたは他のリージョン表に対して、手動で不正な変更または予期しない変更が行われ、その結果としてシリアル番号が減少した可能性があります。


	
処置: 管理者は、シリアル番号が減少した原因を調べてください。









	 NNO-00333: 警告: ROS admin_region型は廃止です; SQLを使用します。 
	
原因: names.admin_regionに設定された値は、廃止されたROS型です。


	
処置: 処置は必要ありません。管理者は、値を適切な型(おそらくSQL、あるいはLDAPまたはLDIF)に設定してください。









	 NNO-00334: リージョン・ロード障害: ROS admin_region型numberはサポートされていません。 
	
原因: names.admin_regionに設定された値は、廃止されたROS型です。


	
処置: 処置は必要ありません。管理者は、値を適切な型(おそらくSQL、あるいはLDAPまたはLDIF)に設定してください。









	 NNO-00600: 警告: 転送先の数numberが最大数numberを超えています。最初のnumberをロードします。 
	
原因: サーバーの構成で、デフォルトの転送先が多すぎます。サーバーは、指定された最大数の転送先をロードしますが、残りの転送先は無視して処理を続行します。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00601: 警告: 転送先はありません。「デフォルトの転送先のみに転送」は無視されます。 
	
原因: サーバーの構成で「デフォルトの転送先のみに転送」が使用可能になっていましたが、デフォルトの転送先がありませんでした。サーバーは要求を無視し、処理を続行します。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00602: 警告: 転送先numberに無効なアドレスがあります。転送先は無視されます。 
	
原因: デフォルトの転送先リストの中に、アドレスが無効な転送先がありました。転送先定義は無視され、サーバーは処理を続行します。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00603: すべてのリクエスト処理を可能にします。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーがOracle Names制御プログラムからのリクエストに応答してリクエスト処理を可能にすると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00604: すべてのリクエスト処理を使用不可にします。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーがOracle Names制御プログラムからのリクエストに応答してリクエスト処理を使用不可にすると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00605: 変更リクエストを使用可能にします。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーがOracle Names制御プログラムからのリクエストに応答してリクエスト要求を使用可能にすると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00606: 変更リクエストを使用不可にします。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーがOracle Names制御プログラムからのリクエストに応答してリクエスト要求を使用不可にすると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00607: サーバーはデフォルトの転送先のみに転送します。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーの構成で「デフォルトの転送先のみに転送」が使用可能なときに、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00608: 受取ったメッセージが壊れています。 
	
原因: サーバーが、壊れた要求を受け取りました。要求は無視されます。


	
処置: 一時的なネットワーク上の問題により、要求が壊れています。壊れたメッセージを多く受け取った場合は、トレースをオンにして、詳細な情報を入手してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00609: 警告: 転送先numberのアドレス長 : numberが最大長 : numberを超えています。転送先は無視されます。 
	
原因: サーバーの構成に、アドレス長が内部制限を超えている転送先があります。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00610: 名前"string"を含む別名でループが発生している可能性があります。 
	
原因: サーバーが、指定された名前を含む別名ループを検出しました。ある別名「X」が他の別名「Y」を指しており、それがアドレスや他のネーム・サーバーのデータではなく、「X」を指していると、別名ループが発生します。このループには複数のホップが含まれている場合もありますが、基本的には同じです。管理者がネットワーク・データの入力を誤ったり、ある管理領域の別名が他の管理領域のデータを指している場合に、ループが発生します。


	
処置: Oracle Names制御プログラムを使用して、指定された名前を問い合せてください。制御プログラムは別名パスを記述するため、この情報を使用して、正しくない名前および誤ったデータのある管理領域を見つけてください。









	 NNO-00611: 「リクエストの転送」を使用不可にします。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーがOracle Names制御プログラムからのリクエストに応答してリクエストの転送を使用不可にすると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00612: 「リクエストの転送」を使用可能にします。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーがOracle Names制御プログラムからのリクエストに応答してリクエストの転送を使用可能にすると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00613: システム問合せの「リクエストの転送」を使用不可にします。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーが生成する問合せで「リクエストの転送」属性を使用不可にすると、ログ・ファイルに書き込まれます。このメッセージは、Oracle Names制御プログラムからのリクエストに応答して表示されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00614: システム問合せの「リクエストの転送」を使用可能にします。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーが生成する問合せで「リクエストの転送」属性を使用可能にすると、ログ・ファイルに書き込まれます。このメッセージは、Oracle Names制御プログラムからのリクエストに応答して表示されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00615: 「デフォルトの転送先のみに転送」を使用不可にします。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーがOracle Names制御プログラムからのリクエストに応答して「デフォルトの転送先のみに転送」を使用不可にすると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00616: 「デフォルトの転送先のみに転送」を使用可能にします。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーがOracle Names制御プログラムからのリクエストに応答して「デフォルトの転送先のみに転送」を使用可能にすると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00617: システム問合せの「高信頼度をリクエスト」を使用可能にします。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーが生成する問合せで「高信頼度をリクエスト」属性を使用可能にすると、ログ・ファイルに書き込まれます。このメッセージは、Oracle Names制御プログラムからのリクエストに応答して表示されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00618: システム問合せの「高信頼度をリクエスト」を使用不可にします。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーが生成する問合せで「高信頼度をリクエスト」属性を使用不可にすると、ログ・ファイルに書き込まれます。このメッセージは、Oracle Names制御プログラムからのリクエストに応答して表示されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00622: 警告: 名前: "string"の自動リフレッシュの失敗が多すぎます。問合せは時間切れです。 
	
原因: 自動リフレッシュ問合せが発行されて、連続して3日間エラーが戻されると、自動リフレッシュ・キューから問合せが削除され、警告がログに書き込まれます。この問合せは、Oracle Names制御プログラムから再起動できます。


	
処置: このメッセージの前に、問合せが失敗したという警告が多数示されます。Oracle Names制御プログラムを使用して、失敗した問合せを調べてください。問合せを要求されたサーバーが稼働しているかどうか、問合せを発行したサーバーと要求されたサーバーの間でネットワーク接続が確立しているかどうかを確認してください。









	 NNO-00623: 自動リフレッシュ再試行間隔をnumber秒に設定します。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーがOracle Names制御プログラムからのリクエストに応答して自動リフレッシュ再試行間隔を変更すると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00624: 自動リフレッシュ時間切れ期間をnumber秒に設定します。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーがOracle Names制御プログラムからのリクエストに応答して自動リフレッシュ時間切れ期間を変更すると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00625: 名前"string"タイプ"string"の自動リフレッシュを上書きします。number秒後にリフレッシュを実行します。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーが次の自動リフレッシュ問合せの発行時間を変更すると、ログ・ファイルに書き込まれます。このメッセージは、Oracle Names制御プログラムからのリクエストに応答して表示されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00626: 「デフォルトの転送先のみに転送」を使用可能にできません。デフォルトの転送先がありません。 
	
原因: Oracle Names制御プログラムが、DEFAULT-FORWARDERS-ONLYモードを使用可能にするためにリクエストを発行しましたが、サーバーにデフォルトの転送先がないため、リクエストは無視されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00627: 名前"string"タイプ"string"の自動リフレッシュを取り消します。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーがOracle Names制御プログラムからのリクエストに応答して自動リフレッシュ・キューから問合せを削除すると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNO-00628: 問合せ当たりの最大再転送をnumberに設定します 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーがOracle Names制御プログラムからのリクエストに応答して最大再転送数を変更すると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00629: 警告: 転送先リストが無効です。デフォルトの転送先がロードされていません。 
	
原因: サーバーの構成に、無効な転送先記述リストが含まれています。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00630: リクエスト処理遅延をnumber秒に設定します。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーがOracle Names制御プログラムからのリクエストに応答して人工的な要求処理遅延を設定すると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00631: 警告: フォワーダ: numberの名前: "string"が無効です。フォワーダは無視されます。 
	
原因: サーバーの構成で、サーバー名が無効な転送先記述がありました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00632: 警告: 転送先: numberにアドレスがありません。転送先は無視されます。 
	
原因: サーバーの構成で、アドレスのない転送先記述がありました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00633: サーバー"string"を含む致命的委任ループが発生しています。 
	
原因: リクエストの転送中に、致命的委任ループが検出されました。サーバーのトポロジ・データでリクエスト自身への転送が指定されていると、ループが発生します。このエラーが発生すると、サーバーはただちに停止します。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。詳細を調べるには、トレースをオンにして、サーバーを再起動してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00634: 認証名"string"を受取りましたが、すでに認証があります 
	
原因: サーバー「X」が別のサーバー「Y」から認証データを受け取りましたが、サーバー「X」は、そのデータの認証をすでに持っていました。サーバー「X」がリクエストされたデータの認証を持っている場合は、リクエストを別のサーバーに転送しないため、このような状況は発生しません。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。詳細を調べるには、トレースをオンにして、サーバーを再起動してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00635: 警告: 重複したフォワーダ: "string"を無視します。 
	
原因: サーバーのデフォルトの転送先リストに重複したサーバーが見つかりました。重複は無視され、サーバーは処理を続行します。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00700: 警告: キャッシュをチェックポイントできません。number秒後に再試行します。 
	
原因: 通常の定期的なキャッシュ・チェックポイントができません。キャッシュ・チェックポイント・ファイルに書き込めない可能性があります。サーバーの起動時に、キャッシュ・チェックポイント・ファイルの名前が情報メッセージとして示されます。


	
処置: キャッシュ・チェックポイント・ファイルに対する書込み権限がサーバーにあり、ファイルの書込みに十分なディスク容量があるかどうかを確認してください。









	 NNO-00701: 警告: チェックポイント・ファイル名を作成できません。チェックポイントは無効です。 
	
原因: サーバーは、システム依存のファイル名を作成できませんでした。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。詳細を調べるには、トレースをオンにして、サーバーを再起動してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00702: キャッシュ・チェックポイントは無効です。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーがOracle Names制御プログラムからのリクエストに応答してキャッシュ・チェックポイントを無効にすると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00703: チェックポイント間隔をnumber秒に変更します。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーがOracle Names制御プログラムからのリクエストに応答してキャッシュ・チェックポイント間隔を変更すると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00705: 警告: チェックポイント・ファイル: "string"をオープンできません。無効です。 
	
原因: 指定されたチェックポイント・ファイルがオープンできないため、書き込めません。この問題は、ファイルシステムの保護設定が原因で発生します。このエラーは致命的ではありませんが、キャッシュはチェックポイントされません。


	
処置: エラー・メッセージに示されたファイルに対する書込み権限がサーバーにあるかどうかを確認してください。









	 NNO-00706: 次のキャッシュ・チェックポイントを上書きします。number秒後にチェックします。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーがOracle Names制御プログラムからの要求に応答してキャッシュをチェックポイントすると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00707: サーバーのキャッシュはnumber秒後にフラッシュされます。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーがOracle Names制御プログラムからの要求に応答してキャッシュをフラッシュすると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00708: キャッシュ・フラッシュのカウントダウンは異常終了しました。 
	
原因: この情報メッセージは、Oracle Names制御プログラムが事前にサーバーに送信されたキャッシュ・フラッシュ要求を停止すると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00709: キャッシュ・チェックポイント・ファイル"string"の削除が失敗しました。 
	
原因: サーバーがキャッシュをフラッシュ(キャッシュ・チェックポイント・ファイルを削除)しようとしました。ファイルの削除に失敗しましたが、キャッシュ・フラッシュの残りの処理が行われました。後続するエラーに、削除に失敗した理由が示されます。


	
処置: キャッシュ・フラッシュ操作の後にキャッシュ・チェックポイント操作(この操作でファイルが再作成されます)を行わずに、再度キャッシュ・フラッシュを行うと、このエラーが発生します。最初にキャッシュ・ファイルが削除されるため、次の操作で削除しようとするとエラーが発生します。このような場合、致命的なエラーではないため、メッセージを無視してもかまいません。ただし、サーバーにファイルの削除権限がないためにエラーが発生している場合は、サーバーがファイルを削除できるようにファイルシステムの権限を変更してください。









	 NNO-00710: サーバーのキャッシュはnumber秒後にトレース・ファイルにダンプされます。 
	
原因: この情報メッセージは、サーバーがOracle Names制御プログラムからの要求に応答してトレース・ファイルにキャッシュをダンプすると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00711: キャッシュ・ダンプのカウントダウンは異常終了しました。 
	
原因: この情報メッセージは、Oracle Names制御プログラムが事前にサーバーに送信されたキャッシュ・ダンプ要求を停止すると、ログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00712: 警告: グループstringキャッシュ・ポイントチェックが失敗しました。 
	
原因: 通常の定期的なキャッシュ・チェックポイントができません。キャッシュ・チェックポイント・ファイルに書き込めない可能性があります。サーバーの起動時に、キャッシュ・チェックポイント・ファイルの名前が情報メッセージとして示されます。


	
処置: キャッシュ・チェックポイント・ファイルに対する書込み権限がサーバーにあり、ファイルの書込みに十分なディスク容量があるかどうかを確認してください。









	 NNO-00800: エラー: 構成データベースからバージョンを読み込めません。 
	
原因: リージョン・データベースのバージョンに対する問合せに失敗しました。データベースが停止されているか、または表がnames.oraに指定したスキーマ内に存在しません。


	
処置: 必要に応じてアクセス問題を修正してください。









	NNO-00801: エラー: OCI_SUCCESS_WITH_INFO: string 
	
原因: リージョン・データベースへのアクセス中に、OCIから診断情報が戻されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00802: エラー: OCI_NEED_DATA 
	
原因: リージョン・データベースへのアクセス中に、サーバーが十分なデータをOCIインタフェースに戻しませんでした。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00803: エラー: OCI_INVALID_HANDLE 
	
原因: リージョン・データベースへのアクセス中に、サーバーが無効なハンドルでOCIをコールしました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00804: エラー: OCI_STILL_EXECUTE 
	
原因: サーバーとデータベース間のOCI操作が進行中です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00805: エラー: OCI_CONTINUE 
	
原因: 不可能です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNO-00806: エラー: OCI_ERROR: string 
	
原因: リージョン・データベースへのアクセスでOCIエラーが発生しました。詳細はログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: ログ・ファイル内の適切なエントリを見つけて、可能な場合は障害の原因を修正してください。解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNO-00807: フェッチの終了: OCI_NO_DATA 
	
原因: すべての行は、リージョン表から戻されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNO-00808: リージョン・データベースへの接続中にエラーが発生しました。 
	
原因: 不可能です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNO-00809: 不明なOCIエラーです: number 
	
原因: 不可能です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNO-00850: エラー: LDAPの問合せでstringが戻されました 
	
原因: LDAP APIからエラーが戻されました。詳細はログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: ログ・ファイル内の適切なエントリを見つけて、可能な場合は障害の原因を修正してください。解決しない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	NNO-00851: LDAPのオープン/バインドに失敗しました: エラー = number 
	
原因: サーバーが、LDAPディレクトリへの接続に失敗しました。


	
処置: エラーの原因を調べて修正し、サーバーを再起動してください。









	NNO-00852: LDAPエントリの取得に失敗しました: エラー = number 
	
原因: サーバーが、LDAP APIから問合せエントリを取得できませんでした。


	
処置: エラーの原因を調べて修正し、サーバーを再起動してください。









	NNO-00853: LDAP属性/値の取得に失敗しました: エラー = number 
	
原因: サーバーが、LDAPディレクトリへの接続に失敗しました。


	
処置: エラーの原因を調べて修正し、サーバーを再起動してください。









	NNO-00854: LDAPのアンバインド中にエラーが発生しました: エラー = number 
	
原因: サーバーが、LDAPディレクトリへの接続に失敗しました。


	
処置: エラーの原因を調べて修正し、サーバーを再起動してください。














100 NNL-00001からNNL-01078



	 NNL-00001: リクエスト引数"string"は無効です。 
	
原因: ユーザーが無効な要求コマンド引数を入力しました。


	
処置: 有効な引数を指定してください。









	 NNL-00002: リクエスト引数"string"はこの操作で使用できません。 
	
原因: ユーザーが、特定の要求コマンドでは有効でない要求コマンド引数を指定しました。


	
処置: 有効な引数を指定してください。









	NNL-00003: メモリーが足りません 
	
原因: プログラムのメモリーが足りません。


	
処置: マシンの使用可能なメモリー量を確認し、この実行に十分なメモリーがあることを確認してください。必要に応じて、実行するプログラム数を少なくしてメモリーを解放し、再試行してください。









	 NNL-00004: コマンド引数"string"が無効です。 
	
原因: ユーザーが無効なコマンド引数を入力しました。


	
処置: 有効な引数を指定してください。









	 NNL-00005: サーバーが設定されていません。まず、"SET SERVER"コマンドを使用してサーバーを設定してださい。 
	
原因: デフォルト管理のOracle Names Serverを最初に設定する必要のあるコマンドを発行しようとしました。


	
処置: SET SERVERコマンドを使用してデフォルト・サーバーを設定し、コマンドを再発行してください。または、コマンドが許可した場合、特定のサーバー名を指定して再発行してください。そうすれば制御プログラムがデフォルト・サーバーを使用する必要はありません。









	 NNL-00006: タイムアウトが発生しました。サーバーが応答しません。 
	
原因: 制御プログラムはOracle Names Serverに要求を発行しましたが、適時に応答がありませんでした。制御プログラムとサーバー間のネットワーク接続が不正であるか、サーバーに非常に大きな負荷がかかっているか、または制御プログラムとサーバー間に重大なネットワークの遅延がある可能性があります。後者は特にWANに該当します。


	
処置: コマンドを再発行してください。エラーが繰り返される場合は、管理されているサーバーが正しく稼働し、サーバーと制御プログラム間のネットワーク接続が正しく作動していることを確認してください。









	 NNL-00007: サーバーの応答でエラーが発生しました。 
	
原因: 制御プログラムはOracle Names Serverに要求を発行しましたが、サーバーがエラーで応答しました。


	
処置: 詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNL-00008: サーバーがリクエストを認識しません。 
	
原因: 制御プログラムはOracle Names Serverに要求を発行しましたが、サーバーが要求を認識できませんでした。


	
処置: サーバーと制御プログラムが異なるバージョンの場合、交信できません。バージョンの互換性の制約は、ドキュメントを確認してください。サーバーが制御プログラムと互換性がある場合は、トレースをオンにして詳細を表示し、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNL-00009: サーバー・パスワードの暗号化に失敗しました。 
	
原因: 制御プログラムがSET PASSWORDコマンドまたはnamesctl.server_password構成パラメータで指定されたサーバー・パスワードを暗合化しようとして失敗しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNL-00010: サーバー"string"のアドレス取得中にエラーが発生しました。 
	
原因: このエラーの原因は多数考えられます。制御プログラムのSQLNET.ORAファイルはシステム固有の正しい位置に存在し、制御プログラムで読込み可能である必要があります。このファイルには、有効なネーム・サーバー・アドレスを持つnames.preferred_serversエントリを含む必要があります。ユーザーがSET SERVERコマンドで管理するサーバーを変更した場合、新規サーバーが稼働している必要があり、アドレスを解決できるか、またはアドレスを解決できる別のサーバーに要求を転送できる必要があります。あるいは、有効なネーム・サーバー名を持つTNSNAMES.ORAファイルがシステム固有の正しい位置に存在する必要があります。


	
処置: 詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNL-00011: "string"という名前のサーバーはありません。 
	
原因: ユーザーがSET SERVER要求を発行しましたが、現在、管理されているOracle Names Serverはその名前をアドレスに変換できませんでした。あるいは、ユーザーが制御プログラム要求を特定のサーバーに発行しましたが、そのサーバーの名前がアドレスに変換できませんでした。通常、どちらの問題もサーバーの入力ミスによって発生します。


	
処置: 有効なサーバー名を指定して、要求を再発行してください。









	 NNL-00012: "string"は無効です(値"string")。 
	
原因: 最初の引数はデータ型で、2番目は値です。ユーザーは指定された型に対して無効なデータ値を受け渡しました。


	
処置: 正しいデータを使用して、失敗した操作を再発行してください。









	 NNL-00013: 実行されませんでした。入力されたパスワードに対する許可はありません。 
	
原因: ユーザーはOracle Names Serverに要求を発行しましたが、この要求で渡されたパスワードが正しくありませんでした。


	
処置: 制御プログラムによってサーバーに送信されるパスワードがそのサーバーに対して正しいことを確認してください。SET PASSWORD制御プログラムのコマンドで新しいパスワードを設定できます。









	 NNL-00014: データ型"string"は不明です。 
	
原因: 不明なデータ型を含むネーム・サーバー要求が発行されました。


	
処置: サーバーには型情報がないにもかかわらず、失敗したリクエストに反応してそれを自動的にフェッチした可能性があります。失敗したリクエストを再発行してください。その間サーバーが適切なデータ型情報をフェッチした場合、エラーは消滅します。エラーが繰り返される場合、データ型が無効である可能性があります。









	 NNL-00015: 型"string"に"string"構文がありますが、テキスト表現がありません。 
	
原因: すべてのデータ型構文がテキストとして表現されるわけではありません。このメッセージは、ユーザーが非テキスト表現の型にネーム・サーバー要求を発行したことを示しています。


	
処置: テキスト表現の構文を持つデータ型で操作を再発行してください。









	 NNL-00016: サーバーを起動できません。プログラムのディレクトリ名を取得中にエラーが発生しました。 
	
原因: ユーザーが起動要求を発行しましたが、サーバー実行モジュールがあるディレクトリ名を検索できなかったため、制御プログラムはサーバーを起動できませんでした。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNL-00017: サーバーを起動できません。プログラム"string"がありません。 
	
原因: ユーザーが起動要求を発行しましたが、サーバー実行モジュールを検索できなかったため、制御プログラムはサーバーを起動できませんでした。


	
処置: システムのoracle実行可能ディレクトリに、サーバー実行モジュールが存在することを確認してください。









	 NNL-00018: 警告: デフォルトのネーム・サーバーにコンタクトできません。 
	
原因: 起動中に、制御プログラムがそのデフォルト・ネーム・サーバーに交信できませんでした。このエラーの原因はいくつか考えられます。制御プログラムのSQLNET.ORAファイルはシステム固有の正しい位置に存在し、制御プログラムで読込み可能である必要があります。このファイルには、有効なネーム・サーバー・アドレスを持つnames.preferred_serversエントリを含む必要があります。また、優先サーバー・リストの最初のサーバーが稼働し、制御プログラムとそのサーバー間にネットワーク接続性がある必要があります。


	
処置: 前述の条件を満たしていることを確認してください。条件を満たしていても、制御プログラムがそのデフォルト・サーバーに交信できない場合、トレースをオンにして制御プログラムを再起動してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNL-00019: 警告: サーバーがリクエストを変更したか、無視しました。 
	
原因: ユーザーはOracle Names Serverにリクエストを発行しましたが、リクエストがなんらかの形で変更されました。通常は、ユーザーが無効な引数を指定したために、サーバーがリクエストを無視したか、または無効な引数を適切なデフォルトと置換した場合が考えられます。


	
処置: 制御プログラムを使用して、変更する値の現在の状態を確認してください。サーバーのログ・ファイルにも、問題の確かな原因に関する情報が含まれている可能性があります。操作を正しい引数で再発行してください。









	 NNL-00020: 警告: TNSNAMES.ORAファイルが存在せず、SQLNET.ORAには優先ネーム・サーバーが指定されていません。 
	
原因: 制御プログラムがTNSNAMES.ORAファイルを検索できず、デフォルト・ネーム・サーバーをSQLNET.ORAで検索できませんでした。制御プログラムはこの状態でも操作しますが、デフォルト・サーバーを設定するまでは名前を解決できません。さらに、サーバーの設定にはRAW TNSアドレスを使用する必要があります。


	
処置: 制御プログラムのSQLNET.ORAファイルはシステム固有の正しい位置に存在し、制御プログラムで読込み可能である必要があります。このファイルには、有効なネーム・サーバー・アドレスを持つnames.preferred_serversエントリを含む必要があります。また、優先サーバー・リストの最初のサーバーが稼働し、制御プログラムとそのサーバー間にネットワーク接続性がある必要があります。あるいは、有効なネーム・サーバー情報を持つTNSNAMES.ORAファイルがシステム固有の正しい位置に存在する必要があります。









	 NNL-00022: stringからstringへトレース・レベルを変更中にエラーが発生し、レベル変更は無視されました。 
	
原因: 制御プログラムのローカル・トレース・レベルを変更しようとしましたが、レベルの変更中に、プログラムがエラーを表示しました。通常は、(トレース・レベルをOFFから別のものに変更して)トレースを初めてとるとき、そのトレース・ファイルが制御プログラムから書込み不可になっている場合に問題となります。


	
処置: トレース・ファイルが書込み可能であることを確認してください。トレース・ファイル名は、ドキュメントを参照してください。









	 NNL-00023: SETコマンドに引数がありません。 
	
原因: 引数を指定せずにSETコマンドを発行しようとしました。


	
処置: 有効な引数をSETコマンドに指定してください。









	 NNL-00024: 警告: SQLNET.ORAに優先ネーム・サーバーがありません。 
	
原因: 制御プログラムがSQLNET.ORAで優先ネーム・サーバーを検索できず、そのためデフォルト・サーバーに接続できません。


	
処置: SQLNET.ORAファイルに有効なnames.preferred_serversエントリがあることを確認してください。









	 NNL-00035: ファイルstringまたはネストされたIFILEが見つかりません。 
	
原因: tnsfileからのロード中に発生したエラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00036: レコードがロードされませんでした。 
	
原因: ロード可能なデータがありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00037: エラーnumberがパラメータ表の順序に発生しました。 
	
原因: 表から次の名前を取得しているときに、NLパラメータ・システムからエラーが報告されました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNL-00038: 識別名の構文エラーです。 
	
原因: 指定された識別名が正しくありません。


	
処置: 有効な識別名を指定してください。









	NNL-00039: RRがありません。 
	
原因: オブジェクトには、LDAPオブジェクトにマップされた関連RRがありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00040: 識別名がバッファ長: stringを超えています。 
	
原因: ドメイン名から導出される識別名が長すぎます。


	
処置: オブジェクトを短い名前のドメインに移動するか、またはLDAPオブジェクトを更新してください。









	NNL-00041: オブジェクト stringがドメイン stringにありません。 
	
原因: オブジェクトには、LDAPオブジェクトにマップされた関連RRがありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00042: LDAPでバインドに失敗しました: number, string 
	
原因: ldap_bindのコールが、示された番号の結果で失敗しました。


	
処置: ユーザー名およびパスワードのパラメータ、または定義を修正してください。









	 NNL-00043: LDAPでオープンに失敗しました。 
	
原因: LDAPサーバーにコンタクトできません。


	
処置: 接続情報を修正するか、サーバーを使用可能にしてください。









	 NNL-00044: サポートされないデータ型 stringはマップされません。 
	
原因: ONamesデータ型は、LDAP属性にマップされません。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されない内部エラーです。Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNL-00045: LDAPサーバー用ホストが未指定です。 
	
原因: LDAPのオープンで、ホストを指定しないとコア・ダンプが発生します。


	
処置: -hオプションを使用して、適切なホスト名を指定してください。









	 NNL-00046: 名前 stringはDNテンプレートの限界を超えています。 
	
原因: DNテンプレートで指定された数を超えるドメインが、名前に指定されています。


	
処置: テンプレートにフィールドを追加するか、または個別のダンプ操作でサブドメインを移行してください。









	NNL-00047: LDAPの変更でエラーが戻されました: 0xnumber, string 
	
原因: LDAPが、示されたリターン・コードで失敗しました。


	
処置: エラーの意味については、LDAPドキュメントを参照してください。









	NNL-00048: ファイル・オープン・エラー: string 
	
原因: 指定されたファイルをオープンできません。


	
処置: ファイルにアクセス権限を付与してください。









	NNL-00049: stringの出力はstringに名前変更できません。 
	
原因: 指定されたファイルは、作成できません。


	
処置: コマンドを実行する前に、指定したファイルが作成可能であることを確認してください。または、一時ファイルを使用してください。









	NNL-00201: stringで停止します。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00202: 現在停止はスケジュールされていません。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00203: スケジュールされている停止がstringで行なわれます。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00204: 停止は取り消されました。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00205: stringでリロード・チェックが行なわれます。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00206: 現在リロード・チェックはスケジュールされていません。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00207: スケジュールされているリロード・チェックがstringで行なわれます。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00208: リロード・チェックが取り消されました。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00209: 現在キャッシュ・チェックポイント間隔はstringです。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00210: 現在キャッシュ・チェックポイントは無効です。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00211: 現在キャッシュ・チェックポイント間隔はstringです。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00212: 現在キャッシュ・チェックポイントは無効です。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00213: 索引番号で指定されたエントリがありません。"SHOW SYSTEM_QUERIES"を試してください。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00214: 指定された索引番号の次の自動リフレッシュはstring後に行なわれます。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00215: スケジュールされている指定索引番号の次の自動リフレッシュはstring後に行なわれます。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00216: 指定された索引番号の自動リフレッシュは無効です。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00217: コントローラはnumber秒スリープしています。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00218: 後続の余分なテキスト"string"は無視します。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00219: 現在、統計カウンタのログ間隔はstringです。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00220: 現在、統計カウンタのログは無効です。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00221: 現在、統計カウンタのログ間隔はstringです。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00222: 現在、統計カウンタのログは無効です。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00223: 次の統計カウンタはstringでログインされます。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00224: スケジュールされている統計カウンタはstringでログインされます。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00225: 現在、ネーム・サーバー"string"を管理しています。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00226: 現在のリクエスト処理遅延はstringです。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00227: 現在、リクエスト処理遅延は無効です。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00228: 現在、リクエスト処理遅延はstringです。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00229: 現在、リクエスト処理遅延は無効です。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00230: 現在、コントローラNOCONFIRMモードはstringです。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00231: 現在、コントローラNOCONFIRMモードはstringです。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00232: 現在、自動リフレッシュの失敗再試行間隔はstringです。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00233: 現在、自動リフレッシュの失敗再試行間隔はstringです。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00234: 現在、自動リフレッシュの失敗再試行期限切れ間隔はstringです。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00235: 現在、自動リフレッシュの失敗再試行期限切れ間隔はstringです。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00236: 現在、統計カウンタの再設定間隔はstringです。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00237: 現在、統計カウンタの再設定は無効です。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00238: 現在、統計カウンタの再設定間隔はstringです。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00239: 現在、統計カウンタの再設定は無効です。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00240: "string"を起動しています 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00241: 現在、変更リクエスト処理は使用可能です。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00242: 現在、変更リクエスト処理は無効です。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00243: 現在、変更リクエスト処理は使用可能です。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00244: 現在、変更リクエスト処理は無効です。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00245: 現在、一般リクエスト処理は使用可能です。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00246: 現在、一般リクエスト処理は無効です。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00247: 現在、一般リクエスト処理は使用可能です。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00248: 現在、一般リクエスト処理は無効です。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00249: 現在、「デフォルトの転送先のみに転送」は使用可能です。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00250: 現在、「デフォルトの転送先のみに転送」は無効です。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00251: 現在、「デフォルトの転送先のみに転送」は使用可能です。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00252: 現在、「デフォルトの転送先のみに転送」は無効です。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00253: 現在、サーバー生成リクエストは転送をリクエストしています。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00254: 現在、サーバー生成リクエストは転送をリクエストしていません。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00255: 現在、サーバー生成リクエストは転送をリクエストしています。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00256: 現在、サーバー生成リクエストは転送をリクエストしていません。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00257: 現在、サーバー生成リクエストには認証の回答が必要です。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00258: 現在、サーバー生成リクエストには認証の回答が必要ではありません。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00259: 現在、サーバー生成リクエストには認証の回答が必要です。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00260: 現在、サーバー生成リクエストには認証の回答が必要ではありません。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00261: 現在、転送リクエストは使用可能です。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00262: 現在、転送リクエストは無効です。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00263: 現在、転送リクエストは使用可能です。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00264: 現在、転送リクエストは無効です。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00266: 往復時間はstringです。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00267: アドレスはstringです。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00268: ネーム・サーバーのパスワードを入力: 
	
原因: ユーザーがset passwordを発行した後のパスワードを要求するプロンプトです。


	
処置: パスワードを入力してください。入力した文字は表示されません。









	 NNL-00270: 現在のデフォルト・ドメインは"string"です。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00271: 現在のデフォルト・ドメインは"string"です。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00272: 次のパスでキャッシュから名前"string"は削除されました。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00273: サーバーは正常に起動されました。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00274: サーバーは起動されませんでした。エラーは次のとおりです。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00275: 現在、トレース・レベルはnumberです。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00276: 現在、トレース・レベルはnumberです。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00277: 現在、リクエストが再転送される最大回数はnumberです。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00278: 現在、リクエストが再転送される最大回数はnumberです。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00279: stringで再起動が発生しました。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00280: 現在、再起動はスケジュールされていません。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00281: stringでスケジュールされた再起動が発生しました。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00282: 再起動が取り消されました。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00283: stringで次のキャッシュ・チェックポイントが発生します。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00284: stringでスケジュールされたキャッシュ・チェックポイントが発生します。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00285: サーバーの待ち行列に入っているシステム問合せはありません。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00286: サーバーはどのドメインも所有していません。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00287: stringでキャッシュ・フラッシュが発生します。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00288: 現在、キャッシュ・フラッシュはスケジュールされていません。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00289: stringでスケジュールされたキャッシュ・フラッシュが発生します。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00290: キャッシュ・フラッシュが取り消されました。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00291: stringで統計カウンタが次に再設定されます。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00292: スケジュールされた統計カウンタはstringで再設定されます。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00293: コントローラのトレース・レベルが変更されていません。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00294: エントリが見つかりません。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00295: 現在、コントローラのローカル・トレース・レベルはnumberです。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00296: コントローラのローカル・トレース・レベルはnumberからnumberに変更されました。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00297: stringでキャッシュはトレース・ファイルにダンプされました。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00298: 現在スケジュールされているキャッシュ・ダンプはありません。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00299: スケジュールされたサーバー・キャッシュ・ダンプがstringで発生しました。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00300: サーバー・キャッシュ・ダンプが取り消されました。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00301: サーバーが停止中です。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00302: サーバーが再起動中です。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00303: リロードのためにサーバーがチェック中です。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00304: サーバーはキャッシュをフラッシュしています。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00305: サーバーは統計をログ・ファイルにダンプしています。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00306: サーバーは統計カウンタをすべてゼロに設定しています。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00307: サーバーはキャッシュのチェックポイントを実行しています。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00308: サーバーはキャッシュをトレース・ファイルにダンプしています。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00340: トレース・ファイル名は現在はstringです。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00341: トレース・ファイル名は現在はstringです。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00342: ログ・ファイル名は現在はstringです 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00343: ログ・ファイル名は現在はstringです 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00344: Save_config_on_stopは現在オンです。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00345: Save_config_on_stopは現在オフです。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00346: Save_config_on_stopは現在オンです。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00347: Save_config_on_stopは現在オフです。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00348: 構成ファイルは現在サーバーに保存されています。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00349: 構成は stringに保存されます。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00350: 構成ファイルの保存は現在スケジュールされていません。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00351: スケジュールされた構成は stringで起こるように保存されています。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00352: 構成ファイルの保存が取り消されました。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00353: 許可されていません。 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00400: レスポンス状況: 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00401: 認証応答: string 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00402: 認証サーバー: string 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00403: 応答数: number 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00404: TTL: string 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00405: 転送先情報: 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00406: 正規化された名前: string 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00407: 別名変換: 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00408: 応答: 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00409: データ型は"string" 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00410: 平均レスポンス時間: string 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00411: 最小レスポンス時間: string 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00412: リクエスト数: number 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00413: 合計レスポンス時間: string 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00414: 最大レスポンス時間: string 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00415: 名前: string 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00416: 最終タイムスタンプ: number 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00417: 識別名: string 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00418: マップ済属性: number 
	
原因: 制御プログラムの一般メッセージです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00500: サーバーからのドメイン情報を表示します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00501: set|show log_stats_interval [<seconds>] [<server_list>] : サーバーの統計カウンタのロギング間隔を設定または表示します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00502: サーバーが統計カウンタを次にダンプする時間を表示、設定、取り消します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00503: repeat <number> <command> [<args>] : コマンドを<number>回繰り返します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00505: log_stats [<server_list>] : ネーム・サーバー統計をログ・ファイルへ書き込みます。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00506: reset_stats [<server_list>] : ネーム・サーバー統計をリセットします。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00507: 自動リフレッシュ問合せが次に実行する時間を表示、設定、取り消します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00508: show system_queries [<server_list>] : システム問合せ情報を表示します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00509: set|show cache_checkpoint_interval [<seconds>] [<server_list>]: キャッシュ・チェックポイント間隔を設定または表示します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00510: 既存の名前へデータ・レコードを追加します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00511: サーバーのシステム問合せ認可要件を表示または設定します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00512: サーバーの自動リフレッシュ制限時間を表示または設定します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00513: サーバーの自動リフレッシュ失敗の再試行間隔を表示または設定します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00514: デフォルトTTLで新規に名前を作成します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00515: 名前とそのデータを削除します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00516: サーバーのステータスをすべて表示します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00517: 既存の名前のデータ項目を挿入/置換します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00518: サーバーがリクエストを再転送可能な最大回数を表示、または設定します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00519: 変更リクエストの処理を表示、有効化または無効化します 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00520: 既存の名前のTTLを変更します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00521: サーバーのシステム問合せのフォワード要件を表示、または設定します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00522: 値または型によって名前からデータ・アイテムを削除します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00523: 既存の名前を変更します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00524: データ項目を他のデータ項目に置き換えます。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00525: サーバーのデフォルト・フォワード・ステータスを表示、または設定します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00526: 非標準実行ファイルとオプションの引数を使用してサーバーを起動します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00527: サーバーが次にキャッシュのチェックポイントを実行する時間を表示、設定、取り消します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00528: [set] password <password> : 後続のコールのためにパスワードを設定します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00529: set|show default_domain [<domain_name>] : 現行のデフォルト・ドメインを設定または表示します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00530: quit_exit : 名前制御プログラムを終了します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00531: flush_name <name> : 認証サーバーへのルートに沿ってキャッシュから名前を削除します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00532: set|show forwarding_available [<on|off>] [<server_list>] : サーバー・リクエストの転送を有効化/無効化または表示します 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00533: ping [<server_list>] : 1つ以上のネーム・サーバーにpingします。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00534: query <name> [<type> ] : 必要な名前とRRタイプを問い合せます。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00535: reload [<server_list> ] : 変更がある場合にサーバー・キャッシュ・データをリロードします。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00536: set|show requests_enabled [<on|off>] [<server_list>] : サーバー・リクエストの処理を有効化/無効化または表示します 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00537: set|show server [<server_name>] : 現在管理されているサーバーを設定または表示します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00538: stop|shutdown [<server_list>] : 1つ以上のネーム・サーバーを停止します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00539: start|startup [<args>] : オプションの引数を使用してネーム・サーバーを起動します 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00540: [show] status [<server_list>] : サーバーのステータス・サマリーを表示します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00541: set|show trace_level [<level>] [<server_list>] : サーバーのトレース・レベルを設定または表示します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00542: restart [<server_list>] : 1つ以上のネーム・サーバーを再起動します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00543: [show] version [<server_list>] : 1つ以上のネーム・サーバーの名前とバージョンを表示します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00544: 操作統計を表示します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00545: 問合せリクエスト統計を表示します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00546: 削除リクエスト統計を表示します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00547: 名前の変更リクエスト統計を表示します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00548: 更新リクエスト統計を表示します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00549: ストリーム使用統計を表示します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00550: flush [<server_list>] : 1つ以上のサーバーのキャッシュをフラッシュします。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00551: キャッシュ統計を表示します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00553: フォワード統計を表示します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00555: メタデータ統計を表示します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00556: set|show reset_stats_interval [<seconds>] [<server_list>] : サーバー統計カウンタのリセット間隔を設定または表示します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00557: コントローラをN秒間スリープさせます。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00558: set|show namesctl_trace_level : コントローラのトレース・レベルを設定または表示します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00559: 次にキャッシュをトレース・ファイルにダンプする時間を表示、設定、取り消します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00560: サーバーのリクエスト処理の遅延を表示、または設定します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00561: register <name> [-t<type>] [-d<address>] [-h<hostname>] [-l<listener_name>] : Oracle Namesでオブジェクトを登録します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00562: unregister <name> [-d<address>] [-l<listener_name>] : Oracle Namesを使用してオブジェクトを登録解除します 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00563: timed_query [<timestamp> ] : ネーム・サーバーのキャッシュ内のすべてのオブジェクトを問い合せます。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00565: set trace_file_name [<filename>] [<server_list>] : サーバーのトレース・ファイル名を設定または表示します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00566: set|show log_file_name [<filename>] [<server_list>]: ログ・ファイル名またはサーバーを設定あるいは表示します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00567: reorder_ns [<server_address>] : 強化表示ファイルを生成します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00568: delegate_domain <domain_name> <NS_name> <NS_Addr> : 所定のドメインを所定のネームサーバーに委任します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00569: domain_hint <domain_name> <NS_name> <NS_Addr> : 所定のドメインにネームサーバーのヒントを提供します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00570: save_config [<server_list>] : サーバーの構成をパラメータ・ファイルに保存。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00571: set|show save_config_on_stop [<on|off>] 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00572: set|show save_config_interval [<seconds>] [<server_list>] : 次回の設定保存時間を設定。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00573: load_tnsnames [<file>, ... ] : tnsnamesをONamesにロードします。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00574: dump_tnsnames [<file>] : ONamesアドレスをtnsnamesファイルにダンプします 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00575: list_objects: ドメインまたはサブツリー内の全オブジェクトをリストします。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00576: list_delegated: リージョンまたはサブツリー内の代表的なドメインをすべてリストします。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00577: list_domains: リージョンまたはサブツリー内の認可されたドメインをリストします。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00578: dump_ldap: ドメインまたはリージョン内のアドレスをLDAPにダンプします 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00579: _scan: 所定の型に一致するオブジェクトまたはレコードを検索します。 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00580: register_ns: <name server> <address> <domain> 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00581: unregister_ns: <name server> <domain> 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-00582: dump_alias: ドメインまたはリージョン内の別名をLDAPにダンプします 
	
原因: 制御プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00800: 受信した問合せリクエスト数: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00801: 受信した問合せ数、ANY型: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00802: 受信した問合せ、ADDRESS型: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00803: 受信した問合せ、ALIAS型: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00804: 受信した問合せ、META-DATA型: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00805: 受信した問合せ、NAME-SERVER型: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00806: 受信した問合せ、RELATED-INFO型: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00807: 受信した問合せ、SOA型: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00808: 受信した問合せ、すべてのユーザー定義型: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00809: 受信した問合せ、複数の型: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00810: 受信した問合せ、型なし: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00811: 最高速問合せ処理時間: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00812: 最低速問合せ処理時間: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00813: 平均問合せ処理時間: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00814: 問合せ処理合計時間: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00830: 受信した削除リクエスト数: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00831: 削除の拒否、名前がリーフ名でない: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00832: 削除の拒否、名前がトポロジ名です: number%lu 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00833: 最高速削除処理時間: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00834: 最低速削除処理時間: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00835: 平均削除処理時間: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00836: 削除処理合計時間: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00850: 受信した名前の変更リクエスト数: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00851: 名前の変更拒否、名前がリーフ名でない: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00852: 名前の変更拒否、名前がトポロジ名です: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00853: 名前の変更拒否、新規名がすでに存在します: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00854: 最高速名前変更処理時間: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00855: 最低速名前変更処理時間: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00856: 平均名前変更処理時間: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00857: 名前変更処理合計時間: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00870: 受信した更新リクエスト数: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00871: 更新の拒否、名前がトポロジ名です: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00872: 更新の拒否、データがトポロジ・データです: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00873: 最高速更新処理時間: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00874: 最低速更新処理時間: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00875: 平均更新処理時間: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00876: 更新処理合計時間: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00890: 受信メッセージ数: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00891: 受信した壊れたメッセージ数: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00892: 受信した重複リクエスト数: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00893: 受信した類似リクエスト数: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00894: リクエストの拒否、権限不足: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00895: リクエストの拒否、処理不可: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00896: リクエストの拒否、変更不可: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00897: 送信したメッセージ数: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00898: 送信したレスポンス数: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00899: 送信したOKレスポンス: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00900: 送信したNO SUCH NAMEレスポンス: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00901: 送信したCONTENT ERRORレスポンス: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00902: 送信したALIAS LOOPレスポンス: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00903: 送信したSERVER FAILUREレスポンス: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00904: 送信したNAME EXISTSレスポンス: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00905: 送信したNOT AUTHORITYレスポンス: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00906: 送信したNOT A LEAF NAMEレスポンス: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00907: 送信したNOT ALLOWEDレスポンス: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00908: 送信したUNKNOWN TYPEレスポンス: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00909: 送信したMETA VIOLATIONレスポンス: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00910: 送信したVERSION SKEWレスポンス: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00911: 無効なエラー・コードで送信されたレスポンス: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00912: 別名ループの検出: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00913: 送信したサーバー生成リクエスト: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00914: サーバー問合せのフォワードが必要: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00915: サーバー問合せの許可が必要: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00916: 使用可能な変更リクエスト: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00917: 遅延処理の人為的リクエスト: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00918: サーバー再起動までの時間: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00919: サーバー停止までの時間: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00920: 次回のconfigファイル保存までの時間: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00930: リクエストの拒否、データ型不明: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00931: リクエストの拒否、キャッシュ・メタデータなし: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00932: リクエストの拒否、型の構文が無効: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00933: リクエストの拒否、OTHER-DATA違反: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00934: リクエストの拒否、ALIAS-EXISTS違反: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00935: リクエストの拒否、SINGLE-VALUE違反: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00936: リクエストの拒否、DATA-EXISTS違反: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00950: キャッシュ・ルックアップ・リクエスト: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00951: ルックアップで作成された名前: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00952: キャッシュ・ルックアップ障害: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00953: キャッシュ・ルックアップ完全一致: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00954: 作成されたハッシュ表: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00955: 拡張されたハッシュ表: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00956: 解放されたハッシュ表: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00957: 作成された名前ノード: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00958: 解放された名前ノード: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00959: トレース・ファイルへのキャッシュ・ダンプまでの時間:string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00960: キャッシュ・フラッシュまでの時間: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00961: キャッシュ・チェックポイント: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00962: キャッシュ・チェックポイント障害: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00963: タイムアウト、名前TTL期限切れ: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00970: システム問合せ索引番号: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00971: 問合せID: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00972: 次に実行される問合せ: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00973: 問合せ状態: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00974: 名前: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00975: 希望データ型: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00980: フォワード障害: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00981: タイムアウト、サーバー応答なし: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00982: フォワード失敗、サーバーが見つからない: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00983: 名前からヒントへの変換: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00984: 名前からヒントへの変換の失敗: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00985: 参照を使用して再転送されたリクエスト数: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00986: 再転送された期限切れリクエスト数: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00987: 認証応答: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00988: 非認証NACKの受信: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00989: TTLなしで受信したオブジェクト数: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00990: DEFAULT-FORWARDERS-ONLYモード: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00991: リクエスト当たりの再転送最大回数: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00992: 自動リフレッシュ失敗の再試行間隔: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00993: 自動リフレッシュ失敗の再試行期限: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00994: 受信したレスポンス数: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00995: 受信した不一致レスポンス数: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00996: 受信したOKレスポンス数: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00997: 受信したNO SUCH NAMEレスポンス数: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00998: 受信したCONTENT ERRORレスポンス数: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-00999: 受信したALIAS LOOPレスポンス数: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01000: 受信したSERVER FAILUREレスポンス数: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01001: 受信したNAME EXISTSレスポンス数: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01002: 受信したNOT AUTHORITYレスポンス数: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01003: 受信したNON LEAFレスポンス数: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01004: 受信したNOT ALLOWEDレスポンス数: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01005: 受信したUNKNOWN TYPEレスポンス数: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01006: 受信したMETA VIOLATIONレスポンス数: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01007: 受信したVERSION SKEWレスポンス数: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01008: Outboundメッセージ・コンテキスト割当て: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01009: Outboundメッセージ・コンテキスト解放: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01010: 割り当てられた転送コンテキスト数: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01011: 解放された転送コンテキスト数: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01030: ドメイン索引番号: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01031: 名前: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01032: 最小TTL: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01040: サーバーによるデータ・ストリームのオープン: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01041: データ・ストリームのオープン失敗: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01042: サーバーによるデータ・ストリームの応答: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01043: データ・ストリームの応答失敗: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01044: データ・ストリーム読込みエラー: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01045: データ・ストリーム書込みエラー: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NNL-01050: バージョン・バナーは"string" 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01051: サーバー名: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01052: サーバー実行時間: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01053: 使用可能なリクエスト処理: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01054: 使用可能な転送リクエスト: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01055: 受信されたリクエスト: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01056: 転送されたリクエスト: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01057: キャッシュした外部データ・アイテム: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01058: リロードで次にチェックされる領域データ: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01059: 領域データのリロードチェック失敗: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01060: 次にチェックポイントが実行されるキャッシュ:string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01061: キャッシュ・チェックポイント間隔: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01062: キャッシュ・チェックポイント・ファイル名: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01063: 次に再設定される統計カウンタ: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01064: 統計カウンタの再設定間隔: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01065: 次にログされる統計カウンタ: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01066: 統計カウンタのログ間隔: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01067: トレース・レベル: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01068: トレース・ファイル名: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01069: ログ・ファイル名: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01070: システム・パラメータ・ファイル名: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01071: コマンドライン・パラメータ・ファイル名: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01072: 管理領域名: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01073: 管理領域の記述: string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01074: ApplTable索引: number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01075: コンタクト string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01076: 操作状態 number 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01077: 停止時に構成を保存 string 
	
原因: 制御プログラムの統計情報の記述です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNL-01078: ファイルのアクセス/作成エラー: string 
	
原因: 不適切な権限が原因で、指定のファイルまたはそのバックアップ・ファイルへのアクセスまたは作成に失敗しました。


	
処置: ファイルに正しいアクセス権限を付与してください。














101 NPL-00100からNPL-00420



	 NPL-00100: cannot initialize ASN.1 context 
	
原因: エラー・メッセージ・ファイルが見つからなかったため、ASN.1プログラム・インタフェースを初期化できませんでした。


	
処置: SQL*Netが正しくインストールされ、すべてのメッセージ・ファイルが正しい位置にあることを確認してください。









	 NPL-00101: uninitialized ASN.1 context 
	
原因: ASN.1プログラム・インタフェースが初期化されていないASN.1ハンドルを受信しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NPL-00102: missing stream functions in ASN.1 context initialization 
	
原因: 内部機能が、ASN.1ハンドルを不適切に初期化しようとしました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NPL-00103: unusable ASN.1 context 
	
原因: ASN.1プログラム・インタフェースが、使用できないASN.1ハンドルを受信しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NPL-00300: maximum ASN.1 element nesting depth string exceeded on read 
	
原因: ASN.1構造が複雑すぎるため、プログラム・インタフェースはこれを読み込めません。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NPL-00301: maximum ASN.1 element nesting depth string exceeded on write 
	
原因: ASN.1構造が複雑すぎるため、プログラム・インタフェースはこれを書き込めません。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NPL-00302: ASN.1 type tag is greater than maximum of 16383 
	
原因: 内部機能が、不正なASN.1構造を作成しようとしました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NPL-00303: uninitialized ASN.1 class attribute 
	
原因: 内部機能が、不正なASN.1構造を作成しようとしました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NPL-00304: uninitialized ASN.1 tag attribute 
	
原因: 内部機能が、不正なASN.1構造を作成しようとしました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	NPL-00305: unsupported ASN.1 "UNIV" type string 
	
原因: 内部機能が、不正なASN.1構造を作成しようとしました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NPL-00307: ASN.1 sequence has already been ended on write 
	
原因: 内部機能が、ASN.1構造を途中で終了しようとしました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	NPL-00308: requested ASN.1 class string does not match received class string 
	
原因: 内部機能が要求したASN.1構造が、ASN.1プロトコル・エンジンが受信したASN.1構造と異なります。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	NPL-00309: requested ASN.1 type tag string does not match received type tag string 
	
原因: 内部機能が要求したASN.1構造が、ASN.1プロトコル・エンジンが受信したASN.1構造と異なります。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NPL-00310: ASN.1 sequence has already been ended on read 
	
原因: 内部機能が、すでに読込みが終了しているASN.1構造の読込みを終了しようとしました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NPL-00311: cannot end constructed ASN.1 encoding, string encoding octets unread 
	
原因: 内部機能が、ASN.1構造体の読込みを途中で終了しようとしました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	NPL-00312: attempt to put ASN.1 "UNIV" type with illegal tag string 
	
原因: 内部機能が、不正なASN.1構造を作成しようとしました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	NPL-00313: requested form string does not match actual form string 
	
原因: 内部機能が予期しないASN.1構造を受信しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NPL-00410: 入力されたASN.1値が大きすぎて(string 8進)ローカルに格納できません。 
	
原因: 構造が大きすぎるため、ASN.1プロトコル・エンジンはASN.1構造をホスト表現に変換できません。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	NPL-00411: 入力されたASN.1 NULLコード化でゼロでない長さ :stringがあります。 
	
原因: ASN.1プロトコル・エンジンが、破損したASN.1構造を受信しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	NPL-00412: 入力されたASN.1 BOOLEANコード化で長さ :stringが無効です。 
	
原因: ASN.1プロトコル・エンジンが、破損したASN.1構造を受信しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	NPL-00413: 入力されたASN.1コード化の長さがstringで、stringが使用できる最大長です。 
	
原因: ASN.1プロトコル・エンジンが、大きすぎるために処理できない不正なASN.1構造を受信しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NPL-00414: 入力されたASN.1タイプ・タグが最大の16383を超えています。 
	
原因: ASN.1プロトコル・エンジンが、不正なASN.1構造を受信しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NPL-00415: サポートされていないASN.1 INDEFINITE-LENGTHコード化を受信しました。 
	
原因: ASN.1プロトコル・エンジンが、実装がサポートされていないため処理できないASN.1コード化を受信しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	NPL-00416: 無効なASN.1コード化長 stringを受信しました。 
	
原因: ASN.1プロトコル・エンジンが、破損したASN.1構造を受信しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	NPL-00417: 最長stringより長いASN.1長(8進)を受信しました。 
	
原因: ASN.1プロトコル・エンジンが、実装がサポートされていないため処理できないASN.1コード化を受信しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NPL-00418: 無効な形式のASN.1オブジェクト識別子を受信しました。 
	
原因: ASN.1プロトコル・エンジンが、破損したASN.1構造を受信しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NPL-00419: 副識別子が大きすぎるASN.1オブジェクト識別子を受信しました。 
	
原因: ASN.1プロトコル・エンジンが、実装がサポートされていないため処理できないASN.1コード化を受信しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NPL-00420: 副識別子が256より大きいASN.1オブジェクト識別子を受信しました。 
	
原因: ASN.1プロトコル・エンジンが、実装がサポートされていないため処理できないASN.1コード化を受信しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。














102 NNF-00001からNNF-04009



	 NNF-00001: TNSアドレスではありません。 
	
原因: アドレスの読込み中に、ネーム・サービスがアドレスではないレコードを戻しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNF-00002: ファンクション・コールに渡された値が無効です。 
	
原因: インタフェース・ファンクションに無効な値が渡されました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNF-00003: 指定アダプタstringは存在していません。 
	
原因: 要求されたネーム・サービス・アダプタは、現在のアダプタ表にありません。


	
処置: リクエストされたアダプタのスペルを確認してください。このプラットフォームでアダプタが実行可能であること、また、アダプタが実行可能ファイルにリンクされたアダプタ表にコンパイルされていることを確認してください。









	NNF-00004: stringではこの操作はサポートされていません。 
	
原因: 要求された操作は、このアダプタではサポートされていません。


	
処置: 読込み専用のネーム・サービスに対する書込みなど、実行された操作が制限されていないかどうかを確認してください。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNF-00005: 機能が実装されていません。 
	
原因: この操作は、この実装ではサポートされていません。


	
処置: このエラーが本番リリースで発生した場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。それ以外の場合は、リリース・ノートでこのリリースに制限がないかどうかを調べてください。









	 NNF-00110: 値がありません。 
	
原因: テスト・プログラムのヘルプ・テキストです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	NNF-00540: 名前stringの挿入に失敗しました。 
	
原因: ネイティブ・サービスに名前が挿入できませんでした。


	
処置: 名前がネイティブ・ネームスペースに存在しないこと、また、そのネームスペースに適切なアクセス権限が設定されていることを確認してください。









	 NNF-01001: ds_initialize: ワークスペース初期化に失敗しました。 
	
原因: ds_initialize()によって設定されたDCEワークスペースが初期化できませんでした。


	
処置: このプラットフォームがds_initialize()コールの正常な実行に必要な条件を備えていること(メモリーが十分かどうかなど)を確認してください。このプログラムを別のワークスペースのユーザーが使用していないことを確認してください。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNF-01002: DCEが構成ファイルをオープンできません。 
	
原因: DCE構成ファイルにアクセスできません。


	
処置: このプラットフォームにDCE構成ファイルがあること、また、アクセス可能であることを確認してください。UNIXの場合、このファイルはdce_cf.dbです。dce_cf_get_cell_name()のコールが成功するかどうかを確認してください。









	 NNF-01003: DCEがセル名を検出できません。 
	
原因: DCE構成ファイル内にセル名がありません。


	
処置: このマシンにDCEセルが構成されていることを確認してください。DCE構成ファイルが破損していないことを確認してください。UNIXの場合、このファイルはdce_cf.dbです。dce_cf_get_cell_name()のコールが成功するかどうかを確認してください。









	NNF-01004: DCEが未定義のエラーstringを戻しました。 
	
原因: DCEコールが、この実装のこのDCEコールが戻す可能性のあるステータス値のリストにないステータスを戻しました。


	
処置: このプラットフォームのDCEリリースが、このOracleアプリケーションでサポートされているリリースであることを確認してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNF-01005: 内部XOMクラス違反です。 
	
原因: DCE XOMが、DCEドキュメントのクラス定義と矛盾するステータスを戻しました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNF-01006: 属性stringは使用できません。 
	
原因: DCE属性に変換できない属性が、挿入コールで使用されました。


	
処置: 別の属性を使用するか、または変換をDCEに挿入してください。









	 NNF-01007: DCE LONG文字列はサポートされていません。 
	
原因: 問合せでXOM OM_S_LONG_STRINGがあるオブジェクトが戻されました。現在の実装では、このようなオブジェクトはサポートされていません。


	
処置: 詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	NNF-01008: XDS属性の構文stringはOracle Name構文stringに対して無効です。 
	
原因: XDSオブジェクトに指定した構文が、OracleNames構文と異なります。


	
処置: 詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	NNF-02001: NISクライアント・エラー文字列: string 
	
原因: NIS(YP)ファンクションのコールに失敗しました。このメッセージには、戻されたNISエラー・コードのテキストが含まれます。


	
処置: これは、別のエラーの一部として戻される場合にのみ表示されます。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	NNF-02002: NIS 値がアダプタ・スキーマ: stringに従っていません。 
	
原因: NISアダプタに使用されるマップの値は、内部フォーマット規則の特定のセットに準拠する必要があります。戻された値は、これらの規則に準拠していませんでした。


	
処置: これは、ユーザー独自のマップを試行する場合にのみ表示されます。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	NNF-02003: 未知のNISエラー・コード: string 
	
原因: NIS(YP)ファンクションから戻されたエラー・コードは、このプログラムが予期したリストにありません。


	
処置: このプラットフォームのYPファンクションで生成されたエラーであることを確認してください。Oracleサポート・サービスにエラーを連絡してください。









	 NNF-02004: NISマップstringが存在しません。 
	
原因: 要求された属性が存在しません。


	
処置: 属性が未使用の場合は、予期したエラーであるため処置は必要ありません。それ以外の場合は、属性を追加し、NIS(YP)マップをリロードしてください。









	NNF-02005: NISキーstringはマップstring内に存在していません。 
	
原因: 要求された名前が見つかりません。


	
処置: 名前が未使用の場合は、予期したエラーであるため処置は必要ありません。それ以外の場合は、名前を追加し、NIS(YP)マップをリロードしてください。









	NNF-03002: 未知のBINDエラー・コード: string 
	
原因: BIND(DNS)問合せ応答のリターン・コードが、RFC 1035に記載されている値に準拠していません。


	
処置: このプラットフォームのBINDファンクションで生成されたエラーであることを確認してください。Oracleサポート・サービスにエラーを連絡してください。









	 NNF-03003: サーバー・レスポンスの解析中に形式エラーが発生しました。 
	
原因: BIND(DNS)APIから戻された問合せレスポンス・パケットが、RFC 1035に記載されている形式に準拠していません。


	
処置: このプラットフォームのBINDファンクションで生成されたエラーであることを確認してください。Oracleサポート・サービスにエラーを連絡してください。









	 NNF-03004: DNSクラスが一致しません。(string) 
	
原因: 問合せ応答パケットの戻したクラスが、インタフェースの予期したクラスと異なっています。


	
処置: このプラットフォームのBINDファンクションで生成されたエラーであることを確認してください。Oracleサポート・サービスにエラーを連絡してください。









	 NNF-04000: ファイルは正常に変換されました。 
	
原因: 要求された変換が実行されました。


	
処置: 通常の状態です。処置は必要ありません。









	 NNF-04001: 入力ファイルの変換中にエラーが発生しました。 
	
原因: 変換プログラムで変換できない行が入力ファイルにあります。


	
処置: 入力ファイルの構文を確認してください。









	 NNF-04002: 出力ファイルがすでに存在しています。 
	
原因: 現行のディレクトリに古い出力ファイルが存在しています。


	
処置: 既存のファイルを削除して、変換ツールを再起動してください。









	 NNF-04003: 入力ファイル内のエントリが長すぎます。 
	
原因: makedbmプログラムが扱うことのできるマップファイルのエントリの長さは、1017文字までです。したがって、変換ツールは、1017文字より長いTNSアドレスを処理できません。


	
処置: 問題のあるエントリの長さを短くしてください。









	 NNF-04004: 入力ファイルに無効な文字列があります。 
	
原因: 入力ファイルに無効な行があります。


	
処置: 入力ファイルの構文を確認してください。









	 NNF-04005: 入力ファイルをオープンできません。 
	
原因: 入力ファイルは見つかりませんでした。


	
処置: 正しい入力ファイルを使用して、変換ツールを再起動してください。









	 NNF-04006: 出力ファイルを作成できません。 
	
原因: 現行の作業ディレクトリに出力ファイルが作成できません。


	
処置: 現行のディレクトリの権限を変更して、変換ツールを再起動してください。









	 NNF-04007: 入力ファイルの読込み中にエラーが発生しました。 
	
原因: 入力ファイルの読込み中に問題が発生しました。入力ファイルの途中に予期しないEOFが存在するとこのエラーが発生します。


	
処置: ファイルが破損していないこと、また、入力ファイルの構文が正しいことを確認してください。









	 NNF-04008: 出力ファイルの書き込み中にエラーが発生しました。 
	
原因: 出力ファイルの書込み中に発生したエラーです。


	
処置: 使用可能なディスク領域を確認してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NNF-04009: 指定方法: tns2nis <filename> 
	
原因: 変換ツールが正しく起動されていません。ファイル名はtnsnames.oraまたはnative.oraのいずれかである必要があります。


	
処置: 正しいパラメータを指定して、変換ツールを再起動してください。














103 NMP-00001からNMP-00011



	 NMP-00001: 値が大きすぎます。 
	
原因: SNMPプログラム・インタフェースが受信した値が大きすぎるため、処理できません。通常、このエラーは、問題の原因を記述する他のエラーに続いて表示されます。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NMP-00002: SNMP変数の名前が無効です。 
	
原因: 存在しない変数名が1つ以上含まれているため、SNMPリクエストは処理されませんでした。通常、このエラーは、ユーザーには表示されませんが、トレース・ファイルには記録されます。トレース・ファイルには軽度のエラーとして記録されますが、これは正常な状態です。


	
処置: このエラーは、管理サーバーがバージョンの非互換などから制御プログラムによって要求される操作をサポートしていないことを示します。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返され、軽度なエラーの一部としてトレース・ファイルに記録されていない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NMP-00003: SNMP変数の値が無効です。 
	
原因: SNMPプログラム・インタフェースは、サポートされていないデータ型の変数値を受信しました。標準SNMPネットワーク・モニターが、SNMP-TNSゲートウェイを経由してOracleサービスに要求を送信した場合、このエラーが発生して、サービスは要求を理解できません。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返され、Oracle制御プログラムがリクエストをOracleサービスに送信するときに発生している場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NMP-00004: SNMP変数は読取り専用です。 
	
原因: リモート・サーバー上の変数値を変更しようとしましたが、その変数は読取り専用です。通常、このエラーは、より詳細に問題を記述するエラーに続いて表示されます。


	
処置: 読取り専用の変数は変更しないようにしてください。









	 NMP-00005: 一般SNMPエラーです。 
	
原因: 他の特定された状況には該当しないSNMPのエラーが発生しました。標準SNMPネットワーク・モニターが、SNMP-TNSゲートウェイを経由してOracleサービスに要求を送信した場合、このエラーが発生して、サービスは要求を理解できません。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返され、Oracle制御プログラムがリクエストをOracleサービスに送信するときに発生している場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NMP-00006: SNMPコンテキストが初期化されていません。 
	
原因: 内部機能が、初期化されていないSNMPハンドルを使用しようとしました。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NMP-00007: I/O障害が発生しました。 
	
原因: SNMPプログラム・インタフェースがSNMP要求の送信または受信を実行しましたが、ある種のネットワーク障害のため不可能でした。通常、このエラーは、より詳細に問題を記述するエラーに続いて表示されます。通常、この問題は、制御プログラムがサービスと交信しようとして、サービスが予期せず終了したとき、または制御プログラムとサービス間のネットワークに問題が発生したときに発生します。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NMP-00008: SNMPメッセージのバージョンが無効です。バージョン 0がリクエストされました。 
	
原因: SNMPプログラム・インタフェースは、不正なバージョン番号のプロトコル・リクエストを受信しました。標準SNMPネットワーク・モニターが、SNMP-TNSゲートウェイを経由してOracleサービスに無効な形式のリクエストを送信した場合に、このエラーが発生します。


	
処置: 問題の管理プラットフォームが、正しいバージョン番号でSNMPリクエストを送信していることを確認してください。エラーが繰り返され、Oracle制御プログラムがリクエストをOracleサービスに送信するときに発生している場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 NMP-00009: SNMP初期化障害が発生しました。 
	
原因: SNMPプログラム・インタフェースは、エラー・メッセージ・ファイルが存在しないか、またはパラメータ表に不正な形式のsnmp.communitiesパラメータ値が存在するときは初期化されません。


	
処置: SQL*Netが正しくインストールされ、すべてのメッセージ・ファイルが正しい位置にあることを確認してください。トレースをオンにして、パラメータ表のロードに失敗していないかどうかを確認してください。









	NMP-00010: メモリーが足りません 
	
原因: プログラム・インタフェースのメモリーが足りません。


	
処置: メモリーを追加するか、または実行するプロセスを減らしてください。









	 NMP-00011: 内部SNMPプログラム・インタフェース・エラーです。 
	
原因: SNMPプログラム・インタフェース内で内部エラーが発生しました。通常、このエラーは、より詳細に問題を記述するエラーに続いて表示されます。


	
処置: 通常、ユーザーには表示されません。詳細を調べるには、トレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。エラーが繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。














104 NCR-00001からNCR-04028



	 NCR-00001: NCR: メモリーを割当てできませんでした 
	
原因: スワップ領域またはシステム・メモリーの量が不足しています。


	
処置: スワップ領域またはシステム・メモリーの量を増やしてください。









	 NCR-00002: NCR: 使用方法が無効です。 
	
原因: ファンクションのパラメータが無効です。


	
処置: ファンクション・コールを確認してください。









	 NCR-00003: NCR: 初期化が失敗しました。 
	
原因: スワップ領域またはシステム・メモリーの量が不足しています。


	
処置: スワップ領域またはシステム・メモリーの量を増やしてください。









	 NCR-01003: NCRS: 読込みエラーです。 
	
原因: 入力デバイスからのデータの読込みに失敗しました。


	
処置: 詳細は、入力デバイス・ドライバのリターン・コードを参照してください。









	 NCR-01004: NCRS: 書込みエラーです。 
	
原因: 出力デバイスへのデータの書込みに失敗しました。


	
処置: 詳細は、出力デバイス・ドライバのリターン・コードを参照してください。









	 NCR-01005: NCRS: 出力バッファをフラッシュできませんでした。 
	
原因: 出力バッファ内のデータの出力デバイスへの書込みに失敗しました。


	
処置: 詳細は、出力デバイス・ドライバのリターン・コードを参照してください。









	 NCR-01006: NCRS: データ・バッファのオーバーフローが発生しました。 
	
原因: 指定されたデータ・バッファ外のデータの読込みまたは書込みを実行しようとしました。


	
処置: データ・バッファ・サイズを確認してください。









	 NCR-01007: NCRS: この操作は指定のモードではサポートされていません。 
	
原因: 現在のモードではサポートされていない操作を実行しようとしました。


	
処置: モードおよびサポートされている操作のリストについては、ドキュメントを参照してください。









	 NCR-01008: NCRS: トランスポート・パラメータを取得できませんでした。 
	
原因: トランスポート・レイヤーのパラメータを識別できませんでした。


	
処置: 詳細は、トランスポート・レイヤーのリターン・コードを参照してください。









	 NCR-01009: NCRS: レコード処理エラーです。 
	
原因: 無効なレコードを見つけたか、最後のレコードを越えて読み込もうとしました。


	
処置: レコード処理方法の説明については、ドキュメントを参照してください。









	 NCR-01010: NCRS: ネットワーク・アドレスの長さが無効です。 
	
原因: ネットワーク・アドレスのサイズが0(ゼロ)に設定されています。


	
処置: 有効なネットワーク・アドレスのサイズについては、ドキュメントを参照してください。









	 NCR-01011: NCRS: メッセージの送信に失敗しました。 
	
原因: ネットワーク・メッセージの送信に失敗しました。


	
処置: 詳細は、ネットワーク・インタフェースのリターン・コードを参照してください。









	 NCR-01012: NCRS: メッセージの受信に失敗しました。 
	
原因: ネットワーク・メッセージの受信に失敗しました。


	
処置: 詳細は、ネットワーク・インタフェースのリターン・コードを参照してください。









	 NCR-01013: NCRS: 無効な接続タイプです。 
	
原因: ストリームまたはメッセージ以外の接続タイプです。


	
処置: 接続タイプの説明は、ドキュメントを参照してください。









	 NCR-01018: NCRS: 暗号化が失敗しました。 
	
原因: データを暗号化できません。


	
処置: 詳細は、SNSドキュメントを参照してください。









	 NCR-01019: NCRS: チェックサムが失敗しました。 
	
原因: データにチェックサムを追加できません。


	
処置: 詳細は、SNSドキュメントを参照してください。









	 NCR-01020: NCRS: 操作はブロックします。 
	
原因: トランスポート接続がブロック化されていないため、読込みまたは書込みをせずにI/O操作が戻されました。正常に実行するには、ブロック化が必要です。


	
処置: これは軽度のエラーです。操作を再試行してください。









	 NCR-02003: NCRF: フォーマット・インタプリタに渡されたタイプが無効です。 
	
原因: フォーマット・インタプリタに、認識できないタイプのデータが渡されました。


	
処置: タイプ・コールバック・ルーチンまたはタイプ・コンテキスト構造からインタプリタに戻されたタイプを確認してください。









	 NCR-02004: NCRF: フォーマット・インタプリタ・タイプ・コンテキストが無効です。 
	
原因: フォーマット・インタプリタに、無効なタイプ・コンテキストが渡されました。


	
処置: 通常、このエラーは、集計が適切に記述されなかったときに発生します。たとえば、コンテキスト内のNCRF_END_STRUCT_DATA_TYPEの宣言は、相補的なNCRF_STRUCT_DATA_TYPEがなければ無効です。









	 NCR-02005: NCRF: セッション・モードが無効です。 
	
原因: データ・フォーマット・レイヤーが、GET、PUTまたはFREE以外のセッション・モードを受信しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 NCR-02006: NCRF: 無効な浮動小数点表現を受信しました。 
	
原因: データ・フォーマット・レイヤーは浮動小数点表現を受信しましたが、それを認識しませんでした。


	
処置: エラーになった受信フォーマット記述子を確認してください。









	 NCR-02007: NCRF: 無効なフォーマット記述子を受信しました。 
	
原因: データ・フォーマット・レイヤーが、不正な形式のフォーマット記述子を受信しました。後続のデータは、フォーマットされませんでした。


	
処置: リモート・ホストから受信したデータの整合性を確認してください。









	 NCR-02008: NCRF: フォーマット・インタプリタでストリームの処理中にエラーが発生しました。 
	
原因: インタプリタで、NCRF_STREAM_DATA_TYPEの処理中にエラーが発生しました。


	
処置: データの整合性またはストリームの存在を確認してください。









	 NCR-02009: NCRF: トレース・ファイルをオープンできません。 
	
原因: トレース・ファイルのオープンに失敗しました。


	
処置: 有効なファイル名であること、また、ユーザーが書込みアクセス権を持っていることを確認してください。









	 NCR-02010: NCRF: コール・コンテキストを使用できません 
	
原因: コール・コンテキストがフォーマット・コンテキストに渡されていません。


	
処置: コール・コンテキストがコールされていることを確認してください。









	 NCR-02011: NCRF: rfidsの最大数を超えました。 
	
原因: rfidsの最大数を超えました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 NCR-03002: NCRO: コンテキストの最大数に達しました。 
	
原因: すべてのコンテキスト・スロットが使用中であるため、コール・コンテキストまたはサービス・コンテキストの作成に失敗しました。


	
処置: 不要なコンテキストを破棄して、コンテキスト・スロットを解放してください。または、NCROを再構築して、コンテキスト・スロットを増やしてください。









	 NCR-03003: NCRO: 予期されていないメッセージです。 
	
原因: サービス接続から読み込まれたメッセージは、予期されたタイプではありません。


	
処置: アプリケーション・エラーです。デバッグおよび修正してください。









	 NCR-03004: NCRO: 未定義のメッセージです。 
	
原因: サービス接続から読み込まれたメッセージは、定義されていません。


	
処置: 内部エラーです。カスタマ・サポートに連絡してください。









	 NCR-03005: NCRO: 孤立したメッセージです。 
	
原因: サービス接続から読み込まれたメッセージは、すでに存在しないコール・コンテキストのためのものです。


	
処置: アプリケーション・エラーです。デバッグおよび修正してください。









	 NCR-03006: NCRO: 無効な操作です。 
	
原因: コール・コンテキストでの操作が無効です。たとえば、IN引数を持つことを定義されていないプロシージャにIN引数を送信すると、このエラーが発生します。


	
処置: アプリケーション・エラーです。デバッグおよび修正してください。









	 NCR-03007: NCRO: コンテキストは使用中です。 
	
原因: サービス/コール・コンテキストが前の操作を実行しているため、試行した操作に失敗しました。


	
処置: アプリケーション・エラーです。デバッグおよび修正してください。









	 NCR-03008: NCRO: コールが拒否されました。 
	
原因: サーバーがプロシージャIDを拒否したため、リモート・プロシージャの実行に失敗しました。


	
処置: プロシージャIDが誤っている場合は、正しいIDを送信してください。接続したサーバーが誤っている場合は、正しいサーバーに接続してください。









	 NCR-03009: NCRO: プロトコルのバージョンが一致しません。 
	
原因: クライアントとサーバーのNCROレイヤーのバージョン・レベルに、互換性がありません。


	
処置: 最新のNCROバージョンにアップグレードしてください。









	 NCR-03010: NCRO: 転送コールバック・エラーです。 
	
原因: アプリケーションの転送コールバック関数がFAILEDの状態を戻しました。


	
処置: 転送コールバック関数をデバッグしてください。









	 NCR-03012: NCRO: セッション・モードが無効です。 
	
原因: セッション・コンテキストが無効状態のため、試行した操作に失敗しました。


	
処置: 内部エラーです。カスタマ・サポートに連絡してください。









	 NCR-03013: NCRO: サポートされていない操作です。 
	
原因: リモート・アプリケーションのNCROバージョン・レベルと互換性がないため、試行した操作はこのサービス接続ではサポートされません。


	
処置: 最新のNCRライブラリをリモート・アプリケーションにリンクしてください。









	 NCR-03014: NCRO: トランスポート・アドレスが正しくありません。 
	
原因: トランスポート・アドレス記述子(バインド・コンテキストに含まれている)が無効であるため、サービス・コンテキストが作成できません。


	
処置: アプリケーション・エラーです。トランスポート・アドレス記述子を正しく初期化してください。









	 NCR-03015: NCRO: トランスポート・アドレスがありません。 
	
原因: トランスポート・アドレスが(バインド・コンテキスト内で)提供されず、またトランスポート・プロトコルがデータグラムを使用しているため、サービス・コンテキストが作成できません。


	
処置: アプリケーション・エラーです。トランスポート・アドレスを提供してください。









	 NCR-03016: NCRO: メッセージのアドレスが正しくありません。 
	
原因: サービス接続から読み込まれたメッセージが持つアドレス情報が正しくありません。


	
処置: 内部エラーです。カスタマ・サポートに連絡してください。









	 NCR-03017: NCRO: トランスポート・タイプRSLVはサポートされていません。 
	
原因: トランスポート・タイプRSLVのサポートが構築されていません。


	
処置: NCR_USE_RSLVを定義してNCRライブラリを再コンパイルしてください。









	 NCR-03018: NCRO: RSLV接続を確立できませんでした。 
	
原因: RSLV接続の確立に失敗しました。通常、これは、名前の解決に失敗したか、または解決したTNSアドレスが誤っているために発生します。


	
処置: 名前がTNSNAMES.ORA内にあり、正しいTNSアドレスに設定されていることを確認してください。









	 NCR-03019: NCRO: スレッド・サポートを初期化できません。 
	
原因: コア・スレッド・パッケージの初期化に失敗しました。


	
処置: 内部エラーです。カスタマ・サポートに連絡してください。









	 NCR-03020: NCRO: コール・コンテキストが無効です。 
	
原因: コール・コンテキストが無効です。


	
処置: コール・コンテキストが破棄されています。ブレークを受信した可能性があります。









	 NCR-03021: NCRO: インバンド・ラインをリセットしてください。 
	
原因: Oracleパートナが、ブレークを受信した後、インバンド・ラインのリセットを要求しています。


	
処置: インバンド・ラインをリセットする必要があります。









	 NCR-03022: NCRO: ブレークを送信できません。 
	
原因: サイドバンド・チャネルを使用してブレークを送信したとき、エラーが発生しました。


	
処置: サイドバンド・ブレークのサポートについては、ドキュメントを参照してください。









	 NCR-03023: NCRO: ブレークを受信できません。 
	
原因: サイドバンド・チャネルを使用してブレークを受信したとき、エラーが発生しました。


	
処置: サイドバンド・ブレークのサポートについては、ドキュメントを参照してください。









	 NCR-03024: NCRO: 伝送タイプLISTはサポートされていません。 
	
原因: 伝送タイプLISTのサポートが構築されていません。


	
処置: NCR_USE_LISTを定義してNCRライブラリを再コンパイルしてください。









	 NCR-03025: NCRO: LIST接続の確立に失敗しました。 
	
原因: LIST接続の確立に失敗しました。通常、これは、次のいずれかを示します。(1)アドレス・リスト構文のエラー。(2)指定されたアドレスへの接続の失敗。


	
処置: アドレス・リスト構文を確認し、指定されたアドレスごとにリスナー・プロセスが存在することを確認してください。









	 NCR-03026: NCRO: 結果バッファのオーバーフローが生じました。 
	
原因: 保持しておく結果を格納する結果バッファが小さすぎます。


	
処置: 結果バッファを拡張して再実行してください。









	 NCR-03027: NCRO: リモート・サービス・セッションが設定されていません。 
	
原因: sender-makes-rightには、リモートFIDが必要です。


	
処置: Send MakeのRightオプションを使用する前に、リモート・セッションを設定してください。









	 NCR-03028: NCRO: パートナがsender-makes-rightのリクエストを拒否しました。 
	
原因: 現行のサイドからsender-makes-rightが要求されましたが、サーバーに拒否されました。


	
処置: サーバー側を確認し、SMRが拒否された原因を調べてください。









	 NCR-04002: NCRR: インタフェース記述子が無効です。 
	
原因: インタフェース記述子が無効であるため、インタフェースの登録に失敗しました。


	
処置: ncrrri_register_interfaceコールに渡されたインタフェース記述子を確認してください。









	 NCR-04003: NCRR: インタフェースは存在します。 
	
原因: インタフェースがすでに存在するため、インタフェースの登録に失敗しました。


	
処置: アプリケーション・エラーです。新規インタフェースを登録して旧インタフェースを破棄するか、または旧インタフェースの置換を指示してください。









	 NCR-04004: NCRR: インタフェース・インスタンス・ハンドルが無効です。 
	
原因: インスタンス・ハンドルが無効であるため、サービス登録APIコールに失敗しました。


	
処置: アプリケーション・エラーです。デバッグおよび修正してください。









	 NCR-04005: NCRR: プロシージャ・ハンドルが無効です。 
	
原因: プロシージャ・ハンドルが無効であるため、プロシージャ/オブジェクト登録に失敗しました。


	
処置: アプリケーション・エラーです。デバッグおよび修正してください。









	 NCR-04006: NCRR: 引数記述子が無効です。 
	
原因: 引数記述子が無効であるため、プロシージャ登録に失敗しました。


	
処置: アプリケーション・エラーです。デバッグおよび修正してください。









	 NCR-04007: NCRR: オブジェクト・ハンドルが無効です。 
	
原因: オブジェクト・ハンドルが無効であるため(たとえば、オブジェクト・ハンドルが存在しないため)、サービス登録APIコールに失敗しました。


	
処置: アプリケーション・エラーです。デバッグおよび修正してください。









	 NCR-04008: NCRR: プロシージャは存在します。 
	
原因: このインタフェースに同じプロシージャがすでに存在するため、リモート・プロシージャの登録に失敗しました。


	
処置: アプリケーション・エラーです。新規プロシージャを登録して旧プロシージャを破棄するか、または旧プロシージャの置換を指示してください。









	 NCR-04009: NCRR: オブジェクトは存在します。 
	
原因: このインタフェースに同じオブジェクトがすでに存在するため、オブジェクトの登録に失敗しました。


	
処置: アプリケーション・エラーです。新規オブジェクトを登録して旧オブジェクトを破棄するか、または旧オブジェクトの置換を指示してください。









	 NCR-04010: NCRR: Oracle Internet Directoryと連絡が取れません。 
	
原因: サービス・エクスポートまたはサービス・インポートが、Oracle Internet Directory Serverとの連絡に失敗しました。


	
処置: Oracle Internet Directoryの構成が正しいことを確認してください。構成が正しくない場合は、トレースをオンにして、カスタマ・サポートに連絡してください。









	 NCR-04011: NCRR: Oracle Internet Directoryのエラー。 
	
原因: Oracle Internet Directory Serverとの通信中に、サービス・エクスポートまたはサービス・インポートに失敗しました。


	
処置: リモート操作のサービス登録スキーマに関しての無効なパラメータが渡されたか、Oracle Internet Directory Serverがリクエストされた操作の実行を拒否しました。リモート操作のサービス登録スキーマを参照し、Oracle Internet Directoryのトレースをオンにして、カスタマ・サポートに連絡してください。









	 NCR-04012: NCRR: アドレス記述子が無効です。 
	
原因: アドレス記述子が無効であるため、ncrrei_export_interfaceコールに失敗しました。


	
処置: アプリケーション・エラーです。デバッグおよび修正してください。









	 NCR-04013: NCRR: 認可が十分ではありません。 
	
原因: 認可が十分でないため、Oracle Internet Directory Server操作に失敗しました。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 NCR-04014: NCRR: インスタンス名が無効です。 
	
原因: インスタンス名が無効であるため、サービス・エクスポートまたはサービス・インポートに失敗しました。


	
処置: アプリケーション・エラーです。デバッグおよび修正してください。









	 NCR-04015: NCRR: インタフェース名が無効です。 
	
原因: インタフェース名が無効であるため、サービス・エクスポートまたはサービス・インポートに失敗しました。


	
処置: アプリケーション・エラーです。デバッグおよび修正してください。









	 NCR-04016: NCRR: 最後のインタフェース・インスタンス・ハンドルです。 
	
原因: 渡されたインスタンス・ハンドルは、リストの最後のインスタンス・ハンドルです。


	
処置: エラーではありません。リストの終わりに達したことを示しています。









	 NCR-04017: NCRR: インタフェース・インスタンス・ハンドルが見つかりません。 
	
原因: インスタンス名に対応するインスタンス・ハンドルが見つかりませんでした。


	
処置: アプリケーション・エラーです。デバッグおよび修正してください。









	 NCR-04018: NCRR: TNSアドレス・リストを作成できません。 
	
原因: インタフェース・インスタンス・リストからTNSアドレス・リストを作成できません。


	
処置: アプリケーション・エラーです。デバッグおよび修正してください。









	 NCR-04019: NCRR: インタフェースまたはインスタンス名はすでに存在しています。 
	
原因: Oracle Internet Directory Serverに名前がすでに存在するため、サービス・エクスポートに失敗しました。


	
処置: アプリケーション・エラーです。デバッグおよび修正してください。









	 NCR-04020: NCRR: インタフェースまたはインスタンス名は存在しません。 
	
原因: Oracle Internet Directory Serverに名前が存在しないため、サービスの削除または問合せに失敗しました。


	
処置: 該当するOracle Internet Directoryインスタンス上でOracle Internet Directoryツールを使用して、同じかどうかを検査してください。あるいは、トレースをオンにして、カスタマ・サポートに連絡してください。









	 NCR-04021: NCRR: Picklerのエラー。 
	
原因: Picklerのエラーのため、サービス・エクスポートまたは問合せに失敗しました。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 NCR-04022: NCRR: プロシージャ記述子が無効です。 
	
原因: プロシージャ記述子が無効であるため、プロシージャ登録に失敗しました。


	
処置: アプリケーション・エラーです。デバッグおよび修正してください。









	 NCR-04023: NCRR: オブジェクト記述子が無効です。 
	
原因: オブジェクト記述子が無効であるため、オブジェクト登録に失敗しました。


	
処置: アプリケーション・エラーです。デバッグおよび修正してください。









	 NCR-04024: NCRR: プロシージャの最大数に達しました 
	
原因: プロシージャ配列に空きがないため、プロシージャ登録に失敗しました。


	
処置: プロシージャの最大数を増やしてインタフェースを再登録してください。









	 NCR-04025: NCRR: 操作がタイムアウトしました 
	
原因: タイムアウト期限を超えたため、Oracle Internet Directory Serverの操作が失敗しました。


	
処置: Oracle Internet Directoryのトレースをオンにして、失敗した操作を再実行してください。









	 NCR-04026: NCRR: 操作がサポートされていません 
	
原因: 別のインスタンスへのサーバー参照が発生したため、Oracle Internet Directory Serverの操作が失敗しました。


	
処置: Oracle Internet Directoryインスタンスに登録するリモート操作エントリを統一し、Oracle Internet Directoryのトレースをオンにしてください。









	 NCR-04027: NCRR: 操作が失敗しました 
	
原因: サービス登録インタフェースが無効なパラメータに遭遇したため、Oracle Internet Directory Serverの操作が失敗しました。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 NCR-04028: NCRR: 操作が失敗しました 
	
原因: 対象データが最大許容サイズを超えているため、Oracle Internet Directory Serverの操作が失敗しました。


	
処置: Oracle Internet Directoryのツールを使用してOracle Internet Directoryインスタンスのエントリをチェックし、Oracle Internet Directoryのトレースをオンにしてください。














105 O2F-00301からO2F-00341



	 O2F-00301: INTYPEファイルからの読込み試行中にエラーが発生しました。 
	
原因: INTYPEファイルからの読込み試行中に、オペレーティング・システムにエラーが発生しました。


	
処置: エディタでINTYPEファイルをオープンできるかどうかを試し、ファイルにアクセスできることを確認してください。









	 O2F-00302: メモリーを割当てできません。 
	
原因: OTTがメモリーを割当てできませんでした。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 O2F-00303: INTYPEファイルが指定されていません。 
	
原因: 必須オプションのINTYPEが指定されていません。


	
処置: INTYPEオプションに、OTTが変換する型の名前を含むファイルの名前を設定してください。INTYPEオプションは、コマンドラインまたはCONFIGファイルでも指定できます。









	 O2F-00304: INTYPEのファイル名が無効です。 
	
原因: 指定されたINTYPEファイル名は構文的に正しくありません。


	
処置: INTYPEファイル名の綴りが正しいことを確認してください。









	 O2F-00305: INTYPEファイルを読込みでオープン中にエラーが発生しました。 
	
原因: INTYPEファイルのオープン中に、オペレーティング・システムにエラーが発生しました。


	
処置: INTYPEファイル名の綴りが正しいことを確認してください。エディタでINTYPEファイルをオープンできるかどうかを試し、ファイルへのアクセス権があることを確認してください。









	 O2F-00306: INTYPEファイルをクローズできません。 
	
原因: INTYPEファイルのクローズ中に、オペレーティング・システムにエラーが発生しました。


	
処置: エディタでINTYPEファイルをオープンできるかどうかを試し、ファイルにアクセスできることを確認してください。









	 O2F-00307: INTYPEファイルを読み込めません。 
	
原因: INTYPEファイルの最初のトークンを読み込めませんでした。INTYPEファイルから読み込もうとしたときにオペレーティング・システム・エラーが発生したか、またはINTYPEファイルの行がすべて空白行またはコメント行です。


	
処置: エディタでINTYPEファイルをオープンできるかどうかを試し、ファイルにアクセスできることを確認してください。INTYPEファイルに1つ以上の型指定が含まれていることを確認してください。









	 O2F-00308: INTYPEファイルに型指定がありません。 
	
原因: INTYPEファイルに型指定がないか、または前に発生したエラーが原因で、最初の型指定を読込みできません。


	
処置: 前に発生したエラーをすべて修正してください。INTYPEファイルに1つ以上の型指定があることを確認してください。









	 O2F-00309: ユーザー定義型の名前が無効か、または指定されていません。 
	
原因: ユーザー定義型の名前は、型指定の先頭にあるキーワードTYPEに続けて指定する必要があります。有効な型名が見つかりません。


	
処置: 型指定の構文が正しく、型名の綴りが正しいことを確認してください。









	 O2F-00310: 識別子名が無効か、または指定されていません。 
	
原因: ASの後ろにCまたはC++の有効な識別子が必要ですが、それが見つかりません。


	
処置: 先頭が数字以外で始まり、英文字、数字およびアンダースコアで構成されるCまたはC++の有効な識別子を使用してください。









	 O2F-00311: ファイル名が無効か、または指定されていません。 
	
原因: 有効なファイル名が必要ですが、それが見つかりません。


	
処置: TYPEファイル構文が正しいことを確認してください。正しいファイル名を使用してください。









	 O2F-00312: 型バージョンの文字列が無効か、または指定されていません。 
	
原因: 型バージョン名が必要ですが、それが見つかりません。


	
処置: TYPEファイル構文が正しいことを確認してください。正しいバージョン名を使用してください。









	 O2F-00313: 属性名が無効か、または指定されていません。 
	
原因: INTYPEファイル内に属性名が必要ですが、それが見つかりません。


	
処置: TYPEファイル構文が正しいことを確認してください。正しい属性名を使用してください。









	 O2F-00314: INTYPEファイルにASがありません。 
	
原因: INTYPEファイルの構文は不正です。


	
処置: TYPEファイル構文が正しいことを確認してください。









	 O2F-00315: 型の属性が型指定に2回記述されています。 
	
原因: ユーザー定義型の属性が、INTYPEファイルの型指定に2回記述されています。2番目の指定は無視されます。


	
処置: いずれかの属性を削除してください。









	 O2F-00316: 型指定の最後で予期しないトークンが検出されました。 
	
原因: INTYPEファイルに構文エラーがあります。


	
処置: ドキュメントを参照して、型指定が正しいことを確認してください。









	 O2F-00317: ERRTYPEファイルを書込みでオープン中にエラーが発生しました。 
	
原因: 書込み用にERRTYPEファイルをオープン中に、オペレーティング・システムにエラーが発生しました。


	
処置: ERRTYPEファイル名の綴りが正しいことを確認してください。ERRTYPEファイルの作成または更新ができるかどうかを試し、ファイルへの書込み権限があることを確認してください。









	 O2F-00318: OUTTYPEファイルへの書き込み中にエラーが発生しました。 
	
原因: OUTTYPEファイルへの書込み中に、オペレーティング・システムにエラーが発生しました。


	
処置: このファイルに対するオペレーティング・システムの書込み権限があることを確認してください。また、使用可能なディスク領域があることを確認してください。









	 O2F-00319: OUTTYPEファイルが指定されていません。 
	
原因: 必須オプションのOUTTYPEが指定されていません。


	
処置: OUTTYPEオプションに、OTTによって生成されるTYPEファイルの書込み先のファイル名を設定してください。OUTTYPEオプションはコマンドラインまたはCONFIGファイルでも指定できます。









	 O2F-00320: OUTTYPEファイルのファイル名が無効です。 
	
原因: 指定されたOUTTYPEファイル名は構文的に正しくありません。


	
処置: OUTTYPEファイル名の綴りが正しいことを確認してください。









	 O2F-00321: OUTTYPEを書込みでオープン中にエラーが発生しました。 
	
原因: OUTTYPEファイルのオープン中に、オペレーティング・システムにエラーが発生しました。


	
処置: OUTTYPEファイル名の綴りが正しいことを確認してください。このファイルをオープンするための、オペレーティング・システムの権限があることを確認してください。









	 O2F-00322: OUTTYPEファイルをクローズできません。 
	
原因: OUTTYPEファイルのクローズ中に、オペレーティング・システムにエラーが発生しました。


	
処置: エディタでOUTTYPEファイルをオープンできるかどうかを試し、ファイルにアクセスできることを確認してください。









	 O2F-00323: OTTの機能O2Fで内部エラーが発生しました。 
	
原因: OTTのO2Fコンポーネントで、内部OTTエラーが発生しました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 O2F-00324: データベースのキャラクタ・セットからコンパイラのキャラクタ・セットに変換できません。 
	
原因: 型、属性またはメソッドの名前が、OTTの起動時に有効であったクライアントのキャラクタ・セットから、コンパイラのキャラクタ・セット(一般的にはASCIIまたはEBCDIC)に変換できません。


	
処置: 名前は、最初にデータベースのキャラクタ・セットからクライアントのキャラクタ・セットへ変換され、次にクライアントのキャラクタ・セットからコンパイラのキャラクタ・セットへ変換されます。クライアントのキャラクタ・セットは、プラットフォームに依存した方法で指定されます(UNIXプラットフォームの場合、クライアントのキャラクタ・セットは環境変数the NLS_LANGを設定することによって指定されます)。コンパイラのキャラクタ・セットに変換できるクライアントのキャラクタ・セットを使用してください。コンパイラのキャラクタ・セット自体は、そのようなキャラクタ・セットの1つです。クライアントのキャラクタ・セットに正常に変換できなかったデータベース・オブジェクトの名前については、INTYPEファイルでシノニムを指定してください。









	 O2F-00325: 名前の文字に適切な識別子の文字がありません。 
	
原因: データベース・エンティティの名前として使用されている文字は、英文字やアンダースコアなどのCまたはC++の識別子の開始文字に変換することはできません。


	
処置: INTYPEファイルで、名前に対して明示的な変換を指定してください。









	 O2F-00326: この名前の文字に不正な識別子の文字があります。 
	
原因: データベース・エンティティ名の1つ以上の文字は、英文字、アンダースコア、数字などのCまたはC++の識別子で使用される文字に変換することはできません。変換できない文字はアンダースコアに置き換えられました。


	
処置: 名前の綴りが正しく、名前の最後が空白、行の終わりまたは等号(=)で終わっていることを確認してください。変換されたアンダースコア付きの名前を使用するか、INTYPEファイルで名前に対して明示的な変換を指定してください。









	 O2F-00327: CASEオプションの値が無効です。 
	
原因: INTYPEファイルでCASEオプションに指定された値は無効です。


	
処置: CASEオプションに指定した値を、SAME、LOWER、UPPERまたはOPPOSITEのいずれかの有効な値に変更してください。









	 O2F-00328: INITFUNC名が無効です。 
	
原因: INTYPEファイルでINITFUNCオプションに指定されている関数名が、CまたはC++の有効な識別子ではありません。


	
処置: INITFUNC関数の名前を、CまたはC++の有効な識別子に変更してください。この名前はINTYPEファイル内で指定されるか、コマンドライン上で指定されるか、またはINITFILE名から導出されます 。









	 O2F-00329: 型またはオプションを指定してください。 
	
原因: INTYPEファイル内に型指定またはオプション指定が必要ですが、見つかりません。


	
処置: INTYPEファイルに構文エラーがないことを確認してください。型指定またはオプション指定を記述してください。型指定はTYPEで開始してください。オプション指定はCASE、INITFILEまたはINITFUNCで開始してください。









	 O2F-00330: 名前が265バイトを超えています。 
	
原因: INTYPEファイル内で使用している名前の長さが265バイトを超えています。


	
処置: より短い名前を指定してください。









	 O2F-00331: INTYPEファイルに構文上不正な名前があります。 
	
原因: INTYPEファイル内で使用している名前に構文エラーが発生しました。


	
処置: 名前が引用符で囲まれている場合は、左の引用符と右の引用符の両方があることを確認してください。ピリオド(スキーマ名と型名を分ける)が記述されている場合は、スキーマ名および型名の両方があることを確認してください。









	 O2F-00332: ユーザー定義型の名前にデータベース・リンクは設定できません。 
	
原因: ユーザー定義型の名前にデータベース・リンクが設定されています。この機能はサポートされていません。


	
処置: OTTが接続するデータベースで、ユーザー定義型を宣言してください。









	 O2F-00333: INTYPEファイルのキーワードが必要な位置に予期しないトークンがあります 
	
原因: INTYPEファイル内にTYPEなどのキーワードが必要ですが、不正なキーワードまたは綴りの正しくないキーワードが見つかりました。


	
処置: 型指定がドキュメントに記述されている構文に準拠していることを確認してください。キーワードの綴りが正しいことを確認してください。









	 O2F-00334: INTYPEファイルにユーザー定義型が複数記述されています。 
	
原因: 複数の型指定に同じ名前のユーザー定義型が記述されています。重複した型指定は無視されます。


	
処置: 単一の型指定についての情報(すべての型名および属性名)をすべて調べて、重複している型指定を削除してください。









	 O2F-00335: OTTのO2Fコンポーネントで内部エラーが発生しました。 
	
原因: データベース・スキーマのすべての型をデータベースに対して要求しました。


	
処置: INTYPEファイルに、処理する型をリストしてください。Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 O2F-00336: サブシステムでエラーが発生しました。 
	
原因: データベース・スキーマのすべての型に対して宣言を生成するように要求しました。データベースへのアクセス時に、サブシステムでエラーが発生しました。


	
処置: サブシステムからレポートされたエラー・メッセージを使用して、エラーの原因を調べてください。INTYPEファイルに、処理する型をリストしてください。









	 O2F-00337: スキーマが見つからないか、またはスキーマに型が見つかりません。 
	
原因: データベース・スキーマのすべての型に対して宣言を生成するように要求しました。スキーマが見つからないか、スキーマにユーザー定義型が見つからないか、またはOracleに接続できません。


	
処置: OTTのログイン/パスワード文字列が指定され、OracleデータベースがOTTで接続可能であることを確認してください。データベースのUSER_TYPES表に、1行以上が含まれていることを確認してください。









	 O2F-00338: パッケージ名が見つからないか、または不適切です。 
	
原因: IN、PACKAGEまたはIN PACKAGEの後に、有効なJavaパッケージ名が必要ですが、それが見つかりません。


	
処置: 有効なJavaパッケージ名を使用してください。









	 O2F-00339: CODEオプションの値が無効です。 
	
原因: INTYPEファイルでCODEオプションに指定された値は無効です。


	
処置: CODEオプションに指定した値を、有効な値(C、ANSI_C、KR_C、JAVA、NATIVE_JAVA、ORACLE_JAVAのいずれか)に変更してください。









	 O2F-00340: 名前がNULLです。 
	
原因: 名前の長さが0(ゼロ)文字です。


	
処置: このエラーは、ユーザーには表示されません。Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 O2F-00341: 使用可能なメッセージのないエラーが発生しました。 
	
原因: このエラーの原因がレポートされませんでした。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。














106 O2I-00101からO2I-00133



	 O2I-00101: USERIDパラメータの値が無効です。 
	
原因: USERIDパラメータに入力された値が、<ユーザー名>/<パスワード>[@<データベース名>]文字列ではありません。


	
処置: データベースの接続時に使用するUSERIDオプションを、<ユーザー名>/<パスワード>または<ユーザー名>/<パスワード>@<データベース名>の正しい組合せに設定してください。OPS$アカウントがある場合は、USERIDオプションを省略できます。この場合、OTTは、OPS$<ユーザー名>のユーザーIDを使用してデータベースに接続しようとします。USERIDオプションは、コマンドラインまたはCONFIGファイルで指定できます。









	 O2I-00102: Oracleに接続できません。 
	
原因: OTTが、指定されたユーザー名およびパスワード、場合によってはデータベース・リンクでOracleに接続できませんでした。USERIDオプション値が誤っているか、USERIDが入力されていない場合は、OPS$<ユーザー名>のユーザーIDが受け入れられません。


	
処置: 現行のユーザー名およびパスワードが正しいことを確認してください。Oracleに接続する別のプログラムを実行し、そのユーザー名およびパスワードを使用して接続できることを確認してください。









	 O2I-00103: INTYPEファイルで、同じHFILEファイルを2つのファイル名で参照しています。 
	
原因: INTYPEファイルで、同じHFILEファイルを参照するために2つの異なるファイル名が使用されているか、またはコマンドラインとINTYPEファイルで、同じHFILEを参照するために異なるファイル名が使用されています。


	
処置: HFILEファイルは一貫して同じファイル名で参照してください。









	 O2I-00110: OTTのコンポーネントO2Iで内部エラーが発生しました。 
	
原因: OTTのコンポーネントO2Iで内部OTTエラーが発生しました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 O2I-00111: メモリーを割当てできません 
	
原因: OTTがメモリーを割当てできませんでした。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 O2I-00112: HFILEファイルに書き込みできません。 
	
原因: HFILEファイルへの書込み中に、オペレーティング・システムにエラーが発生しました。


	
処置: このファイルに対するオペレーティング・システムの書込み権限があることを確認してください。また、使用可能なディスク領域があることを確認してください。









	 O2I-00113: HFILEファイルが指定されていません。 
	
原因: OTTによって生成されるCの宣言の書込み先のHFILEファイルが指定されていません。


	
処置: コマンドラインまたはCONFIGファイルで、グローバルなHFILEオプションを指定してください。型を記述するINTYPEファイルのエントリで別のHFILEを指定することによって、特定の型に別のHFILEを選択している可能性があります。INTYPEファイルの各エントリでHFILEを指定し、HFILEのすべての型がそこに記述されている型の宣言のみを必要とする場合、グローバルなHFILEオプションは省略できます。以前に起動したOTTが生成したINTYPEファイルは、これらの条件を満たしています。









	 O2I-00114: HFILEファイル名が無効です。 
	
原因: 不正な構文のHFILEファイル名が指定されました。


	
処置: HFILEファイル名の綴りが正しいことを確認してください。









	 O2I-00115: HFILEファイルのオープン中にエラーが発生しました。 
	
原因: 書込み用にHFILEファイルをオープン中に、オペレーティング・システムにエラーが発生しました。


	
処置: HFILEファイル名の綴りが正しいことを確認してください。HFILEを作成または更新できるかどうかを試し、ファイルへの書込み権限があることを確認してください。









	 O2I-00116: HFILEファイルをクローズできません。 
	
原因: HFILEファイルのクローズ中に、オペレーティング・システムにエラーが発生しました。


	
処置: HFILEを作成または更新できるかどうかを試し、ファイルにアクセスできることを確認してください。









	 O2I-00117: 内部エラー: コンポーネントO2Uのメッセージ・ファイルがありません。 
	
原因: 内部OTTコンポーネントO2U用のメッセージ・ファイルが見つかりません。OTTが正しくインストールされていない可能性があります。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 O2I-00118: ユーザー定義のこの型はデータベース内で見つかりません。 
	
原因: INTYPEファイルで指定されたユーザー定義型が、データベース内で見つかりません。


	
処置: 型の名前の綴りが正しいことを確認してください。この型が実際にデータベースで宣言されていることを確認してください。









	 O2I-00119: サブシステムでレポートされた警告: 
	
原因: OTTによって起動されたサブシステムから警告がレポートされました。その警告は、「サブシステムでレポートされた警告」メッセージに続いて表示されます。


	
処置: サブシステムからレポートされた警告を使用して、エラーの原因を調べてください。









	 O2I-00120: サブシステムでエラーが発生しました。 
	
原因: OTTによって起動されたサブシステムからエラーがレポートされました。そのエラーは、「サブシステムでレポートされたエラー」メッセージに続いて表示されます。


	
処置: サブシステムからレポートされたエラー・メッセージを使用して、エラーの原因を調べてください。









	 O2I-00121: CODEオプションに対する値が指定されていません。 
	
原因: コマンドラインまたは構成ファイルに、必要なCODEオプションが指定されていません。


	
処置: コマンドラインまたは構成ファイルで、CODEオプションを指定してください。現在、コード・オプションの値は、CODE=ANSI_C、CODE=KR_C、CODE=Cがサポートされています。









	 O2I-00122: INITFILEファイルのファイル名が無効です。 
	
原因: 指定されたINITFILEファイル名は構文的に正しくありません。


	
処置: INITFILEファイル名の綴りが正しいことを確認してください。









	 O2I-00123: INITFILEファイルをクローズできません。 
	
原因: INITFILEファイルのクローズ中に、オペレーティング・システムにエラーが発生しました。


	
処置: エディタでINITFILEファイルをオープンできるかどうかを試し、ファイルにアクセスできることを確認してください。









	 O2I-00124: 書込み用にINITFILEファイルをオープン中にエラーが発生しました。 
	
原因: 書込み用にINITFILEファイルをオープン中に、オペレーティング・システムにエラーが発生しました。


	
処置: INITFILEファイル名の綴りが正しいことを確認してください。INITFILEを作成または更新できるかどうかを試し、ファイルへの書込み権限があることを確認してください。









	 O2I-00125: INITFILEファイルへの書き込み中にエラーが発生しました。 
	
原因: INITFILEファイルへの書込み中に、オペレーティング・システムにエラーが発生しました。


	
処置: このファイルに対するオペレーティング・システムの書込み権限があることを確認してください。また、使用可能なディスク領域があることを確認してください。









	 O2I-00126: SCHEMA_NAMES=FROM_INTYPEの場合はINTYPEファイルを指定する必要があります。 
	
原因: オプションSCHEMA_NAMES=FROM_INTYPEは、INTYPEファイルに指定されているようにOUTTYPEファイルにスキーマ名を書き込むように要求しています。しかし、INTYPEファイルが指定されていません。


	
処置: INTYPEファイルの名前を指定するか、SCHEMA_NAMESオプションにALWAYSまたはIF_NEEDEDを指定してください。









	 O2I-00127: INITFUNC名が無効です。 
	
原因: INITFUNC関数の名前が、CまたはC++の有効な識別子ではありません。


	
処置: INITFUNC関数の名前を、CまたはC++の有効な識別子に変更してください。この名前はINTYPEファイル内で指定されるか、コマンドライン上で指定されるか、またはINITFILE名から導出されます 。









	 O2I-00128: Javaファイルに書き込めません。 
	
原因: Javaソース・ファイルへの書込み中に、オペレーティング・システムにエラーが発生しました。


	
処置: このファイルに対するオペレーティング・システムの書込み権限があることを確認してください。また、使用可能なディスク領域があることを確認してください。









	 O2I-00129: 指定されたJavaファイルはありません。 
	
原因: OTTによって生成されるJavaの宣言の書込み先のファイルが指定されていません。


	
処置: Javaファイルはそれを宣言したクラスの名前に基づいて命名されるため、このメッセージが表示されることはありません。Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 O2I-00130: Javaファイル名が無効です。 
	
原因: 不正な構文のJavaファイル名が指定されました。


	
処置: Javaファイル名の綴りが正しいことを確認してください。









	 O2I-00131: Javaファイルのオープンでエラーが発生しました。 
	
原因: 書込み用にJavaファイルをオープン中に、オペレーティング・システムにエラーが発生しました 。


	
処置: ファイル名の綴りが正しいことを確認してください。ファイルを作成または更新できるかどうかを試し、ファイルへの書込み権限があることを確認してください。









	 O2I-00132: Javaファイルをクローズできません。 
	
原因: Javaファイルのクローズ中に、オペレーティング・システムにエラーが発生しました。


	
処置: Javaファイルを作成または更新できるかどうかを試し、ファイルにアクセスできることを確認してください。









	 O2I-00133: 使用可能なメッセージのないエラーが発生しました。 
	
原因: このエラーの原因がレポートされませんでした。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。














107 O2U-00200からO2U-00212



	 O2U-00200: OTTの機能O2Uで内部エラーが発生しました。 
	
原因: OTTのO2U機能で内部OTTエラーが発生しました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 O2U-00201: 関数o2upt()への引数が正しくありません。 
	
原因: 関数o2upt()に無効な引数が渡されました。これは、通常は発生しない内部エラーです。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 O2U-00202: 無効なデータが関数に渡されました。 
	
原因: 無効な値を持つ引数が関数o2upt()に渡されました。これは、通常は発生しない内部エラーです。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 O2U-00203: 宣言される型はオブジェクト型か名前付きコレクション型である必要があります。 
	
原因: OTTがサポートしていない型のコード生成を依頼しました。Javaコードを生成する場合、OTTはオブジェクト型のコードのみを生成します。Cの宣言を生成する場合、OTTはオブジェクト型および名前付きコレクション型の宣言のみを生成します。


	
処置: OTTに組込み型を宣言するよう要求しているか、またはJavaコードを生成している場合に名前付きコレクション型を宣言するよう要求している可能性があります。このような型の宣言の生成をOTTに要求しないでください。









	 O2U-00204: データベースのキャラクタ・セットからコンパイラのキャラクタ・セットに変換できません。 
	
原因: 型、属性またはメソッドの名前が、OTTの起動時に有効であったクライアントのキャラクタ・セットから、コンパイラのキャラクタ・セット(一般的にはASCIIまたはEBCDIC)に変換できません。


	
処置: 名前は、最初にデータベースのキャラクタ・セットからクライアントのキャラクタ・セットへ変換され、次にクライアントのキャラクタ・セットからコンパイラのキャラクタ・セットへ変換されます。クライアントのキャラクタ・セットは、プラットフォームに依存した方法で指定されます(UNIXプラットフォームの場合、クライアントのキャラクタ・セットは環境変数the NLS_LANGを設定することによって指定されます)。INTYPEファイルのキャラクタ・セットを含み、かつコンパイラのキャラクタ・セットに変換できるクライアントのキャラクタ・セットを使用してください。データベースのキャラクタ・セットは、このようなキャラクタ・セットの1つです。クライアントのキャラクタ・セットに正常に変換できなかったデータベース・オブジェクトの名前については、INTYPEファイルでシノニムを指定してください。









	 O2U-00205: 型の名前に正当な識別子の文字がありません。 
	
原因: ユーザー定義型の名前として使用されている文字は、英文字やアンダースコアなどのCまたはC++の識別子の開始文字に変換できません。


	
処置: INTYPEファイルで、型名に対して明示的な変換を指定してください。









	 O2U-00206: 型の名前の文字で不正な識別子の文字があります。 
	
原因: ユーザー定義型の名前の1つ以上の文字は、英文字、アンダースコア、数字などのCまたはC++の識別子で使用される文字に変換できません。変換できない文字はアンダースコアに置き換えられました。


	
処置: INTYPEファイルで型名に対する明示的な変換を指定するか、変換されたアンダースコア付きの型名を使用してください。









	 O2U-00207: 属性名に正当な識別子の文字がありません。 
	
原因: 型の属性名の文字は、英文字やアンダースコアなどのCまたはC++の識別子の開始文字に変換できません。問題のある属性を確認するには、この型に対して生成された宣言で明らかに不正なデータ・メンバー名がないか調べてください。


	
処置: INTYPEファイルで、属性名に対して明示的な変換を指定してください。









	 O2U-00208: 属性名の1つまたは複数の文字が正当な識別子文字ではありませんでした。 
	
原因: CまたはC++の有効な識別子の文字に変換できない文字が属性名に1つ以上含まれている場合、変換できない文字はアンダースコアに置き換えられます。問題のある属性または属性を確認するには、この型に対して生成された宣言で、元の属性名にない不要なアンダースコアを含むデータ・メンバー名がないか調べてください。


	
処置: INTYPEファイルで問題のある属性に対する明示的な変換を指定するか、変換されたアンダースコア付きの属性名を使用してください。









	 O2U-00209: 変換する属性名または関数名が見つかりません。 
	
原因: 変換が要求された属性名または関数名は、現在の型の属性名または関数名ではありません。


	
処置: 名前の綴りが正しく、現在の型で定義された属性名または関数名であることを確認してください。









	 O2U-00210: メモリーを割当てできません 
	
原因: OTTがメモリーを割当てできませんでした。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 O2U-00211: 属性のない型が変換されました。 
	
原因: OTTが属性のない型を変換しました。対応するC型は構成要素のない構造体で、Cの有効な型ではありません。型の作成中のエラーにより、データベース内に無効な型が生成される場合があります。また、互いに参照する型の作成時に不完全な型が一時的に使用される場合があります。


	
処置: データベースに対応する型を再作成し、OTTを再実行してください。









	 O2U-00212: 使用可能なメッセージのないエラーが発生しました。 
	
原因: このエラーの原因がレポートされませんでした。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。














108 PCB-00001からPCB-00903



	PCB-00001: string 
	
原因: これはコマンドライン・プロセッサの一般的なエラー・メッセージです。


	
処置: 表示されたエラーを修正してください。









	 PCB-00002: コマンドライン・プロセッサで重大なエラーが見つかりました。 
	
原因: コマンドライン・プロセッサが重大なエラーを検出しました。


	
処置: すべてのコマンドライン・オプションが正しく指定されていることを確認した後、使用したすべてのオプションと構成ファイルのすべてのアカウントを確認して、カスタマ・サポートに連絡してください。









	 PCB-00003: DBMSオプションの値は、指定したMODEオプションの値に対して無効です。 
	
原因: MODE={ANSI14 | ANSI13}のときにDBMS=V7またはV8が指定されたか、またはMODE=ANSIのときにDBMS=V6が指定されました。これらのオプション設定には互換性がありません。DBMSオプションは、Oracleプリコンパイラのリリース1.5より前では無効であることに注意してください。


	
処置: DBMS=V7またはV8の場合は、MODE={ANSI14 | ANSI13}ではなく、MODE={ANSI | ORACLE}を指定してください。DBMS=V6の場合は、MODE=ANSIではなくMODE={ANSI14 | ANSI13 | ORACLE}を指定してください。ただし、推奨値はMODE=ORACLEです。









	 PCB-00004: UNSAFE_NULL=YESはDBMS=V7またはV8、およびMODE=ORACLEとともに使用する必要があります 
	
原因: UNSAFE_NULL=YESオプションが、DBMS=V6またはDBMS=NATIVE(デフォルト)とともに使用されたか、またはMODE=ANSI/ANSI14/ANSI13とともに使用されました。


	
処置: UNSAFE_NULL=YESを使用する場合は、DBMS=V7またはV8、およびMODE=ORACLE(デフォルト)を指定してください。または、UNSAFE_NULL=YESを使用しないでください。









	 PCB-00005: コマンドラインでオプションがNLS_LOCAL=YESのときMODE=ANSIである必要があります。 
	
原因: MODE=ANSIを指定せずに、プリコンパイラ・オプションNLS_LOCAL=YESを使用しました。NLS_LOCAL=YESの場合は、プリコンパイラ・オプションMODE=ANSIを指定する必要があります。


	
処置: NLS_LOCAL=YESを使用する場合は、プリコンパイラ・オプションMODE=ANSIを設定してください。または、NLS_LOCAL=YESは設定しないでください。









	 PCB-00006: ユーザーIDはSQLCHECK=FULLのときのみ使用されます、ユーザーIDは無視されました。 
	
原因: SQLCHECK={SYNTAX | NONE}のときに、USERIDオプションが指定されました。これは不要です。


	
処置: USERIDオプションは、SQLCHECK=SEMANTICSの場合にのみ指定してください。









	PCB-00007: string 
	
原因: これはコマンドライン・プロセッサの一般的なエラー・メッセージです。


	
処置: 表示されたエラーを修正してください。









	 PCB-00008: 埋込みPL/SQLでSQLCHECK=SEMANTICS(FULL)が指定されていません。 
	
原因: SQLCHECK=SYNTAXまたはSQLCHECK=NONEのときに、プリコンパイラがPL/SQLブロックを解析しようとしました。SQLCHECK=SEMANTICSを指定している場合にのみ、PL/SQLブロックを解析できます。


	
処置: PL/SQLブロックを削除するか、またはSQLCHECK=SEMANTICSを指定してください。









	 PCB-00009: EXEC SQL文の後で、MAXLITERALの変更はできません。 
	
原因: EXEC SQL、EXEC TOOLSまたはEXEC IAF文の後のインラインEXEC ORACLE OPTION文で、MAXLITERALオプションが使用されました。これは許可されていません。


	
処置: MAXLITERALオプションは、コマンドラインまたは入力ソース・ファイルの先頭にあるEXEC ORACLE OPTION文でのみ使用してください。









	 PCB-00010: EXEC ORACLE文にあるSQLCHECK値がコマンドラインの値を超えています。 
	
原因: SQLCHECKオプションがインラインで入力され、コマンドラインで指定された(またはデフォルトで受け入れられた)レベルより高いチェック・レベルが指定されました。これは許可されていません。たとえば、コマンドラインでSQLCHECK={SYNTAX | LIMITED}を指定すると、SQLCHECK={SEMANTICS | FULL}をインラインで指定することはできません。これは情報メッセージです。プリコンパイラはインライン値を無視して処理を続けます。


	
処置: EXEC ORACLE文を修正するか、またはコマンドラインのチェック・レベルを低くしてください。









	 PCB-00011: DBMS=V6は現在サポートしていません。DBMS=NATIVEを使用してください。 
	
原因: V6との互換性はサポートされていません。プリコンパイラは、DBMS=NATIVEが指定されたものとしてプリコンパイルします。


	
処置: 指定したDBMSオプションの値を、V6以外の値に変更してください。









	 PCB-00012: オプションTYPE_CODE=ANSIの場合、コマンドライン・オプションDYNAMIC=ANSIが必要です 
	
原因: DYNAMIC=ANSIを指定せずに、プリコンパイラ・オプションTYPE_CODE=ANSIが使用されました。TYPE_CODE=ANSIの場合は、プリコンパイラ・オプションDYNAMIC=ANSIを指定する必要があります。


	
処置: TYPE_CODE=ANSIを使用する場合は、プリコンパイラ・オプションDYNAMIC=ANSIを設定してください。または、TYPE_CODE=ANSIは設定しないでください。









	 PCB-00013: オプションOUTLINEを使用するときは、オプションSQLCHECK=SEMANTICS(FULL)を使用する必要があります 
	
原因: SQLCHECK=SEMANTICS(FULL)を指定せずに、プリコンパイラ・オプションOUTLINEが使用されました。


	
処置: プリコンパイラ・オプションは、SQLCHECK=SEMANTICS(FULL)の場合にのみ指定してください。









	 PCB-00014: オプションOUTLNPREFIXを使用するときは、オプションOUTLINEを使用する必要があります 
	
原因: OUTLINE=YES|<category_name>を指定せずに、プリコンパイラ・オプションOUTLNPREFIXが使用されました。OUTLNPREFIXの場合は、プリコンパイラ・オプションOUTLINEを指定する必要があります。


	
処置: プリコンパイラ・オプションOUTLINE=YES|<category_name>を指定してください。









	 PCB-00015: オプションRUNOUTLINEを使用するときは、オプションOUTLINEを使用する必要があります 
	
原因: OUTLINE=YES|<category_name>を指定せずに、プリコンパイラ・オプションRUNOUTLINEが使用されました。RUNOUTLINEの場合は、プリコンパイラ・オプションOUTLINEを指定する必要があります。


	
処置: プリコンパイラ・オプションOUTLINE=YES|<category_name>を指定してください。









	 PCB-00016: TimesTenによりセマンティク・チェックが無効化されています。 
	
原因: セマンティック・チェックはTimesTenではサポートされていません。


	
処置: これは情報メッセージです。









	PCB-00100: 一時ファイルstringを再オープンできません。 
	
原因: プリコンパイラは一時ファイルをオープンできませんでした。次のような原因が考えられます。
o ファイルのアクセス権限が不十分である。

o 別のユーザーがそのファイルをロックしている。

o ディスク領域が不十分である。

o オープンしているファイルが多すぎる。




	
処置: ファイルに対する十分なアクセス権限が付与されていること、そのファイルを他のユーザーがロックしていないことを確認してください。また、十分なディスク領域があり、オープン・ファイル数の上限が十分に大きく設定されていることも確認してください(システム管理者に問い合せてください)。









	 PCB-00101: システム構成ファイルが見つからないか、オープンできません。 
	
原因: プリコンパイラがシステム構成ファイルをオープンできませんでした。システム構成ファイルが存在しないか、ディレクトリが正しくありません。


	
処置: システム構成ファイルが正しいディレクトリにあることを確認してください。システム構成ファイルの配置は、Oracleインストレーション・ドキュメントで確認してください。デフォルト・オプションを指定したpcccob.cfgの新しいコピーを、適切なディレクトリに置いてください。









	 PCB-00102: 入力ファイル名の長さが最大長を超えています。 
	
原因: 指定したファイル名が最大長を超えています。一部のオペレーティング・システムでは、ファイル名の最大長に制限があります。


	
処置: 各プラットフォームでファイル名に使用できる長さ以下のファイル名を使用してください。









	 PCB-00103: 生成されたアウトラインSQLファイル"string"をオープンできません 
	
原因: プリコンパイラはINCLUDE文で指定された入力ファイルをオープンできませんでした。次のような原因が考えられます。
o ファイル名のつづりが誤っている。

o 指定したファイルが存在しない。

o 指定したファイルへの検索パスが誤っている。

o ファイルのアクセス権限が不十分である。

o ディスク領域が不十分である。

o オープンしているファイルが多すぎる。




	
処置: ファイルが存在すること、ファイルに対する検索パスが正しいこと、ファイルに対する十分なアクセス権限が付与されていること、ファイルが他のユーザーによってロックされていないことを確認してください。また、十分なディスク領域があり、オープン・ファイル数の上限が十分に大きく設定されていることも確認してください(システム管理者に問い合せてください)。









	 PCB-00104: 入力ファイル"string"をオープンできません。 
	
原因: プリコンパイラはINAMEプリコンパイラ・オプションで指定された入力ファイルをオープンできませんでした。次のような原因が考えられます。
o ファイル名のつづりが誤っている。

o 指定したファイルが存在しない。

o 指定したファイルへの検索パスが誤っている。

o ファイルのアクセス権限が不十分である。

o 別のユーザーがそのファイルをロックしている。

o ディスク領域が不十分である。

o オープンしているファイルが多すぎる。




	
処置: ファイルが存在すること、ファイルに対する検索パスが正しいこと、ファイルに対する十分なアクセス権限が付与されていること、ファイルが他のユーザーによってロックされていないことを確認してください。また、十分なディスク領域があり、オープン・ファイル数の上限が十分に大きく設定されていることも確認してください(システム管理者に問い合せてください)。









	 PCB-00105: 挿入されたファイル名"string"は、number文字の名前制限を超えています。 
	
原因: 指定したファイル名が最大長を超えています。一部のオペレーティング・システムでは、ファイル名の最大長に制限があります。


	
処置: 各プラットフォームでファイル名に使用できる長さ以下のファイル名を使用してください。









	 PCB-00106: INCLUDEファイル"string"をオープンできません。 
	
原因: プリコンパイラはINCLUDE文で指定された入力ファイルをオープンできませんでした。次のような原因が考えられます。
o ファイル名のつづりが誤っている。

o 指定したファイルが存在しない。

o 指定したファイルへの検索パスが誤っている。

o ファイルのアクセス権限が不十分である。

o ディスク領域が不十分である。

o オープンしているファイルが多すぎる。




	
処置: ファイルが存在すること、ファイルに対する検索パスが正しいこと、ファイルに対する十分なアクセス権限が付与されていること、ファイルが他のユーザーによってロックされていないことを確認してください。また、十分なディスク領域があり、オープン・ファイル数の上限が十分に大きく設定されていることも確認してください(システム管理者に問い合せてください)。









	 PCB-00107: 生成されたアウトライン・ログ・ファイル"string"をオープンできません 
	
原因: プリコンパイラはINCLUDE文で指定された入力ファイルをオープンできませんでした。次のような原因が考えられます。
o ファイル名のつづりが誤っている。

o 指定したファイルが存在しない。

o 指定したファイルへの検索パスが誤っている。

o ファイルのアクセス権限が不十分である。

o ディスク領域が不十分である。

o オープンしているファイルが多すぎる。




	
処置: ファイルが存在すること、ファイルに対する検索パスが正しいこと、ファイルに対する十分なアクセス権限が付与されていること、ファイルが他のユーザーによってロックされていないことを確認してください。また、十分なディスク領域があり、オープン・ファイル数の上限が十分に大きく設定されていることも確認してください(システム管理者に問い合せてください)。









	 PCB-00108: リスト・ファイル"string"をオープンできません。 
	
原因: プリコンパイラはLNAMEプリコンパイラ・オプションで指定されたリスト・ファイルをオープンできませんでした。次のような原因が考えられます。
o ファイル名のつづりが誤っている。

o 指定したファイルが存在しない。

o 指定したファイルへの検索パスが誤っている。

o ファイルのアクセス権限が不十分である。

o 別のユーザーがそのファイルをロックしている。

o ディスク領域が不十分である。

o オープンしているファイルが多すぎる。




	
処置: ファイルが存在すること、ファイルに対する検索パスが正しいこと、ファイルに対する十分なアクセス権限が付与されていること、ファイルが他のユーザーによってロックされていないことを確認してください。また、十分なディスク領域があり、オープン・ファイル数の上限が十分に大きく設定されていることも確認してください(システム管理者に問い合せてください)。リスト・ファイルが必要ない場合は、コマンドラインにLTYPE=NONEを指定してください。









	 PCB-00109: 生成されたソース・ファイル"string"をオープンできません。 
	
原因: プリコンパイラはONAMEプリコンパイラ・オプションで指定された出力ファイルをオープンできませんでした。次のような原因が考えられます。
o ファイル名のつづりが誤っている。

o 指定したファイルが存在しない。

o 指定したファイルへの検索パスが誤っている。

o ファイルのアクセス権限が不十分である。

o 別のユーザーがそのファイルをロックしている。

o ディスク領域が不十分である。

o オープンしているファイルが多すぎる。




	
処置: ファイルが存在すること、ファイルに対する検索パスが正しいこと、ファイルに対する十分なアクセス権限が付与されていること、ファイルが他のユーザーによってロックされていないことを確認してください。また、十分なディスク領域があり、オープン・ファイル数の上限が十分に大きく設定されていることも確認してください(システム管理者に問い合せてください)。









	 PCB-00110: 一時ファイル"string"をオープンできません。 
	
原因: プリコンパイラは一時ファイルをオープンできませんでした。次のような原因が考えられます。
o ファイルのアクセス権限が不十分である。

o 同じ名前のファイルがすでに存在し、ロックされている。

o ディスク領域が不十分である。

o オープンしているファイルが多すぎる。




	
処置: ファイルが存在すること、ファイルに対する十分なアクセス権限が付与されていること、ファイルがロックされていないことを確認してください。また、十分なディスク領域があり、オープン・ファイル数の上限が十分に大きく設定されていることも確認してください(システム管理者に問い合せてください)。200～299 - ホスト変数エラー









	 PCB-00200: PIC NまたはPIC G変数"string"は同等化できません。 
	
原因: PIC N/G変数、暗黙のVARCHARグループ項目(基本項目としてPIC N/Gを使用)またはグループ項目(基本項目としてPIC N/Gを使用)がEXEC SQL VAR文で使用されました。これは許可されていません。


	
処置: EXEC SQL VAR文でPIC N変数を使用しないでください。EXEC SQL VAR文を使用してOracleの型と同値化にする場合は、PIC N変数ではなくPIC X変数を使用してください。









	 PCB-00201: インジケータ変数 stringはグループ・アイテムではありません。 
	
原因: ホスト変数は表を含むグループ項目です。この種類のホスト変数とともに使用するインジケータ変数は、グループ項目ホスト変数の表に対応するインジケータの表のグループ項目である必要があります。


	
処置: インジケータ変数をインジケータ表のグループ項目になるように変更してください。









	 PCB-00202: インジケータ変数 stringはグループ・アイテムまたは表ではありません。 
	
原因: ホスト変数はグループ項目です。この種類のホスト変数とともに使用するインジケータ変数は、グループ項目またはインジケータ変数の表である必要があります。


	
処置: グループ項目またはインジケータ変数の表を使用してください。









	 PCB-00203: ネストされたグループ・アイテム"string"はサポートされていません。 
	
原因: ホスト変数として使用されている変数は、他のグループ項目を含むグループ項目です。


	
処置: ホスト変数として使用されているグループ項目からすべてのグループ項目を削除してください。









	 PCB-00204: グループ・アイテムはINTOまたはVALUES句以外で使用できません。 
	
原因: グループ・アイテムホスト変数がINTOまたはVALUES句以外で使用されました。グループ・アイテムホスト変数は、INTOまたはVALUES句でのみ使用できます。


	
処置: グループ・アイテムホスト変数をINTOまたはVALUES句以外で使用しないでください。









	 PCB-00205: NLS_LOCAL=YESのとき、PL/SQLでPIC NまたはPIC G変数は使用できません。 
	
原因: プリコンパイラ・オプションNLS_LOCAL=YESが使用されているときに、埋込みPL/SQLブロックでPIC NまたはPIC G変数が使用されました。この状況でのPIC NまたはPIC G変数はサポートされていません。


	
処置: PL/SQLブロック内でPIC NまたはPIC G変数を使用しないでください。または、プリコンパイラ・オプションNLS_LOCAL=NOを使用してください。









	 PCB-00206: NLS_LOCAL=YESのとき、PL/SQLで引用符リテラルのNは使用できません。 
	
原因: プリコンパイラ・オプションNLS_LOCAL=YESが使用されているときに、PL/SQLブロック内でNリテラル(N'...'形式のリテラル)が使用されました。この状況でのNリテラルはサポートされていません。


	
処置: 通常のリテラル(Nのないリテラル)をPL/SQLブロック内で使用するか、またはプリコンパイラ・オプションNLS_LOCAL=NOを使用してください。









	 PCB-00207: NLS_LOCAL=YESのとき、PIC NまたはPIC G表変数は使用できません。 
	
原因: OCCURS句を使用して、PIC N変数が宣言されました。NLS_LOCAL=YESのとき、PIC N変数の表はサポートされていません。


	
処置: OCCURS句を使用せずPIC N変数を宣言してください。または、SQL文でPIC N変数を使用しないでください。









	 PCB-00208: ホスト変数"string"の型が正しくありません。 
	
原因: SQL文または埋込みPL/SQLブロックに、サポートされていないデータ型の変数が使用されています。


	
処置: サポートされているデータ型のホスト変数を使用してください。









	 PCB-00209: ホスト変数"string"に対してスケールはサポートされていません。 
	
原因: SQL文または埋込みPL/SQLで、スケールをサポートしていない形式の変数が使用されました。PIC S9(n) COMP、PIC S9(n) COMP-4、PIC S9(n) COMP-5、PIC S9(n) BINARY、PIC 9(n) COMPの形式はスケールをサポートしていません。


	
処置: スケールを削除するか、またはスケールをサポートするデータ型を使用してください。









	 PCB-00210: PIC GおよびPIC N変数"string"ではDISPLAY-1のみが可能です。 
	
原因: USAGE句でDISPLAY-1を指定しているときに、PICTURE句でPIC GまたはPIC Nを指定せずに宣言された変数が、SQL文で使用されました。


	
処置: DISPLAY-1をDISPLAYに置き換えるか、PICTURE句をPIC NまたはPIC Gを使用するように変更してください。









	 PCB-00211: VARYINGはPIC NまたはPIC G変数"string"でサポートされていません。 
	
原因: PIC N変数宣言でキーワードVARYINGが使用されました。


	
処置: 変数宣言からキーワードVARYINGを削除してください。PIC N VARCHAR変数を宣言する場合は、次に示すとおり、プリコンパイラ・オプションVARCHAR=YESを指定して、変数を暗黙のVARCHARグループ項目として宣言してください。EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC. ... 01 ENAME. 05 ENAME-LEN PIC S9(4) COMP. 05 ENAME-ARR PIC N(20). ... EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC.









	 PCB-00212: PICTURE句はホスト変数"string"に対して使用できません。 
	
原因: PIC句およびCOMP-1またはCOMP-2で宣言された変数が、SQL文または埋込みPL/SQLブロックで使用されました。


	
処置: PIC句を削除するか、または変数宣言でCOMP-1またはCOMP-2以外のデータ型を使用してください。









	 PCB-00214: JUSTIFIED句はホスト変数"string"に対して使用できません。 
	
原因: JUSTIFIED句を指定して宣言した変数が、SQL文または埋込みPL/SQLブロックで使用されました。


	
処置: 変数宣言からJUSTIFIED句を削除してください。









	 PCB-00215: OCCURS TO TIMES句はホスト変数"string"に対して使用できません。 
	
原因: TO TIMES副次句を指定したOCCURS句で宣言された変数が、SQL文または埋込みPL/SQLブロックで使用されました。


	
処置: 変数宣言からTO TIMES副次句を削除してください。









	 PCB-00216: OCCURS ASCENDING/DESCENDINGは"string"に対して使用できません。 
	
原因: ASCENDINGまたはDESCENDING KEY IS副次句を指定したOCCURS句で宣言された変数が、SQL文または埋込みPL/SQLブロックで使用されました。


	
処置: 変数宣言からASCENDINGまたはDESCENDING KEY IS副次句を削除してください。









	 PCB-00217: OCCURS INDEXED句はホスト変数"string"に対して使用できません。 
	
原因: OCCURS INDEXED句を指定して宣言した変数が、SQL文または埋込みPL/SQLブロックで使用されました。


	
処置: 変数宣言からOCCURS INDEXED句を削除してください。









	 PCB-00218: RENAMES句はホスト変数"string"に対して使用できません。 
	
原因: RENAMES句を指定して宣言した変数が、SQL文または埋込みPL/SQLブロックで使用されました。


	
処置: 宣言からRENAMES句を削除してください。









	 PCB-00219: EXEC SQL VAR文で指定したサイズは無効です。 
	
原因: 指定されたデータ型に無効なサイズが指定されました。


	
処置: 指定された型に有効なサイズを指定してください。









	 PCB-00220: EXEC SQL VAR文で指定したスケールは無効です。 
	
原因: 指定されたデータ型に無効なスケールが指定されました。


	
処置: 指定された型に有効なスケールを指定してください。









	 PCB-00221: ホスト変数"string"にOCCURS DEPENDING ON句は使用できません。 
	
原因: DEPENDING ON副次句を指定したOCCURS句で宣言された変数が、SQL文または埋込みPL/SQLブロックで使用されました。


	
処置: 変数宣言からDEPENDING ON副次句を削除してください。









	 PCB-00222: ホスト変数 stringのサイズが最大サイズを超えています。 
	
原因: 特定のプラットフォームで許可されているものより大きいnを指定したPIC S9(n)で宣言した変数が、埋込みSQL文で使用されました。32ビット・マシンでは、nに9を超える値を指定することはできません。64ビット・マシンでは、nに18を超える値を指定することはできません。


	
処置: PICTURE句で小さい値を指定し、使用しているプラットフォームの最大許容サイズを超えないようにするか、またはCOMP-3を使用してください。









	 PCB-00223: 変数"string"が宣言されていません。 
	
原因: SQL文で使用される変数が宣言されていないか、名前の綴りが誤っています。または、オプションでDECLARE_SECTION=YESを指定しているときに、宣言がDECLARE SECTIONにありませんでした。


	
処置: 変数の宣言を追加するか、または修正してください。









	 PCB-00224: 変数"string"への参照が不明瞭です。 
	
原因: 同じ名前の変数が複数個あり、指定された修飾子がどの変数を参照するのか判別できません。


	
処置: 変数参照で明確な修飾子を使用してください。









	 PCB-00225: SQL識別子"string"が宣言されていません。 
	
原因: 記述子、文またはカーソルの名称を宣言していないか、その綴りが誤っています。別のタイプのSQL識別子として宣言されています。


	
処置: 記述子、文またはカーソルの宣言を追加するか、修正してください。









	 PCB-00226: SQL識別子"string"はすでに定義されています。 
	
原因: SQL識別子(カーソル名、文名など)がすでに別の方法で定義されています。


	
処置: 別の名前を使用してください。









	 PCB-00227: インジケータ変数"string"が宣言されていません。 
	
原因: SQL文で使用しているインジケータ変数が宣言部で宣言されていないか、または綴りが誤っています。


	
処置: インジケータ変数の宣言を追加するか、または修正してください。









	 PCB-00228: グループ・アイテム変数"string"が無効です。 
	
原因: SQL文で使用できないグループ項目変数が使用されたか、名前の綴りが誤っています。


	
処置: グループ項目変数の宣言またはSQL文での使用を修正してください。









	 PCB-00229: インジケータ変数"string"の型または長さが誤りです。 
	
原因: インジケータ変数を宣言部で2バイトの整数として宣言していません。インジケータ変数は、2バイトの整数として定義する必要があります。


	
処置: インジケータ変数を2バイトの整数として再定義してください。









	 PCB-00230: インジケータ表のサイズはホスト変数より大きくなければなりません。 
	
原因: ホスト変数表が、より小さい次元で宣言されたインジケータ表とともに使用されました。次に例を示します。EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC. 01 EMP-NUM OCCURS 4 TIMES PIC S9(4) COMP. 01 EMP-NUM-IND OCCURS 2 TIMES PIC S9(4) COMP.EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC. ... SELECT ... INTO EMP-NUM:EMP-NUM-IND ...


	
処置: インジケータ表のサイズを大きくしてください。









	 PCB-00231: ホスト変数名とインジケータ変数名が一致してはいけません。 
	
原因: 1つのEXEC SQL文内で、インジケータ変数の名前がホスト変数の名前と同一です。ホスト変数の名前とそれに対応付けたインジケータ変数の名前は異なっている必要があります。また、インジケータ変数はホスト変数としては使用できません。


	
処置: ホストまたはインジケータ変数の名前を変更してください。









	 PCB-00232: SELECT文では表を入力バインド変数として使用できません。 
	
原因: ホスト表をSELECT-INTO文のWHERE句内またはSELECT-INTO文のSELECTリストで使用しています。


	
処置: 表を使用しないようにSELECT文を修正するか、またはカーソルを使用してください。









	 PCB-00233: INTO/USING句の表サイズが一致しません。最小値: number 
	
原因: INTO/USING句内の表変数のサイズが、処理された行数に対して小さすぎます。


	
処置: INTO/USING句内のすべての表変数を、表示された最小サイズ以上になるように宣言してください。









	 PCB-00234: FOR句の変数"string"の型が無効です。 
	
原因: FOR句内のカウント変数のデータ型に誤りがあります。このデータ型はNUMBER型またはLONG型(あるいはNUMBER型またはLONG型と互換性のあるデータ型)である必要があります。


	
処置: 宣言を調べて、カウント変数のデータ型がNUMBERまたはLONG(あるいは、互換性のあるOracleまたはホスト言語のデータ型)であることを確認してください。









	 PCB-00235: INTO/USING句の表サイズが一致しません。最小値: number 
	
原因: 動的EXECUTE文のINTO/USING句内の表変数サイズがARRAYLEN...EXECUTEされましたが、他のホスト変数はARRAYLEN...EXECUTEされておらず、1次元の表または標準の表ではないホスト変数でもありません。次に例を示します。01 X PIC X(10) OCCURS 10. 01 Y PIC S9(4) COMP OCCURS 10. 01 Z PIC S9(4) COMP. ... EXEC SQL ARRAYLEN X (DIM) EXECUTE END-EXEC. ... EXEC SQL EXECUTE S1 USING :X, :Y END-EXEC. <-- error EXEC SQL EXECUTE S1 USING :X, :Z END-EXEC. <-- ok このエラーは233とは異なり、警告ではなく、エラーであることに注意してください。


	
処置: INTO/USING句のすべての表変数または1次元である必要があるARRAYLEN...EXECUTEされていないホスト変数を、ARRAYLEN...EXECUTEしてください。









	 PCB-00236: PIC N/G変数を使用できません。NLS_NCHARが未設定か、設定が正しくありません。 
	
原因: ホスト変数としてPIC NまたはPIC G変数を使用するには、環境変数のNLS_LANGおよびNLS_NCHARの両方を正しい値で設定する必要があります。次のいずれかの問題が発生すると、Pro*COBOLがPIC NおよびPIC G変数をホスト変数として使用できません。1) NLS_LANGおよびNLS_NCHARのいずれか、または両方が設定されていない。2) NLS_LANGが有効な言語、地域またはキャラクタ・セットで設定されていない。3) NLS_NCHARが、有効なNCHARキャラクタ・セットに設定されていない。4) NLS_NCHARで指定したキャラクタ・セットが、固定幅のキャラクタ・セットではない。Pro*COBOLは、PIC NまたはPIC Gホスト変数に対して、固定幅のキャラクタ・セットのみを使用できます。


	
処置: 環境変数NLS_NCHARを有効な固定幅のキャラクタ・セット名に設定してください。NLS_LANGに有効な言語、地域またはキャラクタ・セットを設定してください。









	 PCB-00237: "string"の宣言では、レベル番号が48を超えることはできません。 
	
原因: レベル番号が49以上のVARYINGまたはSQL-CURSOR宣言が発生しました。


	
処置: レベルを48以下に変更してください。









	 PCB-00238: この表グループ・アイテムのホスト変数は、表を要素にできません。 
	
原因: 表であり、かつ表を要素にするグループ・アイテムが、SQL文で使用されました。


	
処置: OCCURS句をグループ・アイテムの要素から削除してください。









	 PCB-00239: 表グループ・アイテムのインジケータは、表またはグループ・アイテムを要素にできません。 
	
原因: 表であり、かつインジケータとして使用されるグループ・アイテムに、表またはグループ・アイテムの要素があります。


	
処置: インジケータのネストした表またはグループ・アイテムが要素アイテムとなるように変更してください。









	 PCB-00240: このホスト変数を含むグループ・アイテムには、表を使用できません。 
	
原因: OCCURS句で、グループ・アイテムに属する基本アイテムが参照されました。これは許可されていません。


	
処置: グループ・アイテムの表の要素ではないアイテムに使用された基本アイテムを変更してください。









	 PCB-00241: ここではホスト変数が必要です。 
	
原因: 動的SQL文のCOUNT項目はホスト変数にする必要がありますが、ホスト変数が使用されていません。


	
処置: 動的SQL文のCOUNT項目にホスト変数を使用してください。









	 PCB-00242: ここではホスト変数または真数値定数が必要です。 
	
原因: 動的SQL文のこの項目は、ホスト変数または真数値(整数)定数にする必要がありますが、定数が使用されていません。


	
処置: 動的SQL文の項目を変更し、ホスト変数または真数値定数を使用してください。300から399: FIPSフラグ付けエラー・メッセージ。









	 PCB-00300: ホスト変数のデータ型はANSI "string"でサポートされていません。 
	
原因: ANSI/ISO規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、VARCHARなどのポインタまたは非準拠データ型が使用されました。たとえば、問題のコードは次のようになっています。EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC. 01 USERNAME PIC X(10) VARYING.EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC.この情報メッセージは、FIPS=YESの場合にFIPSフラガーによって発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PCB-00301: Non-ANSI機能の使用は、Oracle拡張機能の1つです。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、NON-ANSI機能が使用されました。この情報メッセージは、FIPS=YESの場合にFIPSフラガーによって発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。ただし、ANSI/ISO準拠の場合は、この機能を使用しないでください。









	 PCB-00302: この文はANSIではサポートされません。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、PREPAREなどの非準拠SQL文が使用されました。たとえば、問題のコードは次のようになっています。EXEC SQL PREPARE SQL-STMT FROM :HV END-EXEC.この情報メッセージは、FIPS=YESの場合にFIPSフラガーによって発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。ただし、ANSI/ISO準拠の場合は、非準拠文を使用しないでください。









	 PCB-00303: 動的SQLとPL/SQLは、ANSI SQLへのOracle拡張機能です。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、動的SQLまたは埋込みPL/SQLが使用されました。たとえば、問題のコードは次のようになっています。EXEC SQL EXECUTE BEGIN SELECT ... END; END-EXEC.この情報メッセージは、FIPS=YESの場合にFIPSフラガーによって発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。ただし、ANSI/ISO準拠の場合は、動的SQLまたは埋込みPL/SQLを使用しないでください。









	 PCB-00304: WHENEVER文に対してOracle拡張機能が使用されました。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、NOTFOUND、STOP、RAISE、DOなどの非準拠キーワードがWHENEVER文に使用されました。(ただし、NOT FOUNDはANSI準拠です。)たとえば、問題のコードは次のようになっています。EXEC SQL WHENEVER SQLERROR STOP END-EXEC.この情報メッセージは、FIPS=YESの場合にFIPSフラガーによって発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。ただし、ANSI/ISO準拠の場合は、非準拠キーワードを使用しないでください。









	 PCB-00305: COMMIT文とROLLBACK文に対してOracle拡張機能が使用されました。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、パラメータRELEASE、COMMENTまたはFORCEが、COMMITまたはROLLBACK文で使用されました。たとえば、問題のコードは次のようになっています。EXEC SQL ROLLBACK RELEASE END-EXEC.この情報メッセージは、FIPS=YESの場合にFIPSフラガーによって発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。ただし、ANSI/ISO準拠の場合は、非準拠パラメータを使用しないでください。









	 PCB-00306: CREATE FUNCTION/PROCEDURE/PACKAGE/TRIGGERは、Oracle拡張機能です。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、次のいずれかの文が使用されました。
o CREATE FUNCTION

o CREATE PROCEDURE

o CREATE PACKAGE

o CREATE TRIGGER この情報メッセージは、FIPS=YESのときにFIPSフラガーによって発行されます。




	
処置: 処置は必要ありません。ただし、ANSI/ISO準拠の場合は、これらの文を使用しないでください。









	 PCB-00307: DROP TABLE文は、Oracle拡張機能の1つです。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、DROP TABLE文が使用されました。この情報メッセージは、FIPS=YESの場合にFIPSフラガーによって発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。ただし、ANSI/ISO準拠の場合は、DROP文を使用しないでください。









	 PCB-00308: FOR句は、Oracle拡張機能の1つです。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、FOR句が表処理SQL文で使用されました。たとえば、問題のコードは次のようになっています。EXEC EXEC SQL FOR :LIMIT INSERT INTO EMP (EMPNO, JOB, DEPTNO) VALUES (:EMPNUM, :JOB, :DEPTNO) END-EXEC.この情報メッセージは、FIPS=YESの場合にFIPSフラガーによって発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。ただし、ANSI/ISO準拠の場合は、FOR句を使用しないでください。









	 PCB-00309: CONNECT文は、Oracle依存処理系です。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、OracleへのログオンにCONNECT文が使用されました。たとえば、問題のコードは次のようになっています。EXEC SQL CONNECT :USERNAME IDENTIFIED BY :PSSWORD END-EXEC.この情報メッセージは、FIPS=YESの場合にFIPSフラガーによって発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。ただし、ANSI/ISO準拠の場合は、CONNECT文を使用せずにAUTO_CONNECTコマンドライン・オプションを指定してください。









	 PCB-00310: AT句は、Oracle拡張機能の1つです。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、SQL文でAT <db_name>句が使用されました。たとえば、問題のコードは次のようになっています。EXEC SQL AT oracle3 COMMIT RELEASE END-EXEC.この情報メッセージは、FIPS=YESの場合にFIPSフラガーによって発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。ただし、ANSI/ISO準拠の場合は、AT <db_name>句を使用しないでください。









	 PCB-00311: データ型の同値化は、Oracle拡張機能の1つです。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、EXEC SQL VAR文が使用されました。


	
処置: 処置は必要ありません。ただし、ANSI/ISO準拠の場合は、EXEC SQL VAR文を使用しないでください。









	 PCB-00312: ここにはキーワードWORKが必要です(ANSI)。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、キーワードWORKがCOMMITまたはROLLBACK文で使用されました。たとえば、問題のコードは次のようになっています。EXEC SQL COMMIT WORK RELEASE END-EXEC.この情報メッセージは、FIPS=YESの場合にFIPSフラガーによって発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。ただし、ANSI/ISO準拠の場合は、キーワードWORKを使用しないでください。









	 PCB-00313: TO SAVEPOINT句は、Oracle拡張機能の1つです。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、TO SAVEPOINT <save_id>句がROLLBACK文で使用されました。


	
処置: 処置は必要ありません。ただし、ANSI/ISO準拠の場合は、TO SAVEPOINT句を使用しないでください。









	 PCB-00314: DECLARE DATABASE文は、Oracle拡張機能の1つです。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、DECLARE DATABASE文が使用されました。


	
処置: 処置は必要ありません。ANSI/ISO準拠の場合は、この文を使用しないでください。









	 PCB-00315: DECLARE TABLE文は、Oracle拡張機能の1つです。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、DECLARE TABLE文が使用されました。


	
処置: 処置は必要ありません。ANSI/ISO準拠の場合は、この文を使用しないでください。









	 PCB-00316: SQL FORMS文は、Oracle拡張機能です。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、次のいずれかの文が使用されました。
o EXEC IAF GET

o EXEC IAF PUT

o EXEC TOOLS GET

o EXEC TOOLS SET この情報メッセージは、FIPS=YESのときにFIPSフラガーによって発行されます。




	
処置: 処置は必要ありません。ただし、ANSI/ISO準拠の場合は、これらの文を使用しないでください。









	 PCB-00317: グループ・アイテムのホスト変数は、Oracle拡張機能です。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、ホスト変数としてグループ・アイテムの変数が使用されました。この情報メッセージは、FIPS=YESの場合にFIPSフラガーによって発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。ただし、ANSI/ISO準拠の場合は、グループ・アイテムをホスト変数として使用しないでください。









	 PCB-00318: ARRAYLENは、Oracle拡張機能の1つです。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、ARRAYLEN文が使用されました。この情報メッセージは、FIPS=YESの場合にFIPSフラガーによって発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。ANSI/ISO準拠の場合は、この文を使用しないでください。









	 PCB-00319: EXEC ORACLE文は、Oracle拡張機能の1つです。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、EXEC ORACLE文が使用されました。この情報メッセージは、FIPS=YESの場合にFIPSフラガーによって発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。ANSI/ISO準拠の場合は、この文を使用しないでください。









	 PCB-00320: VARYINGホスト変数"string"は、Oracle拡張機能の1つです。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、VARYING 型で宣言された変数がSQL文に使用されました。この情報メッセージは、FIPS=YESの場合にFIPSフラガーによって発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。ANSI/ISO準拠の場合は、この文を使用しないでください。









	 PCB-00321: 暗黙のVARCHARホスト変数は、Oracle拡張機能の1つです。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、暗黙のVARCHAR変数がSQL文で使用されました。この情報メッセージは、FIPS=YESの場合にFIPSフラガーによって発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。ANSI/ISO準拠の場合は、この文を使用しないでください。









	 PCB-00322: EXEC SQL LOB文は、Oracle拡張機能の1つです。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、EXEC SQL LOB文が使用されました。この情報メッセージは、FIPS=YESの場合にFIPSフラガーによって発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。ただし、ANSI/ISO準拠の場合は、この文を使用しないでください。400から499: トークン化機能または解析のエラー









	PCB-00400: string 
	
原因: 構文エラーが検出されました。


	
処置: 適切に処置し、表示されたエラーを修正してください。









	 PCB-00401: 文字列が正しく終了していません。 
	
原因: 文字列が適切な引用符またはアポストロフィで終了していません。または、行の継続の構文が不正です。


	
処置: 文字列が正しく終了していること、および行の継続の構文が正しいことを確認してください。









	 PCB-00402: 擬似テキストが正常に終了していません。 
	
原因: 擬似テキストのブロックが、正常に「==」で終了していません。


	
処置: 適切な位置に「==」を付けて擬似テキストを終了してください。500から649: その他のセマンティック・エラー(スレッド、結果セット・カーソル、MISCELLANEOUS、PL/SQL(ARRAYLENを含む)、EXEC TOOLS、LOBの各機能ごとにグループ化しています)









	 PCB-00403: EXEC文は領域Aからは開始できません。 
	
原因: EXEC文が領域A(12列より前)から開始されています。


	
処置: EXEC文を右に移動し、領域B(12列以降)から開始してください。









	PCB-00404: string 
	
原因: 構文エラーが検出されました。


	
処置: 適切に処置し、表示されたエラーを修正してください。500から524: スレッド









	 PCB-00500: EXEC SQL CONTEXT USE文が見つかりません。 
	
原因: EXEC SQL CONTEXT USE文が検出されずに、threads=yesオプションが要求されました。


	
処置: 必要な(SQLコンテキスト型の)コンテキスト変数が、実行可能なSQL文の前で宣言、割当ておよび使用されていることを確認してください。









	 PCB-00501: 実行時コンテキスト変数"string"の型が正しくありません。 
	
原因: EXEC SQL CONTEXT USE文で参照される実行時コンテキスト変数の型が、sql_contextではありません。


	
処置: sql_context型の実行時コンテキスト変数を宣言してください。









	 PCB-00502: この文はTHREADS=YESを指定した場合のみ使用可能です。 
	
原因: THREADSオプションがNOに設定されているときに、EXEC SQL ENABLE THREADSが使用されました。


	
処置: オプションTHREADS=YESを指定するか、またはソース・コードからEXEC ENABLE THREADS文を削除してください。525から549: 結果セット・カーソル









	 PCB-00525: ここでAT句は使用できません。 
	
原因: 明示的なAT句が、ALLOCATE文またはFETCH/CLOSE文(SQL_CURSOR宣言を使用)とともに使用されました。


	
処置: AT句の指定を削除してください。550から574: MISCELLANEOUS









	 PCB-00550: "string"でOracleにログオンできません。Oracleエラー番号: number 
	
原因: プリコンパイラは指定されたユーザー名およびパスワードでORACLEへログオンできませんでした。ログオンしようとしたときに、表示された番号のOracleエラーが発生しました。


	
処置:









	 PCB-00551: SQLCAはすでに挿入されています。 
	
原因: SQLCAがすでに組み込まれた後で、プリコンパイラはSQLCA文の組込みを検出しました。SQLCAは1度のみ組み込めます。


	
処置: 重複した組込みSQLCA文を削除してください。









	 PCB-00552: SQLCAとSQLCODE変数は、両方同時に使用できません。 
	
原因: SQLCAが組み込まれ、SQLCODE変数が宣言されました。SQLCODE変数に対する参照はあいまいで、COBOLコンパイラ・エラーが発生する可能性があるため、これは許可されていません。


	
処置: SQLCAまたはSQLCODE変数のいずれかを使用してください。SQLCAの組込みまたはSQLCODE変数宣言のいずれかを削除してください。









	 PCB-00553: この文にFOR句は使用できません。 
	
原因: FOR句がSELECT、LOBまたはDEALLOCATE DESCRIPTOR文で使用されました。FOR句はこれらの文では使用できません。SELECT文の場合、SELECTを実行して最後のループから戻されたデータは、前のループで戻されたデータを上書きします。


	
処置: FOR句を文から削除してください。ホスト言語構造を使用して、文を繰り返し実行してください。









	 PCB-00554: MODE=ANSIでWHENEVER SQLWARNING文を使用するとき、SQLCAが必要です。 
	
原因: MODE={ANSI | ANSI14}の場合に、SQLCAを宣言せずにWHENEVER SQLWARNING文を使用しようとしました。MODE={ANSI | ANSI14}の場合は、SQLCAの宣言は任意ですが、WHENEVER SQLWARNING文を使用するには、SQLCAを宣言する必要があります。


	
処置: プログラムからWHENEVER SQLWARNING文をすべて削除するか、SQLCAを静的に宣言するか、INCLUDE文でプログラムにコピーしてください。









	 PCB-00555: WHERE CURRENT OF句で定義するカーソルにはFOR UPDATE句も必要です。 
	
原因: mode=ORACLEの場合、WHERE CURRENT OF句で定義されたカーソルにはFOR UPDATE句が必要です。


	
処置: カーソル定義を修正してください。









	PCB-00556: リカバリ不能なエラー。前のエラーを修正して再事前コンパイルしてください。 
	
原因: 致命的な解析エラーまたはトークン・スタック・オーバーフローが検出されました。


	
処置: 解析エラーの原因となっている構文エラーを修正してください。









	 PCB-00557: USING句は、PREPAREの動的な文でのみ使用できます。 
	
原因: OPEN カーソル文でUSING句が使用され、カーソル宣言がPREPAREされた文に対するものでなかったため、重大な意味エラーが発生しました。正しい順序は、次のとおりです。EXEC SQL prepare sv from :sel_stmt END-EXEC.EXEC SQL declare csv cursor for sv END-EXEC.EXEC SQL open csv USING :hv1, :hv2 END-EXEC.


	
処置: SQL文およびDECLARE CURSOR文でPREPARE文を使用してください。









	 PCB-00558: EXEC SQL VAR文で無効な外部データ型が指定されました。 
	
原因: 無効な外部データ型がEXEC SQL VAR文で指定されました。


	
処置: 有効な外部データ型を指定してください。575から599: PL/SQL(ARRAYLENを含む)









	 PCB-00559: カーソルは、スクロール可能なモードで宣言されませんでした 
	
原因: カーソルがスクロール・モードで宣言されていないため、FETCH文でスクロール可能なモードで使用できませんでした。


	
処置: SCROLLキーワードを使用して、カーソルをスクロール・モードで宣言してください。









	 PCB-00560: オフセットの値に、ABSOLUTE指向モードで負数を指定できません 
	
原因: FETCH ABSOLUTE文のオフセットが負数です。


	
処置: オフセットの値を正数にしてください。









	PCB-00575: PLS-number: string 
	
原因: 表示されたPL/SQLエラー・メッセージからエラー条件を調べてください。


	
処置: 表示されたPL/SQLエラー・メッセージを参照して、SQL文または埋込みPL/SQLブロックを修正してください。









	PCB-00576: PLS-number: string 
	
原因: 埋込みSQL文またはPL/SQLブロックで、プリコンパイラがエラーを検出しました。


	
処置: 表示されたPL/SQLエラー・メッセージを参照して、SQL文または埋込みPL/SQLブロックを修正してください。









	 PCB-00577: SQL文内でホスト表を宣言したARRAYLEN文を使用しても無視されます。 
	
原因: ARRAYLENはPL/SQLでのみ有効です。


	
処置: 適切な表タイプを使用してください。









	 PCB-00578: 変数"string"は表である必要があります。 
	
原因: ARRAYLEN文に、事前に宣言したホスト配列の名前が指定されませんでした。ARRAYLEN文での最初のホスト変数は表である必要があります。2番目のホスト変数には4バイトの整数で配列次元を指定します。正しい構文は次のとおりです。EXEC SQL ARRAYLEN HTABLE (DIM) END-EXEC.ARRAYLEN文はhost_tableおよびdimensionの宣言とともに(ただし、それらの宣言よりも後に)表示する必要があります。


	
処置: ARRAYLEN文の両方の識別子の綴りを確認してください。必要に応じて、不足しているホスト配列名を指定してください。









	 PCB-00579: "string"に対するARRAYLEN文の長さの変数型が無効です。 
	
原因: ARRAYLEN文に有効な表次元が指定されませんでした。表次元は、リテラルや式ではなく、以前に宣言した4バイトの整数型ホスト変数を使用して指定する必要があります。たとえば、問題のコードは次のようになっています。EXEC SQL ARRAYLEN ETABLE (25) END-EXEC. -- illegal dimension


	
処置: 有効な表の要素数を指定してください。ARRAYLEN文で使用する場合は、必要に応じて、4バイトの整数型ホスト変数を宣言してください。









	 PCB-00580: 以前に使用したホスト変数"string"では異なる識別子が使用されています。 
	
原因: PL/SQL文内で、ホスト変数に異なる2つのインジケータ変数が使用されているか、あるインスタンスのインジケータ変数を使用して別のインスタンスのインジケータ変数を使用していません。


	
処置: ホスト変数に対する参照をすべて変更して、すべてのホスト変数が同じインジケータ変数を使用するか、またはインジケータ変数を使用しないように設定してください。









	 PCB-00581: "string"は、ホスト変数と識別子の両方で使用されました。 
	
原因: PL/SQL文内で、同じ変数がホスト変数とインジケータ変数の両方に使用されています。


	
処置: ホスト変数およびインジケータ変数に異なる変数を使用してください。600から624: EXEC TOOLS









	 PCB-00600: EXEC IAF文でインジケータ変数は使用できません。 
	
原因: ホスト変数と対応付けられているインジケータ変数は、ユーザー・イグジットのEXEC IAF文(GETやPUTなど)で使用できません。


	
処置: インジケータ変数を削除してください。可能な場合は(たとえば、Forms V4などのように)、EXEC TOOLS文を使用してください。EXEC TOOLS文では、インジケータ変数を許可しています。EXEC IAFおよびEXEC TOOLS文の詳細は、Oracleプリコンパイラのためのプログラマーズ・ガイドを参照してください。









	 PCB-00603: EXEC TOOLS MESSAGE文で使用するホスト変数がキャラクタ・タイプではありません。 
	
原因: EXEC TOOLS MESSAGE文にメッセージを指定するためにホスト変数が使用される場合、そのホスト変数はCHAR型である必要があります。


	
処置: CHAR型のホスト変数に対してメッセージを宣言してください。625から649: EXEC SQL LOB文









	 PCB-00625: この属性ではインジケータ変数は必要ありません。 
	
原因: LOB DESCRIBEで、標準変数を必要としないLOB属性の取得中に、標準変数がホスト変数とともに使用されました。


	
処置: 標準変数を削除してください。









	 PCB-00626: LOBの型が一致しません。 
	
原因: 型が一致していないLOBの間で、LOB操作を実行しようとしました。たとえば、LOBを別のLOBに割り当てている場合、LOBは両方とも同じ型である必要があります。同じ型でない場合は、このエラーが発生します。


	
処置: 同じ型のLOB間で機能するように、LOB操作を修正してください。指定の操作を実行するLOB文で使用されるLOBの1つを、再宣言する必要があります。









	 PCB-00627: ホスト変数がキャラクタ・タイプではありません。 
	
原因: 指定されたホスト変数が、必要なキャラクタ・タイプとして宣言されませんでした。この場合、いくつかの可能なキャラクタ・タイプの1つが受け入れられます。ただし、ホスト変数型は、そのいずれにも一致しませんでした。


	
処置: 許可されているキャラクタ・タイプの1つを使用して、問題のあるホスト変数を再宣言してください。









	 PCB-00628: バッファ型がLOBの型と一致しません。 
	
原因: このエラーは、次のいずれかが原因で発生することがあります。
1. LOBからLOB型と一致しない型のバッファへ読み込もうとした。

2. バッファ型と一致しない型のLOBへバッファを書き込もうとした。




	
処置: LOB型およびバッファ型が指定された操作と互換性を持つように、LOB型またはバッファ型のいずれかを変更してください。









	 PCB-00629: ホスト変数が内部LOB型ではありません。 
	
原因: 指定されたホスト変数は、内部LOBとして宣言されませんでした。BLOB、CLOBまたはNCLOBは、内部LOB型です。


	
処置: 内部LOB型の1つを使用して、ホスト変数を再宣言してください。









	 PCB-00630: ホスト変数がLOB型ではありません。 
	
原因: 指定されたホスト変数は、内部LOB型または外部LOB型のいずれにも宣言されませんでした。BLOB、CLOBまたはNCLOBは、内部LOB型です。BFILEは外部LOB型です。


	
処置: 内部LOB型または外部LOB型を使用して、ホスト変数を再宣言してください。









	 PCB-00631: ホスト変数が外部LOB型ではありません。 
	
原因: 指定されたホスト変数は、外部LOB型として宣言されませんでした。BFILEは外部LOB型です。


	
処置: 外部LOB型(BFILE)を使用して、ホスト変数を再宣言してください。









	 PCB-00632: READ WRITEモードで外部LOBをオープンできません。 
	
原因: BFILEをREAD WRITEモードでオープンしようとしました。書込み可能なBFILEは現在サポートされていないため、この操作はエラーになります。


	
処置: READ WRITEモードを使用して、BFILEをオープンしないでください。BFILEは、READ ONLYモードでのみオープンできます。









	 PCB-00633: ホスト変数と属性の組合せが無効です。 
	
原因: LOB DESCRIBEのホスト変数および属性の組合せが無効でした。この場合、ホスト変数に問題がある可能性があります。たとえば、ホスト変数が宣言されていない場合に、このエラーが発生します。


	
処置: 通常、さらに詳細な他のエラーが出力されます。その中の一部またはすべての問題を修正すると、このエラーを解決できます。









	 PCB-00635: この属性は内部LOB型に対してのみ有効です。 
	
原因: LOBが内部LOB型でないLOB DESCRIBE文で、LOB属性が要求されました。


	
処置: LOB DESCRIBEのLOBホスト変数を、内部LOBとして宣言された変数に置き換えてください。









	 PCB-00636: この属性は外部LOB型に対してのみ有効です。 
	
原因: LOBが外部LOB型(BFILE)でないLOB DESCRIBE文で、LOB属性が要求されました。


	
処置: 外部LOB型(BFILE)ホスト変数をLOB DESCRIBE文で使用してください。









	 PCB-00637: ホスト変数が正しい2進整数ではありません。 
	
原因: 受入れ可能な正しい2進整数型として宣言されていないホスト変数が指定されました。一般に、このエラーが発生した場合には、符号付きまたは符号なしの整数型が必要です。浮動小数点または正確でない数値型は、エラーになります。


	
処置: 問題のあるホスト変数を、正しい2進整数型を使用して宣言された変数に置き換えてください。









	 PCB-00638: この属性は内部または外部LOB型に対してのみ有効です。 
	
原因: LOB DESCRIBE文でLOB属性が要求されましたが、そこで指定されたソースは内部または外部LOB型ではありません。


	
処置: LOB DESCRIBE文でLOBホスト変数を使用してください。









	 PCB-00639: LOB WRITE APPENDでは宛先オフセットを指定できません。 
	
原因: 宛先オフセットがLOB WRITE APPEND文で指定されました。宛先オフセットはLOBの終わりとみなされるため、明示的な宛先オフセットを指定するとエラーになります。


	
処置: LOB WRITE APPEND文から宛先オフセットを削除してください。700から725: 動的SQLエラー状態









	 PCB-00700: この文はDYNAMIC=ANSIを指定しないと使用できません。 
	
原因: DYNAMIC=ANSIを指定せずに、次の文のいずれかが使用されました。
o EXEC SQL ALLOCATE/DEALLOCATE/GET/SET DESCRIPTOR

o EXEC SQL DESCRIBE OUTPUT/INPUT ... USING ... <descriptor name>

o EXEC SQL EXECUTE ... INTO ...

o EXEC SQL EXECUTE ... USING... <descriptor name>

o EXEC SQL OPEN ... INTO ...

o EXEC SQL OPEN ... USING... <descriptor name>

o SCROLL in DECLARE CURSOR

EXEC SQL FETCH <orientation>(<orientation>はNEXT、PRIOR、FIRST、LAST、ABSOLUTEまたはRELATIVEのいずれか)




	
処置: DYNAMIC=ANSIを指定するか、または前述の文を削除してください。









	 PCB-00701: MAX OCCURRANCESは1から65535の間である必要があります。 
	
原因: EXEC SQL ALLOCATE DESCRIPTOR文のWITH MAX句で指定された値が、1未満の値または65535を超える値でした。


	
処置: 値を1から65535の間で指定してください。









	 PCB-00702: アイテム番号が範囲外です。 
	
原因: EXEC SQL GET/SET DESCRIPTOR文のVALUES句で指定された値が、1未満の値または65535を超える値でした。


	
処置: 値を1から65535の間で指定してください。









	 PCB-00725: アウトライン名の長さが許容制限のnumber文字を超えています 
	
原因: アウトライン名<category_name>_<filename>_<filetype>_<seqno>が共用制限を超えました。


	
処置: OUTLNPREFIXオプションを実行して、許容制限内の長さのアウトライン名を指定してください。









	 PCB-00726: アウトライン数が制限を超えました 
	
原因: 作成できるアウトラインの数がファイル制限を超えました。1つのファイルに許可されるアウトラインは10000です。


	
処置: ファイルを分割して、各ファイルのアウトラインが10000より多くならないようにしてください。









	PCB-00727: 行number、列numberの文にアウトラインを作成できません 
	
原因: 構文エラーがある、またはアウトラインが文でサポートされていないために、アウトラインを作成できません。


	
処置: ファイルで実際に使用されているSQLの構文エラーを修正してください。また、サポートされる文のリストは『パフォーマンス・チューニング・ガイド』を参照してください。









	 PCB-00901: Pro*COBOLの内部エラー条件が見つかりました。(コード = number) 
	
原因: Pro*COBOLは、内部データ構造に異常を検出しました。通常、このエラー・メッセージは表示されません。カスタマ・サービスにエラーを報告してください。


	
処置: レポートされている他のエラーを修正してください。修正後も内部エラーが発生する場合は、この状況が検出されたソース・コード部分を調べて、なんらかの方法で変更を試行してください。これによって内部エラーを解決できる可能性があります。









	 PCB-00902: メッセージ・ファイルを読み込めません(機能 PCB)。 
	
原因: Pro*COBOLは、メッセージ・テキストが入ったメッセージ・ファイルにアクセスできませんでした。このファイルは破損している可能性があります。


	
処置: Pro*COBOLメッセージ・ファイルの再インストールについては、カスタマ・サポートに問い合せてください。









	 PCB-00903: Pro*COBOLで、その解析機能を初期化できません。 
	
原因: Pro*COBOLは、メッセージ・テキストが入ったメッセージ・ファイルにアクセスできませんでした。このファイルは破損している可能性があります。


	
処置: Pro*COBOLメッセージ・ファイルの再インストールについては、カスタマ・サポートに問い合せてください。
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	PCC-00001: ファイルstringをオープンできません。 
	
原因: プリコンパイラは内部的に使用するための一時ファイルをオープンできませんでした。ディスク領域が不足しているか、オープンするファイルが多すぎるか、または出力ディレクトリは読込み専用に保護されている可能性があります。


	
処置: 十分なディスク領域があり、オープン・ファイル数の上限が十分に大きく設定されていること(システム管理者に問い合せてください)、ディレクトリ保護がオープン・ファイルへの書込みを許可していることを確認してください。









	 PCC-00002: 構文が無効です(列number, 行number, ファイルstring)。 
	
原因: EXEC文に構文エラーがあるか、または文が正しく終了していません。


	
処置: EXEC文の構文を修正してください。入力ファイルの最後でエラーが発生した場合は、最後のEXEC文が正しく終了していることを確認してください。









	 PCC-00003: SQL識別子が無効です(列number, 行number, ファイルstring)。 
	
原因: 条件付きプリコンパイル文(EXEC ORACLE IFDEFなど)内の記号に誤りがあります。または、SQLの記述子、文またはカーソルの名前に誤りがあるか、あるいは正しく宣言されていません。


	
処置: 文の構文および識別子の綴りを調べて、予約語を使用していないことを確認してください。必要に応じて、エラーのある行の前の変数宣言またはDECLARE文に記述子を定義してください。









	PCC-00004: 対応していないIF/ELSE/ENDIFブロックがあります(行number, ファイルstring)。 
	
原因: EXEC ORACLE IFDEF文と一致しないEXEC ORACLE ELSE文またはEXEC ORACLE ENDIF文があります。


	
処置: 欠落しているEXEC ORACLE IFDEF文を追加するか、EXEC ORACLE ELSEまたはEXEC ORACLE ENDIF文を削除または移動してください。









	PCC-00005: サポートされていないデータ型があります(行number, ファイルstring)。 
	
原因: 宣言部で定義したホスト変数がサポートしていないデータ型であるか、またはサポートされている範囲外の位取りまたは精度です。


	
処置: サポートされているデータ型を使用して、ホスト変数を再定義してください。数値変数の位取りおよび精度が受入れ可能な範囲内であることを確認してください。









	 PCC-00007: WHENEVER条件が無効です(列number, 行number, ファイルstring)。 
	
原因: SQLERROR、SQLWARNINGまたはNOT FOUND以外の状態をEXEC SQL WHENEVER文で指定したか、あるいはこれらのいずれかの綴りが誤っています。


	
処置: WHENEVER条件の綴りを修正するか、またはホスト言語のIF文を使用して特殊な条件をテストしてください。









	 PCC-00008: WHENEVERアクションが無効です(列number, 行number, ファイルstring)。 
	
原因: 次のいずれかの原因が考えられます。
o CONTINUE、DO、GOTOまたはSTOP以外のアクションをEXEC SQL WHENEVER文で指定した。

o 指定したアクションの1つに綴りの誤りがある。

o ホスト言語がこのアクションを許可していない(Pro*PascalプログラムではSTOPは無効)。

o GOTOラベルが誤っている。




	
処置: 指定されたWHENEVERアクションがホスト言語で許可されているかどうかを確認してください。必要に応じて、WHENEVERアクションの綴りを修正するか、またはGOTOラベルを修正してください。









	 PCC-00009: ホスト変数が無効です(列number, 行number, ファイルstring)。 
	
原因: EXEC SQL文で使用されているホスト変数が、宣言部で宣言されていないか、サポートされていないデータ型です。


	
処置: サポートされているデータ型を指定していることを確認し、ホスト変数を宣言部で宣言してください。









	PCC-00010: 文の位置が正しくありません(行number, ファイルstring)。 
	
原因: EXEC文がホスト・プログラム内の正しい位置にありません。たとえば、宣言部にDML文がある場合などです。Pro*COBOLプログラムの場合は、宣言部がWORKING-STORAGEまたはLINKAGE SECTION外にある可能性があります。


	
処置: この文を削除するか、または位置を変更してください。









	PCC-00011: すでにdeclare section内です(行number, ファイルstring)。 
	
原因: 宣言部でBEGIN DECLARE SECTION文が見つかりました。


	
処置: 不要なBEGIN DECLARE SECTION文を削除してください。









	PCC-00012: declare section内ではありません(行number, ファイルstring)。 
	
原因: BEGIN DECLARE SECTION文と一致しないEND DECLARE SECTION文が見つかりました。BEGIN_DECLARE_SECTION文が欠落しているか、綴りが誤っているか、または不要なEND DECLARE SECTION文があるかのいずれかです。


	
処置: BEGIN DECLARE SECTION文を追加または修正するか、不要なEND DECLARE SECTION文を削除してください。









	 PCC-00013: includeファイル"string"をオープンできません(行number, ファイルstring)。 
	
原因: プリコンパイラはINCLUDE文で指定された入力ファイルをオープンできませんでした。次のような原因が考えられます。
o ファイル名のつづりが誤っている。

o 指定したファイルが存在しない。

o 指定したファイルへの検索パスが誤っている。

o ファイルのアクセス権限が不十分である。

o ディスク領域が不十分である。

o オープンしているファイルが多すぎる。




	
処置: ファイルが存在すること、ファイルに対する検索パスが正しいこと、ファイルに対する十分なアクセス権限が付与されていること、ファイルが他のユーザーによってロックされていないことを確認してください。また、十分なディスク領域があり、オープン・ファイル数の上限が十分に大きく設定されていることも確認してください(システム管理者に問い合せてください)。









	 PCC-00014: SQL識別子"string"が宣言されていません(行number, ファイルstring)。 
	
原因: 記述子、文またはカーソルの名前が宣言されていないか、またはその綴りが誤っています。


	
処置: 記述子、文またはカーソルの宣言を追加するか、修正してください。









	PCC-00015: 不明なホスト言語構文は無視されました(行number, ファイルstring)。 
	
原因: 宣言部でホスト変数を定義するために使用しているホスト言語の構文に誤りがあります。


	
処置: 構文および綴りを調べ、宣言を修正してください。









	PCC-00016: カーソルをオープンできません(行number, ファイルstring)。 
	
原因: SQL文の構文が誤っています。プリコンパイラはホスト変数を想定しますが、それ以外のものがあります。


	
処置: 構文および綴りを調べて、SQL文を修正してください。









	PCC-00017: 文を解析できません(行number, ファイルstring)。 
	
原因: 配列の宣言に構文エラーがあります。プリコンパイラは右大カッコ(])を想定していますが、それ以外のものがあります。


	
処置: 構文を調べて、配列宣言を修正してください。









	 PCC-00018: "string"が必要ですが、"string"が見つかりました(行number, ファイルstring)。 
	
原因: SQL文の構文が誤っています。プリコンパイラは予想外の不適切なトークンを見つけました。


	
処置: 構文および綴りを調べて、SQL文を修正してください。









	PCC-00019: バインド変数を取得できません(行number, ファイルstring)。 
	
原因: プリコンパイラは、SQL文内で使用している入力ホスト変数(バインド変数)に関する情報を見つけられませんでした。


	
処置: 入力ホスト変数が宣言部で宣言され、SQL文で正しく使用されていることを確認してください。









	PCC-00020: 定義変数を取得できません(行number, ファイルstring)。 
	
原因: プリコンパイラはSQL文内で使用している出力ホスト変数(定義変数)に関する情報を見つけられませんでした。


	
処置: 出力ホスト変数が宣言部で宣言され、SQL文で正しく使用されていることを確認してください。









	 PCC-00021: Oracleエラーが発生しました: string 
	
原因: Oracleエラーが発生しました。


	
処置: 表示されたメッセージは、このマニュアルのORAメッセージの章を参照してください。









	 PCC-00022: 領域が不足しています。numberバイトを割当てできません。 
	
原因: プリコンパイラ・プロセスがメモリーを使い果しました。


	
処置: このプロセスに、より多くのメモリーを割り当ててください。その後、再実行してください。









	 PCC-00023: Oracleからログオフできません 
	
原因: ORACLEが停止されたため、プリコンパイラがログオフしようとしている間に発生したOracleの接続エラーです。


	
処置: ORACLEが使用可能であることを確認してください。その後、再実行してください。









	 PCC-00024: インジケータ変数"string"の型または長さが正しくありません(行number, ファイルstring)。 
	
原因: インジケータ変数を宣言部で2バイトの整数として宣言していません。インジケータ変数は、2バイトの整数として定義する必要があります。


	
処置: インジケータ変数を2バイトの整数として再定義してください。









	 PCC-00025: インジケータ変数"string"は宣言されていません(行number, ファイルstring)。 
	
原因: SQL文で使用しているインジケータ変数が宣言部で宣言されていないか、または綴りが誤っています。


	
処置: インジケータ変数の宣言を追加するか、または修正してください。









	 PCC-00026: ホスト変数"string"は無効です(行number, ファイルstring)。 
	
原因: SQL文で使用しているホスト変数が正しく宣言されていません。次のような原因が考えられます。
o 宣言部で宣言されていない。

o そのデータ型がサポートされていない。

o 名前の綴りが誤っている。

o COBOLグループの項目になっている。Pro*COBOLの場合、SQL文で許可されているのは基本項目のみ。




	
処置: ホスト変数の宣言を追加または修正してください。









	 PCC-00027: SQL識別子"string"が重複して宣言されています(行number, ファイルstring)。 
	
原因: SQL記述子、文またはカーソルの名前が再宣言されました(2回宣言されました)。


	
処置: この識別子の綴りを調べ、必要に応じて不要な宣言を削除してください。









	 PCC-00028: オプション"string"は正しいEXEC ORACLEオプションではありません。 
	
原因: プリコンパイラ・オプションをEXEC ORACLE文内にインラインで指定しました。オプションの中にはコマンドラインのみから指定できるものもあります。たとえば、INAMEはインラインでは指定できません。


	
処置: EXEC ORACLE文ではなく、コマンドラインにプリコンパイラ・オプションを再指定してください。プリコンパイラ・オプションをオンラインで参照するには、オペレーティング・システムのプロンプトで(オプションを指定せずに)プリコンパイラ・コマンドを入力してください。









	 PCC-00029: オプション"string"があいまいです。 
	
原因: プリコンパイラ・オプションの名前をあいまいな短縮形で指定しました。たとえば、MAX=は、MAXLITERALとMAXOPENCURSORSの両方に解釈できます。


	
処置: 完全なオプション名または明確な略称を再指定してください。プリコンパイラ・オプションをオンラインで参照するには、オペレーティング・システムのプロンプトで(オプションを指定せずに)プリコンパイラ・コマンドを入力してください。









	 PCC-00031: オプション"string"に無効な値が指定されています。 
	
原因: 値の綴りが誤っている(たとえば、LTYPE=HORT)か、または値が範囲外である(たとえば、PAGELEN=-55)ために、プリコンパイラ・オプションに無効な値が指定されています。


	
処置: 綴りが正しいかどうか、および値が有効な範囲内であるかを確認してください。









	 PCC-00032: オプション"string"が無効です。 
	
原因: プリコンパイラが無効なプリコンパイラ・オプション名を見つけました。次のような原因が考えられます。
o オプション名の綴りが誤っている。

o 指定したオプションが存在しない。

o オプション名と値の間の等号(=)が欠落しているか、等号の前後に空白が入っている。




	
処置: オプションが存在すること、また、オプション名の綴りが正しいことを確認してください。プリコンパイラ・オプションをオンラインで参照するには、オペレーティング・システムのプロンプトで(オプションを指定せずに)プリコンパイラ・コマンドを入力してください。オプション名と値の間に等号があることを確認してください。









	 PCC-00033: オプション"string"にオペランドがありません。 
	
原因: プリコンパイラ・オプションに値が指定されていません。または、値が欠落しているか、等号の前後に空白があります(LTYPE =SHORTなど)。


	
処置: 各オプションに値が指定され、等号の前後に空白がないことを確認してください。









	 PCC-00036: 入力ファイル名が指定されていません。 
	
原因: コマンドラインで入力ファイルを指定しませんでした。


	
処置: INAMEコマンドライン・オプションを使用して入力ファイルを指定してください。









	 PCC-00037: "string"でOracleにログオンできません。Oracleエラー番号: number 
	
原因: プリコンパイラは指定されたユーザー名およびパスワードでORACLEへログオンできませんでした。ログオンしようとしたときに、表示された番号のOracleエラーが発生しました。


	
処置: 表示されたメッセージは、このマニュアルのORAメッセージの章を参照してください。









	 PCC-00038: カーソルをオープンできません。 
	
原因: 通常、これは出力されない内部エラー・メッセージです。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。アプリケーションで、SQL文の構文チェックまたは意味チェックが不要で、PL/SQLを使用しない場合は、コマンドラインにSQLCHECK=NONEを指定してください。









	 PCC-00039: 入力ファイル"string"をオープンできません。 
	
原因: プリコンパイラはINAMEプリコンパイラ・オプションで指定された入力ファイルをオープンできませんでした。次のような原因が考えられます。
o ファイル名のつづりが誤っている。

o 指定したファイルが存在しない。

o 指定したファイルへの検索パスが誤っている。

o ファイルのアクセス権限が不十分である。

o 別のユーザーがそのファイルをロックしている。

o ディスク領域が不十分である。

o オープンしているファイルが多すぎる。




	
処置: ファイルが存在すること、ファイルに対する検索パスが正しいこと、ファイルに対する十分なアクセス権限が付与されていること、ファイルが他のユーザーによってロックされていないことを確認してください。また、十分なディスク領域があり、オープン・ファイル数の上限が十分に大きく設定されていることも確認してください(システム管理者に問い合せてください)。









	 PCC-00040: リスト・ファイル"string"をオープンできません。 
	
原因: プリコンパイラはLNAMEプリコンパイラ・オプションで指定されたリスト・ファイルをオープンできませんでした。次のような原因が考えられます。
o ファイル名のつづりが誤っている。

o 指定したファイルが存在しない。

o 指定したファイルへの検索パスが誤っている。

o ファイルのアクセス権限が不十分である。

o 別のユーザーがそのファイルをロックしている。

o ディスク領域が不十分である。

o オープンしているファイルが多すぎる。




	
処置: ファイルが存在すること、ファイルに対する検索パスが正しいこと、ファイルに対する十分なアクセス権限が付与されていること、ファイルが他のユーザーによってロックされていないことを確認してください。また、十分なディスク領域があり、オープン・ファイル数の上限が十分に大きく設定されていることも確認してください(システム管理者に問い合せてください)。リスト・ファイルが必要ない場合は、コマンドラインにLTYPE=NONEを指定してください。









	 PCC-00041: 出力ファイル"string"をオープンできません。 
	
原因: プリコンパイラはONAMEプリコンパイラ・オプションで指定されたリスト・ファイルをオープンできませんでした。次のような原因が考えられます。
o ファイル名のつづりが誤っている。

o 指定したファイルが存在しない。

o 指定したファイルへの検索パスが誤っている。

o ファイルのアクセス権限が不十分である。

o 別のユーザーがそのファイルをロックしている。

o ディスク領域が不十分である。

o オープンしているファイルが多すぎる。




	
処置: ファイルが存在すること、ファイルに対する検索パスが正しいこと、ファイルに対する十分なアクセス権限が付与されていること、ファイルが他のユーザーによってロックされていないことを確認してください。また、十分なディスク領域があり、オープン・ファイル数の上限が十分に大きく設定されていることも確認してください(システム管理者に問い合せてください)。









	 PCC-00042: MODE=ANSIとWHENEVER SQLWARNINGが指定されている場合はEXEC SQL INCLUDE SQLCAを実行する必要があります。 
	
原因: MODE={ANSI | ANSI14}の場合に、SQLCAを宣言せずにWHENEVER SQLWARNING文を使用しようとしました。MODE={ANSI | ANSI14}の場合は、SQLCAの宣言は任意ですが、WHENEVER SQLWARNING文を使用するには、SQLCAを宣言する必要があります。


	
処置: プログラムからWHENEVER SQLWARNING文をすべて削除するか、SQLCAを静的に宣言するか、INCLUDE文でプログラムにコピーしてください。









	 PCC-00044: INTO/USING句の配列サイズが不適切です。最小値: string(number:number) 
	
原因: INTO/USING句内の配列変数のサイズが処理された行数に対して小さすぎます。


	
処置: 表示された最小サイズ以上を持つように、INTO/USING句内のすべての配列変数を宣言してください。









	 PCC-00045: 不適当なstring句があります(行number, ファイルstring)。無視されました。 
	
原因: EXEC SQL文の最後に位置が誤っている句(たとえば、SELECT文の最後にあるAT句)があります。


	
処置: この文の構文を調べ、位置が誤っている場合はその句の位置を変え、句に誤りがある場合はそれを修正してください。









	PCC-00047: 行number、ファイルstringの付近から始まるコメントまたは文字定数が未終了です。 
	
原因: 文字定数で終端引用符が欠落しているか、またはコメントで終了デリミタが欠落しています。


	
処置: すべてのコメントが区切られており、すべての文字定数が引用符で囲まれていることを確認してください。









	PCC-00050: プログラム単位終了行numberに記述子を生成できません。ファイルstring 
	
原因: プリコンパイラはコンパイル単位の記述子を生成できませんでした。このエラーは、次のいずれかが原因で発生することがあります。
o 存在しない、または正しく実装されていない宣言部

o ソース・ファイルの先頭付近、またはEND DECLARE SECTION文の直前にある検出されなかった構文エラー




	
処置: 宣言部が正しく実装されていることを確認してください。次に、コンパイル単位の先頭およびEND DECLARE SECTION文の前で構文エラーを確認し、適切に修正してください。









	 PCC-00051: VARCHARstringのサイズが65533を超えています(行number, ファイルstring)。 
	
原因: 宣言されたVARCHARホスト変数のサイズが、プリコンパイラの制限である65533バイトを超えています。


	
処置: それぞれのVARCHAR変数のサイズが65533バイトを超えていないか、宣言部を確認してください。









	 PCC-00053: FOR変数列stringのデータ型が無効です(行number, ファイルstring)。 
	
原因: FOR句内のカウント変数のデータ型に誤りがあります。このデータ型はNUMBER型またはLONG型(あるいはNUMBER型またはLONG型と互換性のあるデータ型)である必要があります。


	
処置: 宣言を調べて、カウント変数のデータ型がNUMBERまたはLONG(あるいは、互換性のあるOracleまたはホスト言語のデータ型)であることを確認してください。









	 PCC-00054: 文の終わりが必要です(列number, 行number, ファイルstring)。 
	
原因: プリコンパイラはEXEC文の最後に文の終了記号を想定していますが、それ以外のものがありました。このエラーは、ソース・コードにタブが埋め込まれていた場合に発生することがあります(プリコンパイラには、1つのタブがいくつの空白を表しているかを認識する方法がないため)。


	
処置: ソース・コードにタブが埋め込まれている場合は、タブを空白で置き換えてください。また、文の構文を調べ、EXEC文に文の終了記号があることを確認してください。各埋込みCREATE {FUNCTION | PROCEDURE | PACKAGE}文および埋込みPL/SQLブロックでは、文の終了記号がEND-EXECであることを確認してください。









	 PCC-00055: 配列:"string"はバインド変数として無効です(行number, ファイルstring)。 
	
原因: ホスト配列をSELECT文のWHERE句内でバインド(入力)変数として使用しています。これは許可されていません。


	
処置: ホスト配列を削除するか、またはホスト配列を単純なホスト変数で置き換えてください。









	 PCC-00056: FOR句はSELECT文中で使用できません(行number, ファイルstring)。 
	
原因: FOR句がSELECT文で使用されました。これは、SELECTの実行で最後のループから戻されたデータが、前のループで戻されたデータを上書きするため、許可されません。


	
処置: SELECT文からFOR句を削除して、ホスト言語構造を使用し、繰り返しSELECT文を実行してください。









	 PCC-00060: CURSORとSTATEMENTの両方にAT句があります(行number, ファイルstring)。 
	
原因: 2つのAT句が同じSQL文に属しており、一方はDECLARE STATEMENT文に、もう一方はDECLARE CURSOR文にあります。AT句は、DECLARE STATEMENTまたはDECLARE CURSORのいずれかに指定できますが、この両方に指定することはできません。


	
処置: いずれかの文からAT句を削除してください。









	 PCC-00061: 行number、列numberでエラーが発生しました。PLS-number: string 
	
原因: 埋込みSQL文またはPL/SQLブロックで、プリコンパイラがエラーを検出しました。


	
処置: 表示されたPL/SQLエラー・メッセージを参照して、SQL文または埋込みPL/SQLブロックを修正してください。









	 PCC-00062: 埋込みPL/SQLでSQLCHECK=SEMANTICS(FULL)が指定されていません。 
	
原因: SQLCHECK=SYNTAXまたはSQLCHECK=NONEのときに、プリコンパイラがPL/SQLブロックを解析しようとしました。SQLCHECK=SEMANTICSを指定している場合にのみ、PL/SQLブロックを解析できます。


	
処置: PL/SQLブロックを削除するか、またはSQLCHECK=SEMANTICSを指定してください。









	 PCC-00063: eofstringが文終了子の前で検出されました(行number!)。 
	
原因: PL/SQLブロックの解析中に、プリコンパイラがファイルの終わりを検出しました。


	
処置: PL/SQLブロックに適切な文の終了記号(;)またはブロックの終わりを示す文(END;)を追加してください。









	 PCC-00064: 複数のホスト変数が同一のインジケータ変数に対応しています。 
	
原因: EXEC SQL文内のホスト変数の複数の状態変化が、異なるインジケータ変数に対応付けられています。これは許可されていません。


	
処置: ホスト変数の各状態変化が同一のインジケータ変数に対応付けられるように、インジケータ変数の名前を変更してください。









	 PCC-00065: Useridが指定されていません。 
	
原因: SQLCHECK=SEMANTICSオプションが指定されましたが、コマンドラインでUSERIDオプションが指定されていません。


	
処置: USERID=ユーザー名/パスワードを指定するか、プロンプトが表示された場合はユーザー名およびパスワードを入力してください。またはSQLCHECK={SYNTAX | NONE}を指定してください。









	 PCC-00066: ユーザーIDはSQLCHECK = FULLのときのみ使用。ユーザーIDは無視されます。 
	
原因: SQLCHECK={SYNTAX | NONE}のときに、USERIDオプションが指定されました。これは不要です。


	
処置: USERIDオプションは、SQLCHECK=SEMANTICSの場合にのみ指定してください。









	PCC-00067: IRECLENの値を超えました(行number、ファイルstring)。 
	
原因: 入力ファイルの読込み中に、プリコンパイラがIRECLENより長い行を検出しました。


	
処置: この入力行を短くするか、またはコマンドラインでより長いIRECLENを指定してください。









	 PCC-00068: ホスト変数名とインジケータ変数名が一致してはいけません。 
	
原因: 1つのEXEC SQL文内で、インジケータ変数の名前がホスト変数の名前と同一です。ホスト変数の名前とそれに対応付けたインジケータ変数の名前は異なっている必要があります。また、インジケータ変数はホスト変数としては使用できません。


	
処置: ホストまたはインジケータ変数の名前を変更してください。









	 PCC-00069: ホスト変数"string"のデータ型はサポートされていません(行number, ファイルstring)。 
	
原因: ホスト変数のデータ型がサポートされていません。サポートされているデータ型については、言語固有の『Pro*C/C++ Precompilerプログラマーズ・ガイド』を参照してください。


	
処置: サポートされているデータ型を指定して宣言部でホスト変数を再定義します。









	PCC-00070: SQL文: stringで、構文または指数値が無効です。 
	
原因: プリコンパイラが、科学表記法で指定した数値を解析中に構文エラーを見つけました。プリコンパイラは指数インジケータ(E)の後に符号付きの整数を想定していますが、別のものが見つかりました。


	
処置: 数値を正しく再フォーマットしてください。









	 PCC-00071: メッセージ・ファイルをオープンできません。 
	
原因: プリコンパイラは、プリコンパイラによって発行されるメッセージが含まれているメッセージ・ファイルをオープンできませんでした。これは、オープンしているファイルが多すぎるか、またはプリコンパイラのインストールに問題がある場合に発生する可能性があります。


	
処置: オープン・ファイル数の上限が十分に大きく設定されていることを確認してください(システム管理者に問い合せてください)。または、カスタマ・サポートに連絡してください。









	 PCC-00072: 入力ファイル名の長さが最大長を超えています。 
	
原因: 指定したファイル名が最大長を超えています。一部のオペレーティング・システムでは、ファイル名の最大長に制限があります。


	
処置: 各プラットフォームでファイル名に使用できる長さ以下のファイル名を使用してください。









	 PCC-00073: カーソルが宣言されましたがオープンされませんでした(行number, ファイルstring)。 
	
原因: カーソルが宣言されましたが、OPEN文で参照されませんでした。これは情報メッセージです。


	
処置: カーソル宣言を削除するか、カーソルのOPEN文をコーディングしてください。









	 PCC-00075: インジケータ変数の前に ":"が必要です。 
	
原因: インジケータ変数の前に必要なコロンがありません。


	
処置: 問合せのインジケータ変数の前にコロンを付けてください。









	 PCC-00076: DISPLAYタイプはSIGN LEADING SEPARATEである必要があります。 
	
原因: このメッセージは、Pro*COBOLによってのみ発行されます。DISPLAY SIGN LEADING SEPARATEは、Pro*COBOLでサポートする唯一のDISPLAYタイプです。


	
処置: 変数宣言の綴りを確認してください。必要に応じて、サポートされていないDISPLAYタイプへの参照を削除してください。









	 PCC-00077: WHENEVER文の数値ラベルのコロンは無効です(ANSI)。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、数値WHENEVER...GOTOラベルの前にコロンが付いています。たとえば、コードは次のようになっている可能性があります。EXEC SQL WHENEVER SQLERROR GOTO :99; この情報メッセージは、FIPS=YESのときにFIPSフラガーによって発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。ただし、ANSI/ISO準拠の場合、英数字(数字ではない)のWHENEVER ...GOTOラベルの前にはコロンを付けてください。









	 PCC-00078: FIPS警告: SQL識別子が無効です(ANSI)。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、ホスト変数に次のいずれかの名前が指定されました。
o 18文字より長い名前

o 英文字以外で始まる名前

o アンダースコアが連続するまたは最後にアンダースコアがある名前。次のPro*Cの例では、ホスト変数名が19文字のため準拠していません。EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION; int department_location: -- not ANSI/ISO compliant EXEC SQL END DECLARE SECTION; この情報メッセージは、FIPS=YESのときにFIPSフラガーによって発行されます。




	
処置: 処置は必要ありません。ただし、ANSI/ISO準拠の場合は、ホスト変数名は18文字以下の長さで英文字で始まり、連続したアンダースコアや末尾のアンダースコアを含まないように変更してください。









	 PCC-00079: WHENEVER文のラベルにはコロンが必要です(ANSI)。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、英数字WHENEVER ... GOTOラベルの前にコロンが付けられていません。たとえば、問題のコードは次のようになっていた可能性があります。EXEC SSQL WHENEVER NOT FOUND GOTO no_more; この情報メッセージは、FIPS=YESのときにFIPSフラガーによって発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。ただし、ANSI/ISO準拠の場合、英数字(数字ではない)のWHENEVER ...GOTOラベルの前にはコロンを付けてください。









	 PCC-00080: TYPE識別子はすでにTYPEdされています。 
	
原因: EXEC SQL TYPE文でTYPE設定されている識別子は、前のEXEC SQL TYPE文ですでに宣言されています。指定された識別子は、1つのEXEC SQL TYPE文のみに宣言できます。


	
処置: 識別子の綴りを確認してください。各EXEC SQL TYPE文で異なる識別子を使用するか、EXEC SQL TYPE文のいずれか1つを削除してください。









	 PCC-00081: このデータ型での位取り(Scale)指定は無効です。 
	
原因: EXEC SQL VARまたはEXEC SQL TYPE文で参照されるOracle外部データ型には、位取り指定は認められません。


	
処置: 精度の指定を確認し、位取り指定を削除してください。









	 PCC-00082: 長さと位取り(Scale)指定では整数を使用します。 
	
原因: 長さまたは位取りの指定に、浮動小数点数または数字以外が使用されました。整数のみを使用できます。


	
処置: 長さまたは位取りの指定(あるいはその両方)を修正または削除してください。









	 PCC-00083: CREATE文でのバインドと変数宣言は無効です。 
	
原因: ホスト変数はCREATE文では使用できません。CREATE文の作成が実行時まで認識できない場合は、このCREATE文の実行に動的SQL文を使用する必要があります。プログラムは実行時にCREATE文を受け入れるかまたは作成し、ホスト文字列に格納して実行します。


	
処置: CREATE文を修正するか、または削除してください。









	PCC-00085: ファイルstringへの書き込み中にエラーが発生しました。 
	
原因: プリコンパイラが、指定された出力ファイルに書き込めませんでした。次のような原因が考えられます。
o ファイルのアクセス権限が不十分である。

o 別のユーザーがそのファイルをロックしている。

o ディスク領域が不十分である。

o オープンしているファイルが多すぎる。




	
処置: ファイルに対する十分なアクセス権限が付与されているかどうか、そのファイルを他のユーザーがロックしていないかどうか調べてください。また、十分なディスク領域があり、オープン・ファイル数の上限が十分に大きく設定されていることも確認してください(システム管理者に問い合せてください)。









	 PCC-00086: ソース・ファイルstringの長さがゼロです。 
	
原因: コマンドラインで指定したソース・ファイルにはコードがありません。したがって、プリコンパイラは何も処理できません。


	
処置: 埋込みSQL文を含む有効なソース・ファイルを指定してください。









	 PCC-00087: EXEC SQL TYPE文は、現ホスト言語で使用できません。 
	
原因: ユーザー定義のデータ型の同値化をサポートしていないホスト言語でEXEC SQL TYPE文を使用しました。この機能は、Pro*CとPro*Pascalでのみ使用可能です。


	
処置: 無効なEXEC SQL TYPE文を削除してください。









	 PCC-00088: ユーザー定義データ型の識別子を使用してください。 
	
原因: EXEC SQL TYPE文のユーザー定義データ型名が欠落しているか、綴りが誤っているか、予約語であるか、ホスト言語の有効な識別子でないか、またはその言語のベース・データ型と矛盾します。


	
処置: ユーザー定義データ型名の綴りを確認してください。必要に応じて、有効なユーザー定義データ型を宣言してください。ユーザー定義データ型の同値化は、Pro*CとPro*Pascalでのみ使用可能です。









	 PCC-00089: ORACLE TYPE指定が無効です。 
	
原因: EXEC SQL TYPEまたはEXE SQL VAR文においてOracle外部データ型名が欠落しているか、綴りが誤っています。


	
処置: 外部データ型名の綴りを確認してください。必要に応じて、欠落しているデータ型名を指定してください。









	 PCC-00090: DECIMALデータ型で精度/位取り指定が必要です。 
	
原因: EXEC SQL TYPE文またはEXEC SQL VAR文で、Oracle外部データ型DECIMALに対して精度および位取り(またはそのいずれか)の指定が省略されました。


	
処置: EXEC SQL TYPEまたはEXEC SQL VAR文に、精度および位取り(またはそのいずれか)の指定を追加してください。









	 PCC-00091: このORACLEデータ型では、TYPE文に書式指定が必要です。 
	
原因: EXEC SQL TYPE文またはEXEC SQL VAR文のOracle外部データ型に対して、長さ、精度および位取り(またはそのいずれか)の指定が省略されました。


	
処置: EXEC SQL TYPEまたはEXEC SQL VAR文に、外部データ型の長さ、精度および位取り(またはそのいずれか)の指定を追加してください。









	 PCC-00092: 長さ/位取りは、指定されたデータ型には無効です。 
	
原因: EXEC SQL TYPE文またはEXEC SQL VAR文のOracle外部データ型に対して、無効な長さまたは位取りが指定されました。


	
処置: 外部データ型に適応できるだけの十分な長さが指定されていることを確認してください。位取りを指定する場合は、-84から99の範囲内にあることを確認してください。









	 PCC-00093: オプションが無効なため無視しました。 
	
原因: プリコンパイラは、以前のバージョンまたは異なるホスト言語において(現在のバージョンまたはホスト言語ではなく)、使用可能なオプションを検出しました。


	
処置: そのオプション指定を削除してください。









	 PCC-00094: char[n]データ型では、配列のサイズは2以上である必要があります。 
	
原因: MODE={ANSI | ANSI14}のときに、char[n]ホスト変数に対して2文字未満の長さが指定されたか、char単純変数が指定されました。MODE={ANSI | ANSI14}のとき、その長さは2文字以上である必要があります。このメッセージは、Pro*Cプリコンパイラによってのみ出力されます。


	
処置: 2文字以上の長さが指定されるように、宣言を修正してください。









	 PCC-00095: PROGRAMまたはSUBROUTINE, FUNCTION, BULOCK DATA文が欠落しています。 
	
原因: FORTRANソース・ファイルには1つ以上のPROGRAM、SUBROUTINE、FUNCTIONまたはBLOCK DATA文が必要です。それらは、プリコンパイラがルーチンまたはコンパイル単位の始まりを検出するために使用します。


	
処置: ソース・ファイルにこれらの文のいずれかを追加します。









	 PCC-00096: MODE=ANSI14では配列のFETCHは認められません。 
	
原因: MODE=ANSI14のときに、配列をSELECTまたはFETCHしようとしました。MODE=ANSI14のときは、配列を操作できません。


	
処置: MODE=ANSI14を指定する場合は、配列インタフェースを使用せずに、ホスト言語のループにSELECTまたはFETCH文を指定してください。









	 PCC-00097: COBOLとPL/IでのみDECIMAL、DISPLAY型を使用できます。 
	
原因: Pro*COBOLまたはPRO*PL/I以外のOracleプリコンパイラで、EXEC SQL VAR文またはEXEC SQL TYPE文でDECIMALおよびDISPLAY外部データ型が使用されました。これらの外部データ型は、Pro*COBOLおよびPRO*PL/Iでのみ使用できます。


	
処置: EXEC SQL TYPE文またはEXEC SQL VAR文から、DECIMALまたはDISPLAY外部データ型への参照を削除してください。









	 PCC-00098: 現コンテキストでの位取り(Scale)指定は無効です。 
	
原因: Pro*C、Pro*FORTRANまたはPro*Pascalなどのプログラムの場合、現行の文脈ではEXEC SQL TYPE文またはEXEC SQL VAR文に位取りを指定できません。


	
処置: EXEC SQL TYPEまたはEXEC SQL VAR文から、位取り指定を削除してください。









	 PCC-00099: 長さの指定はROWIDまたはDATE、MLSLABEL型では使用できません。 
	
原因: EXEC SQL TYPE文またはEXEC SQL VAR文に、ROWID、DATEまたはMLSLABEL外部データ型の長さが指定されました。これらの文は固定長の型であるため、指定する必要はありません。


	
処置: EXEC SQL TYPEまたはEXEC SQL VAR文から、長さの指定を削除してください。









	 PCC-00100: 非整数ラベルは無効です(ANSI)。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、整数でないWHENEVER...GOTOラベルがPro*Pascalプログラム内にありました。たとえば、問題のコードは次のようになっていた可能性があります。EXEC SQL WHENEVER NOT FOUND GOTO quit; この情報メッセージは、FIPS=YESのときにFIPSフラガーによって発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。ただし、ANSI/ISO準拠の場合は、整数のHENEVER... GOTOラベルのみをPro*Pascalプログラムで使用してください。









	 PCC-00101: 小文字'e'は浮動小数点指定として正しくありません(ANSI)。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、科学表記法で小文字のeが使用されました。たとえば、問題のコードは次のようになっていた可能性があります。maxnum = 10e38; この情報メッセージは、FIPS=YESのときにFIPSフラガーによって発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。ただし、ANSI/ISO準拠の場合、科学表記法には大文字の「E」を使用してください。









	 PCC-00102: FOR UPDATEはORACLEの拡張機能です。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、カーソル宣言でFOR UPDATE OF句が使用されました。たとえば、問題のコードは次のようになっていた可能性があります。EXEC SQL DECLARE emp_cursor CURSOR FOR SELECT ENAME, SAL FROM EMP WHERE DEPTNO = :dept_number FOR UPDATE OF SAL; この情報メッセージは、FIPS=YESのときにFIPSフラガーによって発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。ただし、ANSI/ISO準拠の場合、FOR UPDATE OF句を使用しないでください。









	 PCC-00103: AT句は、Oracle拡張機能の1つです。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、SQL文でAT <db_name>句が使用されました。たとえば、問題のコードは次のようになっていた可能性があります。EXEC SQL AT oracle3 COMMIT RELEASE; この情報メッセージは、FIPS=YESのときにFIPSフラガーによって発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。ただし、ANSI/ISO準拠の場合は、AT <db_name>句を使用しないでください。









	 PCC-00104: FOR句は、Oracle拡張機能の1つです。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、FOR句が配列処理のSQL文で使用されていました。たとえば、問題のコードは次のようになっていた可能性があります。EXEC SQL FOR :limit INSERT INTO EMP (EMPNO, JOB, DEPTNO) VALUES (:emp_number, :job_title, :dept_number); この情報メッセージは、FIPS=YESのときにFIPSフラガーによって発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。ただし、ANSI/ISO準拠の場合は、FOR句を使用しないでください。









	 PCC-00105: ここにはキーワードWORKが必要です(ANSI)。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、キーワードWORKがCOMMITまたはROLLBACK文で使用されました。たとえば、問題のコードは次のようになっていた可能性があります。EXEC SQL COMMIT WORK RELEASE; この情報メッセージは、FIPS=YESのときにFIPSフラガーによって発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。ただし、ANSI/ISO準拠の場合は、キーワードWORKを使用しないでください。









	 PCC-00106: RELEASEはCOMMITやROLLBACK文に対するORACLEの拡張機能です。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、パラメータRELEASEがCOMMITまたはROLLBACK文で使用されました。たとえば、問題のコードは次のようになっていた可能性があります。EXEC SQL ROLLBACK RELEASE; この情報メッセージは、FIPS=YESのときにFIPSフラガーによって発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。ただし、ANSI/ISO準拠の場合、パラメータRELEASEを使用しないでください。









	 PCC-00107: CONNECT文は、Oracle依存処理系です。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、OracleへのログオンにCONNECT文が使用されました。たとえば、問題のコードは次のようになっていた可能性があります。EXEC SQL CONNECT :username IDENTIFIED BY :password; この情報メッセージは、FIPS=YESのときにFIPSフラガーによって発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。ただし、ANSI/ISO準拠の場合は、CONNECT文を使用せずにAUTO_CONNECTコマンドライン・オプションを指定してください。









	 PCC-00108: この文はANSIではサポートされません。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、PREPAREなどの非準拠SQL文が使用されました。たとえば、問題のコードは次のようになっていた可能性があります。EXEC SQL PREPARE sql_statement FROM :sql_string; この情報メッセージは、FIPS=YESのときにFIPSフラガーによって発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。ただし、ANSI/ISO準拠の場合は、非準拠文を使用しないでください。









	 PCC-00109: 動的SQLとPL/SQLは、ANSI SQLへのOracle拡張機能です。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、動的SQLまたは埋込みPL/SQLが使用されました。たとえば、問題のコードは次のようになっていた可能性があります。EXEC SQL EXECUTE BEGIN SELECT ... END; END-EXEC; この情報メッセージは、FIPS=YESのときにFIPSフラガーによって発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。ただし、ANSI/ISO準拠の場合は、動的SQLまたは埋込みPL/SQLを使用しないでください。









	 PCC-00110: WHENEVER文に対してOracle拡張機能が使用されました。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、NOTFOUND、STOP、RAISE、DOなどの非準拠キーワードがWHENEVER文に使用されました。(ただし、NOT FOUNDはANSI準拠です。)たとえば、問題のコードは次のようになっていた可能性があります。EXEC SQL WHENEVER SQLERROR STOP; この情報メッセージは、FIPS=YESのときにFIPSフラガーによって発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。ただし、ANSI/ISO準拠の場合は、非準拠キーワードを使用しないでください。









	 PCC-00111: EXEC ORACLE文にあるSQLCHECK値がコマンドラインの値を超えています。 
	
原因: SQLCHECKオプションがインラインで入力され、コマンドラインで指定された(またはデフォルトで受け入れられた)レベルより高いチェック・レベルが指定されました。これは許可されていません。たとえば、コマンドラインでSQLCHECK={SYNTAX | LIMITED}を指定すると、SQLCHECK={SEMANTICS | FULL}をインラインで指定することはできません。


	
処置: EXEC ORACLE文を修正するか、またはコマンドラインのチェック・レベルを低くしてください。









	 PCC-00112: データ型がサポートされていません(ANSI)。 
	
原因: ANSI/ISO規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、VARCHARなどのポインタまたは非準拠データ型が使用されました。たとえば、問題のコードは次のようになっていた可能性があります。EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION VARCHAR username[20]; EXEC SQL END DECLARE SECTION この情報メッセージは、FIPS=YESのときにFIPSフラガーによって発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。ただし、ANSI/ISO準拠の場合、ポインタまたは非準拠データ型を使用しないでください。









	 PCC-00113: DBMSオプションの値は、指定したMODEオプションの値に対して無効です。 
	
原因: MODE={ANSI14 | ANSI13}のときにDBMS=V7が指定されたか、またはMODE=ANSIのときにDBMS=V6が指定されました。これらのオプション設定には互換性がありません。DBMSオプションは、Oracleプリコンパイラのリリース1.5より前では無効であることに注意してください。


	
処置: DBMS=V7の場合は、MODE={ANSI14 | ANSI13}ではなく、MODE={ANSI | ORACLE}を指定してください。DBMS=V6の場合は、MODE=ANSIではなくMODE={ANSI14 | ANSI13 | ORACLE}を指定してください。ただし、推奨値はMODE=ORACLEです。









	 PCC-00114: EXEC SQL VAR文でのVARxxx型にはサイズ指定が必要です。 
	
原因: EXEC SQL VAR文で、長さのないVARCHARまたはVARRAW外部データ型が指定されました。他の型とは異なり、VARCHARおよびVARRAWには、データ・フィールドの最大長を指定する必要があります。


	
処置: EXEC SQL VAR文に長さの指定を追加してください。









	 PCC-00115: ここでは配列が必要です。 
	
原因: ARRAYLEN文に、以前宣言したホスト配列の名前が指定されませんでした。ARRAYLEN文での最初のホスト変数は配列である必要があります。2番目のホスト変数には4バイトの整数で配列次元を指定します。正しい構文は次のとおりです。EXEC SQL ARRAYLEN host_array (dimension); ARRAYLEN文は、宣言部でhost_arrayおよびdimension宣言の後に指定する必要があります。


	
処置: ARRAYLEN文の両方の識別子の綴りを確認してください。必要に応じて、欠落しているホスト配列名を指定してください。









	 PCC-00116: 配列はすでにARRAYLEN文で指定されています。 
	
原因: 2つの異なるARRAYLEN文に、同じホスト配列が指定されました。指定されたホスト配列は、複数のARRAYLEN文に指定できません。


	
処置: 両方のARRAYLEN文のホスト配列名の綴りを確認してください。異なるホスト配列名を参照するように一方のホスト配列名を修正するか、または一方のARRAYLEN文を削除してください。









	 PCC-00117: ARRAYLENサイズ変数が無効です。 
	
原因: ARRAYLEN文に有効な配列数が指定されませんでした。配列数は、リテラルや式ではなく、以前に宣言した4バイトの整数型ホスト変数を使用して指定する必要があります。たとえば、問題のコードは次のようになっていた可能性があります。EXEC SQL ARRAYLEN ename_array (25); -- illegal dimension


	
処置: 有効な配列数を指定してください。ARRAYLEN文で使用する場合は、必要に応じて、4バイトの整数型ホスト変数を宣言してください。









	 PCC-00118: ANSI SQLでホスト変数の初期化はサポートしていません。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、ホスト変数がその宣言内で初期化されました。次にPro*Cの例を示します。EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION; int dept_number = 20; -- not ANSI/ISO-compliant EXEC SQL END DECLARE SECTION; この情報メッセージは、FIPS=YESのときにFIPSフラガーによって発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。ただし、ANSI/ISO準拠の場合は、宣言内でホスト変数を初期化しないでください。









	 PCC-00119: INTO句のconst変数が変更されます。 
	
原因: 型指定子「const」とともに宣言した変数が、INTO句で使用されました。この変数は、INTO句で変更および使用できません。


	
処置: INTO句の識別子の綴りがすべて正しいかどうかを確認してください。必要に応じて、ホスト変数宣言から「const」を削除するか、または別のホスト変数を使用してください。









	 PCC-00120: コードの生成中にファイルI/Oエラーが発生しました。 
	
原因: コードの生成中にファイルI/Oエラーが発生しました。このエラーは、ディスク領域不足が原因で発生することがあります。


	
処置: 十分なディスク領域があることを確認してください。









	 PCC-00121: VARCHAR型ポインタの配列はサポートされません。 
	
原因: 許可されていないポインタの配列が宣言されました。ただし、スカラー型のポインタは許可されています。Pro*Cで、char[n]変数およびvarchar[n]変数のポインタを、CHARまたはVARCHARのポインタとして(長さを指定せずに)宣言しました。


	
処置: 宣言を修正または削除してください。









	 PCC-00122: 入力ファイル名と出力ファイル名が同じです。 
	
原因: コマンドラインで、INAMEとONAMEに同じパス名が指定されました。INAMEはプリコンパイラ入力ファイルを指定し、ONAMEはプリコンパイラ出力ファイルを指定します。


	
処置: パス名またはファイル名のいずれかを変更してください。









	 PCC-00123: VARCHARの宣言が1行に納まっていません。 
	
原因: Pro*Cプログラムの場合、VARCHAR宣言が複数行になることは許可されていません。


	
処置: 宣言が1行になるように修正してください。









	 PCC-00124: COMMON_NAMEオプションはPROGRAMやサブルーチンの開始位置より前です。 
	
原因: FORTRANプログラム、サブルーチンまたは関数で、PROGRAM文、SUBROUTINE文またはFUNCTION文の後に、プリコンパイラ・オプションCOMMON_NAMEを誤って指定しました。COMMON_NAMEをインラインで指定する場合は、そのEXEC ORACLE OPTION文がPROGRAM文、SUBROUTINE文、FUNCTION文の前にある必要があります。


	
処置: EXEC ORACLE OPTION文の位置を変更するか、コマンドラインでCOMMON_NAMEを指定してください。









	 PCC-00126: システム構成ファイルが見つからないか、オープンできません。 
	
原因: プリコンパイラは、システム構成ファイル(事前設定コマンドライン・オプションが指定されているテキスト・ファイルで、プリコンパイラがデフォルトで使用する)を検出またはオープンできませんでした。次のような原因が考えられます。
o 指定したファイルが存在しない。

o 指定したファイルへの検索パスが誤っている。

o ファイルのアクセス権限が不十分である。

o オープンしているファイルが多すぎる。このメッセージは、単なる警告です。システム構成ファイルがなくても処理は続行されます。




	
処置: ファイルが存在するかどうか、ファイルに対する検索パスが正しいかどうか、また、ファイルに対する十分なアクセス権限が付与されているかどうかを確認してください。また、オープン・ファイル数の上限が十分に大きく設定されていることも確認してください(システム管理者に問い合せてください)。









	PCC-00127: string 
	
原因: これはコマンドライン・プロセッサの一般的なエラー・メッセージです。


	
処置: 表示されたエラーを修正してください。









	 PCC-00128: コマンドライン・プロセッサで重大なエラーが見つかりました。 
	
原因: コマンドライン・プロセッサが重大なエラーを検出しました。


	
処置: すべてのコマンドライン・オプションが正しく指定されていることを確認した後、使用したすべてのオプションと構成ファイルのすべてのアカウントを確認して、カスタマ・サポートに連絡してください。









	 PCC-00129: オプション "string"が必要です。 
	
原因: 必要なコマンドライン・オプションが欠落しています。たとえば、入力ファイル名を指定するINAMEオプションが欠落している可能性があります。


	
処置: 必要なコマンドライン・オプションを指定してください。









	 PCC-00132: インジケータ配列サイズは、ホスト変数のものより小さくできません。 
	
原因: ホスト変数配列が、より小さい数で宣言されたインジケータ配列とともに使用されました。次に例を示します。EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION; int dept_no[20]; short dept_no_ind[10]; EXEC SQL END DECLARE SECTION; ... SELECT ... INTO dept_no:dept_no_ind ...


	
処置: インジケータ配列のサイズを大きくしてください。









	 PCC-00133: コマンドラインでオプションがNLS_LOCAL=YESのときMODE=ANSIである必要があります。 
	
原因: MODE=ANSIを指定せずに、プリコンパイラ・オプションNLS_LOCAL=YESを使用しました。NLS_LOCAL=YESの場合は、プリコンパイラ・オプションMODE=ANSIを指定する必要があります。


	
処置: NLS_LOCAL=YESを使用する場合は、プリコンパイラ・オプションMODE=ANSIを設定してください。または、NLS_LOCAL=YESは設定しないでください。









	 PCC-00135: Result Set Cursorの使用は標準SQLではありません。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、Oracle Result Set Cursorが使用されました。この情報メッセージは、FIPS=YESの場合にFIPSフラガーによって発行されます。


	
処置: 処置は必要ありません。ただし、ANSI/ISO準拠の場合は、Result Set Cursorを使用しないでください。









	 PCC-00136: SQL_CURSOR宣言部が無効です。 
	
原因: SQL_CURSORホスト変数が配列として宣言されたか、またはPro*COBOLの場合に、SQLカーソル宣言に対してPICTURE句が指定されました。Pro*FORTRANの場合は、SQL_CURSOR宣言に対する長さ指定(つまり、*n)が行われました。このような使用方法はサポートされていません。


	
処置: SQL_CURSOR変数が配列として宣言されていないかどうかを確認してください。Pro*COBOLの場合は、SQL_CURSORにPICTURE句が指定されていないことを確認してください。Pro*FORTRANでは、SQL_CURSORに対する長さ指定(つまり、*n)がないことを確認してください。









	 PCC-00137: SQL_CURSORホスト変数の指定が無効です。 
	
原因: SQL_CURSOR変数がINTO句またはWHERE句で使用されました。SQL_CURSOR変数は、通常のカーソル識別子、またはPL/SQLブロックではカーソルが通常使用される場所でのみ使用できます。


	
処置: INTO句またはWHERE句からSQLカーソル変数参照を削除するか、INTO句またはWHERE句に別の型のホスト変数を使用してください。









	 PCC-00138: 結果セット・カーソルはこのプリコンパイラに実装されていません。 
	
原因: ホスト変数をカーソルの参照として参照しようとしました。カーソル変数がPRO*PascalまたはPro*PL/Iに実装されていません。


	
処置: 標準SQLのカーソルを使用するように、ホスト言語コードを修正してください。









	 PCC-00139: EXEC SQL文の後で、MAXLITERALの変更はできません。 
	
原因: EXEC SQL、EXEC TOOLSまたはEXEC IAF文の後のインラインEXEC ORACLE OPTION文で、MAXLITERALオプションが使用されました。これは許可されていません。


	
処置: MAXLITERALオプションは、コマンドラインまたは入力ソース・ファイルの先頭にあるEXEC ORACLE OPTION文でのみ使用してください。









	 PCC-00140: CREATE FUNCTION/PROCEDURE/PACKAGE/TRIGGERは、Oracle拡張機能です。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、次のいずれかの文が使用されました。
o CREATE FUNCTION

o CREATE PROCEDURE

o CREATE PACKAGE

o CREATE TRIGGER これらの文は、ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能です。この情報メッセージは、FIPS=YESの場合にFIPSフラガーによって発行されます。




	
処置: 処置は必要ありません。ただし、ANSI/ISO準拠の場合は、これらの文を使用しないでください。









	 PCC-00141: スレッド・セーフティはこのプリコンパイラに実装されていません。 
	
原因: CONTEXT SQL文を使用しようとしました。スレッド・セーフティ機能は、PRO*Pascal、Pro*PL/IまたはPro*C 1.xには実装されていません。


	
処置: コンテキストを使用しないように、ホスト言語コードを修正してください。









	 PCC-00142: EXEC SQL CONTEXT USE文が見つかりません。 
	
原因: EXEC SQL CONTEXT USE文が検出されずに、threads=yesオプションが要求されました。


	
処置: 必要な(sql_context型の)コンテキスト変数が、実行可能なSQL文の前で宣言、割当ておよび使用されていることを確認してください。









	 PCC-00143: ランタイム・コンテキスト変数の型が正しくありません。 
	
原因: EXEC SQL CONTEXT USE文で参照される実行時コンテキスト変数の型が、sql_contextではありません。


	
処置: sql_context型の実行時コンテキスト変数を宣言してください。









	 PCC-00144: UNSAFE_NULL=YESはDBMS=V7かつMODE=ORACLEを指定して使用する必要があります。 
	
原因: UNSAFE_NULL=YESオプションが、DBMS=V6またはDBMS=NATIVE(デフォルト)とともに使用されたか、またはMODE=ANSI/ANSI14/ANSI13とともに使用されました。


	
処置: UNSAFE_NULL=YESを使用する場合は、DBMS=V7およびMODE=ORACLE(デフォルト)を指定してください。または、UNSAFE_NULL=YESを使用しないでください。









	 PCC-00145: この文はTHREADS=YESを指定した場合のみ使用可能です。 
	
原因: オプションTHREADSにNOが指定されているときに、EXEC SQL ENABLE THREADSまたはEXEC SQL CONTEXT文が使用されました。


	
処置: オプションTHREADS=YESを指定するか、ソース・コードからEXEC ENABLE THREADS文またはEXEC SQL CONTEXT文を削除してください。









	 PCC-00146: ホスト・オプションの値が間違っています。無視されました。 
	
原因: コマンドライン・ホスト・オプションを使用して、無効なホスト言語が指定されました。ホスト・オプションの有効値はPro*言語固有です。たとえば、proforの場合、有効値はFORTRANのみです。procobの場合、有効値はCOBOLおよびCOB74のみです。


	
処置: ホスト・オプションで、有効なホスト言語を指定してください。









	 PCC-00147: DBMS=V6は現在サポートしていません。DBMS=NATIVEを使用してください。 
	
原因: V6との互換性はサポートされていません。プリコンパイラは、DBMS=NATIVEが指定されたものとしてプリコンパイルします。


	
処置: 指定したDBMSオプションの値を、V6以外の値に変更してください。









	 PCC-01000: Pro*COBOLの実行は認可されていません。 
	
原因: Pro*COBOLプリコンパイラを実行する権限またはライセンスが満了しました。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 PCC-01001: Pro*COBOL認可期間は間もなく満了します。 
	
原因: Pro*COBOLプリコンパイラを実行する権限またはライセンスが間もなく満了します。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 PCC-01002: インジケータ領域内の文字"character"は無効です(行number, ファイルstring)。 
	
原因: Pro*COBOLプリコンパイラ・プログラムで使用できるのは、インジケータ領域には空白、ハイフン(-)、アスタリスク(*)、スラッシュ(/)または文字「D」のみです。それ以外の文字が見つかりました。


	
処置: 不適切な文字を削除するか、または置き換えてください。FORMAT=ANSIオプションを指定している場合は、列7の行の終わりを確認してください。









	PCC-01003: 継続行が無効です(行number, ファイルstring)。 
	
原因: PRO*COBOLプログラムで、継続行が継続文字以外は完全に空白です。


	
処置: 空の継続行を削除するか、または置き換えてください。









	 PCC-01004: EXEC文の途中でファイルが終了しました。 
	
原因: Pro*COBOL入力ファイルで、最後のEXEC文が正しく終了していません。


	
処置: 最後のEXEC文をEND-EXECで終了してください。









	 PCC-01005: PROCEDURE DIVISIONが見つかりません。 
	
原因: プリコンパイラはPro*COBOLにPROCEDURE DIVISIONヘッダーを見つけられませんでした。次のような原因が考えられます。
o ヘッダーにキーワードが欠落しているか、キーワードの綴りに誤りがある。

o REMARKSセクションにアポストロフィがある(プリコンパイラがアポストロフィを文字列リテラルの開始とみなした)。

o WORKING-STORAGE SECTIONのリテラルにリテラルの終わりのアポストロフィがない。

o FORMATオプションに誤った値を指定した。




	
処置: PROCEDURE DIVISIONヘッダーが適切な位置にあって綴りが正しいこと、REMARKSセクションにアポストロフィがないこと、WORKING-STORAGE SECTIONのすべてのリテラルが終了されていること、FORMATオプションに正しい値が指定されていることを確認してください。









	PCC-01006: EXEC文を領域A内で始めることはできません(行number, ファイルstring)。 
	
原因: Pro*COBOLプログラムでは、EXEC文が領域Bで始まる必要がありますが、プリコンパイラは領域A内で始まる文を見つけました。


	
処置: この文を領域Bで始まるように右側に移動してください。









	 PCC-01007: WORKING-STORAGE SECTIONが見つかりません。 
	
原因: キーワードが欠落しているか綴りが誤っている、またはFORMATオプションに誤った値が指定されているため、プリコンパイラがPro*COBOLプログラムのWORKING-STORAGE SECTIONヘッダーを検索できませんでした。


	
処置: WORKING-STORAGE SECTIONヘッダーが適切な位置にあり、綴りが正しいことおよびFORMATオプションに正しい値が指定されていることを確認してください。









	 PCC-01008: DECLAREセクションで複数のエレメント・レコードは宣言できません。 
	
原因: COBOLコンパイラの中には、CALL文でグループ項目をパラメータとして引き渡すことができないものがあります。(COBOLコンパイラのユーザーズ・ガイドを参照してください。)このようなコンパイラを使用している場合は、宣言部内のグループ項目には1つの要素項目のみを含むことができます。


	
処置: 各ホスト変数に独自のグループ項目を割り当ててください。









	 PCC-01009: SQL文の終わりにはELSEまたはピリオドを使用します(HOST=COB74)。 
	
原因: Pro*COBOLプログラムでは、同一の文内でEXEC SQL文の後に別の文が続きます。COBOL-74の文ではEXEC SQL文は最後の文である必要があるため、キーワードのELSEまたはピリオドで終了する必要があります。


	
処置: プログラム・ロジックを変更して、最後の文がEXEC SQL文であるようにしてください。









	 PCC-01010: 文字リテラル中に無効なNULL文字が存在します。 
	
原因: 文字列リテラル中でNULL文字(バイナリのゼロ)が見つかりました。これは、Pro*COBOLでは許可されていません。


	
処置: 文字列リテラルからNULLを削除してください。









	 PCC-01011: USAGE IS BINARY句は、同じ行で、"."で終了する必要があります。 
	
原因: USAGE IS BINARY句を終了させるピリオドは、USAGE句と同じ行に存在する必要があります。このメッセージは、COMP-5がBINARYに代用されているPro*COBOLのCOMP5=YESコマンドライン・オプションをサポートするオペレーティング・システムでのみ発生します。


	
処置: USAGE IS BINARY句を終了させるピリオドが、USAGE句と同じ行にあることを確認してください。









	 PCC-01012: DATA DIVISIONが見つかりません。 
	
原因: Pro*COBOLプリコンパイラが、入力ソース・ファイルのDATA DIVISIONを検索しませんでした。Pro*COBOLアプリケーションには、DATA DIVISIONが必要です。


	
処置: 入力ソース・ファイルにDATA DIVISIONを追加してください。









	 PCC-01013: PIC N配列変数: "string"(行number, ファイルstring)の使用が無効です。 
	
原因: OCCURS句を使用して、PIC N変数が宣言されました。PIC N変数の表は、Pro*COBOLプリコンパイラではサポートされていません。


	
処置: OCCURS句を使用せずPIC N変数を宣言してください。SQL文でPIC N変数を使用しない場合は、宣言部の外側で宣言してください。









	 PCC-01014: PIC N PICTURE句で"VARYING"はサポートされていません。 
	
原因: PIC N変数宣言でキーワードVARYINGが使用されました。


	
処置: 変数宣言からキーワードVARYINGを削除してください。PIC N VARCHAR変数を宣言する場合は、次に示すとおり、プリコンパイラ・オプションVARCHAR=YESを指定して、変数を暗黙のVARCHARグループ項目として宣言してください。EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION END-EXEC. ... 01 ENAME. 05 ENAME-LEN PIC S9(4) COMP. 05 ENAME-ARR PIC N(20). ... EXEC SQL END DECLARE SECTION END-EXEC.









	PCC-01015: PIC N変数stringを等価にできません。 
	
原因: PIC N変数または暗黙のVARCHARグループ項目(基本項目としてPIC N変数を使用)がEXEC SQL VAR文で使用されました。これは許可されていません。


	
処置: EXEC SQL VAR文でPIC N変数を使用しないでください。EXEC SQL VAR文を使用してOracleの型と同値化にする場合は、PIC N変数ではなくPIC X変数を使用してください。









	 PCC-01016: "N"文字リテラルは、埋込みPL/SQLでサポートされません。 
	
原因: 「N」文字リテラルがPL/SQLブロック内で使用されました。


	
処置: PL/SQLブロックから「N」文字リテラルを削除してください。









	 PCC-01017: SQLCAとSQLCODE変数は、両方同時に使用できません。 
	
原因: SQLCAが組み込まれ、SQLCODE変数が宣言されました。SQLCODE変数に対する参照はあいまいで、COBOLコンパイラ・エラーが発生する可能性があるため、これは許可されていません。


	
処置: SQLCAまたはSQLCODE変数のいずれかを使用してください。SQLCAの組込みまたはSQLCODE変数宣言のいずれかを削除してください。









	 PCC-01018: 変換バッファ・サイズが指定できるのはキャラクタ・タイプのみです。 
	
原因: CONVBUFSZ句がEXEC SQL VAR文で使用されましたが、変数がキャラクタ・タイプではありません。


	
処置: EXEC SQL VAR文からCONVBUFSZ句を削除してください。









	 PCC-01019: 変換バッファ・サイズが無効です。 
	
原因: CONVBUFSZ句に指定するサイズは、1から32765の範囲内の整数である必要があります。指定されたサイズが整数でないか、範囲外の値が指定されています。


	
処置: 1から32765の範囲内の整数を指定してください。









	 PCC-01100: Pro*FORTRANの実行は認可されていません。 
	
原因: Pro*FORTRANプリコンパイラを実行する権限またはライセンスが満了しました。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 PCC-01101: Pro*FORTRAN認可期間は間もなく満了します。 
	
原因: Pro*FORTRANプリコンパイラを実行する権限またはライセンスが間もなく満了します。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	PCC-01102: ラベルが無効です(行number, ファイルstring)。 
	
原因: Pro*FORTRANプリコンパイラは、列1から6の無効なFORTRAN文ラベルを見つけました。


	
処置: 文ラベルを修正または削除してください。









	 PCC-01200: Pro*Cの実行は認可されていません。 
	
原因: Pro*Cプリコンパイラを実行する権限またはライセンスが満了しました。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 PCC-01201: Pro*C認可期間は間もなく満了します。 
	
原因: Pro*Cプリコンパイラを実行する権限またはライセンスが間もなく満了します。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 PCC-01202: 識別子 "string" は31文字に切り捨てられました。 
	
原因: ホスト識別子(たとえばホスト変数など)が、プリコンパイラの許可する最大長(31文字)に切り捨てられました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 PCC-01300: Pro*PL/Iの実行は認可されていません。 
	
原因: Pro*PL/Iプリコンパイラを実行する権限またはライセンスが満了しました。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 PCC-01301: Pro*PL/Iの認可期間は間もなく満了します。 
	
原因: Pro*PL/Iプリコンパイラを実行する権限またはライセンスが間もなく満了します。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 PCC-01400: Pro*Pascalの実行は認可されていません。 
	
原因: Pro*Pascalプリコンパイラを実行する権限またはライセンスが満了しました。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 PCC-01401: Pro*Pascalの認可期間は間もなく満了します。 
	
原因: Pro*Pascalプリコンパイラを実行する権限またはライセンスが間もなく満了します。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 PCC-01500: Pro*Adaの実行は認可されていません。 
	
原因: Pro*Adaプリコンパイラを実行する権限またはライセンスが満了しました。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 PCC-01501: Pro*Adaの認可期間は間もなく満了します。 
	
原因: Pro*Adaプリコンパイラを実行する権限またはライセンスが間もなく満了します。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	PCC-01510: stringにPackageまたはProcedure、Functionの文がありません。 
	
原因: すべてのAdaソース・ファイルにはPackage、ProcedureまたはFunctionの文が存在する必要があります。プリコンパイラは1つも検出できませんでした。


	
処置: ソース・ファイルに適切な文を追加し、Pro*Adaを再実行してください。









	 PCC-01511: 識別子(行number, ファイルstring)がファイルstringで生成されたコードに対して長すぎます。 
	
原因: ホスト・プログラムで使用している識別子が長すぎるため、プリコンパイラで生成するコード長がソース行での制限を超えています。


	
処置: 識別子を短くするか、またはORECLENオプションを使用して許可される行の長さを長くしてください。









	 PCC-01512: ファイルstringへの無効なEXEC SQL INCLUDEがあります(行number, ファイルstring)。 
	
原因: EXEC SQL INCLUDE文はPro*Adaでは許可されていません。


	
処置: 必要なソース・テキストをPro*Adaファイルに直接埋め込んでください。「with」コンテキスト句を使用して、必要なパッケージを組み込んでください。









	PCC-01513: FIPS警告: データ型がサポートされていません(行number, ファイルstring)。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、ANSI/ISO規格以外の型でホスト変数が宣言されました。


	
処置: 処置は必要ありません。ただし、ANSI/ISO準拠の場合は、ANSI/ISO規格の型のみを使用してください。









	 PCC-01515: FIPS警告: ホスト変数 "string"が宣言されていません(行number, ファイルstring)。 
	
原因: ANSI/ISO SQL規格へのOracle拡張機能が使用されました。具体的には、宣言部の外でホスト変数が宣言されました。


	
処置: 処置は必要ありません。ただし、ANSI/ISO準拠の場合は、宣言部でホスト変数を宣言してください。














110 PCC-02010からPCC-02460



	 PCC-02010: 文字列リテラルのスキャン中にファイルの終りが見つかりました。 
	
原因: SQL文の文字列は引用符で区切る必要がありますが、正しく終了されていません。


	
処置: すべての文字列が区切られていることを確認してください。









	 PCC-02011: 識別子が128文字を超えているのが見つかりました(切捨て済)。 
	
原因: プリコンパイラが長すぎる識別子を見つけました。


	
処置: 識別子を短くしてください。SQLの識別子は18文字に制限されています。









	 PCC-02012: 文字定数に一致する引用符が見つかりません。 
	
原因: 引用符付き文字定数が終了されませんでした。


	
処置: 文字定数を終了させてください。









	 PCC-02013: 不明なエスケープ・シークエンスがあります。 
	
原因: プリコンパイラが文字列リテラル内で処理できないエスケープ・順序を見つけました。このエラーは、シフトインまたはシフトアウト・エスケープ・順序を含むマルチバイト文字列を使用している場合に発生することがあります。


	
処置: 文字列を修正してください。









	 PCC-02014: 構文エラー(行number、列number、ファイルstring): 
	
原因: プリコンパイラがCまたは埋込みSQL構文でエラーを検出しました。このメッセージの後に、詳細なエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 構文エラーを修正してください。









	 PCC-02015: 挿入ファイルをオープンできません。 
	
原因: #includeまたはEXEC SQL INCLUDE文を使用して指定したヘッダー・ファイルを、プリコンパイラがオープンできませんでした。このエラーは、ファイル指定が不正確であったり、ファイルまたはパス内の1つ以上のディレクトリに対する読込み権限や読込みアクセス権が付与されなかった場合に発生することがあります。


	
処置: ファイルの指定が正しいこと、ファイルが存在すること、また、読み込むファイルに対して読込み権限があることを確認してください。









	 PCC-02016: 挿入されたファイル"string"への絶対パスが、文字数制限(number文字)を超えています。 
	
原因: 指定したファイル名が最大長を超えています。一部のオペレーティング・システムでは、ファイル名の最大長に制限があります。


	
処置: 各プラットフォームでファイル名に使用できる長さ以下のファイル名を使用してください。









	 PCC-02017: 出力ファイルをオープンできません。 
	
原因: プリコンパイラが出力ファイルをオープンできませんでした。このファイルは、生成コード出力ファイル(.cファイル)またはリスト・ファイルのいずれかです。このメッセージは、様々な原因で発生する可能性があります。次に例を示します。o)指定した出力ファイルのパス名に存在しないディレクトリが含まれています。o)ファイルシステムまたはディスクが一杯であるため、オペレーティング・システム・エラーが発生しました。o)パス内の指定したディレクトリ(複数の場合もある)に対する書込み権限がありません。


	
処置: 前述のエラーの原因を調べて、修正してください。









	 PCC-02018: コメントのスキャン中にファイルの終りが見つかりました。 
	
原因: Cコードまたは埋込みSQL文の中のCコメントが終了していません。


	
処置: 終わっていないコメントを見つけて、「#/」で終了させてください。









	 PCC-02019: プリプロセッサの警告(行number、列number、ファイルstring): 
	
原因: このメッセージは、プリコンパイラがプリプロセッサのパスを実行中に警告状態になったことを意味します。このメッセージの後に、詳細なエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 続いて表示されるメッセージで指定される処置に従って、条件を修正してください。









	 PCC-02020: プリプロセッサのエラー(行number、列number、ファイルstring): 
	
原因: このメッセージは、プリコンパイラがプリプロセス・フェーズにあるときにエラー状態になったことを意味します。このメッセージの後に、詳細なエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 続いて表示されるメッセージで指定される処置に従って、エラーを修正してください。









	 PCC-02021: 文字列リテラルのスキャン中に改行が見つかりました。 
	
原因: リテラルが、次のように改行文字を含んでいます。char x[] = "Hello world";


	
処置: 改行文字を削除してください。









	 PCC-02022: SQL文のスキャン中にファイルの終りが見つかりました。 
	
原因: EXEC SQL文の解析中に、プリコンパイラがファイルの終わりを検出しました。


	
処置: 文の終了記号(;)を追加するか、またはEXEC SQL文を終了してください。









	 PCC-02023: PL/SQL文のスキャン中にファイルの終りが見つかりました。 
	
原因: PL/SQL文(EXEC SQL EXECUTE ...)の解析中に、プリコンパイラがファイルの終わりを検出しました。


	
処置: PL/SQL文を終了してください。









	 PCC-02035: CMD-LINE: 構成ファイルのCONFIG=オプションが無効です。 
	
原因: ユーザー構成ファイル内にユーザー構成ファイルを指定できません。ネストした構成ファイルをネストできません。


	
処置: ネストした構成ファイルがある場合は、ネストしたファイルから最上位のファイルにオプションを移動してください。









	 PCC-02040: CMD-LINE: オプションが選択されましたが、値がありません。 
	
原因: コマンドラインにオプションが指定されましたが、そのオプションの値が組み込まれませんでした。たとえば、問題のコードは次のようになっていた可能性があります。proc iname=sample1.pc oname=


	
処置: オプションに値を指定してください。









	 PCC-02041: CMD-LINE: オプションが存在しません: 
	
原因: コマンドラインに存在しないオプションを指定しました。


	
処置: 有効なコマンドライン・オプションおよびその値の詳細は、『Pro*C/C++ Precompilerプログラマーズ・ガイド』を参照してください。









	 PCC-02043: CMD-LINE: オプション構文が無効です。 
	
原因: コマンドライン・オプションの値が正しく指定されませんでした。


	
処置: 指定するコマンドライン・オプションの値の正しい構文の詳細は、『Pro*C/C++ Precompilerプログラマーズ・ガイド』を参照してください。









	 PCC-02044: CMD-LINE: オプションの値が無効か範囲外です: 
	
原因: コマンドライン・オプションに指定した値が許容範囲内ではありません。たとえば、MAXOPENCURSORSオプションの範囲は5から256です。範囲外の値が指定されると、メッセージが出力されます。


	
処置: オプション値の範囲の詳細は、『Pro*C/C++ Precompilerプログラマーズ・ガイド』を参照してください。









	 PCC-02045: CMD-LINE: オプションが一意でありません: 
	
原因: 一意ではないオプション名がコマンドラインに部分的に指定されました。たとえば、次のような場合です。% proc in=t.pc このinオプションは、INAMEまたはINCLUDEオプションのどちらの意味も示すことができます。


	
処置: コマンドラインに十分な文字を指定して、オプション名が一意に示されるようにしてください。









	 PCC-02046: CMD-LINE: 構成ファイルをオープンできません: 
	
原因: 存在しないユーザー構成ファイルが、構成オプションでコマンドラインに指定されました。


	
処置: 構成ファイルに有効なファイル名を指定してください。









	 PCC-02047: CMD-LINE: オプションはインラインでは使用できません。 
	
原因: コマンドラインまたは構成ファイルでのみ入力できるオプションが、インラインで入力されました。たとえば、問題のコードは次のようになっていた可能性があります。EXEC ORACLE OPTION (NLS_CHAR=<name>); NLS_CHARオプションは、コマンドラインまたは構成ファイルでのみ入力できます。


	
処置: ソース・ファイルからオプションを削除して、コマンドラインで指定してください。









	 PCC-02066: CMD-LINE: システム構成ファイルが見つからないか、オープンできません。 
	
原因: システム構成ファイルは、標準名(pmscfg.h)とオペレーティング・システム固有の位置で構成されています。UNIXシステムではORACLE_HOME/procディレクトリです。pmscfg.hという名前のファイルが標準の位置に見つからないと、この警告メッセージが出力されます。


	
処置: 標準の位置にシステム構成ファイルを作成してください。ファイルは空でもかまいません。オペレーティング・システム固有のOracleマニュアルも参照してください。









	 PCC-02081: CMD-LINE: 未終了のオプション値リストまたは値リストが切捨てられました。 
	
原因: 値リストが必要なオプションが入力されました。値リストは閉じカッコを持っていませんでした。1行に入力された値リストが長すぎるために、Pro*Cによって切り捨てられた場合にも、このエラーが発生する可能性があります。


	
処置: すべての値リストを閉じカッコで終了してください。長い値リストは個々のエントリに分割してください。









	 PCC-02100: PL/SQLを初期化できません。 
	
原因: プリコンパイラがOracleに接続しましたが、PL/SQLエンジンを起動できませんでした。このエラーは、プロシージャ・オプションがない以前のリリースのOracle7が使用された場合に発生することがあります。


	
処置: PL/SQLを使用するには、Oracle7のより新しいリリースにアップグレードしてください。









	 PCC-02101: 入力ファイルをオープンできません。 
	
原因: プリコンパイラが入力ファイルをオープンできませんでした。これはINAME=オプションで指定された.pcファイルです。つまり、ファイルが存在しないか、パス名にディレクトリを正しく指定しなかったか、プリコンパイラを実行しているユーザーがファイルに対する読込み権限がないことを示します。また、このメッセージは、オペレーティング・システム・エラーが原因で出力される場合もあります。たとえば、マウントされていないファイルシステムやディスクのI/Oエラーがこのエラーの原因となります。


	
処置: ファイルの読込み権限があり、フルパス名が正しく指定されたことを確認してください。オペレーティング・システム固有の問題を確認してください。オペレーティング・システム固有のOracleマニュアルも参照してください。









	 PCC-02102: Cプリプロセッサ処理を実行中に致命エラーが発生しました。 
	
原因: プリコンパイラは、より詳細なメッセージの後にこのメッセージを発行します。


	
処置: 前のメッセージで指定された問題を修正してください。









	PCC-02103: パスワード: 
	
原因: パスワードを指定せずに、コマンドラインでユーザー名を指定しました。次に例を示します。proc sqlcheck=full iname=sample1.pc userid=scott


	
処置: コマンドラインを再入力して、パスワードを入力するかまたはプロンプトが表示されたらパスワードを指定してください。









	 PCC-02104: Oracleに接続できません。 
	
原因: プリコンパイラは、指定されたユーザー名およびパスワード、場合によってはデータベース・リンクでOracleに接続できませんでした。これはプリコンパイラ・メッセージであって、ランタイム・メッセージでないことに注意してください。このメッセージは、コマンドラインまたは構成ファイルのUSERIDオプション値が不正確であることを示します。


	
処置: 現行のユーザー名およびパスワードが正しいことを確認してください。SQL*DBAまたはSQL*PLUSを実行し、そのユーザー名とパスワードを使用して接続できることを確認してください。









	 PCC-02105: リスト・ファイルをオープンできません。 
	
原因: プリコンパイラがリスト・ファイルをオープンできませんでした。このメッセージは、様々な原因で発生する可能性があります。次に例を示します。o)指定したリスト・ファイルのパス名に、存在しないディレクトリが含まれています。o)ファイルシステムまたはディスクが一杯であるため、オペレーティング・システム・エラーが発生しました。o)指定したディレクトリへの書込み権限が付与されていません。


	
処置: 前述のエラーの原因を調べて、修正してください。









	 PCC-02106: ユーザーIDはSQLCHECK = FULLのときのみ使用。ユーザーIDは無視されます。 
	
原因: コマンドラインでUSERIDオプションが指定されましたが、SQLCHECKがFULLまたはSEMANTICSではありませんでした。SQLCHECK=FULLまたはSQLCHECK=SEMANTICSでないかぎり、USERIDは無効です。


	
処置: これは単なる警告メッセージです。









	 PCC-02107: CODE = CPPのときはPARSE = FULLは指定できません。 
	
原因: コマンドラインでPARSE=FULLとCODE=CPPの両方のオプションが指定されました。PARSE=FULLオプションは、C解析機能を起動します。C解析機能は、CODE=CPPオプションの指定によってプリコンパイラで生成されるC++構文を認識しません。


	
処置: CODE=CPPオプションが指定される場合は、PARSEオプションをNONEまたはPARTIALのどちらかに設定してください。









	 TAGPCC-02108: MODE=ORACLEでDBMS=V7またはV8の場合に、UNSAFE_NULL=YESが指定できます。 
	
原因: UNSAFE_NULL=YESがコマンドラインに指定されましたが、MODEがORACLEでないか、またはDBMSがV7またはV8ではありませんでした。


	
処置: UNSAFE_NULL=YESを使用する場合は、MODE=ORACLEおよびDBMS=V7またはV8を指定してください。









	 PCC-02109: SQLCHECK=NONEはサポートされません。SYNTAXを使用します。 
	
原因: SQLCHECK=NONEがコマンドラインに指定されましたが、そのオプションはサポートされていません。SQLCHECK=SYNTAXがかわりに使用されました。


	
処置: これは単なる警告メッセージです。この警告を回避するには、SQLCHECK=SYNTAXまたはSQLCHECK=SEMANTICSを指定してください。









	 PCC-02110: DBMS=V6_CHARは非推奨です。CHAR_MAP=VARCHAR2、DBMS=V7を使用してください。 
	
原因: DBMS=V6_CHARがコマンドラインに指定されましたが、そのオプションはサポートされていません。CHAR_MAP=VARCHAR2およびDBMS=V7オプションがかわりに使用されました。


	
処置: これは単なる警告メッセージです。この警告を回避するには、CHAR_MAP=VARCHAR2と必要に応じてDBMS=V7を指定してください。









	 PCC-02111: CHAR_MAPオプションは無視されました。DBMS=V6ではCHAR_MAP=VARCHAR2のみ使用可能です。 
	
原因: DBMS=V6が指定され、さらにVARCHAR2以外の値のCHAR_MAPが指定されました。CHAR_MAP値は無視されました。


	
処置: これは単なる警告メッセージです。この警告を回避するには、DBMS=V6以外のDBMS値を指定するか、またはCHAR_MAP=VARCHAR2を使用してください。









	 PCC-02112: OBJECTSオプションは無視されました。OBJECTS=YESはDBMS=V6、V7では使用不可です。 
	
原因: Pro*CコマンドラインでOBJECTS=YESが指定されましたが、DBMSオプション値が無効です。


	
処置: これは単なる警告メッセージです。OBJECTS=YESに対して、この警告を回避するには、V8データベースでDBMS=V8またはDBMS=NATIVEを使用してください。









	 PCC-02113: DBMS=V6は現在サポートしていません。DBMS=NATIVE、CHAR_MAP=VARCHAR2を使用してください。 
	
原因: コマンドラインでDBMS=V6が指定されましたが、このオプション値はサポートされていません。DBMS=NATIVEおよびCHAR_MAP=VARCHAR2がかわりに使用されました。


	
処置: プログラムを調べて、V6の動作に依存していないことを確認してください。DBMS*V6指定の影響については、『Pro*C/C++ Precompilerプログラマーズ・ガイド』を参照してください。









	 PCC-02114: コマンドライン引数MODE=ANSIはDBMS=V6と一緒に使用できません。 
	
原因: Oracleバージョン6での特定の操作(文字の比較など)の方法は、ANSI/ISO SQL規格に100%準拠しているわけではありません。DBMS=V6オプションまたはDBMS=V6_CHARオプションを使用したV6の方法が必要な場合は、MODE=ANSIによるプリコンパイルは許可されません。


	
処置: V6オプションでは、ANSIモードを使用しないでください。









	 PCC-02115: 書き込むための出力ファイルをオープンできません。 
	
原因: 書込みで、出力データファイルがオープン(または作成)できなかったヘッダー・ファイルをプリコンパイルしようとしました。


	
処置: ディレクトリの適切な権限、および可能なファイル・オブジェクト(データファイルがすでに存在している場合)を調べて、書込み権限が付与されているかどうかを確認してください。









	 PCC-02116: HEADERオプションを使用してファイル拡張子を指定する必要があります。 
	
原因: 生成されたデータファイルを作成するときに、使用する拡張子の名前を指定せずに、ヘッダー・ファイルをプリコンパイルしようとしました。


	
処置: HEADERオプションを使用して、プリコンパイルされたヘッダーのデータファイルを作成するときに、使用するファイル拡張子の名前を指定してください。









	 PCC-02117: TimesTenによりセマンティク・チェックが無効化されています。 
	
原因: セマンティック・チェックはTimesTenではサポートされていません。


	
処置: これは単なる警告メッセージです。









	 PCC-02129: CMD-LINE: クライアントからの静的オプション表が無効です。 
	
原因: 通常、これは出力されない内部エラー・メッセージです。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 PCC-02132: CMD-LINE: メモリーを割当てできません 
	
原因: 通常、これは出力されない内部エラー・メッセージです。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 PCC-02133: CMD-LINE: 文字列処理機能にエラーがあります。 
	
原因: 通常、これは出力されない内部エラー・メッセージです。strcpyまたはstrlenなどのC文字関数がエラーを戻したことを示しています。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 PCC-02134: CMD-LINE: オプションがNULLです。 
	
原因: コマンドラインで長さ0(ゼロ)のオプションが指定されました。


	
処置: 有効なオプションを指定して、コマンドラインを再入力してください。









	 PCC-02135: CMD-LINE: ヘルプが要求されました。 
	
原因: これは、コマンドライン・オプションに関する情報が要求されたときにプリコンパイラが発行する最後のメッセージです。たとえば、proc ?コマンドが発行され、コマンドライン・オプションの現行のデフォルト値リストが表示された場合、このメッセージがリストの最後に表示されます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PCC-02138: CMD-LINE: 内部一貫性エラーです。 
	
原因: プログラムの例外に関係する内部メッセージです。コマンドライン・プロセッサが予期しない条件を検出し、一貫性チェックに失敗しました。このようなメッセージが発生する原因として、次のことが考えられます。--無効なコマンドライン・オプション --メモリーの破損


	
処置: 次の情報を収集した後、このエラーをOracleサポート・サービスに連絡してください。--エラーが発生するまでの経過--実行しようとしてエラーが発生した操作--このエラーが発生する前の通常と異なる状況









	 PCC-02144: CMD-LINE: 等号記号(=)の両側にはブランク文字を使用できません。 
	
原因: 空白文字が等号記号(=)の直前または直後にありました。


	
処置: コマンドラインでは等号記号(=)の前後に空白文字を入れないようにして、プログラムを再コンパイルしてください。









	 PCC-02146: CMD-LINE: オプションの値が長すぎます。 
	
原因: ユーザー・オプションの長さが1,023バイトを超えています。


	
処置: ユーザー・オプションの長さを短くしてください。









	 PCC-02150: 行number、列numberでエラーが発生しました。ファイルstring 
	
原因: 示された場所でエラーが検出されました。


	
処置: 示されたソース・ファイルを確認し、このエラー・メッセージに続いて表示される追加情報を使用してエラーを修正してください。









	 PCC-02151: 行number、列number、ファイルstring: 
	
原因: 示された場所でエラーが検出されました。


	
処置: リストされたソース・ファイルを確認し、このエラー・メッセージに続いて表示される追加情報を使用してエラーを修正してください。









	PCC-02152: ファイルstringをオープンしてソース行numberを表示またはリストアップできません。 
	
原因: ファイルにエラーが含まれていますが、ファイルを再オープンして誤りのある行をリストまたは表示できません。


	
処置: ファイルが破損していないこと、および読込み権限があることを確認してください。操作を再実行してください。









	PCC-02153: ファイル: stringをオープン 
	
原因: リスト・ファイルの作成中に新しいソース・ファイルがオープンされました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	PCC-02154: ファイル: stringをクローズ 
	
原因: リスト・ファイルの作成中に新しいソース・ファイルがクローズされました。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 PCC-02200: 不明な句読点の順序が見つかりました。 
	
原因: このエラーは、プリコンパイラ解析機能が不正確な識別子またはキーワードを検出したことを示します。


	
処置: 構文を修正してください。









	 PCC-02201: 構文エラーが見つかりました。 
	
原因: この一般メッセージの後に続いて、エラーの詳細を示す1つ以上の詳細なメッセージが表示されます。


	
処置: 処置は必要ありません。続いて表示されるメッセージで示されるエラーを修正してください。









	 PCC-02202: typedef名が付けられていません。 
	
原因: プリコンパイラ解析機能が、型指定の後に名前のないtypedef文を検出しました。次に例を示します。typedef int;


	
処置: 構文を修正してください。









	 PCC-02203: 予期しないときにファイルの終りが見つかりました。 
	
原因: たとえば、一致しない「;{」および「(」のように、一般的な構文エラーの発生時に解析機能がこのメッセージを出力することがあります。


	
処置: 構文を修正してください。









	 PCC-02204: EXEC SQL INCLUDEは、挿入ファイルからは使用できません。 
	
原因: EXEC SQL INCLUDE文はネストできません。また、#includeを使用して組み込まれたファイルにEXEC SQL INCLUDE文は置けません。


	
処置: ネストしたインクルード文が必要ないように、プログラムをコーディングしなおしてください。









	 PCC-02205: 解析機能エラー(行: number、列: number、ファイル: string): 
	
原因: プリコンパイラ解析機能が、CコードまたはSQLコードの構文エラーを検出しました。さらに詳細なメッセージが続いて表示されます。


	
処置: 続いて表示されるメッセージを参照してください。









	 PCC-02206: DDL文で、ホスト変数は使用できません。 
	
原因: データ定義言語文では、ホスト変数を使用できません。次に例を示します。CREATE TABLE :table_name (c1 char(10)); この文は、CREATE TABLE文の表名をホスト変数で表現できないため無効となります。


	
処置: 実行時にデータベース・オブジェクト(表、ビュー、列など)の名前を作成するには、動的SQLを使用してください。動的SQLの詳細は、『Pro*C/C++ Precompilerプログラマーズ・ガイド』を参照してください。









	 PCC-02207: マクロ名が無効です。 
	
原因: プリコンパイラ解析機能が、対応付けられているマクロ名を持たない#defineを検出しました。次に例を示します。#define


	
処置: 構文を修正してください。









	 PCC-02208: #include文でファイル名が指定されていません。 
	
原因: プリコンパイラ解析機能が、対応付けられているファイル名を持たない#includeを検出しました。次に例を示します。#include


	
処置: #includeで適切なファイル名を指定するか、または構文を修正してください。









	 PCC-02209: マクロ起動の引数の数が無効です。 
	
原因: ソースのマクロ置き換え時に、#define行のマクロ定義と同じ引数の数値がありません。


	
処置: マクロ参照またはマクロ定義を修正してください。









	 PCC-02210: C++の句読点順序をサポートしていません。 
	
原因: C++句読点順序は、ProC/C++プリコンパイラではサポートされていません。


	
処置: 句読点順序を使用しないようにC++コードを修正し、再プリコンパイルしてください。









	 PCC-02301: 読込み用の入力ファイルを再オープンできません。 
	
原因: プリコンパイラの意味分析フェーズで、入力ファイルを再オープンして出力コードを生成できませんでした。


	
処置: プリコンパイルの途中で入力ファイルとディレクトリの保護および権限が変更されていないことを確認してください。









	 PCC-02302: コード生成用の出力ファイル "string"をオープンできません。 
	
原因: Pro*Cが、コード生成に必要な一時ファイルの一方または両方をオープンできませんでした。プリコンパイラを実行しているユーザーには、現行のディレクトリの書込み権限または適切な権限(あるいはその両方)が必要です。


	
処置: 権限があり、プリコンパイルするディレクトリでファイルを作成できることを確認してください。









	 PCC-02303: 挿入ファイルをオープンできません。 
	
原因: プリコンパイラが、#includeプリプロセッサ・ディレクティブまたはEXEC SQL INCLUDE文を使用して指定されたヘッダー・ファイルをオープンできませんでした。このエラーは、ファイル指定が不正確であったり、ファイルまたはパス内の1つまたは複数のディレクトリに対する読込み権限や読込みアクセス権が付与されなかった場合に発生することがあります。


	
処置: ファイルの指定が正しいこと、ファイルが存在すること、また、読み込むファイルに対して読込み権限があることを確認してください。









	 PCC-02304: C機能の宣言が無効です。 
	
原因: C関数が無効な構文を使用して宣言されました。


	
処置: Cプログラミングのマニュアルを調べて、宣言を修正してください。









	 PCC-02305: 新旧スタイルのC機能宣言の混合が正しくありません。 
	
原因: 旧スタイル(K&Rスタイル)または新スタイル(ANSIスタイル)のいずれかの関数宣言で使用するすべてのC関数が宣言されている必要があります。2つのスタイルを混合することはできません。


	
処置: 一貫した関数の宣言スタイルを採用してください。









	 PCC-02306: C機能の名前が正しくありません。 
	
原因: 有効なC識別子でない名前でC関数が宣言されました。


	
処置: すべての関数名に有効なC識別子を使用してください。









	 PCC-02307: voidはシングル・パラメータのときのみ使用できます。 
	
原因: 次の構文を使用して、関数を宣言または定義できます。int func1(void)関数がパラメータを持たないことを示すために、この場合、voidを1度のみ使用できます。


	
処置: 関数定義または宣言で不要なvoidを削除してください。









	 PCC-02308: この関数定義には識別子が必要です。 
	
原因: ANSI_Cで書かれた関数定義には、すべてのパラメータに名前と型の両方が必要です。


	
処置: 関数定義を書き換えて、各パラメータの名前を含むようにしてください。









	 PCC-02309: 仮パラメータの宣言が正しくありません。 
	
原因: 関数宣言で、型を指定せずに仮パラメータを指定しました。


	
処置: 関数宣言を書き換えて、すべてのパラメータの型を関数宣言に含めてください。









	 PCC-02310: 仮パラメータVARCHARはポインタとして宣言してください。 
	
原因: 多くのCコンパイラでは、構造体が関数に渡されたり、関数から戻されたりするようになっています。VARCHARはC構造体として実装されますが、ポインタとして関数に渡す必要があります。


	
処置: VARCHARが関数に渡されるときはアドレスを指定してください。『Pro*C/C++ Precompilerプログラマーズ・ガイド』の「VARCHAR変数の参照」の例を参照してください。









	 PCC-02311: VARCHARのビット・フィールドを含めることはできません。 
	
原因: ホスト変数にビット・フィールドを含めることはできません。


	
処置: アプリケーションのコードを修正して、ビット・フィールドを削除してください。









	 PCC-02312: 2つのディメンションを超えるVARCHARの配列はできません。 
	
原因: 2次元を超えるVARCHAR変数が宣言されました。多次元の配列は、ホスト変数としてサポートされません。


	
処置: アプリケーションのコードを修正して、多次元の配列を削除してください。









	 PCC-02313: VARCHAR宣言の作成に間違いがあります。- サイズがありません。 
	
原因: VARCHAR宣言のとき、サイズの指定は必須です。たとえば、次に示すVARCHAR宣言は意味がなく無効です。VARCHAR v1[];


	
処置: 宣言されたそれぞれのVARCHARにサイズを指定してください。









	 PCC-02314: 定数のSIZEOF式を評価できません。 
	
原因: プリコンパイラ式が想定されているところで、SIZEOF演算子が使用されました。たとえば、VARCHARの長さが指定されました。


	
処置: このインスタンスのSIZEOF演算子を削除してください。









	 PCC-02315: 式は定数として評価できません。 
	
原因: 指定された式は定数として評価されません。たとえば、VARCHARの長さなどのような式が必要です。


	
処置: 定数整数として評価される式に変更してください。









	 PCC-02316: 定数式にある演算子が正しくありません。 
	
原因: 定数式の中に非算術演算子があります。


	
処置: 式を修正して非算術演算子を削除してください。









	 PCC-02317: 式のキャスト型が正しくありません。 
	
原因: 式の中に無効なキャストがあります。


	
処置: 無効なキャストを削除してください。









	 PCC-02318: 式に型がありません。 
	
原因: 指定した式には型の宣言がありません。


	
処置: 式の型を指定してください。









	 PCC-02319: 式の型が使用方法に合っていません。 
	
原因: 変数の型がその使用方法に合っていません。たとえば、動的SQLでSQLのテキスト文を含んでいるホスト変数は、C文字列型として宣言されるか、またはSQL型のSTRINGと同値化される必要があります。


	
処置: 宣言を削除してください。









	 PCC-02320: 算術式のオペランド型が正しくありません。 
	
原因: 算術式は整数型で指定する必要があります。


	
処置: 整数型を使用して式を修正してください。









	 PCC-02321: 2つのポインタ間では、減算のみ可能です。 
	
原因: ポインタ値の加算、乗算または除算はできません。ポインタで許可されている算術演算は減算のみです。


	
処置: コードを修正して、このエラー・メッセージが発生しないようにしてください。









	 PCC-02322: 未定義の識別子が見つかりました。 
	
原因: SQL文に使用されている識別子が定義されていません。たとえば、宣言されていないカーソル名が参照されたり、まだPREPAREされていない文名がDECLARE CURSOR文で使用されました。


	
処置: 変数またはそのタイプの識別子(あるいはその両方)を宣言してください。









	 PCC-02323: typedef名が式の中(値が入るところ)で使用されています。 
	
原因: 変数が想定されている場所でtypedef名が見つかりました。


	
処置: 式を修正して、typedefに対する参照を削除してください。









	 PCC-02324: 変数名がtypedef名に使用されています。 
	
原因: typedefが想定されている場所で変数名が見つかりました。


	
処置: 式を修正して、正しいtypedef参照を指定してください。









	 PCC-02325: 間接演算が正しくありません。 
	
原因: 非ポインタ型をポインタとして使用しようとしました。


	
処置: 式を修正してください。









	 PCC-02326: 構造体の参照演算が正しくありません。 
	
原因: 無効な構文を使用して構造体の構成要素が参照されました。たとえば、「.」演算子ではなく、「->」演算子が使用されました。


	
処置: 不正な参照を修正してください。









	 PCC-02327: 構造体またはそのポインタが必要です。 
	
原因: 構造体(またはそのポインタ)が必要なコンテキストで、スカラー・ホスト変数が使用されました。


	
処置: ホスト変数を構造体にするか、またはSQL構文の要件を満たすようにスカラー・ホスト変数をさらに追加してください。









	 PCC-02328: 構造体の構成要素が未定義です。 
	
原因: 宣言されていない構造体の構成要素が参照されました。


	
処置: 構造体を再定義してください。









	 PCC-02329: 宣言されていない関数への参照が見つかりました。 
	
原因: 宣言されていない関数が参照されました。すべての関数の参照を宣言する必要があります。


	
処置: 関数を宣言してください。









	 PCC-02330: 整数型の式が入ります。 
	
原因: 式が整数として評価されません。たとえば、SQL FOR式は整数型として評価される必要があります。


	
処置: 式を修正してください。









	 PCC-02331: SQLの識別子が未定義です。 
	
原因: すべてのSQL識別子は使用前に定義する必要があります。このメッセージは、CURSORまたはSTATEMENTが参照前に宣言(定義)されていない場合に出力されます。


	
処置: 使用前にSQL識別子を定義してください。









	 PCC-02332: SQLの識別子を再定義しようとしました。 
	
原因: SQL識別子(たとえばカーソル名など)は1度のみ定義できます。


	
処置: SQL識別子を再定義しないでください。別の名前を使用してください。









	 PCC-02333: SQLの識別子が文として宣言されていません。 
	
原因: SQL文の識別子が、PREPAREされていないDECLARE... CURSOR文で参照されました。


	
処置: すべてのSQL文名が宣言されていることを確認してください。SQL文名は識別子であって変数ではないこと、およびプリコンパイル単位に対してローカルであることに注意してください。









	 PCC-02334: SQLの識別子がカーソルとして宣言されていません。 
	
原因: 宣言されていないカーソル名がOPEN、FETCHまたはCLOSE文で使用されました。


	
処置: すべてのSQLカーソル名が宣言されていることを確認してください。カーソルは識別子であって変数ではないこと、およびプリコンパイル単位に対してローカルであることに注意してください。









	 PCC-02335: カーソル本体で文の識別子に名前をつける必要があります。 
	
原因: 動的SQL方法4のアプリケーションでは、DECLARE... CURSOR文は、前の文中でPREPAREされた文の識別子に名前を付ける必要があります。PREPARE文は(論理的にではなく)物理的にDECLAREコマンドの前にある必要があります。


	
処置: このメッセージに続いて、文を参照する行および列を示す別のメッセージが表示されます。アプリケーションのコードを修正してください。









	 PCC-02336: ホスト変数式のタイプが正しくありません。 
	
原因: ホスト変数として許可されていないCのタイプを使用してホスト変数が宣言されました。ホスト変数に許可されているCのタイプのリストは、『Pro*C/C++ Precompilerプログラマーズ・ガイド』を参照してください。


	
処置: 許可されているホスト変数のタイプを使用してください。









	 PCC-02337: このタイプに対してはマルチディメンション配列を宣言できません。 
	
原因: 複数の次元を持つスカラーのホスト変数配列は宣言できません。複数の次元を許可されているホスト変数は、CHARおよびVARCHARのみです。


	
処置: 変数宣言を修正してください。









	 PCC-02338: 構造体にネストされた構造体または共用体が含まれています。 
	
原因: ホスト変数として使用される構造体は、ネストされた構造体または共用体を含むことができません。


	
処置: 変数宣言を修正してください。









	 PCC-02339: ホスト変数は共用体型にできません。 
	
原因: ホスト変数としてC共用体を使用することはできません。


	
処置: このメッセージに続いて、無効な共用体を参照する行および列を示す別のメッセージが表示されます。構造体または対応するスカラー・ホスト変数を使用して、コードを修正してください。









	 PCC-02340: 構造体にビット・フィールドが含まれています。 
	
原因: ビット・フィールドはデータベースDML操作では意味をなさないため、ホスト変数では許可されていません。


	
処置: このメッセージに続いて、無効なホスト変数を参照する行および列を示す別のメッセージが表示されます。アプリケーションのコードを修正してください。









	 PCC-02341: ホスト変数の型が正しくありません。 
	
原因: ホスト変数に許可されていない型(enumやvoidなど)が使用されています。


	
処置: 許可されたホスト変数の型を使用して、ホスト変数の宣言を修正してください。









	 PCC-02342: FOR UPDATE句なしで定義されたカーソルでWHERE CURRENT OFが使用されています。 
	
原因: MODE=Oracleの場合、WHERE CURRENT OF句で定義されたカーソルにはFOR UPDATE句が必要です。


	
処置: カーソル定義を修正してください。









	 PCC-02343: カーソルの本体は問合せ式である必要があります。 
	
原因: カーソル定義はSELECT文である必要があります。


	
処置: カーソル定義を修正してください。









	 PCC-02344: ホスト変数の配列サイズが合っていません。最小値: numberを使用しています。 
	
原因: 1つの文のホスト変数の配列は、すべて同じサイズに設定する必要があります。


	
処置: バインド変数の配列の長さを、すべて同じサイズに再定義してください。









	 PCC-02345: 組み込まれたPL/SQLブロックを使用するときは、SQLCHECK=SEMANTICSである必要があります。 
	
原因: 埋込みPL/SQLブロックを使用するときは、コマンドライン・フラグSQLCHECK=SEMANTICSを使用する必要があります。


	
処置: SQLCHECK=SEMANTICSオプションを使用してください。これには、USERID接続オプションも必要です。









	 PCC-02346: PL/SQLで意味エラーが見つかりました。 
	
原因: 存在しない表名や列名などのデータベース・エンティティが参照されました。これはコンパイル時のエラーで、実行時エラーではありません。


	
処置: PL/SQL文で参照されたオブジェクトがすべて存在し、それらに必要なアクセス権限が付与されていることを確認してください。









	 PCC-02347: PL/SQLで構文エラーが見つかりました。 
	
原因: PL/SQL文の使用方法が正しくありません。


	
処置: 正しい構文の詳細は、『PL/SQLユーザーズ・ガイドおよびリファレンス』を参照してください。









	 PCC-02348: EXEC IAF文でインジケータ変数は使用できません。 
	
原因: ホスト変数と対応付けられているインジケータ変数は、EXEC IAF文(ユーザー・イグジットのGET、PUTなど)では使用できません。


	
処置: インジケータ変数を削除してください。可能な場合は(たとえば、Forms V4などのように)、EXEC TOOLS文を使用してください。EXEC TOOLS文では、インジケータ変数を許可しています。EXECIAFおよびEXEC TOOLS文の詳細は、Oracleプリコンパイラのプログラマーズ・ガイドを参照してください。









	 PCC-02349: この型には精度を指定する必要があります。 
	
原因: VAR文またはTYPE文で、特定のOracle型に精度の指定が必要です。たとえば、VARCHAR2やCHAR型などです。


	
処置: 精度を指定してください。









	 PCC-02350: このSQLの型は同値化できません。 
	
原因: NUMBERまたはDECIMALデータ型に同値化するデータ型または変数は使用できません。詳細は『Pro*C/C++ Precompilerプログラマーズ・ガイド』の「データ型の同値化」を参照してください。


	
処置: アプリケーションに適切なデータ型を使用してください。









	 PCC-02351: データ型の同値化演算が正しくありません。 
	
原因: 指定されたデータ型を同値化できないか、VAR文またはTYPE文の構文が不正確です。


	
処置: 同値化できるデータ型のリストおよびVAR文やTYPE文の正しい構文の詳細は、『Pro*C/C++ Precompilerプログラマーズ・ガイド』を参照してください。









	 PCC-02352: バインド位置がPL/SQLから外れています。 
	
原因: PL/SQLが存在しないバインド位置を要求しました。


	
処置: Oracleカスタマ・サポートに連絡してください。









	 PCC-02353: セマンティック・エラー(行number、列number、ファイルstring): 
	
原因: このエラー・メッセージに続いて、詳細なエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: 処置は必要ありません。続いて表示されるメッセージに示されるエラーを修正してください。









	 PCC-02354: #includeで挿入されたファイルにSQL文を含めることはできません。 
	
原因: Pro*Cプリコンパイラは、#INCLUDEディレクティブで参照されたヘッダー・ファイルを読み取り、そこに定義された値を使用します。ただし、ヘッダー・ファイルの文を使用してコード生成しないため、ヘッダー・ファイルでのSQL文の使用は無効です。


	
処置: SQL文をアプリケーションの本体に移動するか、またはEXEC SQL INCLUDEを使用して、インクルード・ファイルがプリコンパイルされることを確認してください。









	 PCC-02355: オプションが無効なため無視しました。 
	
原因: Pro*Cリリース2.0では使用されないコマンドライン・オプションが指定されました。たとえば、AREASIZEオプションはOracle7サーバーで使用するプリコンパイラでは無効です。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 PCC-02356: 警告(行number、列number、ファイルstring): 
	
原因: これは一般的な警告メッセージです。詳細な警告が続いて表示されます。


	
処置: 処置は必要ありません。続いて表示されるメッセージに示されるエラーを修正してください。









	 PCC-02357: ファンクション・コールはホスト変数式として使用できません。 
	
原因: lvalue(アドレスが決まっているもの)であるオブジェクトのみがホスト変数になることができます。ファンクション・コールがlvalueではないため、ホスト変数の代用にはなりません。


	
処置: アプリケーションのコードを修正してください。









	 PCC-02358: ARRAYLENの後の識別子は配列名である必要があります。 
	
原因: ARRAYLEN文の引数には、宣言された配列を指定する必要があります。ARRAYLEN文を指定する前に配列を宣言してください。ARRAYLEN文の構文の詳細は、『Pro*C/C++ Precompilerプログラマーズ・ガイド』を参照してください。


	
処置: 引数としてホスト配列を指定し、文を修正してください。









	 PCC-02359: ARRAYLENを指定する識別子は4バイトの整数である必要があります。 
	
原因: ARRAYLENの次元を指定する式は、整数として評価される必要があります。たとえば、EXEC SQL ARRAYLEN my_array(1,3)という文は解析できません。


	
処置: 整数の次元を使用して、文を修正してください。









	 PCC-02360: この配列型は、ARRAYLEN文と一緒に使用できません。 
	
原因: いくつかのホスト変数型の配列は許可されていないため、ARRAYLEN文では使用できません。VARCHARやDATEなどは使用できません。


	
処置: ホスト配列で使用できるデータ型で配列を指定してください。









	 PCC-02361: ARRAYLENはSQLバインド配列と一緒に使用できません。 
	
原因: ARRAYLENは、PL/SQLブロックにバインドできる配列でのみ有効です。


	
処置: 適切な配列型を使用してください。









	 PCC-02362: ホスト変数はSQL DECLAREセクションで宣言されていません。 
	
原因: プリコンパイル時にMODE=ANSIを指定する場合、すべてのホスト変数は宣言部で宣言される必要があります。MODE=ANSIは、ANSI CではなくANSI SQLを示すことに注意してください。


	
処置: EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION... EXEC SQL END DECLARE SECTION文内ですべてのホスト変数を宣言してください。









	 PCC-02363: インジケータ変数は構造体である必要があります。 
	
原因: ホスト変数が構造体である場合、使用するインジケータ変数も構造体にする必要があります。


	
処置: アプリケーションのコードを修正して、インジケータ変数を構造体として作成してください。









	 PCC-02364: 構造体のホスト変数およびそのインジケータ変数の数はフィールド数と同じである必要があります。 
	
原因: インジケータ変数を含む構造体を宣言して、ホストの構造と対応付ける場合、インジケータ変数構造体はホストの構造と同じフィールド数を含む必要があります。これは、一部のインジケータ変数が使用されない場合や、使用しても意味がない場合(たとえば、NON NULLとして制約されているフィールドの場合)にも該当します。


	
処置: 正しいフィールド数を持つインジケータ変数を再宣言してください。









	 PCC-02365: インジケータ変数の配列サイズはホスト変数の配列サイズより小さくできません 
	
原因: インジケータ変数の配列サイズは、対応するホスト変数の配列サイズ以上にする必要があります。


	
処置: インジケータ変数の配列サイズを変更してください。









	 PCC-02366: コマンドライン引数MODE=ANSIはDBMS=V6と一緒に使用できません。 
	
原因: Oracleバージョン6での特定の操作(文字の比較など)の方法は、ANSI/ISO SQL規格に100%準拠しているわけではありません。DBMS=V6オプションまたはDBMS=V6_CHARオプションを使用したV6の方法が必要な場合は、MODE=ANSIによるプリコンパイルは許可されません。


	
処置: V6オプションでは、ANSIモードを使用しないでください。









	 PCC-02367: このインジケータ変数はSHORT型で宣言する必要があります。 
	
原因: この型のホスト変数のインジケータ変数は、CのSHORT型である必要があります。このようなインジケータ変数の配列は、SHORT型の配列である必要があります。


	
処置: インジケータ変数またはインジケータ変数配列をSHORT型で宣言してください。









	 PCC-02368: EXEC TOOLSのホスト変数コンテキスト名がCHAR型ではありません。 
	
原因: EXEC TOOLS GET CONTEXT文またはEXEC TOOLS SET CONTEXT文にコンテキスト名を定義するためにホスト変数が使用される場合、そのホスト変数はCHAR型である必要があります。


	
処置: CHAR型のホスト変数に対してコンテキスト名を宣言してください。









	 PCC-02369: EXEC TOOLSのホスト・ポインタ変数がポインタではありません。 
	
原因: EXEC TOOLSコンテキストを指定するホスト変数はポインタ型である必要があります。


	
処置: 変数がポインタであることを確認して、再宣言してください。









	 PCC-02370: EXEC TOOLS MESSAGEのホスト変数がCHAR型ではありません。 
	
原因: EXEC TOOLS GET CONTEXT文またはEXEC TOOLS SET CONTEXT文でコンテキスト名を定義するためにホスト変数が使用される場合、そのホスト変数はCHAR型である必要があります。


	
処置: CHAR型のホスト変数に対してメッセージを宣言してください。









	 PCC-02371: FOR句が正しくありません。 
	
原因: FOR句の引数は、整数または整数を含む識別子として指定する必要があります。


	
処置: FOR句を修正してください。









	 PCC-02372: SELECT文にFOR句を含めることはできません。 
	
原因: SELECTコマンドを含むSQL文にFOR句は指定できません。このような文の意味は不明です。


	
処置: FOR句を削除して、SELECT文を修正してください。









	 PCC-02373: EXEC SQL DECLAREセクションでの宣言が無効です。 
	
原因: 宣言部に不適切な宣言があります。通常、このメッセージは、宣言部内にEXEC SQL TYPEまたはEXEC SQL VARの宣言を組み込むことによって発生します。


	
処置: 宣言をSQL宣言部の外に移動してください。









	 PCC-02374: SQLCHECKの値がコマンドラインの値を超えています。 
	
原因: EXEC ORACLE文でSQLCHECKオプションに指定した値がコマンドラインで指定した値より大きいか、またはSQLCHECKオプションがコマンドラインで指定されていない場合にデフォルト値より大きくなりました。オプション値の順序は、SEMANTICS>SYNTAX>NONEです。このメッセージが表示される場合、SQLCHECKの元の値(デフォルト値またはコマンドライン値)が有効です。


	
処置: .pcソース・ファイルでEXEC ORACLEオプションを削除するか、またはコードを修正して、この警告メッセージが発生しないようにしてください。









	 PCC-02375: SQL文がファンクション本体の外にあります。 
	
原因: PARSE=FULLのときに、宣言、データ型同値化またはWHENEVER文以外のSQL文がファンクションの本体の外で検出されました。


	
処置: SQL文をファンクションの本体の中に移動してください。









	 PCC-02376: DEF_SQLCODE = TRUEの場合、SQLCODEを宣言できません。 
	
原因: SQLCODE宣言がすでに明示的にプログラム内にある場合は、DEF_SQLCODEオプションを指定できない可能性があります。


	
処置: プログラムからSQLCODE宣言を削除するか、またはDEF_SQLCODE=NO(デフォルト)を指定してください。









	 PCC-02377: 暗黙のVARCHARSの配列は使用できません。 
	
原因: HOST_VARCHAR=TRUEの場合、暗黙のVARCHARの配列が宣言されました。


	
処置: 配列を使用せずに、暗黙のVARCHAR宣言を修正してください。









	 PCC-02378: 各国語キャラクタ変数の型が無効です。 
	
原因: NLS_CHARオプションを使用して各国語キャラクタとして宣言された変数が、CHARまたは暗黙のVARCHARとして宣言されませんでした。


	
処置: CHARまたは暗黙のVARCHARとして変数を宣言するか、またはNLS_CHARオプションを使用して指定しないでください。









	 PCC-02379: 各国語キャラクタ変数を同値化できません。 
	
原因: 各国語キャラクタ変数(NLS_CHARオプションを使用して指定)が、EXEC SQL VAR文またはTYPE文を使用して、データ型を同値化しました。


	
処置: 各国語キャラクタ変数を同値化しないでください。









	 PCC-02380: ユーザーのパスワードの変更時に接続モードを指定できません。 
	
原因: 同じCONNECT文でALTER AUTHORIZATION句を使用してパスワードを変更しようとしたときに、SYSOPERモードまたはSYSDBAモードで接続されました。


	
処置: SYSOPERモードまたはSYSDBAモードで接続中のパスワードの変更は禁止されています。ALTER AUTHORIZATION句またはCONNECT MODE句のいずれかを削除して、CONNECT文を修正してください。









	 PCC-02382: NLS_LOCAL=YESを使用するときは、MODE=ANSIと指定する必要があります。 
	
原因: MODE=ANSIを指定せずに、NLSマルチバイト文字変数を指定するために、NLS_CHARが使用されました。


	
処置: NLS_LOCAL=TRUEを使用する場合は、コマンドラインでMODE=ANSIを指定してください。









	 PCC-02383: OCIExtProcContext型の式が必要です。 
	
原因: REGISTER CONNECT USING文で指定されるバインド変数の型が、OCIExtProcContext(のポインタ)ではありません。


	
処置: 型OCIExtProcContext(のポインタ)を持つ変数を宣言して、REGISTER CONNECT USING文で使用してください。









	 PCC-02384: 配列長指定子がありません。 
	
原因: 配列長指定子を使用せずに配列宣言を指定しました。


	
処置: 配列宣言の長さを指定してください。









	 PCC-02385: NLS_CHARおよびNLS_LOCAL=TRUEを使用するときは、CHAR_MAPは使用できません。 
	
原因: NLSマルチバイト文字変数としてプリコンパイラが処理するホスト変数を示しているときに、CHAR_MAPオプションが指定されました。このマッピングは、NLS_LOCAL=TRUEオプションで実行できません。このエラーは、NLS_CHARおよびNLS_LOCAL=TRUEとともにDBMS=V6が使用される場合も発生します。


	
処置: CHAR_MAPオプションを削除するか、NLS_LOCAL=FALSEを設定してください。DBMSがV6に設定されていないことを確認してください。









	 PCC-02386: ここでAT句は使用できません。 
	
原因: 明示的なAT句が、ALLOCATE文またはFETCH/CLOSE文(SQL_CURSOR宣言を使用)とともに使用されました。


	
処置: AT句の指定を削除してください。









	 PCC-02387: 型にはsql_cursorの式が必要です。 
	
原因: 結果セットSQL_CURSORとして宣言されなかったALLOCATE文、FETCH文またはCLOSE文でホスト・バインド変数が使用されました。


	
処置: sql_cursor型の変数を宣言してください。









	 PCC-02388: SELECT文のFROM/WHERE句では配列は使用できません。 
	
原因: ホスト配列をSELECT-INTO文のWHERE句内で使用しています。


	
処置: 配列を使用しないようにSELECT文を修正するか、またはカーソルを使用してください。









	 PCC-02389: 配列はSELECTリストの入力バインド変数として使用できません。 
	
原因: ホスト配列をSELECT-INTO文のSELECTリスト内で使用しています。


	
処置: SELECTリスト内で配列を使用しないようにSELECT文を修正してください。









	 PCC-02390: EXEC SQL CONTEXT USE文が見つかりません。 
	
原因: EXEC SQL CONTEXT USE文が検出されずに、threads=yesオプションが要求されました。


	
処置: 必要な(sql_context型の)コンテキスト変数が宣言され、実行可能なSQL文の前で割り当てられ、使用されているかどうかを確認してください。









	 PCC-02391: ランタイム・コンテキスト変数の型が正しくありません。 
	
原因: EXEC SQL CONTEXT USE文またはREGISTER CONNECT文のRETURNING句にあるホスト変数が、SQL_CONTEXT型として宣言されませんでした。


	
処置: SQL_CONTEXT型のランタイム・コンテキスト変数を宣言してください。









	 PCC-02392: すでにEXEC SQL DECLARE SECTION内に入っています。 
	
原因: 1つのSQL DECLARE SECTIONが別のSQL DECLARE SECTION内にネストされています。


	
処置: DECLARE SECTIONをネストしないようにしてください。ネスト内のDECLARE SECTIONを削除してください。









	 PCC-02393: SQL文がEXEC SQL DECLARE SECTIONの中に見つかりました。 
	
原因: 実行可能なSQL文がDECLARE SECTION内にあります。


	
処置: SQL文をファンクション本体の中に移動してください。









	 PCC-02394: 入力ファイル名と出力ファイル名が同じです。 
	
原因: INAMEとONAMEの値が同じであるか、またはデフォルトの出力ファイル名がONAMEで指定したものと同じです。


	
処置: ONAMEを使用して、出力ファイルに別のファイル名を指定してください。









	 PCC-02395: 構造体の配列を使用する場合、その構造体に名前がついていなければなりません。 
	
原因: 名前の付いていない構造体の配列がホスト変数として使用されました。構造体の配列を使用する場合は、構造体に名前またはタグが必要です。


	
処置: 構造体に名前を指定してください。









	 PCC-02396: 構造体の配列内での配列の使用方法が正しくありません。 
	
原因: スカラーの配列または2次元のCHARまたはVARCHARフィールドが含まれている構造体の配列が、ホスト変数として使用されました。


	
処置: スカラー配列または2次元のCHARまたはVARCHARフィールドを使用しないように構造体を修正してください。









	 PCC-02397: #includeファイル内ではVARCHAR宣言は許可されません。 
	
原因: #include形式を使用して組み込まれたファイル内にVARCHAR宣言が見つかりました。


	
処置: EXEC SQL INCLUDE形式を使用して、VARCHAR宣言を指定したファイルを組み込んでください。









	 PCC-02398: この文のこの型に対してはインジケータ変数は無視されます。 
	
原因: インジケータ変数を必要としない文で、ある型に対するインジケータ変数が、ホスト変数およびインジケータ変数の組で使用されました。通常、ALLOCATEおよびFREE文では、オブジェクトまたはコレクション型以外の型に対してインジケータ変数は使用されません。OBJECT CREATE/DEREF文でも、REF型に対しては使用されません。


	
処置: 指定された文でこの型に対するインジケータ変数を使用しないでください。そうでない場合は、無視されます。









	 PCC-02399: DBMS=V6に対してCHAR_MAPオプションが不正です。オプションを無視します。 
	
原因: CHAR_MAP=VARCHAR2以外のCHAR_MAPオプションがインラインで指定されました。DBMS=V6であるため、このオプションは問題の文における文字変数または文字列変数では無視されます。


	
処置: DBMSをV6以外に設定するか、またはCHAR_MAP=VARCHAR2を指定してください。









	 PCC-02400: このホスト変数はポインタ型で宣言する必要があります。 
	
原因: 指定されたホスト変数は、ポインタ型として宣言されていません。


	
処置: ホスト変数をポインタ型として宣言してください。









	 PCC-02401: この型のホスト変数配列は現在サポートされていません。 
	
原因: 指定された型のホスト変数配列はサポートされていません。


	
処置: この型の配列を使用しないようにプログラムを修正してください。









	 PCC-02402: オブジェクト・キャッシュを使用するには、Pro*Cオプション、OBJECTS=YESが必要です。 
	
原因: このホスト変数にはオブジェクト・キャッシュが使用されますが、Pro*CコマンドラインでOBJECTS=NOが指定されています。


	
処置: オブジェクト・キャッシュを使用する場合は、Pro*CコマンドラインでOBJECTS=YESを指定してください。









	 PCC-02403: このホスト変数に対して無効な型のインジケータ変数です。 
	
原因: インジケータ変数の型が、指定されたホスト変数には適切ではありません。


	
処置: インジケータ変数の型を有効な型に変更してください。適切なインジケータ変数については、『Pro*C/C++ Precompilerプログラマーズ・ガイド』を参照してください。









	 PCC-02404: このインジケータ変数はポインタ型で宣言する必要があります。 
	
原因: 指定されたホスト・インジケータ変数は、ポインタ型として宣言されていません。


	
処置: インジケータ変数をポインタ型として宣言してください。









	 PCC-02405: 変数の型が未定義です。 
	
原因: 変数の型識別子に対する宣言が見つかりませんでした。


	
処置: ホスト変数の型に有効な宣言を指定してください。プログラムでオブジェクトを使用している場合、オブジェクト型のOTT生成ヘッダーが#includeされ、その型のファイルがPro*CコマンドラインのINTYPEオプションで指定されていることを確認してください。









	 PCC-02406: フォーム'RETURN[ING] REF INTO :<ref>'のみが入ります。 
	
原因: OBJECT CREATEでRETURNING句を使用している場合は、1つの「REF INTO :<ホスト変数>」のみが必要です。このエラーが発生するのは、REFが属する式リストが1つ以上であるか、または1つ以上のホスト変数がリストに指定されている場合です。


	
処置: RETURNING句をそれぞれの指定ごとに修正してください。









	 PCC-02407: オブジェクトとREF型が一致していません。 
	
原因: OBJECT CREATEまたはDEREF文で、指定されたオブジェクトとそれに対応するREFの型が一致しません。


	
処置: オブジェクトとそのREFの型が同じであることを確認してください。型情報はOTTによって生成され、OTTが作成するヘッダー・ファイルに明記されます。









	 PCC-02408: オブジェクト型の式が入ります。 
	
原因: 式がオブジェクト型ではありません。たとえば、ナビゲーショナル文の多数のホスト変数式は、変数がいくつかのオブジェクト型に宣言される必要があります。


	
処置: 式を修正するか、または変数をオブジェクト型に宣言してください。









	 PCC-02409: REF型の式が入ります。 
	
原因: 式がREF型ではありません。たとえば、ナビゲーショナルCREATEおよびDEREF文のホスト変数は、REF型に宣言される必要があります。


	
処置: 式を修正するか、または変数をREF型に宣言してください。









	 PCC-02410: コレクション型の式が必要です。 
	
原因: 式がコレクション型ではありません。VARRAYまたはネストした表オブジェクトが必要ですが、指定されたホスト変数が有効なコレクション型に変換されませんでした。


	
処置: コレクション型のOTT生成ヘッダーがPro*C/C++プログラムに正しく#includeされ、型ファイルがPro*C/C++コマンドラインのINTYPEオプションで指定されていることを確認してください。









	 PCC-02411: INDICATOR記述子項目のホスト変数に対して型が無効です。 
	
原因: INDICATOR記述子項目と対になっているホスト変数の型が無効です。INDICATOR項目に許可されている型は、符号付き2バイトの数値型、またはユーザー定義のオブジェクト型用にOTTによって生成されたインジケータ変数の構造体です。


	
処置: INDICATORホスト変数を有効な型を持つものと置き換えるか、既存のホスト変数を有効な型に再宣言してください。









	 PCC-02412: FOR句は、OBJECT GETまたはSET文で使用できません。 
	
原因: 明示的なFOR句がOBJECT GETまたはOBJECT SET文で使用されました。これらの文にFOR句を使用することはできません。


	
処置: FOR句を削除してください。









	 PCC-02413: 属性の数がホスト変数の数と一致しません。 
	
原因: GET文のOBJECT SETの属性リストに指定された属性の数が、この文に指定されたホスト変数の合計数と一致しません。


	
処置: その文から属性またはホスト変数をいくつか削除して、合計数を同じにしてください。









	 PCC-02414: この属性は指定したオブジェクトにありません。 
	
原因: OBJECT SETまたはGET文の属性リストに指定された属性が、その文に指定されたオブジェクトのメンバーではありません。


	
処置: リストから属性を削除してください。









	 PCC-02415: OBJECT GETまたはSETにあるオブジェクト属は操作できません。 
	
原因: それ自体がオブジェクトまたはREF型であるオブジェクトの属性をGETまたはSETしようとしました。


	
処置: 文の属性リストから属性を削除してください。









	 PCC-02416: OBJECT GETまたはSETにあるオブジェクトは配列であってはなりません。 
	
原因: OBJECT GETまたはSET文で指定されたオブジェクトが配列であるため無効です。


	
処置: オブジェクトが配列でないように、オブジェクトを再宣言してください。または、オブジェクト配列の要素を1つのみ指定するようにオブジェクトを添字指定してください。









	 PCC-02417: 属性とホスト変数との型変換が不適当です。 
	
原因: ナビゲーショナルGETまたはSET文で、属性型とホスト変数型の間で、無効な型変換をしようとしました。


	
処置: 属性またはホスト変数のどちらかの型を変更してください。









	 PCC-02418: オブジェクトとREFホスト変数との配列サイズが一致しません。 
	
原因: OBJECT CREATEまたはDEREFでのオブジェクトおよびREF変数の配列サイズが一致しません。


	
処置: 2つのホスト変数の配列が等しくなるように調整してください。









	 PCC-02419: OBJECT SETまたはGETでホスト変数は配列にできません。 
	
原因: OBJECT SETまたはGET文のホスト変数リストで、配列が見つかりました。


	
処置: (1次元のCHARまたはVARCHAR変数以外の)スカラーのみが、OBJECT SETまたはGETのホスト変数リストで許可されます。これらの文では、スカラーのみを使用してください。









	 PCC-02420: 型指定が不完全(または欠落)です。 
	
原因: SQL文で使用されるホスト変数の宣言時に、不完全または欠落している型が指定されました。


	
処置: SQL文で使用するホスト変数を宣言する場合は、完全な型の定義を指定してください。









	 PCC-02421: このホスト変数にはインジケータ変数を使用する必要があります。 
	
原因: インジケータ変数が明示的に必要とする特定のホスト変数に、インジケータ変数が指定されていません(一致していません)。


	
処置: SQL文で指定されたホスト変数に使用するインジケータ変数を指定してください。









	 PCC-02422: 所定のコンテキスト・オプションに指定した値が無効です。 
	
原因: CONTEXT <option> OPTION SET(またはGET)文で指定された実行時コンテキスト・オプションの値が無効です。


	
処置: 特定のオプションの文で、有効なオプション値を使用してください。









	 PCC-02423: このオプション値のホスト変数に無効な型があります。 
	
原因: CONTEXT <option> OPTION SET(またはGET)文の特定のオプション値に対応するホスト変数の型が無効です。


	
処置: 特定の値に適した型を使用してください。









	 PCC-02424: 値とホスト変数の数が一致しません。 
	
原因: CONTEXT <option> OPTION SET(またはGET)文で指定された値の数と、指定された有効なホスト変数の数が一致していません。


	
処置: 特定の文で指定した値と同じ数のホスト変数を使用してください。









	 PCC-02425: この属性ではインジケータ変数は必要ありません。 
	
原因: LOBまたはDESCRIBEコレクションで、インジケータ変数を必要としないLOB属性の取得中に、インジケータ変数がホスト変数とともに使用されました。


	
処置: インジケータ変数を削除してください。









	 PCC-02426: LOBの型が一致しません。 
	
原因: 型が一致していないLOBの間で、LOB操作を実行しようとしました。たとえば、LOBを別のLOBに割り当てている場合、LOBは両方とも同じ型である必要があります。同じ型でない場合は、このエラーが発生します。


	
処置: 同じ型のLOB間で機能するように、LOB操作を修正してください。指定の操作を実行するLOB文で使用されるLOBの1つを、再宣言する必要があります。









	 PCC-02427: 式が正しい文字列型ではありません。 
	
原因: 指定されたホスト変数式が、要求された文字列型で宣言されませんでした。この場合、いくつかの可能なキャラクタ・タイプの1つが受け入れられます。ただし、ホスト変数型は、そのいずれにも一致しませんでした。


	
処置: 許可されているキャラクタ・タイプの1つを使用して、問題のあるホスト変数を再宣言してください。









	 PCC-02428: バッファ型がLOBの型と一致しません。 
	
原因: このエラーは、次のいずれかが原因で発生することがあります。
1. LOBからLOB型と一致しない型のバッファへ読み込もうとした。

2. バッファ型と一致しない型のLOBへバッファを書き込もうとした。




	
処置: LOB型およびバッファ型が指定された操作と互換性を持つように、LOB型またはバッファ型のいずれかを変更してください。









	 PCC-02429: 内部LOB型の式が必要です。 
	
原因: 指定されたホスト変数は、内部LOBとして宣言されませんでした。BLOB、CLOBまたはNCLOBが受け入れられましたが、ホスト変数はそのうちのどれにも一致しませんでした。


	
処置: 内部LOB型のいずれか1つを使用して、ホスト変数を再宣言してください。









	 PCC-02430: 任意のLOB型の式が必要です。 
	
原因: 指定されたホスト変数は、内部LOB型または外部LOB型のいずれにも宣言されませんでした。内部LOB型のみでなく、BFILEも受け入れられましたが、ホスト変数はそのうちのいずれにも一致しませんでした。


	
処置: 内部LOB型または外部LOB型を使用して、ホスト変数を再宣言してください。









	 PCC-02431: 外部LOB型(BFILE)の式が必要です。 
	
原因: 指定されたホスト変数は、外部LOB型として宣言されませんでした。この場合、BFILEのみが受け入れられます。


	
処置: 外部LOB型(BFILE)を使用して、ホスト変数を再宣言してください。









	 PCC-02432: READ WRITEモードで外部LOB(BFILE)をオープンできません。 
	
原因: BFILEをREAD WRITEモードでオープンしようとしました。書込み可能なBFILEは現在サポートされていないため、この操作はエラーになります。


	
処置: READ WRITEモードを使用して、BFILEをオープンしないでください。BFILEは、READ ONLYモードでのみオープンできます。









	 PCC-02433: ホスト変数と属性の組合せが無効です。 
	
原因: LOBまたはDESCRIBEコレクションで、ホスト変数と属性の組合せが無効です。この場合、ホスト変数に問題がある可能性があります。たとえば、ホスト変数が宣言されていない場合、または指定されていない場合に、このエラーが発生します。


	
処置: 通常、さらに詳細な他のエラーが出力されます。その中の一部またはすべての問題を修正すると、このエラーを解決できます。









	 PCC-02434: LOB文ではFOR句を使用できません。 
	
原因: 明示的なFOR句がLOB文で使用されました。FOR句をLOB文で使用すると、エラーとなります。


	
処置: FOR句を削除してください。









	 PCC-02435: この属性は内部LOB型に対してのみ有効です。 
	
原因: LOBが内部LOB型でないLOB DESCRIBE文で、LOB属性が要求されました。


	
処置: LOB DESCRIBEのLOBホスト変数を、内部LOBとして宣言された変数に置き換えてください。









	 PCC-02436: この属性は外部LOB型(BFILE)に対してのみ有効です。 
	
原因: LOBが外部LOB型(BFILE)でないLOB DESCRIBE文で、LOB属性が要求されました。


	
処置: 外部LOB型(BFILE)ホスト変数をLOB DESCRIBE文で使用してください。









	 PCC-02437: 2進整数型の式が必要です。 
	
原因: 有効な2進整数型として宣言されていないホスト変数が指定されました。一般に、このエラーが発生する場合、符号付きまたは符号のない整数型が必要です。浮動小数点または正確でない数値型は、エラーになります。


	
処置: 問題のあるホスト変数を正確な整数値型を使用して宣言された変数と置き換えてください。









	 PCC-02438: コレクション・オブジェクトの配列は使用できません。 
	
原因: コレクション・オブジェクトの配列がCOLLECTION文で指定されました。スカラー(配列でない)・コレクション・オブジェクトのみがCOLLECTION文で使用できます。


	
処置: 配列にならないようにホスト変数コレクションの宣言を変更してください。









	 PCC-02439: このCOLLECTION文ではFOR句を使用できません。 
	
原因: FOR句を使用できないCOLLECTION文(TRIMまたはDESCRIBE COLLECTION文)で、無効なFOR句が使用されました。


	
処置: FOR句を文から削除してください。









	 PCC-02440: この属性は内部または外部LOBに対して有効です。 
	
原因: LOB DESCRIBE文でLOB属性が要求されましたが、その文で指定されたLOBホスト変数は、内部または外部LOB型(BFILE)のいずれでもありません。


	
処置: 内部LOB型ホスト変数または外部LOB型ホスト変数のいずれかをLOB DESCRIBE文で使用してください。









	 PCC-02441: 属性の数がホスト変数の数と一致しません。 
	
原因: LOBまたはDESCRIBEコレクションで、属性の数と有効なホスト変数の間に不一致があります。


	
処置: 要求されている各属性に、ホスト変数の値を持つように指定された有効なホスト変数が1つでも存在することを確認してください。









	 PCC-02442: 値は1から65535の間である必要があります。 
	
原因: ALLOCATE DESCRIPTOR文のWITH MAX句またはGET/SET DESCRIPTOR文のVALUE句で指定される値が、1未満かまたは65535を超えました。


	
処置: 値を1から65535の間で指定してください。









	 PCC-02443: この使用方法は、DYNAMIC=ANSIが指定されている場合のみ有効です。 
	
原因: 次の文のいずれかが、DYNAMIC=ANSIコマンドライン・オプション設定を指定せずに使用されました。
o EXEC SQL ALLOCATE/DEALLOCATE/GET/SET DESCRIPTOR

o EXEC SQL DESCRIBE OUTPUT/INPUT ... USING ... <descriptor>

o EXEC SQL EXECUTE ... INTO ...

o EXEC SQL EXECUTE ... USING ... <descriptor>

o EXEC SQL OPEN ... INTO ...

o EXEC SQL OPEN ... USING ... <descriptor>




	
処置: DYNAMIC=ANSIを指定するか、プログラムから前述の文を削除してください。









	 PCC-02444: 記述子句と非記述子句の組合せが無効です。 
	
原因: ANSI動的SQL文に記述子句および非記述子句が混在しています。


	
処置: 問合せのANSI文では、記述子と非記述子を混在させないでください。









	 PCC-02445: USING句はPREPARE動的文でのみ有効です。 
	
原因: PREPAREされていない文によってカーソル宣言されたカーソルに対してOPEN時にUSING句が指定されています。正しい順序は、次のとおりです。 EXEC SQL PREPARE s FROM :stmt; EXEC SQL DECLARE c CURSOR FOR s; EXEC SQL OPEN c USING ...;


	
処置: SQL文に対してPREPARE文を実行し、これをDECLARE CURSOR文で使用してください。









	 PCC-02446: DEALLOCATE文ではFOR句を使用できません。 
	
原因: 明示的なFOR句がDEALLOCATE DESCRIPTOR文で使用されました。


	
処置: FOR句を文から削除してください。









	 PCC-02447: LOB WRITE APPENDでは宛先オフセットを指定できません。 
	
原因: 宛先オフセットがLOB WRITE APPEND文で指定されました。宛先オフセットはLOBの終わりとみなされるため、明示的な宛先オフセットを指定するとエラーになります。


	
処置: LOB WRITE APPEND文から宛先オフセットを削除してください。









	 PCC-02448: NLS_NCHARオプションにUCS2変数は指定できません。 
	
原因: utext、uvarcharまたはlonguvarcharとして宣言された変数が、NLS_NCHARコマンドライン・オプションで指定されています。


	
処置: NLS_NCHARコマンドライン・オプションで変数を指定せずに、再プリコンパイルしてください。









	 PCC-02449: UCS2型は型同値にできません。 
	
原因: UCS2型がEXEC SQL TYPE文で同値化指定されたか、またはUCS2型がEXEC SQL VAR文で同値化指定されました。


	
処置: EXEC SQL TYPE文またはEXEC SQL VAR文を削除してください。









	 PCC-02450: カーソルは、スクロール可能なモードで宣言されませんでした 
	
原因: カーソルがスクロール・モードで宣言されていないため、FETCH文でスクロール可能なモードで使用できませんでした。


	
処置: SCROLLキーワードを使用して、カーソルをスクロール・モードで宣言してください。









	 PCC-02451: オフセットの値に、ABSOLUTE指向モードで負数を指定できません 
	
原因: FETCH ABSOLUTE文のオフセットが負数です。


	
処置: オフセットの値を正数にしてください。









	 PCC-02452: 共通のSQLフロントエンドで意味エラーが見つかりました 
	
原因: 存在しない表名や列名などのデータベース・エンティティが参照されました。これはコンパイル時のエラーで、実行時エラーではありません。


	
処置: SQL文で参照されたオブジェクトがすべて存在し、それらに必要なアクセス権限が付与されていることを確認してください。









	 PCC-02453:オプションOUTLINEを使用するときは、オプションSQLCHECK=SEMANTICS(FULL)を使用する必要があります 
	
原因: SQLCHECK=SEMANTICS(FULL)を指定せずに、プリコンパイラ・オプションOUTLINEが使用されました。


	
処置: プリコンパイラ・オプションは、SQLCHECK=SEMANTICS(FULL)の場合にのみ指定してください。









	 PCC-02454: オプションOUTLINPREFIXを使用するときは、オプションOUTLINEを使用する必要があります 
	
原因: OUTLINE=YES|<OUTLINENAME>を指定せずに、プリコンパイラ・オプションOUTLNPREFIXが使用されました。OUTLNPREFIXの場合は、プリコンパイラ・オプションOUTLINEを指定する必要があります。


	
処置: プリコンパイラ・オプションOUTLINE=YES|<OUTLINENAME>を指定してください。









	 PCC-02454: オプションRUNOUTLINEを使用するときは、オプションOUTLINEを使用する必要があります 
	
原因: OUTLINE=YES|<OUTLINENAME>を指定せずに、プリコンパイラ・オプションRUNOUTLINEが使用されました。RUNOUTLINEの場合は、プリコンパイラ・オプションOUTLINEを指定する必要があります。


	
処置: プリコンパイラ・オプションOUTLINE=YES|<OUTLINENAME>を指定してください。









	 PCC-02456: アウトラインSQLファイルをオープンできません 
	
原因: Pro*CがアウトラインSQLファイルをオープンできませんでした。プリコンパイラを実行しているユーザーには、現行のディレクトリの書込み権限または適切な権限(あるいはその両方)が必要です。


	
処置: ファイルを作成する権限があることを確認してください。









	 PCC-02457: アウトラインLOGファイルをオープンできません 
	
原因: Pro*CがアウトラインLOGファイルをオープンできませんでした。プリコンパイラを実行しているユーザーには、現行のディレクトリの書込み権限または適切な権限(あるいはその両方)が必要です。


	
処置: ファイルを作成する権限があることを確認してください。









	 PCC-02458: アウトライン名の長さが許容制限を超えています 
	
原因: アウトライン名<アウトライン・オプション値>_<filename>_<filetype>_<seqno>が共用制限を超えました。


	
処置: OUTLINPREFIXオプションを実行して、許容制限内の長さのアウトライン名を指定してください。









	 PCC-02459: アウトライン数が制限を超えました 
	
原因: 作成できるアウトラインの数がファイル制限を超えました。1つのファイルに許可されるアウトラインは10000です。


	
処置: ファイルを分割して、各ファイルのアウトラインが10000より多くならないようにしてください。









	 PCC-02460: アウトラインを作成できません 
	
原因: 構文エラーがある、またはアウトラインが文でサポートされていないために、アウトラインを作成できません。


	
処置: ファイルで実際に使用されているSQLの構文エラーを修正してください。また、サポートされる文のリストは『パフォーマンス・チューニング・ガイド』を参照してください。














111 SQL-01075からSQL-02158



	 SQL-01075: すでにログオンしています。 
	
原因: このホストにはすでに接続が存在します。


	
処置: 第2の接続は試行しないでください。









	 SQL-02100: メモリーが足りないため割当てできません。 
	
原因: SQLLIBは、プログラムの実行に必要なメモリーを割当てできませんでした。


	
処置: ユーザー・セッションにメモリーの割当てを増やして、プログラムを再実行します。エラーが繰り返される場合は、カスタマ・サポートに連絡してください。









	 SQL-02101: 無効なカーソル・キャッシュです。ユニット・カーソル/グローバル・カーソルが一致しません。 
	
原因: 通常、これはメモリー関係の内部エラーです。


	
処置: メモリー関係のエラー(たとえば、ポインタの無効または配列バインド違反など)がないかどうかプログラムを確認してください。









	 SQL-02102: 無効なカーソル・キャッシュです。グローバル・カーソル・エントリがありません。 
	
原因: 通常、これはメモリー関係の内部エラーです。


	
処置: メモリー関係のエラー(たとえば、ポインタの無効または配列バインド違反など)がないかどうかプログラムを確認してください。









	 SQL-02103: 無効なカーソル・キャッシュです。カーソル・キャッシュ参照の範囲を超えています。 
	
原因: 通常、これはメモリー関係の内部エラーです。


	
処置: メモリー関係のエラー(たとえば、ポインタの無効または配列バインド違反など)がないかどうかプログラムを確認してください。









	 SQL-02104: 無効なホスト・キャッシュです。使用可能なカーソル・キャッシュがありません。 
	
原因: 通常、これはメモリー関係の内部エラーです。


	
処置: メモリー関係のエラー(たとえば、ポインタの無効または配列バインド違反など)がないかどうかプログラムを確認してください。









	 SQL-02105: 無効なカーソル・キャッシュです。グローバル・カーソルがありません。 
	
原因: 通常、これはメモリー関係の内部エラーです。


	
処置: メモリー関係のエラー(たとえば、ポインタの無効または配列バインド違反など)がないかどうかプログラムを確認してください。









	 SQL-02106: 無効なカーソル・キャッシュです。Oracleカーソル番号が無効です。 
	
原因: 通常、これはメモリー関係の内部エラーです。


	
処置: メモリー関係のエラー(たとえば、ポインタの無効または配列バインド違反など)がないかどうかプログラムを確認してください。









	 SQL-02107: 実行時ライブラリに対してプログラムが古すぎます。プログラムを再度プリコンパイルしてください。 
	
原因: プログラムが、このリリースのSQLLIBと互換性のない古いバージョンのOracleプリコンパイラでプリコンパイルされています。


	
処置: より新しいバージョンのOracleプリコンパイラを使用して、このプログラムをプリコンパイルしてください。









	 SQL-02108: 実行時ライブラリに無効な記述子が渡されました。 
	
原因: 通常、これはメモリー関係の内部エラーです。


	
処置: メモリー関係のエラー(たとえば、ポインタの無効または配列バインド違反など)がないかどうかプログラムを確認してください。









	 SQL-02109: 無効なホスト・キャッシュです。ホスト参照が範囲外です。 
	
原因: 通常、これはメモリー関係の内部エラーです。


	
処置: メモリー関係のエラー(たとえば、ポインタの無効または配列バインド違反など)がないかどうかプログラムを確認してください。









	 SQL-02110: 無効なホスト・キャッシュです。ホスト・キャッシュ・エントリの型が無効です。 
	
原因: 通常、これはメモリー関係の内部エラーです。


	
処置: メモリー関係のエラー(たとえば、ポインタの無効または配列バインド違反など)がないかどうかプログラムを確認してください。









	 SQL-02111: ヒープ一貫性エラーが発生しました。 
	
原因: 通常、これはメモリー関係の内部エラーです。


	
処置: メモリー関係のエラー(たとえば、ポインタの無効または配列バインド違反など)がないかどうかプログラムを確認してください。









	 SQL-02112: SELECT..INTOが戻す行が多すぎます。 
	
原因: SELECT ...INTO文が、指定したホスト変数に格納できる行数より多くの行を戻しました。


	
処置: 3つの解決方法が考えられます。
1. プリコンパイラ・オプションSELECT_ERROR=NOを使用する。

2. より大きな配列のホスト変数を宣言する。

3. SELECT文のカーソルまたはカーソル変数を宣言する。











	 SQL-02113: メッセージ・ファイルをオープンできません。 
	
原因: SQLLIBは、SQLLIBメッセージ・ファイルのSQL*.MSBを検出またはオープンできませんでした。


	
処置: このファイルがmesgディレクトリに存在し、読取り可能であることを確認してください。









	 SQL-02114: 無効なSQLカーソルの使用:すでにクローズしているカーソルをクローズしようとしました。 
	
原因: MODE={ANSI|ANSI14}で、すでにクローズされているカーソルをクローズしようとしました。クローズされているカーソルを再クローズできるのは、MODE={ORACLE|ANSI13}のときのみです。


	
処置: MODE={ANSI|ANSI14}の場合は、カーソルをクローズする前にカーソルがすでにクローズされていないかどうかを確認してください。クローズされているカーソルを再クローズする場合は、MODE={ORACLE|ANSI13}を指定してください。









	 SQL-02115: コード解析の問題 -- COMMON_NAMEの使用法をチェックしてください。 
	
原因: PRO*FORTRANプログラムで、プリコンパイラ・オプションCOMMON_NAMEが正しく指定されていない場合にこのエラーが発生します。また、その他のOracleプリコンパイラでは、プリコンパイラがコード・セクションの生成ができないときにこのエラーが発生します。


	
処置: Pro*FORTRANで、COMMON_NAMEを使用して複数のソース・モジュールをプリコンパイルしている場合は、各モジュールに異なる共通名を指定しているかどうかを確認してください。その他のOracleプリコンパイラでこのエラーが発生した場合は、カスタマ・サポートに連絡してください。









	 SQL-02116: FATAL ERROR:再入可能なコード・ジェネレータが無効なコンテキストを与えました。 
	
原因: 通常、これはメモリー関係の内部エラーです。


	
処置: メモリー関係のエラー(たとえば、ポインタの無効または配列バインド違反など)がないかどうかプログラムを確認してください。









	 SQL-02117: 無効なSQLカーソルの使用:すでにオープンしているカーソルをオープンしようとしました。 
	
原因: MODE={ANSI|ANSI14|ANSI13}で、すでにオープンされているカーソルをオープンしようとしました。オープンしているカーソルを再オープンできるのは、MODE=ORACLEのときのみです。


	
処置: MODE={ANSI|ANSI14|ANSI13}の場合は、カーソルをオープンする前に、カーソルがすでにオープンされていないかどうかを確認してください。オープンされているカーソルを再オープンする場合は、MODE=ORACLEを指定してください。









	 SQL-02118: WHERE CURRENT OF操作の列が無効です。 
	
原因: UPDATE文またはDELETE文のCURRENT OF句を使用して、存在していない行を参照しようとしました。このエラーは、FETCHが実行されなかった場合、あるいはFETCHが「no data found」(データが見つかりません)というエラーを戻したのに対しプログラムがそのエラーをトラップできなかった場合に発生します。


	
処置: 最後のカーソル操作が正しく完了したかどうか、カーソルの現行の行が有効かどうかを確認してください。カーソル操作の結果は、WHENEVER文で暗黙的に確認するか、またはSQLCAのSQLCODEで明示的に確認できます。









	 SQL-02119: HSTDEF引数が無効です。 
	
原因: 最初の引数が使用されたときに、SQLRCNコールの2番目の引数としてNULL以外のポインタがHSTDEFに対して指定されました。SQLRCNの最初または2番目の引数のいずれかがNULLである必要があります。


	
処置: SQLRCNに対する最初または2番目の引数のいずれかにNULLポインタを渡してください。*注意: このエラー・メッセージが実際に使用されることはありません。このエラー番号は、このエラーが発生した場合にSQLRCNの戻り値として示されます。









	 SQL-02120: SQLRCNの第1引数および第2引数が両方ともNULLです。 
	
原因: SQLRCNの最初の引数と2番目の引数が両方ともNULLでした。OCI LDA(最初の引数)の形式で、またはHSTDEFポインタ自体(2番目の引数)として、HSTDEFをSQLRCNに渡す必要があります。


	
処置: OCI LDAまたはHSTDEFのいずれかを渡してください。ただし、両方は渡さないでください。*注意: このエラー・メッセージが実際に使用されることはありません。このエラー番号は、このエラーが発生した場合にSQLRCNの戻り値として示されます。









	 SQL-02121: ホスト名が無効です。 
	
原因: SQLFCNコールに渡されたホスト名は、SQLRCNへの以前のコールで使用されませんでした。


	
処置: 対応するSQLRCNコールで使用された同じ識別子を使用してください。*注意: このエラー・メッセージが実際に使用されることはありません。このエラー番号は、このエラーが発生した場合にSQLFCNの戻り値として示されます。









	 SQL-02122: データベースへ接続でのOPENまたはPREPAREが無効です。 
	
原因: 別のデータベース接続のために現在オープンしているカーソルを使用して、OPEN文またはPREPARE文を実行しようとしました。このカーソルは、この接続では使用できません。


	
処置: 現在接続しているデータベースで使用できるようにカーソルをクローズするか、現在の接続に使用可能な他のカーソルに対して実行してください。









	 SQL-02123: EXEC TOOLS GET CONTEXT文で参照されているコンテキストが見つかりません。 
	
原因: EXEC TOOLS GET CONTEXT文で指定されたコンテキスト名が、EXEC TOOLS SET CONTEXT文で保存されていませんでした。


	
処置: 後で取得できるように、EXEC TOOLS SET CONTEXT文を使用して、すべてのコンテキストを保存してください。









	 SQL-02124: EXEC TOOLS文からNULL値が戻されました。 
	
原因: EXEC TOOLSから、インジケータ変数が指定されていないホスト変数に対してNULL値が戻されました。このエラーが戻されるのは、MODE=ANSIの場合のみです。MODE=ORACLEのときには、ホスト変数の値が不足していても、エラーは生成されません。


	
処置: NULLを戻す可能性のあるホスト変数とインジケータ変数を関連付けてください。









	 SQL-02125: 接続エラーでメッセージを取り出せません。 
	
原因: 接続できませんでした(デフォルト・ホストにも)。その結果、SQLLIBは、発生したOracleエラーのメッセージ・テキストを取得できませんでした。ただし、SQLLIBは、メッセージを調べるために使用できるOracleエラー番号を戻します。


	
処置: このマニュアルで該当するメッセージを調べて、その原因および処置を参照してください。









	 SQL-02126: 配列要素の数は0以上である必要があります。 
	
原因: プリコンパイラによってSQLDA(動的SQL方法4で使用するSQL記述子領域)のN変数またはF変数の配列変数に負数が検出されました。DESCRIBE文を実行する前に、Nに記述配列の次元を設定してください。DESCRIBE文の実行後、F変数に格納されている、DESCRIBEされた変数の実際の数にNを再設定してください。


	
処置: NまたはF変数が負以外の値に設定されているかどうかを確認してください。









	 SQL-02127: プリコンパイラとSQLLIBのバージョンが一致しません。 
	
原因: プログラムが、旧バージョンのSQLLIBにリンクされ、Oracleプリコンパイラのこのリリースとの互換性がありません。


	
処置: プログラムをSQLLIBの新しいバージョンに再リンクしてください。









	 SQL-02128: セッションがまだ存在します。ログオフしません。 
	
原因: XAが依然としてセッションをそのホストと対応付けているため、SQLLIBからホストが削除(ログオフ)されませんでした。


	
処置: SQLXDHをコールしてホストを削除する前に、XAによってそのホストのすべてのセッションを削除するか、またはdoit_anywayフラグを設定してください。*注意: このエラー・メッセージが実際に使用されることはありません。このエラー番号は、SQLLIB XAファンクションSQLXDHの可能な戻り値として示されます。このエラー番号は、SQLLIB XA関数SQLXDHの可能な戻り値として示されます。









	 SQL-02129: 取り出されたバイト数が奇数です。 
	
原因: プログラムが、無効な列値をマルチバイトNLSホスト変数にFETCHしようとしました。具体的には、有効な2バイト・データがその列に含まれていませんでした。


	
処置: 列が2バイトのデータのみを含むようにしてください。これを確認するには、SQL*PlusまたはServer Managerを使用してください。









	 SQL-02130: EXEC TOOLSインタフェースが使用できません。 
	
原因: EXEC TOOLSインタフェースをサポートしていないバージョンのOracleのツール製品にリンクしようとしました。EXEC TOOLSインタフェース。


	
処置: Oracleのツール製品をアップグレードするか、またはEXEC IAFインタフェースを使用してください。









	 SQL-02131: ランタイム・コンテキストは使用中です。 
	
原因: アプリケーションがすでに使用中のランタイム・コンテキストを使用して、SQL文を実行しようとしました。


	
処置: 同一のランタイム・コンテキストで1つのスレッドが完了するまで待ってから別のSQL文を実行するようにするか、またはスレッドごとに別々のランタイム・コンテキストを割り当てて使用するように、アプリケーションを修正してください。









	 SQL-02132: 実行時コンテキスト sdfla asdjklfajs jfja ajsdfを割り当てできません。 
	
原因: ランタイム・コンテキストを割り当てようとしましたが、できませんでした。


	
処置: 通常、このエラーは、プロセス・メモリーのサイズが小さいときに発生します。より多くのメモリーを割り当て、アプリケーションを再実行してください。









	 SQL-02133: スレッドで使用するプロセスを初期化できません。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 SQL-02134: ランタイム・コンテキストが無効です。 
	
原因: この文に関連するランタイム・コンテキストが適切に割り当てられていません。


	
処置: SQL文を実行する前に、EXEC SQL CONTEXT ALLOCATE文を実行するようにアプリケーションを修正してください。









	 SQL-02135: 与えられたマスクでは日付書式を初期化できません。 
	
原因: ランタイム・ライブラリは与えられた日付書式マスクで日付書式設定文を発行できませんでした。


	
処置: 日付書式の妥当性チェックを行い、必要に応じて修正してください。詳細は、ORAエラー番号で調べてください。









	 SQL-02136: NCHARキャラクタ・セットIDが無効です。 
	
原因: NCHARホスト変数をバインドまたは定義しようとしましたが、NLS_NCHAR環境変数が正しく設定されていませんでした。


	
処置: NLS_NCHAR環境変数を有効な固定幅キャラクタ・セットIDに設定し、アプリケーションを再実行してください。









	 SQL-02137: RETURNING句のないマルチスレッド・エージェントがあります。 
	
原因: EXEC SQL REGISTER CONNECT文にRETURNING句が含まれず、エージェントはスレッド・モードで実行しています。


	
処置: 宣言されたSQL_CONTEXTホスト変数を参照するRETURNING句を使用した文に修正してください。









	 SQL-02138: 外部プロシージャのコンテキストが存在しません。 
	
原因: EXEC SQL REGISTER CONNECT文に渡された外部プロシージャ・コンテキストが有効ではありません。


	
処置: 次のことを確認してください。
1. CONTEXTパラメータでPL/SQLプロシージャおよびファンクションを作成したか。

2. 外部プロシージャの仮パラメータ・リストにOCIExtProcContextが含まれているか。

3. OCIExtProcContextがEXEC SQL REGISTER CONNECT文に正しく渡されたか。











	 SQL-02139: OCIハンドルを取得できません。 
	
原因: OCIExtProcGetEnvへのコールに失敗しました。


	
処置: OCIExtProcContextを確認し、外部プロシージャがCONTEXTパラメータで作成されていることを確認し、このコンテキストがEXEC SQL REGISTER CONNECT文で正しく参照されていることを確認してください。









	 SQL-02140: 名前のない接続がすでに存在しています。 
	
原因: ランタイム・コンテキストに名前のない接続がすでに存在するときに、外部プロシージャ・コンテキストを登録しようとしました。


	
処置: 外部プロシージャからEXEC SQL CONNECT文で、接続を設定しないでください。









	 SQL-02141: コレクション記述子が割当てられていません。 
	
原因: 割り当てられていないコレクション記述子をCOLLECTION SET文またはCOLLECTION GET文で参照しました。


	
処置: EXEC SQL ALLOCATE文でコレクション記述子を割り当ててください(たとえば、EXEC SQL ALLOCATE :coldesc_p;など)。









	 SQL-02142: コレクションがNULLです。 
	
原因: EXEC SQL COLLECTION文で参照されるコレクションがNULLです。


	
処置: EXEC SQL COLLECTION文を実行する前に、関連付けられたインジケータ変数の状態を確認してください。









	 SQL-02143: ターゲット・オブジェクトが適切に割当てられていません。 
	
原因: コレクションから、割り当てられていないオブジェクト・ポインタに、要素を取得しようとしました。


	
処置: EXEC SQL ALLOCATE文でオブジェクト・ポインタを割り当ててください。









	 SQL-02144: ANSI Dynamicの使用方法が無効です。 
	
原因: Dynamicオプションを設定していないときに、ANSIの割当て記述子文、割当て解除記述子文、取得記述子文または設定記述子文が検出されました。


	
処置: オプションDYNAMIC=ANSIでソースをプリコンパイルしてください。









	 SQL-02145: Dynamic記述子が無効です。 
	
原因: 割り当てられていない記述子または無効な記述子へアクセスしようとしました。


	
処置: ANSI記述子用に、記述子名が有効であること、および記述子が割り当てられ、以前に割当て解除されていないことを確認してください。MODE=ANSIでOracle記述子(SQLDA)を使用する場合は、DYNAMIC=ORACLEも使用してください。









	 SQL-02146: 既存の記述子を割当てようとしました。 
	
原因: 以前に割り当てられた記述子を割り当てようとしました。


	
処置: 一意の記述子名を使用するか、または記述子を再割当てする前に、その記述子の割当てを解除してください。









	 SQL-02147: ANSI Dynamicの状態変化値が範囲外です。 
	
原因: ANSI Dynamic GET文またはANSI Dynamic SET文のVALUE句が、1未満または記述子の割当てに指定された最大値より大きくなっています。


	
処置: 記述子が割り当てられたとき、VALUE句に1と最大状態変化値の間の数を設定してください。









	 SQL-02148: ANSI Dynamicのカウント値が範囲外です。 
	
原因: ANSI Dynamic GET文またはANSI Dynamic SET文のカウントが、1未満または記述子の割当てに指定された最大値より大きくなっています。


	
処置: 記述子が割り当てられたとき、COUNT句に1と最大状態変化値の間の数を設定してください。









	 SQL-02149: ANSI Dynamicで項目記述子の領域が不足しています。 
	
原因: 記述されているSQL文に、記述子への割当てより多くの出力項目(または列)が含まれています。


	
処置: 記述子を割り当てるとき、状態変化の最大値を増やしてください。









	 SQL-02150: ANSI Dynamic SET文の長さが0(ゼロ)です。 
	
原因: ANSI Dynamic文に、無効な長さ0(ゼロ)が検出されました。


	
処置: 0ではない長さを設定してください。









	 SQL-02151: 絶対数値のSET文項目に対するホスト変数が無効です。 
	
原因: 無効な型または長さのホスト変数を使用して、ANSI Dynamic文で絶対数値項目を取得または設定しました。


	
処置: ホスト変数がCのINTかSHORT、またはCOBOLのS9(4)かS9(9)のBINARY/COMP/DISPLAY SIGN LEADING SEPARATEであることを確認してください。









	 SQL-02152: 配列のGET/SET文で使用する数値変数が無効です。 
	
原因: CのINTかSHORT、またはCOBOLのS9(4)かS9(9)のBINARYまたはCOMP以外の型のホスト変数が1より大きい配列サイズで使用されました。


	
処置: 配列を示すために、FOR句で論理積の絶対数値を指定する場合、CのINTかSHORT、またはCOBOLのS9(4)かS(9)のBINARYまたはCOMPのみを使用してください。特に、このコンテキストではDIPLAY SIGN LEADING SEPARATEは使用できません。









	 SQL-02153: GET/SET文で使用する文字変数が無効です。 
	
原因: ANSI Dynamic GET記述文またはANSI Dynamic SET記述文の(DATA項目以外の)項目名として、CHARACTER、STRINGまたはVARCHAR以外の型のホスト変数が検出されました。


	
処置: ANSI Dynamic GET記述文またはANSI Dynamic SET記述文の(DATA項目以外の)文字項目のホスト変数型に、LONGまたはLONG VARCHAR型を指定しないでください。ホスト変数をCHARACTER、STRINGまたはVARCHARに再宣言してください。









	 SQL-02154: ANSI Dynamicにあるホスト変数用のデータ型が無効または未設定です。 
	
原因: 以前に設定された有効な型を持たない項目名DATAのANSI Dynamic SET文が検出され、オプションMODE=ANSIが使用されました。


	
処置: MODE=ANSIで、DATAを設定する前に型を設定する必要があります。正しい項目型のSET文または出力用にDESCRIBEを発行して、項目型を設定してください。あるいは、バインドまたは定義したホスト変数に対してデフォルトとして型が設定されるMODE=ORACLEを使用してください。









	 SQL-02155: 日付時間間隔はDynamic=ANSIのみで有効です。 
	
原因: TYPE_CODEオプションがANSIに設定されていないときに、日付時間間隔コードまたは日付時間間隔精度へアクセスしようとしました。


	
処置: 日付時間間隔コードまたは日付時間間隔精度へアクセスするには、プリコンパイラ・オプションTYPE_CODE=ANSIを使用してください。









	 SQL-02156: インジケータの型または戻り値の長さが無効です。 
	
原因: 項目インジケータまたは戻り値の長さと関連付けられたホスト変数は、SHORT型またはCOBOLのS9(4)COMPである必要があります。値構文およびスカラーの場合、DIPLAY SIGN LEADING SEPARATEホスト変数に取得されます。


	
処置: Cの場合、インジケータ、REFインジケータ、戻り値の長さおよびREF戻り値の長さのホスト変数には、符号付きSHORTを使用してください。COBOLの場合は、S9(4) COMPを使用してください。配列以外の場合、GETにはDISPLAY SIGN LEADING SEPARATEホスト変数を使用できます。









	 SQL-02157: ソースまたは宛先LOBが無効です。 
	
原因: LOBの追加コールに使用されているLOBの1つが無効であるか、またはNULLである可能性があります。


	
処置: 追加コールに使用されているLOBがNULLではないことを確認してください。









	 SQL-02158: セーブポイントを確立できません 
	
原因: 内部セーブポイントの確立中にエラーが発生しました。


	
処置: トレース・ファイルを調べてエラーを確認し、アプリケーションを再起動してください。
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	 AUD-00611: 読取り用のBLOBにアクセスできません 
	
原因: BLOBを開いて読み取ることができませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 AUD-00612: エクスポート先のファイルをオープンできません 
	
原因: このファイルは作成できないか、またはオープンできませんでした。


	
処置: このファイルが既存のディレクトリを参照していないかどうかを確認してください。このファイルが別のアプリケーションによってロックされていないかどうかを確認してください。









	 AUD-00613: エクスポート先でのアクセスが拒否されました 
	
原因: 宛先ファイルに対する書込み権限が拒否されました。


	
処置: export()メソッドに関する権限の付与方法の詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 AUD-00614: エクスポート中にI/Oエラーが発生しました 
	
原因: I/Oエラーのため、エクスポート操作に失敗しました。


	
処置: OSのログを確認し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 AUD-00702: オーディオ処理環境の初期化ができません。 
	
原因: オーディオ処理プロシージャの初期化に失敗しました。


	
処置: データベース管理者(DBA)に連絡して、JVMに十分なメモリーが割り当てられているかどうかを確認してください。JVMに十分なメモリーが割り当てられている場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 AUD-00703: オーディオ・データの読取りができません。 
	
原因: オーディオ・ソースにアクセス中にエラーが発生しました。


	
処置: オーディオ・ソースが有効かどうかを確認してください。外部のソースに対しては、すべてのアクセス権限が付与されているかどうかを確認してください。









	 AUD-00704: 入力フォーマットが無効か、または入力データが破損しています。 
	
原因: ソースのオーディオ・データが、オーディオ・オブジェクトの形式フィールドで指定した形式ではありません。オーディオ・データが破損している可能性があります。


	
処置: 形式フィールドに適切な値を指定してください。適切な値が不明な場合は、形式フィールドにNULLを指定して、デフォルト形式のプラグインを起動してください。









	 AUD-00705: 入力フォーマットがサポートされていません。 
	
原因: オーディオ・データのファイル形式がサポートされていません。このエラーは、デフォルト形式のプラグイン・パッケージでのみ発生します。


	
処置: サポートされる形式については、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 AUD-00706: 入力フォーマットがサポートされていないか、または破損しています。 
	
原因: ファイル形式がサポートされていないか、オーディオ・データが破損しています。


	
処置: サポートされる形式については、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。ファイル形式がサポートされ、オーディオ・データが破損していない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 AUD-00707: 空のオーディオ・データの読取りができません 
	
原因: オーディオ・オブジェクトにデータがありません。


	
処置: オーディオ・オブジェクトにオーディオ・データを移入する方法については、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 AUD-00713: オーディオ・データの解析中に内部エラーが発生しました。 
	
原因: 解析中に内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	AUD-00714: 内部エラー 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 AUD-00721: フォーマット・プラグイン・パッケージORDPLUGINS.ORDX_string_AUDIOが見つかりません 
	
原因: ユーザー固有のフォーマット用のカスタム・オーディオ・プラグインが見つかりませんでした。


	
処置: 正しいオーディオ・フォーマットが指定されているか、また適切なカスタム・オーディオ・プラグイン・パッケージがインストールされているかどうかを確認してください。









	 AUD-00802: 索引名は、22文字以内に制限されています 
	
原因: ユーザーが指定した索引名の長さが22文字を超えています。


	
処置: この索引を削除して、22文字以下の名前を指定したCREATE INDEX文を再発行してください。









	 AUD-00803: WHERE句の処理中に内部エラーが発生しました 
	
原因: WHERE句を正しく処理できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 AUD-00806: SpeechContainsへの最初の引数は、列である必要があります 
	
原因: SpeechContainsへの最初の引数が列ではありません。これは許可されていません。


	
処置: SpeechContainsへの最初の引数がデータベース表の列であるかどうかを確認してください。









	 AUD-00807: SpeechContains: 索引タイプORDSpeechIndexの索引が必要です 
	
原因: 索引タイプORDSpeechIndexの索引が関連付けられていないSpeechContainsが使用されました。


	
処置: 索引タイプORDSpeechIndexの索引のコンテキストでSpeechContainsが使用されているかどうかを確認してください。使用例はOracle Multimediaのドキュメントを参照してください。









	 AUD-00808: ORDSpeechIndex: 内部Text索引をCREATEできません 
	
原因: 内部Text索引を作成しようとして、ORDSpeechIndexに対するCREATE INDEXが失敗しました。


	
処置: 有効なパラメータ文字列を指定したかどうかを確認してください。CREATE INDEXの有効なパラメータ文字列の説明については、SpeechIndexおよびOracle Textのドキュメントを参照してください。一貫した状態に戻すには、DROP INDEXコマンドを発行します。









	 AUD-00809: ORDSpeechIndex: 内部Text索引をALTER REBUILDできません 
	
原因: 内部Text索引を再作成しようとして、ORDSpeechIndexに対するALTER INDEX REBUILDが失敗しました。


	
処置: 有効なパラメータ文字列を指定したかどうかを確認してください。ALTER INDEX REBUILDの有効なパラメータ文字列の説明については、SpeechIndexおよびOracle Textのドキュメントを参照してください。一貫した状態に戻すには、ALTER INDEX REBUILD PARAMETERS('optimize full')コマンドを発行します。
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	 IMG-00001: Oracle Multimedia環境を初期化できません 
	
原因: イメージ処理の外部プロシージャの初期化プロセスに失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	IMG-00002: リカバリ不能なエラー。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 IMG-00003: イメージの処理中にメモリーが使い果たされました 
	
原因: Oracle Multimediaによる処理中に使用可能なJavaメモリーを使い果しました。


	
処置: JAVA_POOL_SIZE初期化パラメータの設定を増やしてください。









	 IMG-00201: サポートされていないメタデータ・タイプです 
	
原因: 要求されたメタデータ・タイプはこのイメージ・フォーマットでは読込みまたは書込みできませんでした。


	
処置: このイメージに対する適切なメタデータ・タイプの選択方法は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00202: サポートされていない文字エンコーディングです 
	
原因: このイメージ・フォーマットでは文字エンコーディングはサポートされていません。


	
処置: このイメージに対する適切な文字エンコーディングの選択方法は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00203: xmlDataが無効です 
	
原因: XMLドキュメントがNULLか、またはスキーマ妥当性がありません。


	
処置: スキーマ妥当性のある文書を入力用に作成してください。









	 IMG-00204: 入力メタデータが長すぎます 
	
原因: このイメージ・フォーマットに埋め込むにはメタデータが長すぎます。


	
処置: このメタデータを切り捨てるか、または別のイメージ・フォーマットを使用してください。









	 IMG-00205: TIFFディレクトリ・エントリを追加できません 
	
原因: このディレクトリに新しいエントリを追加できませんでした。


	
処置: 別のイメージ・フォーマットを使用してください。









	 IMG-00206: putMetadataのイメージ・フォーマットはサポートされていません 
	
原因: このイメージ・フォーマットではメタデータを書き込めませんでした。


	
処置: 別のイメージ・フォーマットを使用してください。









	 IMG-00207: 入力パラメータは無効です 
	
原因: 入力パラメータ値に無効な値が含まれています。


	
処置: 入力パラメータ値を修正してください。









	 IMG-00208: メタデータ・フォーマット解析エラー 
	
原因: パーサーが埋込みメタデータからエラーを検出しました。


	
処置: このメタデータが適切な標準に準拠しているかどうかを確認してください。









	 IMG-00209: メタデータの解析中にエラーが発生しました 
	
原因: メタデータの解析中に内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 IMG-00210: 空のイメージからメタデータを取得できません 
	
原因: 入力イメージにデータがありません。


	
処置: イメージ・データのイメージ・オブジェクトへの移入方法については、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00211: metadataTypeの値"string"が無効です 
	
原因: metadataTypeのパラメータ値がNULLか、または無効でした。


	
処置: metadataTypeのパラメータ値を修正してください。









	 IMG-00212: エンコーディングの値"string"が無効です 
	
原因: エンコーディングのパラメータ値がNULLか、または無効でした。


	
処置: エンコーディングのパラメータ値を修正してください。









	 IMG-00213: xmlDataに<RDF>要素が含まれていません。 
	
原因: XML文書に<xmpMetadata>の子として<RDF>要素が含まれていません。


	
処置: <RDF>要素を持ちスキーマ妥当性のある文書を作成してください。









	 IMG-00502: 位取りの値が無効です。 
	
原因: イメージ処理関数のパラメータ解析中に無効な位取りの値が検出されました。


	
処置: 正しい使用方法およびイメージ処理コマンド文字列の構文の詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00505: CUT四角形を指定する値の数が足りません 
	
原因: 四角形の指定に、不正な値が使用されました。


	
処置: 左下および右上の頂点に、4つの整数値を正しく使用してください。









	 IMG-00506: CUT四角形を指定する値の数が余分にあります 
	
原因: 四角形の指定に、不正な値が使用されました。


	
処置: 左下および右上の頂点に、4つの整数値を正しく使用してください。









	IMG-00510: string 
	
原因: イメージ処理関数のパラメータ解析中に構文エラーが検出されました。


	
処置: 正しい使用方法およびイメージ処理コマンド文字列の構文の詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	IMG-00511: string 
	
原因: イメージ・データへのアクセス中にエラーが検出されました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 IMG-00512: 適合しないスケール変更パラメータが複数見つかりました。 
	
原因: イメージ処理コマンド文字列に、適合しないスケール変更パラメータが複数見つかりました。処理コマンド文字列で一緒に使用できるXSCALEおよびYSCALEを除き、スケール関数は相互に排他的であり、結合できません。


	
処置: スケール関数を削除して1つのみにしてください(XSCALEおよびYSCALEの場合は2つ)。









	 IMG-00513: スケール変更操作で値が欠落しています。 
	
原因: イメージ・ディメンションの指定に、不正な値を使用しています。FixedScaleおよびMaxScaleの場合、要求されたイメージのXおよびYディメンションに2つの整数値が必要です。


	
処置: FixedScaleおよびMaxScaleに2つの値を使用してください。









	 IMG-00514: スケール変更操作で余分な値があります。 
	
原因: イメージ・ディメンションの指定に、不正な値を使用しています。FixedScaleおよびMaxScaleの場合、要求されたイメージのXおよびYディメンションに2つの整数値が必要です。


	
処置: FixedScaleおよびMaxScaleに2つの値を使用してください。









	 IMG-00515: 入力チャネル数が正しくありません。 
	
原因: 入力チャネルの指定に、不正な値を使用しています。入力チャネルには、灰色または赤、緑および青のチャネル割当てに対して、1つまたは3つのチャネル番号が必要です。


	
処置: 1つまたは3つの値を使用して、入力チャネルを指定してください。









	 IMG-00516: デフォルトのチャネルが範囲外です。 
	
原因: デフォルトのチャネル選択の指定に、不正な値を使用しています。


	
処置: バンド数以下で0(ゼロ)を超えるチャネル数を使用してください。









	 IMG-00517: パラメータ文字列に高さまたは幅が指定されていません。 
	
原因: setPropertiesパラメータ文字列に高さまたは幅が指定されていません。


	
処置: 高さおよび幅を指定してください。









	 IMG-00518: 高さまたは幅の値が無効です。 
	
原因: 高さおよび幅が正の整数ではありません。


	
処置: 高さおよび幅を正の整数で指定してください。









	 IMG-00519: パラメータの組合せが無効です。 
	
原因: CCITTG3またはCCITTG4がcompressionFormatとして使用されている場合は、setPropertiesパラメータ文字列に、高さ、幅、dataOffsetおよびuserString以外のパラメータを指定できません。


	
処置: compressionFormatがCCITTG3またはCCITTG4のいずれかである場合は、高さおよび幅のみを指定してください。dataOffsetおよびuserStringもオプションで指定できます。









	 IMG-00520: numberOfBandsの値が無効です。 
	
原因: numberOfBandsが正の整数ではありません。


	
処置: numberOfBandsを正の整数で指定してください。









	 IMG-00521: dataOffsetの値が無効です。 
	
原因: dataOffsetが正の整数ではありません。


	
処置: dataOffsetを正の整数で指定してください。









	 IMG-00522: パラメータ値のフォーマットが無効です 
	
原因: パラメータ値に整数ではなく、浮動小数点値が指定されています。または、数値ではなく、文字が指定されています。


	
処置: パラメータに適切な型の値を指定してください。









	 IMG-00523: 処理動詞が無効です 
	
原因: Oracle Multimediaが認識しない処理動詞が指定されました。


	
処置: 有効な処理動詞については、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	IMG-00524: 引用符が一致しません 
	
原因: 処理コマンド文字列で使用された引用符が一致しません。


	
処置: 引用符が対になっているかどうかを確認してください。









	IMG-00525: ロケール・エラーが発生しました 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 IMG-00526: 外部イメージの説明を解析中にエラーが発生しました 
	
原因: 外部イメージの処理中に内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 IMG-00527: 無効なdeletePagesが指定されました 
	
原因: deletePagesパラメータに指定された値が有効ではありません。


	
処置: deletePagesパラメータの有効な値の詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00528: 無効なmovePagesが指定されました 
	
原因: movePagesパラメータに指定された値が有効ではありません。


	
処置: movePagesパラメータの有効な値の詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00529: TIFFページ操作の組合せが無効です 
	
原因: 指定されたTIFFページ操作が無効です。


	
処置: TIFFページ操作の有効な値の詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00530: コマンドの解析中にエラーが発生しました。 
	
原因: イメージ処理関数または外部イメージsetProperties関数に渡されたコマンドの解析中に、内部エラーが発生しました。


	
処置: 使用しているコマンドが正しい場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 IMG-00531: イメージ処理コマンドが空またはNULLです。 
	
原因: 空またはNULLのイメージ処理コマンドが、イメージ処理関数に渡されました。


	
処置: 正しい使用方法およびイメージ処理コマンド文字列の構文の詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00540: contentFormatとインタリーブが矛盾します 
	
原因: contentFormatおよびインタリーブ動詞の両方を使用して、インタリーブ値が指定されました。


	
処置: contentFormatまたはインターリーブ動詞のいずれか一方を使用して、インターリーブ値を指定してください。









	 IMG-00541: 無効なcontentFormatが指定されました 
	
原因: 指定されたcontentFormatは無効です。


	
処置: 有効なcontentFormatの指定については、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00542: contentFormatに無効な余分の情報が含まれています 
	
原因: 指定されたcontentFormatのパラメータ文字列の終わりに、無効な文字が含まれています。


	
処置: 有効なcontentFormatの指定については、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00543: 無効なcompressionFormatが指定されました 
	
原因: 指定されたcompressionFormatは無効です。


	
処置: 有効なcompressionFormatの指定については、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00544: 無効なcompressionQualityが指定されました 
	
原因: 指定されたcompressionQualityは無効です。


	
処置: 有効なcompressionQualityの指定については、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00545: 無効なcut値が指定されました 
	
原因: cut処理のパラメータ解析中に無効な値が検出されました。


	
処置: 正しい使用方法およびイメージ処理コマンド文字列の構文の詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00546: 無効なページ番号が指定されました 
	
原因: 無効なページ番号が指定されました。


	
処置: 負でないページ番号を指定してください。









	 IMG-00547: 無効なchannelOrderが指定されました 
	
原因: 指定されたchannelOrderは無効です。


	
処置: 有効なchannelOrderの指定については、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00548: 無効なインタリーブが指定されました 
	
原因: 指定されたインターリーブは無効です。


	
処置: 有効なインターリーブの指定については、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00549: 無効なpixelOrderが指定されました 
	
原因: 指定されたpixelOrderは無効です。


	
処置: 有効なpixelOrderの指定については、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00550: 無効なscanlineOrderが指定されました 
	
原因: 指定されたscanlineOrderは無効です。


	
処置: 有効なscanlineOrderの指定については、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00551: 無効な量子化メソッドが指定されました 
	
原因: 指定された量子化メソッドは無効です。


	
処置: 有効な量子化メソッドの指定については、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00552: 無効なinputChannelが指定されました 
	
原因: inputChannels動詞に無効な値が指定されました。


	
処置: 正しい使用方法およびイメージ処理コマンド文字列の構文の詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00553: 回転値が無効です 
	
原因: イメージ回転に無効な値が指定されました。回転値は浮動小数点数である必要があります。


	
処置: 有効な回転値を指定して、誤りのある文を修正してください。









	 IMG-00554: 回転操作に超過した値があります 
	
原因: イメージ回転の指定に複数の引数が使用されました。回転操作で受け入れられるのは、単一の値のみです。


	
処置: 回転操作に単一の値を指定してください。









	 IMG-00555: ガンマ訂正の値が無効です 
	
原因: ガンマ訂正に無効な値が指定されました。ガンマの値は正数である必要があります。


	
処置: 正のガンマ値を指定して、誤りのある文を修正してください。









	 IMG-00556: ガンマ値の数値が正しくありません 
	
原因: ガンマ訂正の指定に使用された値の数が正しくありません。ガンマ訂正には、1つまたは3つのガンマ値が必要です。


	
処置: 1つまたは3つの値でガンマ訂正を指定してください。









	 IMG-00557: コントラスト増加の値が正しくありません 
	
原因: コントラストの強調の指定に無効な値が使用されました。


	
処置: パーセントを使用してコントラストの強調を指定するには、0から100の値を指定してください。範囲を使用してコントラストの強調を指定するには、0(ゼロ)より大きい値を指定してください。









	 IMG-00558: コントラスト値の数値が正しくありません 
	
原因: コントラストの強調の指定に使用された値の数が正しくありません。コントラストの強調には、1、2、3または6つのコントラスト値が必要です。


	
処置: パーセントを使用してコントラストの強調を指定するには、1つまたは3つの値を指定してください。コントラストの範囲を使用してコントラストの強調を指定するには、2つまたは6つの値を指定してください。









	 IMG-00559: フレーム番号が無効です 
	
原因: DICOMイメージのフレームの指定に、不正な数値を使用しています。数値は0より大きくDICOMイメージのフレームの合計数未満である必要があります。


	
処置: 0より大きくDICOMイメージのフレームの合計数未満の数値を指定してください。









	 IMG-00560: 入力フォーマットではページ選択をサポートしません 
	
原因: ページ選択をサポートしない入力形式にページ動詞が指定されました。


	
処置: ページ選択をサポートするイメージ・フォーマットについては、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00561: 入力フォーマットではチャネル選択をサポートしません 
	
原因: チャネル選択をサポートしない入力形式にinputChannels動詞が指定されました。


	
処置: 入力チャネル選択をサポートするイメージ・フォーマットについては、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00577: 量子化引数が無効です 
	
原因: 引数を受け入れる量子化値が指定されましたが、指定された引数は無効です。


	
処置: 量子化値に負ではない有効な引数を指定してください。









	 IMG-00578: 量子化引数が欠落しています 
	
原因: 引数を必要とする量子化値が指定されましたが、引数が指定されていません。


	
処置: 量子化値に引数を指定してください。









	 IMG-00579: 余分な量子化引数があります 
	
原因: 量子化値に余分な引数が指定されました。引数を受け入れない量子化値と、単一の引数を受け入れる量子化値があります。


	
処置: 引数を受け入れる量子化値にのみ引数を指定してください。









	 IMG-00580: 指定したフォーマットでは出力をサポートしません 
	
原因: ファイル・フォーマットで指定された出力フォーマットで出力をサポートします。


	
処置: 出力をサポートする形式については、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00581: 出力フォーマットでは指定したcontentFormatをサポートしません 
	
原因: 明示的または暗黙的に指定された出力形式では、指定したcontentFormatをサポートしません。


	
処置: 各出力形式でサポートされるcontentFormat値については、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00582: 出力フォーマットでは指定したインタリーブをサポートしません 
	
原因: 明示的または暗黙的に指定された出力形式では、指定したインタリーブをサポートしません。


	
処置: 各出力形式でサポートされるインタリーブ値については、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00583: 出力フォーマットでは指定したcompressionFormatをサポートしません 
	
原因: 明示的または暗黙的に指定された出力形式では、指定したcompressionFormatをサポートしません。


	
処置: 各出力形式でサポートされるcompressionFormat値については、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00584: 出力フォーマットでは指定したcompressionQualityをサポートしません 
	
原因: 明示的または暗黙的に指定された出力形式では、指定したcompressionQualityをサポートしません。


	
処置: 各出力形式でサポートされるcompressionQuality値については、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00585: 出力フォーマットでは指定したchannelOrderをサポートしません 
	
原因: 明示的または暗黙的に指定された出力形式では、指定したchannelOrderをサポートしません。


	
処置: 各出力形式でサポートされるchannelOrder値については、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00586: 出力フォーマットでは指定したpixelOrderをサポートしません 
	
原因: 明示的または暗黙的に指定された出力形式では、指定したpixelOrderをサポートしません。


	
処置: 各出力形式でサポートされるpixelOrder値については、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00587: 出力フォーマットでは指定したscanlineOrderをサポートしません 
	
原因: 明示的または暗黙的に指定された出力形式では、指定したscanlineOrderをサポートしません。


	
処置: 各出力形式でサポートされるscanlineOrder値については、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	IMG-00599: 内部エラー 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 IMG-00601: イメージのコピー中にメモリー不足になりました 
	
原因: イメージのコピー中に、オペレーティング・システムのプロセス・メモリーを使い果しました。


	
処置: データベース管理者(DBA)またはオペレーティング・システム管理者に依頼して、プロセスのメモリー割当てを増やしてください。









	 IMG-00602: イメージ・データにアクセスできません。 
	
原因: イメージ・データの読込みまたは書込み中にエラーが発生しました。


	
処置: ソース・イメージからの読取りが可能かどうか、および宛先への書込みが可能かどうかを確認してください。









	 IMG-00603: ソースのイメージ・データにアクセスできません。 
	
原因: ソース・イメージのSOURCE属性が無効です。


	
処置: ソース・イメージのSOURCE属性がイメージ・データで構成されているかを確認してください。









	 IMG-00604: 宛先のイメージ・データにアクセスできません。 
	
原因: 宛先イメージのSOURCE属性が無効です。


	
処置: 宛先イメージのSOURCE属性がイメージ・データで構成されているかを確認してください。









	 IMG-00606: イメージ・データにアクセスできません。 
	
原因: 無効なイメージにアクセスしようとしました。


	
処置: イメージのSOURCE属性がイメージ・データで構成されているかを確認してください。









	 IMG-00607: 宛先イメージへの書込みができません。 
	
原因: 宛先イメージのSOURCE属性が無効です。


	
処置: 宛先イメージのSOURCE属性が正しく初期化され、表領域が十分にあることを確認してください。









	 IMG-00609: BFILEに格納されているイメージの読取りができません。 
	
原因: BFILEに格納されているイメージをオープンして読込みできません。


	
処置: イメージ・ファイルおよびイメージ・ファイルがあるディレクトリのアクセス権限で、読込みアクセスが許可されているかどうかを確認してください。









	 IMG-00611: 読取り用のBLOBにアクセスできません 
	
原因: BLOBを開いて読み取ることができませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 IMG-00612: エクスポート先のファイルをオープンできません 
	
原因: このファイルは作成できないか、またはオープンできませんでした。


	
処置: このファイルが既存のディレクトリを参照していないかどうかを確認してください。このファイルが別のアプリケーションによってロックされていないかどうかを確認してください。









	 IMG-00613: エクスポート先でのアクセスが拒否されました 
	
原因: 宛先ファイルに対する書込み権限が拒否されました。


	
処置: export()メソッドに関する権限の付与方法の詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00614: エクスポート中にI/Oエラーが発生しました 
	
原因: I/Oエラーのため、エクスポート操作に失敗しました。


	
処置: OSのログを確認し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 IMG-00701: 空のイメージのプロパティは設定できません 
	
原因: イメージ・オブジェクトにデータがありません。


	
処置: イメージ・データのイメージ・オブジェクトへの移入方法については、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00702: イメージ処理環境を初期化できません 
	
原因: イメージ処理の外部プロシージャの初期化プロセスに失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 IMG-00703: イメージ・データの読取りができません。 
	
原因: イメージ・オブジェクトにイメージ・データがありません。


	
処置: イメージ・データのイメージ・オブジェクトへの移入方法については、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00704: イメージ・データの読取りができません。 
	
原因: イメージ・オブジェクトにイメージ・データがありません。


	
処置: イメージ・データのイメージ・オブジェクトへの移入方法については、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00705: 入力フォーマットがサポートされていないか、または破損しています。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 IMG-00706: 出力フォーマットがサポートされていないか、または破損しています。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 IMG-00707: イメージ・データにアクセスできません。 
	
原因: イメージ・データの読込みまたは書込み中にエラーが発生しました。


	
処置: システム管理者に連絡してください。









	 IMG-00710: 宛先イメージへの書込みができません。 
	
原因: 宛先イメージが無効です。


	
処置: 宛先イメージのSOURCE属性が正しく初期化され、表領域が十分にあることを確認してください。









	 IMG-00711: 宛先イメージのプロパティを設定できません。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 IMG-00712: 宛先イメージへの書込みができません。 
	
原因: 宛先イメージが無効です。


	
処置: 宛先イメージを含む行がロックされていることを確認してください(一時BLOBには適用されません)。









	 IMG-00713: ビデオ・データの解析中に内部エラーが発生しました。 
	
原因: サポートされていない形式にイメージを変換しようとしています。


	
処置: サポートされる形式については、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	IMG-00714: 内部エラー 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 IMG-00715: BFILEに格納されているイメージをオープンできません。 
	
原因: BFILEに格納されているイメージをオープンして読込みできません。


	
処置: イメージ・ファイルおよびイメージ・ファイルがあるディレクトリのアクセス権限で、読込みアクセスが許可されているかどうかを確認してください。









	 IMG-00716: ソースのイメージ・フォーマットはプロセス・オプションをサポートしません。 
	
原因: ソースのイメージ形式でサポートされていないプロセス・オプションを適用するように要求されました。


	
処置: サポートされているプロセス・オプションの詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00717: 宛先のイメージ・フォーマットはプロセス・オプションをサポートしません。 
	
原因: 宛先のイメージ形式でサポートされていないプロセス・オプションを適用するように要求されました。


	
処置: サポートされているプロセス・オプションの詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00718: 同じ一時LOBをソースと宛先両方に使用することはできません。 
	
原因: ソースと宛先の両方に同じ一時LOBが指定されて、processCopyがコールされました。


	
処置: パラメータdestに異なるLOBを指定してください。









	 IMG-00719: イメージ処理の内部エラーが発生しました 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 IMG-00720: イメージ処理の内部エラーが発生しました 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 IMG-00721: ソース・プラグイン・パッケージORDPLUGINS.ORDX_string_SOURCEが見つかりません 
	
原因: ユーザー固有のソース・タイプ用のカスタム・ソース・プラグインが見つかりませんでした。


	
処置: 正しいソース・タイプが指定されているかどうか、または適切なカスタム・ソース・プラグイン・パッケージがインストールされているかどうかを確認してください。









	 IMG-00722: 出力DicomイメージのbitsAllocated、bitsStoredまたはhighBitの値が正しくありません 
	
原因: 出力DICOMイメージのbitsAllocated、bitsStoredまたはhighBitの値が正しくありません。


	
処置: 出力DICOMイメージのbitsAllocated、bitsStoredまたはhighBitの値が正しいことを確認してください。









	 IMG-00723: SHARPEN操作で値が欠落しています 
	
原因: SHARPENパラメータの指定に、不正な値が使用されました。


	
処置: カーネル・タイプの指定に1つの整数値を使用し、ゲイン係数の指定に1つのfloat値を使用してください。









	 IMG-00724: SHARPEN操作に余分な値があります 
	
原因: SHARPENパラメータの指定に、不正な値が使用されました。


	
処置: カーネル・タイプの指定に1つの整数値を使用し、ゲイン係数の指定に1つのfloat値を使用してください。









	 IMG-00725: 出力イメージは空になります 
	
原因: 処理中のコマンドの出力イメージが空になりました。


	
処置: 空の出力イメージが出力されないようにしてください。









	 IMG-00726: AVIフレームレートの値が無効です 
	
原因: AVIフレームレート・パラメータの指定に無効な値が使用されました。


	
処置: AVIフレームレート・パラメータの指定には浮動小数点値を使用してください。









	 IMG-00727: AVIフレームタイムの値が無効です 
	
原因: AVIフレームタイム・パラメータの指定に無効な値が使用されました。


	
処置: AVIフレームタイム・パラメータの指定には浮動小数点値を使用してください。









	 IMG-00728: 適合しないAVIフレーム・パラメータが複数見つかりました 
	
原因: 適合しないAVIフレーム・パラメータが複数見つかりました。


	
処置: AVIフレーム・パラメータは1つのみ使用してください。









	 IMG-00729: 出力フォーマットでは指定したフレーム・パラメータをサポートしません 
	
原因: 明示的または暗黙的に指定された出力形式では、指定したフレーム・パラメータをサポートしません。


	
処置: AVIは処理コマンド文字列の出力フォーマットとして指定してください。









	 IMG-00730: 空のイメージを処理できません 
	
原因: 入力したイメージ・オブジェクトにデータがありません。


	
処置: イメージ・データのイメージ・オブジェクトへの移入方法については、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00731: 指定したページが入力イメージにありません 
	
原因: 指定したページが入力イメージにありません。


	
処置: 入力イメージ・オブジェクトに存在するページをページ・パラメータに指定してください。









	 IMG-00732: 指定したinputChannelが入力イメージにありません 
	
原因: 指定したinputChannelパラメータが入力イメージにありません。


	
処置: 入力イメージ・オブジェクトに存在するチャネルをinputChannelsパラメータに指定してください。









	 IMG-00733: 水位標プロパティの設定が無効です 
	
原因: 指定された水位標プロパティの設定はOracle Multimediaでサポートされていません。


	
処置: 有効な水位標プロパティの設定については、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00734: deflateLevelの値が無効です 
	
原因: deflateLevelパラメータに指定された値は、Oracle Multimediaでサポートされていません。


	
処置: deflateLevelパラメータの有効な値については、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00735: transparencyFillColorの値が正しくありません 
	
原因: transparencyFillColorパラメータに指定された値は、Oracle Multimediaでサポートされていません。


	
処置: transparencyFillColorパラメータの有効な値については、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00800: 属性文字列の解析中に内部エラーが発生しました 
	
原因: 属性の重み付けを含む属性文字列の解析中に内部エラーが発生しました。


	
処置: 使用しているコマンドが正しい場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 IMG-00801: 高さおよび幅を抽出できません 
	
原因: イメージ・オブジェクトの高さおよび幅が設定されていません。


	
処置: setPropertiesをコールして、イメージ・オブジェクトのプロパティを設定した後、署名を生成してください。









	 IMG-00802: 属性文字列が空またはNULLです 
	
原因: 空またはNULLの属性文字列がイメージ一致演算子に渡されました。


	
処置: 正しい使用方法および属性文字列の構文は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00803: 無効な属性値 
	
原因: イメージ一致演算子の属性文字列の解析中に無効な値が検出されました。


	
処置: 正しい使用方法および属性文字列の構文は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。重みは0.0から1.0の間で指定してください。









	 IMG-00804: 属性文字列の構文エラー 
	
原因: イメージ一致演算子の属性文字列の解析中に構文エラーが検出されました。


	
処置: 正しい使用方法および属性文字列の構文は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00805: SIGNATUREデータが破損しているかまたは無効です 
	
原因: 署名のデータが有効な署名ではありません。


	
処置: generateSignatureメソッドを使用して署名を再作成してください。









	 IMG-00806: 無効な入力イメージ 
	
原因: イメージ・データが破損しているか、サポートされていない形式です。


	
処置: イメージ・オブジェクトを再移入し、イメージのプロパティを設定した後、署名を生成してください。









	 IMG-00807: weight文字列に重みが指定されていません 
	
原因: 渡された重みがすべて0(ゼロ)です。1つ以上の属性に重みを指定する必要があります。


	
処置: 1つ以上の属性に0(ゼロ)以外の重みを指定してください。









	 IMG-00808: 空のイメージは読み込むことができません 
	
原因: イメージ・オブジェクトにデータがありません。


	
処置: イメージ・オブジェクトにイメージ・データを移入する方法については、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00809: IMGSimilarの使用方法が不適切です 
	
原因: IMGSimilarの使用中に構文エラーが発生しました。


	
処置: IMGSimilar演算子の使用方法については、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。IMGSimilarによって戻された値が1の値と比較されているかどうかを確認してください。









	 IMG-00810: 境界キューの初期化に失敗しました 
	
原因: 境界キューの初期化中に、オペレーティング・システムのプロセス・メモリーを使い果しました。


	
処置: データベース管理者(DBA)またはオペレーティング・システム管理者に依頼して、プロセスのメモリー割当てを増やしてください。









	 IMG-00811: 障害キューの初期化に失敗しました 
	
原因: 障害キューの初期化中に、オペレーティング・システムのプロセス・メモリーを使い果しました。


	
処置: データベース管理者(DBA)またはオペレーティング・システム管理者に依頼して、プロセスのメモリー割当てを増やしてください。









	 IMG-00812: マージ領域キューの初期化に失敗しました 
	
原因: マージ領域キューの初期化中に、オペレーティング・システムのプロセス・メモリーを使い果しました。


	
処置: データベース管理者(DBA)またはオペレーティング・システム管理者に依頼して、プロセスのメモリー割当てを増やしてください。









	 IMG-00813: 境界キューの解除に失敗しました 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにエラー番号を連絡してください。









	 IMG-00814: 障害キューの解放に失敗しました 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにエラー番号を連絡してください。









	 IMG-00815: マージ領域キューの解放に失敗しました 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにエラー番号を連絡してください。









	 IMG-00820: 領域0キューの消去に失敗しました 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにエラー番号を連絡してください。









	 IMG-00821: 領域Nキューの消去に失敗しました 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにエラー番号を連絡してください。









	 IMG-00822: 領域キューのリセットに失敗しました 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにエラー番号を連絡してください。









	 IMG-00823: 境界キューのポップに失敗しました 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにエラー番号を連絡してください。









	 IMG-00824: 障害キューのポップに失敗しました 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにエラー番号を連絡してください。









	 IMG-00825: マージ領域キューのポップに失敗しました 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにエラー番号を連絡してください。









	 IMG-00830: 境界キューが一杯です 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに、エラー番号とこの問題の原因であるイメージを連絡してください。









	 IMG-00831: 境界キューのサイズが予期したサイズを超えています 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに、エラー番号とこの問題の原因であるイメージを連絡してください。









	 IMG-00832: 障害キューがNULLです 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに、エラー番号とこの問題の原因であるイメージを連絡してください。









	 IMG-00833: 境界キューのサイズが予期したサイズを超えています 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに、エラー番号とこの問題の原因であるイメージを連絡してください。









	 IMG-00834: マージ領域キューが一杯です 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに、エラー番号とこの問題の原因であるイメージを連絡してください。









	 IMG-00835: マージ領域キューのサイズが予期したサイズを超えています 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに、エラー番号とこの問題の原因であるイメージを連絡してください。









	 IMG-00836: 領域キューのマージに失敗しました 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに、エラー番号とこの問題の原因であるイメージを連絡してください。









	 IMG-00840: イメージ構造の割当てに失敗しました 
	
原因: イメージ構造の初期化中に、オペレーティング・システムのプロセス・メモリーを使い果しました。


	
処置: データベース管理者(DBA)またはオペレーティング・システム管理者に依頼して、プロセスのメモリー割当てを増やしてください。









	 IMG-00841: イメージ・データの割当てに失敗しました 
	
原因: イメージ・データの初期化中に、オペレーティング・システムのプロセス・メモリーを使い果しました。


	
処置: データベース管理者(DBA)またはオペレーティング・システム管理者に依頼して、プロセスのメモリー割当てを増やしてください。









	 IMG-00842: イメージ索引の割当てに失敗しました 
	
原因: イメージ索引の初期化中に、オペレーティング・システムのプロセス・メモリーを使い果しました。


	
処置: データベース管理者(DBA)またはオペレーティング・システム管理者に依頼して、プロセスのメモリー割当てを増やしてください。









	 IMG-00843: 内部イメージ構造の割当てに失敗しました 
	
原因: 内部イメージ構造の初期化中に、オペレーティング・システムのプロセス・メモリーを使い果しました。


	
処置: データベース管理者(DBA)またはオペレーティング・システム管理者に依頼して、プロセスのメモリー割当てを増やしてください。









	 IMG-00844: 内部イメージ・データの割当てに失敗しました 
	
原因: 内部イメージ・データの初期化中に、オペレーティング・システムのプロセス・メモリーを使い果しました。


	
処置: データベース管理者(DBA)またはオペレーティング・システム管理者に依頼して、プロセスのメモリー割当てを増やしてください。









	 IMG-00845: 内部イメージ索引の割当てに失敗しました 
	
原因: 内部イメージ索引の初期化中に、オペレーティング・システムのプロセス・メモリーを使い果しました。


	
処置: データベース管理者(DBA)またはオペレーティング・システム管理者に依頼して、プロセスのメモリー割当てを増やしてください。









	 IMG-00846: 隣接行列の割当てに失敗しました 
	
原因: 隣接マトリクスの初期化中に、オペレーティング・システムのプロセス・メモリーを使い果しました。


	
処置: データベース管理者(DBA)またはオペレーティング・システム管理者に依頼して、プロセスのメモリー割当てを増やしてください。









	 IMG-00847: 領域リストの割当てに失敗しました 
	
原因: 領域リストの初期化中に、オペレーティング・システムのプロセス・メモリーを使い果しました。


	
処置: データベース管理者(DBA)またはオペレーティング・システム管理者に依頼して、プロセスのメモリー割当てを増やしてください。









	 IMG-00850: イメージ構造の解放に失敗しました 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにエラー番号を連絡してください。









	 IMG-00851: イメージ・データの解放に失敗しました 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにエラー番号を連絡してください。









	 IMG-00852: イメージ索引の解放に失敗しました 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにエラー番号を連絡してください。









	 IMG-00853: 内部イメージ構造の解放に失敗しました 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにエラー番号を連絡してください。









	 IMG-00854: 内部イメージ・データの解放に失敗しました 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにエラー番号を連絡してください。









	 IMG-00855: 内部イメージ索引の解放に失敗しました 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにエラー番号を連絡してください。









	 IMG-00856: 隣接行列の解放に失敗しました 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにエラー番号を連絡してください。









	 IMG-00857: 領域リストの解放に失敗しました 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにエラー番号を連絡してください。









	 IMG-00860: アサートに失敗しました。リージョンの数が割当てを超えています 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに、エラー番号とこの問題の原因であるイメージを連絡してください。









	 IMG-00861: アサートに失敗しました。領域マージ処理に矛盾があります 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに、エラー番号とこの問題の原因であるイメージを連絡してください。









	 IMG-00862: アサートに失敗しました。マージ領域ラベルに矛盾があります 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに、エラー番号とこの問題の原因であるイメージを連絡してください。









	 IMG-00870: サポートされないアスペクト比率またはイメージ・サイズ 
	
原因: サポートされているサイズより小さいイメージに対して、署名生成が試行されました。


	
処置: イメージの高さと幅が大きくなるように拡大してみてください。それぞれ21ピクセルよりも大きなサイズをお薦めします。引き続き署名を生成できない場合は、Oracleサポート・サービスに、エラー番号とこの問題の原因であるイメージを連絡してください。









	 IMG-00871: 予期しないシード数 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに、エラー番号とこの問題の原因であるイメージを連絡してください。









	 IMG-00872: サポートされないイメージ・モデル 
	
原因: Oracle Multimediaがサポートできないイメージ・モデルを持つイメージに対して、署名生成が試行されました。


	
処置: イメージを縮小してみてください。引き続き署名を生成できない場合は、Oracleサポート・サービスに、エラー番号とこの問題の原因であるイメージを連絡してください。









	 IMG-00899: 署名が生成できません 
	
原因: generateSignatureは署名を生成できませんでした。


	
処置: 入力イメージの形式がOracle Multimediaにサポートされているかどうかを確認してください。









	 IMG-00901: VIR署名バージョンが一致しません 
	
原因: 比較する2つの署名のバージョンが異なります。


	
処置: 同じプラットフォームの署名を計算しなおし、署名の比較を再試行してください。









	 IMG-00902: VIR署名の解放に失敗しました 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 IMG-00910: 基本データ構造の割当てに失敗しました 
	
原因: イメージのコピー中に、オペレーティング・システムのプロセス・メモリーを使い果しました。


	
処置: データベース管理者(DBA)またはオペレーティング・システム管理者に依頼して、プロセスのメモリー割当てを増やしてください。









	 IMG-00911: 基本データ構造の解放に失敗しました 
	
原因: イメージのコピー中に、オペレーティング・システムのプロセス・メモリーを使い果しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 IMG-00921: しきい値が範囲外です 
	
原因: しきい値が、0から100の間ではありません。


	
処置: 0から100の間のしきい値を使用し、問合せを再試行してください。









	 IMG-00922: 位置が機能なしで指定されました 
	
原因: 場所のみが指定されました。


	
処置: 1つ以上の別のパラメータ(色、テクスチャまたは形)を場所とともに指定してください。詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00923: 署名が空です 
	
原因: 署名が生成されていません。


	
処置: generateSignatureメソッドをコールして、イメージの署名を生成してください。









	 IMG-00924: CREATE INDEX中のパラメータの指定が正しくありません 
	
原因: 綴りに誤りがあるか、パラメータの指定が重複しているか、またはORDIMAGEINDEX型の索引作成時のパラメータ指定が正しくありません。


	
処置: CREATE INDEXパラメータの正しい指定については、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-00925: ORDImageSignatureオブジェクトへの書込みができません 
	
原因: 署名オブジェクトが無効なため、書込み操作に失敗しました。通常、この問題は、初期化されていないORDImageSignatureオブジェクトに対してgenerateSignatureメソッドを起動しようとしたことが原因です。


	
処置: ORDImageSignatureオブジェクトが初期化されて表に挿入されていることを確認してください。署名オブジェクトを含む行がロックされていることも確認します。(以前の2つのアクションは、一時BLOBを使用して作成された署名オブジェクトに適用されません)。署名を含める十分な表領域があることを確認します。









	 IMG-00926: CREATE INDEXで指定された表領域が無効です 
	
原因: CREATE INDEX操作のパラメータ文字列に指定された表領域が存在していないか、現在のユーザーにその表領域に対する十分な権限がありません。


	
処置: この表領域を作成して現在のユーザーにその表領域への適切な権限を付与するか、異なる表領域を選択してください。









	 IMG-01000: サポートされていないオプション文字列です 
	
原因: 無効なオプション文字列で関数が呼び出されました。


	
処置: 正しいオプション文字列がPL/SQLファンクションに渡されたことを確認してください。詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-01001: DICOMオブジェクトではありません 
	
原因: 入力は有効なDICOMスタンドアロン・オブジェクトではありませんでした。


	
処置: DICOM標準に準拠したオブジェクトを使用してください。詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-01002: サポートされていないDICOMバージョンです 
	
原因: オブジェクト・ヘッダーが解析できませんでした。オブジェクト・ヘッダーがDICOM標準のリリース2003に準拠していない可能性があります。


	
処置: DICOM標準のリリース2003に準拠したオブジェクトを使用してください。詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-01003: サポートされていないDICOMオブジェクト・タイプです 
	
原因: DICOMオブジェクトのカテゴリはOracle Multimediaでサポートされていません。


	
処置: Oracle MultimediaでサポートされているDICOMイメージを使用してください。DICOM標準のリリース2003に準拠したオブジェクトを使用してください。詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-01004: 入力DICOMオブジェクトはイメージではありません 
	
原因: このDICOMオブジェクトはDICOMイメージではありません。構造化レポートなどのDICOMオブジェクト・タイプはこのファンクションでは許可されていません。


	
処置: このファンクションはDICOMイメージとともに起動してください。詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-01005: サポートされていないDICOMの変換構文です 
	
原因: DICOMオブジェクトのバイナリ・エンコーディングを記述する、DICOMオブジェクトの変換構文がOracle Multimediaでサポートされていないために、操作が失敗しました。


	
処置: Oracle Multimediaでサポートされている変換構文でDICOMオブジェクトを使用してください。詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-01006: DICOMオブジェクトを解析できません 
	
原因: Oracle MultimediaでDICOMオブジェクトが解析できませんでした。フォーマットが不正か、またはオブジェクトが破損している可能性があります。


	
処置: DICOMオブジェクトが破損していないかどうかを確認してください。DICOMオブジェクトが有効な場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 IMG-02001: 2FF01 - イメージ・フォーマットが正しくありません 
	
原因: SQL/MM Still Image例外がありました。提供されたイメージBLOBのフォーマットがイメージ・フォーマットと一致しないか、またはイメージ・フォーマットがサポートされていません。


	
処置: サポートされているイメージ・フォーマットの場合は、イメージと同じフォーマットの入力BLOBを指定してください。サポートされていないイメージ・フォーマットの場合、このメソッドはサポートされません。詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-02002: 2FF02 - 平均色彩機能の指定が正しくありません 
	
原因: SQL/MM Still Image例外がありました。指定した平均色彩値が有効なSI_Color値ではありません。


	
処置: NULL以外で、有効なSI_Color値が含まれる平均色彩値を指定してください。SI_Color属性値は、0から255の整数である必要があります。有効なSI_Colorオブジェクトの構成の詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-02003: 2FF03 - 色ヒストグラム機能の指定が正しくありません 
	
原因: SQL/MM Still Image例外がありました。この例外の原因は、次のいずれかです。
- 指定した色彩の値がNULLまたは無効である。

- 指定した度数の値がNULLまたは無効である。

- 入力した色彩および度数の配列がサイズと等しくない。

- SI_ColorList配列属性が最大サイズに達した。




	
処置: 例外の原因に応じて、次の条件を満たしていることを確認してください。
- 色彩および度数の値がNULLでない。

- SI_Color属性値が0から255の整数である。

- 度数の値が0から100の倍精度数である。

- 色彩配列と度数配列が同じサイズで、配列のサイズが、SI_INFORMTN_SCHEMA内のSI_VALUESビューに示されるSI_MaxHistogramLength値未満である。SI_ColorHistogramオブジェクトの構成に関する詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。











	 IMG-02004: 2FF04 - 機能リストの指定が正しくありません 
	
原因: SQL/MM Still Image例外がありました。指定した機能の値が無効であるか、または指定した機能の重み付けが無効です。


	
処置: 機能と重み付けの対の値を確認してください。NULL以外の機能値の場合、対応する機能の重み付けの値には、0.0より大きい倍精度数を指定する必要があります。SI_FeatureListオブジェクト型とそのメソッドに関する詳細は、Oracle Multimediaマニュアルを参照してください。









	 IMG-02005: 2FF05 - 色の指定が正しくありません 
	
原因: SQL/MM Still Image例外がありました。指定した赤/緑/青の値がNULLまたは無効です。


	
処置: 赤、緑および青の値に0から255の整数を指定してください。









	 IMG-02006: 2FF06 - 平均色彩機能を判別できません 
	
原因: SQL/MM Still Image例外がありました。指定したイメージがNULLであるか、指定したイメージのイメージ・データがNULLであるか、または指定したイメージ・フォーマットで平均色彩機能がサポートされていません。


	
処置: NULL以外のイメージ・データが含まれ、フォーマットがサポートされているイメージを指定してください。サポートされているイメージ・フォーマットおよびイメージ機能のリストは、SI_INFORMTN_SCHEMAビューおよびOracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-02007: 2FF07 - 色彩配置機能を判別できません 
	
原因: SQL/MM Still Image例外がありました。指定したイメージがNULLであるか、指定したイメージのイメージ・データがNULLであるか、または指定したイメージ・フォーマットで色彩配置機能がサポートされていません。


	
処置: NULL以外のイメージ・データが含まれ、フォーマットがサポートされているイメージを指定してください。サポートされているイメージ機能イメージおよびフォーマットのリストは、SI_INFORMTN_SCHEMAビューおよびOracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-02008: 2FF08 - 色ヒストグラム機能を判別できません 
	
原因: SQL/MM Still Image例外がありました。指定したイメージがNULLであるか、指定したイメージのイメージ・データがNULLであるか、または指定したイメージ・フォーマットで色ヒストグラム機能がサポートされていません。


	
処置: NULL以外のイメージ・データが含まれ、フォーマットがサポートされているイメージを指定してください。サポートされているイメージ機能およびイメージ・フォーマットのリストは、SI_INFORMTN_SCHEMAビューおよびOracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-02009: 2FF09 - テクスチャ機能を判別できません 
	
原因: SQL/MM Still Image例外がありました。指定したイメージがNULLであるか、指定したイメージのイメージ・データがNULLであるか、または指定したイメージ・フォーマットでテクスチャ機能がサポートされていません。


	
処置: NULL以外のイメージ・データが含まれ、フォーマットがサポートされているイメージを指定してください。サポートされているイメージ機能イメージおよびフォーマットのリストは、SI_INFORMTN_SCHEMAビューおよびOracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-02010: 2FF10 - イメージ・フォーマットの指定が正しくありません 
	
原因: SQL/MM Still Image例外がありました。指定したフォーマット名がNULLまたは無効です。


	
処置: NULL以外のフォーマット名を指定してください。サポートされているイメージ・フォーマットの場合は、イメージBLOBフォーマットと一致するフォーマット名を指定してください。サポートされていないイメージ・フォーマットの場合は、サポートされているイメージ・フォーマットとしてリストされていないフォーマット名を指定してください。サポートされているイメージ・フォーマットのリストは、SI_INFORMTN_SCHEMAビューおよびOracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-02011: 2FF11 - サポートされていないイメージ・フォーマット変換が指定されました 
	
原因: SQL/MM Still Image例外がありました。指定したターゲット・フォーマット値がNULLであるか、指定したイメージのフォーマット値がNULLであるか、または指定したイメージ・フォーマットから指定したターゲット・フォーマットへの変換がサポートされていません。


	
処置: サポートされているイメージ・フォーマットでイメージを指定し、変換がサポートされているターゲット・フォーマット値を指定してください。サポートされているイメージ・フォーマット変換のリストは、SI_INFORMTN_SCHEMAビューおよびOracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-02012: 2FF12 - サムネイル生成の指定が正しくありません 
	
原因: SQL/MM Still Image例外がありました。指定したイメージ・フォーマットでサムネイル生成がサポートされていないか、指定したサムネイルの高さまたは幅がイメージの高さまたは幅をそれぞれ超えているか、またはデフォルトのサムネイル・サイズ80×80がイメージの高さまたは幅をそれぞれ超えています。


	
処置: サムネイル生成がサポートされているイメージを指定し、イメージの高さおよび幅の値を超えないサムネイルの高さおよび幅の値を指定してください。サポートされているサムネイル・フォーマットのリストは、SI_INFORMTN_SCHEMAビューおよびOracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 IMG-02014: 2202Dデータ例外 - イメージ値がNULLです 
	
原因: SQL/MM Still Image例外がありました。機能がNULLのイメージ値を使用して起動されました。


	
処置: イメージ・データがNULL以外のイメージを指定してください。SI_StillImageオブジェクトの構成に関する詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。














114 VID-00611からVID-00721



	 VID-00611: 読取り用のBLOBにアクセスできません 
	
原因: BLOBを開いて読み取ることができませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 VID-00612: エクスポート先のファイルをオープンできません 
	
原因: このファイルは作成できないか、またはオープンできませんでした。


	
処置: このファイルが既存のディレクトリを参照していないかどうかを確認してください。このファイルが別のアプリケーションによってロックされていないかどうかを確認してください。









	 VID-00613: エクスポート先でのアクセスが拒否されました 
	
原因: 宛先ファイルに対する書込み権限が拒否されました。


	
処置: export()メソッドに関する権限の付与方法の詳細は、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 VID-00614: エクスポート中にI/Oエラーが発生しました 
	
原因: I/Oエラーのため、エクスポート操作に失敗しました。


	
処置: OSのログを確認し、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 VID-00702: ビデオ処理環境の初期化に失敗しました。 
	
原因: ビデオ処理プロシージャの初期化に失敗しました。


	
処置: データベース管理者(DBA)に連絡して、JVMに十分なメモリーが割り当てられているかどうかを確認してください。JVMに十分なメモリーが割り当てられている場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 VID-00703: ビデオ・データの読取りができません。 
	
原因: ビデオ・ソースにアクセス中にエラーが発生しました。


	
処置: ビデオ・ソースが有効かどうかを確認してください。外部のソースに対しては、すべてのアクセス権限が付与されているかどうかを確認してください。









	 VID-00704: 入力フォーマットが無効か、または入力データが破損しています 
	
原因: ソースのビデオ・データが、ビデオ・オブジェクトの形式フィールドで指定した形式ではありません。この場合、ビデオ・データは破損しています。


	
処置: 形式フィールドに適切な値を指定してください。適切な値が不明な場合は、形式フィールドにNULLを指定して、デフォルト形式のプラグインを起動してください。









	 VID-00705: 入力フォーマットがサポートされていません。 
	
原因: ビデオ・データのファイル形式はサポートされていません。このエラーは、デフォルト形式のプラグイン・パッケージでのみ発生します。


	
処置: サポートされる形式については、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 VID-00706: 入力フォーマットがサポートされていないか、または破損しています。 
	
原因: ファイル形式がサポートされていないか、ビデオ・データが破損しています。


	
処置: サポートされる形式については、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。ファイル形式がサポートされ、ビデオ・データが破損していない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 VID-00707: 空のビデオ・データの読取りができません。 
	
原因: ビデオ・オブジェクトにデータがありません。


	
処置: ビデオ・オブジェクトにビデオ・データを移入する方法については、Oracle Multimediaのマニュアルを参照してください。









	 VID-00713: ビデオ・データの解析で内部エラーが発生しました。 
	
原因: 解析中に内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	VID-00714: 内部エラー 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 VID-00721: フォーマット・プラグイン・パッケージORDPLUGINS.ORDX_string_VIDEOが見つかりません 
	
原因: ユーザー固有のフォーマット用のカスタム・ビデオ・プラグインが見つかりませんでした。


	
処置: 正しいビデオ・フォーマットが指定されているか、また適切なカスタム・ビデオ・プラグイン・パッケージがインストールされているかどうかを確認してください。














115 DRG-10000からDRG-52305



	DRG-10000: 列string.stringの読込みに失敗しました。 
	
原因: 指定されたテキスト列の読込み中にエラーが発生しました。


	
処置: 列の存在と権限を確認してください。









	DRG-10001: 結果表stringにアクセスできません。 
	
原因: 指定された表が存在しないか、またはサーバーに書込み権限がありません。


	
処置: 結果表を確認してください。









	 DRG-10002: 結果表に挿入できません。 
	
原因: テキスト・サーバーに挿入権限がないか、表領域に空きがなくなりました。


	
処置: 権限および表領域を確認してください。









	DRG-10011: オブジェクト名stringが無効です。 
	
原因: 指定した表、列またはプロシージャ名に無効な書式がありました。長すぎるか、無効な文字が含まれています。不適切なパラメータを渡している可能性があります。


	
処置: パラメータ値を確認してください。









	 DRG-10015: IDが数値の制限(2147483642)を超えています。 
	
原因: IDの制限は2147483642です。


	
処置: IDには2147483642以下の値を使用してください。









	 DRG-10016: このオブジェクトを変更するには所有者であることが必要です。 
	
原因: 所有していないオブジェクトを修正しようとしました。


	
処置: 所有者にオブジェクトの修正を依頼してください。









	DRG-10017: これを実行するにはstringであることが必要です: string 
	
原因: 権限のないオブジェクトを修正しようとしました。


	
処置: 所有者にオブジェクトの修正を依頼してください。









	DRG-10100: 無効な引数: stringが見つかりました。 
	
原因: 無効なコマンド引数が指定されました。


	
処置: ドキュメントで正しい引数を調べて、コマンドを再実行してください。









	DRG-10101: 引数: stringの値がありません。 
	
原因: この引数には値が必要です。


	
処置: 正しい引数値を指定して、コマンドを再実行してください。









	DRG-10102: 必須の引数: stringが足りません。 
	
原因: この引数は必須です。


	
処置: 引数を指定して、コマンドを再実行してください。









	DRG-10103: 引数の値が無効です: string 
	
原因: この引数に無効な値が渡されました。


	
処置: ドキュメントでこの引数に有効な値を確認してください。









	DRG-10200: サーバー・パーソナリティ・マスク: stringは無効です。 
	
原因: サーバー・パーソナリティ・マスクの指定が無効です。


	
処置: ドキュメントを参照して、正しいマスクを指定してください。









	 DRG-10202: サーバーは登録に失敗しました。 
	
原因: データ・ディクショナリへのサーバーの登録に失敗しました。


	
処置: スタック上の次のエラーを確認してください。









	 DRG-10203: サーバー名stringのサーバーは存在しません。 
	
原因: 存在しないサーバー名で更新が行われました。


	
処置: サーバー名を修正してください。









	 DRG-10204: サーバーの更新に失敗しました。 
	
原因: サーバーの更新に失敗しました。


	
処置: スタック上の次のエラーを確認してください。









	 DRG-10205: サーバーの登録解除に失敗しました。 
	
原因: データ・ディクショナリからのサーバーの登録解除に失敗しました。


	
処置: スタック上の次のエラーを確認してください。









	 DRG-10206: サーバーまたはクライアントのリカバリに失敗しました。 
	
原因: Oracleサポートに連絡してください。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-10301: サーバーからの応答待機中にタイム・アウトしました。 
	
原因: 現在のシステム負荷を処理するのに十分なサーバーが実行されておらず、コマンドの大きいバックログが累積されています。サーバーが実行されていない可能性があります。このメッセージは、与えられた要求を処理しようとしてサーバーの1つがクラッシュした場合の内部エラーを示すこともあります。


	
処置: 実行しているサーバー数が十分かどうか、正しい型のコマンドを処理しているかどうかを確認してください。たとえば、すべてのサーバーが問合せコマンドを排他的に処理するように設定されていると、DDLコマンドはタイムアウトになります。サーバーのログ・ファイルも確認してください。









	 DRG-10302: サーバーからの応答待機中に中断されました。 
	
原因: 要求が完了する前に、ユーザーが割り込みました。


	
処置: 要求を再起動してください。









	 DRG-10303: 処理すべきコマンドをキューに入れられませんでした。 
	
原因: 指定されたコマンド(複数の場合もある)が、キューに入りませんでした。これは、システムの負荷が非常に高くなっていることを表しますが、内部エラーが発生している可能性もあります。


	
処置: コマンドを処理するサーバーが実行されているかどうかを確認してください。









	 DRG-10304: Oracle Textサーバーへコマンドの送信中に予期しないエラーが発生しました 
	
原因: サーバーへのコマンドの送信中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 DRG-10305: パイプstringが一杯です。 
	
原因: パイプが一杯のため、パイプ・コマンドを送信できません。


	
処置: パイプ・コマンドを処理するサーバーが実行されているかどうかを確認してください。









	 DRG-10306: サーバーはコマンド処理中に予期せず終了しました。 
	
原因: コマンドの実行中にサーバーが停止しました。これは、停止処理の実行、またはサーバーの内部エラーが原因です。


	
処置: 終了したサーバーで内部エラーが発生している場合は、カスタマ・サポートに連絡してください。









	 DRG-10307: サーバーが稼働していません。 
	
原因: 正しいパーソナリティ・マスクで実行されているサーバーがないため、コマンドを処理できません。


	
処置: 正しいパーソナリティ・マスクでサーバーを起動してください。









	 DRG-10308: 要求されたstringパーソナリティ・マスクで稼働しているサーバーはありません。 
	
原因: 正しいパーソナリティ・マスクで実行されているサーバーがないため、コマンドを処理できません。


	
処置: 正しいパーソナリティ・マスクでサーバーを起動してください。









	 DRG-10309: ジョブ・キュー・プロセスが不十分です。 
	
原因: 正しいパーソナリティ・マスクで実行されているサーバーがないため、コマンドを処理できません。


	
処置: JOB_QUEUE_PROCESSES初期化パラメータ度を増やすか、この文のパラレル度を減らしてください。









	 DRG-10310: 要求を処理する前にサーバーが停止されました。 
	
原因: 要求を処理する前に、サーバーが停止または終了したため、コマンドを完了できませんでした。


	
処置: 正しいパーソナリティ・マスクで別のサーバーを起動してください。









	 DRG-10311: リモート送信はサポートされていません。 
	
原因: 索引指定でデータベース・リンクを指定しようとしました。


	
処置: ローカルな索引名のみを指定してください。









	 DRG-10312: ログ・ファイル名を指定する必要があります。 
	
原因: ログ・ファイル名を指定せずにロギングを開始しようとしました。


	
処置: ログ・ファイル名を指定してください。









	 DRG-10313: ロギングはすでに開始されています。 
	
原因: ロギングがすでに開始されているにもかかわらず、ロギングを開始しようとしました。


	
処置: ロギングを停止するか、このメッセージを無視してください。









	 DRG-10314: ロギングは開始されていません。 
	
原因: ロギングが開始されていないにもかかわらず、ロギングを停止しようとしました。


	
処置: ロギングを開始するか、このメッセージを無視してください。









	 DRG-10315: ロギングはMTSでサポートされません。 
	
原因: MTS上でロギングしようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	DRG-10500: CREATE_INDEXに失敗しました: 列指定: string 
	
原因: 指定された列にテキスト索引を作成できませんでした。


	
処置: スタック上の次のエラーを参照して、適切に処置してください。









	DRG-10501: ストップ・ワード: stringは無効です。 
	
原因: 指定されたストップ・ワードは、現行のレクサー・プリファレンスで複数のトークンへ字句展開されました。


	
処置: レクサー・プリファレンスを確認し、ストップ・ワードを再指定してください。









	 DRG-10502: 索引stringは存在しません。 
	
原因: 指定された索引が存在しないか、アクセス権がありません。


	
処置: 既存の索引を指定してください。









	 DRG-10503: 主キーがないため、表stringの索引を作成できません。 
	
原因: テキスト・キーには、1列の一意キーが必要です。このキーの長さは、64バイト以下に設定する必要がありますが、このようなキーが一意索引として定義されていないか、主キーまたは一意キー制約として宣言されていません。


	
処置: 表に適切なテキスト・キーを作成するか、このプロシージャ・コールにテキスト・キーを明示的に指定してください。









	 DRG-10504: DETAIL_DATASTOREの使用時には主キーが必要です。 
	
原因: 主キー制約のない表の索引付けに、DETAIL_DATASTOREを使用しようとしました。


	
処置: その表に主キー制約を追加してください。









	DRG-10506: 表: stringが存在しません。 
	
原因: 指定した表、ビュー、シノニムがありません。表の読込み中に、権限に関する問題が発生した可能性もあります。


	
処置: 正しい表名を指定して再実行してください。









	DRG-10507: 索引名: stringは重複しています。 
	
原因: 指定された索引は、すでにディクショナリ内に存在します。


	
処置: この索引は、更新または削除できますが、これは、テキスト列に使用可能なテキスト索引がない場合にのみ実行できます。









	DRG-10509: stringは無効なテキスト列です。 
	
原因: 指定された列が無効です。


	
処置: 次の値が有効かどうかを確認してください。a)サポートされているデータ型のテキスト列、b)仕様部内の有効な表名、列名。









	 DRG-10510: ストップ・ワードが欠落しています。 
	
原因: 追加するストップ・ワードが指定されていません。


	
処置: ストップ・ワードを指定してください。









	 DRG-10511: 索引stringは存在しないか、または不完全です。 
	
原因: 索引の作成が不完全です。


	
処置: 索引を作成してから、この操作を行ってください。









	 DRG-10513: 索引stringメタデータが壊れています。 
	
原因: ディクショナリ内に、この索引に対して無効なプリファレンスがあります。


	
処置: データベース管理者(DBA)に連絡してください。









	 DRG-10516: Oracleエラーが発生したため、DDL操作の実行に失敗しました。 
	
原因: Oracleエラーのため、要求されたDDL操作に失敗しました。


	
処置: スタック上のOracleエラーを参照して、適切に処置してください。









	 DRG-10517: 索引stringはすでに有効です。 
	
原因: 索引は有効な状態で、要求した操作を必要としていません。


	
処置: 要求した操作を確認してください。









	 DRG-10518: stringリクエストと矛盾する操作が進行中です。 
	
原因: 別のセッションでこの索引が使用されています。次のような原因が考えられます。a)DMLが要求され、DDLが処理中である。b)DDLが要求され、その索引でDMLが処理中である。


	
処置: 後で再実行してください。









	DRG-10520: 索引: stringの削除に失敗しました。 
	
原因: 指定された索引を削除できませんでした。


	
処置: スタック上のOracleエラーを参照して、適切に処置してください。









	 DRG-10525: REBUILDキーワードがありません。 
	
原因: Oracle Textのすべての索引変更オプションには、REBUILDキーワードが必要です。


	
処置: 索引変更をREBUILDキーワードとともに指定してください。









	 DRG-10528: 主キーにstring型は使用できません。 
	
原因: 無効な主キーのデータ型で表に索引を作成しようとしました。


	
処置: テキスト・キーをVARCHAR2、NUMBER、VARCHAR、DATE、CHARまたはMLSLABELのいずれかに変更してください。









	 DRG-10531: パラレル・パラメータは1以上である必要があります。 
	
原因: パラレル度が0(ゼロ)で索引の作成がコールされました。


	
処置: 1以上の値を指定してください。









	 DRG-10532: 表がパーティション化されていません。 
	
原因: パーティション化されていない表で、パラレル作成索引をコールしました。


	
処置: 表をパーティション化して再作成するか、PARALLEL句を削除してください。









	DRG-10533: ユーザー名: stringは無効です。 
	
原因: 無効なユーザー名が指定されました。


	
処置: 正しいユーザー名を指定してください。









	DRG-10535: テキスト索引stringの最適化に失敗しました。 
	
原因: Oracleエラーのため、要求された最適化操作に失敗しました。


	
処置: スタック上のOracleエラーを参照して、適切に処置してください。









	 DRG-10549: オブジェクト名stringの長さが制限を超えています。 
	
原因: オブジェクト名が30バイトの最大長を超えています。


	
処置: オブジェクト名を再作成する場合は、オブジェクト名を短くしてください。









	 DRG-10550: 索引、プリファレンス、ソースまたはセクション名の構文に誤りがあります。 
	
原因: 名前に不要なピリオド(.)が含まれています。


	
処置: 名前の構文を確認してください。









	DRG-10553: 列指定stringの構文に誤りがあります。 
	
原因: 列指定に不要なピリオド(.)が含まれています。


	
処置: 再作成する場合は、列指定の構文を確認してください。









	 DRG-10561: 索引string はリクエストした操作を実行できる状態ではありません。 
	
原因: 以前のエラーによって、索引は有効な状態ではありません。


	
処置: 索引を削除して、再作成してください。









	 DRG-10562: 索引変更パラメータが足りません。 
	
原因: パラメータ文字列が不足しています。


	
処置: 要求した索引の変更操作に関して、正しいパラメータ文字列を入力してください。









	DRG-10569: 表または列: stringが存在しません。 
	
原因: 指定された表、ビュー、シノニムまたは列が存在しません。表の読込み中に、権限に関する問題が発生した可能性もあります。


	
処置: 正しい表名または列名を指定して再実行してください。









	 DRG-10573: 索引stringは廃止されています。 
	
原因: 旧式の索引が指定されています。


	
処置: 索引に対してupgrade_indexを実行してください。









	DRG-10574: テキスト索引stringのアップグレードに失敗しました。 
	
原因: Oracleエラーのため、アップグレード操作に失敗しました。


	
処置: スタック上のOracleエラーを参照して、適切に処置してください。









	 DRG-10579: テキスト問合せ基準が必要です。 
	
原因: テキスト問合せ基準は必須です。


	
処置: テキスト問合せ基準を指定してください。









	DRG-10580: パラレルの索引作成はサポートされていません: string 
	
原因: パラレル・サーバーで索引を作成しようとしました。


	
処置: 索引を削除して、索引作成のパラレル度を1に設定してください。









	 DRG-10581: 間接データストアは、LONGまたはLOBのテキスト列では使用できません。 
	
原因: LONGまたはLOB列に、ファイルやURLデータストアなどの間接データストアを使用して索引を作成しようとしました。


	
処置: 直接データストアまたはVARCHAR列を使用してください。









	DRG-10582: 列stringが表stringにありません。 
	
原因: 無効な列が指定されました。


	
処置: 有効な列を指定してください。









	DRG-10583: TRUNCATE INDEXに失敗しました: string 
	
原因: 索引の切捨てに失敗しました。


	
処置: スタック上の次のエラーを参照して、適切に処置してください。









	 DRG-10584: Oracleエラーのためstringstringstringは失敗しました。 
	
原因: SQLエラーのため、索引オブジェクトのDDL操作に失敗しました。


	
処置: 続いて表示されるエラーを参照してください。









	 DRG-10595: ALTER INDEXstringに失敗しました。 
	
原因: 索引の変更に失敗しました。


	
処置: スタック上の次のエラーを参照して、適切に処置してください。









	 DRG-10597: 再構築のオンライン操作はサポートされていません。 
	
原因: REBUILD ONLINEは、要求された操作ではサポートされていません。


	
処置: ONLINEオプションを付けずに索引を変更してください。









	 DRG-10598: パラレル操作が無効です。 
	
原因: PARALLELは、要求された操作ではサポートされていません。


	
処置: PARALLELオプションを付けずに索引を変更してください。









	 DRG-10599: 列に索引が作成されていません。 
	
原因: 指定された列に索引が作成されていません。


	
処置: 列に索引を作成してから、この操作を行ってください。









	 DRG-10601: この索引に対する保留DMLの削除に失敗しました。 
	
原因: 要求された表に対する更新を監視するために設定されたトリガーを削除できません。


	
処置: スタック上の次のエラーを参照して、処置を判断してください。必要に応じて、Oracleサポートに連絡してください。このエラーが解決するまで、この表のすべてのテキスト列に対して更新を行っても、索引付けされません。









	DRG-10602: 列string(主キーstring)に対するDML変更のキューイングに失敗しました。 
	
原因: 指定された列に対する変更が記録できません。


	
処置: スタック上の次のエラーを参照して、処置を判断してください。必要に応じて、Oracleサポートに連絡してください。このエラーが解決するまで、この表のすべてのテキスト列に対して更新を行っても、索引付けされません。









	 DRG-10606: サーバーはDMLキューへのアクセスに失敗しました。 
	
原因: DMLキューへのアクセス中に、サーバーでエラーが発生しました。


	
処置: スタック上の次のエラーを参照してください。









	 DRG-10607: 索引メタデータはDMLをキューに入れる準備ができていません 
	
原因: 索引のメタデータがまだ作成されていません。


	
処置: DML操作を再試行してください。









	DRG-10700: プリファレンスが存在しません: string 
	
原因: 指定されたプリファレンス名が存在しません。


	
処置: 正しいプリファレンス名を指定して再試行してください。









	 DRG-10701: プリファレンスstring.stringはすでに存在しています。 
	
原因: 指定されたプリファレンスはすでに存在しています。


	
処置: プリファレンスを再作成する場合は、そのプリファレンスを削除する必要があります。









	 DRG-10702: 別のユーザーのスキーマにあるプリファレンスは作成または変更できません。 
	
原因: 別のユーザーのプリファレンスを作成しようとしました。


	
処置: 所有者、CTXSYSまたはCTXADMINロールを持つユーザーがプリファレンスを作成してください。









	DRG-10703: フレームワーク・オブジェクトstringは無効です。 
	
原因: 無効なオブジェクト型が指定されました。


	
処置: 有効なフレームワーク・オブジェクトを使用してください。









	DRG-10704: プリファレンスstringにはstringという名の属性はありません。 
	
原因: 無効な属性に値を設定しようとしています。この属性は、このオブジェクトではサポートされていません。


	
処置: 正しい属性名を指定してください。









	DRG-10705: 値string(属性stringに対する)が無効です。 
	
原因: 属性に無効な値を設定しようとしています。


	
処置: 属性のデータ型に正しい属性値を指定してください。









	DRG-10706: stringの長さが最大サイズstringを超えています。 
	
原因: パラメータのバイト数が大きすぎます。


	
処置: プリファレンスの設定を修正し、再実行してください。









	DRG-10707: 属性string(プリファレンスstring)に値が必要です。 
	
原因: 必要な属性が指定されていません。


	
処置: プリファレンスの設定を修正し、再実行してください。









	DRG-10708: クラスIDstring(プリファレンスstring)が無効です 
	
原因: 指定されたクラスIDが、指定されたプリファレンスに対して適切ではありません。


	
処置: 正しいクラスIDを指定してください。









	 DRG-10709: このプリファレンスはstringから参照されているため、削除できません。 
	
原因: 指定されたプリファレンスは、他のプリファレンスの一部として使用されているため、参照しているプリファレンスが変更されるまで削除できません。


	
処置: 参照しているプリファレンスを変更してください。









	 DRG-10710: 値string(string属性に対する)が無効です 
	
原因: save_copy attributeに指定された値が無効です。次のいずれかを指定する必要があります(PLAINTEXT、FILTERED、NONE)。


	
処置: 正しいSAVE_COPY属性値を指定してください。









	DRG-10750: パラメータstringは不明です。 
	
原因: パラメータを認識できません。


	
処置: 正しいパラメータを指定してください。









	 DRG-10751: パラメータの値が無効です。 
	
原因: データ型が誤っているか、または範囲外です。


	
処置: 正しいパラメータ値を指定してください。









	 DRG-10752: DEFAULT_INDEX_MEMORYは、MAX_INDEX_MEMORYより大きくできません。 
	
原因: DEFAULT_INDEX_MEMORYに、MAX_INDEX_MEMORYに設定した最大値より大きい値を設定しようとしました。


	
処置: 最大値より小さい値を指定してください。









	DRG-10753: メモリー・サイズの文字列stringが無効です。 
	
原因: 不適切にフォーマットされたメモリー文字列が指定されました。


	
処置: 正しくフォーマットされたメモリー文字列を指定してください。









	 DRG-10754: メモリー・サイズはstringからstringまでです。 
	
原因: 範囲外のメモリー・サイズが指定されました。


	
処置: 許可されている範囲内のメモリー・サイズを指定してください。









	 DRG-10755: stringとstringに共通する文字があります。 
	
原因: 結合キャラクタ・セットは、共通する文字を持つことができません。


	
処置: 属性値を修正して、再実行してください。









	 DRG-10756: テキスト索引も、テーマ索引も選択されていません。 
	
原因: 設定項目INDEX_TEXTおよびINDEX_THEMESの両方をFALSEにすることはできません。


	
処置: INDEX_TEXTまたはINDEX_THEMESのいずれか(あるいはその両方)をTRUEに設定してください。









	 DRG-10757: ストップ・リストは、4096ストップ・ワードまでです。 
	
原因: ストップ・リストは、4096ストップ・ワードまでです。これには、ストップ・テーマが含まれます。


	
処置: 必要ありません。









	 DRG-10758: 索引所有者には、ファイルまたはURLデータストアを使用する権限がありません。 
	
原因: 索引所有者が、FILE_ACCESS_ROLEで定義されたロールを持っていません。


	
処置: 索引所有者に適切なロールを付与してください。









	DRG-10759: 無効なロールです。 
	
原因: このロールは、データベースに存在しません。


	
処置: ロール名を確認するか、ロールを作成してください。









	 DRG-10760: プロシージャ名の書式が無効です 
	
原因: 指定されたプロシージャ名が無効です。たとえば、プロシージャ名にセミコロンが含まれていると無効です。


	
処置: プロシージャ名を確認してください。









	 DRG-10761: プロシージャstringが存在しません 
	
原因: 指定されたプロシージャが見つかりませんでした。


	
処置: 入力を確認してください。OWNER.OBJECTのように、完全に指定された書式で入力してください。









	DRG-10762: 索引所有者には、プロシージャstringへのアクセス権がありません 
	
原因: 索引所有者が指定のプロシージャの実行権限を持っていません。


	
処置: 索引所有者にプロシージャの実行権限を付与してください。









	 DRG-10763: 値stringは有効なキャラクタ・セットではありません 
	
原因: ファイル・データストアのfilename_charset属性に指定された値が、有効なキャラクタ・セット名ではありません。


	
処置: 有効なOracleキャラクタ・セット名を指定してください。









	 DRG-10764: FILE_ACCESS_ROLEを変更できるのはSYSだけです 
	
原因: セキュリティ上の理由から、FILE_ACCESS_ROLEシステム・パラメータはSYSのみが変更できます。


	
処置: パラメータを変更する前にSYSとして接続してください。









	 DRG-10800: 問合せ: stringstringstringに失敗しました。 
	
原因: 問合せ処理に失敗しました。


	
処置: スタック上のエラーを参照して、適切に処置してください。









	 DRG-10801: 別のユーザーのSQEを作成することはできません。 
	
原因: 別のユーザーのSQEを作成しようとしました。


	
処置: SQE名指定から所有者を削除してください。









	 DRG-10816: 表示/ハイライト・コールに失敗しました。 
	
原因: スタック上の次のエラーを参照してください。


	
処置: スタック上の次のエラーを参照してください。









	DRG-10817: CONTAINSの検索語指定がストップ・ワードまたはストップ・ワードの句: stringで構成されています。 
	
原因: CONTAINS問合せ内の1つ以上の検索語が、ストップ・ワードのみ、またはストップ・ワードのみの句で構成されています。


	
処置: ストップ・ワードを置換するか、ストップ・ワードを含まない句の中でストップ・ワードを使用してください。









	 DRG-10819: CONTAINSカーソルをオープンできませんでした。 
	
原因: CONTAINSカーソルをオープンしようとしてエラーが発生しました。


	
処置: スタック上の次のエラー・メッセージを参照してください。









	 DRG-10820: CONTAINSカーソルIDが無効です。 
	
原因: IDが存在しないCONTAINSカーソルをフェッチまたはクローズしようとしました。


	
処置: フェッチまたはクローズの起動を確認してください。









	 DRG-10821: CONTAINSカーソルがオープンされていません。 
	
原因: オープンしていないCONTAINSカーソルからフェッチしようとしました。


	
処置: 最初にカーソルをオープンしてください。









	 DRG-10822: 問合せ名が重複しています。 
	
原因: すでに存在する名前を使用して、ストアド・クエリーを作成しようとしました。


	
処置: 別の名前を使用してください。









	 DRG-10823: 問合せ名が無効です。 
	
原因: 指定した問合せ名が無効です。


	
処置: 問合せ名を確認してください。









	DRG-10825: ストアド・クエリーが存在しません: string 
	
原因: ストアド・クエリーが存在しません。


	
処置: 問合せ名を確認してください。









	 DRG-10826: 指定したテキストキーをもつ文書が見つかりません。 
	
原因: 指定したテキスト・キーを持つ文書がありません。


	
処置: テキスト・キーを確認してください。









	 DRG-10827: OPEN_CONは、COUNT_LASTより前に実行する必要があります。 
	
原因: last_countはメモリー内問合せに該当したものを戻すため、メモリー内問合せは、count_lastを使用する前に実行する必要があります。


	
処置: count_lastを実行する前に、open_conを実行してください。









	DRG-10828: トークンstringが列stringの最大長を超えています。 
	
原因: フィードバック表に挿入するトークンが、列サイズの最大値を超えています。


	
処置: 問合せを変更するか、あるいはフィードバック表の列サイズまたはフィードバック・プロシージャ引数をあわせて変更してください。









	 DRG-10829: フィードバックIDstringが最大長stringバイトを超えています。 
	
原因: フィードバックIDが、feedback_id列で許可される最大長を超えています。


	
処置: 最大長より小さいfeedback_idを使用してください。









	 DRG-10830: SHARELEVELが0または1でありません。 
	
原因: 指定されたSHARELEVELが0(ゼロ)または1でありません。


	
処置: SHARELEVELには0(ゼロ)または1を使用してください。









	DRG-10831: フィードバック表stringに挿入できません。 
	
原因: 挿入権限がありません。


	
処置: 権限の有無を確認してください。









	DRG-10832: フィードバック表stringから削除できません。 
	
原因: 削除権限がありません。


	
処置: 権限の有無を確認してください。









	DRG-10833: フィードバックに失敗しました。 
	
原因: フィードバック要求の処理に失敗しました。


	
処置: スタック上のエラーを参照して、適切に処置してください。









	 DRG-10834: セクション名stringの大文字フォームが長すぎます。 
	
原因: セクション名の大文字フォームが、サポートされている長さより長くなっています。


	
処置: セクションを加える場合は、セクション名を短くしてください。









	 DRG-10835: テーマ索引でWITHIN演算子はサポートされていません。 
	
原因: WITHIN演算子がテーマ索引問合せに使用されています。


	
処置: WITHIN演算子を削除して、問合せを修正してください。









	 DRG-10836: フィールド・セクションおよび属性セクションはネストできません。 
	
原因: ネストしたセクションの検索で、フィールド・セクションまたは属性セクションが指定されています。


	
処置: ネストしたフィールド・セクションのない問合せに修正してください。









	 DRG-10837: セクションstringが存在しません。 
	
原因: 指定されたセクション名が、USER_SECTIONSに存在しません。


	
処置: 有効なセクション名で問合せを修正してください。









	 DRG-10838: 無効なSPAN引数がNEARに指定されました。 
	
原因: 無効なSPAN引数がNEARに指定されました。


	
処置: 有効なSPANを指定してください。有効な値は、0から100の整数です。









	 DRG-10839: 無効なORDER引数がNEARに指定されました。 
	
原因: 無効なORDER引数がNEARに指定されました。


	
処置: 有効なORDERを指定してください。有効値はT、TRUE、FまたはFALSEです(大/小文字は区別されません)。









	 DRG-10840: 0(ゼロ)を含むCONTAINS述語は、FIRST_ROWSヒントでサポートされません。 
	
原因: ユーザーが、FIRST_ROWSヒントを指定するとき、0(ゼロ)を含むCONTAINS述語を使用して問合せを発行しようとしました。


	
処置: FIRST_ROWSヒントを削除してください。









	 DRG-10841: 無効なSCORE引数がFUZZYに指定されました。 
	
原因: 無効なSCORE引数がFUZZYに指定されました。


	
処置: 有効なSCOREを指定してください。有効な値は、0から80の整数です。









	 DRG-10842: 無効なNUMRESULTS引数がFUZZYに指定されました。 
	
原因: 無効なNUMRESULTS引数がFUZZYに指定されました。


	
処置: 有効なNUMRESULTSを指定してください。有効な値は、0から5000の整数です。









	 DRG-10843: 無効なWEIGHT引数がFUZZYに指定されました。 
	
原因: 無効なWEIGHT引数がFUZZYに指定されました。


	
処置: WEIGHTをWEIGHTまたはNOWEIGHTに指定してください。









	 DRG-10844: 索引はこの構造化述語を有効に実行できません。 
	
原因: 条件と、索引の索引設定で実行できないCATSEARCH問合せのORDER BY列を組み合せて指定しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-10845: 列: stringは索引付けされていません。 
	
原因: 条件、またはCTXCAT索引の一部ではないORDER BYで列が指定されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-10846: 列の順序は、すべて昇順またはすべて降順である必要があります。 
	
原因: 昇順と降順が混在した列を持つORDER BY句が指定されました。CATSEARCHでは、現在サポートされていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-10847: このタイプの問合せでcatsearchを実行するには同一キー索引が必要です 
	
原因: このVgramクエリーを効率的に実行するには、接頭辞インデックスが存在している必要があります。


	
処置: 同一キー索引を作成してください。









	 DRG-10848: 無効な構造化句です 
	
原因: 無効な構造化句が指定されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-10849: catsearchは機能の起動をサポートしていません 
	
原因: 問合せの実行計画は、CATSEARCH演算子を索引スキャンで実行していません。CATSEARCH演算子は機能の起動をサポートしていません。


	
処置: オプティマイザ・ヒントを追加して、すべてのCATSEARCH演算子が索引スキャンを使用して実行されるようにしてください。









	 DRG-10850: CTXRULE索引タイプは、オペレータをサポートしていません 
	
原因: CTXRULE索引でサポートしない演算子が使用されました。現在、サポートされている演算子は、AND、NEAR、phrase、NOT、WITHIN、OR、ABOUT、EQUIVALENCE、STEMおよびTHESAURUSです。


	
処置: 演算子を削除して、問合せを修正してください。









	 DRG-10851: 無効な文法stringが問合せテンプレートに指定されました。 
	
原因: 指定した文法が正しくありません。


	
処置: 有効な文法名を指定して、問合せを修正してください。









	 DRG-10852: 無効なスコア・タイプstringが問合せテンプレートに対して指定されました。 
	
原因: 指定したスコア・タイプが正しくありません。


	
処置: 有効なスコア・タイプ(int型/float型)を指定して、問合せを修正してください。









	 DRG-10853: Catsearchはこの演算子をサポートしていません。 
	
原因: 指定された演算子はサポートされません。


	
処置: 有効な演算子を使用して、問合せを修正してください。









	 DRG-10854: 無効なスコア・アルゴリズムstringが問合せテンプレートに対して指定されました 
	
原因: 指定したスコア・アルゴリズムが正しくありません。


	
処置: 有効なスコア・アルゴリズム(デフォルト/件数)を指定して、問合せを修正してください。









	 DRG-10855: CTXRULE索引タイプは、トークン・タイプをサポートしていません。 
	
原因: VGRAMトークン・タイプ1はサポートされていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-10856: SDATAセクションstringが存在しません 
	
原因: 指定されたSDATAセクション名が、USER_SECTIONSに存在しません。


	
処置: 有効なSDATAセクション名で問合せを修正してください。









	 DRG-10857: リテラルはSDATAセクションのデータ型と互換性がありません 
	
原因: 指定されたリテラルは指定されたSDATAセクションのデータ型と互換性がありません。


	
処置: 互換性のあるリテラルで問合せを修正してください。









	 DRG-10858: WITHINでSDATA演算子は使用できません 
	
原因: ネストしたセクションの検索で、フィールド・セクションまたは属性セクションが指定されています。


	
処置: ネストしたフィールド・セクションのない問合せに修正してください。









	 ORA-10859: DEFINESCOREでは事前定義済のスコアリング・コンポーネントを1つだけ使用できます 
	
原因: DEFINESCORE演算子のスコアリング式で、複数の事前定義済スコアリング・コンポーネント(RELEVANCE、OCCURRENCEなど)が使用されました。


	
処置: 事前定義済コンポーネントを1つのみ使用して、問合せを修正してください。









	 DRG-10860: 同じWITHINのすべての式では、同じ事前定義済スコアリング・コンポーネントを使用する必要があります 
	
原因: 同じWITHINの問合せ側で、異なるタイプのスコアリング・コンポーネント(RELEVANCE, OCCURRENCEなど)が混在しています。


	
処置: 事前定義済コンポーネントのタイプを1つのみ使用するよう、問合せを修正してください。









	 DRG-10861: WITHIN演算子ではCOMPLETIONスコアを使用する必要があります 
	
原因: WITHIN演算子を指定しないで完了スコアが使用されました。


	
処置: 問合せを修正してWITHIN演算子を指定してください。









	 DRG-10862: string属性は、CTXRULE索引では使用できません 
	
原因: CTXRULE索引でサポートしない属性が使用されました。CTXRULE索引ではワイルドカードがサポートされていません。


	
処置: この属性を使用しないように問合せを修正してください。









	 DRG-10863: 無効なORDER引数がNDATAに指定されました 
	
原因: 無効なORDER引数がNDATAに指定されました。


	
処置: ORDERには、ORDERまたはNO ORDERを指定してください。









	 DRG-10864: 無効なPROXIMITY引数がNDATAに指定されました 
	
原因: 無効なPROXIMITY引数がNDATAに指定されました。


	
処置: PROXIMITYには、PROXIMITYまたはNOPROXIMITYを指定してください。









	 DRG-10865: ユーザーのスコアリング式に無効なデータタイプがあります 
	
原因: 問合せテンプレートのDEFINESCOREまたはNORMALIZATION_EXPRに指定されたスコアリング式が、サポートされていないコンポーネントを含んでいるか、または数値を返しません。


	
処置: スコアリング式を修正してください。









	 DRG-10866: マイナスの右オペランドには、IGNOREスコアは使用できません 
	
原因: MINUSの右オペランドとして、IGNOREスコアが使用されました。


	
処置: スコアリング式を修正してください。









	 DRG-10867: OCCURRENCEおよびCOMPLETIONスコアは、DEFINESCOREでABOUTと一緒に使用できません 
	
原因: OCCURRENCEおよびCOMPLETIONスコアはABOUT問合せと一緒に使用できません。


	
処置: スコアリング式を修正してください。









	 DRG-10868: matchesは機能の起動をサポートしていません 
	
原因: 問合せの実行計画は、MATCHES演算子を索引スキャンで実行していません。MATCHES演算子は機能の起動をサポートしていません。


	
処置: オプティマイザ・ヒントを追加して、すべてのMATCHES演算子が索引スキャンを使用して実行されるようにしてください。









	 DRG-10869: NEAR2演算子に無効な範囲が指定されました 
	
原因: NEAR2には0から100の範囲を指定する必要があります。


	
処置: 許容される範囲を使用してください。









	 DRG-10870: NEAR2演算子に無効な重みが指定されました 
	
原因: NEAR2には0から10の重みを指定する必要があります。


	
処置: 許容される重みを使用してください。









	DRG-10871: NDATA演算子はstringではサポートされていません 
	
原因: 指定した操作でNDATA演算子がサポートされていません


	
処置: NDATA演算子を使用しないで問合せを修正して下さい。









	 DRG-10872: ctxfiltercacheのsavescoreの設定が無効です 
	
原因: savescore引数はtrueまたはfalseである必要があります。


	
処置: savescoreをtrueまたはfalseに設定してください。









	 DRG-10873: ctxfiltercacheのtopnの設定が無効です 
	
原因: topn引数はtrueまたはfalseに設定されている必要があります。


	
処置: topnをtrueまたはfalseに設定してください。









	 DRG-10874: ctxfiltercacheでtopnを使用するにはsavescoreはtrueである必要があります 
	
原因: ctxfiltercacheでtopnを使用するには、savescoreがtrueに設定されている必要があります。


	
処置: savescoreをtrueに設定して、topn処理を使用してください。









	 DRG-10875: ctxfiltercacheとtopnの使用方法が無効です 
	
原因: topnを使用したctxfiltercacheはAND、THRESHOLDまたはWEIGHT演算子の子である必要があります。


	
処置: 無効なクエリーです。









	 DRG-10876: ctxfiltercache演算子にはゼロ以外のquery_filter_cache_sizeが必要です 
	
原因: ctxfiltercache演算子にゼロのzero query_filter_cache_sizeが使用されました。


	
処置: ゼロ以外のquery_filter_cache_sizeを設定してください。









	 DRG-10877: XML問合せで構文エラーが発生しました 
	
原因: XMLテンプレートが間違っています。考えられる原因として、閉じるタグが欠落しているか、無効な属性または文字を受け取りました。


	
処置: クエリーが有効なXMLであるか確認してください。









	 DRG-10878: XML問合せに終了タグが見つかりません 
	
原因: 開くタグが正しく閉じられていないものがあります。


	
処置: すべてのタグを正しく閉じてください。









	 DRG-10879: topnはtxfiltercacheでは降順のスコアで使用する必要があります 
	
原因: topn引数がtrueの場合は、クエリー結果を降順のスコアで順序付ける必要があります。


	
処置: 降順のスコアで順序を追加します。









	 DRG-10900: メモリー不足です。 
	
原因: これ以上メモリーを割当てできません。


	
処置: システム管理者に連絡してください。









	DRG-11000: 無効なキーワードstringです。 
	
原因: キーワードが無効です。


	
処置: 正しいキーワードでパラメータ文字列を再指定してください。









	DRG-11001: stringの1つを予定していましたが、キーワードがありません。 
	
原因: キーワードがありません。


	
処置: キーワードとともにパラメータ文字列を再指定してください。









	DRG-11002: stringの値がありません。 
	
原因: 引数に値がありません。


	
処置: 値とともにパラメータ文字列を再指定してください。









	DRG-11003: 値stringは、stringに対して無効です。 
	
原因: 引数に無効な値が指定されました。


	
処置: 有効な値を指定してください。









	DRG-11004: stringの値が重複または競合します。 
	
原因: 引数に複数の値が指定されました。


	
処置: パラメータ文字列を確認して、問題のあるパラメータを修正してください。









	 DRG-11005: CREATE INDEXのパラメータ文字列が無効です。 
	
原因: 指定されたパラメータ文字列が正しくありません。


	
処置: 索引を削除し、適切なパラメータを指定して索引を再作成してください。









	 DRG-11006: ALTER INDEXのパラメータ文字列が無効です。 
	
原因: パラメータ文字列が無効です。


	
処置: 正しいパラメータ文字列で文を再実行してください。









	 DRG-11007: 複数のストップワードが指定されました。 
	
原因: 複数のストップ・ワードを追加しようとしました。


	
処置: 1回に1つのストップ・ワードを指定してください。









	 DRG-11008: CREATE INDEX PARTITIONのパラメータ文字列が無効です 
	
原因: パラメータ文字列が無効です。


	
処置: 索引を削除し、適切なパラメータを指定して索引を再作成してください。









	 DRG-11100: データベースに接続できません。 
	
原因: Oracleデータベースに接続できません。


	
処置: Oracleエラーおよび接続文字列を確認してください。









	DRG-11101: ファイルstringのオープンに失敗しました。 
	
原因: ファイルのオープンに失敗しました。


	
処置: ファイルが存在するかどうか、アクセス権があるかどうかを確認してください。









	 DRG-11102: 割り当てられたレクサーは、言語設定stringでは動作できません。 
	
原因: マルチバイト言語の設定で、シングルバイトのレクサーが選択されました。


	
処置: RDBMS言語設定またはテキスト列のレクサー設定を確認してください。









	 DRG-11104: Oracle Textエラー: 
	
原因: スタック上の次のエラーを参照してください。


	
処置: スタック上の次のエラーを参照してください。









	 DRG-11106: ユーザー・データベース・セッションが、この操作中に強制終了されました。 
	
原因: このデータベース・セッションが存在しないか、または強制終了されました。


	
処置: 操作の実行中にユーザー・データベース・セッションが強制終了した理由を調べてください。









	DRG-11107: パス指定: stringは無効です。 
	
原因: 指定されたパスが無効です。


	
処置: パス指定を確認してください。









	DRG-11108: 指定したファイル名: stringは無効です。 
	
原因: 指定されたファイル名が無効です。


	
処置: ファイル名が空白で開始または終了していないかどうか、無効な文字が含まれていないかどうかなどの問題を調べてください。









	 DRG-11109: 割り当てられたレクサーは、string問合せオペレータをサポートしていません。 
	
原因: このレクサーは、この問合せ演算子をサポートしていません。


	
処置: 問合せでこの演算子を使用しないでください。









	 DRG-11111: stringは、stringからstringの間の値である必要があります。 
	
原因: 範囲外のパラメータ値が指定されました。


	
処置: 指定可能な範囲内の値を指定してください。









	DRG-11112: stringの長さが最大値stringを超えています。 
	
原因: 指定されたパラメータ値が長すぎます。


	
処置: 最大長以下の値を指定してください。









	DRG-11113: stringの値は、stringの1つである必要があります。 
	
原因: 無効なパラメータ値が指定されました。


	
処置: パラメータに有効な値を指定してください。









	 DRG-11114: この操作に対する結果、表の形式が正しくありません。 
	
原因: この操作に対して、列の番号、型または名前の異なる結果表が指定されました。


	
処置: 結果表を確認してください。それぞれの操作に対する正しい形式については、ドキュメントを参照してください。









	 DRG-11115: stringに対する値の指定が必要です。 
	
原因: パラメータに値が指定されていません。


	
処置: パラメータに値を指定してください。









	DRG-11116: stringの値はstringの値以下である必要があります。 
	
原因: 2つのパラメータに無効な値が指定されました。


	
処置: パラメータに有効な値を指定してください。









	 DRG-11117: すでに使用されているオブジェクト名です。 
	
原因: 既存のオブジェクト名と競合するオブジェクト名で、オブジェクトを作成しようとしました。


	
処置: 新しい名前を指定してください。









	 DRG-11118: オブジェクト: stringは存在しません。 
	
原因: 存在しないオブジェクトを変更または削除しようとしました。


	
処置: 正しいオブジェクト名を指定してください。









	 DRG-11119: 操作はこの索引タイプでサポートされません。 
	
原因: この索引タイプでサポートされない索引で操作を起動しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	DRG-11120: ファイルstringへの書込みに失敗しました 
	
原因: ファイルの書込みに失敗しました。


	
処置: ファイルが存在するかどうか、アクセス権があるかどうかを確認してください。









	DRG-11121: ファイルstringからの読込みに失敗しました。 
	
原因: ファイルの読込みに失敗しました。


	
処置: ファイルが存在するかどうか、アクセス権があるかどうかを確認してください。









	 DRG-11122: 未サポートのセクション・グループです。 
	
原因: contains機能について指定されたセクション・グループはサポートされません。


	
処置: セクション・グループをNULL_SECTION_GROUPに変更してください。









	 DRG-11123: テーマ索引はサポートされていません。 
	
原因: contains機能のレクサー・プリファレンスでテーマ索引がオンになっています。


	
処置: テーマ索引をオフにしてください。









	DRG-11124: 値stringが無効です 
	
原因: 無効な値が指定されました。


	
処置: 有効な値を指定してください。









	DRG-11125: 既存のログ・ファイルstringのフォーマットが無効です 
	
原因: START_LOGで指定されたファイルはすでに存在し、事前に書き込まれたログ・ファイルではありません。


	
処置: 新しいファイルを指定するか、既存のファイルを削除してください。









	 DRG-11126: CONTEXT索引が空です 
	
原因: Training表が空か、またはTraining表のCONTEXT索引が移入されていません。


	
処置: Training表またはCONTEXT索引を移入してください。









	 DRG-11127: 索引ポリシーが調整済ルールに適合しません 
	
原因: CTXRULE索引ポリシーが、ルールを調整したポリシーに適合しません。


	
処置: CTXRULE索引ポリシーを変更してください。









	 DRG-11128: ルールのフォーマットが無効です 
	
原因: この操作に対するルールのフォーマットが無効です。


	
処置: ルール・タイプと操作タイプを確認してください。









	 DRG-11129: ルール表が空です 
	
原因: ルール表が空です。


	
処置: 調整してルール表を移入してください。









	 DRG-11130: コレクションにデータが見つかりません 
	
原因: 機能追加プログラムで、指定されたコレクションに機能が見つかりません。


	
処置: 機能を抽出するための設定を確認してください。









	DRG-11131: Oracle XML Parserでエラーが発生しました: string 
	
原因: Oracle XML Parserによってエラーがレポートされました。


	
処置: この文書を確認し、必要に応じて修正してください。









	 DRG-11132: ログ・ファイル名の文字が無効です 
	
原因: CTX_OUTPUT.START_LOGまたはCTX_OUTPUT.START_QUERY_LOGへのlogfileパラメータには、無効な文字(スラッシュなど)が含まれています。


	
処置: 無効な文字を削除してください。









	 DRG-11133: datatime値[ora-number]の変換に失敗しました 
	
原因: datetime値の変換に失敗しました。


	
処置: エラー・コードを確認してください。









	 DRG-11134: ファイルstringは、現在別のプロセスでロギングに使用されています 
	
原因: このファイルは現在、他のプロセスで使用されています。


	
処置: 別のファイル名を指定してください。









	 DRG-11135: 機能は通常、使用できません 
	
原因: 通常使用できない機能を使用しようとしました。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 DRG-11136: 割り当てられたレクサーは、エンティティ抽出をサポートしていません 
	
原因: このレクサーは、エンティティ抽出をサポートしていません。


	
処置: このレクサーをエンティティ抽出に使用しないでください。









	 DRG-11137: トレースはMTSではサポートされていません 
	
原因: MTSセッションでctx_outputトレースを使用しようとしました。


	
処置: 専用セッションを使用して接続し、操作を再試行してください。









	 DRG-11138: トレースstringはすでに有効です 
	
原因: すでに有効なトレースを有効にしようとしました。


	
処置: 最初にトレースを無効にしてください。









	 DRG-11139: トレースstringは有効になっていません 
	
原因: 有効でないトレースを無効にしようとしました。


	
処置: 最初にトレースを有効にしてください。









	 DRG-11140: セクションstringはMDATAではありません 
	
原因: mdataではないセクションに対してMDATA操作を実行しようとしました。


	
処置: 正しいmdataセクション名を指定してください。









	DRG-11141: CTX_DDL.REMOVE_MDATA()とCTX_DDL.ADD_MDATA()はMDATAセクションstringでは使用できません 
	
原因: ALLOW_ADD_REMパラメータをFALSEに設定して作成されたMDATAセクションに対して、CTX_DDL.REMOVE_MDATA()またはCTX_DDL.ADD_MDATA()をコールしようとしました。


	
処置: ALLOW_ADD_REMパラメータをFALSEに設定して作成されたMDATAセクションに対しては、CTX_DDL.REMOVE_MDATA()またはCTX_DDL.ADD_MDATA()をコールしないでください。









	DRG-11142: stringはstringにはできません 
	
原因: 指定されたパラメータの値を、指定どおりにすることはできません。


	
処置: 正しい値を指定してください。









	 DRG-11143: 64個のエラーのみトレースできます 
	
原因: ctx_outputを使用して、64個を超えるエラーをトレースしようとしました。


	
処置: トレースするエラーの数を減らすか、DRG_DUMP_ALL_ERRORSを使用してください。









	 DRG-11203: INSOフィルタは、このプラットフォームでサポートされていません。 
	
原因: INSOフィルタをサポートしていないプラットフォームでINSOフィルタを使用しようとしました。


	
処置: INSOフィルタを使用しないでください。









	 DRG-11204: ユーザー・フィルタ・コマンドが長すぎます。 
	
原因: ユーザー・フィルタ・コマンドは、32文字以下に設定する必要があります。


	
処置: ユーザー・フィルタ・コマンドを短くして指定してください。









	 DRG-11205: ユーザー・フィルタ・コマンドに無効な文字が含まれています。 
	
原因: ユーザー・フィルタ・コマンドには、スラッシュ、カッコ、セミコロンなどの特殊文字は使用できません。


	
処置: コマンド指定を修正してください。









	 DRG-11206: ユーザー・フィルタ・コマンドstringを実行できませんでした。 
	
原因: ユーザー・フィルタ・コマンドを実行できません。


	
処置: コマンドが$ORACLE_HOME/ctx/binにあるかどうか、そのコマンドが実行可能かどうかを確認してください。









	DRG-11207: ユーザー・フィルタ・コマンドが状態stringで終了しました。 
	
原因: ユーザー・フィルタ・コマンドが特定のエラー状態で終了しました。


	
処置: エラー・スタック上のDRG-11220、DRG-11221、DRG-11222、DRG-11223、DRG-11224、DRG-11225またはDRG-11227エラー・メッセージを確認するか、エラー状態を確認してください。









	 DRG-11208: ORACLE_HOMEが設定されていません。 
	
原因: ORACLE_HOMEが設定されていません。


	
処置: CTXSRV実行時にORACLE_HOMEが設定されていることを確認してください。









	DRG-11209: stringのファイル名が最大長stringを超えています。 
	
原因: ファイル名の値が長すぎます。


	
処置: 短いファイル名を指定してください。









	 DRG-11210: 列フォーマットには、char、varcharまたはvarchar2型が必要です。 
	
原因: 列フォーマットに、char、varcharまたはvarchar2型が指定されていません。


	
処置: 列フォーマットに正しい型を指定してください。









	 DRG-11211: 列キャラクタ・セットには、char、varcharまたはvarchar2型が必要です。 
	
原因: 列キャラクタ・セットに、char、varcharまたはvarchar2型が指定されていません。


	
処置: 列キャラクタ・セットに正しい型を指定してください。









	 DRG-11212: プロシージャ・フィルタ・プロシージャ名にセミコロンが含まれています。 
	
原因: 指定されたプロシージャ名にセミコロンが含まれています。


	
処置: セミコロンを削除するか、プロシージャの名前を変更してください。正しい形式はPACKAGENAME.PROCEDURE_NAMEです。









	DRG-11213: CTXSYSはプロシージャ・フィルタ・ストアド・プロシージャ: stringを所有していません。 
	
原因: CTXSYSに、プロシージャ・フィルタ・ストアド・プロシージャに対する実行権限がありません。


	
処置: パッケージがCTXSYSによって所有され、プロシージャが存在することを確認してください。









	 DRG-11214: プロシージャ・フィルタ・ストアド・プロシージャの実行に失敗しました。 
	
原因: プロシージャ・フィルタ・ストアド・プロシージャの実行中にエラーが発生しました。


	
処置: ストアド・プロシージャを確認またはデバッグしてください。









	DRG-11215: 索引所有者にはフィルタ・ストアド・プロシージャ: stringにアクセスする権限がありません。 
	
原因: 索引所有者がプロシージャの実行権限を持っていません。


	
処置: CTXSYSで、索引所有者にプロシージャの実行権限を付与してください。









	 DRG-11216: データストア・データの長さが制限を超えています。 
	
原因: フィルタ・ストアド・プロシージャに渡されたデータストア・データの長さが、最大長(32767バイト)を超えています。


	
処置: 主キー・パラメータを確認してください。









	 DRG-11217: INSOセーフ・コールアウトに失敗しました 
	
原因: INSOセーフ・コールアウトが実行できませんでした。


	
処置: Oracleエラーを確認してください。









	DRG-11218: 不完全なメール行、行string 
	
原因: メール・メッセージの指定の行にエラーがあります。


	
処置: 可能であれば、メール・メッセージを手動で編集してください。









	DRG-11219: 不完全なメール構成ファイル、行string 
	
原因: メール・フィルタ構成ファイルの指定の行にエラーがあります。


	
処置: 可能であれば、メール・フィルタ構成ファイルを手動で編集してください。









	 DRG-11220: サードパーティのフィルタがメモリー不足です。 
	
原因: サード・パーティのフィルタでは十分な仮想メモリーを割り当てることができないため、この文書をフィルタ処理できませんでした。


	
処置: オペレーティング・システムによって割り当てられる仮想メモリーを増やし、この文書を索引付けしなおしてください。









	 DRG-11221: サードパーティのフィルタが、この文書の破損を示しています。 
	
原因: この文書は破損しているため、サード・パーティのフィルタでこの文書をフィルタ処理できませんでした。


	
処置: 破損を修正し、この文書を索引付けしなおしてください。









	 DRG-11222: サードパーティのフィルタが、この既知のドキュメント・フォーマットをサポートしていません。 
	
原因: サード・パーティのフィルタはこのドキュメントのフォーマットを認識できましたが、このフォーマットはサポートされていないため、フィルタ処理できませんでした。


	
処置: この文書を削除するか、この文書を無視するように指定してください。









	 DRG-11223: サードパーティのフィルタが、この文書がパスワード保護または暗号化されていることを示しています。 
	
原因: サード・パーティのフィルタでパスワード保護または暗号化されている文書が検出されましたが、このレベルのパスワード保護または暗号化はサポートされていないため、その文書をフィルタ処理できませんでした。


	
処置: この文書を削除するか、この文書を無視するように指定してください。









	 DRG-11224: サードパーティのフィルタでは、一時ファイルを作成または書込みできません。 
	
原因: サード・パーティのフィルタでは、一時ファイルを作成したり一時ファイルに書込みできないため、この文書をフィルタ処理できませんでした。


	
処置: オペレーティング・システム指定の一時ディレクトリに十分な領域があること、およびオペレーティング・システムのOracleユーザーがこの一時ディレクトリにファイルを作成する権限があることを確認してください。









	 DRG-11225: サードパーティのフィルタがタイムアウトしました。 
	
原因: サード・パーティのフィルタがタイムアウトしたため、この文書をフィルタ処理できませんでした。


	
処置: INSO_FILTERフィルタ・タイプのTIMEOUT属性の値を増やし、この文書を索引付けしなおしてください。TIMEOUT属性を0(ゼロ)に設定するとセッションが異常終了する場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	DRG-11226: サードパーティのフィルタの初期化でエラーが発生しました: string 
	
原因: サード・パーティのフィルタの初期化でエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、後続のメッセージを確認してください。









	 DRG-11227: サードパーティのフィルタが、このドキュメント・フォーマットをサポートしていません。 
	
原因: サード・パーティのフィルタが、このドキュメントのフォーマットをサポートしていません。


	
処置: この文書を削除するか、この文書を無視するように指定してください。









	 DRG-11228: キャラクタセット・フィルタはバイナリ・ドキュメントをサポートしていません。 
	
原因: 列フォーマットはバイナリ・ドキュメントを指定しています。


	
処置: キャラクタセット・フィルタを使用してバイナリ・ドキュメントをフィルタ処理しないでください。









	 DRG-11229: 構成列には、char、varcharまたはvarchar2型が必要です 
	
原因: 型がchar、varcharまたはvarchar2ではない構成列を指定しました。


	
処置: 適切な型の構成列を指定してください。









	 DRG-11301: 文書の索引付けでエラーが発生しました 
	
原因: 文書の索引付け中にエラーが発生しました。レクサー、セクションの解析などの動作中に、エラーが発生しました。


	
処置: 文書を確認し、有効なデータで更新してください。この文書の内容は部分的に索引付けされているため、一部の問合せによって戻される可能性があります。









	 DRG-11303: 2次索引はこの索引タイプではサポートされていません 
	
原因: 索引構成表で索引を作成しようとしましたが、これは、この索引タイプでサポートされていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-11304: ファンクション索引はこの索引タイプではサポートされていません 
	
原因: ファンクション索引を作成しようとしましたが、これは、この索引タイプでサポートされていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-11305: 索引stringの作成/変更は、別のセッションで処理中です 
	
原因: 索引のマークをINPROGRESSからFAILUREに設定しようとしましたが、同じ索引の作成/変更が別のセッションで進行中です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-11306: ポリシーで操作を実行できません。 
	
原因: ポリシーで操作を実行しようとしましたが、この操作は索引に対してのみ有効です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-11307: 索引で操作を実行できません。 
	
原因: 索引で操作を実行しようとしましたが、この操作はポリシーに対してのみ有効です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	DRG-11308: 列式stringはサポートされていません 
	
原因: サポートされていない列式を使用して索引を作成しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	DRG-11309: 列: stringのフィルタは無効です 
	
原因: 指定された列が無効です。


	
処置: 次の点を確認してください。a)列のデータ型がサポートされている型かどうか、b)仕様部内の表名、列名が有効かどうか。









	DRG-11310: 列: stringの順序は無効です 
	
原因: 指定された列が無効です。


	
処置: 次の点を確認してください。a)列のデータ型がサポートされている型かどうか、b)仕様部内の表名、列名が有効かどうか。









	 DRG-11311: stringはこの最適化モードに対して指定できません 
	
原因: 指定したオプションは、この最適化モードには無効です。


	
処置: 指定したオプションを削除してください。









	 DRG-11312: ソースと新しいポリシーは同じ所有者を持つ必要があります 
	
原因: 新しいポリシーの所有者がソース・ポリシーの所有者と異なります。


	
処置: 両方のポリシーが同じユーザーにより所有されていることを確認してください。









	DRG-11313: 索引パーティションstringで索引移入エラーが発生しました 
	
原因: 指定された部分にテキスト索引を移入できませんでした。


	
処置: スタック上の次のエラーを参照して、適切に処置してください。









	 DRG-11314: 保留中のキューに行が含まれる索引でTRANSACTIONALプロパティを変更することはできません 
	
原因: 索引に、同期されていない保留中の行があります。


	
処置: TRANSACTIONALプロパティを変更する前に索引を同期してください。









	DRG-11316: $S表はstringを使用して作成できません 
	
原因: $S表は、指定された記憶域オプションを使用して作成できません。


	
処置: 指定されたオプションを索引プリファレンスから削除し、索引作成を再試行してください。









	 DRG-11317: 行ID stringは索引内にありません 
	
原因: ctx_ddl.add_mdataの無効な行IDを指定しました。


	
処置: 行IDを修正して、再試行してください。









	 DRG-11318: dr$sdata_updateを処理中にエラーが発生しました 
	
原因: エラーが発生しました。


	
処置: 詳細はエラー・スタックを確認してください。









	 DRG-11319: $Iに2つ以上の索引が見つかりました。OPTIMIZE REBUILDはサポートされません 
	
原因: OPTIMIZE REBUILDは、表示された理由のためサポートされていません。


	
処置: 問題を解決して操作を再試行してください。









	 DRG-11320: $Iに索引が見つかりません。OPTIMIZE REBUILDはサポートされません 
	
原因: OPTIMIZE REBUILDは、表示された理由のためサポートされていません。


	
処置: 問題を解決して操作を再試行してください。









	 DRG-11321: $Iでトリガーが検出されました。OPTIMIZE REBUILDはサポートされません 
	
原因: OPTIMIZE REBUILDは、表示された理由のためサポートされていません。


	
処置: 問題を解決して操作を再試行してください。









	 DRG-11322: 高速最適化はbig_ioオプションではサポートされていません 
	
原因: OPTIMIZE FASTはbig_ioオプションではサポートされていません。


	
処置: かわりに、「optimize full」を実行するか再作成を行ってください。









	 DRG-11323: マージ最適化にはnear_realtimeオプションが必要です 
	
原因: OPTIMIZE MERGEにはnear_realtimeオプションが必要です。


	
処置: 別の最適化モードを実行してください。









	 DRG-11324: 高速最適化はseparate_offsetsオプションではサポートされていません 
	
原因: OPTIMIZE FASTはseparate_offsetsオプションではサポートされていません。


	
処置: かわりに、「optimize full」を実行するか再作成を行ってください。









	 DRG-11325: STAGEITABはCONTEXT索引でのみサポートされています 
	
原因: STAGEITABにはCONTEXT索引が必要です。


	
処置: CONTEXT以外の索引に対してSTAGEITABを使用しないでください。









	 DRG-11326: SEPARATE_OFFSETSはCONTEXT索引でのみサポートされています 
	
原因: SEPARATE_OFFSETSにはCONTEXT索引が必要です。


	
処置: CONTEXT以外の索引に対してSEPARATE_OFFSETSを使用しないでください。









	 DRG-11327: BIG_IOはCONTEXT索引でのみサポートされています 
	
原因: BIG_IOにはCONTEXT索引が必要です。


	
処置: CONTEXT以外の索引に対してBIG_IOを使用しないでください。









	 DRG-11328: 最適化の検証に失敗しました 
	
原因: 最適化の検証に失敗しました。


	
処置: バグを報告してください。









	 DRG-11332: 索引にはSTAGE_ITABセットがすでに存在します 
	
原因: 索引にはSTAGE_ITABセットがすでに存在します。


	
処置: STAGE_ITABをこの索引に追加しないでください。









	 DRG-11333: 索引にはSTAGE_ITABセットが存在しません 
	
原因: 索引にはSTAGE_ITABセットが存在しません。


	
処置: STAGE_ITABをこの索引から削除しないでください。









	 DRG-11334: 索引にはBIG_IOセットがすでに存在します 
	
原因: 索引にはBIG_IOセットがすでに存在します。


	
処置: BIG_IOをこの索引に追加しないでください。









	 DRG-11335: 索引にはBIG_IOセットが存在しません 
	
原因: 索引にはBIG_IOセットが存在しません。


	
処置: BIG_IOをこの索引から削除しないでください。









	 DRG-11336: 索引にはSEPARATE_OFFSETSセットがすでに存在します 
	
原因: 索引にはSEPARATE_OFFSETSセットがすでに存在します。


	
処置: SEPARATE_OFFSETSをこの索引に追加しないでください。









	 DRG-11337: 索引にはSEPARATE_OFFSETSセットが存在しません 
	
原因: 索引にはSEPARATE_OFFSETSセットが存在しません。


	
処置: SEPARATE_OFFSETSをこの索引から削除しないでください。









	 DRG-11338: ポリシーstringが存在しません 
	
原因: 指定されたポリシーが存在しないか、ポリシーへのアクセス権がありません。


	
処置: 既存の索引を指定してください。









	DRG-11339: $A表はstringを使用して作成できません 
	
原因: $A表は、指定された記憶域オプションを使用して作成できません。


	
処置: 指定されたオプションを索引プリファレンスから削除し、索引作成を再試行してください。









	DRG-11340: $F表はstringを使用して作成できません 
	
原因: $F表は、指定された記憶域オプションを使用して作成できません。


	
処置: 指定されたオプションを索引プリファレンスから削除し、索引作成を再試行してください。









	 DRG-11341: 1つ以上のトークンについて索引の最適化に失敗しました 
	
原因: 1つ以上のトークンに対して索引の初期化が生成されました。token_info blobの破損が原因である可能性があります。


	
処置: エラーの詳細は索引初期化ログを確認してください。または、ロギングを有効にして初期化コールを再試行してください。









	 DRG-11342: パーティション$Iとグローバル$XではOPTIMIZE REBUILDがサポートされていません 
	
原因: OPTIMIZE REBUILDは、表示された理由のためサポートされていません。


	
処置: 問題を解決して操作を再試行してください。









	 DRG-11343: 現在の$Iパーティション・スキームでは、OPTIMIZE REBUILDがサポートされていません 
	
原因: OPTIMIZE REBUILDは、表示された理由のためサポートされていません。


	
処置: 問題を解決して操作を再試行してください。









	 DRG-11344: SPLIT DOLLARIは空のマッピング表入力で使用できません 
	
原因: SPLIT DOLLARIは、空のマッピング表に対して、どのような出力も生成しません


	
処置: マッピング表に移入し、操作を再試行してください









	 DRG-11345: 索引の最適化が中断されました 
	
原因: ctx_adm.stop_optimizeによって、索引の最適化が中断されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-11346: OPTIMIZE REBUILDは、文字長セマンティクス列を含む$Iではサポートされていません 
	
原因: OPTIMIZE REBUILDは、表示された理由のためサポートされていません。


	
処置: 問題を解決して操作を再試行してください。









	 DRG-11347: FILTER CACHEはCONTEXT索引でのみサポートされています 
	
原因: FILTER CACHEはCONTEXT索引のみに使用します。


	
処置: CONTEXT索引以外ではFILTER_CACHEを使用しないでください。









	 DRG-11348: SAVE COPYはCONTEXT索引でのみサポートされています 
	
原因: SAVE COPYにはCONTEXT索引が必要です。


	
処置: CONTEXT索引以外でSAVE COPYを使用しないでください。









	 DRG-11349: FORWARD INDEXはCONTEXT索引でのみサポートされています 
	
原因: FORWARD INDEXにはCONTEXT索引が必要です。


	
処置: CONTEXT索引以外ではFORWARD INDEXを使用しないでください。









	 DRG-11350: FORWARD INDEXはこの索引に存在しません 
	
原因: FORWARD INDEXが存在しません。


	
処置: この索引に対してforward indexを有効にしてください。









	DRG-11400: キーstringでの文書の解析に失敗しました。 
	
原因: 言語抽出に指定された文書が解析できませんでした。この文書は、完全な英文になっていません。


	
処置: 文書の内容を確認してください。









	 DRG-11403: 主キーの値は長すぎます。 
	
原因: サービス要求に、主キーの最大長(64バイト)を超えた主キー・パラメータが渡されました。


	
処置: 主キー・パラメータを確認してください。









	 DRG-11404: 主キーの値は指定されていません。 
	
原因: サービス要求にNULLの主キー・パラメータが渡されました。


	
処置: 主キー・パラメータを確認してください。









	 DRG-11410: 結果表stringに挿入できませんでした。 
	
原因: 結果表への言語出力の挿入中にORACLEエラーが発生しました。


	
処置: ORACLEエラー・コードに対応する処置を行ってください。









	 DRG-11418: 言語解析機能用の文書の内容が十分ではありません。 
	
原因: 言語抽出に指定した文書は、指定された解析機能で解析されましたが、文書の内容が言語抽出には不十分でした。


	
処置: 文書の内容を確認するか、言語の設定を変更してください。









	 DRG-11422: 言語サービスの初期化に失敗しました。 
	
原因: 言語サービスの初期化に失敗しました。


	
処置: 言語にナレッジ・ベース・ファイルが提示されているかどうかを確認してください。









	 DRG-11425: gistレベルstringが無効です。 
	
原因: gistレベルが無効です。


	
処置: 有効なgistレベルを指定してください。









	DRG-11427: 有効なgistレベルの値はstringです。 
	
原因: gistレベルが無効です。


	
処置: 有効なgistレベルを指定してください。









	 DRG-11428: ドキュメントに無効な文字が含まれています 
	
原因: ドキュメントに無効な文字が含まれています。


	
処置: 無効な文字を削除してください。









	 DRG-11432: ナレッジ・ベースへのアクセス中にファイル・エラーが発生しました 
	
原因: ナレッジ・ベースへのアクセス中にOracleエラーが発生しました。


	
処置: 言語にナレッジ・ベース・ファイルが提示されているかどうかを確認してください。









	 DRG-11435: 主キーの値が無効です。 
	
原因: サービス要求に有効でない主キー・パラメータが渡されました。


	
処置: 主キー・パラメータを確認してください。









	 DRG-11439: 索引名の長さが、最大値stringバイトを超えています。 
	
原因: 索引の長さが索引名の最大サイズを超えています。


	
処置: 索引を削除して、短い索引名で索引を再作成してください。









	 DRG-11440: string言語ではサポートされない操作です。 
	
原因: 要求された操作は現行の言語ではサポートされません。


	
処置: この操作を要求しないでください。









	 DRG-11441: gist numParagraphsstringが無効です。 
	
原因: gist numParagraphsが無効です。


	
処置: 有効なgist numParagraphsを指定してください。









	DRG-11442: 有効なgist numParagraphsの値は、stringです。 
	
原因: gist numParagraphsが無効です。


	
処置: 有効なgist numParagraphsを指定してください。









	 DRG-11443: gist maxPercentstringが無効です。 
	
原因: gist maxPercentが無効です。


	
処置: 有効なgist maxPercentを指定してください。









	DRG-11444: 有効なgist maxPercentの値は、stringです。 
	
原因: gist maxPercentが無効です。


	
処置: 有効なgist maxPercentを指定してください。









	DRG-11445: ROWIDの値が無効です: string 
	
原因: サービス要求に有効でないROWIDの値のパラメータが渡されました。


	
処置: ROWIDパラメータを確認してください。









	 DRG-11446: 指定したナレッジ・ベース・ファイルstringはインストールされていません 
	
原因: Oracle Expressエディションを指定している、または指定された必要なナレッジ・ベースがインストールされていません。


	
処置: Oracle Expressエディションを使用している場合、Oracle EnterpriseまたはOracle Standardにアップグレードしてください。そうでない場合、指定したナレッジ・ベースのインストール方法については、データベース・インストレーション・ガイドのインストール後のタスクに関する項を参照してください。









	 DRG-11480: ctxkbtcメモリー割当てエラー: %(1) 
	
原因: メモリーを割当てできません。


	
処置: システム管理者に連絡してください。









	 DRG-11481: 言語機能は有効化されていません 
	
原因: 言語機能が有効化されていません。


	
処置: 言語機能を有効化してください。









	DRG-11500: 列名が正しくありません。string(行string)が見つかりました。 
	
原因: 列名またはキーワードの綴りが誤っている可能性があります。


	
処置: 指定された行の近くの綴りおよび句読点を確認してください。









	DRG-11501: 識別子stringが、列名のかわりに行stringで見つかりました。 
	
原因: 列名の綴りが誤っている可能性があります。


	
処置: 指定された行の近くの綴りを確認してください。









	DRG-11502: 行stringで、ファイルstringの読込みに失敗しました。 
	
原因: ファイル名が誤っているか、file_typeが正しくないか、またはファイルシステムのエラーです。


	
処置: ファイル名、タイプまたはファイル(あるいはそのすべて)の整合性を確認してください。









	 DRG-11503: 文の挿入により文の最大サイズを超えました。 
	
原因: 文の合計の長さが、データベースの最大値を超えました。


	
処置: 列名を短くするか、列数を少なくしてください。









	 DRG-11504: 指定したLONG値のパラメータstringは無効です。 
	
原因: オプション引数が無効です。


	
処置: LONGバッファ・サイズに0(ゼロ)より大きい値をKB単位で指定してください。









	 DRG-11505: 行stringのLONGデータは見つからないか、無効です。 
	
原因: データまたはデータファイルのいずれかが無効です。


	
処置: ファイルが存在していること、およびアクセス可能であることを確認してください。









	 DRG-11506: エラーのため、行stringのレコードは無視されました。 
	
原因: この行のデータの解析中に、エラーが発生しました。


	
処置: エラーのある行を別のロード・ファイルに移動して、修正してください。









	DRG-11507: ファイルstringの読込みでファイル・エラーが発生しました。 
	
原因: ファイルが見つからないか、読み込めません。


	
処置: ファイルの名前と位置を確認してください。









	DRG-11508: stringトークン(行string)が誤っているか、または存在しません。 
	
原因: 必要なトークンが見つかりません。


	
処置: エラーのあるロード・ファイルに移動して、影響のあるレコードを修正してください。









	DRG-11509: 行stringに値を指定してください。 
	
原因: テキストに値がありません。


	
処置: エラーのあるロード・ファイルに移動して、影響のあるレコードを修正してください。









	DRG-11510: 行string でリカバリ不能なエラーが発生しました。 
	
原因: 前のメッセージを参照してください。


	
処置: 前のエラーを参照してください。









	 DRG-11511: 指定した表にLONG RAW列はありません。 
	
原因: テキストは、LONG RAW型の列に挿入する必要があります。


	
処置: データの表および型を確認してください。









	DRG-11512: シソーラス・ロード・ファイルの行: stringに構文の誤りがあります。 
	
原因: ロード・ファイルは、ロードするシソーラスに固有の形式である必要があります。


	
処置: ドキュメントで正しい構文を調べてください。









	DRG-11513: ファイルstringのオープンまたは書込みができません。 
	
原因: ファイルのオープンまたは書込みをしようとして、失敗しました。


	
処置: システム管理者に連絡してください。









	DRG-11514: ユーザーstringに、stringのUPDATEまたはSELECT権限はありません。 
	
原因: ユーザーには、UPDATEまたはSELECT権限は付与されていません。


	
処置: ユーザー権限を確認してください。









	 DRG-11515: テキスト・キーの値が不十分です。 
	
原因: 指定された値の数がテキスト・キーの数と一致しません。


	
処置: テキスト・キーの数と同じ数の値を指定してください。









	 DRG-11516: この操作を実行するには、少なくともCTXUSERのロールが必要です。 
	
原因: ユーザーにCTXUSER、CTXAPPまたはCTXADMINのロールがありません。


	
処置: ユーザーに適切なロールを付与してください。









	 DRG-11517: テキスト・オブジェクトの妥当性検査中にエラーが発生しました。 
	
原因: 付随するOracleエラーを参照してください。


	
処置: 付随するOracleエラーを参照してください。









	 DRG-11518: テキスト表stringにLONGまたはLONG RAW列がありません。 
	
原因: 指定された表にLONGまたはLONG RAW列がありません。


	
処置: 指定された表を確認してください。









	 DRG-11519: LONGまたはLONG RAW列のエクスポート中にエラーが発生しました。 
	
原因: 付随するエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを参照してください。









	 DRG-11520: ファイルの書込み中にエラーが発生しました。 
	
原因: ファイルが存在しません。


	
処置: ファイルが存在するかどうかを確認してください。









	 DRG-11521: LONGまたはLONG RAW列の更新中にエラーが発生しました。 
	
原因: 付随するエラー・メッセージを参照してください。


	
処置: 付随するエラー・メッセージを参照してください。









	 DRG-11522: 指定したテキスト・キーをもつ行が存在しません。 
	
原因: 表の中の行に指定されたテキスト・キーがありません。


	
処置: 正しいテキスト・キーを使用してください。









	 DRG-11523: 指定した行を更新用にロックできません。 
	
原因: 他プロセスが指定した行をロックしています。


	
処置: ロックを解放するか、またはロックが解放されるまで待ってください。









	 DRG-11524: 主キーの値が指定されていません。 
	
原因: 主キー値が指定されていません。


	
処置: 主キー値を指定してください。









	 DRG-11525: 無効なcommitafterパラメータstringが指定されました。 
	
原因: オプション引数が無効です。


	
処置: 0(ゼロ)より大きいcommitafterを指定してください。









	 DRG-11526: ファイル名が最大長を超えています。 
	
原因: ファイル名の値が長すぎます。


	
処置: ファイル名を短くして指定してください。









	DRG-11527: 行stringで終了トークンが見つかりません。 
	
原因: レコードの終わりに<TEXTEND>が見つかりません。


	
処置: 処理を中断して、レコードを修正してください。









	 DRG-11528: LONGまたはLONG RAW列定義が構造体データで見つかりました。 
	
原因: 位置が誤っていることが考えられます。


	
処置: 構造体データからLONGまたはLONG RAW列への参照を削除してください。









	 DRG-11529: トークンが最大長を超えています。 
	
原因: 列の名前または値が長すぎます。


	
処置: 処理を中断して、レコードを修正してください。









	 DRG-11530: トークンが最大長を超えています。 
	
原因: 句またはリレーション・ワードの値が長すぎます。


	
処置: 処理を中断して、レコードを修正してください。









	DRG-11531: 行stringで開始トークンが見つかりません。 
	
原因: <TEXTSTART: がレコードの始めに見つかりません。


	
処置: 処理を中断して、レコードを修正してください。









	DRG-11532: 行string(ファイルstring)の終わりで読込みエラーが発生しました。 
	
原因: 行の終わりまで読み込んだところで文字が見つかりました。


	
処置: 不要な文字を削除してください。









	DRG-11533: 列stringの値が正しくありません。 
	
原因: 列の値が長すぎるか、引用符が一致していません。


	
処置: 処理を中断して、レコードを修正してください。









	DRG-11534: 列stringが存在しない、またはスペルミスです。 
	
原因: 列が存在しないか、綴りが誤っています。


	
処置: 処理を中断して、レコードを修正してください。









	 DRG-11535: メモリーへの書込み時に句または修飾子: string (行string)でエラーが発生しました。 
	
原因: メモリーが不十分です。


	
処置: メモリーを増やしてください。問題が繰り返される場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 DRG-11600: URL保存: stringが永続的に移動されました。 
	
原因: URLが参照している文書が永続的に移動されました。


	
処置: 文書の新しいアドレスを調べてください。









	DRG-11601: URL保存: stringに対するリクエスト構文に誤りがあります。 
	
原因: クライアントが正しい要求を作成できません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 DRG-11602: URL保存: stringへのアクセスには認証が必要です。 
	
原因: ユーザーにパスワードまたは認証が必要です。


	
処置: 必要なアクセス権を取得するか、URLを確認してください。









	DRG-11603: URL保存: stringへアクセスするにはペイメントが必要です。 
	
原因: URLにアクセスするにはペイメントが必要です。


	
処置: URLを確認するか、またはアクセスに必要な場合はペイメントを行ってください。









	 DRG-11604: URL保存: stringへのアクセスは否認されました。 
	
原因: URLへのアクセスが否認されました。


	
処置: URLを確認してください。URLが正しい場合は、URLへアクセスしないでください。









	 DRG-11605: URL保存: stringで指定された文書が見つかりません。 
	
原因: 指定されたホストに文書が見つかりません。


	
処置: URLを確認してください。









	 DRG-11606: URL保存: stringへのアクセスがクライアント・リクエストの待機中にタイムアウト。 
	
原因: タイムアウト周期内にクライアントから応答がありませんでした。


	
処置: URLを確認してください。









	 DRG-11607: URL保存: 誤ったレスポンスが原因で、stringへのアクセスが否認されました。 
	
原因: URLのWebサーバーがHTTPプロトコルに準拠していません。


	
処置: リモート・ホストのWeb管理者に連絡してください。









	 DRG-11608: URL保存: stringのホスト部分が誤って指定されています。 
	
原因: URLのホスト部分が解析できません。


	
処置: URLを確認してください。









	DRG-11609: URL保存: stringで指定されたローカル・ファイルをオープンできません。 
	
原因: ローカル・ファイルをオープンできませんでした。


	
処置: URLを確認してください。









	DRG-11610: URL保存: stringで指定されたローカル・ファイルを読み込むことができません。 
	
原因: ローカル・ファイルが読み込めませんでした。


	
処置: システム管理者に連絡してください。









	DRG-11611: URL保存: stringで指定されたプロトコルが不明です。 
	
原因: 解析したプロトコルがHTTPまたはファイルのいずれでもありませんでした。


	
処置: URLを確認してください。









	DRG-11612: URL保存: stringで指定されたホストが不明です。 
	
原因: 指定されたホストのアドレスを解決できませんでした。


	
処置: URLを確認してください。









	DRG-11613: URL保存: stringで指定されたホストへの接続が拒否されました。 
	
原因: 指定されたホストへの接続が拒否されました。


	
処置: URLを確認してください。









	 DRG-11614: URL保存: stringに指定されたホストとの通信がタイム・アウトしました。 
	
原因: ネットワーク操作がタイムアウトしました。


	
処置: 後で再試行してください。Webサーバーとのネットワーク接続が切断されている可能性があります。









	 DRG-11615: URL保存: ネットワーク内のstringへ送信する書込みが失敗しました。 
	
原因: Webサーバーへの書込み中に不明なエラーが発生しました。


	
処置: ネットワーク接続を確認してください。









	DRG-11616: URL保存: stringへアクセスしようとするリダイレクションが多すぎます。 
	
原因: URLへアクセスしようとするHTTPリダイレクションの連鎖が多すぎます。


	
処置: リモート・ホストのWeb管理者に連絡してください。









	 DRG-11617: URL保存: URL: stringが長すぎます。 
	
原因: URL文字列の長さがURLSIZEを超えています。


	
処置: URLSIZE属性の値を大きくしてください。









	 DRG-11618: URL保存: stringで示された文書が大きすぎます。 
	
原因: 文書の大きさが、ユーザーが設定した最大サイズを超えています。


	
処置: URLにアクセスしないか、文書サイズの制限を大きくしてください。









	 DRG-11619: URL保存: 表内の行が空です。 
	
原因: 行が削除されているか、または欠落しています。


	
処置: 必要に応じて、表を確認してください。









	 DRG-11620: URL保存: スレッド操作のエラー。 
	
原因: スレッド操作に失敗しました。


	
処置: システム管理者に連絡してください。









	DRG-11621: URL保存: stringに関するソケット・オープン・エラー。 
	
原因: ソケット・オープンに失敗しました。オープンしているファイル記述子が多すぎる可能性があります。


	
処置: 起動するスレッドの最大数を減らしてください。









	DRG-11622: URL保存: 不明なHTTPのエラーstring(stringの読込みについて) 
	
原因: 予期しないHTTPエラーが発生しました。


	
処置: HTTPエラー・コードを調べてください。有効な場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	DRG-11623: URL保存: stringの読込みについての不明なエラー。 
	
原因: 予期しないエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 DRG-11624: 属性string(string)は無効です: 有効範囲はstringからstringの間です。 
	
原因: 予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 属性値を変更してください。









	DRG-11625: MAXURLS * URLSIZEは、stringよりも小さくなければなりません。 
	
原因: MAXURLS * URLSIZEは制限値を超えることはできません。


	
処置: MAXURLSまたはURLSIZEのいずれかの値を小さくしてください。









	DRG-11626: URL保存: stringからのリダイレクト時に指定されたプロトコルが不明です 
	
原因: URLが、httpもファイル・プロトコルも使用しないサイトにリダイレクトされました。


	
処置: URLを確認してください。









	DRG-11627: URL保存: stringの読込みについての未実装のエラー 
	
原因: リモート・ホストが501未実装のエラーを戻しました。


	
処置: URLを確認してください。









	DRG-11628: URL保存: stringの読込みについての不正なゲートウェイのエラー 
	
原因: リモート・ホストが502不正なゲートウェイのエラーを戻しました。


	
処置: URLを確認してください。









	DRG-11629: URL保存: stringの読込みについてのサービス使用不可のエラー 
	
原因: リモート・ホストが503サービスの一時的使用不可のエラーを戻しました。


	
処置: URLを確認してください。









	DRG-11630: URL保存: stringの読込みについてのゲートウェイのタイムアウト・エラー 
	
原因: リモート・ホストが504ゲートウェイのタイムアウト・エラーを戻しました。


	
処置: URLを確認してください。









	 DRG-11700: シソーラスstringはすでに存在しています。 
	
原因: 同じ名前のシソーラスが存在します。


	
処置: 別の名前を使用してください。









	 DRG-11701: シソーラスstringは存在しません。 
	
原因: シソーラスが存在しません。


	
処置: 別のシソーラスを使用するか、またはシソーラスを作成してください。









	DRG-11702: string 
	
原因: 問合せでのシソーラス演算子の解析中にエラーが発生しました。詳細は、エラー・メッセージを参照してください。


	
処置: エラー・メッセージを参照してください。









	 DRG-11703: この機能を実行するには、ユーザーstringには少なくともCTXAPPロールが必要です。 
	
原因: 権限が不十分です。


	
処置: ユーザーにCTXAPPロールを付与してください。









	 DRG-11704: 句stringが存在しません。 
	
原因: 句が存在しません。


	
処置: 別の句を使用するか、または句を作成してください。









	DRG-11705: stringからstringへのマルチレベル・ジャンプです。 
	
原因: シソーラス・ロード・ファイルに、解析できないマルチレベル・ジャンプがあります。


	
処置: シソーラス・ファイルを修正してください。









	DRG-11706: リレーションstringが無効です。 
	
原因: 無効なリレーションが指定されました。有効なリレーションのセットが表示されます。さらに、構文言語名(最大10バイトまでの文字列で指定可能)のある翻訳を指定できます。


	
処置: 有効なリレーションを指定してください。









	DRG-11707: 有効なリレーション: string 
	
原因: 無効なリレーションが指定されました。有効なリレーションのセットが表示されます。さらに、構文言語名(最大10バイトまでの文字列で指定可能)のある翻訳を指定できます。


	
処置: 有効なリレーションを指定してください。









	 DRG-11708: シソーラスが多すぎます。 
	
原因: CTXKBTCでは16を超えるシソーラスはコンパイルできません。


	
処置: 指定する値を少なくしてください。









	 DRG-11709: シソーラスの語句が多すぎます。 
	
原因: シソーラスの語句数が最大値を超えています。


	
処置: シソーラスの語句数を減らしてください。









	 DRG-11710: シソーラスの語句stringが長すぎます。 
	
原因: ナレッジ・ベースでは、80文字を超える語句は許可されません。


	
処置: シソーラスを修正してください。









	DRG-11711: 語句stringのデータが多すぎます。 
	
原因: 語句のデータ・サイズは内部的に制限されています。


	
処置: シソーラスを再設計してください。









	DRG-11712: 語句stringに対して複数の上位概念語があります。 
	
原因: シソーラスに複数の上位概念語を持つ語句があります。


	
処置: それぞれの語句が、上位概念語を1つのみ持っていることを確認してください。









	 DRG-11713: 1つのシノニム・リングに対して複数の優先語があります。 
	
原因: シソーラスに複数の優先語を持つシノニム・リングがあります。


	
処置: それぞれのシノニム・リングが、優先語を1つのみ持っていることを確認してください。









	 DRG-11714: シノニムに異なる上位概念語があります。 
	
原因: シノニム・リングに異なる上位概念語を持つシノニムがあります。


	
処置: すべてのシノニムに、同じ上位概念語があることを確認してください。









	DRG-11715: 2KBカテゴリstringとstring間に上位概念語関係を追加しようとしました。 
	
原因: 上位語関係は、2つのナレッジ・ベース・カテゴリ間には追加できません。


	
処置: 上位語階層を再設計してください。









	DRG-11716: 下位概念語stringを非優先語stringに対して追加しようとしました。 
	
原因: 下位概念語を追加できるのは、優先語に対してのみです。


	
処置: 下位概念語を優先語に付加してください。









	DRG-11717: 類義語stringを非優先語stringに対して追加しようとしました。 
	
原因: 関連語を追加できるのは、優先語に対してのみです。


	
処置: 関連語を優先語に付加してください。









	DRG-11718: 語句stringに対して複数の優先語があります。 
	
原因: この語句に対して複数の優先語があります。


	
処置: シソーラスを修正してください。









	 DRG-11719: 上位概念語の階層が深すぎます。 
	
原因: このシソーラスの上位語の階層が深すぎます。


	
処置: 最適な結果が得られるように、階層を均一にしてください。









	 DRG-11720: シノニム・リング当たりのシノニムが多すぎます。 
	
原因: 1つの優先語に対するシノニムが多すぎます。


	
処置: さらに区分して、階層を深くしてください。









	 DRG-11721: シソーラスstringが空です。 
	
原因: シソーラスにエントリが存在しません。


	
処置: エントリを追加するか、シソーラスを削除してください。









	 DRG-11722: 言語の指定が無効です。 
	
原因: 10文字を超える言語を指定することはできません。


	
処置: 言語を10文字以下で指定してください。









	 DRG-11723: 句はNULLにできません。 
	
原因: シソーラスにNULL句を追加しようとしました。


	
処置: 有効な句を指定してください。









	 DRG-11724: 句stringはすでに存在しています。 
	
原因: 同じ名前の句が存在します。


	
処置: 別の名前を使用してください。









	 DRG-11725: 句にシノニムがありません。 
	
原因: シノニムのない句を優先語にしようとしたか、またはシノニムのない句からSYNを削除しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-11726: 句は優先語ではありません。 
	
原因: 優先語のリレーションを優先語ではない句から削除しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-11727: 関連した項が句にありません。 
	
原因: 存在しないリレーションを削除しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-11728: 句にこの型の上位概念語はありません。 
	
原因: 存在しないリレーションを削除しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-11729: 句にこの型の下位概念語はありません。 
	
原因: 存在しないリレーションを削除しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-11730: リレーションがありません。 
	
原因: 存在しないリレーションを削除しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-11731: 翻訳がありません。 
	
原因: 存在しない翻訳を削除しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-11732: 句には翻訳がありません。 
	
原因: 存在しない翻訳を削除しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-11733: 用語に対する指定言語の翻訳が複数あります。 
	
原因: 用語に対する指定言語の翻訳が複数あります。


	
処置: 1つの翻訳を指定してください。









	DRG-11734: 同形異義語がありません 
	
原因: homograph(disambiguation)という形式の用語はありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	DRG-11735: 曖昧性解消がありません 
	
原因: homograph(disambiguation)という形式の用語に、曖昧性の解消がありません(homograph())。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-11736: 曖昧性を解消した同形異義語の後に無効なテキストがあります 
	
原因: homograph(disambiguation)という形式の用語で、曖昧性の解消の後にテキストがあります(homograph(disambiguation) extra text)。


	
処置: 処置は必要ありません。









	DRG-11801: 続行 
	
原因: 続行が必要かどうかをユーザーに確認しています(HTTP_ERROR = 100)。


	
処置: 必要であると応答した場合は、元の操作が続行されます。









	DRG-11802: プロトコルを切り替えています。 
	
原因: クライアントに、プロトコルの切替えを通知しています(HTTP_ERROR = 101)。


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	DRG-11803: OK 
	
原因: クライアントの状況が正常であることを通知しています(HTTP_ERROR = 200)。


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	DRG-11804: 作成済 
	
原因: クライアントで作成されたことを通知しています(HTTP_ERROR = 201)。


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	DRG-11805: アクセプトされました。 
	
原因: クライアントがアクセプトされましたが、コミットされていないことを通知しています(HTTP_ERROR = 202)。


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	DRG-11806: 非認可の情報です。 
	
原因: 戻されたメタ情報は、最終的なセットではありません(HTTP_ERROR = 203)。


	
処置: ユーザー・エージェントは、非認可の情報であることを認識します。









	DRG-11807: コンテンツがありません 
	
原因: 要求は実行されましたが、新しい情報はありません(HTTP_ERROR = 204)。


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	DRG-11808: リセットされた内容です。 
	
原因: クライアントにドキュメント・ビューのリセットを通知しています(HTTP_ERROR = 205)。


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	DRG-11809: 一部の内容です。 
	
原因: クライアントのドキュメントの内容は、不完全です(HTTP_ERROR = 206)。


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	 DRG-11810: 一部更新はOKです。 
	
原因: クライアントのドキュメントは、一部更新されています(HTTP_ERROR = 207)。


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	DRG-11811: 複数の選択です。 
	
原因: クライアントに複数のリソースを選択できることを通知しています(HTTP_ERROR = 300)。


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	DRG-11812: 永久に移動しました。 
	
原因: URIに、新しい永続URIが割り当てられました(HTTP_ERROR = 301)。


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	DRG-11813: 一時的に移動しました。 
	
原因: URIが一時的に別のURIに存在しています。HTTP_ERROR = 302


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	DRG-11814: 他を参照してください。 
	
原因: そのURIは、別のURlでGET METHODを使用して検索できます(HTTP_ERROR = 303)。


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	DRG-11815: 変更されませんでした。 
	
原因: 文書が変更されていないことを示す、条件付きのGETへの応答です。HTTP_ERROR = 304


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	DRG-11816: プロキシを使用します。 
	
原因: 要求を繰り返すには、クライアントは指定されたプロキシを使用する必要があります(HTTP_ERROR = 305)。


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	DRG-11817: プロキシ・リダイレクトです。 
	
原因: プロキシ・リダイレクションです。使用されません(HTTP_ERROR = 306)。


	
処置: HTTPがバージョンアップしたため、使用されません。









	DRG-11818: 一時リダイレクトです。 
	
原因: リソースが一時的に別のURIにあります。HTTP_ERROR = 307


	
処置: 適切に処置してください。









	DRG-11819: 不正なリクエストです。 
	
原因: URLの構文が正しくありません。要求はサーバーによって拒否されました。HTTP_ERROR = 400


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	DRG-11820: 認可されていません。 
	
原因: 要求には、さらに認証が必要です。HTTP_ERROR = 401


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	DRG-11821: 支払いが必要です。 
	
原因: 今後使用する目的で確保されています。HTTP_ERROR = 402


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	DRG-11822: 禁止されています。 
	
原因: サーバーは、クライアントからの要求の実行を拒否しました(client HTTP_ERROR = 403)。


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	DRG-11823: 見つかりません。 
	
原因: サーバーは、要求されたURIを検索できません(HTTP_ERROR = 404)。


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	 DRG-11824: 使用できないメソッドです。 
	
原因: ユーザー・エージェントが使用できないメソッドを指定しました(HTTP_ERROR = 405)。


	
処置: ユーザー・エージェントは、使用できるヘッダーを読んでかわりのメソッドを判断します。









	DRG-11825: アクセプトできません。 
	
原因: 要求されたリソースは、要求ヘッダーによってアクセプトできません(HTTP_ERROR = 406)。


	
処置: ユーザー・エージェントは、ユーザーに次の処置を問い合せる必要があります。









	 DRG-11826: プロキシ認証が必要です。 
	
原因: クライアントは、プロキシを使用して認証する必要があります。HTTP_ERROR = 407


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	DRG-11827: リクエストがタイムアウトしました。 
	
原因: サーバーは要求をタイムアウトしました(HTTP_ERROR = 408)。


	
処置: ユーザー・エージェントは要求を繰り返します。









	DRG-11828: 競合します。 
	
原因: そのURIの現在の状態と要求が競合します(HTTP_ERROR = 409)。


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	DRG-11829: 存在しません。 
	
原因: リソースは使用できなくなり、転送アドレスもありません。HTTP_ERROR = 410


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	DRG-11830: 長さが必要です。 
	
原因: サーバーは、content-lengthヘッダーを受信する必要があります。HTTP_ERROR = 411


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	DRG-11831: 事前の条件設定に失敗しました。 
	
原因: リソースが事前の条件設定に失敗したことをユーザー・エージェントに通知しています(HTTP_ERROR = 412)。


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	 DRG-11832: エンティティ要求が大きすぎます。 
	
原因: エンティティ要求が大きすぎるため、要求は拒否されました。HTTP_ERROR = 413


	
処置: Retry-Afterにヘッダーが見つかった場合、ユーザー・エージェントは再試行する必要があります。









	 DRG-11833: URI要求が大きすぎます。 
	
原因: サーバーは、大きすぎるURIの受入れを拒否しています。HTTP_ERROR = 414


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	 DRG-11834: サポートされないメディア・タイプです。 
	
原因: サーバーは、メディア・タイプによって要求を拒否しています(type HTTP_ERROR = 415)。


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	 DRG-11835: 要求した範囲では条件を満足できません。 
	
原因: リソースの範囲では、バイト範囲の要求を満たすことはできません。HTTP_ERROR = 416


	
処置: ユーザー・エージェントは、応答でコンテンツの範囲ヘッダーを読み取ります。









	DRG-11836: 見込みが外れました。 
	
原因: サーバーは、ユーザー・エージェントの見込みを満たすことはできません。HTTP_ERROR = 417


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	DRG-11837: 再認可が必要です。 
	
原因: このメッセージは確保されています(HTTP_ERROR = 418)。


	
処置: このメッセージは確保されています。









	 DRG-11838: プロキシの再認可が必要です。 
	
原因: このメッセージは確保されています(HTTP_ERROR = 419)。


	
処置: このメッセージは確保されています。









	 DRG-11839: 内部サーバー・エラーです。 
	
原因: 要求を実行する際に、サーバーで内部エラーが発生しました。HTTP_ERROR = 500


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	DRG-11840: 実装されていません。 
	
原因: サーバーは、まだ実装されていない要求機能をサポートできません。HTTP_ERROR = 501


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	DRG-11841: ゲートウェイが正しくありません。 
	
原因: 要求を扱う際に、サーバーはゲートウェイから無効な応答を受信しました。HTTP_ERROR = 502


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	DRG-11842: サービスは使用可能ではありません。 
	
原因: サーバーが過負荷であるか、メンテナンス・モードになっています。HTTP_ERROR = 503


	
処置: 応答にRetry-Afterヘッダーがあった場合、要求を再試行してください。









	DRG-11843: ゲートウェイ・タイムアウトです。 
	
原因: 上流サーバーは、ゲートウェイ・サーバーに適時に応答しませんでした。HTTP_ERROR = 504


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	 DRG-11844: HTTPバージョンはサポートされません。 
	
原因: 要求ヘッダーのHTTPバージョンは、サーバーによって拒否されます。HTTP_ERROR = 505


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	 DRG-11845: 一部更新はありません。 
	
原因: このメッセージは確保されています(HTTP_ERROR = 506)。


	
処置: このメッセージは確保されています。









	 DRG-11846: 応答は無効です。 
	
原因: ユーザー・エージェントは、戻された応答が無効であることを認識します。HTTP_CACHE_ERROR = 10


	
処置: ユーザー・エージェント・クライアントが適切に処置します。









	DRG-11847: 再検証に失敗しました。 
	
原因: ユーザー・エージェントは、無効な応答を再検証しようとして失敗しました。HTTP_CACHE_ERROR = 11


	
処置: ユーザー・エージェント・クライアントが適切に処置します。









	DRG-11848: 操作が切断されました。 
	
原因: キャッシュは、しばらくの間、意図的に切断されます。HTTP_CACHE_ERROR = 12


	
処置: ユーザー・エージェント・クライアントが適切に処置します。









	DRG-11849: 存続期限切れです。 
	
原因: キャッシュの鮮度存続期間および応答期間がどちらも24時間より長くなっています。HTTP_CACHE_ERROR = 13


	
処置: ユーザー・エージェント・クライアントが適切に処置します。









	DRG-11850: 変換は適用されました。 
	
原因: キャッシュ・マネージャに通知して、コンテンツのエンコーディング/メディア・タイプがキャッシュで変更されました。HTTP_CACHE_ERROR = 14


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	 DRG-11851: キャッシュ関連の警告です。 
	
原因: キャッシュに関する任意の情報がログ出力に示されます。HTTP_CACHE_ERROR = 99


	
処置: ユーザー・エージェント・クライアントは、何も処置をしません。









	 DRG-11852: リモート・ホストの位置を特定できません。 
	
原因: リモート・ホストへの接続が失敗しました(USER_AGENT_ERROR)。


	
処置: ユーザー・エージェント・クライアントが適切に処置します。









	 DRG-11853: ホスト名が見つかりません。 
	
原因: ホスト名がURIに指定されていません。USER_AGENT_ERROR


	
処置: ユーザー・エージェント・クライアントが適切に処置します。









	 DRG-11854: ファイル名が見つからないか、またはファイルがアクセス不可です。 
	
原因: 指定されたファイルをオープンできません(USER_AGENT_ERROR)。


	
処置: ユーザー・エージェント・クライアントが適切に処置します。









	 DRG-11855: FTPサーバーが応答しました。 
	
原因: FTPサーバーは、エージェントの要求に応答します(USER_AGENT_ERROR)。


	
処置: ユーザー・エージェント・クライアントが適切に処置します。









	 DRG-11856: FTPサーバーからの応答がありません。 
	
原因: 操作中、FTPサーバーからの応答がありません。USER_AGENT_ERROR


	
処置: ユーザー・エージェント・クライアントが適切に処置します。









	 DRG-11857: サーバーがタイムアウトしました。 
	
原因: サーバー操作がタイムアウトしました(USER_AGENT_ERROR)。


	
処置: ユーザー・エージェント・クライアントが適切に処置します。









	 DRG-11858: ゴーファ・サーバーの応答です。 
	
原因: ゴーファ・サーバーは、エージェントの要求に応答します。USER_AGENT_ERROR


	
処置: ユーザー・エージェント・クライアントが適切に処置します。









	 DRG-11859: データ転送中に割込みが発生しました。 
	
原因: URL要求の処理中に割込みが発生しました(USER_AGENT_ERROR)。


	
処置: ユーザー・エージェント・クライアントが適切に処置します。









	 DRG-11860: 接続を確立中に割込みが発生しました。 
	
原因: 接続操作中に割込みが発生しました(USER_AGENT_ERROR)。


	
処置: ユーザー・エージェント・クライアントが適切に処置します。









	DRG-11861: CSOサーバーが応答しました。 
	
原因: クライアントの状況が正常であることを通知しています(USER_AGENT_ERROR)。


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	 DRG-11862: HTTPサーバー0.9以前である可能性があります。 
	
原因: Webサーバーが古すぎます(USER_AGENT_ERROR)。


	
処置: ユーザー・エージェント・クライアントが適切に処置します。









	 DRG-11863: 不正、不完全または不明な応答です。 
	
原因: サーバーが応答した数値は意味不明です(USER_AGENT_ERROR)。


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	 DRG-11864: 不明なアクセス認証スキームです。 
	
原因: サーバーが使用しているアクセス認証スキームが不明です(USER_AGENT_ERROR)。


	
処置: ユーザー・エージェント・クライアントが適切に処置します。









	 DRG-11865: ニュース・サーバーの応答です。 
	
原因: ニュース・サーバーが応答しています(USER_AGENT_ERROR)。


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	 DRG-11866: 'file://'ではなく、'ftp://'で試行してください。 
	
原因: 誤ったアクセス・スキームが使用されています。USER_AGENT_ERROR


	
処置: ユーザー・エージェント・クライアントが適切に処置します。









	 DRG-11867: 自動リダイレクションに対してメソッドが適合しません。 
	
原因: クライアントの状況が正常であることを通知しています(USER_AGENT_ERROR)。


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	 DRG-11868: リダイレクションが多すぎます。 
	
原因: Webサーバーの設定は、リダイレクションが多すぎる構成です(USER_AGENT_ERROR)。


	
処置: ユーザー・エージェント・クライアントが適切に処置します。









	 DRG-11869: 早すぎるファイルの終りが見つかりました。 
	
原因: 予期しない位置でファイルが終わっています(USER_AGENT_ERROR)。


	
処置: ユーザー・エージェント・クライアントが適切に処置します。









	 DRG-11870: WAISサーバーからの応答が長すぎます -- 余分な行は無視されました。 
	
原因: WAISからの応答によってバッファがオーバーフローしました(USER_AGENT_ERROR)。


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	 DRG-11871: WAISサーバーからデータが戻りません。 
	
原因: WAISサーバーが不良です(USER_AGENT_ERROR)。


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	 DRG-11872: WAISサーバーに接続できません。 
	
原因: WAISサーバーへの接続に失敗しました(USER_AGENT_ERROR)。


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	 DRG-11873: システム・コールの応答です。 
	
原因: システム・コールの応答を登録します(USER_AGENT_ERROR)。


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	 DRG-11874: アクセス・スキームが不正または不明です。 
	
原因: プロトコルのクラスが、サーバーに不正に接続しました(USER_AGENT_ERROR)。


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	 DRG-11875: アクセス・スキームは使用できません 
	
原因: クライアントの状況が正常であることを通知しています(USER_AGENT_ERROR)。


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	 DRG-11876: 接続していれば、ログインできます。 
	
原因: telnetエージェントに情報を渡しています(USER_AGENT_ERROR)。


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	 DRG-11877: このキャッシュ・バージョンは期限切れで、自動的に再ロードされます。 
	
原因: キャッシュ・エントリが再ロードされていることをユーザーに通知する必要があります(USER_AGENT_ERROR)。


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	 DRG-11878: 新規ルールのロードには、明示的な承認が必要です。 
	
原因: ユーザー・エージェント・クライアントに新規ルールのロードを認識させる必要があります(USER_AGENT_ERROR)。


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	 DRG-11879: 自動プロキシ・リダイレクションには、明示的な承認が必要です。 
	
原因: ユーザー・エージェント・クライアントにプロキシ・リダイレクションを認識させる必要があります(USER_AGENT_ERROR)。


	
処置: ユーザー・エージェントが適切に処置します。









	 DRG-12001: ユーザー名を入力してください: 
	
原因: ユーザーに名前の入力を要求しています(W3CLIB_MSG = 0)。


	
処置: ユーザー・エージェント・クライアントが適切に処置します。









	 DRG-12002: プロキシ認証のユーザー名を入力してください: 
	
原因: ユーザーに名前の入力を要求しています(W3CLIB_MSG = 1)。


	
処置: ユーザー・エージェント・クライアントが適切に処置します。









	 DRG-12003: このFTPサーバーのユーザー名を入力してください: 
	
原因: ユーザーに名前の入力を要求しています(W3CLIB_MSG = 2)。


	
処置: ユーザー・エージェント・クライアントが適切に処置します。









	DRG-12004: パスワード: 
	
原因: ユーザーにパスワードの入力を要求しています(W3CLIB_MSG = 3)。


	
処置: ユーザー・エージェント・クライアントが適切に処置します。









	 DRG-12005: 保存するファイル名を指定してください: 
	
原因: ユーザーにファイル名の入力を要求しています(W3CLIB_MSG = 4)。


	
処置: ユーザー・エージェント・クライアントが適切に処置します。









	 DRG-12006: アカウントを入力してください: 
	
原因: ユーザーにアカウントの入力を要求しています(W3CLIB_MSG = 5)。


	
処置: ユーザー・エージェント・クライアントが適切に処置します。









	 DRG-12007: ここではこのメソッドを使用できない可能性があります。続行しますか。 
	
原因: ユーザーにサービスの拒否を警告しています。W3CLIB_MSG = 6


	
処置: ユーザー・エージェント・クライアントが適切に処置します。









	 DRG-12008: 位置が変更されました。続行しますか。 
	
原因: ユーザーに位置の変更を警告しています。W3CLIB_MSG = 7


	
処置: ユーザー・エージェント・クライアントが適切に処置します。









	 DRG-12009: 一連の新規ルールをこの設定に追加する必要があります。続行しますか。 
	
原因: ユーザーにルールの変更を警告しています。W3CLIB_MSG = 8


	
処置: ユーザー・エージェント・クライアントが適切に処置します。









	 DRG-12010: このファイルはすでに存在しています。既存のファイルを置き換えますか。 
	
原因: ユーザーに置換の保留を警告しています(W3CLIB_MSG = 9)。


	
処置: ユーザー・エージェント・クライアントが適切に処置します。









	 DRG-12011: 認証に失敗しました。再試行しますか。 
	
原因: ユーザーに認証の失敗を警告しています(W3CLIB_MSG = 10)。


	
処置: ユーザー・エージェント・クライアントが適切に処置します。









	 DRG-12012: プロキシ認証に失敗しました。再試行しますか。 
	
原因: ユーザーにプロキシ認証の失敗を警告しています(W3CLIB_MSG = 11)。


	
処置: ユーザー・エージェント・クライアントが適切に処置します。









	 DRG-12013: このメソッドはすでに実行済です。操作を繰り返しますか。 
	
原因: ユーザーに以前使用したメソッドの繰返しを警告しています(W3CLIB_MSG = 12)。


	
処置: ユーザー・エージェント・クライアントが適切に処置します。









	 DRG-12014: 非常に大きいドキュメントです。操作を続行しますか。 
	
原因: ユーザーに非常に大きいドキュメントの処理を警告しています(W3CLIB_MSG = 13)。


	
処置: ユーザー・エージェント・クライアントが適切に処置します。









	 DRG-12015: この操作に対するソース・ドキュメントは移動しました。続行しますか。 
	
原因: ユーザーに位置の変更を警告しています(W3CLIB_MSG = 14)。


	
処置: ユーザー・エージェント・クライアントが適切に処置します。









	 DRG-12016: この操作に対するターゲット・ドキュメントは移動しました。続行しますか。 
	
原因: ユーザーに宛先のドキュメントの変更を警告しています(W3CLIB_MSG = 15)。


	
処置: ユーザー・エージェント・クライアントが適切に処置します。









	 DRG-12017: リダイレクションでこのメソッドの動作が変わる可能性があります。続行しますか。 
	
原因: ユーザーにリダイレクションのメソッドに対する影響を警告しています(W3CLIB_MSG = 16)。


	
処置: ユーザー・エージェント・クライアントが適切に処置します。









	 DRG-12018: プロキシ変更の自動リクエストです。続行しますか。 
	
原因: ユーザーにプロキシの自動的な変更を警告しています(W3CLIB_MSG = 17)。


	
処置: ユーザー・エージェント・クライアントが適切に処置します。









	 DRG-12201: セクション・グループstringはすでに存在しています。 
	
原因: 同じ名前のセクション・グループがすでに存在します。


	
処置: 別名を使用するか、または既存のセクション・グループを削除してください。









	 DRG-12202: セクション・グループの作成でエラーが発生しました。 
	
原因: セクション・グループの作成時にOracleエラーを検出しました。


	
処置: Oracleエラー・メッセージを参照して、適切に処置してください。









	 DRG-12203: セクション・グループstringがありません。 
	
原因: 指定されたセクション・グループは存在しません。


	
処置: 既存のセクション・グループを指定してください。









	DRG-12204: セクション・グループstringの削除でエラーが発生しました。 
	
原因: セクション・グループの削除時にOracleエラーを検出しました。


	
処置: Oracleエラー・メッセージを参照して、適切に処置してください。









	DRG-12206: タグstringは、すでにセクション・グループstringにあります。 
	
原因: 指定された開始タグは同じセクションにすでに存在します。


	
処置: 別の開始タグを指定してください。









	DRG-12210: セクションstringの追加でエラーが発生しました。 
	
原因: セクションの追加時にOracleエラーを検出しました。


	
処置: Oracleエラー・メッセージを参照して、適切に処置してください。









	 DRG-12211: セクションまたはセクションIDstringは存在しません。 
	
原因: 削除するセクション名またはセクションIDが存在しません。


	
処置: 存在するセクション名またはセクションIDを指定してください。









	DRG-12212: セクションstringの削除でエラーが発生しました。 
	
原因: セクションの削除時にOracleエラーを検出しました。


	
処置: Oracleエラー・メッセージを参照して、適切に処置してください。









	 DRG-12213: 他のユーザーのセクション・グループまたはセクションは作成/削除できません。 
	
原因: 自分のセクション・グループ・オブジェクトのみを作成または削除できます。


	
処置: オブジェクトを所有するユーザーが、作成または削除してください。









	 DRG-12217: タグは64バイト以下である必要があります。 
	
原因: 開始または終了タグの最大値は64バイトです。


	
処置: 64バイト以下の開始または終了タグを指定してください。









	 DRG-12218: セクション・グループ名が欠落しています。 
	
原因: セクション・グループ名を指定する必要があります。


	
処置: セクションまたはセクション・グループの作成時にセクション・グループ名を指定してください。









	 DRG-12219: セクション名が欠落しています。 
	
原因: セクションを作成する場合、セクション名を指定する必要があります。


	
処置: セクション名を指定してください。









	 DRG-12220: 有効なタグを指定してください。 
	
原因: セクションをセクション・グループに追加する場合、タグを指定する必要があります。


	
処置: タグを指定してください。









	 DRG-12223: セクション名stringは確保されている名前です。 
	
原因: セクションに予約名を割り当てようとしました。


	
処置: セクションに別の名前を指定してください。









	 DRG-12224: DRG-12224: セクション・グループの作成にはctx_ddl.create_section_groupを使用します。 
	
原因: ctx_ddl.create_preferenceを使用して、セクション・グループを作成しようとしました。


	
処置: ctx_ddl.create_section_groupを使用してください。









	 DRG-12225: この型のセクションは、このセクション・グループに追加できません。 
	
原因: セクションをNULLセクション・グループへ追加しようとしたか、停止セクションを非自動セクション・グループへ追加しようとしたか、ゾーンまたはフィールド・セクションを自動セクション・グループへ追加しようとしました。


	
処置: このセクション・グループに、その型のセクションは追加できません。









	 DRG-12226: stringという名前のフィールド・セクションは、このセクション・グループにすでに存在しています。 
	
原因: 属性またはゾーン・セクションに、既存のフィールド・セクションと同じ名前を割り当てようとしました。


	
処置: 別の名前を使用してください。









	 DRG-12227: stringという名前のゾーン・セクションは、このセクション・グループにすでに存在しています。 
	
原因: 属性またはフィールド・セクションに、既存のゾーン・セクションと同じ名前を割り当てようとしました。


	
処置: 別の名前を使用してください。









	 DRG-12228: フィールド・セクション(string)の最大数を超えました。 
	
原因: セクション・グループの一意のフィールド・セクション数が、最大数を超えています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-12229: 特殊セクションstringは、このセクション・グループにすでに存在しています。 
	
原因: すでに存在している特殊セクションを追加しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	DRG-12230: 特殊セクション名は、stringの1つである必要があります。 
	
原因: 無効な特殊セクションを追加しようとしました。


	
処置: 有効な特殊セクションを指定してください。









	 DRG-12231: 属性セクションstringは、このセクション・グループにすでに存在しています。 
	
原因: フィールドまたはゾーン・セクションに、既存の属性セクションと同じ名前を割り当てようとしました。


	
処置: 別の名前を使用してください。









	 DRG-12232: 属性タグ形式が無効です。 
	
原因: 属性タグとして使用するタグに、誤った形式のタグが指定されました。属性タグは、TAG@ATTR形式である必要があります。


	
処置: 正しいフォーマットを使用してください。









	 DRG-12233: xmlセクションは他のセクション・タイプと共存できません 
	
原因: ゾーン、フィールド、属性または特殊セクションを持つセクション・グループまたは索引に、xmlセクションを追加しようとしたか、あるいは、xmlセクションを持つセクション・グループまたは索引に、ゾーン、フィールド、属性または特殊セクションを追加しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	DRG-12234: 列stringは、すでにセクション・グループstringにマップされています 
	
原因: すでに存在している列セクションを追加しようとしました。


	
処置: 正しいフォーマットを使用してください。









	 DRG-12235: sdataセクションstringは、このセクション・グループにすでに存在しています 
	
原因: sdataではないセクションに、既存のsdataセクションと同じ名前を割り当てようとしました。


	
処置: 別の名前を使用してください。









	 DRG-12236: mdataセクションstringは、このセクション・グループにすでに存在しています 
	
原因: mdataではないセクションに、既存のmdataセクションと同じ名前を割り当てようとしました。


	
処置: 別の名前を使用してください。









	 DRG-12237: セクションstringは、このセクション・グループにすでに存在しています 
	
原因: 列をマップしようとしましたが、セクション名はすでに別のセクションで使用されています。


	
処置: 別の名前を使用してください。









	 DRG-12238: mdataセクション(string)の最大数を超えました 
	
原因: セクション・グループの一意のmdataセクション数が、最大数を超えています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-12239: sdataセクション(string)の最大数を超えました 
	
原因: セクション・グループの一意のsdataセクション数が、最大数を超えています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-12240: ORDER BY列stringの順序をSDATAセクションとして索引付けする必要があります 
	
原因: ORDER BY列がMDATAセクションにマップされました。


	
処置: セクション・グループを調整してください。









	 DRG-12241: 列名stringは有効なセクション名ではありません 
	
原因: 名前が有効なセクション名ではないため、ORDER BY列またはFILTER BY列をSDATAセクションに暗黙的にマップできません。


	
処置: セクション・グループを修正して、列名を有効なセクション名にマップしてください。









	DRG-12242: stringの値がセクションstringに対して大きすぎます 
	
原因: FILTER BY列またはORDER BY句の値が大きすぎるため、索引付けできません。


	
処置: 行を更新してください。









	DRG-12243: データ型が無効です 
	
原因: sdataまたはmdataセクションに指定されたデータ型が無効です。


	
処置: サポートされているデータ型を指定してください。









	DRG-12244: sdataセクションstringでデータ変換エラーが発生しました 
	
原因: データの変換に失敗しました。


	
処置: データの形式を確認してください。









	DRG-12245: SDATA演算子はsdataセクションstringと互換性がありません 
	
原因: データの変換に失敗しました。


	
処置: データの形式を確認してください。









	DRG-12246: SDATAオペランドはsdataセクションstringと互換性がありません 
	
原因: データの変換に失敗しました。


	
処置: データの形式を確認してください。









	 DRG-12247: NDATAセクション(string)の最大数を超えました 
	
原因: セクション・グループの一意のNDATAセクション数が、最大数を超えています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-12248: stringという名前のNDATAセクションは、このセクション・グループにすでに存在しています 
	
原因: NDATAではないセクションに、既存のNDATAセクションと同じ名前を割り当てようとしました。


	
処置: 別の名前を使用してください。









	 DRG-12249: stringという名前のMVDATAセクションは、このセクション・グループにすでに存在しています 
	
原因: MVDATAではないセクションに、既存のMVDATAセクションと同じ名前を割り当てようとしました。


	
処置: 別の名前を使用してください。









	 DRG-12250: mvdataセクション(string)の最大数を超えました 
	
原因: セクション・グループの一意のmvdataセクション数が、最大数を超えています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-12300: この列リストを持つ索引は、索引セットにすでに存在しています。 
	
原因: 索引セットに索引を追加しようとしましたが、指定された列リストを持つ索引はすでに存在しています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-12301: 索引セットに索引がありません。 
	
原因: 索引セットから索引を削除しようとしましたが、指定された索引が見つかりません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-12302: 無効な列リストです。 
	
原因: 構文エラー、重複列または無効な列名などを持つ無効な列リストが指定されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-12303: 索引セットに追加できる索引は99個までです。 
	
原因: 索引セットに100個以上の索引を追加しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-12304: 索引セット: stringは存在しません。 
	
原因: 無効な索引セット名が指定されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-12305: 列: stringのデータ型は、索引セット列に対してはサポートされません。 
	
原因: 無効なデータ型を持つ索引セットの索引の列リストにある列が指定されました。


	
処置: 索引列リストには、DATE、NUMBER、CHARまたはVARCHAR2の列のみを使用してください。









	 DRG-12306: 列: stringは、索引セット列に対しては長すぎます。 
	
原因: 長すぎる索引セットの索引の列リストにある列が指定されました。


	
処置: CHARおよびVARCHAR2列は、30バイトまたは最大長より短くする必要があります。









	 DRG-12307: 列: stringはNULLで、索引付けできません。 
	
原因: 1つ以上のメタ列がNULLである行を索引付けしようとしました。


	
処置: メタ列に値を指定し、行を索引付けしなおしてください。









	 DRG-12308: ctx_ddl.create_index_setを使用して索引セットを作成してください 
	
原因: ctx_ddl.create_preferenceを使用して、索引セットを作成しようとしました。


	
処置: ctx_ddl.create_ index_setを使用してください。









	 DRG-12400: テンプレートstringが空です。 
	
原因: テンプレートが空です。


	
処置: テンプレートが正しくインストールされているかどうかを確認してください。









	 DRG-12401: 無効なテンプレート: ループ内の問合せ 
	
原因: CTX REPEATタグ内ではCTX EXECタグを付けることはできません。


	
処置: CTX EXECタグを削除してください。









	DRG-12402: テンプレートstring、行stringの処理でエラーが発生しました。 
	
原因: テンプレートの処理時にエラーが発生しました。


	
処置: スタック上の他のエラーを参照して、適切に処置してください。









	 DRG-12403: テンプレートstringが見つかりません。 
	
原因: テンプレートが存在しません。


	
処置: テンプレート名とそのテンプレートがインストールされているかどうかを確認してください。









	 DRG-12404: テンプレートstringが複数見つかりました。 
	
原因: 同じ名前のテンプレートが複数見つかりました。


	
処置: 必要に応じてテンプレートを削除してください。









	 DRG-12405: CTX REDIRECTまたはCTX LABELタグの処理でエラーが発生しました。 
	
原因: タグの構文エラーです。


	
処置: タグ構文を修正してください。









	 DRG-12406: CTX EXECタグ属性(string)が無効です。 
	
原因: 属性が正しく指定されていません。


	
処置: 指定された属性の構文を確認してください。









	 DRG-12407: CTX REPEATタグ属性(string)が無効です。 
	
原因: 属性が正しく指定されていません。


	
処置: 指定された属性の構文を確認してください。









	DRG-12408: 変数参照が無効です: string.string 
	
原因: 参照された変数が存在しません。


	
処置: ラベルおよび列名を確認してください。









	DRG-12409: stringのラベルに構文エラーがあります。 
	
原因: CTX EXECタグのSQLに、ラベルまたはラベル型の正しくない構文があります。


	
処置: CTX EXECタグのSQL属性を確認してください。









	 DRG-12410: CTX EXECタグを処理できません。 
	
原因: CTX EXECタグのSQL属性の処理時にエラーが発生しました。


	
処置: スタック上の他のエラーを参照して、適切に処置してください。









	DRG-12411: SQL処理エラー: string 
	
原因: CTX EXECタグのSQL属性からSQLを誤って実行しました。


	
処置: SQL属性のSQLを確認してください。









	 DRG-12412: テンプレート処理属性(string)が欠落しているかまたは無効です。 
	
原因: 指定された属性がHTML入力フィールドでは欠落しているか、または無効です。


	
処置: テンプレートのINPUT、SELECT、RADIOおよびCHECKBOXタグでテンプレート処理固有の属性を確認してください。









	 DRG-12422: クライアントへの書込みに失敗しました。 
	
原因: 続いて表示されるメッセージを参照してください。


	
処置: 管理者に連絡してください。









	DRG-12430: 必須の引数: stringが足りません。 
	
原因: この引数は必須です。


	
処置: この引数を指定した状態でURLを再送信してください。









	 DRG-12431: 構成セクションstringが見つかりません。 
	
原因: 指定された構成引数が無効です。


	
処置: 引数を修正してURLを再送信してください。









	 DRG-12432: 構成ファイルstringが見つからないか、または読込み不能です。 
	
原因: 構成ファイルの処理時にエラーが発生しました。


	
処置: 管理者に連絡してください。









	 DRG-12433: string JDBCドライバ・クラスのロードに失敗しました。 
	
原因: ドライバ・クラスが無効です。


	
処置: 管理者に連絡して、構成を修正してください。









	 DRG-12434: 構成情報stringを使用した接続に失敗しました。 
	
原因: 構成情報が正しくありません。


	
処置: 管理者に連絡して、構成を修正してください。









	 DRG-12435: ハイライト表の割当てに失敗しました。 
	
原因: 続いて表示されるメッセージを参照してください。


	
処置: 管理者に連絡してください。









	 DRG-12436: ドキュメント表の割当てに失敗しました。 
	
原因: 続いて表示されるメッセージを参照してください。


	
処置: 管理者に連絡してください。









	 DRG-12437: ハイライト表のリリースに失敗しました。 
	
原因: 続いて表示されるメッセージを参照してください。


	
処置: 管理者に連絡してください。









	 DRG-12438: ドキュメント表のリリースに失敗しました。 
	
原因: 続いて表示されるメッセージを参照してください。


	
処置: 管理者に連絡してください。









	 DRG-12439: ハイライト表の読込みに失敗しました。 
	
原因: 続いて表示されるメッセージを参照してください。


	
処置: 管理者に連絡してください。









	 DRG-12440: ドキュメント表の読込みに失敗しました。 
	
原因: 続いて表示されるメッセージを参照してください。


	
処置: 管理者に連絡してください。









	 DRG-12441: ハイライト数の計算に失敗しました。 
	
原因: 続いて表示されるメッセージを参照してください。


	
処置: 管理者に連絡してください。









	 DRG-12500: ストップ・リストstringはすでに存在しています。 
	
原因: 指定されたストップ・リストはすでに存在しています。


	
処置: ストップ・リストを再作成する場合は、重複しているストップ・リストを削除する必要があります。









	 DRG-12501: NULLのストップ・リストは許可されていません。 
	
原因: 指定されたストップ・リストがNULLです。


	
処置: 有効なストップ・リストを指定する必要があります。









	 DRG-12502: 他のユーザーのストップ・リストは変更できません。 
	
原因: 自分のストップ・リストまたはストップ・ワード・オブジェクトのみを作成または削除できます。


	
処置: オブジェクトを所有するユーザーが、作成または削除してください。









	 DRG-12503: ストップ・リストの作成または削除中にエラーが発生しました。 
	
原因: ストップ・リストの作成時にOracleエラーを検出しました。


	
処置: Oracleエラー・メッセージを参照して、適切に処置してください。









	 DRG-12504: ストップ・リストstringは存在しません。 
	
原因: 指定したストップ・リストが存在しません。


	
処置: ストップ・リストが有効であることを確認してください。









	 DRG-12505: ストップ・ワードの追加または削除中にエラーが発生しました。 
	
原因: ストップ・ワードの追加または削除中にOracleエラーを検出しました。


	
処置: Oracleエラー・メッセージを参照して、適切に処置してください。









	DRG-12506: ストップ・ワードstringはストップ・リストstringにありません。 
	
原因: 指定したストップ・ワードが存在しません。


	
処置: ストップ・ワードが有効であることを確認してください。









	 DRG-12507: ストップ・ワードstringは、すでにこのストップ・リストにあります。 
	
原因: 指定されたストップ・ワードはすでに存在しています。


	
処置: ストップ・ワードを再作成する場合は、重複しているストップ・ワードを削除する必要があります。









	 DRG-12508: ストップ・ワードはNULLにできません。 
	
原因: 指定されたストップ・ワードがNULLです。


	
処置: ストップ・ワードを再作成する場合は、NULLのストップ・ワードを削除する必要があります。









	 DRG-12509: ストップ・ワードstringの長さがその制限であるstringバイトを超えています。 
	
原因: ストップ・リスト・エントリが最大長を超えています。


	
処置: ストップ・リスト・エントリの長さを短くしてください。









	 DRG-12511: ストップ・リストの作成にはctx_ddl.create_stoplistを使用します。 
	
原因: ctx_ddl.create_preferenceを使用して、ストップ・リストを作成しようとしました。


	
処置: use ctx_ddl.create_stoplistを使用してください。









	DRG-12512: 無効なストップ・クラスstringです。 
	
原因: 無効なストップ・クラスが指定されました。


	
処置: 有効なストップ・クラスを指定してください。









	DRG-12513: 有効なストップ・クラス: string 
	
原因: 無効なストップ・クラスが指定されました。


	
処置: 有効なストップ・クラスを指定してください。









	 DRG-12514: MULTI_STOPLISTのストップ・ワードに言語を指定する必要があります。 
	
原因: ストップ・ワード言語を指定せずに、MULTI_STOPLISTにストップ・ワードを追加しようとしました。


	
処置: ストップ・ワードの言語を追加してください。









	 DRG-12515: BASIC_STOPLISTのストップ・ワードには言語を指定できません。 
	
原因: 基本的なストップ・リストに言語固有のストップ・ワードを追加しようとしました。


	
処置: ストップ・ワードには言語を指定しないでください。









	 DRG-12516: 複数のストップリストを使用する場合は、言語列の指定が必要です。 
	
原因: 複数のストップリストを使用して索引を作成しようとしましたが、言語列が指定されていません。


	
処置: 言語列を指定してください。









	 DRG-12517: MULTI_STOPLISTにストップテーマは追加できません。 
	
原因: MULTI_STOPLISTにストップ・テーマを追加しようとしました。このバージョンではサポートされていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-12518:このオプションはMULTI_STOPLISTには使用できません 
	
原因: 索引に、multi_stoplistがすでにあります


	
処置: 基本ストップ・リストからマルチ・ストップ・リストに移行するためにのみ使用できます









	 DRG-12519: LANGUAGE COLUMNがありません 
	
原因: 索引に言語の列がありません


	
処置: 言語の列の値を指定してください









	 DRG-12520: LANGUAGE COLUMNが一致しません 
	
原因: LANGUAGE COLUMNと索引の言語の列が一致しません。


	
処置: 索引の言語列は、指定された列と一致する必要があります









	 DRG-12521: STOP PATTERNをNUMBERSストップ・クラスに追加できません 
	
原因: NUMBERSは数値を指定する事前定義済のstopclassです。


	
処置: 他の任意の英数字語を使用してください。









	 DRG-12600: ユーザー・データストア・プロシージャ名にセミコロンが含まれています。 
	
原因: 指定されたプロシージャ名にセミコロンが含まれています。


	
処置: セミコロンを削除するか、プロシージャの名前を変更してください。正しい形式はPACKAGENAME.PROCEDURE_NAMEです。









	DRG-12601: ユーザー・データストア・プロシージャ名: stringは無効です。 
	
原因: プロシージャ名の形式が無効です。形式はPACKAGENAME.PROCEDURENAMEまたはPROCEDURENAMEである必要があります。


	
処置: PROCEDURE属性の形式が、PACKAGENAME.PROCEDURENAMEまたはPROCEDURENAMEであることを確認してください。









	DRG-12602: 索引所有者には、ユーザー・データストア・プロシージャ: stringへのアクセス権がありません。 
	
原因: 索引所有者がプロシージャの実行権限を持っていません。


	
処置: CTXSYSで、索引所有者にプロシージャの実行権限を付与してください。









	DRG-12603: CTXSYSは、ユーザー・データストア・プロシージャ: stringを所有していません。 
	
原因: CTXSYSに、ユーザー・データストア・プロシージャに対する実行権限がありません。


	
処置: パッケージがCTXSYSによって所有され、プロシージャが存在することを確認してください。









	 DRG-12604: ユーザー・データストア・プロシージャの実行に失敗しました。 
	
原因: ユーザー・データストア・プロシージャの実行中にエラーが発生しました。


	
処置: データストア・プロシージャを確認またはデバッグしてください。









	 DRG-12605: COLUMNSリストで列: numberのデータ型はサポートされません。 
	
原因: マルチ・データストアの列リストにある1つ以上の列が、マルチ・データストアでは処理できない型です。


	
処置: サポートされる型のみを使用するように、マルチ・データストアの列リストを変更してください。PL/SQLファンクションを列リストで使用して、サポートされない型をサポートされる型に変換できます。









	 DRG-12606: COLUMNSリストの解析中にエラーが発生しました。 
	
原因: マルチ・データストアのCOLUMNSリストの解析中にOracleエラーが発生しました。


	
処置: スタック上の次のエラーを参照して、適切に処置してください。









	 DRG-12607: MULTI_COLUMNプリファレンスを作成できるのはctxsysのみです。 
	
原因: マルチ列のデータストア・プリファレンスを作成するには、有効なユーザーをctxsysにする必要があります。


	
処置: データベース管理者(DBA)に連絡して、ctxsysとしてプリファレンスを作成してください。









	 DRG-12700: シード・ワードは必ずシングル・ワードです。 
	
原因: シード・ワードがシングル・ワードではありません。


	
処置: シングル・ワードのシード・ワードを使用してください。









	 DRG-12800: NESTED_TYPE属性には、接頭辞に所有者名が必要です。 
	
原因: NESTED_TYPE属性の接頭辞に所有者名がありません。


	
処置: NESTED_TYPE属性を設定しなおして、接頭辞に所有者名を含めてください。









	DRG-12801: 型が無効です: string 
	
原因: NESTED_TYPEが無効です。


	
処置: 所有者およびその型の属性名を確認してください。









	DRG-12802: 列の型が無効です: string 
	
原因: 指定された列は、その型表には存在しません。


	
処置: 型表を確認してください。









	 DRG-12803: テキストのデータ型が無効です。 
	
原因: ネストした表では、LONGおよびLONG RAWデータ型はサポートされません。


	
処置: テキスト列をサポートされているデータ型に変更してください。









	 DRG-12900: 操作: string(索引: string)はすでに開始しています。 
	
原因: 指定された操作はすでに開始しています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-13000: サブ・レクサーの追加または削除でエラーが発生しました。 
	
原因: 次のエラーを参照してください。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-13001: サブ・レクサーとマルチ・レクサーには同じ所有者が必要です。 
	
原因: 指定されたサブ・レクサーの所有者は、そのサブ・レクサーを含むマルチリンガル・レクサー・プリファレンスの所有者ではありません。


	
処置: 所有者がマルチ・レクサー・プリファレンスの所有者と同じであるサブ・レクサーを指定してください。









	 DRG-13002: プリファレンスstringはMULTI_LEXERではありません。 
	
原因: サブ・レクサーをアクセプトできないレクサー・プリファレンスに、サブ・レクサーを追加しようとしました。サブ・レクサーをアクセプトできるのは、マルチリンガル・レクサーのみです。


	
処置: マルチリンガル・レクサーを指定してください。









	 DRG-13003: プリファレンスstringはサブ・レクサーとして使用できません。 
	
原因: レクサーではないか、またはマルチリンガル・レクサーであるサブ・レクサーにプリファレンスが指定されました。


	
処置: マルチリンガル・レクサーではないサブ・レクサーを指定してください。









	 DRG-13004: 言語が無効です。 
	
原因: サブ・レクサーまたはストップ・ワードに、無効な言語が指定されました。


	
処置: 有効な言語を指定してください。有効な言語のリストについては、『Oracle Databaseグローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。









	 DRG-13005: alt_valueは、NLS言語名にできません。 
	
原因: NLS言語名がalt_valueに指定されました。


	
処置: NLS以外の値を指定してください。









	 DRG-13006: この言語用のサブ・レクサーが定義されていません。 
	
原因: 言語のサブ・レクサーを削除しようとしましたが、その言語にはサブ・レクサーが定義されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-13007: デフォルトのサブ・レクサーに対する代替値を定義できません。 
	
原因: デフォルトのサブ・レクサーに代替値を定義しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-13008: デフォルトのサブ・レクサーを削除できません。 
	
原因: デフォルトのサブ・レクサーを削除しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-13009: マルチ・レクサー・プリファレンスにデフォルトのサブ・レクサーがありません。 
	
原因: デフォルトのサブ・レクサーが定義されていないマルチ・レクサー・プリファレンスを使用しようとしました。


	
処置: デフォルトのサブ・レクサーをマルチ・レクサー・プリファレンスに追加し、再試行してください。









	 DRG-13010: alt_valueは、別のサブ・レクサーですでに使用されています。 
	
原因: レクサー・プリファレンスですでに他のサブ・レクサーに使用されているalt_valueを指定しようとしました。


	
処置: 異なるalt_valueを指定してください。









	 DRG-13011: マルチ・レクサーを使用する場合は、言語列の指定が必要です。 
	
原因: マルチ・レクサー・プリファレンスを使用して索引を作成しようとしましたが、言語列が指定されていません。


	
処置: 言語列を指定してください。









	 DRG-13012: 言語列には、char、varcharまたはvarchar2型が必要です。 
	
原因: CHAR、VARCHARまたはVARCHAR2型ではない言語列が指定されました。


	
処置: 正しい型の言語列を指定してください。









	 DRG-13013: 言語に依存しないデフォルトのサブ・レクサーは作成できません 
	
原因: 言語に依存しないデフォルトのサブ・レクサーを作成しようとしました。


	
処置: デフォルトのサブ・レクサーは言語に依存する必要があります









	DRG-13014: ベース表に値がstringの言語列があります 
	
原因: ベース表に、言語列値がサブ・レクサーの記号に設定されているか、ストップ・ワードが削除されているドキュメントがあります


	
処置: ベース表にそのような行があってはなりません









	 DRG-13015: サブ・レクサーstringはすでに索引に存在します 
	
原因: sub_lexerを複数回追加することはできません


	
処置: sub_lexerプリファレンスを更新する場合は、update sub_lexerパラメータを使用するか、現在使用されているsub_lexerを削除します









	 DRG-13100: 索引がパーティション化されていません 
	
原因: パーティション化されていない索引で、パーティション・レベル操作を起動しようとしました。


	
処置: 適切な索引レベル操作を起動してください。









	 DRG-13101: パーティションstringはこの索引に存在しません 
	
原因: 存在しないパーティション名が指定されました。


	
処置: 正しいパーティション名を指定してください。









	 DRG-13102: 索引パーティション名を指定する必要があります 
	
原因: パーティション・レベル操作をパーティション索引で起動しようとしましたが、パーティション名が指定されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-13103: 索引表stringがパーティション化されます 
	
原因: 索引を含めてパーティションの交換を実行しようとしましたが、1つ以上の内部索引表がパーティション化されています。


	
処置: パーティションの交換にEXCLUDING INDEXESを指定し、手動で索引を再作成してください。









	DRG-13104: 索引に、stringの等価の設定がありません 
	
原因: 索引を含めてパーティションの交換を実行しようとしましたが、指定されたメタデータの設定が2つの索引間で等しくないため、データを交換できません。


	
処置: パーティションの交換にEXCLUDING INDEXESを指定し、手動で索引を再作成してください。









	DRG-13200: ディクショナリ・ファイルstringのロードに失敗しました 
	
原因: ディクショナリ・ファイルのロードに失敗しました。


	
処置: ディクショナリ・ファイルが$ORACE_HOME/ctx/data/kolxに存在するか、またはアクセス権限が使用可能かどうかを確認してください。









	 DRG-13201: KOREAN_LEXERはサポートされなくなりました。 
	
原因: サポート外のレクサー・タイプKOREAN_LEXERを使用しました。


	
処置: かわりにレクサー・タイプKOREAN_MORPH_LEXERを使用してください。









	 DRG-13300: ドキュメントのサイズがstringバイトを超えています。 
	
原因: 索引が作成されるドキュメントのサイズが、ストアド・プロシージャのVARCHAR2インタフェースでサポートされる最大値を超えています。


	
処置: ストアド・プロシージャのCLOBインタフェースを使用してください。









	DRG-13301: stringの実行時に、行stringで、トークン・データの構文エラー 
	
原因: ユーザー定義のレクサー・プロシージャから戻されたトークン・データが正しくありません。


	
処置: 予期したデータが戻るように、ユーザー定義のレクサー・プロシージャを修正してください。









	 DRG-13302: ワイルドカード・オフセットの数は、行stringで、stringからstringの範囲で指定する必要があります。 
	
原因: ワイルド・カード属性の値として指定されたワイルド・カード・オフセットの数がサポートされている範囲内にありません。


	
処置: ワイルド・カード・オフセットの有効な数が戻るように、ユーザー定義のレクサー問合せプロシージャを修正してください。









	 DRG-13303: ワイルドカード・オフセットの値は、行stringで、stringからstringの範囲で指定する必要があります。 
	
原因: ワイルド・カード属性の値として指定された正規化前/後のワイルド・カード・オフセットの値がサポートされている範囲内にありません。


	
処置: ワイルド・カード・オフセットの有効な値が戻るように、ユーザー定義のレクサー問合せプロシージャを修正してください。









	DRG-13304: ワイルドカード属性によって参照された文字が、行stringで、ワイルドカード文字ではありません。 
	
原因: ワイルド・カード属性値によって、ワイルド・カード文字のオフセットが指定されました。指定されたオフセットの文字は、パーセント(%)でもアンダースコア(_)でもありません。


	
処置: ユーザー定義のレクサー問合せプロシージャを修正してください。









	 DRG-13305: 「off」属性値は、stringからstringの範囲で行stringに指定する必要があります。 
	
原因: 「off」属性の値がサポートされている範囲内にありません。


	
処置: 「off」属性の有効な値が戻るように、ユーザー定義のレクサー索引プロシージャを修正してください。









	 DRG-13306: 「len」属性値は、stringからstringの範囲で行stringに指定する必要があります。 
	
原因: 「len」属性の値がサポートされている範囲内にありません。


	
処置: 「len」属性の有効な値が戻るように、ユーザー定義のレクサー索引プロシージャを修正してください。









	 DRG-13307: off=stringおよびlen=stringは、string文字ドキュメントのEOFを超える文字を行stringで参照します。 
	
原因: 「off」属性値と「len」属性値を足した値が、ドキュメント内の文字数を超えています。


	
処置: 「off」属性と「len」属性の有効な値が戻るように、ユーザー定義のレクサー索引プロシージャを修正してください。









	 DRG-13308: 問合せ演算子ABOUTはUSER_LEXERではサポートされていません。 
	
原因: USER_LEXERレクサー・タイプを使用しているにもかかわらず、問合せにABOUT演算子が含まれています。


	
処置: ABOUT演算子を問合せから削除するか、USER_LEXER以外のレクサー・タイプを使用してください。









	 DRG-13309: 操作はUSER_LEXERではサポートされていません。 
	
原因: USER_LEXERでは、この操作はサポートされていません。


	
処置: 操作を停止するか、別のレクサー・タイプを使用してください。









	DRG-13310: 索引所有者にUSER_LEXERストアド・プロシージャstringに対するEXECUTE権限がありません。 
	
原因: ユーザーCTXSYSは、USER_LEXERストアド・プロシージャに対するEXECUTE権限を索引所有者に付与しませんでした。


	
処置: ユーザーCTXSYSは、USER_LEXERストアド・プロシージャに対するEXECUTE権限を索引所有者に付与する必要があります。









	 DRG-13311: USER_LEXERストアド・プロシージャ名にはセミコロンが含まれます。 
	
原因: プロシージャ名にセミコロンが含まれています。


	
処置: セミコロンをプロシージャ名から削除するか、ストアド・プロシージャの名前を変更してください。









	DRG-13312: ユーザーCTXSYSは、USER_LEXERストアド・プロシージャstringを所有していません。 
	
原因: CTXSYSに、USER_LEXERストアド・プロシージャに対するEXECUTE権限がありません。


	
処置: ストアド・プロシージャが存在し、CTXSYSによって所有されていることを確認してください。









	 DRG-13400: Oracle Data Miningがインストールされていません 
	
原因: 使用した機能はOracle Data Miningに依存しますが、まだインストールされていません。


	
処置: Oracle Data Miningがインストールされていることを確認してください。









	 DRG-13401: プリファレンス・タイプstringはこのAPIではサポートされていません 
	
原因: 指定されたタイプがサポートされていません。


	
処置: 別のタイプを使用してください。









	DRG-13500: Parameter_stringはstringで始まる必要があります 
	
原因: parameter_stringの構文が不正です。


	
処置: parameter_stringの構文が正しいことを確認してください。









	 DRG-13501: シャドウ索引はすでに存在します 
	
原因: シャドウ索引がすでに作成されています。


	
処置: シャドウ索引を削除して再試行してください。









	 DRG-13502: NOPOPULATEはrecreate_index_onlineで使用できません 
	
原因: recreate_index_onlineのparameter_stringでNOPOPULATEを指定しました。


	
処置: NOPOPULATEは指定しないでください。









	 DRG-13503: POPULATEはcreate_shadow_indexのローカル索引で使用できません 
	
原因: create_shadow_indexのローカル索引でPOPULATEを指定しました。


	
処置: POPULATEは指定しないでください。









	 DRG-13504: stringにはシャドウ索引がありません 
	
原因: シャドウ索引を作成する前にシャドウを交換しようとしました。


	
処置: exchanges_shadow_indexを実行する前にシャドウ索引を作成してください。









	 DRG-13505: キーワードstringはparameter_stringでは使用できません 
	
原因: parameter_stringの構文が不正です。


	
処置: parameter_stringの構文が正しいことを確認してください。









	 DRG-13506: stringにはシャドウ・パートがありません 
	
原因: シャドウ・パートを作成する前にシャドウ・パートを交換しようとしました。


	
処置: パーティションでexchanges_shadow_indexを実行する前にシャドウ・パートを作成してください。









	 DRG-13507: SWAPとNOPOPULATEに互換性がありません 
	
原因: パラメータ文字列でSWAPおよびNOPOUPLATEを指定しました。


	
処置: パラメータ文字列の設定を修正してください。









	 DRG-13508: 索引stringの一部のパーティションが入れ替えられていません 
	
原因: ローカル・パーティション索引を交換しようとしましたが、すべてのパーティションが交換されていません。


	
処置: すべてのパーティションを交換してから、ローカル索引を交換してください。









	 DRG-13509: シャドウ索引を入れ替え中にエラーが発生しました 
	
原因: シャドウ索引の入替え中にエラーが発生しました。


	
処置: 実際のエラーについては、エラー・メッセージ・スタックを確認してください。









	 DRG-13510: シャドウ索引が存在しません 
	
原因: シャドウ索引を作成する前にシャドウを交換しようとしました。


	
処置: exchanges_shadow_indexを実行する前にシャドウ索引を作成してください。









	DRG-13600: stringの結果セットの記述子の構文エラー 
	
原因: 結果セットの記述子に構文エラーがあります。


	
処置: 結果セットの記述子の構文を調べてください。









	 DRG-13601: 順序属性の構文エラー 
	
原因: 順序属性に構文エラーがあります。


	
処置: 順序属性の構文を確認してください。









	DRG-13602: stringの番号解析エラー 
	
原因: 番号文字列が無効です。


	
処置: 番号文字列の構文を確認してください。









	 DRG-13603: ソート・キーが多すぎます 
	
原因: 指定したソート・キーの数が多すぎます。


	
処置: ソート・キーの数を減らしてください。









	 DRG-13604: 選択する項目が多すぎます 
	
原因: 指定した選択項目の数が多すぎます。


	
処置: 選択項目の数を減らしてください。









	 DRG-13605: グループ・タグが多すぎます 
	
原因: 指定したグループ・タグの数が多すぎます。


	
処置: グループ・タグの数を減らしてください。









	DRG-13606: start_hit_numが指定されていないか、有効な範囲内(numberからnumber)にありません 
	
原因: start_hit_numが指定されていないか、有効な範囲内にありません。


	
処置: start_hit_numの値を正しく設定してください。









	DRG-13607: end_hit_numが指定されていないか、有効な範囲内(numberからnumber)にありません 
	
原因: end_hit_numが指定されていないか、有効な範囲内にありません。


	
処置: end_hit_numの値を正しく設定してください。









	 DRG-13608: ctx_query.result_set_documentに一時LOBが作成されていません 
	
原因: ctx_query.result_set_documentに一時LOBが割り当てられていません。


	
処置: ctx_query.result_set_documentに一時ロブを作成してください









	 DRG-13609: 問合せがない場合、結果セット・インタフェースに存在できるのはグループmvdata要素のみです 
	
原因: 問合せが指定されていず、結果セット記述子の要素が無効です。


	
処置: 問合せを指定するか、結果セット記述子を変更します









	 DRG-13610: 結果セット・インタフェースにgroup_valuesがありません 
	
原因: RSIでMVDATAグループ値が指定されていません


	
処置: グループのカウントのために、group_values要素を追加してください









	 DRG-13611: 結果セット・インタフェースのMVDATAグループ集計に値IDがありません 
	
原因: RSIでMVDATAグループ値が指定されていません


	
処置: グループのカウントのために、value id要素を追加してください









	 DRG-13612: 結果セット・インタフェースにパス要素がありません 
	
原因: ctx_tree要素に対してパス要素が指定されていません


	
処置: ctx_tree要素にパス要素を追加してください









	 DRG-13613: 索引名がありません 
	
原因: 索引名がAPIで指定されていません


	
処置: 索引名を指定してください









	 DRG-13614: result_set_intefaceはセキュリティ・ポリシーでサポートされていません 
	
原因: result set interfaceはセキュリティ・ポリシーではサポートされていません。


	
処置: セキュリティ・ポリシーのある表ではresult set interfaceを使用できません。









	 DRG-13700: 抽出ルールの記述子の構文エラー 
	
原因: 抽出ルールの記述子に構文エラーがあります。


	
処置: 抽出ルールの記述子の構文を調べてください。









	 DRG-13701: rule_idが無効です 
	
原因: rule_idがNULLか、rule_id <= 0です。


	
処置: rule_idの数値は> 0である必要があります。









	 DRG-13702: ルールが見つかりません 
	
原因: 指定したrule_idにルールがありません。


	
処置: 有効なrule_idを指定してください。









	DRG-13703: 無効なタイプが指定されました: string 
	
原因: 無効なエンティティ・タイプが指定されました。


	
処置: 有効なエンティティ・タイプを指定してください。









	 DRG-13704: エンティティ・タイプ・リストが無効です 
	
原因: 無効なエンティティ・タイプ・リストが指定されました。


	
処置: エンティティ・タイプ・リストのフォーマットとタイプを確認してください。









	 DRG-13705: 抽出ポリシーを使用してください 
	
原因: 非抽出ポリシーを使用しています。


	
処置: ctx_entity.create_extract_policyを使用して作成されたポリシーを使用してください。









	 DRG-13706: ここでは、エンティティ抽出ポリシーを使用できません 
	
原因: エンティティ抽出ポリシーを使用しています。


	
処置: ctx_ddl.create_policyを使用して作成されたポリシーを使用してください。









	 DRG-13707: ルール・エンジンのロードに失敗しました 
	
原因: ユーザー・ルールにエラーがあります。


	
処置: エラーのあるユーザー・ルールを修正してください。









	 DRG-13708: ディクショナリのロードに失敗しました 
	
原因: ユーザー・ディクショナリにエラーがあります。


	
処置: ユーザー・ディクショナリを修正してください。









	DRG-13709: サポートされていない言語が指定されました: string 
	
原因: サポートされていない言語が指定されました。


	
処置: サポートされている言語を指定してください。









	 DRG-13710: ディクショナリの構文エラー 
	
原因: ディクショナリに構文エラーがあります。


	
処置: ディクショナリの構文エラーを修正してください。









	 DRG-13711: 停止エンティティが見つかりません 
	
原因: 存在していない停止エンティティを削除しようとしました。


	
処置: 存在していない停止エンティティは削除できません。









	 DRG-13712: ユーザー・ディクショナリはすでにロードされています 
	
原因: 第2ユーザー・ディクショナリをポリシーにロードしようとしました。


	
処置: このディクショナリを削除してから、ロードしてください。









	 DRG-13713: ユーザー・ディクショナリがロードされていません 
	
原因: このポリシーにユーザー・ディクショナリがロードされていません。


	
処置: 存在しないディクショナリは削除できません。









	 DRG-13714: 停止エンティティが重複しています 
	
原因: 重複したコンパイルされていない停止エンティティをロードしようとしました。


	
処置: 停止エンティティはすでに存在します。









	 DRG-13715: 停止エンティティの名前およびタイプがNULLです 
	
原因: 名前およびタイプがNULLである停止エンティティをロードしようとしました。


	
処置: 停止エンティティに少なくとも1つのNULLでないパラメータが必要です。









	 DRG-13716: エンティティ抽出は有効化されていません 
	
原因: 正しいイベントがロードされていません。


	
処置: 正しいイベントおよびレベルをロードする必要があります。









	 DRG-13717: ユーザー・ディクショナリのエントリまたは代替フォームがNULLです 
	
原因: エントリまたは代替フォームにNULL値があります。


	
処置: エントリまたは代替フォームはNULL以外である必要があります。









	 DRG-13718: ユーザー・ディクショナリでエンティティ・タイプが指定されていません 
	
原因: エントリにエンティティ・タイプが指定されていません。


	
処置: すべてのエントリにエンティティ・タイプが必要です。









	 DRG-13719: FileとDropは同時に使用できません 
	
原因: FileとDropを使用してctxloadを実行しようとしました。


	
処置: FileとDropは同時に使用できません。









	 DRG-13720: 停止エンティティはすでに削除対象としてマークされています 
	
原因: 停止エンティティを再度削除しようとしました。


	
処置: この停止エンティティの削除は1回のみにしてください。









	 DRG-13721: タイプリストに重複したタイプがあります 
	
原因: タイプリストに重複したタイプがあります。


	
処置: タイプリストは一意にしてください。









	DRG-13722: 後方参照が無効です 
	
原因: 後方参照が、1から10の間ではありません。


	
処置: 後方参照を1から10の間にしてください。









	DRG-13723: 属性stringは無効です 
	
原因: サポートされていない属性です。


	
処置: ルールまたはディクショナリの正しい構文に従ってください。









	DRG-13724: 属性値stringは無効です 
	
原因: サポートされていない属性値です。


	
処置: ルールまたはディクショナリの正しい構文に従ってください。









	 DRG-13725: タイプ名が長すぎます 
	
原因: タイプ名が30バイトを超えています。


	
処置: タイプ名を30バイト未満にしてください。









	DRG-13726: タグstringは無効です 
	
原因: サポートされていないタグです。


	
処置: ルールまたはディクショナリの正しい構文に従ってください。









	DRG-13727: タグstringが欠落しています 
	
原因: 必要なタグが欠落しています。


	
処置: ルールまたはディクショナリにタグを追加してください。









	DRG-13728: 属性stringが欠落しています 
	
原因: 必要な属性が欠落しています。


	
処置: ルールまたはディクショナリに属性を追加してください。









	 DRG-13800: MVDATAセクションstringが存在しません 
	
原因: 指定されたMVDATAセクション名が、USER_SECTIONSに存在しません。


	
処置: 有効なMVDATAセクション名で問合せを修正してください。









	 DRG-13801: リテラルはMVDATAセクションのデータ型と互換性がありません 
	
原因: 指定されたリテラルは指定されたMVDATAセクションのデータ型と互換性がありません。


	
処置: 互換性のあるリテラルで問合せを修正してください。









	DRG-13802: MVDATAオペランドはmvdataセクションstringと互換性がありません 
	
原因: データの変換に失敗しました。


	
処置: データの形式を確認してください。









	 DRG-13803: MVDATA値が無効です 
	
原因: データの変換に失敗しました。


	
処置: データの形式を確認してください。









	DRG-13804: ctx_tree.register_index()が、索引stringおよびmvdataセクションstringに対して実行されませんでした 
	
原因: データの作成に失敗しました。


	
処置: 先にデータ(ツリー)を作成してください









	DRG-13805: ノード名stringに無効な文字があります 
	
原因: データの作成に失敗しました。


	
処置: データの形式を確認してください。









	 DRG-13806: CTX_TREE.ADD_NODE()に重複したパス'string'があります 
	
原因: ctx_tree.add_node()で指定されたパスを使用すると、同じツリーの同じレベルに同じ名前のノードが追加されます


	
処置: パスを変更してください









	 DRG-13807: ノードstringが存在しないか、削除されています 
	
原因: 入力ノードを検索できませんでした


	
処置: パスが存在するかどうか確認してください









	DRG-13808: stringに空のパスが渡されました 
	
原因: パスが空です


	
処置: 空でない有効なパスを渡してください









	 DRG-13809: MVDATAセクションのある索引ではbig_ioがオンになっている必要があります 
	
原因: MVDATA索引にBig_ioオプションが指定されていません


	
処置: 索引にbig_ioをつけてください









	 DRG-13810: support_ctx_treeのある索引には、少なくとも1つのMVDATAセクションが必要です 
	
原因: ctx_tree使用に対してMVDATAセクションが指定されていません


	
処置: 索引にMVDATAセクションを追加してください









	 DRG-13811: CTX_TREE.ADD_NODE()のパス'string'が無効です 
	
原因: ctx_tree.add_node()に指定したパスが無効です。


	
処置: パスを変更してください









	 DRG-13900: Auto_Optimizeプロセスはすでに開始されています 
	
原因: Auto_Optimizeプロセスはすでに開始されています


	
処置: すでに実行されているauto_optimizeを開始することはできません









	 DRG-13901: 索引にはstage_itabが必要です 
	
原因: Auto_Optimizeは、stage_itabのある索引で機能します


	
処置: auto_optimizeには、stage_itabがある索引を使用してください









	 DRG-13902: 索引/パーティションはすでにauto_optimizeリストに追加されています 
	
原因: 索引/パーティションはすでにauto_optimizeリストに追加されています


	
処置: リストに索引/パーティションを2回追加することはできません









	 DRG-50000: requested size larger than pagesize 
	
原因: 要求されたメモリー・サイズがページ・サイズよりも大きいです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	DRG-50100: CORE LSF error: string 
	
原因: CORE LSFエラーを検出しました。


	
処置: このコア・エラーを調べて、適切に処置してください。









	DRG-50101: CORE LEM error: string 
	
原因: エラー・スタックの読込み中にCORE LEMエラーを検出しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 DRG-50200: サード・パーティのフィルタの内部エラーです。 
	
原因: 内部エラーのため、サード・パーティのフィルタでこの文書をフィルタ処理できませんでした。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-50300: error sending message from server to client 
	
原因: 内部データベース・エラーまたは内部Oracle Textエラーです。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 DRG-50301: server error reading request queue 
	
原因: データベース・エラーまたは内部Oracle Textエラーです。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 DRG-50302: OOBブレーク・キューの読込み中にサーバー・エラーが発生しました。; 割込みを検出できません。 
	
原因: データベース・エラーまたは内部Oracle Textエラーです。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 DRG-50303: error in bufout 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-50304: error in execute() 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-50305: getcmd() called when one of the queue names is NULL 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	DRG-50400: maximum number of fuzzy match candidates exceeded: string 
	
原因: 内部エラーです。索引用語が多すぎたために、発生した可能性があります。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	DRG-50401: failed to retrieve fuzzy match candidates from db: string 
	
原因: 内部エラー


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-50402: 1つ以上のトークンに対して、索引の検証が失敗しました。 
	
原因: 索引の検証で、1つ以上のトークンに対してエラーが生成されました


	
処置: エラーの詳細は、ctxログを確認してください









	DRG-50403: 索引にあるMVDATAエントリは無効です 
	
原因: 索引の検証で、1つ以上のトークンに対してエラーが生成されました


	
処置: エラーの詳細は、ctxログを確認してください









	 DRG-50500: このAPIではRULE_CLASSIFIERだけがアクセプトされます 
	
原因: 無効な分類子が指定されました。


	
処置: RULE_CLASSIFIERを使用してください。









	 DRG-50501: 分類プログラムのプリファレンスが指定されていません 
	
原因: 分類プログラムのプリファレンスが指定されていません。


	
処置: 分類プログラムのプリファレンスを指定してください。









	 DRG-50502: RULE_CLASSIFIERはこのAPIでは使用できません 
	
原因: RULE_CLASSIFIERが指定されました。


	
処置: 別の分類子を使用してください。









	 DRG-50503: サポートされていない分類メソッドです 
	
原因: サポートされていない分類メソッドが指定されました。


	
処置: 別の分類子を使用してください。









	 DRG-50504: 列のデータ型がstring表に対して無効です 
	
原因: 列のデータ型が無効です。


	
処置: 別のデータ型を指定してください。









	DRG-50600: assertion failed 
	
原因: 内部チェック条件に違反しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	DRG-50601: fatal error 
	
原因: 致命的なエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	DRG-50603: unrecognized operation code string 
	
原因: 認識できない操作コードが検出されました(切替えデフォルトに達しました)。


	
処置: .hファイルのバージョンを確認してください。









	DRG-50607: failed to obtain column info for cid string 
	
原因: 内部エラーです。バグが原因で発生した可能性があります。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 DRG-50608: unexpected end of data 
	
原因: 内部エラーです。バグが原因で発生した可能性があります。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 DRG-50609: pipe internal error 
	
原因: 内部エラーです。バグが原因で発生した可能性があります。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	DRG-50610: internal error: string 
	
原因: 内部エラーです。バグが原因で発生した可能性があります。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	DRG-50611: サード・パーティのレクサーの内部エラー: string 
	
原因: inxight lexerの内部エラーです。


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 DRG-50612: 内部エラー: この挿入モードを使用するには、まずバインドをコールする必要があります。 
	
原因: 内部エラー


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 DRG-50613: 内部エラー: drctrwpfではモデル型がサポートされていません 
	
原因: 内部エラー


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	DRG-50614: stringでライブラリのロード・エラーが発生しました 
	
原因: 内部エラー


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 DRG-50615: サードパーティのレクサーがタイムアウトしました。 
	
原因: レクサーがタイムアウトしたため、サードパーティ自動レクサーがトークン化を完了できませんでした。


	
処置: auto_lexerのTIMEOUT属性の値を増やし、文書を索引付けしなおしてください。TIMEOUTが0に設定されてもレクサーが無反応のままである場合は、Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-50616: Stop-Optimizeリストが見つかりません 
	
原因: 内部エラー


	
処置: カスタマ・サポートに連絡してください。









	 DRG-50700: unknown command (args=queue, command) 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡して、バグを報告してください。









	 DRG-50701: error in listener.get_cmd() 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡して、バグを報告してください。









	 DRG-50702: error in drtlsleep() 
	
原因: テスト機能の内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-50703: listener startup error 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡して、バグを報告してください。









	 DRG-50704: Oracle Net Listenerが実行していないか、または外部プロシージャを起動できません。 
	
原因: Oracle Textは、要求を完了するために外部コードをコールする必要がありますが、extprocエージェント・プロセスを起動できませんでした。


	
処置: 外部プロシージャが構成されているが、実行されていない場合は、リスナーを起動してください。リスナーが実行されている場合は、外部プロシージャを起動するように構成し、再起動してください。詳細は、Oracleのドキュメントを参照してください。









	 DRG-50800: failed to open cursor 
	
原因: 内部問合せのために、オープンされているカーソルが多すぎます。


	
処置: カーソル・クリーンアップ・ルーチンを実行してください。









	 DRG-50801: failed to parse cursor 
	
原因: 内部問合せで解析エラーが発生しました。


	
処置: コードのバージョンを確認してください。









	 DRG-50802: failed to bind input 
	
原因: 内部問合せでバインド・エラーが発生しました。


	
処置: コードのバージョンを確認してください。









	 DRG-50803: failed to define output 
	
原因: 内部問合せで定義エラーが発生しました。


	
処置: コードのバージョンを確認してください。









	 DRG-50804: failed to exec cursor 
	
原因: 内部問合せで実行エラーが発生しました。


	
処置: コードをデバッグしてください。









	 DRG-50805: failed to close cursor 
	
原因: 内部問合せでカーソルのクローズに失敗しました。


	
処置: コードのバージョンを確認してください。









	 DRG-50806: failed to rollback 
	
原因: トランザクションのロールバックに失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 DRG-50807: failed to commit 
	
原因: 内部エラー


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	DRG-50850: string 
	
原因: これはOracleエラーです。


	
処置: RDBMSのドキュメントを参照してください。









	 DRG-50851: SQL execute failed 
	
原因: SQL文の実行に失敗しました。


	
処置: このエラーをバグとして報告してください。









	 DRG-50852: failed to turn SQL trace on 
	
原因: 内部エラー


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	DRG-50853: fetch error 
	
原因: 内部問合せでフェッチ・エラーが発生しました。


	
処置: コードのバージョンを確認してください。









	DRG-50855: logoff fail 
	
原因: データベースからログオフできませんでした。


	
処置: コードのバージョンを確認してください。









	DRG-50857: oracle error in string 
	
原因: これは情報メッセージです。


	
処置: エラーを参照してください。









	DRG-50858: OCI error: string 
	
原因: 一般的なOCIエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-50859: failed to allocate statement handle 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-50860: failed to prepare statement 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-50861: failed to obtain type descriptor 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-50862: failed to create new Oracle object 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-50863: string assignment failed 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-50864: number assignment failed 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-50865: failed to append to collection 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-50866: failed to resize string 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-50867: failed to free Oracle object 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-50868: failed to free statement handle 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	DRG-50900: 行string(列string)にテキスト問合せの解析エラーが発生しました 
	
原因: 無効な問合せです。


	
処置: 問合せを修正してください。









	DRG-50901: 行string(列string)にテキスト問合せの解析構文エラーが発生しました 
	
原因: 無効な問合せです。


	
処置: 問合せを修正してください。









	DRG-50902: 予期しない文字stringです 
	
原因: 無効な問合せです。


	
処置: 問合せを修正してください。









	DRG-50903: 重みstringが無効です 
	
原因: 無効な重みです。


	
処置: 問合せを修正してください。









	 DRG-50904: 重みstringは、0.1から10.0の範囲外です 
	
原因: 無効な重みです。


	
処置: 問合せを修正してください。









	DRG-50905: スコアしきい値stringが無効です 
	
原因: 無効なスコアしきい値です。


	
処置: 問合せを修正してください。









	 DRG-50906: スコアしきい値stringが、整数ではありません 
	
原因: 無効なスコアしきい値です。


	
処置: 問合せを修正してください。









	 DRG-50907: スコアしきい値stringは、1から100の範囲外です 
	
原因: 無効なスコアしきい値です。


	
処置: 問合せを修正してください。









	DRG-50908: ドキュメントstringの最大数が無効です 
	
原因: ドキュメントの最大数が無効です。


	
処置: 問合せを修正してください。









	 DRG-50909: ドキュメントstringの最大数が、整数ではありません 
	
原因: ドキュメントの最大数が無効です。


	
処置: 問合せを修正してください。









	 DRG-50910: stringが必要なドキュメントの最大数が、1から65535の範囲外です 
	
原因: ドキュメントの最大数が無効です。


	
処置: 問合せを修正してください。









	DRG-50911: ドキュメントの最初の数stringが無効です 
	
原因: 最初のドキュメント番号が無効です。


	
処置: 問合せを修正してください。









	 DRG-50912: ドキュメントの最初の数stringが、整数ではありません 
	
原因: 最初のドキュメント番号が無効です。


	
処置: 問合せを修正してください。









	 DRG-50913: stringが必要なドキュメントの最初の数が、正数ではありません 
	
原因: 最初のドキュメント番号が無効です。


	
処置: 問合せを修正してください。









	DRG-50914: ドキュメントの最後の数stringが無効です 
	
原因: 最後のドキュメント番号が無効です。


	
処置: 問合せを修正してください。









	 DRG-50915: ドキュメントの最後の数stringが、整数ではありません 
	
原因: 最後のドキュメント番号が無効です。


	
処置: 問合せを修正してください。









	 DRG-50916: ドキュメントの最後の数stringが、最初の数より少ないです 
	
原因: 最後のドキュメント番号が無効です。


	
処置: 問合せを修正してください。









	 DRG-50917: テキスト問合せ文字列の終わりでエスケープします 
	
原因: 一致しないエスケープ文字があります。


	
処置: エスケープをオフにしてください。









	 DRG-50918: 右エスケープ文字に不一致があります 
	
原因: オープン・エスケープ文字とクローズ・エスケープ文字が一致していません。


	
処置: オープン・エスケープとクローズ・エスケープを一致させてください。









	 DRG-50919: NEARオペランドが、句、同等化または別のNEAR式ではありません 
	
原因: NEAR演算子のオペランドの型が無効です。


	
処置: オペランドの型を修正してください。









	 DRG-50920: 句の部分が、句または同等化ではありません 
	
原因: 句の一部である式の型が無効です。


	
処置: 問合せを修正してください。









	 DRG-50921: EQUIVオペランドが、ワードまたは別のEQUIV式ではありません 
	
原因: EQUIV演算子のオペランドの型が無効です。


	
処置: オペランドの型を修正してください。









	DRG-50922: stringに対して、PL/SQLの実行に失敗しました 
	
原因: PL/SQLファンクションが存在していないか、不正な値を戻している可能性があります。


	
処置: PL/SQLファンクションが存在しているか、不正な値を戻していないか、確認してください。









	 DRG-50923: could not rewrite PL/SQL for execution 
	
原因: 解析内部エラー


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 DRG-50924: ネストされたPL/SQLはサポートされていません 
	
原因: PL/SQLファンクション・コールは、別のPL/SQLコールを戻しました。


	
処置: 再帰的PL/SQLを削除してください。









	 DRG-50925: PL/SQLの戻り値を解析できませんでした 
	
原因: PL/SQLファンクションから戻された文字列を解析できませんでした。


	
処置: コールするPL/SQLファンクションを修正してください。









	 DRG-50926: テキスト問合せ文字列が無効です 
	
原因: 問合せ文字列が空か、無効な文字で構成されています。


	
処置: 問合せを修正してください。









	DRG-50927: parser failed on line string on column string 
	
原因: バグ


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	DRG-50928: reserved failure on line string on column string 
	
原因: バグ


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	DRG-50929: parser internal on line string on column string 
	
原因: バグ


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	DRG-50930: parser memory failure on line stringon column string 
	
原因: メモリーの割当てエラーまたは解放エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 DRG-50931: parser not opened 
	
原因: バグ


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 DRG-50932: parser preference initialization failed 
	
原因: バグ


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 DRG-50933: parser hash insert failure 
	
原因: バグ


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 DRG-50934: parser hash create failure 
	
原因: バグ


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 DRG-50935: parser component failure 
	
原因: バグ


	
処置: 他のエラーを調べてください。









	 DRG-50936: query word string is too complex for index 
	
原因: バグ


	
処置: 他のエラーを調べてください。









	 DRG-50937: 問合せが複雑すぎます 
	
原因: 問合せが複雑すぎます。


	
処置: 問合せを小さくしてください。









	 DRG-50938: parser already bound 
	
原因: 内部的なコーディングの誤りです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 DRG-50939: parser not set 
	
原因: バグ


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 DRG-50940: parser not parsed 
	
原因: バグ


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 DRG-50941: PL/SQLファンクションstringが実行されません 
	
原因: PL/SQLファンクションが存在していないか、ユーザーによって実行されていない可能性があります。


	
処置: 問合せに指定されたPL/SQLファンクションを修正してください。









	DRG-50942: エラー: stringstring 
	
原因: PL/SQLファンクションでエラーが見つかりました。そのエラー・メッセージです。


	
処置: エラー・メッセージを参照してください。









	DRG-50943: 行string(列string)で、問合せトークンが長すぎます 
	
原因: 問合せトークンの長さが256バイトを超えています。


	
処置: 問合せを修正してください。









	 DRG-50944: NEAR演算子は、テーマ索引に対してサポートされていません 
	
原因: NEAR演算子がテーマ索引問合せに使用されています。


	
処置: NEAR演算子を削除して、問合せを修正してください。









	 DRG-50945: テーマ索引の問合せの句が無効です 
	
原因: テーマ索引問合せに不正な句が指定されています。


	
処置: 問合せを修正してください。









	 DRG-50946: テーマ索引の単項演算子が無効です 
	
原因: STEM、ファジー・マッチおよびSOUNDEXは、テーマ索引では許可されていません。


	
処置: 問合せを修正してください。









	 DRG-50947: ABOUT句は、テーマ索引なしで使用できません 
	
原因: 問合せにABOUT句が含まれていますが、それをサポートするテーマ索引がありません。


	
処置: 問合せを修正してください。









	 DRG-50948: ABOUT句は、テキスト索引を使用しない必要があります 
	
原因: テキスト索引がありませんが、問合せにABOUT句が含まれていません。1つのみテーマ索引が存在する状態で、それぞれの検索語がABOUT句に属している必要があります。


	
処置: 問合せを修正してください。









	 DRG-50949: SQEが多すぎます 
	
原因: SQEが多すぎるために拡張できません。


	
処置: 問合せまたはSQEを修正してください。









	 DRG-50950: 循環SQEが見つかりました 
	
原因: 循環SQE参照が見つかりました。


	
処置: 問合せまたはSQEを修正してください。









	DRG-50951: Unable to resolve element name for attribute string 
	
原因: A/*/@B、A//@BなどのXPATH式はサポートされていません。


	
処置: 問合せを修正してください。









	 DRG-50952: Section is not PATH section group 
	
原因: XPATH式が、PATHセクション・グループを使用せずに作成されたセクションを持っています。


	
処置: XPATH式を使用しないように問合せを修正するか、PATHセクション・グループを持つ索引を作成してください。









	 DRG-50953: Unable to determin section name 
	
原因: XPATH式は、ピリオド(.)またはアスタリスク(*)以外で終了する必要があります。


	
処置: ピリオド(.)またはアスタリスク(*)以外で終了するように、XPATH式を書きなおしてください。









	 DRG-50954: 問合せに関するCTXCATにはテーマ索引が必要です 
	
原因: テーマ索引がありませんが、CATSEARCH問合せにABOUT句が含まれています。CTXCAT索引にABOUT問合せを使用する前に、テーマ索引を作成する必要があります。


	
処置: テーマ索引を作成してください。









	DRG-50955: 変換句stringにカンマがありません 
	
原因: 問合せテンプレート内の変換句にカンマがありません。


	
処置: 適切な位置にカンマを追加してください。









	 DRG-50956: THEMES変換問合せにはテーマ索引が必要です 
	
原因: テーマ索引がありませんが、THEMESをパラメータに指定したTRANSFORM演算子が使用されました。TRASNFORM演算子でTHEMESを使用する前に、テーマ索引を作成する必要があります。


	
処置: テーマ索引を作成してください。









	DRG-50957: 問合せテンプレートstringに<textquery>要素がありません 
	
原因: 問合せテンプレートで<object>のタグが欠落しているか、綴りが誤っています。


	
処置: 足りないタグを修正してください。









	DRG-50958: 変換句stringに引用符がありません 
	
原因: 問合せテンプレート内の変換句に引用符がありません。


	
処置: 適切な位置に引用符を追加してください。









	 DRG-50959: 問合せの長さがstringバイトを超えています 
	
原因: 問合せの長さが許可される最大長を超えています。


	
処置: 問合せの長さを短くしてください。









	 DRG-50960: マイルドNOTオペランドは語または句ではありません 
	
原因: MNOT演算子のオペランドの型が無効です。


	
処置: オペランドの型を修正してください。









	 DRG-50961: stringがstring句にありません 
	
原因: 指定されたタグが、指定された複合問合せ句から欠落しています。


	
処置: 欠落している句を追加してください。









	 DRG-50962: 変換入力文字列には問合せ演算子は使用できません 
	
原因: 変換演算子の入力文字列に演算子(ワイルド・カードなど)を指定しました。


	
処置: 問合せ演算子を削除またはエスケープしてください。









	 DRG-51002: unexpected component failure 
	
原因: 内部エラー


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-51017: unable to open storage buffer for fuzzy match candidates 
	
原因: 内部エラーです。メモリーが不十分である可能性があります。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	DRG-51019: 開けないか、またはファジー・マッチのデータファイル: stringのフォーマットが無効です。 
	
原因: ファジー・マッチ情報を含むOSファイルを開けませんでした。または、ファイルが無効なフォーマットでした。


	
処置: ファジー・マッチ・データファイルの適切な位置についてドキュメントを参照し、ファイルの破損状態を確認してください。









	 DRG-51020: out of memory in fuzzy matcher 
	
原因: これ以上メモリーを割当てできません。


	
処置: システム管理者に連絡してください。









	 DRG-51021: undefined error in fuzzy matcher 
	
原因: 内部エラー


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-51022: undefined error in stemmer 
	
原因: 内部エラー


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-51023: stemmerファイルが開けません。 
	
原因: stemmer辞書を含むOSファイルをオープンできないか、またはファイルの内容が正しくありません。


	
処置: stemmer辞書の適切な位置についてドキュメントを参照し、ファイルの破損状態を確認してください。









	 DRG-51024: out of memory in stemmer 
	
原因: これ以上メモリーを割当てできません。


	
処置: システム管理者に連絡してください。









	 DRG-51025: an invalid character was passed to the stemmer 
	
原因: stemmerに入力されたワードに無効な文字があります。


	
処置: stemするワードから無効な文字を削除してください。









	 DRG-51028: unexpected error in fuzzy match expansion: %(1) 
	
原因: 内部エラー


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-51029: unexpected error in stemmer expansion: %(1) 
	
原因: 内部エラー


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-51030: wildcard query expansion resulted in too many terms 
	
原因: ユーザー・エラー


	
処置: ワイルド・カードを使用した問合せの範囲を絞り込んでください。









	 DRG-51100: プログラムの項の索引が正しくありません。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡して、バグを報告してください。









	 DRG-51101: 項の作成のコールバックが失敗しました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡して、バグを報告してください。









	DRG-51200: open keymap failed for index id = string 
	
原因: 指定された列IDのキー・マップの初期化に失敗しました。


	
処置: 索引IDを確認してください。内部エラーが原因である場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	DRG-51201: failed to perform DDL operation: database object string 
	
原因: DDL操作で、テキスト・キーのマッピング・サービスに失敗しました。


	
処置: Oracleエラーを調べて、対処措置を行ってください。









	DRG-51202: invalid key mapping operation mode : string 
	
原因: 無効なキー・マップ・モード値が見つかりました。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-51203: found doc ids without mappings during get maps 
	
原因: doc IDによるマッピングの取得中に、マッピングのないdoc IDが見つかりました。索引データおよびキー・マップ・サービスの同期がとれていません。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-51300: error getting dml Queue lock 
	
原因: DMLキューの処理中、サーバーは停止し、ロックされた状態になる必要があります。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-51301: error releasing dml Queue lock 
	
原因: 内部データベース・エラー、または使用中にロックが削除された可能性があります。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-51311: DML lock handle previously allocated 
	
原因: 内部エラー


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	DRG-51312: DML lock internal error string 
	
原因: 内部エラー


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-51313: ロックの待機中にタイムアウトしました。 
	
原因: 内部エラーの可能性があります。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-51314: 索引が空ではありません。 
	
原因: すでに索引付けられたドキュメントがある索引でpopulate_pendingを起動しようとしました。


	
処置: 保留を手動で移入するか、索引NOPOPULATEを作成してください。









	 DRG-51403: New index name not provided by kernel 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-51801: ファイル: %(1)のシークに失敗しました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-51802: ファイル: %(1)の読込みに失敗しました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-51803: ファイル: %(1)のオープンに失敗しました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-51804: ファイル: %(1)への書込みに失敗しました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	DRG-52100: string returned internal error code string 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-52101: an invalid session handle was passed to Oracle Text 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-52102: an invalid transaction handle was passed to Oracle Text 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-52103: the Oracle Text environment could not reset 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-52104: the Oracle Text environment could not initialize 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-52105: no delete function found 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-52106: Oracle Text service results could not be committed 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-52107: ctxkbtc internal error 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-52108: failed to delete knowledge base user extension 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: ファイルのアクセス権限を確認し、Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-52109: error in reading thesaurus 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-52110: error in writing extended knowledge base 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-52111: error in knowledge base cache 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	DRG-52112: 中国語の文字列string(長さnumber)が正しくありません。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	DRG-52113: 日本語の文字列string(長さnumber)が正しくありません。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-52200: エクスポート中の無効な状態 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-52201: Oracle Textバージョンには互換性がありません 
	
原因: 互換性のないバージョンのOracle Textのデータをインポートしようとしました。


	
処置: ソースおよびターゲットのOracle Textのバージョンに互換性があることを確認してください。









	DRG-52202: 無効なクラス名: string 
	
原因: 指定したクラス名が無効です。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	DRG-52203: 無効なオブジェクト名: string 
	
原因: 指定したオブジェクト名が無効です。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-52204: 索引登録中にエラーが発生しました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-52205: クラスstringとオブジェクトstringはすでに索引に存在しています。 
	
原因: クラスおよびオブジェクトのエントリが重複しています。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-52206: 索引オブジェクト登録中にエラーが発生しました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	DRG-52207: 指定した属性: stringが存在しません。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	DRG-52208: 指定した属性: stringはすでに存在しています。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	DRG-52210: 属性: stringの値を登録中にエラーが発生しました。 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-52211: パーティションの登録中にエラーが発生しました 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-52212: cdi列の登録中にエラーが発生しました 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。









	 DRG-52300: 索引string.stringは存在しません 
	
原因: 指定された索引が現在のユーザーに対して存在しません。


	
処置: 有効な索引名を指定してください。









	 DRG-52301: この索引では問合せ統計はすでに有効化されています 
	
原因: すでに有効化されている索引で問合せ統計を有効化しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。再有効化する必要はありません。









	 DRG-52302: この索引では問合せ統計は有効化されていません 
	
原因: 有効化されていない索引で問合せ統計を無効化しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。すでに有効化されていない場合は、無効化する必要はありません。









	 DRG-52303: オプション文字列が一杯です 
	
原因: 索引オプション文字列が一杯です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 DRG-52304: この操作を行うには、索引の問合せ統計を有効化する必要があります 
	
原因: 索引の問合せ統計を有効化する必要がある操作を行おうとしました。


	
処置: ctx_output.enable_query_stats()を実行して索引の問合せ統計オプションを有効化してください。









	 DRG-52305: stat_typeに不明な値stringが渡されました 
	
原因: stat_typeパラメータに無効な値が渡されました。


	
処置: 有効な値を指定してください。














116 LPX-00000からLPX-01160



	 LPX-00000: 正常、処理終了 
	
原因: 正常に終了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	LPX-00001: NULLポインタ 
	
原因: NULLポインタが内部エラーとして検出されました。


	
処置: これは、XMLパーサーのコール元によるプログラミング・エラーです。問題を修正できる担当者に連絡してください。









	 LPX-00002: メモリー外 
	
原因: オペレーティング・システムのメモリーが不足しています。


	
処置: プログラムで使用できるメモリーを増やしてください。









	 LPX-00003: ハッシュ表への二重エントリです。 
	
原因: 内部エラーが発生しました(ハッシュ表への挿入を要求されたキーがすでに存在していました)。


	
処置: Oracleサポート・サービスにエラーを連絡してください。









	 LPX-00004: 内部エラー"~s" 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにエラーを連絡してください。









	 LPX-00005: ~1sバッファ・オーバーフロー、最大サイズは~2uバイトです 
	
原因: 名前、引用符付き文字列、URLまたはその他の文書コンポーネントが長すぎます。


	
処置: コンポーネントを、表示された最大サイズに制限してください。









	 LPX-00006: 親ノードに対して無効な子タイプです。 
	
原因: 無効なノード・タイプを親ノードに追加しようとしました。


	
処置: コードを修正してください。









	 LPX-00007: 予期しないEOFが見つかりました。 
	
原因: 切捨てなどにより、文書が突然終了しています。


	
処置: 文書が完全であることを確認してください。









	 LPX-00008: メモリー・コールバックが無効です。 
	
原因: xmlinitに渡されたメモリー・コールバック構造に、割当て関数か解放関数の一方(または両方)がありません。


	
処置: コールバック構造に両方の関数を指定してください。









	 LPX-00011: インライン~1u(~2s)[一般エンティティ~3S]: 
	
原因: エラー・メッセージの前に表示されるメッセージで、エラー・メッセージではありません。XMLエラーの前に表示される場合があるバナー・メッセージで、エラーが発生した位置(行番号)とソース(バッファまたはURI)、およびエンティティ名(ソースがエンティティの場合)を示します。パラメータのエンティティ・バナーは、非エンティティ・バナーに対しては+1、一般エンティティに対しては+2(lpxerr.cを参照)です。


	
処置: 処置は必要ありません。これはエラー・メッセージではありません。









	 LPX-00012: ユニコード・データ位置エラー 
	
原因: 入力Unicode(UCS2)データが正しく配置されていません。


	
処置: UCS2データを偶数バイトの境界に配置されたshort型(ub2)の配列で構成してください。









	 LPX-00013: ノード・タイプが正しくありません 
	
原因: DOMコールへの引数として指定されたノード・タイプが正しくありません。


	
処置: 失敗した関数のコールを確認し、文書を参照して、渡されるノード・タイプを修正してください。









	 LPX-00014: コンテキストがクリーンではありません 
	
原因: すでに使用されている(つまりクリーンではない)コンテキストに対して操作が実行されました。


	
処置: 新しく初期化されたコンテキストに対して、解析に使用する前にいくつか関数を実行する必要があります。たとえば、共有DTDを設定します。コードを修正して、解析する前にコールしてください。









	LPX-00017: ~1sNodeName: <~2S> 
	
原因: 追加のエラー・メッセージ定型挿入文です。


	
処置: 処置は必要ありません。これはエラー・メッセージではありません。









	 LPX-00018: 内部エラー" 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにエラーを連絡してください。









	 LPX-00019: プロパティ"~s"が不明です 
	
原因: XMLで使用されるサブシステムで予期しないエラーが発生しました。サブコードはその失敗したサブシステムから戻されたエラー・コードです。


	
処置: Oracleサポート・サービスにエラーおよびサブコードを連絡してください。









	 LPX-00050: 初期化エラー: NLS不一致 
	
原因: 一致するグローバル領域のない言語IDが指定されました。


	
処置: 内部エラーです。Oracleサポート・サービスにエラーを連絡してください。









	 LPX-00051: NLSの初期化に失敗しました 
	
原因: National Language Support(NLS)パッケージの初期化に失敗しました。


	
処置: 内部エラーです。Oracleサポート・サービスにエラーを連絡してください。









	 LPX-00052: LEHの初期化に失敗しました 
	
原因: Library Exception Handling(LEH)パッケージの初期化に失敗しました。


	
処置: 内部エラーです。Oracleサポート・サービスにエラーを連絡してください。









	 LPX-00053: LMLの初期化に失敗しました 
	
原因: Low-Level Memory manager(LML)パッケージの初期化に失敗しました。


	
処置: 内部エラーです。Oracleサポート・サービスにエラーを連絡してください。









	 LPX-00054: LPUの初期化に失敗しました。エラー~u 
	
原因: URL Parser/Loader(LPU)のパッケージの初期化に失敗しました。


	
処置: 内部エラーです。Oracleサポート・サービスにエラーを連絡してください。









	 LPX-00100: ルート要素"~1S"がDTDルート"~2s"と一致しません 
	
原因: Validity Constraint 2.8に違反しました。文書型宣言でのNameは、ルート要素の要素型と一致する必要があります。*例: <?xml version="1.0"?> >!DOCTYPE greeting [ <!ELEMENT greeting (#PCDATA)> ]> <salutation>Hello!</salutation> *説明: 文書のルート要素(salutation)が、DTDで宣言されているルート要素(greeting)と一致していません。


	
処置: 文書を修正してください。









	 LPX-00101: パラメータ・エンティティ・マークアップは分割できません。 
	
原因: Validity Constraint 2.8に違反しました。パラメータ実体の置換テキストは、マークアップ宣言で適切にネストされている必要があります。*例: <?xml version="1.0"?> >!DOCTYPE greeting [ <!ENTITY % e "<!ELEMENT "> %e; greeting (#PCDATA)> ]> <greeting>Hello!</greeting> *説明: パラメータ実体eには、分割できないマークアップが含まれているため、ELEMENT(またはATTLIST、ENTITY)定義全体を1つにして指定する必要があります。


	
処置: 文書を修正してください。









	 LPX-00102: スタンドアロン・ドキュメント宣言は"no"である必要があります。 
	
原因: Validity Constraint 2.9に違反しました。外部マークアップ宣言に次のいずれかが含まれている場合、スタンドアロン文書宣言は、noの値をとる必要があります。
* デフォルト値を持つ属性

* 実体

* 正規化の対象となる値を持つ属性

* 要素内容を持つ要素型




	
処置: 文書を修正してください。









	 LPX-00103: ドキュメント構造がDTDと一致しません。 
	
原因: Validity Constraint 3に違反しました。要素が妥当であるのは、その要素型と一致するNameを持ちelementdeclに一致する宣言が存在し、かつ次のいずれかの条件が満たされる場合です。
* 宣言がEMPTYに一致し、要素が内容を持たない。

* 宣言が子に一致し、子要素の順序が、内容モデルにおいて正規表現により生成された言語に属する。子要素と子要素の間には、空白文字(非終端記号S)も使用可能。

* 宣言がMixedに一致し、その内容がキャラクタ・データ、および子要素(型が内容モデルの名前に一致する)で構成される。

* 宣言がANYに一致し、すべての子要素の型が宣言されている。




	
処置: 文書を修正してください。









	 LPX-00104: 要素"~S" 
	
原因: Validity Constraint 3に違反しました。示された要素に、一致するelementdeclがDTDにありません。


	
処置: 文書を修正してください。









	 LPX-00105: 要素"~S" 
	
原因: Validity Constraint 3に違反しました。示された要素が空としてDTDに宣言されていますが、文書にサブエレメントが含まれています。


	
処置: 文書を修正してください。









	 LPX-00106: 属性"~1S"(要素"~2S")が未定義です 
	
原因: Validity Constraint 3.1に違反しました。


	
処置: 文書を修正してください。









	 LPX-00107: 要素"~S"に複数の宣言があります 
	
原因: Validity Constraint 3.2に違反しました。1つの要素型を、複数回宣言することはできません。


	
処置: DTDを修正してください。









	 LPX-00108: パラメータ・エンティティ挿入句は分割できません。 
	
原因: Validity Constraint 3.2.1に違反しました。パラメータ実体の置換テキストは、カッコで囲まれたグループで適切にネストされている必要があります。相互運用性のため、choice、seqまたはMixedの中にパラメータ実体参照が出現する場合、その置換テキストは空にしないでください。また置換テキストの最初と最後の非空白文字は、接続子(|または,)以外である必要があります。*例: <?xml version="1.0"?> <!DOCTYPE foo [ <!ELEMENT greeting (#PCDATA)> <!ENTITY % e "(#PCDATA|"> <!ELEMENT foo %e; greeting)> ]> <greeting>Hello!</greeting> *説明: 'e'実体のカッコの内容はセクションに分割できません。開始/終了のカッコはどちらも同じ宣言に指定する必要があります。


	
処置: DTDを修正してください。









	 LPX-00109: 混合コンテンツ宣言に重複する名前"~S"が含まれています 
	
原因: Validity Constraint 3.2.2に違反しました。1つの混合コンテンツ宣言では、同じ名前が複数回出現することはできません。*例: <!ELEMENT p ((#PCDATA|a|b|c|d|a)> *説明: 混合コンテンツの宣言にaが複数回発生しています。


	
処置: DTDを修正してください。









	 LPX-00110: ~1s "~2S" 
	
原因: Validity Constraint 3.3.1に違反しました。指定したものはNameではありません。


	
処置: 文書を修正してください。









	 LPX-00111: ~1s "~2S" 
	
原因: Validity Constraint 3.3.1に違反しました。指定したものはNmtokenではありません。


	
処置: 文書を修正してください。









	 LPX-00112: 要素"~S" 
	
原因: Validity Constraint 3.3.1に違反しました。1つの要素型に、複数のID属性は指定できません。


	
処置: 文書を修正してください。









	 LPX-00113: 要素"~1S"のID属性"~2S"は#IMPLIEDまたは#REQUIREDである必要があります 
	
原因: Validity Constraint 3.3.1に違反しました。ID属性は、デフォルトとして#IMPLIEDまたは#REQUIREDを宣言する必要があります。


	
処置: 文書を修正してください。









	 LPX-00114: 要素"~1S" 
	
原因: Validity Constraint 3.3.1に違反しました。この型の値は、宣言内のNmtokenトークンのいずれかと一致する必要があります。


	
処置: 文書を修正してください。









	 LPX-00115: 要素"~1S" 
	
原因: Validity Constraint 3.3.2に違反しました。デフォルトの宣言が#REQUIREDである場合、属性リスト宣言内の型のすべての要素に、その属性を指定する必要があります。


	
処置: 文書を修正してください。









	 LPX-00116: 要素"~1S" 
	
原因: Validity Constraint 3.3.2に違反しました。属性が、#FIXEDで宣言されたデフォルト値を持つ場合、その属性のインスタンスはデフォルト値に一致する必要があります。


	
処置: 文書を修正してください。









	 LPX-00118: エンティティ"~S"が未定義です 
	
原因: Validity Constraint 4.1に違反しました。外部サブセットまたは外部パラメータ実体を持ち、standalone='no'である文書の場合、実体参照で指定されるNameは実体宣言でのNameと一致する必要があります。


	
処置: 文書を修正してください。









	 LPX-00119: 要素"~1S" 
	
原因: 属性値は、未解析の実体である必要があります。


	
処置: 文書を修正してください。









	 LPX-00120: エンティティ"~1S" NDATA(表記法)"~2S"が未定義です 
	
原因: 実体のNDATA(表記法)が未定義です。


	
処置: 文書を修正してください。









	 LPX-00121: 表記法"~S"は未定義です 
	
原因: 表記法が不明です。


	
処置: 文書を修正してください。









	 LPX-00122: IDREFのID "~S"は未定義です 
	
原因: Validity Constraint 3.3.1に違反しました。1つのXML文書において、同じ名前がこの型の値として複数回出現することはできません。すなわち、ID値によって、その値をとる要素が一意に識別される必要があります。


	
処置: 文書を修正してください。









	 LPX-00123: ID "~S"が重複しています 
	
原因: IDが2回使用されました。IDは一意である必要があります。


	
処置: 文書を修正してください。









	 LPX-00124: 属性値は、1つ以上のトークンである必要があります 
	
原因: トークン型の属性(IDREFS、ENTITIES、NMTOKENS)にトークンがありません。


	
処置: 値には、空白で区切られた1つ以上のトークンが必要です。









	 LPX-00125: 複製エンティティ"~S"(無視される) 
	
原因: 元の文書にXMLDeclが含まれていなかった場合にXmlDomGetDeclから戻される警告です。


	
処置: これは警告であり、エラーではありません。プログラマが値XMLERR_NO_DECLを使用して、文書にXMLDeclが含まれているかどうかを検出します。問題があることを示しているわけではありません。









	 LPX-00200: エンコーディング~1sから~2sに変換できませんでした 
	
原因: 指定されたエンコーディング間での変換ができませんでした。


	
処置: 想定される入力エンコーディングすべてを表すことができるデータ・エンコーディング(UnicodeベースのエンコーディングUTF-8やUTF-16など)を選択してください。









	 LPX-00201: エンコーディング"~s"が無効です 
	
原因: 指定されたエンコーディングは不明です。IANAまたはOracleのエンコーディング名である必要があります。


	
処置: 適切なエンコーディングを使用してください。









	 LPX-00202: "~s" 
	
原因: 指定した入力(ファイル、URLなど)が存在しません。


	
処置: 指定した入力が使用可能で、オープンできることを確認してください。









	 LPX-00203: "~s" 
	
原因: データが指定された入力から読み込めませんでした。


	
処置: 適切な処置を行って、データを読み込めるようにしてください。









	LPX-00204: 構文エラー 
	
原因: 構文エラーが検出されました。


	
処置: XML文書の行を調べて修正してください。









	 LPX-00205: コメントの始まりに"<!--"が必要です。 
	
原因: コメントの処理中に構文エラーが検出されました。


	
処置: コメントの構文を修正してください。









	 LPX-00206: CDATAセクションが無効です。 
	
原因: CDATAの処理中に構文エラーが検出されました。正しい形式は<![CDATA[' data ']]>です。


	
処置: CDATA構文を修正してください。









	 LPX-00207: 条件文の始まりに"["が必要です。 
	
原因: 条件付きセクションの処理中に構文エラーが検出されました。


	
処置: 条件付きセクションの構文を修正してください。









	 LPX-00208: DTDキーワード"~s"が不明です 
	
原因: 不明なキーワードがDTDで見つかりました。


	
処置: 正しいキーワードを使用してください。









	 LPX-00209: XMLで始まるPI名は予約されています。 
	
原因: XMLで始まる処理命令が見つかりました。


	
処置: 処理命令には別の名前を使用してください。









	 LPX-00210: '~1c'が必要ですが'~2c'が見つかりました 
	
原因: 構文エラーが検出されました。


	
処置: 正しい構文を使用してください。









	 LPX-00211: 属性のデフォルトは、REQUIRED、IMPLIEDまたはFIXEDである必要があります 
	
原因: 属性のデフォルトが無効です。


	
処置: デフォルトをREQUIRED、IMPLIEDまたはFIXEDのいずれかにしてください。









	 LPX-00212: コメントには"--"を含めないでください。 
	
原因: コメントで構文エラーが検出されました。


	
処置: コメントの終了を指定する場合にのみ、「--」を使用してください。









	 LPX-00213: コメントは"-->"で終了しないでください。 
	
原因: コメントで構文エラーが検出されました。


	
処置: コメントが「-->」で終了していることを確認してください。









	 LPX-00214: CDATAセクションが"]]>"で終了していませんでした。 
	
原因: CDATAセクションで構文エラーが検出されました。


	
処置: CDATAセクションが「]]>」で終了していることを確認してください。









	 LPX-00215: 処理の指示が"?>"で終了していませんでした。 
	
原因: PIセクションで構文エラーが検出されました。


	
処置: PIセクションが「?>」で終了していることを確認してください。









	 LPX-00216: 文字~1u (~2X)が無効です 
	
原因: 無効なマルチバイト・キャラクタが見つかりました。


	
処置: XML仕様で認められている文字のみを使用してください。









	 LPX-00217: 文字~1u (~2x)が無効です 
	
原因: 無効なUnicode文字が見つかりました。


	
処置: XML仕様で認められている文字のみを使用してください。









	 LPX-00218: 文字~1u (~2c)が無効です 
	
原因: 無効なシステム固有の(ASCII/EBCDIC)文字が見つかりました。


	
処置: XML仕様で認められている文字のみを使用してください。









	 LPX-00219: 文字参照に無効な数字'~c'があります 
	
原因: 無効な数字が文字参照で見つかりました。


	
処置: 文字参照は、&#DDD(Dは10進数)か&#xHHH(Hは16進数)のいずれかです。









	 LPX-00220: 文字データでは、文字列"]]>"は使用できません。 
	
原因: 「]]>」が文字データで見つかりました。


	
処置: 文字データでは、「]]>」を使用しないでください。









	 LPX-00221: 属性値では、文字"<"は使用できません。 
	
原因: 「<」が属性値で見つかりました。


	
処置: 属性値では、「<」を使用しないでください。









	 LPX-00222: SAXコールバック関数からエラーが返されました。 
	
原因: SAXコールバック関数からエラーが戻されました。


	
処置: 追加エラー・メッセージを調べ、対処措置をとってください。









	 LPX-00223: 属性値に外部エンティティ"~s"が見つかりました 
	
原因: 属性値で外部実体参照が見つかりました。


	
処置: 属性値では、内部実体または文字実体への参照のみを使用してください。









	 LPX-00224: 属性"~S"の複数オカレンスが見つかりました 
	
原因: 同じ開始タグまたは空要素タグに、属性が複数回指定されました。


	
処置: 属性が一意であることを確認してください。









	 LPX-00225: 要素の終了タグ"~1S" 
	
原因: 要素の終了タグが正しくありません。


	
処置: 正しい要素の終了タグが使用されていることを確認してください。









	 LPX-00226: エンティティ"~S"が宣言されていません 
	
原因: 実体が宣言されていません。


	
処置: 参照する前に実体を宣言してください。









	 LPX-00227: エンティティ"~S"は解析済の実体ではありません 
	
原因: 実体参照に未解析の実体の名前が含まれています。


	
処置: 解析済の実体のみを参照してください。









	 LPX-00228: エンティティ参照"~S"がそれ自身を参照しています。 
	
原因: 実体参照にそれ自身を参照する再帰的参照が含まれています。


	
処置: 実体参照の内容を修正し、この再帰型を削除してください。









	 LPX-00229: 入力ソースが空です 
	
原因: XML入力ファイルの内容が空です。


	
処置: XML文書ファイルには、最低1つの要素が必要です。









	 LPX-00230: NameまたはNmtokenに無効な文字~1u (~2x)が見つかりました 
	
原因: NAMEまたはNMTOKENに無効な文字が見つかりました。


	
処置: XML仕様でNAMEまたはNMTOKENに認められている文字のみを使用してください。









	 LPX-00231: NameまたはNmtokenに無効な文字~1u (~2c)が見つかりました 
	
原因: NAMEまたはNMTOKENに無効な文字が見つかりました。


	
処置: XML仕様でNAMEまたはNMTOKENに認められている文字のみを使用してください。









	 LPX-00232: パラメータ・エンティティ参照の使用が無効です。 
	
原因: 内部DTDサブセットの不適切な場所にパラメータ実体参照が見つかりました。


	
処置: パラメータ実体参照は、内部DTDサブセット、外部DTDサブセットまたは外部実体のマークアップ宣言が指定されている場所にのみ使用してください。









	 LPX-00233: "xml"で始まる名前空間の接頭辞は予約済です。 
	
原因: XMLで始まる名前空間の接頭辞が見つかりました。


	
処置: 名前空間の接頭辞には別の名前を使用してください。









	 LPX-00234: 名前空間の接頭辞 "~S"が宣言されていません 
	
原因: 名前空間の接頭辞が宣言されていません。


	
処置: 接頭辞を属性リストに宣言してください。









	 LPX-00235: XMLバージョンが無効です。1.0または2.0である必要があります 
	
原因: XML仕様のバージョン1.0およびバージョン2.0のみがサポートされています。


	
処置: バージョン・ナンバーに応じて、バージョン1.0またはバージョン2.0の仕様およびセットを使用してください。









	 LPX-00236: パブリック識別子に無効な文字~1u ('~2c')が見つかりました 
	
原因: 公開識別子に無効な文字が見つかりました。


	
処置: XML仕様で公開識別子に認められている文字のみを使用してください。









	 LPX-00237: 条件セクションのキーワードが無効です。INCLUDEあるいはIGNOREである必要があります。 
	
原因: 条件付きセクション<![ keyword [ markup ]]>に無効なキーワードがあります。キーワードはINCLUDEまたはIGNOREである必要があります。


	
処置: 文書内の条件付きセクションを修正してください。









	 LPX-00238: 条件文が終了していません。 
	
原因: 条件付きセクションが]]>で正しく終了していません。


	
処置: 文書の条件付きセクションのネストを確認して修正してください。









	 LPX-00239: 属性の型"~s"が無効です 
	
原因: 属性の型が無効です。オプションは、CDATA、ID、IDREF、IDREFS、ENTITY、ENTITIES、NMTOKENまたはNMTOKENSです。


	
処置: 属性の宣言を確認して修正してください。









	 LPX-00240: 要素の開始タグの形式が違います。 
	
原因: 要素の開始タグの形式が正しくありません。


	
処置: 要素の開始構文を確認して修正してください。









	 LPX-00241: エンティティ参照の形式が違います。 
	
原因: 実体参照(一般またはパラメータ)の形式が正しくありません。


	
処置: &name;、%name;など、実体参照を正しい形式にしてください。









	 LPX-00242: アンパサンド('&')文字の使用が無効です(&amp;を使用します) 
	
原因: アンパサンド文字は、実体参照または文字参照の開始にのみ使用します。


	
処置: アンパサンド文字をデータとして含めるには、組込み一般エンティティ&amp;を使用します。









	 LPX-00243: 要素の属性値は引用符で囲む必要があります。 
	
原因: 要素の開始タグに定義された属性は、一重引用符('')または二重引用符("")で囲む必要があります。


	
処置: 属性値を引用符で囲んでください。









	 LPX-00244: 小なり不等号 ('<')文字の使用が無効です。(&lt;を使用します) 
	
原因: レス・ザン文字(<)はデータとして認められません。


	
処置: かわりに組込み実体&lt;を使用してください。「<」が後続のマークアップの一部である場合、引用符の不一致("')をチェックしてください。









	 LPX-00245: ドキュメントが終了したあとに余分なデータがあります。 
	
原因: トップレベルの要素の終了後に、さらにデータが見つかりました。


	
処置: トップレベルの要素の終了タグは、文書の最後に指定する必要があります。









	 LPX-00246: パブリックIDの後ろにシステムIDがありません。 
	
原因: 外部IDの宣言で、パブリックIDのリテラルの後に必要なシステムIDのリテラルがありません。


	
処置: PUBLIC型のpublic *および* system IDを指定してください。









	 LPX-00247: ドキュメント・タイプの宣言(DTD)が無効です。 
	
原因: DTD宣言でエラーが発生しました。


	
処置: DTDを確認して問題を修正してください。









	 LPX-00248: エンティティの宣言が無効です。 
	
原因: 実体の宣言の解析でエラーが発生しました。


	
処置: 宣言の構文を確認して修正してください。









	 LPX-00249: 外部IDの宣言が無効です。 
	
原因: 外部IDの宣言の解析でエラーが発生しました。


	
処置: 宣言の構文を確認して修正してください。









	 LPX-00250: 属性の宣言が無効です。 
	
原因: 属性の宣言の解析でエラーが発生しました。


	
処置: 宣言の構文を確認して修正してください。









	 LPX-00251: 条件文は外部DTDでのみ有効です。 
	
原因: 条件付きセクションは内部DTDに指定できません。


	
処置: 条件付きセクションを削除してください。









	 LPX-00252: エンティティの置換-テキストのネストが無効です。 
	
原因: 実体から組み込まれたマークアップは、正しくネスト/グループ化する必要があります。つまり、オープン/クローズのマークアップは同じ実体に指定する必要があります。例: <!DOCTYPE doc [ <!ENTITY e "</foo><foo>"> ]> <doc><foo>&e;</foo></doc>。fooの開始タグが文書のトップレベルに指定されているが、終了タグが実体eで指定されているため、この例は無効です。開始と終了は同一のソースによって提供する必要があります。


	
処置: 前述のような例は許可されません。









	 LPX-00253: XMLの宣言に、必要なバージョン・ナンバーがありません。 
	
原因: XML宣言に必要なバージョン・ナンバーがありません。


	
処置: 宣言の最初にバージョン・ナンバーを必ず指定してください。XMLでは大/小文字が区別されるため、「version」のみ有効です(「Version」などは無効)。









	 LPX-00254: XMLの宣言が無効です。 
	
原因: XMLの宣言の解析でエラーが発生しました。


	
処置: 宣言の構文を確認して修正してください。









	 LPX-00255: XMLのスタンドアロン宣言は、「yes」または「no」です。 
	
原因: XML宣言の「standalone」パラメータの値が無効です。


	
処置: 「standalone」に「yes」または「no」のいずれかを設定してください。大/小文字が区別されるため、「Yes」や「YES」などは無効です。









	 LPX-00256: 要素の宣言が無効です。 
	
原因: 要素の宣言の解析でエラーが発生しました。


	
処置: 宣言を確認して修正してください。









	 LPX-00257: 要素の宣言で子の指定が無効です。 
	
原因: 要素の宣言で子の指定が無効です。


	
処置: 宣言を確認して修正してください。









	 LPX-00258: 要素の宣言で"Mixed"の指定が無効です。 
	
原因: 要素の宣言でMixedの指定が無効です。


	
処置: 宣言を確認して修正してください。









	 LPX-00259: 表記法の宣言が無効です。 
	
原因: 表記法の宣言の解析でエラーが発生しました。


	
処置: 宣言の構文を確認して修正してください。









	 LPX-00260: xml無効: 領域の属性宣言 
	
原因: xml:space属性は、「default」および「preserve」を指定した列挙データとして宣言する必要があります。たとえば、<!ATTLIST foo xml:space (default|preserve) 'preserve')となります。


	
処置: 前述のように特別な属性を宣言してください。









	 LPX-00261: URL ~sが無効です 
	
原因: 指定されたURLが無効のため、解析できませんでした。


	
処置: URLを修正してください。また、RFC-2396を参照してください。









	 LPX-00262: プロトコル~sはサポートされていません 
	
原因: XMLパーサーでサポートされていないプロトコルを要求するURLが見つかりました。現在認められているのは、HTTPおよびfileのみです。


	
処置: ファイルシステムまたはHTTPを介してデータを使用できるようにしてください。









	 LPX-00263: ホスト~sポート~dに接続できませんでした 
	
原因: 示されたホストへのTCP接続をオープンできませんでした。


	
処置: ホスト名およびホストへの接続性を確認してください。









	 LPX-00264: ホスト~sへの送信に失敗しました 
	
原因: TCP接続を介してデータを送信しようとしてエラーが発生しました。


	
処置: ネットワークの接続性などを確認してください。









	 LPX-00265: ホスト~sからの読取りに失敗しました 
	
原因: TCP接続を介してデータを読み込もうとしてエラーが発生しました。


	
処置: ネットワークの接続性などを確認してください。









	 LPX-00266: 言語指定~sが無効です 
	
原因: 指定された言語指定が無効です。


	
処置: 言語指定の形式は、<language>_<territory>.<character set>です。たとえば、French_Franceとなります。









	 LPX-00267: 相対URL ~sを解決できませんでした 
	
原因: 示された相対URLが親に対して解決できませんでした。


	
処置: 親のURLとの相対関係が正しいかを確認してください。RFC-2396の第4項、第5項および付録Cを参照してください。









	 LPX-00268: メソッド~1dのアクセスが無効です。0から~2dである必要があります 
	
原因: 指定されたアクセス・コードが無効な範囲でした。


	
処置: コードは、oraxml.hに定義されているXMLACCESS_xxxコードのいずれか(エラー・メッセージに示された範囲内)である必要があります。









	 LPX-00269: 3つのアクセス機能 (open/close/read) はすべて提供される必要があります。 
	
原因: アクセス・メソッドのコールバックを設定しようとしましたが、3つの関数がすべて指定されていません。


	
処置: 3つのコールバック関数(open、closeおよびread)はすべて必須です。何も行わないスタブ関数でも、これらはすべて指定する必要があります。









	 LPX-00270: FTPエラー: ~s 
	
原因: ファイルを取得しようとしたときに、FTPサーバーからエラーが戻されました。詳細は、固有のメッセージを参照してください。


	
処置: エラーに基づいて、修正措置をとってください。









	 LPX-00271: FTPのログインに失敗しました: ~s 
	
原因: FTPにログインするためのユーザー名/パスワードの組合せが無効です。


	
処置: 有効な組合せを指定してください。









	 LPX-00272: FTPサーバーは使用できません: ~s 
	
原因: FTPサーバーが使用できません。


	
処置: クライアント側から行うことができる処置はありません。サーバーのエラー・メッセージを参照してください。









	 LPX-00273: TCP/IPの初期化に失敗しました 
	
原因: TCP/IPパッケージを初期化できませんでした。


	
処置: システム管理者に、構成の問題なのか接続性の問題なのかを確認してください。









	 LPX-00274: ノード・タイプをインポートできません 
	
原因: 一部のノード・タイプ(DOCUMENT_NODE & DOCUMENT_TYPE_NODE)は、importNode()ではインポートできません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-00275: 解析後には出力/データ・エンコーディングを設定できません 
	
原因: 出力/データ・エンコーディングは、初期化の後、解析が行われる前に設定する必要があります。


	
処置: 文書を解析する前に、エンコーディングを設定してください。









	 LPX-00276: 不正なHTTP/Mimeヘッダーです 
	
原因: HTTP応答に無効なMimeヘッダーがあります。


	
処置: 正確にHTTP応答を確認してください。RFC 2616を参照してください。









	 LPX-00277: 終了の引用符が見つかりませんでした。 
	
原因: 引用符付き文字列が開始されましたが、終了されていません。


	
処置: 正しい位置に終了の引用符を記述してください。









	 LPX-00278: ~sのプロキシ"~s"が無効です 
	
原因: 指定されたプロトコルに対するプロキシの指定が無効です。


	
処置: プロキシの指定を確認して修正してください。HTTPの場合、環境変数http_proxyを指定します。









	 LPX-00279: no_proxy "~s"が無効です。 
	
原因: no_proxyの指定が無効です。


	
処置: 確認して修正してください。no_proxyは、オプションのポート部を指定した、マシン名またはドメイン名のカンマ/空白区切りのリストです。ポート部の指定がない場合、そのドメインのポートすべてに適用されます。









	 LPX-00280: HTTPエラー ~s 
	
原因: HTTPプロトコル・エラーが発生しました。


	
処置: エラーに基づいて、修正措置をとってください。









	 LPX-00281: エンコーディング"~s"はサポートされていません 
	
原因: 指定されたエンコーディングは認識されましたが、パーサーではサポートされていません。


	
処置: 別のエンコーディングを指定してください。









	 LPX-00282: ドキュメントは、内部/外部および共有DTDの両方を持つことはできません。 
	
原因: 共有DTDセットを持っているパーサー・コンテキストが、同様にDTDを持っている文書の解析に使用されました。共有DTDと内部/外部DTDの両方を使用することはできません。


	
処置: 共有DTDを使用する場合、解析される文書にDTDを持たせない、または参照させないでください。









	 LPX-00283: ドキュメント・エンコーディングは~sベースですが、デフォルトの入力エンコーディングは違います。 
	
原因: 入力文書はASCII(またはEBCDIC)ベースですが、XMLDeclにエンコーディングが指定されていません。また、デフォルトの入力エンコーディングがASCII(またはEBCDIC)ベースではないため、適用できませんでした。


	
処置: 明示的にエンコーディングの指定をXMLDeclに追加し、デフォルトの入力エンコーディングを使用しないようにしてください。または、入力文書と一致するエンコーディングをデフォルトに指定してください。









	 LPX-00284: NULL URIへの名前空間の接頭辞は許可されません 
	
原因: 要素の名前空間の接頭辞宣言がNULL URI用(例: <foo xmlns:bar=""/>)です。これは現在、XML 1.0では無効です。ただし、XML 1.1では有効になります。


	
処置: 誤った接頭辞宣言を削除してください。









	 LPX-00285: Unicodeサロゲート~X ~Xが無効です 
	
原因: Unicode文書に無効なサロゲートが含まれています。1番目(高サロゲート)のサロゲートが正しい範囲0xD800から0xDBFF内にある場合、2番目(低サロゲート)のサロゲートは0xDC00から0xDFFFの範囲である必要があります。


	
処置: 文書を修正してください。









	 LPX-00286: 反復の最大深度を超えています 
	
原因: ドキュメント内に埋め込まれる要素の深度が制限である2000を超えました。


	
処置: 文書を修正してください。









	 LPX-00287: ~1dの上限を~sについて超えました 
	
原因: 上限を超えました。


	
処置: 文書を修正してください。









	 LPX-00288: CDATA-section-closeデリミタは要素内容で禁止されています 
	
原因: 要素内容にCDATA-section-closeデリミタが含まれていました。


	
処置: 文書を修正してください。









	 LPX-00300: 属性集合内に名前がありません。 
	
原因: 名前属性が属性設定集合の要素で見つかりません。


	
処置: この要素の名前属性を追加してください。









	 LPX-00301: XPATHの評価でエラーが発生しました 
	
原因: XPATH評価でエラーが戻されました。


	
処置: 指定されたXPATH式を確認して、エラーを特定してください。









	LPX-00302: スタイルシートが正しくありません。ノードが無効です。 
	
原因: 子ノードのタイプが無効であるか、スタイルシート内のこの特定の場所に対する名前が無効であるため、スタイルシートが無効なXSLTとしてレンダリングされました。


	
処置: 有効なノードのみを使用して、スタイルシートを修正してください。









	 LPX-00303: 属性値"~S" 
	
原因: 属性が見つかりましたが、想定された値ではありません。


	
処置: 属性値を正しい値に設定してください。









	 LPX-00304: 関数への入力パラメータがNULLです 
	
原因: この関数に渡された入力パラメータがNULLであり、想定されていない値です。


	
処置: コール元の関数でこのパラメータにNULLが渡されていないかを確認してください。









	LPX-00305: トークンがありません。 
	
原因: 必要なトークンが見つかりません。


	
処置: 入力文字列を確認し、必要なトークンがあることを確認してください。









	 LPX-00306: 入力した文字列は対応する右引用符'}'なしで終了しました。 
	
原因: 終了の中カッコ(})が必要です。


	
処置: 終了の中カッコ(})を入力文字列に追加するか、余分な開始の中カッコ({)を削除してください。









	 LPX-00307: 名前空間の接頭辞~Sが使用されましたが宣言されていません 
	
原因: 名前空間の接頭辞が使用されましたが、宣言されていません。


	
処置: 名前空間を宣言するか、またはこの名前空間の接頭辞を使用しないでください。









	 LPX-00308: 属性~Sが~Sに見つかりません 
	
原因: このノードに必要な属性が見つかりません。


	
処置: この属性をノードに追加してください。









	 LPX-00309: XPATHを初期化できません。 
	
原因: XPATHコンテキストを初期化できませんでした。


	
処置: 初期化関数LpxsutInitXpathCtx()を確認してください。









	 LPX-00310: 要素~Sが~Sに見つかりません 
	
原因: 必要な要素が見つかりません。


	
処置: 初期化関数LpxsutInitXpathCtx()を確認してください。









	 LPX-00311: サポートされていない機能: ~s 
	
原因: この機能はサポートされません。


	
処置: この機能は、使用しないでください。









	 LPX-00312: XML PIに次のコンテンツを構成できません: ~S 
	
原因: XML PIノードの内容が無効である可能性があります。


	
処置: 仕様に従って必要な変更を加え、有効なノードにしてください。









	 LPX-00313: XMLのコメントに次のコンテンツを構成できません: ~S 
	
原因: XMLコメント・ノードの内容が無効である可能性があります。


	
処置: 仕様に従って必要な変更を加え、有効なノードにしてください。









	 LPX-00314: 内部障害が発生しました。 
	
原因: ノードで内部エラーが発生しました。


	
処置: 適切な開発者に連絡してください。









	 LPX-00315: 拡張機能~Sはサポートされていません 
	
原因: この拡張機能はサポートされていません。


	
処置: 詳細について適切な開発者に連絡するか、またはこの拡張機能を使用しないでください。









	 LPX-00316: 無効な値~S(~S)が属性~Sにあります 
	
原因: 指定された属性の値が無効です。


	
処置: XSL仕様を参照し、有効な値のみを使用してください。









	 LPX-00317: 10進数形式"~S"は未定義です 
	
原因: 示された10進数形式が定義されていません(名前#defaultは、デフォルト形式であることを示しています)。


	
処置: 必要な10進数形式を、使用する前に定義してください。









	 LPX-00318: 重複するxsl:10進数形式"~S"です 
	
原因: 示された10進数形式が複数回宣言されています。


	
処置: 宣言が1回のみかどうかを確認してください。









	 LPX-00319: 指定したノードが無効です 
	
原因: 指定されたノードのタイプが想定されたものではありません。


	
処置: 有効なタイプのノードのみを使用してください。









	 LPX-00320: 空ではない要素にはこれ以上属性を追加できません 
	
原因: 属性が追加された要素が空ではないため、これ以上属性を追加できません。


	
処置: XSLTスタイルシートを修正し、他のものが追加される前に、すべての属性が要素に追加されるようにしてください。修正がまったくできない場合は、現在使用しているストリーム/SAXベースの出力のかわりに、DOMベースの出力方法を選択してください。









	 LPX-00321: どの出力メソッド(DOM、SAX、Stream)も選択されていません 
	
原因: 出力メソッドを選択せずにXMLファイルを処理しようとしました。


	
処置: XMLファイルを処理する前に、出力メソッド(SAX/DOM/ストリーム)を1つ選択する必要があります。









	 LPX-00322: XSLTスタイルシートで参照されるドキュメントをオープンできません。: ~s 
	
原因: import、includeまたはdocument()関数のいずれかにより、文書をオープンしようとしましたが失敗しました。


	
処置: 文書が存在し、オープンできることを確認してください。









	 LPX-00323: 現行のテンプレートがないため、インポートの適用が無効です: ~s 
	
原因: for-each内で使用可能な現行のテンプレートがないにもかかわらず、インポートの適用が使用されました。


	
処置: 現行のテンプレートが存在し、xsl:for-each内にない場合にのみ、インポートの適用が起動されていることを確認してください。









	 LPX-00324: "~S" 
	
原因: 無効な言語名をソートに指定しました。


	
処置: 言語属性xsl:sortに有効な値を指定してください。









	 LPX-00400: XPATHで内部エラーが発生しました。 
	
原因: XPATHで内部エラーが発生しました。


	
処置: 適切な開発者に連絡してください。









	 LPX-00401: XSLファイル内のQNameが無効です。 
	
原因: XPATHパーサーに渡されたQNameが無効です。


	
処置: 無効なQNameがXSLファイルにあるかどうかを確認してください。









	 LPX-00402: XSLファイル内のaxisnameが無効です。 
	
原因: XPATHパーサーに渡されたaxisnameが無効です。


	
処置: XSLファイルのaxisnameがすべて正しいかどうかを確認してください。









	 LPX-00403: XSLファイル内で引用符が一致していません。 
	
原因: XSLファイル内で引用符の不一致が見つかりました。


	
処置: XSLファイル内の引用符が一致していることを確認してください。









	 LPX-00404: 名前空間URIを解決できません。 
	
原因: 名前空間URIが有効ではない可能性があります。


	
処置: 名前空間URIが有効であることを確認してください。









	 LPX-00405: メモリーを割当てできません。 
	
原因: メモリー不足の可能性があります。


	
処置: 仮想メモリーを増やしてください。









	 LPX-00406: 不適切なタイプのオブジェクトが関数に引き渡されました。 
	
原因: 不適切なタイプのオブジェクトがXPATH/XSL関数に渡されました。


	
処置: 想定されるタイプと異なるタイプのオブジェクトは、必要な変換を行ってから渡してください。









	 LPX-00407: XSLファイル内に右大カッコがありません。 
	
原因: XSLファイル内に右大カッコがありません。


	
処置: XSLファイル内の大カッコが一致していることを確認してください。









	 LPX-00408: XSLファイルに右丸カッコがありません。 
	
原因: XSLファイル内に右丸カッコがありません。


	
処置: XSLファイル内の丸カッコが一致していることを確認してください。









	 LPX-00409: 解析中に不適切なトークンが見つかりました。 
	
原因: 式/パターンの解析中に予期しないトークンが見つかりました。


	
処置: 式/パターンの構文を確認してください。









	 LPX-00410: 変数の参照を解決できません。 
	
原因: 変数の参照が有効ではない可能性があります。


	
処置: 変数の参照が有効かどうかを確認してください。









	 LPX-00411: 不明な関数名が見つかりました。 
	
原因: この関数は現在サポートされていないか、名前が無効です。


	
処置: 関数名を確認してください。関数名が有効でこのエラーが発生している場合は、今回はその使用を回避してください。









	 LPX-00413: 非常に大きな数値が連続しているため、精度が失われます 
	
原因: XPath式の数値定数が大きすぎます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-00601: 無効なトークンがあります: '~S' 
	
原因: XPath式に無効なトークンがあります。


	
処置: 式を確認してください。









	 LPX-00602: '~1S'は要素'~2S'の無効な子要素です。 
	
原因: このスタイルシート・コンテキストに無効な子要素があります。


	
処置: スタイルシートを確認してください。









	 LPX-00603: 無効な属性値'~1S': {element '~2S', attribute '~3S'}。 
	
原因: このスタイルシート・コンテキストに無効な属性値があります。


	
処置: スタイルシートを確認してください。









	 LPX-00604: '~1S'は属性'~2s'に対して無効な属性値です。 
	
原因: この属性に無効な属性値があります。


	
処置: スタイルシートを確認してください。









	 LPX-00605: '~1S'は要素'~2S'の中で無効な属性です。 
	
原因: この要素に無効な属性があります。


	
処置: スタイルシートを確認してください。









	 LPX-00606: 属性'~1s'が要素'~2S'にありません。 
	
原因: この要素の属性がありません。


	
処置: スタイルシートを確認してください。









	 LPX-00607: 無効な参照: '~S'。 
	
原因: 変数またはパラメータ、あるいはテンプレート参照が無効です。


	
処置: スタイルシートを確認してください。









	 LPX-00608: '~1S'の宣言が要素'~2S'内で反復しています。 
	
原因: このレベルで許可されている宣言は1つのみです。


	
処置: スタイルシートを確認してください。









	 LPX-00609: '~1S'には無効な引数の数によるファンクション・コールがあります。 
	
原因: 引数の数が無効です。


	
処置: 関数のシグネチャを確認してください。









	 LPX-00651: VMスタックがオーバーフローしました。 
	
原因: XMLデータが大きすぎます。


	
処置: XmlXslVMCreate()でVMスタックのサイズを大きくしてください。









	 LPX-00652: SAXコールバックがエラー付きで戻りました。 
	
原因: SAXコールバックでエラーが戻されました。


	
処置: コールバック関数を確認してください。









	 LPX-00653: 出力属性'~S'には、親要素がありません。 
	
原因: 属性が不適切なコンテキストで生成されています。


	
処置: XSLTスタイルシートを確認してください。









	 LPX-00654: 出力ネームスペースの属性'~S'には親要素がありません。 
	
原因: 属性が不適切なコンテキストで生成されています。


	
処置: XSLTスタイルシートを確認してください。









	 LPX-00655: '~S'は無効な出力コメントです。 
	
原因: コメント・ノードが無効です。


	
処置: XSLTスタイルシートを確認してください。









	LPX-00656: XSLTVMが終了しました。 
	
原因: VMが終了します。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-00657: '~S'は無効な出力PIです。 
	
原因: PIノードが無効です。


	
処置: XSLTスタイルシートを確認してください。









	 LPX-00658: 無効なXSLTオブジェクト型です。 
	
原因: XPath評価に無効なオブジェクト型があります。


	
処置: XSLTスタイルシートを確認してください。









	 LPX-00659: 出力の書込みに失敗しました。 
	
原因: 書込み操作に失敗しました。


	
処置: 書込みメソッドを確認してください。









	 LPX-00660: 整形式ドキュメントまたは外部エンティティではありません。 
	
原因: 生成された文書が正しく構成されていません。


	
処置: XSLTスタイルシートを確認してください。









	 LPX-00661: ロードに失敗しました: '~s'。 
	
原因: 文書のロードに失敗しました。


	
処置: XSLTスタイルシートを確認してください。









	LPX-00662: 無効なエンコーディングです。 
	
原因: 無効なエンコーディングが指定されました。


	
処置: エンコーディング文字列を確認してください。









	 LPX-00663: VM文字列スタックがオーバーフローしました。 
	
原因: 文字列データが大きすぎます。


	
処置: XmlXslVMCreate()でVM StringStackのサイズを大きくしてください。









	 LPX-00664: VMノード・スタックがオーバーフローしました。 
	
原因: XMLノードが多すぎます。


	
処置: XmlXslVMCreate()でVM NodeStackのサイズを大きくしてください。









	LPX-00690: 無効な引数です 
	
原因: 引数が無効または指定されていません。


	
処置: 関数のシグネチャを確認してください。









	 LPX-00700: SOAPコンテキストが無効です 
	
原因: XmlSoapファンクションに無効なSOAPコンテキストが渡されました。


	
処置: 渡されたコンテキストがxmlsoapctxであり、まだ有効(破棄されていない)かどうかを確認してください。









	 LPX-00701: SOAPロールが無効です 
	
原因: 無効なSOAPロールが指定されました。


	
処置: xmlsoaprole enumの値のみを使用してください(xml.hを参照)。









	 LPX-00702: SOAP接続バインドが無効です 
	
原因: 無効なSOAP接続バインドが指定されました。


	
処置: xmlsoapbind enumの値のみを使用してください(xml.hを参照)。









	 LPX-00703: SOAP POSTに失敗しました 
	
原因: HTTPバインドで送信されたSOAPメッセージが失敗しました。


	
処置: 戻されたHTTPエラーで問題を確認してください。









	 LPX-00704: 要素にmustUnderstandがありません 
	
原因: ヘッダー・ブロックにmustUnderstand属性がありません。


	
処置: これは有効です。処置は必要ありません。









	 LPX-00705: 要素にロールがありません 
	
原因: ヘッダー・ブロックにロール属性がありません。


	
処置: これは有効です。処置は必要ありません。









	 LPX-00706: メッセージにフォルトがありません 
	
原因: メッセージ本文にフォルトの子がありません。


	
処置: これは有効です。処置は必要ありません。









	 LPX-00707: 指定言語のフォルト理由がありません 
	
原因: フォルト要素には、指定言語での理由はありません。


	
処置: これは有効です。処置は必要ありません。









	 LPX-00708: SOAPはHTTP接続に失敗しました 
	
原因: SOAPが指定URLへのHTTP接続に失敗しました。


	
処置: 原因として、URLが無効であるか、またはメモリーが使い果されていることが考えられます。









	 LPX-00709: SOAPは無効なXMLを返します 
	
原因: SOAPコールへの応答が有効なXML文書ではありませんでした。


	
処置: コール用URLが有効かどうかを確認してください。有効な場合、問題は応答側にある可能性があります。









	 LPX-00711: SOAPバージョンが無効です 
	
原因: SOAP作成日時に指定されたバージョン文字列が無効でした。


	
処置: 有効なバージョン文字列である「1.1」または「1.2」を使用してください。









	 LPX-00712: HTTPヘッダーの設定に失敗しました 
	
原因: 接続が存在しないか、またはヘッダーの指定方法が無効か、あるいはヘッダーの最大数を超えました。


	
処置: 接続が存在することおよびヘッダーに「:」があるかどうかを確認し、ヘッダー数を減らしてください。









	 LPX-00713: ボディに複数のフォルトがあります 
	
原因: メッセージ本文にフォルトの子が複数あります。


	
処置: サーバーにバグがある可能性があります。









	 LPX-00714: フォルトは単一の子ではありません 
	
原因: メッセージ本文には、フォルトの他にも子があります。


	
処置: サーバーにバグがある可能性があります。









	 LPX-00715: フォルト要素の形式が正しくありません 
	
原因: フォルト要素に、必須の子がないか、または許可されていない子があります。


	
処置: サーバーにバグがある可能性があります。









	 LPX-00716: テキスト・サブ要素の形式が正しくありません 
	
原因: 要求されたメッセージ・サブ要素に、必須の子テキストがありません。


	
処置: サーバーにバグがある可能性があります。









	 LPX-00717: 値のサブ要素の形式が正しくありません 
	
原因: フォルトの子コードの必須の子である値の、形式が正しくないか未指定です。


	
処置: サーバーにバグがある可能性があります。









	 LPX-00718: メッセージにエンベロープがありません 
	
原因: メッセージにエンベロープの子要素がありません。


	
処置: サーバーにバグがある可能性があります。









	 LPX-00719: 接頭辞が長すぎます 
	
原因: コード化されたネームスペース属性名の最大サイズは1022です。


	
処置: 短い接頭辞を使用してください。









	 LPX-00720: エンベロープにヘッダーがありません 
	
原因: メッセージのエンベロープにヘッダーがありません。


	
処置: これは有効です。処置は必要ありません。









	 LPX-00721: エンベロープにボディがありません 
	
原因: メッセージのエンベロープにボディがありません。


	
処置: サーバーにバグがある可能性があります。









	 LPX-00722: 要素にリレーがありません 
	
原因: ヘッダー・ブロックにリレー属性がありません。


	
処置: これは有効です。処置は必要ありません。









	 LPX-00723: 該当する要素はありません 
	
原因: 要求されたネームスペース名およびローカル部を持つ要素は存在しません。


	
処置: これは有効です。処置は必要ありません。









	 LPX-00750: 関数"~2s"に対する引数"~1s"がNULLです 
	
原因: この関数に渡された入力引数がNULLであり、想定されていない値です。


	
処置: コール元の関数でこのパラメータにNULLが渡されていないかを確認してください。









	 LPX-00751: 引数"~s"は排他的です 
	
原因: この関数に渡される入力引数は互いに排他的です。これらのうち、いずれか1つを指定します。


	
処置: 排他引数のいずれか1つを指定してください。









	 LPX-00752: 無効な~1sです。~2sされる必要があります 
	
原因: 属性に無効な値が指定されました。


	
処置: 提案された値のいずれかにこの値を修正してください。









	 LPX-00753: 無効なプロキシ"~s"です 
	
原因: 指定されたプロトコルに対するプロキシの指定が無効です。


	
処置: プロキシの指定を確認して修正してください。HTTPの場合、環境変数http_proxyを指定します。









	 LPX-00754: no_proxy "~s"が無効です。 
	
原因: no_proxyの指定が無効です。


	
処置: 指定を確認して修正してください。no_proxyは、オプションのポート部を指定した、マシン名またはドメイン名のカンマ/空白区切りのリストです。ポート部の指定がない場合、そのドメインのポートすべてに適用されます。









	 LPX-00755: 必須の引数"~s"が指定されていません 
	
原因: 必須の引数がありません。


	
処置: 欠落引数をこの関数に指定してください。









	 LPX-00756: Eタグおよびトークンは、すべてがタグ付けされているか、またはすべてがタグ付けされていない必要があります 
	
原因: 条件要素のリストは、absoluteURIを使用して、すべてがタグ付けされているか、またはすべてがタグ付けされていない必要があります。


	
処置: この要求を受け取るリソースに条件要素をすべて適用した場合は、それらの条件要素からタグを削除してください。そうでない場合は、これらの条件要素すべてに、該当するリソースのURIを使用してタグを付けてください。









	 LPX-00757: 最大XML文書サイズ(~sバイト)を超えています 
	
原因: 入力されたXML文書のサイズがXmlDavCreate()で設定した属性max_xml_sizeに設定された制限を超えました。


	
処置: セキュリティ上問題が発生しない場合にかぎり、XmlDavCreate()内のmax_xml_size属性に設定された値を大きくしてください。









	 LPX-00758: ユーザー指定のコールバックがNULLを戻します 
	
原因: ユーザー指定のコールバック関数からNULLが戻されました。


	
処置: コールバック関数内で発生したエラーを確認してください。









	 LPX-00759: TCP/IPの初期化に失敗しました 
	
原因: TCP/IPパッケージを初期化できませんでした。


	
処置: システム管理者に、構成の問題なのか接続性の問題なのかを確認してください。









	 LPX-00760: ホスト~sのポート~uに接続できませんでした 
	
原因: 示されたホストへのTCP接続をオープンできませんでした。


	
処置: ホスト名およびホストへの接続性を確認してください。









	 LPX-00761: ホスト~sへの送信に失敗しました 
	
原因: TCP接続を介してデータを送信しようとしてエラーが発生しました。


	
処置: ネットワークの接続性を確認してください。









	 LPX-00762: ホスト~sからの読取りに失敗しました 
	
原因: TCP接続を介してデータを読み込もうとしてエラーが発生しました。


	
処置: ネットワークの接続性を確認してください。









	 LPX-00763: 最大TCP接続数を超えています 
	
原因: TCP接続の許容最大数を超えました。これは、保留中のHTTPレスポンスが多すぎて正しく終了または破棄されなかった場合にのみ発生します。


	
処置: 保留中のレスポンス・セッションを終了するか、または処理済のレスポンス・オブジェクトを破棄してください。









	 LPX-00764: TCP接続が壊れました 
	
原因: TCP接続がサーバーによって終了されたか、または無効な状態にあります。


	
処置: エラーを分析してください。エラーを消去したら、メソッドを再試行してください。









	 LPX-00765: HTTPエラー ~s 
	
原因: HTTPプロトコル・エラーが発生しました。


	
処置: エラーに基づいて、修正措置をとってください。









	 LPX-00766: サポートされない転送コード値: ~s 
	
原因: 転送コード値chunkedおよびidentityのみがサポートされます。


	
処置: これはWebDAVの実装不足です。この問題の回避方法はありません。









	 LPX-00767: テキスト・メディア・タイプ以外 
	
原因: テキスト・メディア・タイプが必要です。しかし、他のメディア・タイプが検出されました。


	
処置: このデータはテキスト・タイプとして読み取れないため、これを読み取るには別のルーチンを使用してください。









	 LPX-00768: エンティティ・ボディが見つかりません 
	
原因: 読取り時に、エンティティ・ボディが見つかりませんでした。


	
処置: HTTPステータス・コードおよびヘッダーを確認して、エンティティ・ボディが見つからなかった理由を調べてください。









	 LPX-00769: XMLメディア・タイプ以外 
	
原因: XMLメディア・タイプが必要です。しかし、他のメディア・タイプが検出されました。


	
処置: このデータはXMLタイプとして読み取れないため、これを読み取るには別のルーチンを使用してください。









	 LPX-00770: ロック・リフレッシュ要求にロック・トークンがありません 
	
原因: ロックをリフレッシュするLOCK要求にロック・トークン・ヘッダーが指定されていません。


	
処置: XmlDavUpdResDescを使用して、このリソースにロック・トークンを設定してください。









	 LPX-00771: UNLOCK要求にロック・トークンがありません 
	
原因: ロックを削除するUNLOCK要求にロック・トークン・ヘッダーが指定されていません。


	
処置: XmlDavUpdResDescを使用して、このリソースにロック・トークンを設定してください。









	 LPX-00772: オブジェクト・タイプが不正です 
	
原因: WebDAVコールへの引数として指定されたオブジェクト・タイプが正しくありません。


	
処置: 失敗した関数のコールを確認し、文書を参照して、正しいオブジェクト・タイプを渡してください。









	 LPX-00773: プロトコル違反: ~s 
	
原因: チャンク転送エンコードでサーバーによって送信されたエンティティ・ボディでプロトコル違反が発生しました。


	
処置: これは内部実装エラーか、またはサーバー実装エラーです。サーバー実装およびクライアント実装に関するバグを報告してください。









	 LPX-00800無効なXQueryトークン 
	
原因: 無効なXQuery問合せです。


	
処置: 問合せを修正してください。









	 LPX-00801: XQuery構文エラーの発生場所 
	
原因: 無効なXQuery問合せです。


	
処置: 問合せを修正してください。









	 LPX-00802: 引数が多すぎます 
	
原因: 無効なXQuery問合せです。


	
処置: 問合せを修正してください。









	 LPX-00803: 引数が少なすぎます 
	
原因: 無効なXQuery問合せです。


	
処置: 問合せを修正してください。









	 LPX-00804: 無効なトークン: '~S' 
	
原因: 無効なプログラムです。


	
処置: プログラムを修正してください。









	 LPX-00805: '~S'で構文エラーが発生しました 
	
原因: 無効なプログラムです。


	
処置: プログラムを修正してください。









	 LPX-00806: パターンに無効なトークンがありました 
	
原因: プログラムが無効です。


	
処置: プログラムを修正してください。









	LPX-00807: 範囲が無効です 
	
原因: プログラムが無効です。


	
処置: プログラムを修正してください。









	 LPX-00808: 内部エラー、無効なOPCODE 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにエラーを連絡してください。









	 LPX-00809: 無効な副次式参照 
	
原因: 置換文字列が無効です。


	
処置: 置換文字列を修正してください。









	 LPX-00825: 要素をコンパイルできません 
	
原因: XSLTスタイルシートをXQuery問合せにコンパイルできません。


	
処置: スタイルシートを修正してください。









	 LPX-00826: 属性をコンパイルできません 
	
原因: XSLTスタイルシートをXQuery問合せにコンパイルできません。


	
処置: スタイルシートを修正してください。









	 LPX-00827: 接頭辞に対するネームスペースの競合 
	
原因: XSLTスタイルシートをXQuery問合せにコンパイルできません。


	
処置: スタイルシートを修正してください。









	 LPX-00903: XmlDiffまたはXmlPatchに無効なフラグが指定されています 
	
原因: XmlDiffまたはXmlPatch機能のフラグ・パラメータに無効な値が指定されました。


	
処置: 有効なフラグを指定してください(xmldf.hを参照)。









	 LPX-00904: XmlDiffまたはXmlPatchに無効な入力が指定されました 
	
原因: XmlDiffまたはXmlPatch機能への入力からデータを読み込めませんでした。


	
処置: 有効な入力を指定してください(xmldf.hを参照)。









	 LPX-00910: XmlDiffへの入力ドキュメントでのルート・ノードが一致しませんでした 
	
原因: 入力ドキュメントのルート・ノードが一致しません。


	
処置: ルート・ノードの修飾名が両方の入力ドキュメントで同じであることを確認してください。XmlDiffをコールできるのは、入力ドキュメントのルート・ノードが同じ場合のみです。









	 LPX-00913: XmlPatchは、XML PI oracle-xmldiffを処理できませんでした 
	
原因: diffドキュメントで、XML処理の指示"oracle-xmldiff"を指定しなかったか、XmlPatchで必要なデータをすべて指定しませんでした。PIが最上位xdiff要素の最初の子である必要があります。output-modelが'snapshot'でoperations-in-docorderが'false'の場合にも、このエラーが表示されます。


	
処置: "oracle-xmldiff" PIを正しく指定してください。xmldf.hでXmlPatch C機能のドキュメントを参照してください。









	 LPX-00918: XmlPatchで、XmlXVMを使用してXPATHを変換中にエラーが検出されました 
	
原因: XmlPatchでdiffドキュメントに無効なXPATHを検出しました。


	
処置: diffドキュメントがハンドコードされている場合、diffドキュメントのXPATHが有効であることを確認してください。









	 LPX-01001: [XPST0001] 静的コンテキスト・コンポーネント'~S'に値がありません 
	
原因: 式の分析が、値を割り当てられていない静的コンテキストの一部のコンポーネントに依存している場合は、静的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01001: [XPDY0002] 動的コンテキスト・コンポーネント'~S'に値がありません 
	
原因: 式の評価が、値を割り当てられていない動的コンテキストの一部に依存している場合は、動的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01003: [XPST0003] '~s'で構文エラーが発生しました 
	
原因: 式がA.1 EBNFで定義されている構文の有効なインスタンスではない場合は、静的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01004: [XPTY0004] 式のタイプが必要なタイプと一致しません 
	
原因: 分析フェーズにおいて、式が発生するコンテキストに適していない静的型がある場合、または評価フェーズにおいて、「2.4.1.1 SequenceTypeマッチング」の一致規則で指定された必要なタイプに値が一致しない場合、タイプ・エラーです。


	
処置: 式の型を確認してください。









	 LPX-01005: [XPST0005] empty-sequence()割当てが無効です 
	
原因: 分析フェーズにおいて、式()以外の式またはdata(())に割り当てられた静的型がempty-sequence()の場合、静的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	LPX-01006: [XPTY0006] 
	
原因: 現在使用されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	LPX-01007: [XPTY0007] 
	
原因: 現在使用されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01008: [XPST0008] 参照が無効です 
	
原因: 式が、ElementTestのElementNameまたはAttributeTestのAttributeName以外の静的コンテキストで定義されていない要素名、属性名、スキーマ型名、ネームスペース接頭辞または変数名を参照する場合、静的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01009: [XQST0009] スキーマ・インポート機能はサポートされていません 
	
原因: スキーマ・インポート機能をサポートしていない実装では、プロローグにスキーマ・インポートが含まれる場合、静的エラーが発生します。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01010: [XPST0010] 軸'~S'はサポートされていません 
	
原因: 実装では、サポートされていない軸を参照する場合、静的エラーが発生します。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01012: [XQST0012] XMLスキーマが無効です 
	
原因: プロローグでインポートされたすべてのスキーマに含まれる定義のセットが、[XML Schema]パート1のセクション3および5で指定されたスキーマ妥当性チェックの条件を満たしていない場合、静的エラーです。特に、定義は有効、完全および一意であることが必要です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01013: [XQST0013] プラグマ・コンテンツが無効です 
	
原因: 実装がプラグマをサポートしていてそのコンテンツを無効と判断した場合、静的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	LPX-01014: [XQST0014] 
	
原因: 現在使用されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	LPX-01015: [XQST0015] 
	
原因: 現在使用されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01016: [XQST0016] モジュール機能はサポートされていません 
	
原因: モジュール機能をサポートしていない実装では、モジュール宣言またはモジュール・インポートが発生した場合、静的エラーになります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01017: [XPST0017] ファンクション・コールが無効です 
	
原因: ファンクション・コールの拡張QNameおよび引数の数が、静的コンテキストの関数署名の名前および引数の数と一致しない場合、静的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01018: [XPTY0018] パスの最後のステップにノードとアトミック値の両方が含まれています 
	
原因: パス式内の最後のステップの結果にノードとアトミック値の両方が含まれている場合は、タイプ・エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01019: [XPTY0019] パス・ステップにアトミック値が含まれています 
	
原因: パス式内のステップの結果(最後のステップを除く)にアトミック値が含まれている場合は、タイプ・エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01020: [XPTY0020] パス・ステップのコンテキスト・アイテムはノードではありません 
	
原因: 軸ステップでコンテキスト項目がノードではない場合、タイプ・エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	LPX-01021: [XPDY0021] 
	
原因: 現在使用されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01022: [XQST0022] ネームスペースの値はURILiteralである必要があります。 
	
原因: ネームスペース宣言属性の値がURILiteralでない場合は、静的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	LPX-01023: [XPDY0023] 
	
原因: 現在使用されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01024: [XQTY0024] 属性ノードがコンテキストに合いません 
	
原因: 要素コンストラクタ内の内容順序で、属性ノード以外のノードの後に属性ノードが含まれる場合、タイプ・エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01025: [XQDY0025] 属性名が繰り返されています 
	
原因: 構成済要素の属性に構成済要素の他のすべての属性の名前とは異なる名前がない場合、動的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01026: [XQDY0026] 処理命令の内容に'?>'が含まれています 
	
原因: 計算済処理命令コンストラクタの内容式の結果に文字列"?>"が含まれている場合、動的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01027: [XQDY0027] ルート要素のPSVI妥当性プロパティが無効です 
	
原因: 検証式で、検証に起因するPSVIのルート要素情報アイテムに予期した妥当性プロパティがない場合、動的エラーです。検証モードが厳密の場合有効で、検証モードが不正確の場合、有効またはnotKnownです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	LPX-01028: [XQDY0028] 
	
原因: 現在使用されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	LPX-01029: [XQDY0029] 
	
原因: 現在使用されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01030: [XQTY0030] 式は1つのノードと評価される必要があります 
	
原因: 検証式の引数が1つの文書ノードまたは要素ノードに評価されない場合、タイプ・エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01031: [XQST0031] 実装ではバージョンはサポートされていません 
	
原因: バージョン宣言で指定されたバージョン番号が実装によりサポートされない場合、静的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01032: [XQST0032] ベースURI宣言が繰り返されています 
	
原因: プロローグにベースURIの宣言が複数含まれる場合、静的エラーが発生します。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01033: [XQST0033] ネームスペースの接頭辞'~s'に複数のバインドが存在します 
	
原因: モジュールに同じネームスペース接頭辞のバインドが複数含まれる場合、静的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01034: [XQST0034] 関数宣言が繰り返されています 
	
原因: モジュールによって宣言またはインポートされた複数の関数に、同じ拡張QNameおよび同じ数の引数がある場合は、静的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01035: [XQST0035] スキーマ・コンポーネントが繰り返されています 
	
原因: 同じシンボル空間および有効範囲内で同じ名前を定義する2つのスキーマをインポートすると、静的エラーになります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01036: [XQST0036] インポートする側のモジュールは、スキーマ'~s'をインポートする必要があります 
	
原因: インポートするモジュールの有効範囲内スキーマ型に、インポートされたモジュール中に存在し、インポートするモジュールから参照される変数や関数(引数型や戻り値型にかかわらず)の宣言に表示されるスキーマ型名の定義が含まれていない場合、モジュールをインポートすると静的エラーになります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	LPX-01037: [XQST0037] 
	
原因: 現在使用されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01038: [XQST0038] 照合が無効です 
	
原因: プロローグに複数のデフォルトの照合宣言が含まれている場合、またはデフォルトの照合宣言で指定された値が静的に認識されている照合に存在しない場合、静的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01039: [XQST0039] パラメータ名が繰り返されています 
	
原因: 関数宣言に同じ名前のパラメータが1つ以上ある場合、静的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01040: [XQST0040] 属性名が繰り返されています 
	
原因: 直接要素コンストラクタで指定された属性に識別可能な拡張QNameがない場合、静的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01041: [XQDY0041] 式をxs:NCName型にキャストできません 
	
原因: 計算済処理命令コンストラクタ内の名前式の値がxs:NCName型にキャストできない場合、動的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	LPX-01042: [XQST0042] 
	
原因: 現在使用されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	LPX-01043: [XQST0043] 
	
原因: 現在使用されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01044: [XQDY0044] 属性ネームスペースが無効です 
	
原因: 計算された属性コンストラクタの名前式がネームスペースhttp://www.w3.org/2000/xmlns/(ネームスペースの接頭辞xmlnsに対応)に存在するQNameを戻す場合、またはネームスペースに存在せず、ローカル名xmlnsを持つQNameを戻す場合、動的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01045: [XQST0045] 関数ネームスペースが無効です 
	
原因: 関数宣言の関数名が次のネームスペースの内の1つに存在する場合、静的エラーです: http://www.w3.org/XML/1998/namespace、http://www.w3.org/2001/XMLSchema、http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance、http://www.w3.org/2005/04/xpath-functions、http://www.w3.org/2005/04/xpath-datatypes。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01046: [XQST0046] URILiteralが無効です 
	
原因: URILiteralの値が0(ゼロ)以外の長さで、xs:anyURI字句空間に存在しない場合、実装で静的エラーが発生する可能性があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01047: [XQST0047] インポート・モジュールのターゲット・ネームスペースが繰り返されています 
	
原因: 同じプロローグでの複数のモジュール・インポートが同じターゲット・ネームスペースを指定する場合、静的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01048: [XQST0048] ネームスペースはモジュールのターゲット・ネームスペースである必要があります 
	
原因: ライブラリ・モジュールで宣言された関数または変数が、ライブラリ・モジュールのターゲット・ネームスペースにない場合、静的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01049: [XQST0049] 変数宣言が繰り返されています 
	
原因: モジュールによって宣言またはインポートされた1つ以上の変数に(eq演算子で定義された)同じ拡張QNameがある場合、静的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01050: [XPDY0050] 動的型が無効です 
	
原因: 処理式のオペランドの動的型が、処理式で指定された順序型と一致しない場合、動的エラーです。このエラーは、ルートが文書ノードであるツリーにコンテキスト・ノードがない場合、「/」または「//」で始まるパス式によっても発生します。これは、パス式内の先頭の「/」または「//」が、document-node()として句処理を含む初期処理の略称であるためです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01051: [XPST0051] AtomicTypeは定義されていません 
	
原因: SequenceTypeのAtomicTypeとして使用されるQNameが、有効範囲内の型定義でアトミック型として定義されていない場合、静的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	LPX-01052: [XQDY0052] 
	
原因: 現在使用されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	LPX-01053: [XQDY0053] 
	
原因: 現在使用されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01054: [XQST0054] 変数が自己依存しています 
	
原因: 変数が自己依存している場合、静的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01055: [XQST0055] コピー・ネームスペース宣言が繰り返されています 
	
原因: プロローグに複数のコピー・ネームスペース宣言が含まれている場合は、静的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	LPX-01056: [XQST0056] 
	
原因: 現在使用されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01057: [XQST0057] スキーマ・インポートのターゲット・ネームスペースがありません 
	
原因: スキーマ・インポートでネームスペース接頭辞はバインドするが、長さゼロの文字列以外のターゲット・ネームスペースを指定しない場合は、静的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01058: [XQST0058] スキーマ・インポートのターゲット・ネームスペースが繰り返されています 
	
原因: 複数のスキーマ・インポートで同じターゲット・ネームスペースを指定している場合は、静的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01059: [XQST0059] ネームスペース'~s'のスキーマまたはモジュールが見つかりません 
	
原因: 指定されたターゲット・ネームスペースによりスキーマまたはモジュールを検索することで、スキーマまたはモジュール・インポートを処理できない場合は、静的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01060: [XQST0060] 関数名にはネームスペースが含まれる必要があリます 
	
原因: 関数定義における関数の名前がネームスペース内にない場合は、静的エラーです(拡張QNameに空のURIが含まれている場合)。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01061: [XQDY0061] 文書ノードが無効です 
	
原因: 検証式のオペランドが、子ノードが厳密に1つの要素ノード、ゼロ個以上のコメントおよび処理命令ノード(順序は任意)を構成しない文書ノードである場合、動的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	LPX-01062: [XQDY0062] 
	
原因: 現在使用されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	LPX-01063: [XQST0063] 
	
原因: 現在使用されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01064: [XQDY0064] 処理命令の名前に'XML'が含まれています 
	
原因: 計算済処理命令コンストラクタ内の名前式の値が「XML」(大文字か小文字の任意の組合せ)である場合は、動的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01065: [XQST0065] 順序付けモード宣言が繰り返されています 
	
原因: プロローグに順序付けモード宣言が複数含まれている場合は、静的エラーが発生します。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01066: [XQST0066] デフォルト宣言が繰り返されています 
	
原因: プロローグにデフォルトの要素/タイプ・ネームスペース宣言が複数含まれている場合、またはデフォルトの関数ネームスペース宣言が複数含まれている場合は、静的エラーが発生します。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01067: [XQST0067] 構成宣言が繰り返されています 
	
原因: プロローグに構成宣言が複数含まれる場合、静的エラーが発生します。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01068: [XQST0068] 境界スペース宣言が繰り返されています 
	
原因: プロローグに境界スペース宣言が複数含まれている場合は、静的エラーが発生します。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01069: [XQST0069] 空の順序付け宣言が繰り返されています 
	
原因: プロローグに空の順序付け宣言が複数含まれている場合は、静的エラーが発生します。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01070: [XQST0070] 組合せ(接頭辞、URI)が無効です 
	
原因: ネームスペースURIが事前定義済接頭辞のxmlnsにバインドされている、http://www.w3.org/XML/1998/namespace以外のネームスペースURIが接頭辞xmlにバインドされている、または接頭辞xmlがhttp://www.w3.org/XML/1998/namespace以外のネームスペースにバインドされている場合、静的エラーが発生します。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01071: [XQST0071] ネームスペース属性が繰り返されています 
	
原因: 直接要素コンストラクタのネームスペース宣言属性に識別可能な名前がない場合は、静的エラーが発生します。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01072: [XQDY0072] 要素内容には無効なハイフンを持つ組合せが含まれています 
	
原因: 計算済コメント・コンストラクタの内容式の結果に隣接する2つのハイフンが入っている場合、またはハイフンで終了する場合は、動的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01073: [XQST0073] インポートの順序が循環しています 
	
原因: 1つのサイクル内のすべてのモジュールが共通のネームスペースを共有しないかぎり、モジュール・インポートのグラフにサイクルが含まれている場合は、静的エラーです(つまり、各MiがMi+1をインポートし、MnがM1をインポートするようなモジュールM1 ... Mnの順序が存在する場合)。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01074: [XQDY0074] 要素または属性のQNameが無効です 
	
原因: 計算済要素コンストラクタ内の、名前式の値を拡張QNameに変換できない場合は、動的エラーです(たとえば、静的に認識されているネームスペースで見つからないネームスペース接頭辞が含まれている場合など)。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01075: [XQST0075] 検証式はサポートされていません 
	
原因: 検証機能をサポートしない実装で、検証式がある場合、静的エラーが発生します。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01076: [XQST0076] 照合が無効です 
	
原因: FLWOR式のORDER BY句の照合副句が静的に認識されている照合に存在する照合を識別しない場合、静的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	LPX-01077: [XQST0077] 
	
原因: 現在使用されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	LPX-01078: [XQST0078] 
	
原因: 現在使用されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01079: [XQST0079] 拡張式が無効です 
	
原因: 実装により認識されたプラグマも中カッコで囲まれた式も拡張式に含まれていない場合、それは静的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01080: [XPST0080] ターゲット・タイプが無効です 
	
原因: キャスト式またはキャスト可能な式のターゲット・タイプがxs:NOTATIONまたはxs:anyAtomicTypeの場合、静的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01081: [XPST0081] 接頭辞が無効です 
	
原因: 静的に認識されているネームプレースを使用して問合せで使用されたONameをネームプレースURIに拡張できないネームプレース接頭辞が含まれる場合、静的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	LPX-01082: [XQST0082] 
	
原因: 現在使用されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	LPX-01083: [XQST0083] 
	
原因: 現在使用されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01084: [XQDY0084] トップレベル要素宣言が欠落しています。 
	
原因: 検証モードが厳密で、検証文により検証された要素のトップレベル要素が有効範囲内の要素宣言で宣言されていない場合、動的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01085: [XQST0085] ネームスペースURIは長さがゼロの文字列にはできません 
	
原因: ネームスペース宣言属性のネームスペースURIがゼロ長文字列の場合、静的エラーであり、実装は[XML Names 1.1]をサポートしません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01086: [XQTY0086] no-preserveモードが競合しています 
	
原因: 構成モードがpreserveでコピー・ネームスペース・モードがno-preserveのときに、コピーされた要素や属性ノードの入力値がネームスペース対応である場合、タイプ・エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01087: [XQST0087] エンコーディングが無効です 
	
原因: バージョン宣言で指定されたエンコーディングが、[XML 1.0]に規定されたEncNameの定義に準拠していない場合、静的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01088: [XQST0088] ターゲット・ネームスペースは長さがゼロの文字列にはできません 
	
原因: モジュール・インポートやモジュール宣言でターゲット・ネームスペースを指定するリテラルがゼロの長さの場合、静的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01089: [XQST0089] 変数名が繰り返されています 
	
原因: FLWOR式のFor句の変数境界および関連する位置変数に個別の名前(拡張QNames)がない場合、静的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01090: [XQST0090] 文字参照が無効です 
	
原因: 文字参照が、使用中のXMLバージョンに含まれる有効な文字を識別しない場合、静的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01091: [XQDY0091] xml:idが無効です 
	
原因: [XML ID]に定義されているように、xml:idという名前の属性の構成中にxml:idエラーが発生した場合、実装により動的エラーが発生する可能性があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01092: [XQDY0092] xml:spaceの値が無効です 
	
原因: xml:spaceという名前の構成済属性の値がpreserveまたはdefault以外の場合、実装により動的エラーが発生する可能性があります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01093: [XQST0093] モジュールが自己依存しています 
	
原因: 順序において各モジュールが次のモジュールに直接依存するようなモジュールの順序M1 ... Mi ... M1が存在する場合(簡単に説明すると、モジュール依存性の一部の連鎖を通じてM1が自己依存している場合)、モジュールM1をインポートすると静的エラーになります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01094: [FORG0003] 複数のアイテムを含む順序を使用してfn:zero-or-oneがコールされました 
	
原因: 複数のアイテムを含む順序を使用してfn:zero-or-oneがコールされる場合は、動的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01095: [FORG0004] アイテムを含まない順序を使用してfn:one-or-moreがコールされました 
	
原因: アイテムを含まない順序を使用してfn:one-or-moreがコールされる場合は、動的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01096: [FORG0005] アイテムを含まない、または複数のアイテムを含む順序を使用してfn:exactly-oneがコールされました 
	
原因: アイテムを含まない順序または複数のアイテムを含む順序を使用してfn:exactly-oneがコールされる場合は、動的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01097: [FORG0006] 引数タイプが無効です 
	
原因: 誤った引数タイプを使用してXQuery F&Oがコールされる場合は、動的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01098: [FOCA0002] 字句の値が無効です 
	
原因: 誤った引数値を使用してXQuery F&Oがコールされる場合は、動的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01099: [FOCA0001] 入力値は10進数としては大きすぎます 
	
原因: 入力値が10進数としては大きすぎる場合は、動的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01100: [FOCA0003] 入力値は整数としては大きすぎます 
	
原因: 入力値が整数としては大きすぎる場合は、動的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01101: 外部エラー'~s'が発生しました 
	
原因: XQuery式の評価中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細なエラー・メッセージを参照して考えられる原因を特定してください。









	 LPX-01102: [FORG0008] fn:dateTimeに対する引数の両方に、指定されたタイムゾーンがあります 
	
原因: 指定されたタイムゾーンがある引数をfn:dateTimeに渡したため、エラーが発生しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01105: [FOAR0001] ゼロで分割されました 
	
原因: ゼロで分割されたため、エラーが発生しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01106: [FOAR0002] 数値操作でオーバーフロー/アンダーフローが発生しました 
	
原因: 数値操作によってオーバーフロー/アンダーフローが発生しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01107: [FORG0002] fn:resolve-uri()に対する引数が無効です 
	
原因: fn:resolve-uri()関数に対する引数が正しくありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01108: [FORG0009] fn:resolve-uri()のベースURIに対する相対URIの解決中にエラーが発生しました 
	
原因: fn:resolve-uri()関数の相対URIの解決中にエラーが発生しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01109: [FOCA0005] NaNは、浮動小数点の値/ダブル値として指定されました 
	
原因: NaNが、浮動小数点の値/ダブル値として指定されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01110: [FOCA0006] 10進数にキャストする文字列の精度の桁数が多すぎます 
	
原因: 10進数にキャストする文字列の精度の桁数が多すぎます。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01111: [FOCH0002] 照合はサポートされていません 
	
原因: 照合がサポートされていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01112: [FOCH0003] 正規化フォームがサポートされていません 
	
原因: 正規化フォームがサポートされていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01113: [FOCH0004] 照合では照合単位をサポートしていません 
	
原因: 照合では照合単位をサポートしていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01114: [FODC0001] コンテキスト文書がありません 
	
原因: コンテキスト文書がありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01115: [FODC0002] リソースの取得中にエラーが発生しました 
	
原因: リソースの取得中にエラーが発生しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	LPX-01116: [FODC0003] 
	
原因: 関数の安定性が定義されていません。


	
処置: 関数の安定性を定義してください。









	 LPX-01117: [FODC0004] fn:collectionに対する引数が無効です 
	
原因: fn:collectionに対する引数が無効です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01118: [FODC0005] fn:docまたはfn:doc-availableに対する引数が無効です 
	
原因: fn:docまたはfn:doc-availableに対する引数が無効です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01119: [FODT0001] 日付/時間の操作でオーバーフロー/アンダーフローが発生しました 
	
原因: 日付/時間の操作でオーバーフロー/アンダーフローが発生しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01120: [FODT0002] 継続期間の操作でオーバーフロー/アンダーフローが発生しました 
	
原因: 継続期間の操作でオーバーフロー/アンダーフローが発生しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01121: [FODT0003] タイムゾーン値が無効です 
	
原因: タイムゾーン値が無効です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01122: [FONS0005] 静的コンテキストにおけるベースURIが未定義です 
	
原因: 静的コンテキストにおけるベースURIが未定義です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01123: [FORG0001] キャスト/コンストラクタに対する値が無効です 
	
原因: キャスト/コンストラクタに対する値が無効です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01124: [FORX0001] 正規表現フラグが無効です 
	
原因: 正規表現フラグが無効です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01125: [FORX0002] 正規表現が無効です 
	
原因: 正規表現が無効です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01126: [FORX0003] 正規表現は長さがゼロの文字列と一致します 
	
原因: 正規表現は長さがゼロの文字列と一致します。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01127: [FORX0004] 置換文字列が無効です 
	
原因: 置換文字列が無効です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01128: [FOTY0012] 引数ノードに、入力された値がありません 
	
原因: 引数ノードに、入力された値がありません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01129: [XUST0001] updating式が不正な位置にあります 
	
原因: updating式が次のいずれかの位置以外で使用されている場合は、静的エラーです。
1. 問合せの本体の最上位式

2. transform式のmodify句

3. FLWOR式のreturn句

4. return句ごとに1つのupdating式、空の式( )またはfn:error関数のコールが含まれているtypeswitch式のreturn句

5. then句とelse句の両方に1つのupdating式、空の式( )またはfn:error関数のコールが含まれている条件文のthen句とelse句

6. 各オペランドが1つのupdating式、空の式( )またはfn:error関数のコールであるカンマ式のオペランド

7. カッコで囲まれた式の内容

8. キーワード更新が指定されている関数宣言の本体




	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01130: [XUST0002] updating以外の式が不正な位置にあります 
	
原因: 空の式( )ではないupdating以外の式、またはfn:error関数のコールが次のいずれかの位置で使用されている場合は、静的エラーです。
1. transform式のmodify句

2. キーワード更新が指定されている関数宣言の本体の最上位式




	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01131: [XUST0003] 再検証宣言が繰り返されています 
	
原因: プロローグに複数の再検証宣言が含まれている場合は、静的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01132: [XUTY0004] 挿入順序の属性ノードが無効です 
	
原因: insert式の挿入順序で、属性ノード以外のノードの後に属性ノードが含まれる場合は、タイプ・エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01133: [XUTY0005] 'insert'のターゲット式が無効です 
	
原因: 最初のintoまたは最後のintoとしてintoが指定されているinsert式において、ターゲット式から単一の要素ノードまたは文書ノードで構成されていない、空以外の結果をターゲット式が戻す場合は、タイプ・エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01134: [XUTY0006] 'insert'のターゲット式が無効です 
	
原因: beforeまたはafterが指定されているinsert式において、単一の要素ノード、テキスト・ノード、コメント・ノードまたは処理命令ノードで構成されていない、空以外の結果をターゲット式が戻す場合は、タイプ・エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01135: [XUTY0007] 'delete'のターゲット式が無効です 
	
原因: delete式のターゲット式がゼロ個以上のノードを含む順序を戻さない場合は、タイプ・エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01136: [XUTY0008] 'replace'のターゲット式が無効です 
	
原因: replace式において、単一の要素ノード、属性ノード、テキスト・ノード、コメント・ノードまたは処理命令ノードで構成されていない、空以外の結果をターゲット式が戻す場合は、タイプ・エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01137: [XUDY0009] 'replace'のターゲット式が無効です 
	
原因: 値が指定されていないreplace式で、ターゲット式によって戻されたノードが親を持たない場合は、動的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01138: [XUTY0010] 'replace'の置換順序が無効です 
	
原因: 値が指定されておらず、ターゲットが要素ノード、テキスト・ノード、コメント・ノードまたは処理命令ノードであるreplace式で、置換順序がゼロ個以上の要素ノード、テキスト・ノード、コメント・ノードまたは処理命令ノードで構成されていない場合は、タイプ・エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01139: [XUTY0011] 'replace'の置換順序が無効です 
	
原因: 値が指定されておらず、ターゲットが属性ノードであるreplace式において、置換順序がゼロ個以上の属性ノードで構成されていない場合は、タイプ・エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01140: [XUTY0012] 'rename'のターゲット式が無効です 
	
原因: rename式において、単一の要素ノード、属性ノードまたは処理命令ノードで構成されていない、空以外の結果をターゲット式が戻す場合は、タイプ・エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01141: [XUTY0013] 変換のcopy式が無効です 
	
原因: transform式で、copy句のソース式が単一のノードを戻さない場合は、タイプ・エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01142: [XUDY0014] 変更されたノードはcopy句によって作成されませんでした 
	
原因: transform式で、copy句により作成されなかったノードをmodify句が変更する場合は、動的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01143: [XUDY0015] 同一のターゲット・ノードに対して'rename'が重複しています 
	
原因: ノードが同じ問合せ内の複数のrename式のターゲットとなっている場合は、動的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01144: [XUDY0016] 同一のターゲット・ノードに対して'replace'が重複しています 
	
原因: ノードが同じ問合せ内の複数のreplace式(値の指定はなし)のターゲットとなっている場合は、動的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01145: [XUDY0017] 同一のターゲット・ノードに対して'replace'が重複しています 
	
原因: ノードが同じ問合せ内の複数のreplace式の値のターゲットとなっている場合は、動的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01146: [XUDY0018] 外部だが、updatingではない関数が更新された値を戻しました 
	
原因: 外部関数として宣言されたが、updating関数ではない関数が空以外の保留中更新リストを戻す場合は、動的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01147: [XUDY0019] 外部かつupdatingである関数が無効な値を戻しました 
	
原因: 外部関数かつupdating関数として宣言されていた関数が空以外のデータ・モデル・インスタンスを戻す場合は、動的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01148: [XUDY0020] 削除されたノードには親がありません 
	
原因: 問合せの実行開始前に親が存在しなかったノードが削除される場合は、実装により動的エラーが発生する可能性があります(必ず発生するわけではありません)。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01149: [XUDY0021] 結果のXDMインスタンスがXDM制約に違反しています 
	
原因: 問合せ内のすべての更新を適用した後のXDMインスタンスが[XQuery/XPath Data Model (XDM)]に指定された制約に違反している場合は、動的エラーです。この場合、問合せ内のどの更新も有効になっていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01150: [XUTY0022] 文書ノードへの属性の挿入が無効です 
	
原因: 文書ノードへの属性ノードの挿入をinsert式が指定する場合は、タイプ・エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01151: [XUDY0023] updating式によりネームスペースの競合が発生しました 
	
原因: 既存のネームスペースのバインドの1つと競合する新規ネームスペースのバインドの導入によって、insert、replaceまたはrename式が要素ノードに影響を与える場合は、動的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01152: [XUDY0024] updating式によりネームスペースの競合が発生しました 
	
原因: 一連のupdating式により要素ノードにネームスペースのバインド競合が発生する場合は、動的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01153: [XUDY0025] 指示の名前変更を処理するためのQNameが無効です 
	
原因: rename式のターゲットが処理命令ノードであり、新規のname式が空以外のネームスペースの接頭辞を持つQNameを戻す場合は、動的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01154: [XUST0026] 再検証モード'~s'はサポートされていません 
	
原因: プロローグ内の再検証宣言が、現在の実装でサポートされていない再検証モードを指定している場合は、静的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01155: [XUDY0027] 無効なターゲット式です 
	
原因: insert、replaceまたはrename式のターゲット式が空の順序であると評価される場合は、動的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01156: [XUST0028] updating関数は戻り型を使用できません 
	
原因: 関数宣言が、updatingおよび戻り型の両方を指定している場合は、静的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01157: [XUDY0029] insert式で、ターゲット・ノードに親がありません 
	
原因: beforeまたはafterが指定されているinsert式において、ターゲット式により戻されたノードが親を持たない場合は、動的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01158: [XUDY0030] 属性ノードの挿入が無効です 
	
原因: 文書ノードの子の前または後への属性ノードの挿入をinsert式が指定する場合は、動的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01159: [FOUP0001] 'fn:put'の最初のオペランドが無効です 
	
原因: fn:putの最初のオペランドがサポートされているタイプのノードではない場合は、動的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 LPX-01160: [FOUP0002] 'fn:put'の2番目のオペランドが無効です 
	
原因: fn:putの2番目のオペランドがxs:anyURIタイプの有効な字句表記でない場合は、動的エラーです。


	
処置: 処置は必要ありません。
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	LSX-00001: NULLポインタ 
	
原因: NULLポインタが内部エラーとして検出されました。


	
処置: これは、Schema Processorプロセッサのコール元によるプログラミング・エラーです。問題を修正できる担当者に連絡してください。









	 LSX-00002: ルート要素が<schema>ではありません 
	
原因: XML Schemaのトップレベル要素は、<schema>である必要があります。


	
処置: XML Schemaを修正してください。また、XML Schema仕様を参照してください。









	 LSX-00003: 属性"~1S"(要素"~2S")が無効です 
	
原因: 示されたXML Schema要素に無効な属性が含まれています。


	
処置: XML Schemaを修正してください。また、XML Schema仕様を参照してください。









	 LSX-00004: 予期しないXMLノード型です 
	
原因: 要素、テキスト(またはCDATA)以外のXMLノードがSchemaに含まれています。


	
処置: その他のノード型は指定できません。削除してください。









	 LSX-00008: 機能"~s"は実装されていません 
	
原因: まだ実装されていない機能を使用しようとしました。


	
処置: その機能について拡張リクエストを行ってください。









	 LSX-00009: "~S"型のデータがありません 
	
原因: 単純型の要素または属性のデータがありません。


	
処置: データを要素または属性に追加してください。









	 LSX-00010: "~S"の最後に余分な要素があります 
	
原因: スキーマ・コンポーネントの宣言の最後に余分な要素が存在しています。


	
処置: 余分な要素を削除してください。









	 LSX-00011: 内部エラー: ~s 
	
原因: 実装エラーが発生しました。


	
処置: バグを報告してください。









	 LSX-00013: 要素"~S"はスキーマの一部から作成されていません 
	
原因: 不正な要素がスキーマ・ファイルに存在しています。名前がスキーマの一部で構成されていません。


	
処置: 不正な要素を削除してください。









	 LSX-00014: インスタンスのドキュメントが空です 
	
原因: XML Schema検証の対象となるインスタンス文書が空(トップレベル要素なし)です。


	
処置: 完全なXMLインスタンス文書を指定してください。









	 LSX-00015: ドキュメントの解析に失敗しました 
	
原因: 指定URIを使用したスキーマ文書の解析に失敗しました。


	
処置: 正しいURIを指定し、スキーマ文書が有効であることを確認してください。









	 LSX-00016: スキーマおよびインスタンスのドキュメントに互換性のないキャラクタ・セットがあります 
	
原因: 解析されたスキーマ・コンポーネントは単純型のキャラクタ・セットですが、解析されたインスタンス文書データは単純型ではありません。単純型のキャラクタ・セットはシングルバイトで、シフト・センシティブではないため、使用する上での特別な言語上の配慮は不要です。


	
処置: スキーマのグローバル・コンテキストを適切なパーサー・コンテキストの設定で再初期化してください。つまり、パーサー・コンテキストを、マルチバイトまたはUnicodeキャラクタ・セット用に設定された出力エンコーディングとともに渡します。









	 LSX-00018: 無効なスキーマ・コンテキストです 
	
原因: プロセッサに対して無効なスキーマ・コンテキストが提供されました。複数のスキーマ文書がロードされ、スキーマ・コンテキストにアセンブルされました。その中の1つ以上が、Schema for Schemasに対応するスキーマに関して完全に有効ではありません。


	
処置: スキーマ文書のロード時、マップ時または検証時にレポートされたエラーを調べてください。識別されたスキーマ文書に見つかったエラーを修正し、新規スキーマ・コンテキストにリロードしてください。それから、新規スキーマ・コンテキストをプロセッサに提供してください。









	 LSX-00020: 不明の型"~S"です 
	
原因: 指定された型が不明です(ロードされたXML Schemaに定義されていません)。


	
処置: 型が定義されていること、および使用する型が正しいXML Schemaを参照していることを確認してください。









	 LSX-00021: 要素"~S"が未定義です 
	
原因: 要素が指定された名前空間に定義されていません。


	
処置: 要素名の綴りに誤りがある場合は修正してください。









	 LSX-00022: 不明な名前空間の接頭辞"~S"です 
	
原因: QNameの接頭辞が現行スコープに定義されていません。


	
処置: 接頭辞名の綴りに誤りがある場合は修正してください。









	 LSX-00023: " 
	
原因: 名前空間URIがSchema Processorで認識できません。


	
処置: 名前空間URIの綴りに誤りがある場合は修正してください。









	 LSX-00024: 不明な属性グループ"~S"です 
	
原因: 属性グループの名前が現行スコープ内のSchema Processorで認識できません。


	
処置: 属性グループ名の綴りに誤りがある場合は修正してください。









	 LSX-00025: 不明なグループ"~S"です 
	
原因: グループの名前が現行スコープ内のSchema Processorで認識できません。


	
処置: グループ名の綴りに誤りがある場合は修正してください。









	 LSX-00026: 不明な属性"~S"です 
	
原因: 属性の名前が現行スコープ内のSchema Processorで認識できません。


	
処置: 属性名の綴りに誤りがある場合は修正してください。









	 LSX-00027: 不明なプロパティ"~s"です 
	
原因: 指定された検証プロパティは不明です。


	
処置: 検証プロパティの全リストについては、ドキュメントを参照してください。









	 LSX-00102: 要素"~S"が重複しています 
	
原因: 要素の宣言がスコープ内で一意ではありません。


	
処置: 要素の名前を変更してください。









	 LSX-00103: グループ"~S"が重複しています 
	
原因: グループの宣言がスコープ内で一意ではありません。


	
処置: グループの名前を変更してください。









	 LSX-00104: 型"~S"が重複しています 
	
原因: 型定義がスコープ内で一意ではありません。


	
処置: 型の名前を変更してください。









	 LSX-00105: 属性グループ"~S"が重複しています 
	
原因: 属性グループの宣言がスコープ内で一意ではありません。


	
処置: 属性グループの名前を変更してください。









	 LSX-00106: 属性"~S"が重複しています 
	
原因: 属性の宣言がスコープ内で一意ではありません。


	
処置: 属性の名前を変更してください。









	 LSX-00110: ファセット"~S" 
	
原因: ファセットの宣言に値の属性がありません。


	
処置: 各ファセットの宣言には、値の属性が1つ必要です。









	 LSX-00111: 型"~S"に無効なファセットが含まれています 
	
原因: 指定されたファセットが型に対して無効です。有効なファセットセットはデータ型ごとに異なります。


	
処置: 型に対して有効なファセットのみを使用してください。









	 LSX-00112: ファセット"~S"が重複しています 
	
原因: ファセット(列挙以外)が複数指定されています。


	
処置: 列挙ファセットのみ、1つの型に対して複数回使用できます。









	 LSX-00113: ファセット"~1S" 
	
原因: ファセットの値に無効な文字が含まれているか、その値が範囲内にありません。


	
処置: 無効な文字を削除してください。









	 LSX-00114: ファセット"~S"がスキーマにありません 
	
原因: ファセットがXMLSchema名前空間に定義されていません。


	
処置: 不正なファセットの宣言を削除してください。









	 LSX-00116: 相互排他ファセットは使用できません 
	
原因: 相互的排他性の侵害がファセットに対して検出されました。たとえば、lengthと、minLengthまたはmaxLengthのいずれかは、両方をファセットにすることはできません。


	
処置: 障害となっているファセットを削除してください。









	 LSX-00117: "minLength" 
	
原因: minLengthの値は、maxLengthの値以下である必要があります。


	
処置: minLengthまたはmaxLengthのいずれかを修正してください。









	 LSX-00118: fixedのファセットの値は、変更できません 
	
原因: ベース型で定義されているfixedのファセットの値は、変更しないでおく必要があります。


	
処置: 誤ったファセット・コンポーネントについて、親の型のfixedのファセットの指定を削除してください。









	 LSX-00119: 値は親のminLengthの有効な制限値ではありません 
	
原因: {ベース型定義}の{ファセット}の複数メンバー間でminLengthのエラーがあり、{値}が親のminLengthの{値}未満です。


	
処置: minLengthの{値}を増やしてください。









	 LSX-00120: 値は親のmaxLengthの有効な制限値ではありません 
	
原因: {ベース型定義}の{ファセット}の複数メンバー間でmaxLengthのエラーがあり、{値}が親のmaxLengthの{値}を超えています。


	
処置: maxLengthの{値}を増やしてください。









	 LSX-00121: 値は親のlengthの有効な制限値ではありません 
	
原因: {ベース型定義}の{ファセット}の複数メンバー間でメンバーでlengthのエラーがあり、{値}が親のlengthの{値}と等しくありません。


	
処置: {値}を親と同じ値にしてください。









	 LSX-00122: 値は親のwhiteSpaceの有効な制限値ではありません 
	
原因: {ベース型定義}の{ファセット}の複数メンバー間でwhiteSpaceのエラーがあり、少なくとも次のいずれかの状態です。1 {値}が置換または保持され、親のwhiteSpaceの{値}が消失している。2 {値}が保持され、親のwhiteSpaceの{値}が置換されている。


	
処置: whiteSpaceの{値}を変更してください。









	 LSX-00123: ベース型が必要です 
	
原因: ベース型の宣言が型定義にありません。


	
処置: ベース型を定義してください。









	 LSX-00124: "list"の要素が不適切に定義されています 
	
原因: list要素には、itemType属性セットか、simpleType要素である子の1つが必要ですが、どちらの条件も存在しません。


	
処置: 誤った条件を削除してください。









	 LSX-00125: "restriction"の要素が不適切に定義されています 
	
原因: restriction要素には、base属性セットか、simpleType要素である子の1つが必要ですが、どちらの条件も存在しません。


	
処置: 誤った条件を削除してください。









	 LSX-00126: ファセット"~1S" 
	
原因: ファセットの値に無効な文字が含まれているか、その値が範囲内にありません。


	
処置: 無効な文字を削除してください。









	 LSX-00130: 属性"processContents" 
	
原因: any要素の属性processContentsまたはanyAttribute宣言の値が無効です。


	
処置: lax値、skip値またはstrict値のいずれかを指定してください。









	 LSX-00132: 属性"~1S" 
	
原因: minOccurs属性またはmaxOccurs属性の値が無効です(整数以外または負数)。


	
処置: 有効なoccurs値を使用してください。









	 LSX-00133: 属性"use" 
	
原因: use属性の値が無効です。useに対する選択肢には、default、fixed、optional、prohibitedまたはrequiredがあります。


	
処置: 前述の値のいずれかに属性を変更してください。









	 LSX-00134: 属性"~1S" 
	
原因: 修飾子を指定する属性(form、attributeFormDefault、elementFormDefault)が無効です。qualifiedまたはunqualifiedのいずれかです。


	
処置: 前述の値のいずれかに属性を変更してください。









	 LSX-00135: <all>要素のminOccurs/maxOccursが無効です。0/1である必要があります 
	
原因: minOccursの値が0/1以外か、maxOccursの値が1以外です。


	
処置: minOccursまたはmaxOccursには、0/1を指定してください。









	 LSX-00136: "maxOccurs" 
	
原因: maxOccurs指定の値がminOccurs指定の値未満です。


	
処置: minOccursまたはmaxOccursを修正してください。









	 LSX-00141: ID型は属性のみに使用できます 
	
原因: DTDとの下位互換性の場合、ID型は属性のみに使用できます。


	
処置: ID型を削除してください。









	 LSX-00142: サブ要素"~1S"(要素"~2S")が無効です 
	
原因: 属性または要素の宣言のいずれかの内容に無効なサブ要素があります。サブ要素の位置に誤りがあるか、またはサブ要素がコンテキスト外です。


	
処置: サブ要素を削除するか、または正しい位置に移動してください。









	 LSX-00143: 要素"~S"には型または参照が必要です 
	
原因: Schema要素が宣言されていますが、型または参照が指定されていません。


	
処置: 型または参照のいずれかを指定してください。









	 LSX-00144: 属性"~1S" 
	
原因: 派生制限設定を指定する属性(block、content、final)の値が無効です。選択肢には、#all、extensionまたはrestrictionがあります。


	
処置: 前述の値のいずれかに属性を変更してください。









	 LSX-00145: 属性"~1S" 
	
原因: derivedBy属性の値が無効です。選択肢には、extensionまたはrestrictionがあります。


	
処置: 前述の値のいずれかに属性を変更してください。









	 LSX-00146: 要素または属性が不適切に定義されています 
	
原因: 要素または属性の定義には、type属性セットか、simpleType要素またはcomplexType要素である子の1つが必要ですが、どちらの条件も存在しません。


	
処置: 誤った条件を削除してください。









	 LSX-00147: "~1S" 
	
原因: 現行の宣言に無効なスキーマ・コンポーネントが存在しています。


	
処置: スキーマ・コンポーネントを削除してください。









	 LSX-00148: annotation要素は"~S"の先頭である必要があります 
	
原因: annotation要素は、コンテンツの先頭に必要です。


	
処置: annotation要素を1番目の要素にしてください。









	 LSX-00149: "~S" 
	
原因: {属性宣言}で{属性使用方法}の別々のメンバーを2つ指定しようとしましたが、両方の{型定義}は、IDによる定義か、IDを元にした定義です。


	
処置: {型定義}がIDによる定義か、IDを元にした定義の場合は、{属性使用方法}の1メンバーのみを宣言してください。









	 LSX-00150: attributeGroup参照に子を含めないでください 
	
原因: attributeGroup要素への参照に子が存在します。注釈以外は空である必要があります。


	
処置: 子を削除してください。









	 LSX-00151: 属性"ref" 
	
原因: 項目の親が<schema>ではない場合、ref属性またはname属性のいずれかが必要ですが、両方指定することはできません。トップレベルの要素または属性には、名前が必要です。


	
処置: ref属性またはname属性のいずれかを指定してください。









	 LSX-00152: "minOccurs" 
	
原因: 項目の親が<schema>ではなく、ref属性が存在する場合、complexType、simpleType、key、keyref、unique、nillable、default、fixed、form、blockおよびtypeは指定できません。


	
処置: 指定できない属性を削除してください。









	 LSX-00153: defaultおよびfixed属性の組合せが無効です 
	
原因: 宣言にfixed属性とdefault属性の両方が含まれているため、エラーが発生しました。


	
処置: default属性またはfixed属性のいずれかを削除してください。









	 LSX-00154: 属性"use" 
	
原因: defaultとuseの両方が存在する場合、値をoptionalに設定して使用する必要があります。


	
処置: default属性を削除するか、use属性の値を変更してください。









	 LSX-00155: 属性"ref"の使用が無効です 
	
原因: 項目の親が<schema>ではなく、属性refが存在する場合、要素simpleTypeと属性formおよびtypeは指定できません。


	
処置: 指定できない項目を削除してください。









	 LSX-00156: タイプがfinalで、派生することはできません 
	
原因: finalと宣言されている型からの派生が行われました。


	
処置: ベース型からfinal宣言を削除してください。









	 LSX-00157: "~S"は抽象であるため、インスタンスのドキュメントでは使用できません 
	
原因: 要素宣言または型定義が抽象です。


	
処置: 要素が抽象として宣言されているとき、その要素の置換グループのメンバーはインスタンスのドキュメントに出現する必要があります。要素の対応する型定義が抽象として宣言されているとき、抽象ではない派生型を示すには、その要素のすべてのインスタンスがxsi:typeを使用する必要があります。









	 LSX-00158: "~S"のベース型は単純型またはプリミティブ・データ型である必要があります 
	
原因: 派生制約に違反しています。


	
処置: simpleTypeではなくcomplexTypeを使用してください。









	 LSX-00159: 複数の単純型のリスト・コンテンツは許可されていません 
	
原因: リスト・コンテンツ内に2つ以上の単純型を指定しました。


	
処置: 単純型の指定を1つのみにしてください。









	 LSX-00160: "~S" 
	
原因: エラーがあり、{置換グループの除外}によって、型制限または型拡張別の置換グループ組合せができません。


	
処置: エラーの原因となっている派生方法を{置換グループ除外}リストから削除してください。









	 LSX-00161: "~S" 
	
原因: 派生方法が、{禁止置換}と{型定義}の{禁止置換}の組合せとなる、置換済型があります。


	
処置: エラーの原因となっている派生方法を要素の{禁止置換}リストまたは{型定義}の{禁止置換}リストから削除してください。









	 LSX-00162: 文字列"~S"は複合型に対して無効なデフォルトです 
	
原因: {コンテンツ・タイプ}が単純型定義である場合、文字列は、String Valid(3.14.4)の定義に従って、単純型定義に関して有効である必要があります。{コンテンツ・タイプ}が複合型の場合、{コンテンツ・タイプ}のパーティクルは、Particle Emptiable(3.9.6)の定義に従って空にできる必要があります。ただし、これらの条件のいずれかを満たさない場合は、このエラーが発生します。


	
処置: デフォルトの文字列を、複合型定義に関して有効なデフォルトに設定してください。









	 LSX-00163: "~S"でコンテンツ指定が重複しています 
	
原因: complexTypeの子でコンテンツ指定が重複しています。


	
処置: 重複するコンテンツ指定を削除してください。









	 LSX-00164: "~S"にコンテンツが指定されていません 
	
原因: simpleContentの仕様で、制限または拡張のいずれも子として指定されていません。


	
処置: 制限または拡張のいずれかの要素情報項目を追加してください。









	 LSX-00165: "~S"のコンテンツ・タイプは単純型である必要があります 
	
原因: 型定義のコンテンツ・タイプが単純型定義ではありません。


	
処置: simpleContentではなくcomplexContentを使用してください。









	 LSX-00166: 両方のコンテンツ・タイプが混在しているか、または両方とも要素のみである可能性があります 
	
原因: 派生型およびベース型のコンテンツ・タイプが同じ単純型定義ではなく、ベース型のコンテンツ・タイプが空でない場合は、両方のコンテンツ・タイプが混在しているか、または両方とも要素のみであることが必要です。それ以外の場合は、このエラーが発生します。


	
処置: 属性mixed="true"を追加するか、または削除してください。









	 LSX-00167: "~S" 
	
原因: 形式の定義がスキーマのトップ・レベルで行われていません。


	
処置: attributeGroupまたはグループ定義をスキーマのトップ・レベルに移動してください。









	 LSX-00168: "~S"の形式の参照はトップ・レベルで行うことはできません 
	
原因: 形式の参照が複合型定義または属性グループ定義内で行われていません。


	
処置: attributeGroup定義を複合型定義または属性グループ定義内に移動してください。または、グループ定義を複合型、制限、拡張、選択または順序内に移動してください。









	 LSX-00169: <redefine>以外での循環グループ参照は禁止されています 
	
原因: 循環グループ参照があります。


	
処置: グループ参照の1つをグループ定義に変更する必要があります。









	 LSX-00170: UNIONはmemberTypes属性またはいくつかの子simpleTypeを持つ必要があります 
	
原因: UNION宣言に対するメンバーの型定義がありません。


	
処置: memberTypes属性またはsimpleTypeの子を追加してください。









	 LSX-00171: 必須サブ要素"~S"がありません 
	
原因: エラー・メッセージに示されたサブ要素は必須です。


	
処置: サブ要素を追加してください。









	 LSX-00172: "~S" 
	
原因: スキーマ・コンポーネント制約、Derivation Valid (Restriction, Complex)またはParticle Valid (Restriction)に違反しています。


	
処置: ベース型(パーティクル)または制限型(パーティクル)の定義を変更してください。









	 LSX-00173: ~S(~S型)は~S(~S型)の有効な制限ではありません 
	
原因: スキーマ・コンポーネント制約、Particle Restriction OK (Elt:Elt -- NameAndTypeOK)に違反しています。


	
処置: 要素宣言パーティクルのいずれかまたは両方を変更してください。









	 LSX-00174: "~S" 
	
原因: スキーマ・コンポーネント制約、Derivation Valid (Restriction, simple)、(Restriction, complex)または(Extension)に違反しています。


	
処置: ベース型または派生型の定義を変更してください。









	 LSX-00175: "simpleContent"内の複合ベースは、単純コンテンツである必要があります 
	
原因: simpleContent内の複合ベースが、単純コンテンツのみを含むように制限されていません。


	
処置: ベース型または派生型の定義を変更してください。









	 LSX-00176: スキーマ・コンポーネント"~S"に循環参照が検出されました 
	
原因: 循環参照を使用しようとしました。これは許可されていません。たとえば、{置換グループ組合せ}プロパティに繰り返し従うことによって、要素宣言に戻ることはできません。また、グループの{パーティクル}内では、その{語句}がグループ自体であるパーティクルはいずれの深さにも存在できません。


	
処置: ループ内のいずれかのスキーマ・コンポーネントを変更してください。









	 LSX-00200: 要素"~S"は空ではありません 
	
原因: 要素の内容は空である必要があります。


	
処置: 内容からスキーマ・コンポーネントをすべて削除してください。









	 LSX-00201: "~S"のコンテンツには要素のみが必要です 
	
原因: element、processing instructionまたはcomment以外の型のノードが違反している要素の内容に存在しています。


	
処置: 無効なノードを削除してください。









	 LSX-00202: "~S"のコンテンツにはテキストのみが必要です 
	
原因: text、processing instructionまたはcomment以外の型のノードが違反している要素の内容に存在しています。


	
処置: 無効なノードを削除してください。









	 LSX-00204: 複合要素の最後に余分なデータがあります 
	
原因: 複合型が定義された要素の最後に余分なノードが存在しています。


	
処置: 無効なノードを削除するか、複合型の定義を確認してください。









	 LSX-00205: 要素"~1S" 
	
原因: 要素の値が固定値以外です。


	
処置: 値として固定値を使用してください。









	 LSX-00206: 要素"~S"の置換は禁止されています 
	
原因: 要素を置換しようとしましたが、制約に違反しています。


	
処置: headElementに対して置換可能で有効な新規要素に変更してください。









	 LSX-00210: 値"~1S" 
	
原因: 値が指定された型のデータの範囲外です。


	
処置: 値を修正してください。









	 LSX-00211: 値"~1S" 
	
原因: 小数点以下の小数部の桁数が多すぎます。


	
処置: 余分な小数桁を削除してください。









	 LSX-00212: 値"~1s" 
	
原因: 10進数データの桁数が多すぎます。


	
処置: 余分な桁を削除してください。









	 LSX-00213: ~1d出現(パーティクル"~2S")のみです。最小値は~3dです 
	
原因: ノードのパーティクルの出現が少なすぎます。


	
処置: さらに多くのパーティクルを指定してください。









	 LSX-00214: パーティクル"~1S"の状態変化が多すぎます。最大値は~2dです 
	
原因: ノードのパーティクルの出現が多すぎます。


	
処置: 余分なパーティクルを削除してください。









	 LSX-00215: 値"~1S" 
	
原因: 10進数データの桁数が多すぎます。


	
処置: 余分な桁を削除してください。









	 LSX-00220: "~1S"の長さが正しくありません。~2dである必要があります" 
	
原因: 単純型のデータの長さが無効です。


	
処置: データの長さを修正してください。









	 LSX-00221: "~1S" 
	
原因: データの長さが短すぎます。


	
処置: 文字(0(ゼロ)または空白文字など)をさらに付加してデータを長くしてください。









	 LSX-00222: "~1S" 
	
原因: データの長さが長すぎます。


	
処置: 余分な文字をデータから削除してください。









	 LSX-00229: アイテム・タイプはリスト単純型に対し有効な値タイプではありません 
	
原因: 指定された項目型は、それ自体がリスト型でなく、リスト単純型に対する適切な項目型として[XML Schemas: Datatypes]に指定された型の1つである必要があります。


	
処置: リスト・スキーマ・コンポーネントの宣言を変更してください。









	 LSX-00230: 整数"~S"が無効です 
	
原因: 無効な文字が"integer"宣言または派生型宣言に存在します。


	
処置: 無効な文字を削除してください。









	 LSX-00231: 符号なしの整数"~S"が無効です 
	
原因: 無効な文字がunsignedLong、unsignedInt、unsignedShortまたはunsignedByteの宣言に存在します。


	
処置: 無効な文字を削除してください。









	 LSX-00232: 符号なしのLONG"~S"が無効です 
	
原因: 無効な文字がunsignedLong宣言に存在します。


	
処置: 無効な文字を削除してください。









	 LSX-00233: LONG"~S"が無効です 
	
原因: 無効な文字がlong宣言に存在します。


	
処置: 無効な文字を削除してください。









	 LSX-00234: 10進数"~S"が無効です 
	
原因: 無効な文字がdecimal宣言に存在します。


	
処置: 無効な文字を削除してください。









	 LSX-00235: URI "~S"が無効です 
	
原因: anyURI型のデータに対して、無効なURIが指定されました。


	
処置: 無効な文字を削除してください。









	 LSX-00237: 名前"~S"が無効です 
	
原因: 無効なXML名です。


	
処置: 無効な文字を削除してください。









	 LSX-00238: Nmtoken "~S"が無効です 
	
原因: 無効なNmtokenです。


	
処置: 無効な文字を削除してください。









	 LSX-00240: 浮動小数点"~S"が無効です 
	
原因: 浮動小数点型データの値が無効です。


	
処置: 無効な文字を削除してください。









	 LSX-00241: ダブル"~S"が無効です 
	
原因: ダブル型データの値が無効です。


	
処置: 無効な文字を削除してください。









	 LSX-00242: ブール"~S"が無効です 
	
原因: ブール型データに対する有効な値は、1、0、trueまたはfalseです。


	
処置: 1、0、trueまたはfalseのいずれかを指定してください。









	 LSX-00243: 日付"~S"が無効です 
	
原因: 日付型データの値が無効です。


	
処置: 無効な文字を削除してください。









	 LSX-00244: NCName "~S"が無効です 
	
原因: NCName型データの値が無効です。


	
処置: 無効な文字を削除してください。









	 LSX-00245: ID "~S"が無効です 
	
原因: 指定されたデータがNCName型ではありません。


	
処置: 無効な文字を削除してください。









	 LSX-00246: QName "~S"が無効です 
	
原因: QName型データの値が無効です。


	
処置: 無効な文字を削除してください。









	 LSX-00247: 言語指定"~S"が無効です 
	
原因: language型データの値が無効です。


	
処置: 無効な文字を削除してください。









	 LSX-00248: Duration "~S"が無効です 
	
原因: duration型データの値が無効です。


	
処置: 無効な文字を削除してください。









	 LSX-00249: 日付または時間"~S"が無効です 
	
原因: dateTime型、time型、gYearMonth型、gYear型、gMonthDay型、gDay型またはgMonth型のデータの値が無効です。


	
処置: 無効な文字を削除してください。









	 LSX-00250: normalizedString "~S"が無効です 
	
原因: normalizedString型データの値が無効です。


	
処置: 無効な文字を削除してください。









	 LSX-00251: トークン"~S"が無効です 
	
原因: トークン型データの値が無効です。


	
処置: 無効な文字を削除してください。









	 LSX-00252: UNION"~S"が無効です 
	
原因: 単純型データがUNION型のいずれにも該当しません。


	
処置: データ型としてUNION型のいずれかを使用してください。









	 LSX-00253: ブランチが空です 
	
原因: パターン指定「branch1 | branch2」で、branch1またはbranch2のいずれかが指定されていません。


	
処置: 「|」を削除するか、branch1またはbranch2のいずれかを指定してください。









	LSX-00255: カッコの不一致 
	
原因: カッコの指定で、一致する「(」が指定されていない「)」が見つかりました。


	
処置: パターン指定に「(」を追加してください。









	 LSX-00256: 文字クラス式が空です 
	
原因: 「[]」が文字クラス式の処理中に見つかりました。


	
処置: 大カッコの中に文字グループを指定してください。









	 LSX-00257: Atom指定が空です 
	
原因: Atom指定のない修飾子が見つかりました。


	
処置: 修飾子の前にAtom指定を追加してください。









	 LSX-00258: エスケープ文字が無効です 
	
原因: 「\x」内の「x」は有効なエスケープ文字ではありません。


	
処置: 「x」を有効なエスケープ文字に変更してください。









	 LSX-00259: パターンで無効な文字が見つかりました 
	
原因: パターンで予期しない文字が見つかりました。


	
処置: パターンを修正してください。









	 LSX-00260: パターンが予期せず終了しました 
	
原因: パターンの最後に必要なものが指定されていません。


	
処置: パターンを修正してください。









	 LSX-00261: 文字を適切に無効にします 
	
原因: 文字プロパティの処理時にエラーが発生しました。たとえば、「\p」または「\P」の後に「{」が指定されていないなどです。


	
処置: 文字プロパティを修正してください。









	 LSX-00262: 属性"~1S" 
	
原因: 属性の型が複合型です。


	
処置: 単純型の属性を指定してください。









	 LSX-00263: 属性"~S"が未定義です 
	
原因: 違反している属性が現行スコープ内に定義されていません。


	
処置: 属性名の綴りに誤りがある場合は修正してください。









	 LSX-00264: 属性"~S" 
	
原因: グローバル宣言に属性ref、minOccursまたはmaxOccursを含めることができないか、この属性の使用がスキーマでprohibitedとして明示的に宣言されています。


	
処置: 属性を削除してください。









	 LSX-00265: 属性"~1S" 
	
原因: 属性の値が固定値以外です。


	
処置: 値として固定値を使用してください。









	 LSX-00266: 必要な属性"~S"がありません 
	
原因: 必須の属性がありません。


	
処置: 必要な属性を追加してください。









	 LSX-00270: 16進エンコード・バイナリの長さが奇数です 
	
原因: hexBinary型データの桁数が奇数です。


	
処置: 必要に応じて、足りない桁を追加してください。









	 LSX-00271: 16進エンコード・バイナリの文字"~c"が無効です 
	
原因: hexBinary型データに無効な文字があります。


	
処置: 無効な文字を削除してください。









	 LSX-00272: ベース64エンコード・バイナリが不適切にグループ化されています(4単位ではない) 
	
原因: 桁数が4の倍数ではありません。


	
処置: 必要に応じて、足りない桁を追加してください。









	 LSX-00273: ベース64エンコード・バイナリの文字"~c"が無効です 
	
原因: base64Binary型データに無効な文字があります。


	
処置: 無効な文字を削除してください。









	 LSX-00274: ベース64エンコード・バイナリの埋込みが無効です 
	
原因: 無効な埋込み文字がデータの最後にあります。


	
処置: 埋込み文字として「=」を使用してください。









	 LSX-00280: ID "~S"が重複しています 
	
原因: ID名がスキーマ・スコープ内で一意ではありません。


	
処置: IDの名前を変更してください。









	 LSX-00281: 参照されるID "~S"が定義されていません 
	
原因: 参照されるID名がスキーマ・スコープ内で一意ではありません。


	
処置: IDを定義してください。









	 LSX-00282: 注釈名"~S"が重複しています 
	
原因: notation要素名がスキーマ・スコープ内で一意ではありません。


	
処置: 要素の名前を変更してください。









	 LSX-00283: 参照される"~S"が定義されていません 
	
原因: 参照されるnotation名がスキーマ・スコープ内で一意ではありません。


	
処置: 要素を定義してください。









	 LSX-00284: 制約名"~S"が重複しています 
	
原因: 制約宣言ごとに、制約のシングル・シンボル空間に存在する名前が必要です。


	
処置: 別の名前を選択してください。









	 LSX-00285: 参照されるキー"~S"が定義されていません 
	
原因: 参照されるキー名がスキーマ・スコープ内で一意ではありません。


	
処置: キーを定義してください。









	 LSX-00286: 重複キー"~S"(\{"~S"\}"~S") 
	
原因: キー値がスコープ内で一意ではありません。


	
処置: キー値を変更してください。









	 LSX-00287: 重複キー"~S" 
	
原因: キー値がスコープ内で一意ではありません。


	
処置: キー値を変更してください。









	 LSX-00290: 列挙の選択肢"~S"が無効です 
	
原因: データの値が列挙の選択肢のいずれにも該当しません。


	
処置: 値として列挙の選択肢のいずれかを選択してください。









	 LSX-00291: 値"~1S" 
	
原因: データの値が必要な最小値未満です。


	
処置: 値を増やしてください。









	 LSX-00292: 値"~1S" 
	
原因: データの値が最大値を超えています。


	
処置: 値を減らしてください。









	 LSX-00293: 要素"~S" 
	
原因: 要素コンテンツの必須フィールドが欠落しています。


	
処置: フィールドを追加してください。









	 LSX-00294: フィールド"~S"に複数のヒットがありました 
	
原因: {セレクタ}によって選択された各要素に対応するXPath式は{フィールド}で指定されます。これらのXPath式は、コンテンツまたは値が制約で使用された単一ノード(要素または属性)を示す必要があります。このコンテンツまたは値は単純型である必要があります。


	
処置: 重複している要素または属性を削除してください。









	 LSX-00295: フィールド要素"~S"は単純型ではありません 
	
原因: フィールド要素が、単純型ではないメンバーが含まれるノード・セットに評価されました。


	
処置: フィールド要素の型を変更してください。









	 LSX-00300: グループには名前または参照が必要ですが、両方を含めることはできません 
	
原因: ref属性またはname属性が、両方とも指定されていないか、両方とも指定されているかのいずれかです。


	
処置: ref属性またはname属性のいずれかを指定してください。または、どちらも指定しないでください。









	 LSX-00310: ローカル要素または属性は、修飾された名前空間である必要があります 
	
原因: 要素名または属性名が修飾された名前空間ではありません。


	
処置: 接頭辞またはデフォルトの名前空間URI宣言を追加してください。









	 LSX-00311: ローカル要素または属性は、修飾されたネームスペースにしないでください 
	
原因: 要素名または属性名が修飾された名前空間です。


	
処置: 接頭辞またはデフォルトの名前空間URI宣言を、それ自体または親から削除してください。









	 LSX-00320: <all>に必要な要素がありません 
	
原因: allパーティクルに必須要素の一部がありません。


	
処置: 足りない要素を追加してください。









	 LSX-00330: 範囲の開始文字が欠落しています 
	
原因: 開始文字が文字範囲指定内の文字ではありません。


	
処置: 欠落している文字を追加してください。









	LSX-00331: カンマがありません。 
	
原因: 範囲指定にカンマ(,)がありません。


	
処置: 欠落している文字を追加してください。









	 LSX-00332: 数量指定の10進数字が無効です 
	
原因: 修飾子に無効な文字があります。


	
処置: 無効な文字を削除してください。









	 LSX-00333: リテラル"~S"は、パターンに対して有効ではありません 
	
原因: リテラルがパターンに対して有効ではありません。


	
処置: リテラルに正しい文字を選択してください。









	 LSX-00340: インポートされた要素に対する名前空間値が不適切です 
	
原因: 名前空間属性が存在する場合、その実際の値がスキーマのtargetNamespace属性の実際の値と一致していません。名前空間属性が存在しない場合、スキーマにはtargetNamespace属性が必要です。


	
処置: 名前空間の値を一致させてください。









	 LSX-00341: ENTITYまたはENTITIES型は、属性内でのみ使用できます 
	
原因: 互換性のため、ENTITY型またはENTITIES型は属性のみに使用できます。


	
処置: ENTITY型またはENTITIES型を削除してください。









	 LSX-00342: 属性"base"の値は、複合型定義である必要があります 
	
原因: complexContent代替を選択した場合、属性baseの実際の値に解決される型定義は複合型定義である必要があります。


	
処置: ベース型として複合型定義を選択してください。









	 LSX-00343: "~S" 
	
原因: 属性のnillableが要素の宣言でfalseに設定されています。


	
処置: インスタンス文書から属性xsi:nilを削除してください。









	 LSX-00344: 名前空間値"~1S" 
	
原因: スキーマ文書に指定されているtargetNamespaceが、a)スキーマの名前空間属性の値、またはb)インポート要素情報項目で識別された名前空間の値とは異なっています。


	
処置: 名前空間値を、スキーマのtargetNamespace属性、またはインポート要素情報項目で識別された名前空間属性の実際の値と一致させてください。









	 LSX-00345: 要素("~1S")は、"~2S"ネームスペースからのものである場合、予期しない要素です。"~3S"ネームスペースからの要素である必要があります 
	
原因: インスタンス文書内のXMLノードのネームスペースが、予期した要素の定義のネームスペースと一致しません。


	
処置: 処置は必要ありません。














118 PGA-20900からPGA-22014



	PGA-20900: numberバイトの記憶域をstring用に取得できません 
	
原因: ゲートウェイ・サーバー・プロセスのメモリー不足です。


	
処置: 実行している同時ユーザー数をサポートするための十分なメモリーがシステムにあることを確認してください。









	PGA-20901: ゲートウェイの内部エラー: string 
	
原因: ゲートウェイ・サーバー・プロセスの内部エラーです。


	
処置: デバッグを有効にしてエラーを再現し、ログ・ファイルを生成してください。サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PGA-20905: 無効な対話ID: アクティブな対話が検出されませんでした 
	
原因: このユーザーのアクティブなAPPC対話がありませんでした。


	
処置: アプリケーションがPL/SQL TIPルーチンを不正な順序でコールしていないことを確認してください。









	 PGA-20906: 無効な対話ID: 一致する対話が検出されませんでした 
	
原因: コール元から受信した対話IDは、有効なアクティブ対話IDではありません。


	
処置: アプリケーションがPL/SQL TIPルーチンを不正な順序でコールしていないことを確認してください。









	 PGA-20907: ゲートウェイstringの処理中、前述のエラーが発生しました 
	
原因: Oracle関数<func>の処理中にエラーが発生しました。このメッセージの前に、エラーのさらに詳しい情報を含むメッセージが表示されます。


	
処置: 前述のメッセージを参照して、処置を判断してください。









	 PGA-20910: 通信エラー: CPI-C stringが正常に実行されませんでした。rc = number、errno = number 
	
原因: 指定されたCPI-C関数<func>の実行中に予期しない通信エラーが発生しました。CPI-C関数のリターン・コード<rc>とシステムのエラー番号<errno>がメッセージ・テキストに表示されます。CPI-C関数のリターン・コードとシステムのエラー番号は、ベンダーのマニュアルに記述されています。


	
処置: 通信エラーの原因を確認し、修正した後にトランザクションを再実行してください。









	PGA-20911: 更新トランザクションは、すでにTP stringに対してLU stringでアクティブです 
	
原因: トランザクション<tpname>は、LU <luname>において、synclevel1または2でPGAINITからすでにコールされています。実行可能なsynclevelが1または2のトランザクションは、一度に1つのみです。


	
処置: 新しいトランザクションは開始されていません。1つ目の更新トランザクションが完了した後に、2つ目の更新トランザクションを実行するようにアプリケーションを変更してください。または、2つ目の更新トランザクションには別のゲートウェイ・データベース・リンクを使用してください。









	 PGA-20912: 送信および受信バッファ長の両方を0(ゼロ)にすることはできません 
	
原因: PGAXFERへ渡された送信および受信のバッファ長がともに0でした。これは無効です。


	
処置: PGAUへのトランザクションの定義に使用されたPGDLおよびCOBOLのレコードの説明が、トランザクション・プログラムと同期していることを確認してください。また、PGAUが正しい定義を使用してPL/SQL TIPを生成したことを確認してください。生成されたPL/SQLコードが変更されている場合、正しいことを確認してください。









	PGA-20914: numberの送信バッファ長がnumberの実際の送信バッファ・サイズを超えています 
	
原因: PGAXFERに渡された送信バッファ長<len>が、PGAXFERに渡された送信バッファの実際のバッファ長<size>を超えています。


	
処置: PGAUへのトランザクションの定義に使用されたPGDLおよびCOBOLのレコードの説明が、トランザクション・プログラムと同期していることを確認してください。また、PGAUが正しい定義を使用してPL/SQL TIPを生成したことを確認してください。生成されたPL/SQLコードが変更されている場合、正しいことを確認してください。









	PGA-20915: numberの受信バッファ長がnumberの最大長を超えています 
	
原因: PGAXFERに渡された受信バッファ長<len>が、許容最大長<max>を超えています。


	
処置: PGAUへのトランザクションの定義に使用されたPGDLおよびCOBOLのレコードの説明が、トランザクション・プログラムと同期していることを確認してください。また、PGAUが正しい定義を使用してPL/SQL TIPを生成したことを確認してください。生成されたPL/SQLコードが変更されている場合、正しいことを確認してください。









	 PGA-20916: 送信件数はnumberですが、指定されたのは、numberの送信長のみです 
	
原因: PGAXFERに渡された送信長の配列の最初の値<count>には、送信長の配列数を超える要素が指定されました。配列内の要素数は<num>件のみでした。


	
処置: PGAUへのトランザクションの定義に使用されたPGDLおよびCOBOLのレコードの説明が、トランザクション・プログラムと同期していることを確認してください。また、PGAUが正しい定義を使用してPL/SQL TIPを生成したことを確認してください。生成されたPL/SQLコードが変更されている場合、正しいことを確認してください。









	 PGA-20917: 受信件数はnumberですが、指定されたのは、numberの受信長のみです 
	
原因: PGAXFERに渡された受信長の配列の最初の値<count>には、受信長の配列数を超える要素が指定されました。配列内の要素数は<num>件のみでした。


	
処置: PGAUへのトランザクションの定義に使用されたPGDLおよびCOBOLのレコードの説明が、トランザクション・プログラムと同期していることを確認してください。また、PGAUが正しい定義を使用してPL/SQL TIPを生成したことを確認してください。生成されたPL/SQLコードが変更されている場合、正しいことを確認してください。









	 PGA-20918: 送信長数numberはnumberですが、バッファに残っているのは、numberバイトのみです 
	
原因: 送信長の配列要素数<num>で指定された長さ<len>が、送信バッファの残りのデータ量<bytes>バイトを超えています。


	
処置: PGAUへのトランザクションの定義に使用されたPGDLおよびCOBOLのレコードの説明が、トランザクション・プログラムと同期していることを確認してください。また、PGAUが正しい定義を使用してPL/SQL TIPを生成したことを確認してください。生成されたPL/SQLコードが変更されている場合、正しいことを確認してください。









	 PGA-20919: 受信長数numberはnumberですが、バッファに残っているのは、numberバイトのみです 
	
原因: 受信長の配列要素数<num>で指定された長さ<len>が、受信バッファの残りの容量<bytes>バイトを超えています。


	
処置: PGAUへのトランザクションの定義に使用されたPGDLおよびCOBOLのレコードの説明が、トランザクション・プログラムと同期していることを確認してください。また、PGAUが正しい定義を使用してPL/SQL TIPを生成したことを確認してください。生成されたPL/SQLコードが変更されている場合、正しいことを確認してください。









	 PGA-20920: 予期しない送信リクエストが受信されました 
	
原因: ゲートウェイがデータを送信中に、リモート・トランザクション・プログラムからのデータ送信リクエストがありました。


	
処置: PGAUへのトランザクションの定義に使用されたPGDLおよびCOBOLのレコードの説明が、トランザクション・プログラムと同期していることを確認してください。また、PGAUが正しい定義を使用してPL/SQL TIPを生成したことを確認してください。生成されたPL/SQLコードが変更されている場合、正しいことを確認してください。









	 PGA-20921: 受信時のバッファのオーバーフロー: numberバイトをリクエストし、numberバイトを受信しました 
	
原因: リモート・トランザクション・プログラムは<len>バイトのデータを送信しましたが、ゲートウェイが受信しようとしていたのは<num>バイトのみです。


	
処置: PGAUへのトランザクションの定義に使用されたPGDLおよびCOBOLのレコードの説明が、トランザクション・プログラムと同期していることを確認してください。また、PGAUが正しい定義を使用してPL/SQL TIPを生成したことを確認してください。生成されたPL/SQLコードが変更されている場合、正しいことを確認してください。









	 PGA-20922: 受信可能なデータがありません: numberバイトがリクエストされました 
	
原因: リモート・トランザクション・プログラムが受信を要求したか、対話の割当てを解除しましたが、ゲートウェイは引き続きデータを受信しようとしています。


	
処置: PGAUへのトランザクションの定義に使用されたPGDLおよびCOBOLのレコードの説明が、トランザクション・プログラムと同期していることを確認してください。また、PGAUが正しい定義を使用してPL/SQL TIPを生成したことを確認してください。生成されたPL/SQLコードが変更されている場合、正しいことを確認してください。









	 PGA-20923: 予期しないステータスnumber(string)をstringの後に受信しました 
	
原因: CPI-C <func>のコールに続き、予期しないステータス・コード<stat>をリモート・トランザクション・プログラムから受信しました。ステータス・コードの記述名は<desc>です。<func>は、ステータスを受信するCPI-C関数です。


	
処置: これは通常、リモート・トランザクション・プログラムの問題またはネットワークの問題です。各CPI-C関数のコールのステータス・コードは、ご使用のシステムのプラットフォーム固有のSNAソフトウェのマニュアルに記述されています。SNAソフトウェア・マニュアルのタイトルは、ご使用のプラットフォームの『Oracle Database Gateway for APPCインストレーションおよび構成ガイド』の「システム要件」を参照してください。









	 PGA-20924: 割当て解除のために送信状態(状態 = number (string))を入力できません 
	
原因: 通常の割当て解除のためにゲートウェイを送信状態に設定できませんでした。対話の状態は<state>、記述名は<desc>です。対話の状態は、ヘッダー・ファイル/usr/include/cmc.hに記述されています。


	
処置: これは通常、リモート・トランザクション・プログラムの問題またはネットワークの問題です。診断情報は、リモート・システムを確認してください。このエラーの発生後、ゲートウェイでは異常な割当てが解除されます。









	 PGA-20925: LU/TP/MODE名前パラメータが欠落し、サイド情報プロファイルが指定されていません 
	
原因: サイド情報プロファイル名が指定されないままPGAINITがコールされました。また、LU名、TP名およびMODE名のパラメータすべてに、空白でない値が指定されていませんでした。


	
処置: PGAUへのトランザクション・プログラムの定義に使用されたPGDLを参照し、有効なサイド情報プロファイル名が指定されていること(SIDEPROFILEキーワード)、または、LU名、TP名およびMODE名(LUNAMEキーワード、TPNAMEキーワード、LOGMODEキーワード)に有効な値が指定されていることを確認してください。サイド情報プロファイルが指定されていない場合、LU名、TP名およびMODE名のパラメータがすべて必要となります。









	 PGA-20926: ユーザーID stringの長さがnumberで無効です。最大長はnumberです 
	
原因: ユーザーID<uid>が長すぎるため(<len>)、APPC対話のセキュリティで使用できません。ユーザーIDの許容最大長は<max>文字です。これは、ゲートウェイ初期化パラメータPGA_SECURITY_TYPEがSAMEまたはPROGRAMに設定されている場合のみ発生することがあります。


	
処置: クライアント・システムおよびリモート・トランザクション・プログラムが実行されているシステムの両方で、ユーザーIDを短い値に変更する必要があります。この制限は、ゲートウェイではなく、SNAおよびAPPCの制限です。









	PGA-20927: numberのパスワード長が無効です。最大長はnumberです 
	
原因: パスワードが長すぎるため(<len>)、APPC対話のセキュリティで使用できません。パスワードの許容最大長は<max>文字です。これは、ゲートウェイ初期化パラメータPGA_SECURITY_TYPEがPROGRAMに設定されている場合のみ発生することがあります。


	
処置: クライアント・システムおよびリモート・トランザクション・プログラムが実行されているシステムの両方で、パスワードを短い値に変更する必要があります。この制限は、ゲートウェイではなく、SNAおよびAPPCの制限です。









	PGA-20928: パラメータ・ファイルstringをオープンできません 
	
原因: ゲートウェイでは、指定されたファイルが見つからないか、オープンできません。


	
処置: ゲートウェイで予期した場所にファイルが存在し、オープンできることを確認してください。









	 PGA-20930: 無効なSYNCLEVEL numberが指定されています。有効範囲はnumber:numberです 
	
原因: PGAINITに渡されたsynclevel <sync>は、有効な値ではありません。この値は、PGAUへのトランザクションの定義に使用される、DEFINE TRANSACTION文のSYNCLEVELキーワードで指定されます。


	
処置: SYNCLEVELの有効範囲は、<min>から<max>です。DEFINE TRANSACTION文で指定されたSYNCLEVELキーワードの値を修正し、PGAUを使用してPL/SQL TIPを再生成してください。









	PGA-20931: numberの送信バッファ長がnumberの最大長を超えています 
	
原因: PGAXFERに渡された送信バッファ長<len>が、許容最大長<max>を超えています。


	
処置: PGAUへのトランザクションの定義に使用されたPGDLおよびCOBOLのレコードの説明で、どのデータ項目も、APPCで許可された最大長を超えて定義されていないことを確認してください。エラーとなっているデータ項目を修正し、PGAUを使用してPL/SQL TIPを再生成してください。









	 PGA-20932: 無効なファンクション・コードstringがpgatctlに渡されました 
	
原因: pgatctlファンクションに渡されたファンクション・コード<func>が無効です。


	
処置: PL/SQLプロシージャのファンクション・コードを修正して再コンパイルし、操作を再試行してください。









	PGA-20933: 初期化パラメータstring=stringで指定した値が無効です 
	
原因: キーワード・パラメータ<keyword>=<value>に指定された値が無効です。


	
処置: 『Oracle Database Gateway for APPCインストレーションおよび構成ガイド』の、キーワードのゲートウェイ初期化パラメータに関する説明を参照し、エラーを修正してください。









	 PGA-20934: サイド情報プロファイルstringが定義されていないため、対話を確立できません 
	
原因: サイド情報プロファイル<profile>がSNAソフトウェアに定義されていません。プロファイル名の綴りが誤っているか、プロファイルが定義されていません。


	
処置: プロファイル名の綴りが誤っている場合は、修正してください。また、プロファイルが定義されていない場合は、SNAソフトウェアに定義してください。









	PGA-20935: synclevel numberは、PGA_CAPABILITY=stringの場合は指定できません 
	
原因: PGAINITに渡されたSYNCLEVELパラメータ<sync>は、PGA_CAPABILITYゲートウェイ初期化パラメータの設定<cap>との互換性がありません。


	
処置: PGAINITに渡されたsynclevelが正しい場合は、必要なsynclevelをサポートするために、初期化パラメータPGA_CAPABILITYを変更する必要があります。synclevelが正しくない場合は、PGAINITへの適切なsynclevelのコールを指定するようにTIPを変更する必要があります。TIPがPGAUにより生成された場合は、適切なsynclevelを指定するようにDEFINE TRANSACTION文のSYNCLEVELキーワードを変更し、TIPを再生成してください。次の表を参照し、各PGA_CAPABILITY設定で有効なsynclevelを確認してください。PGA_CAPABILITY値 許可されるSYNCLEVEL ---------------------- ------------------ READ_ONLY 0 SINGLE_SITE 0、1 COMMIT_CONFIRM 0、1









	 PGA-20936: 送信バッファ長はnumberですが、送信長は指定されませんでした 
	
原因: PGAXFERに渡された送信バッファ長は<len>ですが、送信長の配列がNULLまたは送信件数が0です。


	
処置: PGAUへのトランザクションの定義に使用されたPGDLまたはCOBOLのレコードの説明が、トランザクション・プログラムと同期していることを確認してください。また、PGAUが正しい定義を使用してPL/SQL TIPを生成したことを確認してください。









	 PGA-20937: 受信バッファ長はnumberですが、受信長は指定されませんでした 
	
原因: PGAXFERに渡された受信バッファ長は<len>ですが、受信長の配列がNULLまたは受信件数が0です。


	
処置: PGAUへのトランザクションの定義に使用されたPGDLまたはCOBOLのレコードの説明が、トランザクション・プログラムと同期していることを確認してください。また、PGAUが正しい定義を使用してPL/SQL TIPを生成したことを確認してください。









	 PGA-20938: 有効な送信件数を含めるには、送信長の配列が小さすぎます(number) 
	
原因: 有効な送信項目を含めるには、PGAXFERに渡された送信長の配列が小さすぎます。送信長の配列の実際の長さは<len>です。送信長の配列の最小の長さは4バイトです。


	
処置: PGAUによってTIPが生成されている場合は、TIPが誤って修正されていないことを確認してください。TIPが修正されていない場合、サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡してください。TIPが修正されている場合またはPGAUによって生成されていない場合は、PGAXFERに渡された送信長の配列を修正してください。









	 PGA-20939: 有効な受信件数を含めるには、受信長の配列が小さすぎます(number) 
	
原因: 有効な受信項目件数を含めるには、PGAXFERに渡された受信長の配列が小さすぎます。受信長の配列の実際の長さは<len>です。受信長の配列の最小の長さは4バイトです。


	
処置: PGAUによってTIPが生成されている場合は、TIPが誤って修正されていないことを確認してください。TIPが修正されていない場合、サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡してください。TIPが修正されている場合またはPGAUにより生成されていない場合は、PGAXFERに渡された受信長の配列を修正してください。









	 PGA-20945: トランザクション・ロギング用にOracleにログオンすることはできません 
	
原因: ゲートウェイ・サーバーは、トランザクション・ログ表が格納されているOracleサーバーへ接続できませんでした。このメッセージの後に、Oracleサーバー・メッセージが表示されます。


	
処置: OracleサーバーとTNSリスナーがともに操作可能であることを確認してください。プロトコルがSNAの場合: ゲートウェイの初期化ファイルのPGA_LOG_DB、PGA_LOG_USERおよびPGA_LOG_PASSパラメータも参照し、それぞれ正しいデータベース文字列、ユーザーIDおよびパスワードを指定していることを確認してください。プロトコルがTCP/IPの場合: ゲートウェイの初期化ファイルのPGA_TCP_DB、PGA_TCP_USERおよびPGA_LOG_PASSパラメータも参照し、それぞれ正しいデータベース文字列、ユーザーIDおよびパスワードを指定していることを確認してください。Oracleサーバー・メッセージの詳細は、『Oracle Server Messages and Codes Manual』を参照してください。









	 PGA-20947: トランザクション・ロギング用の変数stringをバインドすることはできません 
	
原因: ゲートウェイ・サーバーは、トランザクション・ロギング機能を実行するための変数<var>をバインドできませんでした。このメッセージの後に、Oracleサーバー・メッセージが表示されます。


	
処置: OracleサーバーとTNSリスナーがともに操作可能であることを確認してください。また、ゲートウェイの初期化ファイルのPGA_LOG_DB、PGA_LOG_USERおよびPGA_LOG_PASSパラメータを参照し、それぞれ正しいデータベース文字列、ユーザーIDおよびパスワードを指定していることを確認してください。Oracleサーバー・メッセージの詳細は、『Oracle Server Messages and Codes Manual』を参照してください。









	 PGA-20948: トランザクション・ロギング用の文を準備することはできません 
	
原因: ゲートウェイ・サーバーは、トランザクション・ロギング用のPL/SQLストアド・プロシージャのコールに使用される文を準備できませんでした。このメッセージの後に、Oracleサーバー・メッセージが表示されます。


	
処置: OracleサーバーとTNSリスナーがともに操作可能であることを確認してください。また、ゲートウェイの初期化ファイルのPGA_LOG_DB、PGA_LOG_USERおよびPGA_LOG_PASSパラメータを参照し、それぞれ正しいデータベース文字列、ユーザーIDおよびパスワードを指定していることを確認してください。トランザクション・ロギング用のPL/SQLプロシージャが、PGA_LOG_USERおよびPGA_LOG_PASSに指定されたユーザーIDとパスワードを使用してOracleサーバーに正しくインストールされ、実行可能であることを確認してください。Oracleサーバー・メッセージの詳細は、『Oracle Server Messages and Codes Manual』を参照してください。









	 PGA-20949: トランザクション・リカバリ用の変数stringを定義することはできません 
	
原因: ゲートウェイ・サーバーは、リカバリ・プロセス中のトランザクション・ログ表へのアクセスに使用される変数<var>を定義できませんでした。このメッセージの後に、Oracleサーバー・メッセージが表示されます。


	
処置: OracleサーバーとTNSリスナーがともに操作可能であることを確認してください。また、ゲートウェイの初期化ファイルのPGA_LOG_DB、PGA_LOG_USERおよびPGA_LOG_PASSパラメータを参照し、それぞれ正しいデータベース文字列、ユーザーIDおよびパスワードを指定していることを確認してください。Oracleサーバー・メッセージの詳細は、『Oracle Server Messages and Codes Manual』を参照してください。









	 PGA-20950: トランザクション・ログに対してstringを実行することはできません 
	
原因: ゲートウェイ・サーバーは、トランザクション・ログ表の保留中のトランザクション行を挿入、更新または削除できませんでした。このメッセージの後に、Oracleサーバー・メッセージが表示されます。


	
処置: OracleサーバーとTNSリスナーがともに操作可能であることを確認してください。また、ゲートウェイの初期化ファイルのPGA_LOG_DB、PGA_LOG_USERおよびPGA_LOG_PASSパラメータを参照し、それぞれ正しいデータベース文字列、ユーザーIDおよびパスワードを指定していることを確認してください。トランザクション・ロギング用のPL/SQLストアド・プロシージャとトランザクション・ログ表が、PGA_LOG_USERおよびPGA_LOG_PASSに指定されたユーザーIDとパスワードを使用してOracleサーバーに正しくインストールされていることを確認してください。Oracleサーバー・メッセージの詳細は、『Oracle Server Message and Codes Manual』を参照してください。









	PGA-20960: stringパラメータ(PGA_CAPABILITY=stringの場合に必要)が欠落しています 
	
原因: PGA_CAPABILITYパラメータに<cap>が指定されていますが、別の必須パラメータ<parm>が指定されていません。


	
処置: ゲートウェイの初期化ファイルに、指定されていないパラメータを追加してください。必須パラメータの詳細は、『Oracle Database Gateway for APPCインストレーションおよび構成ガイド』の付録A「ゲートウェイ初期化パラメータ」を参照してください。









	 PGA-20961: PGA_CAPABILITY=2_PHASEの場合、synclevel 1 の対話は許可されません 
	
原因: synclevel 1での対話が要求されました。ゲートウェイの初期化ファイルにはPGA_CAPABILITY=2_PHASEが指定されています。2フェーズ・コミットが有効な場合、2フェーズ処理で保護されないため、synclevel 1の対話はサポートされません。


	
処置: 対話にはsynclevel 2を使用するか(リモート・トランザクション・プログラムがサポートしている場合)、この対話には別のゲートウェイSIDを使用してください。









	 PGA-20962: 現在、synclevel 2の対話は許可されません 
	
原因: synclevel 2での対話が要求されましたが、SNAソフトウェアではsynclevel 0または1で対話が割り当てられました。SNAソフトウェアがsynclevel 2をサポートするよう構成されていないか、またはRRMが有効ではありません。


	
処置: synclevel 2をサポートするようSNAソフトウェアの構成を修正し、RRN処理を有効にしてください。









	 PGA-20963: サイド・プロファイルstringで、不正なローカルLU名(string)が指定されています 
	
原因: この対話に指定されたサイド情報プロファイル<profile>には、PGA_LOCAL_LUゲートウェイ初期化パラメータで指定されたローカルLU名とは異なるローカルLU名<lu>が指定されています。


	
処置: このメッセージは、PGA_LOCAL_LUゲートウェイ初期化パラメータで指定されたローカルLU名を示すPGA-20984とともに表示されます。同じローカルLU名を使用するには、サイド情報プロファイルを変更する必要があります。









	PGA-20964: PGA_LOCAL_LUで指定されたローカルLU名はstringです 
	
原因: メッセージPGA-20963が発行されました。このメッセージは常に、PGA-20963とともに表示されます。


	
処置: メッセージPGA-20963を参照してください。









	PGA-20965: 同期点エラー: string PSヘッダーが必要な場合にstringを受信しました 
	
原因: 2フェーズ・コミットの処理中に、リモート・トランザクション・プログラムから、同期点の制御コマンドとともに不適切な応答を受信しました。必要なのは<pstype>PSヘッダーですが、受信した応答は<rcv>でした。


	
処置: これは、リモート・トランザクション・プログラムまたはリモートOLTPのエラーです。リモート・システムでOLTPのエラー・メッセージを確認してください。問題を特定するため、リモート・システムのシステム管理者に連絡してください。









	 PGA-20966: 同期点エラー: stringを送信し、stringを受信する必要がある場合にstringを受信しました 
	
原因: 2フェーズ・コミットの処理中に、リモート・トランザクション・プログラムから、同期点の制御コマンド<psh>とともに不適切な応答<resp>を受信しました。必要な応答は<exp>です。


	
処置: これは、リモート・トランザクション・プログラムまたはリモートOLTPのエラーです。リモート・システムでOLTPのエラー・メッセージを確認してください。問題を特定するため、リモート・システムのシステム管理者に連絡してください。









	 PGA-20967: 2フェーズ・コミットのリカバリが試行されました。DBAの操作が必要です 
	
原因: Oracle統合サーバーのリカバリ・プロセスで、リカバリ実行のためゲートウェイに接続しました。ただし、ターゲットOLTPで未知の経験則的な処置が実行されたため、ゲートウェイではこのトランザクションの自動リカバリを実行できません。


	
処置: DBAは、インダウト・トランザクションを手動で解決する必要があります。処置の詳細は、『Oracle Database Gateway for APPCインストレーションおよび構成ガイド』の第8章「インダウト・トランザクションの手動リカバリ」を参照してください。









	 PGA-20995: 通信エラー: 'string'が正常に実行されませんでした。rc = number、errno = number 
	
原因: AIX SNAサーバーAPI関数<func>の実行中に予期しない通信エラーが発生しました。関数のリターン・コードは<rc>、システムのエラー番号は<errno>です。AIX SNAサーバーLU6.2 API関数のリターン・コードとシステムのエラー番号は、ベンダーのマニュアルに記述されています。SNAシステム・エラー番号は、AIXシステムのヘッダー・ファイル/usr/include/luxsna.hにもあります。


	
処置: 通信エラーの原因を確認し、修正した後にトランザクションを再実行してください。必要に応じてシステム管理者に連絡してください。









	 PGA-20999: SIGDANGERをシステムから受信しました - すべての対話が割当て解除されました 
	
原因: ページング領域が不足していることを知らせるため、SIGDANGERシグナルがサーバーに送信されました。現在のすべてのアクティブな対話の割当ては、不正に解除されました。


	
処置: システム管理者に連絡してください。









	PGA-21001: 内部エラー: string 
	
原因: ゲートウェイRRMプロセスの内部エラーです。


	
処置: トレースを有効にしてエラーを再現し、トレース・ファイルを生成してください。サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PGA-21002: numberバイトのメモリーをstring用に取得できません 
	
原因: ゲートウェイRRMプロセスのメモリー不足です。<bytes>バイトのメモリーを<usage>領域に割り当てることができませんでした。


	
処置: RRMをサポートするために使用可能なメモリーがシステムに十分あることを確認してください。









	 PGA-21003: lxlinitでのメモリー割当てエラー 
	
原因: ゲートウェイRRMプロセスのメモリー不足です。


	
処置: RRMをサポートするために使用可能なメモリーがシステムに十分あることを確認してください。









	 PGA-21004: NLS_LANGで指定された無効なstring 
	
原因: 環境変数NLS_LANGの<comp>コンポーネントが無効です。コンポーネントには、言語、地域またはキャラクタ・セットを設定してください。


	
処置: 無効なコンポーネントを修正し、RRMプロセスを再起動してください。









	 PGA-21005: 言語'string'に対するメッセージ・ファイルはありません 
	
原因: 環境変数NLS_LANGで指定された言語<lang>の使用可能なメッセージ・ファイルがありません。


	
処置: RRMでサポートされているメッセージ・ファイル言語のリストは、付録J「National Language Support」を参照してください。必要な言語がサポートされている場合は、環境変数ORACLE_HOMEがゲートウェイのホーム・ディレクトリを指定していること、およびメッセージ・ファイルが正しくインストールされていることを確認してください。









	 PGA-21006: RRMの初期化に失敗しました 
	
原因: ゲートウェイRRMプロセスの初期化に失敗しました。


	
処置: このメッセージは、メッセージ機能の初期化前、または開始されたローカルLU名の判別前にRRMの初期化が失敗した場合、ALERTメッセージとしてシステム・ログに送信されます。









	 PGA-21010: 完全修飾されたローカルLU名引数が欠落しています 
	
原因: 完全修飾されたローカルLU名が、コマンドラインからpg4arrmプログラムへの最初の引数として渡されませんでした。


	
処置: 完全修飾されたローカルLU名は、pg4arrmプログラムへの最初の引数として指定される必要があります。完全修飾されたローカルLU名を指定し、コマンドラインを再入力してください。









	 PGA-21011: ネットワーク名の長さ(number)が無効です。有効範囲はnumber:numberです 
	
原因: 最初の引数としてpg4arrmプログラムに指定された、完全修飾されたローカルLU名のネットワーク名部分の長さ(<len>)が正しくありません。


	
処置: ネットワーク名の長さの有効範囲は<min>から<max>であると、メッセージ・テキストで指定されています。完全修飾されたローカルLU名に有効なネットワーク名を指定し、コマンドラインを再入力してください。









	 PGA-21012: LU名の長さ(number)が無効です。有効範囲はnumber:numberです 
	
原因: 最初の引数としてpg4arrmプログラムに指定された、完全修飾されたローカルLU名のLU名部分の長さ(<len>)が正しくありません。


	
処置: LU名の長さの有効範囲は<min>から<max>であると、メッセージ・テキストで指定されています。完全修飾されたローカルLU名に有効なLU名を指定し、コマンドラインを再入力してください。









	 PGA-21013: 完全修飾されたローカルLU名でピリオド(.)が欠落しています 
	
原因: 最初の引数としてpg4arrmプログラムに指定された、完全修飾されたローカルLU名にはピリオド(.)がありません。


	
処置: 完全修飾されたLU名には、ピリオド(.)で区切られたネットワーク名とLU名が含まれている必要があります。完全修飾された有効なローカルLU名を指定し、コマンドラインを再入力してください。









	 PGA-21014: ネットワーク名'string'には無効な文字が含まれています 
	
原因: 完全修飾されたローカルLU名のネットワーク名部分<net>に、無効な文字が1つ以上見つかりました。


	
処置: ネットワーク名の先頭は、大文字のアルファベット、または各国語キャラクタ$、#、@のいずれかである必要があります。2文字目以降の文字は、大文字のアルファベット、各国語キャラクタ、数字のいずれかを使用できます。完全修飾されたローカルLU名に有効なネットワーク名を指定し、コマンドラインを再入力してください。









	 PGA-21015: LU名'string'には無効な文字が含まれています 
	
原因: 完全修飾されたローカルLU名のLU名部分<lu>に、無効な文字が1つ以上見つかりました。


	
処置: LU名の先頭は、大文字のアルファベット、または各国語キャラクタ$、#、@のいずれかである必要があります。2文字目以降の文字は、大文字のアルファベット、各国語キャラクタ、数字のいずれかを使用できます。完全修飾されたローカルLU名に有効なネットワーク名を指定し、コマンドラインを再入力してください。









	PGA-21016: LU stringに対するRRMの初期化に失敗しました 
	
原因: ローカルLU <lu>のゲートウェイRRMプロセスの初期化に失敗しました。


	
処置: このメッセージは、ローカルLUのRRMの初期化が失敗した場合、ALERTメッセージとしてシステム・ログに送信されます。









	PGA-21017: RRMは、LU stringに対してすでにアクティブです 
	
原因: ローカルLU <lu>のRRMはすでに起動しています。同じローカルLUに対し、RRMを2つ起動することはできません。


	
処置: RRMがアクティブで機能しているかどうかを確認してください。アクティブでない場合または機能していない場合は、クリーン・アップせずに終了した可能性があります。AIXシステムでは、/tmp/o/e<luname>ファイルがまだ存在している場合があります。その場合、新規RRMが起動できません。元のRRMが起動していないことを確認した後は、ファイルを削除して新規RRMのコピーを起動できるようになります。









	 PGA-21020: 初期化ファイルのパス・オブジェクトを作成中に発生したエラー 
	
原因: 初期化ファイルにアクセスする内部制御ブロックの作成中にメモリー不足が発生しました。


	
処置: RRMプロセスで十分なメモリーが使用可能であることを確認してください。問題が解決されない場合、サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PGA-21021: 初期化ファイルの名前オブジェクトを作成中に発生したエラー 
	
原因: 初期化ファイルにアクセスする内部制御ブロックの作成中にメモリー不足が発生しました。


	
処置: RRMプロセスで十分なメモリーが使用可能であることを確認してください。問題が解決されない場合、サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PGA-21022: 初期化ファイルのファイル・オブジェクトを作成中に発生したエラー 
	
原因: 初期化ファイルにアクセスする内部制御ブロックの作成中にメモリー不足が発生しました。


	
処置: RRMプロセスで十分なメモリーが使用可能であることを確認してください。問題が解決されない場合、サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PGA-21023: 初期化ファイルstringをオープン中に発生したエラー 
	
原因: 初期化ファイル<ifn>のオープン中にエラーが発生しました。


	
処置: このエラーに続いて、エラー情報を示すOS固有のメッセージが表示されます。その情報を使用してエラーの原因を確認し、修正してください。その後、RRMプロセスを再起動してください。









	PGA-21024: 初期化ファイルstringを読取り中に発生したエラー 
	
原因: 初期化ファイル<ifn>の読取り中にエラーが発生しました。


	
処置: このエラーに続いて、エラー情報を示すOS固有のメッセージが表示されます。その情報を使用してエラーの原因を確認し、修正してください。その後、RRMプロセスを再起動してください。









	PGA-21025: 初期化ファイルstringをクローズ中に発生したエラー 
	
原因: 初期化ファイル<ifn>のオープン中にエラーが発生しました。


	
処置: このエラーに続いて、エラー情報を示すOS固有のメッセージが表示されます。その情報を使用してエラーの原因を確認し、修正してください。その後、RRMプロセスを再起動してください。









	PGA-21030: 行numberの無効なキーワード 
	
原因: 初期化ファイルの<line>行目に無効なキーワードが含まれています。


	
処置: 初期化ファイルの無効な行を修正し、RRMプロセスを再起動してください。









	 PGA-21031: string値の長さ(number)が有効範囲(number:number)内ではありません 
	
原因: 初期化ファイルのキーワード<key>が指定する値の長さ<len>が、有効範囲<min>から<max>にありません。


	
処置: 初期化ファイルの無効なキーワード値を修正し、RRMプロセスを再起動してください。









	PGA-21032: stringstringで指定された無効な値 
	
原因: 初期化ファイルのキーワード<key>が指定する値<val>が無効です。


	
処置: 初期化ファイルの無効なキーワード値を修正し、RRMプロセスを再起動してください。









	 PGA-21033: 初期化ファイルで発生したエラー 
	
原因: RRMの初期化中に、初期化ファイルに1つ以上のエラーが見つかりました。RRMプロセスが終了しました。


	
処置: 初期化ファイルのすべてのエラーを修正し、RRMプロセスを再起動してください。









	 PGA-21034: 初期化ファイルのエラーが多すぎるため、続行できません 
	
原因: 初期化ファイルのエラーが、RRM初期化コードで処理できる件数を超えています。


	
処置: 現在までのエラーをすべて修正し、RRMプロセスを再起動してください。その他の追加エラーは、その後に処理されます。このエラーは、初期化ファイルに無効な行が非常に多く含まれている場合のみ発生します。









	 PGA-21035: stringの値(number)が有効範囲(number:number)内ではありません 
	
原因: 初期化ファイルのキーワード<key>が指定する値<val>は、有効範囲<min>から<max>にありません。


	
処置: 初期化ファイルの無効なキーワード値を修正し、RRMプロセスを再起動してください。









	 PGA-21040: ログ・ファイルのパス・オブジェクトを作成中に発生したエラー 
	
原因: ログ・ファイルにアクセスする内部制御ブロックの作成中にメモリー不足が発生しました。


	
処置: RRMプロセスで十分なメモリーが使用可能であることを確認してください。問題が解決されない場合、サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PGA-21041: ログ・ファイルの名前オブジェクトを作成中に発生したエラー 
	
原因: ログ・ファイルにアクセスする内部制御ブロックの作成中にメモリー不足が発生しました。


	
処置: RRMプロセスで十分なメモリーが使用可能であることを確認してください。問題が解決されない場合、サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PGA-21042: ログ・ファイルのファイル・オブジェクトを作成中に発生したエラー 
	
原因: ログ・ファイルにアクセスする内部制御ブロックの作成中にメモリー不足が発生しました。


	
処置: RRMプロセスで十分なメモリーが使用可能であることを確認してください。問題が解決されない場合、サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PGA-21043: ログ・ファイルstringをオープン中に発生したエラー 
	
原因: ログ・ファイル<lfn>のオープン中にエラーが発生しました。


	
処置: このエラーに続いて、エラー情報を示すOS固有のメッセージが表示されます。その情報を使用してエラーの原因を確認し、修正してください。その後、RRMプロセスを再起動してください。









	PGA-21044: ログ・ファイルstringに書込み中に発生したエラー 
	
原因: ログ・ファイル<lfn>への書込み中にエラーが発生しました。


	
処置: このエラーに続いて、エラー情報を示すOS固有のメッセージが表示されます。その情報を使用してエラーの原因を確認し、修正してください。その後、RRMプロセスを再起動してください。









	PGA-21045: ログ・ファイルstringをクローズ中に発生したエラー 
	
原因: ログ・ファイル<lfn>のクローズ中にエラーが発生しました。


	
処置: このエラーに続いて、エラー情報を示すOS固有のメッセージが表示されます。その情報を使用してエラーの原因を確認し、修正してください。その後、RRMプロセスを再起動してください。









	 PGA-21046: ログ・ファイルでエラーが発生したため、ロギングがシステム・ログに切り替わりました 
	
原因: ログ・ファイルへの書込み中にエラーが発生したため、このRRM実行の残りはシステム・ログ機能に切り替えられました。


	
処置: ログ・ファイルでエラーが発生した原因を修正し、次にRRMを再起動したときにログ・ファイルに書き込めるようにしてください。このメッセージが表示される一般的な原因は、ディスク領域の不足です。









	 PGA-21050: トレース・ファイルのパス・オブジェクトを作成中に発生したエラー 
	
原因: トレース・ファイルにアクセスする内部制御ブロックの作成中にメモリー不足が発生しました。


	
処置: RRMプロセスで十分なメモリーが使用可能であることを確認してください。問題が解決されない場合、サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PGA-21051: トレース・ファイルの名前オブジェクトを作成中に発生したエラー 
	
原因: トレース・ファイルにアクセスする内部制御ブロックの作成中にメモリー不足が発生しました。


	
処置: RRMプロセスで十分なメモリーが使用可能であることを確認してください。問題が解決されない場合、サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PGA-21052: トレース・ファイルのファイル・オブジェクトを作成中に発生したエラー 
	
原因: トレース・ファイルにアクセスする内部制御ブロックの作成中にメモリー不足が発生しました。


	
処置: RRMプロセスで十分なメモリーが使用可能であることを確認してください。問題が解決されない場合、サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PGA-21053: トレース・ファイルstringをオープン中に発生したエラー 
	
原因: トレース・ファイル<tfn>のオープン中にエラーが発生しました。


	
処置: このエラーに続いて、エラー情報を示すOS固有のメッセージが表示されます。その情報を使用してエラーの原因を確認し、修正してください。その後、RRMプロセスを再起動してください。









	PGA-21054: トレース・ファイルstringに書込み中に発生したエラー 
	
原因: トレース・ファイル<tfn>への書込み中にエラーが発生しました。


	
処置: このエラーに続いて、エラー情報を示すOS固有のメッセージが表示されます。その情報を使用してエラーの原因を確認し、修正してください。その後、RRMプロセスを再起動してください。









	PGA-21055: トレース・ファイルstringをクローズ中に発生したエラー 
	
原因: トレース・ファイル<tfn>のクローズ中にエラーが発生しました。


	
処置: このエラーに続いて、エラー情報を示すOS固有のメッセージが表示されます。その情報を使用してエラーの原因を確認し、修正してください。その後、RRMプロセスを再起動してください。









	 PGA-21056: トレース・ファイルでエラーが発生したため、トレースが一時停止されました 
	
原因: トレース・ファイルへの書込み中にエラーが発生したため、このRRM実行の残りのトレースが一時停止されました。


	
処置: トレース・ファイルでエラーが発生した原因を修正し、次にRRMを再起動したときにトレース・ファイルに書き込めるようにしてください。このメッセージが表示される一般的な原因は、ディスク領域の不足です。









	PGA-21060: system errno = number 
	
原因: ファイル操作の失敗の後に表示されるシステム・エラー番号は<errno>です。


	
処置: システムのエラー・コードは、ヘッダー・ファイル/usr/include/errno.hに記載されています。エラーの原因を確認し、修正してください。









	PGA-21100: ローカルLU stringに対するRRMの初期化 
	
原因: ローカルLU <llu>のRRMを初期化しています。


	
処置: これは情報メッセージです。









	PGA-21101: stringから読み取られた初期化パラメータ 
	
原因: 初期化パラメータがファイル<ifn>から読み取られました。


	
処置: これは情報メッセージです。









	PGA-21102: stringに書き込まれたログ・メッセージ 
	
原因: ファイル<lfn>にログ・メッセージが書き込まれます。


	
処置: これは情報メッセージです。









	PGA-21103: stringに書き込まれたトレース情報 
	
原因: ファイル<tfn>にトレース情報が書き込まれます。


	
処置: これは情報メッセージです。









	PGA-21104: トレース・レベルは現在numberに設定されています 
	
原因: TRACE_LEVELパラメータで指定されたトレース・レベルは<trc>です。


	
処置: これは情報メッセージです。









	 PGA-21105: ローカルLU stringの起動にウォーム・スタートを実行します 
	
原因: ローカルLU <llu>のRRMは、ウォーム・スタートしています。RRMは、最後の停止時のRRM LU6.2ログから、すべてのLU6.2のログ状態をリストアしようとしています。


	
処置: これは情報メッセージです。









	PGA-21106: ローカルLU stringのウォーム・スタートが完了しました 
	
原因: ローカルLU <llu>のRRMは、ウォーム・スタートしました。これにより、RRMが前に通信を行ったローカルLUとパートナLUのすべての状態情報は、最後の停止時のRRM LU6.2ログからリストアされました。


	
処置: これは情報メッセージです。









	 PGA-21107: ローカルLU stringの起動にコールド・スタートを実行します 
	
原因: ローカルLU <llu>のRRMは、コールド・スタートしています。RRMは、前回の実行時のLU6.2ログ状態を保持しません。


	
処置: これは情報メッセージです。









	PGA-21108: ローカルLU stringのコールド・スタートが完了しました 
	
原因: ローカルLU <llu>のRRMは、コールド・スタートしました。RRMには新規のローカルLU6.2ログ名が付けられ、パートナLUのすべてのLU6.2ログ名は削除されました。


	
処置: これは情報メッセージです。









	 PGA-21109: ローカル・ログ名はx'string'です 
	
原因: ローカルLUのLU6.2ログ名は<llog>です。ログ名は印刷可能な文字列とはかぎらないため、16進数文字列として表しています。


	
処置: これは情報メッセージです。









	PGA-21110: XLNをパートナLU stringから受信しました 
	
原因: パートナLU <plu>のRRMからログ名交換(XLN)のGDS変数を受信しました。この処理は、ローカルRRMまたはパートナRRMが最後に起動して以降初めてパートナLUとの間に通信が確立した際に発生します。


	
処置: これは情報メッセージです。









	 PGA-21111: パートナ・ログ名はx'string'です 
	
原因: パートナLUのLU6.2ログ名は<plog>です。ログ名は印刷可能な文字列とはかぎらないため、16進数文字列として表しています。


	
処置: これは情報メッセージです。









	PGA-21112: パートナLU stringの新しいログ・エントリを作成中 
	
原因: RRMは、パートナLU <plu>のLU6.2ログにエントリを作成しています。この処理は、ローカルRRMが最後にコールド・スタートして以降初めてパートナLUのRRMがアクセスする際に発生します。


	
処置: これは情報メッセージです。









	PGA-21113: パートナLU stringをウォーム・スタート中 
	
原因: パートナLU <plu>のRRMは、ウォーム・スタートしています。この処理は、パートナLUのRRMがウォーム・スタートし、ローカルRRMが起動して以降初めてローカルRRMにアクセスする際に発生します。


	
処置: これは情報メッセージです。









	PGA-21114: パートナLU stringをコールド・スタート中 
	
原因: パートナLU <plu>のRRMは、コールド・スタートしています。この処理は、パートナLUのRRMがコールド・スタートし、ローカルRRMが起動して以降初めてローカルRRMにアクセスする際に発生します。


	
処置: これは情報メッセージです。









	 PGA-21115: 停止リクエストを受信しました 
	
原因: RRMが停止リクエストを受信しました。


	
処置: これは情報メッセージです。









	PGA-21116: ローカルLU stringのRRMの終了が完了しました 
	
原因: ローカルLU <llu>のRRMが終了しました。


	
処置: これは情報メッセージです。









	 PGA-21200: Oracle Serverへのstringとしての接続に失敗しました 
	
原因: RRMは、LU6.2のログ情報が格納されているOracleサーバーへユーザー<user>として接続できませんでした。このメッセージの後に、Oracleサーバー・メッセージが表示されます。


	
処置: OracleサーバーとTNSリスナーがともに操作可能であることを確認してください。RRMの初期化ファイルのLOG_DB、LOG_USERおよびLOG_PASSパラメータを参照し、それぞれ正しいデータベース文字列、ユーザーIDおよびパスワードを指定していることを確認してください。









	PGA-21201: ローカルLU stringのPGA_2PC_LUS行を選択中に発生したエラー 
	
原因: RRMは、ローカルLU6.2ログ・エントリを読み取れませんでした。このメッセージの後に、Oracleエラーを含むOracleサーバー・メッセージが表示されます。


	
処置: OracleサーバーとTNSリスナーがともに操作可能であることを確認してください。また、PGA_2PC_LUS表が存在し、手動で変更または更新されていないことを確認してください。表が操作されている場合、表を再初期化し、RRMをコールド・スタートする必要が生じる場合があります。









	PGA-21202: ローカルLU stringのPGA_2PC_LUS行を更新中に発生したエラー 
	
原因: RRMは、ウォーム・スタート中にローカルLU6.2ログ・エントリを更新できませんでした。このメッセージの後に、Oracleエラーを含むOracleサーバー・メッセージが表示されます。


	
処置: OracleサーバーとTNSリスナーがともに操作可能であることを確認してください。また、PGA_2PC_LUS表が存在し、手動で変更または更新されていないことを確認してください。表が操作されている場合、表を再初期化し、RRMをコールド・スタートする必要が生じる場合があります。









	PGA-21203: ローカルLU stringのPGA_2PC_LUS行を挿入中に発生したエラー 
	
原因: RRMは、コールド・スタート中にローカルLU6.2ログ・エントリを作成できませんでした。このメッセージの後に、Oracleエラーを含むOracleサーバー・メッセージが表示されます。


	
処置: OracleサーバーとTNSリスナーがともに操作可能であることを確認してください。また、PGA_2PC_LUS表が存在し、手動で変更または更新されていないことを確認してください。表が操作されている場合、表を再初期化し、RRMを再度コールド・スタートする必要が生じる場合があります。









	PGA-21204: ローカルLU stringのPGA_2PC_PENDING行を削除中に発生したエラー 
	
原因: RRMは、コールド・スタート中にローカルLU6.2ログの保留中のトランザクション・エントリを削除できませんでした。このメッセージの後に、Oracleエラーを含むOracleサーバー・メッセージが表示されます。


	
処置: OracleサーバーとTNSリスナーがともに操作可能であることを確認してください。また、PGA_2PC_PENDING表が存在し、手動で変更または更新されていないことを確認してください。表が操作されている場合、表を再初期化し、RRMを再度コールド・スタートする必要が生じる場合があります。









	 PGA-21205: パートナLUのPGA_2PC_LUS行を削除中に発生したエラー 
	
原因: RRMは、コールド・スタート中にローカルLU6.2ログのパートナLUのエントリを削除できませんでした。このメッセージの後に、Oracleエラーを含むOracleサーバー・メッセージが表示されます。


	
処置: OracleサーバーとTNSリスナーがともに操作可能であることを確認してください。また、PGA_2PC_LUS表が存在し、手動で変更または更新されていないことを確認してください。表が操作されている場合、表を再初期化し、RRMを再度コールド・スタートする必要が生じる場合があります。









	PGA-21206: パートナLU stringのPGA_2PC_LUS行を選択中に発生したエラー 
	
原因: RRMは、パートナLUのローカルLU6.2ログ・エントリを読み取れませんでした。このメッセージの後に、Oracleエラーを含むOracleサーバー・メッセージが表示されます。


	
処置: OracleサーバーとTNSリスナーがともに操作可能であることを確認してください。また、PGA_2PC_LUS表が存在し、手動で変更または更新されていないことを確認してください。表が操作されている場合、表を再初期化し、RRMをコールド・スタートする必要が生じる場合があります。









	PGA-21207: パートナLU stringのPGA_2PC_LUS行を挿入中に発生したエラー 
	
原因: RRMは、パートナLUのローカルLU6.2ログ・エントリを作成できませんでした。このメッセージの後に、Oracleエラーを含むOracleサーバー・メッセージが表示されます。


	
処置: OracleサーバーとTNSリスナーがともに操作可能であることを確認してください。また、PGA_2PC_LUS表が存在し、手動で変更または更新されていないことを確認してください。表が操作されている場合、表を再初期化し、RRMをコールド・スタートする必要が生じる場合があります。









	PGA-21208: パートナLU stringのPGA_2PC_LUS行を更新中に発生したエラー 
	
原因: RRMは、パートナLUのローカルLU6.2ログ・エントリを更新できませんでした。このメッセージの後に、Oracleエラーを含むOracleサーバー・メッセージが表示されます。


	
処置: OracleサーバーとTNSリスナーがともに操作可能であることを確認してください。また、PGA_2PC_LUS表が存在し、手動で変更または更新されていないことを確認してください。表が操作されている場合、表を再初期化し、RRMをコールド・スタートする必要が生じる場合があります。









	PGA-21209: パートナLU stringのPGA_2PC_PENDING行を選択中に発生したエラー 
	
原因: RRMは、パートナLU <plu>のLU6.2ログの保留中のトランザクション・エントリを読み取れませんでした。このメッセージの後に、Oracleエラーを含むOracleサーバー・メッセージが表示されます。


	
処置: OracleサーバーとTNSリスナーがともに操作可能であることを確認してください。また、PGA_2PC_PENDING表が存在し、手動で変更または更新されていないことを確認してください。表が操作されている場合、表を再初期化し、RRMをコールド・スタートする必要が生じる場合があります。









	 PGA-21210: SNAサービスとの接続をオープンできません 
	
原因: RRMは、LU6.2通信のためのSNAソフトウェアとの接続を初期化できませんでした。このメッセージの前にOS固有のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: OS固有のエラー・メッセージでエラー情報を確認して問題の原因を確認し、対処措置を行ってください。問題を修正したら、RRMを再起動してください。









	 PGA-21211: RRM TPをリスニングするLU6.2を割当てできません 
	
原因: RRMは、SNAソフトウェアによるLU6.2通信のためのLU6.2リスニングを割り当てることができませんでした。このメッセージの前にOS固有のエラー・メッセージが表示されます。


	
処置: OS固有のエラー・メッセージでエラー情報を確認して問題の原因を確認し、対処措置を行ってください。問題を修正したら、RRMを再起動してください。









	PGA-21212: パートナLU stringから不適切なデータを受信しました 
	
原因: パートナLUが、ローカルRRMとの初期通信において不正なデータを送信しました。最初に受信するデータはログ名交換(XLN)のGDS変数である必要がありますが、データがこの変数ではありませんでした。


	
処置: このエラーは、パートナLU側の接続に問題があることを示しています。システム管理者はそのLUに対して対処措置を行う必要があります。









	 PGA-21213: x'string'を受信しました 
	
原因: このメッセージは、PGA-00208メッセージに続いて表示され、パートナLUから受信したデータの最初の32バイトのダンプを出力します。


	
処置: このメッセージのデータではパートナLUの問題の確認に不十分な場合、接続のいずれかの側でSNAトレースを実行し、より詳細な情報を収集するか、RRM初期化ファイルでTRACE_LEVELパラメータを使用してトレース・ファイルへのSNAデータ・トレースを有効にしてください。









	 PGA-21214: XLNでの不適切なサービス・フラグ 
	
原因: パートナLUのRRMから受信したログ名交換(XLN)のGDS変数のサービス・フラグが正しくありません。XLNではREQUESTフラグの設定が必要とされます。


	
処置: このエラーは、パートナLU側の接続に問題があることを示しています。システム管理者はそのLUに対して対処措置を行う必要があります。









	 PGA-21215: ウォーム・スタート時のパートナ・ログ名が一致しません 
	
原因: パートナLUのRRMから受信したログ名交換(XLN)のGDS変数に、ローカルLUのRRMで認識されているものとは異なるLU6.2ログ名があります。


	
処置: これは、ローカルLUのRRMが最後に停止し、ウォーム・スタートするまでの間に、パートナLUのコールド・スタートと、後のウォーム・スタートがあった場合に発生します。ローカルLUのRRMはパートナLUがコールド・スタートしたことを認識しないため、パートナLUのRRMが不正なLU6.2ログ名を使用しているとみなします。これが発生した現象であるかどうかを検証し、その現象の場合、ローカルLUはパートナLUに対するローカルRRMのLU6.2ログ・エントリを削除することで、パートナLUのRRMから新規のLU6.2ログ名を強制的に認識させ、パートナLUからローカルLUへの接続を再開できます。このエラーからのリカバリの詳細は、第12章「2フェーズ・コミットの実装」の「RRMリカバリ」の項を参照してください。









	 PGA-21216: 最後に格納されたログ名x'string' 
	
原因: このメッセージは常にPGA-00213の後に表示され、ローカルLUのRRMで保存されたパートナLUのLU6.2ログ名<plog>がリストされます。


	
処置: メッセージ内のログ名は、パートナLUのシステム管理者が一致しないログ名の原因を確認する際に役立つ場合があります。









	 PGA-21217: パートナ送信ログ名x'string' 
	
原因: このメッセージは常にPGA-00214の後に表示され、パートナLUのRRMが送信したLU6.2ログ名<plog>がウォーム・スタート時のログ名交換(XLN)のGDS変数でリストされます。


	
処置: メッセージ内のログ名は、パートナLUのシステム管理者が一致しないログ名の原因を確認する際に役立つ場合があります。









	 PGA-21218: パートナLU stringのコールド・スタートが拒否されました。number個のトランザクションが保留しています 
	
原因: パートナLUのRRMからコールド・スタートが要求されましたが、ローカルRRMでは、ローカルRRMのLU6.2ログ内にそのLUの未解決の保留中トランザクションが存在することを検出しました。


	
処置: 保留中トランザクションが解決した場合、パートナLUのコールド・スタート要求が受け入れられる前に、ローカルRRMのLU6.2ログから手動でトランザクションを削除する必要があります。保留中のトランザクションが解決しない場合、パートナLUのコールド・スタート要求が受け入れられる前に、トランザクションを解決し、ローカルRRMのLU6.2ログから手動で削除する必要があります。









	PGA-21219: ローカルLU stringに対して、DBAによるリカバリ操作が必要です 
	
原因: DBAによる操作が必要な条件が発生しました。このメッセージは、アラート・メッセージとしてシステム・ログへも送信されます。


	
処置: DBAではRRMログ・ファイルを参照し、実施対象の操作を識別します。ログ・ファイル内のメッセージは、DBAによる操作が必要となったイベントを示しています。また、DBAに必要な一連の操作の詳細は、このマニュアルの付録に記載されています。リカバリの詳細は、Oracle Database Gateway for APPCインストレーションおよび構成ガイドの第8章「2フェーズ・コミットの実装」のRRMリカバリに関する項を参照してください。









	PGA-21220: ロギング・エラーの制限(number)を超えました。LU stringに対するRRMを停止中です 
	
原因: RRMのローカルLU6.2ログ表のアクセス中に、Oracleエラーの制限<lim>を超えました。ローカルLU <llu>のRRMを停止しています。


	
処置: DBAではRRMログ・ファイルを参照し、実施対象の操作を識別します。ログ・ファイルのメッセージは発生したOracleエラーを示しており、DBAが対処措置を行う必要があります。









	PGA-21221: ローカルLU stringのコールド・スタート中にコミットに失敗しました 
	
原因: RRMは、ローカルLU <llu>のコールド・スタート中に、ローカル・ログへの更新をコミットできませんでした。このメッセージの後に、Oracleエラーを含むOracleサーバー・メッセージが表示されます。


	
処置: OracleサーバーとTNSリスナーがともに操作可能であることを確認してください。また、PGA_2PC_LUS表が存在し、手動で変更または更新されていないことを確認してください。表が操作されている場合、表を再初期化し、RRMをコールド・スタートする必要が生じる場合があります。









	PGA-21222: ローカルLU stringのウォーム・スタート中にコミットに失敗しました 
	
原因: RRMは、ローカルLU <llu>のウォーム・スタート中に、ローカル・ログへの更新をコミットできませんでした。このメッセージの後に、Oracleエラーを含むOracleサーバー・メッセージが表示されます。


	
処置: OracleサーバーとTNSリスナーがともに操作可能であることを確認してください。また、PGA_2PC_LUS表が存在し、手動で変更または更新されていないことを確認してください。表が操作されている場合、表を再初期化し、RRMをコールド・スタートする必要が生じる場合があります。









	PGA-21223: パートナLU stringの最初の処理中にコミットに失敗しました 
	
原因: RRMは、パートナLU <plu>の最初の処理中に、ローカル・ログへの更新をコミットできませんでした。このメッセージの後に、Oracleエラーを含むOracleサーバー・メッセージが表示されます。


	
処置: OracleサーバーとTNSリスナーがともに操作可能であることを確認してください。また、PGA_2PC_LUS表が存在し、手動で変更または更新されていないことを確認してください。表が操作されている場合、表を再初期化し、RRMをコールド・スタートする必要が生じる場合があります。









	PGA-21224: パートナLU stringのコールド・スタート中にコミットに失敗しました 
	
原因: RRMは、パートナLU <plu>のコールド・スタート中に、ローカル・ログへの更新をコミットできませんでした。このメッセージの後に、Oracleエラーを含むOracleサーバー・メッセージが表示されます。


	
処置: OracleサーバーとTNSリスナーがともに操作可能であることを確認してください。また、PGA_2PC_LUS表が存在し、手動で変更または更新されていないことを確認してください。表が操作されている場合、表を再初期化し、RRMをコールド・スタートする必要が生じる場合があります。









	 PGA-21300: データを受信する必要がある場合にデータを受信しませんでした 
	
原因: RRMはパートナRRMからのデータを受信しようとしましたが、何も受信しませんでした。


	
処置: このエラーは、パートナLU側の接続に問題が発生した可能性があることを示しています。システム管理者はそのLUに対して対処措置を行う必要があります。









	PGA-21301: 無効な制御を受信しました: string 
	
原因: RRMは、パートナRRMから不正な制御フラグ<control>を受信しました。


	
処置: このエラーは、パートナLU側の接続に問題が発生した可能性があることを示しています。システム管理者はそのLUに対して対処措置を行う必要があります。









	 PGA-21400: 環境変数ORACLE_HOMEが設定されていません 
	
原因: 環境変数ORACLE_HOMEが、RRMの開始前に設定されていません。


	
処置: 環境変数ORACLE_HOMEは、RRMの開始前にゲートウェイのORACLE_HOMEディレクトリに設定する必要があります。









	 PGA-21401: 環境変数ORACLE_HOMEがNULLに設定されています 
	
原因: 環境変数ORACLE_HOMEがNULL値に設定されています。


	
処置: 環境変数ORACLE_HOMEは、RRMの開始前にゲートウェイのORACLE_HOMEディレクトリに設定する必要があります。









	PGA-21402: ファイルstringをオープン中に発生したエラー。fopen errno = number 
	
原因: RRMエンキュー・ファイル<fn>の書込みのためのオープン中にエラーが発生しました。fopenのエラー番号は<errno>です。


	
処置: <errno>値を使用して問題の原因を確認し、修正してからRRMを再起動してください。









	PGA-21403: ファイルstringに書込み中に発生したエラー。fputs errno = number 
	
原因: RRMエンキュー・ファイル<fn>への書込み中にエラーが発生しました。fputsのエラー番号は<errno>です。


	
処置: <errno>値を使用して問題の原因を確認し、修正してからRRMを再起動してください。









	PGA-21404: ファイルstringをクローズ中に発生したエラー。fclose errno = number 
	
原因: RRMエンキュー・ファイル<fn>のクローズ中にエラーが発生しました。fcloseのエラー番号は<errno>です。


	
処置: <errno>値を使用して問題の原因を確認し、修正してからRRMを再起動してください。









	PGA-21405: ファイルstringを削除中に発生したエラー。remove errno = number 
	
原因: 停止中に、RRMエンキュー・ファイル<fn>の削除エラーが発生しました。removeのエラー番号は<errno>です。


	
処置: <errno>値を使用して問題の原因を確認し、修正してからRRMを再起動してください。RRMを開始する前に、ファイル<fn>は手動で削除する必要があります。









	PGA-21450: 通信エラー: 'string'が正常に実行されませんでした。errno = number 
	
原因: AIX SNA関数<func>の実行に失敗しました。システムのエラー番号は<errno>です。


	
処置: AIX SNAエラー・コードはIBMのマニュアル『AIX SNA Server: Diagnosis Guide and Messages』に記載されています。このマニュアルを使用して問題の原因を確認し、修正してください。SNAシステム・エラー番号は、AIXシステムのヘッダー・ファイル/usr/include/luxsna.hにも記載されています。









	 PGA-21451: SNA Serverは停止中です 
	
原因: SNAサーバーが停止しており、SIGUSR1がRRMへ送信されました。


	
処置: この現象が発生した場合、RRMを終了する必要があります。システム管理者に連絡して、SNAサーバー停止の原因を確認してください。SNAサーバーが再起動した後に、RRMを再起動してください。









	 PGA-22001: リモート・ホスト名がNULLです。 
	
原因: TCP/IPプロトコルがリモート・ホスト名にNULLを戻しました。


	
処置: pg4tcpmapツールでリモート・ホスト名を確認し、PL/SQL文を再実行してください。問題を解決できない場合、サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PGA-22002: 通信エラー: TCP/IP stringが正常に実行されませんでした。rc = number 
	
原因: 関数<func>の実行に失敗しました。リターン・コードは<rc>です。


	
処置: 問題を解決できない場合、サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PGA-22003: 通信エラー: TCP/IP stringが正常に実行されませんでした。rc = number(string用) 
	
原因: 指定されたTCP/IP関数<func>の実行中に予期しない通信エラーが発生しました。TCP/IP関数のリターン・コードは<rc>、関数<func> のパラメータは<parm>です。


	
処置: 問題を解決できない場合、サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PGA-22004: メッセージの合計値の長さ(number)が有効範囲(number:number)内ではありません 
	
原因: 値の長さ<len>が有効な範囲<min>から<max>にありません。


	
処置: 問題を解決できない場合、サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PGA-22005: 無効なソケット・ファイル・ディスクリプタ: アクティブな対話が検出されませんでした 
	
原因: このユーザーのアクティブなTCP/IP対話がありませんでした。


	
処置: アプリケーションがPL/SQL TIPルーチンを不正な順序でコールしていないことを確認してください。









	 PGA-22006: パラメータstringが指定されていません。 
	
原因: ゲートウェイの初期化ファイルに、パラメータ<parm>がありません。


	
処置: ゲートウェイの初期化ファイルに、指定されていないパラメータを追加してください。TCP/IPを使用したゲートウェイに必要な初期化パラメータの詳細は、『Oracle Database Gatewayインストレーション・ガイド』を参照してください。









	 PGA-22007: ユーザーID stringの長さがnumberで無効です。最大長はnumberです 
	
原因: ユーザーID<uid>が長すぎます(<len>)。ユーザーIDの許容最大長は<max>文字です。


	
処置: ユーザーIDはPGA_TCP_IMSC表へのOCIログオンのため、短い値に変更する必要があります。TCP/IPを使用したゲートウェイに必要なゲートウェイ初期化パラメータの詳細は、『Oracle Database Gatewayインストレーション・ガイド』を参照してください。









	PGA-22008: numberのパスワード長が無効です。最大長はnumberです 
	
原因: パスワードが長すぎます(<len>)。パスワードの許容最大長は<max>文字です。


	
処置: PGA_TCP_IMSC表へのOCIログオンのために、パスワードは短い値に変更する必要があります。TCP/IPを使用したゲートウェイに必要なゲートウェイ初期化パラメータの詳細は、『Oracle Database Gatewayインストレーション・ガイド』を参照してください。









	 PGA-22009: データベース名stringの長さがnumberで無効です。最大長はnumberです 
	
原因: データベース名<db name>が長すぎます(<len>)。データベース名の許容最大長は<max>文字です。


	
処置: PGA_TCP_IMSC表へのOCIログオンのために、データベース名は短い値に変更する必要があります。TCP/IPを使用したゲートウェイに必要なゲートウェイ初期化パラメータの詳細は、『Oracle Database Gatewayインストレーション・ガイド』を参照してください。









	 PGA-22010: ユーザーID stringの長さがnumberで無効です。最大長はnumberです 
	
原因: ユーザーID<uid>が長すぎるため、<len>)TCP/IP RACF対話セキュリティで使用できません。これは、ゲートウェイ初期化パラメータPGA_SECURITY_TYPEがSAMEまたはPROGRAMに設定されている場合のみ発生することがあります。


	
処置: クライアント・システムおよびリモート・トランザクション・プログラムが実行されているシステムの両方で、ユーザーIDを短い値に変更する必要があります。ユーザーIDの許容最大長は<max>文字です。この制限はゲートウェイではなく、RACFの制限です。









	PGA-22011: numberのパスワード長が無効です。最大長はnumberです 
	
原因: パスワードが長すぎるため(<len>)、TCP/IP RACF対話のセキュリティで使用できません。これは、ゲートウェイ初期化パラメータPGA_SECURITY_TYPEがPROGRAMに設定されている場合のみ発生することがあります。


	
処置: クライアント・システムおよびリモート・トランザクション・プログラムが実行されているシステムの両方で、パスワードを短い値に変更する必要があります。パスワードの許容最大長は<max>文字です。この制限はゲートウェイではなく、RACFの制限です。









	PGA-22012: IMS接続エラー: return code = string、reason code = string 
	
原因: recv関数の実行中に予期しないIMS接続エラーが発生しました。リターン・コード<rc>と理由コード<rsc>がメッセージ・テキストに表示されます。詳細は、OLTP SDSFログおよびHWSから始まるIMS接続エラー・メッセージを参照してください。メッセージは『IBM IMS Connect Guide and Reference』マニュアルに記載されています。


	
処置: エラーの原因を確認し、修正後にトランザクションを再実行してください。









	PGA-22014: numberのトランザクション・コード長がnumberの最大長を超えています 
	
原因: PGAINITまたはPGAINIT_SECに渡されたトランザクション・コード長<len>は、許容最大長<max>を超えていました。


	
処置: PGAUへのトランザクションの定義に使用されたPGDLおよびCOBOLのレコードの説明が、トランザクション・プログラムと同期していることを確認してください。また、PGAUが正しい定義を使用してPL/SQL TIPを生成したことを確認してください。生成されたPL/SQLコードが変更されている場合、正しいことを確認してください。














119 PGU-00100からPGU-50101



	 PGU-00100: 無効なSPOOLファイル名 
	
原因: SPOOLコマンドを使用する場合、既存のファイル名を指定します。


	
処置: 現在、存在していないファイルに有効な名前を指定してください。









	 PGU-00101: コマンドの最後に余分なテキスト 
	
原因: コマンドラインに不明なコマンドまたはその他のテキストがありました。


	
処置: コマンドの構文を確認し、コマンドを再発行してください。









	 PGU-00106: 無効なECHOスイッチ 
	
原因: SET ECHOコマンドに無効なオプションが指定されました。


	
処置: SET ECHOコマンドにONまたはOFFオプションを使用してください。









	 PGU-00107: 無効なTERMOUTスイッチ 
	
原因: SET TERMOUTコマンドに無効なオプションが指定されました。


	
処置: SET TERMOUTコマンドにONまたはOFFオプションを使用してください。









	 PGU-00108: 無効なTIMINGスイッチ 
	
原因: SET TIMINGコマンドに無効なオプションが指定されました。


	
処置: SET TIMINGコマンドにONまたはOFFオプションを使用してください。









	 PGU-00110: 無効なSETオプション 
	
原因: SETコマンドに無効なオプションが指定されました。


	
処置: SETコマンドの構文を確認し、コマンドを再発行してください。









	 PGU-00111: 無効なSHOWオプション 
	
原因: SHOWコマンドに無効なオプションが指定されました。


	
処置: SHOWコマンドの構文を確認し、コマンドを再発行してください。









	 PGU-00115: 予期しないコマンドの終了 
	
原因: オプションが指定されましたが、必須の引数が指定されていません。


	
処置: コマンドの構文を確認し、値が必要なオプションに適切な引数を指定して、コマンドを再入力してください。









	 PGU-00120: 無効なSTOPONERRORスイッチ 
	
原因: SET STOPONERRORコマンドに無効なオプション・スイッチが指定されました。


	
処置: SET STOPONERRORコマンドにONまたはOFFオプションを使用してください。









	 PGU-00122: 無効なSET数値パラメータ 
	
原因: SETコマンドのオプションの値には数値が必要ですが、文字または無効な値が指定されました。


	
処置: コマンドの構文を確認し、オプションに適切な数値を使用して、コマンドを再入力してください。









	 PGU-00125: 整数値のオーバーフロー 
	
原因: 指定された数値が大きすぎます。


	
処置: 小さい数値を使用してください。









	 PGU-00129: 範囲(1 - number)外の値 
	
原因: 指定された値が範囲外でした。有効な範囲はエラー・メッセージに表示されます。


	
処置: このメッセージに指定されている範囲の数値を使用してください。









	 PGU-00132: NULLのホスト名/パスワードが指定されました 
	
原因: ホスト名/パスワードが指定されていません。


	
処置: 正しいホスト名/パスワードを指定してください。









	 PGU-00136: 不正な変数の仕様 
	
原因: VARIABLEコマンドを使用して、変数が誤って指定されました。


	
処置: コマンドの構文を確認し、コマンドを再発行してください。









	 PGU-00137: PL/SQLブロック内の構文エラー 
	
原因: PL/SQLブロック内に構文エラーがあります。


	
処置: 構文エラーを修正してください。









	 PGU-00142: オブジェクト・タイプ、所有者または名前を認識できません 
	
原因: 指定したオブジェクト・タイプ、所有者または名前が認識されませんでした。


	
処置: 正しいオブジェクト・タイプ、所有者または名前を指定してください。









	 PGU-00143: 変数が定義されていません 
	
原因: 指定した変数が認識されませんでした。


	
処置: 既存の変数を指定してください。









	 PGU-00144: DESCRIBEの無効なオブジェクト・タイプ 
	
原因: 指定されたオブジェクト・タイプがTABLE、VIEWまたはPROCEDUREではありません。


	
処置: オブジェクトが表、ビュー、プロシージャのいずれかであることを確認してください。このいずれかの場合は、正しい名前が指定されていることを確認し、再試行してください。いずれでもない場合は、そのオブジェクトを記述してください。









	 PGU-00145: DESCRIBEの無効なオブジェクト名 
	
原因: 指定された表、ビュー、ストアド・プロシージャ、またはファンクションは認識されませんでした。


	
処置: 綴りを確認し、既存の表、ビュー、ストアド・プロシージャ、またはファンクションを指定してください。









	 PGU-00149: 無効なSERVEROUTPUTスイッチ 
	
原因: SET SERVEROUTPUTコマンドに無効なオプションが指定されました。


	
処置: コマンドの構文を確認し、コマンドを再発行してください。









	 PGU-00300: 内部エラー・コード、引数: [number]、[string] 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡して、エラーが発生するまでの状況と表示されたすべてのメッセージを報告してください。









	 PGU-00302: データベースに接続されていません 
	
原因: 要求した操作を実行するには、データベースに接続する必要があります。


	
処置: 有効なユーザー名およびパスワードを使用し、データベースに接続してから操作を再試行してください。









	 PGU-00304: 入力ファイルのI/Oエラー[number] - 入力が強制終了されました 
	
原因: PGAUへの入力として使用したコマンド・ファイルが破損しているかまたは無効です。


	
処置: ファイルを確認してから操作を再試行してください。









	 PGU-00305: コマンド・サイズが内部バッファ・サイズ(number)を超えています 
	
原因: SQL文のサイズがPGAUのバッファ・サイズを超えました。


	
処置: 必要に応じて、余分な空白を削除するか、または中間文をビューとして使用し、SQL文を短くしてください。









	 PGU-00306: 範囲(1 - number)外の監視サイクル間隔時間 
	
原因: サイクル間隔に無効な数値が入力されました。


	
処置: サイクル間隔には1から3600の間の数値を入力してください。この数値は秒数を示します。









	PGU-00307: スプール・ファイルstringをオープンできません 
	
原因: スプール・ファイル名の入力後、PGAUでスプール・ファイルをオープンしようとしましたが、ファイルをオープンできませんでした。可能性のある原因として、ディスク領域が不十分であるか、ファイルを作成する権限が不十分であることが考えられます。


	
処置: PGAUで新規ファイルを作成できない原因を判断してから再試行してください。









	 PGU-00308: スプール・ファイルがオープンされていません 
	
原因: SPOOL OFFが入力されましたが、現在スプールしていないため、クローズするファイルがありません。


	
処置: セッションの出力を取得するには、SPOOL OFFを使用してファイルをクローズする前に、SPOOLコマンドを使用してファイルをオープンしてからコマンドを入力してください。









	PGU-00309: スプール・ファイルstringをクローズできません 
	
原因: 現在オープンしているスプール・ファイルをSPOOL OFFでクローズできませんでした。


	
処置: スプール・ファイルをクローズできない理由について、オペレーティング・システム上の原因を確認してください。









	PGU-00310: パラメータ・ファイルstringをオープンできません 
	
原因: PGAUでは、PFILEオプションで指定されたファイルが見つからないか、またはオープンできません。ファイルが存在しないか、またはPGAUにファイルをオープンする権限がありません。


	
処置: PGAUで想定する場所にファイルが存在し、オープンできることを確認してください。









	 PGU-00311: データが内部バッファ・サイズを超えています 
	
原因: SQL問合せで戻された結果がPGAUの内部バッファ・サイズを超えています。


	
処置: SETコマンドを使用してMAXDATAを増やすか、ARRAYSIZEを減らしてください。









	 PGU-00314: PGAUコマンドラインに指定された無効なパラメータ 
	
原因: PGAUコマンドラインに認識できないパラメータが指定されました。


	
処置: PGAUコマンドラインに指定されたパラメータを確認してください。









	PGU-00315: コマンド・ファイルstringをオープンできません 
	
原因: PGAUでは、指定されたコマンド・ファイルが見つかりません。


	
処置: ファイル名とPGAUのファイルに対するアクセス権限を確認してから再試行してください。









	 PGU-00317: ツールのバージョンがDATAのバージョン[string]と競合します 
	
原因: このバージョンのPGAUツールでは、データベース内のDATAを処理できません。


	
処置: このツールを使用すると、現行のデータベースを破損する可能性があります。DATAのバージョンがツールのバージョンよりも大きい場合は、ツールのバージョンが間違っています。ツールのバージョンがDATAのバージョンよりも大きい場合は、DATAを正しいバージョン・レベルに更新するための、オラクル社が提供するSQLスクリプトがあるかどうかを確認してください。









	 PGU-00318: PGAUコマンドライン・エラー[number] 
	
原因: PGAUコマンドラインの入力中に、構文エラーまたは入力エラーがありました。


	
処置: 構文を確認して再試行してください。









	PGU-00319: pgau構成ファイルstringを検出できません 
	
原因: 指定されたファイルを検出できません。


	
処置: 指定されたファイルが存在するかどうかを確認してから、PGAUを再実行してください。









	PGU-00320: pgau構成ファイルstringをオープンできません 
	
原因: 指定されたファイルをオープンできません。


	
処置: 指定されたファイルがPGAUで使用可能なことを確認してください。









	 PGU-00322: コマンドライン・パラメータの合計サイズがバッファ・サイズを超えています 
	
原因: 入力したコマンドライン引数が多すぎて、PGAUのバッファ・サイズを超えています。


	
処置: コマンドライン引数の数を減らしてください。









	 PGU-00325: pfileが大きすぎます 
	
原因: PFILEを使用して指定したファイルが大きすぎます(8Kを超えています)。


	
処置: パラメータ・ファイルのサイズを縮小してから、PFILEを使用して再指定してください。









	 PGU-00327: このモードではコマンドを使用できません 
	
原因: このモードでは使用できないコマンドを指定しました。


	
処置: このコマンドは指定しないでください。









	 PGU-00328: この表示に対する権限が不十分です 
	
原因: 不十分な権限でMONITOR表示を表示しようとしました。


	
処置: データベース管理者(DBA)に連絡し、必要な権限を取得してください。









	 PGU-00331: SQLバッファに十分なメモリーを割り当てることができません 
	
原因: 現在のSQLバッファのメモリーが不十分です。


	
処置: SETコマンドを使用してMAXDATAを減らしてください。









	 PGU-00337: インスタンス名が欠落しています 
	
原因: CONNECT文にインスタンス名が指定されていません。


	
処置: 'connect username/password@instance'または'connect username/password'を使用してください。









	 PGU-00341: 'string'は未定義のバインド変数です 
	
原因: SQL文が未定義のバインド変数を参照しています。


	
処置: VARIABLE文を使用してバインド変数を定義し、問合せを再実行してください。









	 PGU-00347: オフライン表領域は存在しません 
	
原因: 設定されたオンライン表領域のリスト・ボックスに含まれている要素は0個です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PGU-00359: モニターはすでにアクティブです 
	
原因: このモニターのインスタンス化はすでにアクティブです。


	
処置: モニターが表示されるまで、ウィンドウを循環します。









	 PGU-00360: 記述するオブジェクトが存在しません 
	
原因: DESCRIBE FUNCTION/PROCEDURE/PACKAGE文のオブジェクトが存在しません。


	
処置: オブジェクト名と所有者が正しいこと、およびオブジェクトが存在することを確認してください。









	 PGU-00361: 記述中に発生したエラー 
	
原因: 記述中に予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 次のエラーを確認し、問題を修正してください。









	 PGU-00362: オブジェクトstringはパッケージです。'DESCRIBE <package>.<procedure>'を使用してください 
	
原因: 指定されたオブジェクトはパッケージです。現在、DESCRIBEにパッケージ仕様部全体の記述がありません。


	
処置: メッセージ・テキストに示されるように、パッケージ仕様部を記述してください。









	 PGU-00363: パッケージにプロシージャまたはファンクションstringはありません 
	
原因: 指定されたパッケージには、指定されたプロシージャまたはファンクションがありません。


	
処置: パッケージ内のプロシージャまたはファンクションを指定してください。









	 PGU-00364: オブジェクトstringはリモート・オブジェクトです。これ以上記述できません 
	
原因: 指定されたオブジェクト名は、データベース・リンクが含まれているか、またはデータベース・リンクの名前に解決されるシノニムです。このようなオブジェクトは、現在記述できません。


	
処置: ローカル・オブジェクトを指定してください。









	 PGU-00365: オブジェクトstringは無効です。記述されない場合があります 
	
原因: オブジェクトは正常にコンパイルされている必要があります。


	
処置: オブジェクト内のエラーを修正して再コンパイルしてください。









	 PGU-00366: 名前stringは不正な形式です。[[a.]b.]c@dblinkの形式にしてください。 
	
原因: この名前は、最大3つのパーツと1つのデータベース・リンクを含むことができます。


	
処置: 正しい形式のオブジェクト名を使用してください。









	 PGU-00370: 必須フィールド/リストに値を入力する必要があります 
	
原因: すべての必須項目が入力される前にダイアログを実行しようとしました。


	
処置: すべての必須項目を入力してから再試行してください。









	PGU-00371: 入力ヘルプ・ファイルstringをオープン/検出できません 
	
原因: ヘルプ・キーを押したか、「ヘルプ」メニューから項目を選択しました。


	
処置: ヘルプ・ファイルを指定された位置に置いてください。









	PGU-00372: 入力索引ファイルstringをオープン/検出できません 
	
原因: ヘルプ・キーを押したか、「ヘルプ」メニューから項目を選択しました。


	
処置: 索引ヘルプ・ファイルを指定された位置に置いてください。









	 PGU-00373: ツールキットからサイズnumberのメモリーを割り当てることができません 
	
原因: ヘルプ・キーを押したか、「ヘルプ」メニューから項目を選択しました。


	
処置: PGAUを終了し、再入力してから再試行してください。









	 PGU-00374: stringにファイル位置を直接設定できませんでした 
	
原因: ヘルプ・キーを押したか、「ヘルプ」メニューから項目を選択しました。


	
処置: fseek()ルーチンが失敗しました。代替の選択をしました。処置は必要ありません。









	PGU-00375: ファイルstringの予期しない終了 
	
原因: ヘルプ・キーを押したか、「ヘルプ」メニューから項目を選択しました。


	
処置: PGAUを終了して、正しいヘルプ・ファイルをインストールしてください。









	 PGU-00376: ナビゲーションを可能にするには、必須フィールドに入力する必要があります 
	
原因: 次の項目または前の項目へナビゲートしようとしました。


	
処置: 現行フィールドに入力してから、次の項目または前の項目に移動してください。









	 PGU-00377: ナビゲーションを可能にするには、必須リストのアイテムを選択する必要があります 
	
原因: 次の項目または前の項目へナビゲートしようとしました。


	
処置: 項目を選択してから、次の項目または前の項目に移動してください。









	 PGU-00378: ヘルプを検索するには、アイテムを選択する必要があります 
	
原因: 項目を選択する前にヘルプを取得しようとしました。


	
処置: 項目を選択してから再実行してください。









	 PGU-00379: 変数が定義されていません 
	
原因: SHOW VAR[IABLES] [var-name]を実行しようとしましたが、変数が定義されていません。または変数が指定されていないか、定義されていません。


	
処置: 変数が正しく定義されていることを確認してください。









	 PGU-00380: この文に必要な手続き型オプション 
	
原因: 手続き型オプションが必要な文を実行しようとしましたが、手続き型オプションがインストールされていません。


	
処置: この文は手続き型オプションがない場合は発行できません。この文を実行するには、手続き型オプションをインストールしてください。









	 PGU-00381: SERVEROUTPUTオプションで発生したエラー 
	
原因: DBMS_OUTPUTパッケージがインストールされていない可能性があります。詳細は、付随するメッセージを確認してください。


	
処置: 付随するメッセージを確認して、適切な処置を行ってください。









	PGU-00382: 値stringは、stringの認識可能なファイル名ではありません 
	
原因: PGAU初期化変数の値(初期化ファイルを参照している)は認識可能なファイル名ではありません。


	
処置: 有効なファイル名を指定してください。または初期化ファイルの実行を回避するため、変数を定義しないでください。









	 PGU-00383: ファイル名string(stringで示されている)をオープンできませんでした 
	
原因: PGAU初期化変数で示されているファイル名をオープンできませんでした。


	
処置: 使用可能なファイル名を指定してください。または初期化ファイルの実行を回避するため、変数を定義しないでください。









	PGU-00384: pgauリソース・ファイルstringをオープンできませんでした 
	
原因: 指定したファイルをオープンできませんでした。


	
処置: ファイルをPGAUで使用できるようにしてください。









	PGU-00385: pgauリソース・ファイルstringを検出できませんでした 
	
原因: 指定したファイルを検出できませんでした。


	
処置: ファイルが存在するかどうかを確認してから、PGAUを再実行してください。









	PGU-00386: ツールキット・リソース・ファイルstringをオープンできませんでした 
	
原因: 指定したファイルをオープンできませんでした。


	
処置: ファイルをPGAUで使用できるようにしてください。









	PGU-00387: ツールキット・リソース・ファイルstringを検出できませんでした 
	
原因: 指定したファイルを検出できませんでした。


	
処置: ファイルが存在するかどうかを確認してから、PGAUを再実行してください。









	 PGU-00388: PGAUは、スクリーン・モードでは起動できません。値が有効かどうか確認してください: 
	
原因: 変数が正しく設定されていません。


	
処置: PGAUでリストされる値を確認し、それらが正しいかどうかを確認してください。









	PGU-00389: ツールキット・リソース・ファイル名はstringに定義されています 
	
原因: 指定したファイルを検出できませんでした。


	
処置: 指定されたファイルが存在し、かつアクセス可能であることを確認してください。









	PGU-00390: 端末タイプstringはstringで定義されています 
	
原因: <variable>で指定されている端末タイプは有効ではない可能性があります。


	
処置: 端末の指定が正しいことを確認してください。









	 PGU-00391: 値stringはstringに定義されています。有効な値: stringまたはstring 
	
原因: PGAUモードが正しく定義されていません。


	
処置: 変数の値を正しい値に定義してください。









	 PGU-20000: stringがstring文で表stringに対して正常に実行されませんでした。rc=number 
	
原因: 文<statement>の解析操作<oper>中、表<table>に対して、PGAUで構文エラーがありました。リターン・コードは<rc>です。


	
処置: PGAU文の識別子名の綴りと句読点が正しいかどうか、その他の構文エラーがないかどうかを確認してください。









	 PGU-20001: string(string変数内)がstring文で表stringに対して正常に実行されませんでした。rc=number 
	
原因: 演算<oper>が文<statement>の変数<varname>でPG DD表<table>に対して正常に実行されませんでした。リターン・コードは<rc>です。


	
処置: セマンティックにエラーが発生しました。PGAUスクリプト内のすべての識別子名を確認してください。









	 PGU-20002: Oracleにログインできません 
	
原因: Oracleサーバーにログオンしようとしてエラーが発生しました。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: PG DDが含まれているOracleサーバーが操作可能であることを確認してください。









	 PGU-20003: カーソルをオープンできません 
	
原因: 発生してはならないPGAUの内部論理エラーです。SQL文カーソルをオープン中にエラーが発生しました。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: PG DDが含まれているOracleサーバーが操作可能であることを確認してください。それ以外の場合は、症状文書でエラーを再現してください。サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PGU-20004: カーソルをクローズできません 
	
原因: 発生してはならないPGAUの内部論理エラーです。SQL文カーソルをクローズ中にエラーが発生しました。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: PG DDが含まれているOracleサーバーが操作可能であることを確認してください。それ以外の場合は、症状文書でエラーを再現してください。サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PGU-20005: PG DD変更をコミットできません 
	
原因: 発生してはならないPGAUの内部論理エラーです。変更点をPG DDにコミットしようとしてエラーが発生しました。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: PG DDが含まれているOracleサーバーが操作可能であることを確認してください。それ以外の場合は、症状文書でエラーを再現してください。サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PGU-20006: Oracleからログアウトできません 
	
原因: 発生してはならないPGAUの内部論理エラーです。Oracleサーバーからログオフ中にエラーが発生しました。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: PG DDが含まれているOracleサーバーが操作可能であることを確認してください。それ以外の場合は、症状文書でエラーを再現してください。サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PGU-20007: PG DD変更をロールバックできません 
	
原因: 発生してはならないPGAUの内部論理エラーです。変更点をPG DDからロールバックしようとしてエラーが発生しました。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: PG DDが含まれているOracleサーバーが操作可能であることを確認してください。それ以外の場合は、症状文書でエラーを再現してください。サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PGU-30000: トランザクションstring、バージョンstringの仕様がファイルstringに生成されました 
	
原因: PGAUは、トランザクション<tranname>とバージョン<version>のTIPの仕様をファイル<fileid>に正常に生成しました。


	
処置: 必要ありません。これは情報メッセージです。









	PGU-30001: PGAU内部エラー - string 
	
原因: PGAUの内部操作エラーが発生しました。


	
処置: サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PGU-30002: >>> Initialization of string File Header <<< 
	
原因: このレコードは初期化のときにトレースまたはログ・ファイルに書き込まれます。


	
処置: これは情報メッセージです。









	 PGU-30003: トランザクションstring、バージョンstringのボディがファイルstringに生成されました 
	
原因: PGAUは、トランザクション<tranname>とバージョン<version>のTIPのボディをファイル<fileid>に正常に生成しました。


	
処置: 必要ありません。これは情報メッセージです。









	PGU-30008: ファイルstringのオープンに失敗 
	
原因: LMSファンクションの初期化が完了する前に、PGAUのディスクに対するトレースまたはロギングが要求されましたが、PGAUは指定されたトレース・ファイルまたはログ・ファイル<fileid>のオープンに失敗しました。


	
処置: ファイルへの書込みアクセスがあること、およびファイルが大きくなった場合の領域があることを確認してください。









	PGU-30009: ファイルstringのクローズに失敗 
	
原因: LMSファンクションが完了した後に、PGAUのディスクに対するトレースまたはロギングが要求されましたが、PGAUは指定されたトレース・ファイルまたはログ・ファイル<fileid>のクローズに失敗しました。


	
処置: ファイルへの書込みアクセスがあること、およびファイルが大きくなった場合の領域があることを確認してください。









	PGU-30010: stringバイトの記憶域をstring用に取得することに失敗 
	
原因: LMSファンクションの初期化が完了する前に、PGAUは、LMSの初期化に対応する記憶域の<bytes>を<use>用に取得することに失敗しました。


	
処置: 操作中にPGAUに使用可能な専用記憶域の合計量を増やしてください。









	 PGU-30012: 無効な言語環境(string)です。デフォルトが使用されます 
	
原因: LMSファンクションの初期化が完了する前に、環境変数LANGUAGEによって無効なOracleのNLS言語<lang>が指定されました。言語環境変数SSTDLANGの設定値がデフォルトとして使用されました。


	
処置: LANGUAGE環境変数を修正して、有効なOracleのNLS言語を指定してください。









	 PGU-30014: pgauメッセージ・ファイルstringが見つかりません 
	
原因: LMSファンクションの初期化が完了する前に、PGAUメッセージ・ファイル<fileid>が見つかりませんでした。


	
処置: Oracleメッセージ・ファイルが$ORACLE_HOME/pg4appc/mesgディレクトリ内にあり、破損していないことを確認してください。有効なフィールドはpguxx.msbの形式で、xxは国コードを示します。









	 PGU-30024: メモリー割当て障害: string(stringバイト) 
	
原因: 使用可能なメモリーが不足しています。記憶域の割当てに失敗した理由<purpose>については、サイズが<len>に指定されているためです。


	
処置: GENERATEの操作中にPGAUに使用可能な専用記憶域の合計量を増やしてください。









	 PGU-30026: オープン障害: ファイルstring(stringモード) 
	
原因: <file>を<mode>アクセスでfopen処理中にエラーが発生しました。


	
処置: ファイルを出力するために使用する場合は、PGAUに指定されたファイルへのアクセスと書込みアクセスがあることを確認してください。









	 PGU-30028: ファイルstringの障害: string rc string 
	
原因: <oper>処理中にファイル<fileid>についてエラーが発生しました。リターン・コードは<rc>です。ファイル操作には、入力ファイルまたは出力ファイルをクローズするfclose、または出力ファイルを削除するためのremoveなどがあります。


	
処置: ファイルを出力するために使用する場合は、PGAUに指定されたファイルへのアクセスと書込みアクセスがあることを確認してください。









	 PGU-30030: 読取り障害: stringをstringから(オフセットstringの後) 
	
原因: fgets<oper>処理中にファイル<file>で、<offset>バイトでエラーが発生しました。


	
処置: PGAUに指定されたファイルへのアクセスがあることを確認してください。









	 PGU-30031: 書込み障害: stringをstringに(numberにstringバイト) 
	
原因: fputs<oper>処理中のファイル<file>について、バッファ<addr>で、<len>バイトのデータでエラーが発生しました。


	
処置: PGAUに指定されたファイルへのアクセス権限があり、ファイルが大きくなった場合に使用可能なディスク領域があることを確認してください。









	PGU-30032: ログ書込み障害: rc %4li、メッセージ番号stringでした 
	
原因: fprintfからエラー・コード<rc>が戻されました。PGAUエラー・メッセージ番号<msgno>を出力しようとしました。エラー発生時に、表示されているイベント・メッセージが書き込まれました。


	
処置: PGAUにpgau.logファイルへの書込みアクセス権限があり、ファイルが大きくなった場合に使用可能なディスク領域があることを確認してください。









	PGU-30033: トレース書込み障害: rc %4li、メッセージ番号stringでした 
	
原因: fprintfからエラー・コード<rc>が戻されました。PGAUトレース・メッセージ番号<msgno>を出力しようとしました。エラー発生時に、表示されているトレース・メッセージが書き込まれました。


	
処置: PGAUにpgau.trcファイルへの書込みアクセス権限があり、ファイルが大きくなった場合に使用可能なディスク領域があることを確認してください。









	 PGU-30035: ファイル制御障害: string(string用)、rc string 
	
原因: 制御機能<oper>処理中に、<file>についてエラーが発生し、エラー・コード<rc>が戻されました。


	
処置: PGAUに指定されたファイルへのアクセス権限があり、ファイルが大きくなった場合に使用可能なディスク領域があることを確認してください。









	 PGU-30036: 使用可能な環境変数ORACLE_HOMEがありません 
	
原因: 環境変数ORACLE_HOMEの設定がないか、または無効です。


	
処置: 環境変数ORACLE_HOMEを修正して、現行のOracleホーム・ディレクトリを指定してください。









	 PGU-30120: string属性(パームstring、フィールドstring f#string)が欠落しています 
	
原因: パラメータ<parm>は、PG DDフィールドID番号<f#>で処理されているフィールド<field>の集約されたデータ・レコードを指定しますが、このフィールドに対応するレベル属性<attr>がありません。標準的な対応レベル属性は、IBMVSCOBOLIIのLEVEL属性の場合はnn ... COBOL句です。各属性は、PG DD内に個別の行で保存され、欠落した属性の行はPG DDから削除された可能性があります。


	
処置: PG DDを確認して、失敗したフィールドにレベル属性が割り当てられるようにしてください。









	 PGU-30122: レベル制限: フィールドf#=stringのネスト・レベルstringがstring(string)を超えています 
	
原因: PGAUでネストしたレコードを処理中に、次のフィールド<f#>がネスト・レベル<lev>について、製品定義の最小または最大のネスト・レベル<limit>を超えています。


	
処置: データ・レコード定義を単純化して、ネスト・レベルを下げてください。









	 PGU-30123: レベル制限: レベルstringのフィールドstringをレベルstringの後に指定することはできません 
	
原因: PGAUでネストしたレコードを処理中に、レベル<levN>(<fld#>により識別)の次のフィールドが現行レベル<levC>のフィールドの後に発生しました。このフィールドの前に中間レベルの追加フィールドが必要です。このエラーは、レベル01定義の後に、COBOL RENAMES(LEVEL 66)などの特別フィールドが表示された場合に発生します。


	
処置: データ・レコード定義を修正して、特別フィールドを正しい順序で配置するか、特別変更フィールドの前に変更中のフィールドを挿入するか、あるいはその両方を実行してください。









	 PGU-30220: 割当て障害: string記憶域(stringバイト) 
	
原因: 指定された目的で使用可能なメモリーが不十分です。<type>の制御ブロックを指定された<len>のサイズで割り当てようとしました。


	
処置: GENERATEの操作中にPGAUに使用可能な専用記憶域の合計量を増やしてください。









	 PGU-30233: 制御ブロック・ロード障害: stringブロックをPG DDから 
	
原因: PGデータ・ディクショナリから行とともに、指定された<type>の制御ブロックをロード中にエラーが発生しました。発行された先行のメッセージにエラーの原因が表示されます。


	
処置: 先行のメッセージに対する処置を参照してください。









	PGU-30234: PG DD行が超えたstringの属性配列 > string 
	
原因: PGデータ・ディクショナリから属性行とともに、指定された<type>の制御ブロックをロード中に<limit>を超えました。


	
処置: トレースを有効にしてエラーを再現し、PG DD行が属性限度を超えた原因を判断し、重複している場合はそれを削除してください。サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PGU-30300: stringの書込み中に発生した作業ファイル出力エラー 
	
原因: 指定された作業ファイル<fileid>のPL/SQLコード・セグメントの書込みで、PGAUにエラーが発生しました。


	
処置: PGAUに指定されたファイルへのアクセス権限があり、ファイルが大きくなった場合に使用可能なディスク領域があることを確認してください。









	PGU-30301: stringをstringに追加中に発生したヒント出力エラー 
	
原因: 作業ファイル<infile>をTIP出力ファイル<outfile>に追加中に、PGAUにエラーが発生しました。


	
処置: PGAUに指定された両方のファイルへのアクセス権限があり、TIP出力ファイルが大きくなった場合に使用可能なディスク領域があることを確認してください。









	PGU-30302: ファンクションstringをファイルstringに書込み中に発生したヒント出力エラー 
	
原因: TIPの関数定義<func>を作業出力ファイル<file>に追加中に、PGAUにエラーが発生しました。TIPパッケージ仕様を生成中にエラーが発生しました。


	
処置: PGAUに指定されたファイルへのアクセス権限があり、TIP出力作業ファイルが大きくなった場合に使用可能なディスク領域があることを確認してください。









	PGU-30303: 変数stringをファイルstringに書込み中に発生したヒント生成エラー 
	
原因: TIPの変数定義<var>を作業出力ファイル<file>に追加中に、PGAUにエラーが発生しました。TIPパッケージ仕様を生成中にエラーが発生しました。


	
処置: PGAUに指定されたファイルへのアクセス権限があり、TIP出力作業ファイルが大きくなった場合に使用可能なディスク領域があることを確認してください。









	 PGU-30304: ヒント生成警告: stringの名前がstring文字に切り捨てられました 
	
原因: このメッセージは、PL/SQLの名前が一意にならない可能性があることを示す警告です。PGAUには、組み合せるとPL/SQL名の最大長を超えるレコード・フィールド名があります。指定されている最後のフィールド名<field>は、長さが<len>に切り捨てられています。パラメータ変数のTIPパッケージ仕様を生成中にこの状態が発生しました。


	
処置: 定義されているパラメータについてPG DDエントリを訂正し、ネストしたレコード・レベルを削減するか、またはレコード・フィールド名を短くしてください。









	PGU-30305: レコード・タイプstringをstringに定義中に発生したヒント生成エラー 
	
原因: ネストしたレコード型<type>を指定されたフィールド名<name>に対して生成中にエラーが発生しました。このメッセージは、特定のエラーの後に表示されます。パラメータ変数のTIPパッケージ仕様を生成中にこの状態が発生しました。


	
処置: 最初に発行されたエラー・メッセージについて、推奨される処置を実行してください。









	PGU-30306: ヒント生成: PL/SQLパラメータ・モードstringがstringで無効です 
	
原因: パラメータ・コール・モード<mode>がパラメータ<parm>に指定されました。有効なパラメータ・モードはIN、OUT、またはIN OUTです。PG DDの内容エラーの可能性があります。


	
処置: 指定されたパラメータについてPG DDエントリを修正し、指定されたパラメータについてPL/SQLパラメータ・コール・モードを修正してください。









	PGU-30307: ヒント生成: PL/SQL変数タイプstringがstringで無効です 
	
原因: データ・フィールド<field>について変換文を生成中に、無効なPL/SQLレコード型<type>が見つかりました。指定された<type>は、指定されたレコード・フィールド<field>に対して有効なPL/SQLでも、ネストしたレコード型でもありません。PG DDの内容エラーの可能性があります。


	
処置: 指定されたパラメータについてPG DDエントリを訂正し、該当フィールドのPL/SQL変数タイプを修正するか、またはそのフィールドに対してネストしたレコードを定義してください。









	 PGU-30308: ヒント生成: 名前string.stringは最大長(string文字)を超えています 
	
原因: 入力データ内のネストしたグループ数とそのフィールド名の長さが、連結して完全修飾のPL/SQLレコード・フィールド変数名<recname.varname>にした際に、PL/SQL <maxlen>の最大長を超えています。パラメータ変数のTIPパッケージ仕様を生成中にこの状態が発生しました。


	
処置: 定義されているパラメータについてPG DDエントリを訂正し、ネストしたレコード・レベルを削減するか、またはレコード・フィールド名を短くしてください。









	 PGU-30309: ヒント生成: コールstringのパームstringはPGAXFER stringの制限(string)を超えています 
	
原因: TIPのファンクション・コール<cname>、パーム<pname>は、PGAXFER RPC上において<type>バッファに対して交換するパラメータが多すぎます。PGAXFERパラメータの制限は<limit>です。指定された<type>は、SENDまたはRECEIVEです。PGAU DEFINE CALLのエラーの可能性があります。コーディングしたパラメータが多すぎます。IN OUTモードのパラメータが送受信の両方のバッファにあると、超過の原因になる可能性があることにも注意してください。


	
処置: トランザクションとコールを訂正し、追加ファンクション・コール上に過剰なパラメータを指定し、トランザクション定義に追加コールを含めます。









	PGU-30314: ヒント生成: レコード・タイプstringをstring用に変換中に発生した障害 
	
原因: 指定されたフィールド名<name>のネストしたレコード型<type>を変換するPL/SQL文の生成でエラーが発生しました。このメッセージは、特定のエラーの後に表示されます。パラメータ変数のTIPパッケージ仕様を生成中にこの状態が発生しました。


	
処置: 最初に発行されたエラー・メッセージについて、推奨される処置を実行してください。









	PGU-30315: ヒント生成: stringのパラメータ変換エラー、string 
	
原因: ファンクション<call>に指定されたパラメータ・データ<dname>に対するPL/SQL変換文の生成に失敗しました。このメッセージの前には、エラーを記述する特定のメッセージが表示される場合があります。考えられるエラーとしては、ディスク・アクセス、無効なデータ型、あるいはネストしたレコードやフィールド・データ型の定義の欠落などがあります。


	
処置: 最初に発行されたエラー・メッセージについて、推奨される処置を実行してください。また指定されたパラメータのPG DDエントリが正しいこと、および出力作業ファイルへのディスク・アクセスが許可されていることを確認してください。









	 PGU-30316: ヒント生成: PL/SQL stringの制御ロジック(string string用) 
	
原因: コンパイラ句<clause>についてフィールド<fname>のTIPの処理を制御するPL/SQL文<stmt>の生成に失敗しました。標準的なIBMVSCOBOLII句はOCCURS(FOR/LOOPロジックが必要)、OCCURS DEPENDING ON(FOR/LOOPロジックが必要)、REDEFINES(IF/END IFロジックが必要)です。このメッセージの前には、エラーを記述する特定のメッセージが表示される場合があります。考えられるエラーとしては、ディスク・アクセス、無効なデータ型、あるいはネストしたレコードやフィールド・データ型の定義の欠落などがあります。


	
処置: 最初に発行されたエラー・メッセージについて、推奨される処置を実行してください。また指定されたパラメータのPG DDエントリが正しいこと、および出力作業ファイルへのディスク・アクセスが許可されていることを確認してください。









	 PGU-30317: ヒント生成: PL/SQL string文(string string用) 
	
原因: ファンクション<callname>のTIPのパラメータ<dataname>を処理するPL/SQL制御ロジック<stmt>の生成に失敗しました。このメッセージの前には、エラーを記述する特定のメッセージが表示される場合があります。考えられるエラーとしては、ディスク・アクセス、無効なデータ型、あるいはネストしたレコードやフィールド・データ型の定義の欠落などがあります。


	
処置: 最初に発行されたエラー・メッセージについて、推奨される処置を実行してください。また指定されたパラメータのPG DDエントリが正しいこと、および出力作業ファイルへのディスク・アクセスが許可されていることを確認してください。









	 PGU-30318: ヒント生成: string string、PL/SQL string(string用) 
	
原因: データ・フィールド<d-field> <f#>が、PL/SQL文<stmt>を値<num>について生成する必要のある他のフィールドから参照されていましたが、文の生成中にエラーが発生しました。このメッセージの前には、エラーを記述する特定のメッセージが表示される場合があります。考えられるエラーとしては、ディスク・アクセスとメモリーの超過があります。


	
処置: 最初に発行されたエラー・メッセージについて、推奨される処置を実行してください。また、出力作業ファイルへのディスク・アクセスが許可されていることを確認してください。









	PGU-30319: ヒント生成: string string 
	
原因: PGAU GENERATE文で、PGデータ・ディクショナリ参照PKGEX(DR)についてTIPの実行診断の要求がありましたが、<type> <id#>についてのPG DD参照を生成できません。このメッセージの前には、エラーを記述する特定のメッセージが表示される場合があります。考えられるエラーとしては、ディスク・アクセスとメモリーの超過があります。


	
処置: 最初に発行されたエラー・メッセージについて、推奨される処置を実行してください。また、出力作業ファイルへのディスク・アクセスが許可されていることを確認してください。









	 PGU-30600: ヒント生成: COBOL構文がstringで無効です 
	
原因: COBOLのデータ・フィールド<field>で指定されているPIC <mask>句とUSAGE <maskopts>句は、競合しているかまたは無効です。無効なPICとUSAGEの定義は、フィールド変換ファンクション・コールの識別のため、PG DDから選択されました。また、PGAUは、メッセージ30601を<mask>に、30602を<maskopts>について発行します。


	
処置: pgddsf.sqlスクリプトを使用して選択済の行を再現し、PG DD内の該当フィールドについて、maskとmaskoptsの列を修正してください。









	PGU-30601: COBOL mask: string 
	
原因: 先行するメッセージに対する<mask>の識別のために発行されました。


	
処置: 先行するメッセージを参照してください。









	PGU-30602: COBOL maskopts: string 
	
原因: 先行するメッセージに対する<maskopts>の識別のために発行されました。


	
処置: 先行するメッセージを参照してください。









	PGU-30604: string属性がstringで欠落しています 
	
原因: <syntax>形式の句を含むCOBOLフィールド<field>から、<token>に対応する属性<attr>を要求しましたが、この属性がありません。<field>、<syntax>、<attr>、および<token>について、PGAUからメッセージ30603と30604が続けて発行されます。標準的なIBMVSCOBOLIIに必要なトークン属性は、フィールドOCCURS int-1 TIMES(int-1は属性repgrpffフィールドのトークン)、フィールドOCCURS int-1 TO int-2 TIMES DEPENDING ON name-1(int-1は属性repgrpvfのトークン、int-2は属性repgrpvlのトークン、name-1は属性repgrpvmのトークン)、フィールドRENAMES name-1 THRU name-2(name-1は属性renamemfのトークン、name-2は属性renamemlのトークン)、フィールドREDEFINES name-1 WHEN name-2 = value(name-1は属性remapsmfのトークン、name-2は属性remapsmlのトークン、valueは属性remapswcまたは属性remapswnのトークン)、フィールドLENGTH IS name-1(name-1は属性lengthのトークン)です。各属性はPG DD内で個別行に保存され、欠落している属性の行はPG DDから削除されている可能性があります。


	
処置: PG DD内で参照元のデータ項目を再定義して、欠落した属性行を復元してください。









	 PGU-30605: ヒント生成: 不明なフィールドでCOBOL構文が無効です: 
	
原因: 識別不能なCOBOLフィールドで指定されているPIC <mask>句とUSAGE <maskopts>句は競合しているかまたは無効です。無効なPICとUSAGEの定義は、グローバルなTIP変換変数の識別のため、PG DDから選択されました。また、PGAUは、メッセージ30601を<mask>に、30602を<maskopts>について発行します。


	
処置: pgddsxf.sqlスクリプトを使用して選択済の行を再現し、PG DD内の無効な行についてmaskとmaskoptsの列を修正してください。









	 PGU-30606: ヒント生成: マルチバイトのNLS名がstringで欠落しています 
	
原因: COBOLデータ・フィールド<field>では、PIC <mask>句とUSAGE <maskopts>句に文字データが指定されています。この句はマルチバイト・キャラクタ・セット(MBCS)を使用して変換する必要がありますが、Oracle MBCS NLS名が指定されていません。MBCS指向のPICとUSAGEの定義は、フィールド変換ファンクション・コールの識別のため、PG DDから選択されました。また、PGAUは、メッセージ30601を<mask>に、30602を<maskopts>について発行します。


	
処置: pgddsxa.sqlスクリプトを使用して選択済の行を再現し、PG DDで該当のフィールドについてmaskとmaskoptsの列を修正してMBCSの変換を不要にするか、またはPGAU REDEFINE DATA FIELD NLS_LANGUAGE(nlsname)パラメータを使用してフィールドにOracle MBCS NLS名を指定します。あるいは、PGAU DEFINE TRANSACTION文で、NLS_MBCS(nlsname)パラメータを指定します。









	PGU-30611: 参照でフィールドstring(stringに対して指定)が欠落しています 
	
原因: <syntax>形式の句を含むデータ・フィールド<d-field>が、句の語句<token>で指定されたフィールド<r-field>を参照していますが、このフィールドが欠落しています。<d-field> <syntax> <r-field>および<token>について、PGAUからメッセージ30610と30611が続けて発行されます。このエラーの標準的なIBMVSCOBOLII句の構文はd-field OCCURS int-1 TIMES d-field OCCURS int-1 TO int-2 TIMES DEPENDING ON name-1 d-field RENAMES name-1 THRU name-2 d-field REDEFINES name-1 WHEN name-2 = value d-field LENGTH IS name-1です。この句は語句<token>によって指定されるフィールド<r-field>を参照します。PGAU GENERATEでは現行パラメータ内の前のフィールドを検索しましたが、名前付きフィールド<r-field>が見つかりませんでした。語句<token>の綴りが定義の句で誤っている、または名前が<token>に一致するはずの参照先フィールドがPG DDにないか、綴りが誤っている可能性があります。


	
処置: PG DD内で、<d-field>のエントリを再定義して、目的のフィールド<r-field>に正しい名前を指定するよう句<token>を変更するか、または目的のフィールド<r-field>のデータ名を再定義して、その後の句の<token>参照先と一致させます。さらに、データの定義で、句を含むデータ・フィールド<d-field>の前に目的のフィールド<r-field>があることを確認してください。









	PGU-30622: 値stringをフィールドstringに挿入できません 
	
原因: TIPの生成中に、名前付きのフィールド<fname>の<attr>属性の新しい属性値を挿入しようとして失敗しました。


	
処置: このメッセージの前にOracleのエラー・メッセージを確認して、問題の原因を特定してください。









	 PGU-30631: 環境string string、データ型string stringで位置合せが行われていません 
	
原因: データ・フィールド<d-field> <f#>で、リモート・ホストの境界位置揃えを指定する属性が指定されています。そのため、環境<ename>、コンパイラ<compno>、データ型<dtype>、データ型位置揃えグループ<dagno>の位置揃え情報がPG DD環境表内で検索されましたが、これらの特性に一致するエントリが見つかりませんでした。この場合、<d-field> <f#>、および<ename> <compno> <dtype> <dagno>について、PGAUからメッセージ30630と30631が続けて発行されます。TIPの転送バッファ内でリモート・ホスト・データを正しく位置揃えするには、位置揃え情報が必要です。サポートされる環境とコンパイラは、IBM370のコンパイラIBMVSCOBOLIIです。サポートされる位置揃え属性は<d-field> ... PIC S9(n) <dtype> SYNC、<d-field> ... PIC S9(n) <dtype> SYNCHRONIZEです。サポートされるデータ型値<dtype>はCOMP、COMPUTATIONAL、COMP-4、COMPUTATIONAL-4です。長さ/位置揃えを基準としたデータ型のグループ<dagno>は、dagno = 1(2バイトの境界に揃えられる2バイト長)、dagno = 2(4バイトの境界に揃えられる4バイト長です)です。考えられる原因は次のとおりです。
- 生成中のTIPに関するPG DD内のTRANSACTIONエントリに、無効なENVIRONMENTが指定された可能性があります。

- 生成中のTIPのファンクション・コール内で参照されているPG DD内のDATAエントリに無効なLANGUAGEが指定された可能性があります。

- DATAエントリ内のフィールドのデータ型または長さ(あるいはその両方)が無効か、サポートされていない可能性があります。

- PG DDが利用できない可能性があります。この場合、前のエラー・メッセージにPG DDへのアクセスの問題が示されます。




	
処置: PG DD内でTRANSACTIONまたはDATAのエントリを再定義して、ENVRIONMENT、LANGUAGE、またはフィールドのデータ型と属性の指定を修正してください。PG DDをサポートするOracleサーバーがアクティブになっていることを確認してください。エラーが繰り返される場合は、トレースを有効にしてエラーを再現してください。サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PGU-30632: ヒント生成: string string、stringはstringで無視されました 
	
原因: データ・フィールド<d-field> <f#>に変更する句<clause>が指定されていますが、データ型<dtype>については、リモート・ホスト環境ではコンパイラによって無視されます。サポートされる環境はIBM370、コンパイラはIBMVSCOBOLII用、<clause>は<dtype>がSYNC | SYNCHRONIZE COMP-3 | COMPUTATIONAL-3 SYNC | SYNCHRONIZE DISP | DISPLAYの場合は無視されます。


	
処置: これは警告メッセージです。PGAUの実行は続行されます。処置は必要ありません。TIPのデータ変換結果がリモート・ホスト・データ形式と整合していることを確認してください。









	 PGU-30635: ヒント生成: string string、stringのネストされた繰返しグループ 
	
原因: データ・フィールド<d-field> <f#>で繰返しグループの句<clause>が指定されていますが、前の繰返しグループがアクティブです。<d-field>の繰返しグループは、前の繰返しグループ内にはネストできません。TIPでは、PL/SQL表を使用して繰返しグループを実装し、PL/SQL表は1つのキーまたはサブスクリプトに制限されるため、ネストした繰返しグループ(複数の表の中の1つの表)はサポートされません。


	
処置: 次の繰返しグループが開始する前に、前の繰返しグループが終了するようにデータを再定義してください。









	 PGU-30636: ヒント生成: string string、string属性値(string)が無視されました 
	
原因: データ・フィールド<d-field> <f#>で、値<attrval>が無視される属性<attr>が指定されています。属性値は、サポートされている環境およびコンパイラ(IBM370のコンパイラIBMVSCOBOLII)で無視されます。<attr>がSYNC | SYNCHRONIZE、JUST | JUSTIFY LEFTである場合、それぞれの<attrval>が無視されます。


	
処置: これは警告メッセージです。PGAUの実行は続行されます。処置は必要ありません。TIPのデータ変換結果がリモート・ホスト・データ形式と整合していることを確認してください。









	 PGU-30637: ヒント生成: string string、string属性値(string)が無効です 
	
原因: データ・フィールド<d-field> <f#>で属性<attr>が指定されましたが、値<attrval>は無効か、またはサポートされていません。


	
処置: PG DD内でFIELDエントリを再定義して属性句を修正し、サポートされる値を指定してください。









	PGU-35002: 文stringのカーソルのオープンに失敗: rc string 
	
原因: PGAU SQLの文<stmtname>のOracleカーソルをオープンできず、Oracleエラー<rc>が発生しました。このメッセージの前に、発生した特定のエラーに関するOracle Serverのメッセージが表示されます。


	
処置: PG DDをサポートするOracleサーバーがアクティブになっていることを確認してください。エラーが繰り返される場合は、トレースを有効にしてエラーを再現してください。サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PGU-35003: SQL文string(カーソルstring)の解析に失敗: rc string 
	
原因: Oracleカーソル<curno>のPGAU SQL文<stmtname>を解析できず、Oracleエラー<rc>が発生しました。このメッセージの前に、発生した特定のエラーに関するOracle Serverのメッセージが表示されます。


	
処置: PG DDをサポートするOracleサーバーがアクティブになっていることを確認してください。エラーが繰り返される場合は、トレースを有効にしてエラーを再現してください。サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PGU-35004: string(カーソルstring、文string)のバインドに失敗: rc string 
	
原因: Oracleカーソル<curno>の入力変数<invar>を、PGAU SQL文<stmtname>にバインドできず、Oracleエラー<rc>が発生しました。このメッセージの前に、発生した特定のエラーに関するOracle Serverのメッセージが表示されます。


	
処置: PG DDをサポートするOracleサーバーがアクティブになっていることを確認してください。エラーが繰り返される場合は、トレースを有効にしてエラーを再現してください。サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PGU-35005: string(カーソルstring、文string)の定義に失敗: rc string 
	
原因: Oracleカーソル<curno>の出力変数<outvar>を、PGAU SQL文<stmtname>に定義できず、Oracleエラー<rc>が発生しました。このメッセージの前に、発生した特定のエラーに関するOracle Serverのメッセージが表示されます。


	
処置: PG DDをサポートするOracleサーバーがアクティブになっていることを確認してください。エラーが繰り返される場合は、トレースを有効にしてエラーを再現してください。サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PGU-35006: カーソルstringの文stringに対する実行に失敗: rc string 
	
原因: PGAU SQL文<stmtname>のOracleカーソル<curno>を実行するのに失敗し、Oracleエラー<rc>が発生しました。PGAU GENERATE文のトランザクションまたはバージョン・パラメータにエラーがあるか、または要求されたトランザクションについてPG DDで行が欠落しているか、あるいは綴りが誤っています。このメッセージの前に、発生した特定のエラーに関するOracle Serverのメッセージが表示されます。


	
処置: 要求されたトランザクションとバージョンに関するすべてのコール、データ、属性定義が、PG DDに正しく定義されていることを確認してください。エラーが繰り返される場合は、トレースを有効にしてエラーを再現してください。サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PGU-35007: カーソルstringの文stringに対するフェッチに失敗: rc string 
	
原因: PGAU SQL文<stmtname>のOracleカーソル<curno>のフェッチに失敗し、Oracleエラー<rc>が発生しました。PGAU GENERATE文のトランザクションまたはバージョン・パラメータにエラーがあるか、または要求されたトランザクションについてPG DDで行が欠落しているか、あるいは綴りが誤っています。このメッセージの前に、発生した特定のエラーに関するOracle Serverのメッセージが表示されます。


	
処置: PG DDをサポートするOracleサーバーがアクティブになっていることを確認してください。要求されたトランザクションとバージョンに関するすべてのコール、データ、属性定義が、PG DDに正しく定義されていることを確認してください。エラーが繰り返される場合は、トレースを有効にしてエラーを再現してください。サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PGU-35008: カーソルstringの文stringでのクローズに失敗: rc string 
	
原因: PGAU SQL文<stmtname>のOracleカーソル<curno>をクローズできず、rc <rc>が発生しました。このメッセージの前に、発生した特定のエラーに関するOracle Serverのメッセージが表示されます。


	
処置: PG DDをサポートするOracleサーバーがアクティブになっていることを確認してください。エラーが繰り返される場合は、トレースを有効にしてエラーを再現してください。サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PGU-35009: 文string, string stringのトランザクション行がありません: rc string 
	
原因: トランザクション名<tname>とトランザクション・バージョン<tver>では、PGAU SQL文<stmt>について、PG DDからトランザクション行をフェッチできませんでした。Oracleエラー・コードは<rc>です。GENERATE文にあるトランザクション名とバージョンが無効か、またはPG DDにトランザクション・エントリが欠落しているかのいずれかです。このメッセージの前に、発生した特定のエラーに関するOracle Serverのメッセージが表示されます。


	
処置: 要求されたトランザクションとバージョンがPG DDに正しく定義されていることを確認するか、GENERATE文を修正してください。









	 PGU-35010: string行(文string、ID番号string)がありません: rc string 
	
原因: <type>行が、PGAU SQL文<stmt>、ID番号<idno>について、PG DDからフェッチされませんでした。Oracleエラー・コードは<rc>です。親のPG DDエントリが無効な下位エントリを参照しているか、PG DDでエントリが欠落しているかのいずれかです。このメッセージの前に、発生した特定のエラーに関するOracle Serverのメッセージが表示されます。


	
処置: 要求されたトランザクションとバージョンがPG DDに正しく定義されていることを確認するか、GENERATE文を修正してください。









	 PGU-35011: 文string, string stringの環境行がありません: rc string 
	
原因: 環境名<ename>とコンパイラ番号<compno>では、PGAU SQL文<stmt>について、PG DDから環境行がフェッチされませんでした。Oracleエラー・コードは<rc>です。トランザクションに指定された環境、またはトランザクション内のデータ・エントリに指定されたコンパイラが無効、あるいはPG DDでエントリが欠落しているかのいずれかです。このメッセージの前に、発生した特定のエラーに関するOracle Serverのメッセージが表示されます。


	
処置: 要求されたトランザクションとバージョンがPG DDに正しく定義されていることを確認するか、GENERATE文を修正してください。









	PGU-35012: トランザクション・エントリstring stringが欠落しています 
	
原因: トランザクション<tname> <tver>がPG DD内で見つかりませんでした。GENERATE文で要求したトランザクションの名前およびバージョンが無効か、または前のDEFINE TRANSACTION <tname>で指定したトランザクションがPG DD内で削除または変更されています。このメッセージの前に、エラーが記述された特定のメッセージが表示される場合があります。


	
処置: 要求されたトランザクションとバージョンの定義をPG DD内で修正するか、GENERATE文を修正してください。









	 PGU-35013: トランザクションstring string (string)のコール・エントリが欠落しています 
	
原因: トランザクション定義<tname> <tver>(<tin>)でのコール・エントリがPG DD内で見つかりませんでした。トランザクションに関連付けられているコール・エントリ(前のDEFINE TRANSACTION ... CALL(cname)で指定されています)がPG DD内で削除または変更されています。このメッセージの前に、エラーが記述された特定のメッセージが表示される場合があります。


	
処置: 要求されたトランザクションまたはコールの定義(あるいはその両方)をPG DD内で修正するか、GENERATE文を修正して別のトランザクションを要求してください。









	 PGU-35014: トランザクションstring string (string)、コールstring string (string)のパーム・エントリが欠落しています 
	
原因: トランザクション<tname> <tver>(<tin>)、コール<cname> <cver>(<cin>)のパラメータ・エントリまたはデータ・エントリがPG DD内で見つかりませんでした。コールに関連付けられているパーム・エントリまたはデータ・エントリ(前のDEFINE CALL <cname> ... PARMS(dname)で指定されています)がPG DD内で削除または変更されています。このメッセージの前に、エラーが記述された特定のメッセージが表示される場合があります。


	
処置: 要求されたトランザクションまたはコールの定義(あるいはその両方)をPG DD内で修正するか、GENERATE文を修正して別のトランザクションを要求してください。









	 PGU-35015: トランザクションstring string (string)、コールstring string (string)、パームstring、データstring string (string)のフィールド・エントリが欠落しています 
	
原因: トランザクション<tname> <tver>(<tin>)、コール<cname> <cver>(<cin>)、パーム<relno>、データ<dname> <dver>(<din>)のデータ・フィールド・エントリがPG DD内で見つかりませんでした。このデータに関連付けられているフィールド・エントリ(入力ファイル・フィールド位置、または前のDEFINEまたはREDEFINE DATA文のFIELD(fname)に指定されています)がPG DD内で削除または変更されています。このメッセージの前に、エラーが記述された特定のメッセージが表示される場合があります。


	
処置: 要求されたトランザクションまたはコールの定義(あるいはその両方)をPG DD内で修正するか、GENERATE文を修正して別のトランザクションを要求してください。









	PGU-35016: トランザクションstring stringの書式化された変換エントリが欠落しています 
	
原因: トランザクション<tname> <tver>について、データ・フィールドのusage、mask、maskoptsのエントリがPG DD内で見つかりませんでした。UTL_RAW MAKE_..._FORMATの変換をどのデータ・フィールドが使用するかを識別するために、PG DDのフィールド・エントリがNULLのmaskとmaskoptsの列ではなく、usageがPASSで選択されています。pga_fields(usage、mask、maskopts)列のエントリが無効の可能性があります。このメッセージの前に、エラーが記述された特定のメッセージが表示される場合があります。


	
処置: PG DD内で要求されたトランザクションに対してデータ定義を修正してください。









	 PGU-35017: 環境string stringがt# string d# stringで欠落しています 
	
原因: トランザクションid# <tin>およびデータid#<din>について、組合せの環境<ename> <compno>がPG DD内で見つかりませんでした。トランザクション・エントリ内に保存されている環境名、およびコール・パラメータ・データ・エントリ内に保存されているコンパイラ番号については、PG DD環境表に環境行が保存されていません。このメッセージの前に、エラーが記述された特定のメッセージが表示される場合があります。


	
処置: PG DDをサポートするOracleサーバーがアクティブであること、およびTRANSACTION ENVIRONMENT名とDATA LANGUAGE名がPG DDにサポートされる値とともに定義されていることを確認してください。エラーが繰り返される場合は、トレースを有効にしてエラーを再現してください。サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PGU-35018: 文string, string stringの選択に失敗しました: rc string 
	
原因: SQL文<stmt>(日付形式<dfmt>と時刻形式<tfmt>)に対してOracle dualから何も情報がフェッチされませんでした。Oracleエラー・コードは<rc>です。指定された日付と時刻の形式が無効か、他のOracleサーバーでエラーが発生しました。このメッセージの前に、発生した特定のエラーに関するOracle Serverのメッセージが表示されます。


	
処置: PGAUをサポートするOracleサーバーがアクティブになっていることを確認してください。エラーが繰り返される場合は、トレースを有効にしてエラーを再現してください。サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PGU-39100: EP 
	
原因: サブルーチン・コール・トレースが有効です。指定されたサブルーチンが呼び出されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PGU-39101: RP rc %4li 
	
原因: サブルーチン・コール・トレースが有効です。指定されたサブルーチンは、表示されているリターン・コードを戻しています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PGU-39102: EP number, number, number, string, string, string, string, string, string, number, number 
	
原因: サブルーチン・コール・トレースが有効です。GPGメイン・ルーチンがPGAUから呼び出されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PGU-39103: RP rc %4li, string exit 
	
原因: サブルーチン・コール・トレースが有効です。指定されたサブルーチンは、表示されている非正常リターン・コードにより、指定された出口から戻っています。


	
処置: 処置は必要ありません。









	PGU-39107: EP number 
	
原因: サブルーチン・コール・トレースが有効です。指定されたサブルーチンが呼び出されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	PGU-39108: EP string, string 
	
原因: サブルーチン・コール・トレースが有効です。指定されたサブルーチンが呼び出されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	PGU-39110: EP stringstring 
	
原因: サブルーチン・コール・トレースが有効です。指定されたサブルーチンが呼び出されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PGU-39111: EP f#string, number, string, string, string 
	
原因: サブルーチン・コール・トレースが有効です。指定されたサブルーチンが呼び出されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	PGU-39112: EP string => string 
	
原因: サブルーチン・コール・トレースが有効です。指定されたサブルーチンが呼び出されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PGU-39113: EP number for string bytes 
	
原因: サブルーチン・コール・トレースが有効です。指定されたサブルーチンが呼び出されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PGU-39114: EP stringstring, stringstring, string 
	
原因: サブルーチン・コール・トレースが有効です。指定されたサブルーチンが呼び出されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	PGU-39116: EP p-number, c-number 
	
原因: サブルーチン・コール・トレースが有効です。指定されたサブルーチンが呼び出されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PGU-39117: EP p-number, c-number, LD string 
	
原因: サブルーチン・コール・トレースが有効です。指定されたサブルーチンが呼び出されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PGU-39118: EP string, string, string 
	
原因: サブルーチン・コール・トレースが有効です。指定されたサブルーチンが呼び出されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PGU-39119: EP string, c#string, d#string, f#string, string 
	
原因: サブルーチン・コール・トレースが有効です。指定されたサブルーチンが呼び出されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PGU-39120: EP c-number, p-number, f-number 
	
原因: サブルーチン・コール・トレースが有効です。指定されたサブルーチンが呼び出されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	PGU-39121: EP d#string, f#string 
	
原因: サブルーチン・コール・トレースが有効です。指定されたサブルーチンが呼び出されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PGU-39122: EP number, string, string 
	
原因: サブルーチン・コール・トレースが有効です。指定されたサブルーチンが呼び出されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PGU-39123: EP string, string, number 
	
原因: サブルーチン・コール・トレースが有効です。指定されたサブルーチンが呼び出されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	PGU-39124: EP string, string 
	
原因: サブルーチン・コール・トレースが有効です。指定されたサブルーチンが呼び出されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PGU-39125: EP string, string, string 
	
原因: サブルーチン・コール・トレースが有効です。指定されたサブルーチンが呼び出されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PGU-39126: EP string, string, string, string 
	
原因: サブルーチン・コール・トレースが有効です。指定されたサブルーチンが呼び出されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	PGU-39127: EP string, string 
	
原因: サブルーチン・コール・トレースが有効です。指定されたサブルーチンが呼び出されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PGU-39128: EP string, stringstring, string 
	
原因: サブルーチン・コール・トレースが有効です。指定されたサブルーチンが呼び出されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PGU-39200: Initialization rc %4li 
	
原因: 初期化/終了トレースが有効です。指定されたサブルーチンにより正常に初期化されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PGU-39201: Initialization failure rc %4li 
	
原因: 初期化/終了トレースが有効です。指定されたサブルーチンで初期化に失敗しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PGU-39210: Termination rc %4li 
	
原因: 初期化/終了トレースが有効です。指定されたサブルーチンにより正常に終了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PGU-39211: Termination failure rc %4li 
	
原因: 初期化/終了トレースが有効です。指定されたサブルーチンで終了に失敗しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	PGU-39300: QM rc %4li, number 
	
原因: キュー管理トレースが有効です。TDTが正常に変更されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	PGU-39301: QM failure rc %4li, number 
	
原因: キュー管理トレースが有効です。TDTの変更に失敗しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PGU-39302: QM p-stringstring, c-f#string, LD string 
	
原因: キュー管理トレースが有効です。TDTが正常に変更されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	PGU-39303: QM warning rc %4li, number 
	
原因: キュー管理トレースが有効です。要求された構造体は見つかりませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	PGU-39400: IT read %4li bytes from string 
	
原因: 開始/終了トレースが有効です。ファイルまたはセグメント・データを正常に読み取りました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PGU-39404: IO file string string for string mode 
	
原因: I/Oトレースが有効です。ファイル管理操作を正常に終了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	PGU-39405: IO string %4li bytes string 
	
原因: I/Oトレースが有効です。ファイルまたはセグメント・データの読取りまたは書込みを正常に終了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PGU-39500: DD rc %4li, number stringstring 
	
原因: データ・ディクショナリ・トレースが有効です。PG DDエントリの選択およびロードを正常に終了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PGU-39501: DD rc %4li - warning 
	
原因: データ・ディクショナリ・トレースが有効です。PG DDエントリの選択またはロード(あるいはその両方)に失敗しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PGU-39502: DD rc %4li, number string string string string 
	
原因: データ・ディクショナリ・トレースが有効です。形式変換ブロックの選択およびロードを正常に終了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PGU-39503: OC %3ls %5ls %2li 
	
原因: Oracle Callトレースが有効です。カーソルを正常に操作しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PGU-39504: DD rc %4li, string, string, string 
	
原因: データ・ディクショナリ・トレースが有効です。現行セッションの属性について、DUALから正常に選択しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	PGU-39510: OC %7ls %12ls cursor %2li %3ls, rc string 
	
原因: Oracle Callトレースが有効です。BIND変数を正常に操作しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	PGU-39512: OC %7ls %12ls cursor %2li %3ls, rc string 
	
原因: Oracle Callトレースが有効です。DEFINE操作を正常に終了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	PGU-39513: OC %7ls cursor %2li %3ls, rc string 
	
原因: Oracle Callトレースが有効です。EXECUTE操作を正常に終了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	PGU-39514: OC %7ls cursor %2li %3ls, rows string, rc string 
	
原因: Oracle Callトレースが有効です。FETCH操作を正常に終了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	PGU-39600: TG TIP string, SFD string 
	
原因: TIPパッケージ生成トレースが有効です。TIP仕様の関数定義を正常に生成しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	PGU-39601: TG TIP string, SVD string 
	
原因: TIPパッケージ生成トレースが有効です。TIP仕様の変数定義を正常に生成しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PGU-39602: TG string for string=string string, string l=string o=string 
	
原因: TIPパッケージ生成トレースが有効です。TIPのデータ変換ロジックを正常に生成しました。TIPのコールの各データ・パラメータとデータ・パラメータのフィールドについて、このトレース・エントリは生成終了時に書き込まれます。TIPが交換するそれぞれのパラメータについて1つのトレース、および各パラメータのそれぞれのデータ・フィールドについて1つのトレースが必要です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	PGU-39603: TG DBlink string, rpc string 
	
原因: TIPパッケージ生成トレースが有効です。指定されたPGAゲートウェイ・サーバーRPCを正常に生成しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	PGU-39604: TG edit var string PLS string 
	
原因: TIPパッケージ生成トレースが有効です。指定されたPL/SQL変数変換を正常に生成しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PGU-39605: TG F-chk string string f#string fl=string stringstring pl=string 
	
原因: TIPパッケージ生成トレースが有効です。COBOLフィールドの構文チェックが正常に終了しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	PGU-39606: TG %8ls=> string 
	
原因: TIPパッケージ生成トレースが有効です。COBOLフィールドの構文チェックが正常に終了しました。このトレース・エントリは、39605の補足となります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PGU-39607: TG %8ls=> a#string string string 
	
原因: TIPパッケージ生成トレースが有効です。COBOLフィールド数値属性の構文チェックが正常に終了しました。このトレース・エントリは、39605の補足となります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PGU-39608: TG %8ls=> a#string string string 
	
原因: TIPパッケージ生成トレースが有効です。COBOLフィールド数値属性の構文チェックが正常に終了しました。このトレース・エントリは、39605の補足となります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PGU-39609: TG %8ls=> a#string string string 
	
原因: TIPパッケージ生成トレースが有効です。COBOLフィールド日付属性の構文チェックが正常に終了しました。このトレース・エントリは、39605の補足となります。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PGU-39610: TG string for string #string string, string 
	
原因: TIPパッケージ生成トレースが有効です。TIPのファンクションを正常に生成しました。このトレース・エントリは、それぞれのTIPのパブリック・ファンクションについて、生成完了時に書き込まれます。トランザクション内に定義されるそれぞれのコールについて、このタイプのトレースが1つ必要です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	PGU-39620: TG rc %4li, string 
	
原因: TIPパッケージ生成トレースが有効です。位置揃えとオフセットを正常に計算しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 PGU-41000: 無効なフィールド定義構文です 
	
原因: フィールド定義が無効です。無効な句読点または無効なキーワードがある可能性があります。


	
処置: 無効な句読点は削除して、無効なキーワードは置き換えてください。









	 PGU-41001: 入力の予期しない終了です 
	
原因: PGAUコマンド・ストリームに、予期しないend-of-file条件が発生しました。


	
処置: PGAU文について、構文が正しいかどうか、最終行の終了が不完全でないかどうかを確認してください。









	 PGU-41002: 不適切なREPORT文です 
	
原因: REPORT文に構文エラーがあります。


	
処置: REPORT文の中に綴りの誤った項目や指定が正しくないカッコがないかどうかを確認してください。









	 PGU-41003: 無効なデータ・フィールド定義名です 
	
原因: DEFINE文またはREDEFINE DATA文のフィールド定義に、無効なフィールド名が指定されています。フィールド名が欠落している可能性があります。フィールド名はアルファベット文字で始まり、英数字のみで構成するか、1つのアンダースコア(_)が含まれている必要があります。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: フィールド名またはそのデリミタの指定を修正してください。フィールド名が欠落している場合は、フィールド名を指定してください。









	PGU-41004: 無効なデリミタです 
	
原因: 無効なデリミタが見つかりました(カッコやカンマの位置が正しくありません)。


	
処置: デリミタが削除されている可能性があります。あるいは、デリミタの前のトークンが欠落している可能性があります。









	 PGU-41005: 無効なPGAU構文です 
	
原因: PGAUのキーワード、デリミタ、または識別子名で、有効ではないトークンが見つかりました。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: PGAU文を修正してください。









	 PGU-41006: パラメータ'string'の値が欠落しています 
	
原因: パラメータ・キーワード<keyword>は正しく指定されていますが、パラメータの値が見つかりません。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: 欠落しているパラメータ値を指定するか、またはキーワードをPGAU文から削除してください。PGAUのパラメータ値は、キーワードの直後にスペースを入れずにカッコで囲む必要があります。









	 PGU-41007: パラメータ'string'は、すでに指定されています 
	
原因: パラメータ<dupparm>は、PGAU文の前にすでに指定されています。このパラメータは1回のみ指定できます。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: 重複した指定項目を文から削除してください。









	 PGU-41008: 無効なDATA定義dnameが指定されました 
	
原因: DEFINE DATA文またはREDEFINE DATA文のデータ名について、無効なトークンが指定されています。DATA識別子dnameは必ずアルファベット文字で始まり、使用できるのは英数字のみです。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: 文のDATAのdname識別子を修正してください。









	 PGU-41012: 無効なPLSDNAMEパラメータです 
	
原因: DEFINE文またはREDEFINE DATA文のPLSDNAME句に指定されているパラメータは、PL/SQL変数名のPL/SQL構文に準拠していません。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: データ変数のPL/SQL構文に準拠する名前を使用して、PLSDNAMEパラメータを修正してください。









	 PGU-41013: 無効なLANGUAGEパラメータです 
	
原因: DEFINE文またはREDEFINE DATA文にあるLANGUAGEパラメータは、有効なPGAコンパイラ言語ではありません。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: LANGUAGEパラメータを修正して、有効なPGAコンパイラ言語を指定してください。有効な言語は、IBMVSCOBOLIIです。









	 PGU-41014: 無効なUSAGEパラメータです 
	
原因: DEFINE文またはREDEFINE DATA文にあるUSAGEパラメータは、有効なPGAU usageではありません。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: USAGEパラメータを修正して、有効な使用方法を指定してください。有効な使用方法は、SKIP、ASIS、PASS、およびNULLです。









	 PGU-41015: USAGEパラメータは、すでに指定されています 
	
原因: USAGEパラメータは、DEFINE文またはREDEFINE DATA文にすでに指定されています。このパラメータはそれぞれのデータ定義について1回のみ使用できます。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: PGAU文から、2番目のUSAGEの指定を削除してください。









	 PGU-41016: LANGUAGEパラメータは、すでに指定されています 
	
原因: LANGUAGEパラメータは、DEFINE文またはREDEFINE DATA文にすでに指定されています。このパラメータはそれぞれのデータ定義について1回のみ使用できます。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: PGAU文から、2番目のLANGUAGEの指定を削除してください。









	 PGU-41017: PLSDNAMEパラメータは、すでに指定されています 
	
原因: PLSDNAMEパラメータは、DEFINE文またはREDEFINE DATA文にすでに指定されています。このパラメータはそれぞれのデータ定義について1回のみ使用できます。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: PGAU文から、2番目のPLSDNAMEの指定を削除してください。









	 PGU-41018: 無効なCOMPOPTSパラメータです 
	
原因: DEFINE文またはREDEFINE DATA文にあるCOMPOPTSパラメータは、PGAUで認識可能な有効なコンパイラ・オプション文字列ではありません。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: COMPOPTSパラメータを修正して、有効なオプションを指定してください。有効なオプションは、TRUNC(BIN)のみです。









	 PGU-41019: COMPOPTSパラメータは、すでに指定されています 
	
原因: COMPOPTSパラメータは、DEFINE文またはREDEFINE DATA文にすでに指定されています。このパラメータはそれぞれのデータ定義について1回のみ使用できます。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: PGAU文から、2番目のCOMPOPTSの指定を削除してください。









	 PGU-41020: 無効なCALL定義cnameが指定されました 
	
原因: このトークンは、DEFINE CALL文の有効なコール識別子名ではありません。CALL識別子cnameは必ずアルファベット文字で始まり、使用できるのは英数字のみです。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: 文のCALL識別子cnameを修正してください。









	 PGU-41021: PKGCALLパラメータは、すでに指定されています 
	
原因: PKGCALLパラメータは、DEFINE CALL文にすでに指定されています。このパラメータはそれぞれのコール定義について1回のみ使用できます。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: PGAU文から、2番目のPKGCALLの指定を削除してください。









	 PGU-41022: 無効なPKGCALLパラメータです 
	
原因: DEFINE CALL文のPKGCALLパラメータに指定されている関数名は、PL/SQLファンクション名のPL/SQL構文に準拠していません。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: ファンクション・コールのPL/SQL構文に準拠する名前を使用して、PKGCALLパラメータを修正してください。









	 PGU-41025: 無効なVERSION番号が指定されました 
	
原因: このトークンは、PGAU DEFINE文、UNDEFINE CALL文、TRANSACTION文、またはGENERATE文で有効なバージョン番号ではありません。有効なバージョン番号はすべて数値で、以前のDEFINE文から報告されるOracleの順序・オブジェクトの値に一致する必要があります。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: 文のVERSION番号を修正してください。









	 PGU-41026: PARMSパラメータは、すでに指定されています 
	
原因: PARMSパラメータは、DEFINE CALL文にすでに指定されています。このパラメータはそれぞれのコール定義について1回のみ使用できます。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: 文から、2番目のPARMSの指定を削除してください。









	 PGU-41029: 無効なTRANSACTION CALL cnameが指定されました 
	
原因: このトークンは、DEFINE TRANSACTION文の中でCALLを指定するための有効なコール識別子名ではありません。CALL識別子cnameは必ずアルファベット文字で始まり、使用できるのは英数字のみで、以前のDEFINE CALL文を起源とする必要があります。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: 文のTRANSACTION CALLのcnameパラメータを修正してください。









	 PGU-41030: NLS_LANGUAGEパラメータは、すでに指定されています 
	
原因: NLS_LANGUAGEパラメータは、DEFINE TRANSACTION文にすでに指定されています。このパラメータはそれぞれのトランザクション定義について1回のみ使用できます。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: 文から、2番目のNLS_LANGUAGEの指定を削除してください。









	 PGU-41031: パラメータ'string'は、未定義のOracle NLS名'string'を示します 
	
原因: PGAUパラメータ<parm>にOracleのNLS言語名<nlsname>が指定されていますが、これはOracleサーバー上で、PGAUの再実行でPGAUを接続するように定義されていません。Oracleのインストール時に言語<nlsname>が選択されていなかったか、生成(GENERATE)されたTIPが別のOracle上で実行されるようになっているか、または有効なOracleのNLS言語ではない(たとえば綴りが誤っているかサポートされていない)ために、言語<nlsname>が定義されていない可能性があります。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: パラメータ値を修正して、有効なOracleのNLS言語を選択するか、またはNLS言語がインストールされているサーバー上でTIPが実行されるようにしてください(その場合、このメッセージは警告とみなされます)。有効な言語は必ずアルファベット文字で始まり、英数字のみを含み、40文字以下の長さにする必要があります。サポート契約を結んでいるユーザーは、プラットフォームにNLS言語をインストールする場合、またはプラットフォーム上のNLS言語を確認する場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PGU-41032: ENVIRONMENTパラメータは、すでに指定されています 
	
原因: ENVIRONMENTパラメータは、DEFINE TRANSACTION文にすでに指定されています。このパラメータはそれぞれのトランザクション定義について1回のみ使用できます。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: 文から、2番目のENVIRONMENTの指定を削除してください。









	 PGU-41033: 無効なENVIRONMENTパラメータです 
	
原因: DEFINE TRANSACTION文にあるENVIRONMENTパラメータは、有効なPGA ENVIRONMENTではありません。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: ENVIRONMENTパラメータを修正して、有効なPGA ENVIRONMENTを指定してください。有効な環境は、IBM370です。









	 PGU-41034: SIDEPROFILEパラメータは、すでに指定されています 
	
原因: SIDEPROFILEパラメータは、DEFINE TRANSACTION文にすでに指定されています。このパラメータはそれぞれのトランザクション定義について1回のみ使用できます。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: 文から、2番目のSIDEPROFILEの指定を削除してください。









	 PGU-41035: 無効なSIDEPROFILE名が指定されました 
	
原因: このトークンは、DEFINE TRANSACTION文の中でSNAのサイド・プロファイルを指定するための有効な名前ではありません。サイド・プロファイル名は必ずアルファベット文字で始まり、使用できるのは英数字のみです。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: 文のTRANSACTION SIDEPROFILEパラメータを修正してください。









	 PGU-41036: LUNAMEパラメータは、すでに指定されています 
	
原因: LUNAMEパラメータは、DEFINE TRANSACTION文にすでに指定されています。このパラメータはそれぞれのトランザクション定義について1回のみ使用できます。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: 文から、2番目のLUNAMEの指定を削除してください。









	 PGU-41037: 無効なLUNAME名が指定されました 
	
原因: このトークンは、DEFINE TRANSACTION文でSNAのLU名を指定するための有効な名前ではありません。LU名は必ずアルファベット文字で始まり、使用できるのは英数字のみです。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: 文のTRANSACTION LUNAMEパラメータを修正してください。









	 PGU-41038: TPNAMEパラメータは、すでに指定されています 
	
原因: TPNAMEパラメータは、DEFINE TRANSACTION文にすでに指定されています。このパラメータはそれぞれのトランザクション定義について1回のみ使用できます。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: 文から、2番目のTPNAMEの指定を削除してください。









	 PGU-41039: 無効なTPNAME名が指定されました 
	
原因: このトークンは、DEFINE TRANSACTION文でSNAのTP名を指定するための有効な名前ではありません。TP名は必ずアルファベット文字で始まり、使用できるのは英数字のみです。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: 文のTRANSACTION TPNAMEパラメータを修正してください。









	 PGU-41040: LOGMODEパラメータは、すでに指定されています 
	
原因: LOGMODEパラメータは、DEFINE TRANSACTION文にすでに指定されています。このパラメータはそれぞれのトランザクション定義について1回のみ使用できます。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: 文から、2番目のLOGMODEの指定を削除してください。









	 PGU-41041: 無効なLOGMODE名が指定されました 
	
原因: このトークンは、DEFINE TRANSACTION文でSNAログモードを指定するための有効な名前ではありません。ログモード名は必ずアルファベット文字で始まり、使用できるのは英数字のみです。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: 文のTRANSACTION LOGMODEパラメータを修正してください。









	 PGU-41042: SYNCLEVELパラメータは、すでに指定されています 
	
原因: SYNCLEVELパラメータは、DEFINE TRANSACTION文にすでに指定されています。このパラメータはそれぞれのトランザクション定義について1回のみ使用できます。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: 文から、2番目のSYNCLEVELの指定を削除してください。









	 PGU-41043: 無効なSYNCLEVEL値が指定されました 
	
原因: このトークンは、DEFINE TRANSACTION文でAPPC SYNCレベルを指定するための有効な値ではありません。SYNCレベルに使用できる値は0と1のみです。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: 文のTRANSACTION SYNCLEVELパラメータを修正してください。









	 PGU-41044: 無効なTRANSACTION名です 
	
原因: このトークンは、DEFINE TRANSACTION文の有効なトランザクション識別子名ではありません。トランザクション名は必ずアルファベット文字で始まり、使用できるのは英数字のみです。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: 文のTRANSACTION名のパラメータを修正してください。









	 PGU-41045: DEFINE TRANSACTIONにコール名が欠落しています 
	
原因: PGAU DEFINE TRANSACTION構文に必要なコール名が見つかりません。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: DEFINE TRANSACTION文を修正して、コール名を指定してください。









	 PGU-41046: SIDEPROFILEが省略されています: LUNAME、TPNAMEおよびLOGMODEはいずれも必須です 
	
原因: SNA SIDEPROFILEパラメータを指定しない場合は、LUNAME、TPNAME、およびLOGMODEの3つのすべてのパラメータをDEFINE TRANSACTION文に指定する必要があります。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: DEFINE TRANSACTION文を修正して、(1)SIDEPROFILEパラメータ、(2)LUNAME、TPNAME、およびLOGMODEの3つのすべてのパラメータ、または(3)SIDEPROFILEパラメータと、LUNAME、TPNAME、およびLOGMODEパラメータのいずれかの組合せを指定してください。









	 PGU-41048: CALLパラメータは、すでに指定されています 
	
原因: CALLパラメータは、DEFINE TRANSACTION文にすでに指定されています。このパラメータはそれぞれのトランザクション定義について1回のみ使用できます。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: 文から、2番目のCALLパラメータの指定を削除してください。









	 PGU-41049: DEFINE TRANSACTIONパラメータstringは、すでに指定されています 
	
原因: パラメータ<parm>は、DEFINE TRANSACTION文にすでに指定されています。このパラメータはそれぞれのトランザクション定義について1回のみ使用できます。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: DEFINE TRANSACTION文から、2番目のパラメータ<parm>の指定を削除してください。









	 PGU-41053: VERSIONパラメータは、すでに指定されています 
	
原因: VERSIONパラメータは、すでに指定されています。このパラメータはGENERATE文またはREDEFINE文でそれぞれ1回のみ使用できます。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: 文から、2番目のVERSIONの指定を削除してください。









	 PGU-41054: VERSIONパラメータのバージョン番号が無効です 
	
原因: バージョン番号は、GENERATE文またはREDEFINE文でVERSIONキーワードの後にカッコで囲む必要があります。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: VERSIONパラメータ内のバージョン番号の指定を修正してください。









	 PGU-41055: 指定した言語では無効なFIELDまたはPLSFNAME名です 
	
原因: REDEFINE DATA文でFIELDパラメータまたはPLSFNAMEパラメータを指定する場合、このトークンは、指定言語内で有効なフィールド識別子名ではありません。フィールド識別子名は指定言語のネーミング規則に従う必要があります。COBOLで使用できる文字は英数字とハイフンのみで、最初の文字をアルファベット文字にする必要があります。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: 文のFIELDまたはPLSFNAME識別子名を修正してください。









	 PGU-41058: 無効なトランザクション名が指定されました 
	
原因: このトークンは、GENERATE文の有効なトランザクション識別子名ではありません。トランザクション識別子名は必ずアルファベット文字で始まり、使用できるのは英数字のみで、以前のDEFINE TRANSACTION文を起源とする必要があります。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: 文のトランザクション識別子名を修正してください。









	 PGU-41059: PKGNAMEパラメータは、すでに指定されています 
	
原因: PKGNAMEパラメータは、GENERATE文にすでに指定されています。このパラメータはそれぞれのGENERATEリクエストについて1回のみ使用できます。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: 文から、2番目のPKGNAMEの指定を削除してください。









	 PGU-41060: 無効なPKGNAME名が指定されました 
	
原因: このトークンは、GENERATE文でPL/SQL TIPパッケージ名を指定するための有効な識別子名ではありません。パッケージ名は必ずアルファベット文字で始まり、使用できるのは英数字のみです。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: 文のGENERATE PKGNAMEパラメータを修正してください。









	 PGU-41061: OUTFILEパラメータは、すでに指定されています 
	
原因: OUTFILEパラメータは、GENERATE文にすでに指定されています。このパラメータはそれぞれのGENERATEリクエストについて1回のみ使用できます。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: 文から、2番目のOUTFILEの指定を削除してください。









	 PGU-41063: DIAGNOSEパラメータは、すでに指定されています 
	
原因: DIAGNOSEパラメータは、GENERATE文にすでに指定されています。このパラメータはそれぞれのGENERATEリクエストについて1回のみ使用できます。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: 文から、2番目のDIAGNOSEの指定を削除してください。









	 PGU-41064: PGANODEパラメータは、すでに指定されています 
	
原因: PGANODEパラメータ<keyword>は、GENERATE文にすでに指定されています。このパラメータはそれぞれのGENERATEリクエストについて1回のみ使用できます。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: 文から、2番目のPGANODEの指定を削除してください。









	 PGU-41065: 無効なPGANODE名が指定されました 
	
原因: このトークンは、GENERATE文の有効なPGAノード識別子名ではありません。PGAノード識別子名は必ずアルファベット文字で始まり、英数字のみで構成し、有効なOracle DBリンク名である必要があります。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: 文のPGANODEパラメータを修正してください。









	 PGU-41068: 入力定義ファイルをオープンできません 
	
原因: DEFINE文またはREDEFINE DATA文のINFILEパラメータに指定されている入力定義ファイルをオープンしようとしてエラーが発生しました。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: 入力定義ファイルが存在すること、および入力定義ファイルへの読取りアクセスがあることを確認してください。









	 PGU-41070: COBOLインライン定義は、行端を左カッコから始める必要があります 
	
原因: COBOLインライン定義は、先頭に左カッコを使用します。1つの行で左カッコの次にCOBOLデータ定義文を入力します。


	
処置: インラインCOBOLデータ定義の行は、左カッコを先頭にして開始してください。









	 PGU-41071: LANGUAGEパラメータが欠落しています 
	
原因: PGAU DEFINEまたはREDEFINE DATA構文に必要なLANGUAGEパラメータが見つかりません。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: DEFINE文またはREDEFINE DATA文を修正して、LANGUAGEパラメータを指定してください。









	 PGU-41072: OPTIONSパラメータは、すでに指定されています 
	
原因: OPTIONSパラメータは、GENERATE文にすでに指定されています。このパラメータはそれぞれのGENERATEリクエストについて1回のみ使用できます。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: 文から、2番目のOPTIONSの指定を削除してください。









	 PGU-41073: OPTIONSサブパラメータが繰り返されています 
	
原因: 指定されたサブパラメータは、OPTIONSパラメータにすでに指定されています。有効なOPTIONSサブパラメータは、UDFのみです。それぞれのGENERATE文について1回のみ指定できます。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: OPTIONSの設定から、重複しているサブパラメータを削除してください。









	 PGU-41075: TRACEパラメータは、すでに指定されています 
	
原因: TRACEパラメータは、GENERATE文にすでに指定されています。このパラメータはそれぞれのGENERATEリクエストについて1回のみ使用できます。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: 文から、2番目のTRACEの指定を削除してください。









	 PGU-41076: TRACEまたはPKGEXパラメータが繰り返されています 
	
原因: 指定されたパラメータは、DIAGNOSE TRACEパラメータまたはPKGEXパラメータにすでに指定されています。有効なTRACEパラメータは、SE、IT、QM、IO、OC、DD、およびTGです。有効なPKGEXパラメータは、DCおよびDRです。それぞれのGENERATE文について、それぞれを1回のみ指定できます。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: TRACE/PKGEXの設定から、重複しているパラメータを削除してください。









	 PGU-41077: PKGEXパラメータは、すでに指定されています 
	
原因: PKGEXパラメータは、GENERATE文にすでに指定されています。このパラメータはそれぞれのGENERATEリクエストについて1回のみ使用できます。


	
処置: 文から、2番目のPKGEXの指定を削除してください。









	 PGU-41079: データ定義string、バージョンnumberはPG DDに挿入されました 
	
原因: PGAUによって、データ定義<dname>(バージョン番号<dver>)がDEFINE DATA文の処理結果として挿入されました。


	
処置: 後で使用するときのため、データ定義のVERSION番号を記録しておいてください。









	 PGU-41080: コール定義string、バージョンnumberはPG DDに挿入されました 
	
原因: PGAUによって、コール定義<cname>(バージョン番号<cver>)がDEFINE CALL文の処理結果として挿入されました。


	
処置: 後で使用するときのため、コール定義のVERSION番号を記録しておいてください。









	 PGU-41081: トランザクション定義string、バージョンnumberはPG DDに挿入されました 
	
原因: PGAUによって、トランザクション定義<tname>(バージョン番号<tver>)がDEFINE TRANSACTION文の処理結果として挿入されました。


	
処置: 後で使用するときのため、トランザクション定義のVERSION番号を記録しておいてください。









	 PGU-41082: データ定義string、バージョンnumberはPG DDで更新されました 
	
原因: PGAUによって、データ定義<dname>(バージョン番号<dver>)がREDEFINE DATA文の処理結果として更新されました。


	
処置: 必要ありません。これは情報メッセージです。









	 PGU-41083: データ定義string、バージョンnumberはPG DDから削除されました 
	
原因: PGAUによって、データ定義<dname>(バージョン番号<dver>)がUNDEFINE DATA文の処理結果として削除されました。


	
処置: 必要ありません。これは情報メッセージです。









	 PGU-41084: コール定義string、バージョンnumberはPG DDから削除されました 
	
原因: PGAUによって、コール定義<cname>(バージョン番号<cver>)がUNDEFINE CALL文の処理結果として削除されました。


	
処置: 必要ありません。これは情報メッセージです。









	 PGU-41085: トランザクション定義string、バージョンnumberはPG DDから削除されました 
	
原因: PGAUによって、トランザクション定義<tname>(バージョン番号<tver>)がUNDEFINE TRANSACTION文の処理結果として削除されました。


	
処置: 必要ありません。これは情報メッセージです。









	PGU-41086: stringトークンの長さは、numberの許容最大長を超えています 
	
原因: オブジェクト名タイプ<var>は、PGAUの許容最大長<len>を超えています。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: 指定された名前の長さを短くしてください。









	 PGU-41087: データ名stringは存在しません 
	
原因: DEFINE CALLが参照したデータ定義名<dname>は存在しません。


	
処置: DEFINE CALL文にすでに定義されているデータ定義のみを使用してください。









	 PGU-41088: データ名stringまたは指定したバージョン(number)(データ名string)は存在しません 
	
原因: DEFINE CALLが参照したデータ定義名<dname>は存在しません。または指定したバージョン<dver>のデータ定義<dname>は存在しません。


	
処置: DEFINE CALL文にすでに定義されているデータ定義のみを使用してください。









	 PGU-41089: コール名stringは存在しません 
	
原因: DEFINE TRANSACTIONが参照したコール定義名<cname>は存在しません。


	
処置: DEFINE TRANSACTION文にすでに定義されているコール定義のみを使用してください。









	 PGU-41090: コール名stringまたは指定したバージョン(number)(コール名string)は存在しません 
	
原因: DEFINE TRANSACTIONが参照したコール定義名<cname>は存在しません。または、指定したバージョン<cver>のコール定義<cname>は存在しません。


	
処置: DEFINE TRANSACTION文にすでに定義されているデータ定義のみを使用してください。









	 PGU-41091: データ名stringは存在しません 
	
原因: UNDEFINE DATAが参照したデータ定義名<dname>は存在しません。


	
処置: UNDEFINE DATA文にすでに定義されているデータ定義のみを使用してください。









	 PGU-41092: データ名stringまたは指定したバージョン(number)(データ名string)は存在しません 
	
原因: UNDEFINE DATAが参照したデータ定義名<dname>は存在しません。または指定したバージョン<dver>のデータ定義<dname>は存在しません。


	
処置: UNDEFINE DATA文にすでに定義されているデータ定義のみを使用してください。









	 PGU-41093: コール名stringは存在しません 
	
原因: UNDEFINE CALLが参照したコール定義名<cname>は存在しません。


	
処置: UNDEFINE CALL文にすでに定義されているコール定義のみを使用してください。









	 PGU-41094: コール名stringまたは指定したバージョン(number)(コール名string)は存在しません 
	
原因: UNDEFINE CALLが参照したコール定義名<cname>は存在しません。または、指定したバージョン<cver>のコール定義<cname>は存在しません。


	
処置: UNDEFINE CALL文にすでに定義されているコール定義のみを使用してください。









	 PGU-41095: トランザクション名stringは存在しません 
	
原因: UNDEFINE TRANSACTIONが参照したトランザクション定義名<tname>は存在しません。


	
処置: UNDEFINE TRANSACTION文にすでに定義されているトランザクション定義のみを使用してください。









	 PGU-41096: トランザクション名stringまたは指定したバージョン(number)(トランザクション名string)は存在しません 
	
原因: UNDEFINE TRANSACTIONが参照したトランザクション定義名<tname>は存在しません。または、指定したバージョン<tver>のトランザクション定義<tname>は存在しません。


	
処置: UNDEFINE TRANSACTION文にすでに定義されているトランザクション定義のみを使用してください。









	 PGU-41097: REDEFINE DATAに指定した言語パラメータはDEFINE DATAと競合します 
	
原因: 指定データ名のREDEFINE DATA文にあるLANGUAGEパラメータに指定されている言語は、指定データ名のDEFINE DATA文に最初に指定された言語ではありません。


	
処置: REDEFINE DATA文のLANGUAGEパラメータを最初のDEFINE DATA文のパラメータに変更してください。関連の言語依存フィールドの定義も変更する必要があります。









	 PGU-41100: REDEFINEのFIELDパラメータは不明なフィールド名(string)を示します 
	
原因: REDEFINEのFIELDパラメータに指定されているフィールド名<fname>は再定義されているデータ・オブジェクト内に現在存在しません。


	
処置: FIELDパラメータ上に正しいフィールド名を指定してください。現在のフィールド名をリストするには、REPORT DATA文を使用してください。









	 PGU-41101: DEFINE DATAで指定されたインライン・データ付きのINFILEパラメータ 
	
原因: INFILEパラメータがDEFINE DATA文に見つかりましたが、インライン・データ定義も見つかりました。1つのDEFINE DATA文では、この2つの形式のうちの1つのみを使用できます。


	
処置: INFILEの指定またはインライン・データ定義を削除してください。









	 PGU-41102: string DATAでデータ定義が欠落しています 
	
原因: DEFINE DATA文またはREDEFINE DATA文にインライン・データ定義とINFILEパラメータのいずれもありません。DEFINE DATAには、これらのいずれかが必要です。指定された別のパラメータによって、REDEFINE DATAでこれらのいずれかが必要になる場合もあります。


	
処置: INFILEパラメータまたはインライン・データ定義のいずれかを指定してください。









	 PGU-41103: INFILEパラメータは、すでに指定されています 
	
原因: INFILEパラメータは、DEFINE DATA文またはREDEFINE DATA文にすでに指定されています。このパラメータはそれぞれのデータ定義または再定義について1回のみ使用できます。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: 文から、2番目のINFILEの指定を削除してください。









	PGU-41105: 消費メモリー 
	
原因: メモリーの割当てに失敗しました。


	
処置: サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PGU-41106: GROUP内で左カッコが欠落しています 
	
原因: GROUP動詞の直後には左カッコが必要です。


	
処置: 左カッコが欠落している原因を調べてください。









	 PGU-41107: GROUP内でのGROUPの使用は許可されません 
	
原因: GROUP内にGROUPが見つかりました。


	
処置: GROUPを繰り返す必要はありません。内部のGROUPとそれを囲むカッコを削除してください。









	 PGU-41108: データ定義stringは存在しません 
	
原因: データ名<name>が指定されていますが存在しません。


	
処置: <name>の綴りが誤っていないか、あるいはバージョンが明示的に指定されている場合は番号が誤っていないか確認してください。REPORT動詞を使用して、何が存在しているのかを確認してください。









	PGU-41109: フィールド名stringは、データ定義stringに存在しません 
	
原因: フィールド名<fld>は、<dnm>という名前のデータ定義にありません。


	
処置: <dnm>という名前のデータ定義を調べて、<fld>という名前のフィールドが存在するかどうかを確認してください。REPORT動詞を使用して、<dnm>という名前のデータ定義に何があるか確認してください。









	PGU-41110: フィールド名stringは、データ定義string内に複数出現します 
	
原因: REDEFINEにフィールド名<fld>が指定されています。このフィールド名は、データ定義<dnm>に複数定義されています。フィールド名を正しく修飾してあいまいさをなくし、特定のフィールドが参照されるようにしてください。


	
処置: あいまいなフィールド名<fld>を、正しく修飾したフィールド名に置き換えてください。たとえば修飾したフィールド名はSUBFIELD2 OF FIELD1(または汎用でFIELD1.SUBFIELD2)のようにします。簡単にするには、<dnm>のDATA定義のREPORTについて出力を出力ファイルにスプールし、出力ファイルを編集して、<dnm>という名前のDATAオブジェクトを新たに定義します。









	 PGU-41111: stringの名前が欠落しています 
	
原因: DEFINE文またはREDEFINE文にトランザクション・オブジェクト、コール・オブジェクト、またはデータ・オブジェクトの名前がありません。<token>はオブジェクトのタイプです。


	
処置: 欠落している名前を(その他の必要なパラメータとともに)指定してください。









	PGU-41112: UNDEFINE stringに対する名前が無効です 
	
原因: UNDEFINE文の識別子名が無効です。識別子名は必ずアルファベット文字で始まり、使用できるのは英数字のみです。<token>はオブジェクトのタイプです。


	
処置: 識別子名に無効な文字の名前がないかを確認してください。









	 PGU-41113: 無効なWITHオペランドです 
	
原因: このトークンは、WITH句の中では有効なオペランドではありません。有効なのはDATAとCALLSのみです。


	
処置: WITHの後に、DATAまたはCALLSを続ける必要があります。









	 PGU-41114: 重複するWITHオペランドです 
	
原因: この文には同じWITH句がすでにあります。


	
処置: 同じ句を1つ削除してください。









	 PGU-41115: このコンテキストのWITHオペランドが無効です 
	
原因: WITH句が見つかりましたが、コンテキストが無効です。WITH CALLS句を使用できるのはUNDEFINE TRANSACTIONのみです。WITH DATA句はUNDEFINE DATAには使用できません。


	
処置: 無効なWITH句を削除してください。









	 PGU-41119: DATA、CALLまたはTRANSACTIONのいずれかをDEFINEに指定します 
	
原因: DATA、CALL、またはTRANSACTIONのいずれかを使用して、定義するオブジェクトのタイプを指定します。


	
処置: DATA、CALLまたはTRANSACTIONのいずれかをコマンド内に挿入してください。









	 PGU-41120: VERSIONパラメータは、UNDEFINE ALLと競合します 
	
原因: VERSIONパラメータがUNDEFINE ALL内に見つかりました。


	
処置: ALL(UNDEFINE ALLの中)またはVERSIONパラメータを削除してください。









	 PGU-41121: 無効なDIAGNOSEパラメータです 
	
原因: DIAGNOSEパラメータ内に無効なサブパラメータが見つかりました。


	
処置: サブパラメータの綴りが誤っていないか調べてください。









	 PGU-41122: GENERATE文にトランザクション名が指定されていません 
	
原因: トランザクション名が欠落しています。


	
処置: トランザクション名を指定してください。









	 PGU-41123: DATA(オブジェクト・タイプ)を指定します 
	
原因: 現時点でREDEFINEにDATAが必要です。


	
処置: REDEFINE文を調べてDATAトークンが欠落していないかどうかを確認し、必要に応じて挿入してください。









	 PGU-41124: DATA、CALLまたはTRANSACTIONのいずれかをUNDEFINEに指定します 
	
原因: DATA、CALLまたはTRANSACTIONのいずれかを使用して、削除するオブジェクトのタイプを指定します。


	
処置: DATA、CALLまたはTRANSACTIONのいずれかをコマンド内に挿入してください。









	 PGU-41125: stringオブジェクトの名前を指定します 
	
原因: オブジェクトのタイプ(DATA、CALLまたはTRANSACTION)には、オブジェクト名を付ける必要があります。


	
処置: DATA、CALLまたはTRANSACTIONのオブジェクト名を挿入してください。









	 PGU-41126: WITHトークンの直後に別のWITHトークンがあります 
	
原因: コマンド入力ストリームにWITHトークンが2つ連続しています。


	
処置: UNDEFINEまたはREPORTする参照オブジェクトのタイプに応じて、DATAまたはCALLSをWITHトークンの後に挿入してください。









	 PGU-41127: DATAまたはCALLSトークンは検出されましたが、WITHトークンの後ではありません 
	
原因: DATAまたはCALLSの前にWITHトークンが欠落しています。


	
処置: WITHトークンを正しい位置に挿入してください。









	PGU-41128: WITHトークンはstringを終了します 
	
原因: UNDEFINEコマンドまたはREPORTコマンドに、最後のトークンとしてWITHトークンが見つかりました。


	
処置: 参照先のDATAまたはCALLSをすべて削除またはREPORTするには、WITHトークンの後にDATAまたはCALLSを付ける必要があります。









	 PGU-41129: パラメータstringは、FIELDパラメータがない場合は無効です 
	
原因: <parm>パラメータを指定する場合、<parm>がDATA再定義内のFIELDに適用されるため、FIELDパラメータが必須になります。次のPGAU REDEFINEパラメータにはFIELDが必要です。
- PLSFNAME

- CODEPAGE




	
処置: <parm>の再定義を適用するFIELDを指定する場合、または<parm>の設定を削除する場合は、FIELDパラメータをREDEFINE文に組み込んでください。









	 PGU-41131: FIELDは指定されましたが、USAGE、PLSFNAMEまたは言語入力がありません 
	
原因: FIELDキーワードには、USAGE、PLSFNAME、INFILEから、1つ以上のキーワードを併用する必要があります。


	
処置: 前述のキーワードを必ず1つ以上指定してください。









	 PGU-41132: 言語入力は複数のフィールドを定義します 
	
原因: REDEFINE DATAにFIELDオプションを付けると、1つのフィールドのみが再定義されることを示します。言語入力には、複数のフィールドの定義が含まれています。


	
処置: 余分なフィールドの定義を削除してください。









	 PGU-41133:言語入力はREDEFINE ... FIELD(...)のデータ・フィールドは定義しません 
	
原因: REDEFINE DATAにFIELDオプションを付けると、1つのフィールドのみが再定義されることを示します。ただし、言語入力にフィールド定義は含まれていません。


	
処置: 言語入力にフィールド定義を1つ指定してください。









	 PGU-41134: string PGAUオブジェクトは、REPORTリクエストを満たしませんでした 
	
原因: REPORTコマンドは、指定タイプが<token>で名前のないPGAUデータ・オブジェクトのグループに関する情報を要求しています。ただし、このタイプのオブジェクトはありません。


	
処置: これは情報メッセージです。









	 PGU-41135: PGAU stringオブジェクト(名前string)は、REPORTリクエストを満たしませんでした 
	
原因: REPORTコマンドは、指定タイプが<type>で名前が<name>のPGAUデータ・オブジェクトに関する情報を要求しています。ただし、この<type>で<name>のオブジェクトはありません。


	
処置: これは情報メッセージです。









	 PGU-41136: string PGAUオブジェクト(名前string、バージョンnumber)は、REPORTリクエストを満たしませんでした 
	
原因: REPORTコマンドは、指定タイプが<type>、名前<name>、バージョン<vsn>のPGAUデータ・オブジェクトに関する情報を要求しています。ただし、この名前とバージョンのオブジェクトはありません。


	
処置: これは情報メッセージです。









	 PGU-41137: バージョン・リクエストが多すぎます。許容されている最大値はnumberです 
	
原因: REPORTリクエストのVERSIONパラメータのサブパラメータ数が多すぎます。<maximum>はメッセージに指定されています。


	
処置: リクエストを複数のREPORTに分割してください。









	 PGU-41138: stringの名前が欠落しています 
	
原因: REPORT文に<object>の名前が欠落しています。


	
処置: 欠落している名前を指定してください。









	 PGU-41139: VERSIONパラメータを使用すると、ALLパラメータと競合します 
	
原因: VERSIONパラメータが見つかりました。ただし、ALLパラメータも見つかりました(すべてのバージョンが示されています)。


	
処置: ALLパラメータまたはVERSIONパラメータを削除してください。









	 PGU-41140: 予期されるバージョン番号 
	
原因: ここではバージョン番号が必要です。


	
処置: バージョン番号を指定するか、またはVERSIONパラメータ全体を削除してください。









	 PGU-41141: 無効なバージョン番号が検出されました 
	
原因: バージョン番号をスキャンして、数値ではない文字列が見つかりました。


	
処置: 文にデリミタが欠落していないか調べてください。









	 PGU-41142: バージョン・パラメータは、すでに指定されています 
	
原因: VERSIONパラメータは、すでにあります。


	
処置: VERSIONパラメータを削除して、1つのみにしてください。









	 PGU-41143: このタイプのWITHオペランドは、stringオブジェクトでは無効です 
	
原因: WITH句は、<type>タイプのオブジェクトについては無効です。たとえば、REPORT DATA ... WITH DATAは無効です。


	
処置: 無効なWITH句を削除してください。









	PGU-41144: デフォルトのPKGCALLパラメータはstringに切り捨てられました 
	
原因: DEFINE CALL文にはPKGCALLパラメータがデフォルトで設定されていますが、通常はCALLオブジェクト名の値をとります。ただし、CALLオブジェクト名の長さが、PKGCALLパラメータの許容最大長(30)よりも長くなっています。実際に使用されているデフォルト値は<value>です。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	PGU-41145: デフォルトのPLSDNAMEパラメータはstringに切り捨てられました 
	
原因: DEFINE DATA文にはPLSDNAMEパラメータがデフォルトで設定されていますが、通常はDATAオブジェクト名の値をとります。ただし、DATAオブジェクト名の長さが、PLSDNAMEパラメータの許容最大長(30)よりも長くなっています。実際に使用されているデフォルト値は<value>です。


	
処置: 処置は必要ありません。これは情報メッセージです。









	 PGU-41146: 無効なINFILEパラメータです 
	
原因: DEFINE文またはREDEFINE DATA文で、INFILEパラメータに有効なファイル名が指定されていません。次の文について、構文チェックのみが続行します。


	
処置: INFILEパラメータを修正して、有効なファイル名を指定してください。









	 PGU-42001: ALLはレベル88でのVALUE(S)句内では無効です 
	
原因: ALLはレベル88(条件名)エントリでは指定できません。


	
処置: 予約語ALLを削除してください。









	 PGU-42002: COPY文: 異常終了しました 
	
原因: COPY句内のオペランドが欠落しています。


	
処置: 欠落しているオペランドを指定してください。









	 PGU-42003: 予約語COPYがCOPY句内で検出されました 
	
原因: COPY句の中に別のCOPY句が埋め込まれているのが見つかりました。


	
処置: COPY句を調べてください。文の終了記号が欠落している可能性があります。









	 PGU-42004: COPYは、COPY REPLACING内のoperand-1またはoperand-2として許可されません 
	
原因: COPY文のREPLACING句の中では、予約語COPYをoperand-1またはoperand-2として使用できません。


	
処置: operand-1の場合は、この場所とコピー元ソース・ファイル内で別の単語を使用してCOPYを置き換えてください。operand-2の場合は、無効なCOPY句で終了記号や予約語が欠落していないか調べてください。









	 PGU-42005: COPY文: コピー対象がありません 
	
原因: COPY句にファイル名オペランドがありません。


	
処置: COPY句にファイル名オペランドを指定してください。









	PGU-42006: 無効なトークンstringです 
	
原因: COBOL予約語を確認中に、認識不能なトークン<token>が見つかりました。


	
処置: 認識不能なトークンの周囲で、ソースにその他の予約語が欠落していないか、または文の終了記号が欠落していないか調べてください。









	 PGU-42007: 無効なEJECT文です 
	
原因: EJECT文では、オペランドを指定できません。


	
処置: EJECTから文の終了記号までの間にある余分なテキストを削除してください。









	 PGU-42008: 無効なSKIPn文です 
	
原因: SKIP1、SKIP2、またはSKIP3の文には、オペランドを使用できません。


	
処置: SKIPnから文の終了記号までの間にある余分なテキストを削除してください。









	PGU-42009: string 
	
原因: 間違いのあるソース行<sourceline>のエコーです。


	
処置: 直前のエラー・メッセージについて、この行をよく調べてください。









	 PGU-42010: number桁のレベル番号は、最大値2を超えています 
	
原因: レベル番号が<number>桁でした。レベル番号は、最大2桁に制限されています。


	
処置: レベル番号は、01から49、66、77、または88にしてください。









	 PGU-42011: 無効なレベル番号numberが検出されました 
	
原因: レベル番号は、01から49、66、77、または88に制限されています。<number>が検出されました。


	
処置: レベル番号を変更してください。









	 PGU-42012: レベル01または77は、まだ検出されていません 
	
原因: レコード定義はレベル01または77で始まりますが、01または77以外のレベル番号が見つかりました。


	
処置: 欠落しているレベル01または77の定義のソースを調べてください。レコードの上位レベルで定義が誤っている場合は、レベル番号を01または77に変更してください。









	PGU-42013: レベル01または77は検出されていないか、列numberとnumberの間で開始されています 
	
原因: ソース・ファイルにレベル01または77が欠落しているか、01または77の開始位置が<margin-A>と<margin-B>で指定された列の範囲より外側になっています。


	
処置: レベル01または77が表示される場合は、開始位置が<margin-B>の前、<margin-A>の後になっていることを確認してください。レベル01または77が表示されない場合は、レベル番号を変更してください。









	 PGU-42014: RENAMES句はレベル66である必要があります 
	
原因: RENAMES予約語は、レベル66のみで使用できます。


	
処置: レベル番号を66に変更してください。









	 PGU-42015: 複数のstring句が検出されました 
	
原因: タイプ<type>の句のインスタンスが複数見つかりました。


	
処置: 指定された句のタイプのインスタンスは1つのみにしてください。









	 PGU-42016: 無効な図形型の値が渡されました 
	
原因: これは内部エラーです。


	
処置: サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 PGU-42017: VALUESはレベル88でのみ使用できます 
	
原因: VALUESキーワードは、条件を記述するデータ定義内にのみに指定できます。使用できるのはレベル88のみです。


	
処置: 条件を記述する定義の場合は、レベル88であることを確認してください。条件を記述する定義ではない場合は、VALUES AREではなくVALUE ISを使用してください。









	PGU-42018: 入力ファイルstringをオープンできませんでした 
	
原因: 指定された入力ファイル<file>は、読取りのためにオープンできませんでした。


	
処置: ファイルが存在すること、および読取り権限があることを確認してください。









	 PGU-42019: REDEFINES句は1番目の句である必要があります 
	
原因: REDEFINES句は、データ定義の中ですべての句の前に表示してください。


	
処置: REDEFINES句は、データ定義名の直後にあるデータ定義の先頭に移動してください。









	 PGU-42020: RENAMES dn-1 (THROUGH) dn-2は単独で指定する必要があります 
	
原因: RENAMES句がデータ定義内にある場合は、それが唯一の句である必要があります。


	
処置: 他の句を削除してください。









	 PGU-42021: 終了してないレコード定義が検出されました 
	
原因: 文の終了記号の終了前に、end-of-fileが見つかりました。COBOL定義が列72を超えた場合にも発生します。


	
処置: 入力ファイル中の最後のレコードに文の終了記号があるかどうかを調べてください。データ定義が開始列と終了列の間にあるかどうかも確認してください。









	 PGU-42022: VALUES句はレベル88のみの句である必要があります 
	
原因: レベル88では、VALUE句またはVALUES句のみを使用できます。


	
処置: レベル88では、VALUEまたはVALUES以外の句を削除してください。









	 PGU-42024: TITLE文でピリオド・セパレータが欠落しています 
	
原因: TITLE文がピリオド・セパレータで終了していません。


	
処置: ピリオド・セパレータが欠落していないか確認してください。









	 PGU-42025: 無効なTITLE文です 
	
原因: TITLE文の形式が無効です。


	
処置: TITLE文の形式を確認してください。









	 PGU-42026: COPYがCOPY REPLACINGをコピーするか、その逆です。 
	
原因: COPY文によってコピーされたソース・ファイルには、COPY ... REPLACING文を含むことはできません。COPY ... REPLACING文によってコピーされたソース・ファイルには、COPY文を含むことはできません。


	
処置: エラーのファイルを修正してください。









	 PGU-42027: 次の行number(ファイルstring)にあります 
	
原因: このメッセージには、実際のエラーが記述された別のメッセージが続きます。このメッセージの後の行は、入力COBOLソース行のエコーです。ソース行は、行<line>(ファイル<filename>)にあります。


	
処置: このメッセージの前後にあるメッセージをお読みください。









	PGU-42028: 無効なUSAGEトークン: string 
	
原因: 無効な単語<token>がUSAGE句のUSAGEの後にあります。<token>は、一部のCOBOL文体で有効な場合があります。


	
処置: USAGE句の<token>は、IBMVSCOBOLII COBOL文体用に有効なUSAGEオペランドに置き換えてください。









	 PGU-42029: 予約語stringは、PICTUREとしては無効です 
	
原因: 予約語<token>がPICTUREオペランドとして使用されています。


	
処置: PICTURE句で、PICTUREオペランドが欠落していないか調べてください。









	 PGU-42030: string句は異常終了しました 
	
原因: <type>タイプの句が終了していますが、オペランドが欠落しています。


	
処置: 句にオペランドが欠落していないか調べてください。









	 PGU-42031: string句が、string句の後に間違って指定されています 
	
原因: <key-word-1>で導入された句は<key-word-2>で導入された句の後に置くことはできません。データ定義では、句によって順序が決まっています。たとえば、ASCENDING [KEY]句はINDEXED句の前に置きます。


	
処置: 句の位置を逆にしてください。









	PGU-42032: 状態の値stringはstringです 
	
原因: PGAU COBOLパーサーで内部エラーが発生しました。状態<state>は、<validity>により有効または無効になります。


	
処置: 完全診断を有効にしてエラーを再現し、関連の入力ファイルと出力ファイル、およびリストをすべて保存してください。サポート契約を結んでいるユーザーは、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	PGU-42033: 列stringに不要なテキストがあります 
	
原因: レコード定義の終わりに、余分なテキストが見つかりました。ソース入力レコードの列<column>から始まります。


	
処置: レコード定義の終了記号「.」の次に置くことができる唯一のソース・テキストは、COPY、EJECT、またはSKIPnです。終了記号「.」の位置が間違っていないかを確認してください。









	 PGU-42034: ファイルstringのCOPYは再帰的です 
	
原因: ファイル<filename>でCOPY文を処理中に、同じファイルに別のCOPY文が見つかりました。


	
処置: COBOLソースでCOPYの繰り返しがないかを調べてください。修正するには、1つのCOPYファイルを複数の固有の名前を付けたCOPYファイルに置き換える必要があります。









	 PGU-42035: COPY REPLACING句内の疑似テキストのNULLオペランドが無効です 
	
原因: COPY文のREPLACING句にある最初のオペランドは擬似テキストですが、擬似テキストはNULLです。


	
処置: NULLの擬似テキストをNULLではない文字列に置き換えてください。









	 PGU-42036: string句または段落内の入力が無効です 
	
原因: <special>の句または段落に無効な構文があります。


	
処置: 指定されたソース行で、構文のエラーがないか調べてください。









	 PGU-42037: END-EXECトークンが欠落しています 
	
原因: EXEC句を処理中に、END-EXECが見つかりませんでした。


	
処置: END-EXECを正しい場所に挿入してください。別の製品によりCOBOLソース入力が生成されている場合は、その製品を使用してソースを再生成してください。









	PGU-42038: 予約語stringの使用は無効です 
	
原因: 予約語<reserved>が不正なコンテキストで見つかりました。


	
処置: 通常はユーザー・データ名が表示されると思われる場所に予約語が使用されていないか調べてください。









	 PGU-42039: 次の行にあります 
	
原因: このメッセージには、実際のエラーが記述された別のメッセージが続きます。このメッセージの後の行は、入力COBOLソース行のメッセージ・エコーです。


	
処置: このメッセージの前後にあるメッセージを参照してください。









	 PGU-42040: OCCURS句でDEPENDING ON句が欠落しています 
	
原因: OCCURS句は、変数の長さの表を記述します。DEPENDING ON句は、表内の現行インスタンスの長さを示す場合に必要です。DEPENDING ON句が欠落しています。DEPENDING ON句は、現行インスタンスの長さを示します。


	
処置: DEPENDING ON句を指定するか、表を固定長の表にしてください。









	 PGU-42041: DBCS PIC句のUSAGE句が欠落しているか無効です 
	
原因: PICTURE句はDBCSデータ型を指定しますが、必要なUSAGE IS DISPLAY-1句が欠落しているか無効です。


	
処置: USAGE句を指定するか、PICのデータ型を両方の必要なDBCS型に訂正してください。









	 PGU-42042: LENGTH IS句では数値または編集済データは許可されません 
	
原因: LENGTH IS句が非編集文字データのデータ項目に指定されています。


	
処置: LENGTH IS句を削除するか、またはデータ項目のPICTURE句を変更して非編集文字データ・マスクを指定してください。









	 PGU-50001: ログ・ファイルの読取り中にエラーが発生しました。 
	
原因: ログ・ファイルの読取り中にエラーが発生しました。


	
処置: 問題の原因を確認し、修正後にPG4TCPMAPを再起動してください。









	 PGU-50002: データが検出されませんでした。 
	
原因: PGA_TCP_IMSC表から行を削除するために選択した述語が見つかりません。


	
処置: 問題の原因を確認し、修正後にPG4TCPMAPを再起動してください。









	 PGU-50003: stringの長さ(number)は、最大値numberを超えています。 
	
原因: パラメータ<parm>の長さ<len>がPG4TCPMAPツールに渡されましたが、許容最大値<max>を超えています。


	
処置: エラーのパラメータを修正して、PG4TCPMAPツールを再度呼び出してください。詳細は、『Oracle Database Gateway for APPC, User's Guide』を参照してください。









	 PGU-50004: PG4TCPMAPは失敗しました。 
	
原因: pg4tcpmapツールの処理中にエラーが発生しました。このメッセージの前に、エラーの詳細を示すメッセージが表示されます。


	
処置: このメッセージの前のメッセージを参照して、処置を判断してください。









	 PGU-50101: 無効な値を入力しました。 
	
原因: 無効な値が入力されたことを示す警告です。


	
処置: この質問は、再度問合せがあります。有効な値を入力してください。














120 XOQ-00101からXOQ-02554



	XOQ-00101: 不明なエラーです 
	
原因: 予期しない内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	XOQ-00102: システム障害です 
	
原因: 予期しない内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 XOQ-00103: OLAP APIメソッドが失敗しました。 
	
原因: 予期しない内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	XOQ-00104: 実装されていません 
	
原因: 実装されていない機能を必要とするOLAP API問合せが発行されました。


	
処置: 問合せを作成する別の方法は、OLAP API Javaマニュアルのクラスおよびメソッドを確認してください。









	XOQ-00105: 不明なエラーです 
	
原因: 予期しない内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 XOQ-00106: SQLクエリーが失敗しました: "(string)" 
	
原因: OLAPコンポーネントで生成されたSQLクエリーの実行に失敗しました。


	
処置: エラー・メッセージを調べて、考えられる失敗の原因を特定するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。









	 XOQ-00107: 現在の操作が取り消されました 
	
原因: [Ctrl]+[C]または別の取消し操作で、Oracle操作が中断されました。


	
処置: 次の操作を続行してください。









	 XOQ-00201: 接続を開くときにエラーが発生しました 
	
原因: OLAP APIの接続の初期化中にエラーが発生しました。


	
処置: OracleデータベースがOLAPオプション付きで適切にインストールされていることを確認してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスまでお問い合せください。









	 XOQ-00203: サーバーの接続情報を取得中にエラーが発生しました 
	
原因: 接続パラメータ情報の取得中にエラーが発生しました。


	
処置: OracleデータベースがOLAPオプション付きで適切にインストールされていることを確認してください。問題が解決しない場合は、Oracleサポート・サービスまでお問い合せください。









	 XOQ-00204: JDBC接続の2番目のDataProviderの初期化中にエラーが発生しました 
	
原因: Javaクライアントが1つのJDBC接続で複数のDataProviderを開こうとしました。


	
処置: 2番目のDataProviderを初期化する前に、最初のDataProviderを閉じてください。









	 XOQ-00223: OLAP DMLコマンドの実行中にエラーが発生しました 
	
原因: コマンド文字列の構文エラーまたは参照エラーにより、OLAP DMLコマンドを実行できませんでした。


	
処置: OLAP DMLコマンドの構文を修正してください。









	 XOQ-00225: 接続を閉じるときにエラーが発生しました 
	
原因: OLAP APIの接続を閉じるときにエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 XOQ-00229: 接続から情報を取得できません 
	
原因: OLAP API接続情報の準備中にエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 XOQ-00232: セッションの共有中にエラーが発生しました 
	
原因: 予期せぬエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 XOQ-00233: システムの取得中にエラーが発生しました 
	
原因: 予期せぬエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 XOQ-00234: モジュール・バージョンの取得中にエラーが発生しました 
	
原因: 予期せぬエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 XOQ-00251: デフォルトのデータベースが設定されていません。 
	
原因: 予期せぬエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 XOQ-00286: 定義マネージャの作成中にエラーが発生しました 
	
原因: 使用するOLAP API問合せの準備中にエラーが発生しました。


	
処置: 失敗の理由の詳細は、ErrorStackを調べてください。









	 XOQ-00287: アナリティック・ワークスペース"(string)"のブランチ(string)への追加中にエラーが発生しました 
	
原因: アナリティック・ワークスペースをブランチに追加する際に予期しないエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	XOQ-00288: トランザクションstringをコミットできません 
	
原因: 変更点をキューブまたはディメンションにコミットしようとしたときに、エラーが発生しました。


	
処置: 失敗の理由の詳細は、エラー・スタックを調べてください。









	 XOQ-00400: CWMオブジェクト"(string))"のXMLまたはIDLへのマップに失敗しました 
	
原因: クライアントに戻すメタデータ・オブジェクトの準備中にエラーが発生しました。


	
処置: 非常に長いテキスト属性、テキスト属性の特殊文字などの特殊な特性は、メタデータ・オブジェクトを確認してください。









	 XOQ-00401: オブジェクト"(string)"に対して予期されないクラス・タイプです。必要なタイプはstringですが、検出されたのはstringです 
	
原因: メタデータの処理中にエラーが発生しました。メタデータまたは同じ名前またはIDを使用する複数のオブジェクトに一貫性がない可能性があります。


	
処置: 一貫性がないメタデータ・オブジェクトを確認してください。同じ名前またはIDを持つ複数のオブジェクトが存在する場合、IDを一意にするためにオブジェクトのいずれかの名前を変更してください。









	 XOQ-00402: オブジェクト"(string)"に対して予期されないクラス・タイプです。必要なタイプはstringです 
	
原因: メタデータの処理中に予期しないエラーが発生しました。メタデータまたは同じ名前またはIDを使用する複数のオブジェクトに一貫性がない可能性があります。


	
処置: 一貫性がないメタデータ・オブジェクトを確認してください。同じ名前またはIDを持つ複数のオブジェクトが存在する場合、IDを一意にするためにオブジェクトのいずれかの名前を変更してください。









	 XOQ-00500: メタデータ・プロバイダ"(string)"は使用できません 
	
原因: 指定されたタイプのメタデータに使用するMetadataProviderが見つかりませんでした。


	
処置: 使用しているコードでメタデータ・タイプCWMがリクエストされていることを確認してください。









	 XOQ-00501: 表"(string)"または列"(string)"(あるいはその両方)が見つかりません 
	
原因: メタデータ・オブジェクトが存在しない表または列にマップされました。


	
処置: type_of_validationにOLAP APIを使用したPL/SQLプロシージャCWM2_OLAP_VALIDATE.VALIDATE_OLAP_CATALOGを実行してください。メタデータ・オブジェクトの報告された問題を修正してください。









	 XOQ-00502: 1つのソースにCursorManagerを2つ以上作成できません 
	
原因: トランザクションの1つのソースに2つ目のCursorManagerを作成しようとしました。


	
処置: 1つのCursorManagerのみを使用するか、新しいOLAP API JARファイルにアップグレードしてください。









	 XOQ-00503: カーソル・サーバーを作成できません 
	
原因: OLAP API問合せのSQLの実行中にエラーが発生しました。


	
処置: 失敗の詳細は、ErrorStackを調べてください。









	 XOQ-00504: クエリーを実行できません 
	
原因: OLAP API問合せのSQLの実行中にエラーが発生しました。


	
処置: 失敗の詳細は、ErrorStackを調べてください。









	 XOQ-00505: カーソル・インプットの数(string)がバインド・ソースの数(string)に一致しません。 
	
原因: カーソル・マネージャで指定されたバインド・ソースがカーソル・インプットと一致しませんでした。


	
処置: 各バインド・ソースのカーソル・インプットを指定してください。









	 XOQ-00506: クライアントからのXML文字列を解析できません 
	
原因: クライアントが送信したクエリーまたはメタデータ定義の解析中にエラーが発生しました。


	
処置: 失敗の詳細は、エラー出力を調べてください。









	 XOQ-00507: ID "(string)"のソース定義が見つかりません 
	
原因: クエリーで存在しないソース定義が参照されました。


	
処置: 失敗の詳細は、エラー出力を調べてください。









	 XOQ-00508: ID "(string)"のメタデータ・オブジェクトが見つかりません 
	
原因: クエリーで存在しないメタデータ・オブジェクトが参照されました。


	
処置: 既存のメタデータ・オブジェクトを参照するため、クエリーを修正してください。









	 XOQ-00509: 無効な値文字列"(string)"がディメンション"(string)"の値に使用されています。 
	
原因: クエリーに不適切に書式設定された値文字列が含まれていました。使用できる書式は、階層制限値モードの"HIERARCHY::LEVEL::VALUE"またはODBO互換性モードの"[Dimension].[Hierarchy].[Level].[Value]"です。


	
処置: クエリーで使用する値文字列を修正するか、localValue属性を使用した値を選択してください。たとえば、dimensionSource.select(dimension.getLocalValueAttribute().getSource().eq("value"))などです。









	 XOQ-00510: 階層でNULLキーが見つかりました 
	
原因: NULL値が含まれていましたが、階層がスキップ・レベル階層として識別されませんでした。


	
処置: 階層のメタデータを修正して、スキップ・レベル階層としてマークしてください。









	 XOQ-00511: クエリーの結果は直積になります。 
	
原因: 不適切な結合条件がクエリーで使用されました。


	
処置: メタデータ・オブジェクトのマッピングを調べて、クエリーを修正してください。









	 XOQ-00600: 内部エラー・コード、引数: [string],[string],[string],[string],[string],[string],[string],[string] 
	
原因: プロセスで例外条件が検出されました。これは、Oracleプログラム例外の汎用内部エラー番号です。


	
処置: この問題はバグとしてOracleサポート・サービスに連絡してください。第1の引数は内部エラー番号を示します。









	 XOQ-00603: 致命的エラーが発生しました: 続行はお薦めしません。 
	
原因: Oracleセッションはリカバリ不能の状態にあります。


	
処置: 新しいセッションを自動的に作成するため、Oracleに再ログインしてください。詳細は、セッション・トレース・ファイルを調べてください。









	 XOQ-00699: 内部エラー、引数: [string],[string],[string],[string],[string],[string],[string],[string] 
	
原因: プロセスを終了しない内部的な不整合が検出されました。


	
処置: バグを報告し、エラー・メッセージの最初の引数の内部エラーを含めてください。









	 XOQ-00700: OLAP DMLコマンドのコンパイル中にエラーが発生しました 
	
原因: OLAP DMLコマンドの構文エラーまたは参照エラーにより、コンパイル・エラーが発生しました。


	
処置: OLAP DMLコマンドの構文を修正してください。エラー・スタックにエラーの詳細が提供されている場合があります。再試行する前に、OLAP DML BADLINEオプションを有効化して、詳細メッセージを取得してください。









	 XOQ-00701: OLAP DML式のコンパイル中にエラーが発生しました 
	
原因: OLAP DML式の構文エラーまたは参照エラーにより、コンパイル・エラーが発生しました。


	
処置: OLAP DML式の構文を修正してください。エラー・スタックにエラーの詳細が提供されている場合があります。再試行する前に、OLAP DML BADLINEオプションを有効化して、詳細メッセージを取得してください。









	 XOQ-00702: コンパイルするOLAP DMLコードがありません 
	
原因: 空のコマンド文字列でSPLExecutor:executeCommandがコールされました。


	
処置: OLAP DMLコマンドがSPLExecutor::executeCommandに渡されていることを確認してください。









	 XOQ-00703: OLAP DMLコマンド"(string)"の実行中にエラーが発生しました 
	
原因: コマンド文字列の構文エラーまたは参照エラーにより、OLAP DMLコマンドを実行できませんでした。


	
処置: エラーの詳細は、エラー・スタックを調べてください。OLAP DMLコマンドを修正して、再試行してください。









	 XOQ-00704: OLAP DML式の評価中にエラーが発生しました 
	
原因: 式の文字列の構文エラーまたは参照エラーにより、OLAP DML式を評価できませんでした。


	
処置: エラーの詳細は、エラー・スタックを調べてください。OLAP DML式を修正して、再試行してください。









	 XOQ-00705: 評価するOLAP DMLがありません 
	
原因: 空の式の文字列でSPLExecutor::evaluateExpressionメソッドがコールされました。


	
処置: OLAP DMLコマンドがSPLExecutor::evaluateExpressionメソッドに渡されていることを確認してください。









	 XOQ-00850: 基本スナップショットを作成できません: 定義ID "(string)"を認識できません 
	
原因: ソースが認識できないメタデータ・オブジェクトを参照したため、カーソルを作成できませんでした。


	
処置: ソースがMdmCustomObjectFactoryとともに作成されるMdmDimensionまたはMdmMeasureを使用する場合、Mtm定義が完全で既存のオブジェクトのみ参照していることを確認してください。









	 XOQ-00851: mdmプロパティを作成できません: 定義ID "(string)"を認識できません 
	
原因: ソースが認識できないメタデータ・オブジェクトを参照したため、カーソルが作成されませんでした。


	
処置: ソースがMdmCustomObjectFactoryとともに作成されるMdmDimensionまたはMdmMeasureを使用する場合、Mtm定義が完全で既存のオブジェクトのみ参照していることを確認してください。









	 XOQ-01000: クエリーの一部の結果が空の選択およびゼロ・エクステントのカーソルです。 
	
原因: ソースの1つ以上のディメンションの選択がメンバーを生成しなかったため、ソースのデータが取得されませんでした。


	
処置: ディメンションの選択を確認して、階層、レベルおよびメンバーのすべての参照が正しいことを確認してください。各ディメンションのクエリーを個別に評価して、問題を特定してください。









	 XOQ-01100: クエリーは現行のジェネレータではサポートされていません。 
	
原因: ソースに構文的に正しい構成が含まれますが、現在サポートされていません。


	
処置: サポートされていない構成のソースを確認してください。たとえば、一部のリリースでは、メジャー・ソースをディメンション用のソースではなく階層用のソースに結合する必要があります。









	 XOQ-01150: OLAPカタログに関する不明な問題が発生しました 
	
原因: OLAPカタログの読込み中に、エラーが発生しました。


	
処置: type_of_validationにOLAP APIを使用したPL/SQLプロシージャCWM2_OLAP_VALIDATE.VALIDATE_OLAP_CATALOGを実行してください。問題を修正します。









	XOQ-01151: OCIエラー:string 
	
原因: Oracle Call Interfaceで例外が発生しました。


	
処置: エラー・メッセージで示された問題を修正してください。









	 XOQ-01200: MdmAttribute"string"にメタデータの問題が発生しました 
	
原因: MdmAttributeのメタデータが不完全であるか、一貫性がありません。考えられる原因は、1) MdmAttributeに関連付けられているMtmAttributeMapが存在しないか、2) MtmAttributeMapが存在するが、リクエストされたMtmDimensionMapのマップされた式が存在しないことです。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用してMdmAttributeが作成または変更される場合、オブジェクトが正しく作成およびマップされていることを確認してください。MdmAttributeがOLAPカタログから読み込まれる場合、type_of_validationにOLAP APIを使用したPL/SQLプロシージャCWM2_OLAP_VALIDATE.VALIDATE_OLAP_CATALOGを実行してください。問題を修正します。









	 XOQ-01201: MdmMeasure "string"にメタデータの問題が発生しました 
	
原因: MdmMeasureのメタデータが不完全であるか、一貫性がありません。考えられる原因は、1) MdmMeasureに関連付けられているMtmMeasureMapが存在しないか、2) MtmMeasureMapが存在するが、リクエストされたMtmBaseCubeのマップされた式が存在しないか、3) MtmMeasureMapが存在するが、関連付けられているMtmCubeが存在しないことです。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用してMdmMeasureが作成または変更される場合、オブジェクトが正しく作成およびマップされていることを確認してください。MdmMeasureがOLAPカタログから読み込まれる場合、type_of_validationにOLAP APIを使用したPL/SQLプロシージャCWM2_OLAP_VALIDATE.VALIDATE_OLAP_CATALOGを実行してください。問題を修正します。









	 XOQ-01202: MdmLevel"string"にメタデータの問題が発生しました 
	
原因: MdmLevelのメタデータが不完全であるか、一貫性がありません。MdmLevelに関連付けられているMtmLevelMapがありません。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用してMdmLevelが作成または変更される場合、オブジェクトが正しく作成およびマップされていることを確認してください。MdmLevelがOLAPカタログから読み込まれる場合、type_of_validationにOLAP APIを使用したPL/SQLプロシージャCWM2_OLAP_VALIDATE.VALIDATE_OLAP_CATALOGを実行してください。問題を修正します。









	 XOQ-01203: MdmHierarchy "string"にメタデータの問題が発生しました 
	
原因: MdmHierarchyのメタデータが不完全であるか、一貫性がありません。MdmHierarchyに関連付けられているMtmHierarchyMapがありません。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用してMdmHierarchyが作成または変更される場合、オブジェクトが正しく作成およびマップされていることを確認してください。MdmHierarchyがOLAPカタログから読み込まれる場合、type_of_validationにOLAP APIを使用したPL/SQLプロシージャCWM2_OLAP_VALIDATE.VALIDATE_OLAP_CATALOGを実行してください。問題を修正します。









	 XOQ-01204: MdmListDimension"string"にメタデータの問題が発生しました 
	
原因: MdmListDimensionのメタデータが不完全であるか、一貫性がありません。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用してMdmListDimensionが作成または変更される場合、オブジェクトが正しく作成およびマップされていることを確認してください。MdmListDimensionがOLAPカタログから読み込まれる場合、type_of_validationにOLAP APIを使用したPL/SQLプロシージャCWM2_OLAP_VALIDATE.VALIDATE_OLAP_CATALOGを実行してください。問題を修正します。









	 XOQ-01205: MdmPrimaryDimension"string"にメタデータの問題が発生しました 
	
原因: MdmPrimaryDimensionのメタデータが不完全であるか、一貫性がありません。MdmPrimaryDimension(MdmUnionHierarchyとも呼ばれます)に関連付けられているMtmPrimaryDimensionMapがありません。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用してMdmPrimaryDimensionが作成または変更される場合、オブジェクトが正しく作成およびマップされていることを確認してください。MdmPrimaryDimensionがOLAPカタログから読み込まれる場合、type_of_validationにOLAP APIを使用したPL/SQLプロシージャCWM2_OLAP_VALIDATE.VALIDATE_OLAP_CATALOGを実行してください。問題を修正します。









	 XOQ-01206: キューブ"string"にメタデータの問題が発生しました 
	
原因: キューブのメタデータが不完全であるか、一貫性がありません。これは、次のいずれかの理由で発生します。1) リクエストされた階層の組合せに関連付けられたMtmBaseCubeが存在しない。2) MtmCubeに関連付けられたMtmMeasureMapのいずれかがNULLである。3) MtmBaseCubeに関連付けられたMtmCubeDimensionalityでエラーが発生した。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用して階層の組合せ、メジャー・マップまたはキューブが作成または変更される場合、オブジェクトが正しく作成およびマップされていることを確認してください。属性階層の組合せ、メジャー・マップまたはキューブがOLAPカタログから読み込まれる場合、type_of_validationにOLAP APIを使用したPL/SQLプロシージャCWM2_OLAP_VALIDATE.VALIDATE_OLAP_CATALOGを実行してください。問題を修正します。









	 XOQ-01207: 階層の組合せ"string"にメタデータの問題が発生しました 
	
原因: 階層の組合せのメタデータが不完全であるか、一貫性がありません。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用して階層の組合せが作成または変更される場合、オブジェクトが正しく作成およびマップされていることを確認してください。階層の組合せがOLAPカタログから読み込まれる場合、type_of_validationにOLAP APIを使用したPL/SQLプロシージャCWM2_OLAP_VALIDATE.VALIDATE_OLAP_CATALOGを実行してください。問題を修正します。









	 XOQ-01208: MtmBaseCube "string"にメタデータの問題が発生しました 
	
原因: MtmBaseCubeのメタデータが不完全であるか、一貫性がありません。MtmBaseCubeに関連付けられているMtmTabularSourceがありません。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用してMtmBaseCubeが作成または変更される場合、オブジェクトが正しく作成およびマップされていることを確認してください。MtmBaseCubeがOLAPカタログから読み込まれる場合、type_of_validationにOLAP APIを使用したPL/SQLプロシージャCWM2_OLAP_VALIDATE.VALIDATE_OLAP_CATALOGを実行してください。問題を修正します。









	 XOQ-01209: ディメンション"string"上の属性にメタデータの問題が発生しました 
	
原因: ディメンションの属性のメタデータが不完全であるか、一貫性がありません。


	
処置: OLAP Metadataを使用して属性またはディメンションが作成または変更される場合、オブジェクトが正しく作成およびマップされていることを確認してください。属性またはディメンションがOLAPカタログから読み込まれる場合、type_of_validationにOLAP APIを使用したPL/SQLプロシージャCWM2_OLAP_VALIDATE.VALIDATE_OLAP_CATALOGを実行してください。問題を修正します。









	 XOQ-01210: リスト・ディメンション"string"用の表マップにメタデータの問題が発生しました 
	
原因: リスト・ディメンション用の表マップのメタデータが不完全であるか、一貫性がありません。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用して表マップまたはディメンションが作成または変更される場合、オブジェクトが正しく作成およびマップされていることを確認してください。表マップまたはディメンションがOLAPカタログから読み込まれる場合、type_of_validationにOLAP APIを使用したPL/SQLプロシージャCWM2_OLAP_VALIDATE.VALIDATE_OLAP_CATALOGを実行してください。問題を修正します。









	 XOQ-01211: MdmValueHierarchy "string"にメタデータの問題が発生しました 
	
原因: MdmValueHierarchyのメタデータが不完全であるか、一貫性がありません。考えられる原因は、1) MdmValueHierarchyのMtmValueLevelHierarchyMapに関連付けられているMtmSolvedLevelHierarchyMapが存在しないか、2) MdmValueHierarchyのMtmValueLevelHierarchyMapが無効であることです。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用してMdmValueHierarchyまたはMtmValueLevelHierarchyMapが作成または変更される場合、オブジェクトが正しく作成およびマップされていることを確認してください。MdmValueHierarchyまたはMtmValueLevelHierarchyMapがOLAPカタログから読み込まれる場合、type_of_validationにOLAP APIを使用したPL/SQLプロシージャCWM2_OLAP_VALIDATE.VALIDATE_OLAP_CATALOGを実行してください。問題を修正します。









	 XOQ-01212: キューブ"string"に集計メタデータの問題が発生しました 
	
原因: キューブの集計メタデータが不完全であるか、一貫性がありません。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用してキューブが作成または変更される場合、オブジェクトが正しく作成およびマップされていることを確認してください。キューブがOLAPカタログから読み込まれる場合、type_of_validationにOLAP APIを使用したPL/SQLプロシージャCWM2_OLAP_VALIDATE.VALIDATE_OLAP_CATALOGを実行してください。問題を修正します。









	 XOQ-01213: MdmLevelHierarchy "string"にメタデータの問題が発生しました 
	
原因: MdmLevelHierarchy用の表マッピングのメタデータが不完全であるか、一貫性がありません。MdmLevelHierarchyのMtmLevelHierarchyMapに関連付けられているMtmTabularSourceがありません。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用してMdmLevelHierarchyが作成または変更される場合、オブジェクトが正しく作成およびマップされていることを確認してください。MdmLevelHierarchyがOLAPカタログから読み込まれる場合、type_of_validationにOLAP APIを使用したPL/SQLプロシージャCWM2_OLAP_VALIDATE.VALIDATE_OLAP_CATALOGを実行してください。問題を修正します。









	 XOQ-01214: "string"にディメンションの順序指定に関するメタデータの問題が発生しました 
	
原因: カスタム・ソート列のメタデータが不完全であるか、一貫性がありません。MtmDimensionOrderSpecificationに関連付けられているOrderByExpressionがありません。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用してMtmDimensionOrderSpecificationが作成または変更される場合、オブジェクトが正しく作成およびマップされていることを確認してください。MtmDimensionOrderSpecificationがOLAPカタログから読み込まれる場合、type_of_validationにOLAP APIを使用したPL/SQLプロシージャCWM2_OLAP_VALIDATE.VALIDATE_OLAP_CATALOGを実行してください。問題を修正します。









	 XOQ-01215: マップされたRDBMS列"string"にメタデータの問題が発生しました 
	
原因: マップされたRDBMS列のメタデータが不完全であるか、一貫性がありません。関連付けられたRDBMS列を所有するRDBMS表を識別する問題が発生しました。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用してRDBMS列が作成または変更される場合、オブジェクトが正しく作成およびマップされていることを確認してください。RDBMS列がOLAPカタログから読み込まれる場合、type_of_validationにOLAP APIを使用したPL/SQLプロシージャCWM2_OLAP_VALIDATE.VALIDATE_OLAP_CATALOGを実行してください。問題を修正します。









	 XOQ-01216: スノーフレーク階層"string"のマッピングでメタデータの問題が発生しました 
	
原因: スノーフレーク階層のマッピング・メタデータが不完全であるか、一貫性がありません。関連付けられたスノーフレーク階層のマッピングを識別する問題が発生しました。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用して階層が作成または変更される場合、オブジェクトが正しく作成およびマップされていることを確認してください。階層がOLAPカタログから読み込まれる場合、type_of_validationにOLAP APIを使用したPL/SQLプロシージャCWM2_OLAP_VALIDATE.VALIDATE_OLAP_CATALOGを実行してください。問題を修正します。









	 XOQ-01217: 階層"string"のマッピングでメタデータの問題が発生しました 
	
原因: 階層のマッピング・メタデータが不完全であるか、一貫性がありません。関連付けられた階層のマッピングを識別できませんでした。問題は、ディメンションがいずれかのキューブでマップされた方法でGID列に発生している可能性があります。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用して階層が作成または変更される場合、オブジェクトが正しく作成およびマップされていることを確認してください。階層がOLAPカタログから読み込まれる場合、type_of_validationにOLAP APIを使用したPL/SQLプロシージャCWM2_OLAP_VALIDATE.VALIDATE_OLAP_CATALOGを実行してください。問題を修正します。









	 XOQ-01218: 階層"string"のマッピングでメタデータの問題が発生しました 
	
原因: 階層のマッピング・メタデータが不完全であるか、一貫性がありません。ディメンションがいずれかのキューブでマップされた方法で、関連付けられている階層のマッピングを識別できませんでした。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用して階層が作成または変更される場合、オブジェクトが正しく作成およびマップされていることを確認してください。階層がOLAPカタログから読み込まれる場合、type_of_validationにOLAP APIを使用したPL/SQLプロシージャCWM2_OLAP_VALIDATE.VALIDATE_OLAP_CATALOGを実行してください。問題を修正します。









	 XOQ-01219: 階層"string"のマッピングでメタデータの問題が発生しました 
	
原因: 階層のマッピング・メタデータが不完全であるか、一貫性がありません。関連付けられている階層のET列を識別できませんでした。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用して階層が作成または変更される場合、オブジェクトが正しく作成およびマップされていることを確認してください。階層がOLAPカタログから読み込まれる場合、type_of_validationにOLAP APIを使用したPL/SQLプロシージャCWM2_OLAP_VALIDATE.VALIDATE_OLAP_CATALOGを実行してください。問題を修正します。









	 XOQ-01300: 無効なディメンション・メンバー値"(string)" 
	
原因: 無効なディメンション値がMdmCustomMemberの一部として指定されました。


	
処置: MdmCustomMemberに渡されている値を確認してください。すべてのディメンション・メンバーを一意の値形式にする必要があります。memberValue、parentValue、attributeExpressionまたはmeasureExpressionで問題が発生している可能性があります。









	 XOQ-01301: MdmCustomMember "(string)"内に無効なメジャー式があります 
	
原因: MdmCustomMemberのメジャー式が無効です。


	
処置: 各MdmCustomMemberのメジャー式が有効であることを確認してください。角カッコが対応していることを確認してください。









	 XOQ-01302: クエリーはローカル値モードではサポートされていません 
	
原因: クエリーの一部の機能で、一意の値モードを有効化する必要があります。


	
処置: 一意の値モードを有効化するか、一意の値モードに依存する機能を削除するクエリー・リライトを実行してください。MdmCustomMemberでは、一意の値モードが必要です。









	 XOQ-01303: ディメンショナリティが正しくありません 
	
原因: キューブのディメンショナリティを定義するメタデータが正しくありません。


	
処置: クエリー対象のキューブのディメンショナリティのメタデータを確認してください。ファクト表の結合列の数がディメンション表の結合列の数と一致していることを確認してください。









	 XOQ-01304: カスタム・メンバー機能はサポートされていません。 
	
原因: クエリーに処理できないカスタム・メンバーが含まれています。


	
処置: 解決済のキューブがクエリーでGROUPING SETまたはROLLUP形式であるかどうかを確認してください。ETフォームでリライトしてください。









	 XOQ-01305: モデル割当ては無効です 
	
原因: モデル割当ての定義が無効です。


	
処置: 割り当てられたソースに入力として制限されたソースがないように、すべての割当てが定義されていることを確認してください。割当てが明示的に作成されているか、カスタム・メンバー定義から暗黙的に作成されている可能性があります。









	 XOQ-01306: MdmValueHierarchyのカーソル・マネージャを生成できません 
	
原因: 階層にLevelExpressionsがなく、アナリティック・ワークスペースでコンパイルされていないため、MdmValueHierarchyを含むクエリーにカーソル・マネージャを作成できませんでした。


	
処置: LevelExpressionsをMdmValueHierarchyのSolvedValueHierarchyMapに追加するか、階層のMdmPrimaryDimensionにAWPrimaryDimensionOrganizationを作成してください。COMPILEコマンドを使用して、ディメンションを作成してください。









	 XOQ-01307: MdmCubeMap "string"(MdmCube "string")を生成できません。MdmCubeMapにディメンション"string"のMdmCubeDimensionalityMapが含まれていません。 
	
原因: MdmCubeMapに指定されたディメンションのMdmCubeDimensionalityMapがありません。


	
処置: MdmCubeMapにMdmCubeの各ディメンションのMdmCubeDimensionalityMapが含まれていることを確認してください。









	 XOQ-01308: 1次ディメンション"string"(キューブ"string")に複数のディメンション・レベルがありますが、階層がありません。 
	
原因: PrimaryDimensionに複数のDimensionLevelがありますが、階層およびMemberListMapがありません。


	
処置: 階層またはMemberListMapをPrimaryDimensionに追加してください。









	 XOQ-01400: メタデータ・オブジェクトが無効です 
	
原因: 1つ以上のMdmまたはMtmメタデータ・オブジェクトが無効です。無効なオブジェクトのリストがこのエラーの後に示されます。


	
処置: 無効なメタデータ・オブジェクトのリストを調べて、各オブジェクトに報告されたエラーを修正してください。OLAP Metadata APIを使用して作成または変更されたオブジェクトは、クライアントで必要な変更を行ってください。OLAPカタログから作成されたオブジェクトは、メタデータ表を変更するか、OLAP Metadata APIを使用してMdmおよびMtmオブジェクトを変更してください。









	XOQ-01401: 検証エラー 
	
原因: MdmまたはMtmメタデータ・オブジェクトの検証中にエラーが発生しましたが、エラーの原因を特定できませんでした。


	
処置: 一貫性がないメタデータ・オブジェクトおよびその依存性を確認してください。









	 XOQ-01411: 階層"(string)"には属性マッピングが定義されていません 
	
原因: MtmAttributeMapにリクエストされたMtmDimensionMapのマッピングがなく、デフォルト値がありません。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用して、必要なMtmDimensionMapの属性値を提供する式を作成してください。特定のMtmDimensionMapのマッピングとしてMtmAttributeMapに追加してください。属性がOLAPカタログから読み込まれる場合、OLAPカタログ表の属性マッピングを修正してください。









	 XOQ-01421: 階層には少なくとも1つのレベルが含まれている必要があります。 
	
原因: レベルを使用しないでMdmHierarchyが定義されました。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用して、レベルをリクエストされたMdmHierarchyに追加してください。階層がOLAPカタログから読み込まれる場合、レベルをカタログ表の階層に追加するか、関連していない場合は表から階層を削除してください。









	 XOQ-01422: 階層が階層マップと一致しません: 階層マップには"(string)"のレベル・マップが含まれていません。 
	
原因: MdmHierarchyに含まれているレベルが対応するMtmHierarchyMapに含まれているレベル・マップと一致しません。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用して、一致するように階層または階層マップを修正してください。









	 XOQ-01423: 階層が階層マップと一致しません: 階層にはレベル"(string)"が含まれていません。 
	
原因: MdmHierarchyに含まれているレベルが対応するMtmHierarchyMapに含まれているレベル・マップと一致しません。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用して、一致するように階層または階層マップを修正してください。









	 XOQ-01424: 階層にはNULLにできるレベルの式が含まれているため、階層をスキップ・レベルとして宣言する必要があります。 
	
原因: MdmHierarchyのMtmLevelMapsのいずれかがNULLにできるレベルの式によって定義されました。NULLにできる式を使用したレベルを含む階層は、スキップ・レベルとして宣言する必要があります。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用してスキップ・レベルのMtmHierarchyMapを設定するか、NULLにできないMtmLevelMapの式を宣言してください。









	 XOQ-01431: 1次ディメンションには少なくとも1つの階層が必要です。 
	
原因: 階層を使用しないでMdmPrimaryDimensionが定義されました。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用して、階層をリクエストされたMdmPrimaryDimensionに追加してください。1次ディメンションがOLAPカタログから読み込まれる場合、階層をカタログ表の1次ディメンションに追加するか、関連していない場合は表から1次ディメンションを削除してください。









	 XOQ-01432: 1次ディメンションとunion hierarchyマップには一貫性がありません: ユニオン階層マップには"(string)"の階層マップが含まれていません。 
	
原因: MdmPrimaryDimensionに含まれている階層が対応するMtmPrimaryDimensionMapに含まれている階層マップと一致しません。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用して、一致するようにMdmPrimaryDimensionまたはMtmPrimaryDimensionMapを修正してください。









	 XOQ-01433: 1次ディメンションとユニオン階層マップには一貫性がありません: 1次ディメンションには階層"(string)"が含まれていません。 
	
原因: MdmPrimaryDimensionに含まれている階層が対応するMtmPrimaryDimensionMapに含まれている階層マップと一致しません。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用して、一致するようにMdmPrimaryDimensionまたはMtmPrimaryDimensionMapを修正してください。









	 XOQ-01434: 時間ディメンションにはEndDate属性とTimeSpan属性が含まれている必要があります。 
	
原因: 時間ディメンションにEndDateまたはTimeSpan属性がありません。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用して、EndDateおよびTimeSpan属性を作成するか、適切な関数を使用して時間ディメンションに追加してください。時間ディメンションにEndDateおよびTimeSpan属性がすでに存在する場合、時間ディメンションに追加されていることを確認してください。時間ディメンションがOLAPカタログから読み込まれる場合、カタログのEndDateおよびTimeSpan属性を定義してください。









	 XOQ-01441: メジャーにはキューブ・ディメンション"(string)"が含まれていません。 
	
原因: MdmMeasureおよび関連付けられているMtmPartitionedCubeに異なるセットのディメンションが含まれています。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用して、一致するようにMdmMeasureまたはMtmPartitionedCubeを修正してください。メジャーおよびキューブがOLAPカタログから読み込まれる場合、ディメンションがカタログで一貫性があることを確認してください。









	 XOQ-01442: メジャーにはディメンション"(string)"が含まれていますが、これはキューブには存在しません。 
	
原因: MdmMeasureおよび関連付けられているMtmPartitionedCubeに異なるセットのディメンションが含まれています。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用して、一致するようにMdmMeasureまたはMtmPartitionedCubeを修正してください。メジャーおよびキューブがOLAPカタログから読み込まれる場合、ディメンションがカタログで一貫性があることを確認してください。









	 XOQ-01443: メジャーにはディメンション"(string)"が含まれていますが、これは1次ディメンションではありません。 
	
原因: MdmMeasureが1次ディメンションではないディメンションを参照しました。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用して、1次ディメンションを参照するようにMdmMeasureを変更してください。メジャーがOLAPカタログから読み込まれる場合、MdmMeasureが1次ディメンションのみを参照するようにカタログを変更してください。









	 XOQ-01444: キューブはパーティション化されていません。 
	
原因: MtmMeasureMapがMtmPartitionedCubeのかわりにMtmBaseCubeを参照しました。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用して、MtmPartitionedCubeを参照するようにMtmMeasureMapを変更してください。メジャーがOLAPカタログから読み込まれる場合、MtmMeasureMapがMtmPartitionedCubeを参照するようにカタログを変更してください。









	 XOQ-01445: メジャーは、それ自体のパーティション化されたキューブのメンバーではありません。 
	
原因: MtmMeasureMapが所有者としてMtmPartitionedCubeを参照しましたが、MtmPartitionedCubeがメジャー間でMtmMeasureMapを含んでいません。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用して、メンバーとしてMtmMeasureMapをMtmPartitionedCubeに追加してください。メジャーがOLAPカタログから読み込まれる場合、MtmPartitionedCubeがMtmMeasureMapを参照するようにカタログを修正してください。









	 XOQ-01446: メジャーにはキューブ"(string)"へのマッピングがありません。 
	
原因: MtmMeasureMapにリクエストされたMtmBaseCubeのマップされた式がなく、デフォルトのマップされた式がありません。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用して、必要なMtmBaseCubeのメジャー値を提供する式を作成してください。特定のMtmBaseCubeのマッピングとして、式をMtmMeasureMapに追加してください。メジャーがOLAPカタログから読み込まれる場合、OLAPカタログ表のメジャー・マッピングを修正してください。









	 XOQ-01461: パーティション化されたキューブには、階層の組合せ("(string)")に対するベース・キューブがありません。 
	
原因: パーティション化されたキューブにリクエストされた階層の組合せに対するベース・キューブがありません。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用して、必要な階層の組合せに対するベース・キューブを作成してください。キューブがOLAPカタログから読み込まれる場合、ベース・キューブをOLAPカタログ表のパーティション化されたキューブに追加してください。









	 XOQ-01462: パーティション化されたキューブには、メジャー"(string)"は含まれません。 
	
原因: パーティション化されたキューブおよびいずれかのベース・キューブが異なるセットのメジャー・マップを参照しました。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用して、パーティション化されたキューブがすべてのベース・キューブと一貫性があるように必要に応じてメジャー・マップを追加または削除してください。キューブがOLAPカタログから読み込まれる場合、OLAPカタログ表のキューブを修正してください。









	 XOQ-01463: ベース・キューブには、メジャー"(string)"は含まれません。 
	
原因: パーティション化されたキューブおよびいずれかのベース・キューブが異なるセットのメジャー・マップを参照しました。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用して、パーティション化されたキューブがすべてのベース・キューブと一貫性があるように必要に応じてメジャー・マップを追加または削除してください。キューブがOLAPカタログから読み込まれる場合、OLAPカタログ表のベース・キューブを修正してください。









	 XOQ-01464: パーティション化されたキューブには、ディメンション"(string)"は含まれません。 
	
原因: パーティション化されたキューブおよびいずれかのベース・キューブが異なるセットのディメンション・マップを参照しました。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用して、パーティション化されたキューブがすべてのベース・キューブと一貫性があるように必要に応じてディメンション・マップを追加または削除してください。キューブがOLAPカタログから読み込まれる場合、OLAPカタログ表のディメンションを修正してください。









	 XOQ-01465: ベース・キューブには、ディメンション"(string)"は含まれません。 
	
原因: パーティション化されたキューブおよびいずれかのベース・キューブが異なるセットのディメンション・マップを参照しました。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用して、パーティション化されたキューブがすべてのベース・キューブと一貫性があるように必要に応じてディメンション・マップを追加または削除してください。キューブがOLAPカタログから読み込まれる場合、OLAPカタログ表のディメンションを修正してください。









	 XOQ-01466: ベース・キューブにディメンショナリティ"(string)"のディメンションが含まれていません。 
	
原因: ベース・キューブのディメンショナリティにベース・キューブのセットのディメンション・マップと一致しない一連のディメンション・マップが含まれています。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用して、ディメンション・マップのセットが一致するように必要に応じてディメンション・マップまたはディメンショナリティを追加または削除してください。キューブがOLAPカタログから読み込まれる場合、OLAPカタログ表のディメンショナリティを修正してください。









	 XOQ-01467: ベース・キューブにディメンション"(string)"のディメンショナリティが含まれていません。 
	
原因: ベース・キューブのディメンショナリティにベース・キューブのセットのディメンション・マップと一致しない一連のディメンション・マップが含まれています。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用して、ディメンション・マップのセットが一致するように必要に応じてディメンション・マップまたはディメンショナリティを追加または削除してください。キューブがOLAPカタログから読み込まれる場合、OLAPカタログ表のディメンショナリティを修正してください。









	 XOQ-01468: ベース・キューブ解決済ステータスは、ディメンショナリティ"(string)"解決済ステータスと一致しません。 
	
原因: ベース・キューブが解決されてディメンショナリティのいずれかが解決していないか、その逆です。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用して、不整合を修正してください。キューブがOLAPカタログから読み込まれる場合、OLAPカタログ表のディメンショナリティを修正してください。









	 XOQ-01481: ディメンション"(string)"は複数の集計ステップで使用されます。 
	
原因: キューブの各ディメンションは、1つの集計ステップでのみ使用する必要があります。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用して、キューブから余分な集計ステップを削除してください。キューブがOLAPカタログから読み込まれる場合、OLAPカタログ表の集計仕様を修正してください。









	 XOQ-01482: ディメンション"(string)"の集計ステップが見つかりません。 
	
原因: ディメンションに集計ステップがありません。キューブの各ディメンションは、1つの集計ステップでのみ使用する必要があります。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用して、キューブに適切な集計ステップを追加してください。キューブがOLAPカタログから読み込まれる場合、OLAPカタログ表の集計仕様を修正してください。









	 XOQ-01483: ディメンション"(string)"の集計ステップが無効です: ディメンションはキューブの一部ではありません。 
	
原因: 集計ステップがキューブのディメンションではないディメンションを参照しました。


	
処置: OLAP Metadata APIを使用して、キューブから余分な集計ステップを削除してください。キューブがOLAPカタログから読み込まれる場合、OLAPカタログ表の集計仕様を修正してください。









	 XOQ-01484: ブランチにある間は、ブランチのマテリアライズド・ビューを無効化する方法で"string"を変更できません。 
	
原因: 関連付けられたマテリアライズド・ビューを持つオブジェクトのブランチを変更しようとしました。変更により、マテリアライズド・ビューが無効化されます。


	
処置: ブランチを作成する前に、オブジェクトのマテリアライズド・ビューを無効化してください。









	 XOQ-01485: アナリティック・ワークスペースがブランチに追加されていないため、ブランチにある"string"は変更できません。 
	
原因: ブランチに追加されていないアナリティック・ワークスペースを使用するオブジェクトを変更しようとしました。


	
処置: 関連付けられているアナリティック・ワークスペースをブランチに追加してください。









	 XOQ-01486: 一貫した解決に、ディメンション"string"に対する2つの集計手順が含まれています。 
	
原因: 一貫した解決にディメンションに対する2つ以上の集計手順が含まれています。


	
処置: 一貫した解決を変更して、集計手順のいずれかを削除または置換してください。









	 XOQ-01487: 一貫した解決に、ディメンション"string"に対する2つの事前計算モデルが含まれています。 
	
原因: 一貫した解決にディメンションに対する2つ以上の事前計算モデルが含まれています。


	
処置: 一貫した解決を変更して、事前計算モデルのいずれかを削除または置換してください。









	 XOQ-01488: 一貫した解決に、ディメンション"string"に対する2つの動的モデルが含まれています。 
	
原因: 一貫した解決にディメンションに対する2つ以上の動的モデルが含まれています。


	
処置: 一貫した解決を変更して、動的モデルのいずれかを削除または置換してください。









	 XOQ-01489: 一貫した解決に含まれるモデル"string"には、無効な明示的ディメンション"string"が使用されています。 
	
原因: 一貫した解決のモデルの明示的ディメンションがキューブおよびメジャーのディメンションではありません。


	
処置: 一貫した解決を変更して、このモデルを削除または置換してください。









	 XOQ-01490: 一貫した解決に含まれるモデル"string"には、無効なベース・ディメンション"string"が使用されています。 
	
原因: 一貫した解決のモデルのベース・ディメンションがキューブおよびメジャーのディメンションではありません。


	
処置: 一貫した解決を変更して、このモデルを削除または置換してください。









	 XOQ-01491: 一貫した解決に、ディメンション"string"に対する無効な集計手順が含まれています。 
	
原因: 一貫した解決の集計手順がキューブおよびメジャーのディメンションを対象としていません。


	
処置: 一貫した解決を変更して、この集計手順を削除または置換してください。









	 XOQ-01492: 一貫した解決に対して無効な手順の順序です 
	
原因: 一貫した解決が事前計算モデル、集計手順および動的モデルの順で示されていません。


	
処置: 一貫した解決の手順を並べ替えるか、一部の手順を削除してください。









	 XOQ-01493: ディメンション"string"の指定がキューブ"string"の事前計算条件で無効です 
	
原因: 事前計算条件に無効な指定が含まれています。事前計算の割合も指定されている場合、キューブの一貫した解決の仕様の最後のディメンションが事前計算されていない場合のみ、事前計算条件を指定できます。


	
処置: キューブの事前計算条件または事前計算の割合を削除するか、キューブの一貫した解決の仕様の最後のディメンションにNONEのみを指定するようにキューブの事前計算条件をリライトしてください。









	 XOQ-01494: ターゲットのディメンションまたは属性"string"が無効です 
	
原因: 属性およびターゲットのディメンションまたは属性が異なるアナリティック・ワークスペースにあります。


	
処置: 属性のターゲットを削除するか、同じアナリティック・ワークスペースのターゲットのディメンションまたは属性を指定してください。









	 XOQ-01495: ターゲットの属性"string"とターゲットのディメンション"string"の両方が指定できません 
	
原因: 属性にターゲットのディメンションおよびターゲットの属性の両方が含まれています。


	
処置: 属性のターゲットのディメンションまたはターゲットの属性を削除してください。









	 XOQ-01496: ロードされたデータはデータ型"string"と互換性がありません 
	
原因: オブジェクトにロードされたデータをデータ型で表すことができないため、データ型を変更できませんでした。


	
処置: データ型を変更する前に、データをクリアしてください。









	 XOQ-01497: 索引付き属性ではデータ型"string"は許可されていません。 
	
原因: 無効なデータ型が索引付け属性に指定されました。


	
処置: データ型を変更するか、CreateIndexをFalseに設定し、PopulateLineageをFalseに設定し、属性からターゲットの属性またはターゲットのディメンションを削除し、すべてのディメンション・レベルのUniqueKeyAttributesのリストから属性を削除してください。









	 XOQ-01498: 計算モデル"string"は、無効な明示的ディメンション"string"を指定しています。 
	
原因: ディメンション計算モデルが明示的ディメンションとして所有しているディメンションを指定しました。


	
処置: 計算モデルの明示的ディメンションから所有しているディメンションを削除してください。









	 XOQ-01499: メジャー・フォルダ"string"をネストした一連のフォルダに2回使用することはできません。 
	
原因: メジャー・フォルダがサブフォルダとして自身にネストされました。


	
処置: ネストしたサブフォルダを削除してください。









	 XOQ-01600: stringXOQ-01600: DML "string"の実行中にOLAP DMLエラーが発生しました 
	
原因: アナリティック・ワークスペースのOLAP DML式に失敗しました。


	
処置: これは予期しないエラーです。詳細は、残りのエラー・スタックを調べてください。









	 XOQ-01601: アナリティック・ワークスペースにstring "string"のデータをロード中にエラーが発生しました 
	
原因: 生成されたSQL文を実行してアナリティック・ワークスペースに結果をロードしている間にエラーが発生しました。不正なSQLまたはデータによってエラーが発生した可能性があります。


	
処置: 詳細は、エラー・スタックの残りを調べてください。作成ロギングが有効な場合、SQLがキューブ作成ログの出力列に表示されます。









	 XOQ-01700: キューブ"string"はアナリティック・ワークスペースの一部ではありません。 
	
原因: アナリティック・ワークスペースにデプロイされなかったため、キューブが作成されませんでした。


	
処置: 作成プロセスのオブジェクトのリストからキューブを削除するか、アナリティック・ワークスペースにキューブをデプロイしてください。









	 XOQ-01701: ディメンション"string"はアナリティック・ワークスペースの一部ではありません。 
	
原因: アナリティック・ワークスペースにデプロイされなかったため、ディメンションが作成されませんでした。


	
処置: 作成プロセスのオブジェクトのリストからディメンションを削除するか、アナリティック・ワークスペースにディメンションをデプロイしてください。









	 XOQ-01702: 複数アナリティック・ワークスペースのオブジェクトは、単一プロセスに構築できません。 
	
原因: 単一の作成プロセスに複数のアナリティック・ワークスペースのオブジェクトが含まれています。


	
処置: 作成プロセスを変更して、単一のアナリティック・ワークスペースのみにオブジェクトを含めてください。









	 XOQ-01703: 作成プロセス・スクリプト解析中のエラー: "string"、"string" 
	
原因: 作成スクリプトのエラーのため、現在の作成プロセスに失敗しました。


	
処置: スクリプトのエラーを修正してください。









	 XOQ-01704: 不明なモデル"string" 
	
原因: 作成スクリプトのモデルが存在しないため、現在の作成プロセスに失敗しました。


	
処置: 作成スクリプトを変更して、実際のモデルを参照してください。









	 XOQ-01705: ディメンションに対してCLEARコマンドを実行できません。 
	
原因: CLEARコマンドは、ディメンションに対する作成仕様です。


	
処置: CLEARコマンドを削除してください。









	 XOQ-01706: 作成中に予期しない条件が発生しました: "string"。 
	
原因: 作成中に内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスにこのエラーを報告してください。









	 XOQ-01707: Oracleジョブ"string"が、スレーブ作成"string"の実行中にエラー"string"で失敗しました。 
	
原因: 障害。


	
処置: スレーブ作成のトレース・ファイルを調べてください。









	 XOQ-01708: ディメンションに対してSOLVEコマンドを実行できません。 
	
原因: SOLVEコマンドは、ディメンションに対する作成仕様です。


	
処置: SOLVEコマンドを削除してください。









	 XOQ-01709: キューブに対してstringコマンドを実行できません。 
	
原因: 無効な作成コマンドは、キューブに対する作成仕様です。


	
処置: 無効な作成コマンドを削除してください。









	 XOQ-01710: 不明なビルド・アイテム"string" 
	
原因: ビルド・アイテムがキューブまたはディメンションではありません。


	
処置: ビルド・アイテムのリストを確認して、すべて有効であることを確認してください。









	 XOQ-01711: ディメンション"string"の階層の集計パスに一貫性がありません。 
	
原因: 階層間の親の定義があいまいか、階層内にループが定義されています。


	
処置: マッピングを修正するか、階層を削除してください。









	 XOQ-01712: "string"はレベル階層の検証に失敗しました。 
	
原因: 階層のメンバーで次のいずれかの問題が発生しました: 1) メンバーのレベルが階層の一部ではありません。2) メンバーの親が階層と同レベルかそれより低いレベルです。


	
処置: 値階層として階層を再定義するか、レベル・マッピングを修正してください。









	 XOQ-01713: "string"は非スキップ・レベル階層の検証に失敗しました。 
	
原因: 階層のメンバーで次のいずれかの問題が発生しました: 1) メンバーに親が存在しないが、階層の最上位レベルではない。2) メンバーの親が2つ以上上位の階層のレベルに存在する。


	
処置: スキップ・レベル階層として階層をマークするか、レベル・マッピングを修正してください。









	 XOQ-01714: "string"は非不規則階層の検証に失敗しました。 
	
原因: 階層のメンバーに子が存在しませんが、階層の最下位レベルではありません。


	
処置: 非不規則階層として階層をマークするか、レベル・マッピングを修正してください。









	 XOQ-01715: 階層"string"には、一部のレベルのメンバーがありません。 
	
原因: この階層を定義する一部のレベルにメンバーが存在しません。


	
処置: マッピングまたは階層の定義を修正してください。









	 XOQ-01716: 階層"string"の定義により、不完全であることは許可されません。 
	
原因: 階層のリーフ・メンバーが異なるレベルにあります。


	
処置: マッピングまたは階層の定義を修正してください。









	 XOQ-01717: 計算されたメンバー"string"の親が無効です 
	
原因: このメンバーの親がディメンションまたは階層のメンバーではありません。


	
処置: 計算されたメンバーの親データを修正してください。









	 XOQ-01718: 計算されたメンバー"string"およびその親のレベル定義に一貫性がありません。 
	
原因: 計算されたメンバーおよびその親のレベルが現在の階層と一致しません。


	
処置: 計算されたメンバーまたはその親のレベル・データを修正してください。









	 XOQ-01719: 計算されたメンバー"string"のレベルが正しくありません 
	
原因: 計算されたメンバーのレベルが無効か、この階層レベルにありません。.


	
処置: 計算されたメンバーのレベル・データを修正してください。









	 XOQ-01720: 階層"%(1)"において計算済メンバーを編成できません。 
	
原因: 計算されたメンバー間にループが存在します。


	
処置: 計算されたメンバーの親データを修正して、ループを削除してください。









	 XOQ-01721: ValueHierarchy "string"に一意キーがありません。 
	
原因: AWPrimaryDimensionOrganizationのAddUniqueKeyPrefixがTrueに設定され、ValueHierarchyのロードが試行されました。


	
処置: 次のいずれかを実行します: 1) DimensionLevelsのロードを実行します。2) キーが実際に一意である場合、AWPrimaryDimensionOrganizationのAddUniqueKeyPrefixをFalseに設定します。









	 XOQ-01722: キューブ"string"の"string"へのマッピングは無効です。キーが一意でないPrimaryDimensionsのDimensionLevelsにキューブをマップする必要があります。 
	
原因: AWPrimaryDimensionOrganizationのAddUniqueKeyPrefixがTrueに設定され、キューブがDimensionLevelにマップされていません。


	
処置: キューブをDimensionLevelにマップするか、キーが実際に一意である場合はAWPrimaryDimensionOrganizationのAddUniqueKeyPrefixをFalseに設定してください。









	 XOQ-01723: FOR...BUILDグループ内でCLEAR AGGREGATESコマンドを実行できません。 
	
原因: 作成の一部としてFOR...BUILDグループ内にCLEAR AGGREGATESコマンドが見つかりました。


	
処置: コマンドをCLEAR VALUESに変更するか、FOR...BUILDグループから削除してください。









	 XOQ-01724: 無効なUSING句 
	
原因: 関連付けられているマテリアライズド・ビューを使用したキューブまたはキューブ・ディメンションで無効なUSING句が指定されました。


	
処置: 有効なUSING句を指定するか、USING句を省略してください。









	 XOQ-01725: 不明な名前のビルド指定"string" 
	
原因: USING句で不明な名前のビルド指定が行われました。


	
処置: USING句の名前が正しいことを確認してください。









	 XOQ-01726: パーティション・ディメンション"string"(キューブ"string")にはETビューがありません。 
	
原因: パーティション・ディメンションにETビューがありません。EIFインポートを使用してアナリティック・ワークスペースを作成したため、このエラーが発生した可能性があります。


	
処置: パーティション・ディメンションにETビューがあることを確認してください。









	 XOQ-01727: 指定したリフレッシュ・メソッド"string"は無効です 
	
原因: 無効なリフレッシュ・メソッドが作成に指定されました。


	
処置: 有効なリフレッシュ・メソッドを指定してください。









	 XOQ-01728: アトミック・リフレッシュはサポートされていません。 
	
原因: 複数のオブジェクトが作成スクリプトで指定されたか、add_dimensionsフラグがtrueに設定されました。アトミック・リフレッシュは、2つ以上のキューブのマテリアライズド・ビューを含む作成でサポートされていません。


	
処置: アトミック・パラメータをfalseに指定するか、オブジェクトを個々に作成してください。









	 XOQ-01729: 明示的SCNを作成できません。 
	
原因: キューブのマテリアライズド・ビューを含む作成でAS OF SCNが作成に指定されました。


	
処置: 作成スクリプトから明示的SCNを削除してください。









	 XOQ-01730: リフレッシュ・メソッド"string"には適切なマテリアライズド・ビューが必要です。 
	
原因: キューブが指定されたリフレッシュ・メソッドに応じて必要なFASTまたはREWRITEマテリアライズド・ビューに関連付けられていません。


	
処置: リフレッシュ・メソッドまたはキューブに関連付けられたマテリアライズド・ビューのタイプを変更してください。









	 XOQ-01731: ブランチでは、アトミック・ビルドはサポートされていません。 
	
原因: セッションにアクティブなブランチがありますが、アトミック・ビルドがリクエストされました。


	
処置: アトミック設定なしでビルドを実行するか、ブランチを閉じてください。









	 XOQ-01732: オブジェクト"string"にはマテリアライズド・ビューがあるため、ブランチに作成できません。 
	
原因: 関連付けられたマテリアライズド・ビューを含むオブジェクトのブランチを作成しようとしました。


	
処置: ブランチを作成する前に、オブジェクトのマテリアライズド・ビューを無効化してください。









	 XOQ-01733: LOADコマンドで無効なキューブ・マップ"string"が指定されました。 
	
原因: FROM句が作成キューブのキューブ・マップに対応していないLOADコマンドで指定されました。


	
処置: FROM句を削除するか、有効なキューブ・マップを指定してください。









	 XOQ-01734: COMPILEコマンドで時間ディメンション"string"が指定されましたが、属性"string"(レベル"string")がマッピングされていません。 
	
原因: END_DATE、START_DATEまたはTIMESPANのいずれかの属性が指定されましたが、マップされていません。


	
処置: マップされていない属性のマッピングを定義してください。









	 XOQ-01735: ディメンション"string"が失効しているため、キューブをリフレッシュできません。 
	
原因: キューブのディメンションのいずれかに失効したマテリアライズド・ビューがある場合にマテリアライズド・ビューとともにキューブをリフレッシュしようとしました。


	
処置: キューブをリフレッシュする前に、ディメンションのマテリアライズド・ビューをリフレッシュしてください。









	 XOQ-01736: キューブ"string"は圧縮されているため集計できません。 
	
原因: 圧縮されたキューブに一貫性がない解決集計を実行しようとしました。これはサポートされていません。


	
処置: 圧縮しないキューブを再定義するか、集計を実行しないでください。









	 XOQ-01737: キューブ"string"の構築にはFAST_SOLVEを使用できません。COMPLETEを使用する必要があります。 
	
原因: COMPLETEの構築(最初の構築など)を使用する必要があるキューブにFAST_SOLVEの構築を使用しようとしました。


	
処置: キューブにFORCEまたはCOMPLETEの構築を使用してください。









	 XOQ-01738: 1回のロード中に、ディメンション・メンバー"string"のレベルを"string"から"string"に変更できません。 
	
原因: ディメンション・メンバーが複数のレベルにマップされています。


	
処置: 各ディメンション・メンバーが1つのレベルにのみマップされるようにマッピングを変更してください。









	 XOQ-01739: 割当て内に不明または無効なメジャー"string"が指定されました。 
	
原因: 割当てのターゲットが作成されるキューブの一部ではないメジャーとして指定されました。


	
処置: 割当てのターゲットとしてキューブの有効なメジャーを指定してください。









	 XOQ-01740: 割当て内に不明または無効なディメンション"string"が指定されました。 
	
原因: 割当てのターゲットが作成されるキューブまたは属性の一部ではないディメンションで指定されました。


	
処置: キューブまたは属性の有効なディメンションを指定してください。









	 XOQ-01741: ディメンション"string"に対する割当ての指定はサポートされていません 
	
原因: 割当てのターゲットがリテラル・テキスト値以外で指定されました。


	
処置: 指定されたディメンション・メンバーのリテラル・テキスト値を指定してください。









	 XOQ-01742: NO COMMITオプションはビルド"string"に指定できません。 
	
原因: NO COMMITオプションがマテリアライズド・ビューまたはゼロ以外の並列性を持つキューブを含むビルドに指定されました。


	
処置: このビルドにNO COMMITオプションを指定しないでください。









	 XOQ-01743: 作成されたオブジェクト"string"と"string"の間に循環依存関係があるため、自動ソートを適用できません。 
	
原因: 作成されたオブジェクトが相互に依存する2つ以上のメタデータ・オブジェクトを含んでいます。


	
処置: 自動ソートを指定しないか、循環依存関係の原因となるプロパティのいずれかを削除してください。









	 XOQ-01744: LOAD PRUNEコマンドはキューブ"string"とともに使用できません。 
	
原因: ビルド指定にPRUNEオプションをサポートしていないキューブのLOAD PRUNEコマンドが含まれています。LOAD PRUNEコマンドと互換性を持つには、キューブは1つのCubeMapを持つ必要があります。CubeMapはパーティション・ディメンションにCubeDimensionalityMapを含む必要があります。パーティション・ディメンションのCubeDimensionalityMapはMappedDimensionを指定する必要があります。MappedDimensionオブジェクトはDimensionMapを含む必要があります。


	
処置: LOADコマンドからPRUNEオプションを削除してください。









	 XOQ-01745: ディメンションのメンテナンス・コマンド内に不明または無効な階層"string"が指定されました。 
	
原因: ディメンションのメンテナンス・コマンドに指定された階層が作成されるディメンションの一部ではありません。


	
処置: ディメンションのメンテナンス・コマンドにディメンションの有効な階層を指定してください。









	 XOQ-01746: ディメンションのメンテナンス・コマンド内に不明または無効なレベル"string"が指定されました。 
	
原因: ディメンションのメンテナンス・コマンドに指定されたレベルが作成されるディメンションの一部ではありません。


	
処置: ディメンションのメンテナンス・コマンドのディメンションの有効なレベルを指定してください。









	 XOQ-01747: ディメンション・メンバー"string"はディメンション"string"の有効なメンバーではありません。 
	
原因: ディメンションのメンテナンス・コマンドで指定されたメンバーがディメンションの有効なメンバーではありません。


	
処置: ディメンションのメンテナンス・コマンドの有効なメンバーを指定してください。









	 XOQ-01748: ディメンション・メンバー"string"はすでにディメンション"string"のメンバーです。 
	
原因: ディメンションの挿入コマンドで指定されたメンバーがすでにディメンションのメンバーです。


	
処置: ディメンションの挿入コマンドをディメンションのマージ・コマンドに変更してください。









	 XOQ-01749: ディメンション・メンバー"string"はディメンション"string"のメンバーではありません。 
	
原因: ディメンションの更新コマンドまたはディメンションの削除コマンドで指定されたメンバーがディメンションのメンバーではありません。


	
処置: ディメンションの更新コマンドまたはディメンションの削除コマンドのディメンションの既存のメンバーを指定してください。









	 XOQ-01750: ディメンション・メンバー"string"はすでに階層"string"のメンバーです。 
	
原因: ディメンションの挿入コマンドで指定されたメンバーがすでに階層のメンバーです。


	
処置: ディメンションの挿入コマンドをディメンションのマージ・コマンドに変更してください。









	 XOQ-01751: ディメンション・メンバー"string"は階層"string"のメンバーではありません。 
	
原因: ディメンションの更新コマンドまたはディメンションの削除コマンドで指定されたメンバーが階層のメンバーではありません。


	
処置: ディメンションの更新コマンドまたはディメンションの削除コマンドの階層の既存のメンバーを指定してください。









	 XOQ-01752: メンバー"string"はレベル"string"およびレベル"string"(/ディメンション"string")の両方に表示されます。 
	
原因: メンバーが2つの異なるレベルに属するディメンション・メンバーの変更が試行されました。


	
処置: ディメンションのメンテナンス・コマンドを変更して、ディメンション・メンバーが属しているすべての階層のレベルを修正してください。









	 XOQ-01753: 割当て内に不明または無効な属性"string"が指定されました。 
	
原因: 割当てのターゲットが作成されるディメンションの一部ではない属性として指定されました。


	
処置: 割当てのターゲットとしてディメンションの有効な属性を指定してください。









	 XOQ-01754: スパース・タイプがCOMPRESSEDでメジャー記憶域がINDEPENDENTの場合、SOLVEコマンドはキューブ・メジャーのサブセットで実行できません。 
	
原因: ビルド指定にCOMPRESSEDキューブ・スパーシティおよびINDEPENDENTメジャー記憶域のキューブ・メジャーのリストが一部含まれます。


	
処置: 次のいずれかの方法でビルド指定を修正してください: SOLVEコマンドを削除してキューブのすべてのメジャーをリストするか、全体のキューブを作成します。









	 XOQ-01755: ディメンション・メンバー"string"は、ディメンション"string"で作成するには接頭辞が必要です。 
	
原因: AddUniqueKeyPrefixオプションが起動されましたが、メンバー名の接頭辞が有効ではありません。


	
処置: AddUniqueKeyPrefixオプションを終了するか、有効な接頭辞を持つメンバー名を指定してください(メンバーがレベルに追加される場合はレベル名、そうでない場合は下線になります)。









	 XOQ-01756: メンバー"string"は、階層のレベル"string"(ディメンション"string")で一貫性なく表示されます。 
	
原因: ディメンション・メンバーを変更しようとしましたが、その変更によってメンバーが異なるレベルで複数の階層に属するようになります。


	
処置: ディメンションのUPDATEコマンドを変更して、ディメンション・メンバーが属しているすべての階層のレベルを修正してください。









	 XOQ-01757: ディメンション"string"は作成キューブ"string"に属していません。 
	
原因: 作成スクリプトで指定されたディメンションが作成キューブに属していませんでした。


	
処置: 作成キューブに属するディメンションを指定してください。









	 XOQ-01758: メジャー"string"は作成キューブ"string"に属していません。 
	
原因: 作成スクリプトで指定されたメジャーが作成キューブに属していませんでした。


	
処置: 作成キューブに属するメジャーを指定してください。









	 XOQ-01759: LOAD RETAINコマンドは、デフォルトのビルド仕様または指定されたビルド仕様に使用することはできません。 
	
原因: ディメンションの指定されたビルド仕様またはデフォルトのビルド仕様でRETAINを使用してロードが指定しました。


	
処置: デフォルトのビルド仕様または指定されたビルド仕様からRETAINオプションを削除してください。









	XOQ-01799: 未指定のエラー 
	
原因: コードのC++およびOLAP DMLバージョンが一致しません。


	
処置: 製品のインストールを確認してください。









	 XOQ-01800: オブジェクト"string"(スキーマ"string")にはALTER権限が必要です。 
	
原因: オブジェクトにALTER権限を使用しないでメタデータ・オブジェクトを変更しようとしました。


	
処置: DBAからオブジェクトのALTER権限をリクエストしてください。









	 XOQ-01801: オブジェクト"string"(スキーマ"string")にはCREATE権限が必要です。 
	
原因: 必要な権限を使用しないで新しいメタデータ・オブジェクトを作成しようとしました。


	
処置: 任意のスキーマにオブジェクトを作成するCREATE ANY権限または所有しているスキーマのみに作成するCREATE権限をリクエストしてください。









	 XOQ-01802: オブジェクト"string"(スキーマ"string")にはDROP権限が必要です。 
	
原因: オブジェクトにDROP権限を使用しないでメタデータ・オブジェクトを削除しようとしました。


	
処置: DBAからオブジェクトのDROP権限をリクエストしてください。









	 XOQ-01803: オブジェクト"string"(スキーマ"string")にはSELECT権限が必要です。 
	
原因: オブジェクトにSELECT権限を使用しないでメタデータ・オブジェクトを読み込もうとしました。


	
処置: DBAからオブジェクトのSELECT権限をリクエストしてください。









	 XOQ-01900: ディメンション・レベルが無効か、または一意のキー属性がありません。 
	
原因: ディメンション・レベルに関連付けられているマテリアライズド・ビューがありますが、一意のキー属性がありません。


	
処置: 少なくとも1つの一意のキー属性を作成してください。









	 XOQ-01901: キューブにメジャーまたはディメンションがありません。 
	
原因: メジャーおよびディメンショナリティがキューブに追加されていません。


	
処置: 少なくとも1つのメジャーまたはディメンショナリティをキューブに追加してください。









	 XOQ-01902: アナリティック・ワークスペース1次ディメンション組織でアナリティック・ワークスペースが指定されていません。 
	
原因: アナリティック・ワークスペースがアナリティック・ワークスペース1次ディメンション組織に追加されていません。


	
処置: アナリティック・ワークスペースをアナリティック・ワークスペース1次ディメンション組織に追加してください。









	 XOQ-01903: 一意キーの属性に対応するベース属性がありません。 
	
原因: 1次ディメンションに関連付けられているマテリアライズド・ビューがあるディメンション・レベルに関連付けられているベース属性がない一意キーの属性が含まれています。


	
処置: 一意キーの属性に対応するベース属性を作成してください。









	 XOQ-01904: ディメンション・レベルにベース属性がありません。 
	
原因: 1次ディメンションに関連付けられているマテリアライズド・ビューがあるディメンション・レベルにベース属性がありません。


	
処置: ディメンション・レベルの一意キーの属性に対応するベース属性を作成してください。









	 XOQ-01905: AWCubeOrganizationにGenerateRefreshMVが指定されていません。 
	
原因: AWCubeOrganizationがリフレッシュ・マテリアライズド・ビュー用ではなくリライト・マテリアライズド・ビュー用にマークされています。


	
処置: GenerateRewriteMV用にマークされている場合、AWCubeOrganizationにGenerateRefreshMVを設定してください。









	 XOQ-01906: AWCubeOrganizationによって参照されるアナリティック・ワークスペースが、アナリティック・ワークスペース1次ディメンション組織"string"のアナリティック・ワークスペースと一致しません。 
	
原因: AWCubeOrganizationによって参照されるアナリティック・ワークスペースが、対応するアナリティック・ワークスペース1次ディメンション組織のアナリティック・ワークスペースと一致していません。


	
処置: 対応するアナリティック・ワークスペース1次ディメンション組織のアナリティック・ワークスペースと一致するように、AWCubeOrganizationのアナリティック・ワークスペースを設定してください。









	 XOQ-01907: AWCubeOrganizationはGenerateRefreshMV用にマークされていますが、アナリティック・ワークスペース1次ディメンション組織"string"はマークされていません。 
	
原因: AWCubeOrganizationがGenerateRefreshMV用にマークされています。


	
処置: AWCubeOrganizationがGenerateRefreshMV用にマークされている場合、アナリティック・ワークスペース1次ディメンション組織もマークしてください。









	 XOQ-01908: キューブにディメンション性がありません。 
	
原因: AWCubeOrganizationがGenerateRefreshMV用にマークされていますが、ディメンション性がありません。


	
処置: ディメンション性をキューブに追加し、GenerateRefreshMV用にアナリティック・ワークスペース1次ディメンション組織をマークしてください。









	 XOQ-01909: 階層レベルが無効か、または関連のディメンション・レベルがありません。 
	
原因: ディメンション・レベルが1次ディメンションに作成されていないか、ディメンション・レベルの1次ディメンションが階層の1次ディメンションと同じではありません。


	
処置: 階層レベルが同じ1次ディメンションの1つのディメンション・レベルに関連付けられていることを確認してください。









	 XOQ-01910: レベル階層に階層レベルがありません。 
	
原因: 階層レベルがレベル階層に作成されていません。


	
処置: 階層に少なくとも1つのレベルを作成してください。









	 XOQ-01911: 指定されたデフォルト階層は存在しません。 
	
原因: デフォルト階層が指定されましたが、作成されていません。


	
処置 1次ディメンションに階層を作成し、デフォルト階層として設定してください。









	 XOQ-01912: キューブに組織がありません。 
	
原因: AWCubeOrganizationおよびROLAPキューブ組織がキューブに存在しません。


	
処置: キューブにAWCubeOrganizationまたはROLAPキューブ組織を作成してください。









	 XOQ-01913: ベース・メジャーのデータ型が無効であるか指定されていません。 
	
原因: ベース・メジャーのSQLデータ型が指定されていないか、または無効です。


	
処置: ベース・メジャーに有効なSQLデータ型を作成してください。









	 XOQ-01914: 1次ディメンションに組織がありません。 
	
原因: アナリティック・ワークスペース1次ディメンション組織およびROLAP1次ディメンション組織が1次ディメンションに存在しません。


	
処置: 1次ディメンションにアナリティック・ワークスペース1次ディメンション組織またはROLAP1次ディメンション組織を作成してください。









	 XOQ-01915: 階層レベルに階層レベル・マップがありません。 
	
原因: 階層レベル・マップが階層レベルに存在しません。


	
処置: 関連付けられているマテリアライズド・ビューを持つディメンションの階層レベルに階層レベル・マップを作成してください。









	 XOQ-01916: AWCubeOrganizationにアナリティック・ワークスペースがありません。 
	
原因: アナリティック・ワークスペースがAWCubeOrganizationに指定されていません。


	
処置: キューブがデプロイされるAWCubeOrganizationにアナリティック・ワークスペースを作成してください。









	 XOQ-01917: ベース属性のデータ型が無効であるか指定されていません。 
	
原因: ベース属性のSQLデータ型が指定されていないか、または無効です。


	
処置: ベース属性に有効なSQLデータ型を作成してください。









	 XOQ-01918: AWCubeOrganizationがGenerateRefreshMV用にマークされている場合、スパース・タイプは「圧縮」である必要があります。 
	
原因: AWCubeOrganizationがGenerateRefreshMV用にマークされていますが、スパース・タイプが「圧縮」ではありません。


	
処置: AWCubeOrganizationのスパース・タイプを「圧縮」に設定してください。









	 XOQ-01919: AWCubeOrganizationのスパースなディメンション性にはすべてのディメンションが含まれるか、1つも含まれない必要があります。 
	
原因: AWCubeOrganizationがGenerateRefreshMV用にマークされていますが、スパースなディメンション性にすべてのディメンションが含まれるか、1つも含まれていません。


	
処置: すべてのディメンションを含むか、1つも含まないように、AWCubeOrganizationのスパースなディメンション性を設定してください。









	 XOQ-01920: AWCubeOrganizationのスパースなディメンション性にはキューブ・ディメンションのサブセットを指定する必要があります。 
	
原因: AWCubeOrganizationがGenerateRefreshMV用にマークされていませんが、スパースなディメンション性にキューブ・ディメンションのサブセットが指定されていません。


	
処置: キューブ・ディメンションのサブセットを含むように、AWCubeOrganizationのスパースなディメンション性を設定してください。









	 XOQ-01921: このディメンショナリティは1次ディメンションを参照していません。 
	
原因: 1次ディメンションがディメンショナリティに指定されていません。


	
処置: ディメンショナリティに1次ディメンションを設定してください。









	 XOQ-01922: ディメンショナリティ"string"で参照されているディメンションが、このキューブで複数回指定されています。 
	
原因: 重複したディメンションがキューブのディメンショナリティに指定されています。


	
処置: 重複したディメンショナリティの指定を削除してください。









	 XOQ-01923: 割当て"string"にはメンバー式がなく、カスタム・メンバーと対応していません。 
	
原因: 式またはカスタム・メンバーが割当てにありません。


	
処置: 割当ての式を指定するか、名前が既知のカスタム・メンバーに対応していることを確認してください。









	 XOQ-01924: カスタム・メンバー"string"にメンバー式がありません。 
	
原因: 式がカスタム・メンバーにありません。


	
処置: カスタム・メンバーの式を指定してください。









	 XOQ-01925: PrecomputePercentはこのキューブとともに使用できません。 
	
原因: PrecomputePercentは、圧縮されたキューブでのみ使用できます。


	
処置: このキューブからPrecomputePercentプロパティを削除してください。









	 XOQ-01926: PrecomputePercentTopはこのキューブとともに使用できません。 
	
原因: PrecomputePercentTopは、圧縮されてパーティション化されたキューブでのみ使用できます。


	
処置: このキューブからPrecomputePercentTopプロパティを削除してください。









	 XOQ-01927: 無効なPrecomputePercent値です 
	
原因: PrecomputePercent値が有効な範囲ではありません。PrecomputePercent値を0から100の間に設定する必要があり、キューブにセカンダリ・パーティション・レベルがある場合、PrecomputePercent値を0に設定できません。


	
処置: PrecomputePercent値を変更してください。









	 XOQ-01928: 無効なPrecomputePercentTop値です 
	
原因: PrecomputePercentTop値が0から100の間の有効な範囲ではありません。


	
処置: PrecomputePercentTop値を変更してください。









	 XOQ-01929: PrecomputePercentの値とPrecomputePercentTopの値が矛盾します 
	
原因: PrecomputePercent値が0より大きい場合のみ、PrecomputePercentTop値を0より大きくすることができます。


	
処置: PrecomputePercent値またはPrecomputePercentTop値を変更してください。









	 XOQ-01930: キューブ・ディメンショナリティ・マップにディメンションがマップされていません。 
	
原因: マップされたディメンションがキューブ・ディメンショナリティ・マップに指定されていません。


	
処置: キューブ・ディメンショナリティ・マップにマップされたディメンションを指定してください。マップされたディメンションは、マップされたデータに対応するディメンションまたは階層レベルにする必要があります。









	 XOQ-01931: MeasureStorageがMVoptionと矛盾します。 
	
原因: MeasureStorageがSHAREDとして定義されています。


	
処置: INDEPENDENTとしてMeasureStorageを指定してください。









	 XOQ-01932: NullStorageがMVoptionと矛盾します。 
	
原因: NullStorageがGENERICとして定義されています。


	
処置: MV_READYとしてNullStorageを指定してください。









	 XOQ-01933: スパースなディメンションのリストが無効です。 
	
原因: スパースなディメンションのリストがすべてのキューブ・ディメンションの間で連続していません。


	
処置: キューブ・ディメンションの順序を変更してください。









	 XOQ-01934: スパースなディメンションが最後ではありません。 
	
原因: スパースなディメンションが圧縮されたキューブに必要なキューブ・ディメンションのリストの最後ではありません。


	
処置: キューブ・ディメンションの順序を変更してください。









	 XOQ-01935: SPARSE_GLOBALキューブの定義が無効です 
	
原因: SPARSE_GLOBALキューブには、少なくとも2つのディメンション、少なくとも1つのスパースなディメンションおよびパーティションが必要です。


	
処置: キューブの定義を変更してください。









	 XOQ-01936: SPARSE_GLOBALキューブのパーティション・ディメンションが無効です 
	
原因: SPARSE_GLOBALキューブはスパースなパーティション・ディメンションを持つことができません。


	
処置: キューブの定義を変更してください。









	 XOQ-01937: HierarchyConsistencyRuleとMVOptionが矛盾します 
	
原因: このMVOptionのHierarchyConcistencyRuleをSTAR_CONSISTENTに設定する必要があります。


	
処置: HierarchyConsistencyRuleを変更してください。









	 XOQ-01938: PrecomputeConditionはこのキューブとともに使用できません。 
	
原因: PrecomputeConditionが圧縮されたキューブとともに使用されていますが、圧縮されていないキューブが必要です。


	
処置: このキューブからPrecomputeConditionプロパティを削除してください。









	 XOQ-01939: CubeDimensionalityMapに指定されたMappedDimension"string"がマップされていません。 
	
原因: CubeDimensionalityMapのMappedDimensionプロパティがマップされていないディメンションを指しています。


	
処置: MappedDimensionプロパティを変更してマップされているディメンションを参照するか、マップを現在のMappedDimensionに追加してください。たとえば、MappedDimensionがDimensionLevelを指している場合、DimensionLevelにMemberListMapを含む必要があります。









	 XOQ-01940: BaseAttribute "string"がUniqueKeyAttributeおよびVisibleAttributeの両方にDimensionLevelとして指定されています。 
	
原因: DimensionLevelのBaseAttributeはUniqueKeyAttributeまたはVisibleAttributeのいずれかに指定できますが、両方には指定できません。


	
処置: 属性のVisibleまたはUniqueKey設定を削除してください。









	 XOQ-01941: HierarchyLevel "string"のHierarchyLevelMapにはKeyExpressionとQueryが含まれる必要があります。 
	
原因: HierarchyLevelMapにKeyExpressionおよびQueryの両方がありません。


	
処置: HierarchyLevelMapにKeyExpressionおよびQueryを指定してください。









	 XOQ-01942: BaseAttributeがDimensionLevel "string"のUniqueKeyAttributeの場合は削除できません。 
	
原因: BaseAttributeはDimensionLevelのUniqueKeyAttributeです。


	
処置: UniqueKeyAttributeとして属性を削除してください。









	 XOQ-01943: 存在しない属性をAttributeMapが参照しています。 
	
原因: AttributeMapが存在しない属性を参照しています。


	
処置: すべてのAttributeMapsが既存の属性を指していることを確認してください。









	 XOQ-01944: BaseAttribute "string"はこのディメンション・オブジェクトにすでに存在しています。 
	
原因: BaseAttributeが複数回ディメンション・オブジェクトに追加されました。


	
処置: 同じBaseAttributeをディメンション・オブジェクトに追加しないでください。









	 XOQ-01945: キューブ・ディメンショナリティ・マップに結合条件がありません。 
	
原因: CubeDimensionalityMapに結合条件が指定されていません。


	
処置: キューブ・ディメンショナリティ・マップに結合条件を指定してください。









	 XOQ-01946: BaseAttribute "string"は複数の属性マップによってマップされています。 
	
原因: BaseAttributeが複数回マップされました。


	
処置: 同じBaseAttributeを複数回マップしないでください。









	 XOQ-01947: メジャー"string"は複数のMeasureMapによってマップされています。 
	
原因: メジャーが複数回マップされました。


	
処置: 同じメジャーを複数回マップしないでください。









	 XOQ-01948: CubeDimensionality "string"は複数のCubeDimensionalityMapによってマップされています。 
	
原因: キューブのディメンショナリティが複数回マップされました。


	
処置: 同じキューブのディメンショナリティを複数回マップしないでください。









	 XOQ-01949: キューブ"string"のAWCubeOrganizationは、稠密としてマークされていますが、スパースなディメンションも含まれています。 
	
原因: AWCubeOrganizationが稠密としてマークされていますが、スパースなディメンションを含んでいます。


	
処置: スパースとしてキューブをマークするか、スパースなディメンションを削除してください。









	 XOQ-01950: キューブ"string"のAWCubeOrganizationには、同じ名前のBuildSpecificationsが複数存在します。 
	
原因: AWCubeOrganizationが同じ名前の複数のBuildSpecificationsを含んでいます。


	
処置: AWCubeOrganizationのすべてのBuildSpecificationsに一意の名前が付いていることを確認してください。









	 XOQ-01951: 時間ディメンションには、次の属性、END_DATE、START_DATEおよびTIMESPANのうち2つ以上が必要です。 
	
原因: 必要な属性を使用しないで時間ディメンションが作成されました。


	
処置: 必要な属性を追加して、適切なタイプとしてマークしてください。









	 XOQ-01952: キューブ"string"のCubeMapにはクエリーまたはFROM句が含まれている必要があります。 
	
原因: CubeMapにクエリーまたはFROM句がありません。


	
処置: CubeMapにクエリーまたはFROM句を指定してください。









	 XOQ-01953: CWMまたはAWXMLメタデータへの変更をコミットできません 
	
原因: トランザクションにCWMまたはAWXML形式で格納されたメタデータ・オブジェクトへの変更が含まれています。


	
処置: DBMS_CUBE.UPGRADE関数を使用して、変更をサポートする形式にメタデータ・オブジェクトをアップグレードしてください。









	 XOQ-01954: 既存のオブジェクトで使用されている名前のため、オブジェクト名を"string"に変更できません。 
	
原因: トランザクションでオブジェクト名をすでに使用されている名前に変更しようとしました。


	
処置: オブジェクト名を別の名前に変更して、トランザクションを再度コミットしてください。









	 XOQ-01955: 名前が無効なため、オブジェクト名を"string"に変更できません。 
	
原因: トランザクションでオブジェクト名を長すぎる名前または無効な文字を含む名前に変更しようとしました。


	
処置: オブジェクト名を別の名前に変更して、トランザクションを再度コミットしてください。









	 XOQ-01956: オブジェクト名を変更できません。 
	
原因: トランザクションで表や列などのデータベース・オブジェクトの名前を変更しようとしました。OLAP APIクライアントでこのオブジェクトの名前を変更できません。RENAMEやALTER TABLEなどのDDL文で名前を変更する必要があります。


	
処置: オブジェクト名を以前の値に戻すか、名前変更を含むトランザクションをロールバックしてください。適切なDDL文を使用して、オブジェクトの名前を変更してください。









	 XOQ-01957: キューブには両方のリライト・マテリアライズド・ビュー、および不規則階層またはスキップ・レベル階層の両方は含まれません。階層は"string"です。 
	
原因: キューブにリライト・マテリアライズド・ビューおよび不規則階層またはスキップ・レベル階層があります。


	
処置: キューブをマークしてリライト・マテリアライズド・ビューを除外するか、不規則およびスキップ・レベルにしないように階層を調整してください。









	 XOQ-01958: 導出されたメジャーのデータ型が無効であるか、データ型がありません。 
	
原因: 有効なSQLデータ型が導出されたメジャーに指定されていないか、データ型を式から導出できません。


	
処置: 導出されたメジャーに有効なSQLデータ型を作成してください。









	 XOQ-01959: 導出されたメジャーの式がないか、または無効です。 
	
原因: 導出されたメジャーの式が指定されていないか、または無効です。


	
処置: 導出されたメジャーに有効な式を作成してください。









	 XOQ-01960: string "string"とstring "string"の間に循環依存関係があります。 
	
原因: OLAP APIトランザクションが相互に依存する2つ以上のメタデータ・オブジェクトを含んでいます。


	
処置: 循環依存関係の原因となるプロパティのいずれかまたは両方を削除してください。









	 XOQ-01961: オブジェクトstring "string"はstring "string"の依存状態にあるため削除できません。 
	
原因: 別のメタデータ・オブジェクトが参照したメタデータ・オブジェクトを削除しようとしました。


	
処置: 削除されるメタデータ・オブジェクトの参照を削除してください。









	 XOQ-01962: オブジェクト名"string"は無効な名前です。 
	
原因: 長すぎる名前または無効な文字を含む名前のオブジェクトを作成しようとしました。


	
処置: 有効な名前を使用するか、トランザクションを再度コミットしてください。









	 XOQ-01963: MappedDimension "string"はCubeDimensionalityMapに指定されたCubeDimensionality "string"と一致しません。 
	
原因: CubeDimensionalityMapのMappedDimensionプロパティがCubeDimensionalityMapと同じディメンショナリティを持つディメンションまたはサブディメンションを指していません。


	
処置: MappedDimensionプロパティを変更して、CubeDimensionalityMapと同じディメンショナリティを持つディメンションを参照してください。









	 XOQ-01964: CubeDimensionalityMapのMappedDimension ("string")を削除できません。 
	
原因: CubeDimensionalityMapのMappedDimensionであるディメンションを削除しようとしました。


	
処置: CubeDimensionalityMapから削除されるディメンションの参照を削除してください。









	 XOQ-01965: キューブのディメンショナリティ"string"に対するキューブ・ディメンショナリティ・マップがありません。 
	
原因: CubeDimensionalityに対するCubeDimensionalityMapが見つかりませんでした。


	
処置: CubeDimensionalityに対するCubeDimensionalityMapを追加してください。









	 XOQ-01966: AWCubeOrganizationのPartitionLevel "string"を削除できません。 
	
原因: AWCubeOrganizationマップのPartitionLevelであるディメンションを削除しようとしました。


	
処置: AWCubeOrganizationから削除されるディメンションの参照を削除してください。









	 XOQ-01967: 属性"string"は無効です。 
	
原因: 無効な属性でディメンションをコミットしようとしました。


	
処置: 属性を修正するか、ディメンションから削除してください。









	 XOQ-01968: UniqueKey属性"string"に、無効な多言語フラグが設定されています。 
	
原因: 属性に多言語フラグが設定されています。属性にこのフラグおよび一意のキーを設定できません。


	
処置: 属性のこのフラグを削除するか、属性を一意のキーにしないでください。









	 XOQ-01969: 属性を多言語と索引付けの両方にはできません。 
	
原因: 索引付き属性に多言語フラグが設定されています。


	
処置: アナリティック・ワークスペース属性組織のcreateIndexフラグを設定解除するか、属性の移入系統フラグを設定解除してください。









	 XOQ-01970: 属性"string"には属性マップがありません。 
	
原因: 属性に階層レベルの対応する属性マップがありません。


	
処置: 属性に属性マップを作成してください。









	 XOQ-01971: メジャー"string"が無効なため、organizationalSchemaへの依存性をキューブに追加できません。 
	
原因: 無効なメジャーを含むorganizationalSchemaをコミットしようとしました。


	
処置: メジャーを修正してください。









	 XOQ-01972: キューブが削除されたため、organizationalSchemaにある依存性をキューブに追加できません。 
	
原因: 削除されたキューブを含むorganizationalSchemaをコミットしようとしました。


	
処置: organizationalSchemaからキューブの参照を削除してください。









	 XOQ-01973: ディメンション・レベルのUniqueKey属性"string"は無効です。 
	
原因: uniqueKey属性が無効です。


	
処置: uniqueKey属性を修正するか、ディメンション・レベルから削除してください。









	 XOQ-01974: 属性マップ"string"は無効です。 
	
原因: 属性マップの属性が無効です。


	
処置: 属性を修正するか、ディメンションから削除してください。









	 XOQ-01975: ディメンション"string"のDimensionMapにはクエリーまたはFROM句が含まれる必要があります 
	
原因: DimensionMapにクエリーまたはFROM句がありません。


	
処置: DimensionMapにクエリーまたはFROM句を指定してください。









	 XOQ-01976: "string"が所有するディメンション・マップにキー式が定義されていません。 
	
原因: キー式がディメンション・マップに定義されていません。


	
処置: ディメンション・マップにキー式を定義してください。









	 XOQ-01977: メジャー"string"はキューブ"string"に存在しません。 
	
原因: メジャー・マップに関連付けられているメジャーがキューブに存在しません。


	
処置: メジャー・マップを修正するか、メジャーをキューブに追加してください。









	 XOQ-01978: キューブ"string"にあるディメンショナリティの数が、キューブ・マップにあるキューブ・ディメンショナリティ・マップの数と一致しません。 
	
原因: キューブ・ディメンショナリティの数がキューブ・マップのキューブ・ディメンショナリティ・マップの数と一致しません。


	
処置: キューブ・ディメンショナリティ・マッピングを修正してください。









	 XOQ-01979: メジャー・マップ"string"は無効なメジャー"string"を参照しています。 
	
原因: メジャーが無効です。


	
処置: メジャーを修正するか、キューブから削除してください。









	 XOQ-01980: 属性キューブGIDリレーションを追加する前にディメンション"string"が作成されます。 
	
原因: 属性キューブGIDリレーションを追加する前にディメンションが作成されました。


	
処置: 属性キューブGIDリレーションを追加してください。









	 XOQ-01981: 一般メタデータ検証エラーが発生しました。 
	
原因: 無効なメタデータでコミットしようとしました。


	
処置: メタデータを修正してください。









	 XOQ-01982: "string"に対して一般メタデータ検証エラーが発生しました。 
	
原因: 無効なメタデータでコミットしようとしました。


	
処置: メタデータを修正してください。









	 XOQ-01983: ディメンション"string"はAWCubeOrganizationの事前計算リスト内で2回以上リフレッシュされています。 
	
原因: 重複したディメンションがAWCubeOrganizationの事前計算リストで指定されています。


	
処置: 事前計算リストから重複したディメンションを削除してください。









	 XOQ-01984: AWCubeOrganizationの事前計算リスト内で参照されているディメンション"string"は、キューブ"string"の一部ではありません。 
	
原因: AWCubeOrganizationの事前計算リストで指定されたディメンションがキューブの一部ではありません。


	
処置: 事前計算リストからディメンションを削除してください。









	 XOQ-01985: "string"(ディメンション"string"、キューブ"string"に対して指定されている)のET属性接頭辞は無効です。 
	
原因: ET属性接頭辞が無効です。ET属性接頭辞は、1) 5文字以下にする必要があり、2) MdmDimensionalityまたはMdmMeasure列名の部分文字列に指定できません。


	
処置: ET属性接頭辞を修正するか、接頭辞を省略してデフォルト値を使用してください。









	 XOQ-01986: "string"には、 DimensionLevel "string"に対して2つ以上のHierarchyLevelが含まれています。 
	
原因: HierarchyConsistencyRuleがCONSISTENTまたはSTAR_CONSISTENTの場合、LevelHierarchy内のDimensionLevelに1つのHierarchyLevelのみ使用できます。


	
処置: LevelHierarchyのHierarchyLevelsを修正してください。









	 XOQ-01987: PrimaryDimension "string"内での順序付けが一貫していません(HierarchyLevels "string"のサブセット)。 
	
原因: HierarchyConsistencyRuleがCONSISTENTまたはSTAR_CONSISTENTの場合、HierarchyLevelsはLevelHierarchies間のループを形成できません。


	
処置: ループを排除してください。









	 XOQ-01988: string "string"とstring "string"の間で名前が競合しています 
	
原因: 同じ親を持つ2つのメタデータ・オブジェクトが同じ名前です。この重複はOracle Database 10リリース2 (10.2)以下で許可されていますが、Oracle Database 11リリース1 (11.1)以上のメタデータ・オブジェクトで無効です。


	
処置: 表(デフォルト名はCUBE_UPGRADE_INFO)に競合を解決する新しい名前を移入するDBMS_CUBE.INITIALIZE_CUBE_UPGRADEを実行してください。









	 XOQ-01989: レベル"string"が一意にマップされていません。 
	
原因: 複数のレベルが同じ式にマップされています。ディメンションにマテリアライズド・ビューがある場合、複数のレベルを同じ式にマップできません。


	
処置: すべてのレベルを一意にマップするか、マテリアライズド・ビューを使用しないでディメンションを作成してください。









	 XOQ-01990: キューブ"string"はこのメジャーの集計マップを上書きできません。 
	
原因: メジャーの一貫した解決の仕様が無効です。


	
処置: 独立したメジャー記憶域で圧縮しないように、キューブを変更してください。









	 XOQ-01991: キューブ"string"のこのメジャーのデータ型、またはそのマップされた式は、マテリアライズド・ビューと互換性がありません。 
	
原因: マテリアライズド・ビューを使用したキューブの数値メジャーのデータ型のスケールまたは精度が制限されています。


	
処置: 制限なしでデータ型をNUMBERに変更してください。









	 XOQ-01992: OLAP DMLデータ型のキューブ記憶域の制限"string (キューブ"string")は、マテリアライズド・ビューと互換性がありません。 
	
原因: マテリアライズド・ビューを使用したAWCubeOrganizationのキューブ記憶域のデータ型は、スケールまたは精度が制限されています。


	
処置: キューブ記憶域からNUMBERデータ型の精度およびスケールの制限を削除してください。









	 XOQ-01993: ベース属性"string"のデータ型、またはそのマップされた式は、マテリアライズド・ビューと互換性がありません。 
	
原因: 属性のデータ型、またはそのマップされた式は、マテリアライズド・ビューでサポートされていません。


	
処置: 属性のデータ型またはそのマップされた式を変更してください。









	 XOQ-01994: 1次ディメンション"string"およびキューブには、互換性のない組織があります。 
	
原因: 1次ディメンションおよびキューブの組織に互換性がありません。キューブにAWCubeOrganizationがある場合、すべての1次ディメンションは、アナリティック・ワークスペース1次ディメンション組織を持つ必要があります。


	
処置: 1次ディメンションにアナリティック・ワークスペース1次ディメンション組織を作成してください。









	 XOQ-01995: オブジェクト"string"は存在しません。 
	
原因: キューブまたはディメンションが存在しなにオブジェクトの観点から定義されました。


	
処置: 見つからないオブジェクトを作成するか、キューブまたはディメンションを再定義してください。









	 XOQ-01996: オブジェクト名を変更できません。 
	
原因: すべての依存オブジェクトを変更するために必要な権限を使用しないでオブジェクトの名前を変更しようとしました。


	
処置: オブジェクトの名前を変更しないでください。









	 XOQ-01997: キューブのパーティション・レベルが無効です。 
	
原因: キューブのパーティション・レベルとして指定された階層レベルが無効です。


	
処置: キューブからパーティション・レベルを削除するか、有効な階層レベルを指定してください。









	 XOQ-01998: 2つの異なるディメンション"string"および"string"によって、キューブをパーティション化することはできません 
	
原因: 異なるディメンションのパーティション・レベルでキューブが定義されました。


	
処置: キューブのすべてのパーティション・レベルが同じディメンションに属していることを確認してください。









	 XOQ-01999: 1つ以上のORDER BY要素がCUSTOMORDER句に指定されています。 
	
原因: CUSTOMORDERに1つ以上のORDER BY要素が含まれています。


	
処置: CUSTOMORDERに1つのORDER BY句のみ指定してください。









	 XOQ-02000: PrimaryDimension "string"は時系列式の有効なTimeDimensionではありません。 
	
原因: PrimaryDimensionはTimeDimensionではありません。


	
処置: 時系列式のTimeDimensionを指定してください。









	 XOQ-02001: 表"string"が見つかりません 
	
原因: キューブまたはディメンションのマップに使用される表が存在しません。元のマッピングの後に削除された可能性があります。


	
処置: 表を作成するか、異なる表に再マップしてください。









	 XOQ-02002: 表"string"には列"string"が含まれていません。 
	
原因: キューブまたはディメンションのマップに使用される列が存在しません。元のマッピングの後に削除された可能性があります。


	
処置: 列を作成するか、異なる列に再マップしてください。









	 XOQ-02003: 式"string"はモデル内でのみ有効です。 
	
原因: 式は、モデル割当ての右側にのみ指定できます。


	
処置: 式を再定義して、すべてのモデル固有の機能を削除してください。









	 XOQ-02004: オブジェクトstring "string"が見つかりません 
	
原因: 参照されたオブジェクトが削除されている可能性があります。


	
処置: 既存のオブジェクトを指定してください。









	 XOQ-02005: stringの"string"(オブジェクト"string"で参照)が見つかりません。 
	
原因: 参照されたオブジェクトが見つかりません。削除された可能性があります。


	
処置: 既存のオブジェクトを指定してください。









	 XOQ-02006: 表"string"の参照は、"string"のマッピングにおいて無効です 
	
原因: マッピング・オブジェクトの式がマッピング・クエリーの一部ではない表を参照しました。


	
処置: マッピング・オブジェクトのすべての式がマッピング・クエリーの列のみを参照していることを確認してください。









	 XOQ-02007: OLAP構文の文字列を解析できません 
	
原因: OLAP構文の文字列が無効で解析できませんでした。


	
処置: 構文を有効な構文の文字列に置き換えてください。









	XOQ-02008: OLAP構文の文字列"string": stringを解析できません 
	
原因: OLAP構文の文字列が無効で解析できませんでした。


	
処置: 構文を有効な構文の文字列に置き換えてください。









	 XOQ-02009: 関数"string"はアナリティック・ワークスペースではサポートされていません。 
	
原因: OLAP DML言語でサポートされていない関数が指定されました。


	
処置: サポートされない関数を式から削除してください。









	 XOQ-02010: データ型"string"はアナリティック・ワークスペースではサポートされていません。 
	
原因: OLAP DML言語でサポートされていないデータ型が指定されました。


	
処置: サポートされているデータ型を使用してください。









	 XOQ-02011: 無効な列式"string" 
	
原因: OLAP DML式がこのコンテキストで無効です。


	
処置: 式を有効な構文の文字列に置き換えてください。









	 XOQ-02012: オブジェクト"string"に式がありません 
	
原因: マッピング・オブジェクトにリクエストされたアクションの実行に必要なすべての式が含まれていません。


	
処置: 必要な式をマッピング・オブジェクトに追加してください。









	 XOQ-02013: オブジェクト"string"にクエリーおよびFROM句がありません。 
	
原因: マッピング・オブジェクトにクエリーおよびFROM句が含まれていません。


	
処置: 必要なクエリーおよびFROM句をマッピング・オブジェクトに追加してください。









	 XOQ-02014: オブジェクト"string"に条件がありません 
	
原因: マッピング・オブジェクトにリクエストされたアクションの実行に必要なすべての条件が含まれていません。


	
処置: 必要な条件をマッピング・オブジェクトに追加してください。









	 XOQ-02015: ディメンションまたは階層のGrouping ID列が多すぎます。 
	
原因: Grouping ID列の数が許可された最大の列を超えています。考えられる原因は次のとおりです: 1) ディメンションの一部の属性に属性の拡張が有効化されています。2) ディメンションまたは階層に定義されているレベルが多すぎます。


	
処置: 次のいずれかを実行します: 1) 一部またはすべての属性の属性の拡張を無効化します。2) 一部の属性を排除します。3) 一部のレベルを排除します。









	 XOQ-02016: 動的モデルはキューブの一貫した解決の仕様に追加できません。 
	
原因: 動的モデルを集計コマンドを含まない一貫した解決の仕様に追加しようとしました。


	
処置: 集計コマンドを一貫した解決の仕様に追加してください。









	 XOQ-02100: サーバーXML文字列を解析できません 
	
原因: クエリーまたはメタデータ定義の解析中に内部エラーが発生しました。


	
処置: 失敗の理由の詳細は、エラー出力を調べてください。









	 XOQ-02101: ID"string"のオブジェクト参照に対して使用されているオブジェクト・タイプは無効です。 
	
原因: 不正なタイプのオブジェクトがXMLドキュメントのオブジェクト参照として指定されました。


	
処置: XMLドキュメントを修正して、正しいタイプのオブジェクトを参照してください。









	 XOQ-02102: オブジェクト"string"が見つかりません 
	
原因: 存在しないオブジェクトがXMLドキュメントで参照されました。


	
処置: 参照されたオブジェクトを作成するか、XMLドキュメントを修正して既存のオブジェクトを参照してください。









	 XOQ-02103: XML属性"string"(要素"string"およびオブジェクト"string")が無効です 
	
原因: XMLドキュメントのXML属性が無効です。


	
処置: XMLドキュメントの無効な属性を修正してください。









	 XOQ-02104: 無効なXML要素"string" 
	
原因: XMLドキュメントのXML要素が無効です。


	
処置: XMLドキュメントの無効な要素を修正してください。









	 XOQ-02105: 無効なXML要素"string"(オブジェクト"string") 
	
原因: XMLドキュメントのXML要素が無効です。


	
処置: XMLドキュメントの無効な要素を修正してください。









	 XOQ-02106: XMLドキュメントのプロパティ"string"(値"string"、オブジェクト"string")が無効です 
	
原因: XMLドキュメントでオブジェクト・プロパティが正しく指定されていません。


	
処置: XMLドキュメントの無効なプロパティを修正してください。









	 XOQ-02107: XMLドキュメントのプロパティ"string"(key::value "string"、オブジェクト"string")が無効です 
	
原因: XMLドキュメントでオブジェクト・プロパティが正しく指定されていません。


	
処置: XMLドキュメントの無効なプロパティを修正してください。









	XOQ-02108: XML文書stringは無効です(行string) 
	
原因: XMLドキュメントの解析中に内部エラーが発生しました。


	
処置: 失敗の理由の詳細は、エラー出力を調べてください。









	 XOQ-02109: 最上位レベル・オブジェクト"string"はすでに存在します。 
	
原因: すでに存在しているオブジェクトをXMLで作成しようとしました。


	
処置: 再作成する前に既存のオブジェクトを削除してください。









	 XOQ-02110: 同じIDを持つ別のオブジェクトが存在するため、タイプ"string"のオブジェクト(ID "string")を作成できません。 
	
原因: 既存のオブジェクトですでに使用されているIDを持つオブジェクトをXMLで作成しようとしました。


	
処置: 新しいオブジェクトの名前を変更するか、既存のオブジェクトを削除してください。









	 XOQ-02111: オブジェクト・タイプ"string"はエクスポートには無効です。 
	
原因: 不適切なタイプのオブジェクトをエクスポートしようとしました。アナリティック・ワークスペース、データベース・スキーマ、キューブ、キューブ・ディメンション、メジャー・フォルダおよびキューブ作成プロセスのオブジェクト・タイプのみエクスポートできます。


	
処置: オブジェクトがキューブまたはキューブ・ディメンションのサブオブジェクトである場合、オブジェクト自体ではなく引数としてキューブまたはキューブ・ディメンションを渡すエクスポート・プロシージャをコールしてください。









	 XOQ-02112: i無効なXML属性"string"(値"string"、要素"string") 
	
原因: XMLドキュメントのXML属性が無効です。


	
処置: XMLドキュメントの無効な属性を修正してください。









	 XOQ-02113: 互換性設定が最小値11.0.0.0.0を下回っているため、XMLを解析できません。 
	
原因: 互換性設定がXMLを解析する最小値を下回っています。


	
処置: 互換性を11.0.0.0.0以上に設定してください。









	 XOQ-02114: 互換性設定が最小値11.0.0.0.0を下回っているため、XMLを書き込めません。 
	
原因: 互換性設定がXMLを書き込む最小値を下回っています。


	
処置: 互換性を11.0.0.0.0以上に設定してください。









	 XOQ-02115: メタデータ・オブジェクト・タイプ"string"は、インポート時に名前を変更できません。 
	
原因: 名前変更表のオブジェクト・タイプがリーフ・オブジェクト・タイプではないか、リーフ・オブジェクト・タイプの名前を変更できません。


	
処置: 名前変更表に有効なオブジェクト・タイプを入力してください。









	 XOQ-02116: メタデータ・オブジェクトID "string"は無効です。 
	
原因: 名前変更表のオブジェクトIDがNULLであるか、無効な文字が含まれています。


	
処置: 名前変更表に有効なオブジェクトIDを入力してください。









	 XOQ-02117: 新しい名前"string"(オブジェクト"string")は無効です。 
	
原因: 名前変更表の新しい名前がNULLまたは空です。


	
処置: 名前変更表に有効な新しい名前を入力してください。









	 XOQ-02118: オブジェクト"string"の新しい名前(タイプ"string")が名前変更表に2つ存在します。 
	
原因: 名前変更表の同じオブジェクトに2つの異なる新しい名前が含まれています。


	
処置: 名前変更表から行のいずれかを削除してください。









	 XOQ-02200: オブジェクト"string"をアップグレードできません 
	
原因: オブジェクトをアップグレードできませんでした。


	
処置: このオブジェクトに一般的に付随する他のエラー・メッセージで提案された変更を適用してください。アップグレードを再試行してください。エラーを修正できない場合、DBMS_CUBE.EXPORT_XMLを使用してオブジェクトのXML定義をエクスポートし、オブジェクトを異なるスキーマに再インポートしてください。









	 XOQ-02201: オブジェクト"string"が見つかりません 
	
原因: アップグレード・コマンドが存在しないオブジェクトを参照しました。


	
処置: オブジェクト識別子を修正して、再試行してください。









	 XOQ-02202: オブジェクト"string"は、名前が既存のオブジェクトと同じであるためアップグレードできません。 
	
原因: オブジェクト名が既存のオブジェクト名と同じであるため、アップグレードに失敗しました。以前のバージョンのOracleデータベースでは、キューブ、ディメンションまたはメジャー・フォルダにデータベース表と同じ名前を設定できました。Oracle Database 11g以上では、キューブ、ディメンション、メジャー・フォルダおよびRDBMS表にすべて異なる名前を設定する必要があります。


	
処置: オブジェクト名を変更して、再度アップグレードしてください。









	 XOQ-02203: アナリティック・ワークスペース"string"は、カスタマイズ"string"を含んでいるためアップグレードできません。 
	
原因: アナリティック・ワークスペースがカスタマイズを含んでいるため、アップグレードに失敗しました。カスタマイズは、Oracle Database 10g以上のリリースでサポートされていません。


	
処置: カスタマイズを削除して、再度アップグレードしてください。すべてのカスタマイズを削除するには、DeleteCustomizationsオプションをYESに設定したアップグレード・プロシージャをコールしてください。









	 XOQ-02204: オブジェクト"string"をアップグレードできません。UPGRADEコマンドへの引数としてはアナリティック・ワークスペースとデータベース・スキーマのみが有効です。 
	
原因: UPGRADEコマンドで識別された引数がoracle.olapi.metadata.mdm.MdmDatabaseSchemaおよびoracle.olapi.metadata.deployment.AWタイプではないオブジェクトです。


	
処置: オブジェクトがアナリティック・ワークスペースまたはデータベース・スキーマにある場合、UPGRADEコマンドをコールして、オブジェクトではなく引数としてアナリティック・ワークスペースまたはデータベース・スキーマを使用してください。









	 XOQ-02205: アナリティック・ワークスペース"string"をアップグレードできません。アナリティック・ワークスペースバージョンが古すぎます。 
	
原因: Oracle Database 10.1.0.2以下にフォーマットされたアナリティック・ワークスペースをアップグレードしようとしました。DBMS_CUBE.UPGRADEを使用して、Oracle Database 10.1.0.3以上のアナリティック・ワークスペースのみアップグレードできます。


	
処置: Oracle 10.1.0.3のOLAPドキュメントに示されている方法を使用して、リリース10.1.0.3以上にアナリティック・ワークスペースをアップグレードしてください。DBMS_CUBE.UPGRADEを使用して、アナリティック・ワークスペースをリリース11gにアップグレードしてください。









	 XOQ-02206: オブジェクト"string"をアップグレードできません。メタデータがすでに現在のバージョンを使用しています。 
	
原因: 現在のバージョンに正しくフォーマットされているアナリティック・ワークスペースをアップグレードしようとしました。


	
処置: このアナリティック・ワークスペースにDBMS_CUBE.UPGRADE機能を使用しないでください。









	XOQ-02207: マッピング"string"を処理できません: string 
	
原因: Oracle Database 10gアナリティック・ワークスペースに格納されたオブジェクトに無効なマッピングが含まれています。


	
処置: マッピングを有効なマッピングに置き換えてください。問題が解決しない場合、UPGRADEまたはCOMMITオプションのIgnoreMappingErrorsオプションをYESに設定してください。









	 XOQ-02208: オブジェクトに複数のマッピングが含まれています。 
	
原因: Oracle OLAP 10gアナリティック・ワークスペースに格納されているディメンションまたはメジャーに複数のマッピングが含まれています。これは、Oracle Database 10g以上のリリースでサポートされていません。


	
処置: オブジェクトを変更して、1つのマッピングのみ使用してください。問題が解決しない場合、UPGRADEまたはCOMMITオプションのIgnoreMappingErrorsオプションをYESに設定してください。









	XOQ-02209: 集計"string"を処理できません: string 
	
原因: Oracle Database 10gアナリティック・ワークスペースに格納されたオブジェクトに無効な集計が含まれています。


	
処置: 集計を有効な集計に置き換えてください。問題が解決しない場合、UPGRADEまたはCOMMITオプションのIgnoreMappingErrorsオプションをYESに設定してください。









	 XOQ-02210: レガシー・メタデータに無効なマッピングが含まれています。 
	
原因: Oracle Database 10gアナリティック・ワークスペースに格納されているオブジェクトに10g以上の形式に変換できないマッピングが含まれています。


	
処置: 無効なマッピングのリストを調べて、10g互換性モードのAnalytic Workspace Managerを使用して、各オブジェクトに報告されたエラーを修正してください。問題が解決しない場合、UPGRADEまたはCOMMITオプションのIgnoreMappingErrorsオプションをYESに設定してください。









	 XOQ-02211: コンパイル・ステップに失敗してメッセージが返されたため、アップグレードできません: "string"。 
	
原因: ディメンションをコンパイルできませんでした。


	
処置: アナリティック・ワークスペースのコンパイル・エラーを修正してください。問題が解決しない場合、UPGRADEオプションのIgnoreMappingErrorsオプションをYESに設定してください。これにより、アナリティック・ワークスペースの他のオブジェクトをアップグレードできます。使用できるように、問題のディメンションを修正して再コンパイルしてください。









	 XOQ-02212: このMdmMeasureの式を読み取れません。接続が開かれたときにアナリティック・ワークスペース"string"がアタッチされていません。 
	
原因: Oracle Database 10gアナリティック・ワークスペースに導出されたメジャーが含まれています。DataProvider.createSessionまたはDataProvider.initializeの最初のコールの前にアナリティック・ワークスペースがアタッチされている場合、導出されたメジャーのみアップグレードできます。


	
処置: DataProvider.createSessionまたはDataProvider.initializeをコールする前に、アナリティック・ワークスペースをアタッチしてください。または、UPGRADEまたはCOMMITオプションのIgnoreMappingErrorsオプションをYESに設定して、このエラー・メッセージを抑止してください。導出されたメジャーは、アップグレード後にMdmBaseMeasureになります。









	 XOQ-02213: レガシー・メタデータを読み取れません 
	
原因: データベースにOracle Database 10gアナリティック・ワークスペースに格納されているメタデータまたはCWM形式のメタデータが含まれています。格納されたメタデータの問題のため、メタデータを10g以上の形式に変換できませんでした。


	
処置: エラーのリストを調べて、10g互換性モードのAnalytic Workspace Managerを使用してメタデータを修正してください。問題が解決しないで11gメタデータにアクセスできない場合、接続プロパティのMetadataReaderModeオプションを11_ONLYに設定してください。









	XOQ-02214: レガシー・メタデータ・オブジェクトを読取り中にエラーが発生しました: string 
	
原因: Oracle Database 10gアナリティック・ワークスペースまたはCWM形式で格納されたメタデータ・オブジェクトのいずれかを10g以上の形式に変換できませんでした。


	
処置: 10g互換性モードのAnalytic Workspace Managerを使用して、メタデータを修正してください。問題が解決しないで10g以上のメタデータにアクセスできない場合、接続プロパティのMetadataReaderModeオプションを11_ONLYに設定してください。









	 XOQ-02300: ビルドは完了しましたが、警告が返されました。 
	
原因: ビルドが正常に完了しましたが、メタデータまたは入力データに不整合があるため、一部のデータが正しくない可能性があります。


	
処置: キューブ作成ロギングが有効な場合、詳細は、キューブ作成ログの出力列を調べてください。









	 XOQ-02500: 導出属性"string"はDIM_KEYではありません。 
	
原因: CUSTOMORDER句で指定された導出属性がDIM_KEYではありません。CUSTOMORDER句の導出属性は、DIM_KEYのみ設定できます。


	
処置: DIM_KEYを指定するか、CUSTOMORDER句のベース属性を使用してください。









	 XOQ-02501: 属性"string"は1次ディメンションに含まれていません。 
	
原因: CUSTOMORDER句で指定された属性が1次ディメンションの一部ではありません。CUSTOMORDER句の属性を1次ディメンションの一部にする必要があります。


	
処置: 1次ディメンションの一部であるCUSTOMORDER句の属性を指定してください。









	 XOQ-02502: 属性"string"は階層の可視属性ではありません。 
	
原因: CUSTOMORDER句で指定された属性が階層の可視属性ではありません。階層のCUSTOMORDER句の属性を階層の可視属性にする必要があります。


	
処置: 階層のCUSTOMORDER句の可視属性を指定してください。









	 XOQ-02503: 属性がCUSTOMORDER句に指定されていません。 
	
原因: CUSTOMORDER句で指定されたオブジェクトが属性ではありません。属性のみCUSTOMORDER句で指定できます。


	
処置: CUSTOMORDER句に属性を指定してください。









	 XOQ-02504: オブジェクトにタイプ"string"(言語"string")の複数の説明が含まれています。 
	
原因: オブジェクトに同じ言語の同じタイプの複数の説明が含まれています。


	
処置: 各言語の各タイプのオブジェクトに1つの説明のみ存在していることを確認してください。









	 XOQ-02505: キューブ"string"のCubeMapにクエリーとFROM句の両方が含まれています。 
	
原因: CubeMapにクエリーとFROM句が含まれています。


	
処置: CubeMapにクエリーまたはFROM句を指定し、両方を指定しないでください。









	 XOQ-02506: ディメンション"string"のDimensionMapにクエリーとFROM句の両方が含まれています。 
	
原因: DimensionMapにクエリーとFROM句が含まれています。


	
処置: DimensionMapにクエリーまたはFROM句を指定し、両方を指定しないでください。









	 XOQ-02507: ディメンション"string"のDimensionMapに重複したクエリーを指定したFROM句が含まれています。 
	
原因: DimensionMapに重複したクエリーを指定したFROM句が含まれています。


	
処置: DimensionMapのFROM句の重複したクエリーを削除してください。









	 XOQ-02508: キューブ"string"のCubeMapに重複したクエリーを指定したFROM句が含まれています。 
	
原因: CubeMapに重複したクエリーを指定したFROM句が含まれています。


	
処置: CubeMapのFROM句の重複したクエリーを削除してください。









	 XOQ-02509: アナリティック・ワークスペース"string"の名前が無効です。 
	
原因: 無効な名前のアナリティック・ワークスペースを作成しようとしました。アナリティック・ワークスペースの名前に小文字は使用できません。


	
処置: アナリティック・ワークスペースの名前を有効な名前に変更して、トランザクションをコミットしてください。









	 XOQ-02510: オブジェクト"string"のSolvedMapに複数のクエリーを指定したFROM句が含まれています 
	
原因: SolvedMapに複数のクエリーを指定したFROM句が含まれています。


	
処置: SolvedMapのFROM句の複数のクエリーを削除してください。









	 XOQ-02511: キューブ記憶域DATEデータ型が、マテリアライズド・ビューと互換性がありません。 
	
原因: AWCubeOrganizationにマテリアライズド・ビューと互換性がないキューブ記憶域データ型DATEが含まれています。


	
処置: キューブ記憶域データ型をDATETIMEに変更するか、マテリアライズド・ビューを使用しないでキューブを作成してください。









	 XOQ-02512: stringXOQ-02512: メジャー"string"のフォーミュラのコンパイル中にOLAP DMLエラーが発生しました 
	
原因: 導出されたメジャーのメジャー式をコンパイルできませんでした。


	
処置: 導出されたメジャーのメジャー式を再定義してください。









	 XOQ-02513: 一貫した解決の仕様の集計に互換性がないため、キューブ"string"のマテリアライズド・ビューのリライトは作成できません。 
	
原因: 一貫した解決の仕様で、すべてのディメンションおよび階層で均一ではないか、サポートされている集計演算子ではない集計を指定しました。


	
処置: 均一またはサポートされている集計タイプのいずれかにするため、一貫した解決の仕様の集計を変更してください。









	 XOQ-02514: 属性"string"は2つの階層レベル"string"および"string"異なる式にマップされます。 
	
原因: 属性が同じDimensionLevelを持つ2つの異なるHierarchyLevelsの異なる式にマップされています。


	
処置: 属性マッピングを変更して、ターゲットの式が同じDimensionLevelを持つすべてのHierarchyLevelsで同じになるようにしてください。









	 XOQ-02515: REFRESH ON COMMIT、REFRESH START WITHおよびREFRESH NEXTのMVCreationOptionsはサポートされていません。 
	
原因: AWPrimaryDimensionOrganizationまたはAWCubeOrganizationのMVCreationOptionsがサポートされていない設定を含んでいます。


	
処置: AWPrimaryDimensionOrganizationsおよびAWCubeOrganizationsのMVCreationOptionsにREFRESH ON COMMITが設定されず、REFRESH START WITHまたはREFRESH NEXTが指定されていないことを確認してください。









	 XOQ-02516: MdmValueHierarchyに値階層マップがありません。 
	
原因: MdmValueHierarchyに値階層マップが含まれていません。


	
処置: SolvedValueHierarchyMapを関連付けられているマテリアライズド・ビューを使用したディメンションに含まれているすべての値階層に追加してください。









	 XOQ-02517: ベース属性またはベース・メジャーのデータ型"string"が、マップされた式"string"と異なります。 
	
原因: マップされた式のベース属性またはベース・メジャーが一貫性のないデータ型に設定されているか、固定データ型から異なるデータ型の式にマップされています。


	
処置: ベース属性またはベース・メジャーのマップされた式を変更する場合、式が同じデータ型を含むことを確認してください。それ以外の場合、最初にベース属性またはベース・メジャーのデータ型をNULLに設定してください。ベース属性またはベース・メジャーに既存のマップされた式がある場合、異なるデータ型に設定しないでください。









	 XOQ-02518: 既存のオブジェクトで使用されている名前のため、オブジェクト名を"string"に変更できません。 
	
原因: CUBE_UPGRADE_INFO表の行に一意でないNEW_NAME列の値があります。


	
処置: UPDATEコマンドを使用するか、DBMS_CUBE.INTIALIZE_CUBE_UPGRADEを実行して、CUBE_UPGRADE_INFO表を修正してください。









	 XOQ-02519: キューブ・マテリアライズド・ビューのキューブ・ディメンショナリティ・マップ内のマップされたディメンションは、ディメンション・レベルまたは階層レベルである必要があります。 
	
原因: "キューブ・マテリアライズド・ビューのキューブ・ディメンショナリティ・マップ内のマップされたディメンションが1次ディメンションです。"


	
処置: "キューブ・マテリアライズド・ビューのキューブ・ディメンショナリティ・マップ内のマップされたディメンションをディメンション・レベルまたは階層レベルに変更してください。"









	 XOQ-02520: クエリー・リライトが有効化されているキューブ・マテリアライズド・ビューのキューブ・ディメンショナリティ・マップ内のマップされたディメンションは、そのディメンションのすべての階層で最も低い階層レベルである必要があります。 
	
原因: "クエリー・リライトが有効化されているキューブ・マテリアライズド・ビューのキューブ・ディメンショナリティ・マップ内のマップされたディメンションがそのディメンションの最も低い階層レベルではありません。"


	
処置: "クエリー・リライトが有効化されているキューブ・マテリアライズド・ビューのキューブ・ディメンショナリティ・マップ内のマップされたディメンションをそのディメンションのすべての階層で最も低い階層レベルの階層レベルまたはディメンション・レベルに変更してください。"









	 XOQ-02521: "string"型("string"言語)のオブジェクト説明は最大文字数(string)に収まるよう切り捨てられました。 
	
原因: オブジェクトの説明が長すぎます。説明が自動的に短くなりました。


	
処置: 処置は必要ありません。最大の長さに収まるように、説明を変更してください。









	 XOQ-02522: 属性"string"(レベル"string")の値は一意であることが必要です。 
	
原因: IsLevelUniqueフラグが属性に対してtrueに設定されていますが、指定されたレベルの属性値が一意ではありません。


	
処置: IsLevelUniqueフラグをfalseに設定するか、一意の値を属性にロードしてください。









	 XOQ-02523: サポートされていないデータ型"string" 
	
原因: キューブ記憶域に指定されたデータ型が無効であるか、サポートされていません。


	
処置: サポートされているSQLデータ型を指定してください。









	 XOQ-02524: キューブ記憶域に、SQLデータ型とOLAP DMLデータ型の両方の指定または変更(あるいはその両方)が行われています。OLAP DMLキューブ記憶域データ型の指定は無視されます 
	
原因: キューブ記憶域のデータ型がSQLおよびSQLデータ型を使用するOLAP DMLの両方に指定されています。


	
処置: SQLまたはOLAP DML形式のサポートされているデータ型を指定してください。









	 XOQ-02525: メジャー・データ型"string"とキューブ記憶域データ型"string"の間に不一致があります 
	
原因: メジャー記憶域がSHAREDとして定義され、メジャーのデータ型がキューブ記憶域のデータ型と完全に一致しません。これによってデータが一致しない可能性があります。


	
処置: IsLevelUniqueフラグをfalseに設定するか、一意の値を属性にロードしてください。









	 XOQ-02526: UniqueKey属性"string"に、無効な移入系統フラグが設定されています。 
	
原因: 属性に移入系統フラグが設定されています。このフラグを一意のキー属性に設定する必要はありません。


	
処置: 属性のこのフラグをオプションで削除するか、属性を一意のキーにしないでください。









	 XOQ-02527: 一意キー属性"string"と"string"は1次ディメンションの異なるレベルにありますが、同じ式にマップされています。 
	
原因: 1次ディメンションの異なるレベルの2つの異なる一意のキー属性が同じ式にマップされています。ディメンションがクエリー・リライトが有効化されているキューブの一部である場合、このようなマッピングは許可されていません。


	
処置: 一意のキー属性を一意にマップするか、REWRITEマテリアライズド・ビューを使用しないでキューブを作成してください。









	 XOQ-02528: 導出メジャー"string"をキューブのデフォルト・メジャーとして指定することはできません。 
	
原因: 導出メジャーがマテリアライズド・ビューを持つキューブのデフォルト・メジャーとして指定されました。


	
処置: キューブのデフォルト・メジャーを指定するには、導出されていないメジャーを選択するか、キューブからマテリアライズド・ビューを削除してください。.









	 XOQ-02529: ベース属性"string" (ディメンション"string")は索引であるため、NVL式を指定できません。 
	
原因: NVL式が索引付けされているベース属性に指定されました。ユーザーが索引として明示的にマークする場合、一意のキー属性の場合、または移入系統フラグが設定されている場合、属性が索引付けされます。


	
処置: NVL式を削除するか、索引付けおよび一意のキーがなく移入系統フラグが設定されないように属性を変更してください。









	 XOQ-02530: ディメンションのメンテナンス・コマンドは、デフォルトのビルド仕様または指定されたビルド仕様の要素として指定することはできません。 
	
原因: キューブまたはディメンションの指定されたビルド仕様またはデフォルトのビルド仕様でディメンションのメンテナンス・コマンドを指定しました。


	
処置: デフォルトのビルド仕様または指定されたビルド仕様からディメンションのメンテナンス・コマンドを削除してください。









	 XOQ-02531: セカンダリ・パーティション・レベルが指定されている場合、スパース・タイプは「圧縮」または「スパース」にする必要があります。 
	
原因: スパース・タイプが「圧縮」または「スパース」ではない場合にセカンダリ・パーティション・レベルがAWCubeOrganizationに指定されました。


	
処置: AWCubeOrganizationのスパース・タイプに「圧縮」または「スパース」を設定するか、すべてのセカンダリ・パーティション・レベルを削除してください。









	 XOQ-02532: (プライマリ)パーティション・レベルを同時に指定せずに、セカンダリ・パーティション・レベルを指定することはできません。 
	
原因: セカンダリ・パーティション・レベルが(プライマリ)パーティション・レベルのないAWCubeOrganizationに指定されました。


	
処置: 追加のセカンダリ・パーティション・レベルを指定する前に、(プライマリ)パーティション・レベルを指定してください。









	 XOQ-02533: キューブ・ディメンショナリティ・マップには結合条件も式もありません。 
	
原因: 結合条件および式がCubeDimensionalityMapに指定されていません。


	
処置: キューブ・ディメンショナリティ・マップに結合条件または式および両方を指定してください。









	 XOQ-02534: ベース属性のデータ型"string"またはベース・メジャー"string"の同じデータ型が、マップされた式"string"と異なります。 
	
原因: マップされた式のベース属性またはベース・メジャーが一貫性のないデータ型に設定されているか、固定データ型から異なるデータ型の式にマップされています。


	
処置: ベース属性またはベース・メジャーのマップされた式を変更する場合、式が同じデータ型を含むことを確認してください。それ以外の場合、最初にベース属性またはベース・メジャーのデータ型をNULLに設定してください。ベース属性またはベース・メジャーに既存のマップされた式がある場合、異なるデータ型に設定しないでください。









	 XOQ-02535: ビュー名"string"(オブジェクト"string"で定義)が一意ではありません。 
	
原因: ユーザー定義のビューの名前がすでに使用されています。


	
処置: すべてのユーザー定義のビューの名前が一意であることを確認してください。









	XOQ-02554: キューブでマテリアライズド・ビューが有効になっている場合、ディメンション"string"と"string"をリーフ・レベルで同じディメンション・ソース表"string"にマップすることはできません。 
	
原因: 同じソース表に2つのディメンションをマップしようとしたときに、マテリアライズド・ビューが有効化されていました。ソース表がファクト表である場合を除いてこれは許可されません。


	
処置: 各ディメンションに異なるマッピングを1つ指定します。














121 INS-00001からINS-30000



	INS-00001: 不明なリカバリ不能のエラー 
	
原因: 使用可能な追加情報はありません。


	
処置: ログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。








	INS-00002: 未処理の例外 
	
原因: 使用可能な追加情報はありません。


	
処置: ログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。








	INS-00003: アプリケーションの起動に失敗しました 
	
原因: アプリケーション構成または起動リソースのロード中に予期せぬエラーが発生しました。


	
処置: ログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。








	INS-00004: ヘルプをロードできません 
	
原因: 1つ以上のヘルプ構成ファイルが読取りできなかったか、正しい形式ではありませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡するか、ソフトウェア・マニュアルを参照してください。








	INS-00005: 無効なアプリケーション構成 
	
原因: 指定されたアプリケーション構成が予期したスキーマに準拠していません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。








	INS-00006: リソース・インスタンスに関連付けられたリソース・バンドルがありません 
	
原因: 指定されたリソース・バンドルstringがクラスパスで見つかりません。


	
処置: 必要なライブラリがクラスパスにあることを確認してください。








	INS-00007: このアプリケーションではヘルプを使用できません 
	
原因: 使用可能な追加情報はありません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡するか、ソフトウェア・マニュアルを参照してください。








	INS-00008: ヘルプ・トピックが見つかりません 
	
原因: 現在のユーザー・インタフェースには関連するヘルプ・コンテンツがありません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡するか、ソフトウェア・マニュアルを参照してください。








	INS-01001: stringをstringにコピー中に親ディレクトリの作成に失敗しました 
	
原因: コピー先ファイルstringの存在しない親ディレクトリの作成中に予期せぬエラーが発生しました。


	
処置: コピー先ディレクトリを作成できるかを手動で検証してください。








	INS-01002: ソース・ファイルstringが存在しないのでコピーに失敗しました 
	
原因: 使用可能な追加情報はありません。


	
処置: ソース・ファイルが存在することを確認してください。








	INS-01003: ソース・パスstringがファイルに対応していないのでコピーに失敗しました。 
	
原因: コピーのルーチンでは、ファイルを示すソース・パスが要求されます。


	
処置: ソースがファイルで、コピー先がファイルまたはディレクトリであることを確認してください。注意: コピー先がディレクトリの場合、ソース・ファイルは同じ名前で、コピー先ディレクトリの下にコピーされます。








	INS-01004: stringはディレクトリではありません。 
	
原因: アーカイブ展開ルーチンでは、展開先にディレクトリを想定しています。


	
処置: 展開先がディレクトリであることを確認してください。








	INS-01005: ファイルをstringからstringにコピー中に失敗しました 
	
原因: ファイルのコピー中に予期せぬエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、ログを参照してください。








	INS-01006: ファイルstringをそれ自体にコピーすることはできません。 
	
原因: ソース・ファイルとコピー先ファイルが同じです。


	
処置: コピー先ファイルがソース・ファイルと異なることを確認してください。








	INS-01007: ディレクトリstringをそれ自体にコピーすることはできません 
	
原因: ソース・ディレクトリとコピー先ディレクトリが同じです。


	
処置: コピー先ディレクトリがソース・ディレクトリと異なることを確認してください。








	INS-01008: コピー先ファイルstringはすでに存在するのでコピーに失敗しました。 
	
原因: 使用可能な追加情報はありません。


	
処置: コピー先ファイルが存在しないか、上書きオプションを使用してコピー先ファイルを上書きしていることを確認してください。








	INS-01009: stringは有効なアーカイブではありません。 
	
原因: 指定されたアーカイブ・パスは、ファイルに対応していないか、存在しません。


	
処置: 指定されたソース・パスが有効なアーカイブ場所に対応していることを確認してください。








	INS-01010: 指定した場所にファイルを保存できません。 
	
原因: 指定した場所に書込みできない可能性があります。


	
処置: 書込み可能な場所を指定してください。








	INS-06001: 内部ドライバ・エラーのため、操作の実行に失敗しました。 
	
原因: 使用可能な追加情報はありません。


	
処置: ログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。








	INS-06002: 認証に失敗しました。 
	
原因: 選択したノードへのログインに失敗しました。


	
処置: 共有のUNIXパスワードを確認してください。ロックされたアカウントまたはパスワードのないアカウントはサポートされていません。詳細は、管理者に連絡するか、ログを参照してください。








	INS-06003: 次のノードとのパスワードなしのSSH接続の設定に失敗しました: string 
	
原因: 失敗したノードで異なるオペレーティング・システムが実行されているか、アクセスできない可能性があります。アクセス可能な場合、ローカル・マシンと同じオペレーティング・システムを実行している場合は、SSHデーモンが選択したノードで構成されていない可能性があります。


	
処置: 失敗したノードにアクセス可能で、同じオペレーティング・システムが実行されており、SSH接続がサポートされていることを確認してください。








	INS-06004: ユーザーの.sshディレクトリへのファイル操作が許可されていません。 
	
原因: ユーザーのホーム・ディレクトリまたはユーザーのホーム・ディレクトリ下の.sshディレクトリに対する書込み権限が設定されていません。


	
処置: .sshディレクトリをユーザーのホーム・ディレクトリの下に作成できるか、または.sshディレクトリにファイルを書き込むことができることを確認してください。








	INS-06005: SSH接続の詳細を取得できませんでした。 
	
原因: 選択したノード間のSSH接続の詳細の取得中に予期しないエラーが発生しました。


	
処置: 詳細はログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。








	INS-06006: 次のノード間でパスワードなしのSSH接続が確立されていません: string。 
	
原因: 指定されたノード間でパスワードなしのSSH接続が設定されていないか、ノードにアクセスできません。詳細は、ログを参照してください。


	
処置: 詳細はログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。








	INS-06007: SSH接続のチェック操作が無効 
	
原因: oracle.install.ssh.setupCheckEnabledというプロパティがJavaシステム・プロパティでtrueに設定されているか、内部ドライバでこの操作が無効になっています。


	
処置: Javaシステム・プロパティとしてoracle.install.ssh.setupCheckEnabled=trueの設定を試行するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。








	INS-06008: SSH接続の設定操作が無効 
	
原因: oracle.install.ssh.setupEnabledというプロパティがJavaシステム・プロパティでtrueに設定されているか、内部ドライバでこの操作が無効になっています。


	
処置: Javaシステム・プロパティとしてoracle.install.ssh.setupEnabled=trueの設定を試行するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。








	INS-06101: ローカル・ホストのIPアドレスが判別できませんでした 
	
原因: ローカル・ホストがホスト・ファイルの有効なIPアドレス(例: UNIXの/etc/hosts)にマップされていません。


	
処置: 有効なIPアドレスをローカル・ホストに割り当てるか、ループバックのIPアドレスに設定してください(IPv4の127.0.0.1またはIPv6の::1)。








	INS-07001: プロパティ''string''の値がBeanストアに見つかりません。 
	
原因: 使用可能な追加情報はありません。


	
処置: すべてのプロパティが指定されたBeanストアにあることは必須ではありません。指定されたプロパティがBeanストアにあることを要求されない場合、このエラーは無視できます。








	INS-07002: Beanタイプ''string''の''string''という名前のプロパティのタイプ定義を取得できません 
	
原因: 使用可能な追加情報はありません。


	
処置: Beanタイプのプロパティが正しく定義されていることを確認してください。








	INS-07003: Beanストアへのアクセス中に予期せぬエラーが発生しました 
	
原因: 使用可能な追加情報はありません。


	
処置: ログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。








	INS-07004: 無効なBeanストア 
	
原因: Beanストアが破損しているか、基礎となるデータソースにアクセスできません。


	
処置: ログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。








	INS-07005: Beanストア・ライターにBeanストアが割り当てられていないため、指定されたBeanに書込みできません。 
	
原因: 使用可能な追加情報はありません。


	
処置: ログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。








	INS-07006: 指定されたターゲットにBeanストアを保存できません。 
	
原因: ターゲットにアクセスできないか、Beanストアの保存中に予期せぬエラーが発生しました。


	
処置: ログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。








	INS-07007: Beanストア・リーダーのオープンまたは作成に失敗しました。 
	
原因: Beanストアが破損しているか、基礎となるデータソースにアクセスできません。


	
処置: ログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。








	INS-07008: Beanストアの形式が指定されていません 
	
原因: 使用可能な追加情報はありません。


	
処置: ログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。








	INS-07009: Beanストアをロードできません 
	
原因: Beanストアのロード中に予期せぬエラーが発生しました。


	
処置: ログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。








	INS-07010: 無効な引数string 
	
原因: 指定されたプロパティの引数が、仕様、スキーマ、ルールのいずれにも準拠していませんでした。


	
処置: 指定された引数が予期したデータ型またはスキーマのものであることを確認してください。








	INS-08001: フロー構成の構文に誤りがあります 
	
原因: 使用可能な追加情報はありません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡するか、ソフトウェア・マニュアルを参照してください。








	INS-08005: ビュー・クラスが存在しない可能性があるか、完全修飾されたビュー・クラス名が指定されていません。 
	
原因: 使用可能な追加情報はありません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡するか、ソフトウェア・マニュアルを参照してください。








	INS-08007: 完全修飾されたアクション・クラス名が指定されていません。 
	
原因: 使用可能な追加情報はありません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡するか、ソフトウェア・マニュアルを参照してください。








	INS-08011: トランジションに記述されているルート識別子''string''は存在しない可能性があります。 
	
原因: 使用可能な追加情報はありません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡するか、ソフトウェア・マニュアルを参照してください。








	INS-08012: 不明なビュー識別子''string''が状態に関連付けられています。 
	
原因: 使用可能な追加情報はありません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡するか、ソフトウェア・マニュアルを参照してください。








	INS-08013: 不明なバリデータ・クラス''string''が状態に関連付けられています。 
	
原因: 使用可能な追加情報はありません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡するか、ソフトウェア・マニュアルを参照してください。








	INS-08014: 完全修飾された条件クラス名が指定されていません。 
	
原因: 使用可能な追加情報はありません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡するか、ソフトウェア・マニュアルを参照してください。








	INS-08015: 状態'string'で定義された条件に対応するトランジションを指定していません。 
	
原因: 使用可能な追加情報はありません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡するか、ソフトウェア・マニュアルを参照してください。








	INS-08101: 状態''string''でアクションの実行中に予期せぬエラーが発生しました 
	
原因: 使用可能な追加情報はありません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡するか、ソフトウェア・マニュアルを参照してください。








	INS-08102: 状態''string''からの遷移中に予期せぬエラーが発生しました 
	
原因: 使用可能な追加情報はありません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡するか、ソフトウェア・マニュアルを参照してください。








	INS-08103: 状態''string''から返されたルートがNULLです。 
	
原因: 現在の状態から続行するルートが選択されませんでした。


	
処置: 使用可能な追加情報はありません。








	INS-08104: 状態''string''から返されたルート''string''がフロー構成に見つかりません。 
	
原因: 使用可能な追加情報はありません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡するか、ソフトウェア・マニュアルを参照してください。








	INS-08106: 状態''string''に関連付けられたビュー''string''のロード中に予期せぬエラーが発生しました。 
	
原因: 使用可能な追加情報はありません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡するか、ソフトウェア・マニュアルを参照してください。








	INS-08107: 状態''string''でユーザー入力の処理中に失敗しました。 
	
原因: 状態'string'に関連付けられたビュー'string'からの入力の処理中に予期せぬエラーが発生しました。


	
処置: 使用可能な追加情報はありません。








	INS-08108: ビューのローカライズ中に失敗しました 
	
原因: 状態'string'に関連付けられたビュー'string'のローカライズ中に予期せぬエラーが発生しました。


	
処置: 使用可能な追加情報はありません。








	INS-08109: 状態''string''で入力の検証中に予期せぬエラーが発生しました。 
	
原因: 使用可能な追加情報はありません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡するか、ソフトウェア・マニュアルを参照してください。








	INS-08110: 無効なチェックポイント・ファイル''string''。 
	
原因: 指定されたチェックポイント・ファイルが正しい構文でなかった、または存在しなかったために、セッションのリストアに失敗しました。


	
処置: 使用可能な追加情報はありません。








	INS-08801: ビューID''string''に参照されるビュー・クラスが見つかりません。 
	
原因: 指定されたビュー・クラスがクラスパスで見つかりませんでした。


	
処置: 使用可能な追加情報はありません。








	INS-08802: ビューID''string''に参照されるビュー・クラスをインスタンス化できません。 
	
原因: 指定されたクラスが有効なビュー・クラスを示していないか、そのクラスのインスタンス化中に予期せぬエラーが発生しました。


	
処置: 使用可能な追加情報はありません。








	INS-10002: インベントリの初期化に失敗しました 
	
原因: インベントリは存在しますが、その初期化中に予期しないエラーが発生しました。


	
処置: インベントリが破損していないことを確認してください。それ以外の場合、Oracleサポート・サービスに連絡するか、ログを参照してください。








	INS-10006: スクラッチ・パス''string''が有効ではありません。 
	
原因: 指定されたスクラッチ・パスは、アクセスできないか、存在しないかのいずれかです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡するか、ログを参照してください。








	INS-10008: セッションの初期化に失敗しました 
	
原因: セッションの初期化中に予期しないエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡するか、ログを参照してください。








	INS-10010: スクラッチ・パスが定義または設定されていません 
	
原因: 使用可能な追加情報はありません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。








	INS-10012: セットアップ・ドライバの初期化に失敗しました。 
	
原因: 基礎となるセットアップ・ドライバの初期化中に予期しないエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡するか、ログを参照してください。








	INS-10013: 現行のホームがこのシステムの中央インベントリに登録されていません。 
	
原因: 原因としては、インベントリを更新するためのstringが実行されていないか、スクリプトが失敗したことが考えられます。


	
処置: rootユーザーとしてスクリプトを実行してください。








	INS-10014: 現行のホームがノード: stringの中央インベントリに登録されていません。 
	
原因: 原因としては、インベントリを更新するためのstringが実行されていないか、スクリプトが失敗したことが考えられます。


	
処置: rootユーザーとしてスクリプトを実行してください。








	INS-10015: コマンドラインから渡された引数(string)が無効です。 
	
原因: 該当なし


	
処置: 該当なし








	INS-10101: 指定されたレスポンス・ファイルstringが見つかりません。 
	
原因: 指定されたレスポンス・ファイルは、アクセスできないか、存在しないかのいずれかです。


	
処置: 正しいレスポンス・ファイルの場所を入力してください。(注意: 相対パスはサポートされません)。








	INS-10102: インストーラの初期化に失敗しました。 
	
原因: インストーラの初期化中に予期しないエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡するか、ログを参照してください。








	INS-10103: このセッションにはレスポンス・ファイルが指定されていません。 
	
原因: このセッションにはレスポンス・ファイルが指定されませんでした。サイレント・セッションにはレスポンス・ファイルからの入力またはコマンドラインからの入力が必要です。


	
処置: レスポンス・ファイルを指定してインストーラを再実行してください。








	INS-10104: 指定されたレスポンス・ファイルにアクセスできません。 
	
原因: 現在のユーザーには読取り権限がない可能性があります。


	
処置: 現在のユーザーが指定されたレスポンス・ファイルの読取り権限を持っているか確認してください。








	INS-10105: 指定されたレスポンス・ファイルstringが有効ではありません。 
	
原因: 構文の正しくないレスポンス・ファイルです。レスポンス・ファイルで予期しない変数が指定されているか、予期した変数が指定されていません。


	
処置: 最新の製品固有のレスポンス・ファイル・テンプレートを参照してください。








	INS-10106: 指定されたレスポンス・ファイルの形式はサポートされていません。 
	
原因: レスポンス・ファイルの形式が正しくなかったか、サポートされていませんでした。


	
処置: タイプstringのレスポンス・ファイルを使用してください。








	INS-10107: このセッションでは引数\"string\"はサポートされません。 
	
原因: このセッションに引数\"string\"が指定されています。このオプションは、サイレント・インストールの場合のみサポートされます。


	
処置: インストーラに正しい引数を指定したことを確認してください。








	INS-10108: 指定されたレスポンス・ファイル名は有効ではありません。 
	
原因: 特殊文字が含まれています。


	
処置: 特殊文字を含まないレスポンス・ファイル名を指定してください。








	INS-13001: 環境が、最低要件を満たしていません。 
	
原因: この環境に対して、最低要件が満たされていませんでした。


	
処置: ログで詳細を確認するか、この製品についてサポートされている構成を確認してください。








	INS-13010: 自動前提条件修正はサポートされていません 
	
原因: 使用可能な追加情報はありません。


	
処置: ログを参照し、すべての前提条件を手動で修正してください。








	INS-13011: 自動前提条件修正ルーチンは使用できません。 
	
原因: 自動修正はサポートされていないため、修正ルーチンは生成されません。


	
処置: ログを参照し、すべての前提条件を手動で修正してください。








	INS-13012: 自動前提条件修正は実行されていないか、完了していません。 
	
原因: ユーザーが操作を取り消したか、自動前提条件修正ルーチンを実行しませんでした。


	
処置: 自動修正ルーチンを実行するか、ログを参照してすべての前提条件を手動で修正してください。








	INS-13013: ターゲット環境が、一部の必須要件を満たしていません。 
	
原因: 必須前提条件の一部が満たされていません。詳細はログを参照してください。string


	
処置: ログから失敗した前提条件チェックのリストを確認してください: string。次に、ログ・ファイルまたはインストレーション・マニュアルのいずれかから、前提条件を満たす適切な構成を見つけ、手動で修正してください。








	INS-13014: ターゲット環境が、一部のオプションの要件を満たしていません。 
	
原因: オプション前提条件の一部が満たされていません。詳細はログを参照してください。string


	
処置: ログから失敗した前提条件チェックのリストを確認してください: string。次に、ログ・ファイルまたはインストレーション・マニュアルのいずれかから、前提条件を満たす適切な構成を見つけ、手動で修正してください。








	INS-13015: cvu_prereq.xmlに入力されたパスstringが無効です。 
	
原因: cvu_prereq.xmlに入力されたパスstringが無効です。


	
処置: cvu_prereq.xmlに有効なパスを入力してください。絶対パス名を指定する必要があります。








	INS-13016: このインストールの前提条件の一部を無視するように指定しました。これにより、製品構成が影響を受ける場合があります。 
	
原因: 不合格の前提条件を無視してインストールを続行するように指定しました。


	
処置: 不合格の前提条件を修正したあとで続行してください。








	INS-20701: 予期せぬ内部ドライバ・エラー 
	
原因: 内部OracleクラスタAPIのコールに失敗しました。


	
処置: ログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。上級ユーザーへの注意: フラグ-ignoreInternalDriverErrorを渡してインストーラを起動してください。








	INS-20702: 予期せぬ内部ドライバ・エラー 
	
原因: クラスタ検証ユーティリティのコールに失敗しました。


	
処置: ログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。上級ユーザーへの注意: フラグ-ignoreInternalDriverErrorを渡してインストーラを起動してください。








	INS-20801: Configuration Assistant ''string''が失敗しました 
	
原因: 追加情報は、ログを参照してください。


	
処置: ログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。








	INS-20802: stringに失敗しました。 
	
原因: プラグインがその実行方法で失敗しました。


	
処置: ログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。








	INS-20803: ''string''という名前のオプションのツールが失敗しました。 
	
原因: 追加情報は、ログを参照してください。


	
処置: ログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。string'はオプション・ツールであるため、この失敗を無視してインストールを続行しても安全です。








	INS-20804: stringが中断されました。 
	
原因: 使用可能な追加情報はありません。


	
処置: ログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。








	INS-20805: stringがアクティブになっていません 
	
原因: 使用可能な追加情報はありません。


	
処置: ログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。








	INS-20806: stringは実行されません。 
	
原因: プラグインが実行されなかったか、使用できませんでした。


	
処置: ログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。








	INS-20807: stringは有効ではありません。 
	
原因: 指定されたタイプのアクションが参照先集約で見つかりませんでした。


	
処置: ログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。








	INS-20808: アクションはすでに参照されています。 
	
原因: アクションは、以前のマイクロ・ステップですでに参照されていました。


	
処置: ログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。








	INS-20809: ''string''の実行は有効化されていません 
	
原因: プラグインstringの起動がアクティブではありません。


	
処置: ログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。








	INS-20810: ''string''のターゲットまたはコマンドが無効です。 
	
原因: 指定された外部コマンドまたは内部プラグインを実行できませんでした。


	
処置: ログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。








	INS-20811: stringパラメータが初期化されていません。 
	
原因: プラグイン'string'の引数が初期化されていないパラメータを参照していました。


	
処置: ログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。








	INS-20812: ''string''の実行中に予期せぬエラーが発生しました 
	
原因: マイクロ・ステップの実行の試行中に予期せぬエラーが発生しました。


	
処置: ログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。








	INS-20813: stringが見つかりませんでした 
	
原因: 参照先集約が見つかりませんでした。


	
処置: ログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。








	INS-20814: ''string''の集約がアクティブになっていません 
	
原因: 参照先集約への参照が非アクティブに設定されています。


	
処置: ログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。














122 INS-30001からINS-35000



	INS-30001: stringパスワードが空です。 
	
原因: stringパスワードは空にできません。


	
処置: 空ではないパスワードを指定してください。








	INS-30002: stringパスワードとstring確認パスワードが異なります。 
	
原因: stringパスワードとstring確認パスワードは同じである必要があります。


	
処置: stringパスワードとstring確認パスワードが、同じであることを確認してください。








	INS-30003: stringパスワードが長すぎます。 
	
原因: stringパスワードの長さは、string文字を超えることができません。


	
処置: string文字より短いパスワードを指定してください。








	INS-30004: 入力したstringパスワードは無効です。 
	
原因: パスワードに使用できるのは、選択されたデータベース・キャラクタ・セットの英数字、アンダースコア(_)、ドル記号($)またはシャープ記号(#)のみです。


	
処置: 推奨事項に従ってパスワードを指定してください。








	INS-30005: 入力されたstringパスワードは、推奨される文字が欠落しています。 
	
原因: 入力されたstringパスワードは、推奨される文字が欠落しています。パスワードには少なくとも1つのstringを使用することをお薦めします。


	
処置: 少なくとも1つのstringを含むパスワードを指定してください。








	INS-30006: 指定されたパスワードは短すぎます。 
	
原因: 入力されたstringパスワードを、string文字以上の長さにすることをお薦めします。


	
処置: string文字以上のパスワードを指定してください。








	INS-30007: RAWデバイスのパーティションのサイズを取得できません。 
	
原因: RAWデバイスのパーティションのサイズの取得の試行中に予期せぬエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、ログを参照してください。








	INS-30008: 詳細は、ログを参照してください。 
	
原因: FSデバイスのパーティションのサイズの取得の試行中に予期せぬエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、ログを参照してください。








	INS-30009: FSパーティションの空き領域サイズを取得できません 
	
原因: FSパーティションの空き領域サイズを取得できません。


	
処置: FSパーティションの空き領域サイズを取得できません。








	INS-30010: ファイルシステム・タイプを取得できません。 
	
原因: ファイルシステム・タイプの取得の試行中に予期せぬエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、ログを参照してください。








	INS-30011: 入力されたパスワードstringは、推奨される標準に準拠していません。 
	
原因: 入力されたパスワードを、string文字以上の長さにし、大文字、小文字、数字(0-9)をそれぞれ1つ以上含めることをお薦めします。


	
処置: 推奨される標準に準拠したパスワードを指定してください。








	INS-30013: パーティションがRAWであるかチェックできません。 
	
原因: パーティションがRAWであるかどうかのチェックの試行中に予期せぬエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、ログを参照してください。








	INS-30014: 指定された場所がCFSにあるかチェックできません 
	
原因: 指定された場所には必要な権限がない可能性があります。


	
処置: 適切な必要な権限を持つ場所を指定してください。








	INS-30015: 権限の設定中にエラーが発生しました。 
	
原因: 権限の設定中に予期せぬエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、ログを参照してください。








	INS-30016: インストール・インベントリをロードできません 
	
原因: インストール・インベントリのロックまたは読取りができません。


	
処置: インベントリの場所の権限をチェックしてください。








	INS-30017: インストール・インベントリが存在しません。 
	
原因: インストール・インベントリが存在しません。


	
処置: インストール・インベントリが存在することを確認してください。








	INS-30018: 以前にインストールしたすべてのOracleホームの場所を取得できません。 
	
原因: Oracleホームの場所の取得中にエラーが発生しました。


	
処置: 既存のインベントリの場所にアクセスできるかどうかをチェックしてください。








	INS-30020: デフォルトのoradataの場所を取得できません。 
	
原因: デフォルトのoradataの場所の取得の試行中に予期せぬエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、ログを参照してください。








	INS-30021: Oracle RACデータベース情報を取得できません。 
	
原因: RACデータベース情報の取得の試行中に予期せぬエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、ログを参照してください。








	INS-30022: リモート・ノードでSIDおよびDBホームを取得できません。 
	
原因: リモート・ノードでSIDおよびDBホームの取得の試行中に予期せぬエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、ログを参照してください。








	INS-30023: ノードstringでSIDおよびDBホームを取得できません。 
	
原因: ノードstringでSIDおよびDBホームの取得の試行中に予期せぬエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、ログを参照してください。








	INS-30042: IO例外が発生しました。 
	
原因: IO例外が発生しました。


	
処置: 詳細は、ログを参照してください。








	INS-30043: Grid Infrastructureホームstringは存在しないか空です。 
	
原因: インストーラにより、インベントリで登録されているグリッド・インフラストラクチャ・ホーム(string)が検出されました。しかし、ホームの場所は存在しないか空です。


	
処置: 指定された場所が有効なグリッド・インフラストラクチャ・ホームであるかどうかを確認してください。そうでない場合は、削除の手順に従って、インベントリからホームを登録解除してください。








	INS-30044: インストール・セッションの作成の例外。 
	
原因: 詳細は、ログを参照してください。


	
処置: 詳細は、ログを参照してください。








	INS-30045: 指定したOracleホームが見つかりません。 
	
原因: 詳細は、ログを参照してください。


	
処置: 詳細は、ログを参照してください。








	INS-30046: Oracleインベントリに製品が見つかりません。 
	
原因: 詳細は、ログを参照してください。


	
処置: 詳細は、ログを参照してください。








	INS-30047: 製品の複数のバージョンが見つかりました。 
	
原因: 詳細は、ログを参照してください。


	
処置: 詳細は、ログを参照してください。








	INS-30048: 指定したクラスタ構成ファイルで使用されている形式が正しくありません。 
	
原因: クラスタ構成ファイルの内容が、推奨される形式に準拠していません。


	
処置: クラスタ構成ファイルの内容を指定の形式と一致させてください。








	INS-30049: 指定されたクラスタ構成ファイルを読み取れませんでした。 
	
原因: 指定したクラスタ構成ファイルの読取り中に予期せぬエラーが発生しました。


	
処置: 指定されたクラスタ構成ファイルが存在し、読取り権限があることを確認してください。








	INS-30051: SRVM APIを使用してリモート・ノード(string)でstringディレクトリの存在をチェック中に障害が発生しました。 
	
原因: ローカル・ノードとリモート・ノードの間でユーザー等価関係を設定できないか、十分なファイル権限が設定されていません。


	
処置: ユーザー等価関係を設定するか、十分なファイル権限が設定されていることを確認してください。








	INS-30052: ノード全体の空きディスク領域のチェックが失敗しました。 
	
原因: ノード全体の空きディスク領域のチェック中に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: ログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。上級ユーザーへの注意: フラグ-ignoreInternalDriverErrorを渡してインストーラを起動してください。








	INS-30053: ノード全体の共有パーティションのチェックが失敗しました。 
	
原因: ノード全体の共有パーティションを取得する際に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: ログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。上級ユーザーへの注意: フラグ-ignoreInternalDriverErrorを渡してインストーラを起動してください。








	INS-30054: ノード全体のファイル・システム・タイプのチェックが失敗しました。 
	
原因: ノード全体のファイル・システム・タイプを検出する際の予期しないエラー。


	
処置: ログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。








	INS-30060: グループが存在するかどうかのチェックが失敗しました。 
	
原因: グループが存在するかどうかチェックする際に、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: ログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。上級ユーザーへの注意: フラグ-ignoreInternalDriverErrorを渡してインストーラを起動してください。








	INS-30070: 現在選択しているOracleホームに、実行中のプロセスがあります。 
	
原因: インストールのために選択されたホームで、ソフトウェアがすでに実行されています。


	
処置: 次のプロセスを終了してから続行してください: string








	INS-30071: 実行中のプロセスまたはサービスを特定する際にエラーが発生しました。 
	
原因: ランタイム・エラー。


	
処置: ログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。








	INS-30072: 現在選択しているOracleホームから実行されているサービスがあります。 
	
原因: このホームでの再インストールまたはアップグレードが必要なファイルを、実行中のサービスが現在使用中です。


	
処置: 次のサービスを停止してから続行してください: string








	INS-30073: 現在選択しているOracleホームから実行されているソフトウェアがあります。 
	
原因: このホームでの再インストールまたはアップグレードが必要なファイルを、1つ以上のアプリケーションが現在使用中です。


	
処置: 実行中のアプリケーションをすべて閉じてから続行してください。








	INS-30080: stringはIPアドレスに解決されませんでした。IPアドレスに解決される、かわりの名前を指定してください。 
	
原因: 該当なし


	
処置: 該当なし








	INS-30081: stringは、TCP/IPホスト名検索を使用して解決できませんでした。TCP/IPホスト名検索を使用して解決できる有効な名前を指定してください。 
	
原因: 該当なし


	
処置: 該当なし








	INS-30090: stringが失敗したインタフェースを介したすべてのノード間の接続を確認してください。 
	
原因: インタフェースを介したノードの接続を確認中に予期しないエラーが発生しました。


	
処置: ログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。








	INS-30100: 選択した場所(string)のディスク領域が不十分です。 
	
原因: 指定した場所は、ノードに十分なディスク領域がないボリューム上にあります: string。


	
処置: 十分な領域(最低stringMB)のある場所を選択するか、既存のボリュームで領域を解放してください。








	INS-30110: インストーラは構成済のOracle Clusterwareでのステータス・チェックの実行に失敗しました。 
	
原因: 既存のOracle Clusterwareでステータス・チェックの実行中に予期しないエラーが発生しました。


	
処置: ログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。上級ユーザーへの注意: フラグ-ignoreInternalDriverErrorを渡してインストーラを起動してください。








	INS-30120: 指定したファイル(string)は存在しません。 
	
原因: 該当なし


	
処置: 該当なし








	INS-30131: インストーラの検証実行に必要な最初の手順が失敗しました。 
	
原因: 一時的な場所へアクセスできませんでした。


	
処置: 現在のユーザーが一時場所へのアクセスに必要な権限を持っていることを確認してください。








	INS-30132: インストーラの検証実行に必要な最初の手順が、次のノードで失敗しました: string 
	
原因: 指定されたノードに到達できなかったか、指定されたノードの一時場所にアクセスできませんでした。


	
処置: 指定されたノードがすべて到達可能であり、現在のユーザーが指定されたすべてのノードの一時場所へのアクセス権限を持っていることを確認してください。








	INS-30140: N/A 
	
原因: 該当なし


	
処置: 該当なし








	INS-30141: N/A 
	
原因: 該当なし


	
処置: 該当なし








	INS-30501: このシステムでは、自動ストレージ管理ソフトウェアは構成されていません。 
	
原因: Automatic Storage Management(ASM)を使用するようデータベースを構成する前に、ASMソフトウェアに含まれるグリッド・インフラストラクチャをインストールして構成する必要があります。


	
処置: グリッド・インフラストラクチャは、メディア・パックに含まれる別のインストール・メディアからインストールできます。あるいは、Electronic Product Delivery(EPD)またはOracle Technology Network(OTN)から個別にダウンロードすることもできます。通常、これはOracleデータベースとは別のオペレーティング・システム・ユーザーとしてインストールされ、システム管理者によってインストールされている可能性があります。詳細は、インストレーション・ガイドを参照してください。








	INS-30502: ASMディスク・グループが見つかりません。 
	
原因: ASMインスタンスstringが管理するディスク・グループはありませんでした。


	
処置: ディスク・グループを追加するには、Automatic Storage Managementコンフィギュレーション・アシスタントを使用します。








	INS-30503: 不明なASMディスク・グループです。 
	
原因: ASMインスタンスstringが管理するstringという名前のディスク・グループはありませんでした。


	
処置: 有効な既存のASMディスク・グループを入力するか、Automatic Storage Managementコンフィギュレーション・アシスタントを使用して必要なASMディスク・グループを追加します。








	INS-30504: ASMディスク・グループ名がありません。 
	
原因: テキスト・フィールドにASMディスク・グループ名が入力されませんでした。


	
処置: 有効なASMディスク・グループ名を入力してください。








	INS-30505: ディスク・グループ名が無効です。 
	
原因: 指定されたディスク・グループ名が無効でした。アルファベットで始まり、30文字以下のアルファベット、数字または「$」、「#」および「_」で構成されている必要があります。


	
処置: 英数字およびプラットフォームで使用可能ないくつかの特殊文字のみを使用して、有効なディスク・グループ名を入力してください。








	INS-30506: 冗長性レベルが無効です。 
	
原因: 冗長性レベルが無効でした。


	
処置: 有効な冗長性レベル(「標準」または「外部」)を選択して完了してください。








	INS-30507: ASMディスク・グループが空です。 
	
原因: 管理対象のASMディスク・グループからディスクが選択されませんでした。


	
処置: 管理対象のASMディスク・グループから適切なディスク数を選択してください。








	INS-30508: ASMディスクが無効です。 
	
原因: ディスクstringは無効でした。


	
処置: 有効なASMディスクを選択または入力してください。








	INS-30509: 選択したディスク・グループで使用可能な領域が十分ではありません。 
	
原因: 選択したディスク・グループで使用可能な領域が十分ではありません。string MB以上の領域が必要です。


	
処置: Automatic Storage Managementコンフィギュレーション・アシスタントを使用して、選択したディスク・グループにディスクを追加するか、領域がstring MB以上の新規ディスク・グループを作成してください。








	INS-30510: 選択したASMディスク数が不足しています。 
	
原因: 選択した冗長性レベルに対して選択したディスク数が不足していました。


	
処置: 冗長性レベルが'string'のディスク・グループの場合、'string'以上のディスクをお薦めします。








	INS-30511: 以前のASMインスタンスが見つかりました。 
	
原因: Automatic Storage Management(ASM)stringインスタンスが見つかりました。


	
処置: 既存のASMインスタンスをリリースstringにアップグレードしてください。








	INS-30512: このクラスタでは、自動ストレージ管理ソフトウェアは構成されていません。 
	
原因: Automatic Storage Management(ASM)を使用するようクラスタ・データベースを構成する前に、グリッド・インフラストラクチャ・ホームでASMソフトウェアを構成する必要があります。


	
処置: このクラスタでのグリッド・インフラストラクチャのインストールでは、Oracle Clusterwareのみを実行するように構成されます。グリッド・インフラストラクチャ・ホームに戻り、データベースの格納用にASMを構成する必要があります。通常、グリッド・インフラストラクチャは、システム管理者が、Oracleデータベースとは別のオペレーティング・システム・ユーザーとしてインストールします。詳細は、インストレーション・ガイドを参照してください。








	INS-30513: ASMがクラスタの1つ以上のノードで稼働していません。 
	
原因: 次のノードでASMインスタンスが稼働していませんでした。ノード・リスト: string


	
処置: このインストール用に選択されたすべてのノードでASMを使用するデータベースを作成する前に、ASMインスタンスのクラスタをインスタンスの追加を使用して目的のノード・セットに拡張する必要があります。ノード・リスト: string








	INS-30514: ASMディスク・グループ名がstring文字を超えています。 
	
原因: ASMディスク・グループ名がstring文字を超えました。


	
処置: ディスク・グループ名をstring文字以内に指定してください。








	INS-30515: 選択したディスクで使用可能な領域が十分ではありません。 
	
原因: 選択したディスクで使用可能な領域が不足しています。string MB以上の空き領域が必要です。


	
処置: 合計サイズがstring MB以上になるように、追加のディスクを選択してください。








	INS-30516: 一意のディスク・グループを指定してください。 
	
原因: インストーラによって、指定されたディスク・グループ名が、システムにすでに存在することが検出されました。


	
処置: 別のディスク・グループを指定してください。








	INS-30517: このシステムでは、自動ストレージ管理ソフトウェアは構成されていません。 
	
原因: 該当なし


	
処置: 該当なし








	INS-30518: 無効なディスク検出パスが指定されました。 
	
原因: 指定したディスク検出パスが無効です。ディスク検出パスに、「$」、「\\」または「?」の文字は使用できません。


	
処置: 指定したディスク検出パスに、「$」、「\\」または「?」の文字が含まれていないことを確認してください。








	INS-30519: 割当て単位サイズは、次の値セットstringのいずれかのみです。 
	
原因: 割当て単位サイズ(AUサイズ)が無効な数値に設定されています。


	
処置: 割当て単位サイズを、次の値セットstringのいずれかになるように設定してください。








	INS-30520: 誤ったディスク・グループ名が指定されました。 
	
原因: 指定されたディスク・グループ名が正しくありません。ディスク・グループ名にSQL予約語は使用できません。


	
処置: SQL予約語ではないディスク・グループ名を入力してください。








	INS-30601: ファイルのアクセス権限エラーが発生しました。 
	
原因: ファイルのアクセス権限エラーが発生しました。


	
処置: 適切なファイルのアクセス権限が付与されていることを確認してください。








	INS-30602: ASMアクセスが拒否されました。 
	
原因: このシステム上のAutomatic Storage Management(ASM)インスタンスへの接続を確立できませんでした。


	
処置: 正しく接続するには、このインストールを実行するオペレーティング・システム・ユーザーが、ASMインスタンスのOSDBAグループのメンバーである必要があります。ASMおよびデータベース・インスタンスを別個のオペレーティング・システム・ユーザーとして実行するために必要な適切なシステム設定の詳細は、インストール・ガイドを参照してください。その他の詳細は、ORA-01031のOracleエラーの説明を参照してください。








	INS-30603: CRSがローカル・ノードで実行されていません。 
	
原因: ローカル・ノードのCluster Ready Services (CRS)が実行されていませんでした。


	
処置: CRS、グリッド・インフラストラクチャ、インストールおよび構成を実行します。








	INS-30604: 操作の実行に必要なドライバが見つかりません。 
	
原因: 操作の実行に必要なドライバが見つかりませんでした。


	
処置: 必要なドライバがすべてインストールされたことを確認してください。








	INS-30605: ASMインスタンスが停止している可能性があります。 
	
原因: ASMインスタンスが停止していました。


	
処置: 続行するにはASMを起動してください。








	INS-30606: 部分的にクリーニングされたASMホームが見つかりました。 
	
原因: ディレクトリまたはファイルあるいはその両方が欠落していました。


	
処置: ASMホームをクリーン・アップして、ASMを再インストールします。








	INS-30607: ASMがボックスに見つかりません。 
	
原因: 該当なし


	
処置: 該当なし








	INS-30701: パーティションは無効です。 
	
原因: 指定したパーティションはシステムでは使用できませんでした。


	
処置: システムで使用可能なパーティションを指定してください。








	INS-32001: 「パスワード」フィールドに値が指定されていません。 
	
原因: 「パスワード」フィールドに値が指定されませんでした。


	
処置: 空でないパスワードを選択してください。








	INS-32002: パスワードが無効です。 
	
原因: 「パスワードの確認」フィールドに入力したパスワードが、「パスワード」フィールドに入力したパスワードと一致しませんでした。


	
処置: 確認のために、「パスワード」および「パスワードの確認」フィールドに同じパスワードを入力してください。








	INS-32008: Oracleベースの場所をユーザーのホーム・ディレクトリと同じにはできません。 
	
原因: 指定したOracleベースが、ユーザーのホーム・ディレクトリと同じです。


	
処置: Oracleベースの場所には、ユーザーのホーム・ディレクトリ以外を指定してください。








	INS-32010: 文字列に無効な文字が含まれています。 
	
原因: 指定した文字列に、1つ以上の無効な文字が含まれていました。


	
処置: 英数字およびプラットフォームで使用可能なその他のいくつかの文字のみを使用する文字列を選択してください。








	INS-32011: 指定したstringに空白文字が含まれています。 
	
原因: 入力した文字列に空白文字が含まれています。


	
処置: 英数字およびプラットフォームで使用可能なその他のいくつかの文字のみを使用する文字列を選択してください。








	INS-32012: ディレクトリを作成できません: string 
	
原因: ディレクトリを作成する適切な権限が付与されていなかったか、ボリュームに領域が残っていませんでした。


	
処置: 選択したディレクトリの権限を確認するか、別のディレクトリを選択してください。








	INS-32013: stringの場所が空です。 
	
原因: stringの場所が空でした。


	
処置: stringの場所のパスを指定してください。








	INS-32015: stringに指定された場所は無効です。 
	
原因: 指定された場所は、stringには使用できません。指定された場所がシステムで見つからないか、ファイルが検出されました。


	
処置: stringの有効な場所を指定してください。








	INS-32016: 選択したOracleホームに、ディレクトリまたはファイルが含まれています。 
	
原因: 選択したOracleホームに、ディレクトリまたはファイルが含まれていました。


	
処置: 空のOracleホームで開始する場合は、その内容を削除するか、別の場所を選択します。








	INS-32017: stringに無効なパスが指定されました 
	
原因: stringに指定したパスに、フォルダ名の最大長を上回るフォルダが1つ以上含まれています。


	
処置: string文字以下の名前のフォルダが含まれる場所を指定します。








	INS-32018: 選択したOracleホームはOracleベースの外部に設定されています。 
	
原因: 選択したOracleホームはOracleベースの外部に設定されていました。


	
処置: Oracleソフトウェアは、Oracleベース・ディレクトリ内にインストールすることをお薦めします。OracleホームまたはOracleベースを適宜調整してください。








	INS-32021: 選択したOracleホームに対して、このボリュームのディスク領域が不十分です。 
	
原因: 選択したOracleホームは十分なディスク領域のないボリュームに存在しました。


	
処置: 十分な領域(最低string MB)のあるOracleホームの場所を選択するか、既存のボリュームで領域を解放してください。








	INS-32022: クラスタ用のGrid Infrastructureソフトウェアのインストールは、Oracleベース・ディレクトリの下に置くことはできません。 
	
原因: クラスタ用のグリッド・インフラストラクチャのインストールでは、Gridホームの場所のすべての親ディレクトリに、ルート所有権が割り当てられます。その結果、ソフトウェアの場所のパスにあるすべての名前付きディレクトリの所有権はルートに変更され、それ以降の同じOracleベースへのすべてのインストールに対して権限エラーが作成されます。


	
処置: クラスタ用のグリッド・インフラストラクチャのインストールには、Oracleベース・ディレクトリの外部にあるソフトウェアの場所を指定してください。








	INS-32024: Oracleベースに指定された場所は無効です。 
	
原因: 指定したOracleベースの場所が既存のOracleホームの場所と同一です。


	
処置: 既存のOracleホームではない場所をOracleベースに指定してください。








	INS-32025: 選択したインストールは、指定したOracleホームにすでにインストールされているソフトウェアと競合します。 
	
原因: 選択したインストールは、指定したOracleホームにすでにインストールされているソフトウェアと競合しました。


	
処置: 別のOracleホームにインストールしてください。








	INS-32026: 指定するソフトウェアの場所は、Oracleベースの場所の下にはできません。 
	
原因: クラスタ・インストールのグリッド・インフラストラクチャにより、Oracle Clusterwareソフトウェアの場所のすべての親ディレクトリにルート所有権が割り当てられます。そのため、ソフトウェアの場所のパスにあるすべての名前付きディレクトリは、ルート所有権を取得します。これにより、同じOracleベースへの後続のインストールで問題が発生する可能性があります。


	
処置: Oracleベースの外部にソフトウェアの場所を指定します。








	INS-32027: 現在、ORACLE_HOME環境変数が設定されており、この値がソフトウェアの場所の指定されたパスと一致しません。これは、ソフトウェアの適切な構成に影響します。 
	
原因: 該当なし


	
処置: 該当なし








	INS-32030: 中央インベントリの場所が無効です。 
	
原因: 指定した中央インベントリの場所が空でした。


	
処置: インベントリの有効な場所を指定してください。








	INS-32031: インベントリの場所が無効です。 
	
原因: インベントリの場所が無効でした。


	
処置: 有効なインベントリの場所を指定してください。








	INS-32033: 中央インベントリの場所は書込み不可です。 
	
原因: 中央インベントリの場所は書込み不可でした。


	
処置: インベントリの場所が書込み可能であることを確認してください。








	INS-32034: インベントリ・ディレクトリに無効な文字が指定されました。 
	
原因: インベントリ・ディレクトリに、1つ以上の無効な文字が含まれていました。


	
処置: インベントリ・ディレクトリに使用できるのは、英数字、ハイフンおよびアンダースコアのみです。








	INS-32035: 新しい中央インベントリ・ディレクトリを作成することができません: string 
	
原因: 指定された中央インベントリの場所は空ではありません。


	
処置: インベントリの別の場所を指定するか、現在の場所をクリーン・アップしてください。








	INS-32036: ユーザー・ホーム・ディレクトリは、インベントリの場所として推奨されません 
	
原因: ユーザー・ホーム・ディレクトリがインベントリ・ディレクトリとして選択されています。インベントリ・グループのメンバーにはインベントリ・ディレクトリへの書込み権限が与えれるため、ユーザーのホーム・ディレクトリをインベントリ・ディレクトリにしないことをお薦めします。


	
処置: インベントリの場所としてユーザーのホーム以外のディレクトリを選択してください。








	INS-32037: 中央インベントリ(oraInventory)の所有権に指定されたオペレーティング・システム・グループが無効です。 
	
原因: 中央インベントリ(oraInventory)の所有権グループに値が指定されていません。


	
処置: メンバーが中央インベントリ・ディレクトリ(oraInventory)への書込み権限を持つオペレーティング・システム・グループを指定します。








	INS-32038: 中央インベントリ(oraInventory)の所有権に指定されたオペレーティング・システム・グループが無効です。 
	
原因: インストールを実行しているユーザーが、中央インベントリ(oraInventory)の所有権に指定されたオペレーティング・システム・グループのメンバーではありません。


	
処置: インストールを実行中のユーザーが所属するオペレーティング・システム・グループを指定してください。このオペレーティング・システム・グループのメンバーはすべて、中央インベントリ・ディレクトリ(oraInventory)への書込み権限を持ちます。








	INS-32039: インベントリの場所のファイル権限が不適切です。 
	
原因: 現在のユーザーと現在のグループが、インベントリの場所のユーザーおよびグループと一致しません。


	
処置: ファイルのユーザーおよびグループが、インストーラ・ユーザーおよびインストール・グループとそれぞれ同一であることを確認してください。








	INS-32052: OracleベースとOracleホームの場所が同じです。 
	
原因: OracleベースとOracleホームの場所が同じでした。


	
処置: OracleベースとOracleホームの場所は同じにできません。Oracleソフトウェアは、Oracleベース・ディレクトリ内にインストールすることをお薦めします。OracleホームまたはOracleベースを適宜調整してください。








	INS-32053: 指定したOracleホーム名はすでに存在します。 
	
原因: コマンドラインで指定したOracleホーム名は、中央インベントリの既存のOracleホーム名に対応していました。


	
処置: 別のOracleホーム名を選択してください。このインストール・セッションを中止して再試行します。








	INS-32054: 中央インベントリstringは、共有ファイルシステムにあります。 
	
原因: 中央インベントリstringは、共有ファイルシステムにありました。


	
処置: この中央インベントリはこのサーバーにインストールされた製品のサーバー固有インベントリであるため、他のシステムが共有していないローカル・ファイルシステムに配置することをお薦めします。他のサーバーにインストールされた製品によってこのサーバーの中央インベントリが破損しないよう、中央インベントリをローカル・ディスクに移動することをお薦めします。








	INS-32055: 中央インベントリはOracleベースにあります。 
	
原因: 中央インベントリはOracleベースにあります。


	
処置: この中央インベントリは、Oracleベース・ディレクトリの外部に設定することをお薦めします。








	INS-32060: ノードstringにディレクトリstringを作成する十分な権限がありません。 
	
原因: 指定されたノードにこのディレクトリを作成する十分な書込み権限が付与されていませんでした。


	
処置: 必要な書込み権限があることを確認してください。または、別の場所を選択することもできます。








	INS-32061: 選択したASMディスク・グループが無効です。 
	
原因: 無効または存在しないASMディスク・グループが選択されました。


	
処置: 選択したASMディスク・グループが存在することを確認してください。








	INS-32062: 指定された場所にstringを作成できません。 
	
原因: 指定されたstringの場所が絶対パスではありません。


	
処置: stringの絶対的な場所を指定してください。








	INS-32066: Microsoft Transaction Services (MTS)ポートは、空白か、数値以外の文字が含まれています。 
	
原因: MTSポート・テキスト・フィールドが空白か、数値以外の文字が含まれています。


	
処置: MTSポートに有効な値を指定してください。








	INS-32067: Microsoft Transaction Services (MTS)ポート用に入力した値stringは、すでに使用されています。 
	
原因: 詳細は、エラー・メッセージを参照してください。


	
処置: 有効なポート番号を指定してください。








	INS-32068: Microsoft Transaction Services (MTS)ポート番号に指定した値stringは、有効な範囲外です。 
	
原因: MTSポートとして入力した値が、有効な範囲外です。


	
処置: 1024から65535までのMTSポート番号を入力してください。








	INS-32075: 少なくとも1つの製品言語を選択する必要があります 
	
原因: インストール用に製品言語が選択されていません。


	
処置: 少なくとも1つの製品言語をインストール用に選択してください。








	INS-32076: 選択した言語リストから英語を削除することはできません。 
	
原因: 選択した言語リストから英語を削除しようとしました。


	
処置: 選択した製品言語の1つとして英語を選択してください。








	INS-32077: 選択した次の言語はサポートされていません; string 
	
原因: 選択した製品言語がすべてサポートされているわけではありません。


	
処置: 詳細は、サンプル・レスポンス・ファイルを参照してください。








	INS-32090: ソフトウェアのインストールに失敗しました。 
	
原因: 詳細は、ログ・ファイルを参照してください。


	
処置: ログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。








	INS-32091: ソフトウェアのインストールは正常に行われました。しかし、いくつかのコンフィギュレーション・アシスタントが、失敗したか、取り消されたか、スキップされました。 
	
原因: 該当なし


	
処置: 該当なし








	INS-32101: My Oracle Supportのユーザー名が空白です。 
	
原因: My Oracle Supportのユーザー名は空にできません。


	
処置: 有効なMy Oracle Supportユーザー名を入力してください。








	INS-32102: My Oracle Supportのパスワードが空白です。 
	
原因: My Oracle Supportのパスワードは空にできません。


	
処置: 有効なMy Oracle Supportパスワードを入力してください。








	INS-32103: My Oracle Supportへの接続を確立できませんでした。 
	
原因: 指定した資格証明が無効であるか、ネットワーク接続に問題がある可能性があります。


	
処置: My Oracle Support資格証明を確認してください。また、プロキシ設定と認証資格証明、およびネットワーク接続も確認してください。








	INS-32104: インストーラは、指定したディレクトリでソフトウェア更新の場所を特定できません。 
	
原因: インストーラは、指定したディレクトリでソフトウェア更新の場所を特定できません。


	
処置: ソフトウェア更新をオフライン・モードで実行する場合、ダウンロードされた更新は特定のパスの場所のフォーマットである必要があります。詳細は、インストール・マニュアルを参照してください。








	INS-32105: 該当なし 
	
原因: 該当なし


	
処置: 該当なし








	INS-32106: 該当なし 
	
原因: 該当なし


	
処置: 該当なし








	INS-32107: 該当なし 
	
原因: 該当なし


	
処置: 該当なし








	INS-32108: 該当なし 
	
原因: 該当なし


	
処置: 該当なし








	INS-32109: My Oracle Supportから更新を取得することができませんでした。 
	
原因: 指定したMy Oracle Support資格証明にダウンロードする権限がないか、ネットワークまたはプロキシ認証に問題がある可能性があります。


	
処置: ダウンロード権限がある資格証明を指定してください。また、ネットワーク接続、およびプロキシ・レルムがある場合はプロキシ資格証明も確認します。








	INS-32110: My Oracle Supportから更新を取得することができませんでした。 
	
原因: これは、ネットワーク接続の問題、またはMy Oracle Supportにパッチが欠落していることが原因である可能性があります。


	
処置: My Oracle Supportへの接続を確認するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。








	INS-32111: パッチのダウンロード先指定が空白です。 
	
原因: パッチのダウンロード場所を空にすることはできません。


	
処置: 更新のダウンロード先を指定してください。








	INS-32112: ダウンロードしたメタデータから詳細を取得できません。 
	
原因: ダウンロードしたソフトウェア更新の書式が正しくありません。


	
処置: ログを参照するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。








	INS-32113: 更新の場所を読み取れません。 
	
原因: 該当なし


	
処置: 該当なし








	INS-32114: My Oracle Supportユーザー名を確認してください。 
	
原因: 指定したユーザー名は無効です。無効な文字が含まれているか、標準の電子メール・アドレスの形式に従っていません。


	
処置: RFC 2822およびRFC 2821書式に従って、電子メール・アドレスを指定してください。








	INS-32115: 指定したダウンロード先の領域が十分ではありません。 
	
原因: 指定した場所には、すべての更新をダウンロードするために十分な領域がありません。


	
処置: 十分な領域のある場所を選択するか、既存のボリュームの領域を解放してください。








	INS-32116: 指定した場所には、すでにダウンロードされたソフトウェア更新が含まれている可能性があります。この場所にダウンロードすると、既存のソフトウェア更新が上書きされます。 
	
原因: 該当なし


	
処置: 該当なし








	INS-32117: 指定されたMy Oracle Supportの資格情報にはダウンロード権限がありません。 
	
原因: 指定されたMy Oracle Supportの資格情報にはダウンロード権限がありません。


	
処置: 最新の更新を確認するために、ダウンロード権限があるMy Oracle Support資格証明を指定してください。








	INS-32118: My Oracle Supportへの接続に必要なプロキシ情報が指定されていません。 
	
原因: 該当なし


	
処置: 該当なし














123 INS-35001からINS-40000



	INS-35011: 電子メール・アドレスは空にできません。 
	
原因: 電子メール通知を使用したデータベース管理用の電子メール・アドレスが空でした。


	
処置: 通知機能の電子メール・アドレスを指定してください。








	INS-35012: 送信メール(SMTP)サーバーは空にできません。 
	
原因: 送信メイン(SMTP)サーバーの値が空です。電子メール通知を使用したデータベース管理を有効にするには、SMTPサーバーを指定する必要があります。


	
処置: 電子メール通知用の送信メイン(SMTP)サーバーを指定してください。








	INS-35013: 電子メール・アドレスをチェックしてください。 
	
原因: 指定した電子メール・アドレスに無効な文字が含まれているか、標準の電子メール・アドレス書式に従っていません。


	
処置: RFC 2822およびRFC 2821書式に従って、電子メール・アドレスを指定してください。








	INS-35014: 送信メール(SMTP)サーバーが無効です。 
	
原因: 指定した送信メール(SMTP)サーバーが無効でした。電子メール通知を使用したデータベース管理を有効にするには、有効なSMTPサーバーを指定する必要があります。


	
処置: 電子メール通知用の送信メール(SMTP)サーバーを指定してください。








	INS-35015: リカバリの場所は空にできません。 
	
原因: データベース・リカバリ・バックアップの場所が空でした。


	
処置: データベース・リカバリ・バックアップの場所のパスを指定してください。








	INS-35016: ユーザー名は空にできません。 
	
原因: データベース・リカバリのユーザー名のテキスト・フィールドが空でした。


	
処置: データベース・リカバリの実行を許可されたユーザー名を指定してください。








	INS-35017: パスワードは空にできません。 
	
原因: データベース・リカバリのパスワードが空でした。


	
処置: データベース・リカバリのパスワードを入力してください。








	INS-35019: 「Management Service」フィールドに、無効な値が指定されました。 
	
原因: インストーラは、「Management Service」フィールドのURLに対応するエージェント・ホームを検出できませんでした。


	
処置: 「Management Service」フィールドに、ホストに構成されている対応するエージェントを持つ有効なURLを指定してください。








	INS-35020: 「Management Service」フィールドに、無効な値が指定されました。 
	
原因: 「Management Service」フィールドに、値が指定されていません。


	
処置: 有効なManagement Service URLを指定してください。








	INS-35021: バックアップおよびリカバリの場所が、クラスタで共有されていないファイルシステムにあります。 
	
原因: データベース・バックアップおよびリカバリ領域が共有ファイルシステムにありません。


	
処置: 共有ファイルシステムにあるバックアップおよびリカバリ領域を入力してください。








	INS-35022: 選択した場所stringは、Oracle ASM Cluster File System(ACFS)上にあります。 
	
原因: インストーラにより、アクティブなバージョンのGrid Infrastructureがバージョン12.1よりも下位であることが検出されました。したがって、バックアップおよびリカバリ・ファイルの格納先として、Grid Infrastructureバージョン12.1以前に構成されているACFSは使用できません。


	
処置: ASMディスクグループ、または他の任意のサポートされる共有の格納先、またはバージョン12.1以上のGrid Infrastructureで構成されたACFS上の場所を指定します。








	INS-35071: グローバル・データベース名は空白のままにできません。 
	
原因: グローバル・データベース名が空白のままでした。


	
処置: グローバル・データベース名の値を指定してください。








	INS-35072: SIDは空白のままにできません。 
	
原因: Oracleシステム識別子(SID)が空白のままでした。


	
処置: Oracleシステム識別子(SID)の値を指定してください。








	INS-35073: グローバル・データベース名が無効です。 
	
原因: グローバル・データベース名の名前部分に指定した値は30文字を超えています。最大長は30文字です。


	
処置: 30文字以下の有効なグローバル・データベース名を入力してください。








	INS-35074: 指定したSIDはすでに使用されています。 
	
原因: 指定したSIDは、すでにサーバーのoratabファイル(string)に登録されていました。oratabファイルは、Oracle製品が既存のデータベース・インスタンスを検出する際に使用されます。


	
処置: 一意のOracleシステム識別子(SID)を指定してください。








	INS-35075: 指定したSIDはすでに使用されています。 
	
原因: 指定したOracleシステム識別子(SID)はすでに使用されていました。


	
処置: 一意のOracleシステム識別子(SID)を指定してください。








	INS-35076: 指定したSIDは使用可能な文字数を超えています。 
	
原因: LinuxおよびUNIXプラットフォームのOracleシステム識別子(SID)の長さが、単一インスタンス・インストールの場合は12文字、Oracle RACインストールの場合は8文字を超えていました。


	
処置: 単一インスタンス・インストールの場合は12文字未満で、Oracle RACインストールの場合は8文字未満で、Oracleシステム識別子(SID)を指定してください。








	INS-35077: 指定したSIDは使用可能な文字数を超えています。 
	
原因: WindowsプラットフォームのOracleシステム識別子(SID)の長さが、単一インスタンス・インストールの場合はstring文字、Oracle RACインストールの場合はstring文字を超えていました。


	
処置: 単一インスタンス・インストールの場合はstring文字未満で、Oracle RACインストールの場合はstring文字未満で、WindowsのOracleシステム識別子(SID)を指定してください。








	INS-35081: ORACLE_HOME環境変数が設定されています。 
	
原因: ORACLE_HOME環境変数がすでに設定されています。これは複数Oracleホームの使用の妨げとなります。Oracle製品が機能するには必要ないため、環境内で設定が解除されます。


	
処置: ORACLE_HOME環境変数は自動的に設定解除されます。








	INS-35082: グローバル・データベース名がアルファベットで始まっていませんでした。 
	
原因: グローバル・データベース名が、アルファベット以外の文字で始まっていました。


	
処置: アルファベット文字で始まるグローバル・データベース名を指定してください。








	INS-35083: グローバル・データベース名で指定したドメインが128文字を超えています。 
	
原因: グローバル・データベース名で入力したドメイン部分が128文字を超えていました。


	
処置: グローバル・データベース名のドメインは128文字未満で指定してください。








	INS-35084: 指定したグローバル・データベース名に無効な文字が含まれています。 
	
原因: グローバル・データベース名で指定したドメイン部分に無効な文字が含まれています。


	
処置: 英数字、アンダースコア(_)、シャープ記号(#)およびピリオド(.)のみを含むグローバル・データベース名を指定してください。








	INS-35085: stringに無効な値が指定されました。 
	
原因: stringから導出されたstringに1つ以上の無効な文字が含まれています。


	
処置: stringから無効な文字(string)を削除するか、または「詳細」インストール・フローを選択して別のstringを指定できるようにします。








	INS-35086: グローバル・データベース名に無効な値が指定されました。 
	
原因: データベース名は空にできません。


	
処置: 30文字以下の有効なグローバル・データベース名を入力してください。








	INS-35087: SIDに無効な値が指定されました 
	
原因: 入力したシステム識別子(SID)がアルファベット以外の文字で始まっています。


	
処置: アルファベットで始まるSIDを入力してください。








	INS-35088: 指定したグローバル・データベース名がstring文字を超過しています。 
	
原因: グローバル・データベース名で入力した名前とドメイン部分がstring文字を超えていました。


	
処置: 長さがstring文字未満のグローバル・データベース名を指定してください。








	INS-35089: グローバル・データベース名で指定したドメインがstring文字を超えています。 
	
原因: グローバル・データベース名で入力したドメイン部分がstring文字を超えていました。


	
処置: グローバル・データベース名のドメインはstring文字未満で指定してください。








	INS-35090: RAC Oneに指定したサービス名が空白です。 
	
原因: RAC Oneに指定したサービス名が空白です。


	
処置: RAC Oneサービス名に値を指定してください。








	INS-35091: RAC Oneに指定したサービス名の先頭が、アルファベットではありませんでした。 
	
原因: RAC Oneに指定したサービス名が、アルファベット以外の文字で始まっていました。


	
処置: アルファベットで始まるサービス名を指定してください。








	INS-35092: RAC Oneに指定するサービス名は、グローバル・データベース名と同じにはできません。 
	
原因: RAC Oneに指定するサービス名は、グローバル・データベース名と同じにはできません。


	
処置: グローバル・データベース名と異なるサービス名を指定してください。








	INS-350923: RAC Oneサービス名に、無効な値が指定されました。 
	
原因: RAC Oneに指定したサービス名に、無効な文字が含まれている可能性があります。


	
処置: 英数字またはアンダースコア(_)文字を含むサービス名を指定してください。








	INS-350924: Oracle RAC Oneサービス名に、無効な値を指定しました。 
	
原因: Oracle RAC Oneサービス名のドメイン部に、無効な文字が含まれている可能性があります。


	
処置: ネットワーク・ドメインに英数字または「_」または「$」または「#」を含むサービス名を指定してください。








	INS-350925: Oracle RAC Oneサービス名で指定したドメインが128文字を超えています。 
	
原因: Oracle RAC Oneサービス名で入力したドメイン部分が128文字を超えていました。


	
処置: Oracle RAC Oneサービス名のドメインは128文字未満で指定してください。








	INS-35171: ターゲット・データベース・メモリー(stringMB)が、1つ以上の選択されたノードで使用可能な共有メモリー(stringMB)を超えています。 
	
原因: 1つ以上の選択されたノードで使用可能な共有メモリーの合計(string MB)が、選択されたターゲット・データベース・メモリー(string MB)未満です。


	
処置: string MB未満のターゲット・データベース・メモリーの値を入力してください。








	INS-35172: ターゲット・データベース・メモリー(stringMB)が、システムで使用可能な共有メモリー({0}MB)を超えています。 
	
原因: システムで使用可能な共有メモリーの合計(string MB)が、選択されたターゲット・データベース・メモリー(string MB)未満でした。


	
処置: string MB未満のターゲット・データベース・メモリーの値を入力してください。








	INS-35173: 割当てメモリーの値が無効です。 
	
原因: 指定した割当てメモリーが、システムで使用可能なメモリーの合計以上でした。


	
処置: ターゲット・データベース・メモリーに、システムで使用可能なメモリーの合計未満の値を入力してください。








	INS-35174: 最低でもstringMB(物理メモリー合計のstring%)が必要です。 
	
原因: 割当てメモリーが必要なメモリー未満でした。


	
処置: string MBより大きいメモリーの値を入力してください。








	INS-35175: データベースの割当てメモリーの値が指定されていません。 
	
原因: データベースの割当てメモリーに値が指定されていませんでした。


	
処置: データベースの割当てメモリーの値を指定してください。これは、レスポンス・ファイルのoracle.install.db.config.starterdb.memoryLimit変数に対応します。








	INS-35176: 割当てメモリーの値が無効です。 
	
原因: 指定した割当てメモリーが3GBを超えていました。


	
処置: ターゲット・データベースのメモリーには、3GB未満の値を入力してください。








	INS-35205: 指定されたデータファイルの格納場所が無効です。 
	
原因: Oracle Real Application Clustersのデータファイルの格納場所は、共有ファイルシステム上ではありませんでした。


	
処置: データファイルを格納する共有ファイルシステム上の場所を指定してください。








	INS-35206: ディレクトリはすでに使用されています。 
	
原因: データベース・ファイル用に指定したディレクトリは、指定したグローバル・データベース名ですでに使用されていました。


	
処置: 場所を変更するか、前の画面に戻り、グローバル・データベース名を変更してください。








	INS-35207: 選択した場所stringは、Oracle ASMクラスタ・ファイル・システム(ACFS)上にあります。 
	
原因: Oracleデータベース・ファイルをACFS上に配置することをお薦めしていません。データベースのパフォーマンスを最適化するため、基礎となるOracle ASMディスク・グループにデータベース・ファイルを直接配置することをお薦めします。


	
処置: ACFS以外の場所を指定してください。








	INS-35208: 選択した場所stringは、Oracle ASMクラスタ・ファイル・システム(ACFS)上にあります。 
	
原因: インストーラにより、アクティブなバージョンのGrid Infrastructureがバージョン12.1よりも下位であることが検出されました。したがって、Oracle RACの共有の格納先として、Grid Infrastructureバージョン12.1以前に構成されているACFSは使用できません。


	
処置: ASMディスクグループ、または他の任意のサポートされる共有の格納先、またはバージョン12.1以上のGrid Infrastructureで構成されたACFS上の場所を指定します。








	INS-35209: 選択した記憶域のタイプは無効です 
	
原因: Standard EditionのOracle Real Application Clustersデータベースでは、ファイル・システムの記憶域を使用できません。


	
処置: データベース記憶域にOracle Automatic Storage Managementを選択します。








	INS-35210: Oracle Automatic Storage Management(Oracle ASM)上の記憶域を使用したデータベースのインストールは、このシステムではサポートされません。 
	
原因: Oracleデータベース11gリリース2以上では、64ビットWindowsオペレーティング・システム上でのみ、Oracle ASMをサポートしています。


	
処置: データベース関連ファイルは、サポートされているファイル・システムに置いてください。








	INS-35255: パスワードが無効です。 
	
原因: データベース管理アカウントのパスワードが、CHANGE_ON_INSTALL、MANAGER、DBSNMPまたはSYSMANのいずれかでした。


	
処置: CHANGE_ON_INSTALL、MANAGER、DBSNMPまたはSYSMANなど、これらの管理ユーザーに対する以前のデフォルト・パスワード以外のパスワードを入力してください。








	INS-35256: アカウントstringのパスワードをstringにすることはできません。 
	
原因: 入力した管理アカウントのパスワードはstringで、これはstringユーザーで許可されていません。


	
処置: string管理ユーザー・アカウントの以前のデフォルト・パスワード以外のパスワードを入力してください。








	INS-35341: インストール・ユーザーは、次のグループのメンバーでありません: string 
	
原因: インストール・ユーザーのアカウントは、インストールに必要なすべてのグループのメンバーである必要があります。


	
処置: インストール・ユーザーが、選択したシステム権限オペレーティング・システム・グループのメンバーであることを確認してください。








	INS-35342: データベース・オペレータ(OSOPER)に指定されるグループが、システムで定義されていない可能性があります。 
	
原因: OSOPERグループとして指定したOSグループが、サーバー上、またはネットワーク・インフォメーション・サービス(NIS)内で構成されていない可能性があります。


	
処置: 選択したグループ名を確認し、異なるグループを指定するか、サーバー上、またはネットワーク・インフォメーション・サービス内にグループを作成してください。








	INS-35351: 一貫性のないバージョンが検出されました。 
	
原因: システムで検出されたアクティブなバージョンのOracle Clusterware(string)が、インストールしようとしていたOracle Databaseのバージョン(string)より下でした。これはサポートされていません。


	
処置: Oracle Clusterwareをリリースstring以上にアップグレードしてください。








	INS-35352: 記憶域およびバックアップのディスク・グループが選択されていません。 
	
原因: 記憶域およびバックアップのディスク・グループが選択されませんでした。


	
処置: 記憶域およびバックアップの1つ以上のディスク・グループを選択してください。








	INS-35354: 試行中のOracle RACのインストール先システムは有効なクラスタに属していません。 
	
原因: Oracle RACをインストールする前に、Oracleグリッド・インフラストラクチャをすべてのサーバー(Oracle ClusterwareおよびOracle ASM)にインストールして、クラスタを作成する必要があります。


	
処置: Oracle Grid Infrastructureがインストールされていません。メディア・パックに含まれる別のインストール・メディアからインストールするか、Electronic Product Delivery(EPD)またはOracle Technology Network(OTN)からダウンロードしてインストールしてください。Oracle Grid Infrastructureは、通常、Oracle Databaseに使用されるユーザーとは別のオペレーティング・システム・ユーザーによってインストールされます。システム管理者によってインストールされる必要がある場合があります。詳細は、インストレーション・ガイドを参照してください。








	INS-35355: レスポンス・ファイルに指定されたノードstringは、検出されたOracle Clusterwareに含まれていません。 
	
原因: レスポンス・ファイルで指定されているOracle RACデータベースのノード・リストが、OCRに格納された構成と一致しません。


	
処置: 有効なノードを指定するか、またはこのノードstringをクラスタに追加してください。








	INS-35356: Oracleグリッド・インフラストラクチャ・クラスタを構成するすべてのノード上にデータベースをインストールすることをお薦めします。 
	
原因: Oracle RACのインストール先として、すべてのOracleグリッド・インフラストラクチャ・ノードを選択していません。


	
処置: すべてのOracleグリッド・インフラストラクチャ・クラスタ・ノード全体にOracle Real Application Clustersをデプロイすることをお薦めします。








	INS-35357: このシステムではOracle RACがサポートされていません。 
	
原因: Oracleデータベース11gリリース2以上では、64ビットWindowsオペレーティング・システム上でのみ、Oracle RACをサポートしています。


	
処置: このシステムでは単一インスタンス・データベースをインストールするオプションを選択してください。








	INS-35358: このシステムではOracle RACがサポートされていません。 
	
原因: Oracleデータベース11gリリース2以上では、64ビットWindowsオペレーティング・システム上でのみ、Oracle RACをサポートしています。


	
処置: Oracle RACは、既存のインストールを64ビットWindowsプラットフォームに移行してからアップグレードしてください。








	INS-35359: データベース作成のために選択したノードが1つだけです。 
	
原因: データベース作成のために選択したノードが1つだけです。データベースをノードまたはインスタンスの障害から保護するには、2つ以上のノードを選択してください。


	
処置: データベース作成では、少なくとも2つのノードを指定してください。








	INS-35360: RAC One Nodeインストールにノードが指定されていません。 
	
原因: RAC One Nodeインストールにノードが指定されていません。


	
処置: RAC One Nodeのインストールを行うノードを指定してください。








	INS-35361: クラスタの一部である1つ以上の選択されたノードが停止しています。 
	
原因: クラスタの一部である1つ以上の選択されたノードに到達できません。


	
処置: 選択されたすべてのノードに到達可能であることを確認してください。








	INS-35371: Oracle RACデータベースが検出されませんでした。 
	
原因: インストーラは、アップグレード可能なOracle Real Application Clustersデータベースを検出できませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。








	INS-35372: Oracle RACデータベースが検出されませんでした。 
	
原因: インストーラは、選択したノードでアップグレード可能なOracle Real Application Clustersデータベースを検出できませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。








	INS-35373: 単一インスタンス・データベースが検出されませんでした 
	
原因: インストーラは、アップグレード可能な単一インスタンス・データベースを検出できませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。








	INS-35375: インストーラによって、システム上の古いバージョンのOracle ASMが検出されます。ストレージにOracle ASMを使用するデータベースをアップグレードする場合、まずOracle ASMをアップグレードする必要があります。詳細は、Oracle Grid Infrastructureのインストレーション・ガイドを参照してください。 
	
原因: Oracle Automatic Storage Management(Oracle ASM)の以前のリリース・バージョンがサーバーに検出されました。


	
処置: Oracle ASMをアップグレードするには、インストール・ガイドでOracleグリッド・インフラストラクチャのアップグレードに関する情報を参照してください。








	INS-35376: ASMSNMPユーザーのパスワードは空にできません。 
	
原因: ASMSNMPユーザーのパスワードが指定されていませんでした。


	
処置: パスワード・フィールドに、ASMSNMPユーザーのパスワードを指定してください。








	INS-35377: このシステムには旧バージョンのOracle Automatic Storage Management(Oracle ASM)が存在しています。Oracle ASMを使用している旧バージョンのデータベースをOracle Database 11gリリース2にアップグレードする場合、32-bitシステムではアップグレードは失敗します。 
	
原因: Oracleデータベース11gリリース2以上では、64ビットWindowsオペレーティング・システム上でのみ、Oracle ASMをサポートしています。


	
処置: データベース記憶域をOracle ASMからファイルシステムに移行したあとでアップグレードを行うか、Oracle ASM記憶域を使用するデータベースの以前のバージョンを64ビットのWindowsシステムに移行してください。詳細は、アップグレード・ガイドを参照してください。








	INS-35378: インストーラにより、構成されたOracle Restartソフトウェアが、インストールするデータベース・リリースより前のリリース・バージョンであることが検出されました。Oracle Restartは、Oracle Databaseと同じまたはそれ以降のリリースである必要があります。 
	
原因: システムで検出されたアクティブなOracle Restartのリリース(string)が、アップグレード先のOracle Databaseのリリース(string)より下です。


	
処置: Oracle Restartソフトウェアをバージョンstring以上にアップグレードしてください。








	INS-35379: インストーラにより、構成されたOracle Restartソフトウェアが現在のインストール・バージョンにアップグレードされていないことが検出されました。 
	
原因: システムで検出されたOracle Restartのアクティブ・バージョン(string)が、アップグレード先のOracle Databaseのバージョン(string)より下です。


	
処置: Oracle Restartソフトウェアをバージョンstring以上にアップグレードしてください。








	INS-35421: このオプションでは、単一インスタンス・データベースのみがインストールされます。 
	
原因: クラスタでデスクトップ・クラスのインストールを実行することを選択しています。このオプションではOracle RACはインストールされません。


	
処置: Oracle RACをインストールする場合は、サーバー・クラスのインストールの実行を選択してください。








	INS-35422: インストーラにより、構成されたOracle Restartソフトウェアが現在のインストール・バージョンにアップグレードされていないことが検出されました。このデータベース・インストールでは、以前のバージョンの高可用性サービスにデータベースを登録しません。 
	
原因: システムで検出されたOracle Restartのアクティブ・バージョン(string)が、インストール先のOracle Databaseのバージョン(string)より下です。


	
処置: Oracle Restartソフトウェアをバージョンstring以上にアップグレードしてください。








	INS-35423: ローカル・ノード上でOracle Clusterwareが実行されていません。 
	
原因: ローカル・ノード上でOracle Clusterwareスタックが実行されていないときに、Oracle RACをインストールするよう選択しました。


	
処置: Oracle Clusterwareホーム(Gridホーム)からrootユーザーとして次のコマンドを実行して、Oracle Clusterwareスタックを起動してください: /bin/crsctl start crsOracle Clusterwareスタックを実行している場合は、インストーラを再起動してOracle RACのインストールを続行してください。








	INS-35431: Oracleホームに指定された場所が無効です。 
	
原因: Oracleホームに指定した場所が、このサーバー上のOracleグリッド・インフラストラクチャに登録されていないOracle ASMクラスタ・ファイル・システム(ACFS)のマウント・ポイントの下にあることが、インストーラにより検出されました。


	
処置: データベースのOracleホームの配置に使用できるのは、Oracleグリッド・インフラストラクチャ・ソフトウェアに登録されているACFSの場所のみです。Oracleホームに別の場所を指定するか、この場所をOracleグリッド・インフラストラクチャ・ソフトウェアに登録してください。








	INS-35432: インストーラにより、指定したソフトウェアの場所にOracle Databaseソフトウェア・バージョンstringがあることが検出されました。stringへのアップグレードの際は、新規のOracleホームにソフトウェアのインストールを行ってから、新しいソフトウェア・バイナリを使用してデータベースをアップグレードすることをお薦めします。 
	
原因: 指定したソフトウェアの場所に、Oracle Databaseソフトウェア・バージョンstringがあることが検出されました。


	
処置: 例外的なアップグレードを実行してください。例外的なアップグレードによって、ソフトウェア・インストールの非破壊的な特性により、停止時間が少なく、より安定したアップグレードを実行できます。既存のOracleホームの場所を保持したままアップグレードを実行するには、アップグレードの前に、前のリリースのOracleホームのバックアップを取り、前のリリースのバイナリを別の場所に移動してから、既存のOracleホームの場所に新しいバイナリをインストールします。この場合に従う正確な手順のセットは、ドキュメントを参照してください。








	INS-35433: インストーラにより、指定した場所 stringはOracle Grid Infrastructureにリソースとして登録されていないOracle ASMクラスタ・ファイルシステムにあることが検出されました。 
	
原因: 指定した場所stringは、Oracle Grid Infrastructureにリソースとして登録されていないOracle ASMクラスタ・ファイルシステムにあります。


	
処置: Oracle Grid Infrastructureで使用するOracle ASMクラスタ・ファイルシステムの場所を登録してください。








	INS-35461: Standard Edition One(SE One)はこのインストールではサポートされません。 
	
原因: Oracle Real Application Clustersデータベース・インストールでは、Standard Edition One(SE One)はサポートされません。


	
処置: 異なるインストール・エディションを選択してください。








	INS-35462: Personal Editionはこのインストールではサポートされません。 
	
原因: UNIXまたはLinuxオペレーティング・システム、およびOracle RACインストールではサポートされないインストール・エディションを選択しました。


	
処置: 異なるインストール・エディションを選択してください。








	INS-35463: このオプションはExadata構成ではサポートされていません。 
	
原因: 該当なし


	
処置: 該当なし














124 INS-40001からINS-45000



	INS-40102: 指定されたGridホームが無効です 
	
原因: クラスタ・ホーム(Gridホーム)のためのOracleグリッド・インフラストラクチャが、インストール所有者のホーム・ディレクトリに配置されました。


	
処置: ユーザーのホーム・ディレクトリへのパスの所有権はrootに変更されるため、Grid Oracleホームをこのディレクトリに配置しないことをお薦めします。








	INS-40103: インストーラにより、指定されたソフトウェアの場所がOCFS2パーティション上にあることが検出されました。 
	
原因: クラスタGridホーム用Oracleグリッド・インフラストラクチャの構成は、OCFS2パーティション上ではサポートされていません。


	
処置: OCFS2パーティションでないGridホームの場所を指定してください。








	INS-40104: インストーラにより、指定されたソフトウェアの場所がOCFS2パーティション上にあることが検出されました。 
	
原因: クラスタGridホーム用Oracleグリッド・インフラストラクチャの構成は、OCFS2パーティション上ではサポートされていません。


	
処置: OCFS2パーティションでないGridホームの場所を指定してください。








	INS-40105: Oracleベースに指定された場所は無効です。 
	
原因: このサーバーでOracleグリッド・インフラストラクチャ・ソフトウェアを構成しましたが、このインストールに指定したOracleベースが、既存のOracleグリッド・インフラストラクチャ・ソフトウェアのOracleベースと同じでありません。


	
処置: このOracleグリッド・インフラストラクチャ・インストールでも、既存のOracleグリッド・インフラストラクチャのために使用されているのと同じOracleベースの場所を指定してください。








	INS-40106: Gridホームに指定された場所が無効です。 
	
原因: 指定したOracleホームの場所が、Oracle ASMクラスタ・ファイル・システム(ACFS)マウント・ポイント上にあります。Oracleグリッド・インフラストラクチャのバイナリをACFSマウント・ポイントに配置することはできません。


	
処置: ACFSマウント・ポイント以外の場所にあるGridホームの場所を指定してください。








	INS-40401: インストーラにより、構成されたOracle Clusterwareホームがシステムで検出されました。 
	
原因: インストーラにより、ノード上に構成されたOracle Clusterwareソフトウェアがあることが検出されました。


	
処置: 既存のクラスタの一部であるノードには、Oracle Clusterwareソフトウェアのインスタンスを1つのみ構成してください。








	INS-40404: インストーラにより、Oracleグリッド・インフラストラクチャ・ソフトウェアの構成済インスタンスがサーバーで検出されました。 
	
原因: 新しいOracleグリッド・インフラストラクチャ・インストール(Oracle ClusterwareおよびOracle ASM)をインストールして構成することを選択しました。しかし、1台のサーバーに同時に構成できるのは、1つのOracle ClusterwareおよびOracle ASMのインストールだけです。


	
処置: Oracleグリッド・インフラストラクチャソフトウェアの新しいインスタンスをインストールして構成する前に、既存のOracleグリッド・インフラストラクチャソフトウェアを構成解除してください。








	INS-40405: インストーラにより、Oracleグリッド・インフラストラクチャ・ソフトウェアの構成済インスタンスがシステムで検出されました。 
	
原因: 新しいOracleグリッド・インフラストラクチャ・インストール(Oracle ClusterwareおよびOracle ASM)をインストールして構成することを選択しました。しかし、1台のサーバーに同時に構成できるのは、1つのOracle ClusterwareおよびOracle ASMのインストールだけです。


	
処置: Oracleグリッド・インフラストラクチャソフトウェアの新しいインスタンスをインストールして構成する前に、既存のOracleグリッド・インフラストラクチャソフトウェアを構成解除してください。








	INS-40406: 既存のOracleグリッド・インフラストラクチャ・ソフトウェアがシステム上にありません。 
	
原因: インストーラは、アップグレードする既存のOracle ClusterwareまたはOracle ASMインストールを検出できませんでした。


	
処置: このノードに新しいOracleグリッド・インフラストラクチャ・インストールをインストールして、既存のクラスタにノードを追加するか、新しいOracleグリッド・インフラストラクチャ・インストールをインストールして、ノードを新しいクラスタに所属させるかを選択できます。ノードを既存のクラスタに追加する場合は、『Oracle Clusterware管理およびデプロイメント・ガイド』を参照し、ノードの追加手順に従ってください。新しいクラスタを作成する場合は、新規インストールのオプションを選択してください。








	INS-40407: インストーラにより、Oracle ASMインスタンスがコンピュータですでに構成されていることが検出されました。 
	
原因: ノード上に構成できるOracle ASMインスタンスは1つのみです。


	
処置: 新しいホームに対して、Oracleグリッド・インフラストラクチャのソフトウェアのみのインストールを選択し、インストール後、新しいホームでOracle ASMを構成してください。








	INS-40409: インストーラはこのホストに構成されたローカルCluster Synchronization Services(CSS)を検出しました。ローカルCSSがstringから実行しています。 
	
原因: Oracleグリッド・インフラストラクチャ・インストール(Oracle ClusterwareおよびOracle ASM)をインストールして構成することを選択しました。ただし、Oracle Clusterwareを、構成されたCSSデーモンとサーバー上にインストールすることはできません。


	
処置: 既存のローカルCSSデーモンを構成解除および削除し、インストーラを再起動してください。








	INS-40410: インストーラにより、Oracleグリッド・インフラストラクチャ・ソフトウェアの構成済インスタンスがシステムで検出されました。 
	
原因: 新しいOracleグリッド・インフラストラクチャ・インストール(Oracle ClusterwareおよびOracle ASM)をインストールして構成することを選択しました。しかし、1台のサーバーに同時に構成できるのは、1つのOracle ClusterwareおよびOracle ASMのインストールだけです。


	
処置: Oracleグリッド・インフラストラクチャソフトウェアの新しいインスタンスをインストールして構成する前に、既存のOracleグリッド・インフラストラクチャソフトウェアを構成解除してください。








	INS-40412: このサーバーは、この製品をインストールおよび構成するためのネットワーク要件を満たしていません。 
	
原因: このシステムで検出されたネットワーク・インタフェースは、いずれもIPv4プロトコルをサポートしていません。


	
処置: このシステムで使用可能なパブリック・インタフェースの少なくとも1つを、IPv4をサポートするように構成してください。








	INS-40413: 既存のOracle ASMインスタンスが検出されました。 
	
原因: インストーラにより、旧バージョンのOracle ASMがサーバー上に構成されていることが検出されました。


	
処置: このインストールの一部としてOracle ASMをアップグレードする場合は、Oracle ASMインスタンスをシャットダウンしてから続行してください。Oracle ASMインスタンスをシャットダウンする前に、Oracle ASMを使用しているデータベース・インスタンスをすべてシャットダウンしてください。








	INS-40414: インストーラにより、未使用のOracle Cluster Registry(OCR)の場所ポインタ・ファイル(string)がシステムで検出されました。 
	
原因: OCRの場所ポインタ・ファイル(string)が、前回のインストールから残されたままになっています。


	
処置: OCRの場所ポインタ・ファイル(string)を削除し、インストーラを再起動してください。








	INS-40415: Oracle Automatic Storage Management(Oracle ASM)を使用するデータベース・インスタンスをアップグレードします。 
	
原因: Oracle Databaseリリースstringのインスタンスが検出されました。


	
処置: このアップグレードの一部としてOracle ASMをアップグレードする場合、Oracle ASMのアップグレードを続行する前に、Oracle ASMを使用しているOracle Databaseのインスタンスをリリースstring以上にアップグレードする必要があります。








	INS-40416: インストーラにより、このリリースのGrid Infrastructureへアップグレードするための互換性がGrid Infrastructureの構成済インスタンスのバージョンにないことが検出されました。 
	
原因: Oracleグリッド・インフラストラクチャにアップグレードするには、Oracle ClusterwareまたはOracle ASMリリースstring以上が必要です。


	
処置: グリッド・インフラストラクチャの構成済インスタンスをバージョンstring以上にアップグレードするには、パッチセットをインストールします。








	INS-40417: インストーラにより、未使用のOracle Cluster Registry(OCR)の場所レジストリ・キー(string)がシステムで検出されました。 
	
原因: OCRの場所レジストリ・キー(string)が、前回のインストールから残されたままになっています。


	
処置: OCRの場所レジストリ・キー(string)を削除し、インストーラを再起動してください。








	INS-40418: ローカル・ノード上でOracle Clusterwareが実行されていません。ローリング方式でOracle Clusterwareをアップグレードすることをお薦めします。 
	
原因: ローカル・ノード上のOracle Clusterwareスタックが実行されていないことが検出されました。


	
処置: ターミナルを開き、rootまたは管理者としてログインして、ディレクトリをOracle Clusterwareホーム(Gridホーム)に変更し、crsctl start crsコマンドを入力してOracle Clusterwareを起動してください。








	INS-40419: 構成済のOracle Automatic Storage Management(Oracle ASM)のリリースが、Oracleグリッド・インフラストラクチャのリリース以前のものです。 
	
原因: インストーラは、Automatic Storage Managementソフトウェアの構成済バージョンがGrid Infrastructureソフトウェアのバージョンよりも下位であることを検出しました。


	
処置: ターミナルを開き、グリッド・インフラストラクチャ・インストールの所有者としてログインして、ディレクトリをGridホームに変更し、ASMCAを実行してOracle ASMをアップグレードしてください。








	INS-40420: 現行のインストール・ユーザーは、既存のOracleグリッド・インフラストラクチャ・ソフトウェアのインストール所有者と異なります。 
	
原因: 現在のインストール・ユーザー(string)が、既存のOracleグリッド・インフラストラクチャ・ソフトウェアのユーザー(string)と同じでないことが検出されました。既存のソフトウェアをアップグレードするには、Oracleグリッド・インフラストラクチャ・ホームを所有するユーザーとして、インストーラを実行してください。


	
処置: 既存のGridホームを所有するユーザーとして、インストールを再起動してください。








	INS-40421: 既存のOracleグリッド・インフラストラクチャ・ホーム(Gridホーム)の所有者を検出できませんでした。 
	
原因: インストーラが、既存のGridホームの所有者を検出することができません。ソフトウェアをアップグレードするには、Gridホームを所有するユーザーとして、インストーラを実行する必要があります。


	
処置: 既存のGridホームを所有するユーザーとして、インストールを実行してください。








	INS-40422: インストーラにより、このリリースのGrid Infrastructureへアップグレードするための互換性がGrid Infrastructureの構成済インスタンスにないことが検出されました。 
	
原因: バグstringのパッチセットが、Grid Infrastructureホームの構成済インスタンスにインストールされていません。


	
処置: バグstringのパッチセットをすべてのノードにインストールして、Grid Infrastructureホームの構成済インスタンスを現行バージョンにアップグレードしてください。








	INS-40601: Intelligent Platform Management Interface (IPMI)ドライバが次の1つ以上のノードにインストールされていません: string。 
	
原因: クラスタの一部にすることを指定したノードの一部に、Intelligent Platform Management Interface(IPMI)ドライバがインストールされていないことが検出されました。Cluster Synchronization Service(CSS)は、IPMIドライバを使用してクラスタの整合性を確認するため、このドライバが必要です。


	
処置: インストールを続行できるように、ハードウェア・ベンダーのWebサイトからIPMIドライバをダウンロードし、ドライバをすべてのノードに確実にインストールおよび構成してください。








	INS-40602: Baseboard Management Controller (BMC)ユーザー名のテキスト・フィールドは空白のままにできません。 
	
原因: BMCユーザー名のテキスト・フィールドが空白でした。


	
処置: 障害の分離のサポートに使用するIntelligent Platform Management Interface(IPMI)を選択しました。構成を続行するには、Baseboard Management Controller(BMC)ユーザー名が必要です。IPMI対応ハードウェアを操作する権限を持つBMCユーザー名を入力してください。








	INS-40603: ユーザー名に無効な文字があります。 
	
原因: ユーザー名に無効な文字が指定されました。


	
処置: 有効なBMCユーザー名を入力してください。Baseboard Management Controller(BMC)ユーザー名には、アルファベットの大小文字(a-z、A-Z)、数字(0-9)、ハイフン(-)、ピリオド(.)およびアンダースコア(_)のみ使用できます。








	INS-40604: パスワードのフィールドが空白です。 
	
原因: パスワードのフィールドが空白のままでした。


	
処置: パスワードを入力してください。








	INS-40701: Grid Naming Service (GNS)サブドメインに無効な文字があります。 
	
原因: GNSサブドメインとして指定した値に1つ以上の無効な文字が含まれていました。


	
処置: 有効なGNSサブドメイン名を入力してください。GNSサブドメインの有効な文字は、アルファベットの大小文字(a-z、A-Z)、数字(0-9)、ハイフン(-)およびピリオド(.)の組合せです。








	INS-40702: GNSサブドメインが空白です。 
	
原因: Grid Naming Service(GNS)サブドメインが空白でした。


	
処置: GNSサブドメインの値を指定してください。








	INS-40704: GNSサブドメインが解決できません。 
	
原因: GNSサブドメインは、TCP/IPホスト名検索を使用して解決できませんでした。


	
処置: 解決可能なサブドメインを指定してください。








	INS-40705: Grid Naming Service (GNS)仮想IPアドレスに無効な文字があります。 
	
原因: GNS仮想IPアドレスとして指定した値に、1つ以上の無効な文字が含まれていました。


	
処置: GNS仮想IPアドレスの有効な値を入力してください。GNS仮想IPアドレスの有効な文字は、アルファベットの大小文字(a-z、A-Z)、数字(0-9)、ハイフン(-)およびピリオド(.)の組合せです。








	INS-40706: Grid Naming Service (GNS)仮想IPアドレスが空白です。 
	
原因: GNS仮想IPアドレスが空白でした。


	
処置: GNS仮想IPアドレスの有効な値を指定してください。








	INS-40707: Grid Naming Service (GNS)仮想IPアドレスstringが解決できません。 
	
原因: GNS仮想IPアドレスは、TCP/IPホスト名検索を使用して解決できませんでした。


	
処置: 有効なGNS仮想IPアドレスを指定してください。








	INS-40708: Grid Naming Service (GNS)仮想IPアドレスstringは、他のシステムにすでに割り当てられています。 
	
原因: 指定したGNS仮想ホスト名はIPアドレスに解決できませんでした。これは、IPアドレスが別のクラスタで使用中であるか、IPアドレスがドメイン・ネーム・システム(DNS)にこの名前で登録されていない場合に発生する可能性があります。


	
処置: 使用中でない仮想ホスト名を入力したことを確認してください。エラーが発生し続ける場合、ネットワーク管理者に連絡してください。








	INS-40709: クラスタ名: stringに無効な文字が含まれています。 
	
原因: クラスタ名として指定した値に1つ以上の無効な文字が含まれていました。


	
処置: クラスタ名の有効な値を指定してください。有効な文字は、アルファベットの大小文字(a-z、A-Z)、数字(0-9)およびハイフン(-)の組合せです。








	INS-40710: クラスタ名: stringは文字で始まっていません。 
	
原因: クラスタ名が文字で始まっていませんでした。


	
処置: 文字で始まるクラスタ名の値を指定してください。








	INS-40711: クラスタ名が空白です。 
	
原因: クラスタ名のテキスト・フィールドが空白でした。


	
処置: クラスタ名の有効な値を指定してください。








	INS-40712: クラスタ名: stringは長すぎます。 
	
原因: 指定されたクラスタ名が長すぎました。


	
処置: 15文字以下のクラスタ名を指定してください。








	INS-40713: クラスタ・ホームとして"string"が使用されます。 
	
原因: クラスタ名は、string文字より長くはできません。「標準」インストール・タイプの場合、SCANのホスト部分がクラスタ名として使用されます。その部分がstring文字より長い場合、インストーラがクラスタ名をstring文字に切り詰めます。


	
処置: クラスタに固有の名前を使用する場合、string文字を超えない名前を指定するか、拡張インストール・タイプを選択してください。








	INS-40714: Single Client Access Name (SCAN)名: stringに、無効な文字が含まれています。 
	
原因: SCANとして指定した名前に、1つ以上の無効な文字が含まれました。


	
処置: SCANに有効な名前を入力してください。有効な文字は、アルファベットの大小文字(a-z、A-Z)、数字(0-9)、ハイフン(-)およびピリオド(.)の組合せです。








	INS-40715: Single Client Access Name (SCAN)名: stringに、無効な文字が含まれています。 
	
原因: SCANとして指定した名前に、1つ以上の無効な文字が含まれました。「標準」インストール・タイプの場合、クラスタ名がSCANから導出されるため、クラスタ名として無効な文字は無効です。


	
処置: SCAN名としてもクラスタ名としても有効な名前を入力してください。有効な文字は、アルファベットの大小文字(a-z、A-Z)、数字(0-9)、ハイフン(-)およびピリオド(.)の組合せです。








	INS-40716: Single Client Access Name (SCAN)名: stringは文字で始まっていません。 
	
原因: SCANがアルファベットで始まっていませんでした。


	
処置: アルファベットで始まるSCANの値を指定してください。








	INS-40717: Single Client Access Name (SCAN)名が未記入です。 
	
原因: SCANとして指定された名前がありませんでした。


	
処置: SCANとして使用する有効な名前を指定してください。








	INS-40718: Single Client Access Name (SCAN): stringは解決できませんでした。 
	
原因: SCANに指定した名前が、TCP/IPホスト名検索を使用して解決できませんでした。


	
処置: SCANとして使用する、ドメインを解決できる名前を指定してください。








	INS-40719: Single Client Access Name(SCAN)用に構成されたIPアドレスstringは、他のシステムにすでに割り当てられています。 
	
原因: インストーラは、SCANアドレスとして選択したIPアドレスを見つけることができませんでした。IPアドレスが別のシステムに割り当てられているか、またはDNSまたはhostsファイルでこのドメイン名に割り当てられていないことが原因である可能性があります。


	
処置: SCANアドレスとして使用する解決可能なIPアドレスを入力してください。








	INS-40720: Single Client Access Name (SCAN): stringがIPアドレスに関連付けられていません。 
	
原因: SCANとして構成された名前が、IPアドレスに関連付けられていませんでした。


	
処置: SCANとして指定した名がIPアドレスに関連付けられていることを確認してください。








	INS-40721: Single Client Access Name (SCAN)ポートが空白です。 
	
原因: SCANポートのテキスト・フィールドが空でした。


	
処置: SCANポートの有効な値を指定してください。








	INS-40722: Single Client Access Name (SCAN)ポート: stringに、数字以外の文字が含まれています。 
	
原因: SCANポートとして入力した値に1つ以上の無効な文字が含まれていました。有効なSCANポートは数字です。


	
処置: SCANポートに有効な数値を入力してください。








	INS-40723: Single Client Access Name (SCAN)ポート番号: stringが無効です。 
	
原因: SCANポートとして入力した値が、有効な範囲外でした。


	
処置: 1024から65535までのSCANポート番号を入力してください。








	INS-40724: SCANサブネットと一致するローカルで定義されたネットワーク・インタフェースはありません。 
	
原因: ローカルで定義されたネットワーク・インタフェースのいずれにも、SCANサブネットと一致するサブネットがありません。


	
処置: SCANとして使用するサブネットに一致するサブネットを持つパブリック・インタフェースを定義してください。








	INS-40725: SCANサブネットと一致するサブネットを持つインタフェースが存在するかを確認できません。 
	
原因: SCANサブネットに指定されるサブネットと一致するサブネットを持つインタフェースは検出されませんでした。


	
処置: SCANとして使用するサブネットに一致するサブネットを持つパブリック・インタフェースを定義してください。








	INS-40726: Single Client Access Name (SCAN): stringがGNSサブドメインstringにありません。 
	
原因: SCANとして指定した名前が、GNSサブドメインにありません。


	
処置: 必ずGNSサブドメインと同じドメイン内にある名前を、SCANとして指定してください。








	INS-40727: Single Client Access Name (SCAN): stringはすでにIPアドレスに関連付けられています。 
	
原因: 構成されたSCANの名前はすでにIPアドレスに関連付けられています。


	
処置: クラスタに対してGNS解決を使用する場合、SCANとして指定する名前が、すでに使用中のIPアドレスに関連付けられていないことを確認してください。








	INS-40728: Single Client Access Name (SCAN)ポート番号: stringが無効です。 
	
原因: 指定したSCANポート番号はすでに使用中です。これは、Oracle9i RACがサーバー上にインストールされ、ポートを使用しているときに発生することがあります。


	
処置: 1024から65535までの範囲で別のSCANポート番号を指定してください。








	INS-40901: クラスタ・ノード情報の表が未記入です。 
	
原因: クラスタ・ノード情報の表の値が未記入です。


	
処置: クラスタ・ノード情報の表に有効なデータを指定してください。








	INS-40902: ノード情報の表でエントリが欠落しています。 
	
原因: クラスタ・ノード情報の表に空白のままのフィールドがありました。


	
処置: 表のすべての情報が入力されていることを確認してください。








	INS-40903: ホスト名に無効な文字が含まれています。 
	
原因: ホスト名として指定した名前に、1つ以上の無効な文字が含まれています。


	
処置: ホスト名に有効な文字が使用されていることを確認してください。ホスト名で有効な文字は、アルファベットの大小文字(a-z、A-Z)、数字(0-9)およびハイフン(-)の組合せです。








	INS-40904: ORACLE_HOSTNAMEは有効なホスト名に解決できません。 
	
原因: ORACLE_HOSTNAMEに指定された値は有効なホスト名に解決できません。


	
処置: ORACLE_HOSTNAMEに有効なホスト名を指定し、インストーラを再起動してください。








	INS-40905: ホストIPアドレスが解決できません。 
	
原因: 1つ以上のIPアドレスが有効なホスト名に解決できません。


	
処置: インストールを続行するには、ホスト名に解決できる有効なIPアドレスを入力する必要があります。








	INS-40906: Oracle Clusterwareインストールのノード情報の表に重複したホスト名が見つかりました。 
	
原因: Oracle Clusterwareインストールのノード情報の表に、重複したエントリがあります。


	
処置: Oracle Clusterwareノード情報の表で、重複エントリを削除してください。








	INS-40907: ローカル・ノードがGridインストール用のホスト名のリストに含まれていません。 
	
原因: ローカル・ノード(インストーラが実行されているノード)が、指定したホスト名のリストにありません。


	
処置: Gridインストール用のホスト名のリストにローカル・ノードを追加してください。








	INS-40908:ホスト名が無効です。 
	
原因: 指定した1つ以上のホスト名が無効です。有効なIPアドレスに解決されません。


	
処置: 有効なホスト名を入力してください。








	INS-40909: 複数のドメインからのホスト名が入力されました。 
	
原因: 異なるドメインに属する複数のノードに対してノード情報が入力されました。


	
処置: 同じドメインに属するホスト名を入力してください。








	INS-40910: 入力された仮想IP: stringが無効です。 
	
原因: 仮想IPをIPアドレスに解決できません。


	
処置: IPアドレスに解決できる有効な仮想IP名を入力してください。








	INS-40911: いくつかのパブリック・ノード名を解決できませんでした。 
	
原因: 一部のパブリック・ノードに接続できなかったか、異なるサブネットに属していました。


	
処置: リストにあるノードが稼働中で接続可能であることを確認してください。ノード・アドレスがすべて同じサブネットにあることを確認してください。








	INS-40912: 仮想ホスト名stringは、ネットワーク上の他のシステムに割り当てられています。 
	
原因: 1つ以上の仮想ホスト名が、ネットワーク上の他のシステムに割り当てられていました。


	
処置: クラスタ内の各ノードに割り当てる仮想ホスト名が現在使用中でないこと、およびIPアドレスが仮想ホスト名として使用するドメイン名に登録されていることを確認してください。








	INS-40913: ローカル・ノード間のユーザー等価の問題のため、次のノードはクラスタ化されません: string。 
	
原因: このインストールを実行しているユーザーが、すべてのノードで同じように構成されていません。これは、ユーザーIDまたはグループIDの違い、あるいはSSH構成の問題が原因である可能性があります。


	
処置: 必要な場合は、クラスタ・ノードでユーザー等価関係を手動で設定する方法を、インストレーション・ガイドで参照してください。








	INS-40914: インストーラにより、リモート・ノードstring上にOracle9i RACがあることが検出されました。 
	
原因: Oracle9i RACインストールがリモート・ノードstringに存在しましたが、ローカル・ノードには存在しませんでした。


	
処置: Oracle9iリリースのOracle RACが構成されているノードのセットにインストールする場合、インストーラが既存のインストールをアップグレードできるように、Oracle9i RACがインストールされているノードでインストーラを起動してください。








	INS-40915: 次のノードにOracle Clusterwareがあることが検出されました。string 
	
原因: リストにあるノード上でOracle Clusterwareが実行されているか、Oracle Clusterwareの以前のインストールが完全に削除されていません。


	
処置: リストにある各ノードに対して、既存のOracle Clusterwareが完全に削除されていることを確認してください。このインストールにこれらのノードを含めないことを選択することもできます。








	INS-40916: 単一インスタンス・バージョンのCluster Synchronization Services (CSS)が検出されました。 
	
原因: インストーラにより、クラスタの次のノードで単一インスタンス・バージョンのCluster Synchronization Services(CSS)が検出されました: string


	
処置: インストールを続行する前に、リストにあるすべてのノードで、CSSを構成解除し、Oracle Automatic Storage Management(Oracle ASM)インスタンスを停止し、記憶域にOracle ASMを使用するすべてのデータベースを停止する必要があります。Oracle Clusterwareのインストールによって、クラスタ全体バージョンのCSSが起動します。Oracle Clusterwareインストールの終了後に、以前CSSを使用していたデータベースとOracle ASMインスタンスを起動できます。これらが稼働状態に戻ると、Oracle ClusterwareによりCSSが提供されます。








	INS-40917: ホスト名をIPアドレス形式にすることはできません。 
	
原因: ホスト名をIPアドレス形式にすることはできません。


	
処置: ホスト名を指定してください。








	INS-40918: 仮想IP名stringをIPアドレス形式にすることはできません。 
	
原因: 仮想IP名をIPアドレス形式にすることはできません。


	
処置: 有効な仮想IP名を指定してください。








	INS-40919: ホスト名は未記入のままにできません。 
	
原因: ノードにホスト名を指定しませんでした。


	
処置: 有効なホスト名を入力してください。








	INS-40920: 仮想IP名として名前が指定されませんでした。 
	
原因: 仮想IPアドレスの名前を入力しませんでした。


	
処置: 有効な仮想IP名を入力してください。








	INS-40921: 仮想IP名に無効な文字が含まれています。 
	
原因: 仮想IP名として指定した名前に、1つ以上の無効な文字が含まれています。


	
処置: 仮想IP名として使用する、有効な文字を含む名前を指定してください。仮想IP名で有効な文字は、アルファベットの大小文字(a-z、A-Z)、数字(0-9)およびハイフン(-)の組合せです。








	INS-40922: 無効なSCAN - IPアドレスに解決できません。 
	
原因: 指定されたSCANが、IPアドレスに解決されません。


	
処置: SCANが有効で、IPアドレスに解決できることを確認してください。








	INS-40923: ローカル・インタフェースまたはサブネットをSCANに一致させることができません。 
	
原因: SCANのサブネットと一致するアドレスを持つローカル・ネットワーク・インタフェースを検出できませんでした。


	
処置: SCANサブネットが、既存のローカル・ネットワーク・インタフェース上に構成されたサブネットと一致することを確認してください。








	INS-40924: クラスタ・ノードでの共通インタフェースまたはサブネットの検索の初期化中に失敗しました。 
	
原因: 共通インタフェースまたはサブネットを、すべてのクラスタ・メンバー・ノードに配置できません。


	
処置: ローカルノードに、すべてのクラスタ・メンバー・ノード上で同一である有効なサブネットを持つ、有効なネットワーク・インタフェースがあることを確認してください。








	INS-40925: 1つ以上のノードに、すべてのクラスタ・ノード間に共通するサブネットで構成されていないインタフェースがあります。 
	
原因: 1つ以上のノードに、クラスタ内のすべてのノードに共通でないサブネットを使用して構成されたネットワーク・インタフェースがあります。


	
処置: すべてのクラスタ・ノードに、クラスタ内のすべてのノードからアクセスできる同じサブネットでパブリック・インタフェースが定義されていることを確認してください。








	INS-40926: クラスタ・ノード・インタフェースが、SCANサブネットと異なるサブネットで構成されています。 
	
原因: 1つ以上のノードに、SCANサブネットと異なるサブネットで構成されるインタフェースがあります。


	
処置: すべてのノードにSCANサブネットと一致するサブネットで構成されるパブリック・インタフェースがあることを確認してください。








	INS-40927: 別のノードで別の名前を持つ、共通のサブネットを持つインタフェース。 
	
原因: 次のノードは、共通のサブネットにインタフェースを持っていますが、それらのインタフェースの名前が異なります: string。


	
処置: 共通サブネット上で定義されたインタフェースの名前が、すべてのクラスタ・メンバー・ノード上で同じであることを確認してください。








	INS-40928: クラスタ・メンバー・ノードの検証中に不明なインタフェース・エラーが発生しました。 
	
原因: クラスタ・メンバー・ノードのアドレスまたはサブネットの検証中に、不明なエラーが発生しました。


	
処置: ネットワーク・インタフェースが正しく構成されていること、およびクラスタのすべてのノードでサブネットが使用可能であることを確認してください。すべてのノードで使用可能なサブネット上にすべてのノードが少なくとも1つのパブリック・インタフェースを持つこと、およびすべてのノードが同じサブネット上に1つのパブリック・インタフェースを持つことを確認してください。








	INS-40929: インストーラにより、Oracle 9i Global Services Daemon (GSD)が次のノードで稼働していることが検出されました: string 
	
原因: Oracle 9i Global Services Daemon(GSD)プロセスが、指定されたノードの一部またはすべてで検出されました。


	
処置: Oracle ClusterwareがOracle9i RACデータベースにサービスを提供するには、クラスタの各メンバー・ノードでOracle9i Database GSDを停止し、Oracle RACデータベースがあればそれも停止する必要があります。GSDは新しいGrid Oracleホームで稼働するように構成されます。インストール後に、すべてのOracle9iデータベースを再起動できます。








	INS-40930: 次のノードは、ホストのIPアドレス検索中に解決できませんでした: string。 
	
原因: 1つ以上のノードのVIPが、有効なIPアドレスに解決されませんでした。


	
処置: すべてのノードのVIPが有効なIPアドレスに解決できることを確認してください。








	INS-40931: 次のノードには、SCANサブネットと異なるサブネット上で構成されたインタフェースがあります: string。 
	
原因: いくつかのノードのVIPが、SCANサブネットと異なるサブネット上にあります。


	
処置: 各クラスタ・メンバー・ノードについて、VIPがSCANサブネットを使用して構成されていることを確認してください。








	INS-40932: ノードの仮想IPの検証中に不明なエラーが発生しました: string 
	
原因: ノードのVIPの検証中に不明なエラーが発生しました。


	
処置: すべてのノードのVIPが有効なIPアドレスに解決することを確認してください。








	INS-40933: ノードstringでインタフェースの収集に失敗しました。 
	
原因: インタフェース情報の収集に失敗しました。


	
処置: すべてのノードがアクセス可能で、有効なネットワーク・インタフェースが定義されていることを確認してください。








	INS-40934: ノードstringでリモート・ディレクトリの操作に失敗しました: メッセージ: string 
	
原因: リモート・ディレクトリの操作に失敗しました。


	
処置: ネットワーク内ですべてのノードにアクセス可能なことを確認してください。








	INS-40935:ノードstringでクラスタの操作(たとえば、ファイルのコピー、ファイルの存続などの操作)に失敗しました: メッセージ: string 
	
原因: クラスタ操作が失敗しました。


	
処置: クラスタのすべてのメンバー・ノードがネットワーク上でアクセス可能であることを確認してください。








	INS-40936: ノードstringでコマンド・ツールの操作に失敗しました: メッセージ: string 
	
原因: クラスタの操作(インタフェースの一覧表示など)に失敗しました。


	
処置: クラスタのすべてのメンバー・ノードがネットワーク上でアクセス可能であることを確認してください。








	INS-40937: 次のホスト名は無効です:string 
	
原因: ホスト名またはリストされた名前が無効です。


	
処置: 別名を指定していず、指定するホスト名が有効なことを確認してください。








	INS-40938: Oracle 9i RACデータベースの、一部またはすべてのクラスタ・メンバー・ノードが、選択したノード・リストに含まれていません。 
	
原因: Oracle9i RACデータベースのクラスタ・メンバーであるノードの一部が、選択したノードに含まれません。


	
処置: ノードのリストで、Oracle9i RACデータベースのすべてのクラスタ・メンバー・ノードを指定してください。








	INS-40939: 選択したノードのいくつかが、ローカル・サーバーにあるベンダー・クラスタのメンバーではありません。 
	
原因: このノードはベンダー・クラスタのメンバーですが、Oracle Clusterwareクラスタのメンバーを作成するために選択したノードの一部が、ベンダー・クラスタのメンバーではありません。


	
処置: Oracle Clusterwareをベンダー・クラスタのメンバーであるノード上にインストールする場合、Oracle Clusterwareノードとして選択したすべてのノードが、ベンダー・クラスタのメンバーである必要があります。








	INS-40940: ドメインにノード: stringがありません: string 
	
原因: ノードが、同じドメインに構成されていません。


	
処置: すべてのノードが同じドメイン上に構成されていることを確認してください








	INS-40941: 1つ以上のノードで、ドメイン情報を取得できません。 
	
原因: 選択した1つ以上のノードからドメイン情報を収集できません。


	
処置: インストールを続行する前に、選択したすべてのノードが同じドメイン上に構成されていることを確認してください。








	INS-40942: ローカル・ノードstringはIPアドレスに解決されませんでした。IPアドレスに解決される、かわりの名前を指定してください。 
	
原因: 該当なし


	
処置: 該当なし








	INS-40943: TCP/IPホスト名検索を使用して、ローカル・ノードstringを解決できませんでした。ローカル・ノードは、TCP/IP検索を使用して解決できるようにしておくことをお薦めします。それにより、今後の構成の失敗を回避できます。 
	
原因: 該当なし


	
処置: 該当なし








	INS-40944: 指定されたパブリック・ホストstringはIPアドレスに解決されませんでした。IPアドレスに解決される、かわりの名前を指定してください。 
	
原因: 該当なし


	
処置: 該当なし








	INS-40945: TCP/IPホスト名検索を使用して、指定されたパブリック・ホストstringを解決できませんでした。パブリック・ホスト名は、TCP/IP検索を使用して解決できるようにしておくことをお薦めします。それにより、今後の構成の失敗を回避できます。 
	
原因: 該当なし


	
処置: 該当なし








	INS-40946: 指定されたノードVIPstringはIPアドレスに解決されませんでした。IPアドレスに解決される、かわりの名前を指定してください。 
	
原因: 該当なし


	
処置: 該当なし








	INS-40947: TCP/IPホスト名検索を使用して、指定されたノードVIPstringを解決できませんでした。ノードVIPは、TCP/IP検索を使用して解決できるようにしておくことをお薦めします。それにより、今後の構成の失敗を回避できます。 
	
原因: 該当なし


	
処置: 該当なし








	INS-41101: 指定したインタフェース情報が正しくありません。 
	
原因: 入力した情報の形式が正しくなかったか、またはインタフェース名またはサブネット情報が間違っていました。


	
処置: 続行する前に、正しいインタフェース情報を入力してください。








	INS-41102: パブリック・インタフェースが指定されていません。 
	
原因: ネットワーク・インタフェースがパブリックとして指定されていません。


	
処置: 少なくとも1つのインタフェースをパブリック・インタフェースとして指定してください。








	INS-41103: インタフェースstringは複数のサブネットを関連付けました 
	
原因: インタフェースstringは「パブリック」および「プライベート」の両方としてマークされています。


	
処置: インタフェースstringは、「パブリック」または「プライベート」に指定するのでなく、「パブリック」と「プライベート」の両方に指定してください。








	INS-41104: プライベート・インタフェースが指定されていません。 
	
原因: 「プライベート」とマークされているインタフェースがありません。


	
処置: プライベートとして指定されているインタフェースが少なくとも1つあることを確認してください。








	INS-41105: パブリックとして選択されているサブネットstringのstringがSCAN VIPのサブネットと一致しません。 
	
原因: 選択したパブリック・インタフェースは、SCAN VIPと同じサブネット上にはありません。


	
処置: 選択したパブリック・インタフェースがSCAN VIPサブネットと同じサブネット上にあり、すべてのクラスタ・ノードで同じサブネットがSCAN VIP用に構成されていることを確認してください。








	INS-41106: パブリック/プライベート・インタフェースに対する選択が無効です。 
	
原因: 選択したパブリックまたはプライベートのインタフェース・サブネットは、すべてのノードで同一ではありません。


	
処置: パブリックかつプライベートなインタフェース用に構成されたサブネットが、すべてのクラスタ・ノードで同一であることを確認してください。








	INS-41107: 1つ以上のパブリックまたはプライベート・インタフェースに選択されたstringが、共有サブネット上にありません。定義していないノード: string 
	
原因: 示されたノード上のパブリックまたはプライベートなインタフェースは、他のノードで使用されているのと異なるサブネット上にあります。


	
処置: すべてのパブリック・インタフェースが同じサブネットを共有しており、すべてのプライベート・インタフェースが同じサブネットを共有していることを確認してください。








	INS-41108: パブリックとして選択されているサブネットstringのstringがGrid Naming Service (GNS) VIPのサブネットと一致しません。 
	
原因: 選択したパブリック・インタフェースは、GNS VIPと同じサブネット上にはありません。


	
処置: 選択したパブリック・インタフェースが、GNS VIPサブネットと一致し、かつすべてのクラスタ・ノードで共通なサブネット上にあることを確認してください。








	INS-41109: インタフェースstringの構成済ネットワーク・マスクstringがすべてのクラスタ・ノードで同じではありません。 
	
原因: すべてのクラスタ・ノードで構成されたネットマスクstringがインタフェースstringにないことが検出されました。


	
処置: 選択されたインタフェースがすべてのクラスタ・ノードと同じネットマスクで構成されていることを確認してください。








	INS-41110: インストーラによって、異なるノードの特定のサブネットに対して異なるインタフェース名が構成されていることが検出されました。Grid Infrastructure構成時インタフェース名は考慮されません。このため、インストーラは指定されたインタフェース・リストを次のフォーマットに転送しました: string 
	
原因: インストーラは、指定されたノード・セットの特定のサブネットに対して異なるインタフェース名が構成されていることを検出しました。Grid Infrastructure構成時インタフェース名は考慮されません。このため、インストーラは指定されたインタフェース・リストを次のフォーマットに転送しました: string


	
処置: 該当なし








	INS-41111: インストーラは複数のインタフェースが1つのサブネット(string)で構成されていることを検出しました。 
	
原因: サブネット(string)で構成されたインタフェースに汎用名が指定されています。ただし、インストーラでは、このサブネットに複数のインタフェースが構成されていることが検出されました。


	
処置: インタフェース名を適切に指定したことを確認してください。








	INS-41112: 指定されたネットワーク・インタフェースでクラスタ・ノード間の接続性が維持されません。 
	
原因: インストーラにより、ネットワーク・インタフェースstringですべてのクラスタ・ノード間の接続性が維持されていないことが検出されました。


	
処置: 選択されたインタフェースがすべてのクラスタ・ノードで構成されていることを確認してください。








	INS-41113: 指定したパブリックおよびプライベート・インタフェースが同じサブネット(string)上で構成されています 
	
原因: インストーラにより、パブリックおよびプライベート・インタフェースがどちらも同じサブネット上で構成されていることが検出されました。


	
処置: パブリックおよびプライベート・インタフェースが異なるサブネットで構成されるようにしてください。








	INS-41204: ノード間に使用可能な共有パーティションがありません。 
	
原因: 指定されたノードには、共有パーティションがありません。


	
処置: インストールを続行する前に、共有パーティションが1つ以上あるノードを指定してください。








	INS-41302: 標準の冗長性では、Oracle Cluster Registryに3つの場所が必要です。 
	
原因: Oracle Cluster Registryに対して指定された場所が2つ以下です。


	
処置: Oracle Cluster Registryに対して場所を3つ指定してください。








	INS-41303: 外部冗長性では、Oracle Cluster Registryの場所が必要です。 
	
原因: Oracle Cluster Registryの場所が指定されませんでした。


	
処置: Oracle Cluster Registryの場所を指定してください。








	INS-41305: 1つ以上のOracle Cluster Registry (OCR)の場所に無効な文字があります。 
	
原因: 1つ以上のOracle Cluster Registry(OCR)の場所に無効な文字が含まれていました。


	
処置: パスに有効な文字を使用するOCRの場所を指定してください。








	INS-41306: Oracle Cluster Registry (OCR)の場所が無効です。 
	
原因: 1つ以上のOracle Cluster Registry(OCR)の場所が無効です。


	
処置: 有効なOCRの場所を指定してください。








	INS-41307: Oracle Cluster Registryに対して共有ファイルシステムの領域が十分ではありません。 
	
原因: ファイルシステムで使用可能な空き領域が十分ではありませんでした。Oracle Cluster Registryは、ファイルシステムにstring MB以上の空き領域が必要です。


	
処置: 少なくともstring MBの空き領域がある共有ファイルシステムを入力してください。








	INS-41309: Oracle Cluster Registry(OCR)は、ブロック・デバイスまたは文字デバイスに配置できません。 
	
原因: 指定したOracle Cluster Registry(OCR)の場所が、ブロック・デバイスまたは文字デバイスです。


	
処置: サポートされている場所として、OCFS2パーティションまたはNFS共有パーティションのいずれかを選択してください。ブロックまたは文字デバイスを使用する場合、インストールの記憶域オプションとしてOracle Automatic Storage Management(Oracle ASM)を選択してください。








	INS-41310: 2つ以上のOracle Cluster Registryが同じパーティションにあります。 
	
原因: 同じパーティションに複数のOracle Cluster Registryが見つかりました。標準の冗長性では、Oracle Cluster Registryに異なるパーティション上の場所を3つ指定することをお薦めします。


	
処置: 各Oracle Cluster Registryに異なるパーティションを選択してください。








	INS-41311: 指定したOracle Cluster Registry (OCR)の1つ以上の場所が、既存のOCRディレクトリにあります。 
	
原因: 指定したOracle Cluster Registry(OCR)の1つ以上の場所が、既存のOCRファイルのあるディレクトリにありました。


	
処置: Oracle Cluster Registryには、使用中でない場所を指定してください。








	INS-41312: Oracle Cluster Registry (OCR)用に指定した1つ以上の場所が使用できません。 
	
原因: 指定したOracle Cluster Registry(OCR)の1つ以上の場所に、インストールを続行するための適切な権限または所有権がありませんでした。


	
処置: Oracle Cluster Registryには、インストールの所有者とoraInventoryグループ・メンバーが読取り/書込み権限を持っている場所を指定してください。








	INS-41313: Oracle Cluster Registry (OCR)の1つ以上の場所に重複するエントリがあります。 
	
原因: 指定されたOracle Cluster Registryの1つ以上の場所が重複していました。


	
処置: Oracle Cluster Registryの場所には、それぞれ一意な場所を指定してください。








	INS-41314: ファイルstringはすでに存在します。インストーラにより、このファイルの置換えが試行されます。 
	
原因: 指定したOCRファイルはすでに存在します。


	
処置: 別の場所を選択することも、インストーラによりこのファイルを置き換えることもできます。ファイルを置き換えると、現在の内容は上書きされます。








	INS-41315: ファイルstringはすでに存在します。 
	
原因: 指定したOCRファイルはすでに存在します。


	
処置: 指定したOCRファイルが存在しないファイルであることを確認してください。








	INS-41316: ファイルstringを削除できません。 
	
原因: ファイルの削除に失敗しました。


	
処置: インストールを実行しているユーザー・アカウントに、ファイルを置換する権限があることを確認してください。








	INS-41317:Oracle Cluster Registry (OCR)の場所が無効です。 
	
原因: 1つ以上のOracle Cluster Registry(OCR)の場所が無効でした。


	
処置: 有効なOCRの場所を指定してください。








	INS-41318: 1つ以上のファイルstringが存在しています。インストーラにより、ファイルの置換えが試行されます。 
	
原因: 1つ以上の指定されたファイルが、すでに存在します。


	
処置: 異なる記憶域の場所を選択するか、インストーラに従ってこの場所を上書きし、既存のファイルを削除します。








	INS-41319: ファイルstringはすでに存在します。 
	
原因: 指定した共有場所はすでに使用されています。


	
処置: 指定した場所がすでに使用されていず、パーティションから過去のOracle Clusterware構成が完全に削除されていることを確認してください。








	INS-41320: 1つ以上のファイルstringを削除できません。 
	
原因: ファイルを削除できませんでした。


	
処置: インストールを実行しているユーザー・アカウントに、ファイルを置換する権限があることを確認してください。








	INS-41321:Oracle Cluster Registry (OCR)の場所が無効です。 
	
原因: 場所(string)の格納タイプが、Oracle Cluster Registryに対してサポートされていません。


	
処置: Oracle Cluster Registry用に、サポートされている記憶域の場所を指定してください。








	INS-41502: 標準の冗長性の構成に指定した投票ディスクの場所の数が不足しています。 
	
原因: 投票ディスク・ファイルに、十分な数の別々の場所を指定しませんでした。標準の冗長性を確保するためには、投票ディスク・ファイルに対して3つの別々の場所を指定する必要があります。


	
処置: 標準の冗長性を確保するには、投票ディスクに3つの場所を指定してください。








	INS-41503: 外部冗長性の構成に投票ディスクの場所が指定されていません。 
	
原因: 投票ディスク・ファイルの場所が指定されませんでした。外部冗長性の場合、投票ディスク・ファイルの場所を指定する必要があります。


	
処置: 外部冗長性では、投票ディスク・ファイルに1つの場所を指定してください。








	INS-41505: 投票ディスク・ファイルの場所に1つ以上の無効な文字が含まれています。 
	
原因: 投票ディスク・ファイル・パスに、1つ以上の無効な文字が含まれていました。


	
処置: 無効な文字を使用しない投票ディスク・ファイルの場所のパスを指定してください。








	INS-41506: 投票ディスクの1つ以上の場所が有効ではありません。 
	
原因: 投票ディスク・ファイルの1つ以上の場所が既存のディレクトリに配置されませんでした。


	
処置: 有効な投票ディスク・ファイルの場所を指定してください。








	INS-41508: 複数の投票ディスクの場所が同じパーティションに配置されています。 
	
原因: 投票ディスク・ファイルの標準の冗長性では、単一点障害を避けるために、各ファイルが異なるパーティションに配置されている必要があります。


	
処置: 投票ディスク・ファイルに標準の冗長性を構成するには、別々の物理パーティションにある3つの場所を指定してください。








	INS-41509: 1つ以上の投票ディスク・ファイルの場所に、重複した場所が使用されました。 
	
原因: 指定した投票ディスク・ファイルの1つ以上の場所が重複しています。各投票ディスクの場所は、別々のデバイス上にある必要があります。


	
処置: 各投票ディスク・ファイルに、別々のデバイス上の場所を指定してください。








	INS-41510: 1つ以上の投票ディスクの場所が、OCRの場所と同じです。 
	
原因: 指定した1つ以上の投票ディスクの場所が、OCRの場所と同じです。投票ディスク・ファイルは、Oracle Cluster Registry(OCR)の場所と同じ場所には配置できません。


	
処置: Oracle Cluster Registry(OCR)の場所とは異なる場所を、投票ディスク・ファイルに指定してください。








	INS-41511: 投票ディスク・ファイルに指定した1つ以上の場所が、Oracle 9iクォーラムの場所と同じです。 
	
原因: Oracle 9iクォーラムディスクが、投票ディスク・ファイルに指定した1つ以上の場所のに配置されています。


	
処置: 投票ディスク・ファイルに新しい場所を指定してください。Oracle 9iクォーラム・ディスクの場所を再利用することはできません。








	INS-41512: 投票ディスク・ファイルは、ブロック・デバイスまたは文字デバイスには配置できません。 
	
原因: 指定した投票ディスク・ファイルの場所が、ブロック・デバイスまたは文字デバイスです。


	
処置: サポートされている場所として、Oracle Automatic Storage Management、OCFS2パーティションまたはNFS共有パーティションを選択してください。








	INS-41513: 投票ディスク・ファイルの場所を、既存の投票ディスクを含むディレクトリ内には指定できません 
	
原因: 指定した1つ以上の投票ディスク・ファイルの場所に、既存の投票ディスク・ファイルがあります。


	
処置: 新しい投票ディスク・ファイルの場所を指定してください。








	INS-41514: 投票ディスク・ファイル用に指定した1つ以上の場所が使用できません。 
	
原因: 投票ディスク・ファイルを配置するために指定した1つ以上の場所に、インストールを続行するための適切な権限または所有権がありませんでした。


	
処置: 投票ディスク・ファイルの場所は、インストールを実行してしるユーザーとoraInventoryグループ・メンバーが読取り/書込み権限を持っている場所に指定してください。








	INS-41515: 投票ディスク・ファイルに対して共有ファイルシステムの領域が十分ではありません。 
	
原因: 投票ディスク・ファイルの記憶域の場所で、使用可能な領域が十分ではありませんでした。投票ディスク・ファイルには、string MB以上の空き領域が必要です。


	
処置: 少なくともstring MBの空き領域がある共有記憶域の場所を入力してください。








	INS-41516: ファイルstringはすでに存在します。インストーラにより、このファイルの置換えが試行されます。 
	
原因: 指定した投票ディスク・ファイルはすでに存在します。


	
処置: 別の場所を選択することも、インストーラによりこのファイルを置き換えることもできます。ファイルを置き換えると、現在の内容は上書きされます。








	INS-41517: ファイルstringはすでに存在します。 
	
原因: 指定した投票ディスク・ファイルはすでに存在します。


	
処置: 投票ディスク・ファイルのために指定する場所が、その場所にある投票ディスク・ファイルがをすでに持っていないことを確認してください。








	INS-41518: ファイルstringを削除できません。 
	
原因: ファイルの削除に失敗しました。


	
処置: このインストールを実行しているユーザー・アカウントに、この記憶域領域でファイルを置換する正しい権限があることを確認してください。








	INS-41519: 投票ディスクの1つ以上の場所が有効ではありません。 
	
原因: 1つ以上の投票ディスク・ファイルの場所が、すべてのノードで共有されてはいない可能性があります。


	
処置: 有効な投票ディスク・ファイルの場所を、共有のパスおよびディレクトリ上に指定してください。








	INS-41520: 高可用性を確保するために、この記憶域をハードウェア・レベルでミラー化することをお薦めします。または、「通常の冗長性」オプションを選択して、異なるディスク上にある3つの場所を指定できます。 
	
原因: 該当なし


	
処置: 該当なし








	INS-41521: 無効な投票ディスクの場所 
	
原因: 場所(string)の格納タイプが、投票ディスク・ファイルに対してサポートされていません。


	
処置: 投票ディスク・ファイルがサポートされた記憶域の場所を指定してください。








	INS-41701: oraInventoryからノード・リストの情報を取得できません。 
	
原因: Oracle Clusterwareノード・リストを、oraInventoryディレクトリにあるOracleインベントリの内容から取得できませんでした。


	
処置: インベントリが破損していないこと、およびoraInst.locのパスが正しいことを確認してください。








	INS-41702: アップグレード対象のノードが選択されていません。 
	
原因: ノードの選択が空白でした。


	
処置: ローカル・ノードとともにアップグレードするノードのリストを選択してください。








	INS-41703: ローカル・ノードがアップグレード対象のノードとして選択されていません。 
	
原因: アップグレード対象として選択したノードにローカル・ノードが含まれていませんでした。


	
処置: ローカル・ノード(インストーラを実行しているノード)を、アップグレード対象ノードとして選択してください。








	INS-41704: 選択したノードは、同じクラスタのメンバーである必要があります。次のノードがクラスタ内にありません: string。 
	
原因: 選択したノードの一部が同じクラスタにありませんでした。


	
処置: 同じクラスタからノードを選択するか、ノードstringを除外してください。








	INS-41705: クラスタの一部であるノードの1つ以上が停止しています。 
	
原因: クラスタの一部であるノードの1つ以上に到達できません。


	
処置: クラスタの一部である選択したノードが、すべて稼働していることを確認してください。








	INS-41706: アップグレードするノードのサブセットのみが選択されました。 
	
原因: アップグレードに対し、クラスタ・ノードのサブセットが選択されました。


	
処置: インストールの際、ソフトウェアはすべてのクラスタ・ノードへコピーされます。ただし、インストール設定の際に、アップグレード対象として選択したノード上でのみrootupgradeスクリプトを実行するように求められます。アップグレードを完了するには、残りのノードでrootupgradeスクリプトを実行してください。残りのノードをアップグレードするために、もう一度インストーラを起動する必要はありません。








	INS-41707: アップグレード対象として選択されていないクラスタ・メンバー・ノードがあります。 
	
原因: このサーバーに、Oracleグリッド・インフラストラクチャ・ソフトウェアの以前のリリースがこのシステム上にインストールされています。ただし、クラスタ・ノードのサブセットをアップグレード対象として選択しました。


	
処置: アップグレードを完了するには、Oracleグリッド・インフラストラクチャ・クラスタを構成するすべてのノードを選択してください。








	INS-41708: Oracle Automatic Storage Management(Oracle ASM)が、アップグレード対象として選択されていません。 
	
原因: Oracle ASMの以前のリリースがこのサーバー上にインストールされています。このインストールの一部として、Oracle ASMをアップグレードする必要があります。


	
処置: Oracle ASMアップグレード・オプションを選択して、インストールを完了してください。








	INS-41709: このサーバーにはOracle Automatic Storage Management(Oracle ASM)がインストールされていません。 
	
原因: Oracle ASMをアップグレード対象として選択しました。しかしこのサーバーにはOracle ASMがありません。


	
処置: インストールをするには、Oracle ASMをアップグレードするオプションを選択解除してください。








	INS-41710: ローリング・アップグレードを使用してOracle Automatic Storage Management(Oracle ASM)をアップグレードすることはできません。 
	
原因: Oracleグリッド・インフラストラクチャのこのリリースへのローリング・アップグレードの場合、Oracle ASMの構成済インスタンスのバージョンは互換性がありません。


	
処置: このインストールの際、Oracle ASMを記憶域に使用するすべてのデータベースが停止します。インストーラが構成ツールを実行している間はデータベースが利用できないことを考慮に入れてください。








	INS-41711: アップグレード・プロセスは、すべてのノードのアップグレードを選択した場合も一度に1つのスタック・ノードをアップグレードします。Oracle Automatic Storage Management(Oracle ASM)を利用し、Oracle Clusterwareで管理されないデータベース、またはOracle Clusterwareの手動管理ポリシーを使用するデータベースではデータベース・サービスが中断します。その他のデータベースとサービスに影響はありません。引き続き機能します。この処理を希望しない場合、アップグレードに進む前に、Oracle ClusterwareがOracle ASMを使用してデータベースを管理することを確認し、Oracle Clusterwareで管理されるデータベースで自動管理ポリシーを設定します。 
	
原因: 該当なし


	
処置: 該当なし








	INS-41712: インストーラにより、このクラスタ上のOracle Clusterwareソフトウェアは次のノードstring.で適切に機能していないことが検出されました。 
	
原因: システムに構成されたOracle Clusterwareソフトウェアは、アップグレードに適した状態ではありません。


	
処置: Oracle Clusterwareソフトウェアがアップグレードの実行に一貫性のある状態であることを確認してください。








	INS-41802: ホームstringから実行されているOracle Automatic Storage Managementのリリースを判断できません。 
	
原因: Oracle Automatic Storage Management(Oracle ASM)ホームが見つかりましたが、Oracle ASMインスタンスが起動されていませんでした。インストーラが、Oracle ASMリリースを判定できませんでした。


	
処置: ホームstringにインストールされたOracle ASMインスタンスが稼働中であることを確認してから、インストールを再試行してください。








	INS-41803: Oracle ASMのエントリは、システム・レジストリまたはoratabにありますが、ソフトウェア・ホームの場所に関連付けられていません。 
	
原因: Oracle ASMエントリがシステム・レジストリまたはoratabに指定されていましたが、Oracle ASMホームstringが見つかりませんでした。


	
処置: oratabまたはシステム・レジストリが正しいかどうか、またはインベントリが破損していないかどうかを確認してください。








	INS-41804: 以前のリリースのOracle ASMのインスタンスが実行中です。 
	
原因: サーバー上ですでに実行中のOracle ASMインスタンスがあります。


	
処置: 既存のOracle ASMインスタンスを現在のリリースにアップグレードしてください。








	INS-41806: 仮想IP名は、Single Client Access Name(SCAN)と異なっている必要があります: string 
	
原因: 仮想IP名に指定した名前が、SCANとして使用されたのと同じ名前です。


	
処置: SCANとして入力した名前と異なる名前を仮想IPとして入力してください。








	INS-41807: インストーラは、次のノードでOracle Clusterwareが稼働していないことを検出しました: string。 
	
原因: 指定したノードでOracle Clusterwareスタックの起動中にエラーが発生したか、指定したノードでrootスクリプトが実行されませんでした。


	
処置: 表示されたノードでrootスクリプトを実行してください。rootスクリプトがすでにこれらのノードで実行されている場合は、失敗した各ノードでログ・ファイルstringを調べて、Oracle Clusterwareスタックが起動していない理由を確認してください。








	INS-41808: OSASMグループに対して無効な選択である可能性があります。 
	
原因: OSASMグループに選択したグループの名前は、一般に、他のシステム権限を付与するために使用されます(例: asmdba、asmoper、dba、oper)。


	
処置: asmadminは、OSASMグループとして指定することをお薦めします。








	INS-41809: OSDBAグループに対して無効な選択である可能性があります。 
	
原因: ASMグループに対してOSDBAとして選択したグループ名は、一般にOracle Database管理者権限のために使用されます。


	
処置: asmdbaをASMグループに対するOSDBAとして指定すること、および、このグループをOracle Database OSDBAグループと同一のグループにはしないことをお薦めします。








	INS-41810: OSOPERグループに対して無効な選択である可能性があります。 
	
原因: ASMグループに対してOSOPERとして選択したグループ名は、一般にOracle Database管理者権限のために使用されます。


	
処置: asmoperをASMグループに対するOSOPERとして指定すること、および、このグループをOracle Database OSOPERグループと同一のグループにはしないことをお薦めします。








	INS-41811: OSDBA for ASMグループと、OSOPER for ASMグループが、同じOSグループです。 
	
原因: OSDBA for ASMシステム権限とOSOPER for ASMシステム権限を付与するために選択したグループが、同じグループです。


	
処置: OSDBA for ASMシステム権限とOSOPER for ASMシステム権限は、異なるOSグループに対して指定することをお薦めします。








	INS-41812: stringとOSASMは、同じOSグループです。 
	
原因: stringグループとOSASMグループに同じ値が選択されています。


	
処置: ASM管理者に対して、一意であるOSグループを選択してください。OSASMグループを、Oracle ASMアクセスまたはデータベース管理のための権限を付与するOSグループと同じにはしないでください。








	NS-41813: OSDBA for ASM、OSOPER for ASMおよびOSASMが、同じOSグループです。 
	
原因: データベース・アクセスのためにOSDBA for ASMグループ、Oracle ASMの起動とシャットダウンのためにOSOPER for ASMグループを付与するよう選択したグループが、メンバーがOracle ASM上でSYSASM権限を持っているOSASMグループと同じグループです。


	
処置: OSASM、OSDBA for ASMおよびOSOPER for ASMグループには異なるグループを選択してください。








	INS-41814: インストーラにより、Oracleグリッド・インフラストラクチャのサービスの一部がこのシステムで実行されていないことが検出されました。 
	
原因: Oracleグリッド・インフラストラクチャサービスの起動中にエラーが発生したか、またはこのサーバー上でこれらのサービスを開始するrootスクリプトを実行しなかった可能性があります。


	
処置: このサーバーでrootスクリプトを実行したことを確認してください。rootスクリプトを実行した場合は、ログ・ファイルstringを調べて、サービスを開始できなかった理由を判別してください。








	INS-41815: インストーラにより、Oracle Clusterwarestringが次のノードで実行されていないことが検出されました: string。 
	
原因: 指定したノードでOracle Clusterwareスタックの起動中にエラーが発生したか、指定したノードでrootスクリプトが実行されませんでした。Oracle Clusterwareを以前のバージョンからアップグレードする場合、指定したノードでroot upgradeスクリプトが正常に実行されないことがあります。


	
処置: 表示されたノードでrootスクリプトを実行してください。rootスクリプトがすでにこれらのノードで実行されている場合は、失敗した各ノードでログ・ファイルstringを調べて、Oracle Clusterwareスタックが起動していない理由を確認してください。








	INS-41871: ソフトウェアをインストールするために使用しているユーザー・アカウントが、次のOSグループのメンバーではありません: tring 
	
原因: インストール・ユーザーのアカウントは、インストールに必要なすべてのグループのメンバーである必要があります。


	
処置: インストール・ユーザー・グループのメンバーシップを変更して必須のOSシステム権限グループを含むようにするか、インストールの所有者がメンバーであるシステム権限OSグループを選択してください。








	INS-41872: ASM Administration Operator Group (ASMOPER)として選択したOSグループがサーバー上に存在しない可能性があります。 
	
原因: ASMOPERグループにするように選択したグループが、サーバー上、またはネットワーク・インフォメーション・サービス(NIS)内にありません。


	
処置: ASMOPERグループとして使用するグループが、サーバー上、またはNISに存在することを確認してください。存在しない場合、別のグループを作成または指定してください。








	INS-41874: 指定されたOracle ASM管理者(OSASM)グループが、インベントリ・グループと同じです。 
	
原因: OSASMグループに指定されたオペレーティング・システム・グループstringは、インベントリ・グループと同じです。


	
処置: インベントリ・グループと同じOSASMグループを使用することはお奨めできません。誤構成を避けるために、インベントリ・グループとは異なるグループを選択してください。








	INS-41875: 指定されたOracle ASM管理者(OSASM)グループが、ユーザーのプライマリ・グループと同じです。 
	
原因: OSASMグループに指定したオペレーティング・システム・グループstringは、ユーザーのプライマリ・グループと同じです。


	
処置: ユーザーのプライマリ・グループはインベントリ・グループになるため、ユーザーのプライマリ・グループと同じOSASMグループを使用することはお薦めできません。誤構成を避けるために、プライマリ・グループとは異なるグループを選択してください。








	INS-41901: Oracleグリッド・インフラストラクチャの標準インストールは、このシステム上では実行できません。 
	
原因: インストーラにより、ベンダー固有のクラスタウェアが検出されました。Oracleグリッド・インフラストラクチャの標準インストールは簡易構成で、Oracle Clusterware以外のクラスタウェアと共存するようには設計されていません。


	
処置: Oracleグリッド・インフラストラクチャに対して拡張インストールを選択してください。このオプションでは、Oracle Clusterwareが他のベンダーのclusterwareとともに動作するために必要な構成情報を指定できます。








	INS-41902: Oracleグリッド・インフラストラクチャの標準インストールは、このシステム上では実行できません。 
	
原因: このサーバー上にOracle RAC 9iリリース9.xが存在しています。Oracleグリッド・インフラストラクチャの標準インストールは簡易構成で、旧バージョンのOracle RACをサポートするようには設計されていません。


	
処置: Oracleグリッド・インフラストラクチャに対して拡張インストールを選択してください。このオプションでは、Oracle ClusterwareがOracle RACリリース9.xとともに動作するために必要な構成情報を指定できます。








	INS-42001: 同じドライブ文字stringを複数のパーティションに割り当てることはできません 
	
原因: 同じドライブ文字stringを複数のパーティションに割り当てることはできません。


	
処置: 各パーティションに異なるドライブ文字を指定してください。








	INS-42002: 指定したパーティションは使用できません。 
	
原因: 指定したパーティションは、ソフトウェア・バイナリの保存用に選択されています。


	
処置: かわりに、データファイルの保存用にフォーマットされている場所を選択してください。








	INS-42003: パーティションが選択されていません 
	
原因: パーティションが選択されなかったか、または指定されたパーティションの詳細が不完全でした。


	
処置: 1つ以上のパーティションを指定してください。各パーティションに対して、そのパーティションに割り当てたかったフォーマット・オプションとドライブ文字を選択します。








	INS-42004: 使用可能なドライブ文字がありません 
	
原因: ローカル・サーバーに、パーティションに割り当てるために使用できるドライブ文字がありませんでした。


	
処置: サーバーでドライブ文字を使用可能にしてから、インストーラを再起動してください。








	INS-42005: ドライブ文字を1つ以上のパーティションに割り当てることができません 
	
原因: 選択する各パーティションに、割り当てられたドライブ文字がある必要があります。


	
処置: 使用するすべてのパーティションにドライブ文字が構成されていることを確認してください。








	INS-42006: 選択されたドライブ文字(string)が無効であるか、使用できません。 
	
原因: ドライブ文字が無効か、既存のパーティションにすでに割り当てられています。


	
処置: 有効なドライブ文字を選択してください。








	INS-42011: oraInventoryグループに指定されたオペレーティング・システム・グループが無効です。 
	
原因: インストールを実行しているユーザー・アカウントは、プライマリ・グループとしてoraInventoryグループを持っている必要があります。


	
処置: oraInventoryグループをインストール所有者アカウントのプライマリ・グループに変更するか、インストール所有者グループを変更して、oraInventoryグループとして使用するグループが、インストール所有者のプライマリ・グループになるようにしてください。








	INS-42012: 現在のGridホームは、このホスト上の中央インベントリに登録されていません。 
	
原因: ウィザードにより、このGridホームが中央インベントリに登録されていないことが検出されました。


	
処置: クローニング操作またはattach-home操作を使用して、中央インベントリでGridホームを登録してください。








	INS-42013: インストール・ユーザーが、Gridホームを構成できません。 
	
原因: ウィザードにより、既存のGridホームが現在のユーザーID: stringを使用してインストールされなかったか、クローニングされなかったことが検出されました。


	
処置: 以前にGridホームをインストールするために使用されたユーザー・アカウントとしてウィザードを再起動するか、現在のユーザー・アカウントを使用してGridホームをもう一度クローンニングしてください。








	INS-42014: Oracleグリッド・インフラストラクチャを構成できません。 
	
原因: ウィザードは、Oracle Grid Infrastructureがこのサーバーにすでに構成されていることを検出しました。


	
処置: 構成済のインスタンスを完全に削除しないと続行できません。








	INS-42015: Gridホームにファイルがありません: string 
	
原因: Gridホームに指定されたファイルがありません。このファイルがGridホームに存在しないとウィザードを続行できません。


	
処置: ホームをもう一度クローニングしてホームをリストアするか、インストール・メディアからソフトウェアを再インストールしてください。








	INS-42016: 現在のGridホームは、ノードstring上の中央インベントリに登録されていません。 
	
原因: このGridホームは、指定したノードの一部または全部の中央インベントリに登録されていません。


	
処置: クローニング操作またはattach-home操作を使用して、指定したノード上の中央インベントリにGridホームを登録してください。この問題を修正してから、ウィザードを再起動してください。








	INS-42017: Gridホームは、次のノードと一貫性がありません:string 
	
原因: Gridホームに、指定したノードの一部または全部との一貫性がないことがウィザードにより検出されました。詳細はログ・ファイルを参照してください。


	
処置: Gridホームがすべてのノードで一貫していることを確認してください。








	INS-42018: 指定したディスク・グループが無効です。 
	
原因: 指定したディスク・グループが、指定した検出パスにありません。


	
処置: 選択したディスクの場合、ディスクが事前に割り当てられている、有効なディスク・グループ名を指定してください。また、指定した検出パスにそのディスクが含まれることも確認してください。








	INS-42019: クラスタまたはCluster Ready Serviceに対するOracleグリッド・インフラストラクチャの以前の構成済リリース・インスタンスを検出できません。 
	
原因: クラスタまたはCluster Ready Service用にOracleグリッド・インフラストラクチャの以前のリリースをアップグレードできるのは、Oracleグリッド・インフラストラクチャ構成ウィザードを使用した場合だけです。


	
処置: 構成ウィザードを使用する前に、クラスタまたはCluster Ready Serviceに対してOracleグリッド・インフラストラクチャが正しく構成されていることを確認してください。他のアップグレードも実行するには、Oracleグリッド・インフラストラクチャのインストーラを使用するか、root構成スクリプトを直接実行してください。








	INS-42020: ウィザードがGridホームのユーザーを検出できません。 
	
原因: ウィザードが既存のGridホームのユーザーを検出できません。これは、構成ファイル(string)がGridホームで変更または破損しているためです。


	
処置: 構成ファイルが正しいことを確認してください。ファイルが壊れている場合は、ホームのクローンを再作成することによってホームをリストアするか、インストール媒体からソフトウェアを再インストールしてください。








	INS-42021: SCAN名にマルチバイト文字があります 
	
原因: 通常のインストールで、SCAN名がクラスタ名としても使用されています。クラスタ名に無効なマルチバイト文字が、SCAN名で使用されています。


	
処置: クラスタ名に有効な文字が、SCAN名で使用されていることを確認してください。クラスタ名で有効な文字は、アルファベットの大小文字(a-z、A-Z)、数字(0-9)およびハイフン(-)です。








	INS-42022: クラスタ名にマルチバイト文字があります 
	
原因: マルチバイト文字はクラスタ名で使用できません。


	
処置: クラスタ名で有効な文字が使用されていることを確認してください。クラスタ名で有効な文字は、アルファベットの大小文字(a-z、A-Z)、数字(0-9)およびハイフン(-)です。








	INS-42023: Oracle Grid Infrastructureウィザードに指定されたオプションが無効です。 
	
原因: Oracle Grid Infrastructureウィザードでは、クラスタ用Oracle Grid Infrastructureの構成または既存のGrid Infrastructureのアップグレードのみサポートされます。


	
処置: サポートされたオプションが選択されていることを確認します。














125 JMS-00101からJMS-00243



	JMS-00101: 無効な送達モードです: {0} 
	
原因: 送達モードがサポートされていません。


	
処置: 有効な送達モードはAQjmsConstants.PERSISTENTまたはAQjmsConstants.NON_PERSISTENTです。









	JMS-00102: 機能: {0}はサポートされません。 
	
原因: この機能はこのリリースでサポートされていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 JMS-00104: メッセージ・ペイロードの指定が必要です 
	
原因: メッセージ・ペイロードがNULLでした。


	
処置: メッセージにNULL以外のペイロードを指定してください。









	 JMS-00105: エージェントの指定が必要です 
	
原因: AQjmsAgentオブジェクトがNULLでした。


	
処置: リモート・サブスクライバを表す有効なAQjmsAgentを指定してください。









	 JMS-00106: 1つのJMSConnectionで複数のオープン・セッションを保持することはできません。 
	
原因: コネクションにはすでに1つのオープンJMSセッションがあります。1つのコネクションで複数のオープン・セッションを保持することはできません。


	
処置: オープン・セッションをクローズし、新しいセッションをオープンしてください。









	JMS-00107: {0}では操作できません 
	
原因: 指定された操作がこのオブジェクトで許可されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	JMS-00108: 型: {0} のメッセージは、型: {1}のペイロードを含む宛先に対しては使用できません。 
	
原因: 使用されているメッセージ型と宛先に指定されたペイロード型が一致しませんでした。


	
処置: この宛先を含むキュー表に指定されたペイロードにマップするメッセージ型を使用してください。









	JMS-00109: クラスが見つかりません: {0} 
	
原因: 指定されたクラスが見つかりませんでした。


	
処置: CLASSPATHにクラスが含まれていることを確認してください。









	 JMS-00110: プロパティ: {0}は書込み不可です。 
	
原因: 読取り専用メッセージのヘッダー・フィールドまたはプロパティを更新しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 JMS-00111: 接続の指定が必要です。 
	
原因: 接続オブジェクトがNULLでした。


	
処置: NULL以外のJDBC接続を指定してください。









	 JMS-00112: 接続が無効です。 
	
原因: JDBC接続が無効です。


	
処置: NULL以外のOracle JDBC接続を指定してください。









	 JMS-00113: 接続が停止状態です。 
	
原因: 停止状態の接続のメッセージを受信しようとしました。


	
処置: 接続を開始してください。









	 JMS-00114: 接続はクローズされています。 
	
原因: クローズしている接続を使用しようとしました。


	
処置: 新しい接続を作成してください。









	 JMS-00115: コンシューマはクローズされています。 
	
原因: クローズしているコンシューマを使用しようとしました。


	
処置: 新しいメッセージ・コンシューマを作成してください。









	 JMS-00116: サブスクライバ名の指定が必要です。 
	
原因: サブスクライバ名がNULLでした。


	
処置: NULL以外のサブスクリプション名を指定してください。









	 JMS-00117: 変換に失敗しました - 無効なプロパティ型です 
	
原因: プロパティをリクエストされた型に変換中にエラーが発生しました。


	
処置: プロパティのデータ型に対応するメソッドで取得してください。









	 JMS-00119: 無効なプロパティ値です。 
	
原因: 指定されたプロパティの値が無効です。


	
処置: 設定されているプロパティの適切な型の値を使用してください。









	JMS-00120: デキューに失敗しました。 
	
原因: メッセージの受信中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、JMSException内のメッセージとリンクしているSQLExceptionを参照してください。









	 JMS-00121: DestinationPropertyの指定が必要です。 
	
原因: キュー/トピックの作成中にNULLのAQjmsDestinationPropertyが指定されました。


	
処置: 宛先にNULL以外のAQjmsDestinationPropertyを指定してください。









	 JMS-00123: 間隔は{0}秒以上で設定してください 
	
原因: 無効な間隔が指定されました。


	
処置: 30秒より大きい間隔を指定してください。









	 JMS-00124: 無効なデキュー・モードです 
	
原因: 無効なデキュー・モードが指定されました。


	
処置: 無効なデキュー・モードは、AQConstants.DEQUEUE_BROWSE、AQConstants.DEQUEUE_REMOVE、AQConstants.DEQUEUE_LOCKED、AQConstants.DEQUEUE_REMOVE_NODATAです。









	 JMS-00125: 無効なキューが指定されました。 
	
原因: 無効なキュー・オブジェクトが指定されました。


	
処置: 有効なキュー・ハンドルを指定してください。









	 JMS-00126: 無効な項目が指定されました。 
	
原因: 無効なトピック・オブジェクトが指定されました。


	
処置: 有効なトピック・ハンドルを指定してください。









	JMS-00127: 無効な宛先です 
	
原因: 無効な宛先オブジェクトが指定されました。


	
処置: 有効な宛先(キュー/トピック)オブジェクトを指定してください。









	 JMS-00128: 無効なナビゲーション・モードです 
	
原因: 無効なナビゲーション・モードが指定されました。


	
処置: 有効なナビゲーション・モードは、AQjmsConstants.NAVIGATION_FIRST_MESSAGE、AQjmsConstants.NAVIGATION_NEXT_MESSAGE、AQjmsConstants.NAVIGATION_NEXT_TRANSACTIONです。









	 JMS-00129: 無効なペイロード型です。 
	
原因: 使用されているメッセージ型と宛先に指定されたペイロード型が一致しませんでした。


	
処置: この宛先を含むキュー表に指定されたペイロードにマップするメッセージ型を使用してください。ADTメッセージの場合は、適切なCustomDatum/ORADataファクトリを使用してメッセージ・コンシューマを作成してください。









	 JMS-00130: JMSキューはマルチ・コンシューマには使用できません。 
	
原因: JMSキューとしてAQマルチ・コンシューマ・キューを取得しようとしました。


	
処置: JMSキューはマルチ・コンシューマには使用できません。









	 JMS-00131: セッションはクローズされています。 
	
原因: クローズしているセッションを使用しようとしました。


	
処置: 新しいセッションをオープンしてください。









	 JMS-00132: プロパティの最大数{0}を超えました 
	
原因: メッセージのユーザー定義プロパティの最大数を超えました


	
処置: 処置は必要ありません。









	 JMS-00133: メッセージの指定が必要です。 
	
原因: 指定されたメッセージがNULLでした。


	
処置: NULL以外のメッセージを指定してください。









	 JMS-00134: 名前の指定が必要です。 
	
原因: 指定されたキューまたはキュー表名がNULLでした。


	
処置: NULL以外の名前を指定してください。









	 JMS-00135: ドライバ{0}はサポートされません。 
	
原因: 指定されたドライバがサポートされていません。


	
処置: 有効なドライバは、OCI8およびThinです。kprbドライバを使用してgetDefaultConnection()によるkprb接続を取得するには、静的なcreateTopicConnectionおよびcreateQueueConnectionメソッドを使用してください。









	 JMS-00136: ペイロード・ファクトリは、ADTペイロードを持つ宛先にのみ指定できます。 
	
原因: ADTペイロードを含まない宛先のコンシューマに対して、CustomDatumFactory/ORADataFactoryが指定されました。


	
処置: SYS.AQ$_JMS_TEXT_MESSAGE、SYS.AQ$_JMS_BYTES_MESSAGE、SYS.AQ$_JMS_MAP_MESSAGE、SYS.AQ$_JMS_OBJECT_MESSAGE、SYS.AQ$_JMS_STREAM_MESSAGE型のペイロードを含む宛先に対して、このフィールドをNULLに設定する必要があります。









	 JMS-00137: ペイロード・ファクトリは、ADTペイロードを持つ宛先に対して指定する必要があります。 
	
原因: ADTペイロードを含む宛先にCustomDatumFactory/ORADataFactoryが指定されませんでした。


	
処置: ADTメッセージを含む宛先には、宛先のSQL ADT型にマップされるJavaクラスのCustomDatumFactory/ORADataFactoryを指定する必要があります。









	 JMS-00138: プロデューサはクローズされています。 
	
原因: クローズしているプロデューサを使用しようとしました。


	
処置: 新しいメッセージ・プロデューサを作成してください。









	 JMS-00139: プロパティ名の指定が必要です。 
	
原因: プロパティ名がNULLでした。


	
処置: NULL以外のプロパティ名を指定してください。









	 JMS-00140: 無効なSystemプロパティです。 
	
原因: 無効なシステム・プロパティ名が指定されました。


	
処置: 有効なJMSシステム・プロパティのいずれかを指定してください。









	 JMS-00142: JMS項目はマルチ・コンシューマ対応のキュー表で作成する必要があります。 
	
原因: シングル・コンシューマ・キュー表のJMSトピックを作成しようとしました。


	
処置: マルチ・コンシューマを使用できるキュー表にのみ、JMSトピックを作成できます。









	 JMS-00143: キューの指定が必要です。 
	
原因: NULLのキューが指定されました。


	
処置: NULL以外のキューを指定してください。









	 JMS-00144: JMSキューはマルチ・コンシューマ対応のキュー表では作成できません。 
	
原因: マルチ・コンシューマ・キュー表のJMSキューを作成しようとしました。


	
処置: マルチ・コンシューマを使用できないキュー表にのみ、JMSキューを作成できます。









	 JMS-00145: 無効な受信者リストです。 
	
原因: 指定された受信者リストが空でした。


	
処置: 少なくとも1つの受信者を含む受信者リストを指定してください。









	JMS-00146: 登録に失敗しました。 
	
原因: TypeMapの型の登録中にエラーが発生しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 JMS-00147: ReplyTo宛先タイプが無効です 
	
原因: ReplyTo宛先オブジェクトが無効です。


	
処置: ReplyTo宛先にAQjmsAgent型またはAQjmsDestination型を使用する必要があります。AQjmsAgentを使用する場合、そのnameにJMSReplyToは指定できません(これは、AQjmsDestinationオブジェクトの予約名と見なされています)。AQjmsDestinationを使用する場合は、文字列とのシリアライズが可能である必要があります。









	 JMS-00148: プロパティ名のサイズが制限を超えています 
	
原因: プロパティ名が最大サイズを超えています。


	
処置: 100文字未満のプロパティ名を指定してください。









	 JMS-00149: サブスクライバの指定が必要です。 
	
原因: 指定されたサブスクライバがNULLでした。


	
処置: NULL以外のサブスクライバを指定してください。









	 JMS-00150: プロパティはサポートされません。 
	
原因: サポートされていないプロパティを使用しようとしました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 JMS-00151: 項目の型はEXCEPTIONにできません。 
	
原因: トピックの型はAQjmsConstants.EXCEPTIONにできません。


	
処置: AQjmsConstants.NORMAL型のトピックを指定してください。









	 JMS-00153: Systemプロパティの型が無効です。 
	
原因: 指定された値の型が設定されているシステム・プロパティに定義された型と一致しません。


	
処置: システム・プロパティの設定に正しい型を使用してください。









	 JMS-00154: SEQUENCE DEVIATIONの値が無効です。 
	
原因: 順序逸脱が無効です。


	
処置: 有効な値は、AQEnqueueOption.DEVIATION_BEFORE、AQEnqueueOption.DEVIATION_TOPです。









	JMS-00155: AQ例外{0} 
	
原因: AQ Javaレイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、JMSException内のメッセージとリンクしている例外を参照してください。









	JMS-00156: 無効なクラス: {0} 
	
原因: 指定されたクラスが無効です。


	
処置: 指定したクラスがCLASSPATHに含まれていることを確認してください。









	JMS-00157: I/O例外{0} 
	
原因: IO例外です。


	
処置: 詳細は、JMSExceptionのメッセージを参照してください。









	JMS-00158: SQL例外: {0} 
	
原因: SQL例外です。


	
処置: 詳細は、リンクしているSQLException内のメッセージを参照してください。









	JMS-00159: 無効なセレクタ: {0} 
	
原因: 指定されたセレクタが無効か長すぎます。


	
処置: セレクタの構文を確認してください。









	JMS-00160: EOF例外: {0} 
	
原因: バイト・ストリームの読込み中にEOF例外が発生しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	JMS-00161: メッセージ形式例外: {0} 
	
原因: 指定された型へのストリーム・データの変換中にエラーが発生しました。


	
処置: ストリームで予期されるデータの型を確認し、適切な読込みメソッドを使用してください。









	 JMS-00162: メッセージは読取り不可です。 
	
原因: メッセージが書込み専用モードです。


	
処置: リセット・メソッドをコールして、メッセージを読取り可能にしてください。









	 JMS-00163: メッセージは書込み不可です。 
	
原因: メッセージが読取り専用モードです。


	
処置: clearBodyメソッドを使用して、メッセージを書込み可能にしてください。









	 JMS-00164: そのような要素はありません 
	
原因: 指定された名前の要素がマップ・メッセージで見つかりませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 JMS-00165: プロパティ値が最大サイズを超えています 
	
原因: プロパティの値が使用できる最大長を超えました


	
処置: JMS定義プロパティの値は、最大100を設定できます。ユーザー定義プロパティの値は、最大2000を設定できます。









	 JMS-00166: 項目の指定が必要です。 
	
原因: 指定された項目がNULLでした。


	
処置: NULL以外のトピックを指定してください。









	 JMS-00167: ペイロード・ファクトリまたはSql_data_classの指定が必要です。 
	
原因: ペイロード・ファクトリまたはSql_data_classがオブジェクト・ペイロードを含むキューに指定されていません。


	
処置: キューに定義されたADT型にマップされるJavaオブジェクトのCustomDatumFactory/ORADataFactoryまたはSQLDataクラスを指定してください。









	 JMS-00168: ペイロード・ファクトリとsql_data_classの両方は指定できません。 
	
原因: CustomDatumFactory/ORADataFactoryクラスおよびSQLDataクラスの両方がデキュー中に指定されました。


	
処置: キューに定義されたADT型にマップされるJavaオブジェクトのCustomDatumFactory/ORADataFactoryまたはSQLDataクラスを指定してください。









	 JMS-00169: Sql_data_classはNULLにできません。 
	
原因: 指定されたSQLDataクラスがNULLです。


	
処置: キューに定義されたADT型にマップされるSQLDataクラスを指定してください。









	JMS-00171: {0}を含んだメッセージが定義されていません。 
	
原因: メッセージのペイロード型が無効です。


	
処置: キューが定義されてRAWまたはOBJECTペイロードが含まれているかどうかを確認し、メッセージの適切なペイロード型を使用してください。









	JMS-00172: 複数のキュー表が問合せに一致しています: {0} 
	
原因: 複数のキュー表が問合せと一致します。


	
処置: 所有者およびキュー表名を指定してください。









	 JMS-00173: キュー表: {0} が見つかりません。 
	
原因: 指定されたキュー表が見つかりませんでした。


	
処置: 有効なキュー表を指定してください。









	 JMS-00174: オブジェクト・ペイロードとともにキューのクラスを指定する必要があります。Use dequeue(deq_option, payload_fact)またはdequeue(deq_option, sql_data_cl)を使用してください。 
	
原因: このデキュー・メソッドを使用して、OBJECTペイロードとともにキューからデキューできません。


	
処置: dequeue(deq_option, payload_fact)またはdequeue(deq_option, sql_data_cl)のいずれかを使用してください。









	 JMS-00175: デキュー・オプションの指定が必要です。 
	
原因: 指定されたDequeueOptionがNULLです。


	
処置: NULL以外のデキュー・オプションを指定してください。









	 JMS-00176: エンキュー・オプションの指定が必要です。 
	
原因: 指定されたEnqueueOptionがNULLです。


	
処置: NULL以外のエンキュー・オプションを指定してください。









	 JMS-00177: 無効なペイロード・タイプ: ロー・ペイロード・キューにはdequeue(deq_option)を使用してください。 
	
原因: このメソッドを使用して、RAWペイロードとともにキューからデキューできません。


	
処置: dequeue(deq_option)メソッドを使用してください。









	JMS-00178: 無効なキュー名です - {0} 
	
原因: 指定されたキュー名がNULLまたは無効です。


	
処置: NULLではないキュー名を指定してください。キュー名をスキーマ名で修飾しないでください。スキーマ名は、所有者パラメータの値として指定する必要があります。









	JMS-00179: 無効なキュー表名です - {0} 
	
原因: 指定されたキュー表名がNULLまたは無効です。


	
処置: NULLではないキュー表名を指定してください。キュー表名をスキーマ名で修飾しないでください。スキーマ名は、所有者パラメータの値として指定する必要があります。









	 JMS-00180: 無効なキュー・タイプです。 
	
原因: キュー・タイプが無効です。


	
処置: 無効なタイプは、AQConstants.NORMALまたはAQConstants.EXCEPTIONです。









	 JMS-00181: wait_timeの値が無効です 
	
原因: wait型の値が無効です。


	
処置: 待機時間には、AQDequeueOption.WAIT_FOREVER、AQDequeueOption.WAIT_NONE、または0より大きい値を使用できます。









	 JMS-00182: 問合せで複数のキューが一致しています。 
	
原因: 複数のキューが問合せと一致します。


	
処置: キューの所有者および名前の両方を指定してください。









	 JMS-00183: AQドライバが登録されていません。 
	
原因: AQDriverが登録されていません。


	
処置: AQ Javaドライバが登録されていることを確認してください。Class.forName("oracle.AQ.AQOracleDriver")を使用してください。









	 JMS-00184: キュー・オブジェクトが無効です。 
	
原因: キュー・オブジェクトが無効です。


	
処置: 基になるJDBC接続がクローズしている可能性があります。キュー・ハンドルを再取得してください。









	 JMS-00185: QueuePropertyの指定が必要です。 
	
原因: 指定されたAQQueuePropertyがNULLです。


	
処置: NULL以外のAQQueuePropertyを指定してください。









	 JMS-00186: QueueTablePropertyの指定が必要です。 
	
原因: 指定されたQueueTablePropertyがNULLです。


	
処置: NULL以外のAQQueueTablePropertyを指定してください。









	 JMS-00187: キュー表の指定が必要です。 
	
原因: 指定されたキュー表がNULLです。


	
処置: NULL以外のキュー表を指定してください。









	 JMS-00188: QueueTableオブジェクトが無効です。 
	
原因: キュー表オブジェクトが無効です。


	
処置: 基になるJDBC接続がクローズしている可能性があります。キュー表ハンドルを再取得してください。









	 JMS-00189: バイト配列が小さすぎます。 
	
原因: 指定されたバイト配列が小さすぎて要求されたデータを格納できません。


	
処置: 要求されたデータの格納に十分なバイト配列を指定してください。または、要求された長さを短くしてください。









	 JMS-00190: キュー: {0} が見つかりません。 
	
原因: 指定されたキューが見つかりませんでした。


	
処置: 有効なキューを指定してください。









	 JMS-00191: sql_data_clはSQLDataインタフェースを実装しているクラスであることが必要です。 
	
原因: 指定されたクラスは、java.sql.SQLDataインタフェースをサポートしていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 JMS-00192: 無効な可視性値です 
	
原因: 指定された可視性値が無効です。


	
処置: 有効な値は、AQConstants.VISIBILITY_ONCOMMIT、AQConstants.VISIBILITY_IMMEDIATEです。









	 JMS-00193: JMSキューにRAW型のペイロードを含めることはできません。 
	
原因: RAWペイロードとともにJMSキューを作成しようとしました。


	
処置: JMSキュー/トピックにRAWペイロードを含めることはできません。









	 JMS-00194: セッション・オブジェクトが無効です。 
	
原因: セッション・オブジェクトが無効です。


	
処置: 基になるJDBC接続がクローズしている可能性があります。新しいセッションを作成してください。









	 JMS-00195: 無効なオブジェクト型: オブジェクトはCustomDatum/ORADataまたはSQLDataインタフェースを実装する必要があります 
	
原因: 指定されたオブジェクト型が無効です。


	
処置: CustomDatum/ORADataまたはSQLDataインタフェースをオブジェクトに実装する必要があります。









	 JMS-00196: 1つのJMSセッションで同じ宛先のオープンQueueBrowserを複数保持することはできません。 
	
原因: このセッションのこのキューにオープンしているQueueBrowserがすでに存在します。


	
処置: 特定のセッションの同じキューに複数のキュー・ブラウザを使用できません。既存のQueueBrowserをクローズして、新しいQueueBrowserをオープンしてください。









	 JMS-00197: リモート・サブスクライバに対するエージェント・アドレスの指定が必要です。 
	
原因: リモート・サブスクライバのアドレス・フィールドがNULLです。


	
処置: アドレス・フィールドにリモート・トピックの完全修飾名を含める必要があります。









	 JMS-00199: メッセージの非同期受信の登録に失敗しました。 
	
原因: コンシューマ向けメッセージの非同期受信に対して、データベースの登録に失敗しました。


	
処置: 詳細は、リンクしている例外のエラー・メッセージを参照してください。









	 JMS-00200: 宛先の指定が必要です。 
	
原因: 宛先がNULLです。


	
処置: NULL以外の宛先を指定してください。









	 JMS-00201: すべての受信者をrecipient_listに指定する必要があります。 
	
原因: 受信者リストの複数の要素がNULLです。


	
処置: 受信者リストのすべてのAQjmsAgentを指定する必要があります。









	 JMS-00202: メッセージの非同期受信の登録解除に失敗しました。 
	
原因: 非同期受信のデータベースのコンシューマの登録解除中にエラーが発生しました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 JMS-00203: ペイロード・ファクトリの指定が必要です。 
	
原因: NULLのペイロード・ファクトリが指定されました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 JMS-00204: AQ JNIレイヤーでエラーが発生しました 
	
原因: JNIエラーです。


	
処置: 詳細は、リンクしている例外のエラー・メッセージを確認してください。









	JMS-00205: ネーミング例外 
	
原因: ネーミング例外です。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 JMS-00206: XA例外XAError-{0} :: OracleError-{1} 
	
原因: XAレイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、リンクしているXAException内のメッセージを参照してください。









	JMS-00207: JMS例外{0} 
	
原因: JMSレイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、リンクしているJMSException内のメッセージを参照してください。









	JMS-00208: XML SQL例外 
	
原因: XML SQLレイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、リンクしているAQxmlException内のメッセージを参照してください。









	JMS-00209: XML SAX例外 
	
原因: XML SAXレイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、リンクしているAQxmlException内のメッセージを参照してください。









	 JMS-00210: XML解析例外 
	
原因: XMLパーサー・レイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、リンクしているAQxmlException内のメッセージを参照してください。









	 JMS-00220: 接続できなくなりました 
	
原因: データベースに接続できなくなりました。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 JMS-00221: 接続プールに使用可能な物理データベース接続がありません 
	
原因: 指定された操作を実行するために、OCI接続プールに使用可能な物理データベース接続がありませんでした。


	
処置: 後で操作を実行してください。









	 JMS-00222: 無効なペイロード・ファクトリ型です 
	
原因: ペイロード・ファクトリはCustomDatumFactory型またはORADataFactory型である必要があります。


	
処置: CustomDatumFactory/ORADataFactory型のいずれか1つを使用してください。









	 JMS-00223: ペイロード・ファクトリはSys.AnyDataペイロードを持つ宛先に対してNULLである必要があります - かわりにタイプマップを使用します 
	
原因: SYS.ANYDATAペイロードを含む宛先のコンシューマに対してCustomDatumFactory/ORADataFactoryが指定されました。


	
処置: このフィールドは、SYS.AnyData型のペイロードを含む宛先に対してNULLに設定する必要があります。セッションのタイプマップにORADataFactory(s)を登録する必要があります。









	 JMS-00224: タイプマップが無効です - Sys.AnyDataの宛先からメッセージを受信するにはSQLType/OraDataFactoryマッピングを移入する必要があります 
	
原因: セッションのタイプマップがNULLまたは空になっています。 Sys.AnyData型の宛先の場合、タイプマップはキュー/トピックに格納されている可能性のあるすべての型に対してOraDataFactoryオブジェクトを含める必要があります。


	
処置: AQjmsSession.getTypeMap()メソッドを使用してタイプマップを取得してください。さらに、put()メソッドを使用してSQLType名とそれに対応するOraDataFactoryオブジェクトを登録してください。









	 JMS-00225: JDBCドライバが無効です - この操作にはOCIドライバを使用する必要があります 
	
原因: Sys.AnyDataのキュー/トピックに対してこのJDBCドライバを使用する操作はサポートされていません。


	
処置: JDBC OCIドライバを使用して、Sys.AnyDataのキュー/トピックからのメッセージを受信してください。









	 JMS-00226: ヘッダーのみのメッセージには本文がありません 
	
原因: ヘッダーのみのメッセージには本文がないため、本文の消去、変更または問合せを行うことはできません。


	
処置: 読取り専用メッセージの本文にアクセスしたり、変更しないでください。









	 JMS-00227: トランザクションが未処理のJMSセッションへのコミットは無効です 
	
原因: トランザクションが未処理のJMSセッションでコミット・メソッドを起動しようとしましたが、その起動は無効です。


	
処置: 現在のJMSセッションでのコミット・メソッドの起動を削除してください。









	 JMS-00228: トランザクションが未処理のJMSセッションへのロールバックは無効です 
	
原因: トランザクションが未処理のJMSセッションでロールバック・メソッドを起動しようとしましたが、その起動は無効です。


	
処置: 現在のJMSセッションでのロールバック・メソッドの起動を削除してください。









	 JMS-00229: {0}を指定する必要があります。 
	
原因: 指定したパラメータがNULLでした。


	
処置: パラメータにNULL以外の値を指定してください。









	 JMS-00230: アクティブなTopicSubscriberの永続サブスクリプションでの不正な操作 
	
原因: 永続サブスクリプションにアクティブなTopicSubscriberがある間に、その永続サブスクリプションをサブスクライブ解除、変更または作成しようとしました。


	
処置: 有効なTopicSubscriberをクローズして、再試行してください。









	 JMS-00231: 一時的な宛先にあるコンシューマは、同一のものに属する必要があります。 
	
原因: 指定したパラメータがNULLでした。


	
処置: パラメータにNULL以外の値を指定してください。









	 JMS-00232: 無効なユーザー/パスワードがJMS接続で指定されました。 
	
原因: 無効なユーザー/パスワードが接続に指定されました。


	
処置: 接続に有効なユーザー/パスワードを指定してください。









	 JMS-00233: 必要なサブスクライバ情報が使用可能ではありません 
	
原因: getDurableSubscriberメソッドで取得され、メモリー内マップに対応する情報を持たないサブスクライバからサブスクライバ情報を取得しようとしました。


	
処置: このようなサブスクライバからサブスクライバ情報を取得しないでください。









	 JMS-00234: この操作は現行のメッセージング・ドメインでは許可されていません 
	
原因: 現行のメッセージング・ドメインで許可されない操作を実行します。


	
処置: この操作を現行のメッセージング・ドメインで実行しないでください。









	 JMS-00235: 永続サブスクライバ名を非サブスクライブ・メソッドのトピックにリンクすることはできません。 
	
原因: OJMSでは、指定された永続サブスクライバ名をトピックにリンクできません。このため、非サブスクライブ・メソッドが失敗しました。


	
処置: ユーザーがトピック名を指定できる別の非サブスクライブ・メソッドを使用してください。









	 JMS-00236: OJMSで無効なOCIハンドルが見つかりました。 
	
原因: OJMSは、JDBC OCIドライバを使用しているときに無効なOCIハンドルを検出しました。


	
処置: OJMSがまだ操作している間に、基礎となるJDBC接続がクローズされないようにしてください。









	 JMS-00237: メッセージ・リスナーのスレッドを起動できません。 
	
原因: OJMSはメッセージ・リスナーの新しいスレッドを起動できません。


	
処置: スレッドがユーザー指定のスレッド・プロキシにより起動されているかどうか、スレッド・プロキシ・コードを確認してください。









	 JMS-00238: トランザクションが処理済のJMSセッションへのリカバリは無効です 
	
原因: トランザクションが処理済のJMSセッションでリカバリ・メソッドを起動しようとしましたが、その起動は無効です。


	
処置: トランザクションが処理済のJMSセッションでは、リカバリ・メソッドのかわりにロールバック・メソッドを使用してください。









	 JMS-00239: XAセッションへの{0}メソッドのコールは無効です。 
	
原因: XAセッションでコミット・メソッドまたはロールバック・メソッドを起動しようとしましたが、その起動は無効です。


	
処置: JTAを使用して分散トランザクションをコミットまたはロールバックしてください。









	 JMS-00240: 他の操作の後のsetClientIDのコールは無効です。 
	
原因: この接続で他の操作が行われた後でConnection.setClientIDメソッドを不正にコールしようとしました。


	
処置: クライアントIDを設定したあとで、接続上でその他の操作を実行してください。









	 JMS-00241: コンシューマが使用している場合、一時的な宛先の削除は無効です。 
	
原因: 既存のコンシューマがまだ使用している間に、一時的な宛先を不正に削除しようとしました。


	
処置: コンシューマをクローズしてから、一時的な宛先を削除してください。









	 JMS-00242: 即時可視化および3フェーズ・エンキュー・プロセスの両方を使用したメッセージのエンキューは無効です。 
	
原因: 即時可視化と3フェーズ・エンキュー・プロセスの両方を使用してメッセージを不正にエンキューしようとしました。


	
処置: システム・プロパティoracle.jms.useTemplobsForEnqueueを終了してください。









	 JMS-00243: トピック: {0} が見つかりません。 
	
原因: 指定したトピックが見つかりません。


	
処置: 有効なトピックを指定してください。
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	 JMS-00400: 宛先名を指定する必要があります 
	
原因: 宛先名にNULLが指定されました。


	
処置: NULL以外の宛先名を指定してください。









	JMS-00402: クラスが見つかりません: {0} 
	
原因: 指定されたクラスが見つかりませんでした。


	
処置: CLASSPATHにクラスが含まれていることを確認してください。









	JMS-00403: I/O例外{0} 
	
原因: IO例外です。


	
処置: 詳細は、AQxmlExceptionのメッセージを参照してください。









	 JMS-00404: XML解析例外 
	
原因: XMLパーサー・レイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、リンクしているAQxmlException内のメッセージを参照してください。









	 JMS-00405: XML SAX例外 
	
原因: XML SAXレイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、リンクしているAQxmlException内のメッセージを参照してください。









	JMS-00406: JMS例外{0} 
	
原因: JMSレイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、リンクしているJMSException内のメッセージを参照してください。









	JMS-00407: {0}では操作できません 
	
原因: 指定された操作がこのオブジェクトで許可されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 JMS-00408: 変換に失敗しました - 無効なプロパティ型です 
	
原因: プロパティをリクエストされた型に変換中にエラーが発生しました。


	
処置: プロパティのデータ型に対応するメソッドで取得してください。









	 JMS-00409: そのような要素はありません 
	
原因: 指定された名前の要素がマップ・メッセージで見つかりませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。









	 JMS-00410: XML SQL例外 
	
原因: JDBC SQLレイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、リンクしているSQLException内のメッセージを参照してください。









	 JMS-00411: ペイロードの主要部はNULLにできません 
	
原因: 無効な主要部の文字列またはドキュメントが指定されました。


	
処置: NULL以外の主要部文字列またはドキュメントを指定してください。









	 JMS-00412: バイト変換に失敗しました 
	
原因: 無効なユーザー名/パスワードが指定されました。


	
処置: NULL以外のユーザー名およびパスワードを指定してください。









	 JMS-00413: 操作には自動コミットできません 
	
原因: この操作に自動コミット・フラグを設定できません。


	
処置: 自動コミット・フラグを設定しないでください。









	 JMS-00414: 宛先の所有者を指定する必要があります 
	
原因: 宛先の所有者にNULLが指定されました。


	
処置: NULL以外の宛先名を指定してください。









	 JMS-00415: 無効な可視性値です 
	
原因: 指定された可視性値が無効です。


	
処置: 有効な値は、AQxmlConstants.VISIBILITY_ONCOMMIT、AQxmlConstants.VISIBILITY_IMMEDIATEです。









	 JMS-00416: 無効なデキュー・モードです 
	
原因: 無効なデキュー・モードが指定されました。


	
処置: 有効なデキュー・モードは、AQxmlConstants.DEQUEUE_BROWSE、AQxmlConstants.DEQUEUE_REMOVE、AQxmlConstants.DEQUEUE_LOCKED、AQxmlConstants.DEQUEUE_REMOVE_NODATAです。









	 JMS-00417: 無効なナビゲーション・モードです 
	
原因: 無効なナビゲーション・モードが指定されました。


	
処置: 有効なナビゲーション・モードはAQxmlConstants.NAVIGATION_FIRST_MESSAGE、AQxmlConstants.NAVIGATION_NEXT_MESSAGE、AQxmlConstants.NAVIGATION_NEXT_TRANSACTIONです。









	 JMS-00418: wait_timeの値が無効です 
	
原因: wait型の値が無効です。


	
処置: 待機時間には、AQDequeueOption.WAIT_FOREVER、AQDequeueOption.WAIT_NONE、または0より大きい値を使用できます。









	JMS-00419: ConnectionPoolDataSourceが無効です 
	
原因: NULLまたは無効なConnectionPoolDataSourceが指定されました。


	
処置: 正しいURLとユーザー/パスワードの有効なOracleConnectionPoolDataSourceオブジェクトを指定してください。









	 JMS-00420: cache_sizeの値が無効です 
	
原因: 無効なcache_sizeが指定されました。


	
処置: キャッシュ・サイズに0より大きい値を指定する必要があります。









	 JMS-00421: cache_schemeの値が無効です 
	
原因: 無効なキャッシュ・スキームが指定されました。


	
処置: 有効なキャッシュ・スキームはOracleConnectionCacheImpl.DYNAMIC_SCHEME OracleConnectionCacheImpl.FIXED_WAIT_SCHEMEです。









	JMS-00422: 無効なタグです - {0} 
	
原因: XMLドキュメントで無効なタグが検出されました。


	
処置: XMLドキュメントがAQスキーマに準拠していることを確認してください。









	JMS-00423: 無効な値です 
	
原因: 無効な値が指定されました。


	
処置: XMLドキュメントに指定された値がAQスキーマで指定された値に準拠していることを確認してください。









	 JMS-00424: 無効なメッセージ・ヘッダーです 
	
原因: 指定されたメッセージ・ヘッダーがNULLまたは無効です。


	
処置: 有効なメッセージ・ヘッダーを指定してください。









	 JMS-00425: プロパティ名の指定が必要です。 
	
原因: プロパティ名がNULLでした。


	
処置: NULL以外のプロパティ名を指定してください。









	 JMS-00426: プロパティが存在しません。 
	
原因: 無効なプロパティ名が指定されました。プロパティが存在しません。


	
処置: プロパティが存在しません。









	 JMS-00427: サブスクライバ名の指定が必要です。 
	
原因: サブスクライバ名がNULLでした。


	
処置: NULL以外のサブスクリプション名を指定してください。









	 JMS-00428: 有効なメッセージを指定する必要があります 
	
原因: メッセージがNULLでした。


	
処置: NULL以外のメッセージを指定してください。









	 JMS-00429: 登録オプションを指定する必要があります 
	
原因: 登録オプションがNULLです。


	
処置: NULL以外の登録オプションを指定してください。









	 JMS-00430: データベース・リンクを指定する必要があります 
	
原因: データベース・リンクがNULLです。


	
処置: NULL以外の登録オプションを指定してください。









	 JMS-00431: 順序番号を指定する必要があります 
	
原因: 登録オプションがNULLです。


	
処置: NULL以外の登録オプションを指定してください。









	 JMS-00432: ステータスを指定する必要があります 
	
原因: ステータス・オプションがNULLです。


	
処置: NULL以外の登録オプションを指定してください。









	 JMS-00433: ユーザーが認証されていません 
	
原因: ユーザーが認証されていません。


	
処置: 認証されたユーザーを指定してください。









	 JMS-00434: 無効なデータ・ソースです 
	
原因: データ・ソースがNULLまたは無効です。


	
処置: 有効なデータ・ソースを指定してください。









	 JMS-00435: スキーマの位置が無効です 
	
原因: スキーマの位置がNULLまたは無効です。


	
処置: スキーマの有効なURLを指定してください。









	JMS-00436: AQ例外 
	
原因: AQ Javaレイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、AQxmlException内のメッセージとリンクしている例外を参照してください。









	JMS-00437: 無効な宛先です 
	
原因: 無効な宛先オブジェクトが指定されました。


	
処置: 有効な宛先(キュー/トピック)オブジェクトを指定してください。









	 JMS-00438: AQエージェント{0}は有効なデータベース・ユーザーに対してマップされていません 
	
原因: 指定されたAQエージェントが要求された操作を実行する権限を持つデータベース・ユーザーにマップされていません。


	
処置: dbms_aqadm.enable_db_accessを使用して、必要なキューの権限を持つデータベース・ユーザーにエージェントをマップしてください。









	 JMS-00439: 無効なスキーマ・ドキュメントです 
	
原因: 指定されたスキーマ・ドキュメントが有効ではありません。


	
処置: スキーマ・ドキュメントの有効なURLを指定してください。









	 JMS-00440: 無効な操作 - エージェント{0}は複数のデータベース・ユーザーに対してマップします 
	
原因: AQエージェントは、同じセッション内の複数のデータベース・ユーザーに対してマップしました。


	
処置: AQエージェントを1つのデータベース・ユーザーのみにマップしてください。このエージェントにマップしているデータベース・ユーザーのaq$internet_usersビューを確認してください。









	 JMS-00441: {0}はNULLにできません 
	
原因: 指定したパラメータがNULLでした。


	
処置: NULL以外の値を指定してください。









	 JMS-00442: エージェント名およびアドレスはNULLにできません 
	
原因: 名前とアドレスのパラメータが両方ともNULLに指定されました。


	
処置: 名前またはアドレスにNULL以外の値を指定してください。









	 JMS-00443: IMMEDIATE可視性モードはこのキュー/項目ではサポートされていません 
	
原因: IMMEDIATE可視性モードはJMSタイプのキュー/項目にはサポートされていません。


	
処置: JMSタイプのキュー/項目には、ON_COMMITまたはデフォルトの可視性モードを使用してください。









	 JMS-00444: この機能はサポートされていません 
	
原因: リクエストされた機能はまだサポートされていません。


	
処置: 今後のリリースでこの機能がサポートするまでお待ちください。









	 JMS-00445: 宛先の別名を指定する必要があります 
	
原因: NULLの宛先別名が指定されました。


	
処置: NULL以外の宛先別名を指定してください。









	 JMS-00446: エージェントの別名を指定する必要があります 
	
原因: NULLのエージェント別名が指定されました。


	
処置: NULL以外のエージェント別名を指定してください。









	 JMS-00447: LDAPサーバーへのアクセス時にエラーが発生しました 
	
原因: LDAPサーバーにアクセスする際にエラーが発生しました。


	
処置: LDAPサーバーが起動していて、このサービスに指定された環境パラメータが適切であることを確認してください。









	JMS-00448: 無効なコンテンツ・タイプです 
	
原因: コンテンツ・タイプが無効です。


	
処置: コンテンツ・タイプは"text/xml"または"application/x-www-form-urlencoded"であり、パラメータ名は"aqxmldoc"である必要があります。
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第三者のコンテンツ、製品、サービスに対する免責事項

このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに関する情報を提供することがあります。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、費用、あるいは損害が発生しても一切の責任を負いかねます。

ドラフトのアルファ版およびベータ版ドキュメントについて

このドキュメントが試作版の場合:

このドキュメントは試作版であり、デモおよび暫定使用のみを目的としたものです。このソフトウェアを使用するハードウェアに限定するものではありません。オラクル社およびその関連会社は、このドキュメントに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。また、このドキュメントを使用したことによって損失、費用、あるいは損害が発生しても、一切の責任を負いかねます。
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